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| 脱 工 業 化 時 代 」 と いう 言葉 は , 人 類 が 21 世 紀 を 迎え る た め に 進ま ね ば な 
ら な い 道 程 を 示唆 し た も の で あり , 世界 的 な 規模 で , 社会 構造 と 価値 観 の 大 
き な 変 革 を も た らし , 量 か ら 質 へ の 転換 を 見 る に 至っ た の で あり ます . 

この よう な 変動 は , 経済 社会 の みみ の もの で は な く , 身体 障害 者 , 特に 視覚 
障害 者 の 事情 に お いて も 言え る こと と で あり , か つて は 盲人 を 同情 と あわ れ み 
の 対象 と し か 考え な か っ た も の が , FO, 障害 に つい て の 科学 的 な 分 析 ・ 評 
価 と 訓練 ・ 学 習 を 基盤 に , 個々 人 が 自己 の 可能 性 を 追求 する こと に よっ て , 
社会 の 一 員 と し て 正当 に 受入 れ ら れる べき で ある と する 方 向 づ けが な され つ 
る 2 あります. 

し か し な から, わが 国 に お ける 唐人 事情 を 先進 諸国 の それ と 比較 する と き , 
そこ と に は あま り に ゃ も 大きな 格 差 の ある こと に 驚か され ます . た と えば , 職業 
面 で は , わが 国 で は あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 , 邦楽 家 な ど , 伝統 的 職種 が 大 
部 分 を 占め て いる の に 引替 え , KE, 英国 , ツ 連 な ど 先 進 諸 国 で は 数 千 も の 
職種 か ある と 言わ れ て お り ま す . また , 教育 面 で は , わが 国 が 盲 学校 に お け 
る 特殊 教育 を 主軸 と する の に 対し て , 欧米 諸国 で は , SERS HORST 
供 た ちと 同一 の 場 で 教育 し よ ? EVI 統合 教育 に 移行 し つつ あり ます . さら 
に リハ ビリ テー ショ ン の 面 に お いて も , わが 国 は 障害 中 心 で あり , 理 療 科 課 
程 が 主力 に な っ て お り ま す が , 先進 諸国 に あっ て は , 宇宙 開発 の 余 恵 と し て 
進展 を みた 感覚 行動 訓練 や , シス テム 工学 ・ 人 間 工 学 に 導 か れ た 基礎 的 能力 
の 開発 が 図ら れ , その 後 , 1 人 ひと り の 能力 に 応じ た 職業 教育 が 行なわ れ , 
こう し た 研究 開発 の 結果 , 従来 の た わし ・ モ ッ プ 作り か ら , KL, BSA, 
速記 タイ ビス ト , 電話 交換 手 を は じ め , 原 子 煽 の オペ レー ター, コ ンピュータ 
ー の シス テム エン ジニ ア な ど と い 2 幅広 い 職 種 が 存在 する に 至っ て お り ま す . 

これ ら 三 つの 観点 か ら 比 較 し た だ け で も , わが 国 と 先進 諸国 と の , 盲 に 対 


SABLA, LVaWHICKSEEROSS Lpmeonss,. | な か 
がら, と うし た 問題 は , HARILPBAROMAS, 国 や 地方 公共 団体 の 担 
当 者 の み の 力 で 解決 で きる も の で は な くく, 広く 一 般 社会 の 関心 と 認識 , KF 
等 の 研究 機関 や ボラ ンティア の 協力 、 そ し て 盲人 自身 の 自覚 が な けれ ば , わ 
が 国 の 盲人 事業 は 開発 され な い の で は ほ は な いか と 思考 いた し ます . DEORE 
(によって, この 事典 刊行 の 持つ 意義 と 価値 を 判断 し て いた だ ける と 存じ ます . 

この 事典 は , 1942 (昭和 17) 年 , 故 岩 橋 武 夫 が 企画 し た も の で あり , 1900 
年 ウィ ー ン に お いて 発行 され た アレ キサ ンダ ー・ ぇ メル 編 の Encyklopadisches 
Handbuch des Blindenwesens を 翻訳 し . これ に アジ ア お よび わが 国 の 資料 
を 追加 し て 出版 し よう と し た の が 始ま り で す . その 後 , MRC Is CHL, 
また , 岩橋 武夫 も 1954 (昭和 29) 年 死去 し まし た が , 翻訳 を 続行 し , あわ 
せ て 海外 資料 を 世界 各国 に 求め , 1957 (昭和 32) 年 に は 編集 委員 会 が 組織 さ 
れる に 至り まし た . 

1967 (昭和 42) 年 に は 出版 計画 を 立て られ る 状態 に は な り ま し た が , こ 
の 種 の 内 容 が 商業 さ ー ス 乗ら な い の と , また あま り に も , 膨大 な 量 で ある 
と いう こと か ら , 各 出 版 社 な どの 協力 が 得 ら れず , その 間 , 法令 や 状況 の 変 
化 に 応じ て , 再 調査 や 書き 替え が 必要 と な り , この まま で は これ ら の 貴重 な 
資料 も うず も れ て し まう の で は な いか と いう 不安 と 焦 應 の 日 々 が 続き ま し た . 

そこ で , と れ ま で も 巨額 の 編集 経費 を 援助 し て きた 当 法 人 の 収益 事業 部 門 
で ある ライ ト ハ ウス 金 属 工場 代表 者 岩橋 文夫 は , 将来 の 盲人 福祉 盲 教育 の 
進展 に 寄与 する で あろ ? 本 事典 の 価値 を 考慮 し , 出版 経 器 に つい て も その 負 
担 を 決意 する に 至り まし た . も し この 勇 断 が な けれ ば , 恐らく この 事典 の 刊 
行 は 不可 能 と な り , 関係 者 の ご 努力 に むく いる と と も で き な か っ た に 違い あ 
り ま せん . 

ALT, この 事典 を 発刊 する に つい て 各 方 面 か ら , 物心 両面 に わた り 多 大 
な 奉仕 が 寄せ られ まし た . 海外 か ら の 文献 ・ 資 料 提 供 は 84 カ国 , 資料 提供 
者 は 国 の 内 外 を あわ せ て 延 9450 人 , こ れ に よっ て 集め られ た 資料 は 1 万 8280 
点 に 上 り ま し た . 原稿 の 執筆 者 は 国内 140 人 , 国外 23 人 , 翻訳 者 は 41 人 で , 











海外 資料 の 翻訳 転載 に と ついては, Vb BIR REBI ORV C Rae we vorere < 
Bh OC きま bu た だ, 

この 企画 に 強い 励ま し を し て いた だ いた アメ リカ 盲人 援護 協会 の バー ネッ 
ト 博士 , アメ リカ 海外 宜 人 援護 協会 の ブリ ッ ジ ス 氏 , Et ¥) ABA 
協会 の ボル ター 氏 , ソ連 の ジミ ン 氏 と コワ レン ュ ョ ュ 教授, ドイツ の スト レー ル 
Lend Age, Sear AGy Yaga Y FOI, イタ 
Oo Ae nN ae aa a OX oy ei, a a ORS 
1A-K, ILO OFPAR, そし て 厚生 省 社 会 局 , 文部 省 初等 中 等 教育 局 , 
各 ラ イオ ンズ クラ ブ , 山之内 奉公 会 の 各位 に 満 膝 の 謝意 を 表す る も の で あり 
a 

また 監修 者 と し て 次元 の 高い 視野 を 与え て いた だ いた 宇山 安夫 博士 , 辻村 
AK, 元 監修 者 寿 岳 文章 博士 , 鳥居 冬 治 郎 氏 , 加藤 三 之 奴 氏 , 編集 に ご 
力 い た だ いた 熊谷 宗 一 氏 と 編集 委員 の 方 々 ,. な ら び に 製作 を 担当 され た 大 日 
本 印刷 株 式 会 社 に 心から 感謝 申し あげ ます . 

奇しくも 本 年 は 日 本 ライ ト ハ ウス 創立 50 周年 と い ぅ 記念 すべ き 年 で あり , 
ュ ネ ス ュ の 国際 図書 年 で も あり ます . この 年 に , 視覚 障害 者 の 教育 と 福祉 の 
向上 を 願っ て 本 書 を 世に 出す こと の で きま し た こと を , 皆様 と 共に 喜び と す 
る も の で あり ます . 
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AL 目 例 


1. 盲人 に 関す る 特殊 な 用 語 は , 慣用 に 従い な る べく 統一 を 期 した. 
例 1 : 目 の 見 える 者 一 一 晴 眼 者 
例 2 : Bee, 一 般 学 校 で 晴 眼 児 と と も に 教育 する 教育 方 式 一 一 統 

合 教 育 

2. 施設 名 , 団体 名 , 機関 名 等 で 略称 の ある も の は , 各 項 の 初出 に その 
略称 を 付 し , 以下 略称 を 用 いた . 

(3. 年 火 の 表 記 は 西洋 暦 と し , 日 本 の 場合 は 日 本 暦年 号 を 加え た . た だ 
し , 近い 年 次 が 再三 出 て くる と き は 日 本 暦 を 省 い た . 
Ek, 日 本 に お ける 事業 年 度 は 日 本 暦 の み と UR. 

A, 人 名 の 表記 は , 漢字 国 以 外 は 片 か な で 示し , 各 項 の 初出 に 原 綴 名 を 
PAvie. 

5. 生 没 年 は 西暦 で 示し , 日 本 の 場合 は 日 本 暦 を 加え た . 

6. 英語 国 以外 の 国 の 出典 が 英文 の 場合 は , 人 名 等 も 英語 読み LEK. 

7. 数 字 の 表記 に つい て は , 位 取 り の (, ) を 省き , 億 , 万 の 単位 語 を 
Fate. Jeie L,. 表 旧 で は 合 販 の ョ ンマ (, ) を 入れ た . 

8. 外国 の 名 称 , 専門 用 語 , その 他 の 一 部 に 表記 上 若干 の 相違 の ある も 
Dit, 執筆 者 の 意向 に 従っ た . 

9. 計量 単位 の 表記 は , 本 文中 で は 片 か な と し , 表 中 で は 記号 また は 略 
符号 を 用 いた . 

10. 表 お よび 図版 に は , 中 項目 単位 に 通し 番号 を 付 し た . 

11. 外国 貨幣 の 円 換算 率 は 執筆 当時 に よっ た . 

12. 執筆 者 名 は , その 執筆 項目 の 最終 に 示 し た . 

13. 参照 文献 は , 各 項 目 の 終 わり に 挙げ , 外国 文献 の 書名 ・ 雑 誌 名 は イ 

タリ ッ ク 体 と し た . 発行 所 , 発行 年 の 明らか で な いも の は や む を 得 ず 
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日 本 の 盲人 の 実態 


概観 


1965 (昭和 40 ) 年 に 厚生 省 が 実施 し た 身体 障害 者 
実態 調査 に よる と , わが 国 の 視覚 障害 者 ( 児 ) 身 
体 障 害 者 福 信 法 別表 に 掲げ る 視覚 障害 を 有する 者 一 一 
の 数 は 24 万 4000 人 と 推定 され る . この 数 は 肢体 不 自 
A? 聴覚 ・ 言 語 機能 障害 者 を 含む 全身 体 障害 者 の 数 
114 万 6000 人 の 21.3 パー セン ト に 当たり , また 1960 
年 に 厚生 省 が 実施 し た 身体 障害 者 実態 調査 の 結果 に ょ 
る 視覚 障害 者 ( 児 ) 数 22 万 人 の 10.9 パー セン ト 増 に 
な っ て いる . 

表 1 に よる と , 1960 年 を 100 と し た 全身 体 障害 者 の 
増加 率 は 120.6 で あり , この 5 年 間 で 2 割 強 の 増加 と 
な っ て いる . これ は わが 国 の 人 口 の 増加 , 特に 老齢 人 
口 の 急増 が 要因 と 考え られ る が , 視覚 障害 者 の 増加 率 





は 110.9 パー セン ト で , 障害 の 種類 の 中 で 最も 低く な - 


っ て いる . 視覚 障害 者 の 増加 率 が それ ほど 高く な い の 


は , 人 口 の 老齢 化 に 伴う 老眼 , その 他 に よる 視覚 障害 
者 は 増加 の 傾向 に ある が , 有 眼 疾患 に 対す る 予防 医学 , 
治療 医学 の 発達 に よ り 視 覚 障害 者 は 減少 の 傾向 に ある 
た め と み られ る . ] 

と と ろ で , 視覚 障害 者 ( 児 ) お よび その 他 の 身体 障 
害 者 の 程度 別 数 お ょ び 割 合 は 表 2 の 通り で ある . 

すなわち , 視覚 障害 に お いて は , 1 級 が 最も 多く , 
2 級 が これ に 次 ぐ . そし て , この 両者 で 過半 数 を 占め 
て いる が , この よう な こと は 聴覚 障害 や 肢体 不 自由 に 
は みみ られ な い . 

次 に 年 齢 層 , 障害 の 種類 別 身体 障害 者 ( 児 ) の 数 お よ 
び 割 合え を みる と 表 3 の 通り で あり , O~ 9 歳 と 70 歳 以 
上 の それ ぞ れ の 出現 率 を 比較 する と , 視覚 障害 に お い 
て は 68.2 倍 で ある の に 対し , 聴覚 障害 で は 28.7 倍 , 
肢体 不 自由 で は 18.7 倍 と な っ て いる . 視覚 障害 に お 
いて , 先天 的 障害 に 対す る 後天 的 障害 の 割合 が 最も 高 
いこ と が わか る . 
































x イニ ニス 
表 1 障害 の 種類 別 身体 障害 者 UD 数 の 割合 ー60 生 調査 ょ の 比較 _— DOME LOA REIS 
N 2 = 0 2 = 0 (60 年 を 100 と が 全体 に 占め る 割合 は 。 
Re ae > 65 和 調査 推計 教 (構成 比 6O 生 調査 推計 導 ( 構 成 比 を )| 比較 数 (OE IH ee 
TN 数 1,146,000 950,000 196,000 : = : 
(100.0) (100.0) (120.6) が , 1960 年 の 調査 時 で は 
視覚 障害 ae 7.900 ee 44.7 パ ー セ ント で あり , 
. 23.2 110. a Gy 
聴覚 障害 228,000 163,000 65,000 14.3 バ ー セ ント の 増加 と 
(19.9) (17.1) (139.9) な っ て いる . これ を 障害 
肢体 不 自由 674,000 566,000 108,000 了 
(58.8) (59.6) (119.1) の 種類 別に みる と , PR 
障害 者 に お いて は 73.2 パ 
表 2 隊 害 の 程度 別 身体 障害 者 ( 児 ) 数 の 割合 
総 数 | 1 。 級 | 2 & 級 | 4 級 | 5 級 | 6 th | 程度 不明 
ws yy | 1,146,000 | 151.000 | 209,000 174,000 | 198,000 | 173,000 | 159,000 | 82,000 
NE (100.0) (13.2) (18.2) (15.2) (17.3) (15.1) (13.8) (7.2) 
oe oe «| 244000 88,000 42,000 21,000 18,000 20,000 37,000 | 18,000 
MH (100.0) (36.0) (17.1) (8.6) (7.6) (8.2) (15.3) (7.2) 
feo fe az | 228,000 1,000 68,000 45,000 41,000 7,000 52,000 | 14,000 
ie a (100.0) (0.7) (29.6) (19.8) (18.0) (2:9) (22.7) (6.3) 
aOR OW dh 674,000 62,000 99,000 | 108,000 | 139,000 | 146,000 70,000 | 50,000 
(100.0) (9.2) (14.8) (16.0) (20.5) (21.7) (10.3) (7.5) 
220,000 | 104,000 38,000 15,000 14,000 15,000 25,000 | 9,000 
COE CLR | (100.0) | (47.3) | 7.3) | 6:8) (6.4) (6.8) 1.4) | (4.0) 








注 ここ と に あげ る 障害 の 程度 は , 身体 障害 者 福祉 法 施行 規則 別表 第 5 号 に 定め る 障害 等 級 表 に よる も の で , 1 級 は 最も 重度 の 障害 を 示す -. 
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表 3 年 齢 階級 , 障害 の 種類 別 身 体 障害 者 OD 数 の 割合 










































総 数 人 0 eee IE 聴 覚 Kk 害 肢 体 不 Be 
CAB 1,000 人 対 ) CAB 1,000 人 対 ) CAB 1,000 人 対 ) CAB 1,000 人 対 ) 
wf 1,146,400 243 ,900 228,200 674,300 
i (11.76) (2.50) (2.34) (6.92) 
O~ OF% 37,000 4,300 9,300 23,400 
(2.36) (0.28) (0.59) (1.49) 
10~17 61,700 5,600 14,700 41,400 
(3.80) (0.34) (0.90) (2.55) 
ig 19 14,900 1,300 4,300 9,300 
(3.89) (0.34) Ge) (2.43) 
20- ご 29 72,800 8,800 17,800 46,100 
(4.07) (0,49) (0.99) (2.57) 
30- こ 39 111,900 14,900 20,600 76,400 
(7.14) (0.95) (1.31) (4.88) 
40~49 171,600 30,400 30,900 110,300 
(15.77) (2,79) (2.84) (10.14) 
50-~59 215,100 . 51,400 28,100 135,600 
(24.78) (5.92) (3.24) (15.62) 
60~69 230,600 58,200 41,200 131,200 
_ 8.91) (9.82) (6.95) (22.14) 
70~ 230,500 68,900 61,200 100,400 
(63.85) (19.09) (16.95) (27.81) 
Le 300 200 ーー 200 
AS te C) (.) C.) C.) 
ー セ ント と 非常 に 高く な £4 障害 の 種類 別 50 歳 以上 の 身体 障害 者 の 占め る 割合 (単位 め ) 
っ て お り , 以下 聴覚 障害 50 fi Uh £2 Fi 50 歳 以 上 の 身体 
SO an > = の a a の 4 Fil ーー 
ili ミン トド | 肢 (65 年 調査 ) fa (60 年 調査 ) “ (A) (B) 
体 不 自由 者 54.5 パ ー セ (A) (B) 
ント の 順 と な っ て いる . 総 数 59.0 44.7 14.3. 
視覚 障害 7 の 59.9 13.3 
聴覚 障害 57.2 45.2 12.0 
肢体 不 自由 54.5 38.6 15.9 


成人 (18 歳 以上 ) の 状況 


視覚 障害 者 数 


1965 (昭和 40 ) 年 8 月 1 日 現在 に お ける 満 18 歳 以 
上 の 視覚 障害 者 は 23 万 4000 人 で , 全身 体 障害 者 の 
22.3 パー セン ト 。。。 人 昌 1000 人 に 舌 台 3905 人 と な っ て 


いる . これ を 他 の 身体 障 











他 の 障害 と 異な り , 女 が 男 よ り 多 い . これ は 視覚 障害 
者 の うち 50RD ED BO HOS 割合 が 73.2 パー セン 
ト と な っ て いる こと か ら も うなずけ る . 


表 5 身体 障害 者 の 種類 別 全国 推計 数 








身体 障害 者 手帳 所 持 状 況 
身体 障害 者 で 身体 障害 者 手帳 を 所 持 し て いる 者 は 
50.8 パー セン ト で あり , 残り の 49.2 パー セン ト Wk 


(人 口 1,000 人 対 お よび 構成 比 ) 





























oe ま 次 の : 
OH rs 分 | ® * | 視覚 座 害 | 聴覚 障害 | RARE 
全国 推計 数 1,048,000 234,000 204,000 610,000 

視覚 障害 者 の 性 列 の 状 1 11, 0oo 人 対 15.7 3.5 3.1 9.2 

況 は 表 6 の 通り で あり , 構成 比 () 100.0 22 笠 19.5 58.2 
表 6 障害 の 種類 別 性 別 の 状況 (単位 め ) 表 7 障害 の 種類 別 手帳 所 持 状況 ( 単 仁多) 
障害 の 種類 | 総 数 B 女 障害 の 種類 | 総 数 | 所 持 者 | AHS 
総 数 100.0 58.2 41.8 総 数 100.0 50.8 49.2 
視覚 障害 100.0 48.1 51.9 視覚 障害 100.0 55.4 44.6 
聴覚 障害 100.0 53.9 46.1 聴覚 障害 100.0 47.9 52.1 
肢体 不 自由 100.0 63.4 36.6 肢体 不 自由 100.0 49.9 50.1 
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表 8 障害 の 種類 別 原因 の 状況 (単位 
総 | 疾 病 事 nie 戦 そ 
脳 \ 骨 | 先 | 中 & そ | 業 | 交 | そ Wj 
区 の ) 性 | | 関 FR | Ee 件 務 | 通 病 の 
= = i x 疾 疾 災 事 
数 ひ Or Peper oie Fe Ae a | 。 害 Be 他 災 他 
aN 数 10000) | 3.9, 3.5. | 5.9.1.7 15.5 13.0 (42.6 6836. | 3.1 中條 6 5.6 9.0 
先天 性 障害 100.0 [11.5 |2.6 |1.7 H6.3 |2.1 |12 29.4 | 一 | 一 | 一 35.3 
後天 性 障害 100.0 |3.1 |3.6 |6.4 | 一 |5.8 | 3.2 M4.0 |9.6 | 3.5 | 8.5 6.3 6.0 
視 覚 障 = 100.0 |0.2 | 一 ー |0.8 | 一 H1.4 63.2 |3.6 | 0.7 | 6.8 2.9 10.3 
先天 性 障害 100.0 |1.8 | 一 | 一 |811|1 一 |4.0 (47.7 | 一 | 一 | 一 — 38.9 
後天 性 障害 100.9MIOJIII = | 一 22 65.0 1.451 | 0.8 7.6 3.3 6.9 
聴覚 障 害 100.0 |-2.9 | 0.2』L0.1 |2.0 127.6 |.0.6 84.6 |1.9 |0.3.124 ク 22 25.2 
先天 性 障害 100.0 |3.4 | — | 一 |9.6 |5.4 |0.4 5.3 | 一 | 一 | 一 = 55.9 
後天 性 障害 160.0..| 2.7 IO2 |O1 | 一 (83.5 |0.6 37.1 |2.4 |0.4 |3.0 2.8 18.0 
肢体 不 自 由 100.0 |5.7 |6.0 10.1 |1.9 | 一 |0.6 (87.2 (12.8 |5.1 | 9.7 7.8 24 
先天 性 障害 100.0 25.7 |6.7 |4.3 28.1 | 一 |0.4 2.9 | — | — | 一 = 11.9 
後天 性 障害 100.0 |4.3 |5.9 [10.6 | — | 一 |0.6 B8.2 /13.8 |5.4 HO.4 8.3 2.5 
=, > [==9 
所 持 で ある . これ を 障害 zo ORRICK, GRURBORA 
の 種類 別に みる と , 表 7 
: = 区 分 総 数 先 天 的 障 害 後天 的 障害 
eo 1,048 千 人 109 千 人 939 千 人 
率 が 最も 高く 55.4 ペ ー 総 (100.0) % (10.4)% (39.6) % 
セ ・ > に ai 234 24 210 
he lore tS (100.0) (10.4) (89.6) 
meee 47 98 — 2 v/ ie = (100.0) (20.9) (79.1) 
- 610 42 568 
ト の 順 と な っ て いる . (6 1 ji (100.0) (6.8) (93.2) 
3 nie 220.0 36 184 
oe 60 定 調査 視覚 障害 (100.0) (16.4) (73.6) 
精神 薄弱 の 視覚 障害 
者 数 表 10 障害 の 種類 別 , ROR (単位 ) 
04 & ti 2 SG it に 分 総数 Ng a RoE Hs pepeorpine | 不 就学 
4300 人 と 推計 され る が , 
~ ミ * 総 数 100.0 5 1 9.6 2.5 1.8 11.0 
“ees as cay 、 視 覚 障 害 | 100.0 73.0 7.5 1.8 3.6 14.1 
meet, 男 が 34.6 ae ee 障害 | 100.0 67.7 6.4 2.2 4.8 18.9 
ー ニ セン ト と な っ て いる . 肢体 不 自 由 100.0 78.4 11.5 2.8 0.1 GA 
また , 障害 程度 1, 2 級 60 年 調査 視覚 障害 100.0 66.9 AF 0.9 9.3 18.2 
の 者 が 57.7 パ ー セ ント で あり , 介護 が 必要 な 者 は 30.8 就学 の 状況 


パー セン ト で ある . 


障害 の 原因 

障害 の 原因 を 障害 の 種類 別に みる と , 表 8 の 通り で 
あり , 視覚 障害 に お いて は , その 他 の 疾病 だ け で 63.2 
パー セン ト を 越え , 疾病 に よる 者 全体 で は 75.6 ペー 
セン ト と な っ て いる . な お , 先天 性 , 後天 性 の 割合 は 
表 9 の 通り で ある . 

















身体 障害 者 の 就学 の 状況 は 表 10 の 通り で , 1960( 昭 
和 35) 年 調査 と 比べ 小 ・ 中 学校 卒 , 高校 卒 , 短大 ・ 大 
学卒 が それぞれ 増加 を 示し , 特殊 学校 や 不 就学 が 減少 
Cs る 


配信 の 状況 

障害 の 種類 別 , 年 齢 別 配偶 の 状況 は 表 11 の 通り で 
あり , 未婚 者 は 視覚 障害 が 最も 低く , 聴覚 障害 者 の 2 
分 の 1 以下 と な っ て いる . 
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障害 の 種類 別 介護 の 状況 介護 の 割合 は 視覚 障害 者 が 最も 高く , 半数 近く の 42.2 
障害 の 種類 別 介護 の 状況 は 表 12 の 通り で あり , 要 パー セン ト と な っ て いる . 
表 11 障害 の 種類 別 , 年 齢 別 配偶 状況 CH”) 障害 の 種類 別 更生 
放 定 種類 列 | 総数 | 未 婚 | RH | 死別 | 離別 | 不詳 医療 の 受給 状況 
総数 100.0 10.1 57.7 30.0 | 2.1 0.1 na 
| ie 198% 100.0 100.0 4 a a ー 表 13 の 通り で あり , 視 
覚 | 20~29 100.0 75.9 24.1 ee mm ー 覚 障害 に お いて , BSR 
we | 30~39 100.0 27.5 70.1 3 2.1 ー 率 が 最も 高く だ たっ て い 
40~49 100.0 15.6 72.6 7.0 4.3 0.5 
ce ; S, Ltr, ee ao ee 
St | 50 歳 以上 100.0 3.8 56.3 38.2 1.8 = 1 
| 半数 が 受給 を 希望 し て い 
ik i 数 100.0 22.3 49.8 25.3 2.5 0.1 ley 
| 1g~ 193% 100.0 100.0 に es * sath nee ae 
覚 | 20~29 100.0 88.0 12.0 = = = 
障 | 30~39 100.0 44.4 52.4 0.8 2.4 ー 補 装 具 の 所 持 状況 
2) ct; me) ee ee St 
1 14 の 通り で ある が , FB 
総数 100.0 15.4 64.3 18.1 2.1 0.2 し 
に 18~ 195% 100.0 98.3 1.7 ー ー ー So basi 
x | 0-29 100.0 | 80.5 18.1 0.4 0.7 0.4 約 半数 の 者 が 必要 と し な 
上 30~39 100.0 31.5 65.7 to 1.7 ー AoA L Ci eh, = 
40~49 100.0 11.0 80.8 5.5 2.5 0.1 2) eee watt 
FA 2 . rom BLA Zao 点字 
50 歳 以上 100.0 3.1 66.5 28.2 2.2 0.2 
器 は , と も に 所 有 し て い 
表 12 障害 の 種類 別 介護 の 状況 (割合 ) る 者 の 約 4 分 の 1 DEVE 
隊 害 の 種類 i is 数 家族 の 介護 その 他 の 介護 | 必要 だ が いな い | 不 Ee え か が 必要 と な っ て いる . 
oR % 100.0 25.0 13 2.6 yaa 
a. (1,048 FA) | (262 千 人 ) 4 千 人 ) (28 千 人 ) (745 千 人 ) 施設 要 入 所 者 の 状況 
100.0 36.3 1.8 4.1 57.8 x : 
100.0 10.7 0.6 2.4 86.3 必要 で あり , かつ, = 
聴覚 障害 ep 必要 で あり , か つ , これ 
BRAG 100.0 25.4 1.3 2.1 1.2 “m@BTSEORMLE 
(610F A) 15 の 通り で ある が , 視 
表 13 障害 の 種類 別 更生 医療 受給 状況 (割合 ) 覚 障 害 者 に お いて は , 更 
3 All 2 る 
障害 の 種類 | 総 数 | ARTES | 必要 か つ 希 望 必要 だ が 希望 せ ず | KO OB meee 
| | | e | が 73.5 パー セン ト , 重 
' 100.0 1.3 | 3.2 4.6 90.8 deo pee He = パ 
© Bower | cer) | (4 人 ) (48 千 人 ) | (952 千 人 ) eer i 
—ty 3 
視覚 障害 100.0 1.8 3.9 5.4 88.9 2 ? 
pres は り , きゅう の 資格 を と 
聴覚 障害 100.0 0.2 1.6 haé 96.6 Me 
si (204 A) る た め の 訓 練 と 永久 収容 
2 100.0 1.8 3.4 5.2 89.6 = NE こま 
BATA | (cro 保護 の 要求 が 特に 高い こ 
と が わか る . 
表 14 補 装 具 の 種類 別所 持 状況 (単位 多 ) 
_ 区 分 | 赴 人 安全 づ ぇ | AER | 松葉 づ を | 補聴器 | 義手 ・ 義 足 | 装 内 | 車いす | その 他 
we mw | (116 千 人 ) |  Q8 千 人 ) | (59 千 人 ) | 23 千 人 ) | (62 千 人 ) | (42 千 人 ) | (29 千 人 ) | 96 千 人 ) 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
所 有 し て いな いかが 必要 50.8 27.5 42.4 48.8 22.6 50.0 | 75.9 55.2 
所 有 し | 取替え 必要 123A 16.7 22.0 16.3 30.6 71 A 3.4 12.5 
て いる | 取替え 不要 37.1 55.6 35.6 35.0 46.8 28.6 20.7 32.3 
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が 最も 低く 2 万 8484 円 , 次 いで 聴覚 障害 者 2 万 9248 
FA, 股 体 不 自由 者 の 3 万 1618 円 の 順 と な っ て いる . 
な お お, 1965 年 の 厚生 行政 基礎 調査 に よる 同時 期 の 全 
国 平均 4 人 世帯 の 現金 支出 額 は , 農家 世帯 2 万 9072 
円 , 非 農 家 世 帯 4 万 2626 円 と た な っ て いる . 

身体 障害 者 で 生活 保護 を 受け て いる 者 は 6 F 3000 
人 で 全体 の 6 パー セン ト で あり , これ は 調査 日 現在 の 
全国 の 保護 率 1.63 パー セン ト の 約 3.7 倍 と な っ て い 
る . 障害 の 種類 別 の 状況 は 表 17 の 通り で , 視覚 障害 
者 が 8.5 パー セン ト で 最も 高く , 次 いで , 聴覚 障害 者 
3.8 パーセント, 肢体 不 自由 者 5.8 パー セン ト の 順 で 
ある . 

次 に 身体 障害 者 の 家計 上 に お ける 地位 の 状況 を みる 
と , 身体 障害 者 の 半数 以上 が 被 扶養 者 で ある . これ を 





世帯 の 状況 表 15 施設 の 種類 別 障害 の 種類 別 要 収 容 者 数 (単位 
世帯 の 状況 は 表 16, 17, 施 設 の 種類 | 総 数 視 覚 a ca Sis 覚 隊 =a 肢体 不 目 由 
18 の 通う で ある. まあ ん 30 千 人 ) 6 千 人 ) GTA) | (21 千 人 ) 
世帯 の 業態 別に つい て 100.0 100.0 100.0 100.0 
ae MF 7 ijeseuee A 由 者 26.5 = 4.6 37.6 
は , 障害 の 種類 に よっ Fig, | RO te 6.6 = Le 9.6 
て , 特徴 的 な 差異 は み ら ist | © ee 者 14.4 73.5 4.6 — 
れ な い が , 全国 世帯 と 比 聴覚 障害 者 5.5 = 40.9 0.8 
cn: a ! 六 設 10.5 3.0 4.6 13.6 
a Oren 重 度 授産 施 3.3 生 ニ 4.6 4.0 
差異 が みみ られる. す な わ 重度 障害 者 療護 施設 21.0 14.7 22.7 22.4 
ち , 身体 障害 者 世帯 で は そ の 他 12.2 8.8 18.1 12.0 
BRED 36.8 ペー aig REE OAIAIIASEERLO IHL 
ント で , 全国 世帯 の 約 2 ia (単位 
倍 で ある の に 対し , 常用 世帯 業態 別 総 数 | 視覚 障害 | 聴 和 障害 | 肢体 不 自 由 | 全国 世帯 
勤労 者 世帯 が 29.5 パ ペー セ HE 数 100.0 100.0 100.0 190.0 100.0 
tea wees Bee O77 —” 36.8 37.6 41.3 35.1 18.7 
ev pingestanm.f 業 世 # 14.8 14.3 15.7 14.6 7.5 
Fa we Pere Oh) TL. Ae 22.0 2323 25.6 20.5 2 
car 7 グル 63.2 62.4 58.6 | 64.9 81.3 
害 者 の 場合 は 4.7 事業 経営 者 (性 人 人 あり) 世帯 3.9 3.4 2,1 4.6 5.0 
oT i iota i SEE EA Te LE 12.7 13.3 12.0 12.6 9.5 
人 で , ME ORBUMICE oe py ay oe ee tk 29.5 25.0 28.5 31.6 56.6 
る 差異 は ほとん ど み られ A KE % & & tt 5.5 6.2 4.6 5.6 3.5 
な い が , 1965 年 に 行 な ち その 他 の 世 & 11.6 14.5 it3 10.5 6.7 
れ た 厚生 行政 基礎 調査 ( こ 資料 : 「 全 国 世 帯 」 1965 年 厚生 行政 基礎 調査 
よる 全国 の 平均 世帯 人 員 #18 障害 の 種類 別 家計 上 の 地位 の 状況 (単位 ) 
NM 1.0 家計 上 の 地位 | 総 数 | 視 党 障害 | 聴 党 陣 害 | ma 
人 多く な っ いる . 人 数 100.0 100.0 100.0 100.0 
同年 3 月 中 に お ける 身 家計 中 心 者 32.0 26.5 27.6 35.6 
体 障害 者 4 人 世帯 の 平均 家計 補助 者 18.1 12.4 18.2 11.7 
現金 支出 額 は 3 万 600 円 彼 扶養 者 54.9 61.1 54.2 52.8 
で ある が , 4 人 世帯 の 障害 の 種類 別 で は , 視覚 障害 者 障害 別に みる と , 被 扶養 表 17 障害 の 種類 別 生活 保護 


者 の 割合 の 最も 高い の が ee 











視力 障害 者 で あり , ky. 障害 の 種類 | 35 年 | 40% 
で 聴覚 障害 者 , 肢体 不 自 総 数 7.5 |6.0 
貼 者 の 順 と な っ て いる . 視覚 障害 11.1 | 8.5 
聴覚 障害 5.4 |3.8 
es aes 肢体 不 自由 | 6.6 | 5.8 
oleae 全国 保護 率 | 1.76 | 1.63 
18 歳 以上 の 身体 障害 者 ーーーーーーーーーーーーーー 


の 就業 不 就業 の 状況 は 表 19 の 通り で , 就業 者 は 41 万 
2000 人 , 就業 率 は 399.3 パー セン ト と な っ て いる . 就 
業 率 を 障害 別に みる と , 視覚 障害 が 最も 低く 32 パー 
セン ト , 以下 股 体 不 自 由 の 40.6 パー セン ト , 聴覚 障 
害 の 43.9 パー セン ト と な っ て いる . Ek, 過去 2 回 
の 調査 に 比べ る と 就業 率 が か な り 低く な っ て いる が , 
これ は 老人 の 占め る 割合 と の 間 に か な り の 相関 関係 が 


Ze 日 本 の 盲人 の 実態 











表 19 障害 の 種類 別 就業 不 就業 の 状況 (割合 ) 












































不 就業 の 理由 CG 
区 分 総 数 就業 者 AR BR Fe SG ; =. a 
身体 上 | 就業 の 必 
休業 | AR | Ome | Bee | で 7 他 
us mt (1,048F A) (412+ A) (636F A) 
ro 100.0% 39.3 60.7 0.8 0.9 63.0 25.1 10.2 
2 (234 A) (75 千 人 ) (159 千 人 ) 
視覚 eS 100.0% 32.0 60.8 0.7 0.3 64.8 24.6 9.6 
f (204 千 人 ) (90 千 人 ) (114 千 人 ) 
聴覚 障害 100.0% 43.9 56.1 0.4 1.6 47.6 34.8 15.6 
(610F A) (247 千 人 ) (363 千 人 ) 
肢体 不 目 由 100.0% 40.6 59.4 0.9 1.0 67.1 22.2 8.8 
ある も の と み られる. 般 21.0 パー セン ト で 身体 障害 者 が 高い が , BE Cit 


身体 障害 者 28.3 ペー セン ト に 対し 一 般 52.0 パー セン 
ト で 逆 に 低く な っ て いる . この 特徴 は 視覚 障害 者 に お 


障害 の 種類 別 従業 上 の 地位 の 状況 は 表 21 の 通り で 
あり , 業 主 で は 身体 障害 者 44.5 パーセント に 対し 一 





























表 20 身体 障害 者 の 就業 率 の 推移 we) Yr CR Le 
- 障害 の 種類 別 現職 の 状 
調 査 年 1955 年 10 月 1960 年 7 月 | 1965 年 8 月 況 は 表 22 の 通り で , 3H 
ie es Gein) pie es (高齢 者 率 ) ie es Cena 8) 党 障 害 に お いて は , 他 と 
総 数 58.9 (24.8) 46.7 (32.4) 39.3 (44.1) ろ ; 
視覚 障害 47.0 (38.5) a5. (46.5) 32.0 (54.3) pike bi SR fe: 
聴覚 障害 67.6 (29.1) 51.3 (35.5) 43.9 (50.2) 術 的 職業 従事 者 の 率 が 高 
肢体 不 自由 61.1 (18.6) 49.9 (25.6) 40.6 (38.0) い が , その 大 部 分 は あん 
一 般 就業 率 71.8 79.6 66.6 ま ・ は り ・ き ゅ うに 従事 
( 注 ) 「 高 齢 者 率 」 : 18 歳 以 上 の 身体 障害 者 数 に 対す る 60 歳 以 上 の 身体 障害 者 数 の 割合 する 者 で ある . また , 技 


B 工 ・ 生 産 工 程 従事 者 の 
率 が 他 と 比較 し て 低い 


「 一 般 就 業 率 」 総理 府 「 労 働 力 調査 報告 (1965 年 8 月 ) 」 





























#21 障害 の 種類 別 従業 上 の 地位 (単位 多 ) 
= 守 の た 
区 ele els = he SELX of | 間隔 ON SU 
us 数 100.0 44.7 15.2 28.3 11.8 の 
視覚 障害 100.0 56.3 17.3 1656 9.8 れ て いる た め と 考え られ 
聴覚 障害 100.0 35.8 25.6 23.3 15.4 4. 
i AS 78 Bo 100.0 44.5 10.8 33.6 10.9 
きま 般 100.0 21.0 21.0 52.0 6.0 各種 年 金 受給 の 状況 
GE) 一 般 就業 率 : 総理 府 「 労 働 力 調 査 報告 」 (1965 年 8 月 ) 身体 障害 者 で , 国民 年 
表 22 障害 の 種類 別 現職 の 状況 ( 位 ヶ ) 金 厚生 年 金 , 船員 保険 
ツア § oe 

区 か |e & Pe ele ele 2 oe 
ys 数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 ICL Mae, Bale 
専門 的 ・ 技 術 的 職業 従事 者 8.3 27.0 1.5 5.0 5.0 。 の 公 的 年 金 を 受け て いる 
管理 的 職業 従事 者 1.6 0.7 0.7 2 | ey 者 は 44 万 5000 人 で , & 
BB Re Disil lg7 Bas 8.5 ; 身体 障害 者 42.5 ペー 
KS See 13.0 9.4 8.8 15.6 11.9 9 が 
農 林 漁業 従事 者 33.6 36.6 45.1 28.6 26.6 Aiba Wiicied 
oe oe Ee ea fe 1S 0.6 0.7 0.5 0.7 0.4 類別 で は , 視覚 障害 が 13 
運 輸 ・ 通 信 従事 者 1.6 0.7 0.7 2.2 4.0 万 9000 人 で 全 視 覚 障 害 
技能 工 ・ 生 産 工程 従事 者 31.0 17.9 36.5 32.9 24.6 Sa Y ド 
cy ビス 」 美 06 事 ( 者 4.4 4.8 4.9 4.1 lg Ne ‘ kee 
不 詳 0.2 = ーー 0.3 ー 覚 障害 者 が 9 方 9000 人 
あん ま ・ は り ・ き ゅ う 5( 再 掲 ) 4.9 25.1 0.2 0.5 — で, 全 聴 覚 障 害 者 の 48.3 

















CGE) 一 般 分 : 総理 府 「 学 働 力 調査 報告 」 (1965 年 8 月 ) パー セン ト , 有 彼 体 不 自由 
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者 が 20 万 7000 人 で 全 股 表 23 障害 の 種類 別 公 的 年 金 受給 者 の 状況 (Hi %) 
体 不 目 由 者 の 34.0 ペ ー 年 金 の 種類 | 総 数 | 視覚 陣 害 | 聴覚 障害 | 股 体 不 自 由 
_ セ ント と な っ いる . 障害 (445 千 人 ) Q39 千 人 ) (99 千 人 ) (207 千 人 ) 
の 種類 別 公 的 年 金 受 給 者 維 数 100.0 100.0 100.0 100.0 
障害 福祉 年 +S 40.0 60.0 4 26.0 
の 状況 は 表 23 の 通り で 2 oto BRED 27.1 21.0 | 36.5 26.6 
ある . ke | ト 人 22 ae 6.3 
Uh ae SS 0-2 s 0.1 + 0.2 
視覚 障害 者 の 点字 の K eg 0.1 4 o bat 
Ke 皿 給 18.0 | 9.8 Ort | 27.8 
理解 状況 その 他 の 公 的 年 金 9.8 | 67 10.9 11.4 
視覚 障害 者 の 点字 理解 SN 
状況 は 表 24 の 3H り ee 表 24 視覚 障害 者 の 点字 理解 状況 (Hz %) 
ae “ps 14, ses : 読み 書き と 読め る が | 書け る が | 読み 書き と 
本 隊 紀 導 和 09 14.1 職 害 等 級 | 総 | Ee ee aris WE eee ara 
ee aS et 総 数 100.0 13.1 0.9 1.6 | 84.3 
これ は 前 回 の 調査 結末 の 1... w 100.0 15.1 1.0 2.4 81.4 
17.8 パ ー セ ント より か な 3-4 & 100.0 9.9 0.9 0.9 88.6 
り 低 く な っ て いる . ¥ 5・6 ® 100.0 ie 0.6 0.3 87.9 
た , 障害 程度 別 で は , 重 不 明 100.0 124 iat 1 85.7 
表 25 身体 障害 者 総数 
実 数 He 成 比 | 3 wR 率 (65 年 =100) 
Ls 視覚 聴覚 | 肢 体 | 内 部 N 視覚 | 聴覚 肢 fA) ABD | wa 視覚 | 聴覚 肢 体内 部 
| RO | wae | meee | 不 自由 | 障害 | MR) aes | 障害 [ase eh) cae | PBC) aka | 障害 不 自 申 | 障害 
a % 
1960 年 829 202 141 486 — | 100] 24.4] 17.0|58.6| 一 |79.1|86.3|69.1|69.7| 一 
1965 年 1,048 234 204 610 ーー | 100 | 22.3 | 19.5°/'58.2 | —) 100 | 100| 100 100") 一 
1970 年 1,314 250 235 763 66 | 100| 19.0 | 17.9 | 58.1 | 5.0 125.4 I106.8 [115.2 125.1| 一 
度 の 者 が 前 回 同様 最も 高く な っ て いる . 福 佳 法 の 改正 に より 内 部 障害 者 が 身体 障害 者 に 加え ら 
れ た こと , 老齢 人 口 の 増加 , 産業 災害 , 交通 事故 の 増 
1970 年 の 調査 結果 概観 加 に 伴っ て 身体 障害 者 が 増加 し て いる こと な と が 考え 
られ る . 
1970 (昭和 45 ) 年 に 厚生 省 が 実施 し た 身体 障害 者 実 視覚 障害 者 に つい て みる と , 実数 に お いて も , 増減 


態 調査 に よる と , わが 国 の 視覚 障害 者 ( 児 ) の 数 は 25 万 率 に お いて も ゃ も 股 体 不 自由 者 や 聴覚 障害 者 より も 下回っ 
6000 人 と 推定 され る . この うち も , 18 歳 以 上 の 視覚 障 て いる . Eh, 構成 比 も 年 々 低下 し , FHORMABA 
害 者 は 25 万 人 と な っ て いる . 以下 , 18 歳 以上 の 視覚 で は 20 パー セン ト を 割っ た . この 傾向 は SRE bit 
障害 者 を 中 心 に 調査 結末 26 種類 別 程度 別 状況 




















EBT Od aw w]e we ls wl 4 wl s Ble wl AR 
表 25 に よる と , 18 x Fie 
4 Ds #8 数 1,314 142 207 165 233 200 165 202 
ie 

以上 の 全国 の 身体 障 all + 障 is 者 218 75 38 16 14 17 31 27 

は , 131 万 4000 人 と 推計 ae pe pee ee 201 = 64 29 33 1 48 26 

され る . これ は 前 回 の 調 肢体 不 自由 者 712 Al 85 94 157 170 75 90 
内 部 障害 者 62 2 ー 7 12 ー- 一 41 

て 26 万 6000 

bi #@ 複合 障害 者 121 24 20 19 17 12 11 18 

人 (25.4 パー セン ト ) の に | 

Minkizo Twn, と eeemie 244 88 png 20、 | 。 37 18 

Be PERE OVA tol ee 220 104 ae Pigs haa Va Yh Gs 9 

て は , 62 年 の 身体 障害 者 s 


























24 日 本 の 盲人 の あゆ みみ 














くも の と みみ られる. 表 27 生活 保護 の 状況 (保護 率 ) 
表 26 に つい て みる と , 総 数 | 視覚 障 害 | 聴覚 障害 | 肢体 不 自由 | 内 部 障害 | 複合 障害 | ( 全 世 帯 ) 
伸 党 障害 者 の 総数 が 21 カ 1960 年 7 uA it 5.4 6.6 
. , = = 1.76 
8000 人 で , 表 oe 2577 1965 48 6.0 8.5 3.8 5.8 a 1.63 
人 と 合わ な い が , その 差 1970 年 6.6 10.6 5.0 5.8 8.1 6.6 1.29 





3 万 2000 人 は 視覚 隊 害 の 

ほか に 他 の 障害 を も っ て いる 者 で あり , 複合 障害 者 と 
し て 計上 され て いる . 視覚 障害 者 で 1 級 の 者 は 7 万 
5000 人 で , 1 級 の 全身 体 障 害 者 の 過半 数 を 越え て い 
る . また , 視覚 障害 者 の 場合 に は , 1 級 と 2 級 の 者 が 
視覚 障害 者 全体 の 過半 数 を 越え て いる . 視覚 障害 者 で 
1 級 の 者 の 数 を 前 回 , 前 々 回 と 比較 し て みる と , 10 万 
4000 A (1960), 8 万 8000 人 (1965), 7 万 5000 人 
(1970) と 年 々 その 数 が 減少 し て お り , この 傾向 は 今 
後 も 続く も の と み ら れ る . 








生活 保護 の 受給 状況 は 表 27 の 通り で ある が , 全 世 
帯 の 保護 率 が 年 々 低下 し て いる の に 対し , 視覚 障害 者 
を は じ め そ の 他 の 身体 障害 者 の 場合 に は , 年 々 低下 し 
て いる と は いえ た ない. これ は 身体 障害 者 の 中 で 60 歳 
以上 の 者 の 占め る 割合 と か な り 関 係 が ある も の と 考え 
られ る . ちな み に こ の 割合 を 過去 の 調査 結果 と 比較 す 
る と , 1955 年 調査 24 を .8 パー セン ト , 60 年 調査 32.4 パ 
セン ト , 65 年 調査 44.0 パー セン ト , 70 調査 45.3 パ 
ー セ ント と 年 々 高く な っ て いる . (菊地 正 ) 


日 本 の 盲人 の あゆ み 


江戸 時 代 ま で 


国 初 一 奈良 時 代 

仏教 渡来 前 の 盲人 の 生活 に つい て は , は っ きり し た 
手がかり に な る も の が な い の で 推察 に 過ぎ な い が , 血 
族 共 同体 の な か で の 盲人 は , 案外 , いた わり に 満ち た 
生活 を し て いた と 思わ れる . すなわち , 家族 の 一 員 と 
し て , 被 保護 者 的 , 寄生 的 な 存在 で あっ た が , 平和 な 
生活 を 送り 得 た 者 が 多数 あっ た も の と 思わ れる . この 
こと は 今日 も な お 命 脈 を 保っ て , 健 地 に 行け ば 行く ほ 
ど 濃厚 に 温存 され て いる こと か ら も 推測 され る . 

も っ と も ゃ も , 例外 で は あっ た ろう が , 後代 の 民間 伝承 
その 他 に よっ て , 呪術 者 的 な 存在 と し て , 部 沙 や 地域 
の 人 びと か ら 恐 怖 の 目 で 見 られ て いた 者 も あっ た こと 
を 知る と と が で きる . 呪術 万 能 , 予言 尊重 の 原始 社会 
に お いて は , 聴覚 , 触覚 , 対 気 感覚 , 記憶 な ど が 異常 
な まで に 発達 し た 異 相 の 者 が , 予言 めい た 言動 を あえ 
て する こと に より , 驚異 の 目 を みはら せ た こ と ゃ 無理 
は た ない . 中 山 太郎 著 「 日 本 盲人 史 ] に よる と , 時 代 は 
下る が , 古代 人 知 未開 時 代 の 伝承 に は , 「 衣 人 な る が 
改 に 大 火 を 予知 し た と か , 山崩れ の 災害 を 予言 し て の 
が れ 得 た と か , 此 外 に も 種々 な 不思議 な 物語 り を 伝え 
て いる 」 と あり , 古事 記 に こも, 足 な を で 見 苦し い 姿 を 
し て は いた が , 物知り と し て 尊敬 され た 久 延 比 十 の 話 , 


_ 小 人 な が ら 医 楽 そ の 他 博 識 の 才能 ゆえに 神 と あがめ ら 


れ た 少 名 彦名 命 の 話 , BA, 自 痴 者 な ど 異 相 の 不具 者 
が , 神秘 的 な 能力 を 天 か ら 授 けら れ て いる と し て , 世 
人 か ら お それ られ た 話 な ど が ある . Lac, 他方 で は 
衣 人 な と 身心 障害 の ある 者 は , 神 電 う すく 幸福 2 すい 
者 , ひい て は 不 祥 な 者 と し て 地域 か らき ら わ れ , BER 
され た こと も ゃ 事実 で ある . HHAECAORCHOB 
子 の 一 行 が 「 大 坂戸 」, HARP] の 街道 を 行く と, B 
者 , 足 な え に 出 会 い , それ を 不吉 と し て 避け させ た 話 
が 出 て いる . 不潔 を きら う 念 の 強かっ た わが 古代 国民 
性 と じ で は , ' や っ と も な ご と と 過 お れる | 

古代 天皇 制 の 基礎 が 固まり , 朝鮮 や 大 陸 と の 交渉 が 
ひん ば ん に た な り , 仏教 が 伝来 し (JE 式 伝来 は 538 年 の 
SAH] CSN CWS), 時 代 を 経る に つれ て 国民 の 
上 層 か ら 下 層 へ と 浸透 し , 聖徳 太子 の 飛鳥 時 代 仏教 
亜 武 天皇 を 中 心 と し た 奈良 時 代 仏教 な どの 強力 な 国家 
的 導入 教化 策 に あう と , わが 国 上 下 階層 の 国民 性 は , 
仏教 的 人 生 観 に 傾斜 せ ざ る を 得 な く な っ た . すなわち 
現世 の 臨時 的 , 恒常 的 不幸 や 災難 は 前 世 の 因 果 応 報 一 
この 世 の 運 命 に 泣く 盲人 ら の 不運 不幸 は , 前 世 か ら の 
因縁 因果 に よる と 考え られ る よう に な っ た . 

この よう に , 仏教 渡来 後 の 風 潮 は , FEROS ABI 
一 変 さ せ た . いわ ゆる 転生 輪廻 説 。 因果 応報 説 な どの 


宿命 観 が 流行 し , 両 眼 の 明 を 矢 う の は 宿 業 で あり , 前 
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世 の 業 果 , た と えば , 前 世に 仏 の 類 明 を 惜しん だ 報い 
と し て , 肉体 上 , 精神 上 , 2 重 の 責 苦 が 与え られ る も 
人 あの と どじ た 』 だ が っ で , 人 力 で は どう する と と 
も で きず , た だ 一 途 に 現世 , 来世 の 光明 を 仏 に 祈念 す 
る と いう こと と に な る . 平安 初期 に 書か れ た 日 本 霊異 記 
は , 仏教 の 因果 応報 の 道理 を 明らか に 示し た 教化 的 説 
諾 集 で ある が , これ に 「 二 の 目 家 た る 女人 」「 二 の 目 
盲 た る 男 」, 「 一 目 盲 の 沙門 ]」 な どの 話 が ある . また , 
同じ く 本 朝 法華 験 記 に こも 「 備 前 国 紅 目 法師 」, 「 筑 前 国 
盲 女 ] な どの 説 語 か あり , これ より 後代 に な る が , 大 
Al, 河内 辺 の 寺社 の 縁起 物語 に も , これ に 類する も の 
が 多く 見 られ る . 

仏教 伝来 に よっ て 家 人 に 対す る 素朴 な 人 びと の 考え 
が この よう に 一 変 し て くる と , 世に 捨て られ , 家 に うと 
まれ た 悲惨 な 者 が 多く 出る よう に な っ た . その うえ , 
政治 経済 の 変革 も この 様相 に 拍車 を か けた の で ある . 
すなわち , 古代 律令 制 国家 統一 の 実績 が あがる に つれ 
て 階級 分 化 が み られ , 上 下 の 身 分 制 に よる 強力 な 支配 
関係 が 生ま れ た だ た. その 結果 , 血族 的 ・ 氏 族 的 共同 体 は 
AL, 労働 力 ・ 生 産 力 本 位 と な っ て , その 力 の な い 
者 , 乏しい 者 は どれ い 化 , 赤 貧 化 , こじ き 化 の 道 を た 
どら ざる を 得 な か っ た . FELT, これ ら 没 落 階 層 の 5 
ち , 最も あわ れ み の 対象 と な っ た 者 は , CREWS 
具 魔 疾 自 存 不 能 者 ]」 と いう と と ば で 表現 され , 仏教 あ 
る い は 国家 を 背景 に し た 仁 慈 の 対象 と し て , いろ いろ 
な 救済 事業 が 行なわ れ た だ た. 飛鳥 朝 聖徳 太子 の 天王 寺 四 
Bea, 悲 田 , 施 楽 , 療 病 ) の 常設 的 救済 事業 (593) 
は , 日 本 に お ける 社会 事業 の 始ま り と いわ れる が , 数 
多く の 難民 , 不具 者 , 病 者 た ち が こ れ に よっ て 救 わ れ 
en 

天王 寺 四 院 は 仏教 と 国家 の 力 を 背景 に し た も の だ け 
(に, 当時 と し て は 大 規模 な も る の で あっ た と み ら れ , こ 
の 種 事業 の セン ター 的 な 存在 で も あっ た で あろ う . こ 
れ に な ら っ て , 中 央 ・ 地 方 の 社寺 に よっ て も 救済 事業 が 
行なわ れ た . こと の よう に 寺院 が 難民 欠 民 の 救済 機関 , 


避難 施設 と し て の 活動 を 始め る の と ほぼ 同じ ころ , 皇 


室 は 令 を 発し て , し ば し ば 救い の 手 を 各種 の 困窮 民 に 
さ し の べ て いる . 国家 的 行事 , 災害 時 な ど に 了 臨時 的 救 


外事 業 を 行なっ た り , 唐 令 に な ら っ て 年 金 や 施 物 を 長 


期間 与え た よう で , 特に 奈良 想 都 以後 は ひん ば ん に 行 
な われ た . 

も ちろ ん , すべ て の 身体 障害 者 一 紅 人 が 世に 捨て ら 
れ た も の で も な か ろう . Efe, いわ ゆる 1 目 眼 の 者 や 
弱視 者 も ああ っ た ろう . こと れ ら の 者 は 残さ れ た 労働 力 を 


買わ れ , どれ いと し て 権 門 社寺 に 売ら れ た 者 も あっ た 
と 思わ れる . 4 一 5 世紀 ころ , 日 本 で は どれ い 制 が 盛 
ん に 行なわ れ た と いわ れる か ら , どれ い に な っ て こじ 
き を まぬがれ よう と し た 貧 窮 障害 者 も あっ た と みみ られ 
る . 事実 , 奈良 期 の 大 寺社 権 門 た など では , 多く の どれ 
い を 荘園 創 田 の 開 胡 に 使っ て いた . 

この よう な 風潮 の な か で , 多く の 御 人 が 都 の 大 寺 の 
門前 に た むろ し て , 仏 に 祈念 する か た わら , ここ を 物 
も らい の 場 と し た り , 仕事 を 求め る 場 と も し た . こう 
し た 寺院 と の 結び つき が , 奈良 期 を 通じ て 盲人 の 間 に 
み ら れ る よう に な る と , いわ ゆる 声音 成仏 (個人 も し 
く は 多 人 数 が 仏前 で 楽器 な ど と 合わ せ て 人 賛歌 する 祈 傍 
WA), ある い は 仏教 音楽 (当時 の 諸 楽 器 で 仏前 に 奏 
KP SME) DAY AICS ADU ORL Te 
っ た . IER GEICH I TSKEE RKO SEEDS. 奈良 朝 
(に は この 楽器 (また は その 原 器 ) が 他 の 楽器 と と も に 
雅楽 と し て 宮廷 で 用 いら れ , また , 仏教 音楽 と し て 仏 
前 で 弾 し られ た . 

な お , これ と は 関係 が な いか も 知れ な い が , 律宗 開 
祖 奈 良 唐 招提 寺 の 開山 盲 目 僧 鑑真 の 業績 は 記憶 すべ き 
CHS. 鑑真 は 唐 揚州 大 明寺 の 高僧 で , HAS HACE 
の BAe し て 特に 招請 を ら うけ, 渡来 を 決意 し て 以来 
11 年 , 5 回 の 渡海 に 失敗 し た が , 6 回 目 の 渡航 に 成功 
し , 753 (天平 勝 宝 6 ) 年 に よう や く 日 本 の 土 を 踏む こ 
と が で きた . COR, 4 回 目 に 海南 島 に 流さ れ 和 失明 し 
た が , つい に 初志 を 賃 徹 し た の で ある . 奈良 仏教 に 新 
風 を 吹込 ん だ だ け で な く , わが 国 本 草 学 の 祖 と な り , 
また , 大 蔵 経 の 改訂 こも 大 き な 足 跡 を 残し た . 

767 (天平 室 字 7 ) 年 , 77 歳 で 死 示 .「 若 葉 し て お 
ん 目 の 境 ぬ ぐ わ ば や 」 は 松尾 色 惹 の 吉野 紀行 に ある 名 
WC, COKRYATCORED 1 句 で ある . 


平安 時 代 

平安 初期 の 仁 明 朝 に , 日 本 で は 大 きい 楽 制 改革 が 行 
な われ , 琵琶 な ど が 俗 楽 に も 取入れ られ た 結果 , BA 
が 俗 楽 葬 琶 の ひき 手 , いわ ゆる 琵琶 法師 と し て 参加 す 
る よう に な っ た . し か し , FEBRILE CHASHEO 
で は なく , 仏教 文学 と も いえ る 大 小 の 物語 , ある い は 
経文 に 準 じ る 詩文 な どの 伴奏 楽器 と し て 用 いら れ た の 
で ある . 

時 代 が くだ る に つれ , HERA, Baek, FOE, 今 様 , 
BAT LOBE, これ に 合わ せ て 朗 唱 する よう に 
な っ た . な ぜ 俗 楽 の 琵琶 法師 と し て 盲人 が 登場 する よ 
うに な っ た か . それ は , 寄る べ な い 盲 人 が 頼る と ころ 


26 日 本 の 盲人 の あゆ み 





は 大 寺 , 大 社 , こと に 仏 の 慈悲 と 救済 を 信条 と し た 寺 
院 で あっ た . それ ら 盲 人 の な か に は 姿 形 や 筋目 正しい 
者 , ある い は 音楽 的 才能 を も つ 者 が あり , 勤行 の た め 
の 諸 楽 器 を 手 に し て 仏教 埋 嘆 の 列 に 加 わる よう に な 
り , 盲人 と 寺院 の 結び つき が 生ま れ た の で ある . 

この よう な 平安 期 の 家人 の あゆ み の 変 化 か ら , この 
期 に 剛 丸 と いう B AER OZEOBZAD, 人 逢坂 山上 で 
秘 曲 を 中 人 に 伝え た と いう 伝説 が 今昔 物語 その 他 に し 
る され て いる . この ほか に 人 康 親王 の 記録 も 伝え られ 
で MS 





人 康 親 王 の 墓 

人 康 親王 (820~862 また は 830~872) は , 54 代 仁 
明帝 四 の 宮 と し て 生ま れ た が , 若く し て 和 失明 し , AR 
山科 に 隠 退 , 都 や その 近辺 の 筋目 よく 清らか な 盲人 を 
集め て は , 物 を 恵 ん だ り , 葬 琶 を 錯 ず る つど い を 催し 
た り し て , その 余生 を 送っ た と いう 話 で , 三代 実録 に 
端 を 発する . その 後 , 人 康 は 室町 期 , 江戸 期 に 育 人 の 
平 曲 集団 で ある 「 当 道 ] の 祖神 に 祭り あげ られ , その 
供養 行事 (積み の 頑 は 2 月 , 涼み の 会 は 6 A) も 近世 
で は 俳句 の 季 題 に まで と りあ げ ら れ , 名 物 行事 と な っ 
た . 京都 市 東山 区 四宮 に は いま も 箇 目 薄幸 を 伝え られ 
DRED THERA) を は じ め , 多く の 遺物 遺跡 
が 残っ て いる . 


鎌倉 時 代 

平 氏 の 減 亡 後 , 源氏 , 北条 氏 を 経て 足利 氏 の 室町 幕 
府 に 引継 が れる まで の 200 年 間 , 世 は 大 きく 揺れ 動い 
た . 底辺 に うど ご めい た 家 人 の あゆ み も , それ に つれ て 
動揺 し た こと は 当然 で あっ た . すなわち , 前 代 の 琵琶 
法師 と し て の 登場 か ら 平 家 琵琶 法師 に 変わ っ て ゆく 時 
代 で ある . 一 方 , 平 曲 に 参与 で き な か っ た 辺 地 の 盲 人 
た ち は , 特殊 な 祈 侍 仏教 に 結び つい て 盲 僧 と な っ た . 

[平家 琵琶 の 発生 ] 琵琶 と いえ ば 平家 , 平家 と いえ 
ば 盲目 法師 , 室町 期 以 降 江 戸 期 に いた る まで の 通称 で 





あっ た . それ は , わが 国 屈指 の 国民 文学 的 叙事詩 平家 
物語 が 世 の 脚 兆 を あび た と こと に も よる . わが 国 に は そ 
れ ま で 幾多 の 世界 的 文学 も , 一 世 を 風 び し た 散文 も あ 
っ た が , 耳 に 訴え る 口 唱 文学 (語り も の ) と し て は 平 
家 物 語 の 右 に 出る ある の は な か っ た . その 作者 に つい て 
は 信濃 前 司 行 長 説 が 有力 で ある が 定説 は な い . それ は 
と も か く と し て , 源平 両氏 の 興亡 転 変 の 哀 史 で , 全編 
を 貫く も の は 仏教 思想 の 無常 稚 で ある . 

曲 唱 文学 と 盲人 と の 結び つき は , FAITE RES 
が 発生 し , 当時 作ら れ た 多く の 語り 文学 を , お そら く 
は 門 付け し た り , 人 の 集まる 場所 に 招 か れ て 演じ た こ 
と (に よる も の で ある . 短 詩 形 式 も あり , 「 無 明 法 性 寺 
合戦 物語 |] ある い は 「 源 平 盛衰 記 ] の よう な 長文 も の 
も あっ た . そこ で 平家 物語 が 成る や , 得意 の 記 共 に ょ 
5 CHEE DE CBO RT LICR KADERD 
れる . その 辺 の 消息 に つい て は 「 徒 然 草 」 に 詳説 され 
て いる . 当時 の 知識 人 信濃 前 司 行 長 は , ゆえ あっ て , 
葵 山 に 隠 世 し て 名 僧 慈 円 の も と に お っ た が , た また ま 
生 仏 と いう 盲人 が 天性 の 美声 で , 仏教 の 唱 名 や 俗 議 に 
も 長 じ し て いた の で , 「 平 家 物 語 | を 作っ て これ を HE 


人 に 合わ せ て 語ら ちせ た . これ と より 平家 琵琶 法師 が 世に 


始ま っ た と され て いる . 

[平家 例 琶 の 流行 〕] 生 仏 か ら 発 端 し た 一 連 の 琵琶 法 
師団 の 系 譜 も $「 当 道 大 記録 」 に は 見 られ る が , と に か 
く , 鎌倉 中 葉 以後 に この 一 団 が 生ま れ て , 盲人 が は っ 
きり し た 職業 と 名 の つく も の を どう や ら 手 に 入れ た . 
それ 以来 , か れ ら の 必死 の 努力 に よっ て 幾多 の 名 手 を 
Heth Ste. な か で も 花園 朝 に は 当時 の 権 門 久 我 大 納 
言 の 一 門 に 入 坂 城 玄 法 師 が 出 て , 入 坂 流 の 一 派 を 起こ 
し , し ば し ば 宮 Baas 
廷 に も 出入 り し 
た . 久我 家 は 次 
の 室町 期 に 当道 
団体 が 発展 し 
て , 本 KW2v の 
階級 制度 を 施す 
よみ Mn 
その 誰 証 権 を 握 
ok. この ころ か ら 使わ れ だ し た の で あろ うか , [ASA 
触 」 と いう 名 が いま も 残っ て いる . SABHA, 手 に 
は 長い つえ , 足 に は 高 あ し だ , 琵 替 箱 を 背負 っ て 東 に 
西 に 漂泊 し た 次 か ら 生 まれ た の で ある . この 姿 が 世 人 
に 親しま れる よう に な た っ の は , 平安 末期 か ら で あ る 
が か が, この ころ に 平家 琵琶 法師 と いう 旅 芸人 に な っ て , 
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① 立 志 修 業 の た め 遠 い 辺 地 か ら 平 曲 の 中 心地 で ある 京 
の 都 に 上 り 下 り し た . ②⑳ 鎌 倉 に 幕府 の あっ た ころ な の 
で , そこ を いわ ゆる 「 旦 那 場 ] と し て 集まっ て 行っ 
た . ⑨③ 山 道 海道 の 長 亭 短 駅 に 足 を 止め る 旅客 を 求め て 
旅 を し た こと か ら , こと ら 呼ば れる よう に な っ た の か も 

[>> ane 

な か に は 名 手 に な っ て , 貴 紳 大 名 小 名 , ある い は 社 
寺 の ひい き を 受け て , 栄 菅 を 身 に つけ た 者 は 和 八 坂城 壇 
だ け で は な か っ た . Lal, FEREMOKMaL, Hi 
泊 の 旅 芸 人 と し て , 不 自由 な 身 を 1 本 の つえ に 託し た 
哀れ な も の で あっ た . 

けれ ども ゃ も , よる べ 身 より も な い 昔 の こじ き 寄 食 の 徒 
食 生 活 者 か ら 1 歩 1 歩 離脱 し て 独立 へ の 道 を あゆ み 始 
め た こと は , 特筆 され る べき で ある . 

CSS) 平家 琵琶 法師 が 芸能 的 に 形成 され て いっ た 
の に 対し , 前 代 以 来 の 経文 や 仏教 杖 歌 の 類 を 琵琶 に 合 
わせ て 各地 を 巡っ た 盲 僧 と 呼ば れる 宗派 的 な 集団 が 九 
州 , 中 国 , 談 内 諸国 に 発生 した. 都 の 影響 の 及び に く 
か っ た 辺境 の 九州 地方 が 主 で あ つ ye 大 和 地 方 に も 
あっ た こと か ら , 芸能 的 職業 に 生き 得 な か っ た 者 が , 
従来 の 伝統 を 墨 守 し た た めで は な いか と 思わ れる . 発 
生年 代 や その 経緯 に つい て 明らか な こと は わか ら な い 
が , 相当 の 勢力 に 成長 し て いっ た . 江戸 期 に は , 主流 
派 と も いう べき 当道 派 畜 人 と し ば し ば 訴訟 事件 , 勢力 
省 AMN を 起こ し て いる 。 

盲 僧 は 地 神 陀 維 尼 経 と 称す る 私 経 を 唱え , 家々 の 氏 
AH, カマ ド 荒神 を 念じ て , 家内 安全 息災 延命 を 祈っ 
た . 地 神 陀羅尼 経 か らし て 地 神 宜 僧 と も 呼ば れ た が , 
元 来 この 経 は 大 蔵 経典 に は 見 られ ず , 発端 は 奈良 期 に 
盛ん に 唱え られ た 金光 明 最 勝 王 経 第 十 衝 堅 年 地 神 品 か 
ら と いわ れ て いる . 江戸 期 に は 地 神 経 と 称し て , 一 家 
を こと ほ ぎ 祝う ら わ か りや すい 適当 な 文 を まじ えて よん 
だ らし い . 祈願 後 , 酒食 の 座 に 着く と , 余興 と し て 
[Hd] EMT SAH EAL, 近代 の 筑前 琵琶 , Be 
FETE OFA TRY, 物語 を 弾 じ , AMAA, 小唄 


な ど を 演じ て , 壇 家 の き げ ん を と っ た だ た. 人 びと は むし 


ろ そ の 余興 を 楽し み と し た . Lal, と の よう に 芸能 
休 M た と と は 。 音楽 を 生業 と し て いた 当道 長 人 の 問 り 
on, し ば し ば 訴訟 ざき だ た に な っ た . か れ ら の 集団 
は 福岡 の 成就 院 と 日 南 の 常 楽 院 に 根拠 を 置く よう に な 
り , と も に 粟田 口 青 運 院 の 下 と 称し た . これ は 成就 
院 派 の 開祖 玄 清 法師 と 天台 宗 の 結び つき に よる と され 
る が , 多分 に それ は 伝説 的 な こと で ある . HALO 
ち に 島津 族 の 保護 を 受け た の で , 幕府 や 当道 の 圧力 を 


受け な か っ た と いわ れる . 


室町 時 代 

室町 幕府 は その 経営 の 無能 と 将軍 の ぜいたく の た め 
ABLE Life. それ が 偽 根 と な っ て 強力 政権 に は な 
bis か っ た . 管領 四 職 の 思い あがり は , [PRES の 
EBA, つい に 応仁 の 大 乱 を ひき 起こ し , 群雄 割 
拠 の 世 と な っ た . 庶民 の 困窮 と 慎 激 は 前 代 以 来 の 逃 散 
や 地方 一 撰 な ど を 激化 し , 反乱 の 様相 に 近く な っ た . 
し か し , この よう な 不安 な 世相 は 庶民 の 生活 力 を 根 強 
くし, その うえ , 海外 2HIe 刺激 され て 産業 を 起こ 
し , 商業 を 盛ん に する よう に も な っ た . 盲人 も また テ 
ン ポ は の ろか っ た が , 庶民 に な らい 根強い 生活 の 活路 
を 切開 いて いっ た . 前 代 来 の 平家 琵 替 の 集団 は 組織 化 
され , 「 当 道 」 と 呼ば れ て 次 第 に 強化 され て ゆき , IL 
PHOBARBROR Lrok. 繁栄 の 基礎 に な っ た 
[当道] の 結成 者 は , 明石 覚 一 と いう 天才 的 な 平家 琵 
替 の 名 手 で あっ た . 

[明石 覚 一 ] 生 仏 に よっ て 初め て 語ら れ た 平家 琵琶 
は , その 人 後 100 年 を 経た 鎌倉 末期 に は , 久我 家 か ら 出 
た 八坂 城 玄 の 八 § ~ ( 
坂 流 , 関東 か ら 
出 た 坂東 如 一 の 
一 方 流 の 2 派 に 
S40 ein, HER 
紳 武家 の 門 は も 
と より 宮廷 に 
まで 平 曲 法師 の 
3 上 ( ウ 0 る 2(e 友 だ この こと は 天 オ 明堂 
出現 の 素地 と し て 十分 で あっ た ろう . 

覚 一 は 足利 尊氏 の 一 門 (お い , また は いと とこ) と いわ 
れ , その 姓 は 足利 尊氏 か ら 播 州 明石 を 領 と し て 与え ら 
れ た か ら と も いわ れ , ある い は いま の 足利 市 在 の アカ 
シン 出身 で ある か ら と も いわ れる . 正安 年 間 に 生ま れ , 
1371( 応 安 4 ) 年 , 70 RRC LU. 早く か ら 鎌 倉 に 出 
て , 当時 , 武家 を 中 心 に 愛好 され て いた 一 方 流 平 家 琵 
Bet, 青年 時 代 か ら 名 手 と いわ れ た と いう ら . 都 に 
移っ て 第 一 人 者 と な っ て か ら は , AT IL UD ES 
廷 に 顧客 が 多く , FCI, SOC 2ZEICHRShn, 宮中 
に 伝わる 雲井 本 「 平 家 物 語 」 RUD SIZE TH OE. 
後世 一 方 流 平 家 は 入 坂 流 平 家 よ りゃ 内 容 文 脈 が 著しく 
すぐ れ て いる と 宣伝 され , 覚 一 の 出現 以後 は 断然 後者 
を 追 越し た . 覚 一 は 希代 の 名 手 で ある うえ, 政治 的 オ 





明石 覚 一 の 像 


28 日 本 の 盲人 の あゆ み 











能 に も すぐ れ た 偉 才 らし く , 平家 琵琶 を 隆盛 に し た だ 
け で は た なく, 育 目 法師 の 一 団 を 当道 座 と いう 組合 的 な 
組織 に まで 育成 し て , その 地位 を 明治 まで 不動 な も の 
と し た . まさ に 江戸 期 弟 人 職業 の 祖 と いわ れる 杉山 和 
一 に ゃ 比肩 され る 人 と いい 得る . か れ の 死後 , その 屋 
敷 は 法 名 「 清 乗 庵 心 月 本 明 大 居 士 ] に ちな ん で , 通称 
を 清 衆 庵 と 呼ば れ た が , 
また , 当道 極 官 の 職 検校 
が 政治 を 執る と ころ と し 
て , 職 屋 敷 と も 呼ば れ 
た . 万 延 年 間 版 「 京 都 古 
地図 」 に 在 四条 と あり , 
現在 の 高倉 通り 竹屋 町 
で , 現在 の 豊 園 小学 校 校 
庭 に 標 石 が 残っ て いる . 
Bait Pe Amant 
- Sik Bot | と 刻ま 





当道 職 屋 敷 跡 


れ て ある . 

[当道 座 〕 古来 , 当道 の 結成 に つい て は 特に 「 当 道 
要 集 ] と いう 古 記録 を 根拠 に し て , 人 康 親王 以来 と い 
> 説 が 江戸 期 の 当道 衣 人 間 で 宣伝 され た が , CHILE 
我流 の 解釈 で , 実は 室町 期 の 明石 党 一 に よっ て 形成 さ 
れ た も の で , 「 当道 要 集 ]」 そ の も の も か れ が 編さん し た 


も の で あろ うと , 中 山 太郎 著 「 日 本 盲 人 史 」 に 述べ て 


ae. 

[当道] と いう 名 称 の 始ま り は 仏教 教団 か ら 発 し た 
が , 平安 期 に は 諸 芸 能 を な を さす よう に な り , BEC TY 
道 き こし めす 」 ( 宴 曲 な ど ) の こと ば が あっ た . それ が 
鎌倉 初期 か ら は 雅楽 人 琵 倒 を さす よう に た なり, HERES 
が すたれ て 新た に 興 っ た 平家 葬 替 だ け を 呼ぶ よう に 転 
化し た の で ある . 

次 に 「 座 ] の 組織 で ある が , この 時 代 , 産業 経済 の 
充実 発展 に つれ て , それ に 携わっ た 庶民 の 流通 面 に 発 
達 し た も の で , た と えば , HE, 金 座 , 木綿 座 , BE, 
田楽 座 な ど , 商業 や 宗教 か ら 芸 能 に 至る まで 「 座 」 の 
組織 が 作ら れ て いっ た .「 座 ] は 産物 また は 芸能 に よ 
り 利 益 を 確保 する た め , 支配 階級 また は 寺社 な どか ら 
一 定 の 義務 を 負わ され た が , 他 か ら 侵 され な い 権 利 を 
(EC, 後世 に も 伝え て ゆく の が 常 で あっ た . し た が っ 
て , 戦乱 時 で も 不法 の 侵害 , 徴発 , 乱 売 を 防止 し , 同 
業 が 団結 し て 営業 の 維持 と 発展 を 期し 得 た の で ある . 

覚 一 は 以上 に 述べ た よう な 当時 の 風習 を た くみ に 取 
入れ , 平家 琵琶 師 集 団 の 形成 に 努力 し た こと は いう ま 
で も な い .「 当 道 座 ] に は 検校 を 首座 と し, 別当, 勾当 , 


座頭 の 4 官 を 設け て , これ を さら に 16 wil ELK. 
後世 , 細分 階級 制 に 発展 し , その 格式 に よっ て 表装 か 
ら 道 中 の 諸 形式 , 常用 の つえ , その 他 の こと に 至る ま 
で きび し く 規 制す る よう に な っ た . し か も , その 役職 
階級 を 官 と 称し た の は , 人 康 親王 の ERIC ere 
て , これ を 宮廷 か ら 許可 され た も の と し , いわ ゆる 盲 
官位 と 自称 し て 権威 を 内 外 に 認め させ よう と し た . こ 
こ に 明石 覚 一 の 足利 氏 の 縁者 の 身分 を 利用 し て の な みみ 
な みな ら め ぬ 手 腕 を うか が うと と が で きる . 

[ 平 曲 の 隆盛 〕 館山 菩 之 進 著 「 平 家 音楽 史 ] に は , 
応永 か ら 嘉 吉 こ わた る 間 , すなわち 当時 の 4 ARR 
持 か ら 7 代 将 軍 義 勝 の ころ に わた る 二 十 数 年 間 , 平 曲 
家 が 宮廷 や 幕府 に 出入 し た か に つい て 次 の よう に し る 
され て いる . 

「 後 亀山 上 皇 二 回 , 後 小松 上 皇 十 四 回 , 後 崇 光 上 皇 入 
十 四 回 , 称 光 天皇 六 回 , BER KSALE2HASH, 
此 外 に 後 小松 上 皇 皇 后 , SR, 称 光 天 皇 皇 后 , ROB 
王 , 各 宮 聞 名 され , 並び に 月 卿 雲 客 , 貴 僧 高 袖 の 之 を 
開く 者 , 枚挙 に 違 あ ら ず し て , 将軍 足利 義教 及び 諸侯 
b, 展 々 之 れ を 聴け り . 面 此 二 十 四 年 間 の 検校 勾当 座 
頭 は , 三 十 二 人 の 多き に あり 」 

これ は (SRG) か ら の 計算 だ け と いわ れ , これ 
以外 の 記録 も 他 に 見 られ る . 

8 代 義 政 時 代 の 京都 だ け で , 平 曲 法師 が 500 一 600 人 
は いた と も いわ れる か ら , その 盛ん な こと が 推測 で き 
る . な お , 戦国 時 代 を 迎え 時 を 経る に つれ , 地方 武 門 
が 強大 化し , 中 央 文化 を 吸収 し た の で , 都 だ け で は な 
く 地方 豪族 の 住地 に お いて も , 都 と 同様 に 平 曲 が 上 下 
に 迎え られ た こと は 想像 に 難く な い . 前 代 に も まし て 
PR EMOMABMDEBA CHokbU CHS. 

COL CATE REBAR OTT LER CH 
る が , その 要因 と な っ た の は , 前 代 以 来 の 法師 ども の 
芸能 に 対す る 積 年 の 熱心 さ に こよ っ た こと も あろ う が , 
物語 も の の 芸能 と し て , 当時 の 世相 に 適応 し た 平家 物 
語 を 了 自 から の 音楽 と し , し か も , TRORRERILE 
Ze, 宴 曲 は 武 門 , 田楽 は 庶民 , 能楽 詳 曲 は 武士, 音頭 類 
は 庶民 , 和 疲 は 僧 職 な ど と いっ た よう に 偏向 せ ず , 上 
下 階層 , 中 央 地方 お し な べ て , これ を 流行 させ た も の 
と 思わ れる . また , 天才 的 な 指導 者 も 出 て , その 芸人 
の 組合 も 結成 され , それ まで は 考え られ な か っ た 自分 
の 努力 次 第 で は 向上 し た 生活 も $ 得 られ た うえ に , BE 
と いら 権威 も る 身 こ に つけ る こと が で きる よう に な っ た だ たこ 
ERSISEWRLED. 

[遊行 人 ] BRRBWOREDI, 当道 座 が 固まる に 
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つれ て 見 られ た と と と 思わ れる . BHBERD COM 
方 都市 へ の 移動 , さて は 都 の 文化 の 地方 分 散 な いし は 
顧客 を 追っ て の 地方 下り な ど , 当時 の 平家 琵琶 法師 の 
遊行 漂泊 が 活発 と な り , その こと と に よっ て 本 職 を 広め 
る だ け で は な く , 都 か ら 地 方 へ , 地方 か ら 都 へ の 思わ 
ぬ 文 化 や 情報 の 伝達 機関 し な る こと も あっ た . と き に 
は 戦国 乱世 の 「 乱 濾 ] ( 間 訂 ) の 役目 を 命じ し られ た こ 
と も あっ た . 江戸 期 の 川柳 に 「 甲 州 は は りや あん ま 
(に こと を か き 」, 「 甲 州 へ や る ぞ と 座頭 な ぶら れる 」 な 


ど が 残っ て いる . これ ら は 後世 武田 氏 衰 亡 の 直前 , 多 ・ 


く の 盲 人 を 殺し て , TALE) の 厄 を 免れ よう と し た 伝 
説 を 風刺 し た も の で ある . この 時 代 に は 同行 数 人 の こ 
LOD), な か に は 従者 まで つれ て の 長旅 も あっ た ろ 
うら から, 文化 ・ 情 報 の 伝 達 機関 と し て の 役割 は 大 きか 
っ た . その ころ 文化 に 遠かっ た 東北 地方 な ど で は , 座 
頭 は 「 ボ サマ 」 と し て 親しま れ , 年 々 季節 を 決め て 村 
々 を 人 巡っ た . そこ で 「 座 頭 部 屋 」 ま で 用 意 し て いる 分 
限 者 も あっ て , そこ と に ボサ マ が つえ を お き , BRAY 
お ろ す と , 多く の 人 びと が 集まり , 琵琶 に 耳 を 傾け た 
0, 珍 ら し い 都 や 異 卿 の た より を 聞い た り , Ek, 余 
興 と し て お も し ろ お か し く 語 る ボサ マ の 「 沙 し 話 」 に 
夜 の ぁ け る の を 忘れ る の で あっ た . ころ らし て 現在 も 残 
っ て いる いろ いろ な 茸 話 や 民間 伝承 の 原型 が , か れ ら 
に よっ て 形作ら れ て いっ た と いう . 後期 に な っ て 盛ん 
ICTS OR [RPA] も , また , こ 
の 時 代 の ボサ マ た ち が 残 し た も の と いわ れる . Ek, 
置 の 有職 代 思 つく られ た 狂言 の うち に は , いく つか の 
[座頭 も の ]」 が ある .「 川 上 」, 「 清 水 座頭 」, [MAK 
頭 ], 「 狂 座頭 」,「 移 座頭 」, (SERIA) Hee. い ず 
れ に し て も ゃ も, か れ ら は 当時 の 庶民 大 衆 の な か に 溶け こ 
II 六 く で G ほ な りら ど ない 芸人 あし て の 葬 位 を 占め て い 
だ た の で ある . 


江戸 時 代 
江戸 時 代 の 家人 は , いわ ゆる 黄金 時 代 を 展開 し た . 


平 曲 が 時 代 に 捨て られ て も , BARDIA ORBEA 


活 。 こじ き 生 活 に 落ち る に は , あま り に と も 生活 する 人 
間 と し て , た くま し く 生 長 し て いた . 他方 , 為政者 や 社 
会 の 情勢 も また 戦国 の それ で は な く , 政策 的 , 文明 的 
に 1 歩 前 進 し て いた . この 時 代 に は , Tones Ae 
導 者 も 生ま れ , 平家 琵琶 に 代わ っ て 新た な 職業 が くる 
うさ れ も し た . 幕府 の 武 断 政策 を 背景 と し た 強い 身分 
的 統制 策 は , 当道 盲人 に よっ て 利用 強化 され て , か れ 
ら に 繁栄 を も た らし た と いえ る . か つて な い 長 年 に わ 


た る 平和 の た め 文 化 は 隆盛 し , 盲人 社会 か ら も 広い 分 
野 に 人 材 を 英 出 し , この 時 代 の 文 運 に 寄与 する 者 も 出 
だ た の で ある . 

[幕府 の 当道 政策 〕 1603 (慶長 8 ) 年 , 新しい 江戸 政 
権 が で きる と , 前 代 か ら 当道 を 結成 し て いた 盲 人 た ち 
の 指導 者 伊豆 円 一 ( 総 検校 ) は , 幕府 に 対し , 従来 の 
し きた り (人 康 親王 や 明石 覚 一 ら に よっ て , で き あ が 
っ て いた 実績 ) の 尊重 , いっ そう の 仁和 慈 を も っ て 臨む 
こと を 導 請 し た . 

幕府 は 身分 制度 を 確立 し て , 厳重 に 分 限 を 守ら せる 
こと を 治安 の 要点 と し て いた の で , 当道 も その 例外 で 
は な く , 納税 力 の な い 者 と し て , ある 程度 の 自治 を 許 
Ly) いわ ゆる 治 旬 の 民 と する こと と に し た , hi, £5 
し て も 救済 し な けれ ば な ら な い 者 に は , 自立 不能 を 補 
2 意味 で , 恩恵 を 与え る 必要 が ある と 考え て いた . そ 
CC, 次 の よう な 盲人 政策 が 打出 され た . 

(1) 当道 座 を 公認 し て 自治 を 許し , 死罪 , 遠島 な どの 
重 刑 の 犯罪 まで 座 法 に 委 せ る . 

⑫ 検 校 , 勾当 な どの 盲 官 を 公認 し , これ ら の 愉 官 に 
よっ て 得 た 金 お よび 諸 種 の 運 上 GEL, 小物 成 と 称し 
て 諸 種 の 営業 や 物産 に か けら れ た 年 頁 外 の 雑 税 ) と し 
て 徴収 し た 金 末 を , 座 中 の 者 に 配当 する こと を 許す . 

(3) 官 金 と 称す る 金 食 業 を 営 ず こと を 許し , 事実 上 こ 
の 債権 に 対 し て は , 先取 り の 優越 権 を 与え て 保護 する . 

(4 全国 の 盲人 を 当道 座 に 加入 させ , 京都 の 職 屋 敷 
(一 部 は 江戸 の 物 録 屋敷 ) に 統一 管轄 させ る . 

5) 家 人 に は いっ さい の 租税 や 労 役 の 義務 を 免除 す 
2 

以上 の 政策 は 幕 領 だ け で は な く , 全国 諸 藩 に お いて 
も これ に な ら っ て 実行 きれ る こと に な っ た . 幕府 当局 
の 盲人 に 対す る これ ら の 政策 は 寛大 で あり , 海外 に も 
[江戸 幕府 の 盲人 保護 政策 ] と し て 紹介 され て いる が 
これ ら は 果たし て 真 底 か ら の 保護 政策 と 見 る の は 浅見 
で あろ う . 幕府 は その ころ 租税 能力 の な い 者 を , 庶民 
WFO DERI, すなわち 「 治 外 の 民 」 と し , ある 
程度 の 自治 を 許し て 「 治 め ざ る を も っ て 治め る 策 」 を 
と っ て いた だ た. 盲人 が これ ら に 人 準じ る 階層 と され た こと 
は 否め な い . 厄介 視 さ れ , BAMSH, 一 方 で は 官 金 
と 称し た 金 貸 業 を 営ん で 竣 利 を か さぼ っ た 者 も あっ た 
の で , 世間 か ら は 憎まれ も し た の が 真相 で あっ た . 

[ 平 曲 の 衰退 と 閑職 業 〕 江戸 期 に な る と 質 朴 古 雅 , 
その うえ 仏教 思想 に 偏 し た 平家 琵琶 の 内 容 は , 世 人 の 
耳 に うと まし くく 響く よう に な っ て きた . そし て , 華美 
で あでやか な 筆 曲 が 興 り , さら に 語り 物 の 伴奏 楽器 と 


30 日 本 の 育 人 の あゆ みみ 








Lt, 自由 な 三味 線 が 登場 し て , FRCRbSSZIIK 
な っ た . いずれ も ゃ 江戸 初期 の こと で ある . 元禄 時 代 に 
な る と , (HI, 「 導 引 」 (は り と あん ま ) の 医術 を も 
手 の 職 と する こと に な っ て , その 多様 な 新しい 職業 へ 
の 転換 ぶり に は 目 を みはら せる も の が あっ た . し か 
し , 平安 以来 800 年 の 長い 年 月 に わた っ て な じん で き 
た 平家 琵琶 は 当道 派 の 内 部 に お いて , 伝統 的 な 儀式 , 
任官 , ARG, 追善 , 二 季 塔 会 (涼み の 会 , BARO 
会 ) な ど に は 礼 楽 と し て 筋目 正しい 盲人 の 表 芸 と さ 
れ , 平 曲 2 派 と し て 前 田 流 , 波多 野 流 が 知ら れ て い 
た . し か し , 江戸 期 の 川柳 に も 「 琵 替 の 弟子 一 人 あえ 
PULA IND | VCR b2bO° Te) SCE at aa 
る こと は 到底 で き な か っ た . そし て 次 第 に 時 代 を 追っ 
て 閑職 業 へ 転向 し て いっ た . 

[三味 線 〕 永 禄 の ころ , 蛇 度 線 が 琉 来 か ら 和 泉 勘 港 
に 渡来 し て いた が , 戦乱 の た め 流 行 す る まで に 至ら な 
か っ た . 秀吉 治世 文 禄 の ころ , 都 の 琵琶 法師 石村 検校 
が これ を 手 に し て , どう か し てこ と れ を 改 長 | 内 め た 
いも の と くる うし た が , つい に 不 自 由 な 身 で 弟 と と も 
に 文集 年 間 (159296) 琉 球 に 渡り , 弾 法 , 作曲 法 を き 
bd, 第 は その 製作 法 を 身 に つけ て 帰っ た . 以後 , = 
味 線 と し て 世に その 音 調 が 歓迎 され , 特に 庶民 層 に 音 
ば れ た だ た. 石村 門下 か ら は 虎 沢 検校 が 出 て , 「 破 手 組 」 
を 作曲 し て 「 ハ デ 」 の 語源 と な り , その 門 か ら 出 た 柳 
川 検校 は 名 人 と いわ れ た . た また ま 歌 舞 伎 , HEI 
学 が 興隆 し , その 他 北 多 の 語り も の 曲 の 隆盛 に も 結び 
つい て , 江戸 期 三味 線 音 楽 の 隆盛 を みた が , これ ら の 
源流 は 琵 琶 法師 ら の 転向 に あっ た と いえ よ ?2 . 

[ 筆 ] 琵琶 法師 の 転向 は さら に 筆 に 及ぶ . 筆 は 奈 
良 , 平安 の ころ か ら 輸 入 さ れ て いた . 宗教 楽器 か ら 宮 
廷 用 の 雅楽 器 の 系 譜 を た どっ た こと は , 琵琶 に よく 似 
て いる . し か し , いわ ゆる 俗 筆 に な っ た の は 鎌倉 末期 
以降 の こと で , 筑紫 地方 に お いて で ある . すなわち , 

- 筑後 の 善導 寺 に 都 の 雅楽 
筆 が 伝え られ , 肥前 の 臣 
順 法師 と いう 人 は その 名 
手 と し て 知ら れ て いた . 
賢 順 は これ を 云 候 , 法 水 
と いら 2 人 の 僧 に 伝え 
た . 法 水 は 江戸 に 出 て 弟 
を OSTEO TOTS まり 
PROF KY OB AMG 
城 談 は , 江戸 で 音曲 に ょ 
CHET CLOUT 





八橋 城 談 の 墓 








いた が , 法 水 の 門 に は いっ て 筑 革 筆 を 学ん だ . の ち に 
は 俗 筆 曲 の 鼻 祖 と いわ れ た 人 だ け に 異常 な 研究 熱心 で 
EVE, 法 水 の 技量 で は 満足 で きず , 1 本 の つえ を た よ 
り に 肥前 諫早 に 下り , 法 水 の 兄 弟子 玄 門 に 教え を を こう 
た . 1939 (7K 16) 年 , 城 談 が 26 歳 の ころ と 伝え ら 
NS. こう し て , その 奥義 を きわ め た 城 談 は , BRE 
中 に 都 で 門戸 を は り , その 名 声 を うた われ る よう に な 
っ た . その 門 か ら は 北島 , EH, 継 山 ら の 諸 検校 を 輩 
出し た . これ ら は , いずれ も 後世 に 関西 で 一 流 を 立て 
た 人 びと で ある . 特に 生田 流 の 祖 生 田 幾 一 の 名 が 知ら 
れ て いる . MAIS, 三 玉 に も すぐ れ て いた が , 笛 
に 力 を 入れ 筑 紫 筆 の 雅楽 様式 を 一 般 の 人 た ち に も ゃ 親 し . 
みや すく , 学び や すい よう に 改め た 新 音楽 の 天才 で あ 
ott. そし て , それ を 盲人 の 新 職 業 と し て , 琵琶 法師 
を 転換 させ た 偉大 な 業績 は , わが 国吉 人 の あゆ み の う 
え に 輝 いて いる . それ は ば 平家 琵琶 を く ぁ ふう し た 生 仏 の 
業績 に も 比 せ られ よう . 後世 の 門人 た ち に よっ て 建て 
られ た , 墓 夏 の 台座 に は 琴 柱 を 彫っ て あり , 今 ま も な 
お 京都 の 黒谷 墓地 に 残っ て いる . 

[は り ・ き ゅ うら ・ あ ん ま ]〕 平 曲 , =, 律 曲 な ど は 


芸術 的 天 分 な り , それ に 傾け る 根気 が 必要 で ある . GF 


倉 期 以 降 , 平家 琵琶 に な じ め な か っ た 盲人 が 盲 僧 に な 
っ た り , 表 女 子 は 敬 女 と 呼ば れ て 鼓 を 打ち な が ら 物 語 
り し て 歩く の が 普通 と され た が , それ が 祈り 巫女 や イ 
タコ な ど に 分 か れ た の で あっ た . そし て 両 分 派 は それ 
ぞ れ 江戸 期 を 経て 明治 以後 に も 及 ん で いる . 

江戸 元 集 期 に な る と , 音曲 に 適さ な い 盲 人 に 新しい 
職業 が 開け た . すなわち , 秘 山 和 一 に よる は り , Fe 
>, あん ま の 職 
CD ONE 
で も な く , 当時 
は 医療 の 1 部 門 
7 トチ UN 
「 湯 英 の 治 」, 
[BARI Vd 
いわ ゆる 漢 法 の 
内 容 で あり , こ 
れ を 学ぶ に は 相当 な 知力 と 基礎 的 教養 が 必要 で あっ 
た . これ を 艇 山 和 一 は 盲人 に も ゃ 学び や すく , 習得 し や 
すく し た うえ, 諸 所 に 講習 所 を 設け て , 長く 盲人 の 職 
業 と する 道 を 開く と いう 徹底 し た 方 策 ま で も 講じ た の 
CHA. | 

は り ・ き ゅ うら ・ あ ん まがわ が 国 に は いっ た の は , K 
明 朝 の 仏教 伝来 と ほぼ 同じ 552 年 ご どろ と 思わ れる . 大 





杉山 和 一 の 像 





BAO #4 %% 31 





宝 令 に は 医 博 士 の 官職 と と も に , は り 博 士 , あん ま 博 
士 の 制度 が 設け られ て , 重要 な 医術 と し て の 位置 を 占 
め て いた . し か し , 中 世に な っ て 皇室 が 衰微 する に つ 
れ , これ ら は 欠 官 と な り , 医 博 士 だ けが 残っ た . 室町 末 
期 に は り 術 だ けが 復興 (あん ま は 江戸 初期 ) し て , 名 
手 を 出し た が , 秀吉 治世 の 桃山 期 に 御園 意 斎 と いう 
「 は り 術 」 の 天才 が 出 て , は り 博 士 の 復 記 を みた . そ 
の 後 , 江 戸 初期 に な っ て 山瀬 球 一 と いう 盲人 が , は り 術 
を 京都 の は り の 名 門 入江 家 か ら 学 ん だ . 杉山 和 一 は 江 
戸 に 遊学 中 , この 山瀬 に つい て は り 術 を 学ん だ の も , 
さら に 京 の 入江 の 門 を た た いた . そこ で の 修業 を 終え 
江戸 で 開業 し た が , その 炒 技 を うら た われ , 5 UFR 
吉 の 持病 導 飲 を その 特技 「 天 突 の 落 鍼 」 と いう た だ ひ 
LILO Chm Ste. 綱吉 は か れ を 信頼 し , 奥 医師 を 
命じ た ら うえ, 本 所 一 つ 目 に 地 所 を 与え た . 和 一 は ここ 
で 関東 物 録 屋敷 を 起こ し て 物 検 校 に 任じ らち られ た . さら 
に 和 一 は 物 録 屋敷 を 中 心 と し て , 江戸 四 宿 に も 鍼 治 講 
習 所 を 設け た が , これ は 綱吉 が 「 は り 術 ] の 復興 を 
命じ し た か ら で あ る . 和 一 は これ を 好機 に , BCH > 
た 家人 の た め の 職 業 の 一 つと し て , THRE, Kat 
も あわ せ て 講習 し た も の と 思わ れる . あん ま ・ は り ・ 
きゅう 術 は 古く か ら 東 洋 医 術 の 物理 的 療法 と し て も ゃ , 
相補 い 合 っ て 一 体 的 に 施さ れ , 発達 し た も の と 考え ら 
れる が , わが 国 で は 中 世 以 来 , あん ま 術 は 民間 療法 に 
と と ろ が , 江戸 初期 の 家 光 治世 の 
、 < 慶安 年 間 に 林 正 旦 と いう 
漢 法 医 か が これ を 嘆い て , 
医術 と し て 重視 さる べき 
で ある と と を 説き , 「 導 
。 引 体 要 ] を 著 わ し て 復興 
させ た . これ を 和 一 が 取 
| 入れ て 今日 の 三 療 と し て 
の 盲人 職業 の 端緒 を 開い 
| た も の と 思わ れる . 

現在 , 東京 墨田 区 一 の 





杉山 和 一 里 徳 碑 


屋敷 跡 !| に 和 - 一 を まつ る 杉山 神社 と 題 徳 碑 , さら に 付 
近 の 弥 勤 寺 に は 墓所 が ある . 


[当道 座 法 と その 内 容 〕 室町 時 代 , 明石 常 一 が 当道 


座 を 結成 し て , 宮廷 か らい わ ゆ る 盲 官 の 許し を 得 て , 
序列 階級 を 設け , それ ら の 売 官 に よ っ て 益金 を 分 配 す 
る と いう , ギル ド 的 組織 まで 作っ た こと に つい て は , 
後世 編集 され た 「 当 道 要 集 」 に 詳し く 述べ られ て いる . 
これ は 座 中 の 典拠 と な っ た 重要 な も の で ある . 江戸 期 


橋 に 接する 都 史 跡 「 物 録 


に な っ て , 実力 eae 
者 艇 山 和 一 の 手 ae 
Cl 当道 新式 目 」 
と し て 改編 さ 
れ , 前 者 の 106 
カ条 は 158 ヵ条 
に 追補 され だ た. 
HIE O Hist & HE 
理 , 再 確認 で あ 
BIC. 

それ に は 当道 
DAE, 16, 
73 刻 の こと , 各 
官位 の 金額 , HE 
中 の 年 中 行事 , 
運 上 お よび 物 成 伺 校 衣 
の 徴 納 と その 分 
配 , HEP GR 
校 の 全国 支配 な 
ら び に その 統治 
機関 の 構成 , 京 
都 職 屋敷 と 地方 
仕置 屋敷 と の 連 
関 , 中 央 と 地方 
に お ける 司法 ・ 
FIRM OD ARs, HWW, 師弟 交際 な ど に つい て , こと 
細か に し る され て ある . 

これ ら 座 法 の 取決め に 違反 し た 場合 は , 中 央 に お い 
て は 職 屋 敷 ま た は 物 録 屋敷 , 地方 に お いて は その 地方 
最高 の 盲 官 位 者 の 座 元 が 違反 者 の 処分 を 行なっ た ほ 
か , その 地方 の 運 上 (各種 の 営業 に 課 し た 税 ) な どの 
徴収 か ら 分 配 に 至る まで すべ て を 支配 し て いた . ま 
た , 座 元 の 住居 は 仕 思 屋 敷 と も 呼ば れ , これ に は 会 議 
部 屋 , 処罰 執行 の た め の 仕 侍 部屋 , 学問 所 と も いわ れ 
た 講習 所 を あわ せ て 設け て いた と ころ も あっ た . か れ 
ら の 役割 の な か で も 重要 な の は いう まで も な く , 財政 
を 支え る 地域 運 上 の 収納 で あり , 座頭 は 運 上 徴収 役 と 
な り , 数 人 づれ で 歩き 回 る の を 常 と し た . [HABA 
史 ] に は 職 屋 敷 , 惣 録 屋敷 は いわ ば 総本山 で 諸 令 を つ 
か さ ど り , 仕置 屋敷 か ら 上 告 さ れ た と き は , CHEE 
判 する . (iB Ri 諸国 の 中 本 山 と も いう べき も の 
で , 座頭 を 使役 する . し た が っ て , 座頭 は 中 本 山 の 未 
寺 の 住職 に 当たり , その 指令 に よっ て 活躍 する . さら 
に 運 上 な ど を 取立 て られ る 村 の 民衆 は 壇 信 徒 に も な ぞ 
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れ , いわ ば 強 請 さ れ た の 
で ある か ら , その 人 数 を 
明確 に し て お か な けれ ば 
な ら な か っ た の は , 当然 
で あっ た . 事実 , 武家 や 民衆 は これ を 迷惑 と し , し ば 
Lit, その 制限 を 願 出 て いる . 当道 方 いざ と な る と 
「 東 照 神 君 以来 」 の こと で ある と 強 訴 す る の で , それ 
に は 手 を 焼い た よう CHA. 

この よう に 当時 の 当道 派 育 人 は , BH, 三 療 と いう 
れっきとした 職業 が ある うら うえ, さら に 運 上 に よる 保護 
が あっ た の で , な か に は 官 金 貸し と 称す る 金融 業 に は 
し る 者 も あり , 幕府 も これ を 公認 し て 保護 策 を と っ た 
た め , 巨 財 を 著 え る 者 も 出 た . 

[当道 座 の 分 立 ] 当道 座 も 300 年 を 経て , 江戸 期 元 
禄 の 初め に 実力 者 杉山 和 - 一 が 出 て , 時 の 持 軍 網 吉 の 得 
愛 を 得る や , 江戸 の 地 に も る 総 検校 に 代わ る 物 録 職 を 設 
け , 和 一 は その 職 に つい て 総 検校 に な っ た が , 従来 の 
慣例 に より 京都 職 屋 敷 に 詰め な けれ ば な ら ず , それ で 
は 奥 医 師 と な っ て 将軍 家 に 随時 出入 する こと が で き な 
い の で , 1692 (元禄 5 ) 年 , 本 所 一 > 目 に 土地 を 賜わり 
関東 入 州 に 当道 盲人 の 支配 権 を 分 割 し て 与え られ た . 

この よう な 事例 は , 江戸 期 の 商工 業者 の 取締 りや 後 
税 の 方 法 と し て , し ば し ば 幕府 の 政策 と され た . 関東 
八 州 の 直轄 地 が 多かっ た だ た めか, ある い は 江戸 幕府 の 
支配 者 意識 が 政策 に 反映 し た の か , これ を 特別 地区 と 
し , 以後 の 京都 方 の 職 検校 は 関東 以外 の 58 カ国 を 統 
率 す る こと に な っ た だ た. 惣 録 方 に は 諸事 職 検校 に 報告 連 
絡 の 義務 が あっ た よう で ある が , それ は 名 目 上 の こと 
で , 事実 は 勢力 の 2 分 で あっ た . し か し , この よう な 
東西 分 立 の 不便 と 不 合理 は 永続 する は ず も な く , 和 杉山 
和 一 か ら 3 代目 の 物 録 に 島 浦 益 一 が 就任 する や , (2 
代 は 三島 安 一 , BRO) 「 島 浦 は 京都 に 上 り 得る 


と ある . 





以上 の ほか , 武将 の 国 譲 , 新地 , 加増 , BA, 役 替 , 所 替 , 任官 , 入部 , 入国 な ど に も , 
往 古 運 上 を 施 与 され た が , 江戸 期 以 降 は 東照宮 御 憐 燈 と し て , さら に 次 の 項目 が 付加 され た 


ike, 御 結納 , 御 誕生 , AMES (以下 略 ). 


身 で あり , 此 の 上 二 箇 所 の 取締 所 を 思 く は 政令 二 途 の 
WHO) と し て , 室町 以来 の 旧 に 復 す る 交渉 が あり , 
つい に 杉山 和 - 一 ゆか り の 物 録 屋敷 と 惣 録 の 呼称 を 残す 
こと を 条件 と し て , 実権 を 京都 に 返し た . 1736 ( 元 文 
元 ) 年 の こと で , 東西 当道 分 立 の 歴史 は 約 50 年 , RR 
刻 な 対立 抗争 を 見 ず に 幕 を 閉じ た の で ある . 

[ 樺 木 杖 の 金 貸 業 ] 「 検 校 の 言う な り に な る ロ 惜 し 
S|, 「 や みや み と 座 頭 に わた る 町 屋敷 」」 「 憎 いこ と 金 
を 樺 木 で か き 寄 せる 」 な ど は 川柳 集 「 柳 樽 」 に 収録 さ 
れ て いる . 江戸 中 期 以降 樺 本 の つ を を つい て , 大 道 を 
横行 し た 盲人 金 貸 業 者 の と と を よん だ 川柳 の 一 部 で , 
その 非情 さき を 物語 っ て いる . 

江戸 期 の 職業 の 多様 性 や 幕府 の 過 保 護 と さえ 思わ れ 
る ほど の 運 上 取立 て な ど に な れ た BA た ちの な か に 
は , 金 貸 業 を 始め る 者 が 出 て , 江戸 や 上 方 を 中 心 に 庶 
民 層 を 相手 の 暴 利 を か さぼ る 盲人 も あっ た . BASE 
た 当代 の 邦楽 , 三 療 に 就業 で きぬ 者 は や む を 得 な いと 
Lt, し ろ こ れ を 保護 じ た , tisit, SHORE 
を 買う た め の 一 部 を 官 金 と 呼ん で 貸す こと を 認め , 返 
済 期限 を 獲 予 し , た また ま 寺 和 社 替 行 に 訴訟 する 者 が あ 
っ て も , 盲 人 の 側 に つい て 訴え 出 た 者 を 敗訴 に する と 
いっ た 調子 で あっ た . << UT TRS, =F, 座頭 
金 」 は 当代 庶民 層 の 三 大 金融 機関 と も な っ て し まっ 
た . 貸付 金 の 取立 て に 特典 が 与え られ , 強引 で あっ た 
ば か りか , 非常 な 高利 で あっ た . 時 代 に よっ て 差 は あ 
DR, 文化 の ころ 貴人 へ の 貸金 の 例 を 示す と , 月 利 
息 1 な いし 2 割 , さら 礼金 と し て 1 な いし 2 割 , し 
Dh 貸付 け の 際 , 元 金 か ら 先取 り を する と いっ た あ 











りさ まで ある . 返金 で き な い と き は 証文 を 書 直し , 「 月 
REO) と 称し て 1 ヵ月 が 3 ヵ月 に も な る . その た め 
利 金 , 礼金 , 月 お どり な ど で 1 年 後に は 借金 は 2 倍 に 
も あく れ あ が っ た . 2 分 の 資金 で 10 年 間 に 1000 両 の 
巨 財 を 築き あげ た 者 さん あっ た と いう . 俗 に 「 め くら 
滅法 に 高い |」 と いう と と ば は , これ に 由来 し た も の で 
は な いか と 思わ れる . 

この 盲人 高利 食 業 は , 室町 ころ 当道 座 が 結成 され , 
盲 官 買い が 行なわ れる よう に な っ た と きか ら 始 まっ た 
も の と 思わ れる . 江戸 期 の 元 文 か ら 宝 暦 に か け て その 
横行 が 目立っ た . それ は 江戸 期 以降 , 世 は 太平 , ぜ い 
た くに 流れ , イン フレ に 悩む せよ うに な っ た た め , これ 
ら の 金融 業者 を 利用 する 者 が 多く な り , 幕府 当局 も し 
ば し ば 毅 利 強欲 な 十 人 業者 に 対し て 警告 や 取締 り を 行 
な っ た が , 効果 が な か っ た . 10 代 家 治 の 安永 年 間 に 
は 遊 時 に 出入 りす る 盲人 が 特に 多かっ た と いわ れ , HF 
府 も 悪質 な 業者 の 大 検挙 を 行なっ て いる . 11 代 家斉 
の 寛政 年 間 に な る と , 境 保 己 一 を 総 取 締 役 に 任命 し , 
綱紀 粛正 に 当たら せ た . 

この よう な 記録 は 当代 を 通じ し て し ば し ば 見 られ る 
が , 他方 , 小金 を た くわ えた 町 民 , 僧 職 , 芸人 な ど が , 
この よう な 風潮 に 乗じ て 資金 を 持込み , 「 官 金 ] と し 
て 暴 利 を かめ さ ぼっ て いた こと も ゃ 事実 と され て いる . も 
ちろ ん , まじ め な 「 官 金 貸 ] を 営ん で いた 者 も ある . 
た と えば , 修業 時 代 の 保 己 一 を 助け て , か れ を 成功 さ 
せ た 雨 富 検校 須賀 一 は , 臨終 に 際 し , 手もと の 証文 を 
焼 捨 て させ た と 伝え られ , Ek, 幕末 の 英雄 勝 安 房 の 
曽 祖父 小谷 検校 は , 貸金 で 巨 財 を 得 た が , 子孫 の た め 
旗本 の 株 を 買い 与え た り , 当時 窮乏 し て いた 水戸 藩 に 
10 万 両 余り も 貢 金 し て , 旧 恩 に 報い た と い 25 美 談 も 
ある . その 他 , 維新 の と き 京 都 職 屋敷 の 職 役 た ちか 人 金 
を 出し 合い , 官 金 と 合わ せ た 数 万 両 を 隆 長 軍 に 貢 金 し 
た と いう 話 も 残っ て いる . 

と の よう に 当代 は , 盲人 が 繁栄 し た と いっ て も , 常 


民 扱い は され ず , 下 人 視 さ れ た と と は 事実 で あり , fh 


と 対抗 で きる の は 金 力 だ な け で あっ た . その た め 金 で さ 
え あ れ ば , 世 人 に 意 趣 ば らし が で きる と いう 考え か ら 
この よう な 無法 な 手段 を と っ た も の と 思わ れる 。 

い (横田 全治 ) 
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明治 期 


混乱 と 教育 の 芽 ば え 

徳川 260 余年 の 盲人 対策 は , 治 外 の 民 と し て , OR 
以下 の も の と し て 取扱 っ た も の の , 一 方 で は 厚く 保護 
を 加え た の で , 従来 に な い 結 束 と 統制 ある 団体 「 当 道 
社会 ] を 生ん で , 世界 の 盲人 史上 に 異彩 を 放っ た . 
し か し , 明治 維新 と いう 一 大 転換 と , 新 時 代 の 胎動 
の 前 に は これ ら は も ろく も くず れ 去 っ て し まっ た . 
1871 (明治 4 ) 年 11 月 3 日 , 次 の 太 政 布 告 が 出さ 
Rize, 

BAO PFIKAS RRS | 

但し 従前 検校 勾当 座頭 以下 配当 金 取 集め は 勿論 , 各 
持 場 を 区 分 し 針 治 披 摩 等 他 の 営業 を 妨げ 候 儀 , SRA 
度 邊 差 停 候 条 基 迄 来 住居 留 の 盲人 銘 々 家業 勝手 に 相 営 
せ , 復 籍 入籍 等 其 者 の 望み に 任せ , 各地 方 官 に 於 て 寛 
裕 に 可 取 扱 師事. 

この 一 片 の 布 令 に よっ て , あれ ほど 権勢 と 団結 を 誇 
っ て いた 西 の 職 屋 敷 , 東 の 物 録 屋敷 は も る と より , 地方 
主要 地 の 盲 人 座 元 制 お よび その 家 併 置き され て いた 仕 
Boke, 講習 所 な ども 全く その 跡 を 消す に 至っ た . も 
ちろ ん , 盲人 の 有力 者 た ち は こ れ を 黙 視 し て いた わけ 
で は た なく, 職 役 総 検校 鈴 岡 催 一 , 物 録 検校 豆 多 川 宝 和 
— (と も に 最後 の 役職 検校 ) に よっ て 存続 運動 が 展開 
され , その 間 に そ れ ま で 盲 官 認証 に 関係 が あっ た 久我 
家 (侯爵 ) も あっ せん の 労 を と り , 8 年 間 も 続 けら れ 
peo 

Lal, 新政 府 に きき 入れ られ ず , 万 事 む な し く 終 
っ た . FA, 京都 に 残っ て いる 当道 音楽 会 は ゆく ゆく 
は 全国 的 な る の に する 計画 で 1897 (明治 30) 年 に 組 
織 さ れ た も の で ある が , 時 勢 に は 抗 し が た く , か ろう 
じ て 関 西 で 命 脈 を 保っ て いる に 過ぎ な い . Et, 古く 
か ら 伝 えら れ た 明石 覚 一 を は じ め 諸 検校 の 霊 位 , 遺物 
が 保存 きれ , わずか に 職 屋 敷 の な ご り を と ど め て いる 
KSC る の 、 

西国 の 盲 僧 派 も GEO 波 に 砕 か れ , 廃止 され 
た . これ は 任意 的 な も の で あっ た が , 天台 宗 に 再興 を 
長 訴 嘆願 し て , いち お うら は 許 され は し た も の の , FA 
の 姿 に 戻す こと は で きず 末 細 り の 状態 に な っ た . 
さら に , 深刻 な 問題 は , その 職 と する 三 療 ま で が 西 
洋 医 学 の 振興 に 圧迫 され た こと で ある . いう まで も な 
く , 漢方 は (あん ま ・ は り ・ き ぁ う の 三 療 を 含む ) 江 
戸 期 に 繁栄 し て 医術 の 主流 に なっ て いた が , 江戸 末期 
(Pesce LC, 西洋 医学 が 輸入 され る と , これ 
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を 学ぶ 者 が 多く , 実証 的 な 近代 医学 に 押さ れ な が ら も る 
対立 し て 明治 に Bok. 1883 年 , 太政官 か ら 医 師 免 
許 規則 が 公布 され , 以後 西洋 医学 を 国 の 医術 と する こ 

と に な っ た . 漢 方 が 衰微 の 一 途 を た どっ た の は 当然 で , 
これ まだ, し ば し ば 再興 運動 が 続け られ た が , 1895 
年 の 帝国 議会 で と ど め を ささ れ た . その 結果 三 療 は ぁ 
る わ ず , これ を 職 と し て いる 盲人 は , 政府 の 保護 も な 
く な り , その 日 の 生活 に も こと 欠く こと に な っ た . そ 
こ で , 盲人 の 問題 は 民間 識者 の 同情 に よっ て な され 
a 

まず , 福沢 諭吉 の 「 西 洋 事情 ] (1866), 村田 文夫 の 
「 西 洋 見 聞録 」 (1869) な ど は , 欧米 先進 国 で は 盲 ろう 
者 を 晴 眼 者 並み に する た め , 進ん だ 方 法 が 講じ し られ て 
いる こと を , 驚き を も っ て 紹介 し て いる . この 二 つ の 
著作 以前 に も 簡略 で は ある が , 同様 な 記録 を 収め た も 
の が あっ た と いう . LOL, これ ら は 先進 国 の 進ん だ 
教育 事情 の AERO 範囲 を 出 な か っ た が , 1871 年 
に な る と , と き の 工 学 頭山 尾 席 三 (山口 県 士族 ) は , イ 
ギリ ス 留 学 の 和 経験 か ら , 盲 咽 者 も 盲 院 , 貴 院 で の 教育 
に よっ て 有 為 な 人 と な る の を 見 て , わが 国 に も それ を 
創建 し て , 廃人 の 域 を 脱 け させ よう と の 建 白 文 を , 新 
政府 に 提出 する 実践 運動 を 起こ す に 至っ た . 惜しい こ 
と に 国情 多 難 の と き で あっ た た め , きき いれ られ な か 
っ た が , 1872 年 に 学制 が 発 調 され る と ,「 廃 人 人 の こと 
ある べし 」 と いち お うこ の よう な 教育 の 存在 と その 可 
能 性 を 認め た と 思わ れる 1 条 が 見 られ た . し か し , そ 
の 後 の 改 正 で これ も 消え て し まい , 何ら 実 を 結ぶ こと 
fe (Bio Cb Ets: 

1875 年 に 至り , 京都 の 小学 校訓 導 古河 太 四 郎 は , 
MO CE, MAMIE SHCUOZDOXRAT, いた わ 
し く 思 い , [4551 児 を ます 待 賢 小 学校 内 に 集め , 
次 いで 盲 児 に 及 ん で , その 教育 実践 の 火 の 手 を あげ 
た . これ は の ちの 京都 府立 盲 咽 院 の 前 身 で , 当時 の 名 
知事 と いわ れ た 植村 正直 の 筆 で ある 「 日 本 最初 の 盲 咽 
Bel の 局 額 が 掲げ られ る に 至っ た . 

一 方 , 東京 で は 1875 年 , 当時 の 識者 古川 正雄 ら が , 
訓 盲 所 設立 の 運動 を 起こ し , 楽 善 社 (の ち に 楽 善 会 
Trott. 後漢 の 「 東 平 五 善 を 為す 最も 楽し | と いう 政 
言 か ら と る ) を 結成 , 同志 を あつ め 困 難 を 越え を て, つ 
Vie 1880 年 , 楽 善 会 訓 盲 院 を 創立 し た . 18854, 同 
訓 盲 院 は 文部 省 に 移管 され , 東京 盲 咽 学 校 と な っ た . 
この よう に し て 発足 し た 京都 と 東京 の 両校 で は , 当初 
は 普通 文字 の 凸 字 板 を 用 いて , 普通 教科 が 教授 され た 
Ds, 京都 で は 1880 年 か ら 職 業 教育 と し て 伝統 の あっ 


た 音曲 と , あん ま ・ は り ・ き ゅ うお よび 「 こ より 細工 」 
を , 東京 で は 1881 年 か ら 音 楽 , あん ま ・ は り ・ き ぁ 


_ う を 教科 と し た . この よう に し て 新しく 誕生 し た 東西 


両 盲 学校 に お いて , 従来 の 伝統 的 な 職業 が 受け 継が れ 
て いく こと に な り , 一 時 穴 状 に あっ た 盲人 の 生活 も , 
学校 教育 こよ っ て 明る さ を 取 戻し た . 


あえ ぎの 生活 

明治 混乱 期 に お ける 一 般 盲 人 の 生活 状態 は , 前 期 の 
彼 保 護 者 層 と し て の 様相 は 依然 と し て 続き , 明治 中 期 
ころ まで は , 長い 間 の 習 償 で ある 吉凶 の 際 の 諸 道 運 上 
の 施 物 は 全国 各地 で 続け られ た . Fh, 三 療 の 手腕 の 
あっ た 者 は , も ゃ ちろ ん それ を 続け た で あろ うし , Bis 
ぁ 特 に 九州 方 面 で は 明治 期 に は , まだ 存続 し て いた よ 
う で ある . また , PWhtl, DEVERATSEE 
Fb, 依然 と し て 各地 に 見 られ , それ が 数 的 に も 伝統 
的 に も 有名 な 東北 , こと に 青森 県 地方 に 今 な お 霊媒 
巫女 と し て 残っ て いる . 早く か ら 庶 民 に な じ ま れ , 
1961 (昭和 36) 年 の 調査 で も , 同 地方 に まだ 250 人 も 
いた と いう か ら , 明治 期 。 大 正 期 に は さら に 多かっ た 
と 思わ れる . この ほか 盲人 の 八 封 見 , BEER ERI 
じ め 多 種 多様 な 職 に 生計 の 道 を 求め な けれ ば な ら な か 
っ ただ. し か し , お も な も の は も ちろ ん 三 療 と 音曲 で , 
差 当 た り 職 を 習 お うと する に は , それ ぞ れ の 地方 で 名 
の ある 師匠 に つい て , 三 療 の 場合 に は 4 年 か ら 5 年 の 
年 季 奉 公 を し な けれ ば な ら ず , その うえ に お お 礼 奉公 を 
すま せ て 師匠 か ら 1 枚 の 証明 書 を も ら っ て , 独立 する 
と いっ た あ り さま で あっ ra 音曲 の 修業 方 法 も これ と 
同じ で ある が , 修業 年 限 は さら に 長かっ た . 前 代 ま で 
(24, 三 玉 な ど は 特別 な 階層 の 芸 と し て 限ら れ て いた 
が , 明治 新政 に よる 四 民 平等 の 世 で は , 庶民 層 に も 普 
及 す る よう に な り , 尺 八 の 流行 に つれ て いわ ゆる 三 曲 
合奏 な どの 新しい 演奏 形式 も 行なわ れる よう に な っ 
海 。 


教育 の 発展 

西 と 東 に 相 前 後 し て 盲 学校 が 開設 され た こと は , 当 
時 の = ニュ ー ス と し て し ば らく は 世間 の 注目 を 集め た . 
1889 年 に な っ て よう や く 新開 地 横 浜 に も BSR 
設 さ れ た . 眼科 医 浅 水 十 明 の 手 に よる も の で , これ 以 
後 全国 各地 に ぞくぞく と この 種 の 学校 が 創立 され た . 
明治 年 代 に は 講習 所 を 含め て 総数 70 に 近かっ た . 教 
育 内 容 も 後世 に 記録 され る よう な 革新 的 な 進歩 を 見 せ 
た だ た. 以下 主要 な も の に つい て 述べ る . 
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当時 , 東京 工業 学校 長 で あっ た 手島 精 一 は , RRA 
嘩 学校 長 小 西 信 八 に 点字 を 紹介 し , 1887 年 ご ろ 小西 
は 同 校 教員 石川 倉 次 に その 翻案 を 勧め た . CORR, 
1890 年 , ブラ イ ュ (Braille) 点字 の わが 国 へ の 輸入 は 
RAL, それ に よっ て 盲 教育 は 大 きく 前 進 し た . 

東西 の 両家 学 校 で は 三 療 を 教え て いた が , Fram 
学校 長 矢田 部 良 吉 は , 1887 年 医科 大 学 に その 効 害 に 
つい て 褒 問 し た と ころ , 「 有 効 無害 な り 」 と の 実験 報 
告 を 得 て , 職業 科 と し て の 基礎 を 堅く し た . 学校 が 全 
国 各 地 に 増設 され る に 伴っ て 教員 が 必要 に な り , 文部 
省 は 1903 年 , 三 療 職 業 科 の AAR AES Rr Ss 
校内 に 2 ヵ カ年 の ュー ス と し て 設置 し た . UR, 著名 な 
教育 家 が 輩出 , 多く の 学生 は これ を 登竜門 と し た . 

目 赴 戦争 が 終っ た 翌年 の 1906 年 , この 戦争 の 失明 
軍人 講習 会 が 東京 盲 中 学 校内 に 開設 され , 短期 講習 で 
14 人 の 卒業 生 を 世に 送り 出し た . の も 教育 界 に , 大 
分 県 立 盲 学 校長 森 清吉 , 岩 手 県 立 盲 学校 長 柴 内 笛 三 ら , 
社会 事業 に 日 本 盲 人 協会 長山 岡 態 次 ら , 三 療 界 に 兵庫 
県 鍼灸 披 師 会 長吉 益 隆 三郎 ら の 人 材 が 出 て いる . 

東京 盲 喧 学 校 教員 石川 重幸 著 「 盲人 教育 」 (1902 ), 
was Sa Gealiz 25 年 記念 編集 「 盲 貴教 育 論 」, OSS 
AL | (1903), 東京 盲 学校 長町 田 則 文 編集 の 盲 教育 
研究 総合 雑誌 「 内 外 盲人 教育 」 (1912) な ど が 当時 の 
指針 と な り , 後世 へ の 吉 い 文献 と な っ た . 教員 が 自主 
的 に 大 会 を 開い て , 恵まれ な い 子 ら の た め に 世論 に 訴 
えた だ たこ と も 教育 の 発展 の 一 つ で ある . EF, 1906 年 
CEMA GKAD RM CHES H, 翌年 に は 第 1 回 日 
本 盲 中 学校 教員 大 会 が 同じ く 東 京 で 開か れ た . これ ら 
は 当時 の 大 家 , 元老 と 称 さ れ た 大 阪 盲 嘆 院 長 古 河 太 四 
郎 , Raina +S Baw, 東京 盲 咽 学 校長 小 
西 信 八 ら が 中 心 と な っ て 開か れ た も の で , よう や くわ 
が 国 の 盲 貴教 育 も 組織 時 代 に 入っ た わけ で ある . 大 会 
の 主要 議題 は 「 盲 咽 教 育 令 発 布 」,「 盲 貴義 務 制 施行 」, 

BA HE!, [kA RE (は り ・ き ゅ 2・ あ ん 
ま ) 業者 の 取締 規則 制定 ] な ど で あ っ た . 


三 療 研究 と 取締 規則 発布 

明治 期 の 盲人 が 教育 に こよ っ て 窮乏 か ら 救 われ た 原因 
は , 職業 科 , 特に 三 療 の 振興 充実 に あっ た . HST 
盲 院 の 奥村 三 策 , 京都 府立 盲 中 院 の 谷口 富 次 郎 は , 明 
治 期 に お ける 三 療 教育 の 双 長 と 称 さ れ た だ け で な く , 
奥村 に は 「 高 等 披 鍼 学 」, 谷口 に は 「 鍼 科 新書 」 OF 
述 が ある . その 他 東 洋 医術 の 近代 医学 に よる 研究 の 芽 
ば えた 時 代 で あり , 職業 教育 の 充実 に 役立つ 研究 出版 


物 が 多く 出 た . 

この よう に 次 第 に 三 療 の 研究 が 進み , それ に 対す る 
信用 は 昔 昌 の 比 で は な く な っ た . 

すなわち , 盲人 に は 最適 な 生業 と し て 古い 伝統 も あ 
り , 1908 (明治 41) 年 に は 国家 に 勲功 の あっ た 和 失明 軍 
人 ゃ も この 業 を 身 に つけ て , 社会 復帰 する 人 も あっ た . 
. 明治 も 年 が た つ に つれ , 三 療 に 対す る 法規 定 の 要望 
が あり , 教育 界 で も 取上げ られ て いた だ た. 第 1 回 盲 咽 
教員 大 会 で は すでに 議題 に され て いた . この 機運 を 急 
速 に 高め た の は , 1897 年 どろ か ら わが 国 に お ける 産 
業 革 命 が 始 まり , 都会 を 中 心 と し た 近代 式 工 業 地帯 が 
生ま れ , 次 第 に 機械 に よる 大 量 生産 方 式 が 進め られ た 
こと に よる . CORR, RRB, BAIR 
気 に よ っ て 職 の 安定 を 失っ た 者 は , 比較 的 安定 し た 生 
活 を 送っ て いた 盲人 の 三 療 業 界 に 進出 し , ここ に 盲人 
と 晴 眼 者 と の 間 に 激しい 生存 競争 が 始め られ る 事態 
と な っ た か ら で あ る . そこ で , 後 年 の 盲人 保持 協会 
( 1914 年 以降 ) の 前 身 で ある BA 鍼 披 協 会 は , 1903 
年 , 板垣 退助 を 擁し て TSAR) 運動 の の ろ し 
を あげ , 議会 に も 陳情 し て , 衆議院 を 通過 させ た が , 
貴族 院 で 審議 示 了 と と な っ た . 

明治 末期 に お ける 盲人 の 職業 は この よう な 状態 で あ 
っ た の で , 当局 に 対し 法制 定 に より 業 権 を 守る 要求 の 
高まっ た の は 当然 で あり , 当局 と し て も ゃ 放置 で きず , 
1911 年 8 月 つい に 内 務 省 令 10 お よび 11 号 で , [HE 
術 営 業 取締 規則 , 鍼 術 舌 術 営業 取締 規則 」 を , 同年 12 
月 , 「 接 摩 術 鍼 術 舌 術 学校 講習 所 指定 標準 」 の 訓令 , 
な ら び に 府県 令 で 取締 規則 細則 を 制定 し た . それ に よ 
っ て いち お うそ の 身分 上 , 営業 上 の 定め が で き , 特に 
指定 盲 学校 養成 所 以外 で の 修得 者 に は , 検定 試験 を 実 
施し た . あん ま 術 に 関し て は 甲乙 2 種 の 制度 と し て , 
甲種 4 カ年 ( 晴 眼 者 ), 乙種 2 ヵ年 (SA) と し , B 
人 の 保護 を 図っ た . この こと の た め 後 日 育 人 の 業者 は 
劣悪 で あり , 晴 眼 者 の それ は , すぐ れ て いる と いう ら 印 
象 を 世 人 に 与え た と も いわ れる . いずれ に せよ , その 
営業 が 法 に よっ て 認め られ た こと は , 業界 を は じ め 教 
育 界 の 宿 台 が か な えら れ , 向上 の 1 歩 と な っ た こと は 
事実 で ある . 


大 正 期 


盲 教育 の 組織 が た め 
明治 期 の 未 に 芽 ば ん た わが 国 盲 ろ 教育 の 組織 づく 
り の 動き は , 大 正 期 に な る と いよ いよ 活発 に な っ た . 


36 日 本 の 盲人 の あゆ み 


1920 (大 正 9 ) 年 に 開か れ た 第 7 eee eAaaKs 
で , 盲 障 を 分 離し て 研究 会 や 総会 を も つこ と に な り , 
「 帝 国 盲 教育 会 」 が 誕生 し , その 第 1 回 大 会 は 翌年 に 
東京 盲 学 校 で 催さ れ た . それ 以来 , この 会 は 「 帝 盲 」 
と 略称 され て 親しま れる こと と な っ た . 機関 計 と し て 
1925 年 か ら 「 帝 国 盲 教育 」 を 刊行 , 世論 と 研究 の 指 
導 機 関 に な っ た . し た が っ て , 町 田 則 文 (東京 盲 学校 
長 , 帝 盲 会 長 ) が 主宰 し て 1912 (明治 45) 年 以来 刊 
行 し て いた 「 内 外 盲 人 教育 」 は 発展 的 に 解消 し た . 
当時 の 帝 盲 総会 に 提出 され , 審議 され た お も な 議題 
を みる と , ESF, 1906 年 に 開か れ た 「 全 国 示 貴 大 
会 」] に は 「 盲 咽 教 育 令 制 定 ] を 要望 し て いる . 第 7 回 
(1920) 大 会 以後 は , 「 盲 貴教 育 令 発布 期 成 会 ] と い 
ヶ 特 設 機関 も 設け すら れ て , その 懸命 さ が 熱 を お び て き 
た . その か いあ っ て か , 1923 年 に 「 盲 学校 及び 鬱 貴 
学校 令 」 が 実 を 結ん を だ. この ほか 「 盲 貴教 育 者 の 海 
外 留 学 」 は 第 2 回 以来 の 陳情 , 「 全 国学 齢 盲 組 児 の 調 
査 」 も 第 1 回 以来 で ある が , MRSA SAR 
査 課 の 設置 」 も 第 3 回 に 建議 され て いる . (BRA 
視 学 の 設置 」 も ろう 貴教 育 大 会 の 建 護 で , 第 6 回 に も 
繰 有 返さ れ て いる . 「 盲 貴教 育 の 義務 制 」 は も ちろ ん 建 
議 中 に ある が , 第 3 回 な ど で も 繰 返 さ れ た . さら に , 
TART] は 第 4 回 , 「 点 字 郵 便 物 の 減免 ] は 第 5 
回 。 「 点 字 投票 公認 ] は 第 4 回 以来 。 !『 マッサ ザー ジ 術 
の 特別 取扱 」 は 第 6 回 (営業 取締 規則 の 改正 を 意味 す 
る ), 「 盲 人 の 新 職業 研究 」 は 第 2 回 お よび 第 5 回 な 
ど で あ る . 以上 は 大 正 期 に お ける 主要 建議 , 陳情 の 題 
目 で ある が , 要する に 教育 近代 化 の 道 は 遠く , KAT 
と に お も な 時 間 を 取る の は 建議 問題 で あっ た . それ は 
責 咽 教育 会 が か いま だ 教育 の 公認 と か 学校 の 経営 と か に 
主力 を 注 が な けれ ば な ら な い 状 態 で あっ た こと を 物語 
っ て いる . 

教育 界 の 大 ラ 勢 が 以上 の よう な 状態 で あっ た の で , こ 
の よう な 政治 的 建議 運動 本 位 の 風潮 を あき た ら ず と し 
て , と き の 兵 庫 県 立 盲 学校 長 今 関 秀 即 ら は , 研究 互助 
を 眼目 と する 「 日 本 盲 教育 会 ] を 1925 年 に 結成 し , 
毎年 会 究 大 会 を 催し , 機関 雑誌 | 日 本 盲 教育 」 を 刊行 
し た . 「 点 字数 学 記号 」 な ど 盲 教育 上 当面 の 問題 点 を 活 
発 に 論議 し , 改革 を 企 て た . し か し , 1929 (昭和 3 ) 
年 の 即位 大 典 を 記念 し て 帝 盲 と 合併 し た . 


盲 学校 及び 尊 貴 学校 令 発布 
明治 ・ 大 正 と 50 年 の 盲 教育 の BAIL, 一 部 の 公立 
学校 を 除き , BES, 社会 事業 で あっ た . 全国 に お 


ける 創立 当初 の 私 立 学校 時 代 は , 創立 者 が 自ら を 犠牲 
に し , ある い は 家財 を あげ て の 学校 経営 で 。 し た が っ 
て , 永続 する と と が で きず うた か た の よう に 消え て い 
っ た も の も 数 多く あり , 長く 存続 で きた も の は 慈善 団 
体 や , 篤志 家 な どの 援助 に よっ て 生き の び た の で あっ 
た . その た め , この よう な 不 山 か ら 脱 却 し て , GAS 
の 不幸 な こども た ちゃ , PEROBRI と し て 国家 が 
責任 を も っ て その 教育 に 当たる よう , それ に は まず 
単独 法令 の 制定 が 必要 で ある こと を 明治 以来 叫ば れ て 
きた の で ある . これ に 対し 文部 省 は , 1887 (明治 20) 
年 どろ まで は , これ に 耳 を 傾け よう と は し な か っ た と 
いわ れ , よう や く 1890 年 に 小学 校 令 で 公私 立 の 育 忠 
学校 設置 を 認め る こと を 規定 , 1900 年 の 同 令 改 正 に 
当たっ て も 「 小 学校 に 類する も の 」 と 規定 し た に と ど 
まっ た . も ちろ ん この よう な こと で は 何ら 問題 の 解決 
(に は な ら ず , 1920 (大 正 9 ) 年 末 盲 喧 教 育 令 期 成 会 を 
結成 し て 猛 運動 が 続け られ た . その 結果 , 1923 年 8 
月 27 日 勅 令 を も っ て 「 盲 学校 及び 才 貴 学校 令 」 が 制 
定 さ れ た の で ある . この 公布 に よっ て , わが 国 の 特殊 
教育 は 一 本 立ち する こと を 認め られ , 義務 制 へ の 基礎 
が で き あ が っ た わけ で ある . 

hart, ① 北 海道 お よび 府県 に お いて は 盲 貴 学 校 を 
Bas 4, ② 盲 環 学 校 の 編成 は 初等 部 , 中 等 部 と す 
る , ③ 予 科 , FE, 研究 科 を 置く こと も で きる , © 
1924 年 4 月 1 日 か ら 施行 し , 特別 の 事情 ある 場合 は 
代用 校 の 設置 を 認め る , ⑤ 7 年 以内 に 県 立 校 を 設置 す 
る , こと な ど を 規定 し た も の で ある . 

一 部 有識者 の 間 に は 義務 制 が 実施 され な いこ と を 不 
服 と し た が , 当局 は 学校 数 , BAA, 施設 , 設備 の 不 
足 , 国 の 財政 難 , 時 期 商 早 な ど を 理由 と し て , 以上 の 
内 容 に と ど め た と いわ れる . 


社会 事業 の 芽生 え 

BAX DSDNA, 保護 する と いう 点 で は , わが 国 は 
お そら く 諸 外国 に 劣ら な い 伝 統 と 実績 を も っ て いる と 
思わ れる . Lal, これ を 社会 公共 の 問題, ひい て は 
国 の 総意 に まで 高め て , 対処 する と いう 点 で は , BH 
国 に 比べ 立 遅 れ た こと は 否め な い . 

bo kb, 大 正 期 に な る と , 近代 的 国家 社会 へ の 開 
眼 と と も に と , 社会 問題 と し て , 盲人 の ハン ディ キャ ッ 
プ を 取 除 か な けれ ば な ら な いと の 考え が , 次 第 に 強く 
な っ て いっ た . 

その 芽 ば え は 明治 期 に さか の ぼる . すなわち , BA 
保護 事業 は , 1909 (明治 42) 年 , 失明 軍人 山岡 熊 次 
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お よび 高岡 清 次 , CHICHRRORARIBAM (盲目 
村長 ) ら に こよ っ て 日 本 盲人 協会 が 結成 され , 点字 図書 
の 出版 か ら 始 め ら れ た . まず , 「 日 本 の 盲人 」 と いう 
月 刊 点字 雑誌 が 出さ れ た が , 次 いで 点字 教科 書 の th 
版 , 盲人 相談 事業 , 盲 児 寄宿 舎 の 設置 な ど が 1921 年 ご 
ろ ま で 続け られ だ . 会 は 山岡 の 死去 に よっ て 一 時 中 断 
され た が , 1925 年 , BAA 50 年 記念 を 機会 に 高岡 が 
これ を 継ぎ , 諸 種 の 事業 を 再興 し た . 昭和 初期 高岡 も 
死去 し た の で , 事業 は 中 止 し な けれ ば な ら な か っ た . 

京都 に お いて は , 1914 年 , 市 立 盲 喧 院 長 鳥居 玄 三 
郎 の 主唱 で , 卒業 生 の た め に 京都 盲 貴 保 護 院 の 事業 が 
始め られ た だ た. 盲人 に は 三 療 , 音曲 の 指導 と その 開業 , 
ろう 喧 者 に は 工芸 , 絵画 , 裁縫 の 指導 と その 開業 で あ 
る . BRL 1915 CBR LCA bik, も っ ぱ 
ら そ の 経営 に 当たり , 1922 年 まで 続け た . いわ ゆる 
育 ろ う 5 卒業生 の アフ ター ケア の さき が け と な っ た こと 
は 特筆 に 価 す る . 

失明 防止 を 主眼 と し た 社会 事業 と し て は , 1922 年 , 
東 本 願 寺 布教 師 和 田 祐 意 が 途中 和 失明 者 と し て の 体験 か 
ら 発 起 し た 「 仏 眼 協会 」 の 事業 が ある . 東京 に お いて 
病院 を 経営 し て 開眼 治療 を 施し , 仏 有 眼 協会 盲 学校 , 盲 
人 宿舎 な ど を 経営 した. 第 2 次 大 戦 の 激化 に より , 本 
部 お よび 地方 都市 の 支部 は 縮小 を 余儀 な くさ れ た . 

新潟 県 の 恩 光 会 も 有名 で あっ た . 社会 事業 家 富 山 虎 
三郎 の 篤志 に より , 1925 年 , 開眼 検診 を 主 と し , 手 
術 の 名 手 新潟 医大 熊谷 直樹 の 協力 を 得 , 東京 の ほか 東 
北 地方 に も 支部 が 思 か れ た . 

この ほか , 全国 各地 に 盲人 協会 が 設立 され , KIEK 
期 ま で に 民間 篤志 家 あ る い は 地区 先覚 玄人 を 中 心 と す 
る 通算 31 団 体 を 数 えた . それ ぞ れ に 特色 ある 事業 が 推 
進 さ れ た よう で ある . LOL, それ ら は 概して 小 規 
模 , 局 地 的 な も の で あっ た . 

また だ , 1919 年 に は 秋元 梅吉 の 「 東 京 光 の 家 」, 1923 
年 に は 山本 上 暁 得 の 「 弘 碑 社 」 が 創始 され , 主として 出 
版 を 通し て BAD 精神 文化 の た め 大 き な 足跡 を 残し 
た . 修養 団体 と し て , 大 正 か ら 昭和 の 中 ご ろ に か け て 
有名 で あっ た 後藤 静香 の 希望 社 も , 盲人 雑誌 「 か が 
や き 」 な どの 刊行 , 盲人 相談 室 や 修養 会 , 点字 奉仕 団 
な どの 活動 を 通し て 盲人 福祉 に 寄 与 する と ころ が 大 き 
か っ た . 

大 阪 毎日 新聞 祉 は 衣 人 に 対す る 社会 奉仕 事業 の 一 つ 
と し て | 点字 大 阪 毎日 」 を 発刊 し た の は 1922 年 の こ 
と で ある . さら に 同社 は 大 阪 毎日 新聞 慈善 団 (現在 の 
毎 目 新 聞 社 会 事業 団 ) と いう 社会 奉仕 組織 を つく り , 


1923 年 か ら 成人 育 で 教育 を 受け る 機会 を 失っ た 者 の た 
め , 大 阪 府 下 な ど を 中 心 と し て 点字 巡回 指導 を 行なっ 
た . これ は 選挙 の 際 の 点字 投票 公認 運動 の 契機 と も な 
り , 同 投票 は 1925 年 に 公認 され , 1928 (昭和 3 ) 年 
の 第 1 回 普通 選挙 に 初め て 実施 され た . また , 同 団 は 
出張 職業 指導 や 開眼 検診 な ど に も 事業 を 拡大 , BS 
人 に 多大 な 福祉 を も ゃ たら した. 


三 療 業 界 

大 正 時 代 の 盲 学校 数 は 86 の 多き を 数 えた が , 公立 
は わずか 16 で あっ た (1922, 東京 盲 学校 調査 ). 現在 
の 公立 75, 私 立 2 (1968, 全国 盲 学校 職員 録 ) に 比 
べ る と 今昔 の 感 が ある . 私 立 は その 後 , 整理 統合 さ 
れ , ある い は 養成 所 式 の 小 規 模 な も の は 廃止 され る に 
Bok. これ ら の 盲 学校 に お いて は 職業 教育 と し て , 
三 療 と 邦楽 特に 前 者 を 教え た こと は (邦楽 は 17 校 , 
1922, 東京 盲 学校 調査 ) いう まで も な く , 明治 末 か 
ら 大 正 期 に か け て , 三 療 の 職業 教育 は 確固 た る 地歩 を 
築い て きた こと に よる も の で ある . これ に より 三 療 は 
わが 国情 に 適合 する も る の と し て 歓迎 され , 予防 , 保 
fé, 慰安 , お よび 医療 的 な 技術 と し て の 地位 が , 次 第 
に 堅め られ て いっ た . 

当時 , は り , Swe ODPL, それ ぞ れ の 流派 が 経 
ROR, 部 位 を 勝手 に 定め た た め , 攻 床 上 , 教育 上 好 
まし く な い 結 果 を 招い た . そこ で , 第 4 SMAAK 
会 (1913) の 決議 と し て , 「 鍼 術 灸 術 の 作用 を 調査 し, 
経穴 解剖 学 上 , 及 実 験 上 に お ける 正確 な る 要 穴 , 禁 穴 
を 公表 され た い 」 と 文部 省 に 陳情 し た . 文部 省 は 大 沢 
岳 太 郎 , 三宅 秀 , 町 田 則 文 ら の 学者 , 教育 家 に 経穴 調 
査 委員 を 依 嘱 , 1918 年 に その 研究 成果 を 官報 に 公表 
し た . これ に よっ て 了 臨床 界 , 教育 界 に 大 き な 効 果 が も 
た ら さ れ , 当時 , よう や く 医 学者 間 に 注 目 さ れ 出 し , 
この 面 の 研究 に 寄与 する と ころ が 大 きか っ た . 次 に 医 
療 マ ッ サ ー ジ が 広く 世に 用 いら れ , 技術 が 進歩 し た の 
も この 期 で ある . 各地 の 盲 学校 に お いて , 病院 勤務 者 
の 養成 を めざし て , その 指導 に 当たっ た . そこ で , 55 
視 本 位 に 傾き , 教育 の 指導 理念 に 混乱 さえ 生じ た . 
以上 の よう な 半面 , 好ま し く な い 現 象 も あっ た . そ 
れ は 明治 末 と 同様 に , 晴 眼 あ ん ま 師 が 吉田 流 を 名 乗っ 
て , 依然 と し て 盲人 業者 を 圧迫 する 傾向 が あっ た こと 
CHS. 第 1 次 世界 大 戦 終了 後 の 不景気 は , つい に 
1920 年 の 大 恐慌 と な り , それ 以来 いわ ゆる LDA 
ま 養成 施設 や 検定 を 経て , 晴 眼 者 が 三 療 界 に 流れ 込む 
RARE SHE. 


38 日 本 の 盲人 の あゆ み 


明治 末期 に お ける 盲人 あん ま 専 業 運動 は , 取締 令 に 
よっ て 中 絶 し た が , この よう な 情勢 に 対処 する た め 再 
び こ の 運動 が 活発 化し た . すなわち , 私 立 築地 盲人 技 
術 学校 ( 現 東京 都立 文京 盲 学校 の 前 身 ) 系 の 卒業 生 を 
中 心 と し た 保持 協会 の 運動 は , その 後 , 1924 年 に は 
全国 盲人 業者 大 会 を 東京 で 開催 する な ど 。 盛 上 が り を 
At, 昭和 期 に も 引継 が れ て いっ た . 好ま し く な い 
現象 が さら に 現われ た . それ は 大 正 末期 に は 晴 眼 三 療 
術 免 許 取得 者 が , この ころ 療術 と 呼ん で 施術 する 者 が 
Hi ad Goce a Aes 公然 と 問題 に は に なら な か っ た が , 昭和 期 に 
は いる と し ば し ば 問題 に な り , 盲人 業者 に と っ て も ゃ 深 
刻 な 影響 も 与え る よう に な っ た 「 療 術 問題 」 の 芽 が こ 
の ころ か ら は らん で いた こと で ある . すなわち , 1925 
年 :。 上 マッ サー エ ジ 術 営業 者 の レン トゲ グン シア メル ミ 
ー 電 気 療 法 の 広告 の 取締 に つい て 」 が 広島 県 か ら , 同 
年 北海 道庁 か ら 「 鍼 , 灸 科 医 院 呼称 ] に 関し , Ex, 
1926 年 , 大 阪 府 か ら 「 小 山 式 血 液 循環 療法 の 取締 」 
に 関し て , それ ぞ れ 内 務 省 衛生 局 に 対し 照会 が 行なわ 
れ た . これ ら は 昭和 期 の 療術 問題 に 発展 する 端緒 と な 
っ た の で ある . この よう な 情勢 の な か で , 盲 教育 界 で 
は その 対策 と し て 新 職業 の 開拓 が 論議 され る よう に な 
っ た . そこ で , 1929 年 の 第 5 回 盲 貴教 育 全 国 大 会 で 
は , 「 機 織 , むぎ わら 編み , 同 細工 , あけ び 細 工 , か 
ご 細工 ] な ど , 地方 色 を 生か し た 新 職種 が 討議 され た 
こと も ある . 1923 年 に な っ て わずか 大 阪 市 立 盲 学 校 
が 洋楽 科 を 新設 し た だ け で , その 具体 化 へ の 道 は 険 し 
WD で あり た 

明治 期 の 芽 は ようやく 本 期 に は いっ て 成長 し 始め 
た . それ は 東洋 の 伝統 ある 医術 を , 西洋 の 近代 医学 に 
よっ て , 解明 し よう と し た 努力 で あっ て , その お も な 
も の を あげる と , 後藤 道雄 の 「 ヘ ッ ド 氏 帯 の 臨床 応用 
と 鍼灸 ] (1917), 富永 田 の 「 入 療法 と 長生 の 研究 」 
(1921), 石川 日 出 鈴 丸 の 「 ヘ ッ ド RE Al 運動 
神経 二 重 支配 法則 並 に 内 臓 知覚 二 重 支配 法則 の 研究 」 
(これ は 1917 年 か ら 1937 年 の 20 年 余 り に 及ぶ 京都 大 
学生 理学 教室 の 業績 で , 経穴 , 経絡 の 解明 に 貢献 し 
た ). 研究 雑誌 と し て , 同 1923 年 , 山村 熊 治 郎 に よっ 
て | 点字 治 療 新 報 」 が 発刊 され , 1949 年 以降 は 鳥居 
篤 治 郎 が 引継 ぎ 「 三 療 医 界 ] と 改め られ た . 


昭和 期 


終戦 まで の 教育 事情 
1931 (昭和 6 ) 年 , 満州 事変 が 突発 , bes 日 華 事 変 , 


さら に 太平 洋 戦争 へ と 戦局 は 発展 し , わが 国 の 盲 教育 
も 幾多 の 苦難 の な か に , 1 歩 1 歩 と 前 進 し て いっ た . 

この 間 の 盲 教育 界 の めざし た の は 何と いっ て も , 盲 
ろう あ 児 に 対す る 義務 教育 制 の 実現 で あっ た . 例年 の 
准 国 定 教 育 会 総会 な ど を 通し て , この こと は いく た だ たび 
か 建議 , 陳情 され , 政府 も その 熱情 と 活発 な 運動 に 動 
か され , 1936 年 , 学齢 盲 ろ 2 あ 児 童 の 全国 調査 を 行 
な い , 1938 年 , 中 央 教育 審議 会 は BD) DLBRY 
教育 制 の 必要 性 を 政府 に 答申 し た . 1940 年 , と き の 文 
MARC bs で 鑑 算 民 計 上 する まで に こぎ / の JA 
内 閣 更 送 に よっ て 惜しく も 流産 と な っ た . 

Lal, その ころ 制度 化 さ きれ た も の も あっ た . Tie 
bb, 1929 年 , 多年 の 懸案 で あっ た 盲 学校 用 国語 読 
本 第 1 巻 が 文部 省 の 手 で 編集 発行 され た . また , 1930 
年 に は , 「 学 齢 児童 就学 奨励 規程 」 の 一 部 を 改定 し 
て , 盲 ろ う 児 に も 及ぼ され る よう に な っ た . SHB 
外事 情 を 視察 し た 東京 盲 学校 長 秋 葉 馬 治 , His 
校 教諭 川本 宇 之 介 ら に よっ て わが 国 に 紹介 され た 弱視 
学級 が , 1933 年 , 尾上 円 太郎 を 主任 と し て 東京 市 麻 


布 南山 小学 校 に 開設 され た . 


満州 , 日 華 両 事変 に よる 戦傷 矢 明 軍 人 の 教育 所 が , 
1938 年 , 東京 盲 学校 内 に 開設 され た . これ は 後 年 , 
国立 光明 寒 と な っ た も の で , 国立 視力 障害 セン ター の 
前 身 で ある . 

他方 「 点 字 大 阪 毎日 ] は 全国 的 行事 と し て 創刊 満 5 
年 を 期し , 1927 年 , 全国 盲 学校 雄弁 大 会 を 開催 する 
な ど , 教育 内 容 の 向上 に 協力 を 惜しま な か っ た . 

盲 教育 は とこ の よう に 向上 し て いっ た が , 特筆 すべ き 
こと は 岩橋 武夫 の 尽力 で , 1938 年 ,。 アメ リカ の 3 重 
昔 の 聖女 と いわ れる へ レン ・ ケ ラー (Helen Keller) 
を 招き , 全国 の 主要 都市 に 講演 行脚 し , 盲 教育 や 盲人 
福祉 の 重要 性 を 力説 し , わが 国 盲 ろう あ 者 は も る と より 
身体 障害 者 全体 に 大 き な 福 音 の 光 を 投げ か ける と と も 
に 国民 の 自覚 を 促し た こと で ある . 

従来 , FABAAAZORNG  PWHESAA it, 年 
2, 3 回 発行 され て いた が , それ で は 新しい 時 代 に は 
添い 得 な た いと し て , 1929 年 , 当時 の RRB SRK 
葉 馬 治 は その 編集 の か た わら , 東京 盲 学校 内 の 教諭 陣 
を 編集 ネス タッ フ に し , 盲 教育 研究 会 を 起こ し て , ここ 
か ら 月 刊 誌 TBRBOK) を 発行 し た . 毎号 に 精力 的 
な 健 筆 を ふる っ て , 教育 の 改善 と 実践 研究 の 新風 を 全 
国 的 に 盛 上 げた . 同誌 は 1932 年 , 秋葉 の 退陣 間近 か 
まで 続い た . 

以上 は 戦前 お よび 戦時 下 に お ける 盲 教育 の 概観 で あ 
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る が , 戦争 が 激しく な る に つれ 1944 年 , [BAM GE 
開 実施 要綱 」 が 文部 省 か ら 通 達 さ れ , 全国 主要 都市 の 
Bim - AEC RMB AU bh, いわ ゆる 弱視 
の 生徒 な ど は , 一 般 の 動員 学徒 に 混 っ て , 不 自由 な 身 

忘れ 工場 の 油 に まみ れ た . また, 軍需 工場 や 軍 関 係 
病院 に 三 療 奉仕 を 志願 する けなげ な 学徒 も 全国 盲 学校 
に 数 多く み ら れ た . 


盲 ろ う 児 義務 制 な る 

1945 年 8 月 , 第 2 次 世界 大 戦は 終結 し た . 連合 軍 
総司 令 部 か ら 「 日 本 教育 制度 に 関す る 管理 政策 」 の 指 
令 を は じ め , ファ ッ ン ショ 的 教員 の 追放 , 神道 と 国家 の 
分 離 , 修身 ・ 日 本 歴史 ・ 地 理 の 授業 停止 な ど 占 領 下 の 
教育 政策 が や つぎ ば や に 発表 され た . 1946 年 11 月 に 
は 新 時 代 を 画す る 「 日 本 国 憲 法 」 が 発布 され , 教育 の 
民主 化 , 教育 の 機会 均 待 , すなわち 国民 は その 能力 に 
応じ し て, 等 し く 教 育 を 受け る 権利 を も つこ と を 明示 さ 
れ た . これ に 伴っ て 盲 ろ 教育 こつ いて も る, 学校 教育 
法 に 「 特 殊 教 育 」 と いう 明確 な 教育 制度 と し て 規定 さ 
ae re ENETES TZ. 

1947 年 に は 教育 基本 法 , 学校 教育 法 が 施行 され , 
6・3・3・4 制 と な り , 待望 の 盲 喧 児 教育 の 義務 制 
も 翌 1948 年 , 中 学校 新制 度 の 就学 義務 制 実 施 と と も 
IC, まず 小学 部 盲 ・ ろ う 貴 児 第 1 学年 か ら 施行 , BE 
実施 し て , 昭和 31 年 度 を も っ て 完了 し た の で ある . tt 
来 の 部 科 制 も 改め られ , 盲 学校 に は 小学 部 , 中 学部 , 
高等 部 , さら に 高等 部 に 従前 の 理 療 (BURR), 
音楽 が 本 科 3 年 (職業 高等 学校 と 同様 ), 専攻 科 2 年 
の 5 ヵ年 と な り , さら に 別 科 あん ま 科 2 年 コー ス が 付 
Man, 全国 に お ける ほとん どの 盲 学校 は 高等 部 理 療 


料 コ ヌー ス を 設置 し て 発足 し た . この ほか , 3 カ年 制 別 


科 , 高等 部 普通 科 な ど を 設置 し た と ころ も あっ た . 
当時 の 文部 大 臣 森 戸 辰 男 は この 歴史 的 出発 の 事情 を 

次 の よう に 述べ て いる . 「 設 備 や 施設 , また は よい 先 

生 を (時節 柄 ) 充分 に 得る こと の 困難 に も か か わら 


ず , HRB OD bCETHA 2 児童 の 義務 制 が 今年 


度 か ら 実施 され た 事 は , この 実現 の 為 に 寝食 を 忘 

て , Ek, 全国 の 特殊 学校 の 先生 方 及び 不幸 な 子弟 を 
持た れる 父兄 方 と 共に , 心から 喜び た い . この 義務 制 
が 全学 年 に わた っ て 一 度 に 行え ず , 年 次 的 計画 に な っ 
た 事 , また 他 の 特殊 児童 た る 精神 薄弱 児 な ど に 及ば な 
か っ た 事 は 遺 憎 で ある が , 他 面 国家 全般 が 敗戦 第 乏 の 
経済 立直 し に 必死 の 努力 を 続け て いる と いう 現実 を 率 
直 に 認め つつ , 相 共 に 今後 の 完成 を 期し て ゆき た い … 





以下 略 …」 (特殊 教育 4 号 ). 
BAIRD 義務 教育 制 が 実現 し た の は , 1906 年 , 
全国 ろう 貴教 員 大 会 で のろし が あげ られ て 以来 , 42 
年 目 の と と で あり , 1920 年 の 名 古屋 大 会 に お いて 教 
育 令 発布 期 成 運動 の 強化 と と も に , 義務 制 を 強力 に 推 
進 し よう と 堅い 決意 を し て か ら ゃ も 29 年 目 で ある . 実 
現 は 中 央 教育 審議 会 (中 教 審 ) の 決定 に 基づく こと は 
も と より で ある が , 岩橋 武夫 が へ レン ・ ケ ラー を 再度 
招い て 文部 大 臣 に 面会 し 勧 胡 し た こと , 日 本 教職 員 組 
合 (日 教 組 ), 特に 特殊 学校 部 執行 委員 ら の 直接 活動 , 
さら に は 米国 教育 使節 団 の 勧告 な ども あず か っ て 力 が 
Ma ea cae G (eo 

B°A25 tC Loe, さら に 特筆 され る べき 福音 
は , 1947 年 に DSRNA HBO 開設 を 規定 し 
た 児童 福祉 法 が 公布 され た こと で ある . Mi, AK 
児 , 保護 者 の 監護 不適 当 な 場合 な ど に は , いっ さい 公 
費 (一 部 を 支 井 する 場合 も ある ) で これ を 保護 する と 
と も と, 独立 自活 に 必要 な 指導 また は 援助 を ( 法 43 
A) AGA ERCE SE うに な っ た こと で ある 。 今 
日 , 全国 的 に 設置 され その 数 は 60 カ所 (うち 盲 児 施 
設 33 カ所 ) に 達し て いる . 

さら に 中 途 和 失明 者 で 家計 困難 な 者 に つい て は , 1948 
年 , 国立 光明 寮 設置 法 を 公布 , 入寮 制 に より 主として 
職業 教育 を 行なっ て , その 独立 自活 を 援助 し て いる . 
今日 , 5 施設 を みる こと が で きた が , これ ら の 施設 は 
も と も と 第 2 次 大 戦 に よる 和 失明 軍人 の 再 教育 所 で あっ 
た も の で ある が , 占領 政策 に よっ て 解散 , 戦後 再開 さ 
れ , 一 般 の 中 途 矢 明 困 規 者 を も 収容 する こと に な っ た 
も の で ある . 1964 年 か ら は 国立 視力 障害 セン ター と 
改称 され た . 現在 , 東京 , 塩原 , 神戸 , RE, 福岡 に 
設置 され て いる . 





義務 制 発布 以後 

文部 省 は 長年 に わた る BARRO 要望 を いれ て , 
1952 年 , 初等 中 等 教育 局 に 特殊 教育 室 を 新設 し た . 
同室 は 1956 年 , 特殊 教育 課 に 昇格 , より 適切 強力 な 


教育 行政 機構 と た っ た が , 以来 近年 まで 同 課 が 行なっ 


た 主要 な 業績 を 摘 記 する と 表 1 の 通り で ある . 

これ ら の ほか , 学習 指導 要領 , 同 要 録 , 教科 書 編 
集 , 指導 手引 き 書 , 教育 課程 研修 . さら に 寮母 研修 な 
ど , 時 代 の 進展 に 即応 し て , 澄 次 綿密 な 指導 が 行なわ 
MC Sh 

一 方 , 現場 に お いて も ゃ る , 民主 的 精神 の 高揚 に より 戦 
前 に は 見 られ な か っ た 下 か ら の 盛 上 が り に よる 教育 実 
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表 1 特殊 教育 課 に よる 主 な 業績 








el! ce RIE NN YAN 
1952 | 義務 教育 費 国庫 負担 法 0 ee 








児童 生徒 の 判別 基準 
1954 | E25, Hae 


1953 | 教育 上 特別 な 取扱 い を 要する | 1962 年 , 政令 114 で 
廃止 











1955 | 全国 盲 , ろう 実態 調査 


1958 | 盲 , ろ 5 教 育 80 年 式典 


2 | HES —BEF 
1961 | 新 隊 業 研究 指定 校 を 選び 補助 | 生年 き ー5 校 オ つ 


1963 | 弱視 学級 研究 指定 校 選定 当時 3 校 


盲 学校 へ 補助 3 カ年 計画 


14 校 ( 小 , 中 1 Aik 
ずつ ) 5 カ年 計画 
践 , 研修 , 研究 発表 会 が 各地 域 に み ら れ , 各地 区 盲 教 
育 研究 大 会 は , それ ぞ れ の 特色 を も っ た 大 会 が 毎年 開 
か れ て いる . 

zk, 全国 盲 学校 長 会 , 同じ く 終戦 前 の 帝国 盲 教育 
会 以来 の 全国 組織 で ある 日 本 盲 教育 研究 会 は , 盲 学校 
教員 の ほとん と 全員 が 参加 し て 1957 年 再発 足し , 翌 
年 , 全日 本 盲 教育 研究 会 (HB) と 改称 し て 多彩 
な 活動 を し て いる . 

また , 定期 機関 誌 (研究 雑誌 ) 活動 も 盛ん で , 1957 
年 どろ か ら 全 日 盲 研 の 「 盲 教育 」 , 近畿 地区 特殊 学校 
盲 部 教 組 の 「 盲 教育 評論 」 , 校長 会 の 会 報 誌 日 本 盲 
心理 研究 会 の 「 盲 心理 研究 」 (日 本 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 
分 校内 ). 1962 年 , 日 本 弱視 教育 研究 会 が 結成 され 「 弱 
視 教 育 」 な ど が 相 前 後 し て 刊行 され た . な か に は 独自 で 
定期 的 ある い は 不定 期 的 研究 誌 を 発行 し て いる 学校 も 
あり , 戦前 た は あま り 例 の な いこ と で あっ た . な か に 
は , た と えば 鈴木 カニ の 「 日 本 盲 教育 写真 史 」 の よ 5 
に , その 研究 を 自費 出版 し た 篤 学 の 士 も ある (1960). 
本 期 の 盲 教育 も 内 容 外 観 と も に 軌道 に 乗 出し , 将来 に 
大 き な 期 待 が か けら れる . 

就学 率 の 問題, 新 職業 開拓 の 問題 , 弱視 教育 の 問 
題 , 盲 精 薄 児 の 問題 な ど , 4000 人 の 教職 員 全体 が 問 
ae es LIC, 今後 解決 に 当たら な けれ ば な ら な 
い 幾 多 の 問題 が 山積 し て いる . 





同 80 年 史 編 集 

















1964 | 弱視 学級 設備 補助 


盲人 福祉 事業 
個人 的 な 善意 に よる 慈善 事業 で は な く , 社会 公共 の 
問題 と し て の 盲人 福祉 事業 に は , 盲人 が 中 心 に な っ て 


いる も の , 盲人 の た め に 晴 眼 者 が 中 心 に な っ て いる も 
の , 両者 の 協同 に よる も の な ど が ある . 大 正 期 に は そ 
れ ら の 芽生 を え が す で に 見 られ た が , 具体 化 さ れ た の は 
本 期 に は いっ て か ら で あ る . 

(中央 盲人 福祉 協会 ] 大 正 期 に は , 組織 と 結合 が 強 
回 な も の と , そう で な いも の を と り ま ぜ て 30 余り の 
事業 団体 が 存在 し て いた . その ほとん ど と が 任意 団体 で 
あっ た が , 盲人 福祉 を 目的 と し た 強力 な 事業 機関 と し 
て , 1929 (昭和 4 ) 年 , PREAHLBADE Ehk. 

BA, 失明 防止 , 調査 , 連絡 , 全国 の 団体 に 対 
する 援助 な ど を お も な 事業 と し た . その 10 周年 に 当 
た る 1939 年 に は , 戦傷 失明 軍人 の 援護 慰謝 事業 を も 
加え て 組織 と 活動 を いっ そう 強化 し た . その 具体 的 な 
事業 と し て , 開眼 検診 , 職業 再 教育 講習 , 失明 防止 の 
宮 伝 啓発 , 失明 軍人 補導 , 読本 器 (トー キン グ ブッ 
ク ) の 製作 , 盲導犬 の 飼育 , 全国 団体 の 連絡 , 展覧 会 
・ 講 演 会 の 開催 , 各地 団体 へ の 奨励 援助 な ど が あげ ら 
灯 浴 、 

機関 誌 「 中 央 盲 人 福祉 協会 会 誌 ] は 季刊 で あっ た 
が , 盲人 社会 事業 や 盲人 教育 に 心 を よせ る 人 びと に と 
っ て 有益 な 指導 雑誌 と な っ て いた . 東京 玄人 会 館 は , 
へ レン ・ ケ ラー の 第 1 回 来 日 (1937) を 記念 し て , A 
会 が 音頭 を と っ て 建設 し た も の で ある . 

終戦 後 , 矢 明 防 止 と 眼 衛 生 事業 を 行なう こと を 主眼 
と し , 1950 年 , 日 本 眼 衛 生協 会 と し て 再発 足 , 毎年 
10 月 10 日 を 「 目 の 愛護 デー と 定め て 全国 的 に 目 の 
愛護 と 矢 明 防止 を アッ ピー ル し , 各種 の 眼 衛生 に 関す 
る 出版 物 を 多数 刊行 し 配 奄 し て いる . 

[岩橋 武夫 の 業績 〕 日 本 ライ ト ハ ウス は 早稲 田 大 学 
在学 中 に 失明 し た 岩橋 武夫 が 盲人 福祉 事業 に 一 生涯 を 
捧げ る た め , 1922 年 , 大 阪 の 自宅 で 点字 出版 を 始め 
た こと に 端 を 発する . 

1937 年 , アメ リカ か ら へ レン ・ ケ ラー の 招致 に 成 
功 , 日 本 に お ける 愛 盲 運動 の の ろ し を あげ , 全国 的 に 
その 運動 を 展開 し た . 

そし て , わが 国 の 盲人 福祉 に 関す る 諸事 業 お よび 教 
育 面 で 1 歩 1 歩 前 進 し た . 

他方 , 政治 的 手腕 に も すぐ れ , と か くま と まり に く 
い 都 道府県 去 人 協会 (SAS) を 一 丸 と する 日 本 盲人 
会 連合 (ABH) を 1948 年 結成 , その 会 長 と な り , 
指導 に 当たっ た . Ek, 当時 20 数 ヵ所 あっ た 盲人 社 
会 福祉 事業 施設 を 結合 し て 1953 年 , 日 本 盲人 社会 福 
祉 施設 協議 会 (日 盲 社協 ) を 結成 , 委員 長 に 就任 , そ 
の 育成 発展 に 努力 し た . 
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BIGIHEC iro tC, わが 国 盲 界 の 国際 的 社会 へ の 

Bine HEL CW. ELT, か れ の 努力 は つい 
に 結実 , 1954 (昭和 29) 年 に は 世界 盲人 福祉 協議 会 
(World Council for the Welfare of the Blind = 
WCWB) に 加盟 し パリ 大 会 に 代表 を 派遣 , 一 方 , アジ 
ア 衣 人 福祉 会 議 を 主唱 し た . アジ アブ 会 議 は 1955 年 に 
東京 で 開催 され た が , その 開催 を 見 ず に 1954 年 , 56 
歳 で 没 し た . 


三 療 業 界 事情 ・ 

[終戦 まで ] 大 正 期 末 か ら 三 療 類似 業 に 晴 眼 者 が 進 
出し , 諸 種 の 物理 療法 を も 含め て 府県 当局 の 取締 り 
対象 に な り 始 め た が , こと の 傾向 は 年 を 追う ご と に 激 し 
く なり , 当局 も 手 を 焼く よう に な っ た . いわ ゆる 療 
iit, 指圧 な どの 新しい 呼称 の 下 板 を 掲げ , 盲人 の 有 資 
格 者 に は 大 き な 作 威 と な っ た . 東京 府 で は , 1930 ( 昭 
和 5 ) 年 . これ ら の 無制限 進出 に より , 医業 体系 が 乱 
れ , 三 療 が 圧迫 され る と し て , 「 東 京 府 療 業 行為 に 関 
する 取締 規制 」 を 公布 . 各 道 府県 は これ に な らい , さ 
DIT 1919 年 に は 内 務 省 令 で , 各地 の 取締 条例 の 統一 
を 図っ ae 

他方 , 盲人 保護 団体 で ある 中 央 盲人 福祉 協会 は 1934 
年 , 盲人 保護 大 会 を 開き , 業者 の 危機 を 救う た め , 

盲人 披 摩 術 に 関す る 法制 定 」 の 運動 を 起こ すこ と を 
決定 , 盲人 投 摩 専業 合同 委員 会 を 結成 し た . この よう 
に 明治 末 か ら 大 正 期 に か け て の 盲人 保護 ・ あ ん ま 専 業 
運動 は , また また 活発 化す る 形勢 と な っ た . これ より 
さき , 1930 年 , 板垣 守正 (専業 運動 の 会 長 で あっ た 
ROR) lk, 証人 保持 協会 幹部 と と も に 自ら この 委 
員 長 と な っ て , この 運動 を 続け , 国会 へ の 陳情 に ゃ 当 
だ っ た . 

こう し た 運動 は 功 を 奏し , 第 65 議会 の 衆議院 を 通 
過 さ せ た が , 貴族 院 に は 強硬 な 反対 論者 が 残っ て いた 
た め , 審議 末 了 で 葬り 去ら れ た . その 後 , 戦時 体制 の 
も と で は , 専業 論 も ゃ 下 火 と な り , 盲人 業界 と し て も る 戦 
局 の 激化 に つれ , 職域 奉公, 国家 総動員 の 大 勢 に 応じ 
て 行動 し な けれ ば な ら な く な っ た . 

1940 年 に は 大 政 軸 橋 会 , 産業 報国 会 が 発足 し , そ 
の 機運 に よっ て , 道府県 各地 に も 三 療 団 体 の 組織 確立 
が 促 が され る よう に な っ た . それ まで は 大 部 分 の 道 府 
県 三 療 業 組合 は , 確たる も の で は な か っ た . 同年 の 紀 
元 2600 年 式典 を 機 に 各 道 府県 衣 人 会 の 統一 結成 の 機 
運 が 高 ま の だ 。 

この よう に し て , 三 療 業 者 の 道府県 組合 結成 の 基盤 


が で きた の で , 東京 の 小 守 良 勝 は 1943 年 , 日 本 鍼灸 
披 マ ッ サ ー ジ 師 会 を 設立 し , 文字 通り 強固 な 団体 と な 
っ だ た の は , 1947 年 , 全国 鍼 久 抜 マッ サー ジ 師 連盟 ( 全 
鍼 連 ) と 改称 以来 で ある . 

[ 三 療 存 続 問題 起こ る 〕 以上 の よう な 経緯 を た どっ 
て いる うち , 1945 年 8 月 終戦 を 迎え ん た. COCA, 
盲 人 業界 に と っ て 大 き な 問 題 が 起こ りつ つ あ っ た . 

すなわち , 連合 軍 総 司令 部 か ら 日 本 政府 に 対し , B 
人 の は り ・ き ゅ う ・ あ ん ま を 禁止 し , 身体 障害 者 は す 
べ て 国家 の 保護 の も と に お くべ き で ある と い 25 意 向 が 
示さ れ た . 

間 題 の 発端 は 1911 (明治 44) 年 の 取締 規則 の 失効 
期 が 1948 年 末 に KOC, 整骨 師法 案 が 同業 師団 
体 か ら 国 会 に 上 提 さ れ よ うと し た の で , 三 療 師 団体 で 
も 「 鍼 灸 投 摩 , マッ サー ジ 師 法案 ] を 上 提 し よう と し 
た . 医療 制度 審議 会 は 従来 の 取締 規則 を 骨子 と し た 政 
令 を 制定 する 意向 で , 連合 軍 総 司令 部 の 承認 を 求め 
た . ECAR, 連合 軍 当 局 は これ を 不可 と し , 「 晴 眼 
者 で さえ 難解 な も の を , 盲人 の 業 に する の は 何ごと で 
HS. 政府 の 見 解 は ? 」 と の 回 答 で あっ た . 1947 年 
9 月 の こと で ある . 三 療 の 禁止 は , 全国 的 業界 の 死活 
問題 で ある と し て , 同 10 月 理 療 科 教 員 を 中 心 と し て 
鍼 披 存 続 同盟 が 結成 され , 業界 で も 日 鍼 連 常 置 委 員 会 
を 組織 し た . 

そし て , 全国 喜 人 大 会 な ど を 開催 し , 禁止 反対 存続 
請願 の 猛 運 動 が 展開 され た . 宮城 県 か ら は , 厚生 省 や 
国会 に 善処 を 要望 する た め 自 いつ え の デ モ 隊 を 繰出 す 
と いう きわ ぎ に ま で 発展 し た . 11 月 に は 東京 盲 学校 
GE) 講堂 で 東 盲 学 生 同 骨 の 主催 で 全国 盲 学生 大 会 
が 開か れ , 総司 令 部 を は じ め 各 方 面 に 決議 文 を 提出 
し 三 療 の 存続 を 嘆願 し た . 全国 盲 学校 長 会 も 立 上 が 
り , 代表 が 上 京 し て , 9 月 会 長 の 松野 憲治 を 先頭 に 猛 
運動 を 行なっ た . 日 本 教職 員 組 合 も また , 特殊 学校 執 
行 委 員 を 派遣 し て 運動 を 応援 し た . COR, 大 阪 の ラ 
イト ハッ ウス 館長 岩橋 武夫 は 幸い 総司 部 当局 に 旧知 の 人 
i OW まだ) 語学 に すぐ れ て いた だ た ので, わが 国 育 人 
と 三 療 の 特殊 な 結び つき を 理解 させ る た め に 一 役 か っ 


に 
Ne 


この よう に 関係 者 を あげ て , 強い 団結 の も と に 禁 
反対 運動 を 展開 し た の で , 当局 の 了解 を 得る こと が で 
き , 12 月 招集 の 第 1 回 国会 で 衆参 両院 を 通過 し た . 
これ が 1948 年 か ら 施行 され た 「 あ ん ま , は り , Fw 
>, 柔道 整復 等 営業 法 |」 CHS. これ に よっ て , 従来 
営業 免許 だ っ た も の が 身分 免許 と な り , 厚生 省 が 認定 
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し た 学校 , 養成 施設 を 卒業 , 地方 試験 を 経て 初め て 免 
許 が 得 ら れる よう に な っ た . これ は 質 的 向上 を 期し て 
の 画 期 的 な 改正 で あっ た . 

〔 接 摩 単独 法 問題 , 師法 , 現行 法 〕 営業 法 が 実施 さ 
れ て , 1948 年 末 に は 特別 法 が 施行 され , 有 資 格 者 で 


試験 を 受け られ な か っ た 者 に 対し 試験 が 各地 で 行なわ | 


れ た . これ に よっ て 学校 を 出 な か っ た 有 資 格 者 も 救 わ 
れ , いち お 2 無 資 格 者 は 一 掃き され た の で ある . 1949 
年 に 総司 令 部 は 再び 「 盲 人 鍼灸 可否 論 」 を 持 出し た . 
挙 に 解決 し よう と の 意見 が , 全 鍼 連 の 幹部 間 に 台 頭 し 
た . これ に 対し , 全国 盲 学 校 の 理 療 科 教員 た ち は 全 国 
盲 学 校 理 療 科 教員 連盟 GERACE) を 組織 し て 反対 , 地 
方 の 業者 団体 も 同調 し た . 一 方 , 全 鍼 連 の 強力 な リー 
ド で 1950 年 4 月 , 国会 に 持 込 ん だ が , FRR ST Chit 
Renn. 

この よう に し て , いわ ゆる あん 単 法 (あん ま 単独 
法 ) 事件 は 落着 し た が , 次 に 療術 師 と の 対決 が , より 
大 き な 問 題 と し て 表面 化し て きた . この ころ か ら 若 い 
女性 や 戦争 未亡人 な どの 和 無 免許 あん ま が , 都心 , 温泉 
地 に 現われ だ し た . また , 1948 年 , 以前 の 既得 権 者 で 
な い 療 術 営業 者 が 増え だ し , 養成 所 な ど を 短期 間 で 終 
えさ せ て も ゃ もらって, 公然 と 届出 営業 を する 者 が で る よ 
うに な っ た . これ ら の 者 は 全国 療術 師 協 同 組 合 を 結 
成 。「 療 術 師 単 独 法 」 の 制定 を 大 会 で 決議 し て その 実 
現 運動 を し 始め た . 全 鍼 連 , 理 教 連 , AB BORA 
係 晴 眼 者 の 諸 団 体 は これ に 反対 , 阻止 を 表明 し た . そ 
CC, 厚生 省 は 1951 年 , 現行 法 を 「 あ ん 摩 師 , は り 
im, きゅう 師 及び 柔道 整復 師法 」 と 改め , 療術 業 は 
1955 年 まで に 禁止 , 同 法 に よっ て 速やか に 資格 を と 
る よう に と の 方 針 を と っ た . 改正 法 に より 従来 の 不備 
は 整備 され た . 特に その 身分 法 で ある こと を 明確 に 
し , 同年 に は 厚生 ・ 文 部 両省 令 で 「 学校 養 成 施設 認定 
規則 」 を 設け た . 文部 省 で は これ を 機会 に 「 高 等 部 理 
療 科 教育 課程 」 を 作成 した. 

療術 業者 は 同年 まで に 活路 を 見 出 そ う と, 単独 法 の 
制定 , 最悪 の 場合 で も 現行 法 の 改正 を めざし て 運動 を 
始め た . こう し た 情勢 に 対処 する た め , BERIT 
1952 年 松野 憲治 を 会 長 と する BRAM MBAS 
( 盲 学校 長 会 , 理 教 連 , 日 教 組 盲 部 ) を 結成 し た . 
1955 年 に は いり , 厚生 省 は 療術 の 「 指圧]」 を 「 あ ん 
摩 」 に 含ま せ , 禁止 期限 を 3 年 延長 する こと と し 現行 
法 の 一 部 改正 を 行なっ た . 1953 年 に は 禁止 期限 を さ 
ら C 3 年 延長 し , 1961 年 まで 資格 を と る か , ある 


いけ は 廃 転業 する よう 望ん だ の で ある . と ころ が , 1960 
年 1 月 , HS 無 熱 高 周 濾 療 法 と いう 事件 が 起こ り , 最 
高裁 判 所 は 人 体 に 利害 を 与え を ない 療 術 は , あん 摩 師法 
に よる 禁止 に 該当 し な いと の 判決 を 下 し た . そこ で , 
当局 は 1961 年 に , また また 期限 の 3 年 延長 を 提案 , 
国会 は 「 今 後 療 術 問題 で 延長 する よう な こと の な いよ 
う , 対策 を 講ず る こと , 盲人 の 職域 は 尊重 する こと , 
無 免許 あん 摩 業者 を 一 押す る こと 」 な どの 付帯 決議 を 
ALC, 1964E RE COMMS Vics tate 
局 は 期限 が 迫っ た 同 1964 年 に 関係 16 団体 の 代表 者 会 
議 を 開い た が , 満足 な 調整 が で きず , 結局 同年 6 A, 
当分 の 問 療術 業者 を 認め る こと と , 現行 法 を 「 あ ん 
摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り 師 , きゅう 師 , 柔道 整復 師 
法 」 と 改め る こと な ど を 要点 と する 法 改正 が 国会 の 承 
認 を 得 た . 

以上 が 法 改 正 を 中 心 と し た 終戦 後 の 業界 事情 で ある 
Ds, この 間 , 病院 勤務 マッ サー ジ 師 た ち に よっ て 医療 
マッ サー ジ 師 組合 (1959 年 結成 ) に よる 医療 マッ サ 
ー ジ の 分 離 や 法制 定 の 要求 が ある な ど , 曲折 の 連続 で 
あっ た . 

さら に 近年 , わが 国 で も リハ ビリ テー ショ ン 制度 
を 採 入 れる こと と な り , この た め 1963 年 に は 国立 の 
リハ ビリ テー ショ ン 学 院 が 発 忌 し た . いわ ゆる PT 
(Physical Therapy), OT (Occupational Therapy) 
制度 で , 「 理 学 療法 士 及び 作業 療法 士 法 」 も 1965 年 成 
立 し た . この うち PT に つい て は わが 国 の 盲 人 に も 明 
治 以来 の 実績 が あり , むし ろ , 先進 国 の な か に は す で 
に わが 国 に な ら っ て, BA PT 制 を 実施 し て いる 国 も 
ある くら いで , 当初 は 難色 も あっ た が , 学校 , 業界 な 
どの 強い 要望 と 文部 省 の 強力 な 支援 も あっ て , BEA 


も 盲人 PT を 認め た . (横田 全治 ) 
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説話 

伝説, 民話] 口 介 な どの 意義 に は それ ぞ れ 異な る 
ニュアンス が ある が , これ ら を 概括 的 に 説話 と し て お 
く . 要する に 昔 か ら 残 っ て いる 物語 的 な 口 唱 伝承 で あ 
る . それは 原形 を と ど め て 伝え られ て いる も の と , ア レ 
ンジ され て 伝え られ て いる も の に 大 別 さ れる . これ ら 
は それ ぞ れ 特色 の ある 民間 文化 を 背景 に し た 遺産 で , 
補助 史料 と し て 役立つ だ け で な く , 精神 史 的 に 地方 史 
の 裏づけ と な る 貴重 な も の で ある . 

その 内 容 は 民間 伝承 の 一 種 だ け に , そ ぼ く で わか り 
や すず すく, 地 に 上限 づ いて いる . と き に は 美しい ロマ ンチ 
ッ ク な 味 さ えも っ て いる . 

横田 全治 は 1953 (昭和 28) 年 , MICHA ba ACE 
する 57 編 の 伝説 を 採集 し て 「 諸 国 盲 人 伝説 集 」 を 刊行 
し た が , これ を 次 の よう に 分 上 類 し た . 

[神秘 者 伝説 ] 遠い 昔 , 単純 な われ われ の 祖先 が , 
「 め し い 」 の 特異 な 容姿 と , た また ま , か れ ら が も つ 
天才 に , BNL HAV C, 一 種 神秘 的 な 天才 と 
し て これ を な が め た . この よう な 境地 か ら 生 まれ , 諸 
国 に 散在 する プリ ミ テ ィ ブ な 一 連 の 定 人 説話 で , 15 種 
ほど 採集 する こと が で きた . 耳 無 抱 一 (小泉 八雲 怪 
ax), 座頭 宮 (HABA), BOL (今昔 物語 ),) か ん 
座頭 ( 西 鈴 諸国 叫 ) な ど は , 一 般 に も 知ら れ て いる . 
と れ は 「 イ リア ス | と 「 オ デュ ッ セ イア 」 の 作者 と い 
われ る ホメ ロス (Homeros ), 「 左 氏 伝 」 の 作者 左 丘 
明 , Rees ( 妃 迎 の 弟子 で 天眼 通 ) な ど が , BA 
の 身 で 偉大 な 天才 で あっ た と いら 伝説 が ある の と 同じ 
CHS. 古事 記 に も ゃ 小 名 彰 神 , 久 延彦 神 が , と も に 占 
術 に 長 し て お それ られ た と いう 話 が ある が , と に か く 
これ ら の 話 を 通じ し て, その 地方 に お ける その 時 代 の 盲 
人 観 が うか が える . 

[ 利 生 伝説 ] 古来 , わが 国 に は 「 利 生 記 」 と か 「 霊 
験 記 ] と いっ た , 神社 仏 開 に 関す る あら た か な 利 生 説 
話 か 多い. その 信仰 を 神仏 が 互い に 競い 合っ た の で あ 
る か ら , 無理 か ら ぬ こと で ある . 型 目 開眼 の 利 生 伝説 
が 諸 所 に 発生 し た の も 自然 で , 今日 の 目 か ら み れ ば 失 
舌 する よう な 内 容 で も , それ は 発生 し た 時 代 に は , そ 
の 地域 で 大 い に 大 衆 に アピ ー ル し , 特に 同 信 の 徒 に は 
信仰 心 を 増す 力 と さえ な っ た の で ある . この 種 の 説話 
は 盲 杖 桜 (明石 人 丸 神 社 ) , 紫 衣 弁天 (京都 円 山 ) , 
RBS (河内 葛 井 寺 ) , 奄 坂 寺 (大 和 高 取 ) な ど , 
16 種 ほど 採集 し た が , この よう な も の は ほか に も ま 


だ 数 多く あろ う . 少な く と ゃ 過去 に お いて , と の よう 
な 伝説 は 社寺 に と っ て 大 き な 精 神 的 財産 で , 郷土 の 誇 
り で も あ ate. 

[地名 伝説 ] 傑出 し た 家人 , ある い は 名 も 無い 盲人 
が 因縁 と な っ て , 地名 が 生ま れ た と いう も の で , わ ず 
か 12 種 を 採集 し た だ け で ある が , RTO 説話 に 内包 
され る 意味 は 深い も ゃ の が ある . 座頭 谷 (有馬 ) , 座頭 
塚 (伊勢 , HE), Boe (人 康 親 王 隠棲 地 京 都 山 
科 ) , RRA (江ノ島 ) な ど が その お も な も の CH 
る . それ ぞ れ の 時 代 の 家人 が , た と えば , 中 世 末 期 か 
ら 近 世に か け て , 生活 の た め に お 得意 を 探し 求め て , 
ある い は 琵 倒 を , あ るい は 導 引 を し な が ら 流 し 歩い た . 
と き に は 盲 官 を 求め て , 1 本 の つえ を 頼り に 京 上 りゃ も 
し た . その 道中 で 殺害 され , ある い は 哀 れ に も 金品 を 
巻き あげ られ た . 純朴 な 土地 の 人 びと は その 霊 を 慰め 
る た め , 小さ な ほこ と ら を 建て て か ら , 地名 が 生ま れる 
よう な こと も あっ た . この 種 の も の は 風俗 史 や 社会 史 
の 史料 と し て , 貴重 な も の で ある . 

[風刺 伝説 ] 笑い の 衣 を 着せ て , それ と な く 度 肉 や 
あて こす り , MMeBSHoRLOC, 盲人 自体 の 心理 的 
欠点 を クロ ー ズ アッ プ し て , 笑い の らち に 風刺 する も 
の , つま り 冷 笑 的 に し た も の も ある が , その よう な 意 
味 を も た ず 単 な る 罪 の な い 風 刺 伝説 も ある . 米倉 法師 
(柳田 国男 「 桃 太郎 誕生 」), 餅 座 頭 (紫波 郡 茸 話 集 ), 
猿 勾当 GES), 犬 の 市 , WOT (膝栗毛 ) な ど 18 種 
を あげ る こと が で きる . これ ら の な か に は , PLEO 
替 法 師 が 村々 を 流し 歩く か た わら , 大 衆 の 求め に 応じ 
て , 張り 扇 を た た き な が ら 自 作 の 夜話 を 自演 し た も の 
も 信 ま れ て お り , 盲 法師 の 社会 観 も の ぞ か れる . 

この 分 類 の 大 筋 は , 今日 で も 変え る 必要 は な いよ う 
CHS. その 後 , さら に 5 種類 ほど を 採集 し た も の は , 
利 生 的 な も の , 風刺 的 な も の , な いし は その どちら と 
も 考え られ る も の で ある . 

Ok di [OR 伝説 | と いわ れる 話 で も , ある 
地域 社会 の 自然 の 所 産 で , まし て 文字 と な っ て 今日 に 


_ 伝え られ て きた も の に は , 根強い 地域 文化 の 背景 が あ 


っ た と み ら れ る . それ ら を 分 析 し 総合 し て ゆく こと に 
kot, BAO [FOSSA] DEPHCAM CRD 
Ya FAL CK A . 


こと わざ 

年 長者 や 長老 が 若者 に 教訓 的 に いい 聞か せる 際 に は 
長 談義 する より も る , 原理 的 な 遇 いこ と ば で 納得 させ た 
の が , こと わざ ぎの 起こ り と いわ れる (柳田 国男 「 民 俗 
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PRB). これ に は 教訓 的 な 「 た と え 」 も 包含 され る 
よら だ が , 教条 的 色彩 の 濃い も の も ある . し か し , 構 
成 は 複雑 だ が , 本 領 と する と ころ は ユー モラ ス で 単 刀 
BAN, 独断 的 で ある とこ と な ど が その 特徴 で , 常に 大 
衆 が 対象 と な っ て いる . し た が っ て , か た くる し い 説 
BLO, 笑い が 強調 され る あま り , SECOORA, 
ある い は , こっ けい が 含ま れ 過 ぎ て , 現代 感覚 で は び 
っ た り し な い ゃ も の や 民主 主義 の 理念 に 合わ な いも の , 
な か に は むし ろ 不 快 を 感じ られ る も の も ある . 「 こ と 
わざ 」 で 身体 に 障害 の ある 者 の 弱点 を 強調 利用 し た も 
の も 数 多く 残っ て いる . そこ に は , 説話 群 に まさ る と 
も 劣ら な い 昔 の 跡 が 物語 らん て いる . Et, 今日 的 な 
反省 資料 と な ら な いで も な い . 

[仏典 か ら 発 生 し た も の ] 「 一 盲 衆 衣 を 引く 」, 1 人 
の 超 者 が 多く の 愚者 を 指図 する . 危険 きわ まり な し と 
の 意 (中 国 仏典 . 無 門 関 ). 「 一 盲 見 る な し , Fei 
Mol 多 小 に か か わら ぬ (KE). 「 我 性 常 な ら 
ば , 盲 者 は 色 を 見 る 可 く , BR el <<, 貴 者 は 
よく 語る 可 く , 足 な え は 歩く 可 し . 現実 は 変化 生 滅 す 
る 有限 差別 の 世界 で あり , 従っ て , 永遠 な 自己 の 生命 
の 存続 と いう こと な ど は な い . 若 し , あ る な れ ば ……」 
と の 反 意 を 強調 し て いる も の GERM). 
盲 撫 象 ] 昔 イン ド の 鏡 明 王 が 多く の 盲人 に 象 を な で 
させ , その 所 見 を 問う た .「 曰 塗 桶 ( 足 ), BARCOBA), 
Ait ( 尾 本 ), Aik 9), ASECR), Ama), A 
RE CG), AG, ARC), BRRGHIZETA 
十 色 で あっ た . の ち に 衆 盲 は 王 に 自分 の 言 が 真 で あ 
る と と を 訴え た が , 王 は 「 未 だ 真 を 見 ず ] と いっ て 笑っ 
て 答え な か っ た . この 例 で 家 人 が 真実 を 判 じ が た いこ 
と を 戒め る と と も に , 凡人 に は 大 人 物 や 大 事業 の 真 を 
判 じ が た いこ と を 戒め た CNR). 

「 十 亀 の 浮 木 に 値 う が 如 し 」 寿 無量 却 と いわ れる 1 
眼 の 盲 亀 が 大 海 に いた . 100 年 に 1 度 海上 に 浮 び 出 て 
漂流 する 穴 の ある 消 木 を 探し 求め , その 穴 に 首 を さ し 
AMBMEDVE UC, TR Rie し だ, 会 い が た ぎ に 会 9 
こと が で きた と の 意 WAR). 

Et, 「 う どん ば ら 華 に あう 如く , 盲 亀 の 洋 木 に あ 
う 如 し 」 の 旬 が ある . 人 身 を 得 て 仏 に 会 う の は 至難 で 
ある と の 意 で ある (法華 経 ). 

[中 国 の 古典 か ら 発生 し た も の ] [Ke 顔色 を 見 ず 
し て 言う , 之 れ を 砲 と 調 う 」, 目 上 の 人 の 顔色 を 推察 し 
な いで , ひと り 述 べ ま くる の は 盲 者 と いう べき で ある 
(論語 ). 

PSB MEO BUCHOS <, 坦 者 は 鐘 鼓 の 声 








に あ づ か る な し 」, 盲人 は 文章 の 美 故 を 見 る こと が で き 
ず , ろう 者 は 楽 音 の 美 故 を 聞く こと が で きぬ GTA 
毅 渡 訪 ). 

「 贅 説 は 天 を あざ むく 」, 道理 に あわ な いと と を いう 
ee). | 

[ARS CARKEEG LER Le 見 る . Zhe 見 れ ば 
少し と 難 も 必ず 起 つ 」 宮 服 を 着け た 者 と , 盛 装 し た 貴 
人 と , 楽 官 と し て 詩 な ど を 唱 し , 礼 楽 の 道 に 携わっ て 
いる 当時 の 定 人 を 見 る と き は , た と え を 年 少 者 で あっ て 
も (孔子 は ) 立っ て 礼 を され た .「 郷 党 稀 」 に も 類似 の 
1 章 が 見 られ る . な お , SL, BRCVICLAAKR 
ころ まで あっ た (故事 熱 語 大 辞典 ). 前 者 は 盲 者 は 耳 
が さと いか ら , FARCRY Ast, Aili 
は べら せ て 調 諫 の 役 に 当 た ら せ た . 史 と は 天文 を つか 
さ ど る 役 で 周 代 2 官 の 総称 と いわ れる . 

後者 は 収 時 代 の 学校 の 名 . 警 師 な ど 音 楽 を 重んじ て 
主要 科目 と な し た . 孔子 の 盲 者 に 対す る 礼 譲 も うな ず 
DICED. | 

(RBS UCHOT Beet hbcBaA, mit 
か きのこ と . 直面 し て も わか りか ね る CKD . 

「 盲 者 に 鏡 を 送る な か れ . 砲 に 履 を お くる な か れ 」, 
用 を な さ な い ( 准 南 子 ). 

「 盲 者 の 杖 を 失い た る が ご と し 」, 頼り を 失 2 CH 
eae | 

盲 者 視 る を 忘れ ず , BAR O%BNTI, と も に 情 
の 切な る こと (CHF). 

[TSAR BiCha UC, 夜半 深 池 に 臨む 」, 膳 馬 は 独眼 
の 馬 . 危 い こと CHa). 

(BARBERS SPL, B, 太陽 は 銅 盤 の よう に 
丸い と , ある 男 が 盲人 に 教え て その 盤 を 打っ た . と こ 
DAR, HALETOBADBESR 開い て , 「 あ れ が 太 
陽 だ 」 と いっ た と いら. は きち が えて 覚え る こと ( 押 
鞭 の 日輪 論 ). 

[聖書 か ら 発 生 し た も の ] 「 盲 人 を 道 に Bot 者 は 
の ろ わ れる 」, 古代 エジプト の 教え に , SBALMCHSA 
っ た と き の モ ー ゼ の お き て と し て 戒め た ( 申 命 記 ). 

「 そ の 時 目 しい の 目 は 開か れ , 耳 し い の Fitba b 
NS), メシ ヤ 来 臨 の 喜び を 予言 し て 歌う こと ば ( イ 
ザヤ 書 ). な お 同じ よう な も の が マタ イ 伝 な ど に も み 
baz 

「 イ エス が 道 を 通っ て いた と き , 生れ つき の 盲人 を 
Avo BPE) イ テ ム (に 尋 没 で いう 志 ) Bee 
の 人 が 生れ つき 盲人 な の は , だ れ が 罪 を 犯 し た た めで 
ta. 本 人 で すか , それ と も その 両親 で すか 』 と . A 
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ェ エス は 答え られ た だ た, 『 本 人 が 罪 を 犯し た の で も な く , 

また , その 両親 が 犯し た の で も な い . た だ , 神 の みわ 
ざ が , か れ の うえ に 現れ る た めで ある 』. イエ ス は 自ら 
が 世 の 光 で ある こと を 証明 する . この 節 は 古来 東西 の 
盲人 を 奮起 させ た 文章 と し て 有名 で , これ に よっ て そ 
の 失明 観 が , 罪悪 観 か ら 使命 観 に 転換 され た と する . 

すなわち , ぁ ふし ぎ な 神 の 摂理 は , 失明 者 に も 神 の 大 愛 
と し て 注 が れる と し た の で ある (ヨハ ネ 伝 ). な お , 

この あと に シロ アム の 奇跡 の 話 が あり , か れ が 世 の 兆 
で ある こと を 示し た . 

「 も し , あな た が 自ら ユダ ヤ 人 と 称し , 律 法 に 安 ん じ 
神 を 誇り と し (中略) BORA DFRS, PACKS 
OX, 愚か な 者 の 導き 手 , 幼 な 子 の 教師 を も っ て 任じ 
て いる の な ら , な ぜ 人 を 教え て 自分 を 教 を な い の か 」, 
ュ ダ ヤ 人 の 矛盾 し た 行動 を 難 詰 し た 戒め (F<). 

[中 世 以 隆 わ が 国 の 習俗 か ら 発生 し た も の 〕] [oO 
と 難 。 死 羽 まで うた う 」, くせ は 死ぬ まで な お ら な い . 

「 ご ぜ の 日 高 に 着い た よう 」, 遅く な る は ず が , 日 の 
高い うち 到着 する (座頭 の 日 高 に 着い た よう )). 

「 座 頭 の 家 さ 大 吹雪 」, 大 あわ て に さわ ぐ と こと や , 大 
豆 び に も 用 いた (青森 ). 

「 座 頭 の 川 渡 り 」, 1 列 に 並ぶ . 

「 座 頭 の 欄 , 比丘 居 に こう が い 」, 不用 な も の . 

[座頭 の 棚 さ が し 」, 手探り . 

「 座 頭 の 知ら ず 食 い 」, 堪 人 は 食っ て いる も の が 米 か 
繋 か 知る こと が か できない. 

「 座 頭 の そう めん 食い 」, 見 苦し い (慶長 ご ろ の 北 之 
草紙 ). 

「 座 頭 の 中 座敷 」 大 勢 が 取 巻 いて いる 中 央 の 座 を い 
2 . 江戸 期 , 座頭 が 集会 する と き は , =HBOLIK 
周囲 方 形 に 取 巻 いて 座 を か まえ , 中 央 を あけ て 首座 と 
i og 

「 座 頭 の ー つ 橋 」, 危険. 

「 座 頭 の 寝 入 る と , 月 夜 の 明 く る は 人 知ら ず 」 いつ 
寝 入 っ た か わか ら な い . また , いつ 明け た か も わか ら 
な い の に 朝 が くる . 

「 座 頭 の 昼寝 も ああ て あて 」, 夜 働く の で 昼寝 て お く 
「 あ て あて 」 は 当て が ある . また 「 ね る も の は 座頭 納 
豆 味噌 こう じ 」 と いう 古川 柳 が ある よう に , 座頭 は よ 
く 昼寝 を し た らし い 、. 

「 座 頭 の 琵 替 ご し ら ぇ 」, 仕度 に 手間 どる こと を いう 
(佐渡 ). 

「 座 頭 の 坊 の 根性 ]」」 ひ が み が 強い (福島 ). 

「 座 頭 の 目 で いた みい る 」, 目 が 奥 へ は いっ て いる . 


恐縮 (山口 ). 

「 座 頭 と ぬか る み 」, Me. 座頭 は 他 の 盲 者 に ぬか る 
みみ が あっ て も 教え を ない. 

「 座 頭 に し じみ 汁 」」 か ら と 実 が わか ら な い . 

「 座 頭 は 千軒 の 町 か ら 嘆 ぐ 」, 喫 覚 が 鋭い . 

「 衆 胡 か な え を 評 す 」, FSMALAMR. 真相 を と ら 
え が た い . 

「 つ ほ に 鉄砲 , SCRA, 相手 に 通し な い . 

「 一 夜 検校 つか み 取 り 」」 に わか 大 尽 に な る . た だ 一 
HECK b DH UTCRRORLIT ES. 

| 一夜 検 校 半日 を 食 」 盲人 が 一 晩 で 大 も うけ を し て 
検校 に な っ た の は いい が , また , 半日 で 没落 し て こじ 
き に な りさ が る. 栄枯 盛衰 の 激 し さ を いう . 

[ 言 を 川中 で は ぐ 」, 抵抗 で きぬ 者 に , や どい こと を 
ee | 

「 盲 が 梅林 通る よう 」, 手探り . 

「 盲 が 弓 を 引く 」 当たら な い . 

「 盲 千 人 , 目 明 き 千 人 」, 理解 する 人 あり , 理解 し な 
い 人 あり . 

[Bt UnOn), 盲 と 勝負 を 省 っ て も , 勝つ に 決ま 
っ て いる .「 じ か の か | と は 銭 を 回 わし て 伏せ 裏表 を 
当て る (壱岐 ). 

「 家 と 提灯 」」 むだ な こと . (RST PBK 
el, [Ca¥ SUCHET] Uh bl. 

[SEEAI LAK, 押え や すい . 

「 填 と 蛇 さ われ さす た な 」, 手出し する な . た た り が こ 
わい . 

「 言 に 鏡 , 法師 に 杜 」, 不 要 . 

PS CARD TICs, えり 好み せ ず , 片っ端 か ら 食 
べ る , 

Pech, な く て な ら ぬ . 

[SICABDORSD. いざ り に 煮 茶 あび せる 」, IRA 
坊 の 腕 を ひね る よう に 没 義 道 で ある こと . 

「 盲 に 道 お そ わ る . つん ほぼ に 道 を きく 」, 効 の な いこ 
eo. 

DS CiRS, いざ り に 雪駄 あっ て も 用 が な い . 

「 言 の 一 里 の ょ う 」, 手間 が か か る . 

[TSE OHDES, つん ぼ の 立 聞き 」, むだ な こと . ま 
た , RADY. (SOROS! 同義 . 

「 貞 の 京 上 り 」 盲 で も 京 に 上 っ て 出世 する . 志 を 堅 
くも っ て 立身 せよ と いう 意味 .「 ぼ さま 京 上 り 」,「 ぼ ほぼ 
さま 江戸 へ か ける 」 は 東北 地方 で 用 いら れ た . 

[SB Osm 4h], 無用 の せん さく . 

「 盲 の 木 割 り ], あて が は ずれ る . 
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「 盲 の 下り 坂 」」 あぶ な い . 

「 盲 の 探り あて 」,, まぐ れ に 当たる 

「 盲 の よそ 見 あり 得 な い .「 盲 の 目 き き 」 AR. 

「 盲 一 人 の け ば , 長者 二 人 」, 盲人 と 世話 する 2 人 が 
それ ぞ れ 独立 し て , 2 人 立つ の 意 .「 の け ば 長者 二 人 」 
と いう こと わざ が ある . 不 和 な 者 同士 は 離れ て 独立 せ 
Ly いつ まで や いっ うっ レ ょ に いな と い の 信 MGSe 
由来 し た も の らし い . 

「 家 蛇 に お じ ず 」, むむ て っ ぱ ぽう . 

[BFE T RSA) 我 を は る こと が 多い . 

「 盲 大 に も 劣る 」 役に立た ぬ . 

「 盲 より 手 暗 が り 」, 手元 の 便 の わる い の は , BLO 
不便 . | | 

「 ぬ めじ だき 三 年 ずる ど と, Seal Maawavs. 
米 を だ いせ つ に せよ 

「 目 っ か ちの 目 こ すら ぬ 間 」 ちょ っ と の 間 . 

ia 

単語 . Amc UC [Sl] を 意味 する 漢字 も 複雑 で あ 
る . か り に 今日 の 通用 語 の 「 盲 ] は 「 目 に 有 瞳 な し 」. 
BRIA EC LIS LIZA birt PS) i PAHO Ze 
けれ ば 身 さ と く , 遂 な ぞ 楽 師 の 業 に つか せ た る 」 ICH 
来 す る 古代 中 国 の 話 で ある . S bie [El it DY 
て 見 え ざ る も の 」, THI) it eS A, [HI DL 
い , め が つ ぶれ る , 転じ て 井戸 の 水 の か れる こと を も 
意味 し て いる . 

これ ら の 単語 や 旬 か ら 熟 字 が で きる . ME, BE, 
盲点 , Bret, も ちろ ん 今日 語 で ある が , Wd 
る 死語 に な っ た 昔 の 熱 語 ゃ 多い. こと わざ と 同様 に 見 
る 人 に よっ て 参考 に な る も の で ある . 以下 は 昔 に ょ く 
使わ れ た 熱 語 で ある . 

RTH], 検校 は 江戸 期 の 盲 官 の 極 官 と し て 盲 
の あこ が れ の 的 で あっ た . それ に な る た め に は 江戸 中 
期 で も 千両 の 出資 が 必要 と され て いた . 

[HH] こと わざ の 項 の 「 斉 衰 者 」 を 参照 . な お , & 
師 は 楽 官 を さ し た . 

S|, 義理 に 暗い 言 . BBL bd. 

[Sr], 中 国 股 代 の 学校 . 警 師 な ど を 楽 官 と し た . 

|, PRRRBEROROY. 一 説 に その 父 君 
が 愚か で あっ て , 事 の 善悪 を 判 し か ね た の で 当時 の 人 
が この 呼 名 つけ た と も いわ れる . 

Sel, と も に 盲 者 を さす . 上 掲 語 参 照 . SALS 
a 。 

「 座 頭金 」, 座頭 は 盲 官 の 一 つ で ある が , 主として 江 





戸 期 , 盲 官 を 買っ た 金 , また は 買お うと し た 人 金 を 貸金 
と し た . すなわち も , 金融 資金 と し た の で , こと の 名 が で 
きた . 座頭 は また , 「 ざ っ つ さ ん 」, 「 ざ っ と さん 」 と 
も いっ た . 

「 座 頭 行儀 」, 表面 を と りつ くろ う . 菓子 な ど は 持 帰 
っ "で 食べ る 

「 座 頭 鯨 」, 体長 17 メ ー ト ル に も 及ぶ 巨大 な ひげ が あ 
り , 背びれ は 低く , 頭 部 に いぼ 状 の 突起 が あり , 目 は 
細く て 小さ い . 胸 び れ は 大 きい . 子 を 愛す る 情 が 強く , 
これ を 伴っ て 遊泳 し て いる の で , 子持ち 鯨 の 別名 も あ 
る . サハ リン か ら 人 台湾 に か け て の 太平 洋 岸 に 多い . F 
座頭 が 琵琶 を 背負 っ た 形 か ら こ の 名 が 出 た と も いわ 
れ , また , 目 が 細 小 で ある と こと か ら と も いわ れる . 

「 催 促 座頭 」, 座頭 金 (利子 ) 返 戻 ( 元 金 ) の 催促 を 常 と 
LEDS. 

「 座 頭 部 屋 」」 中 世 こ ろか ら 座 頭 が 遊行 し て 村 に くる 
と き , 在 郷 の 分 限 者 は , 一 室 を 提供 し て 宿泊 させ , 遊 
芸 の 便 に 供し た . 主として 東北 地方 に 見 られ る . 

[28], 鳥 目 の こと . 

「 一 夜 検校 」 大 金 を 得 て 一 夜 で 検校 を 買う . 異常 な 
fee と 

「 盲 打 」, めった 打ち . | 

[B57 1, 円 口 類 の 動物 . 深海 に 住み , 夜間 小 魚 
を 追っ て 生き る 

[SR], 向 2 見 ず に 走る . 

[eal ARLe Lik. 主として 人 を 探す 遊戯 で 
ある が , 地方 に よっ て は 神事 の 厄払い 行事 に 赤 青 の 盲 
鬼 が 登場 すると ころ も ある . 

[SRI 緑色 の も よう ある 美しい 由 . 上 暖か い 海 の 岩 
礁 上 に 住ん で いる . 

「 盲 楓 」, 東海 道 袋井 か ら 見 付 ま で は 難所 で あっ た た 
め , 苦 の 盲 者 は つえ を と り 直 し て 用 心 し た 土地 で あっ 
だ た と いわ れる . 

TSA, 秋 に な っ て 吹く 暴風 . 

(SHE), BALE. 内 面 は 塗り つぶ お し て ある が 外 か 
DILBOLICAZAR. 

「 盲 行司 」 で た ら め な 行司 . 

[Swi BESS. 

[B44], PRON LUCHOS. 

(aaa, @e, 盲 ご ぜ . 中 世 は 主として 鼓 , 近世 
は 主として 三味 線 を 手 に し て 2 一 3 人 た を ろ し て , B 
aa, 小唄 , 光る りな ど を 門 付け し な が ら 諸 国 を 巡っ た . 
RIC > CIHR OR bane. 

[SE] 文盲 者 の 庶民 層 の 生産 を 高め る た め , RT 
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説い た 暦 . 昔 , 南部 藩 で 作ら れ 使 用 され て いた . 農山 
漁村 の 労働 暦 で , 現在 も 盛岡 市 その 他 で 発行 され て い 
B. 

「 盲 敷居 」, 無 目 の 敷居 . 

Teil, 経緯 と も に 紺 染 め の 綿糸 で 織っ た 木綿 平織 
りゃ も の. 

PSD), 般若 心 経 を 絵 説 き し た も の . 南部 藩 で 作 
られ た . 

[Biel めく ら づ え を. 和 船 の 一 部 で , 子持ち の せり 
木 を いう . 

Tee, 座頭 すもう と も いわ れる . 江戸 末期 に は 
座頭 同 王 に すもう を と ら せ , これ を 見 世 物 と し た . 

「 盲 長屋 」, 大 名 屋敷 の 表 道 路 に 面 する 長屋 門 の 窓 無 
LEE. 

[Sw 歌 に 用 いる 詞 の けん , らん な ど を さす . 
[ete], 船 を 鐵 の 頭 の 見 え ぬ よう に 薄板 で 張っ て 作 
2 

「 盲 船 」 周囲 を 完全 に 板 ま た は 桶 , 竹 東 で 囲み , 前 
後に 多く の 槍 を 備え 付け て ある 船 . 進退 が 速やか で 中 
世 来 の 軍船 の 1 種 . 

「 盲 ぶどう 」, ぶどう の 1 種 . 


点字 前 史 


ヨー ロッ パ に お ける 初期 の 盲人 文字 

ョ ー ロ ッ パ に お ける 初期 の 盲人 文字 は , その 時 代 の 
社会 で 用 いら れ た 普通 の 文字 を 基礎 に し , 盲人 の 触覚 
に 適応 する よう に 紙面 また は 木 板 の 上 に 浮 彫 り に し た 
線 文字 で ある . 

盲人 の 教育 と 文字 書記 の 方 法 を 記述 し た 最初 の 人 
は , クイ ンチ リア ヌス (Marcus Fabius Quintilianus, 
35~ 92) CHS. か れ は 木 , 象牙 , また は 金属 の 板 
に 文字 を 浮 彫 り に し た , いわ ゆる タ ベ ラ (tabella ) 
な る も の を 使用 し た . 

盲人 ディ ディ ム ス ( Didymus of Alexandria, 308 ~ 
9989 員 ( ま タ ベラ を 使用 し て 読書 天 だ た 。 か れ は と これ に よ 
り 宗教 , 哲学 , 数 学 , 音楽 , 天文 に 通じ , 大 学 の 教授 
mE br. 

ロッ テル ダム の エラ スム ス ( Desiderius Erasmus, 
1467 ~ 1536 ) は 盲人 文字 に 関す る 実験 を 報告 し た . 





Peel, 退化 し た 細目 の 小 へ び . みみ ず に 似 て いて 
地 中 に ひそ みろ 白 農 な ど を 食す . BIS, 沖縄 に 住む . 

「 盲 法師 」, 中 世 来 , 主として 僧 形 の 琵琶 法師 を さ し 
ve 

EBC, めく ら 減 法 と 同じ , 没 義 道 を さす . 

(SAH, 石 の 接合 点 . 

[Bw DAE. 

「 目 廃 」 めし い . 

TBA, わけ の わか ら ぬ 棋 の うち か た . 

feb), 理解 し な た ない こと を いう ら . 

Teh), BA. 

「 盲 俗 」 何 も 知 ら ぬ . 

[ 盲 動 | わけ な く 他 に 動か され る . 

「 盲 忘 」 世 事 に うと く , 忘れ や すい . 

[参照 文献 」 

落合 直文 「 言 泉 」 

池田 四郎 次 郎 「 故 事 熟 語 大 辞典 」 

鈴木 筐 三 「 故 事 こ と わざ 辞典 」 

金田 一 京助 「 辞 海 ] 

大 槻 文彦 「 大 言 海 ] 

上 田 万 年 ほか 「 大 字典 」 


(横田 全治 ) 


+ 


や は り タ ベラ を 合用 し た . 

1542 年 , スペ イン 人 メ ク ン プア (Pero Mexia ) は , 
一 盲 人 を 対象 と し て 文字 学習 の 種類 方 法 を 研究 し た . 

スペ イン 人 リュ ー カ ス (Franciscus Lucas) は 1517 
年 , タ ベ ラ を 用 いて 廊 字 を 考案 し, 生徒 に 教授 し た . 

以 虹 は ほ 放 と し て タ ベ ラ を 使用 し た も の で ある が , 17 
世紀 後半 以後 に お いて は 暗 を 引い た 板 の 上 に 次 字 を 書 
x, これ を 触 読 する 方 法 が 採 られ る よう に な っ た . 
ハル ス デ ルフ ェ ル ( Georg Philip Harsdorffer ) は 
1651 年 , この 方 法 に つい て 述べ た . 

17 世紀 に お ける ラナ (Francesco Lana Terzi ) の 


点字 の 任 質 を 有する 価値 に 富む 考案 は あと に 述べ る . 


18 世紀 の 初め , ベル ヌイ リ ( Jacques Bernouili ) 
は , タ ベ ラ と 内 板 に よっ て ワル ドキ ル ヒ ( Elisabeth 
Waldkirch ) に 教え 成功 し た と いう . 

BAF, ろう 板 の ほ か に 鉛 ま た は 鈴 で 自由 に 移動 し 
得る 活字 を 作り , 触覚 に 訴え る 方 法 $ 考 案 さ れ た が , 
重く か つ 高 価 な た め 一 般 に は 普及 し な か っ た . 
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結び 文字 
スペ イン 人 が アメ リカ を 発見 する 以前 , アン デス 地 
方 の イン ディ アン 種族 は 
ひも を 結び , その 結び 方 
に よっ て 結び 文字 を 表 わ 
し , これ に よっ て 文通 
し , 記録 を 作る 組織 を も 
っ て いた だ た. ペル ー で は 結 
OXF (string or knot 
alphabet) で 国 の 歴史 を 
記録 した. この 文字 組織 
を クイ ポス (Quipos) と 
いっ た . 17 世紀 に 至り , 
MO 結び 文字 は ヨー ロッ ズ パ に 
図 1 結び 文字 ASHES AAA 
(David Macbeath), その 友人 ミル ン (Robert Milne) 
ら は これ を 規則 的 な も の に し , 盲人 の 教育 に 実際 に 使 
用 し た . 聖書 の 文 , 讃 美歌 . 歴史 な ど が この 文字 で 記 
録 さ れ た . これ ら は か まち に 巻き , ほぐし な が ら 指 で 
読 ゆ の で ある . : 





盲 教育 の 効果 

盲 教育 の 効果 と し て ドイ ツ の ワイ セン ブル グ CR. 
Weissenburg) と オー スト リア の パラ ディ ス ( Maria 
Theresia von Paradis, 1759 ~ 1824 ) の 2 人 の 盲人 を 
例示 する . 

ワイ セン ブル グ は 1756 年 に 生 まれ , 7 歳 の と き 天 
然 療 の た め 視 力 を そこ ね , 15 歳 で 全盲 に な っ た . 家 
庭 で 教育 を 受け た が , 16 歳 の と き , マン ハイ ム の 学 
者 = ニー ゼン (Christian Niesen ) を 招い て 侯 事 し た . 
か れ の 能力 知識 は , 師 の 適切 周到 な 教育 に より 格段 な 
HEB. すなわち, ニー ゼン は 算術 の 教授 こ サ 
ンダ ー ソ ン の 計算 板 を 用 い , 幾何 学 に お ける 計算 図形 
に は 厚紙 の 上 に 固定 し た 針金 を 利用 し, 図形 を 解説 す 
る 文字 は 針金 で 作っ た . 文字 を 書く に は , 板 の 上 に 四 
つ折 り 版 の 大 き さ に くぼみ を 作り , その 周囲 に 真 欠 の 
か まち を 置く . か まち の 上 に 同じ 間隔 に 糸 を 張る . < 
ほ み の 中 に 3 枚 の 紙 を 置く . すなわち , 下 に 白紙 , 中 
に 赤 紙 また は 墨 紙 , 上 に 白紙 を 重ね , 鈍 先 の 鉄 筆 で 上 
の 紙 に 書け ば 一 番 下 の 紙 に 読み 得る 文字 が 写し 出さ れ 
る . また か れ は は 遊戯 用 の カル タ を 作っ た . A- FOR 
面 に 針 を 使っ て 書き , 表面 に 点線 の 文字 が 出る よう に 
Lic. 針 娘 字 の 着想 で ある . 

パラ ディ ス は ウィ ー ン に 生ま れ , 3 歳 の と き に 失明 


し た . RRs b 
すでに 音楽 の 天 
才 を 示し , 唱歌 
tO 7 7 を 
学ん だ . 11 BRC 
教 会 に 出演 し た . 
きき 町 
7 RRMA Ee 
(Maria Theresia) 
(LC OW 技 に 感 
UC, 年 金 を 賜 わ っ た . 25 歳 の と き ド イツ , スイ ス を 経 
て パリ に 至り , 皇后 マリ ア ・ ア ント ワ ネ ッ ト を は じ め 
諸 廷 区 の 推 称 を 受け た . この 間 に バ ラン タン ・ ア ュ イ 
と 知合い , 盲 教育 の 実施 に 多く の 示唆 を 与え た . ウィ 
ー ン に 帰っ た あと , 盲 学校 を 開設 し 作曲 に 努め た . 
か の 女 は まだ た だ, クラ イン (Johann Willhelm Klein ) 
に 対し て も 影響 を 与 ん , その 事業 を 刺激 し た . 





図 2 マリ ア ・ テ レシ ア ・ フ ォ ン ・ ペ パラ ディ 
ス の 影絵 


バラ ンタ ン ・ ア ユイ 

BAOAE お よび その 手段 と し て の 文字 は , 多く 
の すぐ れ た 有志 者 に よっ て 進め られ , < ぐ あ きれ て 
きた が , これ を 近世 の 組織 的 教育 と し て 実施 し , 後 
世 の 発展 の 基礎 を 確立 し た の は バラン タン ・ ア ュ イ 
(Valentin Hauy, 1745 1822 ) CHA. か れ の 父 
(LALLY MIE CH oie. か れ は パリ に 学び , ボル テ 
ー ル ( Voltair ) ,。 ディ ドロ (Diderot), ルツ 一 
( Rousseau ) ら , 当時 の 啓 演 思想 家 の 影 響 を 受け , 
人 道 主義 を 奉 ず る に 至っ た . 1771 年 , か れ は 市 場 に お 
いて 尋 行 師 が 6 人 の こじ き の 盲 人 を 集め て , 群集 の 見 
物 に 供する 非道 な 光景 を 見 て 慎 激 を 感じ , 教育 に よっ 
CHE, 音楽 , 職業 を 授け , 人 権 尊重 の 実 を あげ よう 
と 決心 し た . 以来 , 10 余年 , か れ は 盲人 の 触覚 の 可 
能 性 に つい て 観察 実験 を 重ね , 1784 年 , 意 を 決し て 
盲人 教育 の 学校 を 開い た . 寺院 の 門 に 立っ て 恵み を こ 
いな が ら 父母 兄弟 を 養っ て いた 17 歳 の 盲 少年 レス ェ 
ー ル (Francois Lesseur ) *CORMDEETCH > | 
た . この 学校 は や が て 発展 し , ペリ 謀 学 校 と し て 世界 
に 名 声 を 高め た の で ある . 

盲人 用 の 凸 字 に つい て か れ 自 身 が 語る と ころ に よる 
と , 印刷 紙 が プレ ス 機 か ら 出 て くる と き , 紙 の 裏面 に 
その 浮 彫 り に 逆 の 文字 が 出る こと を 観察 し た . CORK 
の 上 に 現われ た と 同じ 型 の 文字 を 鋳造 させ , 印刷 と 同 
じ 方 法 で ぬら し た 紙 を 使っ て , 最初 の 印刷 物 の 製作 に 
成功 し た . これ は 盲人 が 視覚 を 用 い ず , 触覚 だ け で 読 
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め る 浮 出 文字 (HF) 印刷 の 最初 の も ゃ ので, 盲人 用 図 
書 の 発端 に な っ た も の で ある . 

1786 年 12 月 5 日 付 で , 「 盲 児童 教育 の 扱い ]」 と い 
5 書物 が 凸 字 で 印刷 され た . この 書 は 盲 教育 諸般 の 部 
面 に わた っ て 論述 し た も の で , 宮廷 , 貴族 , 慈善 団体 
な ど , 各 方 面 の 注目 を 集め た . 

アテ ュ イ は 最初 , 木製 の 打込み 文字 型 を 用 い , 翌年 木 
板 の 上 に 文字 を 浮 彫 り に し た も の を , 1786 年 に は 活 
字 金 の 鋳型 を 用 いた . 

ア ュ イ が 使用 し た 文字 は , 曲線 的 な イタ リッ ク に 似 
た も の で あっ た . 字体 に つい て 各種 の 実験 を し た 結 
果 , ロー っ 字 の 優秀 な こと を 認め , これ に 復帰 し た . 
初め 大 小 両 文字 を 用 いた が , の ち に は 主として 小文字 
を 用 いた . か れ は 初め 交 字 の 読み や すさ は 文字 の 大 き 
さ に 比例 する と 考え , 簿 次 文字 を 大 きく し て いっ た -. 
終 に は 盲人 文字 と し 大 き 過 ぎる よう に な っ た . 

文字 を 手書き する と き は , か まち を 用 いた . 平行 の 
線 を 張っ た か まち を 紙 の 上 に 置き , 行 を た どり な が ら 
書く の で ある . 

ア ュ イ の 活字 は 場所 を と る こと の 大 きい の が 欠点 で 
BD. そこ で か れ は 小型 の 活字 を 考案 し 始め る と と も 
に , いく つか の 文字 に は 横 棒 や 点 を つけ て スペ ー ス の 
節約 を 図っ た . た と えば , n は m を , q は que を 表 
わし , また . 1mnqY の 点 は それ ぞ れ 重複 を 表わす . 
ーー AAM 
で 印刷 され た 最初 の 書物 は ド ・ ウ ェ リ ー( De Wailly) 
DAF FV ARMIES | TC, 1 
この 書物 に は 原本 の ペー ジ , 行 数 が 注記 され た . これ 
は 盲人 が 目 明 き の 人 に ペー ジ , 行 数 を 指定 し 得る た め 

晴 盲 両者 の 関係 を 深め よう と する た めで ある . 

バリ 盲 学 校 に お いて , か れ の 後継 者 に よっ て 字体 の 
変革 が 行なわ れ た が , 1850 年 , 線 字 の 印刷 は いっ さ 
い 中 止 さ れ た . 


イギリス の 線 凸 字 
イギリス に お いて 線 凸 字 の 研究 が 行 な ち れ た の は 
1830 年 以後 で , 作者 は 多く , 文字 の 種類 も また 多様 
普及 へ の 努力 が 活発 で あっ た . COLE, フラ ン 
ス で は , ルイ ・ ブ ライ ュ (Louis Braille) の 点字 が 
mee C0825), 発表 (1829) され て いる . し だ た が 
っ て , イギリス の 凸 字 は 暦年 の うえ で は , 点字 と 並行 
し て 歩 を 進め て いる が , 線 凸 字 は 長い 伝統 を 受 継 いで 
WS. これ を 点字 前 史 と し て 記述 する の は 不当 で は あ 
る まい . 





1830 年 , ロン ドン 技術 協会 ( Society of Arts of 
London ) は , より すぐ れ た 凸 字 型式 を 得る た め に 懸 
賞 募 集 を 発表 し , また , 1832 年 に は エジンバラ 技術 
協会 (Edinburgh Society of Arts) も 実用 的 な 凸 字 
を 募集 し た . これ ら の 提唱 に 応じ て 多数 の 価値 ある 考 
案 が 寄せ られ た . 

応募 の 諸 形 式 は 2 種 に 大 別 す る こと が で きる . 一 つ 
は ロー マ 字 に 基づく か , また は わずか に 変形 し た も の 
で , これ を ローマ 字形 式 (Roman system) と いう . 
他 は 作者 の 創意 に よる 構成 で 伝統 の ロー マ 字 か ら 全 く 
見 れ た も の , これ を 自由 形式 ( arbitrary system) と 

2. 応募 15 の うち 12 は 自由 形式 で あっ た . ロー マ 
字形 式 に 属す る お も な 作者 は ゴー ル , アル スト ン , テ 
と あの 

[ジェ ム ス ・ ゴ ー ル ] ゴー ル (James Gall) は 印刷 
RC, イギリス に お いて 盲人 文字 に つい て の 一 般 の 注 
意 を 喚起 し た 先駆 者 で ある . 文字 は 指 で も 目 で も 読ま 
れ な けれ ば な ら な いと する ア ュ イ の 伝統 に 従っ た . TE 
意 深い 試験 を 重ね た 結果 , 角 は 円 より も 識別 が 容易 で 
あり , Ee, 文字 の 外側 は 内 側 よ り も 認識 し や すい こ 
と を 知り , いわ ゆる 角形 廊 字 を 制作 し た . か れ は また 
点線 の 文字 を も 作り , 解読 に 有利 な こと を 証明 し た . 
1831 年 か ら 1837 年 に わた り 多数 の 書物 を 出版 し た . 


IBC MEL OARIG 
KIMNAQDLILKS 
tVVWXYZ,.-? 


1294567390 


ゴー ル タ イ プ 


[ジュ ョ ン ・ ア ルス トン ] アル スト ン (John Alston) it 
フラ イ (Edmund Fry ) の 研究 を うけ て , アル スト ン 


. タイ ブ を 制作 し , その 普及 に 専念 し た . か れ は 盲人 文 


ABCDEFGHIJKLM 

NOPQRSTUVWXY 

Merete, P= 0e 
1234567890 


図 3 アル スト ンタ イプ 
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字 は 晴 眼 者 に ゃ 容易 に 読め る も の を と いら 伝統 の 精神 
に 従い , 初め は ロー マ 字 の 大 文字 を 用 いた が 実施 の 経 
験 か ら 文 字 の 形 を 縮小 し て いっ た . か れ は ゴー ル の 角 
形 文字 リュ ー カ ス の 速記 文字 を 極力 排 打 し た . か れ 
の 文字 は 当時 用 いら れ た 盲人 文字 と し て は 普通 の 字体 
に 最も 近い . 後 年 アー ミ テ ー ジ (T.R. Armitage ) 
が 凸 線 字 を 比較 研究 し た と き , か れ の 字体 を 第 1 位 に 
推し た . この 字体 は 新大陸 に も 採用 され た . DHA 
常 な 努力 を も っ て , 1840 年 まで に 聖書 の 印刷 を 敢行 
ie 

[ウイ リア ム ・ テ ー ラ ー] テー ラー(William Taylor, 
?ー 1870) は 当時 イギリス BAO 権威 で あ り , 
功労 者 で ある . か れ も ま た 文字 は 晴 育 両者 が と も に 読 
みろ 得る こと を 理念 と し て , ロー マ 字 形式 に 従っ た . 初 
め は 大 文字 を も っ て , の ち に は 大 小 両 娘 字 を も っ て 書 
物 を 印刷 し た . か れ の 数 学 記号 は テー ラー シス テム と 
eno ANNA 

[リュ ュー カス, フリ ーー アー, ムーン] 自由 形式 に 属 
する お も な 作者 は リ ょ ュー カス , フリ ー ア ー お よび ムー 
Liar 

トー マス ・ リ ュー カス ( Thomas Lucas, ? ~1837 ) 
は , 偉大 な 盲 教育 の 功労 者 で ある . か れ は 1830 年 ブ 
リス トル に 盲 学校 を 開設 し , 発明 し た 文字 の 普及 宣伝 
に 努め た . か れ は その 文字 の 優秀 さ を 自 認 し , フリ ー 
ァ ー と 激しい 論争 を 展開 し た . か れ の 文字 は バイ ロム 
(Byrom ) の 速記 文字 に 基づき , ロー マ 字 か ら 全 く 
離れ た 速記 文字 で ある . 一 つの 点 , 一 つの 円 , 2 種 の 
大 さ の 半 円 お よび 長短 2 種 の 線 か ら な り , 大 きい 方 の 
円 と 長い 方 の 線 の 末端 に 一 つの 点 が 付け られ て いる . 
この 八 つ の 記号 に よっ て 文字 ・ 略 字 ・ 数 字 が 組立 て ら 
れ た . 文字 の 重複 を 避け , 前 置 詞 , 接続 語 の よう な 従 
語 に は 頭 文 字 だ け を 用 いた . か れ の 死後 , 1842 年 
聖書 の 出版 が 完結 し た . 
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M4 リュ ー カ スタ イプ 


フリ ー ア ー (James Hatley Frere, 1779 ~ 1866 ) 
は 自身 も 盲人 で ある . 1838 年 速記 文字 の 性 質 を も っ た 


一 形式 を 発明 し た . その 普及 の 過程 で リニュー カス と は 
相 い れ な い 対 英 で あっ た . か れ の 文字 は 直線 , 4A, 
半 円 , 直角 , 鋭角 お よび 釣 の 6 要素 か ら な り 表 音 的 で 
HS. すなわち , アル ファ ベッ ト の 26 文字 を 表 お ず 
の で は な く , 英語 の 発音 を 表現 する , か れ の WHI 
最も きれ いで 読み や すい と 評 さ きれ た (アー ミ テ ー ジ よ 
り ) . し か し , 法則 が 複雑 難解 で 習 吾 が 困難 な た め や 
が て 衰 滅 し た . この 形式 は , 次 の ムー ンタ イプ を 呼 起 
こし た 点 に 価値 が あっ た . 


RPT ON SRA STS oie J 
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図 5 フリ ー ア ー タ イプ 

ウィ リア ム ・ ム ー ン ( William Moon, 1818 ~ 1894) 
は 1830 年 以来 , 20 余年 に ち た っ て 続け られ た 線 宇 戦 
4 ( Battle of lines) Wh, ムー ンタ イプ の 勝利 に よ 
っ て 終結 し た と いう こと が で きる . この 形式 は 1840 
年 の 発明 で ある . 

DR SVT ay 
ー の 形式 を 学び , COR 
庭 で 盲 児 の 教育 を 経験 す 
る 間 に フ リー アー 形式 の 
欠点 を 知り , いっ そう 容 
易 に 触 知 で きる 文字 を 考 
案 し た . か れ は ロー マ 字 
か ら 出 発し た が , 簡略 化 
を 進め る に 従っ て ロー マ 
字 か ら 遠 く 離 れ , きわ め 
て わずか が に ョ ロー マ 学 に 似 
た 速記 文字 に 進ん で いっ た . 

構成 の 要素 は 直線 , 円 と だ 円 , 半 円 , 直角 , 鋭角 , 
NZ 1 の 9 種 で ある . この 形式 は 単純 で 読み や 
すい だ け で な く , 成年 , 老年 の 中 途 失 明 者 また は 触覚 
の 鈍い 者 に も 便利 で ある . これ が 今日 な お 使用 きれ て 
いる 理由 で ある . 

ムー ンタ イプ は , 1914 年 , イギリス 盲人 援護 協会 
( National Institute for the Blind ) に よっ て 採用 さ 
れ て 今日 に 及 ん で いる . 





ウィ リア ム ・ ム ー ン ジ 
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アメ リカ の 凸 字 


アメ リカ に お いて も 多種 の 凸 字 が 考案 され た . 1833 
を 還 ミ シン ン ルレ マニ テア 青学 校 が フィ ラ デ ル フィ ア に 設立 
Sh, 凸 字 で 聖書 の マル ュ 福 音 書 を 印刷 出版 し た . 字 
体 は アル スト ンタ イプ に 基づき , わずか に 曲線 を 加え 
の で ドド ペン シル ベベ ミア タイ プ と いう . 

ハウ (Samuel Gridley Howe ) は , ヨー ロッ ズ パ 諸 
国 を 視察 し て 1832 年 に 帰国 し , ボス トン に 盲 学校 を 
開設 し た . 1834 年 , か れ が 考案 し た ボス トン タイ プ 
で 書物 の 印刷 を 始め た . この 字体 は ゴー ル タ イ プ に 基 
づい た 角形 の 小文字 で ある . ハウ は 触感 を 明瞭 に する 
た め に 廊 字 の 形 を 単純 化し , 文字 が 互い に 似 な いよ 5 
に , ある い は 角 ば ら せ , ある い は 丸 み を つけ , ある い 
は 全く 新しい 字 を 補っ た . 目 で も 指 で も と ゃ も に 読み 得 
る すぐ れ た 形式 と 考え られ た . アメ リカ ンタ イプ と も ゃ も 
いわ れ た . わが 国 で は 明治 8 年 , 楽 療 会 か が アメ リカ 聖 
書 会 社 に ョ ハネ 伝 第 9 章 の 凸 字 印刷 を 注文 し た . その 
製作 品 ほこ の ボ スト ンタ イプ に よっ て 印刷 され て い 
A. 

6 年 ジラ デ ルフ イア の クニ ー ス (Napoleon 
B.Kneas ) が フィ ラ デ ル フィ ア 式 と ボス トン 式 を 折 
表し た 線 字 型式 を 考案 し た . 

以上 3 種 が アメ リカ に お ける お も な 凸 字 で ある が , 
ボス トン タイ プ が その 主流 を な し て いた . 


ドイ ツ お よび その 他 の 凸 字 

PAY, AHARYVT な ど に お いて は , イギリス 
ほど に 文字 の 問題 は 論議 され な か っ た . 18 世紀 の 初 
めか ら その 50 年 代 に か け て , ベル リン の ツ ォ ィ ネ 
( Zeune ) を は じ め 各 学 校 に お いて 区 々 に 研究 と 考 
案 が あっ た が , 使用 され た 文字 は だ いた い 普通 の ド 
イッ 文字 で あっ た . アニ テイ に 次 いで ウィ ー ン で 盲 学 
校 を 経営 し , 盲 教育 に 貢献 し た クラ イン (Johann 








Wilhelm Klein) の 業績 は 特筆 に 値する . PHILA 
民 の 指導 に 専心 する 問 に , 盲人 に 教育 を 施す 必要 を 認 
め , 1804 年 , 盲 学校 を 開設 し た . 初め あ は よ ア ュ テイ の 線 
凸 字 に 従っ た が , の ち に に 自分 が 考案 し た 字体 を 用 い 
た . 文字 印刷 の 方 法 は , さま ざま な 段階 を 経て , 1808 
年 , グー テン ベル ク の よう に 木製 の 活字 を 用 いて テキ 
スト を 印刷 し た . これ は ドイ ツ 最 初 の 盲人 図書 印刷 で 
ある . 
HIS. 7 DA Ais 
字 を 作っ て 教育 に 使用 し 
た . 字体 を 針 で 突出 す よ 
う に 活字 を 作り , COR 
字 を 紙 に 押し つけ て 点線 
の 文字 を 得る の で ある . 
郷里 の 母 が 普通 の 文字 を 
針 で 突き 出し て その 子 に 
寄せ た 手紙 か ら ヒ ント を 
得 た の で ある . 





asses ヨー ハン ・ ウ ィ ル ヘル ム ・ ク ライ ン 

この は ほ は か), 特殊 な 性 格 を ゃ もつ も の に ラ ッ ハマ ンジ 
(Lachmann) の 考案 が ある . この 構想 は サン ダー ソン 
の 計算 板 の 精 神 に 基づく も の で 「 点 の 方 形 」 (point 


square) ) と いわ れる . ses の よう な 四角 形 の 中 心 を 原 


点 と し , 原点 の 大 き さ は 周囲 の 穴 よ り 大 で ある . 原点 
お よび 周囲 の 穴 に 栓 を 立て て 数 字 , 文字 を 表わし た -. 


@ee eee e@e ee eee eee 
-@- Ci s・ * の ・ RI 人 】 -@- 
eoe ee e eee eo eo e eee ee 


0 1 2 3 4 5 


eee ゃ @@ e@e e@e 
e@e < る ・ 3 RI 】】 b °@-c 
eee eee eee ee 


図 7 ラッ ハマ ン の 点 の 訪 形 文字 


次 に 文字 を 作る に は 次 の 秩序 に 従う .、 a は 2 と 3, 
Meza Ay eywwas, d は 2 と 6 ein 2 EF; 
f は 2 と 8, SIR2QEITCHS. ‘Ota :Wsb :@:c の 
よう に h 以 下 を 作る に それ ぞ れ の 法則 が 定め られ て い 


る が , 不便 で 実用 に は 適し な か っ た . 


e 
eee 

D e@- 
eee 
人 @ 


イタ リア の 凸 刻 

遠く 17 世紀 の 後半 ., イタ リア OFF ( Francesco 
Lana Terzi, 1631~1687) AO GP BTV 
は 盲人 が 読み 方 , 書き 方 FI MN ES 
を 理解 し , 文通 し 得る よ cr | HR | DQz 
う に 特殊 な 組織 を 考案 し 図 8 ラナ の 点字 組織 
ただ. 
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図 8 の よう に 直角 に 交わ る 二 つ の 普 行 線 に より 九 つ 
の 区 画 を 作る . それ ぞ れ の 区 画 内 に 凸 刻 また は 凹 刻 の 
文字 を 配置 する . 衣 人 は まず 区 画 の 形 と その 中 の 文字 
を 知る 必要 が ある . 文字 は 区 画 内 の 順位 に よっ て 点 で 
表わさ れる . た と えば A は |L_ の 第 1 位 に ある か ら |・, 
Zit) の 第 3 位 に ある か ら |… と し て 表現 する る . 

Sith ORE } EA ee 

A B C D E F 

この ラナ の 点 廊 字 は , 150 年 の の ち バ ベル ビエ の 点字 
に 影響 し , さら に ブラ イ テ の 点字 を 呼び 起こ し た 点 に 
お いて 意義 深い . この ほか に ラナ は きわ め て 特殊 な 文 
字 構成 を 試み て いる . 

か れ は 盲人 が 重ね て 書く の を 防ぎ , か つま っ すぐ に 
書け る よう に 鉄線 また は 弦 を 張っ た か まち を 作り , 指 
を た どら せ た . この 方 法 は の ち に 多く の 研究 者 に よっ 
て 受 継 が か れん てい る. 


数 学 記号 

サン ダー ソン ( Nicholas Saunderson, 1682 ~1793 ) 
は 最も 偉大 な 盲人 数 学者 で , ケン ブリ ッ ジ 大 学 の 数 学 
教授 の 職 に あっ た . 後世 に 考案 され た 計算 機 は いずれ 
ふも ふか れ が 発明 し た 計算 板 に 基づい て いる . 

図 9 に 示す ょ よう に 旋 形 の 板 の 上 に 4 か ら i に 和 馬 る 
九 つ の 穴 を 作る . PUKE 
を 立て る . 栓 に A, BO 
2 種 が か ある . HS, KE 
さ は 同じ で ある が , FAO 
大 き さ が 異な る (A は 大 , 

B は 小 ). A 要 は 中 心 i 
5 e 4 に だ け 使 用 し , B 栓 は a 


A B か ら h に 至る いずれ の 穴 


に ゃ 使用 する . MELE 
図 9 サン ダー ソン の 計算 板 


る に は , 

OD i CAR (大 ) を 立て る . 

1 中心: BE ( 小 ) を 立て る (これ だ け は 例外 ). 
2 中心 i に A 栓 (大 ) を , a に B 栓 ( 小 ) を 立て る . 
3 中心 i に A 栓 (大 ) を , b に B 栓 ( 小 ) を 立て る . 
以下 順次 時 計 の 針 の 動く 方 向 に 回 転 し て 9 に 和 至る. 
サン ダー ソン の 計算 板 は , 1790 年 に 至り モー イス 
(Moyes) に より , 1817 年 に マク ベス (David Macbe- 
ath ) に より 改良 され , さら に ラン グ ( William Lang) 
を 経て テー ラー ( William Taylor ) の 8 角形 の 計算 
板 に 完成 され た . (AW RKE) 


ニコ 
TS 


[参照 文献 」 

Armitage, T.R., The Education and Employ- 
ment of the Blind. 

Ritchie, J. M., Concerning the Blind. 

Scott, E.R., The History of the Education 
of the Blind prior to 1830. 

Haiiy, M., “An Essay on the Education of the 
Blind” Literature on the Blind, Vol. 1. 

Sizeranne, M., The Bilnd as seen through Blind 
Eyes (translation from the second French edition by 
Lewis, Parl). 

Best, H., Blindness and the Blind in the United 
States. 

Mell, A., Encyklopaédisches Handbuch des Blin- 
denwesens, 1900. 

Carton, A. C., The Establishments for the Blind 
in England. 

Kretschmer, R., Geschichte des Blindenwesens. 

Statements of Education, Employments and In- 
ternal Arrangements, adopted at the Asylum for 
the Blind, Glasgow, 1842. 

Encyclopaedia Britanica, 5th Edition. 

Anderson, T., Observation on the Employment, 
Education and Habits of the Blind, 1837. 

Gall, J.. An Account of the Recent Discoveries 
which have been made for Facilitating the Edu- 
cation of the Blind (reprint), 1894. 

How to Write Arithmetic and Algebra, by Means 
of the Joint Type System, National Institute for the 
Blind, 1919. 


欧米 点字 史 


現行 点字 の 先駆 
現在 世界 で 使用 ほれ て いる 点字 は , ルイ ・ ブ ライ ュ 
( Louis Braille,1809-1852 ) に よっ て 発明 され た も の 
で ある が か が, その 先駆 を な し , 模範 と な っ た の は シャ ル 
ル ・ バ バル ビエ (Nicolas Marie Charles Barbier, 1767 
~1841) の 点字 で ある . バベル ビエ は も と ルイ 18 世 の 
フラ ンス 軍 の 砲兵 士官 で , 技術 を よく し , 発明 の 才 に 
富む 慈善 家 で あっ た . か れ は 1808 年 , 初め て 独特 な 
点字 組織 を 発表 し た . ナポレオン 1 世 が 帝位 に つき , 
四 境 に 遠征 の 軍 を 進め て いた 時 代 で , か れ の 着想 と 考 
案 は 戦争 上 の 必要 に 応じ た も の で ある . バル ビエ は 戦 


— 
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争 中 命令 の 伝達 に 普通 の 文字 を 使用 し て は 秘 鶴 が 漏れ 
る こと を 経験 し , この 危険 を 防ぐ た め に , 薄い 板紙 の 
上 に 点 や ダッ シュ を 浮 彫 り に し , あら か じ め 定 め て お 
いた 相互 の 約束 に 従っ て 読解 すれ ば , 命令 は 漏れ る こ 
と な く 伝 達 さ れる . た と え 敵 の 手 に 落ち て も 約束 を 知 
ら な いか ぎり , 意味 を 解す る こと は で き な い . Ek, 
夜 の 暗黒 に も 触覚 だ け で 読解 し 得る と し た . か れ は こ 
の 文字 に 「 夜 の 文字 ] ( Ecriture nocturne) と 命名 
Rey. 

バル ビエ の 文字 組織 は 11 点 点字 , 3 点 点 字 , 楽 符 
点字 , 12 点 点字 な ど 種 類 が 多く , Do, 年 と と も に 
修正 が 加え られ た . この うち ルイ ・ ブ ライ ュ の 点字 に 
直接 影響 し た の は 11 点 点 字 お よび 12 点字 で ある . バ 
ルビ エ は この 点字 組織 が 軍事 目的 だ け で な く , BAR 
MEL ChLT eee SSA, 1819 年 , こ 
れ を 盲人 教育 に 採用 する よう フラ ンス 学士 院 に 申請 し 
た . し か し , 満足 すべ き 結果 は 得 ら れ な か っ た . 
バル ビエ は この 点字 組織 に 改良 を 加え て , ソノ グラ 
フィ ー (Sonogra- 
phy) と 名 づけ , 
1820 年 , パリ 盲 学 
校 に 採用 する よう 
本 だが, いれ 
られ な か っ た . た 
また ま 校 長 の 異動 
が か あり, 1821 年 , 
新 校長 ピ ビ = = 
(Pignier) (@ 再 
COB Ge Y 包 ョ 
エ は この 点字 を 職 
員 生 徒 に 回 覧 し て 
研究 させ た . 生徒 
の 2 人 リプ ラチ イキ 


@@@ の @9@@ -— 





ee は この 点字 を 手 に 
5 し て 感激 し , BA 
の 立場 か ら 独 特 な 

nel 。。| col 。。| 点字 組織 を 開発 し 

ce) 3<| ss) se] た た. これ が 現在 世 

・ |* “| s 界 で 使用 され て い 


図 1 シャ ルル ・ バ ルビ ェ の 12 点 点字 (1822) DAF CHS. 
文字 の 構成 一 左 に 段 を 示す 数 の 点 を 置き , 右 
に 行 を 示す 数 の 点 を 置く . た と えば , b は 第 
3 段 の 第 1 行 に ある の で @* , on は 第 2 段 第 
3 行 な の で @8 で ある . この 2 字 を 組合 わせ 
©e00 


て bon は こら る と する . 


ルイ ・ プ ライ ユ 

点字 の 発明 者 ルイ ・ ブラ イ ユ は , 1809 年 フラ ンス 
の クー アレー 区 準 ま れ た だ た) 人 多 ば ン 包 シッ ル 系 マデ タ 
イ ュ (Simon Rene Braille) ) と いい , 馬具 師 で ある . 
母 の 名 は モニ カ ・ ベ バロン (Monica Baron) で , と も 
に 実直 篤 信 の 人 で ある . ルイ ・ ブ ライ ュ は 4 人 の 子 の 
末子 で ある . ルイ ・ ブ ライ ュ は 3 歳 の と き , 父 の 仕事 
を まね て いる 間 に 誤 っ て 小刀 で 左 眼 を 刺し , つい に 両 
眼 と も に 失明 する に 至っ た . 失明 に も か か わら ず , 村 
の 小学 校 で 一 般 の 児童 に 混 っ て 教育 を 受け , また , 教 
会 の 牧師 か ら 宗教 的 指導 を 受け た . その 明 敏 な 頭脳 
と 順 良 な 性 行 は , 人 びと の 称 圭 する と ころ で あっ た -. 
校長 ブン シュレ ( Antoine Busheret ) , 牧師 リュイ 
( Abbé Jacque Palluy ) の 尽力 に より , パリ 盲 学校 
に 入学 を 許さ れ た . と き に 1819 年 , 11 歳 で あっ た . パリ 
盲 学校 は バラ ンタ ン ・ ア ュ イ ( Valentin Haty ) に よ 
っ て 創立 され た が , この と き の 校 長 は ギー ェ (Sebasti- 
an Guillie ) で , 世界 に 名 声 を は せ て いた . 

ルイ ・ ブ ライ ユ は この 
学校 に お いて 文学 , 音楽 , 
数 学 , 職業 を 学び , い ず 
れ も 長 足 の 進歩 を 遂げ 
た . こと に 音楽 に 阜 越し 
た 才能 を 発揮 し , の ち に 
は パリ の 教会 堂 の オル ガ 
ン 演 奏 を 担当 する ほど に 
優秀 な 成績 を 示し た . 

1828 年 , 助教 師 に 任命 
Atl, ) が で 1888 年 に ルイ ・ ブ ライ ニテ 
は 正教 師 に な っ た . か れ は 文法 , 地理 , ピア ノ , 点字 
書き 方 を 教え た . 個々 の 生徒 の 特性 を 観察 し て , それ 
ぞ れ に 適切 な 指導 と 忠 言 を 与え , か つ , 融通 自在 な 機 
知 を も っ て 生徒 の 興味 を 呼 起 こし た . 算術 の よう な 無 
味 乾燥 な 学科 に も 生徒 は 自ら 進ん で 出席 する よう に な 
AWE. 

1833 年 ご どろ か ら か れ は 健康 を 害し , OVice ms 
る に 至っ た . 学校 当局 は か れ の 授業 を 軽減 し , 音楽 の 
よう な 負担 の 軽い 科目 を 担当 させ た . か れ は と きど き 
家庭 で 静養 し た が , そ の 死に 至る まで 籍 を 学校 に 置き , 
校内 に 居住 し た . 健康 を 害し た に も か か わら ず , BR 
に 授業 を 担当 し , 発明 し た 点字 の 改良 普及 に 精進 し た 
Ds, VNC 185242 1 AGA, 43 苦 で 世 を 去っ た . 
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ルイ ・ プ ブラ イ ユ の 点字 発明 

1821 年 。 シャ ー ル バル ビエ の 要請 に よっ て, + 
リ 盲 学校 長 ピ ビニ エ は , バル ビエ の 点字 (ツノ グラ フィ 
ー) を 職員 , 生徒 に 回 覧 し て 実験 さき せ た . ルイ ・ ブ ラ 
イ ュ は 感激 を も っ て この 点字 に 習 熱 し , 長所 短所 を 克 
明 に 検討 した. 実験 の 結果 , ソノ グラ フィ ー は 従来 の 
HS BS) に 比べ , は る か に すぐ れ て いる が , 次 の 
よう な 短所 が ある こと が わか っ た . 点 は た だ 音 を 表現 
する だ け で 級 字 法 に 対す る 配 意 が 欠け て いる . Ek, 
名 読 , アク セン ト , MRF, 数 学 記号 に 対す る 設定 が な 
い . 点 の 数 が 多 過ぎ て 組合 わせ が 複雑 で あり , 読み 書 
き が 困難 で ある . 縦 6 点 , 横 2 点 の 空間 は 指 頭 の 触覚 
に は 広 す ぎ て 一 時 に 知覚 する こと が で き な い 等 々 . そ 
こ で , ブラ イ ュ は 12 点 点 字 を 半切 し て 縦 3 点 , 横 2 
AS と し た . ブラ イ ュ が バベル ビエ の ソノ グラ フィ ー 
に 接し て か ら 2 年 半 , 1823 年 に は いち お 2 点字 を 完 


成 し た の で ある . 
A B Cc D E F G H I J 
@・ @・ eo ee e- @@ ry) e- ・@ ・@ 
ai ee Se Se ee ee Seis SP: 2 nt? 
K L M N O iE O R S ap 
@・ @・ ea @9 @・ @@ @@ @ ・@ ・@ 
・・ @・ ーー ・@ ・@ @・ oe ee @・ ee 
e- @・ @・ @・ @・ @・ @・ @ @・ @・ 
U V x ¥ Z ¢ é a é a 
@・ @・ ee eo @・ ee を の @・ ・@ 9 
ーー @・ ・・ ・@ ・@ @・ oo ee @・ ee 
ee 69 ee ee oe ee rT) ee ee @ 
an in on un eu ou oic ch gn will 
@・ @・ ee ©9 e 09 ee @・ ・@ ・@ 
ご @・ ・・ ・@ @・ ee @@ @・ ee 
・@ ・@ < -@ ・@ -@ ・@ > の ・@ 
・ の ! ( (( x x 
e・ e- ee 008 ©: ee ee e- ・@ 0-8 
5 @・ ns ・@ ・@ @・ ee ee @・ の の 


図 2 ルイ ・ プ ライ ュ の 点字 (アル ファ ベッ ト な ら び に 記号 ) 


衣 人 が 自分 の 手 で 自由 に 完全 に 読み , か つ 書 く こ と 
が で きた の は , 有史 以来 初め この こと で あっ た . 基本 
形 に 含ま れる 6 点 の 取り 方 お よび 配列 に よっ て , 6 3 
の 異な る 形 の 点字 を 作ろ る こと が で きだ た. ブラ イ ユ は ア 
ルフ ァ ベ ッ ト に 配当 し た 余り を アク セン ト , Wm, 数 
学 記号 , 略字 , その 他 の 記号 に あて た . 


@・ @・ @@ @@ @・ @@ @@ @・ ・@ ・@ 
ae me 2 ae oe に 人 か =e と bod 
1 2 3 4 5 6 7 9 0 
・@ 
・@ 
@@ 

図 3 ルイ ・ ブ ライ ュ ユ の 数 字 数 符 


図 2 に みる よう に 全体 は 5 段 に 配列 され て いる が , 
その 構成 は 完全 に 規則 的 で ある . 数 字 は 第 1 段 の 10 
字 に 数 符 を % 前 置 し て 表わし た . 

従来 , 音楽 を 普通 の 文字 また は 記号 に よっ て 書き 表 
わす こと は , 盲人 に は 困難 と され て いた が , この 点字 
アル ファ ベッ ト は 巧み に 音楽 記号 に 適用 され た . 


すなわち , 

第 1 段 の 後 の 7 字 (D 一 } ) 8 分 音符 

(② 第 2 段 の 後 の 7 字 (N 一 械 ) 2 分 音符 ある い 
は 32 分 音符 


(3 第 3 段 の 後 の 7 字 (YーU) 4 分 音符 
(④⑭ 第 4 段 の 後 の 7 字 (an 一 w) 全音 符 あ る い は 
16 分 音符 

第 2 段 お よび 第 4 段 に お いて , 2 種 の 音符 を 含む け 
れ ど も ゃ 混雑 する こと は な い . 

ペリ 皆 学 校 の 生徒 は 読み 書き 両 全 の 文字 を 手 に し 
豆 ん で これ を 使用 し た . ブラ イ ュ は 1825 年 まで に 点 
字 の 全 組 織 を 余す と ころ な く 完成 し , 1829 年 [AS 
書き 方 」 を 出版 し て 全 組 識 を 説明 し , 1837 年 , これ 
を さら に 増補 し た . 

ブラ イ テ ユ の 点字 は 簡単 で 便利 な た め 校 内 に 普及 し , 
不 抜 の 勢力 に な っ た . ブラ イ ユ は 点字 を 学校 の 公式 凛 
字 と し て 公認 され る こと と を 塵 ん だ が , 校長 ほど と れ を い 
れず , 依然 と し て 線 字 の 使用 を 強行 し た . Lal, よ 
いも の は 認め られ ず に は いな か っ た . 校長 ピ = エ は 副 
校長 デ ェ ホー ( M.Dufau ) の 説得 を いれ , 1844 年 の 
新 校舎 落成 式 に お いて 点字 の 公式 採用 を 宣言 し た . 
校 の 幹部 は さら に 政府 に 対し 公式 採用 の 認可 を 申請 
oe rue 
死後 2 年 , 1854 年 に 至っ て 政府 は 初め て 点字 を 公式 
に 認可 し た の で ある . 


イギリス に お ける 点字 

イギリス に お ける 点字 は , ルイ ・ ブ ライ = ュ の 組織 を 
その まま 採用 し , 英語 の 特質 に 適応 させ な が ら 発 展 し 
た も の で , いわ ば フラ ンス 点字 の 直系 で ある . 

1800 年 か ら 1830 年 代 に か け て , イギリス の 盲 学校 
で は 各種 の 線 字 ( line letters ) が 用 いら れ , その 発 
明 者 の 問 や 採用 する 学校 の 間 に , 激しい 対立 と 争 秦 , 
いわ ゆる 線 字 戦争 ( Battle of lines) が 行なわ れ た . 
すでに フラ ンス で は 点字 が 完成 され て いた が , イ ギ リ 
ス の 盲 教育 者 は これ を 採用 し よう と し な か っ た . 当時 
の 盲 教育 は 宗教 と 密接 な 関係 が あっ た の で , 聖書 は 5 
種 の 線 字 に よっ て 印刷 され , その た め , 学習 者 の 読書 
は 制限 され , か つ 不 経済 で あっ た . 点字 の 採否 が 論議 
され る よう に な っ た の は 1850 年 の ころ で ある 。 この 
と き ホー ム テ ィ ー チ ャ ー 協 会 が 強烈 に 点字 に 反対 し 
た . AF ORAILREXART SAU LE DOBRCH > 
た か ら で あ る . 1861 年 に 至り , ベル ギー 盲 学校 教授 
ラン ダ ゲ ン ( Hippoylyte Van Landagen ) が ロン ド 
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ン 盲 人 教育 協会 ( London Society for Teaching and 
Training the Blind ) に 点字 を 導入 し た . そし て 点字 
と 線 字 を 比較 研究 し て 優劣 を 確か め , 点字 を イギリス 
の 盲人 教育 に 採用 し て 普及 し , イギリス 点字 の 将来 を 
誤 ら せな か っ た の は アー ミ テ ー ジ ( Thomas Rhodes 
Armitage, 1824~ 1890) で ある . 

アー ミ テ ー ジ は キン グ 
ス ・ カ レッ ジ を 卒業 後 , 
学位 を 得 て ロ ンド ン で 外 
科 医 を 開業 し 成功 し た の 
で ある が , 視力 を 損 じ , 
1860 年 廃業 の や な な き に 
BS Bowie = s 
F=Vit, BAOBBE SK 
よび 福祉 に 献身 する こと 
2 敵 馬 66 月 TSO 4 
リス だ け で な く 国際 的 に 
賞 許 すべ き 業 績 を な し 遂げ た. まず , 損 盲 訪問 協会 
( Indigent Blind Visiting Society ) の 役員 に 加わ 
り , 訪問 員 に 盲人 を 任命 し た . 当時 と し て は 画 期 的 な 
企 て で あっ た . 1868 年 , イギリス 内 外 盲 人 協会 ( Bri- 
tish and Foreign Blind Association ) を 設立 し , 盲人 
の 教育 お よび 職業 の 中 心 的 指導 機関 と し た . この 協会 
は 名 実 と も に 発展 し 成果 を あげ た . 1914 年 , イ ギ リ 
ス 盲人 援護 協会 (National Institute for the Blind) と 
改称 し , さら に Royal の 名 を 冠 し 今日 に 至っ て いる . 

イギリス 内 外 盲 人 協会 が 着手 し た 第 1 の 事業 は , 盲 
人 文字 の 研究 で ある . 研究 に は 二 つ の 規準 を 設け た . 

① 盲 人 に 対す る 最善 の も ゃ の の 審判 者 は 盲人 で な けれ 
ば な ら な い . 

② そ れ ぞ れ の 宇 体 の 利点 は , 直接 の 知識 に ょ っ て 定 
め ら れる べき で , 理論 的 根拠 に よっ て 定め られ て は な 
ら な い . 

OWT ACI, 盲人 また は 触覚 だ け に より 3 種 の 
凸 字 を 読み 得る 人 びと を 選び , 公平 に 注意 深く 試験 し 
た . その 結果 , ロー マ 字 ( 凸 字 ) は 長期 の 訓練 を 要 
し , 触覚 が 特 に 鋭敏 な 者 で な けれ ば 容易 に 読み 得 な 
い . ブラ イ ュ の 点字 こそ 読み 方 , 書き 方 の 最善 の も ゃ の 
で ある と の 結論 に 達し た . 書き 方 の 敏速 , 紙面 の 節 
約 , 用 紙 の 表裏 を 使用 し 得る こと , 綴字 法 の 正確 な ど が 
その お も な 理由 で あっ た . アー ミ テ ー ジ が この 運動 を 
始め た と き , 点字 を 用 いて いる 学校 は 1 校 も な か っ た 
が , 1882 年 か れ は 「 北 アフ リカ の 学校 を 除き 点字 を 
使用 し な い 学 校 は 文明 国 に は な い 」 と いっ て いる . 





= カニ ュ ジ 


アー ミ テ ー ジ は イギリス 盲人 用 女 字 に 不動 の 基礎 を 
築い た . 一 度 ア メリ カ の ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト の 攻 
撃 を 受け た けれ ども , 綿密 な 研究 と 適切 な 処置 に よ 
り , ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト の 上 陸 を 許さ な か っ た . 
イギリス に お いて は , アメ リカ に みた よう な 本 い 不 経 
済 な 文字 上 の 争い は な く , 終始 一 軸 し て , ブラ イ ュ 
点字 を 守り 続け る こと が で きた の は , か れ の 功績 で 
HD. アー ミ テ ー ジ は 1871 年 に The Education and 
Employment of the Blind (盲人 の 教育 と 職業 ) を 公 
刊 し た . わが 国 の 点字 は その 出発 に お いて 本 書 に 負う 
と ころ が 多い . 


アメ リカ に お ける 点字 

1859 年 か ら 60 年 に か け て セン トル イス の ミズ ー リ 
盲 学校 ( Missouri School for the Blind ) が 初め て 点 
字 を 導入 し た . 生徒 は その 便利 な の を 知り 喜ん で 使用 
し た . 当時 , アメ リカ で は 各種 の 凸 字 が 用 いら れ て い 
IZED Wb, バー キン ス 育 学校 で 考案 きれ た 夫 ス ト 
ン ・ タ イプ が 中 心 勢 力 と し て 最も 広く 普及 し て いた . 
新参 の 点字 を 迎え 入れ , その 便利 な こと は 知り な が ら 
ゃ も , 早急 に は 点字 の 普及 を 許さ な か っ た . し か し = 
ュー ヨー ク 盲 学校 長 ウェ イト ( William Bell Wait ) 
は , この 間 の 情勢 に 鋭い 
注意 を 向け , 価値 ある 研 
究 を 遂げ て , 点字 が 最も 
優秀 で ある こと を 確認 し 
fF A eae bens 
タイ プ を 使用 する 7 学 
校 664 人 の 生徒 に つい て 
試験 し , 3 分 の 1 は よく 
読む , 3 分 の 1 は 徐々 に 
読む , 残り 3 分 の 1 は 全 
然 読み 得 な た いと い 2 結 
果 を 得 た . さら に 点字 を 使用 し て いる ミズ ー リ 盲 学校 
(に つい て 試験 し , 3 分 の 2 は よど みた なく 読 む , 3 分 の 
1 は 語 を 綴り な が ら 人 徐々 に 読む , 全然 読み 得 な い 者 は 
NAS IES を 知ら だ と この ひ WHEW GUE 
字 の 価値 を 積極 的 に 確認 し , 在 来 の 凸 字 ( 線 字 ) は 
文字 と し て 不適 当 で ある と 断定 し た . も し ウエ イト が 
ブラ イ ュ の 点字 を その まま 信奉 し て 普及 に 努め た な ら 
if, アメ リカ の 盲 教育 は 順調 に 発展 し た で あろ う . と 
ころ が , 独創 進取 の 性 の ウェ イト は , さら に 1 歩 を 進 
め て , 1868 年 , ニューー ヨ ー ク ・ ポ イン ト (New 
York Point) と 称す る 特殊 な 点字 形式 を 発明 し , の 
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ち に 長年 に わた る 混乱 一 一 いわ ゆる 点字 戦争 ( Battle 
of points) を 引 起 こす 原因 を 作っ た -. 

ウェ イト は 点字 研究 の 結果 . ブラ イ ュ 点字 に 二 つ の 
欠点 が ある と 指摘 し た . すなわち , ① ブ ライ ュ 点 字 は 
普通 の 文章 に 現われ る 文字 の 頻度 ( frequency ) を 
考え に 入れ て いな い . た と えば , TsS は KS: に 比べ よ 
り 多 く 使用 ほ きれ る に も か か わら ず , 2 倍 の 点 を も つの 
は 不 経 済 で ある . ② ブ ライ ュ 点字 が みな 同一 空間 を 占 
め て いる の は ふつ どう で ある . た と えば A*: は 1 点 で 
ある の に 5 点 か ら な る O%$, Y:8 と 同じ 空間 を も つ . 
点 の 少な い 文 字 に は 小さ い 空 間 を 与え る べき で ある . 
そこ で , 文字 の 縦 を 2 点 に 縮め , 横 を 1 点 な いし 4 点 
と し た . 文字 の 構成 を 可動 的 原理 の うえ に 置い た の で 
HD. 略字 お よび 大 廊 字 は 4 点 で ある が , 小文字 は 横 
3 点 を 越え を る こと は な い . 満た され た 形 は 次 の 4 種 と 
な る 。 
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(その は か 略字 , 句 読 符 、 数 学 用 略 字 , 記号 な ど を 具備 し て いる . ) 
図 4 ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト の 型式 


ウエ イト は 預言 者 の 気 羽 をもって, ニュ ー ョ ヨー ク ・ 
ポイ ント の 普及 , 宣伝 に 努め る と と も に , BARAT 
必要 な 略字 , 数 学 記号 , 音楽 記号 を 作り , また , 点字 
書籍 を 豊富 に 印刷 し て 諸 学 校 に 無料 で 配布 し た . その 
勢力 は 全国 に 及び , ブラ イ ュ 点字 支持 者 と の 間 に 激 し 


字 








い 戦 い が 展 開 さ れ た . 

全国 宜 教育 の 本 山 と 自 任 し て いた パー キン ス BS 
Bll, ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト に 対し て さら に 別 の 
形式 を 発表 し た . 同 校 調律 部 長 ス ミス (John W. 
Smith) の 考案 し た も の で ある . これ を 修正 点字 
( Modified Braille ) と いっ た が , 1892 年 に ア ぇ メリ 
カン ・ ブ レー ル ( American Braille ) と 改称 し た . こ れ 
も また 頻度 を 考慮 に 入れ , 略字 語 符 を 整え , 一 形式 の 
体裁 を 具備 し た も の で ある . 文字 の 縦 は 3 点 , 横 2 点 , 
ブラ イ = 点 字 の 構造 と 局 じ で ある 。 COL 2 全車 ZZ 
リカ で は 3 種 の 点字 が 並び 用 いら れ , その た め に , 盲 
教育 界 は 深刻 な 混迷 に 陥っ た . 

この 混迷 を 救う た め に , 点字 の 統一 を 希求 する 機運 
が 高まっ て きた も の の , 発明 者 な ら び に 区 持 者 に は そ 
の 主張 と 面目 の ゆえ に 為 速 に 統一 を 実現 する こと は で 
き な か っ た し か し , &—-—7W CFrank H. Ball) veer 
SRSA TIA =O 
発明 は この 統一 を 促進 し 
た の で ある . ホー ル は 多 
年 に わた っ て 普通 教育 に 
従事 し , 豊か な 経験 を も 
(上 SN に 1 に (の 6 
リノ イ 盲 学校 長 に 就任 す 
る や , 各地 を 視察 し , 異 
な る 点字 の 諸 形 式 の 得失 
を 比較 し た 結果 , ニュ ー 
ョ ー ク ・ ポ イン ト が 有利 
な こと を 認め , これ を 自 校 に 採用 し , その 他 の 点字 , 
器具 の 使用 を 厳禁 し た . ホー ル は さら に 点字 を いっ そ 
2 容易 , 敏速 に 書き 得る 点字 タイ プラ イタ ー の 製作 に 
着想 し , 精力 を 傾け て その 完成 に 没頭 し た . タイ プラ 
イタ ー の 文字 は , すべ て 同じ 空間 を も た な けれ ば な ら 
な い . ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト の よう な 大 小 不 害 の 充 
字 は , タイ プラ イタ ー に よっ て 書き 表わす こと は 困難 
で ある . ブラ イ ュ 点字 の 原理 に よら な けれ ば 機械 を 組 
立て る こと は 不可 能 で ある . 1892 年 , ホー ル は 機械 
製作 に 成功 し た . この 発明 は 盲人 文字 の 福音 で ある と 
と も に , ブラ イ ュ 点字 構成 原理 の 勝利 で あり , ニュ ー 
ョ ー ク ・ ポ イン ト の 敗北 で あっ た . ホー ル は 続い て 点 
字 原 版 製 作 機 ( stereo plate-maker : stereo typewri- 
ter) の 製作 に 成功 し , 点字 文書 の 大 量 印 刷 に 頁 献 し た . 
ウエ イト は これ に 対抗 し て , ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン 
ト を 書き し る す タ イプ ライ ター を 製作 し た が , 結局 は 
ブラ イ ュ 点字 の 原理 を 承認 せ ざ る を 得 な か っ た . 以 
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来 』 ア メリ カ で は , ブラ イラ 点字 の 勢力 が 急速 に 増大 
Lk. 点字 の 優劣 を 機械 が 審判 し た の で ある . 
PV b, 宮上 りり カ の 点字 が ブラ イラ 点字 に 帰 
一 する まで に は 相当 の 年 月 を 要 し た . 19 世紀 の 末 ご どろ 
ih, ボス トン ・ タ イプ の よう な 線 字 が な お 用 いら れ 
て お り , 3 種 の 点字 が 並び 立っ て 競争 を 続け た . それ 
は 知識 習得 の 困難 , 書物 の 高価 な ど , いろ いろ な 障害 
を も た らし た . 点字 統一 の 急務 は 教育 お よび 印刷 の 面 
で 痛感 され た . ア メリ カ 盲 人 教育 改良 協会 ( American 


Blind People's Higher Education and General Im- 


provement Association ) は , 1901 年 , 統一 事業 に 着 
手 し , 1905 年 , 統一 点字 委員 会 Uniform Type 
Committee ) を 設け , 一 つの 普遍 的 形式 の 採 定 を 指 
令 し た . 1913 年 に な っ て 標準 点字 ( Standard Dot ) 
と 称す る 一 体系 が 発表 され た . 標準 点字 は ブラ イ ュ 点 
字 (イギリス 点字 ) に 復帰 し これ に アメ リカ の = ュ 
ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト と アメ リカ ン ・ ブ レー ル の 特徴 を 
補充 し た も の で ある . すなわち , アル ファ ベッ ト と 数 
字 は イギリス 点字 の それ を 採用 し , 句 読 と 大 文字 は ア 
メリ カン ・ ブ レー ル の 方 式 に 従い , 空間 節約 の た め に 
文字 の 横 を 1 点 な いし 3 点 と する の は , ニ ュー ョ ヨーク ・ 
ポイ ント に 従っ た . 文字 の 綻 は すべ て 3 点 と する . そ 
の ほか 記号 , 略字 , 略語 な ど を 具備 し た 一 つの 形式 
で あっ た . アメ リカ 側 は 標準 点字 の 採用 シキ イギリス に 
求め た が , イギリス 側 は 強く これ に 反対 し , か えっ て 
イギリス 点字 に 帰 一 する よう 要求 し た . 1915 年 に な っ 
て アメ リカ 側 は 諸 種 の 材料 に 基づき , つい に 標準 点字 
を 英 米 両国 の 共用 文字 と し て 採用 する 努力 を 中 止 する 
こと を 決定 し , IF, 縮 字 の 問題 に つい て は , さら に 
イギリス 側 と 商議 する こと と し た . アメ リカ 側が 従来 
の 行き が か り を 捨て て , イギリス 点字 に 帰 一 し た の は 
「 英 雄 的 自己 否定 ] と いわ れ た だ た. か く て , アメ リカ に 
お いて は 統一 点字 委員 会 ( Commission on Uniform 
Type for the Blind ), イ ギリ ス に お いて は イギリス 統 
一 点字 委員 会 (National Uniform Type Committee ) 
が 組織 され , 両者 の 間 で 略字 , 縮 字 な どの 統一 に つい 
Reet Slee ox. 

Sere ki Ge,. 4 +) Ale いで は 。 (1905 年 ,。 AS 
の 略字 を 2 種 に わけ て 整理 し た . すなわち , 

第 1 級 (Grade T) 何 の 省略 も な いも の . 

第 2 級 (Grade I) 省略 し て 一 般 の 使用 を 目的 と 

紀和 だ も の, 

アメ リカ 統一 点字 委員 会 は し, 上記 の イギリス 点字 を 
検討 し て , 修正 すべ き 諸 点 を 提示 し た けれ ども , 14 


リス 側 は これ を 拒絶 し た . そこ で , アメ リカ 側 は さ 
ら に イギリス の 1 級 , 2 級 を 基礎 と し , 1 級 半 点字 
( Grade One and Half 一 Grade 1%) と いら も ゎ も の を 
作 0, これ を アメ リカ に お ける 標準 的 な も の に し た 
( 1918 年 ) これ に よっ て , 英 米 両国 の 間 に な お 僅少 
の 差異 を 残し て は いる も の の , 統 一 は ほぼ 実現 され た . 
COR, 諸 雑 誌 へ の 発表 , 個人 的 意見 の 交換 お よび 会 
議 の 討議 を 通じ , イギリス の 2 級 点字 採用 の 機運 は 次 
第 に 高まり , つい に 1932 年 , アメ リカ は 1 級 半 点字 
を 放棄 し, イギリス の 2 級 点字 を 採用 する こと を 決定 
Li. ここ に 英 米 両国 の 点字 は 完全 に 統一 され た の で 
ある . 顧み れ ば , イギリス は 終始 その と る と ころ を 改 
め な か っ た . これ に 対し アメ リカ に お いて は , 3 種 の 
点字 形式 が 並び 用 いら れ . 迷路 を さま よう こと 608, 
曲折 を 経て , よう や く 目 的 地 に た どり 着い た . その 端 
緒 は ウエイ ト の ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト に あっ た . 
(ARK 
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世界 点字 協議 会 

本 Ph 
一 と ブラ イ ュ 式 6 点 点字 を 基本 と する [HARE 
( World Braille ) ohana eee 
ス ュ (国際 連合 教育 科学 文化 機関 = United Nations 
Educational, Scientific and Cultural Organization=U 
NESCO ) は , クル サ ・ マ ッ ケ ンジ ー (Clutha Mack- 
enzie ) を 顧問 に 招い て , 各国 に お ける 点字 の 調査 を 
Be ane ie Oe ee gee 
1939 年 , イン ド の 調査 に 
Bo Ula. 当時 イン MR に 
は 8 種 以 上 の 点字 が あっ 
た . その 他 中 国 に 8 種 , 
アラ ビア 語 地 域 に は 10 
種 な いし 12 種 の 点字 が 
使用 きれ て いる こと が 判 
明 し た . アジ ア の 大 多数 
の 国 で は 不 統一 な の が 普 
通 と きれ て いた . 
マッ ケン ジー は この 混乱 を 整理 し , プラ イ ュ 式 点字 を 
基礎 に 一 つの 体系 に まとめ よう と 努力 し た . ユネ ス ョ ュ 
の 援助 の も と に 1949 年 と 50 年 に ペリ で 点字 学者 , 
語学 者 , 盲 教育 家 な ら び に 点字 書 出版 者 た ち が 出 席 し , 
点字 統一 に 関す る 国際 会 議 を 開催 し , 点字 統一 シス テ 
ム の 採用 , 点字 原則 と 応用 に つい て 勧告 で きる 資格 , 
地域 的 逸脱 を 避け る た め の 上 忠告 , 情報 の 収集 と 普及 の 
必要 性 に つい て 各国 に 勧告 する こと を 採択 し た . 

1950 年 6 月 に は , フロ ー レ ンス で 行なわ れ た 第 5 
回 ユネ ス ュ 総会 に お いて べり 会 議 の 勧告 書 を 決議 する 
と と も に , ① ア ラビ ア 語 と AAR SSL DD 
ル 語 使用 の 2 地域 で 会 議 を 開く こと . ② 世 界 点字 協議 
会 設立 の た め の 援 助 .③ 世 界 点字 表 の 編集 . ④ 点 字 統 
一 に 関す る 研究 資料 の 出版 と 関係 方 面 へ の 配布 な ど を 
決議 し , 実施 する こと と な っ た . 同年 7 月 に は , 国際 
音標 文字 と 点字 記号 と の 連結 方 法 に つい て , マッ ケン 
ジー は ダニ エル ・ ジ ュー ンズ (Daniel Jones), エメ 





YIM AE OS PPP YS 


リタ ス (Emeritus) ら 音 標 文字 専門 家 と 討議 し た . 
また 7 月 に は ロン ドン で , アフ リカ 種族 語 の 標準 点字 
化 に つい て 会 談 , 1951 年 に は , PR, 東南 アジ ア , イ 
ンド の 代表 者 が レバ ノン で アラ ビア 語 会 議 を 開催 し , 
イズ パー モア と ポルト HURLEY T CF AOE eee 
その 他 の 代表 で 協議 し 研究 を 続け た . 

これ ら の 諸 会 議 と 研究 と マッ ケン ジー の 努力 の 結果 
① イ ンド の 点字 を バラ ティ 点字 (Bharati Braille ) 
1 本 に 統一 し た . Oxy +B, アラ ビア 語 諸国 の 標 
HE SED Lie. スペ イン 語 , ポル ト ガ ル 語 の 点 
字 の 略字 を 統一 し た . ③④ か くし て 1951 年 の 来 , ユネ 
ス ュ を 背景 と する 世界 点字 協議 会 World Braille 
Council = WBC ) が 成立 し , パリ に 本 部 を お いて さき 
ら に 統一 運動 を 前 進 し た . 

同年 , ペリ に お いて 世界 点字 統一 会 議 が 開 か れ た 
が , 目 本 の 点字 を 豆 ー マ 字 シ スネ ス デ (に か べ き lGU87e、 
PEWS AY PROBS Pao te. GUS eae 
本 代表 中 村 京 太郎 (1880 ~ 1961) ) は , か な 文字 の 特 
殊 性 と 合理 性 を 強調 し た . これ に つい て , マッ ケン ジ 
ー は 「 日 本 語 の 点字 は 単純 で , 実用 的 な 音節 的 基礎 の 


うえ に な り た ち , これ に よ ょ よる 多数 の 出版 物 が 現存 する 


OC, 特別 に その まま 受入 れる こと に し た 」 と 裁定 し 


て いる . その 後 , ユネ ス ュ は World Braille Usage. 


(世界 点字 の 使い 方 ) を 刊行 し , その 普及 に 努め た . 

WBC は 本 来 盲 人 関係 の 機関 で ある の で ユネ ス ュ は 
1958 年 , これ を 世界 盲人 福祉 協議 会 (World Council 
for the Welfare of the Blind = WCWB ) に 所 属す 
る 点字 委員 会 と し た . 現在 , 世界 点字 協議 会 が 取組 ん 
で いる 問題 は , ① 数 学 お よび 理科 学 記号 の 統一 . ② ス 
ペイ ン 語 , ポル ト ガ ル 語 の 問題 . ③④ その他 ア フリ カ , 

ナイ ジェ リア の ハウ サ 点 字 , サモ ア 点 字 , ウル ドド 点字 
フィ リピ ン の タガログ 点字 な どの 改良 考案 な ど で あ 
る . (BBB IAB) 


ブライ ユ の 点字 楽譜 

ルイ ・ ブ ライ テ (Louis Braille ) は , 1834 年 に 点 
字 楽 議 を 完成 し た . ブラ イ ュ が 完成 し た 点字 楽 議 は , 
いま で も 基本 的 な も の と し て 生き て いる . すなわち , 
音 譜 , オク ター ブ 記 号 , 指 記号 , 部 分 け 記 号 , 休止 符 
と 臨時 記号 , 音程 記号 , WER, 符 点 く り 返 し 記号 , 
fea, Johan sie Co CHS. “USL, 7 グイ NE 
な ぜ か 音楽 記号 に 関す る 解説 書 を 残し て いな い . 


EE ———— 


BAO #4 TK 59 








ヨー ロッ パ の 点字 楽譜 
1861 年 , ブラ イ ュ 点字 は イギリス に 紹介 され , や が 
| て 点字 楽譜 も アー ミ テ ー ジ ( Armitage ) に よっ て 採用 
きれ て , 1871 年 。 ロン ドン の イギリス 内 外 盲 人 協会 
(British and Foreign Blind Association ) が , 点字 
楽譜 の 説明 書 を 出版 し た . これ は 点字 楽譜 解説 書 の 最 
初 の ゃ の で ある . 

次 いで 1879 年 , ドイ ツ で も 「 点 字 楽 譜 便 覧 」 が 発行 
され た . 1884 年 に は イギリス 内 外 盲 人 協会 は ふみ ふたたび 
A Key to the Braille Musical Notation (点字 楽 詳 
の カギ ) を 出版 , 翌年 ペリ で も 便覧 が 出版 され た . 

Meee. ジラ ンス デン マー ニーク, イギリス ,。 ドイ 
ッ の 代表 者 た ち は 国際 音楽 要員 会 を 組織 し , 点字 楽譜 
の 統一 に 努力 し た . この 委員 会 の 報告 は , 同年 , フラ 
ンス の コロ ン で 開か れ た 国際 会 議 で 採択 され , 点字 楽 
譜 の 基準 が 確立 し た . Lal, その 内 容 は 1871 年 , 
イギリス で 作製 し た 解説 書 を ほぼ その まま 承認 し た に 
過ぎ な い . 

翌年 , イギリス は コロ ン 会 議 の 決定 事項 に 基づき 新 
た に 便覧 を 作製 し , 1896 年 に は その 性 訂 版 を 刊行 し 
た . 1902 年 に は 1896 年 版 を さら に 修正 し , Braille 
Musical Notation for the Blind (点字 音楽 記号 ) を 
出版 し た . 1909 年 11 月 。 わが 国 最初 の 点字 楽譜 解説 
ELT, 文部 省 が 発行 し た 「 訓 盲 楽 符 」 の 底本 と な っ 
た の は この 本 で ある . この 本 は ワ ト ス ン ( Watson ) の 
執筆 し た も ので, 独習 に 適し て いる . 

同年 。 ロン ドン の 王立 盲人 高等 師範 学校 Royal 
Normal College for the Blind ) で 盲人 代表 者 会 議 が 
開か れ , 月 刊 点字 音楽 雑誌 の 発行 が 計画 され , 点字 楽 
謗 に つい て の 活発 な 論議 が 展開 され た . 1911 年 , = 
キ ゼ ター の 会 議 に お いて は , 点字 楽譜 委員 会 が 設置 さ 

れ , 論議 を 実行 に 移す こと に な っ た . 

1914 年 , イギリス 内 外 盲 人 協会 は イギリス 盲人 援護 
協会 (National Institute for the Blind = NIB) と 改称 
され た が ,1 902 年 の 点字 楽譜 に 追加 し て Addition to 
Braille Musical ozgZzoz7 (点字 音 諾 追加 書 ) を 出版 

. 修正 委員 会 は 1922 年 まで 継続 され , ella 
pe Key to Musical Notation (点字 
譜 の 書き 方 , 1922), を 発行 し た . し か し uidipke 
基本 的 な 点 に は 触れ ず , ① 従 来 の 通し 書き ( vertical 
score ) に 小分け 書き ( bar by bar method ) が 採用 
され , ② タ イ お よび スラ ー (tie and slur ) に 改良 を 
mz, さらに, バイオリン, チェ ロ , 合唱 , BK 
楽 , 吹 奏楽, 打楽器 な た ど に 関す る 多数 の 記号 を 作り , 


また , 装飾 音 に 多数 の 記号 と 書き 方 を 設定 し た . 

この よう に し て ュ コロン 会 議 以来 の 問題 を 終結 する こ 
EPCS fem 192542, “7. ~2- 6 Novello). (ki iw 
ae CHRD SICMAC, イギリス に お ける 点字 楽譜 
は 完成 し た と いえ る . 

1929 年 , ルイ ・ ブ ライ ュ の 点字 発明 100 年 記念 
業 と し て , アメ リカ 点字 出版 所 ( American Braille 
Press) の 主催 で , 音楽 記号 国際 会 議 が パリ で 開催 さ 
れ , フラ ンス の ラベ ラ (L. Georges Raverat ) を は 
じ め ョ ヨー ロッ ズ パ お よび 南北 アメ リカ か ら 14 カ国 の 代 
表 者 が 出席 し て , 前 記 1922 EKKO Key to Musical 
Notation を 検討 し た が , いち お うら 基本 的 な 問題 に つ 
いて は , 国際 的 統一 を みる こと が で きた . 

ドイ ッ や フラ ンス で は 従来 , $% の 点字 の 点 の 番号 
ZI DEA, 9253) の 和 上 か 4 5 6 ちあ ち も て い 
Fe DS PAV Alte Ouk As 31 5 Oe bw, 
ea6 あ し て 7 し か 。 << OessCae MeZ ve 
DP ORR PA DICIS DO MENG ie aie: 


アメ リカ の 点字 楽譜 

1888 年 , コロ ン で 決ま っ た 点字 楽譜 は , アメ リカ で 
Lee Awe CWS bia. de SOSA ey 
クソ ン ビ ル 盲 学校 の ホー ル (Frank Hall ) が 点字 製版 
機 を 発明 し た の で , 点字 図書 や 楽譜 の 出版 が 容易 に な 
FIC Pee Digs, P07 AACR SRS 
ン (パー キン ス 盲 学校 ) に ある 楽譜 の 総 目録 が で き 
た . これ ら の 楽譜 は , アメ リカ ン ブ レ ー ル を 知っ てい 
れ ば 解せ る の で あっ た . 

アメ リカ で は 1908 年 に 初め て 点字 楽譜 の 改訂 を 唱 
えん. だ RI973 介 か りら NSN AAI ASG Ae 
en yy カー リン ガト ント レク まま シシ ウォ ジラ ルウ) 
ウォ ー リ ロー ら に よっ て , 小分け 書き (har by bar ), 
通し 書き ( vertical score ) な どの 記載 法 が 熱心 に 主 
張 さ れ , その 影響 は 相当 強 く 他国 に も 及び , 特に ア 
Fo REE os SID 1919 年 アウ リラ スー で は ば A 
Key to Musical Braille が 発行 され , 続い て 1921 年 
(に は The Primer of Blind Music が 出 て , 縦 重 ね 
式 (bar over bar) が 広まっ た . これ は 盲人 用 文字 統 


_ 一 の 中 の 楽譜 委員 会 に よっ て 完成 され た . COLA, 


イギリス で は 1922 年 の 改正 案 が 発表 され , Chick 
っ て 現在 使用 きれ て いる 多く の 記号 が アメ リカ で も 採 
用 きき 泊る よ の 避 泊 っ 坊 

アメ リカ で は 1959 年 , 正式 に 世界 点字 楽譜 を 承認 
Lt, 全国 の 点字 出版 書 は あげ て これ を 使用 する よう 


60 点 





に な っ た の で , 盲人 用 文字 に 関す る 委員 会 を 解散 し , 点 
字 の 問題 は 数 人 の 専門 家 に 一 任 さ れる こと に な っ た . 


世界 点字 楽譜 統一 会 議 

1929 年 の パリ 会議 に は , フラ YR FATS 
VF, アメ リカ 。 イギリス の 5 カ国 が もち 10 入 の 代表 
が 参加 し た に 過ぎ ぎ な か っ た が , 1954 年 に パリ の ユネ 
スコ ュ ハ ウス を 会 場 と し て 開か れ た 世界 点字 楽譜 統一 会 
議 に は , 19 カ国 の 代表 の ほか 公式 オブ ザー バー 4 カ 
国 5 A, 主催 団体 代表 者 5 人 が 出席 し た . わが 国 か ら 
は 代表 と し て 日 本 点字 研究 会 (HAM) SREB 
郎 , オブ ザー バー と れん 地震 橋 敵 条 が 出席 じ た .。 

この 会 議 は テ ネ ス ュ と 世界 盲人 福祉 協議 会 World 


Council for the Welfare of the Blind = WCWB) お - 


よび 世界 点字 委員 会 ( World Braille Council = WB 
C ) の 共催 で 開か れ た の で ある が , その 目的 は 次 の 3 
ACH ofc. 

1) 世 界 的 に 通用 する 最大 限度 の 一 致 を 点字 楽譜 に す 
Ay igen 

(2) 1929 年 の 国際 会 議 開催 以後 の 点字 楽譜 表記 表 お 
よび その 解説 法 を 経験 を 基 と し て 改正 する こと . 

(3) 前 回 の 会 議 で は , 関連 の な か っ た 新しい 楽器 お よ 
び 音 楽 の 形式 , 特に 東洋 に お ける 点字 楽譜 に つい て 考 
慮 する こと . 

この 会 議 の 準備 委員 長 と し て 資料 を 集め た アメ リカ 
の ロー デン バー グ ( L. W. Rodenberg ) は , 開会 式 
の 演説 の 中 で 次 の よう に 語っ て いる . 「 わ れ わ れ は ど 
2 し て も 必要 と 思わ れる 変更 と 追加 だ け を 考え よう で 
は な いか . すでに で き あ が っ て いる 適当 な も の まで も 
破壊 し た く な いと 思う . ブラ イ ユ の 時 代 に 比較 し て , 
音楽 の 世界 は 新しい 形式 や 楽器 の 要求 に 従っ て 成長 し 
て きた , この 成長 の 要求 を 満た し , その うえ に お いて , 
われ われ の 知恵 を 働か せよ う で は な いか . トル ュ , イ 
YF, 日 本 に お いて は , その 国 の 音楽 に 点字 楽譜 を 適 
用 され た と い 2 う 本質 的 な 進歩 を 見 る こと の で きた こと 
は 喜び の 至り で ある . また , ギリ シャ の 代表 は , ギリ 
シャ 東方 聖教 会 の 儀式 音楽 に 点字 楽譜 を 適用 する こと 
を 提案 し て いる . 東西 両 涯 の 音楽 が , 点字 楽譜 に お い 
て 一 致す る と いう 初め て の 事実 は , この 会 議 に 大 き な 
歴史 的 意義 を 添え を る も の で ある 」. 

この ロー デン バー グ 発 言 で も わか る よう 。 世界 点 
字 楽譜 統一 会 議 は 慎重 な 態度 で 進め られ た が , ヨー ロ 
ye 中 心 と する KEGKL, アメ リカ を 中 心 と す 
る 表記 法 の 問題 で か な り 対 立 を 示し , 結論 を 得る に 至 
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ら な か っ た 点 も あっ た . し か し , 会 議 終 了 後 継続 委員 
会 に お いて , Ae 処理 し まとめ た も の が Revised 
International Manual of Braille Music Notation(& 
正 国際 点字 楽譜 の 手引 き ) で ある . 

バリ 会議 で 決議 され た 事項 は 次 の 通り で ある . 

① 1929 年 の 手引 き を 基本 と し て 新しい 点字 楽譜 を 
作製 する . 

② 手 引き の 改正 要点 ( 33 項目 に つい て 検討 済み ). 
③ 有 鍵 楽 器 , 平行 記法 か 大 陸 原 則 か (今後 , 小節 横 
並べ 式 , すなわち , bar by bar は 用 いな いこ と ). 

④ 音 程 記号 方 向 (右手 は 上 か ら 下 へ , 左手 は 下 か ら 
TE) 

⑤ 記 法 (note for note) (音程 記号 を 用 い ず 和 音 を 

書く 法 ). 

⑥ 通 奏 低音 ( figured bass ). 

(⑦ 管 弦楽 . 

⑧ 短 縮 楽 詳 形 式 ( short form scoring ). 

⑨ 通 俗 楽 器 (ギタ ー, アコ ュー デ ィ オ ン な ど ). 

⑩ 東 方 音楽 . 

⑪ 歌 の 書き 方 と 合唱 曲 . 
@x—-vTAbY) »y PRAM. 
OF) vy» BASES. 

⑲ 継 続 要 員 会 の 設置 . 

⑮ 音 楽 総 目録 の 作製 と 著作 権 . 

⑯ 東 方 要員 の 出席 奨励 

以上 の うち も 決議 第 10 に つい て の 要項 は 次 の 通り で 
ある . 

イン ド , BA, エジプト お よび その 他 の 国々 の よう 
に , まだ 点字 楽譜 を 制定 し て い な い 国 に お いて は , 
で きる だ け この 会 議 の 決定 に 基づい て 楽譜 を 作り , 
WCWB の 会 議 終了 後 , 設置 され る 継続 要員 会 の 確認 
定信 の ea 

東方 音楽 に 関す る 諸 委 員 会 の 勧告 は , 次 の よう に 受 
諸 す る . 

アァ ジア お よび アフ リカ 音楽 の 特徴 が 許す 限り , 今後 
制定 され る 東方 音楽 の 点字 楽譜 と 現在 の 楽譜 方 到 と は 
基本 的 に は 一 致す べき で ある こと . 

アジ ア お よび アフ リカ 音楽 に 適する 楽譜 の 本 質 的 一 
致 は 思 ま し く , か つ 実 行 す べき で ある こと . 

まず , 二 つ の 範囲 , すなわち , 音符 の 表わし 方 お よ 
び 音 符 の 長 さ の 表わし 方 に つい て は , 是非 統一 を 図る 
べき Ge ある Cie 

アジ ア , アフ リカ 諸国 の 政府 ある い は 適当 な 点字 音 
楽団 体 は , 詳細 な 事柄 に つい て は , 地域 会 議 また は 通 


es SS lh ea ee ee ell 


盲人 の 生活 61 





信 に よっ て 決定 し , 満足 な 解決 に 到達 させ る こと . 

エジプト で 考案 され て いる 終 音 (半音 の 半分 ) を 表 
わす 点字 符号 は これ を 歓迎 し , 国際 一 致 の 基本 と し て 
採用 すべ きこ と . 


日 本 に お ける 点字 楽譜 

1911 (明治 44) 年 , 「 訓 盲 楽 符 」 が 六部 省 に よっ て 
刊行 され た が , これ は 当時 東洋 音楽 学校 長 で あり , 東 
京 育 貴 学校 の 講師 で あっ た 鈴木 米 次 郎 (1860 て 1940) 
が 翻訳 編集 し た も の で ある . 昭和 初期 の ころ 東京 育 路 
学校 の 音楽 担当 教諭 福家 辰巳 は , 1934 年 に NIB か ら 
出版 され た Key to Musical Notation を #3 UT, 
「 点 字 楽 譜 の 書き 方 」 と し て , 東京 育 学 校 の 桜 寺 会 か 
ら 発行 し た . これ は わが 国 に お ける 本 格 的 な 点字 楽譜 
CDS. 

1939 年 に は , 大 阪 市 立 盲 学校 に お いて , PHBE 
(1899 / 明治 32~1970 / 昭和 45 ) を 中 心 と し た 点字 
楽典 編入 委 員 会 か ら 「 標 準 点字 楽譜 の 書き 方 」 が 出版 
され た . これ は 点字 , 普通 字 両 版 と も 出版 され , 特に 
普通 字 版 は 楽譜 の 点訳 奉仕 者 に と っ て は よい 手引 き 書 
で あっ た . 1948 年 の ころ , 廊 部 省 認 定 の 音楽 教科 書 
が 点字 毎日 に よっ て 小学 部 1 年 か ら 中 学部 3 年 まで 約 
2 カ年 か か っ て 完成 し , 盲 学校 に お ける 音楽 教育 は 軌 
道 に の り 始め た . 1949 年 , 東京 盲 学校 邦楽 科 教官 斎 
衣 正 一 は 「 点 字 楽 典 教 科 書 」 を 編集 し , 点字 毎日 か ら 
出版 され , 邦楽 科 生 の た め の よ い 指 導 書 と な っ た . 
わが 国 最初 の 背 人 バイ オリ ニス ト 艇 江 泰 一 郎 (1891 
/ 明治 241935 / 昭和 10 ) は 1909 年 , 京都 市 立 盲 貴 
院 を 卒業 し , 翌年 東洋 音楽 学校 に 入学 し た . 杉江 は 
在学 中 イギリス か ら 点 字 ぶ ベイ オリ ン 教 則 本 (Violin 
tutor) を 取寄せ, 点字 楽譜 の 勉強 を し , 卒業 後 大 
阪 市 立 盲 学校 の 洋楽 教師 に な っ た . 在職 中 , 同 校 同 
窓 会 か ら 楽 譜 の 出版 や 点字 雑誌 「 明 日 の 音楽 」 の 発 
行 な ど , 日 本 最初 の 洋楽 科 の 新設 と と も に 点字 楽譜 
の 普及 に 大 き な 役 割 を 果たし た . また , 杉江 は 同 校 の 
邦楽 科 教師 川端 米 逸 と 共に 「 符 詳解 説 」 を 編集 し て , 
同 校 か ら 出版 し , 昭和 初期 に 初め て 邦楽 記号 の 基礎 を 
作ら た . 

点字 楽譜 の 出版 に つい て 功績 の ある の は , 高松 市 の 
平井 点字 社 平井 正 で ある . 平井 は 大 阪 市 立 盲 学校 の 出 
HC, 杉江 と も 浅 か ら ぬ 縁 が あっ た . kh, 東京 盲 学 
校 に お いて も 人 久本 去 智 の 作品 や 宮城 道雄 (1894 / 明治 
27~1956 / 昭和 31 ) の 新 日 本 音楽 の 出版 な ど を し て 
いる . 


1950 年 , 鳥居 篤 治 郎 は パリ に お ける 点字 楽譜 国際 
会 議 に 「 六 段 」 を bar over bar 方 式 で 印刷 し て 出席 
者 に 配り , 日 本 音楽 に も この 方 式 が りっぱ に 適用 で き 
る こと を 証明 し た . これ が 契機 に な っ て , 笛 曲 楽譜 の 
検討 が 盛ん に な り , 大 阪 式 と 東京 式 の 統一 を 図り , 
日 点 研 か ら 「 点 字 邦楽 記号 」 の 解説 書 を 発行 する に 至 
っ た . 1955 年 に は これ を 英訳 し , 同年 , 東京 で 開か 
れ た アジ ア 盲 人 福祉 会 議 に 出席 し た 人 びと に 「 点 字 
理科 学 記号 」 と と も に 配布 し た . その 後 , これ を パリ 
会 議 の 手引 き 編集 委員 長 で ある イギリス の スペ ン ナ ー 
(CH. V. Spanner ) に 送っ て 将来 , 手引 書 の 付録 と し 
て 掲載 する こと を 約束 し た . 

1956 年 , 宮城 道雄 が 奇 褐 の た め 東海 道 線 刈谷 駅 近 
く で 死去 し た が , 翌 1957 年 , その 供養 和 著 を 刈谷 市 に 
建立 する に 際 し , 日 本 盲人 会 連合 音楽 部 の 主催 で 全国 
盲人 音楽 家 大 会 を 開い た . COREL, 日 点 研 の 「 点 字 
邦楽 記号 ] と 「 世 界 点字 楽譜 」 を 全国 的 に 承認 した. 
同年 , 日 点 研 で は 「 点 字 邦 楽 記号 ] を 普通 字 で 出版 , 同 
時 に 「 邦 楽 特殊 奏法 解説 レ ュ ー ド 」 を 製作 頒布 した. 

京都 府立 盲 学校 教諭 林 薫 夫 は 邦楽 点字 楽譜 の と り ま 
Ee SS 7s SISTEM Cie We ss es OH eS 
EOF ME EC RFE HR | を 発表 し , 続 
いて 1956 年 , パリ 会 議 の 決議 に 基づい て , 最も 新 し 
い 「 改 定点 字 楽譜 の 手引 き 」 が 出版 され た の を 直ちに 
その 翻訳 編集 を 計画 し , 1964 年 「 世 界 点 字 楽 譜 
説 ] 全 5 巻 を 完成 した. 

京都 ライ ト ハ ウス 出版 部 ・ 京都 点字 社 か ら 1962 年 
DOR, 雑誌 「 点 字音 楽 の 友 」 を 年 4 回 発行 し て , 点字 
楽譜 の 普及 に 一 役 を か っ て いる . 

最近 , ワン ント ン の 国会 図書 館 盲人 部 で は , 世界 中 
で 出版 され て いる 点字 楽譜 3000 種 を 収集 し た と いわ 
れ て いる . わが 国 に お いて も 点字 楽譜 図書 館 の 設置 が 
強く 要望 され て いる . CBS Sik) 
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組織 的 盲 教育 

わが 国 に お いて 最初 に 組織 的 な 盲 教育 に 着手 し た の 
は , RAIA BME CHS. 院長 古河 太 四 郎 の 開拓 者 的 
精神 と 創造 的 識見 に よっ て 経営 され , 1876 (明治 9 ) 
年 , ろう あ 者 を 対象 に 開校 し , 1878 年 に 盲人 の 教育 
も 始め た . 日 本 最初 の 特殊 学校 で ある . 当時 , 盲人 の 
使用 し た 文字 の 種類 は 多く , 中 に は 点字 の 要素 を 含ん 
で いる よう に 見 える も の も あっ た が , 要する に 凸 字 
GRE) で あっ た . その 50 音 図 な ど は 独創 的 な も の で 
ある . 

東京 に お いて は , 吉川 正雄 ら が 楽 善 会 を 組織 し て , 
1880 年 , 楽 善 会 訓 盲 院 を 開設 し た . 使用 する 多数 の 教 
科 書 な ど を 製作 し た が , いずれ $ ゃ 普通 の 漢字 , か な を 
紙面 に 凸 書 し た も OC, その 労力 経費 は 多大 で あっ た . 
生徒 は これ ら の 文字 を 鉛筆 で 紙上 に 書い た . 京都 お よ 
び 東 京 に お ける 2 盲 学校 に は , 開校 後 10 年 間 , 点字 
に 関す る 教具 は な か っ た . 


点字 の 認識 
慶応 か ら 明 治 の 初 年 に か け て , 1., 2 の 西洋 研究 者 , 
旅行 者 の 間 に フ ラン ス の 育 教 育 に 関す る 簡単 な 記述 は 
あっ た が , 点字 に つい て 公式 に 記述 し た も の と し て 
は , 1879 年 2 A, 文部 省 発行 の 教育 雑誌 第 89 SICH 
載 さ れ た 在 米 留学 生 監督 目 賀 田 種 太郎 の 「 パーキンス 
盲 学校 視察 記 ] CHS. 目 賀 田 は その 中 で 盲人 文字 に 
3 種 が か ある と し , 第 1 に 凸 字 GE: ボス トン ・ タ イプ 
で あろ う ) , 第 2 に ムー ンタ イプ を あげ て 両者 の 優劣 
を 比較 し , 第 3 に ブラ イ ュ 点字 を あげ て 詳 記 し た . そ 
の 点字 に 関す る 部 分 を 抄 
出す る . 

「 第 3 は 仏 人 ブレ ー ル 
氏 の 読み 方 な り . 此 解 次 
の 如 し . 左 図 『 イ 』 の 印 
の 如き 横 6 寸 縦 一 尺 程 の 
板 あ り て , WERT ER 
(緑色 ) の 如き 柔軟 な る 
布 負 に て 張る べし . TIL 
て その 両側 に 『=』 印 の 





字 








『 ワ ク 』 あ り . 此 の 『 ワ ク 』 の 下 に は 『 へ ハ へ 』 の 如き 真 
欠 の 定規 を 挿 込む な り . 此 の 定規 は 上 下 2 片 重 り た る 
も の に し て , 右 の 端 に て 之 を 止め 置く こと を 得 べ し . 
その 上 に ある ゃ も の を 案内 者 と 号 し , その 下 に ある も の 
を 下敷 と 号 す . 共に 8 の 如き 六 つ 宛 の 孔 窟 (こう き ょ 
2 ) を 図 の 如く 究 ち 上 下 両 片 の 孔 福 共に 交 々 符合 せん 
こと を 要 す . 面 し て 盲 者 『 イ 』 印 の 板 を 机上 に 置き 

『p』 印 の 『 ワ ク 』 を 上 げ て 『 へ 』 印 の 定規 を 中 に 挿 
A, 基 の 上 に ある も の と 下 に な る べき も の と の 間 に 紙 
を 挿 み , 定規 の 孔 外 を 案内 者 と し 右 よ り 左 へ 国字 の 記 
AICTE ONE BBO MES SGC CHOY. か く 
の 如く する も の は 其 の 紙 を 転倒 し て 其 の 凸 起 し た る 処 
を 磨 擦 し て 左 よ り 右 に 読め ば な り . 但し 盲 者 は 左右 の 
語 を 用 うべ か ら ず . 必ず 前 後 の 語 を 用 あふ べし . 即ち 前 
は 右 , 後 は 左 な り . 故に 
AD FERIT CH CS 6 A 
ORVIMSICA OM < Hy 
Breall, 

文字 は 6 宜 に 依り 作る こと を 得 べ し . 乃 ち A は 後 の 
上 の 点 に し て 即ち *: な り . B は 後 の 上 中 に し て 即ち $: 
な り . 公国 に て は 右 の 6 寺 よ り そ の 国 音 に 充 て た る 
40 の 記号 あり . 英語 に て は 其 の 26 を 国字 の 記号 と し 
AD 23 を 他 の 句 読 符 等 の 記号 と 為 せ り . 然 れ ども 新 
く 記号 を 定 ず る は 全く 人 々 の 自ら 好む 所 に 依り て 為 せ 
る も の に し て 復 た 一 定 の 原 由 に 拓 る に 非 る な り . 

右 に 記し た る 三種 の 方 法 の 中 此 の 最後 の ブレ ー ル 氏 
の 方 法 を 以 て 最も 良 と す . 年 長 に し て 明 を 和 失 ひし 者 
MILI OBMOR & HEL IE < AOR ER PORE 
け の 規則 之 を 知る を 得 べ く 面 し て 之 に 手 を 触れ て 読み 
書き を な す . 基 れ 其 の 容易 な る 所 な り . 又 然 ら ざ る 者 
と 避 も ゎ も 之 に て 読む と き は 一 層 の 鞭 捧 を 加 へ 其 の 記号 の 
触覚 を 得る こと 人 秋 々 早けれ ば 速 に 其 自 身 の 覚書 等 を 為 
す に よく し て 其 の 計 の 高 ま ら ざる は 其 の 妙 と する 所 た 
り ………… . 右 の ペル キン ス 盲 院 に 関す る 凸 起 書類 は 之 
を 寄贈 し て 東京 教育 博物 館 に ある べし 」. 

1884 年 に ロン ドン で 教育 な ら び に 衛生 博覧 会 が 開 
催さ れ た と き , 当時 の 教育 博物 館長 手島 精 一 は これ を 
視察 , イギリス 盲人 事業 の 中 心 人 物 ア ー ミ テー ジ 博 士 
こ 会 見 し て , つぶ さ に 盲 教育 に 関す る 意見 を 開き , 書 
籍 器具 を 持ち 帰っ た . その 中 に 同 博士 の 名 著 The 
Education and Employment of the Blind (盲人 の 
教育 と 職業 ) が あっ た . 

(付記 ) これ より 先 , 手島 は 1876 年, アメ リカ の 
フィ ラ デ ル フィ ア で 開か れ た 万 国 博覧 会 に 出張 , アメ 
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リカ 盲 貴教 育 を 視察 し ブラ イ ュ ユ , ムー ン ら の 著書 を 
持ち 帰り , これ を 教育 博物 館 に 陳列 し た . 

この よう に , $B, BRASH Lot, 点字 に 関す 
る 知識 が わが 国 に 紹介 され た の で ある が , 教育 者 の 手 
で 実際 に 使用 ほれ る よう に な る まで に は , な お 数 年 を 
必要 と し た . 楽 善 会 の 記録 に よる と , 訓 盲 事業 は 日 本 
人 の 手 に よっ て 経営 すべ き で ある と し た . か つ , FRE 
会 関係 の 外国 人 た ち が 知 っ て いた の は 点字 で は な く , 
線 字 で あっ た . 楽 善 会 が アメ リカ に 注文 し て 教科 書 と 
し て 印刷 し た ョ ハネ 伝 第 9 章 は ボス トン ・ タ イプ に よ 
っ て いる . また 楽 善 会 訓 盲 院 を 直接 運営 し た 総理 大 内 
Bm, 教務 高津 柏 樹 は と も に 仏教 界 の 大 家 で , 漢学 に 
$ ぉ 通じ た 人 で あっ た . し た が っ て , 東京 の 盲 教育 は 自 
然 保守 的 , 国粋 的 傾向 を た どっ た の で あろ う . し か 
し , 小西 信 八 が 盲 教育 に 入っ て か ら は 点字 導入 の 新 機 
運 が 開け た の で ある . 


小西 信 八 に よる 点字 導入 

点字 を 最初 に 盲 教育 に 用 いた の は 小西 信 八 で ある . 
楽 善 会 訓 盲 咽 院 は 1885 (明治 18 ) 年 , 文部 省 に 移管 
され 東京 家 貴 学校 と な り , 翌 1886 年 1 月 , 東京 女子 
高等 師範 学校 付属 幼稚 園 主事 小西 信 八 が 同 校 教諭 に 任 
命 さ れ た . 小西 は か ね て か ら 文 字 改 良 を 志 し , か な 文 
字 論 者 で あっ た . RUC, 小西 の 推挙 に より 石川 倉 次 
が 同 校 教 員 に 任命 され た . 石川 も また 漢字 を 廃し て , 
か な 専用 を 説く か な 文字 論者 で あっ た . 

当時 , 東京 盲 貴 学 校 に お いて は 片 か な , 平 か な お よ 
び 漢 字 を , と き に は 変体 か な を も 教え て いた . 普通 科 
で は 小学 読本 , こと ば の お き て , 算術 書 を , 音楽 科 で 
inst, 鍼 披 科 で は 和 杉山 三 部 書 を 教え ん た. いずれ 
も 凸 書 し た も ゃ の で ある . 常人 に さえ 字画 字体 の や ず か 
し いも の が 多く , か な 文字 専用 論者 の 小西 に は 見 逃し 
が た いこ と で あっ た . 小西 は 手島 精 一 が 外国 の 事情 に 
精通 し て いる こと を 知り , 手島 を 訪れ , 西洋 に お ける 
盲人 文字 に つい て の 見 開 を た だ し た . 小西 は 教育 博物 
館 備付 け の イギリス 製 点字 盤 と アー ミ テ ー ジ の 著 「 盲 
人 の 教育 と 職業 」 を 借受 け 点 字 を 研究 し た . これ に よ 
っ て 試み に 新海 県 出身 の 生徒 小林 新吉 に 教え た . 

この 点字 教授 の 実験 は , 日 本 盲 教育 の 大 転回 の 契機 
を な す ゃ も ので, 教育 史上 特筆 すべ き 事 柄 で ある . 

ブラ イ ュ 点字 は ロー マ 字 の 音韻 組織 に 基づい て 構成 
され て いる . わが 国 の か な (音節 文字 を アル ファ ベベ 
ッ ト で 書く に は , 母音 の ほか は 1 字 を 表わす の に アル 
ファ ベッ ト の 2 字 が 必要 で ある . 労力 と 紙面 の 不 経済 





が 多く , か つ 功 議 半 0 se: 
年 者 の 理解 も _« 7 
難 で ある , そこ ー 
で , わが 国 の か 
な 文字 に 適合 し 


た 点字 を 構成 す 
BS epee w 
いと し て , 小西 
は 1887 ERI, 
石川 倉 次 に わが 
国 の か な を 表現 
する 点字 の く ぁ 
う を 勧め た の で 
ある . 








小西 信 入 ( 左 ) と 石川 人 次 ( 右 ) 
@ 石川 倉 次 と 日 本 点字 の 完成 

小西 信 八 か ら か な に 適合 する 点字 の 考案 を 勧め られ 
た 石川 倉 次 ( 1859 / 安政 6 ~1944 / 昭和 19 ) は , ブ 
ライ = ュ 点字 は 6 点 か ら な り , その 変化 総数 63 , 同形 
の ゃ もの を 除け ば 44 に な る が , わが 国 の か な は 48 Fie 
の で 4 字 不 足 で あり , 6 点 で は 目的 を 果たし 得 な い 
と 考え た . く あ る う 改 作 の 結果 , 1888 年 の 未 に 2 点 を 
増し て 8 点 828 LL, 変化 数 を 多く し た . その 構成 は 
「 ア イ ウ エ オ 」 の 5 母音 の 形 を 定め , それ に 子音 を 表 
わす 各行 の 特 点 を 合わ せ て 全 か な を 表現 する も の で , 
規則 的 な 構成 で あっ た . £05 2088 > HSE: BS 
も 備え て いる . これ を 使用 し た 生徒 は , 便利 が っ た と 
いら . し か し , 石川 は この 案 に 満足 する こと は で き な 
か っ た . 小西 も る な る べく ブラ イ ュ 点字 の まま 6 点 で か 
な を 表わし た いと の 意見 で ある . 石川 は さら に 考案 を 
進め て いっ た . 

その ころ , 小西 の 勧 説 に より , 遠山 邦 太 郎 , 奥村 三 
策 の 2 人 の ほか 篤志 の 生徒 が 点字 翻案 の 事業 に 加わ 
り , ある い は 単独 で , ある い は 共同 で 研究 く あ ふう し 成 
案 の 構成 に 努力 し た . 

翌年 末 に 遠山 が 一 つの 成 案 を 発表 した. その 骨子 は 
次 の 通り で ある . 

(1) ブ ライ ュ 点 字 の a か ら まで の 10 Fe 50 音 図 の 
7 SEY weit wieihily ブラ イー 点字 の he ち を 人 人 
BZ, h を ラ に , i を ヤ に 当て た . 

(② イ 段 , VR, エ 段 の 各 文 字 は ブラ イ ュ 点字 の 第 2 
段 , 第 3 段 , 第 4 段 の 文字 を 用 いた . た だ し , 第 3 段 
に お いて , ヤ 行 と ラ 行 を 入替 えた . 
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(3③ オ 段 の 文字 は , ア 段 の 文字 を 低下 し , これ に 第 4 
の 点 を 加え た . KEL, = の 一 字 os は 規則 に は ず 
れ , EK, ラ $s と 紛れ や すか っ た . 

(4)v ge は ヤ of を 低下 し た も の . ヶ 行 に お いて , 
+, 2O2 fee, . FEZ 24 Saws OMICS 

る 文字 を 用 いた . 

OBS, 半 濁 音 , ツナ ギ , BF, 
@ 

(@⑥ 数 字 は ブラ イ ュ 点字 の も の を 用 いる . KEL, 8 
と 9 を 入替 えた . 数 符 は ss を 用 いる . 

遠山 が ブラ イ ュ 点字 に 従い な が ら ゃ , その 配列 法 を 
変更 し , キキ ェ の 2 字 を 捨て た こと は 石川 の 思考 に 大 き 
く 影響 し た . 石川 は いう . 

「 プ 氏 の 列 点 法 を 変更 し て いる が , 変更 する か ら に 
は 大 い に 変 更 し て わが 国 の 仮名 を 排列 する 最善 の 工夫 
を する に 如 か ず , 同じ く < 同形 の も ぁ の を 用 いる に し て も 
な る べく 無理 の な いよ うに , また な る べく 我 が 語法 に 
大 関係 ある 五 十 音 の 排列 に よっ て 規則 正しく 覚え 易く 
ey ee 

1889 年 に な る と 点字 翻案 の 事業 は 一 段 と 活発 に な 
ok. 石川 が 点字 撰 定 会 に 提出 し た 最後 の 案 を 得る ま 
で に は , 幾 種類 か の 案 が 構成 され た . 同時 に 遠山 を は 
じ め 教 員 奥村 三 策 , 生徒 伊藤 文 吉 , 室井 係 四 郎 の 各 案 
お よび 伊藤 ・ 室 井 共同 案 が 発表 され た . その うち い ず 
れ の 案 を 採用 すべ きか が 上 緊要 の 問題 と な っ て きた . 翌 
年 9 月 27 日 , 第 1 回 撰 定 会 に 提出 され 討議 され た の 
は 石川 倉 次 案 , 遠山 邦 太 郎 案 お よび 伊藤 ・ 室 井 共同 案 
の 3 種 で あっ た . 

( 付 説 ) 日 本 点字 制定 に 至る まで の 考案 の 諸 案 は , 鈴 
木 力 二 著 「 石 川 倉 次 先生 値 」 に 掲載 され て いる . 石川 
は 「 以 上 3 案 と も で き あ が っ た も の を みれ ば 簡単 に で 
きた よう に みえ る けれ ども , いずれ も いろ いろ 考案 
し , 改訂 を 尽 し た 結果 成り 立っ た も の で ある 」 と いっ 
で WW 


音 の 符号 を 革 


点字 撰 定 会 
石川 が 記述 し た 「 日 本 点字 撰 定 始末 」 お よび 「 日 本 
育 人 文字 の 起源 」 に よる と , 第 1 回 点字 撰 定 会 は 1890 
(明治 23 ) 年 9 月 27 日 に 開か れ た . この 日 の 参 会 者 
は 校長 伊沢 修二 , 小西 信 八 , 石川 倉 次 , 遠山 邦 太 郎 , 
奥村 三 策 の 諸 教 員 , 盲 生 伊藤 文 吉 , 室井 孫 四 郎 ほか 6 
人 . まず , 小西 が 会 議 進行 に つい て , 「 従 来 本 邦 に は 
点字 な く , た また ま 仏 人 ブラ イ ュ の 点字 を 輸入 し た 
DB, ① そ の まま わが 国 の か な に 用 いる 場合 , 子音 母音 


合 綴 の 繁 冗 , 紙面 と 時 間 の 不 経済 を 免れ な い . ② も 
し , 点字 の 配点 を 変更 し て , か な に あて は め る な ら ば 
世界 共通 の 文字 と いう 利点 は 失わ れる . 上 記 ① ② い ず 
MOWAICR< Fd.) EMR. これ に 対 し て 各自 
意見 を 述べ , 次 の 諸事 項 を 決定 し ある い は 討議 した. 

(DSK, 毎週 土曜 日 に 撰 定 会 を 開く . 

(② 世 界 共 通 と いう 利点 は 失わ れる が , 日 本 の か な に 
適合 する 新選 の 点字 を 採 定 す る こと . 

(3③ い ろ は 順 を 捨て て , 50 音 順 に よる こと に する . 

(④ 提 出 し た 3 案 の 提 案 者 は , それ ぞ れ 自己 の 案 を 主 
張 し た . 伊沢 ・ 小 西 の 2 人 は 伊藤 ・ 室 井 共 同 案 を 表 持 
し , 石川 ・ 遠 山 の 2 人 は 石川 案 を 主張 し て 譲ら な か っ 
た . そこ で 伊沢 校長 は 伊藤 ・ 室 井 共同 案 の 適 谷 を 実際 
に 生徒 に 試験 し て みる よう 指示 し た . 

石川 の 主張 は 次 の よ - う な も の で あっ た . すなわち , 
ブラ イ ュ 点字 を その まま 50 音 順に 配当 すれ ば , 同形 
の 高 字 と 低 字 を 用 いな けれ ば な ら な い . 同形 の 高 字 と 
低 字 が 文中 に 混ざり つなが っ て くる と き は , 模 読 する 
の に 紛らわしく , 見 た 目 に も み に く く , 実際 上 不便 が 
多い . 点字 を わが 国 の こと ば に 適合 させ る た め に は , 
ブラ イ ュ 点字 を くず し て , さら に 適当 に 配置 すべ き で 
ある . 

第 2 回 点字 撰 定 会 は 同年 10 月 4 日 に 開 か れ た だ. 参 
会 者 は 前 回 と ほぼ 同じ . この 会 議 は 日 本 点字 の 大 網 を 
決定 し た 点 で 意義 深い . 討議 の 内 容 お よび 決定 事項 は 
次 の 通り で あっ た . 

a, 半 濁 符 は 字 の 前 に 思 く . 

(② 立 案 者 な ら びに その 支持 者 は 対立 の 案 を 批判 し 
fe. 

石川 案 に 対 CARB E BHF RRA ADICA 
便 で ある と いう の が お も ゃ も な 批評 で あっ た . これ に 対 し 
て 石川 は 次 の よう に 答え て いる . 

「 伊 藤 ・ 室 井 共 同 案 は ア 段 と オ 段 は 同形 に し て た だ 
高低 の 差 あ る の み . 互い に 読み に くく 紛れ や すい . 同 
形 異 音符 20 ある が ゆえ に 文 意 を 考え て 判読 する か , 
も し く は , 他 字 と 比較 し て 始め て 判読 し うる けれ ど 
b, その 字 を 指 の 下 に 押え て 一 度 に 直ちに 安心 し て 読 
むこ と は で き な い . すなわち も , 50 音 の うち も 20 は 安心 
し て 読む こと は で き な い . し か る に 石川 案 は 50 の う 
ち 8 字 は 同形 異 音 符 で ある けれ ども , うち 6 字 は い ず 
れ に 誤読 し て も , ほとん ど 同 音 で ある か ら 日常 害 は な 
い . 他 の 2 字 (7 > 7) は 比較 上 判読 し や すい . し か 
LT, 綴っ た 文 の 形 は 見 に くい こと な く 安 心して 読 ゼ 
こと が で きる . 音楽 謝 と ビー マ 字 の 学習 の 便 を 欠く と 
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の 批評 か あ る が , 必要 ある と き は , 別に 学ぶ べき で 一 


部 少数 の 人 の た め に 多数 の 人 の 便益 を 犠牲 に すべ き で 


な い 」 . 

討議 の 結果 ., まず , 石川 案 を 採用 し , 初級 の 生徒 に 
教 を ん る こと に 決定 し た . 

(③ 数 字 は 西 涯 と 同じ も の を 用 いる こと に し た . 

この よう に し て , 現在 用 いら れ て いる 日 本 点字 の 基 
礎 が この 日 に 確立 され た の で ある . 

第 3 回 点字 撰 定 会 は 10 月 18 日 に 開か れ た . 参 会 者 
は だ いた い 前 回 に 同じ . 分 別 書き 方 , 助詞 な ど に つい 
て , 次 の 諸事 項 を 決定 し た . 

(1 数 字 は 西 涯 の も の を 用 いる (第 2 回 の 会 議 で 取 上 
げ ば られ 決定 し て いる ) . 

(2) 語 と 語 の 間 は 1 ABET CL. 

(3③) 句 と 名 の 間 は 2 目 離す こと . 

(④⑳ 後 詞 の 「 ハ ・ へ 」 は 発音 通り 「 ワ ・ エ 」 を 用 いる 
ee 

(5 後 詞 「 ラ 」 は 「 ラ 」 を 用 いる こと . 

第 4 回 点字 撰 定 会 は 11 月 1 日 に 開か れ た . 出席 者 
は 小西 , 石川 , 遠山 , 奥村 の 4 教師 , 生徒 は 伊藤 文 吉 
の ほか 9 人 . 最終 の 会 議 で あり , 日 本 点字 史 に お いて 
記念 すべ き 日 で ある . この 会 議 で 他 の 諸 案 を 廃棄 し, 
石川 案 を 採用 する こと を 決定 し た . な お , 奥村 の 提言 
と 基づき , +, 百 , 千 , 万 , 億 な どの 数 に ブラ イ ュ 点 
字 を 当て , 

KA aE) Me, NS-O 

ne i 管 
と 書き 表わし て も よい こと と し , 4 回 に わた る 選定 の 
事業 を 終結 し た . 石川 は 「 日 本 点字 撰 定 始末 」 に 決定 
の 諸事 項 を 次 の よう に 記述 し て いる . 

「 第 一 , ぶれ い ゆ 氏 其 位 ノ CEFR > 用 ヒザ ル ュ ト 
= 決 ス . 其 理 由 へ 音韻 合 綴 ノ 繁 宛 アリ 紙面 モ 多 ク 用 ヒ 
模 読 = 時 間 ラ 費 ヤ ス 等 ノ 損 失 ア リテラ 用 フル モ 其 ノ 
益 少 チキ ニョ ル 

第 二 , ぶ 氏 其 備 ノ 列 点 = 日 本 ノ 仮名 ラ 配当 スル トキ 
ハハ いろ は 順 = ニ スル モ 事 十 音 順 ニ = スル モ 共 = 不都合 ノ ュ 
ト 多 ク 益 少 ナ ケレ バ 新 = 組 替 フ ル ュ ト = 決 ス 

=, 新 = 組 替 ヘ タル 点字 ノ 内 = テム ^ 先 ヅ 石 川 倉 次 
ノ 案 ヲ 採 ル ガ 最 モ 便利 多 ヶ レバ 之 ラ 採用 スル ュ ト = 決 
A 

第 四 , 数 字 へ 西洋 同一 ノ モ ノ ラ 用 フル = 決 ス 其 理由 
ハハ 石川 ノ 数 冠詞 へ 西洋 ト 同 一 ナ レバ 数 符 及 同 一 ラ 用 ヒ 
FERRI I IF IAZIAL BY MAe BERS 
音楽 譜 ラ 学 バ ント スル トキ 其 ノ 手引 トナ ル 益 ア レバ ナ 


リ 

STL, 8, 百 , a 萬 , 億 ラ 要 スル トキ ハ ぶ 氏 維 馬 字 
WAY K, L, M, N, O ヲ 用 フル ュ ト トス 但 シ 数 ノ 書 
キ 表 と 方 へ 当分 適宜 ニス ルコ ュ ト トス 」 


音 点 字 の 整備 

日 本 点字 の 完成 以後 1897 (明治 30 ) 年 ご ろ ら ま で は 
歴史 的 か な づか い に 従 っ て 点字 を 用 いた . 石川 倉 次 は 
REDACTED, 翌年 , AF OMRAMK 
を 発表 し , 東京 盲 喧 学 校 で 公式 に 採用 され る こと に な 
っ た . ここ に 日 本 語 を 表記 する 点字 組織 は 完備 し た の 
CHS. 石川 の 50 Fr50CHRALFIL 1901 年 4 月 
22 日 , 官報 に 日 本 訓 盲 点字 と し て 掲載 され た . 初め 
の hn ZAGAT Zing Se ih CP Pei, 
FiL IF ONFICMBR RAD CHD LED, 1907 
IF ONFICMEALMES Sc Lichkos bh. 


@・ @ @・ @・ @ @・ @・ @ @・ DD 
ee -@ -@ ee °@ -@ oe 
・ @ ・@ @・ @ @@ eo @ os @・ 
Pa カ タ Pa z ヤ ラ ワ 
e- る ・ e- @・ @・ @・ @・ @・ ee 
@・ @・ @@ eo @・ 、@・ ee @@ @・ 
ee -@ -@ @- @・ @@ の の @ ee @・ 
キ ン チ ニ ヒ ミ リ Si 
@@ @ ら @ @@ ee Cy) ee @@ ・@ @@ 
ee ee -@ -@ ee ee sg ee -@ 
-@ °@ @- @- ee ee @@ 
ウ ク ス y ヌ Di ム = ル 
a eee ae ee, ae $3 ge 
・@ ・@ @・ @ @ @@ ae @・ 
= ケ A Za 不 a a レ ヒコ 
・@ ・@ ・@ @ @ ・@ @ ・@ ・@ ee 
@・ @・ eo ee @・ eo ・@⑨ ry) ・@ 
・ ・@ ・@ @ @ 6@ ee @・ oe @・ 
コ ジ / ト ホ モ ロ と 4 
5 坦 ・@ ee sp aa ・@ 
oe Ph ・@ sa ris ee o@ 
a 8 +8 促 fp ツナ ギ ン 
oe Sie eee ree Sie 
外国 字 符 B25 B882F 読点 句点 
@・ @・ ee @@ @・ ee ee @・ ・@ ・@ 
a : 9 
1 Z 8) 4 5 6 7 8 9 0 


図 3 石川 倉 次 案 日 本 点字 


石川 倉 次 略歴 

石川 倉 次 は , 1859 (安政 6) 年 1 月 26 日 , 遠州 浜 
松 に 生ま れ た . 父 は 石川 専 七 , 母 は 名 し と いっ た . 
1868 (明治 元 ) 年 , 藩主 井上 正春 が 千葉 県 鶴舞 に 国 替 
えす る に 当たり , 父 に 従っ て この 地 に 移る . 10 歳 の 
と き で ある . 1879 年 に 千葉 県 師 男 学校 を 卒業 し , 各 
地 の 小 学校 を 歴任 し た . 1886 年 , 小西 信 八 の 推挙 に 
より 茂原 小学 校長 を 辞し て 東京 盲 貴 学 校 に 移り , 以 
来 , 盲 貴 の 教育 に 終始 し た . 1888 年 , 小西 の 勧め に 
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よっ て 日 本 点字 翻案 に 着手 し , 1890 年 に これ を 完成 
し た . すなわち , 今日 わが 国 に お いて 使用 され て いる 
点字 は それ で ある . 続い て 1898 年 , MERE LBK 
し , 公式 の 承認 を 得 た . 19104, GEO 教育 を 分 離 
する に 当たっ て , Ree EL TCD, 1925 (大 
正 14) 年 3 月 退官 し た . 日 本 点字 完成 以来 . その 功 
績 に より , し ば し ば 公私 の 賞 賜 表彰 を 受け た . 1944 
(昭和 19 ) 年 10 月 , Bek welt CHER HE ICR 
BAL, その 年 の 12 月 23 日 に 86 歳 で 没 し た . 


数 学 記号 の 制定 

1890 年 , 石川 倉 次 が 日 本 点字 を 完成 し た と きい は , 
数 字 は ブラ イ ュ 点字 の も の を 用 い , 記号 も 少な か っ 
た . 1894 (明治 27) 年 の 明治 天皇 御成 婚 満 25 年 奉祝 
歌集 に 点字 な ら び に 数 字 を 掲げ ば て いる が , 数 符 数 字 は 
ブラ イ ュ 点字 と 同様 , 順 数 は 基数 を 1 段 低下 し , 小数 
点 は 第 6 の 点 を 使用 し た . 明治 30 年 代 に は いっ て , B 
教育 の 向上 に 伴い , さら に 多 ぐ の 記号 を 必要 と し た . 
1907 年 , 東京 証 路 学校 は この 要求 に 答え て 欧米 諸国 
の 符号 を 参考 に し て 数 字 お ょ よび 数 学 記号 を 制定 し た . 
この 制定 に 当たっ て は , 基数 は ブライ ユ の それ と 同じ 
く , 順 数 は 基数 の 文字 を 1 段 低下 し , 加減 乗除 の ほか 
多数 の 符号 を 設定 した. また , 分 別 書き 方 に つい て も 
細か い 規 則 を 設け た . し か し , この 制定 に よっ て 直 ち 
に それ が 全国 に 使用 され た わけ で な く , 人 に より 学校 
に よっ て 異な る 記号 が 用 いら れ て いた . そこ で , 数 学 
記号 の 全国 統一 が 要求 され た . 

アメ リカ に お いて 英 米 両国 の 点字 統一 の BOR 
上 , 1 級 半 点 字 の 成立 を みた が , これ に は 数 学 記号 お 
よび 化学 記号 を 併記 し , 1919 (大 正 8 ) 年 1 月 の The 


New Outlook for the Blind, American Foundation . 


for the Blind に 掲載 され た . この 記号 は テー ラー (H. 
M. Taylor) の 筆 に な る Mathematical and Chemical 
Notations (数 学 と 化学 記号 ) に 基づく も の で あ る . 
東京 盲 学校 当局 は これ を 万 国共 通 の 記号 で ある と し て 
研究 の うえ 意見 を 発表 し , さら に 1921 年 7 月 , FH 
盲 教育 会 総会 に 「 数 学 記号 を 万 国共 通 に し て は 如何 」 
の 議題 を 提出 し て 可決 され た . し か し , 全国 の 学校 が 
直ちに この 決議 に 従っ て , 万 国共 通 の 方 式 を 採用 し た 
の で な く , Dic) OSE EMH DV Te. わが 国 の 分 
数 の 書き 方 が 欧米 の それ と 異な る こと , 従来 の 慣用 の 


書き 方 を 一 挙 に 変更 する の は 困 将 な こと で ある こと な 


ど が お も な 理由 で あっ た : 1926 年 4 月 に な っ て , 帝 
国 盲 教育 会 近畿 部 会 が 算術 科 教 授 調査 書 を 発表 し た . 


= 








これ は 数 字 は ブ プライ ユ の も の を 用 いて いる が , 加減 乗 
除 を は じ め その 他 は 英 米 の 方 式 に よら ず , 1907 年 制 
定 の も の を 主として 新た に 制定 し た も の で , 今 関 秀雄 
の 考案 に な る . 帝国 盲 教育 会 に 対抗 し て 組織 され た 日 
本 盲 教育 会 主催 の 研究 会 は , 1927 (昭和 2 ) 年 , SB 
考案 の 記号 お よび 記法 の 採用 を 議決 し た (日 本 盲 教育 
第 5 号 ). その 結果 , 東京 盲 学校 の 万 国共 通 方 式 と 近 
畿 を 中 心 と する 今 関 の そ れ と が 並立 し て 互い に 争う こ 
と に な っ た だ た. 」 

東京 衣 学 校 は 今 関 の 方 式 に 極力 反対 した. 同 校 教諭 
沢田 慶治 は テー ラー 方 式 が 理論 お よび 実際 上 か ら 最 も 
合理 的 , か つ 便 利 で ある こと を 確認 し , その 採用 の た 
め に 努力 し た . 沢田 に よ る と , 数 学 は 真理 の 学 で あ 
る . 単純 な 算式 は いか な る 国 の 児童 も 理解 し 得る . 数 
学 記号 は 機械 学 , 物理 学 , 化学 , 天文 学 の ほか , あら 
ゆる 科学 に 使用 さき れる. これ を 国 に よっ て 異 に する の 
は 学問 研究 上 不利 で ある . 英 米 式 記 号 は , これ を 研究 
し 熟達 すれ ば , これ ほど 便利 な も の は な い の で ある 
と . 東京 講 学 校 が 全国 に 配布 し た 「 点 字数 学 記号 解説 」 
は 沢田 が テー ラー の Mathematical and Chemical 
Notations (1917): に 基づい て 解説 し た も の で ある . 
数 学 記号 の 対立 は 盲 教育 に 直接 の 混乱 を も た らし 
た . 1928 年 , 帝国 盲 教育 会 は 委員 5 人 を あげ て 調査 
する こと を 決め , 日 本 盲 教育 会 も 委員 5 人 を あげ 帝国 
盲 教育 会 と 協同 調査 する こと を 議決 した. この 協同 委 
員 会 は 翌年 の 大 会 に 成 案 を 報告 する こと を 任務 と し 
た . 1929 年 , TE BABRASRACRATAS 統一 成 
案 を 得る た め に 会 合 し た が , 沢田 と 今 関 は 対立 し て 譲 
ら ず , や む を 得 ず 抽選 に ょ り 甲 乙 の 2 種 に わけ , 2 
を 平等 に 存置 し て 各 学 校 の 好む と ころ に 従っ て 自由 に 
採択 を 任せ る こと に し た . 抽選 の 結果 , 今 関 の 方 式 は 
甲種 , 沢田 主張 の 東京 言 学校 方 式 は 乙種 と な っ た . fi 
局 , この 協同 委員 会 は 統一 の 目的 を 果たす こと が で き 
な か っ た . COR, 自由 競争 の 結果 , 東京 盲 学校 が 主 
張 する 英 米 方 式 が 次 第 に その 長所 を 認め られ , 全国 共 
通 方 式 の 地位 を 占め る に いた っ た の で ある . わが 国 の 
数 学 記号 が 短期 間 の うち に 帰 一 し た の は , 育 教 育 の 幸 
Wet Beta CHa. 


音楽 記号 の 制定 
- わが国 の 盲 教育 に お いて 音楽 は 重要 な 科目 で あっ 
た . その た め , 日 本 点字 翻案 の 過程 で 世界 共通 の 音楽 
記号 を 考慮 し な が ら 研 究 が 行なわ れ て いた . 日 本 点字 
の 完成 後 数 年 , 1893 (明治 26) 年 , 佐藤 国 蔵 が 初め 
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て 国民 唱歌 を 点訳 し た . 1894 年 , 東京 盲 学校 は 明治 
天皇 御成 婚 満 25 年 奉祝 の た め 教員 高津 柏 樹 作詞 , 多 
- 久 頼 作曲 の 奉祝 歌 を 生徒 に 歌わ せ た が , その 譜 本 に は 
点字 楽譜 と 普通 字 略 譜 を 対照 し て 併記 し て いる . この 
年 に は 佐藤 国 蔵 が 「 点 字 唱 歌 の 譜 綴 方] を 著 わ し た (| 
A) これ ら の 諸 書 に 用 いら れ て いる 記号 は , EEL 
て 唱歌 用 の 少数 箇 単 な も る の で ある . わずか な 年 月 の 間 
に 日 本 語 に 消化 し た の は 注目 に 値する . 証 教 育 の 進展 
に 伴い , 音楽 記号 の 整備 が 必要 に な っ て きた の で , 文 
部 省 は 1910 年 「 訓 盲 楽 議 」 1 巻 を 発行 し た . その 序 
文 に 「 東 京 盲 学校 教員 鈴木 米 次 郎 に 嘱 し て 欧米 に 行 は 
る る ブラ イ ュ 氏 訓 盲 楽譜 の 説明 を 述 作 せ し め , 広く 訓 
盲 の 事 に 従 は ん と する 者 に 便 す 」 と 述べ て いる . この 
書 は ワ ト ス ン (Edward Watson) 執筆 の Braille 
Musical Notations for the Blind ( 1902 ) に 基づい 
て 各種 の 記号 を 解説 し た も の で , 以来 , わが 国 点字 楽 
譜 の 基本 と な っ た -. 

1934 (昭和 9 ) 年 , 東京 盲 学校 教諭 福家 辰己 が 「 点 
字 楽 譜 の 書 方 巻 1 」 を 点字 で 出版 し た . 本 書 は 入間 
可能 の 極限 まで 到達 し た と いわ れる 1922 年 制定 の 
Key to the Braille Music Notations (NIB 発行 ) に 
基づき , か れ 自 身 が 盲人 で ある 体験 に 立っ て 解説 し た 
も の で , すぐ れ た 解説 書 で ある . | 

一 方 , 盲 教育 に お ける 邦楽 は , 従来 , 主 と し て 口伝 指 
授 に よっ て 行なわ れ , 楽譜 に よる こと が 少な か っ た . 
し か し , 西洋 の 点字 楽譜 の 知識 が 普及 する に つれ て , 
邦楽 を 点字 に よっ て 表記 する よう に な っ た . その 最初 
の 着手 者 は 三輪 尚 で ある . 三輪 は 1906 年 か ら 1908 年 
に か け て 普通 の 点字 楽譜 を 主 と し , これ に 特殊 な 琴 の 
弾 法 を 書き 表わす 記号 を 加え , これ に よっ て 律 曲 を 表 
記し た . その 後 , か れ は 改訂 を 加え , 1929 (昭和 4) 
年 に 点字 で 出版 し た . 東京 盲 学校 で は 1913 (大 正 2 ) 
年 , 石井 重 次 郎 , 鈴木 米 次 郎 , 高岡 みつ の 3 人 を 委員 
と し て 千曲 に 関す る 点字 楽譜 の 研究 に 着手 し , 翌年 成 
案 を 得 て こ れ を 同 校 の 教授 に 使用 し た . 西洋 の 点字 楽 
謗 を 基礎 と し , 律 曲 特有 の 手法 に 関し て 全く 別個 の 記 
号 を 制定 し た も ゃ の で ある . 

昭和 年 代 に は いっ て , いわ ゆる 新曲 の 創作 が 行なわ 
れる よう に な っ た . これ に 従事 する 人 びと は , いずれ 
も 西洋 音楽 の 理論 に 基づき , その 楽譜 に よっ て 笛 曲 を 
gee EN 7c. 

1929 年 , 帝国 盲 教育 会 の 研究 会 に 提出 され た 東京 
盲 学校 の 久本 玄 智 の 案 , 大 阪 市 立 盲 学校 の 杉江 泰一郎 
の 案 は , その 内 容 は 異な る が , 西洋 楽譜 こよ る の を 理 


想 と し 処 曲 に は 特有 の 記号 を 必要 と する 点 で は 一 致し 
た . 東京 盲 学 校 が 1934 年 4 月 に 発表 し た 「 千 曲 楽譜 
記号 表 」 は 上 記 の 方 針 に 従っ て 制定 し た も の で ある . 


点字 投票 

衆議院 議員 選挙 に お ける 点字 投票 は 多年 に わた る 盲 
KOBE CH otc. この 要望 は 1925 (大 正 14 ) 年 4 
月 5 日 , 法律 第 47 号 衆 議院 議員 選挙 法 お よび 翌年 1 
月 30 日 , 衆議院 議員 選挙 法 施行 令 の 公布 に よっ て 実 
現さ れ た . 点字 は 選挙 に お いて 公式 文字 と し て 認め ら 
れ , 日 本 点字 の 法制 上 の 地位 は 確立 し た の で ある . 投 
時 に 関す る 記載 に 使用 し 得る 点字 は 施行 令 に 別表 を も 
っ て 定め られ た . 終戦 後 , 新た に 公職 選挙 法 が 制定 さ 
れ た が , 点字 投票 に 関し て は 変わ ちゃ と ころ は な い . 

[ 公職 選挙 法 (1950 年 4 月 15 日 , 法律 第 100 号 ) 
第 四 十 七 条 投票 に 関す る 記載 に つい て は , 政令 で 
定め る 点字 は 文字 と みな す . | 

「 公 職 選 挙 法 施行 令 (1950 年 4 月 20 日 , 政令 第 89 号 ) 
第 三 十 八条 法 第 四 十 七 条 の 規定 に よっ て 盲 人 が 投 
票 に 関す る 記載 に 使用 する こと が で きる 点字 は 別表 第 


— EIS . 』 (KK) 
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石川 倉 次 「 日 本 点字 撰 定 始末 」 
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石川 倉 次 「 手 帖 , 紙片 に 誌 し た 手記 」 
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日 本 点字 の 研究 と 構成 
日 本 点字 の 研究 


現在 , 盲 学校 の 義務 教育 用 教科 書 に 用 いら れ て いる 
点字 は , 1966 年 に 発足 し た 日 本 点字 委員 会 (日 点 委 ) 


_ に よっ て 決定 され た も の で , これ が 日 本 点字 の 標準 と 


な っ て いる . 先覚 者 た ち が 確 立 し た 点字 と は 本 質 的 に 
は 何ら 異な る も る の で は な い が , 従来 か ら 不 統一 が 叫ば 
れ て いた 「 マ ス あ け 」「 書 き 方 」 の 形式 に つい て の 積 
極 的 な 取決め な ど は , 著しく 発展 し た と いわ な けれ ば 
な ら た な い . 以下 は 日 点 委 に 至る まで の 現代 点字 表記 研 
究 の 歩み で ある . 

日 本 の 点字 は , 古く 明治 20 年 代 石川 倉 次 に より 作 
られ た が , 沢田 慶治 の 「 外 来 音 点字 が 発表 きれ る に 


68 点 


及 ん で , ロー マ 字 に 劣ら な い 音 標 文字 と し て の 確立 を 
みた の で ある . 一 方 , 近畿 に お いて は , 小林 卵 三郎 , 
BBS, 大 野 加 久 二 と いっ た 日 常 点字 を 用 い , 点 
字 問 題 に 関心 を も っ て いる 者 た ち が , SHH HAL 

く 」「 書 きよ く 」「 わ か り よ く 」 ety b-K, 点字 
に 関す る 資料 を 広く 収集 し て , 経験 的 立場 か ら の 研究 
を 進め て いた . 近畿 盲 教育 研究 会 ( 近 盲 研 ) に お いて 
は , 1940 (昭和 15 ) 年 に 鳥居 ら が 発表 し た 「 点 字 規 
Bll] を 取上げ 点字 研究 委員 会 を 設置 し た が , 間もなく 
第 2 次 世界 大 戦 に よっ て 中 由 さ れ た . RRR, COB 
員 会 は 再発 足し て , 表記 法 , 分 別 法 , 符号 の 使い 方 な 
ど , 主として 語法 的 に 書き 方 を 体系 づけ £5 と 努力 し 
= 

1951 (昭和 26) 年 に は , 近 盲 研 案 点字 規則 を 作り あ 
J, これ を 全国 の 謀 学 校 , 関係 者 に 提示 し て 意見 を 求 
め た . 同 委 員 会 は 引続き 関東 側 と の 連絡 を 密接 に し 
て , 化学 記号 , 数 学 記号 , 邦楽 記号 の 研究 に も 精力 的 
な 努力 を 傾け た . と ころ が , 次 第 に 盲人 の 国際 的 な 
往来 が 激しく な り , 世界 点字 審議 会 (World Braille 
Council) に も 日 本 代表 が 出席 する に 及 ん で , 全国 的 
な 点字 研究 と 普及 の 機関 設立 の 要望 が あり , 1955 年 , 
全国 盲 教育 研究 下関 大 会 に お いて , 日 本 点字 研究 会 
(日 点 研 ) の 成立 を 見 た の で ある . UK, 同 会 は 点字 
に 関す る あら ゆる 問題 の 検討 に 努力 し , その 徹底 を 図 
る た め 会 報 を 発行 する と と も る に, 次 の よう な 出版 物 を 
編集 刊行 し た .「 点 字 理化 学 記号 」」 「 点字 早わかり 」 
「 点字 数 学 記号 「 点 字 邦 楽 記号 」, 「 邦楽 特殊 奏法 解 
説 テ ー プ 」」「 点 字 能 力 基準 「 点 字 文 法 」」「 世 界 点字 
楽譜 解説 「 日 点 研 の あゆ るみ 」. 以上 の うち さら に ., 
理化 学 記号 , 早わかり , 数 学 記号 , 点字 文法 に つい て 
は 改訂 版 を 出し て いる 点 か ら み て も , 短期 間 の うち に 
いか に , 多く の 仕事 を な し た か が うか が える . 

と ころ で , 点字 の 国語 表記 法 を 取決め た 「 点字 文法 」 
の 初版 は , 1959 年 で ある が , この 種 の も の の 編集 に 語 
法 的 な 分 類 整 理 を 行なっ た の は 画 期 的 な こと で あっ 
た . 初版 の 点字 文法 が 広く 世に 利用 され る に 及 ん で , 
日 点 研 に は 貴重 な 意見 が 数 多く 寄せ られ た . 

近 盲 研 点字 部 会 に ない て は , 1963 年 以来 それ が 改訂 
の 検討 に 着手 , 1965 年 に は さら に 10 項目 に わた る 改 
訂 に つい て の アン ケー ト を 全国 的 に 行ない , 関東 側 委 
員 と 審議 の 結果 , 1966 年 に その 後 広く 活用 され た 改 
訂 版 を まとめ あげ た -. 

「 点 字 文 法 」( 点 字 国語 表記 法 ) が それ で ある . その 
活用 に 当たっ て 強く 望ま れ て いる 点 は , わが 国 点字 統 


=s 


ー の 徹底 化 で あり , 各 点 字 出 版 所 , 点字 図書 館 に お け 
る 全面 的 採用 で ある . 

日 点 研 は , 1966 年 7 月 に 解散 し た が , その 11 年 間 
に , SHENG, Ek, 総会 を 11 回 開催 し て 点字 問 
題 に 関す る 基礎 的 な 処理 を し て きた . AS, BER, 
点字 出版 所 , 点字 図書 館 関係 者 に よっ て 日 本 点字 委員 
会 を 設立 し , 日 点 研 の | 点字 文法 」 を 再 検討 し て , 日 
本 盲人 福祉 委員 会 の 協力 に より 「 日 本 点字 表記 法 現 

語 騙 」 を 発行 し た . こ の 活用 に 当たっ て 強く 望ま れ 
る 点 は , や は り わ が 国 点字 統一 の 徹底 化 で あり , BK 
育 者 , 各 点 宇 出 版 者 , 点訳 奉仕 者 その 他 関 係 者 に 全面 
的 に 採用 され る こと で ある . (馬場 慶治 ) 


日 本 点字 の 構成 

[点字 文字 の 形態 と 組織 ] 点字 は 縦 3 点 , R280 
6 個 の 半 円 球 の 凸 点 の 組合 わせ を 1 単位 と し て 構成 さ 
れ て お り , これ を 1 マス と 呼ん で いる . 日 本 に お ける 
BBN 1 マス の 大 き さ は , 縦 約 6 ミリ , 横 約 3.5 ミ 
IC, 欧米 の も る の は これ より や や 大 きい この 6 点 の 
組合 わせ に よる 63 種 の 異な る 符号 を , わが 国 で は 国語 
の 五 十 音 に 当て は め , 残り を 促音 符 , REG. BF 
A, BSA, 捧 音 符 な どの 文字 記号 , 句点 , 読点 , 疑 
問 符 , RE, RFA, PE, か っ こ な ど の 文章 記号 
お よび 外国 文字 , 数 学 記号 な ど , 五 十 音 に 重複 する 文 
字 の 識別 記号 に 当て は め て いる . この た め , BSF, B 
音 , 特殊 音 な ど は 2 マス を 用 いて 表わし , 外国 文字 , 
数 字 な ど は 識別 記号 と 共に 表わし て いる . 

し 点字 の 構成 】 この 6 点 の 1 点 1 点 に 番号 を つけ , 

④ 左 縦 3 点 の 上 か ら ① の 点 , OOK, OOK. A 
③⑥ 上 か ら ④ の 点 , ⑤ の 点 , ⑥ の 点 と 称し て いる .、 
これ は 指 で 読む 場合 で ある が , 点字 器 で 書く 場合 は 逆 
に 右上 か ら ① の 点 , OOK, ③ の 点 . 友 上 か ら ④ の 点 
Oo, ⑥ の 点 と な る . 

〔 五 十 音 の 構成 〕 五 十 音 の 構成 は 次 の 通り で ある 。 
「 ア 行 」 の ア は ① の 点 , イ は ① と ⑨② の 点 , ウ は ① と ③④ 
OR, エ は ①②④ の 点 , オ は ②④ の 点 で ある . これ は 
ロー マ 字 で いう 母音 で あっ て , これ に 子音 を 付け る と 
「 ヵ 行 」 以下 が で きる . すなわち , ア 行 に ⑥ の 点 を 加 
える と 「 カ ヵ 行 ], ⑤⑯ の 点 を 加え る と 「 す サ 行 』 「 タ 
行 」 は ③⑤, 「 ナ 行 』」 は ③, 「 へ 行 」 は ③⑥,「 ~ 行 」 
は ⑨③⑤⑥, 「 ラ 行 」 は ③ の 点 と な る . 「 ヤ 行 」 と 1 
行 」 は 特例 で . ヤマ は ③④⑧, =2OOO, き ョ は ③④⑤, 
ワレ は ③, ラ は ⑨③⑤, ン は ③⑤⑥ と な っ て いる . EM 
音 ッ は ②), 長音 は ②⑤ で 表わす . 
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[濁音 の 構成 〕] 濁音 は , [atl 「 サ 行 」」「 タ 行 」, 
「 へ 行 」 の 前 に ⑤ の 点 , 半 濁 音 は 「 へ 行 」 の 前 に ⑥ の 
eR 2S Ry 5 NY RR so 
ホ , マム モ , ラル ロ の 前 に ④ の 点 を 付す と , キャ , + 
a, キュ (以下 略 ) と な る . MBB, A734, サス 
ツ , タツ ト , ハフ ホ の 前 に ④⑤ の 点 で ある . MFA 
は , ハフ ホ の 前 6-④⑥ の 点 を 加え それ ぞ れ の 音 を 表 わ 
し て いる . 特殊 音 , 各種 符号 な ど は 日 本 点字 一 覧 表 を 
参照 され た い . 

[点字 文法 〕 お よそ 書き こと ば に は 共通 し た ルー ル 
が ある . それ は 書き 手 と 読み 手 と が わか り 合 うた め の 
文章 表現 上 の 約束 ご と で ある . お の ず か ら 点 字 に も 約 
束 さ れ た 表記 法 (日 点 委 「 日 本 点字 表記 法 」 な ど ) が 
HH. これ に 基づい て 点字 印刷 や 点訳 の 作業 が な さ 
れ , また , 文章 が 綴 ら ちら れ て いる . 中 で も た いせ つた な こ 
と は , 点字 は 表 音 文字 の た め , 続け て 書か ず , わか ち 
書き が 必要 と な っ て くる . そこ で, 1 分 館 ど と に 区 切 
っ て 書く . これ を 点字 で は マス あけ と いっ て いる . た 
と えば 名 詞 は 前 を くぎ り 後 の 付属 群 は 一 続き に 書く こ 
と が 原則 と な っ て いる . これ ら 点字 表記 法 に つい て 
は , いち お 約束 は され て いる が , まだ 残さ れ て いる 
問題 が あり , 日 本 点字 委員 会 を 中 心 に , 盲 学校 や 点字 
出版 所 , 点字 図書 館 な どの 関係 者 に よっ て 絶え ず 統一 
の た め の 研 究 が 続け られ て いる . 

[書き 方 ] 点字 を 書く に は , お も に 点字 器 (点字 盤 
また は 点字 板 と も 書く ) を 使っ て 書く . 点字 器 で 書く 
場合 は 右 か ら 左 へ 書い て ゆく . また , 点字 タイ プラ イ 
ター ゃ 使用 する . 点字 タイ プラ イタ ー は , 手書き で 書 
く よ り 速度 が 速く 便利 で ある . これ に は 点字 器 式 に 右 
か ら 左 に 打 字 する も の と この 逆 の も の が ある . 

[ 触 読法 BAIL, この 点字 を 指 の 先端 の 掌 面 で 触 
読 す る の で ある が , 両手 で 読む 場合 は , まず 行 の 左端 
か ら 左 の 指 で 読み 始め , 中 程 で 右 の 指 に 移し , 左 の 指 
は 次 の 行 に 触れ て 待機 し , 右 の 指 が 行末 を 読み 終わ る 
と 共に 左 指 が 読み 始め る . これ を 繰 返 す の で ある . 指 
も 人 それ ぞ れ 違い は ある が , お も に 人 さ し 指 , 中 指 を 
使い ,。 た ま に は くす り 指 を 使用 する 人 も ある . 熟練 す 
れ ば , その 速度 は 晴 眼 者 の 音読 より は る か に 速い くら 
いで ある . また , ハン セン 病 盲 人 で 指先 に 感覚 の な い 
も の は くち びる また は 舌先 で 読ん で いる . 

(長岡 加藤 治 ) 
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@・ 人 る ・ eo @ の 6 ee 

"G ね AS め れ 

・@ -@ @@ -@ -@ -@ 

ee @・ *@ ee *@ の @ 

人 @・ 【 @- @® @- ee 

& D Es b di: A 
Et 

oe oe ・ DEE 

*@ -@ °@ ・・ oi, 

ee ee ee °-@ @@ 

7é ば ば 

2 Os @・ < の ・ 

・@ ee @ @・ ば っ の 

oe @ ee -@ @@ 

ぢ び oO 

«+ C€O ae 72 @©@ 

°@ °-@ ee ee ee 

oe @e @@ -@ @@ 

づ ぶ S 

es る の DER 7 】 ・ < の の 

・@ @@ ・@⑨ @・ ee @- 

oe @ < ・ @@ ・ の @@ 

2S べ “~ 

os *@ -@ coc ©@ 

・@ 60 @ @・ < @- 

ec @ 。 人 @⑳ ・@ @@ 

の | ほ ば 

REY Ba 
ras Se 

*@@- @e- ee < の @・ 

ee ) eee ee °@ 

oe @e ° @e ee EE @@ 

ちゃ xe Or みや 

・@ @@ ・@ ee @ @@ @ ee 

be (に ゅ ひ ゅ Arp 

・@ ・@ @ ・@ © ・@ ・@ ・@ 

e+ 08 < ⑳・ @- -* @@ 

ec @e < @- - ©@ es 】 】 

ちょ にょ ひ ょ Ay ょ 
提 半 濁音 

°@@- *@ @⑥・ ・@ @ 

<・@ ・@ *@ ee eee 

< 。 @e ・・。 @@ ・@ ee 

ちゃ び ゃ ぴゃ 

・@ 0@ °@ @@ ・ の つの ee 

°@ -@ °@ ・・ ee ee 

oe @e 。 。 の の ・@ ee 

ちゅ びゅ びゅ 

°@ °@ -@ -@ -@ -@ 

・@ ら @@ <・@ @⑥・ oe @- 

oe 人 ・ > 。 の °@ @@ 

Br Os O x 
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ee 


O' @@・ 


0 9・ 


Res: 


字 














・[ wil os SSL we) ウェ 


e・ *:[ wo J ウォ 


@ 
Aut Pay ape beim 
888 fe] v= 18 88 (dge] ジェ 


= SS[ tle 」 チェ 


5e[ tsa) yz Se tsi) »4 
5 38 tse) y= 05 g8 [tso] ッ ォ 
Ss コテ ィ Se[ di) x 
2S SSC tu] テ ュ 9 9[ dn] デュ 
5280 tn トッ :% 26[ dul Fy 
25:[ fa ファ < ( 本 プラ 
82[ fe z= 5 850 fo フォ 
eg fic val yr ee 85 ( vil ウィ 
og 8 vu ¥ ee Sof ve ] ツェ 
es es [ vo] ウォ 

その 他 の 符号 

eo @・ eo 2: ・@ 

・@ °e@ @・ ee os 

句点 疑問 符 感嘆 符 継ぎ 行末 の 継ぎ 


ee ee ce @・@・@・ 
ee ee ec ce ee ee ee 
ダッ シュ 棒 線 点線 
ee @・ <⑨ ・・< < の ②・・ @- 
< の -@ Se -@ @- ee es ee a 
@・ @・ @・ ・@ ・・ ・@ 
星 印 矢印 ( 右 向 ) 矢印 ( 左 向 ) 矢印 Care) 
S~ ss ogo eee es ee) ees eae 
she 二 重 か っ こ か ぎ Sy 
ee :: ~ :: c0e0 eo oo ~ ee co 
ee @⑥@ oe ee @@ ee ee 
小字 符号 ま た は 柚 外 引用 符号 点訳 者 注 挿入 符号 
数 字 (一 点字 数 学 記号 ) 
・@ 
2s 数 符 
外国 文字 (一 点字 数 学 記号 ) 
:s 外 字 符 8 引 用 OF 


(馬場 慶治 ) 


点字 音楽 記号 

6 点 式 点字 は 当初 か ら 点 字 楽譜 と し て の 体系 を 整え 
て お り , 一 般 譜 表 と 同様 に 音符 や 和音 は も ちろ ん , そ 
の 他 の 各種 記号 に 至る まで , これ を 表わす こと が で き 
HX ARS CWS: 

点字 楽譜 は ブラ イ テ ユ の 発案 以来 , た いし た 変更 は さ 
れ て いな い が , 国際 的 統一 を 図る た め に , 1888 EL 
来 , 数 回 に わた っ て 会 議 が 開か れ て いる . 特に 1954 
年 7 月 , ユネ ス ュ と 世界 盲人 福祉 協議 会 お よび 世界 点 
字 委 員 会 の 共催 で , ペリ で 開か れ た 「 世 界 点字 楽譜 
一 会 議 ]」 で は , 主として 複雑 な 楽曲 (合奏 , オー ケス 
トラ な ど ) や 特殊 な 楽器 (ギタ ー, アコ ュー ディ オン ) 
の 楽譜 の 書き 表わし 方 に つい て 審議 し た ほか , 点字 楽 
譜 の 国際 的 統一 を 行なっ た . 現在 , 最も 広く 使用 され 
て いる 点字 楽譜 は , この バリ 会 議 の 決議 お よび 決定 に | 
基づく も の で ある . 

[音符 〕 点字 楽譜 に お いて , 音 名 や 各種 の 和音 を 表 
わす に は 。, nasi ene Ce 
な 形 は 8 分 音符 で , とれ に :。 を 加え を る と 4 分 音符 , 
また 。: を 加え る と 2 分 音符 と な り , また BB を 加え 
る と 全音 符 と な る . 注意 すべ きこ と は , 各 記 号 と も る 長 
さ の 異な る 他 の 音符 を も 表わし 得る こと で , この 両者 


表 1. 音符 


arrive G28 分 音符 ) (』 


ee @・ ee eo ・ = 
・@ ・@ @・ ⑨@ ee Cis ee 
ee ee ee e ae 


4 分 音符 (64 分 音符 ) N ) 


の の e ee ry) 8 -@ e 
・@ ・@ @・ ee ee @・ oe 
ee ee ee o@ ee ee ee 


= 


A 
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8 } BUSA 分 音符 
revs J Oak ae i 
ー “ee: - rs @ ・② @・ @- 


復 付 点 2 分 音符 


Be yo agar sail 
付 点 全 音符 複 付 点 全 音符 
Hie HEE oe 


の 区 別 は , 楽曲 の 拍子 に 従い , 1 小節 中 に 含ま れ 得 る 
音符 お よび 休 符 の 数 に よっ て 判断 し な けれ ば なら な 
Var 
付 点 音 符 を 表わす に は , 5 線 譜 に 示さ れ て いる 点 の 
数 に 従っ て , 音符 , また は 休 符 の あと に 続け て , 3: 
を し る す . | 

CAKE] 休 待 を 表わす に は , 表 2 に 示す 記号 を 用 い 
る , な お , この 記号 も 音符 と 同様 , 一 つの 記号 に よっ 
て , 長 さ を 異 に する 2 種 の 休 符 を 表わす . 注意 すべ き 
こと は , 一 般 譜 表 に お いて 休 符 が 省略 され , その 部 分 
が 空自 に な っ て いる 場合 で , 点字 楽譜 に お いて は , こ 
の 空自 を 適当 な 休 符 に よっ て し る さ な け れ ば な ら な 
oe 

表 2. 休 符 

8 分 休 符 (128 分 休 符 ) 全休 符 (16 分 休 符 ) 


as igh eee 


4 分 休 符 (64 分 休 符 付 虚 4 分 休 筆 


に 7 


2 分 休 符 (32 分 休 符 ) 付 点 8 分 休 符 
@・ 


“9 oe @・ 

[ 音 列記 号 〕 音 列記 号 は 点字 楽譜 に 特有 な も の で , 
この 記号 を 音符 に 前 置 す る こと に よっ て , その 音符 の 
音 の 高 さ が 決 定 さ れる の で ある , ここ で 音 列 と いう の 
i, ハ 音 か ら ロ 音 ま で の 7 音 と , この 間 に 含 まれ て い 
る 派 声 音 と を さす の で あっ て , 一 般 に ピア ノ を 基準 と 
し て 決定 され て いる . 音 列記 号 は 表 3 に 示す よう に , 
iets 点 の 組合 わ ちせ に よっ て 構成 され て いる . 

[ 音 部 記号 〕 音 部 記号 と いう の は , 一 般 譜 表 に お い 
て , 音 の 位置 を 決め , 声音 部 の 部 属 を 明らか に する た 


め の 記 号 で あっ て , この 記号 を 5 線 譜 の いずれ か の 線 
上 に し る し , その 線 を 特定 の 幹 音 の 位置 と し , CORE 
の 音 名 を 決定 する も の で ある . 点字 楽譜 に お ける 音 部 
記号 は , 表 4 に 示す 通り で ある が , この 記号 は 常に 楽 
曲 の 初め に 音符 に 先立っ て 記さ れ な けれ ば な ら た ない. 
表 3. 音 列記 号 | , 


‘Aes te 








#4. 音 部 記号 


ト 音 記号 (Treble) (高音 部 記号 ) 


——— 


へ 音 記号 (Bass) (低音 部 記号 ) 


°“@ ee 
・@ @@ 
6・ eo 


e200 — 





@・ 
バハ 音 記号 (Alto ある い は Tenor) (中 音 部 記号 ) 


[変化 記号 と 調 号 〕 点字 楽譜 に 吾 け る 変化 記号 お よ 
び 本 位 記号 は , 表 5 に 示す 通り で ある . これ ら の 記号 
lk, 音符 また は 音程 記号 の すぐ 前 ( 音 列記 号 が 前 置き 
れ て いる 場合 は , さら に その 前 ) に 続け て し る す 。 

点字 楽譜 に お ける 調 号 は , 一 般 譜 表 の 場合 と 異な 

り , 音符 の 位置 と は 無関係 に , 曲 の 初め の 拍子 記号 の 
すぐ 前 に , 続け て その 調 に 必要 な 製 記号 また は 変 記号 
を 必要 な 数 だ けし る す . Ek, 調 号 を し る す 際 , Bic 
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号 , 変 記号 , 本 位 記号 が 4 個 以 上 に な る 場合 は , 記号 
の 前 に 数 字 を も っ て これ を 表わす こと が で きる ( 表 5 
参照 ). 楽曲 の 転調 に 際 し て は , その つど これ を し る 
さ な け れ ば な ら な い . 
表 5. 変化 記号 と 調 号 


変化 記号 ] 
山 記 号 (シャ ー プ ) 重 興 記号 (ダブ プル シャ ー グ ) 
人 デー 


重 変 記号 (ダブ ルク フ ラット) 


ー b $: 8: bb 


BGR (77 2 b) 


本 位 記 号 (ナチ ュ ェ ラ ル ) 


apie 


EB) 
(Bafa) (変種 調 ) 
ト長調 ( ホ 短 調 ) へ 長調 ( ニ 短 調 ) 


= 長調 (短調 ) 変 p 長 調 (ト短調 ) 


イ長調 ( 舞 へ 短調 ) 


変 ホ 長調 (^^ 短 調 ) 


i 
f 


i 
if 


ホ 長 調 (G8 lala) 変 イ長調 (へ 短調 ) 


変 = 長調 ( 変 セ 短調 ) 


| 


長 調 ( 興 短調) 


美 へ 長調 (38 = aah) 


son Gite: 
Boon Seah] (48-4 fat) 


°@ @- e 
ゃ る °@ ロ 
@@ ce -@ 


変 ト 長調 ( 変 ホ 短 調 ) 


: 


変 へ 長調 ( 変 イ 短調 ) 


a 
8 


[ 連 符 記号 〕 現在 の 音符 は , すべ て 偶数 的 分 割 の 組 
織 に な っ て いる . すなわち , 全音 符 が 2 等 分 され て 2 
分 音符 と な り , さら に , それ が 2 等 分 され て 4 分 音符 
と な る と いっ た 具合 いで あ %M し か し BeBe, 楽 
曲 に 変化 を も た せる た め に , 3 等 分 , 5 等 分 な どの 分 
割 法 も 用 いら れる . この よう な 特殊 な 分 割 法 に よっ て 


字 








で きた 音符 の 1 グル ー プ を , 不 規則 的 集合 音符 と い 
い , 一 般 に は これ を 連 符 と 呼ん で いる . 

点字 楽譜 に お いて 連 符 を 表わす に は , 表 6 に 示す よ 
2 な 連 符 記号 を , 常に 連 符 の 前 に 続け て し る す . 
表 6. 連 符 記号 


® ヽ N2 ン 2 
4 連 符 5 連 符 
emi 


[音程 記号 〕 点字 楽譜 に お いて , 和音 を 記載 する 一 
つの 方 法 と し て 用 いら れる の が , 表 7 に 示す 音程 記号 
CHA. 同じ 長き の 二 つ , また は それ 以上 の 音符 を , 
和音 と し て 書き 表わす に は , EV, 基準 に な る 音 を , 
その まま の 音符 に よっ て し る し , 他 の いく つか の 音符 
は , 基準 に な る 音符 か ら の 隔 り を 音程 記号 に よっ て し 
る す . 

音程 記号 を し る す 場 合 , 高音 部 記号 ( 表 4 参照 ) に 
よっ て し る され た 譜 表 や , 有 鍵 楽器 の 右手 の 声 部 を し 
る す 場 合 ( 表 7 参照 ) に は , コー ド の 最高 音 を 基準 と 
Lt, ご れ を その まま の 音符 で し る し 他 の 導 人 Me 
の 難 準 に な る 音符 か ら 順 次 , 低い 方 へ 音程 記号 を も っ 
て し る す . また , 低音 部 記号 ( 表 4 参照) に よっ て し 
る され た 詳 表 や , 有 鍵 楽器 の 左手 の 声 部 を し る す と 
き ( 表 7 参照) に は , コー ド の 最低 音 を 基準 と する . 
表 7. 音程 記号 


-@ -@ -@ eg -@ ee 
e ee 
ee 


Fes: bg steele ss 
1 度 1 26 38 4 度 5 度 6 度 7H 8 度 
[部 分 け 記号 , 内 分 け 記 号 ] 二 つ 以 上 か ら な る 和音 
の 各 声 部 が , それ ぞ れ 異な っ た 長 さ を も っ て 構成 され 
て いる 場合 (音程 記号 に よっ て は 表わし 得 な い 場 合 ), 
これ を 表わす に は , 表 8 に 示す 部 分 け 記 号 お よび 内 分 
け 記号 を 用 い , 各 声 部 を 分 け て 記載 する . 各 声 部 を し 
る す 順 序 は , 音程 記号 を し る す 場 合 と 同様 で ある . 
表 8. 部 分 け 記号 ・ 内 分 け 記号 

[部 分 け 記 号 」 (in-accordsign ) 

$223 小節 全部 に 適用 する 場合 


:ee: 小節 の 一 部 に 適用 する 場合 


[内 分 け 記号 〕 (measure-division sign) 
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oe: 4 分 の 3 拍子 2 jZites 
[スラ テラー お よび タイ 記 与 〕 点字 楽譜 に お いて , タイ 

Ve ai 2 - — ee 4 分 の 4 拍子 4 8% 00 

お よび スラ ー を 表わす に は , 表 9 に 示す 記号 を 初め の 4  @@・・・@ 

音符 の あと に 続け て し る す . REL, 常に その 音符 の pg De 

は we \ = ・@ @・ @・ 

あと に し る す 記号 , た と えば 指 記号 , 付 点 な どの 詳 記 = BFOEMT 3 etek 


号 が くる と き に は , さら に , その あと Kc 続け て し る 
す . Et, 和音 を な す 各 音符 を タイ で 結ぶ 場合 は , 和 
音 の 各 声 部 が 全く 同じ で あっ て も , ある い は 完全 に 同 
じ で な く て も , :』 :: の 記号 を 用 いる . 

[拍子 記号 〕 点字 楽譜 に お お いて, 揚 子 記号 を 表わす 
に は , 一 般 譜 表 の 場合 と 同様 , 二 通 り の 方 法 が ある . 
すなわち , 数 字 に よる 場合 と , 文字 に よる 場合 が それ 
で ある (#10). これ ら の 拍子 記号 は , 楽曲 の 初め に 
あっ て は , 音符 の 1 マス 前 に し る すか , また は すぐ 上 
の 行 へ 調 号 に 続け て し る す の が 普通 で ある . また , 楽 
曲 の 途中 で 拍子 記号 が 変わ っ た り , ある い は 改め て こ 
れ を 指示 し な けれ ば な ら な いと き は , 必ず その 前 後 を 
TA で し る すけ . 


表 9. スラ ー お よび タイ 記号 
[スラ ー 記 号 ]〕 
短い (4 斉 ま で の 間 に 記 す ) スラ ー 


長い (4 音 以 上 に わた る ) スラ ー 


フレ ー ズ CBA) を 示す スラ ー igh! ie: 


[タイ 記号 ] 
1 声 部 の 音符 を 結ぶ と き Ihe 


背 の 各 音 を 結ぶ と き ・。・: 


アル ペ ジ オ の 各 音 を 結ぶ と き :%・: 

[その 他 の 雑記 号 ] その 他 , 表 11 に 示す よう に 諸 種 
の 記号 が 定め られ , それ ぞ れ の 記号 に つい て は , 点字 
楽 詳 中 に 使用 する 際 の 諸 規 則 が 設け すら れ て いる . これ 


ら の 諸 記 号 を 用 いて , 一 般 諸表 は 忠実 に 点字 化す る こ 


と が 可能 な の で ある . 
な お , これ ら 以 外 に も 複雑 な 楽曲 や 特殊 な 楽器 の 楽 
詳 を 点字 化す る に 当たっ て の 各種 記号 や , 各種 スタ イ 
ル が 考案 きれ て お り , 全体 と し て , 高度 に 組織 的 な 体 
系 を 備え た えて いる と いえ る . 
表 10. 拍子 記号 
4 分 の 2 拍子 2 BBs 





[文字 に よる 拍子 記号 〕 
4 分 の 4 指 平 SES TT 


2 分 の 2 指 子 —h— 3 
表 11 . その 他 の 雑記 号 
[発想 記号 ] 

スタ ッ カ ー ト 


スタ ッ カ ー ト %: 


メゾ スタ ッ カ ー ト ーー 


きき と) Oy. 


aes 


°@ ・・ < の ・・ 
ァ ク ネン ト 3% SE テート 38 SES 


—_A—_—_. 


33 ーー 
フェ ル マ ー タ 
音符 の 上 に 記す も の 838: 
縦 線 上 に 記す も の : 


pp (pianissimo) 
°@ @©@ @@ ・・ 


p (piano) 
< の @⑨ ・・ 
°@@- ・・ 
の ・ @・ @・ 


mp (mezzo piano) 
・@e ee @@e ・・ 
< ・・ Oe oe 
@- @- @- Oe 


mf (mezzo forte) 
< @@ @@-: 
<⑨ ・・ Oe ce 
@- @- 2+ @e 


f (forte) 


ff (fortissimo) 
< の @@ @@ ・・ 
Bree es 





cresc. (crescendo) 


decresc. (decrescendo) 


-@ ee ©: 00 0-0: -e00e 

< ・⑨ ・⑨ ・・ @@ ・⑨ ⑨・・・ 

@e ee ce ee @e ee Oe ee 
dim. (diminuendo) 

の @@ -@ @@ ・・ 

ーー 3 
(crescendo) 

<@ OG + 2s oe e@ee oe 

*@rs ee « < の @@ -- 

の > ・ < @e ce oe @e eo @e 
(decresendo) 

<@⑥ OO 5 oe oe -@ee oe 

の で 人 rs 2 oe oO OB ・・ 

Oe 281 ae << Os =e es 


点字 楽譜 独自 の くり 返し や 省略 法 


セー ニョ (Segno) い 


ダル セー ニョ (Dal segno) 


74 点 


es 














[各種 装飾 音 〕 


一般 楽譜 の 繰返し や 省略 法 


Es fe IE 


If2 I 


*@e 
e e 


【 】 
as : 
点字 楽譜 独自 の くり 返し や 省略 法 


人 


ダル セー ニョ (Dal segno) D. S. 7° ee :: 


セー ニョ (Segno) 


表 12. 琴 に 関す る 特殊 記号 


(HORE) (以下 の 記号 は 音 待 の 前 記す) 
Sik mot Mam Bam wok 


ee @- @@ @・ @@⑥ @・ - ©@ ・・ る の @- 
in a Tae: 52-8: yee 
第 6M 第 7 紋 第 8 紋 OK BORK 
ee ;: ee: ee + “Ba” edie Sh, ee crlen 
-@ @- ・@⑨ の ・ < の @- ・・ < @・ ・- <・@ @⑥・ @・ 
第 11 絞 第 12 絞 13K 
06 605 Sea ee tn SOE” as 
°@O- ・・ < の @- @- <・@ @・ @・ 


[右手 の 記号 〕 (以下 の 記号 は 音符 の 前 に 記す ) 


すく いづ め GED 続け 打ち の 記号 。 すり づめ GD 
1 すま 所 at 
波 が え し ka われ ん GH) ちら し づめ GRID 
36: 33: 33 
お と し GEL) か け あ い (掛合 ) 
⑯ ・@ @> ⑨・ ・・ + ・・ @s COO 
ooo: 82 2888 ee 


[左手 の 記号 〕] (次 の 記号 は 音符 の 前 に 記す ) 


PUSS CED あと お し ( 後 押 ) ひき いろ GIA) 
<⑨ @⑥・ <。 @ 
< の @- < ee 
・@ @⑨ ・・ @ < の ・ 


つき いろ ( 突 色 ) ゆり GH) 

pet a 

[右手 の 記号 追加 ] (次 の 記号 は 音符 の 前 に し る す ) 
は じき づめ GHD うぅ 5 ち づ め ( 打 爪 ) 

rah 人 

ec ざら の -@ 60 

#13. 三 統 に 関す る 特殊 記号 

(1) 琴 と 共通 記号 (以下 の 記号 は 音符 の 前 に し る す ) 

絞 の 記号 ( 琴 と 同じ ) すぐ い ( 琴 の すく いづ め と 同じ ) 
ば ち け し ( 琴 の けし づめ と 同じ ) すり ゆび ( 琴 の すり づめ 


と 同じ ) お と し ( 琴 と 同じ ) 

(以下 の 記号 は 音符 の あと に し る す ) 

すり あげ ( 琴 の あと お し と 同じ ) すり さげ Boose 
ろ と 同じ ) すり あげ て すり さげ ( 琴 の つき いろ と 同じ ) 
ゆり (BLAU) 

(② 三 紋 に 関す る その 他 の 記号 

(以下 の 記号 は 音符 の 前 に 記す ) 

RCS ・: 8e うら は じき ssigae 5a eee 
うぅ ら ば ち 198; 5: 


#14. 手 の 記 号 


38° 右手 記号 3358 左手 記号 
WIC BS OES 
ARDEA ORICA AY) を 使用 する 。 
者 山 流 尺 作 に 関す る 特殊 記号 


一 般 楽譜 の 使用 を 原則 と する . た だ し , 奏法 分 別記 号 と し 
て , :: が ある . (fk 薫 夫 ) 


[参照 資料 ] 

日 本 点字 研究 会 編 「 邦 楽 点 字 楽 譜 」 昭和 32 

Revised International Manual of Braill Music 
Notation, WCWB, 1956. 


点字 数 学 記号 

[点字 数 学 記号 の 沿革 ] わが 国 の 点字 数 学 記号 は 記 
Orc kidlit, 1907 (明治 40) 年 8 月, 石川 倉 次 ら 
(に よっ て 欧米 の 点字 を 参考 と し て 考案 され た も の で あ 
る . 1917 (大 正 6 ) 年 , テー ラー (Henry Martin 
Taylor, 1842~1925) ) の いわ ゆる テー ラー コー ド と い 
われ る Mathematical and Chemical Notation が 発 
表 さ れる と , た だ ち に , わが 国 に 紹介 され , 1921 年 , 
当時 の 帝国 盲 教育 会 許 ) に お いて 公認 され , 翌年 , こ 
れ に 基づく 代数 学 教科 書 が 点訳 出版 され る に 及 ん で , 
次 第 に 全国 に 普及 する に 至っ た . 第 2 次 大 戦後 , 盲 孝 
育 に も 6・3・3 制 と 育 ろ う 児 就学 義務 制 が 施行 され , 
その 結果 , 高等 学校 程度 の 数 学 教科 書 の 点訳 出版 が 必 
要 と な っ た た め , 1956 年 に 日 本 点字 研究 会 は , この 記 
号 体系 に 若干 の 記号 を 付加 し て 「 点字 数 学 記号 」 を 出 
版 し た が , 不備 な 点 が 多く , 出版 直後 か ら , その 改訂 
の 必要 が 各 方 面 か ら 要 請 さ れ た . CORR, 数 年 に わ 
た る 研究 の の ち 1962 年 に , 「 点 字数 学 記号 ・ 改 訂 版 」 
を 公 に し た . その 後 1971 年 補充 改訂 を 行ない , 今 
日 に 及 ん で いる . 

(1) 掛 図 「 高 国 ノ 点字 」 1916 (大 正 5) 4210 A, 
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東京 盲 学校 作製 , 東京 教育 大 学 教育 学部 雑司 谷 分 校 所 

Je 
CEE) PR BY 
[点字 数 学 


治 談 


記 写 eae 数 学 的 思想 の 表現 に は , 


遇 ad ポコ 8 X, ,。 ぐ , な どの 数 学 固有 の 
記号 
Ie: 数 や その 他 の 数 学 的 対象 ( 元 , RA, 関数 な ど ) 


を 表わす 数 字 や 文字 

お よび , 

1。 : Ii, I, の 記号 を 2 次 元 的 に 組合 わせ た 分 数 , 
乗 な どの 形式 に よる 式 表現 

な ど が 認め られ る . し た が っ て , 点字 数 学 記号 体系 
は , これ ら の 記号 や 式 表 現 を すべ て 表記 し 得る よう に 

Bi: Ii に 対応 する 符号 ( 表 1) 

数 字 ( 表 2) , ビー マ 字 GB), ギリ シャ 文 
字 CEL) に 対応 する 各 符 号 お よび これ ら を 通常 の 文 
字 と 識別 する た め の 数 符 %, 外字 符 :s に 関す る 規 則 

(規則 1, 2 ) な ら び に sin, cos, tan な どの 関数 を 
表示 する 略字 に 関す る 規則 (規則 3 ) 

お よび , 

Bs: 分 数 , FAR, 累乗 根 , 添字 (サフ ィ ッ クス), 
ERD, 総和 , 極限 な どの 式 表現 に 関す る 各 規 則 Ge 
則 4 ~10) 

か ら 構 成 さ れ て いる . 

規則 1 数 字 ( 表 2) を 用 いて 数 を 書き 表わす 場 

合 , 最高 位 の 数 字 の 前 に 数 符 を 思 く ( 例 1). 


例 1 
Seibert | we bokss だ SS 
éa™-2 @@⑨ ・・ COs webe o ee 76 5G 
1 10 100 1972 
78 Sees eo e: os eS ee (So gaane- ce 
@@-- oe @e ee ee 
570, 000 0.25 


規則 2 外国 文字 ( 表 3, 表 4) を 日 本 語 と 区 別 す 
る 必要 が ある 場合 に は , 最初 の 外字 の 前 に 外字 付 を 置 
く . 数 字 と 区 別 する 場合 も :s を 用 いる ( 例 2). 


例 2 
は 計時 時 持寺 
それ ぞ れ a, 5。 と する 
oe :o eae: 73 3° 3° ee る の に 
@ ら の ee ・⑨ -@ ee @- 00 @・ 
面積 9 を 求め よ 
@@⑥ "・ ・@⑨ つの ・・ @0 @⑨・ @・ ・・ @@ @・ > LE、/ ・ @ 
GA. Gus ca nee ewe © Ce ON ch. lf mer cae 
*@ @- -@ - *@ *・@ @@ ・ あ る あ ・・ ©8 @・ ・ @@ @・ @⑥@ 
*@ @- -@ @@ OO @@ 7 @ e: VSO. Oc Oe @@ DCT ) 
@@ .- @- oe @e *@ -@° @- orien 
円 の 面積 は 半径 r の ニ fs ears ee 
-@ 0@ @- @@ < @・ °** Oe ee ・ ら @@ ・ ee 
ae. ilies et 区 ‘$:: 


2a—3c 





2 け す て 
・@ @・ ve ri e @・ と ee *@ rid 
十 。・ See ドン dpe シン 2 ee 
・@ ・@e ©: 0: oo ee 0000 00 06 #00: ‘000 
@・ @・ 。 ・@ ら ・@ 6 @・ @ ・@ @ 。 ・@  @・ ・ ・@ 
< Zz に = e€ 23 G 
°e@ @・ oe as e © 
ae Ded @・ ~ -© C8 ~ @@ 00 ~ @@ 
ee ee 60 ee  @@ 06  e@@ ee 
U al Ge”) { oy 
- ず 人 人 eo @@ 
tol te. er” Were ae obs ss: hie ee ee 
ググ ルン と 
表 2 
@・  @・  @@ ee  @ ee  @@ @-  ・@⑥  ・@ 
St SS aa es a lg a! i 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
表 3 
@・ @・ ee ee @・ ry) @@ @・ ・@ ・@ 
ae th ae i a see ies 3 bh 
Aa Bb Ce Dd Ee Ff» Gg Hh li jj 
@・ @・ eo @@ @・ ee ee @・ ・@ ・@ 
ee @・ ee °@ °@ e- ee ee @・ @@ 
e- e- @・ の ・ @・ の ・ e- @・ @- @・ 
Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr Ss Tt 
@・ @・ @@ @@ @・ < @ 
ee e- oe -@ 本 ) の の 
@@ @@ eo @@ @@ ・@ 
Uu Vv Xx Yy Zz Ww 
表 4 
・@ @ <@ @⑨・ <@⑨ @- <@⑨ @・ 
ant ce OOOE °° @・ <・・。 @- 
< ・・ ee ee の ・・ ee ee 
A a (Alpha) B B (Beta) 
・@ @@ ・@ @@ ・@ @@ ・@ ee 
の vee aoe 本 
T y (Gamma) ガ 8 (Delta) 
・@ @・ ・@ @・ ・@ @・ ・@ @・ 
PPE 】 <。 °@ ee °@ ee °@ 
< ・・ eo ee -@ ⑨@ <。 。 @@⑳ 
E E (Epsilon) Z 6 (Zeta) 
・@ @・ ・@ @・ ・@ @@ ・@ @@ 
< の < < ・ の 。。 <@ oe の 
-@ -@ oe < の <@ ・@ oe ©@ 
H 7 (Eta) © 9 (Theta) 
・@ ・@ ・@ ・@ ・@ @ ・@ @・ 
<・。 ⑨・ °° @- Sheet .. me 
*@ ee ater er <@ @- < > @- 
I t (Iota) K kK (Kappa) 
・@ @・ ・@ @・ ・@ @@ ・@ @@ 
e+ @・ °° @・ eat ite aie’. are 
・@ @・ e+ @ ・@ @⑥・ < 。 @ 
人 A (Lambda) M (Mu) 
・@ @@ ・@ @@ ・% ee ・@ @@ 
ET 】 < °@ * ee ee 
<@ @・ es @ ・@ @@ es @@ 
N vy (Nu) z € (Xi) 
@ @・ ・@ @・ @ @@ ・@ @@ 
oe ©@ PX 】 < の < ee る ・ 
<@ の ・ <。 の ・ <@ @・ oe @ 
O o (Omicron) IT 7 (Pi) 
・@ @・ ・@ @・ ・@ ・@ ・@ ・@ 
。。 @@ 。 。 @@ < の ・ oe の ・ 
<@ @・ °° の ・ ・@ @: ee の ・ 
P p (Rho) = o (Sigma) 
<・@ ・@ <@ ・@ @ @・ ・@ @・ 
Ld eo ee = eee ee ee 
・@ @・ @ @@ ・・ @@ 
T an (Tau) Y v (Upsilon) 
・@ @@ ・@ @@ @ @@ ・@ @@ 
> @ < ( 。 © 7. @ 
< ・・ ee ee @ ee ・・ @@ 
む の (Phi ) x X (Chi) 
・@ @@ ・@ @@ ・@ ・ ・@ ・@ 
ee ©@ eee ee @©0 ee ee 
・@ 00 ・・ @@ ・@ ・ ・・ ・@ 
W (Psi) ce) w (Omega) 





76 点 


字 











表 5 
ee CI 】 oc @ ee -@ oe @- ee ee ee @- 
ee @・ ee °° @@ @@ @@ ee @@ ・・ @@ @・ 
@・ @・ @・ ・・ @・ @・ @・ ・@ @・ @@ @・ ・@ 
sin cos tan cot sec cosec 


規則 3 関数 な ど を 表わす 略字 は 原則 と し て その ま 
ERA. た だ し 三角 関数 に つい て は , 略字 を 用 いて も 
よい ( 表 5 参 照 ) ( 例 3). 


例 3 
oe ゃ ⑳・・ @ PICOI e >・・ ・@ ・⑨ @- CO 
@@ @・・・ ee ee eo @・・@ @・ 
@・ @⑨・・@ @- @・・@ @- © 00 ・・ @@ 

sinA tan4 sin2a 

-@-- ee 0e-- °@@- >> ・@ @@ @ @@ @@ 
eee: ・@ ・@ ・@ @- @@ @・・・ @@ @⑥・・・ ・・ 
@・ @- 00 00 @@ @@ ee --0- @- ee @- @・・@ @@ 

sinay 2sina sin3a 


規則 4 分 数 を 書き 表わす に は (分 子 ) / (分 母 ) 
の 形式 に よる . 

① 分 数 線 ン は § . ⑨ 分 子 が 多項式 の 場合 に は 必ず 
CNB» GCS 64. One 2 Ak, 5s ak 
以上 の 相 異 な る 要素 の 積 (また は 商 ) か ら 成 る 場合 は 
ロダ し を 光っ EC < O4. 

導 関数 dy/dx な ど 同 形式 の 記号 は 本 規則 に 従 2 ( 例 


め の ・・ se wales 7 @ @@ @@ 
ec の きい の の ・@ -@ 
@@ @@ ・・ ・・ @8 @ @・・・ @@ 


規則 5 果 乗 の 指数 は 底 に 続い て :% を 記し さら に 
その 後に 書く . 

① 指 数 が 多項式 , また は 二 つ 以 上 の 相 異 な る 要素 の 
fa (また は 商 ) か ら 成 る 場合 かっこ で くく る . a 
He, 3 乗 , また は -1 乗 の 指数 に は それ ぞ れ | 
また は Tg の 略記 号 を 用 いて も よい . BRLUOAE 
に つけ る 添字 に ゃ 本 規則 を 適用 する ( 例 5). 


例 5 

@@ ・@ ・@ @@ @ @@ ・@ @@ @・・@ ・・・ @@ 
・⑨ -@@- @ oe る @ @@-@- ・@・@ 

@@ ら ・・ @⑨@ ・・ @@ @@ @ ら @ CO ・・・@⑥ @⑥・ @@ 
26 3a aitn 

@e-e @@ @@ @@ @ ・・ ・⑨ @⑨・・・ @ 

( 】 ee ee ee@ ⑨・・@ ・ 

ee @ ee ・@ @@ ・@ @-@- -@ ・@ 


規則 6 SARMICIRS eA, 根 号 内 が 多項式 ま 
た は 二 つ 以 上 の 相 異 な る 要素 の 積 (また は 商 ) か ら 成 
る 場合 は , これ を か っ こと で くく る . 平方 根 に は I の 
略記 号 を 用 いる ( 例 6). 


例 6 
る ・@ @ @ 6 08 @@ @ Ce 020 @ る ・・ @- @・ ・ 
あ ・@ @ @@ ・ *@ の ら @ ee @⑨ ⑨・ «+ @- -@ 
@・ ⑨@ eo -@¢€e -@ @- -@@6 @・ @⑨ ・< 。 ©0@ 
区 2 Vr V ab 
< 人, ・ @@- ・・ ・@ @⑨ ・・ 
*・@@⑨ @-@@- ・⑨ ・・ -@ 
@- @@ ⑨@⑨ ・・ -@ 6@ ・・ の @⑨ 

Vi aan 


規則 7 文字 の 右 下 の 添字 は , 当該 文字 に 続い て :s 
を し る し , さら に その あと に 書く . 

① 添 字 が 多項式 また は 二 つ 以 上 の 相 異 な る 要素 の 積 
(また は 商 ) の 場合 は か っ と で くく る . @ 添 字 が 数 字 
の みか ら な る 場合 は 19 の 代り に :。 を 用 い , 数 字 に 
は 1 一 0 を 1 段 下 げた も の を 用 いる ( 例 7). ③ 順 列 
nPr, 組合 せ nsCr な と は 添字 の 扱い を せ ず , P (a, 
r) C (n, r) な どの よう に 一 般 の 2 変数 関数 の 形式 
で 書く . 2 項 係数 な ど に 用 いる (2) は @ D と 書 
く (コン マ は すべ て マス あけ で 示す . 他 の 2 変数 関数 


_ や 座標 の 場合 も 同様 で ある ). 


例 7 

@@ ・・ @@ ee ・ ee oe eB ee ・。 ・⑨ O OO: 
< < ・ の °@ @・ °° の ⑨・・⑨ ⑨・ ・@⑨ ⑨・・⑨ -@ 
ee ・@⑥ @- eo: ・@ @・ ・ の @ @- -@ O@ @@ ・・ O- @@ 

の x2 Son 
om 2 ee: <@ @- -- oe oe 6B es OO -> @ 
-@@- "@°-@-* -@ @- ・・ @- -@ *@ ・@ @⑥・ 
eo: <0 6. @- @@⑨ ・・ 0e @@⑥ ・⑨ @- -@ 8: CO ・@ 

Tn-1 2 
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規則 8 定 積 分 | ”f(x) dx は 積分 記号 BO 

に :s を 書き , ます 下端 a を , 次 に 1 マス あけ て 上 端 
b を 書く . 被 積分 関数 f (x) お よび dx は 上 端 b の 後 
に 一 マス あけ て 書く ( 例 8). 


例 8 


@⑥・・ @・・・ @⑥・・・ @@ ら ・・ C8 ・・ @6@ ⑨@⑥ ・・ ・・ 

s eg eae eh oe @- @- oe °@ -@°-+ @@ CO 

e:e ec ee «oe の の @@ OO 。。 OB ・・ ・・ 
-* の の ee sa SONS @- ・・ @ 

@-: @・ @ @@⑨ ・⑨ .+ e+ @ 

る oe や ee eo 00 ee ・9 に ・・・ こ ・ 


@- 
27 の =[L ァ の ]8 


規則 9 総和 2 Got & th. 妥 】 の 次 に Milt な ど 


を 積分 の 下 商 の 形式 で co な ど は 上 端 の 形式 で 書く . 
一 般 項 an は 被 積 分 関数 同様 , oo な どの 次 に 1 マス あ 
け て 書く . 総和 な どの 添字 中 に 用 いら れる 等 号 (=) 
に は we を 用 いる ( 例 9). 

規則 10 極限 Em な どの *ー 0 など は 積分 の 下端 同 


様 の 形式 で lim の あと に :s を 打ち , その あと に 続い て 
書く . 一 は 省略 し , その 代り 1 マス あけ る ( 例 10). 


—_—— 
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例 9 
本 も 生生 1 oe. es 
@@- ・⑨ @・ ・・ @@ @- ++ @ 
n 
aK 
K=1 
< の ・⑨・・ @@⑨・ *・@ @・ ee ・ @・・・ @@ 
ee °-@ -@ @⑨@ ・@ ・・ ee ・ -@ -@ 
°@@- -@@-> -+ @@ ・・ ee. “ee: 
= an 
n= 
例 10 
@・ -©@ ⑨@・・ COB ・・ ・⑨ ・⑨ ・・ OB es OB ・・ 
@> @e ・・ で GO ・・ oe で の の の ・・ OF Oe ・・ -@ 
@- ++ @⑥・・@⑥ OO ++ C8 >> ++ ・・ CO OO CO 
lim 7 () 


[国際 的 統一 の 問題 ] 点字 数 学 記号 は 先進 諸国 で , 
CHEN, 独立 に 発達 し た た め , 現在 で は ドイ ツ , + 
ラン ダ を 中 心 に 使用 きれ て いる マー ル ブ ル クコ ー ド , 
イギリス お よび イギリス 連邦 諸国 で 用 いら れ て いる ビ 
ッ ク レ ィ コ ー ド , アメ リカ 合衆国 に お いて 第 2 次 大 戦 
後 テ ィ ラ ー ュ コー ド に と っ て 代 っ た ネ メ ス コー ド な ど を 
は じ め ,。 フラ ンス 式 , ソビエト 式 な どき わ め て 多数 の 
記号 体系 が 存在 し て いる . 本 来 イ ンタ ー ナ ショ ナル で 
ある べき 数 学 記号 が , この よう に さま ざま に 異な っ て 
いる こと は , 決し て 望ま し いこ と で は な い . し た が っ 
て 早く か ら 点 字数 学 記号 の 国際 的 統 - 一 が 問題 に され , 
すでに 1929 年 , ウ ィ ー ン に お いて 開か れ た 国際 盲人 会 
議 (The International Blind Congress) に お いて , 
その 統一 が 決議 され , 1941 年 に な っ て ロン ドン の NIB 
か ら The International Braille Code of Mathe- 
matics and Chemistry が 発表 され だ. しかし, この 
記号 体系 は 実際 に は 使用 きれ る こと な く , さま ざま の 
記号 が 用 いら れ て いる 実状 で ある . その た め , 世界 点 
EES ( World Braille Council = WBC ) で は , 
その 統一 を 図 ろ うと し て いる が , 各国 の 利害 の 対立 と 
統一 に 対す る 現実 的 要求 の 欠如 の た め , 現在 な お 実現 
を みな い 状 態 に ある . (尾関 育 三 ) 

[参照 文献 ] 

Taylor, H. M., Mathematical and Chemical No- 
tation, 1917. 

Nemeth, A., Nemeth Code of Braille Mathema- 
tics, American Printing House for the Blind, 1956. 

Bickley, W. G., Braille Index to the Braille 
Mathematics Notation (devised.) 


点字 理化 学 記号 
[点字 理化 学 記号 の 沿革 ] 理化 学 記号 と は , EEL 
て 物理 学 お よび 化学 に 用 いら れる 固有 の 記号 を 総称 す 


る も の と 解 さ れる が , 物理 学 の 表現 に は 主として 数 式 





が 用 いら れる の で , 固有 の 記号 は きわ め て 少な い . し 
た が っ て , ここ で は 化学 記号 を 中 心 に 述べ る . 

わが 国 の 点字 化学 記号 は 数 学 記号 と 同様 , テー ラー 
(H. M. Taylor) の Mathematical and Chemical No- 
tation (1917) #IEPEICAE LE EOTC, 第 2 次 大 戦後 
これ に 環 式 化合 物 の 構造 式 に 関す る 記号 が 加え られ 今 
日 に 公 っ て いる . 欧米 各国 の 化学 記号 は , 数 学 記号 に 
付随 し て 発達 し て きた と いう 歴史 的 事情 か ら , それ ぞ 
れ の 国 に よっ て 異な っ て お り , その 国際 的 統一 が 望ま 
れ て いる こと は 数 学 記号 と 同様 で ある . し か し , 4H 
の 利害 の 対立 と 現実 的 必要 性 の 未 圭 と の た め , その 統 
一 は は な は だ 困難 な 状況 に ある . 

[点字 化学 記号 の 構成 〕 化学 記号 に は 原子 記号 と そ 
れ を 数 字 な どの 補助 的 記号 を 用 いて 結合 し た イオ ン 記 
号 , 分 子 式 , 構造 式 お よび 数 個 の 分 子 式 と 数 字 , +, 
ー, っ など で 構成 され る 反応 式 , 熱 化学 方 程 式 な ど が 
ある . 原子 記号 は 通常 , 元素 の ラテ ン 名 また は 英語 名 
OU Mee b STORMS PS SRC HAO DS 
中 の 小文字 1 字 を 付加 し た 2 字 で 構成 され る が , 点字 
の 原子 記号 も これ と 同様 に 構成 する こと に な っ て い 
る ( 例 1). た だ し , 頭 文 字 に 大 文字 符 を いち いち 前 
置 す る の は 類 わ し い の で , 省略 する こと が ある . イオ 
ン 記号 は 原子 記号 の あと に 。・ を 記し , それ に 続い て 
電 価 に 相当 する 二 *%。 また は 一 se を し る す ( 例 2). 分 
子 式 は その 分 子 を 構成 する 各 原 子 の 記号 と , その 個数 
を 表わす 添 数 字 と か ら な る が , その 添 数 字 は 数 符 を 省 
略し た 数 字 を 1 段 下 げた も の を 用 いる ( 例 3). 

例 1 | 


@・ @@ ・・ @@ ・・ @・ @@e @・ @@ @・ 
ee ec ©@ os ©@ e@ ee eg 
@ ・・ <⑨ ⑨* °@ @- @@- -- @ ・・ @- 
H C N O Na Cl 
例 2 
oe @e oe - @ の ⑨ @- pj。 @@ @・・ ei leks 

ee ・・ @ o ee Oe -@ ee eee < @- 
@ ・・ @ @⑨ ・・ @⑨・ @ rs @ e+ «+ @- -@°@ 

Ht Cl- Catt 
例 3 
oe @e oe oe Oe ee oe @ @・ @ 
++ @@ @・ ee ・・ @@ @・・・ -@ @@ @・・@ 
・@ ・・ @・ @ @・@ ・@ @・・@ @・ ・・ @ 

H 05 HzO HzO 
ku 

CesHizOs 


基 を 囲 な か っ こ に は $: ~ :% また は So ~ 88 を 用 
いる . 原子 数 を 表わす 添字 が 文字 また は 数 式 の 場合 に 
は , 数 学 記号 の 添字 に な ら う こと に な っ て いる (OR 
字数 学 記号 の 項 ). 反 応 式 中 の 分 子 数 を 表わす 係数 は 数 
学 記号 の 例 に な ら う が , 係数 に 続く 原子 記号 の 頭 文 字 
が A か ら 」 ま で は 数 字 と の 混同 を 避け る た め に 大 文字 





78 点 





符 「:。」 を 前 置 する . Ek, 反応 式 , 熱 化学 方 程 式 に 
用 いる 十 , 一, 一 など は 溢 表 の 通り と し , これ ら の 式 
は ( 例 4 ) に な ら っ て し る す . 


反応 式 に あ awe ace 
e -@ es ・・ Oe CI 】 ee ec ee 
@・ ・@ ee se し と oe @- @@ ・@ ・@ -@ ee @@ 
°@ @・ 。@ >⑨ ・・ @⑨・ @@ 。 @ 022 
gi om a *ー Pe { { = 
例 4 
@- ・・ oo: @- @@ ee @- @@ ・@ @⑤・ ・ 
@@ ⑨・ @⑥・ ・@ @@ @ @:e ee -@ ・ の つる °@@- -@ 0@ 
os あの ・ @- @- e ee @- ee @@ @⑨・ @- ・ の 
HsSO4 上 Zn => ZnSO; 
< @- ・・・@ 
@- ee @- ・@ 
-e ・・ @-. 60 
上 He fT 
@・ @・ @・ @・ @- ・@ oo @- e+ -@@- ee 
@- @- AA ・@ @・ @・ C@ ⑨・ @- ・@ ⑨@ ee -@ 
or ee < の の @・ @・ > @ 。。 @・ @- @⑨・・@ aie @ie 
BaOHD。 Bie H2SO, => 
@-@- -@e の ee < Oe -+ @・ ・・ 
9 に ・e・:o ee -e @・ ・@⑥ ⑨・・・ @@ @・ 
cole s Oe @e -@ °O ・@ @@⑨ ・・ ・@ ・・ @・ 
BaSO, I + 2H。 


[構造 式 ] 構造 式 は 本 来 , 図 で ある か ら 触 図 と し て 
平面 的 に 表記 する こと が 最も 望ま し い が , 箇 便 の た め 
数 種 の 表記 法 が 考案 され て いる . | 

[ 鎖 式 化合 物 ] Q①) 炭 素 原子 な どの 結合 する , ERML 
みる べき 線 を 基線 と し て 左 か ら 右 へ し る し , 基線 より 
上 下 に ある 原子 また は 原子 団 BD ICI, その つど , 

上 3 (1), FS (! ) の 符号 を その 結合 線 の 前 に つ 
け , 1 行書 き で し る す . 上 また は 下 に 移っ て, さら に そ 
の 位置 か ら 横 に 側 鎖 が 続く と き は , それ ぞ れ Zp *9 je 
(1 つ ), Meelis (lL) を 用 いて 示す . (1) (1 つ ) 
な と 位置 記号 の 有効 科 囲 は , その 後 の 結合 線 に 続く 原 


子 ま た は 原子 団 で ある . ⑫) ま ず , 主 鎖 だ け を 左 か ら 右 . 


へ (位置 番号 の 大 きい も の か ら 小 さい も の へ ) し る し, 
側 鎖 部 分 (水素 原子 だ け の と き は 主 鎖 の 炭素 と と も に 
LS Use List’) は , それ ぞ れ 分 岐 する 主 鎖 の 炭 
素 原子 の 位置 番号 を し る し , 位置 番号 の 大 きい も の か 
ら 小さ いも の へ 続け て し る す . 側 鎖 か ら さ ら に 側 鎖 が 
出る 場合 に は , それ が 属す る 側 鎖 の あと に , 分 岐 する 
炭素 原子 の 位置 番号 (ダッ シュ を つけ て 区 別 する ) を 
し る し て 同様 に 書く . な お , 原 式 が CH。-CH( 一 CH) 
-CH。 あ る い は CH。-CH( 一 CH。)。 の よう に 示さ れ て 
いる 場合 は , か っ こ を 用 いて 同様 に し る す (位置 番号 
は I.U.P.A.C., 1951 に よる ). badd), (⑳ に お いて 単 結 
合 , 2 重 結合 お よび 3 重 結 舎 は それ ぞ れ :?, :% お よ 

Ss を 用 いる ( 例 5). 

[ 環 式 化合 物 ] ①⑪ 核 構成 原子 を 8 ~ 58 の 間 に 位置 
番号 の 順に 示し , その 他 の 原子 また は 原子 団 を 上 下 に 
ANS. ⑫ 核 構成 原子 は 1①) と 同様 に 示し , その 他 の 原子 


字 





例 5 
ALS Ged 
@0@ @・ : Bede ja ee: ・@ @@ @・ eee a= 
・・ oe ee ・・・ . 上 ・・・ eoe・ ・・ 00 ee 
@@ @- ・・ -@ @@ @・ ・@ 00 @・ ・@ @@ @・ ・ 
・・ oee ・・・・ の 9 ・・ eee; 19 8: ・ee 00 
CH;—CH— CH, 
| 
CHs 
@@ @・ 7@ @@e @・ @・ © @@ @・ * ・@ -@ @@ の ・ > 
・・ ee ee ・・・ て ・・・ Seeo ・o・ ・・・ ee 00 
CH;-CH(— CH3) —CH3 
e290: =; = 0 の の の @・ ・e @@ @・ 
119000 21: Se 0s uke こす 


CHa CHK CE)。 


また は 原子 団 は , 結合 する 核 構成 原子 の 位置 番号 を つ 
け て あと に 続け て 示す . な お , 核 を 示す の に 略記 号 を 
用 いる こと も ある . 

[化学 以外 の 記号 ] 素 粒子 を 表わす 記号 は , 通常 そ 
の 英語 名 の 頭 文 字 (小文字 が 用 いら れる が , 点字 で 
も 同様 に し る す . 原子 記号 を 素 粒 子 記号 と 同時 に し る 
す 場 合 に は , 大 文字 と 小文字 の 区 別 を 厳密 に 行なわ な 
けれ ば な ら た ない. 原子 (また は 素 粒子 ) の 質量 数 お よ 
び 原 子 番号 を 示す 添字 は , 原子 記号 (また は 素 粒子 記 
号 ) の あと に 数 符 を 書き , その あと に , まず 原子 番号 
を 1 段 下 げた 数 字 (点字 数 学 記号 ) で し る し , それ に 
続い て 質量 数 を 数 符 な し の 通常 の 数 字 で し る す . 質量 
数 また は 原子 番号 が 文字 の 場合 に は , それ ぞ れ 数 式 に 
お ける 指数 また は サフ ィ ッ クス の 表記 に 準じ , 原子 記 
号 に 続い て 原子 番号 を , さら に それ に 続い て 質量 数 を 
し る す . 素 粒 子 の 荷電 は イオ ン の 場合 に 準ずる . 単位 
の 記号 は すべ て 時 字 に な ら っ て し る す . し た が っ て , 
大 文字 , 小文字 の 区 別 は 厳密 に 行なう 必要 が ある . 
per に は 。: を 用 いる . (尾関 育 三 ) 

[参考 文献] 

日 本 点字 研究 会 編 「 点 字 理科 記号 」 1964 


略字 

欧米 諸国 語 の 点字 は , BP 1 字 に 対し て 点字 1 字 を 
与え て いる が , 読み 書き の た め の 労 力 と 時 間 , MAO 
節約 な ど を 図る た め , 多少 の 差 は ある が , た いて い 略 
字 を 考案 し て 用 いて いる . た と えば , 英語 の 点字 の 場 
合 , 1 級 点字 は 墨 字 1 字 対 点字 1 字 の 完全 綴字 で ある 
が , 1 級 半 点 字 は 44 個 の 略字 を , 2 級 点字 は 185 個 
の 略字 を , さら に , 3 級 点字 は ほとん ど 速 記法 に 近い 
多数 の 略字 を 用 いて いる . また , フラ ンス 語 の 点字 の 
場合 は , 完全 綴字 の も の の ほか , 740 個 の 多数 に 上 ぼ 
る 略字 を 採用 し て いる . わが 国 で は , AF MES 
な いこ ろか ら , すでに 個人 的 に 略字 を 考案 し て 用 いる 


HA の 生活 = 











者 が あり , さら に その 後 , これ ら の も の を 整理 , 統一 
し よう と する 努力 ふか な り 強 力 に 行なわ れ た が , BE 
に し て , 今日 まで 公認 され る も の を 作り 出す まで に は 
fet s だ. DF, 不 成 功 に 終わ っ た と は いえ , 点 
字 の 略字 を 制定 し よう と する 努力 の 跡 を 摘 記 し よ ょ 29. 
1907 (明治 40) 年 に 出版 され た 点字 書 , 奥村 三 策 著 
「 鍼 披 要 論 」 に は 次 に 示す 12 個 の 略字 が 用 いら れ て 
いる が , これ は わが 国 に お いて 略字 が 書物 に 用 いら れ 
た 最初 の も の で ある . 


388 すなわち 388 も っ と も B38 し か し て 
75 82 神経 :。 5° 関節 55° 人 人体 
:。:。 動脈 ie リン パー 83 お よび 
‘gfe は な は だ 82。 し ば し ば 23 2。 静脈 


これ ら の 略字 は , それ ぞ れ の 単語 の お も な 1 音 を と 
っ て , それ に 略字 符 を 前 置 し た も の で , 出版 当時 , 略 字 
の 統一 運動 を 呼び 起こ し た 点 で 歴史 的 な 意義 が ある . 

1921 年 , 東京 盲 学校 は 全国 の 盲 学校 か ら 点字 略字 
を 募集 し た . その 結果 , 作品 18 案 が 寄せ られ た が , 
その ほとん ど が , 略字 と すべ き 語 に 鍼 披 科 関係 用 語 を 
多く 選ん で お り , 略字 シス テム と し て の 法則 性 に 乏 し 
いも の で あっ た . 同 校 で は 応募 作品 全部 を 整理 分 類 し 
て , 全国 の 盲 学校 に 送付 し 訟 否 を 求め た が , 甲 論 選ば 
く 帰 一 する こと が で き な か っ た . 意見 の 分 か れ た お も 
な 点 は , 略字 符 と し て どの 点 を 用 いる べき か と いら うら こ 
と で あっ た . し か し , この 募集 が 動機 に な っ て , 略字 
の 研究 が 全国 的 な 課題 と し て , 関係 者 の 関心 を 高め た 
と いう 点 で 高く 評価 され る . 

1933 (昭和 8) 年 の 帝国 盲 教育 会 総会 で , AEM 
字 の 研究 指定 校 5 校 が 選ば れ , 翌年 の 研究 大 会 で 新潟 
県 立 盲 学校 を 加え た 6 校 が , 「 点 字 略字 の 統一 に つい 
Cl と いう 共通 テー マ の も と に , それ ぞ れ 自 校 案 を 発 
表し た . その 概要 は 次 の 通り で ある . 

[東京 盲 学校 案 〕 鍼 披 科 略字 ( 語 の お も な 音 一 つ を 
KO, それ に 略字 符 を 前 置 し た も の ) 65 個 , 一 般 略 
字 ( 語 の 頭 音 また は 尾 音 を 採り , それ に 略字 符 を 前 置 
し た も の ) 36 個 , 速記 用 略字 (動詞 な た どの 語尾 変化 
に 関す る も の ) 28 個 か りら でき て いる . 

[大 阪 市 立 盲 学校 案 〕 名 詞 (4 マス 以上 の も の )・ 副 
詞 (3 マス 以上 の も の )・ 接 続 詞 (3 マス 以上 の も の ) 
か ら 使用 度数 の 多い も の 約 100 個 を 選び , 名 詞 の 場合 
は 頭 音 また は 尾 音 を 採っ て , それ に 略字 符 を 前 置 し , 
呈 詞 ・ 接 続 詞 の 場合 は 略字 符 を 用 いな いで , 1 マス だ 
け で 表わす こと を 原則 に し て いる . 


[広島 県 立 盲 学校 案 〕 日 本 語 の 性 質 上 , 略字 を 作る 
必要 は な い . また だ た, 作っ た と し て も , その 利益 は 少な 
く , 点字 の 簡単 さ を 複雑 こす る だ け で , 害 の 方 が 多い 
と いう 不要 論 . 

[大 分 県 立 盲 学校 案 〕 小学 校 国語 読本 , 点字 大 阪 毎 
A, 東洋 点字 新聞 に つい て , こと ば の 使用 度数 を 調 
べ , 使用 度数 の 多い も の の 中 か ら 78 Fw 選ん で 略字 
を 作っ た . 選定 に 当たっ て は , 語尾 変化 の な いも の で 
3 マス 以上 の も の で ある こと を 原則 と し , な お , 略字 
構成 の 方 鑑 と し て , 3 マス の 語 は 1 マス 略字 と し , 4 
マス 以上 の 語 は 2 マス 略字 (略字 符 プ ラス 語 の 中 の 音 
=B)a7 oe Hk CR: 

[新潟 県 立 盲 学校 案 ] 日 本 語 の 文体 に は いろ いろ あ 
り , また , 漢字 の 性 質 か ら み て , 表 音 女 字 で ある 点字 
に 略字 を 作る こと は 不可 能 で ある . た と え , 作っ た と 
し て も , 略字 は マス 数 の 多い こと ば を 少な い マ ス 数 で 
書き 表わし , 紙 数 を 減ら す と と も に, 読み 書き に 便利 
な よう ら に する た め の も の で ある か ら , 4 マス 以上 の も 
の で な けれ ば 作っ て ゃ 意味 が な い . 4 マス 以上 の も の 
Ch, 1 ペー ジ に 多く と も 7, 8 回 ぐら いし か 使わ れ 
TeVVC EVER FICL CL, 点字 の 普及 を 先決 問題 と 
し て いる 現状 か ら み て 柳 成 で き な い . 解剖 学 , 生理 学 
な ど で ひ ん ば ん に 用 いら れる こと ば に つい て は , 任意 
に 略字 を 決め て 使用 し , その 場合 に は 巻頭 に 略字 表 を 
つけ て お け ば こと 足り る で あろ う 5 う . 

以上 の ほか , 岡山 県 立 盲 学校 案 も ああ っ た よう で ある 
が 内 容 不 明 で ある . これ ら 6 校 の 研究 発表 に 対し て , 
会 員 か ら 意 見 が 続出 し た の で , 結論 を 将来 に 持ち 越す 
GI wewyra, 

[最近 の 略字 研究 〕 第 2 次 世界 大 戦 の 突発 と 激化 
iL, 盲 教育 その も の の 存在 を さえ 危 く し た ほど で あっ 
た か ら , 点字 略字 の 研究 を 続け る 余裕 な ど あ ろう は ず 
は な く , 戦後 に な っ て か ら ゃ 久しい 間 , 話題 に の ぼる 
こと が な か っ た . 1955 年 , 日 本 点字 研究 会 が 発足 する 
と , 同 会 で は さっ そく 研究 項目 の 一 つと し て 略字 の 研 
究 を 取上げ , 会 員 は も ちろ ん , 関係 者 の 関心 を 高め る 
と と も ゃ も に 研究 の 推進 を 促し た が , 期待 する ほど の 成果 
を 得 な いま ま 今 日 に 至っ て いる . た だ し , 一 部 の 個人 
や 点字 出版 所 な ど が 任意 に 略字 を 作っ て 使用 し て いる © 
こと は , 各種 の アン ケー ト に よっ て も 明らか で ある . 
わが 国 唯一 の 全国 的 点字 研究 団体 で あっ た 日 本 点字 人 研 
究 会 が 実施 し た 略字 関係 の 事業 の お も な る も の は , 
① ほ と ん と ど 毎 年 継続 し て 略字 の 研究 を 研究 項目 の 一 つ 
と し て 取上げ て いる こと . ②1959 年 の 総会 で , 岩手 
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県 立 盲 学校 教諭 川村 利 正 が 全国 盲 学 校 に つい て 行なっ 
た アン ケー ト か ら 得 た 点字 略字 に 関す る 調査 結果 の 報 
告 を 行なっ た . それ に よる と , 回 答 校 は 約 20 校 で , 
その うち 略字 制定 の 訟 谷 に つい て は , BBR KE 
で , 反対 校 は 少数 で あっ た と いう ら こ と, 略字 制定 に 当 
た っ て は 慎重 で な けれ ば な ら な いか ら , 念入り な 実験 
を 経 た うえ で 決定 し な けれ ば な ら な いと いう こと , B 
字 は 医学 用 語 , 一 般 用 語 , 特殊 略字 , 速記 用 略字 の 4 
種類 に し て は どう か と いう こと な ど で あ っ た . C1960 
年 の 総会 で 神戸 市 立 盲 学校 は 「 点 字 略 字 の 一 試案 」 
を 発表 し た . それ に よる と , 略字 に する こと ば は 使用 
率 が 高く 語尾 変化 の な いも の の うち , 点字 で 書い て マ 
ス 数 の 多い も の で ある こと , 略字 は 1 マス 略字 と 2 マ 
ス 略 字 の 2 種類 と し , マス 数 の 少な いも の は 1 AM 
—, マス 数 の 多い も の は 2 マス 略字 に する こと . BS 
の 総数 は 50 語 な 400 Ge Gi eee CD 7c, 
④1964 FORA CHA MMB FRML, 「 点 字 略 字 に 関 
する 調査 報告 と 今後 の 問題 点 」 に つい て 研究 発表 を 行 
な っ た . それ に よる と , 略字 の 要 否 に つい て は , AF 
校 31 の うち 必要 と する も の は 28 校 で あり , 略字 の 使用 
状況 に つい て は , 回 答 者 101 人 の うらや 東京 点字 出版 所 
の ゃ も の を 使っ て いる 者 21 人 , 自作 の も ゃ の を 使っ て い 
る 者 27 で あっ た . Ek, 今後 の 問題 点 と し て 目新し 
いこ と は , 英語 の 1 マス 略字 の よう な 50 音 だ け の 略 
字 が 考え を られ な いか , 点字 が 表 音 文字 で ある 特色 を 生 
か し て 発音 に よる 略字 が 作ら れ な いか , と いう こと な 
Cat Dice 

以上 , わが 国 に お ける 点字 略字 制定 に つい て の お も 
な 研究 の 足跡 を 尋ね た が , 最後 に ニー ネス ュ 発 行 の 「 世 
界 の 点字 使用 法 」 (World Braille Usage, 1953) に し 
る され て いる 「 望 まし い 点 字 略 字 の 持つ 条件 」 を 紹介 
する . ① 各 記号 は で きる だ け 多 く 記 憶 の 原理 を 取入れ 
で 覚め や ずい も ふも の で ある こと . ⑨② 各 記号 は で きる だ け 
少数 の 意味 を も た せる よう に し , 1 記号 1 意味 が 理想 
的 で ある こと . ③ 略 字 使用 上 の 規則 の 数 は 少数 で , し 
Db, 意味 が 明確 な も の で ある こと . ④ 各 記号 は 元 の 
こと ば を 暗示 しない ほど 原形 か ら 変 形 し た も ゃ の で な い 
こと . ⑤ こ ども の 場合 は 初等 科 終 了 ま で に , お と な の 
場合 は 2 な いし 4 ヵ月 間 に , 不当 な 精神 的 努力 な し に 
覚え られ る よう な 数 と シス テム で ある こと . Ghee) 
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点字 出版 喝 


点字 出版 の 始ま り 

1894 (明治 27) 年 3 月 8 日 , 東京 BSR 長 小西 
信 八 が 明治 天皇 の 銀婚 式 奉祝 の 点字 歌集 2 冊 を , 文部 
省 を 通じ て 宮内 省 に 献上 し て いる . この 歌集 は 当時 の 
表 咽 学校 の 職員 ・ 生 徒 な ら び に 卒業 者 が よん だ 奉祝 の 
和歌 を 収録 し た 片面 書き の 13 枚 で , いち いち ぁ OD 
な を 付け て あっ た . この 歌集 は 翌日 の 奉祝 式 に 出席 し 
た 職員 ・ 生 徒 ・ 卒 業 生 は も ちろ ん , BS ORAICHGR 
を 問わ ず 1 冊 ず つ 記 念 に 贈っ た の で , か な り の 部 数 で 
あっ た と 思わ れる . この 歌集 が わが 国 で の 点字 出版 物 
の 最初 と みみ られ る . これ に 用 いた 製版 印刷 機 は , そ 
の 前 年 に 同 校 が アメ リカ か ら 購 入 し た も の で ある . な 
お , この 原版 を 製作 する に 当たり , 同 校訓 導 石 川 倉 次 
は フロ ッ ク コ ー ト を 着 て 着手 し た と いわ れる . 
次 は 聖書 の 出版 で ある が , 明治 27, 8 CA, 当 
時 の 東京 衣 喧 学校 の 生徒 で あっ た 加藤 安 造 ある い は 服 
部 わた お が これ を 製版 し た と いう 説 が 伝え られ て お 
り , Ek, 盲人 で は な く 晴 眼 者 が 打っ た と いう 説 も あ 
る . 横浜 の 聖書 会 社 の 職員 で あっ た 岩井 某 が 点字 を 習 
い に 盲 貴 学 校 に 通っ た 話 や , 同じ く 職 員 の 大 竹 大 五朗 
(茨城 県 の 人 で , 大 正 の 初め に 退職 し た と いう . 点 消 
し 器 を 考案 し た ) が 小西 校長 か ら 点 字 を 習っ た と いう 
話 な どか が それ で ある . この 聖書 の 出版 に 使用 し た 機械 
は , 横浜 訓 家 院 の 創立 者 で 宣教 師 夫 人 の シャ ロッ テ ・ 
ドレ ー ペ パー(Charotte Draper) が 寄付 し た も の で ある . 
1894 年 の 秋 に 出版 され た の は 「 ョ ハネ 伝 」 で , 続い 
て , 1895 年 か ら 96 年 に か け て 「 マ タイ 伝 ] , 「 マ ル 
simi ルル 伝 上 (-「 使徒 条 伝 中 が で きだ 正裕 詳 
般 に 使用 され て いる 「 日 諾 訳 聖 書 ] (| 旧約 24 冊 , 新約 
Sit) は , 日 本 聖書 協会 の 委託 に より , 東京 点字 出版 
所 が 1956 (昭和 31 ) 年 に 完成 し た も の で ある . 


東京 盲 咽 学 校 の 鍼 抜 学友 会 と 同窓 会 

聖書 より 広く 盲人 の 間 に 役 立っ た 点字 の 書物 は , 今 
ARO [SARIS] CHS. 1902 年 , 維新 の 元 重 板 
垣 退 助 ら の 世話 で , 東京 市 在住 の 全盲 人 を 一 丸 と し た 


盲人 の 生活 81 








盲人 医学 協会 が 設立 され , 盲人 の 知識 教養 を 高め る た 
め , 各区 で 講習 会 が 開か れ た 際 , 盲 界 の 指導 者 千葉 勝 
AES, 川越 源 治 , 金子 けん ちょ う , 福原 弥太 郎 , 松林 
HOS 人 が 盲 中 学校 を 訪れ , 校長 小西 信 八 に 講習 会 に 
使用 する 点字 書 の 出版 を 懇 請 し た . 学校 で は , 小西 や 
石川 倉 次 , 奥村 三 策 ら が 協議 し た 結果 , その 希望 を か 
な える こと に な り , 在 校生 に その 方 法 を 一 任 し た の 
で , 有志 に よっ て 鍼 披 学 友 会 を 組織 し て 点字 出版 を 行 
な う こと を 決定 し , その 第 1 に 取上げ た の が 前 記 の 
「 実 用 解剖 学 」 で あっ た . と ころ が , 資金 の 出所 が な 
く , いろ いろ 協議 の EE, さき の 5 人 が 10 円 ずつ 出 
し 合い , 一 時 立替 えて , 亜鉛 板 や 用紙 の 購入 に 当て 
器 省 当 の | 実用 解剖 学 は 1 行 25 マス で 8 憶 に な 
り , 1 ik 70K (140 ペー ジ ) ぐら い . これ を 35 銭 
で 頒布 し た が , た ち ま ち に し て 100 部 を 売 尺 し た と い 
_ らち . 続い て 「 生 理学 粋 ] その 他 を 出版 し た . これ ら の 
製版 印刷 に 当たっ た の は , 主として 石川 重 作 と いう 強 
視 者 で あっ た と いう . その 後 , 鍼 接 学 友 会 は 1904 年 
に 同窓 会 と 合併 し , 製作 され た 幾 種類 か の 原版 を 同窓 
会 に 移管 し た . そこ で 同窓 会 は 事業 部 を 設け て 桜 雲 会 
と 称し , 内 科 ・ 外 科 ・ 産 婦人 科 な どの 医学 書 を は じ め 
鍼灸 マ ッ サ ー ジ 学 ・ 電 気 水 治療 法 , ある い は 音楽 に 関 
する 書籍 の ほか , 普通 学科 の 書籍 を も 出版 し た . ま 
た , 盲人 の 必需 品 (点字 用 紙 ・ 鍼 ・ 鍼 箱 ・ 筆 の つめ な 
ど ) の 販売 も 行なっ た . な お , 機関 誌 「 む つぼ し の 
光 」 は 会 員 だ け で な く , 一 般 の 盲人 に も 歓迎 され , 東 
Re FRIAS (19314F, 社団 法人 桜 雲 会 に な る ) の 
活動 は 第 2 次 大 戦 末 期 ま で の わが 国 盲 界 に 多大 な 真 責 
0) 。 

アメ リカ で は 原版 か ら 用 紙 に 点字 を 印刷 する 場合 
初め は 圧搾 の 方 法 に よっ た よう で ある が , これ を 現在 
の ゴム ロー ラー で 印刷 する よう に 改良 し た の は , 神学 
生 と し て 留学 し て いた 中 田 重 治 で ある と いわ れる . 
1897 年 , 小西 信 八 が アメ リカ に 渡っ た 際 , その 通訳 を 
勤め た の が 中 田 で , か れ は 洗濯 機 か ら ヒ ント を 得 て , 
ゴム ロー ラー を 使う よう ら に し た と いう . 中 田 は の ち に 
ホー リネ ス 教 会 の 監督 に な っ た 人 で ある . 


京都 市 立 盲 咽 院 の 点字 出版 

京都 市 立 盲 貴 院 (現在 の 京都 府立 盲 学校 ) で は 1903 
年 7 月 , ア メリ カ か ら 点 字 製 版 欄 ス テレ オタ イプ メー 
カー を 購入 し た . 点字 の 大 き さ は 25 マス で , 印刷 機 
yer GO Bic. ha tic- LC, ま 
ず , 雑誌 を 年 に 2, 3 回 発行 し て , 全国 の 盲 学校 に も 


寄贈 し た . 特筆 すべ き は 翌年 6 月 に 発行 し た も の に , 
初め て イン ター ポイ ント (イン ター ライ ン は 行 と 行 の 
間 に 裏 の 点字 を 打つ こと と で あり , イン ター ポイ ント と 
は 行間 を 狭め 点字 の 空間 に も 裏 か ら 点 字 を 打つ 方 式 で 
HS) CHS. し か し , 当時 の 盲信 は まだ この よう な 
行 の 混ん だ 点字 に 慣れ な か っ た こと , 用 紙 が 薄かっ た 
GemMeOrD, 一 般 に よろ と ぱ れ ず , Lees Cit 
め た の は 惜しい こと で ある . Ek, 盲 生 用 の 国定 教科 
書 , その 他 の 参考 書 な ど を 点字 印刷 し て 生徒 に 分 け , 
また , 全国 各 盲 学校 の 要望 に 応じ て 1000 部 余り を 印 
ll UUs, 

1912 (大 正 元 ) 年 11 月 , 在 校生 ・ 卒 業者 お よび 職 
員 の 有志 は ブラ イ ュ 社 を 組織 し て , 文学 書 , Mia 
ッ サ ー ジ 応用 の 婦人 科学 な ど を 出版 し , また , 雑誌 
「 光 」 を 発行 し て 広く 読ま れ た . し か し , 昭和 期 に な 
る と , 東京 ・ 京 都 な ど に 点字 出版 専門 の 事業 が 起こ っ 
た の で , ブラ イ ュ 社 は 解散 し た . その 後 も 同 校 同窓 会 
か ら は , と きど き 書 籍 が 出版 され て , 希望 者 に 分 け て 
お り , 現在 も な お 続い て いる . 


神戸 六 光 社 の 興 廃 

左近 夫 孝 之 進 は 鹿児島 の 出身 で , 早稲 田 大 学 を 卒業 
後 , 間もなく 失明 し た が , 活字 式 点 字 印 刷 機 を 考案 し 
て , 1905 年 夏 , 神戸 に 六 光 社 を 設立 し , その 10 月 に 
わが 国 で 初め て の 点字 新聞 「 あ け ぼ の 」 を 発行 し た 
新聞 の 型 は 普通 の 点字 用 
MO 8 倍 大 の 大 判 で , 週 。 
刊 紙 で あっ た . 点字 の 読 
め る 者 は 老い も 若き も , | 
争っ て これ を 手 に した. 
左近 錠 は また 同年 6 月 , 
私 立 神戸 訓 盲 院 (兵庫 県 
立 盲 学校 の 前 身 ) を 創立 
し て 盲 生 数 人 を 収容 し, 
その 教育 に 当たっ た . 

さら に , 翌年 の 春 か ら 左近 直孝 之 進 

は , 盲 青年 を 対象 に 早稲 田 大 学 の 「 中 学 講義 録 」 を 点 
訳 発行 し て , A 200 ペー ジ を 越え る も の を 各地 の 購 
読者 に 届け た . この 講義 録 に つい て 注目 され る の は , 
当時 , 早稲 田 大 学 英文 科 の 講師 で あっ た 好 本 督 が , B 
人 の た め に 英語 科目 の 講義 を 自ら 進ん で 担当 し た こと 
CHS. この よう に , 左近 却 は 点字 印刷 事業 と 訓 盲 事 
業 に 寝食 を 忘れ て 没頭 し た が , 当時 は まだ この よう な 
事業 に 対す る 世間 の 関心 は 薄く , 同業 者 も きわ め て ま 
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れ で あっ た . あま り に 心身 を 酷使 し た 結果 , つい に 病 
魔 に 襲わ れ , 1909 年 11 A, 41 歳 で 疫 し た の で , 多く 
の 盲 青年 に 期待 され た 「 中 学 講義 録 」 は 惜しく も 中 絶 
LARS 
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い だ が , 点字 印刷 の 方 は 次 第 に 活字 が 麻 減 し て 補給 が 
つか ず , 1913 年 ご ろ , その 継続 を 断念 し , 訓 盲 院 の 経 
営 に 専念 する こと に な っ た . 


川越 源 治 の 点字 出版 と 大 貫 善 治 堂 

川越 源 治 は 漢学 の 素養 を も っ た 盲人 で , 東京 市 神田 
区 下 白壁 町 で 鍼 披 業 を 営ん で いた が , 1907 (明治 40 ) 
年 ご どろ , 国内 で も 製版 印刷 機 が 製作 され る よう に な っ 
た の で , さっ そく これ を 入手 し て , 営業 の か た わら 点 
字 書 の 出版 を 始め た . いわ ゆる 点字 出版 事業 な ど と い 
うら よ うな 野心 的 な も の で は な く , 家 に 置い た あん ま 助 
手 に 暇 を みて は 機械 の 取扱 い を 教え て , 点字 書 の 製作 
を し て いた の で ある . 初め の 間 は 浪花 人 節 ・ 落 語 ・ 蘭 摩 
Femlce, 盲人 大 衆 の 趣味 や 娯楽 に 関す る も の ば か り 
を 出版 し て いた が , その ころ , 盲人 の 副業 と し て 行 な 
われ て いた 易学 の 書籍 も 発行 し た . 1911 年 , ABA 
令 で 接 摩 術 営業 取締 規則 お よび 鍼 術 灸 術 営業 取締 規則 
が 制定 さ れる や , 「 日 本 接 摩 術 」, 「 接 腹 法 」」「 消 毒 学 」 
な ど を 出版 し た . 

さら に 翌年 , 京都 府立 医科 大 学 の 後藤 道雄 が 「 へ っ 
ど 氏 帯 ト 吾 国 古 来 ノ 鍼灸 術 = 就 テ ] と いう 論文 を 発表 
し た の で , その 所 説 を いち 早く 点訳 出版 し た と ころ , 
盲 学 校 の 教員 を は じ め 多 く の 盲 人 業者 が 競っ て これ を 
読ん だ . 創業 以来 , と か く 軽 視 さ れ が ち で あっ た 川越 
の 出版 事業 は , これ に よっ て 大 い に 見 直さ れ た . その 
後 , 盲人 間 の 読書 熱 が 次 第 に 高まる に つれ , 病理 学 ・ 
経穴 学 ・ 鍼 灸 術 の 古書 ある い は 春 髄 反射 療法 ・ カ イロ 
プラ チッ ク の は ほか, 国文 学 の 一 部 Aika, 徒然 草 な 
ど ) も 発行 し た . これ ら の 点字 書籍 の うち に は , 現在 
ゎぁ 残っ て いる も の が ある . この よう に 年 を 追っ て 発展 
し て きた この 事業 も , 1923 年 9 月 の 関東 大 震 炎 で 機械 
・ 原 版 の いっ さい を 焼失 し た . その 後 , 麻布 方 面 へ 移 
転 し て , 鋭意 発行 に 努め た が , 不幸 に も 病気 の た め 再 
まで き 7 な が っ た 

大 貫 伊 太郎 は 川越 に な ら っ て , 小石 川 区 八千代 町 で 
鍼 披 業 を 営み な が ら , 大 叶 善 治 堂 と 称し て , AIP 
か ら 点 字 出 版 を 始め , 主として , あん ま ・ マ ッ サ ー ジ 
・ 鍼 灸 ・ そ の 他 の 医学 書 を 出し て いた が , か れ の 病死 
と と も ゃ も に 消 減 し た . 


中 村 京 太郎 の 雑誌 ・ 新 聞 な どの 発行 

の ちの 点字 毎日 初代 編集 長 中村 京 太郎 (1880~1964 
/ 明 治 13 一 昭和 39 ) は イギリス 留学 を 終え て 帰国 し 
て 間もなく , 東京 の 同 愛 訓 盲 院 で 教鞭 を と る か た わ 
ら , 盲人 クリ スチ ャ ン の た め に 点字 雑誌 「 信 仰 」 の 発 
行 を 思い 立ち , 好 本 田 の 援助 を 得 て , 1916 年 12 月 の 
クリ スマ ス を 期し て 第 1 号 を 発行 し た . 第 2 号 は 翌年 
の 2 月 . それ 以後 は 不定 期 に 出し た (ODA). ま 
た , 1919 年 4 月, 北 豊島 郡 西巣鴨 町 に BALE 
会 を 設立 し , 前 記 「 信 仰 ] の ほか , 週刊 点字 新聞 「 あ 
け ほ の 」 を 創刊 し , 1922 年 2 月 まで 継続 し た . 点字 
用 紙 5 , 6 枚 の も ので, 内 容 は 政治 ・ 社会 ある い は 盲 
界 に 関す る 記事 で あっ た . その 他 , 1921 年 に 「 英 語 
点字 の 説明 」 を 出版 し た が , これ に よっ て わが 国 の 盲 
人 は 英語 に 親しむ よう に な っ た . 

日 本 盲人 基督 教 伝 道 協議 会 で 「 謀 人 キリ スト 信仰 会 」 
と 呼ん で いる の は , 1955 年 前 後 , 中 村 京太 郎 か ら 引 
継い だ も の で ある . 


大 日 本 国民 中 学会 盲人 教育 部 と 中 学 講義 録 
東京 盲 学校 教諭 小浜 伊 次 郎 は ,。 か ね て か ら 盲 学生 に 
中 学 講義 録 を 読ま せ て , 盲 学校 に お ける 教科 書 の 不足 
を 補い , 実力 の 養成 を 図り た いと 考え て いた が , KA 
本 国民 中 学会 理事 長 の 河野 正義 に 相談 し て , 同 会 発行 
の 講義 録 を 毎号 点訳 出版 すべ く 許可 申請 を 行なっ た . 
幸い , 1919 (大 正 8) 年 の 初め , その 許可 を 得 た の 
で , 同年 4 月 か ら , この 実現 に 移っ た . まず , この 
春 , 東京 盲 学校 師範 科 を 卒業 し た 山下 長 一 に 講義 録 の 
点訳 を 委嘱 し た . WIR CH を 引受 け , 軽便 機 
( 科 易 製版 機 と も いう ) を 使っ て 原版 の 製作 に 取 掛 っ 
た (軽便 機 と いう の は , 点字 器 と 同じ よう に , 1 点 ず 
つ 和 亜鉛 板 に 突い て いく の で , HS 20 セン チ ば か り の 
占 筆 を いち いち 点 の 位置 に 当て て , 足踏み で 点 筆 に カ 
を 加え て 書い て いく た め , 労力 と 時 間 を 要 し , 普通 の 
製版 機 に 比較 し て , きわ め て 苦し いも の で ある ). と 
ころ が , 講義 録 は 発行 され る こと に な っ た も の の , そ 
の ころ の 盲人 に は 自費 で これ を 購読 する 者 は きわ め て 
少な く , し た が っ て , 亜鉛 板 ・ 用 紙 な どの 購入 , さて 
は 人 件 費 な どの 出所 が な く , 大 き な 壁 に 突 当 た っ た -. 
COLES, 河野 の 理解 と 努力 に より , 中 学会 に 盲人 教 
育 部 を 設け て , 毎号 50 部 ずつ を 同 会 で 買上 げ , これ 
を 全国 の 盲 学校 に 1 部 ずつ 寄贈 し て 講義 録 の 普及 を 図 
る と と も に , 経済 的 困難 を 救済 し た . この 間 の 事情 は 
あま り 世 間 に 知ら れ て いな い が , わが 国 の 盲 教育 発展 
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途上 に お ける 陰 の 働き と し て , 忘れ て は な ら な い 事 実 
CH. 
—EOLFCUT, 山下 は 4 年 有余 , この 骨 の 折れ る 
機械 と 取組 ん で が ん ば り 通し , 1923 年 7 月 8 日 , 最 
後 の 1 点 を 突き 終っ て 講義 録 の 全 科 目 を 完成 し た . ペ 
ー ジ 数 は 実に 1 万 2400 ペ ー ジ , 単行 本 に し て 63 i. 
まこ と に 偉大 な 業績 で あっ た . 同年 9 月 1 日 の 大 岩 炎 
の と き , 盲人 教育 部 の 責任 者 小浜 伊 次 郎 は , 3 人 の こ 
ども ゃ も を 両親 に 託し て , 自分 は 夫人 と と も に 小型 トラ ッ 
ク を 借り て , 原版 全部 を 乗せ て 戸山 ヶ 原 へ 避難 し , 一 
夜 を 明か し た と いら うら. 


点字 教科 書 の 刊行 と 「 点 字 大 阪 毎 日 ] の 創刊 
わが 国 の 盲 教育 は 明治 の 末期 か ら 大 正 に か け て 飼 速 
に 普及 し , 各 府 県 に 訓 盲 院 あ る い は 盲 学校 が 続々 と 設 
立 さ れ だ た . し か し , 毎日 の 授業 に 欠く こと の で き な い 
点字 教科 書 は , ほとん ど な く , 各 盲 学校 と も これ に は 
全く 困っ て いた . 鍼 拓 教 育 の 方 は , 東京 盲 学校 同窓 会 
出版 の 書籍 に よっ て , どう に か 間に合わ せ て いた が , 
普通 教育 の 科目 に いた っ て は , わずか に 日 本 盲人 協会 
発行 の 点字 版 国定 教科 書 (小学 校 用 ) が ある だ け で あ 
otc. 1920 (大 正 9 ) 年 , 帝国 盲 教育 会 が 発足 する と , 
EF, 取上げ られ た の は 点字 教科 書 の 出版 で あっ た . 
同 会 は 1922 年 の 臨時 総会 で 点字 図書 出版 部 規程 を 可 
決し , その 実現 に 努力 し た が , 十分 な 成果 が あがら な 
いう ち に 関東 大 岩 災 で 打撃 を 受け , 中 絶 の や む な き に 
Bok. これ より さき , 奈良 盲 学校 長 小林 久 三 郎 は , 
帝国 育 教 育 会 の 点字 教科 書 出版 事業 が 容易 に 進行 し な 
い の を みて , つい に 万 難 を 排 し て 教科 書 出版 の 実現 を 
決意 し , 1921 年 の 秋 , [BAR と 点字 教科 書 ] と い 
2 う 一文 を 草 し て 大 阪 毎日 新聞 社 を 訪れ , 事業 部 長 の 橋 
詰 良一 に これ を 手渡 し て , その 援助 を 求め た . その 結 
果 , 3000 円 の 融資 を 受け る こと に な っ た の で , 直ちに 
ah. Bebe O/\ Se, ATIC 
身 の 橋 本 喜 四 郎 ら と 相談 の うえ , 点字 教科 書 刊 行 会 を 
組織 し た . 小 畠 ・ 橋 本 の 両 人 は 点字 出版 に 非常 な 興味 
と 熱意 を も ち , か つ , 製版 印刷 の 技術 も 優秀 で あっ た 
DC, 教科 書 の 製作 に は この 両 人 が 当たり , 小林 は も 
っ ぱら 事業 の 計画 推進 に 当たっ た . 

越え て 翌年 1 月 , 大 阪 市 立 北 市 民 館 の 1 室 を 借り 受 
け て 刊行 会 の 事務 所 を 置き , 国定 教科 書 の 製版 に 着手 
し た が , 3 月 の 終り に は 早く も 修身 ・ 国 語 ・ 算 術 ・ 理 
科 ・ 国 更 ・ 地 理 な ど が で きた . この こと を 全国 の 各 盲 
学校 に 通知 し て , その 注文 を と っ た と ころ , 感謝 の 手 


紙 と 注文 が 毎日 殺到 し , 4 月 に は その 一 部 を 発送 し 
た . この よう に , 事業 は 順調 に 進ん で いた が , 6 月 ご 
ろ に な っ て , に わか に 活気 が な く な っ た . その 原因 を 
調べ た と ころ , 意外 に も 会 計 係 の 不正 が 暴露 し て , 事 
業 の 継続 が 困難 に な っ た . そこ で , 小林 は 橋詰 と 大 阪 
毎日 新聞 慈善 団 主事 の 中 村 三 徳 に この 経過 を 報告 する 
と 同時 に 前 後 策 を 協議 し た . その 結果 , 大 阪 毎日 新開 
社 の 重役 会 議 を 経て , 「 点 字 大 阪 毎日 ] が 教科 書 事業 
を 吸収 する こと に な っ た . すでに で き あ が っ て いた 教 
科 書 の 原版 は , 同年 9 月 , 点字 大 阪 毎日 に 引継 が れ , 
ここ に 教科 書 刊行 会 は 解散 し た . 

これ より さき , 大 阪 毎日 新聞 祉 で は , か ね て か ら 盲 
人 の た め の 点 字 新 聞 を 発行 する 計画 が あっ て , 着 々 と 
その 準備 を 進め て いた が , VV EV LEABAL T, 1922 
年 4 月 15 日 付 で 中 村 京太 郎 ・ 同 夫人 ・ 小 畠 護 一 ・ 大 
野 加 久 二 ら 4 人 を 雇用 し て , 点字 新聞 発行 の 事務 を 開 
始 し た . か く て , 同年 5 月 11 日 , 「 点 字 大 阪 毎日 」 第 
1 号 が 発刊 され た . 当初 は タブ ロイ ド 判 16 ペー ジ 建 
て の 週刊 紙 で , 毎 木曜 日 に 発行 し た . 太平 洋 戦争 中 は 
用 紙 の 入手 難 の た め 旬 刊 紙 に な っ た が , 戦後 は また も 
と の 週刊 に 戻り , 発行 日 も 日 曜日 に 変更 し た (1943 
年 1 月 7 日 発行 の 第 1078 号 か ら 「 点 字 毎日 」 と 改題 
Lic). 前 述 の よう に , 創刊 後 間もなく 教科 書 の 出版 
を ゃ 引受 けた 点字 大 阪 毎日 で は , 新た に 3 人 を 増員 し 
て 教科 書 の 改版 ・ 印 刷 ・ 発 送 な ど に 当たら せ た が , 新 
学期 を 迎え る 前 後に は , いつ も 多忙 を きわ め た . し か 
し , 盲 学校 側 で は 以前 の よう な 授業 の 放 障 は 一掃 さ 
れ , 盲 教育 は 活気 を お び て , 次 第 に 充実 進展 を みる よ 
WEIS TC! 


こども の 点字 雑誌 
大 正 か ら 昭 和 前 期 ま で は 児童 文学 の 興隆 期 で , 普 : 
の こども に と っ て は , 読物 の 豊富 な よい 時代 で あっ 
た . これ に 反し て , 盲 学校 の 児童 ・ 生 徒 は 教科 書 以外 
に 何 の 読物 も ゃ なく, 校庭 に 出 て も 運動 具 は な く , か れ 
ら は 放課後 の 余暇 を も て あま し て いる あり さま で あっ 
た . 関係 者 が 会 合 る た びに , この 問題 が 話題 に な っ 
12a) Dees, だ れい うそ を も な くう) そ ど も の 雑誌 
を 発行 し よう と いう こと に な り , 1922 年 の 秋 , TO 
か り の 彫 ] 第 1 号 が 出 た . 内 容 は 各種 の 児童 雑誌 な ど 
か ら 採 録 し た も の で , お も に 奈良 女子 高等 師範 学校 附 
属 小学 校 か ら 発行 し て いた 「 伸 び て 行く 」 から 適 当 な 
記事 を 選ん だ . 編集 は 私 立 三重 盲 貴 学 校 の BBB 
BB, 製版 印刷 は 大 阪 の 橋本 喜 四 郎 で , 奈良 盲 学校 長 小 





84 点 


字 





林 外 三 郎 の 自宅 を ひか り の 園 社 と し て 発行 の 事務 を と 
る こと に し た . 雑誌 は POEM 28 切り の 小型 判 で , 毎 
号 40 ペー ジ . 臨時 に 60 ペー ジ の こと も あっ た . 定価 
は こ ど ゃ が 買い や すい よう に 1 部 12 銭 と し , 記事 は 
新鮮 味 が あっ て 評判 も る よく, 大 人 の 読者 も 相当 あっ 
て , 毎月 120 部 か ら 150 部 ぐら い を 発送 し た . た が , 
わか りや すく , お も し ろ い と い だ ら うけ で は な く , 常に 
こ ど ゃ の 夢 を 育て て , 明る いす な お な 人 間 性 豊か な も 
の に 仕上 げた いと いう の が , 同人 の 理想 で あっ た が , 
経費 の 面 で は きわ め て 不安 定 で あっ た . 1923 年 の 大 
震 災 復興 の た め 亜 鉛 板 が 急激 に 暴騰 し て , 雑誌 の 発行 
に 打撃 を 受け た の で , 誌 代 の 値上げ か , 廃刊 か の 岐路 
に 立っ た あげ く , 翌年 の 春 つ い に 府 刊 と な っ た . 


東京 光 の 家 の 点 字 出 版 事 業 

東京 光 の 家 は , 1920 (大 正 9 ) 年 , BARRENS 
か ら 分 離し て , 秋元 梅吉 を 中 心 に 誕生 し た も の で あ 
る . 盲人 の 救護 施設 と 点字 出版 所 を 兼ね た 仕事 で ある 
が , 出版 の 方 が 早く 成長 し た 感 が ある . 主として キリ 
スト 教 の 書籍 を 出版 し て いた が , な か で も , 「 何処 へ 行 
く 」 と か , 「 鳴 呼 無情 ] な どの 大 部 な も の は , BEAM 
毎日 型 の 大 判 で 発行 し て 注目 を ひい た . 昭和 に な っ て 
か ら は , 中 等 程度 の 国語 , FEL, 国文 法 な どの 教科 書 
を 出版 し た . また 1930 年 ご どろ, 英語 の 講義 録 を 点字 
で 出版 し た . これ は 東京 外国 語学 校 教 授 秋山 博 を 主幹 
と し , 毎月 170 ペー ジ ぐ らい の も ゃ も の を 2 年 余 に わた っ 
て 発行 し て その 第 1 期 を 終り , 第 2 期 の 初め まで 継続 
Lk. 全国 の 盲 学校 の 教師 や 生徒 に 好評 で , BRICK 
語 が 普及 し 始め た の は これ か ら で あ る . 第 2 次 世界 大 
戦 が 激化 し た 1944 年 6 月 , 企業 合併 の 政府 の 方 針 に 
従い , 原版 全部 を 寄贈 の 名 目 で 東京 点字 出版 所 へ 渡し 
た . し か し , 1964 年 , 宗教 書 の 原版 だ け を 再 び 出 版 
所 か ら 引 取っ た が , これ も 寄贈 の 名 目 で あっ た . 





弘 堆 社 の 起こ り 

1920 年 の 夏 , 真宗 大 谷 派 宗 務 所 の 援助 を 得 た 山本 暁 
得 は , 京都 に 弘 碑 社 を 設け , 仏教 信仰 の 点字 月 刊 雑誌 
(ARR) を 発行 する こと と な っ た . その 第 1 SORT 
は 1921 年 2 月 で ある が , 毎号 150 ペー ジ を 越え る も 
DC, 内 容 も 高級 で , 読み ご び た え の ある も の で あっ 
た . また , 雑誌 の ほか 「 真 宗 聖典 」 5 巻 ,「 新 訳 仏教 
聖典 」 15 巻 , その ほか 多数 の 仏教 書籍 を 点訳 出版 し 
た .「 内 外 盲 教育 史 要 」 2 巻 は , 東京 盲 学校 師範 部 に 
お ける 川本 宇 之 介 の 講義 を まとめ た プリ ント を , BA 





教師 の た め に 点字 版 に し た も の で ある . 山本 暁 得 は 本 
名 を 伝 三郎 と いい , 1906 (明治 39) 年 京都 市 立 Ble 
院 を 卒業 し た の ち , 熊本 , 金沢 な ど で 医 科大 学 付属 病 
院 に マッ サー ジ 師 と し て 勤務 し て いた が , 1920 年 夏 , 
感じ ゃ と ころ が あっ て , 金沢 の 病院 を 辞し て 単身 で 京 
都 に 出 て , 大 谷 大 学 の 聴講 生 に な り , 仏教 の 研究 に 没 
BAL, つい に 得度 し て 僧 籍 に は いっ た . 1932( 昭 和 7 ) 
年 8 月 , 47 歳 で 急死 し た が , か ね て 盲人 の た め に 努 
力 し て いた 雑誌 「 仏 眼 」 は 未亡人 の 手 で その 後 10 年 
ほど 継続 され た . 暁 得 は また 熊本 盲 咽 技 芸 学校 (現在 
の 熊本 県 立 盲 学校 ) 創設 の 功労 者 の 1 人 で も ある . 


伊達 勝 芳 の 点字 出版 と 江村 憶 三 

1921 年 ご ろ , RR BFRO 卒業 生 有志 が 杉山 会 あ 
る い は 中 曜 会 た 秋 す る 会 る の < くり Wee = eee 
マッ サー ジ ・ 鍼 灸 の 学 理 や 技術 を 研究 し て いた が , そ 
の 陰 の 指導 者 と し て , 盲 人 の た め に 力 を 尽 し た の は 下 
7b MIN BS CH ok. 江村 は 多忙 な 臨床 の か た わ 
ら , ドイ ツ か ら マ ッ サ ー ジ 書 を 取寄せ て は , これ を 訳 
し て 講義 し た . 最初 キュ ルネ リュ ー ス の 神経 点 の 講義 
で あっ た が , その 原稿 を いつ も 点字 印刷 し て 問 に 合わ 
せ て いた の は 伊達 勝 芳 で あっ た . か れ は 弱視 者 で あっ 
た の で , 普通 字 を 見 な が ら 1 人 で こつ こつ と 製版 し て 
wk, Dei 77 Ol zeta > eae 
ー ゲ リー 氏 手 法 」」 ブ ム の 「 マ ッ サ ー ジ 学 」 6 巻 な ど 
の 翻訳 書か あっ た が , これ ら 翻 訳書 の 普通 字 原 稿 の 取 
扱い に つい て は , 特に 慎重 を 期す る よう 江村 に いわ れ 
て いた 伊達 は , 自分 の 家 に 地下 室 を 設け て , 普通 字 の 
原稿 と 製作 し た 原版 を 保管 し て いた . その た め , 関東 
KEKE CAB 2 次 世界 大 戦 の 空間 の 際 の 火災 か ら 難 を ま 
ぬ が れ た と いう . また , 江村 に は 「 鍼 入 療 点 学 」 と い 
2 経穴 学 の 著書 も ある . 

江村 の 没後 , 伊達 は 「 保 科 新 辞 林 」 26 巻 ,「 英 和 冬 
gh | 8 巻 , 「 和 英 辞典 ] 6 巻 を は じ め 「 重 要 単語 5 千 
語 辞 典 」 な ど を 出版 し た ほか , 製本 に 必要 な 紙 折り 機 
を $ ゃ 考案 し た . し か し , 1937 年 以後 は 出版 を や め て 
いた . これ は 戦争 の た め 程 鉛 板 が 暴騰 し , 用 紙 の 入手 
も 次 第 に 困難 に な っ た か ら で あ る . すでに で き て いた 
書籍 は 安価 で 知り 合い に 売り さば いて いた . 伊達 は 戦 
争 が 終っ て 間もなく 病気 で 倒れ た の で , 原版 や 紙 折 り 
機 は 東京 点字 出版 所 に 引取 られ , 今 も な お 利用 され て 
いる . 

英語 の 辞書 の 点字 出版 は 伊達 が 最初 で や る . また , 
江村 訳 り の マッ サー ジ 書 以 上 の も の は , 40 年 を 経過 し 
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た 今日 で も 出 て いな い . 


山村 熊 次 郎 と 日 本 点字 社 

すでに 述べ た よう に , 点字 新聞 が 発行 され , 点字 教 
科 書 も 出版 され る よう に な っ て か ら は , HDAHORF 
も よう や く 廊 化 に 浴 し 始め た が , これ は 極 く 一 部 の 者 
に 限ら れ て お り , 一 般 の 盲人 は 依然 と し て 文盲 の 域 を 
脱 せ ず , 特に 鍼 披 業 な ど は 常に 新知 識 と 技術 の 改良 を 
要する に も か か わら ず , いた ずら に 伝統 を 固守 し て 積 
極性 を 欠き , その うえ , か れ ら 自身 が 読む べき 専門 の 
書籍 ・ 雑 誌 も な く , 真 に 同情 に 耐 えな いも の が あっ 
た . と ころ が , 明治 以来 , 学者 の 間 で 顧み られ な か っ 
た 鍼灸 術 が 新しい 医学 の 脚光 を 浴び て , 大 正 の 初め か 
ら 昭和 に か け て , 諸家 の 業績 が 続々 と 発表 され た が , 
当時 の 業界 人 に は これ を 理解 する 能力 も 乏しかっ た . 
この と き に 当たり , 日 本 点字 社 の 出現 は , まさ に 盲 鍼 
接 家 の 窓 を 開い た も の と いわ な けれ ば な ら な い . 
1922 (大 正 11 ) 年 12 月 26 日 , 京都 市 立 Be 院 教 
府 近 藤 燃 一 宅 に 小 畠 護 一 , 山村 熊 次 郎 , 小林 外 三 郎 ら 
が 会 合 し て , 鍼 披 業 者 の た め の 専 門 雑誌 を 発行 する 計 
画 を 協議 し た (近藤 は 鍼灸 医学 に 関す る 吉 今 の 典籍 に 
WUC, 手 を と っ て の 指導 は し な か っ た が , KATE 
を 激励 し , ある い は 慰労 する な ど し て , よい 相談 相手 
で あっ た ). 翌年 1 月 , 山村 は 自宅 を 改造 し て 日 本 点 
字 社 の 看板 を 掲げ , 雑誌 を 「 点 字 治 療 新 報 」 と 名 づけ , 
小林 卵 三 郎 が 編集 に 当たり , 希望 の 実現 に スタ ー ト し 
た . また , この 計画 を 強力 に 推進 する た め , 山村 は 大 
阪 医 科大 学長 佐多 愛 彦 , 大 阪 赤十字 病院 長 前 田 早苗 の 
両 医学 博士 を 訪問 し て 援助 を 請う た . 両 博士 と も 点字 
新聞 が 発刊 き ミ れ た こと な ど を よく 知っ て いた の で , こ 
の 企 て を よろ こん で 激励 し た . これ に 力 を 得 た 山村 , 
小林 は 雑誌 の 発行 を 急ぎ , と りあ え ず , 奈良 に あっ た 
軽便 機 と ビー ラー を 大 阪 に 運び , 続い て 小林 は 編集 し 
た 原稿 を 山村 に 送っ た . 山村 は 昼夜 , 軽便 機 と 取組 
A, 根気 よく 1 点 1 点 突 いて , つい に 「 点 字 治 療 新報 」 
第 1 号 を 仕上 げた . 3 月 の 初め , これ を 各 盲 学校 の 鍼 
拓 科 と 全国 業界 の 有名 人 に 寄贈 し て , その 反響 を 待っ 
た . 幸い , 相当 数 の 申込 み が あ っ た の で 第 2 号 を 発行 
し , 号 を 追っ て 読者 は 次 第 に 増加 し て いっ た . COL 
うに し て , 5, 6 号 を 出す ころ に な る と , 軽便 機 で は 
と うら て い 間 に 合わ な く な り , この まま で は 書籍 の 出版 
も お ほぼ つか な い 状 態 な の で , 資金 を 調達 し て 規模 の 拡 
大 を 図 ろ うと 決意 し た . 

この 問題 は 山村 , 小林 両 人 を 少な か ら j』 ず 悩ま せ た 


Ds, その ころ , 大 阪 市 東 区 小橋 の 興福 寺 住職 平田 真 照 
が 経営 し て いた 積 徳 盲 学校 と いう いま の 別 科 程度 の あ 
ん ま 養 成 所 (興福 寺 は 信貴 山 成 福 院 の 末寺 で , 平田 真 
照 は 慈善 の 心 厚 く , 境内 に 別 の 建物 を 造り , HAE 
成 所 を 設立 し て 盲人 を 指導 し て いた ) に 西本 弥太 郎 
(ARPS FRY) が 勤務 し て いた の で , この 
西本 を 介 し て 平田 校長 に 点字 社 の こと を 話し た と こ 
ろ , 本 人 の ほか に 確か な 保証 人 を 2 人 た て れ ば 3000 
円 程度 を 融資 し よう と いら こと と で あっ た . そこ で , 西 
本 と 京都 の 近藤 を 保証 人 と し て , この 願い は 達し られ 
た . 山村 は 直ちに 仲村 製 の 製版 印刷 機 を 購入 し , これ 
に 動力 を 導入 し , これ まで の 足踏み の 印刷 を や め て , 
手 だ け で 操作 する よう に 改良 し て , 労力 の 軽減 と 能 : 
の 向上 を 図り , 従業 員 を 雇用 する な ど し て 面目 を 一 新 
[Bye 

これ に よっ て 出版 は 容易 に なり , 雑誌 に は 毎号 三 療 
の 新 学 説 を 紹介 し , また , 教科 書 や 参考 書 と し て 解剖 
学 ・ 生 理学 ・ 病 理学 ・ 内 科学 ・ 外 科学 ・ 産 婦人 科学 ・ 
診療 医 典 ・ 鍼 灸 マッ サー ジ 学 ・ 電 気 学 , ある い は 医学 
的 心理 学 な ど 大 部 な 書籍 を 発行 し て , 盲 学校 や 業界 に 
提供 し た . 山村 は この よう な 大 部 な 鍼 拓 関 係 書 の 出版 
に 当たり , か つて 京都 市 立 盲 貴 院 が 1 度 し か 試み な か 
っ た イン ター ポイ ント を 採用 し て , 紙 数 の 節減 と 巻数 
の 縮小 に 意 を 用 いた . さら に 1932 (昭和 7) 年 か ら 
1937 年 に わた り , 早稲 田 大 学 の 「 文 学 講義 録 」 の 点 
字 版 を 刊行 し て , 盲人 の 高等 教育 に も 力 を 尽く LK. 
この 講義 録 は 1 万 ペー ジ 余 , 単行 本 に し て 47 巻 で あ 
ten 

1945 年 の 春 か ら 夏 に か け て 空襲 が 一 段 と 激しく な 
っ た の で , 小林 は 貴重 な 原版 だ け で も 疎開 させ た いと 
思い , 奈良 県 立 盲 障 学校 の 屈強 な 弱視 者 数 人 を 連れ て 
中 字 社 へ 行っ た が , 山村 は 「 地 方 か ら の 注文 が 多く , 
断わり か ね て いる の で , も うし ば らく 待っ て ほし い 」 
と いっ て , こ れ に 応じ な か っ た . と ころ が , それ か ら 2 
週間 と た た な いう ち に 焼夷弾 を 受け て , 住 拓 も ろ と も 
機械 ・ 原 版 ・ 資 材 な どの 全部 を 焼失 し た . 当時 は 家族 
の ほか に 従業 員 が 7 , 8 人 いた が , 全員 が 無事 に 避難 
し 得 た の は 不幸 中 の 幸い で あっ た . し か し , 長男 は 戦 
死 し , 2 男 は 辛 2 じ て 終 戦後 帰 本 し て きた . この 秋 , 
山村 は 郷里 の 三重 県 名 張 町 か ら 大 阪 へ 帰り , 住吉 区 西 
長居 町 に 新築 の 1 戸 を 買取 り , まず , 身辺 の 整理 か ら 
始め , 1946 年 の 春 か ら 徐々 に 点字 社 の 再建 に か か っ 
た が , 戦後 の こと と て 万 事 不 如 意 で 容易 に は か どら な 
か っ た . 
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1951 年 春 か ら , 読者 の 要望 も あっ て 雑誌 の 再刊 に 
苦心 し , 7 月 15 日 [ 三 療 医 界 」 と 疎 題し て 第 1 号 を 
発行 し た . 普通 の 活字 書 で も 紙質 が 悪く , 製版 も 粗末 
で あっ た ころ で , 点字 の も の は さら に 紙 も 点 も 趣 く , 
製本 も ピン で 止め た よう な 始 来 で , いか に る ゃ 貧弱 その 
ふも の で あっ た . 同年 8 月 7 日, 山村 は 脳出血 を 起こ し 
て こん すい 状態 の まま , 同月 14 日 つい に 63 ECLA 
Lie. か れ は 郷里 の 高等 小学 校 卒 業 後 , 間もなく 失明 
し , RABI SAGE ORIE AIC ZAR OD CHS. 創業 
以来 27 年 に わた っ て 多大 な 業績 を 残し た 日 本 点字 社 
は , 社長 山村 熊 次 郎 の 死に よっ て 解散 し た . 

その 間 , 山村 は 読者 の た め に と きど き 論 文 を 募集 し 
た り , 盲 学校 や 業界 に 呼び か け て , 夏季 休暇 を 利用 し 
て 講習 会 を 開い た り し た . と り わ け , 点字 社 創 立 20 
周年 記念 講習 会 (1942 年 8 月 ) は 京都 帝国 大 学名 蒼 
教授 石川 日 出 鈴 丸 を は じ め 数 人 の 学者 な ら び に 奥 の 専 
門 家 富 永田 ら を 講師 に 招き , 京都 府立 盲 学 校 に お い 
て , 2 泊 3 日 に わた っ て 開催 され た . 山村 は また 発明 
く ぁ ふう の 才 に 富み, 各種 の 盲人 用 具 を 考案 し た が , 現 
在 の カナ タイ プ の MRE WINK LOE 試作 し て い 
る . なお, 点 に よる 解剖 図 を 発行 し た り , 盲人 の 娯楽 品 
に まで 思い を めぐ らし , 実に 幅 の 広い 仕事 を し た 人 物 
で ああ “apie. 


| 日 刊 東洋 点字 新聞 」 の 発行 

1924 年 ご どろ, 東京 の ある 盲人 が 亜鉛 板 を 使わ な い 
忠 字 印 刷 機 を 考案 し て , その 製作 を 東京 淀橋 の 鉄工 業 
者 木村 福 に 依頼 し た . 木村 は 翌年 の 初め から その 製作 
に か か り , 数 ヵ月 を 費やし て これ を 完成 し た . この 活 
字 式 輪転 機 は 非常 に 精巧 に で き て いた の で , か れ は こ 
れ を 用 いて 日 刊 点字 新聞 の 発行 を 計画 し た . まず , 木 
村 福 が 社長 に な り , 実際 の 仕事 は 義弟 の 木村 柳 太郎 が 
計 軟 と し て 担当 する と に な つう e 年 6 月 as 
「 日 刊 東洋 点字 新聞 」 の 第 1 号 が 世に 出 た . 8 ペー ジ 
建て の も の で , 点字 も は っ きり し て いた . 初め の 間 
は , RRANIEO SACHA L Teds, 間もなく 全国 
的 に 読者 を 獲得 する よう に な っ た . Pit), TA FL 
と いう と ころ に 魅力 が あっ た も の と 思わ れる . 

と ころ が , 日 華 事変 の た め 個 人 経営 が 困難 に な っ た 
OC, 読売 新聞 社 に 譲渡 する こ と に し, 1942 年 8 月 
15 目 , 「 点 字 よ みうら り 」 第 1 号 が 発行 され だ 伯 め は ほ 
失明 軍人 の た め と いう こと で あっ た が , JAS SHOR 
人 に ゃ も 送ら れ た . し か し , 1945 年 の 夏 , 読売 新聞 社 
が 空襲 を 受け た の で , 約 1 ヵ 月 間 休 刊 し た . や が て 復 


字 








活 し た が , 同年 12 月 , 第 2 次 読売 争議 に ょ る 赤字 の 
解消 の た め , つい に 廃刊 に な っ た . 


斎藤 式 弥 ・ 百 合 夫 妻 の 活動 

大 正 , 昭和 の 初期 , わが 国 の 盲人 事業 と いえ ば , B 
教育 に 限ら れ た 感 が あり , 社会 福祉 の 面 で は まだ みる 
べき も の が な か っ た . その 先駆 者 と な っ た の が 斎藤 武 
丈 の 夫人 百合 で あっ た . KL 1926 (大 正 15) 年 
に 普通 選挙 法 が 施行 され , 点字 投票 が 公認 され た の 
で , 盲人 の 政治 教育 に 力 を 入れ , 1929 年 ご ろか ら 自 
費 で 「 民 衆 政治 講座 』 と いう 毎月 1560 ペー ジ ほ どの 読 
物 を 二 十 数 巻 に こわ た っ て 発行 し た . その な か に は 「 土 
地 公有 論 ] と か , 「 婦 人 解放 論 」, 「 労 働 問 題 」 な ど が 
あっ た . 一 方 , 百合 は 盲 女 子 の 現状 と 将来 に つい て 深 
< く 考え る と ころ が あり , 職業 ・ 教 育 以外 に は , COR 
狐 性 を 無視 され た 状態 に あっ た 盲 女子 の 不幸 を 打開 し 
よう と 決意 し , まず , 自ら 修業 する た め , 2 児 の 母親 
で あり な がら, 身 の 不 自由 を 顧み ず , 日 本 女子 大 学 に 
2 年 間 通 学 し た . の ち に 自宅 を 開放 し て 陽光 会 を 開設 
し , 数 人 の 盲 女子 を 収容 し て その 自覚 を うな が し , 教 
養 を 高め る こと に 努め る な ど , 福祉 活動 を 行なっ た . 
また , 百合 は 陽光 会 経営 の か た わら , 月 刊 点字 雑誌 
「 点字 倶楽部 」 を 発行 し て , 請 青 年 男女 に 新風 を 吹込 
むこ と に 努力 し た . その 他 , 「 世 間 雑話]」 「 編 物 孝 
AI, 「 乳 揉み 真髄 」」 「 指 圧 の 理論 と 実際 ] な どの 点 
字 書 を 出版 し た . な か で も , [FRA BH! it, FUE 
み が 盲 女子 に 適切 な 職業 と 考え た 百合 が た び た び 開い 
た 講習 会 で 使用 し た . な お , 長岡 革 蘭 著 「 点 字 俳句 読 
A | の 発行 は 盲人 の 俳句 熱 を 高め た . し か し , 1944 
年 に な る と , 戦争 の 激化 と 物資 の 欠乏 の た め , HICH 
SiS FARO AEDS 困難 に な り , 「 点 宇 倶楽部 ]」 も 同 
年 12 月 の 発行 を 最後 に 打 切 られ た . 

さら に , 翌年 に な る と , 食糧 不足 と た び 重 な る 空襲 
の た め , 集団 生活 は いよ いよ 困難 を きわ め た の で , こ 
OF, つい に 陽光 会 を 解散 し た . 間もなく 武 弥 は 東京 
駅 頭 で 変 通 事故 の た め 死亡 し た が , 百合 も また 1947 
年 2 月 , 肺炎 で 苦闘 と 努力 の 一 生 を 終っ た . 


日 本 ライ ト ハ ウス の 点字 出版 事業 

日 本 ライ ト ハ ウス の 創設 者 岩橋 武夫 は , 1922 (大 正 
11 ) 年 の 秋 , 科 易 点字 製版 機 (軽便 機 ) と 手動 式 
ー ラ ー 点 字 印 刷 機 を 購入 し , エス ペラ ント 学習 書 な ど 
の 点字 出版 を 行なっ た が , これ は ライ ト ハ ウス 点字 出 
版 事 業 の 基礎 づく り と も いう べき も の で あっ た . 1928 
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年 , イ ギリ ス に 留学 し て いた 岩橋 は 帰国 後 , 点字 出版 事 
業 を 拡大 し , さら に 点字 図書 貸出 事業 も 開始 した. 翌 
年 ,。 ライ ト ハ ウス 運動 の 一 事業 と し て , 「 世 界 BA 
Ae | の 刊行 に 着手 し , 「 社 会 問題 と し て の 盲人 」」, 
「 欧 米 盲 人 伝 」 な ど を 出版 し た . 

点字 に よる 定期 刊行 物 と し て は , まず , 「 ラ イト へ 
ウス ・ ニ ュー ス 」, 続い て 1938 年 「 散 明 」 を 発刊 し た . 
(AHA) ih, 点字 雑誌 と し て は 高度 な 総合 雑誌 で , JA 
く 盲 界 の 知識 人 に 愛読 きれ て いる . また , 第 2 次 世界 
大 戦後 , 読物 が 少な か っ た 時 期 に , 教養 書 あ る い は 一 
般 読 物 と し て , 「 教 養 と し て の 心理 学 」 「 教 養 と し て 
の 論理 学 」 「 新 倫理 学 概論 」 [AAO BRI, 
「 ナ イル の 流れ 」 [ErvORB|, 「 十 二 人 の 肖像 
画 ] な ど を 点訳 出版 し て , 多く の 読書 人 に 喜ば れ た . 
理 療 科 用 の 教科 書 ・ 参 考 書 , 文部 省 著作 普通 科目 教科 
書 を 発行 し , 盲人 用 地図 の 製作 に も 努力 し た . その た 
め , 1956 年 に は 文部 省 か ら アメ リカ 製 の イン ター ポ 
イン ト 点 字 製版 機 を 貸 呈 さ ん る な ど , この 方 面 の 事業 
は 年 を 追っ て 発展 し つつ ある . ish, 厚生 省 , その 他 
の 委託 図書 , 製作 に 貸出 し に ゃ 当たっ て いる . さら に 
特筆 すべ き は , 三省 堂 の 「 ュ コンサ イス 英 和 辞 典 」 OF 
字 出版 で ある . これ は 日 本 ライ ト ハ ウッ ウス の 創立 15 周 
年 記念 事業 と し て 1949 年 に 計画 され た も の で ある 
が , その 完成 は 1963 年 で , 巻数 実に 71 巻 , ペー ジ 数 
は 1 万 4000 ペー ジ に 及び , 価格 2 万 4000 円 . 英語 お 
よび 英 廊 学 を 学 ほ ぼう と する 盲人 に 欠く べから ざる も の 
CHS. これ に は 大 阪 文化 賞 な ど を 受け た . 


東京 点字 出版 所 の 事業 

東京 点字 出版 所 は も と 日 本 鍼 披 協 会 の 名 の も と に , 
肥後 基 一 が 1926 年 4 A, 「 鍼 堂 マッ サー ジ 」 と いら う 月 
刊 甘 を 始め た の が その 起こ り で ある . その ころ ,「 二 
Batak), 「 論 語 講義 | や 尾崎 行雄 の 「 政 治 読 
本 」 な ど を 出版 し た .「 鍼 治 マ ッ サ ー ジ 」 は 76 SCH 
刊 に な っ た が , その 内 容 は 現今 の 「 点 字 の 友 」 と 大 同 
小 異な も ぁ る の で あっ た . その 後 は 主 と し て 鍼 拓 科 の 教科 
書 や 参考 書 な ど を 出版 し て いた . 

1944 年 6 月 , 戦争 の た め 企業 合併 と いう 政府 の 方 
SUCHE’, 東京 光 の 家出 版 部 と 合併 , 東京 点字 出版 所 
と 改称 し た . 翌年 8 月 か ら は 「 点 字 の 友 」 を 発行 する 
こと に な っ た が , 読者 は 次 第 に 増加 し て いる . COW 
版 所 は 全盲 の 肥後 基 一 が 独力 で 経営 し て きた が , 戦後, 
急速 に 発展 し た の で , 1952 年 5 月 , 現在 の 三鷹 市 下 
連雀 に 移転 改築 し た . 国産 の 製版 機 3 台 . アメ リカ 製 


の イン ター ポイ ント 負 版 機 1 台 の ほか 点 図 製作 機 , 紙 
折り 機 , 自動 結束 機 な ど が あり , 男女 20 人 前 後 の 職 
員 が 製版 ・ 印 刷 ・ 製 本 ・ 発 送 な ど に 多忙 を きわ め て い 
る . 点字 出版 だ け で これ ほど の 虫 進 を 示し て いる の 
は , 全く めずらし いこ と と いわ な けれ ば な ら な い . 
お も な 出版 物 と し て 「 新 英和 辞典 ] (18 4), 「 新 和 
英 辞 典 」 (22 巻 ), 「 新 独 和 辞典 」 (16 巻 ), 「 国 語 
典 」 (三省 堂 版 , 32 巻 ) な ど が あげ られ る が , その ほ 
か に マッ サー ジ 鍼 灸 , 電気 治療 , 病理 , 内 科 , 外科 , 
婦人 科学 な ど , 理 療 科 の 教科 書 , 参考 書 も 多く , ま 
た , 1957 年 か ら は , 文部 省 著作 の 普通 科目 教科 書 も 
各種 に わた っ て 出版 し て いる . な お , 日 本 聖書 協会 の 
委託 に より , 「 品 語 訳 旧 約 聖書 」 ( 24 巻 ), 「 日 諾 訳 新 
約 聖 書 」 (8 巻 ) お よび カト リッ ク 点 字 図 書館 委託 の 
「 口語 訳 新約 聖書 」 (104) を 製作 し て お り , 日 本 盲 
KEBAB EBRAD [HBSS (104), 「 新 約 
聖書 略 解 ] ( 11 巻 ), 「 創 世 記 計 解 ] な ども 製作 し て い 
De 


平井 点字 社 の 点字 楽譜 出版 

平井 点字 社 は わが 国 で た だ 一 つの 点字 楽譜 専門 の 出 
WAT CHS. これ は 1939 年 2 月 , Ale 市 立 盲 学校 出 
身 の 平井 正 が 高松 市 宮脇 町 に お いて 開始 し た 事業 で あ 
る . 事業 内 容 は , あら ゆる 楽譜 の 点訳 出版 で , 現在 の 
と ころ , ピア ノ 練 習 曲 , 名 曲 集 が 最も 多く , 次 に バイ 
オリ ン や ギタ ー の 練習 曲 , 名 曲 あ る い は 歌曲 集 な どか 
HS. また , SH, 三 弦 ( 地 唄 も の ), 尽 八 の 楽譜 な 
ど を 出版 し て いる . その 他 「 音 楽 事典 」 な どの 音楽 参 
考 書 も 出し て いる . 


京都 点字 社 の 事業 

目 本 点字 社 の 山村 熊 次 郎 は , 1951 年 7 月 , 「 三 療 医 
界 | 第 1 号 を 発行 し て 間もなく 病 間 し た . し か し , こ 
の 種 の 雑誌 が 盲人 三 療 家 に 必要 な こと は いう まで も な 
い . そこ で , 京都 府立 盲 学 校 の 鳥居 篤 治 郎 は これ を 引 
WEE, 同年 9 月 , そ の 第 2 号 を 発行 し , UK, 経営 の 
不 如 意 を 克服 し な が ら 継 続 に 努力 し た . また , 金沢 の 
三谷 復 二郎 は , この 雑誌 に 毎号 健 筆 を ふる っ て 読者 の 
啓発 に 努め る と と も に , 除 の 大 き な 婦 を に な っ TW 
fe. 一 方 , 京都 に は 弘 奪 社 (山本 暁 得 経営 ) の 遺産 で 
ある 貴重 な 仏教 書 の 原版 が 多く 保存 され て いた が , こ 
れ も 再 た び 世 に 出さ ね ば な ら ず , Ek, 三 療 医 学 の 新 
刊 書 の 点訳 刊行 の 必要 も あり , これ ら の 事情 か ら , 
1952 年 ご ろ 京都 点字 社 を 起こ し た . さら に 1959 年 7 
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月 か ら , 盲人 音楽 家 の た め に 「 音 楽 の 友 」 を 発行 する 
こと に な っ た . これ で 盲人 の 二 大 職業 の 専門 雑誌 が 整 
っ た わけ で , 笛 曲 の 楽譜 た ど に も 手 を つけ て いる . 同 
点字 社 は 初め 左京 区 下鴨 森本 町 の 京都 府立 京都 寮 内 に 
あっ た が , 現在 で は 北 区 紫野 花 ノ 坊 町 の 京都 ライ ト ハ 
ウゥ ス 内 に 移っ て いる . 


日 本 愛 盲 協会 の 事業 

尾崎 銀 治 の 日 本 愛 盲 協会 は 1955 年 ご ろ 星光 社 と い 
SAC, 雑誌 「 点 字 文 化 」 を 隔月 に 発行 し て いた が , 
1958 年 4 月 ,. こ れ を 「 婦 人 文化 | と 改題 , 月 刊 と 
し , 同時 に 施設 の 名 も 日 本 愛 盲 協会 と 改め た . 雑誌 の 
発行 と 図書 の 出版 を 目的 に し て いる が , Ck Phe 
人 文化 ] は , 盲 女性 の 教養 に 欠く こと の で き な い も ゃ も の 
(に な っ て いる . な お , 点字 書籍 の 出版 に は , 料理 ・ 育 
児 ・ 家 事 ・ エ チケ ッ ト ・ 結 婚 ・ 教 育 な ど に 関す る も の 
が ある . 

Etc, 別に 月 刊 「 医 薬 新報 」 を 発行 し て いる が , こ 
れ は 三 療 と 異な っ て 一 般 医 学 の 新知 識 を 伝え る も の 
で , 盲 学校 の 教員 を は じ め 開 業 三 療 家 の 指針 に な っ て 
いる . これ に 関連 し て , 「 医 学 用 語 辞典 」 (26 巻 ) を 
は じ め 多 数 の 医学 書 が 出 て いる . 同 協会 は 事業 の 拡張 
に 伴い , 1961 年 春 , 東京 都 練馬 区 東大 泉町 に 移転 改 
BLT. 


鍼 科 学研 究 会 と 信愛 福祉 協会 出版 部 

平方 玖 男 は 東京 都 世田谷 区 成城 町 に 鍼 治療 所 を 開設 
し , Ek, 鍼 科学 研究 会 を 組織 し て , 毎年 盲 学校 の 卒 
業者 か ら 希 望 者 を 募集 し て 入所 させ , 新しい は り の 刺 
し 方 を 指導 し て きた . いま で は 全国 に この 流儀 に 属す 
る は り の 専門 家 が 相当 数 に の ぼっ て いる . 1951 年 ご 
ろか ら , これ ら 門 下 生 の 機関 誌 と し て 「 鍼 の 医学 」 を 
発行 し て いる . この 雑誌 は 門下 生 だ け で な く 一 般 の 読 
者 も る 多く, 難解 な 学説 を わか りや すく 解説 し た 記事 が 
連載 され て お り , また :, 体験 発表 も 載っ て いる な ど , 
非常 に 高級 な 雑誌 で , 盲 学校 の 教員 や 臨床 家 に は 必読 
の も の で ある . また , 同 研究 会 か ら は 内 科学 ・ ホ ル モ 
ン 学説 ,。 あ る い は 炎症 に 対す る は り の 理論 な ど が 出版 
され て いる . な お , 京都 に 同 研 究 会 分 室 を 設け て い 
Bi, 

Etc, PARTIR BMD 深い クリ スチ ャ ン 
で , 毎月 門下 生 や 盲 信 徳 を 集め て 懇談 会 を 開き , よく 
感化 を 及ぼ し て いる が , 信愛 福祉 協会 出版 部 の 名 で , 
「 信 仰 」 と いう 雑誌 の ほか キリ スト 教 の 書籍 も 多く 発 


行 し て いる . 特に 注目 され る の は ギリ シャ 語 の 独習 書 
や 聖書 も 出版 し て いる こと で , ギリ シャ 語 の 点字 書 出 
版 は 日 本 で は ここ だ け で ある . 


曹洞宗 の 「 心 の 得 」 , 

LUAWETE DICK, 仏教 関係 の 点字 雑誌 は 長らく 絶え 
て いた が , 1959 年 7 月 か ら 曹洞宗 が BAD た め に 点 
字 雑誌 「 心 の 糧 」 を 発行 し て いる . 発行 所 は 東京 都 港 
区 芝 2 丁 目 5 番地 , 曹洞宗 宗務 庁 社会 部 で ある . 現在 
で は , 読者 も 全国 に わた っ て 相当 な 数 に の ぼっ て いる 
が , 出版 物 は 雑誌 の ほか に , 「 須 証 儀 解説 」」 「 般 若 心 
経 講義 」 「 仏 教 読本 ] その 他 が ある . 


日 本 点字 図書 館 の 点字 出版 事業 

日 本 点字 図書 館 は , 点字 図書 の 無料 貸出 し を 目的 と 
LT, 本 間 一 夫 が 1940 年 に 創立 し た も の CHAM, 
1955 年 か ら は , 厚生 省 が 点字 図書 出版 の た め に 毎年 
予算 を 計上 し た の で , その 委託 を 受け て 多く の 図書 を 
製作 し て いる . 製版 ・ 印 刷 ・ 製 本 な どの 技術 ゃ 優秀 
で , ここ で 製作 され た 書籍 は , 都 道 府 県 の 点字 図書 館 
に 無料 で 送ら れ て いる . 


東京 ヘレ ン ケ ラー 協会 出版 局 

東京 ヘレ ン ケ ラー 協会 は 1960 年 ご ろか ら 点字 俳句 
季刊 誌 「 と も し び 」 を 発行 し て きた が , 王立 イギリス 
盲人 援護 協会 ( Royal National Institute for the Blind 
= RNIB) 開発 の ツ フリ ッ ド ・ ド ッ ト (HRS) 方 
KO 点字 印刷 機 を 1968 年 に 輸入 し て , 毎日 新聞 社 が 
発行 し て いた 「 リ ー ダ ー ス ダイ ジェ スト 日 本 語 点 字 
版 」 を 受け 継ぎ 発行 し た . ま た , 1970 年 6 月 に は こ 
の 機械 に より 総合 月 刊 雑誌 「 点 字 ジ ャ ー ナ ル 」 を も 発 
行 し ,「 と も し び 」 を 廃刊 し て 俳句 欄 を 設け た . この 
ほか 各 都 道府県 市 の 公報 な ども 印刷 し て いる . 


その 他 の 点字 出版 

大 正 の 末 か ら 昭 和 初 期 に か け て , 東京 に 後藤 静香 
(1884 / 明治 17~1969 / 昭和 44 ) の 希望 社 と いう 社 
会 教化 団体 が あり , BADD, BA HX] と い 
2 雑誌 を 出し て いた . 40 ペー ジ ぐ らい の も の で , お 
も に 修養 に 関す る 記事 が 多かっ た . また , 別に 小型 判 
で 修養 書 と いっ た も の も ゃ 発行 され て いた . 後藤 静香 は 
わが 国 に お ける 点訳 奉仕 運動 の 先駆 者 と し て 記憶 すべ 
き 人 物 で ある . 

神戸 に は 森 泰 蔵 経営 の 神戸 盲 咽 院 と いう 盲人 施設 が 
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HY, その 事業 の 中 心 は 神戸 盲人 技術 学校 (の ち 神 港 
盲 学 校 と 改称 ) の 経営 で あっ た が , 同 校 は 1925 年 に 
神戸 盲 学校 と 合併 し て 兵庫 県 立 盲 学校 に な っ た . 神戸 
盲 咽 院 は その 後 も 存続 し , 点字 出版 を も 行なっ て い 
た . 仕事 は 長男 に 当たら せ , Mak TRA OH) Ol4d» 

PFS) EB 出 て いた . な か で も ゃ , ERB 
FARE) は 価値 の 高い 本 で あっ た が , 1 巻 だ け で 中 絶 
上 隊 旨 の は 慌しい こと で あっ た 。 

RICK SAE, 京都 府立 盲 学校 , 大 阪 市 立 盲 学校 
な どの 同窓 会 は し. いずれ も 早く か ら 多 く の 原 版 を 持っ 
て いる . 東京 盲 学校 同 宗 会 (の ち 社団 法人 桜 雲 会 ) に 
つい て は , すでに 略 述 し て いる が , 京都 府立 盲 学校 で 
は , 昭和 前 期 に ドイ ッ ツ 語 文法 の 大 部 な も の を 出し た -. 
また , 1960 年 に は , 「 世 界 点字 楽譜 の 解説 ] (日 本 点 
字 研究 会 編 ) を 印刷 し た . 大 阪 市 立 盲 学校 同窓 会 は 
1925 年 に 出版 部 を 開設 , 理 療 科 用 教科書 の ほか , バ 
イオ リン や チェ ロ の 楽 謗 も 出し て いる . 

ホー リネ ス 派 牧師 安田 菊 政 は , 1926 年 , 九州 か ら 東 
京 に 移り みち し る べ 社 を 起こ し , 点字 器 ・ 点 字 タ イプ 
ライ ター の 製作 な どの ほか , 信仰 雑誌 「 み ち し る べ 」, 
頁 児 雑誌 「 お と も だ ち 」 , 英語 点字 雑誌 「 が イデ ィ ン 
グ ス タ ー」| な ど を 発行 し て いた が , 1958 年 , か れ の 
昇天 と と も に 解散 し た . 

天理 教 布 教 部 は 1951 年 , 点字 雑誌 「 ひ か り 」 を 創 
刊 し , 盲 学校 や 盲人 施設 に 寄贈 し て いる . この ほか , 
出版 所 で は な い が , 盲人 の 福祉 施設 や 盲 学校 で も 雑誌 
や 書籍 を 出版 し て いる と ころ も 多く ある . 

(小林 四 三 郎 ) 


点字 楽譜 の 出版 


点字 楽譜 解説 書 の 出版 

邦楽 に つい て は 従来 , 師 区 が 弟子 に 対し , 口伝 的 指 
導 の 方 法 で 教え , 楽譜 に よる こと は な か っ た . し か 
し , 西洋 の 点字 楽譜 が 盲 教育 に 普及 し て きた た め , 邦 
楽 も 点字 で 表記 する よう に な っ た . これ を 最初 に 始め 
た の は 三輪 尚 で , 1908 (明治 41) 年 に 点字 楽譜 と 特殊 
な 弾 法 記 号 を 作っ て , 律 曲 の 譜 を 書き 表わし た . OS 
に これ を 履 訂 し て 1933 (昭和 8) 年 に 点字 で 出版 し 
y come 

わが 国 で 初め て 点字 楽譜 の HR Ail BA WI が 
1910 年 に 文部 省 か ら 出版 され た . 当時 , 東洋 音楽 学 
校長 で 東京 盲 貴 学 校 音 楽 科 の 講師 で あっ た 鈴木 米 次 朗 
が 徳 訳 ・ 編 集 し た も の で ある . ChitBSe (活字 ) 版 


で あっ た が , 1911 年 に は 点字 版 が 京都 市 立 Bebe 
ら 発 行 さ れ た . 

1918 年 に は , RR AM FRO 石川 重 次 郎 ら に よっ 
て 研究 され た 笛 曲 の 点字 楽譜 記号 を 「 訓 盲 楽 符 入門 」 
DBF CHWS arte. 

1924 年 に は , 大 阪 市 立 BFR 同窓 会 か ら 鈴木 米 次 
郎 編集 の 「 新 編 音楽 理論 」 が 出版 され た . これ は 点字 
楽譜 お よび 楽典 の 基礎 を 解説 し た も ゃ ので, 当時 , Bt 
校 に お ける 音楽 教育 に は な く て な ら ぬ も の で あっ た . 

次 いで 翌年 に は 同 会 か ら 「 律 符 解 説 ] が 出版 され 
fe. 同 校 の 音楽 科 教 員 川 端 米 逸 , 杉江 療 一 郎 ら の 編集 
に よる も の で , 箇 曲 に 関す る 点字 楽譜 の 解読 と し て は 
最初 の も ゃ の で ある . 

1934 年 に 至り RED b TAS RAO 書き 方 ] が 
出版 され た . これ は 東京 盲 学校 の 福家 辰己 が , イ ギ リ 
ス 盲 人 援護 協会 ( NIB ) か ら 出 版 さ れ た ey to Mu- 
sical Notations を 和 客 訳 ・ 編 集 し た も の で , ブラ イ ュ 
(Braille) の 体系 的 点字 楽譜 を わが 国 に 初め て 紹介 
し た も の で ある . 

同年 , 東京 盲 学校 で は 「 筆 曲 楽 符 記 号 表 」 を 発表 し 
て , 宮城 道雄 の 作品 約 30 曲 を 印刷 し , 邦楽 を 学ぶ 生徒 
た ち に 益 す る と ころ が 大 きか っ た . 

1939 年 に 大 阪 市 立 盲 学校 同 間 会 か ら 「 標 準 点字 楽 
符 の 書き 方 」 が 出版 され た . CHB E AFMKO 
ペー ジ を 一 致 さ せ , 内 容 の 説明 を 簡略 化し た 点 に 特色 
が あっ た . 編者 は 中 村 疲 葉 を 中 心 と し た 大 阪 市 立 盲 学 
校 音 楽 科 の 教員 で , 楽譜 の 点訳 奉仕 者 の た め の 配 慮 が 
うら か が える. 

翌年 , 平井 点字 社 か ら 「 点 字 楽 詳解 説 ]」 が 出版 され 
た . 初心 者 の た め に , 点字 楽譜 と 楽典 の 基礎 を 平易 に 
説明 し た も の で , 編者 平井 正 の 苦心 の 作 で ある . 

1949 年 , 点字 毎日 か ら 「 点 字 楽 典 教科 書 ] が 出版 
され た . これ は 東京 盲 学校 の 斎藤 松 声 が 編集 し た も の 
で , 盲 学校 に お ける 音楽 科 生 の 教科 書 と し て 最適 な も 
の で ある . 

1953 年 に 平井 点字 社 か ら 「 尺 八 独習 書 ] が 出版 さ 
れ た . これ は 尽 八 の 楽 議 を 点字 楽譜 で 記載 する 方 法 を 
解説 し た わが 国 最 初 の も の で ある . 

1955 年 に は , 京都 府立 盲 学 校 か ら 「 点 字 楽 符 一 般 」 
が 出版 され た . 同 校 の 林 薫 夫 が , 財団 法人 青 鳥 会 か ら 
研究 費 を 受け て 刊行 し た も の で , 点字 楽譜 の 諸 記 号 を 
分 類 ・ 表 示し て 解説 し た も の で ある . 

同年 に は , さら に 東京 点字 出版 所 か ら 「 点 字 楽 符 の 
解説 ] が 出版 され た . 東京 都立 八王子 盲 学校 の 瀬川 正 
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雄 が 点字 楽譜 の 基礎 的 な も の を まとめ た も の で ある . 

1957 年 , 日 本 点字 研究 会 か ら 「 邦 楽 点字 楽譜 」 の 
黒字 , 点字 両 版 が 出版 され た . その 前 年 , 宮城 道雄 が 
不慮 の 死 を 遂げ た が , その 1 周忌 を 記念 する た め , 第 
1 回 全国 言 人 音楽 家 大 会 を 開催 し た . た また まこ の 大 
会 で , 邦楽 , 特に 筆 曲 に 関す る 点字 楽譜 統一 の 機運 が 
た か まり , 直ちに 専門 委員 会 の 発足 を 見 た . 委員 会 は 
林 薫 夫 , 中 田 一 郎 ら が 中 心 に な り , 関東 ・ 関 西 の 意向 
を 調整 し , 出版 の 運び と な っ た も の で ある . この 解説 
書 は , 2, 三 蓄 , 胡弓 お よび 都 山 流 尺 八 に 関す る 特殊 
な 奏法 と , その 記号 を まとめ た も の で , この 解説 レ ュ 
ー ド る 製作 し , 広く 頒布 し た . 

1963 年 に 至り , 日 本 点字 研究 会 か ら 「 世 界 点 字 
楽譜 解説 ] ( 全 5 巻 ) が 出版 され た . 同書 は , 1957 
年 , 世界 BA 福祉 協議 会 か ら 発行 され た スペ ン ナ ー 

(Spanner ) 編 Revised International Manual of 

Braille Music Notation (改訂 国際 点字 楽 謗 の 手引 
き ) を 日 本 語 点字 版 に 訳し た も の で ある . 原本 は 点字 , 
黒字 両 版 が あり , 専門 的 な も の で , 基礎 的 な 諸 記 号 は 
も ちろ ん , オー ケス トラ , ジャ ズ , ギタ ー, ア ュ ー デ 
ィ オ ン に 至る まで , すべ て の 記 符 形式 を 収録 し て い 
る . 鳥居 篤 治 郎 と 林 薫 夫 は この 日 本 版 を 出版 する に 当 
た り , 1954 年 か ら 検 討 を 始め , 随所 に 注釈 を 加え , 
また , 点 図 に よる 5 線 譜 の 解読 な ど を 追補 し て 編集 し 
た . 点字 版 全 5 巻 の 完成 まで 約 10 年 の RAR 要 し た 
が , 1972 年 に は 日 本 文化 財団 か ら その 里 字 版 が 出版 
ree fen 

1965 年 , 文部 省 か ら 「 点 字 楽譜 の 解説 ] Gk 字 版 ) 
が 出版 され た . これ は 盲 学 校 に お ける 音楽 教員 の 手引 
き 書 と し て 編集 さき れ た も の で ある . 内 容 は 基礎 的 な 解 
説 書 で ある が , 「 改 訂 国 際 点 字 楽 譜 の 手引 き 」 を 簡略 
化し た も の で 黒 字 版 と し て は 最良 の も の と され て い 
る 5 


点字 楽譜 の 出版 
わが 国 で 各種 の 点字 楽譜 を 出版 し た の は , 大 阪 市 立 
言 学校 同窓 会 が 初め て で ある . 同 会 で は 1926 年 , & 
ァ ノ 教則 本 「 バ イエ ル 」 「 ツ ェ ル = ニー」 (30 番 ), 声 
楽 の 基礎 練習 の た め の 「 コ ー リ ュー ブン ゲン 」 な ど . 
また , 1928 年 に は バイ オリ ン の 基礎 練習 の た め の 「 カ 
イザ ー」 を 順次 出版 し , 正式 に 音楽 を 勉強 する 者 の た 
め に 大 き な 役割 を 果 た した. さら に 1929 年 に は , 
初め て 点字 の 音楽 雑誌 (KA) (の ち に 「 明 日 の 音 
Kl と 改名 ) を 刊行 し , 楽譜 も 掲載 し て 音楽 の 普及 に 








努め た . 1940 年 に は , シュ ー ベ ルト や ブラ ー ム ス の 
子守 歌 を は じ め 有 名 な 歌曲 の ピー ス を 発行 し た . この 
よう に 同 会 の 出版 物 は 盲人 洋楽 家 の 育成 に な く て は な 
ら ぬ も の で あり , 戦前 , 戦後 を 通じ て , 同 会 が 残し た 
業績 は 高く 評価 され て いる . 上 
点字 毎日 は, 1928 年 ご ろ 文 部 省 編 「 尋 常 小学 唱歌 
帳 」 (1 6 年 用 の 教科 書 ) を 発行 し た が , 当時 は 点 
字 楽譜 に 習熟 し た 教員 が いな か っ た た めか , これ を 採 
用 し た 育 学 校 は きわ め て 少な か っ た よ う で ある . MH 
後 , 6 ・3 制 が 実施 され , 戦前 より は は る か に 充実 し 
た 教科 書 が 発行 され る よう に な っ た . 1948 年 ご ろ , 
点字 毎日 は 林 薫 夫 に 文部 省 編 の 小学 1 年 か ら 中 学 3 年 
まで の 音楽 教科 書 の 点字 版 原稿 作製 を 依 嘱 し 遂 次 盲 学 
校 に 配本 し た . し か し , 数 年 後に は この 教科 書 の 墨 字 
版 が 絶版 と な っ た た め , 点字 版 も 自然 使用 ね れ な く な 
っ た . さら に , 1952 年 ご ろ , WMA 志賀 静男 を 中 
心 に 「 盲 学校 音楽 教科 書 ] を 編集 , 点字 毎日 か ら こ れ 
を 出版 し た . 

東京 盲 学校 印刷 部 に は 第 2 次 大 戦 突 発 当 時 まで , 
「 点字 印刷 練習 生 ]」 と いう 制度 が あり , 師範 部 生 の 一 


部 が これ を 利用 し て , 自 校 で 使用 する 教科 書 や 参考 書 


の ほか 一 般 教 養 書 の 製版 印刷 を 行ない , 同 校 生徒 だ け 
に 供給 し て いた . これ ら の 印刷 物 の 中 に は , 点字 楽譜 
も か な りあ っ た . 中 で も 声楽 の た め の 練 習 曲 「 コン ュ 
ー ネ 」| (50 番 ) は 1933 年 に ,「 コ ー リ ュー ブン ゲン ]」 
(全訳 ) は 1939 (昭和 14 ) 年 に 製版 され て いる . こ 
れ ら は 同 校 の 音楽 教育 を え て きた も の で ある . 
さら に , 音楽 教材 と し て 数 十 曲 の 独唱 や 合唱 用 の 楽 
譜 も 製版 され , 大 い に 音 楽 教育 を 推進 し た . し か し , 
これ ら の 楽譜 は 非売品 で 一 般 に は 売出 さなか っ た こと 
と , 戦後 , 原 板 の すべ て が 散逸 し て し まっ た こと は , 
まこ と に 遺 憎 で ある . 

平井 点字 社 は , 1935 年 どろ か ら も っ ぱら 点字 楽譜 
を 出版 し , また , 個人 の 求め に 応じ て 各種 の 楽譜 点訳 
を 業 と し た . 同社 は 器楽 ・ 声 楽 の 楽譜 は も ちろ ん , 他 
の 出版 所 に は 見 られ な い 「 和 声 学 」, 「 作 曲 法 」,「 音 楽 
用 語 辞 典 ] な ど を 出版 し た ほか , 「 ギ ター|, 「 ハ ー モ 
= ニカ | 「 歌 謡曲 」, (Sth, [=a] ( 地 唄 も の ), TR 
八 」 に 至る まで , 幅広 い 点字 楽譜 を 一 般 に 供給 し て き 
ime 

日 本 ライ ト ハ ウス 点字 出版 所 で は , 1955 年 ご ろか 
ら 近 畿 育 教 育 研究 会 音楽 部 会 に 論 問 し , 教育 芸術 社 発 
FO 「 高 等 音楽 」 を 出版 し て , 育 学 校 の 高等 部 生 に 初 
め て 点字 の 音楽 教科 書 を 供給 し た . 続い て 音楽 の 友 社 
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発行 の 「 高 等 音楽 」 を 出版 し て いる . 

1961 年 秋 , 第 7 回 全国 盲 音 楽 家 大 会 の 決議 に より , 
音楽 雑誌 「 点 字 音楽 の 友 」 (年 4 回 発行 ) が , 1962 
(昭和 37 ) 年 7 月 か ら 京都 点字 社 に よっ て 刊行 され 
た . 1972 年 4 月 を も っ て 40 号 を 数 え , 約 150 の 読者 
に 次 々 と 提供 し て いる . 


今後 の 課題 

点字 楽譜 解説 書 の 2 ち , 第 2 次 大 戦 以 前 の も の は , 
ほとん と ど と 絶 版 に な っ て いる . また , 戦後 の も の で も 
「 世 界 点字 楽譜 解説 ] は 大 部 で 専門 的 な た め , KE 
人 に は 向 か な いき らい が ある . 文部 省 の 「 点 字 楽譜 の 


BAO BIEL 


自叙伝 ・ 体 験 記 


家人 が 自分 の 手 で 読み 書き が で き な か っ た 点字 考案 
以前 の 時 代 に あっ て は , 自叙伝 ・ 体 験 記 こ 類する も の 
は ほとん ど 見 当たら な い . 幕末 か ら 明 治 に か け て , 40 
余年 に わた っ て 木 活 字 を 使用 し て 日 記 を 綴っ た 備後 
(広島 県 ) の 萬 原 美 之 一 の ご と き は 特異 な 存在 で , の 
ち に 「 葛 原 勾当 日 記 」 (1915 年 , 博文 館 ) と し て 刊行 
され て いる . また 江戸 時 代 の 心 学者 と し て 知ら れる 柴 
田 鳩 谷 に は 「 無 由 言 ( よ し な し ご と )」 が あり , [HBS 
遺稿 」 (1928 年 , 刀 江 書院 ) に 収め られ て いる . 
愛媛 県 温泉 郡 余 土 村 村 長 と し て 治 績 を あげ た 森 恒 太 
ERC RA) の 体験 記 「 一 粒 米 」(1908 年 , 博文 館 ) は , 
近代 に な っ て 盲人 の 著作 が 版 を 重ね た 最初 の ゃ の で あ 
る が , REO UR ThE 我 が 村 」(1923 年 , 青 潮 社 出 
WEB) も また 体験 記 で ある .「 高 木 正 年 自叙伝 」 (1932 
年 , 代々 木 書院 ) は 編者 横山 健 堂 の 執筆 し た 部 分 が 多 
く , 題名 通り の 自叙伝 で は な い が , 代議士 当選 13 回 


の 経歴 を も つ 高 木 正 年 に 関す る 唯一 の まとまっ た 記録 - 


で ある . 

牧師 石松 量 蔵 は 「 盲 目 の 半生 」 (1921 年 , 日 本 福音 
ルー テル 熊本 教会 ) や 「 盲 目 の 恩 電 
録 」(1965 年 , 日 本 福音 シー テル 羽村 教会 ) を 刊行 し 
た が , 同じ く 牧 師 の 熊谷 鉄 太郎 に も 「 闇 を 破っ て 一 一 盲 
人 牧師 自叙伝 」 (1931 年 , 教 界 時 報社 ), 「 見 え ざ る 聖 
手 一 熊谷 鉄 太郎 自伝 」 (1954 年 , BSAA), 
[薄明 の 記憶 一 一 紅 人 牧師 の 半生 」(1960 年 , SF JLAL) 





家 人 牧師 の 記 


解説 | は , Jertiné UCR FRICHLA SHRED で , 
一 般 吉 要 に は 応じ て いな い . この よ 2 な 点 か ら , 現 
在 , 初歩 的 で し か も 楽譜 点訳 奉仕 者 の 理解 ふ 考 慮 に 入 
Nice Fis SON AFRO HRS ELV. 

次 に 点字 楽譜 の 今後 解決 し な けれ ば な ら な い 問 題 と 
し て , ① 点 字 楽譜 に 精通 し た 製版 土 を 養成 し , 点字 楽 
詳 専 門 の 出版 所 を 設け る こと , ② 各 地 で 楽譜 の 点訳 奉 
仕 者 を 養成 する こと , ③ 点 字 楽 譜 の 普及 と 統一 を 図る 
た め の 指 導 機 関 を 設置 する こと , ④ 各 地 で 点字 楽譜 の 
講習 会 を 開催 する こと , ⑤ わ が 国 の 点字 図書 館 に , 欧 
米 で 出版 され て いる 点字 楽譜 を 備え て , 一 般 に 貸出 し 
する こと , な ど が あげ ば られ る. ( 林 薫 夫 ) 


AK 
HE 


ye: 


が ある . DRESADOLEVDHSAHAEBO [-+- 4 
を 盾 と し て 一 一 九 立 坊 回 顧 録 」 (1934 年 , 日 曜 世 界 
th) や その 改訂 版 で ある 「 神 に 聴い て 」 (1949 年 , BA 
和書 院 ), さら に 「 わ が 隣人 と は 誰か 」 (1967 年 , FF 
農 堂 ) な ど は 敬 慶 な クリ スチ ャ ン で ある 著者 の 信仰 体 
験 記 で ある . 

日 本 ライ ト ハ ウス の 創設 者 岩橋 武夫 は 多く の 著作 を 
残し て いる が , 最 も 広く 読ま れん た の は 「 光 は 闇 ょ りー 一 
盲人 哲学 者 の 入信 手記 」 (1931 年 , 日 曜 世界 社 ) で , 
の ち に 日 本 ライ ト ハ ウス か ら 復 刊 さ きれ て いる (1947 年 , 
1969 年 ). 小 舞子 で ある が , HICH Light from Dark- 
ness や 出版 され て いて , EAM (1932 年 , 教文 館 ) 
と 2002(I989 年 。 シル ラ アデ ルレ ィ ア ・ ブ ブック 
スト アー) が か ある. 「 私 の 指 は 何 を 見 た か 」 (19314, 
日 曜 世 界 社 ) お よび 「 暗 室 の 王者 」 (1932 年 , 同上 ) は 
講演 集 で ある .「 母 ・ 妻 ・ 妹 一 一 女性 に 与 ふ 」 (1933 
年 , 同上 ) は 早稲 田 大 学 在学 中 に 失明 し た 著者 を 励ま 
し て 再起 させ , わが 国 紅 界 の 指導 者 た らし め た 著者 の 
母 ・ 妻 ・ 妹 に 対す る 感謝 を こめ て 綴 ら れ た も の で , 妹 
の 寿 岳 し づつ 著 「 朝 」 (1927 年 , 岩 濾 書 店 の ち に 「 寿 岳 
AN 著作 集 」 第 1 巻 に 収録 ) や 妻 の 岩橋 き を 「 菊 と 六 
と 灯台 」(1969 年 , 日 本 ライ ト ハ ウス ) も 参考 に な る . 
また イギリス に 留学 の 年 に 出版 され た 最初 の 著書 で あ 
る 「 動 き 行く 墓場 」(1925 年 , 警 醒 社 書店 ) は 愛媛 県 
DARDEN (i) Oo TP Ste XM SA] (1935 
年 , 私 家 版 ) と 同様 , 自己 の 体験 を 小説 の 形式 で 発表 
し た も の で ある . 
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京都 府立 盲 学校 副 校長 , HABRASHASE, 京都 
ライ ト ハ ウス 理事 長 , 日 本 家 人 福祉 委員 会 理事 長 な ど 
を 歴任 し , 岩橋 武夫 の 没後 , わが 国家 界 の 指導 者 で あ 
っ た 鳥居 冬 治 郎 に は 随筆 集 「 す て び や く 」 (1967 年 , 
京都 ライ ト ハ ウス ) が ある . 折 に あふれ て 執筆 し た 随想 
を まとめ た も の で 朝日 社会 奉仕 賞 , MHASH, 
勲 3 等 旭日 章 の 栄 蒼 を 受け た 著者 の 誠実 な 人 が ら が し 
の ば れる . 福井 県 の 兆 道 園 の 創設 者 中 道 益 平 の 「 雑草 に 
支え られ て 」 (1967 年 , 光 道 園 ) や 山梨 ライ ト ハ ウス 
の 創設 者 長谷 部 意 の 「 こ の 人 びと に 大 青い 鳥 を 」 (1971 
年 , 山梨 日 日 新聞 厚生 文化 事業 団 ) は 盲目 の 身 で 障害 
者 福祉 事業 に 献身 し た 著者 た ちの 苦闘 の あゆ み を 伝え 
で 5 が 

新 里 員 一 は アメ リカ 在住 の 盲 骨 者 で ある が か が, RT 
内 く 声 な き 声 」(1934 年 , 新教 社 ) で 知ら れ て いる . 
ほか に 「 事 変 下 の 満 鮮 を 歩む 一 一 盲 龍 者 の 観察 」 (1938 
年 , 新教 社 ) な どの 著書 が ある . 同じ く ア メリ カ 在 住 の 
三原 時 信 に は 「 和 白い 杖 に 頼り つつ 」 (1962 年 , 東洋 文化 
社 ) や 「 米 国 言 人 の ガイ ド ・ ド ッ グ 一 一 米国 盲導犬 学校 
に と 於 ける 生活 体験 」 (1965 年 , 東洋 文化 社 ) が ある . 
日 華 事変 か ら 太 平 洋 戦争 に か け て の 和 失明 傷 症 軍 人 の 
体験 記 に は 平田 宗 行 「 聞 を 開く 」 (1939 年 , 人 文書 院 ), 
鈴木 泰 「 両 有限 を 失 つ て 」 (1942 年 , we), RAK 
[iad] (1943 年 , 水産 社 ), 同 「 道 一 筋 」 (1961 年 , 
鉄道 弘済会 広報 部 ) な ど が ある . な お , 戦 盲 者 の 妻 の 
手記 に , 松井 新 二 郎 夫 人 糸 子 の 「 灯 心 草 」 (1943 年 , 
大 新 社 ) が ある . 

らい 盲 者 の 記録 と し て は 明石 海 人 の 「 海 人 遺稿 」 (19 
39 年 , 改造 社 ), 玉木 愛子 の 「 この 命 あ る 限り 」(1955 年 , 
保健 同人 社 ), 吉成 稔 の 「 見 える 一 一 類 盲 者 の 告白 」(19 
63 年 , キリ スト 新聞 社 ) な ど が ある . また 明石 海 人 を 
は じ め , 類 宜 者 の な か に は 短歌 ・ 俳 句 な ど に 力量 の あ 
る 人 物 が 少な く な い が , 昔 悩 の 体験 が にじみ出 て いる 
これ ら の 作品 は , 読者 に 深刻 な 感銘 を 与え て いる . 
教育 関係 で は , 野地 筐 の 「 盲 学校 物語 」 (1941 年 , 
交 隔 社 ) が 関係 者 の 間 で 広く 読ま れ て いる . 昭和 前 期 
の 東京 盲 学校 で の 生活 を 生徒 の 立場 で 綴っ た 興味 深い 
読物 で , その 抄録 が 日 点 文庫 の 1 冊 と し て 日 本 点字 図 
書館 か ら 刊 行き され て いる (1968 年 ). BARODA 
記 と し て 河相 渕 の 「 ぼ く は 盲導犬 チャ ン ピ イ 」 (1967 
年 , 朝日 新聞 社 ), 関 計 代 の 「 心 に 愛 の 星 を みつ め て 
ー 一 全盲 の 若い 女 教師 の 記録 」 (1966 年 , 集英社 ) な ど 
が あげ られ る が , 単行 本 と し て まとまっ た も の が 思い 
の ほか に 少な い の は , CORRS < OS BAAMICIE 





ほぼ 共通 し た も の で , HEY BEBE RYCHA)S. 

音楽 家 の 自叙伝 ・ 体 験 記 こ は 北条 秀司 編 「 富 崎 春 昇 
自伝 」 (1954 年 , 演劇 出版 社 ), 富山 清 琴 述 「 清 琴 , 
地 う た 修業 」 (1966 年 , 芸能 発行 所 ), AEP 
い 旅 びと の 歌 ギタ ー と 愛 と 盲導犬 と 」(1966 年 , 読 
売 新聞 社 ) な ど が ある か が , GHEROME [POKES 
寄せ 」 (1935 年 , 岡倉 書房 ), 宮城 道雄 の 随筆 「 雨 の 
念仏 」 (1935 年 , 三笠 書房 ) を は じ め と する 「 騒 音 」, 
(1936 年 , 三笠 書房 ), [iB | (937 年 , 小山 書店 ) 
「 春 秋 帖 」「 雨 の 念仏 」, TERS] の 合冊 (1937 年 , 小山 
書店 ), 「 夢 の 姿 」 (1941 年 , 那珂 書店 ), 「 軒 の 雨 」(19 
47 年 , 養 徳 社 ), [ARO] (1949 年 , MEAL), 「 水 
の 変態 」(Q956 年 , 宝 文 館 ), 「 春 の 海 」 (1956 年 , ダ 
ヴィ ッ ト 社 ), 「 あ す の 別 れ 」(1956 年 , 三笠 書房 ) な 
ども 体験 記 と し て 扱う こと が で きる (これ ら 宮 城 道雄 
の 数 多い 随筆 は 三笠 書房 版 「 宮 城 道 雄 全集 」 全 3 巻 , 
1957~ 8 年 に まとめ られ て いる ). 

中 川 童 二 の 「 た と え 光 は 和 失わ れ て も 」 (195944, BE 
書房 ) や 佐々 木 た づ の 「 ロ バー タ さ あ 歩 きま し ょ う 」 
(1964 年 , 朝日 新聞 社 ) な ど は 盲人 作家 と いわ れる 人 
た ちの 体験 記 で ある が , 元 女 優 の RTO [XE] 
(1956 年 , 実業 之 日 本 社 ) BLO [BAI (19584, 
実業 之 日 本 社 ), 病院 の 経営 を 担当 し て いる 畑 美 益 三 
Ol 孤独 と 誤解 に 机 え て 一 一 欠点 と 貴 外 に 生き る 工夫 」 
(1966 年 , 洋々 社 ), 私 鉄 の 重役 で あっ た 宮崎 康平 の 
「 ま ぼろ し の 耶馬 台 国 」 (1967 年 , BRA), 盲人 画家 
鈴木 敏之 の 「 指 が 目 に な っ た 一 一 ある 全盲 画家 の 半 
A | (1970 年 , 朝日 新聞 社 ) の ょ うな 異色 ある 家人 の 
体験 記 も 出版 され て いる . 

外国 の 宜 人 の 自叙伝 ・ 体 験 記 と し て は , まず ヘレ ン 
・ ケ ラー に 関す る も の を あげ な けれ ば な ら な い . 最も 
早く 邦訳 出版 され た の は 大 原 秀峰 訳 「 楽 天主 義 」(1907 
年 , 内 外出 版 協会 ) で , 皆川 正 補 訳 「 わ が 生涯 」(1907 
年 , 内 外出 版 協会 ) が これ に 続く . 後者 (原題 The 
Story of My Life) は 奇跡 の 人 と いわ れる へ ヘレン の 血 
の に じ わ ぢ よう な 苦闘 の 歩み を 綴っ た も の で , その 後 も 
= LEBR [g"$ 狼 eRe OM! (19124, 教文 
館 ), BOCRAEMAR [Avy + 7 7-A REI (1935 
年 , 教文 館 ), 川西 進 訳 「 奇 跡 へ の あゆ み ーー ヘ レン 
・ ケ ラー 自伝 」 (1965 年 , 富士 書店 ) な ど が 刊行 され 
て いる . 特に その 第 1 回 来 日 を 記念 し て 出版 され た 岩 
橋 武 夫 監 修 「 へ レン ・ ケ ラー 全集 ] (254, 1936~ 
37 年 , 三省 堂 ) は 定評 の ある も の で , その 第 3 巻 ま で 
か が 「 私 の 生涯 」 で (第 4 巻 は 「 私 の 住む 世界 」, 第 5 
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巻 は 「 私 の 宗教 」), この 3 巻 は の ち に 第 2 回 来 日 の 
際 , 合冊 本 の 「 ヘ レン ・ ケ ラー 自 級 伝 」 (19484, 千 
代田 書房 ) と し て 再刊 され , さら に 角川 文庫 本 (( わた 
し の 生涯 」, 1966 年 ) に 加え られ て いる . また , 西田 
実 注解 The Story of My Life ( 1965 年 , 成美 堂 ) 
や , 大 津 栄一 郎 編 注 The Story of My Life (1965 年 , 
鈴 見 書店 ) は 大 学 の 英語 テキ スト 人 使用 され て いる 
が , いく つか の 児童 書 に も 邦訳 が ある . 他 に 土居 米 造 
訳 「 我 宗教 」 (1933 年 , 東京 新教 会 出版 部 ), BAILA 
な ら び に 作 「 ヘ レン ・ ケ ラー 書簡 集 附 幼き ヘレ ン 」 

(1937 年 , 一 粒 社 書店 ), PRA MER TV ODOR 
け (前 編 )」 955 年 , 学習 館 ) な ど が か ある. 

二 505220 に を 衣 と すれ ば 9 モロ リス ドック ・ 
ン ザ ラン 著 「 心 眼 通 天 一 一 人 の 印象 と その HOW I 
(藤岡 正隆 訳 , 1939 年 , 日 本 教育 資料 刊行 会 )) ヘン リー 
・B・ バ リー 著 「 こ こ に 光 あ り 」 (花島 克巳 訳 , 1955 
年 , 生活 社 ), APR TSI RLE SH _Be 
MOKA) (中島 学 自 訳 , 1956 年 , 三 一 書房 )) カー ル 
・ ビ ヤン ホフ 著 「 星 は うす れ ゆ く ー 一 失明 し て ゆく 少 
年 期 の 追想 」 (村上 一 郎 訳 , 1960 年 , 光文社 ), ロバ ー 
ト ・ ラ ッ セ ル 著 「 天 使 を 求め て 」 (船戸 英夫 訳 , 1965 
oe, 河出 書房 新 社 ) , g ロ バー ト ・」 ・ ス ミス ダス 著 
「 光 と 音 を 失っ て ゃ も 」 (三木 陽子 訳 , 1968 年 , BAK 
送出 版 協 会 ) な ど が ある 程度 で , まだ あま り 多 く は 邦 
放 Wnn この 5 ちち スコ ロホ ドア (ソビエト 連 
邦 ) と スミ ス ダ ス (アメ リカ 合衆国 ) は 育 ろ 5 重複 障 
害 者 で ある . (中 江 義 照 ) 


学術 


江戸 時 代 の すぐ れ た 文献 学者 と し て , 国学 史上 に 不 
減 の 業績 を 残し た 境 保 己 一 は , わが 国 古 来 の 記録 ・ 雑 
書 が 失わ れ て いく の を 束 き , これ ら を 叢書 に まとめ て 
国学 の 基礎 資料 に 当て る た め , 1779 (安永 8) 年 「 群 
書類 従 」 の 編集 を 志 し た . すぐ れ た 記憶 力 を 生か し 


て , 文献 を 取扱 う の に 長 じ て いた 保 己 一 は , 門下 の 屋 . 


(GLB, 松岡 辰 方 , 石原 正明 , 中 山 信 名 ら と と も に こ 
の 大 事業 を 推し 進め , 40 年 後 の 1819 (文政 2 ) FE 
で に 530 4 (665 fit) の 木版 本 を 完成 し た . 内 容 は 神 
祇 ・ 帝 王 ・ 補 任 ・ 官 職 な ど 25 部 門 に 分 か れ , 企画 の 
奴 大 さき と , 底本 の 選択 や 校正 に すぐ れ た 見 識 を し の ば 
せ て いる . 

その 続編 で ある 「 続 群 書 類 従 」 は 1000 巻 で , 内 容 
は 正 編 と 同じ く 25 部 門 に 分 か れ , 1822 (文政 5 ) 年 


(に ひと ます 編集 を 完了 し た が , 前 年 に 保 己 一 が 亡くな 
っ た の で , ご く 一 部 分 を 出版 し た だ け で 中 絶 し た . 続 
群 書類 従 完成 会 の 活版 本 が 刊行 を 終わ っ た の は 1928 
(昭和 3 ) 年 で , 正 編 と と も に 歴史 や 文学 の 研究 に 寄 
HL SC WN By 

また 保 ロ ー は , 「 日 本 後 紀 」 (10 冊 ), 「 令 義 解 ( り 
ょ う の ぎ げ ) | GON), 「 百 錬 抄 」 (14 巻 28 冊 ), 
| 扶桑 略記 」 (15 it), 「 類 衆 符 宣 抄 ] (8 ih) な ど 国 
史 ・ 律 令 の 古典 を 校訂 ・ 出 版 し て , 国学 を 学ぶ も の が 
Leah HOARSE OCS Ss LG Lies 220 
け 「 日 本 後 紀 」 は わが 国 の 正史 で ある 「 六 国史 」 に 信 
まれ る 貴重 な 書物 で あり な が ら , 長い 間 そ の 存在 が わ 
か ら な く な っ て いた の を , 保 己 一 の 門人 稲山 行 教 が 京 
都 の 旧家 で 発見 し た も の で , 全 40 巻 の うち 10 BOR 
欠 本 で ある が (あと の 30 巻 は 現在 まで 発見 され て い 
な い ), これ を 校訂 し て 世に 広め た こと は 学界 に 対す 
る 大 き な 頁 献 で あっ (a 

その ほか , 武家 故実 の 史料 を 集め た 「 武 家 名 目 抄 」 
( 381 ft, 没後 に 完成 ) を は じ め , 外交 に 関す る 史料 
を 集め た 「 和 堂 喝 抄 (けい よう し ょ う ) | (6M, 朝 
鮮 と の 関係 史料 を 集め た 「 鶏 林 拾 葉 」 (8 冊 ), Bac 
に 関す る 史料 を 集め た HM CL gO TUS DO © 
く ) J (71), 皇子 な と 皇族 に 関す る 史料 を 集め た 
「 皇 親 詳 略 」 (7 冊 ) な どの 編集 を 行ない , 著述 に は 
長慶 天皇 の 即位 に つい て 論じ た 「 花 咲 松 」 (1 冊 ) が 
HS. これ ら の 諸 書 は 保 己 一 の 生存 中 に は 出版 され な 
か っ た が , いずれ も の ち に 印刷 され て , その 業績 を 伝 
ICU 

1808 (文化 5) 年 に 着手 し た 「 史 料 」 の 編集 は , 
「 群 書 類 従 」 と 並び 称 さ れる 大 規模 な 企画 で あっ た . 
これ は 「 六 国史 」 の 最後 の 「 三 代 実録 」 が 平安 時 代 の 
光孝 天皇 の 代 に 終わ り , 次 の 宇多 天皇 以降 の 正史 が 欠 
け て いる の を 補う ため , 宇多 天皇 即位 の 887 (仁和 
3 ) 年 か ら 徳川 家康 が 江戸 に 幕府 を 開い た 1603 ( 慶 
長 8 ) 年 まで , 717 年 間 の 根本 史料 を 年 月 順に 日 を 追 
っ て 配列 し , わが 国 の 過去 の 次 を あり の まま に 世に 伝 
える た めで あっ た . 現在 も る なお, 東京 大 学 史料 編 貸 所 
で 続行 され て いる 「 大 日 本 史料 」 は , 保 選 一 の 企画 し 
た 「 史 料 」 の 編集 方 法 を 受け 継い で いる の で , 保 己 一 
その 人 の 事業 と し て は , わずか に 一 部 分 の 稿 本 作成 に 
終わ っ た と は いえ を , その 企画 は 国家 的 事業 と し て 継承 
され て いる . 

保 己 一 と 同時 代 の 国学 者 本 居 春 庭 (宣長 の 長男 ) は 
中 途 失 明 者 で , 家 学 を 受け て 「 詞 八 衛 (こと ば の や ち 
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また )」, 「 詞 通路 (こと ば の か よい じ ) | CEDIA 
版本 . 吉川 弘文 館 版 「 本 居 宣 長 全集 (第 6 ) 」 , 1903 
年 , お よび その 後 の 新版 に 収録 ) を 著 わ し た が , 特に 
動詞 の 活用 に お いて 前 人 未 発 の 卓 見 を 述べ , 後 鈴屋 の 
号 に そ ぢ か な か っ た . 沼田 順 義 (三芳 野 城 長 ) も 中 途 
失明 者 で , 「 級 長戸 風 (し な どの か ぜ ) | や 「 国 意 考 
弁 妄 」 (と も に 木版 本 . 鷲尾 順 敬 編 「 日 本 思想 闘 誠 史 
料 (第 7 巻 )」, 1930 年 , その 他 に 収録 ) で 賀茂 真 淵 や 
本 居 宣 長 の 説 を 排 撃 し , 擁護 派 の 学者 と の 間 に 活 発 な 
論戦 を 展開 し た が , 人 格 的 に は と か く < 問題 の ある 人 物 
の よう で ある . 
[6A] (木版 本 ) は 江戸 中 期 の 偽者 長沢 不 序 ( ぁ 
ゆう ) が 若年 の ころ , 漢文 で 著述 し た 経世 の 書 で , i 
本 誠一 編 「 続 日 本 経済 叢書 (第 3 巻 ) 」 923 年 , 大 
負 闘 ) に 収録 され て いる . 奈 県 高 市 郡 教育 会 編 「 三 
山谷 先生 遺稿 」 (1917 年 , 同 会 ) は 幕末 の 陣 備 谷 三山 
(Mise, 失明 ) の 愛国 の 至 情 に あぁ ふれ た 遺稿 を まとめ 
だ た も の で ある . 
介 戸 商 等 商 業 学 校 教授 で 在職 中 失明 し た 坂本 由 蔵 
は , 引続き 昇格 後 の 神戸 商業 大 学 の 講師 と し て 教壇 に 
ち , 経済 学 博士 の 学位 を 受け , 「 経 済 生 活 の 歴史 的 
考察 」 (1925 年 初版 , 1930 年 改訂 7 版 , APS), 「 経 
済 の 基本 概念 」(1926 年 , Bc), 「 日 本 経済 史論 」 
(1927 年 改訂 6 版 , 初版 は 1907 年 , 宝 文 館 ) な どの 
著作 の ほか , 多数 の 論 稿 を 発表 し た . [REBORN 
形 面 上 学 」 (1933 年 , RSARMRSITS) eee 
学院 大 学 講師 を 勤め た 岩橋 武夫 (日 本 ライ ト ハ ウス の 
創設 者 ) の 学者 と し て の 業績 を 記念 する も の で , ミル 
トン 人 研究 者 の 間 で 高く 評価 され て いる . 
nin LO + Xe うに 関す る 学術 的 著述 は ほとん 
晴 眼 者 で 占め られ て いる が , 兵庫 県 立 盲 学校 や 神戸 
bv 学校 の 教職 に あっ た 木下 和 三 郎 の 「 灸 法 の 学 理 」 
(1935 年 , 日 本 理科 医学 院 ) , 「 植 物性 神経 系 と 鍼灸 
マッ サー ジ 論 」 (1937 年 , 同上 ) は , 科学 的 解明 を 志 
向 し た 盲人 の 著述 と し て 注目 すべ き で ある . また 石川 
県 立 盲 学校 に 勤務 し た 影山 儀 之 助 の 「 施 鍼 が 人 血液 = 
Ik ABR | ERR “TEED [Tee 
雑誌 」 (41 巻 2 一 4 45, 1936 年 ) に 発表 きれ た も の で 
盲人 の 執筆 し た この 種 の 研究 論文 が 学術 雑誌 に 掲載 さ 
れ た 最初 で ある . (中 江 義 照 ) 


宗教 


仏教 関係 で は , 熊本 盲 咽 技 芸 学校 (熊本 県 立 盲 学校 


の 前 身 ) や 仏 眼 協会 (盲人 福祉 事業 団体 ) の 創設 に 参 
画 し た 真宗 MRNAWAHNei ーー 郎 ) が 1921 
(大 正 10) 年 に 創刊 し た , 点字 信仰 雑誌 「 仏 眼 」 に 執 
筆 し た も の が 多い が , ok その 一 部 が 「 仏 眼 」 (1934 
年 , 法蔵 館 ) と 題し て 刊行 され た . すぐ れ た 布教 師 と 
し て 尊敬 を 集め て いた 同 派 の 暁 鳥 敏 は , 晩年 , 盲目 か 
つ 老 齢 の 身 で 東 本 願 寺 宗 務 総 長 に 推 き され , 財政 の 再建 
に 功績 が あっ た が , 著書 も る すこ ぶる 多く , RRR 
集 」 に 収め られ て いる . 

キリ スト 教 の 牧師 石松 量 蔵 に , 「 基 督 教 の 話 」 1923 
年 日 本 福音 シー テル 熊本 教会 ), 「 基 轟 教 々 義 の 要 」 
(1931 年 , 同上 ), 「 盲 人 と キリ スト 教 の 歩み 一 一 盲人 
伝道 百年 史 」 (1959 年 , 日 本 盲人 基 上 教 伝道 協議 会 ) 
が あり , 熊谷 鉄 太郎 も ,「 宗 教 の 本 質 」 (1934 年 , HS 
教 出版 社 ) や 「 分 り 易 い 基 具 教 の 理論 ] (1954 年 , 基 
督 教 文書 伝道 会 ) を 著述 し て いる が , いずれ も ゃ 小冊子 
CHS. 日 本 ライ ト ハ ッ ス の 創設 者 岩橋 武夫 は 信仰 の 
人 で も あり , (HE ペン 一 一 世界 苦 に 臨む BSA 
(1932 年 , 教文 館 ), 「 現 代 人 と 基 轟 教 」 (1933 年 , 培 文 
ff), 「 私 の 見 た 霊界 と 永世 」 (1935 年 , 日 曜 世界 社 ), 
「 創 造 的 平和 一 一 ク ェ ー カ ー の 思想 と その 実践 」 (1959 
年 , 同文 館 ) な どの 著述 の ほか , 翻訳 に H・ ブ リン 
トン 著 「 創 造 的 礼拝 」 (1932 年 , 警 醒 社 . 1953 年 , フ 
レン ド ・ セ ンタ ー), ディ ケン ズ 著 「 主 イエ ス 様 の 御 生 
VE) (1934 年 , 三省 堂 . 1947 年 , 千代 田 書房 ) が あ 
る . 盲 界 の 先覚 者 好 本 督 に も RBA LHEBAL (1948 
年 , 新教 社 ) の ほか , [自叙伝 ・ 体 験 記 〕 の 項 で 紹介 
し た 「 十 字 和 架 を 盾 と し て 」,「 神 に 聴い て 」, 「 わ が 隣人 
と は 誰か | な ど が ある . (中 江 義 照 ) 


fra fil 


20 世 紀 の 初 頭 に 出版 され た 好 本 督 の 「 真 英国 」(1902 
年 , 言 文 社 ) と 「 日 英 の 盲人 」(1906 年 , 東西 社 ) は 
小冊子 と は いえ , 当時 の 盲 青年 の 覚醒 を 2 な が し , 世 
間 の 盲人 福祉 へ の 関心 を 呼び 起こ す な ど , その 反響 が 
広範 囲 に わた っ た 点 で , 近代 日 本 盲人 史 に 特筆 すべ き 
著述 で ある . 「 祖 国 に 寄 す 一 一 英国 の 魂 」 (1931 年 , 
fei HAS) vt, 「 真 英国 ] の 改訂 版 で ある 

5, 「 英 国人 と 基督 教 」 (1948 年 , 新教 社 ) は さら に 
piesa borate 

盲人 愛護 を 意味 する 「 愛 盲 」 は 岩橋 武夫 の 造語 と い 
われ て いる が , 1935 (昭和 10 ) 年 に 出版 され た 「 愛 
盲 一 一 育 人 科学 ABC」 (日 曜 世界 社 ) は この 方 面 で の 
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先進 国 に お ける 事業 の 概要 を 述べ , AERA OFHAAL 
増進 を 世に 訴 を た も の で , 失明 軍人 対策 が 叫ば れ た 太 
平 洋 戦争 中 に は , 「 海 な き 灯 台 一 一 興 晶 愛 衣 の 葉 」 
(194347, 国民 図書 協会 ) を 世に 送っ て いる . 

盲人 福祉 に 関す る 著述 の うち , 盲人 自身 の 手 に な る 
SOILED EWA, 他 の 部 門 で の 盲人 の 著述 で , 
多少 と ゃ 内容 が 福祉 に 関連 の ある も の を あげ よう と す 
れ ば , その 大 部 分 が これ に 該当 する と いっ て も 過言 で 
な いく らい で ある . (中 江 義 照 ) 


日 本 文学 


小説 ・ 戯 曲 

間 
SNES EES ECR Owe; Phan 

PS mmm 

が , 長 時 間 に わ た っ て 演じ 続け る 強い 暗記 力 と 演出 力 
は , 長い 間 , 日 本 の 文芸 に 大 き な 役 割 を 果たし て いた 
よう で ある . し きり に 旅 を し た これ ら 目 の 見 え ぬ 人 た 
bit, 民間 伝承 の 分 布 配合 を 助け , 単に 「 語 り も の 」 の 
世界 かり で な く , 民間 説話 文学 の 成長 に も 主役 を 演 
じ て い る こと は , 柳田 国男 も 力説 し て いる .「 さ て さ 
て 目 明 き は 不 自由 な も の 」 EV oA OT LE 
は , あえ て 保 己 一 ひと り を 取上げ て の 人 逸話 で は な く , 
他人 主義 の 目 明 き を 冷笑 する 盲人 独特 の 暗記 力 を 強調 
し た エピ ソー ド で , ほか に も ゃ も 幾 人 も の 盲人 に あり そう 
な 逸話 で ある . ここ で 保 己 一 を は じ め 代表 的 な 盲人 の 
著作 と 研究 に 触れ て みみ たい. 

[ 壇 保 己 一 〕 (1746 / 延吉 3 一 1821 / 文政 4 ). 武大 
国 の 農家 に 生ま れ , 3 歳 の と き 靖 を 病み , 5 歳 の 春 
に , 失明 (一 説 に は 7 歳 ) し た . 幼少 か ら 奇 特 な 志 を も 
ち , 常 に 和信 の た め に 尽 す こと を 心がけ , 自ら 持 す る こと 
厳 に 無欲 清廉, 
また だ , 当時 他人 
の 情け 保護 に 頼 
る 風 が 社会 に ひ 
PRIN IC Y SFENC. 
も か か わら ず , 
独立 独 行 , 自尊 

の 志 が 強かっ た 
こと は , 後 年 , 
enna 
者 に 負け まい と いう 5 根性 に よく 5 か が われ る . その 負 
け じ 魂 は 「 徐 鈍 な れ ど も ゃ , 千 日 の 間 毎 日 百 巻 を 読ま ば 





| と 不屈 の 闘志 を な きだ し に し て いる こと で も 思い 
半ば に 過ぎ る . それ ゆえ に と こそ , 勾当 , BR, AAR 
締 役 と 育 人 と し て は 最高 の 位 に 着 々 進む と と も に , そ 
れ ま で いま だ 多く 世に 刊行 され な か っ た わが 国 古 今 の 
書 , 1276 種 を 神 低 ・ 帝 王 な ど 25 部 門 に 分 け て RAIL 
た いわ ゆる 大 双書 の 創始 と も いう べき 有名 な 「 群 書 頻 
従 」 正 編 (665) 冊 に 上 る お そる べき 大 集成 を 成 し と げ , 
1793 (寛政 5 ) 年 , また 「 和 学 講談 所 」 を 設け , 子弟 の 
教授 に 当たる な ど , 盲人 と は 思わ れ め ぬ 大 活躍 を な し , 
その 名 声 は 天下 に ひび いた の で あっ た . 

当時 の 落 首 に も , 「 目 は な い が は な は 名 高き 学者 な 
り 」,「 保 己 一 の 群 書 目 あ き の 手 引 草 」, 「 番 町 で 目 あ き 
めく ら に 物 を 開き 」 と 絶頂 し て いる こと で も , いか に 
世 人 の 敬 仰 の ま と で あっ た か が うら か が える 

(HH) (1767 / 明和 4 ~1848 / KIC). 江戸 
時 代 の 文 宜 の 1 人 と し て 曲 亭 馬 全 ( 瀧 沢 馬琴 ) は あま 
り に も ゃ 著名 で ある . その 代表 作 「 南 絶 里見 入 犬 伝 」( 以 
KF VARB) 21.5) は , その ボリ ュー ム が 長 天 (98 
巻 106 堪 ) で ある こと 空前 絶後 , 「 源 氏 物 語 ] と と も に 
巻 を お う て な お 興味 し ん し ん た る も の が ある . この 小 
説 を 28 年 の 歳 月 に わた っ て 書き 続け (47 ~ 75 歳 ), 
Lah, その 右 眼 失明 か ら や が て 両 眼 失 明 に 至る 8 年 
余り , 家人 と し て この 大 作 に 取組 み , 重なる 家庭 の 不 
幸 に めげ ず , 1 日 も ゎ 筆 を お か ず , 心血 を そそ いで 大 作 
を 完成 し た 精進 は , 意外 に 知ら れ て いな い . 

曲 亭 馬 抑 の 本 姓 は 瀧 沢 氏 . 武家 に 生ま れ , 幼少 か ら 
和漢 古今 の 文芸 作品 数 百 巻 を 読破 し た と いわ れ , 医学 
偽 学 に 志 し た が 成ら ちず , 狂歌 ・ 書 道 に も ゃ 志 を 得 ず , Fi 
政 の ころ 山東 京 伝 に 知ら れ , 戯 作 者 に な っ た . BRM, 
草 双 紙 の 作者 と し て すぐ れ た 才能 が 世に 表 わ れ , や が 
て , 読本 作家 と し て の 堅実 な 道 を 歩み 出し , MORE 
の 声 名 を 圧倒 する よう に な っ た . 前 後 60 年 に わた る 
文筆 生活 を 通じ , 生来 の 筆まめ さ に 加え て 博学 , 広い 
見 開 を 生か し , 豊 股 な 才 筆 を 縦横 に ある っ て 作り あげ 
た 著書 は 無 慮 290 余 種 , 晩年 は 好 ん で 長 騙 に 筆 を ふる 
い , その 勧 善 懲悪 の 文 想 , け ん らん た る 文 藻 は 文字 ど 
お り 天 下 を わか せ , 洛陽 の 紙 価 を 高 か ら し め た こと は 
想像 に 絶する も の が あっ た . 

1833( 天 保 4 ) 年 , 右 眼 失 明 , 大 病 を わずらい , 長男 
款 伯 (開業 医 ) を 失い, 9 年春 に は 左上 良 を わずらい , 
1840 (天保 11) 年 , つい に 両 眼 失 明 , 妹 の 死に 次 ぎ 妻 を 
失う な ど 不 幸 が 相次ぎ 「 老 の 気 も $ 狂 は ん ば か り 」 ITH 
胆 し た か れ は , 生来 の 負け じ 殊 か ら 1 日 も 筆 を 封 ら な 
い 日 と て な く , 改宗 伯 の 妻 路 女 が いさ さか 文字 を 知っ 
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て いる こと と を 幸い に , 1 字 1 旬 を 教え を ながら, 稿 本 を 
手 さ ぐ り に 大 字 を 1 枚 の 紙 に 数 行書 きつ づり , つい に 
衝 犬 伝 の 大 事業 を 成 し 有 遂 び た の で ある . 

友人 殿村 篠 斎 宛 の 書簡 に よっ て この 間 の 消息 が うか 
が える が , その 1 , 2 を 挙げ る と, 

「 不 眼 な が ら 自 筆 に 綴 候 て 読 か ね 候 所 は WI 補 せ 
筆 工 に 渡 候 云 々 」, 「 愚 娘 に 代筆 致 させ 俗 に 言 偉 書 に て 
弘 立 候 と も 文 気 は 臨 ば か りゃ 無 字 は 平 か な 之 外 俗 用 之 
文字 すら 知ら ざる 者 に 一 字 一 字 教 侯 て 書 せ 候 」 BA. 

「 字 を 知ら ぬ 女 子 に 代筆 させ 字 を し ら ぬ 筆 工 に 写 さ 
せ 字 を 知ら ぬ 女 子 に 校訂 致 さ せ 候 得 ば あや まち な か ら 
まく ほり する と も ゃ 得 べ か ら ざ る わざ に て 不眠 之 著 述 は 
と て も か く て も な ら ざ る 事 と 今更 思ひ 絶 候 御 隣 察 可 被 
成 下 候 」 | | 
と あり , (FRORDPKRZOFELR CEL BWO 
ほど が 思い や られ , 「 助 ける 者 の な い 盲 人 の 著述 は 和 
漢 今 昔 小 子 一 人 で ある と 自 笑 自 嘆 し て ゐる 」 と , と き 


(は あき ら め の こと ば が 出 た こと も も っ と も と 思わ れ 


る . それ だ け に , この よう な 至難 な 逆境 の な か か ら か 
れ が 文字 通り 一 生 の 心血 を そそ いで , 「 我 を 知る 者 は 
それ 唯 入 犬 伝 か 」 と , か れ の 代表 作 と し て , の ち に 大 
い に も て は や され る 超大 作 を 完成 し た の で ある . 

天 冊 の 文 寺 は も と より で ある が , その 根気 精進 , 不 
退 転 の 意志 の 力 の 偉大 で あっ た こと を 思う と と も に , 
わが 国 に この よう な 盲人 文学 者 が あっ た こと を 記憶 す 
べき で ある . 

江戸 時 代 は , 現世 槍 美 の 時 代 で あり , か れ は 軽 俳 肖 
薄 な 風俗 壊 乱 小 説 が 横行 し た な か に あっ て , 堅実 な 歴 
史 小 説 , 高尚 な 趣意 , 勧 善 懲悪 の 理想 主義 の 大 道 を ヒ 
ュー マニ ズム の 旗印 を 掲げ て 歩ん だ 作家 な れ ば こそ, 
その 支持 層 は 厚く 広く , その 小説 は , まさ に 一 世 を 支 
配 し た の で あっ た . その すぐ れ た 学識 と 気迫 と 時 代 を 
見 る 目 を 具有 し て いた 人 物 と し て , Ree ete 
日 本 衣 人 史 中 の 双璧 と いえ る . 

「 入 犬 伝 」 は , 下総 里見 家 に つか える 犬 の 文字 を 姓 と 
する 8 人 の 杏 低 の 伝記 を つづ り , 規模 の 雄大 き は まさ 
に 中 国 の 「 水 人 診 伝 」 に 匹 散 する と いわ れる . 国文 学 の な 
か で 現代 最も 貴 外 され て いる の は 江戸 後期 の 読本 や 人 
情 本 で ある が , この 作者 の 自負 する 未 曽 有 の 大 長 秒 も 
忘れ られ て いる . 

[上 田 秋成 〕] (1734 / Fhe 19~1809 / 文化 6 ). 国学 
者 , AA, 浮世 草子 ・ 読 本 作者 . この 多彩 な ジャ ン ル 
に 活躍 し た 秋成 は , 「 雨 月 物語 」 の 作者 と し て 著名 で 
ある が , その 不 炉 の 文 名 の か げに は , か れ も 左 眼 , 次 





いで 右 眼 の 明 を 和 失っ た 作家 で ある と と を 知る 人 は 意外 
に 少な い . 招 津 曽根 崎 に 生ま れ た か れ は , 生来 の 多 病 
COROLXBVIEAICD DY), 両手 の 指 は 不具 に 近 
く な っ た . この こと が 後 年 , か れ の 性 格 の うえ に 大 き 
な 影響 を 与え を たとい える. か れ が 適当 な 指導 者 を 得 , 
その 性 格 が 素直 で あっ た な ら ば , 創作 家 ・ 研 究 家 と し 
て の 秋成 は 大 成 を と げた で あろ うと 惜しま れ て いる . 
「 雨 月 物語 」 は 中 国文 学 を よく 消化 し , 神秘 幽玄 な 因 
想 と その 記 筆 は 後代 の 読本 作家 に どれ ほど の 影響 を 及 
ぼ し た か 計り 知れ な い . KEL, この 作品 は , か れ が 
35 me O & & 1768 (明和 5 ) 年 の 作品 で か れ は それ より 
の ち , 1790 (寛政 2 ) 年 , TROL XARA, 次 
いで 1797 ( 同 9 ) 年 , 64 ee CMR LE ORLA ERD 
を 和 失 な っ た の で ある が , 家庭 的 に も 不幸 が 相次ぎ , 第 
乏 に 筆耕 を 得 て わ ず か に 粗 口 を し の ぐに 至り , 生来 の 
身体 障害 と 相 ま ち 世 を 白眼 視 する よう に な っ た . そ 
の 間 に お いて も 常に 風流 と 研究 を 怠ら ず , 万 葉 集 や 国 
語 の 研究 に すぐ れ た 一 家 の 見 識 を 示し , 本 居 宣 長 と 盛 
ん に 論争 する な ど , た と えば , 発音 的 か な づか いな ど 
は , か れ が 上 唱 導 し た 説 で ある と され て お り , 今日 の 先 
馬 と な っ た も の と し て 注目 され る . 

また , 歌 人 ・ 俳 人 と し て も 風格 ある 作品 を の こし , 
随筆 家 と し て ゃ 一 流 の 痛烈 な 筆 勢 を も っ て 古今 の 時 風 
世 態 を えぐ る 作品 「 胆 大 小心 録 」 を 閉 わ す な ど の 活躍 
を し て いる . 生前 自ら 墓 修 を 建て , RAREELAU 
た の も か れ ら し い 最 期 と いう べき で ある . 

[本 居 春 庭 〕 (1763 / 宝 暦 13 ~ 1828 / 文政 11). 本 
居 宣 長 の 長男 と し て 生れ た だ た. 家 学 の 国学 に 励ん だ が , 
か れ は それ より も ゃ 文法 学者 と し て 著名 で , われ われ が 
SA, 国語 の 文法 を 学ぶ と き 動 詞 の 活用 の 種類 や 活用 
形 で お な じみ の 名 著 「 詞 入 衛 」 は か れ の 説 に よる も の 
CA 

29 歳 の ころ か ら 有 眼病 を わずらい , 32 歳 で 和 失明. 針 
( 鍼 ) 術 を 学び 針 医 を 業 と する よう に な っ た. 39 歳 の 
と き 父 宣長 が 死去 し ,, か れ は 眼 疾 の た め 紀 伊 侯 へ の 奉 
公 が で きぬ まま , 養子 の 大 平 が 家 を 継い だ . 大 平 は 和 
歌 山 へ 移住 し た が , 春 庭 は その まま 松阪 に 残っ て 後 鈴 
屋 社 を 組織 し 門弟 の 指導 に あたっ た . RARE, HK 
の 助け を 借り て 添削 著述 に 従っ た . 著書 に 前 述 の 「 詞 
Wil] と 「 詞 通路 」 と いう 国語 研究 史上 有名 で 重要 な 
も の が あり , その 驚く べき 組織 的 頭脳 の 持ち 主 で あっ 
た こと を 物語 る も の と し て 著名 で ある . 

(833) (1783 / 天明 3 一 1859 / 仁 孝 10). & 
目 の 心 学者 . 心 学者 の な か で も 最も 文学 味 豊か な 説話 
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集 と も いら べき 「 鳩 釣 道 話 」 正 ・ 続 ・ 続 々 各 3 巻 を 著 
わし て 有名 な 柴田 鳩 鈴 は , 京都 の 商家 に 生ま れ た だ . 石 
、 門 心 学 を 唱 導 し た 石田 梅 厳 の 心 学 に 傾倒 し , 平易 通俗 
な 社会 教育 家 と し て 売出 し た の は , か れ が 39 KO L 
きか ら で , 以後 , 45 歳 の と き 和 失明 し て か ら は , か れ の 
活躍 は 目 ざ さま し く , BROW, 四方 に 開 こ え , 各地 か 
ら の 招請 は ひき も きら ず , 公卿 大 名 の 間 に ゃ も 出入 し 
その 尊 信 を うけ る よう に な っ た . PLO 3 道 な ら び 
に 老 蘭 の 哲学 思想 を 平 俗 に 調和 融合 し た 道 語 と も いう 
べき 心 学 の 教え は , 修身 斉 家 の 根本 を 説く も の と し 
て , 一 般 大 衆 に も て は や され た も の で ある . 

[ 薦 野 屋 麻 績 一 〕] (1800 / 寛政 12 一 1855 / 安 政 2 ) . 
壇 保 己 一 の 死後 , か れ の 後継 者 と み ら れ た が , 性 淡白 , 
名 声 を 欲 せ ず , その 任 に あら ず と 辞退 し た . SERA 
RELL, の ち に 国学 に 通じ , 和 学 講談 所 の 後継 者 と 
み ら れ る ほど の 人 物 で あっ た . 和歌 を よく し 歌集 「 し 
の ぶ 草 」 が ある . 江戸 の 人 . その 師 雨 富 流 謙一 が 
HA. か れ は 皇 典 に 通じ 和歌 に 長 じ て いた . 

[ 雨 富 須 賀 一 〕 (1784/ 天 明 4 ) 境 保 己 一 の 師 . 多く 
の 後輩 を 育成 , 自ら 身 を 持 す る こと 謙虚 , 保 己 一 を わ 
が 家 に 引取 り , 十 数 年 間 親身 に な っ て 世話 を し た と い 
bh, その 学 オ が すぐ れ て いる こと を 認め て 国学 に 専 
念 さ せ た 薩 の 人 と し て , 後 年 の 保 己 一 を 見 出し 育成 し 
た 功労 者 で ある . 常陸 の 生ま れ で 検校. 

(AXED 江戸 の 人 . 幼少 の ころ に 痩 を わ ず ら っ 
て 失明 . 鍼 家 と な っ た が , 好 学 の 志 が あつ く , 漢詩 , 
漢文 を よく し , その 詩 才 は 服部 南部 と 併 称 さ れ , 当時 
の 代表 的 な 漢 圭 人 と し て 才 名 を ほし いま ま に し た . 

[ 谷 三 山 ] 大 和 の 人 . 幼少 の と きか ら 眼 疾 と 耳 疾 
に より , 視力 は や や と り も ゃ もど し た が , 聴覚 は つい に 和 失 
な っ た , 国学 , 偽 学 , 歴史 と 広く 学び , その 博学 と 好 
学 心 は , 師 猪 飼 散 所 が 賞 項 する と と ろ で , 多く の 門下 
WHEL, その 教導 に 当たっ た . 40 歳 こ ろか ら 視力 を 
和 失 な い 盲 ろう の 身 と な る . 頼 山 陽 ぉ も その 門 を た た いて 
親しく 交わ っ た ほど , さく さく た る 名 声 を は し いま ま 
(幸夫 に 

[宮城 道雄 ] (1894 / 明治 27~1956 / 昭和 31 ). BF 
曲 家 の 宮城 道雄 は 随筆 家 と し て も ユニ ー ク な 傾 域 , こ 
と に 鋭い 聴感 覚 に 自然 を 観 照 し た 特異 の テッ セイ で 名 
を は せ た . 最初 の 随筆 集 「 雨 の 念仏 ] (1935/ 昭 和 10 ) 
は , か れ の 文才 を 世に 知ら せ た も の . 佐藤 春夫 は , 
「 自 分 の 双 眼 も 無用 に つい て いる よう な 気 が し て し ま 
っ た 」 と 絶 苦し て いる . 汰 石門 下 の 奇 才 内 田 百 開 ( 百 
披 園 ) や ロン ア 文 学者 米川 正夫 らち と の 若き 日 か ら の 深 


い 交 遊 が 感性 の 深い 音楽 家 宮城 道雄 の 詩情 を 豊か に 実 
ら せ た の で あろ うら. 随筆 集 10 冊 が あり , 全集 (3 巻 ) 
(に まとめ られ て ある . (赤阪 一 ) 

[岩橋 武夫 〕 (1893 / 明治 31 て 1954 / 昭和 29 ). 早 
稲田 大 学 在学 中 に 和 失明 し た . その 後 , 関西 学院 文学 部 
を 経て イギリス の エジンバラ 大 学 文 学部 で 哲学 お よび 
英文 学 を 修め た 社会 事業 家 で ある . か れ に は 小説 「 動 
き 行 く 墓場 」 (1925 年 ) が ある . 失明 の 苦悩 と これ を 
wR し て 新しい 人 生 へ の 出発 の た め 関 西 学 院 に 学ん だ 
体験 な ど を 土台 と し た 自叙伝 的 小説 で ある . 

この 作品 に ヒン ト を 得 た 加藤 秀雄 が 1927 年 に 大 阪 
朝日 新聞 の 懸賞 長篇 小説 に 「 光 は 聞か ら 」 を 応募 し て 
TESTE. 

岩橋 武夫 に は この ほか 文学 書 で は な い が , すぐ れ た 
著書 が 多数 ある . 中 で も 「 光 は 痢 より 」(1930 年 ) は 当時 
の ベス ト セ ラー で あっ た .「 私 の 指 は 何 を 見 た か 」(1931 
年 )「 星 と パン ]」 (1932 年 ), 「 暗 室 の 王者 」 (同年 ), TR 
楽園 の 詩 的 形 面 上 学 」 (1933 年 ), 「 母 ・ 妹 ・ 妻 」( 同 
年 ),「 愛 盲 一 盲人 科学 A BC」 (1935 年 ), 「 海 な き 類 
台 」( 1943 年 ))「 へ レン ・ ヶ ラー 伝 」( 1948 年 ) な ど が 
ある . 

[中 川 竜二 〕 (1904 / 明治 37 て ). 本 名 光一 , は じ 
め 洋 画家 を 志 し た が 終戦 後 和 失明, はり, きゅう, マッ サ 
ー ジ 師 と な り , 文学 に 転向 し た .1950 (昭和 25) 年 ,「 自 
い 杖 」, 1951 年 「 バ ラ の 絵 の あ る 時 計 」 を 発表 , 続い て 
[PAO] で 点字 毎日 文芸 賞 を 獲得 し た . CHIT 
を 得 て 「 洋 裁 手帳 」, 「 山 伏 悲願 」, 「 越 路 太 平 記 ] が そ 
れ ぞ れ 入 選 , 当時 , 大 衆 文芸 の 登 龍門 で あっ た サン デ 
ー 毎 日 大 衆 文芸 に 「 ど と 腐れ 炎 上 記 」, 「 鮭 と 狐 の 村 」 が 
AS, 同 62 年 に は 毎日 中 学生 新聞 に 「 指 に 目 が ある ] 
が 当選 , 同 69 年 講談 社 発 行 の 「 ラ ンカ イ 屋 一 代 」 が 講 
談 社 賞 を 受け て いる 。 

「 た と え 光 は 和 失わ れ て も ゃ も 」 (1959 年 , 光 書 房 ) は 自選 
体験 の 記録 で その 内 容 は 小説 より も 何で ある . 

「 杖 と 笛 の 記 ] (1960 年 , えん らく 社 ) は 検校 制 の 
復活 を 望ん で いる 封建 的 な 伝統 的 あん ま 師 の あん ま 専 
業 論 , 盲 学校 教育 を 土 全 と し た あん まな どの 論争 , そ 
の 他 盲 人 の 冨士 登 山 , 点字 の 話 , 3 療 の 説明 , 戦い が 
あり , 笑い が あり , ペー ソス が ある . 盲人 を 正しく 見 
て も ら う た め の 意 欲 に 満ち て いる 作品 で ある . 

「 指 に 目 が ある 」 (1969 年 , 毎日 新聞 社 ) は , BS 
校生 活 を 取扱 っ た 小説 で , 少年 少女 シリ ー ズ の 1 冊 で 
ある . 

「 ラ ンカ イ 屋 一 代 (わが BRS 10052) 1 (1970, 
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講談 社 ) は 日 本 に お ける 博覧 会 の 歴史 と 著者 の 体験 を 
綴っ た も の で ある . 

[佐々 木 た づ ] (1932 / 昭和 7 ~). FOR eBay 
校 在 学 中 緑内障 で 失明 し た . 野村 胡 堂 に 師事 し て きび 
し い 指 導 の も と に 文筆 家 に な る 修練 を な し , 第 1 童話 
作品 と し て , 1958 (昭和 33) 年 「 白い 帽 子 の 丘 」, 同 60 
年 に は 「 も える 島 」 を 書い た 。 さ ら に 盲導犬 に 関す る 
次 の よう な 著書 が ある . 

「 ロ バー タ さ ああ る きま し ょ う 」 (1964 年 , 朝日 新聞 
社 ).、 これ は 盲導犬 の 必要 性 を 感じ イギリス 盲導犬 
協会 の 招き で 単身 渡 英 , 盲導犬 ロバ ー タ を 得 て 帰 国 , 
盲導犬 と の 生活 を まとめ た も の で ある . 

「 わ た し 日 記 を 書い た の 」 (1970 年 , 講談 社 ). 盲 導 
犬 ロ バー タ を 連れ て アメ リカ の パーキンス 盲 学校 で 過 
ご し た 9 カ ヵ月 の 留学 生活 を , ロビ バー タ の 日 記 と いう 形 
で 書い た 明る く 楽 し い 児童 書 で ある . 

(Aik fF] (1925 /KIE14~). 東京 小谷 に 生ま れ , 
新派 の 女優 と し て 娘 役 に 独自 の 芸 を 発揮 し た が , 8 年 
間 目 を 病み ,1955 (昭和 30) 年 ご ろ 完 全 に 失明 し た .「 女 
優 」 1956 年 , 実業 之 日 本 社 ) は 著者 の 幼少 時 か ら の 
は な や か な 芸能 生活 , そし て 女優 と し て の 仕事 へ の 熱 
情 と 失明 に くじ けず 強く 生き ぬ く 生活 記録 で も ある . 

[SAI (1958 年 , 実業 之 日 本 社 )、 舞 台 も さだ か に 
見 え ぬ 目 で 演技 を 続け る 女優 , そし て 舞 台 と 永久 に 別 
れ を 告げ る 女優 , その 悩み , 愛人 と の 生活 破局 な ど を 
まとめ て いる . この 中 に 「 見 えな い 者 は 見 る こと さえ 
取り 除け ば 他 の 人 た ちと 少し も 変わ り は な い . そし て 
別 扱い きれ な いこ と を どん な に 望ん で いる か 知れ ませ 
ん 」 と 強く 差別 視 さ れる こと に 反発 し て いる の で 好感 
の も て る 作品 で ある . (長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 ] 

横田 全治 「 世 界 盲人 史 年 表 」 昭和 24 

佐藤 親 雄 「Valentin Haty - 境 検 校 比較 論考 」 東京 
教育 大 学 教育 学部 紀要 11 巻 昭和 40 

和田 萬 吉 「 南 総 里見 人 入 犬 値 」 岩 濾 講座 日 本 文学 昭 
和 7 

Priel [AK + RE IBS| 文学 大 辞典 AI, A 
M 昭和 7 


[盲人 の 詩 ] 盲人 の 詩 を 晴 眼 者 の 詩 と 区 別 する 必要 
は な い が , 盲人 の 詩 は , 視覚 以外 の 感覚 や , 自在 な 想 
念 の 世界 を 駆使 する こと に よっ て 晴 眼 者 の 及び も つか 
な い 新 鮮 さ , 真実 味 を 表現 し て いる こと が 多い . 


(SHOR) 以上 の こと は , 盲 児 の 詩 の 場合 , 特に 
顕著 で ある . た と えば , 盲 学校 小学 部 4 年 生 の こども 
は , 次 の よう な 詩 を 書い て いる . 「 雨 が あふ っ て きだ / 半 
くさ い ノ プ 土 くさ きい プ ど し ゃ ぶ り だ 」. か わき きっ て , 
砂 ぼ こり の た つ 運 動 場 に 夕立 が きた と き , いも 早く 喚 
覚 で と ら え た の で ある . SEL CSU Ae 
くさ い . 目 の 見 える 者 は , それ に 気づか な いこ と が 多 
い . 見 える と いう こと が , 夕立 の 情景 を 見 える 範囲 に 
だ け 限 定 し て し まい が ちな の で ある . Ek, こん な 詩 
も 書い て いる . 「 星 は キラ キラ 光っ て いる と みん な が 
いう ぼく は 性 を 知ら な い プ でも, な ん だ か ね この 
な き 声 みた いな 気 が す る 」. 見 えな いか ら , 見 な けれ ば 
つか め た な い 観 念 を 音 に 軒 替 ん , と き に は, 喫 覚 や 触覚 
に 置 替 えて , 自分 の も の と し て 表現 し よう と し て いる . 

盲目 の 詩人 ] 古来 , 盲目 の 詩人 は 少な く は な い . 
英 詩 の 祖 の ひと り と も いわ れ て いる ジョ ン ・ ガ ワー 
(John Gower, 1330? ~ 1408) は , 80 歳 の ころ に 失 
明 し , その 後 , 数 巻 の 詩集 を 刊行 し て いる . 

また , 有名 な 「 失 楽園 」 を 書い た ジョン ・ ミ ルト ン 
(John Milton, 1608 ~ 1674) ) は , イギリス の 典型 的 
な 清 教 主義 の 詩人 . RABCEOUII® < thFE SZ 
いわ れ て いる . ルネ サン ス メ 特 有 の 美意識 と , 清教徒 的 
な 激しい 倫理 観 と が , 視覚 を 失っ た ミル トン の 心 の 中 
で , みごと な 調和 を 確保 し た の で ある . 

新しい と と ころ GH) や シア の 5 SR 
コ (Vasilii Yaroshen ko, 1887 ~ 1952) が ある . 4 
歳 で 失明 し た が , エス ペラ ンチ スト で も あっ た か れ 
は , 万 国 エ スペ ラン ト 協 会 (UE A) の 友人 を 頼り に , 
世界 諸国 に 足跡 を 残し た . 1914 (大 正 3 ) 年 , BAN 
き て , し ば らく 浴 在 し た こと も あり , AROBAR= 
スペ ラン チ ス ト , BR, 詩人 , 政治 家 な ど , BOK 
人 を も ち , 日 本 人 の た め に 多く を 書 残し た . DML 
人 に と っ て は 一 つの 希望 で あり 可能 性 で も ある . ま た , 
晴 眼 者 に と っ て は , 光 の な い 世 界 だ けが 示す 真実 を 伝 
えて くれ る 啓示 で も ある . 主 閉 と し て 「 夜 明 前 の 歌 」 
( 1921 年 ), 「 最 後 の 嘆 息 」 (1921 年 ), 「 人 類 の 為 に 」 
(1924 年 ), 「 桃 色 的 雲 ] (1922 年 ) な ど が ある . 

[北原 白秋 〕 晩年 , 薄明 の 生活 を 続け た ころ の 作品 
こ は , や は り 和 失意 の よう な も の , 宿命 観 に 近い も の , 
ある い は 希望 , 苦悩 , あき ら め , 悟 入 な どの 諸相 が 点 
在 し て いる . し か し , その 発想 の 正しい 姿 , 観 照 の 香 
気 , 人 生 観 の 気 高 さ , RKEOAMSKEL, さす が す 
ぐれ た 詩人 が 到達 し 得 た と ころ の も の で ある . 

[青山 鶏 一 〕 (1905 / 明治 38~). 現代 詩 壇 の 第 一 線 
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で 活躍 し て いる 盲目 詩人 . 1934 (昭和 9 ) 年 詩作 に は 
いり , 翌年 , PLT ACES FORGE Tati) CBI 
Lk. の ち に 「 新 領土 ]」 と いう 詩 誌 に 作品 を 発表 . 戦 
後 , ANIAEBO SiR) -P, 草野 心平 の 「 歴 程 」 に 
参加 し た . 現在 は 「 詩 と 文学 」 を 主宰 し て いる . 詩集 
に は 「 eT MK] CTA OPH IC ど が ある . 次 の こと 
ば に よっ て 青山 が 詩 を どの よう に 考え て いる か が わか 
る . 「 詩 作 当初 か ら , わた し は , 自分 の 心 の 生活 を , 
目 分 の 考え て いる 詩 形 式 に 生き た も の と し て 託す こと 
に し て いる . 詩 は すべ て の 芸術 行動 の 粋 で あり , いわ 
ば も っ と も ゃ 生命 の 核 に 触発 され た 感動 を の も の だ と 思 
う . こと ば は 生命 に 他 な ら な い . 肉体 と 精神 の 拠点 . 
そこ か ら 表 白 さ れる , 単純 で し か も 光 の よう に , 人 間 
の 肉体 と 精神 を 生か す も の だ . 詩 は また 愛 で あ る と 
も いえ る 」 . 青山 の 存在 が 現代 詩 壇 に と っ て , 貴重 で 
ある こと は いう まで も な い . 青山 の 作品 は , BACH 
る と か な いと か と いう と と を 越え て , 透 徹 し た 人 生 和 観 
を , 迫真 力 を も っ て 示し て いる . ( 赤 座 憲久 ) 
[参照 文献] 

高杉 一 郎 「 エ ロン ェ ン ョ ュ 全集] みす ず 書 房 昭和 34 
青山 鶏 一 [ate ak | 自家 版 昭和 15 

青山 鶏 一 「 自 の 健 地 ] ユリ イカ 昭和 29 


短歌 

先天 性 言 人 で まっ た く 客 観 的 視 空間 を 欠如 し , か つ 
光 と 色彩 感覚 を も た な い 者 と , 疾病 また は 傷害 で 中 途 
失明 し た 人 と が あり , 視力 の 皆無 の 人 と , 若干 の 残存 
視力 を も つ 人 と が ある . 先天 性 盲人 は , この 世 の 事 象 
を 視力 に よ つ て 観察 し て いな い . また , 中 途 和 失明 者 で 
も , 全 衣 に な る と , 失明 前 の 視覚 の 経験 は 急速 に 薄れ 
Ue EVI Oo. し た だ が っ て 。 これ りら の 人 人 びと の 作 
品 は 聴覚 や 喫 覚 や 触覚 に よっ て 得 た も の が 題材 に な り 
が か が ち で ある こと は 当然 で あり , 観念 的 な も の が 多い と 
され る . し か し , それ が 心 の 奥深 く 沈 潜 し て , 心 豊か 
に 歌い あげ た 作品 も 多い . 中 に は 全盲 で あり な が ら , 
よく 叙 人 景 的 な 作品 を 作る 人 も ある . ヘレ ン ・ ケ ラー の 
美 し い 組 景 的 作品 を 見 れ ば それ が ェ よく わか る . これ を 
単に 晴 眼 者 の 模 條 と の みみ 片付け て し まう こと は 当 を 得 
な い . それ ぞ れ の 個人 が も つ 独 特 の イメ ー ジ と 幻覚 に 
Lot, 眼前 こす る よう に 歌い 出す こと は 可能 で あ 
り , 尊重 され て よい と 考え られ る . 

盲 歌 人 の 出現 の 歴史 は 古く , FARE ATI OIL 
初め と する . 往 古 か ら 現 在 に 至る 盲 歌 人 を 調べ る と , 
その ほとん と ど と は 中 途 失明 者 で , 先天 性 衣 人 は 多く な い 


が 中 に は すぐ れ た 歌 人 も な く は な い . これ は 作歌 と い 
2 こと が , 晴 眼 者 時 代 に つ ち か われ て いた 視 空間 に 対 
する 感覚 や 教養 な ど が , 作歌 の 素地 に な っ て いる と い 
2 こと で ある らし い . 失明 者 が 作歌 の 法 悦 に ひ た る の 
は 古今 を 通じ て 変わ ちり は な い が , 往 古 の 盲 歌 人 は 読み 
手 と 書き 手 の 助 力 な し に は , 作歌 の 精進 は な し 得 ず , 
し た が っ て , 環境 に 恵まれ た 検校 ・ 勾 当 の よう な 特殊 
階級 の 人 だ けが 瑞 を よん だ . それ が 明治 時 代 に は いっ 
て か ら は 民衆 詩 と し て の 盲人 短歌 が 台頭 し た . 
CHEAL AREAS + 10 世紀 / 平 安 前 期 ご ろ ). わが 国 
の 現 琶 法師 の 祖 . 出身 お よび 経歴 に つい て は 古く か ら 
仁 説 奉 義 が 多い . 今昔 物語 巻 24 に よる と , 宇多 天皇 の 
皇子 敦 実 親王 の 雑色 で ある と いい , 平家 物語 巻 10 に 
は 醍醐 天皇 の 第 4 皇子 と も いう . 後世 , 今昔 物語 説 を 
月 定 す る も の が 多い . 盲目 の 琵琶 の 名 手 で , 和歌 を よ 
くし, 京都 東方 の 関所 逢坂 山 に 草庵 を 結び 住ん だ と 伝 
えら れる . 幅 丸 の 和 歌 で 勅撰 集 に は いっ て いる の は , 
「 後 撰集 」 に 1 育 , 「 新 古今 集 」 に 2 育 , 「 続 古今 集 」 に 1 
痛 の 4 首 で ある . こと の うち , 後 撰集 の 歌 は 小倉 百人 一 
邊 に も 採ら れ て いる . 続 古 今 集 の 歌 「 人 逢坂 の 関 の あ ら 
し 9 は ば 記 き 加 し ひで ぞ ぬ た る 民 を 過ぎ むと て 1 た 
だ し , この 表 は 第 5 名 が , 今昔 物語 に は 「 世 を すご どす 
あい GR Cars CWA 

[明石 検校 覚 一 〕 (1300 ご どろ ~1371/ 正 安 年 間 ご ろ ~ て 
応安 4 ). 関東 の 生ま れ で , 足利 尊氏 の 庶流 (従弟 ) と い 
われ る が , 生 国 素性 は 明らか で な い . 播州 明石 に 住居 
し た た め に , 明石 検校 と も いら と 伝え られ る .「 太 平 
記 」 巻 21 の 説話 に も 見 えて 平 曲 CPR) の AF 
CHS. 後 量 醐 天皇 の 勅許 を 得 て , 盲人 制度 当道 座 を 
結成 し , 初代 総 検校 に な る . 「 徒 然 草 」 の 著者 , 兼好 法 
師 な ど と も 相 識 の 間 で , 作歌 を よく し た . 検校 の 作 
「 夜 の 雨 の 窓 を うつ に も ゃ も 砕 くれ ば 心 は も ろ き も の に ぞ 
あり ける 」 の 歌 は , 佐佐木 信綱 著 「 盲 人 歌集 」 に よる と , 


_ 後 小松 天皇 の お 耳 に 達し て , 「 雨 夜 」 と いう 号 を Yb 


り , また , BReYboREWI. GFADOFCRRKY 
着る の は , これ か ら 始 まっ た と 伝え られ る . この こと 
は Ls LAMAR OBIALIE 1382 (永徳 2 ) 年 で , BH 
没後 11 年 を 経て いる . し た が っ て , これ は 死後 の 賜 
号 か , 一 説 に は 後 醍醐 夷 か ら の 賜 号 と も 伝え られ る . 

CHINA] (1748 / BME ~1829 / 文政 12 ). 紀 
州 態 野 に 生ま れ , 幼時 和 失明 Lic. THRO 子孫 と いわ 
れ , 江戸 に 出 て 平家 琵琶 を 志 し . 名 人 と な っ て 検校 に 
進ん だ . 情 深い 性 格 で , 陰 徳 を 好み , 多く の 門弟 か ら 
尊 人 区 され , Wire, 横田 袋 徐 に 師事 し て 和歌 を よく 
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し , 文政 年 間 「 芳 川 集 」 1 Beeb Le. 

[山田 検校 斗 養 一 〕 (1756/ 宝 暦 6 1817/ 文 化 14 ). 
本 姓 三 田 氏 . 生田 流 の 山田 松 黒 を 師 と し て 雑 を 学ん 
だ . 文化 年 間 , 山田 流 を 開き 盛 名 を きわ め た . 斗 養 一 
は 作歌 を よく し , ある 邸 へ 出 げ いこ に いっ た と き に と , 
鉢植 え の 梅 が 琴 の 上 に 散り か か っ た の で , そこ の 主君 
か ら の 所 望 に より 次 の 即 詠 を 成 し た .「 た を や め の 左 
の 手 の あ や に 和香 も ひい て 琴 柱 に 梅 の 散 りか か る な り 」 
斗 養 一 の 才気 が うか が われ る . 

UMA aia) (SRR). 江戸 の 人 , 本 名 を 長谷 川 
謙 益 と いっ た . 漢方 医 で あっ た が , 中 年 失明 し て は り 
医 に な っ た . 早く か ら 歌 道 に 志 し , 賀茂 真 淵 が 江戸 に 
下っ た と き , 最初 の 門人 に な っ た と いう . 「 小 野 吉 道 
| 1 巻 は か れ の 歌集 で ある . 

[植山 検校 江 眠 軒 梅 之 ] ( 生 没 不明 ・1700 ご ろ ). 元 
禄 時 代 に 江戸 の RRA と し て Monk. ZAM 
- 人 の 助力 を 得 て , 古人 今 人 の 歌 を 開き 集め , 4 年 目 に 
1000 人 に 達し た の で , 住吉 ・ 玉 津島 ・ 明 右 ・ 北 野 ・ 
江島 の 5 社 に 奉納 し た も の が す な わ ち 和 歌集 「 歌 林 尾 
EX] CHD. 1703 (元禄 16 ) 年 に 刊行 し た . COR 
に は 盲人 作歌 が 相当 に 収め られ て いる . 選者 梅 之 の 歌 
「 吹 きま き て すだれ の 風 の 身 に ぞ し むか くれ 家 ま で も 
秋 を し れ と や 」. 

[小関 検校 千歳 一] ( 生 没 不明 ・1850 年 ご ろ ). 当時 
の 盲人 座 中 (検校 ・ 勾 当 ・ 座 頭 な ど ) の 和歌 を 収録 し 
た 「 雨 夜 の な ご り 」 を 1857 (安政 4 ) 年 に 編集 し た . 
その 序 に 「 巻 の 名 は 深草 准 の 第 4 皇子 雨 夜 親 王 の 流 を 
くむ に 因 み て 名 づけ る 」 と 述べ て いる . 雨 夜 親王 と い 
5 の は 当道 座 の 祖神 と 伝え られ る 仁 明 天皇 第 4 皇子 
で , 失明 され た と いう 人 康 親王 (830 / 天 長 7 ~872 / 
貞 観 14) の 別名 で ある .「 雨 夜 の な どり 」 の 編者 小関 
検校 の 歌 枯れ わ た る 軒 端 の 区 に お と づれ て ね ざめ 寂 
し く 時 雨 あ る な り 」. 

Co) 江戸 中 期 の 国学 者 . 温 古 堂 と 称し た . 
「 正 続 群 書類 従 」 を 編集 刊行 し た が , 歌 人 と し て も 令 
名 高く , 家 集 「 松 山 集 」 を 残し た . COBO MIC 
な み も また こえ な くに 春 来 ぬ と か すみ 初め た る 未 の 松 
山 」. 

[本 居 春 庭 〕 伊勢 松阪 の 人 . 江戸 後期 の 国学 者 で 号 
は 後 鈴屋 . 宜 長 の 長子 . 家 の 学 を 受け て 最も 語学 に 通 
じ た が , 失明 後 鍼 医 を 業 と し な が ら , 門弟 を 教授 指導 
LED SI AT OSS 二 ぐ 0 で 50MINIG2SNSC の ie 
ちまた 」,「 こ と と ば の か よい じ 」 な どの 国語 用 言 研究 の 根 
底 を 築く 名 著 を 残し た . 歌 道 に も すぐ れ て いて , その 


家 集 に 「 後 鈴屋 集 ]」 が ある . 家 集 か ら , 「 光 か は 世 の 
愛 き こと も よそ な れ ば 谷 の い ほ り は 物 思 ひも な し 」. 

[高橋 残 夢 〕 (1775 / 安永 4 て 1881 / HK). 名 は 
正澄 , 江戸 後期 の 国学 者 . 京都 に 生ま れ て , 浪花 に 住 
ん だ . 香川 景 樹 の 門 に 入り , 右 歌 の 解釈 か ら 国語 の 語 
源 研 究 に 進み , 言霊 の 存在 を 主張 し , 一 音 一 義 説 を 立 
Chk. 「 霊 の 宿 」,「 万 葉 縫 結 抄 ] そ の 他 多く の 著書 が あ 
る . WRB eA re. TUL PDRR AIL, の ち 景 樹 に 
FO, 歌集 は 「 残 の 夢 」 の ほか 数 種 あ る .「 残 の 夢 」 か 
ら 「 お ほろ に ゃ も わが 世 の 限 見 えも る せ ば うれ し か ら ま し 
春の 夜 の 月 」. 

(ETE RRRA—-] 江戸 の 人 , 東洋 堂 と 号 し た . 
幼く て 失明 . 鍼 術 に すぐ れ て いた が , 雨 富 検校 に 国学 
を 学ん だ . 1855 (安政 2 ) 年 の 大 地震 で 死ん だ . Sih 
富 検 校 の 3 年 忌 に 故 旧 の 追悼 歌 を 集め て 「 し の ぶ く さ 」 
を 編ん だ . 後世 , 検校 の 和歌 遺稿 を 佐佐木 信綱 は 「 阿 
WReEBRIL ZO, 「 盲人 歌集 」 に 収め た .「 ま つ ち 
山 み こえ を ゆき て 隅田 川 わ た し ょ ば へ ば 鳴く 時 鳥 」. 

[北原 白秋 〕 (Q885/ 明 治 18 一 1942/ 昭 和 17 )、 本 名 
は 隆 吉 . 福岡 県 柳川 生ま れる . 著書 は 詩集 「 邪 宗 
門 ] ほか 歌集 「 桐 の 花 」 な ど 230 余 に の ぼる . 1937 
(FAA 12 ) 年 , 糖尿 病 , 腎臓 病 の た め 視 力 を 失い , 
晩年 薄明 の 生活 を 過ごし た . その 日 常 の 沈 潜 し た 風 懐 
は , 歌集 「 黒 検 ] お よび 「 牡 丹 の 木 」 の すぐ れ た 和 失明 
鳴 と し て 残っ た . [RAZ 月 の ひえ さだ か な る あか り AF 
に 有 眼 は 疾 ら し つつ 盲 ひ て ゆく な り 」. 

[明石 海 人 ] (1902/ 明 治 35 て 1939/ 昭 和 14 ). 浜松 
市 に 生ま る . 中 学卒 業 後 , 茶会 社 に 勤務 し て 結婚 , 2 
女児 を 得 た が , 25RO EL SICH, 妻子 と 別離 し 
CHE OD DEB EARICAR. [rk#¢], 「 日 本 歌 人 」 
な ど に より 作歌 に 精進 し た , 34 歳 の ころ 疾 疾 悪化 し て 
失明 し た . その 翌年 , 改造 社 か ら 「 新 万 葉 集 」 が 発行 さ 
れ 11 首 入選 し , 社会 の 注目 を 引い た . 同年 , 病状 が ま 
すま す 悪 化し て 気管 を 切開 し 発声 困難 と な る . つい に 
37 歳 で 死去 した. 社会 的 白眼 視 , FAC OR, 比類 
な き 肉 体 的 苦痛 , それ ら を た くま し くる も 克服 し て , ff 
化し た 海 人 の 鋭く 特異 な 作品 は , 歌集 TAH BIO 
「 明 石 海 人 全集 ] と し て 出版 され , 世 人 に Ae 見 は ら 
せ た だ た .「 拭 へ ど ゃ も 拭 へ ども 去ら ぬ 眼 の くも り 物 言 ひさ 
し て 声 を 呑み た り 」. 

[島田 尺 草 ] (1904 / 明治 37~1938 / 昭和 13 ). fi 
岡 県 嘉穂 郡 生 まれ . 16 歳 の と き 疾 を 発病 し て 学業 を 廃 
し , 流浪 の の ち , 21 歳 で 九州 療養 所 に 入所 し た . の 
ち に 病状 が 悪化 し て 失明 . 歌 は 「 栓 の 影 ],「 水 究 」 に よ 
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り 精 進 し た . 尺 草 は 明 を 和 失い な が ら , DIRS ZT, 悟 
入 の 境地 が 開け , 病 苦 の 中 に よん で うむ と ころ が な か 
_ っ た . 35 歳 で 永眠 . 歌集 「 一 握 の わら 」, 「 く ぬぎ の 

花 」 が ある .「 現 に は 見 る 眼 も あら ず 桜の (EROMK 
に 思 あ る は か な さ 」。 

[秩父 明 水 〕 (1908 / 明 治 41 ~1967 / 昭和 42 ). 埼 
玉 県 に 生ま る . WARE. 1932 (昭和 7 ) 年 , 群馬 県 
草津 の 聖 ペ ルナ バ 医 院 へ 入院 . の ち に 栗生 楽 泉 園 へ 転 
入 療養 中 , その 間 に 病 状 が 悪化 し 失明 し た . カト リッ 
DHGEL し て 洗礼 を 受け , 散 け ん 素 ぼ く な 写実 風 の 作 
歌 に 精進 を 続け て いる . アラ ラキ ギ 会員 で 園内 の 高原 短 
歌会 指導 者 . 歌集 (SESW BHD. [HBTRO 
て 働 ち く 妻 の 肩 々 た た く 十 五 分 余り 」. 

[宮脇 武夫 ] (1903 / 明治 36~1938 / 昭和 13). 千 
葉 県 千葉 町 に 生ま る . 東京 商 大 専門 部 卒 . 商事 会 社 に 
勤務 し , か た わら 夜 学校 教師 を 勤め た . 24 茂 の と き 眼 
疾 で 失明 し た の で 職 を や め て 自宅 に 身 を 養う た . 25 歳 
の と き に 「 ア ララ ギ 」 に 入会 し , 齋藤 茂吉 に 師事 し 
た . 以後 , 生 を 短歌 に 傾注 した. すなわち , 横浜 アラ 
ラ ギ 会 を 主宰 し , 自宅 で し ば し ば 歌会 を 開く な ど , 生 
活 即 短歌 の 日 常 を 送っ た が , 36 歳 で 病没 . KE 「 宮 脇 
武夫 全 歌 集 ] が ある .「 ぬ し ひたる われ の まな こ に 日 
の 光 自 くわ づか に さす と ころ あり 」. 

[柳原 自 蓮 ] (1885 / 明治 18-1967 / 昭和 42). 本 名 は 
宮崎 炊 子 , 東京 麻布 の 柳原 前 光 の 次 女 と し て 生ま れ た . 
少女 時 代 か ら 佐佐木 信綱 主宰 の 「 竹 柏 会 ] に 入り 和歌 
を 学ぶ . 晩年 (75 歳 の と き ) 緑内障 の た め RAL, 
81 歳 で 病没 する まで の 数 ヵ年 , 暗黒 に 住 し た . 著書 
は 歌集 数 種 の ほか , 小説 ・ 戯 曲 ・ 随 筆 ・ 詩 集 な ER] 
く ある. 作風 は 初期 に 放 放 華 且 で あっ た が 上 年 に な る 
に こつ れ て , 宗教 的 な 祈り が その 作品 に 投影 する に 至っ 
た . 失明 後 の 歌 「 月 影 は わが 手 の 上 と 教 へ られ さび し 
きこ と の すず ろ 極 まる 」. 

これ ら の ほか , 盲人 の 作品 に は , 盲人 で ある こと に 
対す る 自ら の 心境 を よん だ も の が 多い . 盲目 の 悲し 


A, も だ え , 世間 の 取扱 い に 対す る 不平 不満 な ど . こ 


2 し た 苦悩 か ら 次 第 に 脱却 し て , あき ら め の 境地 に 至 
っ た だ た もの. さら に 進ん で 失明 と いう 悲運 を 天命 と し て 
Hal, そこ に 歓喜 を さえ 感じ , AER BEL, 世 の 
た め , 人 の た め に 勇 往 ま い 進 し よう と する 心根 を , 高 
ら か に 歌い あげ る も の も ある . 

特に 両 眼 を 捧げ た 戦傷 育 人 , ハン セン 病 の 進行 に よ 
っ て つい に 視力 を な く し た 療養 入園 者, 故 卿 を 離れ 寄 
宿 合 生 活 を 続け , また 理 療 な どの 職業 教育 に 対し ある 


と き は 懐 妨 を いだき な が ら ゃ 学業 に 励む 盲 学校 児童 ・ 
生徒 の 作品 に は , HCH WCBAR Filo Ts 
る . また た 毎年 行なわ れ て いる 歌会 始め に 入選 し た 盲人 
も 数 人 ある . (BHA) 
[参照 文献 ] 
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谷 邦 夫 「 続 現代 日 本 衣 人 歌集 」 当道 短 歌会 昭和 42 
自 樺 短歌 会 「 歌 集 白 樺 」 昭和 38 
田 多 井 守 一 郎 提供 資料 





俳句 

俳 譜 初 期 時 代 か ら 現代 俳句 に 至る まで , PRAMS 
は ゃ も と より , 生来 衣 も 盲 と いう ハン ディ キャ ッ プ を 克 
服 し て 俳 庄 史 上 に 大 き な 足 跡 を 残し て きた . 俳句 は 客 
観 字 生 と いう 理念 か らい うと , 盲人 に は 少し むず か し 
We Eee i Cae UAL) SAR BIO 
目 で 旬 材 を と ら え , 人 の 目 を 通し て 旬 を 作っ て いる . 
こと に は , 何ら か の か た ち で 著書 を 残し , 功績 の あっ 
た 盲 俳人 に つい て 書き と ど め る . 

[松永 貞 徳 〕 (1571 / 元 亀 元 ~ 1653 / 承 応 2 ). 摂 
州 高槻 (大 阪 府 高槻 市 ) の 下層 の 武士 の 子 で , 里村 紹 
巴 (1527 / Kx 7 て 1602 / 慶長 7 ) か ら 連 歌 を 学び , 
大 衆 詩 と し て の 俳 諸 を 確立 し た . 貞 徳 の 3 部 書 と し て 
PREVI, Ca, Mae] は 有名 で ある . 1597 (慶長 
2 ) 年 に 朝廷 か ら 「 花 之 本 」 と いう 称号 を 賜わり . 俳 
Ree HSH. この ころ か ら 目 を 病 ん で 晩年 に 
は 完全 に 失明 し, 点 評 は 弟子 に 読ま せ て 行なっ た . 

[杉木 望 一 〕 (1548 / 天文 7 て 1630 / 寛永 7 ). 伊勢 
山田 の 人 で , SKOBA. 杉田 望 一 と も 伝わっ て い 
る . また , 艇 木 望都 と も 称し た . 貞 徳 が 人 花 之 本 の 免許 
を 受け る まで の 50 年 間 , これ と い 5? 俳 諾 師 は で な か 
っ た が , 形 人 望 一 , た だ ひと り 「 望 一 千 句 」,「 望 一 後 
Fl を 著 ち し て , 万 丈 の 気 を 吐い て いる . Ek, B 
一 は 音律 を 好み , 平家 琵琶 を 学ん だ . 人 の 声 を 開い て 
BARBY bok. 盲人 に は 珍し い 博 学者 で , BBO 
書 な ども よく し た と いう . 

[越谷 香山 ] (1718/ 享 保 3 1787 / 天 明 7 )、 武 州 越 
ヶ 谷 (埼玉 県 越谷 市 ) の 人 で , 俳 諸 は 佐々 間 橋 居 に 学び 
の ち に 2 世 活 山 に 師事 し た . (ASAI 「 月 と 汐 」, TH 
松 」, 「 俳 講 本 草 」, 「 物 類 称 呼 」 な どの 著作 が あり ,「 俳 講 
八 集 問答 」 の 出版 に 当たっ て は , 「 年 巳 に 老 ひ AS 恋 
Bd, 然 れ ども 尚 能 く 疾 を 力 め BLAS 遂に 稿 を 脱 
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tH] と いっ て いる . 弟子 に は 滝沢 馬琴 を は じ め 表 人 竹 
内 玄 々 一 らち が ある . 辞世 の 旬 「 花 と 見 し 雪 は き の ぁ ぞ 
も と の 水 」 . 

[竹内 云々 一 ] (1742 / 寛 保 2 ~1804 / {b7c). B 
州 高野 の 人 で , 幼年 の 失明 者 で ある . 当時 , 白馬 と い 
う 俳 諾 師 が いて , 云々 一 に 俳 諾 を し きり に 勧め た . こ 
れ に 対し , 支 々 一 は 「 花 月 の 美 を 弁 ぜ ざる 盲人 が , な 
どか 俳 語 を も の せん や 」 と , これ を 受入 れ な か っ た . 
白馬 は 「 心 に て 見 る が 見 る な り 月 の 色 ] と いう 旬 を 贈 
っ た . これ に は さす が の 云々 一 も まい っ て 門人 と な り 
俳 諾 の 道 に は いっ た と いう . 明和 年 間 勾 当 と な り , 江 
戸 に 住む よう に な っ て も 山河 名 跡 を 旅 し て 名 を 友 と し 
た . 「 俳 家 時 人 談 ] 上 ・ 中 ・ 下 の 3 巻 は 残さ れ た も の 
を その 子 青 表 が 出版 し た も の で 「 続 俳 家 旦 人 談 ] 上 ・ 
中 ・ 下 3 巻 も , 青 青 の 手 に よっ て 「 故 勾当 竹内 云々 一 
遺稿 ] と し て 公 に され た だ た. これ に 収め られ た 俳 諸 宗 区 
は 実に 百 五 十 数 人 に 及 ん で いる . 

〔 小 野川 立 吟 〕 (1704/ 宝 永 元 ). 江戸 銀座 の 人 . 一 読 
に は 白銀 と も いわ れ て いる . 松 楽 軒 高井 立志 に 俳 諾 を 
学び , PKS LAL. 1685( 貞 享 2 ) 年 , 検校 に 
任官 . 「 錠 別 五 百 顔 」 を 著 わ し た が , その 中 に 有名 な 
「 六 月 や ここ ら が 富士 か み 雲 くさ い 」 の 旬 が ある . この 
名 は 自在 庵 祇 徳 編 の 「 富 士 拾 遺 」] こ も 採録 され て いる . 

[本 間 道 悦 〕 618 / 元 和 4 ~1697 / 元 矢 10). 近江 
膳所 の 領主 戸田 左門 の 家臣 本 間 資 勝 の 3 男 と し て 生ま 
れ , 15 歳 の と き 天 草 の 乱 に 従軍 し , 左 股 に 重傷 を 負 
い , 武道 を 捨て 医道 に 進ん だ , 当時 , 俳 聖 松尾 間 薦 は 
慢性 の 胃 疾 患 に 悩み , 道民 を 知っ て その 医 楽 に 頼り , 
道 悦 ま た 昔 燕 に 俳 諾 を 学び , 延 宝 8 年 に は 医業 を 道 因 
に ゆず り , 茨城 県 の 潮来 に 居 を 移し , BBS t Bou 
て , 診療 所 と も , 塾 と も し た . COTABRILEFO 
曽 良 と 共に 道 悦 を 訪ね 次 の 「 三 吟 句 ] を 作っ て いる . 

持 せ よ 菓 ほす 宿 の 友 す ず め HSU Cabo 

あき を こめ た る くね の 指 艇 か く (CE 

月 見 むと 潮 引 き 登 る 舟 と め て ソラ (RE) © 

この 作品 は 「 伊 賀 銭 別 ] と 題し て , 道 層 に 贈ら れ て 
WS, 道 悦 は 老年 に 眼病 で 失明 し た が , 2 重 障害 を 克 
IRL, 書物 を 暗記 し , 潮来 の 子弟 教育 に 尽 し た . 

[数 藤 滑 橋 〕 ( 生 没 不明 , 17~18 世紀 ) . 1700 Gt 
7213) 年 に 検校 に 任官 した. 宝井 其 角 ら と 連 旬 を 作っ 
た 「 た れ が 家 」 が ある . また 其 角 追善 の 「 其 角 十 回 」 
に は , 滑 橋 の 発句 で 始ま る 歌仙 が ある . その 前 書 に は 
「 そ の か み の 普 子 門 に 遊ぶ . 音律 に よっ て 油 橋 と 名 づ 
く 」 と あり , R20 (RELMBORR!) £—5RA 





も ある . 其 角 の 「 華 摘 ] OFS PMCID CREO 
雲 を 吐 く 雲 雀 ] と いう 滑 橋 の 名 が の せら れ て いる . 
[野村 泊 月 〕 Q881 / 明治 14~1961 / 昭和 36 ) . 本 
名 は 勇 . 丹波 柏原 に 生ま れ , PRB KARE LES. 
杭州 同文 書院 (中 国 ) の 教師 な ど を 経て アメ リカ に 渡 
) Tk 3 年 , 帰国 後 英学 
調 日 英学 館 を 経営 し た . 
か た わら 兄 西 山 泊 雲 と と 
も に 高浜 庶子 に 師事 し て 
俳 道 に 精進 し た . 同好 者 
と と も に 俳 誌 「 山 茶花 」 
を 発行 し , の ち に 「 桐 の 
葉 」 を 主宰 し た . 句集 に 
THe, TKI, (SRI, 
[定本 泊 月 句集 ] な ど が 
あり , 74 歳 で 失明 , 病 中 野村 泊 月 
一 時 , 俳句 か ら 遠 ざか っ て いた が , 虚子 に 励ま され , 
障害 を 乗越 えて 復帰 し , 80 歳 で 死去 し た . OD, 未 
亡 人 くに 女 に よっ て , 失明 後 の 旬 と 雑誌 な ど に 発表 し 
た 文章 を まとめ た 旬 文 集 「 如 月 ] が 発行 され た . 失明 





- 後 の 旬 に 「 花 吹雪 盲人 眉 を 上 げに けり 」 が ある . 


[加藤 不 二 也 ] (1886 / 明治 19~). 山口 県 豊浦 郡 の 
A. 軍人 を めざし て 和 郷里 を 出 寿 し , BEAT. ARO 
泰 西 学 館 を 卒業 し て , 神戸 市 元町 に 不 二 屋 食料 店 を 経 
営 す る に 至っ た . COR, 詳 曲 と 俳句 を 身 に つけ , 俳 
名 は 長谷 川 か な 女 に 師事 し , 「 神 戸 水 明 」 を 主宰 し て 
いる , 72 歳 で 失明 し た が , 作 旬 態度 は 変わ ら ず , す 
ぐれ た 作品 を 発表 し て いる . 神戸 俳句 協会 長 と し て 兵 
庫 県 俳 壇 に 重き を な し , 「 神 戸 俳 壇 年 刊 句集 」 第 1 巻 
以来 , 第 31 巻 に 至る 全巻 に 名 作 を と ど め て いる . 
「 手 を 心 の 眼 と も 夜 六 の 星 を あげ 」 . 

[玉木 愛子 ]」 (1887 / 明 治 20 て ) . 大 阪 島之内 に 生ま 
Wi. 5 歳 の と ころ ハン セン 病 の 兆候 が 現われ , 治療 の 
か た わら , ZB 三味 線 の けい こも ゃ 普通 の こども た ちと 
変り な く , 小学 校 も 卒業 し た . し か し , 治癒 は まつ た 
CHEN, つい に イギリス 人 ハン ナ ・ リ デル 経営 の 
春 園 に 入園 し た . こと で キリ スト 教 に 入信 し , 俳句 を 
「 ホ トト ギ ス 」 誌 に 託し て , ぎり ぎり の 生活 を 続け 
た . その 後 長島 愛生 園 に 移り , 1929 (昭和 4 ) 年 右足 
を 切断 . 1937 年 両 眼 を 和 失い, 座 瓦 の 苦痛 に よく 耐え , 
信仰 と 俳句 に 生き が い を 見 出し て いる . 旬 集 「 真 夜 の 
祈り 」, 俳 文集 「 こ の 命 あ る 限り ] が ある . [HRS 
さげ 手足 を ささ げ び 降 誕 祭 」 . 

[安積 素顔 〕 (1898 / 明治 31ー1949 / 昭和 24 ). 本 名 
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BA. 兵庫 県 朝来 郡 和 田山 町 の 素 封 家 の 出 で ある . 中 
学 時 代 1 眼 を 和 失い, 同志 社 大 学 法学 部 政治 学科 を 終え 
た が , 他 の 1 有 眼 も 弱り , 京都 市 立 盲 学校 鍼 投 科 に 学び 
在学 中 両 眼 全盲 の 身 に な っ た . 卒業 後 , 郷里 に あん ま 

・ は り ・ き ゅ う 師 の 看板 を あげ た が , 土地 の 者 は 安積 
家 当 主 の 治療 を 敬遠 し た と いう . 俳句 は 西山 泊 雲 に 学 
び , その 没後 は 豊岡 の 京極 札 陽 に 師事 し た , また , 高 
浜 虚 子 の 愛 弟子 で も あっ た . 虚子 は その 著書 「 椿 子 物 
wl に , 盲 俳人 の 素顔 と 旬 狂 を 扱っ て いる . 「 乾 埋 に 
一 拠 くれ し 大 夕立 」 は 「 ホ トト ギ ス 」 の 巻頭 を 飾っ た 
一 旬 で ある . 札 陽 主宰 の 俳 誌 「 木 免 ] (1949 年 8 月 15 
日 発行 , 第 38 号 ) に は 大 半 を さい て 「 安 積 素顔 追悼 
号 」 と し て 素顔 の 句 を 特集 し て いる . 

[緒方 名 狂 〕 (1903 / 明治 36~1948 / 昭和 23 ). 本 
名 を 稔 と いっ て , 福岡 県 田川 郡 赤池 町 の 人 . 名 も な い 
PT ORAKCH IM, ダイ ナマ イト の 爆発 に よっ 
て 一 夜 に し て 階 黒 の 世界 に た た きこ まれ た . 和 失明 前 , 
身寄り の 者 か ら 俳句 を 勧め られ て いた が , 失明 を 境 に 
作 旬 生活 に 没入 し た . 高浜 虚子 の 門下 と し て , 俳句 一 
筋 に 生き ,「 ホ トト ギ ス 」 同 人 の 上 位 を 占め て いた :, 句集 
「 由布 」 を 自費 出版 し て 間もなく 他界 し た .「 九 州 に 句 狂 
あり , 山際 に 素顔 あり 」 と , 虚子 に いわ せ て いる .「 赴 の 
自 の われ に 俳 譜 な か り せ ば 」 は , 名 狂 の 心境 句 で ある . 

[盲人 俳 壇 〕) この ほか , 俳句 は 多く の 盲人 た ち が , 
17 字 の 中 に 生き が い を 感じ て 作 旬 に 銀 力 し て いる . 現 
在 , 新聞 ・ 雑 誌 ・ ラ ジオ な ど に 投 旬 する 一 方 , 俳句 雑 
誌 「 ホ トト ギ ス 」 を は じ め , 俳句 専門 の いく た の 雑誌 
に 晴 眼 者 と な らん で 堂々 と 数 多く の 佳 句 を 発表 し て い 
ae 

俳句 を 点字 雑誌 で は じ め て 取上げ た の は , 斎藤 百合 
の 主宰 する 陽光 会 発行 の 「 点 字 倶 楽 部 ]」 で ある . また , 
Baten ORME 「 点 字 俳 句 読 本 」 が 発行 され 
た . これ に よっ て 多く の 盲人 俳句 同好 者 が 現われ た . 

その 後 , 謀 学 校 の 文集 や 同窓 会 誌 な ど に も GRO 
作品 が 見 られ る よう に な っ た . 

毎日 新聞 社 発行 の 「 点 字 毎 日 ] は 点 毎 俳 壇 (高浜 年 
尾 選 ) , 日 本 ライ ト ハ ウス 発行 の 点字 雑誌 「 菜 明 」 は 
RUSE MAME) を それ ぞ れ 設け て 読者 に 誌面 
を 提供 し て いる . 

横須賀 身体 障害 者 連合 会 発行 の 佐々 木 宇 城 編 証人 句 
Rl HY, MABAMATO 本 田 一 杉 編 句 集 
「 光 明 」 , 近藤 書店 発行 の 句集 TAKES |, 講談 社 発 
(FTO 島 比 絡 志 編 「 青 松園 の ひとみ ー 傾 集 白 杖 に よせ 
て 一 ] な ど に は ライ 盲 者 の 旬 が 多く の せら れ て いる . 





特異 な も る の に , 坂出 市 に 背 人 だ け で 結成 し て いる 塩 
の 華 句 会 (福井 玲 堂 主宰 ) が あり , 俳 誌 「 ホ トト ギ ス 」 
「 点 毎 俳 壇 」 「 艇 明 俳 壇 」 その 他 で 活躍 し て いる . な 
お , 1970 年 , 会 結成 満 20 年 を 迎え , 1971 年 その 記念 
と し て , 点字 の 「 塩 の 華 句集 」 を 刊行 し 全国 の 点字 図 
書館 な ど に 寄贈 し た . 

また , 盲人 を 中 心 と し た 俳句 結社 と し て , 風見 沢 市 
に 「 か た つ ぞ ちり 名 会 」 , 埼玉 県 の 毛呂 出町 に 「 閑 生 吟 
社 」, 浜松 市 に 「 さ さこ ご 会 」 , 豊橋 市 に 「 白 百合 会 」, 
高槻 市 に 「 外 の 花 句会 |] な ど が ある . (長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 ] 

俳句 文芸 雑誌 TARA) 長岡 紫 蘭 < ご 盲 俳 士 小 伝 > 
11 一 19 号 神戸 六甲 台 発 行 所 昭和 25 一 26 

東海 散 士 「 世 界 盲人 列伝 」 柴 守 明 刊 昭和 7 

本 間 昭 雄 編 「 水 藩 本 間 家 の 人 びと 」 自家 版 昭和 44 


川柳 

短歌 や 俳句 と 異な り , SADIMABA LTC, 自ら 
ゃ も 作 旬 す る と いう ら と と は , きわ め て まれ で あっ た と い 
ZO. と の こと は , 戦前 , 川柳 に 関す る 点字 出版 物 が 
皆無 で あっ た と と か ら も 知る こと が で きる . 当時 は わ 
SOCRATES O (BE) や 麻生 路 郎 主宰 の 「 川 
柳 雑誌 」 に , 2, 3 の 盲人 の 投稿 が 例外 的 に み ら れ た 
に 過ぎ な か っ た . 現在 に お いて も , な お 盛ん で ある と 
は いい が た い が , それ に し て も , 盲人 作 旬 者 は 数 百人 
に 上 る と 推定 され る よう に な っ た . 

盲 界 に 川柳 が これ だ け 
普及 し た 要因 と し て , ① 
国立 療養 所 に お ける 盲人 
会 の 文芸 活動 の 活発 化 と 
② 点 字 毎 日 の 点 毎 柳 壇 開 
設 が 考え られ る . ① に つ 
いて は , 岡山 県 長島 愛生 
園 川柳 七草 会 , 同 邑 久光 
明園 邑久 盲人 会 , 香川 県 
大 島 青松 園 ひ さ ど 有川 柳 
会 , 鹿児島 県 星 塚 敬愛 園 ile Reem > Ma) 
星 塚 川柳 会 , 静岡 県 験 河 療養 所 番茶 川柳 会 , 宮城 県 東 
北新 生 園 登米 川柳 会 , 青森 県 松 丘 保養 園 北 柳 吟 社 な ど 
が あり , 多 く は 晴 眼 療養 者 と と も に 句 作 に 励ん で いる . 
こと に 長島 愛生 園 で は , 句集 「 断 種 ] や 「 七 草 」 を 刊 
行 し て いる . ② に つい て は 1954 (昭和 29 ) 年 2 月 に 
開設 され た 当初 か ら 渕 本 水府 が 選 を 担当 し て いた が , 
その 没後 生島 島 語 が これ に 代 っ て , 現在 に 至っ て いる . 
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ちな み に , 1965 年 度 の 文芸 年 間 賞 に 「 宴 会 で 歌っ た 
歌 が 妻 に 知れ 」, 「 講 演 が 終り 居眠り 拍手 する 」, 「 夏 休 
すん で ぼん や り 母 ひと り 」 の 3 旬 が 選ば れ て いる . 毎 
回 の 投稿 者 は 100 人 内 外 で ある . 

療養 所 以外 の 盲人 川柳 グル ー プ と し て , 神戸 の 大 西 
THA, 太田 か つみ を 中 心 と する 「 川 柳 巣 箱 の 会 」, 
名 古屋 の 北川 宗 十 を 中 心 と する 「 カ ナリ ヤ 会 ] な ど が 
ある . 黒 字 版 句集 と し て , AB, KO! SEM (196144), 
太田 の 「 句集 か つみ 」 (1964 年 ), 村上 侯 皿 の | A HE | 
(1964 年 ) が ある . Ek, 点字 版 と し て は , 巣箱 同人 旬 
集 や 療養 所 の 点字 雑誌 に 川柳 欄 が ある . な お , 東京 点 
字 出版 所 発行 の 「 点 字 の 友 」 に ゃ も 数 年 前 か ら 柳 誌 「 六 
ME) の 主宰 金子 呑 風 の 選 で 柳 壇 が 設け られ て いる ほ 
か , 和歌 山 , その 他 の 盲人 協会 で 月 例 の 旬 会 を 開い て 
いる と ころ が ある . | (今井 秀雄 ) 
[参照 文献 ] 

大 西 十 九 一 ・ 太 田 か つみ ほか 提供 資料 . 


邦楽 


邦楽 の あゆ み 

わが 国 に お ける 盲人 と 音楽 と の 出 あ いと し て は , KH 
倉 幕府 時 代 の ころ か ら 世 上 に 行なわ れ 始 め た 平家 琵琶 
を あげ な けれ ば た ならない . 平家 琵琶 は 「 平 曲 」 と も 呼ば 
れ , 盲人 が 琵 倒 を 手 に し て 活躍 し た の は , 平家 物語 が 世 
に 出 た 少し あと か と 思わ れる . また , CREB LILA 
に , 民間 の か ま ど と 祭り な どの 際 , 特に 演じ られ た 盲 僧 
琵琶 と いう も の が あり , 琵 芋 を 演奏 する 盲人 を すべ て 
FERIA CMA. その 代表 的 な 人 物 と し て は , 南北 
朝 の 終り か ら 室 町 時 代 の 始め ご ろ に か け て 京都 で 活躍 
し た 明石 検校 覚 一 が ある . 皇族 や 足利 幕府 の 保護 を 受 
け , 到 琶 法師 と し て 守る べき お き て や 平 曲 演奏 の 作法 
を 定め る な ど 多 く の 功 績 が あっ た と 伝え られ て いる . 
室町 時 代 か ら 明治 維新 に 至る 数 世 記 間 は , 史上 比類 
の ない 盲人 保護 政策 が と られ た . SACRE, 勾当 , 
座頭 ( 俗 に 都 名 と いう ) の 官位 を 授け , それ ぞ れ 社会 
的 な 地位 を 与え て 保護 し て いた . こと に 身分 制度 の 確 
立 し て いた 江戸 時 代 に は , 一 定 の 身分 を 保証 され て い 
RAAD, それ ぞ れ の 立場 に 応じ て , その 才能 を 縦横 
に 発揮 し , 思索 , 技能 お よび 指導 な ど あ ら ゆ る 面 で 活 
躍 し て いる . 

江戸 時 代 は 最高 の 検校 に な る と , 生活 は 保証 され , 
その 権限 も 絶対 的 な も の で あっ た . た と えば , BRE 
の 場合 は いか に 優秀 な 技量 を も ち , BPRAAOME 


を 養成 し て も , その 門下 に 対し て は 1 通 の 免状 (ゆる 
し と 呼ぶ ) を 発行 する 資格 さえ も 認め られ ず , そう し 
た 権能 は 男子 の 盲 人 だ け に 与え られ て いた . 

戦国 時 代 の 永 禄 年 間 , 境 (いま の 堺 市 ) の 商人 に よ 
っ て 琉球 か ら 三 弦 が 渡来 し , 葬 琶 法師 の 間 で 研究 改良 
され 日 本 の 大 衆 楽器 と な っ た . や が て 江戸 時 代 の 初め 
京都 に 柳川 検校 (1680/ 延 宝 8 疫 ) と 野川 検校 (1717/ 享 
保 2 没 ) の 2 名 人 が 出 て , 地 唄 三 蓄 の 基礎 を 確立 し た . 
Ek, その ころ 八橋 城 談 が 現われ , 当時 九州 地方 の 寺 
院 に 行なわ れ て いた 筑紫 楽 と いう 笛 法 を 江戸 で 学び , 
これ を も と に し て , 京都 で 千曲 を 創始 し た . 八橋 検校 
の 門下 に 北島 検校 が お り , その 門下 に 生田 検校 (1656/ 
明 暦 2 ~ 1715/ 正徳 5 ) が 現われ , 生田 流 筆 曲 と いう 
名 を 唱 な え 始 め た . そこ で 他 の 人 た ち は , AGRE HH 
の 名 を 主張 する よう に な っ た . も と も と と この 2 流 は 同 
一 異名 の も の で , その 名 だ け は 大 正 の ころ まで 一 般 に 
使わ れ て いた が , 次 第 に 生田 流 と いう 名 に 統一 され た . 

当初 , 三 訪 と 筆 曲 は それ ぞ れ 単独 に 演奏 され て いた 
よう で あ る が , 宝 暦 , 明和 の ころ に なると, =RKES 
と が 合奏 さん れる よう に な っ た 。 WE, ME Kees 
ろ に は 京阪 地方 や 尾 三 地方 に 多く の 名 人 が 現われ , 松 


_ 浦 検 校 , 菊 岡 検校 , 入 重 崎 検校 , 石川 勾当 , 光 崎 検校 


(以上 京都 )、 峰 崎 勾 当 (大 阪 ), 吉沢 検校 (名 吉屋 ) 
ら に よっ て , 盲人 地 唄 筆 曲 の 黄金 時 代 が 作ら れ た . 

これ より さき , 清国 か ら 胡 弓 が 伝え られ , 名 人 た ち 
は それ ぞ れ 地 唄 の 中 に これ を 取入れ , 三 弦 , Wa, 筆 
を 合奏 する 方 式 を 打ち た て た . これ を 三 曲 合奏 と 称し 
明治 , 大 正 の ころ は 邦楽 界 を 支配 し た . 明治 の 未 , 尽 
八 の 大 家中 尾 都 山 (1876 / 明治 9 ~1956/ 昭和 31 ) が 
胡弓 の 代わ り に 尺 入 を 用 いる よう に な っ て か ら , 三 蓄 , 
&, 尺 八 の 合奏 を 三 曲 合奏 と いう よう に な っ た . 

明治 に な っ て , 西洋 音楽 の 普及 な ど に より 地上 唄 筆 曲 
ゃ 従来 の まま で は あり 得 な く な っ て きた . その と き , 
最も 進歩 的 な 動き を 見 せ た の は 大 阪 の 盲人 律 曲 家 た ち 
Chote. な か で も , 菊 高 検校, PARR, RARS—, 
WAU bit, 従来 の し きた り に こだわ る と と な く , 競 
っ て 筆 曲 の 大 衆 化 を 図り , 明治 新曲 と 呼ば れる 楽曲 を 
作っ た . も ちろ ん , 京都 , 名 古屋 , 山陽 , 四国 九州 , 
北陸 , 山 険 な た ど に お いて も る も, 遅 速 は あっ た が , 大 阪 に 
見 られ る よう な 現象 が 起こ っ た . 

し IS SS SE, iD, 広 天 に 山本 
斗 養 一 ( 与 一 ) が 現われ , 山田 流 筆 曲 を 創始 し た . 以 
後 門下 に は 名 人 名 手 が 多 く 現 われ , 維新 後 も 東京 を 中 
心 に 関東 , 奥羽 , 北海 道 に か け て 普及 し 今日 に 及 ん で 
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いる . 

この 社会 の 記録 は きわ め て 少な く , と り わ け 個 人 の 
伝記 類 は ほとん ど な い と いっ て も よい . それ ゆえ ぇ 多く 
の 史実 は 忘れ 去ら れ , すぐ れ た 作品 の 多く が 減 び 去っ 
て し まっ た の で ある . 以下 は , 今日 に 伝え られ て いる 
すぐ れ た 作家 と 代表 作 の 一 部 で ある . 


作家 と 代表 作品 

[ 在 平 久 当 〕 当時 岡山 , 笠岡 , 福山 な ど を 中 心 と す 
る 備 南 地方 は , 地 唄 筆 曲 が 盛 ん で あっ た こと か ら 同 地 
方 出身 と 思わ れる . 晩年 は 大 阪 で 活躍 し , 1867 (慶応 
3 ) 年 に 大 阪 で 死去 し た と 伝え られ て いる . 作曲 法 は 
大 阪 風 で , 一 綱 し て も の 静か で , し か も や さ し き , や 
わら か さ を も っ て いる . 幕末 期 に お ける 大 阪 派 地 唄 の 


代表 的 作者 の ひと り と いえ る . その 作品 の うち 次 の 2 - 


曲 が 広く 知ら れ て いる . 

さむ し ろ : 夫 に 先立た れ た 妻 が , 秋 の も み じ や 有明 
け の 月 影 に 涙し , 亡 夫 の 遺 衣 に 残り 香 を も と め て な つ 
Pie NON CLE ST SON EL できない 現世 の 姿 
を な げき 悲し む 情 感 を うた っ た も の で , きぬ た の 響き 
や 虫 の 声 を 思わ せる 三 蓄 と 律 の 技法 を 巧み に 生か し て 
いる 名 作 で ある . 

POE : 松竹 梅 と つる か め の 緑 起 に よせ て 若い 男女 
DHILNZBOL, 永久 の 幸福 を 願う 心 が か が うた われ て 
いる . 

〔 生 山 検校 栄 福 〕 1813 (文化 10 ) 年 , 京都 に 生ま 
れ , 幕末 か ら 明 治 の 前 半期 に か け て 演奏 に , 作曲 に 綻 
横 の 活躍 を し て いる . 一 生 を 独身 で 通し , 幕末 の 混乱 
We, 家人 の た め の 当 道 騰 屋敷 も $ 廃 止 さ れる と い 2 う 維 
新 の 大 改革 の な か に あり な が ら , その 作品 に は 重 苦 し 
い 響き は 少し ゃ も 感じ られ な い . 1889 (明治 22) 年 , 
77 歳 で 世 を 去っ た . その 作品 は 数 曲 伝 えら れ て いる 
が , 次 の 曲 が 特 に 広く 知ら れ て いる . 

萩 の 露 : すべ て を 捧げ た 男 に 捨て られ た 女 が , その 
男 を うら み も せ ず , ひたすら に 再来 を 待っ て いる と い 
う 弱 い 女 の 心 を うた っ た も の で ある . 

影 法師 : 元禄 , 宝永 の こと ころ から 地 唄 三 革 に 多く 現 わ 
れ た 端唄 も る の と いう 小作 品 に 類する 曲 で , 京都 の 代表 
的 な 地 唄 の 一 つ で ある . いま も な お , この 曲 を し の ぐ 
も の が な いと いわ れる ほど の 傑作 で ある . 

[石川 勾当 〕 京都 の 人 で , 文化 の 未 か ら 文 政 の ころ 
こ か け て 活躍 し た . 筆 は 紅 じ な か っ た が 三 六 の 技量 は 
他 の 追随 を 許さ な い ほ どの 名 手 で あっ た . ひど く 名 人 
気質 で 気 む ず か し く , 京都 の 地 唄 筆 曲 家 仲 間 と の 折 合 





WOES, 上 年 は 白川 の 里 に さび し く 世 を 去っ た と い 

の 。 

ABR : 小倉 百人 一 首 の な か か ら 衣 を よん だ 5 首 を 
選ん で , 作曲 し た も の で , その ころ まで 試み られ な か 
っ た 技法 が 考案 され て いる . その た め 今 日 で も この 曲 
を 演奏 で きれ ば , lh, 三 米 の 教師 の 資格 を 与え る と 
定め て いる 流派 も ある . 

新 青 柳 : 詳 曲 「 遊 行 柳 ] の 終り の 一 部 に 作曲 し た も 

で , 明る く , は つら つと し , し か も 厳格 な 名 曲 で あ 
る . この 曲 も 技 功 が きわ め て むず か し い . 

[今井 慶 松 〕 1871 (明治 4 ) 年 , 横浜 に 生ま れ , 東 
京 の 山 勢 松韻 に 山田 流 筆 曲 を 学び , その 技量 は 当代 右 
に 出る 者 が な い ほ どの 名 人 で あっ た . か れ は 歌 を うた 
うこ と は 決し て 得意 で は な か っ た が , と り わ け 歌 を 重 
ん じ る 山田 流 に あっ て も , その 技量 は それ を 補っ て 余 
りあ る すぐ れ た 演奏 家 で Be : 
あっ た . し か し , 作曲 家 
と し て は みる べき も の が 
な か っ た . 

四季 の 調べ : この 曲 は 
歌 を 生命 と する 山田 流 に 
Hot, 笛 の 独奏 曲 と し 
@ 俊 條 あて 5 り I Wl 
ODAC Loo, 春 
夏秋 冬 を 巧み に 表現 し 大 
衆 の 心 に 訴え よう と し た 今井 慶 松 
こと は , 大 正 年 間 の 山田 流 筆 曲 家 と し て は 特異 な 存在 
で あっ た と いえ る . 1947 (昭和 22 ) 年 , 77 歳 で 死去 
eee 

(4a lee) «1792 (寛政 4) 年 , 京都 に 生ま れ , 
1847 ( 弘 化 4 ) 年 に 56 歳 で 世 を 去っ た . 松浦 検校 
八重 崎 検校 , 石川 勾当 ら と ほぼ 同時 期 に 京都 で 活躍 し 
京都 派 委 曲 の 黄金 時 代 を 作っ た 人 で ある . 

BFE: 古今 集 の 「 世 の 中 は 何 に か 常 な る 飛鳥 川 
昨日 の 渕 ぞ 今日 は 瀬 と な る 」 と いう 和歌 を も と に し て 
変転 不 留 諸 行 無常 の 人 生 を 嘆き , 永久 不変 の 仲 を 碑 い 
合い な が ら ゃ 運命 に は 逆らい きれ ず , いま は ひと り わ 
OU GAO mc OE ARS, どこ と と な く 沈 ん 
だ 美しい 旋律 を も っ て いる 曲 で ある . 京都 派 地 唄 筆 曲 
( 三 曲 家 の 間 で は , 京 物 と 呼ぶ ) の うち で , 最も 整っ 
た 形式 を 備え て いる . 

fFORe : 俗 に この 曲 は 「 酒 ] と 呼ば れ て いる . それ 
は 歌詞 に 酒 に つい て の 聖者 の こと ば や 古事 が うた い 込 
まれ , 酒 の 効用 を な ら べ た は や し こと ば で 結ん で いる 
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か ら で あ る . 楽し い 曲 で ある が , か な り の 難曲 で あ 
ae 

[ 菊 末 検校 ] Bk, 安政 の ころ , 大 阪 で 活躍 し , 
1892 (明治 25 ) 年 に 死去 し た と いう 以外 は 知ら れ て 
いな い . 旧 幕 時 代 に は , 筆 は 三 弦 の 従属 的 な も の で , 
等 だ け で 演奏 され る の は 組み 歌 の 場合 に 限ら れ て いた 
が , 京都 の 光 崎 検校 や 名 古屋 の 吉沢 検校 が , 筆 の 美 し 
い 音 色 を 生か し , 筆 だ け の 作曲 を 試み た . 菊 末 検 校 は 
その 志 を うけ て , 高低 2 重奏 に よる 和 合 奏法 を 案 出 し 
た . これ が 大 阪 に お ける 明治 新曲 の 先駆 と な り , Beeb 
の 大 衆 化 運 動 の 契機 に な っ た . 

BAIRD EK : 平家 物語 に 小 督 の 局 が 平 清盛 の 色 り を 避 
け て , 葉 峨 野 に 隠れ 住ん だ と き , 高倉 天皇 の 意 を 受け 
た 源 仲 国 が , 小 督 を 訪ね て いく 物語 り が ある . COW 
は 序 破 急 と いう 雅楽 の 形式 を 巧み に 採 入 れ て , その 情 
景 を 描写 し た 名 作 で ある . 

(BARE) 讃岐 の 人 で ある が , の ち に 大 阪 に 出 て 
菊池 検校 の 門 に 学び , 菊 末 検校 と 同様 , 明治 新曲 の 先 
駆 者 と な っ た . 1888 (明治 21 ) 年 世 を 去っ た . 

EO : この 曲 は , 菊 高 検校 が 残し た 唯一 の 作品 
と 伝え られ て いる . いか に も は れ ば れ と し た 明る い . 
曲調 に よっ て 王政 復古 を 豆 ぶ 国民 感情 を 描写 し て いる 
高低 2 重奏 に よる 律 合奏 方 式 で , 明治 初 年 , 金光 教 に 
よっ て 考案 きれ た 吉備 楽 の 旋律 を 取入れ た 異色 ある 作 
品 で ある . 

(AE) 1884 (明治 17) 年 , 大 阪 に 生ま れ , 
幼い ころ 和 失明 し た . 菊田 八重 都 検校 の 門 に 入り , の ち 
に 数 多く の 明治 新曲 を 作っ て SHARES Ic BD 
た . 数 十 曲 の 作品 を 残し て いる が , 乱 作 の きら い が な 
いで も な い . 1954 (昭和 29 ) 年 , 71 歳 で 死去 した. 

稚児 桜 : 五条 大 橋 で 和牛 若 丸 と 弁慶 と が 出合 物語 を 
うた っ た 歌詞 に 作曲 し た も の で , 大 衆 に な じ ま れ て お 
り , 曲 ゃ も 技巧 的 に それ ほど むず か し く な い の で , 広く 
演奏 され て いる . 

雲雀 の 曲 : ひば り を よ ま れ た 明治 天皇 の お 歌 4 首 に 
作曲 し た も の で , 曲 は , うら ら か な 春の 野 に 遊ぶ な ど ご 
や か さ を た だ よわ せ て いる . 

[ 菊 塚 与 一 検校 ] 1846 ( 弘 化 3 ) 年 , 大 阪 に 生ま れ 
3 ie CRB LU. 6 歳 の と き 筆 を 志 し て 初代 菊 仲 検校 
の 門 に 入り , 明治 新曲 の 作者 中 , 最も すぐ れ た 人 と い 
われ , 符 曲 大 衆 化 運動 の 巨頭 で も ある . 演奏 技量 も す 
ぐれ , 歌 の 節 回 し も 巧み で あっ た と いう . 作品 も 304 
曲 に の ぼっ て いる . 1909 (明治 42) 年 , 64 歳 で 死去 
[Bey As 





Hag: 1885 (明治 18 ) 年 ご ろ . 南海 鉄道 が 大 阪 
難波 か ら 住吉 神社 の あたり まで 開通 し た ころ の 作 で , 
徒歩 や 人 力 車 で 任 吉 参り を し て いた の が , AE CH 
間 で 参拝 で きる よう に な っ た 大 阪 人 の 驚き と , BUX 
三 弦 と 筆 の 合奏 に よっ て 表現 し て いる . これ は 区 塚 の 
処女 作 と いわ れ て いる . 

Be LORS : 1904 (明治 37 ) 年 の 歌会 始 [REDO 
松 」 に ちな ん で , 当時 の 高野 山 の 大 僧正 藤村 稚 雲 の 詩 
と 作曲 し た も の . 祝 歌 と し て , Ek, 教授 用 や 演 奏 用 
に 広く 用 いら れ て いる . 

[菊原 琴 治 ] 1878 (明治 11) 年 , 大 阪 に 生ま れ , 4 
歳 の と き 和 失明 し た . 6 歳 の と き , 当時 大 阪 の 地 唄 の 巨 
区 で 三 凌 の 名 手 と し て 知ら れ て いた 菊 植 検校 (1835/ 
バミュ 

一 方 , 2 世 菊 仲 検校 
人 
大 正昭 和 に か いけ て , 大 阪 
(に お ける 午 曲 界 の 巨匠 と 
仰 が れる よう に な っ た . 
1944 (昭和 19 ) 年 , 67 
茂 で 世 を 去っ た . 盲人 に 
は 珍し く 明 朗 な 性 格 で , 
知 友 , 門人 か ら 親 し まれ 
すぐ れ た 門人 が 数 多く 三 § oe 
出し て いる . 四季 も の と 菊原 琴 治 
いわ れる 「 摘 草 」, THO), 「 最 中 の 月 」, 「 銀 世界 」 
の ほか , 「 秋 の 辞 」 「 春 珍 抄 | な ど が よく 知ら れ て い 
る . 

摘 草 : 筆 だ け の 高低 2 部 合奏 形式 で 傑作 と いえ る . 

銀 世 界 : 雪 で 清め られ た 白 一 色 の た た ず ま い の な か 
で , 茶室 の 炉 辺 で 友 と よもや ま 話 し に 興じ る 静か な 情 
ROWE, 曲 の 手 事 (会 い の 手 ) OWA LER 
法 と し た も の で ある . 

[高原 勾当 美 之 一 〕] 18 
11 (文化 8) 年 , 備後 入 
尋 村 に 生ま れ た . 幼名 柳 
三 と いっ た . 3 歳 で 盲目 
と な る . 京都 に 上 っ て 生 
田 流 の 琴 を 学び , 15 歳 で 
勾当 と な り , 一 世に 名 が 
あがっ た . 人 が 検校 に な 
る よう に 勧め た が 「 わ れ 
は 勾当 に て 足 れ り 」 と い 
っ て 応じ な が っ た とい 








葛原 勾当 美 之 ー 
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5. きわ め て 発明 の 才 に 富み , CORMRITL AWE 
WEL LC, 今 の 選 弦 礁 の 前 身 選 なっ た だ た. と と に 自 
分 の 考案 に よっ て 作ら せ た 「 い ろ は 文字 」 の 木製 活字 
CG, 45 年 間 自 ら お し 続け て た 日 記 は , 徳川 時 代 か ら 明 
治 時 代 に 移る 邦楽 史 に 貴重 な 資料 を 提供 し て いる . そ 
の 「 葛 原 勾当 日 記 ] は 孫 に 当たる 共 原 し げ る に よっ て 
印 行 され た が , 日 記 の 中 に 和歌 が 多く よみ 込ま れ て い 
4. 1882 (明治 15 ) 年 , 71 歳 で 没 し た . 

[ 国 山 勾当 〕 天保 年 間 京 都 で 活躍 し た と いう ほか は 
不明 で ある . その 作品 か ら 三 訪 の 名 手 で あっ た こと が 
うか が える . 

玉川 : 玉川 を よん だ 和歌 を も と に し て 作ら れ た も の 
で , 水 の 流れ や 布 き さき らし の さま を , お も し ろく 表現 し 
た 名 曲 で ある . 

[佐山 検校 本 一 〕」 上 方 に 生ま れ , の ち 江 戸 に 移り , 
三 弦 の 名 手 と し て 延 室 か ら 貞 享 に か け て 活躍 し て い 
る . 1694 (元禄 7 ) 年 に 死去 し た . その 作 は 10 HA 
り 伝え られ て いる . 

梅 づく し : 昔 か ら 有 名 な 梅 の 名 木 , 名 所 , それ に ま 
つ わ る 伝説 な ど を うた っ て いる . 地 唄 の な か の 長唄 も 
の と いわ れる 部 類 に は いる 名 曲 で ある . 

[高野 茂 〕] 1847 ( 弘 化 4) 年 , 鹿児島 に 生ま れ , 笛 
曲 を 学ん だ . 明治 の 初期 に 上 京 し て , 華族 女 学 校 (の 
ちの 学習 院 ) の 筆 曲 科 の 講師 と な り , その か た わら 明 
治 新曲 の 作曲 に 努め た . 1929 (昭和 4) 年 , 83 歳 で 
ce Oko 

大 内 山 : 明治 天皇 の 銀婚 式 を 祝 し て 作ら れ た も の 
で , 技巧 的 に 平易 な た め , 広く 演奏 され て いる . 

[ 桶 山 登 〕 1877 (明治 10 ) 年 , 大 阪 に 生ま れ , 5 
me CARL, MOS BH FOUR OLS, 処女 
作 「 宿 の 梅 ] を 発表 し た . 以来 , 多く の 明治 新曲 を 作 
り , その 数 は 80 曲 を 越え , や や 乱 作 の きら い が あ る . 
1926 (大 正 15 ) 年 , 50 歳 で 世 を 去っ た . 

金剛 石 : 昭憲 阜 太后 の お 歌 に 作曲 し た も の で , 1903 
年 どろ の 作 と いわ れ て いる . 技巧 的 に も 初心 者 に 適し 
て いる の で 広く 親しま れ て いる . 

時 鳥 の 曲 : 1901 (明治 34 ) 年 の 作 で , 古今 和歌 集 
か ら 時 鳥 を よん だ 3 首 を 選ん で 作曲 し た も の で ある . 
作曲 に 当たっ て , ほととぎす の 声 を 開き , 爽快 な 山 の 
大 気 に あ れる た め , 生駒 山 や 近辺 の 山寺 な ど に 1 カ ヵ月 
余り も こも っ た と いわ れ , か れ の 最大 傑作 と いわ れ 
6 . 

[千代 田 検校 ] 文政 か ら 天 保 の ころ 江戸 で 活躍 し た 
山田 流 筆 曲 の 大 家 で , 初め は 山田 検校 に 師事 し た が , 


その 死後 は 初代 山 登 検校 の 門下 と な っ た . 1863 (文久 
2 90 あした.。 

竹生 島 : 歌詞 は 謡曲 の 「 竹 生島 」 か ら と っ た も の 
で , 竹生 島 の 弁財天 に まつ わる 神秘 的 な 物語 を 内 容 と 
し て いる . 古く か ら 芸 術 の 守護 神 と され て いる 弁財天 
へ の 信仰 心から 作曲 し た も の と 考え られ る . 

mall est) «1880 (明治 13 ) 年 , 大 阪 に 生ま れ た , 
TERK, SEO RAAT O RAC, 祖父 は 文楽 中 興 の 
Me WC うた われ た 吉田 東生 020 まだ, cOesAr 
田 玉 人 造 で ある . 4 歳 の と 
き 風 眼 の た め 和 失明 , 富 崎 
宗 順に 師事 し て 琴 の 師 史 
を めざし た . FOUWAl 
PILKH AZT, 芸 筋 の 天 
才 的 技能 が 発揮 され , 19 
mOCKE Rie Lt Te 
り , 25 歳 で Eile O 富 崎 
款 順 を 失い, その 3 回忌 
後 富 崎 方 の 懇 請 で 2 代目 
を 襲名 富 崎 春 星 と 名 乗っ 富 崎 春 昇 
た . 1921 (大 正 10 ) 年 , 東京 高輪 の AIA の 招き で 
東京 に 移り 住ん だ . 1947 (昭和 22 ) 年 , 芸術 院 会 
に お され , 1948 年 に は 谷崎 潤一 郎 作 詩 の 「 進 生 | を 
作曲 し て 文部 大 臣 賞 を 受け た . 地 唄 筆 曲 界 不 世 出 の 第 
一 人 者 で あっ た . 1958 (昭和 33) 年 , 79 歳 で 没 し た . 
次 は その 代表 作 の 一 つ で ある . 

春の 江の島 : 笹川 臨 風 の 作詩 で , 江の島 か ら 見 た 富 
EW, 足柄 山 , 箱根 山 な ど を 春 ら し く 表 現し て , TR 
女 が 奏で る 妙音 に , 福寿 海 無 量 の 徳 を 現 わ し て ……」 
と , 江の島 の 春 を , 「 め で た くも 攻 け れ 」 と 結ん だ 美 
し い 歌 曲 で ある . 

新作 浅間 : こ の 曲 は , 市 村 羽 左衛門 の 娘 香 妻 春 校 
( 後 の 徳 穂 ) に 頼ま れ て 作曲 し た も の , 古 曲 「 浅 間 」 
の 曲 は 不明 な の で , 新作 と し て 古い 歌 に 曲 付 けし た も 
の で ある . 検校 が 「 浅 間 」 を 演奏 し て いる と , そこ へ 





_ 亡霊 が 現われ て 男 に 恨み を の べ る と いう 趣向 の も の で 


ある . この 検校 に RAB AR 拐 し て 舞台 に 上 っ て い 
し 

[中 村 双 葉 〕 1900 (明治 33 ) 年 , 香川 県 に 生ま れ 
た だ た. 本 名 は 生 平 と いい , 3 歳 で 失明 し , 6 歳 の と き 平 井 
検校 に 入門 し , &, See FAR. 香川 県 立 盲 咽 学 校 を 
卒業 し , 1921 年 か ら 大 阪 の 杉江 泰一郎 や 国立 高等 音 
楽 院 教授 末吉 雄二 に 師事 し て , バイ オリ ン を 学び , 邦 


_ 楽 , 洋楽 両面 に わた っ て の 名 手 で あっ た . 1929 年 , 
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高松 に お いて 盲人 と し て 
最初 の バイ オリ ン ・ リ サナ サ 
イタ ル を 開い て いる . 
1931 (昭和 6 ) 年 に は 大 
阪 市 立 盲 学校 邦楽 科 主 任 
教師 と な り , 以来 大 日 本 
筆 曲 協会 , 生田 流 筆 曲 葉 
> gla, 大 阪 三 曲 協会 , 日 
| 本 千曲 会 連盟 , 日 本 盲人 
a | 会 連合 音楽 部 な ど に 関係 

中 村 双 葉 し 指導 的 立場 に あっ た . 
1970 (昭和 45 ) 年 , 急性 心不全 で 死亡 し た . 作曲 は 
処女 作 の 「 夜 の 営 」 を は じ め , 100 数 曲 に 及 ん で いる 
Ds, 次 は その 代表 作 で ある . | 

川辺 の 雨 : AGB < FUL O JO & fis & HH Le 
DTP NC, 初夏 の 限り な い 情 熱 を 身辺 に 感じ させ 
る よう な 曲 で ある . 

浜辺 の 朝 : 管 紋 楽 伴奏 に よる 筆 曲 と し て 作っ た も の 
で ある が , の ち に 和津 , RAO 2 重奏 に 改め た も の で あ 
る . 尺 八 の 旋律 が 特に 美しい . 前 奏 は 明け そめ る 朝 の 
景色 を 表わし , 合奏 の と ころ で は , 勇ましく 入り くる 
発動 船 の 音 や 朝 の 浜 の に ぎわ い , さ ざ 濾 の 音 な ど を た 
くみ に 描写 し て いる ., 

[西山 徳 茂 都 〕】 1857 (安政 4 ) 年 , 岡山 に 生ま れ , 
8 歳 で 失明 し た と 伝え られ る . 明治 期 に 地 唄 三 六 の 名 
所 だ UI A= oO] en aie ao a 
る 大 阪 に 移り 住み , 初め て 筆 を 学び , 「 秋 の 言葉 」 と 
いう 名 曲 を 作っ た . 1898 (明治 31 ) 年 , 40 歳 で 死去 
ee 

秋 の 言葉 : 秋 の 風物 を 巧み に よみ こん だ 美しい 歌詞 
に 曲 を つけ た も の で , 落ち つい た 静けさ を た た えた 美 
し い 気 唱 の ある 名 曲 で ある . 

[ 攻 岡 松韻 ] 1864 (文久 4) 年 , 江戸 に 生ま れ た . 
1875 (明治 8) 年 か ら 山 
勢 松韻 に 学び , 1900 (HA 
治 33) 年 , FOR Sune be 
音楽 部 の 教壇 に 立ち , 31 
年 に は 勅 任官 に な っ た . 
1937 (昭和 12) 年 , 74 
ie CTH AB fe. 山田 流 
箸 曲 界 の 重鎮 で ある . 

Bere D HH : AR fae 
流さ れ , 悲運 の 一 生 を 閉 
BE RAE CRMRE Re 5 fea kw 














曲 で ある . 

[深草 検校 ] 元禄 の ころ に 京都 で 活躍 し た と 伝え ら 
れる . 地 唄 三 蓄 の 初期 の ころ で , 演奏 技巧 も まだ 幼稚 
で あっ た と 思わ れる な か で , BRN OLFITCARL 
だ とい われ る. 

さら し : 京都 の 南 , 宇治 川 の 清流 に 布 を さら す 風 景 
を うら た っ た 歌詞 に 作曲 し た も の で , 初め は 三 六 だ け で 
演奏 し た が , 文化 , 文政 の ころ に な る と , SPHSR 
配 し て 三 曲 合奏 と な っ た . この 曲 は 生田 流 で は あま り 
演奏 され な い が , 山田 流 で 盛ん に 用 いら れ て いる . 今 
井 慶 松 は これ を 変 曲 し , 「 新 さら し 」 と 名 付け 人気 を 
集め た . 

[藤永 検校 ] 岡崎 検校 の 門 に 学び , 寛 保 か ら 延 剖 の 
ころ 大 阪 で 活躍 し た と いう 以外 は ほとん ど と 知ら れ て い 
な い . 2, 3 の 作品 が 残っ て いる . 

八千代 獅子 : 地 唄 三 炉 の な か に 「 〇 〇 獅子 」 とい 5 
曲 が 12 曲 あ る が , これ は 最も 平易 な HC, 比較 的 初 
心 者 に ゃ 演奏 で きる うえ , めで た い 曲 で ある た め , Fi 
派 を 問わ ず 演 奏 さ れ て いる . 

[松浦 検校 ] 寛政 か ら 文 化 こ ろ に か け て 京都 で 活躍 
し た 地 唄 三 炉 の 大 作曲 家 で , また , 抜群 の 名 手 で も あ 
っ た . 地 唄 三 六 の 技法 や 作曲 法 に 著しい 進歩 を も ゃ たら 
Lic. 作品 は 10 曲 に の ぼり , その 作風 は ERC, 品 
位 を 備え , 現在 も 広く 演奏 され て いる . 1822 (文政 
5 wey Wes le hex 

Bk? 早春 の 野辺 に 若菜 を 摘む むす め た ちの , は つ 
ら つ と し た 姿 や , 楽し い 心 を うだ た っ た 歌 で , 上 曲 も いか 
に ゃ も 春 ら し い 明 る いも の で ある . 

[松坂 春 栄 〕 1854 Gak7) 年 , 京都 に 生ま れ , 2 
代目 松崎 検校 に 学び , 明治 の 後半 か ら 大 正 に か け て 剰 
の 名 手 と し て 活躍 し た . 吉沢 検校 が 作曲 し た TRO 
Hi, 「 夏 の 曲 」」 「 秋 の 曲 」, 「 冬 の 曲 」 な ど に 大 増補 を 
加え を, 今日 演奏 され る よう な 名 曲 に 仕上 げた . 自作 の 
も の と し て は 「 楓 の 花 」 1 曲 に 過ぎ な い . 1920 (大 正 
9 ) 年 , 67 歳 で 世 を 去っ た . 

OTE : 洛 西 農 峨 野 を 流れ る 大 埋 川 付近 の 初夏 の 風 
物 を 美しく うた いあ げた 詩 に , 筆 だ け の 高低 2 重奏 の 
明る い 作 曲 で ある . 

[松島 検校 〕] 大 阪 の 亀島 検校 の 門人 で , SFI, 天明 
の ころ に 活躍 し た 地 唄 三 米 の 名 手 で ある . その 作品 と 
し て は 1 曲 が 残 っ て いる だ け で ある . 

MOS し : つば き の 名 所 , 名 木 , つば き の 絵 に まつ 
わる こと が ら を 巧 久 に うた っ て いる 歌詞 に 作曲 し た も 
の で , 比較 的 平易 で ある が , 捨て が た い 妙 味 が ある . 
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[ 光 崎 検校 ] 京都 の 人 で , 八重 崎 検校 に 学ん だ と い 
>. 10 曲 ほ どの 秀作 が いま で も 愛 演 され て いる . ま 
た , Sh 筆 の 名 手 で も あっ た と いう . 京都 の 地 唄 委 
曲 界 の マン ネリ ズム か ら の 脱 度 を 思い 立ち , 竹生 島 の 
弁財天 を 信仰 , 祈願 し た の ち , 「 秋 風 の 曲 」 を 作り 好 
評 を HL. その た め , 当道 屋敷 に 中傷 され, つい 
に 越前 の 丸岡 に 逃れ , 1846 ( 弘 化 3) 年 に 世 を 去っ 
fo. 一 説 に は 金沢 で 死 示し た と も いわ れ て いる . 

秋風 の 曲 : 詩 は 唐 の 詩人 白楽 天 の 長 恨 歌 か ら と っ た 
も の で , 玄宗 皇帝 と 揚 貴 妨 の 慕情 を うた っ た も の で あ 
る . この 曲 の 前 奏 は 「 六 段 の 調べ 」 と 合奏 で きる よう 5 
iro Ci), 歌 の 部 分 は 筆 曲 の 基本 曲 と され て いる 
組 唄 の 形式 を と っ て いる . 歌 の 節 付 け な ど は か な り 
ぢ ず か し く , だ れ で も これ を 演奏 で きる と いう わけ に 
は いか な い が , 笛 曲 史上 まれ に みる 名 曲 と され て い 
る . 

ABA: 明治 以前 の 作曲 と し て は 珍し い 牧 楽曲 で あ 
る . 当時 は 段 物 ARON, AROSE) 以外 
は 器楽 曲 は な か っ た . 筆 だ け で 高低 2 重奏 に よる 合奏 
方 弐 の この 曲 は , 南 宿 伝来 の 役 音 楽 (オル ゴー ル ) の 
影響 と いわ れる . 

[ 光 崎 勾当 〕 文化 , 文政 の ころ 大 阪 を 中 心 に 活躍 し 
た 大 阪 派 地 唄 三 炉 の 名 手 で ある . 作品 と し て , 3, 4 tf 
が 伝え られ て いる が , 伝記 な ど は いっ さい 残っ て いな 
い . 

松竹 梅 : 初春 の 空 に 香 雨 梅花 , 松 の 緑 に , 秋 の 夜 風 
に そよ ぐ 笹 竹 を うた っ た 三 つ の 歌 を 1 曲 に まとめ あげ 
た 祝い の 曲 で ある . 

[ 峰 崎 勾当 ] 寛政 か ら 文 化 の ころ 大 阪 で 活躍 し た 三 
弦 の 名 手 で , 大 阪 派 地 唄 も の の 作曲 家 と し て も 第 一 人 
者 で あっ た . 作品 は 非常 に 多く, 30 HDS 記録 に 残っ 
て いる . らち 数 曲 は いま も な お 地 唄 も の の 代表 的 名 曲 
と し て 広く 演奏 され て いる . 伝記 は な い . 

EEK : 歌詞 は 平安 朝 の 歌 人 が 在原 業平 の 東 下り 
を うら た っ た 獅子 歌 で ある . 曲 は 歌 の 部 分 も , 手 事 の 部 
分 も 明る く < 活気 が あり , 演奏 会 向き で ある . 

越後 獅子 : 歌詞 は 越後 の 角 兵 衛 卿 子 の 歌っ た も の を 
も と に し て 作ら れ , 越後 地方 の 地名 や 産物 を うた い 込 
ん で ある . 上 曲 は 越後 か ら 門 付け に きた 角 兵 衛 獅 子 の 唄 
や , は や し か ら ヒ ント を 得 て 作 られ た も の と 思わ れ 
る . この 曲 を も と に し て , 江戸 長唄 の 大 家 9 代目 六 左 
衛門 が 舞台 用 に 作曲 し た の が 長唄 越後 獅子 で ある . 

[宮城 道雄 〕 1894 (明治 27 ) 年 , 広島 県 に 生ま れ 
幼い と き 実 母 と 生 別 し , 神戸 の 中 島 検校 に 筆 曲 を 学ん 


だ . の ち に 朝鮮 の 京城 に 
移り , 律 を 教え て いた 
が , 1917 (大 正 6) 年 , 
東京 に 移っ た . 1956 ( 昭 
和 31) 年 6 月 25 日 未明 , 
東海 道 線 刈谷 駅 近く で 不 
慮 の 死 を 遂げ た . FOR GE 
手 と し て , 西洋 音楽 の 感 
覚 を 筆 曲 に 採 入れ , BL 
い 技 巧 や 作曲 法 を 開拓 す 
る な ど , 新 日 本 音楽 の 創 
設 者 と し て その 功績 は 大 きい . 

秋 の 調べ : 1918 (大 正 7 ) 年 の 作曲 で , 家人 の 心 に 
あふれ る 秋 の 印象 を みごと に 表現 し て いる . 

春の 訪れ : 器楽 曲 で , 尺 人 と 筆 の 2 重奏 に よっ て 春 
の 感覚 を の どか な 旋律 で 表現 し て いる . 1924 (大 正 
13 ) 年 の 作曲 で ある . 

春の 海 : 1929 (昭和 4 ) 年 の 作 で , 尺 入 と 筆 に よる 
2 重奏 の 器楽 曲 で ある . 春の 海辺 の 感じ を 巧み に と ら 
えた 作品 で ある . 

[八重 崎 検 校 壱岐 之 都 ] 京都 の 人 で 浦崎 検校 の に 
学ん だ と いう . 1848 ( 音 永 元 ) 年 に 世 を 去っ た が 年 齢 
は 不明 で ある . 1818 (文政 元 ) 年 に 大 阪 で 出版 され た 
系 曲 本 記 小 作品 の 歌詞 が .3 , 4 編 採録 され て いる . 文 
化 年 聞か ら 天 保 , 弘 化 に か け て 京都 を 中 心 に 活躍 し た 
と 思わ れる . 自作 の 曲 は まっ た く 世 に 用 いら れ て いな 
い . し か し , 石川 勾当 . 菊 岡 検校 , 佐山 検校 , 松浦 検 
校 ら が 作っ た 多く の 三 弦 上 曲 を 巧み に 筆 に 移し て 三愛 欠 
(こよ る 合奏 曲 と し , 今日 の 京 物 式 合奏 法 を 完成 し た . 
移調 曲 の 数 は 30 曲 に 上 る . 

[八橋 検校 城 談 ] 今日 の 筆 曲 の 創始 者 で ある . 1614 
(慶長 19 ) 年 , 毅 城 の 国 に 生ま れ 琵 琶 法師 と な っ た . 
江戸 に 出 て 筑紫 楽 の 筆 を 習い , その 後 京都 に 移っ て 筆 
曲 を 創始 し 検校 に FEE hie. 1685 (AS 2) 年 , 
72 歳 で 他界 し た . 古来 の BO FAK? 演奏 技術 , ある 





宮城 道雄 


い は 演奏 観念 を 根本 的 に 改め , 時 代 の 要 来 に 従っ て こ 


れ を 大 衆 の 音楽 と し て 社会 に 普及 し た 功績 は 高く 評価 
され る . 

[ 山 勢 松韻 ] 1845 ( 弘 化 2 ) 年 , 江戸 に 生ま れ た -. 
初代 山 勢 検校 に 山田 流 筆 曲 を 学び , 2 代目 慶 風 一 検校 
の 死後 , 3 世 山 勢 松韻 と な っ た . 明治 期 の 東京 に お け 
る 筆 曲 界 の 巨 克 と いわ れ , その 門下 か ら 今井 慶 松 , 萩 
岡 松韻 ら を 輩出 し た . 1908 (明治 41) 年 , 64 歳 で 世 
を 去っ た . 


110 証人 の 著作 と 芸能 











MOR : (FAMILAR BBBKLWbDNS. 生田 流 の 
曲 風 を 模 條 し た 明る い の ど か な 曲調 で , 国 運 が 隆盛 に 
向っ た 明治 期 に お ける 国民 の 意志 を 示す よう な は つら 
つと し た 曲 で ある . 

[山田 検校 斗 養 一 〕 1757( 宝 暦 7 ) 年 , 上 方 に 生ま れ 
幼い ころ 和 失明 し た . 京都 で 地 唄 や 筆 曲 を 学び , の ち に 
新天地 を 開拓 する た め 江 戸 に 移り , 山田 松 黒 斎 の 助力 
を 得 て , 地 唄 筆 曲 の 教授 を し な が ら 作 曲 に 励ん だ . 京 
都 の 地 唄 筆 曲 と , 江戸 三味線 (歌舞 伝 音 楽 ) と の 調和 
に よる 新しい 表現 法 を 案 出 し , 筆 曲 山田 流 を 創始 し 
た . 1817 (文化 14 ) 年 , 江戸 で 永眠 し た . SF 61. 

江の島 : 歌詞 は 河東 節 の 竹 婦 人 の 江の島 か ら と り , 
21 歳 の と き の 作 と いわ れる . 節 付 けが 美しい の と , 
あま り む ず か し く な い の で 山田 流 で は よく 演奏 し て い 
と 

AAS : 詳 曲 の 「 殺 生 石 ] か ら と っ た 歌詞 で , 天 
Se, 唐 , 日 本 の 朝廷 を 舞台 に あばれ まわ っ た 狐 の 物語 . 
その 伴 異な 内 容 に あふ さわ し い 曲 調 を も つ 大 曲 で ある . 

[ 山 登 万 和 ]〕 1851 ( 嘉 永 4 ) 年 , 江戸 に 生ま れ , 2 
代目 山 勢 検校 の 門 に 学び , RR ORB CURE Tie 
筆 の 名 手 と し て 重き を な し , 1901 (明治 34 ) 年 , 51 歳 
で 他界 し た . か れ 以 前 に 山田 流 筆 曲 に は , 山 登 と いう 
名 門 が あり , か れ が 別に 山 登 と 名 乗っ た の で , 同姓 の 
家 元 が 2 軒 に な っ た だ た. 世 人 は か れ を 「 天 神 の 山 登 」, 
他 を 「 へ っ つい 河岸 の 山 登 ] と 呼ん で 区 別して いた と 
いう . 

BED I : 一 谷 の 合戦 で 破れ た 平家 の 敦 磨 が 熊谷 直 
実に 討た れる 場面 を よん だ も の に 哀れ に も 悲し い 曲 付 
け を し た も の で ある , 

PA LOEB : 1900 (明治 33) 年 , 歌会 始 の お 題 「 松 上 
の 和 鶴 」 に ちな ん だ 歌詞 に 作曲 し た も の と いわ れ , BE 
の 作 で ある . 生田 流 を 模写 し た の で は な いか と 思わ れ 
る あふ しゃ ある . 

[吉沢 検 校 宗 一 」 名 古屋 の 人 , 1801 (At) 年 の 
生ま れ で 8 歳 の と き 和 失明 し た . 父 の 初代 吉沢 検校 か ら 
芸道 を 学び , 33 歳 の と き 父 の あと を 継い で 2 代目 吉沢 
検校 と な っ た . 名 古屋 の 羽 塚 秋明 と いう 僧 に 雅楽 の 話 
を 開き (当時 は 公家 と 僧 の ほか は 雅楽 を 習う こと が 許 
され な か っ た ). それ に ヒン ト を 得 て , 古今 組 の 5 曲 
を 作り , 次 に 筆 だ け で 演奏 する 数 曲 を 作っ た . その 
後 , 封建 思想 の 強い 名 古屋 を 去り , 京都 の 峰 峨 に 隙 居 
し た が , 1872 (明治 5 ) 年 , 72 歳 で 世 を 去っ た . 作品 
は 20 余 曲 と いわ れる . 

千鳥 の 曲 : 古今 和歌 集 と 金 葉 和 歌集 か ら 千 鳥 を よん 





だ も の を 選び , 沼 だ け の 演奏 曲 と し て 作曲 し た も の で 
HS. 「 筐 曲 の 千鳥 か , 千鳥 の 筆 曲 か ] と いわ れる ほ 
どの 名 曲 で ある . この 曲 に 春 夏秋 冬 の 4 曲 を 合わ せ た 
5 曲 を 古今 組 と いっ て いる . 

[柳川 検校 加賀 都 〕 寛 氷 時 代 の 人 で , 摂津 の 人 . = 
弦 の 名 手 石村 検校 の 孫弟子 に 当る 山 ノ 井 検校 に 学び 名 
人 と な っ た . その 門人 の 中 か ら 当 時 の 三 弦 界 の 一 流 人 
佐山 , 浅利 , 市 川 ら の 検校 を 出 し た . 

江戸 期 の 太平 に つれ 歌舞 伎 , 浄瑠璃 が 発生 興隆 し , 
三 蓄 は その 伴奏 楽器 と し て 欠く と と の で き な い も の と 
な っ た だ が, かれ は その 方 面 で も 活躍 し た . 三 弦 の 柳川 
EL CHONG Lig bUMt bh, その 名 技 は 柳川 流 
edocs (中 塩 幸祐 


その 他 

映画 , 演劇 , その 他 芸 能 関係 は , 盲人 に と っ て は で 
き に くい 職業 で ある と と は いな め な い . LEORIF 
も 失明 し て つい に 舞台 を 去っ た . し か し , 声優 で あれ 
ば 盲人 で も 十分 こなす とこ と が で きる . その 例 に 文楽 の 
竹本 住 大 夫 , 浪曲 の 浪花 亭 綾 太郎 ら の 名 人 が ある . 

[竹本 儲 大 夫 〕 4 世 竹 本 住 大 夫 は 本 名 竹中 豆 代 松 , 
1829 (文政 12 ) 年 , 和歌 山県 西牟婁 郡 南 富田 中 村 に 生 
まれ た . 幼少 か ら 和 失明 し た と 伝え られ て いる が , 時 期 , 
原因 な ど は 不明 で ある . 大 阪 に 出 て , 初め は 三味 線 幣 
き に な っ た が , FAKE 6 世 竹 本 内 区 大 夫 に 入門 , 竹 
本 田 豆 大 夫 と 名 乗り , 1849 ( 嘉 永 2) 年 , 大 阪 西 横堀 
清水 浜 の 芝居 で 始め て 洛 瑠 斑 を 語っ た . 3 世 竹 本 長 登 
大 夫 が 紋 下 一 座 の 総帥 と な っ た ころ か ら 預 り 弟 子 と な 
っ た . 1860 (万 延 元 ) 年 , 4 世 竹 本 住 大 夫 を BAL, 
1874 (明治 7 ) 年 に は 文楽 座 に 出演 し た . 同 84 (明治 
17 ) 年 に は 三味 線 の 2 世 豊 沢 団 平ら と 共に 紋 下 と な っ 
fe. 記憶 力 が すぐ れ 新しい 役 を 受け た 場合 , 2, 3 回 
背 子 に 読ま せる と すっ か り 覚 えて し まっ た と いら. 美 
声 を も ち し か も 腹 の 強 い 浄 瑠 喉 を 語っ た . その 得意 と 
し た お も な も の は 「 大 文字 屋 」, (HABA 「 重 の 井 
子 別れ 」「 野 崎村 」, MAMI BEC あっ た だ た. 1889 年 , 
61 fe CH UF. 

[浪花 亭 綾 太郎 〕 本 名 は DURA, 1889 (明治 22 ) 
年 , 横浜 市 に 生ま れ た . 早く 父 を 失い 母 の 手 一 つ で 育 
っ た が , 幼時 の 大 愚 で 両 眼 を 和 失明 した. た め に 7 RO 
ころ か ら 笛 を 吹い て 流し あん ま に 従 事 し た . BACHE 
に 出る た め に は 芸能 の 道 を 行く に 限る と , 思い さだ め 
た . そし て 好き な 浪花 節 に 一 生 を 託 そ う と 決心 し た の 
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は 12 歳 の と き で ある . 後に 綾 造 と 改め た MARES 
駒 造 に 弟子 入り を し て 修業 を 積ん だ . lich LATS 
綾 太郎 を 普通 の 人 間 と し て Rok. 21 歳 の と き 真打 
ち (座長 格 ) に な っ た . 

綾 太郎 の 名 を 天下 に と どろ か せ た の は いう まで も な 
< [WSR] で ある . これ は 消 瑠 璃 の 読み も の だ 
が , 盲 人 沢 市 が 女房 お 里 を 思う 真 情 は 綾 太郎 で な けれ 
ば 演じ 得 な た いも の が あっ た . 文字 と いう も の を 知ら な 
い 綾 太郎 は , すべ て 記憶 に こよ っ た .「 伊 達 騒 動 」 だ け 
で も 60 回 分 を 記憶 し, 「 め 組 の 喧嘩 「 義 士 伝 」 「 大 
岡 政談 」, 「 塩 原 太 助 」 その 他人 台本 は 1000 を 越え る と 
いわ れる . 1960 (昭和 35 ) 年 72 歳 で 没 し た . 

(大 西 重 孝 ・ 中 川 明徳 ) 

[参照 文献 ] 

「 義 太夫 年 表明 治 訪 」」 「 此 君 帳 」, 「 道 入 芸能 」, 「 豊 
竹山 城 少 控 図 書 」 


わが 国 に お ける 証人 洋楽 家 の ほ と ん ど は 演奏 家 で あ 
り , ほとん ど が 男子 で ある . この 事実 は 1966 (昭和 
41 ) 年 , HRABASEA (HRD 音楽 部 が 行なっ た 
「 全 国家 人 音楽 家 実態 調査 ] に よっ て 明らか で ある . 
終戦 後 , わが 国 の 音楽 教育 が 急速 に 進歩 する に つれ て 
盲人 の な か に も ゃ ごく 少数 の 者 が , 声楽 , ピア ノ , バイ 
オリ ン な と , 演奏 の 分 野 を 志す 者 が 現われ た . し か 
し , 正規 の 音楽 学校 で 学ん だ 者 は , きわ め て 少な く , 
大 部 分 の 者 は 余暇 を さき , 個人 指導 に よっ て 学習 し た 
者 で ある . し た が っ て , これ ら の 者 の 音楽 的 水準 も 少 
数 者 を 除い て は , それ ほど 高い も の で は な く , 職業 人 
と し て 活動 し て いる 者 も 少な い . た だ , 最近 10 年間 
に お いて , 数 人 か ら 成 る グル ー プ が 活動 を 行なっ て い 
た が , いろ いろ な 困難 に 直面 し て , その 活動 を 停止 し 
て いる 状態 で ある . この よう な 事実 は , SATE OT 
音楽 の 世界 が いか に きび し いも の で ある か を 物語 っ て 
いる . 

[f#ED| 1958 (昭和 33 ) 年 , 東京 教育 大 学 雑司 ヶ 
谷 分 校内 に , 有志 数 人 の 発起 に よっ て , 盲人 演奏 家 の 
グル ー プ | 徐 の 会 」 が 発足 し た . この グル ー プ は , + 
国 言 学生 音楽 コン クー ル の 入賞 者 の うち , 東京 付近 に 
FEET SED, その メン バー と な っ て いる . 初め て の 
演奏 会 は 音楽 評論 家 野 村 光 一 , 東日本 ヘレン ケラ ー 財 
団 な どの 協力 を 得 て 同 年 秋 , 東京 の 山 葉 ホ ー ル で 開か 
ais. 


笹 の 会 の 演奏 者 と し て は , 河原 田 栄 (声楽 デバ リト 
ン ), 松田 忠昭 (テナー), SBR (テナー), 日 高 実 
Al (ピア ニス トー エレ クト ー ン 奏者 ), HPA Ce 
アノ ), 和 波 孝 福 (バイ オリ ン ) ら が 活躍 し て いる . 

[時 月 会 ] 1961 (昭和 36 ) 年 3 A, 京阪 神 に EA 
人 洋楽 家 数 人 が , 大 阪 で 初め て 会 合 を 開き , 演奏 会 を 
催し て 正しい 評価 を 受け よう と いう こと を 決め た . そ 
の 結果 , 同年 5 月 に 大 阪 で 第 1 回 演奏 会 を , 以後 毎年 
5 月 演奏 会 を 催す こと と な り , 会 の 名 称 を 「 時 月 
S| と 名 づけ た . 

翌年 に は , 演奏 会 の 参加 者 を 京阪 神 の 在住 者 と いう 
わく を は ず し て , 広く 全国 か ら の 参加 を 呼び か けた . 
その 結果 , より 充実 し た 演奏 会 と し て , 一 般 の 好評 を 
eee. 

持 月 会 は , 塚本 秋 弘 (バリ トン ), 高野 一 雄 (バリ 
bY) ect CPF Op Ee CED) 
WHER (テナー), 後藤 弘 (ピア ノ ), 中 沢 義 雄 (ピア 
クノ), 山崎 富美 子 (ピア ノ ), 野々 村 又 三郎 (バイ オリ 
ン ) ら の ほか , HAM, ARS ら ゃ 参加 し て い 
る . CK 薫 夫 ) 


総 画 


衣 人 の 中 に は 失明 の や み に 閉ざさ きれ な が ら も , 絵 を 
描く こと を 望ん で いる 者 も いる . 中 途 失 明 者 が か つて 
目 に 入れ 記 境 に し まっ て お いた 美 の 喜び を 記録 する た 
め に 絵 を 描き , 紙 に 写す こと に よっ て その 立証 を 試 
Ar, 他 の 人 の 共感 を 求め る . その こと で , 失明 ・ 病 気 
・ 事 故 な ど に よっ て 経験 し た 苦悩 に 対し て 明らか に 反 
発し , 精神 を 転換 させ る こと が で きる の で ある . また , 
生ま れ な が ら に 1 度 も 物 を 見 た 経験 の な い 人 びと は 自 
分 た ち が も っ て いる 印象 が , プロ ポー シュ ン 補 相対 的 
配分 が まち が っ て いな いか どう か を , 絵 に よっ て 確か 
め た が る も の で ある . 

方 法 と 素材 さえ あれ ば , 視力 が な く て も 絵 を 描く こ 
と は 可能 で ある と いえ る . 絵 を 描く た め に は , 透視 ・ 


_ 光源 ・ 明 暗 ・ 陰 影 ・ 均 笠 な ら び に 内 容 の 団 っ た 芸術 を 


創作 する 方 法 を 自ら 学び と っ て ゆく こと が 必要 で あ 
る . そし て , 独自 の テク ニッ ク を マス ター する こと に 
Lot, 従来 , 自由 に な ら な か っ た 概念 を 刺激 する こ 
と が 可能 に な り , そこ か ら 傑 作 が 生ま れ て くる . © 


イギリス の 盲人 画家 
メリ ル ・ メ イナ ー ド (Merrill A.Maynard ) は 生 
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F70OS5c2 2 
視力 を も っ た こ 
と が な く , 16 歳 
の と き 全 盲 に な 
っ た だ た. BRC 
は 図画 の 教育 は 
受け な か っ た . 
か れ は 絵 が 描き 
た く で な ら な か 
っ だ の で , 自分 の 思い つき か ら , 机 の 上 に ハン カチ を 
広げ て その 上 に 紙 を の せ , 鉛筆 の 先 を 移動 させ せ る に つ 
UCT, その 跡 が 刻ま れる 仕組 み を く ぁ あう し た . COM 
筆 の 刻み は , 先生 に 見 て も ら え た し , 自分 で 触っ て み 
る こと も で きた . そし て , その 人 造形 図 を 彩色 し , HO 
見 える 人 びと に アビ ピー ル す る よう に 努力 し た .。 か れ は 
[A CREEL, その 精神 的 反応 を 紙 や 絹 地 に 表現 する 
日 本 画 法 を , 盲人 画家 は 学び と る べき だ 」 と 述べ て い 
と うま 

ジョ ン ソ ン (Johnson) は 30 歳 の ころ 失明 し た 婦 
人 画家 で ある . 失明 する まで の 色彩 と 形 を 記憶 し て い 
て , それ を 頭 の 中 で 組立 て , また , 想像 で 書い て い 
る . 画 板 の 周 囲 に ピン で 目盛 り を つけ , 色 の 入っ た 油 
の 呑 を 順番 に 配列 し , まず , 画 板 に 油 を 十分 に 塗っ て 
か ら 着 色 し て いく 手法 を と っ て いる . 上 日 本 ライ ト ハ ウ 
AD 岩橋 英 行 は , 1963 年 , マレ ー シ ア で 開か れ た 第 
2 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 の と き , ちょ うと 来 合わ せ て 
いた か の 女 に 逢い, 実際 に 書い て いる と ころ を Av 
ャ ング ル の 希望 と いう 絵 は , うっ そう と し た 毒 ど くし 
いま で の 緑 葉 樹 と , その 薩 か ら も れる 数 条 の 光線 の 下 
に , まっ か な 花 が , か れん に 咲い て いる さま は , まさ 
に 希望 その も の を 現 わ し て いる 」 と その 報告 書 に 記 し 
で VM 

ae PY AR | (Garden State ) ite gr 
次 世界 大 戦 の パ 
イ ゼ ビッ よ ド と し て 
服務 中 , 失明 し 
た 人 で ある . か 
れ は 失明 後 , Bf 
人 で も ゃ 絵 は 描け 
る と ど M の こと を 
実証 する た め , 
1 枚 の 絵 を アメ 
リカ の 画展 に 送っ た と ころ , それ は 目 の 見 える 画家 の 
作品 と 見 な され た . これ に 力 を 得 て , 絵 を 描く こと に 





メイ ナー ド の 注 絵 





熱中 し , ひい て は 他 の 盲人 に も 絵 の 喜 び を 分 け 与 える 
た め , 盲人 へ の 絵画 教育 を 始め た . その た め カ ナダ や や 
オー スト ラリ ア ま で 講義 に で か け て いる . 

か れ は クレ ョ ン と 画用紙 と 鋼鉄 の 編み 棒 を 用 いた . 
まず , 描き 始め る 前 に 描こ と うと 思う 絵 を 心 の 中 で 完全 
に 描き あげ , 画用紙 を 柔らか い 素地 の 上 に お き , Kir 
で 編み 傘 で 絵 の 外郭 を 描く . それ か ら 紙 に 印 さ れ た 線 
を 指 で た どり な が ら 色 を 塗る と いう 方 法 を と っ て い 
る . 複雑 な 形 の も の を 描く と き は , 厚紙 を 型 に 切っ て 
使用 し て いる . 色 の 選択 は 重要 な 障害 で ある が , これ 
は 妻 の 助け を 借り , クレ ョ ン を 入れ る 掛け くぎ 付 板 を 
案 出 し た . か れ は , 妻 に 標準 色 の いち ば ん 濃い も の を 
KD, それ を 出発 点 こ し て , MATHEW OR< feo 
て いく 順に , きち ん と 板 に 備え て お く . こと うし て いよ 
いよ 描く と いう 段階 に な る と 順序 よく 絵 を 仕上 げ ば て ゆ 
く の で ある . 


日 本 の 盲人 画家 

大 阪 の 松本 光治 は 若い ころ か ら 油 絵 を 描い て いた が 
網膜 色素 変性 症 罰 [ “ 
に な り , 視力 は GF 
全盲 に 近い 状態 
(に な っ た . 1963 
(昭和 38 ) 年 , 
60 号 の 油絵 「 ビ 
38 Alpe 
ぎ き , 一 水 会 に 入 
選 し た . か れ は 
モデ ル の 石 骨 や 
くだ も の を 手 探 
り で , 量感 ・ 質 
感 ・ 力 感 を 感 得 
し , Behe 
の 記憶 を た どり 
な が ら , 妻 が 順 
序 よ く 並 べた 絵 
具 を 使用 し て 描 
Vrelaiey 
栃木 県 鹿沼 市 
の 鈴木 敏之 は , 
結核 性 緑内障 で 
2 歳 の と き 右 眼 
を 失 な っ た が 21 
成 で 左 眼 の 視力 





粘土 で 素描 する 鈴木 敏之 





油 粘土 の ぼたん の デッサン 
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も 失い, 鍼灸 院 
を 開き な が ら 絵 
と 俳句 に 精進 
し , 画家 と し て 
認め られ , 個展 
も 数 回 開い て い 
る . か れ の 画 法 
は 材料 に 油 粘 土 

鈴木 徴 選 の つぼ と りん を 使っ て , 描こ 
ら と する 対象 や を デッサン を する . すなわち , 写真 の ほ 
Pe CLS OE CHS. この よう に て デッサン が 
終わ る と , クレ パス 画 の 場合 は 木版 の カン バス に ヒ 油 粘 
土 で デッサン され た 線 に 従っ て 彫刻 刀 で 彫刻 し , 洋 彫 
り の よう に 凹凸 を つけ 触覚 を 誘導 で きる よう に し て で 彩 
色 す る の で ある . 素描 画 は 画用紙 な た ど を 用 い , 同じ く 
デッサン し , 彫刻 刀 の 代り に 鉛筆 な ど で 直 接 描き あげ 
る . 水彩 画 は , この 素描 画 に 彩色 を する . 油絵 は 一 般 
の カン バス を 用 いて デッサン し レ し , 最も 遠く の も の か ら 
彩色 を 施し 始め , 絵具 の 乾燥 を 待っ て 修 々 に 近く の も 
の へ と 描い て ゆく の で ある . 写真 の つぼ と りん どの 静 
物 画 (20 号 ) は 油絵 で , 例 を あげ て 説明 する と , 第 
lt, バッ ク と 卓 を 描き , 第 2 に, バッ ク と 旧 の 線 を 
描く . 第 3 に つぼ を , 第 4 に は うし ろ に ある りん ご を 
描き , 第 5 に 最も 前 に ある りん ご ど を 描い た の で ある . 
色 の 区 別 は 素描 画 の 場合 , 2 B よ り '5 BIEL BRA 
本 の 鉛筆 を 使う が , これ ら の 鉛筆 に は お の お の に 触覚 
で 区 別 で きる よう に , し る し を 付け て お く . AME: 
クレ パス ・ 水 彩 も 同じ 方 法 で ある . 素描 ・ 水 彩 ・ 油 総 
は 完成 する まで , 油 粘 土 の デ ッ サ ン は 画面 の 上 に 存在 
させ , 触覚 を 誘導 で きる よう に し , Ek, 色 が 他 の 部 
分 と 混合 し な いよ うに し , 彩色 を 完全 , 容易 こさ せる 
た め , デッサン を くず さ ぬ よ うに , 油 粘 土 を 貫 替え る 
な どの 方 法 を と り , 描き 上 が っ て か ら 粘 土 を と り は ず 
す の で ある . クレ パス 画 は , 木 の カ ン バ ス を 使用 し , 
彫刻 で デッサン を する が , これ は 絵具 が 油 粘 土 に 付着 
する た め 彩 色 上 , 途中 で 粘土 を 移動 で き な い か ら で あ 
2 。 








画 法 に よる と , 人 物 ・ 静 物 ・ 風 景 な と 表現 し た 

と 思 itr 絵画 は , 個人 差 は あっ て も 可能 で ある . 先天 
Ng disc Ac hedion as, 

両者 いずれ も , あえ て 色 に ここ だ わら ず , デッサン だ け 

で 絵画 の 意義 を 認識 で きる の で ある . 効果 は 盲人 の 進 
eee ee te Sayes ZS: 

(鈴木 敏之 ) 
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盲人 が 彫刻 に 触れ て , CORKGATS CLIT 
CXS. Efe, 好 ん で 触れ て 見 た い の が 人 情 で ある . 
彫刻 は , 盲 人 の 芸術 観賞 の 最上 位 に ある と いっ て も よ 
WV. さら に , 盲人 が 自ら 彫刻 で きる か と いら うこ と で あ 
る が , 造形 芸術 と し て , BRE CHAM LY Arr 
っ て 効果 を あげ て いる と ころ も ある . この 段階 で は , 
先天 性 盲 児 で も か な りな 芸術 的 作品 を 見 せ て いる が , 
彫刻 と な る と , や は り 後 天 的 盲人 で な いと 制作 で き な 
い の で は な いか と 思わ れる . 彫刻 を 楽 ん で いる 者 た ち 
は , いろ いろ な く ぁ みう を と らし て 彫刻 の 美 を 探求 し て 
いる よう で ある . 資料 が と ぼ ば し い の で 多く の 実 列 を あ 
げ ば る こと は で き な い が , 次 に 5 人 の 例 を あげ て お く . 
金原 倫 雄 (1923/ 大 正 12 一 ) tt, 幼い ころ か ら 
絵 を 好 ん だ が , 12 歳 ご ろ 失明 し 粘土 制作 で 触覚 に よ 
る 人 造形 の 豆 び を 見 出し た . 

創作 に 当たっ て は , まず , 心 に 描い た も の を 粘土 で 
表 ち し , こと れ を 原形 と し て , 小刀 (ナイ 7), の みな ど 
を 使用 し て 制作 し て いる . と き に は 指 を 傷つけ る こと 
も ある が , 「 観 音像 」「 マ リア Bl ARI, Taw) 
な ど , 現在 まで 40 余 点 を 制作 完成 し て いる . 





金原 倫 雄 の 作品 
フラ ンス の パプ チ ス ト ・ ベ レー (1807 ~ 1877) は 
ロア ル に 生ま れ た 中 診 和 失明 者 の 彫刻 家 で ある . パリ の 
サロ ン に 入選 し て 名 を あげ た . 
Bo ARV FOZ SA ント ・ ム ンス 6? 1853 )、 付 , 
5 歳 の と き 失 明 し た 盲人 彫刻 家 で ある . 現在 保存 され 
て いる 作品 は 400 点 に も 及 ん で いる . 


ソビエト の 女流 彫刻 家 リ ー ナ ・ ポ ー (Lina Po) 
は , か つて バレ リー ナ で あっ た が , 失明 後 彫刻 に 転向 


し , た ゆみ な い 精 進 の 結果 , 芸術 的 か お り の 高い 数 多 
く の 作品 を 制作 し て いる . それ ら に は , 人 間 の 感情 , 
動き , 形 , つり あい な ど を た くみ に 表現 し , REN 
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行為 」 「 ゲ リラ た ち 」「 ラ ベル を つけ た 女 」 な ど , い 
く つか は トレ チャ ュ フ 絵画 館 に 飾ら れ て いる . また , 
各地 の 美術 館 や 画廊 に 展示 され て お り , PCE TE 
動 」 は 特別 賞 を 獲得 し て いる . 

ドイ ツ 民 主 共 和 国 の 盲 人 マル コフスキー (Malko- 
vsky ) の 彫刻 に は , すばらし いも の が ある . 特に 「 見 





える 手 」 は 印象 的 で ある と いう . (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献 ] 
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盲人 を 取扱 っ た 作品 


日 本 文学 


古典 

わが 国 の 文学 の 中 で 盲人 が どの よう に 扱わ れ て きた 
だ ろう か . も と も と , 形 人 の 容姿 か らく る 異様 感 は 恐 
怖 と な り , 素朴 な 神秘 的 存在 と し て 人 びと に 映っ た で 
あろ うこ と は 洋 の 東西 を 問わ ず 欠 2 余地 が な い . か く 
て 吉 い 伝説 は , BAO RB 7s TBI eee, 神秘 的 
に 誇張 的 に 取扱 っ て いる こと が きわ め て 多い . この こ 
と は 現在 で も 東北 や 九州 地方 で , 呪術 霊媒 と し て 「 い 
た こ 」( 口 寄 巫女 ) や 「 ぼ さま 」 と 呼ば れる 盲人 だ けが , 
神秘 的 霊 性 (カカ) を も っ て いる と いう まこ と に 素朴 な 盲 
人 観 が 存在 し て いる こと で も うら うなずけ る .「 貝 遊 奇 談 」 
や 小泉 入 雲 の 「 怪 談 ] で 有名 な 「 耳 無し 抱 一 」 の 話 な 
ど は , 盲人 を 神秘 的 存在 と し て 扱っ た 説話 の 代表 的 な 
も の で ある . 

わが 国 の 古典 の うち , 古く は 「 今 昔 物語 」 巻 第 24 
(本 朝 付 世俗 ) に , 第 23 の エピ ソー ド と し て 有名 な 「 農 
丸 」 説話 の 元 と な る 話 が 記載 され て いる . それ は 「 源 
SRA TONE A) CO MBC, 管 紋 の 道 に す 
Chic ERI DS, 人 逢坂 の 関 ( 信 坂 ) に 住む 琵琶 の 名 
FS AOA bIBe SI LOL LUCHA bHAS 
通 ク が , Bowihicm eA << t7ev., 3 年 通い つ 
め た 8 月 15 ADR, OvViCiHoLAa& 鳴ら す 琵琶 の 
秘 曲 「 流 泉 験 木 」 を 開い て し まい , か れ に 請う て 伝授 
を 受け る と いう 筋 で ある . 
WESABE SAMO Re (宇多 法皇 の 皇子 , 管 
絞 の 道 に す ぐれ て いた 人 ) に 仕え て いた 雑色 で いや し 
い 身 分 の 育 人 で , 盲 琵琶 の 始祖 に な っ た 者 と し る され 
で 6: 

この 先行 説話 を うけ て , 有名 な 詳 曲 「 幡 丸 ]」 が の ち 
に , 盛ん に 丸 を も て は や す よ うに な る の だ が , そこ 
で は 作者 の 世 同 弥 が , 全体 の 悲壮 感 を 盛り あげ る た め 


POLS BREST ( 延 豆 帝 第 4 皇子 ) に 仕立 て , Mio 
逆 髪 の 宮 を 狂 女 と し て 加え , 悲劇 性 を いっ そう 加え た 
創作 と し て , 劇 的 効果 を ね ら っ て いる . 

同じ く 能 楽 ( 申 楽 ) か ら で て , の ち に 独立 の 喜劇 に 
な っ た 「 和 狂言 」 こ お いて は , 後代 の 盲人 観 (特に 文学 に 
RIBA) に 大 き な 影 響 を 与え る 一 連 の 「 座頭 $ の 」 と 
呼ば れる , BARRIS, あく どく ひ や か し , 冷笑 
し , 風刺 する と いう 扱い か た を し て いる 一 つの 型 が 生 
a ie 

現代 の 意識 と し て は , 身体 障害 者 の 弱点 で ある 障害 
を ひ や か し た り , それ か らく る 行動 の 緩慢 さ を 悪 用 し 
た り , いか に も 弱い 者 いじ め を し て 笑わ せる な ど , 道 
徳 的 に も 最低 と 感じ られ る も の も , 中 世 の 民 衆 は 単純 
な 笑劇 (ファース ) と し て 何 の 抵 抗 も 感じ な か っ た よ 
う で , 時 代 に よる 受け と られ 方 , 価値 判断 の 変り 得る 
こと を いま さら の よう に 感じ させ られ る . 

目 よ り は 女房 の 方 が 大 事 と 折角 開け て も ら っ た 目 を 
お 地蔵 さん に 再び 元 の 盲目 と し て も ら 5 う 「 川 上 」 で , 愛 
奏 ぶ ぷり に 拍手 を お くり , 月 見 に 楽し く 酒 を くみ 交わ し 
舞 歌 を 楽し ん し だ あと で , 「 楽 し みつ いで に 酒 の LOK 
興 だ , 盲 に 喧嘩 を し か け て や ろう 」 と , 座頭 を 突き 倒 
し 愉快 だ と いう 町 の 者 , その 残酷 ぶり も さる こと な が か 

, 喜び が 一 転 し て 悲し さ に 変 ち りう ろ た える 盲人 に 
な りき る めく らぶ な り に , 当時 の 観衆 は 拍手 を 送っ た の 
で あろ う . 「 物 真似 ] を 本来 と する WRAL LCOER 
言 を , 創作 当時 の 民衆 は 単純 に 笑っ て すま し た も の で 
あっ た . 人 間 の 弱点 , みにくい 心理 を 見 事 に 描き だ し 
た 近代 劇 と し て 通用 する 狂言 「 釣 狐 」 も , 江戸 時 代 の 
人 びと に は 狐 の 見 事 な 化 け ぶ り に 拍手 を 送っ た と いう 
ふも の に すぎ な か っ た . COMER HE (どぶ か っ ち 
り ) | に 材 を と っ た も の と し て , 近世 文学 の 異色 「 東 
海道 中 膝栗毛 」 大 井川 の 川越 し 座頭 ・ 掛 川 茶 店 の 場 の 
一 編 が ある . 
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十 返 舎 一 九 作 の と の ユー モア 文学 は , 1802 ( 享 和 2 ) 
年 に 初 編 を だ し て か ら 1822 (文政 5) 年 まで 21 年 の 
長い 間 に わ た っ て 出版 され た も の で , 弥 次 郎 兵 衛 , 北 
_ 入 の 2 人 の 人 物 を 作品 の 中 心 に 置き , 相互 の 対話 お よ 
び 行 動 に よっ て 事件 の 推移 を 図る と いう 趣向 は , 明 ら 
か に 先行 文学 と し て の 狂言 か ら 影 響 を 受け て いる わけ 
で , こっ けい を 主 と す る 場合 に は 常に 狂言 が 手 本 に さ 
れる の で ある が , 現在 も よく 上 演 さ れる 座頭 も の と い 
われ る 和 狂言 の 中 で も 最も 著名 な 代表 作 「 丼 倍 」 を も と 
EU, REE] © 3 編 下 に 掛川 の 手前 塩井 川 が 前 日 
の 雨 で 橋 が 流れ た た め に 徒歩 渡り する 場面 と ,。 すぐ そ 
の あと で 掛川 の 茶店 で 酒 を くみ 交わ す 家 人 を た ぶら か 
す と いう 話 が ある . 狂言 の 持ち 味 と し て の 単純 素朴 な 
お か し さ は , ここ で は ひど く 昇 俗 化 し 誇張 され , HS 
復 雑 に こし 括 を に ぎ や か に する た め の 趣 向 が 加え られ , 
近世 風 の 新しい 装い を こら し , ちよ うど 古典 に 取材 
し た 「 黄 表紙 ]」 も の の よう に , し か も , そこ に 無理 が 
な いと ころ に 作者 一 九 の オ が うか が われ る . 

Ath, 猿 市 と いう 2 人 の 盲人 が , 浅い と ころ を 選ん 
で 互 に 背負 い 川 を 渡る ろう と する と , 弥 次 は まず まん ま 
と 猿 市 の 痛 に お ぶさ っ て 向う 涯 へ 渡る . 2 度目 に 味 を 
し め た 北 八 も その 手 で 渡 ろ うと し た が , た くら み が 露 
見 し 川 の 中 へ 落 さ れ て ずぶ ぬれ に な る . ぬれ た 着物 を 
し ぼっ て ほど な く 掛 川 の 宿 へ 人 くる と , さき ほど の 座頭 
が 茶店 で さっ き の 横 着 者 の 話 を し な が ら 酒 を 飲ん で い 
る . これ を 見 た 北 和信 は 意 趣 返し に 杯 の や り と り の 間 に 
は いっ て これ を と り , まん ま と 酒 を 飲 を . 座頭 2 人 が 
「 お ま へ ひと り で くら ぁ の か , ちと 杯 を まわ せ 」 Lv 
きか い に た な り , 2 合 の 酒 を た っ た 二 口 で し まい に な る 
Dit, めく ら と 見 て 馬鹿 に する の か と 人 茶店 の 亭主 に 掛 


け 合 う . これ を 見 て いた 子守 り が 弥 次 北 の 悪 だ くら み . 


を ば らし , 茶 を 飲ん で いた と ご ま か す が , 茶わん の 酒 
の に お い が 証 拠 に な っ て つい に 酒 代 を 払わ せる , Ev 
2 オチ に な る の で ある . 原作 の 狂言 は 登場 人 物 が 3 人 
で ある の に 対し , 座頭 2 人 に 弥 次 , 北 , 茶屋 の 亭主 , 
女 , 子守 りな ど , 数 人 の 登場 と 複雑 な 関係 で 取扱 われ 
Gayo 

家人 の どう に も な ら め ぬ 宿 命 的 な 身体 的 ヘン ディ キャ 
ッ プ を 大 きく クロ ー ズ アッ プ し て , これ を 表面 に 打ち 
だ す 取 扱い 方 は , 新しい 民主 社会 で は 許さ れ な いこ と 
CHS. 盲人 が 映画 や 劇 を 見 な いか ら と いっ て , 現在 
も な お と これら の 作品 や これ を 現代 風 に アレ ンジ し た 作 
癌 が ほし いま ま に 上 演 さ れ , それ を 一 向 気 に も ゎ せ ず に 
見 て いる と いう よう な こと は , 新しい 社会 道徳 的 見 地 


か ら 承 認 で き な い こと は いう まで も な い . 

と ころ で , 以上 の よう な 盲人 を 笑い の 材料 に し た も 
の が ある 半面 , その 常人 の 到底 及び も つか た ない 特異 な 
TA] OLS AL, 朴 美 し た 一 連 の 作品 が ある こ 
と を み の が し て は な ら な い . も と も と , 日 本 人 は すぐ 
れ た 人 物 , こと に 逆境 や 身体 障害 の 身 で 卓 抜 な 業績 や 
行動 を 示し た 者 に , 文句 な し に 故意 を 払う 素直 さ が あ 
ay 

[ 勘 」 の よい 盲人 を た た えた 話 と し て 知ら れ て いる 
の に 西 稚 の 「 近 世 諸 国 曲 ] に 伏見 の 家人 が 道行 く 人 を 
百 発 百 中 いい あて る と いう 挿話 が ある . 

「 近 世 諸 国 叫 」 巻 1, 不思議 の あし 音 (伏見 の 問屋 
町 に あり し 事 ). 」 

「 唐 土 の 公治 長 は , 諸 鳥 の 声 を きき わけ , 本 朝 の 安 
部 の 師 泰 は , 人 の 五 斉 を きく 事 を 得 た り . thine? 
申す べし . ここ に 伏見 の 豊後 橋 の 片 除 に 笹 垣 を わす 
び , 心 を ゆく 水 の ど と くに し て , 世 を 暮し ぬる 盲人 あ 
View Ser UC, Hite Creme eich. 
われ ある 身分 の 名 残 が あり , 庶民 と は 違っ た と ころ の 
ある 盲人 が あっ た . この 盲人 は , いつ も ゃ 一 節 切 CR 
WN) を 吹い て , 万 の 物 の 調子 を 聞い て , その 物 を いち 
いち 聞 分 ける の に ほとん ど と 百 発 百 中 と いう 巧妙 さ で 
あっ た . この 予言 の 的 中 の うわ さ に , ある と き , 伏見 
問屋 町 北国 屋 の 亭主 が 懇意 な 仲 な の で , 座 興 に 呼ば れ 
て , 一 節 切 を 吹い て いる と , 茶 の 給仕 を し て いた 小僧 
が 下 か ら は し ご 段 を 登っ て くる 音 を 開い て , その 詩人 
id, 「 油 を こぼす ぞ 」 と 注意 を し た . 小僧 は 油 差し を 
捧げ て くる 折 , は ず し て た て か け て あっ た 杉 の 板 戸 が 
倒れ か か っ て 思い も よら な いけ が を し た . 居合 わせ た 
人 びと は , 衣 人 の 予言 が 的 中 し た の に 感心 する . 次 い 
で いま 下 を 通る は 合計 か 当て で て みて で よき い 」 と 
いう と , 盲人 は その 足音 に 耳 を 傾け , 「 お 婆さん の 手 
を 引い た 男 の 人 が いく . その 男 は 何 か 心 配 を し て いく 
様子 . 顔つき と いい 足取り の 忙し さか ら 考 える と , 産 
BSA CLES と いう . | 

「 そ れ か と 人 を つけ て 開か す に , 彼 男 が 申 は , し き 
り が まい つた ら , 、 腰 は 我ら で も 抱 ま す が と て も の 事 に 
むす 子 を 産め ば 仕合 と 申 大 笑 し 云々 」 

見 事 的 中 で 2 度 び っ くり .「 次 に 通る 者 は 何者 か 」 
と 開く と , 家 人 は 「 2 人 じゃ が 足音 は 1 人 じゃ 」 EW 
IOC, 不思議 に 思い 人 を 見 に や る と , な る ほど 人 【 ト 女 
が 小さ い 娘 を 背負 っ て ゆく の で あっ た . 

こん な 具合 い に つ ぎ つ ぎ と 当て る の だ が , 最後 の 話 
は すばらし い 「 甚 」 の よさ を 発揮 する 話 で , それ は 日 も 
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と っ ぷり 暮れ か か る ころ , 旅人 が 2 人 通り か か る . 1 人 
は 脇差 し を 差し , 黒い 羽織 を 着 , BRD So TRY 
他 の 1 人 は 挟み 箱 と 酒 た る を 1 荷 と し て 担い , あと に 
つい で いる ぐ 、 1 あ 私 は どう し だ 人 か 引 馬 NIIZ9NSM 
CFM AFETCT1INIZEG DNC. 

「 と ん 度 ば か し は 間違い まし た . 女子 で は な く 明 か 
に 大 小さ きじ た 2 KREBRRCTE] ど ば の とり 自民 ( ほ 
「 変 で すね . た し か に 女 で す . みな さん の 間違い で は 
あり ませ ん か 」 と 確信 あり げ . そこ で 人 を や っ て 見 さ 
せる と , その 旅人 は た る を 持っ た 下 人 に 小声 で 「 夜 舟 
で 大 阪 へ 下る の だ . その た る に 気 を つけ て お くれ , 酒 
で な く , 中 味 は 銀 な の だ か ら . 夜道 を する 用 心 の た め 
に , わた し は こうして 男装 し て 買い 物 に ゆく ん だ か 
ら 」 と いっ て いる の を 開い た . な お よく 開い て みる と 
その 和 侍 衆 と 見 えた の は 五条 の 米屋 の 後 家 さ ん だ っ た と 
いう と と で あっ た . 盲人 の 耳 が 異常 に 発着 し て , いわ 
ゆる すばらし い 「 勘 」 を 見 せる こと は , し ば し ば 語ら 
ルコ MSNG ゆ 2 

宮城 道雄 が 東京 駅 で 汽車 の 行先 を 目 明 き に 教え る 話 
や , 阿里 山 で 伐採 され る ひのき の 断末魔 の 悲鳴 を 開く 
に 耐え られ ぬ と 山 を 逃げ 降り た 話 な ど は , か れ の 鋭い 
観察 力 を 物語 り , その 随筆 文学 に 独特 の 色彩 を 見 せ て 
有名 に な っ た 話 で ある . 

徳川 時 代 に 将 械 の 名 人 格 に 進ん だ 盲人 の 話 や , 馬 の 
よし あし を 鑑別 し た 名 伯楽 の 話 は , [ABTS ABI ( 石 
川 二 三 造 著 ) の 中 に も 見 られ る . 中 里 介 山 の 著 「 大 閉 
薩 峠 」 は 盲目 の 美 剣士 机 本 之 助 の = ヒル な マス ク や 漂 
ぇ た る 盲目 の 小 法師 弁 信 の 登場 で , 今日 の 大 衆 小説 の 
さき が け と な っ た 作品 と し て 著名 で ある . 大 河 小説 な 
ど と いわ れる ジャ ン ル の も の の 先駆 と な っ た も の で も 
HY, 一 世 を 支配 し た も の で あっ た . 

中 里 介 山 の 著 「 大 菩薩 峠 」 は, 大 正 の 前 期 都 新聞 に 
発表 , 断続 10 年 , 一 時 絶筆 , 昭和 の 初期 , 再び 筆 を 
起こ し て 大 阪 毎日 新聞 に 連載 し , 炊い で 単行 本 に も な 
っ た が , 普及 版 で も 10 30 巻 と いう 長編 大 ロマ ン で 
ある . 

な お , 式 亭 三 馬 の 「 税 世 風 呂 」] の 中 で , に くま れ 者 
や 憎 ら し いと ば か りや りこ め ら れる 座頭 や , 黙阿弥 も 
の の 演劇 脚本 に で て くる あぁ て ぢ て し い 検 校 は , 物欲 の 
権化 , 強欲 の 見 本 の よう に 扱わ れ , 金 の た め に は 条 人 
も 朝飯 前 と いっ た 「 悪 」 と し て 登場 する こと は 周知 の 
通り で ある . COMPAS, 現代 映画 「 座 頭 市 も の 」 や 
「 不 知 火 検校 」] と し て また も や 現われ て , 意外 に 人 気 
を 呼ん で いる こと は 遺 憎 な こと で ある . (赤阪 一 ) 


現代 文学 

現代 の 文学 の 中 で 盲人 が 扱わ れ て 著名 な の は , 何と 
いっ て も 谷崎 潤一 郎 の 作品 で あろ 5 . 

〔 谷 崎 潤一 郎 ]「 盲 目 物語 」 1931 (昭和 6 ) Fe TR 
>] 1933 (昭和 8 ) 年 は , 谷崎 潤一 郎 が その 初期 
の 悪魔 主義 や テ エキゾ チズ ム か ら 脱 脚 し て , 昭和 初期 か 
ら 日 本 文学 の 美意識 の 伝統 を 継承 し て 以来 , 古典 文学 
に 人 造語 の 深い か れ が 特異 の ナレ ーシュ ン 形式 を 自在 に 
駆使 し て , 異常 な 高まり に 似 た 勢い で ,「 武 州 公 秘話 」 
「 吉 野 萬 ]」 (いずれ も 1931 年 ) に つづ いて 書い た も の 
で , これ に 先立ち 1928 FO [BIAS | ab [FXII 
(1932 年 ) な ど を 含め , 一 つの 谷崎 文学 の ェ ポ ッ ク を 
な す 作 品 群 の 中 で も きわ だ っ て 見 事 な 作品 で ある こと 
は 周知 の と こと ころ で ある . 

谷崎 は この 物語 群 , わけ て も 「 謀 目 物語 」 や 「 春 琴 
Vl (FAM HEM BWC, その 天才 と 長年 の 努力 に 
よっ て , 独自 の 物語 ナレ ーション の 流動 すね る ユニー タク 
な 想像 的 世界 の 構築 と ちい うべ きす ば らし い 手 法 を 編 
みだし た . その 文章 と 会 話 と の は っ きり 区 別 で き な い 
特異 な スタ イル は 読者 を 驚嘆 させ , また , 魅了 し 尽く 
し た も の で ある . Chie REMI Miko Tit, 映 
画 に 演劇 に は な や か に と りあ げ ら れ て 一 世 を 支配 し た 
も の で あり , 主人 公 盲 目 の 購 屋 春琴 に より , 伝承 音楽 
と し て の 筆 曲 三 臣 に お ける 盲人 の 役割 や 優秀 性 が 唱 導 
Sh, 脚光 を あび て よみ が える 感 が あっ た の は , 思わ 
ざる 副 次 的 な よろ と こび で あっ た . 

[RAY] に お ける , わが まま な 女 主 人 公 に 仕え る 
佐助 の 自己 を 減 し て の 女性 へ の あこ が れ , 母性 的 な も 
DAOBRRIL, 谷崎 文学 の 特色 で ある が , 女性 の 内 部 
(HRS TCE COME AR, 今にも くず れ よ うと す 
る 危機 を は らむ 女 の 美 し さき, これ を ささ える 男性 の 保 
護 . その バラ ンス が 作者 の 練 達 の 文章 に あや し く 緊 張 
を 持ち つづ け , 読者 は 引き 込ま れる . これ が 谷崎 の 描 
く 一 連 の 盲目 文学 の 特徴 で も ある . 

春琴 が 凶 漢 に 襲 われ 鉄瓶 の 湯 で 大 火傷 を し , SLB 
の 美貌 も 二 目 と 見 られ ぬ 本 い 容姿 に な っ た と き , 佐助 
に だ け は 顔 は 見 られ た く な いと 願い , 勝気 な か の 女 が 
つい ぞ な い 涙 を 流す . 佐助 は 「 必 ず 細 帯 が か とれ て も お 
顔 は 見 ぬ よ うに 致し ます 」 と 答え , 数 日 後 , 自ら 縫い 
針 で 目 を 突い て 完全 に 両 眼 め しい の 身 と な る . 

「 お 師匠 様 , 私 は めし ひ に な り ま し た . も う 一 生涯 
お 顔 を 見 る こと は ご ざり ませ ぬ 」 と いう と , 「 佐 助 , 
それ は ほん と うか 」 と 一 言 を 発し 長い 間 黙 然 と 沈 思 . 
「 こ の 沈黙 の 数 分 間 ほ ど 楽 し いと き は 生ま れ て か ら は 
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じ め て 」 と 述懐 し て いる . 

「 無 言 で 相対 し つつ ある 間 に , 家 人 の み が 持 つ 第 六 
感 の 働き が 佐助 の 官能 に 芽生 えて 来 て 唯 感謝 の 一 念 よ 
り 外 何 物 も ない 春 克 の 胸 の 中 を 自 づ と 会 得する こと が 
出来 た . 今 迄 肉体 の 交渉 は あり な が ら 師 第 の 差別 に 隔 
て られ て いた 心 と 心 と が , 始め て 終 と 抱き 合い 一 つ に 
流れ て 行く の を 感じ た 」 と , めし い の 2 人 は は じ め て 
「 お 琴 と 佐助 ] の よろ こび を 主 受 する と いう クラ イマ 
ックス に な る の で ある . 

WWD TCAD RZ, 師 区 と し て の 春琴 に あく 
まで 仕え て , つい に 結婚 GE 式 に ) し な か っ た この 2 
人 の 生き 方 . 火傷 を し て か ら , 気 の 弱 く な っ た 春琴 , 
寺 の 7 が の 的 宅見 る 悲し き に , か れ は 春奈 以 上 に ,. 作 
ぎ 仕 える 主として の 春琴 と の 結婚 は 承知 で き な か っ た 
の で あろ うら う . か つて 見 ぬ 不 可 思 議 な うつ くし い 物 語 と 
LC, 当時 の 読者 を 魅了 し 去っ た こと は も っ と ゃ も で あ 
っ た と 思わ れる . 

宜 目 物語 」 は 家人 の 口 を 通し て , 戦国 時 代 の 表裏 
を 語ら せ て いる 作品 で ある . 豊か な 想像 力 と 多面 的 な 
才気 と 鋭い 官能 の 働き , それ に も まし て た ぐい な い 構 
想 力 と で , 強い 個性 を 通し , 打ち だ され た 精力 的 な 文 
学 と で も いう より ほか は な い . その 文章 も また その 内 
容 に あふ さわ しく, DELVE CCB HA OMIT 
放 な 筆 ラ 勢 は 全編 に 充満 し , し か も , 何と も いえ ぬ 独 特 
の ね ば り 強 さき を も っ て いる . か つて な い 作 品 と し て 知 
られ て いる . 

「 両 眼 を う し な ひま し た の は 四 つ の と き と 申 すこ と 

で ご ど ご ざり ます . は じ め は 物 の か た ちな ど ほ の ぼ の 見 

えて を り ま し て , あぁ み の 潤 の 水 の 色 が 晴れ た 日 な 

ど に ひと み に 明 う 映 り ま し た の を 今 に 覚え て 居り ま 

する くら ゐ . な れ ど も その の も 一 年 と た た ぬ あ ひだ 

に まつ た くめ ぬ め し ひ に な り ま し て , か み し ん じん も い 

た し まし た が な ん の きき めも ど ざ り ま せん な ん だ 」 

(冒頭 の 一 節 ) 

(ae) 意 井 栄 の 文学 に は に じみ で る あたたか さ 
と ヒュ ー マ ン な も の が 常に 人 買い て いる こと と は , 「 二 十 
四 の 瞳 」 で よく 知ら れ て いる . この 作者 が 実際 に その 
妹 の と ころ に 生ま れ た 目 の 悪 い 娘 を , わが 子 の よう に 
愛し 育て , 現在 音楽 を も っ て 立派 に 身 を 立て て いる と 
開く . その 体験 が 強く うち だ され て , 一 連 の 盲人 を 扱 
っ た 作品 群 か ある こと は , 「 雨 夜 の 星 | の 一 部 が テレ 
ビ で 放送 され て 知ら れる よう に な っ た だ た. この 作品 に よ 
っ て , 初め て 日 本 の 文学 作品 の 中 で , BAIL TAR 
と し て 誕生 し , 育っ た と いっ て も よい の で は な いか と 





さえ 思わ れる . 広く て 深い 母 の 愛情 を も つ 作 者 な れ ば 
こそ , 作 中 の 人 物 , こと に 盲目 の 娘 が , か の 女 の こ と 
ば を 借 り れ ば, 「 私 の 体温 で あたため て いる 」 た め に , 
その ぬく み が 読 者 の 胸 に ほのぼの と 伝わる の で ある . 

[KOR |, (HHI, 「 赤 い ス テッ キ 」 な ど と いう 5 
作品 は 目 の よ く 見 えな い 妹 と 兄 の 2 ADEs CWS HK 
し い 日 常 生 活 を 素朴 な こと ば で 展開 され , 生活 の 背景 
に ある ペー ソス を に じみ だ させ て お り , 何と も いえ 
ぬ 親 近 感 を も っ て 読者 の 胸 の 中 に は いっ て くる . それ 
で いて 正しく 善い 人 間 , 心 の あたたか い 人 間 を お び や 
か す 悪 魔 , た と えば 戦争 や それ を た くらむ 人 間 な ど に 
対し て は , 1 歩も る 退 か ぬ と いう 強 さ を も っ て 臨ん で い 
る , そん な 作品 で ある . 

「 雨 夜 の 星 ] (1959 年 ) は 18 の 短編 か ら 成 立っ て い 
る . 先天 性 白内障 の 盲目 の 未 娘 小 織 に 注 が れる 果て し 
な い 母 の 心労 , 妹 の 不幸 に 共に 傷つき な が ら そ れ ぞ れ 
こ 育 っ て ゆく 上 兄 姉 . 肉親 愛 の 極致 を 描い て 胸 せ まる 感 
動 の 名 編 で ある . 

夫 の 出征 中 に , 生ま れ た 娘 小 織 の 目 が 見 えな いこ と 
を 隠し て いる 「 オ ル ゴ ー ル 」. 

5 蔵 の 小 織 を 京都 の 盲 学校 の 幼稚 部 に 入れ よう と し 
て , お ば あさ ん の 猛烈 な 反対 に あう 「 空 は 晴れ た り 曇 
っ た Teale 

いよ いよ 雑司 ヶ 谷 の K 大 附属 の 盲 学校 幼稚 部 に 入園 
TS BOP]. 

3 年 生 に な っ て の 小 織 の 学校 生活 .。 ピ アノ も ある 家 
を 買っ て くれ と いわ れ , 山 を 売っ て で も 買い た いと 思 
oe harika mee 

BRIT oC SEW E [THis bbeAksT 
ンマ を 教え て くれ る そう で す も ん ね . 苦労 な し で す 
bl] と いわ れ , 小 織 の 将来 を あん まとい われ , 何と か 
あん ま 以 外 の 職業 を と 考え ん ,。 ピア ノ は 買え な い の で ズバ 
イオ リン を 教え る 「 荷 物 」. 

盲 学 校 へ 行っ て いる 妹 が ある の で 結婚 の 妨げ に な っ 
て いる こと と で 悩む 兄 姉 を を ん が く 「 静 か な る ざわ めき 」. 

手術 で 斜視 が な お っ た 小 織 は みん な に 厄介 は か け な 
い . 佳 み こみ で 接 摩 さ ん の と こ に 行け ば , ちち に いな 
くっ て いい ん だ も ん と 泣く 「 サ ンマ の 季節 」. 

小 織 を 別 扱い し な いこ と が , 結局 一 番 小 織 を よろ こ 
ば せる こと が わか っ た と 兄 姉 は MD. 年 ご ろ の 小 織 
19 歳 . 目 の わ る い 相 沢 さ ん と の 結婚 を 急ぐ . Dio 
だ た だめ に ゃ も それ が よい と 思う 「 雨 夜 の 星 」. 

こう いっ た 短編 で , 盲 学校 や 盲人 の 周辺 が 生き 生き 
と 描き だ され て いる 作品 で ある . 


118 盲人 を 取扱 っ た 作品 











[翻訳 文学 ] 盲人 が 登場 する 外国 の 文学 の うち , わ が 
国 の 若い 人 た ち に 愛 読 され , 深い 影響 を 与え て いる の 
は , アン ドレ ・ ジ イド (Andre Gide, 1869~1951) の 
「 田 園 交 響 楽 」 (1919 年 ) と いえ よら. 

日 本 の 文芸 の 中 で あざ と く 無 遠 肉 に , 時 に は し つこ 
い ほ ど め し い の 人 た ち を 冷笑 し , それ で な けれ ば ぢ や 
み と 神 秘 化し , オー バー ラッ プ し て た た える 態度 に は 
鼻 も ちな ら め ぬ 後 進 性 を 感じ させ られ る . と こと ろ が , こ 
れ ら 西欧 の 作品 が , 人 間 と し て の 理解 の 深 さ , 単に あ 
われ みや 単純 な 同情 か ら 1 BR CAR TABI と し 
て 扱っ て いる 態度 に は , 読後 の さわ や か さ に 判然 と し 
た ちがい を 感じ させ られ る . 

わが 国 で は 1934 (昭和 9 ) 年 に 堀 辰 雄 の 協力 を 得 て , 
神 西 清 が 訳し た も の が 広く 読ま れ て いる . 

この フラ ンス の 作家 , HAA, わが 国 で は 「 狭 き 
PA, 「 背 徳 者 」, 「 に せ 金 づく り 」 な どの 作品 に よっ て 
よく 知ら れ て いる が , 肉体 と 霊魂 , 個人 と 社会 , 自己 
解放 と 自己 犠牲 , 個人 と 社会 な どの 相克 する 苦悩 を 表 
現し , 断片 的 な 真理 を 通じ て , 真理 に 近づこ うと し た . 
その 後 , 思想 的 に 変動 し た が , や が て ヒュ ー マ ニ ズム 
を めざし , 二 典 美 に 近い 作品 を 書く よう に な っ た . 第 
1 次 大 戦前 後 の 動揺 する ョ ー ロ ッ パ の 精神 界 を 代表 す 
る 作家 と し て , 当時 の 青年 層 か ら 熱 烈 な 支持 を 受け , 
1947 年 ノー ベル 文学 賞 を 受け た .「 田 園 交 響 栄 」 は , 
雪 に 始ま り 雪 の な か に 終る 北 ス イス の 小さ な 村 の 牧場 
を 背景 に 展開 する 中 年 の 牧師 と 盲 目 の 少女 の 愛 の 物語 
CHS. ここ で 取扱 われ る 宗教 上 : ある い は 道徳 上 の 
問題 より も , むし ろ , 心理 小説 と し て きわ め て 典 味 あ 
る 問題 を は らん で いる . 

牧師 は , か れ が 拾い あげ た 盲目 の 少女 , ジェ ルト リ 
ュー ド に 対し て 抱く よう に な っ た 恋情 に 気づか ず に い 
る . し か し , か れ の 妻 は それ を 見 抜い て いる . その こ 
と に ゃ 気づか な いか れ . と ころ が , ある 日 その 娘 に 恋 
し て いる か れ の 皿 子 が , その 娘 と 結婚 し た いと 申し 出 
る . その 申し 出 が か れ の うち に ひき 起こ す 烈 し い 不快 
の 原因 を 突き と め よ うと は せ ず に , 牧師 は その 息子 の 
申し 出 を 拒絶 し , その 娘 か ら 遠 ざか る よう に 無理 に 約 
束 さ せる . この あたり の 心理 描写 は すばらし く , 実に 
悲劇 的 で ある . 

最初 の 部 分 で , 牧師 が ジェ ルト リュ ー ド を 教育 し , 
その 隠れ た 知能 を ひき 出す た め に , 有名 な 音楽 会 で 
「 田 園 交 響 楽 」 を 開か せ た あ と , 会 場 を 出 て か ら の 対 
話 が ある . 

初め て すばらし い 音 楽 を 開い た か の 女 が ずっ と 黙 り 


つづ け て , 深い 法 層 に も 似 た 感動 に ひ た っ て いる . か 
の 女 は や が て 口 を 開い て , 

「 あ な た 方 の 見 て いら っ しゃ る 世界 は , 本 当 に あん 
な 区 美 UVV の で すず が 7 中 tp め ち ) 

「 あ ん な に っ て 言う の は ? J 

「 あ の ぐる 小川 の ほとり の 景色 タ の よう に 」 

牧師 は すぐ 答え られ な い . そし て し ば らく し て , 

「 目 の 見 える 人 間 は , 見 える と いう 幸福 を 知ら ず に 
いる の 祥 下 | 

「 け れ ど , 目 の 見 えな いあ た し は , 耳 で 聞く 幸福 を 
知っ て ます わ 」 と 叫 な よう に か の 女 が いう . この 感激 
に 歩き な が ら 牧 師 の 腕 に も た れ か か る ジェ ルト リュ ー 
ド . 

父親 か ら 反 対 さ れ た 傷心 の 息子 ジャ ッ ク が 去っ て , 
ジェ ルト リュ ー ド は 牧師 を 愛し て いる と いう . BOA 
アリ ー は ぁ あさ ぎ こ む . そん な ある 日 の こと , 医師 の マ 
ル タ ン が き て , か の 女 の 目 の 手術 が 可能 で ある こと を 
告 び 。 し ば らく 身柄 を 預り た いと いわ れる . 

「 私 の 心 は 喜び に 躍る 筐 で は な か っ た か . し か も , そ 
れ は 名 状 す べから ざる 苦悩 に 重く 沈む 」 

中 年 の 牧師 は 苦悩 する . か れ の 姿 を 見 ず に 愛し て く 
れ た か の 女 に , この 姿 を さら さ ね ば な ら ぬ 悩み . 

「 ジ ェ ル トリ ュー ド の 目 が 見 えて 来る と いう の と, 
私 の 目 は つ お ぶれ そう で す 」 と , た ま ら な い 苦 し み に 悩 
む 牧 師 . そ し て お そる お そる 生ま れ て 初め て し み じ み 
と 鏡 を の ぞ く 牧 師 . 

と うと うら か の 女 の 目 の あ く 日 が や っ て きた .「 だ が 
矢 っ 張り 私 の 不安 が 当たっ た の だ . MEWS こと を 彼 
女 は し た の だ ろう . 彼女 は 私 の 家 で お 祝い の 昼食 を す 
ませ る と , ルイーズ さん の 家 ( 最 近 こ の 家 に お ち つ いて 
Wit) に 帰っ て 行っ た . そし て 間もなく 庭園 に 出 て , 
小川 の ほとり を 歩い て いっ た . そ し て 川 へ お ち た の だ . 
いや 彼女 は 自殺 を は か っ た の だ . 私 は 2 時 間 あ まり も 
彼女 の 枕 許 に すわ っ て , 彼女 の 苦し げ な 呼吸 に 了 征 を す 
ませ て いた . や っ と 彼女 は 口 を 開い た . 彼女 は や っ ぱ 
り ジ ャ ッ ク を 愛し て いた の だ . うわ 言 と 虚脱 状態 が つ 
づき , 明け 方 近く 彼女 は 死ん だ . 電報 で 呼び よせ られ 
だ た ジャ ッ ク に よっ て , 2 人 と も 新教 を す て て いた こと 
を 知ら され だ た . 私 は 泣き た か っ た . けれ ども 私 は , 自 
分 の 心 が , 砂漠 より も ひか ら び て いる の を 感じ て い 
7h 

や さ し い 少女 ジェ ルト リュ ー ド が , 自分 の 存在 が 牧 
師 一 家 に 不幸 を も た ら す こと を 感じ て , 冬 の 川 に 身 を 
投げ る , この 悲し い 結 末 と , 砂漠 より も 乾 か ら び た 心 
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に 泣く こと すら で きめ ぬ 牧 師 の 姿 が 心 に や きつ く 清 純 な 
BYYILVOE CHOBRMANTH< (Fin CHAD. 

と と ろ で , ここ に 狭義 の 「 文 学 ] の カテ ゴリ ー に は 
_ 入ら ぬ か も 知れ ぬ が , 哲学 的 作品 と で も いう か , ド = 
ス ・ デ ィ ド ロ (Denis Diderot, 1713~1784)0 Lettre 
sur les aveugles (盲人 に つい て の 書簡 ) 吉村 道夫 , 
加藤 美雄 訳 が ある . か れ は フラ ンス の 経験 的 唯物 主義 
者 で 百科 全書 作家 と いわ れ , 芸術 理論 家 で あり 昔 命 思 
想 家 と し て 著名 で ある . (DO (HABA OG F 
人 学者 の = ミニ コラ ス ・ ア ンダ ー ソ ン に (この 盲目 の 学者 
は すなわち He 見 な い デ ィ ド ロ の 実は 代弁 者 で ある 
が ) こん な 風 に いわ せ て いる . 

[哲学 者 諸君 , 私 の 手 に 触れ う る 限界 , MAORI 
有機 体 が 見 える 範囲 を 越え て , この 宇宙 の 涯 に 私 と 
と も に 想い を 馳せ , この 新た な る 大 洋 を さま よっ て 
諸君 が ここ に その 手 智 を 讃え て お られ る その 知 的 存 
在 と や ら の 足跡 が その 不 規則 な 波動 の うち に 見 つけ 
得る か を , 探 ね 求め られ る が よい で し ょ う 」. 

この 作品 の 意図 する と ころ は 神 の 因 補 と 恵まれ な い 
家人 さえ , 神 の 加護 を 受け て いる か の よう に 自負 し て 
いる 目 の 見 える 連中 より , いっ そう すぐ れ た 直観 力 を 
bb, HASKROS*REBATEL EA, か れ ら は 盲目 な 
る が ゆえ に , か えっ て 幸福 を 恵まれ て いる こと を 実証 
Li. 神 を 見 , これ を あがめ る こと は , BARD 
いっ そう 容易 で あり , 常人 の 場合 は , 神 を 見 得る と 考 
える こと に よっ て , 逆 に その 姿 を 見 失う こと を 風刺 し 
で いる 。 デ ィ ド ロ に と っ て は 直接 経験 し た こと の な い 
神 の 存在 は 無視 し て も , われ われ の 幸福 は いっ こう に 
減少 する わけ で も な か っ た か ら で あ ろう . (赤阪 一 ) 


伝記 


会 津 藩 出身 の 広沢 安 任 の 「 近 世 盲 者 鑑 」 (1889 年 , 
博文 社 ) は 収載 人 物 も 少な く , 記事 も きわめ て 簡略 で 
ある が , わが 国 最 初 の 盲人 列伝 で ある . 次 いで 石川 二 
SEO [AWA] (18904F, 自家 出版 . 1892 年 
増補 版 , 普及 社 ) が 出 た が , 著者 は その 人 後 も 資料 の 収 
集 に 努め , 「 本 朝 盲 人 伝 」 (1919 年 , 文部 省 普通 学務 
局 ) を まとめ た . 内 外 の 盲人 を 網 維 し て いる の は 東海 
mk (Se) の 「 世 界 盲人 列伝 」 (1932 年 , 柴 守 明 
刊 ) で ある が , 邦人 関係 は 主として 石川 二 三 造 の 資料 
に 基づい て いる . CO, 村上 久吉 TSE] 
(1943 年 , WCRI) や 宮沢 栄 晴 「 明 治 以 後 の 盲人 傑出 
者 伝 』 (1956 年 , 自家 出版 ) も ゃ 参考 に な る . 


唐 招提 寺 CRE) の 開山 鑑真 の 伝記 に は 安藤 更生 
「 鑑真] (1958 年 , 美術 出版 社 ), 石田 瑞 磨 「 鑑 真 
その 思想 と 生涯 」 (1958 年 , 大 蔵 出 版 株 式 会 社 ), 安 
藤 更 生 「 鑑 真 大 和 上 伝 之 研究 」(1960 年 , FLA), 安 
藤 更生 ・ 亀 井 勝一 郎 編 「 鑑 真 和 上 」 (1963 年 , 春秋 
社 ), 安藤 更生 「 鑑 真 」 (人 物 叢 書 146, 1967 年 , 吉 
川 弘文 館 ) な ど が あり , また 唐 招提 寺 に 関す る 刊行 物 
は すべ て 参考 に な る . 海老 沢 Ai [RRS Ris 
ー 一 日 本 人 伊 留 満 ロ レン ソ の 足跡 を 辿り つ ゝ 」 (1942 
年 , 東京 堂 ) は 初期 キリ スト 教 の 伝道 に 功 病 を 残し な 
が ら , 江戸 幕府 の 弾圧 政策 の 影響 で 国内 に は ほとん ど 
資料 が 見 当たら な い p レン ソ (日 本 名 不明 ) の 事跡 を 
まとめ て いる . | 

gree bret rzbHSRIUM—OfRact UTR, 小 冊 
子 で ある が , 島田 筑波 「 江 島 神社 と 杉山 検校 (1935 
年 , 県 社 江島 神社 ) と 河越 恭平 「 杉 山 検校 伝 ] (1959 
年 , 杉山 検校 遺 徳 顕彰 会 ) が 刊行 され て いる . WA 
郎 兵 衛 「 茶 人 鷹司 輔 信 」 (1963 年 , リー チ ) は 異色 あ 
る 盲人 の 伝記 で ある . 

盲目 の 大 学者 境 保 己 一 の 伝記 に は 通俗 的 な も の が 多 
く , 長谷 川 天 渓 「 培 検校 ] (少年 読本 第 47 編 , 1902 
年 , 博文 館 ), 杉本 文太 郎 「 境 保 己 一 」 (1902 年 , 金 
ARSE 株 式 会 社 ), 阪本 百 次 郎 Ca Om 先生 」 
(19124, 農村 之 青年 社 . 1928 年 , 温 故 学会 ), FR 
弥三郎 「 境 保 己 一 言行 録 」 (偉人 伝 研 究 第 75 編 , 1912 
年 , 内 外出 版 協会 ), ATA RRO] (読本 の 
読本 第 2 編 , 1924 年 , 執行 文庫 ), AAS aC 
の お 話 」 (1928 年 , Hikes), 清水 精 作 「 坊 保 己 一 
先生 の お 話 」 (1929 年 , HS), 大 野 武 男 「 少 年 増 保 
己 一 伝 」 (1929 年 , 大 同 館 書 店 . 1937 年 新版 , 同店 ), 
市 村 宏 「 境 保 己 一 の 生涯 」 (1946 年 , 日 本 書院 ), 山県 
長州 「 盲 目 の 大 学者 増 保 己 一 と 群 書類 従 の お 話 」 (1956 
年 , 温 故 学 会 ) な ど が あげ られ る が , 本 格 的 な 研究 は 
小泉 秀之 助 「 境 検校 詳 伝 ] ( 徳 育 資料 第 1 編 , 1908 年 , 
埼玉 県 教育 会 ) を は じ め と する . 森 鉄 三 「 物 語 埼 保 己 
— (1942 年 , 三国 書房 ) は 青少年 を 対象 に 平易 に 記述 
され て いる が , 確実 な 資料 の 裏 付 の ある 好 著 で , 太田 
善 暦 「 境 保 己 一 」 (人 物 叢 書 137, 1966 年 , 吉川 弘文 
館 ) と と も に 保 己 一 の 事績 を 概観 する の に よい . Fa 
己 一 の 没後 150 年 を 記念 し て 出版 され た 「 壇 保 己 一 記 
念 論文 集 ]」 (1971 年 , 温 故 学 会 ) は , 現在 の 保 己 一 研 
究 の 水準 を 示す 学術 論文 集 で ある . 

伊勢 (三重 県 ) の 国学 者 本 居 春 庭 に は まとまっ た 伝 
記 が な く , わずか に 桜井 祐 吉 「 本 居 春 庭 多 略 伝 」 (1927 
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年 , BEIRRES) BASE C, [HI SsebeH 112 
巻 6 号 (1906 年 ) は 春 庭 の 特集 号 で あり , 参考 に な る . 

大 作 「 南 総 里見 八犬伝 ] を 執筆 中 に 失明 し た 滝沢 馬 
EO 伝記 に は BREN (あえ ば こう そん ) [HSB 
Ez | (少年 読本 第 5 編 , 1899 年 , ICH), 塚越 芳 太 
郎 「 滝 沢 馬琴 」 ( 十 二 文 豪 第 12 巻 。 1903 年 , 民 友 社 ), 
真山 青果 「 随 筆 滝 沢 馬琴 」 (1935 年 , サイ レン 社 ), 訂 
ARK 「 滝 沢 馬 琴 ] (1943 年 , 三省 堂 ), BARE 
=| (人 物 叢 書 37, 1959 年 , 吉川 弘文 館 ) な どの 単行 
本 の ほか , 雑誌 掲載 の 論文 が 多く ある . 

明治 の 教育 家 杉 浦 重 剛 は 先 所 を 追 慕 し て , その 著 
ACA) 09144, 博 育 堂 ) に 「 岩 垣 月 洲 先 生 」 
を 記述 し た が , 間もなく 「 厳 二 月 洲 |」 (19184, 政 
教 社 ) を 刊行 し て いる . 

大 和 ( 奈 良 県 ) の 姓 信 谷 三山 Ge, AW) に は 西村 
時 彦 「 谷 三山 ] (1908 年, 谷 信 蔵 刊 ), mee Te 
鴻 偽 谷 三山 ] (19304, 自家 出版 ), Af BRA 
三山 」 (1936 年 , 平凡 社 ), 堀井 義治 「 伝 記 谷 = 山 」 
(966 年 , 谷 三山 百年 祭 記念 事業 推進 会 ) が ある . 

実業 家 の 伝記 と し て は 中 西 牛 郎 「 従 六 位 光 村 弥 兵衛 
f | (1894 年 , 光村 家 ) ほか に ARARGAREAS 
「 五代 五 兵衛 (1937 年 , 同 会 ), FARM ASRS 
gl (1918, 自家 出版 ) な ど が ある . 五代 は 大 阪 
市 立 盲 学校 の 前 身 で ある 私 立 大 阪 育 中 院 の 創設 者 , FB 
島 は 福岡 盲 貴 学 校 の 援助 者 と し て 功績 が あっ た . 国政 
な ら び に 地方 自治 貢献 し た 人 物 の 伝記 と し て は , 代 
譲 士 当 選 13 回 の 経歴 を も る つ 高木 正 年 に 横山 健 堂 編著 
「 高木 正 年 自叙伝 」 (1932 年 , 代々 木 書 院 ), 京都 府 
顧問 や 初代 府 会 議長 を 勤め た 山本 覚 馬 に 青山 霞 村 「 山 
本 覚 馬 」 (1928 年 , 同志 社 ), 愛 竣 県 温泉 郡 余 土 村 長 と 
し て 治 績 を あげ た 森 信太 郎 ( 盲 天 外 ) に 石田 伝 吉 「 世 
に も 笑 な る 盲目 村長 と 余 土 村 の 自治 ] (1935 年 , 紋 明 
堂 書店 ) が 出 て いる . 

| 日 本 ライ ト ハ ヘッ ス 四 十 年 史 」 (1962 年 , 日 本 ライ 
ト ハ ウゥ ス ) は 愛 盲 の 使徒 と いわ れ た 岩橋 武夫 の 伝記 と 
も いえ る 内 容 の も の で , 点字 毎日 初代 編集 長 中 村 京 太 
郎 が 盲 界 に 残し た 大 き な 足 跡 を 綴っ た 鈴木 カニ 「 中 村 
京太 郎 伝 」 (1969 年 , 中 村 京 太郎 伝記 刊行 会 ) と と も 
に わが 国 近 代 盲 界 史 の 貴重 な 記録 で ある . 

音楽 関係 で は 藤田 俊一 編 「 初代 萩 岡 松韻 伝 』 (1944 
年 , MA), 同 「 今 井 慶 松 芸 談 ] (1959 年 , 日 本 音楽 
社 ), 吉川 英史 「 こ の 人 なり 宮城 道雄 伝 」 (1962 年 , 新 
潮 社 ) な ど が ある . 内 田 守 人 「 日 の 本 の 問 者 に 生 ( あ ) 
れ て 一 一 『 白 描 』 の 歌 人 明石 海 人 」 (1956 年 , 第 二 


書房 ) は らい 盲 の すぐ れ た 歌 人 明石 海 人 の , また 高浜 
庶子 「 椿 子 物語 」 (1951 年 , 中 央 公論 社 . の ち 角 川 文 
庫 本 に 収録 ) は 隠 れ た 盲 俳人 安積 素顔 の それ ぞ れ 追想 
記 で ある . 

点字 の 考案 者 シイ ・ プ ライ ニテ の 伝記 と し て 今井 秀 難 
編 「 ル イ ・ ブ ライ テ 」 (1961, 神戸 市 立 盲 学校 ), 
大 河原 銘 理 | ルイ ブ プライ テ ュ の 生涯 一 一 点字 の 発明 と 
その 普及 1 (盲人 の 福祉 Ne 5 , 1970 年 , 日 本 ライ トム ハム 
VA), ジャ ン ・ ブ ラン 著 , 沢田 慶治 訳 「 光 の 使徒 み 
イ ・ ブ ライ ュー 一 点字 創案 者 の 献身 的 生涯 」 (日 点 文 
Noll, 1970 年, 日 本 点字 図書 館 ) が ある . AAT 
滞在 し た こと の ある ソ ビ ェ テト 連邦 の 作家 ワシ リー・ テ エ 
ロン シェ ンコ の 足跡 は , 高杉 一 郎 「 盲 目 の 詩 人 エロ シェ 
ン ュ 」 (19564, 新潮 社 ) と 同人 編 「 エ ロ シ ェ ン = 全 
集 」 ( 全 3 巻 , 1959 年 , みす ず 書 房 ) に よっ て 知ら れ 
9 。 

イギリス 文学 史上 に , 不朽 の 名 を と ど め て いる ジョ 
ン ・ ミ ルト ン に 関す る わが 国 で の 研究 の 歩み は , 宮西 光 
雄 「 明 治 百年 に わた る 日 本 の ミル トン 人 研究] (1971 年 
風 問 書房 ) に 詳細 に 論述 され て いる . 研究 の 初期 に は 
マコ ュー レー の Milton の 影響 を 強く 受け , 吉田 直 太 郎 
RR OBA | (1987 年 , 冨山 房 書 店 ), 平井 
広 五郎 訳 Tone! (1890 年 , 河合 文 港 堂 ), 渋江 
Ri w2—- Repti RR) (1890, 共益 社 書 
店 ) な ど が 出版 され て いる が , 1894 年 に は 長沢 説 の 

BSA] が 世に 出 た . その 後 , 徳富 猪 一 郎 「 杜 南 と 
弥 耳 教 」 (1917 年 , 民 友 社 . 1949 年 「 世 界 の 二 大 詩 
人 」 と 改題 し て 宝 雲 舎 か ら 再 刊 ), FEBS [iat 
ン の 生涯 」 927 年 , REE. ODI [EERE 
著作 集 」 第 9 巻 に 収録 ), BRS John Milton (研究 
社 英 米 文学 評伝 義 書 11, 1933 年 , GE), 越智 文雄 
「 ミ ルト ン 人 研究 | (1953 年 , 同志 社 大 学 出版 部 ), OF 
井 正 穂 「 ミル トン 」 ( 新 英 米 文学 評伝 叢書 の うち, 1958 
年 , 研究 社 出版 株 式 会 社 ), 越智 文雄 「 ミ ルト ン 論 考 」 
(1959 年 , BBE), 宮西 光雄 | ミル トン 人 研究 | (1961 
年 , あほ ぼろ ん 社 ), 同 「 映 生 の 殻 一 ミル トン 雑考 」 
(1964 年 , あほ ぼろ ん 社 ), 黒田 健二 郎 「 ミ ルト ン 批 評 
LW) Q971 年 , 風 問 書房 ) な どの ほか , 雑誌 掲載 
の 研究 論文 も 相談 いで 発表 され て いる . 

わが 国 を 3 度 訪れ , 国内 講演 旅行 に よっ て 身体 障害 
者 の 福祉 向上 に 大 き な 影 響 あ を も た らし た へ レン ・ ケ ラ 
ー を 関す る 単行 本 は 少な く な い が , [自叙伝 ・ 体 験 
aL) の 項 に あげ た も の を 除く と, サリ ベン 著 , 回 ミン シテ 
訳 『 ヘ レン ・ ケ ラー が 語る まで 」 (1934 年 , 教文 館 ), 
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Neri [NvYe oro —) (1984, sree), =F 
ER PHARM OK AUY +7 59-—4 (1935 年 , 不 
SE), 沖野 岩 三郎 BANANA + tbo] (1937 
年 , 金星 堂 .。 1948 年 , オリ オン 社 ), 岩橋 武夫 「 ヘ レ 
ン ・ ヶ ラー アルバ ム 」 (1948 年 , 主婦 之 友 社 ), 同 「 へ 
9 ラー 伝 | (1948 年 。 同上 )。 , 同 ベレン * ケ 
ラー と 青い 鳥 」 (1948 年 , 同上 ), 山室 武 責 「 三 重 苦 
の 聖女 ヘレン ・ ケ ラー」 (1948 年 , 東海 出版 社 ), 同 
「 不 屈 の 奉仕 者 へ レン ・ ヶ ケラ ー」 (1955 年 , 富士 文化 
振興 会 ) 佐藤 親 雄 「 身 い 杖 ] (1956 年 , 欠 書 房 ), 
V.W. ブル ックス 著 , 坂 西 志 保 訳 「 へ レン ・ ケ ラー」 
(1956 年 , 時 事 通 信 社 ) な どの ほか , 児童 向き の 伝記 
書 が か な り の 数 に 上 っ て いて , 成人 と 少年 少女 と を 間 
bt, 多く の 人 びと に 愛読 され て いる . な お , 岩橋 武 
夫 ・ 草 川 潤 訳 「 偉 大 な る 教師 サリ ヴァ ンーー へ レン 
・ ケ ラー の 背後 に 秘め られ た 如 十 年 の 血 涙 記 」 (1937 
年 。 省 堂 ) が 「 ヘ へ レン ・ ケ ラー 全集 | (45%) 完 
成 の あと に 刊行 され て いる こと を 付記 し て お く . 


(中 江 義 照 ) 


演出 


宜 人 を 扱っ た 演劇 作品 で よく 知ら れ て いる も の と い 
えば , 歌舞 伝 浄 る り 「 奄 坂 霊験 記 ] の お 里 沢 市 の 夫婦 
愛 物語 を まず あげ られ よう . その ほか 川 止 めこ に あっ て 
大 井川 の 標識 に 泣 きく ずれ る 美女 の 悲恋 物語 [BAA 
aol, 近く は 盲目 の 美 剣士 机 竜 之 助 が 活躍 する 中 里 介 
LIVE [Semel], 小山 内 燕 が 筑 地 小 劇場 で 演出 し た 
坪内 追 毅 の 「 役 の 行者 」, 谷崎 潤一 郎 作 「 春 琴 抄 ] な ど 
が ある . 

Lal, @AEVs CORB HOLL) や 狂言 に お け 
る "座頭 も る の" を 高く 評価 し , また , その 中 に 扱わ れ 
て いる 盲人 和 観 に 注目 すべ き で ある . 

能楽 の 詞 章 と し て の 詳 曲 は 現在 数 百 番 を 数 える が , 
その 中 で , これ ほ と 深 刻 悲 痛 , いや 陰惨 と も いわ れる 
曲 は な いと 思わ れ , FRCHMOLIZ, その 深い 哀 区 の た め 
に 珍重 吟 語 さ れる . この 世阿弥 作 と 伝え られ る 4 番目 
も の , 1 段 劇 能 は , その スト ー リ ー が や ん ご と な い 皇 
子 皇女 の 身 で 姉 は 狂 女 , 第 は 盲人 , し か も , 思い が け 
な い め ぐり あい に , お 互い の 不運 を な げき あっ た が , 
それ も つかの間, むなしく 別れ な けれ ば な ら な いと い 
う 悲 劇 と いう に は あま り に も 悲し くも 痛ま し いも の . 

延 吾 帝 の 第 4 皇子 と し て 生ま れ た 農 丸 の 宮 が , 幼少 
か ら 盲 目 で あり , 帝 は 勅使 清 貫 に 命 じ て 宮 を 逢坂 山 に 





捨て させ る . 宮 は 前 世 の 業 因 を 助け よう と い 29 父 間 の 
ご 慈悲 で ある と , けなげ に も ゎ も あきらめ る . 清 任 が 宮 の 
髪 を そり , りっぱ な お 召し 物 で は か えっ て 盗賊 に 襲わ 
MULE, 貧し いみ の か さと つえ を 差し あげ て , 坂 に 
ひと り 残 し て 都 へ 帰っ て ゆく . OE DICTE > FOOLS 
SOL SICHR YH CHAS THE Y his LICL 
見 られ な い 舞 台 で ある . 

さて 一 方 延喜 帝 の 第 3 皇女 逆 髪 の 宮 は 前 世 の 業 因 で 
お 心 が 乱 れ 髪 が 逆立ち に は えて いる . 狂い で て 花 の 都 
を あと に , 人 逢坂 山 に さき しか か る. ちょ うど その と き 式 屋 
の 中 か ら 巧 みな 琵 替 の 音 が 開 え てく る. 立 寄 っ て 見 る 
と な つか し いこ と に それ は 弟 宮 で あっ た . 

めし い の 幼 いう つろ 心 の 姉 宮 で は あっ た が . Beta 
き 互 い の 不運 を 歌 き 合 う . し か も , な ご り の 尽き な い 
EEMBILI7e US WRSEWD, あま り に も いた ま 
し い 結 末 で ある . 作者 は , お そら く こ の 義 で , も の の 
極 導 示 そ うと し て , 尊い 身分 の 人 を あえ て 大 胆 に 登 
Beet, オー バー な 表現 を し た の で あろ う , 同 巧 異 曲 
の も の と し て , TREK) 「 恋 重荷 ] に お ける 女帝 の 扱 
い が あ る . 作者 の ね らい は その 意味 で 類 を みな いそ の 
プロ ッ ト を 成功 させ た も の と いえ よう . 

虹 丸 が 尊い 身分 で は な いと し て 扱っ て いる も の に 
[今昔 物語 」, 「 平 家 物語 」, 「 源平 盛 衰 記 ] な ど が ある . 
「 小 野 小町 家 集 ] に 初め て 皇子 説 を 示す も の が で て 以 
来 , この 構想 の も の が いろ いろ 扱わ れ て いる . 

能 の 「 景 清 ] これ に 模 し て 歌舞 伎 に 「 日 向 景清 」 別 
名 「 盲 景清 ] が ある . 頼朝 を ね ら っ て 失敗 し , 捕われ 
の 身 と な っ た 平家 の 猛将 景清 は , 思い も よら め ぬ 頼 朝 の 
TARLAC, 自ら 両 上 限 を えぐ り 日 向 国 宮崎 に ゆ 
く と いう 筋 書 で ある 「 詩 若 舞曲 」 の 「 景 清 ] で は 宮崎 
へ 出発 する 際 , 清水 権現 に 参り , その 霊験 に より 両 眼 
が も と の 明 を 得る こと に な る . 自ら 眼 を つぶ す 劇 に 歌 
舞 伝 「 関 東 小 六 今 様 姿 ] (作者 不詳 ) が ある . 元禄 劇 
の 通 有 性 で ある お 家 双 動 も の で ある が , ヒロ イン の 高 
根 姫 が 悪人 に 毒 を 盛 ち られ, 容姿 が 本 く な っ た の を 耶 
じ , 自ら か みそ り で 両 上 限 を つぶ し た が , 有馬 楽師 の ご 
夢想 で 開眼 する と いう 物語 で ある . 間違っ た 度 相 な 仏 
Aids DATO AR, 悪 因 悪 果 か ら 目 が つぶ れ 現 世 
の 善 報 仏 縁 に よっ て 開眼 する と いう 筋 書 の も の が 劇 中 
の 盲人 の 取扱 い の 一 つの 型 に な っ て いる が , 同じ 時 代 
の 能 と 謡曲 と ジャ ン ル が いさ さか 違う BELCHER 
の 様相 を も つも の に 狂言 が か ある, し か も , この 中 に 
座頭 も の ′ と 呼ば れる 一 連 の 狂言 か ある . その 中 で 
扱わ れる 盲人 が , 後代 の 文学 芸能 に 「 盲人 観 」 と し て 強 
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い 影 響 を 呈 え て いる こと に 注目 し な けれ ば な ら な い . 
現在 も る よく 上 演 さ れる も の と し て , THEI ee 
頭 | 「 不 開 座 頭 ] な ど が ある . 

盲人 の 間 の 抜け た 動作 , ずる 賢い 男 た ち に 笑い も の 
に され た り , だ し 抜か れ た りす る 動作 に は , われ われ 
は に が に が し さこ そ 感 じ て も , 笑え な いも の が ある . 
今 こ れ が 上 演 さ れる こと 自体 に 問題 か ある と 痛 慎 さえ 
感じ る の は , あえ て 盲 界 に 関係 の ある 者 だ け で は な い 
で あら う . も と より 長い 時 間 の 経過 の 中 で , その 折 , 
その と き の 時 代 感 覚 に 村 え て きた の で あれ ば , あな が 
ち 現 代 の 感覚 だ け で これ を 解 収 する の は 確か に 危険 で 
ある と 思わ れる . 能 狂 言 の 評論 家 横 道 万 里 雄 も 「 作 品 
の 生ま れ た 環境 を 忘れ る 危険 も ああ る と 同時 に , 単に 過 
去 の 産物 と し て , 史料 的 に ば か り 扱 っ て , 現代 の 舞台 
的 生命 を 見 落す 誤 ち も ゃ お か し や すい . よく よく 注意 し 
な けれ ば な ら な い 」 と いっ て いる . 

不具 者 を いじ め て 笑う こと は , 現代 人 の 感覚 と し て 
どう し て も な っ と くく できない が , それ が プリ ミ テ ィ ー 
ブ な 庶民 の あけ すけ な , むし ろ , それ な れ ば こそ , B 
人 座頭 た ちと の 健康 な フラ ンク な 接触 を , そこ に くみ 
と れ ぬ とこ と は な い . た し か に , 中 世 庶 民 の 健康 な いぶ 
き が , その 中 に 脈々 と 感じ と られ る . 

も と も と 「 話 し こと ば 」 で 書か れ た 劇 で ある こと が 
「 狂 言 」 の 強み な の で ある が か が , それ だ け に , 耳 で 開い 
て いて 大 部 分 の 人 が , それ と わか る の で , 「 座 頭 も 
の 」 の 不快 さき が , た ま ら な いも の と し て 感じ られ る の 
で ある . 単に 身体 障害 者 や その 周辺 の 理解 ある 者 の ひ 
が みみ と し て は , 済ま され ぬ も の が 残る の で ある . ここ 
に その 見 本 と し て 「 猿 座頭 」 を 紹介 し よう . 

勾当 が 妻 と ぁ た り で 清水 寺 へ 花 を 見 に ,。 いや , か 
(HL) いで 楽 し み に で か け , 酒 筒 を 開い て 花見 を 楽し 
te. 折 か ら 猿 引き が 現われ , 「 馬 鹿 な 奴 , めく ら が 花 
見 を し て いる . 見 えも せ ぬ の に 」, THITEO 美しき 
( こ 「 あ ん な 美しい 女 を めく ら に 添 わ せる の は AL 
Wl] と 妻 を くど く . 中 座 す る の で いぶ か し く 思 っ た 勾 
当 は 妻 を ひも で 肛 に 結ぶ . 猿 引き は 妻 に 夫 が 琵琶 を 弾 
く よ う に 仕向 けさ せ , その 間 に 妻 と 猿 を 替え て ひも に 
結び つけ , 猿 引 き は まん ま と 妻 と 手 に 手 を と っ て 逃げ 
る . 猿 と まち が えて 引 寄 せ た は ず の 妻 . 顔 や 手 を ひっ 
か か れ , 「 痛 い 助 すけ て くれ 」 と と ころがり ながら 猿 に 追 
っ か けら れ , 橋 掛 を 逃げ る 勾当 . こん な 筋 書 が 座頭 も 
の と いわ れる 狂言 の 典型 的 な も の で ある . 

[AS eee NS, 沢田 正二 郎 が 率い る 「 新 国 劇 」 に よ 
っ て 劇 化 され , ヒー ロー 形 目 白 顔 の 美 剣士 机 竜 之 介 が 


いい 放つ せり ぁ ふ 「 目 は 見 え ず と も 心 の 目 が ある 」 EV 
2 名 文句 は 一 世 を 風 び し た も の で ある . [ERE 
化 衆生 」 仏教 の 理想 を 描い て 修 維 の 世界 に うごめく あ 
さま し い 人 の 世 の 業 を 説き , 救い の な い 人 びと を 描く 
款 教文 学 と いえ ば いえ る 著者 独自 の 芸術 作品 を 原作 と 
し た も の で ある . 

余談 で ある が これ 以 後 ニ = ヒル 剣士 の 像 は チャ ン バ ラ 
英雄 の シン ボル と し て , 堀田 隼人 (赤穂 浪士 ), FPF 
左 膳 , 新納 鈴 千 代 ov RY) と ひき つが れ , 戦後 
の 眠 狂 四郎 に いた る の で ある . (赤阪 一 ) 


映画 


文学 で は 盲人 を 1 個 の 人 格 と し て 扱っ て いる の に 対 
し , わが 国 で は 特異 な 人 間 と し て 散 し て 遠ざけ る か , 
ある い は 回 阿 弥 も の の 中 に 描き 出さ れる よう な 悪 ど い 
座頭 と し て 扱わ れ て いる . この こと は 映画 の 世界 で も 
同じ よう に いえ る . 

「 ラ プ ソ デイ ・ イ ン ・ ブ ルー」 の 盲目 の 黒人 歌手 と 
古 児 の 美しい ヒュ ー マ ン リレー シュン や , 近く は 「 い 
つか 見 た 青い 空 ] に 描か れ た 黒人 青年 と 盲 少女 の 純真 
な 愛情 , その 魂 を ゆる が す 美 し い 愛 の 姿 , 人 種 と 形状 
を 異 に し た 者 が それ を 超越 し て の あたたか い 人 間 の 愛 
情 , この 映画 を 見 た 者 は 映画 が 終っ て も し ば らく は 席 
を 立つ こと も で き な い ほど に 深い 感動 に 打 た れ た よう 
で ある . 

日 本 映画 に 出 て くる 盲人 の 取扱 いか いつ まで も "お 
涙 頂戴 ′ の 域 を 出 な か っ た り , 相 も 変 も ら ぬ 「 座 頭 市 」 
の スー ペー 居合 い 抜 き 殺 和信 コン クー ル だ っ た りす る 
の と , お よそ 比較 に も な ら ぬ の は , 彼 我 の 人 間 観 , 身 
体 障 害 者 に 対す る 理解 が 根底 か ら 異 な る た めで ある . 

日 本 の 映画 で 盲人 を 描い て 感動 を 与え た も の は 谷崎 
油 一 郎 の 「 春 琴 抄 ] を 映画 化し た 「 お 琴 と 佐助 |] で , 
お 球 を 演じ る 田中 絹代 の 好演 技 は 今 も な お 語り 草 に な 
っ て いる . これ は 原作 が すぐ れ て いる こと も さる こと 
な が ら , 田中 絹代 が 春 末 そ の 人 と な りき っ た すばらし 
い 作品 で , 映画 史 に 長く 名 を 残す る の と いわ れ て い 
2 

これ に 次 いで , 作 の 出来 不 出来 は と も 角 と し て , 和 
波 孝 補 本 人 が 出演 し た 山本 冨士 子 共演 の 音楽 映画 「 い 
つか 来 た 道 」 の 美しい 甲州 略 衛 園 の 風物 を 背景 に , 全 
編 を 流れ る 天才 盲目 音楽 家 和 濾 の バイ オリ ン の メロ デ 
ィ は すぐ れ だ た も の で あっ た . 

あと 味 の 悪 さき は な ん と し て る も 劇 化 され , 放送 の 際 も 
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そう で あっ た が 「 不 知 火 検校 ] に お ける 極悪 非道 , 金 
と 名 誉 稚 の た め に は 何で も や うっ て の ける 「 め ぐら 根 
— 時 代 
や バッ ク グ ラウ ンド を 忘れ て , 現代 の 盲 人 像 に オー バ 
了 

現在 , MBL SALW 2k, だ れ で も 連想 する ー 一 
と いう より , すぐ 結び つけ る の は , 一 連 の 「 座 頭 市 も 
の 」 で ある . この 製作 会 社 の ドル 箱 で , 遠く 香港 や ア 
ジア ー 円 に 輸出 され , 「 め くら の 剣 法 」 は 今や 海外 で 
も 大 流行 を きわ め て いる と いら.「 座 頭 市 海 を 渡る 」 で , 
江 く れ 馬 喰 相手 に 勝 新太郎 の 座頭 市 の 居合 い 斬り は , 
な る は ほど 見 て お も し ろく 胸 が すく ぐも の で あり , 最後 の 
ヤマ 場 は , 弓 や 手 や りな どの 飛 道 具 を 持っ て 乗 込 ん で 
くる 多く の や く ざ を 迎え 討っ て 全部 斬り 倒し て し まう 
西部 疫 タ ッ チ の 座頭 市 の 新手 居合 い 斬 り . も ちろ ん , 
この 座頭 市 は 「 人 の た め に 自分 の 命 を か け て 戦い は し 
な い . た また ま , 市 が 自己 防衛 の た め 悪 人 た ち を 斬っ 
た こと が , 同時 に 人 びと の た め に も な る 」 と いう 人 斬 
り 哲学 を も っ て お り , 「 悪 人 た ち が は び こ り , BAK 
ち は そ の 悪事 を 黙認 し て いる の が , 市 に と っ て は 歯 が 
ゆく < く 悪 に 立ち 向かわ せる の だ 」 と この 映画 の 脚本 を 書 
いた 新藤 兼 人 は 述べ て いる . 初期 の 座頭 市 も の が 単に 
主人 公 を 「 め くら 」 に し て , 独特 の 居合 い 斬 り で 大 向 
こう を ね らら 新 機軸 を 開い た の が , WUT DO ROR 
に 訴え る も の を めざし て きた と ころ に 進歩 が 認め られ 
る . 「 座 頭 市 物語 」 の 原作 者 子 母 沢 宮 が 説く と ころ に よ 
Sk, あの 「 天 保水 溶 伝 ] に 名 高い 飯岡 助 五 郎 の と こ 
ろ に いつ の こと ころ から か 流れ 込ん だ 風来坊 に 家 目 の [市 」 
(市 さん ) と いら の が あり , 人 を 斬っ た こと は な い 
が , すばらし い 居合 い 斬り を 示し て , 若い 者 の けん 
か の 場 な ど で , な みい る 連中 の ど 肝 を 抜い て その 場 を 
お さめ る と いら, いわ ば けん か 場 の 仲裁 を , 無類 の 居 
合い 抜き で つと め て いた 無 気 味 な 存在 で あっ た 実在 の 
人 物 を , モデ ル に し た と いう . 惹 の いい 盲人 が 居合 い 
抜き に 卓 抜 し た 腕 を 見 せる と いう こと は あり 得る こと 
で あろ うら うし, この 種 の 名 人 芸 は 映画 化 さ れ た 「 大 立 麻 


峠 」 の 机 竜 之 助 に も 見 られ る . 60 eG te) 
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総 画 


古来 , 盲人 を 描い た 絵画 に は , 絵巻 や 絵 伝 に 現われ 
ALEREMUIMNL, 大 津 絵 を は じ め 大 部 分 が いわ ゆる 
「 座 頭 」 を 戯画 化し , Fil 
軽 化 し た も の や , 軽傷 , 
あわ れ み を 誇張 LEB 
も の な ど が 多い の は , そ 
の 基礎 に な る 概念 は , 狂 
言 が 扱っ た 盲人 に 始ま 
FOUN. 6 折衝 0 

大 津 絵 餅 に 「 大 津 絵 」 の 
「 座 頭 の 偏 を 吐 (くわ ) 
へ る 犬 ]「( め くら と も い 
われ る )」 の 図 を 歌 っ て 
「 座 頭 の みん ど し を 犬 ヵ 
く は へ て びっ くり 仰天 
し , 杖 を ば ふり 上 ぐる 」 
と いっ て いる . めく ら 減 
法 に つえ を 振り まわ す お 
わし る き を と ちえ た みかみ) 
カチ ュ ア で あめ る うう や ず が 0 
れ に し て も あま り 愉 快 な 
も の で は な い . LOA. 
で , 盲人 を 描い た 絵画 で | 
有名 な も の に は , Pe 
画伯 が 描い た 盲目 の 詩人 | 
Pe a eo oe ti パー ジラ 
の 肖像 画 が ある (Hw | 
京 近代 美術 館 所 蔵 ) . 
中 村 は 1920 (大 正 9) | 
£2 0 8 ABNG ss eo ot 
ュ の 肖像 画 を 描き , 同年 秋 の 第 2 回 帝 展 に 出品 し , 
躍 画壇 に 肖像 画家 と し て の 地歩 を 占め た . 1922 年 , パ 
リ の 日 仏 交換 美術 展覧 会 で も 好評 を 得 , この 年 , TH 





大 津 絵 の 座頭 
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美術 院展 覧 会 審査 員 に 任じ られ た . WAYADAER 
邊 な 肉 い ろ と が 画面 を 支配 し , 清 有 で どこ と と な く 超 世 
間 的 な は て し な い 情 感 が に じみ 出 て いて , 前 に 立つ 者 
に ほ の ほ の と し た 愛着 を 抱か せ ず に は お か め ぬ 画 で , そ 
の 繊細 な タッ チ に は フラ ンス が 生ん だ 巨 華 ルノアール 
を 思わ せる も の が ある と いわ れ て いる . 日 本 の 肖像 画 
PORVECHS. この 「 真剣 な 画家 」 中 村 は 1924 (大 正 
13) 年 , その 画 才 を 惜 ま れ な が ら 若 く し て 世 を 去っ た . 
外国 で は , よく 衣 音 楽師 の 姿 を 描い た すぐ れ た も の 
が ある . イギリス の ロイ ヤル ・ ア カ デ ミ ー の 院長 で あ 
ら 57 ジョン" イペ レル トド に RI レー ン の IO だ 少 
や , サー・ ダ ビッ ド ・ ウ ィ ル キー の 「 盲 楽師 ] な ど は 


すぐ れ て いる . (赤阪 一 ) 
彫刻 


盲 人 を 扱っ た 彫刻 作品 は , きわ め て 少な い . わが 国 
で も 同じ で ある が , 最も 有名 な の は , 何と いっ て も ゃ 奈 
良 唐 招提 寺 の 盲 僧 鑑 真 和 上 の RC, 「 若 葉 し て お ん 目 
DF LIE PE] EWS AROMCEAO LICH bN 
て いる . 會津 入 一 は 「 鹿 鳴 集 ] の 中 で , 

「 と こし へ に ね むり て お は せ お は ほ は てら の いま の す 

が た に らち な か む よ は 」 

と 歌っ て いる . な お , [HER] O Pio, 「 弱 法 
A] は 劇 の 効果 を 盛り あげ る に ふぁ ふさわしく , こと に 
「 弱 法師 ] の 永久 に 開か れ な い 目 も と に 宿る 愛 衝 OF 
も OS の Me の くま WW めし い 
の 表情 を 人 造形 し て いる . 

[鑑真 像 ] 国宝 . 唐 招提 寺 御 影 堂 蔵 . 

材質 寸法 脱 活 乾 深 造 彩色 手 の 部 分 木 心 乾 深 . 紙 

張 修 補 , 彩色 後 補 あ り . 像 高 80.5 セ ンチ 

制作 年 時 鑑真 和 上 居 化 の 年 , 763 (天平 室 字 7 ) 年 

前 後 の 作 と 推定 

天平 時 代 の 彫刻 の 特色 と も いう べき 理想 主義 的 な 造 
形 精 神 を 感じ きせ られ , 全体 に た だ よう お お ら か な 気 
分 は , ま の あたり に 盲 僧 鑑真 を 仰ぐ 思い が する . 鑑真 
は わが 国 の 授 戒 作法 の 不足 を 正す た め に , 聖 武 天皇 の 
勅 を 奉じ て 入 唐 し た 栄 角 ら の 請 い に 応じ て , 渡来 の 志 
を 起こ し 幾 度 か 官 二 の 禁止 と 航海 の 困難 に は ば まれ た 
が , 753 (天平 勝 宝 5 ) 年 , 遺 唐 使 が 帰国 する 船 に 便乗 
LT, わが 国 に きた . 数 度 の 難 毅 の た め つ い に 和 失明 , 
家人 と な り , BROBRAPR EV. EC LITHO 
さがる 高僧 善 知識 で ある . この 像 に その 果 高 な 人 格 が 
まざまざ と 流 露 し て いる こと を 感 得 する . こと に と, そ 


の 静か に 第 し 
Ts FA Ce BW 
何と いう 効果 的 
な 表現 で あろ 
2. 軽く 結ん だ 
その くち びる , 
だ KISS 
の 形 の 中 に , い 
わ ゆ る 法 喜 愉悦 
の 妙 相 を 示現 し 
Gi euuiae te 
神 の 表現 に 成功 
し た 肖像 彫 序 は 
他 に 類 を みな い 
の で は な か ろう 
Ds, [RAKE 





鑑真 の 像 

の 写実 主義 の 極致 と し て 此 像 を 推す に 中 路 し な い 」 
CHER). CORIMBL LW ZAZOC, 手法 と し て 
は 乾 漆 に 近い も ゃ の . 鼻 下 に 胡 粉 で ひげ が わずか に 伸び 
た さま まで 描か れ て いる . (赤阪 一 ) 
[参照 文献 ] 


「 世 界 美 術 全集 」 平 則 社 昭和 4 
@HA— 「 自 往 鹿 鳴 集 」 中 央 公論 美術 出版 昭和 40 
[図録 日 本 美術 」 角川 書 店 昭和 40 


外国 文学 に 見 る 盲人 像 


ここ で 取上げ た 文学 作品 は 著名 作家 に よる 有名 な 作 
品 で あり , な る べく 多く の 時 代 に わた り , し か ゃ , そ 
の 時 代 を 代表 する よう な 作品 で ある . 文学 に 盲人 が か 数 
多く 取扱 われ る よう に な っ た の は 19 世紀 初期 か ら で 
ある . その 理由 は 明らか で な い が , お そら く BATH 
する 関心 と 好奇 心 と が 深まっ た た め と 思わ れる . 

家 人 に 対す る 社会 の 態度 の 変遷 を た どる と 四 つ の 時 
代 に 大 別 さ れる が , それ は 盲人 を 取 巻 く 社会 情況 の 歴 
史 と ゃ 深く 関係 し て いる . 

第 1 期 は 盲人 の 組織 立っ た 教育 が 行なわ れる 前 の 時 
代 で , パリ に 盲 学校 が で きる 1784 年 以前 の こと と で あ 
る . この 長い 期間 に は 偉大 な 家 人 も 出現 する が , BA 
大 衆 に は 何ら 改善 が な され な か っ た . キリ スト 教 が 支 
配 的 で あっ た た だ ため, CRB “IH, LD “BH. 
させ た りす る こと に は 多く の 人 が 反対 し た が , 大 多数 
の 盲人 を 取 巻 く 情 況 を 改良 する こと は 何 $ も な され な か 
っ た . キリ スト 教 の 支配 下 で は , 物 ご い は どん な 場所 
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Ch, 少な く と も 短期 間 は , よい 収入 源 で あっ た . ま 
た , 恵まれ た 少数 の 盲人 の た め に は 施設 が いく baad 
bie. LMA, 理性 と ちほ ュー マニ ズム が 強調 され る 
時 代 が くる まで は , 特記 すべ き 改善 は な され な か っ 
た . その た め 1784 年 まで は 期間 は 長かっ た が , 社会 
の 盲人 に 対す る 態度 に は 目立つ 変化 は 見 受け られ な 
い 。 

第 2 期 は 1784 年 か ら 1873 年 まで で ある . この 期間 
(は きわ め て 重大 な 新しい 変革 が 行なわ れ つつ あっ 
た . その 変革 と は 盲 教育 を 容易 に , か つ 完 全 に する 点 
字 の 発 着 で ある . 点字 は 盲 教育 に 当たっ て いた 先見 の 
明 の な い 晴 眼 者 に よっ て 無視 され そう に な っ た が , 点 
字 の あり が た さ を 知 っ た 盲人 が , それ を 公 的 に 採用 す 
る よう 運動 を 起こ し た . CORR, 1873 年 まで に イ 
ギリ ス , ヨー ロッ ペペ 大 陸 , さら に 点字 に 強く 反対 し て 
いた アメ リカ で も ふも 著しい 進歩 が みみ られ, 同年 に ウィ ー 
ン で 開か れ た 盲 教育 国際 会 議 で , イギリス の アー ミ テ 
ー ジ (T. R. Armitage) が 点字 を 国際 的 に 採用 する よ 
う 提 案 し た . 

第 3 期 は 1873 年 か ら 1914 年 まで . 

第 4 期 は 1914 年 以後 現在 まで で ある . 1914 年 に は 
また 一 の 大 き な 改 善 が な され た . それ は 戦争 に よる 和 失 
明 者 の リハ ビリ テー ショ ン 計 画 で ある . 


1784 年 まで 

西洋 で 最も 早く 文学 上 で 盲人 を 取扱 っ た の は へ ブラ 
イ 文 明 で ある . 旧約 聖書 に は 3 カ所 に 盲人 の 描写 が あ 
る . い 

まず 創世 記 第 27 章 で ある . イサ ク は WE 失明 し 
た. HSA, イサ ク は 長男 の エサ ウゥ を 呼ん で いっ た . 
[わし は 年 を と っ て , いつ 死ぬ ぬか も し れ な い . お まえ 
は 弓 矢 を 持っ て 野原 に 行き し か を と っ て き て , わし の 
好き な 料理 を 作っ て 食べ させ て くれ ぬか . そう すれ ば 
死ぬ 前 に お まえ を 祝福 し て や ろう 」 と. その 話 を 盗み 
聞い た イサ ク の 妻 リ ベ カ は , BOV 2 TICHO MDS 
ある よう に 願っ て いた の で , 父 イ サク を だ まそ うと , 


ヤ ュ ブ に も ちか けた . ヤ ュ ブ は 上 兄 の 体臭 が する よう に 


兄 の 衣服 を 身 に まとい , 手首 や 弟 に や ぎの 毛皮 を つけ 


G, し か の 代り 区 や ぎの 肉 を 圭 っ て 行っ た 。 CORY 


り 行為 は 成功 した. 

イサ ク の 視力 以外 の 感覚 は 正常 で , 知能 障害 も な 
い . かれ は 家長 で あり , 家庭 に 関す る こと が ら は すべ 
て か れ の 裁断 を また な けれ ば な ら な か っ た . そこ で 神 
学者 た ち は こ の 裏切り 行為 が 成功 し た の は , イサ ク が 





だ まさ れる の を 願っ た か ら で あ り , だ まさ れる の が 神 
の 意志 だ っ た か ら だ と 解説 し た . 文字 通り 受取 れ ば , 
育 人 は だ まき され や すい と いう と と に な る し , 失明 と い 

2 事態 は 必然 的 に 他 の 感覚 の 障害 を 引 起 こし , 盲人 の 
集め る 情報 に は 混乱 が 生じ し や すい と いう こと に ゃ も な 
る . その た め イ サク は 人 間 の 毛 と や ぎの 毛 の 感触 の 違 
い を 見 分 け 得 な か っ た し , し か の 肉 と や ぎの 肉 と を 区 
別 し 得 た か っ た の で ある . イサ ク は ヤ ュ ブ の 上 声 と わか 
りな が ら だ まさ れ た の で ある . 百 歩 譲っ て , イサ ク は 
湖 和 SiS7U Gwiicmaie Ay Cy, Vere 7 lem 
だ まそ うと いら 9 意志 の あっ た こと は 明らか で ある . 

ヤ ュ ブ を 死期 が 近づい た ころ 和 失明 し た . ヨセフ の こ 
ども た ち , マナ セ と エフ ライ ム (イサ ク の 孫 ) CHO 
祝福 を 願う と き , 祖父 の ヤ ュ ブ は 日 ご どろ か ら 気 に 入っ 
て いた 第 の エフ ライ ム の 頭 に 右手 を , そし て 見 の マナ 
セ の 頭 に 左手 を の せ た . それ を 見 て , ヨセフ は 「 こ ち 
ら が 長男 で す . 長男 の 頭 に 右手 を の せ て くだ さい 」 と 
訴 々 えた. しかし, ヤコブ は ョ ヨセフ の 要求 に 従わ な か っ 
fe. 

この 話 で の 盲人 に 対す る 態度 は , T+7OGRLB 
分 異な っ て いる が , ヨセフ は 「 父 が 盲目 の た め 間 違い 
を 犯し て いる 」 と 信じ し て いる よう に 描写 され て いて , 
それ に 対す る 解答 は ヤ ュ ブ の 方 か ら は 与え られ て いな 
MG202026 テ エク ララ LM 50 < Fee ONS Cea 
は 語っ て いな い が , ヤ ュ ブ は 神 か ら 愛 され て いた し , 
すぐ れ た 家長 で あっ た の で , 神 か ら 直 接 声 を 聞い て 判 
別 し た と いう 解釈 が 成立 つの で ある . 

次 は 土師 記 第 16 章 で ある . 神 は 盲目 の ナム ソン が 
ダ ゴ ン の 寺 典 を 倒し , ペリ シン テ 人 数 千 人 を 殺し , 自ら 
bED PRE Cigs CHAR EWS LIATBELV GT 
為 を する 性 質 が ある と 信じ し て いる . か れ が 完全 に 孤立 
無援 で あっ た と は 限ら な い . 驚く べき こと だ ろう が , 
も し 目 あ き が や っ て も サム ソン の 場合 と 同じ よう に 和 驚 
SN SSIES OI VC OL SIMIADEKic 
武将 に よっ て な され , な され る と 同時 に 罪 を 犯し た か 
ECHR bh, KHL, 軽 べ つ さ れ , あな ど 
bh, Morte cea KEOW, エホバ に と っ て は 名 蒼 
ある こと だ が , ペリ シテ 人 が サム ソン を 送 込ん で きた 
張本人 だ と 信じ て いる 邪神 デイ ゴン に と っ て は 不 名 誉 
な こと に 違い な い . 

GO ies SPA ツン が 育 人 で あっ た こと 
は ほか に も 特別 の 意味 が ある の で ある . 旧約 の 他 の 個 
所 に も ある よう に , 形 人 は 最も 苦し め ら れ だ た 人, 最も 
悩み 多い 人 と みな され て きた だ た. サム ソン の 話 で も わか 
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る よう に , あの よう な 行為 者 が その 行為 の 報い と し て 
死な ね ば な ら な か っ た の だ か ら , その よう な 人 は 死 を 
切望 する 人 だ と する の は 正しく ない だ ろう か . 

へ ブラ イ 文 明 の 後期 に な る と , Talmud (ユダ ヤ 人 
の 律 法学 者 の 口伝 ・ 解説 を 集め た も の ) が 出典 され 
た . そこ で は 暗 に 盲目 と は 死に 類 し た も の で ある と し 
る され て いる . し か し , 同じ Talmud の 中 に それ と 全 
く 矛 盾 し た 記述 も ある . それ は シー セス に つい て の 話 
CHA. 盲目 の 法律 学者 で ある シー セス は , Talmud 
で は 各所 に 出 て き て , 哲学 , 法律 , 神学 を 論じ る . 話 
の や ま は シー セス の 住む 町 へ 王さま が や っ て くる 場面 
で ある . 町 の 住民 は 仕事 を 放り 出し て 王さま の 到着 を 
街頭 で 待ち か まえ て いる . 書斎 を 出 た シー セス は つえ 
を 頼り に 群衆 の 中 に まじ っ た . | 

Talmud (CRY OF 2% b> OW FAT BOGE Y 
セス On Eni Cie bY eA On 202) 
若者 は 大 声 で わ め き だ し た . 「 こ と ん な 所 で めく DAA 
が 何 を し て いる ん だ . 行列 を 見 に きた の か ね . めく ら 
の Talmud 信奉 者 ./ あっ ち へ 行け ./ その 場所 を 目 
あき に 代 っ て や れ ./」 と. 最初 シー セス は 一 言 も 口 答 
え し な か っ た が , その 若者 が の の し り 続 ける の で , と 
りう. ちの 回 劉 呈 22002 し し つっ 邊 和仁 っ で こら ん 上 
紀 の わ だ し が よく 見 を る か , 目 開き の 君 が よ ょ く 見 を る 
かる の きく の 6 が らい うた 

群衆 は も う 王 さま の 到着 を 待ち 切れ な く な っ た . そ 
こ へ 王さま らし い 華 訳 さ で 飾っ た 行列 が や っ て きた . 
「 王 さま だ ./」 と 人 びと は さけ び , 例 の 若者 も いっ し 
ikke CHES ZOCR medic Se. ty 
セス は 「 あ れ は 王さま で は な い 」 と さと し た だ た. 事実 そ 
の 通り で あっ た . や が て も う 1 台 の 馬車 が や っ て き 
だ ツー BAG Pee EE) Se Ossie 
と さけ ん だ . RE, 王さま が 車 に 座っ て いた の で , 群 
衆 は 大 喜び を し た . 王さま が 通過 ぎる と , 人 びと は シ 
ー セ ス を 激 貰 し た . 中 で も 例 の 若者 は ンー セス に 許し 
を GU IO Cia nes JEON, (EOS Jee 
い 」| と 頼ん だ . 

シー セス は 説明 し た . [エリ ヤ が カル メル 山 に いた 
と き , 神さま は あら し や 地震 や 火災 の よう な と ころ に 
いる の で は な く , 静寂 その も の の 中 に お る こと を , か 
れ は さと っ た の だ . も し 君 が 地 上 の 王さま と 天上 の 支 
配 者 と の 類似 点 に つい て , 聖人 た ち が 語 っ た こと を 参 
考 に すれ ば , わた し が どう らし て 王さま の 到着 を 知っ た 
か が わか る だ ろう 」 と. 

この 物語 の 意図 は , 聖書 や 聖人 の 言行 か ら 得 た 知恵 


(に よる と , 人 間 は 肉眼 に よる より も も っ と 多く の 真実 
を 知る こと が で きる , と いう こと を 教え る Ce あら 
わけ だ が , この 話 の 中 の 盲人 は , 「 つ くり だ され た も 
の | だ と は いち が い に は いえ な い . 現実 に 血 が 通い , 
肉 の ある シー セス の ひら めき な の で ある . この 盲人 は 
WSL, つえ で 歩く こと も し , 耳 も 使い , 理論 的 な 
思考 を する こと も で きる . し か も , か れ の 力 は 神秘 的 
な も の で も $ も 天 か ら 授 けら れ た も の で も な い . も し か れ 
の 学者 に 適し た 才能 が 天 か ら 授 けら れ た も の だ と し て 
b, その 才能 自体 は 晴 眼 者 で も もち 得る 種類 の も の で 
DS. Lol, 晴 眼 者 が 見 えな い の に , 盲人 に は 見 え 
た と いう この 物語 は 何 を 強調 し よう と し て いる か は さ 
CBE, 誇張 で あり , 盲人 に は と に か く 何 も 見 えな い 
の だ と いう 一 般 通念 を 暗 に 示す も の で ある . 

古典 時 代 の 文学 に も 盲人 の 天才 が 登場 し , か れ ら は 
特殊 な ず 能 を も っ て いる . 神 は か れ ら を 和 失明 と いう 9 事 
態 で 罰 し , COR, 特殊 な 才能 を 授け , 部 分 的 な 償い 
を し た の で ある . それ ら の 才能 は 晴 眼 者 で も も て る 種 
類 の も ゃ の だ が , あえ て その 差異 を いう な ら ば , BA 
その 才能 を 盲 で ある た め に こそ 得 た と いう 2 状況 で あ 


る. 神 は 盲人 を あわ れ み , 償い の た めそ の 才能 を か れ 


こ 授け た の で ある . それ ゆえ , 盲人 は その 才能 を 十分 
発達 させ る の に 晴 眼 者 の よう な 努力 を する 必要 は な か 
っ た . 形 目 の た め に 努力 し よう に も で き な い か ら , 神 
が 全面 的 に 授け た の で ある . その よう に 考え て こない 
と , 晴 眼 者 の 全体 的 な 優位 性 と 盲人 の すぐ れ た 才能 と 
を 平等 に みな せな い の で は な い だ ろ うか . 

Homer は 実際 盲人 で あっ た の か , 伝説 上 の こと な 
の か , 判明 し な い が , ギリ シャ , ロー マ の 作家 に よる 
と , 盲目 を 償う た め に 詩 の 才能 を 授け られ た と な っ て 
いる . Odyssey の デモ ドカ ス も 失明 し て いる が , 同 
じ よ うら な 償い 富 受 け IG り ) アイ ィ イア 系 や カレ ツリ 46 
も 予言 者 と し て 了 予言 を 人 間 に 伝 える 術 を 授け られ た . 

失明 は 不幸 な 事態 で ある . し か し , 神 に 償 わ れ て い 
な い 盲 目 は いっ そう 不幸 で ある . Oedipus at Colonus 
に で で くる | コー ラス は , エディ ブス が BAC HSA 
え , きわ め て みじめ な 人生 を 送っ て いた と 歌っ て い 
る . この 劇 で は 盲 は 死 以 上 に みじめ で ある と され て お 
り , また 「 エ ディ プス は 死後 に 償い を 受け , か れ の カカ 
は 死後 肉体 の 埋め られ た 地方 へ 富 を も た ら す だ ろ 2」 
と 予言 し て いる の は 意義 深い こと で ある . OegzZzs 
Rex で は , その 点 は あい まい に (KE, 生き て 盲 で 
ある より は , 死 し て 幸 あ れ 」 と し る され て いる . タ ミ 
リス ふ ゃ 詩歌 で ミュ ー ズ の 神々 に 挑戦 し , 敗れ た た め に 
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失明 する が , 償い を 受け た と は いえ な い . 古典 時 代 で 
は 大 多数 の 衣 人 は 償い を 受け ず , 「 死 し て 辛 あれ 」 と 
いわ れる ほど 生前 は あわ れ で あっ た . 

盲人 を あわ れ む べき 者 と する 理由 の 一 つ は , 盲人 は 
身体 的 に 孤立 し て いる と 信じ られ て いる こと で ある . 
古典 に 登場 する 盲 人 の うち 最も 孤立 無縁 な 者 と し て 描 
か れ て いる の は エディ プス で ある . か れ は 和 失明 後 20 
年 間 も 娘 アン ティ ゴー ネ の 手 を わずらわし , 歩く に 
も , 席 に 行き 着席 する に も , そし て だ れ の 前 に いる の 
か さえ いち いち 教え て も ら わ ね ば な ら な か っ た . BA 
が 精神 的 に も 身体 的 に も 援助 を 得難い こと は , エディ 
プス が アテ ネ の 王 シ ン ア ス に 伝言 を 頼ん だ 見 知ら ぬ 人 
の 返事 に も うか が える . エディ プス は 「 こ の 伝言 が 王 
に と どけ ば , 王 の 手元 に 慕 大 な お 礼 が と どく 」 と 約束 
し た が , 見 知ら ぬ 人 は 「 盲 人 か ら ど ん な お 礼 が も ら え 
る の か ね 」 と せ せ ら わ ら っ た . 

ポリ フェ マス は , 古典 文学 に 登場 する 盲人 の な か で 
肉体 的 に 最も 有 能 な 人 で ある . か れ は 神 か ら 何 ら の 償 
いも 受け ず , 自分 ひと り で 少な く と も 自分 の 洞窟 や そ 
の 前 に ある 広場 で は , 動き 回 る こと が で きた だ た. か れ は 
触覚 で だ まさ れる こと を 未然 に 防い で きた が , も し か 
れ が 完全 に 触覚 を 利用 し て いた ら , AF ay eA 
裏切ら れ 形 目 に は な ら な か っ た だ ろう . 

ポリ ラ ェ マス の 物語 が 主張 し よう と する 点 は , Kh 
か を 失明 させ た 人 は , た と え サ イク ロ プ ス 族 と 同じ ほ 
ど と 邪悪 な 人 を 和 失明 させ て も , Ek, 神 の 意志 の 代行 者 
た 5O6 aie es Se いう ら と で あ 
る . これ は 失明 と いう 事態 が いか に 恐怖 を も っ て み ら 
れ て いた か を 示し て いる . も う 一 つ , この 物語 が 強調 
する 点 は , 盲人 を 冷笑 する 人 も また 祝 せ られ る と いう 
Mets. (20S LSTA vy ADP, = 
だ 目 の 見 えて いた エディ プス が テレ シア ス を 冷笑 する 
場面 に も で て くる . これ は 死者 を 冷笑 し て は な ら な い 
と いう 禁制 と 似 て いる . 

盲人 に 関す る 古典 に は ほとん ど ュ ユー モア が な い . も 


ちろ ん 古典 自体 に は ユー モア が あり , エジプト , ギリ 


シャ , イタ リア に も 盲目 の 道化師 は いた . 中 世 や 近代 
文学 に な る と , 育 人 と ユー モア と の つなが り は 著しく 
Baie CA Ss Wy SOE wee LAA AO 
る ユー モア に 満ち た 反応 が 文学 上 で 広がっ た こと を 意 
味 す る と し て も ゃ , 盲人 が 感傷 的 に み ら れ な く な っ た と 
いう こと を 意味 する も の で は な い . それ は 笑い と 涙 と 
は 表 論 の も の だ か ら で あ る . し か し , それ で も 盲人 に 
対す る 見 方 が よく な っ た 方 で ある . と いう の は , BA 


を 理解 せ ず に た だ あわ れ む だ け で は , 盲人 に マイ ナス 
の 影響 を 与え る か ら で あ る . 

盲人 に 関す る 中 世 文 学 の ユー モア の 良い 例 は Les 
Cent Nouvelles Nouvelles に 見 られ る . ある 大 人 金 持 
の 商人 の 美しい 娘 が ひど い 導 に 苦し ん で いた . EDR 
者 も ゃ 治す こと が で き な か っ た . そこ へ 1 人 の 僧 が 現 わ 
れ , 「 わ し に は 医学 知識 が ある し , 治す 自信 も ある . 
ぜひ その 機会 を くだ さい 」 と いい 出し た . 僧 の 片方 の 
目 は つぶ れ て いた . か れ は 片目 を 患部 に 近づけ , よく 
よく 見 て か ら , 粉 楽 を つけ た . か の 女 は お か し く て た 
ま ら ず , つい に ドッ と 吹出 し て し まっ た . その と き 粉 
楽 は 四散 し , 僧 の 良い 方 の 目 に 粉 が 入り , か れ は 全盲 
(2 aoe Oe ery oa 

(SULA DALIT HIER BER Lie. 娘 の 父 も いっ た ん 
は それ に 応じ よう と 思っ た が , 娘 に 罪 は な く , 僧 が 適 
切な 予防 策 を と っ て お くべ きだ っ だ と いい 測 し た . 父 
は 娘 が 治 れ ば 支払 うつ も り で いた 治療 費 を すぐ 払っ て 
も いい と いっ た . と ころ が 僧 の 方 で は 納得 し な か っ 
fe. そし て 裁判 所 へ 提訴 し た が , 裁判 は 長引き , 判決 
に 達し な いま ま に 話 は 終わ る と いう 筋書き で ある . 

この 例 に みる 中 世 風 の テー モア は , 盲人 に 対す る 態 
度 が 単に 豆 劇 的 で ある と いう こと に は と ど ま ら な い . 
その こと は Lazarillo de Tormes を 読む と さら に と よ 
くわ か る . ラ ザ リ ロ は 貧し い 青 年 で 。 か れ は 盲目 の こ 
じき の 付き 人 に な る . 青年 は に この 盲目 の こと じき に つい 
の MM 中 語 うる 。 

「 天 地 創造 こ の か た , この 男 ほ と 不正 直 で ずる い 人 
は いな い だ ろ う . 生活 力 に 関し て は だ れ よ りゃ も すぐれ 
て いた . か れ は 盲人 の よく や る 癖 が な く , いつ も ゃ 信心 
深い あり を し て お 祈り を し て いる 」. 

また だ た, 「 妊 娠 中 の 婦人 に 男児 を 生む か 女児 を 生む か 
を 予言 し た . か れ を 信じ る 女性 か ら の ご 祈 待 の 依頼 が 
絶え 間 な か っ た の で , 1 年 分 の 収入 を 1 カ月 ぐら いで 
手 に し た . し か し , か れ は 和 驚く ほど けち ん ぼう で , わ 
た し を 餅 死 十 前 まで 追い や り , 必要 以上 に わた し に 物 
を 欲し が ら せ た と. 

ラ ザ リ ロ は 必要 以上 に こじ きか ら 食 物 と 金銭 を 盗ん 
だ . 多く の 機知 の や り と り が 2 人 の 間 で か わ さ れ , 互 
い に い た ずら を し 合う . こじ き が 器 か ら 酒 を 飲ん で い 
る と , ラ ザ リ ロ は こっ そり その 問 に スト ロー を 突 込 ん 
CHART. こじ し き は それ に 気づく と , その 後 は 飲む 
た びに 器 を また に は さ み , その 上 に お うい か ぶさ る . 
ラ ザ リ ロ は こん ど と は 器 の 底 に 穴 を あけ , 飲み 終わ る と 
穴 に ロー ソ ク を つめ て あぁ ふさぐ. こじ き が 飲み 始め る 
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と , ラ ザ リ ロ は 寒い か ら 寝 させ て くれ と 頼み , CUS 
の ひざ を まく ぐら に 寝 こ ろ び , ロー ソ ク が 溶け て 酒 が し 
た た だ たり おち て くる の を 口 を 開け て 受け と め る . CUS 
は それ に も ゃ も 気づき, 器 を ラ ザ リ ロ の 顔 に 激しく 打ち 当 
CE CHUTE お の 0 用 ae: 

1553 年 に で た Hans Sachs の Der Eulenspiegel 
mit den Blinden と いう 有名 な いた ずら 者 に つい て 
の 物語 は お も し ろ い . ある 寒い 日 に オイ レン シュ ピー 
ゲル は , 3 人 の 代 し い 盲 人 に 路上 で 会 い , [CARE 
い 日 に どこ へ 行く の か ね . 家 に 帰り な さい 」 と さと し 
た だ た. 最初 に 口 を 切っ た ロア ー ル ( 他 の 2 人 は ルー ドレ 
EUS ARIES) Te Awe Ce aa 
oi] fare, 2 — pve ECA fo Cuvee 
MW, BRS, Gee we Rad Uses ct SAAC 
事 』』 と いつ だ MM ポイ レル ン ン ee =e Vile 
ゲル シャ イム に ある 旅館 に 行け ば お 金 で 食事 も でき, 
暖まる こと も で きる し , 休息 も で きる 」 と 教え た . か 
れ が お 金 を 与え よう と する と , 3 人 の 盲人 が それ ぞ れ 
手 を 出し た の で , か れ は 何 も 与 ん な か っ た . と ころ が 
3 人 の 盲人 は , 自分 の 手 に は 渡ら な か っ た が , 他 の だ 
れ か が お 人 金 を 受取 っ た も の と 早 の みこ みみ し, オイ レン 
シュ ピー ゲル に お 礼 を 述べ た . 

旅館 の 主人 は , 最初 か れ ら の 宿泊 を 拒ん だ が , か れ 
DAS | お 金 は ある 」 と いっ た の で , か な り の も て な し 
を し た . いざ 支払 い の 段 に な る と , 3 人 の 盲人 は それ 
ぞ れ 「 お れ は 持っ て いな い が , ほか の だ れ か が 持っ て 
WADE ZIG. CE GS URGE, NS P47 
ソ ツ キノ RE ボウ EOD) A, SOs 
の 罪状 を あ ば い た . 主人 は 3 人 を ブタ 小屋 に 放り 込 
み , か ぎ を か けた . 間もなく オイ レン シュ ピー ゲル が 
現われ , また また トリ ッ ク を 使い , 育 人 た ち を 解放 し 
ee 

さて , 盲人 を ユー モラ ス に 描写 し て いる 作品 以外 の 
作品 に 話 を 戻 そ う . 16 世紀 の ノル マン の 話 で , 1845 
年 の “Chamber's Edinburgh Journal” に 掲載 され た 
The Blind Man of Argenteuil に つい て HAD. FE 
人 の こじ き で ある ガー バイ ス が ある 日 さび し い 道 を 1 
人 で 歩い て いる と , うめ き 声 と 重い 荷物 を 背負 っ て よ 
ろ め き 歩 いて いる 人 の 足音 が 聞こ えて きた . その 男 は 
うめ き 声 は か れ が 背負 っ て いる 病人 の 声 だ と 弁明 し 
だ そし て , (EWC PEW ewok le Camere. 
CINE Cl OE CHIC Etotaleiepieasico 
an ahi wk 

ガー バイ ス は その 声 を 頭 の 奥 へ し っ か り 刻 みこ ん で 


お いた . か れ は 和 失明 以後 , 神さま の お 力添え で か , 聴 
力 が きわ め て よく な っ て いた だ た . 殺人 犯 の 裁判 で , ガー 
バイ ス は 証人 台 に 立ち , 19 人 の 容疑 者 の うち か ら 例 の 
男 を 選び 出し た . 容疑 者 は 盲人 に 暴露 され , つい に 自 
Aux. 
も し 犯人 の 自白 が な く Ch, MHMABADREe 
認め た だ ろう か . きわめ て 微妙 な と こと ろ で ある . BA 
が 声 を どん な に 強 烈 に 印象 づけ よう と も , か れ の 証言 
を 確実 な 証拠 と し て 取上げ る こと は 信じ られ な いこ と 
だ っ た 、 し か し , Beak SEW GRO Se 
人 は 晴 眼 考 以 上 に 聴力 に 頼ら ね ば な ら な い 以 上 , か れ 
の 聴力 は 晴 眼 者 以上 に 鋭敏 で は な いと し て も , 晴 眼 者 
以上 に 訓練 され て いる だ ろう し , 事実 , 人 問 の 声 だ っ 
て , 顔つき が 違う よう に , それ ぞ れ 異な っ て いる か ら 
で め る , 7-4 AA GU CS Ca 4a 
の 物語 の 主眼 点 は 事件 は 何で あれ , B< nec cmH 
する 長 散 の 念 を 知ら せる こと に ある の で ある . HOF 
人 犯 も ガー バイ ス の 行為 の 中 に 神 の 手 を 見 た た め に , 
BHORMS, 自身 し た の で は な い だ ろ うか . 
盲人 の 残存 感覚 の 優秀 性 を 認め る 態度 は , 神 や 自然 


は あら ゆる 種類 の 神秘 的 な 償い を 盲人 に 与え る , EW 


う 以 前 より 幅広 い 態 度 の - 一 端 を 示す も の で は な い だ ろ 
う か . 

エリ ザ ベ ス 朝 時 代 の バラ ー ド と 信じ られ て いる The 
Blind Beggar's Daughter of Bednall-Green (Cb, 
同じ よう に 驚異 に 価 す る こと が 書か れ て いる . 盲目 の 
こし じき が 3000 ポン ド を 娘 の 持参 金 に 与 を る の で ある 
DB, も っ て いる 理由 は わか っ て いて ゃ も, SHILBRIT 
価 す る こと で ある . その こじ き と い う の は , 実は 有名 
な 反逆 王 シ モン ・ デ ・ モ ン フ ォ ー ト の 人 息子 で , か れ は 
父 と と も に 戦い に 出 て 失明 し た . こじ き に な っ た の は 
英 か ら 隠 れる た め と , 娘 の ベッ シー の た め に 妻 の 財産 
を 守る た め だ っ た . この 盲目 の こじ き が 貴族 の 出身 で 
あり , 財産 家 で ある と いう こと は 全く 管 異 で ある . そ 
れ は 社会 に お いて , 盲目 の こじ き 以 上 に 身分 の 低い も 
の が な いか ら で あ る . COMBOMR 1, The Blind 
Man of Argentueil に み ら れ る 驚異 と は 違っ て いる 
よう だ が , 本 当 は 異質 な も の で は な い . 両者 は 盲人 に 
思い も よら な いこ と が 発生 する 点 で 共通 し て いる . 

WilliamYShakespeare の King Lear に 出 て くる 盲 
目 の グ ロス ター 伯 は , 盲人 に つい て 何 も 知 ら な い 人 に 
は 和 驚異 に 思え る こと を 提供 する . 

エド ガー は 海 の 全 く 見 えな い 平 地 ヘ グロス ター を 連 
れ て いき , そこ が 海 に 面 し た 絶 克 の 上 だ と 信じ し こま せ 


盲人 の 生活 129 








る . グロ スタ ー は そこ か ら 投身 自殺 する つも りな の 
だ . エド ガー は グロ スタ ー に だ いぶ 飛 込 ん だ こと を 信 
じ こ と こま せる. また , 声 を 変え て , 人 違っ た 何人 も の 人 間 
に 変身 する の は , エド ガー に と っ て は や さ し い こと と だ 
うた だ た. 

Shakespeare の ね らい は , グロ スタ ー を ユー モア に 
満ち た 喜劇 風 の 人 間 に 仕立 て る こと と で は な か っ た . そ 
うら する に は Shakespeare OAFAIILHE VICHAAYVE 
し 過ぎ て いた . し か し , グロ スタ ー は 盲人 の 代表 者 と 
し て 扱わ れ て いる が , 描写 の 仕方 で 喜劇 風 に な っ て い 
る の で ある . 

一 般 に 晴 眼 者 が 視力 を 失っ た と た ん に , 盲人 特有 の 
性 格 を も ち 始 め る と 考え ん が ちな の で , グロ スタ ー の 混 
乱 は , 自動 的 に 盲人 特有 の も の の せい に な る . お そら 
く , その よう な こと は Shakespeare の 意図 で は な く , 
グロ スタ ー が 型 人 特有 の 性 格 を も っ て いる と は 思わ な 
2 や それ 以上 の と と を 知 う で ゆ た だ に 
違い な い . し か し , グロ スタ ー の 苦し み に つ いて は ほ 
ん の わずか 書い て ある だ け で , 作者 は それ 以上 の こと 
を 知っ て いる こと を 示す 描写 は 何 も し て いな い . その 
72D, グロ スタ ー の 捕 写 は , 真実 を 描い て いる と し て 
も , 今 も ゃ 昔 も 盲人 に 有害 な 影響 を 与え て いる . 

衣 目 は 天 か ら の 処罰 で ある と いう 見 解 は グロ スタ ー 
の 描写 に も 見 られ る . CORR Samson Agonistes 
の な か に も み ら れ る . John Milton の The Second 
の e/ezse こよ る と 「 神 に 最高 に 愛さ れ て いた イサ ク だ 
っ て , 神 に か わい が られ て いた ヤ ュ ブ 同 様 , 何 年 間 か 
は 盲目 で あっ た . 自分 自身 の 罪 や 両親 の 罪 で , 本 人 が 
先天 盲 に な る よう な こと は な いと 神さま は 断言 され 
た だ た 」 と ある . Samson Agonistes Wit, 聖書 で 指摘 さ 
れ て いる よう な 盲人 に 対す る 態度 も , その 逆 の 種類 の 
態度 も くわ し く 書か れ て いる . Milton 自身 も BAT 
あっ た が , この 作品 で は 育 人 に 対す る 晴 妥 者 の 態度 し 
か 書い て いな い . し か し , その こと は さして 殴 く に は 
eo a, MEK Ne Ge ik, 記述 きれ だ の な 態度 
が 昔 か ら あ っ た に も か か わら ず , Ek, 盲人 を 妨げ る 
力 が 当時 は 大 きか っ た に も か か わら ず , か れ は すぐ れ 
た 作品 を 書い た と いう と と で ある . か れ は 一 生 を 通じ 
て その よう な 態度 に 対し て 反論 し な か っ た . BABA 
が 形 人 一 般 の 受け る 態度 を 甘受 し , いく ら そ れ を 否 定 
し て も は じ ま ら な いと き , か れ は 劣等 感 を も つ だ ろ 25 
し , 一 般 の 人 間 の 仕事 や 遊び か ら 除 外さ れ , 図り 知れ 
ぬ 苦 痛 を 受け , 死 を 願う だ ろう . し か し , この こと は 
頁 そ の も の が も つつ 固有 の も の で は ない. 盲 の 受け る 神 


の 仕打ち は , 人 間 か ら の 仕打ち に 比べ る と 小さ い . し 
か し , Samson Agonistes は 神 か ら の 仕打ち と 人 間 か 
ら の 仕打ち を 区 別して いな い . 事実 , 人 間 の 仕打ち ゃ 
神 か ら の も の , 絶対 に 避け られ な いも の と みな され て 
いる . も ちろ ん , 敵 中 に 捕虜 と な っ て いる サム ソン で 
は , その 仕打ち ゃ 強め に 書か れ て いる が , この 詩 の た 
め に 盲人 に 対す る 有害 な 態度 が 長く 続く よう に な っ 
Woe 

以上 の 第 1 期 に お ける 盲人 に 対す る 態度 は , 文学 作 
品 の 描 清 で わか る よう に 多種 で ある . すなわち , BA 
は 超自然 力 の 処 六 の 犠牲 で あり , 助け る 人 も な く , だ 
まさ れ や すい . し か し , 一 方 , 神 か ら 償 いと し て の 
能 を 授け られ て いる . また , し ば し ば 喜劇 風 に 描か れ 
て いる が , た いて い は | 死 し て 幸せ で あれ 」 と いわ れ 
る ほど あわ れ で ある . 


1784 年 か ら 1873 年 まで 

1784 年 , Friedrich Schiller の Don Carlos が 出版 
され た だ た . ここ に 登場 する 宗教 裁判 所 長 は 老人 で 盲目 だ 
が , それ は 教会 の "盲目 な ぶり を 象徴 する と 同時 に ほ 
か に ゃ も 多く の 意味 を も っ て いる . 所 長 は 抜け 目 な く , 
有 能 で 異 散 の 念 を 吹込 むと いう 残酷 な 人 で あっ た . 所 
長 は スペ イン の 王 フ ィ リ ッ プ 2 世 が , か れ の 助言 に 6 
本家 いい ②: で し か うた だ と こころ,。 フィ ルッ プ thik | あな 
た の 心 に 近づく の を 妨げ る も の が 一 つ あ り ま す . それ 
は あな た の 目 が 夜 の よう に 暗 い こと で す 」 と いっ た . 
か く て , この 劇 は 所 長 の 残忍 さ を 述べ 続け , BALE 
情 で ある と 書き まく る . 

長 人 が 非情 で ある と いう 見 解 は , Schiller が Denis 
Diderot か ら 受 継い だ こと は 確か で ある . 盲人 が 不 人 
情 に 陥 りや すい と いう 考え 方 は , 逆 に 晴 眼 者 の 不 人 情 
を 証明 する も の で ある が , 盲人 を 文学 で この よう に 描 
し た の は Don Carlos が 初め て で ある . 

Schiller の William 7e// に も 盲人 が 出 て くる . へ 
ン リ ー は 暴君 に 財産 を 礁 われ た うえ に 盲目 に され た . 
か れ の むす こ は 旅 先 で 父 の 失明 を 開き , 「 神 か ら の 贈 
りゃ も の で ある 最愛 の 目 ./ 生 あ る も の すべ て , 明る い 
方 を 向く. だ の に 父 は 一 生涯 暗 や み の 中 を 掘り 進ま ね 
ば な ら た な い . 死ぬ こと な ん て な ん で も な い が , 生き な 
が ら 視 力 を も た な いな ん て , これ ほど みじめ な こと が 
あろ 2 うか | と 答え た . 

Walter Scott の Old Mortality に も BAD h#A2s 
出 て くる . か の 女 は 12 歳 の 孫娘 の 手 を 借り て 旅館 を 
経営 し て いる . 「 か の 女 は 盲目 な の に 一 種 の 本 能 に よ 
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っ て 方 向 も 見 分 ける よう だ 」. か の 女 は 相手 の 声 に よ 
っ て その 人 の 人 性 格 を 判断 する こと が で きた . か の 女 は 
いろ いろ な 悲し い 過 去 を も っ て いる が , それ に 耐え, 
感謝 に 満ち た 気持 で 甘受 し て いる . か の 女 の 才 能 は 神 
秘 的 で あり , か の 女 自身 は 理想 化 さ れ , 信仰 と 勇気 の 
た ま ゃ も の だ と 思わ れ て いる が , か の 女 の 描 写 は 盲人 に 
対す る 態度 が 改善 され 進歩 し た あか し で ある . 

同じ し こと は Scott の The Bride of Lammermoor 
に 出 て くる アリ ス ば あさ ん に つい て も いえ る . アリ ス 
WBA, か つ 片 マ て と で も あり , 夫 も こども た ち も ゃ 死 
亡 し て いる . 人 の 情 を 受け る の が きら いで , 養蜂 家 と 
し て 召使 いと 共に 自活 し , 抜け 目 な く , 威厳 が あり , 
概して “HEAR TE” CHS. 

Charles Lamb の Rosamund Gray (に も ロ ザ マ ンド 
の 祖母 で ある 盲目 の 老女 マー ガレ ッ ト が 出 て くる . = 
ザマ ンド は 祖母 と 2 人 だ け で 住ん で いる . 祖母 は 盲目 
の うえ 病気 が ち で ある が , ロ ザ マ ンド に 命令 し て 家事 
を きり も り し て いる . マー ガレ ッ ト は 理想 化 さ れ て は 
描か れ て いな い . 祖母 は 口数 が 多く , 威張り 屋 で , 2 
ザマ ンド に と っ て は 重荷 で あっ た . この よう な 性格 は 
現実 に あり 得る こと で , 祖母 の 性 格 は 盲目 で ある た め 
(に で き あ が っ た も の で な く , 失明 前 に 形成 され た も の 
で ある で の 2 な で と が わが かれ ば リマ ー ガ レア ド の 
描写 は Scott の 理想 化し た 描写 より 貴重 で ある . し か 
し , 不幸 に も Lamb は この よう な こと を わか ら せ よ 
うと し な いし , Lamb 自身 が その 事情 を 理解 し て いる 
か どう か も あや し いも の だ . 物語 の 中 で マー ガレ ッ ト 
が ロ ザ マ ンド 区 話し か ける と ころ が ある . ロ ザ マ ンド 
は 祖母 の 話 を 開き た く な い の で 庭 へ 出 て いく . し か 
し , マー ガレ ッ ト は 娘 が まだ へ や に いる も の と 思い , 
長い 間 話 し 続け する. も し マー ガレ ッ ト が 耳 が 聞こ えな 
いと か , 何 か を 考え 過ぎ て 娘 の 立 去 る 足音 も 聞こ えな 
か っ た と か の 説明 が 本 文 に あれ ば , 以上 の よう な こと 
も あり 得る だ ろう が , マー ガレ ッ ト の 場合 は 盲目 で あ 
る が た め に 起こ っ た こと な の だ . 少な く と も マー が ガレ 
ッ ト は 完全 な 孤立 無縁 の 定型 と は 少し 異質 で ある . 

Captain Marryat の The Little Savage に 出 て くる 
エド ワー ド ・ ジ ャ クソ ン は , 殺人 の ほか 多く の 犯罪 を 
犯し て お り , どれ い の 少年 と 2 人 で 孤島 に 住ん で い 
る . か れ は 雷 に 打 た れ て 失明 する . 失明 し て か れ は 前 
非 を 悔い る . そし て , その 少年 を 親切 に 扱う よう に な 
る . ある 日 , ジャ クソ ツン は 家 か ら ひ ょ ろ ひ ょ ろ 出 か け 
て , が け か ら 沙 ちる . ジャ クソ ン を 盲人 に 仕立 て た の 
VE, か れ が 死ぬ 前 は 完全 に 了 立 無縁 者 で , し か も 少年 


に 全く 依存 し て いた こと を 描写 する た め の 物 語 上 の 小 
細工 で ある . それ に は 和 失明 と いう 状態 に する こと が う 
a COMER STEO CHS. 

盲人 の 孤立 と 他人 へ の 依頼 心 は , Jane Eyre OF 
ー マ に も ある . エド ワー ド ・ ロ チェ スタ ー は 盲 上 且 で 自 
立 し よう と する が , 見 えな いた め に その 試み は 失敗 す 
る よ 2 宿命 づけ られ て いる . ロチェスター は 盲目 の た 
め ジ ェ ー ン と 人為 速 に 接近 する . ジェ ー ン は か れ を あわ 
れ み な が ら ゃ も , か れ が 自分 を 頼ら ね ば な ら な い の が う 
れ し か っ た . 2 人 は 結婚 し , か れ の 視力 が 回 復 す る ま 
で , か れ の 凸 腕 と し て 働 こ うと 決心 する . 

自立 し て いる 盲人 の 例 は Charles Dickens の 
Barnaby Rudge に も み ら れ る . 盲人 の スタ ッ グ は , 
あたかも 見 える か の よう に 何で も こなす . か れ は 抜け 
目 な く , ユー モア の 感覚 も も っ て いる . 一 方 , か れ は 
残 丸 で どん 欲 で , 皮肉 家 で あり , 次 々 と 悪 の 陰謀 に は 
いっ て ゆ く B 

この 作品 の 盲人 観 は , 「 盲 目 と は 必然 的 に 不道徳 に 
通ずる も の 」 と いう の で ある . この 見 解 は 「 盲 目 と は 
必然 的 に 潔白 と 混和 に 通ずる も の 」 とい 2 意見 と 同様 
に 知 的 な 考え で は な い . な ぜ ス タッ グ が 悪 の 固まり な 
の か の 説明 は され て いな いし , ヒン ト を 与え られ て い 
な い . 衣 人 で ある と いう こと だ け で 十分 に 説明 が つく 
の 記し 

同じ Dickens の The Cricket on the Hearth it, 
全く 反対 の 盲人 像 が 出現 する . その 人 は バー サ と いう 
娘 で , 病 的 な ほど 涯 白 で 温和 で ある . Dickens の 意図 
する と ころ は ほ は , ベー ザ を 美 や く BW, DOVBae 
そし て 寛大 で , 神 を 喜ば す た め に 盲目 と いう 十字 架 を 
育 負 っ て いる 女性 に 描写 する こと で あっ た . バー サ は 
父 の カレ ブ と 2 人 暮し で ある . 娘 が 先天 盲 な の で , 2 
は 娘 を だ まし , 「 こ の 家 は 世界 中 で 1 番 美しく , お 前 
の 住ん で る 世界 も る この上なく 仕合 わせ な 世界 だ 」 と 信 
じ 込 ま を せる. し か し , 実際 は あ ば ぼら 家 で , 壁 は 落ち , 
風雨 が すき 間 を 抜け て くる . と ころ が , カレ ブ の 雇 主 
が その あ ば ら 家 に き て , 父 を の ろ い , 娘 の バー サ を 自 
URIS OTS. 父 は その 雇 主 の し ゃ べ っ た こ と を ズバ 
ー サ に \ 非 常に 親切 で , BEC, ユー モア の ある 人 、 
の こと の よう 人 伝え る . そこ で バー サ は その 雇 主 を 愛 
情 の 対象 と 思い 始め る . 

この バー サ の 恋 は 実ら な か っ た の は 当然 だ が , だ れ 
も 盲目 の 娘 と 結婚 し よう な ん て 思わ な いこ とこ と も は っ き 
り 書 か れ て いる. 同じ こと は Bulwer-Lytton の The 
Last Days of Pompeii に 登場 する も = ディ ア に つい て 
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も いえ る . = ニ デ ィ ア が 恋し て いた 男 は か の 女 を 普通 の 
女 と は 思っ て いな いし , また , この 物語 に 出 て くる ど 
の 男 も か の 女 を 女 だ と は 思っ て いな い . ニ デ ィ ア は 光 
自 で 温和 で , 人 を 救い , 驚異 の 的 と な り , 尊敬 され る 
よう に な る . ベス ビア ス 山 が 噴火 し た と き , その 男 と 
その 男 の 恋人 を も 助け た の だ . 盲人 が 目 あ き を 手引 き 
する と は , まさ に 艇 異 に 価 い する こと で は な い だ ろ 5 
か . 晴 眼 者 に 対す る この 高 ぶ ら な い = ニ ディ ア の 態度 こ 
そ , この 小説 で の = ミニ ディア の 存在 理由 な の だ . それ を 
は っ きり と 証明 する た めか , 作者 は = ディ ア が この 和 驚 
くべ き 行 為 を な し と げた あと で , か の 女 を 自殺 させ て 
いる . 

Charles Kingsley の Westward Ho! に 出 て くる 
アミ アス ・ レ イ は , 盲目 を 純化 し た も う 一 つの 例 で あ 
る . アミ アス は 罪 を 犯し , 雷 の 一 撃 で 処罰 され 和 失明 す 
る が , アミ アス は 長寿 を 全う し て 死ぬ . アミ アス は ホ 
PREC, BACH AY AME OHV Vy SAEZ, 
失明 後 は 善良 な 静か な 人 間 に な り , 結婚 し て 幸福 に 過 
ご し た . アミ アス は 「 盲目 で も 人 生 は 楽し いも の だ 」 
と いう こと を 知る . 盲目 自体 は 清浄 剤 で あり , 人 間 を 
赤ん坊 の よう に けが れ の な いも の に する と いう 信念 を 
bot, アミ アス の 盲 へ の 適応 を 知 的 に 描写 し て い 
Bi. 

John Morris の The Blind Girl of Wittenberg (に 
bBAOBAS eM ZAMHS. 盲目 の 少女 マー 
ガレ ッ ト に ひか れ た 青年 レキ ナル 下 が , 「 神 は 君 の 目 
WEI IEA, 君 の 心 が も っ と 明る い 光 で 照ら さ 
れ て いた ら な あ 」 と 嘆く . する と マー が ガレット は 「 あ 
な た 方 より 美しい 世界 が 私 の 胸 の 中 に あり ます . あな 
た の 太陽 より も っ と 明る い 太 陽 が 私 の 胸 の 中 で 輝い て 
eg) ど 容 えた . 

マー ガレ ッ ト は ある 点 で は 有 能 な 娘 で , 内 面 的 に は 
か の 女 を 幸福 に する が , 外界 か ら の 圧迫 は か の 女 に 影 
aA 与え ず に は いな い . この 物語 は Martin Luther 
時 代 に 起こ る も の で , ルッ ター が 話 の 中 に 現われ , L 


と 姉 は 自分 だ け の や り 方 の 間違い を 知り , か の 女 は レ 


オナ ルド と 結婚 する の で ある . 

Victor Hugo は The Man who Laughs の 中 で , 
BLU 「 特 殊 な 償い で あり , その 償い の ゆえ に 盲 と い 
2 悲 修 な 状態 に 耐え られ る も の 」 と し て いる . GAD 
娘 デ ア は 潔白 で , や さ し く , 幸福 な 人 で , BATHE 
そ な わ っ た 層 惚 感 に ひたる こと が で きる . その 感情 は 
盲人 の 魂 の 中 で だ け 聞 こえ る 音楽 を 盲人 に 与え , 光 が 
な い だ け に 理想 的 な 音楽 を 衣 人 に 償 っ て いる よう で あ 


る . Hugo に よる と , BLUKBOAV MMCETS 
入口 で ある . 

デア は な が し の 演奏 一 座 員 で ある . 一 座 の グイ ンプ 
レイ ン は グロ テス ク で, 無 気 味 な 笑い を 浮か べ る 男 だ 
DB, か の 女 と 恋 に 陥る . デア は うぶ で ある が , だ まさ 
れ な い . か の 女 は 肉眼 で 見 る より も よく 見 , も の ご と 
の 表面 以上 の も の を 見 抜く . か れ の よう な お ろか 者 , 
残 丸 者 の 対象 で は な い . Hugo は か の 女 が 盲人 で ある 
だ た め だ け で , 当然 グイ ンプ レイ ン の 恋人 で ある べき だ 
と 無意識 的 に 信 し て いた よう だ . 宿 無 し 者 は いっ し ょ 
UC. Col Iaith ee O. —, ROE 
な こと も ゃ も 明らか で ある . すなわち , この 物語 に か の 女 
が 登場 する 理由 は , か の 女 が グイ ンプ レイ ン の 可視 的 
な 異様 さ 以 上 の も の を 見 抜く 神秘 的 能力 を も っ て いる 
こと で ある . し か し , 盲人 に 対す る いずれ の 見 解る 問 
違っ て いる . と に か く Hugo は , か の 女 の 幸 福 に 対す 
る 無能 力 を 信じ て いる か の よう に , 育 目 の デア は きわ 
め て 悲惨 な 状態 だ と いら こと を 疑っ て いな い の で あ 
D. 

George Eliot の Romola に 登場 する バル ドー は 和 全 
く 人 違っ た 型 の 盲人 と し て 扱わ れ て いる . バル ドー は 和 失 
明 後 , 娘 を 助手 に 学者 と し て の 職 を も ち 続け る . か れ 
は と きど き 短 気 を 起こ す . 失明 し た た めで あろ う . そ 
れ に , か れ は 視力 を 必要 と し な いと き で も 孤立 し て い 
る . その 理由 が 老齢 の た め な の か , 最近 失明 し た た め 
な の か 記述 され て は いな い . Ek, か れ の 場合 , BA 
は 感傷 的 な あわ れ み の 対象 と な っ て いる . 

H. Hertz の King René’s Daughter に 登場 する 盲 
人 は も う 少 し まし で ある . WO Iolanthe は 王 で ある 
父 に よっ て , 1 歳 の と き 年 いか ぬ 男 児 ト リス タン と 婚 
約 さ せら れる . その 年 に か の 女 は 火 で 失明 する . 王 は 
娘 を 城 の 中 に 閉じ こめ , 召使 いと 家庭 教師 と 父親 の 自 
分 と が 世話 する . 娘 が 盲人 で ある こと が 知れ て 婚約 が 
破れ る の を 恐れ た た めで ある. 外界 と 接触 し な けれ 
ば , 娘 は 自分 が 育 人 で ある こと に 気づか な い KAS 
し , 幸福 に 過ごせ る と 思っ て いた の で ある . 娘 は 幸せ 
こ 育 ち , 自 分 が 盲目 だ と は 夢 に も 思っ て は いな か っ た . 

だ また ま , トリ スタ ン は か の 女 の へ や に 入り , か の 
女 の 素性 も 知ら ず , か の 女 と 結婚 し よう と 思う . と こ 
ろ が , か れ は 盲目 の 娘 と 結婚 せ ず に 済む こと に な る . 
と た ん に か の 女 の 目 が 開き , 孤独 を 感じ る . 

話 は いさ さか 空想 的 過ぎ る が , 盲 の 真理 を つい て い 
る . 盲人 は 自分 が 計 で ある こと すら わか ら な い . いじ 
け て し まう こと の な い 人 , 孤独 に な っ た り , 恐怖 心 を 
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抱い た り , 悲し みみ に 沈ん だ り し そう も な い 人 は , あり 
ぁ ふれ た だ 一般 的 な 盲人 に は な ら な いで あろ う . 

Hertz が Iolanthe を 社会 か ら Ma THC LI, BA 
が 晴 眼 者 の 世界 で 十分 や っ て いけ な いこ と を 意味 し て 


いる の で ある . Hertz の 盲人 観 は , Diderot D Letter 


on the Blind に 負う と ころ が 多い . Wilkie Collins も 
また 盲 に つい て の 考え を すべ て Diderot に 頼っ て い 
る . 

Wilkie Collins の The Dead Secret に お ける 和 失明 
し た ば か り の 盲人 の 描写 は 当 を 得 て い る . レオ ナル ド 
・ フ ラン クラ ンド は 貴族 だ が , 盲目 で ある だ た め に 高貴 
さ を 衰 失 する よう な こと は 全く 書か れ て いな い . 一 
ジリ Op は 不 詩 な 夫 の た め 
に 自己 犠牲 を 払っ て いる . 

Poor Miss Finch で は , Collins は 盲 の 考え 方 に つ 
いて 全 面 的 に Diderot の 影響 を 受け て いる . ルン ラ ・ 
フィ ンチ は 視力 を 回 復 し た と き , Diderot の 場合 と 同 
様 に 混乱 を 覚え る . 有 能 な ルン ラ は 視力 の 代り に 聴力 
と 触覚 を 長い 間 使 2 の. か の 女 は ある 目 明 き の 青年 と 恋 
に 陥る . ルン シラ は 控え 目 で ,。 は ず か し が る と ころ の 全 
く な い 女 性 で ある . 

Collins は 「 控 え 目 と い 2 美徳 は 後天 的 に 得 ら れる 
も の だ . し か も それ が 身 に つく の は , 口 に よっ て で は 
な く , 目 に よっ て で ある . 盲目 と いう の は , 見 えな い 
た め に は ず か し が る こと を 知ら な い 」 と いっ て いる . 
Diderot は 控え 目 で ある こと を 高く 評価 し な か っ た の 
で ある . 

Collins は 遇 か に も 誤っ た Diderot の 盲人 観 に 盲 1 
し て , 同じ 誤り を 犯し て いる . それ に も か か わら ず , 
ルン ラ は 文学 史上 最も 魅力 的 な 盲人 の 1 人 で ある . 人 
間 的 な 感情 を も ち , 願望 を も つこ と が 正常 で や る な ら 
ば , か の 女 は 最も 正常 な 盲人 の 1 人 で あろ う . 

Hertz と Collins は , 盲人 の 描写 に 著しい 信 歩 を 示 
し た . すなわち , 盲 人 は 見 えな いと いう こと 以外 は 晴 
眼 者 と 変 ち しない 人 種 で ある と いう の で ある . 

1784 年 か ら 1873 年 の 間 に , 盲人 に 対す る 作家 の 描 
写 法 に 大 き な 変 化 が 起こ っ た . 最初 の ころ は , 盲人 は 
残酷 で 邪悪 な も の と 描写 され た . 一 方 で は 潔白 で , 善 
BRC, や さ し い 人 と も ゃ 描写 され た . し か し , BAOM 
立 無 縁 ぶ まり は それ ほど と 登場 し な いし , 奇妙 な 人 種 で あ 
る と も 描写 され な いよ うに な っ た . むし ろ , LERCH 
か れる よう に な っ た . そう いら 意味 で , 盲 人 観 が 進歩 
Lek と いひ ん を の 


1873 か ら 1914 まで 

衣 人 が 不義 な も の と し て 描 学 され て も , 全く 孤独 な 
わけ で は な い . 盲人 で も ゃ 不義 な こと を や ろう と 思え ば 
で きる だ ろう . Dickens の スタ ッ グ は 孤立 し て いる ど 
ころ か , 不道徳 な 盲 人 の 適 例 で ある . も し その よう な 
人 物 が 盲人 観 に 激変 を 与え を る と し た ら , 孤立 無縁 , 同 
情 過 多 の 盲人 像 の 改良 に 役立つ で あろ 2. 

Robert Louis Stevenson の 作品 に 2 人 の 不道徳 な 盲 
人 が 出 て くる . Treasure Island の ビュ ー は 全く つま 
ら な い 奴 だ . か れ に 初め て 会 っ た と き , ジム ・ ホ ー キ 
ンズ は 「 こ ん な 恐る べき や つ は 見 た こと が な い 」 とい 
う . ビ ピュー は ジム に 宿 の 主人 の と こと ろ へ 連れ て いよ 
2 に 命じ る が , その と き ジ ム は 「 こ の 盲人 ほど 残虐 で 
冷や か な 声 を 開い た こと が な い 」 EMTS. ピュ ー は 
失明 前 か ら 海 賊 の 首領 で あっ た . 失明 前 か ら 海賊 で あ 
っ た こと は , 失明 後 も 趣 役 で あっ て いい と いう 理由 づ 
け に な っ て お り , さら に 盲 は 悪 に 通ずる , と いう 2 仮定 
が ある . Stevenson は Kidnapped の 中 で も 盲 は 悪 で 
ある と いう 考え を 変え て いな い . 

Jack London の The Seg- Wolf に 出 て くる 盲人 ウゥ 


- ルフ ・ ラ ー セ ン は 失明 し , 孤立 無 銚 と な っ た た め に 以 


前 より ゃ 趣意 に 満ち わた 人 間 に な る . 

一 方 , この 時 期 の 文学 に は , BALEARES 
良 な 盲人 も 出 て くる . も ゃ ちろ ん , 完全 に 孤立 無縁 の 人 
や それ に ほほ 近い 人 も いる が , お も し ろ い こと に は , 
この ころ の 盲人 は 盲目 と いう 条件 以外 に も 何 か 欠 陥 を 
も っ て いる の が 普通 で ある 。 それ は 著者 が 盲目 と いう 
条件 だ け で は , 孤独 と か 潔白 と か の 効果 を 十分 に 描写 
で き な い と 信じ て いる か の よう で ある . それ で も , 盲 
目 と いう 状況 を 他 の 障害 より は 強調 し て いる . 

Hearten Maartens の God’s Fool や A.H. Dorsey 
の The Palms, Hall Caine の The Scapegoat (Ch 
BC, つん ほぼ で 精 薄 と いっ た よう な 少年 , 少女 が 出 て 
ww 

The Scapegoat Cit, | お し は 神 の 下 し た 処罰 の 5 
ち で 最 悪 の も ゃ も の だ 」 と な っ て いる . お し は ナオ ミ の 父 
が 犯し た 罪 に 対し て , ナオ ミ に 与え られ た MCH 
hb Wea OF PC Ol Rca eee 
えな く と も ゃ 心 の 中 に 明か り が ある . KELBRS LS, 
鳥かご の 中 で 鳥 が 楽し ん で いる よう に , か の 女 も 楽し 
ん で いる . 鉄 の さく の た め に いら 立つ こと も な く , 夜 
に 鳴く 鳥 の よう に や み の 中 で 楽し く 歌 っ て いる 」 と 解 
釈 し て いる . 

James H. Ludlow の Deborah に 登場 する 盲 少年 は , 
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潔白 で 善良 で ある 点 は 他 の 登場 人 物 と 変わ りな い が , 
予言 カ を も っ て いる 点 が 違っ て いる . 

William S. Davis の Falaise of the Blessed Voice 
に 出 て くる 盲 少女 は , こと の ほか 潔白 で 善良 で あり , 
The Last Days of Pompeii D=F 4 FICAWWT, 純情 
CHER CHS. この 盲 少女 は = ディ ア と 同様 に , 暗 や 
み で 晴 眼 者 を 手引 き し , 暗い ろう 獄 か ら 女 王 を 救う . 

Laura E. Richards の Melody に 登場 する メロ ディ 
は $ ゃ 2 う 1 人 の 救世 主 で ある . か の 女 は 火事 現場 か ら 赤 
ん 坊 を 救う . その ほか 美しい 歌 を 歌い , 病人 を 治し , 
ァ ル 中 愚者 を アル ュー ル か ら 遠 ざけ た りす る . か の 女 
は 12 歳 の 孤児 で , 養女 に 行き 2 人 の 未婚 婦人 と 住ん 
MA 

わずか 12 歳 の 盲目 で し か も ゃ 精 薄 で あり な が ら , = 
ん な すばらし い 少 女 が いた だ ろう か . この 少女 は 正常 
な 行動 を 示さ な か っ た し , 12 歳 ぐら い の 一 般 の 少女 
pee Oe OTRO 4 Lig Ds Xe. Richards (アメ リ 
A の 偉大 な 盲 教育 の 開拓 者 Samuel Gridley Howe の 
娘 ) が 描い た メロ ディ の 吐き 気 を も よ お す よ うな 画 は 
た い へ ん 意外 で ある . お そら く か の 女 は メロ ディ を 夢 
想 的 に つく りあ げ , メロ ディ を 広く 大 衆 に 知ら せる こ 
PIs OC) 青 内 よい さと を し で いる の だ と 信じ て 
Nie DYE". 

Maurice Maeterlinck 4 E7ckkith The Blind の 中 
で , 盲人 に 何ら 役立つ こと は し な か っ た . そこ に 登場 
する 盲人 は 混乱 し , 全く 孤独 で 暗中 模索 し て いる . 

Rudyard Kipling の The Light that Failed Cit, 
BAUME CH, 盲目 に な る ぐら いな ら 死 ん だ 方 が 
まし だ と 強調 し て いる . その こと は They と いう 作品 
に ゃ 書か れ て いる . 

Joseph Conrad の The End of the Tether で は 「 生 
き て 盲目 で ある より は 」 と いう の で , 盲人 の キャ プ テ 
ン ワ レイ を 水 死 さ せ て いる . 

Susan Glaspell は The Glory of the Conquered の 
中 で , カー ル を 和 失明 直後 に 死亡 させ て いる . し か し , 
か れ の 主張 は 「 和 失明 は 悲 員 で ある が , 死 は それ 以上 の 
AEBICH SI) と いう こと だ . カー ル の 和 失明 は , この 女 
主人 公 を 気 高 い も の に 描き 出す た め の 手 段 で ある . 

Ellen Glasgow の The Deliverance Cit, 盲目 の 
2 コク 夫人 は う 準 だ まさ れ 通 じ で 死ん で いく . 

Florence L. Barclay も The Rosary の 中 で , BE 
は だ まさ れ や すい 状況 で ある と いっ て いる . BADE 
人 公 は 恋人 の 声 も 区 別 で き な い し , 残存 感覚 も 利用 し 
な い . 








Conan Doyle の Sir Nigel に 登場 する アン ドリ ー 
ス は 孤立 し て いる が , “* 超 能 力 、 を 償い と し て 与え ら 
人 き いる 

一 方 , この 時 期 に は , 盲人 の 能力 を 描写 する 作品 も 
HD. た と えば , Vladimir Korolenko の The Blind 
Musician, H. G. Wells の The Country of the Blind 
で は , Heth DS BREA BA DDRRR IE lL T 
いる こと を 指摘 し て いる .J. M. Barrie は Sentimental 
Tommy OFC, 盲人 を 知 的 に 描い て いる . H. Weir- 
Mitchell は Far in the Forest で 盲人 を 現実 的 に か 
いて いる . お の を 振り , 木 を 倒す こと も 学習 する . 
Francis M. Crawford の In the Palace of the King 
で は , 詩 目 の 少女 イネ ズ は 人 間 的 に , 信頼 に た る よう 
描写 され , Quiller-Couch の Shining Ferry は 盲 少年 
を や や 理想 化し て いる が , 超 能 力 を も ち , 信用 し 得る 
者 と し て 書い て いる . Tom Gallon の The Idol of the 
Blind に 出 て くる シャ ー ロ ッ ト ・ カ ー ロ ウ は , PPB 
張 は ある が た い へ ん な 才能 を も っ て いる . 

この 期間 に は , 盲人 を 適切 に 描写 し た 作品 は 不幸 に 
も 少な い . すなわち , 盲人 を 本 質 的 に は 普通 の 人 間 と 
PCA Ce, そめ よう (回 描写 し よう と ずる 益 力 も 
不足 が ち で あっ た . Lal, 盲人 も 人 間 で ある と いう 
描写 は 増加 の 傾向 に は ある . と に か く , 全体 と し て 盲 
人 に つい て の 知識 と 理解 は 増え つつ ある . 特に 盲人 が 
孤立 し て 描か れ て いる 場合 は , 必ず 盲 の ほか に 他 の 障 
害 も つけ 加え られ て いる . 盲目 と いう 状態 だ け で は 人 
を 無援 状態 に 追い や る こと は 無理 で ある こと を 示し て 
いる . この 時 期 の 文学 は 進歩 し 示し て いる が , 大 進歩 
ENS DAV CIEE, 


1914 年 以後 

B. Y. Benediall の Blind Sight (1B A OHV EF 
の 例 で ある . 

André Gide の La Symphonie Pastorale は , 白痴 
に 等 し い 盲 少女 が 牧師 の お か げ で 啓発 され る いき さ つ 
を 書い て いる . Gide の 主張 は , 失明 し て は 物 の 真理 
は わか ら な いと いう こと だ . D. H. Lawrence の The 
Blind ル 722 は し め っ ぱ く , あわ れ に 描い て ある . 

Rosamond Lehmann の Invitation to the Waltz 
ENG COTS FSA CAB, モン 
ト ・ ダ ンス タン の 盲人 訓練 所 を 卒業 , 養 商業 で 生活 し 
て いる . 行動 力も 十分 に あり 生活 も 安定 し , いつ $ ゃ 幸 
福 そ う で ある . し か し , 青春 期 が 灰色 で あっ た た め , 
偽り の 人 生 を 生き て いる に 過ぎ ず , 盲 な る が ゆえ に 死 
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ん だ 方 が まし と いう 人 生 を 送ら ね ぼ ば な ら な いと 想定 さ 
れる . John Galsworthy の Late-299 Ch, 楽し く 生 
活 し て いる 盲人 が ,「 わ し は 死ん で いる よう な も の だ 」 
と 認め て いる . 

Ernesto Sabato の The Outsider で は 盲人 は 自殺 
し て いく . そこ に 登場 する も う 1 人 の 狂人 の 芸術 家 は 

BAIS bWe. 盲人 の 前 に いる と , へ ビ の よう に 
物 い わ ぬ 動物 と 同じ よう に 寒い し め っ ぱ い 気持 を 味 
わ わ され る か ら 」 と いう . Theodore Dreiser の My 
Brother Paul CiitBADSEINICRRbNCS. 

BAWUAKEC, 不 徳 の 果て で ある と いう 意見 は , 
John Buchan の Three Hostages に 述べ られ て お り , 
盲人 は 荒 々 し く 残 妨 に な り が ち で ある と いう 見 解 は , 
Sackville-West の The Dragon in Shallow Waters 
Wilbur Daniel Steele の Footfalls 7g EO DAZ 
る . 

W. Mcharg, E. Balmer 共著 の The Blind Man’s 
Eyes で は , すぐ れ た 知能 を も っ て いる 盲人 を , AW 
な ほど る し ぎ な 人 物 に 仕上 げ て いる . この 傾向 は 探偵 
小説 に も ゃ もみ られ , 盲目 の 探偵 が 神秘 的 な 力 で 事件 を 解 
RTS. し か し , これ は 盲人 を 驚く べき 人 間 へ まつ り 
あげ る 目的 で し か な い . ) 

Donn Byrne ® Blind Raftery and his Wife Hi- 
aria は , よろ こび も 悲し み も 等しく 経験 し , 晴 眼 者 


の 社会 へ 完全 に 次 け 合っ て いる . 
と 
まさ 
仏教 
仏教 と 盲人 


われ れ わ れ が 盲人 と 仏教 を 考え る と き , EFHAT 
くる の は , 唐 招提 寺 の 開山 に な っ た 帰化 の 盲 僧 鑑 真 の 
こと で ある . 唐 土 か ら 聖 武 天皇 の 右 勅 を うけ て 来 日 し 
た の で ある が , 渡海 に 際 し , 実に 11 年 の 長年 月 を 要 
し , COR, 再三 の 海難 漂流 に あい , よう や く 渡 日 で 
きた と き に は , 両 眼 の 明 を 和 失っ て いた . し か し な が ら 
初志 を 翻 え さ ず , 日 本 仏教 界 に 戒律 を 正しく 伝え , BR 
っ た 仏典 を 正しく 教示 する な ど , その 日 本 仏教 界 へ の 
教導 影響 力 は すこ ぶる 強く 大 きい . 

従来 , 盲目 を 宿 業 と 観念 し , 絶望 に 陥っ た 盲人 が , 
教養 を 身 こ つけ る こと が で きれ ば , 高徳 な 大 学者 と し 


教 


Edith Ballinger Price の My Lady Lee Cit, & 
人 が 一 般 社会 か ら 離 れ て 暮らす の は , 晴 眼 者 が そう な 
る よう 差別 し て いる か ら だ と いっ て いる . 

John Owen の The Blind for Sacrifice Cit, Bie 
年 が し っ か り し 過ぎ て いる の で , か れ に 恋情 を 感じ て 
いる 女性 が , か れ が あま りか の 女 を 頼り に し て くれ な 
いこ と に 不満 を 感じ る と 書い て ある . 

Rayner Heppenstall の The Blaze of Noon で は , 
盲 を 暗 や み の 中 の 輝き と 受取 っ て お り , 残存 感覚 が す 
ぐれ て いる の で , 盲人 は 自己 満足 し て いる . 

Baynard Kendrick の Lights Out は , 戦争 に よる 
盲人 が 本 質 的 に 正常 な 生活 を 送る こと を 強く 描写 し , 
Cecile Boxer の Light in Darkness か ら は 盲人 の リハ 
ビリ テー ショ ン に 対す る 健全 な 態度 が うか が える . 

1914 年 以後 , 盲人 に 対す る 惑 度 に は か な り の 改善 
が みみ られ る . Rosamond Lehmann の 「 晴 眼 者 以上 に 
人 生 を 満 嘆 し て いる 盲人 で さえ 死に あたい する 」 とい 
う 見 解 は , 盲人 に つい て の 最悪 の も の で , この よう な 
か ん ば し く な い 描 写 は 少な く な い . 一 面 , 盲人 に 理解 
を 示す 作品 も あぁ えつ つ あ り , 遅 え と し て は いる が 盲人 


へ の 態度 に 着実 な 改良 の 跡 が 認め られ る . 


( ヤ ュ ブ ・ ト ワー スキ ー/ 塩 中 清 抄訳 ) 
[参照 文献] 
Twersky, Jacob, Blindness in Literature, AFB 
Reserch Series No. 3, AFB, 1955. 


教 


て 仰 が ん る こと も で きる こと を 知り , どれ ほど か 力 強 
(HELM, この 異国 の 帰化 僧 を 仰ぎ 見 た こと で あろ 
>. 信仰 は も と より で ある が , 盲人 が その 可能 性 を 信 
じ る 大 き な 力 を 得 た こと は , 筆舌 に 尽 し が た いも の が 
あっ た ろう と 推 宗 さ れる . 

KOE, WELTN COBB, 欠陥 者 に 対 し あわ 
れ み を 説き , 範 を 示し , 「 慈 眠 視 衆生 」 GRR と 
か , 盲 者 に 「 仏 眼 」 を 心 に 与え る 眼目 布施 の 本 生物 語 
に , その 間 の 様子 か うか が われ る 材料 が 散見 する . 

AYFVyTZACMOBAD, 本 来 仏教 の も つ 無 差 
別 平等 の 思想 に ひか れ た こと は , 当然 理解 で きる こと 
CHS. [-WREBAIME] (生け る も の すべ て は 成 
仏 す る こと が で きる ) と いう 仏教 の 考え 方 は , 世界 の 
人 類 に 対し , いま だ か つて 与え られ な か っ た 尊 く も 広 
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大 な 福音 で あり , 外見 は 人 それ ぞ れ に 異な っ て も , 内 
心 と 仏性 を 具有 する 点 で 人 は すべ て 平等 で あり , 人 と 
仏 と の 間 に さ え ぇ , 境界 は な く , 平 筆 で ある と いら この 
考え に いた っ て は , 衣 人 に と っ て すばらし い 救 いで あ 
BieFAto:, 

中 山 太郎 は 「 日 本 盲人 史 ]」 の 中 で , ARPA AULT 
延暦寺 を 創建 の 際 , 工事 に 当たり 毒蛇 が 出 現し た の 
で , これ を 退治 する 秘法 と し て 盲 僧 に 「 地 神経 」 を 読 
mete. それ 以来 , 建築 の 地鎮祭 に は , BHD He 
ARE] を 読経 する 習俗 が あっ た と と を 述べ て いる . A 
州 鹿児島 の 常 楽 院 KES) R< BMC, 地 神 
衣 僧 と 呼ば れ て いた こと も ゃ 述べ られ て いる . 

柳田 国男 は , 「 古 代 の 盲人 は 笛 を も っ て 水 ノ 神 に 仕 
へ , 後に 水 ノ 神 に 習合 され た 妙音 天女 を 信仰 する に 至 
り , その 妙音 天女 の 持て る 琵琶 を 弾 奏する よう に な っ 
た 」 と 説い て いる . 信仰 に よっ て 開眼 し た と , 仏教 の 
功徳 を 誰 嘆 す る 説話 は , 盲人 と 寺院 が 古く か ら 結び つ 
いて いた こと を 物語 っ て お り , 声音 成仏 と いっ て , 仏 
教 音 楽に よる 信仰 へ の 導入 を 目途 と し て , 天台 や 真言 
の 寺院 が , 新しい 世界 を 展開 し て くる と , SALEE 
を も っ て これ に 参加 , BAL UCB LE CHUA 
_ 説 ) こと な ど , 物語 文学 と 琵 琶 法師 CSA) の 結び つ 
きゃ , 仏教 と 盲 人 か ら 由 来 す る と 考え る と き , Wh 
る 奇 し き 因縁 と いわ ざる を 得 な い . 

仏教 は し 周知 の よう に , きわ め て 多く の 宗派 に 分 か れ 
て いる . その 難解 な 教理 哲学 (教義 ) や 複雑 な 行 , 戒 
律 な ど は , 目 の 不 自由 な 者 に と っ て は と りつ き に く 
W. と ころ で , 浄 士 門 (浄土 宗 や 導 土 真宗 な ど ) oF 
名 念仏 即 得 往生 (阿弥 陀 仏 の み 名 を 称え る だ け で , 直 
ち に 往生 で きる ) の 「 易 行 道 ] は まこ と に 親しみ や す 
く 入 りや すい の で , 家人 の 仏教 と し て は この 系 列 の 信 
Ml, 入信 する 者 が 多い よう で ある . 「 念 仏 こ そ 無 弟 の 
大 道 」 と 説く この 道 は , SACRA, 仏 眼 の 心 の 目 を 
ies 

(Bei 1877 (明治 10) 年 , 石川 県 に 生ま れ た . 


日 本 全土 は も ぁ と より 中 国 大 陸 , ョ ー ロ ッ ズ 各国 を 巡回 


し て 法話 を 説い た . HE, BARD, し か も その 不 
目 由 な 身 を , 当時 , 東 本 願 寺 が 宗門 を あげ て 宗 政 の 難 


局 を 打開 し て 欲し いと , 再三 宗務 総長 に 懇 請 され , つ 


い に 出 馬 し た と いう . 近世 の 名 僧 知識 と し て 長く 名 を 
と ど め る 盲 僧 で ある . 1954 (昭和 29 ) 年 没 . 
CUAKE tA AR 大 谷 派 の BB, 1921 (大 正 
10) 年 2 月 , 京都 で わが 国 最初 の 点字 仏教 誌 「 仏 眼 」 
を 発行 し , 仏 眼 協会 の 発足 , 「 新 訳 仏教 聖典 」 点訳 な 







仰 され る 端緒 を 開い た . 

ューs ト 一 

の 否定 の うえ に 止 揚 さ れ 

っ た か ら で , 山本 暁 得 も 初め は キリ スト 教 に 入信 し , 

東京 帝国 大 学卒 業 , 浄土 宗 大 本 山 芝 増 上 寺 員 主 . 文学 
[上 田 順 三 〕」 大 分 の 人 . 1904 (明治 37) 年 生ま れ . 

仏教 雑誌 ((LBCA TEE | 

FO MLR) EERE 。 


ど , 仏教 が 盲人 に 布教 合 Wy 

親 橋 (こよ る 人 間 平 等 連 、 / 

Vy 
nen 
reveegA を Il 

。 

RECN 

TARMAC ARIE, 視覚 

的 要素 の 多い 呪術 的 儀礼 

て , 念仏 唱 導 に よる さ な wit 

が ら の 救済 と いう 純粋 性 に , 盲人 た ち は (よく 似 た も 
の を も つ キ リス ト 教 と と も に ) 強く ひか れる も の が あ 
の ち に 真宗 に 転じ し た の で ある が , この 間 の 消 忌 が うか 
が われ る で あろ う . 

(HERA) 1876 (明治 9 ) 年 , 愛知 県 に 生ま れ た . 
+t. 元 大 正大 学長 , 衆議院 議員 当選 2 回 . 全盲 に な 
っ て , いよ いよ 容姿 も る 温和, その 薫 習 教化 の 力 は 広く 
一 派 の 信徒 に 散 仰 され て いる 盲人 僧 で ある . 
その 経歴 に つい て は つま びら か で な い が , 福岡 県 豊前 
市 で 三 療 を 営み な が ら , 
19236eGRIB 129 Fores 
と いう の を 自費 で 186 号 
(1939 年 ) まで 発行 し て 
WA. 京都 の 山本 暁 得 主 
人 仏教 徒 に と っ て 大 き な | 
Bib Chore. 1958 年 | 
WE. 





ERIR= 
仏教 の 盲人 事業 

[真宗 大 谷 派 の 盲人 事業 ] 真宗 大 谷 派 で は , 教区 ご 
と に 定期 的 ある い は 不定 期 的 に 盲人 施設 な ど を 訪れ て 
法話 会 な ど を 行なっ て いる . 

東 本 願 寺 の 関係 学校 と し て , 財団 法人 京都 仏 眼 協会 
が 経営 し て いる 仏 眼 厚生 学校 (京都 市 下京 区 高倉 ) が 
HD. これ は 1920 (大 正 9 ) 年 視力 障害 者 の 厚生 補導 
を 目的 と し て 設置 され た も の で ある . 1948 (昭和 23 ) 
年 , 学制 改革 に 伴い 学校 の 認定 を 受け , さら に 1951 
年 に は あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 師 の 養成 施設 と し て 
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厚生 省 の 認可 を 受け , 現在 は は り ・ き ゅ う 師 の 養成 に 
も 当たっ て いる . 当初 は 盲人 の た め の 学 校 で あっ た 
が , 現在 で は 晴 眼 者 の 入学 の 方 が 多い . 

[曹洞宗 の 盲人 事業 ] FIARRBTHAD (東京 都 
港 区 芝 公 園内 ) で は , 1960 年 か ら 盲 人 の た め の 点 字 月 
刊 雑誌 「 心 の 糧 」 を 刊行 し , 布教 に 努め て いる . 毎回 
255 部 を 印刷 し て , 点字 図書 館 な ど に 寄贈 し て いる . 

[慈眼 協会 ] 1959 年 , 盲人 に 対す る 仏教 思想 の 普及 
tC BARALOMLeNMSZko, 友 松 円 諦 こ よっ て 慈眼 
協会 (東京 都 千 代田 区 外 神 田神 田 寺 内 ) が 設立 され 
だ 。 

仏教 点字 図書 室 を 設け , 仏教 関係 の 経典 と 伝道 書籍 


の 点訳 刊行 , 録音 テー プ の 貸出 し な ど を 行なっ て いる . 
(赤阪 一 ) 
[参照 文献 ] 


久木 幸男 「 日 本 の 宗教 」 昭和 40. 
慈眼 協会 「 盲 僧 山本 暁 得 」 昭和 32. 
中 山 太郎 「 日 本 盲人 史 」 昭和 9 . 


教派 神道 


天理 教 

(BEE) 天理 教 は 1838 (天保 9 ) 年 , 教祖 中 山 み き 
(に よっ て 始め られ , 天理 王 命 を 親 神 と た た えて 信仰 す 
る . 親 神 は 人 間 を は じ め 万 物 の 創造 と 守護 の 神 で , 人 
類 の 親 で あり , 人 間 の 陽気 べら し を 見 て , と も に 楽し 
むために 人 類 を 創造 し た . し た が っ て , 人 間 の か ら だ 
は 神 か ら の 借り 物 で , 心 だ けが 自分 の も の で ある と 教 
える . その 心 づ か い の 積 重ね の 結果 が 現在 の 姿 で ある 
か ら , 親 神 の 思 召 し に 添い ほこ り の 心 、 ( 親 神 の 思 石 に 
そ わ た ない 心 ) を 払い , 互い に 立て あい , 助け あう こと 
(に より , ぁ ふし ぎ な 救済 が 現われ , 人 類 理想 の 世界 , B 
気 ぐ らし の 建設 が 実現 され る と 教え る . 

天理 教 で は 以上 の 教理 か ら 「 谷 底 せ り 上 げ 」, tre 
わ ち 「 よ ろ ず 」 救 け の 一 環 と し て 身体 障害 者 布教 , 特 
に 盲人 布教 に も 力 が 注 が れ て いる . 天理 教 に お ける 盲 
人 布教 の 歴史 は 非常 に 古く , 教 勢 発展 の 過程 に お い 
て , 明治 初期 か ら 中 期 に か け て , 初期 の 信者 が , 失明 
ある い は 失明 に 近い 眼病 か ら 奇 跡 的 に 救 わ れ , 自ら 布 
教 を 広め , 今日 の 発展 に 大 き な 足 跡 を 残し た 布教 師 は 
数 限り な い . 

盲人 布教 の 意義 は , 光 に 閉ざさ れ た 不幸 な 盲人 に 信 
仰 の 喜び を 伝え , 広く 親 神 の 思 召 を 知っ て も らい , F 
人 相互 問 の 心 の つなが り , 励ま し 合い の も と に 互い に 


助け あい , 陽気 べら し へ の 手引 き と す る と ころ に ある ` 

盲人 布教 の 現状 ] 天理 教 に お ける 盲人 布教 の 現状 
に つい て 述べ る と , 天理 教本 部 国内 布教 伝道 部 に お い 
て , 組織 化 さ れん た も の と し て , 1957 年 , 視力 障害 者 
布教 連盟 が 結成 され , 教 内 の 盲人 お よび 盲人 布教 に 
携わる 信者 の 大 部 分 が これ に 属し て いる . 1971 年 10 
月 現在 , 会 員数 2730 人 , うち 盲人 450 人 , BARK 
師 180 人 で , 東京 ・ 大 阪 を は じ め 全 国 に 14 支部 が あ 
る . 活動 の お も な 内 容 は , ① 盲 人 の 布教 , 信仰 の 向上 , 
相互 の 連絡 . ⑨ 点 訳 本 の 製作 お よび 普及 .③ 開 眼 に 必 
要 な 医療 の 世話 お よび 協力 な ど で あ る . 具体 的 に は 毎 
年 , 本 部 に お ける 総会 , 布教 講習 会 , 開眼 検診 。 点訳 
本 の 印刷, 貸出 し (貸出 し 用 蔵書 3770 i), 録音 テ 
ー プ の 貸出 し 用 在庫 数 1600 A, 布教 点字 月 刊 雑 誌 「 ひ 
か り 」 の 発行 , 各 盲 人 施設 , 盲 学校 その 他 へ の 寄贈 

(300 部 ), 点訳 者 養成 の た め の 点訳 講習 会 (本 部 地 
方 と 年間 14 回 ) な ど が あり , 1960 年 , 点字 研究 室 
が 誕生 し , 点訳 書 の 校正 , 通信 教育 , 月 刊 連絡 誌 「 五 
#2) の 発行 (850 部 ), 研究 会 , 点訳 指導 書 「 真 実 の 
六 点 」 の 発行 な ど , 点訳 奉仕 者 の 指導 育成 機関 と し て 
広範 囲 な 活動 を 行なっ て いる . 1971 年 10 月 現在 の 点 
訳 奉仕 者 数 は 1610 AHL, 毎月 平均 20 人 ずつ 増加 
し て いる . Ek, 声 の 奉仕 者 数 は 93 人 で ある . 

な お , 設備 と し て は , 点 字 図書 室 , 声 の 図書 室 , 点 
字 印 刷 製版 機 2 台 , 点字 タイ プ 2 台 , テー プレ ュー ダ 
ー 2 台 , 講習 用 点字 器 300 台 が 常置 され て いる . 1972 
年 に は 天理 教 点字 文庫 を 開設 し た . 

また , アイ ベン ク 登 録 の 中 継 取 扱い 人 数 も 点字 研究 
室 を 通じ て 1650 人 に 達し て いる . (矢野 道 三 ) 


金光 教 

金光 教 の 点字 伝道 な ら び に 盲人 に 対す る 図書 館 替 仕 
は , 金光 図書 館 (岡山 県 浅口 郡 金光 町 ) を 拠点 と し て 
行 な ち れ て いる . その 起源 は , 1949 年 1 月 同 教 操 山 教 
会 (岡山 県 福 泊 ) の 教会 長野 方 幸雄 が 金光 教 教 典 を 点 
訳 し た こと に MED, 1972 年 現在 で , 金光 教 に 関す 
る も の 483 種 1858 ft, 一 般 図 書 1865 種 , 7634 HOR 
字 図 書 を 所 蔵 し , 全国 に 無料 貸出 し を 行なっ て いる . 
所 蔵 図 書 の うち 自 館 点訳 数 は 8467 冊 で あり , BRB 
仕 者 は 277 人 で ある . 昭和 46 年 度 の 貸出 し 登録 者 数 
は 243 A, 貸出 し 冊数 は 2864 CHS. 点字 出版 に 
つい て は , 財団 法人 金光 教徒 社 (岡山 県 金光 町 ) か ら 
金光 教 教典 を 刊行 し た . 

1957 年 2 月 点訳 奉仕 者 に よっ て , 「 青 い 鳥 点訳 グル 
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— 7) が 結成 され , PtMBMACBBNeLBv TA 
訳者 の 育成 , 研修 , 連絡 に 当たっ て いる . 金光 教祖 川 
手 文 次 郎 (1813 / 文化 10~1883 / 明治 16 ) の 教え に 
「 天 地 金 乃 神 は 宗旨 嫌 を せ ぬ . 信心 は 心 を 狭 う 持っ て 
は な ら ぬ ……] と あり , 点訳 奉仕 者 , 点字 書 利用 者 も 
金光 教 関係 者 に 限定 せ ず , 広く 一 般 の 人 びと に ゃ 門 を 
開い て いる . (金光 図書 館 ) 


キリ スト 教 


カト リッ ク 

キリ スト 教 は 視覚 障害 者 に 対し , 救済 の 手 を さ し 伸 
べ る こと は , 聖書 に し る され た こと で あり , それ が 単 
に 身体 上 の 救済 だ け で は な く , 盲目 を 罪 の 結果 と せ ず , 
神 の わざ の 現われ で ある と し て いる . 聖書 に イエ ス が 
シロ アム の 池 の ほ と り で , 物 ご どい を し て いた 盲人 を 見 
て , その わけ を 尋ね た 弟子 に 答え た こと ば に よっ て , 
精神 的 に 衣 人 が 生か され て ゆく 点 は , 宗教 の 中 で も 特 
筆 す べき で ある . この よう な と ころ か ら , キリ スト 教 
の 伝道 され る と ころ , 必ず 盲人 救済 が 伴っ て いる の で 
ある . 

日 本 に カト リッ ク 教会 が 伝わっ た の は 1549 (天文 
18) 年 フラ ン シ ス コ ・ ザ ビ ェ ル (Francisco Xavier) 
が 鹿児島 に 上 陸 し て 伝道 を 始め た の が , その 発端 で あ 
る . 以来 , 戸 平 , 山 口 を 経て , 京都 へ 伝道 の 手 が の び , 
多く の 信徒 が で き , 多く の クリ スチ ャ ン 大 名 も 現われ 
て , 信徒 数 は 30 万 を 数 を た と いわ れ て いる . 

キリ スト 信者 に な る 盲人 も 潤 次 現われ , ChHhbOR 
人 た ち は 単 な る 信徒 で ある ば か り で な く , 伝道 に も 熱 
心 で あっ た . その 中 で ロレ ン ソ ー と その 弟子 た ち は 熱 
NCIS, クリ スチ ャ ン 大 名 に も 感化 を 与え た と 伝え 
られ て いる . 狗 教 者 ダミ ャ ン や 魚津 の 沢 市 , その 他 多 
く の 盲 人 が いて , か れ ら は 琵琶 法師 と し て 高貴 の 家 に 
出入 り し , 伝道 に カカ を いれ た こと は 有名 で ある . ロレ 
ンー や ダミ ヤン ら の 目 本 名 が は っ きり し な い の は , 
その 資料 が カト リッ ク 教 会 か ら 出 て いる た めで ある . 

その 後 , 豊臣 ・ 徳 川 の 時 代 に な り , キリ スト 教 は 禁 
正 さ れ た の で , 公然 と は 伝道 が で き な か っ た . 

明治 維新 を 経て , キリ シタ ン 禁 制 の 札 が 取 除 か れ , 
長崎 県 を は じ め 各 地 の 隠 れ た 信徒 が 現われ て , 伝道 も 
新た に 開始 され , 日 本 の 各地 に 教会 や 修道 院 が 建設 さ 
れる に 至っ た . この よう な 状況 の も と に と, 各 教 会 に お 
いて は 盲人 へ の 伝道 も 開始 され る よう に な っ た . 

カト リッ ク 教 会 が 特に 育 人 伝道 に 力 を 注ぐ よう に な 


っ た の は , 第 2 次 世界 大 戦前 後 か ら で あ る . 当時 , 東 
京 周 辺 の カト リッ ク 信 者 の 婦人 有志 が , 王子 製紙 株 式 
会 社 の 社長 の 協力 に よっ て , 戦傷 失明 者 の た め に 吉川 
RAS 「 宮 本 武蔵 」 を , 大 阪 の ライ ト ハ ウス に 依頼 し 
て 点訳 出版 し , これ を 各 軍 病院 に 贈呈 し た . 一 方 定 期 
的 に 病院 を 訪れ 失明 事 人 を 慰問 し た . 

戦後 に な っ て 次 の よう な 活発 な 事業 を 行なっ た . 

[みみ と と ろ の 点 宇 会 と みみ と と ろ の 点字 会 文庫 〕 1949 
(昭和 24) 年 ,。 フラ ン シ ス コ ・ ザビ エル の 日 本 渡来 
400 年 を 記念 し て , 兵庫 県 宝塚 市 の 聖心 女子 学院 の 修 
道 女 を 中 心 に 卒業 生 数 人 が 集まり , 「 み ここ ろ 会 点字 
部 」 が 発足 し た . カト リッ ク の 教え に 関す る も の の 点 
訳 を 使命 と し , ほか に 少年 少女 の た め に は 名 作 を , 成 
人 者 の た め に は 教養 書 の 点訳 を 始め た . 

195 委 年 局 会 名 を ll み と そ ろ の ASA ay 
同窓 生 以 外 の 会 員 を 多く 迎え , 1956 年 会 員 の 手 に な る 
点字 書 を 集め て 「 み ここ ろ の 点字 会 文庫 ] を 創設 し , 
会 員 の 手 で 宜 人 に 対し 無料 貸出 し を 開始 した. 点訳 の 
指導 , 原本 の 選択 , 文庫 ミュ ー ス の 発行 , その 他 資 材 
の 購入 な どす べ て 会 員 が これ に 当たり , 経済 面 は 一 般 
か ら の 寄付 金 に よっ て 支え られ て いる . 1969 年 に は 創 
立 20 周年 を 記念 し て , 「 解 説 つき 点字 書 総 目録 」 を 作 
っ た . 蔵書 数 は 2200 ft CHS. 現在 みこ ころ の 点字 
会 文庫 は 西宮 市 の 礁 川 カ トリ ッ ク 教 会 内 に ある . 

[カト リッ ク 点 字 図 書館 ] 1953 年 , 司祭 塚本 時 次 は 
信者 の 和泉 真 佐 子 の 協力 を 得 て , 東京 都 大 田 区 上 池 台 
の カト リッ ク 教 会 に カト リッ ク 点字 図書 館 を 創立 し 
て , 盲人 へ の 布教 活動 を 開始 した. 同年, 東京 都 千 代 
田 区 六 番 町 の カト リッ ク 中 央 協議 会 ビル に 移転 し た . 

同 図書 館 で は , 点字 雑誌 「 あ け の ほし 」 を は じ め 「 新 
約 回 書 ] な どの 宗教 書 を 有 出版 、 貸 田 し を し て いる . 
各種 の 点訳 ・ 点 写 書 は すべ て カト リッ ク 関係 書 で 約 
3050 冊 で ある . この ほか 点字 の 通信 指導 , 各地 の ボ 
ZUR Te PIU OF, GRIST Cy ESC 
の 交流 親睦 な ど に 努め , 利用 者 の 中 か ら 多 く の 受 洗 者 
が 生ま れ て いる . 

[ 聖 ビン セン シオ ・ ア ・ パ ウェ 会 (Society of St. 

Vincent de Paul) の 活動 」 聖 ビ ン セ ン シ オ ・ ア 
・ パ ウロ 会 は , 世界 的 組織 を も つ カ トリ ッ ク 信 者 の 活 
動 団体 で ある が , 戦後 , 日 本 で も 病人 の 手助け , RE 
時 の 救援 な ど , 地味 な 活動 を 続け て いる . 

盲人 に 対し て は 

(1) 敬老 舎 の 開設 と 維持 : 1960 年 , 同 会 の 東京 理事 
会 と 和 王 子 カ トリ ッ ク 教 会 の 協力 で , AEST AE 
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に 建設 し て , 住居 に 困っ て いる 盲人 や 身体 障害 者 を 収 
ELC, WR, 会 員 な ど が 交替 し て 世話 を 続け て い 
ae 

(2) Bases LRT —-7OVM : 同 会 東京 都 高 円 寺 
協議 会 で は , 1950 年 か ら 国立 東京 光明 寒 ( 現 ・ 東 京 視 
力 障害 モ セン ター) の 職員 ・ 生 徒 の 要望 に こたえ て , 医 
学 書 , 理 療 関 係 図書 の 朗読 奉仕 と 録音 奉仕 を 続け て い 
る . 現在 , 録音 テー プ 200 本 (7 イン チ ) を 有 し , 無 
料 食 出し を 行なっ て いる . 

また , 同 横 浜中 央 理事 会 は 1969 年 , HIER POR 
人 を 対象 と し て , カセ ッ ト テ ー プ を 主 と す る テー プラ 
イブ ラリ ー や カセ ッ ト テ ー プ 用 テー プレ コー ダー の 貸 
与 も 行なっ て いる . 

[善き 牧 者 の 運動 本 部 点字 係 の 活動 」 メリ ノー ル 会 
(Maryknoll Father) の アメ リカ 人 , ハヤ ッ ト 神父 
( Rev. James E. Hyatt, M.M. ) の 努力 で 開始 され た 
ラジ オ 放 送 「 心 の と も し び 」 に 端 を 発し , 現在 で は 京 
都 に ある 同 本 部 が スポ ン サ ー に な っ て , ラジ オ ・ テ レ 
ビ 放送 点字 書 , 録音 テー プ を 作製 , 広く 盲人 に 配布 し 
Mr 

[イエ ズ ス 会 点字 部 の 活動 ] 

広島 市 俊 町 カト リッ ク 教 会 の イエ ズ ス 会 司祭 ベト ロ 
・ サ ガセ タ (Rev. Pedro Sagaseta,S.J.) は , BS 
RAEN OIRO LORS Et LR DAB L TE 
て , 1966 年 か ら 点 訳 奉 仕 者 と し て 日 本 語 お よび 英語 
の 点訳 書 を 広島 県 立 点 字 図 書館 に 寄贈 し て いる . 

1970 年 に は , 点字 製版 機 を 備え , 善き 牧 者 の 運動 
本 部 発行 の 点字 月 刊 誌 「 心 の と も し び 」 を 委託 印刷 発 
FFCV 

1967 年 4 月 バチ カン BIC EAE AtleameO 
代表 者 た ち が ロ ー マ 法 王 ペ ウェ 6 世に 会 見 し , 世界 の 
盲人 事情 に つい て 話 合 っ た が , 法王 は 「 盲 人 を は じ め 
身体 障害 者 を 社会 の 有 能 な 一 員 と 信頼 し し, これ ら の 人 
びと を 社会 に 復帰 させ る こと が , 教育 ・ 宗 教 ・ 福 祉 事 
業 の 終着 点 で ある 」 と 述べ た こと は , 法王 が 盲人 事業 
に 対し , いか に 深い 関心 を も ち , 盲人 の 福祉 を 願っ て 
いる か と いう こと を 物語 っ て いる . EK, この 会 見 の 
際 , 法王 は , 日 本 代表 岩橋 英 行 の 両手 を 握っ て 「 日 本 
で 盲人 の た め に 仕事 を し て いる 人 びと に 神 の 祝福 の あ 
る こと を 伝え , 今後 , より 努力 を する よう 伝え て も ら 
Wie) BUNT 

日 本 で は キリ スト 教 を 旧 教 と 新教 の 二 つ に 分 け て 考 
えて いる が , その 範 ち ゅ うか らい えば ギリ ン シ ャ 正教 会 
も 旧 教 に 含ま れ て お り , これ に も 和 紅 人 信徒 が 幾 分 は あ 


孝 


る が , 特筆 すべ きも の は な い . RAAT) 

プ 困 デ スタ シン 
[プロ ョ デスタ ント の 盲人 伝道 ] 2 プロ デス タジン NR が 5 
日 本 に 伝道 の 第 1 歩 を 進め た の は , 1859 (安政 6 ) 年 
アメ リカ 人 宣教師 6 人 が 渡航 し て きた と き で あり , 
1873 (明治 6 ) 年 キリ ンタ ン 禁 令 が 解 か れ て , 公然 と 
伝道 され る よう に な っ て か ら , 盲人 伝道 の 芽 ば えん が み 
bIve & Wei S Te. 

1875 年 5 月 , 東京 築地 の 築地 病院 長 フ ォ ー ル ズ 
(イギリス 人 医師 ) の 家 で , 楽 善 会 と いう 福祉 的 団体 
が 組織 され た . それ に 参加 し た の は 中 村 正 直 , 津田 仙 , 
古川 正雄 , 岸田 吟 香 . それ に アメ リカ の ドイ ツル ー テ 
ル 教 会 宜 教 師 ボ ル シ ャ ルト と フォ ー ル ズ 医 師 で ある . 
この 団体 は 東京 に 訓 家 院 を 設立 し よう と し た の で ある 
が , フォ ー ル ズ 医 師 は 次 の よう に いっ て いる . [AA 
(に は イギリス の 3 倍 , エジプト の 2 倍 の 家 人 が いる か 
ら , これ を 教育 し て 普通 人 と 同様 な 生活 を 営ま せる よ 
Fic Lic qui bin) Ose Was OG waa 
(REOBRAZC, キリ スト の 精神 を 悟ら せな けれ ば 


- な ら ぬ 」 と . これ が 表 人 を キリ スト 教 に 導 こ うと する 


第 1 歩 で ある と 考え た の で ある . 

そこ で 楽 善 会 で は アメ リカ の 聖書 会 社 に 依頼 し て , 
ロー マ 字 と 日 本 か な 両 様 の , 紙 に 簿 出 し た 教科 書 を 作 
っ て , 教え る 計画 を 立て た . この 凸 字 の 用 紙 は 届け ら 
HEM, 楽 善 会 訓 衣 院 の で きた の は 1880 年 で , その 
間 変遷 も あっ て , キリ スト 教 的 教育 が 行なわ れる よう 
(に は な ら な か っ た . し か し , 楽 善 会 の この と き の 相 談 
は , 盲人 伝道 の 歴史 に 書き と め ね ば な ら な い 一 事 で あ 
B. 

1878 年 に RRS MBE ACHE, キリ スト ABI 
の 学校 と し て は , 18991 年 メッ ジス ト 派 の り ドレ ー ペ パー 
が , その 母 の 勧め に よって, BLES TCHAUMD 
た 横浜 訓 十 院 が ある. ドレー パー は の ち に 嘩 館 に 転任 
し , 篠崎 清 次 と 協力 し て rah Ree Re LOA 
1895 年 と いわ れ て いる . 

これ より 先 , 聖公 会 の 宣教 師 A._F. チ ャ ベル が , 失 
明 し た 師範 学校 教師 森 巻 時 と 協力 し て , 岐阜 訓 盲 院 を 
創設 し た の は , 1894 年 で ある . CHOOSER 
れ も キ リス ト 教 主義 に よっ て 建て られ , 生徒 $ キ リス 
ト 教 に よっ て 訓 育 され た . こ れ と 同 主 義 の 盲 学 校 に は , 
PAM She が あり , 1904 年 , 美 普 教会 牧師 大豆 見 源 
一 郎 に よっ て , 東京 浅草 に 始め られ た も の で ある . 

以上 の 訓 盲 院 の ほか に , キリ スト 教 の 精神 を も っ て 
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教育 を 始め た 者 が 数 多く ある . 1889 年 , 鳥居 嘉 三 郎 が 
京都 幼 院 の 院長 に な っ た が , か れ の 熱心 な キリ スト 
教 精神 に よっ て 感化 され た 生徒 た ち が , FEB, 諸 所 

こ Blboe 設立 し て いる . すなわち , 1908 年 に 山本 
清一郎 が 彦根 訓 盲 院 を , 翌年 に 関本 健治 が クラ ー ク 宣 
教師 と 協力 し て 日 向 訓 家 院 を 設立 し た の が , その お も 
な も の で ある . その 他 , 1904 年 に 左近 不 孝之 進 が 神 
戸 訓 盲 院 を 設立 し , 折 居 松太郎 が その 前 年 ご ろ 教 会 の 
日 曜 学校 か ら 東 北 定 人 学校 を 起こ し た ほか , 鹿児島 , 
熊本 , 松江 , 松本 を は じ め 諸 所 の 訓 紅 院 に お いて , キ 
リス ト 教 的 教育 が 施さ きれ た . し た が っ て , これ ら の 学 
校 を 中 心 に し て , 盲人 伝道 が 行 な ち われ て きた . POR 
RA FRCL, 教員 練習 科 や 師範 科 な ど が 併設 され , 
1907 年 どろ か ら こ と ここ で 学ぶ 盲人 た ちの 中 に , 熱心 な 
キリ スト 信徒 に な っ た 者 が あり , か れ ら が 地方 の 育 学 
校 に 赴任 し て , そこ で 伝道 的 感化 を と えた 結果 , 地方 
に 言 人 信徒 の 団体 が で きる よう に な っ た . 

その ころ 東京 に 日 本 家人 会 が 組織 され て , SHA 
人 伝道 を 推進 し て いる . その 中 心 人 物 で あっ た 好 本 督 
(1878 / 明治 I~) が 「 日 英 の 盲人 」 と いう 著書 を 黒 
字 と 点字 と で 発行 し イギリス の 盲人 事業 や 有名 た な 盲 
人 た ち を 紹介 し , 間接 に キリ スト 教 精神 を 盲人 た ち に 
も 植付け た . 好 本 は 熱心 な キリ スト 信者 で あり , AK 
敵 王 と 親しく , 内 村 鑑 三 も 官 人 伝道 を 応援 し た . その 
後 , 1915 (大 正 4 ) 年 ご ろか ら 東 京 の 家人 信徒 が 集 ま 
っ て , 盲人 信仰 会 を 組織 し, 「 信 仰 ] と いら 点字 機関 誌 
を 発行 し た . Ek, キリ スト 教 的 書籍 を 発行 し て , F 
人 伝道 の 実 を あげ て きた . 好 本 は これ を 応援 し , 1908 
年 イギリス の オッ クス フォ ー ド に 渡っ て か ら も 財政 的 
援助 を 行なっ た . 

1890 (明治 23 ) FRR SERA, 石川 倉 次 が , 
日 本 語 点字 を 翻案 し , 1902 年 , 官報 に 盲人 用 文字 と 
し て 公表 し た と と は , 日 本 表 人 に と っ て 大 き な 福 祉 で 
あっ た . そこ で , 盲人 伝道 に お いて も , この 点字 で キ 
リス ト 教 の 教典 で ある 聖書 を 出版 する こと に な っ た . 
横浜 の レー パー が , 1895 年 , 聖書 会 社 に 頼ん で ョ 
ハネ 伝 を 出版 し た の が その 最初 で ある . それ 以来 , マ 
BA, マル コ , VA, 使徒 行 伝 な ど が で きた が , 点字 
の 新約 聖書 の 全巻 が そろ っ た の は 1915 年 で ある . こ 
2 し て , 10 年 後 の 1924 年 に , 盲人 信徒 の 願い と BH 
(によって, ARMS 31 AS 完成 し た . ちな み に 現 
在 の 国語 訳 点 字 聖 書 は 32 fC, 1961 年 に 日 本 聖書 協 
会 か ら 発行 され た . この 点字 聖書 は 盲人 キリ スト 教 
に 接する こと に , どれ ほど 役立っ て いる か は いう まで 


も な い . 

St, 盲人 教育 は 次 第 に 発達 し , 1923 年 に 盲 貴教 育 
令 が 発布 され て か ら は , 多く の 学校 は 県 立 に 移管 され 
る よう に な っ た . これ まで キリ スト 教 精神 で 教育 し て 
いた 学校 が 公立 と な っ た た ぬ め , 十分 に その 成果 を あげ 
る こと が で き な く な り , それ まで 学校 教育 が 伝道 を 兼 
ね て いた も の が , キリ スト 教 伝道 に つい て は , 形 を 変 
えな けれ は な ら 上 太い と と に だ な っ た . そこ と で 盲人 ギリ サス 
ト 信仰 会 が いっ そう 活躍 し な けれ ば な ら な いこ と と に な 
り , 各地 の 教会 る これ を 補っ て , 盲人 伝道 に 力 を 尽 す 
所 み 7 

東京 に お いて , 盲人 信仰 会 が 活躍 し て いる の に 対 
し , 関西 に お いて は 関西 学院 が 盲人 の 勉学 の た め に 門 
戸 を 開い て , いく た の 有力 な 盲人 信徒 を 出し た . こう 
LT, 盲人 伝道 は 次 第 に 進展 し て きた が , 第 1 次 世界 
大 戦 を 経て , 新しい 情勢 に 直面 し た . ヘレ ン ・ ケ ラー 
が 1937 年 に 初め て 来 日 し , 1948 年 に は 再び 日 本 を 訪 
MIO M EIDE ARP AWA. ミコ ョ ヨージ ク V6 あ る ジウ 2 
Ys inv bh YYS CJohn Milton Society) の 主事 ・ 
スト ー フ ァ ー(Milton T. Stauffer ) 夫妻 が 来 日 し , 
日 本 の 家 人 施設 や 学校 な どの 責任 者 と 会 い , EDOMD 
に よっ て , NCC (日 本 基 営 教 協議 会 ) や AABEK 
団 の 関係 者 と 相談 の 結果 , 1950 年 に は 日 本 に も 超 教 派 
の 盲人 伝道 の 協議 会 と し て 日 本 家人 基 教 伝道 協議 会 
を 組織 し た . この 会 の 初代 委員 長 は 好 本 督 で ある が , 
渡 敵 し た た め , 当時 の 教団 伝道 部 長 柏井 光 蔵 が 後任 と 
な り , 現在 に 至っ て いる . 

この 会 は 機関 誌 「 信 仰 」 や , 児童 雑誌 「 の ぞ み の 
Kl の ほか , 聖書 新 辞典 , 新約 聖書 略 解 , 旧約 書 の シ 
リー ズ を は じ め , 多く の 点字 書 を 発行 し て いる . な お 
この 会 か ら 巡 回 伝道 者 と し て , 全国 に 家 人 伝道 者 を 派 
遺し , 毎年 修養 大 会 を 開き , SHEICEL SHS 2, 
アメ リカ 留学 生 を ジュ ン ・ ミ ルト ン 協 会 に 推 せ ん し て 
きた . Ek, 地方 の 盲人 信仰 会 や 盲 学校 の バイ ブル ク 
ラス な ど を 援助 する ほか , テー プ に よっ て 聴覚 伝道 を 
試み て いる . 
聴覚 伝道 の うえ で し る し て お か な けれ ば な ら な い の 
は , 大 戦後 に お ける ラジ オォ 伝道 で ある . これ が 盲人 に 
関係 の ある こと は いう まで も な い が , ルー テル ・ ア ワウ 
ー に お いて は , 誕 人 の た め に ゃ 通信 講座 を 点字 で 発行 
し , 数 千 の 盲人 を 導い て いる . この ラジ オォ 伝 道 に は 予 
言 の 声 も 点字 で 講義 録 を 発行 し て いる . 

BEDE 5, プロ テス トタン ト 派 の 日 本 に お ける 
古人 伝道 は , 各 教 派 に お いて も , 個々 の 教会 に お いて 
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も , 超 教 派 的 に 行 な ち われ て いる が , BAUR, SAT 
伝道 者 に な っ た 者 も 多く ある . その 第 1 は 藤田 民 で あ 
る . か れ は 1859 (安政 6 ) 年 に 青森 県 に - 生 まれ, 勉学 
PAW, 本 多雨 一 に より 洗礼 を 受け , の ち に 神学 を 学 
び , メッ ジス トト 教会 伝道 師 と な り , 奥羽 地方 の 諸 所 の 
教会 で 働き , その 感化 は 大 きく , 19404, 81 KTR 
Lk. か れ は 日 本 に お ける 最初 の 盲人 牧師 で ある が , 
その 後 , 近江 ミッ シュン に お ける 大 橋 五 男 ., メッ ジス 

ト 派 の 熊谷 鉄 太郎 , ルー テル 教会 の 石松 量 蔵 , 村上 義 
i 緒方 一 誠 , 教団 の 大 村 善 永 , 佐藤 和 興 , 平野 博 
之 , BRE, 玉田 敬 次 , バプテスト 派 の 藤井 健児 , 改 
半 派 の 青山 輝 徳 , ホー リネ ス 派 の 安田 菊 政 , 小林 衝 ら 
が いる . この うち 大橋 , BH NEL 安田 ら は すでに 
逆 和 人 と な っ て いる . な お , 信徒 と し て , . あ る い は 教会 
の 長老 と な り , 多く の 感化 を 与え つつ ある 多く の 盲人 
が ある . 

[盲人 福祉 施設 】 キリ スト 教 精神 を 基調 と し て 経営 
し て いる 盲人 福祉 施設 は , 東京 光 の 家 ( 秋 元 梅吉 ), 東 
京 点字 出版 所 GRE), 日 本 点字 図書 館 (本 間 一 
夫 ), 信愛 ホー ム CHARA), 盲 女 子 ホ ー ム サフ ラン 
の 家 (高田 冨 美 野 ), 岐阜 訓 盲 協会 ( 糸 林 保 夫 ), 日 本 
ライ ト ハ ウス (岩橋 英 行 ), HAA DT FOU A (門脇 ト 
ミ ), 島根 ライ ト ハ ウス (高尾 正徳 ) な ど で あ る . 特に 
書き 添え て お きた い の は , 関西 紅 女 子 ホ ー ム の 理事 長 
を し て きた 移 田 倫 章 で ある . か れ は バプテスト 派 の 牧 
師 で あっ た が , OSE ARIEKE L, 1908 (明治 41 ) 
年 ご ろか ら 盲 人 伝道 の 会 を 組織 し , 会 長 と な り , 以来 
数 十 年 に わた っ て 全国 を 巡回 伝道 を し , 1965 年 に 世 を 
Bok. も う 1 人 中 村 京 太郎 で あっ て , PHIRBAS 
リス ト 信 仰 会 の 指導 者 で , 「 点 字 毎 日 ] の 主筆 で も あ 
り , 旨 界 に 大 き な 感 化 を 与え た が , 1964 年 に 世 を 去っ 
a4 (石松 量 蔵 ) 

[フレ ンド (Friend ) 派 ] クエ ー カー C Quaker ) 
と も いい , 日 本 名 は 「 キ リス ト 友 会 | と いう . イ ギ リ 
ス の ジョ ー ジ ・ フ ォ ッ クス (George Fox: 1624~1691) 
を 中 心 と し て 起こ っ た . その 根本 教義 は , 神 と 人 と は 
直接 に つなが っ て お り , 相互 に 交渉 し て いる と いう , 
自己 の 体験 に 基づい た 信仰 で る ある. キリ スト の 聖なる 
光 に 照ら され た 人 びと の 殊 そ れ 自 身 が 究極 の 権威 で あ 
る . 当時 , 権威 の 根拠 を 教会 や 神学 に お いた 外 的 な も 
の か ら , 人 間 の 内 な る 生命 と 霊 に 置き 変え よう と する 
運動 で ある . 今日 , 世界 中 に 約 20 万 人 の 信者 が いる . 

日 本 伝来 は 1882 年 で と の きっ か け を つく っ た の 
は , 当時 アメ リカ 留学 中 で あっ た 新渡戸 稲造 (1862 / 文 


A 2 ~1933 / 昭和 8 ) と , 内 村 鑑 三 1861 / 文久 元 一 
1930 / 昭和 5 ) で ある . 

フレ ンド と 日 本 背 人 と の 関係 は , 岩橋 武夫 に よっ て 
作ら れ た . か れ が 和 失明 後 , 関西 学院 に 在学 中 , 神戸 の 
英字 新聞 ジャ ペン ・ ク ロニ クル の 記者 で フレ ンド 教徒 
で あっ た ブレ ー ル ス フ ォ ー ド ( Brailsford ) が , か れ 
を 特異 な 長 人 と し て 注目 し , 自分 の 母校 テ シ ン バラ 大 
学 に 正式 学生 と し て 受け いれ られ る よう 交渉 し た . = 
ジン バラ 大 学 に 入学 する こと が で きた 岩橋 は , 同 地 の 
フレ ンド に 入会 し , フレ ンド 精神 を 体得 し た . 1927 年 
帰国 後 , 賀川 豊彦 (1888 / 明治 21 ~ 1960 / 昭和 35 ) 
の 神 の 国 運 動 に 協力 し , 全国 に フレ ンド 精神 を 鼓 吹 し 
た . や が て 大 阪 に か れ を 中 心 と し た フレ ンド の 一 団 が 
誕生 し , 霊 交 会 と 名 づけ た . 日 曜 礼 振 会 に は 宜 人 も 参 
加 し た . この 有志 者 た ち が , 1924 年 FSB (フレ ン 
ド 盲 人 奉仕 会 ) の 名 称 で 多く の 点字 書 を 作成 し , BA 
た ちか ら 非常 な 歓迎 を 受け た . これ が ライ ト ハ ウス 
( 現 日 本 ライ ト ハ ウッ ス ) 創立 の 精神 的 支柱 と な っ た -. 
霊 交 会 は の ち に 「 大 阪 月 会 ] と いう フレ ンド グル ー プ 
ELT, 日 本 フレ ンド セ ンタ ー の 一 環 と し て 活躍 を 続 


Fase 


さら に 1937 年 の 第 1 回 へ ヘレン ケラ ー 来 日 後 , 日 本 
の 盲人 団体 統一 の 機運 が 高まる に 及び , 19394, 東 
京 を 中 心 と し て 「 盲 人 問題 懇談 会 ] が 生ま れ た . この 
と き , 東京 フレ ンド セン ター で は , 日 本 盲人 の 全国 的 
組織 統一 運動 の 意義 を 理解 し, 常に 会 場 を 提供 する と 
と も に , この 運動 の 主宰 者 岩橋 武夫 を 助け た . 

(土井 利家 ) 

[救世 軍 ] 救世 軍 ( The Salvation Army ) は 1829 
年 , イギリス の メッ ジスト 派 の 伝道 師 ウ ィ リ アム ・ ブ 
ー ス (William Booth: 1829~1912 年 ) に より ロン ド 
ン で 創始 され た キリ スト 新教 の 一 派 で ある . 伝道 と 社 
会 事業 と を 行ない , 1878 年 か ら は 軍隊 組織 を 採用 , 階 
級 と 制服 制帽 を 用 い , 信者 を 兵士 と 称し , 教会 を 小 
隊 , その 上 部 組織 を 連隊 と いい , 本 部 を 本 営 と 称し て 
いる . 日 本 に は 1895 (明治 35 ) 年 渡来 . この 組織 の 
中 に 山室 軍平 (1872 / 明治 5 ~ 1940 / 昭和 15 ) が は 
いっ た の は 大 き な 力 と な っ た . 廃 妨 運 動 に 手 を つけ , 
社会 事業 を 行ない , 社会 鍋 (初期 は 慈善 鍋 ) で 市 民 に 
深く 親 ま れ て いる . 

第 2 次 大 戦中 は 軍部 の 圧迫 を うけ , イギリス の 大 本 
営 と の 関係 を 断 た れ た が , 1946 年 , 日 本 救世 軍 本 来 の 
姿 に 再建 され た . 

ケニヤ , タン ガニ イカ , バハ マ , ジャ マイ ALOK 
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に は , 救世 軍 経 営 の 盲 学校 , 盲人 施設 な ど が ある が , 
わが 国 に は 特別 な 施設 は な い . し か し 1918 年 ご ろ 専 
任 の 盲人 係 ( 現 福島 県 立 点 字 図書 館員 和 桑原 吉 衛 ) を お 
き , 山室 軍平 著 「 平 民 の 福音 」 (伊藤 福 華 など が 協力 ) 
の 点字 版 を は じ め 盲 人 伝道 に 手 を 染め た . Ek, BA 
の た め の レ ュー ドコ ュ コンサ ー ト な ど を し きり に 催し た . 
救世 軍 士 官学 校 に 学び 士官 と し て 活躍 し , の ち に 衣 
人 関係 の 仕事 に た ず さ わ る 者 , FADBLUTKOE 
事 を 助け て いる 者 が 多数 ある . (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献 ] 

石松 量 蔵 「 育 人 と キリ スト 教 の 歩み 」 日 本 盲人 基督 
教 伝道 協議 会 昭和 34. 

右 松 量 蔵 「 盲 人 伝道 百年 史 」 


民間 信仰 


民間 信仰 の な か に , 家人 が 関与 する 歴史 と 現代 性 を 
も つも の と し て 知ら れる 巫女 が ある . 巫女 と いえ ば , 
今日 も ミュ と 呼ば れ て , 神社 に 奉仕 する 女性 職員 も あ 
る . 神楽 を 舞っ た り , 神 札 ・ 守 札 を 授け た りす る だ け 
だ が , 平安 時 代 末 期 の 風俗 資料 で ある 「 新 猿楽 記 」 に 
は , 当時 の 巫女 の 職 分 に つい て , ト 占 ・ 神 遊 ・ 寄 弦 ・ 
日 寄 と 記し て いる . 巫女 に は さら に 記紀 (に まで さか の 
ぼる 古い 歴史 が あっ て , 元 来 は 神 の 託 宮 を 人 間 に 告知 
する の が 本 務 で あっ た . 祭神 と 政治 が 密接 で あっ た 古 
代 の 祭 政 政治 時 代 に は , その 神聖 な 技能 の ゆえ に , 大 
き な 社 会 的 支配 力 を も っ て いた だ た. 

神社 に 所 属し た ミュ の ほか に , 民間 に 散在 し て 霊 語 
を 述べ 歩き , また は 家 の 祭 に か か わっ た 女性 で , ミ 
と か イチ , イチ ュ コ と 呼ば れる 人 た ち が あ っ た . AF 
ities 0S UE ミミ LE も WW われ た 者 た ち で あ 
る . 口 寄せ と いう 語 は , 平安 時 代 末 期 , 藤原 頼 長 の 
「 台 記 」 1155 (久寿 2 ) 年 の 記事 に ゃ 見 え , 冥界 に あ 
る 神 や 死者 の と と ば , ある い は 生き て 遠 国 に ある 者 の 
消息 を 仲介 し て 語り 開か せる こと で ある . 諸国 を 旅 し 


た の で 歩き ミ っ と いわ れ , 梓 号 を は じい て , ESCH | 


土 を お ろ す 呪文 を 唱え な が ら 自 己 催 眠 に は いる の で , 
梓 ミ ュ と も 呼ば れ た だ た. 江戸 時 代 初期 の 風俗 絵師 岩佐 又 


兵衛 が 描い た 職人 図 巻 の 1 に , 弓 を は じ く 巫女 の 図 が 


Hot, GR, 名 も な い 民 衆 の 不安 と 期待 に 応じ た 諸 
職 の 一 つと し て , 多く の 支持 層 が あっ た こと が 知ら れ 
る . 事実 , 江戸 時 代 に 京 で は 北野 等 持 院 付近 や , AE 
ミュ と いっ て 大 原 に 定住 し て いた ミュ が あっ た . 江戸 
で は 亀戸 , 大 坂 で は 天王 寺村 , また , 朝 後 の 与謝 郡 城 





東村 も ミュ の 定住 地 で あり , 信濃 巫女 と いっ て 諏訪 を 
本 拠 と する 者 も あっ た し , 上 州 高崎 に こも アガ タ ミ ュ と 
呼ば れる 者 が いた . 

各地 の イチ ュ が 次 第 に 姿 を 消し て し まっ た な か で , 
古く か ら 奥 州 で イタ コ と いっ て , 多く は 盲目 の 女 で あ 
っ た 者 の 系 統 が , いま も 青森 , KH, AF, 宮城 な ど 
の 諸 県 に に イタ コ と か , オカ ミン , ワカ サマ な ど と 呼 
ば れ て わずか に 残っ て いる . 一 方 , 琉球 で も 神職 の 巫 
女 を ノロ , 民間 の 巫女 を テ ユタ と 呼ん で 区 別 し つつ 遺 風 
PEA で Mo る ニニ 角 と いう の も イチ ュ ル イタ ュ ム あ 開 
連 の ある こと ば で あろ うと 考え られ て いる . 

津軽 の イタ ュ の 現状 を 述べ る と , 失明 し た 娘 は イタ 
ュ に で も し よう と いう 親 の 計ら いで , 師匠 取り を し て 
住み 込む . 飯 た き , ナ ワ ない, ムシ 織り な ど , AK 
の 家事 を 手伝い , その 合い 間 に 師匠 か ら 口 授 を 受け 
る . まず 中 被 い , MRR, WARE BU REDO, 
次 は 神 お ろ し , オシ ラ 祭 文 , 次 に マジ ナイ の 仕方 で , 
これ が 終る と 口 寄 せ に な る . 弟子 入り の 間 は , 米 , ミ 
YROR, 新 ま で いっ さい を 親 が 負担 する . 数 年 た っ 
て も 覚え が 悪く , 見 込み の な い 者 は 親元 へ 帰 さ れる . 
最後 に 神秘 的 な 神 池 け の 儀礼 が 行なわ れる . 師弟 2 人 
きり で 7 日 間 密 室 に こと もり, さま ざま な 秘法 を 修め て 
神 の 体 に な る と いう . これ で 師匠 か ら 許し を うけ た こ 
と に な る . 終っ て 同門 の 弟子 や 親類 を 招い て 披露 を 
し , 初め て 1 人 前 の イタ コ ュ と し て の 資格 が 認め られ , 
容 を と る こと が で きる よう に な る. 





「 仏 降 ち し 」 を する 恐山 の イタ ュ 

イタ ュ は 病気 の 被 い , 吉凶 の 占い も する が , 春秋 の 
彼岸 に 招 か れ て 仏 お ろ し に 歩く . 部 落 に 宿 を と り , 老 
削 た ち が 集 っ て 聞く . 秋田 で は , 死者 が ある と すぐ 仏 
お らち し を し て , その 口 開 き で 葬送 の 支度 を する と いう 
DS, 津軽 で は , 死後 100 日 た た ぬ と 仏 は お り て こない 
と いわ れ て いる . イタ ュ コ は 九重 の 守り を 入れ た 丸 筒 を 
背負 い , イラ タカ の 珠 数 を すり , 弓 は じき な ど し て 独 
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得 な 抑揚 で 仏 お ろ し の 文句 を 唱え 終る と , 死者 の 口 寄 
せ が か が 始ま る. HRT SABE SIL, それ ぞ れ あの 世 
か ら の 懐か し い 肉 親 の 声 を 開い て , その 日 説 に 涙 を 流 
す の で ある . 

旧 唇 4 月 16 日 (いま は 新暦 の 同じ 日 ) に 行なわ れ 
る 弘前 市 の 郊外 久 渡 寺 の オシ ラ 護 で, イタ コ ュ は 神 お ろ 
し を し て , 世の中 占い (その 年 の 農事 の 豊 凶 の 告げ ) 
を する . オン ラ さ まとい うら の は , 東北 各地 に 残る 民間 
信仰 で , 桑 の 木 に 馬 や 鶏 , 人 面 な ど を 刻ん だ 1 対 の 神 
体 を , 家 の 神 と し て 祭る もの で ある . イタ ュ は 春秋 に 
オン シラ さま を 祭る 家 か ら 招 か れ て , その 司祭 も する . 
これ を オシ ラ さ ま を 遊ば せる と いい , こと の と き オ シラ 
さま を 手 に 取っ て 振り 動か し な が ら , イタ ュ が 唱え る 
の が オン ラ 祭 文 と いわ れる きま ん 長者 物語 な ど で あ 
る . 

こう し て , 民衆 の 信仰 生活 に 密着 し た さま ざま の 職 
能 を も つ イ タ ュ は , 各部 落 の 家々 に 招 か れ て 回 り 歩 
x, また , 津軽 郡 内 の 代表 的 な 神社 の 祭礼 な ど で , 群 
衆 を 前 に 仏 お ちろ し な ど を し て , 旧暦 11 月 23 日 で 弓 納 
め を する と いう . 中 で も 毎年 旧暦 6 月 23 日 の 地蔵 会 
に は , 北津軽 郡 金 木町 川 含 に ある 低 の 川原 の 地蔵 堂 の 
周辺 に , 多数 の イタ ュ が 集まっ て 小屋 掛け を し て 客 を 
ED. これ われ を イタ コマ ヂ デ と 呼ん で いる = Gletae 9 


し て , 死ん だ 肉 
POZE EIA 
びと の 頼み に 応 
じ で , LOAF 
せ を する 光景 
が , 古代 の 民間 
信仰 を まざまざ 
と いま に 再現 す 
る も の と し て , 
FRO TABS 
の 話題 を 賑わし 
て Uae が 
し , 近年 は イタ 
ュ の 数 も めっき 
その 後継 者 も な 津軽 の イタ ュ の 口 寄せ 
WEEK, 衰え て いく の を 如何 と も し が た い . な お , 
青森 県 下北 半島 の 霊場 恐山 は , 死者 の 霊魂 が 集まる 所 
と いう 信仰 が 昔 か ら あ っ て , 地 和 釣 ・ 極 楽 と いわ れる 聖 
地 も ある . 毎年 7 月 20 日 か ら 5 日 間 行なわ れる 祭典 





ih, 津軽 や 南部 の イタ ュ が 恐山 の 中 心 を な す 地 蔵 堂 


の 周囲 で , 参 語 人 を 相手 に , 死者 の 口 寄せ を する の も 
AB UTM bNTWS. (森山 泰 太郎 ) 


家族 


家庭 は こども を 育て , 家族 を 保護 し , 心 と か ら だ に 
休養 と 安定 を 与え る も る の で ある . 家族 に 盲人 が いる 場 
合 , と も すれ ば 盲人 を 差別 し て 取扱 い , 家族 が 融和 し 
に くく , 暗く な りや すい . し た が っ て , 家族 の 中 で わ 
け へ だ て を し な いこ と が 第 1 で あっ て , 協力 や 援助 が 
自然 に な され る こと か 必要 で ある . 家族 の 生活 は , ま 
ず 何 より も 明る く < 楽し く な けれ ば な ら な い . その 中 で 
盲人 に 対す る 暖か い 心 づか い が 生 き て お り , 希望 と 信 
仰 の あぁ ふん いき に 満ち て いる こと が た いせ つ で ある . 

し 衣 人 に 対す る 家族 の 態度 ] ① 常に 明る く 敬愛 を 
も っ て 接する . © 安全 に 対す る 注意 を 怠り な いこ 
と . た と えば , 家具 , 調度 品 な ど を 通路 や 廊下 な ど に 
置か な いこ と . ③ 障子 。 ガラ ス 戸 な ど は , 一 定 の 形 
ChHAL, 家庭 内 の 物 の 配置 や 家 の 構 造 が か, SADR 


識 の 中 に は っ きり と と ら え られ る よう に 注意 する こ 
と . ④ テレ ビ , 新聞 , 雑誌 な どの 話題 を 説明 し た り 
自然 の 風物 や その 変化 に 親しま せ た り し て , 家族 の 中 
で 共通 の 話題 や 趣味 を 育て る こと . © 旅行 な どの 体 
験 を 豊か に させ る こと . © 過 保 護 に 陥ら な いよ うに 
HEL, 衣 人 に も その 家族 の 一 員 と し て , で きる だ け 
責任 と 役割 を 号 を える よう に する こと . 

[家族 に 対す る 盲人 の 心得 〕】 ① 家族 に 対し 快活 で 
ュ ユーモラス に 接する こと . © も の ご と を つと め て 善 
意 に 解釈 し , 度量 を も つと 同時 に , 感謝 の 心 を 忘れ な 
いこ と こと. ③ で きる こと は 自分 か ら 進ん で 行なう こ 
と . 盲人 は 家族 に 負担 を か ける こと が 多い か ら , 積極 
的 に 家族 の 中 の 責任 と 役割 を 果たす よ ょ 2 努力 する こ 
と . ④ 日 常 生 活 の 中 で , 家族 と 共通 の 話題 , 共通 の 
楽し み を も つよ うに 心がけ る こと . 

盲人 と 家族 と の 関係 に まず 必要 な も の は , 理解 と 愛 
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情 で ある . RROMCHAMS >. TbAATHSOCE 
を 忘れ て し まっ て いる よう な 家族 で ある と と が 望ま し 
Min 

[RAN SAWS) 豊か な 物質 も 行 届い た 社会 福祉 
b, それ だ け で は 障害 者 が 心から 幸福 に な る こと は む ぢ 
ず か し い . 霊 的 に 救 わ れ な けれ ば 真 の 幸福 は な いと い 
える . ここ に 信仰 の 必要 が ある . 盲人 自身 が 正しい , 
よい 信仰 を も ゃ つと と も ゃ も に 家庭 が 宗教 的 あん いき で 満た 
MG いる と と が 持 ま しい . 

[非常 時 に 対す る 心得 ] ① 安全 が 常に 第 1 に 考慮 
され る こと . @ 住居 は その 周辺 に が けが あっ た り , 
袋小路 に な っ て いた り , 水 の 危 険 が ある こと は つと め 
て 避け る べき CHS. © FRAY 数 カ所 決め て お 
き , 盲 人 に 十分 に 体得 させ る こと . Ek, 可燃 性 の も 
の を 火 の 近く に 置か な いこ と . © 消火 器 , 水 を 張っ 
た 消火 用 バケ ツ な どの 用 意 を 怠ら な いこ と . 大 金 
は 銀行 な ど に 預け , 戸締り に は 盲人 も よく 慣れ る よう 
と する と と . © 非常 持 由 し を は っ きり し て お く とこ 
と . © 家 の 構 造 は で きる だ け 平 屋 が よく , 耐火 , 
耐 遷 で ある こと が 望ま し い . また , 出入 口 は 引き 戸 の 
方 が 盲人 に は 便利 で ある . ドア の 場合 は , 外 開き 型 に 
する 方 が 安全 で ある . 

[ 盲 の 発生 と 家族 ] 富裕 な 恵まれ た 家族 に も 盲人 は 
出る し , 貧困 な 家庭 に も ゃ 家人 は 生ま れる . LAL, 不 
衛生 の た め や , 医療 が 不 十 分 な た め に 家人 を 出す 家庭 
も 少な く な い . 眼 疾 の ある 者 は , で きる だ け 早 く , 信 
用 ある 医師 の 診断 を 受け , 治療 する こと が た いせ つ で 
ある . 特に 症状 が 進行 性 の も の , 伝染 の お それ が ある 
も の は , た め ら うこ と な く 適 切な 処置 を し な けれ ば な 
ら な い . 迷信 や 邪教 や 民間 療法 を 過信 し て , MELO 
つか な く な る 者 も いる. この た め に も , 家族 の 協力 や 
理解 が 必要 で ある . また , 血族 結婚 か ら は 盲 が 発生 す 
る お それ が 大 で ある . また , BD + HE + BURA 
自由 な ど 2 重 , 3 重 の 障害 を も つ 盲 人 も 少な く な い . 
これ ら は 遺伝 に よる も の も あっ て , 盲 の 発生 を 未然 に 
防ぐ た め に も ゃ , 慎重 に 考え られ る べき こと で ある . 

それ と と も に , これ ら の 人 びと は 親 の 保護 下 に ある 
間 は と も か く , それ 以後 家族 の 世話 に な る と いう こと 


は , 本 人 の た め に も ゃ も 必ず し ゃ 幸福 と は いえ な い . と う 


し た 人 びと に 少し で も ゃ 幸福 な 生涯 が 送ら れる よう に す 
る こと は , 国家 社会 の 福祉 問題 と し て 強く 要求 され る 
BEA CHA. 

近年 , 老人 に な っ て 失明 する 者 が 多い こと が , 一 つ 
の 社会 問題 に な りつ つ あ る . 育 の 老人 は , 一 般 に 戸外 


に 出 な い の で , それ ほど 社会 の 注目 を 浴び な か っ た 
が , 今後 に お ける 老人 福祉 の 問題 の 一 つ で ある . 
戦争 や 血族 結婚 が 数 多く の 衣 人 を 生み , 老齢 が 多く 
の 失明 者 を 生ずる こと を 思え ば , 盲 の 発生 も 社会 の 連 
帯 責 作 と いう べき で ある . 盲人 に 対す る 保護 や 教育 や 
福祉 を 進め る と 同時 に , 盲人 の 発生 を で きる だ けり 防止 
する こと に も 努め な けれ ば な ら な い . ELT, TOK 
発 に 努力 し な けれ ば な ら な い の は , 盲人 自身 と その 家 
族 で ある . 

家人 は 目 に 対す る あこ が れ を も っ て いる . 特に 中 途 
失明 者 は この 傾向 が 顕著 で , と きこ に は その た め に 自殺 
を 企てる 者 さん え を あ る . この よう な 心情 を 理解 し , Ald 
励ま し て 生き る の も ゃ , 家 人 を も つ 家 族 の 責任 で ある こ 
Laima Cla 7k Devs. (河野 憲 利 ) 
[参照 文献 」 

河野 憲 利 「 あ な た の 両 眼 を いく ら な ら 売 り ま すか 」 
昭和 36 


生計 


一 般 に 衣 人 は , その 動作 が 不 自 由 な た め , 職種 も 少 
な く 収 入 の 乏しい 者 が 多い . 今日 の よう に 生存 競争 の 
激しい 社会 で は , 盲人 の 生計 に は 困難 な 間 題 が 山積 し 
て いる . 

家人 に と っ て , 生き る こと は な か な か きび し い . あ 
ん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 , 音楽 家 , 牧師 , 教師 , BER, 
商業 な ど に 従事 し て , りっぱ に 生活 を 営ん で いる 盲人 
も ある が , 生活 保護 に 頼っ て よう や く 生 活 を 営ん で い 
る 者 が 多い . 特に 昔 か ら 盲 人 の 専業 の よう に 思わ れ て 
きた あん ま ・ は り ・ き ゅ 25 業 も , 晴 眼 者 の この 分 野 へ 
の 進出 や , 交通 難 の 問題 , 健康 保険 制度 の 適用 の 問題 
な ど が 重なっ て , 盲人 の 生活 繊 が 次 第 に 圧迫 され つつ 
ある . | 

[あん ま ・ は り ・ き ゅ う 業 と 盲人 ] 現在 , BERO 
理 療 科 卒業 者 の 大 多数 は , あん ま ・ マ ッ サ ー ジ に よっ 
て 生活 し て お り , は り ・ き ゅ うら 専門 で 生活 で きる 者 は 
わずか で ある と いわ れる . また , 限ら れ た 少数 の 盲人 
だ けが , 盲 学校 教員 や その 他 の 職業 に つい て いる . し 
た が っ て , わが 国 の 盲人 の 生計 の 基礎 は , あん ま , マ 
ッ サ ー ジ 業 が 主 で ある と いっ て も よい . 1964 (昭和 39) 
年 の 調査 に よる と , わが 国 の 人 口 5 万 人 以上 の 都市 に 
お ける 勤労 者 の 標準 世帯 (夫婦 と こども 3 人 ) の 平均 
月 収 は 約 5 万 5000 円 で あっ た . 

あん ま 業 者 が この 程度 の 月 収 を 得る た め に は 自家 営 
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業 で あっ て も る , 少な く と も 1 日 平均 5 人 以上 の 患者 に 
施術 し な けれ ば な ら な い . し か し , 施術 料金 は 地域 に 
よっ て 差 が あり , し か も 時期 に よっ て 繁 限 の 差 が 激 し 
く 不 安定 で あり , 1 日 の うち で も 手 待ち 時 間 が 多く , 
また , 夜間 に 施術 する 機会 が 多い の で , 生活 の 上 で は 
不利 益 な 点 が 少な く な い . さら に 営業 上 の 必要 経費 を 
控除 し た り , 福利 厚生 施設 や 有給 休暇 制 の 皆無 , 諸 種 
の 社会 保障 の 不備 な ど を 考慮 する と , 紅 人 の 生計 を 営 
む 条 件 は きわ め て 不利 で ある と いう と と が で きる . こ 
と に 被 填 者 で ある 場合 は さら に みじめ で ある . 

[生活 設計 の 必要 〕 社会 保障 や 福祉 政策 は , 今後, 
次 第 に 充実 する で あろ うら が , SABA, 自ら の 自覚 
と 努力 に よっ て , 生活 の 安定 を 図る よう に し な けれ ば 
な ら な い . こと に 家人 は 給料 生活 を する 者 が 少な く , 
大 多数 が その 日 その 日 の 現金 収入 に よっ て 生計 を た て 
て いる . し か も , 盲人 の 家庭 で は , 戸外 の 連絡 に 電話 
や タク シー に 依存 する こと が 多い と か , AROMA 
人 を 頼む や こと が 多く な り が ち で ある か ら , 晴 眼 者 の 家 
庭 に 比べ , 経済 的 出費 が か さむ も の で ある . 必ず 収入 
に 対応 し た 支出 計画 を 立て , 家計 薄 を つけ る な ど , ty 
だ の な い 生 活 設 計 を 考え る 必要 が ある . 

福祉 施策 の 方 向 ] 身体 障害 者 に 対す る 社会 保障 や 
往信 対策 が 次 第 に 進め られ る 傾向 に ある が , 特に 盲人 
に 対し て は , 日 本 盲人 福祉 委員 会 , 日 本 盲人 会 連合 を 
中 心 と し て , 次 の よう な 点 が 政府 お よび 社会 に 要望 さ 
れ て いる . ① 盲人 に 対す る 諸 種 の 免税 点 を 引上げ る 
Ck. @ 障害 の 程度 に 応じ た , 十分 な 年 金 制度 を つ 
くる こと . @ 盲人 ホー ム や コロ ニー の 施設 を 整え る 
こと . © 盲人 家庭 に 対す る ホー ム ヘ ル ペパー 制度 を つ 
くる こと . © 盲人 の 職種 の いか ん を 問わ ず , 電話 を 
優先 的 に 架設 する こと な ど で あ る . 

また , あん ま ・ は り ・ き ゅ うら 業 の 分 野 に , 最近 , 晴 
眼 者 の 進出 が 目立っ て いる こと か ら , SRERBITOVW 
て の 要望 も 高まっ て いる . 一 方 , これ ら を 営む 家 人 自 
Yh, 今後 の 経営 の 合理 化 と いう 観点 か ら , 法人 化 の 
問題 も 考え な けれ ば な ら な いで あろ う . 形 人 に 対す る 
新 ら し い 職 業 分 野 の 開拓 も , 近年 と りあ げ ら れつ つ あ 
SD, これ ら に 対す る 積極 的 な 研究 , 指導 , 開発 が 望 
まれ る . 憲法 第 27 条 に よれ ば , すべ て 国民 は 勤労 の 権 
利 を 有する こと に な っ て いる が , 家 人 に 対す る 雇用 の 
拡大 , 能力 の 開発 , そし て , あら ゆる 職業 分 野 へ の 進 
出 の 機会 を 与え を る よう 制度 の 改善 や 施設 の 充実 が 望ま 
OCS の (河野 憲 利 ) 
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家人 も 人 間 で ある 以上 , 恋愛 は 当然 起こ る ぉ る の で あ 
る . その 契機 や 人 生 に 与え る 影響 に つい て は , BAO 
生活 の 特性 か ら 考 えて , より 深刻 な も る の で ある と いえ 
& Ox 

[恋心 〕 一 般 的 に いっ て , BA, 特に 盲 女子 に 対し 
て は , 社会 の 理解 が 乏しく , 盲 女子 を も つ 親 自身 で さ 
え , 形 女子 に は 恋愛 や 結婚 は 縁 の な いも の の よう に 考 
え が ち で ある . ヘレン ・ ケ ラー は ズル (A.G.Bell) に 
次 の よう に 語っ て いる . 「 わ た し だ っ て 時 々 は , BL 
いう こと を 考え て みな いこ と も あり ませ ん . で も けっ 
きょく , 愛 な ん て も の は わた し に と っ て 手 を 触れ る こ 
と を 許さ れ な い 花 の よう な も の で す . で も ベル 博士, 
時 々 その 花 の に お い が す れ ば , わた し だ っ て その 庭 を 
美 し ゅ いと 思い ます けど 」 第 主 者 が 見 00 Nm ん た 内 
が と 思う 2 よう な 身体 障害 者 で あっ て も , 恋心 が な いと 
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[恋愛 媒介 の 要素 〕」 宜 人 の 場合 , 相手 を 見 る と と に 
よっ て 恋愛 が 生ま れる と いう こと と が な いか ら , いき お 
い 他 の 要素 が 恋愛 の 媒介 と な る と いえ よう . 

(1) 聴覚 美しい 声 , は き は き し た こと ば , 上 品 な 
話し ぶり , 落着 き を 感じ し させ る 声 , や さ し さ を 思わ せ 
DF, そし て その 人 の 所 作 か ら 生 ずる ぁ ふん い 気 , これ 
ら は 聴覚 を 通し て 盲人 の 心 を と ら え る . 人 に 接する 場 
合 , その 声 は , 何と いっ て も 盲人 に と っ て は , その 人 
を 推 宗 す る た いせ つ な 要 素 で ある . 

(⑫) 触 覚 バン デ ・ ベ ル デ が , 「 お そら く 性 的 感情 に 
tot, どの 感覚 より ゃ 触覚 は 重要 で ある 」 と いっ た 
よう に , 触覚 は 性 の 問題 と し て は 重要 か も しれ な い . 
Lal, 宜 人 に と っ て 恋愛 媒介 の 要素 と し て は , 触覚 
は 聴覚 に 遠く 及ば な い . 触覚 は 聴覚 ほど に , デリ ケー 
ト に 人 が ら を 感じ と る も の で は た ない . 

(SI KBR LES, 高雅 な 感じ が 漂う よう 5 
に , 化粧 の 感じ や 体臭 な ど は , 盲人 に その 人 の 人 が ら 
を 想像 させ る 要素 で ある . 

要する に , 視力 を 失っ て いて も , 盲人 は 残存 能力 を 
発揮 し て , 少し で も 正しい 認識 を 得 よ うと 努力 し て 生 
き て いる の で ある . 

し か し , 人 間 の 心 が 結 び つ く の は 外見 や 感覚 的 な 要 
素 に よっ て だ け で は な く , も っ と 深い 心 と 心 の 触れ あ 
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い に よ る も の で ある . 

[恋愛 の 困難 性 〕 社交 的 機会 に 恵まれ ず , 交通 に 制 
限 を 受け る 衣 人 に と っ て , 恋愛 の きっ か け は 少な いと 
いえ よう . Ek, 容 ぼ う の 美 は 目 に ある と も いう . A 
人 が 恋愛 の 相手 に され に くい の は , や む を えな いこ と 
で ある . 

し か し , 盲人 の 家族 , KA, 盲 教育 者 な た など, COVA 
囲 に ある 人 は , 衣 人 に も よい 恋愛 が 芽 ば える よう に , 
そし て 健全 に 育つ よう に 援助 する こと が 必要 で ある . 
盲人 同士 ある い は 盲人 と 晴 眼 者 の 間 に , 健 実 な 恋愛 が 
Bb, りっぱ に 実 を 結ん で いる 例 も 少な く な い . BO 
恋愛 は , 身体 障害 者 で あろ う と な か ろう と , 人 格 や そ 
の 精神 を も と に 深まり 育つ も の で ある . 

恋愛 は 必ず 結婚 を 前 提 に こす べき も の と は いえ な いか 
も し れ な い が , いち ど 生 じ た 恋 愛 は , で きる 限り 結婚 
に まで 到達 する よう , 援助 する こと が 望ま し い . 特に 
盲人 の 場合 , 交際 の 相手 が 限定 され や すい か ら , 恋愛 
の きっ か けが 生じ た ら , それ を た いせ つ に すべ き で あ 
る . も し , 恋愛 を 和 失う こと に な れ ば , それ に よっ て 受 
ける 打撃 の 深 さ は , と う て い 晴 眼 者 の 比 で は な い . 

[社会 問題 と し て ] 肉欲 や 遊び の 対象 と し て , よく 
盲人 が 犠牲 に な る と と が ある . 特に 盲 女 子 の あん ま が 
旅館 な ど で 誘 惑 さ れ や すい と いう こと は , 大 き な 社 会 
問題 の 一 つ で ある . 身体 障害 者 に 対す る 社会 的 認識 が 
低い と いわ れる わが 国 で は , 盲人 の 幸福 も 盲人 だ け の 
問題 で は な く な っ て き て いる . 社会 保障 制度 や 福祉 対 
策 が 充実 し て くれ ば , 盲人 も 従来 より 生活 が 安定 する 
で あろ うら し, いろ いろ な 職場 に 進出 する 機会 も 生ま れ 
て くる で あろ うら . それ だ け に 盲人 が 理解 され る よう に 
も な る . SLT, この と と は , 盲人 の 恋愛 や 結婚 を 支 
えて くれ る 新しい 要素 と な る の で は な か ろう なか. 

(河野 憲 利 ) 
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結婚 


結婚 は 人 生 の 重大 事 で ある . それ は 当事者 の 一 生 を 
左右 する だ け で な く , その 子孫 に まで 関係 する か ら で 
ある . 配偶 者 を 選ぶ に 当たっ て は 慎重 で な けれ ば な ら 
な い . 一 般 的 に は , 健康 , 人 格 , 教養 , 家庭 事情 な ど 


を 考慮 すべ き で あろ うら が , 育 人 の 場合 は 互い の 理解 は 
も ちろ ん , 眼 疾 遺伝 の 有無 な ど を 調べ る 必要 が あろ 
2 . すべ て の 盲人 が 遺伝 的 要素 を も っ て いる わけ で は 
な い が , 盲人 は 結婚 の 相手 が 限定 され や すい か ら , 特 
に 注意 すべ き で ある . 

[相手 を 選ぶ 〕 世間 に は 盲人 と 生活 する こと は 不便 
だ ろ ら から , と いう 単なる 実生 活 面 の 感じ し からだ け で 
な く , 何と は な し に , 身体 障害 者 に 嫌悪 の 念 を も っ て 
いる 人 が ある . そう らい うら 人 と は 結ば れ な い 方 が よい . 

同情 結婚 と 呼ば れる も の が ある .「 こ ん な 人 の た め 
に 生涯 を 捧げ る 人 こそ , 真 の と ュー マニ スト で ある 」 
と か , ある い は 一 種 の 英雄 的 感情 か ら 盲 人 と 結婚 する 
人 も ゃ も ある . 一 時 的 な 感 腸 や 他 か ら の 勧誘 に よっ た の で 
は , 長続き し な い の が 普通 で ある . か つて 和 失明 軍人 と 
結婚 し た 人 で , 戦後 簡単 に 別れ て し まっ た 例 も ある . 
定 人 の 結婚 に は , 盲人 に 対す る 正しい 理解 が な けれ ば 
な ら た ない. 

BA 配偶 者 に は , 世間 で は よく 「 心 の 優し い 人 
AME dad CNS), し カル “CRE CISD 
生活 と いう きび し さ に 耐え 得 な た いこ と も 考え られ る . 
し ろ , 男 ま さり と いわ れる よう な 人 の 方 が , 結婚 に 
成功 し て いる 例 ゃ 多い . また , 盲人 だ か ら と いっ て , 
相手 の 美 ぼ ほう を 好ま ぬ わ け で は な い が , 実際 的 問題 と 
し て は , 心 の 良さ や , 声 の 美 し さ に より ひか れる と い 
REED 

教養 の 豊か な 配属 者 を 得る に 越し た こと は な い が , 
だ れ に で ゃ も それ を 求め る こと は 容易 で な い . し か し , 
せめ て 新開 が 読め , 手紙 の 読み 書き が で きる 人 で な い 
oS Seas CUS Seeing ow 

盲人 の 配偶 者 と し て , 生涯 を 共に する ほど の 人 は , 
何より 労 を いと わ ぬ 人 で な けれ ば な ら な い . 

[盲人 同士 の 結婚 ]」 これ は 相手 を 得る に も 容易 で あ 
り , 精神 的 に は 互い に 気楽 きも ある と 思わ れる . ある 
盲人 同士 の 夫婦 は 「 盲 人 同士 で ある か ら 愛 情 が 深い 」 
と いっ て いる . 

LAL, 現代 の よう に 生活 が 複雑 に こ な り , 世相 の き 
び し い と き , どちら も 全盲 で は 一 家 の 維 持 経営 に 困難 
95222052502 当 固 衝 うま 0 写生 まれ で くる て 
ども の こと も 考え な けれ ば な ら な い . 育児 の むず か し 
さも あろ うし , こども た ち が 大 きく な る に つれ , 両親 
が 全盲 で ある こと か ら 受 ける , いろ いろ な 負担 も あろ 
>. この こと を 考え る と , GHALOMMIL, で きる 
だ け 慎 重 に 考慮 すべ き で ある . た だ し , 双方 と も に 収 
入 が 多く , よい 手伝い 人 が ある と か , 夫婦 の どちら か 
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に 母親 や 姉妹 な どの 援助 が か あれ ば , それ ほ ど 問 題 は な 
いと 思わ れる . Ek, 双方 の 結び つき が 深い 恋愛 か ら 
生じ て いる 場合 は , や む を 得 な いで あろ 2 . 

(45 ¢4 SOR) 夫婦 の どちら か が 読み 書き が 
Cx, 育児 , AM, 旅行 の 介添 者 に な れる 程度 の 視力 
を も っ て お れ ば , 生活 の うぅ え で 大 変 な 助け に な ろう . 
で き 得 れ ば 盲人 は 視力 の ある 人 と 結婚 する に 越し た こ 
Bal ay el Foe 

[盲人 と 他 の 身体 障害 者 の 結婚 ] 障害 者 同士 が 助け 
あっ で 生き る こと は 』 針生 やじ W 戸 と 思わ れる (か 
し , 重い 身体 不 自由 者 と 盲人 が 結婚 する と , 双方 の 生 
活 負 担 は 重い . また , 盲人 は 聴力 を 非常 に 必要 と する 
か ら , ろう あ 者 や 難聴 者 と 結ば れる こと は , 避け る 方 
が よい . 障害 者 同士 が 夫婦 に な っ て , いた わり あっ て 
生活 し て いる 事例 は 多く ある が , 双方 の 障害 の 程度 を 
慣 重 に 考え る べき で ある . 」 

[助言 者 の 必要 〕 現実 の 問題 と し て , 結婚 の 相手 は 
予想 で き な い . 男 の 盲 人 は も ちろ ん , 盲 女 子 も りっぱ 
な 晴 眼 者 を 配偶 者 に し て いる 人 も 少な く は な い . BA 
自身 も また , ひと り の 人 間 と し て 望ま し い 結 婚 が で き 
る よう に , 絶え ず 自己 を 磨 か な けれ ば ならない . た 
だ , 盲人 の 結婚 を 考え る と き , 身近 に 適切 な 助言 者 や 
指導 者 が いる こと と が た いせ つ で ある . 

[ 盲 女子 の 結婚 問題 ] BxFicowctit, 男 の 盲 人 
の 場合 より も いっ そう 困難 な 問題 が ある. SOBA 
生活 能力 と ある 程度 の 資産 を 持て ば , 晴 眼 の 女性 と 結 
婚 す る 例 が 多い . し か し , 盲 女子 は 家庭 に た 入れ ば , 育 
児 や 家庭 生活 の 負担 が ある こと か ら , 一 般 に その 結婚 
が 困難 視 さ きれ が ち で ある . 

フリ ー ド リヒ ・ ツ ェ ヒ (Friedrich Zech) % [BX 
育 及び 教授 」 の 中 に 「 育 女子 の 結婚 は , いか な る 場合 
に お いて も 望ま し か ら ざ る な り . BEFITELLT, 
ある い は 母 と し て , その 義務 を 完全 に 尽 す こと 能 は ざ 
る な り . 世 人 は これ に 対し , その 結婚 に つい て は , とこ 
れ に 警告 を 与 ん を , また これ を 防止 する 義務 を 負わ ざる 
べから ず 」 と 述べ られ て いる . これ は 盲 女子 の 人 間 性 
を 全く 無視 し た 説 で あっ て, 今日 は 通用 し な いこ と は 
いら まで も な い . し か し , 盲 女子 の 結婚 は , BOBA 
に 比 し て 結婚 か ら 派 生 す る 困難 と 負担 が 大 で ある か ら 
一 概 に 否定 も で き な い し 半 励 も る できない と いえ よう . 

家人 で あり な が ら , BELT, BELT, また 教師 
ELT, りっぱ に その 役割 を 果たし た 盲 女子 の 指導 者 

・ 斎 藤 百 合 (1892~1947) は 次 の よう に いっ て いる . 
[HAF O 結婚 論 に 反対 する な ら ば “主婦 と な る た め 


の りっぱ な 教育 を 施し て 結婚 させ て みた が , 主婦 と し 
て , は な は だ 不適 当 で ある と いう 多く の 実例 が 出 た ? 
と いう 場合 に 限り 反対 すべ き で ある . 少な く と も , り 
っ ぱな 盲 教育 を 施 き な いで いて , その 結婚 に 反対 する 
と いら が ご と き 不 合理 を , 教育 者 は お か し て は な ら な 
Waals 

将来 , 家庭 教育 や 学校 教育 だ け で な く , 社会 福祉 の 
分 野 に お いて も , 盲人 の 成人 教育 や , 職業 ・ 生 活 に つ 
いて の 訓練 な ど が 適切 に 行なわ れる よう に な れ ば ぱ ば, BS 
女子 の 結婚 難 は ある 程度 解決 され る で あろ う . た だ, 
見 落し て な ら な いこ と は 教育 の 力 は 偉大 で ある けれ ど 
b, すべ て の 盲 女子 を 結婚 可能 に する わけ で は な いと 
いう こと で ある . 結婚 で き 得る 盲人 が 増加 し た と し て 
b, そう で な い 人 盲人 も 若干 残る . そこ に は , 社会 保障 
や 福祉 政策 が な けれ ば な ら な い . 西欧 諸国 で は , BA 
に 対す る 福祉 が 進み , 家人 の た め の 計 量 器 , 学用品 , 
医療 器具 な ど に 至る まで 盲人 の 日 常 生活 を 便利 に する 
機械 ・ 器 具 の 考案 や 作成 が な され て いる . 盲人 の 生活 
を 具体 的 に 進め る も の が , 政治 や 社会 の 中 に 実現 され 
な けれ ば , 盲人 の 幸福 は 達成 で き な い も の で ある と い 


aoe 


[結婚 が すべ て で は な い ]〕 結婚 する こと に よっ て , 
得 が た い 人 生 を 築く 人 も あれ ば , 結婚 し な いこ と に よ 
っ て , 独自 の 人 生 を 築く 人 も ある . 特に 人 生 の 幸福 を 
すぐ に 結婚 と 結び つけ て 考え て し まう の は 早計 CH 
る . 

ある 形 女 子 は , その 手記 に 次 の よう に 述べ て いる . 
「 結 婚 は た し か に 人 生 の 重大 事 で ある し , 結婚 する こ 
と は , 人 間 と し て 自然 な 生き 方 で あろ う . LAL, わ 
た し た ち に は , 家 と いう ハン ディ キャ ッ プ が ある . い 
た ずら に 結婚 に こだわ っ て 自 か ら を みす みす 危険 に 導 
いて は な ら た な い 」. 

HACMOt, 身体 障害 者 の 結婚 は , 長い 見 通し に 
立ち , 慎重 に 考慮 し て 決め な けれ ば な ら な いも の で あ 
る . 

[ 育 と 遺伝 の 問題 }】 育 人 や ろう あ 者 に は , 遺伝 的 素 
因 を も つ 者 が ある . 結婚 に 当たっ て は , 遺伝 の お それ 
の ある も の は , 優生 手術 を 受け る こと が 望ま しい. 

身体 障害 者 で ある こと の 負担 や 損失 を , 子孫 に まで 
受 継が せ て は な ら な いと 考え られ る . 目 分 以後 の 世代 
に 身体 障害 者 が 出 な いよ う , 努力 すべ き で ある . 

1963 (昭和 38 ) 年 に 血族 結婚 と 盲 の 遺伝 に つい て 
河野 憲 利 が 行なっ た 調査 の 結果 は 下記 の 通り で あっ 
cen (河野 憲 利 ) 
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[参照 文献 ] 表 1 両親 の 血族 結婚 と 盲 児 発生 の 関係 (ある 盲 学校 で の 面接 調査 
河野 憲 利 「 あ な た の 両 ’ 両 親 の 血 族 結婚 Oo BB 
眼 を いく ら な ら 売 り ま す 誠二 。 こ eee "| BZ て ee tet at 
か 」 FAA 36. 人 数 | 168 52 aga 7 2 66 
META | MUPRREREO と | nm 30.95 2.97 4.17 1.19 39.28 
WEI yC | 昭和 40. 
表 2 BOE D 5 PRC CH FRA ¢ D5 学校 104 校 ) に つい て の 調査 
bas 両親 の 血族 結婚 の 関係 と その 数 
ea a ASE) | rd SAE Fee al ee hb eee at 
a2 人 数 9,654 9,028 1,233 116 135 107 34 1,625 
Ben 20 93.5 13.66 1.16 1.49 1.18 0.37 17.86 
ら ぅ 人 数 7,512 15,997 2,294 231 2348 | BF 23 | 3,430 
% 91.4 14.34 1.44 2.05 3.36 0.1 21.29 
浴 や 授乳 な ど , いっ さい を 注意 深く 行なっ て , りっぱ 
oo に 育児 を な し と げ て いる 者 も 少な く な い . 全 定 夫婦 で 


は , 両者 と も あん ま ・ は り ・ き ゅ うら 業 で 働い て いる 例 
貞 人 の 家庭 で こども を 晴 眼 者 の 家庭 と 同じ よう に が 多い か ら , 家業 の う え か ら , 育児 へ の 配慮 を 怠ら な い 
の び の びと 明る < く 育て る に は , 相当 の 銀 力 が 必要 で あ fe iN See 
る . 両親 の 視力 の 程度 に よっ て , 育児 の うえ で も , 親 ある . SEK 
と し て の 苦労 に 差異 が ある と 思わ れる . OBE, 特に こ 
[ 夫 が 全盲 で 妻 が 晴 眼 の 場合 ] 夫 は も っ ぱら 家計 を ども が 自由 に 行 
支え る 努力 を すれ ば よい と 思わ れる . し か し , 妻 の 側 動 す る よう に な 
に は , 夫 の 世話 と こと ども の 養育 と 2 重 の 負担 が か か る る と , その 安全 
Pb, 夫 は 努め て 妻 に 負担 を か け な い よう 心がけ る ベ を 確認 する こと 
き で ある . Efe, と ども が 母親 中 心 の 生活 に 陥ら な い に 困難 が 多い か 
よう , 父親 と こども と の 関係 を , 正しく 育て る 注意 が oy "Cents 





必要 で ある . ヘル ペパー を 求め 
[KGS CERES OGRA] 妻 の 視力 の 程度 に も で SS く でき で あ | 
LOA, 前 の 場合 と 同じ よう に 考え て よい . し か し , by し か WW/ Bh 
視力 が 著しく 弱い 人 は , ヘル ペー (手伝い 人 ) の 必要 実に は 多く の 全 
が ある . BARDS, 晴 眼 
[ 夫 が 晴 眼 で 妻 が 全盲 の 場合 | この よう な 夫婦 も ゃ 現 者 の 夫婦 に 劣ら 
実に は か な りあ る . この 場合 は , 夫 の 側 に 相当 の 育児 gece ev 全盲 の 母 の 育児 
の 負担 が か か る で あろ うら. LOL, 育児 と いう も の と げ て いる の で ある か ら , 盲人 の 育児 に は 困難 は あっ 
は , 夫婦 が 苦難 を 共に し な が ら , 愛情 を 尽 す 中 で 行 な 。 て も , 不可 能 で は な いと いえ る . 
われ る も の で ある . 両親 の 心 の も も 方 が こども の 人 し 盲人 の 育児 上 注意 すべ き 事 例 ] 
間 形 成 の AI, いか に 深く 影響 する も の で ある か (1) お むつ の と り 替 え : お むつ の 汚れ て いな い 端 の 部 


は , は か り 知れ な いも の が ある . 夫 は 自分 の 仕事 を 果 分 か ら , お し よせ る よう に あい て いく . 手 の 感触 で 手 

た し て , な お 妻 を 援助 する 努力 が 必要 で ある . 夫妻 い を 汚す こと な く 替 える こと が で きる . お むつ は , 予備 

ずれ が 盲 で あっ て も , 育児 の 問題 は , 基本 的 に は 親 の を 十分 に 用 意 す る こと と が 必要 で ある . 

人 生態 度 に ある の で は な いか と 思わ れる . (⑫) 入 浴 : 乳幼児 の 両 耳 を 押え る の に , 指 が 届か な い 
[夫婦 と ゃ も 全盲 の 場合 〕] 衣 人 と 育児 に つい て 考え る 場合 に は , 綿 を つめ て お く こ と が 安全 で ある . 

と き , この 場合 が 最も 問題 と な る . 全盲 夫婦 で も , A (3) 人 工 栄養 : 乳 の 温度 や 乳 び ん の 量 の 目盛 り が 読め 
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な いか ら , 乳 の 温度 に つい て は , 必ず 授乳 の 直前 に 親 
が 飲ん で みる こと . また , 味 や 重き の 感じ に よっ て , 
濃度 や 分 量 を 知る よう に な る こと が 必要 で ある . 

(3 離乳 後 : 乳幼児 が ひと り で 食事 する 時 期 に な っ て 
pic eo 
る . また , いろ いろ な も の を 見 さか いも な くつ か ぞ む の 
で , こと の 点 $ も 特に 注意 し な けれ ば な ら た ない. 

(5) は っ た り , 歩い た りす る 時 期 : は い 回 る と き , た 
た み の 上 に ある も の を , 何で も 拾っ て 口 に 入れ る お そ 
れ が ある . また , 乳幼児 の 動き 回 る あと を 追っ て 急ぐ 
と , 誤っ て 踏み つけ る 危険 も ある の で , よく 注意 し な 
けれ ば な ら た な い . 物 を 持っ て 遊ぶ よう に な る と , RO 
中 に ある も の を , 何で $ も 持 示 る の で 人 危険 な 場合 も ある 
し , 家人 の 親 と し て は , CHOERETOREWAAT 
ある . こと ば が わか る よう に な っ た ら , 危険 な も の に 
つい て 特別 に 注意 し , こども に も ゃ 十分 に それ を 教え こ 
te ONE le は な ら / な Wi 

要する に , いろ いろ な 困難 は あっ て も ゃ , 現実 に 即 し 
て 注意 深く 育て れ ば , こども は ひと り で に 生活 の 力 を 
得 て く る の で ある . こども の 中 に 育っ て くる 能力 を 正 
し く 伸ばす こと に 意 を 用 いて , 過 保 護 に 陥ら な いよ う 
に し な けれ ば な ら な い . こども が 育つ の は , こども 上 自 
身 の も つ 生 命 の 力 に よる も の で ある . 愛児 の た め に 考 
Z, =O sa し 反省 し 汰 0 ラ 計 直 幼 な 育児 を し た 
いも の で ある . 育児 に は , 家庭 生活 が 直ちに 反映 する 
も の で ある か ら , 両親 が 非 衛生 , 不 合理 な 生活 を し な 
Bb, 育児 だ け を 正しく する こと は で き な い . 家庭 生 
活 が つく OMS 総合 文化 の 結 唱 が 育児 で ある と いえ 
Jom (河野 憲 利 ) 


REBAR 


盲人 の 家庭 に た お ける と こども の し つけ , ある い は 家庭 
教育 と いう も の は , 原則 と し て 一 般 の 家庭 の 場合 と 何 
ら 異 な る も の と は 思わ れ な い . し か し , 特に 留意 すべ 
き 点 は ある . 

[家庭 生活 を 通し て ] こども は で きる だ け 明 る く , 
の び の びと 育て な けれ ば な ら な い が , その た め に は, 
家庭 が 常に 明る く な けれ ば な ら な い . また こども は 親 
(に と っ て は , か けが え の な いた いせ つ な 生 命 で あり , 
生き が いで ある と いえ る . 親 の 正しい 愛情 に よっ て , 
りっぱ に 育て る 努力 を し な けれ ば な ら な い . 盲人 の 親 
と いえ ども ゃ も , こども の 心身 の 発育 に 正しい 知識 や 理解 
を も ち , こども の 全 人 的 成長 と , その 才能 の 麻 発 を 願 


わ ね ば な ら た ない. 親 と し て 特に 留意 すべ き 点 は , 

1) 親 が 身体 障害 者 で ある と いう と と で , と ども が ひ 
け 目 を 感じ な た いよ うに 配慮 する こと . こども の 服装 や 
所 持 品 , 学用品 な ど は , 質素 で あっ て も , きち ん と し 
yen es 

(@ 親 自身 の 身なり や , 身だしなみ を 整え る こと . こ 
ども に 対し て , 清潔 感 を も た せる 親 で ある こと . PIF 
身 の 生 活 態 度 は , その まま こども の 生活 態度 に つなが 
oe 

BQ)BARBILCHRY ROC LIBET SELES 
に 絵画 , BW, その 他 装 飾 を 忘れ な いよ うに し , ま 
た , 家 の 周 囲 に 盆栽 を お き 草 花 を 植え る な ど , 常に 美 
し い 環 境 を 保つ よう に 心がけ た いも の で ある . 

(4 家族 が 共通 の 話題 を も ち , 真 に 理解 し あう こと . 
ラジ オ や テレ ビ な ど を 利用 し て , 感動 し た も の を 素直 

話 合 っ て 心 の 交流 を 図る と こと. また , 親子 そろ っ て 
旅行 や 社会 見 学 な どの 機会 を も つこ と 

(5) こ ども に 自発 的 に 学習 する 習慣 を つけ る と こと. 特 
こと 小学 校 低 学 年 の うち に この 習慣 を 養う こと が 必要 で 
ある . 文字 を 教え た り , 学習 を 見 て や る こと は , 失明 


_ の 親 で は 困難 で ある か ら , で きれ ば 信用 で きる 人 に 依 


頼 す る 必要 も あろ う . 

基本 的 な 生活 習慣 は , 当然 , 家庭 に お いて し つけ て 
お くべ き で ある が , こども ゃ の 社会 性 を 養う た め に , 幼 
稚 園 ま た は 保育 所 に 行か せる こ 6 





妻 の 目 を か り て 習字 を 指導 する 盲目 の 父 
(@ 学 校 と 家庭 と の 連絡 を 怠ら な いこ と . 両親 と も 第 
人 で ある 場合 は , 学校 参観 な ど に 困難 も あろ うら が , 何 
ら か の 方 法 で 色 力 する こと . 親 同士 が 望ま し い 人 間 関 
係 を つく る こと が , こども の た め に も ゃ 必要 で ある . 


7) こ ども の 友だち に , な る べく 多く 会 っ て , その 人 
が ら を 知る と 同時 に , 自分 か ら 進 ん で , 盲人 を 正しく 
理解 し て も らら よう に 努め る こと . MAB, TERS 
な どの 行事 に も , で きる だ け 参 加 す る こと が 望ま し い . 
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(8) こ ども の 家庭 教育 こつ いて は , 母親 の 役割 非常 
に 大 きい の で , 父親 が 盲 人 で ある 場合 より ゃ , 母親 が 
家人 で ある 場合 の 方 が より 問題 が ある . 母親 が 盲人 で 
ある 場合 に は , 特に こども と 過ごす 時 間 を 多く も つよ ょ 
う 努力 する 必要 が ある . 

(9 人 間 は 外見 に よっ て きま る も の で は な いこ と を , 
親 目 身 も 日 常 生 活 の 中 で 実証 し , こども に その 確信 を 
も た せる こと . それ に よっ て , SAO Ei LB 
に 思う 心 が , こ と ども に 養 わ れる こと が た いせ つ で ある . 

[ 盲 児 の 家庭 教育 〕 BUCH LUCHA, と も すれ ば 
盲目 的 な 愛情 を 注ぎ や すい . 盲 児 は 家庭 に お いて も , 
で きる だ け 普 通 児 と 同様 に 扱い , 努め て 多様 な 体験 を 
Hiatt Lote Licks Mite bie. P7255, Sh 
で あっ て も る も, 活動 力 , 行動 力 の ある こども に 育て る よ 
2 努力 する こと が 必要 で ある . そし て , な る べく 早い 
FICS SRC Ee REL, 盲 教育 の あり 方 を 理解 
し て お く 必 要 が ある . (河野 憲 利 ) 


家事 


料理 

し 家人 の 食 生 活 〕 盲人 の 日 常 生 活 上 , 食事 は 最も 重 
要 な 位置 を 占め て いる . 目 の 見 えな い 者 に と っ て 食物 
に 対す る 欲望 は 人 一 倍 強く , 視覚 以外 の 感覚 一 味覚 ・ 
触覚 ・ 嘆 覚 ・ 聴 覚 を 強く 刺激 する . 

し か し , 大 多数 の 家 人 は 自分 で 食物 を 作る 方 法 を 知 
NE 上 人 56 まう と も や しない. つまり , 
Peet. CAWOOe, 本 いこ ん で し まっ て いる 
か ら で あ る . こと 先天 性 玄人 に お いて は , 幼少 の こ 
ろか ら 家 族 の 過 保 護 に 陥り , ある い は , 全く 無理 解 の 
まま 放任 され た 状態 に ある た め , 日 常 生活 を 自分 で 行 
な うら こと が か できない. た と えば , マッ チ の すり 方 一 つ 
滴 中 に は で き な い の が 大 多数 で ある . 後天 性 の GA 





b 失明 に よっ て 受け た 精神 的 打撃 か ら , も は や 自分 
は 何 も で き な い 人 間 に な っ て し まっ た , と いら 先入観 
に と ら わ れ , 自ら 積極 的 に 行動 し よう と する 意欲 に 欠 
け て いる 者 が 多い . 

CORD, 生活 は 陰気 と な り , 他人 へ の 依存 心 が 強 
く , 目 立 性 が 見 られ な い . し た が っ て , 食 生活 へ の 父 
望 は 強く て も ゃ も , 自ら 食物 を 調理 し て みよ うと いら 意識 
BZ LV. 

[料理 法 の 意義 ] 盲 婦人 の 中 で も , 特に 家庭 の 主婦 
や これ か ら 結 婚 し た いと 望ん で いる 未婚 の 盲 女性 は , 
料理 法 を 習得 し た いと 希望 し て いる . 日 本 ライ ト ハ ウ 
ス で は , 大 阪 宜 人 福祉 協会 と 協力 し て , HS PoE 
人 の た め の 料 理 講習 会 を 催し て いた . Ek, 京都 ライ 
ト ハ ウス , その 他 で も , 指導 を 行なっ て いる よう で あ 
る . さら に 盲 学校 の 家庭 科 に お いて カリ キュ ラム を 組 
ん で 教え て いる . 

盲 婦人 た ち は , 教師 の 適切 な 指導 と 特別 な 配慮 に よ 
っ て , 包丁 の 持ち 方 , 野菜 の 刻み 方, こん ろ の 扱い 
方 , 味付け の 仕方 な ど , 基礎 的 な ュー ス か ら 順 次 複雑 
な 調理 法 を 習い , これ を 各 家 庭 で 実地 に 応用 する こと 
に よっ て , 食 生 活 を 改善 する と と も に , 創造 的 な 喜び 
を 知り , 大 き な 勇 気 と 自信 を も つと と が で きる よう に 
な っ た . こと と に , それ が 直接 , 家庭 の 食 生 活 を 豊か に 
する も の だ け に , 日 常 生活 全体 が 非常 に 明る < く 楽しい 
も の と な っ て いる . 

また , 自分 で 献立 を する 場合 , 栄養 と 経済 の 両面 を 
考え て 買物 を れ す る こと と な り , 家計 の 節約 を 図る こと 
ICS, TE OUR SILFZ TACIES:, そし た 了 机 
立 の 作成 や 食品 の 選択 , 自分 で 買物 を し , 料理 を 作る 
こと は 依存 心 を 少な く し, 自主 ・ 独 立 の 精神 を 高め る 
こと に な る . さら に 家族 へ の 思い や りや , 来客 に 対す 
る 暖か いも て な し ゃ 自分 で で きる と と に な る の で , 人 
間 性 を 豊か に し , 人 間 関 係 , 社会 関係 に 対す る 正しい 
理解 を 深め る こと に も な る . 

[料理 習得 の 方 法 〕 料理 を 学ぶ に は , まず 料理 する 
こと の 興味 と 喜び を も つこ と が た いせ つ で ある . そし 
て , 盲人 に と っ て 最も 安全 な 方 法 で 扱い や すい 材料 か 
ら 習 得する 必要 が ある . その た め に は , 材料 の 選択 , 
FA + aOR, 特に 火気 に 注意 し , 計量 方 法 , 
調理 温度 の 測定 な ど を 実物 に よっ て 学ぶ . 

料理 の 順序 と し て は , 岩橋 キラ が 多年 に わた っ て 研 
joie CHMOD SL, まず 者 じじ る か ら , ば ら ず 
Gi DSU ae a CREO, 次 に どん ぶり 物 , 
まぜ ご は ん , Ku, LOM, く し 焼き , あえ 物 に 移 
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hws Soe Rear Oe ree ee ae 
YEO yFICRV CNR, 焼 そ を ば な どの 中 華 料 理 
も ひと 通り 進む . さら に アイ スク リー ム , ケー キ な ど 
の デザ ー ト 類 も 習い , シー ズン ご と に 季節 料理 , 年 末 
(に は お せ ち 料理 に 至る まで , 六 十 数 種 の 料理 を 作る こ 
が 7 條 きる まう CES: 

日 本 ライ ト ハ ウス 職 業 ・ 生 活 訓練 セン ター で は , 生 
活 訓練 の 科目 と し て , 男女 と も 「 食 物 ] に つい て の 基 
秦 訓 練 を 行なっ て いる . それ に は , 調理 の 目的, 計 
量 , 調理 用 具 , 食器 , 熱源 , 調理 の 手順 と 注意 , 材料 
の 切り 方 , 用 具 の 使用 法 と 手入れ , 栄養 素 , 食品 群 別 
の 栄養 と 摂取 量 , 献立 の 作り 方 , 食品 の 保存 な ど に つ 
いて 指導 し , 日 常食 の 調理 実習 を 行なっ て いる . 

[料理 習得 上 の 注意 〕 盲人 が 料理 を 習得 する に は , 
常に 材料 ・ 用 具 ・ 調 理 法 に つい て 正しい 理解 と 慎重 な 
態度 が 必要 で ある と と は いう まで も な い . Bie, これ 
を 指導 する 側 も 視覚 の 欠陥 か らく る 危険 性 , 不利 な 条 
件 を 避け , 安全 性 を 保つ た め の き めこ ま か い 配慮 と 設 
備 が 求め られ る . 

先天 性 の 家人 に は , 材料 の 内 容 や 用 途 , 形態 や 色彩 
な ど を 十分 教え , その 切り 方 に し て も , みじん 切り , 
短 ざ く 切 りな どの 名 称 と 形態 を 一 つ 一 つ 手 に と っ て , 
理解 させ る 必要 が ある . また , フラ イ や 天ぷら を あげ 
る と き は , 特に 危険 で ある か ら , ガス 器具 の 使用 法 を 
FO, な べ の ちる ふち に は 浅い ざる を 添え る な ど , WAAL 
ね て も 直接 手 に 当たら な いく う が な けれ ば な ら な 
い . 液体 や 調味 料 な ど は 計量 カッ プ , スプ ー ン な と を 
使用 する が , 材料 の 場合 は 手 で さわ る と か 手のひら に 
の せ て みる と か し て , その 形態 や 目 方 を 知る . 火 加 減 
(に つい て は 材料 の 種類 , 分 量 に よっ て それ ぞ れ 異な る 
の NG Oi CU Gare epic eC 
る . 

その 他 盲 人 に 対す る 特別 な 注意 と し て は , ① 自分 
の 頭髪 , 手指 , 服装 , ME, 食器 な ら び に で き 上 が っ 
た 料理 の 品 も 清潔 に し , 衛生 に 注意 する こと . @ Kk, 
燃料 , 調味 料 を 節約 する と と も に その 利用 法 を く ぁ 5 
する こと. @ 食品 の 良否 を 鑑別 する 能力 を 養う と と 
bi, その 栄養 価 , 時 価 に つい て も 常に 研究 し 調査 ず 
る こと . ④ 作業 の 順序 , 用 器具 類 の 配置 を 能率 と 安 
全 の 両面 か ら 考慮 し , 時 間 と 労力 の 節約 を 図り な が 
ら , 秩序 よく 安全 に 活動 で きる よう に する こと. 
⑤ 用 具 類 の 位置 の 確認 と 利用 法 , 味付け , 盛り つけ , 
食事 の 仕方 や マナ ー を 学ぶ . © あと 始末 や 食品 の 保 
存 を お ろ そ か に せ ず , 清潔 に 整理 し , 次 の 作業 に と り 


、 各部 の 相互 に 連 


か か りや すく する こと な ど , よく 訓練 を 重ね , その 結 
Re FIC CPHL, 他 の 訓練 科目 と の 関連 を 考慮 
する 必要 が ある . (山田 浅子 ) 
[参照 文献 ] ) 
mater 7 TSAR SHOFRE SCREW] 日 本 ラ 
イト ハッ ウス 昭和 30 


洋裁 

[盲人 の 衣 生 活 と 洋裁 〕 衣 人 の 衣服 の 経済 性 を 考え 
BEE, どう し て も ゃ 洋裁 の 知識 を 求め , 自ら の 手 で 作 
る 必要 が ある . 目 が 見 えな く て も , まず , 手近 か な 修 
理 , 更生 か ら 始 め , 進ん で は , 新しい 布 か ら の 製作 も 
可能 に な る . 

衣 人 に と っ て は , 最初 ミシン の 構造 を 学ぶ な と と に よ 
っ て 動作 が 慎重 に な り , 機械 操作 の 練習 に よっ て その 
適応 性 が 次 第 に 強まる . さら に , 作業 順序 の 研究 に よ 
っ て 計画 性 が 養 わ れる . Ek, 洋裁 を 通し て 身 だ し な 
み を 整え , 創造 の 喜び を 知り , 次 第 に 自分 の 能力 に 対 
する 自信 を 得 , 家庭 生活 を 豊か に 明る くす る こと が で 
ae. 

[ミン シン 作業 の 習得 方 法 〕 UB RA: Oi vv 


結 し た 構造 と 動 
き を 手 で 探る こ 
と か ら 始 め , @ 
糸 を 使用 せ ず に 
ハト ロン 紙 を 縫 
い , 足踏み 練習 
( 逆 回 転 し な く 
な る まで 続け 
4), @ さら に 
ハト ロン 紙 で 縫 §F 
いし ろ を そろ え を 
る ( 裏 か ら さ わ 
れ ば 針 穴 に よっ 
て 自分 で 確認 で - 
きる ), © EA ミシン 作業 

の 通し 方 ( 糸 通 し 器 を 使用 ), © 下 糸 の 通し 方 を 練習 
Fie 

(2)25 SAR : DARA CHINE E 5 T 
行く や り 方 で , 角 の 縫い 方 や 左手 で 布 を あや つる 方 法 
ek, 右手 で 縫い 目 と 縫い 目 の 幅 を 計る 方 法 の 練習 . 
(3 ひも 縫い : 長い 布 を 二 つ に 折り , 縫い し ろ を そろ 
えな が ら ま っ すぐ に 縫う 練習 . 
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(ak. : ① 丸い 布 2 枚 を 合わ す , ② ダー ツ 
の 縫い 方 , 止め 方 , @ 返し 縫い , © 縫い し ろ の 幅 
の 目 算 (5 ミリ メー トル , 1 セン チ メ ー ト ル , 2 セン 
チ メ ー ト ル た など), O 袋 縫い , © HOM) rv, 
⑦ バ イヤ ス 付け 練習 な ど . 

[裁断 の 習得 ] 1) 基礎 練習 : 裁 ちば さ み の 扱い 
方 , 折 山 を 切る 練習 (直線 お よび 曲線 )) ハト ロン 紙 
を 適当 な 形 に 切り , それ を 布 に ピン で 止め , 紙 の 形 に 
合わ せ て 折り な が ら 切 る . 

⑫ 原 型 の 作り 方 : ① 身体 各部 の 採寸 CAH AY 
ャ ー で 計る ), @ 後 身ごろ , 胸囲 の 4 分 の 1 に 3 セ 
ンチ メー トル を 加え た 寸法 を 横 と し , 痛 た け に 後 え り 
ぐり た け を 加え た 寸法 を 縦 と し た 長方形 を 切り , 後 え 
DRO, PASO, そ で ぐり な ど 順 次 不用 部 分 を 折り 
な が ら 切 取っ て 作る , @ 前 身ごろ , 胸 書 の 4 分 の 1 
に 3 セン チ メ ー ト ル を 加え た 寸法 を 横 と し , 前 た け を 
縦 と し た 長方形 を 切り , 前 えり ぐり , 肩 下 が り , そ で 
ぐり , わき ダー ツ を 順次 折り な が ら 切 取っ て 作る . 

(3 原型 の 応用 : えり , そ で , 前 身ごろ な ど 随 時 変型 
の 仕方 練習 . 

FRO FERRE) 個人 差 は ある が , 1 回 2 時 間 の 
Mew 約 10 回 で 。 ぞう きん , ひも , まく ら カ バー, 
座 ぷ ぉ と ん カバ ー な ど , 直線 縫い が で きる よう に な る 。 

次 いで 直線 裁 ちの ギャ ザー スカ ー ト を 2, 3 枚 縫 え 
ば , © 20 回 以後 は 単純 な ネグリ ジェ , ブラ ウス な ど 
が 可能 に な る . 熟練 者 と な っ て , 忌 や 裏 付 き の も の が 
で き て も , あま りか ら だ に ぴっ た り し た スー ツ 類 は 不 
向き で ある が , ルー ズ フ ィ ッ ト の も の な ら , BEAL 
可能 で ある . 材質 と し て は 木綿 ・ 化 織 ・ 麻 ・ 毛 ・ 絹 , 
すべ て 平織 が 最も し や すく , 伸縮 性 の 強い も の や 布地 
の 薄 過 ぎる も の は 縫い に くい . 

[洋裁 指導 の 実際 ] 衣 人 に 洋 載 を 指導 する に 当たっ 
て 注意 すべ きこ と は , まず ミシン の 動き を 正確 に 理解 
St, 布 の 材質 に 合わ せ た 糸 の 締め 加減 , 上 糸 ・ 下 和 糸 
の 調子 合わ せ を する . 


また , ミシン に 向かっ て いる 間 は , 絶対 に 油断 を せ 


ず , 足 の 踏み 加減 と 音 の 調子 で ミシン の 動き に 注意 し 
変調 に 早く 気付 く こ と , 裁縫 用 具 を 常に 整頓 し , 洋裁 
材料 も 適当 な 入れ 物 に まとめ て お く こ と . Ek, 縫い 
始め , 縫い 終り の 糸 は し を , その つど て いね い に 切 っ 
て 糸 く ず を 下 へ 沙 さ ゐ ね よ うに 箱 に まとめ て お く こ と . 

も し, 不 注意 か ら 指 を 縫っ て し まっ た 場合 , あわ て 
- ず に , は ずみ 車 を 逆 回 転 させ て , 指 か ら 針 を 抜く ま 
で , その 指 を 動か さ な い よ う 5 に する こと も 心がけ て ほ 


も > を た Che. 

日 本 ライ ト ハ ウス で は , 盲人 福祉 事業 の 一 つと し て 
洋裁 指導 に 力 を 入れ , 1936 (昭和 11) 年 か ら , 岩橋 キ 
ラ が 中 心 に な っ て 多く の BKK ORE) FATE 
た . その 中 に は ツー ピー ス を 自分 で 採寸 し 縫い あげ た 
者 も ゃ ある. 最近 で は , 職業 生活 訓練 セン ター の 生活 訓 
練 の 1 科目 と し て 基礎 訓練 を 行なっ て いる . 

(坂本 美 磨 子 ) 


編物 

編物 , 特に か ぎ 針 編み は , 危険 価 が 少な く , どこ で 
も , いつ で も 手軽 に 楽し みな が ら , Lab, 小さ な ドド 
イリ ー 補 手袋 か ら , 大 き な セ ー タ ー や ショ ュー ル ほ に に 至る 
まで , 日 常 生 活 に 役立つ よう な も の を 創造 する こと が 
CASE avawin ALA EH CSc: 

た だ 1 本 の 細 
WRB, OLE 
ひと 目 正確 に 編 
み 進 め て いく と 
いう , 単純 な 動 
作 の 繰 返 し 作業 
で ある た め , ま 
ず , きち ょ うめ 
ん さと 沙 ち つき 
と 耐久 力 と が 
養 わ れる . さら 
に , その 作業 の 
積 重 ね に より , 
Se ee aE es 
た も ゃ も の を 創造 す 
DEBORA L 編 物 
と も に , それ に 適し た 編み 方 を 考え た り , ARORA 
を 計算 する 必要 か ら 計 画 性 も 養 わ れる . 

[編物 の 実習 方 法 】 ① まず , か ぎ 針 編み の 基礎 で 
ある 鎖 編 み の 原 理 を , 太い ひも を 使っ て 理解 させ る . 
② その うえ で , 中 細毛 糸 を 使っ て か ぎ 針 で 鎖 編 み を 
実際 に 練習 させ る . © 同時 に 針 編 み の 目 数 を 指 で 数 
える 練習 を させ る . ④ 次 に その 鎖 編 み を ひと め ず つ 
ほど く 練 習 を させ る . © それ だ け の 基礎 が 完全 に で 
きる よう に な っ た ら , Ms, 長編 み , 長編 み の 応 用 
に よる 松 編み , シェ ル 編 み , さら に 引抜 き 編み , 長 々 
Har, 中 長編 み , ピュ ッ ト 編 みな ど と 順番 に 練習 させ 
る . © 以上 の 編み 方 を 使っ て 簡単 な モチ ー フ を 作り 
編み 始め と , 編み 終り の 終端 の 始末 を て いね い に す る 
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習慣 を つけ る . © SGETGEUT, BA V-AR, 
タコ 糸 , アン ダリ ヤ 糸 な ど , 材料 に 変化 を も た せ て い 
く . © 応用 が きく よう に な れ ば , ゲー ジ の 取り 方 を 
勉強 させ , その ゲー ジ を も と に し て , 目的 に 応じ て 目 
数 , 段数 な どの 計算 法 を 練習 させ る . ⑨ 仕上 げ の た 
め の 閉 じ 合 わせ の 練習 . これ は 鎖 編み と 細 編 み で 閉じ 
DBR, その つり あい の 研究 を させ る . ⑩ 製品 が で きる 
ご と に その 材料 に 応じ た 仕上 げ の 方 法 を 実習 させ る . 
[編物 指導 の 実際 ] 弱視 者 お よび 中 途 失 明 者 の 場合 
は , 色彩 に つい て の 関心 も あり , 好み も ある の で , BH 
言 を する 程度 で よい が , BZKEOLERBOBGAUY, 色 
の 特徴 や 配色 , 補色 の 関係 , 暖色 , 寒色 の 種類 な ど を 
よく 説明 し , 理解 させ る 必要 が ある . Ek, 年 齢 に 応 
じ た 色 の 変化 な ども 認識 させ る 必要 が ある . 

編物 は , どこ まで も 楽し ん で , 余暇 を 使用 する も の 
で ある か ら , 最初 か ら 各 人 の 程度 に 合わ せ て , 無理 を 
させ る こと な く , 確実 に 一 つ ー つ 進め て いく べき で あ 


る . SARE) 
茶道 


茶道 は 古く か ら 日 本 人 の た し な み と し て 広く 普及 
し , 喫茶 の 会 合 に お ける 作法 , 茶器 鑑賞 の 礼儀 を 中 心 
(人 MM02 の SS 2 SNe Gis, 由 え な Wi を 
に 音 も 伴わ な い 静 寂 な 茶道 の 礼 式 は , 24 RROLO 
と し か 考え られ な か っ た .。 LAL, いつ の ころ か ら か 
家人 も この 道 を 学ぶ こと を 始め , 晴 眼 者 と 同様 に その 
優雅 き ふ , 人 の 心 の 触れ 合い , 素直 な 心 , 物 の た いせ つ 
さ , 礼儀 作法 そし て 空間 の 存在 意義 な ど , いわ ゆる 他 
O, 痕 , し お り と いっ た こと を 深く 味わう こと が で き 
Ar Rl Gees だ 

Ek, 修練 を 重ね る に つれ て , 今 ま で 気 の 付か な か 








っ た 不作 法 な 動作 , た と えば , 日 常 生 活 に お ける 立 居 
振舞 , 食事 の 仕方 な どの 誤り に 気付 き , 一 つ ー つ 優美 
な 動き が で きる よう に な っ て きた . 一 方 , 茶の湯 の 会 
合 を 通し て , 晴 眼 者 と も 交わ り 合 うこ と が で き , 精神 
的 に も 行動 の 面 に お いて も , 次 第 に 自信 が わき , Biv» 
癖 も 自然 に 直り , 心 も 明 る く 豊 か に な っ て くる よう で 
ある . 

この よう に , 茶道 の よさ は 修練 の 積 重ね に よっ て 精 
神 が 安 定 し , 動作 に も 洗練 され た 品格 を 伴っ て くる と 
ころ に ある . 茶器 を 清め , 茶 を た て て 客 に 差出 し , 客 
が その 茶 を 飲み 終わ れ ば , あと を 清め て 片付け る . こ 
れ だ け で あれ ば 茶の湯 も ジュ ェ ュー ス や ュ コーヒ を 飲む の と 
あま り 変 ち わ り が な い . 茶道 は 茶 を 飲 『 だ けが 目的 の 全 
部 で は な い . 接待 する 側 (亭主 ) は , 心 を こめ て 人 茶 を 
た て , 客 も な ご や か に 亭主 の 真心 を 十分 に 味わい な が 
らい た だ く . 茶わん を 手 に 取り , 菓 子 を いた だ くに も , 
その 動作 の 一 つ 一 つが ゼ や だ を 省 い た 順序 に 従っ て , し 
か も 何 の 堅 苦し さも 無理 も な く , よど みな く 流 れる よ 
う に 運ば れ ね ば な ら な い . その 間 は , SEX EMD 
LS, 嘆き , 悲し みか ら 抜 け 出 て , お お ら か な る ぁ ん 凍 
気 の 中 に 浸り , 客 と 主人 が 一 つ に 浴 け こん で ゆく と と 


_- ろ に 茶の湯 の 味わい が ある . 


晴 眼 者 で あれ ば , それ を 目 で 学び と る と と が で きる 
が が, 。 衣 人 は 見 て 学ぶ CERCA RV Eveline a 
く , 静か で 音 の し な いこ の 作法 は , 耳 で 確か め る こと 
すら で き な い . し た が っ て , 盲人 は , 茶席 の 模様 , 着 
座 の 場所 , 人 茶器 の BSAC EA 最初 に 知る 必要 が あ 
る . これ は や は り 教 える 人 が 一 つ 一 つ 手 を 取っ て 説明 
せわ ね ば な ら な い . 茶器 の 置き 方 に し て も , ELUM 
と 誤っ た 位置 , 手足 の 運び 方 ,. ふく ささ ば き に も ゃ 美 し 
い 動作 と 見 昔 し い 動 作 と いう よう に , 良 知 の 両面 を 具 
体 的 に 比較 し て 学び , 盲人 自身 が 一 つ 一 つ 自 信 の つく 
まで 師 の 教え を 受け , これ を 習慣 性 と し て じかに 感じ 
と る よう に せ ね ば な ら な い 、. 

茶道 の 精神 は , 本 人 の 努力 次 第 で か な り 波 みみ 取 る こ 
と が で きる が , 作法 の 習得 は 容易 で な い . た と えば, 
茶 を 入れ る 場合 , 0.5 グラ ム ぐ らい の 重き では, BL 
ゃ くに の っ て いる の か いな い の か 見 当 が つき に くい . 
この 場合 は 人 茶 し ゃ く を 持つ 手 の 力 の 入れ 加減 で 。 そ の 
量 を 計る ほか な い . また , 湯 を 流 む と き 熱 いた め 茶 金 
の 口 が わか り に くく , 灰 の 中 へ こと ほし て 灰 か ぐら を あ 
げ る 失敗 も ある . 茶わん や 茶 せ ん な どの 取扱 いも ゃ , 見 
えな いた め に よほど 注意 し な いと こわ し や すい 心配 が 
HS. さら に 盲人 に と っ て , 美しい 動作 , BHEAO 
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こなし 方 と は どの よう な も の で ある か は , 容易 に 理解 
し に くい うら うらみ が ある . その た め 指 導 者 の 奴 耐 強い , 
適切 な 指導 が 望ま れる . これ を 学ぶ 家人 も , また 晴 眼 
者 以上 に 格別 の 努力 を 積 重ね , いっ そう 甚 を よく 働か 
さ ね ば な ら な い の は 当然 で あろ うら. 

この よう な むず か し さ の 中 に も , 近年 各地 の 盲 人 施 
設 や 盲人 団体 で は , 盲 婦 人 が 中 心 と な っ て 人 茶 の 師 区 の 
指導 の も と に , けっ こう 茶の湯 の 道 を 楽し ん で いる . 

(中 村 悦 子 ) 

[参照 文献 ] 

中 村 た か 手記 「 お 茶 の 講習 を 受け て 」 昭和 40 
斎藤 喜一 手記 (BO) Ka] 昭和 45 


生け 花 

生け 花 は 茶道 と 並ん で , われ われ の 日 常 生活 に 身近 
な 存在 と し て 発展 し て きた ユニ ー ク な 日 本 芸術 の 一 つ 
で ある . それ は 時 代 の 生活 様式 の 推移 と と も に 様式 や 





生け 花 
名 称 も 種々 に 変わ っ て きた . 生け 花 の 流儀 の 一 つ で あ 
る 未 生 流 を 創始 し た 山村 山 領 (1761~1824) VERA 
斎 一 有 届 と いい , 関東 に 生ま れ , 諸国 遍歴 の の ち 大 阪 で 
未 生 流 を 興し , 多く の 人 に 生け 花 を 教え た が 中 途 和 失明 
[Pitee 
か れ は 失明 後 , 挿 花 論 「 挿 花 百 練 ] 2 LEAS, 
その 序文 に 
「 予 も 赤 浪 花 の 里 に 閑居 し て 草木 の 四 時 う つり 変る 
に し た が ひ 己 が まにまに 生出 て お の づか ら 見 する 
造花 の 微妙 を 愛し 年 の 積 る も 覚え ざり し に DO 
に 見 る 事 を 失い し が され ども 好 め る 道 に し あら ば 
心眼 を も て 指導 する に さして 明らか な ら ざ る を 
悔 べ くも あら で …… | 
oz 
盲人 が 人 花 を 愛し , 花 を 通し て 感じ る 感覚 と 精神 的 な 
感動 は , 晴 眼 者 より も 強烈 な と いえ る . 1 輪 の 花 を 手 





に し , 色彩 こそ 見 分 けら れ な く と も , その 形態 , か お 

り , 感触 を 通じ て 1 粒 の 種子 が 発芽 し , 自然 の 恵み に 
YL, 風雨 に 耐え て 花 を 咲か せ 実 を 結ぶ 生き 方 を 味 わ 
2 . 特に 盲 女性 は 花 を 愛し , 生け 花 を 学ぶ 者 が 多い . 

100 人 の 体験 に よれ ば , 花 を 生け て いる と き , 気持 
ち が 安 ら ぎ , 生気 を 感じ , 生き る こと の 喜び を 味わう 
あがる きる また , (EL, AEC x Bit, FEC 
BD bNZCEMB\W EBs TUS. 

盲人 が 花 を 生け る の に 最も 困る の は 色 の と り 合 わせ 
で ある . 色彩 の 種別 , 濃淡 は 晴 眼 者 に 説明 し て も ら っ 
て , それ を 自分 の イメ ー ジ で 見 分 け て ゆく ほか な い . 
LAL, か えっ て ここ に 盲人 特有 の 感覚 が うま く 表 現 
され る の で は な か ろう か . 盲人 は まず 花 の 大 小 , 花弁 
の 数 , HOW, その 裏表 , 枝 の 伸び 方 な ど 手 と 心 で 確 
か め る こと か ら 始 め る . 

瓶 花 , 新 花 , 格 人 花 を それ ぞ れ に 形 が あり , 直立 型 , 余 
立 型 , 斜 型 , 横 斜 型 , 垂下 型 , 相 林 型 , 変化 型 な ど 流 
儀 に よっ て 違い が あり , また 水盤 の 方 向 , 剣山 の 置き 
方 な ども 学ぶ 必要 が ある . BAILFOMBD(LAT.S OAS 
安 を 感じ る が , 学ぶ 態度 は た いて い 素直 CHS. し 
た が っ て , 忍耐 と 努力 を 積 重 ね て ゆく こと に よっ て , 
花 を 理解 し , 花 を 愛す る 気持 が わき 出し , 生け 花 の 芸 
術 性 を 学び と る こと も 可能 で ある と いえ よう . 

大 阪 盲 人 協会 の 盲 婦 人 た ち は , 1951 (昭和 26 ) 年 
か ら ラ イト ハウ ス で 矢野 流 矢野 宗 料 の 指導 で 学び 始め 
た が , 各地 の 盲人 施設 や 紅 人 団体 で も 生け 花 講習 会 は 
盛ん で ある . 中 で も 和 盲 婦人 森本 な か 子 は 矢野 流 の 奥 伝 
を 授かっ て いる . ( 地 羽 善 次 ) 

[参照 文献 ] 

矢野 宗 粋 「 生 け 花 の 根本 理念 極秘 の 巻 」 

中 村 た か 手記 「 生 け 花 に つい て 」 昭和 40 

斉藤 喜一 手記 「 花 に つい て 」 昭和 45 


志 欠 べべ ウン ド 

[ 目 本 の 家人 と エス ペラ ント ] 日 本 の 盲人 と エス ペ 
ラン ト と の 出合 い は , 1914 (大 正 3 ) 年 に 来 目 し , 東京 
盲 学校 研究 科 特別 生 に な っ た ロシア の 盲目 詩人 ワリ シン 
ー・ エ ロン シェ ンコ (W.Eroushenko, 1887 ~ 1952 ) 
が , その 翌年 に 学生 有志 に 講習 を 行なっ た こと に 始ま 
る . その 受講 生 の 1 人 に 鳥居 冬 治 郎 が いた . エロ シン > 
ンコ は , 同年 7 月 に シャ ム に 向っ て 日 本 を 去っ た が , 
1919 年 を % た た び 来 日 し , 大 阪 , 京都 で 講演 する と と 
も に , 関西 に お ける 盲人 の 間 に も エス ペラ ント を 移植 
Lik. ほど な く 大 阪 市 立 盲 学校 で テス ベラ ント 講習 会 
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が 催さ れ , 熊谷 鉄 太郎, 
BIBRA DOR AS AN 
PVF ARDS ZI | 

192247, 大 阪 で 開か れ 
た 全国 盲人 文化 大 会 に 鳥 
| 誠人 篤 治 郎 は , [HABA 
| を し て 世界 の 文化 を 共有 
| せしめ る た め 国 際 語 エス 
ベラ ント の 普及 を は か る 
| 件 」 を 提案 し た . その こと 
A, 岩橋 武夫 は 大 阪 市 に 
点字 文明 協会 を 設立 し て 点字 日 エス 辞典 を 出版 した. 
また だ た, 岡山 県 立 盲 喧 学 校 お よび 大 阪 市 立 盲 学校 で エス 
ベラ ント を 正 科 目 と し て 採 入 れ た . 京都 の カニ ヤ 書店 
か らら 講習 読本 が 点字 出版 され た の も と の 年 で ある . 

翌 1923 年 に 岡山 で 第 11 回 日 本 エス ペラ ント 大 会 が 
挙行 され た 際 , 初め て 盲人 分 科 会 が 開か れ た . 

日 本 で 家 人 エス ペラ ン 
ト 運 動 が 軌道 に 乗っ た の 
は , 1925 年 に 親日 家 の 盲 
Wee ROTEL SP hs OR 
リッ ク ( W.P. Merick ) 
を 頼っ て イギリス に 留学 
し た 岩橋 武夫 の 帰国 後 の 
こと で ある . BiRIL1928 
(昭和 3 ) 年 日 本 家人 = 
スペ ラン ト 協 会 (JAB 

メリ ッ ク E) を 創立 し た . その 甲 
種 会 員 は , 国際 点字 = ニス ペラ ント 雑誌 "エス ペラ ンタ 

・ リ ギー ロ (Esperanta Ligilo )’”’= 1940 年 , ハロ ル 
ド ・ チ ラン ダー (Harold Thilander ) が スウ ェ ー デ 
ン で 創刊 を 購読 する こと に な っ て いた の で , か な り 
多く の 盲人 が , 海外 の 紅 人 事情 な ど を この 雑誌 か ら 吸 
OU Gaye: 
その ころ が 日 本 に お ける 盲人 = エス ペラ ント 運動 の 全 
盛 時 代 で あっ た が , 1931 年 の 満州 事変 以来 , 国情 の 
激動 に 押し 流さ れ , JA BE の 存在 も いつ し か 有名 無 
FCi£s CUS are 
[エス ペラ ント に よる 国際 交流 〕 1954 (昭和 29 ) 年 
CREB (京都 府立 盲 学校 一 校 長 ) が 世界 盲人 福 
祉 協議 会 の 会 議 に 出席 の 途 次 , オラ ンダ の ハー レム で 
開催 され た 第 24 回 国際 育 人 エス ベラ ント 大 会 に 参加 
し , 各国 の 盲人 二 十 数 人 と 5 日 間 合 宿 し て 意見 を 交 
換 , 1958 年 に ノル ウェ ー の オス ロ で 開催 され た 第 2 回 





SE Soe Sr 








ERAS EAR aARICHI し た 片岡 好 亀 (愛知 県 立 
名 古屋 盲 学校 副 校 長 ) が , エス ペラ ント を 活用 し た . 
Efe, 1967 年 に 今井 秀雄 (神戸 市 立 盲 学校 長 ) が 西 下 
イツ の ハノーバー で 開催 され た 第 3 HER SSAAR 
者 会 議 に 出席 の 際 , コ ペン ハー ゲン で 開か れ た 第 32 回 
国際 盲人 = ニス ペラ ント 大 会 に も 参加 し , の ち に アメ リ 
カ の > ュ ド レー 通信 教育 学校 の テス ペラ ント 課程 の 教授 
(に な っ た バイ ロン ・ エ ギグ レン (Byron Eguigren) 
と 親しく な り , 同 教 授 か ら ラテ ン ・ ア メリ カ 諸 国 の 盲 
人 事業 に つい て の 資料 を ェ ス ペラ ント 訳 で 寄せ られ 
Ao 

戦後 , 日 本 の ニス ペラ ント 運動 が 復活 し , 1965 年 
に 第 50 回 世界 = エス ペラ ント 大 会 が 日 本 で 開催 され た . 
その 際 , 盲人 分 科 会 が 開か れ て 参加 者 十 数 人 は JAB 
E の 再建 を 決議 し , 鳥居 篤 治 郎 を 会 長 に 推し て , A 
本 点字 図書 館 で 事務 を 担当 する こと に な っ た が , その 
活動 は 活発 と は いえ な い . 

この 間 , 特筆 すべ き は 今井 秀雄 の 活動 で ある . 今井 
は 1954 年 に 青 鳥 会 の 特殊 教育 研究 補助 金 を 得 て , 外 
国 の テス ペラ ンチ スト 百 数 十 人 に アン ケー ト を 送り , 


_ 翌 年 に その 回 答 を 「 み どり の 星 は ささ や く 」 と 題する 


HPCE ED CHA Lie. 今井 は その 後 も 刊行 を 
続け た が , 外国 の 資料 を 得る た め に は , わが 国 の 情報 
を 提供 し な けれ ば な ら な いと の 考え か ら 1960 年 2 月 
こ “La Fajfilo’ と 題する 点 守 テス ペラ リン 計ら 

創刊 し これ を 各国 の 家人 に 送っ て 文通 者 を あぁ や し , 
盲人 事情 の 情報 収集 に 努め る と と も に 「 エ スペ ラン タ 
・ リ ギー ロ | 「 ポ ー ラ ・ ス テー ロロ | (ポー ラン ドド 発行 
= 季刊 )) 「 ア ウロ ー ロ | (チェ コス ロバ ギア 発行 年 
10 回 ), 「 ュ ンタ クト 」| (オラ ンダ 発行 隔月 刊 ) な ど 
各国 の 点字 エス ペラ ント 雑誌 か ら 得 た 資料 を 「 み どり 
の 性 は ささ や く 」 に まとめ て 第 7 集 ま で 刊行 配布 し 
た . 1963 年 に 今井 が 公職 を 離れ る と と も に 廃刊 され 
Te CBE RI8 BS) 


ハム (アマ チュ ア 了 無 線 技 師 ) 

ハム (Ham) と いう こと ば は アメ リカ の 俗語 で , 
アマ チュ ア 無 線 通信 家 あ る い は 無線 通信 局 を さして い 
る . わが 国 で 盲人 が 電話 級 に 限っ て アマ チュ ア 無 線 技 
士 の 資格 を 得 ら れる よう に な っ た の は , 1958 (昭和 
33) 年 4 月 に 電波 管理 法 が 改正 され , 翌年 か ら 資格 
試験 が 実施 きれ て か ら で あ る . 

衣 人 が 受験 で きる よう に な っ た の は , 山口 県 の 盲人 
マッ サー ジ 師 砂 本 勉 の 努力 に 負う と こと ころ が 大 きい . か 
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れ は 幼時 か ら ラ ジオ の 組立 て に 熱中 し , 1952 年 に 自 
作 の 短波 テラ ジオ で ハム を キャ ッ チ し た . これ に 勇気 を 
得 て , 1954 年 ハム の 受験 願書 を 提出 し た が , BAT 
ある と の 理由 で 却下 され た . か れ は これ に 屈せ ず 研 究 
を 重ね て 無線 通信 機 を 自分 で 組立 て , コー ル サ イ ン を 
JA10CS と 名 付け て ひそ か に ハム の 仲間 入り を し 
た . それ が つい に 1956 年 に 発見 され , BPH 
反 に 問わ れ 無 線 機 も 没収 され る と いう 事件 も あっ た . 
Lal, 日 本 アマ チュ ア 無 線 連盟 の 協力 を 得 て , BA 
COZRABRES 2515, BIRT (日 本 ライ ト ハ 
YA) ら が 2 年 間 に わ た っ て 郵政 省 電 波 管 理 局 に 陳情 
運動 を 続け , それ ら が 効 を BLT 1958 年 の 電波 法 改 
正 が 実現 する に 至っ た . 

この 機運 に 応じ し て , 同年 11 月 , BA マッ サー ジ 師 
泉 光 男 が 東京 で 盲人 へ ハム 受験 講習 会 を 開い た . 法規 や 
技術 の 専門 家 も 講師 と し て 協力 し , 30 人 近く の BA 
が 参加 し た . 無線 工学 や 無線 電話 の 講義 は , 盲人 に と 
っ て 理解 が 困難 で あっ た . それ は 時 板 を 利用 し て 図解 
の 説明 を する こと が で き な い と いう 難点 が あっ た . 講 
師 た ち は 盲 人 に 適し た 指導 方 法 の 研究 か ら 始 め ね ば な 
ら な か っ た . と の た め 点 字 テ キス ト も 作成 し , 熱心 な 
講義 と 実習 を 続け て 受験 に 備え た . 

試験 は ① 国 内 電波 法 お よび これ に 基づく 命令 . OF 
線 工学 , 無線 電話 に 関す る 理論 お よび 応用 , 保存 な ら 
びに 運用 に 関す る 技術 の 初歩 で あっ て , 図示 な ど は 避 
け て , 盲人 に 回 答 し や すい 方 法 が と られ た . 

第 1 AROBAIL29 ATC, うち 合格 者 は 24 人 で 
あっ た . 1959 年 6 月, これ ら の 試験 合格 者 の うち 14 
人 が TBH (日 本 家人 へ ハム) クラ ブ を 結成 し , 機関 紙 
や 点字 へ ム 入 門 書 「 ブ ライ ンド ハム ガイ トド 」 7 巻 を 発 
行 す る な ど 盲 人 ハム の 向上 に 努め て いる . クラ グ ブ 会 員 
は 1964 年 現在 350 人 , うち 有 有 資格 者 は 200 人 で あ 
る . と の クラ ブ は 1967 年 経済 的 な 理由 で つい に 解散 
する に 至っ た . 

LAL, ハム は 次 第 に 全国 の 盲 学校 に も ゃ 広がり, 


1968 年 , 日 本 ライ ト ハ ウス の 調査 で は , 無線 通信 機 


を 設置 し て いる の が 13 校 , 生徒 の 有 資 格 者 は 傘 業 生 
88 人 ( 男 86, 女 2), 在 校生 59 人 ( 男 54, 女 5) 


計 147 人 に 及 ん で いる . と の ほか 1970 年 に は , 神戸 


視力 障害 セン ター の 訓練 生 24 人 が 認定 試験 に 合格 し 
“CXS; 

交信 範囲 は ビー カル と 国内 だ け で な く 海 外 諸国 に も 
及 ん で お り , 昼休み や 放課後 の 時 間 を 利用 し て いる . 
また , 和 目 宅 に 無線 機 を 設置 し て いる 者 も ある . と か く 


行動 範囲 の 狂い 盲人 に と っ て , 一 般 人 と の 交信 は 知識 
や 物 の 考え 方 を 広く し , 会 話 の 要領 も よく な り , 社会 
性 を 充実 させ る . また , 他 の 教科 に つい て も 自信 を も 
つよ ょ よう に な り , 卒業 後 も 電気 治療 機 の 取扱 い に 役立つ 
な ど 教 育 ・ 訓 練 上 に も 効果 が ある . その ほか 交信 相手 
に 家人 お よび 盲 学校 や 家 人 施設 に つい て の 理解 を 深め 
て も ら う と と も ゃ 多い よう で ある . 

元 来 , 衣 人 は 趣味 や 娯楽 が きわ め て 少な いう え , BB 
学 的 な も る の は ほとん ど な い と いっ て も よい . TOR, 
ハム は 盲人 に 科学 性 を 養 わ せ , 技術 的 興味 を 与え る 利 
ARDS. こと に ハム 局 を 円 滑 に 運用 する に は , 故障 
の お きた と きす ぐに 自分 で 修理 で きる だ け の 実力 を つ 
け て お く 必 要 が ある . 

アマ チェ アブ ア 無 線 技師 に な る に は 1 級 , 2 級 , 電信 級 , 
電話 級 の 4 種 の 資格 が ある が , 盲人 の 場合 は 最後 の 電 
話 級 と 電信 級 が 許可 され て いる . 盲人 へ ム の 間 に 海外 
諸国 の 衣 人 た ちと 同様 に 1 級 , 2 級 の 資格 を 得 た いと 
いう 要望 が 高まり つつ ある . Free) 

[参照 文献 」 

MAN [SAA] BAA 3S 昭和 35.7 

RIEB (SA AORR) 電 濾 時 報 19~ 85 
昭和 39.8 

島崎 守 弥 提供 資料 昭和 46 


将棋 

[盲人 棋 客 の 先覚 者 ] BAHAZORAMILE HRC 
AED. 元禄 時 代 か ら 弄 人 棋 客 が 現われ た よう で ある 
が , 1707 (宝永 4) 年刊 「 象 戯 綱目 ] に は 石田 検校, 
岩村 検校 山崎 勾当 , 与 都 , 誰 都 の 5 人 の 棋譜 が 収録 
され て いる . GH, と の ほか に も 杉江 検校 (3 段 ), 竹 
山 検校 (初段 ) な どの 有力 な 指し手 が か お っ た . 石田 検校 
は 「 石 田 流 」 の 創始 者 , 山崎 勾当 は 江戸 の 人 で 1713 
(正徳 3 ) 年 に 「 将 棋 亀 鑑 」 を 出し ( 自 戦 譜 30 局 を 収 
録 )) また 与 都 は 詰将棋 作品 5 局 を 残し て いる . い ず 
れ も 生 没 年 , 居住 地 は 不明 で ある . 

関 港 伯 理 (7 段 ) は 1820 (文政 3 ) 年 , 常陸 国 行 
方 郡 延岡 村 の 酒造 業 の 家 に 生ま れ , 1899 (明治 32 ) 年 
死去 し た . 幼名 を 万 之 助 と いっ た . 父 は 義太夫 を 習わ 
せよ うと し た が , 12 歳 で 江戸 に 出 て , 牛込 の 勾当 関 歌 
代 市 に つき 初 世 関 港 検校 の 養子 と な っ た . や が て 大 枚 
宗 環 の 門 に 入り , 大 橋 の 没後 は 伊藤 宗 印 に 師事 し , 
1866 (慶応 2 ) 年 に 検校 と な り , 1880 (明治 13 ) 年 
に は 7 段 に 中 進 し た . 津 藩 主 藤堂 和泉 守 と 親交 が あ 
り , 維新 の 際 に は 検校 位 の 廃止 を 不服 と し て , 天田 検 
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校 と と も に 京都 に 上 り 陳 情 す る な どの 活躍 を し た . 盲 
人 棋 客 と し て の 最高 の 地位 を 占め た 人 で ある . 

右 本 検校 は 幕末 の 傑出 し た 杏 客 の 1 人 で ある . 大 橋 
柳 雪 と の 平 符 交 21 番 指 し に 名 局 を RL, また , 棋聖 
と うた われ た 天野 宗 歩 と の 平手 番 勝 ちゃ ある . 生 没 年 
は 不明 で ある が , 区 地 寛 の 小説 に 「 石 本 検校 ] が あ 
る 

大 正 , 昭和 に か け て の 名 手 と し て 時 田 慶三 郎 6 段 が 
いる , 1880 (明治 13 ) 年 生 まれ の 中 途 失 明 者 で , 失 
明 以 前 か ら 相 当 な 棋力 を も っ て いた . 1939 (昭和 14 ) 
年 ,60 歳 で 名 古屋 で 没 し た . 

[最近 に お ける 家人 の 将棋 〕 盲人 の 健全 な 娯楽 と し 
て , 第 1 に 取上げ られ る の は 将棋 で あろ ら . 「 将 棋 に 
Well] と いわ れ て いる が , 現在 の と ころ プ ェ 棋士 
は いな い . また , アマ 界 に も ゃ 3 段 以 上 の 実力 者 は いな 
い . LL, 盲 学校 の 寄宿 舎 や 家 人 施設 に は 必ず と い 
っ て よい くら い 盲 人 用 将棋 盤 が 備え られ , 将棋 を 楽し 
ん で いる . Ek, 各地 盲人 協会 な ど で 将 棋 大 会 を 取 上 
げ , ブロ ッ ク 大 会 な ども 開か れ て いる . 

1) 将 棋 盤 と 駒 : 将棋 盤 と 駒 は 普通 の 盤 と 彫り 駒 も る 使 
っ て いる . 一 般 的 に 盤 は 盲人 用 と し て , 縦横 の 線 に 針 
金 や 細い 様 の よう な も の を 用 いた も の , 板 が ね を 打ち 
抜い た も の を 盤 
に 打ち つけ た も 
の ジラ > 
ク 製 な どき さま ざ 
まな 盤 が 作ら れ 
販売 され て い 
る 

駒 は 彫り 駒の 
前 後 左右 に 印 と 





BAA RBH 
し て 傷 を つけ た り , 点 を 打ち つけ た り し て いる が , fi 
単 な 文 字 で あれ ば 触れ る だ け で わか る . 


HEORBAA RY 


BADAZAR—-Y 

衣 人 を 主 と した 一 般 身体 障害 者 (身障 者 ) の スポ ー 
ツ を 考え る 場合 , 身障 者 の 中 に も , さま ざま な 形 が あ 
る こと に 注意 し な けれ ば な ら な い . 特に 戦争 で 和 失明 し 





(2 詰め 将棋 : 詰め 将棋 の 書き 方 は , 思い 思い に な さ 
れ て いる が , 「 点 字 毎 日 |] で は 1956 (昭和 31 ) 年 1 月 
か ら 誌 上 に 懸賞 詰め 将棋 を 掲載 し 始め た が , それ に は 
アマ 初段 の 篠原 時 雄 が 案 出 し た も の を 使っ て いた . す 
な わ ち , 玉 方 は 点字 の 上 の 数 字 , た と えば , G82 
21 88:23) 玉 . 攻め は 点字 の 下 の 数 字 , た と えば , 
41 (8ese:) HEEL LC, 持ち 駒 も 駒の 名 を その まま 
使っ て いた . 毎月 の 回 答 者 は 130 人 か ら 200 人 ぐら い 
で あっ た が , 1970 (昭和 45 ) 年 11 月 を も っ て これ を 
中 止 し , 以後 , 新年 号 な どの 特別 号 に 掲載 し て いる . 
な お , 1970 年 創刊 され た 東京 ヘレ ン ・ ヶ ラー WR 
行 の 「 点 字 ジャ ー ナ ル 」 は 同年 11 月 号 か ら 「 詰 将棋 
の 研究 」 を 連載 し て いる . 

Rife, 兵庫 県 立 盲 学校 の 水越 寛 が 主宰 し て いる 「 点 
字 将 棋 通 信 」 が あり , 会 員 は 約 40 人 で , 通信 で 将棋 
を 楽し ん で いる . この 会 で は 静岡 市 の 3 段 艇 山 勉 が 創 
案 し た 記号 を 使用 し て いる . 

(3) 盤 も 駒 も 使わ な い 将 棋 : 苦 か ら あ る いわ ゆる 「 め 
く ら 将 棋 ] と いう の は , 盤 も 駒 も 使わ ず 棋 符 を いい あ 
っ て さす 将棋 で ある . 先手 , 後手 は , 振り 駒 で 決め る 
か , 強い 人 が 後手 に 回 り , 向かっ て 右上 の 隅 が 1 の 1 


それ より 左 へ 9 EC, また , 1 か ら 下 へ 9 まで , 左下 の 


隅 が 9 の 9 と な る こと は 晴 家 を 問わ ず 同 じ で ある か ら 
頭 の 中 へ 盤 と 駒 を 記憶 し , 駒の 場所 を 棋 符 で いえ ば よ ょ 
い の で ある . た と えば , 2・6 の 歩 , 3・4 の 歩 と いっ た 具 
合 に 駒 を 進め て ゆく や り 方 で ある . 旅館 な ど で 灯 を 消 
し て か ら 盲 人 同士 が これ を 楽し ん で いる 風景 が よく み 
られ る . また , 仕事 が すん で 夜 お そく 風呂 屋 で 湯 に ひ 
た りな から, あるいは 深夜 に 電話 で これ を 楽し ん で い 
る 者 も いる . (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文 貢 ] 

日 本 将棋 連盟 資料 室 杉山 勉 (静岡 市 ) 
BS (大 阪 市 ) の 提供 資料 


山下 徳 太 


た 人 びと は , 単に 視力 を 失っ た だ け で な く , 脳 に 複合 
的 損傷 を 受け た り , また , 手足 の いずれ か を 切断 し て 
いる 者 が 多い . それ ゆえ 紅 人 に 対す る スポ ー ツ の 選択 
や 指導 を 行なう に 当たっ て は , これ ら を 区 別 し な けれ 
ば な ら な い . これ は デリ ケー ト な 盲人 スポ ー ツ の 端緒 
を な す ゃ も の で , 適切 な た スポーツ や ゲー ム の 選択 に は 注 
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意 を 要する 医学 的 問題 で ある . 

脳 に 損傷 の な い 盲 人 は 容易 に スポ ー ツ 活動 が で き 
る . ラン ニン グ は 好ま し い 可 能 性 の ある スポ ー ツ で あ 
る . 100 メー トル まで は 直線 的 に 走る こと が で きる . 
トラ ッ ク は 走者 だ け に し て お くべ き で ある . 
水泳 は 大 抵 の 身障 者 と 同様 , 盲 人 に も すぐ れ た スポ 
ー ツ で ある . KP CLAK LIBRE T SF RIT L > TIE 
し い 方 向 が 持続 され る . SAOMKEILA CBO 7 — 
ル で 規則 正しく 泳げ ば , プー ル の 長 さ に 容易 に 適応 で 
きる . 
砲丸 投げ また は や り 投 げ は 方 向 を 示す 音 の 合図 で 十 
分 で ある . 立 幅 飛び は すぐ れ た 運動 で 特別 な がく ぁ う を 
必要 と し な い . 九 柱 戯 も 衣 人 に は すぐ れ た 能力 を 発揮 
する こと が で きる . 音 の 合図 で 中 央 の 柱 の 位置 を 演技 
者 に 知ら せる . 直径 2 スー トル の 的 に ボー ル を 投げ 当 
TH. ドイ ツ で 試み られ た も の は , 音 の シグ ナル が 的 
の 中 央 に 置か れ , ボー ル が 的 の 中 央 へ 当たる ご と に べ 
ル が 鳴り , また , 的 に 当たっ た と きど ご と に 音 を た て て 
知ら せる . 
興味 深い の は フラ ンス の 盲人 スキ ー で ある . FIV 
ス で 用 いら れ た 旋法 は , 指導 員 が スキ ー ヤ ー と いっ し 
ょ に すべ っ て 1 か ら 12 まで の 短い 数 字 を て き ば き と 
伝え る こと に よっ て 指導 する も の で ある . 盲人 は 時 計 
の 針 の 表示 に 関係 させ て 理解 する みこ と が で きる . た と 
えば 「 3」 は 右 90 度 旋回 , 「 9 」 は 90 度 左旋 回 , 「 6 」 
「3」 は 右 ユ ー タ ウン を 意味 し て いる . スキ ー は よい 
身体 的 状態 を 要求 され , 特に 滑降 や 障害 物 を 含む アル 
ペン 形 に お いて は 最も よい . 

さて 身障 者 スポ ー ツ 協会 の 創設 と 発展 と を 討議 する 
に 当たっ て は 次 の 諸点 に 注意 を 要する . 

1) 厳 客 な 医学 的 管理 を 必要 と する . 

(⑳) 身 障 者 自身 と 一 般 大 衆 と の 両方 の 観点 か ら 重要 
な こと は , 一 般 に 障害 と い 5 意 味 と 個人 と し て の 身障 
者 の 能力 と に つい て は 無知 で ある と いう こと で , こう 
し た 大 衆 に 対す る 啓発 は 重要 な 仕事 で ある . スポ ー ツ 


の 実施 は 実際 の 障害 者 や 残存 能力 の 程度 に つい て , 身 


障 者 の 真 の 状態 を 大 衆 に 知ら せる すぐ れ た 方 法 で あ 
る . 

(3) ス ポー ツ 活 動 は その 種目 を 注意 深く 選定 し , 危険 
性 ある も の は 排除 する こと が 肝要 で ある . 身障 者 に 対 
する スポ ー ツ 運動 の 目的 は 注意 深く 訓練 され , 医学 的 
に 管理 され た 少数 者 が , 大 多数 の 身障 者 の 可能 性 の 範 
囲 内 で 活動 する こと を 奨励 する あこ と で ある . 身障 者 ス 
ポー ツ 協 会 は リハ ビリ テー シュ ン セ ンタ ー の 職員 と 密 


接 に 折衝 する 責任 を も つこ と が 望ま し い . また , 正規 
の スポ ー ツ クラ ブ や スポ ー ツ 連 明 と も る 密接, か つつ 友好 
的 な 接触 を 維持 する こと が 必要 で ある . 


盲人 の スポ ー ツ の 意義 

身障 者 更生 指導 計画 の 中 で , 今 ま で の 因 習 的 な 理学 
療法 の 方 法 を 補足 する も の と し て , 競技 的 スポ ー ツ 訓 
練 を 含む こと が 近年 理解 され , 支持 され る よう に な っ 
た . 実際 スポ ーッ ツ は 精神 活動 や 競争 精神 や 自選 信頼 や 
交友 関係 を 促進 させ , 身障 者 を 社会 へ 統合 させ る きわ 
め て 価値 ある も の と 認め られ た . 近代 的 更生 指導 の 原 
理 は , 失っ た も の を 数 を える の で は な く , 体 に 残っ て 
いる も の を 数 を あげ る こと で , スポ ー ツ 分 野 ほ と, 
より 利用 され 正当 化し て いる も の は な い . 体格 や 身体 
的 能力 に 障害 の ある 人 びと が , スポ ー ツ を 行なう よう 
に 奨励 する こと は 生理 学 的 に いえ ば , 一 つの 矛盾 と 思 
われ る か も 知れ な い . 身障 者 の 制約 され た 能力 と 全力 
を 尽 し て 努力 を 必要 と し が か ちな スポ ー ツ の きび し い 要 
求 と の 間 に 大 き な 隔 り が ある こと は 明らか で ある . す 
な わ ち , 他方 の 制約 され た 肉体 的 能力 に 高度 の 要求 と 
大 き な 過 労 を 招く わけ で ある . 心理 的 療法 と し て みれ 
ば , スポ ー ツ は 特別 な 形 の 運動 療法 で あっ て , その 特 
長 は 運動 の 自発 性 と 強 さ で あり , また , 運動 量 と 指導 
の むず か し さ で ある . 身障 者 へ の 治療 方 難 と し て の ス 
ポー ツ の 心理 学 的 利点 は , 力 と 運動 の 新しい 感覚 を 身 
障 者 に 与え , 個人 的 全体 感 を 再建 し , 自己 の 信頼 を 打 
ち た て 全身 的 健康 を 増し , 自己 の 身体 障害 へ の 生理 的 
適応 性 を 改善 する こと に ある . 身障 者 スポ ー ツ の 生理 
学 的 問題 は あま り 知 られ て いな い . ます 第 1 に その 傷 
害 や 能力 損傷 の 形 や 程度 か ら 問題 に なる. スポ ー ツ に 
伴っ て 起こ る 過労 の 量 と 型 を 測定 する の が , 非常 に む 
ず か し い 点 に 危険 性 が ある . 


身体 障害 者 スポ ー ツ の 効果 

第 1 の 問題 は , 体育 と 教育 と に よっ て 身心 の 調和 を 
図り , 「 健 全 な る 精神 は 健全 な る 身体 に 宿る | こと を 
実現 さき せる こと で , 教育 と 体育 を 通じ て 身体 と 精神 の 
間 に 求 め よ うと する の は , 失わ ち わ れ た バラ ンス を 取 戻 す 
こと で ある . この バラ ンス を 回 復 す る 手段 は , まず リ 
ハビ リ テ ー シ ョ ン で ある . これ は 障害 者 の 土気 を 以前 
の 水準 まで 向上 させ , 身体 的 能力 を 最大 限 ま で 回 復 さ 
せよ うと する も の で , スポ ー ツ は と この 点 で 役立つ も の 
で ある . 

第 2 の 問題 は スポ ー ツ の 特長 は どう ある か で , お 
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も な 目的 は いろ いろ な 劣等 感 を 取 除 く と と に よっ て 熱 
意 を 増し , 自己 の 信頼 を 回 復 す る の に 役立つ . 一 旋 , 

これ を 取扱 関係 者 に と っ て 学ぶ べき こと と は 妨 耐 と 辛 
fd, また , 身障 者 が 個人 的 に も っ て いる 残存 能力 を 十 
二分 に 使う こと に よっ て , 何 を な し 遂げ 得る か を 発見 
する た め に ゃ よい 機会 で , 更生 指導 の 分 野 に お いて 新 
し い 技 術 や 方 法 を 利用 する う え に よ い 教 訓 を 得る こと 
も ある . 

1950 年 , 身障 者 だ け の 第 1 回 競技 会 が アテ ネ で 行 
な われ た が, これ に は 肢体 不 自由 者 と 衣 人 だ けが 参加 
し た . また , 1953 年 第 1 回 全 ギ リ シ ャ 大 会 が アテ ネ 
競技 場 で 開か れ た が , 100 人 以上 の 肢体 不 自由 者 と 盲 
人 が 参加 し て いる . 同じ よう な スポ ボ ポーツ 犬 会 が ) ブラ 
ソン の SE AP, で フイ ラド) ONI 
ど ョ ー ロ ッ ペ 各国 で 開催 され , 1957 年 5 月 に は 国際 
身障 者 競技 会 が パリ で 行なわ れ , パラ リン ピッ ク が , 
その 後 ス トー リ ・ マ ン デ ン ビ ル で 開か れる に 至っ た . 

身障 者 スポ ー ツ は 難解 な 理論 や , 専門 家 の 手 腕 に よ 
っ て 作り 出さ れ た も の で も な い . また , 医師 が 処方 し 
た も の で も な く , 自分 自身 を 守っ て いく だめ, 身 隊 者 
の 単純 な 要求 か ら 起 こと っ た も の で ある . それ に は 強い 
パー ソナ リティ ー が 必要 で ある . スポ ー ツ を 規則 的 に 
行なっ て 障害 を 克服 し よう と する 人 びと は , 度量 の 広 
い 人 と いえ る . こう いう 人 は 何 は さて お き 障 害 を も の 
と も せ ず , その 障害 に 従順 に な ろう と し て , スポ ー ツ 
を 実行 する . いい か えれ ば 自分 の 生涯 を の ろう こと な 
く , 重荷 を 担っ て 苦し む も の で も な く , 生活 その も の 
の 記 部 と し で 受 人 人 れ N の と 32 6 の で あお る 5 

こう らい うら 障害 者 は 尊敬 され た いと 望ん で は いる が , 
哀れ み を か けら れる こと は すでに 心 の 中 に ある 劣等 感 
を 増す だ け で ある . 障害 者 が スポ ー ツ を 行なう こと は 
人 の 情 を 受け る 必要 も な く , 現在 まで 関係 し て いた 職 
業 , ある い は 訓練 を 受け た 職業 の 範囲 内 で は , 十分 な 
価値 を も っ た 市 民 で ある と と を 証明 で きる . ドイ ツ で 
は 災害 や 病気 に よっ て 戦争 中 負傷 し た 2 万 人 以上 の 障 
害 者 が , 400 の スポ ー ツ グル ー プ に 自発 的 に 参加 し て 
いる と いわ れる また, あり あれ た 方 法 で の 宣伝 補 公 
衆 へ の 見 世 物 の た めで も な く , 観衆 を 得 よ うと も 望ん 
で いな いい . 


盲人 スポ ー ツ に お ける 訓練 目標 

一 般 人 向き , 身障 者 向 き , いずれ の 体育 訓練 で あっ 
Th, し っ か り し た 訓練 目標 か ら 出 発 し て , その 内 容 
と 形式 と が 十分 に 認め られ る も の で ある . すなわち , 


ツ 


し っ か り し た 目標 を めざし て 訓練 し な けれ ば な ら な 
い . 紅 人 の 場合 は 単に 筋肉 を 動か すこ と だ けが 目的 で 
な く , 残存 し て いる 方 向 感覚 の 鍛練 と , 育成 と と よっ 
て 失わ れ た 空間 感覚 を 目覚 め さ せ , 刺激 し , 高度 化す 
る と と が た いせ つ で ある . | 

盲人 の 訓練 は 器官 と 筋肉 の 全体 的 な 鍛錬 , 休養 , 姿 
勢 の 矯正 , 体力 の 向上 と 柔軟 性 な ど と あい まっ て , FH 
極 的 に は 家人 が 常に 自分 の こと と は 自分 で 処理 する こと 
が で き , 周囲 か ら 独 立 で きる よう に 盲人 の 生活 園 を 広 
げ ば る こと を 目標 と すべ き で ある . 盲人 に 与え られ た 能 
力 の 限界 を 考慮 し , また , 危険 を 取 除 いた う 5 え で , 他 
人 に よっ て 直接 , 身体 を 誘導 し て も ら わ な いよ うに し 
な けれ ば な ら な い .「 不 必要 な 手引 き は し な い 」 EV 
2 の が 盲人 の スポ ー ツ 活動 目標 で ある . 訓練 指導 者 の 
任務 は , 盲人 自身 で や れる 能力 の 限界 を 見 きわ め , い 
つ 具 体 的 な 指導 を 必要 と する か , ある い は し な いか を 
SE SG フン 

次 に 身体 の 訓練 が 盲 人 の 特質 に 即 し , また , 障害 の 
程度 に 応じ た 実施 方 法 を と れ ば 多大 の 効果 を あげ る こ 
と が で きる . 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は , 盲人 に 
与え る 方 向 訓練 の 課題 を 問 雑 な も の と し た り , 進ん で 
参加 し よう と する 気持 を お さえ た り , 危険 感 と 結び つ 
いて 神経 に 重い 負担 を か け な い よう に する こと と が た い 
せつ で ある . 神経 を 休ま せる た め に は , 方 向 の 見 当 を 
つけ る 際 , 特に 聴覚 を 働か せな いで も , 全身 の 鍛練 
(に な る よう な 訓練 を , 間 に は さん で 実施 すれ ば よい 、. 
そう し た 訓練 と し て は , 綱引き , 鉄 の 輪 , な わ と のび , 
つり づな な どの 体操 用 具 に よる 団体 訓練 , また , 長い 
棒 , 平均 台 な ど が ある . 


短 距 離 競 走 

短 距 離 競走 は 根本 的 に は 感覚 訓練 に 役立つ . な わ を 
頼り に 走ら な いよ うら に し , 十分 に 広い 平地 で , 短く 刈 
りこ ん だ 芝生 に お お われ て いる か , 砂地 で ある こと が 
望ま し い . 思い 切っ て 走れ る よう に , その 平地 は 前 後 
左右 , 自由 に 行動 が で きる こと を , 盲人 に 知ら せ て お 
く こ と と が た いせ つ で ある . 皮 ひ も を 腕 や 手 に 結び つけ 
て 誘導 し た り , な わ を 頼り に 走っ た りす る より も ゃ , 感 
覚 の 訓練 を 意識 し て その 目的 に か な っ た 競走 を する 方 
が 価値 が ある . 盲人 スポ ー ツ に お いて , た だ 走り さえ 
すれ ば よい と いう の は , BAAN, 憶 病 な 
気持 ち に 追い や り , 障害 の 悲し み に 再 びさ ら す 結果 と 
な りか ね な い . われ われ は , も っ と 内 容 の ある , より 
YE く 根本 的 な 要求 に こたえ 得る よ うな , 人 間 と その 
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福祉 を めざし た スポ ー ツ で ある こと を 追求 し な く て は 
een 突 全 で ある ら ょ と , 信人 確 忌 で きる と ゆう こ 
と , 信頼 で きる と いう こと , それ に 生命 の 躍動 を 感 
UC, 身体 を 動か す 喜 び が 十分 に 満た され た と き , 初め 
て 速度 を 競う と いう こと に な る . 

盲人 は 音 に よっ て 方 向 づ け を 行なう の で ある か ら , 
完全 に 静か な こと が 必要 で ある . ゆえ に 出発 点 か ら 適 
当 に 離れ た 位置 に 衣 人 を 集合 させ , 腰 を お ろ す と ころ 
を 考慮 し て お く 必 要 が ある . スタ ー ト 開始 後 , 第 1 に 
心得 て お か な けれ ば な ら な いこ と は , 直接 身体 に よっ 
て 指導 する こと を 避け る こと が た いせ つ で ある . 多く 
の 盲人 は 鈴 を 手 に も っ た り , ある い は , ひざ が し ら の 
下部 と か , 足 関節 に 結び つけ た り し て , 鈴 を 鳴ら し て 
くれ る 晴 眼 者 の 誘導 を 利用 する . し か し , 決勝 点 の 背 
後 20 メー トル の 地点 に すえ られ た 音源 装置 は , 拍手 
や 警笛 な ど よ り は る か に 適切 で あり , 音楽 的 な 効果 を 
も つも の で ある . 簡単 な 主導 旋律 を 吹奏 楽器 で 演奏 し 
て も よい が , 他 の 楽器 で レ ュ ー ド や テー プ に 録音 し て 
それ を 再生 する と と も で きる で あろ う . FREER 
ける 場所 を 選定 する に は , 風 の 方 向 お よび 強 さ を 考慮 
(に 入れ る と よい . 盲人 の 短 距 離 競走 用 の も 2 一 つの 新 
し い 誘 導 方 法 は , 「 メ ガ ホ ン 」 を 使用 する こと で ある . 

この きわ め て 重宝 な 各 方 面 に 利用 の で きる 器具 は ど 
の 種類 の 育 人 スポ ー ツ で も 欠か すこ と の で き な い も ゃ も の 
と いえ る . 指導 者 は 100 メー トル な いし 200 メー トル 
離れ て 立ち , 前 も っ て 打 合 わ せ て いた 連絡 方 法 に よっ 
で て , 盲人 の 圧 者 を 壮 く こと が で きる . この メガ ホン の 
音 は 調整 が で き , 盲人 が 正しい 方 向 に 向っ て 行く と き 
「 ョ ヨー シ , ヨー ン シ 」 と 静か な 一 定 の 音 調 で 響かせ る し, 
庁 側 へ それ た と き は 「 左 へ , EAI, また は 「 右 へ , 
右 へ 」 と 同じ 静か な 声 が 開 え る よう に で きる . 大 きく 
それ た とき は , 好意 を も っ て きっ ぱり と 疾走 を 中 止 さ 
せる べき で ある . どう し て も 正しい 走路 か ら そ れ て し 
まう 者 に 対し て は , 正確 に 走る こと を 重点 的 に 考え な 
いで , 遅れ て も 決勝 点 に 到着 する よう に 導く べき で あ 
る 


家 人 に 最初 か ら 100 メー トル の 距離 を 要求 する の は 


適当 で な い . 短 距 離 競 走 の 訓練 は 20, 30, 40, 50 4 
IN ウジ と だん くだ ん (と の ば じ て い く ぐ く で き で , 50 メー ト 
ル 怒 確実 に 走れ る Bit, 60 メー トル な いし 70 メー ト 
ル へ と 距離 を の ば すこ と が よい . 


中 中 
跳躍 の 訓練 を 単に 競技 的 な 幅 飛 びと か 高 飛 び で ある 


ELT, これ ら 二 つの 軽 競技 の お も な 実施 方 法 に 固執 
する こと は 誤り で ある . 普通 の 体操 の 場合 と 同じ に , 
まず , 最初 に 足 指 , ひざ の 関節 お よび あし の 関節 の 体 
操 訓練 に よっ て 跳躍 力 の 訓練 に とり かかり , 関節 の 筋 
を 強め , 機敏 さと 跳躍 力 を 増し , 反応 力 を 高め 疲労 点 
を 低下 させ る よう に する こと と で ある . 

[マッ ト に よる 蹴 虫 訓練 ] まず 跳躍 訓練 に 参加 する 
衣 人 の 前 に 運動 肌 マ ッ ト を 十分 な 広 さ に 広げ る . BA 
が 訓練 の 場所 に つい て 方 向 を 確認 し , また , マッ ト の 
長 さ , 幅 , 厚 さ な ら び に マッ ト の 周囲 を 手 で 触っ て 点 
検 し 終 ん た と き , 次 の よう に 号令 する .「 マ ッ ト の 後 
A, 中 央 に 立て . マッ ト の 中 心 へ 両足 に て 跳べ . 5 回 
跳躍 し た ら マ ッ ト の 中 心 に 立て . DER »y FORD 
(に いる か どう か を 確 め ょ . 左 へ 右 へ 飛べ . し ゃ が ん だ 
姿勢 で 飛べ . は ずみ を つけ て 深く か が め . ステ ッ プ 飛 
び を 始め . 片足 で 前 方 , 後方 , 側 方 へ 飛べ . 軽く は ず 
みみ を つけ よ ょ よ 」. 以上 の よう に マッ ト に よっ て 方 向 づ け 
が 行なわ れ , 空間 感覚 が 洗練 され る . Ek, マッ ト の 
中 央 後方 に 盲人 を 配置 し て か ら , 次 の よう な 号令 を く 
だ す .「2, 36BL, 軽く 走っ て マッ ト の 中 心 へ 
pie kl. & bICIBR BALK 姿勢 で 足 の 動作 に つ 
いて の 訓練 な ど , さま ざま の 証 練 を 行なう . 

跳躍 に 関す る す ぐれ た 鍛練 は , メジ ン ン ・ ボ ー ル や 
平行 棒 を 用 いて 身体 を 支え て の 蹴 虫 , か が み 飛 び , A 
由 飛 びな ど を 行なう . Ek, 木馬 や 飛び 箱 に よっ て 立 
っ た 姿勢 か ら , ある い は 3 歩 助走 を し て いろ いろ な 跳 
躍 を 試み る 機会 を 与え る . 

[ 立 幅 飛び 〕 盲人 た ち に 跳躍 板 の 前 方 の 縁 を 足 で 触 
れ さ せ , 自分 の 立っ て いる 地点 の 高 さ を 確認 させ る . 
一 方 , 注意 深く 足 や 手 で 跳躍 板 の 前 方 が か どれ だ け 沙 ち 
こん で いる か を 探 ら せる . それ か ら 両 方 の 足 で 板 の 上 
(こま っ すぐ に 立たせ , 「 飛 ん で も よい か 」 と 尋ね させ 
る . 指導 者 は 方 向 を 指示 し て 答え る . 盲人 は 声 の 開 え 
て くる 方 向 に 向っ て 飛ぶ . 指導 者 は 跳躍 者 の 真正 面 に 
立っ て いな いと マッ ト の へ りか 堅い 地面 に 着陸 し て し 
まう こと が ある . 

[飛越 え 〕 最初 か ら 飛越 ん る こと を 目的 と し , まず 
平均 台 を 手 で お さえ を て また ぐ か , か が み 飛 び か ら 始 め 
次 に 立っ た まま の 姿勢 か ら , の ち に は 2, 3 歩 の 助走 
を し て 飛び 箱 や 木馬 飛越 えま で 進 ゆ べき で ある . つり 
な わ を 利用 する 跳躍 は 大 変 面白 い . ゆっ くり 動か し た 
綱 が 床 面 に な つか っ て 立て る 音 は , スタ ー ト また だ は 方 
向 づ け を 行なう の に 役立つ . つり な わ で 盲人 が で きる 
だ け 遠 くに 飛べ る よう に する こと は , な か な か や り が 
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い の あ る こと で ある . 綱 や 輪 で 蹴 曜 の 練習 を する に は 
非常 な 根気 が いる . 

(ROBO) これ は 「 一 つの 芸術 と し て 最高 の 技術 
を 要する 跳 曜 ]| で あっ て 競技 的 な 幅 飛 び お よび 高 飛 び 
より も ゃ も 盲人 に と っ て , は る か に 利用 価値 が か ある. 初め 
は 低い 飛び 箱 , の ち に は 高い 飛び 箱 か ら 飛 び お り る こ 
と は 盲人 に と っ て 興味 を そそ る 刺 載 で ある . 注意 すべ 
きこ と は , いつ で も 足 の つま 先 で 飛ぶ と いう 指示 を 与 
える こと で ある . 跳躍 の 訓練 に より 合理 的 な 指導 を 通 
じ , いか に 盲人 の 空間 感覚 が 高め られ た か , 判断 の 正 
WES DIRT Sr, 走る 自信 が つい て くる か が 明らか 
(に な る . この よう に 盲人 は 身体 を 動か す と と に よっ て 
常に 新しい 体験 を も ち , それ に よっ て 非常 に た いせ つ 
な 身体 を 自由 に こなす 能力 を 獲得 する こと が で きる . 

[走り 幅 飛 び 〕 多く の 補助 物 を 使え ば 盲人 は まっ す 
ぐに 走れ る の で , 第 1 に 幅広 い 助走 路 が 必要 で ある . 
幅 が 6 メー トル な いし 8 メー トル あれ ば , 砂場 の 幅 に 
相当 し て 十分 で ある . 腕 を 組ん で 援助 者 と いっ し ょ に 
スタ ー ト の 地点 か ら 助 走 の 歩数 を 逆 に 数 を る こと に よ 
っ て , 盲人 は 空間 と 物体 に つい て だ いた い の 観 念 を 得 
られ る . そこ で 指導 者 は 砂場 を 越え た 向う 側 か ら , 方 
向 に つい て 大 声 で 指示 を 与え ん る こと が で きる . 方 向 に 
つい て の 補助 物 と し て は 平ら な 地面 に 砂場 の 前 , 約 1 
メー トル の 距離 に 床板 を は めこ め ば 役 に 立つ . Sods 
四 つ の 部 分 を 組合 わせ た この 床板 は , 走路 一 杯 に 2 メ 
ー ト ル の 奥行 き が 広がっ て いて 弾力 性 が あり 音響 的 に 
よく 聞き と れる の で , そこ で 呪 虫 の 踏切 り を する . 助 
走路 の 両側 に は 目標 を 示す テー プ を 張り , BATE 
すぐ な 線 か ら は ずれ て 走っ て いる こと を 教え る . ゴム 
ひも を の ば し て 使え ば 効果 的 で ある . と に か く BAR 
手引 きす る と と は で きる だ け 少 な くし て いこ うと いら 5 
方 向 に 進む こと で ある . 踏切 り 板 の と ころ まで , 手 に 
握っ た 電線 に 導 か れ て 行き を, それ か ら ブ ザー の 音 頼 
っ て いく と な る と , 助走 に よる 幅 飛 びと し て の 特徴 的 
な も の が 失わ れ て し まう . 盲人 が 飛ぶ こと を 寄せ 集め 
で な く , 全体 的 な も の と し て 体験 する よう に 導く べき 
で ある . 盲人 に その よう な 機会 を 与え る た め , 次 の よう 
な こと を 勧め た い . 
① 助 走 は 7 歩 ま た は 9 歩 ぐ らい . 
② 左 右 に 張っ た 1 本 ずつ の ゴム ひも の 間 は 2 メー ト 
ル . 走路 の 路 の 内 側 で は 自由 に 走ら れる よう に する . 
③ 監 督 お よび 援助 を 行なう 指導 者 が 跳躍 前 に 助走 や 踏 
切り に つい て , 明瞭 な 指示 を 与え て お く こ と と で ある . 


球技 

[投球 競技 〕 盲人 の 場合 は 投球 競技 訓練 の あら ゆる 
機会 を 利用 し て , 怠り 勝ち な 上 半身 を 訓練 する こと で 
ある . 投球 の 場合 で も , スポ ー ツ の 厳格 な 実施 方 法 が 
問題 で な く , 投げ る 力 と 能力 と を 呼び 起こ し , 訓練 を 
加え を えて, これ ら を 高め る こと が た いせ つ で ある . そこ 
で この よう な 投球 訓練 は 衣 人 に 空間 を 感じ させ , 評価 
する 能力 を の ば し て いく の に 役立つ . 目標 に 球 を 当て 
る の を 目的 と する 投球 に 関し て は , 特別 な 配慮 が 必要 
CHEB, と と では あま り 知ら れ て いな い 2 , 3 の 実 
施 方 法 に つい て 述べ る . | 

まず 最初 は 5.6 メー トル , あと に だ なる と 10 メー 
トル な いし 20 メー トル 離れ た 地点 か らち テニ ス また は 
野球 の ボー ル を , 縦横 2 メー トル の 大 きい 平たい 円 板 
また は 壁面 に 投げ つけ る . この 円 板 ま た は 長 面 の 中 心 
に 標的 と し て お お い を し た , ある い は むき 出し の 音源 
を 取り つけ る . ボー ル を 酸化 マグ ネ シ ュ ウム に 浸 せ ば 
この 円 板 の 上 に 明瞭 な 跡 を 残す か 成績 を 調べ る の に 
便利 で ある . 

この ほか , バス ケッ ト に ボー ル を 投入 れる こと も 紅 


_ 人 の 感覚 を 鍛え ん る の に よい 訓練 に な る . 地上 適当 な 高 


さ に 縦 1.80 メー トル , 横 1.20 メー トル の 大 き な 板 を 
立て て 球 を 投げ る 目標 と する の も よい . 下 の 方 が 開い 
て いる か ご に ヒ 二 つの 小さ な 鈴 を 結び つけ , 球 が か ご の 
中 に 入っ た こと を 投球 者 に 知ら せる . 

[フッ ト ボ ー ル ] イギリス の 晴 眼 者 間 の すべ て の ス 
ポー ツ の 中 で , フッ ト ボ ー ル は 最も 盛ん に 行なわ れ , 
Ek, 観戦 され る も の で , 盲人 の 中 に は 競技 場 へ 行っ 
て 楽し ん だ り , ラジ オ の 解説 を 開い た り し て いる が , 
お そら く 盲 人 に と っ て , これ を な すこ と は 不適 当 で あ 
AX. し か し , こと 2, 3 年 間 に ウォ ー ス ター カレ ッ 
ジ (Worcester College) で , この 競技 の 応用 が く 
あふ りう され て いい の 3 うず だ なわ や, 120°7 4 SF Boner 
ィ ー ト の 堅い 地面 で 。 10 フィ ー ト の 高 さ の 鋼鉄 の 針 
金 の 垣 の 中 で 演技 する . フッ ト ボ ー ル は 標準 な も の が 
用 いら れ , 中 に 鋼鉄 の べ ア リン グ の 球 を は めこ ん で , 
ボー ル が 動け ば が ら が ら と 音 を 立て る 仕組 み に し て い 
る . ゲー ム は 普通 片方 が 6 人 か 7 人 に 制限 し , 
は 8 フィ ー ト と 3 フィ ー ト の 大 き さ の ボー ルド CH 
る . プレ ー ヤ ー た ち は 方 向 感覚 の 鋭敏 さ が か 要求 され る 
が , 大 変 楽 し く 行 な っ て いる . クリ ッ ケ ッ ト も ウォ ー 
スタ ー カ レッ ジ で 応用 され , フッ ト ボ ー ル と 同じ も の 
が 使用 され 最も 適し て いる と され て いる . 

[ボー リン グ ] 投球 訓練 と 関連 し て , AAAOME 
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中 味 の 詰っ た 墜 い ボー ル を 使用 し て ボー リン グ を 実施 
する と と が で きる . こと これ に より 盲人 が どれ くら い 方 向 
お よび 空間 に つい て の 支配 力 を も つこ と が で きる よら 
に な っ た か を 示す . 鈴 つ き の ボ ー リ ング の ボー ル は , 
ゴム ビニ ー ル 度 の 空 の ボー ル で , 内 部 に 音源 と し て 小 
さ な 鈴 , 鋼鉄 板 , 金属 性 の 容器 こ 入 れ た ベア リン グ な 
ど を 装置 する . 練習 の 積ん だ 全盲 者 は , ボー リン グ の 
ボー ル を 投げ る の た, 方 向 づ け と し て 床 面 に 設け られ 
た 木 の わ く を 利用 する . 楽 な フォ ー ム と し て は , 両方 
の 足 を 横 板 に か け 両 手 で ボー ル を つか み , か が ん だ 姿 
勢 で 投げ る . 

[砲丸 投げ 〕 特に 砲丸 投げ の 方 向 づ け は , 投球 すべ 
き 前 方 を 誤り な く 示 すま っ すぐ な 始球 板 に よっ て 行 な 
2 . この 始球 板 は , 前 方 へ 突き 出し た 高 さ 10 セン チ 
メー トル の 角材 を 足止め と し て 用 いる . Ek, BAM 
標識 と し て わか る よう に 1 本 の ひも を 地面 に 張る だ け 
で 十分 で ある . 盲人 に で きる だ け 自 由 を 与え て 空間 感 
覚 を 強め る こと が 望ま し い . それ に は 3 メー トル の 間 
陽 を お いて , 2 本 の まっ すぐ な 横 板 を 平行 に 相 前 後 し 
て お け ば よい . 


弓術 

弓術 は 盲人 に と っ て 1 歩 前 進 し た スポ ー ツ で ある . 
これ に よっ て 家人 の 方 向 に 対す る 感覚 を 完全 と いえ る 
程度 まで 伸ばす こと が で きる . 実施 する に 当たっ て の 
条件 と し て は , 一 般 に 行 な ち われ て いる 普通 の 弓術 の 諸 
道具 , 危険 の な い 背 景 , 音源 装置 の ある 縦 6 メー トル , 
横 6 メー トル の 大 き な 標 的 , それ に すぐ れ た 実施 方 法 
ELT, 最初 は 10 メー トル の 距離 で 行なう こと で あ 
る . 


回 転 プ ブランコ 

回 転 プ ラン ュ は 盲人 の 空間 感覚 の 形成 に 役立た せる 
た め に は 効果 が ある . これ ら の 運動 用 具 と し て は , 回 
転 グ ラン ュ , 輪 , つり あみ な ど が 考え られ る . 二 つ の 
取手 の ある 綱 に ぶら さがり , 円 形 に 歩き 始め る . LE 


どき の 号令 に 従っ て 歩調 を だ ん だ ん 早め , 軽く の び の 


びと 走る . 一 方 の 足 で 床 を けっ て 宙 に 浮か ん だ り , KK 
に 足 を つけ た り し な が ら 繰 返す . COR, 目 ま い が 起 
こら な いよ うに 注意 すべ き で ある . 目 ま い が する 者 は 
目 ま い が や む ま で , すなわち 方 向 づ けが で きる よう に 
な る まで , 簡単 な 動作 を 続け な が ら 練 習 し , つり 綱 に 
慣れ る こと が 必要 で ある . 中 に は 回 転 プ ラン ュ に つり 
さがり , 垂直 の 軸 の 回 り を ぐる ぐる 回 っ て 楽し ん で い 


る 者 も いる . 盲人 が 身体 の 動作 を 完全 に 支配 し , リズ 
ミカ ル に し っ か り と 振り 動か すこ と が で きる よう に な 
れ ば 目的 は 達せ られ る . 


つり 綱 

つり 網 訓練 に お いて , 参加 者 が 自分 の も どり た い 位 
思 へ も どれ る よう に 振る 動作 を 調節 する こと は か な り 
むず か し く , 適切 な 判断 力 を 必要 と する も の で ある . 
ある 者 は 綱 を 深く 握り し め た りす る が , その 場合 は , 
正しい 握り 方 に な お さ な け れ ば な ら な い . 動作 の こつ 
は , 最初 身体 を 振っ て 前 方 へ 出る と き , それ 以上 の 推 
進 力 を 加え な く て も 出発 の 位置 に 戻っ て くる よう な 振 
り 方 を する こと で ある .「 だ れ が 自分 の 台 に 戻っ て く 
る と と が で きる か 」 と いう の が , 最初 の 課題 で ある . 
これ は 直立 の 姿勢 の まま , 平均 台 へ 到着 する こと は 非 
常に ゃ や ず か し いこ と で ある . 立っ た 姿勢 で 参加 者 の 全 
BR, メジ シン ボー ル を 両 ま た の 間 に し っ か り と 挟み 
「 だ れ が ボー ル を 平均 台 の 上 に お く こ と が で きる か 」, 
「 だ れ が 戻っ て きた と き に ボー ル を 平均 台 の 直前 に お 
く と と が で きる か 」 の 関心 は , 肉体 的 完成 と と も に 空 
間 と 時 間 に 対し すぐ れ た 感覚 を いか に 鍛練 する か と い 
多才 (ある 


競艇 

競 衝 は 戦争 失明 者 の 特に 好む スポ ー ツ で ある . TAM 
GkeWolslR— beEMETS CLE, と て も 爽快 
な 運動 で , 調和 的 感情 と チー ム 精神 を 起こ させ る も 
の で ある . イギリス TCH, 例年 レガ ッ タ (ボー ト 競 
艇 会 ) が テムズ 川 そ の 他 の 場所 で , セン ト ・ ダ ンス 
タン ス (St. Danstans) や ウォ ー ス ター カレ ッ ジ の 
宜 学 生 た ち に よっ て 競艇 を 長年 の 伝統 と し て , 晴 眼 者 
た ちと 共に 平等 の 条件 で 楽し ん で いる . 


水泳 

方 向 感覚 の 谷 弱 な 盲人 に は 困難 で ある が , CHA 
人 の 最も 好む スポ ー ツ で ある . し か し , 競泳 の 場合 は 
水上 の 浮き ライ ン が 引か れ て いる か ら 差 し つか を が な 
い . プー ル や 海 で の 競泳 に は 個人 の 盲人 に と っ て は 晴 
眼 の 競泳 者 と 肩 を 並べ て 行なう の で ある が , 水上 に い 
る 他 の 者 が 出す 音響 に より その 間隔 を 保ち 得る こと に 
な っ て いる . 


スキ ー 
た いて い の 国 に は 独自 の また は 人 気 の あ る スポ ー ツ 
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が ある が , 全部 が 直ちに 盲人 に 応用 で きる と は 限ら な 
Ma Li BAIS CSS ONE BRO Ar ae 
げ 練 習 の 結果 完成 し た 例 も ある . た と えば は , ヨー ロッ 
パ の ある 和 失明 軍人 が 失明 後 再び スキ ー を 試み て 成功 を 


収め た 例 も ある . か れ ら は 新しい 技術 を 覚え , BAA ・ 


キー が 可能 で ある こと を 立証 し た . し か し , 同時 に 晴 
眼 者 の 指導 と 密接 な 協力 が 必要 で ある . 
[ 言 人 に 対す る スキ ー の 指導 法 〕 指導 原理 と し て , 
位置 (position ), ¥( attitude ), 方 向 (direction) 
と 対 する 規則 で あり , 盲人 の 訓練 と し て 特に 適し て い 
る と 考え られ る の は , フラ ンス 式 ス キー 技術 の 基本 的 
動作 で ある . この 規則 を 点字 に 表現 し , さら に , その 
後 の 長 い 研究 で 選定 し て きた いろ いろ の 基本 的 な 姿勢 
を 凸版 図 で 表わし , 点字 の アル ファ ベッ ト に よっ て 次 
勢 を 理解 し や すく した. ま た, 障害 物 へ 接近 し た 場合 
な どの 基本 的 な 動作 に 対し て の 規則 , 水平 面 で の 動 
VE, 平行 , 停止 , 回 転 な ど が ある . こと こと に いく つか の 
例 が ある . 靴 と スキ ー の は き 方 , ぬぎ 方 , HHA 
の 区 別 , 網 や 紐 の 使い 方 と その 点検 , つえ の 使い 方 の 
練習 , 登り 坂 と 下り 坂 と の 区 別 と , 坂 だ と いう 感じ を 
修得 させ る . 
[アン グル その 他 を 判断 する 練習 ] 
De Eee ae Ess 
Lie 


CU) Cie ee 


急 傾斜 で 。 し か も , や わら か いと ころ は 活字 L で , 
低く な っ た と ころ は O で 示す . 非常 に 起伏 の 多い と こ 
ろ は 活字 2Z で 示し , 狭 ば まっ た 平行 状 の 地点 は E で , 
幅広 い 雪 原 は X ヌ によって, それ ぞ れ 示す . eee 
の 研究 の た め に は , な だ ら か な 坂 を 表わす 点字 
iar ene a 5 nea ee 
形 に 開い て すべ る よう な と ころ は D で 示す . 最後 に 停 
止 や 回 転 の 指示 は , 位 軒 と 方 向 と の 組合 わせ に よっ て 
示す . た と えば , 右 に 回 転 きせ る 場合 は D, O, L, 
右 と いう よう に で ある . 

予備 訓練 の た め の 人 準備 は , スキ ー を 肩 に か つい で 長 
い 距 離 を 歩く こと . 次 に スキ ー を は いて 歩行 する 練 
習 , すり 足 で 歩く 練習 , 最後 に つえ を 強く 押し て 進む 
練習 な ど で 十 分 で ある . 盲人 は 晴 眼 者 の よう に 空間 に 
関し て の 恐 随 に よっ て 無気力 に な る こと は な い . し た 
が っ て , 練習 は な だ ら か な 坂 で 続け れ ば よく , 不安 が 
な く な れ は ば 注意 は 姿勢 と 動作 に 集中 され る . 残っ た 間 
是 は , くさ び の 効果 の どう か で ある . くさ び は 坂 を 登 
る と き 直 線 滑走, 回 転 , 特に 横 す べり の と き , 重要 た 


働き を する も の で ある こと を 知ら せる と と は むず か し 
い 点 で ある . 盲人 は 中 部 位置 が くさ び の 角度 に より , 
左右 され る こと と に 気づか な い の で , 坂 に 対し 直角 , ま 
た は 水平 の 状態 に 他 の 人 の スキ ー を お いて , さわ ら せ 
て , か が と の 状態 を 理解 させ る . 


その 他 

[点字 の 地図 に よる ABB KE (Braille Car 
Rally) 〕 これ は , セン ト ・ ダ ンス タン ス が 紹介 し た 
新しい BA スポ ー ツ で , 非常 な 熱意 で 迎え られ て い 

ee a ee の 指導 書 に 
より 相手 に 走行 の 順路 を 指示 する . 運転 者 は その 指示 
通り の 道 を よく 知っ て いな けれ ば な ら な い . 道路 の 重 
要 地 点 に 関す る 質問 に 答え , その 中 に は 秘密 の 検問 所 
や 失点 な ど が 含ま れ て いる . 時 間 目 標 を よび 特別 な 得 
点 が ある . 目標 時 間 と 和 失点 の どちら 側 も 5 分 以内 と し 
目標 時 間 の 超過 , 不足 の 場合 失点 と な る . 得点 は また 
正しい 答え を し て 手がかり を 作っ た 場合 に 与え られ 
6 

[ ゴルフ] ゴル フ は 少数 の 愛好 者 に よっ て 行なわ 
hh, 熱 練 し た 仲間 た ち に よっ て 導 か れ て いる . カナ ダ 
で は 宜 人 ゴル フフ ァ ー 協 会 が 組織 され , ある 程度 行 な 
と の た AS Coe 

[乗馬 〕 少数 の 家人 が スポ ー ツ と し て や っ て いる の 
に 乗馬 が ある . し か し , この 際 は 訓練 され だ た 馬 で な げ け 
れ ば な ら な い . Ek, 騎手 $ じ ょ うず で ある こと か 必 
要 で ある . そし て ある 程度 の 制 恨 も や む を 得 な い . 





キリ マン ジャ と 征 服 の 盲人 た ち 
[登山 これ も 晴 眼 者 と 同伴 で 楽し め る . 7 人 の ア 
フリ カ の 盲 青年 が 1 万 9000 フ ィ ー ト の キリ マン ジャ 
ロ 登山 に 成功 し た こと は 有名 で ある . 
(長岡 加藤 治 ・ 土 井 利家 ) 


[参照 文献 ] 
沖野 赤 男 | 身体 障害 者 スポ ー ツ 」 昭和 36 © 
Lloyds, A.D. , Sport and Hobbies for the Blind. 
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治 

家人 の スポ ー ツ は 肉体 的 に も 精神 的 に も , 社会 復帰 
の た め の 重 要 な 役割 を 果たす こと は いう まで も な い . 
LAL, わが 国 の 育 人 スポ ー ツ は , 大 正 来期 に よう や 
く 芽生 を えた と いっ て よい . それ まで は 盲 学校 児童 ・ 生 
徒 で も , 狭い 校 寿 で すもう や 運動 会 に 興じ て いた 程度 
に 過ぎ な か っ た . スポ ー ツ 大 会 は 1925 (大 正 14 ) 年 
「 点字 大 阪 毎日 」 編集 部 が 主体 と な っ て , 「 全 国 盲 学 
生体 育 大 会 」 を 大 阪 市 立 運動 場 に お いて 開催 し た の が 
始ま り で ある . 以来 , 年 ど と に 開催 され , その た め , 
盲 学校 の 運動 場 も 拡張 整備 され て きた . また , これ に 
よっ て 青学 校 ス ポー ツ は 振興 し 発展 し て きた . 





最初 の 全国 青学 生体 育 大 会 鉄線 競走 

1928 (昭和 3 ) 年 に は 「 全 日 本 盲 学校 体育 連盟 」 が 
組織 され , 初代 会 長 に わが 国 ス ポー ツ 界 の 父 と いわ れ 
た 木下 東 作 が 就任 し た . 最近 は 運動 場 だ け で な く 室 内 
体育 館 (講堂 併用 も あり ) の 新設 な ども あり , SE: 
生徒 の 健康 管理 も ゆき と どい て いる . 

一 方 , 社会 人 と し て の 盲人 の スポ ー ツ は , と き に は 
レク リエ ーション と し て , 地域 背 人 協会 が , すもう , 
陸上 競技 , 野球 , 卓球 , 登山 な ど を 行なっ て いた に 過 
Soc wow fae 

1963 年 , 厚生 省 は 各 都 道府県 や 指定 都市 主催 で 行 な 
われ る 身体 障害 者 体育 大 会 ( 盲 を 含む ) に 対し て , 国 


庫 補助 を 行なう よう に な り , 地方 別 体育 大 会 が 開か れ 


Ze Nee 5 eee le Cm Sees OAR Y 4, 
よう ら や く 日 の 目 を 見 る に 至っ た . 


翌年 に 開催 され た 東京 オリ ン ピ ッ ク の あと を うら け 


て , パラ リン ピッ ク ( 国 際 身 体 障害 者 スポ ー ツ 大 会 ) が 
開か れ た . これ は イギリス の ロン ドン 郊外 に ある 国立 
スト ー ク マン デビ ル 病 院 が , 脊髄 損傷 者 の 療法 と し て 
スポ ー ツ を 採 入れ , 更生 指導 に 著しい 効果 を 上 げた の 


で , 1952 年 以来, 毎年 , 国際 的 規模 で 開か れる よう に な 
っ ただ. と の 創始 者 は グッ トマ ン (Ludwig Guttman) 
で , わが 国 で は 社団 法人 国際 身体 障害 者 スポ ー ツ 大 会 
運営 委員 会 (委員 長 葛 西 玄 資 ) の 手 で 開か れ た . 会 場 
は 東京 オリ ン ピ ッ ク 選 手 村 , 国立 総合 競技 場 な ど を 使 
用 し , 第 1 部 の 国際 競技 は お も に 肢体 不 自由 考 が 参加 
し , 第 2 部 は 国内 競技 で , 肢体 不 自由 者 , 視覚 障害 考 , 
聴覚 障害 者 の 競技 で あっ た . 

これ を 機会 に 社団 法人 国際 身体 障害 者 スポ ー ツ 大 会 
運営 委員 会 は 財団 法人 日 本 身体 障害 者 スポ ーッ 協会 
(会 長 葛西 嘉 資 ) に 改組 , BF, 国民 体育 大 会 の あと を 
う け 全 国 身 体 障害 者 体育 大 会 を 開催 する こと に な り , 
その 第 1 回 大 会 は 1965 (昭和 40) 年 に 岐阜 県 下 で 開 
か れ だ た だ. [ 


基礎 的 訓練 

スポ ー ツ に は , ある 程度 の 体力 が 必要 で ある が , A 
人 の 場合 は , さら に 方 向 感覚 , 空間 感覚 を 養 2 必要 が 
HO. その た め の 基 礎 訓練 と し て 次 の よう な こと が あ 
Fons. 

[歩行 訓練 ] 歩く こと と は 人 間 成 長 の 第 1 CHS. 
不幸 に し て 中 途 和 失明 の 場合 は , まず , 歩行 訓練 を 行 な 
わな けれ ば な ら な い . 

スポ ー ツ に お ける 歩行 訓練 の 初期 は , 音 を 用 い , 広 
い 場 所 で 行なわ ちな けれ ば な ら な い . 危険 を 予想 し た り 
防御 姿勢 に な ら な いよ うら 環 境 を 説明 し , 気楽 に 姿勢 を 
正しく 行なう よう 指導 し な けれ ば な ら な い . 盲人 は と 
か く 前 か が み の 姿 勢 に な り が ちな の で , 正しい 姿勢 を 
手 を 取っ て 教え る べき で ある . 音 の 合図 で 進行 し た り , 
引 返 し た りす る . 初め は 合図 の 音 の 近く か ら 歩 き , 合 
図 で 止ま り , 次 の 合図 で も と に 戻る . 次 は 直線 歩行 を 
指導 する . 集団 で 行なう 場合 は 集合 離散 を 繰 返 す . ま 
た か け 足 を 命じ て 同じ こと を 繰 返 す . 

[ラジ オ 体 操 } ラジ オォ 体操 は 個人 で , 人 手 を 借り ず 
(に , 手軽 に 行なえ る 基礎 訓練 で ある . 限ら れ た 日 常 生 
活 の 中 で , 動か すこ と の な か っ た 関節 の 運動 は も と よ 
り , 血液 循環 を よく する . 運動 の 不足 が ちな 盲人 の 保 
健 に は 晴 眼 者 以上 に 必要 な こと で ある . 

[ボー ル に よる 訓練 ] ボー ル は 丸く て 危険 性 が な く 
盲人 に 適 し た 器具 で ある . ボー ル の 中 で も メジ シン ボ 
ー ル , バス ケッ ト ボ ボール, ハンドボール な ど が 適当 で 
ある . 

(1) 腹 弄 位 で メジ ン ン ボー ル ま た は バス ケッ ト ボ ー ル 
な ど を 用 いて , 手 で 骨 幹 を 1 周 さ せる . 次 に ボー ル を 
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腹部 に お いて , 胸 , 頭 部 を 地面 か ら 浮 か せ て 両 上 股 を 
伸ばす . これ は バラ ンス を 保つ こと や 腹 背筋 の 訓練 に 
な る . 上 達し た ら ボ ー ル を 支持 点 と し で , Eb, 下 
肢 を 地面 か ら 肖 か せ て , バラ ンス を 取る よう に 証 練 
る 

(9) 背 位 に な っ て 同じ こと を する . 

(3) 立 位 で ボー ル を 腹 一 胸 つ 頭 背 一 腹 と 1 周 さ せる 

(4) ボ ー ル の 周囲 を ボー ル に 触れ な いで 2 3 回 回 っ 
て , ボー ル に に 腰 を か ける . 

(5) ボ ー ル に 鈴 を 入れ て お き , ボー ル を けっ て , その 
ボー ル 紀 追い つけ る か どう か を た めす . 

この ほか , 筋力 増強 と 感覚 訓練 を 組合 わせ て , 身体 
の あら ゆる 部 分 の 訓練 を 行なう こと が で きる . 

[な わ と び ]〕 な わ と び は スポ ー ツ を 行なう た め の 下 
肢 の 人 準備 運動 と し て よい 方 法 で ある . 

[ 飛 隆 り 訓練 ] 盲人 に は 飛 降 り る こと は 苦手 で あ 
り , 恐怖 心 を も つ 者 が 多い . FARMED DERE, 水泳 の 飛 込 
みな ど , スポ ー ツ に し ば し ば 用 いら れる た いせ つ な 基 
PETE CHS. この 訓練 に は 飛 台 と マッ ト を 使用 すべ 
き で ある . 

Ge2e Sty Bue Say Ora 2 
CAF VAMREASC OD . 平均 台 は 初め は 幅 の 広い も 
の を 用 いる . 上 達する に つれ て 幅 が 狭く 長い も の を 用 
WD. 高 さ も 低い も の か ら 高 いも の に 移行 する . 

MES] つえ の よう な 棒 を 用 いる . FOO DIT 
を 立て て , 倒れ な いよ うに バラ ンス を 取っ た り , 両手 
で 投げ 上 げ て , 空中 で つか ん だ り し て 感覚 訓練 を する . 

この ほか 十分 な 指導 の も と に 行なう 機械 体操 , 亜 鈴 
体操 な ども 基礎 訓練 に は 適切 な も の で ある . CLICHE 
械 体操 は 盲 学 校 な ど で 古 く か ら 取 入れ て お り 空 間 感 党 
訓練 に も な る . 

[ARTE D7) Ode 12, ei2, きき 6 セン 
トル ぐら い の 木 庁 を 二 つ ま た は 三 つ 用 い , その 上 に 乗 
り 床 面 に 足 を 着け ず に 木 片 を 手 で 移動 きせ て は , 足 を 
乗せ る こと に より 進ん で いく . また は 平均 台 の ょ うに 
木 庁 を いく つか 並べ て , その 上 を 渡っ て 歩く . バラ ン 
ス の 訓練 に な る . 

[懸垂 綱 振 り 〕 天井 か ら 綱 を つる し て , これ を 振っ 
た り , これ に つか まっ て 飛ん で 空間 感覚 を 訓練 し , 運 
動 性 を 増す よう に する . た と えば , 

(1) 網 の 近く に 立っ て 綱 を つか ん で 振り 離し , また 帰 
OCA Bae Ope 

⑳ 網 を 頸 部 の 高 さ で も っ て , ぶら さがっ て 体 を 振 
り 。 SO ac Alek ae 


(③ 平 均 台 の 上 か ら 綱 を も っ て 飛び , また 平均 台 に 帰 
る . さら に ボー ル を 足 の 間 に は さ み , 落ち な いよ うに 
飛び , また 元 に 戻る . 


[パー トド ト ナード と ど と ともに] AHP =a Sere 


_2 人 で 訓練 する こと が で きる . 1 人 が 補助 者 に な っ 


て , 1 人 で で きた な い 動 作 を 行なっ た り , 2 人 で 旋 比 べ 


を ian ee. 


陸上 競技 

BAO 陸上 競技 に つい て は 1956 (昭和 31 ) 年 盲 
学生 の 特殊 性 を 考慮 し て 作成 し た 全日 本 盲 学校 体育 連 
盟 の 盲 学生 陸上 競技 規則 に 詳し く 述 べら れ て いる . そ 
れ に よる と , 競技 種目 と し て は , 全盲 者 の 場合 は 60 
メー トル 鉄線 競走 , 立 幅 飛び , 立 高 と び , 3 RAO, 
ハン ド ボ ー ル 投げ , ツ ソフ ト ボ ー ル 投げ , 円 周 400 メー 
トル リレー の 7 種目 , 弱視 者 の 場合 は 100 メー トル 競 
走 , 200 メー トル 競走 , 400 メー トル 競走 , 1500 メー ト 
ル 競 走 , 走り 幅 飛 び , 走り 高 飛 び , SEARO, ソフ ト 
ボー ル 投 げ CAD), ハン ド ボ ー ル 投げ (女子 ), TH 
投げ , 400 メー 
トル リレー,800 
メー トル リレー 
の 12 種目 が 日 
本 記録 承認 種目 
Cie Are US 
OTL BAA 
100 & — bv BF 
走 が 加え られ , 
鉄線 競走 は 廃止 され た . 

し た が っ て , 全盲 者 の 場合 は 前 記 7 種目 が , ECR 
視 者 の 場合 は 前 記 12 種目 が , 陸上 競技 の 標準 種目 と 
みて よい . これ ら の 種目 の うち 大 多数 の 種目 は , 日 本 
陸上 競技 連盟 の 規則 に 従っ て ほとん ど そ の まま 盲 学生 
ゃ 実施 で きる が , 60 メー トル 鉄線 競走 ,。 ハン ド ボ ー 
ル 投 げ , ソフ ト ボ ー ル 投げ , 円 周 400 メー トル の 4 種 
目 は 盲 学 生 独特 
の も の で ある か 
ら , 以下 主 と し 
て これ ら 4 種目 
の 競技 規定 に つ 
いて その あら ま 
し を 述べ る . 

[60 メ ー ト ル 
鉄線 競走 ] この 





弱視 者 800 メー トル リレー 





60 メ ー ト ル 鉄 線 競走 


BHA © A i 165 





MAILS RAORMBET, IFES 2 ) A- FOG 
He—- Tice SeILKLOX, 直線 走路 の 白 
線上 に 高き 70~ 80 セン チ メ ー ト ル に 強く 張り , 中 央 
部 の 最も た る ん だ 所 で も 50~ 602 セン チ メ ー ト ル よ り 
低く な ら な いよ うに し た も の を 用 意 する . 

競技 者 は この 移動 パイ プ を 普通 左手 で 握っ て 走り , 
ゴー ル へ の 着 順 で 順位 を 決め る . 

[ハン ド ボ ー ル 投げ 〕] この 種目 は 主として 女子 の た 
め の 競 技 で ある . 使用 球 は 日 本 ヘ ハンドボール 協会 規定 
の 男子 用 ボー ル で , 競技 者 は この ボー ル を 直径 2.5 メ 
ー ト ル の サー クル の 中 か ら 投 げ , 投てき 距離 の 長短 で 
その 順位 を 決め る こと に し て いる . 投てき 距離 の 計測 
は 投げ 終わ っ た と き の 足 の 前 端 か ら ボ ー ル の 着地 点 間 
の 最短 距離 を 測る の で ある が , BCMA SAD MK 
Vora 22059 Je と に な つて いる COE 
家 学 生 の 特殊 性 を 考慮 し た 規定 で あり , 投てき 競技 の 
全 種 目 に 共通 し た 許容 事項 と な っ て いる . 

[ソフ ト ボ ー ル 投げ ] この 種目 は 主として 男子 の た 
め の 投 て き 競 技 で ある . 使用 球 は 日 本 ソフ ト ボ ー ル 協 





ie aes is OL ハン ド ボ ー ル 投げ 
会 規定 の オフ ィ シ ャ ル ボ ー ル で , 図 1 に 示す 競技 場 で 
行なう . 助走 の 距離 は 任意 で ある が か, 投てき は 半径 
8 メー トル の 円 弧 の 後方 か ら 行 な い , 多少 は 踏 越 し て 
も さしつかえ な い . な お , 有効 な 投てき は 28 EO 角 
度 で 引い た 二 つ の 半径 の 延長 線 の 内 側 に 着地 し た も の 
で な けれ ば な ら な い が , これ は 弱視 者 の 場合 の 規定 で 





あっ て , 全盲 者 の 場合 に は 適用 し な い . 全盲 者 の 場合 


に は 審判 員 な ど が 投てき すべ き 方 向 で , 笛 そ の 他 適 当 
な 発音 体 を 用 いて その 方 向 を 指示 し て や る こと が 望ま 
Us. 

[円 周 400 メー トル リレー と 円 周 100 メー トル 競走 ] 
この 種目 は 全盲 者 の 競技 で ある . 競技 者 は 一 端 が 固定 
され た 長 さ 16 メー トル の ロー プ の 他 の 一 端 を 持っ て 
円 周 を 起 る も ゃ の で , 1 組 4 人 の 競技 者 が 次 々 と 1 周 ず 


の 所 要 時 間 の 合 YY Yr 4 ク ググ レ / 
Hy Y/Y の 


計 で 順位 を 決め 
PR HENELALY, + | クジ ン 
Bek FOE Wy, 
2 ノノ ー 
ロー Y Yj 
座 を 固定 し , こ ZZ 
の 鉄棒 に 自由 に 
回 る 輪 を 上 下 2 個 取 付け , さら に それ ぞ れ の 輪 に ロー 
プ を 結び この ロー プ の 他 の 一 端 に は 握り や すい 取っ 手 
を 取付 け て お く . 競技 者 は この 取っ 手 を 持っ て 鉄棒 を 
中 心 と し , 半径 16 メー トル の 円 周 上 を 疾走 する の で 
HS. こと の 場合 ロー プ が 途中 で ゆる ん だ り 地 面 に 触れ 
た りす る こと の な いよ うら に, また, 取っ 手 を 右手 で 持 
っ て 右 回 りす る か , 左手 で 持っ て 左 回 りす る か は 自由 
で ある が , チー ム 全 員 が 同一 方 向 に 回 ら な けれ ば な ら 
な いこ と に な っ て いる . な お , この 競技 は 1 組 4 人 の 
表 1 盲 学生 陸上 競技 日 本 記録 (1966 年 3 月 ) 
































OS Wa vot ee eS a 

60 メ ー ト ル 鉄 線 競 走 7 秒 7 1961 
全 | 円 周 100 メ ー ト ル 競 走 14 秒 1 1965 
| 円 周 400 メ ー ト ルリ レー 52 秒 2 1953 
A) 立 幅 と び 2m90 | 1961 
Bl ソフ ト ボ ー ル 投げ ( 皮 製 ) 67m32 1963 
=e ソフ ト ボ ー ル 投げ (ゴム 製 ) 64m90 1965 

立 高 と び が 1 m28 1965 

砲丸 投げ (5.45kg) 10m45 1959 

100 メ ー ト ル 競 走 12 秒 0 1936 

1,500 メ ー ト ル 競 走 4 分 41 秒 7 1963 
yy | 8300 メ ー ト ルリ レー 1 分 44 秒 7 1938 
i ot 

走 幅 と び 5 m98 1931 

ソフ ト ボ ー ル 投げ ( 放 和 製 ) 86m85 1960 

の ソフ ト ボ ー ル 投げ (ゴム 製 ) 65m04 1965 

走り 高 と び 1 m65 1965 
ci 3 段 と び 11m89 1963 

砲丸 投げ (5.45kg) 11m52 1965 

60 メ ー ト ル 鉄 線 競走 9 秒 5 1952 
全 | 円 周 100 メ ー ト ル 競 走 17 秒 5 1965 
B | 円 周 400 メ ー ト ルリ レー 1 分 5 秒 0 | 1953 
女 | 立 幅 と び 2 m22 1965 
Fl ハンド ボー ル 投 げ ( 皮 笛 25m15 1965 

砲丸 投げ (4 kg) 6 m39 1959 

100 メ ー ト ル 競 走 13 秒 9 1957 
弱 | 400 メ ー ト ルリ レー 1 分 1 秒 9 1963 
i 走り 幅 と び 4m62 | 1957 
fl) ハス ンド ボー ル 投 げ ( 度 製 ) 29m46 1960 

砲丸 投げ (4kg) 8 m90 1959 
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継 走 で ある が , バト ン は 使用 し な い . その か わり 第 2 
走者 以下 は , 前 の 走者 が スタ ー ト ライ ン の 後方 10 メ 
ー ト ル の 地点 に 引い た 白線 に 達し た と き , CHRO 
ら す べ ル , 笛 な どの 合図 で 出発 する こと に し て お り , 
最終 走者 が 出発 線 に 達する こと に よっ て 完走 し た も の 
と 認め て いる . Teds, 円 周 100 メー トル 競走 も この 方 
式 で 行なっ て いる が , この 場合 ロー プ は 1 本 で ある . 
[競技 種目 ] 国内 で 行なわ れ た 盲人 の 陸上 競技 大 会 
で は , 実際 に どの よう な 種目 が 取上げ られ て きた か を 
みよ う . 1964 (昭和 39 ) 年 11 月 開か れ た 東京 パラ リ 
ン ピ ッ ク の 第 2 部 は , 一 般 身 体 障害 者 に よる 国内 競技 
で あっ た が , 視覚 障害 者 に よる 陸上 競技 関係 の 競技 種 
目 は 次 の 10 種目 で あっ た . 100 メー トル 競走 (男女 ), 
100 メー トル 円 周 競走 (BR), 1500 メー トル 競走 
( 男 ), 走り 幅 飛び (男女 ), 立 幅 飛 び (男女 ), 走り 
BRO ( 男 ), 3 段 飛び (CA), 砲丸 投げ AD), ツ 
フト ボー ル 投 げ CH), ハン ド ボ ー ル 投げ ( 女 ) で あ 
っ た . これ ら の 競技 シレ シール は だ いた い 全 日 本 盲 学校 体 
育 連盟 の 定め た も の を 使用 し た . また , 1965 年 11 月 , 
大 阪 市 立 長居 陸上 競技 場 で 開か れ た 第 33 回 全国 詐 学 
校 体育 大 会 の 競技 種目 4, パラリンピック 10 種 是 の 
うち 3 段 飛 び を 除い た 9 種目 と , 400 メー トル リレー 
(弱視 女 ), 800 メー トル リレー (BHF), 400 メー ト 
ル 円 周 リ レー (882), 立 高 飛 び (8A) の 4 種目 
を 加え た 13 種目 で , 参加 選手 総数 は 26 盲 学校 331 人 
で , ZOARILESH 87 A, B48 人 , 弱視 男 132 A, 
弱視 女 64 人 で あっ た . 


BPE 
BASRILS SSO FO MMOH ARE O BRI 
非常 に 効果 的 な スポ ー ツ で あり , こと に 広い 屋外 で 行 
な われ る うえ に , 競技 者 と 競技 者 の 間隔 が 適当 に 離れ 
て いて , 自由 に の び の びと 行動 で きる の で , 体位 の 向 
上 に 有効 で ある ば か り で な く , 機敏 な 動作 も 養う ちこ と 
が で きる . その うえ を , 盲人 野球 は 最も 代表 的 な チー ム 
プレ イ を 要求 され る スポ ー ツ で , それ ぞ れ の 任務 が 決 
め ら れ て いて , 各 競 技 者 は 自分 の 責任 を 果たす こと に 
よっ て , チー ム に 頁 献 する こと が で きる 仕組 み に な っ 
て いる の で , 責任 感 や 協調 性 な ど 民 主 社会 の 一 員 と し 
て 必要 な 精神 面 の 訓練 に も うっ て つけ の スポ ー ツ で あ 
る . し か し , この スポ ーッ ツ も 技術 面 が 高度 化し て , 勝 
敗 に ば か りこ だ わる よう に な る と , 全盲 者 の 存在 を 忘 
れ が ち に な る の で , どこ と まで も 盲人 野球 本 来 の 精神 か 
ら 人 逸脱 する こと の な いよ ょ よう, 関係 者 の 注意 が 望ま れる . 


ッ 


盲人 野球 は いつ どろ , だ れ が 考案 し た も の な の だ ろ 
うら か. 伝え られ る と と ころ に よる と , 昭和 の 初め どろ か 
ら , すでに 各地 の 盲 学 校 で 体育 の 時 間 や 余暇 を 利用 し 
て 実施 し て いた よう で ある か ら , おそ らく この ところが, 
わが 国 で 盲人 野球 が 始め られ た 時 期 と 考え て も 大 き な 
誤り は な か ろう ら . し か し , この ころ の 野球 は , 晴 眼 者 
の 行なう 「 投 げ る 野球 」 を 「 こ ろ が す 野 球 」 に 置き 換 
えた だ け の どく 単純 な も の で あっ た らし く , 思い 思い 
の ルー ル を 決め て 行なう 「 遊 び 」 ON Cig EO 
も の で あっ た . し た が っ て , だ れ か 特定 の 人 が 考案 し 
た と みる より は , 各地 で 自然 発生 的 に 行なわ れ だ し た 
も の が , 次 第 に 改善 され て 発達 し た も の と みる 方 が 区 
NG 人 広い だ の の が 





最初 の 盲人 野球 チー ム 

1933 (昭和 38 ) 年 11 月 , 横 浜 公園 運動 場 で 第 9 回 全 
国 衣 学生 競技 大 会 が 開催 され , 大 会 初 の 種目 と し て 東 
京 填 学 校 と 横浜 訓 盲 院 の 初等 部 児童 に よる 盲人 野球 の 
試合 が 行なわ れ た 記録 が 残っ て いる . 盲人 野球 の 対校 
試合 と し て は , これ が わが 国 に お ける 最初 の も の で あ 


の 

関西 で は , 体育 連盟 報 第 4 号 (1935) に 「 ARIAL 
学校 で は 盲人 野球 を 創始 し て 盛ん に 試合 を 行ない 好 成 
績 を お さめ て いる 」 と 報じ て いる . 同 校 の ルー ル は 軟 
式 野球 規則 に 準じ し て 作成 し た も の で , 競技 者 は 1 チー 
ム 9 人 で , 1 人 は 半 盲 , 他 は 全盲 者 で ある こと . 使用 
球 は バス ケッ ト ボ ー ル 5 号 で 鈴 を つけ て お く こ と , フ 
ライ は 3 バウ ンド 以内 で 捕 球 され た と き は 打者 は アウ 
ト に な る と と , 本 時 ベー ス 前 に ヒッ トラ イン を 設け , 
この 線 以内 で 打球 が 停止 し た ら フ ァ ウ ル と する こと , 
塁 審 が 一 定 の 鳴り 物 を な らし て 走者 を 誘導 する こと な 
UD, 現行 の も の と 違う お も な 点 で あっ た . な お , Bi 
技 場 の 略図 は 図 9 の 通り で ある . 

第 2 次 世界 大 戦後 盲 学生 の 間 に ゃ 野球 熱 が 高まり , 
1951 年 7 月 20, 21 日 の 両日 , 点字 毎日 創刊 30 周年 記 
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野球 競技 
谷 事 業 の = つと し て , 第 1 回 全国 衣 学 校 野 球 天 会 が 全 
日 本 盲 学校 体育 連 明 , 毎日 新聞 社 共催 , 文部 省 な どの 
後援 の も ゃ と に 大 阪 府立 家 学 校 グ ラン ド で 開催 され た . 
参加 校 は 各地 区 代表 7 校 で , 大 阪 府立 盲 学校 が 優勝 
Lk. その 後 , 第 6 回 大 会 まで は 毎年 , それ 以後 は 隔 
年 に 全国 大 会 が 開か ぬれ て いる . 
以上 , 盲 学校 を 中 心 と し て 行 な ち れ て いる 学生 野球 
に つい て 述べ た が , 紅 人 野球 に な れ 親 し ん だ 盲 学校 の 
卒業 生 が 増加 する に つれ て , 一 般 盲 人 の 間 に も , 徐々 
(に で は ある が 浸透 し , 現在 は 各地 に お いて チー ム の 編 
成 , 対抗 試合 , 地区 大 会 な ど が み ら れ る よう に な っ 
海 』 
[ 紅 人 野球 の ルー ル ]〕 現在 , わが 国 で 使用 きれ て い 
る 紅 人 野球 の ルー ル は , 全日 本 盲 学校 体育 連盟 制定 の 
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図 2 盲人 野球 競技 場 


家 学 校 野球 規則 で , この 規則 は 8 章 40 条 か ら な り , 晴 
眼 者 の 行なう ソフ ト ボ ー ル の 規則 を 大 幅 に 採 入 れ た も 
の で ある . それ に よる と , 競技 者 は 1 チー ム 10 人 で , 
その うち の 4 人 以上 は 全盲 者 で , 投手 と 両 遊撃 手 の う 
ち 1 人 の 計 2 人 は 全盲 者 , 捕手 は 弱視 者 で な けれ ば な 
ら な いこ と に な っ て いる . また , 使用 球 は 男子 用 ハン 
ド ボ ー ル (RECORDED ED) で , 打者 に 対す る 
投 来 は ボー ル を ころ が すこ と に な っ て お り , ボール が 
投手 の 手 を 離れ て か ら 本 持 ベ ー ス に 寺 す る まで に , 4 
パウ ンド 以上 で な けれ ば スト ライ ク と 認め な い 。 と の 
ほか , 晴 眼 者 の 野球 と 著しく 違う 点 を あげ る と , 競技 
場 は 図 2 の よう に 守備 黒 と 走者 時 が 別々 に 設け られ て 
MO ロッカ シャ デー クレ ー ト を 中 記 ら じ た 羊 径 1.5 
メー トル の 円 周 を 試合 停止 園 と 名 づけ , ボー ル を 保持 
し た 野手 が この 圏 に 触れ た 瞬間 , 試合 は 一 時 停止 と な 
っ て 走者 は 進 還 できない こと , 外野 に 必ず ラッ キー ゾ 
ー ン を 設け て 塁 打 の 判定 を する こと , 全盲 者 が 打球 を 
捕え た と き は , 弱視 者 が フラ イ を 捕 球 し た と き と 同 様 , 
打者 は アウ ト に な る こと , 弱視 者 が 走者 の 場合 は , 投 
手 が 投球 し な いう ち に 離 時 し て は な ら な いこ と な ど で 
ある . 


FARR 

2SRe22P 6 Ae) レグ ISS YS YoU 
球 ほ は ど プ レー 可能 人 口 の 多い の は な いと いわ れ , BA 
も , EK, その 例外 で は な い , 神経 の 働き や 体 の 動き な 
ど , 感覚 訓練 の 
0 も な る 

この ゲー ム も 
家人 野球 と 同様 
eats 
し て いつ どろ か 
ら 行 な われ る よ 
2 に な っ た か は 
明らか で な い . 
全日 本 盲 学校 体 
育 連 盟 報 3 号 
( 1934 年 ) に よ 
る と, 栃木 県 足 
AB FREON 
田 正 好 が 盲人 用 
ピン ポン を 創案 
し , 1933 年 の 帝 
国 盲 教育 研究 大 
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会 の 際 公 表し た 
が か が , その ルー ル 
は だ いた い 現 在 
の も の に 近い も ゃ 
NCB see Se 
ろか ら み て , 沢 
田 が 家人 卓球 の 
創案 者 で あっ た 
か も ゃ も 知れ な い . 
沢田 式 盲人 卓球 は , 普通 の 卓球 台 に 3 セン チ メ ー ト ル 
ぐら い の 高 さ の わく を し つら え , ラケット は 先 の 丸 味 
を 切 落 し て , 台 面 を な で つけ る よう に 用 い , Er, ボ 
ー ル に は 鈴 を 入れ て , 耳 で ボー ル の 方 向 を 知る こと が 
で きる よう に し た も の で あっ た . 

[盲人 卓球 の シール] 育 人 卓球 は すべ て ボー ル を こ 
ろ が し , ネッ ト の 下 を 通し て 打ち あう ゲー ム で , TAR 
者 の 卓球 が ネッ ト の 上 を 越し て ボー ル を 打ち あう の と 
は 著しく 違っ て いる . 使用 球 は 日 本 卓球 協会 規定 の 便 
式 球 で , その 中 に 散弾 3 個 を 入れ , ボー ル が ころ が る 
と 音 が 出 て , ボー ル の 動き と 方 向 を お お よそ 耳 で 知る 
こと が で きる よう に な っ て いる . これ は 1968 年 改正 
Sh, 散弾 の 代り に 小さ い ベ アリ ング の 球 に な っ た . 
テー ブル の 寸法 は 普通 の 卓球 台 と 同じ で ある が , 打球 
が 床 の 上 に 落ち る の を 防 ぐために , テー ブル の 端 に 高 
さ 15 ミ ミリメートル, 厚 さ 10 ミ リ メ ー ト ル の わく を 取 
付け て ある . また , と の ゲー ム は 全盲 者 の た め の も の 
な の で , か り に 多少 視力 の ある 者 と や っ て も , 全盲 者 
が 不利 に な ら な いよ うに , コー ト に は ボー ル の 色 と 同 
色 の 白色 塗料 を 塗る と と に し て いる . 盲人 卓球 用 の テ 
ー ブ ル を 図示 する と 図 3 の 通り で ある . 

ボー ル の 落下 を 防ぐ 方 法 と し て , テー ブル の 端 に わ 
く を 取付 ける か わり に , 細長 い 沙 を 設け る 式 の 盲人 用 
卓球 台 も ある が , 現在 で は あま り 見 か け な い よう に な 
うに 。 

盲人 卓球 に は , 盲 学生 全国 大 会 は な い . 地区 大 会 も 
ほとん ど 開 か れ て いな いよ うら で ある . た だ , 近畿 地区 
だ け は 1956 年 か ら 毎 年 開催 し , 昭和 44 年 度 の 大 会 は 
第 14 回 に な っ て いる . し た が っ て , 近畿 衣 学 生 第 1 
回 大 会 は 日 本 で 最初 の 公式 試合 で あり , 6 盲 学校 選手 
が 参加 し , 大 阪 府立 盲 学 校 が 優勝 し た . 

東京 オリ ン ピ ッ ク 大 会 後に , 全国 各 都 道府県 で は 身 
体 障害 者 の た め の 体育 大 会 を 開催 する よう に な っ た 
が , 育 人 卓球 を 競技 種目 と し て 採 入 ん て いる と ころ が 
多い . 
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正規 の 規則 で 晴 眼 者 と 同じ よう に で きる 競技 な の で , 


柔道 競技 
衣 学 校 で は か な り 盛 ん に 行なわ ち れ て いる が , 特別 な 道 
場 の 施設 が いる こと , 指導 者 が 少な いこ と な ど , 不利 
な 条件 が か ある た め , 野球 や 陸上 競技 の よう に 広く 普及 
し て いる と は いえ た ない. 柔道 は また , 負傷 する こと が 
多い の で は な いか と 心配 する 向き も ある よう で ある 
が , 「 受 け 身 ] な どの 基本 動作 か ら 順序 を 追っ て 指導 
し , 競技 の 約束 を 忠実 に 守れ ば , 負傷 する こと は ほ と 
ん ど な い . 

近畿 盲 学校 体育 連盟 で は , 1955 年 か ら 毎年 地区 盲 
学校 柔道 大 会 を 開催 する と と も に 1959 年 に は 盲 学校 


柔道 規程 を 制定 する な ど , 盲 学校 に お ける 和 柔道 の 普及 


発達 に 寄与 し て いる . 近畿 以外 に は 地区 大 会 が な く , 
し た が っ て , 全国 大 会 を 開 < まで な っ で UN 
近畿 地区 以外 の 盲 学校 で 近畿 地区 大 会 に 参加 出 替 を 大 
望 する 学校 が ある の で , 最近 で は 「 近 畿 」 の 文字 を 省 
いて 単に 盲 学校 素 道 大 会 と 大 会 の 名 称 を 変え て , 他 地 
区 盲 学 校 の 参加 を 歓迎 し て いる . 1965 年 の 第 11 回 大 
会 の 参加 校 は 9 校 で あっ た が , その 中 に は 東京 都立 文 
RETR, BWUBRWEYR, =BRVESRM, Beak 
立 盲 学校 の 名 が 見 られ る . 

REO vit, 晴 眼 者 の 場合 と ほとん ど 同 じ で あ 
る が , 近畿 育 学 校 体育 連盟 の 盲 学校 来 道 規程 に よる 
と , 競技 者 の うち 一 方 が 全盲 者 の 場合 は , 全盲 者 に ま 
ず 右 自然 体 に 組ま せる こと , 両者 が 全盲 の 場合 は , 互 
い に 右 自然 体 に 組ま せ , 「 始 め 」 の 合図 で 試合 を 始め 
る こと こと に し て いる . EK, 試合 中 に 全盲 者 の 弱点 を 利 
用 し て 技 を 用 い 勝負 を 決し よう と する こと と は , 重大 な 
禁止 事項 の 一 つと し て 堅く 止め られ て いる . な お , 対 
校 団体 戦 の 場合 , 出場 者 数 が 3 人 の と き は 全盲 者 は 1 
ADE BAO BROKE KSMS90 








上 と 定め , 全盲 者 の 試合 出場 の 機会 を 多く し て いる . 


相撲 

相撲 は 古く か ら わ が 国民 に 親しま れ て 人 気 の あ る 競 
技 で あり , 競技 を する た め の 場所 を と る こと が 少な 
く , ルー ル も ゃ 簡単 で し か る 全身 運動 で ある の で , 全 
青 者 に と っ て も 好適 な スポ ー ツ で ある . し た が っ て , 
全国 盲 学生 体育 大 会 第 1 回 大 会 は 1925 (大 正 14 ) 年 
に 開か れ , URSFEORS BARKS TCI, 必ず と い 
っ て よい ほど 競技 種目 と し て 採 入 れ ら れ て いる . 





相撲 競技 
宜 人 が 相撲 を する 場合 の ルー ル と し て は , 他 の 競技 
の よう に 細か く 規 定 する 必要 が な い の で , 日 本 相撲 連 
盟 の シー ル を その まま 採用 し , た だ , 全盲 者 の 特殊 性 
を 考慮 し て , 多少 の 修正 を し て いる だ け で ある . その 
お も な 点 は 仕切 り の 仕方 で , 全盲 者 と 全盲 者 が 取組 む 
場合 は も ちろ ん , 全盲 者 と 弱視 者 また は 晴 眼 者 と 取組 
場合 は , 両者 と も 必ず 両手 を 地面 に お いて 突き 合わ 
せる と と も ゃ に, 頭 も 両者 あい 合わ せ て か ら 審 判 者 が 両 
者 の 背中 を 同時 に た た き , それ を 合図 に 競技 を 始め る 
よう に し て いる . Ek, も う 一 つの 例外 は 競技 中 , 両 
寺 の か ら だ が 完全 に 離れ て し まう こと は 禁じ られ て い 
る と と で ある . こと の よら うな ルー ル で 行なえ ば , 柔道 の 
場合 と 同様 , 障害 差 こ よる 取組 み の 変更 は 全く 必要 で 
な い 、. 


水泳 
水泳 は 全身 運動 で あり , 内 職 諸 器官 の 発 半 を 促し , 
皮膚 の 鍛錬 に も な る な ど , きわ め て 効果 的 な 運動 で あ 
る . し た が っ て , 適当 な 水泳 場 さえ ん 得 ら れれ ば , 競技 
の ルー ル も ゃ 晴 眼 者 の も の で 実施 で きる の で , SATE 
っ て も 好適 な 運動 の 一 つ で ある . た だ し , 水泳 に は 不 
注意 の た め に 起こ る 事故 が 多い の で , 水泳 の 心得 を ょ 
く 守 っ て , 安全 に つい て は 万 全 を 期 さ な けれ ば な ら な 
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い . 特に 初心 者 に は 面 か ぶり , WAH, 浮き 方 , 立ち 
方 な どの 練習 を 十分 に させ る と と に よっ て , 水 に に 慣れ 
させ て か ら 泳 ぎ や 飛込み の 練習 に は いる よう , 段階 を 
追っ た 指導 を する こと を 忘れ て は な ら な い . UT, 

熟練 する に つれ て 各自 の 能力 に 応 し て , 泳ぎ や 飛込み 
の 質 的 量 的 な 指導 を 高め , 進ん で は 救助 法 を 理解 させ 
る な ど し て , 水中 で の 安全 に 対処 で きる よう に する こ 
と が 望ま し い . な お , 自己 の 能力 を 過信 し て , 無理 な 
泳ぎ な ど し な いよ う 注 意 し て , 事故 を 未然 に 防 が な け 
れ ば な ら な いと と は いう まで も な い . 





形 学 校 水泳 大 会 
わが 国 の ほとん どの 盲 学校 に は プー ル が な い の で , 
他校 の プー ル を 借り る と か , 海浜 また は 河川 ・ 湖 沼 な 
ど を 利用 し て いる . この よう な 事情 か ら , SERBS 
水泳 大 会 も 大 阪 市 立 盲 学校 が 自 校 の プー ル を も っ て い 
た ころ 数 回 開か れ た だ け で , 現在 で は と 絶え た まま に 
な っ て いる . 全日 本 盲 学校 体育 連盟 報 13 号 に は 第 1 
回 証 学 校 競泳 大 会 の 詳細 が 報告 され て いる . それ に よ 
Sk, この 大 会 は 同 連 盟 の 主催 で 大 阪 市 立 紅 学 校 の プ 
ー ル を 会 場 と し て 1951 (昭和 26 ) 年 開催 され , 参加 
校 は 8 盲 学校 で あっ た . JOBK (大 阪 中 央 放送 局 ) で 
は その 実況 を 録音 し て , 同日 夜 の ニュー ス の 時 間 に 放 
送 し た と いわ れ て いる . 競技 種目 は 25 メー トル と 50 
メー トル の 自由 型 , 平泳ぎ , 背泳ぎ で , 小 ・ 中 ・ 高 別 , 
4S - 4253, 男女 別に 分 か れ て 熱戦 が 展開 され , 大 
阪 市 立 盲 学校 が 優勝 し た . 東京 オリ ン ピ ッ ク 後 , 各 都 
道府県 で 開催 ミ れ て いる 身体 障害 者 体育 大 会 の 種目 に 
水泳 も 含ま れ て いる . 国際 身体 障害 者 え ポ ー ツ 大 会 で 
の 視力 障害 者 の 水泳 競技 種目 は 男子 45 メー トル 自由 
型 と 女子 25 メー トル 自由 型 の 2 種目 で あり , 各 都 道 
府県 大 会 も る だ いた いこ れ に 準じ た 種目 で 実施 し て いる 
よう で ある . な お , 1940 年 , 恩賜 財団 軍人 援護 会 が 当 
時 の 失明 軍人 の た め の 刷 安 施設 の 一 つと し て , 東京 小 
石川 と あっ た 和 失明 傷 主 軍人 宮 内 に プー ル を 新設 し て 注 
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目 さ れ た が , これ が 盲人 の た め の プ ー ル と し て の 最初 
で ある . 水泳 に つい て は 特別 な た シール が な く 一 般 競技 
(cHe TL ChyS. 


Be tit 

在学 校 体育 大 会 の 初期 1937 年 に は RHEL EWI O 
が あっ た . 25 キロ グラ ム の 砂 詰め 人 参 を 差 上 げ , タイ 
ム を 計る と いう も の で ある . 記録 は 21 分 19 秒 2 で , 
この 競技 は 残酷 と 思わ れ た の で , 1940 年 に は 25 キロ 
グラ ム の 隻 を た いこ を 合図 に 上 下す る 運動 に 変え た . 
記録 は 305 回 で あっ た . 特殊 な 盲人 に よっ て 本 格 的 な 
重量 上 げ も 試み られ て いる . 


バレ ー・ ボ ー ル 

岐阜 県 立 盲 学校 で は 音 の で る ボー ル を 開発 し て , 78 
レー ボー ル な ど に 試用 し た . 試験 の 段階 で は ある が , 
か な りな 成果 を あげ て いる よう で ある . 発泡 スチ ロー 
ル 製 の ボー ル (4 号 ) に 防犯 用 プ ブザー を 仕込 み , キー 
を は ず す と ボー ル の 中 で ピー と いう 音 が 鳴り だ す . そ 
れ が どこ へ 飛ん で いっ た か , COMBA CHDYS & 
いう 仕組 み で ある . 同 校 で は 1965 年 か ら 体育 の 時 間 
や 課外 活動 に 利用 し て いる . 


フッ トバ レー ボー ル 

島根 県 立 盲 学校 で は 1967 年 に フッ トバ レー ボー ル 
いう 2 の を 考案 し た られ は 6 ATS 2 CS Heke 
けっ て , 相手 の 陣 に 入れ る と いう 簡単 な ルー ル で ある . 
ボー ル は 白く 塗っ た プラスチック 製 で , 直径 25 セン 


チ メ ー ト ル , ける と 中 に 仕込 ん だ 12, 3 個 の パチ ン ュ 
玉 が ガラ ガラ , ガチ ャ ガチ ャ 鳴っ て わか る 仕組 み で あ 
a. 


ボー リン グ | 
大 阪 市 盲人 福祉 協会 同 倍 野 分 会 の 会 員 た ちか が, 1966 
年 同 倍 野 ボ ウリ ング 場 に 招待 され て , ボウ リン グ を 試 
みた の を は じ め と し て , 同年 京都 の ライ オン ズクラブ 
の 好意 に より 鴨川 ドウ リン グ 場 で , 京都 府 寺 人 協会 会 
員 有 志 が 毎年 ボウ リン グ 大 会 を 開き 優勝 を 競っ て い 
る . 盲人 に ゃ 楽し め る スポ ー ツ の 一 つ で ある . その 後 
各地 の 盲人 協会 な ども 事業 の 一 つと し て 取上げ て い 
る . 


スキ ー 

一 般 人 と 同様 に 楽し むこ と は 不可 能 で ある が , 特別 
に 定め られ た 範囲 内 で は 十分 楽し め る スポー ツ で あ 
る . か つて , 東京 都立 文京 学 盲 校生 視 た ち が 後 楽園 に 
仮設 され た スキ ー 場 に 招待 され て , スキ ー の 楽し さ を 
満喫 し た こと が あり , さら に 富山 県 立 盲 学校 な ども ゃ 実 


Teese ( 根 洋 寛 ・ 長 岡 加藤 治 ) 
[参照 文献] 
中 村 裕 ・ 佐 々 木 思 重 「 身 体 障害 者 スポ ー ツ 」 南江堂 
昭和 39 


「 ス ポー ツ ・ ル ー ル 集 」 Ee 昭和 38 

「 盲 学校 スポ ー ツ ・ ル ー ル 集 」 全日 本 盲 学校 体育 連盟 
昭和 33. 

[SHAR RARH HR] 1~195 BAIT ~33 
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TAADY ド 美 邊 園 


[福祉 」 人 口 19 万 中 , BAH 360 人 で ある . BA 
協会 は 年 間 政 府 か ら 20 万 クロ ー ネ (167 万 円 ), 地方 
自治 体 か ら 6 万 クロ ー ネ (50 万 円 ) の 補助 金 を 受け 
て 事業 を 行なっ て いる . 16 歳 以 上 の 盲 人 は 政 府 と 地 
方 自治 体 か ら 年 間 3 万 クロ ー ネ (25 万 円 ) OFF BS 
を 受け る . その 他 , 政府 は 盲人 学校 に 3 万 6000 ク 
ー ネ (30 万 円 ), 書物 印刷 に 10 万 クロ ー ネ (84 万 
円 ) の 補助 金 を 出し て いる . 

1956 年 に 双 り 点字 書 出版 を 始め, 90 点 以 上 と な っ 


た . Ek, 数 年 前 か ら 玄 人 の た め の テ ー ブ プ 録 音 が 始め 
bh, 現在 12 巻 で き て いる . これ ら の 点字 書 や 録音 
テー プ は 盲人 に 貸出 され て いる . 

アイ スラ ンド 盲人 友の会 (Blindra vinafelag tslands, 
Ingolfsstroti 16, Reykjavik Island,) は 1932 年 1 月 24 
日 に 設立 され た . 当時 , 364 人 の 盲人 (その うち 6 人 
は こども ゃ ) が いた. 1933 年 秋 か ら 協 会 は ブラ ン 作 り と 
か ご 作り の 工場 を 建設 し , これ まで 65 人 の 従業 員 を 
bok. 現在 は 9 人 の 盲人 が 働い て い る . 1936 年 友 
の 会 活動 の た め の 事 務 所 を , 1958 年 玄人 ホー ム と 謀 
人 学校 の 校舎 を 中 心 街 に 買っ た . 1934 年 か ら 毎 年 10 


盲人 の 生活 171 








台 の ラジ オ を 政府 か ら 借り , 貧し い 盲 人 に 貸出 し て い 
る . その 数 は 35 年 間 で 336 台 に の ぼっ て いる . この 
友の会 の 職員 は 7 人 で , その うち も 2 人 は 盲人 で ある . 

この ほか 盲人 自身 が 1939 年 に 設立 し た 盲人 協会 
(Blindrafelagio) が ある . ここ で は , 8 12 人 の 盲人 
の ブラ ン シ 作 り と プラ スチ ッ ク の 荷 作り 用 箱 作り 工場 を 
建設 し , 1960 年 に は 盲人 ホー ム と 事務 所 を 建築 した. 

その 他 ア イス ラン ドド 婦人 協会 ( Kyenf&lagasamband 
Island), ライ オン ズクラブ な ど が 盲人 の た め に 活動 
EUS, 

[教育 ] 1933 年 10 月 6 日 学校 教育 が 開始 され た 
が , 生徒 数 は わずか 5 人 で あっ た . その うち 4 人 が こ 
ども で あっ た . 年 と と も に 生徒 数 は 変動 し , Mat 
1 人 の 生徒 も お ら ぬ こと が あっ た . 1968 年 現在 , 2 
VGA 1 A CHS: 

CRE) 18 人 の 盲人 は ブラ ン 人 作り, DOMED, 荷 
作り 用 箱 作 り 工 場 で 働い て いる . その 他 独 立 の 生計 を 
営む 職種 と し て は , 家具 職 3 A, 電話 交換 手 助 手 2 
A, ブラ ン シ 作 り , BK 漁業 組合 長 , 家具 商 , ホテ ル 
READS 1 人 な ど が ある . (岡崎 普 ) 


アメ リカ 合衆国 


盲 の 定義 と 盲人 人 口 

盲 の 定義 は 視力 の 完全 喪失 か ら 残 存 視力 まで 程度 は 
SaaS eCD oe Wee It, 9000 刀 の アヌ リカ 人 が 
何ら か の 視覚 的 障害 を 有 し て いる が , その うち 350 万 
人 が 矯正 で き な い 信久 的 な 視覚 上 の 欠陥 を も ち , 100 
万 人 が 機能 上 盲 で あっ て 新聞 を 読 せ こと が で き な い . 
実際 に は , 盲 に 関す る すべ て の 統計 は 推計 で あっ 
て , 盲人 の 正確 な 数 は 知ら れ て いな い . EWI OW, 
の 定義 が まち まち で ある た め に , あい まい な 報告 結果 
を 招い て いる か ら で あ る . LAL, た いて い の 州 は , 
公 的 兵助 , 所 得 税 減免 の 資格 を 決定 する た め に 使用 さ 
NBD NEM UB ("1egal” definition) を 採用 し 
て いる . これ ら の 経済 的 理由 の た め に , 中 心 視力 が 矯 
正 レ ンズ を 用 いて も 良い 方 の 視力 が 200 分 の 20 を 越 
えな いか , ある い は 視野 が 20 度 角 以下 で あれ ば , B 
人 と 考え られ る よう に な る . さら に 人 箇 単 に いえ ば , 正 
常 の 視力 を 保有 する 人 が 200 フィ ー ト の 距離 で 見 る こ 
と が で きる と ころ を , 20 フ ィ ー ト の 距離 で し か 見 えな 
けれ ば , その 人 は 盲人 と みな され る . この よう に ,1934 
年 の アメ リカ 医学 学会 (American Medical Associ- 
ation) に よっ て 採択 され た 経済 育 の 定義 に 基づく こ 


の 一 般 に 認め られ て いる 概念 に 従う と , アメ リカ 人 の 
43 万 人 だ けが “法律 上 、 の 盲人 で ある . 

上 記 の 定義 は , 連邦 政府 お よび 多く の 州 政府 に より 
規定 され て いる も の で ある . 

視覚 障害 者 に 提供 され る 援助 の 種類 は , これ ら の さ 
ま ざ ま な 和 失明 の 定義 に よっ て 決定 され る . た と えい ば, 
経済 的 兵助 , 職業 訓練 , 教育 を 受け る た め の 視 覚 上 の 
必要 条件 は 必ず し ゃ 同一 で は な い の で , 用 いら れ て い 
る 盲 の 定義 に 従え ば , 財政 的 兵助 の 資格 が な く と も , 
有り 大 二 シ ョ ン を 受け る と と が で きる, 
TAVABABEBE (American Foundation for 
the Blind) は , 眼科 医 の 測定 に よっ て 正確 に 判定 で 
x, 視覚 障害 と 考え られ る あら ゆる 程度 の 視力 衰 失 
EERE, 視力 の 完全 な 喪失 に 対し て 「 盲 」 “blind- 
ness と いう 用 語 を 保留 し て お くべ き で ある と の 見 解 
CHS. それ ゆえ , ある 人 が 和 失明 し て , それ が 正常 な 
機能 と 活動 に 影響 を 及ぼ す な ら ば , で きる だ け 視 力 の 
FERRET Died, また 残存 諸 感 覚 を 最大 限 に 活用 
CS APMONe Doe, SES Fea AS wee 
ス お よび 訓練 に つい て 受給 資格 が 与え られ る . 

全国 的 な 義務 制 に よる 盲人 の 登録 は , 合衆国 で は 実 
施さ れ て いな い . し た が っ て , ある 程度 視力 を 衰 失 し 
て いる 男女 お よび 児童 の 総数 に 関す る 正確 な 統計 資料 
は 得 ら れ て いな い . 全国 失明 防止 協会 (National So- 
ciety for the Prevention of Blindness) の 推定 に よ 
Hk, 合衆国 に は 40 万 か ら 100 万 の 法律 上 の 盲人 が 
お り , その うら ちの 半数 が 65RMOTHUNECHS. こ 
の 総数 の うち , 同 協会 の 最近 の 実態 調査 で は , 約 13 
万 6000 人 が 学齢 期 の 児童 , 青少年 で ある と 推定 され 
MS の 


失明 の 原因 

合衆国 に お ける 和 失明 の 主要 原因 で , 最近 の 傾向 と し 
て 特に 認め られ る も の は な い . 次 に 示す も の が 最も 有 
力 な 原因 で ある と 確認 で きる . 

緑内障 14.5 パ ー セ ント 強 

WEA "14.3 ペ ー セ ント と 推定 

AAR 少なくとも 18.7 パーセント 

網膜 機能 障害 約 8.5 パ ー セ ント 

トラ ュー マ は 世界 の 多く の 地域 に お いて 失明 の 主要 
原因 で ある が , 合衆国 で は きわ め て まれ で ある . 


失明 の 防止 
合衆国 に お ける 盲 の 半数 近く が 防止 で きる と 考え ら 
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れれ て いる, し た が ら 葉 (お て の 固 表 Nihe 
な 失明 を 撲滅 する た め , 絶え ず 多大 の 努力 を する 必要 
が ある . 

失明 を 防止 する た め , 多数 の 立法 措置 と 多く の 努力 
が , 連邦 政府 , 州 政府 お よび 社会 福祉 事業 機関 に よ っ 
て 交 き れ て いら る 。 

特に 全国 和 失明 防止 協会 は 。 その すべ て の 事業 計画 を 
bot, 失明 防止 の すべ て の 面 と 取組 ん で いる . Kim 
掲げ る の は , 失明 防止 の 事業 に お いて と られ て いる 措 
皿 の いく つか で ある . 

① 公 立 学 校 の 全 児 童 に 対す る 視力 検査 の 実施 .② 工 
業 方 面 で 働い て いる 人 た ち が 保 護 有 眼鏡 の 使用 を 必要 と 
する 労働 立法 措置 . ③ こ われ に くい 眼鏡 の 紹介 . ④ 乳 
児 の は し か を 防止 する た め , 妊婦 の は し か に 対す る 種 
癒 の 実施 .⑤ 未 熟 児 網膜 症 を 予防 する た め , 末 熱 児 に 
対す る 酸素 供給 量 の 統制 .⑥ 症 候 の 早期 発見 と 迅速 な 
治療 を 行ない , 失明 の 防止 を 実現 する 措置 と し て , ひ 
ん 繁 な 検査 の 実施 .⑦ 事 故に よる 視覚 障害 を 防止 する 
た め , 自動 車 に 風防 が ガラ ス を 設置 . ⑧ 家 庭 用 品 や 先 の 
鋭い 器具 に よる 外傷 の 危険 を 家庭 内 で 防止 する た め , 
ラジ オ , テレ ビ , 新聞 等 の 報道 機関 に よる 広報 活動 の 
実施 .⑨ 花 火 の 禁 止 . 


関係 諸 法 令 

連邦 政府 な ら び に 50 の 州 政 府 が 制定 し た 盲人 に 関 
係 する 法令 は , 英 大 な 量 に 上 る . その うち 保健 ・ 衛 
生 , 教育 リハ ビリ テー シュン , BA, 福祉 に 関す る 
諸 法 令 に つき , その 特徴 を 概 述 する と 次 の 通り で あ 
る . 

[保健 ・ 衛 生 ] 盲 人 を 含む すべ て の 人 びと に 提供 さき 
れる 無料 診療 サー ビス の は ほか, 社会 保障 法 に 基づき , 
また 州 お よび 地方 福祉 機関 に より , 医療 費 の 免除 , す 
な わ ち , 入院 治療 費 , 医師 , 外科 医 の 診察 料 お よび 薬 
剤 (内 服 楽 ) の 給付 が , 他 の 収入 源 を も た な い 経 済 的 
CBRE BAHL CAitbn Cd. 

(AS) 盲 学校 お よび 公立 学校 に お ける 盲 生 徒 の た 
め の 特 殊 学 級 は , 視覚 障害 を も ぉ も つ す べ て の 学齢 児童 が 
利用 で きる も の と な っ て いる . EK, 教室 で 必要 な 点 
字 本 や 盲人 用 補助 器具 ・ 用 具 は 無償 で 交付 され る . 盲 
児 を 含む すべ て の 児童 に 対す る 教育 は 義務 制 で ある . 

CVA EVITA Y EY) CER EDBADI es ET 
ーション 訓練 と 就職 韓 旋 の た め の 事 業 計画 は , SINT 
効果 的 に 進め られ て いる . これ ら の 盲人 が サー ビス を 
受け る た め の 経 済 的 負担 は な い . 失明 者 リハ ビリ テー 


シュ ン ・ セ ンタ ー は , 新た に 失明 し た 成人 ば か り で な 
く , 小学 校 の 低 学 年 で 学業 を 放 秋 し たり, まほ は | G 
きる 限り の 高度 な 学校 教育 修了 し た の ち に セン ター に と 
付託 され て くる 失明 者 を も 入所 させ て いる . 

[雇用 ] 雇用 に 関し 特別 な 優先 権 や 特権 を 盲人 に 与 
えた り , 盲人 を 特に 保護 する よう な 法律 は , 合衆国 に 
お いて は 制定 され て いな い . し か し , 盲人 労働 者 を 優 
先 さ せる 二 つ の 連邦 政府 雇用 計画 が ある . 第 1 の 計画 
は , 政府 の 建造 物 (郵便 局 , 病院 , 裁判 所 な ど ) 内 で 
の 売店 の 設置 と その 運営 を 盲人 だ け に 許可 する と いう 
も の で ある . 盲人 は , その よう な 仕事 を 割当 て られ る 
前 に , 売店 の 運営 に 関す る 訓練 課程 に よる 訓練 を 受 
け , そこ で りっぱ な 成績 を 示さ な けれ ば な ら な い . B 
人 の 彼 雇 用 者 を 優遇 する 第 2 の 労働 立法 は , 盲人 の た 
DORM? 生産 工場 に 関す る ぉ の で ある . 50 個 以 
上 の 物品 に 対す る 政府 の 注文 は , これ ら の 物品 を 一 般 
の 商社 か ら 買 上 げ る 措置 を と る 前 に , まず 盲人 授産 所 
に 割当 て られ る . これ ら の 物品 は 病院 , 郵便 局 , 陸 海 
軍 公 共 施設 な どの 政府 機関 で 使用 され る ほう らき, KB 
ぞう きん , 郵便 袋 , シー ツ , 枕 カ バー, 手術 用 マス ク 
a7, Ee fee O apy. 

[福祉 」 財政 扶助 は , 連邦 政府 か ら の 補助 金 を 得 
て , 地方 公共 団体 ( 州 政 府 お よび 市 町 村 ) の 福祉 課 こ にょ 
り , 生活 に 困窮 する 盲人 に 対し て 給付 され る . 身体 障 
害 扶助 が 工場 災害 で 失明 し , 働く こと の で き な く な っ 
た 盲人 の た め に 給付 され る . ある 福祉 事務 所 は , 必要 
な 場合 に は , 盲人 に 対し 住宅 の 韓 旋 を 行なっ て いる . 


BAB 

[義務 教育 ] 正式 の 盲 児 教育 は 1832 年 に 始ま っ た 
と 一 般 に 考え られ て いる . その 年 内 に 三 つ の 寄宿 制 育 
学校 が 愉 ス トン ュー ニョ ミリ コク クル バネ オル ラク 生計 
設立 され た だ た. その 後 数 年 間 の うち に , 全国 の 他 の 都 
Th, 州 に 盲 学校 が 設立 され , 1971 年 現在 で 寄 宿 ASB 
学校 の 数 は 約 50 RICE Lf. 1920 年 どろ, いく つか 
の 大 都市 で , PBL > lr CHAR BO 
た め の 教 育 計画 が 始め られ た . 過去 50 年 間 に こ の よ 
うな 型 の 盲 教 育 か すべ て の 州 と 主要 都市 に 普及 し , 今 
日 で は 寄宿 制 盲 学校 に 行く 盲 児 よ りゃ 普通 校 に 行く 盲 
児 の 方 が 多く な っ て いる . 

去 児 と 他 の ハン ディ キャ ッ プ を も つ 児 童 を 含む すべ 
て の 児童 に , 自由 な 教育 を 后 える こと は 義務 制 で あ 
る . 義務 教育 を 確立 し て いる 現行 の 法律 は , 州 に よっ 
て 異な っ て いる . 年 齢 条件 ふま た 同様 で ある . Ek, 
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一 般 に 年 齢 範囲 は 6 歳 か ら 16 GEE CCH る. 

合衆国 に お ける 寄宿 制 盲 学校 は 約 50 Be. 在籍 す る 
法律 上 の 育児 の 総数 は 年 間 平 均 約 1 万 人 で ある . 
_ 両親 と いっ し ょ に 家庭 で 生活 し て いる 育児 が , BT 
らく 500 に 上 る 各地 の 一 般 の 学校 に 普通 児 と と も に 通 
学 し て いる と 考え られ る . 寄宿 制 学校 に 通っ て いる 形 
児 の 場合 の よう に , 在籍 児童 の 学年 別に よる 登録 は 判 
明 し な い が , 普通 公立 学校 に 通っ て いる 育生 徒 の 総数 
は 約 1 万 2000 人 で ある . 

[幼稚 園 ] 就学 前 の 盲 児 の た め に 数 多く の 私 立 と 公 
立 の 幼稚 園 が ある . これ ら の 事業 の いく つか は 盲人 福 
祉 機関 に よっ て 運営 され て いる . この よう な タイ プ の 
施設 の 多く は , 公立 学校 また は 寄宿 制 学校 に こよ っ て は 
運営 され て いな い が , 一 般 に いっ て , それ ら は 形 児 を 
も つ 両 親 に 経済 的 負担 を か ける こと は な い . また , 自 
費 に よっ て で ある が , 盲 児 を 普通 の 私 立 幼稚 園 に 行か 
せる 両親 $ い る . 多く の 寄宿 制 盲 学校 は , 就学 年 齢 に 
達し た 幼児 と その 両親 に 入学 へ の 準備 を させ る た め , 
夏 李 数 週間 に わた る 就学 前 指導 計画 を 実施 し て いる . 

幾 人 か の 弱視 児 は 寄宿 制 盲 学校 に 入学 を 許可 され , 
点字 より も むし ろ 拡 大 し た 大 型 文字 の 教科 書 を 使っ て 
教育 を 受け て いる . し か し , か れ ら の 大 多数 は 普通 校 
の 弱視 学級 に は いる が , そこ で も 専門 教師 の 指導 と 弱 
視 用 補助 器具 に よっ て , か れ ら の 必要 な も の が 満 さ れ 
て いる の で ある . 

[大 学 教育 ] 合衆国 の カレ ッ ジ お よび 大 学 に 在学 し 
て いる 法律 上 の 盲人 の 学生 登録 数 は 判明 し て いな い . - 
数 多く の 実態 調査 と 推計 に よる と , ある 程度 の 視覚 可 
失 を も っ た 約 5000 人 の 学生 が 現在 , 大 学 教 育 を 受け 
て いる . か れ ら が 入学 志願 者 すべ て に 要求 され る の と 
同じ 入学 基準 と テス ト に 合格 する 能力 さえ あれ ば , 自 
分 が 希望 する どん な 大 学 に で も 入学 が 許可 され る . も 
ちろ ん , 盲 学 生 の た め に 設置 され た 特別 な 大 学 は な い . 
か れ ら は 一 般 学生 と いっ し ょ に 一 般 の 大 学 に 行か ね ば 
な ら な いし , 卒業 に 際 し て は , 全学 生 に 要求 さき れる の 
と 同じ 試験 に パス し な けれ ば な ら な い . 

[ 盲 教育 教師 の 養成 ] 合衆国 に は , 盲 教育 教師 養成 
専門 課程 を も っ た カレ ッ ジ お よび 大 学 が 24 校 ある. 
学士 号 が 与え られ る 教育 課程 は 4 ヵ年 の 学習 期間 を 必 
要 と する この 課程 に は , 盲 児 教育 の 特殊 な 技術 と 方 
法 , 点字 や 盲人 用 教材 用 具 の 取扱 い が 含 まれ る . 多く 
の 学生 は , 盲 教育 に お ける 修士 号 を と る た め に 大 学院 
で の 勉学 を も 2 2 年 間 継続 する . これ は 盲 学校 で の 仕 
事 に 対し て 十分 な 準備 を し , か つよ り 良 い 仕事 を 得る 


た めで ある . これ ら の 学生 は 晴 宜 を 同 わ ず , 大 学院 の 
課程 を 修了 し 修士 号 を 取得 する が , さら に 数 人 は この 
専門 分 野 で 博士 号 を と る た め , さら に 3 年 間 の 研究 を 
続け る. 


失明 者 リハ ビリ テー ショ ン 事 業 

[リハ ビリ テー ショ ン 施 設 ] 合衆国 に お いて , 新た 
に 失明 し た 者 (newly blind persons) を サー ビス の 直 
接 の 対象 と し て いる リハ ビリ テー シュン ・ セ ンタ ー は , 
わずか 3 カ所 で ある . これ ら の セン ター は 連邦 政府 の 
施設 で あり , 視覚 障害 が 戦争 に 起因 し た 人 びと だ け を 
対象 と し て 訓練 を 行なっ て いる . これ ら の 新た に 和 失明 
し た 者 に 対す る リハ ビリ テー ショ ン 計 画 は , 陸軍 病院 
内 に お いて 完全 に 独立 自足 的 に 運営 され る 部 門 で あ 
り , 失明 へ の 適応 (adjustment), 訪 向 定位 (orien- 
tation) お よ び リ ハビ リ テ ー シ ョ ュ ョ ン の 全 領 域 に わた る 
サー ビス を 和 失明 軍人 に 提供 し て いる . それ ら の サー ビ 
Ald, 陸 ・ 海 ・ 空 軍 の 軍人 で , その 目 の 負 傷 が 軍務 と 
何ら か の 形 で 関係 の ある こと に 起因 し て いる 者 を 対象 
と し , 施設 収容 に よる 訓練 で あり , も ゃ ちろ ん 無料 で あ 
る . 訓練 課程 に つい て 特定 の 期間 は 設け すら れ て いな 
い . 入所 者 は 戦争 中 に 受け た 視力 の 障害 ある い は その 
他 の 傷害 を 矯正 する た め , 長期 間 に わ た る 治療 や 手術 
を 受け な けれ ば な ら な いか ら で あ る . 医療 と リハ ビリ 
テー ショ ュ ン 訓練 が 終了 する と , 入所 者 は 就職 韓 旋 サー 
ビス を 受け る た め , か れ の 家 に 最も 近い 州 盲人 福祉 機 
関 に 付託 され る . 

この 国 に お ける リハ ビリ テー ショ ュ ン ・ セ ンタ ー に と つ 
いて の 基本 的 な 考え 方 か ら す れ ば , 訓練 の 完了 に 対し 
て 期間 の 制限 を 設け な い の が , 普通 の や り 方 で ある . 
訓練 課程 は , 社会 的 リハ ビリ テー ショ ン と 職業 的 リハ 
ビリ テー ショ ン を , それ ぞ れ 一 定 の 期間 に 分 ける こと 
も しない. と いう の は , リハ ビリ テー ショ ュ ョ ン の 仕事 の 
これ ら 二 つの 面 が 同時 に 平行 し て 実施 さき れる か ら で あ 
る . 訓練 期間 に つい て の 一 般 的 原則 と し て は , 訓練 期 
間 と は 各 盲 人 が 就職 韓 旋 に 対し て 準備 で きる た め に 必 
要 な 期間 で ある と いえ よう . この 原則 が 各 訓 練 生 に ょ 
り 異 な り , また か れ の 前 歴 や 知能 , 盲 の 受入 れ の 状態 
お よび その 他 の いく つか の 基準 に よっ て 左右 され る こ 
CLD ECORV GPL Clk, 多く ぐ の リバ ビ 
リ テ ー シ ュ ン ・ セ ンタ ー に お いて , 普通 の 訓練 生 で あ 
れ ば 6 ヵ月 か ら 9 カ ヵ月 で 就職 に 対し て 準備 の で きた 状 
態 に な る こと で ある . 

次 に 述べ る 事業 は , 前 記 の 三 つ の 政府 失明 軍人 施設 
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以外 で ,。 リハ ビリ テニ ショ ン * サ デー ロロ み を 提供 し で い 

る セン ター だ け に 関す る も の で ある . 

アメ リカ 全国 に は 約 27 カ所 の 和 失明 者 リハ ビリ テー 
ショ ン ・ セ ンタ ー が あり , その 事業 計画 は 中 途 失明 者 
と , 就学 時 また は それ 以前 に 失明 し た 人 びと を 対象 と 
し て 実施 きれ て いる . この ほか , 一 般 の リハ ビリ テー 
シュ ン ・ セ ンタ ー が 約 135 ヵ所 あり , そこ で は 晴 眼 で 
他 の 障害 を も つ 者 と と も に 何人 か の 和 失明 者 を 訓練 生 と 
て 受 火 れ C い る EO, ONE, VS es Ei 
シュン 事 業 計画 は , 全国 に わた り 非 常に 複雑 で , か つ 
広い 範囲 に 及 ん で いる . これ ら の セン ター の お そら く 
半数 は , 一 般 か ら の 寄付 に よる 社会 福祉 法人 また は 個 
人 の 運営 に よる 施設 で あり , 他 は 州 の 補助 金 に より 運 
営 さ れる 施設 で ある . 

上 記 の 状況 か ら み て , ある 一 定 の 期間 に 社会 復帰 し 
た 中 途 和 失明 者 の 数 。 ある い は 以前 に 視力 を 失 な い , 現 
在 こ れ ら の セン ター で 訓練 を 受け て いる 者 の 数 を 推定 
する こと は 不可 能 で ある . 

[事業 資金 | さま ざま な か 方法 が , アメ リカ の リハ ビ 
リ テ ー シ ョ ン ・ セ ンタ ー の 財政 的 運営 の た め に 用 いら 
れ て いる の で , ある 代表 的 な セン ター に お ける 1 人 の 
訓練 生 を 訓練 する 費用 の 金額 を 算出 する こと は 困難 で 
HA. ある 収容 制 の 訓練 セン ター を 例 に と る と , 生活 
費 お よび 授業 料 の 費用 は 1 ヵ月 1 人 当たり 7000 F 
CHS. 少な く と も この 額 の 半分 は 通常 , 訓練 生 の 出 
身 州 外 の 機関 , 州 , ある い は 連邦 政府 の 補助 金 に より 
助成 され て いる . 

[職員 の 待遇 ] リハ ビリ テー ション ・ セ ンタ ー の 職 
員 の 給料 を 参考 の た め に 述べ る と , いく つか の 州 で は 
12 カ ヵ月 分 の リハ ビリ テー シュ ン 指 導 員 の 給料 は 8000 
な いし 9000 ドル で あり , 小学 校 教 員 は 普通 1 学年 
(9 , 10 ヵ月 ) で , 同じ 地域 で ほぼ 同一 の 給料 が Bz 払 
われ る . 

[職業 訓練 ] リハ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ ー で , Fl 
練 生 の 訓練 の た め に 準備 され て いる 職業 の 種類 に つい 
て は , セン ター の 所 在 す る 地域 。 訓練 生 の 以前 の 能 
や 経験 な ど 多 く の 要 因 に よっ て 左右 され る の で , 概括 
的 に 論ずる こと は で き な い . 

寄宿 制 盲 学校 と 地方 の リハ ビリ テー ンション 機関 や セ 
ンタ ー と の 間 に は , 緊密 な 協力 関係 が 成立 し て いる . 
盲 学校 に お ける 職業 教育 の 基礎 ュー ス に は 通常 , AK 
工 , 機械 操作 , 種々 の 道具 の 取扱 い , 電気 や ラジ ォ 修 
理 な ど が 含ま れ て いる . これ ら の コー ス は , FRc 
だ ち に 就職 する た め の 人 準備 と し て で は な く , 卒業 後 結 


局 は , リハ ビリ テー ション ・ セ ンタ ー の 訓練 生 と な る 
学生 に 対す る 準備 教育 と し て 実施 きれ て いる の で あ 
る . 

リハ ビリ テー シュン ・ セ ンタ ー は , 多く の 場合 , す 
べ て の 職種 に つい て 特定 の 訓練 を 行なう こと の で きる 
設備 を も つこ と は で き な い . し た が っ て , 優れ た 総合 
的 な 職業 的 リハ ビリ テン ション ・ プ ログ ラム を 発展 
させ る た め に は , 多く の 現任 訓練 や 職場 訓練 Gn- 
service or on-the-job training) が 必要 で ある . セン 
ター は , た と えば , 病院 の レン ト ゲン 線 科 や 商業 フィ 
ルム スタ ジオ に お ける フィ ルム の 現像 方 法 を 盲 人 に 教 
える た め , 施設 内 に フィ ルム 現像 を 設備 する こと は で 
き な い . また , 大 型 機械 の 操作 は セン ター に お いて よ 
りゃ も わし ろ 工場 に お いて な され る べき で ある . ある 
場合 に は , 工場 の 平常 の 生産 高 を 阻害 し な いた め , 労 
働 時 間 終 了 後 に セン ター の 訓練 生 が 工場 設備 を 使う こ 
と の で きる よう , 特別 な 措置 を 講 じ る こと も で きる だ 
AD. 盲人 に 包装 作業 の 方 法 を 教え る 場合 , 工場 は 教 
材 用 と し て セン ター に 見 本 を 送っ て くる こと も ある ,. 
セン ター に お ける 機械 と 設備 不足 を 補 2 た め に は , 地 
域 の 生産 工場 の 協力 を 得 て , さま ざま な 措置 を 講じ る 
必要 も ある だ ろう . 

[職員 数 ] セン ター の 職員 数 は , 訓練 生 の 数 に よっ 
て 異な る . 12 人 な いし 15 人 の 訓練 生 を 対象 と す る 小 
規模 な セン ター は , 次 の 指導 員 お よび 専門 職員 が 必要 
と な る だ ろう . ① 管 理 者 1 人 . ② 事 務 ・ タ イプ ・ 会 計 
・ 受 付 兼 任 1 人. OAR: Y - Ye 7 -— A FREE 
1 人 . ④ 宿 舎 に お ける 家政 指導 員 3 A. ⑤ 歩 行 訓練 指 
導 員 2 人 . ⑥ 職 業 訓練 指導 員 2 人 . ⑦ リ ハビ リ テ ー ン シ 
ty SS Sa サ ンク 5 ン 訓練 指導 員 (日 常 生活 , 点 
字 , タイ プ 等 の 技能 ) 1 人 . 

以上 が お そら く 公 認 の セン ター に 必要 と され る 最小 
(ROR CHAD. し か し , これ が すべ て の セン ター 
を 代表 し て いる わけ で は な い . た と えば , 上 述 の 訓練 
生 ( 約 30 A) の 2 倍 の 在籍 者 数 を も つ セ ンタ — は , 
より 経済 的 な 職員 配 連 が 考慮 され る こと と な る だ ろ 
う . と いう の は , ある 部 所 に 2 倍 の 職員 を 置く こと に 
は な ら な いか ら で あ る . この よう な 約 30 人 の 入所 者 
を も つ セ ンタ ー に あっ て も , 1 人 の 管理 者 , 1 人 の 看 
護 婦 兼 ク ノー シ ャ ル ワ ー カ ー, そし て 恐らく 2 倍 の 訓練 
生 の た め に , さ ら に 3 人 の 指導 員 を 必要 と する だ ろう . 
通常 , これ ら の 人 びと は , すべ て 常勤 職員 で あり , ま 
た 多く の セン ター は , 医師 , 眼科 医 , 心理 学者 の ょ 5 
な 医学 , 心理 関係 の 専門 家 の サ ービス を 非常 勤 ま た は 
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了 臨時 に 利用 で きる 措置 を 講じ て いる . 

現在 多く の 大 学 が , リハ ビリ テー ショ ュ ン 指導 員 の 養 
成 に つい て は , その た め の 教 育 課程 を 設 す てい る が , 
_ これ は 特に 盲人 福祉 事業 の 分 野 の 指導 員 を 対象 と し て 
いる も の で は な い . し か し , 失明 者 リハ ビリ テー ショ 
ン 教 師 お よび 歩行 訓練 士 の 学 号 を 与え て いる 大 学 が い 
くつ か ある . 多く の セン ター は , 資格 ある リハ ビリ テ 
ーション ・ カ ウン セラ ー を 雇用 し た の ち , BARR 
5 仕事 に つい て の 経験 を 現場 で 与え る 措置 を 講じ て い 
ah 


盲人 の 雇用 

アメ リカ に お ける 盲人 の 職業 的 潜在 能力 と 就職 韓 旋 
と が 認識 され て きた 歴史 を みる と , 他 の 諸国 と 同じ ょ 
う な 道 を た どっ て き て いる . 工業 , 事務 的 職業 , 専門 
職業 な ど に 有 能 な 盲人 の 受入 れ を 奨励 する 社会 教育 を 
多年 に わた り 実 施し た 結果 , 現在 多く の 成果 が 得 ら れ 
た . し か し , 就職 幹 旋 カ ウン セラ ー は 今 な お 受入 れ 側 
の 抵抗 と 消極 的 態度 に 遭遇 する こと が ある . と いう の 
は , 盲人 が 与え られ た 仕事 に お いて りっぱ な 成績 を お 
SH, 生産 に 寄与 する こと が で きる , と い 2 う 事実 を 雇 
い 主 の 方 が 認め よう と し な い 気 持 が は た らく か ら で あ 
る . 正確 な 統計 資料 を 得る こと は で き な い が , HAM 
市 や 州 で 実施 し た 盲人 が 従事 し て いる 職業 分 類 に 関す 
る 調査 研究 に よる と , 職種 分 類 の 100 分 率 の 内 訳 は , 
だ いた い 次 の よう な も の と な る . 

農業 (AB BEM, 園芸 を 含む ) 2 パーセント 


a3 25 ク 
商業 Dar w- 
専門 的 職業 25 ク 
ee AS 23 ん 


特定 の 各 職 種 に つい て 雇用 され て いる 盲人 数 を 示す 


資料 は , 合衆国 に お いて は 作成 され て いな い が , リハ 
ビリ テー ショ ン や 就職 韓 旋 の 専門 家 に よる と , 約 5 万 
人 の 男女 の 盲人 が 種々 さま ざま な 職業 に 雇用 され て い 
ay alas 

電話 交換 手 と タイ ビ ピスト は , 両方 と も 非常 に 有望 な 
就職 韓 旋 の 可能 性 を 含ん で お り , 実際 の 業種 に お いて 
それ ぞ れ 数 百人 いる と 推定 で きる . 

ピアノ 調律 は , アメ リカ に お いて は 一 般 に 広く 認め 
bh, 報酬 も 良い が , 盲人 の 職業 と し て は 急速 に 衰え 
つつ ある . 多数 の 人 た ちか が 今 な お この 仕事 で 自営 し , 
平均 以上 の 収入 を 得 て い る が , 今日 の 若い 学生 は この 
分 野 で 働く こと を 望ん で いな い . この タイ プ の 人 た ち 


は , ダン スバ ンド や ナイ トク ラブ の 音楽 師 に な る 傾向 
が 強い . ユ コンピュー ター の 操作 と プロ グラ ミン グ は , 
アメ リカ の 盲人 に と っ て は 比較 的 新しい 職業 分 野 で あ 
る . 過去 10 年 間 , MAD SRE AME Zi, 大 型 
ュ ン ピュ ー タ ー を 設置 し た 銀行 や 他 の 事業 に 従事 し て 
貢献 し て きた が , 現在 で は , それ は 数 多く の 盲人 の た 
め の 主 要 な 職業 の 可能 性 の 源 と し て は みな され て いな 
IM 

BURL A te eR ZARA, 晴 眼 の 教員 と 肩 
を 並べ て や っ て 行け る 分 野 と し て 人 長年 認め られ て き 
た . 盲人 の 教員 の 大 多数 は , 盲人 を 教育 し て いる 学校 
UN 上 2 ンター CR ZC Aue 
方 , 公立 学校 や 大 学 で 晴 眼 の 学生 を 教え て , 非常 な 成 
功 を お さめ て いる 盲人 の 教師 や 教授 ぉ も ぁ い る. 正確 な 数 
は つか め な い が , 現在 普通 校 や カレ ッ ジ で 教職 に つい 
て いる 盲人 は 150 人 な いし 200 人 で ある と いわ れ て い 
A), 

[ 新 職業 分 野 の 開拓 ] BAAR, 雇用 され 
る こと の で きる 新しい タイ プ の 職業 に つい て , 調査 研 
究 が 熱心 に 進め られ て きた . 視力 を 必要 と し な い , ま 
た ある 程度 の 視力 障害 が ある 人 で も 遂行 する こと の で 
きる 反復 性 の 仕事 の 種類 を 決定 する た め , 工場 の 分 野 
に お ける 業務 内 容 分 析 を 行なう 研究 が , 従来 か ら 多く 
行なわ れ て きた し , 現在 も 行なわ ち わ れ て いる . これ ら の 
研究 計画 は , 国内 の ある 都市 また は ある 地域 に 特有 な 
特定 の 職業 に 関し て , 地方 また は 地域 的 な 規模 で 実施 
SG 

盲人 が 従事 で きる 職業 と し て , X 線 写真 現像 技師 お 
OPS Eat we ログ ララ マー が 開 灯 きれ : で きた 
が , 現在 で は さら に 飲食 物 サ ービス 業 , 宿泊 業 , レク 
リエ ーション 産 業 , 病院 内 の 業務 (ある 程度 の 制限 は 
HAD) な どの 分 野 に お ける 盲人 の 雇用 に つい て も , 
指導 の 方 向 が 確立 され て きた の で ある . 


盲人 収容 援護 事業 

[授産 所 ] 1971 年 現在 , 合衆国 に は 盲人 授産 所 が 約 
115 カ所 ある . これ ら の 授産 所 の うち 82 は 全国 盲人 
授産 協会 National Industries for the Blind) の 会 
員 施 設 こ な っ て いる . 全国 盲人 授産 協会 は , 加入 し て 
いる 各種 の 授産 所 に 対し て 政府 の 注文 を 割当 て る た め 
に 設立 され た . これ ら の 投 産 所 に 常勤 で 雇用 され た 盲 
人 の 就業 者 は 5000 人 な いし 5500 人 で あっ て , か れ ら 
は 3000 種類 の 製品 を 作り , 約 900 万 ドル の 賃金 を 得 
て いる . 政府 の 買上 げに 加え て , 授産 所 は スー パー マ 
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ー ケ ッ ト や 金物 店 で 販売 され る 多く の 家庭 日 用 品 を 生 
産 し て いる . 授産 所 に よっ て は , 他 の 諸 産業 の た め に 
遂行 され る 大 規模 な 下請 け 契 約 の 仕事 に よっ て 収入 を 
得る と ころ も ある . 

[老人 ホー ム ] 一 般 に 盲人 だ け の た め に 収容 援護 の 
サー ビス を 提供 し て いる よう な 施設 は まだ いく ら か は 
HOM, 老 背 人 ホー ム は 次 第 に な く な っ て き て いる . 
最近 の 動向 と し て は , 高 年 齢 の 盲人 は 一 般 の 老人 ホー 
ム 全 入所 さき 革 人 る, EW SAGEM EW 4S. < で ご で 
は , か れ ら は 一 般 か ら 隔 離さ れ 孤 立 し て 一 つの 集団 を 
成す より も , むし ろ 同 年 医 の 晴 眼 者 と いっ し ょ に 過 ご 
す 機 会 を も つか ら で あ る . この 問題 に 対す る こう し た 
アプ ロー チ は , 老 盲 人 に と っ て 多く の 利点 を も た らし 
て いる し が し な が ちら, 老人 ホー ム の いく つが か がい ゆ ほ , 老 
盲人 は 晴 眼 の 老人 より も 手 が 余 計 か か る だ ろう と 租 定 
LT, 現在 で も 育 人 の 入所 を 拒否 し て いる . Lav, 
幸い な こと に , これ ら の ケー ス は まれ で あり , 次 第 に 
多く の 老人 ホー ム が 老 盲 人 を 受容 し て いる . 


盲導犬 事業 

アメ リカ で 最初 の 育 導 犬 学校 が 開設 され た の は 19 
29 年 で ある . 1971 年 7 月 現在 , 主要 な 謀 導 犬 学校 は 
9 カ所 で ある . 

毎年 訓練 され る 育 導 犬 の 数 に つい て 正確 な 数 字 を 知 
る こと は で きた な い が , 9 カ所 の 盲導犬 学校 で 150 頭 な 
いし 200 頭 の 新しい 盲導犬 を 毎年 玄人 に 与え て いる と 
推定 され る . 

盲導犬 を 使用 し て いる 盲人 の 数 に 関し て は 実態 調査 
が 行 な ち われ て いな い . Lal, #6 < 2000 A0 BA 
が 現在 , 盲導犬 を 使用 し て いる と 考え られ る . 


盲人 に 対す る 各種 の 援護 措置 

社会 保障 法 の 諸 規 定 に 基づき , 連邦 政府 は 各州 が 困 
負 し て いる 盲人 に 対し て 財政 扶助 を 給付 で きる 措置 を 
講じ て いる . この 扶助 は 全盲 者 に 限ら ちず, ある 程度 の 
視力 を も つ 者 ゃ 受給 資格 が ある . 各州 は それ ぞ れ , そ 
の 州 に お いて 個人 が 基本 的 生活 費 を まかなう に 必要 な 
ニー ド , すなわち , 最低 収入 に 関す る 基準 額 の 公式 を 
設定 し て いる . し た が っ て , この 財政 扶助 の 実際 の 到 
給 額 は 各州 に よっ て 異な る も の に な っ て いる . RR, 
リハ ビリ テー シュン , 失明 予防 な ど に 要する 費用 も ま 
た , 大 半 の 州 に お いて 生活 に 困窮 する 盲人 に 給付 され 
る . この 扶助 の 給付 額 も また 州 に よっ て 異な る が , 一 
般 に 地方 公共 団体 また は 州 政 府 の 福祉 機関 が , 医師 の 


診察 料 お よび 医 楽 費 を 到 払 っ て いる . 

退職 時 に すべ て の 被 雇 用 者 に 対 し て 雇用 主 が 到 給 す 
る 年 金 と は 別に , アメ リカ に お いて 盲人 に 給付 され る 
唯一 の 年 金 は , 戦傷 の 結果 和 失明 し た 者 に 対 し て 連邦 政 
府 が 給付 する 年 金 で ある . | 

アメ リカ の 鉄道 , バス の 旅客 運賃 に つい て は , た い 
て い の 場 合 1 人 の 盲人 と 1 人 の 晴 眼 者 (同伴 また は 手 
引き ) な ら ば 1 人 分 の 料金 を 区 払え ば よい . し か し , 
盲導犬 を 連れ た 盲人 は , 晴 眼 者 の 友人 と いっ し ょ で あ 
っ て も ゃ も , この 特典 を 受け る 資格 は な い . 2 人 の 盲人 が 
いっ し ょ に 旅行 する 場合 も 同様 で あり , 各 人 な が 金額 を 
切 払わ ね ば な ら な い . 航空 機 の 場合 は , 手引 き の 晴 眼 
者 や 盲導犬 が いっ し ょ で ある な し に か か わら ず 割 引 は 
な い . 船舶 の 場合 は , た いて い 手 引き の 晴 眼 者 や 仲間 
と いっ し ょ に 船 で 旅行 する 盲人 に 旅客 運賃 割引 を 認め 
て いる の で , 2 人 で 1.5 人 分 を 殆 払 えば よい . 身体 障 
害 者 手帳 と 鉄道 や バス の 旅行 クー ポン 券 は , この 特典 
を 受け る 資格 の ある 盲人 に 対し て アメ リカ 盲人 援護 協 
会 か ら 交 付 さ れる . その 資格 が ある た め に は , 法律 上 
の 定義 に 該当 する 盲人 で ある と の 医師 の 証明 書 を 保持 
し な けれ ば な ら な い . 身体 障害 者 手帳 は 他人 に 利用 さ 
れる こと の な いよ う , か れ 自 身 の 写 真 を は りつ け て お 
くべ きも の と され て いる . 

玄人 は 連邦 所 得 税 を 到 払う 際 , 特に 余分 に 600 ドル 
の 控除 が 認め られ て いる . この 同じ 控除 は また 連邦 所 
得 税 条項 に 加え て , 所 得 税法 の ある 州 と 市 に お いて も 
実施 され て いる . 
郵便 局 は 点字 お よび 盲人 用 録音 物 の 郵便 料金 凶 除 を 
WAL, また 盲人 の た め に 製作 され , 盲人 だ け に 使用 
され る 盲人 用 具 お よび 補 装 具 の 郵便 料金 に つい て も , 
割引 を 実施 し て いる . 


トー キン グ ・ プ ブッ ク 事 業 

アメ リカ の 盲人 に 提供 され る 重要 な サー ビス の 一 つ 
は , トー キン グ ・ ブ ッ ク 事 業 で ある . トー キン グ ・ ブ 
ッ ク は , 連邦 資金 に よっ て すべ て の 盲人 に 提供 され て 
いる 最も 価値 ある リー ディ ング サー ビス で ある . 
国会 図書 館 (Library of Congress) の トー キン グ ・ 
ブッ ク 事 業 は , 盲人 お よび 弱視 者 が , レ ュ ー ド , カセ 
ッ ト テ ー プ , 磁気 テー プ な ど に 録音 され た 本 や 雑誌 
無料 で 利用 で きる よう に させ る も の で ある . 現在 , 
5500 以上 の 題名 に つい て 利用 が 可能 で ある . これ ら 
ORAS I Pe FIRS FAP ae Vy vee 
クシ ョ ン , ベス ト セ ラー 小説 。 聖書 , 最新 流行 雑誌 
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古典 , a, FES, 科学 , 児童 書 な どの 部 門 を 含ん で 
WA. レ ュ ー ド は 45 分間, 16 3 回転 で あり , レ ュ ー 
ド プ レ ヤ ー で 再生 で きる . プレ ヤー は 国会 図書 館 に 
より 同 館 の 盲人 ・ 身 体 障害 者 福祉 課 (Division for 
the Blind and Physically Handicapped) を 通じ , ま 
た 46 OARS 218 CCAIR HH SN TW 
る . この 事業 は 本 来 , 盲人 の た め に 企画 され た も の で 
あっ た が , 視力 障害 ある い は その 他 の 身体 障害 の た め 
黒字 を 使用 する こと の で き な い 人 びと に 対し て も , 広 
く 《 そ の サー ビス を 提供 し て いる の で ある . し か し , こ 
れ ら の サー ビス の 利用 を 希望 する 者 は , 利用 申請 書 ま 
た は 眼科 診断 書 の 所 定 の 欄 に , 墨 字 を 利用 する こと が 
で き な い こと を 証明 する 旨 を 記入 する こと が 必要 で あ 
る . この 証明 書 は , 内 科 医 , 検眼 師 , 看護 婦 , 治療 
師 , 眼科 助手 , 盲人 福祉 機関 の 長 , 病院 , リハ ビリ テ 
ーション ・ セ ンタ ー お よび 盲人 福祉 施設 の 専門 職員 , 
障害 者 の 教師 , 専門 司書 , 保健 お よび 福祉 機関 の 職員 
な どの 手 に よっ て 作成 され る . 

(ポー ル J. ラン ガン ノノ 橋本 洋子 訳 ) 


アラ ブ 連 合 共 和 国 


(atk) A 2700 万 人 中 , 盲人 は 約 15 万 人 で ある . 
最近 , よう や く 政 府 が 盲人 に 関す る 法律 制定 の 動き を 
見 せ て いる 段階 に あり , 福祉 に 関し て , 特に 述べ る べ 
きこ と は な い . し いて あげ れ ば , 特殊 な 訓練 を 受け た 
訪問 教師 約 50 人 が 各地 に 配置 され , 盲人 家庭 に お い 
て 指導 と 援助 を 握 を えて いる こと くら いで ある . 

[教育 ] 盲 教育 は 盲目 の 文部 大 臣 タ ハ ・ フ サイ ン 
(Taha Husein) に よっ て 始め られ た . 現在 , 国立 盲 
学校 は , 男子 の た め の も の 5, 女子 の た め の も の 2, 
計 7 校 あり , ほか に 私 立 学校 が 数 校 ある . 義務 教育 年 
限 は 6 歳 か ら 12 歳 ま で で , その 後 , 伝統 的 な 職業 を 
学 記 . 1953 年 設立 され た ザイ トウ ン の 更生 セン ター 
で は , 初等 教 と と も に 17 歳 ま で 職業 教育 を も 行 な 


っ て いる . Ek, アレ クサ ンド リア に は 私 立 の 国際 工 


業 学校 が ある . 

CRA] ATR, その 他 に 盲人 作業 場 が 4 カ所 ある 
が , 家族 を 養える だ け の 収入 を 得る こと は 困難 で , こ 
じき を し た り , 近親 者 に 寄 食す る 者 が 多い . 就労 し て 
いる 盲人 は 数 百人 に 過ぎ な いと いわ れ て いる . か れ ら 
Pe) Oy RE. | AA yb ラン な ど を 作っ て い 
る . この 国 の 特殊 な 職業 と し て , 回 教 の 寺院 や 回 教徒 
の 家庭 で の 儀式 に ュー ラン を 暗唱 する 仕事 が ある . な 





お , 上 記 の セン ター で , 速記 タイ プ や 電話 変 換 の 訓練 
が 行なわ ち れ て いる が , 現在 就労 し て いる も の は 少な 
Ws, (今井 秀雄 ) 


アル ジェ リア 民主 人 民 共 和 国 


[概況 ]】 人 口 1100 万 人 中 , 背 人 は 約 6 万 人 と 推定 
され て いる . 学齢 育児 童 が 6000 人 も いる が , 小 規模 
な 盲 学校 が アル ジェ と オラ ン に それ ぞ れ 1 校 あ る だ け 
で , その 児童 数 は 両校 合 わせ て 60 人 に 過ぎ な い . 大 
部 分 の 盲 児 は 村々 を こじ き し て 回 っ て いる 状態 で あ 
る . この 国 の 盲人 の 生活 状態 は ,。 この よう に きわ め て 
BWOC, オラ ン の 盲人 労働 者 連盟 は 政府 に 陳情 し た 
り , 寄付 募集 を し た り , PR の た め の 展 覧 会 を 開い た 
り し て いる 段階 で ある . (今井 秀雄 ) 


アル ゼン チン 共和 国 


[福祉 」 人 口 2100 万 人 中 , 盲人 は 約 4 万 5000 人 と 
推定 され て いる . 1939 年 に 盲人 保護 法 が 公布 され て 
か ら は , 盲人 施設 は 著しく 整備 され た . すなわち , i 
代 的 設備 を も つ 点 字 印 刷 所 , 蔵書 2 万 冊 の 点字 図書 館 , 
シン フォ ニー・ 混 声 合唱 団 の 結成 , 成人 盲 の た め の 補 
習 学校 , 職業 学校 (マッ ト 作 り ・ ピ アノ 調律 ・ 製 本 ・ 
機械 織 ・ ラ ジ ォ 技術 な ど を 教え る ) の 設置 , 老人 ホー 
ム ・ 表 人 ホー ム の 開設 , 眼科 診療 所 の 設置 な ど が 行 な 
bik. また, 1943 年 に は 全国 の 公共 施設 に 売店 を 
出 すこ と が 許可 され , 1946 年 に は 盲人 権利 挫 護 協会 
が 組織 され た . さら に , 19504, 盲 人 の 官庁 に 就職 
を 容易 に する 法律 が 公布 され た . この 国 で 特記 すべ き 
は , 1940 年 , 刑務 所 に お ける 服役 者 に 点字 講習 を 行 
な い , 点訳 作業 を 行なわ ちせ て いた こと で ある . し か し , 
これ も 経済 的 理由 の た め , 現在 は 中 止 さ れ て いる . 

(AB) 教育 は 1887 年 , スペ イン か らき た BAY 
ュ セ フォ ー・ ロ ローレン ゾー・ ワ イ ・ ゴ ナレ ン ツ (Jozefo 
Lorenzo Y. Gonalez ) に よっ て 始め られ た . 1893 年 
(ご フラン セス コ ・ ガ ッ テ ィ (Francesco Gatti) が 校 
Ric な っ て か ら は , 音楽 教育 は 著しく 改善 され た . 
1909 年 国立 盲 学校 が 設立 され , 音楽 と 手工 の 教育 が 
重視 され た . 国立 盲 学校 で は 1913 年 , 全国 か ら 選ん 
だ 優秀 な 教師 に よっ て ピア ノ 調 律 の 指導 を 行なっ た . 
その 後 , マッ サー ジ 部 と 筋肉 運動 療法 部 を 併設 し た . 
また だ た, 盲 学校 も 演 次 増設 され , 現在 で は 十 数 校 を 数 え 
る に 至っ て いる . (今井 秀雄 ) 
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盲 の 定義 と 盲人 人 口 

イギリス に は 二 つ の 盲 の 定義 が ある . 第 1 は 16 歳 
以下 の 児童 に 適用 され る が , 1921 年 に 制定 され た イ 


ギリ ス 教 育 法 69 節 に し る され て いる . すなわち , BL 
いう こと ば は , 「 普 通 校 の 生徒 が 使用 する 教科 書 を 読 
こと が で き な い ほど 視力 が 低い こと 」 を 意味 する と 
定義 し て いる . 

第 2 は 成年 盲人 に 関す る 法律 に 定め られ た 定義 で あ 
り , 1948 年 に 制定 され た 国家 扶助 法 の 中 に ご く 最 近 
総 光 の で 加え られ だ 』 を 定義 きれ COS Bp ait. 
「 視 力 を 必要 と する 仕事 を 遂行 で き な い ほど 視力 が 低 
いこ と 」 CHS. 医学 用 語 上 の 解釈 で は . この 第 2 の 
定義 は , スネ レン ・ テ スト (Snellen Tests ) (に よっ 
て 視力 が ?6o 以下 の 人 が 盲人 で ある と され て いる . ま 
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され て いた り , ほか に 併発 病 が あれ ば , その 人 は 盲人 
で ある . 

1969 年 , イン グラ ンド , ウェ ー ル ズ で 10 万 2876 人 
の 盲人 登録 が か あっ た . この うち も 2102 人 が 16 歳 以下 , 
8 万 8913 人 が 50 歳 以上 (6 万 3364 人 は 70 歳 以 上 ) 
の 人 た ち で あっ た . 

スコ ッ ト ラ ンド に お ける 盲人 登録 数 は , 1969 年 3 月 
31 日 現在 で 1 万 185 人 で あり , その うち 208 人 は 16 
歳 以 下 で ある . 

北ア イル ラン ド で は 3000 人 近く の 盲人 が 登録 され 
て いる . これ ら の 数 字 か ら 盲 は 老齢 と 特に 深い 関係 が 


ある こと が わか る . 1965 年 以来 , 毎年 約 1 万 2800 人 
の 背 人 が 新しく 登録 され て いる . 
失明 原因 


最近 で は 糖尿 病 性 網膜 定 と 他 の 糖尿 性 の 原因 に よる 









































た , 3/60 か ら 66。 の 視力 を 保有 する 人 が , 視野 が 限定 失明 が 目立っ て 増加 し て いる . 白内障 に よる 和 失明 は 減 
表 1 イギリス に お ける 性 別 , 年 齢 別 の 主要 失明 原因 1955 一 62 年 
に 年 齢 別 QO ~ 4° poe Ae 15 ~ 29 ik 
el ane SA ch ie nl agri 2 ar BR ok i 
Fe oe te Da Yo % % 
自 内 障 67 56 123 12.9 55 39 94 14.9 57 35 92 9.1 
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少 の 一 途 を た どり , 緑内障 は いく ら か 少な く な っ て き 
て いる . 班 点 性 と 他 の 変質 性 状態 の パー セン テー ジ が 
や ゃ や 高 率 を 占め て いる の は , 盲人 登録 ( 表 1 は 1955 
年 か ら 1962 年 まで の 登録 時 点 で , 性 別 , 年 齢 別に 失 
明 の お も な 原因 を 表わし て いる ) を し た 人 の うち の 高 
齢 者 の た めで ある . 


失明 防止 . 

1962 年 イギリス 和 失明 防止 調査 会 ( British Founda- 
tion for Research into the Prevention of Blindness) 
が 先駆 的 な 眼科 医 と 他 の 医学 の 権威 者 と で 構成 され た 
科学 語 問 委員 会 と 同時 に 発足 し た . それ は 防止 方 法 の 
発展 と 治療 の 機会 を 多く 与え る 目的 で あり , 失明 の 主 
要 原 因 の 研究 を 実施 する た め の 実 質 的 基金 を 提供 する 
PNAS EWS. 

他 の 和 失明 防止 計画 に つい て は , 医学 調査 会 (Medi- 
cal Research Council) の 手 で 基金 が WES HZ. 


また , 王立 イギリス 盲人 援護 協会 ( Royal National 
Institute for the Blind) ) か ら は , 和 失明 防止 分 科 委 員 
会 (Prevention of Blindness Sub-Committee ) の 推 


せん に よっ て 補助 金 が 与え られ る . 


関係 諸 法令 

国家 扶助 法 に は 盲人 は 障害 を 克服 する うえ で , 家庭 
や 他 の 場所 で 指導 が 受け られ る こと , か れ ら の た め に 
レク リエ ーション 施設 を 設け る よう に 規定 され て い 
る . 

資格 の ある ソー シャ ル ・ ワ ー カ ー は 約 1000 人 を 数 え 
る が , 盲人 の た め に 多く の 努力 を 払っ て いる . か れ ら 
は 家庭 に いる 盲人 を 訪問 し た り , 盲人 が 年 金 や 給付 金 
を 受給 する 際 の 保証 を し た り , 点字 の 読み 方 を 指導 し 
た り , ある い は , 趣味 で 行なう 工芸 を 教え た り , 完成 
作品 の 整理 に つい て 助言 を し た り , 懇親 会 の 準備 を 整 
えた り , 生活 を 明る くす る た め の 方 法 を 考え 出す . 盲 
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人 の た め の ソ ツー シャ ル ・ ワ ー カ ー は , 盲人 教員 養成 所 
( College of Teacher of the Blind) の 試験 に パス 
し な けれ ば な ら な い . 

そこ で は , 教師 , 工芸 指導 員 , 盲人 ピア ノ 調 律師 に 
な る た め の 試 験 が 実施 され る . 

収容 施設 に 困っ て いる BAL, 1948 年 に 制定 され 
た 国家 扶助 法 に よっ て 満足 すべ き 措 置 が と られ る . そ 
の よう な 収容 施設 は , 地方 公共 団体 か 民間 社会 福祉 機 
関 に よっ て 提供 され る . 

盲人 の 生活 に 関係 の ある 条例 と し て , 1970 年 に 地 
方 社会 事業 法 ( Local Authority Social Service Act) 
お よび 慢性 疾患 者 な ら び に 身体 障害 者 法 (Chronically 
Sick and Disabled Persons Act ) が 制定 され た . 


BAB 

イギリス の 最初 の 盲 学校 は , 1791 年 , リバ ブー ル に 
開校 され た . 現在 で は 寄宿 制 盲 学校 は 13 校 で あり , 
そこ で は で きる だ け 普 通 校 に 近い 教育 を 行なっ て い 
る . 点字 は 読み 書き の た め に , また , 盲人 用 器具 は 数 
学 や 地理 の 授業 の た め に 使用 され る . 体育 は カリ キュ 
FLOM CLEDCEIEVAD CHA. 

普通 校 と 同様 に 11 歳 以 上 を 区 切り と し て , 平均 的 
能力 を も つ 児 童 は 高校 に 進む が , 特に 有 能 な 少年 少女 
は 王立 イギリス 盲人 援護 協会 に よっ て 運営 され て いる 
二 ニ つ の 寄宿 制 の グラ マー スク ー ル , DED, チュ リー 
ウッ ド 女 学校 ( Chorleywood College for Girls ) と ウ 
ォ ー ス ター 男子 校 ( Worcester College for Boys ) の 
いずれ か に 進学 する . これ ら の 二 つ の グラ マー スク ー 
ル で の 一 般 教 育 は , 普通 , 大 学 進学 の た め や , ある い 
は 専門 的 訓練 の 準備 の た め に 18 歳 まで 継続 され る . 
Ek, ロイ ヤル ・ ノ ー マ ル ・ カ レッ ジ (Royal Normal 
College) と し て 知ら れ て いる 選択 制 の 高校 が か ある. そ 
こ で は , 一 般 教 育 は 16 歳 ま で 続け られ , その の ち も , 
音楽 。 ピア ノ 調 律 , 速記 タイ プ の 訓練 を 実施 し て い 
る 

聴覚 障害 や 肢体 不 自由 , 不適 応 , 精神 的 また は 肉体 
的 遅 帯 な どの 重複 障害 を も つ BULL, 8 歳 か ら 16 mK 
まで の 間 , 1948 年 と 1960 年 に 王立 イギリス 盲人 援護 
協会 に よっ て 設立 され た 二 つ の 特殊 寄宿 制 学校 で 教育 
を 受け る こと が で きる . 盲 精 薄 児 に つい て の 措置 は , 
1946 年 に 制定 され た 国民 保健 法 ( National Health 
Service Act) に よっ で 講じ られ て で て いる. まだ , BA 
2 児 教育 の た め の 特 別 の 寄宿 制 施設 も ある . 

16 歳 か 18 RCE ABHR- CEEOKOE, 教 


育 省 は 普通 に 訓練 を 与え , 21 歳 まで 延長 で きる 措置 
を と る . それ は 盲人 雇用 問題 審議 会 Working Party 
on the Employment of Blind Persons) の 勧告 に GE 
っ て , 初め て 1956 年 に 実施 され た の で ある が , BF 
年 の より 広い 教育 を めざし , か つ 青 年 に 一 定 の 職業 選 
Ria CS Sik De SIL CH 3 

BUA ILS RD blORETC, イン グラ ンド と 
ウェ ー ル ズ で は 1893 年 か ら , スコ ュ ッ トラ ンド で は 18 
90 年 か ら 義 務 制 に た な っ て いる . 

全国 で 寄宿 制 盲 学校 は 14 校 で あり , 児童 在籍 数 は 
小学 校 が 672 人 , 中 学校 が 187 人 で ある . 

この ほか 40 ~ 50 人 の 盲 児 が 普通 校 へ 通っ て いる . 

5 歳 以 下 の 盲 児 は 366 AC, 家庭 に と ど ま っ て いる 
児童 の た め に , 両親 は 初期 的 な 訓練 に お いて 盲人 援護 
ソー シャ ル ワ ー カー 協会 (Social Workers for the 
Blind) と 王立 イギリス 盲人 援護 協会 に よっ て 援助 き 
れる . 児童 が 家庭 内 で の 世話 に 満足 で き な い 場合 に 
は , 六 つ の 寄宿 制 幼稚 園 の うち の 一 つ に 入園 が 許可 さ 
NA. それ は 王立 イギリス 盲人 援護 協会 に よっ て 運営 
され る サン シャ イン ・ ホ ー ム ( Sunshine Homes ) と 
し て 知ら れ て いる . これ ら の 幼稚 園 の 数 カ所 は , 特に 
育 精 薄 児 の た め に 設け られ て いる . 

弱視 児 を 教育 する た め の 学校 は 。 イン グラ ンド と ウ 
ェ ー ル ズ に 35 校 あり , 1969 年 末 で 1474 人 の 児童 が 
ES LICW Te) 

カ レッ ジ お よび 大 学 に 通っ て いる 盲 学 生 の 数 は 86 
人 で ある . 

盲人 教師 の た め の 専 門 養成 課程 は , バー ミン ガム , 
ノ テ ィ ン ガ ム 大 学 に 設置 され て いる . 他 の 盲人 教師 は 
盲人 教員 養成 所 の 李 業 証書 が 必要 と され て いる . 


盲人 の た め の リ ハビ リ テ ー シ ョ ン ・ サ ービス 
第 2 次 大 戦中 , 多く の 市 民 が 視力 を 喪失 し た と き , 
イン グラ ンド で は 3 カ ヵ カ所 に 中 途 和 失明 者 リハ ビリ テー シ 
ュ ン ・ セ ンタ ー が 設立 され た . 第 4 番目 の セン ター は 
1952 年 に スコ ッ ト ラン ド に 開設 され た . これ ら の セ 
ンタ ー で は , 中 途 失明 し た 市 民 は だ れ で も ある 期間 , 
就業 前 また は 社会 的 リハ ビリ テー シュ ン の いずれ か の 
訓練 を 受け る こと が で きる . それ は か れ ら が 生活 を 新 
し い ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ に 再 適応 で きる よう に な る た め 
CHA. 戦争 で 失明 し た 人 びと の リハ ビリ テー ショ ン 
は , セン ト ・ ダ ンス タン ス (St. Dunstan's ) に よっ 
て 進め られ て いる . 

これ ら の リハ ビリ テー ショ ュ ン 期間 は 3 カ月 で あり , 
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職業 訓練 は 6 カ月 で ある . 

中 途 失 明 者 リハ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ ー で 訓練 を 
受け て いる 人 は 140 人 で ある . 中 途 失 明 者 リハ ビリ テ 
ーション の 被 援護 者 の 訓練 に 必要 と され る 平均 的 な 費 
用 は 年 間 800 ポン ド CHS. 政府 助成 は 85 パー セン 
ト で ある . 小学 校 の 晴 眼 の 教員 が 得る 収入 は 年 間 850 
RYE CHS. 

就業 前 の 工芸 訓練 は 寄宿 制 盲 学校 で 行なわ れる . 
卒業 生 は 商 ・ 工 業 方 面 の 職業 と 授産 所 の 仕事 の 職業 
訓練 に 治っ た アセ スメント ・ セ ンタ ー (assessment 
center ) に 通う . 

王立 イギリス 盲人 援護 協会 は , 商科 大 学 や 物理 療法 
学校 を 管理 し て いる . 雇用 課 は 二 つ の 軽 工 学 技能 の た 
め の 工 業 訓練 セン ター を も っ て いる . た いて い の 授 産 
所 は 有 能 な 就業 者 の た め の 訓練 計画 を も っ て いる . 2 
イヤ ル ・ ノ ー マ ル ・ カ レッ ジ は , ピア ノ 調 律 と 修理 と 速 
記 タ イプ の た め の 訓 練 エ マー ス を 設置 し , 運営 し て いる . 

リハ ビリ テー シュ ン ・ セ ンタ ー の 指導 員 , 専門 職員 
の 平均 数 は , Mie, 副 所 長 , 心理 学者 , 医学 相談 員 , 
歩行 ・ コ ミュ ニケ ーション, 日 常 生 活 技能 , 軽 工 学 技 
能 , AL, 手工 業 の 各 指 導 員 を 含め て 14 人 で ある . 
歩行 訓練 指導 員 は , イギリス 盲人 歩行 訓練 セン ター 

( National Mobility Center ) で 訓練 され , 他 の 指 
導 員 は 一 般 分 野 の 資格 が 必要 で ある . 


盲人 の 雇用 

イギリス に お ける 盲人 の 職種 は 広範 な 職域 に わた っ 
て お り , あら ゆる 社会 的 分 野 に 進出 し て いる . 最近 の 
職業 訓練 計画 に 含ま れ て いる 訓練 と し て は , aves 
ー タ ー の プロ グラ ミン グ と 管理 職 が ある . 現在 , コン 
ビ ピュー ター の プロ グラ マー と し て 就業 し て いる 盲人 は 
100 人 で ある . 


盲人 収容 援護 事業 

底 護 授産 所 は 60 カ ヵ所 ある . そこ で は 2191 人 の 盲人 
労働 者 が お り , 家庭 授産 を し て いる の は 732 人 で あ 
る . この ほか , 老 育 人 の た め の ホ ー ム は 50 AMS, 
1580 人 の 老 盲 人 が 収容 され て いる . 


盲人 援護 措置 

1920 年 に 制定 され た 盲人 法 は , 盲人 の 福祉 は 国 お 
よび 地方 公共 団体 ( 州 議会 お よび 地方 都市 議会 ) の 責 
任 と し て いる が , 全国 , 地方 民間 福祉 機関 (National, 
Regional and Local Voluntary Agencies) の 援助 の 


も と に 両者 が 互い に 緊密 に 協力 し あっ て いる . COG 
人 法 は 1948 年 , 国家 兵助 法 に よっ て 改正 され , その 
内 容 が さら に 拡大 され た . 1920 年 の 盲人 法 は 困窮 し 
て いる 50 歳 の 盲 人 に 無 拠出 年 金 を 与え た . それ は 70 
歳 の 晴 眼 者 と 同様 の 資産 調査 に 基づい て 受給 され た . 
年 齢 は の ち に 50 歳 か ら 40 歳 に 引下げ られ た . 国家 扶 
助 に よる 政府 か ら の 補助 金 は , 収入 が 不 十分 な 育 人 に 
METS. また その ょ うな 補助 金 は , 失明 の た め に か 
か る 余分 の 生活 費 を 認め る の で 晴 眼 者 の 率 よ りゃ 高く 
な っ て ゆる , 

1 人 の 盲人 と 手引 きす る 人 が 鉄道 や 飛行 機 で 旅行 す 
DER, その 旅行 が 医療 や 教育 に 関す る も る の で あれ は 上 訂 
RAE RL RAIL. また , た いて い の ベ バス サ 
ービス は , 登録 し て いる 盲人 に は 無料 と な っ て いる . 
この ほか 所 得 税 の 特別 免除 , 盲人 用 点字 本 と 録音 物 の 


郵送 料金 無料 の 措置 が と られ て いる . 


盲導犬 事業 

表 導 犬 学校 は 4 校 , 224 頭 の 盲導犬 が 毎年 訓練 され 

る . 表 導 犬 を 使っ て いる 盲人 の 数 は 1000 人 で ある . 
(RNIB 提供 資料 橋本 洋子 訳 ) 


it} 


イス ラ エ ル 国 


(eth) BAILH 5000 人 と いわ れる が , それ ら は 
ほとん ど 中 近東 の 低 開 発 国 か ら 入 国 し た 者 で , 45 歳 以 
下 が 過 半数 を 占め て いる . 戦傷 失明 者 以外 に は 年 金 の 
ARAVA Te ODS, 一 般 晴 眼 者 と 同様 に 国民 保険 の 適用 を 
受け て いる . 雇用 され て いな い 盲 人 に は , 労働 者 の 最 
低額 の 給料 に 相当 する 補助 金 が 放 給 され て いる . ま 
た , 保健 所 の 盲人 課 が , 家庭 内 手工 業 に 従事 する 者 の 
た め に 資材 を 安価 で 供給 し て , 便宜 を 図っ て いる . な 
お , 結婚 し た 盲人 に 適正 な 賃貸 料 で アパ ペー ト を 提供 し 
て いる こと が 注目 され る . 

イス ラ エ ル で は , 独立 戦争 に よっ て 失明 し た 兵士 た 
ちの た め に , 国防 省 が ハイ ファ に 盲導犬 訓練 セン ター 
を 設立 し , 大 き な 成 果 を あげ て いる が , これ は 一 般 盲 
人 た ち に 対 し て も 手 を の ば し て いる . ナ サ ン ヤ に ある 
中 央 盲人 図書 館 で は , 約 5000 冊 の 点字 書 と 録音 テー 
プ が あり , ボラ ンティア が , 家庭 訪問 教師 と 協力 し て 
奉仕 し て いる . 

[教育 ] 1902 年, エル サレ ム に BRAS AI Sh 
た . この 学校 は 最近 慈 光 協 会 の 寄付 に よっ て 4 棟 の 建 
物 に 教室 と 作業 場 が 造ら れ , 若い 男女 盲人 が 正規 の 学 
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校 教育 と 職業 教育 を 受け て いる . 生徒 数 は 80 人 , & 
職員 数 は 20 人 で ある . 盲 教育 の 義務 制 は 実施 され て 
お り , また , 師範 学校 に 盲 児 の た め の 特 別 学級 が ある 
ほか , Tel-Aviv の Lugduma 小学 校 に お いて , 1961 
年 か ら 7 歳 か ら 12 歳 まで の 盲 児 が , 晴 眼 児 と いっ し 
ょ に 統合 教育 を 受け て いる . 

[職業 ] ① 授 産 所 175 人 , ② 家 庭 内 手工 業 60 A, 
③ 自 家 営業 30 人 , ④ 一 般 工場 200 A, ⑤ 電 話 交換 35 
A, ⑥ 専 門 的 職業 50 人 で ある . 一 般 工場 就労 者 の な か 
に は , Ramat Gan に ある 更生 施設 の 織物 科 を 修了 し 
た 30 人 の 盲人 が , 巻 付け 機 の 職工 と し て 働 いて いる 
者 が 含ま れ て お り , ほか に 11 ヵ所 で 160 人 の 盲人 が 
晴 眼 者 に 混 っ て , オレ ンジ や レモ ン の 包装 と 箱 づ め 作 
業 を 行なっ て いる . 専門 職 の 中 で 注目 すべ き は , ュ ン 
ピュ ー タ ー・ プ ブロ グラ マー に 従事 する 者 が 若干 いる こ 
と で ある . これ は アメ リカ の IBM 社 の 技術 指導 に よ 
っ て 就業 し , 次 第 に 希望 者 も 増し つつ ある . 

(今井 秀雄 ) 


イタ リア 共和 国 


[福祉 ] 1920 年 に 設立 され た イタ リア 盲人 連盟 が 
獲得 し た 次 の ょ うな 法律 が , 盲人 福祉 を 著しく 向上 さ 
せ て いる . 

(1)1960 年 制定 の 盲人 電話 交換 手 雇用 義務 制 に 関す 
る も の 一 一 100 人 以上 の 従業 員 を 有する 国営 施設 お よ 
び 外 線 が 5 以上 ある 交換 台 を 有する 私 的 企業 は , BA 
電話 交換 手 を 雇用 し な けれ ば な ら な い . 

(2)1961 年 制定 の 育 人 マッ サー ジ 師 義 務 雇 用 に 関す 
る も の 一 一 公立 の 病院 や 保養 所 の うち 200 ベッ ド 以 上 
を 有する と ころ に 適用 され る . 

(3)1962 年 制定 の 年 金 増 額 に 関す る も の 一 一 生計 を 
立て る に 足る だ け の 労働 収入 の な い 盲 人 に 対す る 年 金 
が 月 額 1 万 4000 リラ (1 リラ は 約 0.53 円 ) に 増額 さ 
rly go 

この ほか , BABAR SZ SCEXREL 
た 法律 も ある . な お , この 国 で は , 盲人 に 対す る 偏見 
を な くし , 一 般 社会 人 の 理解 を 得る た め の 広 報 活動 が 
盛ん で ある . イタ リア 盲人 連盟 は , 全国 に 27 の 地方 
KBE 51 の 下部 組織 , お よび 16 の 代理 機関 を ももち, 
これ ら の 連盟 網 を 通じ て , 全国 の 盲人 の た め に 教育 , 
就業 , 生活 文化 の 向上 の た め 広 範 な 活動 を 行ない , 政 
府 当局 に 働 きか け て , 盲人 福祉 の 発展 に AFL 
る . 








[教育 ] 教育 は , 1869 年 , 騎士 レオポルド ・ ョ = デ 
ィーノ に よっ て 始め られ た . HE, 盲 学校 は 国立 14 
校 の ほか に , 私 立 学校 特に 宗教 団体 の 設立 し た 学校 が 
多数 ある . それ ら は , 国 の 補助 を 受け , 卒業 後 の 資格 
は 国立 校 と 同じ で ある . 義務 教育 は 1923 年 に 実施 さ 
れ , 修業 年 限 は 小学 部 5 年 , 中 学部 3 年 , 計 8 年 で あ 
る . 1960 年 現在 の 児童 ・ 生 徒 数 は 約 1500 A, 教員 数 
は 約 150 人 で ある . 中 学部 を 終え る と 高等 学校 に 進む 
こと が で きる . 修業 年 限 は 5 年 の と ころ が 多い . 大 学 
に 進学 する 者 に は , 入学 金 お よび 授業 料 が 免除 され , 
ボロ ー ニ ャ 盲 学校 に は 寄宿 舎 が 設け られ て いる . 3K 
か ら 6 歳 未 満 の 幼児 の た め に は 幼稚 園 が あり , 感覚 訓 
練 , 方 向 定位 , 特殊 器具 に よる 手 の 訓 練 , リズ ム 運 動 , 音 
楽 な ど を 指導 し て いる が , その 数 は 多く な い . 

[職業 ] 1962 年 に お ける 就労 状況 は , ① 公 立 学校 
教員 286 人 , ② マ ッ サ ー ジ 師 324 人 , ③ 職 人 お よび 家 
内 手工 業者 2500 人 , タイ ピス ト , 翻訳 な ど 51 人 , 
OB FRA 132 A, ⑥ 電 話 交 換 手 560 A, ⑦ 公 更 お 
よび 盲人 団体 事務 員 170 人 と な っ て いる . ③ の うち 織 
wm, メリ ヤス 製品 , 紙工 芸 品 , バ スケット, ブラ シン シ , 
カー ペッ ト の 製造 に 従事 し て いる 者 が 最も 多い . な 
お , ① は 普通 学校 の 教師 で ある . これ は ビン セン ゾ ・ 
ムッ セラ (Vincenzo Musella ) 博士 の 尽力 に よっ て , 
1955 年 背 人 が 教員 の 国家 試験 を 受け る 権利 を 立法 化 
する こと に 成功 し た 賜物 で ある . (今井 秀雄 ) 


イン ド 共 和 国 


[福祉 〕」 1968 年 の 第 3 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 の 報 
告 に よれ ば , イン ド の 盲人 数 は , 総 人 口 5 億 1976 万 
人 の うち も 519 万 人 (10 万 人 に 1000 人 の 比率 ) と 推定 
され て いる . CHHOBARS Hw CAULK VSS 
を し て いる 者 が 多い . 身体 障害 者 の 福祉 に 関す る 法 的 
措置 が 識者 の あい だ で 要望 され て いる が , いま だ に 具 
体 化し て いな い . 

1945 年 に デラ ドン に 盲人 訓練 セン ター が 設立 され , 
次 いで 1952 年 に は ボン ベイ を 中 心 と し て , TY FSB 
人 援護 協会 ( National Association for the Blind ) が 
設立 され て , 失明 防止 お よび 盲人 福祉 と 教育 の た め の 
組織 的 な 活動 が 開始 され た . イン ド に ある 約 135 OF 
人 の た め の 施 設 や 協会 の うち , 115 は イン ド 盲 人 援護 
協会 に 関係 し て いる . 1955 年 に 東京 で 開催 され た 第 
1 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 に 参加 以来 は 盲人 事業 の 後援 
会 も 組織 され , 最初 の 事業 と し て , “SABA VR 
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定 し て 一 般 社 会 へ の 啓発 宜 伝 と 資金 募金 を 行なう こと 
で あっ た . 1956 年 に は 訪 部 省 主催 の 盲人 職業 教育 セ 
ミナ ー を 開催 し , 1960 年 に は ファ ン サ 農業 訓練 セ 
ンタ ー (通称 タタ と いう ) の 設立 を みる に いた っ た 
DS, 広範 な 地域 に 住む 500 余 万 の 盲人 の 福祉 を ゆき わ 
た ら せ る こと は 容易 な こと で は な い . こと に イン ド 人 
DRABBULEYA-BEE THO, 人 間 は 輪廻 に よっ て 
生ま れ 変 わる と の 宗教 的 な 考え 方 が 根強く , し た が っ 
て , 失明 は 前 世に 犯し た 罪 の 罰 で ある と いう 盲人 観 に 
MALS ATW S ied, 一 般 社会 人 は 盲人 福祉 に つい て 
は 冷 党 で ある と いわ れ て いる . Lal, 近年 で は 社会 
も よう や く 理 解 し 始め , 盲人 福祉 に めざめ つつ ある . 
家 人 は 付添 いと いっ し ょ な ら 鉄 道 の 旅客 運賃 は 1 人 分 
で よい し , 飛行 機 を 利用 する 場合 は その 料金 は 半額 で 
貞 MO。 

[教育 〕】 1889 年 , イギリス の アニ ー + シャ ー プ 女 
更に よっ て , イム リッ ツア に 人 盲 学校 が 設立 され 盲 教育 
が 始め られ た だ た. 翌年 に は パラ ムコ ュ ッ タ の 南方 に も 開設 
され た . 両方 と も イギリス 福音 教会 の 経営 で ある . 
1897 年 に は , L.B. シャ ー に よっ て カル カッ タ に , ま 
た 1900 年 の 初め に は ボン ベイ に 開設 され た . 現在 で 
は 約 95 の 盲 学校 が か ある と いわ れ て いる が , カル カッ 
タ の 盲 学校 の よう に 鉄筋 スン クリ ー ト 3 階 建 の 近代 的 
設備 を も っ た も の か ら , 建物 の 一 部 だ け を 借用 し て い 
ZO, 掘 立 小屋 に アン ペラ を 敷い た 程度 の も の まで 
Sai GwS. 

寄宿 制 盲 学校 90 校 に 在学 の 児童 ・ 生 徒 数 は 約 5000 
人 で 就学 率 は お そら く 1 パー セン ト を 越え な いも の と 
み ら れ て いる . 1958 年 に 統合 教育 方 式 ( integration 
system) が 採用 され て 巡回 教師 が 点字 その 他 を 指導 
し , Mx, 拡大 され つつ ある . 1969 年 現在 , 一 般 学 
校 に 在学 の 育児 童 は 全国 で 約 200 人 で ある . COMO 
盲 学校 は ,。 いずれ も 公立 で は な い が 政 府 や 地方 当局 の 
援助 を 受け て いる . 盲 生徒 も 大学 進学 の 道 が 開か れ , 
1968 年 に は ボン ベイ の 各 大 学 に 25 人 在学 し て いる . 
各 大 学 で は 学位 を と る こと は で きる が , た だ 化学 は 認 
め ら れ な い . また , 資格 に 応じ た 就職 は すこ ぶる 困難 
な よう ら で あ る . 

[職業 ] 1945 年 , デ ラド ウン 市 に 国立 の 盲人 訓練 セ 
ンタ ー が 設立 され , 200 人 近く が 収容 され て いる . 2 
年 間 の 訓練 期間 中 いっ さい の 経費 が 国 か ら 到 給 さ れ , 
毛織 物 , と うい す , バス ケッ ト MA, プラ スチ ッ ク 
の ボタ ン や スプ ー ン の 製作 , 毛糸 つむ ぎ , 音楽 な どの 
訓練 が 行 な ち われ て いる . 政府 の と うい す 修 理 は すべ て 





盲人 が や っ て いる . 最 優秀 な 労働 者 の 月 収 が 80 ルビ 
ー ( 約 6000 円 ) と いう ちから, イン ド 盲 人 の 労働 条件 
が 推測 され る . ニュ ー デ リー や ボン ベイ に 作業 場 が あ 

り , それ ぞ れ 100 人 前 後 が 収容 され て いる . この 国 で 
は 次 の よう な も の が 注目 され て いる . 

1) キル タン カー ルス と いう 職業 が ある . これ は 和 失明 
し た 吟 唱 詩 人 で , 宗教 神話 や 宗教 その も の に 詳し く , 
音楽 を や りな が ら , 歌っ た り 伝 道 し た り し て , 村 か ら 
村 を 巡回 し て お 金 を も あら う の で ある . 尊敬 され て , し 
か も 生計 が 立て られ る の で , 音楽 の で きる 盲人 に は 適 
職 と され て いる . 

(2②) 1956 年 , 政府 は 盲人 職業 教育 セミ ナー を 開催 し , 
わが 国 か ら は 鳥居 篤 治 郎 , 岩橋 英 行 が 招待 され た . 

(3 ボン ベイ 大 学 で は , 盲人 卒業 生 に 小学 校 音楽 教師 
の 免許 を 与え , 普通 学校 の 音楽 教師 に し て いる が , そ 
の 数 は 数 人 に 過ぎ な い . 

(4⑭) 1960 年 , ファ ン サ に , アメ リカ 海外 盲人 援護 協 
会 (AFOB) や 王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 (RCSB) 
の 援助 を 得 て , 農業 訓練 て センター が 作ら れ た . 訓練 期 
間 1 カ 年 , 収容 人 員 は 35 人 で ある . 

(⑤ 一 般 に 学校 を 卒業 し た 者 は 玄人 の た め の イ ンダ ス 
トリ アル ・ ホ ー ム か 授産 所 に 入所 する . そし て , BA 
前 に 訓練 を 受け た 者 の 中 の 幾 人 か が 一 般 工場 に 就職 で 
きる . また , 能力 の ある 者 は 独立 し て 生計 を 営め る よ 
う な 職業 , た と えば , 物理 療法 師 な ど に な り , ある い 
は , 牧師 , 工芸 の 教師 スー パー バイ ザー と いっ た 盲 
人 の た め の 仕 事 に 専念 し て いる 者 も ある . (今井 秀雄 ) 


イン ド ネ シア 共和 国 


[概況 ] 1902 年 , バン ドン に オラ ンダ 人 に よっ て イ 
ンド ネン ア 盲 人 開運 協会 ( Society for Improvement 
of the Fate of the Blind) が 設立 され , 盲人 の た め の 
施設 と し て , 盲 児 お よび 成人 盲 を 収容 し , 基礎 的 な 教 
育 と 訓練 を 行なっ た . 戦時 中 , 日 本 軍 に 接収 され , 盲 
目 の こ じき の 収容 所 と な っ て いた が , 1949 年 に この 
国 が 独立 し て か ら は , 同国 人 の 手 に よっ て 困難 な が ら 
経営 を 続け て いる . また , 1957 年 に は スラ ベ ヤ の 医 
師 グ ルー プ が 実験 的 に 盲 教育 を 試み よう と 計画 し , 同 
年 5 人 の 盲 児 に 対す る 教育 が 開始 され た . 1959 年 , 
これ を 維持 する た め の 協 会 が 設立 され , 簡素 な が ら 校 
舎 も 建築 され , 1963 年 現在 , 4 学級 (生徒 数 30 A, 
職員 数 8 人 ) に 発展 し て いる . 幼稚 部 は 統合 方 式 に ょ 
り , 晴 眼 児童 と いっ し ょ に 保育 され て いる . 入学 前 に 
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家庭 訪問 と 両親 面接 が 行なわ れ , 児童 は 眼科 ・ 小 児 科 
・ 耳 鼻 咽 喉 科 の 専門 医 の ほか , 心理 学者 の 検診 誠 よ び 
心理 テス ト を 受け る . 教育 課程 は 普通 学校 に 準じ , 手 
芸 ・ 音 楽 ・ 貞 お よび 体育 が 重視 され て いる . 最近 , ジ 
ャ ウッ 中 央 部 の 2 都市 に 小 規模 な 学校 が 設立 され た ほ 
か , 成人 背 の た め の 訓 練 セ ンタ ー も 数 ヵ所 開設 され た 
と 伝え られ て いる . Lael, 点字 印刷 機 は 1955 年 に , 
へ レン ・ ケ ラー の 勧め に よっ て , アメ リカ 海外 盲人 援 
護 協 会 (AFOB) が バン ドン の 施設 に 寄贈 し た も の が 
1 台 あ る だ け で あり , 一 般 文 盲 率 が 47 ペー セン ト と 
いう この 国 で は , 盲人 福祉 へ の 道 は , な お , ほど と 遠 い 
と いえ る が , 1968 年 に 29 の 盲人 団体 , 学校 , 福祉 事 
業 体 が 統一 し て , イン ド ネン シア 盲人 福祉 連合 を 組織 
し , その 発展 を 図る 2 こと に な っ た . (今井 秀雄 ) 


ウガンダ 共和 国 


[概況 ] A 684 万 人 中 , 盲人 は 約 5 万 人 と 推定 さ 
れ て いる . 1952 年 , 王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 
(Royal Commonwealth Society for the Blind=RCSB) 
の 到 部 が 設立 され た . ユン サル タン ト と し て 招 か れ た 
サー・ ク ルー サ ・ マ ッ ケ ンジ ー ( Sir Clutha Macken- 
gie) は , 社会 に 浴 す こみ や すい 仕事 , つま り , 農業 的 
な も の を 教え る こと が 必要 で ある と の 方 針 を 立て た . 
それ まで は , 失明 し て いる こと が , 農業 に 従事 し な い 
こ -: あ の 日 突 に な ら で い た の ' で お 作り | 1956 年 用 ラマ 
に 農業 訓練 モン ター が 設立 され , 耕作 理論 と 実地 , 点 
字 , 算数 , 衛生 お よび 簡易 な 英語 な ど が 教え られ て い 
る . ほか に , 入手 し や すい 材料 を 使っ て の 手工 芸 , た 
と えば , マッ ト , な わ , バス ケッ ト 作 りな どの 技術 も 
習得 させ る . この 国 で 特異 な の は , 全盲 女子 が 結婚 の 
機会 に 恵まれ て , 家事 を 処理 し て いる ケー ス の 多い こ 
と で ある . これ は この 国 で は 嫁 の 家 に 結納 と し て 相当 
数 の 家畜 を 贈ら な けれ ば な ら な い 慣 習 が ある が , 全盲 
女子 の 場合 , その 結納 に 余分 な 気 を つか わな く て も を 和 済 
むか ら で あ る . 

ウガンダ 政府 は , RCSB の 援助 計画 の も と に , 17 
の 一 般 学 校 に 盲 児 15 人 ずつ 収容 する 寄宿 舎 を つく り , 
教師 を 養成 し , 点字 教科 書 や 教材 を 与え て 統合 教育 を 
実施 し つつ ある . (今井 秀雄 ) 


ウッ ウルグアイ 共和 国 


[概況 ] 1914 年 に 私 立 の 盲 学校 が 開設 され た . そ 





の 後 , 1961 年 に な っ て , 公立 の 寄宿 制 育 学校 と 成人 
盲 の た め の 更 生 セ ンタ ー が 設置 され た . いずれ も モン 
テ ビ デオ に あり , 男女 と も 収容 され て いる . 1950 年 
に 設立 され た 盲人 連盟 と , 1958 年 に 結成 され た 盲 学 
生後 援 会 か ある . 前 者 は 上 記 私 立 学校 を 経営 し , HH 
学校 に 学ぶ 盲 児 を 援助 する と と も に , 家具 や ブラ シ の 
作業 場 を も 経営 し て いる . Ek, 後者 は 寄付 金 に よっ 
て 運営 され る 民間 団体 で , 盲 大 学生 に 必要 な 器具 を 与 
えて 援助 し て いる . (今井 秀雄 ) 


エク アド ル 共 和 国 


[概況 ]】 AA 500 万 人 中 , 盲人 は 約 1 万 人 ある . 教 
育 は 1951 年 , この 国 の 主要 潜 で ある グアヤキル に お 
いて , 盲人 バイ ロン ・ エ グイ グレ ン (Byron Eguigren) 
(に よっ て 始め られ た . ライ オン ズクラブ か ら の 補助 の 
は ほか 市 費 に よっ て 経営 され て いる . Blab eee cy 
眼 児 と と も に 教育 を 受け る こと が で きる まで の 初等 孝 
育 課程 と , 成人 盲 の 更生 を 図る た め の 課程 が ある . 
1962 年 に 作業 場 を 併設 し , ほう き 作 りや 織物 を や ら 
BWA, この ほか , 首都 キー ト に 5 歳 か ら 14 歳 ま 
で の 盲 児 を 収容 し て いる 形 学 校 が あり , 文部 省 と 盲人 
友愛 協会 か ら の 補助 を 得 て , カト リッ ク の 修道 尼 が 経 
営 し て いる . 若干 の 盲人 は 音楽 家 や 露店 商人 と し て 生 
計 を 立て て いる が , ほとん どの 盲人 は 職業 に つく こと 
が で き な い で いる . 1959 年 に は 盲人 援護 連盟 が 結成 
Sh, 盲人 の 要求 解決 の た め 活 動 し て いる . (今井 秀雄 ) 


エチ オ ピ ア 帝国 


[福祉 」 人 口 1000 万 人 中 , 盲人 は 約 9 万 人 と 推定 
Sh, その 95 パー セン ト は 農村 に 住ん で いる . キリ 
スト 教 が 国教 に : な っ て お り , 一 般 社会 の 人 た ち は , B 
人 に 対し て 差別 的 な 扱い を する こと は な い . 聖書 を 暗 
ALL CWS BAIL, 政府 が 給料 を 雪 給 し て 教会 で 働か 
せ た り , 聖歌 隊 に 入れ た りす る . Ek, 葬儀 の と き に 
お 祈り の こと ば を 唱え る だ け で 若干 の 金 が か もら える と 
いら . と に か く , 全盲 人 の 40 ペー セン ト が 35 歳 以下 
な の で , 初等 教育 と 職業 教育 お よび 就労 の あっ せん が 
この 国 の 緊急 問題 と な っ て いる . 

[教育 】 この 国 の 盲 学校 4 校 の うち , 1 校 は 皇帝 が 
設立 し て , そ の 経営 を 慈善 団体 に 要 託 し て いる も ゃ ので, 
他 の 3 校 は ミッ シュ ンス クー ル で ある . いずれ る も 全員 
寮 に 収容 され , 初等 教育 お よび 職業 教育 を 受け る . 
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[職業 ] 職業 に は , 綿織物 , 網 つ くり , Le ADE 
の か さや マッ ト 作 り , バイ オリ ン , ハー プ な どの 器 


エル サル バド ル 共 和 国 


[概況 ] 1956 年 , 家 人 更生 セン ター が 設立 され 
fe. これ は 盲 児 お よび 成人 育 の た め の 施 設 で , 初等 ・ 
中 等 教育 , 職業 教育 お よび 更生 補導 を 行なっ て いる . 
国 と 盲人 保護 協会 と の 補助 金 に よっ て 経営 され て い 
る . セン ター を 修了 する と , 職業 あっ せん が な され 
る . 職業 に つけ な い 場 合 は サラ に ある 収容 所 に 入る . 

(今井 秀雄 ) 


WAN プリ リリ プー 


[福祉 」 1911 年 か ら 盲人 に 対す る 障害 年 金 が 放 給 
され て いる . その 額 は 州 に よっ て か な り 差 が ある が , 
平均 し て 世帯 主 週 2 ポン ド 15 シリ ング , 独身 者 2 ポ 
ンド 5 シリ ング , 結婚 し た 女性 2 シリ ング で ある .′ な 
お , この 年 金 の ほか に , 民間 団体 か ら の 経済 的 配慮 も 
ある の で , 実質 的 に は 週 6000 円 近く の 扶助 を 得 て い 
る と み ら れ る . Ek, 病気 に 対す る 医療 保障 も 確立 さ 
れ て いる . メル ボル ン に は , 中 途 和 失明 者 や 義務 教育 修 
了 者 の うち 職 に つけ な か っ た も の で , 労働 能力 が ある 
と 認め られ た 者 を 収容 し て 更生 を 図る 盲人 ホー ム と , 
更生 能力 か が な いと 思わ れる 者 だ け を 収容 する 盲人 ホー 
ム が 別個 に ある . 盲人 協会 に は , 点訳 , 録音 , 募金 の 
みな ら ず , 盲人 の 家庭 を 訪問 し て 家事 を 手伝っ た り , 
自分 の 自動 車 を 運転 し て 盲人 の 外出 を 安全 か つ ス ピー 
ディ に する 奉仕 者 が 登録 され て いる . ラジ オォ 聴取 料 の 
割引 き の ほ か , 毎週 1 回 証人 の 時 間 の 番組 も 設け られ 
て いる . テレ ビ , 電話 料 は 割引 き さ れ , 交通 機関 は 無 
料 で ある . 背 導 犬 訓練 所 が パー ス と メル ボル ン 郊 外 と 
の 2 カ所 に ある . 

[教育 】 この 国 に は 盲 学校 が 6 校 あ る が , 最も 早く 


開設 され た シド ニー 盲 学校 と オル ボル ン 盲 学校 と が す 


ぐれ て いる . こと と に 後者 は 44 エー カー の 敷地 に 9 棟 
の 赤レンガ の 建物 か ら な り , 屋内 プー ル の は ほか 諸 施 設 
が 整備 され , ピア ノ だ け で も 15 台 あ る . 1964 年 現在 
3 Rd: b 18 歳 ま で の 児童 ・ 生 徒 68 A, 教職 員 45 人 を 
有 し て いる . 義務 教育 は 実施 され て いる が , 就学 率 は 
約 50 パー セン ト と いわ れ て いる . この 学校 は 盲人 協 
会 が 運営 し て お り , 連邦 政府 の 補助 は ほとん ど な い 


が , 児童 ・ 生 徒 の 生活 費 , 教科 書 費 , 学用品 費 は 州 政 
府 の 補助 金 と 協会 へ の 寄付 金 に よっ て まかなわ れ て い 
る . 教育 の 主眼 点 は 基礎 教育 と 技能 教育 (特に 手 を 使 
訓練) CHS. これ は 労働 賃金 の 高い この 国 で は , 
いわ ゆる 手 に 職 を つけ て お く こ と が 更生 に 最も よい 方 
法 だ か ら で あ る . 授業 は 週 5 日 制 で , 土 ・ 日 曜日 は 戸 
外 生活 を 楽し む よ う 指 導 さ れ て いる . 教科 書 の 大 部 分 
は 英 ・ 米 両国 か ら 輸 入 す る . 義務 教育 を 修了 する と , 
奨学 金 を 得 て 高 等 学校 や 大 学 へ 進学 する 一 部 の 者 を 除 
き , 職業 補導 所 に 入る . 

[職業 〕 第 2 次 世界 大 戦 に よっ て , 工業 が 急速 に 発 
達し , 労働 人 口 の 不足 か ら 身体 障害 者 の 雇用 が 増大 
が OP Dov 2 VAL, pee Lec, Lae 
進出 する よう に な っ た . 連邦 政府 社会 事業 省 の 発表 に 
よる と , 盲人 の 就学 状況 は 次 の 通り で ある . ① 特 設 盲 
人 工場 500 A, ② 一 般 工場 400 人 , @ 家庭 内 手工 業 
100 人 , ④ 自 家 営業 60 人 , ⑤ 会 社 役員 20 人 , ⑥ 自 由 
業 50 人 (国会 議員 , 新聞 記者 , 音楽 家 , 秘書 , 弁護 
士 を 含む ), ⑦ そ の 他 70 A, 計 1200 人 で ある . この 
ほか 約 300 人 が , いろ いろ な 保護 施設 に 収容 され て , 
簡易 な 手工 業 を 行なっ て いる . COMO BAOKE 
は , 小麦 , 砂糖 , コ ユ ュ ナツ な どの 袋 の つめ か え ., 煙草 
の 袋 入 れ , 藤 細 工 , ブラ ン , マッ ト , 家具 の 製作 , 製 
A, お も ちゃ 製作 な どか ら 電 話 交 換 , 電話 セー ルス , 
RAT, 旋盤 操作 , 音楽 , 店 員 , 印刷 , 新聞 販売 な ど 
な ど 広範 囲 に わた っ て いる . メル ボル ン の 作業 場 で 
は , 工作 機械 や 精密 機械 を 入れ , 部 品 の 組立 て も 行 な 
っ て いる . 最低 賃金 制 が 確立 され て いる の で , 21 歳 
以上 の 労働 者 は 週給 15 ポン ド ( 約 1 万 2000 円 ) が 保 
証 さ れ て いる こと が 注目 に 値する . (今井 秀雄 ) 


オー スト リプ ア 共 和 国 


[福祉 〕 盲人 年 金 は 最低 月 額 450 シリ ング (1 シリ 
ング は 14 円 ) HSH, 働く 意志 さえ を あれ ば だ れ で 
も 働く こと が で きる . 爆弾 で 両手 を 失 な っ た 盲 女性 さ 
え 電 話 交 換 手 と し て 働い て いる ケー ス が ある . Ek, 
盲人 は すべ て 録音 機 を 無料 で 給 され る . 

[Me] 1804 年 , ウィ ー ン に お いて ヨハ ン ・ ウ ィ 
ル ヘ ルム ・ ク ライ ン に よっ て 始め られ だ た . クラ イン は 
針 文字 の 創案 者 と し て 知ら れ て いる . 3 代目 の 校長 ペ 
ブラ セ フ は 第 1 回 ヨー ロッ ペ 盲 教育 者 会 議 を 主催 し , 
4 代目 校長 アレ クサ ンダ ー・ メ ル は 盲人 事典 (Ency- 
klopadisches Handbuch des Blindenwesens. 1900) 
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を 編集 刊行 する な ど , か が や か し い 歴史 を も っ て い 
る . 現在 この 国 に は , ウィ ー ン , その 他 に Bers 
4 校 あ り , 6 歳 か ら 14 歳 ま で 初等 教育 を 授け , 4 年 
間 の 職業 教育 を 行なう . ウィ ー ン と グラ ッ ツ の 盲 学校 
に は 幼稚 部 が ある . 1885 年 , ヘル ナル ス に 盲 幼 児 の 
ホー ム が 設立 され , 盲 学校 へ の 就学 準備 を 行なっ て い 
る . な お , 義務 教育 制度 は 実施 きれ て いな い . 
[職業 ] 盲人 の た め の 作業 場 が 7 カ所 に ある . ブラ 
Sy BADD bs Ry PORES Kw Bey EF 調 
律 。 タイ プ , 電話 交換 , 販売 な ど に 従事 する 者 も あ 
る . 電話 交換 手 が 特に 多く , 100 人 以上 に 達する と い 
De (今井 秀雄 ) 


オラ ンダ 王国 


[福祉 ] 18 歳 以上 65 歳 まで の 盲人 で , 労働 に よっ 
て 生計 を 立て る こと の で き な い 者 に は , 盲人 年 金 が 支 
給 さ れる . 65 歳 以上 の 者 は 普通 の 老齢 年 金 を 受給 
する . 労働 に 従事 し て いる 者 は , 晴 眼 者 と 同様 の 社会 
保障 が 適用 され る . 3 人 の 福祉 司 が 成人 盲 の 精神 問題 
や 就職 問題 を 取扱 っ て いる こと , フィ リッ プ 社 が 盲人 
に 38 ペー セン ト の 割引 き を し て 録音 機 を 提供 し て い 
る こと , グラ ー ベ の 図書 館 が 全 世 界 の 盲 人 に テー プ の 
SL & fine Gi sees. eA a Ad 雑誌 
* Kontakto ’ が 発行 さき まれ て いる こと な ど が 注目 され 
る . 

[教育 〕 盲 教育 は 1808 年 , アム ステ ルダム に お い 
て 始め られ た . BE, 盲 学 校 は 4 校 , 児童 ・ 生 徒 の 総 
数 は 670 人 , 教員 数 は 約 60 人 で ある . 義務 教育 制 は 
実施 ほれ て いな い が ., 就学 率 は 高い . 全盲 教師 の 少な 
い の が 特色 で ある . 盲 学校 で は 初等 教科 の ほか , 手 仕 
事 , 音楽 , 速記 タイ プ , 商業 通信 , 軽 機械 技術 , 裁 
4, 編物 な ど を 教え て いる . ハレ ン に は 重複 障害 児 の 
施設 が ある ほか , ウイ テル ハイ デ に は , 1951 年 , 8g 
視 児 の た め の 学校 が 開設 され , 約 60 人 が 通学 し て い 
る . これ ら の 学校 は 全国 的 組織 を も ち , 相互 に 協力 し 
で て My る 。 

[職業 ] 盲人 の た め の 授 産 所 , 盲人 部 門 を も っ た 保 
護 授 産 所 , 他 の 障害 者 と 共に 働く 授産 所 の 3 種類 の 投 
産 所 合わ せ て 計 14 あり , 約 1100 人 の 盲人 が 労働 に 従 
事 し て いる . この ほか , 自家 営業 (主として た ば こ 屋 ) 
80 人 , 一 般 工場 労働 者 約 450 人 , 事務 的 業 務 従 事 者 
約 600 人 が 就労 し て いる . Eh, 音楽家, マッ サー ジ 
師 , ピアノ 調律 師 , 社会 事業 家 な ど , 合わ せ て i 25 








人 いる . 現在 , 最も 人 気 の あ る 職種 は 電話 交換 手 で , 
約 200 人 が 大 企業 で 働い て いる . マッ サー ジ 師 は 医師 
が 好意 を も た な い の で 比較 的 少な い . (今井 秀雄 ) 


(eth) AB 700 万 人 中 , 盲人 は 約 5 万 5000 人 と 
推定 され て いる . し か し , 1960 年 の 調査 に よれ ば , 
5650 人 の 盲人 が 登録 され て いる に 過ぎ な い . 失明 原因 
の ほとん と ど と が 河 盲 (river blind) で ある . これ ら の 盲人 
の 職業 的 リハ ビリ テー ショ ン と し て 1963 年 , アク ラ に 
工業 補導 部 が 設立 され た . この 工業 補導 部 (に 他 の 身体 
Peewee LI, oo, テー ブル Ay Peewee 
木工 場 が 設け られ , 同年 末 , 職業 訓練 の 結果 すでに 56 
人 が ここ で 雇用 され た . また , 196446, 身体 障害 者 の 
職業 補導 の た め に 1680 ポ ンド が 到 出 され , さら に クワ 
ッ そ の 他 に 農業 訓練 セン ター が 設立 され た . 訓練 を 終 
了 し た 者 は 郷里 へ 帰り , 農作業 , BB, 養豚 な ど に 従 
HPS. な お , 1963 年 か ら 弟 婦人 の た め の 家 庭 訓練 
計画 が 始め られ , 日 常 生活 に 不 自由 な く , ひと り で 炊 
事 や 掃除 を その他 が 行なえ る よ 5 指導 され て いる . 

[教育 】 この 国 の 盲 教育 は , 1936 年 , ス ュ ッ ト ラ 
ンド の 宣教 師 こよ っ て 始 め ら れ た . 1960 年 現在 の 児 
童 ・ 生 徒 数 は 65 人 で ある . 長い 間 , BAB, Por 
い 者 と 思わ れ て いた 盲人 が , よう や く 社 会 の 有用 な メ 
ン バ ー と な る と と が で きる と 考え られ ie きた の 閥 可 生 
学校 増設 の 機運 が 高まり つつ ある . (今井 秀雄 ) 


あみ. 上 る 


[福祉 」 カナ ダ で は 人 口 2100 万 人 中 , 盲人 登録 数 
は 2 万 7431 人 (1970 年 ) で あ る . 18 歳 以 上 の 盲人 
で , 労働 月 収 45 ドル 以下 の 者 に 対し て は , 月 額 55 下 
ル の 年 金 が 放 給 され る . Eh, 年 金 受給 者 は 無料 で 診 
察 を 受け る こと が で きる が , 楽 価 は 区 払わ な けれ ば な 
ら な い . 国 か ら の 年 金 の ほか に , カナ ダ 盲 人 福祉 協会 
( Canadian National Institute for the Blind=CNIB) 
DED BA RICLSRAMRO XG wT Tr a TW 
oe 

盲人 の 選挙 投票 に 関し て は , 選挙 法 で 決め られ て い 
る よう に , 晴 眼 者 の 介添 人 と いっ し ょ に 投票 所 に 行っ 
て , 用 紙 に 自分 の 選ん だ 立候補 者 の 名 前 を 記入 する こ 
と が で きる . | 

1898 年 以来 , 盲人 を 対象 と する 点字 書 , ムー ンタ 
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イプ 本 , サー モ フ ォ ー ム , テー ジ 図 書 に 限り 郵便 料金 
は 無料 で ある . これ は 他 の 諸 外 国 に 先がけ て カナ ダ が 
最初 に 行なっ た も の で ある . 

CNIB は 1918 年 に 設立 され た カナ ダ 唯一 の 盲人 事 
業 機関 で あり , すべ て の リハ ビリ テー ショ ン ・ サ ー ビ 
ス を 提供 し て いる . CNIB は リハ ビリ テー シュン の た 
め の 機 関 と し て 全国 職業 指導 ・ 訓練 セン ター (Nat- 
ional Vocational Guidance & Training Center) を 運 
営 し て いる . この セン ター に は 41 人 の 訓練 生 を 収容 
で きる 寄宿 舎 が ある . 社会 的 リハ ビリ テー ショ ン と ア 
ジャ スメント (失明 へ の 適応 ) 訓練 テー ス の 訓練 期間 
は 平均 3 カ月 で ある . し か し な が か がら, 訓練 に は 個人 の 
ニー ド を 十分 考慮 し た うえ で , 柔軟 性 の ある 方 針 を と 
Oe er icO7eD, あき に は 6 み カ月 以 攻 1 年 ぐら い 
か か る 人 も ゃ も 出 て くる . 

[教育 ]〕 1860 年 に カナ ダ 最 初 の 盲 学校 が 創立 され 
た . 1971 年 現在 , 盲 学校 は 6 校 あ り , その 在籍 数 は 
小学 校 550 A, 中 学校 200 人 CHS. ASE は 無償 
で , 保護 者 は 児童 の 被服 細 だ け を 負担 すれ ば よい . 

数 多く の 地方 で 統合 教育 が 実施 きれ て お り , 16 KK 
以下 の 弱視 児 は 普通 校 に 通 9.、 オン タリ オ だ け に 限っ 
て いえ ば , 252 人 が 普通 校 に 通っ て いる . CNIB と 州 
の 特殊 教育 課 は 弱視 者 に 普通 校 の 授業 で 使う 拡大 教科 
書 を 提供 し て いる . : 

大 学 に 進学 する 者 は , 協会 か ら AMS OS HSN 
る . な お , 特に 優秀 な 者 は 入学 し た 大 学 か ら も 奨学 金 
Dacha SHH. 1971 年 現在 , BAA の 数 は 270 人 
で ある . 

盲 幼 児 の た め の 特 別 の 幼稚 園 や 保育 所 は な い . か れ 

ら は 普通 児 の 幼稚 園 に 入る の で , CNIB は 盲 児 を 受 持 
つ 保 母 に 指導 法 を 教え て いる . 
[職業 ] CNIB は 盲人 に 自活 し 得る 職 を 与え る こと 
を 主 目的 と し , COMO 盲人 就労 に 果たす 役割 は 大 
きい . 同 協会 は ① 職 員 や カフ ェ テ リヤ , スタ ンド の 従 
業 員 と し て 約 1000 人 を 雇用 し , ② その 管理 する 作業 
所 や 家庭 内 作業 場 で 約 700 人 を 就労 させ て いる ほか , 
⑧ 約 5000 AXE TBC HEL TWA. ② の 作業 は , 
RL, 編物 , かぎ針 編み な ど が 多い . 

その は ほ か, 吾 人 就労 者 は 次 に 示す 通り で ある . 管理 
者 29 人 , 経営 者 48 人 , 牧師 15 人 , コン ピュ ー タ ー 
の プロ グラ マー 37 人 , 経済 学者 4 人, 小 ・ 中 ・ 高 等 
学校 教員 23 人 , カレ ッ ジ お よび 大 学 教師 24 人 , 盲 学 
校 教員 24 人 , 技術 者 9 人 , 保険 ・ 不動 産 従業 者 11 
人 , テレ ビ ・ 新 聞 ・ ラ ジオ の 記者 13 人 , 物理 療法 師 


30 人 , 心理 学者 47 人 , 広報 関係 担当 者 4 人 , 音楽 家 
お よび 音楽 教師 47 A, CNIB 職員 995 A, 非常 勤務 
の 売店 販売 人 544 人 , 工業 約 140 人 , 速記 タイ ピス ト 
35 人 (政府 , 工業 方 面 ), 電話 交換 手 12 人 な いし 20 
人 , ピア ノ 調 律師 80 人 な ど . 最近 で は , XX 線 写真 現 
像 技師 , 食品 工業 の ュー ヒー 品質 検査 人 な どの 職業 の 
研究 が 進め られ て いる . (今井 秀雄 ・ 橋 本 洋子 ) 


キュ ー バ 共和 国 


[概況 ]】 ハバ ナ に 寄宿 制 盲 学校 が 1 校 あ る . 現在 な 
お 盲人 団体 は な い . 40 人 を 収容 する 職業 訓練 セン タ 
ー が ある . 革命 前 , 200 AMIROBAD, 慈善 団体 が 
経営 し て いる いく つか の ホー ム に 住ん で いた が , か れ 
ら は こじ き を し , その も らい 物 の 9 割 を 団体 に 供出 し 
な けれ ば な ら な か っ た . 昔 命 後 , これ ら の ホー ム を 教 
育 省 が 接収 し , 同省 が すべ て の 身体 障害 者 保護 の 仕事 
を 担当 する こと に な っ た . アメ リカ の 経済 封鎖 以来 盲 
人 を 就労 させ る こと は 容易 で は な い . 最近 , 紙箱 工場 
に 10 人 の 盲人 を 就労 きせ た こと が 目立つ 程度 で ある . 

| (今井 秀雄 ) 


ギリ シャ 王国 


[概況 ] 盲 教育 は 1907 年 , アテ ネ の 近郊 で 始め ら 
れ た . その 後 , 1950 年 に な っ て , 北部 地方 の 背 人 の 
た め に , サロ ニカ 盲 学校 が 増設 され た . 修業 年 限 は 6 
年 で 一 つ は 養鶏 ・ 農 業 を , 他 は 手工 芸 を 教え て い 
る . 収容 定員 は 両校 と も 100 人 で ある . 

1932 年 に 設立 され た ギリ ン シ ャ 盲人 協会 は , 会 員数 
300 人 に 過ぎ ず , 大 し た 活動 も し て いな い . 1946 年 
ライ ト ハ ウス が 設立 され , 成人 盲 の 福祉 を 目的 と し 
Ct, ① 点字 印刷 所 の 設置 , ② 作業 場 の 設置 , ③ 老 人 
ホー ム の 創設 を , その 事業 と し て か か げ ば て いる が , 資 
金 不足 の た め , ③ は まだ 実現 し て いな い . 作業 場 に は 
15 人 程度 の BAD, ほう き や ブ ラン を 作り , 官庁 に 
上 買上 げ て も ら っ て いる . 

アメ リカ ・ ギ リン シャ 友好 協会 に よっ て , 盲人 の た め 
の 農学 校 が セ ポ リヤ に 設立 され た こと , 最近 , AWS 
人 更生 セン ター な ら び に 盲目 孤児 収容 所 が 作ら れ た こ 
と が 注意 を ひく が , この 国 の 盲人 の 生活 状況 は , 一 般 
に よく な いよ う で ある . 戦争 失明 者 が 国 か ら 年 金 を 受 
ける 以外 , 一 般 盲 人 に は 何ら の 特典 も な い . し た が っ 
て , アテ ネ の 盲人 で 生活 し 得る だ け の 収入 の な い 者 
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は , 街頭 で 音楽 を 奏し て あわ れ み を を うり 者 も 少な く な 
ae (今井 秀雄 ) 


グアテマラ 共和 国 


[概況 〕 1945 年 に BADD SH 者 保護 委員 会 が 設立 
され た だ た. これ は くじ の 販売 店 経営 に よる 収益 , 政府 の 
補助 , 篤志 家 の 寄 付 に よっ て 維持 され て いる 民間 団体 
CHA. ぞ の 事業 どじ し で) | HEV eu-F7 B= 
校 , ろう 学校 , 成人 の 盲 ろ う の 更生 セン ター, 作業 
場 , 眼科 診療 所 を 経営 し て いる . Ek, その 吾 仕 部 は 
老齢 の 盲人 や 肢体 不 自由 者 に 補助 金 を 友 給 し て いる . 

(今井 秀雄 ) 


コス タリ カ 共 和 国 


[概況 〕] 1942 年 ユ ス タ リカ に 特殊 教育 学校 が 創設 
され だ. これ は 国立 の 男女 共学 寄宿 学校 で ある . 初等 
教育 , 手工 , 社会 的 更生 訓練 を 施す . 成人 盲 も 収容 さ 
れ て いる . 晴 眼 者 の 中 学校 で 学ん で いる 学生 の 援助, 
職業 あっ せん , BAK, 娯楽 の 提供 , 点字 出版 な ど を 行 
な う 盲人 協会 (1954 年 設立 ) と , 医療 , レン ズ , A 
いつ え を 贈る 盲人 友好 協会 (1949 年 設立 ) が ある . 

(今井 秀雄 ) 


コロ ン ビ プア 共和 国 


(eth) BAMA 1400 万 人 中 約 4 万 人 と 推定 さ 
れ て いる . 1961 年 , ボゴタ に 近代 的 な 盲人 更生 補導 
セン ター が 設立 され た が , 収容 能力 は 25 人 で , 訓練 
期間 は 6 ヵ月 で ある . 開設 後日 は 浅い が , 好成績 を お 
さめ て いる . COMBACHEARD OC, 就労 
状況 は 明らか で な い が , マッ ト つ くり な どの 手工 業 に 
従事 する 者 の ほか , 若干 の 工場 労働 者 が あり , 自由 業 
と し て 最も 多い の は 音楽 家 で , 教師 が これ に 次 いで い 
る . 盲人 年 金 な どの 措置 は な い . た だ , SAHRA 
困 者 約 350 人 に 対し , 3 ヵ月 ご と に 小額 の 補助 金 を 到 
給 し て いる に 過ぎ な い . その うち も 140 人 は らい 盲 で あ 
る . その 他 , 連盟 が 政府 と 協力 し て , BAIC Ali CHR 
を 買わ せる よう 配慮 し て いる こと が 注目 され る ぐら い 
CHS. 

(AA) COMICAL 6 校 あ り , 児童 ・ 生 徒 
総数 は 200 余人 , 教師 数 は 約 40 人 で ある . これ ら の 
学校 は ろう 学校 と 併設 で ある . いち お う 義 務 教 育 に は 





な っ て いる が , 強制 は され て いな い . 教員 の 全部 が 盲 
人 で ある 学校 が 1 校 あ る . 1 校 は ロー タリ ー ク ラブ に 
よっ て 維持 経営 され て いる が , 他 は 政府 か ら の 補助 を 
得 て い る . 最も 古い メデ リン の コロ ン ビ ア 盲 ろう 学校 
で さえ を , 1923 年 の 創設 で , 他 の 5 校 は いずれ も それ 
以後 に 設置 され た も の で ある . (今井 秀雄 ) 


が Pa Gey 


[概況 ] トラ ュー マ が は び こ っ て いる の で , BAA 
口 の 比率 は きわ め て 高い . 1964 年 現在 , リヤ ド , メ 
YR, フフ ー フ , ア ネ ジ ア の 各地 に , それ ぞ れ 1 ヵ所 
の 盲人 訓練 セン ター が 設け られ て いる . セン ター は 青 
少年 に 初等 教育 を 施 す と と も に , 20 歳 以 上 の 者 に 職 
業 教育 を 行なっ て いる . リヤ ド の セン ター だ け に 中 等 
教育 課程 が 併設 され て いる が , この 課程 に 在学 し て 
いる 者 は 11 人 で ある . 初等 教育 課程 に ある 者 は 合計 
267 A, 職業 課程 に ある 者 は 322 A, 教職 員 は 合計 
89 人 で ある . 職業 訓練 の 科目 は ほとん ど が 手 仕 事 で 
ある が , この 国 で は 今 の と ころ , 機械 化 に よっ て 大 量 
生産 され る 商品 と 競争 する 必要 が な い の で , 労働 し て 
いる 者 は 自活 で き て いる . 盲人 用 具 は イギリス か ら 輸 
入 さ れる が , 最近 , リヤ ド に 点字 印刷 所 が 設け られ , 
点字 の 教科 書 や 雑誌 が 自国 で 印刷 され る よう に な っ 
Tos 

セン ター に 収容 され 教育 を 受け る 者 は 政府 か ら 毎 月 
27 ドル , 職業 訓練 を 受け る 者 は 毎月 34 ドル が 序 給 さ 
れ , 通学 する 者 に は フリ ー パ ス が 与え られ て いる . 
1959 年 , セン ター の 経費 は 2200 ドル で あっ た が , 5 
年 後 の 1964 年 に は 77 万 ドル 以上 に 増大 し て いる こと 
に よっ て , 盲人 の 教育 と 更生 に 対す る 熱意 の ほど を 25 
PPPs Die IOS Oi (今井 秀雄 ) 


ザン ビア 共和 国 


[概況 ] AF 248 万 人 中 盲人 は 約 2 万 人 と 推定 され 
て いる . 1961 年 , 政府 は 盲人 委員 会 を 設立 し て , 教 
BL, 職業 上 に 新しい 機運 を 盛り 上 げ , 一 般 民 衆 の 関 
心 を 盲人 福祉 に 向け させ る 努力 を し て いる . 同年 の 登 
BAIL 1100 人 で あっ た が , 大 多数 の 盲人 は ル ア プ 
ラ お よび 北部 地方 に 住ん で いる た め , この 数 字 は 全盲 
人 数 の 一 部 に 過ぎ な い . 盲人 委員 会 と 英 連 邦 盲 人 援護 
協会 (RCSB) の 自動 車 隊 が 和 失明 原因 調査 の た め , 3 
年 間 に 7 万 1000 マイ ル を 走行 し て , 8000 の 成人 と 2 
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万 9000 人 の 児童 を 診察 し た 結果 , 生活 水準 の 低 さ が 
天然 瘍 や ハシ カ と 重なっ て 失明 する の が 主要 な 原因 で 
ある と いう こと が わか っ た . 

1964 年 , 盲人 農村 セン ター が サン クリ カン ダ に 設 
置 さ れ た . ここ で 9 ヵ月 間 訓 練 を 受け て 絡 里 に 帰り , 
地区 委員 の 責任 で 社会 復帰 で きる よう 指導 援助 され , 
また だ た, 農業 セン タニ で 働い て いる と いう . 

カン ボア 農 業 セ ンタ ー で は , 120 人 の 盲人 が 400 へ 
クタ ー ル の 農場 で 働き , トマ ト , と う も ろ こ し , バナ 
ナ , ポテ ト , キャ ベツ , 豆 , みか ん お よび 切花 な ど を 
栽培 し て 大 き な 成 果 を あげ て いる . COMA MAG 
も あり , 次 第 に 拡大 され つつ ある . (今井 秀雄 ) 


ジャ マイ カ 


[概況 ]】 人 口 163 万 人 中 , BA Uh 3200 人 で あ 
る . 盲 学校 は キン グスト ン に あり , 小 規 模 な が ら 中 学 
部 が 併設 され て いる . 児童 ・ 生 徒 数 は 84 人 , 教員 数 
は 10 人 で ある . 才 世 軍 が 管理 する 授産 所 が あり , a 
ュ ヤ ン シ の 皮 の マッ トレ ス を 作っ た り , と う 細 工 , &K 
物 , 木工 な ど に 従事 し て いる . 損 困 な 者 に 多少 の 援助 
が ある ほか , 福祉 措置 は 講じ られ て いな い . 救世 軍 は 
育 婦 人 ホー ム を ゃ 管理 し て いる . (今井 秀雄 ) 


シリ ア ・ ア ラブ 共和 国 


[概況 ] カイ ロ の 訓練 課程 を 終え を た シリ ヤ 人 が , 
1956 年 , ダマ スカ ス に ヒ 盲 学校 を 設立 し , 19574, 
医師 組合 が アレ ッ ポ に 別 の 1 校 を 設立 し た . アレ ッ ポ 
に ある 盲人 作業 場 は , アル メニ ア 聖 公会 に よっ て 設立 
され た も の で ある . ベイ ルー ト の 盲人 ミッ シュン スク 
ー ル で 訓練 を 受け た 盲人 が , と うい す 張 りや バス ケッ 
ト 作 り に よっ て 生活 費 の 半分 を 得 て いる . ラ タ ク イ 
ナ の た ば こ 工 場 に は 25 人 の 盲人 が 雇用 され て いる . 
1958 年 , ダマ スカ ス に 盲人 更生 補導 所 が 設置 され た , 
1961 年 現在 で 12 の 盲人 福祉 協会 が ある が , その は ほ と 
ん ど が 固有 の 事務 所 も な く , それ ぞ れ 別個 に 活動 し て 
いる た め , 強力 な 活動 と し な っ て いた ない. 

特殊 な 設備 , 器具 , 材料 は も と より , 訓練 要員 お よ 
び 盲 人 の 教育 と 訓練 を , どの よう に し て 有効 に 発展 さ 
せる か に つい て の 指導 助言 を 必要 と し て いる . 現在 の 
と ころ , 基本 的 な 訓練 設備 は アメ リカ 海外 盲人 援護 協 
会 の 寄贈 を 得 , 訓練 要員 は 講習 に よっ て 養成 し て い 
る . 





1959 年 に 公布 の 法律 に よっ て 点字 印刷 物 の 郵便 料 
金 免除 , 盲人 用 器具 の 関税 免除 な ど が 規定 され た . な 
お , 1962 年 , 5 万 平 放 メー トル の 敷地 に , 本 館 ・ 講 
堂 ・ 体 育 館 ・ プ ー ル ・ 競 技 場 ・ 実 習 園 ・ 寄 宿舎 を 備え 
た モデ ル 校 舎 の 建築 が , 3 億 5000 万 円 の 了 予算 で 着工 
され , その 完成 の た め に は 15 億 円 を 必要 と する と い 
われ て いる . (今井 秀雄 ) 


ジ シンガポ ー ル 


[福祉 〕) シン ガ ポ ー ル で は 1968 年 に は 1260 ADG 
人 が 登録 され て お り , 晴 眼 者 と 同様 の 社会 保障 が ある 
ほか , YY TR—-V BARBS (Singapore Associ- 
ation for the Blind) か ら 家 族 の 長 で ある 全盲 者 に , 
1 ヵ月 10 ドル の 手当 が 到 給 され て いる . 税 の 減免 に 
つい て は 問題 に な ら な い . それ ほど 盲人 は 貧 視 の 状態 
に ある と いう こと で ある . 困窮 の 極 に ある 少数 の 盲人 
に は , 協会 が 1 人 月 額 3 ドル 50 セント の 補助 金 を 加 
給 し て いる . EK, 盲人 の つえ と バス 無料 乗車 用 の べ 
ッ ジ が 交付 され て いる . 盲人 用 の ホー ム は 設置 され て 
いな い が , 協会 の 有志 が 盲人 家庭 を 訪問 し , 若干 の 援 
護 を 行なっ て いる . 

1951 年 に シン ガ ポ ー ル 盲人 援護 協会 が 設立 され た . 
協会 は 寄付 金 や バザー の 収益 に よっ て , 年 間 8 万 6000 
ドル 余 の 収入 が ある の で , これ に よっ て 手当 や 補助 金 
の 区 給 の ほか , 学校 を 経営 し た り , 訪問 教師 を 派遣 し 
た り , 身上 相談 を 行なっ た り し て いる . 

罰 私 ビ サチ ーション 区 つい て は 。 学校 を 卒業 し た 
者 , また 中 途 失 明 し た 者 は 協会 が 経営 する 産業 訓練 セ 
ンタ ー (Industrial Training Centre=ITC) で 訓練 
を 受け る こと が で きる よう に な っ て いる . そし て 一 般 
の 工業 , 商業 の 職場 で 独立 し た 労働 者 と な っ て 就業 で 
XD LACE RNE EATS. ここ で は 訓練 の 結 
果 , 自立 ある い は 半 自 立 の 可能 性 の ある 者 を 選考 し て 
入所 させ て いる . 訓練 セン ター に 不向き な 者 , また は 
老齢 の た め 入所 で き な い 者 は , 家庭 訓練 施設 や ケー ス 
ワー ク を 設け て , か れ ら が 自分 の ハン ディ キャ ッ プ を 
自覚 し て 環境 に 順応 で きる よう 援助 を 行なう . 訓練 を 
終え た 盲人 は 修了 試験 を 受け な けれ ば な ら た な い . 

[教育 シンガポール で は , 晴 ・ 衣 と も に 義務 教育 
は 実施 され て いな い が , 盲 児童 ・ 生 徒 に は 6 年間 の 初 
等 教育 と , 奨学 金 に よる 中 等 教育 が 行なわ れ て いる . 
盲 児 の 中 等 教育 は 1967 年 に 開始 し た ば か り で ある . 
Bald 6 歳 か ら 16 歳 まで 盲 学校 に 入学 する . 在学 数 
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は 54 人 で ある が , その 大 半 は 寄宿 舎 に 入っ て いる . 
初等 学校 6 年 間 の 教育 を 修了 LER, 普通 学校 の 児童 
と 共に 公立 初等 学校 卒業 試験 が 受け られ る よう な カリ 
キュ ラム 編成 が な され て いる . 盲 学校 に は 知恵 遅れ の 
育児 と , 強 視 児 の た め の 二 つの 特殊 クラ ス が ある . 各 
クラ ス に 約 10 人 の 生徒 が 就学 し て いる . 盲 学校 を 卒 
業 し た 者 で 適性 の ある 者 は , マレ ー シ ア の ガー ニー 生 
活 ・ 職 業 訓練 セン ター に 送ら れ て 電話 交換 の 訓練 を 受 
WS. Ek, 盲 ろう 者 は 12 歳 ま で 教育 し , それ 以後 
は アメ リカ で 訓練 を 受け させ て いる . 

[職業 ] 21 蔵 以 上 で 一 般 教 養 が あり , 通勤 可能 な 
者 は , 授産 所 で 訓練 を 受け , バス ケッ ト , 木工 な どの 
作業 に 従事 し て いる . その 数 は 20 数 人 で ある . らら 
な い , さら 洗い な ど に よっ て 収入 を 得 て い る 者 が , そ 
れ ぞ れ 数 人 いる . ほか に 盲人 協会 に 雇用 され て いる 者 
3 人 , 電話 交換 手 2 人 が 労働 に 従事 し て いる に 過ぎ な 
UN. (今井 秀雄 ・ 橋 本 洋子 ) 


スイ ス 連 邦 共和 国 


[福祉 」 人 口 550 万 人 中 盲人 は 約 3500 人 と され て 
いる . この 国 に お いて は , 雇用 主 が 給料 変 払 額 の 0.8 
パー セン ト の 強制 拠出 と , 給料 生活 者 が その 給料 の 
2.4 ペー セン ト の 拠出 に よっ て , 老齢 と 障害 に 対す る 
保障 が 行なわ ち れ て いる . 老齢 年 金 は 男子 65 歳 , 女子 
62 歳 か ら 区 給 さ れる . 盲人 の 所 得 税 は 年 所 得 額 か ら 
900 フラ ン (1 フラ シン は 82 回) が 挫 際 きる 自ら 
生計 を 立て る こと の で き な い 盲人 に は , 年 金 が 到 給 さ 
れる ほか , 作業 場 の 付設 され た 育 人 ホー ム が 6 ヵ所 あ 
る . この ほか に , BABES 3 と 異常 盲人 収容 所 1 が 
HA. 盲人 の 電話 架設 費 が 無料 で ある こと が 特筆 され 
る . チュ ェ ュー リヒ の 盲人 博物 館 , スピ ナス の 休息 の 家 な 
Eb, この 国 の 誇り 得る る の と いえ よう. 

[教育 〕] 1809 年 創立 の チュ ー リ ッ ヒ 市立 盲 学校 の 
ほか 私 立 盲 学校 が 5 校 あ る . チュ ー リ ッ ヒ 人 盲 学校 は 公 
立 で ある が , 全校 生 わ ず か 8 人 と いら 小 規模 な も の で 
ある . 学年 は 小 ・ 中 学 で , 学年 に より 2 人 の と ころ も 
あれ ば , 生徒 の いな い 学 年 も ある . 全盲 児 は 2 人 で , 
6 人 は 弱視 児 で あり , 全員 通学 制 で ある . 常勤 の 教師 
は 校長 1 人 で , 管理 ・ 授 業 ・ 昼 食 の ホス ト 役 , スク ー 
ル バ ス の 運転 まで や っ て いる . ほか に 2 人 の 講師 が 英 
語 と 家庭 科 を 担当 し て いる . そし て 週 に 3 一 4 時 間 ず 
つ 近 くの一 般 学 校 に 行っ て 共学 し て いる . 

この ほか ベル ン に は ズー リュ ウラ フェン と いう 私 立 言 


学校 が か あり, 6 ~16 KO 盲 児童 60 人 が 教育 され て い 
る . また , ロー ザン ヌ に は フラ ンス 語系 の 盲 学校 と , 
重複 障害 盲 児 の 学校 が あり, セン ト ・ ガ レン に は 人 金属 
労働 者 養成 の 職業 学校 が ある. | 
[職業 〕 B2KAMDV ALES es CH < BAIL 
少な か っ た が , 現在 で は Baa, 速記 タイ ピス 
ト , 通信 員 , 事務 員 , 石けん 工場 工員 , 金属 電気 器具 
工場 工員 と し て 働い て いる 者 が 多い . また , BEM, 
マッ サー ジ 師 , 音楽 家 , 新聞 記者 , BEAR, テレ ビ ・ 
ラジ オ の 解説 者 な ども 少数 いる . (今井 秀雄 ) 


スウ ェ ー デ ン 王 国 


[福祉 』 スウ ェ ー デ ン に お ける 盲人 人 口 は 約 1 万 
5000 人 CHS. そし て 毎年 400 人 近く が 和 失明 し て い 
る . この 国 で は 63 mea CAH し た 者 で , 老齢 か ま 
た は 若く し て 退職 し た 人 や , 施設 で 終身 保護 を 受け て 
いな い 重症 身体 障害 者 を 対象 に , 年 額 1800 クロ ナ 
(1 クロ ナビ 69 円 59 銭 ) の 障害 補助 手当 が 給付 され 
る . また , BA の た め に 3600 クロ ナ の 障害 補償 金 も 
認可 され て いる . 税金 に 関し て は , 年 金 受給 者 は 免除 
され る . 税金 の 控除 申請 は 普通 , 糖尿 病 に か か っ て い 
る 人 を 対象 と し て いる . と いう の は , 病気 の た め に 生 
活 費 が か さむ か ら で あ る . 盲導犬 を も っ て いる 人 は , 
犬 を 飼育 する の に 経済 的 負担 が か か る と いう 理由 か ら 
減税 を 認め られ て いる . な お , 障害 補償 金 は 無税 で あ 
の 

市 町 村 で は , 年 金 受給 者 の 到 払 う 家 賃 に 応じ て 特別 
の 住宅 手当 を 区 給 し て いる . これ ら の ほか , スウ ェ ー 
デン に は 「 盲人 の 日 」 が 設定 され , 社会 に 啓蒙 し 援助 
を 求め て いる . また だ た , スト ッ ク ホ ルム 郊外 の ノー ル バ 
ッ カ に は 女子 の た め の 老 人 ホー ム が あり , 各地 に 授産 
所 , 盲 女子 ホー ム , 盲 児 と 盲 女 子 の た め の 休 息 の 家 , 
盲 学生 の た め の 図 書館 , 留学 資金 財団 な ど が ある . 就 
職 あ っ せん 機関 と し て は 1917 年 に マル ガレ ー タ 王女 
労働 委員 会 が 設立 され た . 

スウ ェ ー デ ン に は 中 途 失 明 者 の た め の リ ハビ リ テ ー 
シュン ・ セ ンタ ー が 5 カ所 あり , それ ら は 国家 の 手 で 
管 理 さ れ て いる . 学生 は 学校 に 住む の で は な く , 4~ 
5 人 の グル ー プ で セン ター の 所 在 地 に 近い 町 か 都市 の 
ホス テル な ど に 住む . 学生 は まず アジ ャ スト メン ト 
(失明 へ の 適応 ) ュー ス に 入る . 課程 の 修了 期間 は 個 
人 に よっ て 異な る が , 最大 限 で 9 ヵ月 で ある . それ か 
ら 職 業 訓練 が 行なわ れる が , これ は 個人 が 希望 する 職 
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種 に よっ て 訓練 期間 は まち まち で ある . た と えば , 金 
属 職 工 は 11 AA, 事務 職員 は 1 カ年, ブラ ン 作 業 工 
は 60 週間 の 訓練 期間 を 必要 と する . 4 カ所 の セン タ 
ー は 年 平均 約 40 人 が アジ ャ スト メン ト ・ ュ コー ス の 訓 
練 を 受け る . あと の 1 カ所 の セン ター は 受容 数 が その 
半分 で ある . それ ら は 合わ せ て 年 に 175 人 の 学生 が 入 
所 する . 1972 年 に は も う 一 つ 増 設 さ れる 予定 で ある . 
また だ た, スト ッ ク ホ ルム 教育 学校 の 特殊 教育 課 で は 形 人 
教師 の た め の 特 別 訓練 を 1 ヵ年 行なう . 

[教育 ] 盲 教育 は 1807 年 , ベル イ (P. A. Berg) に 
よっ て 始め られ た . 最初 は 言 ・ ろ う 貴 いっ し ょ で あっ 
た が , 1879 年 に 分 離し て 教育 する こと に な っ た . 
1896 年 に 義務 制 が 実施 され た . 1971 年 現在 で は , ス 
ウェ ー デ ン に は 寄宿 制 育 学校 が 2 校 あ る . 盲 児 の 総 在 
籍 数 は 小学 校 が 175 人 , 中 学校 が 35 人 で ある . 

スト ッ ク ホ ルム 郊外 トム テ ボ ー ダ に 国立 盲 学校 が あ 
り , 生徒 数 は 150 A, 7 RED 16 MRE CO 10 年 間 教 
育 さ れる が , 学校 当局 と し て は , 9 学年 か ら は すでに 
盲 児 を 普通 校 へ 送出 し て , 晴 眼 児 と いっ し ょ に 教育 を 
受け させ る 方 針 を と っ て いる . か れ ら の 多く は 高等 孝 
育 を 受け る た め に 晴 眼 者 の 寄宿 制 高校 に 入学 する 準備 
を する . いく ら か の 学生 は 大 学 へ 進学 する . また , 他 
の 学生 は 事務 職 に 就く た め の 訓 練 を 受け る . 国 は 教育 
費 か ら 医 療 組 まで 負担 する . 盲 幼児 の た め に は , 保母 
が 家庭 訪問 を し て 両親 に 教育 法 を 指導 する . 14D 
上 に な っ て 和 失明 し た 者 の た め に , クリ スチ ー ネ ハ ムン 
に 男子 の 職業 訓練 学校 が あり, ウプサラ に は アン ナ ・ 
ビク スト リュ ー ム (A. Wikstrém) が 設立 し た 女子 の 
職業 学校 か ある . いずれ も 修業 年 限 は 1 ヵ年 な いし 4 
カ年 で ブラ ン や か ご 作り , 織物 , 編物 , 家庭 科 , ピ 
アノ 調律 お よび 音楽 科 な ど が 設置 され て いる . 

[職業 ] 雇用 庁 の 各州 支所 に は , 身体 障害 者 の 訓練 
と 就労 を 取扱 う 係官 が か いる. 職業 と し て は , 伝統 的 な 
も の の は ほか 書記 , HMR, 食品 販売 者 , 音楽 家 , 牧 
_ 師 , ホテ ル の 経営 者 な ど 多 種 多様 に わた っ て いる . B 
人 の 就業 状態 は , 農業 70 人 (未熟 練 労 働 者 を 含む ), 
工業 374 人 , 商業 224 人 , 専門 職 71 人 , サー ビス 業 
132 人 , 電話 交換 手 10 人 , タイ ビスト 80 人, コンピ 
ュー ター・ プ ブロ グラ マー5 人 , 教員 約 10 人 で ある . 

(石渡 利 康 ・ 今 井 秀雄 ) 
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福祉 」 全国 BABA (Organizacién Nacional de 


Ciegos) の 定款 に , ① 盲 人 自身 と その 家族 に 自活 する 
に 足る 収入 を 得 さ せる , ② 老 齢 弟 人 に 年 金 の 朗 給 を 要 
求 す る , ③ 完 全 医 療 を 要求 する な どの 条項 が あり , 福 
祉 に 関す る 事項 は , 社会 救済 部 の 所 管 で ある . くじ 売 
り が 病気 を し た 場合 , 期間 に 制限 な く , AID 70-8 
ー セ ント に 相当 する 補助 金 が 放 給 され , 慢性 病 と 診断 
され た 場合 , 労働 年 数 に 応じ て 年 金 が 放 給 され る . こ 
れ に よっ て , 全国 盲人 協会 の 事業 目的 が か な り に 実現 
され て いる こと が 認め られ る . 

[教育 〕 盲 教育 は 1820 年 , バル セロ ナ の 通学 制 ろ 
う 学 校 に お いて 始め られ た だ た . LOB, 盲 学校 数 は 14 
BOC LC eds 1938 年 , 政府 の 布告 に よっ て 設立 
され た スペ イン 盲 人 協会 が , すべ て の 盲人 関係 の 施設 
や 団体 を 統合 し た の で , 盲 学校 も その 所 管 に な っ た . 
同 協 会 の 地区 セン ター が 盲 児 の 小学 校 を 造り , そこ か 
ら 選 ば れ た 者 が , マドリ ッ ド , その 他 に ある 4 校 の 中 
学校 の いずれ か に 進学 する . その 収容 能力 を 1000 人 
に する よう 計画 され て いる . 義務 教育 制度 は 1931 年 
に 施行 され た . 

中 学校 卒業 生 は 高等 学校 へ 進学 し , 大 学 進学 の 門戸 
は 解放 され て いる . 1965 年 に は 大 学 へ 進学 し た 者 は 
30 人 で , 全国 育 人 協会 か ら 補助 金 を 与え , 卒業 後 は , 
学校 教師 や 管理 職 に 従事 し て いる . 

[職業 ] 就労 育 人 は 約 1 万 3000 人 と いわ れ て い 
る . その ほとん ど が くじ 売り で ある . か れ ら は 1 枚 1 
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手数 料 を 得る . 独身 で くじ 売り を 始め た ば か り の 者 の 
最低 日 収 は 50 ペソ で ある と いう . Chit, か な りな 
労働 者 の 日 収 に 匹 英 し , 晴 眼 者 に うら や まれ て いる . 
その た め に 向上 心 が そ が れる 結果 に な っ て いる . 次 に 
多い の は 教師 と 盲人 協会 の 職員 で ある . 電話 交換 手 は 
25 人 ほど いる が , マッ サー ジ 師 は 13 人 に 過ぎ ず , 速 
記 タ イビス ト は いな い . キャ ラメ ルル 工場, 石けん 工 
場 , プラン シ エ 場 に それ ぞ れ 50 人 な いし 100 人 が 働い 
で Wi (今井 秀雄 ) 


セイ ロン 


[福祉 」 1971 年 現在 , この 国 に は 約 8500 人 の 盲人 
が いる . か れ ら に と っ て 有効 な 法律 は 制定 され て いな 
WA, 盲人 の 保健 ・ 衛 生 , AA, リハ ビリ テー ショ 
ン , 雇用 , な ら び に 福祉 が 無視 され て いる わけ で は 
な い . か れ ら は , 保健 ・ 衛 生 ・ 社 会 福祉 課 (Depart- 
ment of Health and Social Service) と 民間 福祉 機関 
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と に よっ て 援助 され て いる が , リハ ビリ テー ショ ン と 
雇 用 の 面 で は , 手 の つ けら れ て いな いと ころ が まだ 多 
く あ る . 

セイ ロン に は 中 途 失 明 者 の た め の リハ ビリ テー ン シ 
ュ ン ・ セ ンタ ー は な い が , 政府 に よっ て 管理 され て い 
る リハ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ ー は 2 カ所 ある . 1971 
年 現在 , も う 一 つの リハ ビリ テー シュ ョ ン ・ セ ンタ ー が 
全 セイ ロン 盲人 援護 協会 (All Ceylon Council for 
the Blind) の 援助 に よっ て で きよ うと し て いる . こ 
れ ら の セン ター は すべ て 寄宿 制 で , 電話 交換 技術 , コ 
IVY ROMER, 販売 術 , 包装 の 訓練 が 行なわ れ て 
いる も の も ある し , これ か ら 行 な われ よう と し て いる 
の も ある . 

盲人 ホー ム は 成人 用 の も ゃ の 1 カ所 と , 児童 用 の も の 
数 ヵ所 が あり , 育 老 人 は 一 般 の 老人 ホー ム に 収容 され 
て いる . 

国鉄 旅客 運賃 の 盲人 に 対す る 特典 は , 就学 児童 に 半 
額 , 手引 き 者 に は 4 分 の 3 の 割引 を 認め て いる . 
教育] 1912 年 ,。 マ ウン ト ・ ラ ビ ミ テア (加代 品 有 2 盲 
喧 学 校 が 開設 され , 1946 年 に は 盲 中 が それ ぞ れ 分 離 
Lik, また , 1936 年 に ロー マン カト リッ ク 伝 道 団 が 


ラガ マ に 聖 ミ セ フ 盲 貴 学 校 を 開設 , 1956 年 に は AF 


OB の 援助 で ジャ フナ に も 設立 され た . 

1971 年 現在 , セイ ロン に は 寄宿 制 盲 学校 が 8 校 あ 
り , 小学 校 に は 約 300 人 , 中 学校 に は 約 150 人 の 児童 
・ 生 徒 が 在学 し て いる . 最近 で は 統合 教育 が 進め られ 
TWH. Chit, 1968 年 来 , AFOB の 援助 に よっ て 
ュ ロ ン ボ を 中 心 に 始め られ た も の で , 年 ご と に 各地 方 
へ その 輪 が 広がっ て いる . 普通 中 ・ 高 等 学校 に 通う 盲 
生徒 数 は 中 学校 が 約 150 人 , 高等 学校 が 6 人 で ある . 

弱視 児 に つい て は 特別 の 教育 計画 は な い が , 盲 学校 
に 入学 を 許可 され て いて , 少な く と も 1 校 は か れ ら が 
時 字 の 教科 書 を 読め こと が で きる よう に , 矯正 眼鏡 や 
特殊 レン ズ な どの 惨 視 用 器具 が 備え られ て いる . 

CRE) 布 , 敷物 , 編物 , バスケット, と 2 う 製 品 , 
ヤン な わ , ほう らき , 網 な どの 製作 を 数 カ所 の 授産 所 ま 
た は 家庭 で 行なっ て いる が , その 数 は 約 400 ACH 
る . 1953 年 , ILO の 援助 に よっ て 国立 職業 訓練 所 が 
設立 され た が , その 修了 者 の 平均 月 収 は 日 本 円 で 約 
5000 円 に 過ぎ な い . この ほか 教職 に ある 者 は 10 人 で 
HA. また , 速記 タイ ピス ト が 4 人 , 電話 変換 手 が 3 
人 て 牙 ー 必 師 が AG あの ai 一 あ この が 
ログ ラマ ー や 普通 校 の 教員 は み ら れ な い . この 国 の 特 
異な 職種 と し て 黒鉛 の 選鉱 が か あげ られ る . (橋本 洋子 ) 


ソビエト 社会 主義 共和 国連 邦 


[福祉 ] か つて は 最 下 層 と し て 無視 され た り , あわ 

れ ま れ た だ たり, ある い は , や っ か いも の と し て 扱わ れ た 
りす る こと に よっ て 絶望 的 に ほそ ぼ そ と 生き て きた 盲 
人 が , 1917 年 の 10 月 革命 以後 , 同じ 権利 を も つ 生 産 
的 市 民 と し て の 地位 に の し あがっ た . 革命 前 の ロシア 
に は 30 万 の 盲人 が お り , 労働 に よっ て 生活 し て いる 
者 は , わずか に 493 人 に 過ぎ な か っ た . それ に 比べ , 
1964 年 現在 で は 育 人 口 23 万 人 の うち 就労 育 人 口 は 7 
万 5000 人 . また , 19254, 全 ロ シア 盲人 援護 協会 
(Vserosstskoe Obshestvo Slepykh=VOS) が 設立 
され た 当時 の 会 員 は 100 人 , 資産 は 100 ルー ブル (1 
ルー ブル は 400 円 ) で あっ た が , 1964 年 現在 で は 会 
員 17 万 人 を 越え , 経営 工場 に 働く 盲人 は 4 万 7000 
人 で , その 生産 年 額 は 3 億 ルー ブル に 達し て いる . そ 
LT, これ か ら 得 られ る 多大 な 収益 は 学校 , 作業 場 , 
住宅 , 社会 福祉 施設 の 建築 な ど に 再 投資 され て いる . 
VOS の 発展 が , その まま 盲人 福祉 の 向上 に つなが っ 
て いる と いっ て も ゃ 過言 で は な い . し た が っ て , 教育 の 
面 に お いて ふも , 義務 教育 年 限 の 延長 , 夜間 中 学校 , 通 
信教 育 学校 の 設置 な ど が あり , また , 社会 保険 や 社会 
保障 の 面 に お いて も 注目 すべ きも の が ある . 

1936 年 , スタ ー リ ン の 発布 し た ソ ツ BRBEF 120 条 
(に 「 ソ 同盟 の 市 民 は , 老齢 な ら び に 疾病 お よび 労働 能 
力 喪 失 の 場合 に 物質 的 保障 を 受け る 権利 を 有する . こ 
の 権利 は , 国家 の 負担 に よる 労働 者 お よび 事務 職員 の 
社会 保険 の 広範 な 発展 , 勤労 者 に 対す る 無料 医療 の 提 
供 な ら び に 勤労 者 の 利用 に 供する 広く 行き わた っ た 療 
養 地 の 供与 に よっ て 保障 され る 」 と 規定 され , これ に 
基づい て 盲人 に も 社会 保障 が 実施 され て きた . 1956 
年 10 月 に 改正 され た 国家 年 金 法 に よる と , BAILG 
子 の 場合 , 15 年 働い て 50 歳 , 女子 の 場合 は 10 年 働 
いて 40 歳 に な っ た と き に 年 金 が 放 給 され る . その 額 
は 月 収 の 85 パー セン ト の ほか に , 盲人 加給 金 と し て 
月 収 の 15 パー セン ト が 加算 さき れる. し た が っ て , 規 
定 の 年 齢 まで 働い た 盲人 は , 就労 時 と 同額 の 収入 が 保 
障 さ れる わけ で ある . も っ と も , 月 収 500 ルー ブル 以 
上 の 者 の 加納 金 の 率 は , 500 ルー ブル を 越え る 部 分 に 
つい て は 10 パー セン ト に 押え られ る . 

身体 障害 者 は , 医療 働 専門 委員 会 が 労働 組合 と 社 
会 保障 関係 機関 の 代表 者 の 参加 の も と に , 医学 上 の 資 
料 , 職業 , 年 齢 , 性 別 , 労働 と 生活 の 条件 な ど を 考慮 
LT, 次 の 3 種 に 分 離さ れる . ① 労 働 能 力 を 完全 に 失 
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い , 常時 介護 を 要する 者 , ② 前 者 と 同じ 条件 で , 介護 
を 必要 と し な い 者 , ③ 残 存 能力 を 他 の 職種 に 活用 で き 
る 者 で ある . これ ら の 者 は 障害 者 年 金 の 衣 給 を 受け , 


保護 施設 に 収容 され て 更生 指導 を 受け る . 職業 更生 の 


可能 性 の ある 者 は 作業 場 で 就労 する . 完全 雇用 の この 
国 で は , 障害 者 年 金 より ゃ 一 般 年 金 の 放 給 を 受け る 方 
が 有利 だ か ら で あ る . どう し て も 更生 の 不可 能 な 者 だ 
けが , 終身 , 保護 施設 に 収容 され る . Ek, COMO 
育 人 は 税 を 免除 され て お り , 2 万 3000 人 が 全 ロ シア 
育 人 援護 協会 の 住宅 や 寮 に 住ん で いる . 

盲 老 人 は 希望 に より 国家 の 全額 負担 で 考 人 ホー ム へ 
送ら れる . また , 孤独 な 盲人 は 療養 所 で 十分 な 治療 を 
受け る こと が で きる . 盲 児 の た め に も 完備 し た 保養 所 
が あり , 毎年 1 万 1000 人 ぐら い が こ こ で 楽 し く 過 ご 
IC. *S, 

(AS) 盲 教育 は , 旧 帝 政 ビ ン ア の 和 皇帝 の 招請 に 応 
間 昌 パラ アク タクシン アテ キイ に よら て 。』 4806 年 ,:… ペ テル 


デブ ル グ に お いて 始 め ら れ た だ た. し か し , 1917 年 の 革命 
前 の 学 齢 盲 児 2 万 8000 人 の うち も, 就学 し て いた の は 
900 人 に 過ぎ な か っ た . 


ソビエト 社会 主義 共和 国連 邦 が 建設 され て 以来, 
1931 年 , 盲 児 の 8 年 間 義務 制 実施 が 決定 され た が , 
実現 を 見 な いま ま に 戦 時 体制 に 入っ た . COR, BE 
は あっ た が , 1960 年 の 教育 省令 に よっ て , BRA 
7 歳 か ら 18 歳 まで の 12 年 間 と 決定 され た . 普通 児 の 場 
Gli, 不 完全 中 学校 で 8 年 修学 する が , 盲 児 の 場合 
は この 段階 で 9 年 を 経過 する . この 間 に 一 般 教 科 と 技 
術 の 教育 が 行なわ れる . その 後 は 晴 ・ 盲 と も に 修業 年 
限 は 3 年 で , 一 般 教科 , 一 般 技術 の ほか , 教育 と 生産 
を 結び つけ る 職業 準備 の 教育 が 行 な ち れる. その た め 
に , 盲 学校 は 設備 の 整っ た 工場 と 職業 準備 の 基礎 に な 
る も の を も た な けれ ば な ら ぬ と され て いる . 

この 国 の 盲 学校 は すべ て 寄宿 制 学校 で , 1 学級 の 定 
員 は 12 人 で ある . 両親 が 学校 所 在 地 に 住ん で いて も , 
育児 が 自分 の 家 へ 帰る の は 夜 だ け で , 日 中 は 学校 で 予 
習 を し た り , 復習 を し た り し て 過ごす . 学費 は も と よ 
り , 食費 , 教科 書 費 , 学用品 費 な ど は すべ て 国費 で あ 
る . 盲 幼児 の 教育 に つい て は , 戦前 は そ モスクワ, その 
他 数 カ所 の 大 都市 の 盲 学校 に 幼稚 部 が 付設 され て いた 
Ds, 1960 年 , 法令 に よっ て 学齢 前 育児 数 を 調べ て , 
盲 学校 に 1 年 制 の 幼稚 部 を 設置 する よう に 義務 づけ ら 
eu7e. 

1960 年 現在 , ソビエト に お ける 盲 学校 数 は 62, 1 
校 平 均 200 人 が 就学 し て いる . Ek, 強 視 教育 は 独立 





校 8 校 と , 普通 学校 お よび 育 学校 に 付設 され た 51 の 
弱視 学級 に お いて 行なわ れ , その 生徒 数 は 合計 約 2000 
人 で ある . 寄宿 舎 で は 担当 教師 の 指導 で 宿題 や 音楽 や 
模型 製作 な ど を や っ て いる . 特に 教科 外 活 動 は 個人 の 
必要 に 応じ て 非常 に よく 組織 化 さ れ , 音楽 や 体育 が 重 
視 さ れ て いる . 集団 活動 の 一 環 と し て , ピオ ネー ル や 
ュ ム ソ ツモ ー ル の 組織 が み ら れ る . 工場 と 学校 が 一 体 に 
な っ た 作業 訓練 が 盛ん で , 一 般 に 盲 児 は 在学 中 に 進路 
が 確定 し , それ に 応じ た 徹底 的 な 訓練 を 行ない , 教育 
と 雇用 の 緊密 な 提携 に よっ て , 卒業 と 同時 に 全員 就職 
する . 盲人 の 職業 に 関す る 最近 の 傾向 は , ブラ ン や ズバ 
スケ ッ ト 作 り よ り , ベル ト ュ ン ベ ヤ ー に よる 部 品 の 組 
立て 工 , WHEL, 電気 技師 , ラジ ォ 技 術士 な どの 養成 
に 力 を 注ぐ よう に な っ た こと で ある . Ek, 医療 関係 
職員 (フィ ジ カ ル ・ セ ラピス ト な ど ) や 教師 ・ 法 律 家 
の よう な 専門 的 職業 を 望む 者 は , 中 学校 を 卒業 後 , 国 
家 試験 に 合格 すれ ば 4 年 制 の 専門 学校 や 5 年 制 の 大 学 
に 進学 する こと が で きる . この 場合 も 学費 は 国費 に ょ 
っ て まかなわ れる が , その 額 は 一 般 学生 より 50 ペー 
セン ト 多 く 底 給 さ れる . 大 学卒 業 の 盲人 は 500 Aw 
え , 現に 在学 する 者 は 400 人 に 達する . モス クツ 大 学 
に は 9 人 の 盲人 教授 が いる と いわ れ て いる . BFRO 
ほか 夜間 の 職業 学校 11, 通信 教育 学校 4, 農業 学校 
3, 技術 師 養成 所 3, 盲人 音楽 学校 , マッ サー ジ 学 
校 , 盲 精 薄 児 の た め の 寄 宿 制 学校 な ど が ある . 3~7 
歳 の 就学 前 盲 幼児 の た め に は 幼稚 園 で 心身 の 機能 を 発 
達 させ 就学 の 準備 を する . 特に オリ エン テー ショ ン 
(方 向 定位 ), 感覚 訓練 , 観念 の 世界 の 拡大 , こと ば の 
意味 を 明確 化す る こと な ど に 注意 が 注 が れ て いる . 
[職業 ] 1925 年 , 政府 は 新 経済 政策 の 研究 に 着手 
し , 15 の 共和 国 に それ ぞ れ 育 人 援護 協会 を 設立 さ 
せ , それ に 広範 囲 な 自治 権 を 認め , BACT 4 ret 
業 を 統括 させ る 制度 を 採っ た . これ に よっ て , 全 ロ シ 
ア 盲人 援護 協会 は 盲人 訓練 ・ 生 産 場 を 逐次 建設 し て 生 
産 に 努め た が , 1960 年 現在 で その 数 は 252 に 達し , BW 
盲人 4 万 7000 人 で 1960 種 , 金額 に し て 17 億 ルー 
ブル の 商品 を 生産 し て いる . これ は , 「 能 力 に 応じ て 
働き , 働き に 応じ て 受取 る 」 と いう 社会 主義 経済 の 原 
則 を 適用 し , 盲人 に 適する 仕事 を 盲人 援護 協会 の 独占 
事業 と し , Leb, 政府 の 計画 経済 に よっ て , 生産 し 
た も の は すべ て 政府 に よっ て 買上 げ ら れる と いう 制度 
を 採っ て いる か ら 可 能 な の で ある . 盲人 援護 協会 発足 
の 初期 は , 国 の 助成 に よっ て 運営 され た が , 1966 年 の 
実績 に よる と 3 億 3700 万 ルー ブル の 利益 を 得 て , そ 
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れ が その まま 盲人 住宅 , 盲人 クラ ブ , 保健 セン ター, 
盲人 工場 な どの 新設 や 増設 に 再 投資 され て いる . 

盲人 労働 者 は 最低 賃金 活 に より , 月 額 360 ルー ブル 
以上 の 収入 を 得 て い る . し か ゃ も , 拘束 労働 時 間 は 1 日 
6 時間, 134 36 RID boy Se Clie brew ce 
に な っ て いる . 有給 休暇 も 年 間 30 日 あっ て , HRS 
働 者 より 1 割 な いし 2 割 多い . Ek, 疲労 し や すい 盲 
人 労働 者 に 対す る 配慮 か ら , HORE ARCH, 
時 間 給 制度 を 採っ て いる . EK, ソビエト 最大 の 規模 
を も つ モ スク ワ や レニ ング ラー ド の 盲人 工場 で は , モ 
ー ト ル , FUN, 変圧 機 な どの 電線 加工 を 主 と す る 作 
EN, チェ ル ヤ ビン スク で は , 自動 車 の 座席 クッ ショ 
ン , モー トル の エア フィ ルター の 製作 な どの 新 分 野 を 
開拓 し つつ ある . | | 

育 人 就労 状態 に つい て は 13 万 7000 人 が 労働 に 従事 
し , その うち 知 的 専門 的 職業 に 従事 し て いる 者 が 7000 
人 以上 ある . か れ ら は 工業 , 農業 , 教育 , 文化 , 芸術 な 
ど あ ら ゆ る 国民 生活 の 分 野 で 働い て いる . これ ら の 2 
ち 特 に すぐ れ た 盲人 た ち に は 次 の よう な 人 物 が いる . 

ポン トリ ャ ギン (Pontryaguin) は ソ連 有数 の 数 学 
者 で , 位相 代数 学 の 基礎 を 築い た . か れ の 専攻 論文 
「 連続 群 ] は 国家 賞 を , 「 視 カコ ント ロー ル 理 論 」 で 
は レー ニン 賞 を 与え られ た だ た. その 研究 の 一 つ 「 最 大 値 
原理 」 は 宇宙 開発 の た め の 人 工 衛星 スプ ー ト ニク 打上 
げに お ける 理論 的 背景 と な っ た . 

ズー ボク (V. Zubov) は 物理 学 ・ 数 学 の 学者 で , レ 
ー ニ ング ラー ド 大 学 の 教授 で ある 」 現在 ほ ョ ン ピ ョ モテ 
ター 研究 室 と その セン ター を 指導 し , BAM aves 
ー タ ー の 作業 に 参加 させ る こと に 努力 し て いる . 

ビ ト ー シ キ ン (A. Vitushkin) も また 物理 学 ・ 数 学 
博士 で , 科学 アカ デミ ー 数 学研 究 所 の 上 級 研究 員 で あ 
ih 

ボ チ カ レフ (V. Bochkarev) は 歴史 学 博士 で , 250 
を 越え る 論文 を 発表 し て いる . 

チュ ミロ フ (V. Tikhomirov) は 戦傷 失明 者 で , そ 
の 後 , WAS, 鉱物 学 博士 と な り , 150 に 上 る 科学 論 
文 を 発表 し , 科学 アカ デミ ー 地 質 学研 究 所 で 地質 学 史 
を 専攻 し て いる . 

ロ ピ リン (A. Lopyrin) ゃ も 戦傷 失明 者 で , 生物 学 博士 
と し て 特に 羊 の 飼育 に つい て は 世界 的 に 有名 で ある . 

コ ュ バ レン コ ュ (B.Kovalenko) は レニ ング ラー ド 教 育 
大 学 の 教授 で , 盲 教育 の 専門 学者 で ある . 

スコ ュ コロ ホー ド ワ (O.Skorokhodowa) は 幼児 期 に 視 
力 と 聴力 を 同時 に 和 失い , の ち に 言語 も 失っ た 盲 ろ 2 あ 


者 で ある . 11 歳 の と きか ら 特別 な 教育 を 受け て 言語 
を 回 復 し , 現在 は 女流 作家 と し て , また 欠陥 学研 究 所 
の 上 級 研究 員 と し て 活躍 し , アメ リカ の へ ヘレン ・ ケ ラ 
ー (Helen Keller) と 並べ た た えら れ て いる すぐ れ た 
学者 で ある .「 私 は どの よう に し て 外界 を 知覚 する か 」 
(1947), 「 私 は どの よう に し て 外界 を MEL, 表象 す 
る か 」 (1956) は , 多く の 外国 語 に も 徳 訳 さ れ て いる . 
その 他 , 化学 ・ 物 理学 ・ 数 学 ・ 歴 史 ・ 経 済 ・ 哲 学 の 
分 野 で も 多く の 弟 人 た ち が 学 術 研究 に 精進 し て いる . 
また , 各種 の 発明 ・ 考 案 も な され , マル ゴリ アン は 新 
し い ピ スト ル を 考案 し て いる . 文学 ・ 芸 術 に お いて 
も 偉大 な 精神 的 価値 を 創造 し た 盲 人 た ちがい る . 
小説 「 い か に し て 鋼鉄 は 鍛え られ た か 」 や 「 必 ぎ に 生 
まれ 出 ず る も の 」| の 著者 オス トロ フス キー (N. Ostro- 
vsky) は 世界 的 に 有名 で あり , リャ ザン ツェ フ (V. 
Riazantsev) や ドブ ル ジ ン スキ ー (G. Dobrzhinsky) 
も 多く の 小説 や 戯曲 を 書い て 著名 で ある . Ek, アサ 
ド フ (E. Asadov) は 戦場 で 失明 し た が , その 苦悩 の な 
か か ら 詩 人 と し て 立上り , BS OBRMALE CHS. 
RYY (L. Zum) RET Se AAG eae ee 
— (I. Panitsky) は ア ュ ー デ ィ オ ン 奏 者 と し て 音楽 愛 
好 の ソビエト 人 民 の あい だ に 人 気 が あ る . 

ポリ カル ポ フ (N. Polikarpov) は 作曲 家 と し て , そ 
の 曲 は ラジ オ ・ テ レビ や ュ ン サー ト ホ ー ル で 多く 歌わ 
れ て いる 芸術 功労 者 で ある . 

この よう に , ソビエト 連邦 の 盲人 の 知識 者 た ち は , 
自ら の 障害 を 乗越 を て, 人 類 が 努力 し て いる 科学 ・ 文 
化 の 進歩 に 多く の 貢献 を し , 精神 的 価値 の 創造 に 重要 
な 役割 を 果たし て いる . (今井 秀雄 ・ 丹 羽 善 次 ) 


Rie 


Cth) 政府 は 失明 軍人 に 対し て , 収容 施設 光明 院 
を 6 カ ヵ所 に 設置 し , 食糧 の 配給 と 小額 の 年 金 の 放 給 を 
行なっ て いる 以外 , BAIS SRAM EBL re Sh 
て いな い . た だ , 民間 社会 事業 家 や アメ リカ キリ スト 
教 伝道 団体 の 援助 に よっ て 運営 され て いる 収容 施設 は 
ある が , その 多く は 児童 だ け を 収容 し て いる . 京城 ラ 
イト ハウ ス は , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 と ジュ ン ・ 
ミル トン 協会 と の 援助 に よっ て この 国 の 最も すぐ れ た 
育 人 施設 と し て 運営 され て きた . その 他 , 「 目 の 日 」 
が 制定 され , この 日 に 限り , 眼 疾 の 無料 診療 が 行なわ 
れ て いる . ist, 政府 当局 は 最近 , 衣 人 と いう 用 語 よ 
りゃ 視力 障害 者 と いう 用 語 を 使用 する 傾向 に と ある と い 
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7) aa いる 、. 

[教育 〕 1895 年 に 宣教 師 の 奏 ロ ゼ ッ タ ・ ホ ー ル が 
平壌 で 初め て 盲 女児 の 教育 に BEL, 1898 年 , 李 宗 
Bie kL > CPR SFA 設立 され た . その 後 , 1912 
年 に 朝鮮 総督 府 済 生 院 の 事業 の 一 つと し て , Bizet 
学校 が 設立 され た が , 1944 年 に は 戦争 の た め 中 止 さ 
れ た . 戦後 の 1952 年 に 木浦 , 済州 , その 他 に 盲人 協 
会 が 結成 され て , 盲 教育 普及 の 必要 性 が さけ ば れ , ソ 
ye + ZEW + KES + BNE > AN I+ TOC 
学校 が 設立 され て , 現在 20 校 に 上 っ て いる . 1968 年 
に お ける 生徒 数 は 1200 人 に 満た ず , 教員 は 牧師 ・ 伝 
道 師 を 含め て 106 人 で , 全盲 教師 は 晴 眼 教師 より や や 
多い . ソウ ル の 国立 盲 学校 で は 初等 部 教師 を , 韓国 社 
会 事業 大 学 特殊 教育 笠 で は 中 ・ 高 等 科 の 教師 を 養成 し 
て いる . 国立 の ソウ ル 盲 学校 と 2 校 の 公立 盲 学校 以外 
は 私 立 盲 学校 で ,。 AFOB か ら の 寄付 金 と 指導 員 の 派 
遣 に よっ て 運営 され て お り , キリ スト 教 的 色彩 が 濃 
い . 国家 予算 の 40 パー セン ト が 軍事 費 に 支出 され て 
いる 国 だ け に , 義務 制 の 実施 は お ろか , 教具 ・ 教 材 に 
ふ こ と 欠く 実情 に ある . し か し , これ ら の 困難 な 事情 
の な か か ら , 大 学 を 卒業 し た 者 50 人 , 在学 生 33 人 が 
HS. また , 点字 の 読め る も の は 約 5000 人 と 見 られ 
て いる . 

[職業 ] 盲人 の 就労 人口 は 約 6000 人 , その うち 
5000 人 以上 が うら な い 師 , 462 人 が HA ER, 50 人 
が きゅう 師 で ある . この ほか 農業 , KBWMA, Ted- 
マッ ト ・ 諫 瓦 作 りな ど に 従事 する 者 も 若干 ある が , 大 
多数 は 家族 の 世話 に な る か , こじ き を し て 赴 命 を つ な 
ぐ ほ か な い 状 態 で ある . な お , 戦後 は 占領 軍 の 指示 に 
よっ て , あん ま が 禁止 され て いた が , 1964 年 11 月 か 
ら は , 営業 が 認め られ る よう に な っ た . (今井 秀雄 ) 


タイ 国 


【 福 祉 」 政府 は 盲人 福祉 協会 に 対し , その 予算 の 4 © 


分 の 1 の 補助 金 を 充 出 し , 盲人 の 教育 お よび 福祉 を 全 
面 的 に 委任 し て お り , 国 と し て の 福祉 行政 は 行なっ て 
いな い 、。 

タイ の 盲人 援護 協会 は , 自活 で き な い 成年 玄人 お よ 
び 学 生 に で きる だ け 多 く の 職 業 訓練 を 提供 し な けれ ば 
な ら な いと し , 1964 年 , 職業 訓練 セン ター を 設立 し 
7. 

最初 入所 し た の は 15 人 で , 3 年 間 (1964~1966) 
AL, 石工 , 金属 工 な どの 職業 訓練 を 実施 し た が , 


1967 年 以降 それ ら は 次 第 に 減少 し て き て いる . この 
セン ター で は , 職業 訓練 の ほか , 学校 教育 を 十分 に 受 
け て いな い 盲 人 が 点字 の 読み 書き が で きる よら に , ま 
た , 基礎 的 な 教養 を 身 に つけ る よう な 体制 を 整え た . 
[教育 〕 1939 年 1 月 , わずか 1 人 の 生徒 で バン ュ ッ 
ク 盲 学校 ( Bangkok School for the Blind) が 開校 さ 
れ た . 1968 年 の 児童 数 は 131 人 ( 男 60 人 , 女 71 A) 
で あっ た だ . 教師 は 21 人 いる が , うら ち 5 人 は 盲人 で あ 
る . 小学 校 を 終え た 生徒 は , 次 の 段階 と し て , 私 立 か 
公立 の 中 学校 へ 進む . そ し て , そ の うち の 何人 か か の 学 
生 は 教師 養成 カレ ッ ジ や 実業 学校 に 入学 する . 
[職業 ] 法律 や 一 般 市 民 の 盲人 に 対す る 偏見 が か れ 
ら の 就業 を 困 将 にし て いる . そこ で , 職業 訓練 セン タ 
ー は , 当面 の 問題 の 解決 策 と し て BRE RI 
た . 訓練 を 修了 し た 盲人 が 一 般 職 場 に 就職 で き な い 場 
合 に , 授産 所 で 働い て 収入 を 得る こと が で きる . 学校 
内 の 作業 場 や 家庭 で は , セー ター, テー ブル セン ター, 
スカ ー フ , 乳児 用 衣類 の 編物 , か ご , バナ ナ の 茎 で 作 
っ た 毅 物 入れ , 竹 の う ち わ , プラ スチ ッ ク の 小間 物 類 , 
Sa ペッ ルツ IV Pie aE ode Cs) Siee— 
般 工 場 で 家具 の つや 出し 作業 を 行なっ て いる 者 も ある 
が , その 数 は いずれ も 少な い . (今井 秀雄 ・ 橋 本 洋子 ) 


タン ザ ニ アア 連合 共和 国 


[概況 ] AD 940 万 人 中 , 盲人 は 約 5 万 人 と 推定 さ 
メル UGNN の 

この 国 の 盲人 協会 は 一 般 か ら の 寄付 に よっ て , 次 の 
よう な 事業 を 行なっ て いる に 過ぎ た ない. 

(AYU BRO 1967 年 現在, 約 200 人 が 
fe CWS, 

(2 盲人 訓練 セン ター の 経営 マ ノ レ オ で 盲人 に バー 
ジェ ニア 熱風 乾 草 た ば この 耕作 法 や 収穫 法 を 教え て い 
る . か れ ら は この 訓練 に よっ て ウラ ン ボ の 植民 の 資格 
WBC, この た ば こ 裁 培 に 従事 し て いる . 

③ 老 人 ホー ム の 経営 盲 老 人 を 収容 保護 し て いる . 

この ほか に は , 盲人 に 対す る 施策 は 何 も さ れ て いな 
Vs, (今井 秀雄 ) 


チェ コス ロバ キア 社会 主義 共和 国 


[福祉 」 就労 時 に 障害 を 受け た 者 だ け に 年 金 が 放 給 
され て いた が , 1965 年 発効 の 新法 律 によって, 5 年 
以上 就労 し て いる 身体 障害 者 は 就労 前 の 障害 で あっ 
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Ch, 最近 5 カ年 間 の 労働 月 収 平均 の 半額 を 年 金 と し 
て 到 給 され る こと に な っ た . その ほか , 老齢 で 自活 で 
き な い 盲人 や 愛 働 能 力 の な い 盲 人 を 収容 する 施設 が 5 
カ所 ある . 

[教育 〕] BAA, 1807 年 プラ ハ に お いて 始め られ 
た . 現在 , 盲 学校 は 6 校 あ る が , その うち 3 校 は 9 年 
制 中 学校 , 2 校 は 職業 学校 , 1 校 は 高等 音楽 学校 で あ 
る . 生徒 総数 は 約 600 人 , 教員 数 は 約 100 人 で ある . 
1910 年 , 職業 と し て の 音楽 家 養成 を 目的 と し て 高等 
音楽 学校 が , 設立 され , 現在 は 国立 に 移管 され て い 
る . 義務 教育 修了 後 5 ヵ年 間 教育 を 受け る . すでに 
100 人 近く が 盲 学校 お よび 普通 学校 教師 と し て 勤務 し 
て いる . また , 最近 ブレ スラ ウ の 近郊 に 寄宿 舎 の ある 
12 年 制 の 弱視 学校 が 設置 され , 160 人 余り が 在学 し 
て いる . この ほか , 紀 視 児 や 斜視 児 の た め の 特 別 学級 
が 数 学級 , 医学 校 眼科 内 に 設 す られ て いる こと が 注目 
され る . 

[職業 ] この 国 の 盲人 の 就労 状況 は , ① 身 体 障害 者 
連盟 の 授産 所 で 伝統 的 な 職業 に 従事 する 者 280 人 , 
② 家 庭 内 職 と し て 手工 業 に 従事 する 者 60 人 , ③ ブラ 
シ , バス ケッ ト 作 りお よび た ば こ 売 店 な ど を 個人 営業 
で 行なっ て いる 者 数 人 , ③④ 工業 労 働 に 従事 する 者 105 
A, ⑤ 電 話 交 換 手 220 人 , ⑥ 音 楽 教師 95 人 , ⑦ ピ ア 
ノ 調律 師 12 A, © 行政 職 9 人 , ⑨ 点 字 出 版 関係 者 22 
A, ⑩ マ ッ サ ー ジ 師 22 人 , ⑪ 農業 5 人 で ある . 

(今井 秀雄 ) 


中 華人 民 共和 国 


[福祉 」 中 華人 民 共 和 国 の 盲 人 口 は , 約 160 万 人 と 
推定 され て いる が , 7 億 を 越え る 絵 人 口 か ら み る と 
x, 各国 の 失明 率 と 比べ て みて も っ と 多い の で は な い 
か と 思わ れる . 

PROB AIS, 解放 前 は ほとん ど 廃 人 同様 に 扱わ れ , 
こじ き , 辻 占い や 流し 芸人 な ど と な っ て や っ と 命 を つ 
な いで きた だ . 解放 後 , この みじめ な 境遇 か ら 抜 け 出 し 
た 盲人 た ち は , 政治 ・ 経 済 ・ 女 化 ・ 社 会 お よび 家庭 生 
活 な ど 全 面 的 に 晴 有 眼 者 と 同等 の 地位 が 与え られ , 憲法 
(に よっ て 働く 権利 , 休息 の 権利 , 教育 を 受け る 権利 , 
老後 や 病気 な ど に よる 生活 補助 な ら び に 公民 と し て の 
権利 が 保証 され て いる . そし て 人 民政 府 は , 失明 と い 
う 障 害 を 十分 考慮 し て , BADKD OME CKAY 
防止 活動 を 起こ し , 労働 ・ 教 育 ・ 生 活 に つい て 多く の 
福祉 措置 を と っ て きた . 





社会 的 地位 に つい て も , 全国 政治 協商 会 議 の 委員 
や , 省 ・ 市 の 人 民代 表 , 市 の 労働 模範 に 選ば れ て いる 
者 も あり , RARALAIKR, 民政 局 の 副 局 長 , 工場 
長 , 人 民 公 社 社 長 , 教授 , 作家 な ど 各 方 面 で 活躍 し て 
いる . 

北京 に は 中 国 盲 人 却 貴 人 協会 か あり , 育 人 や ろう ら あ 
者 の た め に 活動 し て いる . 

多く の 都市 に は 盲人 クラ ブ が あり , 読書 ・ 娯 楽 ・ 体 
育 活動 を 活発 に 行なっ て いる . 体育 活動 と し て は , 太 
PRE ( 挙 法 に よる 体操 ) や ラジ オォ 体 操 , 陸上 競技 な ど 
DBA CHA. 

医療 面 で は , 角膜 移植 に よる 開眼 や 白内障 を 鍼 で 治 
療 す る 研究 が 進め られ て いる . 

(AA) 最初 の 盲 学校 は 1876 年 , イギリス 聖書 協 
会 の ウィ リア ム ・ ヒ ル ・ ム ー レ ー に よっ て 北京 に 設立 
され た . 1888 年 に は イギリス の デビッド ・ ヒ ル に よ 
っ て 漢口 に , 翌年 に は トメ リー・ ウ ェ ス ト ・ ニ = ニー ルズ に 
より 広東 に , また , 1908 年 に は 長沙 に , 1912 年 に は 
LHC, それ ぞ れ 盲 学校 が 設け すら れ た が , いずれ も 欧 
米 の キリ スト 教 関係 者 の 経済 力 に よる も の で あっ た . 
ムー レー は , 中 国語 の 408 の 音 を 点字 に 表記 し , 1910 
年 に は 聖書 の 点訳 に 成功 し た . も っ と も , 革命 前 に は 
中 国人 の 手 に よっ て 経営 され た 盲 学校 も 30 校 ぐら い 
あっ た が , 上 記 の 学校 に 比べ る と , 著しく 見 劣り の す 
る も の で あっ た . 

1949 年 に 人 民 共 和 国 と な っ て か ら は , 盲人 の 地位 
と 生活 状況 は , か つて は 想像 も る で き な か っ た よう な 大 
き な 変 化 を し た . 外国 人 校長 は 追放 され , 盲 学校 は 外 
国 の 拘束 か ら 解 放さ れ た . 現在 , 約 60 の 盲 学校 で 初 
等 な いし 中 等 教育 が 行なわ れ て いる が , 義務 制 は 実施 
され て いな い . し か し , 教育 を 普及 させ る 活動 は 活発 
に 行なわ れ て いる . 

解放 後 の 学校 教育 の 流れ の な か で , 盲 教育 を みる た 
め に , 三 つ の 時 期 を 画す こと が で きる . 第 1 Miz 1949 
年 か ら 1952 年 に 至る 古い も の の 一 掃 を 主要 な 課題 と 
し た 時 期 で ある . ① 教 育 に お ける 封建 主義 , 官僚 主義 , 
TREROREORI, ② 教 育 の 主権 を 人 民 に 礁 層 , 
③ 解放 地区 で の 教育 の 初歩 的 改革 . 第 2 期 は 1953 年 
か ら 1957 年 で , 教育 に 対し て 指導 権 が 確立 され た 時 
期 で ある . 

第 3 Wd 1958 年 か ら で , 社会 主義 国家 建設 の 総 路線 
・ 大 虫 進 ・ 人 民 公 社 と いう 三 つ の スロ ー ガ ン (3 面 紅 
旗 一 3 本 の 赤旗 ) と 結び つい て , あら ゆる 教育 建設 が 
進め られ た . これ ら の 基本 路線 に 沿っ て 各地 の 盲 童 学 
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校 (中 国 で は 盲 学校 の こと を こう いう) で は , 初め ど 
DBI “SR i Ay (BS, 速く , DO 
WEE, むだ な く ) と いう スロ ー ガ ン が , 教室 や 廊下 に 
| 書か れ て いた . 

上 海 の 盲 童 学校 長 周 曖 用 の 話 で は , 週 1 日 は 労働 の 
BELT BHO 工場 で 労働 に 従う こと を , 小学 部 児 
童 , 中 学部 生徒 の 教育 課程 に 組入れ られ て お り , 教科 
の 内 容 は 普通 の 学校 と ほとん ど 同 じ で ある . 

小学 部 の 教科 は , 語文 (朗読 ・ 作 文 ・ 書 写 ), 算術 
(算数 ・ 珠 算 ), 体育 , 唱歌 , 手工 , 歴史 , 地理 , A 
然 , 常識 で ある . 中 学部 の 教科 は , 国語 , As, 歴 
史 , 政治 , 地理 , 生物 , 化学 , 生産 労働 , 外国 語文 , 
体育 . 音楽 , 手工 で ある . 

学習 の 評価 は , 一 般 学 校 と 同じ く 5 点 法 絶 対 評価 で 
行なわ れ て いる . 

pee Co RS お が の がり, 信人 区 教区 る こ と が で き 
る . 

MElor C & ぐ 和 お が か っ て いる , 
DEUS CUNIS HIB” 4 
XNeC い お が か がち ない , 

1 : わか ら な い . 

評価 の 記入 欄 は , ACL CaM (授業 中 の 応答 ), 
作業 (自習 ), BR (ペー パー テス ト ) の 3 項 に 分 か 
れ て いる . 

北京 に ある 9 年 制 の 盲 学校 が , この 国 で は 最も すぐ 
れ た も の で ある . ここ で は 200 人 余り の 生徒 が 収容 さ 
れ , 毎年 平均 30 人 の 卒業 生 が 職業 教育 を 受け る た め 
の 施設 に 送ら れ て いる . 上 海 の 盲 学校 と 北京 の 盲 学校 
に は , 国立 点字 出版 所 が 設置 され て いて , 教科 書 ・ 副 
読本 な どの すべ て を 国費 で 印刷 し て いる . この 国 で 決 
め ら れ た 新しい 点字 は , 北京 語 の 発音 を 基準 に し た も 
の で , 18 の 母音 と 34 の 子音 か ら で き て いる . 少数 民 
族 の 点字 を つく る 研究 も 進め られ て いる . そし て , 
「 教 育 と は 生産 労働 と 相 結合 し た も の で ある 」 と の 基 
ATE CHAN CWS, 就学 率 に つい て は 明らか で 
ie, 

[職業 ] 中 国 共産 党 と 人 民政 府 は , 盲人 を 団結 さ 
せ , 職業 教育 を 施 し , 就労 させ る た め 1953 年 , 北京 , 
上 海 , 南京 . その 他 の 大 都市 に 中 国 育 人 福利 協会 を 設 
Weer. 1958 年 , 各地 に BARA LAMY MRR 
し , 職業 訓練 を 行ない 生産 に 参加 させ て いる . 初め 
は , ミカ ン の 上 度 か ら 香 料 を 取る 手工 業 だ っ た が , 1960 
年 , 自力 更生 の 方 針 を 打 立 て て , 技術 革命 を 考え る よ 
2 に な っ た . そし て , 盲人 が 機械 を 取扱 うこ と が で き 
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る か どら か と いう よう ら な こと に つい て は , みん な で 討 
論 が 重ね られ た . 中 に は , 困難 で ある ば か りか , 事故 
や 機械 の 破損 の た め に , 能率 的 に は マイ ナス で は な い 
か と か , 原料 の ぢ だ が 多く な り は し な いか と か , 一 般 
の 工場 と の 協調 が うろ まく いか な く な る の で は な いか な 
ど と いう 反対 意見 も る か な りあ っ た . EM, 毛沢東 の 
「 愚 公 移 山 」 の 話 を 学習 し た 盲人 た ち が , 革命 の た め 
に 勝利 を 勝ち と ろう と 努力 し た . 

福利 工 項 の 様子 は , 一 般 の 生産 工場 と 少し ゃ 変り が 
な い . その 生産 品目 は 金属 , ゴム , プラ スチ ッ ク , 竹 
製品 , Pitts, くぎ , ね じ , ビン の せん , 農業 製品 , 
日 用 品 な ど 200 種 に 及 ん で いる . 

最初 は 生産 予定 高 の 半 分 に も 及ば な か っ た し , 不 完 
全 な 製品 も 多かっ た . 3 人 に 1 人 ぐら いら の 割合 で , 晴 
眼 者 の 服務 員 が 付き , 徹底 的 に 助力 し つつ 働き , 時 間 
を か け て 機械 を 理解 させ た . 1RORMICBALKE 
人 労働 者 は , 次 第 に 進歩 し て 数 種類 の 機械 に 習 吾 す る 
Zap Cane 

社会 主義 国家 の 建設 は , 盲人 の 職業 問題 を 完全 に 解 
決する 土台 と な っ て , その 職域 は ます ます 広がり , 特 
に 人 民 公 社 が で き て か ら は , 盲人 の 職業 は いっ そう 適 
切 に あん ば いさ れ , 生活 は いっ そう 保証 され る よう に 
な っ た . 現在 で は , あら ゆる 職場 , つま り , 工業 , B 
業 , 文化 , BA, 衛生 の 各部 門 , それ に 政府 の 機関 や 
人 民団 体 の 代表 者 な ど , 各 職 場 で 盲人 が 晴 眼 者 に 混 っ 
て 多数 仕事 を し て いる . 

北京 を は じ め 70 カ所 で は , 解放 前 に は な か っ た 盲 
人 の マッ サー ジ 講 習 班 が 組織 され , 1 年 課程 の 盲人 の 
マッ サー ジ 師 を 養成 し て いる . それ ら の マッ サー ジ 師 
は , 社会 主義 の 医療 衛生 事業 の 一 面 と し て , 病気 の 治 
療 や 人 民 の 健康 増進 , 医学 の 発 揚 に 大 き な 役 割 を 果 た 
し て いる . これ ふる, 解放 後 の 盲人 の 新しい 職業 の 分 野 
が 開拓 され た と いう だ け で な く , 人 民 大 衆 か ら も 歓迎 
SAGs. 

また , SHOBADL ICMR LAWS, Hb 
bie, 編物 な ど を し て いる 盲人 も いる . 広東 に は 盲 妹 
と いう 形 女 の 芸人 が 相当 多数 いた と いわ れ て いる が , 
これ は ゃ も と も と 晴 眼 の 女児 を 買っ て き て , 薬品 を 使っ 
て こと さら 失明 させ , これ に 芸 を 仕込 ん で , 往来 で 
流し を させ た り , 売 笑 を させ た り し た . 解放 後 は , = 
れ ら の 背 芸人 や , うら な い 師 に 講習 を 受け させ , 新 社 
会 の イデ オロ ギー と 政府 の 新政 策 の 宣伝 員 と し て 役 立 
て て いる . そう し た 盲人 労働 者 た ちゃ 普通 の 労働 者 と 
同じ よう に , 労働 保護 や 社会 保険 を 受け て お り , 病気 
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に な っ た と き に は 無料 で 治療 を 受け る と か , 停 年 で 退 
職 す れ ば 退職 の 時 の 月 給 の 70 パ ペー セン ト が 月 々 到 給 さ 
Feo 

と に か く , 盲人 労働 者 は 労働 に 応じ て 賃金 を 受け , 
同一 労働 は 同一 賃金 と いう 原則 に 従い , 全く 一 般 労 働 
者 と 平等 に 扱わ れ て いる 』 KE, 盲目 もい うこ と で , 
仕事 に 就く と き , その 点 を 十分 考慮 し , 働き や すい 条 
件 を 整え る た め に , 周囲 の 人 が 協力 を 惜しま な いと い 
Dich ee Cay Be ( 赤 座 憲久 ) 


中 華 民 国 Can) 


[福祉 」 1960 年 の 調査 に よる と BAMIL 1 万 7182 
人 と な っ て いる が , 一 般 人 口 と の 比率 か ら み て , 4B 
数 で は な いか と み ら れ る . 

1952 年 , 台北 に 台湾 省 盲人 福利 協 進 会 が 結成 さ 
れ , ① 盲 人 福祉 対策 の 陳情 , ② 会 員 の 相互 兵助,。③ 会 
員 に 対す る 奉仕 ,④ 視 力 保護 と 失明 防止 運動 な ど を 行 
な っ て いる . Efe, 1955 年 に は アメ リカ 海外 盲人 接 


護 協会 の 援助 に より , 台北 県 新 蘭 鎮 に 台湾 盲人 重 建 院 


が 開設 され , ORI, ② 点 字 出版 , ③ 盲 人 器具 製 
作 , ④ 点 字 講習 , ⑤ 和 失明 予防 な どの 事業 を 行なっ て い 
Bi 

また , 最近 以上 と 同じ ょ うな 事業 を 経営 し て いる 台 
北 市 盲人 福利 協 進 会 が 設立 され た . 福祉 の 具体 的 な 事 
例 と し て は , 盲人 が 所 得 税 の 減免 を 申請 する こと が で 
きる くら いで , 鉄道 運賃 の 割引 さ ぇ 半額 割引 , それ に 
郵便 料金 な ども 半額 と いう あり さま で ある . BARK 
の うち も 就労 し て いな い 者 89.49 パー セン ト , 教育 を 受 
け て いな い 者 86.69 パー セン ト と いら 数 字 が 台 浴 の 後 
進 性 を 端的 に 物語 っ て いる . 

[教育 〕」 1911 年 , イギリス 宣教 師 ウイ リア ム ・ キ 
ャ ン ベ ル に よっ て 右 南 訓 盲 院 が 設立 され た . これ が の 
ち に 省 立 台 南 盲 学校 と 改称 され た . また , 1916 年 に 
は 人 台北 の 医師 木村 護 召 が 木村 盲 嘩 研究 所 を 設け た が , 
1911 年 , 私 立 台北 盲 員 学 校 と し て 認可 され た だ . 戦後 
学校 は 省 に 移管 され て , 省 立 台北 盲 中 学校 と 改称 され 
た . 生徒 は 160 人 で , 小学 部 ・ 中 学部 ・ 職 業 部 に 分 か 
れ , 失明 軍人 班 も 併設 され て いる . 職業 教育 は , あん 
ま 。 205 きゅう , と りら 細 下 が 寺 IG Bee 
設備 が 整え られ て いな い . 職業 教育 は 前 者 と 大 差 は な 
い . この は ほか 大 雅 盲 学校 , 啓明 学校 な ど が あり , 1959 
年 , 眼科 医 陳 五福 が 宜蘭 県 弘 東 鎮 に 私 立 慕 光 盲 人 福利 
館 を 設立 し , 全寮 制 で 十 数 人 の 盲人 を 収容 し , ほう 


き , は し , か さ な ど の 製作 と 理 療 を 教え て いる . 
台湾 に お いて 特に めざまし い 進 展 を 示し て いる の は 
統合 教育 で ある . 統合 教育 は 1966 年 , アメ リカ 海外 
盲人 援護 協会 の 指導 の も と に 巡回 教師 を 養成 し , 全土 
に 派遣 , 一 般 国民 学校 に 進学 する 盲 児 の た め に , 担任 
教師 と 繋 密 な 協力 の も ゃ と に 指導 し て いる . 1968 年 現 
在 , 国民 学校 100 校 に 236 人 が 在学 し て いる . 
[職業 ] 1956 年 の 調査 たこ よる と , 台湾 に お ける 背 
人 の 職業 分 布 は 次 の 通り で ある . あん ま 716 人 , 農業 
215 人 , 道士 99 A, 電気 治療 師 31 A, 5 5 fev fil 
455 人 , 商業 52 人 , 音楽 ( 歌 2 た いと いう 程度 の も 
の ) 32 人 , 教員 6 人 , その 他 195 人 . これ に よっ て 
玄人 の 約 1 割 が 自活 し て いる と み ら れ る . (今井 秀雄 ) 


[概況 ] AF 500 万 人 中 , 盲人 は 約 1 万 6000 人 と 
推定 され て いる . この 国 の 盲人 運動 は すべ て 盲人 援護 
同盟 (Union Nationale des Aveugles de Tunisie) の 
手 に よっ て 行 な ち われ て いる . その 目的 は , ① す べ て の 


、 盲人 に 教育 を 受け させ る . ② 盲 人 を し て 晴 眼 者 と その 


生活 様式 に 慣れ させ る . ぐ ③ 盲人 に 国 の 援助 を 得 さ せ 
る 1 と 0 人 5 る 』 

チュ ニ ジ ア に お ける 形 教育 は , 普通 校 の 教育 計画 に 
従っ て 全国 的 な 規模 で 行なわ れ て いる . 初等 教育 は 普 
通 児 の 場合 と 同様 に 6 年 間 で ある . それ か ら 試 験 を 受 
け て 中 学校 へ 進み , そこ で の 教育 は 7 年 間 で ある . 盲 
人 の 高校 志願 者 は 晴 眼 者 と 同じ 資格 試験 を 受け て 高校 
へ 進学 する . この 国 に は 二 つ の 盲 学校 が あり , BEA 
わせ て 300 人 の 生徒 数 を も ふつ “La Lumiére” イン ス 
PAF SENS SNAG, も 2 そつ は 自選 
ティ チュ ー ト (Institut de TAveugle) と いう 中 学校 
で , 男女 共 250 人 が 在籍 し て いる . また , 1971 年 現 
在 , 30 人 OBARBFS SOT VO VA Tew 
ネ の 大 学 に 進学 し て いる . 

盲人 援護 同盟 は , 技術 的 , 専門 的 訓練 , 物 療 士 , 電 
話 交 換 手 , 通訳 , 特殊 技能 作業 訓練 な ど を 行なう . B 
人 の 就業 状態 は 次 の 通り で ある . プラ スチ ッ ク 製 品 の 
機械 操作 者 5 人 , 電話 交換 手 85 A, 速記 タイ ビス ト 
5 人 , 印刷 者 5 A, 商人 15 A, 教育 者 32 A, 専門 的 
訓練 , 幼稚 園 の 指導 員 22 人 , 物 療 士 11 人 , 通訳 1 人 , 
機械 職工 220 A, RA A, 工業 方 面 の 労働 者 12 
人 , 協同 組合 従業 員 450 人 . 

1965 年 , 盲人 保護 法 が 制定 され た が , 鉄道 の 無料 
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乗車 , 電車 料金 の 半額 割引 , 公共 施設 に お ける 売店 経 
営 の 優先 権 な どの 規定 が ある に 過ぎ な い . な お , BA 
の 最低 生活 保障 の た め の 法 律 制 定 が 検討 きれ て いる . 
| (橋本 洋子 ) 


チリ 共和 国 


[概況 ] AR 800 万 人 中 , BALM 2 万 人 で ある . 
教育 は 1900 年 , サン チ ァ ゴ に お いて 始め られ た . BW 
部 省 の 補助 を 受け て いる が , 経営 の 主体 は 育 ろ 2 学校 
BAMA CHS. 同 組合 は 盲 学校 , ろう 学校 の 維持 経 
営 を 目的 と し て , 個人 寄付 の 募集 を 行なっ て いる . ま 
fe, 1924 年 に は サン タル チア 盲人 援護 協会 が 設立 さ 
れ , 盲 学校 と 成人 盲 の 収容 所 お よび 作業 場 を 経営 し て 
いる . 1934 年 , 盲人 協会 が 結成 され て , 会 員 の 病気 
AS, 死亡 刺 選 を な す ほ か , ほう き , 織物 の 作業 場 の 
経営 と 進学 学生 へ の 援助 な ど を 行なっ て いる . な お , 
特殊 教育 教員 養成 所 を 解消 し て , 1955 年 , チリ 大 学 
ee eV Sa ショー と し て 発 屈し て い 
る こと が 注目 され る . (今井 秀雄 ) 


デン マー ク 王 国 


att] AA 460 万 人 の うち 盲人 は 約 7000 ACH 
る . 国民 福祉 法 の ほか に , 1956 年 に 盲人 法 と 呼ば れ 
る 特別 法 が 制定 され , 厚生 大 臣 の 府 問 機関 UCR 
人 委員 会 が ある. 盲人 は 独身 者 が 月 額 280 クロ ー ネ 
(1 クロ ー ネ は 52 円 強 ), 妻帯 者 は 月 額 400 クロ ー 
ネ の 障害 年 金 , ま た, こども に 対し て は 1 人 に つき 月 
額 600 クロ ー ネ 程 度 の 手当 が 表 給 され る . 月 額 3000 ク 
ロー ネ 以 上 の 収入 が あれ ば , 障害 年 金 は 支給 され な い 
が , 月 額 123 クロ ー ネ の 手当 が 放 給 され る . Chit, 
盲人 で ある こと に よる 特別 な 放出 を カバ ー す る と いう 
考え 方 に よっ て いる . デン マー ク 育 人 援護 協会 は , 寄 
付 金 や 国 か ら の 補助 に よっ て , 国 と は 別個 の 援助 , た 
Dea eee OEE Pai ati ie Cis); 
また , 盲人 を 援助 する 晴 眼 者 の 団体 が , 電話 の 無料 架 
設 , 盲導犬 の 贈与 な ど を 行なっ て いる . 盲人 援護 協会 
は 毎年 5 月 に 「 ひ か り 募 金 」 と 称し て , 視力 ある こと 
に 対す る 感謝 の し る し と し て の 募金 運動 が 展開 され , 
1961 年 に は ュ ペ ン ハ ー デ ゲン 近郊 に 老人 ホー ム が 建て 
bh, 70 人 の RBA が 高級 ホテ ル な み の 個室 に 収 
容 さ れ て いる . 

国立 盲人 印刷 所 で は , 点字 教科 書 , 文学 作品 , 新 
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Hl, 論文 , ラジ オ 番 組 , 録音 チ テープ な ど が 作ら れ , 
れ ら を 盲人 図書 館 か ら 盲 人 に 貸出 し て いる . 

この ほか 政府 が 補助 し て いる も の に 盲人 ホー ム , 
女子 ホー ム が ある . 

デン マー ク に お ける 盲人 援護 活動 で 最も 古い 団体 は 
N. Boysen, Kioden と いい, 現在 盲 女 子 の た め に 運 
営 さ れ て いる . 

民間 事業 と し て は , デン マー ク BABE (Dansk 
Blindesamfund) が 1911 年 に 設立 され , 社会 福祉 法 に 
基づい て 環境 改善 と 就職 あっ せん を し て いる . 資金 は 
寄付 金 や 太陽 の プレ ゼン ト (Solgave) と い 2 募金 に 
よっ て いる . 同 協 会 は 1938 年 に 工場 Blifa を 建設 し , 
盲人 工場 労働 者 の 育成 に 当たり , 1953 年 Inerfa と い 
2 会社 に こし, あら ゆる 身体 障害 者 の 教育 訓練 も 行なっ 
て いる . EK, 重複 障害 盲人 の た め の 特 殊 研 究 所 と し 
て Rakleygarden, Korhus, が あり , 盲 女子 の た め の 施 
設 と し て Vornehjemmet が ある . 

1862 年 設立 の 盲人 事業 促進 協会 (Forening til at 
fremme blindes slvvirksomhed) は , 学校 を 卒業 し 
た 盲人 が 多数 で 働く 仕事 場 を 呈 え る こと や , 中 途 和 失明 
者 教育 , 製品 の 買取 り , 材料 購入 , 就職 , 生活 状況 調 
査 な ど を 主任 務 と し て いる . 

1927 年 に 設立 され た 盲人 事業 会 社 (Blindes Arbej- 
des A/S) は 盲人 の 製作 品 の 販売 を 主 と し , 1957 年 に 
は 12 の 店 で 266 万 クロ ー ネ を 売上 げ , 盲人 の 所 得 は 
68 加 ク ロー ネ と な っ で いる . 

1883 年 に 設立 され た BASIL, 当時 の 盲人 た ちの 
妥 困 と 無知 を 助け る こと を 目的 と し , 盲人 共済 会 と 読 
書 会 活動 を 続け , 政府 と 議会 に 盲人 の 生活 向上 と 病気 
の 治療 に つい て 対策 を 要請 し て いる . 

(AA) 盲 教育 は 1811 年 か ら ュ ペン ハー ゲン に お 
いて カジ ャ ー デ ン 協 会 (Kajaeden) に よっ て 始め ら 
れ , 1857 年 に は 世界 で 最も 早く 盲 児 の 義務 教育 制度 
が 実施 きれ た . 

1858 年 に 現在 の 校舎 を 新築 し , 国 に 寄付 する 条件 


Oh 


で 国立 っ ベ ン ハ ー ゲ ン 盲 ・ 弱 視 研 究 所 に 移管 され た . 


1898 年 , カラ ンド ボル ク に 盲 学校 が 新設 され , 8 eK 
2615 ECO 8 Fle] の 普通 教育 を この 学校 CZ 
け , 16 歳 以 上 は ュ ペ ン ハ ヘー ゲン の " 形 学校 で 2 年 間 の 
職業 教育 を 受け る こと に な っ た . 

両親 の 希望 や 家庭 環境 に よっ て は , 就学 前 の 盲 幼児 
は ホー ム に 収容 する . 牧師 お よび 医師 は , か れ ら の 地 
区 に 盲 児 ・ 弱 視 児 が お れ ば , 社会 福祉 省 盲人 局 へ 報告 
する よう に 義務 づけ られ て いる . 盲 児 お よび 盲 成人 の 
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教育 費 は すべ て 国庫 で 放出 する . 

職業 訓練 は , 手 細 工 (ブラ ン 作 り ・ か ご 作り ・ 馬 具 
作り ・ 編 物 ), 音楽 教育 , 特殊 訓練 (商業 通信 ・ 電 話 
変換 手 ・ 物 理 療法 師 ) の 3 部 門 が ある . 

手 細工 訓練 に は , 材料 , 算 数 , 潮 記 な どの 科目 も 含ま 
れ , また , 補助 教育 と し て 現地 で の 実習 な ど が ある . 
音楽 訓練 は 小学 校 で 音楽 の 素質 が ある と 認め られ た 
こども ゃ も に 教育 を 行ない , 演奏 家 や 音楽 教師 と し て 立つ 
こと を 主 目的 に し て いる . 

速記 や タイ プ の 教育 は 晴 眼 児 と 同じ 正規 の 課程 で あ 
る . また , 商業 教育 , 点字 速記 , 社会 学 , 経済 , 薄 記 
の 基礎 知識 な ど を 受け , 次 に 商業 学校 で 1 年 勉強 し , 
試験 を 受け る . この 試験 後 さ ら に 6 ヵ月 勉強 し , 速記 
と タイ プ の 上 級 試験 に 臨む . | 

交換 手 の 訓練 は , 先輩 の 盲人 交換 手 が 多く の 公共 団 
体 で 働く 変 換 台 で な され る . 

物理 療法 士 は 上 級 の 学校 教育 を 受け ね ば な ら な い 、. 
この 学科 課程 は , 一 般 学生 と 同じ も の で ある . 

職業 学校 の 生徒 に は 補助 金 が 授け られ る . この 補助 
金 は 道具 , 機械 . その 他 の 設備 品 と 個人 企業 設立 の た 
め の も の で ある . 

18 蔵 以 上 の 中 途 和 失明 者 は , 
ホー ム で 特殊 訓練 を 受け る . 
就職 あっ 旋 は 盲 ・ 弱 視 研 究 所 と デン マー ク 盲 人 協会 
決 当 江 づ で いる 
URE] この 国 の 盲人 の 就労 状況 は , ① ブ ラン 作り 
300 人 , ② バ スケ ッ ト 作 り WA, ③ オ ル ガ ン 奏者 40 
A, ④ ピア ノ 調 律師 20 人 , ⑤ ぞ うら きん 作り 25 人 , 
© 編物 50 人 , ⑦ 工 場 労働 者 140 人 , ⑧ 家 内 手工 業 
者 150 人 で ある . ⑧ は 国 か ら 補 助 を 受け て い る 盲人 
授産 協会 か ら 仕事 を も ら っ て いる . この ほか 少数 な が 
ら 'w サ ザー ジ 師 , 教師 ) 書記 , Vert vA, Mee 
師 , 弁護 士 な ども いる . 要する に , この 国 の 盲人 職業 
は 伝統 的 な も の と 音楽 関 作 の も の が 多い と いえ る . 
(岡崎 普 ・ 今 井 秀雄 ) 


aly 


ドイ ツ 民 主 共 和 国 


[福祉 」 人 口 1600 万 人 中 , 盲人 は 約 2 万 人 で ある . 
1959 年 公布 の 盲人 年 金 法 に よっ て , 盲人 は 労働 ある 
い は それ 以外 の 収入 の 有無 に か か わ ら ず , 16 歳 か ら 
年 金 を 放 給 され る . CORA RAL, ① 強 度 の 視力 障 
害 者 (視力 25 分 の 1 以下 の 者 ) 30 マル ク , OL E 
(視力 50 分 の 1 以下 の 者 ) 60 マル ク , OLB HD 





200 分 の 1 以下 の 者 ) 160 マル ク で ある . な お , 肢体 
障害 の 加わ っ て いる 場合 は 増額 され , 最も 重症 の 場合 
は 240 マル ク ま で 表 給 され る . 


この ほか , 就職 の た め に は 国家 の 援助 , 諸税 om 


免 , 休暇 日 数 の 増加 , 盲人 用 休暇 宿泊 設備 の 設置 な ど 
の 優遇 措置 が と られ て いる . 

この 国 に は 全 ド イッ 盲人 援護 協会 (ADBY) が あ 
り , 2 万 人 以上 の 会 員 を 擁し , 保健 大 臣 が 会 長 と な っ 
て いる . 年 間 政 府 か ら 100 万 マル ク の 助成 金 を 得 て , 
盲人 福祉 の 向上 に 努め て いる . 同 協会 は 10 種 の 雑誌 
を 発行 し て いる が , 9 種 ま で 点字 雑誌 で ある . ライ プ 
チ ヒ と に は 中 央 点字 図書 館 が あり , 政府 の 助成 に よっ て 
点字 書 2 万 1000 冊 , 録音 テー プ 6 万 7000 本 を 所 蔵 
し , 盲人 の 読者 に サー ビス し て いる . 点字 書 の 原価 は 
高く つく が , 希望 者 に は 暑 字 書 と 同 価格 で 提供 し て い 
る . また , KBAR, 点字 と けい , テー プレ 
ュー ダー, 盲人 用 計測 尺 , 2 人 乗り 自転 車 な ど , 無料 
また は 割引 価格 で 入手 で きる . 

[教育 ] 6 歳 か ら 16 歳 まで の 盲 児 に は 無料 で 義務 
教育 を 課 し て いる. ベル リン と カー ル マ ル クス 市 に 
は , 10 年 制 の 盲 学校 , 精神 薄弱 衣 児 の た め の 補助 + 
級 , BAGS SR, 手工 業 学校 (ブラ ン ・ バ スケ ッ 
ト 作 り , ピア ノ 調 律師 , 金属 工 な ど を 養成 する ) BIL 
び 中 途 和 失明 者 更生 セン ター を 併設 する 大 規模 な 施設 が 
ある . 1963 年 , 盲 幼 児 ホ ー ム が 開設 され , 3 歳 か ら 6 
ME COMVMANALTUS. エス ペラ ント 雑誌 「 ア 
ウロ ー ロ | の 記事 に よる と , 「 ザ クセ ン 王 国 時 代 に は , 
盲人 生徒 230 人 に 対し て 教職 員 は 31 人 に 過ぎ な か っ 
た が , 社会 主義 国 に な っ て か ら , 盲人 生徒 300 人 余り 
に 対し て 教職 員 109 人 を 数 える に 至っ た 」 と 述べ て い 
る . これ ら の 学校 教師 は 一 般 学校 教師 の 資格 と 経験 の 
ある 者 が , さら に 2 カ年 の 特殊 教 仙 コー ス を 受け て お 
り , 待遇 も よい . 育 学 校 の 各 ク ラス は , 全盲 児 は 8 人 
以下 , 弱視 児 は 12 人 以下 で ある . 大 学 進 学 の た め の 
準備 教育 に も 力 を 入れ , 1958 年 現在 30 人 が 大 学 で 学 
ん で いる . 大 学卒 業 後 は すべ て 有利 な 就職 の 道 が 開か 
れい 

[職業 ] 職業 に 関す る 法律 で は , 従業 員 中 10 ペー 
セン ト は 身体 障害 者 を 雇用 する こと に な っ て いる . F 
人 の 場合 , 労働 可能 な 年 齢 の 者 約 8600 人 の 半数 以上 
は 就労 し て いな い . 就学 状況 は , ① 手 工業 1200 A, 
② 事 務 関 係 850 A, ③ 保 健 関係 240 人 (マッ サー ジ 帥 
234 A), ④ 専 門 学校 ・ 大 学卒 業 後 の 知 的 労働 の 就職 
65 人 , ぐ ⑤ 音楽 家 と ピア ノ 調 律師 53 A, その他 930 
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人 (大 部 分 は 労働 者 また は その 助手 ) と な っ て いる . 
な お , 手工 業 製品 の 生産 ユ ス ト が 晴 眼 者 の それ に 比 し 
て 高く つく の で , 1951 年 , 政府 は 盲人 手工 業 製品 販売 
促進 に 関す る 法律 を 公布 し , その 生産 コス ト の 20 ペ 
ー セ ント を 補償 する こと に な っ た . Ek, 盲人 援護 協 
会 の 運動 が 功 を 奏し て , 1960 年 , 高等 学校 卒業 以上 
の 盲人 の 就労 に 当たっ て は , 「 官 庁 お よび 国有 工場 の 
長 は 定員 以外 に 盲人 の 補助 と し て , 半日 の 労働 力 を 用 
いる 権限 を 有る も の と する 」 と いう 5 指令 が 大 蔵 省 か ら 
出 きれ た . (今井 秀雄 ) 


ドイ ツ 連 邦 共 和 国 


[福祉 〕」 人 口 5400 万 人 中 , 盲人 は 約 6 万 人 で ある . 
社会 福祉 は 年 金 , 社会 保険 , 生活 保護 の 三 つ に 分 け て 
考え られ る . 戦 盲 に 対す る 年 金 は 特に よい . 社会 保険 
は , ① 事 故 保険 , ② 年 金 保険 ,⑧ 疾 病 保険 , ④ 和 失業 保 
険 の 4 部 に 分 け て 規定 され て いる . 生活 保護 に つい て 
は , 1962 年 の 法 改正 に よっ て , 満 18 歳 以上 の 盲人 は 
すべ て 月 200 マル ク (1 マルク は 87 円 ) の 補助 を 受 
け , さら に 月 収 1000 マル ク 以 下 の 者 は , 扶養 家族 1 
人 に つき 80 マル ク の 補助 を 受け られ る よう に な っ た . 
これ は 盲人 の 失明 に 基づく いろ いろ な 負担 に 対す る 補 
償 で ある と いう 考え か ら 支 給 さ れる よう に な っ た の で 
ある . 

盲人 福祉 組織 と し て は , FA YS ABA (Deuts 
chen Blindenverbandes), F174 V RHE ABA (Vorsite 
zender des Bandes der Kriegsblinden Deutschlands), 
ドイ ッ ツ 盲 人 教師 連盟 (Verbandes Deutscher Blinden- 
lehrer), 盲人 専門 職業 人 協会 (Vereins blinder Geistes- 
arbeiter) お よび 盲 教育 促進 同盟 (Vereins zur Forde- 
rung der Blindenbildung) が あり , それ ぞ れ の 目的 達 
成 の た め の 事 業 を 行ない , また , 協力 し 合っ て いる . 

教育] BAB Ih 1806 年 に ベル リン に お いて 始め 
られ た . 1938 年 , 8 年 制 の 義務 教育 制度 が 実施 され 
fo. 西ドイツ に は 盲 学校 が 各州 に 1 な いし 2 校 あ り , 
全国 を 合わ せる と 16 校 の 基礎 学校 と 1 校 の 上 級 学校 
が ある . 基礎 学校 の 全 生徒 数 は 1800 A, 上 級 学校 CRI 
校 を 含む ) は 110 人 で ある . いく ら か の 基礎 学校 に 
は , タイ ビ ピスト, 電話 交換 手 , 職工 等 の 職業 訓練 学級 
が 別に ある . それ を 受け る 生徒 は , 8 年 間 の 義務 教育 
に 加え て 1, 2 年 の 訓練 期間 を 要する . カー ル ・ ス ト 
レー ルル 学校 (Carl-Strehl-Schule) は 西ドイツ 唯一 の 
盲人 の た め の カ レッ ジ で ある が , そこ の 学生 は 大 学 へ 


進学 する 資格 が 与え られ る . 大 学 に 進学 し て いる 盲 大 
生 は 約 100 人 で ある . か れ ら は 卒業 後 , 学校 教師 , 弁 
護 士 , 科学 者 と な り , ある い は 実業 界 に 進出 し て い 
る . 弱視 者 の た め に は 普通 校 の な か に 弱視 学級 が あ 
る . 弱視 学級 を も つ 学 校 は 24 校 で ある . 重複 障害 児 
の 学校 は ス ツ ッ ト ガ ルト と アッ ヘン ハウ ゼン の 盲 学校 
に 付設 され て いる . 中 途 失明 者 の た め の リ ハビ リ テ ー 
ショ ン ・ セ ンタ ー は 2 カ所 ある . それ ら は すべ て 寄宿 
HICH, 地方 の 盲人 協会 に よっ て 運営 され て いる ,. 

[職業 ] 伝統 的 な 職業 と 近代 的 職業 に 従事 する 者 の 
比率 は 1 対 2 で ある . 1971 年 現在 の 盲人 就業 者 は , 工 
業 方 面 で 働く 者 4500 人 , 手工 業 に 従事 する 者 3700 
人 , 事務 的 業務 に 従事 する 者 3500 人 , マッ サー ジ 業 
に 従事 する 者 1000 A, 専門 的 職業 に 就 い て いる 者 100 
人 で ある . また , 普通 校 の 盲人 教師 は 約 10 人 で ある . 
この よう に 多種 多様 の 職業 開拓 に 努力 が 続け られ て い 
る が , 最近 で は , ソー シャ ル ワ ー カ ー, コン ピュ ー タ 
ー の ブロ グラ マー の 職業 訓練 も 行なわ れ て いる . 前 に 
就労 人 口 を 示し た よう に , この 国 で は , 盲人 の 職種 が 
BEC, か つ 就 労 人 口 が 多い 理由 と し て , 戦時 中 , 盲 
人 を 人 的 資源 と し て 開発 し た こと , お よび 1953 年 , 強 
制 雇 用 を 法 的 に 規定 し た こと が あげ ば られる. また , A 
の 福祉 局 の 同意 な し で は 身体 障害 者 を 解雇 する こと が 
で き な い と か , 身体 障害 労働 者 に は 有給 休暇 が 年 6 日 
加算 され る な どの 規定 も ある . (GHEE - HATES) 
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[概況 ] AF 309 万 人 中 , 盲人 は 約 6500 人 で ある . 
1957 年 , 国立 盲 学 校 が 設置 され た . 盲人 に 関す る 
特別 の 法律 か な い だ け で は な く , 失明 防止 に つい て も 
対策 が 立て られ て いな い . た だ , アメ リカ 海外 盲人 援 
護 協 会 の 援助 を 得 て , 更生 セン ター 設立 の 動き は あ 
a (今井 秀雄 ) 


トリ ニタ ダード トバ ゴ 


[概況 ] ポー ト ・ オ ブ ・ ス ペイ ン に 青 学校 が 1 校 あ 
る . 6 人 の 教師 が 40 人 の 生徒 を 教育 し て いる . 普通 教 
BORA, 木工 , 家事 , 庭園 造り , FBC ELA 
て いる . MAHA UTS. 3 ヵ所 の 作業 
場 で 約 90 人 が マッ ト レス や バス ケッ ト な ど を 作っ て 
いる . ほか に 一 般 工場 で 包装 作業 に 従事 し て いる 者 が 
若干 ある . BACH LTS CVE fs SN TH 


202 各国 の 盲人 事情 














り , 盲人 福祉 協会 に よっ て 家庭 訪問 指導 が 行なわ れ て 
WA. 老人 ホー ム は 性 別に より それ ぞ れ 1 カ所 ずつ あ 
る . 福祉 面 で その 他 特 に 記す べき 事項 は な い が , 幼児 
教育 , 職業 指導 ど に つい て 長期 計画 を 立て て いる . 

(今井 秀雄 ) 


トル コ 共 和 国 


[教育 〕 19 世紀 の 後半 に は , 大 都市 の 民間 団体 や 
個人 が 盲人 の 教育 と 訓練 を 始め た が , いずれ も 継続 し 
て 発展 する まで に は 至ら な か っ た . 1913 年 の HE 
務 教 育 法 に よる と , 国 は すべ て の 身体 障害 者 に 初等 教 
育 を 施す 義務 を 負っ て いる が , 国民 の 70 パー セン ト 
が 廊 盲 で ある この 国 で は , 一 般 初 待 教育 に さえ 手 が 回 
ら ず , 盲 教育 は 実現 し な か っ た . 1923 年 , 共和 国 に 
な っ て か ら , イツ ミー ル に あっ た 慈善 家 経 営 の 盲 路 学 
校 が 厚生 省 に 移管 され た . 1951 年 , 国会 の 議決 に よ 
っ て , さら に , 文部 省 に 移管 され る と 同時 に 盲 貴 を 分 
HEL, アン カラ 盲 学校 と な っ た . 1952 年 度 に は 9 
人 の 生徒 が 普通 中 学校 に , 他 の 2 人 は 音楽 学校 の 中 学 
部 に 進学 し た . これ が 盲 児 の 普通 学校 に 入学 し た 最初 
の ケー ス で ある . この よう に し て , 盲 教 育 の 基礎 が で 
きた ゃ も の の , 教科 書 ・ 教 材 の 不足 , 経験 ある 教師 の 獲 
保 難 , 職業 教育 設備 の 貧弱 さ な ど 問題 か 多く , アメ リ 
ヵ 海 外 盲人 援護 協会 , 国連 技術 援助 局 た な どか ら の 援助 
を 得 て い る . 

[職業 ] アナ トリ ア 地 方 で は , 古く か ら 盲 人 は バス 
ケッ ト 編 み , マッ ト 作 り , 音楽 や 宗教 的 な 仕事 を し て 
生計 を 立て て いた . ある 町 で は , バス ケッ ト 編 み は 盲 
人 の 仕事 と し て , 晴 眼 者 は この 仕事 に 携 ち わら な か っ た 
と いう . この 国 の 福祉 事業 は , 更生 補導 より も 慈善 的 
缶 念 が 強調 され て いた の で ある . 国民 の 75 パー セン 
ト が 農村 に 住み , 盲人 も 農村 か ら 盲 学校 に 入学 し , 卒 
RRL, また 農村 へ 帰っ て 行く 者 が 多い の で , 最近 に 
な っ て 職業 訓練 と し て 農業 科目 を 設け , 小 規模 な 養鶏 
計画 が 実施 きれ て いる . な お , アン カラ に は 盲人 六 点 
協会 が か あり, 盲人 福祉 の 増進 を 図っ て いる . 

(今井 秀雄 ) 


ナイ ジェ リア 連邦 共和 国 


[概況 ] 人 口 3575 FA, BAIR 27 万 人 と 推定 
され て いる . 黄金 海 涯 地方 は 特に 盲人 が 多い . 村民 の 
全部 が 盲人 で ある と いう 所 さえ ある と いう . これ は 河 


に 生息 する バッ ファ ロー と いう 虫 に 刺さ れる こと に よ 
5 °C #20 AWE (river blind) と 呼ば れる も の で ある . 
ある 村 で は 和 失明 を 防止 する た め , BOVE CAN 
全 村 移住 し た が , 別 の 村 で は , 人 間 の 失明 する の は 当 
然 だ と 平気 で 生活 し て いる と いう . 北部 に ある 盲人 ば 
か り の 部 落 で は , 剃 人 の 王 と 称す る 者 が お り , 住民 の 
お も な 職業 は こじ しき で ある . 政府 で は 1966 年 委員 会 
を 設け , 国内 を 3 地域 に 分 け , 総合 教育 計画 を 立て て 
全国 100 以上 の 一 般 学校 に 盲 児 を 出席 させ , 次 第 に こ 
れ を 発展 させ つつ ある . (今井 秀雄 ) 


ニカ ラグ ア 共 和 国 


[概況 ] 盲人 の 教育 と 更生 の た め の セ ンタ ー が 1 カ 
所 ある だ け で ある ,』 こ れ は 交 部 省 思 ライ ホン クラ 
に よっ て 維持 され て いる . 作業 場 設立 の 計画 は ある 
が , まだ 実現 し て いな い . 盲人 協会 さえ 組織 され て い 
な い 状 態 で ある . (今井 秀雄 ) 


[概況 ] 行政 上 3 分 され て , 大 き な 都市 も な い の 
で , 文明 国 で 間 題 に な っ て いる こと も , この 国 で は 問 
題 に な ら な いこ と が 多い . 陸 か ら , 川 か ら , 海 か ら 食 
物 が 得 ら れる し, 家 や ボー ト を 造る 木材 も 森林 か ら 得 
られ る . こん な 状態 で ある か ら 生 活 は 容易 で , こじ き 
な ど 1 人 も いな い . 盲人 が いた と し て も , 家族 や 友人 
か ら 親 切 に され る . 2 人 の 盲人 が 教会 の 慈善 施設 に 世 
話し て も ら っ て いる ケー ス は ある が , 集団 的 に 盲人 を 
教育 する 必要 を 痛感 する ほど 盲人 は 多く な い . し た が 
っ て , 盲 教育 は 開始 され て いな い . 後進 還 の な か で 
は , 盲人 の 生活 が 恵まれ て いる と いう こと が で きる , 

(今井 秀雄 ) 


=e Sora 


[福祉 』 ニュ ー ジ ー ラ ンド 育 人 援護 協会 (New Zeal 
and Foundation for the Blind) の 調査 に よる と , 1971 
年 現在 の 盲人 人 口 は 約 4000 人 で ある . その うち もち , 65 
歳 以上 が 67 パー セン ト , 20 歳 以下 が 25.8 パー セン 
ト で ある . 

社会 保障 法 に よっ て , 独身 者 , 既婚 者 と も に 年 金 が 
weed. これ は , 失明 に よっ て 生じ る ROEM 
出 に 対す る 補償 の 意味 を も っ て いる の で , 不労 所 得 が 
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多い 場合 以外 は , 勤労 所 得 の 額 に よっ て 制限 され る こ 
と は な い . 

。 こ の 国 の 盲人 福祉 は ニュージー ラン ド 盲 人 援護 協 
記 会 に よっ て 到 え られ て いる と いっ て よい . 協会 は 会 
員 の 終身 会 費 , 遺言 に よる 遺産 の 寄付 , 国 の 補助 に よ 
っ て 学校 , 作業 場 , 盲人 ホー ム の 経営 を は じ め と し 
て , リハ ビリ テー シュン ・ セ ンタ ー の 新設 , 家庭 訪問 
教師 の 派遣 , スポ ー ツ 振興 , 娯楽 会 の 開催 な ど 幅 広い 
活動 を し て いる . また , 失明 防止 と 資金 調達 の た め 
に , 毎年 , 「 点 字 週 間 」 を 設け て いる . TOR, 新 
開 , ラジ オ , テレ ビ 等 を 通じ て 一 般 市 民 に 呼び か け を 
ATi . 

この ほか に 失明 軍人 施設 が あり , 第 1 次 大 戦 の 失明 
軍人 500 人 , 第 2 次 大 戦 の 失明 者 22 人 を 収容 し て い 
る . また , 協会 に よっ て 管理 され て いる 中 途 和 失明 者 の 
た め の リ ハビ リ テ ー シ ョ ン ・ セ ンタ ー も 1 カ所 ある . 
盲人 に 対 し て 鉄道 が 50 パー セン ト , 国有 航空 は 25 
ドル の 旅客 運賃 割引 , 市 バス は 無料 と それ ぞ れ の 特典 
が 与え られ て いる . その た め の 手 続き は , BH, BA 
個人 に よっ て で は な く , 協会 を 通じ て 行なわ れる . 
[教育 ニュー ジー ラン ド に お ける BK Fit 1890 
年 ,。 オー クラ ンド で 始め られ た . 5 歳 か ら 16 歳 まで 
を 義務 教育 と し て いる . この 国 の 唯一 の 寄宿 制 育 学 校 
に は 初等 部 100 A, 中 等 部 50 人 が 通っ て いる . BS 
Fe 7 AIRS, * タ イブ ,」 寺 能 の プロ グラ ム 
を 除い て 普通 校 と 同様 の カリ キュ ラム に 従っ て いる . 
最近 は 統合 教育 が 進め られ て お り , 初等 部 50 人 , 中 
等 部 20 人 の 生徒 が 普通 校 に 在学 し て いる . また , 大 
学 に 進学 し て いる 盲 学生 は 1971 年 現在 5 人 で ある . 
[職業 ] 盲人 援護 協会 で は 授産 所 の 体質 改善 と , よ 
り 効 果 的 な リハ ビリ テー ション ・ プ ログ ラム を 進め て 
いこ うと する 意図 か ら , 就職 あっ せん 業務 を 組入れ て 
いる . 就職 あっ せん 指導 員 は この 国 で 1 人 し か いな い 
が , 1970 年 に は 合計 37 人 の 盲人 就業 者 を 出 し た . 
1971 年 に お ける 盲人 の 就労 状況 は , 工業 , 商業 , 
専門 職業 待 の 各 分 野 で , また 授産 所 で それ ぞ れ 従事 し 
て いる . 電話 変換 手 25 人 , タイ ビ ピスト 10 人 , ピア ノ 
調律 師 10 人 , コン ピュ ー タ ー の プロ グラ マー 2 人 , 
BALA, 授産 所 に は 約 100 人 の 盲人 が 雇用 され て お 
り , その 他 店 員 , ソー シャ ル ワ ー カ ー, ORT, 病院 
内 家政 帰 な どの 職 に も 就 い て いる . 
(橋本 洋子 ) 





ネパール 


[概況 ] 1952 年 か ら 54 年 に か け て 行なわ れ た AA 
調査 に よる と , ネパール の 盲人 は 7834 人 と 示さ れ て 
WS. し か し , この 調査 期間 が 非常 に 長い こと . また 
弱視 者 が 含ま れ て いな いた め , 数 字 は 正確 と 考え られ 
な い . その 後 , 1968 年 に は 1 万 8825 人 が 視力 障害 者 
で ある と 推定 され て いる . 

ネパール で は , 盲人 の 教育 , リハ ビリ テー シュ ン な 
ら び に 福祉 に つい て の 法律 は 制定 され て いな い . 一 般 
市 民 の 中 に は , 盲人 は 家族 や 社会 の 重 答 で あり , 呪い 
ISEB CWA AA8 少 な ぐ な い . Lica TG BAD 
教育 や 福祉 に つい て 特別 な 措置 が 必要 で ある と い 2 機 
運 も 高まっ て いな い . 1965 年 5 月 に な っ て よう や く < 
盲 児 の 初等 教育 が 始め られ た ば か り で ある . これ は 中 
央 政府 の 放 持 に よっ て 統合 教育 を カレ ッ ジ が 実験 学級 
と し て 行なっ て いる . 点字 教科 書 も な い の で , 1971 
年 , 日 本 ライ ト ハ ウス が 点字 版 英 語 教科 書 を 製作 し て 
寄贈 した. 中 ・ 高 等 教育 に つい て は 何 の 配慮 も る され て 
いな い が , 少数 の 者 が 学芸 大 学 や 音楽 学校 で 鈴 強 し て 
いる . 

貞 a 刷 に 私 盲人 加 リ ビリ テラ ーション ・ サ ービス 
提供 し よう と する 機運 が よう や く 起 き て きた だ . 大 多数 
の 人 びと は , その よう な サー ビス が ある こと , 盲人 が 
失明 状態 に 適応 し た 生活 を お くる 機会 か も て る こと な 
ど を 知っ て いな い . 多く の 盲人 が , 必要 な 一 般 教育 を 
受け , 手工 業 の よう な 単純 作業 を 覚え る よう に , 成年 
盲人 を 対象 に し た 昼間 訓練 セン ター、(Day Training 
Centre) の 設立 が 計画 され , 家内 工業 の 実地 訓練 も 
行 な ち われ る こと に な っ て いる . また , 数 人 の 盲人 が 軽 
工業 の 訓練 を 受け る た め に イン ド ヒ 送ら れ て いる . 

HATE) 


JVI + — = 


[福祉 〕 人 口 360 万 人 中 , 盲人 は 約 5500 人 (1965 
年 ) で ある . 盲人 を 含む 15 歳 以 上 の 身体 障害 者 に は 
年 間 1200 クロ ー ネ (1 クロ ー ネ 約 50 円 ) が 到 給 され 
る . また :, 労働 能力 が 3 分 の 1 に 減少 し た 18 歳 以上 
の 者 に は 年 間 4200 クロ ー ネ が 到 給 され る . 

この ほか 所 得 税 軽減, 歩行 者 優先 , 補 装 具 無 税 , 旅 
行 運賃 半額 な どの 措置 が か ある . その 他 点 字 図 書館 , テ 
See 7 AVS EES, Aa ADS FIBERS 
る . 
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ノル ウェ ー に は , 1909 年 に 設立 され た ノル ウェ 
ー 盲 人 援護 協会 (Nordenffelske Blindenforbund 
Trondheim) が あり , 四 つ の 地方 盲人 協会 の 中 央 組織 
と し て 政府 当局 に 当たり , 地方 活動 を 指導 し て いる . 
また , 点字 出版 所 を 設け て 教科 書 , MS, 雑誌 の ほか 
録音 テー プ も 製作 ・ 配 給 し て いる . 毎年 秋 の 「 盲 人 の 
日 | に は ヒナ ゲン の 造花 の 小 東 が 大 量 に 売出 され , 全 
人 口 の 8 分 の 1 が これ を 買っ て いる . その 収益 に よっ 
て 各種 の 福祉 活動 を 行なっ て いる . 

[教育 〕 盲 教育 は 1861 年 , 2 人 の 盲 児 か ら 始め ら 
れ た . 現在 は 寄宿 制 の 国立 盲 学校 が 三 つ あ る . ダル ン 
の 7 年 制 小学 校 , フス ビー の 4 年 制 男子 職業 学校 , オ 
スロ の 4 年 制 女子 職業 学校 で 児童 ・ 生 徒 数 は 160 人 で 
ある . その 他 1 年 制 の 職業 補習 学校 と 私 立 保育 園 が 各 
=DDD. 

義務 教育 は , 1951 年 の 法律 に よっ て 7 歳 か ら 15 歳 
まで の 盲 児 に 適用 され , 16 歳 か ら 21 RO 青少年 に は 
職業 学校 と 補習 学校 で 教育 を 受け る こと が で きる . 

小学 校 は 一 般 学校 と 同じ で ある が , 高学年 に は エス 
ペラ ント 語 を 必修 課目 と し て いる の が 注目 され る . 女 
子 職業 学校 で は , HER, 音楽 教師 , タイ ピス ト , 速 
記者 , 電話 交換 手 養成 の 専門 科 が あり , 編物 , 織物 , 

ミン シン , 家事 な ど を 学ぶ . 男子 職業 学校 で は , 小 校 細 
T, 木 細工 , 軽工業 技術 , 物理 療法 , 各種 の 家内 工業 
な どの 専門 科 が あり , 一 般 教 科 も 学ぶ . 

[職業 ] 伝統 的 な 手 細工 は 次 第 に 収入 が 少な く な っ 
て いる が , 今 な お 約 300 人 が 従事 し て いる . また , 金 
物産 業 に 約 150 人 , 授産 事業 に 約 80 人 が 働い て い 
る . この ほか , 1965 年 の 調査 に よる と, 事務 員 18 A, 
電話 交換 手 27 A, ピア ノ 調 律師 27 A, 物理 療法 師 35 
A, 音楽 家 19 A, 学校 教師 10 A, 社会 事業 家 7 A, 
その 他 図 書館 司書 , 実業 家 , 牧師 , 弁護 士 , 女優 な ど 
多 方 面 に 活躍 し て いる . (岡崎 音 ・ 今 井 秀雄 ) 





ハイ チ 共 和 国 


[概況 ] 1946 年 に セン ト ・ ビ ン セ ント 身体 障害 児 
学校 が 設立 され た . これ は 政府 の 補助 や 篤志 家 の 寄 付 
を 得 て , 宗教 伝道 団体 に よっ て 経営 され て いる . ま 
た , 1952 年 に は 盲人 援護 協会 が 設立 され , BADR 
庭 に 訪問 教師 を 派遣 し , 職業 補導 を 行なっ て いる . 

(今井 秀雄 ) 





パキスタン 回 教 共和 国 


[福祉 〕] WHO の 1969 年 の 推計 に よれ ば , 人 口 約 
1 億 1000 万 人 に 対し , 123 万 人 と いう 非常 に 高い 比率 
の 盲人 数 を あげ て いる . これ ら の 盲人 の 中 に は 10 歳 
代 か ら こじ き を し て や っ と 生き て いる 者 が 多く , その 
た め に 早死 する 者 も ある . 学校 を 卒業 し た 人 と 中 途 失 
明 者 の た め に は , 職業 訓練 セン ター と , 病院 内 に 設 軒 
され て いる カウ ン セ リン グ 課 が あり , リハ ビリ デー シ 
ュ ン ・ サ ービス は 民間 , ある い は 公立 の 社会 福祉 機関 
に よっ て 実施 きれ て いる . いく つか の 訓練 職種 が ある 
が , 伝統 的 手工 業 が 約 250 人 , 工業 で は 30 人 , 商業 
に は 20 人 が それ ぞ れ 訓練 を 受け て いる . 平均 的 な 訓 
練 期 間 は , 伝統 的 職業 訓練 に つい て は 2 年 な いし 3 年 
で あり , 工業 方 面 の 場合 は 設定 され て いな い . 

[教育 ] 身体 障害 者 , 特に 盲人 福祉 に 理解 の 深かっ 
だ た アイダ ・ リ ュー (de Rieu) AAU, AFF 
住 の 有志 よっ て , 1921 年 , 74 VY 2 SR 
済 協会 が 設立 され た . この 協会 の 最も 大 き な 事 業 は , 
盲 学校 の 設立 で あっ た . 

この 国 の 盲 学校 は , 中 央 盲 ろ う 学 院 ほ か 5 校 あ る . 
その うち の 2 校 は 国立 , その 他 は 地方 公共 団体 の 補助 
を 得 て 民 間 団 体 に よっ て 運営 され て いる . 盲 児 の 大 多 
数 は , 宗教 セン ター に お いて , まず , 宗教 教育 を 受け 
る こと か ら 始 め ら れ , その うち の ある 者 は 盲 学校 に 入 
学 す る . 教師 の 大 部 分 は 盲人 で ある . 小学 校 に 行っ て 
いる 盲 児 は 約 300 人 ある が , その うち 290 人 は 寄宿 制 
型 学校 に , 10 人 は 普通 校 で 教育 を 受け て いる . 実際 
の と ころ , 初等 教育 を 受け る 権利 を も つ 盲 児 は 5 万 人 
WS. これ ら の 数 字 か ら み て も わか る よう に , COB 
の 教育 の 立 遅 れ が うか が われ る . Ek, 中 等 教育 に つ 
いて は , 普通 校 の 盲人 の 受入 れ を 認め て いる . 1954 年 
以後 , 盲 学校 で も 職業 教育 に 重点 が お か れる よう に な 
っ た . 綿 ・ 毛 ・ 黄 麻 の 機 械 織り と 竹 ・ と う ・ 柳 ・ チ ー 
ク 材 の 細工 が 職業 科目 と し て 教え られ て いる . 

[職業 ] 盲 学校 で 職業 科目 と し て 取 あ げ ら れ て いる 
も の や 職業 訓練 を 行なっ て いる 工業 ・ 商 業 方 面 な どの 
職種 の ほか に , 新聞 販売 人 , 小売 人 , 宗教 教師 , 社会 
事業 家 , 音楽 家 , 点字 教師 , 子守 り , た こ 作 りな ど に 
就労 し て お り , 約 5000 人 程度 で ある . (今井 秀雄 ) 


パナ マ 共 和 国 


[概況 ] 人 口 120 万 人 中 , 盲人 は 約 2500 人 で ある . 
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1948 年 , 救世 軍 盲 学校 が 設立 され た . これ は See 
に よっ て 経営 され て いる 成人 盲 の た め の 学 校 で , 普通 
教科 と 手工 を 教え て いる . その 後 , 1952 年 に へ レン 
・ ケ ラー 背 学校 が 設立 され た . これ は 国 の 補助 と ライ 
オン ズクラブ の 寄付 に よっ て 維持 され て いる 寄宿 制 育 
学校 で , 盲 児 に 初等 教育 を 施し て いる . (今井 秀雄 ) 


ラグ ア イ 共 和 国 


[概況 ] AF 180 万 人 中 , 盲人 は 約 3500 人 で ある . 
1956 年 , サン タル チア 協会 盲 学校 が 設立 され , 育児 の 
た め に 初等 教育 を , 成人 衣 の た め に 職業 教育 を 施し て 
いる . 半ば 政府 の 補助 , 半ば 一 般 か ら の 寄付 に よっ て 
維持 経営 され て いる . その 他 の こと に つい て は つま び 
ら か で は た ない . (今井 秀雄 ) 


ハン ガリ ー 人 民 共 和 国 


[福祉 」 育 人 を 晴 眼 者 と 同等 の 権利 を も つ 社 会 の メ 
YRS し よう と 努め る よう に な っ た の は , 1949 年 
に 人 民 民 主 政府 が 誕生 し て か ら の こと で ある . 現在 , 
一 定年 数 労働 に 従事 し た 者 に は , 社会 保険 に よる 年 金 
wits SA ODS, 年 金 受給 権 の な い 者 は 国 か ら 毎月 補 
助 を 受け て いる . 他 の 身体 障害 者 と 共に 盲人 を も 収容 
する ホー ム が 12 カ 所 (うち 1 カ所 は こども の た め の 
も の ) ある . 

[教育 ] 盲 教育 は 1825 年 ブダ ペスト に お いて 始め 
られ た . 1873 年 , 学校 は 公立 に 移管 され , 修業 年 限 
b 5 年 か ら 7 年 に 延長 され た . し か し , 19 世紀 末 に は 
生徒 数 は 100 人 に 過ぎ ず , 卒業 し て も 生活 能力 を 身 に 
つけ て いる 者 は 少な か っ た . 現在 は 盲 学校 数 8 を 数 
え , 修業 年 限 も 8 年 に 延長 され て いる ほか , 盲人 教育 
や 盲人 事業 に 携わる 者 を 養成 する た め の 医 療 教 育 専 門 
学校 も 設置 され て いる . 

[職業 ] 現在 , 約 1000 人 の 盲人 が , か れ ら の た め 
ee So eT Fy WR GSA vb, 
織物 な ど を 製造 し て いる . この 国 で は すべ て の 盲人 肉 
体 労 働 者 は 6 時 間 労 働 し て 8 時間 労 働 と 等 し い 賃金 を 
得 , し か も ゃ も, 有給 休暇 が 晴 眼 労働 者 より 年 間 6 日 多く 
与え られ て いる . また , 400 人 以上 の 電話 交換 手 , 相 
当 数 の 工場 労働 者 も いる . 盲人 協会 の 「 新 職業 開拓 委 
員 会 」 の 提案 に よっ て , 19624, 弱視 者 に 対す る 製 
本 課程 と , 全盲 の た め の 1 年 制 の マッ サー ジ 課 程 が 開 
設 さ れ た . BAR, 弁護 士 , 教師 な どの 自由 職 に つい 


て いる 者 も 若干 いる . (今井 秀雄 ) 


ビル マ 連 邦 


[福祉 ] ラン グー ン に ある 合同 盲人 福祉 協議 会 が , 
ラン グー ン 競 馬 ク ラブ と ビル マユ 体 育 協 会 か ら 毎年 多額 
の 寄付 を 受け , 盲人 事業 施設 に 配分 する と と も に , A 
窮 盲 人 に 援助 を 与 えて いる . また , BART TOR 
を 免除 され て いる が , それ 以外 特に 記す べき こと は な 
い 、. 

(AB) 盲 学校 は 2 校 あ る . その 一 つ は 1919 年 , 
イ ギ 了 Q 叶 の ネ ホシ つ ツジ ジャ ネ ク ツ ウン に . 志 あて 謎 きれ 
た . ケ メ ン ダイ ン ( に ある セン トミ カエル BREECH 
り , 他 は パコ ュ ッ ク に ある 仏教 徒 育 学校 で ある . 1955 年 
現在 , 両校 の 生徒 数 は 合計 90 人 , 教員 数 は 合計 14 人 
で ある . 国定 の 教育 課程 に 従っ て 初等 教育 が 施さ れ , 
その 後 , 技術 訓練 部 に お いて , 1 種 あ る い は 2 種 の 手 
工業 (機織り ・ と う 細 工 ・ 竹 細工 ) を 習得 し た の ち , 
セン ト ・ メ リー 授産 所 に お いて , 出来 高 払い に よっ て 
労働 に 従事 し て いる . 学費 は 大 部 分 が 一 般 の 寄付 金 か 
ら , 一 部 は 政府 補助 金 か ら 衣 給 さ れる . 戦前 は ピア ノ 
調律 , 速記 タイ プラ イタ ー が 試み られ て いた が , 戦 
後 は 器械 不足 の た め , これ ら の 訓練 が 行なわ れ て いな 
a, 

[職業 ] 1955 年 に お ける 就労 状況 は , ORE DRE 
所 35 人 , ② 家 庭 内 の 手工 業 20 人 , ③ 自 家 営業 5 人 , © 
教員 5 人 , ⑤ マ ッ サ ー ジ 師 3 人 で ある . 授産 所 で は , 
ほとん ど が と う 製 品 , ヤン 果 度 の ドア マッ ト , 竹 す だ 
れ な どの 製造 に 従事 し て いる . な お , 手工 芸 材料 の 購 
入 や 製品 の 販売 に つい て は , 政府 が あっ せん を 行なっ 
て いる . また , 1960 年 に 公布 され た 身体 障害 者 雇用 
法 の 規定 に よっ て , 20 人 以上 の 労働 者 を 雇用 する も 
の は , 割当 て られ た 身体 障害 者 を 雇用 し な けれ ば な ら 
(ee (MEG いき 。 (今井 秀雄 ) 


フィ リピ ン 共 和 国 


[福祉 ] 社会 福祉 局 職 業 更生 課 が , 訓練 期間 中 の 盲 
人 に 若干 の 手当 を 衣 給 し て いる ほか , 年 金 な どの 経済 
的 援助 は 何ら 考慮 され て いな い . この ほか , わずか に 
民間 の 社会 福祉 団体 が , 少数 の 者 に 眼科 診療 を 受け さ 
せ た り , 有 眼鏡 を 到 給 し た り し て いる に 過ぎ な い . た 
だ , 注目 すべ きこ と に と , 盲人 夫婦 の た め の 生 活 訓練 所 
の 設置 が ある . 
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1957 年 , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 (AFOB) は , 
フィ リピ ン 政 府 と と も に , 自国 お よび 極東 地区 の た め 
の 指導 員 訓 練 て ンタ ー を マニ ラ に 開設 し , 有 能 な 盲人 
事業 従事 者 を 送出 し , 大 き な 兆 明 と な っ て いる . また 
AFOB は 育児 の 教育 に 力 を 入れ , 特に 農村 地方 の 教具 
・ 教 材 た など を 提供 し , 巡回 教師 の 派遣 に 尺 し て いる . 

[教育 〕】 この 国 の 盲 教育 は ふ , アメ リカ 人 ライ ス ・ ウ 
ェ ー バ ー に よっ て 1908 年 に マニ ラ で 始め られ た . 1946 
年 に は 通学 制度 に な っ た が , 1959 年 か ら ふ た た び 寄 宿 
舎 が 開か れ て , 小学 部 6 年 , 中 学部 4 年 制 の 教育 が 施 
され て いる . この 学校 は すべ て 国立 に な っ て いる が , 
1960 年 に お ける 生徒 数 は わずか に 17 人 で , 教員 1 人 
と いう 状態 で あっ た . この ほか , 独立 し た 盲 学校 は な 
い が , AFOB の 援助 に より 統合 教育 の 方 式 を 採 入 れ 
て , 小学 校 で は 約 312 人 の 盲 児 を 一 般 学校 へ 入学 させ 
て いる . 筋肉 の 調整 訓練 が 教科 目 と し て 採用 され , は 
さ み に よる 作業 , BRE, ビー ズ つ な ぎ , 自己 の 所 
在 位置 を 感知 する こと , 方 向 を 知る こと , 平衡 感覚 を 
養成 する こと な ど が , その 内 容 と され て いる . 理科 は 
教科 目 の な か に 含ま れ て いな い . 

[職業 ] 手芸 , 家内 手工 業 , 教師 , 職業 相談 員 , 音 
楽 な ど が 盲人 の 適職 と され て いる が , 就労 し て いる 盲 
人 は きわ め て 少な い . 競馬 の キッ プ や 食物 を 売っ て い 
る 者 が 数 人 いる . 1955 年 , 一 般 身体 障害 者 を 対象 と 
する 国立 モデ ル 訓 練 セ ンタ ー が 設置 され た . その 機構 
は , 入所 検査 斉 ・ 医 療 奉 仕 斉 ・ 補 導 課 ・ 職 業 適正 検査 
課 ・ 一 般 社会 奉仕 課 ・ 心 理 テ スト 課 ・ 家 庭 訪問 課 ・ 所 
外 障害 者 補導 課 か ら 成 っ て いる . 開所 以来 , 若干 の 盲 
人 に 対し て , いす の 修理 , 編物 , 木工 な どの 訓練 が 行 
な われ て いる . また , 授産 所 で は , 盲人 が 肢体 自由 者 
と 共同 で れん が 作り を し て いる . (今井 秀雄 ) 


フィ ン ラ ンド 共和 国 


[福祉 ] 16 歳 以上 の 盲人 は 収入 に 関係 な く , 年 額 7000 
な いし 8000 マル ク (17% YO we ik ee) 
の 年 金 を 放 給 され る . 盲人 の 所 得 税 の 基礎 控除 額 は 一 
般 所 得 20 万 マル ク と な っ て いる . ヘル シン キ や その 
他 の 大 都市 で は , ルー テル 教会 と 救世 軍 が 家庭 訪問 婦 
を 雇い , 盲人 家庭 に 無料 で , 留守 番 , 育児 , KK A 
物 , 用 た し な どの た め に 派遣 し て いる . また , 盲人 協 
会 経営 の サマ ー ホ ー ム が 4 カ所 に あり , その 他 盲 人 ホ 
ー ム 2, 図書館 1 が ある . ( 
[教育 ] 盲 教育 は 1865 年 に ヘル シン キ に お いて 始 


め ら れ , その 後 , 1870 年 に クオ ピオ に 1 校 が 増設 され 
た . 義務 制 は 1921 年 に 施行 され , 修業 年 限 は 6 歳 か 
ら 10 ヵ年 で ある . 児童 生徒 数 は 合計 150A, 教員 数 
は 約 30 人 で ある . 在学 中 の 費用 は も ちろ ん 付添 人 の 
交通 費 も 国 が 負担 する . 盲 幼児 お よび 重複 障害 盲 児 の 
教育 も 行なわ れ て いる . 中 途 失 明 者 は 、 1900 年 に ヘル 
シン キ に 設立 され た 職業 学校 で 。 ブラ ン 作 り , か ど ご 編 
A, 家具 製造 な どの 職業 訓練 を 受け る . 

[職業 ] #9 1600 人 が バス ケッ ト 編 みみ , ブラ ン シ 作 り , 
マッ サー ジ , BR, 家庭 内 職 , その 他 の 手工 業 , 工場 
労務 な どの 作業 に 従事 し て いる . 工場 労働 者 は 数 十 人 
こと 過ぎ な い が , マッ サー ジ 師 は 330 人 も いる . この ほ 
D>, 60 歳 以 上 の 者 は お よそ 700 人 で , ブラ ン 作り , 
か ご 編み , 家具 製造 , 編物 な どの 旧来 の 作業 に 従事 し 
INS (今井 秀雄 ・ 岡 崎 普 ) 


プエルト リコ |( ア 逐 串 呈 自 邊 連 谷 0D 


[概況 ] 公衆 保健 斉 に 5 人 の 盲人 家庭 訪問 教師 が 任 
用 され て いる . か れ ら は 手引 き と と も に , 地方 事務 所 


CER, あら か じ め 指 定 し た 日 , 近辺 の 盲人 数 人 ずつ 


通っ て こさ せ た だ たり, ある い は 自ら 個々 の 盲人 家庭 を 訪 
間 し た り し て , 点字 の 読み 書き や , いす 編み , わら や 
皮 の 細工 , マッ ト 作 りな ど を 教え る . 貧困 な 者 に は 毎 
月 補助 金 が 支 給 さ ん れる. この 方 法 で 教育 を 受け て いる 
者 は 150 人 に 達し て いる . 多く の 盲人 が 毎週 発売 され 
ARS じ を 売っ て 生計 を 立て て いる こと は , 19 世紀 
末 ま で この 島 が スペ イン 領 で あっ た こと を 物語 っ て い 
る . 

日 本 に も ゃ きた こと の ある 画家 で 音楽 家 で ある ジョ ー 
ジ ・ ウ ォ ー リ ー (George Wally) は , 盲 児 に か れ 独 
自 の 考案 し た 方 法 に よっ て 絵 を 描く こと を 熱心 に 教 
え , つい に 静物 , BA, AR, 風景 な ど 広い 分 野 に わ 
た っ て 作品 を っ ぐ ② こ = と に 成功 し た だ 1959 2 eres 
ワ ス 市 の 郊外 に 「 盲 人 福祉 の 世界 研究 セン ター」| を 設 
WL, COR HROBAIC 奉仕 する た め に 捧ぐ 
ー 一 盲人 も また , 世界 に BETS こと が で きる た だめ 
に 」 と 書か れ て いる . か れ の 業績 に つい て は , エン サ 
イク ロペ ディ ア ・ ブ リタ ニカ (大 英 百 科 辞 典 ) に も 取 
上 げ ら れ て いる . (今井 秀雄 ) 


(AAI AA 730 万 人 中 , 盲人 は 約 12 万 人 で ある . 
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1854 年 , BX Fe 2 世に よっ て 創設 され た ベン ジ 
ャ ミン ・ ュ コン スタ ント 盲 学校 が この 国 最 古 の 盲 学校 で 
ある . これ は 幼稚 部 か ら 高 等 部 まで の 教育 を 行なう 国 
立 の 施設 で , この 国 最 大 の 盲 学校 で ある . 生徒 数 600 
人 , 教員 数 100 人 を 数 を , この 国 の モデ ル 校 で ある . 
この ほか , 育 学校 は 6 校 あ る が , 6 歳 か ら 14 歳 ま で 
の 盲 児 数 は 1 万 2000 人 と 推定 され て いる の で , 就学 
率 は 低い . 統合 教育 が 行なわ れ て いる の で , 普通 学校 
に 通う 盲 学 生 を 寄宿 させ , 専門 の 教師 が 指導 する 学校 
が サル バド ル に ある . Ek, 州 に よっ て は 教育 局 の 初 
等 教育 課 の 特殊 教育 係 が 学校 巡回 教師 を 派遣 し て , 普 
通学 校 に 在学 する 盲 学生 を 補導 させ て いる . ブラ ジル 
の 全盲 学校 は ベン ジャ ミン ・ コ ンス タン ト 計 学校 の 
教育 課程 に 基準 を お いて 教育 を 行なっ て いる . 高等 部 
を 卒業 し た 盲 学生 に は 晴 眼 者 の 大 学 へ の 道 が 開か れ て 
お り , 卒業 後 は 教師 , 弁護 士 , 音楽 家 あ る い は 宣教 師 
に な っ て 社会 へ 巣立っ て 行く . 

CRA) 就職 希望 者 の た め に は , ソー シャ ル ・ サ ー 
ビス と いう あっ せん 機関 が か あり, それ ぞ れ の 個性 や 条 
件 に 応じ て , 商工 業 方 面 , 官庁 業務 , マッ サー ジ , ピ 
ァ ノ 調律 な ど 広範 囲 に - わた っ て 職業 の 紹介 , あっ せ 
A, 就職 の 指導 に 当たっ て いる . これ ら の うち 音楽 関 
係 の 仕事 と マッ サー ジ が 主要 な 職種 で ある . 音楽 を 職 
業 と し て いる 者 に は , 工場 内 で その 職 を 得 て い る 者 が 
多い . マッ サー ジ は 治療 マッ サー ジ , 美容 マッ サー 
ジ , スポ ー ツ マッ サー ジ の 3 分 野 に 分 れ て いる が , 自 
営 は 少な く , 病院 な ど に 勤務 し て いる 者 が 多い . その 
他 , 商工 業 関係 の 労働 者 , 官庁 勤務 者 , ピア ノ 調 人 律 
師 , 弁護 士 , 牧師 , 教授 な ども ある . 1960 年 , 厚生 省 
令 で 20 人 以上 の 従業 員 を 有する 企業 は , 一 定率 の 人 
数 だ け 更 生 補 導 を 受け た 盲人 を 採用 し な けれ ば な ら な 
いこ と に な っ て いる . 世界 で 2 番目 に 盲人 の 働き や す 
い 国 で ある , この 国 の 盲人 の 中 に は 自負 し て いる 者 も 
いる が , 一 方 , 十分 効果 的 な 更生 施設 の 少な いこ と を 
指摘 する .、 リハ ビリ テー ショ ン 施 設 と し て は , FIL 


ル 盲 人 解放 協会 の 活動 以外 に 特に 記す べき こと は な 


Vs, feds, 。 リオ ・ ガ "ジャ ネイ ロ と 光 ン パウロ に は そ 
れ ぞ れ 点 字 出 版 所 が あり , 前 者 は 「 点 字 評 論 」, 後者 
は 「 リ リー フ 」 と い 2 雑 誌 を 発行 し , いずれ も 無料 で 
配布 し て いる . (SIEGE) 


フラ ンス 共和 国 


(atk) AA 4600 万 人 中 , BAIL 13 万 4000 人 で 


ある . 身体 障害 者 に 対す る 生活 保障 は , OGRA, 
② 戦 争 の 犠牲 に よる も の , ③ 労 働 事故 に よる も の , @ 
社会 保険 に よる も ゎ もの, OZOMOA OD MAICAI T 
措置 され て いる . ⑤ の も の が 最も 恵まれ て いな い が , 
これ が また , ① 障 害 の 程度 , OMA, OF, ④⑰ 就 労 の 
有無 に よっ て , その 殆 給 額 が 細か く 規 定 さ れ て いる . 
な お , 15K IAT OF AERA 4 OM BUICH LT, 
月 額 50 な いし 100 フラ ン (1 フラン は は 73 円 ) の 特別 
WED, また , 無 収入 の 者 に 対し て は , 家賃 の 75 
パー セン ト の 住宅 手当 が 到 給 され る こと は 特筆 すべ き 
と で ある . 1889 年 , モー リス ・ デ ・ ラ ・ シ ザー ラン ヌ 
= (Maurice de la Sizeranne, 1857~1924) に よっ て 
設立 され た バラ ンタ ン ・ ア ュ イ 協会 が , この 国 の 盲人 
福祉 の 向上 に 果たし て いる 役割 は 大 きい . し か し , 国 
の 補助 だ け で は 生活 で き な い 者 が 相当 数 に 上 る こと 
は , 盲人 を 収容 する 養育 院 が 14 カ所 ある こと に よっ 
て 推測 で きる . 

(AA) 盲 教 育 は 1784 年 ペリ に お いて バラ ンタ ン ・ 
ア ュ イ (Valentin Haty) に よっ て 始め られ た . ア ュ 
イ は セン ト ・ ロ ス 教 会 の 近く で こじ き を し て いた フラ 
ン ソ ア ・ ル シュ ー ル (Francois Lesseur) と いう 17 蔵 
の 先天 的 の 盲 児 を 見 つけ , これ に こじ き を し て 得 て い 
た と 同額 の 金 を 与え て , 教育 を 始 た め の で ある . 翌年 , 
慈善 会 が 組織 され , その 援助 に よっ て 国民 訓 盲 院 が 


設立 され , 12 人 の 盲 児 が 収容 され た . これ が 世界 最初 


の 盲 学校 で あり , 各国 に 大 き な 影 響 を 与え た . Ale 
院 は 1791 年 国 に 移管 され た . 現在 の 生徒 数 は 約 250 
人 で , 音楽 教育 が 重視 され て いる . 義務 教育 制度 は ま 
だ 実施 され て いな い . BE, この 国 の 盲 学校 は 国立 
4 , 私 立 26 校 で , その 半数 は 男女 共学 制 , 残り の 半数 
は 人 性別 の 学校 で ある . Ek, これ ら の 学校 の 中 に は , 
私 的 団体 や 宗教 団体 に よっ て 経営 され て いる も の も あ 
る . 教育 費 は 家庭 の 裕福 な 者 は , その 全額 また は 一 部 
を 負担 し な けれ ば な ら な いこ と に な っ て いる . 

[職業 ] 就労 に 関す る 統計 は 得 ら れ な い が , 伝統 的 
な 職業 と 近代 的 な 職業 と に 分 れ て いる . 前 者 は 生産 が 
機械 化 さ れ た 今日 で は , 職業 と し て 成立 つ 可 能 性 が 少 
な い の で , 工場 労働 へ の 転換 が 図ら れ て お り , 現に パ 
リ りや リョ ン で は 多く の 工場 労働 者 が 見 られ る . BAD 
職業 と し て の ピア ノ 調 律 は , パリ 訓 盲 院 卒業 の クラ ウ 
ド ・ モ ンタ ル (Claude Montal, 1800~1865) が 開拓 し 
た も の で , 18784, 訓 盲 院 の 職業 科 と し て 採 入 れ ら 
れ , その 後 , 各国 に も 普及 し た . また , マッ サー ジ 師 
は 現在 600 人 に 上 り , 晴 眼 の マッ サー ジ 師 の 数 を いく 
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ら か 上 回 っ て いる と いう . 音楽 家 , 教師 , 弁護 士 な ど 
も いる. なお, 更生 の た め の 作 業 場 が 8 カ所 に 設け ら 
20°C a (今井 秀雄 ) 


ブル ガリ ア 人 民 共 和 国 


ith] BAD 労働 月 収 が 1000 レー ボ に 満た な け 
れ ば , その 月 収 の 半額 を 到 給 さき れる. また , すべ て の 
BAILS 年 間 労 働 す れ ば , 最終 労働 時 の 給料 の 4 分 の 
3 相当 額 の 年 金 を 支給 され る . 年 金 受給 権 の ある 盲人 
が 引続き 労働 する 場合 は , 年 金額 の 半額 が Risen 
る . 盲人 の 所 得 は 年 6000 レー ボ ま で は 無税 , これ を 
越え る 額 に つい て だ け に 課税 され る . Ek, 労働 能 
の な い 形 人 の 3 分 の 2 は 特 志 団体 の 補助 を 受け , 3 分 
の 1 は 男女 別に 設置 され て いる ホー ム に 収容 され て い 
る . 要する に , 1944 年 の 革命 後 , 従来 , 国 と し て 何ら 
手 を つけ て いな か っ た 盲人 福祉 が , 著しく 改善 され た 
と 9 く 

[教育 〕 盲 教 育 は 1905 年 , ソフ ィ ア に お いて 始め 
られ た だ た. その 後 , バル ナ に 1 校 増設 され , 両校 の 生徒 
数 は 190 人 , 教員 数 は 25 人 で ある . 1960 年 , 義務 教 
育 年 限 が 1 カ年 延長 され て 9 年 に な っ て いる . 

[職業 ]〕 1951 年 , 背 人 連盟 こよ っ て ソフ ィ ア に バス 
ケッ ト ・ ブ ラ シ ・ ほ うき の 製造 工場 , 1952 年 , ブロ ブ 
デブ に 人 金属 工場 , 1954 年 , ガブ ロ ヴ に 同じく 金属 工 
場 , スタ ー リ ン に バス ケッ ト 工 場 が 設立 され , FEA 
1000 人 の うち も 700 人 は 盲人 で , 月 収 600 レー ボ (1 レ 
ー ボ は 約 54 円 ) 以上 を 得 て い る . また , 盲人 連盟 は 33 
の 店 舗 と 4 の 売店 を 有 し , 小間 も の , 皮 や ゴム の 製品 
の 販売 に 従事 し て いる 者 も 相当 数 いる . な お , 特記 す 
べき は , 50 人 か ら な る 合唱 団 で , この 国 の 最も すぐ れ 
た ュー ラス の 一 つと な っ て いる . 音楽 学校 を 卒業 し た 
者 の うち 3 人 が 普通 中 学校 の 音楽 教師 に な っ て いる . 
マッ サー ジ は この 国 で は 盲人 に 適し た 職業 と され て い 
yan (今井 秀雄 ) 


ベト ナム 共和 国 


[福祉 ] ユネ ス ュ の 調査 に よる と 130 万 人 の 人 口 の 
うち 盲人 数 は 約 4 万 人 と な っ て いる . その うち , 戦争 
に よっ て 和 失明 し た 軍人 の 数 が 増加 し て いる . 1967 年 
4 月 。 ベト ナム 退役 軍人 国立 リハ ビリ テー ショ ン ・ セ 
ンタ ー が , ベト ナム の アメ リカ 情報 局 か ら 財 政 と 技術 
援助 を 受け て , 戦傷 者 を 含め た 盲人 の た め の リ ハビ リ 





テー ショ ュ ン 活動 を 始め た . ここ と で は まず , 生活 と 職業 
訓練 の 指導 員 を 養成 する こと か ら 始 め , 現在 14 人 の 
盲人 が 指導 員 と し て の 訓練 を 受け て いる . 

この 訓練 の 目的 は 盲人 を 自立 させ る こと で ある . 盲 
人 が 歩行 を 通し て 自主 性 を 確保 し , 自信 を も っ て 社会 
で 行動 で きる よう に する こと , それ に ぁ ふさ わし い 就 職 
口 を 見 つけ て 正当 な 社会 的 地位 に つか せる CECH 
る . その た め , BTA, 点字 , FBX, タイ プラ イ 
ティ ング , 日 常 生活 動作 , 職業 教育 を 受け る た め の 適 
性 評価 , 手工 また は 機械 操作 訓練 を 行なう .、 この ほ 
か , 1959 年 に 私 立 の 盲人 友の会 が 設立 され , 1961 年 
に サイ ゴン に 会 館 を 建設 し た . この 会 は 12 人 の 男 の 
玄人 に よっ て 始め られ た . か れ ら は 木 の ブ ラン シ , ナイ 
ロン ブラ ン や いろ いろ の 型 の ほう き を 作る た め , HH 
の こぎ りや ドリ ル を 操作 し て いる . また , 向 詰 工場 や 
製油 会 社 の た め の 木 箱 を 作る こと に な っ た . この 材料 
は 軍 の 払下げ や 輸入 品 が 安く 入手 で きる の で , 収入 が 
割合 い 多 く , 盲人 た ち は 豆 ん で いる . Efe, BeAr. 
ち は テ ー ブ ル や マッ ト 織 り , スウ ェ ー タ ー 編 みみ, Ale 
らき を 習っ て いる . し か し , これ ら の 訓練 を 受け , 実 
習 で きる の は ご くわ ず か に 過ぎ な い 、. 

[教育 〕】 19 世紀 末 , 盲人 = ニュ エン + RY ・ チ が フ 
ラン ス で 点字 を 習い , 1898 年 帰国 後 , 少数 の BAIT 
AERA: 2a SY meer - 1008 Se 
ロン に 最初 の 盲 学校 を 開設 し た が 資金 難 で 休校 し た . 
数 年 後 , フラ ンス 当局 が フラ ンス か ら 盲 学校 の 教師 ん 
ザー ク を 呼び , ベト ナム 国立 盲 学校 の 初代 校長 と し 
た . 職業 教育 に は 多少 の 成果 は あっ た が , 1945 年 戦 
争 の た め 閉校 と な っ た . 1952 年 , 同 校 は ショ ロン で 
国立 盲 少年 学校 と し て 再開 され た . 

現在 , この 学校 の 校長 は 陸軍 の シオ ォ ン 少佐 で , か れ 
は パリ で 盲人 リハ ビリ テー シュン の 訓練 を 受け た . A 
校 は 寄宿 制 で , 5 人 の 盲人 教師 と 50 人 の 生徒 が いる . 
卒業 後 は 私 立 カ トリ ッ ク 盲 少年 中 等 学校 に 進む か , 音 
楽 あ る い は ベト ナム 盲人 友の会 で 手工 芸 を 習う . 

1958 年 , アメ リカ の 盲 婦人 ジェ ネー ブ ・ コ ユー フィ ル 
ド の 勧め で , 国立 盲 少女 学校 を 開設 し フォ ・ シ ・ ラ ン 
グ ・ タ イ が 校長 と な り , 3 人 の 教師 と 22 人 の 生徒 が 
いる . 学校 は 小学 課程 の ほか タイ プ , RH, 手工 芸 お 
よび 日 常 生活 を 指導 し て いる . 卒業 後 は 奨学 金 を 得 
て , アメ リカ の ハイ スク ー ル や サイ ゴン の 中 等 学校 に 
進学 し て いる 者 も ある . 

私 立 盲 少年 学校 と し て は , 1963 年 , カト リッ ク の ラ 
サー ル ・ ブ ラ ザ ー ス に よっ て 設立 され た 小学 ・ 中 学校 
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が ある . 初め は 盲 少年 だ け で あっ た が , 1967~68 年 度 
か ら 晴 眼 児 童 ・ 生 徒 も 収容 し , 統合 教育 を 行なっ て い 
る. 生徒 は まだ 40 人 に 過ぎ な い が , 1540 人 を 収容 で 
きる 建物 を 使用 し て いる . 

形 教 育 に 必要 な 点字 教科 書 は , 1964 年 以前 に は な か 
っ た . それ まで は 手書き , 247, テー ブ プ 朗 読 , Fae 
に よる 説明 と いう 方 法 に よる ほか な か っ た :, 1969 年 に 
な っ て , や っ と アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 (AFOB) 
区 給 の 点字 印刷 機 が サイ ゴン と シュ ョ ロン の 盲 学校 で 使 
用 され 出し た . し か し , 中 等 学校 の 教科 書 は まだ 出版 
SFU TUITE, 

[職業 ] ADS IRALSA CH < CELIA A CHEW. 
か れ ら の 多く は , 家族 や 孤児 院 や 養老 院 の 費用 で 生き 
て いる に 過ぎ な い . わずか の 者 が 富 く じ や ブラ ン を 売 
っ た り , 路上 で 楽器 を 奏し た り , 占い を し た り し て 生 
活 し て いる . まとも な 職業 と し て は , 10 人 だ けが 弄 学 
校 の 教師 と し て 生計 を た て て いる 程度 で , ご どく 一 部 が 
盲人 友の会 の 授産 場 で 働い て いる に 過ぎ な い . 一 般 工 
- 場 や 政府 当局 は 盲人 雇用 に は 反対 し な い が , 雇い た が 
ら な い の が 実情 で ある . (今井 秀雄 ) 


べ ベト ナム 民主 共和 国 


[福祉 この 国 に は トラ ュー マ が は び こ り , と ころ 
(に よっ て は , 住民 の 80 ペー セン ト か ら 90 パーセント 
が 愚者 で ある , 1955 年 ご どろ か ら 移 動 診 療 団 が 巡回 し て 
診療 に 当たっ て いる . 80 年 間 に わ た っ て フラ ンス の 植 
民 地 で あっ た この 国 は , 盲人 団体 は いう まで も な く , 点 
字 印 刷 機 き を えな い . カト リッ ク 宣 教団 が ハノイ , ギィ 
ァ デ ィ ン , ミイ ッ ィ オ の 各地 に 盲人 福祉 セン ター を 設 
BL, 家族 の な い 盲 人 を 収容 し て いる と いう . 盲人 は 
すべ て 税金 が 免除 され て いる が , 現実 に は 納税 能力 の 
ある 者 が ほとん どい な い . 最近 , 盲人 エス ペラ ンチ ス 
ト の 間 か ら 運 動 が 芽 ば え , 点字 の エス ペラ ント 雑誌 や 
個人 的 文通 に よっ て , 世界 各国 に 援助 を 求め て いる . 

(Ap) 盲 教 育 の 起源 は 明らか で は な い が , ベト ナ 
^ ム 民主 共和 国 と し て , 独立 する 以前 , すでに フラ ンス 
人 に よっ て , ハノイ に 盲 学校 が 設立 され て いた と いわ 
れ て いる . HE, ハノイ に 盲 学校 が ある が , 教員 の ほ 
と ん ど は 盲 学校 卒業 生 で ある . 音楽 と バス ケッ ト , ブ 
ラン な どの 手工 業 が 重要 視 さ れ て いる . 協同 組合 の 作 
業 場 で 手工 業 に 従事 し て いる 者 , 劇場 音楽 を や っ て い 
る 者 , 音楽 を 教え て いる 者 が 若干 ある が , 大 部 分 は 家 
族 の 世話 に な っ て いる . (今井 秀雄 ) 


ベネ ズ エ ラ 共 和 国 


[概況 A 800 万 人 中 , 盲人 は 約 2 万 人 で ある . 
1000 人 以上 の 寄付 者 か ら 成る 育 人 友愛 協会 が 1936 年 
に 結成 され た . その 目的 は , ① 学 齢 盲 児 の 教育 , OK 
明 防 止 で ある . ① の 目的 の た め , 4 歳 か ら 12 歳 ま で 
の 盲 児 を 寄宿 させ , 普通 教 証 お な よび タイ プ , 速記 , © 
アノ , その 他 の 器楽 , ピア ノ 調 律 な ど を 教え て いる . 
また , 女子 に は 手織 り , 家政 な ど を 特に 課 し て いる . 
収容 人 員 は 男子 60 人 , 女子 40 人 , 教員 は 12 人 , 5 
ち 半 数 は 盲人 で ある . FRR, 外国 の 大 学 に 留学 し , 
弁護 士 , ラテ ン 語 教授 , 美術 家 な ど と な っ て いる 者 も 
HS. ② の 目的 の た め 眼 科 治 療 セ ンタ ー を 設立 し , K 
明 予 防 , 開眼 治療 に 当たっ て いる . Ete, 1950 年 盲 
学校 卒業 者 に よっ て 盲人 に よる 盲人 の た め の 会 で ある 
盲人 労働 者 協会 が 発足 し , 成人 盲 の た め の 初 等 学校 , 
音楽 学校 お よび 作業 場 を 経営 し て いる . 就職 状況 は 
100 人 余り の 一 般 工 場 労働 者 , 小 オ ー ケ スト ラ を 編成 
し て 生計 を 立て る 者 , 作業 場 に お いて 手工 業 に 従事 す 
る 者 , 公共 施設 に お いて 元 店 を 営む 者 な どの ほか , 馬 
券 (日 曜日 ご と に 競馬 が ある ) や 宝くじ の 販売 を な す 
者 も 相当 ある . し か し , 就労 し て いな い 盲 人 が 圧倒 的 
に 多い . 盲人 福祉 に 関す る 法 的 措置 が な され て いな い 
の みな ら ず , 逆 に 民事 法 に お いて , 盲人 は いか な る 法 
的 行為 に 対し て も , 代理 人 に よっ て 代理 され な けれ ば 
な ら ぬ こと が 規定 され て いる . (今井 秀雄 ) 


ベ ペルー 共和国 


[福祉 」 この 国 で は , 全盲 ・ 詳 視 者 を “盲人 、 と 呼 
ん で いる . これ ら の 人 びと の 人 日 調査 を 実施 し て いな 
い が , 約 1 万 8000 な いし 2 万 人 いる と 推定 され る . 

ペル ー 盲人 連盟 (Asociacion Peruana para el Ciego 
=APP) が 1931 年 に 設立 され , この 国 の 盲人 援護 事 
業 の 中 心 的 役割 を 果たし て いる . APP は 盲 成人 の た 
め の リバ ビリ テー ショ ン ・ セン ター の 設立 を 以前 か 
ら 政 府 に 申出 て いた が , その 努力 は 1968 年 に アメ リ 
カ YEN BA 援護 協会 (American Foundation for 
Overseas Blind) の 援助 に よっ て リマ 盲人 リハ ビリ テ 
ーシュ ン ・ セ ンタ ー (Centro de Rehabilitacion de 
Ciegos de Lima = CERCIL) の 設立 と な っ て 実 を 結 
AgieD 

CERCIL で は , 年 に 20 人 の 盲人 が 訓練 を 受け る . 
セン ター の 目的 は 総合 的 リハ ビリ テー ショ ン に よっ て 
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仕事 を 教 ん る こと で は な く , クラ イエ ント ( 被 援護 
者 ) が 自分 に 合 2 適切 な 仕事 が で きる よう に な る た め 
の 準備 を する こと で ある . 

この 国 の 盲人 の た め の 法 的 な 特別 の 保護 措置 は と ら 
れ て いな い が , 盲人 の 医療 費 に つい て は 無料 で あり , 
旅客 運賃 は 交通 当局 の 任意 的 料金 を 払 えば よい . 
[教育 ベル ー に は 寄宿 制 盲 学校 が 3 校 あ り , それ 
ら の 生徒 数 は 150 人 で ある . EK, BADKDOMR 
が 3 カ所, すなわち , サ ンタ ・ ロ ー ザ ・ イ ンス チチ ュー 
ト (Instituto Santa Rosa), ルイ ・ ブ ライ ユ ・ イ ンス 
Fisk UCnstitutoLous Braille)) ラミ オン | チチ 
ショ ナル ・ ド ・ チ ェ ゴ (Union Nacional de Ciegos) 
が ある . 盲 児 の た め に は サン タ ・ ル チア ・ イ ンス チチ 
ュー ト (Instituto Santa Lucia) が ある が , ここ で は 
1966 年 か ら 育 児 教育 が 始め られ た . それ は 初等 か ら 
高等 教育 まで 各 5 年 間 行 な ち れ る が , リハ ビリ テー シ 
ュ ン 期間 に つい て は 個人 に よっ て 異な る . 

その ほか , ピラ ウ に 盲 咽 学 校 が か あり, サン タ ・ ロ ー 
ザ ・ イ ンス チチ ュー ト の 修道 尾 た ち に よっ て 経営 きれ 
て いる が , 政府 の 補助 が ある か どう か は わか ら な い . 
[職業 ] ペルー 盲人 連盟 は 作業 場 を 経営 し て いる . 
1971 年 の 盲人 雇用 に 関す る 報告 は 次 の よう な BAR 
業 状況 を 示し て いる . 農業 経営 者 ,. プレ スエ , BAR 
人 , 装具 職人 , AOS, 店 員 , CERCIL の 広報 活 
動 担当 者 , BS UMA, マッ サー ジ 師 な ど , その 他 
専門 職 と し て 教師 , 教授 , 弁護 士 な ど が ある . COB 
の 特異 な 職種 と し て , 10 人 の 盲人 が ビー ル の 試飲 者 に 
採用 され て いる . (橋本 洋子 ) 


ベル ギー 王国 


[福祉 ] 1958 年 公布 の 身体 障害 者 法 に よっ て , 年 
N37 6400 FG AGL Fe Hie 7 2D POs 
月 額 2500 フラ ン の 年 金 を 放 給 され る . た だ し , 65K 
に 達する と 盲人 年 金 は 打 切 られ , CORD CEM 
DASHA. その 他 , 盲 女 子 の ホー ム や 老人 ホー ム 
が あり , 貧窮 盲人 に は 私 的 団体 の 博愛 的 援助 も ある . 

[教育 ] 盲 教育 は 1819 年 , プ ブリュ セル に お いて 始 
め ら れ た . 義務 教育 制度 は 実施 ほれ て いな い が , ほ 
と ん どの 盲 児 は 7 校 (国立 1, 州立 1, 私 立 5) の い 
ずれ か に 入学 し て いる . 児童 ・ 生 徒 は 合計 360 人 , 教 
員数 は 約 100 人 で ある . 3 歳 か ら 盲 学校 付設 の 幼稚 部 
に 入学 で きる が , 就学 し て いる 者 は 少な い . 貧困 家庭 
の 盲 児 の 生活 費 , 教育 費 は , 出身 市 町 村 が 到 給 する の 








が 普通 で ある . この 国 の 盲 教育 の 特色 は , 宗教 的 色彩 
が 濃厚 で ある こと , ろう 学校 と の 併設 校 が 多い こと , 
男女 別々 に 教育 を 受け て いる 場合 が 多い こと な ど で あ 
2 

[職業 〕 盲人 雇用 法 は ある が , 強制 力 が な いた め , 
実際 的 に は 効果 が 上 が っ て いな い . 金属 , フィ ルム , 
ビス ケッ ト , 石けん 工場 で 働い て いる 者 が 約 60 人 ( 主 
と し て 包装 ) , 特定 の 授産 所 で いす 編み , FIVE 
り , 機械 編み な ど に 従事 する 者 150 人 , 家庭 内 職 630 
人 な ど が ある が , 比較 的 恵まれ た 生活 を し て いる の 
は , 少数 の タイ ビスト, 音楽 家 , 商業 に 従事 する 者 な 
ど で あ る . ピア ノ 調 律師 も 約 70 人 いる が , 正常 の 賃 
金 を 得 て い る 者 は 3 分 の 1 程度 と いわ れ て いる . マッ 
サー ジ 師 も 若干 名 いる . (今井 秀雄 ) 


ポー ラン ド 人 民 美 御園 
[福祉 ] 1949 年 設立 され た 協同 組合 と , 1951 年 設 


立 さ れ た 盲人 連盟 が , この 国 の 盲人 福祉 を 大 きく 推進 
し て いる . 盲人 連盟 は 1958 年 , 厚生 省 か ら 2000 FX 


- ロ ー ト (1 ズ ロ ー ト は 約 30 円 ) の 補助 を 得 て , 盲 児 の 


就学 費 , 教科 書 , 教具 の 表 給 , その 他 一 般 盲 人 に 対す 
る 健康 的 文化 生活 の 享受 , 孤独 盲人 の 保護 な ど に 努力 
し て いる . その 他 , 1959 年 , 盲人 協会 が 「 盲 人 科学 」 
委員 会 を 設け , 盲人 問題 の 科学 的 基礎 に つい て 答申 を 
得 て い る . また , ワル シャ ン レ 放 送 局 は 毎月 第 1 火曜 目 
に 盲人 の 時 間 の 番組 を 放送 し て いる . 

[教育 〕 盲 学校 7 校 と 盲 児 学級 を 併設 し て いる 小学 
校 が 8 校 あり , 約 500 人 が 就学 し て いる . 1965 年 の 学 
制 改 革 に よっ て , 義務 教育 年 限 が 8 年 に 延長 され た . 
3 年 制 の 金属 作業 ユー ス や , 幼稚 部 , 精神 薄弱 盲 児 の 
特別 学級 を 併設 する ラス キ 盲 学校 と , 将来 , 晴 眼 者 の 
高等 音楽 学校 に 進学 し 音楽 家 と し て 立っ て 行か せる た 
め , 音楽 の 素養 ある 盲 児 だ け を 入学 させ る 音楽 学校 と 
が 特色 ある 学校 と いえ る . また , 特殊 教員 養成 学校 も 
世界 的 に 知ら れん た も の の 一 つ で ある . この ほか 3 年 制 
の 職業 学校 3 校 と , 1 年 制 の マッ サー ジ 学 校 が ある . 

[職業 〕 戦前 の 就労 友人 は わずか に 300 人 で あっ た 
と いう が , 現在 で は 二 十 数 ヵ所 の 盲人 作業 場 が あり , 
5500 人 が 伝統 的 職業 や 近代 的 職業 に 従事 し て いる . 具 
体 的 に は , ブラ ン 作 り が 最も 多い が , 高級 織物 や 壁 布 
織り , 電気 スイ ッ チ の 組立 て , クリ スマ ス 用 装飾 品 , 
押し ピン , 小さ な 鎖 , カー テン 用 の 金輪 の 製作 な ど に 
$ ぁ 従事 し て いる . マッ サー ジ 師 は 270 人 に 上 っ て いる 
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が , 電話 交換 手 は 他 の 国 よ り ず っ と 少な い . 最近 , 農 
業 更生 セン ター が 設置 され , その 成果 が 注目 され て い 
る . な お , ロッ ゾ の 作業 場 は 労働 宮殿 と 呼ば れる ほど 
豪華 な も の で ある . (今井 秀雄 ) 


ポル ト が ガル 共和 国 


[福祉 福祉 関係 で 特に 述べ る べき こと は な い . 
1953 年 , 盲人 福祉 向上 の た め , 国際 盲人 展 が 開催 さき 
れ た こと , 1956 年 , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 
(AFOB) 寄贈 の 印刷 機 に よっ て , 点字 出版 セン ター が 
よう ら や く 設 立 さ れ た こと , 1961 年 , 盲人 文化 セン ター 
が 設立 され た こと な ど に よ ょ よって, この 国 の 文化 , 特に 
盲人 福祉 の 後進 性 が うか が える . 

[教育 ] 盲 教育 は 1863 年 ,。 カス テル ・ デル ・ ビ ー 
ド (Castello del Vide) に お いて 始め られ た . ジ ヤオ ・ 
デオ ー ゴ ・ ジ ュ ザ ル テ (Jao Diogo Juzarte de Sequeira 
Somiero) AHL, 自分 と 同じ 運命 に ある 者 の 教育 
に 志 し て 訓 盲 院 を 創設 した. か れ は 死後 多大 な 遺産 を 
全部 訓 証 院 に 寄付 し た . 院 の 管理 は パイ エス の 聖心 
団 、 に よっ て 選ば れ た 人 の 手 に 委ね られ , パリ の 訓 盲 
院 に な ら っ て 音楽 教育 に 重点 を お いた . 今世紀 に 入っ 
て か ら , この 学校 は , 卒業 生 が 書記 , 通信 係 , 記帳 係 
と し て 就職 で きる ょ う 教 育 し て いる . また , リス ボン 
に お いて も , 1889 年 に 盲 学校 が 開設 され た ほか , 修 
道 院 や 収容 所 で も 盲人 の 教育 が 行なわ れ た . Ek, 晴 
眼 児 の 学校 に 入り , 教会 の オル ガン 奏者 と し て 自活 す 
る 者 も ある . 

[職業 ] 1895 年 に 作業 場 が 設立 され , ブラ ン の ほか 
肉 や 塩 魚 類 を 入れ て 運ぶ か ご を 製作 した. オル ガン 演 
奏 , ピア ノ 調 律 の ほか , BA, 掛け くぎ, 急 網 , は き 
ふも の の 製作 な ども 行なわ ち れ て いる . (今井 秀雄 ) 


ボリ ビア 共和 国 


[概況 ] 盲人 の 小売 業者 が 比較 的 多い の で , FAA 


に は 小売 業者 の 組合 が ある . 労働 社会 保障 省 に , 1946 
年 更生 課 が , 1957 年 , 失明 者 対策 課 が 設置 され , 教育 ・ 
医療 ・ 更 生 ・ 経 済 援助 な どの 事務 を 処理 し て いる . 盲 
人 年 金 は 放 給 され て いる が , その 人 額 は 少な い . 収入 と 
生活 費 と の 均衡 を 保 た せる た め , 貧困 者 に は 宿舎 , K 
ARTs ERR UTS, 1948 年 , ラバ パ ズ に 盲人 ホー ム 
が 設立 され た . 

[教育] 教育 は 1932 年 , オル ロ に お いて 始め られ 


た . 盲 女子 の た め の 学 校 で , 現在 は 国立 に 移管 され て 
WS. その 他 , 男子 の た め の ポ トン 盲人 更生 学校 , 成 
盲 の た め の 盲 人 職業 学校 が か ある. Ek, ラバ ズ に は 
協 女 共学 で 初等 教育 と 職業 教育 を 行 な 2 特殊 教育 学院 
が ある . し か し , オル ロ と ラバ パ ズ の 両校 の 生徒 数 合計 
120 人 , 教員 は 12 人 に 過ぎ な い . (今井 秀雄 ) 


Bis (イギリス 傾 直 轄 植民 地 ) 


[福祉 〕 現在 , 香港 に は 盲 人 の た め の 年 金 制度 は な 
い . 生活 に 困窮 し て いる 盲人 の 救済 策 と し て , EEL 
て 社会 福祉 局 に よっ て , 無料 給食 また は 乾燥 食料 の 配 
給 が 行なわ れ , 家庭 福祉 協会 に よっ て , 小額 の 生業 資 
金 の 貸付 け , 被 扶養 児童 の 教育 費 , 家賃 , 地代 の 補助 
な ど が 行なわ れ て いる 程度 で ある . 

[教育 ハ ヘニー ビル 盲 女 手 ホ ー ム は , 1863 年 に キリ 
スト 教 宣 師 団 に よっ て , 主として 家族 に 遺棄 され た 盲 
女子 に 対す る 憐れみ か ら , これ ら を 収容 し , 将来 を 幸 
福 に 導 こ うと い 2% 意 図 に よっ て 開設 され , 編物 と 家事 
を 教え る 程度 で あっ た が , 1948 年 か ら 点字 に よる 読書 
が 組織 的 に 教え られ る よう に な っ た . 小学 部 3 年 まで 
で , 3 人 の 教師 が 18 人 の 生徒 を 教育 し て いる . 1897 年 
エエ ベネ ー ザ 家 人 ホー ム が , カト リッ ク ・ カ ノシ ャ ン 
修道 会 に よっ て 設立 され , 盲 女 子 だ け を 収容 し て いた 
が , 1951 年 か ら は 盲 男児 も 収容 し て お り , その 多く は 
遺 乗 され た 者 で ある . 児童 数 は 65 A, 教師 は 11 人 
で , 小学 部 5 年 まで の 教育 を 行なっ て いる . 

[職業 ] 上 記 の 2 ホー ム は 教育 と 同時 に 収容 授産 の 
形 で , 手芸 , 編物 , CoML, 刺し ゅ うな ど を 行なっ . 
て いる , 1955 年 の 調査 に よる と , 占い 師 91 A, 呼 売 
り 31 人 , 音楽 の 流し 14 人 , 盲人 ホー ム 教 師 7 人 と な 
っ て いる . この ほか , な わな い , 袋 は り , 精米 , 綿 く 
ず の 整理 , 漢方 の 丸 楽 作り , 木 び き な ど に 従事 し て い 
る 者 が それ ぞ れ 数 人 ずつ いる . な お , 1963 年 , 香港 
育 人 援護 協会 が ジュ ッ キ ー ク ラブ か ら の 寄付 金 100 万 
香港 ドル と 政府 か ら の 補助 に よっ て , 九龍 弟 人 工場 を 
設立 し , 200 人 余り の 盲人 を 就労 させ て いる . か れ ら 
は 時 計 の 金属 バン ド , な ん きん じょう , MA ERR 
(EUEES. (今井 秀雄 ) 


ホン ジェ 。 ュ ラス 共和 国 


[教育 】 1948 年 。 テグ チ ガ ルズ に 設立 され た 音 学校 
が 1 校 ある だ け で ある . 盲 児 お よび 成人 盲 に 普通 教育 
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を 施す 学校 で , 半ば 寄付 に よっ て 維持 され て いる . 
(今井 秀雄 ) 


hi 3 


[福祉 j マカ オ は ポル ト ガ ル の 海外 領地 で , 中 国広 
東 深 口 の デル タ 地帯 に あり , 1965 年 現在 人 口 は 28 万 
人 で ある が , 盲人 数 は 明らか で な い . 盲人 福祉 の た め 
に 育 人 リハ ビリ テー シュ ョ ン ・ セ ンタ ー が アメ リカ 海外 
盲人 援護 協会 に よっ て 建て られ , 1963 年 , 私 立 施設 
Sonta Casa da Misericordia に 移譲 され た . ここ に 登 
録 さ れ て いる 背 人 は 1960 年 に 1525 人 で ある . CO 
ンタ ー で 訓練 を 受け る 年 齢 は 17 MALE leo TWD 
が , 貧し い 中 国人 は も っ と 若い ころ か ら 働 いて いる の 
が 実情 で , 12 歳 以 上 程度 に 下げ る 必要 が ある . 入所 
に 際 し て は , 適性 検査 な ど を する の で な く , た だ 伝染 
性 の 病気 が ある か どう か 確か め る ぐら いで ある . この 
セン ター で は , と うと プラ スチ ッ ク の 家具 , バス ケッ 
ト , BROFRADIFAMHSD. その 他 の 職業 訓練 
を 受け る た め に 2 年 間 を 必要 と し て いる . 

訓練 終了 後 の 就職 は な か な か むず か し い の が 実情 で 
ある . 中 国人 は 多く 迷信 を 信じ , 盲人 の つえ に 当たる 
と 生涯 不運 に 見 舞 ち われ る と いら. これ も お そら く 盲 人 
の 雇用 に 影響 し て いる と 思わ れる . し た が っ て , BA 
は 家内 工業 に 従事 する こと が 得策 と され , リハ ビリ テ 
ーション ・ セ ンタ ー で の 職業 訓練 は , 家内 工業 の 授産 
場 と し て の 形態 に な りつ つ あ る . そし て 賃金 は 出来 高 
払い で あり , 盲人 も 晴 眼 者 も 同じ で ある . 

(AB) 住民 の 96 パ ー セ ント は 中 国人 で , 他 は ポル 
ト ガ ル 人 と 少数 の 外国 人 で ある . この 植民 地 は 人気 し 
く , 盲 教 育 な ほとん ど な さ れ て いな い . た だ ,. 国立 の 
ル ュ ー ツ 中 国学 校 で は 特別 の 育児 クラ ス が あり , 3 人 
の 教師 が これ に 当たっ て いる . 児童 は 17 AT, 2 人 は 
一 般 の 中 等 教育 を 受け る た め 聖心 学院 に 進学 し て い 
る . か れ ら は 盲 学校 の 教師 た ち に よっ て 宿題 の 指導 を 
受け て いる . 育児 た ちの 家庭 は 貧し く , 授業 料 , 通学 
費 , 衣服 , テキ スト , BE, 昼食 , な どす べ て 無料 で 
HS, 

特別 クラ ス の 主任 教師 は アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 
(AFOB) の マカ オ に お ける 代表 者 ラビ ー・ イ ェ ン ・ 
ュ 夫 人 で ある . 教科 書 は ュ 夫 人 が 中 心 と な り , AFOB 
か ら 提 供 さ れ た 点字 タイ プラ イタ ー1 台 で , 3 人 の 教 
師 が 英語 点字 テキ スト を 作っ て いる . また , 必要 に 応 
じ て は 広東 語 点字 に 印刷 し , ある い は ュ ピ ー で ま か な 


っ て いる . 
この ほか , カト リッ ク の 福祉 施設 たこ わずか の 盲 児 が 
MASH, 修道 女 た ち か ら 教 育 を 受け て いる . 他 の こ 
ども た ち は , キャ ノシ アン の 施設 に 収容 され て いる 
が , 勉学 を 好ま ず , むし ろ 働 く こ と を 希望 し , MER 
を 得 て い る . (今井 秀雄 ) 


マレ ー シ ア 


(eth) CORT, BAOAA, 更生 , 福祉 に 関 
する 現行 の 法律 は な い , 1958 年 , 労働 社会 福祉 省 と 各 
家 人 援護 協会 と の 協議 の 結果, 中 央 な ら び に 州 政府 は 
一 般 福祉 と 登録 に 責任 を も ち , 盲人 援護 協会 は 奉仕 の 
拡大 に 努め , 政府 と 協力 し て 就労 あっ せん と アフ ター 
ケア を 行なう こと に な っ た . これ に よっ て 政府 は 家 人 
労働 者 に 対し て その 障害 を 確認 し, 賃金 補助 の 意味 で 
補償 手当 を 衣 給 し て いる . Ek, 協会 は 就労 あっ せん 
の ほか , 自営 その 他 特 殊 目 的 の た め の 貸付 け を 行なっ 
て いる . な お , 社会 福祉 局 抽選 債券 局 か ら の 財政 的 援 
助 が 大 きい . 

リッ メッ ビリ テ ェ ンジ a7 aT es CWO YS 
盲人 援護 協会 (Malayan Association for theBlind), 
サバ 盲人 接 護 協会 (Sabah Society for theBlind), 
サラ ワリ ワク 盲人 援護 協会 (Sarawak Society for the 
Blind) の 三 つ の 民間 団体 で ある . これ ら の 団体 は , B 
人 個人 が 和 失明 生活 へ 適応 でき る よう に , また , 適当 な 
職業 に つけ る よう に 訓練 する . 中 途 失 明 の 主婦 は 歩行 
訓練 , 日 常 生 活 上 の 技術 , 家庭 経済 その 他 の 技能 訓練 
を 受け る . 

[教育 ] 盲 教育 は 1926 年 , イ ギリ ス 国 教会 に よっ て 
マッ カ で 始め られ た . 1931 年 , その 施設 を ペナ ン に 移 
し , BE, 聖 ニ ュ ラ ス 盲 学校 と 改称 され て いる が , 引 
続き 同 教会 に よっ て 経営 され て いる . 1948 年 , ジ 』 ホ 
ー ル バル に ある 社会 福祉 ホー ム に お いて , 盲 児 の 教育 
が 始め られ た が , これ が 発 戻 し て プリ ン セ ス ・ エ リザ 
ベス 盲 学校 と な っ た . 両校 と も 6 MA‘ 16K E で の 
者 を 収容 する が , 中 等 教育 を 受け る 者 は 16 歳 以前 に 
卒業 する . 、 

寄宿 制 盲 学校 に お いて 初等 教育 を 受け て いる 盲 児童 
の 総数 は 152 人 で ある が , 初等 統合 教育 は クア ラカン 
サー と クア ラル ンプ ブー ル で 6 人, クチン で 7 人 ,。 HE 
b (サラ ワク ) で 10 人 の 児童 に 行なっ で て いる. クア 
ラル ンプ ー ル で は 自宅 か ら 最寄り の 学校 に 通学 する . 
クア ラカン サー で は , 児童 は 社会 福祉 局 の 担当 職員 の 
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いる ホー ム に 住み , 最寄り の 学校 に 通学 する . 中 等 教 
育 を 受け て いる 盲 児童 総数 は 65 人 で ある . 

1968 年 現在 , マレ ー シ ア で は 1 人 の 大 学卒 業 生 が 
お り , 教師 と し て 教育 省 に 雇用 され て お り , WRAL 
同等 の 俸給 を 受け て いる . 

[職業 ] 1958 年 , 王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 
(RCSB) の 援助 と 指導 で タマ ン ・ ハ ラパン に 盲人 農業 
訓練 セン ター, 1953 年 , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 
(AFOB) の 援助 と 指示 で , クア ラル ンプ ー ル に ガー ニ 
ー 職 業 生活 訓練 セン ター が 設立 され だ. 前 者 は 農村 的 
訓練 を 主 と し , 収容 人 員 は 12 人 , 後者 は 都市 を 背景 
と する 職業 訓練 , すなわち , 電話 交換 . タイ プラ イタ 
ー, 機械 操作 , 家具 製作 な ど を 教え て お り , 収容 人 員 
は 50 人 で ある . な お , この ほか に も 若干 の 職業 訓練 
所 お よび 克 護 授産 場 が か ある. 1963 年 に お ける 就労 状況 
は , 電話 交換 19 人 , 工場 労働 8 人 , 速記 タイ ビスト 2 
A, 職業 指導 者 3 人 , 底 護 授産 場 労働 36 人 , 家内 工 
業 従事 36 人 , ミン シン か け 2 人 , 教師 1 人 な ど で あ る . 

(今井 秀雄 ・ 橋 本 洋子 ) 


南ア フリ カ 共 和 国 


[福祉 )」 この 国 の 盲人 は , A 16237 人 中 約 3 万 
3000 人 で ある . 盲人 の 福祉 は , 1929 年 , 失明 弁護 士 
ボー エン (R.W. Bowen) に よっ て 創設 され た 南ア 盲 
人 会 議 に よっ て 推進 され て いる . 1936 年 に 盲人 法 が 制 
定 さ れ て , 盲人 年 金 と 付加 補助 金 が 放 給 さん る こと に 
な っ た . Ete, 盲人 福祉 協会 が 家庭 訪問 教師 を 派遣 し 
て 把 護 の 手 を さ し 伸 べ て いる ほか , 国 の 補助 を 得 て , 
6 カ所 に 盲人 ホー ム が 設置 され て いる . 専用 の 養老 施 
設 は な い が , 身寄り の な い 盲 老人 は 一 般 の 施設 に 収容 
され て いる . 

[教育 ] 教育 は 1905 年 , ベッ スラ ー(M. T. Besslaar) 
に よっ て 始め られ た . これ は ヨー ロッ ズ パ 人 の 子弟 の た 
め の 学 校 で ある . 1921, 義務 制 が 実施 され た が , 2 


ー ロ ッ ズ 人 の 盲 児 は , 家庭 で 教育 され て いる こと が 認 


め ら れれ ば , 就学 し な く て も よい こと に な っ て いる . 
有色 人 種 に 対す る 盲 学校 は , 1923 年 , ケー プ タ ウ ゥ ン に 
開設 され た . ほか に ミッ シュ ンス クー ル が 4 校 あ る . 
就学 者 総数 は 約 600 A, 教員 数 は 約 75 人 で ある . な 
お , プレ トリ ア に 中 途 和 失明 者 の た め の 訓 練 セ ンタ ー が 
ある . 

[職業 ] 現在 , 作 業 場 で 就労 し て いる 盲人 数 は 約 620 
人 (うち ョ ー ロ ッ ペ 人 は 約 180 A), 自家 営業 者 45 A, 


一 般 工 場 25 A, 事務 的 業務 250 A, 専門 的 業務 50 人 
CHS. 最も 多い 職種 は と 細工 ・ 織 物 ・ 編 物 ・ ブ ラ 
シ ・ マ ッ ト レ ス ・ 綱 の 製造 な ど で , 一 般 工 場 で は 組立 
て ・ 接 着 ・ 軽 工業 に お ける 作業 ・ 製 本 な ど で あ る . ま 
た , 専門 的 業務 は 法律 , 教育 , 物理 療法 な ど に 関す る 
も の で ある . (今井 秀雄 ) 


メキ シコ 合衆国 


[概況 ] 1870 年 , 首都 え メキ ン ュ に 盲 少年 お よび 盲 成 
人 の た め の 学 校 が 開設 され た . LOR, この 学校 に 弱 
視 学校 が 併設 され た . Ete, BVA SE Ds oR 
れ , ここ に は 幼稚 部 と 小学 部 が あり , 4 kdb 17 ME 
で の 盲 児 が 学ん で いる . この ほか に , 公立 盲 学校 1 校 
と 私 立 盲 学校 5 校 が ある . 公立 盲 学校 は 厚生 省 所 管 
で , 寄宿 舎 は な い . その か わり に , 国 の 補助 する 盲 児 
の た め の 特 別 の ホー ム が ある . 公立 の 盲 学校 に は , B 
人 能力 開発 の た め の グ ルー プ が 組織 され て いる . その 
メン バー は , RE, カウ ン セ ラー, 心理 学者 , 精神 病 
医 , ケー スワ ー カ ー, 職業 指導 者 な ど で あ る . Ek, 
厚生 省 に は 盲人 援護 課 が か あり, 盲人 に 職場 を 与え を る た 
め の 努 力 を し て いる . この ほか , 失明 防止 , 奉仕 , 更 
生 な どの 活動 を 行なう 盲人 福祉 国際 委員 会 と , BAD 
就労 を あっ せん する イグ ナチ オ ・ ト リグ エロ ス 協 会 お 
よび 失明 予防 協会 な どの 民間 団体 ああ る . な お , 1943 
年 , 特殊 学校 教員 養成 学校 が 開設 され た こと は , この 
国 が ラテ ン ア メリ カ 諸 国 の な か で は 進歩 し て いる こと 
を 示し て いる . (今井 秀雄 ) 


ユー ゴス ラビ ア 社 会 主義 連邦 共和 国 


[福祉 ] BABULH 2 万 1000 人 (1969 年 ) で ある . 
1959 年 公布 の 法律 に よっ て , すべ て の 雇用 され て いる 
BAIL, 給料 の ほか に 特別 の 年 金 が 放 給 され る . 定年 
退職 し た 盲人 も 法 に よる 特別 年 金 が あり , 労働 能力 の 
な い 者 お よび 生活 困窮 者 に は 生活 保護 の 補助 金 が 衣 給 
され る . ユー 盲人 連合 は 盲人 福祉 の 向上 に 積極 的 に 
活動 し て いる . 育 人 ホー ム が 2 カ所 に ある . 

その 他 , この 国 で 特記 すべ きも の と し て , 1953 FR 
立 さ れ た 盲人 博物 館 が ある . 盲人 関係 図書 , 古文 書 お 
よび 盲人 用 具 が 豊富 に 収集 され , 「 社 会 的 思考 」 と 題 
する 活版 雑誌 が PR 用 に 発行 され て いる . 

[教育 ] 盲 教育 は 1895 年 , ザク レブ に お いて 始め ら 
tute. 現在 , 各州 に 1 校 ずつ , 計 6 校 が ある . 義務 教 
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育 年 限 は 8 年 , 生徒 数 は 546 A, 教員 数 227 人 で あ 
る . 2 都市 に 弱視 学級 を 併設 し た 小学 校 が ある . 義務 
教育 を 修了 し た 者 は , 2 年 制 の 速記 タイ ピス ト 学 校 , 
3 年 制 の 物理 療法 学校 , ある い は 普通 の 音楽 学校 に 入 
0 る と の NZ9 結 2 

[職業 ] 1964 年 の 統計 に よる と , 工場 労働 者 741 
A, 電話 交換 手 609 A, 物 療 師 62 A, 教師 (教授 を 
ts) 81 人 , 音楽 家 31 A, 法律 家 各 ニス ワー カー, 
BOB, wale dE ARE, Go AAT 
ッ ト 作 り 90 人 , その 他 53 A, #1719 人 と な っ て い 
る . この 数 字 に よっ て , 盲人 職業 は 著しく 近代 化 さ れ 
て いる こと が わか る . (今井 秀雄 ) 


ヨル ダン 二 国 


[教育 ] 公立 盲 学校 は アラ イヤ 盲 学校 1 校 だ け で あ 
る . 男子 は ここ で 6 年 間 の 初等 教育 を 受け , 能力 の あ 
る 者 は , さら に 6 年 間 普通 の 中 学校 で 教育 を 受け る . 
義務 教育 の 規定 は ある が , ほとん ど 空 文 に 等 し い 状 態 
で ある . 宗教 団体 が 経営 する 職業 教育 中 心 の 盲 学校 が 
6 校 あ る が , 男女 共学 で は な い . 生徒 総数 約 200 人 , 
教員 数 約 20 人 で ある . 大 学 ・ 専 門 学校 に 学ぶ 者 が 約 
20 人 いる が , いずれ も 外国 留学 で ある . 弱視 児 や 重複 
障害 児 の た め の 考 慮 は な され て いな い . 

[職業 ] 就労 状況 は , 授産 場 約 30 A, 家内 工業 50 
A, 自家 営業 約 10 人 で ある . 一 般 工場 労働 者 や 事務 的 
職種 ある い は 自由 業 に 従事 し て いる 者 は な い . 

[福祉 」 生活 困 外 の は な は だ し い 者 が 厚生 省 か ら わ 
ず か な 援助 を 受け て いる だ け で , その 他 の 援護 な いし 
は 福祉 的 な 措置 は な され て いな い . 盲人 は 多く の 場 
合 , 家族 の 負担 に な っ て お り , 世話 を し て くれ る 家族 
の な い 場 合 は , 街路 で こじ き を し て いる 状態 で ある . 

(今井 秀雄 ) 


ルー マニ ア 社 会 主義 共和 国 


[福祉 ] 福祉 の 状況 は 明らか で な い が , 1958 年 に 近 
代 的 な 盲人 ホー ム が 設立 され , 労働 能力 の 劣る 盲人 
400 人 が 収容 され て お り , 1955 年 に は 3 階 建 の 2 棟 が 
増築 され , 58 人 の 盲人 が 家族 と 共に 月 収 の 10 パー セ 
ント 程度 の 賃貸 料 で 居住 し て いる . TRAV OR] Cit, 
年 間 12 日 を 付添 人 と と も に 無料 で 休養 で きる . 近年 
で は 盲人 の 生活 が 安定 し て きた の で 結婚 率 が 増加 し て 
WS. 以上 の よう に , 人 民 共 和 国 に な っ て か ら 盲 人 福 











祉 が 向上 し て き て いる こと を うか が うら こと が で きる . 
[教育 ] 盲 教育 は 1908 年 , ブカレスト に お いて , 
エリ ザ ベ ス 女 王 に よっ て 始め られ た . その 後 , 1926 
年 ご どろ クル ー ジ と アラ ー ド と に それ ぞ れ 1 校 が 増設 さ 
れ , 7 年 制 国 民 学校 の 教育 課程 に よっ て 教育 が 行なわ 
れ て いる . これ より 先 , 1881 年 , ブカレスト に 職業 学 
校 が 設立 され , 伝統 的 職業 の ほか 電話 交換 や マッ サー 
ジ も 職業 科目 に 採 入 れ ら れ て いる . また , ブ ザ オ に は 
盲 少女 の た め の 9 年 制 盲 学校 が あり , 同 校 に は 幼稚 部 

が 併設 され て いる . 

[職業 ] ルー マニ ア 身 体 障害 者 協会 が 主要 都市 で 盲 
人 作業 場 を 経営 し ブラ ン ・ バ ベス ケッ ト の 製作 を 行 な 
っ て いる . また , 1950 年 , プ カ レ スト に 育 人 労働 協 
同 組 合 が 発足 し , 現在 で は 約 300 人 の 盲人 が ほぼ 同数 
の 身体 障害 者 や 普通 の 労働 者 と 共に 就労 し , 平 坪 月 収 
888 レー オ ( 1 レー オ は 約 60 円 ) を 得 て い る . この ほ 
か , 電話 交換 , マッ サー ジ , 金属 工業 , 食品 工業 , 音 
楽 な ど 20 種 ば か り の 職種 に つい て いる . な お , 作業 
場 が 分 散 し て いる の で , 生産 コ ユ コンビナート を 人 造る 計画 
が あり , EK, ルーマニア 大 学 に 2 人 の 盲人 教授 が い 


Be (今井 秀雄 ) 


レバ ノン 共和 国 


[福祉 」 中 途 和 失明 者 の 職業 訓練 や 更生 補導 は 何 $ も な 
され て いな い . EK, か れ ら の 製作 し た も の が 社会 に 
受入 れ ら れ て いな い の で , 盲人 の 就労 は 困難 で ある . 
その 他 , 盲人 の 福祉 や 援護 に 関す る 法 的 措置 は な され 
“CV Wavat 

(AB) 1957 年 に レベ ノン 盲人 協会 が 設立 し た バ 
ー バ ダ 盲 学校 ほか 2 校 で 教育 が 行なわ れ て いる . 3 校 
の 児童 数 合計 は 約 100 人 で ある . 義務 教育 制度 は 実施 
され て いな い . 小学 部 の 修業 年 限 は 5 ヵ年 で ある . 
1961 年 か ら バ ー ベ バダ 盲 学校 に 中 学部 が 設置 され , 普 
通 の 中 学校 に 準じ る 教育 課程 に よる 者 と , 職業 教育 と 
し て 手工 訓練 を 受け る 者 と に 分 か れ て , それ ぞ れ 教育 
を 受け る . 小学 部 の 高学年 で は タイ プラ イタ ー が 教え 
られ る . 感覚 訓練 , 常識 , 個人 的 お よび 社会 的 適応 が 
重視 され る . 音楽 は 盲人 の 生活 に 重要 な の で , ピア 
ノ , バイ オリ ン な どの 才能 を 示す 機会 が 与 えら れる .… 
盲人 協会 は 幼稚 園 を も 経営 し , 5 Mb 7 RECOM 
児 を 2 年 間 保 育 し て いる . 教育 は 外国 で 教育 を 受け た 
教師 また は その 指導 の も と に 行なわ ち わ れ て いる . 中 学部 
以上 の 教育 は 普通 の 学校 で 受け る . 現在 , 大 学 在学 中 
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の 者 が 4 人 いる が , 卒業 後 の 就職 が 懸念 され て いる . 
(今井 秀雄 ) 


es デ シン プ 


[概況 ] A 240 万 人 中 , 盲人 は 約 2 万 人 と 推定 さ 
れ て いる . この 国 の 全盲 人 の うち , 10 歳 ま で に 失明 す 
る 者 が 88.2 パ ー セ ント を 占め て いる と いう . これ は 不 
Bice, トラ ュー マ が 多く , し か も , 目 の 組織 に 
有害 な 楽 を 使用 する た めで ある か ら , 医学 知識 と 教育 





が 普及 すれ ば , 和 失明 の 80 パー セン ト は 予防 また は 治 
療 で きる と いわ れ て いる . マヌ ン ガ 村 の 川辺 に 生徒 雪 
34 人 , 教員 数 2 人 の 盲 学校 の ほか 数 校 の ミッ シュ ン 
スク ー ル に 盲 児 を 受入 れ て 教育 し て いる . 点字 書 は 3 
カ国 語 か ら な っ て いる . (今井 秀雄 ) 
[参照 文献 」 
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BOPMORRDIC, まず , 目 の 機 能 に つい て 述べ 
SH. これ は 視力 , 屈折 , 調節 , 光 覚 , 色覚 , 視野 , 両 
眼 視 , 眼 位 , 眼球 運動 な ど に 分 け て 論じ し られ る . し か 
し , ここ で は 視力 , 視野 , 色覚 の 三 つ に つい て 記述 す 
Di 


視力 

外界 の 物体 の 形状 , 大 小 , 位置 な ど を 認識 する 目 の 
E 力 を 形態 覚 と いい , 普通 に は 視力 と いう こと ば で そ 
の 鋭敏 さ を 夷 わし て いる . 網膜 像 の 視 単 位 は 1 個 の 細 
胞 で あり , 1 個 あ る い は 相 並 ぶ 2 個 の 視 細胞 が 刺激 さ 
れ た 場合 は , 光学 的 部 位 覚 は 生じ し る が , 光学 的 分 離 覚 
は 起こ ら な い . 視力 の 重要 な 要素 は 光学 的 分 離 覚 の 機 
能 が 現われ る こと で ある . この た め に は , 刺激 され た 
視 細 胞 と 視 細 胞 と の 間 に , 分 離し て いる こと を 感じ る 
条件 が 成立 し て いな けれ ば な ら な い . 一 般 的 に いっ 
て , 視角 , すなわち 外界 の 物体 と 目 の 接点 と を 結ぶ 角 
度 が , 1 分 あれ ば 分 離 覚 が 生じ る . 

[視力 の 単位 〕 臨床 上 , 視力 の 単位 を 分 離 覚 を も と 
に 1 分 の 視角 と する こと が , 1862 年 パリ に お ける 国 
際 眼 科学 会 で 定め られ , オラ ンダ の ヘル マン ・ ス ネン レ 
ン (Herman Snellen) に よっ て 実際 に 応用 され た . ス 
ネ レ ン は 文字 , MB CeMBL LCA, その 全体 
を 視角 5 分 と し , 各部 分 の 太 さ や 間隔 を 1 分 に すれ 
ば , 正常 な た 人 の 目 は これ を 見 分 ける こと が で きる と し 
ie 

1888 年 フラ ンス の エド モン ド ・ ラ ンド ルト (Edmond 
Landolt) は , スネ レン の 5 分 角 , 1 分 角 の 原理 に 従っ 
て 切れ 目 の あ る 輪状 環 を 作っ た . し か し , この よう に 
5 分 角 , 1 分 角 の 原理 に 従っ て 作っ た も の で も , その 
視 標 が 違う と 必ず し も すべ て が 同じ よう に 見 える と は 
限ら ちら ない. それ ゆえ に , 視 標 を 別々 に し て 視力 を 測っ 
た の で は , その 値 が まち まち に な り , つ ご うら が 悪い の 
で , それ を 統一 する こと か が 必要 と な っ た . 1909 年 イタ 


リア の ナポリ に お ける 第 11 回 国 際 有 眼科 学会 で , 単位 
の 視 標 に ラン ドル ト 氏 環 を 採用 する こと を 決定 し た . 
と ころ で , 直径 が 7.5 ミ リ メ ー ト ル , 太 さ と 切れ 目 の 
幅 が それ ぞ れ 1.5 ミリ メー トル の ラン ドル ト 氏 環 は , 
5 メー トル の 距離 か ら 見 る と 全体 が 5 分 角 で , KEL 
切れ 目 の 幅 は 1 分 の 視角 を な すこ と に な り , これ が 具 
体 的 な 単位 視 標 で ある . この 単位 視 標 を 5 メー トル の 
距離 か ら 見 て , 切れ 目 の 所 在 を ちょ うと 見 分 ける こと 
が で きる と き , その 視力 を 1.0 と し , 端数 は 小数 で 表 
わす の で ある . 

[視力 表 ] 視力 表 は いろ いろ な 大 き さ の 視 標 を , 一 
定 の 規約 の も と に 配列 し た も の で あっ て , 単位 の 視 標 
を 1.0 と し , その 他 の も の は 視 標 の 大 き さ に 反比例 し 
て 作ら れる . た と えば , 単位 の 視 標 の 2 僅 の 大 き さ の 
視 標 は 0.5 と いう よう に し た も の で ある . 

わが 国 で 現在 用 いら れ て いる 万 国 式 試 視力 表 に は , 
ラン ドル ト 氏 環 と と も に 訂 か な ある い は 平 が な 文字 が 
使用 され , 0.1 号 か ら 2.0 号 ま で の 13 段 に な っ て い 
る . 

[視力 検査 ] 視力 検査 に は 裸眼 視力 検査 と 矯正 視力 
検査 と が ある . 通常 , 単に 視力 と いう と き に は , 矯正 
視力 を 意味 する こと が 多く , 盲 と か 弱視 を 定義 する 場 
合 も この 矯正 視力 に よっ て な され る . 実際 に これ を 行 
な うに は , 視力 表 を 標準 照度 (最近 は 500 ラド ルク 
A, 許容 差 を 土 150 ラド ルク ス と する 意見 が つよ い ) 
ある い は 室内 の な る べく 上 明るい 璧 の 面 に , 視力 表 の 中 
央 が ほぼ 目 の 高き に くる よう に 掲げ , 被 検 者 は 視力 表 
の 前 方 5 メー トル の 距離 か ら , まず , 左目 を 遮 眼 子 で 
お お い , 右 眼 で 視力 表 を な が め , その 見 える 最小 の 視 
標 を 求め ある. この と き , その 視 標 の 横 に 付け て ある 数 
字 が 右 眼 の 裸眼 視力 を 表わす . 次 いで , 同様 に し て 左 
眼 の 裸眼 視力 を 測定 する . 

視力 が 0.1 に 達し な いと き に は , 5 メー トル の 距離 
か ら は , 視力 表 の 最も 大 きい 0.1 号 の 視 標 も 見 る こと 
が で き な い か ら , 検査 距離 を 短縮 し て , 0.1 号 の 視 標 
が 見 える と ころ まで 前 進 さ きせる. COB, か り に 2 メ 
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ー ト ル で 0.1 号 の 視 標 が 見 えれ ば , その 視力 は 0.1 に 
5 分 の 2 を 掛け た 値 の 0.04 に な る . 

1 メー トル まで 前 進 し て も 0.1 号 の 視 標 が 見 えな い 
と き は , 普通 に は 指数 を 用 いる . 背景 を 黒色 に し , そ 
OAIC¥EADOPLHL, お の お の の 指 の 間隔 を 十分 
に 開い て , その 指 の 数 を いわ せる . 指 の 数 を 正しく 数 
える こと が で きた 最大 距離 を 測っ て , 何 セ ンチ 指数 と 
し て 視力 を 表わす . だ だし, CAD FORME T 
も 指数 を 用 いる こと が あり , 5 メー トル 指数 は 近似 的 
に 0.1 に 相当 する と みな し , 1 メー トル 指数 は 近似 的 
に 0.02 と する . 

さら に 視力 が 悪い と き は , 目 の 前 で 手 を 動か し , そ 
の 手 の 運動 を 認め る こと が で きれ ば , その 視力 は 眼前 
手動 と 記載 する . 手動 さん も 見 分 ける こと が で き な い 
と き は , 暗室 で 反復 し て 光 を 目 の 中 に 送り , 明暗 を 弁 
別 で きる か どう か を 調べ る . 明暗 が わか れ ば 光 覚 で あ 
り , これ も わか ら な いと き は 視力 で ロ で ある . 

矯正 視力 検査 は 適当 な 検眼 レン ズ を 装用 し て , その 
と き 得 られ る 最良 視力 を 求め る の で ある . 


視野 

視野 と は 目 を 動か さき な いで 見 る こと の で きる 範囲 で 
あっ て , 外界 の 網膜 へ の 投影 で ある . また , 網膜 の 各 
部 と 第 1 視 中 枢 お よび 第 2 視 中 枢 と の 間 に は 一 定 の 局 
在 関 係 が か ある の で , 間接 的 に は 外界 の 視 中枢 へ の 投影 
と も いえ る . それ ゆえ , 視野 の 状態 を 知る こと は , 単 
に 網膜 の 異常 を 知る だ け で は な く , 視覚 の 経路 に つい 
て も その 異常 を 判定 し 得る の で ある . 

一 方 , BtEwxnlt, 視力 を 中 心 に し て 考え られ て い 
OD, 視野 も また 重要 な 関係 を も つも の で あり , 視力 
が ある 程度 よく て も , 視野 が きわ め て 狭い よう な 場合 
に は , 周囲 の 状況 を 知る こと が 困難 に な り , 歩行 な ど 
の 諸 動 作 に も 制限 を 受け る . し た が っ て , 盲 と し て 取 
扱う 必要 が 起こ る の で ある . 

視野 の 広 さ は , 視線 を 基準 に し て 角度 で 表わす が , 
その 広 さ は 視 標 の 色 に よっ て も 異な り , 白色 が 最も 広 
く , 緑色 が 最も 狭い . 健常 視野 は 外 下方 が 最も 広く , 
内 方 と 上 方 が 最も 狭い . 

[マリ オッ ト 氏 盲点 〕 視野 の 中 に は , 注視 点 の 外 方 
WIE, 下方 約 3 度 の 位置 に 直径 約 5 度 の ほぼ 円 形 の 
視野 の 欠損 部 が ある . これ は 眼底 に お ける 視神経 乳頭 
の 部 に 相当 する も の で , 生理 的 な も の で ある . 発見 者 
の 名 に ちな ん で これ を マリ オッ ト (Edmond Mariotte) 
氏 盲 点 と いう . 視野 に お ける 視力 は , その 中 心 固 視点 


が 最も よく , 周辺 に 向かう に つれ て 急激 に 低下 する . 
中 村 康 に よる と , 視線 を 2 度 隔 た る と 視力 は 0.4 と な 
be 5 内 人 は 0.1 に な る 。 

[視野 測定 ] 視野 の 測定 に は 周辺 視野 検査 法 と 平面 
視野 検査 法 と が ある . 前 者 は 周辺 視野 計 を 用 い , BR 
者 の 頭 部 を 窓 を 育 に し て 頭 台 に 固定 し , 1 眼 を お お い 
他 眼 で 正面 か ら 視 野 計 の 固 視点 を 固 視 させ な が ら , 検 
者 は 視 標 を 各 方 向 に お いて , 周辺 か ら 中 心 へ と 徐々 に 
移動 させ , 見 え 出 し た 点 を 視野 用 紙 に 記載 する . 普通 
は 上 下 左右 お よび その 中 間 の 8 ヵ所 に つい て 調べ る . 
後者 の 場合 は , 直立 し た 黒板 に 度 盛り を 施し た 平面 視 
野 計 を 用 い , 被 検 者 の 顔 を 度 盛 り の 中 心 鶴 度 の 前 方 1 
メー トル の 距離 に 顎 台 で 固定 し , 1 眼 を お お い , 他 眼 
で 目 を 動か さ な い よう に 中 心 を 固 視 させ る . 次 いで , 
検 者 は 視 標 を 黒板 面 上 に お いて , 徐々 に 移動 し て , ま 
ず マ リオ ッ ト 氏 盲点 の 境界 を 定め , 次 に 視 標 を 目標 の 
周囲 に 種々 の 方 向 に 動か し て , 視 標 の 明度 また は 色彩 
に 異変 が な いか どう か を 調べ る . この 方 法 に より , W 
線 目 盛り の ある 中 心 視野 部 30 度 圏内 の 暗 点 お よび マ て 
リオ ッ ト 氏 盲点 の 変化 が 検出 され る . 

[視野 異常 ] 視野 の 異常 の お も な も の は 狭 容 と 暗 点 
CHS. READ RE, AAR, 半 盲 狭 窪 に 区 
別 さ れる . 同心 狭 窪 は 周辺 視野 が 各 方 向 に お いて だ い 
た い 同 じ よ うに 欠損 し た も の で あり , 不 規則 狭 窪 は 周 
辺 視 野 の ある 方 向 が 特に 不 規則 に 欠損 し た も の , FB 
狭 窪 は 注視 点 を 境界 と し て 1 眼 ま た は 両 眼 の 視野 の 右 
半 部 ある い は 左 半 部 が 欠損 する も の で ある . RLU 
視野 の 中 に ある 島 興 状 の 欠損 を いう の で あっ て , マリ 
オッ ト 氏 盲点 も その 一 つ で ある . 暗 点 は 視野 の うち に 
占め る 位置 , 程度 , 自覚 定 な ど に よっ て , いろ いろ と 
区 別 さ れる が , 視力 の 最も よい 視野 の 中 心 部 に 生じ た 
中 心 暗 点 は , 視 機能 を 妨げ る こと が 大 きい の で , 重要 
な も の で ある . 


色覚 

HS HED 5 DH 400 ~ 800 ミリ ミク ロン の 濾 長 を も 
つ 部 分 は , 可視 光線 と 呼ば れる も の で ある が , これ ら 
の 光線 は , CORRLRTT ACE. て , 視 器 に 対し 
お の お の 特有 な 刺激 を 与 ん を , それ に よっ て 特有 な 感覚 
が 生じ る . 長 濾 長 の も の か ら 短 濾 長 に 進む な につれ, 
xk, 8: 黄 , 緑 , FT, 藍 . 曹 の 7 色 と な っ て いる . 
この よう に , 波長 に 応じ て 起こ る 感覚 が 色覚 で あ 
る . 色覚 は 主として 網膜 雛 状 体 の 機能 で ある か ら , 視 
力 と 同じ よう に 視野 の 中 心 部 が 最も 佳 良 で , 周辺 で は 
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不良 で ある . 

次 に 色 に は 赤 と か 青 と いっ た 感じ の ほか に , 明暗 の 
感じ や あざ や か さ が あ る . これ は 色 の 感覚 に 付随 し た 
性 質 で , それ ぞ れ 色調 , WE, 飽和 度 と いわ れ て い 
る . 

L ヤ ング - ヘ ルム ホルツ 説 ] 色覚 が 成立 する メカ = 
SM づつ いて で 太 胃 シグ ニョ ペリ レス ポポ が ) 光 Y “Thomas 
Young- Herman Helmholtz) の 3 成 素 説 と ヘー リン グ 
(Ewald Hering) の 反対 色 説 と が 有名 で ある . 3K 
素 説 で は 色 の 混合 実験 か ら 考え て , 色覚 の 基礎 的 機構 
と し て 3 種 の 成 素 の 存在 を 推定 する . この うち 第 1 成 
素 は スベ クト ル の 長波 長 ( 赤 ) 部 の 光 に よっ て , 第 2 成 
素 は 中 波長 ( 緑 ) 部 の 光 に より , 第 3 成 素 は 短波 長 ( 青 ) 
部 の 光 に よっ て , 最も 強く 興奮 する , そし て , これ ら 
の 成 素 が 興奮 する 程度 の 相違 に より , いろ いろ な 色 を 
感じ る と いう の で ある . | 

[ヘー リン グ 説 ] ヘー リン グ 説 で は , 網膜 中 に 白 
2, 赤 緑 , BAO 3 種 の 光化学 的 物質 を 仮定 し , その 
お の お の に 光 が 作 用 すれ ば 分 解 し て , CHEN, 
赤 , 黄 を 感じ , 反対 に 光 が さ え ぎ られ る と , 合成 され 
て 黒 , 緑 , 青 を 感じ る と いら. これ ら 二 つの 代表 的 な 
学説 に お いて も , 色 の 現象 の 説明 に は それ ぞ れ 困難 な 
事実 か ある の で , な お , BORER ELE LS % 
の で ある . 

[色覚 障害 〕 色覚 の 障害 に は , 先天 性 の も の と 後天 
性 の も の と が あり , 前 者 は 色覚 の 発育 不全 に よる も の 
で , 後者 と は 別種 の も の で ある . 後天 性 色覚 障害 は 種 
々 な 眼 疾 患 に よっ て 起こ る 色 視 野 の 狭 窪 , 欠損 また は 
Pie eV 4 OCHS. 

先天 性 色覚 障害 は , ほとん ど 常 に 両 眼 に 起こ る も の 
で , 色覚 が 全く 欠損 し て いる 全 色 盲 , 色覚 の すべ て が 
汰 弱 し て いる 全 色 弱 , 赤 緑 の 色覚 が 欠損 し て 青 黄 の 色 
覚 が 健常 で ある 赤 緑 色盲 , その 軽度 な 赤 緑 色弱 が あ 
る . 赤 緑 色盲 お よび 赤 緑 色弱 は , さら に それ ぞ れ 二 つ 





の 型 に 分 類 さ れ , 第 1 色盲 (赤色 盲 ) と 第 2 色盲 ( 緑 . 


色盲 ) な ら び に 赤色 弱 と 緑色 弱 と に な る . な お , 理論 
上 は 第 3 成 素 が 先天 的 に 欠け て いる 青 黄色 盲 (第 3 色 
B) , その 発育 不全 に よる 青 黄色 弱 $ あ る が , 実際 に 
は きわ め て まれ で ある . わが 国 で は , 赤 緑 異常 は すべ 
て の 男子 の 約 4.5 パー セン ト を 占め , 女子 に は 少な く 
男子 の 約 10 分 の 1 で ある . 

先天 色覚 障害 に は 遺伝 的 関係 が 認め られ , Saws 
劣性 に 遺伝 し , 赤 緑 色盲 は 伴 性 劣性 遺伝 を な す . 赤 緑 
色盲 の 遺伝 に つい て は , ホル ネル が その 家系 の 系 統 的 


研究 を 行ない , これ は 男子 に 多く , 健康 に みえ る 女子 
を 通じ て 男子 に 現われ る こと を 認め , 色盲 の 父 を も つ 
女子 の むす こ た ち に 色盲 が 最も 多い と 述べ て いる . ホ 
ルネ ル の 法則 と し て 有名 で ある . 


視力 障害 の 分 類 


ED, 視力 障害 の 程度 を 教育 的 見 地 か ら な が め て みみ 
LO. その た め に は , 普通 学校 教育 こ ど の 程度 の 視力 
が 必要 か を 知っ て お く 必 要 が ある . 

大 山 信郎 , 樋 渡 亮 は 教師 が 黒板 に 書く 文字 の 見 え 方 
に つい て , 晴天 お よび 援 天 の 日 ( 約 100 ~ 350 ルク ス 
の 明る さ ) に 調べ た 結果 を 表 1 の よう に 示し て いる . 

視力 0.1 未満 の 者 は , 机 の 位置 が 前 列 で あっ て も , 
黒板 の 文字 が 濃い 大 文字 で な いと 見 えな い . 0.10% 
は 前 列 で 濃い 大 ・ 中 文字 か 淡い 大 文字 , 中 列 で 濃い 大 
文字 を 必要 と し , 0.2 は 前 列 で 大 ・ 中 文字 , RUA 
字 , 中 列 で 濃い 大 文字 , 後列 で も 濃い 大 文字 が 比較 的 
よ ぐ 県 える 。 

0.3 の 場合 は 前 列 で 濃淡 大 ・ 中 ・ 小 文字 , 中 列 で 濃 
い 大 ・ 中 ・ 小 文字 , 淡い 大 ・ 中 文字 , 後列 で 濃い 大 ・ 
中 文字 , 送 い 大 文字 が 見 え , 0.4 で も ほぼ これ と 同様 
Caso NS; Obit Da eRe TK dn) 
0.7 に な る と Rs Pe RIV PHICKW TEAK: He 
AMAA S. 0.8 (0 と あ まり 変ら まり 0.9 以 
見 と 人 者 が ん ない) 

COB, 文字 の 大 き さ は 大 文字 10 セ ンチ メー トル 平 
方 , 中 文字 7.5 セン チ メ ー ト ル 平 方 , 小文字 5 セン チ 
メー トル 平方 で ある が , 教師 が 書く 文字 の 多く は , 中 
文字 で 濃淡 の 中 間 の 濃 さ で あり , また , 黒板 面 か ら の 

表 1 室内 座 岳 と 時 板 上 の 文字 の 見 え 方 と その 関係 
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距離 は 平均 し て 前 列 3 メー トル , 中 列 5 メー トル , 後 
列 7 メー トル で ある . な お , 表 中 の 鍛 は 見 に くい も の 
が 多く , ⑳ は 見 える 者 が 相当 に 多い が 過半 数 に 達し な 
い , 〇 は 見 える 者 が 過半 数 を 占め , 〇 は 見 える 者 が 90 
パー セン ト 以 上 を 占め る こと を 示し て いる . 

次 に 教科 書 の 見 え 方 の 研究 に は , 山本 傘 一 郎 の 小学 
校 児童 の 教育 に 必要 な 視力 に 関す る 実験 的 研究 が あ 
る . それ に よる と , 小学 校 1 年 か ら 3 年 まで の 教科 書 
を , 一 般 児 童 と 共学 する た め に 必要 な 最低 視力 は , 単 
眼 視 の 場合 は 視力 約 0.3 で , 両 眼 視 (左右 同一 視力 ) 
の と き は 左右 の 視力 が それ ぞ れ 約 0.2 で あり , 4 年 か 
ら 6 年 まで の 教科 書 に お いて は , 最低 視力 と し て 単眼 
視 の 場合 は 視力 約 0.4 を , 両 眼 視 の と き は 左右 視力 お 
の お の 約 0.3 を 必要 と する . この 調査 で は , 読書 距離 
が 20 セ ンチ メー トル で , 明 視 距離 より 近づけ て あり , 
さら に 近く すれ ば より よく 見 える こと に な る が , 学校 
教育 で は , あま り 本 に 目 を 近づけ る こと は 好ま し く な 
WELT, な る べく 目 か ら 本 を 離し , 姿勢 を 正 し て 読 
むように 指導 し て いる . 

この よう な こと か ら , 視力 が 0.1 Ai CLAM DSB 
板 に 書く 普通 の 文字 を 見 る こと が で きず , 教科 書 も 極 
Bihan ct, よう や く 見 を る 得度 で あ る. 0.1 
と か 0.2 の 視力 で も 多く の 者 に は 相当 の 困難 が あり , 
0.3 以上 に な る と , 少し 配慮 すれ ば 健常 視力 の 者 と だ 
Ufa see oc gC 

な お , 視力 の 全く だ ない 絶対 盲 , 俗 に 全盲 と いわ れる 
者 は , 文字 は も ちろ ん の こと , 外界 の 物体 は 何 も 見 る 
こと が で き な い の で , 視覚 以外 の 感覚 , た と えば 聴覚 
や 人 触覚 , 特に 触覚 を 利用 し て 教育 し て いる . この た 
表 2 視 能 率 表 








0.5 | 0.4 | 








め , 一 般 に 知ら れ て いる よう に , 点字 が 盲人 用 文字 と 
し て 採用 され て いる . と ころ で , 視力 ゼロ の ほか , ど 
の 程度 の 保有 視力 を 有する 者 まで が , 点字 を 必要 と す 
る で あろ うか . 

これ に つい て 大 山 信郎 , 新谷 重夫 が 1955 (昭和 30) 
年 に 調べ た 視力 と 点字 , 活字 と の 関係 で は , 矯正 視力 
0.02 未満 の 者 で は 全員 が 点字 を 必要 と し , 0.02 で は 
わずか な 者 が 点字 以外 に 活字 を 使用 し , 0.03 も 同様 
で あり , 0.04 以 上 の 視力 に な る と 急 に 普通 文字 で よい 
者 が 増加 し , 0.1 以上 で は 全員 が ほとん と 普通 文字 で 
te | 

Eto, 1961 年 の ジュ ンズ (Jones) に よっ て な され 
た 同じ よう な 調査 の 結果 は 図 1 の 通り で ある . 

それ に よる と , 点字 と 活字 使用 者 の 百分率 は 0.02 な 
いし 0.03 の と ころ が 境 に な っ て お り , 0.020 Flam 
字 使 用 者 が 多く , 0.04 以上 は 活字 使用 者 が 多数 で , 
だ いた い に お いて 大 山 , 新谷 の 調査 結果 と 似 て いる . 
SBCA, AN, 藤田 の 1970 年 の 調査 成績 も 同様 で 
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0. .07 0.02 
0.1 0.05~0.08 0.0: 指数 手動 x8 0 

14, 125 盲 児 Jones, 1961 
(Snellen 氏 法 に 修正 を 加 う ) 
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図 1 視力 と 点字 ・ 活 字 と の 関係 (ジョ ンジ 
(視力 研究 班 
0.3 | 0.2 | 0.15 | 0.1 | 0.06 | 0.04 | 0.02 | 0.02 | 
65 
62 | 50 
59 | 43 | 35 
56 | 35 | 26 | 20 
8 | 本 | ge Tg | ag 
Bo Piaggio) ay MG 
503) Sageeh yap Oa) © ae gis 
$35 fa ADEN apr ulg 9 67hlle。 8 0 





学 221 








*-e 点字 使用 者 
eo 活字 使用 者 
es 両方 使用 者 


50 


0.7 0.6 0.5 0.4 0.3 0.25 0.2 0.150.120.1 0.09 0.08 0.07 0.96 0.05 0.04 0.03 0.02 0.01 (88, FMM, 0 視力 


図 2 視力 と 点字 ・ 活 字 と の 関係 (大 山 ・ 谷 村 ・ 藤 田 ) 


ある ( 図 2 参照 ). 

[ 視 能 率 〕 一 般 に 視 機能 が 犯さ れる と , どの 程度 に 
E 率 が 低下 する か を 知る こと は 重要 な こと で あり , す 
で に 産業 の 面 で は , 眼 外傷 な どの 損害 賠償 に 関連 し 
て , その 研究 が 進め られ て きた . わが 国 に お いて も , 
視力 研究 班 が この 方 面 の 問題 に つい て 検討 し た 結果 , 
視 能率 の うち 視力 に つい て 表 2 に 示す よう な 値 を 得 て 
いる . 

すなわち , 両 眼 同一 視力 と し て 1.0 の 場合 は 視 能 率 
100 パー セン ト , 0.9 で は 98 パー セン ト , 0.8 は 95 パ 
=m, O.7YL92 バー セン トド ト 。 0.6 は 8@9 パー セン 
ト , 0.5 は 85 パー セン ト , 0.4 は 75 パーセント, 0.3 
は 65 パー セン ト で あっ て , この 程度 は 社会 生活 に ほ 
と ん と 支障 は な い . 0.2 で は 50 ペー セン ト となり , 
0.15 は 35 パー セ モント, 0.1 は 20 パー セン ト と 相当 の 
困難 を 認め る . 0.06 は 15 パー セン ト , 0.04 は 10 パ 
ー セ ント , 0.02 は 5 パー セン ト で あり , 0.02 未 満 は 
Cs) 

以上 の 種々 な 点 を も と に , 視力 障害 を 教育 の 立場 か 
ら 分 類する と , 普通 児童 , 弱視 児童 , 盲 児童 の 三 つ に 
分 ける こと が で きる が , この こと は 教育 の 面 だ け で は 
な く , 一 般 的 に 社会 政策 の 面 で も 考え られ る こと で あ 
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盲 の 定義 に 関す る 諸 見 解 

盲 を 学問 的 に 厳密 に いえ ば , HRAZEAS BEL 
REBDO LECH SRM, その ほか に 視覚 障害 の た め 生 
計 を 営み 得 た い ほ どの も の を 経済 盲 , 以前 に 従事 し て 


いた 仕事 に 復帰 で き な い も の を 職業 盲 . ある い は 点字 
教育 を 必要 と する よう な も の を 教育 盲 な ど , 社会 政策 
上 , 教育 上 いろ いろ な 盲 の 呼び 方 が ある . COLI 
に , いく つも の 呼び 方 が ある の は , 混乱 を 招く の で , 
ー つ に 統一 する こと が 望ま れ , 着 々 と 総合 的 な 検討 が 
進め られ て いる . 

と ころ で , 全盲 に お ける よう な 狭い 意味 の 盲 の 定義 
は , 実際 に は 適用 し に くい の で , ある 程度 の 保有 ( 残 
存 ) 視力 を 認め る の が 実状 で ある . 

[社会 的 定義 これ に つい て , 諸家 の 見 解 あ る い は 
各国 に お ける 見 解 に つい て 述べ る と , シュ ミッ ト ・ リ 
ム プ レル (Schmidt Rimpler) は 3 分 の 1 メー トル 
以上 の 距離 で 指数 を 弁 じ 得 た いも の と し , フッ クス 
(Fuchs) は 1 メー トル 以上 で 指数 を 弁 じ 得 な た いも の , 
アク セン フェ ルド (Axenfeld) は 3 メー トル 指数 以 
FP elraw Bi 

わが 国 に お いて も , 河本 重 次 郎 は 3 分 の 1 メー トル 
指数 弁 , 石原 丸 は 1 メー トル 指数 弁 を , 庄司 義治 は 
0.1 以下 の 視力 を 盲 と し て いる . その 他 の 者 も これ ら 
と 大 同 小 異 で , 最良 の 視力 を 認め て も 0.1 ま で で あ 
の 

な お また , 社会 政策 上 か ら み た 場合 , イギリス の 旨 
人 法 で は , 盲人 と は 「 視 力 を 必要 と する 仕事 を な し 得 
な い ほ ど に 視力 の 障害 ある 者 」 と 定義 し , 視力 に お い 
て は 60 分 の 3 以下 と な っ て いる . アメ リカ で は 各州 
(に よっ て それ ぞ れ 違っ て いる が , 普通 視力 の 10 分 の 1 
以下 を 育 と する と の 見 解 が 最も 普遍 的 な 公式 基準 で あ 
2 

また , 教育 上 の 定義 で は , イギリス の 教育 法 は 盲 児 
と は 「 視 力 の な い 者 , ある い は 視力 を 要 し な い 方 法 に 
よっ て 教育 する ほど に 視力 の 欠損 ある 者 」 と し , Bie 
の 視力 は 60 分 の 6 以下 で ある . アメ リカ で は 視力 200 
分 の 20 以 下 を 盲 児 と し , フラ ンス で は 20 分 の 1 以下 , 
ドイ ッ は 25 分 の 1 以下, カナ ダ で は 60 分 の 4 以下 を 
盲 と な し て いる . 

わが 国 の 中 央 盲人 福祉 協会 (昭和 6 年 設立 , 25 年 日 
本 眼 衛 生協 会 と 改組 ) は 「 矯 正 視力 両 妥 に て 1 メー ト 
ル 指 数 に 達し な い 者 を 盲 児 , 両 眼 矯 正 視 力 1 メー トル 
指数 以上 2 A— b RRC EL eV Bite Be) EL 
で て W\ ゐ る: 

[文部 省 の 判別 基準 〕」 1953 (昭和 28 ) 年 の 文部 省 の 
判別 基準 で は , 「 盲 者 と は 普通 の 児童 用 教科 書 に よる 
教育 が 不適 当 で , お お むね 点字 教育 を 必要 と 認め られ 
る 者 と し , 視力 に つい て は , 眼鏡 を 使用 し て も その 矯 
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正 視 力 が 両 眼 で 0.02 に 達し な い 者 , 準 盲 と は 有 眼鏡 を 
使用 し て も , その 矯正 視力 が 両 上 限 で 0.02 以上 , 0.04 
に 傍 じ な ゆ 者 で 2 

その 後 1961 年 10 月 31 日 に 学校 教育 法 の 一 部 が 改正 
Sh, 請 学 校 に お ける 教育 の 対象 と な る べき 児童 ・ 生 
徒 の 障害 の 程度 が , 学校 教育 法 施行 令 で 定め られ た . 
これ に よる と , ① 両 眼 の 視力 が 0.1 未満 の 者 , ② 両 眼 
の 視力 が 0.1 以上 0.3 未満 の 者 , 視力 以外 の 視 機能 障 
害 が 高度 な 者 の うち 点字 に よる 教育 を 必要 と する 者 , 
将来 点字 に よる 教育 を 必要 と する こと と な る と 認め ら 
れる 者 ち 流 うつ で いる Jms で 注意 人 ポ き ョ は Wa 
の よう に 本 来 の 盲 は 0.02 未満 で あり , や や 拡大 し て 
も 0.04 未満 と いう こと で ある . し か し , 世界 的 な 傾向 
ELT, 0.1 まで に 拡大 し 障害 者 と し て 取扱 っ て いる 
の で お が 国 で も これ (e 全 2 の NIC し だ お の G あ 2 

〔 身 体 障害 者 福祉 法 に よる 分 類 〕 1949 年 12 月 26 A 
_ 公布 の 身体 障害 者 福祉 法 で は , 視覚 障害 を A, B, C 
に 分 類 し , これ ら を さら に 二 つ の 級 に 分 け , あわ せ て 
6 級 と し て いる . A に は 1 級 と 2 級 と が あり , 1 Mit 
両 眼 の 視力 が それ ぞ れ 明暗 を 弁別 し 得 な い 者 (以下 失 
明 と いう ) , 2 級 は 1 有 眼 が 失明 し 他 眼 の 視力 が 0.02 
以下 の 者 お よび 両 有 眼 の 視力 が それ ぞ れ 0.02 以下 の 者 
で ある . 

B は 3 級 と 4 級 か ら な り , 3 級 は 1 眼 が 失明 し 他 有 眼 
の 視力 が 0.06 以下 の 者 , 4 級 は 両 眼 の 視力 が それ ぞ 
れ 0.06 以下 の 者 で ある . 

C は 5 級 と 6 級 か ら な り , 5 級 は 1 有 眼 が 失明 し 他 有 眼 


の 視力 が 0.1 以 下 の 者 お よび 両 眼 の 視力 が それ ぞ れ 0.1 . 


以下 の 者 , 6 級 は 1 有 眼 が 失明 し 他 有 眼 が 0.6 以下 の 者 で 
ある . 
その 人 後 , 身体 障害 者 福 祉 法 別表 が 次 の よう に 改定 さ 
Ss 
1 級 … 両 眼 の 視力 (万 国 式 試 視 力 表 に よっ て 測っ た 
も の を いい , 屈折 異常 の ある 者 に つい て は 矯 
正 視力 に つい て 測っ た も の を い う . 以下 同 
じ ) の 和 が 0.01 以下 の も の 
2 級 … 両 眼 の 視力 の 和 が 0.02 以上 0.04 以下 の も の 
3 級 … 両 眼 の 視力 の 和 が 0.05 以上 0.08 以下 の も の 
4 級 … 両 眼 の 視力 の 和 が 0.09 以上 0.12 以下 の も の 
両 眼 の 視野 が それ ぞ れ 5 度 以内 の も の 
5 級 … 両 眼 の 視力 の 和 が 0.13 以上 0.2 以下 の も の 
両 眼 の 視野 が それ ぞ れ 10 度 以内 の も の 
_ 両 眼 に よる 視野 の 2 分 1 以上 が 欠け て いる も 
の 








6 級 …1 眼 の 視力 が 0.02 以 下 , thik OA AAS 0.6 以 
下 で , 両 眼 の 視力 の 和 が 0.2 を 越え る も の 
[世界 言 人 福祉 協議 会 の 決議 〕 1955 年 10 月 , 東京 
に お いて 開か れ た 第 1 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 で は 盲 の 
定義 に 関し 次 の よう な 決議 を 行なっ た . 
世界 育 人 福祉 協議 会 (World Council for the Wel- 
fare of the Blind=WCWB) は 良い 方 の 目 が 矯正 し た 
の ち に お いて , 200 分 の 20 (メー トル 法 で 60 分 の 6 ) 
に 相当 する 視力 を も ふつ 多く の 人 びと は , 視力 の 重度 の 
障害 を も つ 者 で ある こと を 認め , か つ , あら ゆる 国 に 
お いて , 盲 の 定義 が この 程度 の 視力 障害 者 に も 適用 さ 
れる よう 拡大 し て 解釈 され る こと を 強く 要望 する . 


弱視 の 定義 に 関す る 諸 見 解 

広義 の 弱視 は 単なる 視力 低下 で は ある が , 急性 眼病 
(に よる も の , また は 慢性 の 経過 と を た どる も の , ある い 
は 固定 し た も の で あっ て も ある 限度 以上 の 視力 を も つ 
も の は 有 弱視 と は 呼ば な い . 弱視 は 社会 的 (教育 的 ) 495 
視 と 医学 的 弱視 と に 分 けら れる 。 

[社会 的 弱視 ] 社会 的 弱視 は 視力 障害 の た め に , 社 
会 政策 上 また は 生活 の うえ で , ある 程度 の 困難 性 が 認 
め ら れる も ので, その 視力 障害 の 原因 と な る 眼病 は 器 
質 的 で ある と 和 否 と を 問わ な い . 

[医学 的 弱視 } 医学 的 弱視 は アン ブリ オ ピ ー と いわ 
れ , 眼科 的 に 器質 的 病変 が 見 当たら な いか , あっ て 
b, それ で は 説明 が つか な い 視 力 障害 で ある . 医学 的 
弱視 は その 内 容 か ら み て , BREIL OD 5 DICHA 
的 な も の が 混在 する が , 本 来 は 機能 的 な も の で あり , 
その 視力 障害 は 主として 中 枢 に お ける 機能 的 障害 に よ 
Fy ERGADACS . 

[海外 諸国 の 定義 ] 以下 に 述べ る 弱視 は , 主として 
社会 政策 上 また は 教育 的 な も の で ある . 

レズ ロブ (Redslob) は 盲 の 上 界 か ら 0.2 まで を , 
レビ ン ゾ ー ン (Levinsohn) は 5 分 の 1 か ら 4 分 の 1 
まで を , エン ン > ェ (Jaensch) は 20 分 の 5 まで を 弱視 
と し て いる . さら に イギリス の 教育 法 で は 60 分 の 6 
か ら 24 分 の 6 ECHHMIELEL, アメ リカ で は 200 
分 の 20 か ら 70 分 の 20 まで と な っ て いる . ドイ ッ で 
は 25 分 の 1 か ら 20 分 の 5 まで を 弱視 と し て いる . 

[日 本 に お ける 定義 ] わが 国 の 中 央 盲人 福祉 協会 は 
2 メー トル 指数 以上 0.3 未満 まで を 弱視 と 定義 し , ま 
た 1953 年 の 文部 省 通達 で は , 弱視 児 を 普通 の 児童 用 教 
科 書 を その まま 使用 し て 教育 する こと が お お むね 不適 
当 で , 盲 教育 以外 の 特殊 な 方 法 が 必要 と 認め られ る 者 
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と 教育 方 法論 的 に 定義 し , その 基準 と し て 矯正 視力 が 
MARC 0.04 以上 0.3 未満 と し て いる . 

次 いで , 1961 年 の 学校 教育 法 の 改正 で は , BFR 
の 教育 対象 が 両 眼 の 視力 0.1 未満 まで 拡大 され た . そ 
の た め , 従来 は 弱視 児 と し て いた 者 の うち の 重度 の 者 
が , 盲 学 校 に 入学 し て 点字 以外 の 特別 な 教育 を 受け る 
9 っ た 、 (大 山 信郎 ) 
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過去 に お ける 日 本 の 盲人 数 

1931 (昭和 6 ) 年 12 月 1 日 現在 で 行なわ れ た 内 務 
省 衛 生 局 の 調査 で は ,。 1 メー トル 指数 以下 を 衣 と みな 
し て お り , 当時 の 人 町 6536 万 6500 AD 5 SH AIL 7 
万 6260 人 で , 人 10 万 人 に 対し て 116.7 人 と な っ 
て いる . 1936 年 10 月 の 厚生 省 予防 局 調査 で は , BA 
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数 6 万 7881 人 で , AHI 万 人 に つき 96.6 人 と な っ 
て いる . 1931 年 12 月 実施 の 厚生 省 身体 障害 者 実態 調 
査 で は , 視覚 障害 者 13 万 7699 人 (5 も 17 歳 以下 の 
mil 77 Wis) で あり ,。 ABW Kian て 65 
C17 歳 以 下 で は 人 口 10 万 人 に 対し て 32 A) と な っ 
て いる . さら に と , 1955 年 10 月 15 日 現在 の 厚生 省 身 
体 障 害 者 実態 調査 の 結果 に よる と , 18 歳 以上 の 視覚 
障害 者 は 17 万 9000 人 と 推定 され て いる . 


イギリス に お ける 過去 の 盲人 数 

イギリス に お いて は 社会 保障 が 完備 し て いる の で , 
この よう な 盲人 統計 も 割合 に 整備 され て いる . 1951~ 
54 年 の 統計 に お いて ソー ス ビ ー CA. Sorsby ) が 述 
べ て いる と こと ころ に よる と , SARI KBMEAET 
お り , その 増加 の 内 容 を 検討 する と , 70 歳 以 上 の 年 
齢 層 に お ける 増加 こよ る も の で あり , その 他 の 年 齢 層 
で は 多少 の 増減 を 示し て いる に 過ぎ な い . Ek, BE 
齢 層 で は 男子 より 女子 の 言 人 が や や 多い こと が 目立っ 
て いる が , 低 年 齢 層 で は その よう な こと と は な く , BL 
ろ 男 子 に いく ぶん 多い よう で ある . ソー スピ ビー の 調査 
結果 は 表 1 の 通り で , 青少年 で は それ ぞ れ 登録 衣 人 数 
の 1 パー セン ト 内 外 に 過ぎ な い が , 60~69 歳 で は 16.7 
パー セン ト , 70~79 歳 で は 34.4 パー セン ト , 80~89 
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表 1 イギリス に お ける 盲人 登録 年 齢 分 布 (7957…795 ダ の) 
re Ree 一 般 人 口 1951 セ ン サ ス 
男子 | 女子 | 合 計 | 男子 | 女子 | 合 計 


a O79 | 0.3 0.6 as alla 昌 eo 
a en 1.6). O29 1.2 7.5 | 6.6 7.0 
5~ 14 1.6.) Oak 1.0 | 14.5 | 12.9 13.6 
15 ~ 19 0.95) JOS 0.6 6.4 | 6.0 6.2 
20 ~ 29 1,8 OS 1.2 | 14.5) 13.8 14.2 
30 ~ 39 2.6) 1.4 9 15.0") 1473 14.6 
40 ~ 49 4.5) 2.7 3.4 | 15.3 | 14.7 15.0 
50 ~ 59 8.2 |./6.9 7.1 | 11.4 | 12.4 11.9 
60°~ 69 | 16.7) 16.7"). 16.7 8.2.) 9.9 oat 
70 ~ 79 | 34.0 | 34.6] 34.4 4.6| 6.1 5.4 
80 ~ 89 | 25.0} 30.2] 28.2 LO: dare 1.4 
90 ~ 2.2| 4.5 3.7 mae Ost 0.1 


調査 対象 32,792A (H12,653, $20,119) 単位 
大 で は 28.2 パー セン ト , 90 歳 以 上 は 3.7 パー セン ト 
と な り , 登録 言 人 の 83 パー セン ト が 60 歳 以上 の 高齢 
者 に よっ て 占め られ て いる . 一 般 人 口 は これ と は 反対 
(と, 60 歳 以 上 は 16.0 パー セン ト と な っ て いる . 
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日 本 に お ける 最近 の 視覚 障害 者 数 

1965 (昭和 40 ) 年 8 月 1 日 現在 の 日 本 に お ける 身 
体 障害 者 実態 調査 の 結果 が 厚生 省 か ら 発表 きれ た . 
それ に よる と , 推計 総 人 口 9745 万 人 に 対し て 視覚 
障害 者 ・ 児 は 24 万 3900 人 で , 1960 年 の 調査 より 2 
万 4000 人 増加 し て いる . 

障害 の 程度 別 を みる と , 重度 障害 で ある 1 級 が 最も 
多く 8 万 7800 人 (36.0 ペー セン ト ), 2 級 が 4 万 1700 
人 (17.1 パー セン ト ) で , 1 一 2 級 (全盲 また は 両 
眼 の 視力 の 和 が 0.04 以 下 の 者 ) 合 わせ て 12 万 9500 人 
(53 .1 パー セン ト ) と な り , いか に 重度 の 視覚 障害 
者 が 多い か が う か が われ る . 


表 2 先天 性 , 後天 性 障害 別 (78 歳 以上 ) 

















障害 別 先天 性 障害 後天 的 障害 
計 24,400 人 (10.4%) |209,600 人 (89.6%) 
脳性 マヒ 300 200 
先天 性 奇形 2,000 
戦傷 病 、 戦 災 ーー 6,900 
業務 上 災害 a 8,500 
交通 事故 ーー 1,600 
その 他 の 事故 ーー 15,900 
中 耳 性 疾患 = 200 
伝染 性 眼 疾 串 1,000 25,700 
その 他 の 疾患 11,600 136,000 
る の 介 9,500 14,600 


( 注 ) 18 歳 未満 の 後天 的 障害 を 受け た 者 も 含む (厚生 省 調査 ,1965) 











視覚 障害 者 の 年 齢 層 別 を みる と , 60 歳 以上 は 12 万 
7100 人 (52.1 パー セン ト ) だ な っ で いる SORL 
上 を 加え る と 17 万 8500 人 (73.1 パー セン ト ) に な 
り , 高 年 齢 層 に 視覚 障害 者 が 多数 いる こと が わか る . 

先天 的 障害 と 後天 的 障害 を 比較 し て みる と , 先天 的 
障害 2 万 4400 人 に 対し , 後天 的 障害 は 20 万 9600 人 
CHS. すなわち も , 先天 的 視覚 障害 10.4 パー セン ト に 
対し 後天 的 視覚 障害 は 89.6 パー セン ト に 上 っ て いる . 
この 後天 的 障害 の う ち 戦 傷病 , MK, 交通 事故 , 業務 
ERS, その 他 の 事故 な どの 人 為 的 な 原因 に よる 視覚 
障害 が 3 万 2900 人 で 約 16 パー セン ト と な っ て お り , 
失明 防止 の 重要 性 と 可能 性 が うか が われ る ( 表 2). 


失明 原因 分 類 


失明 原因 分 類 基準 

国際 失明 防止 協会 は 早く か ら 和 失明 原因 分 類 基 準 の 必 
要 性 を 認め , 1933 年 に マドリ ッ ド に お ける 国際 会 議 で 
失明 原因 分 類 の 国際 的 統一 が 論議 され た . その 後 , い 
ろ い ろ な 経過 を 経て , 1957 年 に アメ リカ 守 人 統計 委員 


_ 会 か ら 改訂 和 失明 原 因 基準 が 発表 され た . それ は 原因 


別 と 眼病 の 部 位 と 型 に よる 相関 分 類 で あっ て , 原因 別 
は 伝染 性 疾患 , 外傷 , 中 毒 , 腫瘍 , ほか に 分 類 さ れ て 
いた ない 疾患 (全身 病 な ど ), 先天 素因 , 原因 未 決定 , 
ある い は 不詳 の 7 項目 に 分 けら れ , 眼病 の 部 位 と 型 に 
よる 分 類 は 眼球 全体 , 角膜 水 唱 体 , ize, 網膜 , 
視 束 ・ 視 路 ・ 視 中 枢 , 硝子 体 , 部 位 不 詳 の 8 項目 に 大 
別 さ れ て いる . COL SD ie RRL, 1962 年 の = > 
ー デ リー に お ける 国際 失明 防止 協会 の 総会 に お いて も 
受入 れ ら れ て いる . この 分 類 基準 の 細部 は 次 の よう に 
ぶら (COO の 


原因 別 分 類 1957 年 改訂 ) 

伝染 性 疾患 ] ジフ テリ ア , WR ( 新 産児 眼 炎 を 除 
く ), 麻疹 , 脳 膜 炎 , 菌 性 脳 膜 炎 , 新 産児 眼 災 ( 汐 疾 
性 , その 他 の 伝染 病 で 記載 が 詳し いも の, 伝染 の 型 不 
詳 の も の ), KIA, Heit, KAR, 梅毒 (先天 梅 
毒 , 後天 梅毒 , 不詳 の も の ), トラ ュー マ , 結核 , 腸 
チ フ ス , BE, 糸状 虫 病 , トキ ソプラ スマ 症 , ブル セ 
ラ 症 , レプ ラ (ハン セン 病 ), その 他 の 伝染 病 で 記載 
が 詳し いも の , 伝染 病 で 不詳 な も の . i 

[外傷 〕 化学 薬品 に よる 傷害 , 放射 線 (赤外線 , が 
ンマ 線 , 中 性 子 , BFE OLD), その 他 の 物体 に よ 
AGE, 爆 楽 使用 火器 , 空気 銃 , ば ちん と な ど , 花火 , 
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その 他 の 爆発 物 , Bit, 失っ た も の , TRL, 
眼 異物 , その 他 の 作 因 で 記載 が 詳し いも の , 作 因 の 不 
詳 な も の . 

[中 毒 ]】 メチ ル ア ル コール, ジニ トロ フェ ノー ル , 
Sh, キ ニ ー ネ , 酸素 過剰 , その 他 の 毒物 で 記載 が 詳し 
WhO, 毒素 の 種類 が 不詳 な も の . 

[腫瘍 〕 網膜 芽 細 胞 腫 HRB, 黒色 肉腫 , 腫 
場 , その 他 の 型 で 記載 が 詳し いも の , 腫瘍 の 型 不詳 の 
も の . 

[ 他 に 分 類 さ れ て いな い 全 身 病 〕 貧血 お よび その 他 
の 血液 病 , 糖尿 病 , 腎臓 炎 な た ら び に その 他 の 菅 疾患 , 
血管 病 (動脈 硬化 症 な ら び に その 他 の 脳 血 管 病 ee 
ts), 多発 硬化 症 , 妊娠 病 , 栄養 不良 , その 他 の 疾病 
で 記載 が 詳 し いも の , その 他 の 疾病 で 不詳 な も の . 

[先天 素因 ( 他 に 分 類 さ れん て いな いも の )〕] 遺伝 か 家 
族 歴 で 確立 され た も の , 遺伝 が 推定 され る も の , 先天 
素因 で その 原因 不詳 な も の . 

[原因 未定 ある い は 不詳 〕 医学 的 に 不 確 認 , 診断 に 
対し て 証拠 不 十 分 , 原因 に つい て 報告 の な いも の . 

( 付 : 傷害 時 の 作業 種類 に ょ る 外傷 お よび 中 毒 ) 

[失明 原因 分 類 補遺 ] 出産 時 傷害 , 職業 上 事故 , 家 
事 作業 中 事故 , 遊戯 また 
は スポ ー ツ 事故 , 交通 運 
輸 事故 , 軍務 上 事故 . そ 伝染 件 

フ 


St yg 
= 楓 


の 他 の 作業 事故 で 記載 が ジ ァ 
詳し いも の , 作業 事故 で “ 
不詳 の も の . . 
敗 血 症 
AR OAR EAC - 然 i 
EE 
よる 分 類 és 
[眼球 全体 緑内障 ‘ss 天 
(小児 緑内障 を 除く ), ones 
SEAR IR AS I O'ER その 他 お よび 病名 不明 
炎 , WR (回 性 近視 , A 外 傷 
子 , 無 眼 球 (手術 に よる 中 15 
も の を 除く ) , KR FF Bs 
眼 。 小児 緑内障)。 NE, 7. ™ 
ye , me 尿 病 
部 位 ( 竹 術 に よる も の を mee is 
除く ), GRAB, LO oo 
ae a その 他 の 全身 病 
他 の 奇 型 で 記載 が 詳 し い 先天 素因 
も の , 奇 型 で 不詳 な も 原 因 不 明 


の ), 変性 症 (眼球 変性 ( 限 合 計 
球 姜 縮 , 眼球 瘍 J), その 


| 


3,189 
QE) a は 1 パー セン ト の 10 分 の 1 以下 
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他 の 変性 で 記載 が 詳し いも の , 変性 で 不詳 な も の ), 
その 他 の 眼球 疾患 で 記載 が 詳 し いも の , 眼球 疾患 で 不 
詳 な も の . 

[角膜 〕 角膜 炎 (角膜 実質 炎 ., フリ ク テ ン 性 角膜 炎 
(( 角 結膜 炎 )) 潰瘍 性 角膜 炎 , 硬 化 性 角膜 火 , RSI 
角膜 炎 , その 他 の 角膜 炎 で 型 の 記載 が 詳し いも の , 角 
膜 炎 で 型 の 不詳 な も の ), 角膜 ジ シス トロ フィ ー, 変性 
大 角膜 , 血管 新生 (潰瘍 を 伴 5 血管 新生 , 潰瘍 の な い 

#3 イギリス の 一 般 和 失明 原因 (4. Sorsby 1951~54) 


gp の bile Sal % 
Ja. ese te 4.2| 中 枢 神 経 系 疾患 0.5 
Abiotrophic defects2.6| 頭蓋 内 腫瘍 0.8 
近 視 8.5| % RR 病 6.0 
se 内 障 13.6| 老人 性 黄斑 部 変 伯 21.6 
自 内 障 26.2 眼球 疾患 1.7 
mH A 離 . 0.7 角膜 疾患 1.6 
HE = 1.0 脈絡 膜 疾患 0.6 

発 天 0.7 | 虹彩 炎 、 虹 彩 毛 様 体 炎 2.5 

後 天 0.3| 原因 不明 の 視 東 姜 縮 2.0 
外 傷 OTIC ZEY & Oe AB 1.9 
1 a = a 3:3 (100.0) 


た だ し この 表 は 両 眼 同一 原因 に よる 30,795 人 に つい て 調査 し た も の 
CHS. 


表 4 東京 都 に お ける 視覚 障害 者 の 和 失明 原因 (原因 別 分 類 1950~55) 


Es ee eh ee 

439 人 —s- 13.8% 249 人 17.0 688 人 14.8% 
ーー ーー 1 0.1 1 a 
57 1.8 31 2.1 88 1.9 
43 es 17 Ve2 60 13 
13 0.4 9 1.6 22 0.5 
i a a ニー 1 a 
ーー ーー 0.1 1 a 
100 a. 山 55 3.8 155 a.g 
36 Lt Al 2.8 rir LZ 
64 2.0 14 1.0 78 By: 
67 Zi 65 4.4 132 2.8 
78 2.4 23 1.6 101 Aa!) 
80 2.5 47 one 127 2.7 
382 11.9 32 ane 414 8.9 
92 2.9 3 0.2 95 2.0 
13 0.4 9 0.6 22 0.5 
83 2.6 37 2.0 120 2.6 
の 0.2 a 0.1 9 0.2 
3 0.1 1 0.1 4 0.1 
3 0.1 1 0.1 4 0.1 
64 2.0 31 2. 95 20 
6 0.2 a 0.1 8 0.2 
826 25.9 407 27.8 1,230 26.5 
1,354 42.5 727 49.6 2,081 44,7 
100.0 1,464 100.0 4,653 100.0 


(第 2 回 日 本 眼 衛 生協 会 調査 1954) 
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的 統計 





血管 新生 , 血管 新生 で 潰瘍 の 記載 が 不詳 の ゃ の ), fA 
膜 軟化 症 , 円 雛 角膜 , その 他 の 角膜 疾患 で 記載 が 詳 
し いも ゃ の , 角膜 疾患 で 不詳 な も の . 

Oka) 白内障 , 水 高 体 転位 , その 他 の 水 唱 体 疾 
吊 で 記載 が 詳しい もの, 水 唱 体 疾 患 で 不詳 な も の . 

(Hm) 虹彩 秋 , ILeERAKS LOMB, 
角膜 虹彩 炎 , 脈絡 膜 炎 , 脈絡 網膜 炎 . その 他 の 虹彩 ・ 
毛 様 体 ・ 脈 絡 膜 の 疾患 で 記載 が 詳 し いも の , 虹彩 ・ 毛 
様 体 ・ 脈 絡 膜 の 疾患 で 不詳 な も の . 

[網膜 〕 網膜 炎 あ る い は 網膜 病 , 網膜 出血 , 水 旧 体 
後 線維 形成 症 , RAVINIA, 網膜 剥離 , 網膜 色素 変 
性 , 網膜 黄斑 部 変性 , その 他 の 網膜 変性 , その 他 の 綱 
膜 疾患 で 記載 が 詳 し いも の , 網膜 疾患 で 不詳 な も の . 

【 視 東 ・ 視 路 ・ 視 中 枢 〕 視神経 凌 縮 , 視神経 炎 GL 
SA), うっ 血 乳頭 , 視神経 網膜 炎 , 球 後 な ら び に 頭 
蓋 内 疾患 , その 他 の 視神経 疾患 で 記載 が 詳 しい もの, 
視神経 疾患 で 不詳 な も の . 


[硝子 体 〕 硝子 体 出血 , その 他 の 硝子 体 疾 患 で 記載 
が 詳し いも の , 硝子 体 疾 患 で 不詳 な も の . 
[部 位 不 詳 ] 限界 の は っ きり し な い 疾 患 で 記載 が 詳 
し い ゃ の, 疾患 の 部 位 ・ 型 の 報告 が な いも の . 

この 分 類 基準 の 細部 を みる と , その ほとん ど は 衆 知 
の も の で ある が , と こと ころ ど と ろ に 目新し いこ と ば が 見 
受け られ る . た と えば , 伝染 性 疾患 に お ける 風疹 , 糸 
KB, bev ATPASE, ブル セラ 病 な ど で あ り , 
これ ら は , それ ぞ れ 日 本 で は 間 題 に な っ て いる も の と 
思わ れる . 外傷 に お ける 放射 性 障害 も , 原子 力 利用 と 
あい まっ て 将来 ます ます 注意 を 払う 必要 が ある . 中 毒 
の 項 の メチ ル ア ル コー ル は , 終戦 直後 に は 問題 に され 
た が , 現在 で は それ ほど の こと は な い . 現在 , 問題 に 
な っ て いる の は 農 楽 の 水銀 中 毒 で ある . 

ジニ トロ フェ ノー ル は , や せ 楽 の 成分 と し て 欧米 で 
は 相当 に 用 いら れる よう で ある が , 日 本 で は た いし た 
こと は な い . 現在 は 抗 結核 剤 エタ ンプ トー ル が 問題 に 
















































































表 5 東京 都 に お ける 症状 別に みた 和 失明 原因 の 分 布 
伝 Be 性 疾 Fast 
: a | eee 8 外 Gl) B/E GB 
ARUBA | PR 疹 | 脳 膜 炎 | 梅 . 毒 | っ | 結核 | その 他 | 計 
ae Ae 10 2 4 1 2 19 9 
BK 障 4 2 1 a Ja 1 
自 = 
\y 眼 OR 1 16 1 4 3 5 30 7 
cae LO ys 7 
fe SL 閑 SR 2 i! i 1 5 4 2 
A 球 変 性 12 157 15 7 4 6 47 258 iW 1 1 
屈 折 & 常 1 4 7 2 8 29 16 
弱 視 1 4 2 2 1 4 14 5 
A 球 振 a 
角 膜 14 186 10 83 44 11 115 463 73 1 1 
Ete’ 内 。 Re 10 4 6 1 2 3 26 31 
Ik wh A HA 
We 2 =E tke CEE 1 1 3 it 5 11 2 
a) 4 膜 R 1 1 10 12 23 5 1 
ベー チェ ッ ト 、 原 田 氏 病 
網 ff #& i a 2 1 
網膜 硝子 体 出血 26 2 28 3 
網膜 剣 離 1 2 3 19 
網膜 色素 変性 
黄斑 部 変人 性 
網 脈 絡 膜 姜 縮 5 1 5 1 12 3 
網膜 Bie 
その 他 の 網膜 疾患 
視神経 三 縮 13 40 20 5 28 106 46 14 25 
病 名 不 明 28 9 2 3 8 50 22 
合 | 30 | 443 85 | 154 66 2 | 286 |1.086 | “Baa | 19 30 
% 0.3 5.0 1.0 Kg 0.8 0.8 al A 3.8 | 0.2 0.3 





























な っ て いる . また , 酸素 過剰 は 未熟 児 の 養育 に つき も ゃ も 
DC, その た め に 水晶 体 後 線維 形成 症 を 起こ し , せっ 
_ かく 未 熟 児 を 育て あげ な が ら 和 失明 者 を つく っ て いる こ 
と は 考え させ られ る . 腫瘍 その 他 に つい て は 特に 述べ 
る こと も な い が , 血管 靖 な ど は 老人 の 増加 と と も に 考 
慮 を 要する こと と 思わ れる . 


失明 原因 統計 


失明 原因 の 推移 を 知り , これ ら を 比較 検討 する こと 
は , 将来 の 失明 予防 対策 上 重要 な こと で ある た だ ため, し 
ば し ば 失明 統計 が 発表 きれ て いる . し か し , その 統計 
の と り 方 は 必ず し ゃ 統一 され て いな い の で , 実際 上 に 
は 比較 が 相当 困難 で ある . ここ で は 前 述 の 盲人 数 の 項 
に お ける と 同様 に , 主として イギリス に お ける も の を 
BELL, それ と 日 本 の も の (日 本 眼 衛生 協会 に よる 
第 2, 第 3 回 の 調査 ) と の 比較 を 試み る こと と に する . 
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一 般 失 明 原 因 

[イギリス の 和 失明 原因 統計 ] Sorsby こよ る 1951 
54 年 の 失明 統計 に つい て みる と , 表 3 に 示す よう に , 
お も な 和 失明 原因 は 白内障 26.2 パー セン ト , 老 人 性 黄斑 
部 変性 21.6 パー セン ト , 緑内障 13.6 パー セン ト , 近 
視 8.5 パ ー セ ント , 先天 性 異常 お よび 栄養 障害 (Ab- 
iotrophic defects) 6.8 パー セン ト で あっ て , COG 
対 76.7 パー セン ト と なり, 大 部 分 が これ ら に 属す る こ 
と に な る . その ほか 糖尿 病 , 血管 病 , 虹彩 炎 , 虹彩 毛 
RAK, 視 東 姜 縮 の 順 と な っ て お り , 残り の 原因 9.5 
i es Cue > CD. 

[東京 都 の 失明 統計 〕 日 本 に お ける 第 2 回 日 本 眼 衛 
生協 会 の 調査 に よる 東京 都 下 視覚 障害 者 の 失明 原因 は 
表 4 に 示さ れ た 通り で , 原因 別に みる と , 先天 素因 
(に よる も の が 26.5 パー セン ト で 最も 多く , 伝染 性 疾 
14.8 パーセント , 外傷 8.9 パー セン ト , 全身 病 2.6 
パー セン ト , 中 毒 2.0 パー セン ト , 腫瘍 0.5 パー セン 


1 ト の 順 と な っ て お り , 原 
(第 3 回 日 本 眼 衛 生協 会 調査 1959) 






































因 不 明 が 44.7 パー セン 


WW tik 後天 性 先 大 系 B ト に 上 っ て いる . 伝染 性 
2 i= s | | AS 計 レス 
oe # その 他 = LS 因 ia 1 78 伝 = = > 2 > = a 
障 害 | 全身 病 計 不 明 | 確 Rh | HE 定 7X OBA el % 疾患 の う i Gis, 梅毒 6 
Seas セン 
12 5 17 し SO | | 148 42 le) les fs Ng gh 
4 5 9 5 90 43 15 eee) tie) (ea | ee ドブ コーマ, 
20 55 34 109 1.8 109 1.3 結核 , YR, 麻疹 が 続い 
41 4 45 3 33 176 612 821 13.2 906 10.4 て いる 
5 3 9 0 8 hast 
2 1 3 40 54 0.6 伝染 性 疾患 に ag る 失明 
163 44 207 18 33 107 378 5M9IIS5Sl 1080 125 空 因 表 別居 交 る と By 
16 4 23 3 39 204 244 ASG <7 8 68 64 tee ae er aka HS 
6 6 56 126 146 828 5.3 959) A 1 V 
24 59 59 i esl lie “oe eee eT 
278 | 30 | 308 13 25 i dee |.) 380 580 9.3] 1,439 165 が 多い が , 外傷 お よび 中 
26 3 29 5 120 414 516 | 1,050 16.8| 1,141 13.1 毒 は 男子 に 多く , 女子 に 
i 8 の Gene 16ssmiOa2 
Aa j a 8G 5 は きわ め て 少な い . 
2 8 10 38 7 0.9 これ に 対し て , 同 協 会 
20 20 0.2 の 第 3 回 調査 に よる と 表 
3 3 15 7 5 | 99 4 0.4 Hides 30,5 : 
5 の 通り で ある . 原因 別 
1 5 6 2 1 11 38 50 0.8 89 61.0 8 
1 3 4 2 5 31 27 63 1.0 91 1.0 に みる と , 先天 素因 は 
90 171 133 394 6.3 394 4.5 71.6 パ ー セ ント を 占め , 
8 10 12 30 0.5 30 0.2 伝染 性 疾患 135 oS ラビ 
8 3 11 1 33 53 82 168 2.7 195 2.2 ; 
6 13 20 0.3 ee 2 eee っ と 
9 8 14 30 0.5 80_90.8. コ ョ ント, の 3.8 パ も セン 
28 37 65 16 56 162 235 453 7.2 725 8.4 ト , 原因 不明 2.5 ペー セ 
23 12 35 171 84 23 278 4.5 397ISE5 RLL と た っ て いる EH 
こつ) ヽ ピ 
614 174 785 216 | 1,149 | 2,043 | 3,024 | 6,216 100.0| 8,686 性 疾患 の う ち で は 麻疹 に 
2 2.0 9.1 ei:2 IP2805 に 23458 71.6 よる も の が 最も 多く 全体 
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表 6 





ABR ER 全 mR 
BK 内 fe 
近視 (近視 性 乱視 を 含む ) 
その 他 の 屈折 異常 
全 眼 mR R 
* 


Sia fa 


ye | 
Sa HE Fi SN Re Se Fan SH 


WALES &O) 


‘ye aS FBO 
= 


S 
Rea 

S mF 

abt 


眼 
その 他 の 眼球 疾 , 
結膜 . 眼 筋 お 
角 膜 
ARF AR 

フリ ク テ ン 性 角膜 結膜 炎 
潰瘍 性 角膜 炎 

ノミ Y ズ A 

角 膜 Bk 化 

その 他 の 角膜 疾患 お よび 不明 
虹彩 毛 様 体 

ir. 彩 K 
WEERARKABIRK 
AOR HE A RK 
LOUMOUNBR EB LOA 
Beg BA. es 

= A 議 

7K ah fE fa AZ 
体 疾 患 お よび 不明 


Py Git 


si 
2 HS RS. 
a り 
au eS 
fs 


炎 
xg 
炎 


i 類 


Ee 


網膜 変性 (色素 性 網膜 炎 を 含む ) 

その 他 の 網膜 疾患 お よび 不明 
視神経 , 視 路 , RAS PK 

視 Fl GE Be Ma 

視 fil 経 R 

i FH iE Nd HER 

その 他 の 視神経 疾患 お よび 不明 
ie 
その 他 の 疾患 お よび 病名 不明 

弱 視 

病 名 不 OB 


合 上 





男 
AA 


962 
214 
94 
12 
6 
292 
6 
14 
60 
105 
50 
12 
23 
22 
308 
36 
16 
547 
74 
3 
29 
42 
399 
169 
30 
tk 
6 
89 
290 
280 
2 

8 
459 
55 
23 
46 
39 
203 
93 
560 
512 
11 
8 
29 
5 
181 
39 
142 


る 


30.2 


6.7 
2.9 
0.4 
0.2 
922 
0.2 
0.4 
£9 
3.3 
1.6 
0.4 
0.7 
0.7 
9.6 
it 
0.5 


174 


2.3 
Ce 
0.9 
1.3 


12.5 


5.3 
0.9 
1.4 
0.2 
2.8 
Dad 
8.8 
0.1 
0.3 


14.4 


i es 
0.7 
1.4 
1.2 
6.4 
2.9 


17.6 
16.0 


0.4 
0.3 
0.9 
0.2 
Ost 
1.2 
4.5 





的 統計 


女 
AR 


527 
130 
39 


188 


15 
32 
73 
43 


ite) 


163 


357 
53 


25 
40 
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116 
37 
29 
50 
127 
125 


133 


o1 


12 


75 
31 
139 
125 
4 

5 

5 

2 
56 
25 
31 


東京 都 に お ける 視覚 障害 者 の 失明 原因 ( 眼 疾患 の 部 位 と 型 に よる 分 類 ) 


る 
36.0 


Lb. ま 


0.5 
24.4 
3.7 
0.2 
ays 
2。7 
0.5 


7.6 





人 


AB 


1,489 
344 
133 


0.3 
0.3 
0.7 
0.2 
5.1 
1.4 
3.7 


3,189 100.0} 1,464 100.0 | 4,653 100.0 


の 5.1 パ ー セ ント で あ 
り , 梅毒 , 脳 膜 炎 , 結核 
の 順 と な っ て いる . 

眼 疾 患 の 部 位 と 型 に よ 
る 分 類 か ら み る と , 第 2 
回 調査 で は , 眼球 全体 の 
疾患 に よる も の が 32.0 
パー セン ト , 角膜 疾患 
19.4 パー セン ト , 視神経 
疾患 15.0 パー セント, 
脈絡 膜 ・ 網 膜 疾患 12.7 
パー セン ト , 水 唱 体 疾 患 
9.0 パー セン ト , M#- 
毛 様 体 疾 患 6.1 パー セン 
ト , その 他 の 疾患 お よび 
病名 不明 の も の が 5.1 28 
ー セ ント で ある ( 表 6). 

これ に 対し 第 3 回 調査 
で は 眼球 全体 の 疾患 に よ 
る も の が 前 回 より 上 回 る 
39.6 パー セン ト , 角膜 疾 
吊 16.5 パー セン ト , Ik 
品 体 疾 患 13.3 パー セン 
ト , 脈絡 膜 ・ 網 膜 疾患 
10.0 パー セン ト , 視神経 
疾患 8.4 パー セン ト , そ 
の 他 の 疾患 お よび 病名 不 
明 の も 10.0 パ ー セ ント 
で ある . 

これ ら を 男女 別に みる 
と 第 2 回 調査 で は 眼球 全 
体 , 角膜 疾患 お よび 虹彩 , 
毛 様 体 疾 患 の 割合 は 女子 
に 多く , 水 韻 体 疾患 , 脈 
hE, 網膜 疾患 お よび 視 
神経 疾患 の 割合 は 男子 に 
多い . 第 3 回 調査 に よる 
と , 脈絡 膜 , 網膜 疾患 だ 
け は 女子 に 多く , その 他 
の 疾患 は 男子 に 多い . 

に は 手術 的 無 眼 球 を 含む a は 1 


バー セン ト の 10 分 の 1 以下 
(第 2 回 日 本 眼 衛生 協会 調査 1954) 


BAOKS? 


眼球 全体 疾患 に つい て みる と , 第 2 回 の 調査 で は 小 
ABER, FAR LOAM DRESS 10.3 パー セン ト , 眼 
球 凌 縮 10.1 パー セン ト , 次 いで 緑内障 7.4 パー セン 
ト , 近視 その 他 の 屈折 異常 が 3.2 パ ー セ ント で ある . 
これ に 対し 第 3 回 調査 で は , 眼球 変性 12.5 パー セン 
ト , 小 眼球 10.4 パー セン ト , 屈折 異常 6.4 パ ペー セン 
ト , 牛 眼 6.3 パ ー セ ント の 順 で ある . 第 3 回 調査 ( 表 


5) に よる 先天 素因 疾患 を 症状 別に みる と , 眼球 全体 . 


の 疾患 が 49.2 パー セン ト で , その な か で も 小 眼球 
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13.2 パー セン ト , 有 眼球 変性 8.3 パー セント, 牛 眼 8.0 
パー セン ト , 屈折 異常 7.8 パ ー セ ント の 順 と な っ て い 
る . また , 個々 の 疾患 別に みる と 最も 多い の は 白内障 
で 全体 の 16.8 パー セン ト を 占め , 次 に 小 眼 球 13.2 パ 
ー セ ント , 和牛 眼 お よび 緑内障 10.4 パー セン ト , 角膜 
疾患 9.3 パ ー セ ント の 順に な っ て いる . 


年 齢 別 失明 原因 
失明 原因 は 年 齢 が 自 え ば 異な る も の と 思わ れる が , 


表 7 イギリス に お ける 年 齢 別 , 2.5 多 あ る い は それ 以上 の 失明 原因 (調査 時 年 齢 ) 








年 齢 WKH eR AWA OD tf BB 

0~-4 | 5-14 | 15~19 | 20~29 | 30~39 | 40~49 | 50~59 | 60~69 | 70~79 | 80~89 | 9 以上 
年 齢 別 失明 者 数 | 579 | 323 | 184 | 370 | 579 | 1057| 2,163 | 5,010 | 10,305 | 8,511 | 1,125 
ee we Ma | ag | 42.Ag| 19.7 he16.6.| 16 | 4.1 si a = we 
Ne tag |) a | (20.8 1 17.8 b 5.6 | 1B. | 6.9e) 2.8 < a te 
近 eh eo) Pig l sg MO2 | 5.1 | 19.8o| 14:5 | wee | axe abe 
緑 内 障 | 一 - = ‘s ANANBMM| Thao. teuaNmaR |) dA le 7.2 
4 内 eh — ae a = — |; 4.0 | 10.9),| 19.0. | 28.4 | se. |. 476 
網膜 剣 離 (原発 性 ) os a Coie ais |b pa6 | Sak | 8 = は に = 
A A jiEH B 3.1 に ー = = = = キー = = 
先 天 人 性 8 毒 = = 一 3.0 4.5 4.4 — ーー 一 — 一 
結 i 病 | 2.9 | 28 | 3.8 ーー a ak i ーー = <= 
SiS て OTR & hii 23 ar 59 b Aas = ae ai uh Bi 
血 “fe 病 人 一 計 Ls ーー a eee eh wan en kes = 
te ee Boe ee ley 一 | pl 3.3.1, 15.4 b Bod 3.0 as = es Bs 
ne tee re gee rh Gea 1 els6 【 っ 55al。 3.8 st = = = = 
精 Rk wa = = | ig | ae i Ba || 192 | ee hae a = 
ZA 人 性 黄斑 病 ーー = = ーー a = 一 2 al OR Ay A eS aA SB | 
Pm met oats | Seat) 66 | 5.7 | ae) 4.4 | as a a te 
IHS, WO =E te KR a 一 3.3 5.1 8.3 6.5 5.9 3.6 一 一 ーー 
原因 不明 の 角膜 変性 = = — 一 — 2.8 3.0 ー- — 一 — 
不 確 実 な 病因 脈絡 膜 変性 6 一 = — ーー 2.8 ーー ーー ーー ーー = 
不 確 実 な 病因 の 眼球 疾患 デー ミー ーー — 2.8 3.2 27 ーー ーー ー ーー 
そ の fa, | en 1 oe pe Ois.g. 問 紹 | 陳 6.9 | 隊 iM0 |v 2620 | 1:2 、 間 9.59 "66 


表 8 イギリス に お ける 1 多 ま た は それ 以上 の 患者 の 失明 原因 (調査 時 年 齢 ) 








IO se We. | 1272| 37.9| 1a 6.4 
栄 養 障 = 788 | 1.9) 4.7| (4.7 
近 At 25555) 0.2| 92468 
ik 内 Me} 4,112| 一 | 一 = 
A A i | 7,948 —| 一 — 
梅 毒 (先天 性 ) 222| 一 | 13| -1.3 
梅 毒 (後天 性) 74| 一 | 一 — 
血 f= 病 983| 一 | 一 — 
te 尿 ji | 1,821; 一 | 一 | 0.1 
時 AA te re Pas | 6,574; 一 | = — 
原因 不明 の 視 束 姜 縮 585| 2.2| 1.9| 2.0 
虹彩 炎 と 虹彩 毛 様 体 炎 762| 一 | 0.1| 0.8 
不 確 実 病因 の 角膜 変性 482| 0.6| 0.2| 0.4 





不 確 実 病因 の 眼球 疾患 


5.8 
8.1 
0.8 
0.1 


5.0 


0.3 
1.4 


3.6 
2.5 
Dit 





7.6 8.8 6.9 6.1 5.0 oh} Ont 
11.5 18.3 19.0 iY.S ite 2.1 Gel 
2.3 6.2 16.4 28.3 32.3 12.0 | 0.8 
0.3 1.3 6.0 129 44.7 20.7 | 2.0 

に 0.5 3.0 12.0 36.8 41.0 | 6.7 
eg 21.2 15.8 24.3 15.8 3.6 a 
9.5 9.5 35.1 36.5 8.1 = = 
0.4 3.0 7.8 24.0 42.6 20.6 | 1.3 
2.3 4.8 14.4 37.9 32.6 6.4 | 0.1 

= に 0.7 4.1 38.7 46.9 | 6.6 
3.6 8.0 13.0 Los? 27.3 1658,. | 1.9 
6.3 9.0 16.7 23.4 28.9 11.5 | 0.8 
1.7 6.2 13.5 21.8 36.1 破 論 0.8 
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表 9 東京 都 に お ける 年 齢 別 失明 原因 (第 2 回 日 本 眼 衛生 協会 調査 1954) 

10 以 下 | 11~20 21~30 31~40 41~50 51~60 61~70 71 以 上 計 

人 員 63 | 283 708 902 902 835 676 284 4,653 

伝染 性 疾患 6.3 at 11.0 15.1 19.3 16.0 14.5 14.1 14.8 
外 傷 3.2 1.8 5.6 15.6 11.8 Wee, 6.5 6.0 8.9 - 

中 Fa: = ーー 0.3 0.9 3.4 4.8 2 ーー 2.0 

腫 場 7.9 1A 0.4 0.3 0.1 0.2 0.6 ー- 0.5 

全 身 病 1.6 2m の の 3.8 2.5 2.4 Dei 2 2.6 

先天 素因 54 .0 56.9 46.9 27.5 22.0 16.3 12.9 13.0 26.5 

原因 不明 27.0 v8) Ua 33.5 36.8 40.9 53.0 61.4 64.8 44.7 
#10 和 失明 年 齢 の 割合 (第 3 回 日 本 眼 衛生 協会 調査 1959〉 

失明 総数 生来 失明 0 へ 5 6~10 11~15 16~20 21~30 SE 不明 

伝染 性 疾患 1,086 14 656 135 65 25 50 8 133 

% Tee, 60.4 12.4 6.0 288 4.6 Oe sie 

外 傷 334 il 75 68 53 28 57 26 26 

め 0.3 22.4 20.3 15.8 8.4 71 7 7 

中 毒 19 0 2 0 0 1 4 9 3 

% ー- 10.5 ー ーー 5.3 2 .1 47.3 15.7 

腫 30 0 5 8 7 1 2 1 6 

% ーー 16.7 26.6 23.3 3.3 6.6 3.3) > 20.6 

a 月 病 785 17 510 72 43 | 13 22 14 94 

% Do 65.1 9.2 5 aed 1.5 27 1.8 11.9 

7S BA 216 32 50 14 25 24 32 16 23 

% 15.3 23.1 6.5 11.5 Tie 14.8 7.4 10.6 

先天 性 素因 6,216 2,720 1,599 349 307 1973 149 87 332 

% 43.7 25.7 5.6 4.9 2.8 2A 1.4 13.4 

合 計 8,686 2,784 2.897 646 500 265 316 161 tery 

% 32.1 33.4 7.4 5.8 2 3.6 1.9 12.9 
























































表 11 FF VAC ONM EPR (5 ~16m) の 失明 原因 1954 年 調査 
原 因 | eee te 原 因 Sat Por le =: 

胎 時 期 の 影響 ( 母 の 感染 以外 ) : (543) 水 唱 体 亜 脱臼 = 2 2 
Ble Wo we 65 60 125 他 の 先天 性 疾患 26 15 41 
網膜 色素 変性 と 合併 症 42 35 77 | 母体 伝染 : (4) 
牛 眼 44 20 64 先天 性 梅毒 1 1 2 
fil fe BB 腫 17 28 45 ho eg ee 1 if 2 
A ER tik wa fe 25 16 41 | 後天 的 原因 : (87) 
AN ou HRA ER 15 15 30 第 2 次 眼 姜 縮 27 10 37 
Ht 姜 縮 症 : 外傷 と 交感 性 眼 和 12 5 17 

売 Fe) (ott 9 15 24 新生 児 の 眼病 4 a 14 

a 伝 人 性 12 ーー 12 角膜 潰瘍 3 5 g 
レー バー 氏 病 (遺伝 家族 性 視 東 壮 縮 )| 2 = 2 WAGER 3 3 6 
m Ek 視 14 6 20 2 RR 2 if 3 
=| fF 8 6 14 Ab Hge ii BE HE = i 1 
網 膜 剣 離 9 4 13 トウ 2 oe 1 ーー 1 
欠 損 5 7 12 | 不 確 実 な 病因 : (89) 
無 iit 彩 2 9 11 aR Ze hi 34 18 52 
TK ta RED I TE 2 5 a A Ae eR 4 5 9 
A ROR: 角膜 変性 3 3 6 

角膜 異常 栄養 1 ーー i COMMODORE LOMER TCI) «17 5 22 

先天 性 角膜 病 1 1 2 谷 =i 414 309 723 


a 
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これ に つい て イギリス お よび わが 国 の 第 2, 第 3 回 日 
本 眼 衛 生協 会 の 統計 を 示す と 表 7 一 10 の 通り で , イ 
ギリ ス で は 4 歳 ま で の 幼児 に お いて は , 先天 異常 が 
83.3 ペー セン ト と 大 部 分 を 占め , 後天 性 の も ゃ の は 少な 

く , 5 一 14 歳 の 学齢 期 に 相当 する こども で は 先天 異常 
57.6 パー セン ト , 栄養 障害 ( Abiotrophic defects ) 
11.5 パ ー セ ント と な り , 15 一 19 歳 で は 先天 異常 42.4 
パー セン ト , 栄養 障害 20.1 パー セン ト で , その 後 は 
年 齢 が 進 ゆ と と も に ます ます 先天 異常 は 少な く な る . 
栄養 障害 の も の は 5 ~49 歳 が 10 一 20 パー セン ト と な 
っ て お り , 緑内障 と か 自 内 障 は 中 年 以後 に は 大 き な 役 
割 を な す よ うに な る . COR, 老人 性 黄斑 部 変性 も 高 
齢 に な る と と も に 重要 な 失明 原因 に な る ( 表 7). 

な お , お も な 和 失明 原因 の 年 齢 別 分 布 を みる と , イ ギ 
リス で は 表 8 の 通り で , 先天 異常 に よる も の は 0 一 4 
歳 に 最も 多く 37.9 パー セン ト , 栄養 障害 は 40 一 69 
RIC, 近視 は 50 79 歳 に , BAS, AAS, 血管 病 
は 60 ~ 89 歳 に , 糖尿 病 は 50 一 79 歳 に , 老人 性 黄斑 
変性 は 70 ~ 89 RIC, PURSE, HL, 毛 様 体 炎 , 
角膜 疾患 は 50 ~ 89 歳 に それ ぞ れ お も な 原因 に な っ て 
いる Gs). 

わが 国 の 場合 , 東京 都 に お ける 視覚 障害 者 の 失明 原 
因 を 年 齢 別に みる と , 表 9 の よう に 先天 素因 に よる も 
の は 10 歳 以下 で は 54.0 パーセント , 11~ 20 歳 で は 
56.9 パー セン ト , 21 30 歳 は 46.9 パー セン ト , 31 
~40 歳 は 27.5 パー セン ト と 次 第 に 減少 し , 失明 原因 
は 後天 性 へ と 移っ て いく . この 点 で は 前 述 の イギリス 
の それ と 同じ 傾向 を 示し て いる E&I). 

第 3 回 日 本 眼 衛生 協会 の 調査 結果 は , 表 10 の 通り 
で ある . 

と これ に よる と 生来 失明 者 は 全体 の 32.1 パー セン ト 
で , 前 回 の 43.7 パー セン ト に 比べ る と 10 パー セン ト 
余り 少な い 数 字 に な っ て いる が , AT, 小 眼球 , 牛 
HE, 眼 振 ある い は 先天 性 白内障 な ど は , 生来 失明 の 疾 
患 と 認め られ る の で , これ ら を 加え る と , 生来 の 失明 
者 数 は 2784 + 1398 = 4182 (48.28 パー セン ト ) 
(に な り , 前 回 より や や 増加 し た こと に な る . 先天 素因 
に よる 失明 で は , その 43.7 パーセント (2720/6232) 
が 生来 失明 者 で あり , 伝染 病 , 全身 疾患 な どの 外因 に 
よる 失明 で は 生来 失明 は きわ め て 少な い の は 当然 で あ 
の 5m 

外因 に よる 失明 は , 1 5 歳 に 失明 に 気づか れる 者 
が 47 パー セン ト (1048/2242 ) で 最も 多い . これ も 
前 回 の 52 パー セン ト (1066/2056) ) に 比べ や や 低 





く な っ て いる . COO DME, 栄養 障害 に ょ る 和 失明 の 
それ ぞ れ 77 パー セン ト (338/443), 5675 — セン ト 
(343/614) が この 年 齢 層 で 和 失明 し て いる が , 前 回 は 
86 パー セン ト (253/344 ) お よび 74 パー セン ト (399/ 
542 er tae Cle Ss ORM LVS. 5 
歳 未満 で みる と これ ら の 数 字 は それ ぞ れ 84 パー セン 
ト ( 369/443 ), 68 パー セン ト (420/614 ) に な り , 前 
回 の 89 パーセント , 84 パー セン ト に 比べ て , 同様 に 
滅 少し て いる . し か し , と の 数 字 は 乳幼児 の 養護 と 母 
親 へ の 育児 教育 が 現在 で も 失明 予防 こと っ て た いせ つ 
で ある と と を 示し て いる . 伝染 性 疾患 に ょ る 失明 は 全 
体 の 12.5 パー セン ト , 全身 疾患 (お も に 栄養 障害 ) 
(に よる も の は 8.9 パ ー セ ント で , 前 回 の 16.1 パー セ 
ント , 8.4 パー セン ト と 比較 する と 前 者 は 減少 し , 後 
者 は 不変 で ある . 


盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 失明 原因 

イギリス の も の と 日 本 に お ける 日 本 眼 衛生 協会 の 調 
査 結果 と を 比較 し て みる . イギリス の 年 齢 別 和 失明 原因 
の 5 19 歳 は , だ いた い 盲 学校 生徒 の 和 失明 原因 を 示 
す と と に な る . それ に よる と 過半 数 は 先天 素因 に 基 づ 
くも の で ある . その 他 近 視 , 結核 , 中 枢 神 経 系 疾患 , 
頭蓋 内 腫瘍, 視 東 凌 縮 な どの 名 が あげ られ て いる . 

イギリス 州立 盲 学校 児童 ・ 生 徒 に つい て の 調査 結果 
を みる と , 表 11 の よう に 75.1 パー セン ト は 先天 素因 
(に よる も の で , きわ め て 大 き な 比 率 を 示し , お も な 眼 
病 は 自 内 障 , 網膜 色素 変性 , 和牛 眼 , 網膜 脱 腫 , 眼球 振 
wie CH), 母体 内 感染 と し て は , 先天 性 梅毒 , ト 
キソ プラ ズ モ ー ジ ス と な っ て いる . な お , 先天 素因 に 
は 水 卓 体 後 線維 形成 症 が あげ られ て いる が , 同 症 は 現 
在 欧 米 に お いて は 乳幼児 の 失明 原因 と し て 主要 な も の 
(ies で いる 。 

日 本 に お ける 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 統計 は , 東京 寺 学 
校生 徒 に つい て の 30 年 間 (1910 ~ 1939 / 明治 43 年 
て 昭和 14 年 ) に わた る 調査 結果 に よる と , 失明 原因 分 
類 で は 先天 性 31.6 ペー セン ト , 眼 疾 25.7 パー セン ト , 
全身 病 19.3 パー セン ト , 伝染 病 7.8 パー セン ト , 外 
傷 3.0 パー セン ト , 不明 12.6 パー セン ト と な っ て お 
り , RA CILIA, 角膜 実質 炎 , トラ ュー マ な と が 
お も な も の で あり , 全身 病 で は 栄養 不良 , 脳 膜 炎 , 胎 
毒 , 伝染 病 で は 麻疹 が 主要 な 位置 を 占め て いる . 

病 類 別 分 類 で は , 角膜 病 24.3 パー セン ト , FRSA 
23.0 ペー セン ト , 先天 性 眼 疾 17.2 パー セン ト , Ba 
膜 7.4 パー セン ト , 結膜 病 6.1 パー セン ト , 視神経 病 
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5 .2 パー セン ト , 水 韻 体 病 4.9 パー セン ト , 屈折 異常 先天 性 眼 疾 の お も な も の は 小 眼球 , AHR, 虹彩 , 脈 
3.4 パー セン ト , 網膜 病 3.0 パー セン ト お よび 有 眼 朋 病 , MERE, AAR, 網膜 色素 変性 , 弱視 な ど で あ り , 
眠 圧 異常 , 硝子 体 病 , 弱視 , BAM, BOR, Re その 他 有 角膜 病 で は 癒着 性 角膜 白斑 , ARFES LOA 
































病 , 眼 筋 病 と な っ て いる . 斑 , AIRBBIED, KDA CILAAR, 網膜 病 で は 
表 12 わが 国 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 失明 原因 (第 2 回 日 本 眼 衛生 協会 調査 1954) 
眼 疾患 の 部 位 \ 原 因 | 伝染 性 疾患 | 外傷 =| ol 全身 病 先天 素因 原因 不明 | 合 計 | % 
BR 全 & 284 101 1 8 167 | 1,969 239 2,769 39.3 
* 型 aie = = = 3) | 15985 = 1,539 21.8 
AR ER A 277 62 af 1 160 224 144 869 12.4 
そ の 他 6 39 ーー 7 4 210 95 361 5.1 
A 膜 519 53 1 1 325 234 303 1,436 20.4 
角膜 軟化 症 181 — — ーー 312 — 14 507 72 
角膜 実質 衝 181 ー ー ーー ー ーー 3 184 2.6 
そ の 他 157 53 1 1 13 234 286 745 10.6 
虹彩 毛 様 体 32 10 — 一 4 48 52 146 2 a 
a. ge ads 14 39 — 一 4 734 50 841 12.0 
脈絡 膜 , 網膜 72 14 — — 1 368 84 539 7-7 
視神経 , 視 路 , 視 中 枢 81 25 13 12 22 184 129 466 6.6 
その 他 の 疾患 お よび 不明 130 44 | 1 67 444 148 835 18 

合 =t. 1,132 286 16 22 590 | 3,981 | 1,005 7,032 100.0 
x 16.1 A 0.2 0.3 8.4 | 56.6 | 14.3 100.0 
#213 わが 国 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 失明 原因 (第 3 回 日 本 眼 衛 生協 会 調査 1959) 




















19 
0.2% 
ie wm ik 15 15 30 メチ ル ア ル ュー ル 13 0 13 
RS 2 1 3 その他 の 中 毒 3 3 6 
梅毒 先天 人 性 a 39 110 腫 EB 16 14 30 
0.3% 
梅毒 不 明 の 2 17 44 脳 f Fs 13 9 22 
トラ コ ュー マ 41 25 66 その 他 の 腫瘍 3 5 8 
結 核 48 23 71 全 Ff Ih 454 331 785 
9.1% 
iti KR 16 15 31 x 臓 病 1 4 5 
AN Vs haz SE 20 4 27 i | ee is 2 0 Zz 
ve (RL 2 a! 6 3 9 栄養 se = 350 264 614 
ie 痢 8 2 10 BB 障害 10 6 16 
水 is 0 1 1 脳 kK 腫 6 0 6 
ee 紅 規 0 1 1 不 明 85 57 142 
マ ) ge 0 7 1 0 1 RRM F 1521 949 2,470 
28.4% 
その 他 の 伝染 病 69 61 130 先 Ks 3,736 2,480 ye 
° の 
外 傷 266 68 334 Bh HE RB 714 435 1,149 
3.8% 
爆 傷 60 5 65 遺伝 推 = 1,190 853 2,043 
火 傷 12 2 14 不 明 1,832 1,192 3,024 
打 撲 47 11 58 不 明 149 67 216 
2.5% 
刺 傷 18 6 24 総 計 5,257 3,429 8,686 
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網膜 脈絡 膜 姜 縮 , 視神経 病 の 視神経 消耗 症 , 屈折 異常 
の 近視 , 眼球 病 の 眼球 三 縮 , SHOE, 眼球 振 活 症 な 
ど が 間 題 に され て いる . 

この 調査 で は , その 集計 の 方 法 に 不備 な 点 が 多く , 
失明 統計 の 相互 比較 に は し ば し ば 困難 を 感じ る . 

日 本 眼 衛 生協 会 が 行なっ た 第 2 回 調査 で は , 調査 児 
童 ・ 生 徒 総数 7032 人 の うち も 先天 素因 56.6 パー セン ト , 
伝染 性 疾患 16.1 パー セン ト , 全身 病 8.4 パ ー セ ント, 
外傷 4.1 パー セン ト な ど が 失明 原因 と な っ て いる . 

眼 疾患 の 部 位 と 症状 か ら み る と , 眼球 全体 が 39.3 
パー セン ト で 最も 多く , 次 いで 角膜 疾患 20.4 パー セ 
Yb, 水 曲 体 疾患 12.0 パー セン ト , PRB BIO i 
膜 疾患 7.7 パー セン ト , 視神経 疾患 6.6 パー セン ト , 
虹 形 毛 様 体 疾患 2.1 パー セン ト , その 他 の 疾患 お よび 
不明 11.8 パー セン ト と な っ て いる ( 表 12). 

同 協会 の 第 3 回 調査 で は , 調査 児童 ・ 生 徒 総 数 8686 人 
Hh, 先天 素因 71.6 パーセント , 伝染 性 疾患 に よる 失 
明 12.5 パー セン ト 。, 全身 病 9.1 パー セン ト , 外傷 3.8 
パー セン ト , 腫瘍 0.3 パー セント, 中毒 0.2 パー セ 


ント お よび 原因 不明 2.5 パー セン ト で ある . 伝染 性 疾 
吊 に よる 失明 の うち, 麻疹 , 梅毒 , 脳 膜 炎 な ど に よる 
失明 が 最も 多く , 次 いで 結核 , トラ ュー マ , 肺 炎 , 臓 漏 
眼 で ある ( 表 13). な お , 眼 疾 患 の 部 位 と 症状 か ら み る 
と , 眼 球 全 般 が 39.6 パー セン ト で 第 1 位 を 占め , 次 い 
で 角膜 疾患 16.5 パー セン ト , 水 品 体 疾 患 12.3 パー セ 
ント , 上 豚 絡 膜 お よび 網膜 疾患 10.0 パー セン ト , 視神経 
疾患 8.4 パー セン ト , 虹彩 ・ 毛 様 体 疾患 1.6 パー セン 
ト , そ の 他 の 疾患 お よび 不明 10.0 パー セン ト で ある . 

この よう に 最近 の わが 国 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 矢 明 原 
因 が 伝染 性 疾患 , 全身 病 に よる も の が 大 幅 に 減少 し, 
半面 , 先天 素因 に よる も の は , 約 30 パー セン ト か ら 
60 パー セン ト と 増加 を 示し , 生来 先天 素因 , HICH 
病 の 遺伝 に 注意 する 必要 が ある と 考え られ る . 

(山下 王 雄 ) 
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主要 失明 眼病 


先天 的 素因 が 強く 関係 する も の 


小 眼球 

先天 的 な 異常 で ある . 眼球 が 小さ い だ け で な く , OC 
彩 , 毛 様 体 , 脈絡 膜 の 下方 の 一 部 が 欠損 し て いる の が 
普通 で ある . 完全 な 和 失明 は まれ で , 多く の 場合 , 弱視 
程度 の 視力 低下 で ある . し か し , 朋 絡 膜 の 一 部 が 欠損 
し て いる た め 綱 膜 剣 離 を 起こ し や すく , その た め と 完 
全 に 失明 する こと が ある . BADR<, 角膜 が 小さ い 
DC, 外見 か ら 本 症 で ある こと が 箇 単 に わか る . 遺伝 
に よる も の と , 妊娠 中 の 母体 か ら の 感染 や 放射 線 の 影 
無 な ど に より 起こ る 場合 と が ある . MBM HS 
な いよ ょ よう, 打撲 な ど を 避け る よう に すれ ば , 視力 の 保 
存 は 可能 で ある . 読書 の 困難 な 者 に は , 弱視 眼鏡 が 非 
常に 有効 で ある . 


“ER 

水 眼 症 と も いう . 小 眼 球 と は 反対 に , 眼球 が 正常 よ 
りゃ 大 きい . 眼 房 水 は 前 房 隅 角 か ら 適 当 に 排出 され , 
それ に より 有 眼 圧 が 正常 に 維持 され る の で あ ち る が, FIR 


で は 遺伝 ある い は その 他 の 原因 で , 前 房 隅 角 の 排出 路 
が 閉塞 きれ る た め , 眼 圧 が 高まり 眼球 全体 が 大 きく な 
る . 出生 直後 は 普通 で ある が , や が て 角膜 が 浮腫 の た 
DAH, 次 第 に 大 きく な る . 早期 に 眼 圧 を 下げ る 
た め の 手 術 を 行なわ ちな いと , 高 眼 圧 の た め 視 神経 が 半 
縮 し , つい に 完全 に 和 失明 する . し か し , 眼球 が 須 裂 か 
ら は み 出 る ほど 大 きく な っ て も , な お 手動 弁 以 上 の 視 
力 を 保持 する も の が ある の で , 眼球 が 著しく 大 きい か 
ら と いっ て , 視力 が な いと 速 断 し て は な ら な い . ARR 
で は 網膜 丘 離 や 眼 内 の 出血 を 起こ し や すく , その た め - 
に 視力 が さら に 低下 し , 失明 する 危険 が ある . 特に 打 
撲 な どの 外力 が 眼球 に 加わ る と , その 危険 が 大 きい の 
で , 絶え ず 注 意 する 必要 が ある . 


網膜 芽 細 胞 腫 

網膜 胎 種 と も いう . 小児 の 目 の 癌 と も いう べき 悪性 
EBC, 遺伝 が 関係 する 場合 が 多い . 生後 数 ヵ月 ご ろ 
か ら ひ と み の 奥 が 黄 白 色 に 光っ て みえ る た め 気 づか れ 
る . 発見 次 第 , 直ちに 眼球 全体 を 摘出 し な いと , 腫瘍 
は 網膜 か ら 他 の 部 分 に 広がり , や が て 脳 , 骨 , 肝 , り 
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ん ば 腺 な ど に 転移 し , つい に は 死亡 する . 多く OY 
合 , 両 眼 と も に 発病 する が , 初め は まず 有 片 眼 だ け に 症 
状 が 現われ る の が 普通 で ある . し た が っ て , まず 片方 
の 眼球 を 摘出 し , や が て 残っ た 眼球 を も 摘出 し て , 両 
眼 と る 無 眼 球 と な る こと が 多い . し か し , 最近 で は 光 
凝固 法 や 放射 線 治療 法 の 進歩 に より , 眼球 を 摘出 し な 
いで , 腫瘍 だ け を 破壊 し , 視力 を 保存 する こと も 可能 
Kita C ぎ て 奏 妥 8 


未熟 児 網膜 症 

網膜 芽 細 胞 腫 と 同じ ょ よう に, ひと み の 奥 が 光っ て 見 
える こと が 多く , 誤診 され て 眼球 を 摘出 され る こと と が 
ある が , 本 症 は 悪性 腫瘍 で は な いか ら , 摘出 する 必要 
は な い . 未熟 児 を 保育 器 に 入れ て 育て る 場合 , 高 濃度 
の 酸素 を 長期 間 供給 する と , 網膜 の 血管 に まず 異常 が 
起こ り , や が て 組織 が 増殖 し て 網膜 全 離 を 伴い , 水 唱 
体 の 後部 に 自 い 塊 が 見 える よう に な る . COLIC 
ん だ 状態 を 水 曲 体 後部 線維 増殖 症 ( じ し ト ロレ ンタ ルフ 
ァ イ ブ ロ プ レジ ア ) と いい , 視力 は 完全 な 矢 明 あ る い 
は それ に 近い 状態 に な る . LOL, それ ほど ひど くだ 
ら な いう ち に , 酸素 の 供給 を 適正 に すれ ば , 眼底 に 軽 
い 変化 を 残す だ け で , 視力 の 強い 低下 を みな いこ と も ゃ 


多い . 未熟 児 の うち , 特に 出生 時 の 体重 が 1900 グラ 


ム 以下 の 場合 に は , 必要 以外 に は 酸素 濃度 を 40 ペー 
セン ト 以 上 に 上 げ な いよ ら う 注意 す る と と も に , 眼底 検 
査 を 励行 し て , 本 症 の 発生 を 予防 する こと が た いせ つ 
CHS. 発生 初期 に は 光 凝 固 法 に よる 治療 が 有効 で あ 
る . 本 症 が 完成 され て し まう と , も ゃ は や 治療 法 は な い 
し , あと に な っ て 和牛 眼 あ る い は 小 眼 球 の 状態 に 移行 す 
る と と ゃ も ある . 


先天 性 白内障 

特別 な 眼病 な ど に か か っ た こと が な い の に と , 小児 の 
水晶 体 に 混濁 が みみ られ る と と が ある . これ を 先天 性 自 
内 障 と いう . 遺伝 に よる も の の ほか , 妊娠 中 の 母体 か 
ら の 感染 や 放射 線 の 影響 な ど に よっ て 起こ る . 原因 が 
不明 な も の も 多い . 早く か ら 水草 体 の 混濁 が 強く な る 
も の と , 長い 間 , 軽度 の 混濁 に と どまり , HEDET 
し な いも の と が ある . 多く の 場合 , IBRD. 混濁 
が 強い も の は , ひと み が 和 白く 濁っ て みえ る . 視力 が 低 
下 し た 場合 に は , な る べく 早く 手術 を 行なう 必要 が あ 
る . 手術 は 混濁 し た 水晶 体 を 除去 する の で , 手術 後に 
は 水口 体 の 屈折 力 に 相当 する 凸レンズ を 有 眼鏡 と し て か 
けさ せる か , ある い は コン タク トレ ンズ を 装用 させ 


る . な お お, 物体 を 明 視 する 機能 は , 生後 数 ヵ月 間 に 発 
達する も の で , その 間 に 水 韻 体 の 混濁 が 強い と , 明 視 
する 機能 を 確立 する こと と が で き な い . 眼 振 が 伴う の は 
この た めで あり , あと に な っ て 手術 し て も , も は や 明 
視 機能 を 確立 する こと が で き な い の で , 弱視 程度 の 視 
力 に と ど ま る の が 普通 で ある . 


網膜 黄斑 変性 

網膜 の 黄斑 部 が 進行 的 に 変性 する . 小学 校 高学年 ど 
ろか ら 文 字 が 見 に くく な る も の が 多い . し か し , と の 
変性 は 黄斑 部 付近 に 限ら れ , 網膜 全体 に 広がる こと は 
な い の で , 中 心 視力 は 低下 する が , 周辺 視力 は 低下 し 
な い . この 点 が 網膜 色素 変性 と は 全く 違う と ころ で あ 
A. 完全 に 和 失明 する こと は な いし , 歩行 に も あま り 不 
自由 を きた さ な い . 遺伝 が 関係 し , 治療 法 は な い . 55 
視 レ ンズ が 有効 な 場合 が ある . 


網膜 色素 変性 
遺伝 が 関係 し , 近親 結婚 の こども に 現われ る こと と が 
多い . 幼時 か ら 夜 衣 を 訴え る 場合 に は , 本 症 の 疑い が 


最も 濃い . 網膜 の 周辺 部 か ら 変 性 が 進ん で 行く の で , 


成長 と と も に 視野 が 次 第 に 狭く な り , 中 心 部 10 度 ぐ 
らい だ け を 残す こと が 多い . 視力 が 幼時 か ら 低 下 し て 
いる 場合 が ある が , これ は 黄斑 部 付近 の 変性 を 伴う 場 
合 で ある . BARBOBELEDEV GRRL, 成人 後 
まで も 中 心 視力 が 良好 で ある こと が 多い . その 場合 で 
も , 視野 が 狭い こと と 夜 盲 の た め , 日 常 生活 は か な り 
不 自由 で ある . 現在 の と ころ , 本 症 に 対す る 確実 な 治 
療法 は な い . 網膜 の 変性 を くい 止め る 方 法 も ない の 
で , 進行 的 に 視 機能 が 低下 する が , 完全 に 失明 する こ 
と は まれ で ある . 


白子 眼 

皮膚 や 毛髪 の 色素 が 欠乏 し て いる 自 子 に み ら れ る 
が , 眼球 だ け 色 素 が 欠乏 し て いる 場合 も ある . 虹彩 の 
色 が 薄い た め , 外国 人 の 目 の よ うな 外観 を 呈す る が , 
眼底 の 色素 も 欠乏 し て いる た め 視 力 が 不良 で ある . th 
力 は 弱視 程度 で ある . 進行 し て 矢 明 す る こと は た ない. 
眼 振 を 伴う . まぶし い の で , サン グラ ス ま た は 着色 コ 
ンタ クト レン ズ を か けさ せる こと も ある . 


強度 近視 
高度 近視 と も いう . 近視 を 大 別 す る と , 遺伝 の 関係 
する 進行 性 近視 と , 生物 学 的 変異 ある い は 後天 的 な 影 
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響 に よる 一 般 の 近視 と が ある . 視力 障害 の 強い 強度 近 
Mlk, 多く の 場合 , 前 者 で ある . 幼時 か ら 度 が 強く な 
り , 特に 眼 軸 が 延長 し て , 網 脈絡 膜 義 縮 , ASIA, 
眼底 出血 , 硝子 体 混濁 な ど を 合併 し や すい . し た が っ 
て , 眼鏡 を か け て も 視力 が よく な ら な いこ と が 多い . 
強度 近視 の 進行 お よび 合併 症 を 予防 する 良 法 は な い . 
最も 危険 な の は , 網膜 后 離 を 起こ し て 和 失明 する こと 
で , これ は 打撲 な どの 外力 が 眼球 に 加わ る と 発生 し や 
すい . 


FAs i 

青春 期 に 発病 する も の が 多い が , 遺伝 な どの 先天 的 
素因 が 関係 し て いる . 角膜 が 円 凶 状 に 突出 し , 強い 近 
視 状態 に な る . 多く の 場合 , 眼鏡 は 役 に た た ず , ユン 
タク トレ ンズ が 有効 で ある . また , 角膜 移植 な どの 手 
術 を 必要 と する 場合 も ある . 


レー ベル 氏 病 

先天 性 家族 性 に 現われ る 視神経 凌 縮 で ある . 多く は 
青春 期 ご ろか ら 両 眼 の 視力 が 低下 し 始め る . 中 心 暗 点 
が 問い た め , 見 よう と する 部 分 が よく 見 えな い . し か 
し , 周辺 部 の 視野 が 残さ れ て いる の で , 完全 な 失明 に 
は な ら た な い . 開頭 手術 な ど が 有効 で ある と いわ れ て い 
る が , 成績 は 確実 で な い . 


全 色 盲 

色 の 判別 が 困難 で , 眼 振 , BAAR’, 視力 は 0.1 
PCS S. しかし, CT LUCHA Ac と ほ た ない. 
遺伝 が 関係 する . 網膜 に 雛 状 体 が 欠損 し , FARA 
が ある も の と 考え られ て いる . 明る いと ころ で は 視力 
が 特に 低下 する の で , 少し 暗い と ころ の 方 が 見 や す 
い . 


遺伝 が 関係 し , 生ま れつ き 虹 彩 が 欠損 し て いる . OF 


彩 欠損 だ け で は , 視力 低下 , 眼 振 , ATE RH SI . 


し て ふも, 失明 する こと と は な い . LL, や が て 緑内障 
を 起こ す 場 合 が 多く , 手術 し て も 成功 率 が 低い の で , 
和 失明 し て し まう こと が ある . 


先天 梅毒 性 角膜 実質 炎 

母親 が 梅毒 で ある た め , 先天 性 梅毒 児 と し て 生ま れ 
た こども ゃ か 小児 期 に 発病 する . 早期 に 治療 すれ ば 全治 
する . し か し , 昔 は 治療 法 が な く , 角膜 白斑 を 残し て 





視力 が 低下 し た り , 完全 に 失明 する 者 が 多かっ た . 


老人 性 変化 に よる も の 


老人 性 白内障 

俗 に ` し ろ そ こ ひ 、 と 呼ば れる 水 品 体 の 混濁 で , 60 
MCAD SRBICETT SA, まれ に は 50 歳 以 前 で 
起こ る こと も ある . 虚 膚 の し わ , 白髪 な ど と 同じ よう 
な 老人 性 変化 で あっ て , 老人 に は 宿命 的 な も の で あ 
る . た だ し , 水 則 体 の 混 滴 の 強弱 に 個人 差 が ある か 
ら , 死ぬ まで 視力 が 低下 し な い 人 と , 早く か ら 混 濁 が 
強く 失明 状態 に な る 人 と が ある . 現在 の と ころ 確実 な 
予防 法 は な い . 視力 低下 の た め 日 常 生活 が 不 自 由 に な 
れ ば , 手術 を 行なう . 手術 は 混濁 し た 水晶 体 を 摘出 す 
る ゃ も の で , 手術 後に は , 水 曲 体 の 屈折 力 に 相当 し た 凸 
レン ズ を 眼鏡 と し て 装用 する 必要 が ある . この 目的 の 
た だ ため , コン タク トレ ンズ も 用 いら れる . SABRC 
眼底 な ど に 病変 が な けれ ば , 手術 に よっ て 視力 を 回 復 
で きる こと は 確実 で ある . 


老人 性 脈絡 膜 鞭 編 

眼底 中 央 部 の 脈絡 膜 が 強く 姜 縮 す る た め , 視力 が 次 
第 に 低下 する . 欧米 で は , 老人 の 視力 障害 の 原因 と し 
て 本 症 が 重要 な 地位 を 占め て いる が , わが 国 の 老人 に 
は , 本 症 が 発生 する こと は まれ で ある . 眼底 の 周辺 部 
は 姜 縮 し な い の で , 歩行 な ど に は それ ほど の 不 自由 は 
な い . 読書 が 困難 に な れ ば , 弱視 レン ズ を 使用 する と 
Jeayy 


全身 病 と 関係 する も の 


スモ ン 

下痢 止め の た め に 大 量 内 服 し た キノ ホル ム と い 5 楽 
の 中 毒 と 考え られ る . スモ ン と は , 亜 急性 春 髄 視神経 
症 と いう 英語 病名 の 略字 で ある . 視力 障害 は 視神経 姜 
縮 こ よる も の で , 完全 に 失明 する こと も ある . 視力 障 
害 の ほか , 特に 足 の し びれ と 運動 麻痺 を 残す の が 特徴 
的 で ある . 


ベー チェ ッ ト 病 

A, 皮膚 , 粘膜 症候 群 と いわ れ , 全身 的 に 各種 の 症 
状 が 現われ る . 原因 は 不明 で , 確実 な 治療 法 は まだ 発 
見 され て いな い . 眼 症状 の お も な も の は 反復 増悪 する 
ぶどう 膜 炎 で , 眼底 出血 や 網膜 呈 離 な ど を 合併 し , 最 
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悪 の 場合 は 数 年 間 で 矢 明 す る . 全身 症状 と し て は , A 
腔 アフ タ , 結節 性 紅斑 , 陰部 潰瘍 な ど が あり , FA, 
頭痛 , 関節 痛 な どの 苦痛 を 伴 2 こ と が 多い . これ ら の 
症状 は , BRC (Ee RRL, 数 年 間 も 継 続 す る ば か 
り で な く , 失明 し た の ちゃ 全身 的 症状 が 残る の で , リ 
ハビ リ テ ー シ ョ ン の ら え を で 天 き な 間 題 條 な っ て い の が 、 


糖尿 病 性 網膜 症 , 糖尿 病 性 白内障 

糖尿 病 が 重症 で 適切 な 治療 が 施さ きれ な いと , ほとん 
ど あ ら ゆ る 種類 の 眼 疾患 が 現われ る . 糖尿 病 性 虹彩 
K, 糖尿 病 性 自 内 障 な ど が その 代表 的 な も の で ある 
が , 最近 は 特に 糖尿 病 性 網膜 症 が 注目 され て いる . 欧 
米 で は 中 途 和 失明 者 の 和 失明 原因 と し て , 本 症 が 主要 な 地 
位 を 占め , わが 国 で も る 最近 し だ い に 増 加 し て いる . FB 
底 に 出血 , 白斑 が 現われ , 特に 小さ な 血管 将 が 発生 す 
る こと が 特徴 で ある . 病変 が 高度 に な る と 完全 に 和 失 明 
する . 糖尿 病 自体 の 治療 が 重要 で , 網膜 症 に 対し て は 
それ ほど 有効 な 治療 法 は 発見 され て いな い . 糖尿 病 性 
白内障 に よっ て 水 韻 体 が 混濁 する と , 視力 が 著しく 低 
下す る . この 場合 , 老人 性 白内障 の よう に すぐ れ た 手 
術 効 末 は 期待 で き な い . 白内障 を 起こ す よ うな 糖尿 病 
は 重症 で ある か ら , 眼底 に 網膜 症 が 存在 する こと が 多 
く , また だ た, 手術 後に 虹彩 炎 や 緑内障 な どの 合併 症 が 超 
こり や すい か ら で あ る . 


高血圧 性 網膜 症 

高血圧 の た め 眼 底 に 出血 , ABE, 浮腫 な ど を 生じ る 
と , 視力 が 低下 する . 眼底 に 強い 変化 が 起き た 悪性 高 
血圧 の 患者 は , 多く の 場合 , 数 年 以内 に 死亡 する の が 
普通 で あっ た が , 最近 , すぐ れ た 血圧 隆 下剤 が 発見 さ 
れ た た め , 死亡 に 至ら ず 救 われ る 者 が 多い . その 場合 
に は , 強い 視力 障害 が 残る . 腎炎 が 進行 し た 場合 に 起 
CSREES, 症状 その 他 は 同じ し で ある . 妊娠 
中 毒 症 の と き に ゃ 同様 な 症状 が 起こ る が , 出産 と と も 
に 軽 棋 する こと が 多い . 以上 の ほか , 血圧 上 昇 が それ 
ほど 強く な い 良 性 高血圧 の 場合 , ある い は 高血圧 の な 
い 場合 に も , 眼底 に 出血 し て 視力 障害 を 起こ すこ と が 
HO. これ は 網膜 の 血管 が 硬化 する こと に よって, 網 
膜 静脈 血栓 症 を 起こ す た め で ある . 眼底 の か な り 広 い 
範囲 に 出血 する と , 失明 に 近い 状態 に な る こと も あ 
る . また , あと に な っ て 有 眼 圧 が 上 昇 し て 出血 性 緑内障 
の 状態 に な り , 適切 な 治療 法 が な いた め 和 失明 する こと 
も ある . 


視神経 炎 , 視神経 姜 縮 

視神経 に 炎症 な どの 病変 が 起こ る と , 視力 が 著しく 
低下 する . この 視神経 炎 の 原因 は , 梅毒 , 副 鼻 腔 炎 , 
中 毒 , 脳 内 の 病変 , スモ ン な ど で あ る . 治療 に より , 
ある い は 自然 に 治癒 すれ ば , 視力 は 回 復 す る . し か 
し , 治癒 し な いで 視神経 姜 縮 の 状態 に な る と , 視力 低 
下 は 永続 する . 視力 低下 と し て は 完全 に 失明 する 者 も 
ある が , 弱視 程度 の 視力 を 保つ 者 も 多い . 周辺 部 の 視野 
が 残っ て いる 場合 に は , 歩行 に それ ほ と 不 自由 は な い 
が , 中 心 暗 点 が 強い の で , 読書 は か な り 困 難 で ある . 
脳 内 の 病変 に よる も の に は , 半 盲 を 伴う こと が 多い . 


網膜 動脈 寒 栓 症 

網膜 動脈 の 血行 が 遮断 され る も の で , その 動脈 が 栄 
養 を 補給 し て いる 網膜 部 位 は 突然 視力 を 失う. 心臓 病 
ある い は 網膜 血管 硬化 が 原因 で ある こと が 多い . 通常 
則 眼 だ け に 起こ り , 速やか に 治療 し な いと 永続 する 視 
力 障 害 を 残す . ま た, 本 症 経 過 後 に 緑内障 を 起こ すこ 
と が ある . 


角膜 軟化 

- ビタミン A の 欠乏 に よっ て 角膜 が 混濁 し て 潰瘍 を 生 
じ , 最 加 の 場合 に は 眼球 全体 が 化 騰 し て 和 失明 する . FL 
児 が 麻疹 な ど に か か り , 全身 が 衰弱 し て いる と 発生 し 
や すい . ビタ ミン A を 投与 し , 感染 予防 の た め 抗 生物 
質 を 併用 し て 治療 する . 


感染 に よる も の 


dene gh Na 

トラ コー マビ ー ル ス の 感染 に よっ て 起こ る . 結膜 に 
充血 , 肥厚 , HS, ろ 胞 , MARCEL, 角膜 に は 
血管 が 進入 し て 混濁 を 伴う . 病状 が 進行 する と , BE 
乱 生 , 角膜 白斑 , 眼球 乾燥 な ど を 起こ し 和 失明 状態 に な 
る . し か し , 最近 で は 環境 衛生 の 向上 と 抗生 物質 に よ 
る 治療 に より , 重症 例 は ほとん ど み られ な く な っ た . 
また , 過去 に 重症 で あっ た た め 視 力 障害 が 強く 残っ て 
いる 者 は , 各種 手術 法 の 進歩 に より , 視力 の 回 復 が 期 
待 で きる 場合 が ある . 


角膜 ヘル ペ ス 

単純 ヘル ベス ビー ルス に よる も の は , 角膜 に 樹 枝 状 
の 潰瘍 を 生じ る の で , 樹 枝 状 角膜 笑 と 呼ば れる . 容易 
RET, 角膜 に 白斑 を 残し て 視力 が 低下 する . し 
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か し , 最近 , IDU と い 2 特 効 楽 が 発見 され て か ら , 
治療 が 非常 に 容易 に な っ た . な おお, 本 病 は 副腎 皮質 ホ 
ル モ ン を 点眼 し て いる 目 に 起こ りや すい か ら , 副腎 皮 
質 ホ ポル モン の 点眼 楽 は , 医師 の 指導 な し に 使用 する こ 
と は 厳 に 避け る べき で ある . | 

帯状 ヘル ペ ス ビ ー ル ス に よる も の は , Bieri COR 
膚 か ら 角膜 に か け て 3 又 神 経 第 1 枝 領 域 に 帯状 に 潰瘍 
が 発生 する . これ に 対し て は IDU は 無効 で ある . 


負 行 性 角膜 潰瘍 

角膜 に 小さ な 傷 が で きた 場合 , そこ か ら 化 膜 菌 が は 
いる と 角膜 に 潰瘍 を 生じ る . すなわち , 角膜 の 傷 の 化 
Ik CHS. この 化 膜 は 周囲 および 深部 に 向かっ て 進行 
し , 前 房 に 臓 が た まる . 直ちに 抗生 物質 を 全身 玉 よ び 
局所 的 に 投与 する と , 角膜 に 薄い 白斑 を 残す 程度 で 治 
癒す る . し か し , 治療 が 遅れ た り , 抗生 物質 に 耐性 の 
ある 細菌 の 感染 に よる 場合 に は , 化 膜 が ます ます 広 が 
2 CRIRICRSLL, 和 失明 する こと が 多い . 眼 部 が 常に 
清潔 で あれ ば , 角膜 に 小さ な 傷 が で き て も 化 膜 する こ 
と は な い . 慢性 涙 卒 炎 な ど が あっ て , BIBRA 
在 す る よう な 不潔 な 目 に 起こ りや すく , 木 の 枝 や 草 の 
葉 先 な ど が 角膜 に 軽く 当たっ た だ け で る も, 本 病 が 発生 
TH. 俗 に \ つ きめ 、 と 呼ば れる . 本 病 了 予防 の た め , 
慢性 涙 栓 導 の ある 人 は , 早く 手術 を 受け る こと が 必要 
で ある . 


全 有 眼球 炎 

眼球 全体 の 化 臓 で ある . 外傷 に より 化 膜 菌 が は いる 
Bat, 身体 の 他 の 化 膜 し て いる 部 分 か ら 血 行 性 に 化 
膜 菌 が 送ら れ て くる 場合 と が ある . RARE CHE 
され , 痛み と 充血 が 強く , 眼 部 の 腫 妥 が 高度 に な る . 
抗生 物質 を 用 いて 強力 に 治療 し て も , 視力 を 回 復 す る 
こと は 困難 で , 多く の 場合 , 完全 に 和 失 明 す る . 眼球 は 
間もなく 姜 縮 し て 小さ く な り , 眼球 姜 縮 また は 眼球 瘍 
と いう 状態 に な る . 


洒 菌 性 結膜 炎 

臓 添 眼 ある い は 風 眼 と も 呼ば れ , 汐 菌 の 感染 に よ 
る . 本 病 予 防 の た め , 新生 児 に 対し て 硝酸 銀 の 点眼 
(クレ ー デ 法 ) が 励行 され る よう に な っ て か ら , 新生 
WORBABINE LALA KS frok. Ek, ペ = ニ シ 
リン の 出現 以来 , 汐 疾 患者 自体 が 着 し く 少 な く な っ た 
OC, 現在 で は 本 病 を みる と と は まれ で ある . KET 
る と 角膜 に 潰瘍 を 生じ , 化 騰 が 深部 に 進ん で つい に 和 失 








明 す る . ペニシリン その 他 の 抗生 物質 を 早期 に 投与 す 
れ ば 救 わ れる . 


トキ ソプラ ズ マ 症 

トキ ソプラ ズ マ と 名 づけ る 原虫 の 感染 に よる も の 
で , 多く の 場合 , 眼底 の 中 心 部 に 綱 脈 絡 膜 炎 を 起こ 
し , 視力 障害 が 起こ る . 各種 動物 か ら 感 染 す る か ら , 
動物 の 飼育 や 肉 の 生食 に は 注意 が 必要 で ある . わが 国 
で は , きわ め て まれ な 病気 と 考え られ て いた が , 最近 
で は か なり 多く の 報告 が か みみ られ る . 


外傷 に よる も の 


鉄片 外傷 

鉄片 が 眼 内 に 飛 込 ん だ 場合 に は , で きる だ け 早 < 磁 
石 な ど を 使っ て 摘出 する 必要 が ある . これ を 放置 する 
と , 鉄 の さび に よる 眼球 鉄 症 が 起こ と り , 失明 する . 多 
く の 場合 , 鉄片 は 眼球 外壁 を 貫通 し て 水 品 体 を 傷 つ 
け , ある い は 網膜 を 破っ て 眼底 深部 に 到達 する . し た 
が っ て , 直ちに 摘出 し た 場合 で も , 白内障 や 網膜 制 離 
な どの 合併 症 を 起こ し , 失明 する 者 が 多い . 


網膜 剣 離 

網膜 の 一 部 が 破れ , CHE CHIC LE 
し て いた 網膜 が , 脈絡 膜 か ら は が れる も の で ある . 原 
因 と し て は 打撲 な どの 外傷 の ほか , 特発 性 網膜 鉛 離 と 
いっ て , 原因 が 明らか で な い 場 合 も 多い . 素因 と し て 
最も 注目 し な けれ ば な ら な い の は 強度 近視 で ある . FB 
度 近 視 の 場合 に は , 眼 軸 が 延長 する た め , 網膜 に 殖 孔 
を 生じ や すい と 考え られ る . し た が っ て , 強度 近視 の 
人 た ち は , 打撲 な ど , 眼球 に 外力 が 加わ る こと を 努め 
て 避け な けれ ば な ら た ない . 自覚 症状 と し て は , 視野 の 
一 部 が 欠け て くる た め , 眼前 に 幕 が 下がっ た よう に 感 
じ ら れ る . Ex, 物 が ゆがみ , 濾 う つよ ょ うに も ゃ 感じ ら 
れる . 直ちに 手術 の 必要 が ある が , 手術 と し て は , ジ 
アテ ルミ ー や 光 凝 固 法 な ど に よっ て 和 裂孔 を 焼 凝 固 さ 
せる . し か し , 手術 の 成功 率 は まだ 十分 で な いた め , 
失明 する 者 も る 多い. BULA CH SAS, 両 眼 に くる 
me Baie < EUs: 


交感 性 眼 炎 

片 眼 に 外傷 を 受け , We, 毛 様 体 を 損傷 し た 場合 
に , 反対 眼 に 強い 炎症 を 引 起 こす も の で , 従来 は この 
た め に 両 眼 と も 和 失明 し た 者 が 多い . UML, 副腎 皮質 
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ホル モン が 治療 に 用 いら れる よう に な っ て か ら , KB 
に 至ら ず 軽 師 す る 者 が 多い . 従来 は 乾 眼 に こ ひ どい 外傷 
を 受け た 場合 , 反対 眼 を 本 病 か ら 守 る た め , HBR 
直ちに 摘出 する の が 普通 で あっ た が , 副腎 皮質 ホル モ 
ン の 有効 性 が 確認 され て か ら は , 外傷 眼 を 努め て 保存 
DP Oona MR 


その 他 


緑内障 

眼 圧 が 異常 に 上 昇 する 病気 で あり , 放置 する と 必ず 
失明 する . 幼児 に くる も の は 和牛 眼 と 呼ば れる . 成人 に 
くる も の は , 狭 隅 角 緑内障 と 広 隅 角 緑内障 と に 大 別 さ 
れる . 前 者 は 眼 房 水 の 排出 路 で ある 前 房 隅 角 が , 虹彩 
根部 の 圧迫 に より 閉塞 され , その 結果 , 眼 房 水 の 排出 
が 障害 され て , 眼 圧 が 上 昇 す る も る の で ある . MRR 
内 障 は , 隅 角 の 外見 に は 著 変 が な いも の で , 原因 の 不 
明 な も の が 多い . 

眼 圧 降下 作用 を も っ た 楽 剤 を 投 与 し , ある い は 手術 
を 行なう . し か し , 治療 が 奏功 し な いで 和 失明 する 者 も 
多い . 眼 圧 上 昇 が 急激 高度 な も の は , 自覚 症状 が ある 
か ら , 比較 的 早く 眼科 医 を 訪れ る . し か し , この 場合 
Ch, 頭痛 や 嘱 気 な どの 内 科 的 症状 を 伴う た め , AB 
疾患 と 誤 ら れ て , 治療 の 時 期 を 失う こと が ある . 主 症 


眼 病 


眼病 と 遺伝 


近代 人 類 遺 伝 学 は , 人 間 の 染色 体 標本 作成 法 の 改 
良 , 性 染色 質 (Sex chromatin) や 伴 性 遺伝 を する Xg 
血液 型 の 発見 , た ん 自 合成 や 酵素 な どの 遺伝 生化 学 的 
研究 の 発達 , 電子 顕微鏡 や 近代 的 統計 学 な どの 導入 に 
より , 従来 の 家系 図 中 心 の 古典 的 人 類 遺 伝 学 か ら 大 き 
く 変 容 し て いる . 

その な か に あっ て , 眼病 に は 遺伝 性 疾患 が 多い の 
で , 染色 体 異 常 や 性 染色 質 異常 , 遺伝 子 の 連関 な どの 
研究 に は 好適 で あり , 人 間 の 染色 体 地図 (Chromo- 
some map) の 作成 に 大 い に 寄 与 す る こと が 期待 され 
sie 

な お , 遺伝 性 の 眼病 と みな され て きた 疾患 に も , 非 
遺伝 性 の 先天 性 疾患 が 少な く な い の で , 遺伝 性 と 断定 


状 と し て は , 視力 が 急 に 低下 し , 瞳孔 が 散 大 し , 充血 
と 角膜 の 浮腫 が か み ら れ る . これ に 対し , 慢性 的 に 中 等 
度 の 眼 圧 上 昇 が 続く 患者 で は , 自覚 症状 が あま り 強 く 
な い の で , 眼科 医 を 訪れ る こと と が 遅い . し た が っ て, 
すでに 視野 が 狭く な り , 視神経 に 姜 縮 の みみ られ る も の 
が 多い . な お , 続発 性 緑内障 と し て , 種々 の 眼病 に 続 
発する も の も ある . 


SEDRR 

各種 の 原因 で 起こ る . ベー チェ ッ ト 病 お よび 交感 性 
眼 炎 も この 1 種 で ある . これ ら の ほか 急性 びまん 性 , 
SEV BAELT, し ば し ば 見 られ る の は 原田 氏 病 お 
よび Vogt 一 小柳 氏 病 で ある . いずれ も 高度 の 視力 障 
害 を 伴い , 両 眼 が 同時 に 発病 する . 網膜 身 離 ある い は 
緑内障 を 続発 し , 治療 が 奏功 し な いと 矢 明 する . 治療 
に は 副腎 皮質 ホル モン が 有効 で ある . な おお, 眼 症状 だ 
け で な く , 頭痛 , 耳鳴 な どの 全身 症状 を 伴い , 経過 中 
こ 毛髪 や 度 膚 の 一 部 が 自 変 す る の が 特徴 で ある . 


壮年 反復 性 網膜 硝子 体 出血 
眼底 出血 が 反復 し て 起こ り , 失明 する 者 が 多い . 通 
常 両 眼 に くる . 結核 性 網膜 静脈 周囲 災 に 基づく と いわ 
れ て いる が , 結核 に 対す る 治療 は 有効 で な い . 

(原田 政美 ) 


遺伝 


する の に 困難 な 場合 が ある . 先天 性 疾患 で 非 遺伝 性 の 
場合 に は , 次 の よう な 原因 が 了 予想 され る . 母親 が 妊娠 
の 初期 (お も に 最初 の 3 ヵ月 ) に 風疹 な どの ウィ ルス 
性 疾患 に か か っ た 場合 (心臓 の 奇形 , BAK, つん 
iS, 精神 異常 な ど を ひき 起こ し , 流 早産 も 多い ょ うら で 
あ る ), サリ ド マ イ ド , その 他 の 精神 神経 安定 剤 , 性 
ホル モン (種々 の 合成 黄体 ホル モン や アン ドロ ジェ ン 
な どの 適用 を 受け た 妊婦 か ら 生 まれ た 女児 の 外 生 殖 器 
の 男性 化 が 報告 きれ て いる ), ステ ロイ ド ホ ル モ ン ( マ 
YA, ウ サギ, モル モッ ト な ど で , 胎児 に 口 善 吹 を 起 
こし 得る ) の 使用 な ど . その ほか に も 天然 容 ワク チン 
の 接種 (妊娠 中 母親 が 接種 ミ れ た た め 天 然 瘍 が 胎児 に 
FELL, 死亡 し た 例 が ある ), レン トゲ ン 照 射 , トキ 
ッ ソプラ ズ マ や 梅毒 の 感染 , 母体 の 著 明 な 栄養 不良 , 胎 
児 の 子宮 内 位置 異常 に よる 低 酸素 症 な ど が 催 奇 型 因子 
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と 考え られ て いる . し か も , サリ ド マ イ ド の 場合 は , 
受胎 後 40 日 どろ まで の 早期 内 服 に よっ て 発病 し て いる 
の で , 妊娠 の 可能 性 ある 婦人 は , 常に 薬剤 の 使用 や レ 
ント ゲン 照射 な ど に は 慎重 で な けれ ば な ら な い . 


常 染 色 体 性 遺伝 と 性 染色 体 性 遺伝 
遺伝 性 の 眼病 は , 主として 染色 体 上 の 遺伝 子 に よっ 
て 親 か ら 子 へ と 伝え られ る が , 遺伝 の 型式 の お も な も 
の に 常 業 色 体 性 遺伝 ( 常 染 色 体 上 の 遺伝 子 に ょ る 遺伝 ) 
と 任 染 色 体 性 遺伝 (性 染色 体 上 の 遺伝 子 に ょ る 遺伝 ) 
と が ある . CODA, 両者 に は それ ぞ れ 優性 と 劣性 
MBER), これ ら を 常 染 色 体 性 優性 遺伝 , 常 染色 
体 任 劣 性 遺伝 , 伴 性 優性 遺伝 , 伴 性 劣性 遺伝 と いう . 
この ほか に も , 不 規則 な 遺伝 の た め , 優劣 いずれ と も 
断 じ が た い 場 合 や , 細胞 質 遺伝 も 予想 され る 疾患 が あ 
a 


染色 体 

染色 体 (Chromosome) と いう 呼び 名 の 由来 は , 染 
色 体 が 核酸 を も っ て いて , アル カリ 性 の 色素 を 吸収 し 
や すく , 染色 され や すい 物体 と いう 意味 か ら で あ る . 
染色 体 は 動物 お よび 植物 の 細胞 の 重要 な 構成 物 で あ 
る 核 の 中 に 含ま れ て いる が , 静止 期 で は 不明 瞭 な 網目 
様 の 構造 を 呈し , 核分裂 の と き 以 外 に は , 一 定 の 形態 
を 現 わ さ な い . 核分裂 の 中 期 に な る と , 生物 の 種類 に 
よっ て 必ず 一 定 の 形 , 数 で 現われ る の が 特徴 で ある . 
抹 色 体 の 数 が 少な いか 多い か は , AMOR, FEL 
は 無関係 で ある . 少な い 例 と し て は , Boek (Asca- 
ris megalocephala) の 2 本 が あり , 多い 例 と し て は 
甲殻 問 オ オツ ク ヤ ドカ リ の 254 本 が ある . 

染色 体 が 重要 な の は , 人 間 の 諸 形 質 の 発現 を 支配 す 
る 遺伝 子 を 含む た めで ある . も し , 楽 色 体 の 一 部 が 欠 
損し た り , 逆 に 重複 する と , 遺伝 子 も 欠損 ある い は 重 
復 し て , 遺伝 子 の バラ ンス が くず れる た め に , 身体 の 
機能 や 構造 が 正常 人 と 違っ た も の に た る. 


人 間 の 和楽 色 体 ide 

人 間 の 染色 体 は 従来 47 ABI, 48 本 説 な いし XO 弄 
説 な ど が あり , 激しい 論争 を 重ね て き た が , 1956 年 
Tjio と Levan が 組織 培養 を 応用 し て , 人 胎児 の 肺 組 
織 か ら 鮮 明 な 染色 体 標本 の 作成 に 成功 し , 46 本 と い 
2 画 期 的 な 報告 が 提出 され , その 後 の 追試 に より 正常 
な 人 間 は , 人 種 , 性 別に か か わら ず , すべ て 和 染色体 数 
は 46 本 で ある こと が 確認 され た . 長い 間 , 決定 を 渦 





GE) No.1, 2, 83… は Denver system に よる 分 数 





講 さ れ て きた 正常 人 の 和 染色体 数 が , 男女 と も に 46 本 
と 確定 され る と , こん ど は 染色 体 異 常に 関心 が 向け ら 
れ , つい に 1959 年 フラ ンス の Lejeune ら に よ a 
モー コ 症 (ダウ ン 症 候 群 ) で は 正常 より 1 本 過剰 で 47 
本 で ある と と が 発見 され た . これ と 前 後 し て , ABE 
患者 の 性 染色 体 異 常 も 発見 され て , に わか に 和 染色体 と 
臨床 医学 と の 結び つき が 緊密 に な っ て きた 感 が ある . 





図 1 正常 人 男子 の 桜 板 (原図 ) 





図 2 正常 人 男子 の 核 型 (原図 図 1 の 分 析 ) 





M3 正常 人 女子 の 核 板 (原図 ) 


240 眼病 の 遺伝 





( 図 3 分析) 


図 4 正常 人 女子 の 核 型 (原図 ) 


a ie Fisk 

1960 年 ア メリ @⑳ ほ ロラ ド 州 デン バー 市 の コモ ラ 
ド 大 学 で 人 類 染 色 体 会 議 が 開催 され , 人 染色 体 の 命名 
規準 が 提案 きれ た . それ を Denver system (デン バー 
方 式 ま た は デン バー 規約 ) と 称し て , 今日 一 般 に 通用 
Cine } 1 

46 本 の 染色 体 を 相対 的 長 さ と 腕 比 ( 表 1, 図 1, 


表 1 各 染 色 体 の 相 体 的 長 さと 腕 比 の 平均 値 小林) 


























1 83 Lat 
A 2 75 1.6 
3 64 1.1 
4 61 2.2 
2 5 58 3.0 
6 56 i 
7 52 1.5 
8 50 1.6 
C 9 46 2A 
10 45 1.5 
11 44 2.5 
12 39 22 
13 38 6.2 
D 14 33 5.7 
15 31 6.4 
16 30 1.4 
E 17 29 2.6 
18 27 2.6 
4 19 25 1.3 
20 23 ia 
21 22 3.2 
G 
22 20 3.2 
X 55 2.0 
y 23 3.0 
BREKORS 
相対 的 長き = ———————— x1000 
(22A+X)ORS 
長 腕 の 長き = 
腕 ea に) 


短 腕 の 長 さ 


2, 3, 4) を 参考 に し な が ら , 長 さ の 順に 1 対 ずつ 
並べ て みる よ と, £007 we TAK Br CwD; 
En FyG) eae bit oe 


性 楽 色 体 

各 染 色 体 は 長 さ の 順に 1 か ら 22 まで 番号 を つけ る 
が , 性 染色 体 は 番号 を つけ ず に , 従来 通り X, Y 染 色 
体 と 呼ぶ . 女子 に は 44 本 の 常 染 色 体 (Autosome) と 
X メ 染色 体 2 本 が あり , 男子 に は 44 本 の 営業 色 体 と 
染色 体 1 本 , Y 染 色 体 1 本 が ある . し た が っ て , 男女 
の 差 は , 性 染色 体 (Sex chromosome) に あり , 女子 
が 双 染 色 体 2 本 を も つの に 対し , 男子 は X 染 色 体 を 1 
本 し か も た ず , その 代り に Y 染 色 体 1 本 を も っ て い 
る 。 


染色 体 の 不 分 離 現象 

人 間 の 染色 体 異 常 と し て 最も ポピュラー な の は , 染 
色 体 の 不 分 離 現象 (Non-disjunction) で ある . これ 
は 親 の 配偶 子 (STE RIIOIT) 形成 の 際 , 染色 体 が 
23 本 ずつ 均等 に 分 離さ れず に 過 不 足 が 起こ る 現象 で あ 
る . その た め , 正常 な 精子 と 卵子 な ら 必 ず 23 本 で あ 
る べき な の に , 24 本 また は 22 本 の 染色 体 を も ゃ つつ 異常 
な 配偶 子 が 生じ , これ が 受精 に 関与 する と 47 本 また 
は 45 本 の 染色 体 数 を も つ 異 常 な 個体 が 出現 する . 


ダウ ン (Down) 症候 群 

有名 な 例 と し て , モー コ 症 (ダウ ン 症 候 群 ) で は 21 
番目 の 染色 体 が 正常 より 1 本 多い の で , 47 本 の 染色 
体 で ある が , これ は 主として 鋳 子 の 形成 過程 で 染色 体 
不 分 離 現象 が 起こ り , 24 本 の 染色 体 の 卵子 と 正常 な 
23 本 の 染色 体 の 精子 と が 合体 し た た めで ある . 別 の 可 
HEMEL LC, 正常 な 46 本 の 受精 卵 で あっ て も ゃ も, INE 
の 初期 に 染色 体 不 分 離 が 起こ っ て , 染色 体 数 47 本 の 
細胞 と 45 本 の 2 系 統 に 分 れ , 45 本 の 系 統 は 発生 途 次 
に 消滅 し て 47 本 の 系 統 だ け 増殖 し た 場合 も 予想 され 
る . 染色 体 異常 の 原因 は 上 記 の 染色 体 不 分 離 現象 の ほ 
か に , 放射 線 や ウィ ルス な どの 影響 も 考え られ る . 放 
射線 関係 技師 の 末 栓 白血球 に 染色 体 異常 が 見 られ た と 
の 報告 が か ある. また , ウィ ルス 性 疾患 で ある 麻疹 (Ro- 
seola) で も 染色 体 の 切断 現象 (Fragmentation) が 報告 
され で いる 。 


性 染色 体 異 常 , 常 染色 体 異常 
Se BRR is (LER EAR CB RARE CICK 
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され る 。 前 者 は 双 な いし Y 染 色 体 の 異常 で あり , 性 器 
の 形態 異常 や 機能 異常 を 著 明 に 現 わ す 場合 が 多い . 後 
者 は 常 染 色 体 の 異常 で あっ て , 全身 的 な 形態 な いし 機 
能 異 常 は 著 明 で ある が , 性 器 の 異常 は 必ず し ゃ 伴わ な 
い . 性 染色 体 の 異常 は , 全身 的 な 障害 程度 が 比較 的 軽 
い の で , 成人 する 人 が 多い . これ に 反し て , 常 染色 体 
異常 は 生命 力 を 強く 犯す た め に , 幼少 児 期 に 死亡 し や 
すい . 

常 染 色 体 異常 の 代表 的 な も る の と し て は , モー ュ 症 
(21 ト リッ ミー) OAT, D ト リッ ミー (D 群 の 染 
色 体 が 1 本 過剰 ), E ト リッ ミー (E 群 の 染色 体 が 1 
本 過剰 ) が ある .D,E ト リ ソ ミ ー は 全身 症状 が 特に 重 
BCH), 流産 や 死産 の 一 因 と も な っ て いる . モー コ 
症 の 眼 症状 に は 斜視 , 白内障 , BARS LU Epi- 
canthus, 円 雛 角膜 , 強度 近視 , 眼球 振 旨 症 な ど が あ 
4. D ト リッ ミー の 眼 症状 は 重症 で あり , 小 眼 球 , I 
FRR 白内障 , 眼 圧 上 昇 , Retinal dysplasia, 無 眼 
Bk, 外 眼 筋 異 常 , 角膜 混 滴 な ど が 報告 され て いる . 


ター ナー (Turner) 症候 群 

クラ イン フェ ルター (Klinefelter) 症候 群 

性 染色 体 異常 の 症例 は , 常 染 色 体 異常 より も は る か 
に 膨 大 な 数 に 達し て いる . 代表 的 な も の と し て は , 
Turner 症候 群 , Klinefelter 症候 群 が あ る . 前 者 は X 
染色 体 を 1 本 し か も た な い 外 見 的 女性 で あり ( 和 染色体 
数 45 A), 後者 は 外見 的 男性 で ある が , を 2 本 と Y 
を 1 本 も っ て いる の で , 染色 体 数 は 47 本 で ある . FR 
科 的 に 興味 深い の は , 色盲 の 頻度 が ター ナー 症候 群 で 
は , 労 子 の 色盲 頻度 と 同様 な 高 率 と な り , 逆 に クラ イ 
ン フ ェ ル ター 症候 群 で は , 男 で あり な が ら 女 子 の 色盲 
頻度 と 同様 な 低 率 と な る こと で ある . chit, 色盲 遺 
伝 子 が XX 染色 体 上 の 伴 性 劣性 遺伝 子 で ある こと か ら 説 
明 で きる . すなわち , ター ナー 症候 群 で は X 染 色 体 が 
1 本 な の で , 色盲 遺伝 子 を ヘテロ に 所 有 し て も , その 
まま 表現 型 に 現われ る の で あり , クラ イン フェ ルター 
症候 群 で は , XX 染色 体 を 2 本 も つた め , 色盲 遺伝 子 を 


ホモ に ゃ も た な けれ ば 色盲 を 発現 し な いか ら で あ る . 


染色 体 を 3 本 も つ 超 肉 Q (Super female, triple X) と い 
2 性 染色 体 異常 患者 (染色 体 数 47 本 ) も あり , これ は 
通常 知能 低下 を 示す ほか は 了 臨床 的 に 著 変 は な い . 


主要 遺伝 眼病 の 遺伝 型式 


人 間 の 場合 , 動植物 の よう な 交配 実験 が 不可 能 で あ 


る うら うえ, と ども の 数 が 少な く , し か も る も, 1 世代 が 長い 
OC, 遺伝 型式 の 判定 が 困難 に な りや すく , 果たし て 
BELEDAED, 常 染色 体 性 か , 性 染色 体 性 CFE ME Uk 
伝 ) か , 不明 な 場合 が し ば し ば 見 受け られ る . し た が 
っ て , 以下 に 記述 する 遺伝 型式 に は , 試案 程度 の も の 
が 少な く な い . 

な お , SAGAR BO 症状 に つい て は 「 主 要 矢 明 眼 
ji] の 項 参照 . 


小 眼球 

不 規則 な 常 染 色 体 性 の 優性 と 劣性 遺伝 , お よび 伴 作 
ク 性 遺伝 と 思わ れる 家系 が ある . し か し , 高度 な も の 
で , 全身 的 な 奇形 も ゃ 合併 する 場合 は , 染色 体 異常 が 予 
想 さ れる . 「 


先天 性 白内障 

常 染 色 体 性 の 優性 遺伝 が 主 で ある が , 血族 結婚 例 が 
多い の で , 劣性 遺伝 も 考え られ る . その 他 , 家系 内 で 
男子 だ け に 発症 し た 例 も あり , 伴 人 性 劣性 遺伝 も 否定 で 
き な い . し か し , この 疾患 は 妊娠 中 の 母親 の ウィ ルス 
感染 , レ 線 照射 , 薬剤 投 号 な ど に よっ て も ゃ 先天 性 に 発 
病 す る と いわ れ て お り , 遺伝 性 と 非 遺伝 性 の 先天 性 和 白 
内 障 が 存 在 する . 

後者 の 場合 の よう に , 環境 の 影響 で 先天 性 異常 を 生 
UC, し か ゃ 遺伝 子 に よる 先天 性 異常 と 表現 型 が きわ め 
て 類似 し た 形質 を 出現 する 場合 , この 現象 を 表 ( 現 ) 
型 模 学 (Phenocopy) と いう . 表 型 模写 に よる 先天 性 
異常 者 か ら は 病気 が 遺伝 し な い . 


網膜 色素 変性 

血族 結婚 の こども に 現われ る 家系 が 多く , 大 部 分 が 
常 染 色 体 性 劣性 遺伝 で ある . し か し , 本 症 は 遺伝 的 に 
単 一 の 疾患 と は 考え が た く , 常 染色 体 性 優性 お よび 伴 
性 優性 と 伴 性 劣性 遺伝 らし い 家 系 の 報告 も ある . 代々 
発病 し た 家系 内 に お いて は , 促進 表現 な いし 表現 促進 
(Anticipation, 発病 年 齢 が 若く な る 傾向 ) が み ら れ る 
場合 が ある . 


全身 白子 

従来 は 常 染 色 体 性 の 単 一 の 劣性 遺伝 子 に ょ る 劣性 遺 
伝 病 と みな され て きた だ た. すなわち , 両親 が 全身 白子 な 
ら 必 ず こ ども も 白子 で あっ た . し か し , 近年 , 両親 が 
全身 白子 な の に , と ども は 3 人 と も 正常 と いう 家系 の 
報告 が あり , し た が っ て , 全身 白子 の 遺伝 子 座位 が 2 
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種類 あっ て , 別々 な 染色 体 上 に 位置 する 可能 性 が あ 
る ・. 


AR A 
血族 結婚 に よる こども ゃ も に 多い . 男子 に 発病 し や す 
く , 色盲 と 同様 に 伴 性 劣性 遺伝 の 家系 が 多い . 


和牛 眼 と 緑内障 

生 眼 は 血族 結婚 に よる こども に 多く , BRAG 
性 遺伝 が 主 で ある . これ に 反し , 原発 性 緑内障 は 遺伝 
型式 が 複雑 で あり , 緑内障 の 発現 に 環境 条件 が 関係 す 
る 場合 も 予想 され る . し た が っ て, 原発 性 緑内障 の 場 
ik, 単 一 (1 対 ) の 遺伝 子 の 関与 に よる より は , 多 
遺伝 子 (Polygene) の 支配 を 受け て いる こと が 予想 さ 
れる すなわち, プラ ス ま だ た は マイ チ ス の 作用 を する 
多数 の 遺伝 子 の 総和 が 緑内障 側 に 傾く と, 発病 する の 
で は な いか と 思わ れる . 


網膜 騰 腫 

FRICOBBT B48 cM OBA LRH), 両 
者 は 本 質 的 な いし 遺伝 学 的 に 異質 な も の か 否 か は 不明 
で ある . 血族 結婚 と の 関係 は 少な い . 

両親 は 全く 健全 で あり , し か る 親類 縁者 に も 同 病 者 
が 全く な い 家 系 に , 突然 発生 する 型 が 多い . 本 病 に か 
か る と 腫瘍 細胞 の 転移 に より 死亡 し や すく , し た が っ 
て , 患者 の 子孫 の 数 は 少な い の に , 統計 上 減少 の 傾向 
を 示さ な い の は , 毎 代 低 頻 度 で 新しく 発生 する 遺伝 子 
の 突然 変異 に よる た め と 思わ れる . 

LAL, いち と 突然 変異 を 起こ し て , 本 症 を ひき 起 
こす 遺伝 子 が 発生 する と, 常 染 色 体 性 優性 遺伝 を 示す 
こと が 予想 され る . た と えば , 手術 で 生命 を 救 わ れ た 
父親 の こども 6 人 の うち 3 人 まで が , 網膜 脱 種 を 発病 
し た 家系 例 が か ある. も ちろ ん , BM し た 表 型 模 写 に よ 
る 場合 も 予想 され る . 


家族 性 視神経 凌 縮 症 (レー ベル 氏 病 ) 

独特 な 遺伝 型式 を 示す . 一 般 に 男子 に 多く 発病 し , 
KF ORBBSRIDE. この 点 は 色盲 の 遺伝 と 似 
て , 伴 性 劣性 遺伝 と 考え た く な る が , 色盲 の 遺伝 と 違 
2 の は , 男子 の 栓 患者 の 子孫 に 本 症 が 現われ な いこ と 
で ある (ロッ セン の 法則 ). 

発端 者 の 母親 側 の 親類 に 同 病 を 有する 家系 が 多く , 
母親 を 通じ て 遺伝 する と 考え られ る . この た め に 今井 
BZ, 森脇 大 五郎 ら は 細胞 質 遺 伝 (Cytoplasmic inheri- 


tance) を 唱え て いる . 


全 色 盲 

両親 の 血族 結婚 率 が 高く , し か も 男女 の 出現 率 に 差 
が な い の で , 常 染 色 体 性 劣性 遺伝 と みな され て いた 
Ds, 不 完全 な いし 部 分 伴 性 (Incomplete or partial 
sex-linkage) の 劣性 遺伝 と いう 説 る も ある. これ は 文 , 
Y 両 染色 体 が 相同 部 を 有する と 仮定 し て , その 相同 部 
上 の 遺伝 子 に よる 遺伝 で あれ ば , 遺伝 子 が 交叉 に よっ 
て 叉 染色 体 か ら Y 染 色 体 へ , 逆 に Y か ら X へ 移る こと 
が 可能 と な り , 男女 の 出現 率 に 色盲 ほど の 差 が 生じ な 
く な る か ら で あ る . 


赤 緑 色 神 異常 

色盲 と 色弱 を 総称 し て , 赤 緑 色 神 異常 と いい , 色盲 
と 色弱 と に は っ きり 区 別 す る こと が 困難 な 場合 が 多 
い . 臨床 的 に は , 色盲 と 色弱 の 中 間 位 の 異常 , 色弱 と 
正常 の 移行 程度 の 異常 が あり , 従来 の よう に , 第 1 色 
BGs), 第 1 色弱 (赤色 弱 ), 第 2 色盲 (緑色 盲 ), 
第 2 色弱 (緑色 弱 ) に 分 類する の は あま り に も 人 為 的 
過ぎ る 感 が ある . 

赤 緑 色 神 異常 の 遺伝 子 座位 に つい て , 従来 は 1 座位 
説 と 2 座位 説 と が あり , 後者 の 方 が 有力 視 さ きれ て い 
た . 1 座位 説 と は 第 1 色盲 , 第 1 色弱 , 第 2 色盲 , 第 
2 色弱 お よび 正常 の 五 つ の 対立 遺伝 子 が 同じ 一 つの 座 
位 に 位置 する と いう 説 で ある . これ に 反し , 2 座位 説 
は 第 1 色盲 , 第 1 色弱 お よび 正常 の 三 つ の 対立 遺伝 子 
が 一 つの 座位 を 占め , 第 2 色盲 , 第 2 色弱 お よび それ 
に 対応 する 正常 の 三 つ の 対立 遺伝 子 が 別 の 座位 を 占め 
る と いう 説 で ある . し か し , 実際 上 は 特殊 な 家系 例 に 
つい て は 両 説 と も 不備 な 点 が あり , 最近 , 小林 守 , 小 
野 記 彦 ら は 従来 の 古典 的 1 座位 , 2 座位 説 の 代り に , 
最近 の 遺伝 子 の 概念 に 基づい て 新 1 座位 説 (Die Neo- 
Ein-Lokus Theorie) を 提唱 し て いる . この 仮説 に 従 
うら と, AS, 色弱 , 正常 の 3 者 間 の 移行 型 , 交叉 現象 
(Crossing over) を 起こ し た 家系 , お よび 父親 が 色覚 
正常 で あり な が ら , 娘 が 色 神 異常 と いう 特殊 な 家系 に 
つい て も 説明 が 可能 に な る . 遺伝 子 の 座位 に つい て 
は , 以上 の ょ うに 未 決定 の 状態 で ある が , RAHA 
常 を ひき 起こ す 遺 伝 子 が 伴 性 劣性 遺伝 子 で ある こと は 
まち が いない . wes, 最近 の 知見 に よる と , 双 染 色 体 
の 短 腕 (Short arm) に 色盲 遺伝 子 が 位置 し て いる よ 
Cao 
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先天 性 眼球 振 湯 症 

BF OR BSRICIN, 女子 の 相対 的 頻度 が 少な 
い . 伴 人 性 劣性 遺伝 が 主 と さ れ て いる が , 常 染色 体 性 の 
優性 お よび 劣性 遺伝 も る 否定 で きず , 果たし て 遺伝 学 上 
_ 単 一 な 疾患 で ある か 否 か は 問題 で ある . 


遺伝 病 お よび 先天 性 疾患 の 対策 

遺伝 病 を 減ら す 対策 と し て は , 第 1 に 血族 結婚 を な 
る べく 避け る こと で ある . 既 述 し た よう に , 劣性 遺伝 
病 で ある 網膜 色素 変性 , 全身 白子 , 和牛 眼 な ど で は 特に 
血族 結婚 に よる こども に 多い の で , 病気 を ひき 起こ す 
遺伝 子 が , ホモ に な ら ぬ よう に 血族 結婚 を 避け な けれ 
ば な ら た ない. 

第 2 に モー ュ 症 (ダウ ン 症 候 群 ) の 発生 は , 母親 の 
年 齢 と 相関 か あり , 特に 40 歳 を 過ぎ た 高 年 妊婦 か ら 
の 出産 に 多い 傾向 が ある の で , 出産 は 30 歳 代 まで が 
HAYS LU. 

第 3 に 先天 性 疾患 は , 妊娠 中 の 種々 な 楽 剤 授与 , ウ 
AAR, UY br VIR, 栄養 不良 な ど で も ひき 
起こ され る の で , 妊娠 の 可能 性 ある 婦人 は 常に 楽 の 使 
用 な ど に 注意 し , 産婦 人 科 に 限ら ず , 医療 を 受け る 際 





に は 必 ら すず 妊娠 何 カ 月 目 で ある か を 申出 る こと が た い 
せつ で ある . こと に 妊娠 初期 (1 3 ヵ月 どろ ) に 催 
奇形 要因 が 働き や すい の で , 妊娠 し た か どう か が は っ 
きり し な い 時 期 か ら , 以上 の こと を 念頭 に お く 必 要 が 
ある . 

第 4 に 努め て 遺伝 学 的 な 知識 を 身 に つけ る こと が 明 
まし い . た と えば , 父親 が 色盲 で あっ て も る, 母親 が 全 
く 正常 な 場合 は , むす こ は 全 員 必 ず 正常 に な り , 娘 は 
全員 必ず 保 因 者 に な っ て , その 娘 の 次 の 代 の 男子 が 約 
半数 色盲 に な る . 

これ は 赤 緑 色 神 異常 を ひき 起こ す 遺 伝 子 が , PF 
件 遺伝子 で ある と と か ら , も し , 遺伝 学 的 な 常識 さえ 
あれ ば 容易 に 予想 で きる の で ある . 

第 5 に 遺伝 性 眼病 の な か に は , 早期 発見 , 早期 治療 
に より , 視力 障害 を 軽減 で きる 疾患 が 少な く な い の 
で , 目 の 異 常に 気づき 次 第 , 眼科 医 の 診療 を 受け る こ 
と か 必要 で ある . 

その 他 , 母親 が 梅毒 , 糖尿 病 な ど に BB し て いる 
と , こども に 全身 的 お よび 目 の 先 天 異 常 が 発生 し や す 
い の で , 結婚 前 に 治療 する こと が 望ま し い . 

(小林 SF) 
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近 時 , 中 途 失 明 者 の 中 に 産業 従事 中 お よび 交通 事故 
に よる 視力 障害 者 が 次 第 に 増加 の 傾向 に ある . これ ら 
は , 刺傷 , 裂傷 , 異物 飛 入 , TH, BR, 衝撃 に よる 
も の , 楽 傷 , 火傷 , 汚染 な ど に よる も の が 多い . し か 
b, それ ら は 視力 障害 だ け で な く , 他 の 身体 部 分 の 傷 
病 を 伴 2 場合 が ほとん ど で あ り , 災害 を 受け た 場合 は 
一 刻 も 早く 全身 的 な 治療 手当 と と も に 眼 疾患 手当 を 受 
ける 必要 が ある . 

これ を 未然 に 防ぐ た め に は , 設備 の 改善 , 安全 装 
軒 , 環境 衛生 の 厳密 な 規制 , 取 締り, 監督 , 指導 な ど 


行政 措置 の 強化 , 作業 者 の 教育 , 訓練 , 労働 強化 の 回 


HH, その 他 公 害 防 止 の 徹底 な ど あ ら ゆ る 対策 が 急速 に 
BENS. 


頭 部 お よび 顔面 の 外傷 


脳 損傷 
いわ ゆる 頭 部 外傷 に よっ て 起こ る 脳 質 の 損傷 で あっ 


て , 視 中 枢 や 視 路 が 傷害 され る と, 視力 障害 や 視野 の 
欠損 が み ら れ る . 後頭 部 を 強打 し た 場合 に は , 大 脳 の 
後頭 葉 が 損傷 され る こと が 多い . 後頭 葉 皮質 に は 視 中 
枢 が ある の で , この 部 の 損傷 で は , 主として 両 眼 視野 
の 部 分 的 な 欠損 が 現われ る . 脳 の 強い 挫滅 に よる も の 
は 回 復 の 見 込み は な い が , 骨折 し た 和 骨 片 に よる 圧迫 の 
場合 に は , 骨 片 を 除去 し て , いわ ゆる 頭蓋 形成 術 を 行 
な えば 回 復 す る こと も ある . また , 外傷 後 の 視野 欠損 
に 対し , 向 精神 楽 と 呼ば れる 楽 剤 を 投与 すれ ば , 好 結 
果 を みる と いう 報告 も ある . 

視 路 の 損傷 は 主として 出血 に よる も の と 考え られ る 
が , ARMPOF EMBO, 中 心 視力 の 低下 する こと 
が ある . この 傷害 の 大 部 分 は , 現在 の 医学 の 力 で は 治 
療 不能 な こ と が 多く , 回 復 の 見 込み は な いよ う で あ 
る . 脳神経 外科 が 独立 し て か ら ま だ 日 が 浅く , 頭 の 外 
傷 に 対す る 治療 の 進歩 は まだ 遅 え た る も の で , 視 路 や 
視 中 枢 の 問題 も 今後 に 残さ れ た 大 き な 研 究 課 題 で あ 
る . 
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視神経 損傷 

頭 部 に 対す る 強い 衝撃 に よっ て , 両側 の 視神経 が 同 
時 に 傷害 され る こと は , きわ め て まれ な こと で は ある 
が , 絶 無 で は な い . 脳 質 の 移動 に よる 視神経 の 伸展 断 
裂 が 起こ る と いう 報告 が か ある が , まれ な よう で ある . 
逆 に 後方 か ら 脳 質 が 前 進 し て , 両側 の 視神経 を 骨 に 圧 
迫 し て 傷害 する こ と も 考え られ , 事実 , 外傷 後に 両 耳 
側 半 盲 に な っ た 患者 が ある . これ ら の 症状 は 現在 適切 
な 治療 法 が な く , 手術 的 に 開頭 し て も 無効 で ある こと 
が 多い . その 正確 な 受傷 機転 や 治療 法 は 今後 の 問題 と 
考え られ る . 


視神経 管 骨 折 

以上 述べ た 両側 の 視力 障害 を きた す 例 は きわ め て 少 
な く , 多く の 場合 は , 片 眼 の 失明 ある い は 視力 減退 を 
きた す よ うう で ある . こと に 前 額 部 側 方 , すなわち も 眉毛 
部 外 方 に 前 方 か ら 強 い 衝撃 が 加わ っ た と き は , その 部 
に 朋 折 を きた す 場 合 も ある が , 多く は 局所 に 骨折 を 起 
こさ ず , 奥深 い 視 神経 が 損傷 され る . この よう な 場合 
の 傷害 は , 視神経 の 通る 視神経 管 に 有朋 折 を きた し た た 
め と 思わ れる . 唐 毛 部 外 方 に 衝撃 を 受け た BAO 90 
パー セン ト 以 上 に 視神経 管 の 骨折 が 認め られ る . し た 
が っ て , 視神経 管 骨折 の 診断 に は , 第 1 に 顔面 眉毛 部 
外 方 の 傷 が あげ られ る . 第 2 に は 同 側 の 目 の 直 接 光 線 
反応 の 消失 ある い は 減弱 が あげ られ る . 一 般 的 に いっ 
て , 視神経 管 の 骨折 を きた す よ うな 場合 に は , 脳 質 に 
対す る 損傷 は 軽い こと が 多く , 受傷 後 の 意 識 障害 も 軽 
く , その 持続 $ 数 分 間 か ら 数 十分 間 の こ と が 多い 。 し 
た が っ て , 上 記 の 2 症状 は 救急 の 場合 に も 落着 いて 検 
査 す れ ば 簡単 に 発見 で きる . 生命 の 危険 が 少な い 本 症 
の 患者 の 多く は , 頭 部 外傷 の 名 の も と に , いた ずら に 
安静 療法 を 命じ し られ て いる こ と が 多く , 永遠 に 視力 を 
失う こと が 多い . 文 線 で 視神経 管 に 骨折 を 認め た 場合 
に ゃ , 視神経 損傷 に は いろ いろ な 要素 が 考え られ る 
が , 現在 の 医学 で は , その 治療 法 の 第 1 は 神経 に 対す 
る 圧迫 を 除く こと で ある . 手術 時 に 視神経 管 の 管長 を 
除去 し て , 視神経 の 圧迫 を 除く 方法 に は , 開頭 し て 行 
な 2 う 方 法 や 鼻腔 内 か ら 億 骨 洞 を 経て 行なう 方 法 が あ 
る . し か し , 最も 簡単 で 効果 的 な 方 法 は , 佐藤 遂に よ 
り 考 えら れ た 鼻 外 か ら の 経 館 骨 洞 法 で ある . CORE 
は 内 眼 角 部 の 皮膚 を 切開 し , 鼻 前 頭 管 , Mae HT 
視神経 管 に 達し , 主として その 内 側壁 お よび 内 下 側壁 
を 除去 する も の で あり , 術 野 に 明確 に 視神経 を 見 得る 
し , 注意 し て 行 な を ん ば , 視神経 を 手術 に より 損傷 する 


こと は な く , 成績 も 比較 的 良好 で ある . 受傷 後 , 視力 
が で ゼ ら の 場合 で も , 1 週間 以内 に 手術 を 行なえ ん ば, あ 
る 程度 視力 を 回 復 す る こと も あり , 早期 診断 を 確実 に 
行なう と と も に 早期 治療 の 必要 な こと を 示 し て いる . 


RSS Str “ 
顔面 側 方 や 類 部 を 強打 し た 場合 に , 眼球 に は 全く 傷 
害 を 与え ず に , 眼 客 を 構成 する 骨 (前 頭骨 , Be, 上 
顎骨 , fia, GIR) に 骨折 を みる こと が 多い . この 
場合 は , 視力 障害 を 起こ すこ と は な い が , 眼 竹内 容積 
が 拡大 する こと な どの 原因 で , 眼球 の 陥 凹 が 起こ り , 
下 壁 に 骨折 を 起こ し た 場合 に は , 眼球 の 下垂 , 下 転 を 
伴っ て くる . その 結果 , 相対 的 な 眼球 運動 障害 を 起こ 
し て , 複雑 な 複 視 を 訴え て くる . 診断 に は 顔面 の 種々 
な 方 向 か ら の 双 線 撮影 が 必要 で あり , こと に 立体 撮影 
や 断層 撮影 を 必要 と する こと が 多い . 治療 法 は 身体 他 
部 の 骨折 と 同様 , 早期 に 整復 する こと が た いせ つ で あ 
る . 遅く と も 2 週間 以内 に 行なえ ん ば , ほとん と ど 完 全 に 
整復 で きる よう で ある . 
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傷 が 眼 須 だ け に と ど ま っ て , 眼球 に 及ば な い 場 合 に 
は , 直接 視力 障害 を きた すこ と は な い が , 刺傷 の 場合 
に は 眼球 に も 傷害 が 及 ん で いる こと が 多い . Ek, 複 
雑 な 裂傷 で は , 眼 須 の 変形 や 欠損 を きた し , RRO 
鎖 不全 すなわち 兎 眼 症 を 起こ す . PRISER IC LST 
眼球 表面 を 涙 液 で うる お す 作 用 を 行なっ て いる か ら , 
一 部 の 閉鎖 不全 が 残っ て も , 適当 な 処置 を 講じ し な けれ 
ば , や が て は 角膜 の 障害 を きた し て , 視力 障害 を 起こ 


- し て くる . し た が っ て , 眼 腺 損 傷 の 場合 に は , 一 般 的 


な 創傷 の 処置 を 行なう こと は も ちろ ん で ある が ., BR 
の 変形 や 欠損 を 残さ な いよ う , 初期 か ら 十 分 に 注意 す 
る こと が た いせ つ で ある . 不幸 に UC RARER HTL 
た 場合 に は , 刺激 が 少な い サ ルフ ァ 剤 な どの 点眼 を 疾 
回 に 行なう と と も に 夜間 就寝 時 に は 必ず 有 眼 軟 褒 を 塗 入 
Lt, 角膜 の 乾燥 を 防 が ね ば な ら な い . この よう な 処 
置 を 続け る 一 方 , で きる だ け 早 く BRE MINS Aico 
て , 兎 眼 症 の 治療 を 行 な 2 必要 が ある . 


ERR OSE fads K UK 
酸 ,。 TAY OA x AARC LO BAKT, 
眼 須 組 織 が 溶け て 欠損 を みる こと が 多い . Ek, Meet 
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し た 金属 寺 に よる 火傷 で も , 同様 に 眼 須 組織 の 脱落 が 
み ら れ , 上 述 の 更 眼 症 を 呈す る こと が 多い . し た が っ 
て , 損傷 が 眼 須 だ け に と ど ま る と き は , 上 述 の よう に 
主として 兎 眼 症 の 予防 と その 治療 を 行なう こと こと に な 
る . LBL, 楽 傷 や 火傷 は 多く の 場合 , 眼球 に も 同時 に 
傷害 を 及ぼ し て いる も の で あり , 特に 有 眼球 下方 , す な 
わ ち 角膜 の 下 半 か ら 下 方 の 結膜 散 に 大 き な 傷 害 を きた 
し て いる よう で ある . 角膜 の 傷害 に つい て は , 眼球 損 
傷 の 項 で 詳 述 する が , 結膜 栓 が 傷害 され た 場合 に は , 
当然 の こと な が ら 有 眼球 と 眼 須 が 癒着 する , いわ ゆる 
孤 球 疹 着 の 状態 が 起こ りや すい . 結膜 面 だ け で な く , 
眼 須 が 角膜 下 半 に 疹 着 す る こと も あり , 本 症 の 発現 は 
著しく 視力 を 障害 する . 楽 傷 お よび 火傷 に 際 し て は , 
兎 眼 症 に 対す る 予防 より は , © ORES OM ILD 
も 重要 な 課題 に な る . 治療 法 と し て は , 感染 防止 を 行 
な うこ と は も ちろ ん で ある が , 損傷 を 受け た 面 を 清 八 
に し て , FAD 製剤 を 頻 回 に 点眼 する と 効果 的 で あ 
る . 疹 着 の 起こ る こと を 防ぐ 意味 で , 毎日 入念 に 創 面 
を 検査 し , 小さ い 癒 着 を 認め た 場合 に は , 必ず これ を 
は が し て FAD 製剤 の 眼 軟 誰 を 塗 入 し , 創 面 に 上 皮 
が 形成 され る まで 続け る こと で ある . WHERE HE 
着 が 生じ る と, 創 面 の 上 皮 形 成 は きわ め て 不良 と な 
り , 燃 部 ある い は 口 居 粘膜 を 移植 する 必要 の 生じ る こ 
と が 多い . この よう に 結膜 の 創 面 に 強い 療 痕 を 作ら な 
いよ うに 処置 する こと は , 角膜 に 対す る 栄養 の 面 で も 
きわ め て た いせ つた な こ と で あっ て , 角膜 も 強く 傷害 さ 
れ , の ち に 角膜 移植 術 な ど を 行なう 場合 に も , 透明 治 
癒 を 望め る か 否 か は , 角膜 周囲 の 結膜 の 性 状 の 関与 す 
る 面 が 少な く な いよ う で ある . 


眼球 の 損傷 


華 膜 お よび 角膜 の 損傷 

[裂傷 お よび 刺傷 ] 倒 膜 お よび 角膜 は 眼球 の 形状 を 保 
持 す る 役割 を 果たし て お り , Etc, 角膜 は 眼球 と いう 
光学 系 の 前 玉 の 役割 を も っ て いる . し た が っ て , この 
外 膜 の 損傷 は 眼球 内 容 の 傷害 を 伴い , 内 容 の 脱出 を み 
る こと が 多い . 角膜 の 場合 に は , 内 容 の 脱出 は 虹彩 だ 
け の こと が 多い が , BAKES, 外力 が 強い 場合 に 
は , 水 音 体 や 硝子 体 が 脱出 する こと も ある . LAL, 
一 般 的 に 裂 ・ 刺 傷 だ け で 眼球 姜 縮 を みる こと は あま り 
多く な い . これ に 反し, BROG CLEA Pipe 
の 脱出 損傷 を 伴 2 こと が 多く , 眼球 姜 縮 を きた す 頻 度 
は は る か に 多い . 毛 様 体 な ど が 広く 挫滅 され た 場合 に 





は , 現在 の 医学 で は 眼球 の 凌 縮 を 防止 する こと は で き 
ず , 止血 剤 の 大 量 投与 と 2 次 感染 の 防止 に 努め る 以外 
は な い . 内 部 の 傷害 が 少な く , 創 面 を 縫合 し た 場合 に 
%, (RR ORCA DHT hit, 眼球 の 各 組 織 は 破 壇 さ 
れ , た と え ぇ 感染 症 を 治癒 する こと が で き て も , 眼球 は 
次 第 に 姜 縮 に 陥る か , 残さ れ た 療 痕 組織 の た め に , 光 
学 的 に 使用 不能 な 状態 に な る . 小さ い 角 膜 の 傷 に 化 肛 
菌 の 感染 が 起こ り , いわ ゆる 負 行 性 角膜 潰瘍 に な っ 
て , ほとん ど と 失明 の 状態 に な っ た り , S bIC{ LIB ASE 
行 し て , 全 有 眼球 炎 に な り 矢 明 す る 例 が , 種々 の 抗生 物 
質 の 使用 され て いる 今日 で も み ら れ る こと は , 初期 の 
創傷 の 処置 と 治療 か いか に た いせ つ で ある か を 物語 っ 
て いる . 不幸 に し て , (CIR ORR RSD た 場合 に 
は , すみ や か に 大 量 の 抗生 物質 を 使用 し て 治療 すべ き 
で あっ て , 抗菌 スペ クト ル の 広い いろ いろ な 薬剤 を 使 
用 すれ ば , ある 程度 この 目的 を 達する こと が で きる よ 
う で ある . | 

[ 楽 物 に よる 腐 触 〕 酸 は た ん 自 と 合 し て 凝固 し や す 
く , 組織 の 深部 に は 浸透 し な いとい われ て いる が , 角 
膜 は 厚 さ が 約 1 ミ リ メ ー ト ル の 薄い 膜 で ある か ら , 大 
量 の 酸 が 作用 し た 場合 に は , ほとん ど 角 膜 全 層 が 融解 
する こと も ゃ ある. 初期 に 大 量 の 水 で 洗浄 する こと は 常 
識 的 な 処置 で ある が , 凝固 し 壊死 し た 組織 を 除去 する 
と と も に , 感染 を 防止 し な が ら 早 急 に 上 皮 の 再生 を 図 
り , COR, 組織 の 癒 着 の 予防 に 十分 注意 すべ き で あ 
2. | 

アル カリ は 酸 の よう に た ん 自 と と も に 凝固 せ ず , 次 
第 に 組織 の 中 に 浸透 する た め , 角膜 や 結膜 の 表面 に 付 
着 し た 場合 で も , 少量 は か な りな 深部 の 組織 に まで 作 
用 を 及ぼ す よ うう で ある . 角膜 は 混濁 し て 残存 し て いる 
場合 で も , 前 房 水 は か な り 早 期 に その 性 状 を 変化 し , 
眼 内 に 強い 刺激 症状 を 星 し て くる . し た が っ て , 壊死 
組織 の 除去 は 酸 の 場合 に 比べ より 重要 な 意味 を も っ て 
お り , 眼 内 に 浸透 する 楽 剤 を 排出 する た め に , 早期 に 
Bie ba CBee 7 て 10 日 間 続 け て 行 な 2 必要 が あ 
る . 角膜 に 生じ る 療 痕 性 の 混濁 は , 薬物 が 広く 作用 し 
た 場合 に は 完全 に 防止 する こと は 不可 能 で ある . し か 
し , この 混濁 は , 角膜 移植 術 を 行なう こと に よっ て 将 
来 除去 で きる か ら , あま り 神 経 質 に 考え る こと は な 
Vs. それ より は 了 眼 内 に 作用 が 進ん で 眼球 組織 を 広く 破 
壊し た り , 結膜 と 疹 着 を 生じ た りす る と , 将来 角膜 移 
植 術 を 行ない が た い 状 態 に な る こと が 多い . し た が っ 
て , 治療 の 原則 は 生じ た 療 誠 は や なむ を えな いと し て 
も , 傷害 を で きる だ け 狭 い 範囲 に と ど め る よう に し , 
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将来 , 視力 回 復 の 手術 が 行ない 得る よう に する こと で 
ある . 

CK) WCLAKEADEWA, BIKES BRO 
FRAC XL OPRRR CARR EBSENZCEMRSV. 角膜 
PEAS PHAORER, CSCBRICeTAZC ELS 
る . 創 面 は 凝固 壊死 組織 で S お われ て いる か ら , ES 
を 受け た 範囲 の 確認 は 比較 的 容易 で ある . た だ , 火傷 
に よる 場合 は , ODORS, 上 度 形 成 が 遅 
く 癒着 を 起こ し や すい の で , 受傷 後 の 処置 に は 上 述 の 
諸点 に 特に 注意 する 必要 が ある . 


水晶 体 の 損傷 

[外傷 性 自 内 障 〕 水晶 体 の 混濁 し た 状態 を いう が , 
一 般 的 に 水 曲 体 は 周囲 を 粗 と 呼ば れる 薄い 彼 膜 で 包ま 
れ て いる . この 被膜 が 破れ る と , 外部 の 水 様 液 が 浸入 
し て 膨 化し 混濁 する . し た が っ て , 外傷 に よる 碧 内 障 
は この 水 品 体 持 の 破れ る よう な 傷害 を 受け た と き に 起 
こる . 愉 膜 お よび 角膜 の 裂傷 や 刺傷 の 場合 に 発生 する 
こと が 多い が , 眼球 内 に 飛 入 し た 異物 に よっ て も よく 
起こ る . 

水晶体 は 白く 混濁 し , 視力 は 強く 障害 され る . AA 
障 だ け で あれ ば , 手術 的 に 水 卓 体 を 摘出 し て 視力 の 回 
復 を 望む こと は , 現在 の 医学 で は 比較 的 容易 な こと で 
HD. し か し , 外傷 に よる 場合 に は , 眼球 被膜 す な わ 
ち 貢 膜 や 角膜 の 損傷 は 必 舌 で あり , その ほか に 虹彩 や 
毛 様 体 な どの 衛 第 膜 の 傷害 を 伴 2 うこ と が 多い か ら , 受 
傷 後 の 処置 が たい せつ で ある . すなわち , 白内障 の 摘 
出 手術 が 行なえ る よう , 化 肛 防 止 や 止血 に 注意 する と 
と も に と , 眼球 組織 を で きる か ぎり 保存 する よう 十分 な 
注意 が 必要 で ある . 外傷 性 自 内 障 の 手術 は , 外傷 に ょ 
る 有 眼 内 の 刺激 症状 や 炎症 症状 が 消失 し て か ら 行 な っ た 
方 が 経過 も よく , 予後 も よい が , 水 品 体 倫 が 破れ て い 
る た め , 水 唱 体 は 混濁 と と も に 膨 化 し て 前 房 に 流れ 出 
し , と き に は 緑内障 の 発作 を 起こ すこ と が ある . し た 
が っ て , 上 述 の 処置 と と も に , 常に 眼 圧 に 注意 する こ 
と が た いせ つ で あっ て , も し 眼 圧 上 昇 の 徴候 が みみ られ 
た ら , 直ちに 摘出 手術 を 行なう べき で ある . 

[ 水 曲 体 脱臼 〕] 眼球 被膜 の 裂 ・ 刺 傷 時 に も と き と し 
て 認め られ る が , 多く は 鈍器 に よる 打撲 に よっ て 起こ 
る . 水 間 体 は 毛 様 体 か ら 水 曲 体 小 帯 (チン 氏 帯 ) に ょ 
っ て 保持 され て いる か ら , 外力 に よっ て その 一 部 ある 
い は 大 部 分 が 断裂 すれ ば , 正しい 位置 を 保 て な く な 
る . 部 分 的 な チン 氏 帯 の 断裂 で は , Keb LC 
いな い 方 向 に 引か れ , いわ ゆる 亜 脱 衝 が 起こ る . 部 分 


的 な 脱 昨 で あっ て も , 水 唱 体 の 機能 は 著しく 障害 さ 
れ , 視力 の 低下 が み ら れ る . HE, この 部 分 的 脱臼 に 
対す る 適切 な 治療 法 は な く , 視力 障害 が 強い 場合 に 
は , 水 品 体 を 摘出 する こと も ある . と き に は チン 氏 帯 
の 断 列 と と も に 水 品 体 振 に も 損傷 が 加わ っ て , 白内障 
を 起こ すこ と も ある . 全 周 に わた っ て チン 氏 帯 が 切れ 
た 場合 に は , 水 唱 体 は 支持 組織 を 矢 2 ため, 後方 の 硝 
子 体内 に 脱落 する か , 前 房 に 脱出 する こと に な る . 硝 
子 体内 に 脱落 し た 場合 に は , その まま 無 症状 で 経過 す 
る こと も ある が , 前 房 内 に 脱出 し た 場合 に は 緑内障 の 
発作 を 起こ すこ と が 多い . いずれ の 場合 に し ろ , 脱出 
し た 水 韻 体 の 機能 は 完全 に 和 失わ れ て し ま う . 完全 に 脱 
曰 し た 場合 に は , 硝子 体 脱出 を 伴う こと が 多く , 一 般 
的 に 緑内障 発作 を 起こ し や すい も の で ある . し た が っ 
て , 眼 圧 上 昇 に 対す る 注意 が 特に た いせ つ で ある . 前 
房 内 脱出 の 場合 に は , 早期 に 水 品 体 の 摘出 術 を 行なう 
べき で ある と 考え られ る . 


AmROBE 

CI) 角膜 の 裂 ・ 刺 傷 に 際 し て 最も よく み ら 
れる 合併 症 で ある . 多く は 出血 を 伴い , soot 
塊 と 同様 な 黒色 を 呈し て 脱出 し て いる か ら , 両者 の 区 
別 は 困難 な こと が 多い . し た が っ て , 創 面 を 拭 清 する 
場合 に は , よほど 注意 し な いと , 凝 血 塊 を ふき と る つ 
も り が 虹彩 を ひき 出す こと に な る . 虹彩 は きわ め て も 
ろ い 組織 で ある か ら , 小さ い 創 口 か ら 引 き 出 し て も , 
わずか な 外力 で 全部 脱出 し て し まう . 虹彩 の 脱出 は 眼 
球 に 対す る 傷害 を 大 きく する だ け で は な く , 出血 を 増 
し , 毛 様 体 の 障害 を きた し て 有 眼球 姜 縮 こ な っ た り , あ 
る い は 逆 に 前 房 隅 角 を 閉 鎖 し て 緑内障 を 起こ し た り , 
予後 を 不良 に する こと が 多い . 

脱出 し た 部 分 が 少な い 場合 に は , 角膜 の 創 面 か ら 内 
部 に 落し 込ん で 縫合 する と と も 可能 で あり , 受傷 後 短 
時 間 に 処 置 し た 場合 に は , 前 癒着 な どの 不愉快 な 併発 
症 を 残さ ず 治 療 す る こと も ある . し か し , 大 部 分 の 症 
例 で は , 脱出 し た 虹彩 は 量 も 多く , 汚染 され て いる こ 
と が 考え られ る の で , 創 面 で 切断 , 除去 する こと が 多 
い . 創 面 へ の 疹 着 を 防止 する こと と も きわ め て 困難 で , 
虹彩 欠損 と 前 癒着 を 残す こ と が 多い . 

虹彩 脱出 を みる と き は , HICH CRBR A eV 
な 治療 上 の 要点 に な る . し た が っ て , 全身 的 に も 安静 
を 守ら せ , 初期 か ら 大 量 の 止血 剤 と 抗生 物質 を 投与 す 
る べき で ある . これ ら と と も に 虹彩 の 刺激 を 緩和 する 
意味 で , 初期 か ら 全身 的 に 副腎 度 質 ホル モン 剤 の 投与 
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を 行なう と 好 結 果 が 得 ら れる よ 2 で ある . 

[出血 ] 虹彩 や 毛 様 体 は 非常 に 血管 の 多い 組織 で あ 
り , し か も 外力 に よっ て 傷害 を 受け や すい の で , 鈍器 
に よ ょ る 打撲 な ど で も よく 出血 を 起こ す . 出血 は 通常 , 
虹彩 や 毛 様 体 の 裂傷 に より 起こ る が , 一 時 的 に 止血 し 
て も 4 で て 6 日 の の ち に 再 出血 を みる こと が 多く , 大 量 
出血 の 場合 に は 吸収 され る こと な く , 凝 血 塊 は 組織 化 
し , 出血 だ け の 作用 で 眼球 の 鞭 縮 を きた すこ と も 多 
い . 

毛 様 体 か ら の 出血 は , 網膜 や 脈絡 膜 か ら の 出血 を 伴 
うこ と が 多い が , 後方 硝子 体内 に 出る こと が 多く , KH 
血 塊 は 完全 に 吸収 され る こと が な く , 網膜 上 に 白い 索 
状 に な っ て 残っ た り , 療 痕 を 形成 する こと が 多い . し 
た が っ て , 出血 の 量 は 化 騰 に 次 いで 視 機能 を 失う こと 
が 多い の で , 眼球 損傷 時 に は と に か く 軽視 され が ちな 
全身 的 な 安静 は , きわ め て た いせ つ な 冶 療法 と 考え ら 
que. 

[交感 性 眼 炎 〕 虹彩 や 毛 様 体 な どの 衛 菊 膜 が 損傷 , 
挫滅 され た 場合 , 約 1 ヵ月 後に 受傷 眼 に 炎症 が 再燃 す 
る と と も ゃ に, 健康 な 他 眼 に も 殴 菊 膜 炎 の 発症 を みる 原 
因 不 詳 の 疾患 釧 で ある . 音 は 虹彩 や 毛 様 体 が 強く 損傷 
され た 場合 に は , 他 眼 を 保護 する 目的 で , で きる 限り 
早期 に 受傷 眼 を 摘出 し た も の で ある . LL, 近年 は 
種々 な 抗生 物質 , 副腎 皮質 ホル モン 剤 の 使用 に よる た 
めか , 本 症 の 発症 を みる こと は きわ め て まれ に な っ 
た . し た が っ て , 眼球 の 大 部 分 が 強く 損傷 され , 一 見 
し て 眼球 を 保存 し て も ゃ 視力 保持 は 不可 能 と 考え られ る 
場合 に だ け , 眼球 を 摘出 する と いう 人 も 現われ て き て 
WS. さら に 進ん で , 交感 性 眼 炎 は ほとん ど 起 こる こ 
と が な いか ら , いか な る 外傷 眼 も 摘出 すべ き で は な い 
と する 意見 も 近年 ます ます 多く な っ て き て いる . 本 症 
の 本 態 は まだ 不明 で あっ て , その 正確 な 予防 法 な ど は 
今後 に 残さ れ た 問題 で ある が , 少な く と も , 初期 か ら 
局所 た な ら び に 全身 的 に 抗生 物質 を 投与 し , 損傷 が 強い 
場合 に は , 副腎 友 質 ホ ル モ ン 剤 を 併用 すれ ば , 発症 を 
みな いよ う で ある か ら , 眼球 摘出 は みだりに 行なう べ 
き で は な いと 考え られ る . これ は 一 つ に は , 眼球 摘出 
術 後 に 装用 する 義眼 に は , まだ 良好 な も の が な く , ま 
た , 眼球 摘出 術 後 の 眼 密 内 組織 姜 縮 の 問題 も まだ 不明 
の まま で ある 点 , 眼球 が 姜 縮 縮小 し て も その 上 に 1 重 
の 義眼 を 装用 させ た 方 が , より 具合 い が よ いこ と な ど 
も 考慮 すべ きこ と で あろ うら. 

[脈絡 膜 破裂 〕 眼球 の 前 方 か ら 鈍い 外力 が 作用 し た 
場合 , 外力 の 作用 が 眼球 内 容 を 介 し て 後方 に 及び , 眼 








球 後 極 付 近 の 脈絡 膜 の 裂傷 を みる こと が 多い . 眼球 の 
後方 中 心 部 に は , いわ ゆる 中 心 視力 を つか さ ど る 黄斑 
部 が あり , 神経 線維 の 集まる 乳頭 は 鼻 側 に ある . し た 
が っ て , PRBPERAD REO LX S D>, 黄斑 と 乳頭 
の 間 を 走る 場合 に は 中 心 視力 が 障害 され , 最も 強い 視 
力 障 害 に な る . これ に 反 し , 黄斑 より 耳 側 に 起こ る 場 
合 に は 視力 障害 は 軽い . 通常 , 硝子 体内 に 出血 を みた 
り , WHRMORMOKD, 前 房 に も 出血 を みる こと 
が 多く , 検眼 鏡 的 に 病状 を 確認 で きる の は , 受傷 後 数 
日 を 経 な けれ ば な ら ぬ こ と が 多い . し か し , あま り 大 
量 で な い 出 血 を 認め る だ け な の に , 異常 に 視力 が 障害 
され て いる 場合 に は , 受傷 直後 か ら 本 症 を 疑 2 べき で 
あっ て , 予後 の 判定 は 慎重 に すべ き で ある . 本 症 の 治 
療法 は 対症 的 に 安静 を 守ら せ , 止血 剤 を 投与 する だ け 
で , 断裂 し た 組織 に 対す る 療法 は 現在 の 医学 で は 行 な 
い 得 な い . 

[黄斑 裂孔 ] 脈絡 膜 破裂 と 同様 な 機転 で 起こ る が , 
より 弱い 外力 で 起こ る こと が 多い よ 2 う で ある . 黄斑 の 
中 心 に ほぼ 円 形 の 網膜 の 裂傷 が 生じ , その 大 き さ に 応 
じ て 中 心 に 暗 点 を 証明 する . し た が っ て , 視力 は 著 し 
く 障害 され る . 原因 と し て は , 外力 の ほか に 強い 光線 
を 凝視 し た 場合 に も 起こ る こと も あり , 近年 開発 され 
た レー ザー に よる 本 症 の 報告 も すでに 現われ て いる . 
裂孔 は 大 部 分 その まま の 形 で 残り , 周囲 に 障害 を 及ぼ 
さ な い が , と き に は この 裂孔 が 原因 に な っ て , 網膜 の 
剥離 を 起こ すこ と が ある . この 場合 に は , 裂孔 の 周囲 
を 凝固 法 に より 疹 着 さ せ 治 療 す る 必要 が ある . し か 
し , 剥離 を みな い 場 合 は その まま 放置 する . 

[網膜 剥離 ] 外力 に よっ て 直接 網膜 に 裂傷 を 生じ し る 
こと も ある が , 多く は 網膜 その も の に 裂傷 を 起こ し や 
すい 状態 が か あり, 頭 部 全体 の 衝撃 な ど で 裂 孔 が 生じ , 
網膜 の 剥離 を きた す よ 2 う で ある . し た が っ て , 外力 の 
作用 が 原因 と し て どの 程度 関 司 し て いる か 判断 に 苦し 
むこ と が 多く , 症状 も 一 般 の 特発 性 網膜 剥離 と 同様 で 
あり , 治療 も 全く 同様 に 行なわ れる . 


異物 外傷 


眼球 内 異物 

[前 房 内 異物 〕 角膜 を 容 電 し て 眼 内 に 飛 入 し た 異物 
が 小さ いか , 飛 入 テ ネル ギー が 小さ い 場 合 に は , 前 房 内 
に と ど ま る . し か し , 鉄片 な どの 場合 , この 部 位 に と 
Bee VRQ 多く は 人 硝 考 訂 法 ど で あ る 。 ぴん 
の 破裂 や 眼鏡 が 破れ た 場合 に , 小さ な ガラ ス 片 が 角膜 
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を 究 孔 し て 前 房 内 に は いる こと が 多い . 感染 を 起こ さ 
ず , 水 唱 体 を 損傷 し な い 場 合 に は , その まま 放置 し て 
も 無 症状 に 経過 する こと も 多い . と き に は 虹彩 を 刺激 
し て , 反復 性 に 虹彩 人 の 症状 を 呈す る こと が ある が , 
小さ い 異 物 を 摘出 すべ きか ど うか は , CORTEEKO 
出現 頻度 ある い は 強 さ き に よっ て 決定 すべ きこ と で あ 
る . ほとん と 無 症 状 の 異物 を 摘出 する た め に , か えっ 
て 眼球 に 大 き な 損 傷 を 与え , 著しく 視 機能 を 障害 する 
こと が ある か ら 注 意 す べき で ある . 

[水晶 体内 異物 ] 水 唱 体 に 刺 入 残 留 す る 異物 は 金属 
片 の こと が 多く , その 大 部 分 は 鉄 刻 で ある . Kin 
が 損傷 を 受け る か ら , 当然 外傷 性 白内障 を 生じ る . 受 
傷 直 後 で 白内障 が あま り 進 行 し な い 時 期 に は , Kan 
内 に 残留 する 異物 を 認め 得る こと と も ある が , 多く の 場 
合 は , 又 線 撮影 に よっ て その 位置 を 確認 する 以外 に 確 
実 な 診断 は 下 せ な い . 

汚染 され た 異物 に よる 感染 は , 大 部 分 初期 に 十分 な 
抗生 物質 を 使用 すれ ば 防止 で きる と 考え ん えら れる. 1 日 
ある い は 数 時 間 の 治療 の 遅れ で , 失明 する こと が 多い 
か ら , 初期 治療 は きわ め て た いせ つ で ある . 

異物 が 水 曲 体 に ある と き は , 白内障 摘出 手術 と 同時 
に , 鉄 刻 は マグ ネッ ト に より , 他 の 金属 は 氏子 な ど に 
よっ て 比較 的 簡単 に 摘出 可能 で あり , 視力 に 対す る 予 
後 は きわ め て 良好 で ある . 

[硝子 体内 お よび 網膜 内 異物 ] 大 部 分 は 鉄片 異物 で 
ある が , 他 の 非 磁性 金属 も み ら れ る . 眼球 内 異物 の 多 
く は , この 部 位 ま で 侵入 する ISIC, 暴 物 の 大 き さ も 
一 般 的 に 大 きく な り , エネ ルギー ゃ 大きく, さら に 岳 
出 の 困難 さ と 相まって 併発 症 が 起こ りや すく , 失明 の 
危険 が 大 きい . 

感染 に 対す る 処置 は 水 韻 体 や 前 房 内 異物 と 同様 で あ 
る が , 眼 内 に 出血 を 起こ すこ と が 多い か ら 止 血 に も 十 
分 注意 すべ き で ある . 

角膜 を 容 志 し て 飛 入 し た 場合 は , 診断 を 誤る こと は 
少な い が , 恒 膜 を 破っ て は いっ た 場合 に は , 詳細 に 検 
査 し な いと 異物 の 存在 を 見 の が すこ と が あり , (EAB 
よる 全 眼 球 炎 や 鉄 諸 に よる 有 眼球 鉄 症 を 起こ し て 失明 す 
る . し た が っ て , 異物 の 飛 入 する 可能 性 の ある 負傷 の 
場合 に は , 必ず XX 線 写真 に よっ て 検査 すべ き で ある . 
これ は 本 人 に $ も 受傷 時 の 状態 が よく わか ら ぬ こと が 多 


い の で , 特に た いせ つ な こ と で ある . 

併発 征 の 大 部 分 は 異物 が 網膜 を 損傷 する こと に よ 
り , ある い は 摘出 手術 に よる 網膜 の 療 浪 に より , 網膜 
の 剥離 を 起こ すこ と で ある . 通常 この 部 の 異物 は , B 
膜 を 切開 し て 摘出 され る こと と が 多い か ら , いろ いろ と 
併発 症 の 発生 に 注意 し て も , その 発症 を 完全 に 防止 で 
き な い よ 2 で ある . 異物 摘出 術 後 の 網膜 剥離 は 治 疹 率 
が 悪く , 50 パー セン ト 以 下 で ある . 


眠 高 内 異物 

空気 銃弾 な ど に よる 射 創 性 の 異物 が 最も 多い が , 作 
SOSH, 非 磁気 性 金属 , 木 店 な ども み ら れ る . 多 
< TER ERS EEICS AF SHC, 骨 上 に 残留 する が , = 
te SIL し て 頭蓋 内 に 飛 入 する こと も ある . 

眼球 に 対す る 症状 は , 視力 障害 と 眼球 運動 の 障害 で 
HS. 飛 入 の 経路 に よっ て , 眼球 を 動か す 外 眼 筋 を 直 
接 損傷 し た り , ある い は その 支配 神経 を 傷害 する こと 
が 多い よう で ある . また , 眼球 壁 に 衝撃 を 及ぼ し て 有 眼 
宮内 に と ど ま る と き は , 眼球 内 に 出血 を みた り , 脈絡 
膜 破裂 や 網膜 の 損傷 を 伴っ て , 視力 障害 を きた す . ま 
た , 異物 が 眼 客 先端 部 に 進ん で 直接 視神経 の 損傷 を き 


た すこ と が ある . この 場合 は 視神経 姜 縮 を 起こ し , 視 


力 の 著 し い 低下 か 和 失明 を きた すこ と が 多い . 

木 二 は 一 般 に 化 膜 を 起こ し や すい と され て いる の で 
摘出 する が , 空気 銃弾 な ど は 残し て お いて も 無害 の こ 
と が 多い の で , 無理 に 摘出 し な い 方 が 視 機能 保持 の 5 
え か ら よい よう で ある . 鉄 諾 も 一 般 に 大 きい も の が 多 
い が , 眼球 鉄 症 な ど を 起こ と すこ と と が な い の で , 放置 し 
て よい よう で ある . すなわち , REAARWCHT 4B 
法 は , 対症 的 に 眼球 に 及 ん だ 傷害 の 治療 を 行なう と と 
も に , 全般 的 な 症状 を よく 観察 し て , 摘出 する か , 放 
置 す る か を 決め る こと に な る . ( 深 道 義 商 ) 
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開眼 治療 と アイ バン ク 事 業 


開眼 治療 


開 眠 治療 の 目的 

開眼 治療 と は , 失明 し た 目 に ふた た び 視 力 を 与え る 
こと で ある . 広義 に は 有 眼科 治療 の ほとん ど が 開眼 治療 
(に つなが る も の で ある が , ここ で は , いっ た ん 和 失明 し 
た 目 が , 眼科 治療 (主として 手術 ) に よっ て 視力 を と 
り 戻 し た 場合 に 限っ て , 開眼 治療 と 呼ぶ こと に する . 
医学 の 進歩 に より, 一 部 の 病因 に よる 和 失明 者 は 人 徐々 
に 減少 し つつ ある と は いえ , わが 国 の 身体 障害 者 の 中 
で , 視覚 障害 者 が 占め る 比率 は 大 きい . し か し , その 
失明 原因 に は 大 き な 変化 が ある . 戦前 に 大 き な 比 率 を 
占め て いた トラ ュー マ に よる 失明 や , ビタ ミン A 欠 乏 
の 角膜 軟化 症 に よる 失明 は , 減少 の 一 途 を た どり つつ 
ある が , 一 方 , 緑内障 , ベー チェ ッ ト 病 に よる 和 失明 者 
は むし ろ 増 加 の 傾向 に あり , また , 頭 部 外傷 に よる 和 失 
明 も る あふ を て お り , どう に も な ら ぬ も の に は 先天 性 眼 疾 
dS. し た が っ て , 開眼 治療 も 矢 明 原 因 の 変遷 , 
眼科 治療 学 の 進歩 に より , 徐々 に 変わ る べき も の と い 
ara % 


開 眠 治 療 の 種類 

開眼 治療 の 大 部 分 は 手術 的 療法 で ある . 以下 その お 
も な も の に つい て 述べ る . | 

[ 自 内 障 手 術 ] 白内障 は 水 唱 体 が 混濁 し た た め に 起 
こる 視力 障害 で , 手術 は 混濁 し た 水晶 体 を 摘出 する こ 
と が 原則 で ある . 

白内障 に は 老人 性 白内障 , 先天 性 白内障 , 併発 性 白 
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図 1 白内障 宮 外 摘出 術 図 2 自 内 障 水 曲 体 開 内 摘出 術 





A, 外傷 性 白内障 , 糖尿 病 性 白内障 , 後発 白内障 な 
どの 多く の 種類 が あり , 手術 術 式 も その 種類 , 年 齢 , 
内 容 に よっ て 選ば れる . た と えば , 老人 性 白内障 に は 
主として 袋 外 摘出 術 か 対内 摘出 術 を 実施 し , 先天 性 白 
内 障 に は 主として 線 状 摘出 術 が 行なわ ち れ , と き に は 水 
卓 体 吸引 術 が 用 いら れる . 

Se MTL, 水 韻 体 の 槍 を 破り , 図 1 の よう に 核 
を 取出 す 方 法 で ある . この 手術 は 瞳孔 の 部 分 に 膜 が 残 
Died, の ち に 切 裂 術 を 行なう 場合 が 多い . 

この よう な 不利 が な いよ う , KAA BIC AEN 
まま 全体 を 取出 す 方 法 が 論 内 摘出 術 で ある . これ は 図 
2 の よう に ピン セッ ト で 水晶 体 を 取出 す 方 法 で , 代わ 
り に 吸引 器 を 用 いる こと も ある . 

近年 は 白内障 に は 誰 内 摘出 術 を 用 いる 傾向 が 強く な 
っ て いる . さら に , 冷凍 手術 が 多く 行なわ れ て きた . 

白内障 手術 は お お むね 視力 的 予後 は よく , BAKA 
内 障 で は , 手術 に より ほぼ 以前 の 視力 を 回 復 す る こと 
が で きる . し か し , 併 発 性 白内障 , 外傷 性 白内障 で は , 
あま り よ い 視 力 は 期待 で き な い . 

自 内 障 手 術 後 は 無水 品 体 眼 と な り , 強い 遠視 の 状態 
に な る の で , 手術 後 は 一 定期 間 を お いて , 必ず 凸 レ ン 
ズ 有 眼鏡 を 装用 し な けれ ば な ら な い . 近年 は ュ コンタクト 
レン ズ を 用 いる と と も し ば し ば み ら れ , まれ に 前 房 レ 
ンズ が 使用 され る . 

(ARPES i) 角膜 移植 手術 は 角膜 混濁 に よる 視 
力 障害 の ある 目 に 対し て 行 な ち われる. ただし, 角膜 以 
外 , た と えば 水 曲 体 , 硝子 体 , 網膜 , 視神経 な ど に 病 
変 の ある 場合 は , いか に 角膜 移植 手術 が 成功 し て も , 
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図 3 角膜 移植 の 分 類 図 4 BARA ORR 
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視力 を 取 戻 すこ と が で き な い . 

移植 に は 角膜 全部 を 取替え る 全角 膜 移植 と , 瞳孔 に 
当たる 角膜 だ け を 部 分 的 に 取替え る 部 分 角膜 移植 が あ 
る が , 現在 は 部 分 角膜 移植 が 主として 行なわ れ て い 
る . 
さら に , 図 3 の よう に に , 厚 さ 0.5 て 1 ミリ メー トル 
の 角膜 の 全 層 を 移植 する 方 法 と , 混濁 が 表面 に 限ら れ 
た 場合 に は , 表層 角膜 移植 法 の 二 つ に 分 けら れる . 
移植 され る 角膜 は 次 の よう に 分 けら れる . 


一 回 転移 植 
一 同 眼 角 膜 移植 一 | 
“Hoe 一変 位 移植 
ーー 生体 角膜 移植 
角膜 移植 | 一 同種 移植 一 | 死体 角膜 移植 
一 固定 角膜 移植 
一 異種 (動物 ) 角膜 移植 
一 人 工 角膜 移植 

新鮮 な 死体 の 角膜 が 十分 に 得 ら れ な いた め , 今日 で 
も 異種 角膜 移植 の 研究 が 真剣 に 続け られ て いる . し か 
し , 移植 と し て は 同種 角膜 移植 が 好 結 果 が 得 ら れる . 

角膜 移植 の 方 法 は , 角膜 提供 者 の 死体 か ら 眼 球 を 摘 
HL, 図 4 の よう 直径 5 て 7 ミリ メー トル の トレ パ 
ン で 角膜 を 円 形 に 切 取り , 患者 の 角膜 の 混濁 部 分 を 切 
取っ た あと に 移植 する の で ある . 

角膜 を 切 取る 方 法 と し て は , トレ パン 以外 に パン チ 
や 2 重 刀 を 用 いる と と ゃ も あ る. 移植 角膜 刻 を 手術 眼 に 
固定 する 方 法 に つい て は , 吉 く か ら 多 く の 人 に よっ て 
くる うさ れ て いる . た と えば , 直接 角膜 同士 を 8 ヵ所 
な いし 12 ヵ所 縫合 する 方 法 , BRCAL DU て 移植 
片 を また いで 押え る 橋 縫合 、 プ ラス チッ クキ ャ ッ プ で 
押え る 方 法 な ど が ある が , SWE £4, 直接 
縫合 が 安全 と され て いる . 

手術 の 方 法 が 進歩 し た 現在 , 最も 角膜 移植 の 難点 と 
され て いる の は , 手術 が 成功 し , 一 定期 間 角 膜 が 透明 
を 維持 し て いな が ら , 移植 角膜 庁 が 不意 に 混濁 を 起こ 
すこ と で ある . これ に は , 免疫 反応 に よる も の と , FR 
養 障害 に よる も の と が あり , 研究 の 余地 が 残さ れ て い 
る と され て いる . 

次 に 問題 に な る の は , 新鮮 で 健康 な 角膜 の 不足 で あ 
る . 角膜 は 通常 死後 242ー28 時 間 の も の を 用 いる の で , 
それ まで に 手術 希望 者 を 呼ぶ 必要 が あり , それ 以上 の 
時 間 を 経過 する と , た と え 冷 凍 保存 し て も 角膜 が 癒着 
Lt, 移植 角膜 刻 は 混濁 する こと が 多い . そこ で , 角 
膜 を 長 時 間 保存 する た め の 保存 液 の 研究 が 行なわ ち れ て 
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いる . 

[網膜 剥離 手術 〕 網膜 剥離 と は , 網膜 が 眼球 壁 か ら 
剥離 し , その すき ま に 硝 子 体液 が 浸入 し た 状態 で , # 
離し た 部 分 の 網膜 は 全く 視力 を 失う た め , 網膜 の 下部 
が 剥離 し て お れ ば 上 方 が 全く 見 えな く な り , 網膜 の 上 
部 が 剥離 すれ ば 下方 が 見 え ず , また , Milcko tH 
離 は 広がり や すく , と き に は 全 剥 離 に な り 全 く 和 失明 す 
る こと さえ ある . 

原因 は 直接 的 に は 網膜 に 裂 志 を 生じ , そこ か ら 硝 子 
体液 が 網膜 の 下 に 浸入 し た た め に 起こ る こと が 大 部 分 
で ある が , それ は 強度 近視 眼 に 起こ りや すく , 眼 部 打 
撲 , 頭 部 打撲 な ど が 誘因 に な る こと が 多い . と き に は 
網膜 , 脈絡 膜 の 疾患 に 合併 し て 起こ る こと も ある . 

手術 は 裂孔 を 閉 鎖 し , さら に 網膜 下 液 を 排出 し , 網 
膜 を 眼球 壁 に 復位 させ る こと に ある . その た め , ジア 
テル ミ 一 凝固 法 が 古く か ら 採 用 きれ て きた が , 近年 , 
さら に 積極 的 に 眼球 壁 と 網膜 と を 近づけ , 復位 を 容易 
(に する た め , 界 膜 短縮 術 , 赤道 部 絞 縛 法 な ど が 考え ら 
れ て きた うえ に , 黄斑 部 付近 の 裂孔 を 閉鎖 する た め , 
光 北 固 法 を 実施 する よう に な っ て きた . 

従来 は 手術 成績 も あま り よ く な く , また , 再発 例 も 
多かっ た 網膜 剥離 手術 も , この よう な 手術 法 の 進歩 に 
Lot, 最近 著しく 治癒 率 が 向上 し , 重要 な 開眼 手術 
と いわれ の よう の だ ラル 

[その 他 の 開眼 治療 〕 開眼 治療 と いう べき も の は , 
ほか に も ゃ 少な く な い . 緑内障 は 眼 内 圧 の 上 中 に よっ て 
視 機能 に 障害 が 起こ っ た も の で ある た め , 緑内障 手術 
は , 上 時 し た 有 眼 圧 を 降下 させ , 眼 圧 を ュ ン トロ ー ル す 
る こと が 目的 で ある . その た め , 低下 し た 視力 が 上 虹 
する こと も ある が , 積極 的 な 開眼 治療 と し て の 価値 は 
低い . し か し , 残存 視 機能 を 保存 する た め の 手 術 と し 
て は 高く 評価 され て いる . 

最近 , 交通 事故 の 増加 に 伴っ て , 頭 部 外傷 の 数 は 増 
加 す る 一 方 で ある . この 場合 , 頭蓋 内 血腫 な ど に よ 
り , 視力 は 急激 に 失わ れる の で , で きる だ け 早 期 に 開 
頭 手術 を 行なっ て , その 血腫 な どの 原因 を 取 除 か ね ば 
な ら な い . 開頭 手術 は , この ほか 神経 眼科 的 な 治療 と 
し て 行なう こと も ある . た と えば , レー ベル 氏 病 な ど 
の 場合 で ある . 

この ほか に 角膜 白斑 が 瞳孔 部 に ある と き , 人 工 的 に 
瞳孔 を 作る た め 行 な われ る 虹彩 切除 な ど , 眼科 治療 の 
な か に は 開眼 手術 が 多い . さら に , 手術 に よら ず 楽 物 
療法 に よる 開眼 治療 も , 抗生 物質 , 副腎 度 質 ホル モン 
な どの 出現 に よっ て 著しく 進歩 し た . 
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厳密 に は 開眼 治療 と いう より も , リハ ビリ テー ショ 
ン 医 学 の 領域 で ある が , 低 視 力 者 に 大 きく 役立つ も の 
と し て 弱視 レン ズ が ある . これ は 1 枚 な いし 数 枚 の レ 
ンズ の 組合 わせ に より 物体 を 拡大 し て みせ る も の で , 
5 倍 の 弱視 レン ズ を 用 いる と , 0.1 の 視力 の 目 で 0.5 
相当 の 小さ いも の まで 見 る こと が で きる . SHCA 
いる と と は で き な い が , 視力 0.02 ~ 0.04 以上 の 目 で 
さえ あれ ば 弱視 レン ズ の 恩恵 に 浴 す る こと が で きる . 
種類 と し て は , 卓上 型 , 手持 ち 型 , 眼鏡 型 が あり , イ 
ギリ ス の キー ラー 社 , ドイ ツ の ツァ イス 社 の レン ズ が か が 
有名 で ある . わが 国 で も 最近 , 日 本 光学 で 製作 され て 
いる . 


開眼 治療 の 問題 点 

以上 の よう に 視力 回 復 , 向上 の た め の 有 眼科 治療 は 進 
歩 の 一 途 を た どり つつ ある . その うえ , わが 国 で は 大 
部 分 の 者 が 社会 保険 , 国民 保険 に 加入 し て いる た め , 
開眼 治療 を 受け る 機会 は 第 2 次 大 戦前 に 比べ る と 著 し 
く 多 く な っ て いる . さら に 医療 扶助 , 育成 医療 の 制度 
も あり , 失明 者 が 視力 回 復 の 道 を 知ら な いで いる こと 
も 非常 に 少な く な っ た と 思わ れる . た と えい ば, 手術 に 
よっ て 容易 に 視力 を 与え られ る 正 内 障 で , 全く 医療 の 
恩恵 に 浴 し て いな い 者 は 都会 で は あま り 見 か け な く な 
aie. - 
この よう な 現状 に お いて は , 従来 通り の 社会 的 , 集 
団 的 な 開眼 検診 を 漫然と 実施 する より る, 低 所 得 者 層 
や 老人 ホー ム , 身体 障害 者 ( 児 ) 施設 , 健 地 な ど に お 
ける 開眼 検診 を 積極 的 に 実施 すべ き で あろ う . な お , 
弱視 レン ズ の 適応 者 の 検診 な ども 新しい 試み と し て 実 
施さ れ て いる . ( 湖 崎 克 ) 
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アイ バン ク 

アイ バンク (Eye bank) ぐ 有 眼球 銀行 は , ブラ ッ ド 
バン ク ぐ 血液 銀行 居 が 血液 を 保存 し て お く の と 同じ ょ よ 
う に , 眼球 を 保存 し て お き , 必要 に 応じ て それ を 供給 





する 事業 を 行 な 5 所 で ある . つま り , 生前 に 自分 の 眼 
球 を 寄贈 する 約束 を し た 人 (眼球 提供 登録 者 ) が 死亡 
し た 場合 , アイ バン ク で は , その 死体 か ら 有 眼球 を 摘出 
し , Gi CREL THRE, その アイ ベン ク に 加入 し て 
いる 病院 か ら の 申出 に よっ て 供給 する . 

[ 有 眼球 提供 者 の 登録 ] 死後 に 眼球 を 寄贈 し て も ら 25 
た め に は , まず , 生前 に 「 有 眼球 を 提供 する 」 と いう 申 
出 を し て も ら わ な けれ ば な ら な い . それ に と は 1 番 近い 
親族 の 同意 が 必要 と され て いる . アイ バン ク で は , こ 
の 申込 書 に 一 連 番 号 を つけ て 保存 し , 登録 書 を 本 人 に 
送る こと に な っ て いる . 

[眼球 の 摘出 ] 登録 者 が 死亡 し た 場合 は , 直ちに 親 
族 か ら ア イベ ンク へ 連絡 する . 死後 は 眼球 に 変化 が 及 
ば な いう ち に アイ バン ク か ら , 医師 が 急行 し て 摘出 す 
る . 摘出 し た あと に は 義眼 を 入れ て 外見 を 整え る . 現 
在 は 死後 10 時 間 前 後に 摘出 し て いる . 摘出 し た 眼球 は 
低温 で 保護 し な が ら ア イベ バン タク へ 運ぶ . 

[摘出 眼球 の 保存 〕 摘出 し た 眼球 は アイ バン ク で 保 
存 し な けれ ば な ら な い . 特殊 な 液 を 満た し た 容器 に 眼 
球 を 入れ て 低温 で 保存 する . この 温度 は それ ぞ れ アイ 
バン ク に より , また は 眼球 の 使用 目的 に よっ て 異な 
る . 保存 で きる 期間 も さま ざま で あり , 全 層 角膜 移植 
に 使用 する 場合 は 岳 出 後 24 時 間 ぐ らい し か 保存 で き 
な い が , 表層 角膜 移植 な どの 手術 に 使 BA, 眼球 
を 冷凍 すれ ば 半永久 的 に 保存 で きる . 

[摘出 眼球 の 配給 〕】 アイ バン ク で は , 眼球 を 入手 し 
た と き , あら か じ め 申 込み の あっ た 病院 に 入手 し た こ 
と を 連絡 し , その 眼球 を 配 培 し な けれ ば な ら な い . 7 
イベ バン ク と 同一 市 内 に その 病院 が ある 場合 は , 直ちに 
配 達 で きる が , も し 遠隔 地 の 場 合 は 航空 機 を 利用 し て 
で も すみ や か に 送ら な けれ ば な ら な い . 全 層 角膜 移植 
手術 に 使用 され る 眼球 は , あま り 時 間 が た っ て は 役 に 
た た な いか ら で あ る . 

[摘出 眼球 の 用 途 ] 最も 多い 用 途 は 代表 的 な 開眼 手 
術 で ある 角膜 移植 へ の 使用 で ある . 人 体 の 移植 手術 は 
Boe, 腎臓 , 心臓 , 骨 な ど 種 々 ある が , 最も 成功 率 の 
高い の が 角膜 移 西 で ある . この 手術 は 材料 と し て 人 眼 
以外 に 動物 眠 , ガラ ス , 合成 樹脂 を 移植 する こと も 試 
み ら れ て いる が , まだ 実験 段階 に あっ て , 現在 で は 人 
眼 角 膜 を 使用 せ ざ る を 得 な い . 角膜 移植 に は 全 層 を 移 
植 す る 方 法 と 表層 だ け を 移植 する 方 法 と の 二 つ が あ 
る . 前 者 は 提供 者 の 死後 か ら 手術 施行 まで の 時 間 が 約 
2 日 以内 に 限定 され て いる . 表層 角膜 移植 で は , 数 カ 
月 を 経た 冷凍 眼球 も 利用 で きる の で , この 点 に つい て 
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の 問題 は な い が , 被 手術 者 の 病状 に 制限 が ある . 

他 の 用 途 と し て は , 角膜 以外 に 硝子 体 , BRB 
する 手術 に 使用 され る . 硝 子 体 移植 は 外傷 と か 網膜 剥 
BED KDR TADKBCRALKL FCB S も の 
で あり , ZRAMBRAROFMCEbDNS. この 二 つ 
の 手術 は 角膜 移植 に 比べ て 頻度 も 重要 性 も 少な い . 


日 本 の アイ バン ク 

アイ バン ク は すべ て の 国 に ある わけ で は な い . アメ 
リカ は 1939 年 に 世界 最初 の アイ バン ク を サン フラ ン 
シス ュ に 設立 し た だ け に , アイ ベ バンク の 数 も 多く , そ 
の 事業 る 活発 で あや る が , アル ゼン チン , ブラ ジル の よ 
う に 眼球 摘出 を 認め る 法律 さ を えも ない 国 も ある . 

日 本 で は , 角膜 移植 の 研究 は 早く か ら 各 地 の 大 学 で 
行なわ れ て いた が , 死体 か ら 眼 球 摘出 を 認め る 法律 が 
な か っ た た め , その 材料 の 入手 が 困難 で あり , 角膜 以 
外 の 外傷 で 視力 の 出る 望み の な い 人 か ら 角 膜 だ け を も 
ら っ た り , 引取 人 の な い 行 路 死 亡者 の 角膜 を 法 医 解剖 
の 際 に も ら っ た り し て , か ろう じ て 角 膜 移植 手術 が 行 
な われ て いた . し た が っ て , アイ バン ク の 必要 性 が カカ 
説 さ れん て いて も 設立 に は 至ら な か っ た . 1955, 在 
日 米 軍 軍人 の スタ イン バー ガー が , アイ ベン ク 設 立 の 
必要 を 力説 し , 翌年 3 月 , 日 米 両国 の 有志 の 間 で アイ 
バン ク 設 立 委員 会 を 組織 し , 1958 年 4 月, (AR Bi 
に 関す る 法律 」 が 制定 され た の で , BACHE 
る た め に 本 人 の 遺志 と 遺族 の 同意 が あれ ば , 死体 の 眼 
球 を 角膜 移植 の た め に 利用 で きる よう に な っ た . その 
結果 , 1963 年 6 月 に 目 の 銀行 許可 基準 が 定め られ , A 
年 10 月 か ら 各地 に アイ ベ バンク が 相次い で 設立 され た . 
1969 年 現在 で は , 慶応 大 学 , 順天堂 大 学 , 読売 光 の プ 
レ ゼ ント 協会 , 大 阪 ア イ バ ベン タク, 京都 府立 医大 , 京都 
大 学内 体質 研究 会 , 岩手 医大 , 金沢 大 学 , 奈良 医大 , 
岡山 労災 病院 , 鳥取 大 学 , 久留 米 大 学 , 弘前 大 学 , 長 
崎 大 学 , 福島 医大 , 新潟 大 学 な ど 21 の アイ バン ク が あ 
る . これ ら は いずれ も 各地 の 大 学 が 母体 に な っ た も の 
RK, 一 つの 府県 内 に 二 つ の アイ バン ク が あっ て 混 
乱 し て いる と ころ も ゃ も あ る. 大 阪 で は 大 阪 大 学 , 大 阪 市 


立 大 学 , 大 阪 医科 大 学 , 関西 医科 大 学 の 4 大 学 お よび . 


大 阪 眼科 医師 会 , 大 阪 府 衛生 部 , 大 阪 市 衛生 局 の 7 者 
が 協力 し て 財団 法人 大 阪 ア イベ ンク を 設立 し , 全国 で 
ゃ 珍し く 統 一 され た 内 容 を も ち , わが 国 第 1 の 事業 活 
動 を し て いる . この よう に , 各地 に 多く の アイ ベン ク 
が 設け られ た の で , その 横 の 連絡 が 必要 と な り , 最 
近 , 財団 法人 日 本 眼球 銀行 協会 が 設置 され て 混乱 は 防 


Ikan, 今後 の 事業 は 順調 に 進め られ よ 3 . 


アイ バン ク 事 業 の 今後 の 問題 点 

わが 国 の アイ ベン ク 事 業 は 設立 後 わ ず か 5 年 を 経過 
し た だ け な の で , 多く の 問題 を か か を えて いる . EF, 
経 費 の 問題 と し て は , 眼球 の 提供 は 提供 者 お よび 遺族 
の 善意 に よる も の で 無償 で ある . し た が っ て , アイ ベ 
ンク 事業 は すべ て 無償 で 行 な ち われる. すなわち , 眼球 
提供 登録 の 事務 費 , 眼球 を 摘出 する 医師 の 手術 料 お よ 
び 出 張 費 , 摘出 眼球 の 保存 費用 , 眼球 を 希望 する 病院 
ADGRBI UL, すべ て の 経費 は 手術 を する 病院 か ら 
4, 角膜 移植 を 受け る 患者 か ら も 支払 われ な い . 眼球 
の 摘出 は 大 学 の 医師 の 無料 奉仕 で あり , その 他 の 費用 
は 眼科 医師 会 )。 ニ ロータリー クラブ, ライ オン ズクラブ 
な どの 矢 志 団体 の 寄付 , 矢 志 患者 の 寄付 で まかなわ れ 
て お り , 遠隔 地 へ の 輸送 は , と き に は 航空 会 社 の 無料 
奉仕 に よる こと が ある . 登録 , 摘出 , 保存 , 配給 の 間 
の 費用 は , 眼球 1 個 に つい て 5000~ 万 円 に も 及ぶ 
が , これ が 全く 無 収入 の アイ バン ク に よっ て 行なわ れ 
る の で あり , この 費用 が すべ て 寄付 に た よら ね ば な ら 
な い 現 状 で は , 角膜 移植 手術 を ぁ ふやし , より 多く の 盲 
人 に 光 を 与え る こと は あま り 期 待 で き な い . 日 本 眼球 
銀行 協会 で は , 個人 の 寄付 金 に 対す る 免税 を 大 蔵 省 に 
交渉 し て いる が , その 実現 は 困難 な 状態 に ある . 

次 に 登録 の 問題 に つい て は , 登録 が 直ちに 眼球 の 提 


供 と は つなが ら な いか ら , で きる だ け 多 数 の 人 びと の 


登録 が 必要 で ある . 手術 を 受け た い 盲 人 は 多く , AR 
アイ ベ バンク 関 係 だ け で も ゃ 常時 100 人 以上 が 待っ て いる 
現状 で ある . さら に 登録 者 の 移動 と い 5 問題 が ある . 
若い 登録 者 の 場合 は 仕事 , 通学 , 就職 , 転勤 ある い は 
結婚 な ど に より 所 在 の 移動 が ある . アイ バンク と し て 
は 登録 者 の 移動 を 常に 把握 し て いな けれ ば な ら な い . 
転居 に よっ て 最初 に 登録 し た アイ バン ク よ り も る も 他 の ア 
イベ ンク 世 近く な っ た 人 も ある だ ろう . し た が っ て , 
すべ て が 日 本 眼球 銀行 協会 に 登録 する こと に し て , 協 
会 か ら 登録 者 お よび , その 所 属 ア イベ バンク に 指示 する 
形 が 望ま し い . 事務 や 経費 の う え で は 大 き な 負 担 で は 
HOD, これ を 実現 し な けれ ば , せっ か く の 登 録 が 無 
意味 に な る お それ が ある . 

その 他 , 交通 また は 輸送 に つい て も 大 き な 問 題 が あ 
る . 登録 者 の 死亡 し た 場所 が 健 地 で あっ た りす る と 摘 
出 に 行く の に 時 間 が か か り , 間 に あ わ な い 場 合 も あ 
4. また 費用 の 面 で も 問題 が な ある . さら に 眼球 を 希望 
する 病院 の 近く に アイ ベン ク が な い 場 合 は , 眼球 の 輸 
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送 に も ゃ 手間 どる . 時 間 の 制約 上 か ら 航 空 機 輸 送 に た よ 盲人 が 角膜 移植 の 思 恵 を 受け る こと は 容易 で は な 
ら ね ば な ら ぬ が , 近く に 空港 の な い 場 合 は , それ も 不 い . アイ ベン ク 自 体 が 配車 の 設備 を も ち , 航空 機 の チ 
可能 で ある . 最後 に 手術 を 受け る 患者 の 居住 地 も 問題 ャ ー タ ー を 必要 と する が , 経費 の 面 で さら に 問題 と な 
と な る . 病院 か ら 連 絡 を 受け て 数 時 間 以 内 に 到着 し な る . (ilies 弘 ) 
けれ ば な ら な い . この よう に 考え て くる と , 健 地 に 住 
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人 間 が 形態 的 に も , 機能 的 に も 正常 な 発育 , 発達 を 
する た め に は , た と えば , 中 学校 期 に お いて は , HA 
3 一 4 時 間 の 大 筋 活動 が 必要 で ある と され て いる . 

視覚 障害 は 身体 活動 に いろ いろ な 制約 を 加え る の 
で , 盲人 が 晴 眼 者 に 比べ て 運動 量 が 劣る と と は や む を 
得 な た いこ と で ある . 

宜 人 は 視力 の 点 か ら み て も 広い 幅 が あり , 視覚 障害 
の 原因 も 種々 異な っ て いる . さら に , 視覚 障害 を 受け 
た 年 齢 に よっ て も , BAX L WIL Cit 
UATE CIA, 盲 学校 の 児童 ・ 生 徒 と 小 
・ 中 ・ 高 校 の 児童 ・ 生 徒 と の 形態 的 発育 の 状態 を , 統 
計 の うえ で 比較 し た の が 図 1 , 図 2, 図 3 で ある . 

これ ら に よる と , ほぼ 中 学校 期 か ら 晴 眼 者 と の 差 が 
目立ち 始め , 19 歳 に は 満 2 年 な いし 4 年 の 差 を 示す 場 
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図 1 年 齢 別 身長 平均 表 
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図 2 年 齢 別 体重 平均 表 
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合 も ある . これ は 視覚 障害 が 成長 期 に ある 者 の 身体 発 
達 に 影響 を 与え て いる た め と 考え ん られる. 図 1 は 身長 
の 統計 で ある が , 1948 (昭和 23 ) 年 に お ける 19 歳 の 
晴 眼 者 の 全国 平均 値 と , 昭和 39 年 度 に お ける 19 歳 の 
証 学 校生 徒 の 全国 平均 値 と が ほぼ 同じ で ある . 
青少年 の 体位 が 年 々 向上 を 続け て いる こと は , 種々 
な 統計 が 示す 通り で ある が , 図 4 も その 一 つ で ある . 
これ は 昭和 25 年 度 の 身長 を 100 と し て , その 後 , 3 
年 目 ど と の 平均 値 を 指数 と し て , その 増加 傾向 を 示し 
だ た も の で ある . 








身長 、 体 重 、 胸 囲 の 比較 
(1948, 51 年 度 文部 省 学 校 保健 統計 調査 報告 書 に よる ) 
調査 人 員 昭 23 年 (1948) 昭 39 年 (1964) A 
小学 校 男 5.157,335 4,296,578 2 PD oe 
女 5,052,498 4,184,967 3 ey Li 昭和 23 年 
中 学校 男 2,222,737 ia Cn) ees Ste = 昭和 39 年 
女 2,110,232 3,138,074 
高等 学校 男 659,904 2,296,753 明 昭和 23 年 
女 431,897 2,179,713 = ip ———— 昭和 39 年 
BS th F 2,047 4,231 © 軸 に =<-- ニ -- ニ <-- 昭和 23 年 
女 1,056 3,103) 0 wereeeeeeeeeeee 昭和 39 年 
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図 3 年 齢 別 胸囲 平均 表 
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図 4 1950 年 度 を 100 と し た 年 度 別 身長 の 比較 


256 盲人 の 身体 お よび 運動 機能 の 発達 


機能 的 発達 査 の 結果 を 基 に LC, それ ぞ れ の 年 齢 に お ける 標準 値 
を 算出 し , 設定 し た も の で ある . 
表 1 は 盲 学校 児童 ・ 生 徒 (東京 教育 大 学 付属 ) の 体 表 1 を 見 て 特に 印象 づけ られ る こと は , 盲 児 の 背筋 


位 に 対し て , 吉田 章 信 の 学徒 体力 標準 表 に よっ て 記号 力 の 弱き で ある . CHILE, +S, 先天 盲 , RKB 
を つけ た も の で ある . この 学徒 体力 標準 表 は 全国 的 調 ある い は 男女 いずれ の 年 齢 に お いて も 指摘 され る . B 
















































表 1 記号 の 区 別 ©: BK OK 〇 や や 大 ⑯… 常 の 大 NB ABO) へ … や や 小 A… 小 Ate) 
年 齢 | 病 名 視 カ 失明 時 機 | wen | 肺活量 | 身 長 | 体重 | 胸囲 
6 wate 眼前 手動 先天 性 | 10KA | 1.100O|106 © | 15.1A | 50.0A 
の 眼球 姜 縮 a =| 4, 天 性 | 11KA 900 公 | 102.1A | 17.50 | 55.9@ 
⑦ | 眼球 姜 縮 全盲 2 ie 107.6A | 16.1A | 54.4@ 
Mm | + 眼 左 全 盲 ・ 右 眠 前 手動 3 歳 | 26KA | 1,600 | 113.4N | 18.7A | 55.5@ 
7 角膜 白斑 左 10cm 指 数 ・ 右 全盲 先 天 性 | 17KA | 1,200M | 107.8A | 21.5© | 58.5 〇 
7 Wey. oe 先 K 性 | 16KA | 1,200A/| 114 N 20.2M | 59.08 
7 as =| 先 K 性 | 13KA | 1,150A | 123.20 | 22.18 | 57.0A 
7 + 眼 At® - ASE 先 K 性 | 9KA | 1,500O | 112.54 | 17.7A | 55.08 
i 右 全盲 ・ 左 光 覚 先 天 性 | 26KA | 1,400O | 109.0 へ | 18.8Q | 57.78 
® So i ie | 15K 公 900 公 | 108.0A | 19.6O | 55.9@ 
⑦ | 緑内障 > Fae = 先 天 性 | 11KA | 1,500©/105.5A | 17.2 | 54.0⑩ 
@ 5 ae = 先 天 性 | 14KA | 1,100A | 113.4N | 17.0 | 53.0A 
小 眼球 左 20 cm 指数 ・ 右 光 営 先 天 性 | 7,5KA 600 | 100.54 | 14.1N | 49.5A 
⑧ 会 as 3 歳 | 10KA | 1,440O | 115.9N | 18.4© | 54.0A 
左 眼球 姜 ・ 右 角膜 白斑 | A AER 4 mm | 14KA | 1,640Q⑩ | 120.8N | 20.8N | 57.5A 
9 白内障 光 W = 先 天 性 | 15KA | 1,300Q⑩ | 112.2A | 21.30 | 58.0@⑩ 
9 眼球 姜 縮 全 BB 先 天 性 | 17KA | 1,350A | 125.0N | 25.1 | 61.5⑩ 
9 眼球 瘍 全 Ff 先 天 性 | 19KA | 1,400A | 120.3A | 22.0Q | 58.4A 
⑨ | 角膜 白斑 左 10cm 指数 ・ 右 0.06 1.7 歳 | 13KA | 1,550 | 126.4N | 22.6N | 58.5A 
⑨ | 先天 性 弱視 弱 視 先 天 性 | 19KA | 1,600Q | 121.4 公 | 22.5@ | 58.4⑳⑩ 
9 12KA | 1,8500 | 123.2N | 22.3® | 60.0N 
⑩ | -)A- AAR 左 ・ 右 10cm 指数 先 天 性 | 21KA | 1,800Q | 134.5M | 28.2⑩ | 62.0A 
aI ae =| 1 m | 32KA | 2,200 | 135.7N | 28.2A | 64.5A 
@ 弱視 0.04 # + #0,04| 20KA | 1,550A | 129.34 | 27.2Q | 60.0A 
12 | 先天 性 弱視 弱 視 先 天 性 | 12KA | 1,560A | 128.3A | 22.8A | 59.8A 
12 2a = 6 歳 | 35KA | 2,500Q | 144.58 | 32.90 | 65.0A 
12 左 0.05・ 右 0.08 3 歳 | 42KA | 2,3000 | 133.1A | 29.58 | 64.5 公 
12 左 ・ 右 一 米 指数 先 天 性 | 41KA | 2,6000 | 141.4N | 39.5@ | 71.08 
13 SN 生後 半年 | 37KA | 2,600 〇 | 139.0 へ | 35.00 | 69.5⑩ 
13 SI 上 先 天 性 | 35KA | 3,800© | 157.80 | 47.3A | 73.0A 
13 = Bs 先 天 性 | 20KA | 1,650A | 131.54 | 27.0A | 63.8 
⑬ クリ オー マ 2 汗 2 歳 | 40KA | 1,700Q | 127.4 人 S | 30.0O | 66.50 
14 2 三 先天 性 | 21KA | 1,700A | 130.0A | 26.0A | 59.5A 
14 | 有 眼球 瘍 ECs: ALE 1 歳 | 62KA | 2,880A | 156.0N | 40.5A | 75.0A 
14 | 先天 性 ・ 小 眼球 ee =) 先 K 性 | 24KA | 2,050A | 145.7A | 34.2A | 67.0A 
14 左 全 盲 ・ 右 光 覚 先 天 性 | 36KA | 2,420 公 | 145.5A | 35.6A | 66.5A 
⑬⑭ coe ven =| 11 | 32KA | 2,800⑳⑩ | 155.0M | 45.1© | 75.3A 
44 | (よし が a" Nea 4 歳 | 69KA、 | 3,600Q く | 161.2⑳ | 44.0A | 70.4a 
14 全 。 背 (6 歳 | 85K 人 人 | 4,250⑨ | 158.9⑳ | 52.2O | 82.08 
14 全 盲 先 性 | 74KA | 3,650© | 152.8N | 43.6 | 75.5® 
14 = GF 1 歳 | 74KA | 3,7009 | 156.0N | 48.20 | 81.00 
⑬⑭ 左 0.07・ 右 0,05 先 性 | 40KA | 2,3008 | 141.0A | 37.50 | 72.08 
15 | は し か 左手 動 ・ 右 全盲 3 歳 | 47KA | 2,300A | 141.94 | 32.5A | 65.4A 
15 左 20cm 指 数 ・ 右 1 m 指 数 | 先 性 | 92KA | 4,200⑨ | 152.6 へ | 46.6A | 76.3A 
15 ya = 5 歳 | 47KA | 3,500Q | 153.6A 
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表 2 
a 中 最 大 45K 42K 
学 最 小 7K 7K 
Lah we | | OM 25.33K | 24.836K 
S.D 5.694 10.266 
heey ws 最 大 43K 40K 
“| Bp | 最小 18K 17K 
ae M 30.916K 28.97K 
fe S.D 5.361 5.508 
ee 最 大 50K 47K 
i> \Petes 10K 10K 
上 M 25.4K 23.45K 
16 年 fe S.D | 10.956 8.295 
に 48K 44K 
眼 | es 22K 20K 
ae M 33.62K 31.03K 
fe S.D 5.639 5.783 
= 大 51K 44K 
ee alnditidl 8K 13K 
: M 29.517K | 29.291K 
17 年 fe S.D 9.624 8.037 
ae 最 大 48K 47K 
有限 | 最小 27K 24K 
oe M 38.171K | 35.118K 
fe S.D 4.571 5.88 
me 最 大 55K 48K 
ms 最 小 12K 8K 
年 M |35.0434K | 30.913K 
ele S.D 9.729 8.529 
時 最 大 47K 46K 
He | 最 小 31K 24K 
eS M |37.8333K 35.25K 
fe S.D 4.321 5 
注 .MG は 平均 、S.D は 標準 偏差 測定 者 PIA 


学校 の 身体 教育 こつ いて 研究 を 要する 一 部 面 か と 考え 
られ る . 

表 2 は 握力 の 比較 で ある . 

この 表 が 示す と ころ に よる と , FLEOBAIHE 
者 に 比べ , 最大 値 は 各 年 齢 と も まさ っ て いる . し か 
し , 平均 値 は いずれ の 年 齢 層 に お いて も 劣っ て いる . 
これ は 最小 値 が 極 記 に 低く , か つ 低 位 者 が 多い こと を 
物語 っ て いる . 握力 に お いて も , 盲人 の 身体 能力 の 個 
人 差 が 大 きい こと が 現われ て いる . 

身体 の 形態 面 と 機能 面 と は , 相当 強い 相関 を も つも 
の と 考え られ る が , これ に 関し て , 吉田 章 信 は 表 3 の 
よう な 相関 表 を 発表 し て いる . 











表 3 

fe 量 | # ep | 所 7 
身 長 + 0.5 + 0.5 + 0.5 
fa 囲 + 0.5 + 0.4 + 0.5 
体 重 + 0.6 + 0.6 + 0.6 
ZA ( 静 的 姿勢 ) 


一 般 に 人 は 姿勢 に つい て 無関心 で ある . 正しい 姿勢 
は , 身体 が 包 蔵 し て いる 内 部 器官 系 に 正しい 位置 づけ 
2526. 正しく 位置 づけ られ た 器官 は , その 能力 を 
十分 に 発揮 する こと が で きる . 

BAC, 首 を 前 に 出し て 背 を 丸め , ある い は 腹 を 
出し て いる 姿勢 の 者 が 多い . 背 が 丸い の は 胸椎 部 の 後 
壮 度 が 大 きい 者 で , 腹 が 出 て いる の は 腰椎 部 の 前 姓 度 
が 増し た 者 と 判断 し て よい . 体 全体 が あめ が ん だ よう に 
見 える 姿勢 は , 側 券 者 に 多い よう で ある ( 図 5). 

AE OA: SEAS HA SIE HOLE ORE KIC bh 
る の が , 脊柱 異常 組曲 で ある . それ で , WROD 
異常 に な っ た も の を 矢 状 面 脊柱 異常 導 曲 と いい , FE 
が 永続 的 に 側 方 に 曲がっ た も の を 前 額面 硝 柱 異常 考 曲 
と 呼ん で いる . 

矢 状 面 脊柱 異常 組曲 は 平 背 , OF, AY, 凹 円 背 な 
ど に 分 けら れる . さら に , 円 背 を 分 類 し て , 先天 性 円 





育 , 便 直 性 円 背 
AMBREAY, 
老人 性 円 痛 , 学 
童 期 円 育 , 職業 
的 円 背 な ど と 呼 
Bee te ACS 
Br 

BU AA ESS 
常 組曲 も 発生 す 


図 5b 矯正 体操 実施 後 


258 盲人 の 身体 お よび 運動 機能 の 発達 








SRAC Lo CERES, AREAS, 習慣 性 側 
S, GOSNHS, PRES, ER, Poe 
側 考 な ど に 分 類する こと が で きる . 

表 4 は 矢 状 面 脊柱 大曲 度 の 平均 値 を 年 齢 グル ー プ 別 
に , 視覚 障害 者 と 晴 眼 者 と を 対比 し た も の で ある Ol 
上 式 ス ピノ メー ター に よる 測定 ). 

PHS HOSTS, 従来 , 主として 検 者 の 観察 に よ 
っ て 判断 され て きた . この 方 法 は 専門 医 の 間 で も 正確 
を 期し が た いと いわ れ て いる . スピ ノ メ ー タ ー は 和 碑 曲 
を 度数 で 表わす た め , 変化 の 状態 を 正確 に 把握 で きる 
の で 便利 で ある . 

表 5 は 視覚 障害 者 の 前 額面 脊柱 綿 曲 を 度数 に よっ て 
分 けた も の で ある (川上 式 ス ピノ メー ター に よる 測定 ) 

これ ら の 表 に よる と , 視覚 障害 者 の 胸 槍 部 響 曲 度 の 
平均 値 は , 晴 眼 者 に 比べ て , BIRO WIE VLE thE 
低く , 川上 の 測定 値 は 高く な っ て いる . 腰椎 部 の 組曲 


表 4 視覚 障害 者 の 矢 状 面 脊柱 異常 姓 曲 者 





度 平均 値 は , 中 嶋 ・ 川 上 の 測定 と も 10 一 12 歳 グル ー 
プ か ら 視 覚 障害 者 の 前 導 度 が 増し て いる と と を 示し て 
Vi 

側 毅 の 判定 は 検査 時 に ょ っ て , 同一 人 が 左 あ る い は 
右 と 異な っ た 准 曲 を 示す こと が ある と いわ れ て いる . 
この た だ ため, 学童 期 の 一 時 的 側 方 絡 曲 は 真性 の 側 導 と は 
いわ ず , 不 確 実 な 姿勢 と 呼ば れ て いる . 一 般 に は 右 絡 
が 少な く , 左 絡 が 多い と 報告 され て いる が , 表 5 は 視 
BER ABR 多い こと と を 示し て いる . 視覚 障害 
と の 関係 に つい て は , この 測定 だ け か ら は 判明 し な 
い . 

側 杭 に つい て の 晴 眼 者 の 統計 に つい て は , 東京 大 学 
整形 外科 教室 の 調査 に よる と , 被験 者 3 万 1826 人 中 
ARREST SABBiL 2 人 . 小学 校 か ら 申 告 さ れ た 側 
BBOKMDIL, 治療 の 不要 な いわ ゆる 不 確 実 な 姿勢 
の 部 類 に は いる も の で ある と 発表 きれ て いる . 






































〇 用 椎 君 曲 度 (年 齢 グル ー プ 別 平 均 値 ) 
被 験 者 7 ~ 9K 10 ~ 123% 13 ~ 155% 16 ~ 18% | 19 ~ 218% | 測 定 者 
ot 2 1° 19.8° 21.5° 17.2? 19.3° 
東京 都 視覚 障害 者 o Oo o o o o o o o o 中 嶋 ise 
(33.0~11.0) | (24.0~17.5) | (26.5~13.5) | (21.0~6.0) (25.0~8.0) 
23.0° 26.0° 28.59 25.0° 26.0° 
宮城 県 視覚 障害 者 o o o o o o o o o o 川 aS 
(26.0~20.0) | (29.0~23.0) | (33.0~25.0) | (28.0~22.5) | (28.5~23.0) 
22 .0° 22.59 23.0° 22.59 290° 
O O oO O O O O O oO O 川 ate 
(23.0~21.5) | (24.0~21.0) | (24.0~22.5) | (24.0~21.0) | (23.5~20.5) | 































































O FRRESHHE (年 齢 グル ー プ 別 平均 値 ) 
被 験 者 | 7~9R | 10 一 12 歳 | 13ー15 歳 | 16 ~ 18% 19~ 2% | 測定 者 
ay Aules2 7 22.0° 215° 20.9° 
東京 都 視覚 障害 者 o o o o o o o o o Oo He ES 
(35.0~4.5) (32.5~0) (26.0~13.5) (30.0~5.0) (25.0~12.0) 
14.0° 20.5° 19.0° 18.0° 19.0° 
宮城 県 視覚 障害 者 o o o o Oo o Oo o o o 川 aE 
(18.0~10.5) (25.0~16.0) (25.5~14.0) (22.5~14.0) (23.0~17.0) 
1720. 18.0° 16.5° 12.5° 125° 
ti: HR ie a 生 徒 Oo o Oo ° Oo Oo Oo の Oo Oo 川 に 
(18.5~15.5) (19.0~17.5) (17 .5~15.0) (13.5~10.5) (13.5~10.0) 








表 5 RRMA ER SA (第 験 者 ・ 東 京都 視覚 障害 者 ) 




















mune | 人 B| 被験 数 | 備 考 | 測定 者 
0° 114 5 度 以上 の 
(SBR 
1°~5° 35% 
AIH 54 名 
6°~10° | 55 名 計 121 名 中 嶋 直 二 
EME 21 名 
11°~20° 194% 
20? 以 上 | 1 名 | 











外国 の 例 で は , ハン ブル ク 職 業 学校 の 生徒 3878 人 
を 検査 し た 結果 , 真性 側 導 者 18.9 パー セン ト , その 
うち 重症 で 不具 者 と みな すべ きも の が 0.5 パー セン ト 
含ま れ て いた と 報告 さん て いる (Deutschlander 調 
査 ) この 日 本 と 欧州 と の 側 衣 者 の 大 差 の 原因 は , い 
まだ に 明らか に され て いな い . 

学童 期 に 脊柱 の 異常 姓 曲 が 多く 起こ る の は , 般 幹 筋 
が 可動 性 の 広い 硝 柱 を 正しく 保持 する こと が か が できない 




































































毎日 20 分 程度 行なっ た が , TOM, 休ま ず に 最後 ま 
で 続け た 者 が 表記 の 6 人 で ある . 主として 行なっ た 体 
操 は 下記 の よう な も の で ある . 
円 育 矯 正体 操 
台 上 胸 後 屈 運動 (a.b.c.) 
マッ ト 胸 後 屈 運動 4.b.) 
懸垂 具 に よる 胸 後 屈 運動 a.b.o 
歩行 運動 
側 壮 矯正 体操 
台 上 体側 屈 運動 &.b.) 
Fras Ee 
懸垂 具 に よる 体側 屈 運 動 (a.b.c.) 
Wa GeV As), FRA) 
矯正 の 効果 は , 能動 的 矯正 と 受動 的 矯正 が 並行 し て 
施行 され る と と に よっ て , さら に 効果 が 増大 され る も 
の で ある か ら , 体操 と 同時 に 背筋 部 の マッ サー ジ な ど 
を 実施 する こと が 望ま し い . 
ORE) 一 般 に 選 平 尽 と いう 場合 に は , ARE, 
外 反 局 平 選 を も 含ん で いる . 扇 平 と は 足 の 長 軸 寄 密 が 
低下 し て いる も の を さ し , ARE LITRE PRR 





盲人 の 心理 259 
表 6 対し て 外 方 に か が まっ て 
Ee | 05 HE | iy He | 腰 He | 便 os) | いる も の で あり , ADA 
ee | Sie ee ee meek) seo) Mam TEC R RRL 
weenie | @ 4° | & 20° | 前 8° | 右 3° | » serie CrORPPROCOETH 
Bate, | Ae @ 1° | met? | SR EE) > 実施 ee te 
=suum |e 7° | ewe | wine |e 2 | + seme | NERO MRIS 
な 方 法 が 採ら れる が , 根 
SHIH 後 16 “ te 27 3 前 4“ 左 5 4 実施 前 岸 氏 足 型 に よる と 次 の よ 
単 弓 性 側 手 | 後 8° 後 21? 前 6 za AMC うに な る . ① 扇 平 足 1 型 
ape 12° 40° Bienen 2 | Mel 実施 前 一 長 軸 容 導 の 低下 に は 異 
単 弓 性 側 手 | 後 12? 後 35? MeU 有 有 | 10? gee ク 実施 後 常 が な い が , 後 足 部 が 外 
hd Sige 前 4 後 25“ Il | = 右 12° ク 実施 前 反し て いる も の . OPE 
単 弓 性 側 姓 | 前 5° 後 28° a 6° 7a 4 上 2 実施 後 KE 2 型 一 尼 圧 痕 の 内 縁 が 
CES A beta 後 22,° a eo abe | Musee » 実施 前 マイ エル 氏 線 に 接し て い 
meet a 5° hee eo° | 前 ue | 才 Be Shee る も の CE: マイ エル 氏 
| 線 と は , 母 指 の 先端 と 政 
た めで ある . 脊柱 に は 多く の 内臓 器官 が 懸 引 し て い 
る . 学童 期 に た な る と , これ ら の 内 臓 諸 器 官 は , AB, も 9 Joa Oo, Oa oo 
重量 と も に 著しく 発達 する . これ に 反し て , 筋肉 の 発 0-2 0 0 の NO 
Elk, その 力 の 点 で それ に 伴わ な い の で ある . 
表 6 は , 脊柱 の 組曲 度 が , 体操 こ によって ある 程度 矯 
正 可 能 な こと を 示し て いる . 
_ 。 と の 矯正 体操 の 実施 者 に は , BRKOREARSH 正 1 型 2 型 3 型 4 Hi 5 型 
者 と 思わ れる 者 を 選択 し た . 実施 期間 は 約 6 ヵ月 で , 図 6 根岸 氏 足 型 


の 中 央 を 結ぶ 直線 ). @ FE 3 型 一 足 圧 痕 の Agr 
マイ エル 氏 線 を 越え を る も の . ORE 4 型 一 足 圧 渡 の 
AiO BEE OFcin t ONKRL RE SBRITET SS 
の . Of ke 5 RRO ARRAS EEE Oe L HD 
内 縁 と を 結ぶ 直線 を 越え る も の . 

足 型 を と る に は , タン ニン 酸 ア ル ュ ー ル 沙 液 を 足 底 
部 に くま な く 浴 り , 紙 の 上 に 立た せ て 中 圧 痕 を と り , 
k< HRS tROD, 塩化 第 2 鉄 ア ア ュー ル 溶 液 を 塗 
布 す る と 足 型 が 現 出 する . 

表 7 は , 根岸 氏 足 型 ( 図 6) に よる 局 平 足 の 割合 を 
示し た も の で ある . この 表 に よる と , 視覚 障害 者 の 局 
平 尽 の 割合 は 晴 眼 者 に 比 し て 高い . (LOB SR CHE 
し た 場合 も や 54 パー セン ト (中 嶋 測定 ), 62 パー セン ト 
(大 泉 測 定 ) な ど に な っ て いる . そし て , 先天 的 全盲 
者 に 多く ( 図 7), また , 知能 指数 の 低い 者 が BRO 
fei. 

RAF RORAE し て は , 先天 性 , 静 力学 的 , 外傷 性 
六 痺 性 た など が あげ られ て いる が , 結果 は いずれ も 足 の 
長 軸 寄 疹 の 低下 と いう こと に よっ て 選 平 足 が 起 こる の 
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表 7 

調 査 者 場 所 人 ies 性 年 | FE Ve 
プライ ゼル ハン ブル ク 病 院 13,500 $2 9 一 68 4,808 35.6 
ホッ ファ アー Perot oe 1,444 8 9 238 23.4 
鮭 沼 MS oak 234 Q 13 歳 以上 50 21.4 
fie 沼 Kon, Si Os 877 Q 13 歳 以上 310 35.0 
出 A 軍 隊 223 3712 
柳 R 仙 Bb Q 13 一 14 33.3 
根 Fe ot 隊 1,709 $ 18—30 356 31.3 
水 谷 2 16—20 15.1 
7K 谷 工場 立 業 者 9 16—20 47.5 
= 田 NN a er 279 32.7 
に 野 犯罪 少年 532 9 一 20 166 31.1 
石 田 女 ee 2,747 720 26.2 
ate 方 女 oe 407 43.2 
浅 田 ii A 12—18 40.0 
中 島 視覚 障害 者 118 $2 15—20 79 66.9 





で ある . RORMABARTPAZ0lL, 外傷 に よる も 
の を 除く と , ほ と ん ど が 足 関節 部 の 脆弱 と 考え られ る . 
すなわち , 足 関節 を 形成 し て いる 骨格 , 筋肉 , お よび 
これ に 関連 し て いる MBO Miri EO 能力 が 低下 し 
て , 足 の 長 軸 容 穴 を 正常 に 保持 する こと が 不可 能 に な 
り , 低下 が 起こ る と 考え て よい と 思う . この 考え 方 に 
立て ば , 足 関節 部 を 強化 し , 鍛錬 する こと と に よっ て , 
REE, また 矯正 する こと も る 可能 に な る . 

図 8, 9,10,11 は , 選 平 足 矯正 体操 を 行なっ た 結果 
の 例 で ある . 主として 次 の よう な 体操 を 行なっ た . 
扇 平 足 矯 正体 操 FBO LUOMAL, 政 の 開閉 , 足 部 
の 屈伸 , 足 関節 の 回 転 , 足 指 の 屈伸 , 路 の 連続 上 げ 
MAL, その 場 凡 足 , な わ 飛 び . 

体操 は 約 6 ヵ月 間 , 毎日 20 一 30 分 ぐら いか け て 続 
行 し た . 矯 正 の 効果 が よく 現われ て いる の が 図 8 , 10, 
11 で あり , 効果 が な か っ た の が 図 9 で ある . WEE 
の 矯正 は 困難 で ある と いわ れ て いる が , 計画 的 に 根気 
よく 続け て 行なえ ば , よい 結果 を 得る こと も 可能 で あ 
る こと こと が わか っ た . 

[歩行 〕 歩行 は 人 間 の 日 常 生活 に こみ られ る 動 的 姿勢 





の 中 の 最も 基礎 的 で 単純 な も の で ある が , 人 間 生 活 に 
と っ て 重要 な も の で ある . 

家人 に と っ て の 歩行 の 意義 は , さら に 他 の 観点 か ら 
その 重要 さ を 増す と 考え られ る . 視覚 の 全く な い 者 
に と っ て は , 歩行 に よっ て だ け 空 間 的 認識 を 拡大 し , 
経験 内 容 を 豊富 に する と と が で きる の で ある . BAB 
は 歩行 の 修練 に よっ て 始ま り , 正しい 歩行 の 修得 に よ 
っ て 終わ る と まで いわ れ て いる . こと の よう に 重要 な 意 
義 を も つつ 歩行 で ある が , 家人 に と っ て は まこ と に 困難 
な わざ で ある . 既知 の 場所 を 歩く 場合 は , 歩行 標識 を 
設定 し , いわ ゆる 歩行 図 を 頭 に 描い て 行動 する わけ で 
DOD, 全く 未知 の 場所 で の 歩行 は , 歩行 つん を 使用 
し な が ら , 視覚 に 代わ る 他 の すべ て の 感覚 機能 を 動員 
し な けれ ば な ら な い . か ら だ の 移動 に つれ て 行動 の 場 
が 変化 する か ら , その 状況 判断 に は 微細 な 感覚 の 働き 
が 要求 され る . また , 環境 の 変化 に 対処 する か ら だ の 
平衡 支配 に は , 神経 と 筋肉 と の 統合 的 な 働き が すみ や 
か に な され ね ば な ら な い . | 

盲人 の 歩行 に つい て の 研究 は , 種々 発表 され て いる 
が , 図 12 (HARB 音 に よっ て どの よう に 歩行 する 
か 」 の 実験 研究 の 一 例 で ある (東京 教育 大 学 盲 体育 研 
究 室 板倉 ・ 稲 浜 測定 ) . 

この 実験 に つい て の 詳細 な 説明 は 省く が , 実験 は 
被験 者 (全員 全 十 ) を ④ 地 点 に 立た せ て , OHA @ 
と ⑳ と の 距離 30 メー トル ) で 三 づ つ 拍子 を な し , 被験 者 
を 音 の 方 向 に 歩か せる . 被験 者 が 10 メー トル 線上 に 
きた と き に また 三 つ 抽 子 を する . そし て , 20 メー トル 
線上 に 達し た と き に さら に 三 つ 拍 子 を する . 

実験 は 被験 者 (全員 全盲 ) を ⑦ 地 に 立た せ て , ⑳ 
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図 9 上 矯正 前 下 矯 正 後 


図 8 上 矯正 前 下 矯正 後 





実験 TI 1 

@ 2 ® 

出発 点 音源 
3 

図 12 

地点 で 続け て 拍子 を する . 被験 者 は で きる だ け 早 く 音 

源 に 向かっ て 歩く . 


両 実 験 と も 被験 者 は さま ざま な 歩行 跡 を 描い て 音源 
に 向っ て いる が , それ ら を 類型 別に する と この 図 の よ 
ら うに た なる. 

実験 T の 場合 は , 類型 1 に 属す る 者 が 2 人 , 類型 2 
が 3 人 , 類型 3 が 0 人 , 類型 4 が 4 人 , 類型 5 が 4 人 
で ある . 

実験 に お いて は , 類型 1 に 属す る 者 が 8 人 , 類型 
2 が 1 人, 類型 3 が 4 人 で ある . 

実験 の 結果 か ら , 30 メー トル の 距離 で は 音源 を 明 
確 に 把握 する こと は 困難 で ある が , 10 メー トル の 距離 
eevee fie FB D.C CUBA 
か め , 歩行 が 直 le je le ie 9 | ク |p 
線 的 に な る こと 
が わか っ た . S| で | 名 前 @ @ a 

実験 の 場合 B13 








ジン ンク クン ンク ノン 


図 11 上 矯正 前 下 矯正 後 


he 


図 10 上 矯正 前 下 矯正 後 


は , 実験 エ より 歩行 跡 は シグ ザ グ が 少な く , 直線 に 近 
いも の を 示す が , 音源 に 対し て 真直 ぐに 歩く の は , や 
は り 10 メー トル 位 の 距離 で も る こと が わか っ た . 

この 両 実験 の 結果 か ら , 全 家 者 に 直線 的 に 歩く こと 
を 要求 する 場合 は , 音源 を 10 メー トル 以内 に する こ 
と が 必要 で ある と 判断 で きる . これ は 填 人 の 身体 運動 
を 指導 する 場合 の 参考 に な る . 

人 間 は いろ いろ な 歩き 方 を する が , 「 歩 行 の 足 型 」 
で 分 類する と 図 13 の よう に な る . 図 13 の 分 類 に よっ 
て , 歩き 方 を 割合 (パー セン ト ) で 表わし た の が 表 8 
で ある . この 表 8 に よる と 「D 型 」 に 属す る 者 が , 晴 
BRS, 盲人 と も 最多 数 を 占め て いる こと が わか る . 足 
失 内 向 型 の 「E, F, G 型 」 に 属す る 者 と , ERA 
の 「A, B, C 型 ] に 属す る 者 と を 一 括 し て , 晴 過 者 と 
盲人 と を 対比 し て みる と , 男子 の 場合 に は 十 人 に 足 失 
外向 型 が や や 多い 程度 で ある が , 盲 女 子 に は 足 失 内 向 
型 が 1 人 も いな いこ と が 示さ れ て いる . 

表 9 は 歩行 の 際 の 膝 の 状態 に よっ て , 屈曲 歩 と 伸展 
歩 に 区 別 し , 盲人 と 晴 眼 者 と を 対比 し た も の で ある . 
屈曲 歩 は か ら だ の 衝動 を 緩和 し て , 疲労 度 も 少な い が , 
歩行 の 姿勢 を 悪く し て 速度 も 遅い . 伸展 歩 は 重心 の 動 
揺 が 少な く , 歩調 , 歩幅 が 適度 に 得 ら れ , SAT CHES 
的 で ある . RISBACHHGERS <, 特に 女子 に 多 
いと と を 示し て いる . 

理想 的 な 歩行 は , で きる だ け 精 力 の 消耗 を 少な くし 
て , 力 を 経済 的 に 使い , し か も , 美的 外観 を 失わ な い 











表 8 

A B C G 計 

E F 2 

人 
男 晴 18.3 26.3 8.4 1.6 5.1 0.8 100% 
+ 育 19.7 27.3 10.6 1.5 1.5 1.5 100% 
Ls 晴 8:7 25.6 5.5 5.0 11.0 3.9 100% 
¥ = 17.4 17.4 8.7 ニー ーー os 100% 





盲人 の 身体 お よび 運動 機能 の 発達 














262 
こと で ある . BRIG 表 9 
と 進む 方 向 に 対し て 真 | 膝 の 状態 | め 
直ぐ に 向い て いる こと ee | 伸展 上 eau 
が 足 本 来 の 型 で あり , 男 | ” | 屈曲 歩 | 33.6 
この 状態 で こそ 歩行 は F 盲 | 伸展 歩 | 45.7 
いっ そう 力強い も ゃ の に 屈曲 歩 54.3 
な る の で ある . Bs 伸展 歩 54.8 
歩行 に 際 し て , 脚 と ズ 屈曲 歩 | 45.2 
記 は 機械 的 な 反作用 を 了 | «= | 伸展 歩 | 9.1 
wert. BRR a ee 
. z 
両側 に 軽く 振ら れる . NER OTOMEES® 


COR, 記 の 振れ を 無理 に 制す る と , 肩 や 腰 に 必要 以 
上 の 力 を 加え る こと に な る . 盲人 は 歩く と き に 和 記 を 十 


に 戸外 に 連れ 出し , 日 光 と 新鮮 な 空気 の 中 で 活発 な 身 
体 活動 を 行なう よう に 診 導 し て や ら ね ば な ら な い . い 
た ずら に 室内 に 閉 居 させ た り , ある い は 盲 愛 の た め に 
保護 過剰 に な り , ひと り で 歩く と と が で き な い 子 , ひ 
も を 結べ な い 子 , 手ぬぐい を し ぼれ な いよ うな 子 に し 
て し まっ て は な ら な い . 盲 児 ゃ 晴 眼 児 と 同様 に , 身体 
運動 に 参加 する 機会 を 常に 待ち わ ち びている の で , 広い 
視野 に 立っ た 家庭 教育 が せつ に 望ま れる . 

#10 (中 嶋 直 二 測 定 ), 表 11 GUS SREB) Ih 
宜 学校 の 児童 ・ 生 徒 の 運動 能力 を , 同一 年 齢 の 晴 眼 者 
と 対比 し た も の で ある . 表 10 に よ る と , FER OZ 
動 能 力 は 最大 値 と 最小 値 と の 幅 が 広く , 個人 差 が 大 き 
いこ と と が わか る . 平均 値 を みて も , 16 FORMERLY 













































































分 に 振る こと が で き な い 表 10 
の で , か ら だ 全体 に 不 自 種目 
人 映 下 が 下 220 ら 。。 生 JW meta 、 buy Meal, Bigg | MR 2 I | at eee 
ある . As 最 大 2.3m 10 回 20 m 
学 最 小 0.9 0 2 
: 15 年 : 1.816 4.843 12.79 
eee i Behe S.D 0.3354 2.558 5.048 
は 生後 1 3 
nr sir ee queria 晴 最 大 2.6m 15 回 27 m 
に な る . や が て , 走り , M 2.335 Boe Pe 
飛び , 投げ る な どの 基礎 S. D 0.135 3。.451 3.279 
的 運動 能力 を 修得 し て い a 最 大 2.6m 13 回 27 m 
: Dee 最 小 ila: 0 6 
St は M 1.985 5.6 15.091 
っ て 筋力 が 増強 され , 器 S.D 0.357 3.456 5.213 
紳 糸 の 発 連 は 年 と と も に aioe Xx 2.7m 14 回 27 m 
促進 され る . 幼児 期 に お He | 最 小 1.5 0 14 
ける 基礎 的 な 身体 活動 M 2.244 4.622 19.333 
は Sc ee S.D 0.1956 3.4441 3.143 
の 基 を な す の で , 重要 で 5 最 大 2.5m 12 回 24 m 
ee 最 小 1.4 0 6 
ある . M 2.07 5 15.4 
SERVES BS LS AS he 3 ae D 0.2926 2.875 4.396 
動 に 対す る 刺激 が きわ め 最 大 2.80m 15 回 30 m 
て 低い の で , 身体 運動 へ ee ey : s 
sl ee : M 2.3778 6.306 21.556 
DEEDS AGS C EDS be S.D 0.1732 3.324 3.773 
困難 で NN Li 最 大 7s ia Bt pau 
る . この 意味 か ら , BW 中 最 小 1.8 1 8 
児 の 教育 で 欠い て は た なら 年 M 2.1125 6.5 16.625 
たい 事柄 の 一 つと し て ae S.D 0.2329 3.013 4.549 
身体 運動 に 対す る 積 李 的 | 5 eae eae pe 3 
な 指導 を あげ る 必要 が あ 生 M 2.425 6.889 21.5833 
る . 盲 幼児 を も つ 家 庭 に S.D 0.1763 2.424 - 3.544 


お いて は , 機会 ある ご と 


注 .。 M は 平均 , S.D は 標準 偏差 
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表 11 Bi: 昭和 32 年 (1957)4 月 県: 昭和 30 年 (1955) 度 全国: 昭和 29 年 (1954) 度 
hoy 50m 走 ソフト ボ ー ル 投 立ち 幅 飛 び WR HE 
x Fl 
12 歳 | 13 14 15 12 歳 | 13 14 15: | 12788 | 13 | 14 15 12% 13 14 15 
A | = | VT | 100 ee | 8.0 | 15.57 16.2" 21.8 | 12.8 | 175.0 | 184.0 | 228.0 1245.0! 5.1 | 8.0| 8.01 8.0 
5 邊 ae | Qa Ongieese7 Bir |) ロリ P807| 82.0 | 34.1 ツウ Mag 3 | 204-0 217.0 | 7 3.8 | 9:9" "60 
愛媛 県 | 8.9] 8.6| 8.3| 8.0] 30.5 | 34.7 | 38.4 | 44.4 | 172.5 | 189.3] 201.5 | 210.4] 4.0| 4.6| 5.5| 6.5 
全 国 | 8.8| 8.4] 8.3| 8.0} 30.8 | 34.2 | 40.1 | 45.1 | 174.8 | 183.3 | 196.1 | 214.2| 4.6| 5.1| 6.0] 7.3 
松 ae / WLAN I2 9") uf 59) 98:3 | 48.1 プ 39.0| 12950'| 90.0) / 3.0 | 13.4 | 0.5 
" fe exe10MW 間 (0 male eA CRS eros ase 17 7 Ene") 179205) YH |) 18725.) % め 1 | 108) / 5.4 
愛媛 県 | 9.7| 9.3| 9.3| 9.2] 18.2 | 20.0 | 21.0 | 22.1 | 161.8 | 166.4 | 169.1 | 172.7 | 16.1 | 16.4 | 14.9 | 14.1 
4 国 | 9.4| 9.2| 9.2| 9.1| 18.0] 19.5 | 21.0 | 21.5 | 162.4 | 166.4 | 169.0 | 173.0 | 16.6 | 16.1 | 15.1 | 14.2 
外 は , 盲 生 徒 の 平均 値 が 低い こと を 表わし て いる が , Fi) bas ae 


これ は 同一 年 齢 に お いて 低位 者 の 分 布 が 多い と と を 示 
し て いる . 表 11 ぁ 松 山 SFRO 児童 ・ 生 徒 の 運動 能 

力 が , 愛媛 県 お よび 全国 の 平均 値 に 比べ て 低い こと を 
表 13 特殊 教育 諸 学 校 と 小 , 中 , 高校 と の 被 患 率 の 比較 









tt 数 ( 小 , 中 , 高校 彼 患 率 =1.0) 


運動 能力 は 身体 の 型 態 的 発達 と 相当 程度 の 相関 を も 
っ て いる も ゃ も の と 考え られ て いる が , これ に つい て , 吉 
田 章 信 は , 表 12 の よう な 相関 関係 が ある と 発表 し て 
1964 (昭和 39) 年 度 


























区 IF 

a2 ee | 23% | BBB 
栄 養 要 注 意 2-7 3.2 9.8 
oes EE NM 3.3 1.0 1785 
胸 = - Sey 2.4 1.9 7.8 
近 視 0.1 0.6 1.0 
ia 視 2.4 0.6 2.0 
aL 視 0.2 0.7 0.5 
目 〈 弱 視 93.8. 1.6 2.5 
ier: ele an 2 jl 1.0 
het = 克 112 steal 172 
結 膜 R 2.0 1.5 12 
ZO th O IRR 11.6 2.5 3.6 
Ji 聴 5.2 3.5 6.8 
3 耳 x 6.6 6.4 3.6 
その 他 の 耳 疾 2.4 1.3 1.8 
aan Oar 5 ee 2.3 2 aber 
SID Ak sig 2.1 0.6 
ょ ん く へ ん と うぅ せ ん 肥大 0.8 1.0 1.3 
ei 1.8 1.9 1.8 
FRE ORBEA 0.5 1.0 0.9 
i> fk の RK &B 3.8 2.6 3.2 
精 神 | 2.9 22, 28.9 
身体 虚 458 3.2 3.6 43.8 
運動 機能 障害 6.0 6.1 181.4 
we 4a HB TR 0.6 0.8 2.5 
その 他 の 疾病 異常 2.9 の 8 21.0 
ty at 1.0 1.0 1.0 
Eis me 7 1.5 1.0 0.6 
Ba し 未 処置 歯 ある 者 0.9 1.0 ae | 
その 他 の 歯 疾 3.1 neal 2.0 
結 1K 2.0 2.0 35.4 
pers DN ” 保 『 春 0.7 0.8 0.8 

注 、 表 13・14……「 昭 和 39 年 1964 度 学校 保健 統計 調査 報告 書 」 文部 省 に よる . 


pi fa 3S 








0.40 
0.45 
0.60 
20.39 
0.27 
0.63 


0.32 . 


1.87 
1.88 
3.94 
0.92 
0.40 
0.40 
0.95 
1.60 
0.38 
7.28 


4.02 


1.39 
0.37 
は 
0.22 
0.25 
0.25 
0.59 
86.15 
13.59 
72.56 
2.26 
0.34 
4.95 
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表 12 盲人 の 体力 が 晴 眼 者 に 比べ て 低い と いら こと は , 社 
形態 連動 走 力 ( 短 ) | Bk 4 | 投 カ の In 提 /J に や 
身 長 i ae al aie Weta 関心 を 注 が な けれ ば な ら な い 問 題 で ある . (中 嶋 直 二 ) 
胸 囲 + 0.3 ‘+ wus +03 [参照 文献 ] 
体 重 + 0.3 + 20:3 + 0.4 吉田 章 信 「 学 徒 体力 標準 表 ]」 栗林 書房 昭和 24 
中 嶋 直 二 「 体 育 の 概念 」 東京 教育 大 学 雑 司 谷 分 校 家 
表 14 お も な 疾病 異常 の 被 患 率 の 比較 
B 学 校 ろ う 学 。 5 3 養 護 学 校 
= 分 | 昭和 89 年 度 一 | 39 年 度 一 | 昭和 39 年 度 一 | 39 年度 一 | 昭和 39 年 度 一 | 39 年 度 一 
38 年 度 34 年 度 38 年 度 34 年 度 38 年 度 34 年 度 
栄養 要 注 意 Se ee — 0.64 + 0.03 + 0.15 — 0.86 — 2.12 
せき 柱 異 党 = O71 — 0.81 — 0.22 — 0.37 — 1.74 — 4.61 
胸 3 2 & + 0.04 + 0.15 — 0.18 — 0.14 — 0.37 — 0.69 
ee 視 + 3.70 + 7.59 + 0.05 + 0.06 + 0.21 + 0.10 
その 他 の 有 眼 疾 + 4.00 — 0.41 + 0.15 — 0.12 — 0.70 + 0.74 
(5 聴 ー 0.26 | . ー 0.38 sa 本 SA フン + 0.21 con ba 
中 FF 料 — 0.45 — 0.71 — 0.53 — 1.60 — 0.54 — 0.88 
精 神 YE 89 = 6.08 … ー 0.26 + 1.58 … 
身 体 ie 55 ー 0.15 ー 1.29 ー 0.11 + 0.13 + 0.49 + 0.52 
運動 機能 障害 ー 0.15 + 0.27 — 0.10 + 0.28 — 5.11 + 11.25 
その 他 の 疾病 異常 ー 0.39 = 078 + 0.10 — 0.57 + 0.77 — 5.62 
結 核 ー 0.07 ー 0.37 + 0.05 — 0.39 — 1.73 — 6.32 
注 . 太字 は 小 , 中 , 高等 学校 の 5 倍 以上 の 被 患 率 を 示し た 項目 で ある . 
いる . 表 13 は 特殊 学校 に お ける 被 患 率 と , 小 ・ 中 ・ _ 体育 研究 室 昭和 36 
高校 に お ける も の と の 比較 で ある . 表 14 は お も な 疾 中 嶋 直 二 「 選 平 尽 と 矯正 」 東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 
病 異 常に つい て の 過去 の 被 患 率 の 比較 で ある . BRA 盲 体育 研究 室 昭和 37 
が 高い と いう こと は , 総体 的 に みて 身体 虚弱 者 が 多い HIRE (SHEOARH EH LSE] 東京 教育 大 学 雑 
と いう こと を 示し て いる と 考え られ る . 司 ヶ 谷 分 校 十 体育 研究 室 昭和 35 
体力 と いう 問題 の 解釈 は まだ 学問 的 に も 未 解決 で あ 斎藤 一 男 「 矯 正 ] 昭和 24 
る . し か し , これ まで 述べ て きた 事項 は , いずれ も 体 MBS SDH) 日 本 教育 大 学 協会 昭和 27 
力 の 一 部 面 と 考え て 間違い な いと 思わ れる . 
ーー Ay, 
SA © fat 19 2A 
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ここ で いら 触覚 の 意味 は , 従来 の 狭い 意味 の 触覚 を 
さす の で は な く , ER, 皮膚 感覚 , 運動 感覚 な ど を 含 
て , 対象 と の 直接 的 接触 に よる 税 知 過程 を さ し , IK 
い 意 味 で 触覚 と いう 述語 を 用 いた . 


認知 の 仕方 


通常 , 静 的 触 知覚 と 触 運 動 的 知覚 と に 分 けら れ て い 


従来 の 分 け 方 で は , 静 的 触 知覚 に , ① 静 止 し た 被験 
者 の 皮膚 に 受動 的 に 刺激 対象 が 押し つけ られ る 場合 と 
② 静 止 し た 皮膚 の 上 で 他 動 的 に 刺激 対象 が 動か され る 
場合 の 両者 が 含ま れ , 触 運動 的 知覚 は , ③ 自 ら 能 動 的 
に 手 を 動か し て 対象 を 触 知 する 場合 だ け を さして いた 
が , ③④ 筋 運 動 を 伴っ て も , 手 が 他 動 的 に 動か され , 
対象 の 上 を た どる 場合 も ある . し た が っ て , ①, @, 
③, ④ と それ ぞ れ より 受動 的 , より 能動 的 触 知 の 仕方 
を 分 け て 考え る 方 が 妥当 で あろ う . UP, この 点 に つ 
いて 記述 する . 

前 者 は 手 を 動か さ ず に 対象 に 触れ て BTS C と 
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を さす . 対象 の 詳し い 理解 は で き な い が , 何ら か の 形 
を も っ て いる と と , その ほか 材質 , 容 量 , 粗 滑 の お お よ 
その 把握 は 可能 で ある . 後者 は 筋 運動 を 伴っ た 認知 の 
仕方 で ある . 手 を 能動 的 に 動か し な が ら 触 覚 を 働か せ 
て , 対象 の 材質 , His, BS, WW BH Mee, 
構造 な ど 種々 な 特質 (D. Katz, 1925), 形状 (結城 
錦 一 , 1953 ) の ほか 対象 の 面 の 凹凸 , 傾き , 2 面 の 
平行 性 , 隔たり , 交差 し た 角 な ども 明確 に 認知 で きる 
(J.J. Gibson, 1962). この よう に , 最も 効果 的 に 刺 
激 特性 を 把握 し ょ うと する 能動 的 触 知 の 動作 を 分 析 し 
て みる と , 次 の 四 つ に 分 けら れる . ① ゆ あちこち すべ る 
よう な 動き 一 一 対象 の 材質 , 表面 の 変化 を 知覚 する の 
に 役立つ . ② 掃 く よ う な 動き 一 一 人 差 指 , 中 指 , 楽 指 
な どの うち , 2, 3 の 指 が 細か く 運 動 し , WROK, 平 
面 , それら の 相互 関係 な どの 特徴 を 調べ る の に 役 立 
つ . ③ 掃 く こ と と か ら つ か むこ と へ の 動き ーー② に 親指 
を 添え , 対象 を 3 次元 的 に と ら え る . 親指 が 他 の 面 に 
触れ て いく こと に 意味 が あり , 各部 分 の 構造 や 配置 な 
ど が よく 把握 され る . ④ つ か み ま た は 握 る 動き 一 一 両 
手 で 握る よう に し て 全体 を 把握 する . 対象 の 全体 の 形 
を 理解 する の に 最適 で , 盲人 に と っ て た いせ つ な 役 割 
を 上 果たし て いる . と これら 4 種 の 接触 の 仕方 は , 対象 に 
よっ て 個別 的 また は 段階 的 , 総合 的 に 現われ る (G. 
Révész, 1950 ). 

BAS 2 次 元 図形 を 能動 的 に 触 知 する 場合 の 手 の 動 
き を , 指先 に 豆 」 
電球 を つけ て 暗 
室 で 撮影 し て み 
Dk, BROT 
どる 軌跡 の 粗 密 
度 は 部 位 に よっ 
CR), 方 向 が 変わ る 
点 , 複雑 な 場所 た な ど で ( rn 
指先 が 止ま り , Barc hh ll 
索 が 行なわ れ て いる こと Be 
が わか る . た と えば , BS 
1 の 軌跡 の な か で , 点線 較 蘭 
の 細か い 部 分 で は , 指先 Bi 
が 停留 し な が ら 移動 し て i oa ee Be: 
いる と と を 示す Gry 回 議 隊 蘭 INN: 
プ は 4 CPS で 点滅 し て Needediii 
いる の で , ARORBE 纏 oe he a 
は 運動 の スピ ー ド を 表 ゎ Ee Gee 
し て いる ). 連続 的 に 触 図 1 下 ) 








知 し て いる が 停留 と 運動 が 交互 に 行なわ れ , 停留 点 で 
方 向 変化 の 度合 , 7ASHAR CMa OD BT? BEER TT 75 3 
て いる CRévész, 1938; 石田 友信 , 1959 ). 

また , 形 の 触覚 的 認知 の 過程 に は , 一 般 に 次 の よう な 
原理 , ある い は 傾向 が 見 出さ れ て いる . OVER 
感 の 原理 一 まず , 素材 の 質感 (抵抗 感 ,/ ボ リュ ー ム 感 , 
緊密 度 な ど ) を 形 そ の も の の 表象 と は 無関係 に 捕え 
る . @ 継 時 的 把握 の 原理 一 対象 に 継 時 的 , 連続 的 に 触 
れ , 個々 を 知覚 する こと が , 全体 の 形 の 正確 な 表象 に 
必要 で ある . の ち に 描画 を する と き の 助 け に な る . @ 
運動 の 原理 一 一 形 の 印象 を 得る た め に は , 手 を 移行 し 
な が ら さ ら に 指 を 細か く 動 か す 運 動 が 必要 で ある . ④ 
計測 の 原理 一 一 計測 の 道具 と し て 親指 の 幅 , 長 さ , 親 
指 と 人 差 指 の 間 の 幅 な ど を 用い る. また 手 , 足 の 運 
動 の 時 間 の 長 さ , 速度 を 手がかり に し て 空間 の 大 き さ 





_ を 知る . ⑤ 受 浴 的 構え , 意図 的 構え 一 一 触 知 する 際 , 


意図 的 に 対象 の 属性 を 把握 し よう と し て さわ る か 否 か 
に よっ て , 把握 の 正確 さ が 規定 され る . ⑥ 典 型 化 お よ 
び 図 式 化 の 傾向 一 一 対象 を 特定 の 部 分 的 特徴 で 代表 さ 
せ , それ を 婚 知 の 単純 か つ 典 型 的 な 形 の グル ー プ と 照 
らし て 類別 する . ⑦ 変 形 の 傾向 - 一 一 図式 的 分 化 が 不 十 
分 な 場合 , RS, 後天 盲 で は 触覚 像 を 視覚 像 に 置き 
換え , 明確 な 表象 を つく ろう と する . 一 方 , 触覚 独自 
の 形 の 知覚 (自律 的 ゲシュタルト の 原理 ) DEKE 
あり , IRA, 後天 衣 に も 働い て いる . ⑧⑱ 構 造 分 析 の 
原理 一 一 一 つ 一 つの 構成 部 分 を 調べ る こと に よっ て , 
対象 の 構造 , 幾何 学 的 特性 , 全体 に 対す る 部 分 の 関係 
の 細か な 認知 が 生 し る. ⑨ 構 成 的 統合 の 原理 一 一 構造 
分 析 さ れ た 部 分 を まとめ , ある 図式 的 な 像 と 関連 させ 
て 全体 像 を 形成 する ( R&vesz, 1938 : GH, 1959). 





素材 の 弁別 ・ 認 知 

普通 , 固体 の 表面 に 触れ た と き の 感 じ を 表面 触 と い 
Vs, これ に よっ て 対象 の 大 き さ , 形 の いか ん に か か わ 
bt, 素材 の 具体 的 名 称 C( た と えば 紙 類 , SBM L) 
を 識別 で きる . また , 人 硬 一 軟 , His, 湿 一 乾 , 弾性 
な どの 諸 特質 に つい て も , それ ぞ れ いく つか の 世 階 に 
区 別 し 得る . 

40 種 の 材料 を 用 いて 調べ た 結果 に よる と , ビ ロー トド ト , 
フェ ルト , BE, 細か い 砂 の 紙 や すり な ど は , どの 被 
験 者 も 明確 に 認知 で きる が , BALAI, 強く 
細 づ けし た リン ネル と 厚紙 な ど は と り 違 え や すい . こ 
の 傾向 は 原則 と し て 盲人 も 晴 眼 者 も 変わ ら な い が , B 
人 の 場合 は 尊 分 確か さ が 劣 る . 認知 に 要する 時 間 は 指 


266 盲人 の 触覚 的 認知 








を 材料 に 下ろ し , 何 か に 触れ た こと が わか っ た と き 
(簡単 反応 時 間 ) と , それ が どん な 性 質 の も の か わか 
っ た と き (認知 時 間 ) の 間 に は 明確 な 差 が か み ら れ , こ 
の 間 に あ る 程度 の 圧 で 材料 に 触れ , 活発 に こす る 動き 
が み ら れ る . Efe, 本 指 で さわ る 場合 の 方 が , 指 1 
本 で さわ る 場合 より 早く 認知 で き , 把握 の 正確 さも 増 
し て いる ( Katz,1925: 梅津 人 三 , 1952). 

同じ 素材 ( 紙 ) 同士 の 弁別 で , 比較 的 自由 な 能動 的 
触 知 の 場合 , 材料 に も よる が , 1 一 3 cm/sec の 指 の 往 
復 運動 が 1 一 6 回 行なわ れる . 盲人 の 場合 は 晴 眼 者 よ 
りや や 正確 さき を 欠く が , 弁別 は よく で きる . 指 の 運動 
を 禁じ た 静止 条件 で は , 堅い , 柔らか い が 弁 別 さ れる 
だ け で , 正確 な 弁別 に 達し 得 な た い . 手 を 静止 させ て , 
対象 が 指 の 下 を か な り の 圧 の 下 で た だ 1 回 通り 過ぎ る 
合 , 15 cm/sec で は 正確 に 弁別 で きる が , 60cm/sec, 
30 cm/sec で は 相互 の 滑 か さ の 程度 が 類似 し て , Hall 
が 不正 確 に な る . また , 材料 の 面積 が 小さ いと 弁 別 は 
いく ぶん 不利 に な る . 以上 の よう に , 細か な 弁別 を 成 
立 さ せる 要因 の 一 つ は , 対象 の 表面 を と する 場合 , 
面 の 凹凸 に よっ て 生じ る 振動 の 差 で , その 差 が 大 きけ 
れ ば 弁別 が 容易 こ な る . Ek, 棒 , その 他 の 中 間 物 質 
を 通し て , 間接 的 に 振動 が 与え られ て も , 弁別 に それ 
ほど 影響 は な い が , 触 運 動 の 制限 , 振動 の 発生 や 伝 半 
の 妨害 に よっ て 弁別 が そこ と なわ れる . こす る 運動 を 禁 
じ て も , 対象 が 指 の 下 を 適当 な 速度 (15 cm/sec ) で 
動く 場合 や , 対象 を た た いて 生じ た 振動 差 が ある 程度 
大 きい 場合 は 弁別 で きる (た だ し 聴覚 的 刺激 は な い ). 
金属 板 , 毛布 な ど を 比較 する と , 常温 で 熱 伝導 度 の 
最も 低い も の が , 最も 暖か く 感 じ ら れ る . 対象 を 高温 
に する と , 温 ・ 冷 感 が 逆順 (金属 の 方 が 布 よ り 暖 か 
い ) に な る ば か り で な く , 素材 の 弁別 が か な り 困 難 に 
な る ( Katz, 1925 : 梅津 , 1952 ). 


厚 さ , 太 さ の 弁別 

紙 の 厚 さ を 弁別 させ る と , 親指 と 人 差 指 の 間 に 対象 
を は さ み , 強い 圧 を 加え な が ら 裏 , 表 か ら こ する 動き 
が み られる. 厚 さ が 薄い も の か ら 厚 いも の へ , O-F 
の 指 が 相 向 か う 指 の 動き を 感じ 得る 程度 . ② 両 指 の 間 
で 紙 が 曲げ られ る 程度 .③ 両 指 の 隔 り の 程度 か が か それ ぞ 
れ の 標識 と な り , 薄 いも の ほど 弁別 域 は 大 きい ( Katz, 
1925 ). 

鋼 線 を 用 いて 線 分 の 太 さ の 弁別 を 調べ た 結果 に よる 
と , 標準 刺激 が 0.5 ミリ メー トル の 場合 , 上 弁別 敵 は 
盲人 の 方 が 晴 眼 児 よ り 低く , 一 方 , PHRURILBAO 





方 が 晴 眼 児 よ り 高 く な っ て お り , それ ぞ れ 有意 差 が み 
られ だ. Lal, 知能 程度 , き き 手 の 別 , Bact 
有意 差 が 認め られ な い (星川 勝 , 1962 ). 


長 さ の 弁別 ・ 認 知 

[た どる 運動 速度 の 影響 〕) 10 50 セン チ メー トル 
の 棒 を 用 い , 標準 の 長 さ (S) と , 被験 者 が それ と 等 
し く た ど っ て 再生 し た 長 さ (V) の 比 を 求め る と , HW 
者 を た どる 速度 が ほぼ 等 し い 場 合 , 長き の 見 積 り は か 
な り 正 確 に 行なわ れる . S と V の た どる 速度 を 変え る 
と , 手 の 運 動 方 身 に か か わら ず , 速度 が 遅い た どり 方 
で は 長 さ は 短く 見 積 ら れる . この 場合 , 運動 に よる 主 
観 的 移動 量 が お も な 標識 に な っ て いる が , 棒 の 両端 の 
位置 関係 を 標識 に し た 被験 者 で は , 速度 の 影響 は ほ と 
ん ど 現われ な い CE.V. Skramlik, 1934 ). 盲人 の 場 
合 , 運動 に よる 移動 量 を 標識 に し た 判断 で は , 晴 眼 児 
より は る か に 正確 で ある (梅津 , 1933 ). 

[し た どる 下地 の 影響 〕] 棒 に あら さ が 異 な る 紙 や すり , 
し ゅ す 布 を 張っ て , その 上 を た どる 場合 , 運動 抵抗 が 
大 きい 棒 の 長 さ は 過大 に 見 積 ら れる . 抵抗 に 影響 され 
な い 者 に お いて は , 指 を 浮か し て 空中 を た どっ た り , 
いっ た ん 見 積 っ た 長 さ に つぎ 足し を する な ど , 2 次 的 
補正 を 行なっ て いる (梅津 , 1935 ). 


線 の 形状 の 認知 

[た どる 運動 方 向 の 影響 〕 机 の を 水平 平行 に た ど 
る と き は , 直線 な も の と し て 認知 され る が , 手のひら 
を 当て て , 上 下 し な が ら 蛇行 状 に 横 の 方 向 に た どる 
と 直線 な も の と し て 認知 し が た く な る CSkramlik, 
1934). 水平 平行 の 運動 で も , た どる 線 が 長く (80 一 
200 セン チ メ ー ト ル ) な る と , 両端 が 被験 者 より 遠 ざ 
か っ た 凹 状 の も の と 知覚 され , 直線 と 認知 され る 対象 
は , 被験 者 に 対し 凸 状 の 線 で ある . この 傾向 は , 対 
象 と 被験 者 の 距離 が 近い ほど 著しい CG. Siemsen, 
1934). また , BAL 晴 眼 者 で は , 盲人 の 方 が 客観 的 
直線 に 近い も の を 主観 的 に 直線 と みな し , 判断 の 変動 
も 少な い ( CI.M.L. Hunter, 1954). 

[た どる 指 の 数 お よび 回 数 〕 被験 者 に 対し て 凸 また 
は 凹 状 に 置か れ た 木片 を 1 本 指 で た どる 場合 , BAT 
も 相互 の 弁別 は 容易 で な い が , 4 本 指 を そろ えて さわ 
る 場合 は きわ め て 容易 に な る . Ek, 数 度 た どる 方 が 
1 度 よ り 正 確 で ある (梅津 , 1952 ). 
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角度 の 弁別 

点字 用 紙 に ルレ ッ ト で 作図 し た 直線 , 直角 , 45 度 , 
135 度 の 点 図 を 用 いて , 触 運 動 に よる 角度 弁別 を 行 な 
っ た 結果 に よる と , 直線 に 関し て は 晴 眼 者 と 全盲 , 準 
B, 弱視 者 の 弁別 域 の 間 に 差 が み られ な い が , BA, 
135 度 , 45 度 に つい て は , 晴 眼 者 が 宜 人 より 正確 で あ 
る . 特に 全盲 者 は 135 度 の 弁別 が 困難 で ある . AE 
と ゃ 実際 の 角度 より 小さ く 見 積 ら れる 傾向 が ある ( 太 
FW, 1960). 


2 次 元 図形 の 弁別 ・ 認 知 

[静止 条件 に よる 触 知 〕 木 刻 に 釘 を 打ち つけ て 作成 
LRA, 正方 形 , 正三 角形 , 開い た 円 , 三角 形 な ど を 
静止 し た 手のひら に 押し 当て る と , ① 閉 じ た 図 形 は 開 
いた 図形 より 容易 に 認知 され る . ② 円 お よび 三角 形 は 
最も 知覚 が 正確 で ある . ③ 開 いた 図形 は 閑 じ た 図 形 と 
し て 知覚 され や すい . ④ 図 形 の 部 分 と し て の 三角 形 2 
頂点 の 2 点 関 は , 触 空間 2 点 騰 より 大 きい . 

この よう に , 静止 条件 に よる 触 知 に も , ゲ シ ェ タル 
ト 法則 が 適用 され る . し か し , 知覚 され た 形態 は , 客観 
的 形態 また は 視覚 に よっ て 把握 され た 形 に 比 し , OF 
ADS LV. (B.L. Rosembloom, 1929). すなわち , 
MORETCHIEAAIS L DARAIOBS IL, 幾何 学 的 形態 に 
対応 する よら な 形 は 知覚 され ず , (OBR (視覚 表象 
な ど ) が 付加 され る 場合 に だ け , 形態? の 知覚 が 生じ 
る . た だ し ,. 弁別 は 比較 的 正確 に 行なわ れる (Gowin 
F.L. de & F. L. Dimmick, 1928). 押し つけ られ た 図 
形 知覚 の 正確 度 は , 指 敵 に 近づく ほ と 増 し , 親指 の 腹 
が 最 も 正確 で ある . また , 線 図形 は 面 図形 , 点 図形 
より 明確 に 認め られ る ( M.. Zeigler & R. Barret, 
1927 ). 

[静止 条件 と 能動 的 運動 に よる 触 知 〕 木製 幾何 図形 
12 種 を 呈示 し て , 自由 に さわ る と と を 許す 場合 , 盲 
は 正確 に 弁別 で きる が , 静止 し た 手のひら に 対象 を 思 
いて 押し つけ た だ け で は , 規則 的 な 図形 で あっ て も , 丸 
WhO, 三角 な も の , 四角 な も の , 多角 形 の も の , と 
いう ら 大まか な 弁別 が で きる だ け で ある (梅津 , 1952 ). 
同様 に ① 指 を 動か すか , 静止 し た まま か , ② 面 図形 , 
輪郭 図形 の どちら が 弁別 され や すい か の 2 条件 に つい 
て , アル ファ ベッ ト の 大 文字 , 数 字 RIO RAR 
(ZG, 正三 角形 , 半 円 な ど ) を 用 いた 結果 に よる と , 
面 図形 で 指 を 動か す 条 件 が 最も 正確 で , 輪郭 線 図形 で 
指 を 動か す 条件 が これ に 次 ぎ , 指 を 静止 し た 条件 , 
特に 面 図形 で 指 を 静止 し た 場合 は 最も 不正 確 で ある 


( J.R. Austin & R.B. Sleight, 1952 ). 

[対象 の 動き と 能動 的 運動 に よる 触 知 〕] 手 を 能動 的 
に 動か し て 触 知 する 場合 に は , 静止 し た 手のひら に 対 
象 が 押し つけ られ る 場合 ば か り で な く , 静止 し た 手 の 
ひら の 上 で 対象 が 動か され る (回 転 す る ) 場 合 に 比べ て 
も , 明らか に 正確 な 知覚 が 生じ る (Gibson, 1962). fiz 
知 の 際 の 手 の 運動 条件 (能動 的 に 運動 と 静止 ) と 触 面 
の 多少 ( 指 1 本 と 指 3 本 ) の 関係 に つい て , 触 用 点線 
SH, 4 & FA) を 用 いて 調べ た 結果 に よる と , 触 
面 が 増加 する ( 指 3 本 ) と , どの 運動 条件 に つい て も 
正確 さ が 増 す が , 指 3 本 を 静止 させ て , 実験 者 に よっ 
て 動か され る 対象 を 触 知 する 条件 より , 指 1 本 を 能動 
的 に 動か し て 触 知 する 条件 の 方 が , 正確 な 知覚 を 生じ し 
る . この よう に と, 対象 の 形 の 把握 に お いて は , 振動 感 
覚 に 加え て , 手 の 能 動 的 運動 が 大 き な 役 割 を 果たす 
CREA, 1953 ). 

〔 他 動 的 に 動か され た 手 に よる 触 知 と 能動 的 運動 に 
よる 触 知 ] し か し , BO 認知 に は , 必ず し ゃ 能動 的 
運動 が 有効 で は な く , 実験 者 が 被験 者 の 手 を 動か し て 
対象 を 触 知 さき せる 方 が 把握 が 正確 な 場合 が あり 得る . 
すなわち , 対象 の 主要 構成 部 分 に 適切 に 触れ る よう に 
誘導 する こと が , 正確 な 認知 を 成立 させ る た め に は 重 
要 で ある (名 取 (《( 中 井 ) 豆 美子 , 1966 ). 
BORA) 一 方 , 簡単 な 2 次 元 図形 を 指先 で 弁 
BSS, 図形 を それ と 認知 で きる 最小 の 大 き さ 
を 調べ る と , 手 を 動か す 場 合 と , 動か さ な い 場合 と の 
差 は み ら れ な いと いう 報告 も ああ る. この 実験 で は , BE 
の 方 が 晴 眼 児 より 各 図 形 と も わずか に まさ っ て お り , 
盲 児 の 場合 に は 年 齢 差 が ほとん ど な い (海老 原 砂子, 
1958 ). 

[ 形 の まとまり 方 ] BRCHECALEHSEKA 
線 の 連続 や , 刺し ゅ う , 針金 な ど で 作 っ た 線 図形 を 指 
先 で 触れ , その 形 を 認知 する と き の ま と まり 方 に は , 
次 の よう な 特徴 が み ら れ 
る . ① よ い 連 続 , FAA, 
相称 な どの 要因 は , 視 知 
覚 に お ける ほ と 優位 に み 
られ な い . こと に 切れ 切 
れ の 線 は , 連続 する 1 線 
Sb CE まゆ り が た い 
② 接 近 , 閉 合 の 要因 は , 
か な り 優 位 に 現われ る . 
これ ら の 事実 は , 触 知 に 
よる 形 の 知覚 が , 刺激 を we 
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継 時 的 に た どる 

運動 に 規定 され 
rape 5 ¢ 
雑 な 線 図形 で 

は , 被験 者 は , | 


| 


① い くつ か の 小 
部 分 に 分 割 し て 
ず , 全体 を と り 


まく 外縁 を つか ““ 
A, 次 いで その 内 側 と ある も の を つか む . た と えば, 
図 2 の よう な 線 の 交差 し た 図形 で は , 大 きく まとまる 
こと は 困難 で , 1 , 2, 3, 4, 5 の 図形 の 集まり と し て 
把握 され る こと が 多い (山根 清道 , 1935: J. Becker, 
1935). し か し , これ ら の 特徴 も , 事物 の 重なり と 図形 
と を , 対応 づけ る ステ ッ プ を 挿入 し て や れ ぱ ば ,(1, 3, 

4 ) 圭 (2, 4, 5 ) 型 の 把握 に 移行 し て いく こと が 示 
され て いる (鳥居 修 晃 , ARATLE, 1965 ). 

[図形 の 位置 お よび 始点 の 影響 〕 視覚 で は 図形 の 仁 
BMAD Th, ある 程度 の 同一 視 が 可能 で ある が , 
触 知 で は 非常 に わか り に くく な り , 輪郭 構成 線上 を た 
どる 場合 , 同じ 図形 で も , B<Me, 方 向 の 変化 に よ 
っ て 認知 が 困難 に な る ( 図 3). MOT RATS Bw 
合 の 出発 点 を どこ に と る か に よっ て も , 認知 に 難易 が 
生じ , 図形 が 複雑 化す る ほど その 効果 が 著しい (石田 
友信 , 1959 ). な お , この 傾向 は 晴 眼 者 の 閉 眼 状態 に 
も ゃ み ら れ , 特に 規則 的 な 幾何 図形 で は , 通常 , 描画 す 
る 際 に , 始点 また は 終点 に な る 角 か ら 触 知 し た 場合 と 
そう で な い 場 合 と で は , 把握 の 正確 さ が 異 な り , 開眼 
状態 で の 描画 に お いて , 優位 な 始点 お よび た どり 方 と 
対応 し て いる ( 鹿 取 広 人 , 名 取 喜 美子 , 1967 ). 

(ARAUe CPV RR) FERS, RKERLOGES 
(に, 正方 形 , Ark Eo rc BSN 9 種 を 呈示 し 
て , 触覚 に お ける 視覚 的 要因 の 意義 に つい て 比較 し て 
みる と , 鈴 筆 に よる 再生 お よび その 言語 報告 に つい て , 
と も に 晴 眼 者 の 方 が 盲人 より 正確 で あり , 盲人 の 場合 
は 具体 的 事物 に た と えた 報告 や , 自信 の な い 報告 が 
多い . 把握 時 間 も 晴 眼 者 の 方 が 短い . し か し , KX 
さ を 大 に し た 選択 肢 に よる 再 認 で は , 両者 の 間 に 差 は 
み ら れ な い . GRE, 後天 盲 間 の 差 に つい て は , 研究 
者 に よっ て 結果 が 異な り , ① 再 生 と 言語 報告 に 有意 
差 な ら び 成績 と 矢 明 時 期 の 間 の 相関 が 認め られ る と 
いら 結果 (P.Worchel, 1951), ② いずれ に ゃ も BBA 
れ ら ず , 失明 時 期 と の 関係 は な い 結果 CKFFBE, 


1957 ) と が 示さ れ て いる . BAM, 無 意 味 図 形 各 3 
種 を 用 い , 再 認 さ せ た 結 果 に よる と , HAM CAE 
児 が や や 正確 で ある だ け で , 正確 率 , 反応 時 間 , 平均 
誤差 , 誤 反 応 数 と も , Bi, 晴 眼 児 間 に 有意 差 は み ら 
れ な い . BO 早期 失明 群 (4 歳 ま で ), 後期 失明 群 
(5 歳 以 降 ) で は , 後期 失明 群 が や や 正確 で ある Gn 
藤 ・ 田 中 , 1960). 以上 の よう に , BO 認知 に 視覚 表 
象 が 積極 的 な 役割 を 果たす と 考え られ る が , 180 度 回 
転 し た ボー ド に 釘 を さ し 込 み , 簡単 な 幾 何 図形 ( 点 図 
形 ) を 再生 させ る よう な 触 運 動 と 空間 表象 の 両者 が 要 
求 さ れる 課題 で は , 盲 児 の 方 が 晴 眼 児 よ りす ぐれ て お 

り , し か も , 後期 失明 群 の 方 が 早期 失明 群 よ り 正確 で 
HS. 3 一 5 本 の 釘 に よる 図形 を 分 類する 際 , 触 運動 
(に よっ て 情報 を 得る 能力 は , 盲 児 の 方 が 晴 眼 児 より 高 
く , 早期 失明 群 , 後期 失明 群 と も , 釘 の 数 に よる より 
形 の 類似 に よる 分 類 を 多く 行なう (視覚 に よる 分 類 に 
近似 ) ( Drever, 1955). 

[認知 の 転移 〕 BARA, 地図 を 学習 する 
際 , 一 定 の 大 き さ の 図形 で 習 吾 す れ ば , 図形 が 拡大 さ 
HC, 学習 が 転移 する か を みる た め に , 拡大 し た 無 
意味 図形 の 中 か ら 原図 形 を 再 認 さ せる と , 10 倍 で は 


や や 困難 度 が 増す が , それ 以内 で は 大 き さ が 増加 し て 


も , 認知 の むず か し さ は 必ず し ゃ 増加 し な い . 原図 形 
と 対応 する 位置 に 点 が ある 拡大 図形 の 再 認 に つい て み 
St, 図形 の 中 心 部 に ある 点 は , 図形 が 拡大 する に つ 
れ 定位 が 困難 に な る が , 図形 の 凹凸 部 ある い は 大 き な 
弧 を 描く 周辺 部 に ある 点 は 図形 の 大 き さ が 変わ っ て 
も , 定位 の 学習 効果 が 比較 的 容易 に 転移 する . (小柳 
昭 代 , 1957). 
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[立体 の 弁別 〕 円 柱 , 立方 体 , こけ し を 再 認 さ せる 
と (比較 形 は 7 2 倍 お よび 2 倍 ), BREE DO 
や や す ぐれ て お り , 早期 失明 群 , 後期 失明 群 の 間 に 有 
意 差 は み られ な い (加藤 康 昭 , 田中 英雄 , 1960). 

[立体 の 構成 描画 ] 3 次 元 的 対象 を ある 材料 の 上 に 
表現 する 描画 に お いて , 遠近 法 , 投影 法 な ど は その 対 
象 物 を 抽象 する 一 つの 記号 体 氷 の シー ル で あり , いく 
つか の 可能 性 が 考え られる. 盲人 の 措 画 の 研究 は , BF 
人 の 精神 生活 を 解く か ぎ と し て , また 3 次元 的 形態 に 
つい て の 表象 を , 明確 に 伝達 する 技術 を 発展 させ る も 
の と し て 重要 で ある . 日 常 の 事物 の 想像 画 を 描か せる 
と , 晴 眼 児 で は 人 間 , 動物 を 多く 描く の に 対し , Be 
で は 一 般 に 無生物 が 多く , 人 間 を 描く 者 が 少な い . B 
人 の 人 物 画 は も っ ぱら 正面 の 絵 だ け で , AA, 手足 が 線 
で 描か れ , 髪の毛 , 着物 な ど を つけ 加え な い . REX 
く で きた 13 歳児 で , 晴 眼 児 6 歳 の 平均 で ある . 動物 
の 絵 は 側面 か ら 描 か れ , 脚 , と き に は 胴 も 線 に な り , 
また ` な に か の 動物 ′ と , 一 般 的 な 動物 を 描く . 家 の 画 
は 平面 図 的 で , 階段 が 優位 な 位置 を 占め , 晴 眼 児 が よ 
く 描 く よ う に " 壁 の 向こう ろう に 人 間 を 描く ′ こと は 全く 


な い (M4). 小さ な 4 本 足 の 机 , 3 辺 の ピラ ミッ ド , 


立方 体 円 筒 を 育 人 に さわ りな か が ら 描画 させ る と , M5 
の よう に 描く , これ は 5, 6 歳児 の 再現 と 似 て お り , 


展開 図 的 規則 性 かがみ ら れる. しかし, この 表現 方 法 は 


簡単 な 対象 の 場合 に 限定 され , また , BIKAR 
と っ て 人 工 的 で ある . そこ で , 水平 , 垂直 , 側面 の 正面 
が , それ ぞ れ 投射 され る 投影 法 を と り , これ に よっ て 
種々 な 立体 に つい て の 正しい 表象 を 与 を えた と いう 結果 
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が みみ られ る ( Katz, 1953 ). 

[描か れ た 立体 画 の 認知 ] 描か れ た 絵 を 再 認 し 得 て , 
初め て 捕 画 は 物体 表現 の 記号 と し て の 意味 を も つと 考 
えら れる が , 人 間 , 家 , 動物 は し ど ご な ど , APO 
いた 絵 の 再 認 は 正答 率 4 分 の 3, 他人 の 絵 の 再 認 は 正 
答 率 3 分 の 2 と な る こと か ら , 一 般 に 十 人 の 表現 法 に 
は 多く の 共通 特徴 が ある こと が わか る . EK, BAD 
描い た 絵 を , 晴 眼 者 が 視覚 で みる 場合 も , は な は だ し 
いも の を 除い て は 同様 に HR LES ( Katz, 1953). 
し か し , 遠近 画 法 的 に 描出 され た 家 , くつ , テー ブル 
な ど を 指先 で 触 知 し , 3 次 元 的 な 物 を 認め る こと は 非 
常に 困難 で ある (CR. V. Merry & F. K. Merry, 1933). 
図 6 の よう に , 透視 画 法 に よっ て 表わさ れ た 立体 の 図 
Bit, ALA” の よう に 認知 され る 傾向 が 著しく , 全 
体 の 形態 は Fa" と 知覚 され な い (山根 , 1935 ) . し か 
し , 図 7 の よう に , 重なり の 知覚 を 理解 させ る 過程 を 
通し て , WARE ICH TSC LIL 可能 CHS. 
図形 を 小 部 分 に まとめ て 把握 する 傾向 が 非常 に 強い 
が , 多く の 段階 を 経て , 事物 と 図形 と の 対応 関係 を 
練 す れ ば , 先天 性 盲人 で も , 対象 を 表現 する 記号 と し 
て の 透視 画 法 の 習得 , お よび その 認知 は 可能 で ある か 
ゃ も し れ な い OKA, 1964 ). 


形 の 記憶 

触覚 に お ける 記憶 の 変容 を みる た め に , 数 種 の 対 
象 (2 線 の 交差 , BHR 閉鎖 図形 な ど ) を 呈示 し て 
か ら , 60 日 の 期間 を お いた の もち , 選択 肢 法 に よっ て 類 
似 形 の も の か ら 先 の 呈示 物 を 選ば せる と , 晴 眼 児 の 方 
PBL VEN CHS. 変容 の 傾向 を みる と , BHO 
約 40 パー セン ト が 交差 角 を 小 と し て , 2 線 を 接近 化 
する 傾向 が か み ら れ る . MHOMERILE dD THEE, 
宜 児 の 約 55 パー セン ト が 極端 化 し て いる . ジグ ザ グ 


270 盲人 の 触 


的 認知 





線 で も 盲 児 は 正答 が な く , 和 失 鋭 化 の 傾向 が 70 パー セ 
ント み ら れ る . 閉鎖 図形 の 扇形 で は , 盲 児 は 切 口 を 円 
清 化し , 全体 に 丸み を つけ る 者 が 55 ペ ー セ ント 近く あ 
っ た . 知 形 に つい て は , 縦横 を 正しく 記憶 し て いた 者 
は 8 パー セン ト で , 48 パー セン ト が 正方 形 と し , 30-8 
ー セ ント が 正方 形 に 近づけ る . 急 に 類似 し た 無 意 味 図 
Wit, 魚 と 記 層 する 者 が 多い た めか , 正答 率 が 60 パ 
ー セ ント と 高い . 晴 眼 児 は ほとん ど が 正答 を 示す ( 石 
田 , 1959 ). 

以上 触 的 認知 の な か で , 特に 盲人 の 実生 活 と 深く 結 
び つ いて いる と 考え られ る 様相 を , いく つか の 研究 に 
た ず ね , さら に , それ ら の 様相 を 理解 する うえ で 参考 
(に な る と 思わ れる , 正常 人 の 閉 眼 状態 に お ける 研究 を 
加え た . 従来 の 狭い 意味 で の 触覚 に , 圧 覚 や 温 ・ 冷 
, 運動 感覚 を 加え た 広い 意味 で の 触 受容 系 を , 外界 
認知 の た め の 総 合 的 な 反応 系 と 考え る な ら ば 触覚 系 に 
よる 生活 体 の 反応 系 の 仕組 み は , 視 受容 系 に よる 反応 
の 仕組 み を 考え る うえ で 大 き な 意 味 を も ち , 逆 に 視覚 
系 に よる 反応 の 仕組 み が , ARADO 解明 に 役立つ 
( Gibson, 1962) ) こと を つけ 加え て お きた い . 
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盲人 の 反応 時 間 と 音源 の 定位 


反応 時 間 

視覚 障害 者 の 音 に 対す る 反応 時 間 に つ いて の 研究 に 
井上 純子 が 行なっ た も の が ある . 被験 者 に は 18 LA 
LOfS 224, 弱視 20 人 の ほか コントロール グ ルー 
プ と し て 晴 眼 者 23 人 を 用 いた . 反応 時 間 の 測定 に は 
TKK 電子 管 葵 クロ ノ ス ュ コー プ を 使用 し た . 反応 時 
間 の 測定 は 単純 反応 と 選択 反応 の 二 つ の 方 法 に よっ 
た . 単純 反応 に は 500 サイ クル , 40 dB の 刺激 音 を 用 
Wie, 選択 反応 は 二 つ に 分 か れ て お り , 一 つ は 2 種類 
の 音 刺激 を 出し , その うち の 1 種類 に 反応 する . 他 の 
ー つ は 3 種類 の 音 刺激 を 出し て , その らち の 1 種類 の 
音 に 反応 する こと が 求め られ る . 

具体 的 に は , 2 種類 の 音 刺激 の 場合 は 500 サイ クル 
と 1000 サイ クル (いずれ も 40dB ) と し て , 500 サイ 
クル の と きだ け 反 応 す る よう 求め る . 3 種類 の 音 刺 激 
の 場合 は 500, 1000, 2000 サイ クル (いずれ も 40 dB ) 
の 三 つ の うち, 500 サイ クル の と きだ け 反 応 す る よう 
求め る . 単純 反応 は 20 試行 行ない , 選択 反応 は 2 種類 
の 場合 は 20 試行 (10 試行 は 正 反 応 ), 3 種類 の 場合 
は 30 RT (10 試行 は 正 反 応 ) 行なっ た . 

ES, 単純 反応 に つい て みる と , 晴 眼 考 の 反応 時 間 
の 平均 167.4 シグ マ (1 シグ マ は foo 秒 ) に 対し て 
弦 視 は 196.5 シグ マ , SElIL151.5/77<C, Sen 
第 1 位 , 晴 眼 者 が 第 2 位 , 弱視 が 第 3 位 で , それ ぞ れ 
の 間 に 有 意 差 が み ら れ る . 


選択 反応 に つい て みる と , 2 種類 の うち 1 種類 を 選 


ぶ 場 合 は 晴 眼 者 の 平均 266.4 シ グマ 対し 弱視 276.4, 
Se 242.7 と な り , SEDO < Sat, 晴 眼 者 の 間 


に は 有意 差 が か み られ な い . 選択 反応 , 3 種類 の 刺激 か 


ら 一 つ を 選ぶ 場合 で は , 晴 眼 者 の 平均 283.8 シグ マ に 
対し て 弱視 は 303.6 シグマ , 全盲 は 269.2 シグ マ と な 
り , それ ぞ れ の 差 は 縮まり , 全盲 と 弱視 の 間 に だ け 有 
意 差 が み られ た. 
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以上 を 全体 的 に みる と , 音 に 対す る 反応 時 間 は 単純 
反応 , 選択 反応 を 問わ ず , SSH, IB, 弱視 和 群 
の 順に 反応 は 遅く な っ て いる . また , 単純 反応 か ら 選 
択 反 応 へ , 選択 反応 も 複雑 こ な る に つれ て , SB, 晴 
眼 者 , 弱視 の 差 は 縮まっ て いる . 

次 に 全盲 群 を 先天 お よび 早期 失明 (6 歳 以前 和 失明) 
と , そ れ 以 後 の 失 明 群 に 分 け て みる と, 単純 反 応 も 選択 
反応 も 先天 お よび 早期 失明 群 の 方 が 反応 が 速い . 単純 
反応 で は , 先天 お よび 早期 失明 群 146.8 シグマ に 対し 
BRE 159.8777, 選択 反応 A('/ 選択 ) で は 先天 
お よび 早期 失明 群 229.3 シグ マ , BRE 266.1, 選択 
反応 B( 1/5 選択 ) で は 先天 お よび 早期 失明 群 254.9 シ 
グマ に 対し 後天 盲 は 294.5 シグ マ で , 単純 反応 で は 有 
意 差 は み ら れ な か っ た が , 選択 反応 で は A, BOOED 
ら に も 有意 差 が あろ られ た だ. な お 晴 眼 者 の 反応 時 間 と 比 
べ る と, 後天 家 は 晴 眼 者 の 平均 値 に 近く な っ て いる . 


音 の 定位 

角田 和 - 一 ちら は , 18 歳 以 上 の 盲人 20 人 と コン トロ ー 
ル グ ル ー プ と し て 晴 眼 者 24 人 を 対象 に , 音 の 方 向 弁 
別に 関す る 実験 を 行なっ た . 30 メー トル 前 方 の 床上 
30 セン チ メ ー ト ル の と ころ で 1200 サイ クル , 50 フォ 
ー ン の ブザー 音 を 1 秒 お き に 5 回 鳴ら し て , その 音 を 
目標 に 直面 させ 歩か せ た . LC, 25 メー トル 直進 
し た と と ころ で , 基点 と 目標 を 結ぶ 線 と の ずれ を 計っ 
た . 被験 者 に は ゴム 底 の 上 ば き を 使用 させ , BRAT 
は 目隠し を させ た . そ の 結果 , ずれ の 平均 値 は 盲人 群 は 
244 セン チ メ ー ト ル , 晴 眼 者 は 252 セン チ メ ー ト ル と 
な り , 両者 の 間 に 有 意 差 は み ら れ な か っ た だ た. な お , 晴 
眼 者 に 目標 を 見 せ て か ら 目隠し を し て 歩か せ た 場合 
は , 目標 へ の 直線 か ら の ずれ は 139 セン チ メ ー ト ル ぐ 
らい で , 聴覚 の 場合 より 少な く な っ て いる . 視覚 で 目 
標 を つけ た 場合 の 方 が , より 正確 に な る こと を 示し て 
いる 

菅原 胡 一 は 正方 形 の 部 屋 に 被験 者 を 買い て , BAL 
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晴 眼 者 の 音 の 定位 を 調べ た . 被 験 者 を 中 心 に 前 後 左 右 , 
斜め 前 後 , 真 上 の 9 ヵ所 で 音 が 出る よう に し て , それ 
ぞ れ の 個所 に 番号 を つけ て , 何 番 の 音 が 出 て いる か を 
答え させ た . それ に よる と , BRC, 弱視 は , 
真 後 が 全盲 に 比 し て 困難 で あっ た . 全盲 は 右 後 が 最も 
成績 バ が よ か っ た . Ek, この 実験 は 各 方 向 に つい て , 
それ ぞ れ 7 回 ずつ 行 な ち れ た が , 盲人 は 1 回 目 で だ い 
た い 弁別 し た が , 晴 眼 者 は 2 回目 以後 に 上 時 し て い 
る . これ は 日 ご どろ の 無意識 の 練習 効果 が 現われ た も の 
と 思わ れる . 

外国 で は ボル チ 2 ル が 音 の 方 向 定位 と 音源 へ の 距離 
を 当て させ る 実験 を 行なっ た が , 前 者 で は 盲人 と 晴 眼 
者 で は 差 が な い が , 後者 で は 盲人 か まさ っ て いた . 


盲人 の 聴覚 弁別 力 

佐藤 泰正 ら は 盲人 の 聴覚 弁別 力 に 関す る 研究 を 行 な 
sic. 世間 一 般 で は , 盲人 は 晴 眼 者 より 耳 が よい よう 
に 考え られ て いる が , 果たし て 実際 は どう か を 調べ る 
た め , シー ショ ア ( C.E. Seashore ) の 音楽 才能 テス 
ト ( Seashore Measure of Musical Talent) を BA 
に 行なっ た . この テス ト は 音 に 関す る 基本 的 要素 に つ 
いて の 弁別 を 主 と し て 作ら れ て お り , ① 高 さ 弁 別 ,② 
強 さ 弁 別 ,③ リ ズム ょ 弁別 , ④ 長 さ 弁 別 , ⑤ 音 色 弁 別 , 
⑥ 音 の 記憶 の 六 つ の 下位 テス ト か ら で き て いる . し た 
が っ て , 聴覚 弁別 力 の 測定 が 可能 で ある . 

高 さ 弁別 は 高 さ が 異な る 二 つ の 音 を 開い て , 初め に 
鳴る 音 に 比べ て , あと に 鳴る 音 が 高い か 低い か を 判断 
させ 50 題 の 間 題 か ら な る . 刺激 音 は 500 サイ クル 前 
EC, 二 つ の 音 の 差 は 17 一 2 サイ クル で , オシ レー 
ター に よる 純 音 で ある . 


BS 1 

強 さ 弁 別 は 高き 弁別 と _* 
同様 に , 二 つ の 強 さ の 音 に we 
を 弁別 させ る 問題 50 題 上 | FRE | 45.2 @ 
か ら な る . 高 さ は 440 サ Bay | 4.6 @ 
be ies = ake ; ae bare 5 die 
イク ル K に 一 定 し , 二 つ の | epee | 29.7 © 
強 さ の 差 は 4.0 一 0.5 デ = 音楽 再 45.9 ① 
シン ベル に わた っ て いる . Bee 45.5 @ 
リズ ム 弁 別 は 二 つ の 》 x a4 ーー 
ズム が 同型 か 異な る か を Sen る 
判断 させ る 問題 30 題 で 中 | BA | 83 の 
高 さ は 500 サ イク ル , 速 さ 学 | 晴 限 者 | 30.0 © 
) =92.24 抽 子 の 中 に 五 | gee | 43.0 © 
つの 音符 が は いる も の , ーー B A | 31.0 © 





3/4 拍子 の 中 に 六 つ は い 


強 

44.1 
42.9 
40.7 
42.7 


44.2 
44.5 
43.1 
39.1 


43.9 
39.4 
39.8 


37.3 
39.0 


盲人 の 触覚 的 認知 


BOD, %4 拍子 の な か に 巧 つ は いる も の な ど が , 順に 
複雑 な リズ ム に な っ て いく よう に 構成 され て いる . 

RS (時 間 ) 弁別 は 時 間 的 に 異な る 二 つ の 音 の 比較 
で 50 題 . 高き さ は 440 サイ タル, 強 さ は 同 条件 , 二 つ 
の 音 の 長 さ の 差 は 0.30 一 0.05 秒 で ある . 

音色 弁別 は 二 つ の 音 を 開い て 同じ 音色 か どう か 判断 
させ る 間 題 50 題 . こ れ は 倍音 の 構造 に お いて だ け 異 な 
る 複合 音 の 弁別 力 を 測定 する テス ト で ある . 各 音 の 基 
音 は 180 サイ クル で , その 第 5 倍音 まで が 素 成分 に な 
っ て いる . 第 3 倍音 と 第 4 倍音 の 強 さ が 変化 する . す 
な わ ち , 標準 刺激 音 (初め あ に 出 る 音 ) と の 差 が ある . 
音 の 構成 は 強 さ の 成分 の 増 滅 に よっ て お り , 第 3 倍音 
に お いて 10.0 一 4.0 デン ベル 減 , 第 4 倍音 に お いて 
9.6 一 0.7 デン ベル 増し て いる . 

音 の 記憶 は 三 つ ず つ , ある い は 四 つ , 五 つ ずつ の 音 
型 が 2 度 鳴り , 2 度目 に 現われ た 音 群 か ら 初 め の 音 群 
に ある も の と 異な っ た 音 を 指摘 する 問題 30 題 で , 刺 

音 は ハモ ンド オル ガン を 使用 . BS, 速度 は 一 定 で 
ある . 

第 験 者 に は 盲人 150 A, 晴 眼 者 282 人 を 用 いた が , 
この ほか に 特に 音楽 訓練 を 受け て いる グル ー プ (音楽 
専攻 群 ) も 加え た . すなわち , 音楽 専攻 の 晴 眼 者 148 
A, 音楽 専攻 の 盲人 17 人 が 加わ り , 合計 597 人 CH 
る . 年 齢 は 小学 4 年 か ら 大 学生 に わた っ て いる . 

まず , 高 さ の 弁別 で は 盲人 群 と 晴 眼 考 群 の 間 に 有 意 
差 は な く , しろ, 音楽 訓練 を 受け て いる グル ー プ の 
得点 が 高い . Ek, 高 さ 弁別 力 で は 中 学生 の 得点 が 低 
い が , 高校 生 ・ 大 学生 に 比べ る と 知 的 に まだ 発達 の 人 
中 で ある こと が か が, 結果 に 影響 し て いる と 思わ れる . し 


盲人 ・ 晴 眼 者 ・ 音 楽 専攻 者 の 下位 得点 平均 


さ リズ ム Ss さき Ss & Bee 
CD 」 、。22 人 の 43.9 ① 39.2 @ 2.7 ① 
0 fad 9) 44.8 ① 42.7 ① 28.8 ① 
⑥) 26.0 ③ 42.3 @ 39.7 ③ 24.7 @ 
@> (23.5 42.9 ① 36.2 © 2.7 ③ 
(⑰ “Hi ® 44.8 ① af .3° @ > ase 
®. 927.6,@ 42.0 @ 37.9 © 28.9 ① 
② 28 ③) 42.1 @ 36.8 ⑤ 25.6 @ 
® 25.2 @ 39.9 @ 37.3 ⑤ 23.9 @ 
@) _ 26.7. 43.3 @ 35.4 ⑥ 29.2 ① 
⑤ 2.4 © aT 5, to) 37.0 ⑤ 20.3 @ 
③④ 2.5 @ 35.9 © 34.2 ⑦ 18.8 @ 
⑦ 28.4 や 41.0 @ 31.2 28.3 @ 
© 24.4 © 39.6 @ 36.0 ⑥ 19.3 @ 


注 ① は 段階 づけ で 最上 位 10 バ パーセント, ② は 次 の 10 バ ー セ ント で , ⑩ は 最 位 下位 10 バ パー セン ト と な る . 


盲人 の 心理 


た が っ て , この 高 さ 弁別 力 は 音楽 訓練 を 受け て いる こ 
と と 知 的 成 熱 に 関係 が 深い よう で , 視力 欠損 は ほとん 
ど 関 係 が な く , 盲人 の 高 さ 弁別 力 は 晴 眼 者 と 有意 差 が 
inkl wkd. 

強 さ 弁別 の 結果 は 全般 的 に みて , BA, MIRAE 
の 間 に 有 意 差 は み られ な い . Ek, 音楽 専攻 グル ー プ 
る ゎ 中 学生 レベ ル で は よかっ た よう だ が , 高校 ・ 大 学 レ 
ベル で は 盲人 群 と 晴 眼 者 群 と の 間 に 有 意 差 は み ら れ な 
Ge 

リズ ム に つい て は 全般 的 に 音楽 専攻 群 が 最 も よく , 
次 いで 盲人 群 , 第 3 位 が 晴 眼 者 群 と な っ て いる . BA 
は 高校 ・ 大 学 の グル ー プ で 音楽 専攻 群 に 近く な っ て い 
る . し た が っ て , リズ ょ 感 に つい て は , 音楽 訓練 が 大 
きく 影響 する こと は 事実 だ が , 視力 欠損 も ある 程度 関 
係 し て いる よう に 思わ れる . 

長 さ 弁 別 で は 中 学 レベ ル で 音楽 専攻 群 が 晴 眼 者 群 や 
盲人 群 よ り よ い ほ か , 全般 的 に は 三 つ の グル ー プ の 間 
に 有意 送 が み ら れ な か っ た . この こと か ら , 視力 欠損 

音楽 訓練 も る , この 能力 の 発 達 に あま り 関 係 が な いと 
思わ れる . 

音色 で は 盲人 群 , 晴 眼 者 群 , 音楽 専攻 群 の 間 に あ ま 
り 著 し い 差 は な い が , 傾向 と し て は 盲人 グル ー プ が よ 
いよ うら で あっ た . 盲人 は 視力 を 欠い て いる の で , その 
生活 の 中 で 人 の 声 を 開く な ど , 音色 に 関係 ある 生活 経 
験 が 多く , ae Ana ee ee se 
て いる の で は な い だ ろ うか. 

音 の 記憶 に つい て みる と , 全般 的 に 盲人 群 と 晴 眼 者 
群 の 間 に 有 意 差 は み ら れ な い が , 音楽 専攻 群 が 両 群 よ 
りす ぐれ て いる . 音楽 訓練 が この 能力 の 発達 に 影響 し 
て いる と 思わ れる が , 晴 眼 者 群 $ 盲 人 群 も 年齢 の 上 時 
と と も に 得点 が 高く な る こと か ら , 年 齢 の 上 入 に つれ 
て 獲得 され て いく 能力 で ある と も いえ よう . 

以上 , と の テス ト の 六 つ の 下位 テス ト を 総合 し て 考 
える と , 全般 的 に いっ て , 視力 を 欠い て いる 盲人 群 が 
音楽 的 感覚 に お いて 特に すぐ れ て いる と は いえ な い . 
すぐ れ て いる と いう 点 か 


表 2 適 中 率 お よび 適 中 速度 
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に よっ て 調べ た 結果 か ら も わか っ た . この よう に 考え 
と , 一 般 に 考え られ る よう に , 盲人 は 視力 を 欠い て 
いる か ら , 聴覚 的 な 面 で すぐ れ , すぐ れ た 音楽 的 感覚 
を も っ て いる と いう こと は , 科学 的 に は 否定 され た の 
CHA. た し か に , 盲人 の な か に は 音楽 の 分 野 で 名 を 
な し た 人 が いた こと は 事実 で ある が , か れ ら が 出現 す 
る 割合 は , 晴 眼 者 の 中 か ら 音 楽 の 分 野 で す ぐれ た 人 材 
が 出る 出現 率 と 同様 で ある と 考え て よい . 盲人 が 特に 
音楽 的 才能 に 恵まれ て いる と は いえ な い . 

さら に , テス ト 結 果 を 残存 視力 の 程度 や 和 失明 年 齢 と 
の 関係 で 調べ て みた . 残存 視力 の 多少 に よっ て 全盲 , 
HEE (みえ る 程度 か ら 0.04 未満 ), 弱視 (0.04 一 0.3 ) 
に 分 け て みて も , それ ら の 間 に は , 下位 テス ト 六 つの 
すべ て に お いて 有意 差 は み られ な い . Ek, 全盲 者 
(視力 零 ) を 0 一 4 歳 未満 失明 群 , 5 ~ 10 RABAT, 
11 歳 以 上 失明 群 に 分 け て みて も , 各 群 の 間 に 下位 テ 
スト の すべ て に お いて 有意 差 は み ら れ な い . OL, 視 
力 と の 関係 が 深い と すれ ば , 視力 の 全然 な い グ ルー プ 
の 得点 が 高く な っ て も よい の だ が , その よう な 結果 は 
得 ら れ な い . 


盲人 の 声 の 認知 と 学習 


盲人 は 人 の 認知 を 耳 を 通し て 行なう こと が 多い . B 
人 は よく 「 ョ ウッ 」 と 声 を か けた だ け で , だ れ が 話し か 
け て いる か が わか る と いう . そん な こと と か ら 盲 人 は 勘 
が よい と いわ れる の で ある . 

佐藤 泰正 は 盲人 た ち が ぁ だ ん 接し て いる 人 びと の 声 
を 録音 し , それ を 再生 し て , だ れ の 声 で ある か を 当て さ 
せる 実験 を 行なっ た . 材料 と し て は , 有意 味 文 と 無 意 
味 つ づ り を 読ん で も らい, 適 中 速度 (読み 出し て か ら 
だ れ の 声 で ある か わか る まで の 時 間 ) を 求め た . 

結果 ( 表 2) は 適 中 率 か ら み る と , 有意 文 で は 先天 
お よび 早期 全盲 は 76.6 パー セン ト , 後天 全盲 甲 (6 
ー 10 歳 失 明 ) 69.0 パー セン ト , EB, 弱視 67.1 ペー 














ら み れ ば , 音楽 訓練 を 受 

け て いる グル ー プ の 方 先天 ・ 早 期 全 盲 中 期 全盲 | 後期 全盲 | 逢 詐 弱視 | 正常 人 

oS i (0 5 BARB) 6 10 歳 失明 )K11 歳 以後 失明 )| 

得点 が 高い こと が うか が eae 76.6 69.0 56.0 67.1 63.3 HEX 
Zk. この こと は 晴 眼 者 9) 32.4 40.6 30.0 26.0 14.8 無 意 味 文 
群 に つい て , 過去 に 音 63 宇目 85 字 目 270 & Bk | 185 宇目 | 0189 宇目 

訓練 を 受け た こと が ある 適 中 速度 | 13 字 目 6 字 目 18 字 A 222 15 eA 

か , な いか を アン ケー ト 38 字 目 17 字 目 59 字 目 61 字 目 | 156 字 目 
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モ セント, 晴 眼 者 63.3 パー セン ト , PRESB] ( 11 歳 以 
後 失 明 ) 56 パー セン ト と いう 数 値 を 示し , 先天 お よ 
び 早 期 全盲 が 第 1 位 で , 後天 盲 甲 と 準 盲 , 弱視 が 第 2 
位 , 晴 眼 者 と 後天 全盲 が 最も 悪かっ た . この 点 か ら 
4, すべ て の 盲人 が よい わけ で は な く , 視力 程度 , K 
明 時 期 に よっ て か な り の 差 が ある こと が わか る . RE 
味 つ づ り の 方 は , 各 グ ルー プ の 間 に 有意 差 は み ら れ 
ず , これ は 声 の 認知 の 手がかり が 少な いた めで あろ 2 . 
適 中 速度 に つい て も , や は り , 先天 お よび 早期 全盲 や 
後天 盲 甲 が よく , 2B, 88, IRS, 後天 盲 つ は よ 
く な い . な お , 無 意 味 つ づ り と 有意 味 文 と で は , BH 
の 困難 度 が 異な っ た よう に , 記憶 され や すい 声 と そう 
で な い 声 が あり , 手がかり が は っ きり する 声 , 特徴 の 
ある 声 が 適 中 速度 も 速い こと が わか っ た -. 

そこ で , 第 2 実験 と し て , 佐藤 泰正 は 玄人 た ち が 声 
を 聞い て , その 声 の 主 が わか る よう に な る プロ セス を 
宛 明 する た め の 研 究 を 行なっ た . すなわち , BACK 
知 な 人 の 声 を 開か せ , 声 の 主 の 名 を 覚え させ る 実験 を 
HE SHTC.. 

その 結果 , 学習 速度 は 先天 お よび 早期 全盲 が 最も 速 
く , 次 いで 後天 全盲 , 2S, 弱視 , 晴 眼 者 は 最も 遅 
い . と の と と か ら ゃ も , これ ら の 能力 が 失明 時 期 や 視力 
程度 に 関係 し て いる こと が わか る . 


この 理由 は , 日 常 生 活 に お ける 潜在 学習 の 効果 が 転 | 


移し た と 解 し て よい の で は な か ろう か . 学習 の 最初 の 
段階 と 最後 の 段階 に お いて は , 各 グ ルー プ 間 に それ なほ 
どの 差 が み ら れ な い . Whit, 学習 曲線 の 型 が 各 グ ル 


ー プ に よっ て 違う だ け で , これ が 和 失明 時 期 や 視力 程度 
に 影響 さん て いる か ら で あ る . 先天 お よび 早期 全盲 を 
例 に と る と , 2 日 目 で すでに 学習 が 完成 され て いる . 
これ は 日 常 生活 に お いて , 声 に よる 人 の 認知 と いう 経 
験 を し て いる か ら , その 学習 効果 が 現われ た も の と い 
ALD, これ に 対し て , 弱視 や 晴 眼 者 の グル ー プ を 
Sk, 学習 の 初期 に お いて は 他 の グル ー プ と 変わ り は 
な いし , 学習 の 終期 に お いて も ほぼ 他 の グル ー プ に 追 
いつ いて いる . か れ ら は 日 常 , 人 の 認知 を 声 で 行なう 
こと は 少な い に も か か わら ず , これ だ け 進 歩 す る と い 
う こと と は , と らし た 能力 が 学習 に 影響 され る と いう とこ 
と が 実証 で きだ の で ほな い だ ろ うか . い お ば ) き 2 衣 
Eg 力 を 勘 の 発 達 と いう な ら ば , これ は 視力 欠損 の 結果 , 
必然 的 に 生ま れる と いう 神秘 的 な も の で は な く , 視力 
欠損 の た め 生 じ る 必要 性 に よる 日 常 生活 経験 の 重畳 効 
果 と みて よい の で ある . (佐藤 泰正 ) 
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盲人 の 空間 知覚 


研究 の 歴史 と 展望 


晴 眼 者 は 急 に 暗 や み の 中 に お か れ た り , 目 か くし を 
され る と 安全 に 歩け な い の が 普通 で ある . と ころ が , 
盲人 は 光 を 感じ ない の に , 手 さ ぐ り を し な いで 障害 物 
を うら まく 避け て 歩い た り , 閉鎖 空間 の 大 き さ を 見 積 り 
その 形 を ある 程度 知る こと が で きる . この こと は 神秘 
的 な と と の よう に 思わ れ た だ た. この 問題 を 最初 に 学問 の 
対象 と し て 取上げ た の は 「 家 人 書簡 」 の 著者 ディ ドロ 
( Denis Diderot, 1713~84 ) で あっ た だ た . か れ は 1779 
年 に 「 対 象 を 知覚 し, その 距離 を 正確 に 判断 する 盲 の 
友人 の 驚く べき 能力 」 の 根源 を , 顔面 神経 と 末 槽 器官 


の 感度 の 増進 に よる と 説明 した. COR, HORI 
説 , 聴覚 説 , 第 六 感 説 な どの 論争 が 展開 し た . 1935 
年 , ヘイ ズ C( S.P. Hayes WEF 4 ドロ 以来 の 14 の 学説 
を 感覚 説 , 知覚 説 お よび 神秘 説 の 三 つ に 分 類 し て いる . 

hwy Ye’ CL. Truschel ) は 1909 年 に , ドラ 
ンス キー CW.L. Dolonski ) は 1931 年 に 盲人 の 障害 
物 の 発見 は 聴覚 に よる と 主張 し て いた が , 多く の 者 が 
顔面 こと に 額 の 圧迫 感 に よる と いら 盲人 自身 の 体験 的 
意見 を 信じ て いた の で , この 現象 は 「 顔 面 視 力 」 な ど 
と いわ れ て いた . これ ら の 問題 に 最終 的 な 結論 を 与え 
だ た の は , ダレ ン バ ベッ ハ ( K.M. Dallenbach ) と その 
共同 研究 者 た ち に よる コー ネル 大 学 心理 学研 究 室 の 一 
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連 の 実験 で あっ た . 

1944 年 に スー パ (〈 M. Supa), コチ ン (M. Cotzin) 
ダレ ン バ ッ ハ ら に よる 実験 は 家 人 2 人 , 晴 眼 者 2 人 の 被 
験 者 を ホー ル の 中 で 障害 物 で ある 石 崩 板 に 向かっ て 歩 
か せ , こ れ を 最初 に 発見 し た と き と , こ れ に 最も 接近 し 
た と 感じ た と き の 2 度 , 報告 を 求め た . 七 つ の 実験 の 
> ち 最 初 の 三 つ は 予備 的 な も の で あっ た が , 木 の 床 の 
上 で くつ 音 を 高く た て た 方 が ,。 じゅ うた ん の 上 より も ゃ 
結果 が よく , じゅ うた ん を 厚く する と 結果 は いっ そう 
悪く な る な ど , 聴覚 が 大 き な 手 が か り に な っ て いる と 
いら 暗示 を 与え た . 第 4 実験 で は , 被験 者 の 顔 を フェ 
ルト で 包み , 手袋 を は め さ せ る な ど , 耳 以 外 の 度 膚 を 
お お っ た が 障害 物 の 発見 に は さしつかえ な か っ た . 第 
5 実験 は 逆 に 被験 者 の 耳 に 栓 を し た と こと ころ, すべ て 衛 
突 し た . 第 6 実験 で は , 被験 者 に レン ー バ ー を 掛け さ 
せ , 1 キロ サイ クル の 電気 音叉 の 音 を 伝え て 歩か せ た 
と ころ , すべ て 衝突 し た . 最後 の 第 7 実験 で は , RR 
者 を 防音 し た 別室 に 入れ , 実験 者 が 代り に 歩き , その 
歩行 音 を 胸 の 高 さ の マイ クロ フォ ン で と り , 別室 の 被 
験 者 に レシ ー バ ー で 聞か せ て 判断 させ た が , 障害 物 の 
発見 お よび 最 接近 の 感 得 の いずれ に ゃ 成功 し た . 

次 いで 1947 年 , ワー チェ ル (P. Werchel ) と ダレ 
ン バ ッ ハハ は, 10 人 の 盲 ろう 重複 障害 者 を 被験 者 と し て 
前 述 と 同様 の 実験 を 試み た が , 障害 物 の 発見 は で き な 
か っ た . この 結果 , 外耳 友 膚 表面 へ の 刺激 は 十分 な も 
の で は な く , 聴覚 的 刺激 が 必要 で ある こと が 明らか に 
な っ た . 

1950 年 の コチ ン と ダレ ン バ ベッ へ ハ の 実験 は , ARS 
と 盲人 各 2 人 の 被験 者 に つい て , 1944 年 の 第 7 実験 
と 同じ 方 法 で 行なわ れ た が , 聴 覚 的 性 質 の な か で , 高 さ 
の 変化 が 育 人 の 障害 物 の 発見 に 必要 な 条件 で , 強 さ の 
変化 は 意味 を も た な いと いう 結果 が 明らか に され た . 

これ に よっ て ディ ドロ 以来 の 問題 は 解決 され た が , 
その 後 1950 年 , ワー チェ ル と モー ネー (J.P. Maun- 
ey) お よび アン ドリ ュー (J.G. Andrew ) は 全盲 36 


人 を 被験 者 と し て 戸外 の ュ ン クリ ー ト 歩道 で 石 育 板 を © 


障害 物 と し て , 出発 点 と 障害 物 と の 距離 を 無 作 意 に 変 
動 さ せ た が , その 結果 , 7 人 (21 パーセント ) ORR 


者 が 衝突 する な と 個人 差 が か ある こと が わか っ た . 1951 


年 , ワー チェ ル と モー ネー は さき の 実験 で 失敗 し た 全 
盲 7 人 を 被験 者 と し て 学習 効果 を 確 め た . CORR, 
体系 的 な 指導 こそ が 得策 で ある こと を 明らか に し , 質 
問 紙 な どの 分 析 こ よっ て , 両親 , 兄弟 , つえ を な ど へ の 
依存 は 能力 の 修得 を 妨げ る と 指摘 し て いる . 


1952 年 , ワー チェ ル と ベリ ー(T 了 .H. Berry ) は , ろ 
2 者 10 人 と 聴覚 の 正常 な 晴 眼 者 5 人 の 被験 者 を 目 隊 し 
し て 戸外 で 学習 実験 を 行なっ た . そ の 結果 , 障害 物 の 発 
見 に お いて , ろう 者 は 学習 で きず , BARBI ACE 
習 で きた の で 聴覚 が 必要 条件 で ある こと を 裏づけ た . 
1953 年 に アー モン ズ , ワー チェ ル , ダレ ン バ ッ ハス ら 
は , 晴 眼 者 20 人 を 被験 者 と し て , 目隠し だけ の 者 と 
目隠し と 耳 栓 の 2 群 に 分 け て , 相互 に その 条件 を 交 奉 
させ て 戸外 で 実験 し た . その 結果 , 目隠し だ け の 場合 
は 戸外 の 複雑 な 条件 で も 急速 に 学習 し , 屋内 の 実験 結 
REACH. 聴覚 の 悪い 者 お よび 耳 栓 と 目隠し の 両 
方 を 行なっ た 者 の な か で , 足音 を 強め て 手がかり を 得 
た 者 と 温熱 や に お い を 手がかり に し た 者 は , ある 程度 
学習 に 成功 し た . この 結果 , 聴覚 は 最も 信頼 で き , し 
か も , 必要 最少 限 の 条件 で ある と いえ る が , 実際 の 場 
面 で は , 音 の ほか に 温度 , 風圧 , に お いな ども 手 が か 
り に な り 得 る も の で あっ て , 障害 物 の 発見 は 聴覚 を 基 
盤 と する 総合 的 な も る の に よる と 結論 づけ て いる . 

これ ら の 研究 と 関連 し て , オー スト リア の イン スプ 
ル グ 大 学 に お ける コー ラー CI. Kohler ) ら が 大 規模 
な 追試 的 実験 を 行なっ た . コー ラー ら の 研究 の ね ら 
Vik, ① 音 に よる オリ エン テー ショ ュ ン の 現象 それ 自体 
と その 測定 , ② 音 に よる オリ エン テー シュ ン の 最適 条 
件 の 物理 学 的 ・ 工 学 的 研究 , ③ 人 間 の 聴覚 能力 に 課せ 
られ る 制限 , ④ 実 際 的 応用 な ど で あ っ た . な お , これ 
ら の 問題 と は 全然 別 な 立場 か ら 取 組ん だ も の と し て , 
1953 年 に チ = コス ロバ キア で 42 人 の 盲人 被験 者 に よ 
る 迷路 実験 が 行 な ら ち れ た . その 結果 , 障害 物 が 大 きい 
ほど 遠く か ら 発見 で きる こと , 弱く て 単調 た な 音 が 最良 
で , 綴 く て 持続 的 な 音 は 最悪 な 条件 で ある こと , 注意 
力 の 集中 や 空間 概念 の 発達 の 程度 に 依存 する こと な ど 
が 明らか に され , 音波 刺激 が 決め 手 で ある と 結論 し て 
いる . 

この よう に し て , 十 人 に よる 障害 物 の 発見 が , 聴覚 に 
よっ て 行なわ ち わ れ る こと が 明らか に な る に つれ て , 歩行 
補助 具 の 開発 や 歩行 指導 の 方 法 が 研究 の 対象 と な り , 
多く の 音響 発生 機 が 開発 され た . Lal, これ ら は 聴 
覚 が オリ エン テー ショ ン に 役立つ こと を 知ら な い 盲 人 
や 被験 者 に な っ た 晴 眼 者 の 学習 を 助け , その 方 法 の 意 
識 化 に 役立っ た が , 十分 に 学習 する と 自然 の 聴覚 に よ 
る オリ エン テー ショ ュ ョ ン で 間 に あ う た め , 使わ れ な く な 
っ た . 次 いで 光線 や 超 音 波 な ど 放 射 エ ネル ギー を 用 い 
る 補助 具 が 開発 され た が , 安価 で 小型 で 。 Lab, つ 
えよ り 効 果 的 な も の は , まだ 開発 され て いな い . その 
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最大 の 問題 点 は 超 音波 で 発見 し た 障害 物 を 知ら せる 信 
号 が , 盲人 の 自然 の オリ エン テー ショ ュ ョ ン を 妨げ る こと 
DS. そこ と で , 盲人 の 自然 の 空間 定位 が どの よら な 
メカ ニズム で 行なわ れ , 何 が 最も 欠け て いる の か と い 
> 点 に つい て 音響 心理 学 的 研究 が いっ そう 進め られ , 
それ を 補う も の と し て 補助 具 が 開発 され る と と が 切 塁 
され や ぞい る. | SOG, 170 aoe OEY Gree ria) 
や ガラ ン ボ ス (R. Galanbos ) ら に よる こう も りや オ 
イル バー ド の 聴覚 的 オリ エン テー シュ ン の 研究 が 多く 
の 示唆 を Fz, サロ ウ (W.R. Thurlow) の ピッ チ 
現象 の 研究 が 大 き な 役 割 を 果たし た . また 超 音 渡 歩 行 
補助 具 の 開発 に 関連 し て , 音響 幾何 学 の 研究 の 必要 性 
が 痛感 さて て いる が , COT LIEBE ORB 
達 の 学習 心理 学 的 研究 の 必要 性 を 示し て いる . 

盲人 の 生活 空間 定位 の メカ ニズム に 関す る 研究 は , 
音響 心理 学 的 お よび 学習 心理 学 的 方 法 に よっ て 行なわ 
れ , その 結果 は , 歩行 補助 具 お よび 歩行 指導 の 方 法 の 
改善 に 直接 的 に 影響 する る の と な る で あろ 2 . 


聴覚 に よる 生活 空間 の 定位 


音波 と 聴覚 

盲人 に よる 生活 空間 の 定位 は 主として 聴覚 に よる こ 
と が 明らか に な っ た が , それ で は 音波 の どの よう な 性 
質 が どの よう 働く の で あろ うか . 人 間 の 間 題 に は い 
る 前 に , 暗 や み の な か を 飛び 回 る こう も りや オイ ル バ 
ー ド の 場合 を 概観 し た い . 

と こうら もり は , 30~70 キロ サイ クル で 持続 時 間 2 ~ 3 
ミリ 秒 の パル ス を 含む 鳴き 声 を , 広い 場所 で は 1 秒間 
に 20 … 30 回 だ し て , その エ ュ ー を 両方 の 耳 で 開い て 
空間 を 定位 する . も し 障害 物 に 近づけ ば , その 回 数 は 
1 秒間 に 50 一 60 回 に 増加 する . こ と の よう に し て , 1 ミ 
リ メ ー ト ル の 電線 を 避け , HCO CHCA 
ん で いる 小さ な 虫 を 一 上 晩 に 数 百 匹 も 捕え を る こと が で き 
る . と の よう に , こう も り は 超 音 波 の 鳴き 声 を 利用 し 
て いる が , オイ ル バ ー ド は 人 間 の 可聴 城 の 音波 を 利用 
し て いる . オイ ル バ ー ド は 南米 産 の つば め の 1 種 で あ 
る が , 暗 や み の ほ ら KO 中 を 6 一 10 キビ ロサ イク ル の 
鳴き 声 を だ し な が ら , 自由 に 飛び 回 る こと が で きる . こ 
の 鳥 を 暗 や み の 室 内 で 飛ば す と 壁 に は 衝突 し な い が , 
ター ン の 際 , 羽 が 壁 に 触れ る 音 が 開か れ , コー ド の よ 
うら な 細い も の を 避け る こと は で き な か っ た . この 点 が 
盲人 の 場合 に よく 似 て いる . 

人 間 の 可聴 城 は , 周波 数 の 場合 は 20 サイ クル か ら 


20 キロ サイ クル で ある が , な か で も 1.5 一 3 キロ サ 
イク ル が 最も 性 能 が よい . ま た , 一 般 的 に 年 齢 と と も に 
高周波 数 域 か ら の 感度 が 落ち る と いわ れ て いる . 騒音 
状態 な どの 生活 環境 に よっ て も 異 な る が , 中 周波 数 
お よび 低 周 濾 数 域 は , か な り 高 齢 まで 安定 し て いる . 
モル ガン (Morgan ) は 最後 に 残る の は 100 サイ クル 
付近 で ある と 指摘 し て いる . そ と で, EOMBAATE 
害 物 の 発見 に 役立つ か と いう ら 間 題 に つい て , コー ラ ら 
は 50 サイ クル , 1 キロ サイ クル , 16 キロ サイ クル を 
用 いて 実験 し た が , 波長 の 長 さ より 幅 の 広い も の の 発 
見 が 容易 で ある と と が わか っ た . BRL キロ サイ 
クル で は 2 セン チ メ ー ト ル 強 , 1 キロ サイ クル で は 
34 セン チ メ ー ト ル 程 度 で ある か ら , 盲人 が ュー ド , 
針金 , BB, 薄板 の 横 面 な ど を 見 つけ る こと が で き な い 
理由 が こと に ある . ダレ ン バ ッ ハ ら は , 8 一 10 キロ 
サイ クル 程度 が 障害 物 の 発見 に 最も 有効 で ある と 指摘 
し て いる が , 実際 的 に は マス キン グ な どの 関係 か ら , 
も っ と 低い 周波 数 域 を 含む 混合 渡 が 役立っ て いる と 考 
えら れ て いる . 

ュー ラ ら は 年 齢 と 障害 物 発見 能力 と の 直接 的 相関 は 
な く , また 最小 可聴 限 と の 相関 も る み ら れ な いこ と を 指 


_ 摘 し て いる . そし て 音 の 変化 の 弁別 力 と の 相関 は 高い 


こと を 明らか に し て いる . その こと と は , いわ ゆる 「 音 
感 」 の よい 盲人 は 甚 が よい と いわ れる こと と 一 致す 
る . 

音 の 変化 と いっ て も , 音 圧 の 変化 , ピ ッ チ の 変化 , 位 
相 の 変化 お よび 音色 の 変化 な ど が 考え られ る が , 対象 
物 の 方 向 , 距離 , 形 , 材質 な ど に よっ て その 役割 は 異 
な っ て くる . し か し , 環境 の 状態 を 音 渡 の 変化 と し て 
感じ る こと が , 聴覚 に よる 空間 定位 の 基礎 で ある こと 
に は 変わ り は な い . 

晴 眼 者 は 普通 , 生活 空間 の 定位 に お いて は , 光 と 視 
覚 を 用 いる . その 方 が 音 と 聴覚 より は る か に 有効 で , 
精密 で ある . だ か ら , 音 と 聴覚 を 音声 , 言語 , 音楽 お よ 
び 若 干 の 物音 か ら の 情報 獲得 の 手段 と し て 用 いる ほか 
(RH RAST CHS. た と え 音 に よる 空間 定位 
が 行 な ち われ て いて も , それ に つい て は 無意識 で 同時 に 
行 な ち れ て いる 光 に よる 空間 定位 が 意識 され て いる . 
ワー チェ ル ら に よる 学習 実験 は , 盲人 が 潜在 的 に すぐ 
れ て いる の で は な く , 意図 的 な 体系 的 学習 が な され な 
けれ ば , 盲 人 の な か に ゃ も と この 能力 を 獲得 で き な い 者 が 
いる と こと を 示し て いる . そこ で 盲人 対 晴 眼 者 と いう 比 
較 の 問題 と し て で は な く , 聴覚 に よる 生活 空間 定位 の 
仕方 を , ① 直 接 音 源 の 空間 定位 , ② 歩 行者 自身 が 音 を 
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発し た と き の エ コー ロケ ーション , ⑨③ ノ イズ な ど が 音 
源 で ある と き の 音 の 場 の 問題 の 三 つ に 分 け て 説明 を 試 
AD. これ ら を 視覚 と 対比 する と , ① は 太陽 , Bes, 
ヘッ ドラ イト な どの 直接 光源 の 定位 で あり , ② は ちょ 
うら ちん, 懐中 電 燈 な ど に よる 探知 で あり , ③ は 反射 光 
に よる 普通 の 風景 で ある . 実際 の 「 聴 覚 的 風景 」 は , 
これ ら が 混 り 合っ た も の で ある こと は 視覚 の 場合 と 同 
じ で ある が , 全体 と し て 星 あ か り 月 あか り の よう か , 
ほん や り し た 不確か な も の で ある . 


直接 音源 の 空間 定位 

晴 眼 者 は 目 を つぶ っ た 場合 で も , 足音 や 話 声 , オー 
ケス トラ の 楽器 の 位置 な ど を 当て る こと は 比較 的 容易 
CHS. 盲人 の 場合 は , これ ら は も と より 土管 の 中 の 
水 の 流れ る 音 ま で , あら ゆる 物音 が 環境 状況 の 判断 に 
用 いら れる . これ ら は その 発音 体 が 何で , どん な 状態 
に ある の か , と いう 情報 を 与 えて くれ る だ け で な く , 
方 向 , 距離 , 相互 の 位置 関係 な ど に つい て も る 種々 な 情 
報 を 与え て くれ る . 一 般 に 静止 し て いる より 運動 し て 
いる 音源 の 方 が , 定位 は 容易 で ある . また , それ ら の 
斉 が どの よう な 音 の 場 で 開か れる か に よっ て , その 定 
位 の 確実 さき は 異な っ て くる . ま た :, 定 人 の 場合 は 片耳 を 
お お っ た 実験 は 少な い が , こう も り の 場合 で も 片耳 で 
は 障害 物 に は ぶつから な い が , 虫 を 捕え る こと は で き 
な い . こと で は 単純 な 条件 の も と に 両 耳 で の 方 向 , 距 
離 の 定位 を 考え る . 

ステ ィ ー ブ ン ソ ン (Stevenson) と ニュ ー マ ン 
(Neumann) は 残響 の な い 屋 上 で , 純 埋 に よる 晴 眼 者 
の 目 か くし 実験 を 行なっ た . 前 方 か ら 15 度 水平 に 動 
か し た 耳 の 高 さ の スピ ー カ ー か ら 出 す 音 の 位置 を 当て 
Stic. CORR, 右前 を 左 後 と まち が える な ど , 前 
後 の 誤 り が 特に 低 周 波数 域 で 多かっ た . 全体 と し て 
1.3 キビ サイ クル 付近 で 18 度 程度 の 誤り を 最高 値 と 
LC, 高低 いずれ の 周波 数 域 の 方 向 に 向かっ て も 誤り 
の 回 数 は 少な く な っ て いる . これ ら の 現象 を どう 考え 
れ ば よい の で あろ うか. 


人 間 の 耳 は , 前 後 い ずれ で も 真中 に 音源 が ある 場合 


は , 左右 の 耳 へ の 距離 が 等 し いた め , 両 耳 の 音 圧 差 , 
時 間 差 , 位相 差 は 全く な い . 左右 いずれ か に 傾く ほど 
これ ら の 差 は 大 きく な る . 音 圧 差 の 場合 , 距離 だ け で な 
く 耳 条 の 効果 も 加わ っ て 横 こ ずれ る ほど , 特に 高い 周 
濾 数 域 で 大 きく な る . 距離 差 が 音 の 半 濾 長 以上 に な る 
と , 位相 差 は 180 度 以上 に な り , 近い 耳 の 方 が か えっ て 
遅れ る こと に な る . そこ で 高い 周波 数 域 で は 位相 差 に 


よる 手がかり は , ある 程度 あい まい に な る . そ れ ゆ え , 
高周波 数 域 は 音 圧 差 が , 低 周 波数 域 は 位相 差 が 手 が か 

り に な り , 中 間 部 が その 谷間 に な っ て 誤り が 多い と 考 
えら れる . し か し , 実際 は こと と に ノ イズ で は 複合 斉 で 
ある か ら , これ ら の 欠点 を 補っ て , MBE OLA DICH 
り が 少な いこ と は ステ ィ ー ブ ン ソ ン * ゃ 実証 し て いる . 
また , 時 間 差 は HEC, 30 マイ ク p 秒 の 差 , 距離 に 
し て 約 1 セン チ メ ー ト ル の 差 が あれ ば , 方 向 の ずれ を 
弁別 で き , 真横 こき た 場合 は 両 耳 間 を 17 セン チ メ ー 
トル に する と , 500071729 秒 の 差 と し て 感じ られ 
る . 

方 向 の うち , 左右 に 対し て は 両 耳 性 効果 で よく わか 
り , 前 後に 対し て は 耳 条 の 陰影 で ある 程度 わか る が , 
上 下 に 対し て は 静止 し て いる 場合 に は 定位 し に くい . 
音源 が 動か な い 場 合 に は 身体 や 痛 な ど を 動か し て 判定 
する 必要 が ある . 

静止 物 の 距離 の 測定 に つい て は , 数 メー トル 以内 で 
は 左右 の 音 圧 差 , 位相 差 な ど が 理論 的 に は 手がかり に 
な り 得 る は ず で ある が , 方 向 に 比べ て その 効果 は 少な 
い . ステ レオ で な く て を 普通 の モノ ラル の ラジ オ や 録 
音 機 で 遠近 感 が 十分 に 得 ら れる とこ と か ら も , 距離 に よ 
る 音 圧 量 の 変化 が 手がかり だ と いえ よう . 

次 に 自動 車 の よう な 移動 する 直接 音源 の 定位 に つい 
て 考え る . これ ら は 盲人 の 道路 歩行 上 最も 重要 な 要因 
の 一 つ で ある . 対面 交通 ある い は 広場 な ど 音 源 が こち 
ら に 向かっ て くる と き , こち ら が 静止 し て いて も , 直 
線 運 動 し て いて も 同じ で ある が , SL, な ぶつかり そう 
で あれ ば , 左右 の 耳 に 音 圧 差 も 位相 差 も お き な い . し 
か し , ぶつ か ら な い 場 合 は , 左右 の 音 圧 差 , 時 間 差 , 
位相 差 が 変化 し , すれ ちがう 側 の 耳 に 近づく 感じ が す 
る . この こと は 静止 状態 と 同じ で ある が , 自動 車 の よ 
うに 高速 の 音源 の 場合 は , ド プ ラー 効果 が 加わ り , す 
れ ち が うら 側 の 周波 数 が より 高く な り , 方 向 , 距離 と も 
に 静止 状態 ょ り 定 位 が 容易 で ある . この 場合 , 正面 か 
ら 斜 め に 連続 的 に 移動 する よう な 残像 感 が ある . 

た と えば , 左右 に 走る 音源 を 道路 に 直面 し て 開く 場 
合 で ある が , 歩行 音 な ど で は 音 圧 差 , 位相 差 な どの 両 
耳 性 効果 が 主として 手がかり に な る が , 自動 車 の よう 
な 高速 な も の は , 特に 距離 の 測定 な ど で ド プ ブラー 効果 
も 大 き な 役 割 を 果たす . 

上 下 運動 の 場合 も , 高速 の 場合 に は ピッ チ の 変化 が 
決め 手 で ある が , 低速 の 場合 は 地面 や 壁 へ の 反射 音 を 
手がかり に する か , 首 を 傾け て 両 耳 性 効果 を 起こ させ 
る . 
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断続 波 と エコ ー ロ ケー ショ ン 

われ われ が 意図 的 に 音 を 出し , その 反響 が どこ か ら 
くる か を 知る 例 と し て “やま び こ "” BHA. 広場 や 大 
きい 室内 で は , 向こう 側 の 長 に 向かっ て 音 を 出し , そ 
の 反射 音源 の 方 向 を 定位 し , また 音源 と テ エ ュ ー と の 時 
間 差 で , その 距離 を 見 積 る こと が で きる . これ ら を = ェ 
コピ 所 のみ デン ショ シン と めのう 

し か し , 50 ミ リ 秒 , 往復 距離 に し て 17 メー トル よ 
りゃ 反射 体 に 近づく と , 音源 と エコ ュー は , それ まで 分 
離し て 干渉 し 合っ て いた の が 互い に 強め 合う よう に な 
る .10 ミ リ 秒 , 往復 3.4 メー トル より 近づく と , 音源 
と エコ ー は 一 つ 人 溶け込ん で し まう . この 現象 は 音声 
言語 や 音楽 に と っ て は よい が , 空間 定位 に と っ て は , 
エコ ー か ら の 情報 収集 の 範囲 を 制限 され る の で 困る . 
音響 発生 機 の 音源 と し て は 何 が 適する か に つい て , 
種々 な 研究 が な され た . ロー ゼン ブリ ス (W.A. Ros- 
enblith) ) と ミラ ー(G.A. Miller) は , 持続 音 は 聴覚 
能力 を 低下 させ , 断続 音 は 増加 させ る と いっ た . 1 
パル ス の 持続 時 間 は 長い ほど 強く 感じ られ る が , そ 
れ で は エ ュ ー と 溶け 合う で て レ ま う . リッ クラ イダ ー 
(J.C.R. Licklider ) は , 人 間 の 場合 1 パル ス 音 が 0.2 
秒 よ り 短い 持続 時 間 で ある と 弁別 で き な い と いっ た 
が , 実際 は 1 秒間 に 4 一 6 回 の パルス が 最も 適し て い 
る と いわ れ て いる . ロー ゼン ツバ イク (ML.R. Rosen- 
zweig ) と ロー ゼン ブリ ス は , 最初 の パル ス が 2 番目 
の パル ス よ り 識 別 で きる くら い 大 きい と き , その 時 間 
差 が 10 ミ リ 秒 まで 短く な ら な いう ち に 一 つ に 溶け る 
と いい , 同じ 大 き さ で 左右 の 耳 に 別々 に 与え る と , 2 
ミリ 秒 ま で 一 つ に 溶け ず ,, た だ 最初 の 音 が 2 番目 より 
大 きく 聞こ える と 指摘 し て いる . これ ら の 結果 , 音響 
発生 機 の 音源 は 断続 波 を 用 い , エ ュ ー ヒ に 比べ て で きる 
だ け 小さ い 音 を 出す 必要 が ある こと が 明らか に な っ 
Je: 

ダレ ン バ ッ ハ ら が , 障害 物 発見 の メカ ニズム は ピッ 
チ の 上 千 で ある と 指摘 し た が , そ の 後 , サ ロー( W.R. 
Thurlow ) は 二 つ の クリ ッ ク , た と えば , eR LEZ 
の エコ ュー な ど が , 反射 体 が 近い た め 一 つ に 落 け た と き , 
一 定 の ピッ チ を も っ た 音 が 開か れる こと を 発見 し た . 
この 聞か れる 周波 数 は , 二 つ の クリ ッ ク の 時 間 差 と 同 
じ 周 期 を も つも の で ある . その た め , この ピッ チ は 時 
間 差 と 逆 に 変化 する . すなわち , 反射 体 ま で 1.7 メ 
ー ト ル の とき は 100 サイ クル , 34 セン チ メー トル の 
と き は 500 サイ クル , 17 セン チ メ ー ト ル の と き は 1000 
サイ クル と 反射 体 に 近づき , 時 間 差 が 短く な る に つれ 


て ピッ チ は 急激 に 上 時 する . これ ら は クリ ッ ク が 繰 返 
し て 提示 され る ほど , Ek, パル ス 音 が エ ュ ー に 比べ 
て 小さ い ほ ど は っ きり と 感じ りら れる. この ピッ チ の 高 
さ は 音源 と 反射 体 と の 距離 に よっ て 決ま る の で , ピッ 
チ 自 体 が その 距離 の 尺度 に な る . と この よう な 急激 な ピ 

ッ チ の 変化 , し か も 高い 方 へ の 変化 は 障害 物 に 近づい 
REED (EIR) © 「 黒 い 影 ] な ど と 感じ た 現像 の 
説明 と し て 十分 に 理解 され る . 

Ke, 反射 体 に 向かっ て 急 に 近づく 場合 で ある が , 
ワー チェ ル は 自転 車 に 乗っ た 盲 児 の 実験 で , 速度 は 障 
害 物 の 発見 に と っ て 好 影 響 を 与え る と いっ て いる . こ 
れ ら は サロ ー ピ ッ チ 現象 で も ド プ ラー 効果 で も 説明 で 
きる . 

ここ で , 音源 が 足音 , つえ の 音 , 音響 発生 機 の い ず 
れ で あっ て も , 反射 体 と の 距離 が 遠い と き は 分 離し た 
エ ュ コー で , 近づけ ば サロ ー ピ ビッ チ 現 象 で , 反射 体 の 存 
在 , 方 向 , 距離 な ど を 知る と と が で きる . も ちろ ん , 
静止 し て 拍手 や 音声 を 発し て 反射 体 を 確か め る 場合 も 
同じ こと が いえ る . 


ノイ ズ と 音 の 場合 

ュー ラ ら は , ノイ ズ が 音響 発生 機 や 足音 に 比べ て , 
障害 物 発見 に 適し て いな いと いら 結果 を 得 た が , 実際 
に は 「 聴 覚 的 風景 」 は 無数 の ノイ ズ が 充満 し た 場 で あ 
る と いえ る . これ ら 無 数 の ノイ ズ に よる 音 の 場 に 種々 
な 直接 音源 が 位置 づけ られ , つえ や 足音 に よる エ ュ ー 
が 位置 づけ られ た の が , 盲人 の 普通 の ` 聴 覚 的 風景 ? 
ある と いえ よう . そこ で , 盲人 が 音 の 場 を どの よう に 
感じ て いる か と いう 問題 は , 複雑 で は ある が 解明 し て 
お く 必 要 が ある . 

ノイ ズ は 音源 の 位置 が 明らか で な く 複雑 な 複合 音 
で , 音量 も 一 定 で は な い . これ ら の ノイ ズ が 開か れる 
場 は 空気 な どの 媒体 を 個体 な どの 閉鎖 面 で 時 ん だ も の 
で , 室内 の よう に 前 後 , 左右 , 上 下 の 各 面 を 閉鎖 し て 
いる 場合 , 道 路 の よう に 左右 お よび 下面 を 閉鎖 し , 前 後 
お よび 上 面 を 開放 し て いる も の な ど が ある . 音 の 場 の 
どこ が 閉鎖 され , どこ が 開放 され て いる か , Ex, 閉鎖 
面 の 材質 が 何で ある か を 知る こと は , 盲人 の 空間 定位 
の 重要 な 一 面 で ある . 閉鎖 面 は ヒュ ー や サロ ー ビ ピッチ 
現象 で 知り 得る が , その 材質 が コン クリ ー ト の よう に 
音響 的 に 堅い 材料 で ある か , 生け が き の よ うに 半 閉 鎖 
で ある か を 知る 手がかり は , 反射 量 の 差 や 音色 の 変化 
で ある . し か し , その 判定 に は 相当 な 訓練 が 必要 で あ 
る . 
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壁 に 直面 し た 場合 , 最も 近い 正面 か ら 左 右 に 前 の く 
(に つれ て 距離 の 差 に より ピッ チ が 落ち る が , これ は サ 
ロー ピッ チ 現 象 と と も に 音色 の 変化 も 考え られ る . な 
ぜ な ら , 高周波 数 域 は 直進 性 が 比較 的 強い の で 周辺 部 
で は 散乱 され る が , 低 周波 数 域 は ある 程度 戻っ て くる 
か ら で あ る . と の よう に し て , 閉 鎖 面 の 広がり や 角度 を 
ある 程度 知る こと は 可能 で ある . 

閉鎖 面 の 材質 の 差 に よ り 周 波数 特性 が 異な る か ら , 
音色 や 反射 量 の 差 に よっ て , その 材質 名 を 当て させ る 
こと を 学習 させ る と と は 可能 で ある . 盲 学校 の 体育 館 
な ど は 建築 音響 学 的 配慮 が 必要 で ある が , 運動 場 や 道 
路 な ど に つい て も 音 の 場 と し て 見 直す 必要 が ある . 

この 点 か ら 屋 内 の じゅ うた ん や 戸外 の 積雪 , スモ ッ 
グ な ど を 音 の 吸収 要因 と し て 考慮 する 必要 が ある . ま 
た , 強風 や 空気 の 渦流 の よう な 悪 条件 や 気圧 や 湿度 の 
増大 な どの 好 条 件 な ども 考慮 の 必要 が ある . 

さら に 手がかり と 雑音 が 同一 周波 数 の 場合 お よび 高 
い 周 波数 域 の 雑音 に は , マス キン グ さ れ や すい の で 警 
戒 が 必要 で ある . 

これ ら の ノイ ズ に よる 音 の 場 の 問題 は , SBAOz2 
ー ロ ケー ショ ン に と っ て 重要 で ある が , 複合 音 な ど と 条 
件 が 複雑 な た め 研 究 が 少な い . 


空間 概念 と 生活 空間 の 定位 


聴覚 的 手がかり と 概念 操作 
空間 定位 は 一 つの 感覚 的 手がかり だ け で 行なわ れる 
の で は な い . 晴 眼 者 の 場合 は 視覚 , 聴覚 , 運動 感覚 な 
どの 手がかり の 総合 に よっ て 行 な ち われ て いる . ヤン グ 
(C.G. Young) は , HAIRS に 左右 の 耳 に 入る べき 音 
を 逆 に 導く 装置 を 着け させ て 18 AME SDA, Ae 
閉じ る と 完全 に 左右 を 逆転 し て 音源 を 定位 する よう に 
な っ た の に , 目 を あけ る と 正しく 音源 を 定位 する と い 
2 結果 を 得 た . この こと は , 空間 定位 が 概念 的 ・ 一 般 
的 わく 組み の な か に 位置 づけ られ , 晴 眼 者 の 場合 は , 
視覚 が 他 の 感覚 的 手がかり を 統制 し て いる と と を 示し 
て いる . 盲人 の 場合 は , この よう に 最も 有力 な 手 が か 
り を 与え る 視覚 を 欠い て いる が , その 他 の 手がかり が 
概念 的 ・ 一 般 的 わく 組み の な か に 位置 づけ られ て , 空 
間 定 位 が な され て いる こと は 晴 眼 者 の 場合 と 同じ で あ 
る . 手がかり と し て は , 直接 音 , 反射 音 の ほか に 気流 
や 気温 の 変化 , AAR, 種々 な に お い , つえ ぇ 先 や 盲 
人 自身 ある い は 介護 者 の くつ 裏 か ら 伝 えら れる 岩 動 や 
圧力 の 変化 , 姿勢 や 運動 に ょ る 状態 変化 な ど が ある . 





これ ら は 断片 的 , 部 分 的 に 働く の で は な い . し か し , 
離れ た 空間 を 定位 する 場合 , 聴覚 が 卓越 的 な 役割 を 果 
た すこ と は 晴 眼 者 の 視覚 に 似 て いる . し か し , 音 は 光 
に 比べ 空間 定位 の 手がかり と し て は 量 , 質 と も に 劣る 
DC, 超 音 波 歩行 補 助 具 な ど で 手 が か り の 不足 を 補う 
こと は 重要 で ある . 

この よう に , 聴覚 は 視覚 より も 手がかり と し て は 劣 
っ て いる の で , 家人 が 晴 眼 者 に 比べ て , 生活 空間 の 定 
位 に お いて 劣っ て いる こと は 当然 で ある . 盲人 は 聴覚 
的 手がかり を 用 いて 空間 定位 を 行なっ て いる の に と , 晴 
眼 者 の 目 か くし 実験 の 結果 , 衣 人 より も よい 結果 が 報 
告 さ れる こと と が ある の は な ぜ で あろ うら か. これ は 手 が 
か り の 問題 で は な く , 盲人 が 空間 の 概念 的 ・ 一 般 的 わ 
く 組み を 十分 に 学習 し て いな い 場 合 が 多い こと を 示し 
TWH. こと に 2 次 元 的 ある い は 3 次 元 的 把握 に お い 
て 劣る 盲人 が 多い . TCODLI (HAO LOT 
は た なく, 学習 に 問題 が ある と いわ ざる を 得 な い . な ぜ 
な ら , 音 の 変化 を 形 と し て と ら え る こと が 可能 な の に 
それ ら の 学習 は 早期 か ら 行なわ れ て いな いか ら で あ 
る . 

音 の 変化 を 形態 と し て と ら え る 例 と し て は , 音韻 知 
覚 や 移調 た ど が よく 知ら れ て いる . 

音韻 知覚 の 場合 , 他人 の 音声 。 ある い は 同一 人 で あ 
っ て る 声楽 の 歌詞 の 場合 の よう に , それ を 構成 する 音 
Ossie CV Ch, — FORAY Tae UC, 
まり , 一 つの 形 と し て 聞き と る こと が で きる . ま た , 移 
調 の 場合 , た と えば , へ 長調 か ら へ 長調 に 移調 し て も 
高 さ が 変化 する に も か か わら ず , 音階 と し て の 形 は 変 
わら ない . 空間 定位 に お いて も , これ ら の 場合 ほど 明 
確 な 形態 で な い が , 形 と し て と ら え られ て いる . ここ 
に 音 故 幾 何 学 の 可能 性 が ある . し か し , 学習 の 過程 で 
は 聴覚 的 手がかり を 直接 , 形態 と し て と ら え 得 て も , 
それ は ば く 然 と し た も の で , 手足 の 運動 に よる 概念 行 
動 や 概念 操作 に より 分 解 , 合成 し て 関係 的 に 把握 する 
に つれ て , 明確 に 空間 を 定位 する こと が で きる よう に 
な る の で ある . 

手がかり の 感覚 的 相 異 を 越え て 空間 の 概念 的 ・ 一 般 
的 わく 組み の 形態 的 側面 に つい て 聴覚 的 風景 * お よ 
び "歩行 地図 * の 二 つ の 面 か ら 考 察する . 


聴覚 的 風景 

聴覚 的 風景 と は , いわ ば 視覚 的 映像 に 対応 する 射影 
的 空間 の こと で ある . 直立 し た 宜 人 の 左右 ・ 前 後 ・ 上 
下 に 広がる 音 の 場 に , 直接 音 や エコ ュー が どの よう 人 位 
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思 づ けら れ 関 係 づ けら れ 映 像 化 さ れる の で あろ うか . 
盲 幼 児 の 積木 な た ど に よる 家屋 や 乗物 の 表現 か ら , その 
閑 鎖 空間 の 形 の 認知 の 程度 を 知る こと が で きる . 最初 
に 描か れる 風景 は , 視覚 に た と えれ ば 細い ロー ソ ク に 
照ら され た 室内 の よう に 周辺 が ぼや けた も の で ある . 
KW, よく 知っ て いる も の の 部 分 が 局部 的 に ぁ ふつ り 
あい に 大 きく な る . 

これ ら の 聴覚 的 風景 を 補正 する た め , 座標 軸 を わく 
組み と し て , 単純 な も る の か ら 複 雑 な も の へ 概念 行動 に 
よる 分 解 , 合成 を 行ない , 次 第 に 位置 , 方 向 , 距離 を 正 
HEICL, 相互 に 関係 づけ て いく 学習 が 必要 で ある . 

これ ら の 聴覚 的 風景 は 歩行 運動 に 伴っ て 変化 する . 
COR, つえ ぇ 先 や 足 の 裏 か ら の 触覚 的 手がかり , お よ 
び 直 接 音源 や 閉鎖 面 か ら の 反射 音 な どの 聴覚 的 手 が か 
り に より , 射影 空間 は 絶え ず 補 正 さ れる . し か し , 種 
々 な 情報 の な か か ら 意 味 の あ る 情報 を 選択 し 関係 づけ 
る だ た め に は , 空間 の わく 組み に 支え られ た 形態 認識 の 
構え が 大 き な 役 割 を 果たす と と も る に, 情報 の な い 部 分 
を も 補っ て , 空間 像 を 造り あげ て いる の で ある . 


運動 の 軌跡 と 歩行 地図 

紅 人 の 歩行 に と っ て 重要 な と と は , 盲人 が 地面 の 上 
に 描く 歩行 運動 の 軌跡 が 正確 な 歩行 地図 に な る か どう 
か と いう 問題 で ある . 歩行 が じょう ず に で き な い 衣 児 
の な か に は , 長方形 の ュー ス を 歩行 し た あと , BAK 


な ど で 表現 させ る と , この ユー ス を 1 本 線 と し て 描く 


者 が いる . これ ら は , 閉じ た 空間 の 表現 や 直角 の 理解 
が で き な い た めで ある . か れ ら に と っ て は 歩行 運動 の 
記憶 は 1 次 元 的 , 経時 的 記憶 で あっ て , 2 次元 的 関係 
に これ ら を 位置 づけ る こと が で き な い た めで ある . こ 
れ ら の 問題 に つい て 尾関 育 三 は 「 盲 児 の 空間 表象 」 
( 盲 心理 研究 ・ 第 2 巻 ) に お いて , 研究 の 結果 を 次 の 
よう に まとめ て いる .「 ま ず 象 徴 機能 が 空間 に 対し て 
適用 され る よう に な り , 部 分 的 特徴 が と ら え られ る . 
Ek, 左右 の 関係 を 別 と し て 位相 が と ら え られ る . し 
か し , この 段階 で は , まだ 角 の 数 は 不正 確 , 距離 関係 
ぁ 不 正確 で ある 」. 

ビ ピアー ジェ (J. Piaget) が , 普通 児 の 発達 の 過程 
と し て 指摘 し た よう に , 盲 上 児 に お いて も 位相 的 な 空間 


は , 射影 的 な 空間 より も ゃ 先 に 理解 され , 射影 的 な 空間 
は ユー クリ ッ ド 的 な 空間 より も ゃ も 先 に 学ば れる こと は 明 
ら か (に され て いる . 

a ai Sa 形態 説 議 の 系 統 的 学習 は , 盲 児 の 生活 空間 
定位 の 学習 に と っ て も 重要 な も の で ある こと を 考慮 し 
て , 盲 幼児 の 学習 の カリ キュ ラム を 組む 必要 が ある . 

(春日 満 治 ・ 木 塚 泰弘 ) 
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BRO AME 


知能 の 意義 


知能 は 複雑 な 精神 一 生物 学 的 な 概念 ( Psychobio- 
1ogical concept ) で あっ て , ゴー ルト ン (Galton ) 
の 初期 の 研究 以来 , 心理 学者 の 思考 と 研究 課題 で あっ 
た だ た. 1905 年 に ビ ネ ー・ シ モン 知能 テス ト が 発表 され て 
か ら , 特に 応用 心理 学 分 野 に 関心 が 高まっ た . 

心理 学 上 , 知能 の 理論 を 知能 テス ト か ら 分 離す る こ 
と は で きた な い . 知 能 を 知る 方 法 と し て , 知能 検査 以外 に 
は よい 方 法 が な いか ら で あ る . ビ ネ ー (Binet) 以来 
60 余年 , ほとん どの 理論 は , むしろ 知 能 テ スト の 構成 
に 関し た も の で あり , 知能 その も の の 構成 で は な か っ 
7. 7 ーー ダグ ( Freeman ) は , 「 知 能 と は , 知能 検 
査 に よっ て 測定 さん る と ころ の も の で ある 」 LRAE 
し じ り に 定義 し て いる . Ef, ラ パ ポ ー ト (Rapaport ) 
は , 「 知 能 と は 何かと いう 問題 は , 心理 学 上 の 間 題 の 
中 で , 最も 紙 数 を むだ に する た め に 努力 し て きた 」 と 
述べ て いる . 

と の よう に 考え て くる と , 人 間 の 知能 は 知能 検査 を 
通し て みた 知能 に 限定 され る こと に な る . 知能 の 定義 
は 多義 的 で ある た め , 学者 に よっ て まち まち で ある . 
し か も , 心理 学 の 理論 の 発表 と と も に 定義 も 変化 し て 
いる . 初め は 分 析 的 , 東 仮説 的 な 観点 か ら , Hk, 全 
体 的 , 総合 的 , 力動 的 な 方 向 に 向かっ て いる . これ ら 
の こと か ら , 仮り に 次 の よう に 定義 し た い .「 知 能 と 
は , 個人 が 環境 的 諸 条 件 を 合理 的 に 処理 し , それ に 適 
応 す る こと を 可能 に する 全体 的 ・ 総 合 的 能力 で ある . 
それ は 単なる 記憶 以上 の も の で あり , 知識 の 獲得 や 技 


能 の 熟達 以上 の も の で ある . それ は また 知識 を 統合 し 


それ を 用 いて 一 般 化 し , 思考 の 新しい 流れ に 向かっ て 
推論 を 拡大 する 能力 を 含ん で いる . それ は 成長 , 発 
達 , 成熟 の 程度 に 依存 する 力動 的 体制 で ある 」. | 
この よう な 見 地 に 立つ な bit, すべ て の 行動 の 中 に 
は 知能 が 働い て いる の で ある . し た が っ て , 逆 に これ 
ら の 行動 を 測定 すれ ば , 知能 を 知る こと が 可能 に な 
る . 知能 テス ト は まさ に 行動 の 測定 で ある . 

知能 は また 素質 と し て の 遺伝 的 な も の で ある か , あ 
る い は 経験 に よっ て 変化 する も る の で ある か に つい て は 
学者 に よっ て 意見 が まち まち で ある . し か し , 知能 は 


素質 と 環境 の 総合 能力 で あり , 生得 能力 で は ある が , 
個人 の 情緒 , 環境 お よび 教育 な ど に よっ て 変化 発展 す 
る も の で ある . すなわち , 知能 は 素質 と 環境 の 相互 作 
用 で ある と いう 考え 方 が , 盲 児 の 知能 の 場合 に も 現 わ 
れ て いる . 


盲 宛 知能 研究 上 の 問題 点 


知能 検査 が 条件 観察 法 に よる 間接 測定 で ある な ら 
ば , 厳密 な 意味 で 異な る 検査 用 具 に よっ て 求め られ た 
晴 眼 児 の 知能 と 盲 児 の 知能 と を 比較 する こと は 問題 で 
ある . いか に 似 た よう な 問題 を 作成 し て も , 視覚 に よ 
る テス ト と 触覚 や 聴覚 に よる テス ト で は , 条件 が 違う 
か ら で あ る . 

サー スト ン ( Thurstone ) は , 多く の 知能 検査 の 
結果 の 因子 分 析 を 行なっ て , 七 つ の 因 子 を 発見 し た . 
すなわち , 空間 関係 , 知覚 の 速度 , 記憶 , 言語 の 理解, 
MOM, 数 , 推理 で ある . その うち 知覚 の 速度 因 
子 や 空間 関係 の 因子 は 視覚 に 関係 が 深い . ウェ ックス 
ラー ( Wecksler ) も いう よう と, 知覚 の 速度 因子 は , 
晴 眼 者 の 知能 検査 に お いて は , ほとん ど が 視 知覚 に よ 
る も の で ある か ら , 視覚 の 速度 因子 と 考え て よい . と 
ころ が , 盲 児 の 場合 は , その 視覚 を 全く 欠く か , あっ 
て も 役に立た な い ほ と ど 欠 損し て いる . し た が っ て , & 
覚 の 速度 因子 は 考え られ な い . 盲 児 の 生活 は 聴覚 中 心 
で ある . それ な ら , 視覚 の 速度 因子 は , 聴覚 の 速度 因 
子 に お きか える べき で あろ うら か . その 場合 同じ 条件 で 
ある と いえ る か どう か は 問題 で ある . 

空間 関係 の 因子 に し て も , 視覚 が あっ て こそ 十分 に 
発揮 で きる も の で ある . 視覚 に よる 透視 的 な 立体 観念 
は , 盲 児 に は 得 ら て ん ない の で ある . 触 空間 , 聴 空間 な 
ど に よっ て , 立体 的 な 視 空間 知覚 が 理解 で きる か どう 5 
か ae 

aa aa D Ee fee, aa D Veet Te どの 因子 に つい て も, 視 
覚 表 象 を も た な い 盲 児 に は 不可 能 な も の が 多い . 

JOR, 知能 検査 が 知能 を 測る 基準 に な る の は , 次 の 
よう な 仮定 が ある か ら で あ る . すなわち , 同じ 条件 の 
も と に 成長 し た こども は , 知 的 な 経験 も 同じ よう に だ 獲 
得 さ れ て いる は ず で ある . この 仮定 か ら す る と , A 
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生活 の 85 パー セン ト が 視覚 に 関係 し て いる と まで い 
われ る 視覚 表象 を も た な い 盲 人 は , 晴 眼 者 と は 著しく 
経験 を 異 に する わけ で ある . この こと か ら 考 える と , 
定 児 の 知能 は 晴 過 者 用 の 知能 検査 で 測っ て も , FOR 
果 は 晴 眼 児 と は 違っ た も の に な る か も 知れ な い . ここ 
に 盲 児 の 知能 測定 に 大 き な 間 題 点 が ある . 

次 に 問題 に な る こと は , 盲 学校 と いう 特殊 な 学校 で 
教育 され て いる わが 国 の 形 児 は , 晴 眼 児 と は かなり 相 
違 が ある . も ちろ ん , 教育 内 容 は 晴 眼 児 の 教育 に 準 ず べ 


き で ある が , BEET ORME LV 5 NER 


が ある . 

Lad, 最も 困難 と され る 点 は , 知能 検査 の よう な 
測定 法 は , すべ て 統計 的 処理 に よる こと に ある . BF 
校 の 盲 児 童 ・ 生 徒 の 学級 人 数 は , 10 人 ある い は 15 人 
以下 と いう 少数 で ある . 1 学校 全体 の 盲 児 数 も る 200 人 
内 外 で ある . これ で は 統計 的 に 信頼 で き な い . 

Lab, 盲 児 は 個人 差 が 大 きい . 失明 の 程度 , AB 
Fin, ERE, 後天 盲 , 学級 に お ける 過 年 齢 者 な ど , 
晴 眼 児 と 比べ て 盲 児 の 知能 を 知る うえ に 多く の 困難 が 
BD. ; 

以上 の よう に , 盲 児 の 知能 測定 に は 多く の 難点 が あ 


盲 児 用 知能 検査 の 発達 と 知能 成績 


盲 児 の 知能 検査 の 試み は 早く か ら 行 な ち わ れ て いる . 
これ ら の 試み は , 盲 児 の 知能 は 本 質 的 に は 晴 眼 者 と 変 
わり は な い , と いう 信念 の も と に 行なわ ち れ た の で ある 
か ら , 晴 眼 者 用 の 知能 検査 を 家人 に 適用 で きる よう に 
改め た も の で あっ た . た と えば , 視力 を 要する 問題 を 
省 いて , 代り の 間 題 と 入替 を たり, また , 聴覚 や 触覚 
を 使っ て , 盲人 向き の 知能 検査 を 作っ た り し て きた . 
Lal, さき に も 述べ た よう に , 条件 観察 法 に よる 知 
能 検査 の 結果 が , 果たし て 同じ 成績 が 得 ら れる か に つ 
VY CULTS HTS. 

欧米 に お いて 最初 に 試み られ た 知能 検査 は 1916 年 
アメ リカ の クリー ブラ ンド 盲 学校 の アー ウィ ン (R. 
Irwin ) が 作成 し た アー ウィ ン ・ ビ ネー 尺度 ( Irwin- 
Binet scale) CHS. アメ リカ の ヘイ ス ( Hayes ) は 
アー ウィ ン ・ ビ ネー テス ト を 670 人 の 衣 児 に 実施 し , 
ター マン (Terman ) が 晴 眼 児 1000 人 に 行なっ た 結 
果 と 比較 し た . 表 1 が その 成績 で ある . これ に よる 

, 普通 以上 の 生徒 は 晴 眼 児 よ りや や 少な い . 両者 の 
知能 分 布 の 相違 は , 盲 児 に 遅 鈍 , 愚 鈍 , 特に 精神 薄弱 






















る . し か し , 知能 は 大 脳 に お ける 機能 で ある こと に は 児 が 多く , 平均 も IO90 #1 
SES MILI. 心理 学 的 に も , 知能 は パー ソナ リ テ に な っ て 低い . a Je | 晴 眼 上 
ィ と 呼ば れる 全体 的 力動 的 機能 の 統一 体制 の 中 に 地 ヘイ ス は その 後 , 多く 天 + | 0.3% 0.5% 
位 を 占め て いる も の で ある . し た が っ て , 感覚 器官 を の 改訂 を 行ない , 192355 HEF! 1 2 
通し た 知 党 表 象 が , 視覚 で あれ , 聴覚 で あれ , 触覚 で 版 , 1930 年 版 な ど を 公表 人 6 中 
あっ た と し て も , 知能 の 本 質 に お いて 差異 は な い . こ し , 盲 児 の 知能 指数 標 進 2 | ip 5 
の 点 か ら , BAO 知能 測定 の 可能 性 を 考え て よ か ろ 値 100 を 得る こと を め ざ 愚 Bl] 7 2 
りら! Lit. 実際 1930 年 か ら TAREE | 5 0.3 
表 2 ペー キン ス 盲 学校 で 実施 し た 仮 ヘ イス ・ ビ ネー テス ト の 各 知 能 段 階 の IQ の パー セン テー ジ 
P T P 

前 (450 人 ) (2,904 人 ) 1p FR (4sz 人 ) 4 

165—174 2577 レバ % レ 2 

155 一 164 

145 一 154 1.75 .50 

135 一 144 6. DP: 138 以 上 最 優秀 4.8 9.2 

125 一 134 iW, 5. 126~137 優 秀 13. 6.7 

115 一 124 13.5 H26 116~125 中 上 11.8 16.1 

105 一 114 13. ワウ 2 92~115 平 均 34. 50. 

95 一 104 A? 24. 80~ 91 中 下 20.6 16.1 

85 一 94 14. 20. 71 79 a ip 6.7 

75— 84 11. 10. 70 以 下 最 F 8.7 22 

65— 74 7.5 3. 

55— 64 4. it 

45— 54 1. .25 

35 一 44 .25 








GE) 10 平均 =102.7 SD=23 


P は パー キン ス 








T は ター マン 
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表 3 ペー キン ス 盲 学校 に お ける ウェ ックス ラー 知能 テス ト 実 施 の 各 知 能 段 階 の IQ の パー セン テー ジ 


1Q (324A) (6! 508 人 ) 
150~154 31% % 
145~149 
140~144 .13 
135~139 1.23 .33 
130~134 2.48 .60 
125~129 4.3 1.99 
120~124 6.5 3.90 
115~119 10.8 7.44 
110~114 13. 10. 
105~109 9.8 13.9 
100~104 9.6 15.8 
95~ 99 13,2 13.3 
90~ 94 9.3 10.6 
85~ 89 4.64 7.44 
80~ 84 5.25 5.32 
75- 79 2.8 3.30 
70~ 74 4. 1.99 
65~ 69 .93 1.32 
60~ 64 .62 1.20 
55~ 59 .93 .65 
50~ 54 .31 .33 
45~ 49 .33 
40~ 44 .13 


GE) IO 平均 =103 SD=16.74 


24 


U 
1 
(ここ に に た まう 


20 


r 
Ly 
1 
1 
1 
LU 
1 
1 


エー ここ ここ ーーー 
LU 


ーーー 





Ea 
35 55 75 95 115 185 155 175 


図 1 実線 は パー キン ス 盲 学校 生徒 4560 人 を 仮 ヘ イズ ・ ビ ネー 実施 で 
得 た 頻 数 分 配 図 . 点線 は ター マン の テス ト 2904 人 の 結果 で す 


1940 年 まで に テス ト さ れ た 16 校 の 平均 IO は 92 一 
108 で あっ た . そし て , 2192 人 に つい て の 平均 は 98, 
標準 偏差 は 20 で あっ た . 

1942 年 か ら 43 年 に か け て , ヘイ ス は 102 一 150 人 
の 盲 生徒 を 対象 に し , パー キン ス 盲 学校 で ター マン ・ 
メリ ル と ウェ ックス ラー・ ベ ルビ ュー 知能 検査 を 実施 
し , その 後 , 盲 学校 生徒 300 人 を 加え て 公 に し た . そ 
の 結果 は 表 2, 表 3 お よび 図 1 の 通り で ある . 

これ に よる と 両 尺度 と も 正規 分 布 で , 知能 各 段 階 の 





ie 分 Bo (sz 人 ) ud 
% % 
128 以 上 最 優秀 5.6 2 の 
1200~127 優 秀 9.3 6.7 
111~119 中 上 20.2 16.1 
91~110 中 43.5 50. 
79~ 90 中 下 12.7 16.1 
68~ 78 eA 6.5 6.7 
67 以 下 最 & 22 22 


P は ペー キン ス 盲 生徒 "W は ウェ ックス ラー 晴 眼 者 


100 分 率 も 晴 眼 者 と 同じ で 釣鐘 型 を と っ た . た だ 盲人 
の 分 布 は 中 央 の 頻 数 が 少な く , 優 と 劣 の 両端 に 多く な 
っ て いる . な お , 両者 の 相関 は 0.8 以上 で , か な り 高 
いこ と か ら , 信頼 性 が ある も の と み ら れ る . 


日 本 の 盲人 知能 検査 の 現状 


日 本 に お ける 盲人 の 知能 検査 は , 戦前 こ は ほ と ん ど 
みる べき も の が な く , アメ リカ な ど で 実 施さ れ た 盲人 
用 ビ ネ ー 検 査 の 一 部 を 翻 訳し て 実施 し , 知能 の 概略 を 
評価 し た に 過ぎ な い . た だ , 1931 (昭和 6 ) 年 に 東京 盲 
学校 心理 学研 究 部 に お いて , 依田 新 を 中 心 と し て 盲 児 
用 知能 検査 が 考案 きれ た . これ は ハイ ンズ C(〈 Haines ) 
の 点数 式 知 能 検査 を 翻訳 し て , 一 部 を 省略 , 改訂 , 
19 題 に し て 実施 した. 

1949 (昭和 24) 年 どろ か ら 学 校 に お ける 基礎 調査 と 
し て 知能 検査 が 重視 され , また , 指導 要録 に も その 成 
績 を 記入 する よう に な っ て か ら 和 急激 に 発達 し た . BF 
校 に お いて も これ に 刺激 され て , BOMBS HET 
る 必要 が 叫ば れ て きた . し か し , 盲 児 用 知能 検査 の 標 
進 化 さ れ た も の が な い の で , 各 盲 学校 で は いろ いろ な 
方 法 で 知能 が 測定 され て いた . 中 で も 鈴木 治 太 郎 の 
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「 実 際 的 個別 的 知能 測定 法 」 や 田中 寛一 の 「 田 中 ・ ビ 
ー 式 知能 検査 法 」 が 使用 され た . 両者 と も アメ リカ 
の スタ ン フ ォ ー ド 改訂 案 を も と に し た 検査 法 で ある . 
COMBED DS b, 絵 に よる 検査 は 盲人 に は で き な い 
DC, それ を 省 い て 実施 した. 1950 年 どろ ヘイ ス に よ 
っ て 作成 され た 盲人 用 仮 ヘ イス ・ ビ ネー 法 を 翻訳 し , 
それ に 鈴木 ・ ビ ネー 法 を 採 入れ , KML S ARE L 

公表 され た . これ も 標準 化 は され て いな か っ た . 
MRA, BOLL bic (RAI Pee 
査 法 ] を 閉 わ し た が , これ を 盲人 用 に 適用 し よう と し 
て , その 中 の 絵 に よる 盲人 に 不適 当 な も の を 除い て , 
これ に ハイ ンズ の 盲人 用 点数 式 知能 検査 の 問題 中 か ら 
宜 人 の た め の 検 査問 題 を 採 入 れ て 作成 し た . 

1950 年 , 南 博 , 依田 新 ら こ に よって, ウェッ ク スラ 
ー・ ベ ルビ ュー 法 の 知能 診断 テス ト の 日 本 版 が 公 に さ 
れ た だ た. この 検査 の 言語 テス ト の 部 が 盲人 に 適用 で きる 
こと が , アメ リカ の ヘイ ス に よっ て 推薦 され て いる の 
で , わが 国 で も これ に よる 型 人 知能 検査 を する も の が 
少な く な か っ た . MURS COBB AR BARR ht 
し , 多少 の 成果 を 収め た . これ も 日 本 版 の 検査 その も 
OREM ed, 依然 と し て 盲人 用 知能 検査 の 決 
定 版 が 要望 され て いた . 

その 後 , WISC ( Wecksler Intelligence Scale for 
Children ) が 公 に され , わが 国 で も 児玉 省 , 品川 不 
二郎 に よる 「 WISC 知能 診断 検査 法 ] の 日 本 版 が で 
きた . これ は か な りな 信頼 性 が ある の で , 一 般 に 多く 
使用 さき され る よう に な っ た だ た. MRC OBBERELE 

っ て 盲 児 の 知能 を 測定 し , 盲人 知能 の 特質 を 知る こと 
ICA Te. 

この ほか , 触覚 を 通し て テス ト し よう と する 試み に 
犬 脇 義一 の 「 大 脇 式 盲 人 用 知能 検査 ] が ある . Beir 
点字 , 触 図 な ど 手 の 触 覚 を 使う 機会 が 多い の で , 生地 
の 違っ た 布 で お 妃 っ た ブロ ッ ク な どの 触覚 弁別 に よっ 
て , 知能 を みよ うと する の で ある . 

な お , 団体 知能 検査 に つい て は , 1962 (昭和 27 ) 年 
柱 原 ・ 吉 田 専 吉 共 著 の 「 新 型 A 式 団体 知能 検査 ] を 公 
表し , 同時 に 「 点 字 版 新型 A 式 団体 知能 検査 法 」 を 作 
成 し 公表 し た . AE 字 版 で は , ① 同 義 語 , ② 類 比 問題 , 
③ 分 類 , ④ 規 則 発 見 は 点字 に 翻案 し , それ ぞ れ 晴 眼 者 
の テス ト 時 間 の 3 倍 を 与え て お り , ⑤ 推 理 問題 お よび 
⑥ 記 憶 問 題 は 口頭 で 与え る か ら , 晴 眼 者 と 条件 を 合わ 
せ て 検査 する こと が で きる . 点字 の 場合 に 3 倍 の 時 間 
に し た の は , FRE を 束 度 が 普通 印 届 休 文 字 の 平均 3 分 の 
1 に なる か ら で あ る . この 検査 の 結果 は , 点字 読み の 


速度 に 個人 差 が 大 きく , また , 触覚 弁別 は 練習 効果 が 
ある 点 に 間 題 が ある . この 検査 は 下位 検査 を プロ フィ 
ル に 表わす と と が で きる か ら , 診断 的 で ある . 

盲 児 に は 触覚 より ゃ 聴覚 を や 通し て テス ト す る こと と が 
望ま し いと 考え , 「 新 田中 A 式 知能 検査 ] を 盲 児 に 実 
施し て 通過 率 を 検討 し , 盲 児 に 適する 問題 を 並べ 替え 
て 作成 し た の が 丁 原 ・ 佐 藤 泰 正 共 著 「 テ ー プ 式 盲人 団 
体 知 能 検査 ] で ある . この 検査 は 1963 (昭和 38 ) 年 
ご ろか ら 始 め て , 1965 年 に 完成 した. 


頁 児 知能 テス ト の 結果 


日 本 で は , 梓 原 が ウェ ックス ラー・ ベ ルビ ュー 法 の 日 
本 版 と し て 公表 し た 知能 テス ト の 言語 性 を 盲 生 徒 66 
人 に 行なっ た 結果 , 知能 指数 最低 は 61, 最高 は 144, 
平均 108.2 で あっ た . WARAEGEL DL RMA LV Olt 
東京 都 の 学校 と いう 環境 的 に 恵まれ た 生徒 で あっ た こ 
と , 聴覚 中 心 の 盲 生 徒 は 言語 使用 に 慣れ て いる こと , 
被験 者 数 も 少な いこ と の た めで あろ う . 下位 検査 分 
析 に お いて , 通過 率 に 半 解答 の も の が 多い . これ は 視 
覚 語 な どの 概念 に あい まい な も の が 多い こと と で ある . 
欧 に 「 WISC 知能 診断 検査 法 ] の 言語 性 を 1954 ( 昭 
和 29 ) 年 に 盲 児 97 人 に 実施 し た 結果 と 晴 眼 児 の 知能 
指数 と を 比較 する と , 表 4 お よび 図 2 の 通り で ある . 
これ に よる と , IO の 平均 は 盲 児 は 晴 眼 児 よ り PRE 

な お , 分 布 曲 : 
線 で 明らか に 示 
され る よう に , 
晴 眼 児 の 正規 分 
布 曲線 に 対し , 
盲 見 は 中 央 に 高 
い 山 の ほか に 左 。 a 5 re 





9-109 110-119 120 -129130 以 上 
右 に 二 つ の 小山 B82 BR, 晴 眼 児 の 知能 分 布 曲線 
#4 WISC に よる 盲 児 と 晴 眼 児 の 知能 比較 


mee | Nee yas | ae ae 
130 以上 5A 5.1% 12A 1.2% 
120~129 10 10.2 63 6.4 
110~119 6 6.1 181 18.4 
90~109 44 44.9 526 53.25 
80~ 89 9 9.2 120 1Z.1 
70~ 79 15 15.2 51 5.2 
69 以下 9 9.2 31 3.2 

zt 98 984 
iQ 平均 96 100 
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表 5 BALI 1Q 分 布 比較 


i=] vii te 有 眼 児 

130 以上 31 人 10.7% 12 人 1.2% 
120~129 28 9.7 63 6.4 
110~119 61 21.0 181 18.4 
90~109 115 39.7 526 53.5 
80 89 28 9.7 120 12.1 
70~ 79 23 7.9 51 5.2 
69 以下 4 1.3 31 3.2 

計 290 984 
1Q 平均 | 105.6 | 100 

SD | 18.2 | 15 


が で き て いる . 被験 者 が 少数 で ある た め 確 定 的 で は な 
い が , 衣 児 の 知能 に 個人 差 が 大 きく , し か も , 優 と 劣 
の 両方 に 大 きく 広がっ て いる . これ は 盲 児 が 異質 的 な 
集団 で 構成 され て いる た め と 考え られ る . すなわち , 
盲 学校 児童 の 学年 編成 が 過 年 齢 児 が 多く , 年 齢 差 が ま 
ち ま ち で ある た めで ある . 

PURVIS PRX LE WISC の 日 本 版 の 言語 性 を 1957 
年 か ら 59 年 に か け て 謀 児 373 人 に 実施 し , その うち 
過 年 齢 の 者 を 省き , 晴 眼 児 と 同じ よう に 学年 相当 年 齢 
を そろ えて 統計 を と る と , 表 5 の よう に な る . 

これ に よる と , IO の 分 布 は や や 上 位 に あり , 特に 
130 以上 の と ころ に 10.7 ペー セン ト も いる . IO OF 


表 6 年 齢 列 盲 児 IQ 平均 


fei | 6 7 8 9 10 
107.4 


1Q 平均 | 99.4 96.5 106.3. 104.0 


均 も 105.6 で , WIRED #10 盲 生徒 の 分 配 





平均 より や や よい . 標準 1Q 頻 数 

偶 差 る 182 で 平均 か ら ioe | aa2 
の 逸脱 が 大 きい . 125~129 1 
下位 検査 の 平均 得点 を ME ’ 
の よう な 相違 が ある . 105~109 25 
一 般 知 識 で は 9 IAF 100~104 42 
は 低い が , 10 歳 どろ か ら Pie sa 
6 rt 90~ 94 71 
AUT EFL, 145 TA 85~ 89 39 
か ら 低 下す る . 80 84 70 
aes こ I> 7 レン 79 72 
BEERS の “ 10~ 74 68 
間 は 低い が , 10 歳 ど ろか é5~ 69 19 


PRICE L: 15 滅 まで で go wines Me-epe 
続く . M= 89 SD=12.7 

算数 問題 は 7 歳 , 8 歳 が 高く , その 後 は 並行 し て い 
Bry 
類似 問題 は 9 歳 ど ろ が 高く , 13 MCKERICETS. 
次 に 6 歳 か ら 15 RECO 年 齢 ご と の IO 平均 を み 
る と , 表 6, 表 7 の よう で ある . これ に よる と , 7 歳 
まで は 晴 眼 児 より 低い が , 8 歳 か ら 晴 眼 児 を 追 越 し , 
12 歳 ど ろ 頂 点 に 達し , 以後 は 下降 し て いく . 

団体 知能 検査 の 結果 に つい て は , MR CRABS 


11 12 13 14 15 
Bs a. 109.7 107.5 102.3 





111.2 


表 7 各 年 齢 ご と に 晴 眼 児 の 言語 性 下位 検査 得点 合計 を 100 と し た 場合 の 盲 児 の 合計 点 の 比率 


fH | 6 7 8 9 10 
112.9 








By hae og GS gw.7 nee nm 


表 8 年 齢 別 得点 表 


| 12 13 14 15 16 
M po 4 "745。 Se > ag oR 37 18 
Mi 98.75 36.67 .40:25 39.17 36.17 
SD 054 CORR 8 19.60. 45 Ol A711 
N 9 18 43 71 105 


表 9 学年 別 得点 表 


小 6 中 ” 1 の 
M 29.61 36.14 36 .28 
Mi 28.65 34.38 35.54 
SD 12.62 14.83 17 .27 
N 81 100 111 











中 12 13 14 15 
111.2 114.8 114.9 109.4 98.4 
iy | 18 19 20~24 25 以 上 
42.01 42.31 43.38 36.44 28.54 
41.88 41.67 42.86 36.18 26 .67 
17.41 15.60 17.42 18.04 16.23 
121 94 94 163 28 
3 高 ! I Il 
38.32 44.18 42.59 45.76 
37.50 45.21 42.25 47 .22 
16.24 18.25 17 .36 16.77 


126 141 109 78 








表 14 年 齢 別 , AXA 





れ は 点字 読み の 速度 GF 
均 3 倍 ), 書く 速度 ( 平 
均 1.5 倍 ) が 遅く , 時 間 
が か か る こと , 疲労 し や 
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表 11 視力 別 偏差 値 新型 A 式 団体 知能 検査 の すい 触覚 を 使う こと , 触 読 に 個人 差 が 大 きい こと な ど 
視力 | 偏差 値 SD MARS SAIC TE に より 1O が 低下 し た と 考え られ る . 読ん で 答え させ 
“ag M | 49.79 た と と ころ , 540 人 に つい る 推理 問題 は 成績 が よく , 記憶 問題 も る 晴 有 眼 者 に 劣ら な 
SD 10.05 て の 結果 は 表 8 お よび 表 い . 
eS 2 ae 9 の よう で ある . 机 原 と 佐藤 泰正 共著 の 「 テ ー プ 式 盲 人 団体 知能 検査 」 
aM 49.33 表 8 に よる と , 年 齢 的 (に よっ て , 盲 喝 の 知能 を 分析 的 に 検討 する と , 表 11 
SD 9.69 に 得点 の 進歩 が み られ な 表 12 お よび 表 13 の よう で ある . 
表 12 大 損 年 齢 別 偽 差 値 い . これ を 表 9 の よう に ③ 視 力 別 で は ほとん ど 差 は み られ な い . OFKE, 
= ESS 年 別 に 計算 する と 。 学 後天 盲 に も 有意 差 は な い . ③ 寮 児 と 通学 児 で は , 前 考 
= 年 に 応じ て 発達 を 示し て が わずか に よい . 
RM) Oth ee | sae 2 aaa 次 人 c 年 齢 別 , BA BMMAMENT 表 14 の よう で ある 。. 
ERE M 54.16 #10 の IO 平均 は 89 これ に よる と , BO 偏差 値 は 10 歳 の 54 を 最高 に , 9 
SD 6.90 で きわ め て 低い . こと に 歳 , 12 歳 , 11 歳 と 続き , 女 は 9 歳 の 49 を 最高 に 11 歳 
表 13 寮 , 通学 別 偏差 値 検査 1 一 4 の 点字 に よる 10 歳 , 12 歳 の 順 で ある . この よう 差 が ある の は , 学 
meta sp ノ ス ト の 成績 が 悪い . こ 年 編成 に 年 齢 の 幅 が ある とこ と, 学習 年 齢 が 異な る た め 


で ある . 

4 年 生 の 年 齢 別 知 能 偏差 値 と 標準 偏差 を 示す と 表 
15 の よう で, 年齢 の 増加 に 伴っ て , 著しく 偏差 値 と 
標準 偏差 が 低下 する . 


N Ai 
9 歳 男 (33) M 52.99 3.21 3.15 3.06 2.97 3.30 3.30 
SD 11.01 0.84 1.08 1.15 0.94 1.06 1.09 
(24) M 49.42 2m 3.17 2.80 2.87 3.05 3.00 
SD 9.32 0.74 del. 0.96 0.72 0.94 0.96 
10 歳 (52) M 54.10 3.15 3 の 7 2.92 2.94 3.08 3.01 
SD 10.20 1.08 1.03 1.09 0.92 1.03 1.04 
女 (37) M AG .34 2.68 2.55 3.11 2.73 2.70 2.68 
SD 8.76 1.04 1.13 0.93 1.03 1.06 0.91 
11 歳 男 (68) M 50.96 2.93 3.22 2.99 3.16 3.19 3.15 
SD 10.02 0.69 0.94 1.21 1.09 1.01 0.98 
女 (41) M 46.00 2.64 2.64 2.76 2.69 2.56 2.76 
SD 8.15 0.79 0.85 0.96 1.05 0.89 0.99 
125% 男 (64) M 51.00 2.80 3.06 3.05 3.08 3.02 3.03 
SD 9.27 0.89 0.92 0.89 0.95 0.99 -1.15 
女 (41) M 46.35 2.61 AT 2.66 23 2.61 3.02 
SD 9.78 1.03 0.96 1.00 0.83 1.06 1.00 
表 15 ASE (442) の 年 齢 別 偏差 値 と SD 
偏差 値 1 同義 2 関係 "3 分 類 4 類 比 5 論理 6 算数 | 計 
9 歳 (13 人 ) M 52.95 3.33 3.33 3.06 3.06 3.50 3.39 19.67 
SD 12.01 0.94 1.16 1.03 1.13 0.76 1.14 
10% (49 人 ) M 49.76 3.00 3.10 3.04 2.98 9-98 2.86 17.96 
SD 9.74 1:14 0.95 0.97 1.00 0.92 0.99 
11 歳 (25 人 ) M 45.54 2.78 2.76 2.68 3.28 9-48 2.25 16.23 
SD 8.32 0.82 0.86 0.79 0.87 9-94 0.77 
12 歳 ( 7A) M 41.01 1.86 9.29 2.43 9.43 2.29 2.29 13.59 
SD 8.89 0.84 1.00 1.05 0.72 1:28 1.28 
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表 16 同一 年 齢 盲 児 の 学年 別 偏差 値 と SD 














| meee | 1 同義 2 関係 3 分 類 "4 頻 比 5 論理 6 算数 | 計 
3 年 (7A) M 39.36 2.00 2.43 1.57 1.86 2.29 2.14 12.29 
SD 7.92 0.54 1.05 0.73 0.36 1.03 1.13 
4 年 (25 人 ) M 45.54 2.80 2.68 2.68 2.79 2.48 2.64 16.07 
SD 8.32 0.85 0.84 0.79 0.89 0.94 1.01 
5 年 (55 人 ) M 51.52 2.98 2.93 3.00 2.98 3.05 3.10 18.04 
SD 9.43 0.94 0.93 1.08 1.05 1.02 0.97 
6 年 (22 人 ) M 54.14 3.14 3.41 B92 3.68 3.45 3.55 20.55 
SD 8.65 0.87 0.89 1.14 122 0.78 0.66 
そこ で , 11 歳 の 盲 児 を 学年 別に し て 成績 を だ す と , 接 大 き な 変化 を 起こ さき ない . 


表 16 の よう に な り , さき の 表 と 全く 逆 に , 学年 の 進 
む に つ れ て 高く な る . こと の こと は 育児 の 知能 の BZ 
は , 生活 年 齢 に 伴わ な いで , LA, 学習 年 齢 に 並行 
し て 発達 し て いる と みて よい . 知能 指数 より も 知能 偏 
差 信 で 求め , 過 年 齢 者 に は 学習 年 齢 を 考慮 に 入れ る 
べき で ある . この よう に , 年 齢 的 に は 進歩 は な い が , 
学年 的 , すなわち , 学習 年 齢 に よっ て 発達 曲線 を 示す 
と いう こと が , どの テス ト 結 果 に も み ら れ る . 知能 カ 
素質 と 環境 の 相互 作用 で ある と いう 考え に 基づく な ら 
ば , 学習 環境 の 影響 が 大 きい こと と が うな ず か れる . 


英児 知能 の 特色 


BORE S 原則 的 に は 晴 眼 児 の 知能 と 変わ ちり は 
な い . 

1) 盲 児 に 知能 検査 を 実施 し た 結果 は , 10 平均 が 高 
い 場 合 も あり , 低い 場合 も あっ て , 決定 的 に は いわ れ 
な い . た だ , 言語 性 の 場合 は , 多少 晴 眼 児 よ り 高い よ 
うに 思わ れる . 

(@) 触 覚 に よる 点字 を 通し て の テス ト で は , 時 間 が か 
か る の で , 時 間 制 限 法 の テス ト は 適当 で な い が , 時 間 
を か ける 作業 制限 潜 な ら ば , テス ト は 可能 で , BO 
知能 が み られ る . 

(⑧ 聴 覚 を 通し て する 言語 性 テス ト は , 盲 児 に 最も 適 
し た テス ト で ある . この 場合 , 個別 テス ト で は 年 齢 が 
進む に つれ て すぐ れ た 成績 を 示し て いる . 


(④⑳ 弱 視 児 の 目 に よる 動作 性 , ある い は B 式 テス ト は 


適当 で は な い . た だ し , 視力 0.3 以上 の 者 は 晴 眼 児 の 
テス ト と 変わ りな い . 0.3 以下 の 弱視 児 は 言語 性 に よ 
る の が よい . 動作 性 の 場合 も , 弱視 児 の 知能 が 劣る と 
いら の で は な い . 知能 は い か な る 感覚 器官 を 通し て 
も , 結局 , 大 脳 の 働き で ある 以上 , 知能 に は 変わ りな 
いこ と で ある . 

(5) 男女 別 , 視力 別 , ARS, 後天 盲 の 差 は 知能 に 直 


晴 眼 児 と 比較 し て , 盲 児 の 知能 が 相違 する 点 も か な 
り 認 め ら れる . 

1) ウェ ックス ラー・ ベ ルビ ュー 検査 の 結果 に み られ 
る よう に , 半 解答 が 多い の は , 視覚 を 欠く 盲 児 に は 正確 
な 概念 を 雄 得 し て いな い 者 が か な りあ る か ら で あ る . 

(⑫ 視 覚 的 な 概念 は 抽象 的 , 暗記 的 に 捕 を ざる を 得 な 
い の で , 正確 な 概念 に は な ら な い . し か し , 言語 性 検 
査 で は 正答 が か な り 多い . これ は 必ず し も ゃ 正確 な 概 
念 で は な く て , 事物 の 裏づけ の な い 概 念 形式 に 過ぎ な 
Ms 

(3 視覚 語 や 経験 の 少な い 概 念 を も つこ と か ら , 項目 
分 析 に お いて , 通過 率 に 晴 眼 児 と 著しい 違い が 現われ 
る . すなわち , 盲 児 は 視覚 語 や 経験 の 乏しい 概念 は 著 
し く 成 績 が 悪い . 逆 に ペニシリン , メー デー な ど , B 
児 に 関心 が あり , 興味 ある 概念 は よく で きる . 

(4) 盲 児 と 晴 眼 児 の 知能 の 下位 検査 に お ける 内 部 相関 
を 比較 する と , 形 児 の 方 が いずれ も 高い . これ は お そ 
らく 経験 世界 の 乏しい 盲 児 に は , 多少 未 分 化 な 状態 が 
続い て いる こと , 言語 性 検査 に お ける 共通 の 言語 要因 
が 含ま れ て いる か ら で あ る . 

5) 知能 構造 に お いて , 晴 眼 児 は 知覚 の 速度 因子 が 多 
いい 引い は 必 メ クベ ラー の いう よう に ) BHO 
因子 を さして いる . し か る に , 視覚 を 欠く 盲 児 の 場合 
の 知覚 の 速度 因子 は , むし ろ 聴 覚 の 速度 因子 と 名 づけ 
て よい . な お WISC の 言語 性 の 因子 分 析 の 結果 は 晴 
眼 児 ・ 盲 児 と も る に 一 般 知能 因子 が 最も 多い が , PCH 
児 は 推理 因子 が 多少 多い の に 対し て , 晴 眼 児 は 言語 因 
FREAK BEN TWAS. 

(@) 知 能 の 分 布 曲 線 を みる と , テー プ 式 団体 知能 検査 
の 結果 を 除 いて は , 正規 分 布 の 形 か ら や や ずれ て い 
る . すなわち , 分 布 は 両端 に 大 きく 広がっ て いて , そ 
の 標準 偏差 も 大 きい . Chit, 優秀 児 も る 多い が , また 
精神 薄弱 児 に 近い 者 も 多い こと を 示す . し か も ゃ , RA 
的 な 二 つ の 山 を 作っ て いる . これ は 盲 児 に 個人 差 が 著 
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し いこ と を 示し , その 環境 ・ 教 育 な ど が 異な っ て いる 
こと を 物語 っ て いる . 

(⑦ 盲 学校 で は 同一 学年 内 に 過 年 齢 者 が 多く , か えっ 
て 年 齢 相当 学年 児 が 少な い 現 状 で ある . し た が っ て, 
晴 眼 児 の よら に , 知能 の 発達 が 生活 年 齢 に 並行 し て い 
な い . 盲 学校 で は 同一 学年 中 年 齢 の 低い 者 が 高く , 年 
齢 が 進 な に つれ て 低下 し て いる . OL, 学年 相当 年 齢 
の 盲 児 だ け を と っ て , 晴 眼 児 と 比較 すれ ば , 生活 年 齢 
の 増加 に 伴っ て 知能 発達 を 示す と いう 現象 が 現われ て 
WA. その た め 生 活 年 齢 と 知能 年 齢 と の 比 を 求め る . 


jee 


Hl 


語 腎 の 理解 


P| 
0 


宜 児 の 言語 理解 は 視力 に よっ て か な り の 違い が ある 
こと が 指摘 され て いる . GB (先天 と 後天 ), BE, 
弱視 と で は , 類似 的 な 部 面 と 異な る 部 面 の ある こと が 
明らか に され て き て お り , 準 盲 , BRILSE Cini 
の 中 間 的 傾向 を 示し て いる よう で ある . し か し , 視力 
Bi, 失明 時 期 別に ょ る 理解 の 状況 は 明らか に され て は 
いる が , 発達 過程 か ら の 研究 が な く , 小学 , 中 学 , 高 
校 と いう 年 齢 別 の 角度 か ら の 考察 が 少な いこ と は 問題 
で ある . 

以下 , 言語 の 理解 に 関す る 研究 の お も な も の を あげ 
る 

柚原 清 は 盲 児 に ウェ ックス ラー 知能 検査 の 言語 版 に 
よる テス ト を 行ない , その 下位 テス ト で ある 語 介 検査 
の 結果 か ら , 盲人 の 答え は か な りあ いま いで 表現 が ま 
ずく , 視力 を 要する 事物 の 概念 は , 人 か ら 教 えら れ た 
り , 聴覚 や 触覚 に よっ て 得 て い る と いう . 

後藤 岩男 は 盲 児 の 言語 表象 に 関す る 研究 を 行なっ て 
WS. 研究 対象 は 先天 全盲 23 人 (9 一 17 RO) CHD, 
臨床 法 に よる も の で , 質問 に 使用 し た 語 は 次 の 4 種類 
で ある . 

第 1 類 (具体 的 な 知覚 が 絶対 に 不可 能 な も の ) BA 
様 お 性 様 富士 山 & 

第 2 類 (具体 的 な 知覚 は 困難 だ が , 類推 が 可能 な も 
の ) サイ レン 席 

第 3 類 (視覚 以外 の 感 官 こよ っ て 直接 知覚 が 可能 な 
も ゎ もの) た ま ど 時 計 けが 夢 

第 4 類 (抽象 語 ) 家庭 正直 


IO 法 や , 生活 年 齢 を 基準 に する 知能 偏差 値 法 も , 現 
状 で は 定 児 の 場合 , 直接 適用 で き な い . むし ろ , 学習 
年 齢 (ある い は 教育 年 齢 ) と 知能 年 齢 と の 関係 を みる 
こと が 望ま し い . CHR YB D 
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= Sh. 
mH AB 
結果 か ら 次 の よう に 結論 し て いる . 


1) 証人 は 経験 の 範囲 を , 晴 眼 者 に 比べ て 著しく 制限 
され る の で , ある 特定 の 対象 に つい て の 表象 が , それ 
に 類似 の 他 の 対象 に 移調 され る 頻度 は きわ め て 少な 
い . し た が っ て , 盲人 に は 個 物 表象 か ら 一 般 表象 に 発 
達する こと が 困難 で , か れ ら に 一 般 概念 を 問う と , 多 


_ く の 場 合 に 個 物 表象 を も っ て 代用 し て いる . 


(2) 盲 人 の 言語 表象 に は , 相 ぼ う 的 同一 化 が 顕著 こみ 
られ る . BASTMRRD b-RRRAOB MRT IS 
うこ と が で きる . し か し , 視覚 を 欠い て いる た だ ため , そ 
の 移調 に お いて は , 視覚 以外 の 感覚 器官 の 間 の 相 ほ うら 
的 同一 化 が 優勢 で ある . 

(3) 盲 人 の 言語 表象 は きわ め て ば く 然 と し て いる . し 
だ た が っ て , 細部 は 明瞭 で は な い . この 現象 は 幼児 の 言 
語 表 象 に 類似 し て いる と ころ が ある . 対象 の 形態 , 大 
き さ な ど に つい て は , Be KE, ある い は I) 
Sul と いう と と は わか っ て いて も , それ が どれ だ け 
大 きい か , ある い は 小さ いか と いう こ と は 明瞭 で な 
い . こら いう 意味 か ら す れ ば , 盲人 の 言語 表象 に お い 
て は , 視覚 的 要因 は きわ め て 微弱 で ある . 

(3 盲人 の 言語 表象 に は , 感情 的 要因 が 付着 し て いる 


RR, これ は 家 人 の 生活 の 場 か らき て いる も の と 考え ら 


し 

(5) 定 人 の 言語 表象 に は , 晴 眼 者 の 幼児 の 言語 表象 か 
ら 成 人 の それ に 発達 する 過渡 期 的 な も の が 多い . 抽象 
概念 は 具体 的 な 知覚 の 場 か ら 空 間 的 契機 , 時 間 的 契機 
が 取捨 され て で き 上 が る も の と すれ ば , SAOMBR 
象 それ 自身 が , 正常 人 と 異な っ て いる か ら で あ る . th 
象 概念 の 素材 で ある 知覚 場面 その も の が , 盲人 に お い 
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て は 晴 眼 者 より ひ ず ん で いる か ら で あ る . 

6) 盲人 の 言語 表象 に は , 著しく 触覚 的 , 聴覚 的 契機 
が 付着 し て いる . 

(7 晴 眼 者 に お いて は , 5 官 の うち で 視覚 が 最も 優勢 
CH), その 分 節度 が 高い . し た が っ て , 抽象 度 の 高 
い 内 容 を 表現 する に は , 視覚 的 名 辞 が よく 用 いら れ 
る . 盲人 が 視覚 的 な こと ば を 用 いて も , それ は 体験 さ 
れる も の で は な い . 

カッ ツ フ ォ ー ス (TL.D. Cutsforth ) は , 盲 児 に 語 を 
いっ て , その 属性 を いわ せる 連想 検査 を 行なっ て い 
る . 対象 は 小学 2 年 12 年 (6 一 21 歳 ) で , 39 人 
中 26 人 は 先天 盲 で ある . 刺激 語 は 50 で , 回 答 連 想 語 
1560 を 分 析 し た と ころ, 個人 差 は ある が , 聴 覚 ・ 触 覚 語 
な ど に 比べ て 視覚 語 を 多く 連想 し て いる と いう . この 
こと は 言語 教育 の 結果 で ある と し , これ を 盲人 言語 の 
非 現実 性 ( unreality of the word) と 呼ん で いる . 

佐藤 泰正 も る カッツ フ ォ ー ス と 同じ 制限 連想 法 に よる 
実験 を 行なっ て いる . 50 の 刺激 語 を 与え , その お の お 
の に つい て 第 1 番 に 思い 浮か ぶ 属 性 を 答え させ た . 対 
象 は 8 一 15 mE COB 34 ACH ok. その 結果 

(1) 先天 全盲 は 触覚 , 後天 全 家 は 視覚 的 な も の , I 
盲 は 触覚 と 明暗 に , 弱視 者 は 視覚 の 育 景 を も っ て い 
る . この こと か ら , 先天 全盲 と 光 覚 盲 , 後天 全盲 と 弱 
視 の 言語 が 似 て いる こと が わか る . 

⑳ 各 語 へ の 反応 感覚 属性 の 平均 は 先天 全盲 5.3, 後 
Ree 4.4, 光 覚 3.6, 弱視 3.2 で , 先天 全盲 が 1 番 
多く こと ば の 背景 の 不安 定 を 示し て いる . これ に 対し 
て , 弱視 が 1 語 に 対す る 反応 属性 が 少な い の は , 安定 
し た こと ば の 経験 的 背景 を も っ て いる こと を 示す . 

(3 大 半 が 同じ 反 応 を 示す 7 語 に つい て , 異常 を 示し 
た 者 の 大 部 分 は 先天 性 全盲 で ある . この こと と か ら ゃ も か 
れ ら の こと と ば の 背景 の 未 分 化 さ が わか る . こと に 抽象 
化 傾向 が 目立っ た . 

(4⑳ 個 人 別に プロ フィ ル を 作る と 視力 欠陥 別 差異 が 著 
し く 現 われ て いる . 

(5 反応 語 を 発 着 的 に みる と , 7, 8 歳 ま で は 形 に 反応 


する 者 が 多い が , 10 歳 以後 に な る と 色 に 反応 する 者 が 


増す . これ は 次 第 に 言語 主義 に な る こと を 物語 る . 

(@) 性 別 的 に は 女子 に 抽象 語 が 多い . 無 反 応 語 は 先天 
Baw. 

A Aart BARI Lo CHO RERAOW 
を みて いる . SS, 晴 眼 児 各 50 人 を 対象 に し て FH 
語 50 に つい て , その 属性 を 答え させ た と ころ , Be 
に は 聴覚 , 味覚 , 皮膚 感覚 , 類似 置換 表現 な ど に よる 








代償 表現 が ある と 述べ て いる . 

松原 寿美 も 自由 連想 法 に より , 色彩 語 や 視覚 語 の な 
か の 名 詞 , 動詞 , 形容 詞 な ど に つい て 調べ て いる . 色 
少 語 に つい て は 対象 は 全盲 児 30 人 (先天 15, 後天 15), 
WS SeGAISA, 晴 眼 児 30 A, 年 齢 は 14 一 17 歳 
で , その 結果 か ら ① 全 盲 児 に と っ て は 色彩 は 観念 で 
HY, その 理解 は 主として 自己 の 限 られ た 経験 の な か 
で 色彩 を も っ た 個 物 と の 結び つき の うえ で な され る も 
の で ある . ②⑫ 中 間 色 の 理解 が 困 難 で ある . ③ 日 常 生活 
で 使用 頻度 の 高い も の , また は 色彩 を も っ た 個 物 で 頻 
度 の 高い も の に つい て の 理解 が 容易 で ある . 

また , 視覚 語 の うち 名 詞 , 動詞 , 形容 詞 の 理解 に つ 
いて は , 対象 は 全盲 32 人 , HB, 弱視 22 人 で , 年 齢 
は 14 一 17 歳 . その 結果 , 形容 詞 に お いて は , 刺激 語 
「 美 し い 」」「 明 る い 」 の 反応 語 に 全盲 児 で は 「 声 」, 
「 心 」「 気 持 ] が み ら れ , MAR Cit (REI, TH 
の よう に 視覚 を 通し た 経験 に 基づく 反応 が みろ られ た . 
動詞 に お いて は , [eS], 「 晴 れる 」 に 対し て , 全盲 
児 で は 「 心 」 と いう 反応 が み られ た が , 晴 眼 児 に は み 
bry, 名 詞 に あっ て は , 全 宜 児 に み られ る 特徴 と し 
て , HO RBOR, いい 気持 , BORO, 野原 静か 
の よう に 感性 に 訴え る 反応 語 が み られ だ た. 

また 松原 寿美 は 阪本 式 読書 カテ スト の な か の 読解 テ 
スト を 課 し , その 結果 を 検討 し た . 被験 者 は 小学 4 年 
か ら 中 学 3 年 まで の 填 児 40 人 で , CORR OB 
の 読解 の 平均 得点 は 晴 眼 児 の 約 2.5 分 の 1 で あっ た . 
② 読 解 と 学業 成績 と の 連関 で は , 中 学生 が 国語 や 数 学 
と の 連関 が あっ た . ③ 速 読 と 読解 と の 相関 は , 小学 , 
中 学 と も に 高い が , 小学 で 特に 高い . すなわち , 速い 
読み 手 の 方 が よい 理解 力 を も つと も 考え られ る . ④ 読 
解 力 と IO と の 連関 は 全般 的 に 高い こと が わか り , B 
児 の と と ば の 理解 の 状況 に 加え て 理解 力 の 背景 を も 詩 
SS 

以上 の 研究 の ほか に , 藤原 高 子 も 佐藤 泰正 の 研究 を 
引継 ぎ , 中 学生 以上 を 対象 に 調べ て いる . CORRE 
KeBth, 視覚 語 が 次 第 に あぁ えて 言語 主義 に な る と 
述べ て いる . (松原 寿美 ) 
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佐藤 泰正 ほか 「 言 語 心理 学 ] P134 一 135, 学 
図書 


語 野 の 集録 法 

SA ( 児 ) の 語 萌 を 集録 する に は , 次 の よう な 方 法 
が 採ら れ て いる . 

(1) あ る 一 定 の も の の 名 を , 一 定 の 時 間 内 に で きる だ 
け 多 く あ げ さ せる . 

(⑫ あ る 一 定 の 音 を 提示 し て , その 音 で 始ま る と と は 
を 一 定 の 時 間 内 に で きる だ け 多 く あ げ さ せる . 

(⑧) 一 定 の 時 間 内 に 話す 全部 の こと ば を 集録 する . こ 
れ に は こども が 毎日 発する こと と ば を 記録 する 方 法 や , 
一 定期 間 の 一 定時 間 内 に 語っ た あら ゆる 語 を 集録 する 
方 法 が ある . 

(④ 一 定 の 語 を 刺激 と し て 提示 し , それ に 関連 する も 
Die sige 9 

(5) 自 由 題 ある い は 課題 の 作文 , ある い は 日 記 な とどか 
ら , と と ば を 一 定 の 基準 に 従っ て 集録 する . 

(1), (2), (3④ の 方 法 は , どちら か と いえ ば , 実験 的 な 
も の に 使わ れ , 他 は 日 常 と あま り 変 わり な い 目 由 夫 面 
で 求め られ る も の で ある . また , (⑧ は 比較 的 幼い 年 齢 
の 者 に 適し , 他 は 比較 的 年 齢 の 高い 者 に 適する . な お 
これ ら の 方 法 は 時 間 に 制 限 を 設け ず , 連続 何 語 か まで 
の 一 定量 を 記録 する 方 法 に も 代え る と こと が で きる . そ 
の 際 に は 問題 は あげ られ た 語 の 総数 で は な く て , その 
語 介 の 項目 内 容 ご と の 量 的 分 析 に 向け られ る . 


語 芸 量 の 大 き さ 
BAMSOC LIOR, 数 の うえ で は 決 し て 晴 眼 
者 に 劣っ て は いな いと み ら れ る . 梅津 入 三 の 調査 に よ 
る と , 先天 性 衣 人 (12 一 20 歳 の 15 人 ) に よっ て 3 
分 間 に あげ られ た 「 動 物 ] の 名 の 数 は 平均 28 (最高 
56, 最低 15, 標準 偏差 11.2 ) で あっ た . 最初 の 1 分 
間 内 に あげ られ た 数 は 平均 15.5, これ を 晴 眼 児 (同種 
の 問題 で ある 田中 ・ ビ ネー 式 知能 検査 第 67 問 で , 8 ix 
児 の 平均 は 10.55, 9 歳児 11.66, 10 歳 児 12.61 ) と 
比較 する と , 年 齢 の 関係 で 直接 の 比較 は で き な い と し 
Ch, 決し て 晴 眼 児 に 劣る も の で は な い .「 植 物 」 の 
類 に つい て も 同様 で あっ た と いう . 佐藤 泰正 の 調査 は 
上 記 の (⑫) の 方 法 に よる も の で , 制限 時 間 は 1 音 1 分 間 
で ある が , 15 音 の 単 文字 に 答え られ た 数 は , 小学 部 の 
こと ども ゃ で 1 人 当たり 100.1 語 ( 晴 眼 児 の 約 1.4 倍 ), 





高等 部 の 生徒 で 226.8 ae ( 晴 眼 生徒 の 約 1.7 倍 ) CH 
っ た . 種類 の 異な っ た こと ば の 数 を みる こと とも, BE 
の 量 的 検討 に は 重要 な も の で ある が , そう し た 異種 類 
語 の 数 で も , 小学 部 で 1 人 当たり 58.5 語 で , RARE 
の 約 1.6 倍 . 高等 部 で は 146.5 語 で , 晴 眼 児 の 約 2.6 
倍 で あっ た . あげ られ た 単語 の 中 に は , 同じ も の が よ 
く 繰 返さ れる こと が ある . その 検討 と し て , 1 度 だ け 
で 2 度 と 反復 され な い 単語 の 数 を みる と , 小学 部 で は 
70 パー セン ト を 占め , 高等 部 で は 75 パー セン ト で , 
や は り 晴 眼 児 より も 多かっ た . この 調査 で は 盲 児 童 ・ 
ORES ea 

多く な っ て いる . 

この よう に 盲人 の も つつ 語 依 の 量 は 決し て 少な いも の 
で は な い が , これ は , か れ ら は 目 が 見 えな く て も , そ 
の 言語 活動 は 晴 眼 児 の それ と 変わ りな い 正 常 な 営み が 
で きる か ら で あ る . CLA, 視覚 の 欠損 と いう こと と は 
か えっ て 聴覚 に よる 言語 活動 を 活発 な も の に し て いる 
と いう 考え も ゃ 成り立つ. し か し , これ は 語 衰 が 多い か 
少な いか と いう こと だ け で あっ て , それ が どの よう に 
理解 され て いる か と いう こと と は , 別 な 大 き な 間 題 に な 
る . 盲人 の 唯 言 語 主義 c と いっ て , 事物 関係 の 体験 と 裏 
づけ られ る こと が な い . また , 正しい 知識 の 裏づけ に 
よっ て 得 ら れる こと が な く , 単に こと ば の 表面 的 な て 
いさ いや 操作 に よっ て 得 ら れる こと ば が , か れ ら の 日 
常 会 話 や 作文 の 中 に 多く み ら れ る が , 単に こと ば の う 
え だ け の 連想 に よっ て , それ を 使う 傾向 は , 実際 の 具 
体 的 現実 に は 即応 し な いも の で あり , 現実 場面 へ の 問 
題 解決 の 構え に 問題 を 残す こと に な る . と の こと と ば の 
うえ だ け の 対処 だ け で すま され て し まう 傾向 は , 直接 
体験 で きる と と で も , 自ら 探検 し よう と する BAK 


な くし , か れ ら の 依存 的 な 性 格 や 生活 を 助長 する と 指 


摘 さ れ て いる . 盲人 の 語 邊 量 が 多い と いう こと 自体 は 
社会 の 相互 交渉 に お いて 大 い に 役 立つ も の で ある が , 
事物 や 外界 に 対す る 直接 の 体験 や 働き か け , 正しい 知 
識 疹 得 へ の 積極 的 な 働き か けが な けれ ば な ら な いこ と 
は 当然 で あり , 正しい 標識 の も と に , こと ば が 獲得 さ 
れ て いか な けれ ば な ら な いこ と は 特に 留意 する 必要 が 
ある . 上 記 佐 藤 の 調査 で , 年 齢 が 高く な る ほど こと ば の 
数 が 多く な っ て いる 傾向 は , 盲人 の 唯 言語 主義 的 傾向 
と 関連 し て , 考 慮 し て お か な けれ ば な ら な い 点 で ある . 
視覚 の 欠陥 が 盲人 を 言語 に 強く 依存 させ る こと を 助 
EL, 言語 を 使用 する 機会 を 多く する が , し か し , 視 
覚 の 欠陥 は いつでも こと ば の 発達 を 助長 する か と いえ 
ば , 必ず し も そう で は な い . 目 が 見 えな いこ と が , か 
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れ ら の 行動 や も の の 知 的 な 認識 , 社会 的 生活 能力 の 発 
達 に も 影響 し て いる こと が み られ る の で あり , 言語 発 
達 に も また, 何ら か の 影響 を 与え て いる も の と 思わ れ 
る . 盲 児 は 斉 を 開く と と は で きる が , 話し 手 の く ちび 
る の 動き や 表情 , ゼス チャ ー, 周囲 の 状況 な ど を 見 る 
こと が で き な い . そら し た 制限 が , 言語 の 発達 (特に 
言語 発達 の 初期 に お いて ) に 大 きく 影響 し て いる こと 

が 考え られ ら る. 

上 記 の (3) の 方 法 に よっ て , 就学 前 盲 幼児 の 話し こと 
ば を , 1 時 間 に つ き 集 録 し た 田中 農夫 男 の 事例 に よる 
と , 5 歳 の 女児 2 人 に お いて は , 和牛 島 義 友 ・ 森 脇 要 の 
5 歳児 の 標準 より も 話す と と ば の 量 は 多かっ た が , 1 
歳 7 カ月 の 男児 に お いて は わずか 4 語 し か こと と ば を 使 
用 する こと が で きず , 2 歳 4 カ 月 の 男児 に お いて は 5 
語 し か いえ な い 状 態 で あっ た (普通 , 言語 の 発生 は 2 
歳 ど ろか ら 急 激 な 進歩 を あみ る も の で ある ). 2 歳 1 カ月 
の 男児 の ケー ス で は , 1 時 間 に 184 語 の こと と ば を 発し 
て いる が , 久保 良英 の 2 歳 2 カ 月 の 男児 (1 日 1 時 間 
で 1 週間 の 調査 で ある が , その 平均 は 441 .4 語 で あっ 
た ) と 比べ て みる と , や は り , その 量 は 少な か っ た . 
も ちろ ん , 語 の 集録 時 の 状況 な ど を 考慮 に いれ な けれ 
ば な ら な い が , 早期 の 言語 の 発達 は 盲 児 に お いて 遅れ 
@Zisecem, この 2.3 の ケー ス に よど て も 知る と 
と が で きる . この よ うに , 発達 の 早期 に お いて , 言 
語 の 発達 が 遅れ , 他方 , 上 述 の 梅津 , 佐藤 の 調査 に 
み ら れ る よう に , 比較 的 年 齢 の 高い 段階 に お いて 語 
手 量 が 晴 眼 児 と 同じ くら い , また は それ 以上 多く な 
る と すれ ぱ ば, 発達 の ある 段階 に お いて , 比較 的 急速 に 
言語 の 量 が あえ , 晴 眼 児 に 追い つく こと に な る . し か 
し , 言語 の すべ て の 領域 で 発達 する と 考え る の は 早計 
CHS. 言語 の ある 領域 で は , 晴 眼 児 以上 に 発達 する 
だ ろ ら が, ある 領域 に お いて は , 視覚 を 欠い て いる こ 
と が 非常 に 不利 に 働い て いる . 


語 野 量 の 内 容 

カッ ツ フ ォ ー ス は , 一 定 の 刺激 語 
し , その 属性 を いわ せる 式 の 連想 検 査 を 行ない , 39 人 
の 盲 児 か ら 得 た 反応 語 1560 を 分 析 し た と ころ , 先天 
計 で は 視覚 語 48 パー セン ト , 触覚 語 36 パー セン ト , 
味 頻 覚 語 7 パー セン ト , 聴覚 語 3 パー セン ト で あり , 
後天 盲 で は 視覚 語 65 パー セン ト , 触覚 語 24 パー セン 
ト , 味 臭 覚 語 6 パーセント, 聴覚 語 3 パー セン ト で あ 
っ た . 視覚 語 が 多い の は , 言語 主義 的 傾向 の 結果 で あ 
ろう と いっ て いる . 通常 , 視覚 に 関し た こと と ば が 多く 
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使わ れる が , この 種 の 検査 に お いて も , 視覚 に 関し た 
こと ば が 比較 的 多く あげ られ る の で あろ うら が , 盲人 の 
合 , それ が 触 聴覚 的 背景 の うえ に 立っ て いる と と が 
望ま し いわ け で ある . 語 克 量 の 内 容 を 品詞 に つい て み 
る と , 前 述 の 佐藤 の 調査 で は , 小学 部 3 年 で は 晴 眼 上 
より も ゃ 副詞 が 多く , 状態 , 比較 , 時 間 , 数 に 分 けた 場 
合 , 状態 を 表わす 副詞 が 多い . 高等 部 に な る と 晴 眼 児 
と の 間 に ほ と ん ど 開 き が な く な っ て くる . Chit, Bll 
詞 は 晴 眼 者 の 場合 に は , より 年 齢 を 経て か ら で な いと 
多く 現われ な い の に , 盲 児 の 場合 に は 早い 時 期 か ら 現 
われ る と と を 示し て いる . それ は か れ ら の 言語 が 抽象 
的 で , 非 現実 的 で ある 一 端 を 示す も る の で ある と 指摘 さ 
れ て いる . 名 詞 で は , 晴 眼 児 と の 間 に 差 が み られ な い 
が , その 内 容 別 で は , 抽象 観念 , 身体 生理 , 固有 名 詞 
が 盲 児 に 比較 的 多く , 他方 , 晴 眼 児 に は 動物 , 植物 , 
VEO, スポ ー ツ , 身 回 り 品 , 家具 な どの こと と ば が 多い . 
生活 体験 が 限ら れ て いる こと な ど が その 原因 と 考え ら 
れる . 生活 体験 の 狂 さ は, 自由 題 の 作文 を 分 類 し た と 
ころ , 人 的 環境 に 関す る 題材 が 盲人 に 少な く 19 パー 
“vb, 晴 眼 児 で は 36 パー セン ト . 学 校生 活 , 寄宿 舎 
生活 に 関す る 題材 が 多い と いう 松原 の 結果 か ら も うか 
が える . 自由 作文 に 現われ た 語 臣 を 分 類 し た 鈴木 蒼 生 
の 結果 に よる と , 盲 児 に お いて , 名 詞 が 晴 眼 児 よ り 多 
く , 反対 に 動詞 が 少な い が , 名 詞 に お いて , 自己 に 関 
する 名 詞 が 多く , 他人 に 関す る 語 が 少な いこ と が み ら 
ao. 


文 の 内 容 

まず , 文 の 長 さ に つい て みる と , 盲 幼児 の 話し こと 
ば を 検討 し た さき の 田中 の 調査 で は , 一 般 に 文 は 短く 
一 語 の 反復 回 数 も 多い 傾向 が み ら れ る . 7 人 の 全 
盲 幼児 の 話し こと ば を 集録 し た マッ クス フィ ー ル ド 
( Maxfield ) の 結果 で も , 盲 幼 児 は 多く を 語る が , 
言語 は 不 完全 文 に 終わ る こ と が 多い . 文 の 機能 的 な 面 
を みる と , マッ クス フィ ー ル ド の 調査 し た 全盲 幼児 で 
は , 質問 が 多く , 感情 的 に 付着 され た 発言 と 固有 名 詞 
(田中 の 集録 し た 盲 幼 児 の 場合 で も 固有 名 詞 , 人 に 関し 
た も の が 多かっ た ) が , 頻繁 に 用 いら れる が , これ は 
周囲 の 情報 が 得 ら れ な いと ころ か ら 生 じ る 精神 的 な 不 
安定 感 を , 言語 手段 に よっ て 自ら を 救 お うと する 傾向 
を 示す も の で ある と いう . 田中 の 調査 し た 全盲 幼児 で 
は , 周囲 の 変化 や 様子 の 情報 を 知 ろ う と , 多く 質問 す 
る も の , いろ いろ な こと を 頻繁 に 報告 話しかけ, そ 
れ に よっ て 情報 が 得 ら れ な い 不 安定 感 を 炎 お うと する 
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傾向 の も の, 周囲 の 人 に 絶え ず 命 令 し , 要求 し , BGK し , 
それ に よっ て 不安 定 感 を 施 お うと する 傾向 の も の が みみ 
られ る . 2 歳児 で や っ と こと ば を いえ る よう に な っ た 
こども で は , 自発 的 に 質問 する よう な こと は 少な く , 反 
響 語 的 で あっ た り 独 語 的 で あっ た りす る こと が 多い . 
(田中 農夫 男 ) 
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的 背景 」 盲 心理 論文 集 第 2 巻 昭和 32 


児 の 学力 


[学力 と は 何ぞ や 」 を 巡っ て , さま ざま な 論議 が 行 
な われ て いる . 文部 省 の 学習 指導 要領 に 規定 され て い 
る 内 容 を 学習 し た 結果 の 能力 で ある と する も の か ら 
も っ と 幅広 く 生 活 を 切開 いて いく 力 で ある と する 立 
場 の も の まで ある . し か し , 結局 は 実証 的 , 客観 的 に 
[これ これ の も の が 学力 で ある 」 と , その 立場 に 従っ 
て 提示 され な いか ぎり, 不毛 な 議論 に 終わ る で あろ 
5. こと と で は で きる だ けり 調査 の 方 法 に も ぁ れ な が ら , 
現在 まで に 明らか に され た 視覚 障害 児 の 学力 に つい て 
述べ る こと に する . 


日 本 の 盲 児 の 学力 

実証 的 資料 を も と に し た 学力 の 研究 報告 に は , 岡村 
正平 , 佐藤 泰正 に よる 一 連 の 「 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 学 
力 調査 ] が ある . これ は 現行 の 学習 指導 要領 に 基づい 
て , 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 学力 の 実態 を 明らか に する 立 
場 か ら の 研究 で ある . 

岡村 ・ 佐 藤 は 文部 省 が 一 般 児 童 (小学 校 6 年 生 ), 
生徒 (中 学校 ・ 高 等 学校 の 3 年 生 ) を 対象 に し て 実施 
し た 国語 と 算数 ・ 数 学 の 学力 調査 を も と に し て , 問題 
を 作成 し 実施 し た . 問題 作成 の 過程 で , 盲 学校 の 児童 
・ 生 徒 に 不適 当 な も の (漢字 の 書 取 り , か な を つけ る 
問題 な ど ) は 削除 する か , 点字 の 制約 上 , グラ フ , 図形 
な ど は 表 ま た は 文章 表現 な ど に 改め る か , ある い は 全 
く 新 し い 問 題 に し た . 実施 に 当たっ て は , Hoss 
校 の 協力 を 得 て , 小学 部 児童 数 350 人 , 比較 の た め の 
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普通 小学 校 児 童 数 約 400 人 , 中 学部 生徒 約 500 人 と 普 
通 中 学校 生徒 約 400 A, 高等 部 生徒 168 人 と 普通 高等 
学校 普通 課程 194 人 お よび 農業 課程 生徒 93 人 を 対象 
に し た . 実施 期日 は, 小学 部 の 場合 は 1958 (昭和 33) 
年 , 中 学部 は 1959 年 , 高等 部 は 1960 年 の 各 9 月 下旬 


CHS. 結果 お よび 問題 点 を 各 教 科 別 に 概観 する と 次 


DICTA. 

[国語 ] 岡村 ・ 佐 藤 の 調査 結果 に よる と , 小学 部 の 
場合 は 表 1 の よう に な る . 

表 1 小学 部 国語 得点 


グル ー ブ プ 列 | 人 数 | 平均 点 
BFK 点字 使用 者 群 148 34.2 
BR S&H A AE 25 34.8 
(Ae lee の oe eA = 187 36.1 








GE) 75 点 満点 . BS LARRADSEREAT SUS 

以上 の よう に , SAR )SRLRORBOZ II, 
普通 学校 児童 の それ に 比べ て , 特に 劣る こと は な いと 
いわ れ て いる . KEL, いく つか の 注意 すべ き 点 が あ 
る . EV, 表 1 の 結果 は 岡村 ・ 佐 藤 が 行 な っ た 作業 制 
限 法 と 時 間 制 限 活 の 二 つ の うち の 作業 制限 法 , つま り 
時 間 を 無制限 に 与え る 方 法 に よる 結果 で ある た め , 普 
通学 校 児童 が 40 分 ぐら いで 解答 し て いる の に 対し て , 
BROWER 2~ 2.5 倍 の 時 間 を 要 し て いる . 時 間 
制限 法 に よる と , 50 分 程度 で は , 盲 学校 児童 の 場合 , 
問題 の 最後 まで に 手 が つ か な いう らち に 時 間切 れ に な っ 
て し まう の で ある . 時 間 を 十分 に 与え れ ば , 普通 学校 
児童 と 差 の な い 結 果 に な る . 次 に 注意 すべ きこ と は , 
全く 解答 で き な い 者 が 7 パー セン ト ほ どい る こと と で あ 
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る . これ ら の 詳し い 実 態 


表 6 高等 部 国語 領域 別 正答 率 
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は , 他 の 調査 を また な け 令 ok | 学 校 点字 使用 者 千家 学校 時 字 使 用 者 群 普通 械 業 科 課程 普通 校 普通 科 課程 
れ ば な ら な い が , 大 部 分 ze fr 55.2% 58.6% 60.7% 68.7% 
MEBMLVbDNSZBZE か な づか い 64.6 72.0 70.0 80.5 
> na 法 44.3 48.3 gl (0) 66.0 
> ac 56、 a 解 Rt 46.1 61.3 67.8 の | 
表 2 は 問題 を 領域 別に 3. x 28.9 45.8 49.1 55.5 
分 析 し た 結果 で ある . 
四 つ の 領域 中 , 明らか に 有意 差 が 認め られ る の は 文 適当 と 思わ れる が , 紳 学 校 の 点字 使用 者 群 る 墨 字 使用 
法 の 領域 で ある . 他 の 領域 で は 劣る と は いえ な い . 者 群 も , と も に 劣る と は いえ な い . 普通 科 課 程 と は 単 
表 2 小学 部 国語 領域 別 正答 率 元 配当 が 違う の で 比較 は で きたな い . 中 学 段階 で 差 が 認 
ah Lela Sek RE め ら れ た も の が , 高等 部 段階 で 差 が 認め られ な く な る 
Ms | ん 原因 は , 盲 学校 の 高等 部 , 特に と の 調査 の 対象 に な っ 
語 Fe 53.9% 52.67% た 本 科 が , や は り 選 ば れ た も の で ある と と に よる . 回 
et ns. ie ia SRB (obeSBMID Domoceocnee 
a fi 38.0 40.5 づけ る . な お , 高等 部 に な っ て , AERA BHL ES 
こ 差 が 計 品 意 

表 3 中 学部 国語 得点 PGI と も 注意 すべ き 点 で 
て at ON a 表 6 ILD HUMIC IAT LEECH S. 

E に に a a . e コ = Oh ここ で は 読解 で の 差 が 大 きい こと が 指摘 きれ る . そ 
i ieee yk hh ge = rr の 他 の 領域 で は 大 き な 差 は 認め られ な い . 

次 に , 中 学部 の 場合 は 表 3 の よう に な る . SFRO ace "| 「 内 wage ar i 
合用 者 群 も 時 使用 群 ゃ も と も に 普通 学 本 徒 に 弘 ICU jak ME Se aide ae Ne ne 
べ て , 明らか に 劣っ て いる . な お , 盲 学校 の 点字 使用 he 4 


Bit & (8 ABH Lt OMICS Blk HD ArT. 
小学 部 段階 で は 差 が 認め られ な か っ た も の が , 学年 の 
進ん だ 中 学部 で は 差 が 認め られ る よう に な る . 

表 4 は 問題 を 領域 別に 分 析 し た 結果 で ある . 

表 4 中 学部 国語 領域 別 正答 率 





gun 7277 Petri aw He Oe 
語 “Be 56.0% | 67.2% 
か な つづ かい 58.0 75.1 
文 法 55.0 85.4 
読 解 28.8 43.0 
すべ て の 領域 で 劣る が , 特に 文法 , か な づか い , 読 解 
で は 著しく 劣る 


次 に 高等 部 の 場合 は 表 5 の よう に た なる. 
は , 同じ 職業 科 課 程 と し て の 農業 科 課 程 と 比べ る の が 
表 5 高等 部 国語 得点 





Prone VK 数 | FRA 
盲 学校 点 字 使 用 者 群 179 32.6 
BFR AST HA AH 77 38.5 - 
普通 高校 農業 科 課 程 93 40.9 
普通 高校 普通 科 課 程 149 49.6 


この 場合 . 


が 普通 校 児 童 に 比べ て 劣る と は いえ な いこ と は , 算数 
の 場合 に は 点字 の 障害 が 大 きい こと を 物語 っ て いる と 
いえ る . Ete, 国語 の 場合 より 多い 15 パー セン ト ほ 
どの 解答 不能 者 が 認め られ る こと も ゃ 注意 すべ き 点 で あ 


B\ 
表 7 小学 部 算数 得点 

Phe FB | 数 | 平 電 上 
盲 学校 点字 使用 者 群 134 24.6 
BY- RK eS ff AA 27 30.2 
普 aed Paget) PET ee 183 31.4 


HS は 問題 を 領域 別に 分 析 し た 結果 で ある . 計量 の 
分 野 を 除い て は , すべ て の 分 野 で 定 学 校 児童 は 著 し 








表 8 小学 部 算数 領域 別 正答 氷 
Pant 盲 学 普通 校 児童 
数 概 念 24.1% 48.2% 
z5° 算 48.5 75.8 
計 量 46.7 48.7 
割 合 23.6 43.7 

a 28.4 46.9 

= 35.8 42.4 
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く 劣る . 特に 数 概念 , 計算 と いう , いわ ば, 算数 の 基 
礎 的 領域 で 劣る と と は 問題 で ある . 

中 学部 の 場合 は 表 9 の よう に な る . 盲 学校 の 点字 使 
ABH, 黒字 使用 者 群 と も に 普通 校 の 生徒 に 比べ て 劣 
表 9 中 学部 数 学 得点 


yu- 7H 。 | 人 | FBR 








盲 学校 点字 使用 者 群 237 27.6 
B+ R BASHA A 61 33.0 
普 通 校 生 fie 173 44.6 
( 注 .84 点 満点 ) 


る こと が 認め られ る . 中 学部 で は 点字 使用 者 の グル ー 
プ だ け で な く , BEE AOBS, MiB eR ecit~n 
て 劣る よう に な らち: 

表 10 は 問題 を 領域 別に 分 析 し た 結果 で ある . 小学 部 
の 場合 と 同じ よう に , すべ て の 分 野 で 盲 学校 児童 は 著 
LS 劣る. 特に 数 概念 , 計 算 と いう 基礎 的 分 野 と と も に 
表 , Hick, 中 学部 に な っ て 新しく 発展 する 教材 で も 
劣る と と が 認め られ る . 

表 10 中 学部 数 学 領域 別 正答 率 





“gon 227 | 使用 者 | 普通 校生 ab 
梁 。 er 45.2% 71.4% 
計 算 27.2 61.3 
計 量 7 7 42.0 
=I 合 26.4 43.7 

表 16.1 40.2 
式 29.7 52.7 


高等 部 の 場合 は 表 11 の よう に な る . 教育 課程 構成 
が 似 て いる 農業 科 課 程 と 比べ る と, 点字 使用 者 群 , & 
字 使用 者 群 と も に 劣ら ちら な いこ と が 認め られ る . 理由 は 
表 11 高等 部 数 学 得点 





国語 の 場合 と 同じ く , 対象 が 本 科 生 で ある 程度 十 学 校 
内 で 選ば れ た 者 で ある こと , Eke, 中 途 失 明 の た め , 
高校 か ら , また は 高校 を 卒業 し て 在籍 し て いる 者 で あ 
る た め と 考え られ る . 時 字 使用 者 群 は 農業 科 課 程 群 と 
等 し い 得 点 結 果 を 示し て いる . 

表 12 は 問題 を 領域 別に 分 析 し た 結果 で ある . 
[社会 社会 科 の 学力 に つい て は , 村 中 や 佐藤 の 中 
学部 歴史 の 調査 も ある が , ここ では, 岡村 ・ 佐 藤 の 学 
力 調査 に つい て 述べ る . 

岡村 ・ 佐 藤 は 1963 (昭和 38 ) 年 7 月 上 旬 , GEOR 
学校 小学 部 6 年 生 に 教研 式 診 断 学 カテ スト の 社会 小学 
5 年 を 実施 し た . 別に 比較 の た め , 普通 小学 校 児 童 6 
年 生 に ゃ 実施 した. CORR, 表 13 の 得点 を 得 た . 
表 13 小学 部 社会 得点 





グル ー プ Bil AK | PHAR 
育 学校 点字 使用 者 群 290 38.3 
BFR EAS HE A A 128 45.7 
ae ty VSO ee ier Ya ee 361 58.7 


BFRORSR ABE, BeBe bic) 
学校 児童 に 比べ て 劣る こと と が わか る . さら に 点字 使用 
者 群 と 黒字 使用 者 群 の 間 に も 有意 差 が 認め られ る . 

表 14 は 問題 を 領域 別に 分 け て 分 析 し た 結果 で ある . 

いずれ の 領 域 で も 劣る が , 地図 の 見 方 が 含ま れる . 
Ase BB) の 領域 で 特に 劣る . 

[英語 ] 岡村 ・ 佐 藤 は , 全国 の 盲 学校 中 学部 3 年 生 
を 対象 に し て , 英語 の 学力 調査 を 実施 した. 方 法 と し 
て は , さき に 述べ た 国語 , 算数 ・ 数 学 の 場合 と 同じ ょ 
うに と, 昭和 33 年 度 文部 省 作 成 の 問題 を も と に し て 作 
り , 1960 (昭和 35) 年 7 月 に 実施 し て , 表 15 の よう な 結 
果 を 得 た . 


グル ー 7M [A 数 | 平均 点 家 学 校 の 点字 使用 者 群 , 墨 字 使用 者 群 と も に 普通 学 
盲 学校 点字 使用 者 群 140 7.5 校生 徒 に 比べ て 劣っ て いる . 
BFRAT RA AH 82 11.4 また , 問題 の 領域 別 の 比較 で は , 表 16 の よう な 結 
i eee de Peon 果 に な り , ① 発 音 の 問題 。 文 の 構成 の 問題 で は Bt 
ー — . 校生 徒 と 普通 学校 生徒 と の 間 に は 差 が な い . ② そ の 他 
1 DECI, すべ て 盲 学校 の 生徒 が 劣る . 特に 文法 と 
表 12 高等 部 数 学 領域 別 正答 率 読解 力 の 問題 で 劣る こと 
fi 城 PPRRERAER OPES eR Ne EEN LHL CUS. 
Res 18.8% 26.4% 27.7 の 48.7% CER) 岡村 ・ 佐 藤 の 
計 算 38.7 2 50.1 83.3 調査 結果 に よる と , 小学 
計 量 6.5 9.8 9.1 18.7 
割 合 4.3 10.4 9.5 15.6 MM 表 LkKO Re 5 
式 1.7 13.8 ilar 44.8 (に な る . 盲 学校 は 点字 使 
x 形 13.8 28.8 31.5 47.1 用 者 群 も 黒字 使用 者 群 
指 数 , 対 数 15.0 27.4 31.9 47.5 





も , 有意 差 (1 パー セン 


盲人 の 心理 





表 14 小学 部 社会 領 城 別 正 倫 率 
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間 に は 差 が な い . これ は 


Ah 、、、 グ ルー プ 別 | 前 学校 点字 使用 者 群 | 盲 学校 時 字 使用 者 群 | 普通 校 児童 "こと 2 し た テス ト が 表記 法 

pe Se Se SAO 52.9% 60.1% 75.2% に 影響 され る こと , 理科 

Cerro. LAN ez 41.3 49.7 58.5 学習 上 視力 の 有無 が 関係 

a +. の 発 達 36.8 45.6 62.0 深い とこ と な ど に よる も の 
ュ 34.7 46.2 61.0 

a ee と 思わ れる . 








表 15 中 学部 英語 得点 

















ma ル = デ yl yn 数 | 平均 点 
育 学校 点字 使用 者 群 136 23.9 
BY? RBS AG 31 23.8 
普 通 中 学校 生徒 143 31.6 
表 16 中 学部 英語 領域 別 正答 率 





/ 




















ーー グル ー プ 別人 員 盲 学校 点字 使用 者 群 | 普通 校生 徒 
領 城 20 136, 143A, 
Bi = 30.9% 34.5% 
mote se ツン ド 1S ie liad 62.6 
wee» ope & Oy? A) 27.3 37.8 
ae eee 99. 1) 34.7 48.2 
sa 法 22.9 36.9 
SOM Opn aa 26.4 9 の の 
表 17 小学 部 理科 得点 

PRESB E KE 1 BOP aR 
胡 学校 点 字 使 用 者 群 208 30.2 
盲 学校 墨 字 使用 者 群 114 41.2 
Ee Wagelti ute =p aah we Vide petres 271 46.2 








ト ) を も っ て 普通 児童 に 比べ て 劣る . 

領域 別に 分 析 し た 結果 が 表 18 で , 三 つ の 領域 の い 
ずれ の 分 野 で も , 点字 使用 者 群 は 普通 学校 児童 に 比べ 
て 劣る が , 第 2 分 野 ・ 第 1 分野 ・ 第 3 分 野 の 順序 で 劣 
a. 

中 学部 の 場合 は 表 19 の 結果 に な る . BSRORS 
使用 者 群 は , SBE a LSE EIEN CH 
る が , ACS FROST RA BH ¢ PBS REEL DO 

表 19 中 学部 理科 得点 








グ ル ー 7H | 人 数 | 平均 点 
BFR ATE A SH 267 21.9 
BTR STR A AH 165 26.3 
a a ee eae Oe 194 26.8 


表 18 小学 部 理科 領域 別 得点 


領域 別に 分 析 し た 結果 は 表 20 で , 第 3 領域 の 「 音 」 
で は , 普通 学校 生年 に 比べ て 盲 学校 点字 使用 者 群 が す 
ぐれ て いる と こと, 第 1, 第 7 の 領域 で の 両者 の 差 は わ 
ず か な こと , それ 以外 の 領域 で は , すべ て 証 学 校 点 字 
使用 者 群 が 劣 る こと と が わか る . 

表 20 中 学部 理科 領域 別 得点 








領域 グル ー プ 別 盲 学校 点字 使用 者 群 | 普通 校生 徒 
lL 酸 と アル カリ Bal 2.9 
ey Wap it 2 3.4 4.6 
3. 音 4.0 3.2 
4. 電 - 気 3.5 4.4 
5. 気 & 22 auf 
6. 植 物 2.9 4.4 
Tes O tee 2.8 3.3 
諸 外 国 の 資料 


アメ リカ に は メリ ー(Merry) の 研究 が ある . 小学 3 
ー 6 FOR 348 人 を 対象 に し て , ウィ スコ ン シ ン 算 
数 テス ト を 実施 し , 次 の 結果 を 得 て い る . 全 体 的 な 得点 
で は , 青児 は 晴 眼 児 と 同じ 水準 で , 特に 劣る こと は な 
い . 誤 答 分 析 で も 両者 は ほとん ど 同 じ 型 の 誤り を し て 
いる . ゼロ の 出 て くる 問題 や 割り 算 で は 盲 児 の 方 が 誤 
り が 多かっ た . 同じ く 小 学 4 一 6 年 の 盲 児 170 人 を 対 
象 と する ステ ィ ー ブ ン ソ ン 算 数 テス ト で も , ほぼ 前 と 
同様 な 結果 を 得 て い る . 

ヘイ ス は 地理 に 関す る 種々 な 標準 テス ト を 型 児 に 実 
施し た 結果 , 盲 児 が 特に 劣る あと いう こと は な いこ と が 
わか っ た . た だ , 15 歳 以 上 の 学年 に な る と, 成績 が 悪 
く な る こと を 報告 し て いる . 

ノー ラン (Nolan) と アシ ュ ク ラフ ト (Ashcraft) 
が 定 児 に 計算 カテ スト を 実施 し た と ころ , 晴 眼 児 の 水 
準 に 比べ て 約 16 パー セン ト ほ と 低い こと が わか っ た . 
また , 学年 が 進 ゆ に つれ て 差 が 大 きく な る こと , 学校 
差 が か な りあ る こと な ど ゃ も わか っ た . 











領 it Gare Sas VS" グ ル 一 プ Fl | 盲 学 校 点字 使用 者 群 | 普通 校 喝 童 学力 に 影響 する 要因 
1. 生物 に 関す る も の 12.9 20.0 岡村 ・ 佐 藤 は 弄 児童 ・ 
2. 気象 , 地質 , 天体 に 関す る も の 9.7 15.8 生徒 の 学力 調査 と 同時 
3. 道具 と 機械 , 物質 の 変化 に 関す る も の Be 11.0 








に , その 学力 に 影響 する 
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と 思わ れる 若干 の 要因 に つい て も 考察 を 試み て いる . 

まず , 年 齢 と 学力 の 関係 で は , 中 学部 生徒 の 場合 , 
学齢 相当 の 者 の 得点 が , 国語 30.9, 数 学 27.4 に 対 
し , 学齢 を 1 年 趣 過 し た 者 , 2 年 超過 し た 者 ぐら いま 
で は よい 得点 を 得 て い る が , 4 年 以上 の 超過 , つま り 
生徒 年 齢 19 歳 以 上 の 者 に な る と , 国語 25.9, 数 学 23.1 
と 著しく 悪く な る こと が 指摘 され て いる . 

視力 の 程度 と 学力 の 関係 で は , 視力 を 全 定 , E, 
弱視 の 3 段階 に 分 け て , 学力 差 を 検討 し た と ころ, 
た と えば , 中 学部 の 国語 で は , SS 160 人 の 平均 得点 
34.7 に 対し , BB 20A, 弱視 46 人 の 点字 使用 者 の 
平均 得点 は それ ぞ れ 28.7, 30.1 で あっ た . と の こと は 
人 数 の 点 も あっ て , 明らか に 差 が あ る と は い えな い 
が , 視力 の 程度 の 差 が 点字 の 習 難 度 に 影響 する . つま 
り , いく ら か 視力 が あっ て , 点字 を 読む 準 盲 ・ 弱 視 の 
ARAB LOBWEWAZS. 

視力 欠損 年 齢 と の 関係 で は , 5 歳 以前 に 失明 し た 者 
と 6 歳 以 後に 失明 し た 者 と に 分 け て 検討 し た 結果 で は 
この 教科 で 有意 差 は 認め られ な か っ た . 

視力 欠損 原因 と 学力 の 関係 で は , ペッ クシ ュ タ イン 
(L. A. Pechstein) は 成績 の よい も の か ら BRE, 
視神経 姜 縮 , 初生 児 臓 漏 眼 の 順に な る と いう 結果 を 得 
て いる . 佐藤 は 外傷 , 麻疹 , 先天 性 眼 疾患 , 先天 性 梅 
毒 , 栄養 不良 の 順に な る と 報告 し て いる . 

点字 読み の 速 さ と の 関係 に つい て は , いずれ の 教科 
で も 点字 読み の 速い 者 ほど , 明らか に 成績 が よい こと 
が 指摘 され て いる . 


知 通 と の 関係 に つい て は , 表 21 の よう な 結果 を 得 | 


て いる . た だ し , 普通 校 の 場合 , 知能 検査 の 種類 は 新 
田中 B 式 で あり , 盲 学校 の 場合 は WISC 言語 性 , 大 
阪 府 立 十 学 校 式 (鈴木 ・ ビ ネー 式 を 型 児 用 に 改め た も 
の ) が 混 っ て いる . 

表 21 中 学部 3 年 知能 と 学力 の 相関 








_ グル ー プ 列 | 斉 学校 生徒 | 普通 校生 徒 
aoe es 
国 講 0.57 0.64 
数 学 0.63 0.76 


盲 学校 生徒 の 場合 も , か な りな 相関 や 示し て いる と こ 
と が わか る . 


今後 の 課題 

視覚 障害 児 ( 考 ) に と っ て 必要 な 学力 は 何 か . COR 
題 に こたえ る , 異な る 学力 観 の 側 か ら の 実証 的 報告 が 
また あれ る . 


学習 


調査 の 対象 も , 在学 中 の 児童 ・ 生 和 守 の わく を 越え て 
一 般 社会 に ある 視覚 障害 者 の 実態 把握 に 向かう 必要 が 
ある し, 方法 に つい て も る, 今 の と ころ 客観 テス ト に よ 
る も の が 多い が , 論文 テス ト , 観察 な どの さま ざま な 
方 法 に よっ て と ら え られ た 学力 が 報告 され る 必要 が あ 
る . 


学習 


何 が 視覚 障害 児 (者 ) に と っ て 必要 な 学力 か の 教育 学 
的 ・ 社 会 学 的 検討 と 同時 に , いか に し て 視覚 障害 児 は 
学ぶ か の 研究 も きわ め て 必要 で ある . し か る に , 視覚 
障害 児 の 学習 に 関す る 研究 は きわ め て 乏しい . 研究 の 
ある も の は , 基礎 的 原理 的 過ぎ て , PROBS 
場面 の 解釈 に あま り 寄 与 し な い . 

佐藤 は 視覚 障害 児 の 学習 上 の 制約 を , 学習 の 内 容 , 
方 法 , HE, 意欲 の 面 か ら 考察 し て いる . 

ロー エン フェ ルド (B. Lowenfeld) は 点字 を 使用 し 
た 場合 と トー キン グ ・ ブ ッ ク を 使用 し た 場合 の 学習 効 
果 に つい て 調査 し て いる . この 結果 か ら , 教材 の 内 容 
(に よっ て は , 点字 で 学習 する より も テー プレ コ ュ ダ ー な 


- どの 聴覚 機器 に よる 方 が は る か に 学習 効果 が あがる こ 


と , また , 知能 の 低い こども の 場合 や 点字 が どう し て 
も うま く 読 め な いこ ども , 点字 読み の 遅い とこ ども の 場 
合 に は 有効 で ある と 指摘 し て いる . 

岡部 一 雄 は 盲 児 ( 小 ・ 中 ・ 高 生 ) 26 人 を 対象 に , 2 
綴り と 3 綴り の 無 意 味 文字 の 対 を それ ぞ れ 10 組 ずつ 
作り , 2 綴り は 5 分 間 , 3 綴り は 7 分 間 覚 えさ せ た . こ 
の 場合 , 点字 グル ー プ と テー プレ コー ダ ・ グ ルー プ に 分 
け て 学習 し た 結果 は , 小学 部 児童 は チ テー プレ ュー ダー・ 
グル ー プ の 方 が よく , 中 ・ 高 等 部 生徒 は 点字 グル ー プ 
の 方 が よかっ た . 3 綴り に な る と , 2 綴り より 点字 グル 
ー プ の 方 が よかっ た . 

性 川勝 は か れ が 考案 し た 計算 器具 を 用 いて , 中 学部 
2 年 生 に 分 数 式 の 計算 を 指導 し た . 結果 は 点字 器 を 使 
用 し た グル ー プ より 成績 が 全般 的 に よく , 特に 成績 の 
劣る 者 に 著しい 効果 が 認め られ る と 報告 し て いる . 

功 力 靖雄 は か れ の 体育 の 指導 時 間 内 に サー キッ ト ・ 
トレ ー ニ ング を 組入れ て , 指導 の 前 後に 運動 能力 テス 
ト を 実施 し , 学習 効果 を 測定 し て いる . 被験 者 は 高等 
部 1 年 男子 で ある が , これ な ども 広い 意味 で の 盲 学校 
生徒 の 学習 に つい て の 研究 と し て と ら え た い . 

(星川 勝 ) 
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触 読 を 規定 する 要因 


触 読 

証人 が 点字 を さわ っ て 読む こと は , 読 セ 人 と し て の 
宜 人 と 読ま れる も の と し て の 点字 文 の 対立 に 始ま る . 
点字 群 は 元 来 , それ 自体 だ け で は 記号 形態 で ある . そ 
れ が 直接 刺激 と な り , 読み 手 の 構え と あい まつ わっ て 
知覚 事象 と な り , 次 いで 音 や 意味 の 機能 に 転移 され て 
点字 読み が 起こ る の で ある . その 際 , 刺激 布 賀 の 変化 
は 構え に 影響 し , 構え の 変化 は 刺激 と し て の 文字 の 認 
知 に 影響 する . 


触 読 を 規定 する 諸 要 因 

触 読 を 規定 する 要因 は 次 の よう に 分 けら れる . ① 
触 読 材料 の 要因 . ② 身 体 的 要因 一 一 これ に は 聴力 , 言 
語 器 官 , 筋肉 呼応 , 大 脳 記 質 , きき 手 ( 指 ), 健康 状態 , 
運動 能力 な ど を 含む . ③ 知 的 要因 一 一 一 般 知 能 , 諸 知 
覚 ( 視 知覚 , 聴 知 党 , 皮膚 知覚 な ど ), 記憶 , 思考 力 
な ど を 含む . Olnta, 性 格 的 要因 一 一 性 格 , 要求 , 感 
情 , 意志 , RE, 行動 な ど を 含む . ⑤ 教 育 ・ 社 会 的 要 
因 一 一 言語 や 触 読 技 術 に 関す る 学習 や 環境 問題 , 対人 
関係 , 社会 性 な ど を 含む . 

これ ら の 観点 か ら 従来 の 諸家 の 研究 内 容 を 要約 する 
と お よそ 次 の 通り で ある . 

[ 触 読 材 料 】 ビュ ルク レン ( KK. Birklen ) は 文字 
の 読み や すさ を 決定 する BR, マッ クス フィ ー ル ド 
( K.E. Maxfield ) は 読み 方 の 指導 法 の 比較 , シャ イ 
ド マ ン ( N. B. Scheideman ) は 点 の 高 さ と 形 に つい 
て の 実験 , 梅津 入 三 と 草 島 時 介 は 点字 タイ プラ イタ ー 
に よる 読 字 率 の 実験 , 鈴木 栄助 は 誤読 傾向 に つい て の 
実験 , 尾関 育 三 は 情報 理論 の 応用 研究 , 熊沢 入 千代 は 
触 運 動 描 録 実験 な どの 結果 , 触 読 能率 向上 の 条件 と し 





星川 勝 「M・H・ 計 算 器 に ょ る 学習 効果 の 検討 」 
第 2 回 日 本 特殊 教育 学会 発表 資料 

功 力 靖雄 「 サ ー キ ッ ト ・ ト レー ニン グ の 効果 に つい 
て 」 盲 教育 20, 21 号 昭和 41 


Ak 読 


Tht, ① 読 みや すい 文字 形態 , 点 の 大 き さ ・ 高 さ の 状態 
が 適当 で ある こと . ② 読 みや すい 文型 , 構造 の 文 で あ 
る こと . ③ 読 みや すく 鮮明 に 書か れ た (印刷 され た ) 
文 で ある こと が 指摘 され て いる . 

[身体 的 要因 〕 左右 どちら か の 片手 と 両手 使用 と で 
は , どちら の 場合 が より よく 読め る か と いう 研究 が 目 
KG の om Multis, caw yy や ヤック スラ ィ 
ー ル ド , Yet Fry, ホラ ンド CB.F. Holland ) 
スミ ス (本 M. Smith) ら の 報告 で ある . 佐藤 泰正 は 
宜 児 用 読書 力 検査 を 実施 し て , 読書 発達 と 視力 欠損 や 
失明 年 齢 と の 関係 , 点字 の 目 読 み と 指 読み の 比較 に つ 
いて 研究 し て いる . 清水 武 , 渡辺 徹 は 振動 感覚 の BH 
敏 度 と 触覚 の 関連 性 の 実験 研究 を 行ない , ファ ー チ 
CP. Fertsch ) は 写真 記録 に よる 実験 に よっ て 指 の 運 
動 を 調べ て いる . これ ら に よれ ば , ① 左 右 い ずれ か 一 
方 の 手 を 使用 し た 場合 と 両手 を 使用 し た 場合 と は 触 読 
速度 に 差 が ある. し か し , これ に つい て は 今後 さら に 
検討 の 余地 が ある . ② 行 間 運 動 に 要する 時 間 が 短い 方 
が よい . ③ 左 手 が 次 行 へ 先行 する 読み 方 は 技術 的 に す 
ぐれ て いる . ③④ 解読 材料 面 に 対す る 読 指 の 構え 方 は 鋭 
角 が よい . ⑤ 全 身 の 聞 緩 は 学習 条件 と し て た いせ つ で 
ある . ⑥ 黙 読 は 音読 より 有利 で ある . ⑦ 触 圧 は 軽く て 
一 定 な の が よい . 先天 性 盲人 の 触 読 能 力 は 個人 差 が 
大 きい . ⑨ 視 力 が 多少 と も 残存 する こと は 点字 学習 に 
不利 に 作用 する . 

[ 知 的 要因 〕 鈴木 は 触 読 能率 と 外 温 お よび 触 読 指 
頭皮 膚 温 と の 関係 を 実験 的 に 明 ら か に し て いる . 渡辺 
と 松井 新 二 郎 は 冷房 室 の 内 外 に お いて 読 速度 の 比較 実 
験 を 行なっ た . 菅原 明 は 弁別 域 を 中 心 に 実験 的 に 調べ 
た . この 結末 ,① 環 境 や 読 指 頭皮 膚 温 が 低温 で 多湿 な 
状態 で は 触 読 態 率 が 低下 する か , また は 触 読 不能 と な 
4. ⑨ 振 動 感覚 の 鋭敏 な 人 は 能率 的 な 読み 方 を し て い 
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る . 

[性 格 情緒 的 要因 ] 点 の 位置 や 教師 の 指示 に 対す る 
不 注意 に よる 誤読 が か な り 多 い . 

[教育 ・ 社 会 的 要因 〕 佐藤 泰正 は 前 述 の 定 児 用 読書 
REO 実施 に より , 読書 発達 と 点字 学習 期間 , 成 
熟 と の 関係 を 発表 し て いる . 松永 宗 端 は 点字 学習 形式 
の 基本 型 を 7 方 法 設 定 し て , どん な 学習 方 法 , 形式 が 
最も 能率 的 , 効果 的 で ある か を 実験 研究 し た . 


[その他 ]〕 林 重 政 は 補 点 に よる 単語 また は 短文 の 


完成 問題 を 与え て 誤読 の 要因 を 調べ , 佐藤 光義 は 盲 児 
読書 力 検査 , 触 運動 描 録 , 触 読 指 頭 の 2 点 域 測定 , 
知能 検査 の 施行 , 教師 に よる 国語 学力 評定 の 各 結 果 を 
基 に , 読書 力 と の 関係 を 調べ て いる . また , 松原 寿美 
は 読書 力 , IO, 学業 成績 と の 関係 を 調査 し た . 
[研究 結果 」 これ ら の 研究 の 結果 , ① 読 書 発達 は 点 
字 学習 期間 に 最も 深い 関係 が あり , 生活 年 齢 と は ほ と 
ん と 関係 が な い . @6 歳 以 上 な ら 何 歳 か ら 始 め て も 学 
習 効果 に 変わ り は な い . ⑨ 学 習 期間 が 長く な っ た り , 
学力 が 高く な る と 誤読 が 少な く 速 く 読 め る . ④ 学 習 期 
間 が 短く て 難解 な 文 を 読む 場合 に は , 2 点 城 と の 関係 
が 深く な り , また , 学習 期間 が 長く な る と , 学力 や 知能 
と の 相関 が 高く な る . ⑤ 速 読 , 読解 と 読書 量 と は か な 
り の つなが り が ある . ⑥ 児 童 と 成人 と で は , 有効 な 学 
習 の 形式 が 幾 分 異な る こと が 明 ら か に され だ た . 


触 読 の 過程 


点字 読み の 過程 

この こと は か つて ヘラ ー( Theodor Heller) WE 
っ て 説明 され た が , それ は 今日 , 草 島 の 一 連 の 実験 に 
よっ て 挑 判 され 訂正 され て いる . ヘラ ー に よる と 盲人 
は 片手 に よる 触 読 の 際 , 触 読 指 頭 の 皮膚 の 直接 感覚 に 
Lot, まず 概観 的 な 把握 (総合 的 触覚 と いう ) が な 
Sh, 次 いで 文字 の 輪郭 に 浴 っ て 各 関 節 を 協 働 させ て 
運動 する 運動 感覚 に よっ て , 継 時 的 に その 形 を 把握 
(分 析 的 触覚 と いう ) FH. この 両 印象 が 融合 し て 読 
み が 営 まれ る . また , 両手 に よる 触 読 の 場合 は , その 一 
方 は 総合 的 触覚 , 他方 は 分 析 的 触覚 を 分 担 し て , その 
両 印象 を 加算 する こと と に よっ て 成立 する と 説い て い 
aye 

と こと ろ が , 草 島 は 200 人 の 盲人 に つい て 独自 の 実験 
装置 に より , 触 読 に お ける 左 ・ 右 ・ 両 手 の 指 の 運動 を 
客観 的 に 記録 し , 両手 読み の 時 間 と 片手 読み の 時 間 と 
を 比較 し て , ヘラ ー の 学説 が 机上 の 空論 で ある こと を 


実験 心理 学 的 に 立 託 した. すなわち , 盲人 は 触 読 の 過程 
で , 左右 2 本 の 読 指 頭 を 接触 きせ な が ら 読 ん で いる が , 
実は 主 と し て 左右 いずれ か 1 本 だ け で 知覚 を 営み , 他 
は 行 の 逸脱 を 防ぎ , 安心 感 を 与え , 読ん だ も の の 承認 , 
補正 , 訂正 を 援助 し , 行間 運動 を 助け る 役割 を も っ て 
いる と いう 結論 に 達し た . 


触 読 過 程 の 一 般 的 な 発達 的 特徴 

これ に つい て は ほ は, ビュ ルク シレ シン マッ クス クル の 28 
ジ シャ イド マン , ホ ラン ド , 草 島 , 佐藤 光義 , RRR, A.M. 
メチ ェ リ ャ コ フ , Y.Y. ベ リー ク ら の 研究 か ら 要 約 的 
に 次 の こと が いい える. すなわち, 学習 の 初期 は 所 次 的 読 
み 方 の 段階 で ある . また 各 文 字 に お ける 指 の 運動 の 距 
離 ・ 量 は 多く , 大 き な 上 下 運動 を 示す . その うえ , 文 字 
に お ける 触 圧 も きわめ て 大 きい , いわ ば 文字 の 上 を 一 
様 に 指 を 大 きく 動か し て 押え つけ な が ら 1 字 1 字 を し 
ら み つぶ し に 探っ て いる の で ある . 中 間 期 に お いて は , 
指 の 運動 は 主として 語 間 に きわ め て 敏 細 な 運動 上 の 停 
BRAN, 特に 語頭 の 部 分 に 指 が か すか に ジグ ザ グ 
運動 する の が み られ る . 最後 の 完成 段階 で は , 指 の 運 
動 は 文字 群 の 上 を ほぼ 等 圧 で 軽く な で な が ら , ジグ ザ 
グ 運 動 も る なく , ほとん ど 一 直線 上 を 走る . また , これ 
ら 三 つの 発達 段階 は 人 に よっ て は っ きり 固定 し て いる 
の で は た なく, 初心 者 で ゃ 平易 な 文 な ら 終期 的 な 特徴 を 
示し , BPAL REC MR Mie ら 初期 的 な 特徴 を 示 
is. 

以上 の ほか , 諸家 の 研究 に より , 次 の 諸点 が 明らか 
(され た . 

① 目 読み で は 目 の 停留 に よっ て 読ま れる が , 触 読 に 
お いて は 指 の 運動 に よっ て 読ま れる . ② す ぐれ た 読み 
手 で は , 行 ど と の 読み 時 間 に 差 は な く , 一 定 で あり , 行 
間 運 動 , 逆行 運動 に 費 す 時 間 も 少 な いし , 両手 を 独立 的 
に 動か す . 反対 に へ た な 読み 手 は そう で は な い . ③ 行 
の 中 間 に お ける 指 頭 運動 は ほとん ど み られ ず , 行 の 始 
め と 終わ り に 現われ る . ⑨ 停 留 は 有意 味 文 の 場合 , 行 
の 終わ り よ り 行 の 始め の 方 が 長い . ⑤ 圧 力 は , 1 行 の 
う ち で は 行末 より 行 頭 の 方 が 少な い . ⑥ へ た な 読み 手 
は パラ グラ フ の 始め か ら 終 わ ちり に か け て だ ん だ ん 圧力 
を 増す 傾向 が ある . 


触 読 能 力 の 発達 


諸 検 査 に よる 成果 | 
盲人 は どの 程度 速く 正確 に 読む だ ちろ ち う か. この こと 
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(こつ いて は 従来, 多く の 人 に よっ て さま ざま な 方 法 で 
調べ られ て いる . ビュ ルク レン は 1900 年 代 初 期 まで 
の 研究 成果 を 要約 し て 述べ て いる な か で , 盲人 は 平均 
し て 晴 眼 者 の 3 一 4 倍 遅く 読 ゆ と いっ て いる . マッ ク 
ス フ ィ ー ル ド は , グレ イ 音 読 チ ェ ッ ク テ ス ト お よび ス 
タン フォ ー ド 黙 読 ア チー ブ メ ント テス ト を 点字 版 に 直 
し て 盲 児 を 対象 に 行なっ た . し か し , 後者 に つい て は 
制限 時 間 を 晴 眼 児 の 約 4 倍 に 延長 し た . CORR 音 
読 テ スト で は , 同学 年 の 晴 眼 児 の 1.3 倍 の 時 間 が か か 
り , 読み 誤り の 平均 数 で は 同じ くら いで あっ た . この 
Be, SERVE CH, 晴 眼 児 と 家 児 の 間 に は ほとん と 
差 が な いと いえ る が , 衣 学 校 の 生 徳 は 年 齢 が 比較 的 に 
高い の で , 年 齢 標準 で は , 定 児 の 音読 能力 は 遅れ て い 
る こと に な る . BST A b CL, 小学 校 2, 3 年 で は 
盲 児 の 方 が いく ら か まさ り , 高学年 で は ほぼ 同じ で あ 
っ た . し か し , この 場合 も 年 齢 標準 に よる と , 時 間 延 
長 も 含め た 場合 は , 晴 眼 児 に 比べ て か な り 遅 いこ と に 
ine. 

AUMEDs. WU CF.F. Caldwell DbA2V74—-—F 
読み 方 アチーブメント テス ト を 点字 版 に し て , 時 間 を 
延長 し て 34 人 の 盲 児 に つい て 行ない , 晴 眼 児 と 比較 し 
た . その 結果 , 学年 標準 で は 同じ で ある が , 年 齢 標準 
で は 盲 児 が か な り 遅 れ て いる と と を 示し た . 

ァ アベル ( G.L. Abel は 同じ テス ト を 80 人 の 5 学 
年 児 と 83 人 の 6 学年 児 に 適用 し て , ほぼ 同じ 結果 を 
得 た . 

吉田 専 吉 は 定 児 の 知能 に 関す る 研究 の 予備 検査 か 

ら , 盲 児 の 読書 時 間 は 晴 眼 児 の 2 一 3 倍 半 で ある が , 
漢字 まじ りや ペー ジ め くり な ど を 考慮 すれ ば , だ いた 
い 3 倍 に な ろう と いっ て いる . 

佐藤 泰正 は 盲 児 用 読書 力 検 査 を 作成 し , 1 95 人 ( 小 
学 4 年 一 中 学 3 年 ) に 実施 し て , 盲 児 の 読書 力 の 発着 
こつ いて 研究 を 行なっ た . その 結果 , ① 読 書 発達 は 点 
字 学習 期間 と の 関係 が 最も 深く , 生活 年 齢 は ほとん ど 
無関係 で ある . ② 盲 児 は 4 年 目 ま で と 9 年 目 以後 に 著 
LV SRA SHS. ③ 晴 眼 児 の 約 2 倍 の 時 間 が か か 
る . ④ 読 書 の 正確 度 に つい て は , 小学 4 年 , 同 5 年 , 同 
6 年 と 進歩 し し こと で いちおう 正確 に 読む と いう 読書 
態度 が 完成 する . ⑤ 学 年 進行 と と も に 正確 度 の 範囲 は 
80~ 100 パー セン ト に 縮まり, 晴 眼 児 と 同じ に な る 
こと な どの 点 を 明らか に し た . 

佐藤 光義 は 同じ 検査 を 小学 5 年 一 高等 1 年 (11 ~ 
18 歳 ) の 22 人 実施 し た と ころ , BL ac 比 
べ て 平均 2.3 倍 の 時 間 を 要する が , 速く 読む 者 は 正確 





度 も 比例 し て 高く な る と いう 結果 を 得 た . 

ファ ー チ は 写真 記録 に よっ て 指 の 運動 を 調べ た が , 
読書 習 償 は だ いた い 小 学 3 年 生 で 確立 され , それ 以後 
は 目立っ て 変わ ら な いと いっ て いる . 

松原 は 坂本 D 式 標準 読書 テス ト の 一 部 を 点訳 し て 
IO 80 以上 , 点字 学習 期間 2 年 以上 の 小学 4 年 一 中 学 
3 年 の 40 人 に 晴 眼 児 と 同 制限 時 間 で 実施 し て , KO 
結果 を 得 た . ① 盲 児 の 速 読 , 読解 の 平均 点 は , 晴 眼 児 
の 約 2.5 分 の 1 で あっ た . ② 速 読 と 読解 と の 相関 は , 
速い 読み 手 の 方 が 理解 力 が す ぐれ て いる と いえ る. 
以上 を 概括 する と , 盲 児 用 に 標準 化 さ れ て いな い 諸 
検査 を 使用 し て いる の で 条件 の 違い が あり , 厳密 性 に 
欠け る きら い が あ る が , 盲 児 の 読書 力 は 晴 眼 児 に 比べ 
る と 次 の よう な 点 に 特徴 が ある と 考え られ る . 

① 速 度 に お いて は 年 齢 標準 で は か な り 劣 り , 学習 期 
間 の 等 し い 学 年 標準 で は ほぼ 1.5~ 3 倍 以内 で ある . 
② 正 確度 に お いて は , ほとん ど 同 じ で ある . ③ 小 学 6 
年 で いち お うら 正確 に 読む と いう 態度 が 完成 する . OFF 
の 習慣 は だ いた い 小 学 3 年 で 完成 され る . 


標準 検査 に よる 成果 

盲 児 用 読書 力 検査 の 標準 化 が 佐藤 泰 正 に よっ て 完成 
され た だ た. 佐藤 は それ に よっ て 触 読 の 発達 的 研究 を 行 な 
い , 発達 の 実態 を 解明 し た . 検査 は 「 点 字 触 読 力 検 
査 」 で 小学 低 学年 用 (1 一 3 年 ), 小学 高学年 用 (4 
… 6 年 ), 中 学 用 の 3 種 あ る . その 構成 は , 低 学 年 用 
が 30 問 (8 分 間 ), 高学年 用 が 35 問 (8 分 間 ), 中 学 
用 が 32 問 (7 分間) に な っ て いる . 各 間 は それ ぞ れ 
短い 文章 で , ある 事項 を 述べ た あと , それ に つい て 
の 簡単 な 質問 を し , 続い て 示さ れ た 三 つ の 答え の な か 
か ら 正 答 を 選ん で , その 記号 を つめ また は 点 筆 で 消す 
よう に な っ て いる . 結果 は 試行 数 , 正答 数 , 正確 度 が 
測定 され る . 対象 は 小学 1 年 一 中 学 3 年 の 児童 ・ 生 徒 
1290 人 で ある . この な か か ら , 最初 か ら 盲 学校 に 入 
学 し た 者 828 人 を 選ん で 検討 し た 結果 は 次 の 通り で あ 
ic. 

読書 力 の 発達 は , 

1 小学 1 年 か ら 3 年 まで の 各 学 年 間 に は 有意 差 が み 
られ る . 特に 1 年 と 2 年 の 間 の 発 達 が 2 年 と 3 年 の 間 
の 発達 より 著しい . 正確 度 に つい て みる と , 学年 と と 
も に 高く な り , 3 年 生 で 90 ペー セン ト 台 と な り , BE 
正確 に 読む よう に な る . Ek, どの 学年 も 男女 間 に 有 
意 差 は な い . 

(⑫) 4 年 と 5 年 の 間 , お よび 5 年 と 6 年 の 間 は 同じ よ 
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う な 進歩 を 示し , 発達 は 鈍る . 正確 度 に つい て は , い 
ずれ も 90 パー セン ト 台 で 各 学 年 の 間 に 有意 差 は み ら 
れず , 4 年 以上 で ほぼ 正確 に 読む 態度 は で き あ が っ て 
WS. Ek, どの 学年 に お いて も 男女 間 に 有 意 差 は み 
られ な い . 

(3 中 学 1 年 と 2 年 の 間 は 有意 差 を 示す が , 中 学 2 年 
と 3 年 の 間 に は 有意 差 は み られ な い . 中 学 1 年 か ら 2 
年 に か け て 進歩 が 著しい . 正確 度 に つい て は 学年 間 に 
有意 差 は な い . Ek, どの 学年 に お いて も 男女 間 に 有 
意 差 は み られ な い . 

(④ 小 学 1 年 か ら 中 学 3 年 まで の 発達 を 総合 し て 考察 
する た め , 各 学 年 ご ど と に 1 分 間 の 読 字 数 を 求め た . そ 
fg ele 2 | 


小学 は 年 iy = 
小学 2 年 42.9 
小学 3 年 59.9 
小学 4 年 104.0 
小学 5 年 110.6 
小学 6 年 118.0 
中 学 1 年 118.4 
中 学 2 年 150.6 
中 学 3 年 143.0 


と いう 数 値 を 示し た . 読み の 速度 は 学年 発達 と と も 
に 進歩 する が , 小学 1 年 か ら 4 年 まで の 進歩 は 著 し 
く , 小学 4 年 以後 中 学 1 年 まで の 進歩 は 鈍る . 中 学 1 
年 か ら 2 年 に か け て , ぁ ふた た び 著 し い 進 歩 を 示す . 中 
学 2 年 か ら 3 年 に か け て は 進歩 が み られ な い . 
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DOBLOBE 


「 ぼ く の 考 えて いる こと と 一 まず, 試験 に うか り 卒 
業 で きた ら , ひと り で 旅 を し た い . 場所 は どこ で も よ 
Vs. な に し ろ 行 けれ ば よい . 働く よう に な れ ば , な か 
な か それ も で き な い . だ か ら 今 の うち に 行き た い の で 
DD. それ か ら 先 の こと は まだ 考え て いな い . な に し 
ろ る 試験 と いう 大 き な 荷 物 が 降り な いう ち は , BEDS 
ん な こと は 考え て な いし , 考え た く て $ 余 裕 が な い 」 

これ は , あん ま , マッ サー ジ , 指圧 師 の 国家 試験 を 
前 に し て , ある 盲 児 が 書い た 作文 の 1 HCHS. ひと 
り 歩 き が 自由 に で きる よう に な っ た か れ は , 何 回 か 無 





(佐藤 光義 ) 
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リティ と 適応 


断 で 遠く へ 出かけ , 放浪 癖 の ある 問題 児 と 考え られ る 
よう に な っ た . 電気 部 品 組立 て 工場 の 経営 者 を 父 と し 
て , 経済 的 に は 恵まれ て いる が , 父 や 実兄 は 忙し く , 
継母 と 実妹 と 幼い 異母 妹 で は , 適当 な 話し 相手 に な ら 
ず , 日 中 は 工場 の 騒音 で 落ち 着 か な いな ど , 家庭 環境 
に 欠陥 が ある よう だ . WRN SMR, 衝動 的 , 
自己 中 心 的 傾向 が 強く , また , 小学 部 時 代 か ら 頭 や 手 
を 振る 無 意 味 な 運動 を よく や っ て いた . 作文 か ら ゃ 現 
実 か ら の 逃避 , 圧力 , 将来 へ の 見 通し が な いこ と に 対 
する 不安 な ど が うか が われ る . 

この よう に だ, MRNICH ASS BAILS. し か 
し , 個々 の 盲人 は それ ぞ れ 違っ て お り , りっぱ な 適応 
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を 示す 者 も 少な く な い . 
2220 ニブ と し て の ツー アゲ リザ ティ 


家 人 の パー ッ ナ リティ を 研究 する に 当たっ て , 盲人 
グル ー プ と 晴 眼 者 グル ー プ と を 比較 する 場合 と , BA 
グル ー プ 内 で 諸 種 の 条件 を 指標 と し て 比較 する 場合 と 
が ある が ,、 その 双方 を 含め , これ まで 得 た 結果 の 概要 
を , 研究 方 法 に より 項 を 分 け て 述べ る こと に する . 


面接 や 観察 に よる も の 

ミュ ー ル ( A.M. Muhl, 1930 ) に よる と , 盲人 は 
(1 積極 性 ・ 主 導 性 に 欠け , 無 感動 で ある . これ は 身 
体 的 原因 より も ゃ 情 箱 障害 に よる も の で ある . 

(⑳ 空 想 生 活 を 営む こと が 多い . 

(⑧ 劣 等 感 が 一 般 に み られ , それ が 虚勢 の 形 を と る こ 
と も ある . 

(4 視覚 障害 に 対し 嫌悪 感 を 抱く 者 は 少な い . 

(5 暗示 に か か りや すい . 

(@) 感 情 的 に 不安 定 で ある . 

カッ ツ フ ォ ー ス ( T.D. Cutsforth, 1933 ) は 自己 中 
心性 , 無気力 , 空想 へ の 逃避 , 内 向 性 , 情緒 障害 な ど 
を 盲人 の 特性 と し て 示し , さら に , 寄宿 制 盲 学 校 の 閉 
鎖 性 や 制約 の 多い 環境 が , 成長 発達 し よう と する ペパー 
ッ ナ リティ の 要求 を 押し つぶ し , 積極 的 で 力強く , 個 
性 ゆたか な パー ソナ リティ の 発達 を 不可 能 に し , 卒業 
後 変化 の 著しい 社会 環境 に 適応 でき な いよ うに し て い 
る 実情 を 問題 と し て あげ て いる . 

佐藤 泰正 も 自己 中 心性 , 感情 の 両極 敵性, 依頼 心 , 
依存 心 , Seb (RR, GEA, 団結 心 , 閉鎖 性 , iB 
行 的 傾向 , 恐怖 心 , 心配 性 , 適応 が 悪い , 行動 を きら 
5, お し ゃ べり お よび BAER ( Blindism / 眼前 で 
手 や 指 を 振っ た り , 指 を 目 ・ 鼻 ・ 口 へ 入れ た り , BH 
を いじ っ た りす る 自己 刺激 的 自動 運動 ) を 盲人 の 特質 
SL ca て いる . 

今村 貞子 は 3 歳 か ら 6 歳 ま で の 晴 眼 児 12 A, 10 人 
の 盲 幼児 と その 母親 た ちの 行動 を 比較 観察 し た 結果 
次 の よう に 述べ て いる . 

幼児 の 行動 に つい て は 

(1) 母親 に 対す る 幼児 の 自己 刺激 的 行動 の 盲 の うち 盲 
に 最も 多い の は 援助 依頼 , 第 2 が 社交 性 , 第 3 が 支 
配 で , 援助 依頼 は 他 の 二 つ よ ょ より は る か に 多かっ た . 晴 
眼 児 で も 援助 依頼 , 社交 性 , 支配 が 多かっ た が , それ 
ら の 間 に は 差 が な か っ た . 





⑫ 盲 児 と 晴 眼 児 の 差 は , 盲 児 の 援助 依頼 が 晴 眼 児 の 
それ より 非常 に 多い こと で ある . 

(⑬ 盲 児 の 行動 は 晴 眼 児 に 比べ て 単調 で , 同じ 行動 が 
繰 返 さ れる 傾向 が あっ た . 

母親 の 行動 , 特に こども の 援助 依頼 に 対す る 母親 の 
反応 に つい て は 

1) こ ども の 援助 依頼 に 対し , 盲 児 の 母親 は 応 諾 の 割 
合 が 一 般 に 半分 で ある が , 晴 眼 児 の 母親 は 応 諾 の 割合 
が 非常 に 高い か , 非常 に 低い か の どちら か で ある . 

(@) 応 諾 を 与え な い 方 法 と し て , 盲 児 の 母親 は 拒否 と 
無視 を 同 程度 に 用 いる が , 晴 眼 児 の 母親 は ほとん どす 
べ て の 場合 , 拒否 に 頼り , 無視 を 用 いる こと は まれ で 
ある . 

こども ゃ の 行動 と 母親 の 行動 と の 関係 に つい て は 

1) 盲 児 は 母親 の 支配 に 対し 服従 で , 社交 的 お よび 非 
社交 的 攻撃 に 対し 社交 的 攻撃 で , 社交 性 に 対し 社交 性 
で , 無視 に 対し 援助 依頼 で 反応 する 傾向 が ある . 

②⑫ 晴 眼 児 は 母親 の 支配 に 対し 援助 依頼 で , 社交 的 
攻撃 に 対し 服従 で , 援助 依頼 に 対し 社交 性 で 反応 する 
傾向 が ある . 

(⑧ 晴 眼 児 , 家 児 に 共通 し て 重要 な こと は , こども の 
援助 依頼 に 対し 応 庄 的 な 母親 の こども は , 社交 的 攻撃 
で な く , 自立 的 行動 を 示す 傾向 が あり , 母親 が 応 諾 的 
で な いと , その こども は 自立 的 で は ある が , 社交 的 攻 
撃 傾向 を 示し , 応 庄 反応 と 非 応 諾 反応 が 半ば する 母親 
の こと ども は , 自立 的 で な い 傾向 を 示す . 

結局 , こども の 自立 的 な 態度 は , か れ が 盲 で ある か 
BRL, 母親 の 応 庄 的 反応 の 割合 か ら 予測 し た 方 
が は る か に 確実 で あや ある. これ は ソ マ ー ズ ( V.S. Som- 
mers, 1944) や ノリ ス ( M.Norris, 1957) ) ら こ よっ 
て 間接 的 に 得 ら れ た 一 般 的 結論 , つま り , MBL OR 
触 が 家 児 の 社会 的 適応 に 重要 な 役割 を も ち ,「 正 常 な 」 
母親 的 環境 の 中 で 育っ た 盲 児 は , 同年 齢 の 晴 眼 児 と 同 
じ よ うな 社会 的 適応 を 示す 傾向 が ある と いう 結論 に 直 
接 的 な 方 法 で 到達 し た こと に な る . 


質問 紙 や 評定 尺度 に よる も の 

ソソ マー ズ , ヘー スチ ング (RT.T. Hastings, 1947 ), 
ハバ ー ド CI. E. Hubberd, 1945 tk, それ ぞ れ カリ 
フォ ルニア ・ パ ペー ソナ リティ テス ト を 用 いて , KROL 
う な 結末 を 得 て い る . 

(BARS AACA. 

@) 自 己 適応 で 盲人 が 劣る (ヘー スチ ング , ハ ベ バー ド ). 
(社会 適応 の 方 が 劣る ( ソ マ ー ズ ). 
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(4 家族 関係 は 晴 眼 者 と 差 が な く 学 校 関係 が 最も 悪い 
(OR) 

(5) 盲 女子 は 盲 男子 より いく ら か よい (ツマ ー ズ ). 

ブリ ー ラ ンド (〈 D. M. Brieland, 1950 ) は ベル 適応 性 
目録 を 用 い , 家庭 適応 で は 差 が な い が , 健 康 適応 , 社 会 
適応 , 情緒 適応 で , 盲人 が 晴 眼 者 より 劣る と と を 明 ら 
か に し た . し か し , 文章 完成 法 に よる 研究 で は , 家庭 
関係 で 盲 お よび 弱視 児 の 不安 感 が 強い と い ? う 結果 を 得 
で て いあ! 

グリ フィ ス (GW. Griffis, 1935 ) は バー ン リ ュ タ 
ー・ パ ペー ソ ナリ ティ 目録 と レア ー ド ・ パ ー ソ ナリ ティ 
目録 を 用 い , 盲 児 は 晴 眼 児 より 自己 満足 と 優越 感 が 少 
TENS C 222 Fl We. 

プラ ウン (P.A. Brown, 1938, 39 ) は サー スト ン ・ 
パー ソナ リティ 尺度 の クラ ー ク 改訂 版 お よび ネイ マン 
コー ル シ ュ テッ ト 向 性 検査 に より , 

1) 盲 児 は 晴 眼 児 よ り 神 経 質 傾向 が 強く , 特に 女子 に 
SUVS. 

(2) 盲 女子 に か な りな 内 向 性 が み られ る が , BATFE 
晴 眼 男 子 と の 間 に は 有意 差 が な いと いう 事実 を 明らか 
V2 Ue: 

ベト ルン シー CD. Petrucci, 1953) vk, バー ン リ ュ タ 
ー・ パ ー ツ ナリ ティ 目録 の 中 の 神経 質 傾向 , 自己 満足 , 
内 向 性 , 服従 性 , 自己 信頼 , 社会 性 の 各 項 で , 宜 人 の 
得点 が 高い こと を 示し た . 

モー ガン (D.H.Morgan, 1944) は 性 格 テ スト 
( Personal Index) を 用 い , 盲人 は 適応 の 程度 が IS 
眼 児 と 非行 児 の 中 間 有 段階 に 当たる こと を 見 出し た . 

バウ マン ( M.KK. Bauman, 1954) は 特に 盲人 の た 
め に つく っ た 情緒 要因 テス ト に より , 盲人 は 感受 性 , 
偏執 傾向 , 意気 消沈 お よび 社会 的 能力 に 関し て の 不適 
応 が み ら れ る こと を 明らか に し た . 

クロ ス (O.H. Cross, 1943 ) は ミネ ッ タ 多面 性 ペ 
ー ソ ナリ ティ 目録 を 点字 に な お し て 盲人 に 実施 し , 全 
体 と し て 晴 眼 者 と 大 差 は な か っ た が , BBFC, 
FUR, 精神 衰弱 定 お よび 軽 蝶 病 の 尺度 に お いて , 基準 
か ら の 人 逸脱 が み られ ただ. 

佐藤 泰正 と 村 中 義夫 は , 適応 性 診断 テス ト EBA 
夫 ・ 山 崎 正 ), 情意 不安 定 テ スト CKD, 性 格 テ ス 
ト FER), 向 性 検査 (柳原 ) お よび キ ブ ラー 自 
己 診断 表 を 用 いて , 次 の 結果 を 得 て い る . 

[視力 段階 に よる 比較 ] (⑪) 晴 眼 , 弱視 , WA, 全盲 
と 視覚 障害 の 重度 が 増す ほ は ど 適応 が 悪い . 

(⑳ 各 下位 特性 ご ど と に みる と , 視覚 障害 群 が 晴 眼 群 よ 


り 劣 る . 

(3 神経 質 お よび 退行 的 傾向 で は , SEDO 3 群 よ 
DEV. 

(3 自尊 , ASS, 自己 統制 , 社会 的 技術 , 統率 性 , 学 
校 関 係 , 内 向 , 外向 , BRE, 分 離 の 各 特 性 に つい て 
は , 4 群 間 に 有意 差 が か み られ な い . 

5) 家庭 関係 で は 人 準 盲 が いく ら か 悪い . 

(@) 近 隣 関係 で は , HEHE, 弱視 が 準 盲 , 全盲 より よ 
NN 

(7 道徳 性 と 情意 不安 定 に つい て は , 晴 眼 が 最も よ 
く , 弱視 , 準 衣 が 中 間 眉 階 で , 全盲 が 最も 悪い . 

[発達 段階 に よる 比較 〕 (1) 小 学部 , 中 学部 , ABB 
成 部 (大 学 相当 ) と 進 ゆ に つれ て よく な る も の は , B 
BEA, 自己 統制 , 社会 的 技術 , 家庭 関係 , 学校 関係 
お よび 近隣 関係 . 

⑫⑳ 悪 く な る の は 退行 的 傾向 . 

(3 変化 し な い の は , 神経 質 傾向 , AB, GR, 

統率 性 , 近隣 関係 お よび 情意 不安 定 . 

(4 その 他 発 達する に つれ 内 向 的 に な る . 


[失明 時 期 に よる 比較 ] (1) 失 明 年 齢 が 高い 方 が 悪い 
の は 異常 傾向 , 神経 質 傾向 , 退行 的 傾向 , 学校 関係 お 
よび 情意 不安 定 で ある . 

(⑳ 和 失明 年 齢 に よる 差 が な い の は 自尊 , BER, 社会 
的 技術 お よび 道徳 性 で ある . 

(3 失明 年 齢 が 高い 方 が よい も の は , 自己 統制 , 統率 
性 お よび 家庭 関係 で ある . 


(VS CHS LW Balt, 後天 盲 に 目立っ た . 

〔 性 別に よる 比較 ] (1) 盲 の 男女 間 に は 大 差 が な く , 
女子 の 方 が わずか に よい 程度 で ある . 

(⑫) 盲 女子 が 盲 男子 より よい の は , 社会 的 技術 と 道徳 
性 で , 盲 男子 の 方 が よい の は , 神経 質 傾向 で ある . 
[居住 環境 に よる 比較 〕 (Q①) 家 庭 関係 を 除い て は , 全 
般 的 に 自宅 居住 者 が 寄宿 合 居 住 者 より 適応 が よい . 
(⑳ 特 に 神経 質 傾向 , 情意 不安 定 , 統率 性 お よび 学校 
関係 で 差 が 大 きい . 

(3 父母 の 一 方 また は 双方 を 欠く 欠損 家庭 の 盲 児 の 方 
が , 正常 家庭 の 盲 児 よ り 一 般 に 適応 が 悪い . 

上 田 ま つも ゃ 適応 性 診断 テス ト (長島 ・ 山 崎 ) を 実施 
し , 次 の よう な 結果 を 得 て い る . 

(1) 盲 児 は 晴 眼 児 よ り 適応 が 悪く , FRCS ADE 
We, 

(QR VALERA. 

(3) プ ロフ ィ ー ル に つい て は , 高学年 に 進む に つれ 
て , 基準 的 (普通 の ) 曲線 に 近づく 傾向 が み られる. 
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峰 田 信雄 は ベル 適応 性 目録 を 邦訳 し て 用 い , 次 の 結 
果 を 得 た . 

(1 健康 適応 に お いて , 2B, HS, 弱視 と も 晴 眼 よ 
り 著 し く 悪 い . 

@ 社 会 適応 に お いて , SHIR LOT ぐれ て い 
た . 峰 田 は これ を 補償 規制 に よる も の と みて いる . 

(3) 育 の 男女 間 に は 有意 差 が み られ な い . 

(4) 4 歳 以 前 に 失明 し た 全盲 は , それ 以後 に 失明 し た 
全盲 より 家庭 適応 が 悪い . 

(5 健康 適応 で は 5 ~ 11 歳 で の RHF AW, それ 以後 
に 失明 し た 者 より よく , 社会 適応 で は , 12 歳 以後 に 
失明 し た 者 が 最も 悪い . 

渡辺 入 郎 は ミネ ソ タ 多面 性 パー ソナ リティ 目録 を 用 
い , 次 の よう な 結果 を 得 て い る . 

1) 盲 児 は 解答 に 当たっ て , 防衛 的 態度 が 強い . 

@ 基 準 と 比べ て , 盲 児 は 全体 と し て 異常 傾向 が 多 
く , 特に ヒス テリ サー 傾向 , 精神 病 質 傾向 , 破 爪 型 分 裂 
病 傾向 , 社会 的 内 向 性 が 多い よう で ある . 

以上 の 諸 研究 は 方 法 や 内 容 の 違い は ある に し て も , 
方 向 と し て 盲人 と 晴 眼 者 両 グ ルー プ 間 で , パー ソナ リ 
ティ や 適応 に 差 が ある こと を 認め , また , 大 ま か に い 
っ て , 盲人 グル ー プ の 方 が 適応 が 悪い こと を 示し て い 
woe 

シュル ( G. Scholl, 1953) は , 寄宿 制 盲 学校 生徒 に 
バー ン リ ュー ター・ ペ パー ソナ リティ 目録 と ベル 適応 性 
目録 を 実施 し , 次 の 結果 を 得 た . | 

(LARA, 自己 満足 , 支配 ・ 服 従 の 各 尺 度 に お 
WC, 盲 女子 は 盲 男子 より 適応 が よい よう で ある ( バ 
ー ン リュ ター). 

⑳ 家 庭 と 情緒 尺度 で , 盲 男子 が 盲 女子 より すぐ れ て 
いる (で ベル). 

⑧③ 家 庭 ・ 健 康 ・ 社 会 ・ 情 緒 の 各 尺 度 お よび 全体 得点 
に お ける 盲 グル ー プ の 平均 は , 晴 眼 児 の 基準 の 平均 的 
自 階 に 相当 する も の で あっ た . 

上 述 し た シュル の 研究 の ほか , ジェ ター( M.W. 
Jeter, 1935 ) に よる 人 準 盲 高校 生 の パー ソナ リティ 人 関 


する 研究 , 既 述 ブラ ウン に よる 盲人 の 向 性 検査 . デ = 


ス (F.E. Dennis, 1939) に よる 弱視 児 の 神経 質 傾向 
に 関す る 研究 , ピン トナ ー と フォ ー ラ ノ ( R.Pintner 
& G.Forlano, 1943 ) こ よる 弱視 児 の ペー ソナ リティ 
研究 お よび マル ( HH. K. Mull, 1948) ) に よる 近視 眼 と 
内 向 性 の 研究 な ど , 一 連 の 研究 に お いて は , Be 9th 
児 と 晴 眼 児 の 間 に 有 意 差 が か み られ な か っ た . さら に , 
ディ ー ン ( S.I.Dean, 1957 ) に よる BA の 不安 傾向 








に 関す る 研究 で は , むし ろ , 盲 成人 の 方 が 晴 眼 者 より 
不安 傾向 が 少な いと いう 結果 を 得 て い る . 

この よう に , 質問 紙 法 を 主 と した 研究 結果 の 不一致 
や , 盲 人 が 不適 応 と いう 結果 が 得 ら れ た 事実 に つい て 
は, 

1) 晴 眼 者 を 対象 に し て 標準 化 さ れ た テス ト を 用 いる 

合 , 家人 に 不適 当 な 項目 を 含ん だ り , 実施 方 法 が 佑 
っ た り し て , テス ト の 採点 基準 が 衣 人 に 適し な い . 

⑫@) 被 験 者 と し て , 寄宿 舎 で 生活 する 盲人 と 家庭 に 居 
佳 する 晴 眼 者 を 比較 する 場合 , テス ト に 対す る 両 グ ル 
ー プ の 反応 の 差 は , か れ ら が 置 か れ て いる 環境 条件 の 
差 (規則 が きび し いと か , 外界 の 競争 か ら 保護 され て 
WZR の NR の 7 を し ご 和 め が と あゆ パ デ テッ チリ ディ 
その も の の 姿 を 表わし て いな い . 

(3 比較 する 各 標 本 グル ー プ に つい て , 知能 や 年 齢 は 
統制 され る こと が 多い が , 男女 , 社会 経済 的 地位 , 学 
年 段階 , 失明 年 齢 な ど に つい て の 統制 が な い . 

(3④ 質 問 紙 そ の も の の 妥当 性 や 信頼 性 に 限界 が ある . 

と いう よう な 事情 か ら , 結果 を その まま 受入 れる こ 
と に は , 慎重 な 態 放 を と る べき だ ろう . 

また , 多く の 研究 が 全盲 と 弱視 と を 区 別して いな い 
が , 区 別 し た も の (モル ガン や ブリ ー ラ ンド な ど ) で は , 
弱視 が 全盲 より 不適 応 の 傾向 を 示し て いる . ディ ー ン 
の 研究 で は , 視覚 障害 の 程度 に よる 適応 状態 の 差 は み 
られ な い が , ダイ アモ ンド と セス ( B.L. Diamond 
& A. Ross, 1945 ) の 研究 で は , より 重度 な 視覚 障害 
者 よ り 有 弱視 者 の 間 に 適 応 困 難 な ケ ー ス が 多く み ら れ た 
し , また , 2000 人 近い 失明 軍人 に 面接 調査 を 行なっ 
た 結果 (U.S. Veterans Administration, 1958 ) か 
bb, 弱視 の 方 が より 多く の 不適 応 を 示し て いる . こ 
の よう な 傾向 は , 弱視 者 が 盲人 と 晴 眼 者 の 双方 の 社会 
に 属し て いる と いう , 重複 し た 位置 づけ に よる も の と 
説明 され て いる (〈 R.G. Barker, 1948 : Barker et al, 
1953 : L. Meyerson, 1955). な お, アメ リカ に お け 
る これ ら の 結果 は , 佐藤 ・ 村 中 の 結果 と 一 致し な い が , 
アメ リカ の 場合 は た いて い 公立 普通 学校 や 一 般 社会 に 
いる 弱視 者 を 対象 と し て いる の に , わが 国 で は 盲 学校 
内 の 弱視 児 を 対象 に し て いる 点 ヒ 注意 すべ き で ある . 

の ウキ (EICowen う アン ダー バーグ ( RI:P. 
Underberg ), ペル リー CR.T. Verrilo ) お よび 
ベン ハム (F.G. Benham, 1961 ) は , か な り 厳密 に 
研究 法 を 吟味 し た うえ で , 盲人 の パー ソナ リティ お よ 
び 適 応 に 関す る 研究 を 行なっ て いる . 

対象 は 公立 普通 学校 に 通学 する 盲 児 71 AC E1 ), 
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Spat eek PE CHIE LTS BVL56 A ( Eo), 
公立 普通 学校 に 通学 する 晴 眼 児 40 人 (て C ) で , い ず 
れ も 第 7 学年 な いし 第 12 学年 , 13 歳 な いし 18 MT, 
Ev ECO 各 グ ルー プ は 年 齢 ・ 男 女 ・ 知 能 ・ 社 会 経 
済 的 地位 や 教育 状態 な ど に つい て で きる か ぎり 統制 さ 
れ て いた . Ek, 167 人 の これ ら 青年 た ちの 母親 全部 
と , 一 部 の 父親 も 対象 に な っ た . 

用 いた 尺度 は , こと ども に 対し , 適応 の 指標 と し て , 
① 自 己 理想 分 類 テ スト (自己 理想 と の 食 違い , 適応 点 ) 
② 教 師 に よる 行動 評定 尺度 .③ 環 境 場面 プ ァ ジェ ク テ 
ィ ブ テス ト B (こども に より 認知 され た 同情 , 過 保護 , 
拒否 , 受容 ). 

親 た ち に 対し 態度 尺度 と し て , ① こ ども を 養育 する 
態度 (支配 ・ 過 保護 ・ 拒 否 ・ 受 容 ).② 社 会 心理 的 態度 
CF 尺度 と 反 小 グル ー プ 的 態度 ), ③④⑤「 盲 」 へ の 態度 . 
④ 環 境 場 面 プ メジ ェ ク テ ィ ブ テス ト A( 支 配 , RB, 
拒否 , 受容 ). 親 た ちの 理解 指標 と し て ,① こ と ども の 自己 
評価 分 類 に 対す る 予測 . と ども の 環境 場面 プ ァ ジェ 
クティ ブ テ ス ト B 反応 に 対す る 予測 1 同情 , 2 過 保 護 , 
3 拒否 , 4 受容 で ある . 

結果 は , ます 適応 に 関し て , 

1) 三 つの グル ー プ の 適応 の 間 に は 有意 差 が み られ な 
IN 

(@ 視 覚 障害 の 重度 と 適応 の 関係 に つい て は , 全体 と 
し て 有意 差 が か み られ な い が , 家庭 居住 の 盲 児 ( E,) の 
間 で は 障害 の 重い 考 が 適応 が よい , と いう 傾向 が み ら 
a7. 

Qaim 7--FAKGCAKEMALNS. つ 
まり , 二 つ の 自己 概念 の 尺度 に お いて , BATABE 
子 よ りす ぐれ て いた . し か し , 盲 男子 の 10 平均 が 盲 
女子 の それ より か な り 高 いこ と か ら , 単純 に 結論 は 出 
せな い . 

(40 こ ども が 環境 場面 プ テ ジ ェ ク テ ィ ブ テス ト で , 高 
い 受 容 度 を 認め て いる 場合 , こども 自身 の 自己 概念 分 
類 反 応 と , 母親 に よる こども の 反応 の 予測 と が 一 致 し 
て いる 場合 , その こども ゃ も が 社会 一 般 の 青年 と か な り ょ よ 
く 似 て いる と み ら れ , さら に , その こども の 家庭 の 社 
会 経済 的 地位 が 比較 的 高い 場合 に は , こども が 自己 概 
念 指 標 こ において, 自己 を よく 適応 で き て いる と 評価 す 
る 可能 性 が 非常 に 大 きい . 

次 に 態度 に つい て は , 

1) こども の 養育 , 権威 主義 , 小 グ ルー プ , お よび 
「 盲 ] に 対す る 母親 の 態度 に つい て は , 三 つ の グル ー 
プ 間 に ほとん と 差 が み られ な か っ た . 





(⑫) 母 親 の 積極 的 な 態度 とこ ども の よい 適応 と の 間 に 
は , 予期 され た よう な 高い 相関 は み られ な か っ た . 

⑧ 寄 宿 制 育 グ ルー プ で は , 母親 の 権威 主義 的 態度 
が か が, こども の 不適 応 的 徴 師 と 深い 関係 を も る つ と いう 一 
ALARA られ た . 

また , 親 た ち に よる と ども の 理解 に つい て は , 

1) 三 つの グル ー プ の 母親 の 間 で は , こども の 理解 に 
つい て 有意 差 が み られ な か っ た . 

(2 母親 の 予測 と こども の 実際 の 反応 と の 開き が 小さ 
い ほ ど , 母親 の 理解 度 が 高い と 考え れ ば , 母親 の 理解 
度 は こと ども の よい 適応 と 高い 相関 を 示し た . 

これ まで 述べ た 研究 は , パー ソナ リティ 補 適 応 の 全 
体 像 に 触れ る も の が 多かっ た が , 特殊 な 面 に つい て の 
研究 を 2, 3 付け 加え て お きた だ たい. 

根本 弘道 は 西平 直喜 の 作っ た 質問 紙 を 用 いて , BE 
FED HSRC ST SAHRA, 次 の よう な 結果 
を 得 て い る . 

(1) 盲 生徒 は 晴 眼 生徒 に 比べ , 概して 劣等 意識 が 強 
く , 優越 意識 が 弱い . 晴 ・ 衣 と も に 劣等 意識 は 性 格 面 
に 関係 し て いる . 優越 意識 は 晴 眼 者 で は 社会 面 に , 盲 
人 で は 性 格 面 に 多く , 晴 ・ 盲 と も に 能力 面 で の 反応 度 
は 低い . 

(⑫ 青 年 前 期 に 比 し , 青年 中期 に” 等 意 識 が 強く な 
る . 身体 面 , 能力 面 で を う 5 で ある . EX, 性 格 面 , tH 
会 面 で は 中 1 より 学年 が 進 ぎ に つれ , 徐々 に 劣等 意識 
が 強く な る . 

(3 盲 女子 は 盲 男子 より 劣等 意識 が 強く , 優越 意識 が 
弱い . 

(Mab k OWAOBERICA SRR. 

(5) 視覚 障害 の 程度 に よる 差 は み ら れ な い . た だ 障害 
程度 の 軽い 方 が , 能力 面 で 劣等 意識 が 弱 く 優越 意識 が 
強い よう で ある . 

(@⑥ 寮 生 は 自宅 通学 生 よ り 全体 的 に 劣等 意識 が 強い . 

松原 寿美 は 小学 3 年 一 高等 3 年 の 盲 児 82 人 に 田 研 
式 不安 傾向 診断 検査 を 実施 し , 次 の よう な 結果 を 得 て 
いる . 

(1) 呈 眼 児 の 基準 に 比べ , 盲 児 は 全般 的 に 不安 傾向 が 
強い . た だ し , 学習 不安 だ け は 育児 の 方 が 晴 眼 児 の 基 
#2 OB RAMA ore. 

(⑳ 全 体 を 通じ , 盲 女子 は 盲 男子 より 不安 傾向 が 強 
い . 

(3 障害 の 重度 で は , 盲 より 弱視 の 方 に より 強度 の 不 
安 傾向 が 全般 的 に み ら れ る . | 

(4) 公 務 員 な どの 安定 し た 職業 を も つ 家 庭 の 盲 児 が , 
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AEBS PBT LE ORRETCRAKIBO RIED A 
Yak り 不安 得点 が 低い よう で ある . 

(5) 不安 傾向 の 強い 者 は , 弱い 者 より 知能 平均 が 低 か 
eh. 

MRARHILASMAR, DPS kL OURWRO BAPE 
820 人 に , キャ ッ テ ル 不安 傾向 尺度 日 本 版 (不安 診断 
テス ト ) を 実施 し , 次 の よう な こと と を 明らか に し て い 
る . 

(1) 不 安 得点 に つい て , 18 歳 未 満 の 盲 女子 と 晴 眼 高校 
女子 と で は , 盲 の 方 が 得点 が 高い (不安 傾向 が 強い ) 
が , 18 歳 以 上 の 盲 女子 , BAT, 晴 眼 者 の 各 グ ルプ ブー 
間 に は 有意 差 が か み られ な い . 

QEAEDI SCL, 晴 眼 の 場合 と 同じ よう に , 女 
子 が 男子 より 不安 得点 が 高い . 

(3 障害 の 重度 別 で は ACRE 5 歳 未 満 で 失明 し た 
者 ) は 準 育 ・ 弱 視 ・ 晴 眼 より 不安 得点 が 高く , 男子 で は 
この 傾向 か いっ そう は っ きり 出 て いる . 因 地 別に みる 
と , 早期 失明 男子 の パラ ノイ トド 傾向 が 目立っ て いる . 

(④ 寮 生 は 通学 生 よ り 不 安 傾向 が 強く , 特に 男子 間 に 
有意 差 が み られ る . 因子 別 で は , 寄宿 舎 居住 定 女 子 の 
罪悪 感 GUN AMA) CEA TAS CHS. 

5) 項目 分 析 に より , SMAHKWE OTA cS RIC 
対す る 不安 , 困難 な 問題 に 対す る 消極 性 , 日 常 生活 で 
の 充実 感 の 乏 し さ , 不眠 (男子 ), 親子 関 作 の まず き , 
自信 欠如 , 感情 的 に な りや すい 傾向 (女子 ) な ど と かみ 
ay aa en 


プロ ジェ クティ ブ 法 に よる も の 

中 谷 弘 子 は ロー ゼン ツバ イ ク の PFT(Picture Frus- 
tration Test, 欲求 不満 場面 の 絵 に 対す る 反応 に よっ 
て , 人 格 構造 を 測定 する 検査 で , 絵画 欲求 不満 テス ト 
と いう ロー ゼン ツバ イク の 創案 ) で , 絵画 で 表わさ れ 
た 24 場面 を 言語 こよ る 説明 に 置き 換え , 小 ・ 中 学部 
DS 40 人 に 実施 し て , 次 の よら な 結果 を 得 て い る . 
(1) 盲 児 の 社会 性 の 発達 は , 一 般 晴 眼 児 より や や 遅れ 
て WW 


(②⑫ 困 難 に 直面 し て 自己 を 反省 せ ず , 他人 を 非難 , Be 


撃 す る 外 六 的 傾向 が 盲 児 に 多く み ら れ る . 

(3) 盲 児 は 自我 意識 が 強い . 

(4 問題 解決 へ の 積極 性 に や や 欠け て いる . 

5) 底 護 救援 を 求め る 気持 は 少な い . 

中 井 入 十 世 は 上 記 ロ ー ゼ ン ツ バイ ク 絵 画 欲求 不満 テ 
スト の 成人 用 を 言語 化し , これ を 録音 し て , MIRE 
生 61 A, 盲 高等 部 生 46 人 に 開か せる 方 法 に より , 次 





の よう な こと を 明らか に し て いる . 

1) 呈 眼 男子 と 全 第 男子 を 比較 する と , ① 人 全盲 男子 の 
方 が 不平 不満 が 多く , 直接 的 攻撃 性 が 強い . ② 欲 求 不 
満た 対す る 標準 的 適応 方 法 を 用 いる 度合 い に つ いて は 
差 が な い . 全盲 の 方 が 依頼 心 が 弱 く , 自主 性 に 富む 
こと を 示す 結果 が 得 られ た が , Chit, しろ , 4B 
者 の 目 閑 的 , 内 向 的 傾向 を 示す も の と 考え ん る べき で あ 
FD. 

Q\mRaAFteskfTeltinget, ① 全 盲 の 方 
が 忍耐 力 や 規則 を 守る 態度 に 欠け て いる . O2BOA 
が 直接 的 攻撃 性 が 強い . また , 他人 の 非難 に 対し , 攻 
撃 的 に 否定 する 傾向 が 強い . 

佐藤 倫 も ロー ゼン ツバ ベイ ク 絵 画 欲求 不満 テス ト の 児 
童 用 ・ 成 人 用 を , 小学 4 年 一 中 学 3 年 の 井 児 に 実施 し 
學 の こと を 指摘 し て いる . 

(1) 十 児 は 全般 的 に 適応 度 の 低 さ や 社会 性 の 未 熱 さき を 
示す が , 発達 段階 が 進む に つれ , わずか な か が ら 標 準 に 
接近 する 傾向 が ある . 

(⑳ 和 欲求 不満 場面 で の 盲 児 の 攻撃 的 傾向 が 目立つ 
が , 反応 転位 な どか ら , 抑圧 的 傾向 も うか が われ る . 

BOW 某 段 階 に と ど ま っ て , 解決 へ の 積極 的 な 意 
欲 に 欠け る . し か も , 反応 転位 た など から, 障害 優位 自 
階 へ の 退行 も うか が われ る . 

(4 成人 用 群 で は 児童 用 群 に 比べ , 盲人 固有 の プロ フ 
ィ ー ル 型 は 残る が , 標準 へ の 接近 が み られ , 積極 的 意 
欲 的 反応 も 現われ , 中 学部 段階 に この 傾向 が 強い . 

(5) 暑 字 群 は , 点字 群 より 概して 好ま し い 反 応 を 示し 
yee 

(6) S/2O Rit, 全体 と し て 非行 児 の それ に 近かっ 
ie) 

以上 三 つ の 研究 は , いずれ も 絵画 欲求 不満 テス ト の 
絵画 を , 言語 に よる 場面 の 説明 に 置換 えた も の で ある 
が , この ほか , 効果 音 と 短い せり ぁ ふ に よ っ て , MBG 
面 を 提示 する 音 T AT の 試み (今村 ・ 中 島 ) や , 寄宿 
制 盲 学校 生徒 25 人 の 適応 を , 10 年 の 長期 計画 で 研究 
形 貞 と し 電マ る マック アン RW さがそ の 研究 方 法寺 
環 と し て 用 いた トイ ッ チ ェ ル ・ ア レン 3 次 元 統 覚 検査 
な ど が ある . 

( 注 : TAT は Thematic Apperception Test DM. 
課題 (また は 絵画 ) 統 覚 検査 と も いう . ぁ ふつ う 一 定 の 絵 
画 を 刺激 と し て 与え , その 反応 と し て 被 検 者 に 自由 な 
物語 を 作ら せ る . その 物語 の 分 析 と 解釈 を と お し て , 
その 人 格 の 特性 や 隠さ れ た 欲求 な ど を 診断 する 検査 を 
いう . 盲人 の 場合 , MAN MBDA CSOT, 
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絵画 の 代わ り に 短い せり ふぁ を 含む 効果 音 を 刺 弘 と し て 
用 いる と と が ある .) 


実験 や 作業 に よる も の 

マッ クア ンド リュ ウ (H.McAndrew, 1948) (hk 
や ろう が 正常 者 に 比べ 心理 的 に 隔離 され て いる の で , 
も し 「 堅 さ 」 が 隔離 の 正 の (positive ) 関数 と する な 
ら , 盲 は 正常 者 より , ろう は 盲 よ り も 「 堅 さ 」 が 大 き 
い , と いう 仮説 を 実証 し よう と し た . 用 いた 方 法 は , 
① ボ ー ル や 際 , つえ な ど を 長 時 間 粘 土 で 作ら せる 飲 
和 度 の 実験 .② 握 力 計 を 使っ た 要求 水準 の 実験 .③ 分 
類 作 業 に よる 場面 再 構成 の 実験 . ロー ル シ ャ ッ ズ ハチ テ 
スト に 対す る 反応 の 吟味 (FE 常 と ち う だ け ) 

CHOVIEB: B+ 55825 人 の 被験 者 に 実施 し 
次 の 結果 を 得 た (ろう 関係 を 除く ). 

(1) 盲 は 正常 の 2 倍 の 飽和 時 間 を 要 し , 実際 の 仕事 に 
最も 長 時 間 従 事 し た . 

(2) 盲 は 正常 より 失敗 に 対し 敏感 で ある . 

(3) BILIER CARI, 全員 が 分 類 作業 全部 に 成功 し 
た が , 正常 より 多く の 試行 が 必要 で あっ た . 
PUEOR Sst, ASRS <7 FU FETCH 
意 差 の な いも の も ある が , 少な く と も 方向 と し て は , 
正常 より 盲 の 心理 的 構造 が 堅い こと を 示す . 

ジャ ービス と ハス ラッ ド CF.M. Jervis & G.M. 
Haslerud, 1950) は , 2 歳 以 前 に 失明 し た 盲 青年 (15 一 
18 歳 )20 A, 知能 も 年 齢 も 情 箱 状態 も 前 者 に 類似 の 目 
か くし を し た 晴 眼 者 20 人 , お よび 他 の 点 で は 前 者 と 同 
じ だ が 目 か くし を し な い 晴 眼 者 20 人 の 3 グル ー プ に , 
次 第 に 困難 度 を 増す 6 個 の パズル (最後 の 3 個 は 解決 
不能 な も の ) を 解 か せ , 欲求 不満 に 対す る 反応 の 比較 
実験 を 行なっ た . 結果 を 要約 する と 次 の よう で ある . 
1) 盲人 は 他 の グル ー プ に 比べ , 言語 お よび 身体 動作 
に よる 反応 の 頻度 が 大 きか っ た . 

⑫ 反 応 の 型 の 質 的 比較 で は , 外 的 身体 的 反応 に つい 
て , 盲人 と 晴 眼 者 の 間 に 差 が な い . し か し , BAR 
眼 者 より た め 息 や 速く 不 規則 な 息づかい の よう な 聴覚 
的 反応 が 多く , 顔面 紅潮 や 舌 , くち びる を か む わな と ど と, 
視覚 的 反応 が 少な か っ た . 目 か くし 群 は 目 か くし を し 
な い 群 より 顔 面 紅潮 が 多く , た め 四 が 少な か っ た . 
(3 言語 反応 に つい て , 盲人 は 晴 眼 者 よ ょ り 内 劇 的 傾向 
が 強く , 無 加 的 反応 が 少な か っ た . 

ケン ト ( H.R.Kent, 1956 ) は 年 齢 に つい て 統制 さ 
れ た 寄宿 制 盲 学校 盲 児 60 人 (Bi), ニュ ー ョ ヨー ク 市 
公立 学校 BYE 48 AC Be), 同市 公 立 学校 の 晴 眼 児 


60 人 (S), お よび コン トロ ー ル グル ー プ と し て の 寄 
宿 制 盲 学校 盲 児 30 人 (C) に 対し , 一 連 の 消去 テス ト 
を 課 し て , その 間 に 与 えた 賞罰 の 影響 に 関す 各 グ ルー 
プ の 比較 実験 を 行なっ た . 結果 は 次 の よう に 要約 され 
fos 

QSBHSSReCS, 何 も 与 を ん な いよ り , BE 
凡 の どちら を 与え て も 有効 だ っ た . 

(⑳) 公 立 学校 紅 児 に は , 賞 だ けが 有効 で ,。 し か も , そ 
の 影響 は あま り 大 きく な か っ た . 

(3 内 向 性 と 外向 性 の 相違 に 関係 な く , Bi Ba SO 
各 グ ルー プ と も ゃ 賞 は 六 よ り 効 果 が あっ た . 

(④ 晴 ・ 盲 間 の 賞 六 の 影響 の 比較 で は , 有意 差 が み ら 
たがら た 、 

5) 晴 眼 児 と 寄宿 制 盲 学校 盲 児 の 成績 は , 公立 学校 盲 
児 の それ より すぐ れ て いた . 

佐藤 泰正 ・ 村 中 義夫 は クレ ベリ ン 精 神 作業 検査 を , 
宜 人 が 触 読 し 口頭 で 答え る 方 法 に 改め , 25 人 の 東京 孝 
育 大 学 教育 学部 教員 養成 部 盲 学生 に 実施 し た 結果 , 次 
の よう な 事実 を 明らか に し て いる . 

1) 盲人 平均 曲線 は , 正常 人 常態 定型 曲線 に 近い が 初 
頭 努 力 が 少な く , 仕事 へ の と っ つき の 悪さ , 場面 転換 
の まず さ を 示 す . 

(⑫) 作 業 後半 で の 著しい 興奮 傾向 かがみ られる. 

(3) く さび 型 や の こぎ り 型 の 動揺 を 示す 者 が 目 立 
a. 

(4) 55 [ej Al > 58 is AY © Hh PRO HW BLD MGIB O 2 倍 近 
くも あっ た だ た. 

村 中 義夫 は , 知能 ・ 年 齢 に つい て 統制 し た 晴 , BE 
12 人 の 中 学生 に , 加減 テス ト と 論理 的 作業 か ら な る 
習慣 転向 能 性 の 比較 実験 を 行ない , 盲 児 の 方 が 習慣 転 
向 能 性 が 劣る あと こと を みい だ し て いる . 

佐藤 泰正 ・ 磯 具 芳 郎 は , 個人 判断 に 及ぼ す 集 団 圧力 
の 影響 に つい て , BA 38 人 , 晴 眼 者 40 人 を 対象 に 比 
較 実 験 を 行なっ た . 実験 は ① 棒 の 長 さ , ② 音 の 持続 時 
fl, ③ 歌 の じょう ず , へ た の 三 つ の 判断 に 分 か れ , 

① の 判断 で は 晴 ・ 盲 と も に 個人 場面 よ り 集 団 場面 で 
の 判断 に 偏差 が 少な く , 両 群 の 間 に は 差 が か み られ な か 
We. 

② の 判断 で は , 晴 ・ 盲 両 群 に 集団 効果 が 現われ た 
が , 盲 群 の 方 が 少な か っ た . 

③ の 判断 で は , 晴 ・ 盲 両 群 の 集団 効果 に つい て 有意 
ERA られ な か っ た . 

結局 , 個人 判断 へ の 集団 効果 に つい て , 晴 ・ 盲 両 群 
間 に 本 質 的 な 差 は な く , 日 営 経 験 と 関係 の 深い 材料 に 
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つい て だ け , 現象 的 な 差 が か み られ る も の で あろ う . 
環境 と 盲人 の パー ソナ リティ お よび 適応 


ッ マ ー ズ は 盲 児 と その 親 た ち に 実施 し た 質問 紙 の 結 
果 か ら , 盲 児 に し ば し ば み られ る 欲求 不満 や 情緒 障害 
や 不適 応 が , 視覚 障害 その も の より も ゃ も , か れ ら を 取 囲 
te, また は 和 失明 に 付随 し て 起こ る 社会 的 態度 や 環境 条 
件 に よっ て 引 起 こさ れる と と を 見 出し た が , さら に , 
盲 児 や 母親 と の 面接 お よび ケー スス タデ ィ を 通し て , 
次 の よう な 事実 を 明 ら か に し て いる . 

(1) 親 た ち が 盲 児 や その ハン ディ キャ ッ プ に 対し て 示 
す 態 度 に は , 次 の 五 つ の 型 が ある . 

受容 盲 児 や その 欠陥 を 真 に 受入 れる も の , こと と も に 
対す る 自然 な 愛情 と , 親 自身 の 情緒 安定 が 受容 の 要因 
で , 受容 的 な 親 は , その 任務 を 努力 する だ け の 価値 の 
ある も の と 考え , 定 児 は 家庭 で 他 の と ど ゃ も と 同じ 権利 
と 責任 が 与え られ る . 

BE: 欠陥 が 盲 児 自 身 や 盲 児 に 対す る 親 の 散 度 に 影 
絡 が ある と いう 現実 を 認め な いで , 盲 に 罪悪 感 を 感じ 
な いで すむ よう に , 盲 児 は 他 の 晴 眼 児 と 全く 同じ だ と 
主張 し , それ を 証明 する た めど ん な 無理 で も 通す . 盲 
児 に 不可 能 な こと で も ゃ , 晴 眼 児 と 同じ よう に , また 
は , それ 以上 に あまく や る よう 強制 する . 

RE : 欠陥 を あま り に 深刻 に 考え , 盲 児 が まず こ 
ども (人 間 ) で ある こと を 忘れ る こと , MAAORE 
感 を 募ら せ た く な いと こと, 母性 愛 の 対象 と し て 手もと 
と 置き た いこ と な どか ら , 定 児 を あわ れ み , か れ に 目 
分 で する 機会 を 与え ず , な ん で も 親 が 処理 し て や る . 

擬装 され た 拒否 : 親 は 自分 に 責任 が か ある こと ども の 
「 盲 」 を 恥 と 考え , 盲 児 を 拒否 し て いる の だ が , AA 
的 に は 盲 児 に 対す る 献身 的 愛情 を 示す 行動 に より , B 
児 の こと に 気 を 配っ て いる よう に みせ か け , 自分 の 罪 
悪 感 を 償 お うと する .「 こ の 子 が 生き て いる か ぎり 私 
が 面倒 を 見 ます ] と いう よう な こと ば は , こども ゃ も が 親 
より 早く 死ぬ こと を 暗 に 示し , 社会 が 盲 児 の た め 何 も 


し て くれ な い の で , 「 親 が 機 牲 に な る 」 と 強く 非難 し た 


りす る の と 同様 , この 型 に 属す る . 

公然 た る 拒否 : 盲 児 に 対し 大 っ ぴら な 敵意 を 示し, 
こども ゃ を 無視 する . 何 の 愛情 も 示さ ず , こども の 典 味 
を 考慮 せ ず , その 業績 を 軽視 し , こども の 世話 に 責任 
を も つこ と と が 著しく 親 を いら 立た せる . し ば し ば 困難 
な 問題 を 他人 や 環境 の せい に し て いる . 

(2) 盲 児 の ハン ディ キャ ッ プ に 対す る 態度 に も , OF 


全 な 補償 行動 お よび 高度 の 補償 行動 . ② 否 定 的 態度 , 
③ 防 衛 反 応 (合理 化 , 投射 ). ④ 退 行 的 傾向 . ⑤ 適 応 
不能 (不適 応 ). EWS RODMAN. 

盲人 の 行動 や 適応 と , か れ が 幼時 か ちら 接触 し て きた 
親 た ちの 態度 や 環境 の 間 に は , 一 定 の 関係 が ある . 両 
親 が 欠陥 に 対し て 客観 的 で 受容 的 な 態度 を 示せ ば , こ 
ども 自身 も 視覚 障害 を 欠点 と は 考え ず , パー ソナ リ テ 
ィ に 悪影響 を 及ぼ すこ と と も ゃ 少な い . 逆 に , 親 た ち が 取 
乱 し て 感情 的 に な り , 欠陥 を 現実 の も ぉ の と し て 受入 れ 
る こと が で き な い な ら ば , こども も 欠陥 に 敵意 を 感じ 
不適 応 を 起こ す . と ども は ハン ディ キャ ッ プ に 対し 母 
親 と 同じ 態度 を 示す と と が 多い . 

ホワ イト マン ( M. Whiteman, 1960 ) は 適応 を 「 個 
人 の ペパー ソナ リティ (能力 ・ 特 性 ・ 動 機 づ け ) と か れ 
が 置か れ て いる 環境 の 要 来 と の 適合 性 で ある 」 EL, 
次 の よう に 述べ て いる . 

[同じ パー ソナ リティ を も つ 2 人 が , 異な っ た 環境 
で , 異な っ だ 圧力 に きら され る と , 一 方 は 適応 で き , 
他方 は 不適 応 を 起こ すか も 知れ な い . また , 同じ 環境 
場面 に 置か れ て いて も ペー ソナ リティ 構造 が 人 違え ば , 
適応 様式 に も 差 が 現われ る だ ろう 」. 

(3) 填 の 欠陥 を も つ 者 に 不適 応 が 見 られ る 場合 , 

① 広 く 多 様 な 環境 場面 に 順応 し , それ を 統合 で きる 
と いら 竜 味 で , か れ は 適切 な パー ソナ リティ の 持 主 で 
ある の に , 現在 , 直面 し て いる 特別 な 場面 で は , 不適 
応 な の か も 知れ な い . 

② 困 難 な 場 面 と 盲 と は 関係 が な く , AAW, 疾病 , 就 
職 難 , 家庭 不 和 , 失恋 な ど , 晴 眼 者 に も 起こ る 困難 に 
関係 する の か も 知れ な い . 

⑨ 困 難 な 場 面 が 盲 に 関係 する 場合 も や あろ う . BCH 
る が た め に , 人 格 を 傷つけ る よう な 他人 の 懲 度 , 社会 
的 経済 的 活動 の 制約 , 視覚 に 依存 する 才能 が 使え な い 
と と に 層 肖 きれ る と | 同じ パニ ンチ ナリ ティ Bee 
も つ 晴 眼 者 が 適応 で き て も , 紅 人 は 不適 応 と いう こと 
iz au 

場面 の 要因 で は な く , 個人 の パー ソナ リティ 欠陥 が 
不適 応 の 原因 と し て 作用 し た の か も 知れ な い . 

① 神 経 症 や 精神 病 や 負 弱 な パー ソナ リティ 構造 を つ 
くる 人 格 の 組成 分 と 経験 的 条件 の 結合 は , 盲 で あろ う 
と な か ろう ら と 起こ り 得 る も の で ある . 

② 個 人 の パー ソナ リティ へ の 障害 は , 盲 と 関連 を も 
つ 要 因 に よっ て も 起こ る . 

1) 傷 害 は 盲人 を 害する 社会 の 態度 , た と えば 家庭 で 

の 過 保 護 や 社会 か ら の 隔離 な ど に よっ て , 社会 的 学 
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習 経験 が 制限 され る こと か ら も 起こ る . 

2) 疾 病 や 外傷 に よる 如 質 的 な 脳 の 損傷 が , 失明 と ペ 

ー ソ ナリ ティ 機能 不全 の 双方 を 起こ させ る 場合 も あ 

m. 

(4) 盲 の 欠陥 を も つ 者 に よい 適応 が 見 られ る 場合 , 
この 適応 は 個人 の パー ソナ リティ や 環境 場面 に 対し , 
盲 が 影響 を 与 を な い 場 面 で あっ た の か も 知れ な い . 

も し , 盲 で な か っ た ら 不 適応 を 起こ し た か る も 知れ な 
い パ ー ソ ナリ ティ が , 盲 に より か えっ て よい 適応 場面 
を つく り だ すこ と も ある . た と え ぇ ば, 受動 的 , 依 存 的 な 
人 は , も し , 見 えて いた ら 直 面 せ ね ば な ら ぬ 競争 場面 
の 上 緊張 か ら 盲 の 中 へ 逃避 で き , また , 極度 に 攻撃 的 , 
排他 的 な 人 は , も し, 視力 が か あっ た ら , し ん ぼう で き 
な い 場 面 で も , 家 の た め に 耐え られ る の で , か れ ら が 
晴 眼 者 と し て で きた で あろ 2 う 適応 より も , よい 適応 を 
示す こと に な る . 

失明 が 欲求 不満 に 対す る 抵抗 力 を 発達 させ , 自選 の 
資産 と 負債 を 調べ , 健全 財政 に 導く 努力 を 刺激 し , こ 
れ ま で 発達 が 阻害 され て いた 内 観 力 を 勇気 づけ , 人 生 
哲学 を 芽 ば ん えさ せる な ど , 積極 的 役割 を 果たす 場合 も 
ある . 

か れ に よる と 適応 を 考え る うえ で の 重要 な 点 は , 結 
局 , 第 1 に 環境 的 要因 と パー ソナ リティ 的 要因 を 区 別 


する こと , 第 2 に 填 に 帰す る と と の で きる 環境 や ペー 
ツナ リティ の 側面 と , 盲 に 帰し 得 な い 側面 と を 区 別 す 
る こと , CUT, 第 3 に は , 社会 的 環境 や 個人 の 反応 傾 
向 か ら みて , 適応 に 積極 的 影響 を 与え た 盲 の 様相 と 否 
定 的 影響 を 与え た 家 の 様相 と を 区 別 す る こと で ある . 
( 村 中 義夫 ・ 根 本 弘道 ) 
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盲 学校 設立 の 機運 
すでに 江戸 時 代 の 末期 , 西洋 か ら 輸 入 し た 地理 書 や 
医書 の な か に , 盲 教育 を 含む 特殊 教育 事情 の 一 端 に 触 
れ た も の が み ら れ る が , や が て 幕府 や 明治 新政 府 が 欧 
米 に 派遣 し た 外交 使節 や 留学 生 に よっ て , 直接 見 開 し 
た 特殊 教育 の 実情 が 紹介 され る よう に see a he’s 
iat cs Ol PBI CICA 4S Bbe CMB IC BS 
る 記事 は すこ ぶる 箇 略 で あっ た が , 当時 と し て は 発行 
部 数 が 多く , その 影響 は か な り 大 きか っ た よう で , 知識 
人 IT ・ oi 
1871 (BAIA 4 ) 年 9 月 
工学 頭 の 山尾 証 三 は , 太 
政官 に 「 盲 貴 学 校 ラ 創立 
“セラ レン ュ ト ラ ヲ 名 ラフ ノ 書 
」 を 提出 , BH + mio 
設立 が 必要 で ある と と を 
力説 し た . し か し , 維新 
後日 が 浅く , 直ちに 採用 
され な か っ た が , その 思 
0 AA LIE ES ETS Od Bbc 
ug = と 受 継 が れ て いる . 1872 
年 8 月 ,「 学 制 」 が 発布 きれ , 小学 校 程度 の 廃人 学校 が 
認め られ た が , この 制度 は 実際 に は 空 文 に 終わ っ た . 
1875 年 の 初め , 敦賀 県 (福井 県 ) 福井 町 の あん ま 業 





婦 井 国 尾 一 ほか 1 人 が 「 盲 募 授業 所 取 結 願 」 を 県 庁 に 
提出 し た の に 続い て , 同年 10 月 に は 東京 浅草 吉野 町 の 
BAIR ICIS Ds 2 人 か ら 鍼 治 学校 設立 願 が 府庁 に 提 
出さ れ た が , 経済 的 な 理由 で , いずれ も る 開設 に 至ら な 
か っ た . 古川 正雄 , 津田 仙 , 中 村 正 直 , ees, 
ル シ ャ ルト (Burcharde, ドイ ツ 人 宣教 師 ), フォ ー ル 
ズ (Henry Faulds, イギリス 人 医師 ) の 6 人 か が 会 合 し 
て , 訓 盲 事業 を 目的 と する 楽 善 会 を 組織 し た の は この 
年 5 月 22 日 で , 翌年 3 月 15 日 に 東京 府 か ら 訓 盲 院 設 
立 の 許可 を 受け た (授業 開始 は 1880 年 2 A). 
bDAHOB: BAR OM Cl bNS AWA S 
が , 京都 の 上 京 第 19 番 校 ( 待 賢 小 学校 ) で ろ 2 OR 
育 に 着手 し た 年 代 に つい て は 1873 年 , 1875 年 , 1876 年 
の 諸説 が ある が , 1875 年 を 下限 と する こと は 動か せな 
当時 , 京都 に 限ら ず , 各地 の 小学 校 に 盲 免 ある い 





中 村 正 直 = HY 香 





H 川 正 雄 津 田 仙 


mh mA B BB 


フォ ー ル ズ 
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当時 の 待 賢 小学 校 
LE RSE LEC Li, 新聞 報道 な ど に よっ て , 
その 事例 を あげ る こと が で きる . 石川 県 下 で は 第 9 大 
区 加 貨 国 向 本 ヶ 崎 小学 校 の 教師 金 岩 安 二 郎 が 1875 年 
9 月 入学 の 喧 女 生 1 人 を 担任 し て 成果 を あげ た が , A 
県 第 8 大 区 能登 国 磨 知 小学 校 の 教師 吉田 守 貞 が 貴女 生 
1 人 を 指導 し た の も , ほほ 前 後 し た 時 期 と 思わ れる . 
盲 児 に 比べ て 租 児 の 指導 事例 が 多い の は , 視覚 を 欠く 
BL OBA LD RBM SNK CHAD. 


熊谷 実 弥 の 盲人 学校 

1876 年 3 月 5 日 付け で 東京 府 か ら 開 業 許 可 を 受け , 
第 3 大 区 2 小区 麹町 元 園 町 1 丁目 3 番地 の 私 宅 に 盲人 
学校 を 開設 し た 熊谷 実 弥 は , 筑摩 県 (長野 県 ) 出身 の 
BATCHS. BEN 20 人 を 集め , 教師 平野 知 雄 が 読 
書 ・ 習 字 ・ 算 術 を 教授 し た が , 1 年 あま り で 磨 業 の や 
む な き に 至っ た . 熊谷 の 経歴 は 明らか で な い が , 1925 
(大 正 14) 年 , 盲 教育 開始 50 年 祝賀 式 が 東京 育 学 校 で 
挙行 され た と き , 古河 太 四郎 と と も に 形 教 育 の 創始 者 
と し て 故人 表彰 を 受け て いる . 

この 盲 人 学校 は 設立 年 次 か ら み る と き , まさ に わが 
国 最 初 の 盲 学校 で ある が , 読み , 書き , そ ろば ん と いう 
教授 内 容 は , 江戸 時 代 の 家 塾 と 大 差 が な か っ た の で , 
京都 盲 貴 院 に 始ま る 組織 的 な 近代 盲 教育 の 先駆 的 役割 
を 果たし た も の と し て 位置 づけ る の が 妥当 で あろ う . 
~ CRA Sb OBA) 京都 の 上 京 第 19 番 校 で 
教員 古河 太 四 郎 ら が 慌 児 2 人 の 教育 を 始め た の は , 前 
述 の よう に 1875 年 ご どろ と 推定 され る が , 1877 年 に は 
さら に 盲 児 1 人 の 教育 に 着手 し た . 

1877 年 12 月 15 A, 京都 在住 の 愛媛 県 士族 遠山 憲 美 
か ら 府 知事 桂 村 正直 に あて 「 盲 貴 訓 戴 設立 ラ 促 ス 建議 
意見 書 」 が 提出 され , 続い て 翌年 1 月 9 日 , AWAD 
郎 も 上 京 , 第 19 学区 取締 山田 平 兵 衛 と 連名 で 「 盲 貴 
生 募 集 御 願 」 を 提出 し た の で , 府 は 両 案 を 比較 検討 し 


た 結果 , 経験 ある 古河 の 官 費 に た よら な い 尊 進 案 を 採 
FAL, 仮 盲 喘 院 開設 の 準備 を 進め た . 

番外 第 十 一 号 

今般 盲 貴 学 校 ラ 上 京 第 廿 九 区 東洞 院 御池 上 ル 船 屋 町 

= 仮設 ン シ , 普通 学 教授 為 致 師 条 , 学齢 内 = テ 盲 貴 ナ 

ル 者 へ 該 液 へ 入学 差 許 候 条 , 学務 課 へ 可 願 出 候 事 

但 開業 日 限 へ 追 テ 可 相 達 事 
右 市 中 各区 へ 無 漏 相 達 者 也 
明治 十 一 年 四 月 士 四 晶 
京都 府 知事 棋 村 正直 

番外 第 十 九 号 

本 年 四 月 中 相 達 置 候 府下 仮 盲 貴 院 之 儀 , 来 ル 廿 四 目 

開業 候 事 

但 当 日 諾 人 参観 差 許 候 事 

右 市 中 各区 へ 無 洩 相 達 者 也 

明治 十 一 年 五 月 十 七 卓 
京都 府 知事 BAER 

ここ に た 掲 び た 布 達 に よっ て , 開設 当初 の 名 称 が 仮 盲 
be CHO, また , 知事 名 の 布 達 で ある の に 京都 市 中 
(上 京 ・ 下 京 両 区 ) に 限 
定 し て 出 き れ た と と が わ 
か る . その 理由 と し て 考 | 
えら れる こと は 経費 を 市 
中 か ら の 拠出 金 や 寄付 金 
に 依存 し た こと で , KE 
員 院 と は 主として 校舎 の 
仮設 を 意味 し て いた よう 5 
で ある . 

BOL TSG alee 、 
学校 制度 の 一 舞 と し て の “HE 直 
ARRAY ZC + BARB ASEH S ic dS, 同年 5 月 24 
日 の 開校 式 の 状況 を 「 大 坂 日 報 ] は 次 の よう に 報道 し 
Gus Bu 

S120 A a ne BAEK OMB GES Siz, 
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午前 八 時 各区 区 長 , BEE DCL, 掛 役員 出 
頭 , 式 札 あり . 各 員 祝 文 を 読 上 げ , 最後 に 教員 十川 
太 四 郎 ( 注 ・ 吉 河 の 通称 ) 祝 文 を 読み , 陣 人 生徒 山 

ロ 療 四郎 ・ 山 川 為 次郎 の 両 人 , 右 の 祝 文 を 手勢 に て 
之 が 解 を な し , 終り て 両 人 手勢 の 問答 を 為す . 次 に 
教師 , 塗 板 に 文字 を 書 す . MES, 之 を 見 て 発音 
を 為す . 次 に 護 王 神社 宮司 伴 井 ( 注 ・ 半 井 の 誤 り ) 
真澄 の 子息 縁 と い ぁ 盲人 が 盲 貴 院 設立 原 由 の 演説 , 
育 貴 連語 遣い の 講義 を 為 し , 其 余 の 諸氏 種々 の 演説 
を 為す . 又 真 宗 両 本 願 寺 大 教 正 を 始め , 各 宗 本 山 の 
教 正 達 尽 く 派出 な し , 各 該 院 設立 の 痛 起 を 演説 さる 
SEL. 又 該 件 に 就 て 泌 も 感心 な る は , 書林 村上 勘 
兵衛 氏 よ り 手 算法 と い ぁ 書物 を 製造 へ , eA 
へ 与 へ られ , 商 該 院 よ り 赤 和 白 の 餅 七 千 余 を 生徒 並 に 
掛 役人 に 振舞 る ょ よし . 尚 詳細 の 景況 は 再度 の 通信 
を 待て 報道 すべ し . (AMAR 1878. 5. 24) 

一 昨 廿 四 日 は 先 号 に 記載 せ し 京 都 府 仮 盲 障 院 開業 
式 の 模様 を , 同 地 の 探 訪 者 より 報じ た れ ば 筆 し く 記 
る す . 当日 午前 九 時 式 を 行 る ょ 答 な り し が , 午前 八 
時 より 雨降り 始め た れ ば , 盲 喧 生 の 休息 所 より 場 ま 
Ciba SOA, 就 場 す る に 困る な らん と 陳 量 し て 
十 時 五 十 分 頃 ま で 見 合 さ れ た れ ど , 雨 は 暫時 も 止む 
景色 な く , 止 を 得 ず 着 午 を 告ぐ る に , 生徒 男女 数 
十 人 , 父母 ・ 親 戚 附 添 て 来院 する 様 は 他 完 全 の 生徒 
と 違い , 何 に と な く 容 子 が 異 に し て , 終始 心 を 用 い 
て 注 然 と し た る 風 な く , 最早 十 一 時 を 過 れ ど 雨 は 益 
ARE DIS SO, 本 日 の 開業 式 は 日 本 に て 始 て の 開院 
な れ ば 延 す 訳 に な ら ず , 且つ 式 を 拝見 せん と , 雨 を 
RLS HPOZBAX, 我 れ も 我 れ も と 推 か ける . 
世間 に 鬼 は な いと 方 あふ 計 の 如く , SEVERE OP 
を 通行 する 時 は , 手 を 取り 傘 を 差し か け な ど し て 不 
BeRN ER DOB <, HS GEL, 次 に 神官 ・ 
僧 信 ・ 教 正 ・ 諸 官 員 ・ 総 区 長 ・ 各 区 戸長 着 学 , LH 


まり て 知事 桂 村 君 ・ 国 重 君 ・ 谷 口 君 敬 場 あり . 学務 


課 吉田 秀 殺 君 盲 員 院 創立 章 程 及び 規則 を 朗読 せら 
れ , 次 に 夫々 の 祝 文 朗読 あり . 終 つ て BARR 
[ 注 ・ 半 井 〕 緑 (HEAT A) 党 に 立て 小学 読本 一 
の 巻 を 講じ , 未 に わた し の 如き 盲人 に て も 怠り な く 
勉強 すれ ば 云々 と 演説 し た れ ば , 着 和 挙 の 方 々 涙 を 流 
さ ゞ ざる な く , 知事 君 に も 愛 憐 の 情 を 発し 玉 ひ , 手拭 
に て 顔 を 拭 わ れ し 状 は , 押 き 筆 に は 尽 し が た く , ME 
生 山 川 為 次 郎 (PFA A) > AU Pee 
FU A) の 両 人 立上り 教員 古川 太 四 郎 君 塗 板 に 白 
sec (動物 クノ 中 , 何故 = ミ 人 ラ 貴 シト スル ヤ ) と 





書き 問 へ ば 。 | 
山口 善 四郎 手 | 

勢 に て 答 ぁ . | 

(人 万物 ノ イー 
結構 , 精神 | ー 
ノ 感 覚 等 , 他 | 1 
Wy = Fab Av J 
HIV). 

山川 為 次 郎 も 

手勢 に て 答 ぁ 

CAI 7 Ae 

ハ 何 ニョ リ 増 

長 ス ル ヤ ). 

( 必 学 ナリ ) 

山口 答 ぁ .( 然 





VA BI PAROLE) Ee, 教育 ラ 受 ケ レバ 智 
カラ 発達 シ , 万 物 = 恥 ズル ナ キ モノ ナリ . 故 = 開 業 
アル 本 月 本 日 へ 我 等 ノ 大 幸福 ト 云 フラ ベ ン ) 山川 答 ぁ 
後 ち , BCHRCAT ¢, 両 人 手勢 を な し て 一 統 へ 
拝 す . 教員 十川 氏 塗 板 に 発音 を 書き , 祝 の 字 を 示し 
Gaus, UBSoOmRet ay ESS, 4=n—7e 
ol, 山川 も 同 く イベ バイ と 書き 。 イ ハイ と 発音 し 
た る ゆる , 院 中 の 人 々 驚き 感服 し た り . 次 に 知事 君 
の 演説 あり て , 盲 喘 生 一 統 へ 書籍 を 賜 ひ , 生徒 ・ 附 
添 へ は 弁当 を 与 へ られ , 紅 自 の 餅 二 ニッ 宛 を 縦覧 人 へ 
賜り て 式 も 終り た り . 此 の 開業 は 実に 我国 の 美 事 と 
sss II( 天 坂 目 報 1876. 5. 26) 
同院 は 1879 年 5 月 , 正式 に 府 の 直轄 学校 と な り , 
府下 全域 か ら 生 徒 を 募集 する 道 が 開か れ , 同年 9 月 
12 日 , 上 京 第 20 組 多 座 模 木 町 の 新築 校舎 に 移転 し た 
が, 経費 は これ まで 通り 寄付 会 な ど に 依存 する 特別 経 
済 で あっ た . 


大 阪 模範 盲 貴 学 校 

学制 発布 以来 , 大 阪 府 で は 知事 渡辺 昇 , 学務 課長 日 
柳 政 題 が 学校 制度 の 確立 と 教育 の 普及 に 努力 し て いた 
が , 1877 年 ご どろ に は すでに 盲 中 学校 の 設置 を も 検討 し 
て いた よう で ある .1879 年 の 春 , RAMS bE OBA ICA 
上 献 し た 遠山 憲 美 が 大 阪 に 来 て 諸般 の 準備 を 進め , 同年 
10 月 3 日, 府 は 模範 盲 較 学 校 の 設置 を 告示 し た . 11 月 5 
A, 東 区 法 円 坂町 5 番地 の 府立 師範 学校 内 に 設け すら れ た 
校舎 で 開校 式 を 挙行 し , 同月 8 日 か ら 授業 を 開始 し た . 
1880 年 3 月 , 盲 咽 学 校 掛 と し て 経営 に 当たっ て い 
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た 遠山 憲 美 が 退職 し た が , その 理由 は 明らか で は な 
い . すでに 前 年 11 月 13 日 の 「 朝 日 新聞 」 の 記事 に 
| 校長 遠山 氏 は 盲 貴 の 教育 法 に 老 圭 な る 人 に て , 前 に 
Far OB mbes Han Lb RORD HY LDS, 来年 
(CB IUT BB AN SGP ICE Gen Se| Lh 
る の で , これ に 関連 し た こと と か も 知れ な い . 

この 学校 は 京都 の 盲 貴 院 と 違っ て , 経費 の 全額 が 府 
費 文 乾 で あっ た が , 1880 年 5 月 31 日 の 府 会 で その 了 予 
算 が 否決 され た の で , 同年 6 月 30 日 を も っ て 廃止 に 
な り , わずか 8 カ月 の 短命 に 終わ っ た . この と き , 府 
会 の 教育 費 全 体 に 対す る 大 幅 削 減 に 慎 激 し て , 府 学務 
課長 の 職 を 去っ た 日 柳 政 題 は , 同年 7 月 8 日, KES 
Bt 4 丁目 の 浄 円 寺 で 私 立 盲 中 学校 の 開校 式 を 挙行 
し , 校 主として 終 持 を 図っ た が , その 熱意 と 努力 に も 
か か わら ず 経 営 は 困難 で , 校 勢 は 振 わ ず , 1898 年 休 
校 の や む な き に 至っ た . 


楽 善 会 訓 盲 院 の 授業 開始 

楽 善 会 は 1875 年 に 成立 し て いる が , その 事業 で あ 
る 訓 盲 院 の 開設 まで に か な り の 日 数 を 要 し , 東京 築地 
3 丁目 15 番地 に 2 BRE CORAL 0 93 坪 余 の 校舎 が 完 





ESN ORAM 

成 し た の は 1879 年 12 月 で あっ た . 翌年 2 月 13 目 , 
DMOCHKE 1 人 の 生徒 が 入学 し た が , 当時 は 同院 の 
入学 勧奨 に 応じ る 者 が な く , わずか に と この 2 人 を 収容 
LC, 業 善 会 長山 尾 唐 三 が 往復 車 馬 賃 を 支給 し て 通学 
させ た ほど で ある . 


盲 ・ ろ う 教 育 開始 の 起算 点 

BAA bake 50 周年 記念 祝賀 式 が 東京 盲 学校 ( 官 立 ) 
で 挙行 され た の は 1925 (大 正 14) 年 5 月 17 日 で , 1 週 
間 後 の 同年 5 月 24 日 に は 京都 市 立 盲 学校 で も , SH 
育 開始 50 周年 記念 式 を 挙行 し て いる . これ は 東京 が 
1875 年 に 楽 善 会 が 組織 され た と き を 起算 点 と し た の 





に 対し , 京都 で は 同じ 年 に 古河 太 四郎 ら に ょ る ろう 児 
の 教育 が 開始 され た と みな し た か ら で あ る . 1958 ( 昭 
和 33) 年 11 月 26 日 , 東京 の 九段 会 館 に お ける 文部 省 
主催 の 盲 豊 教育 80 周年 記念 式典 は , 京都 に BBE DS 
開設 され た 1878 年 か ら 起算 し た も の で ある . 

な おお, FRESH (現在 の 東京 教育 大 学 教育 学部 附 
属 盲 学校 ) の 創立 記念 日 で ある 12 月 22 Ait, 1876 年 





御 下 賜 金 証書 


の この 日 に , 訓 盲 院 建設 資金 と し て 皇室 費 か ら 3000 
円 を 楽 善 会 に 下賜 され た の を 記念 し た も の で , 盲 ・ ろ 
2 教育 開始 の 起算 点 と は 関係 が な い . 


盲 学校 の 開設 


創始 期 の 盲 貴 学 校 

東京 に お ける 楽 善 会 経営 の 訓 盲 院 は , 開院 し て ま ゃ 
な い 1880 年 6 月 か ら , 訓 盲 の 余暇 に EM OAR 
わせ 行なう こと に な っ た の で , 忠生 2 人 の 通学 を 許可 


し , 1884 年 5 月 
に は 訓 盲 咽 院 と 
改称 し た . 翌年 
11 月 , 文部 省 に 
移管 され て 直轄 
学校 と な り 1887 
年 10 月 に 東京 
BFR Coe ee _ 
し た が , 経営 が 文部 省 移 管 当 時 の 東京 盲 陣 学 校 の 校舎 
安定 し た の で , 教育 内 容 の 改善 と 充実 を 図り , わが 国 
BAB OMEICHELE. 

一 方 , 京都 府 盲 貴 院 は 経費 が 府 費 支 弁 で な か っ た の 
で , 1883 年 ご どろ か ら 寄付 金 の 減少 に よっ て 経営 が 次 
第 に 困 難 に な り , 規模 を 縮小 し た . 京都 市 が 発足 し た 
1889 年 に は 市 の 管轄 に 移さ れ , Pah ae tw 
称 , 経費 の 節減 と 基金 の 充実 に 努め な が ら , KEG 
難 の 道 を た どっ た . LAL, 院長 鳥居 玄 三 郎 ら の 献身 
的 な 努力 で , 創立 25 周年 を 迎え た 1903 年 どろ に は す 
で に 危機 を 脱し , 北陸 ・ 近 畿 以 西 の 盲 貴 学 校 の 設立 に 
AS CBRL. 





BADKF 313 


相次ぐ 盲 学校 設立 計画 

明治 10 年 代 の 初め , 京都 , 大 阪 , 東京 に 盲 貴 学 校 
が 開設 され た の を 契機 に , SHIR SRE LILES 
校 の 設立 が 企 て ら れ た が , 時 期 尚早 で 官民 の 協力 が 得 
られ な か っ た た め , 実現 は すこ ぶる 困難 で , いっ た ん 
開設 し た も の も 短期 間 で 消滅 し て いる . 

[東京 〕 1878 年 3 月 5 日 に 第 1 号 を 発行 し た 日刊 
「 内 外 教育 新報 」 (社長 田中 義 腐 ) は 創刊 以来 , 毎号 
欠か さ ず 「 当 社 へ 綿 教 育 新 報 ラ 発 兄 スル ノミ ナラ ス , 
fEXB A+ BEER IRAN, 又 一 科 専門 = 
シテ 実数 クノ 芸術 ( 例 エ へ 応用 化学 技術 等 ノ 類 ) ラ 修 ^ 
ル 学 校 ラ 起 ス ヘ キ ノ 目途 ナレ ハ , B= AE BAK 
社 商議 アラ レ ョ | と の 社告 を 掲載 し て いる . し か し , 
半年 ほど で 廃刊 に な っ た よう で , BMS RoR WIE 
現し な か っ た が , 新聞 の 編集 方 針 は 上 記 社 告 の 趣旨 を 
反映 し て , 福山 藩 出 身 の 少 壮 英 学者 渡辺 修 次 郎 が 訳 述 
し た 「 有 眼目 保護 法 及 ビ 盲人 教育 法 」 を 5 月 23 日 の 第 
67 号 か ら 7 月 3 日 の 第 102 号 に か け て 断続 22 回 に 分 
載 し た ほか , 文部 省 発 行 「 教 育 雑誌 」 第 64 号 付録 の 
ARUBA CABS PARE PE BO AS FI 
概 路 」 を も 分割 転載 する な ど , 当時 の 教育 界 に 与え た 
影響 は 無視 で き な い . 
東京 で は その 後 , 1888 年 に な っ て , 京橋 区 日 吉 町 
4 番地 に 飯島 静 議 が 私 立 訓 盲 学校 を 開設 し た が , 1 年 
足ら ず で 翌年 に は 廃校 に な っ た . 

[鹿児島 〕) 大 阪 模範 盲 貴 学 校 の 開校 直後 , 同 校 の 設 
立 に 尽力 し た 遠山 二 美 は , 次 に 鹿児島 に 育 環 学校 を 開 
設 する 計画 を 立て た . 前 述 し た よう に 1880 年 3 月 に 
模範 盲 貴 学 校 掛 を 辞職 し た の は , その 準備 の た めか と 
も ゃ 思わ れる が , 実現 し て いな い 、. 

CA) 大 阪 府 が 模範 盲 貴 学 校 を 開設 し た こと に 刺激 
され た 隣接 の 堺 県 で も , 1879 年 の 未 ご ろ 盲 貴 学 校 の 
設立 を 計画 し た が , 翌年 6 月 に 模範 盲 陣 学 校 が 廃校 に 
な っ た 2 うえ, 1881 年 に は 堺 県 その も の が 大 阪 府 に 併 
SG (at hE PPA ATED Pe. 
(BRI 1880 年 4 月 , 石川 県 学務 課 か ら 京都 府 学 


務 課 へ 盲 咽 院 規則 の 送付 を 依頼 し て いる が , 同年 6 月 


に は 金沢 在住 の 松村 精一郎 GR) 2S, 石川 県 師範 学 
校 教諭 梅田 九 滅 と と も に 京都 府 紅 貴 院 を 視察 , 約 2 カ 
月 間 , 盲 貴教 授 の 方 法 を 伝習 し た . 帰 県 後 , 松村 は 県 
当局 お よび 東西 両 本 願 寺 , 民間 有志 の 協力 を 得 て , 
金沢 長町 に 金沢 盲 貴 院 を 設立 し た が , 維持 困難 の た め 
1882 年 4 月 北陸 教育 社 に 経営 を 移し た . 間もなく 同 
社 も 解散 し た の で , 盲 咽 院 も 閑 鎖 の や む な き に 至り , 





1887 年 , 学校 財産 の 処分 を も っ て 全く 消滅 し た . 

[大 津 〕 1881 年 に は , BAU KBE の 白川 甚 七 
郎 ら が 盲 中 学校 の 開設 こつ いて 協議 し て いる . 京都 府 
盲 咽 院 の 盛況 に 刺激 され た の で あろ うら が , これ ゃ 実現 
に 至ら な か っ we: 

CHA] 兵庫 県 七味 ・ 二 方 郡 長 と し て 治 績 を あげ , 
在職 中 に 和 失明 し た 小林 如 雲 (会 津 藩 出身 ) は , 1882 年 
の 春 に 辞職 し て 神戸 に 移り , 同 地 の 実 業 家 光 村 弥 兵衛 
(中 途 和 失明 者 ) の 協力 を 得 て , AMAR ORE. stihl 
Li. 資金 の 募集 や 東京 の 訓 盲 院 視察 な ど , Gx tie 
備 を 進め , 1883 年 の 夏 に は 設立 認可 の 申請 を 行なう 
の ゃ 間近 いと 思わ れ た が , 開校 し た と いう 記録 は 見 当 
WbEW. 

[埼玉 県 〕 1883 年 4 月 , 杉山 猛 雄 ら 3 人 の 盲人 が 
設立 し た 埼玉 県 入間 郡 入間 村 の 盲人 学校 は , 当時 と し 
て は 珍し く 順 調 な 歩み を 続け , 生徒 数 も 増加 し , 寄付 
金 も 集 まっ た の で , 1886 年 に は 西洋 風 の 校舎 を 建築 
し た が , 間もなく 廃校 に な っ た よう で ある . 

[高知 〕 高知 県 士族 波 越 四 郎 は 同 県 下 に 盲 貴 学 校 を 
設立 する 目的 で , 1885 年 9 月 RAS bee 訪れ , 
11 月 まで 滞在 し た . 翌年 7 月 に $ ゃ 同 県 土佐 郡 水 道 町 
の 宮崎 九 一 が 同じ 目的 で 同院 を BBL TVS. 1887 
年 3 月 , 高知 浦 戸町 の 盲人 上 田 常雄 都 お よび 高岡 郡 日 
下村 の 盲人 野村 岩見 都 は 盲 貴 学 校 の 設立 を 県 知事 に 出 
RRL, 認可 は 受け た が , 学校 開設 の 資金 に 困り , Bln 
学校 有志 講 を 設け て 資金 募集 に 従事 し た . 翌年 5 月 
10H, 高知 追手 筋 22 番地 の 深井 邸 内 に 開校 , 9 月 1 
日 に 本 町 の 勧 工場 に 移転 し た が , 長く 維持 する こと が 
Ses ae: 

[新潟 〕 1885 年 , 盲人 関口 寿 員 に よっ て 設立 され 
た 盲人 教育 会 は , 新潟 神宮 教会 の 一 部 を 借受 け , 医師 
鏡 淵 意 伯 を 講師 に 迎え , 盲人 教育 を 開始 し た が , 1894 
年 関口 の 病没 に よっ て 中 絶 し た . 


盲 教 育 熱 高まる 

この よう な 困難 な 情勢 の な か に も , 各地 に 盲 学校 の 
設立 を 企てる 者 が 続き , 1889 年 9 月 , アメ リカ 婦人 
ド レー バー (Charlotte Pinckney Draper) が 横浜 市 中 
村 町 に 盲人 福音 会 を 創設 し , 読書 と は り ・ あ ん ま の 教 
授 を 開始 し た . この 年 , 医師 浅 水 十 明 は 横浜 在住 の 盲 
人 に 西洋 医学 を 教授 し た が , 翌年 7 月 鍼 治 揉 拓 医 術 講 
習 学 校 の 設立 を 県 知事 か ら 認 可 さ れ た . 前 者 は 学校 法 
人 横浜 訓 盲 学院 , 後者 は 横浜 市 立 盲 学校 と し て 存続 し 
ACA), 


314 日 本 の 盲 教育 の 発展 





1891 年 に は 秋田 市 に 
私 立 盲人 明 導 館 (1894 年 
廃 館 ), 神奈 川 県 横須賀 町 
に 鍼 治 揉 投 医 術 講習 学校 
横須賀 支部 GRAB 
盲 学校 の 前 身 , 1944 年 
廃校 ), 新潟 県 高田 町 に 
ACE ale FR (県 立 
高田 育 学 校 の 前 身 ) が 開 
校 し た . 青森 県 八戸 町 に 
盲人 の 教養 を 目的 と する 





ドレ ー ペ パー 

東奥 盲人 教訓 会 (県 立入 戸 盲 学校 の 前 身 ) が 開設 され 
の も この 年 で あの 

1894 年 , 北海 道 札 幌 区 に 北 盲 学校 (1902 年 廃校) , 

長野 県 松本 町 に 私 立松 本 訓 盲 院 (1910 年 廃 院 ), 岐阜 





市 に 岐阜 聖公 会 訓 盲 院 (県 立 岐阜 盲 学校 の 前 身 ) が 開 
BL, 1894 年 , 北海 道 函 館 区 に RIS he 
RRS RORY) が 開設 され た . 1898 年 に は 福島 
市 に 私 立 福島 訓 盲 学校 (県 立 福島 盲 学校 の 前 身 ), 静 
岡 県 掛川 町 に 私 立 東海 訓 盲 院 (県 立 静岡 盲 学校 の 前 
身 ), 長崎 市 に 私 立 長崎 盲 較 院 (長崎 県 立 盲 学校 の 前 
身 ) が 設立 され た が , この うち 坦 者 を 教育 する も の は 
東京 盲 喧 学 校 と 京都 市 立 盲 暗 院 の 2 校 に 過ぎ な か っ た 
か ら (KI ORI BSF BL 1892 年 休校 ), 長崎 盲 喧 
院 の 開院 は , 西日本 に お ける この 種 学校 の 設立 を 促進 
する 役割 を 果たし た と いえ る . 


公立 盲 喘 学 校 の 設立 

1900 (明治 33) 年 以降 , 国 運 の 発展 に つれ て , BF 
校 ま た は 盲 中 学校 は 急激 に 増加 し た が , いずれ も ゃ 私 人 
の 経営 で , 慈善 事業 的 色彩 が 濃厚 で あっ た . 1907 年 , 
REAR Babe (1900 年 設立 ) は 院長 吉河 太 四 郎 ( 元 
京都 府 旨 中 院長 ) の 実績 が 認め られ , 大 阪 市 に 移管 き 
れ て 市 立 大 阪 盲 貴 学 校 と な っ た の で , 東京 ( 官 立 ) , 
京都 (市 立 ) 以外 に も 公立 盲 較 学 校 が 出現 し た . 
茨城 県 知事 在職 中 の 1908 年 , Ayr SMR 
創設 し た 森 正隆 は その 後 , 最初 の 県 立 校 で ある 秋田 県 
elms (1912 年 ) と それ KC 次 ぐ 宮 城 県 立 盲 孔 学 
校 (1914 年 ) の 設立 の 際 も , 知事 と し て 実現 に 努力 
Lic. 北海 道 お よび 府県 に 設置 を 義務 づけ た 1923 
(大 正 12) #O [BARRERA | の 公布 以後 は , 
学校 数 に は さほど と 増減 は みみ られ な か っ た が , 私 立 か ら 
府県 立 へ 移管 され る 盲 学校 ( 盲 喧 学校 を 含む ) が 年 と 
と も に 増加 し て いる . 





設立 順位 と 諸 統 計 の 問題 点 

各 盲 学校 の 沿革 誌 や 記念 誌 に , 「 本 校 は 全国 で 何 番 
目 に 設立 され た 盲 学校 で ある 」 な ど と 記載 され て いて 
も , 正確 で な いも の が 多い . 現存 する 盲 学校 に 限っ て 
も , その 設立 順位 を 確定 する の は よほど と 困難 で ある か 
ら , 過去 に 存在 し た 盲 学校 を 含め る と , さら に むず か 
ie ie. 

現存 する 盲 学校 の な か に ゃ も , ① 創 立 当初 に は 盲 学校 
と し て の 形態 を 整え て いな か っ た も の ( 例 ・ 青 森 県 立 
八戸 盲 学校 の 沿革 は 1891 年 , 盲人 の 教養 を 目的 と し 
た 東奥 盲人 教訓 会 の 開設 に さか の ぼる が , 私 立 学 校 令 
に よる 東奥 宜 人 学校 と し て 認可 され た の は 20 年 後 の 
1911 年 で ある ). ② 私 立 紅 学校 を 移管 する と き , 私 立 
校 を 廃止 , 公立 校 を 新設 する 手続 き を と っ た も の ( 例 
・1924 年 , 茨城 県 盲 学校 , RVs 新設 , 
従前 の 財団 法人 茨城 育 較 学 校 を 解散 ) =O TBs 
校 を 盲 学校 と 庶 貴 学校 に 分 離す る 際 に いずれ か 一 方 を 
新設 と し て , 他 を 校 名 変更 の うえ 存続 と する 手続 き を 
と っ た も の ( 例 ・1931 年 , 福岡 県 福岡 盲 喧 学 校 を 福岡 
県 福岡 樺 中 学校 と 改称 , 福岡 県 福岡 盲 学校 を 新設 ) な 
ど が ある の で , これ ら を どの よう に 扱う か に よっ て , 
設立 順位 が 動く の で ある . 

① は 私 立 学校 と し て 認可 され た 時 点 , ② は 私 立 学校 
設立 の 時 点 , ③ は 分 離 前 の 公立 定 咽 学校 (前 身 で ある 
私 立 填 咽 学 校 を 含む ) 設立 の 時 点 で 順位 に 加え る の が 
妥当 で あろ う . 創立 記念 日 の 設定 も また , 学校 に よっ 
て , ① 設 立 認可 の 日 , ② 授 業 開始 の 日 , ③ 開 校 式 挙 行 
の 日 な ど を 適宜 に 選ん で いて , 一 定 し て いな い . 

次 に 盲 学校 の 校 数 , 職員 数 , 児童 ・ 生 徒 数 な どの 諸 
統計 に ついては, 全国 集計 は 「 文 部 省 年 報 」( 大 正 14 年 
度 か ら 昭 和 15 年 度 ま を では, 別に 文部 省 編 「 全 国 盲 学校 
及 筐 員 学 校 = 関 ス ル 諸 調査 」 が 継続 刊 生 され て いる ), 
府県 ご と の 各 盲 学校 の 統計 は 府県 の 統計 書 な ど を 利用 
する の が 便利 で ある が , 全国 集計 の うち , 特に 明治 ・ 
大 正 期 に お いて 実数 を や や 下回る こと が 指摘 され て い 
る . これ は 各 道府県 か ら 文部 省 へ 報告 され な か っ た 盲 
学校 が ある た めで , その 理由 は , 各種 学校 また は 慈善 
事業 施設 と し て 扱っ た か , ある い は 小 規模 な 教育 施設 
は 学校 と みな さなか っ た か の いずれ か で あろ う . 7 

1931 年 私 立 学校 令 に よっ て 設置 を 認可 され , 1939 
年 神戸 市 立 填 学校 の 開設 に 伴っ て 廃校 に な っ た 神戸 鍼 
披 学 校 は , 中 等 部 お よび 別 科 を も つ 盲 学校 で あっ た 
が , 当時 の 文部 省 の 統計 に は 出 て いな い (同じ く 兵 庫 
県 下 の 私 立 学校 令 に よる 尼崎 訓 盲 院 は , 文部 省 の 統計 
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に 加え られ て いる ) . こ の よう に 昭和 年 代 に な っ て も 脱 
落 が ある の で , 過去 の 盲 学校 に 関す る 全国 統計 は , だ 
いた い の 傾向 を 示し て いる に 過ぎ な い . 


訓 盲 院 ・ 盲 学校 な どの 名 称 

現在 で は , 学校 法人 横浜 訓 盲 学院 を 除い て , すべ て 
「 盲 学校 」 の 名 称 を 用 いて いる が , 過去 に は 「 盲 人 学 
Bl, 「 訓 盲 学校 」 な どの 名 称 の も の が あり , HICH 
Mice (ISG) CS - BHO born HME) 
の 名 称 を 用 いる も の が 多かっ た . これ は Blind Asylum 
の 訳語 ( 盲 貴 院 は Deaf, Dumb and Blind Asylum) で , 
この 「 院 」 と いう 呼称 は 孤児 院 , Be, 感化 院 な ど 
と 同様 な 印象 を 世 人 に 与え た . 

数 少な い 生徒 の 家庭 は た いて い 貧 困 で , 一 般 私 立 学 
校 の よう に 入学 金 や 授業 料 を 主たる 財源 に 当て る こと 
な ど 全 く 不 可能 で , し か も , 大 幅 な 公 的 援助 も 期待 で 
き な か っ た 時 代 の 私 立 盲 学校 は , 経営 者 の 負担 と 篤志 
家 の 寄 付 に よっ て 維持 し な けれ ば な ら な か っ た . その 
た め に 慈善 事業 と み ら れ が ち で あっ た が , それ は どこ 
まで も 学校 の 経営 面 に つつ いて いえ る こと で , 生徒 に 対 
し て は 純然 た る 学校 教育 が 施さ きれ て いた こと を 見 過 し 
て は な ら な い . 

いずれ に し て も , 校 名 に は 「 盲 ]」 また は 「 鍼 披 」 の 
文字 を 表示 し て いた が , 唯一 の 例外 は 千葉 県 成田 市 に 
あっ た 成田 清 衆 学院 で , | 清 衆 」 と は 鍼 聖 杉山 和 - 一 が 
京都 に 建て た 隠居 所 の ERE Db co Kb OCHS 
GE: 清 衆 庵 は 全国 の 当道 座 所 属 の 盲人 を 支配 し た 京 
都 の 職 屋敷 に あっ た 歴代 検校 の 位牌 所 で , 杉山 和 - 一 が 
建て た 隠居 所 と いう の は 誤解 に も ゃ と づく ). 


盲 教育 制度 の 変遷 


「 小 学校 令 」 と 盲 貴 学 校 

1872 (明治 5) 年 8 月 3 日 , 「 学 制 」 が 発布 され 近 
代 公 学制 度 の 基礎 が 定まっ た が , その 第 21 章 に は 「 小 
学校 へ 教育 ノ 初 級 ニ = ニン テ , 人 民 一 般 必 ス 学 へ スン ヘア 


ル へ カラ ス 」| と 規定 し た あと ,。 これ を 細分 し て | 其 外 


廃人 学校 アル ヘン 」 と , 小学 校 程度 の 廃人 学校 を 認め 
て いる . し か し , 1879 年 の 「 教 育 令 ] お よび 1880 年 
の 改正 「 教 育 舎 ]」 で は この 事項 が 削ら れ , 「 学 制 」 発 
布 の 際 に 意図 され た 廃人 教育 の 制度 は , 実際 に は 空 文 
に 終わ っ た . 廃人 学校 の 対象 は 明確 で な い が , ほほ 現 
在 の 特殊 教育 諸 学 校 を さき し て いた と 考え られ る . 

1890 年 10 月 「 小 学校 令 」 が 公布 さき れ た と き , 初め 
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れ , 小学 校 に 類する 学校 と し て 扱わ れる こと に な っ 
た . 翌年 11 月 , 文部 省 は 「 小 学校 令 」 第 42 条 に 基 づ 
VC | Sheba 図書 館 BRA Re 其他 小学 校 = 類 スル 各 
種 学校 及 私 立 小学 校 等 = 関 ス ル 規則 」 (文部 省令 第 18 
号 ) を 制定 し , 教員 の 資格 ・ 任 用 ・ 解 職 お よび 教則 な 
ど に と 関す る 事項 を 定め た . 「 小 学校 令 」 の 施行 に よっ 
て , 市 町 村 は 盲 喘 学 校 を 設置 する こと を 法 的 に 認め ら 
れ た が , 実際 に は 公立 の 盲 路 学 校 は 既存 の 京都 市 立 盲 
員 院 が ある だ け で (東京 盲 貴 学 校 は 官 立 ) , TORS 
府県 知事 の 認可 を 受け て 各地 に 設立 され た の は , い ず 
NAILER CH he. な お , 1899 年 8 月 に 「 私 
立 学校 令 」 が 制定 され , MSMR oOMEK LOR 
止 な ど は この 勅 令 に よる こと に な っ た . 

「 小 学校 令 」 は 1900 年 8 月 に 改正 され た が , Bln 
学校 に つい て は ほとん と ど と 変化 は み ら れ な か っ た . た だ 
同 令 第 17 条 第 2 項 に お いて , 「 幼 稚 園 盲 貴 学 校 基 ノ 他 
小学 校 = 類 スル 各種 学校 ハラ 小学 校 = 附設 スル シュト 
ラ 得 」 と され た の で , 小学 校 に 併設 する 盲 学 校 が 出現 
Lik. すでに 同年 3 月 , 長野 盲人 教育 所 が 長野 市 長野 
尋常 小学 校 (現在 の 後 町 小学 校 ) 内 で 授業 を 開始 し て 
いた が , さら に 1903 年 4 月 に は 同 校 に 貴人 教育 所 が 
付設 され た . この 両 教育 所 は 1906 年 4 月 に 統合 し て 
私 立 長野 盲 貴 学 校 (長野 県 長野 盲 学校 の 前 身 ) に な っ 
た が , 県 営 移管 後 の 1934 年 10 月 に 独立 校舎 が 完成 す 
る まで , 市 内 の 小学 校 の 一 部 を 使用 し た . 1912 年 6 
月 に 開設 され た 松本 市 の 市 立松 本 盲人 教育 所 も , 1927 
年 3 月 まで 松本 尋常 高等 小学 校 GRE) ACR 
業 を 継続 し た (上 長野 県 松本 盲 学校 の 前 身 ). Erk, 上 田 
市 の 市 立 上 田 盲 学校 (1950 年 廃校 ) も , 私 立 上 田 鍼 投 
講習 所 と し て 開設 され た 1910 年 5 月 か ら 1947 年 3 
月 まで , 上 田 女 子 小学 校 や 上 田中 央 小学 校 の 一 部 を 使 
用 し て いた . その ほか , 新潟 県 長岡 市 の 私 立 長岡 盲 較 
学校 (県 立 長岡 豊 学校 の 前 身 ) も , 1905 年 4 月 か ら 1920 
年 7 月 まで 坂之上 尋常 小学 校内 で 授業 を 継続 し た . 

岡山 県 で は 1904 年 2 月, 京都 市 立 講 喧 院 で 講習 を 
受け た 亀井 鉄 太郎 (小学 校訓 導 ) が 日 生 小学 校 で 盲 児 
( 3 人 ) と 普通 児 の 統合 教育 を 始め た こと か ら , 岡山 
県 知事 検 垣 直 右 は 県 下 の 小学 校 で 盲 喘 教 育 を 行なう こ 
と を 決意 し , 1904 年 4 月 か ら 1 ヵ年 間 , 山本 厚 平 ( 小 
学校 訓 導 ) を 東京 盲 員 学 校 教員 練習 科 に 入学 させ た 5 う 
え , 1905 年 4 月 か ら 県 下 の 小 学校 を 巡回 させ , 小学 
校 教師 に 盲 貴教 育 の 講習 を 行なわ せ た . この 方 策 は 当 
初 は 大 い に 歓迎 され , 一 時 は 89 の 小学 校 に 100 HA 
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の 盲 咽 児 が 入学 し た と いら. し か し , 1906 年 7 AK 
垣 知 事 の 退職 , 1908 年 11 月 岡山 盲 貴 院 の 設立 な どの 
関係 も あっ て , 長く 続か な か っ た . 


師範 学校 の 盲 貴 学 級 

1907 (明治 40) 年 4 月 , 文部 省 は 「 師 範 学校 規程 
制定 ノ 要旨 及 施行 上 ノ 注意 事 項 ] を 北海 道 お よび 府県 
に 訓令 し , その な か に 師範 学校 附属 小学 校 は 「 成 シベ 
ク 盲人 ・ 貴 人 又 へ 心身 ノ 発 育 不 完全 ナル 児童 ラ 教育 セ 
ン ガ 為 , 特別 学級 ヲ 設 ヶ , LABRET BR 
ュ ト ラ ヲ 希 望 ス ] と 述べ て いる が , この 種 の 特別 学級 の 
先例 と し て は , 1902 年 宮城 県 師範 学校 附属 小学 校内 
に 付設 され た 貴 生 部 (1906 年 廃止 ) が ある . 1908 年 
徳島 県 師範 学校 附属 小学 校 な ら び に 高知 県 師範 学校 附 
属 小学 校 に それ ぞ れ 盲 貴 部 が 設け られ た が , 高知 で は 
柚 生 だ け を 収容 し た . また この 年 , 上 野 教育 会 附属 訓 
盲 所 が 群馬 県 師範 学校 附属 訓 盲 所 と し て 移管 され て い 
る (1914 年 前 橋 市 立 訓 盲 所 , 1915 年 私 立 前 橋 訓 盲 所 
と な る . 群馬 県 立 盲 学校 の 前 身 ). 1909 年 に は 和歌 山 
県 師範 学校 附属 小学 校 に ぁ 特別 学級 が 設け られ た が , 
COhBERU SMALE. 

1910 年 三重 県 師範 学校 附属 小学 校 に 盲 生 学級 が 付 
設 さ れ た の が 最後 で (1919 年 三重 盲 貴 院 を 設立 ), 文 
部 省 の 要望 は 他 の 師範 学校 に は 受入 れ ら れず , いっ た 
ん 開校 し た 盲 ・ 豊 特別 学級 も 徳島 (1931 Fae 
員 学 校 設 立 に 伴い 魔 止 ), rey RUC HAE EIT DELZEX 1928 
年 まで 継続 ) を 除い て は 相次い で 閉鎖 きれ, Borel 
学校 に 引継 が れる こと と に な っ た だ た. これ は 三重 の 場合 を 
PWC both, 職業 教育 を 施す 関係 か ら 修 業 年 限 は 普 
通 科 2 年, 技芸 科 4 年 で あり , 生徒 の 年 齢 も 学齢 を 超 
過 し た 者 が 多く , 付属 小学 校 に 付設 する に は 運営 面 で 
か な り の 支障 が あっ た た め と 推 宗 され る . 





盲 学校 及 尊 中 学校 令 の 公布 

1911 (明治 44 年 ) 年 8 月 , 内 務 省 は 省令 で 「 披 摩 
術 営業 取締 規則 」 な ら び に 「 鍼 術 灸 術 営業 取締 規則 」 
を 公布 し た が , この 両 規則 は 盲 学 校 の 修業 年 限 , 学科 
内 容 な ど に 重要 な 関係 を も ち , HAS SR OM, 
寄与 し た . 特に 数 多い 私 立 盲 学校 に お いて は , CO 
規則 に よっ て 府県 の 指定 学校 に な る こと は , 学校 の 信 
用 度 を 高め る こと に な る の で , 学科 内 容 や 設備 の 改善 
に 努力 し た . 

当時 の 盲 学校 の 実態 は , 鍼 披 ・ 音 楽 な どの 職業 教育 
を 施す 中 等 程度 の 学校 で ある の に , 依然 と し て 「 小 学 


Ral] の 準用 を 受け る 学校 と し て 扱わ れ て いた . し か 
も , 小学 校 程度 の 普通 科 (5 年 制 が 多い . 一 部 の 学校 
は 尋常 科 6 年 制 , 高等 科 2 年 制 ) と 本 来 は 中 侍 教 育 で 
ある べき 技芸 科 (BEE 4 年 制 , 音曲 科 4 て 5 年 制 ) 
と の 兼 修 を 認め る な ど , 変則 的 な 制度 で あっ た か ら , 
独立 し た 教育 令 の 制定 を 要望 する 声 が 次 第 に 高まっ 
> 

1923 (大 正 12) 年 8 月 に 公布 され た 「 盲 学校 及 陽 中 
RY | は 法 的 に 盲 学校 の 地位 を 確立 し た も の で , 初 
等 部 (6 年 制 , 従前 の 普通 科 ) は 小学 校 , 中 等 部 (4 
年 制 , 従前 の 技芸 科 ) は 中 等 学校 と 同格 と な り , 公立 
盲 学校 の 教職 員 の 待遇 な ども 改善 され た . LAL, 関 
係 者 が 熱 紀 し て や まな か っ た 初等 部 の 就学 義務 制 は 見 
送ら れ た の で , 「 小 学校 令 」 の 心身 に 障害 の ある 場合 
ORFS, 免除 の 規定 に よっ て , 不 就学 の 育児 童 が 
な お 少な く な か っ た が , その 解決 は 1948 (昭和 23) 
年 4 月 の 就学 義務 制 の 実施 に 待た な けれ ば な ら な か っ 
Aone 


私 立 盲 嘩 学校 の 府県 移管 
[Soe he eI AR] yh 1924 年 4 月 か ら 施行 さ 


HRS, この と き 財 存 の 府県 立 盲 学校 と し て は 秋田 県 


立 , 宮城 県 立 , 和歌 山県 立 , 大 分 県 立 , 広島 県 立 , 石 
川 県 立 , 島根 県 立 の 各 盲 路 学 校 と 新潟 県 立新 潟 盲 学校 
の 8 県 8 校 (ほか に 新潟 県 立 長岡 細 喧 学校 ) に 過ぎ な 
か っ た . この 教育 令 で 北海 道 お よび 府県 に 盲 学校 お よ 
び 翼 喧 学 校 の 設置 義務 が 課せ られ た 結果 , 年 を 追っ て 
私 立 盲 学校 (また は 家 咽 学校 ) が 府県 に 移管 され て い 
っ た (京都 , 愛知 , 長野 の 3 府県 は 市 立 校 を 移管 , 北 
海道 は 新設 ) . し か し , 当分 の 間 , 設置 義務 の 獲 也 な ら 
びに 私 立 校 を 府県 立 に 代用 する こと を 認め る 経過 措置 
が 採ら れ た の で , 財政 事情 の 徐 迫 を 理由 に , FEEL 
を 図る 府県 も 少な く な く , 「 学 校 教育 法 」 の 制定 に よ 
っ て この 教育 令 が 廃止 され た 1947 年 まで , 東京 都 は 
まだ 盲 学校 の 設置 義務 を 履行 し て いな か っ た (RMS 
校 で は 北海 道 ) . 


盲 咽 学 校 の 組織 分 離 

わが 国 に お ける 盲 学校 の 発 達 の 過程 を みる と , ① 創 
立 当初 か ら 単独 の 盲 学校 と し て 一 貫 し て 維持 され て き 
た ゃ も の, OBER CH CHES Chall) の 組織 を 
分 離し て 独立 し た も の , ③ 盲 学校 と し て 創設 され , 中 
途 で 盲 貴 学校 と な り (AMAR CID, BRE 
柚 咽 学校 を 併設 し た も の を 含む ) , ふた た び 分 離し て 
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盲 学 校 に な っ た も の に 大 別 さ れる . wh HME 
し て の 歴史 を も つ 盲 学校 の 多い こと は , Ae Me bic 
創設 当初 か ら 男 女 共学 制 や 複式 学級 制 を 採る ほど 生徒 
_ 数 が 少な か っ た と と な ど , 主として 経済 的 な 理由 に 基 
づい て いる . し か し , 盲 部 と 角 大 部 の 併 置 は , 運営 や 
指導 の 面 で 少な か ら ぬ 不便 や 支障 を 伴っ た の で , As 
朋 分 離 の 必要 性 は 早く か ら 強 調 さ れ て いた が , FMF 
校 で さえ 経営 に 苦心 し て いる 実情 で は , その 組織 を 分 
離し て , それ ぞ れ 完全 に 独立 し た 別個 の 学校 と する こ 

と は 容易 で は な か っ た . 

1910 (明治 43) 年 4 月 , Wa CHI) の 開校 に 
伴い , SoC RE Be vk He Re tO Ste. こ 
れ が 盲 ・ 尊 完全 分 離 の 最初 で ある . 続い て 同年 10 月 
鹿児島 県 で は 私 立 佐土原 盲 大 学校 1900 年 設立 ) % Tie 
喧 学 校 に , 鹿児島 ZAR Se (1903 年 設立 ) es 
校 に 変更 する 協定 が 成立 , 盲 ・ 秀 分 離 が 実現 し た が , 
1921 (大 正 10) 年 佐土原 航 大 学校 (鹿児島 豚 大 学 校 ) 
が 閉鎖 に な っ た の で , 鹿児島 盲 学校 は 簿 嘆 部 を 併 辻 し 
て 鹿児島 育 中 学校 と な り , 再び 併設 校 に 戻っ た . 

1922 年 新潟 県 で は 財団 法人 新潟 盲 陣 学校 お よび 私 
立 長岡 盲 障 学校 を 県 営 に 移管 する に 当たり , HAA 
学校 , 長岡 を 豚 喧 学校 と する こと と で 盲 ・ 径 を 分 離し た 
が , 1928 (昭和 3 ) 年 に は 県 立 長岡 盲 学校 を 新設 し , 
これ を 県 立 長 岡 MAIC 併 置 し た . 市 立 学校 で は 
1923 年 4 月 , 大 阪 市 立 盲 陣 学 校 が 大 阪 市 立 盲 学校 と な 
り (MEARE PTB), 1925 年 4 月 に は 京都 市 立 育 忠 院 
が 京都 市 立 盲 学校 と 改称 され た が ( 簿 中 学校 新設 ), 京 
都 の 場合 は すでに 1913 年 航 嘩 部 校舎 の 新築 に 伴い , 
校 地 ・ 校 舎 の 完全 分 離 を 達成 し て いた . 

「 盲 学校 及 肌 貴 学校 令 | の 施行 後に 県 立 盲 貴 学 校 を 
Be 2 KIC MEL Olt, 1931 年 福岡 県 福岡 盲 学 
校 の 新設 に よっ て 福岡 県 福岡 盲 陣 学 校 が 同 福 岡 組 学校 
と 改称 され た の に 始ま り , 1933 年 愛知 県 盲 咽 学 校 が 
愛知 県 盲 学校 (現在 の 県 立 名 吉屋 盲 学校 ) と な り (ie 
学校 新設 ), 1934 年 に は 広島 県 立 盲 貴 学校 が 広島 県 立 
盲 学 校 と 改称 し た ( 組 貴 学校 新設 ). 同じ 年 , 静岡 県 


立 静 岡 盲 咽 学 校 が 盲 学校 と 朋 貴 学校 に 分 離し た が ( 静 


貴 学 校 新設 ) , 同 校 は すでに 私 立 静 岡 盲 中 学校 時 代 の 
1922 年 に 校舎 の 完全 分 離 を 実現 し , 1924 年 に は 私 立 
静岡 盲 学校 と 私 立 静岡 朋 大 学校 に 組織 を 分 離し て いた 
の を , 1933 年 県 営 移管 の 際 , いっ た ん 盲 中 学校 に 統合 
し た の で ある . その 後 , 1939 年 , 栃木 県 で は 県 立 宇 
都 宮 盲 貴 学 校 の 盲 部 を 県 立 足利 育 学 校 に 合併 する こと 
に よっ て 盲 ・ 遂 を 分 離し た (栃木 県 立 盲 学校 と 改称 ) 





RDS GFR & PU MM Ae, 石川 県 立 盲 学校 と 

石川 県 立 豚 嘩 学校 は と も に 県 営 移管 に 当たっ て , また , 
長崎 県 立 紅 学 校 と 長崎 県 立 朋 喧 学校 は その 前 身 の 私 立 
時 代 に , それ ぞ れ AMEE DO 組織 を 分 離し て いる が 
(いずれ も ゃ 1924 年 ) , 施設 の 分 離 を 行なわ な い 併 設 
校 で あっ た の で , 実質 的 に は これ まで の 盲 陣 学校 と 変 
わら な か っ た . な お , 札幌 盲 学校 と 札幌 静 話 学校 , 私 
WAWB SSB & YI EB, 私 立 浜松 盲 学校 と 
BL VLU RATE BS, 福井 県 立 盲 学校 と 福井 県 立 衣 貴 学 
校 (福井 の 場合 , 私 立 時 代 は と も に 単独 経営 で あっ た 
が , 県 営 移管 後に 併設 に な っ た ) EDA + MD 
で あっ た . 

1890 年 の 「 小 学校 令 」 以来 , 長い 間 用 いら れ て き 
た 法令 上 の 盲 咽 学校 の 名 称 は , 「 盲 学校 及 豚 大 学校 令 」 
の 公布 に よっ て 消滅 し た が , な お , 「 当 分 ノ 内 , BF 
BE SABE b RMA RE 7 EBL b 7 ORIEL A LSE BE 7 EL 
ュ ト ラ 得 」 と し て , BMF Roe Boece te, 
ます 道府県 に 課せ られ た 設置 義務 の 履行 が 盲 ・ 前 分 見 
より も ゃ 急務 で あっ た と と に よ ょ よって, 分離 は 順調 に 進ま 
な か っ た . 194746D [RARE] Cit Blt eeo 
存続 を 認め な か っ た の で , と の と き 存 在 し た 育 貴 学校 
は と りあ え ず 校 名 を 分 離し た の ち , 校 地 ・ 校 舎 の 完 
分 離 を 図っ た が , 現在 も な お , 小 規模 な 盲 学校 の な か 
に は 簿 学 校 と 併 置き され て いる も の が ある ,. 


弱視 学級 の 設置 

盲 学 校 に は 早く か ら 強 度 の 弱視 者 が 在学 し て いた 
が , か れ ら は 半 盲 生 と 呼ば れ , 全盲 者 と ほぼ 同様 な 教 
育 を 施さ れ て いた . BERD ARTIC SS HUA ie + AGE 
の 教育 に 力 を 入れ る よう に な っ た の は , 弱視 者 の 比重 
が 高まっ た 太平 洋 戦 争 後 の こと で ある . 

その た め , 1929 (昭和 4 ) 年 どろ か ら 眼 科 医 師 の あ 
い だ に 絞 視 教育 の 必要 が 唱 道 され 始め , 1932 年 に は 
東京 市 内 (I 旧 市 域 ) の 小学 校 を 対象 に 弱視 児童 調査 が 
行なわ れ た . 同年 , 日 本 眼科 医師 会 は 弱視 児童 教育 機 
関 の 設置 促進 を 決議 し , 1933 年 1 月 東京 市 へ の 建議 
と な っ た が , これ を 受入 れ た 東京 市 で は 同年 12 月 , 
麻布 区 の 南山 尋常 小学 校 に 視力 保護 学級 を 設置 し た . 
KV C 19344645, 中 央 定 人 福祉 協会 主催 の 第 2 
回 全国 失明 防止 会 議 で 弱視 児童 の 調査 を 全国 的 に 実施 
する と と が 決議 され た の で , 同 協会 で は 特別 委員 会 を 
設け て 弱視 児童 の 定義 を 定め , 弱視 児童 調査 要項 を 作 
成 し て 文部 大 臣 に 実施 方 を 建議 し た . その 結果 , 文部 
省 は 同年 10 月 , 全国 小学 校 才 常 科 在学 児童 中 の 弱 視 児 


318 HAOBARORE 





童 調査 を 実施 し た が , 具体 的 な 方 策 は 立て られ な か 
Bey 

1941 年 施行 の 「 国 民 学 校 令 | は 「 身 体 虚弱 , 精神 
薄弱 其 ノ 他 心身 = 異常 ノア ル 児 童 ニ ン テ , 特別 養護 ノ 
必要 アリ ト 認 ムル モノ ノ 為 =, 特 = 学級 叉 へ 学校 ヲ 編 
制 ス シュ トラ 得 」 と 定め , 弱視 学級 を 含む 特別 学級 の 
設置 を 奨励 する こと に な っ た が , 太平 洋 戦 争 の 激化 に 
伴い 実現 は 困難 と な り , その 未 期 に は 疎 開 の た め 南 山 
国民 学校 の 弱視 学級 も 閉鎖 きれ て し まっ た . 


就学 壮 励 費 の 国庫 補助 

文部 省 は 1928 (昭和 3 ) 年 ,「 学齢 児童 就学 奨励 規程 」 
を 制定 し た . この 規程 の 趣旨 は , 国庫 補助 金 50 万 円 
を 道府県 に 交付 し , 道府県 は これ に 相当 額 を 加え て 市 
町 村 に 交付 し , 市 町 村 は さら に これ に 相当 の 支出 金 を 
加え て , 貧困 児童 の 就学 奨励 の た め に 支出 する と いう 
も の で あっ た . この 規程 は 盲 ・ 農 児童 に も 適用 され た 
DB, その 就学 奨 奮 の た め に 支出 する に は 事務 手続 な ど 
が 面倒 で , 支障 が 少な く な か っ た . その た め 1930 年 
に は 道府県 が 国庫 交付 金 の 一 部 を 直接 支出 で きる よう 
に 改正 され た の で , 盲 ・ 豊 児童 に と っ て は か な り 有 利 
に な っ た . さら に 昭和 15 年 度 か ら は , Be BCH 
する 就学 奨励 費 は 一 般 学齢 児童 に 対す る も の か ら 独 立 
し て , 単独 予算 と し て 執行 され る こと に な っ た . し か 
し , この 龍 励 費 は 道府県 が 任意 に 支出 する も の で ある 
た め , 児童 個人 に 対す る 支給 額 に は 地方 差 が あっ た . 
学校 給食 も また 就学 奨励 の 一 方 法 と し て 実施 され た 
LOC, 文部 省 は 1932 年 に 「 学 校 給食 臨時 施設 方 法 」 
を 定め , 盲 学校 お よび 筐 貴 学 校 に も 適用 きれ た . その 
fe, 1940 年 に は 「 学 校 給食 奨 励 規程 」 が 制定 され , 
「 盲 学校 , 筐 陣 学校 初等 部 ノ 児童 = 対 シ テモ 小学 校 児 
童 = 準 ジ 学校 給食 ラ 実 施 ス 」 と , いっ そう 明確 に 規定 
Silie: 


教員 養成 機関 と 教員 の 資格 

盲 咽 学 校 の 教員 の 資格 に つい て は , 1890 (明治 23) 
年 の 「 小 学校 令 」 に 基づき , 翌 年 11 月 文部 省 は 小学 校 孝 
員 と な る 資格 を 有する 者 また は その 他府県 知事 の 免許 
を 得 た 者 と 定め た が , これ は 1900 年 8 月 に 公布 され 
た 「 小 学校 令 施 行 規則 」 に お いて も 変わ りな か っ た . 
その 後 , 盲 貴 学 校 の 増加 に 伴い , 教員 養成 機関 が 必 
要 に な っ た の で , 1903 年 文部 省 は RR BMF RICH 
員 練 習 科 を 設け た . 入学 資格 は 健康 で 品行 方 正 で ある 
こと , 尋常 小学 校 本 科 正 教員 免許 状 を 有する 者 も し く 


は これ と 同等 以上 の 学力 ある 者 , 年 齢 は 男子 は 20 歳 
DLE, 女子 は 18 歳 以 上 で , RRO な い 者 と な っ て い 
た . この 条件 で は , 盲人 や 筐 喧 者 は 教員 に な る こと が 
で き な い の で , RR EMA Zs bOI RAH IL eS be 
を 卒業 し , BORA CHEST 4c CRBOR AI 
は 特に 入学 を 許可 し , 1 科目 も し く は 数 科目 を 履修 さき 
せる と と に し た : PREV Ol) 用 分間 る 大 給 和 9 
卒業 者 に は 2 ヵ年 間 , 盲 貴 の 教育 に 従事 する こと を 義 
務 づ け て いた 、 

1910 年 11 月 , 文部 省 は 「 東 京 盲 学校 及 東京 尋 障 学 
校 規程 」 を 制定 し , 教員 養成 は 師範 科 で 行なう こと に 
し た . 東京 盲 学校 の 師範 科 は 普通 科 と 技芸 科 (音楽 科 
・ 鍼 披 科 ) に 分 か れ , 普通 科 は 修業 年 限 5 カ ヵ月 1 カ ヵ 
年 で , 入学 資格 は 尋常 小学 校 本 科 正 教員 の 免許 状 を 有 
する 者 また は これ と 同等 以上 の 学力 ある 者 と し , 技芸 
笠 の 修業 年 限 は 音楽 科 3 年 , BEE 2 年 で , 入学 資格 
は 音楽 また は 鍼 接 を 兼 修 し た 修業 年 限 5 WEL LOR 
学校 卒業 者 と な っ て いた . これ ら の 師範 科 卒 業者 は , 
需給 関係 か ら 全国 盲 学校 教員 の 一 部 を 満た す に 過ぎ な 
か っ た が , 主流 派 と し て 重き を な し た . 

1923 (大 正 12) 年 8 月 に 公布 され た 「 公 立 私 立 盲 学 


_ 校 及 筐 忠 学校 規程 」 の 第 10 条 に は 


左 ノ 各 号 ノー= 該 当 ス ル 者 へ 盲 学校 ノ 教 員 タ ル ュ ト 
ヲ 得 
一 東京 盲 学校 ノ 師 範 部 甲種 ラ 卒 業 シ タル 者 
二 文部 大 臣 ノ 指定 シタ ル 者 
= 文部 大 臣 ノ 認可 シタ ル 者 
左 ノ 各 号 ノ ー= 該 当 ス ル 者 へ 盲 学校 ノ 初 等 部 ノ 教員 
タル ュ ト ラ 得 
一 東京 育 学 校 ノ 師 範 部 乙種 ラ 卒 業 シ タル 者 
二 文部 大 臣 ノ 認可 シタ ル 者 
と 規定 し て いる が , 文部 大 臣 か ら 交 付 さ れる の は 盲 学 
校 教員 認可 証 (中 等 部 の 授業 を 担当 で きる ) ERIE 
学校 初等 部 教員 認可 証 で あっ て , 普通 学校 の よう な 教 
員 免許 状 で は な か っ た ( 盲 学校 に 勤務 する 限り に お い 
て は 教員 認可 証 が 優先 し た ). さ ら に 第 13 RIC 
特別 ノ 必 要 ア ル 場 合 = 於 テハ 公立 学校 = 在 リ テハ 地 
方 長官 = 於 テ , 私 立 学校 = 在 リ テム 設立 者 = 於 テ 第 
十条 及 第 十 一 条 〔 本 条 は 妖 喧 学校 教員 〕 ノ 資格 ラ 有 
セサル 者 ラ 教 員 ト シテ 採用 スル ュ ト ラ 得 
前 項 = 依 り 採用 シタ ル 教 員 へ 公立 学校 = 在 リ テハ 教 
論 , DIZ SL - PRAE b PKA 2b TFA 
と あり , この 場合 は 公立 学校 で は 教員 嘱託 また は 教授 
嘱託 な どの 職名 で 採用 し た が , 一 定期 間 を 経過 し て 申 
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請 す る と , 第 10 条 の 「 文 部 大 臣 ノ 認可 シン タル 者 」 OF 
文 に よる 内規 で , 中 等 部 勤務 者 は 盲 学 校 教員 認可 証 
を , また 初等 部 勤務 者 は 盲 学校 初等 部 教員 認可 証 を 交 
付 さ れ , 中 等 部 教諭 また は 初等 部 訓 導 に 任用 され た . 
東京 言 学校 で は 1924 年 4 月 か ら 師範 科 を 師範 部 に 
改め た が , その 概要 は 表 1 の 通り で ある . 

表 1 東京 言 学校 師範 部 概要 


種 別 | 科 leer A 学 資格 


甲種] 普 通 科 |1 年 | 小学 校 本 科 正教 員 の 免許 
状 を 有 し , 3 年 以上 教員 
の 経験 ある 者 また は これ 
と 同等 以上 の 者 (40 歳 以 
PD 
音楽 科 第 1 部 | 3 年 | 盲 学校 中 等 部 音楽 科 卒 業 
者 また は これ と 同等 以上 
の 者 (16 歳 以上 , 26 歳 
以下 ) 
1 年 | 小学 校 専 科 正 教員 の 免許 
状 を 有 し , 3 年 以上 教員 
の 経験 ある 者 また は これ 
| と 同等 以上 の 者 (40 LL 














音楽 科 第 2 部 





下 ) 

鍼 投 科 | 3 年 | 盲 学校 中 等 部 鍼 接 科 李 業 
者 また は これ と 同等 以上 
の 者 (16 歳 以上 , 26 x 
DP 

Q fe | 通 科 |1 年 | 尋常 小学 校 本 科 正教 員 の 

免許 状 を 有する 者 また は 

これ と 同等 以上 の 者 (40 

歳 以 下 ) 














文部 省 に お ける 所 管 部 局 の 変遷 

1885 (明治 18) 年 4 月 2 日, dab ( 楽 善 会 経営 ) 
の 文部 省 移管 に 伴い , 同省 で は 学務 2 局 第 4 課 で 訓 
盲 咽 院 に 関す る いっ さい の 事務 を 担当 する こと に な っ 
た が , 同年 12 月 4 日 | 学務 二 局 処 務 概 則 」 の 一 部 を 
改正 し て , 同局 に 訓 盲 院 掛 を 特設 し た . 

その 後 , 1891 年 7 月 27 日 , 勅 令 第 93 号 で 「 文 部 省 
官制 ] が 改訂 され た 際 , 普通 学務 局 の 所 管 の うち 盲 貴 


学校 に 関す る 事項 が 含ま れ , 同年 8 月 16 日 か ら 施行 


され た が , これ は 文部 省 が 盲 喧 教育 を 同省 の 所 管 事務 
と し て 成文 化し た 最初 で ある (前 年 公布 の 「 小 学校 


令 」 に 盲 貴 学 校 に 関す る 条項 が 設け られ た た め ). 同 . 


年 8 月 17 日 , 文部 省 分 課 規程 ] が 制定 され , 普通 
学務 局 第 1 課 は 盲 貴 学 校 の 教科 目 ・ 修 業 年 限 ・ 教 則 ・ 
校則 ・ 教 科 用 図書 ・ 器 具 等 に 関す る 事項 を , 同局 第 2 
課 は 表 学 校 の 設置 ・ 廃 止 ・ 経 済 お よび 設備 等 に 関す 





る 事項 を , また , 同局 第 3 課 は 盲 陣 学校 の 校長 ・ 教 員 
お よび 生徒 に 関す る 事項 を , それ ぞ れ 所 管 事務 の 一 部 
CPA Pe cies た, 

1898 年 11 月 , ARABIC L ATEOERICE YL, 「 文 
部 省 分 課 規 程 ] が 改正 され た の で , 盲 咽 学 校 の 教則 ・ 
校則 ・ 教 員 の 資格 ・ 設 備 お よび 生徒 に 関す る 事項 は 普 
通学 務 局 第 1 課 , 盲 貴 学 校 の 設置 ・ 廃 止 ・ 経 済 ・ 職 員 の 
俸給 お よび 処分 に 関す る 事項 は 同局 第 2 課 の 所 管 に な 
っ た . その 後 , 1900 年 4 月 の 改正 で は , BUF RIC 
する 事務 は すべ て 普通 学務 局 第 1 課 に 統合 され , 1919 
(大 正 8 ) 年 6 月 に は 普通 学務 局 第 4 課 に 移さ れ た . 
1923 年 8 月 に 「 盲 学校 及 放 喧 学校 令 」 が 公布 され 
た 結末 , 文部 省 に お ける 同 令 関係 の 事務 が 増加 し た 
が , 同年 12 月 の 「 文 部 省 分 課 規 程 」 の 改正 で は , 盲 
喧 教 育 に 関す る 事項 は 普通 学務 局 学務 課 の 所 管 に な っ 
た . 1929 (昭和 4 ) 年 7 月 に は 盲 陣 教 育 費 補助 関係 の 
事務 は 同局 庶務 課 に 移さ れ た が , その 他 の 盲 貴教 育 に 
関す る 事項 は 従前 の 通り 同局 学務 課 で 扱わ れ た . 
1942 年 11 月 , 太平 洋 戦争 に 伴 2 行政 事務 簡素 化 の 
た め 「 文 部 省 分 課 規 程 」 の 全文 が 改正 され , 盲 学校 に 
関す る 事項 は 国民 教育 局 青少年 課 の 所 管 に な っ た が , 
衣 陣 学校 費 国庫 補助 は 同局 総務 課 , 盲 学校 教科 用 図書 
の 編集 は 図書 局 第 1 HWE COS Life. 1943 年 11 月 , 
図書 局 の 廃止 に 伴い , 教科 用 図書 の 編集 に 関す る 事項 
は 国民 教育 局 に 移さ れ た . 1945 年 7 月 , 盲 学校 に 関 
する 事項 と 盲 教育 国庫 補助 金 に 関す る 事項 と は 国民 教 
育 局 国民 教育 課 , 盲 学校 の 教科 用 図書 の 編集 に つい て 
は 同局 図書 課 で 扱う こと に 改正 され た が , 終戦 後 の 同 
年 10 月 に は すべ て 学校 教育 局 青少年 課 で 統 輔 する こ 
NAL EY heee 9 Kae 

1947 年 5 月 , 特殊 教育 に 関す る 事項 は 初等 中 等 孝 
育 局 初等 教育 課 で 所管 する こと に な っ た が , 1949 年 
5 月 に は 初等 中 等 教育 局 初等 教育 課 , 同 中 等 教育 課 , 
ARRAS RICH Stic. し た が っ て, 行政 面 で の 
統一 を 欠い た の で , 特殊 教育 振興 の 見 地 か ら そ の 1 元 
化 を 図る た め , 独立 し た 課 の 設置 が 強く 要望 され た 結 
RR, 1952 年 8 月 公布 の | 文部 省 組 織 令 ] で 初等 中 等 
教育 局 に 特殊 教育 室 ( 現 特 殊 教 育 課 ) が 設置 され た . 


盲 教育 内 容 ・ 方 法 等 の 変遷 
教育 内 容 ・ 方 法 等 の 変遷 


長い 伝統 を も つ 当道 が 1871 (明治 4 ) 年 に 廃止 さ 
れ た こと は , 多年 に わた っ て 幕府 の 保護 に な れ て いた 
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盲人 た ち に 一 大 痛 撃 を 与 を た も の で , と これから 盲人 一 
般 の 生活 状態 は 急速 に 悪化 し , その 生業 で あっ た あん 
ま ・ は り ・ き ゅ う は 西洋 医術 に 対抗 で きず , 平 曲 その 
(LOH DRML KOT, 盲 教育 の 開始 期 に お いて は 
職業 教育 の 見 通し は すこ ぶる 困難 で あっ た . 
楽 善 会 経営 の 訓 盲 院 (東京 ) は 1880 年 2 月 に 授業 
を 開始 し た が , 同年 5 月 に 制定 し た 同院 規則 で は その 
第 1 条 に 「 本 院 へ 専 ラ 盲目 ノ 子 弟 ラ ン テ 其 善徳 才 智 ラ 
発達 キン メ , 且 ツ 之 = 工 芸 技術 ラ 授 ケ ヶ , 面 シテ 自立 自 
営 ク 人 タラ シメ ン ュ トラ 要 ス ル 教 場 也 」 と 規定 し て , 
究極 の 目的 が 社会 人 た なら びに 職業 人 を めざし て の 教育 
に ある こと を 明確 に し て いる . し か し , 第 13 条 で は 
[PB AU HP A Hn 7 eB bE, 生徒 
感 格 ノ 適 宜 = 随 テ , 成 ル ベク 他人 ノ カ ラ 仮 ラズ , 単身 
従事 ン 得 ベ キ 手術 工芸 ラ 授 ク タル ラ 要 ス ] と あい まい な 
表現 を し て いる こと は , まだ 職業 教育 に 対す る 定 見 が 
な か っ た と こと を 物語 っ て いる . 

その た め 楽 善 会 の 訓 盲 
院 で は , 規則 を 制定 し た 
5 月 か ら , BEKNA HS 
が 考案 し た 器具 で 盲 生 に 
封筒 製造 を 行なわ ちせ た が 
当時 は これ が 盲人 に 適し 
た 作業 の 1 種 と 考え られ 
Cl yak Senshi 
10 月 に は 楽 善 会 友 の 1 
人 で ある 内 務 省 駅 通 局 長 
前 島 審 の 好意 で , 訓 盲 院 
生徒 が 製作 し た 封筒 3 万 4000 枚 が 同局 へ 納入 され た 
が , 同年 9 月 か ら 12 月 まで の 売上 金 の 合計 は 57 円 88 
Be O/C, 紙 代 そ の 他 諸 雑費 を 引 去 っ た 純益 は 9 円 
54 銭 で あっ た . 翌 1881 年 に は 1 年 間 の 売上 代金 は 32 
円 3 銭 4 厚 で , 純益 8 円 51 銭 7 と いずれ も ゃ 減少 し 
た が , これ は 紙 代 の 値上がり や 需要 の 関係 に よる も 
DC, その 後 は 次 第 に 不振 と な り , 数 年 後に は 中 絶 し 
Fes 

この 間 , 1881 年 10 月 に は 楽 善 会 長山 尾 席 三 が 自費 
を 投じ て 筆 曲 教師 馬場 みせ を 雇い , 訓 盲 院生 徒 に 筆 曲 
を 教授 させ , 翌月 に は 同院 職員 の 拠出 金 で 鍼 医 山本 符 
妙見 を 招き , 盲 生 に 接 摩 導 引 と 鍼 治 を 学習 させ る な ど 
の 試み が あっ た が , つい に 1882 年 2 月 , 鍼 治 と 音曲 
は 正 課 に 加え られ た . COR, 1885 年 11 月, 同院 の 
文部 省 移 管 の 際 , 一 時 鍼 治 の 教授 を 見 合わ せ , あん ま 
だ け を 継続 する こと に な っ た . 官 立 の 訓 盲 咽 院 1887 





年 , RR SMEROKM) の 盲 生 技芸 科 に 鍼 治 が 復活 
し た の は それ か ら 約 1 年 8 ヵ月 後 で , 医科 大 学 (現在 
の 東京 大 学 医学 部 ) で 鍼 治 の 有効 無害 が 証明 され た 結 
果 で ある . 

また , MAMA Babe (1878 年 5 月 開校 ) で は 1880 
年 9 月 , 普通 教科 指導 の か た わら , BACH, 接 鍼 
術 , RAM LO 3 科 を 兼 修 さ せる こと に し , 東京 の 訓 
BCA UCT, 鍼 披 ・ 音 曲 を 職業 科目 と し て 採 入 れ 
た が , 1884 年 10 月 に 学則 を 変更 , 盲 生 普通 科 に 裁縫 
を 加え , 盲 生 専修 科 に 接 鍼 術 , 音曲 の 2 科 を 設け , 盲 
生 科 助 科 工芸 部 に 紙 換 細工 , LO 2 科 を 置い た . 18 
87 年 2 月 , 京都 に 行幸 啓 の 天皇 ・ 皇 后 に 盲 生 手作り の 
茶器 と 短冊 箱 各 1 個 を 献上 し た な どの 記録 か ら , 同院 
の 紙 換 細工 科 の 成績 を 知る こと が で きる . 

盲 教育 の 開創 期 に 東京 ・ 京 都 の 両校 が , Rte THO 
ほか に 封筒 製造 ・ 紙 換 細 工 ・ 衣 工 な どの 指導 を 試み . い 
ずれ ゃ 成功 を 収め られ な か っ た と は いえ を , 盲人 職業 開 
拓 の 第 1 歩 で あっ た こと は 注目 し な けれ ば な ら な い 

洋楽 を 初め て 採 入 れ た の は 1887 年 2 月 の こと で , 
BIL Od Sinbe CSAICHE (C77) 教授 を 試み た 


2, 翌年 3 月 に は バイ オリ ン 練 習 を も 課 し た . し か 


し , 時 期 尚早 で , まず 洋 琴 教授 が 1892 年 3 月 以降 中 
止 さ れ , バイ オリ ン 練 習 も 1896 年 3 月 で 廃止 され た . 
その 後 は 鍼灸 ・ 接 摩 ・ 音 曲 (BSH Skee) SSeS 
校 の 固定 し た 職業 科目 と し て 存続 し , 卒業 者 の 大 部 分 
も この 方 面 に 進出 する こと に な り , 特に 鍼灸 ・ 接 摩 に 
つい て は , 1911 年 8 月 に 内 務 省 令 で 制定 され た 営業 
取締 規則 の 規制 を 受け , いち お う 盲 人 の 職業 問題 は 落 
着 し た よう に みえ た が , CORR, 盲人 は 生ま れ な が 
ら に し て , あん ま 師 と し て , 運命 づけ られ て いる よう な 
弊害 に 陥 っ た こと は , 盲 教育 界 先覚 者 た ちの 忍び が た 
いと と ころ で あっ た . 

すでに 1908 年 4 月 , 第 2 回 全国 盲 大 学 校 教員 会 ( 京 
都 ) に 「 盲 人 の 新 職 業 」 開拓 が 議題 と し て 採択 され , 
意見 の 交換 に と ど ま っ た と は いえ を , 初め て 全国 的 な 共 
通 問 題 と し て 登場 し て いる . 続い て 1915 (大 正 4 ) 年 
7 月 , 第 5 回 全国 盲 喧 教 育 大 会 (東京 ) で も , あふ た た 
び 「 盲 人 の 新 職 業 」 が 議題 に 上 っ た が , その 実現 は 遠 
い 将 来 に 期待 し な けれ ば な ら な か っ た. 

第 1 次 世界 大 戦後 か ら 昭和 初期 に か け て の 欧米 文化 
の 急速 な 国内 普及 は , 必然 的 に 邦楽 の 不振 を きた し , 
地方 の 盲 学校 音楽 科 (邦楽 の みみ ) は 入学 者 が なく な 
り , 廃止 する 学校 が 現われ た . 一 例 を あげ る と , 長崎 
BVM (1898 年 長崎 育 貴 院 と し て 創設 ) は 西日本 最 
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古 の 伝統 を も ち , 創立 以来 , 技芸 科 は 鍼 披 ・ 音 曲 の 2 
科 制 で あっ た が , 1929 (昭和 4 ) 年 同 校 の 県 営 移管 後 
は 中 等 部 音楽 科 へ の 入学 志望 者 は 皆無 と な り , 存続 の 
意義 を 失っ た の で , つい に 1935 年 3 月 に は 学則 か ら 
も 削除 され , 前 後 37 年 に わた る 同 校 邦楽 教授 に 終止 
符 を 打っ た の で ある . この 間 , 1923 年 4 月, Bema 
の 分 離 を 契機 と し て , 大 阪 市 立 言 学校 が 全国 に 率先 し 
て 技芸 部 に 洋楽 科 を 新設 し た こと と は , 校長 宮島 茂 次 郎 
の 卓 見 と いう べき で あっ た が , 当時 は この 企 て を 称 替 
する 者 は 少な か っ た . 

その た め に あん ま ・ は り ・ き ゅ う は 依然 と し て 唯一 
無 二 の 盲 人 職業 に ひと し く , その 振興 が 強調 され る よ 
2 に な っ た が , 晴 眼 の 鍼灸 師 の 業界 進出 と その 活動 は 
めざまし く , 盲人 は この 方 面 で も また 圧迫 を 受け た . 
盲人 の あん ま 専 業 論 は 早く か ら 板 垣 退 助 ら に よっ て 提 
起き され て いた が , 1934 ~ 35 年 ご ろ に は 中 央 盲人 福祉 
協会 を 中 心 に , あん ま 専業 の 立法 化 を めざし て 真剣 な 
論議 と 活発 な 運動 が 繰 返 さ れ た . 


新 職業 問題 の 推移 

1928 (昭和 3 ) 年 7 月 , 第 5 回 麗 国 盲 教育 会 総会 ( 函 
館 ) に 「 盲 人 ノ 新 職業 調査 研究 = 関 スル 具体 的 方 法 ヲ 
定 ム ル ノ 件 」 が 協議 題 と し て 静岡 盲 学校 か ら 提出 きれ 
た が , 翌年 7 月 の 全国 盲 典 喧 教 育 大 会 (奈良 県 吉野 山 ) 
の 際 , 東京 育 学 校長 秋葉 馬 治 は 「 盲 人 新 職 業 に 関す る 
件 」 と 題する 研究 発表 を 行なっ た . まず , 欧米 お よび 
わが 国 に お ける 盲人 の 既成 職業 を 列挙 し た の ち , 新 職 
業 に つい て 「 盲人 観 と 社会 事情 と に より , 容易 に 新 職 
業 を 求む る こと 能 は ず . 我が国 言 人 の 鍼 披 業 は 欧米 に 
於 て も マッ サー ジ を 有する 今日 , 大 い に 発達 せ すし む べ 
きゃ も の と 認 む . 併 し , 時 代 の 趣 勢 に より 新 職業 を 欲す 
る 場合 に は , 大 様 左 の 職業 を 適当 と 認 む 」 と 述べ , ① 
西洋 音楽 者 , ② 楽 器 調律 師 , ③ 盲 学校 普通 科 教 師 , © 
授産 所 の 経営 に よる 手工 業 な ど を あげ て いる . 

次 いで 1935 年 7 月 , 帝国 盲 教育 会 第 7 回 総会 (A 
山 ) に 「 盲 学校 = 於 ケル 職業 教育 振興 = 関 ン , 最 モ 適 


切 有 効 ナル 施設 並 基 実 施 方 法 如何 ] と いう 文部 省 府 問 


が 提示 され た . この と き 各 学校 か ら 寄せ られ た 答申 案 
の うち , 東京 盲 学校 提出 の も の は , 盲人 職業 問題 を 科 
学 的 に 解明 する た め の 職 業 研究 機関 を 設置 する 必要 が 
ある こと を 力説 し て いる . 

1937 年 7 月 , 帝国 盲 教育 会 第 9 回 総会 (高知 ) は 
「 盲 学校 = 於 ケル 全盲 生徒 ノ 職業 指 導 上 , 特 = 留意 ス 
べ キ 事項 如何 」 と いう 文部 省 の 論 間 に 対し て , 既設 の 


鍼 披 ・ 音 楽 両 科 の 改善 振興 な ら び に 全 家 に も 可能 な 他 
の 職業 種目 に つい て 答申 し て いる が , と の 時 代 に いか 
に 職業 分 野 開拓 の 急務 が 痛感 され て いた か は , 各 盲 学 
校 か ら の 答申 案 が 期 せ ず し て と これ を 力説 し て いる の を 
みて る, 想像 に か た く な い . 

この よう な 盛り あがる 機運 も , 不幸 に し て 日 華 事変 
と 太平 洋 戦 争 と に よっ て 中 絶 し , 1944 年 前 後に は , 
政府 の 方 針 で 地方 の 小 規模 な 盲 学校 の 閉鎖 や 都市 部 か 
ら の 疎開 が 行なわ れ , つい に 多く の 戦災 校 を 出し , HK 
業 問題 だ け で な く , 盲 教育 全般 に わた っ て 一 時 空白 に 
近い 状態 に 陥っ た . この 間 , 長期 に わた る 戦争 に よっ 
て 多く の 和 失明 軍人 が 出 た の で , 盲人 職業 分 野 の 開拓 は 
還 事 保護 院 を 中 心 に , 学校 教育 と は 別個 の 立場 か ら 研 
究 論 議 さ れる こと に な っ た . 

戦争 終結 後 の 1947 年 , 日 本 占領 軍 当 局 か ら 突如 と 
LUCHA OFM IEASE LEV BHAT ib 
れ , PAX UT その 危機 は か わし た も の の , それ 以 
後 , 鍼灸 の 科学 的 解明 の 必要 が 一 段 と 痛感 され る と と 
も に , 将来 に お いて 盲人 が この 方 面 だ け に 依存 で きる 
か , 疑問 視 さ れる よう に な っ た こと は , 必然 的 に 職業 
分 野 開拓 問題 が 再燃 する 導火線 と ee cor 


点字 の 採用 と 普及 

言 学校 の 普通 教科 は , 当初 か ら だ いた い に お いて 普 
通学 校 に 準じ , 教科 ・ 教 具 の 面 で 独自 に 考案 され た 点 
字 器 , 盲 人 用 そろ ば ん , 点 字 地 図 な ど を 使用 し て きた . 
特に 点字 を 採用 する まで の 初期 の 段階 で は , 各種 の 盲 
人 用 文字 が 考案 され た が , いずれ も 普通 文字 を その ま 
ま 応 用 し た も の で あり , 文字 を 読む こ と は どう に か で 
Ch < SSS OMA SEEMS 
な か っ た . その た め に 読み 書き と も に 簡便 な 盲人 用 文 
字 の 出現 が 痛感 され て いた が , つい に 1890 (明治 23) 
年 11 月 1 日 , 東京 盲 陣 学 校 で 訓 導 石川 倉 次 翻案 の 日 
本 訓 定点 字 の 採用 を 決定 し た の で , 盲 教育 に 新紀元 を 
画 し た の で ある . 

当時 , 東京 盲 陣 学 校 と 京都 市 立 盲 貴 院 と は 盲 貴 教育 
の 東西 両 本 山 で あっ た か ら , この と き 京 都 で 対抗 的 に 
別個 の 点字 表 を 採用 し て いた な ら ば , その 後 の 盲 教育 
界 は 必ず や 大 き な 混 乱 を ま ぬ か れ な か っ た で あろ う . 
幸い に 盲 教育 が 全国 に 普及 し な いう ち に 点字 が 完成 し 
た と と に 加え , 1891 年 10 月 に は 東京 盲 貴 学 校長 心得 
小西 信 八 と 京都 市 立 盲 喧 院 長 事務 取扱 鳥居 輩 三郎 が 盲 
喧 教 育 の 方 法 に つい て 協議 し , 「 年 々 双方 ミリ 教員 ラ 
派出 シ , 以 テ 東西 SMART? 一 途 = 出 ン ュ ト ラ 
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規約 」(「 創 立 弐 拾 五 年 記念 京都 市 立 盲 院 一 覧 」 ) し 
た の で , 石川 倉 次 翻案 の 訓 盲点 字 が 何ら の 抵抗 な く 普 
ace shes eit py cae 

1893 年 10 月 , MBROLVSAIRSRAReES 
貴 学 校 か ら 点字 器 を 購入 し , これ まで の 凸 字 を や め た 
の を は じ め , その 後に 開設 され た 各 盲 学校 が , いずれ 
も ゎ も 点字 を 採用 し た と と は いう まで も ない . 


点字 教科 書 の 出版 

BADE ARS (現在 で は 単に 日 本 点字 と 称す る ) の 
完成 後 , 盲 教育 界 に と っ て の 重要 懸案 の 一 つ に 教科 書 
の 問題 か あっ た . 生徒 数 が 少な く , 採算 が と れ な い 点 
字 教 科 書 の 出版 は 困難 で , わずか に 鍼 披 科 用 の 医学 書 
が 盲 学校 や 民間 の 小 規模 な 点字 出版 所 で 発行 され る よ 
2 に な っ て か ら ゃ , 所 要 の 時 期 に 点字 教科 書 の 供給 を 
受け られ な いと と が 多かっ た . 1915 (大 正 4 ) 年 7 月 
の 第 5 回 全国 定 貴 教育 大 会 CORR) Cit [ARTUR 
字 図 書 印刷 所 = 国庫 ヨリ 補助 金 ラ 下賜 サレ タキ ュ ト 」 
を 建 護 し て いる . 

普通 科 (大 正 12 年 度 ま で の 普通 科 は 小学 校 程 度 ) の 
教科 書 の 内 容 に つい て は , すでに 1907 (明治 40) 年 5 
A, 第 1 回 日 本 盲 貴 学 校 教員 会 (東京 ) が 開催 され た と 
x, |B AMS 文部 省 ノ 国定 教科 書 = 依 ル 」 と 
決定 し て いた の で , 日 本 盲人 協会 (東京) が 1911 年 か 
ら 点 字 版 国定 教科 書 を 発行 する こと に な っ た . し か 
し , 1915 年 の 第 5 回 全国 盲 隙 教育 大 会 で は , 「 普 通 教 
科 書 へ 一 方 = へ ハ 文字 ラ 教 フ ル 目 的 ラ 以 テ 編 筑 セ ラ レ タ 
ルレ モノ ナレ ドモ , 盲 児 童 ミ ハ 文 字 ヲ 教 フ ル 必 要 ナ ク , 
特 = 初等 教科 書 = 於 テハ 一 層 然 リト ス . 又 教 材 ミ ッ 
キテ モ 盲 児童 ト 普 通 児 童 ト へ 自 ラ 其 種類 ラ 異 = シ , 一 
方 へ 手 ト 耳 ト = 訴 へ , 一 方 へ 眼 = 訴 フル モノ ニシ チ , 
普通 小学 校 ノ 教科 書 ラ 盲 教育 = 使用 シ 能 へ ザル ハ 因 ョ 
り 事 理 明白 ナリ 」 と し て , 「 盲 学校 教科 書 ラ 文部 省 = 
於 テ 編 扶 セ ラテ レタ キュ ト 」 を 建議 する に 至っ た . 

1922 年 に は 帝国 盲 教育 会 に 点字 図書 出版 部 が 設け 
られ , 日 本 盲人 協会 の 点字 教科 書 出版 事業 を 引継 い だ 
が , 翌年 9 月 の 関東 大 震 災 の た め 進 展 を みな か っ た . 
当時 , 関西 で も 教科 書 出版 の 企 て が あり , 1922 年 「 点 
字 大 阪 毎日 」 の 創刊 以後 は , 初等 部 (小学 校 程度 ) の 
点字 版 国 定 教 科 書 は すべ て 大 阪 毎日 新聞 社 (点字 大 阪 
毎日 ) か ら 発行 きれ る こと に な り , 盲 教育 界 に 貢献 し 
fe 

中 等 部 の 普通 科目 や 専門 科目 の 教科 書 は , 東京 , 
mth, 大 阪 な どの 盲 学校 同窓 会 出版 部 や 民間 の 点字 出 








版 所 か ら 発 行 さ れ て いた が , 普通 教科 の も の は 一 般 中 
等 学校 用 の 検定 教科 書 の 点字 版 が 主 で , 専門 科目 は 医 
学 書 の 点字 版 の ほか , 盲 学校 用 と し て 独自 に 編集 きれ 
た も の も あっ た . な おお, 昭和 年 代 に な っ て か ら は , 半 
Be (弱視 者 ) の た め の 中 等 部 用 教科 書 の 発行 も 不 完 
全 な が ら 試 み ら れ て いる . 

や が て , 文部 省 で は 関係 方 面 の 要望 に こたえ , 1B 
学校 初等 部 国語 読本 」 の 編集 を 始め , 1929 (昭和 4 ) 年 
か ら 1934 年 まで に 全 12 巻 を 完成 し , 大 阪 毎日 新聞 社 か 
ら 発行 され た . 続い て 文部 省 編 集 の 「 盲 学校 初等 部 修 
身 書 ] 全 6 巻 も また , 1935 年 か ら 1940 年 まで に 同社 
か ら 発 行 さ れ た が , その 他 の 教科 に は 及ば な か っ た . 


盲 教育 に 関す る 研究 


研究 活動 の 概観 
盲 教育 が 地方 に 普及 する 時 期 に は , 先進 校 で ある 東 
京 二 咽 学校 お よび 京都 市 立 盲 咽 院 が 施設 や 経営 の 面 で 
模 節 に な っ た こと は すでに 述べ た が , 教育 活動 の 分 野 
Ch, 長い 間 , 指導 的 役割 を 果たし て きた . RRB 
学校 訓 導 石 川重 幸 閉 「 盲人 教育 」 (1902 年 ) は わが 国 
最初 の 盲 教育 概説 書 で あり , RAbHIL BE abe DAllaz 25 
周年 を 記念 し て 出版 し た SMA) (1903 年 , 盲 
の 部 は 同 財 教諭 中 村 望 斎 の 執筆 ) が これ に 続く . この 
つの 著書 は , 当時 の わが 国 に お ける 盲 教育 の 水準 を 
示し た も の と し て , 高く 評価 され る . 

HERA OK b> Fe 1905 (明治 38) 年 以降 , 盲 学校 
数 の 急増 に 伴っ て , 全国 的 な 教員 集会 を 開催 し て , 盲 
教育 の 質 的 向上 を 図る 必要 性 が 痛感 され た . そこ で , 
古河 太 四 郎 が 京都 に 盲 喧 院 を 開設 し て か ら 30 年 目 に 
当たる 1907 年 を 期し て , RR BSR) AOE 
唱 に よる 第 1 回 日 本 Bat 学校 教員 会 が 同 校 で 開催 さき 
れ , 各 校 か ら 提案 され た 盲 貴教 育 全 般 に わた る 議題 
(共通 案 , BA, WACK) を 審議 し た . この 会 は 
常設 機関 で は な く 会 議 形式 で あっ た が , 1920 (大 正 
9 ) 年 の 第 7 回 全国 盲 喧 教 育 大 会 (名 吉屋 ) まで 継続 . 
Lik. 当時 , 盲 教育 界 の 指導 者 と し て , 精力 的 に 研究 
活動 を 推進 し た の は 東京 盲 学校 長 町 田 則 文 で ある . 
1911 年 の 第 3 回 全国 盲 貴教 育 大 会 に お ける 要望 に こ た 
える た め , 翌年 5 月 に は か れ の 尽力 に よっ て , SAE 
総合 雑誌 「 内 外 盲 人 教育 」 (年 4 回 ) が 東京 盲 学校 か 
ら 発刊 され た . この 雑誌 は 海外 に お ける 盲 教育 に 関す 
る 文献 の 翻訳 紹介 , 国内 盲 学校 の 概況 報告 を は じ め , 
盲 界 情報 な ど に 多く の ペー ジ を 当て て いる . 3 元老 と 
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5 いわ れる 古河 太 四 郎 ・ 小 
- 西 信 八 ・ 鳥 居 韻 三郎 ら の 
努力 で その 基 艇 が 築 か れ 
* た わが 国 の 盲 教育 界 は , 
以後 , 町 田 則 文 を 中 心 
9 (に, 次 第 に より 深い 研究 
。 活動 を 進め る こと に な っ 
た . 唯一 の 官 立 学校 で あ 
』 り , 教員 養成 機関 で も あ 
a SRR BERL, 研究 の 
分 野 で も その 中 枢 と し て 
重き を 加え た が , 「 内 外 盲 人 教育 」 の 内 容 か ら も BL 
られ る よう に , まだ 本 格 的 な 研究 と みな され る も の は 
少な か っ pes 
1920 年 , 第 7 ASHES MARKS OB als fay 7£ 
TEBAAROBILTRR, 翌年 その 第 1 回 総会 を 開 
x, 活発 な 活動 を 開始 する こと に な っ た . これ に 伴 
い , 「 内 外 盲 人 教育 」 は 第 9 巻 秋 号 (1920 年 ) を も っ 
て 廃刊 され , 1921 年 4 月, 新た に 機関 誌 「 帝 国 盲 孝 
育 」 (年 4 回, のち 3 回 と な る ) を 発刊 , 1928 年 の 第 
7 巻 第 3 号 に 及 ん だ . し か し , その 編集 方 針 は 「 内 外 
BAMA! を 踏襲 し た も の で , 総会 も また 全国 盲 貴教 
育 大 会 と 同様 に 会 議 形式 か ら 脱 度 で き な か っ た た め , 
若手 教員 の 研究 意欲 を 満た すこ と が で き な か っ た . 
研究 体制 の 確立 を 痛感 し た 有志 が 発起 人 と な っ て , 
1925 年 , 別に 日 本 盲 教育 同志 倶楽部 GF, 日 本 盲 孝 
育 会 と 改称 ) を 結成 し , 機関 誌 「 日 本 盲 教育 」 (1925 
IE) SEM LIEN CORNELL TC, 会 議 本 佑 の 
帝国 盲 教 育 会 と 研究 を 主眼 と する 日 本 盲 教育 会 が 併 立 
する こと と に な っ た が , 1928 (昭和 3 ) 年 両者 が 合同 し 
て 帝国 家 教 育 会 ( 新 ) を 結成 し た . 
PREPRBABA, 毎年 1 回 , 総会 と 研究 大 会 
を 同時 に 開催 する 方 式 を と り , RB BAA] も 研 
究 的 性 格 の 強い 「 日 本 盲 教育 」 の 編集 方 針 を 継承 し た 
OC, 研究 活動 は 画 期 的 な 発展 段階 を 迎え た . 間 も な 
く , 全国 盲 学校 長 協 会 が 設立 され , 管理 運営 た な ど に 関 





町 田 則 文 之 像 


する 問題 は , 校長 協会 と 填 教育 会 の 総会 で 取上げ られ 


る よう に な り , 盲 教育 会 の 研究 大 会 は 研究 機関 と し 
て の 性 格 を 確立 し た の で ある . (BAA) は 第 7 巻 第 
1 号 か ら 「 帝 国 育 教 育 」 と 改題 され , 第 13 巻 第 1 号 
(1943 年 ) まで 継続 きれ た が , 日 華 事変 の 影響 な ど 
で , 第 10 巻 (1939 年 ) 以後 は それ まで の 各巻 2 号 か 
ら 1 号 に 発行 回 数 を 減ら し た の で , 研究 活動 の 低調 化 
は 避け られ な か っ た . bo tb, 昭和 10 年 度 か ら 16 


年 度 ま で は 毎年 1 ~ 2 回 の 機関 誌 と は 別に , 研究 大 会 
の 発表 要項 を 収録 し た 「 盲 教育 に 関す る 研究 」( 年 1 回 ) 
を 発行 する こと に よっ て , 研究 の 進歩 に 寄与 し た . 

その 間 , 東京 言 学校 長 秋葉 馬 治 が 中 心 に な っ て , 同 
以 内 に 紅 教 育 研究 会 を 設け , 1929 年 1 Ab [RA 
育 の 友 」 と いう 月 刊 研究 誌 を 発行 し た が , これ は 1932 
年 の 第 4 巻 第 8 号 で 廃刊 に な っ た . 太平 洋 戦 争 末期 か 
ら 就学 義務 制 の 実施 に 至る 期間 は , 各 盲 学校 と ぁ る 疎開 
や 戦災 復旧 な どの 対策 に 追わ れ , 研究 活動 に 特に 見 る 
べき も の は な か っ た . 

上 記 の 雑誌 類 に 掲載 され た も の の ほか , 盲 教育 の 長 
い 歩 み を 通じ て , 概説 的 な も の か ら 個 別 研究 に 至る ま 
で , 多く の 著書 ・ 論 文 が 発表 され , 1937 年 に は 大 河原 
鉱 斉 の 名 著 「 点 字 発 達 更 ] が 刊行 され た . し か し , 現 
在 で は , これ ら 過 去 の 文献 の 入手 や 利用 は きわ め て 困 
難 な 状態 で ある . 特に 中 央 ・ 地 方 と も に , 各種 研究 会 
の 席 上 で 配布 され た 発表 要項 な どの 資料 は ほとん ど 散 
JL, その 全容 を 知る こと は 不可 能 で ある . 研究 に 積 
みみ 重ね が 欠け て いる と いう と と を し ば し ば 指摘 され る 
の も , 盲 教育 界 全体 が これ まで 資料 の 保存 と 活用 に 消 
極 的 で あっ た た めで ある . 


全国 盲 貴教 育 大 会 

1907 (明治 40) 年 5 月 , 全国 教育 家 大 集会 の 機会 を 利 
用 し て , 第 1 回 日 本 盲 貴 学 校 教員 会 が 東京 衣 貴 学校 で 
開催 され た . これ は 全国 的 な 盲 教育 関係 者 集会 の 最初 
CHS. 次 いで 1908 年 4 月, 第 2 回 全国 盲 貴 学 校 孝 
員 会 が 京都 市 立 紳 喧 院 で 開催 され た . 1911 年 7 月 , 東 
京 盲 貴 学 校 に お ける 第 3 回 全国 盲 中 教 育 大 会 で 「 全 国 
盲 貴教 育 会 規則 」 が 制定 され , 隔年 1 回 開催 する こと 
が 確定 し た が , 常設 機関 で は な く , 会 議 の 議長 に は 当 
番 校 の 校長 が 当たり , すべ て の 会 務 は 当番 校 で 処理 す 
Dee ike Wie Bie SOKSR SEERA 
ら 提出 され た 議案 を 審理 し , 関係 当局 へ 建議 し た り , 
育 学 校 問 で 協定 し た り する 形 貴 教育 者 会 議 で , 研究 組 
織 で は な か っ た . 

その 後 , 第 4 回 大 会 は 1913 年 10 月 市 立 大 阪 盲 貴 学 
校 で , 第 5 回 大 会 は 1915 年 7 月 東京 筐 陣 学校 で , 第 
6 回 大 会 は 1917 年 7 月 京都 市 立 盲 咽 院 で , それ ぞ れ 
開催 きれ た が , 1920 年 11 月 名 古屋 市 立 盲 隊 学 校 に お 
ける 第 7 回 大 会 の 盲 部 は 常設 的 な 帝国 盲 教育 会 の 設立 
を 決議 し , 「 帝 国 盲 教育 会 規則 」 を 制定 し た . 
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THe was 

帝国 二 教 育 会 の 第 1 回 総会 は 1921 (大 正 10) 年 7 月 
東京 盲 学校 で 開催 され た . 出席 者 約 150 人 , 会 長 に 東 
京 育 学 校長 町 田 則 文 を 選出 し た . 同 会 は 盲 教育 の 発展 
を 図る こと を 目的 と し , 事 務 所 を 東京 盲 学校 内 に 置き , 
隔年 1 回 総 回 を 開く ほか , 機関 誌 「 芝 国 十 教育 ] を 発 
TTS こと に な っ た . その 後 , 1922 年 4 月 に 臨時 総 
会 (東京 盲 学校 ), 1924 年 5 月 に 第 2 回 総会 (広島 県 
Banh), 1925 年 10 月 に 第 3 回 総会 (大 分 県 立 盲 
mAh), 1926 年 6 月 に 第 4 回 総会 (当番 は 宮城 県 立 
Bm, 会 場 は 宮城 県 師範 学校 ) が 開催 され た が , 
1928 (昭和 3 ) 年 7 月 に 函館 市 公会 堂 (HRS be 
番 ) で 開か れ た 第 5 回 総会 で 日 本 盲 教育 会 と の 合同 を 
決議 し た . 

その 間 , 1922 年 の 臨時 総会 に お いて 「 各 区 研究 会 
規則 ] を 作成 し , 地区 別に 部 会 を 設け , 帝国 盲 教育 会 
〇 〇 部 会 (た と えば 九州 部 会 ) FHACMHLE. これ 
が 現在 の 各地 区 別 盲 教育 研究 会 の 前 身 で ある . 


日 本 盲 教育 会 

帝国 盲 教育 会 の 総会 で は , 当局 へ の 建議 案 の 検討 が 
会 議 の 中 心 と な り , 多く の 時 間 が 費やさ れ た た だ ため , 他 
の 協議 題 や 談話 題 は 十分 に 検討 され な いま ま , 後日 に 
持 越 さ れ が ち で あっ た . これ は 当時 の 盲 教育 界 が , ま 
だ 制度 の 確立 や 経営 に 主力 を 注 が な けれ ば な ら た な い 状 
RICH SRO LeRUCO AY しかし) COR Diep 
国 盲 教育 会 の あり か た を 不満 と し た 兵庫 県 立 盲 学校 長 
事務 取扱 今 関 秀雄 , 私 立岡 山 盲 喧 学 校 教 員 葛 山寺, 新 
BRIS S AS 教諭 高橋 幸三 郎 ら は 1925 年 5 月 , 
京都 市 立 家 学 枝 で 挙行 され た 盲 咽 教 育 50 年 記念 式 を 
機 に , 盲 教育 に 関す る 研究 と 盲人 互助 を 目的 と する 卓 
本 育 教 育 同志 倶楽部 を 結成 , 理事 長 に BUR s 選出 
し , 事務 所 を 理事 長 在任 校 に 置き , 機関 誌 「 日 本 盲 孝 
育 」 を 発行 する こと に な っ た . その 第 1 回 総会 は 同年 
10 月 , 第 3 回 帝国 盲 教育 会 総会 が 大 分 県 立 盲 喧 学 校 
で 開か れ た 機会 を 利用 し て 開催 され た . 

1926 年 8 月, 東京 に お ける 第 2 回 総会 の 際 , 全国 
盲 教育 研究 大 会 を 開催 し , 会 員 の 研究 発表 を 行なっ た 
が , これ は 純粋 な 盲 教育 研究 発表 会 と し て は わが 国 最 
初 の も の で ある . この と き ぎ , 会 の 名 称 を 日 本 盲 教育 会 
と 改め た . 第 3 回 総会 な ら び に 第 2 回 全国 盲 教育 研究 

会 は 1927 (昭和 2 ) 年 8 月 上 旬 に 神戸 市 の 成徳 高等 
女 学 校 で 開催 , 理事 長 に 高橋 幸三 郎 , 新設 の 副 理 事 長 
に 葛 山 菌 を 選出 し た . その 前 後 か ら 教員 数 の 少な い 盲 





教育 界 に 二 つ の 教育 会 が 存在 する こと は 不得 策 で ある 
と の 意見 が 強まり , 帝国 教育 会 と の 合同 が 試み られ た 
Ds, 円 満 に 進行 し な か っ た . し か し , 1928 年 8 月 , 
東京 言 学校 で 開催 され た 第 4 回 総会 な ら び に 研究 大 会 
の 際 , つい に 合同 案 が 可決 され た . 


TH aaa S 

帝国 盲 教育 会 ( 旧 ) CHABABSCOAAMTLO 
て 設立 され た 帝国 定 教 育 会 ( 新 ) は 東京 盲 学校 教諭 川 
本 宇 之 介 を 会 長 に , 新た な 構想 の も ふと に 発足 し た . こ 
れ ま で の 旧 帝 国 盲 教育 会 が 総会 だ け に 終始 し て きた の 
表 2 帝国 家 教 育 会 総会 ・ 研 究 大 会 の 開催 概要 

bl 催 年 次 開催 地 名 称 
1928 (昭和 3) 年 | 東 京 第 1 回 総会 


1929 (昭和 4 ) | 吉野 山 | 4H SBGARKS (A 
本 尊 貴 教育 会 と 連合 主 
fe. ABZ te, 大 

































































| | SonreHHe4a) 
1930( 昭 和 5) 年 | RR 本 | 第 2 回 総会 な ら び に 臨時 
TEKS 
台 北 | @8B2maxRAS (A 
AME HHS LAE 
: ti) 
1931 (昭和 6) 年 | 7 HS | 383 MIRBREK ATs DON 
; 研究 大 会 
1932( 昭 和 7) 年 | 下 関 第 4 回 総会 な ら び に 了 臨時 
ba | 研究 大 会 
1933 (昭和 8) 年 | 東 OR 第 5 回 臣 時 総会 な ら び に 
研究 大 会 
1934 (昭和 9 ) 年 | 和歌 山 | 第 6 回 総会 な た ならび に 研究 
Ke 
1935 (昭和 10) 年 | 岡 山 第 7 回 総会 な ら び に 研究 
だ 会 
1936 (昭和 11) 年 | 盛 岡 | 第 8 回 総会 た な ら び に 研究 
VOTES 
_1937 (昭和 12) 年 | 高 知 | 第 9 回 総合 なら びに 研究 
大 会 
1938 (昭和 13) 年 | 鹿児島 | 第 10 回 総会 ならび 研 
FRE 
1939 (昭和 14) 年 | 京 都 | 第 11 回 総会 な ら び に 研 
ERE 
1940 (昭和 15) 年 | 前 橋 第 12 回 総会 な ら び に 人 研 
宛 大 会 
1941 (昭和 16) 年 | 金 沢 | 第 13 回 総会 な ら び に 研 
KS (時 局 の 影響 で 開 
催 直 前 に 中 止 ) 
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に 対し , 新 帝 国 盲 教育 会 は 毎年 総会 と 研究 大 会 と を 同 
時 に 開催 し た が , これ は 日 本 盲 教育 会 の 方 式 を 継承 し 
た も の で ある . 当初 は 総会 と 研究 大 会 を 交互 に 開催 す 
る 規定 で あっ た が , 実際 に は 総会 の 年 に は 了 臨時 研究 大 
会 を , 研究 大 会 の 年 に は 臨時 総会 を 併催 し て いた . ま 
た , 旧 和 帝国 盲 教育 会 の 機関 誌 「 帝 国 盲 教育 」 が 総合 雑 
誌 的 な 編集 を 行なっ て きた の に 対し , 新 帝 国 盲 教育 会 
の 機 関 誌 「 盲 教育 ] は あく まで も 研究 雑誌 と し て の 人 性 
格 を も つも の で , CHLAABAHS OMB TAK 
BAA! の 方 針 を 踏襲 し て いる . 

准 国家 教 育 会 の 総会 な ら び に 研究 大 会 の 開催 年 次 お 
よび 開催 地 は 表 2 の 通り で ある が , 1930 年 に は 近畿 地 
区 の 盲 学校 が 近畿 盲 教育 会 (帝国 家 教 育 会 近畿 部 会 と 
し て の 事業 を 合わ せ 行 な う ) を 結成 する な ど , この 時 
期 に は 各地 区 別 の 研究 活動 $ 一 段 と 活発 化し た . な 
お , 会 長 は 川本 宇 之 介 の あと , 東京 盲 学校 長 秋葉 馬 治 
930 年 ), 大 分 県 立 盲 貴 学 校長 森 清 克 (1933 年 ), 東 
京 盲 学校 長 刻 山 昇 (1934 年 ) が 順次 選出 され た . 


日 本 盲 教育 会 

1946 (昭和 22) 年 6 A, 奈良 県 立 盲 貴 学 校 で 開催 さ 
れ た 全国 家 学 校長 会 総会 で , 戦後 の 新 事態 に 即応 する 
た め , 昔 国 盲 教育 会 を 解消 し て , これ に 代 る 新 組 織 と 
し て 日 本 盲 教育 会 を 結成 する こと を 申 合 わせ た が , A 
年 11 A, その 第 1 回 総会 な ら び に 研究 大 会 が 栃木 県 立 
背 学 校 で 開催 され , 会 長 に 片山 昇 (東京 盲 学校 長 ) , 
一 会 長 に 沢田 正 好 ( 栃 木 県 立 宜 学校 長 ), 西 出来 三 (大 
阪 府 立 盲 学校 長 ) を 選出 し , 地区 ご と に 部 会 (近畿 部 
=, 九州 部 会 な ど ) を 設け た が , 実質 的 に は 帝国 盲 教 
育 会 を 改称 し た に 過ぎ な か っ た . 第 2 回 総会 な た ならび に 





研究 大 会 は 1947 年 7 月 下旬 , 石川 県 石川 郡 鈴 来 町 の 白 
山 公民 館 で 開催 され た . 同年 8 月 に は 片山 昇 に 代 っ 
て , 後任 の 東京 盲 学校 長松 野 憲治 が 会 長 に 就任 し た . 
一 方 , 1946 年 2 月 に 結成 され た 全国 盲 学 校 職員 障 
盟 お よび 全国 肛 大 学 校 職員 障 盟 は , 翌年 6 月 日 本 教職 
員 組合 の 結成 に 伴っ て 発展 的 に 解 背 し , 同 組合 に 特殊 
学校 部 が 設け られ た . 当時 は ほとん どの 盲 学校 で , 校 
長 以下 全教 職員 が 組合 に 加入 し て いた た め , 一 体 化す 
る こと に よっ て , 会 費 や 会 合 参加 費 の 2 重 負 担 が 避け 
られ る と と も ゃ も に と , 盲 教育 全般 の 水準 向上 に 寄 号 で きる 
と の 観点 か ら , 日 本 盲 教育 会 の 存廃 が 論議 され る よ 2 
に な っ た . 1948 年 7 月 下旬 , 宮城 県 立 Bh 
ける 第 3 回 総会 な ら び に 研究 大 会 の 際 , 日 本 教職 員 組 
合 特殊 学校 部 盲 学校 部 に 吸収 合併 する 案 が 決議 され , 
結成 以来 , 満 2 ヵ年 で 日 本 盲 教育 会 は 解 背 し た . 


全国 盲 学校 長 協会 
1919 年 文部 省 主催 で 初 の 全国 盲 貴 学 校長 会 議 が 招 
集 さ れ た . その 後 , 東京 盲 学校 長町 田 則 文 の 発起 で , 常 
設 の 全国 証 学 校長 協会 が 組織 され る こと に な り , 1929 
年 1 月 下旬 に 東京 盲 学校 で 発 会 式 な ら び に 第 1 回 総会 
を 開催 し た . 同 会 は 盲 学校 の 施設 経営 の 研究 と 盲 教育 
の 普及 発達 を 図る こと を 目的 と し , 毎年 1 回 定期 総会 
を 開き , 役員 は 会 長 , 副 会 長 各 1 人 , 理事 10 人 (うち 
常務 理事 3 人 ) で , その 任期 は 2 年 で あっ た . 初代 会 
長 に 町 田 則 文 , 副 会 長 に 森 清 克 が 選出 され た が , その 
後 , 会 長 は 東京 盲 学校 長 秋葉 馬 治 , 同 片 山 昇 に 代り , 
1946 年 1 月 全国 盲 学校 長 会 と 改称 , 翌年 に は 松野 憲 
治 (東京 衣 学 校長 ) が 会 長 に 選出 され た . 
(中 江 義 照 ) 


BYR OX F 


BAROR 


BAROBE 

すべ て 人 間 は あら ゆる 生活 を 通じ て , 自分 以外 の す 
べ て の 人 びと や 環境 か ら 常 に 何ら か の 影響 を 受け , 習 
得 が 行 な ち れ て いる . これ ら の 働き も 広い 意味 で は 教 
育 と いえ る か も 知れ な い . し か し , この 教育 的 な 働き 
が 特定 の 目的 を も っ て , 教育 する 者 と 教育 を 受け る 者 
と の 間 に , 意識 的 な 働き と し て 教育 的 に 編成 され て く 


る の は , 文化 が 相当 進歩 し て か ら の こと で ある . そし 
て , その 教育 が 進ん だ 文化 を 習得 し て 新しい 社会 に 適 
応 し , 自ら の 能力 を 完全 に 伸ばし て , 社会 の 進歩 に 頁 
責 す る こと を めざし て 行 な ち れる た め に , や が て 学校 
が 設立 され る の が 普通 で ある . 

盲人 に 対す る 教育 も , その 発展 の 過程 は この 一 般 的 
な 教育 発展 の 過程 と 異な る も の で は な く , 一 般 教 育 に 
な ら っ て , その 形態 が 確立 され た と い うこ と が で き 
る . し た が っ て , その 教育 の めざす と ころ も ゃ も, その 社 
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会 へ の 適応 と 個性 , 能力 の 伸長 に ある こと は 何ら 変わ 
る と ころ が な い . た だ , 視覚 障害 と い 特 殊 性 が ある 
た め , 一 般 社 会 の 文化 を 習得 する うえ に も , EK, 自 
分 の 能力 を 伸ばし て , これ を 社会 生活 の うえ に 発揮 す 
る た め に も , 一 般 晴 眼 者 と は 異な っ た 方 法 と 手段 が 必 
要 で ある . ここ に , 盲 教育 の 特色 が あり , 障害 を 克服 
し て 社会 的 な 自立 と 頁 献 を 達成 する た め に , どの よう 
な 教育 的 な 配慮 と 措置 が 必要 で ある か を , 明らか に す 
る と ころ に 紅 教 育 の 意義 が ある . 


盲人 の 社会 的 適応 

今日 の 社会 は 絶対 的 多数 を 占め る 晴 眼 者 に よっ て 形 
成 さ れ , その 文化 も 視覚 を 縦横 駆使 し て 築 か れ た も 
の で ある . その 中 に あっ て , 視覚 に 障害 を も つ 者 が , 
どの よう に し て その 環境 に 適応 し , 自立 の 実 を あげ て 
いく か と いう こと は , 盲 教育 に 課さ れ た 一 つの 課題 で 
ある . 

も し, 人類 が すべ て 視覚 を も た ぬ も の で あれ ば , 視 
覚 に 訴え る 文字 は 生ま れ な か っ た で あろ 2 うし, 色彩 や 
除 影 に よる 絵画 美術 も 発生 し な か っ た で あろ う . ま 
た , 視野 内 に お ける 事物 の 空間 的 な 認識 も , bo te 
っ た 方法 で 行 な ち われ て いた に 違い な い . 

この よう な 晴 眼 者 の 文化 の 中 で , SATOMI 
知識 技能 を 習得 し , その 社会 に 適応 し , 自立 し て いか 
な けれ ば な ら な いと すれ ば , その 教育 の 基本 は 何 に あ 
る で あろ うか. 晴 眼 者 の 教育 の よう に , その 個人 の 能 
力 を 伸長 する こと が , その まま 社会 に 適応 する と いう 
結果 に は な ら な い . 視覚 の 欠陥 を 聴覚 や 触覚 な ど , 視 
覚 以 外 の 感覚 に よっ て 克服 する た め の 異 常 な 努力 が 必 
要 に な る . その た め に は , 視覚 文字 に 代 る も の と し 
て , 触覚 に よる 点字 の 習得 が 大 き な 意 義 を も つ で あろ 
う し , 聴覚 (こと ば な ど ) を 通じ て 得 た 認識 を 構成 し 
て , 正しい 事物 認識 の 能力 を 養う こと が 必要 で あり , 
また , いち もど 得 た 知識 や 経験 を 常に 整理 し 確実 に し 
て , これ を 新しい 場面 の 理解 に 完全 に 生か し 得る 修練 
な ど は , 晴 眼 者 の それ に 比べ る と , BEDOBAL< 
あう を 必要 と する . 

こう らし た 教育 の 効果 を あげ る た め に は , その 教育 内 
容 や 教育 の 組織 編成 お よび 教育 施設 設備 な ど に は 特別 
な 配慮 を 必要 と する こと は いう まで も な い . 


盲人 の 個性 お よび 特性 の 発揮 
教育 を その 本 質 か ら 考 えれ ば , た だ , 人 間 が 社会 へ 
の 適応 の た め の 営 み に 終わ る も の で は な く , LA, 


その 個性 や 特性 を 完全 に 伸長 し , 発揮 する と ころ に な 
けれ ば な ら た ない. 

物 の 本 質 は 必ず し ゃ 視覚 的 な 色彩 や 形態 に 尽き る も 
の で は な く , その より 深い 本 質 的 な 認識 は , tr LAR 
中 し た 触覚 や 聴覚 な ど に よっ て , 達し 得る 場合 も 少な 
く な い . また , 外 的 環境 か ら の 影響 を 受け な い 透 徹し 
た 内 観 は , その 人 格 的 自覚 の うえ で , より 深い 人 生 開 
眼 に 連なる こと も あり 得る は ず で ある . ER LOBE 
人 の 業績 は これ を 物語 っ て いる . 

COLD, 視覚 障害 を 一 つの 欠陥 と みて , TOR 
陥 を 補う た め の 措 置 を 教育 的 に 考え る ほか に , 視覚 障 
害 を 一 つの 特性 と みて , 集中 され た 視覚 以外 の 感覚 を 
晴 眼 者 以上 に 駆使 し し また , その 内 面 的 な 深化 に よっ 
て , 盲人 の 特性 を 伸長 し 発揮 する こと に よっ て , 社会 
的 な 貢献 を 考え ん る こと を 盲 教育 の 一 つの 意義 と し て と 
ら え な けれ ば な ら た ない . 


その 他 

視覚 の 障害 は , た だ 感覚 器官 の 障害 と し て 事物 の 認 
識 に か か わる だ け の も の で は な く , 人 間 の 心理 や 行動 
が , と も すれ ば 消極 的 に な る な ど , 性 格 や 人 格 形成 の 
> 2IOMERSZACLRBA, 身体 的 に も 精神 的 
に ゃ 人 間 形 成 と し て の 盲 教育 の 意義 を 考え る 必要 が あ 
る . (中 林 左 近 ) 


盲 学校 の 現状 と 視 党 障 害 喝 の 実感 


盲 学校 の 現状 

昭和 46 年 度 の わが 国 に お ける 盲 学校 数 は , 国立 1 
(東京 教育 大 学 教育 学部 付属 盲 学校 ), 都 道 府 県 立 67, 
市 立 3 お よび 私 立 2, 計 73 (ほか に 分 校 2 CHS. 
これ ら の 盲 学校 に お ける 1970 (昭和 45 ) 年 5 月 1 
日 現在 の 就学 者 数 お よび 教職 員数 は 表 1 の 通り で あ 
る . 


視覚 障害 児 の 実態 

文部 省 で は 昭和 42 年 度 に 「 児 童 ・ 生 徒 の 心身 障害 
に 関す る 調査 ] を 実施 し た . 

この 調査 は わが 国 に お ける 義務 教育 該当 年 齢 (6 一 
14 歳 ) の 児童 ・ 生 徒 の 心身 障害 の 実態 を 把握 する と 
と ゃ も に, 教育 上 特別 な 取扱 い を 要する 児童 ・ 生 徒 の 状 
況 を 明らか に し , 特殊 教育 の 振興 策 に 役立て る 基礎 資 
料 を 得る こと を 目的 と し て 実施 し た も の で ある . 
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表 1 (1970 年 5 月 1 日 現在 ) 
幼 児 ・ 児 童 ・ 生 fe 数 教員 数 職 員 数 
区 分 h eS FS 本 務 者 うち 
at | 幼稚 部 | 小学 部 | 中 学部 の ARABS: 兼務 者 | 本 務 者 214 
\ 計 | 本 科 | 専 攻 科 | 別 科 | 総 数 lap a pe 
nV us r. 計 | 人 人 K y K A 人 人 pi 人 2 0 トク k 
4 し 50,796| 1,861| 21,945| 14,784| 12,206| 8,709| 2,053| 1,439) 12,329| 6,381 561 | 6,983| 3,021 
| 計 9,510 83| 2,491| 2,166| 4,770| 2,026| 1,491| 1,253| 2,682| 1,529 236 | 1,948| 1,009 
国 立 248 9 52 33 154 70 83 1 63 49 24 47 14 
eae ys | 小 2+ | 9,191 68| 2,426| 2,117) 4,580! 1,942} 1,399 1,239} 2,596| 1,470 202 | 1,899} 995 
都 道 府 県 立 | 8,668 43| 2,301| 2,025) 4,299} 1,810| 1,316| 1,173| 2,444| 1,383 188 | 1,847| 976 
立 | 市 eet ogi oni gee!’ | oo) 2811 i321 gat al、 152 By el a) 19 
私 We 0 6 13 16 36 14 9 13 23 10 10 2 _ 
文部 省 に お いて は , 約 10 年 前 に この 種 の 調査 を 実 Ek, この 結果 か ら 定 学 校 小 ・ 中 学部 在学 の 学齢 者 


施し , その 結果 を 基礎 に 特殊 教育 に 関す る 諸 施 策 を 進 
め て きた が , その 後に お ける 社会 ・ 経 済 の 発展 や 医学 
の 進歩 など に か ん が みろ, 改め て この 調査 を 実施 し , Je 
童 ・ 生 徒 の 心身 障害 の 状況 を 教育 的 ・ 医 学 的 な 観点 か 
ら 総合 的 に 把握 する こと と し た の で ある . 

この た め , 調査 の 方 法 と し て は , まず 第 1 次 調査 に 
お お いて, すべ て の 公立 小 ・ 中 学校 に お ける 「 心 身 に 障 
害 が か ある か , また は その 疑い の ある 」 児童 ・ 生 徒 の 総 
数 を 地 握 し , 次 に これ を 母 集団 と し て , 第 2 次 調査 の 
抽出 標本 を 設定 し , 医学 的 ・ 教 育 的 に 精密 検査 を 行 な 
い , その 両 次 の 調査 結果 か ら , 公立 小 ・ 中 学校 に お け 
る 児童 ・ 生 徒 の 障害 の 種類 別 , 程度 ・ 類 型 別 人 数 を 推 
atl, 「 教 育 上 特別 な 取扱 い を 要する 」 児童 ・ 生 徒 数 
を 算定 する と いう 方法 を 用 いて いる . 

第 2 次 調査 の 結果 の 5 ち 視覚 障害 に つい て は 表 2 の 
通り で ある . 





























表 2 
障害 の 程度 ae’ 
(| a 2 IK 
0.4 以上 6,763 
0.3 2,347 
小 ョ 9,110 
視 カカ 
0.2~0.1 5/283 
要 0.09~0.04 985 
fH 0.03~0.02 325 
0.01 以 下 91 
ie 小 計 6,684 
(小計 の う も 学齢 の 者 ) (6,632) 
合 計 15,749 


QE) ①「 要 措置 」 と は 「 教 育 上 特別 な 取扱 い を 要する 」 こ と を いう . 
② こ の 集計 に は 過 年 齢 の 在学 者 も 含ま れ て いる . 


を 含め て , 学齢 児童 ・ 生 徒 人 口 に 対す る 「 教 育 上 特別 
な 取扱 い を 要する 」 視覚 障害 童 ・ 生 徒 の 比率 を みる と 









































表 3 の 通り で ある . 
表 3 
区 分 | 視覚 障害 
CA) 22 im Ji m4 ee A 本 14,670,330 人 
人 SN NED Nee ① 普 通学 級 6,370 人 
中 学 校 | ORR 262 
CB = ロト af 6,632 
a=! = 
wm. | @ Be: Mwah + 中 学校 = 
の 時 特殊 学級 在学 者 
Bt | ④ 国 ・ 公 ・ 彼 立 特殊 教育 4,283 
ee 諸 学 校 在 学者 
DH | ⑤ 計 10,915 
Hat © wy wr - ERA 101 
an ⑦ F = 11,016 
(B) ⑦ の 児童 生徒 数 , 199 % 
(A) 学 齢 児童 生徒 人 口 0.08 
な お , この 調査 資料 お よび 学校 保健 統計 な ど を も と 
に 同 45 年 度 に お ける 学 具 児 童 ・ 生 使 の 視力 障害 程度 別 
の 推定 数 は 表 4 の 通り で ある . 
表 4 
視力 障害 児童 ・ 生 徒 推定 数 
視力 障害 程度 
出現 率 内 = 数 
0.04 未 満 0.015% 2,140 人 
0.04 以 上 0.1 未 満 0.016 2,282 
0.1 以 上 0.3 未 満 0.049 6,991 
= 0.08 11,413 
この うち も 4657 ADB FR, 227 人 が か 小 ・ 中 学校 の 


特殊 学級 (弱視 ) に 在学 し て いる . な お , BREF 
者 の うち 約 70 ペー セン ト は 本 来 弱視 教育 を 受け る べ 
き 対象 者 で ある か ら , わが 国 に お ける 盲 教育 の 対象 者 
は きわ め て 少数 に な っ て き て いる . (大 川原 ®) 
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盲 学校 の 教育 課程 


旨 学 校 に お ける 教育 課程 の 全国 的 基準 と し て , 初め 
て 法令 に 規定 され た の は , 「 盲 学校 及 庶 中 学校 令 ] (大 
正 12 年 8 月 28 日, 勅 令 第 375 号 ) に 基づい た 「 公 
VAS SRR SBE] (大 正 12 年 8 月 29 日 , 
文部 省令 第 34 号 ) に 示 され た も の で ある . その 関係 
条文 は 次 の 通り で ある . 

第 5 条 盲 学校 ノ 学科 目 左 ノ 如 シ 

1. 初等 部 修身 , 国語 , 算術 , 歴史 , 地理 , 理科 , 
唱歌 , 手工 及 体操 トス 

2. 中 等 部 ノ 普 通 科 = アリ テハ 修身 , 国語 , 外国 語 , 
数 学 , FES, 地理 , 理科 , 音楽 及 体 操 ト シン 女子 ノ 為 = 
へ ハ 家 事 及 裁縫 ラ 加 フ 

3. 中 等 部 ノ 普 通 科 以 外 ノ 学科 = アリ テハ 修身 , 国 
語 , 体操 及 技 芸 = 関 ス ル 学 科目 トス 

前 項 ノ 学科 目 中 土地 ノ 状 況 ニョ リ 其 ノ 一 科目 又 ^ 数 
科目 ヲ 肝 キ 若 へ 必要 ナル 学科 目 ラ 加 フ ル ュ トラ 得 

第 7 条 盲 学校 及 尊 貴 学 校 ノ 毎週 授業 時 数 へ 初等 部 
SEV TBH) R=, 中 等 部 = アリ テム 学科 ノ 種 
類 = 応 シ 中 学校 , 高等 女 学 校 又 へ 実業 学校 = 準 シラ 
定 ム ベン シン 

この 規定 は 学校 教育 法 (昭和 22 年 3 月 31 日 法律 第 
26 号 ) の 施行 され た 1947 (昭和 22) 年 4 月 1 日 以前 ま 
で 効力 が あっ た . 教科 の 種類 や 授業 時 数 に つい て は , 
小学 校 や 中 等 学校 な ど に 準ずる 建て 前 と な っ て いる 
が , 内 容 な ど に つい て は 別段 示し て いな い . Lad, 
1 な いし 数 科目 を 欠く こと も で き , Ek, 中 等 部 , 普 
通 料 以外 の 普通 教科 は きわ め て 少な く , 人 間 形 成 の う 
え か ら 調和 と 統一 の ある 教育 課程 の ある べき 姿 か ら は 
ほ と 境 いも の と いわ ざる を 得 な い . 事実 南 人 の 職業 と 
し て 伝統 の ある 鍼 投 業 は , 1947 年 まで 徒弟 制度 が 残 
っ て いた ほ と で ある か ら , 盲 学校 中 等 部 鍼 接 科 の 教育 
$ ぁ 技術 中 心 に 片 寄っ て お り , 盲 学校 独自 の 教育 課程 に 
よっ て 学校 教育 が 行なわ れ て いた -. 

これ に ひき か え を 学校 教育 法 に お いて は , 第 71 条 に 
お いて 盲 学校 の 目的 の 一 つ は 小 ・ 中 ・ 高 校 に 準ずる と 
し , さら に 第 73 条 に お いて , (HER て 中略 ) の 小学 
部 お よび 中 学部 の 教科 , 高等 部 の 学科 お よび 教科 また 
は 幼稚 部 の 保育 内 容 は , 小学 校 , 中 学校 , 高等 学校 ま 
た は 幼稚 園 に 準じ て , 監督 庁 が これ を 定め る 」 とし, 
これ を 受け て 学校 教育 法 施行 規則 に は 教育 課程 の 編成 
に つい て , 小 ・ 中 ・ 高 校 の 規定 に 準じ て 定め られ , さ 
ら に 具体 的 事項 に つい て は 盲 学校 学習 指導 要領 に 委任 


LCs 


最初 の 盲 学校 学習 指導 要領 

文部 省 で は 1949 年 か ら 初 め て BERS 習 指導 要領 
作成 の 作業 に と りか か っ た が , つい に その 成 案 を 得る 
こと が か できない で , その 資料 を 財団 法人 青 鳥 会 に むい 
て 印刷 し , 各 学 校 の 参考 に 供する こと に し た . この と 
と は , 当時 盲 学校 の 教育 課程 と いう も の は , 単に 普通 
学校 に 準じ る と いう こと だ け で は 処理 で きず , Ek, 
小 ・ 中 学校 の 教育 課程 と 無関係 な いし は 独自 の 内 容 を 
体 未 づけ る と いう こと に る 問題 が か あり, いま だ 機 熟 せ 
ず と いう こと に な り , 以後 の 研究 に まつ と こと ころ と な っ 
ce 

KV» CHAAD 30 年 度 ゐ ふら ふぁ た だ び 委員 会 を 組織 し て 
研究 し, 1957 (昭和 32) 年 3 月, 文部 事務 次 官 通達 に 
Lot, 「 盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 一 般 編 」 
を 制定 する に 至っ た ( 同 高等 部 編 に つい て は 1960 年 
3A). この 学習 指導 要領 の 特色 は お よそ 次 の 通り で 
ある . 

⑪ 教 育 の 目標 は 小学 校 , 中 学校 に お ける 教育 の 目標 
CHET SR, それ は 盲 児童 ・ 生 徒 の 視力 障害 と の 関連 


- に お いて 理解 され , その 目標 の 達成 に 当たっ て は , 盲 


児童 ・ 生 徒 の 特性 と 発達 に 応じ て 必要 な 方 法 を と る べ 
ee 

(⑫) 盲 児童 ・ 生 徒 は , 視力 障害 の 程度 。 失明 の 時 期 , 
入学 年 齢 , 教育 歴 待 を 異 に し て いる も の が 多い の で , 
教育 課程 の 基準 に 弾力 性 を も た せ , 各 学 校 の 必要 に 応 
CAce. 

(3) 各 教科 こつ いて は , 目標 と 留意 事項 を あげ る に と 
ど め , 教科 の 内 容 な ど に つい て は , 当分 の 間 , 小学 校 
お よび 中 学校 学習 指導 要領 各 教 科 編 の 基準 に 準ずる こ 
ait 
各 教 科 の 目標 に つい て も , それ ぞ れ 小学 校 , 中 学校 
に お ける 各 教 科 の 目標 を あげ , その 達成 を めざす た め 
に は , 盲 学 校 に な いて は 次 の 点 に 留意 すべ き で ある と 
いう 規定 に な っ て お り , 内 容 を 具体 的 に 明文 化し て 規 
定 す る こと を 避け て いる . 


文部 省 告示 と し て の 盲 学校 学習 指導 要領 
昭和 39 年 度 か ら こ れ を 改訂 し , 文部 省 告示 の 形式 
で 制定 し た 「 盲 学校 学習 指導 要領 小学 部 編 」 ( 同 中 学 
部 編 は 同 40 年 度 , 同 高等 部 編 は 同 41 年 度 ) に お いて 
は 次 の よう に 変っ た . | 

1) 教育 の 目標 , 各 教 科 の 目標 , 各 学 年 別 の 目標 , 
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内 容 な ど に つい て , 普通 学校 の も ゃ の を いち お う 参 考 に 

し て は いる が , 盲 学校 独自 の 立場 で 規定 した. 

(⑳ 各 教科 の 目標 , 内 容 な ど は 全盲 者 を 対象 と し た こ 
と . し た が っ て , 小 ・ 中 学校 の それ に 準ずる 面 も 多い 
が , 作成 の 時 点 に お いて 全盲 者 に 不可 能 ま た は 困難 と 
思わ れる 内 容 な ど は すべ て 削除 し た . 

(3 教科 の 種類 , 時 間 数 (高等 部 は 単位 数 ) に つい て 
Vd, は ほ は 普通 学校 に 準じ た . 

この 学習 指導 要領 に 次 いで 制定 され た の が 現行 の 
「 盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 」 で ある . この 学 
習 指導 要領 は 昭和 46 年 3 月 13 日 文部 省 告示 第 77 号 
を も っ て 公示 され , 小学 部 に つい て は 46 年 度 か |, 
中 学部 に つい て は 47 年 度 か ら 実 施 され て いる . この 
改訂 実施 は , 小 ・ 中 学校 に お ける 教育 課程 の 改訂 に 即 
Jol, その 趣旨 を 取入れ る と いう こと も 理由 の 一 つ に 
な っ て いる が , 本 質 的 な 問題 と し て , 従前 の 学習 指導 要 
領 が 全 盲 者 を 対象 と し , それ も 主として 視覚 の 欠損 だ 
け に 着目 し て 構成 され て いる た め , 現在 の 盲 学校 の 実 
FIC 適合 し な いこ と (視力 の 点 か ら み て も 在学 者 の 
70 パー セン ト は 弱 視 で あり , 個々 の 児童 ・ 生 徒 の 能 
力 , 適性 は まち まち で ある ), Ek, か つて 盲人 に は 指 
導 不 可能 また は 困難 と され て いた 内 容 に つい て も , 教 
材 教具 の 開発 , 指導 技術 の 向上 な ど に よっ て 指導 が 容 
易 に な り , 社会 的 要請 か ら み て も , 必要 度 が 高く な っ 
て きた こと と な ど が 大 きか な 理由 で ある . 


現行 盲 学校 学習 指導 要領 

この よう な 問題 点 を 改善 し , 盲 学校 教育 の 刷新 に 資 
する た め に , 現行 の 学習 指導 要領 に は 次 の よう な 特色 
が みみ られ る . 

1)1 人 ひと り の 児童 ・ 生 徒 の 障害 の 種類 , BE, 能 
力 , 適性 に 適合 し た 指導 が で きる よう に し た . 

(@) 各 教科 な どの 目標 , 内 容 に つい て は , 小 ・ 中 学校 
の 基準 に 準ずる こと と し , 具体 的 画 一 的 に 取扱 う の で 
は な く , 児童 ・ 生 徒 の 実態 に 即応 し て 適切 な 指導 を 行 
な うた め に 。, 内 容 取 扱い 上 の 配慮 点 を 具体 的 に 示 し た . 


⑱ 心 身 の 発達 上 の 遅 帯 や 欠陥 を 補い , 調和 的 な 発達 


を 促し て , 社会 に より よく 適応 し 得る 能力 を 養う た め 


各 教 科 , 道徳 , 特別 活動 の ほか に , 教育 課程 の 新 領域 


“UC [ex + dR) を 特設 し た . 

(④ 重 複 障害 者 に 対し て も ゃ も, 適切 な 教育 課程 を 編成 し 
て , 可能 な 限り 能力 の 開発 伸長 が 図 られ る よう に し 
rcs 

また , BYROAA ABD, 小学 部 に つい て は 小学 


校 , 中 学部 に つい て は 中 学校 に お ける それ ぞ れ の 目標 
と 同様 で あり , それ に 加え て 「 視 覚 障害 に 基づく 種々 
の 困難 を 克服 する た め に 必要 な 知識 , 技能 , 態度 お よ 
び 習 慣 を 養う こと 」 と 明記 され た こと と の 意義 は 深い . 


高等 部 の 教育 課程 

宜 学 校 高等 部 の 新教 育 課程 の 実施 は 昭和 48 年 度 か 
ら で あ る が , これ に 備え て , 文部 省 で は 「 盲 学校 高等 
部 学習 指導 要領 」 の 原案 を 作成 中 で ある . その 動向 か 
ら 新 教育 課程 の 特色 を 述べ る と 次 の 通り で ある . 

1) 盲 学校 の 高等 部 は , 視覚 に 障害 を 有する 青少年 に 
対す る 後期 中 待 教育 段階 に お ける 重要 な 教育 機関 と し 
て の 役割 を 果たす た め , 視覚 障害 者 を 可能 な 限り 就学 
させ , 各 生 徒 の 障害 の 種類 , 程度 や 能力 , 適性 , 進路 
な ど に 応じ た 適切 な 教育 が 行なわ れる よう 配慮 する . 

(⑫) 学 科 や 教育 課程 の 類型 の 多様 化 を 図り , 生徒 の 能 
力 , 適性 , 進路 に 応じ し うる よう に し た . すなわち , 普 
通 科 に つい て は , 一 般 高等 学校 の 普通 科 に 準ずる も の 
の ほか , 重複 障害 の 生徒 の 特性 に 応じ し る 教育 課程 が 編 
成 で きる . この 場合 , 精神 薄弱 者 を 教育 する 養護 学校 
高等 部 な どの 教育 課程 の 基準 に よる こと が で きる . 

Ek, 職業 等 専門 教育 を 主 と す る 学科 に つい て は 下 
記 の よう に 改善 する . 

保健 理 療 科 : 本 科 に お いて , あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 
指圧 師 を 養成 する も の で , その 教育 課程 に つい て は , 卒 
業 後 直ちに 業務 に 従事 し よう と する 者 と , 専攻 科 に 進 
AG, さら に あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 の 知識 , 技能 を 
高め る と と も に , は り 師 , き ゅ う 師 の 資格 を 取得 し よう 
と する 者 と を 対象 に 二 通 り が 用 意 で きる よう に する . 

理 療 科 : 専攻 科 に お いて , (LOM, きゅう 師 お よび 
あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 師 を 養成 する も の で , その 
教育 課程 に つい て は , 本 科 の 保健 理 療 科 を 卒業 し た 者 
と , 高等 部 普通 科 ま た は 保健 理 療 科 以外 の 職業 学科 や 
一 般 の 高等 学校 な ど を 卒業 し た 者 を 対象 に し た 二 通 り 
が 用 意 で きる よう に する . 

理学 療法 科 : 専攻 科 に お いて 理学 療法 土 を 養成 する 
も の . - 

音楽 科 : 高等 学校 音楽 科 に 準ずる が , bDAESAR 
業 の 伝統 で ある 邦楽 を 専攻 する た め の 教 育 課 程 も 用 意 
t Bi 

調律 科 : ピア ノ 調 律師 を 養成 する も の . 

家政 科 : 視覚 に 障害 の ある 女 生徒 が , 将来 家庭 生活 
を 合理 的 に 行なう こと と の で きる 知識 , 技能 を 授け る . 

職業 に 関す る その 他 の 学科 : 以上 の ほか 農業 , 工 
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業 , 商業 , 水産 に 関し , 必要 に 応じ て 適当 な 学科 を 設 
けら れる よう に する . 

(3 教科 ・ 科 目 の 目標 , 内 容 , 単位 数 な ど に つ いて 
は , 原則 的 に は 高等 学校 に 準ずる こと . Ek, BFR 
独特 の 教科 ( 理 療 , リ ^ ハ ビリ テー シェ ュ ン , 調律 な ど ) 
に つい て は , 社会 の 進歩 と その 要請 に 即応 し て , その 
合理 化 を 図っ た . その 教科 , 科目 と 単位 数 は 次 の 通り 
で ある . 




















保健 理 療 科 

教 科 Ela A 標準 単位 数 
保 健 理 療 Bk 3~ 4 
基 Be 医 学 10~17 
fe a 6~ 9 

ee) ok ot 理 療 実 習 12~15 
保 健 HB 療 F EB 13~24 
理 療 に 関す る その 他 の 科目 

理 療 科 

教 科 Bt A 標準 時 間 数 
解 ill ee 210~ 280 
生 理 学 165~ 280 
病 ae = 60~ 210 
衛 生 学 60~ 140 
理 療 概 a 60~ 105 

理 療 東 Fe 学 Ba 140~ 165 
Bi Fee he Be Ola 105~ 175 
理 人 Ke" 210~ 280 
理 療 PE 府 210~ 240 
理 療 実 習 700~1,170 
理 療 xz 貴 770~ 845 
理 療 に 関す る その 他 の 科目 

理学 療法 科 

教 科 科 A 標準 時 間 数 
解 Hill Se 195 
生 理 学 120 
運 動 oe 90 
病 ze 学 45 

3 中 Se a 理 。 学 45 

iia ee Ten 学 90 

リ テ ー Bae © oy” CAVE Ee 90 

vy eo KR 神 経 学 ~ 90 
精 神 医 学 30 
運 動 療 法 150 
日 常 生 活 動 fF 60 
He 肢 装 A 105 
検 査 il 定 60 
物 理 療 法 105 
i 床 K a 1,080 
リハ ビリ テー ショ ン に 関す る 
その 他 の 科目 











調律 科 
教 科 科 A 標準 単位 数 

調 律 理 a 3~ 9 
楽 ax 構 造 3~ 9 

E 調 律 == 習 18~30 

MY DI コマ 7~10 
楽 an 修 理 2~ 9 
調律 に 関す る その 他 の 科目 


(④ 心 身 の 発達 上 の 遅滞 や 欠陥 を 補い , 調和 的 な 発達 
を 促し て 社会 に 積極 的 に 参加 し 得る 能力 を 養う た め , 
小 ・ 中 学部 に お ける 「 養 護 ・ 訓 練 ] を さら に 発展 させ 
る こと . また , 中 途 和 失明 者 に 対し て は , 社会 復帰 に 必 
要 な 特別 の 訓練 な ど が 適切 に 行なわ れる よう に する た 
Oil, 教育 課程 の 領域 と し て 高等 部 に お いて も , 

「 養 護 ・ 訓 練 」 を 位置 づけ た こと . 

な お , VERSES FARO MSIL, 別 科 が か な り 
普及 し て いる . 別 科 は 本 来 高等 学校 別 科 に 準じ , 簡易 な 
程度 に お いて 技能 教育 を 行なう も る の で ある が , 実際 に 
は 本 科 教 育 に 机 え られ な い , つま り 本 科 相 応 の 能力 を 
有 し な い 生 徒 や 高 年 齢 の 中 途 失明 者 を 対象 と し て 設け 
られ て いる の で ある . Lael, 上 述 の よう ら に 高等 部 教 
育 の 性 格 が 改め られ , 可能 な 限り 障害 者 を 受入 れ て , 


個々 の 生徒 の 能力 ・ 適 性 ・ 進 路 に 即応 し た 教育 の 実現 


が 図ら ん る こと に な れ ば , これ まで の 別 科 が 果たし て 
いた 役割 も 本 科 に 包括 され , し た が っ て , WHORE 
意義 は 少な く な っ て き て いる の で ある . 正規 の 課程 に 
お いて , その 能力 に 応じ た 教育 の 機会 が 保障 され る こ 
と が 必要 で あり , 近代 学校 制度 の 精神 で も ある . 


盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 
(昭和 46 年 3 月 13 日 文部 省 告示 第 77 号 ) 

第 1 章 総 則 

第 1 教育 目標 

小学 部 お よび 中 学部 に お ける 教育 こつ いて は , 学校 
教育 法 第 71 条 に 定め る 目的 を 実現 する た め に , 児童 お 
よび 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 お よび 能力 ・ 適 性 等 を し 
ゅ うぶ ん 考慮 し て , 次 に 掲げ る 目標 の 達成 に 努め な け 
れ ば な ら な い . 

1. 小学 部 に お いて は , 学校 教育 法 第 18 条 各 号 に 掲 
げ る 教育 目標 . 

2. 中 学部 に お いて は , 学校 教育 法 第 36 条 各 号 に 
掲げ る 教育 目標 . 

3. 小学 部 お よび 中 学部 を 通じ , 視覚 障害 に 基づく 
種々 の 困難 を 克服 する た め に 必要 な 知識 , 技能 , RE 
お よび 習慣 を 状 ろ こと . 
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第 2 教育 課程 一 般 

1. 学校 に お いて は , 法令 お よび この 章 以 下 に 示す 
と ころ に 従い , 児童 また は 生徒 の 視覚 障害 の 状態 お よ 
び 心 身 の 発達 段階 と 特性 な ら び に 地域 や 学校 の 実態 を 
じゅ うぶ ん 考慮 し て , 適切 な 教育 課程 を 編成 する も の 
ES: 

2. 小学 部 に つい て は , 第 2 章 以 下 に 示す 小学 部 の 
国語 , 社会 , 算数 , 理科 , 音楽 , 図画 工作 , 家 疑 お よ 
び 体 育 の 各 教 科 , 道徳 特別 活動 な ら び に 養護 ・ 訓 練 
の 内 容 に 関す る 事項 は , 特に 示す 場合 を 除き , いずれ 
の 学校 に お いて も 取り 扱わ な けれ ば な ら な い . 

3. 中 学部 に つい て は , 第 2 章 以 下 に 示す 中 学部 の 
国語 , 社会 , 数 学 , 理科 , 音楽 , 美術 , 保健 体育 , 技 
術 ・ 家 庭 お よび 外国 語 の 各 教 科 , 道徳 , 特別 活動 な ら 
びに 養護 ・ 訓 練 の 内 容 に 関す る 事項 は , 特に 示す 場合 
を 除き , いずれ の 学校 に お いて も 取り 扱わ な けれ ば な 
ら な い . 

4. 学校 に お いて 特に 必要 が ある 場合 に は , 心身 の 
障害 の 状態 に より 学習 が 困難 な 児童 また は 生徒 に つい 
て , 小学 部 また は 中 学部 の 各 教 科 の 各 学 年 の 目標 お よ 
び 内 容 に 関す る 事項 の 一 部 を 欠き , また は その 全部 も 
し く は 一 部 を 各 教 科 (中 学部 に あっ て は , 中 学部 の 各 
教科 に 相当 する 小学 部 の 各 教 科 を 含む ) の 当該 学年 の 
前 各 学 年 の 目標 お よび 内 容 に 関す る 事項 の 全部 も し く 
eae GN を ん る こと が で きる 。 

5. 視覚 障害 以外 に 他 の 心身 の 障害 を あわ せ 有 する 
児童 また は 生徒 (以下 「 重 複 障害 者 」 と いう ) に つい 
吉朝 愉 ( ら ボ あと ころ に よる こと が で きる. 

1) 各 教科 の 目標 お よび 内 容 に 関す る 事項 の 一 部 を あ 
わせ 有する 障害 の 種類 に 対応 する 二 学 校 小学 部 ・ 中 学 
部 学習 指導 要領 , 養護 学校 (精神 薄弱 教育 ) 小学 部 ・ 
中 学部 学習 指導 要領 , 養護 学校 (肢体 不 自 由 教 育 ) 小 
学部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 また は 養護 学校 (病弱 孝 
育 ) 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 に 示す 各 教 科 の 目標 
お よび 内 容 に 関す る 事項 の 一 部 に よっ て 代え る こと . 

⑳ 重 複 障害 者 の うち , 学習 が 著しく 困難 な 児童 また 


は 生徒 に つい て は , 各 教 科 , 道徳 お よび 特別 活動 の 目 


標 お よび 内 容 に 関す る 事項 の 一 部 を 欠き , HE + AR 
を 主として 指導 を 行なう こと . 

6. 学校 に お いて は , 小学 部 また は 中 学部 の 各 教 科 
(中 学部 に お い て は , 学校 教育 法 施行 規則 第 73 条 の 
8 に 定め る その 他 特 に 必要 な 教科 を 含む . 以下 この 章 
に お いて 同じ ) 道徳 , 特別 活動 お よび 養護 ・ 訓 練 に つ 
いて , 相互 の 関連 を 図り , 全体 と し て 調和 の と れ た 具 


体 的 な 指導 計画 を 作成 し , 発展 的 , 系 統 的 な 指導 を 行 
な も め と する , 

な お , 指導 計画 の 作成 に 当たっ て は , こと の 章 な ら び 
に 第 2 章 以 下 に 示す 小学 部 また は 中 学部 の 各 教 科 道 
徳 , 特別 活動 お よび 養護 ・ 訓 練 の 指導 計画 の 作成 に 関 
する 事項 に じゅ うぶ ん 留意 する も の と する . 

7. 授業 時 数 に つい て は , 次 に 示す と ころ に よる も 
の と する . 

1① 小 学部 また は 中 学部 の 各 学 年 に お ける 総 授業 時 数 
は , 小学 校 ま た は 中 学校 の 各 学 年 に お ける 総 授業 時 数 
に 準ずる も る の と する こと . この 場合 , 各 教 科 , 道徳, 
養護 ・ 訓 練 の 目標 お よび 特別 活動 お よび 内容 を 考慮 
し , それ ぞ れ の 年 間 の 授業 時 数 を 適切 に 定め る こと . 

⑫) 小 学部 また は 中 学部 の 各 学 年 の 養護 ・ 訓 練 に 充て 
る 授業 時 数 は , 年 間 105 を 標準 と する が , 児童 また は 
生徒 の 心身 の 障害 の 状態 に 応じ て 適切 に 定め る こと . 

(3 重複 障害 者 お よび 療養 中 の 児童 また は 生徒 に つい 
て , 特に 必要 が ある 場合 に は , 実情 に 応じ た 授業 時 数 
光電 ゆめ る ② る こ 有 が で きる 

(④ 小 学部 また は 中 学部 の 各 教 科 , 道徳 , 特別 活動 お 
よび 養護 ・ 訓 練 の 授業 は , 年 間 35 週 (小学 部 第 1 学 
VETS Cla, 94 週 月 以 Eleisife So Cfiin OE の に 計 
画す る こと . この 場合 , 児童 また は 生徒 の 視覚 障害 の 
状態 を じゅ うぶ ん 考慮 し , 週 当たり の 授業 時 数 が 負担 
過重 と な ら な いよ うに する こと . 

(5) 小学 部 また は 中 学部 の 各 教 科 , 道徳 , 特別 活動 お 
よび 養護 ・ 訓 練 の それ ENO 授業 時 数 の 1 単位 時 間 
は , 小学 部 に あっ て は 45 分 , 中 学部 に あっ て は 50 分 


- を 標準 と し , 学校 や 児童 また は 生徒 の 実態 に 即 し て 適 


切 に 定め る こと . 

8. 以上 の ほか , 次 の 事項 に つい て 配慮 する も の と 
Be 

(1) 個 々 の 児童 また は 生徒 の 視覚 障害 の 状態 お よび 能 
力 ・ 適 性 等 の 的 確 な 也 握 に 努め , 個人 差 に 即応 し た 指 
導 を 行なう と と ゃ も に, 中 学部 に お いて は , あわ せ て 適 
切な 進路 の 指導 を 行なう よう に する こと . 

⑫ 児 童 ま た は 生徒 の 経験 お よび 興味 や 関心 を 重んじ 
HEN, 自発 的 な 学習 を する よう に 指導 する こと . 
(3 教師 と 児童 生徒 お よび 児童 生徒 相互 の 好ま し い 人 
間 関 係 を 育て , 日 常 生活 の 指導 の 充実 を 図る こと . 
(④ 学 校生 活 全 体 に お ける 言語 環境 を 整え , 児童 また 
は 生徒 の 言語 活動 が 適正 に 行なわ れる よう に 努め る こ 
ey 

5) 教科 書 そ の 他 の 教材 ・ 教 具 を 有効 に 活用 し , 学校 
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図書 館 を 計画 的 に 利用 する ょ よう 指導 する こと . 

な お , 児童 また は 生徒 の 視覚 障害 の 状態 お よび 能力 
・ 適 性 等 に 肥 し た 教材 ・ 教 具 を 創意 く ぁ ふう 5 し, それ ら 
を 活用 し て 指導 の 効果 を 高め る よう に する こと . 

(@) 指 導 の 効率 を 高め る た め , 教師 の 特性 を 生か す と 
と も に , 教師 の 協力 的 な 指導 が な され る よう に く あ ふう 
Teas. 

(7) 個 々 の 児童 また は 生徒 に つい て , 指導 の 成果 を 絶 
え ず 評価 し , 指導 の 改善 に 努め る こと . 

(8) 学 校医 等 と の 連絡 を 密 に し . 児童 また は 生徒 の 心 
身 の 障害 の 状態 に 応じ た 保健 お よび 安全 に じゅ うぶ ん 
留意 する こと . 

9) 家庭 待 と の 連絡 を 密 に し , 指導 の 効果 を あげ る よ 
うに 努め る こと . 

第 3 道徳 教育 

学校 に お ける 道徳 教育 は , 学校 の 教育 活動 全体 を 通 
じ て 行 な うこ と を 基本 と する . し た が っ て , 道徳 の 時 
間 は も ちろ ん , SRE, 特別 活動 お よび 養護 ・ 訓 練 に 
お いて も ゃ も , それ ぞ れ の 特質 に 応ずる 適切 な 指導 を 行 な 
わな けれ ば な ら な い . 

道徳 教育 の 目標 は , 教育 基本 法 お よび 学校 教育 法 に 
定め られ た 教育 の 根本 精神 に 基づく . すなわち , 道徳 
教育 は , 人 間 尊 重 の 精神 を 家庭 , 学校 , その 他社 会 に 
お ける 具体 的 な 生活 の 中 に 生か し , 個性 豊か な 文化 の 
創造 と 民主 的 な 社会 お よび 国家 の 発展 に 努め , 進ん で 
平和 的 な 国際 社会 に 貢献 で きる 日 本 人 を 育成 する た 
め , その 基盤 と し て の 道徳 性 を 養う こ と を 目標 と す 
る . 

第 4 養護 ・ 訓 練 

心身 の 障害 に 基づく 種々 の 困難 を 克服 させ , 社会 に 
より よく 適応 し て いく 資質 を 養う た め , 養護 ・ 訓 練 に 
関す る 指導 は , 養護 ・ 訓 練 の 時 間 は も ちろ ん , 学校 の 
教育 活動 全体 を 通じ て 適切 に 行なう も の と する . 

特に , 養護 ・ 訓 練 の 時 間 に お ける 指導 は , 各 教 科 , 
道徳 お よび 特別 活動 と 密接 な 関連 を 保ち , 個々 の 児童 
また は 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 や 発達 段階 に 即 し て 行 
な うら よう 配慮 し な けれ ば な ら た ない. 

第 5 体育 

健康 で 安全 な 生活 を 営む の に 必要 な 習慣 や 態度 を 養 
い , 心身 の 調和 的 発達 を 図る た め , 体育 に 関す る 指導 
に つい て は , 児童 また は 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 や 発 
達 段 階 に 即 し て , 学校 の 教育 活動 全体 を 通じ て 適切 に 
行なう も の と する . 

特に , 体力 の 向上 に つい て は , 小学 部 の 体育 科 お よ 





び 中 学部 の 保健 体育 科 の 時間 は も ちろ ん , 特別 活動 お 
よび 養護 ・ 訓 練 に お いて も , じゅ うぶ ん 指導 する ょ 5 
配慮 し な けれ ば な ら な い . 

第 2 章 各 教 科 

第 1 節 小 学 部 

第 1 各 教 科 の 目標 な ら び に 各 学年 の 目標 お よび 内 
容 

各 教 科 の 目標 な ら び に 各 学 年 の 目標 お よび 内 容 に つ 
いて は , 小学 校 学習 指導 要領 第 2 章 に 示す も の に 準 ず 
る も の と する . 

第 2 各 教 科 に 関す る 指導 計画 の 作成 と 各 学 年 に わ 
た る 内 容 の 取り 扱い 

各 教 科 に 関す る 指導 計画 の 作成 と 各 学 年 に わた る 内 
容 の 取り 扱い に つい て は , 小学 校 学 習 指導 要領 第 2 章 
に 示す も の に 人 準ずる ほか , 次 に 示す と ころ に よる も の 
と する . 

1. 国語 

1) こ と ば に 関す る 事項 の 指導 に 当たっ て は , で きる 
だ け 具 体 的 な 事物 や 事象 と こと ば を 関連 づけ て , こと 
ば を 正しく 理解 させ る よ 2 配慮 する こと が 必要 で あ 
る . 

(⑳ 普 通 の 文字 の 教科 書 な ど を 用 いて 指導 する こと が 
著しく 困難 また は 不可 能 な 児童 に つい て は , 点字 の 読 
ABXTCBBMSLZCLADECHS. この 場合 , fh 
知覚 や 点字 の 構成 な どの 特性 を じゅ うぶ ん 考慮 し て 指 
導 す る こと が た いせ つ で ある . 

(3 点字 の 指導 に 当たっ て は , 点字 の 表記 法 を 踏ま を 
て , 読む こと , 書く こと に つい て , 系 統 的 か つ 効 果 的 
に 指導 する こと か 必要 で ある . 

(4) 点 字 を 用 いて 学習 する 児童 に 対し て も , BHR 
に 応じ て , 適宜 漢字 ・ 江 語 の 意味 の 理解 を 深め させ た 
り , 部 首 の 理解 や 滞 語 の 構成 に つい て , 適切 に 指導 す 
る よう 配慮 する こと が た いせ つ で ある . 

5) 視覚 を 有する 児童 に 対し て は , 視 知覚 の 特性 を じ 
ゅ うぶ ん 考慮 し て 指導 する こと が 必要 で ある . 

2. 社会 

1) 地域 社会 の し くみ や 働き に 関す る 事項 の 指導 に 当 
た っ て は , 児童 の 既 有 の 経験 と 関連 づけ て 実際 的 , 具 
体 的 な 活動 を 通し て 理解 を 深め させ る よう に する こと 
が 必要 で ある . 

(⑫) 見 学 や 調査 に 当たっ て は , 特に 事前 お よび 事後 の 
指導 に 留意 し , 学習 活動 が 効果 的 に 行なわ れる よう な 
配慮 の も と に 積極 的 に 実施 する こと が 必要 で ある . 

3) 実物, 模型 お よび 視聴 覚 教材 等 を 用 いて 指導 する 
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に と 当たっ て は , その も の の 形 , KFS, 状態 , 働き な 
ど に つい て 理解 させ る と と も に , それ ら を 組み 合わ せ 
て 社会 生活 を 総合 的 に 理解 する と と が で きる よう 配慮 
する こと か が 必要 で ある . 

(④ 地 理 的 内 容 に 関す る 事項 の 指導 に 当たっ て は , い 
ろ い ろ な 材料 に よる 表現 を 通し て , 身近 な 環境 と 地図 
と の 対応 を 明らか に し , 未知 の 環境 に つい て も 地図 に 
よっ て 理解 で きる 能力 の 基礎 を 養 うこ と が 必要 で あ 
a. 

3. 算数 

1) 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 数 量 , 図形 な ど に つい 
て の 経験 を 豊か に し , 概念 や 法則 と 具体 的 事象 と の 関 
連 を 明らか に し て , それ を も と に 数 学 的 な 考え 方 を 深 
め る よう に する こと か が 必要 で ある . 

@ 点 字 を 用 いて 学習 する 児童 の 指導 に 当たっ て は , 
教具 の く あ うな ど に より , 筆算 形式 の 手法 や 手順 を 知 
る こと に よっ て , その よう な 手法 や 手順 を 用 いる 態度 
を 育て る こと が 必要 で ある . 

(3 珠算 や 暗算 の 指導 に 当たっ て は , 計算 の 手段 と し 
て , 日 常 の 生活 に 必要 な 限度 で , CHICBMASZS 
と か が 必要 で ある . 

(4 測定 の 指導 に 当たっ て は , 身 の ま わり の 事物 の 大 
き さ や 重 さ に 対す る 感覚 を 育て , 各種 の 計器 に よる 測 
定 の 技能 と 態度 が 身 に つく よう , 教材 ・ 教 具 を く ぁ ふう 
し , 適切 な 指導 を 行なう こと が 必要 で ある . 

5) 図形 の 指導 に 当たっ て は , か いた り , 作っ た り , 
実験 し た りす る こと に より , 基本 的 な 図形 や , 身 の ま 
わり の 事物 の 位置 関係 を 理解 させ , また 立体 図形 の 指 
導 で は , 展開 図 や 投影 的 な 表現 を 活用 する こと に よっ 
て , 立体 の 構成 お よび 立体 図形 と 平面 図形 の 関係 を 理 
解 さ せる よう に する こと か が 必要 で ある . 

(⑥) 表 や グラ フ の 指導 に 当たっ て は , 教材 ・ 教 具 を く 
SOL, 読む こと と と も に 可能 な 範囲 で か く こ と , 作 
る こと を も ゃ 含め て 指導 し , 理解 を 深め させ る こと か 必 
要 で ある . 

4. 理科 


(1 指導 計画 の 作成 や 内 容 の 指導 に 当たっ て は , まず 


児童 が 進ん で 自然 の 事物 , 現象 を 調べ よう と する 意欲 
を 起こ させ る よう 配慮 する こと か が 必要 で ある . 

(⑫ 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 観察 , 実験 等 の 科学 的 
方 法 を , 導 指 の 過程 に 正しく 位置 づけ る よう 配慮 する 
こと か 必要 で ある . 

また , 観察 の 指導 に 当たっ て は , 保有 する すべ て の 
感覚 を 総合 的 に 活用 し て 情報 の 収集 に 努め ちさ せる よう 


配慮 する こと が 必要 で ある . 

⑧ 光 の 性 質 , 天体 に 関す る 事象 等, 直接 経験 に よる 
理解 が 困 将 な 内 容 に つい て は , 児童 の 発 立 段階 を じゅ 
2 ぶん 考慮 し , 内 容 を 組み 替え を る な ど し て , く あ うさ 
れ た 実験 機器 や 模型 を 活用 し , 児童 の 認識 を 深め る よ 
2 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(④ 野 外観 察 や 実験 の 際 に は , 特に 事故 防止 に つい て 
配慮 し , 危険 予防 の 能力 と 習慣 を 身 に つけ させ る こと 
が 必要 で ある . 

5. 音楽 

1) 低 学年 に お ける 「 基 礎 」 の 指導 に 当たっ て は , 開 
く こ と や 身体 表現 を 通し て , リズ ム ・ 旋 律 ・ 和 声 の 開 
き 取 り , 開き 分 け お よび 表現 の 技能 に 習 吾 さ せる こと 
が 必要 で ある . 

(2) 点 字 楽 譜 の 指導 は , リズ ム ・ 旋 律 ・ 和 声 の 感覚 が 
養 わ れ た 後に , 児童 の 能力 に 応じ て , 個別 的 に 基本 的 
な も の か ら 段 階 を 追っ て 行なう よう 配慮 する と と が 鹿 
SN あい 3 

(⑧ 歌 唱 指導 に 当たっ て は , よい 姿勢 で , 正しい 発声 
や 発音 お よび 声量 の 調節 な ど が で きる よう に する と と 
も に , 美しい 合唱 が で きる よう に する こと か が 必要 で あ 
る . 

(④「 妖 楽 」 の 指導 に 当たっ て は , BAAR FICO 
けさ せ , 小 編成 の 合奏 で の 音色 や 音量 の 調和 館 が で きる 
よう に する と と も に , 即興 演奏 を 通し て 創作 意欲 を 高 
め る よう 配慮 する こと が た いせ つ で ある . 

5) 指導 の 効果 を 高め る た め に , 児童 の 発達 段階 を 踏 
まえ て , 毎日 短 時 間 の 継続 指導 を 行なっ た り , 隣接 の 
学級 や 学年 と 合併 し て 指導 する こと が 望ま し い . 

6. 図画 工作 

(1) 視覚 を 有 し な い 児 童 に 対す る 指導 計画 の 作成 に 当 
た っ て は , 造形 活動 へ の 関心 や 意欲 を 高 め る た め , 
eB), 「 工 作 ] お よび 「 デ ザイ ン ] に 重点 を お き , 
知覚 で きる 材料 を 使っ て , 「 絵 画 ] に 関す る 適切 な 指 
導 が で きる よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(2) 「 鑑 賞 」 の 指導 に 当たっ て は , 彫刻 や 工芸 な どの 
作品 に 直接 手 で 触れ る こと に よっ て , 作品 の よさ , 美 
し さ を 味 わ う こと が で きる よう 配慮 する こと が 特に 必 
要 で ある . 

(3 危険 を と も な うら 用 具 や 機械 を 使用 する 場合 に は , 
安全 の た め の 服 装 を 整え させ , 個々 の 児童 の 視覚 障害 
の 状態 や 能力 な ど に 応じ て , 補助 具 , 安全 装置 等 を く 
あふ らし て 利用 する と と も に , 安全 の た め の 技 能 や 態度 
が 養 わ れる よう 配 慮 する こと が 必要 で ある . 
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7. 家庭 

(1) 「 食 物 」 の 指導 に 当たっ て は , 特に 衛生 に 注意 し 
て , 調理 材料 , 調理 用 具 , 食器 な どの 取り 扱い が で き 
る よう に する こと が 必要 で ある . 

(2)「 家 庭 」 の 指導 に 当たっ て , 家庭 生活 と 趣き を 異 
に する 寄宿 舎 生活 を する 児童 に 対 し て は , 家庭 の 機能 
や 家族 の 一 員 と し て , 家庭 生活 に 協力 し よう と する 角 
度 が 養 わ れる よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(3 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 危険 を 予防 する 能力 , 
態度 お よび 習慣 が 養 わ れる よ 2 う 配慮 する こと が 必要 で 
DD. 

8. 体育 

1 指導 計画 の 作成 に 当たっ て は , 児童 の 視覚 障害 の 
状態 と と も に , 各 運 動 の 特性 , 体力 や 健康 状態 , 運動 
経験 , 男女 の 特性 な ど を 考慮 し て , 各 領 域 の 指導 が か 
た より な く 適 切 に 行なわ れる よう 配慮 する こと が 必要 
で ある . 

(⑫) 運 動 技能 に 関す る 事項 の 指導 に 当たっ て は , 動作 
に 補正 を 加え な が ら 運 動 を 行なわ せ た り , 触覚 に よる 
観察 や 言語 に よる 説明 な ど に よっ て , 運動 の 方 法 を 理 
解 さ せ た り し て , 正確 な 動作 が で きる よう 配慮 する こ 
と が 必要 で ある . 

(3 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 不良 姿勢 や 固 癖 の 予防 
矯正 に 努め る と と も に , 歩行 運動 が 正しく で きる よ 25 
配慮 する こと が 必要 で ある . 

(4 視覚 に 障害 の ある 児童 に 適し た 運動 種目 を く ぁ ふう 
し , また , 各種 の 教具 等 を 活用 し た り , 適切 な 指導 法 
を く ぁ あう する な ど し て 指導 の 効果 を 高め る よう 配慮 す 
る こと か 必要 で ある . 

5) 内容 の 指導 に 当たっ て は , 事故 防止 に つい て じゅ 
2 ぶん 注意 し , 危険 予防 の 態度 と 習慣 が 身 に つく よう 5 
配慮 する こと が 必要 で ある . 特に 保有 する 視覚 の 保存 
に は , 周到 な 配慮 を する こと が た いせ つ で ある . 

第 2 節 中 学 部 

Bl. 各 教 科 の 目標 な ら び に 各 学 年 また は 各 分 野 の 

目標 お よび 内 容 

1. 各 教 科 の 目標 な ら び に 各 学 年 また は 各 分 野 の 目 
標 お よび 内 容 に つい て は , 中 学校 学習 指導 要領 第 2 章 
第 1 節 か ら 第 ORE CIMT も の に 準ずる も の と す 
る . 

2. 地域 や 学校 の 実態 お よび 生徒 の 進路 , 特性 等 に 
LO, 特に 必要 が ある 場合 に は , この 節 第 2 に 掲げ る 
各 教 村 の ほか に , その 他 特 に 必要 な 教科 を 設け る こと 
が で きる . この 場合 に お いて , 中 学校 学習 指導 要領 第 


2 章 第 10 節 か ら 第 14 節 ま で に 掲げる 教科 に 相当 する 
教科 を 設け る と き は , 当該 教科 の AM, 目標 , AR 
等 に つい て , その 学校 の 設置 者 が 中 学 教学 習 指導 要領 
第 2 章 第 10 節 か ら 第 14 節 ま で に 示す も の に 人 準じ て 定 
め る も の と し , その 他 の 教科 を 設け る と き は , 当該 孝 
BOL, 目標 , 内 容 等 に つい て , その 学校 の 設置 者 
が 適切 に 定め る も の と する . 

第 2. 教科 に 関す る 指導 計画 の 作成 と 各 学 年 また は 
各 分 野 に わた る 内 容 の 取り 扱い 

各 教 科 に 関す る 指導 計画 の 作成 と 各 学 年 また は 各 分 
野 に わた る 内 容 の 取り 扱い に つい て は , 中 学校 学習 指 
導 要 領 第 2 章 に 示す も の に 準ずる ほか , 次 に 示す と こ 
ろ に よる も の と する . 

中 == 

(1) 「 開 く こ と, 話す こと 」 の 指導 に 当たっ て は , K 
況 に 応じ て 自主 的 に 適切 な 表現 が で きる よう に する こ 
と が 必要 で ある . 

⑫ 点 字 を 用 いて 学習 する 生徒 に つい て は , MORE 
漢字 ・ 治 語 の 意味 や 構成 に つい て , いっ そう 注意 きせ 
る な ど し て , 文章 の 正しい 理解 や 適切 な 表現 が で きる 
よう に する こと か が 必要 で ある . 

(3 点字 で 文章 を 書く 場合 に は , 書き な お し が 困難 で 
ある こと を 考慮 し て 事前 に よく 構想 を 立て , ある い は 
内 容 を 整理 する こと と な ど に つい て 留意 する た め の 適 切 
な 指導 を 行なう こと が 必要 で ある . 

(4) 「 読 むこ と 」 の 指導 に 当たっ て は , 読書 意欲 を 高 
め , 積極 的 か つ 自 主 的 に 読書 の 範囲 を 広げ た り , 深め 
た りす る こと と が で きる よう 配慮 する こと が 必要 で あ 
る . 

2. 社会 

(1) 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 統計 な ど 各 種 の 資料 を 
で きる だ け 整 え , これ ら を じゅ うぶ ん 活用 で きる よ 2 
(に する と と も に , 見 学 や 調査 を 行ない 実物 や 模型 ・ 視 
聴覚 教材 等 を 積極 的 に 利用 し , 生徒 の 認識 を より 確か 
な も の と する よう 配慮 する こと が か 必要 で ある . 

(2) 見 学 や 調査 に 当たっ て は , 特に 事前 お よび 事後 の 
指導 に 留意 し , 学習 活動 が 効果 的 に 行なわ れる よ 2 配 
慮 する こと が 必要 で ある . 

(3) 「 地 理 的 分 野 」 の 指導 に 当たっ て は , 地図 お よび 
地球 儀 に よっ て 地理 的 環境 を 知る だけ で な く , その 地 
域 と そこ に 住む 人 々 の 生活 と の 関係 を 正しく 理解 させ 
る こと が 特に 必要 で ある . 

3. 数 学 

(1) 内 容 の 指導 に 当たっ て は 数 量 , 図形 な ど に 関す 
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る 概念 や 原理 と , 具体 的 な 事象 と の 関連 を 明らか に し 
て , 理解 を 深め させ る こと が か が 必要 で ある . 特に 図形 に 
つい て は , それ ら の 表象 を 確実 に する こと が た いせ つ 
CHS. 

(2) (BSA) の 指導 に 当たっ て は , 座標 を 媒介 と し て 


数 量 に 関す る こと が ら を 図形 的 に と ら え た り , 図形 に 


関す る こと が ら を 数 量 的 に と ら を えた りす る こと が で き 
る よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(3) 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 直接 に 経験 で き な い こ 
と が ら に つい て も る ゃ , 数 理 的 に 正しく 理解 し , 処理 する 
能力 が 養 わ れる よ 2 う 配 慮 する こと が 必要 で ある . 

(4 点字 を 用 いて 学習 する 生徒 の 指導 に 当たっ て は , 
点字 数 学 記号 を 理解 させ , それ を 用 いる こと , お よび 
適切 な 計算 器 を 活用 する な ど し て 計算 技能 の 習 吾 を 図 
る こと が 必要 で ある . 

4. 理科 

1 背 導 計画 の 作成 や 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 生徒 
が 進ん で 自然 の 事物 , 現象 を 調べ よう と する 意欲 を 起 
こさ せる よう 配 慮 する こと か が 必要 で ある . 

(⑫) 内 容 の 指導 に 当たっ て は , FH, 観察 , 実験 , 分 
類 , 推論 , モデ ル の 形成 , 仮説 の 設定 , 検証 な どの 料 
学 的 方 法 を , 指導 の 過程 に 正しく 位置 づけ る よう 配慮 
する こと か 必要 で ある . 

また , 観察 の 指導 に 当たっ て は , 保有 すす る すべ て の 
感覚 を 総合 的 に 活用 し て , 情報 の 収集 に 努め させ る と 
と も に , それ ら を 取捨 選択 で きる 能力 を 養う 9 こと か 必 
要 で ある . 

(3 化学 反応 に お ける 色 の 変化 , 光 の 性 質 , 天体 に 関 
する 事象 等 , 直接 経験 に よる 理解 が 困難 な 内 容 に つい 
て は , 生徒 の 実態 を じゅ うぶ ん 考慮 し , 内 容 を 組み 替 
える な ど し て , く ぁ うさ れ た 実験 機器 や 適切 な 標本 , 
模型 等 を 活用 し , 生徒 の 認識 を 深め る よう 配慮 する こ 
と が 必要 で ある . 

(3 野外 観察 や 実験 の 際 に は , 特に 事故 防止 に つい て 
配慮 し , 危険 予防 の 能力 と 習慣 を 身 に つけ させ る こと 
が 必要 で ある . 

3 epee 

(1 点字 楽譜 の 指導 は , リズ ム ・ 旋 律 ・ 和 声 の 感覚 が 
Bonkckc, TRIB, (ae), 「 創 作 ] BLO 
Bl の 活動 の 中 で , 有機 的 ・ 総 合 的 に 行なう よ う 配慮 
する こと か 必要 で ある . を 

2)「 歌 唱 ] や 「 器 楽 」 の 指導 に 当たっ て は , 個々 の 
生徒 の 表現 能力 を 高め , 少 人 数 で の 美しい 表現 活動 が 
で きる よう に する と と も に , 隣接 の 学級 や 学年 と 合併 


する な ど し て , 多 人 数 で の 表現 活動 の 機会 を で きる だ 
け 多 くつ くる よう に 努め る こと が た いせ つ で ある . 

(3) 「 創 作 」 の 指導 に 当たっ て は , 生徒 の 創作 意欲 を 
育て る た め に , 個性 的 な 自由 発想 と , それ を 発展 させ 
て , 旋律 に 作り あげ て いく 過程 を 重視 し , さら に その 
作品 の 表現 や 第 賞 の よろ こび を 味わう と と が で きる よ 
2 配慮 する こと が 必要 で ある . 

6. 美術 

1) 視覚 を 有 し な い 生 徒 に 対す る 指導 計画 の 作成 に 当 
た っ て は , 積極 的 に 造形 活動 を する 意欲 を 高め る た 
め , (AW, 「 工 作 ]」 お よび 「 デ ザイ ン 」 重点 を お 
き , 知覚 で きる 材料 を 使っ て , 絵画 表現 や 版画 の 指導 
が で きる よら 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(2) 「 鑑 賞 」 の 指導 に 当たっ て は , 彫刻 や 工芸 な どの 
作品 に 直接 手 で 触れ る こと に よっ て , 作品 の よさ , 美 
し さ を 味 わ う こと が で きる よう 配慮 する こと が 必要 で 
ある . } 

(3 用 具 , 塗料 , 溶剤 な ら び に 加熱 器具 な どの 使用 に 
際 し て は , 危険 予防 の た め に , それ ら の 配置 , 保管 お 
よび 換気 な ど に つい て 配慮 する こと が 必要 で ある . 

7. 保健 体育 

(1) 「 体 育 分 野 」 の 指導 に 当たっ て は , 生徒 の 視覚 障 
害 の 状態 と と も に , 各 運 動 の 特性 , 体力 や 健康 状態, 
運動 経験 , 男女 の 特性 な ど を 考慮 し て , 各 領 域 の 指導 
が か た より な く 適 切 に 行なわ れる よう 配慮 する こと が 
必要 で ある . 

(⑫) 運 動 技 能 に 関す る 事項 の 指導 に 当たっ て は , 動作 
に 補正 を 加え な が ら 運 動 を 行なわ せ た り , 触覚 に よる 
観察 や 言語 に よる 説明 な ど に よっ て , 運動 の 方 法 を 理 
解 さ せ た り し て , 正確 な 動作 が で きる よう 配慮 する こ 
と が 必要 で ある . 

(3 直接 , 経験 し に くい 運動 種目 の 指導 に つい て は , 
模型 や 視聴 覚 教材 な どの 活用 に より , その 大 要 を 理解 
させ る よう に する こと が 必要 で ある . 

(4 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 不良 姿勢 や 固 癖 の 予防 
矯正 に 努め る と と も に , 歩行 運動 が 正しく で きる よ 25 
配慮 する こと が 必要 で ある . 

5) 視覚 に 障害 の ある 生徒 に 適し た 運動 種目 を く ぁ う 
し , また , 各種 の 教具 等 を 活用 し た り , 適切 な 指導 法 
を く あ う する な ど し て , 指導 の 効果 を 高め る よ 2 配慮 
する こと か 必要 で ある . 

(6) 「 体 育 分 野 」 の 指導 に 当たっ て は , 事故 防止 に つ 
いて じゅ うぶ ん 注意 し , 危険 予防 の 態度 と 習慣 が 身 に 
つく よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 特に 保有 する 視 
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覚 の 保存 に は , 周到 な 配慮 を する こと が た いせ つ で あ 
る . 

(7)「 保 健 分 野 ] の 指導 に 当たっ て は , BH, 標本 や 
各種 の 資料 な ど を 活用 し , 指導 の 効果 を 高め る よう 配 
慮 する こと が 必要 で ある . 


8. 技術 ・ 家 庭 
男子 向き 


(1) 「 製 図 ] の 指導 に 当たっ て は , 特に 設計 と 製図 の 
関係 を 理解 させ る こと に 重点 を お く こ と が 必要 で あ 
る . 

(2) 「 金 属 加工 |] の 指導 に 当たっ て は , 薄板 金 の 加工 
に 重点 を お き , 工作 機械 を 使う 軟鋼 棒 の 加工 は , 生 
徒 の 能力 に 応じ て 取り 扱う よう に する こと か 必要 で あ 
る . 

(3) 「 機 械 」 の 指導 に 当たっ て は , 機械 の 構造 ・ 動 き ・ 
働き な ど に つい て 理解 させ る こと 重点 を お く よ う 配 
慮 する こと が 必要 で ある . 

(4 内 容 の 指導 に お いて , 危険 を と も な いや すい 実習 
を 行なう 場合 は , 事故 を 予防 する 態度 や 習慣 が 養 わ れ 
る よ ょ 2 特に 配慮 する こと が 必要 で ある . 

女子 向き 

(1) 「 被 服 」 の 指導 に 当たっ て は , 日 常 生活 の 被服 を 
季節 , 使用 目的 , MR デザ イン な ど に つい て 考え て 
着用 で きる 能力 を 養う こと か が 必要 で ある . 

(2) (REMMI お よび 「 家 庭 電気 」 の 指導 に 当たっ 
て は , 機械 の 機構 と 機械 要素 に つい て 理解 させ る こと 
に 重点 を お いて 取り 扱う よう 配慮 する こと が 必要 で あ 
る . 

(3 内 容 の 指導 に 当たっ て は , ガス ・ 電 気 ・ 火 気 な ど 
(に よっ て 起き る 事故 に 対 し て 適切 な 処置 を と り , 身 
の 安全 を 図る 態度 や 習慣 が 養 わ れる よう 配慮 する こと 
が 必要 で ある . 

9. 外 国 語 

(1) 「 音 声 」 の 指導 に 当たっ て は , 録音 な ど を じゅ う 
ぶん 活用 し て 正しい 音 と 対比 さき させ, それ を 身 に つけ さ 
せる こと か が 必要 で ある . な お , 補助 的 手段 と し て 口 形 
や 舌 の 動か し 方 の 理解 を うな が す た め , 模型 を 用 いる 
な ど 具 体 的 な 方 法 を く ぁ うす る よう 配慮 する こと か 必 
要 で ある . 

(2) 内 容 の 指導 に 当たっ て は . 語 や 文 が 用 いら れる 場 
面 を 実物 , BH, 音 , 動作 お ょ び 文 脈 な た ど に ょ より, 変 
化 に 富ん だ 実感 の 豊か な も の に し , 生き 生き と し た 学 
習 活動 が で きる よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(3 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 断片 的 な 語 の 理解 か ら 


文 を 組み 立て る の で は な く , まとまり の ある 構造 と し 
て 文 を と ら え る よう に する こと が 必要 で ある . 

($④ 点 字 を 用 いて 学習 する 生徒 に 対し , 文字 お よび 符 
号 を 指導 する 場合 は , 現代 標準 と し て 用 いら れ て いる 
英語 点字 に よる も の と する . また , 略字 指導 の 順序 に 
つい て は , 語 全 体 を 表わす も の , 用 法 が 比較 的 容易 な 
も の お よび 使用 頻度 の 高い も の を 優先 する な ど し て 合 
理 的 に 指導 する こと が 必要 で ある . 

な お , 生徒 の 能力 に より 略字 の 習得 に 困難 が ある 場 
合 に は , 指導 の 時 期 を ずら し た り , 読む こと だ け に と 
と ど とめ る な ど , 弾力 的 な 取り 扱い を する こと か 必要 で あ 
る . 

第 3 章 道徳 

小学 部 また は 中 学部 の 道徳 の 目標 , 内 容 お よび 指導 
計画 の 作成 と 内 容 の 取り 扱い に つい て は , 小学 校 学習 
指導 要領 第 3 草 ま た は 中 学校 学習 指導 要領 第 3 章 に 示 
す も の に それ ぞ れ 準ずる ほか , 次 に 示す と ころ に よる © 
も の と する . 

1. 児童 また は 生徒 の 視覚 の 障害 に 基づく 種々 の 困 
難 を 克服 し て , 強く 生き よう と する 意欲 を 高め , 明る 
い 生 活 態 度 を 養う と と も に , 健全 な 人 生 観 の 育成 を 図 
る こと か 必要 で ある . 

2. 各 教 科 , 特別 活動 お よび 養護 ・ 訓 練 と の 関連 を 
客 に し , 経験 の 拡充 を 図り , 広い 視野 に 立っ て 道徳 的 判 
断 や 行動 が で きる よう に 指導 する こと が 必要 で ある . 

第 4 章 特別 活動 

小学 部 また は 中 学部 の 特別 活動 の 目標 , 内 容 お よび 
指導 計画 の 作成 と 内 容 全 体 に わた る 取り 扱い に つい て 
は , 小学 校 学習 指導 要領 第 4 章 ま た は 中 学校 学習 指導 
要領 第 4 章 に 示す も の に それ ぞ れ 人 準ずる ほか , KITA 
す と と ころ に よる も の と する . 

1. 小学 部 に お ける 児童 活動 お よび 中 学部 に お ける 
生徒 活動 に お いて は , 適宜 他 の 学級 や 学年 と 合併 する 
な ど し て , 少 人 数 か らく る 種々 の 制約 を 解消 し , 活発 な 
集団 活動 が 行なわ れる よう に する こと か 必要 で ある . 

2. 児童 また は 生徒 の 経験 を 広め , 社会 性 を 養い , 
好ま し い 人 間 関 係 を る 育て る た め , 小学 校 の 児童 また は 
中 学校 の 生徒 と 活動 を と も に する 機会 を 積極 的 に 設け 
る よう に する と と が 望ま しい. 

第 5 章 養護 ・ 訓 練 

第 1 目標 

児童 また は 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 を 改善 し , また 
は 克服 する た め に 必要 な 知識 , 技能 , BERLIOS 
を 養い , も っ て 心身 の 調和 的 発達 の 基盤 を つ ち か うら . 





第 2 A 
A 心身 の 適応 


1. 健康 状態 の 回 復 お よび 改善 に 関す る こと . 

2. 心身 の 障害 や 環境 に 基づく 心理 的 不適 応 の 改善 
に 関す る こと . 

3. 障害 を 克服 する 意欲 の 向上 に 関す る こと . 

B 感覚 機能 の 向上 

1. 感覚 機能 の 改善 お よび 向上 に 関す る こと . 

2. 感覚 の 補助 的 手段 の 活用 に 関す る こと . 

3. 認知 能力 の 向上 に 関す る こと . 

C 運動 機能 の 向上 

1. 肢体 の 基本 動作 の 習得 お よび 改善 に 関 する こ 


2. 生活 の 基本 動作 の 習得 お よび 改善 に 関す る こ 
3. 作業 の 基本 動作 の 習得 お よび 改善 に 関す る こ 


意思 の 伝達 8 
語 の 受容 技能 の 習得 お よび 改善 に 関す る こ 
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2. 言語 の 形成 能力 の 向上 に 関す る こと . 
語 の 表 出 技能 の 習得 お よび 改善 に 関す る こ 


0 


w 
Dil Dill 
nH 


eis 
第 3 指導 計画 の 作成 と 内 容 の 取扱 い 

1. 指導 計画 の 作成 に 当たっ て は , 次 の 事項 に つい 
て 配慮 する も る の と する . 

(1) 個々 の 児童 また は 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 , 発達 
段階 お よび 経験 の 程度 に 応じ し て, それ ぞ れ に 必要 と す 
る 第 2 の 内 容 の 具体 的 な 事項 を 選定 し , 個別 に その 指 
導 の 方 法 を 適切 に 定め る よう に する こと . 

(QSAR, 道徳 お よび 特別 活動 に お ける 指導 と 密接 
な 関連 を 保つ よう に し , 組織 的 , 計画 的 に 指導 で きる 
OG Oe 

(3 児童 また は 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 に より, 特に 
必要 が ある 場合 に は , 専門 の 医師 お よび その 他 の 専門 
家 と 密接 な 連絡 を と り , 適切 な 指導 が で きる よう に す 
MSC, 

2. 第 2 の 内 容 の 取扱 いこ に当たって は , た と えば 次 
の よう な 項目 を 取上げ る よう に する . 

1) 内 容 の A に つい て は , 

ア 自己 の 障害 の 理解 . 

イ 障害 克服 の 態度 と 習慣 の 形成. 

な お , 内 容 の A の 指導 に 当たっ て は , で きる だ び 実 
際 活 動 を 通じ て 指導 を 行なう よう に する こと . Ek, 
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特に , 上 記 イ の 指導 に 当たっ て は , 自己 の 可能 性 を 見 
い だ す よう な 配慮 を する こと . 

2) 内容 の B に つい て は , 

ア 感覚 補助 具 の 活用 . 
物 の 材質 , FOR, 状態 の 判別 . 
音 の 変化 の 認知 . 
量 の 感覚 的 地 握 . 
事象 の 時 間 的 順序 づけ . 
空間 表象 の 構成 と 空間 認知 

な お , 内 容 の B の 指導 に 当たっ て は , 児童 また は 生 
徒 が 主体 的 態度 で 総合 的 に 判断 で きる 習慣 が 養 わ れる 
よう に 努め る こと . | 

また , 内 容 の C に お いて 取扱 う 項 目 の う ち , 「 協 応 
動作 の 向上 」 と 一 体 化し た 指導 を 行なう よう に する と 
om 

(3 内 容 の C に つい て は , 

7 協 応 動作 の 向上 . 

イ 姿勢 の 矯正 . 

ウ 歩行 能力 の 向上 . 
基本 的 生活 行動 様式 の 習得 お よび 向上 . 

オォ 作業 に お ける 妨 級 性 と 敏 擁 性 . 

な お , 内 容 の C の 指導 に 当たり , 特に 上 記 イ , ウ , 
エ お よび オ の 項目 に つい て は , 児童 また は 生徒 が 行動 
の 目的 お よび 手順 を 明確 に 意識 し , つね に 感覚 的 制御 
ACOSO eT See 

(4 内容 の D に つい て は , 

ア 発声 , 発音 の 調整 と 場 に 応じ た 表現 法 の 改善 . 

イ 点字 や 普通 の 文字 学習 の 基礎 能力 の 向上 . 

ウ こと ば と 事物 や 状態 と の 対応 . 

= タイ プラ イ テ ィ ング 技能 の 習得 . 

な お , 内 容 の D の 指導 に 当たっ て は , いろ いろ な 場 
に 応じ て , 適切 な 意思 の 交流 が で きる よう , 基礎 技能 
OBARMSTE. 

3. 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 自然 な 形 に 設定 され 
た 状況 の 中 で , 意欲 的 な 活動 を 促す よう に する こと . 
この 場合 , 指導 が 無 意 味 な 機械 的 反復 に 陥 ら な いよ 
>, 特に 配慮 する こと が 必要 で ある . 

4. 内 容 の 指導 に 当たっ て は , つね に その 効果 を 確 
め な が か が ら , 発達 の 状態 に 即 し て , 内 容 を 相互 に 関連 づ 
け , 段階 的 に 行なう よう に する こと か 必要 で ある . 

5. 養護 ・ 訓 練 の 時 間 の 指導 は , 専門 的 な 知識 , 技 
能 を 有する 教師 が 中 心 と な っ て 担当 し , 全教 師 の 協力 
の も と に , 効果 的 な 指導 を 行なう よう に する こと か 必 
要 で ある . (大 川原 誠 ) 
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盲 学校 に お ける 各 教 科 等 の 指導 


国語 

[国語 科 の 目標 ] 捉 党 に 障害 の ある 児 埋 ・ 生徒 に 対 
する 国語 科 の 目標 は 一 般 の 小学 校 , 中 学校 お よび 高等 
学校 に お ける 国語 科 の 目標 と まっ た く 同 じ で ある . そ 
ie 唱 を 正確 に 理解 し 表現 する 能力 
を 養い , 国語 を 尊重 する 態度 を 育て る こと で ある . 

国語 iene eee 語 科 の 指導 だ け で な く , 学校 
の 教育 活動 全体 を 通じ て 指導 され ON きも の で ある 
が , 同時 に 国語 の 能力 は 他 教 科 の 学習 と 深い か か わり 
を も ち , すべ て の 教育 活動 の 基礎 と な る も の で ある . 
し た が っ て , 国語 科 に お いて は , 国語 の 基本 的 な 技能 
の 伸長 を 図る と ころ に 教科 と し て の 独自 の 性 格 が あ 
る . そう し た 国語 科 の 基本 的 な 性 格 も また , 一 般 の 学 
校 に お ける も の と まっ た く 同 じ で ある . 

児童 ・ 生 徒 は 国語 に よる 理解 と 表現 を 通し て 知識 を 
身 に つけ , 思考 力 を 伸ばし , 心情 を 豊か に し て 自己 を 
成長 させ て いく も の で ある . Efe, こと と ば の 働き と し 
て の 伝達 の 役割 を 理解 し, これ を 効果 的 に 使用 する こ 
と に よっ て , 自己 の 社会 生活 を 充実 させ 向上 させ て い 
くも の で ある . この よう な 国語 の 学習 と 人 間 形 成 と の 
関係 も 一 般 の 児童 ・ 生 邊 と 異な る も の で は な い . 

た だ , SSO ee ee 
に 代わ る 情報 注 と し て きわ め て 重要 で ある . 唯 言 語 
poe と は 茂 に 慎 し まな けれ ば な ら な いこ 

が , 国語 に 対す る 関心 を 深め , 言語 感覚 を 養い , 国 
a Ne eae ok nos 
は , より 強調 され て し か る べき こと と で あろ 5. 

[国語 科 の 内 容 ]」 視覚 に 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 に 対 
する 国語 科 の 内 容 は , 一 般 の 小学 校 ・ 中 学校 お よび 高 
kh 語 科 の 内 容 に 準ずる も る の で ある . 

[CG PEPSI と いう の は 「 基 準 に する 」 とい 5 
半 果 を あき 点字 の 教科 書 で 一 般 の 児童 ・ 生 徒 と 同 

じ 内 容 を , その まま 教え を れ ば よい と いう よう な も の で 
は な い . まし て 一 般 の 学校 の 国語 科 の 内 容 の 水準 を , 
多少 下げ た も の に する と いら 5 意味 の も の で は 決し て な 
い . 児童 ・ 生 徒 の 障害 の 状態 , 経験 の 程度 , 発達 段階 
な ど に よっ て 考慮 され な けれ ば な ら な い 点 は 多い が , 
それ ら の 大 部 分 は 内 容 の 取扱 い 方 や 指導 計画 作成 上 の 
留意 事項 で あっ て , 内 容 を の も の に か か わる こと で は 
な い . 

Lal, そう し た 教育 方 法論 と し て や 指導 法 の 問題 
と し て だ け で な く , 視覚 障害 の 特性 に 即 し て 内 容 そ の 


も の に も 独 自 な も の が ある の で ある . その 一 つが 文字 
と し て の 点字 で ある . 点字 に つい て は , 単に か な づか 
いや 分 か ち 書 き な ど の 表記 法 に つい て だ け で な く ve 
童 ・ 生 徒 の 発達 段階 に 応じ て , 点字 に よる 表記 の 特徴 , 
点字 と 普通 文字 と の 比較 , 点字 の 歴史 , 用 途 に 応じ た 
避 字 の 書き 表わし 方 , 普通 文字 で 書か れ た も の の 効果 
的 な 点字 訳 の 仕方 な ども , その 内 容 と し て 加え る べき 
CHA. 

な お , 点字 以外 の 国語 科 の 独自 な 内 容 に つい て は 今 
後 の 研 究 に また な けれ ば な ら な い . 

[指導 上 の 留意 事項 〕 指導 計画 の 作成 や 内 容 の 取扱 
い は , お お むね 一 般 の 小学 校 , 中 学校 , 高等 学校 に 準 
ずる も の で ある が , 視覚 に 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 に 対 
し て は , 特に 次 の 事項 に 留意 する こと が た いせ つ で あ 
る . 

1) 唯 言 語 主義 に 陥ら な いよ うに する : 視覚 に 障害 を 
OWE - ARITE Cit, こと ば の 概念 が 音声 言語 
だ け で 成立 し や すく , 事物 関係 の 体験 に 裏付け られ た 
具体 的 な イメ ー ジ が 伴っ て いな いこ と と が 多い . いわ ゅ ゆ 
る 唯 言 語 主義 ec とい われ る も の で ある . そこ と で, こと ば 
の 指導 に 当たっ て は , 常に で きる だ け 具 体 的 な 事物 や 
事象 と こと ば と を 関連 づけ て , こと ば を 正しく 理解 さ 
せる こと か が 必要 に な る . その た め に は , 視覚 以外 の 触 
覚 や 聴覚 な ど を 十分 に 活用 し て , こと と ば と 事物 , BR 
と の 正しい 対応 づけ を 図り , こと と ば の も ゃ も 真実 に 迫る 
婦 力 を 積 重 ね て いか な けれ ば ぼ ば ならない. 

(⑫ 系 統 的 , 効果 的 な 点字 の 指導 を する : 視覚 に 障害 
pensioners C, 普通 文字 に よる 学習 が 閉じ 
く 困難 また は 不可 能 な 場合 , これ に 代わ る 点字 の 読み 
書き に 習 難 さ せる こと こと は いう まで も な いこ と と で ある . 
その 入門 期 に お いて は , 指先 の 触 運動 機能 の 向上 訓 
練 と 審 接 な 関連 を 図り , 音声 と 文字 (点字 ) と の 対 
応 , 文字 と 事物 と の 対応 な ど が 確実 な も の と な る よう 
指導 し な けれ ば な ら な い . 

名 字 が ひと と お り 読 ん だ り 書い た り で きる よう に な 
っ た 段階 で は , 点字 特有 の か な づか いや 分 か ち 書 き な 
ど 表 記法 の 指導 を 重点 的 に と りあ げ , で きる だ け 早 い 
時 期 に 点字 に よる 正しい 書き 表わし 方 が で きる よう に 
に まつい 人 ae 

Ek, 点字 は 触 読 文 字 で ある か ら , どう し て も 迄 字 
Sid bp LEME hoe CRE LOS 
体 把握 や 文 の 構造 の 理解 が 困難 に な る . 分 か ち 書 き や 
くぎ り 符 号 な ど に 習熟 させ る こと に よって, 構造 の 複 
雑 な 文章 に お いて も , 文脈 に 即 し た 理解 が 分 な され 
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る よう 指導 され な けれ ば な ら た ない. 

小学 部 の 高学年 以降 に お ね お いて は , メモ や ノー ト の と 
り 方 , 手紙 文 な と 用 途 に 応じ た 書き 表わし 方 や , AF 
用 具 , 点字 その も の の 表記 法 上 の 特色 , 点字 と 普通 文 
字 と の 比較 , 点字 発達 の 歴史 な ど に つい て も 指導 する 
こと が 望ま し い . 

(3) 話 し こと ば の 指導 を 重視 する : 視覚 に 障害 を も つ 
WH + BREIC Hs Cid, 開い た り 話し た りす る 学習 の 
際 に , こと ば 以外 の 身 ぶ りや 表情 の 助け を か り て 理解 
し た り 表 現し た りす る こと が 困難 で ある . 話し こと ば 
の 指導 に 当たっ て は , 話し て いる 相手 の 声 の 表情 な ど 
に ゃ 十分 注意 し , 相手 の 反応 を 見 きわ め , 相手 が どん 
な 姿勢 で 話し て いる か , 開い て いる か と いう よう な こ 
と まで 推測 し な が ら , 聞い た り 話 し た りす る こと を 通 
し て , より 正確 に 開い た り 適 切 に 表現 し た りす る 能力 
や 習慣 , 態度 が 身 に つく よう, 具体 的 な 場面 で の 指導 
が た いせ つ で ある . 

た と えば , 劇 教 材 の 上 演 を 積極 的 に 指導 する こと な 
ど に よっ て , 発音 ・ 発 声 の 調整 や , 相手 ・ 時 ・ 場 所 の 
状況 に 応じ た 理解 や 表現 の 仕方 に 慣れ , 日 常 生 活 に お 
いて も それ ら が 定着 する よう に 図る こと な ど は きわ め 
て 有効 な 手段 で ある . 

な お , 話し と こと ば は , © EER ABI LY 
表現 し た りす る と いう こと や , 文 の 構成 を 考え て 意味 
を と る と いう よう な 学習 活動 の 面 で は 点字 と 共通 性 が 
ある の で , そう し た 意味 で 書き こと ば の 学習 と 一 貫 し 
た 指導 を する こと が た いせ つ で ある . 

(④⑳ 普 通 文 字 に つい て の 知識 ・ 理 解 を も ゃ た せる : 漢字 
を 用 いる 日 本 語 の 特色 の 一 つと し て , 漢字 の 字義 に 結 
び つ いた こと ば が 多い と いう と と が ある . 国語 科 の 学 
習 に お いて は , 漢字 の 知識 を 必要 と する 場合 が 少な く 
な い . 同音 異義 語 な ど に み られ る 例 で ある . 

し た が っ て , 表 音 文字 で ある 点字 に よっ て 学習 する 
児童 ・ 生 徒 に 対 し て も, その 能力 や 発達 段階 に 応じ 
て , 漢字 の 音 訓 へ の 関心 を 高め た り , 漢字 の 部 首 や 漢 


語 の 構成 に つい て の 知識 を も たせ た り , BE CRBO 


意味 を 正しく 理解 させ た りす る 必要 が ある . し か し , 
漢字 や 漢語 こつ い て の 知識 ・ 理 解 を 深める と いっ て 
も , そこ に は 限度 が あり , 多く の 漢字 を 実際 に 書 学 し 
た り , 複雑 な 字形 の 理解 まで 要求 する も の で は な い . 
あく まで も ゃ 文章 を 正しく 理解 し た り , 適切 な 表現 を し 
た りす る た め の 基 礎 知 識 と し て , 理解 を も た せる こと 
に ね らい が ある の で ある . 

当然 の こと な が ら 学 習 指導 要領 に 示さ れ て いる 学年 


別 漢字 配当 表 は , 普通 の 文字 を 使用 し て 学習 する 弱視 
の 児童 ・ 生 徒 に は 準用 する こと が で きる が , 点字 を 用 
いて 学習 する 児童 ・ 生 徒 に 適用 する こと は で き な い . 
5) 作文 に お ける 構想 指導 の 充実 を 図る : 点字 で 文章 
を 書く 場合 は 推 考 す る の が 困 将 で ある . また , MAN 
導 も や ず か し い . し た が っ て , 作文 指導 に お いて は , 
文章 を 書き な が ら の 推 考 指導 や 書き あげ た あと で の 添 
削 指導 より , 文章 を 書き 始め る 以前 の 構想 指導 に 重点 
が 置か れ な けれ ば な ら な い . すなわち , 作文 の 主題 の 
設定 か ら 取 材 と その 選定 ・ 配 列 ・ 主 題 の 展開 と いっ た 
構想 を た て る 一 連 の 活動 を 重視 し , 十分 に 構想 を 練っ 
た の ち に 文章 を 書き 始め る よう 指導 すべ き で ある . 
実際 の 指導 に 当たっ て は , 「 聞 く こ と , 語 す と と 」 
を 主 と す る 学習 や 「 読 むこ と を 」 主 と す る 学習 と 関連 
させ て いろ いろ な 場面 で 。 さま ざま な 形態 の 文章 を 書 
か せる こと を 計画 し , 場合 に よっ て は 書 出 し や 結び だ 
け を 書か せ た り , 文章 の 構想 だ け を た て させ た りす る 
こと も 必要 で ある . Ek, 常に メモ を も と に し て 書く 
習慣 を つけ る こと も 望ま し いと と で ある . 

6) 読書 意欲 の 向上 を 図る : 児童 ・ 生 徒 の 読書 意欲 を 
BO Me RG が 図書 が 用 意 さ れ 
な けれ ば な ら な い . Lal, 点字 の 図書 は その 種類 や 
数 に お いて , 普通 文字 の 図書 に 比べ る と ご く 限 られ た 
も の に 過ぎ な い . また , 点字 は 触 読 す る 関係 か ら , 指 
先 の 感覚 と の 関連 で 長 時 間 に わ た る 読書 を 続け る こと 
は な か な か むずかしい. そこ で , 児童 ・ 生 徒 の 読書 意 
Be G(T BETHEL UC, 普通 文字 の 図書 を 崩 読 
し て 開か せ た り , 録音 され た も の を 聴取 させ る こと が 
考え られ る . 特に 小学 部 の 低 学 年 に お いて は , ol 
物語 を 朗読 し て 開か せ た り , AA ape We 
取材 し た 話 を し て 聞か せる こと が , 読書 へ の 意 2 
と な る こと が 多い . 

音 は 「 開 く こ と 」 の 活動 事項 に 入れ られ る も の で 
は ある が , 点字 の 図書 を 読解 する 場合 と 共通 する 面 が 
多い の で , 「 読 むこ と 」 の 活動 の 一 環 と し て 取扱 うこ 
と は 可能 で ある . Ek, 読書 の 範囲 を 広げ た り , 間接 
的 で は ある が 経験 領域 を 拡充 し た りす る 点 で も , AF 
の 図書 と 同様 の 意義 を 認め る こと が で きる . し か し , 
読書 は 本 来 書 物 に 対す る 自己 の 主体 的 な 働き か け で あ 
る か ら , 深く その 内 容 を 読み 味 わ う た め に は , 点字 を 
触 読 す る ほか は な い . 読書 本 来 の あり 方 か ら す れい, 

音 は あく まで も 便宜 的 な も の で あり , 点字 に よる 読 
書 へ の 意欲 づけ と し て 活用 すべ きも の で ある 点 に 留意 
し な けれ ば な ら な い . 


340 盲 学校 の 教育 





(7) 毛 筆 に よる 書写 し の 指導 に つい て : SBOE - 
生徒 に 対す る 毛筆 に よる 書写 し の 指導 は , 普通 の 文字 
(こつ いて の 知識 ・ 理 解 を も た せる 指導 の 一 環 と し て 計 
画す る と と が 望ま し い . 実際 に 毛筆 を 使っ て 書写 させ 
る こと は きわ め て 困難 で あろ うら . し か し , 少な く と も 
用 具 や 扱い 方 な ど に つい て , いち お 5 の 知識 ・ 理 解 は 
も た せ て お きた いも の で ある . 

(8) 高 等 部 に お ける 漢文 の 指導 に つい て : 点字 を 用 い 
て 学習 する 生徒 対す る 漢文 の 指導 に 当たっ て は , BR 
文 特有 の = ニュアンス を 生か し な か が ら , 漢文 の 基本 的 な 
語句 や 文 の 構造 , 訓 点 ・ 訓 読 の きま りな ど に つい て 理 
解 か な され る よう 点字 に よる 表記 上 の く あ ふう な どの 配 
慮 が ぜひ と も 必要 で ある . (小林 一 弘 ・ 瀬 尾 政雄 ) 


社会 7 

(AB ORANIER) 小学 校 学 習 指導 要領 | 社会 」 
の 目標 に は , 「 社 会 生活 に つい て の 正しい 理解 を 深 
め , 民主 的 な 国家 , 社会 の 成員 と し て 必要 な 公民 的 資 
質 の 基礎 を 養う 」 と あり , 中 学校 に お いて は , 「 地 理 , 
FES, 政治 ・ 経 済 ・ 社 会 な た ど に 関す る 学習 を 通 し て 社 
会 生活 に つい て の 理解 と 認識 を 養い , 民主 的 , 平和 的 
な 国家 社会 の 形成 者 と し て 必要 な 資質 の 基礎 を 養 | 
と ある . 

上 記 の よう に , 社会 科 は 社会 生活 を 正 し く 理解 さ 
せ , 民主 的 な 国家 ・ 社 会 の 成員 お よび 形成 者 と し て 必 
要 な 資質 を 養う こと を 使命 と し て いる 教科 で あり , わ 
が 国 の 民主 主義 の 育 成 に 対し て 重要 な 教育 的 役割 を に 
な っ て いる . し か し , こと の よう な 教科 の 使命 や 役割 が 
十分 達成 され る か どう か は , 各 学 校 で 作成 する 指導 計 
画 が 適切 な も の か どう か に か か っ て いる と いわ な けれ 
ば な ら な い . 

[ 盲 学校 に お ける 社会 科 指 導 ] 視覚 に 障害 を も つ 盲 
学校 児童 ・ 生 徒 の 教育 と いっ て も , その 完 極 の ね らい 
は 有 為 な 国民 の 育成 ん めざす も の で あり , 普通 小 ・ 中 
学校 と 同じ で ある . 社会 半 に お いて も , わが 国 に お け 
る 民主 主義 の 育成 に 対し て も つつ 教育 的 役割 や 学習 の 体 
系 , 領域 な ど に つい て は , 一 般 学校 の 教育 と 本 質 的 に 
変わ り は な い . 

盲 学校 で の 指導 に 当たっ て は , 上 記 の 基本 的 な ね ら 
い を あぁ まえ て , 視覚 障害 の 特性 に 即 し , その 欠陥 を 補 
うら よ うら 配慮 し な けれ ば な ら な い . そし て 効果 的 に 学習 
を 進め る た め に , 具体 的 に 指導 内 容 を 検討 し 児童 ・ 
生徒 の 発達 の 状況 , 思考 過程 の 特徴 を 正しく と ら え , 
どう らし た ら 正 し い 社 会 認識 を 得 さ せる こと が で きる か 


の 内 容 お よび 方 法 を 追求 する こと が た いせ つ で ある . 
また , 教材 教具 の 開発 や , 指導 方 法 に 特別 の 配慮 と く 
あう を 加え る な ど , いわ ゆる 学習 指導 法 の 改善 こそ . 
現在 , 盲 学校 社会 科 指 導 に 課せ られ た 大 き な 課 題 で あ 
る と も いえ る . 

[社会 科 指 導 上 特に 考慮 すべ き 事 項 〕] Q) 視 覚 障害 か 
ら 起 こる 経験 の 狭 少 な こと を 補う よう に 努め る . 

あら ゆる 学習 に お いて いえ る こと で ある が . 児童 の 
も つ 経 験 が 学習 の 基礎 に な っ て いる 場合 が 多い . HL 
い 経 験 は 既 有 の 経験 を 基礎 と し て 構成 され , 身 に つけ 
られ る こと は 学習 の 原則 で ある . 特に 低 学 年 社会 科 は 
直接 経験 を 根底 と し て 単元 が 構成 され て お り , と ども 
が 生活 で 直面 する 問題 の 解決 を 中 心 と し て , 有効 な 生 
活 経験 を 積ま せる よう 配慮 し な けれ ば な ら な い . 

指導 を 進め る に 当たっ て は , EPBHOBS, AH 
生活 を 通 し て 習得 され る 経験 内 容 は きわ め て 狭く , 普 
通 児 と 比べ て 相当 の 差 の ある こと を 考え な けれ ば な ら 
な い . それ は 社会 に 対す る 経験 の 外さ で あり , いま 一 


Dil, その 経験 が 視覚 を 通し て の も の で な いた め の 片 


寄り で ある とこ と で ある . た と えば , 自然 的 な 事象 に 対 
する 経験 が 狭い と か , また は 個々 に 経験 し 理解 し た こ 
と が ら が 相互 に 関連 し , 総合 的 に と ら え られ て いな い 
こと な と が 多い わけ で ある . 

し た が っ て , 盲 児 童 ・ 生 徒 の 社会 笠 の 学習 に 当たっ 
て は , 指導 段階 以前 に , 目標 立 成 の た め に 必要 と な る 
基礎 的 な 経験 や , いま まで に 習得 し て きた こと と が ら を 
総合 的 に 整理 し て , 学習 へ の 基礎 を まず 固め て や る 必 
要 が ある . 

(⑫ 個 々 の 観察 や 認識 を 構成 し て , 総合 的 に 事物 ・ 事 
象 を と ら え る よう に 指導 する . 

社会 科 の 学習 は , 具体 的 事象 を と ら え て これ を 学習 
の ね らい や 児童 ・ 生 徒 の 能力 に 応じ て 分 析 し た り , 総 
合 し た り し て 必要 な 概念 を 形成 し て いく こと で ある . 
その た め に は , ① 学 習 を 抽象 的 に せ ず , 具体 的 に し , 
② 社 会 事象 や 事物 認識 を 注意 深く 観察 させ る よう に し 
(その も の の 形 , 大 き さ , 状態 , 働き な ど ),.⑨ 事 象 や 
事物 を 関係 的 に と ら え させ , ④ さ ら に 人 間 の 営み を 深 
く 考 えさ せる よう 留意 し な けれ ば な ら な い . 

盲 児 の 事物 認識 の 一 つの 特徴 と し て , 事物 ・ 事 象 に 
つい て の 基礎 的 な 理解 が 十分 な され て いな いと いう こ 
と が ある . 実物 や 模型 ・ 視 聴覚 教材 な ど を 活用 する こ 
と が 強調 され る の は この た めで ある . また , 事物 ・ 事 
象 に つい て の 理解 が 個々 別々 の も の と し て と ら え られ 
て いる こと が 多く , それ ら を 有機 的 に 関連 づけ て 一 つ 
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の 総合 され た 社会 事象 と し て 理解 させ る た め に は , 個 
々 別々 の も の を 思考 的 に 構成 する 指導 が 重要 と な っ て 
くる . この こと は 社会 科 の 学習 に お いて 空間 的 な 理解 
や 自然 と 人 間 , ある い は 社会 的 な 組織 や 機能 を 理解 す 
る うえ に , 常に 考慮 し て 指導 し な けれ ば な ら な い 基 本 
的 な 事項 と いわ ね ば な ら な い . 

(3) 見 学 ・ 調 査 活動 な ど , 能動 的 な 学習 活動 を 重視 し 
て 指導 を すす め る . 

見 学 ・ 調 査 活動 の 特色 は , 児童 ・ 生 徒 が 教室 外 に 出 
て 生き た 社会 生活 の 実態 に 直接 触れ られ る 点 に ある . 
そし て , 事後 の 学習 に お いて 共通 経験 と し て 生か すこ 
と は , 学習 を 具体 化す る だ け で な く , その 過程 で 児童 
が さま ざま な 能力 を 発揮 し , 自ら 問題 の 解決 を 体験 す 
る と いう 貴重 な 機会 と な る . 

また , 受身 の 学習 態度 に な り が ちな 盲 児 童 ・ 生 徒 に 
tot, これ ら の 学習 は 自主 的 に 学習 に 取組 み , 学習 
意欲 を 高め る た め の 大 き な 刺 激 剤 と し な る こと が 考え ら 
れる . 一 方 , 社会 に 対す る 関心 を 着 し く 高 め る と いう 5 
働き も 出 て くる . 一 般 に こども た ち は そ うら で ある が , 
家 児 は と か く 狭 い 自分 の 経験 の 範囲 内 で 社会 事象 を と 
ら え , し か も , それ を きわ め て 人 簡単 に 割 切っ て 平気 で 
いる こと が 多い . こと に 低 学 年 の 児童 は ,。 ご く 狭 い 生 
活 環境 の 中 で 生活 し て いる こと を 忘れ て は な ら な い . 
それ だ け に か れ ら の 生活 経験 や 視野 を 広め て や り , 主 
GN, 一 面 的 な 事象 の 把握 の 仕方 を 客観 的 た も の に 高 
め て や る こと か が 必要 で ある が , その 際 に 効果 を 発揮 す 
る の が , 見 学 や 調査 な ど , 能動 的 な 学習 活動 で ある と 
いえ る . 

(4 地理 内 容 の 指導 に 当たっ て は , 視覚 の 欠陥 か ら 超 
こる 弊 を 補う よ うに 努め る . 

空間 認識 を 基 に し た 地理 の 学習 は , 盲 児 に と っ て 大 
き な 困 難 を 伴う . それ は 空間 認識 が 視覚 に よっ た 方 が 
より 容易 で 確か で ある か ら で , 教室 空間 の 認知 , ある 
い は 学校 を 中 心 に し た 近隣 社会 の 認知 も , BCL 
て は 容易 で な い . 近隣 社会 の 学習 は 小学 部 低 学 年 で 行 
な われ る が , その 方 法 は 実地 学習 を 行ない , それ に 基 


づい て 絵 地 図 を 作成 する 作業 を 行なう . 実地 学習 で 


は , 町 角 の ポス ト は 触 察 に より 認知 し , 魚屋 は 自覚 
で , 織物 工場 は 聴覚 で と いっ た よう に , 視覚 以外 の 器 
官 を 十分 活用 し て 調査 活動 が 行なわ れる. 作成 する 絵 
地図 は , 模型 式 の も ぁ の を 手 は じ め に , それ を 記号 化し 
て 表示 する 地図 に まで も っ て いく わけ で ある . 地理 の 
学習 で は , 地図 は 欠か せな い 教 具 で ある が , 正しい 地 
理 認識 を 得 さ せる た め に は , 凹凸 状 の ある 立体 地図 の 


ほか に , 手 に 取っ て 味覚 ・ 臭 覚 ・ 触 覚 に よっ て 確か め 
られ る 物産 標本 , また , 扇状 地 , 段丘 , 盆地 , 川 の 蛇 
行 な どの 立体 模型 な ど は , 非常 に 有効 な 教具 で あっ 
Cy RF EEC EV. 

(5) 視覚 的 な 理解 の 欠陥 を 補う た め , 録音 教材 の 利用 
な どの 学習 指導 の く ぁ ふう を 行なう . 

録音 教材 は 盲 児 の 聴覚 を 活用 し た も の で ある が , そ 
れ は 単に 視覚 に 代わ る も の と し て , 聴覚 に 訴え る と い 
2 意義 だ け で は な い . 

BALES UTS, と と ば 中 心 の 理解 に 陥 いる 傾向 

言語 主義 的 傾向 ) が ある が , その 欠陥 を 是正 で きる 
有力 な 方 法 は , 録音 教材 の 利用 で ある と いえ る . 日 本 
ある い は 世界 各地 の 現地 録音 , 時 代 考証 の 確か な 歴史 
ドラ マ , 公害 や 交通 事故 に 昔 し な 人 びと の 生々 し い 録 
音 な どの 教材 は , 家 児 に その 場所 に , その 時 代 に 実際 い 
る よう な 了 臨場 感 を も た せ , より 正しい 事象 認識 を 得 さ 
EDEL CAS. 

ChIP POLES BORRC, 豊富 な 裏づけ を 
与え る こと と が , 録音 教材 の 大 き な 意 義 で ある と いえ る 
が , それ と 同時 に , 教科 学習 に 対す る 興味 ・ 関 心 を 高 
め る こと に も な り , さら に は 能動 的 な 学習 態度 , 科学 
的 思考 力 を 養う 9 た め に も , 有力 な 教材 で ある . 

(谷合 fa: Hate 


算数 ・ 数 学 

[算数 ・ 数 学 の 指導 目標 ] 盲 児童 ・ 生 徒 に 対す る 各 
教科 の 指導 目標 は , 一 般 に 晴 眼 者 に 対す る も の と 同一 
と 考え られ て いる . し た が っ て , 盲 教育 固有 の 問題 は 
主として 指導 上 の 留意 事項 に ある と 考え を られる. し か 
し , 指導 上 の 留意 事項 は 指導 の 目標 や 内 容 と 無関係 な 
も の で は な い . 目標 と 内 容 と の 関連 に お いて 定まる も 
の で ある . 

古来 , 数 学 教育 は ① 現 実生 活 の 必要 , ② 理 性 を み が 
x, 頭脳 の 訓練 に な る と いう 9 形 式 幼 冶 , OB ABET 
宛 の た め の 基 礎 的 教養 , と いう 三 つ の 立場 か ら 考 えら 
れ て きた だ . 今日 で は , 数 学 の 応用 分 野 が 広がり , 単に 
自然 科学 だ け で は な く , 社会 科学 , 人 文科 学 の 基礎 的 
教養 と し て も 強調 され る よう に な っ て き て いる . この 
考え 方 は 数 学 教育 の 目標 に 強く 影響 し て いる が , わか 
国 の 盲 教育 の 現場 に お いて は ① を 強調 する 考え 方 が 強 
い . し か し , これ に 対し て 理 療 科 の 近代 化 な どの 意味 
も 含め て , 科学 研究 の 基礎 的 教養 と 考え る 者 も ある . 
以上 , 三 つ の 立場 か ら 数 学 教育 の 目標 を 考え た が , 
これ ら は 市 民 教育 と いう 具体 的 な 場 に お いて は 決し て 
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独立 な も の で は な い . 今日 の よう に 市 民 が それ ぞ れ 合 
理 的 な 判断 力 を も つ こと が 必要 た な 社会 に お いて は , 
「 現 実生 活 の 必要 ] と いっ て も る も, 従来 の 概念 を は る か 
に 越え る も の が あり , 経済 現象 や 社会 現象 を 数 理 的 に 
と ら え る 能力 が 求め られ る こと に な る . 小学 校 の 算数 
科 か ら す で に 集合 , 関数 , 確率 に 関す る 概念 を 育て よ 
うと する 動き が 見 られ る に 至っ た の も この た めで あ 
る . 

と ころ で , これ ら の 知識 が 数 学 的 能力 と し て 真 に 役 
立つ た め に は , それ ら は 断片 的 な 公式 や 定理 の 寄せ 集 
めで あっ て は な ら た ない. 統一 ある 全体 と し て 有機 的 に 
組織 され る 必要 が ある . 数 学 の と この よう な 性 格 は , い 
わ ゆ る ユー クリ ッ ト 尊 何 学 に お いて 最も 典型 的 に 見 ら 
れる と ころ で ある . 今世紀 初頭 , テ ユークリッド トド 幾 何 学 
が 実学 と は 無縁 な , 形式 陶 冶 の 道具 と し て 排 打 され た 
こと も ある が , 数 学 の 論理 的 構成 の モデ ル と し て の 意 
Kh, SEA Ch | 分 認め られ る Lica Gea 
学ぶ こと を 形式 陶 首 の 一 つと 考え る な ら ば , ある 種 の 
形式 陶 冶 は 市 民 教育 と し て も 必要 で ある . 

[指導 の 内 容 〕】 以上 の よう に 目標 を 考え る な らい ば, 
指導 の 内 容 は お の ず か ら 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に お ける そ 
れ と 原則 的 に は 同一 と 考え られ る と と 信 な る . し か 
し , さき に も 述べ た よう に , 「 現 実生 活 の 必要 」 を 強調 
する 立場 か ら , 低 学 年 に お いて は 一 般 学校 と 同様 で あ 
る が , 高学年 に 進む や に つれ て 一 般 学 校 の 内 容 よ ょ OFZ 
な も の に と とどめ る べき で あ る と いう 主張 が ある . EF 
た , Bu -AREOIC, 晴 眼 者 に 比べ て 知 的 に 劣 
る 者 が 多い と い 2 う 立場 に 立っ て , 指導 内 容 を で きる だ 
SERED と ど め る べき で ある と いう 主張 も あ 
る . Lael, これ ら に 対し て , 盲人 は 視力 の 欠損 以外 
に 晴 眼 者 と 何ら 異な る と ころ が な いと いう 考え か ら , 
指導 の 目標 お よび 内 容 は , 晴 眼 者 に 対す る それ と 全く 
同様 で な けれ ば な ら な いと し , 視覚 の 欠損 か ら 生 じ る 
指導 上 の 困難 を 指導 法 の 改善 と 教具 の 考案 と に よっ て 
解決 すべ き で HS, と いう 立場 を と る 者 も 少な く な 
い . も ちろ ん , と の 立場 を と る に し て も る も , 小学 校 に お 
ける 投影 図 や 見 取 図 の よう に , も っ ぱら 視覚 的 経験 だ 
け に 依存 する 内 容 の 指導 は 困 将 と いわ な けれ ば な ら な 
い . し た が っ て , の ち に も 述べ る よう に 「 図 形 の 各部 
分 か ら ー 平 面 に お ろ し た 垂 線 の 足 の 集合 等 」 の 概念 を 
理解 で きる 段階 まで ,. その 指導 を 待た な けれ ば な ら な 
い 教 材 も ある . Ek, 計算 尺 の よう に 現在 , まだ 盲人 
(に と っ て 実用 器 に な っ て いな いも の に つい て は , 原理 
の 理解 に 重点 を お き , 取扱 い に つ いて は , 軽く 触れ る 





に と と め て いる よう な も の も ある . 要する に , BR 
・ 生 徒 に 対す る 算数 ・ 数 学科 の 指導 内 容 は , 一 方 で は 
目標 に 基づい て 取 捨 選択 され , 他方 , 指導 の 技術 や 教 
具 の 発達 に よっ て 影響 され ん る こと に な る . 

[指導 上 の 留意 事項 ] 指導 上 の 留意 事項 は , その 指 
導 内 容 と の 関連 に お いて 考え ん な けれ ば な ら な いこ と は 
いう まで も ゃ も ない . ARK, 数 学 教育 の 内 容 は 数 量 的 な も 
の と 図形 的 な も る の に 分 けら れる と 考え られ て きた . F 
日 で は , 単に 内 容 を 数 量 的 な も の , 図形 的 な も の と 対 
立 さ せる の で は な く , その 根底 に ある 共通 の 原理 に よ 
っ て , 統一 的 に と ら え よう と する 立場 が 主張 きれ る よ 
うに な っ た 。 し か し 。 So CEE, Beme As 
われ る 内 容 に つい て , 指導 上 の 留意 事項 を 考え る こと 
に する . | 

(1 計算 技術 に つい て の 留意 事項 

算数 ・ 数 学科 の 指導 に お いて , まず , 問題 に な る こ 
と は 計算 に お ける 困難 で ある . 数 値 計算 に お いて は , 
一 定 の 計算 結果 に 到達 する まで に は , 多く の 数 値 を 記 
憎 し な けれ ば な ら な い . 計算 に お いて , 数 値 の 記憶 と 
演算 を 最も 原理 的 な 型 に 整え た も の は 筆算 で ある . そ 
ろば ん と 各種 の 計算 器 $ そ の 使用 法 は 細部 の 相違 こそ 


Dh, 全く 筆 穫 の 機械 化 と 考え る こと が で きる . その 


た め , 学校 教育 に お いて は , 計算 の 基本 的 方 法 は 筆算 
(に よっ て 指導 され る . し か し , 計算 中 の 文字 の 読取 り 
が 困 将 で ある た め , BCE, Cit, 点字 器 に ょ る 筆 
算 は 必ず し も ゃ 便利 な 方 法 で は な い . テー ラー 計算 器 を 
は じ め 各 種 の 計算 妖 が 考案 され , わが 国 で は そろ ば ん 
を 多く 用 いて きた . 今日 で は そろ ば ん は 外国 に も 紹介 
され て いる . し か る に , わが 国 に お いて は , あま り に 
珠算 が 普及 し た た め , 珠算 は 筆算 と は 異な る 原理 の う 
え に 立 て られ た 計算 法 で ある か の よう に 誤解 し , 筆算 
を 指導 する 必要 が な いか の よう に 考え る 者 も ある が , 
決し て 当 を 得 た 考え で は な い . 特に 分 数 計算 や 文字 式 
の 計算 に お いて , 筆算 の 知識 は 有用 で ある . 

数 値 計算 指導 上 の 留意 事項 の 他 の 一 つ は , 演算 の 基 
本 法則 を 用 いた 見 通し の よい 計算 法 の 理解 と 習 吾 と で 
DS. た と えば , 725 x24 の 計算 を 行なう 場合 , これ 
を 725x 8 x 3 と 見 直し て 積 17400 を 導く . CHIE 
算 に 大 き な 制 約 を 受け , その 解決 を 珠算 に 求め て いる 
宜 児 の 陥り や すい 弥 害 を 防ぐ うえ に 必要 で ある ば か り 
で な く , 数 と その 演算 法則 の 理解 を 通し て , 数 概念 を 
確立 する うえ に きわ め て 重要 な こと が ら で あ る . 

(⑫) 図 形 的 内 容 に つい て の 留意 事項 

BEM: #feic tho, 図形 の 認識 は きわ め て 困難 
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な も の と 考え られ て いる が , 図形 認識 の 方 法 は 視覚 に 
だ け 依 存する も の で は な いと と を , まず 理解 し な けれ 
ば な ら な い . 証 児 は 触 運動 的 感覚 や 重ね 合わ せな どの 
操作 を 通し て , 図形 に 対す る ある 程度 の 弁別 能力 や 表 
象 を も っ て いる と 考え られ る . し た が っ て , 図形 の 指 
導 に お いて は , 形 児 が すでに も っ て いる この 種 の 弁別 
能力 や 表象 を 合理 的 に 組織 化し , これ を 通し て 幾何 学 
的 概念 の 確立 を 図る べき で ある . た と えば , 正方 形 の 
概念 を 導く た め に は , 折り 紙 の も つ 特 徴 を 想起 させ 
る . すなわち , 対角線 を 折り 目 と し て 折返 すこ と に よ 
り , 完全 に 重ね 合わ せる こと が で きる . この と と か ら 
隣 合う 辺 の 長 さ が 等 し いこ と , 相対 する 角 の 大 き さ が 
等 し いこ と が 導 か れる . また , 1 組 の 対辺 の 中 点 を 結 
ぶ 線 で 折返 すこ と に よっ て , 完全 に 重ね 合わ せる こと 
が で きる . この こと か ら 隣 合う 角 が 等 し く , MITTS 
辺 の 長 さ が 等 し いこ と が 導 か れる . これ に 対し, 点字 
用 紙 で 同じ 操作 を 行なっ た 場合 , あと の 操作 に 対し て 
は 同じ 結果 が 得 ら れる が , 初め の 操作 に 対し て は 結果 
は 異な る . ひし 形 の 紙片 を 用 いて 同様 に 試み た 場合 , 
前 者 に 対し て は 折り 紙 と 同じ 結果 が 得 ら れる が , 後者 
に 対し て は 異な る . こら し た 経験 か ら , 正方 形 , BA 
形 , ひし 形 な どの 特徴 が 抽出 され , これ ら に よっ て 逆 
に 正方 形 , 長方形 , ひし 形 な ど を 定義 むす る こと が で き 
る . こと の こと は 単に これ ら を 触 運動 的 に 観察 させ る 以 
上 の 効果 を も っ も の で あり , 小学 部 に お ける 図形 指導 
の 基本 的 方 法 と し て 認識 され な けれ ば な ら な い . さら 
に , 合同 な 図形 を 二 つ , ある い は それ 以上 用 いる こと 
も 必要 で ある . た と えば , 合同 な 平行 4 辺 形 の 紙 丘 を 
2 枚 重ね 合わ せ て , 一 方 を 180 度 回 転 さ せる と , Sie 
た び 他 方 に 重ね 合わ せる こと が で きる . この こと を 通 
し て 2 組 の 対辺 の 等 長 と 平行 , 対角線 が 互い に 他 を 2 
等 分 する こと , 対 角 が 等 し いこ と な ど が 発見 され る . 
4 枚 の 合同 な 3 角形 を 組合 わせ る と こと に よっ て , Alt 
初め の 3 角形 の 角 と 等 し く , 辺 の 長 さ が それ ぞ れ 2 fF 
の 3 角形 が で きる こと か ら 相 似 の 概念 に 到達 させ る こ 
と が で きる . さら に , この 操作 に よっ て 相似 比 が 2 の 
相似 形 の 面積 は , 初め の 図形 の 4 倍 と な る こと な ども ゃ も 
理解 させ る こと こと が で きる . 

図形 の 分 解 , 合成 に 関す る 操作 の 経験 は , 平面 図形 
の 面積 公式 の 理解 に 導く こと は いう まで も な い . BS 
る に , 図形 の 指導 に 当たっ て 盲 児童 ・ 生 徒 が 日 常 , 事 
物 の 形態 の 認識 に 用 いる 手段 を 数 学 的 に 再編 成 し , 系 
統 的 な 経験 と し て 組織 的 に 課す る こと が 必要 で ある . 
た だ , 回 転 体 や 投影 図 , 見 取 図 に 関す る 知識 は 経験 的 


に 与え る こと は 不可 能 で あり , これ ら の 指導 に 当たっ 
Clk, 「 与 えら れ た 図形 が 一 直線 を 軸 と し て 回 転 す る 
と き , 通過 する 空間 の 部 分 ] と か , 「 空 間 内 の 図形 の 各 
部 分 か ら 一 平面 に 下 し た 垂 線 の 足 の 集合 」 な どの 概念 
の 理解 に よら な けれ ば な ら な い . し た が っ て, 見 取 図 の 
よう に 高度 の 理論 的 取扱 い の 必要 な も の に つい て は , 
少な く と も 小 ・ 中 学部 に お いて は その 指導 を 断念 せ ざ 
る を 得 な い . 

図形 的 内 容 の 中 で , し ば し ば 問題 と し な る も の と し て 
作図 が ある が , 算数 ・ 数 学科 に お ける 作図 は , 製図 で 
は な いこ と に 注意 し な けれ ば な ら な い . 特に 盲 児童 ・ 
生徒 の 行なう 作図 は , 描か れ た 図 自 体 に ほとん と 実用 
的 意味 が な い の で ある か ら , 数 学 教育 上 , 作図 の 占め 
る 位置 を 十分 理解 し て 指導 し な けれ ば , いた ずら に 生 
徒 を 混乱 させ る 結果 に 終わ る こと が ある . 盲 教育 に お 
いて 作図 を 指導 する こと の 意義 は , 作図 の 操作 を 通し 
て 図形 の 表象 を 明確 に し , その 性 質 を 明らか に する こ 
と に ある と 考え られ る の で , 描か れ た 図 の 精巧 さ は 本 
質 的 な も の で は な い . 盲人 用 の 作図 板 に つい て も 種々 
の 考案 が か な され て いる が , 従来 用 いら れ て きた ボー ル 
Mic, か や 地 を 張っ た も の の ほか , PAM, ボー ル 紙 
に 融点 の 高い ウッ クス を し みみ 込ま せ た も の な ど が ある 
DB, いずれ も 便利 な も の で ある . 用 紙 と し て は , 点字 
紙 の ほか 薄い プラ スチ ッ ク フ ィ ル ム や アル ミ 符 が 好適 
CHD. 定規 や ュ ン バス な ど は 特に 盲人 用 の も の を 考 
える 必要 は な い . 一 般 の 市 販 の も の の 中 に 十分 利用 で 
きる も の が ある の で , これ ら を 用 いる こと が 望ま し 
い . 

(3) グ ラフ の 指導 に つい て の 留意 事項 
一 ロロ に グラ フ と いわ れる も の の 中 に は 関数 の グラ フ 
や , これ に 発展 する 折れ 線 グ ラフ の よう な も の と , 円 
グラ フ , 帯 グ ラフ の よう な も の と が ある . 前 者 は 座標 
を 媒介 と し て 式 と 図形 の 結合 を 行なう も の で あり , 教 
育 上 , その 取扱 い は きわ め て 重要 な も の で ある . これ 
に 対し , 後者 は 集計 , 分 析 な どの 結果 を 視覚 的 に 表示 
する 効果 が 大 きい の で , 実用 的 価値 が 高い も の と し 
て , 算数 教育 に 取入れ られ た も の と 考え ん えら れる. し か 
し , 盲 児 自 身 に と っ て は , 円 グラ フ や 帯 グ ラフ は 必ず 
し ゃ 実用 上 便利 な も の と は いえ な い . し た が っ て , こ 
れ ら の 指導 に は あま り 深 入り し な いこ と が 一 般 に 承認 
され て いる . 関数 グラ フ に つい て は , 数 学 教育 に 占め 
る 位置 の 重要 性 か ら , 盲 教育 に お いて も , し ば し ば 人 研 
究 の 中 心 問題 と し て 取上げ られ て きた だ た. し か し , その 
研究 は 与え られ だ た 式 の グラ フ を いか に 描か せる か , そ 
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の た め に は いか な る 教具 を 用 いる か , と いう 点 に そ 
の 中 心 が お か れ て きた . その 結果 , 盲 生徒 用 の グラ フ 
用 紙 や グラ フ 盤 が 考案 され , 今日 で は , この 点 に 関す 
る 限り 問題 は ほほ 解決 され た と 考え て よい . し か し, 
一 般 の 中 学校 , 高等 学校 に お ける 場合 も 同様 で ある 
が , 関数 と その グラ フ と の 関係 を , 与え られ た 関数 を 
満足 させ る る,y と 点 @, y) の 集合 の 関係 と し て 理解 
させ る こと が 最も 重要 な 問題 で ある . グラ フ に よる 方 
程 式 の 解法 な ど 計 算 図 的 な こと が ら に つい て は , BE 
徒 に と っ て は 実用 的 な 価値 を も つと は いい が た い . し 
だ た が っ て , グラ フ 盤 な どの 教具 の 使用 に 当たっ て は , 
「 与 えら れ た 関数 関係 を 満足 させ る 数 の 組 (2,9) を 
座標 と する 点 集 合 ]」 と いう 概念 の 理解 を 目標 に 指導 を 
展開 すべ き で ある . この よう に すれ ば , グラ フ の 概 形 
を 通 し て 関数 の 特徴 を と ら え る こと は も ちろ ん , 逆 に 
感覚 的 に 図形 の 性 質 を 認め る こと の 困難 な 盲 生 徒 に 対 
Lt, 図形 を 方 程 式 に 対応 させ , 式 を 通し て 図形 の 特 
徴 を と ら え る こと も 可能 と な り , 本 来 , 数 学 教育 が 関 
数 グラ フ の 導入 に 期待 し た 効果 を 十分 に 発揮 させ る こ 
と の NG きぬ と と に な る 。 (尾関 育 三 ) 


理科 

[理科 教育 の 意義 ・ 目 標 ] 理科 は 自然 の 事物 ・ 現 象 
を 対象 と する 教科 で ある . 盲 児童 ・ 生 徒 は 視覚 を 欠い 
て いる た だ ため , さわ る な ど し て 積極 的 に 事物 ・ 現 象 に 働 
きか け な け れ ぱ ば , 情報 を 得る こと は 困難 で ある . と か 
く 消極 的 で 受動 的 に な りや すい 視覚 障害 の 児童 ・ 生 徒 
に 対し て , 刺激 が 強く 働き か け や す い 物 を 用 意 し て 学 
習 を 展開 する 理科 教育 は , その 意味 に お いて 大 き な 意 
義 が ある . 視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 に お ける 理科 
教育 は , まず , 物 を 中 心 と し た 学習 が 展開 され , 積極 
的 に 自然 の 事物 ・ 現 象 に 働き か ける 能動 的 な 盲人 の 育 
成 を 期し て 行なわ れる 必要 が ある . 

Kit, 理科 の 目標 に つい て は , 次 の 二 つ の 大 き な た 柱 
か ら で き て いる と いえ よう . すなわち , ① 探 完 の 過程 
を 通し て 科学 の 方 法 を 習得 し , 科学 的 な 能力 と 態度 を 
育成 する . ②⑫ 基 本 的 な 科学 概念 を 理解 し , 自然 の 認識 
を 深め る . 

これ ら の 目標 は , 相互 に 密接 に 関連 し あっ て , 小学 
校 , 中 学校 , 高等 学校 ど と に 児童 ・ 生 徒 の 発達 の 状況 
に 応じ し て 示さ れ て いる . これ ら の 基本 的 目標 は , 視覚 
に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 に と っ て も 同様 に 必要 な こと 
で あっ て , 盲 学校 学習 指導 要領 に よれ ば , ate) 
学部 ・ 中 学部 ・ 高 等 部 の 理科 の 目標 は , それ ぞ れ 小学 


校 , 中 学校 , 高等 学校 学習 指導 要領 に 示す と ころ に 準 
ずる | こと に な っ て いる . し か し , それ ぞ れ の 目標 に 
は , 視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 の 特性 を 十分 に 考 虐 
し な けれ ば な ら な い 事 項 を 含ん で いる . 

目標 の に つい て は , EV, 1 人 ひと り の 児童 ・ 生 徒 
が 主体 的 に 学習 に 取組 め る よう に , 学習 の 個別 化 を 図 
る 必要 が ある . さら に , 情報 収集 の 際 に は , 触覚 , FR 
覚 , 臭 覚 , 味覚 , 温度 感覚 な ど 保 有する 感覚 を 有効 に 
活用 し て , 自然 の 事物 ・ 現 象 を 総合 的 に 認識 で きる よ 
2 配慮 する こと が た いせ つ で ある . 

目標 め ② に つい て は , 小学 部 ・ 中 学部 ・ 高 等 部 の それ 
ぞ れ の 段階 に お いて , 何 を 基本 的 な 科学 概念 と し て 選 
ぶな か と いう こと が 重要 で ある . 自然 科学 を 理解 する う 
え で , か ぎ と な る も の を 選ぶ わけ で ある が , た と えば 
次 の よう な も の が 考え られ る . 

(1 物質 概 念 : 最初 は , いろ いろ な 物質 の 特性 を 鈴 察 
し , 比較 し た り , 分 類 し た り し て 得 ら れる 巨視 的 に み 
た 場合 の 多様 性 と 保存 性 の 概念 形式 に 重点 を お き , IB 
次 , 発達 の 状況 に 応じ て , 徴 視 的 に みた 場合 の 粒子 概 
念 の 形式 へ と 導く . 

⑫) 空 間 概 念 : 空間 概念 に は , 形 や 配列 の 概念 , 方 向 
Ba, 位置 や 運動 の 概念 が 含ま れる . 視覚 に 障害 の あ 
る 児童 ・ 生 徒 は , 特に 空間 概念 の 獲得 , 形成 に 力 を 入 
れる 必要 が ある . 観察 し た 事実 に 基づい て , レー ズラ 
イタ ー (作図 器 ) な ど を 用 いて 再現 させ る と 効果 が あ 
る . 

(3) 量 概念 : 量 概念 に は , RS, 質量 , 時 間 , 温度 や 
面積 , AB, BE, 速 さ な ど が 含ま れる . 視覚 に 障害 
の ある 児童 ・ 生 徒 は , これ ら の 量 概念 を 日 常 生 活 の 中 
で 体験 する こと が 少な い の で 獲得 し に くい . し た が っ 
て , 小学 部 の 低 学 年 か ら , で きる だ け 量 的 な 観察 を さ 
せ , 感覚 的 お よび 器具 に ょ る 渦 定 能力 を 高め る 必要 が 
ある . 

この ほか 時 間 概念 , 数 概念 , エネ ルギー 概念 , つり 
合い の 概念 , 相互 作用 の 概念 や 生物 の 基本 概念 な ど が 
考え られ る . 

ここ で 重要 な こと は , これ ら の 概念 が 具体 的 な 操作 
また は 直接 経験 を 通し て だ け 形 成 さ れる と いう こと で 
ある . し た が っ て , 科学 の 方 法 の 習得 と 基本 的 な 科学 
概念 の 理解 と は , 互い に 助け 合い 深め 合っ て いく も の 
で ある こと に 留意 し な けれ ば な ら な い . 

[理科 の 内 容 〕 内 容 に つい て は , 衣 学 校 学習 指導 要 
領 に よれ ば , 基本 的 に は 一 般 の 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 学習 
指導 要領 に 示す と ころ に 準ずる と 規定 され て いる . し 
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か し , 内 容 の 選定 に 当たっ て は , 視覚 に 障害 の ある 児 
童 ・ 生 徒 が 学習 する と いう 立場 か ら , 次 の 諸点 に 留意 
する こと が た いせ つ で ある . 

1) 視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 の 自然 認識 の 過程 を 
考慮 する . 

視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 の 自然 認識 は , 不確か 
な 視覚 か , 視覚 以外 の 諸 感 覚 を 活用 し て , 自然 の 事物 
・ 現 象 か ら 情 報 を 収集 し , それ ら を 取捨 選択 し た り , 
処理 し た り し て 総合 的 に 行なわ れる . し か し , 情報 収 
集 の 80 パ ー セ ント 以上 を 担う と いわ れる 視覚 に 障害 が 
ある た め , 一 般 学 校 の 児童 ・ 生 徒 の 自然 認識 の 過程 と 
は , 本 質 的 に 異な る も の と 思わ れる . し た が っ て , 内 
容 の 選定 に 当たっ て は , まず , 視覚 に 障害 の ある 児童 
・ 生 徒 の 自然 認識 の 実態 を 十分 に 考慮 する 必要 が あ 
Bi. 

(② 基 本 的 な 事項 を 精選 する . 

視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 は , 一 般 学 校 の 児童 ・ 
AGEICIENT, 同一 内 容 の 学習 で も 多く の 時 間 を 要 す 
る 場合 が 多い . 特に 実験 , 観察 な ど 具 体 的 な 操作 を 通 
し て 概念 形成 を 図ら な けれ ば な ら な い 理科 の 学習 で 
は , この 傾向 が 著しい . また , 学習 指導 要領 に 示さ れ 
て いる 内 容 は , 具体 的 な 事項 を 細か く 指 定 し て いる わ 
け で は な い の で , 各 項 目 を どの よう に 具体 化し , 必要 
な 観察 , 実験 な ど を 取入れ て いく か が 重要 な 課題 で あ 
る . し た が っ て , SREROVWE-EREKOG, より 
基本 的 な 事項 を 精選 し て 学習 を 進め , 習得 し た 事項 を 
他 へ 転移 させ る こと が 必要 で ある . 

基本 的 な 事項 の 精選 に 当たっ て は , 理科 の 目標 を 分 
析 し て 具体 化し , 具体 的 な 目標 に 照ら し て その 必要 性 
を 検討 る こと が た いせ つ で ある . すなわち , 取上げ 
よう と する 内 容 が , 基本 的 な 科学 概念 の 全体 構造 の 中 
で , どの よう な 位置 を 占め , どの よう な 役割 を 果たす 
か . また , 探究 の 過程 に お いて , どの よう な 科学 の 方 
法 の 習得 と 関連 する か を 検討 し て , 内 容 の 選定 に 当 た 
る 必要 が ある . 

(3⑧ 視 覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 の 実態 を 考慮 する . 
内 容 の 選定 に 当たっ て は , 児童 ・ 生 徒 の 実態 を 明 ら 
か に する こと も ゃ も 欠か せな いこ と と で ある . 児童 ・ 生 徒 の 
実態 は , 学校 や 家庭 で の 日 常 生活 や 学習 活動 に 現われ 
SEO, MRE, 諸 調 査 な ど に よっ て 把握 する こと が 
で きる . TOR, 一 般 的 に 見 られ る 傾向 を 明らか に す 
る と と も に , さら に 1 人 ひと り の 児童 ・ 生 徒 の 実態 を 
明らか に する こと が た いせ つ で ある . その た め に は , 
炊 の よう な 観点 が 考え られ る . ON, 視野 , 眼 疾 , 


障害 の 発生 時 期 な ど 視覚 障害 の 状況 を 把握 する . Ofih 
覚 , 聴覚 な な どの 感覚 機能 , 肢体 の 運動 機能 , 知能 , 
言語 , 情緒 , 内 臓器 官 な ど に つい て の 障害 の 状況 を 把 
握 す る . ③ 生 活 歴 , 社会 成熟 度 , 理科 学習 内 容 の 興味 
や 関心 , 学力 , 体力 な ど 学 習 活動 の 能力 や 態度 を 把握 
ay Ei 

[理科 の 指導 法 ] 視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 の 理 
科 の 内 容 は , 前 述 の よう に 基本 的 に は 一 般 学 校 の それ 
に 準ずる わけ で ある . し か し , その 指導 に 当たっ て 
は , 自然 認識 の 過程 が 異な る の で , 方 法 上 考慮 を 要 す 
る 事項 が み られ る . 以下 , 視覚 に 障害 が ある た め , 指 
導 困 難 と 思わ れる 内 容 に つい て , 2, 3 の 例 を あげ , そ 
の 指導 法 の 概略 を 述べ る . 

(1) 光 の 性 質 に 関す る 内 容 ED, ① 光 の 存在 を 認識 
させ る 必要 が ある . 光 を 熱線 で と ら え , 光 と 影 を 湯 度 
感覚 で 認知 させ る . ⑳@ 温 度 感覚 の 代り に , 感光 器 (区 
の エネ ルギー を 音 に 変え る 器械 ) を 用 いて , 光 と 影 を 
音 の 高低 で 認知 さき せる (この 段階 で は , 暖か いと 感光 
器 の 音 が 高い と いう 認識 ).③ 電 熱 器 と MITCH 
器 を 向け て , 光 の 認知 を 熱線 か ら 可 視 光線 へ と 切替 え 
る (感光 器 の 音 が 高けれ ば 明る く , 低く けれ ば 暗い と 
いう 認識 ). 

以上 の こと を も と に し て , 感光 器 や それ を 応用 し た 
盲人 用 光学 台 を 用 いて , 光 の 直進 , 反射 , 屈折 の 学習 
を 進め る . 

(⑳ 天 体 に 関す る 内 容 : 天体 に 関す る ART つい て 
は , HERO VR - EGEILE TRUEMIDbAYD, その 
現象 を と ら え る こと か ら 地 球 と 宇宙 と の 関係 を 理解 し 
て いく と と が で きる . し か し , 視覚 に 障害 の ある 児童 
・ 生 徒 に と っ て は , 観測 は 太陽 を 除き ほとん と 不可 能 
CHA. この た め , 天体 の 事象 を モデ ル 実 験 に お き 奉 
えて 論理 的 に 考察 し た り , 適切 な 模型 な ど を 活用 し 
て , 空間 概念 の 拡充 に 努め た けれ ば な ら な い . た と を 
ば , 性 に つい て は , 次 の よう な 流れ が 考え られ る . 

BORA EV, 星 は どの よう に し て 見 える の か 
を 調べ る . スリ ガラ ス の らし ろ に 感光 器 を お き (人 の 
目 と 考え る ), その 前 方 に 細い 平行 光線 の 出る 光源 ( 星 
と 考え ん える) を セッ ト す る . 光源 を スリ ガラ ス か ら だ ん 
だ ん 遠ざけ る と , スリ ガラ ス で の 明る さ が ど う 変 わる 
か を 調べ る (明る い 星 で も 非常 に 遠く に ある と , と ど 
く 光 は どく 僅か で ある と い 2 認識 ). 

次 に , スリ ガラ ス の 近く に , 明る い 電 球 を つけ CK 
陽 と 考え る ), 遠く に ある 光源 を 点滅 し て , すり ガラ 
ス で の 明る さ が ど う 変 わる か を 調べ る (昼間 は 星 か ら 
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光 は き て いる が , 太陽 が 明る 過ぎ る た め に 見 えな いと 
いう 認識 ). 

星 の 並 び 方 立体 的 に 位置 づけ られ た 3, 4 (AOI 
源 か ら 平 行 光 線 を 出し , すり ガラ ス へ 投影 する . 次 に 
感光 器 で 光 の 位置 を 調べ て セロ テー プ の 小 丹 を は り , 
2 coe to ice ee ce 
は 非常 に 離れ て いる と いう 2 認識 . の 意味 を モデ ル 
ae te eee 

この 場合 , 光 の 直進 が 理解 さん て いる こと が 前 提 と 
な る の で , 光 の 直進 の 学習 の あと へ , 星 の 学 習 を 移す 
な ど , 他 の 内 容 と の 関連 も 配慮 する 必要 が ある . 

(3③ 化 学 反 応 の 認知 : 化学 反応 の 認知 に つい て は , ま 
ず , 触覚 , 聴覚 , 自覚 , 味覚 , 温度 感覚 な ど 保 有する 
感覚 を 有効 に 活用 し て , その 変化 を 総合 的 に と ら え る 
こと か 必要 で ある . また , 視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 
人 徒 に 適し た 実験 法 を 積極 的 に 開発 する 必要 も ある . 
2, 3 の 例 を あげ て 説明 する . 

① 色 の 変化 や 沈殿 の 有無 の 認知 は , Bottee 用 い 
て , 音 の 変化 に お き 替 え 認 知 さ きせ る. た と えば , 溶液 
の 酸性 ・ 中 性 ・ ア ルカ リ 性 の 認知 は , 指示 楽 BTB 浴 
液 を 加え て , 色 の 変化 を 感光 器 で 調べ させ る . 

② 気 体 の 発生 に つい て は , 固体 同士 を 乳 ば ち で こす 
り 合 わせ て 混和 し , 出 て くる 気体 の 具 い を か いで 誰 知 
する (粉末 実験 法 ). .、 た と えば , アン モ = ア (塩化 テン 
モニ ウム と 水 酸 化 ナトリウム ょ ), 二酸化 イオ ウ GER 
酸 水素 ナトリウム と 硫酸 水素 ナトリウム ), 塩化 水素 
(塩化 ナトリウム と 硫酸 水素 ナオ トリウム). 

COVED, 顕微 鏡 の 世界 の 観察 な ど 形 態 の 認知 に つ 
いて は , 適切 な 模型 や 真空 成形 機 な ど に よる 触覚 教材 
の 活用 を 図る よう に する . 

[指導 上 特に 配慮 を 要する 事項 ] ODED, 児童 ・ 生 
人 徒 が 進ん で 自然 の 事物 ・ 現 象 を 調べ よう と する 意欲 を 
起こ させ る よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 は , 一 般 的 に 自然 の 事 
物 ・ 現 象 に つい て の 関心 が 薄く , 消極 的 受身 の 態度 に 
陥り や すい . し た が っ て , 次 の よう な 点 に 配慮 し て 指 
導 に 当たる 必要 が ある . 

① 視 覚 に 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 の 身辺 に , 安心 し て 
自然 と 親しめる 環境 を 整え る こと ( 例 , 教材 園 な どの 
拡充 , 強化 ).② 教 材 の 選定 に 当たっ て は , わか りや 
すく , 興味 の も て る も の か ら 入 り , 児童 ・ 生 徒 が 自然 
の 事物 ・ 現 象 に 容易 に 働き か け や す いよ ょ うに に する こ 
と . ③ 自 然 の 事物 ・ 現 象 へ の 経験 が 乏 し い 点 を 考慮 し 
て , 常に レデ ィ ネ ス に 留意 し , 導入 段階 を 重視 する こ 


どら 

この よう に し て , 自然 の 事物 ・ 現 象 へ の 関心 を 育 
て , 高め る く ぁ うら が 必 要 で ある . 

(⑫) 野 外観 察 や 実験 の 際 に は , 特に 事故 防止 に つい て 
配慮 し , 危険 予防 の 能力 と 習慣 を 身 に つけ させ る こと 
が 必要 で ある 

視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 は , LEE で も 事故 に あ 
っ た り , 非常 に 驚い た りす る と , 次 の 学習 か ら は , 過 
度 の 緊張 感 や 危険 感 を も っ て , 学習 に 興味 を も た な く 
な る こと が 多い . 

この た め , 危険 個所 の 認知 の 仕方 や , 正しい 観察 の 
仕方 , 実験 の 方 法 を 理解 させ , 日 常 生活 に お いて も る 科 
学 的 な 行動 や 習慣 を 身 に つけ て , 危険 を 防止 で きる よ 
5 指導 する こと が た いせ つ で ある . (中 田 和 元 ) 

[ 紅 人 用 理科 機械 器具 ] 一 般 に 市 販 さ れ て いる 理科 
機械 器具 は , 視覚 に より その 目的 が 達せ られ る よう に 
な っ て いる . 盲人 用 の 理科 機械 器具 と し て , 一 般 市 販 
の 機械 器具 に 点字 目盛 り を つけ る と か , 多少 手 を 加え 
て 利用 で きる も の も ある . た と えば , 自動 ば か り , 注 
射 器 を 利用 し た 液 量 計 な ど 盲 人 が 自分 で 実験 観察 を 行 
な うた め に は , 盲人 用 理科 機械 器具 が どう 5 し て も 必要 


“Cpe: 


1) 盲人 用 感光 器 : CdS( 硫 化 カ ドミ ウム) を 利用 し, 
光 の 明暗 に よっ て 発振 音 が 変化 する 仕組 に な っ て い 
て , 大 き さ は , 発振 器 の 部 分 が 10 セン チ メ ー ト ル メ ※ 
4 セン チ メ ー ト ル x 2.5 セン チ メ ォ メー トル , CdS OF 
分 が 半径 0.5 セ ンチ メー トル , 長 さ 10 セン チ メ ー ト 
ル で 軽く 使い よい も の で ある . これ は 盲人 の 理科 数 育 
に と っ て , た い へ ん 利用 価値 の 高い も の で ある . この 
感光 器 を 使う 2 こと に より , 可能 に な る 実験 を 四 つ の 分 
野 別に 1 , 2 例 を あげ て みる . 

① 物 理 : 光学 実験 が 可能 に な る . た と えば , 凸 レ ン 
ズ に よる 像 の で きか た は , 物体 (セー ソ ク の 和 炎 ) EY 
レン ズ の 位置 関係 は 触 察 に より わか る . ROKER, 
正 立 か 倒立 か ( 炎 の ゆれ る 位置 が スクリーン の 上 か 下 
か ) は , スク リー ン に 写し 出さ れ た 像 を 感光 器 で 調べ 
HEEL VMS. ED CAS EU, BEAMS 
こと が で きた な い . 

振り 子 の 実験 , 振り 子 の お も り が 通過 する と き , 光 
を さえ ぎる こと を 利用 し て 振動 数 を 知る こと が で き 
# 

② 化 学 : 試験 管 , フ ラス ュ な と 透明 な 容器 に は いっ 
て いる 液 面 の 位置 を 知る こと が で きる . 感光 器 を 容器 
に 当て て 上 下さ せる と , 境界 面 で 音 の 変化 が ある . 
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沈 汰 の 生成 を 知る こと が で きる . た と えば , 3 本 の 
試験 管 に . それ ぞ れ 水 , 硝酸 銀 溶液 , 食塩 水 を 入れ 感 
光 器 で 調べ る と , 3 本 と $ ゃ 同じ 音 が する . 次 に 人 硝酸 銀 
- 溶液 を 水 と 食塩 水 に いれ て この 2 本 の 試験 管 を 感光 器 
で 調べ る と , 食塩 水 の 方 は 音 が 変化 する の で 白濁 し た 
こと を 知る と と が で きる の で ある . 

⑨③ 生 物 : アル ュー ル に より 葉緑素 が 抽出 され た こと 
を , 葉 を 入れ た アル ュー ル と , 葉 を 入れ な か っ た アル 
ュー ル を 感光 器 で 調べ る こと に より 知る こと が で き 
る . Ek, で ん ぷん の 検出 は 葉 の ョ ウソ 溶液 に よる 葉 
の 色 の 変化 を 感光 器 に より 知る こと が で きる . 

④ 地 学 : 垂直 な 棒 と その 影 の 長 さ に より 太陽 高度 が 
求め られ る の で , 棒 の 影 の 位置 を 感光 器 で 知る こと に 
より 太陽 高度 を 求め る こと と が で きる . ま た , 黒 の ラシャ 
紙 な ど で 感 光 器 の 半径 と 同じ 太 さ の パイ プ を 作り , 2S 
イプ の 一 端 に 感光 器 を 取付 け , 他 端 を 太陽 に 向け GF 
の 最も 強い 位置 ) 水平 面 と パイ プ の な す 角 を 求め る . 

(⑫) 盲 人 用 温度 計 : バイ メタ ル を 利用 し た 温度 計 で 長 
さ 約 15 セ ンチ メー トル , 半径 0.3 セ ンチ メー トル ほど 
の 金属 棒 (この 中 に バイ メタ ル が 仕組 まれ て いる ) と 
指針 の ある 点字 目盛 り の つい た 円 板 か ら な っ て お り 
0°C ~ 100°C の 測定 が 可能 CHA. 

@QBARELMTAUOA : この 上 皿 て ん びん は 分 銅 加 
除 式 直 示 上 皿 て ん びん の 1 種 で , 分 銅 の 加除 は 点字 の 
つい た ダイ ヤル で 行ない , は か り が 釣 合 っ た か 和 否 か を 
BO 信号 に より 判断 する . 釣 合 い の 状 態 に な っ た と 
き , 点字 目盛 り ダイ ヤル の 数 値 を 触 読 す る . Plt 
100 グラ ム で , MBL 100 ミリ グラ ム で ある . 

(4) 衣 人 用 は さ み 尺 : この は さ み 尺 は 管 の 外 径 , 球 
OBE, 板 の 厚 さ な ど を 1 ミリ メー トル 程度 まで 正確 
に 測る も の で , 目盛 り の 長 さ は 40 セン チ メ ー ト ル で , 
加 尺 を 使う こと に よっ て 1 ミリ メー トル まで 渦 定 で き 
る . 

(5) そ の 他 の 盲人 用 機械 器具 : OBA EalEA~ YO, 
② 盲 人 用 直 示 て ん びん , ③ 盲 人 用 マイ クロ メー ター, 
OBA Bits, OBAHNBEa, ⑥ 盲 人 用 回 路 試験 
a, ⑦ 盲 人 用 は く 検 電器 , OBAMA, OHA 
磁針 . 

以上 の よう な 盲人 用 機械 器具 が ある が , 盲人 の 理科 
教育 の た め の 機 械 器具 と し て は 不 十 分 で ある か ら , 現 
場 の 教師 は , それ ぞ れ く ふ みう し て 実験 機器 を 自作 し , 
理科 教育 目標 立 成 に 励ん で いる の が 実情 で ある . 

(野口 功 ・ 中 田 和 元 ) 
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音楽 


盲 学校 に お ける 音楽 の 指導 に 当たっ て , 特に 次 の よ 
ら うな 点 に 配慮 する こと が 必要 で ある . 

THIS) の 指導 に お いて は , 小学 部 の 低 学 年 か ら 聴 
唱 法 に よる 歌い 方 に 慣れ させ , 基礎 的 な 歌唱 技能 を 身 
に つけ させ る . 視覚 を 通じ て 模 條 する こと が 不可 能 な 

合 , 内 部 感覚 や その 場 の 反射 音 を 活用 し て , 常に よ 
い 姿 勢 を 保ち , 正しい 発声 , 発音 お よび 声量 の 調節 が 
で きる よう に 配慮 する . Ek, 愛 唱 歌 を 増やす た め に 
数 多く の 曲 を 取上げ る こと も ぁゃ 歌唱 指導 に お いて は た い 
せつ な こと で ある . Ek, 合唱 に 際 し て は , 聴覚 を 通 
Lt, 同一 声 部 の 速 さ , BS, 音色 な ど を そろ え を , 他 
の 声 部 と の 調和 を 図れ る よう に させ る 必要 が ある . 

「 器 楽 」 の 指導 に お いて は , まず 楽器 いじ りや 遊び 
を 十分 に させ て , その 楽器 を よく 理解 し て か ら 演 奏 に 
移ら せる . 演奏 する と きゃ も, 運動 感覚 や 聴覚 に よっ て 
音色 や 音量 の ュ ン トロ ー ル が 行 な た ん る よう に 指導 す 
る . また , KRCKREVBT SHCA F OFDIEL < 
位置 づけ られ た り , オル ガン や ピア ノ の タッ チ が 正確 
に 行なわ れる よう に と , 楽器 の 基本 演 法 を 正しく 身 に つ 
けさ せる こと に 留意 する . 

盲 学校 は 一 般 に 少 人 数 の クラ ス 編 成 で ある た め , 合 
唱 , 合奏 な ど で も 個人 指導 を 通し て バラ ンス の と れ た 
美しい ハー モニ ー を めざし て 指導 する が , +H, 集団 
と し て の 協調 性 に 欠け る 面 も ある . その た め , 隣接 の 
学級 や 学年 と 合併 し た 多 人 数 の 合唱 , 合奏 も , 学級 や 
学年 単位 の 授業 と 並行 し て 行なう こと を 考え た い . 

リズ ム , 旋律 , 和 声 の 基礎 領域 の 中 に お いて , 特に 
リズ ム は 多く の 視覚 障害 児 が 最も 不 得意 な TH CH 
BH. 小さ いこ ろか ら 両 親 の 過度 な 保護 を 受け や すく , 
また だ た, 家庭 の 中 に と じ こ も り が ち に な り , 遊び や 生活 
経験 か きわ め て 少な い . その た め に 遊び の 中 で 自然 に 
身 に つけ る リズ ミカ ル な 歩行 な どの 経験 が 不足 し や す 
い . し た が っ て , 各種 の リズ ょ 運動 を 通し て , リズ ム 
感 を 育て る よう に く ぁ うす る こと が 特に 要求 され る . 
単に 手拍子 や 打楽器 な ど に よる だ け で な く , 全身 に よ 
る リズ ム ュ 表 現 の 機会 を 多く する よう な 配慮 も 必要 で あ 
る . 

旋律 , 和 声 に つい て は , WRF RO lie - FEL O 
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間 に 比 較 的 差 は 少な い が , 特に 配慮 し た い の は 音感 に 
つい て で ある . これ は 視覚 障害 児 の 障害 物 知 覚 の 能力 
と の 相関 人 性 も 高い の で , 音楽 の 授業 の みな ら ず , いろ 
いろ な 角度 か ら 総 合 的 に 指導 する . 

盲 学校 に お いて 使用 され て いる 教科 書 は , 弱視 児 は 
一 般 の 学校 と 同じ 教科 書 で あり , 視覚 を 有 し な い 生 徒 
は , それ に 人 準じ た 点字 教科 書 で ある . そこ で 用 いら れ 
て いる 点字 楽譜 は 文字 譜 で あり , 普通 の 5 線 楽譜 に 比 
べ , BS, 長 さ な ど , 音符 の 表 出 が きわ め て 抽象 的 
で , 感覚 的 に 提示 され な い . そこ で , 点字 楽譜 の 指導 
は , DAA, 旋律 , 和 声 の 感覚 が 十分 に 養 わ れ た あと 
に 1 人 ひと り の 児童 ・ 生 徒 の 学習 状況 を あま えて , 個 
人 指導 を 行なう の で ある . 学年 が 進む に つれ , 以上 の 
ほか , さら に 次 の 点 を 考慮 し て 指導 する こと . 

点字 学 譜 を 使用 し て いる 生徒 の ツ ソルフェージュ に お 
いて は , 点字 楽 詳 が 文字 譜 の た め , 一 般 に 音 を 個々 に 
と ら え が ちな の で , 音 を フレ ー ズ と し て つか ませ る よ 
VOLS SS 2s eS whe VEE Seas 
うに 指導 する こと が た いせ つ で ある . 

宜 学校 の 少 人 数 教育 は , と も する と 個人 指導 に 上 庁 よ 
り が ちな の で , 中 学部 で は 歌唱 , 器楽 と も 多 人 数 の ア 
ン サ ン ブ ル を 中 心 に 指導 し , 演奏 能力 や 表現 能力 の 高 
い 生徒 に は , さら に 高度 の 感性 を 育て る た め に , 少 人 
数 の アン サン ブル も ゃ 指導 する . 

歌唱 で は 男子 生徒 の 変 声 が 一 般 の 中 学校 の 生徒 と 比 
べ , 期間 や 程度 が 異な る 生徒 や , 俗 に 「 め くら 声 」 と 
呼ば れる 独 得 の 悪い 発声 を し て いる 生徒 も 時 に ある 
が , そう いう 生徒 に は 特に 授業 に 楽し く 参 加 で きる よ 
う に , 無理 の な い 音 域 で 歌え を る よう に 移調 し た り , 発 
声 練習 の 時 に 生徒 の 音域 や 音色 を 考慮 し て , ハー モニ 
WGC Fie の が お ぐす る 

創作 の 分 野 で は , 生活 経験 や 遊び の 経験 が 少な いた 
め に , 創造 的 表現 の 幅 が きわ め て 狂い 生徒 も 多い. な 
る べく 多く の 機会 を 利用 し て , な ま 演 奏 や ラジ オ , テ 
レビ な どの 視聴 覚 教 材 や 教具 を 利用 する と と も に , fh 
の 教科 と の 関連 も 密 に し , より 幅 の 広い , 創造 的 な 表 
現 が で きる よう に 配慮 する . 

また , 早期 教育 の 一 環 と し て 特定 の 楽器 (主として 
Be TITY) の 指導 や ソル フェ ー ジ ュ な ど を 小学 
部 の 時 期 か ら 音 楽 の 授業 時 間 と は 別に , 才能 の ある 児 
童 ・ 生 徒 に 個人 指導 する こと は 効果 が 大 きい . 

(足立 勤 一 ) 


図画 工作 ・ 美 術 

[小学 部 図画 工作 〕 目標 な ら び に 各 学 年 の 目標 お よ 
び 内 容 に つい て は , 小学 校 学習 指導 要領 に 示さ れ た も 
DIMES SE Leo TW. 

また , 指導 計画 の 作成 と 内 容 の 取扱 い に つ いて は , 
次 の よ うな 配慮 を する よう 掲げ られ て いる . 

(1) 視 覚 を 有 し な い 児 童 に 対す る 指導 計画 の 作成 に 当 
た っ て は :, 人 造形 活動 へ の 関心 や 意欲 を 高める た め , 
TA) PVE) お よび 「 デ ザイ ン 」 に 重点 を お き , A 
覚 で きる 材料 を 使っ て , 「 絵 画 ] に 関す る 適切 な 指導 
が で きる よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(⑫)「 鑑 賞 」 の 指導 に 当たっ て は , 彫刻 や 工芸 な どの 
作品 に 直接 手 で 触れ る こと に よっ て , 作品 の よさ , 美 
し さ を 味 わ う こと が で きる よう 配慮 する こと が 特に 必 
要 で ある . 

(3 危険 を 伴う 用 具 や 機械 を 使用 する 場合 に は , 安全 
の た め の 服 装 を 整え させ , 個々 の 児童 の 視覚 障害 の 状 
態 や 能力 な ど に 応じ て , 補助 具 , 安全 装置 な ど を く ぁ 
うら し て 利用 する と と も に , 安全 の た め の 技 能 や 態度 が 
養 わ れる よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

どの 内 容 を 取扱 う 場合 に も , 小学 部 入学 当初 の 児童 


_ の 特質 を 考慮 し , 体 を 柔軟 に する 遊び , 物 を つか む た 


め の 遊 び , 紙 を 破る , 棒 を 折る な どの 基本 と な る 動作 
が で きる よう な 指導 を 計画 の 中 に 加味 する . 

盲 児童 の 造形 活動 が すすむ に 従い , 手足 の 運動 が ュ 
ント ロー ル さ れ , 触 運動 を 通し て の 人 造形 活動 へ の 意欲 
が 高め られ て いく . 児童 が 外界 へ 次 第 に 働き か け , 周 
囲 の 刺激 を 整理 し , 自身 で 整理 する こと と に よっ て 目 分 
自身 の 行動 を シュ ント ロー ル し て いく . この 能力 の 伸び 
か け る 機会 を と ら え て , 次 の 指導 段階 に 導入 し て いく 
OWED De 

小学 校 学習 指導 要領 で は , 内 容 に 示さ れ た 各 領 域 の 
授業 時 数 の 配当 の 割合 は , お お むね 次 の 通り と され て 
いる . 

HHH | to kU [HBB 40-s-ey bh, 「 デ ザイ ン 」 
15 パー セン ト ,「 工 作 ] 40 パー セン ト , THB) 5-8 
BAYS, 

盲 学校 で は この 割合 を , 視覚 障害 の 程度 と , 1 人 ひ 
と り の 能力 の 進歩 の 度 に 応じ て 「 彫 竣 」,「 工 作 」」 「 デ 
ザイ YI 重点 を お く こ と に し て いる . 

絵画 : 全盲 で ある 児童 の 絵画 は , 描く 絵 , 貼っ て 作 
る 絵 , これ ら を 組合 わせ た 絵 , いろ いろ な 版画 な ど で 
あり , 触っ て わか る も の で ある . 

描く 絵 と は , 遇 張 布 地 や 防虫 網 を 張っ た 図画 板 の 上 
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に , 点字 用 紙 や 画用紙 を の せ , 紙 の 上 か ら 点 筆 や 鉄 筆 
な ど を 当て る こと に よっ て で きる 点 の 連続 線 で 表現 さ 
れる 絵 . ある い は , ゴム 盤 の 上 に セロ ファ ン 紙 か ビニ 
ー ル 紙 を 当て , 点 筆 な ど で 線 を 引く と , ゴム の 弾性 に 
よっ て セロ ファ ン や ビニ ー ル 紙 に 隆起 し た 軌跡 か が でき 
る . この 軌跡 で 表現 する 絵 (ヒー ズラ イタ ー), セル 
ロイ ド や 金属 板 , ビニ ー ル の 塗装 され た 紙 に ニー ドル 

(エッ チン グ の 妃 ) や 釘 で きず を つけ て 表現 する 絵 な 
ど で あ る . 

その ほか に , も の を な ら べ た 絵 , びょう や ピン で 止 
Dice, 点 学 タイ プラ イタ ーー で 描い 絵 や レ リ サー デブ , 
いろ いろ な 版画 な ど が ある . 

見 た こと の ある も の な ど を 自由 に 描く , と いう こと 
が 困難 な 場合 に は , 題 を 与え る と ころ か ら 始 め , 必要 
に 応じ て 自由 に 表現 させ る . 表現 に 必要 な 技法 , た と 
えば , の り を 使う , 点 筆 を 持つ , も の を つか むこ と な 
ど が で きた な い 児 童 に は , その 児童 の 心身 の 発達 に 応じ 
た 段階 か ら 指 導 計 画 を 立て る . 

中 途 失明 の 児童 や 弱視 児童 で 平面 に 表現 する こと の 
CE SAR ICIS, 晴 眼 児童 と 同じ よう に 描画 を させ る . 

eB: DBE D DAME, 触 わ っ て 不快 感 を も た 
な い ゃ も の を 選ぶ (臭気 の ある も の , MOAT SS 
の , ざら つき の 強い も ゃ の は 盲 児童 に 適さ な い ). 

物 の 基本 と な る 形 (立方 体 , 直方 体 , 球 , 円 柱 形 ) 
や 変形 し た も の を 作り , 自由 に 組立 て る . 

大 づか みな 表わし 方 で , 身 の ま わり の こと や も の を 
つく る . 粘土 を 主として 他 の 線材 や 面 材 と 組合 わせ て 
2 くる 。 

MB TDC 4k 5 Tih, いろ いろ な 実物 , 模型 , 
は く 製 , 標本 な どの GIT A < 接触 させ , BPM 
A, 部 分 や 全体 の 特徴 な ど を つか ませ る よう に する . 

彫 足 に 必要 な 基礎 的 な 技術 (粘土 の 手 び ね り , ひも 
づく り , MOC OTE) や 用 具 の 扱い に こなれ させ て , 
自 の まわ り に ある も の や 想像 し た も の を つく ら せ る . 

粘土 を 初め て 持つ 児童 で , 指 の 運動 が 十分 に で き な 
い 場 合 に は , ちぎ る , た た く , 指 で つっ つく , KEM 
歩 の 段階 か ら 指導 を する . 

手 や 体 に 力 が つき , 釘 , BAT, 木 づ も な どの 道具 
が 扱 か える よう に な っ た ら , RAOBPAR, 石けん 
な ど を 素材 に し た 彫刻 を 作ら せる . 

盲 児童 の 作品 が 一 般 の 作品 と 違っ て いた り , 理解 し 
に くい 作品 と な っ て も ゃ も , その 製作 の 過程 を 観察 し , そ 
の 意図 と 努力 を 理解 し, 励ま し な が ら そ の 能力 を 高め 
る よめ に する 。 


デザ イン : 興味 を も っ て 簡単 な 飾り や , 知ら せる も 
の を 作る こと が で きる よう に する . 色 や 形 な ど で 自 由 
な 組合 わせ や 組立 て が で きる よう に する . 目的 に 応じ し 
た く ぁ あら を し な が ら 飾 り を つく る と と が で きる よう に 
SDB: 

PR OVBICIL, 触 空 間 の 再 構成 が で きる よう , 舎 
形 活動 に 対応 し た 会 話 を 交え , 色彩 の 調和 , 形 の 調和 
が 理解 で きる よう に 指導 する . 

色彩 の 弁別 が 困難 な 弱視 に た い し て は , 眼科 医 と 相 
談 し て 指導 計画 を 立て る . 

デザ イン の 学習 に 必要 な 発想 , 設計 , 工作 技術 は , 
eB, 工作 な ら び に 絵画 の 学習 と と も に 進む よう に す 
a 

工作 : MRE BOEMBEL, 興味 を も っ て 作る こ 
と が で きる よう に する . 動く 仕組 を 触 わっ て 理解 し た 
り お も ちゃ や 家 な ど を 作る . 板 や 棒 を 組立 て て 箱 や 
本 立て な ど を 作る . 

ホッ チキ ス , は さ み , 木工 具 , 接着 剤 な ど を 使う こ 
と が で きる て ク に ずる 。 

全盲 の 児童 に は , 紙 を 丸め て 筒 を 作る , 紙 を 折っ て 
ホッ チキ ス で 止め る . 積木 えす る こと , な と 科 単 な 工 
作 か ら 順 次 複雑 な も の を 作る よう に 指導 する . 

の り を 使う 場合 に , 定 児 童 が 適量 ずつ 使え る よう に 
チュ ー ブ 入 り を 使わ せる と か , 木材 を 切る 夫 合 に 両刃 
の こぎ り を 使う より , 電動 ミシン の こぎ り を 使用 させ 
て , 大 き な 労 力 を 省き 児童 が 楽し く 工 作 が で きる よう 
な 配慮 を し , 次 第 に の り の びん か ら 適量 の の り を 出 
し , 適量 に 使え を る よう に し た り , 木材 を 両刃 の こと ぎり 
CHAISE DOCSIS he. 

工具 , 機械 を 扱う 場合 に は . 正確 に 作業 が で きる よ 
うら な 補助 具 や 安全 に 使え る よう な 装置 を く あ ふう する 必 
要 が ある . 

鑑賞 ・ 自分 の 作品 や 友だち の 作品 を 触っ た り , KIT 
で みた り し 鑑賞 する . 作品 を た いせ つ に し , 作っ た 人 
の 気持 を 考え た り , 作る と き の 昔 心 や 府 び を 話 合 っ て 
鑑賞 する 力 を 養う . 

弱視 児童 に は 絵画 の 鑑賞 を させ る が , 必要 に 応じ て 
弱視 用 の 眼鏡 や 実物 投影 機 , 幻 林 な どの 光学 機器 を 用 
いる . 

触 わ っ て 鑑賞 を する と き に , 片手 を 基準 に 他方 の 手 
を 動か す と か , 全体 と 部 分 を 交互 に 触 わ ら せ る な どの 
触 わ ら せ 方 の 研究 を すす め , 十分 に 正しく 鑑賞 が で き 
る よう な 指導 計画 を 立て る こと も た いせ つ で ある . 

[中 学部 美術 ]」 目標 な ら び に 各 学 年 の 目標 お よび 内 
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容 に つい て は , 中 学校 学習 指導 要領 に 示さ れ た も の に 
准 ず る こと と に な っ て いる . 

宜 生 徒 は 成長 過程 に お ける 生活 経験 が 限定 され た 範 
FICE LEED, 狭く , 技術 的 な 面 の 進歩 $ 遅い の で , 
美術 の 学習 を 通じ , 経験 拡大 の 素地 を 提供 し て や ら な 
けれ ば な ら な い . 

物 に は 形 も 大 き さ も ゃ も 量 も 重 さ も あっ て , 触 知覚 運動 
に よっ て 十分 つか むこ と が で きる . 構成 美 も 機能 美 も 
触覚 に 訴え て 鑑賞 を し た 方 が よい 場合 も ある . 

ひと 目 見 て , 全体 を 認識 する こと が で き な い こと か 
ら , 部 分 と 全体 を 交互 に 触 わ っ て 全体 を 統合 理解 し た 
り , いろ いろ な 道具 を 巧み に 使え な いた め に , 晴 眼 の 
生徒 より 多く の 時 間 が 必要 と な る が , 皆 生徒 に 美術 の 
学習 は 困難 だ と いう 理由 に は な ら な い . 

作ら うと する 意図 と , 手 の 働き が 一 致す る よう に, 
小学 校 の 図画 工作 の 学習 に 続い て , 段階 を ふん だ 指導 
計画 を 立て る . 

また , 指導 計画 の 作成 と 内 容 の 取扱 い に つ いて , 次 
の よう な 配慮 を する よう 掲げ られ て いる . 

(1) 視 覚 を 有 し な い 生 徒 に 対す る 指導 計画 の 作成 に 当 
た っ て は , 積極 的 に 人 造形 活動 を する 意欲 を 高 め る た 
め , (ABI 「 工 芸 」] お よび 「 デ ザイ ン | に 重点 を お 
き , 知覚 で きる 材料 を 使っ て 絵画 表現 や 版画 の 指導 が 
で きる よう 配慮 する こと が 必要 で ある . 

(⑫)「 鑑 賞 」 の 指導 に 当たっ て は , 彫刻 や 工芸 な どの 
作品 に 直接 手 で 触れ る こと に よっ て , 作品 の よさ , 美 
し さ を 味 わ ち う こと が で きる よう 配慮 する こと が 必要 で 
ある . 

(3) 用 具 , 塗料 , 溶剤 な ら び に 加熱 器具 な どの 使用 に 
際 し て は , 危険 予防 の た め に , それ ら の 配置 , 保管 お 
よび 換気 な ど に つい て 配慮 する こと が 必要 で ある . 

絵画 : 触 わ っ て みる と と の で き な い 純粋 の 絵画 は , 
先天 的 盲 生徒 に 学習 させ る こと は 困難 で ある . 小学 部 
の 「 絵 画 ]」 に 述べ た よう に , 触 わ っ て わか る 表現 で 学 
習 を させ る . 

中 学生 に な る と , 生活 の 中 で 物 の 位置 , 方 向 な どの 
定位 が 楽に な る の で , 立体 物 を 平面 的 に 図示 し た り , 
物 の 性 質 を 理解 する こと が で き て くる の で , 種々 な 性 
質 の 物 を 組合 わせ た は り 絵 な ど , すす ん だ も の が 作れ 
Bd IIS D. 

中 学生 らし い 自信 と 夢 を た いせ つ に 育て, 造形 活動 
に 興味 と 意欲 が も て る よう な 内 容 指 導 を する . 

彫 暮 : いろ いろ な 材料 を 経験 させ る よう に する が , 
作品 を つく る 際 に 厚 板 に 心 棒 を た て て 環 像 を 作っ た 


り , 石 言 ど り を する な ど , 小学 部 で 学習 し た 作品 より 
大 き な も の を 作ら せる よう に する . 

盲 生徒 と 弱視 生徒 が 協力 し て で きる 共同 製作 の 題材 
を 生徒 た ち に 相談 させ , 盲 生徒 と 弱視 生徒 が 共に 十分 
技能 が 発揮 で きる よう な 作業 計画 を 立て て , 共同 製作 
の 苦労 と 座 び が 味わえ ん る よう に する . 

デザ イン : 触覚 的 効果 を 重点 的 に と ら え , 使用 目的 
な と ど と 条件 を 考え , 美的 に 総合 し て 物 を 作り 上 げ る 能力 
を 養う . 

デザ イン の 全 過 程 は 条件 の 調査 , 考察 , FR, 表現 
の 段階 に ち け られ, よく 考え 案 を 練る と と を 十分 に 指 
導 す る . 

点字 を 使っ た 模様 と これ を 応用 し た テー ブル セン タ 
ー な どの 見 て も 美しく 楽し め る 作品 な ど を 《 で 2 別 で き 
る よう に する . その ほか , 教室 で 使う マー ク 類 , クラ 
ブ 活 動 を 知ら せる た め の も の , 個性 豊か な 日 用 品 の デ 
ザイ ン な ど を 題材 と する . 

色彩 の 弁別 で き な い 生徒 に は , 色彩 が 社会 で どの ょ よ 
2 に 扱わ れる か , 身近 な 服装 , 服飾 の 例 を あげ た り し 
て , 色彩 に つい て の 知識 を 豊富 に する . 

工芸 : 与え られ た 材料 を も と に , 用 途 を 考え て 製作 
で きる よう に する 場合 , いろ いろ な 材料 を 十分 触 わ っ 
CHES, 材質 や 加工 法 を 理解 で きる よ うに する . 

材料 に 適 し た 工具 , 接合 法 , 組 方 や 加工 法 な ど は , 
現物 や 模型 な ど を 使っ て 調べ させ , 作ろ 2 と する 物 の 
設計 , 考案 を させ る . この と き に 必要 な 表示 法 に つい 
て 指導 する が , 図示 で き な い 生徒 に は , 仕様 書 の よう 
と 要点 を まとめ させ る よう に する . 

鑑賞 : 触覚 や その 他 の 知覚 で 認知 で き , 理解 で きる 
も の は 何で も 触 わ ちら せ て 弁別 能力 を 高め , 彫刻 専門 作 
家 の 作 品 な ど 多 く 鑑 賞 で きる よう に 配慮 する . 

[高等 部 芸術 (美術 , 工芸 )] 芸術 (音楽 ・ 美 術 ・ 工 
・ 書 道 ) の 目標 と , 各 科 目 に 対す る 目標 は , 高等 学 
, 学習 指導 要領 の 示す と ころ に 準じ る . 

指導 の 内 容 と 留意 事項 

(1 美術 

絵画 : 中 途 失 明 者 や 弱視 者 で , 絵画 的 な 表現 が で き 
る も の に は , KE, 油彩 な どの 絵画 の 学習 を させ る . 
この 場合 , 各 人 の 創意 を 尊重 し , 晴 過 者 の 一 方 的 な 立 
場 か ら の み 観 た 概念 を 押し つけ る こと の な いよ う 指 導 
wey 

対象 に つい て 感動 し た こと , 想像 を し た こと な ど と に 
つい て 話合い , 十分 に 表現 で きる よう に 環境 と 設備 を 
整え て お く 必 要 が ある . 


Se Se 
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平面 的 な 作品 を つく る と と の で き な い 者 に は , WY 
り 的 な も の , 触 わ っ て わか る も の を 材料 と し て 表現 さ 
せる . COB, 小学 部 や 中 学部 で 扱っ た 材料 より 広い 
範囲 で 材料 を 選び , 自己 の 心象 に みさ わし い 表 現 が で 
きる よう に く あ うさ せる . 

Reo: FEE REL LEMBRT SEL, 陶芸 を 
BD, ろく ろ に よる 成形 , AREY, Bem LST 
2 が, 危険 を 予防 する よう 配慮 する . 

BA CRASS OL, 木 を 彫刻 し て 表現 する こと , 
いろ いろ な 材料 を 組合 わせ て 表現 する な ど , 自由 に 材 
料 を 選び , 立体 的 な 美 し さ を 率直 に 表現 させ る . 

立体 的 に 表現 する た め の 用 具 を 各種 整備 し , か た ま 
り , 面 , 動 勢 な ど を 効果 的 に 処理 する こと が で きる よ 
うに する . 

デザ イン : 全盲 で あっ て も ゃ も, 色彩 を 見 た 記憶 の ある 
者 に は , 色紙 に 記号 を つけ て 模様 を つく っ た り , 作品 
を 効果 的 に 表現 する た め に 用 いさ せ , 色彩 の 記憶 が 失 
な われ る こと と の な いよ ょ うに 配慮 する . 

形体 , 材質 な どの は た らき を 追求 し て , 目的 に 応じ 
Te OS BE OU TS 

鑑賞 専門 作家 の 彫刻 な ど を 多く 鑑賞 で きる よう 
に , 触 わ っ て も よい 作品 を 借受 けた り , 学校 備品 と し 
て お く な ど , 環境 を 整備 する こと が 必要 で ある . 視 覚 を 
も っ て 鑑賞 で きる 者 に は , 美術 館 や 展覧 会 場 で 鑑賞 指 
導 が で きる よう 指導 計画 を 立て る . 

伝統 的 な 美術 と 現代 美術 の 造形 上 の 特色 な ど , Se 
の も の に も 教養 と し て 指導 を する こと が た いせ つ で あ 
る . 

(2) "Tes 

構成 と 表示 : 自然 物 や 人 工 物 を 観察 し , 美的 要素 を 
発見 させ る が , 視 知覚 に よる 美的 要素 と 触 知覚 に よる 
美的 要素 と の 関連 , 差異 な と 研究 し な が ら 指 導 を する 
必要 が ある . 

図形 に よる 形体 の 表示 は , 視力 障害 の 状態 , 程度 に 
Nim SOK 1S の NG 第 が の 

デザ イン と 製作 : 手工 芸 品 を デザ イン し 製作 する 
が , 材料 を 広く 求め 各 人 の 技能 に 応じ て 題材 を 選ぶ . 

色彩 を 識別 する こと の で き な い 者 に は , 目的 , 機 
能 , 材料 な ど を 考え て 助言 する こと に より , 色彩 に 対 
する 理解 を 深め る こと が で きる よう に する . 

鑑 員 と 理論 : 身近 な 生活 工芸 品 を 持 寄り , 機能 , 材 
料 , 構造 , 技術 な どの 観点 か ら , 手 に 持っ て 十分 観察 
し , その 良否 を 検討 する . この 場合 , 見 た 目 の 良 さ 
と , 触 わ っ た 感じ の 良さ な ども 検討 する こと も た いせ 


つ で ある . また , その 作品 が 手工 芸 品 か 機械 に ょ よる 工 
雲 品 か を 識別 し た り , 特色 を 理解 で きる よう に する . 

工芸 品 が で き 上 が る まで の 工程 , 苦心 , 土地 が ら , 
風俗 な ど を 視聴 覚 教材 を 使っ て 知ら せ , 工芸 品 に 対す 
る 理解 を 深め る . (伊藤 龍男 ) 


技術 ・ 家 庭 (BF) 

[中 学部 技術 ・ 家 庭 〕」 目標 な ら び に 各 学 年 の 目標 お 
よび 内 容 に つい て は , 中 学校 学習 指導 要領 に 示さ れ た 
も の に 準ずる こと に な っ て いる . また , 指導 計画 の 作 
成 , 内 容 の 取扱 い に つ いて 詩学 校 ・ 中 学部 学習 指導 要 
領 に は , 次 の よう に 掲げ られ て いる . 

①「 製 図 」 の 指導 に 当たっ て は , 特に 設計 と 製図 
の 関係 を 理解 させ る こと に 重点 を お く と と か が 必要 で あ 
る . 

②「 金 属 加工 」 の 指導 に 当たっ て は , 薄板 金 の 加 
工 に 重点 を お き , 工作 機械 を 使う 軟鋼 棒 の 加工 は , 生 
徒 の 能力 に 応じ て 取扱 う よ う に す る こ と か が 必要 で あ 
る . 

③「 機 械 」 の 指導 に 当たっ て は , 機械 の 構造 ・ 動 き 
・ 働 き な ど に つい て 理解 させ る こと と に 重点 を お く よ 2 う 
配慮 する こと が 必要 で ある . ; 

④ 内 容 の 指導 に お いて , 危険 を 伴い や すい 実習 を 行 
な うら 場 合 は , 事故 を 予防 する 態度 や 習慣 が 養 わ れる よ 
う 特に 配慮 する こと か が 必要 で ある . 

1 製図 (第 1 学年 ) : 盲 学校 の 技術 ・ 家 庭 の 教科 書 
は , 中 学校 と 同じ 教科 書 と 点字 で 書か れ た 教科 書 と が 
使わ れ , 点字 の 方 で は 製図 を 考案 ・ 計 画 と し て ある . 
これ は 盲 生 人 年 が 精密 な 製図 を する こと が 困難 で ある た 
め , 設計 を する 際 の 考案 ・ 計 画 を 重点 に 指導 を する こ 
と と し た か ら で あ る . 

盲 生徒 で 中 途 失 明 者 の 中 に は 立体 物 を 平面 で 図示 で 
きる 者 も いる が , 先天 盲 の 生徒 の 2 次元, 3 次 元 の 空 
間 の 認識 は , 意図 的 に 順序 よく 学習 を し て いな いと ぞ む 
ず か し いも の で ある . 

精密 な 図示 で は な く 盲 人 用 の 作図 板 や レー ズラ イタ 
ー, ユン パス , 定規 な ど を 用 い , 簡単 な 図示 を し , 考 
委 ・ 計 画 や 設計 ・ 製 作 の 資料 と する こと が で きる よ 25 
に する . 

@) 木 材 加工 (第 2 学年) : 主として 板材 (1 FA), 
角材 (2 年 生 ) で 構成 する 木製 品 の 作製 に つい て 指導 
gan 

構想 表示 は スケ ッ チ に よる か , 仕様 書 ま た は 設計 書 
を 点字 で 書く よう に する . 簡単 な 製図 を 盲人 用 具 で 書 
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く こ と の で きる 生徒 に は 平面 図 と 側面 図 を 書か せる . 

木工 具 は 一 般 に 使用 され て いる も の を 使う が , BA 
徒 が 正しく 木材 を 切っ た り , 釘 を 打っ た りす る こと が 
で きる よう に く ぁ ふう され た 補助 具 を 使う . 

道具 類 を 使う より 機械 類 を 使っ た 方 が 工作 し や すい 
場合 が ある. この よう な と き に は 安全 装置 を つけ た 
り , 正しく 工作 で きる よう な 補助 具 を 使う . 

お も な 題材 は , 本 立て , ブッ クエ ンド , 小 箱 , 文 
BL, 腰掛 すけ など で ある . 

3 金属 加工 (第 1・2 学年 ) : 主 と し て 板材 (1 年 
生 ), 棒 材 (2 年生 ) の 金属 加工 を 行なう . 

板金 は 軟鋼 板 の ほ か アル ミニ ュ ッ ウメ 板 や 亜鉛 板 な ど 
を 用 い , 手 の 運 動か よく ュ ユン トロ ー ル で き な い 生徒 に 
も 作製 し や すい も の を 選ぶ . 

作製 前 に 模型 を よく 触 わ っ て 観察 させ て 工程 を 考え 
させ る . 

接合 に は , は ん だ づけ が 困難 で ある な ら , リベット 
や 接着 剤 を 用 いる . 板金 の 切断 に は 金 切 り の こぎ り を 
使う ほか , 金属 板 を 切る ミン ン の こぎ り を 使っ た り , 
た が ね を 使っ て 打ち 切る . この 場合 , 工作 し や すい よ 
うに 補助 工具 を く あ うし て 使っ た り , 安全 の た め の 装 
Bess. 

棒 材 を 加工 する 場合 , 安全 装置 の ある ボー ル 盤 を 使 
ら うこ と も 経験 させ る . Ek, や すり が けが 正しく で き 
る よう に 実習 を させ る . 

旋 散 の 操作 実習 は , 特に 安全 装置 な どの 設備 が ある 
場合 の ほか は 行なわ ない. 半 加 工 品 を 用 いて 旋盤 に よ 
る 工程 を 理解 させ る よう に する . 

ノギス , マイ クロ メー ター, 鋼 尺 な どの 測定 用 具 は 
使え る 範囲 で 用 い , その 使用 目的 を 理解 させ る . 

お も な 題材 は ちり と り , ブッ クエ ンド , 写真 立て , 
皿 , し ょ く 台 , 文 ち ん , 置物 な ど で あ る . 

(④ 機 械 (第 2・3 学年) : 機械 の 学習 に 際 し て は , 身 
近 に ある 自転 車 , 点字 製版 機 , ミン ン な と 構造 の 簡単 
な 部 分 か ら , 機械 の 構造 や 部 品 の 形 , 強度 , 材質 , 動 
き , 働き な ど に つい て 理解 させ る よう に する . 

自転 車 を 用 いて 運動 の 方 向 を 変え る 機構 , 運動 の 速 
度 を 変え る 機構 , 回 転 運動 を 直線 運動 に 変え る 機構 を 
観察 させ , 自転 車 と 点字 製版 機 , 自転 車 と ミン ン な ど 
と 比較 触 宗 きせ る こと に よっ て , 順次 複雑 な 構造 の も 
の や , 内 燃 機 関 の 学 習 へ 進め て いく よう に する . 

家庭 で 使う 機械 の 構造 の あら まし や , 仕様 書 の 読み 
方 , 注油 , 掃除 , ねじ の ゆる み を 直す こと , 音 に よっ 
て 故障 を 知る こと が で きる よう ら に する . 


5) 電気 (第 2・3 学 年 ) : 電気 の 学習 で は , 理解 の 浅 
いた め に 生じ る 恐怖 心 を 除き , 危険 を 防ぐ よう な 基礎 
実験 を させ る 必要 が ある . 

屋内 配線 , 電熱 器具 , 電動 機 を 用 いた 機器 , ラジ オ 
な ど , 日 常 生活 に 深く 入っ て いる も の の 簡単 な 故障 の 
場合 の 処置 な どの 基礎 技能 を 身 に こつ けさ せる . その た 
Dic, 屋内 配線 模型 , ツテ ケット, アイ ロン , 小型 モー 
ター, ラジ オ な どの 構造 を 分 解 ・ 組 立て の 実習 を 通し 
理解 させ る . | 

実習 に 際 し て は , 盲人 用 電圧 計 , 電流 計 な ど を 活用 
し , 電気 の 学習 に 関心 と 興味 を も つこ と が で きる よう 
に する . 

(BARES (第 3 学年 ) : 花 の 香 の 高 いも の, 花弁 を 手 
で 触 わ っ て も すぐ に 落ち な いも の , 種子 が よく わか る 
も の な ど , BEECL<bPALORRET SHAY 
立て させ る . 

作物 の 環境 調節 や 化学 調節 を 加味 し た 栽培 を し , 実 
習 記録 を も と に し て 次 の 季節 の 栽培 計画 を 立て させ る 
Li GNF Hi 

た ね まき , SUF, 移植 , 植付け , 土 の 手 入れ な ど 
の 実習 で は , よく 触 わ っ て 観察 し , 記録 を 続け る よう 
指導 する . 

化学 調節 を 加味 する 際 に は , 楽 物 の 性 質 , 取扱 い 方 
を 理解 させ , 危険 予防 を 考慮 する . 

保温 , 換気 , か ん 水 , 日 お お い , 施肥 除草 な どの 作 
業 を すす め な が ら , 益 虫 や 小鳥 と 植物 の 関係 , 植物 の 
病害 , 虫 の 害 な ど 盲 生徒 に は 気付 き に くい も ゃ の が あれ 
ば , 時 宜 に 即 し て 指導 を する . (伊藤 龍男 ) 


家庭 
[視覚 障害 の 児童 ・ 生 徒 と 家庭 科 ] 「 日 常 生活 に 必 


_ 要 な 衣食 住 な ど に 関す る 知識 , 技能 を 習得 させ , それ 


を 通 し て 家庭 生活 の 意義 を 理解 させ , 家族 の 一 員 と し 
て 家庭 生活 を より よく し よう と する 実践 的 な 態度 を 養 
う 」 と いう 目標 は , 視覚 障害 の 児童 ・ 生 徒 に と っ て も 
同じ こと と で ある . 視覚 に 障害 が あっ て も , 将来 社会 的 
に 自立 する た め に は , 人 格 的 職業 的 自立 と と も に 生活 
技能 的 な 面 の 自立 も お ちろ そ か に は で き な い . Lad, 
人 格 や 職業 の 完成 は 常に 日 常 生活 経験 を 基礎 と し て な 
され る も の で ある . 

家庭 科 で 学習 する 内 容 の ご どく 初歩 的 な こと を , 児童 
は 幼児 期 に [まま ご と 遊び 」, 「 お 客 あ そ び 」,「 人 形 あ そ 
び 」 など で 経験 し , お い お い 家庭 に お いて , お 手伝い 
や ある い は 両親 や 上 兄 姉 の 立 居 振 舞い を 見 る こと に よっ 
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て , 自発 的 に ある い は 他 動 的 に , また 意識 的 に 無意識 
的 に 身 に つい た り , 知っ た りす る も の で ある . 

と ころ が 視覚 障害 の 児童 は に うし た こと も あま り 経 
験 し て いな い . だ か ら , 学校 教育 以前 の 経験 で 習得 す 
る 基礎 技能 , た と えば , 切る , 打つ , こね る , は る , 
わす ぶな ど に し て も , うま く で き な い 場合 が 多い . こ 
うら し た 実態 を み ま え , さら に 視覚 障害 児 (者 ) が 家庭 
生活 を 営む 場合 に 必要 な 分 野 を 選び 出し , 指導 の 計画 
を 立て な けれ ば な ら な い . 

また , 晴 眼 者 で あれ ば 学校 を 卒業 し た あと で も , 目 
ら 求 め て 衣食 住 に 関す る 講習 を 受け る な ど , 学習 で き 
る わけ で ある が , 視覚 障害 者 の 場合 , 積極 的 な 意欲 は 
あっ て も , そう らし た 機会 は きわ め て 少な い . KIERO 
内 容 は 身近 な も の で , 毎日 の 生活 と か か わり の ある も 
の で ある か ら , 学校 で の 家庭 科学 習 に 積極 的 な 表 度 で 
DEA, 将来 生活 を 楽し み 合 理化 し て いけ る よう な 意 
欲 を わか せる 家庭 科学 習 で あり た い . 

[小学 部 家庭 科 ] 小学 部 家庭 科 は 5 年, 6 年 に お か 
れ て いる . 日 常 生活 に 必要 な 知識 , 技能 の 積 重ね の も 
と に 学習 すべ き 教 科 で ある . し か し , 視覚 障害 児 は , 
他人 の 行動 を 見 て 学ぶ と いら こと が で き に くく <, AR 
生活 に お ける 経験 が 少な く , 環境 刺激 に よる 学習 へ の 
意欲 も 和 し く な り が ち で ある . し た が っ て , 晴 眼 児 な 
ら 自然 な 形 で 生活 の 中 で 習得 し て いく よう な こと で 
も , 視覚 障害 児 に で きこ くい も の は , 学習 の 対象 と し 
て 指導 し て いか な けれ ば な ら な い (た と えば 食事 の 作 
法 , 礼儀 作法 , 食器 の 洗い 方 の よう な も の ). 

(1 被服 で は 日 常 の 身なり の 整え 方 , 被服 の 簡単 な 手 
An, 洗濯 , 修理 が で きる よう に する の が ね らい で あ 
る . 視覚 障害 の 児童 は 与え られ る も の を 着 て いる だ け 
で , 無関心 に な りや すい の で , まず , 関心 を も た せる 
こと か ら 導 入 す る .「 い ま 着 て いる の は と て も か わい 
らし い 」 と か 「 そ れ は よく に あう 」 と か 話し て 衣服 に 
対 し て 関心 を も た せ , お し ゃ れ に 興味 を も た せ , 被服 


の 正しい GH, 調和 が と れ て いる か どう ら か な ど を 指 


導 す る . 被服 製作 は 無理 の な い 程度 の も の を 軽く 扱い , 
ほこ ろ び の 補修 も 困難 な の で , ほこ ろ び が あっ た らし 
か る べき 処置 を と る よう な 態度 , 方 法 を 身 に つけ させ 
る . 

洗濯 の 学習 で は , 汚れ た も の を 平気 で 身 に つけ て お 
いて は 困る の で , 積極 的 に 取替え る 態度 を つけ させ , 
小物 (ハン カチ * くつ下 ・ ペ ベンツ ぐら い の も の ) OE 
濯 が で きる よう に 指導 する . 汚れ の ぐあい , 汚れ の お 
ち ぐ あ い , せっ けん は これ くら いつ ける , ゆす ぎ は 何 


回 くら い , 汚れ や すい 部 分 は どこ , また シャ ツ な ら こ 
の 季節 に は 何 日 くら いで 取替え ん たら よ いか な ど 具 体 的 
に 指導 する . 

(⑫) 食 物 は 視覚 障害 児 に と っ て も 興味 の ある 学習 で あ 
る . 家庭 で の 食事 の 仕度 , あと 片付け な ど あ る 程度 で 
きる こと で あり , 喜ん で する の だ が , 家庭 に よっ て は 
手伝っ て も ら っ て も か えっ て 手数 が か か る と こと, 危険 
な も の が ある こと , また 初め か ら で き な いで あろ うと 
いう 消極 的 な 考え な どか ら 敬 遠 さ れ が ち で , 手伝わ せ 
て も ら え な い 児 童 が 多い . 学校 で の 実習 で も 視力 の あ 
る も の が 中 心 に な りや すい が , 1 人 ひと り が 実習 で き 
る よう に する こと が た いせ つ で ある . そし て 全盲 児 に 
も 自分 で も で きる の だ と いう 自信 を つけ させ た い . そ 
の だ ため に は , や さ し い も の を 実習 させ る よう に する . 
最初 か ら 『 ず か し いも の を させ た の で は 自信 が つか な 
WL, ます ます 消極 的 に し て し まう と と に な りか ね な 
い . 目 信 が つく と , 家庭 で の 手伝い や 食品 な ど に も 関 
心 が 増し , 栄養 に つい て の 理解 $ い っ そう 深まっ て く 
る も の で ある . 

は し その 他 の 用 具 を 使っ て 調理 , もり つけ, 配膳 を 
する 際 , 青児 は 手 を 使う 9 こと が 多い . また , まわ り の 
場所 の 確認 に も 手 が 重 要 な 役割 を 果たす わけ で , FR 
調理 場所 の 清潔 に は 十分 気 を つけ させ る こと も た いせ 
つつ 

また , 日 常 の 食事 の 作法 , 会 食 の 仕方 も て いね い に 
指導 し な けれ ば な ら な い が . お いし いも の を 目 で 見 て 
楽し みな が ら 食 事 を する の で は な く , 味覚 だ け で 楽し 
みな が ら , 食べ て いる の だ と いう こ と を 理解 し な が 
ら , 思い や り の ある 食事 の 指導 を する こと か が 必要 で あ 
る . 

(3 すまい を 清潔 に し 気持 よ く 住 むために , 清掃 や 整 
理 整 と ん の 仕方 を 指導 する . ほう き で 掃 い て も きれ い 
に な っ た か , どう か わか ら な いし , 細か い ご ど ごみ を は き 
寄せ る の は 困難 で ある か ら , 電気 掃除 機 を 使う な ど し 
て , 清 交 に する た め の 方 法 を 考え させ , 清掃 用 具 を 正 
し く 使 える よう に 指導 する . な お , 視力 障害 児 に と っ 
て , 整理 整 と ん は 能率 的 な くら し を する の に た いせ つ 
で ある こと を 知ら せる . 

こう し た 生活 習慣 を 身 に つけ させ る ため に は , 家庭 
や 寄宿 舎 潤 員 と も 連絡 を と り , 整理 整 と ん し や すい 環 
境 を 作る よう に 協力 し て も らら うこ と も 必要 で ある . 

(4 家庭 で は 「 家 族 の 立場 や 役割 を 理解 させ , 家族 の 
一 員 と し て 家庭 生活 に 協力 し よう と する 態度 を 養う 」 
と いう の が 目標 で ある . 家庭 生活 を より よく する た め 
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C, 児童 の と る 態度 , 家族 と の 協力 の 仕方 な どの 指導 
は お ろ そ か に され が ち で ある が , 障害 児 は 限り な い 父 
母 の 愛情 の も と に 成長 し て いる も の で ある こと を 認識 
させ , その 中 で , どの よう な 役割 を 果たし た ら よ いか 
を , 考え させ る こと も 重要 な 指導 内 容 の 一 つ で ある . 
長期 間 家 族 か ら 離 れ て 寄宿 舎 生活 れ 々 し て いる 児童 に と 
っ て は , どの よう な 協力 の 仕方 , 努力 の 仕方 が ある の 
か も ゃ も 考え させ る . 

応接 や 訪問 に お いて , 障害 児 は と も すれ ば 消極 的 に 
な り が ち で ある と いわ れ て いる . 幼児 期 か ら 人 前 に と 
ん どん 出し て , 不安 感 や 抵抗 な ど を 感じ な いよ うに 指 
導 す べき で ある . Ek, どん な 場面 に 遭遇 し て も ゃ も, 自 
信 を も っ て 接する こと が で きる よう に , 常識 に か な っ 
た 礼儀 作法 の 指導 も 必要 で ある . 
以上 が 小学 部 に お ける 指導 内 容 で ある が , 家庭 科学 
習 に お いて は , 特に 理科 , 社会 , 図工 , 養護 訓練 な ど 
と の 関連 を 密 に し , Ek, 家庭 や 寄宿 舎 に お ける 児童 
の 生活 の 状態 を よく 理解 し て , 実際 に 必要 な 問題 に 基 
づい て 題材 を 選び , 効果 的 な 学習 が 行なわ れる よ 2 う 配 
慮 する こと が 必要 で ある . 

[中 学部 家庭 科 ] 小学 部 家庭 科 の 基礎 学習 の うえ に 
「 家 庭 生 活 を 上 心 に 被服 製作 , 調理 , 家庭 機械 , 家庭 
工作 , 保育 に 関す る 基礎 的 な 技能 を 習得 させ , 常に 進 
歩 す る 近代 技術 を 活用 し , 生活 の 改善 に 努め る 態度 を 
養う | と いう の が 中 学部 家庭 科 の 目標 で ある . 

(1 被服 製作 で は , 取扱 いや すい 材料 を 使っ て 製作 可 
能 な も の を 製作 する . ここ で は 製作 する 楽し さ , 完成 
DEO, 製作 の 過程 を た いせ つ に し た い . 努力 すれ ば 
可能 で ある か ら と いっ て , 高度 の も の を 取上げ る こと 
は ない . 最近 で は , 一 般 で も 既成 服 を 購入 し た り , 専 
門 家 に 注文 する こと が 多く な っ て きた . BFR CRE 
製作 に 多く の 時 間 を さく 必要 は な いと 考え ん えら れる. む 
し ろ , 自分 の 体型 や 被服 の 構造 を よく 理解 し , 進ん で 
自分 の 身なり に つい て 考え , 使用 目的 に 適し た 被服 を 
選択 し て 購入 し た り , 注文 し た りす る と と も に , それ 
を た くみ に 着用 する よう な 知識 を 深め , 技能 を 高め る 
よう な 指導 に 重点 を お く . そし て , 視覚 障害 の 生徒 で 
も , 他人 か ら 与 えら れる も の だ け を 着用 する の で は な 
く , ある 一 部 分 で も よい か ら , 個性 を 生か し た 衣服 を 
着用 で きる よう c レ し たい. 
被服 管理 に つい て は , ほこ ろ び の 補修 , 繊維 の 特性 
に 合っ た 洗い 方 , ア イロ ン か けた な どの 指導 を する が , 手 
ざわ り で は 繊 維 の 区 別 は つき に くい の で , 入手 の 際 , 積 
極 的 に 繊維 の 種類 を 確か め た り , 管理 の 仕方 を 知る な 


ど し て , 合理 的 , 経済 的 な 衣 生 活 を 営 ゆ よう な 態度 や 
技能 を 指導 する . な お , 衣服 を 購入 し た 際 , 品質 , 色 , 
柄 な どの 特徴 を メモ し て お き , シー ズン が 終わ っ て 
HOSES, メモ し て お いた も の を ピン で 止め る 
な ど し て , いっ し ょ に し て お く 習 慣 を つけ る と 非常 に 
便利 で ある . また , 長期 間 箱 な ど に 入れ , 次 の 季節 ま 
で 片付け て お くも の は , この 容器 に は 何と 何 を 入れ て 
お いた だ た, と いう 品名 を 書い た 紙 を 貼り つけ て お く な ど 
の く あ うら を する と よい . TOLGe west whs 
取出 す と き に 無駄 も 省け る し , 人 に 聞く と いう 神経 も 
使わ ず に す ぜ の で , 視力 障害 の 生徒 に は 習慣 づけ る よ 
うに 指導 し た い . 

(⑳ 調 理 で は 「 日 常食 の 調理 に 関す る 基礎 的 な 技術 を 
習得 させ , 日 常食 の 貢 立 作成 の 能力 を 養う 2 と と も に 食 
生活 を 合理 的 に 営む 態度 を 養う 」 と いう の が 目標 で あ 
る . 衣 生 活 は 既製 品 だ け で も 間に合わ せら れる が , 食 
生活 は そう と ば か り は いか な い . 通学 生 も 寮生 も だ い 
TOO DURST ZC, 実際 に 調理 の 経験 は 少な い . し 
た が っ て , 実習 の 際 は 全 家 生 に も 必ず 献立 , 材料 の 仕 


Ah, 調理 , あと 片 仕 ひけ と すべ て の 過程 を 実習 で きる 


よう に 留意 し , さら に 家庭 , BCRARELUBATCS 
る よう に し た い . Ek, 安全 で 清潔 に で きる 自分 の 得 
意 な 自 陽 料理 を 生み 出さ せ , 調理 に 自信 を も た せる こ 
6 上 AS 

調理 材料 に は 乾物 , か ん づめ , イン スタ ント 食品 , 
冷凍 食品 な ど を 加え , 調理 法 で は こう し た 加工 食品 , 
半 加 工 食品 の 取扱 い 方 と 常備 食 の 作り 方 な ど を 指導 し 
て , 手軽 に 栄養 の 調和 が と れる よう な 指導 も 必要 で あ 
る . 調理 器具 の 使用 に 当たっ て は , 十分 使い こなせ る 
よう な 指導 を し , 扱い 方 が か が わからない ため に 便利 な も 
の も 使わ な いと か , 恐怖 感 を も つと いう よう な こと は 
な くし た い . 市 販 さ れ て いる も の の 中 に は , 視覚 障害 
者 に と っ て 非常 に 便利 な も る の も ある の で , こう し た も 
の も ゃ も 見 つけ て き て ほ ,。 正 し く 使 える よう 指導 し た 
いま た, は し で ほ つ か みにくい ふも の な ど は 。 Bop 
つま む 大 型 ビ ピン セッ ト を 使う な ど , 調理 の 際 の 操作 に 
つい て も , 積極 的 に アイ デア を 生み 出し て いく よう な 
態度 の 養成 も 必要 で ある . 

(3 保育 で は 乳幼児 の 心身 の 特徴 や 生活 の 実態 , 衣 ・ 
食 ・ 住 に つい て の 正しい 世話 の 仕方 を 研 完 さ せる . 保 
育 に は 視力 が 必要 な こと も 知ら せ Gis, 便 の 色 な ど 
で 健康 状態 を 知る こと が で き る な ど ), アド バイ ス を 
受け る 心構え の 必要 さも 知ら せる . し か し , た い へ ん 
な 仕事 で は ある が , 見 えな く て も 結婚 し , りっぱ に こ 
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ども を 育て て いる 人 の こと を 話し , 希望 を も た せる よ 
WEF S. 

(④⑳ 家 庭 生活 を 能率 的 に 営む た め に , 家庭 用 機器 を 利 
用 する こと が 多く な っ て きた . 視力 を 欠く 者 に と っ て 
は , 能率 的 で ある ば か り で な く , 結果 が 確実 で ある こ 
と も ゃ 利点 で ある . た と えば , 炊飯 の 際 に 分 量 さ え 正 確 
に 入れ , セッ ト し て お け ば 失敗 する こと は な い . ほう 
き で 掃 い た あと に ど み が 残っ て いる か どう か わか ら な 
い が , 掃除 器 を 正しく 使い さえ すれ ば 間違い な く ごみ 
は 吸い と られ る わけ で ある . こう し た 意味 か ら ゃ , 家 
庭 用 に 開発 され た 機器 は 大 い に 利 用 させ た い . こう し 
た 機器 の 原理 , 構造 , 機能 を 知ら せ , 正しい 操作 の 仕 
方 , 使用 後 の 手 入れ , 保管 中 の 留意 事項 , 簡単 な 修理 
の 仕方 な ど を 指導 し , 生活 の 合理 化 , 能率 化 を 図る よ 
2 に 指導 する . 

家庭 機器 の 取扱 い は 調理 や 被服 製作 な どの 学習 と 関 
連 さ せな が ら 指 導 す る が , 理科 や 他 教 科 と の 関連 も 配 
慮 する . 最初 に 扱う 電気 器具 は 取扱 いや すい も の で あ 
る と と も た いせ つ で ある . 

[高等 部 家庭 一 般 〕 高等 部 が ある すべ て の 型 学校 に 
職業 ユー ス が あり , 卒業 生 の 大 多数 は 職業 を も ち 自 活 
し て いる . 特殊 技術 を も ち , 自活 で きる こと は , た い 
せつ な こと で は ある が , 良き 家庭 人 と な り 社 会 人 と な 
り , 家庭 生活 を 営 ゆ こと が で きる よう な 知識 と 技能 を 
学ぶ こと も また 必要 で ある . 視覚 障害 の 女子 が 家庭 に 
Ast, 家事 に た ず さ わ る こと は 困難 な こと で ある と 
一 般 に 考え られ て いる . 視覚 障害 者 は 学校 を 卒業 し た 
あと , 家事 に 必要 な 知識 や 技能 を 身 に つけ る 機会 は 非 
常に 少な い . それ ゆえ に いっ そう 充実 し た 家庭 科 教育 
が 必要 で ある . 形式 的 に 指導 内 容 を ら 列 す る の で は な 
く , 視覚 障害 者 が 家庭 生活 を 営む 場合 , ぜひ 必要 な も 
の は 何 な の か を 知り , 確実 に 技能 を 身 に つけ させ る よ 
> と 教材 を 精選 配列 する こと が た いせ つ で ある . 

高等 部 家 攻 科 の 指導 目標 は , 

家庭 経 営 の 立場 か ら , 家庭 生活 全 領域 に わた る 知 
識 理 解 を 深め , 食物 , 被服 , 住居 な ら び に 保育 な どの 基 
礎 的 技術 を 総合 的 に 習得 させ , 特に 食 生 活 に 重点 を お 
いて , 家庭 生活 の 改善 向上 を 図る 実践 的 態度 を 養う . 

②⑳ 家 庭 生活 の 重要 性 を 認識 し , 家族 の 幸福 と 健康 の 
維持 増進 を 図る 能力 と 態度 を 養う . 

(3 衣食 住 , その 他 の 家庭 生活 を 科学 的 , 能率 的 , 経 
済 的 に 運営 する 能力 と 態度 を 養う . 

(4 保育 に お ける 家庭 環境 と 生活 指導 の 重要 性 を 理解 
し , 乳幼児 の 保育 に つい て の 知識 と 技術 を 習得 させ る 





と と も に , それ ら を 基礎 と し て 正しい 児童 観 を 養う . 
以上 が 高等 部 家庭 科 の 指導 目標 で ある . 家庭 科 の 学 
習 で は 家庭 生活 の 経営 , 育児 , 結婚 な ど に つい て の 関 
心 も 高 まり , 学習 態度 も 身近 な も の と し て 真剣 さ が 増 
し て くる . 特に 家庭 管理 と 予算 生活 に 生徒 の 興味 が わ 
き , 将来 に 夢 と 希望 を も つよ うに な る . 職業 生活 と 家 
庭 生活 の 合理 的 な 経営 , 治療 室 の 設計 な ど は 理 療 科 と 

も ゎ 連 絡 を 密 に し な が ちら 指導 する 必要 が ある . 
(下田 知 江 ) 


体育 ・ 保 健 体育 

(1) 「 体 育 分 野 」 の 指導 に 当たっ て は , 視力 お よび そ 
の 他 の 視 機能 の 障害 の 状態 と と も に 体力 や 健康 状態 , 
運動 経験 な ど 視 覚 に 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 の 個人 差 に 
十分 留意 し , 男女 の 特性 や 個人 差 に 即 し た 目標 を も た 
せる 指導 が た いせ つ で ある . また , 各 運 動 の 特性 や 指 
導 の ね らい に 応じ て , 単に 技能 の 指導 に 陥る こと な く , 
各 領 域 の 指導 を か た より な く 適 切 に 行なう よ ょ 2 配慮 す 
る 必要 が ある . な お , 内 容 の 配列 に 当たっ て は 特別 活 
動 (た と えば 運動 会 な ど ), 季節 お よび 施設 用 具 な ど 
を 配慮 し な けれ ば な ら な い . 

@⑫) 運 動 技 能 に 関す る 事項 の 指導 に 当たっ て は , 視覚 
に 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 は 視覚 に よる フィ ー ド バック 
が 欠如 し て いる の で , 運動 動作 を 行ない な が ら 触 覚 に 
よる 観察 や 言語 に よる 説明 な ど に よっ て , 運動 の 方 法 
だ た と えば フォ ー ム や リズ ム , スピ ー ド , タイ ミン グ な 
ど を 理解 させ , 正確 な 動作 が で きる よう に 配慮 する こ 
と が た いせ つ で ある . 特に 小学 部 の 体育 で は , 運動 動 
作 の 基本 と な る 徒手 体操 に よっ て , 運動 の 分 類 や 動き 
の 形式 を 正しく 理解 させ る こと が 重要 で ある . 

(3 隊 害 走 を は じ め , LORS COA Te DONT 
多く の 球技 や 格 技 が 直接 , 経験 し に くい 運動 種目 と し 
て あげ られ る . そこ で 内 容 を 変更 する な ど 可 能 な 限り 
基本 動作 や 個人 的 技能 を 指導 し て , その 種目 の 基礎 的 
知識 と 技能 を 理解 させ る が , より 複雑 な 動き を 伴う 対 
人 ・ 集 団 的 技能 や 試合 な ど は きわ め て 学習 が 困難 な の 
で , 模型 や 視聴 覚 教 材 な どの 活用 に より , その 大 要 を 
理解 させ る よう に する こと か が 必要 で ある . 

(4) 視 覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 は , その 動作 に お いて 
日 常 い ろ い ろ の 不 自然 な 形 や か っ こと こう を と っ て いる . 
いわ ゆる 証人 特有 の 姿勢 で , 特に 円 背 や 背 柱 側 吉 が 多 
いと いわ れる . Ek, 歩行 を 足 形 と 膝 の 状態 か ら み る 
と , 足 失 の 外向 き 傾向 が あり , 伸展 歩 に 対し て 屈曲 歩 
(常に 膝 関節 を 曲げ て 歩く ) が 多く , 特に 女子 に 著 し 
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い . この よう な 点 か ら , 日 常 生活 に お ける 正しい 姿勢 
と 歩行 運動 の 指導 に つい て も , 適切 に 配慮 する 必要 が 
ある . 特に リズ ム 運 動 な どの 指導 に 関連 し て , リラ ッ 
クス し た よい 姿勢 で , 自分 の 身体 に あっ た 気持 の よい 
歩行 の リズ ム を , 身 に つけ させ る こと が た いせ つ で あ 
る . 

(5) 視覚 に 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 は , 一 般 の 小 ・ 中 学 
校 の 児童 ・ 生 徒 と 同様 な 扱い を 潜在 的 に 希望 する か ら 
可能 な 限り 普通 の 教材 ・ 教 具 を 活用 する こと を 目標 と 
すべ き で ある . し か し , 視覚 の 欠損 が 児童 ・ 生 徒 の 動 
作 を 制限 し , 行動 を 不 活発 に する の で , や は り 視 覚 に 
障害 の ある 児童 ・ 生 徒 に 適し た 運動 種目 , た と えば , 
家 人 野球 や 家 人 卓球 な ど に 類する も の を 開発 し て いか 
ね ば な ら な い . また , 鈴 入 り ボ テル や ブザー つき 踏切 
板 な どの 聴覚 補助 具 を は じ め と する 各種 の 教具 を 活用 
し , 適切 な 指導 法 を く あ ふう する こと に より , 学習 の 効 
果 を 高め る よう 配慮 する 必要 が ある . 

6) 「 体 育 分 野 」 の 指導 に 当たっ て は , 用 具 の 破損 に 
注意 し た り , 手足 の つめ を 短く する な ど , 運動 に 関連 し 
た 健康 , 安全 に つい て 適切 な 指導 を 行なう と と も に , 
視覚 に 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 の 恐怖 心 を 取 除 き , 運動 
に 対す る 意欲 を 高め る た め , 体育 の 施設 設備 に 十分 配 
應 する 必要 が ある . 

また , 育 度 近視 や 小 眼球 , 和牛 眼 な どの 眼 疾患 は , 外 
FUE LU CAPR ICH EV OD ERR Db, 打撲 な ど に 
よっ て 網膜 剥離 や 眼底 出血 の よう な 偶発 的 事故 を 起こ 
す 危 険 性 が 高い の で , 保有 する 視覚 の 保存 に は 特に 周 
到 た な 配慮 が 必要 で ある . 

7) 「 保 健 分 野 」 の 指導 に 当たっ て は , 模型 , 標本 や 
各種 の 資料 な ど を 活用 し , 指導 の 効果 を 高め る よら 配 
慮 する こと か 必要 で ある . 特に 日 常 生活 に お ける 事故 
災害 の 防止 や 病気 の 予防 こつ いて 理解 させ , た と えば 
包帯 法 や 止血 法 な どの 救急 処置 が で きる よう に する こ 
と が た いせ つ で ある . (DA wake) 


外国 語 

[ 盲 生徒 と 外国 語 ]】 アメ リカ な ど で は 盲 児 に 小学 2 
年 ご どろ か ら ス ペイ ン 語 や ドイ ッ 語 を 教え , 成績 の ょ い 
者 は 将来 通訳 な どの 専門 的 職業 に 就 か せる 指導 を や っ 
て いる と ころ が ある . わが 国 で も 盲 学校 に は 盲人 の 英 
語 教 師 が 相当 数 いる こと な どか ら , 外国 語 の 学習 が 盲 
人 に ゃ 適し て いる と いら 考え 方 が ある . 

その 要件 と し て , 

1) こ と ば の 本 質 が 「 開 く 」「 話 す 」 と いら 音声 面 に 








あり , また , 盲 生徒 は 視覚 障害 に 対す る 補償 の メカ = 
ズム と し て , 平素 か ら 「 聞 く 」 練習 が よく で き て いる 
点 が あげ られ る . この こと は 音声 面 を 重視 する 外国 語 
OO 

2) < 2b 盲人 の 記憶 力 は すぐ れ て いる と 考え ら 
れ , 歴史 的 に も 「 語 部 」( か た り べ ) と いら よう な 盲人 
の 適職 が あっ た こと が 伝え られ て いる . 母国 語 と 違い 
外国 語 を 学習 する 場合 に は , ある 程度 の 言語 材料 を 集 
中 的 に 記憶 する 必要 が あり , この 面 か ら も 盲 生徒 に 適 
し た 教科 と いえ る だ ろう. 

(3 この よう な 利点 に 対し , 引導 有 立 
字 の 面 で は しろ 不利 な 点 が 多い . 点字 は 大 き な ス ペ 
ー ス を 要 し , それ を 触 読 i Sis; 
それ ら の 欠点 を 補う た めく あう され た 略字 に し て も , 


_ 用法 が か な り 複 雑 で , と き に は 外国 語学 習 の 障害 と さ 


えな る こと が ある . さら に , 点字 の 参考 書 や 副読本 や 
辞書 な ども 適当 な も の が 少な く , 一 般 に 高価 で 入手 は 
Wee Me 

(4) 盲 学校 と いう 環境 内 で の 生徒 の 個人 差 の 多様 性 


Vk, 外国 語学 習 に 当たっ て も 重要 な 問題 で やあ る. この 


よう な 個人 差 の 要因 と し て 次 の 事項 が あげ られ る . ① 
視覚 障害 の 程度 , 発生 の 時 期 な どの 違い . ② 生 徒 の 年 
齢 や 発達 段階 の 違い . ③ 視 覚 障害 に 伴う 中 枢 や 他 の 器 
官 の 障害 の 有無 (特に 精神 薄弱 や 聴力 障害 は 外国 語学 
習 に 不利 な 条件 と な る ). ④③ 府県 単位 で 1 一 3 校 程度 
し か た ない 盲 学校 の 配置 か ら , 広い 地域 か ら 集 まる 生徒 
の 地域 社会 的 背景 の 多様 性 . ⑧⑤ 通 学生 と 寄宿 舎 生 と の 
生活 の 場 の 違い . 外国 語 科 に お いて も この よう な 個人 
差 に 応じ た 指導 の 徹底 を 図る わけ で ある が , 幸い 単位 
学級 の 生徒 数 が 少な いこ と は , 個別 指導 を 行なう の に 
有利 な 条件 で ある . 

(SYR Re (英語 ) の 目標 と 内 容 〕】 1972( 昭 
和 47) 年 4 月 1 日 か ら 施行 され た 中 学校 学習 指導 要領 
に は 外国 語 の 目標 お よび 各 学 年 の 目標 (英語 ) を 定め 
て いる が , それ ら を まとめ て 表示 する と 次 の よう で あ 
る (1971 年 4 月 1 日 か ら 施 行 の 盲 学校 小学 部 , 中 学 
部 学習 指導 要領 第 2 章 各 教 科 第 2 節 中 学部 第 1 の 1 に 
は 「 各 教科 の 目標 な ら び に 各 学 年 また は 各 分 野 の 目標 
お よび 内 容 に つい て は , 中 学校 学習 指導 要領 第 2 章 第 
1 節 か ら 第 9 館 ま で に 示す も の に 準ずる も る の と する 」 
と あり , その 第 9 節 外国 語 も この 規定 に 含ま れ , PS 
校 の 外国 語 科 の 目標 , 内 容 に 準ずる わけ で ある ). 

これ ら の 目標 に つい て みる と , EF, (HX, 話す 」 
技能 面 が 重視 され て お り , 続い て 「 読 む 」「 書 く 」 能 
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領 英 
igh 外 国 語 
第 1 学 年 2 ま = 
ag | 外国 語 を 理解 し 表現 する 能力 の 基礎 
を 養い , 言語 に 対す る 意識 を 深め る 
と と も に , 国際 理解 の 基礎 を つ ち か 
ax ち 。 ( 呈 ゆ ため 
音 外国 語 の 音声 お よび 基本 的 語法 に 慣 身近 な こと に つい ihe 身近 な こと に つい て , 身近 な こと に つい て , 前 
Ma れ さ せ , 開く 能力 お ょ び 話 す 能 力 の 最も 初歩 的 な 英語 初歩 的 な 英語 を 用 いて , | 学年 より も ゃ や や 進ん だ 程 
の 基礎 を 養 ? . we, fis こ an 開く こと , 話す こと が | 度 の 初歩 的 な 英語 を 用 い 
a こと が で きる よう に さ で ye で 聞こ と) Bree 
せる . が で きる よ うさ に せる . 
外国 語 の 文字 お よび 基本 的 な 語法 に 外国 の 人 びと の 生活 な | 外国 の 人 びと の 生活 な | 外国 の 人 びと の 生活 な ど 
慣れ させ , 読む 能力 お よび 書く 骨 力 | ど に 関す る 最も 初歩 的 | ど に 関す る 初歩 的 な 英 | ヒ 関す る, 前 学年 より も 
文 | の 基礎 を 養 . な 英語 の 文 を 読む こ と | 語 の 文 を 読む こと が で | や や 進ん だ 程度 の 初歩 的 
が で きる よう に させ る . きる よう に させ る . な 英語 の 文 を 読む こと が 
で きる よ 5 に させ る . 
の 身近 な こと に つい て 最 身近 な こと に つい て 初 身近 な こと に つい て , 前 
= る 初歩 的 な 英語 を 用 い | 歩 的 な 英語 を 用 いて , | 学年 より も や や 進ん だ 程 
Cee f OS CH Buk 書く こと が で きる よ ? | 度 の 初歩 的 な 英語 を 用 い 
面 5 に させ る . に させ る . て 書く こと が で きる よう 
に させ る . 
教 | 外国 語 を 通し て , 外国 の 人 びと の 生 
= | 活 や も の の 見 方 に つい て 基礎 的 な 理 
画 | 解 を 得 させ る 。. 








力 を 養う 2 と いう こと に な っ て いる の は , 指導 の 順序 と 
の 関連 か ら ゃ 注意 すべ き で ある . な お , 技能 面 の 学習 
だ け で は 不 十 分 で , 「 国 際 理解 の 基礎 を つ ち か 5 | BE 
面 を も 目標 と する の で ある が , それ は 技能 の 習得 と 別 
個 の 学習 活動 に よる と いう より ,「 聞 く , 話す 」「 読 む 」 
「 書 く 」 学習 活動 を の も の が , 同時 に 教養 面 の 目標 に 
つなが る こと も 見 の が し て は な ら な い . 

内 容 に つい て も 中 学校 の 場合 に 準 ず る わけ で ある 
が , 新語 を 導入 する に 当たっ て , 盲 生徒 の 生活 に 密着 
し て いる 語 た と えば , blind, braille, braille paper, 

braille slate, braille stylus, braille writer, cane, 

white cane, school for the blind を 含め る こと な 
ど , 身近 な 生活 に 関連 づけ て 内 容 を 選ぶ こと が 必要 で 
HS. 

Xf] や 「 符 号 ] に 関し て , 盲 生徒 の 場合 , 点字 
アル ファ ベッ ト や 大 文字 符 な ど 点 字 独 得 の も の 含む 点 
字 の 諸 記 号 お よび 略字 な ど が , 中 学校 の 内 容 に 付加 さ 
れる こと と は 当然 で ある . 

[指導 上 留意 すべ き 事 項 ] 盲 学 校 の 英語 科 と し て 指 
導 上 特に 留意 まさか 
項目 に 従っ て 解説 する と 次 の 通り で ある . 

(1) 正しい 音声 を 習得 させ る に は , EP, 正しい 音 


を 開か せる こと か 必要 で ある . それ に は テレ ビ , ラジ 
A, レ ュ ー ド な と 視聴 覚 教材 教具 を 用 いて 基本 的 な 音 
閣 や 音節 か ら 指 導 し て いく の が 効果 的 で ある が , な か 
で も 録音 機 を 用 いる も の は 正しい 音 の モデ ル と 生徒 自 
身 の 発音 と を 十分 対比 させ る こと が で き , 反復 矯正 で 
きる 点 で すぐ で れ て いち . 

また , 耳 か ら 正しい 音 を 開か せ て 定着 させ る 方 法 の 
補助 的 手段 と し て , 通常 利用 され て いる 口 型 図 の 役割 

を 単なる こと ば だ け の 説明 に 思 換 える の で な く , 模型 
を 用 いた り , 発音 し て いる と ころ を 触れ させ た りす る 
な ど , 具体 的 方 法 の めく あう に よっ て 理解 を た すけ る こ 
と か が 必要 で ある . 

な お , 「 音 声 」 の 指導 は 標準 的 な 発音 , MO 抑揚 お 
よび 文 の 強勢 まで 含み , 各 学 年 の 目標 に 示さ れ て いる 
「 身 近 な こと に つい て 英語 を 用 いて 開く こと , 話す こ 
と が で きる よう に させ る 」 こと に つなが る も の で も あ 
る . これ の 指導 は 単なる 模 唱 で は 不 十分 で , 生徒 自身 
が 客観 的 に 自分 の 話し 声 を 開い て 補正 で きる よう に す 
る こと が た いせ つ で , この 意味 か ら ゃ る 録音 機 の 活用 が 
有意 義 で ある . 

(⑫) 外 国語 の 学習 , 特に 初期 に お ける 学習 活動 で は , 
望ま し い 習 慣 を つく る た め の 口 頭 に よる 学習 活動 が 多 
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く な る が , 視覚 に 障害 の ある 生徒 の 場合 , これ が 単調 
に な っ だ り , 不 目 然 に 人 な っ た りら CS a7), 
模型 , 音 , 動作 な ど は この よう な 学習 活動 の 場 に 変化 
を 与え , 現実 感 を 強め て , いわ ゆる 実演 的 活動 が 生き 
生き と し た 場 の な か で 行なわ れる よう に する た め 活 用 
され な けれ ば な ら な い . Ek, 内 容 に より 実演 的 活動 
が 困難 な 場合 に は , いわ ゆる 文脈 的 活動 に よっ て 適切 
な 場 を つく りあ げ る よう に 努め な けれ ば な ら な い . 

(3) 目 で 読む の に 比較 する と 点字 を 触 読 する 場合 は , 
一 度 に と ら え る こと の で きる 文字 の 範囲 が か な り 狭 い 
と いう こと も あっ て , 文 の 意味 を 理解 する 際 , ば ら ば 
ら な 部 分 の 寄せ 集 め と し て と ら え られ が ち で ある . 
( 例 , the top of the mountain や the book on the 
desk な ど は 日 本 語 と 語順 が 送 で わか り に くい し , 

I heard her singing. や We keep the room clean. 
な ど は 文 の 構造 の 理解 が 必要 で ある ). 

し た が っ て , 読み の 学習 に は いる 口頭 に よる 学習 の 
段階 か ら , 一 貫 し て 文 を まとまり の ある 構造 と し て と 
ら え る よう , 方 向 づ ける こと が た いせ つ で ある . 

(4 文字 の 指導 に 当たっ て は , 点字 使用 者 が 活字 体 , 
筆記 体 , 大 文字 , 小文字 な どの 区 別に より 混乱 を 起こ 
すこ と が 少な い の に 対し , 弱視 生徒 は か な り 時 間 を か 
け て 個別 指導 を . し な けれ ば な ら な いこ と が 多い . し た 
が っ て , 同一 学級 内 に 両者 が 混在 する 場合 に は , グル 
ー プ 学習 や 時 間 配当 の く ぉ ぁ ふう を する こと な ど に よっ 
て , 能率 的 な 学習 が で きる よう に し な けれ ば な ら な 
ese 

英語 点字 の 略字 に つい て は , 現在 英 米 で 刊行 され て 
いる 点字 印刷 物 の 大 部 分 が 略字 を 用 いて いる 実情 と , 
究極 の 英語 学習 の 目標 に は 実用 的 な も の を 含む こと か 
ら , 英語 学習 の 過程 の どこ か で , 略字 は 指導 すべ き で 
ある と いう 立場 を と る . 

学習 指導 要領 の 「 現 代 標準 と し て 用 いら れ て いる 英 
語 点 字 ] と いう の は , た と えば , 1932 年 に 定め られ 
た Standard English Braille を 1959 年 に 改訂 し た 
English Braille American Edition に 示 され て いる 
略字 を さす も の と 考え て よい . 

略字 指導 の 時 期 に つい て は , 英語 学習 の 全体 の 流れ 
に 従っ て , 音節 の くぎ りや 語 お よび 文 の 構造 に つい 
て , ある 程度 の 理解 が で きた 段階 で な る べく 早期 に 導 
入 し た 方 が よく , また , 略字 導入 の 順序 に つい て は , 
語 全 体 を 表わす も の , 用 法 が 比較 的 簡単 な も の お よび 
使用 頻度 の 高い も ゃ の を 優先 する (この こと は 結局 , 容 
支 な も の を 先 に し , 困難 な も の を あと に まわ すこ と に 





な る し , 同一 の 語 を 略字 導入 の 時 期 が 進む な に つれ , い 
く 通 り に も 表記 法 が 変化 し て , 混乱 を 起こ す と いっ た 
こと が な いよ うに ずる こと に つの な が る わり けり で ある る) 
と いう よう な 合理 的 体系 に 基づい て 指導 する こと と か 必 
要 で ある . 

また , 1 人 ひと り の 生徒 の 能力 に 応じ た 指導 を 行 な 
2 建て 前 か ら 略 字 の 指導 に 当たっ て も ゃ 導入 の 順序 の 原 
則 は 生か し な が ら , BRED SARICHI LCRMAN ch 
い が で きる よう に する こと か 必要 で ある . ( 村 中 義夫 ) 


道徳 
[目標 〕 小学 部 また は 中 学部 の 道徳 の 目標 は , 小学 
校 ま た は 中 学校 と 同じ で ある . 盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 


_ 学習 指導 要領 に は 次 の よう に 記 され て いる .「 道 徳 孝 


育 の 目標 は , 教育 基本 法 お よび 学校 教育 法 に 定め られ 
た 教育 の 根本 精神 に 基づく . すなわち , 道徳 教育 は , 
人 間 尊 重 の 精神 を 家庭 , 学校 , その 他社 会 に お ける 具 
体 的 な 生活 の 中 に 生か し , 個性 豊か な 文化 の 創造 と 民 
主 的 な 社会 お よび 国家 の 発展 に 努め , 進ん で 平和 的 な 


_ 国際 社会 に 貢献 で きる 日 本 人 を 育成 する た め , その 基 


盤 と し て の 道徳 性 を 養う こと を 目標 と する 」. また 指 
導 に つい て ,「 学 校 に お ける 道徳 教育 は , 学校 の 教育 
活動 全体 を 通じ て 行なう こと を 基本 と する . し た が っ 
て , 道徳 の 時 間 は も ちろ ん , SRE, 特別 活動 お よび 
養護 ・ 訓 練 に お いて も , それ ぞ れ の 特質 に 応ずる 適切 
な 指導 を 行なわ な けれ ば な ら な い 」 と 記さ れ て いる . 

(AA) Q) 小 学部 の 道徳 の 内 容 は , KOM) CHS. 
① 生 命 を BO, 健康 を 増進 し , 安全 の 保持 に 努め 
る . ② 時 と 場 に 応じ て , 服装 ・ 言 語 ・ 動 作 な ど を 適切 
に し , 礼儀 作法 を 正しく する . OFDED) BE - 
整 と ん し , 環境 を 美しく 清潔 に する . も の や 金銭 を 
だ いじ に し , じ ょ ら ちず に 使 2?.⑤ 時 間 を た い せつ に 
し , きま り の ある 生活 を する . ⑥ 自 分 の 正しい と 信 ず 
る と ころ に だ 従っ て 行動 し , みだりに 他人 に 動か され な 
い . ⑦ 自 他 の 自由 を 尊重 し , 自分 の 行動 に 責任 を も 
つ . ⑧ 常 に 真心 を も っ て 正直 に 行動 する . ⑨ 正 を 愛し 
て 不正 を 憎み , 勇気 を も っ て 正しい 行動 を する . OL 
し い 目 標 の 実現 の た め に は , 困難 に 耐え て 最後 まで や 
り 通す . ⑪ 自 分 を 反省 する と と も に , 他人 の 意見 も よ 
く 開き , 深く 考え て 行動 する . ⑫ わ が まま な 行動 を し 
な いで , 節度 の ある 生活 を する . ⑬ い つも 明る く , な 
ご や か な AEC, は き は き と 行動 する . やさしい 
心 を も っ て , 動物 や 植物 を 愛護 する . ⑮ 美 し いも ゃ の や 
丸 高 な も の を 尊 び , 清らか な 心 を も つ . ⑯ 自 分 の 特徴 
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を 知り , 長所 を 伸ばす . ⑰ 常 に 希望 を も ゃ もち , より 高い 
目標 を 立て て , その 実現 に 努め る . ⑬⑱ も の ご と を 合理 
的 に 考え , 常に 研究 的 態度 を も つ . ⑲ 創 意 く ぁ ふう を こ 
らし , 進ん で 新しい 分 野 を 開い て いく . ⑳ だ れ に も る 親 
切 に し , 弱い 人 や 不幸 な 人 を いた わる . ⑳ 自 分 た ちや 
世の中 の た め に 尽く し て くれ る 人 びと に 対し , 尊敬 し 
感謝 する . @ 互 い に 信 頼 し 合い , 仲よく 助け 合う . B 
偏見 を も た ず , だ れ に 対し て も 公正 公平 に ある まう . 
⑳ 人 の 気持 や 立場 を 理解 し て , 広い 心 で 人 の あや まち 
を も 許す . @⑧ 規 則 や 自分 た ち で 作る きま り の 意義 を 理 
解 し , 進ん で これ を 守る . ⑳ 権 利 を 正しく 主張 する と 
と も に , 自分 の 果たす べき 義務 は 確実 に 果たす . DH 
労 の 尊 さ を 知る と と も に , 進ん で 人 の た め に な る 仕事 
を する . @⑳ 公 共 物 を た いせ つ に し , 公徳 を 守り , 人 に 
迷惑 を か け な い . ⑳ 家 族 の 人 びと を 敬愛 し , よい 家庭 
を 作ろ うと する . 9 学校 の 人 びと を 敬愛 し , りっぱ な 
校風 を 作ろ うと する . 日 本 人 と し て の 自覚 を も っ て 
国 を 愛し , 国家 の 発展 に 尽く す . 広く 世界 の 人 びと 
に 対し て 正しい 理解 と 愛情 を も ち , 人 類 の 幸福 に 役 だ 
つ 人 間 に な ろう と する . 

⑳) 中 学部 の 道徳 の 内 容 は 次 の 通り で ある . 

① 生 命 を 尊 び , 心身 と 健康 の 増進 を 図り , 節度 と 調 
和 の ある 生活 を する こと に 努め る . ② 日 常 生活 の 基本 
的 行動 様式 を わき EZ, それ が 身 に つ く よ うに 努め 
る . も の ご と に 積極 的 に 取組 み , 全力 を あげ て や り 
抜く 強い 意志 を 養う 2. ① こ と に 当たっ て 常に 自主 的 に 
考え , 自分 で 決断 し , それ を 実行 し た 結果 に 責任 を も 
と うと する . ⑤ 相 手 に 対す る 理解 と 信頼 の うえ に 立っ 
て , 異な る 考え や 立場 も 尊重 し , これ ら に 学ぶ 広い 気 
持 を 養う 2. ⑥ 勤 労 の 尊 さ を 知る と と も に , 真 の 幸福 を 
めざす 充実 し た 生き 方 を 追求 し よう と する . ⑦ 常 に 真 
理 を 愛し , 理想 の 実現 を 目ざし て 創造 的 に 自己 の 人 生 
を 切開 いて いく 態度 を 養う . 人 間 の 人 間 ら し さ を い 
と お し み , 美しい も の や 崇高 な も の に , すなお に と こ た 
える 豊か な 心 を 養う . ⑨ 同 性 で ある と 異性 で ある と を 
間 わ ず , 友だち と し て 互い に 理解 し 散 愛し 合い , 励ま 
し 合っ て , より よい 人 間 関 係 を 作り 上 げ よ うと する . 
⑩ 自 己 の 属す る それ ぞ れ の 集団 の 意義 や 目標 を 理解 
し , 協力 し 合っ て 共同 生活 の 充実 に 努め る . ⑪ 法 の 精 
神 と 秩序 の 意義 を 理解 し , 自己 の 行動 を 規律 正しい も 
の に し よう と 努め る . ⑫ 公 共 の 福祉 を 重んじ , 社会 連 
常 の 自覚 を も っ て 理想 の 社会 の 実現 を めざす . OAK 
人 と し て の 自覚 を も っ て 国 を 愛し , 国家 の 発展 に 尽 す 
と と も に , 人 類 の 福祉 に 寄 号 する 人 間 に な る こと を め 


ざす. 

[目標 お よび 内 容 の 取扱 い ] 小学 部 また は 中 学部 の 
道徳 の 目標 お よび 内 容 は , 小学 校 ま た は 中 学校 と 同じ 
で ある が , 視覚 障害 と いう 実態 に 立っ て , 目標 お よび 
内 容 の 取扱 い に つ いて , 特に 次 の 点 に 配慮 する 必要 が 
ある . 

(1 児童 また は 生徒 の 視覚 の 障害 に 基づく 種々 の 困難 
を 克服 し て , 強く 生き よう と する 意欲 を 高め , 明る い 
生活 態度 を 養う の とともに, 健全 な 人 生 和 観 の 育成 を 図る 
Ewes 

視覚 の 障害 に 基づく 困難 と し て は , 健康 の 増進 と 安 
全 の 確保 , 対人 関係 の 調整 , 日 常 生 活 習 慣 の 体得 , 主 
体 的 な 行動 の 制約 , 将来 の 進路 の 制限 な ど が ある . こ 
れ ら の 制約 や 困 将 に つい て は , 養護 ・ 訓 練 を は じ め と 
する 各 教 科 ・ 特 別 活動 の 指導 で も 指導 内 容 と し て 取扱 
われ る と こと ろ で ある が , 道徳 に お いて も これ ら の 指導 
と 相まって , 障害 の 理解 に 基づく 望ま し い 人 生 観 を 育 
成す る と と が た いせ つ で ある . 

(9) 各 教科 , 特別 活動 お ょ び 養 護 ・ 訓 練 と の 関連 を 密 
に し , 経験 の 拡充 を 図り , 広い 視野 に 立っ て 道徳 的 判 
断 や 行動 が で きる よう に 指導 する こと . 

視覚 に 障害 を も つづ 児童 は , 生活 経験 か せま く 自 己 中 
心 的 な 理解 や 判断 を し か がち で ある か ら , 各 教 科 ・ 特 別 
活動 お よび 養護 ・ 訓 練 と の 関連 を 密 に し て , 経験 の 拡 
充 を 図り , 広い 視野 に 立っ た 道徳 的 判断 や 行動 が で き 
る よう に 低 学 年 か ら 一 貫 し て 指導 する こと か 必要 で あ 
る . さら に , 中 学生 の 年 代 で は , 自我 に めざめ , 自律 
AY, 独立 的 な 生き 方 を 求め て 現実 と の ずれ に 悩む 特徴 
を 考慮 し て , 自律 性 の 確立 と 実践 的 な 態度 を 育て る こ 
と が た いせ つ で ある . その た め に も ゃ , 計画 的 , 発展 的 
な 指導 を 行なう 指導 計画 と その 実践 が 望ま れる . 

(伊藤 真 三郎 ) 


特別 活動 

[特別 活動 の ね らい 〕] これ まで 「 特 別 教育 活動 」 と 
「 学 校 行 事 等 」 が 各 教 科 や 道徳 と 並ん で , それ ぞ れ 独 
立 し た 4 領域 と し て 教育 課程 が 編成 され て いた . それ 
が 小 中 学 校 の 学習 指導 要領 の 改訂 に 伴い , 「 特 別 活動 」 
と 名 称 を 変え , その 内 容 が 整理 統合 され た . 

「 特 別 活動 」 は , 「 児 童 活動 」 (中 学校 に あっ て は 
「 生 徒 活動 」) 「 学 校 行 事 」 お よび 「 学 級 指導 ] か と 成 
り , 小学 校 で は 児童 の 心身 の 調和 的 な 発達 や 個性 の 伸 
長 , 実践 的 態度 の 育成 を 図る こと を ね らい に し て い 
る . また , 中 学校 に あっ て は , この うえ に さら に 望ま 
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し い 集 団 活 動 を 通し て , 豊か な 充実 し た 学校 生活 を 経 
験 させ , 健全 な 社会 生活 を 営む うえ に 必要 な 資質 の 基 
礎 を 養う の こと を ね らい に し て いる . 

[特別 活動 の 内 容 と 官 教育 〕】 「 特 別 活動 」 の 内 容 を 
表示 する と 次 の よう に な る . 
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安全 指導 的 行事 | 保健 ・ 安 全 的 行事 
事 勤労 ・ 生 産 的 行事 





指導 時 間 は 特に 定め て いな い が , 教育 課程 が 調和 と 
統一 が と れる よう , その 内 容 に 応じ て 年 間 , 学期 , 月 
また は 週 ご と に 適切 な 授業 時 数 を 配当 する と こと に な っ 
Nas Bu. 

以上 の 指導 内 容 を 詳細 に 検討 する と , と か く 知 識 の 
注入 中 心 の 教育 に 陥り が ちな 盲 教育 に こ あ っ て , [HE 
障害 に 基づく 種々 の 困難 を 克服 する た め に 必要 な 知 
識 , 技能 , 態度 お よび 習慣 を 養っ て , 積極 的 に 社会 生 
活 に 参加 し て いく 能力 を 身 に つけ させ る 」 盲 学校 教育 
の 目標 お よび 内 容 と , 密接 な か か わり が ある ば か り で 
な く , 非常 に 重要 な 役割 を も っ た 教育 の 領域 で ある こ 
と が わか る . 

[指導 上 の 配慮 事項 ] 「 特 別 活動 」 は 各 教 科 の 学習 
や 道徳 と も 関連 が 深い が , より 密接 な 関係 を も っ て い 
る 領域 は 「 養 護 ・ 訓 練 ] CHS. 

「 養 護 ・ 訓 練 ] は 心身 の 調和 的 な 発達 の 基盤 を つ ち 
か うら 個別 的 な 基礎 訓練 で ある と する な ら , その 「 養 護 
・ 訓 練 ] の 指導 内 容 と 「 特 別 活動 」 の 指導 内 容 と が 重 
な り 合 いな が ら , な お 「 特 別 活動 ] は , 児童 ・ 生 徒 が 
「 養 護 ・ 訓 練 ] で 習得 し た 基礎 的 な 知識 , 技能 ・ 態 度 
を 学校 生活 の 中 で 実践 し , 習慣 化し , 伸 話 させ て いく 
場 で も ある と 考え る こと が で きる で あろ う . 

この よう に 考え た 場合 , 「 養 護 ・ 訓 練 ] と 「 特 別 活 
動 」 は , 盲 学校 教育 の 中 の 重要 な 生活 教育 の 場 で あ 
り , 生活 教育 の 内 容 で あり , また , その 実践 で ある と 


い め て と も で きる 

指導 計画 の 作成 お よび 指導 の 実践 に 当たっ て は , 特 
に 次 の 点 に 配慮 する 必要 が ある . 

1) 児童 ・ 生 徒 数 が 少な い 点 か ら , 学級 会 活動 な ど で 
は 活発 な 集団 活動 が 行ない に くい の で , 適宜 隣接 の 学 
級 や 学年 と 合併 し て , 活発 な 活動 を 展開 する よう に す 
る . 

⑫ さ ら に , 近隣 の 小 ・ 中 学校 と 提携 する な ど し て , 
合同 の 学級 会 活動 を 行なっ た り , 児童 会 活動 , 生徒 会 
活動 , クラ ブ 活 動 や 学芸 会 , 運動 会 な ど 普通 児 と 共に 
活動 する 機会 を 積極 的 に 設け する よう に する . 

(3③) し か も ゃ も, 一 時 的 な 交流 , 交換 学習 で は な く , 継続 
的 に 普通 児 と 交流 させ る こと は , 盲 学校 の 児童 ・ 生 徒 


に あっ て は , 障害 に つい て の 自己 理解 を 深め させ , 社 


会 性 を 養い , 困難 宛 服 の 意欲 を 育て る うえ に 有効 で あ 
り , また , 一 般 小 中 学校 の 児童 ・ 生 徒 に , 障害 者 に 対 
する 正しい 理解 と 認識 , 人 間 平 等 観 を も た せる こと に 
な り , 大 き な 教育 の 成果 が 期待 で きる . (河合 久治 ) 


養護 ・ 訓 練 

[内 容 構 成 上 の 基本 的 立場 〕「 直 観 教育 」「 感 覚 訓練 」 
「 歩 行 訓練 ] 「 生 活 訓 練 ] な どの 必要 性 は , 1920 年 代 
か ら 識 者 の 間 で 主張 され て いた . し か し , 科学 的 研究 
の 不足 と , 教育 課程 に お ける 位置 づけ が な され な いま 
ま に , 50 余年 が 経過 し た . COR, 多く の 教師 の く 
ふう や 時 間 外 の 取組 みみ によって , 次 第 に 実績 は 積ま れ 
て きた が , この た び の 学習 指導 要領 の 改訂 こよ っ て , 
小学 部 (昭和 46 年 度 ), 中 学部 (昭和 47 年 度 ), 高等 
部 (昭和 48 年 度 ) で , それ ぞ れ 養護 ・ 訓 練 の 領域 と 
LT, すべ て の 特殊 学校 で 実施 きれ る こと に な っ た だ た . 
この 養護 ・ 訓 練 の 内 容 は 次 の よう な 基本 的 立場 に ささ 
えら れ で て いる . 

(1 発達 の 可能 性 へ の 挑戦 ・「 盲 児 や 弱視 児 の 特性 」 
な ど と その 行動 の 傾向 を 固定 的 に と ら え , レッ テル を 
は る の で は な く , その 行動 傾向 が , 発達 段階 や 障害 の 
状態 の どこ に 起因 し て いる の か を 明確 に し , その 原因 
を 除去 する こと に よっ て , すべ て の 障害 者 が 有 し て い 
る 発 達 の 可能 性 を 十分 に 引出 すこ と が 意図 され て い 
る . 日 本 の 現状 で は , 乳幼児 期 に お ける 保育 の 欠陥 
を , 学齢 期 に 補正 する 結果 と な っ て いる が , これ は 本 
来 の 変 で は な い . 就学 前 か ら の 適切 な 時 期 に 諸 能 力 の 
発着 を 促す こと が 重要 で ある . これ ら の 内 容 を 教科 学 
習 の レデ ィ ネ ス と みる の で は な く , 逆 に これ ら の 教育 
内 容 を 分 化 さ れ た も の と し て 教科 学習 を 位 罰 づ ける 必 
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要 が ある . さら に 就学 前 教育 が 普及 し た の ちゃ , これ 
ら は 重複 障害 教育 な どの 内 容 と し て 大 き な 割 合 を 占め 
る で あろ う . 

⑳ 情 報 処理 能力 向上 の 重視 : 一 般 の 小 ・ 中 ・ 高 校 で 
は , 数 学 や 理科 な どの 現代 化 の 流れ の 中 で , 学習 の 態 
度 や 方 法 を 教育 の 内 容 と し て 取上げ , 情報 処理 能力 の 
育成 に 努め て いる . この 場合 , 多 過ぎ る 情報 か ら 必 要 
な 情報 の 選択 が 強調 され て いる . 障害 者 の 場合 , 情報 
の 選択 より も , 情報 の 集 収 や 欠け た 情報 の 補充 に 必要 
な 能力 の 育成 が 問題 と な る . これ ら は 一 見 逆 の よう に 
思わ れる が , 情報 を 構造 的 に 関係 づけ る 点 で 本 質 的 に 
共通 し て いる . 

さら に , 障害 者 の 場合 は , 一 般 人 以上 に 情報 処理 能 
力 を 高め る こと が , 社会 生活 へ の 参加 に と っ て 重要 で 
HS. そこ で , 学習 の 態度 や 方 法 そ れ 自 体 を 教育 内 容 
と し て , 十分 に 取上げ , 各 教 科 な ど と 並行 また は 統合 
させ て 指導 する 必要 が ある . 

(⑧ り ハビ リ テ ー シ ョ ュ ョ ン の 導入 : 欧米 で リハ ビリ テー 
シュ ン と か ADL と か いわ れ て いる も の の 内 容 を , 
学校 教育 の 中 に 導入 し た も の が 養護 ・ 訓 練 の 内 容 の 多 
く を 占め て いる . Ahh, 日 常 生活 技能 , タイ プラ 
イ テ ィ ング な ど は , 一 般 の 小 ・ 中 ・ 高 校 の 学習 指導 要 
領 に は 示さ れ て いな いか ら , 独自 の 領域 と し て , 他 
の 領域 と 並行 させ て 指導 する こと と た な っ て いる . さ 
be, これら の 内 容 は , 将来 の 進路 の 適性 の 自己 評価 
の 指導 や , すべ て の 職業 に 共通 する 職業 前 基礎 指導 と 
関連 させ て 指導 する 必要 が ある . 

[養護 ・ 訓 練 の 性 格 ] 1) 学校 教育 に お ける 養護 ・ 訓 
練 の 位置 づけ : 盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 第 
1 章 総 則 , 第 1 教育 目標 の 3 に 「 小 学部 お よび 中 学部 
を 通じ , 視覚 障害 に 基づく 種々 の 困難 を 克服 する た め 
に 必要 な 知識 , 技能 , 態度 お よび 習慣 を 養う こと 」 と 
記さ れ て いる . 養護 ・ 訓 練 は この 教育 目標 を 達成 する 
た め に 新設 され た 領域 で ある . そこ で , 豊か な 個性 の 
伸長 と , 積極 的 な 社会 参加 能力 の 育成 を 図る た め に は , 
人 間 と し て 必要 な 行動 の 基本 を 徹底 的 に 育成 する 必要 
が ある . 

し か し , この 教育 目標 は 単に 養護 ・ 訓 練 の 中 だ け で 
達 成 さ れる も の で は な い . 学習 指導 要領 第 1 章 総 則 , 
第 4 養護 ・ 訓 練 に は 「 心 身 の 障害 に 基づく , 種々 の 困 
難 を 克服 させ , 社会 に より よく 適応 し て いく 資質 を 養 
う た め , 養護 ・ 訓 練 に 関す る 指導 は , 養護 ・ 訓 練 の 時 
間 は も ちろ ん , 学校 の 教育 活動 全体 を 通 し て 適切 に 行 
な うら も の と する . 特に 養護 ・ 訓 練 の 時 間 に お ける 指導 





は , 各 教 科 , 道徳 お よび 特別 活動 と 密接 な 関連 を 保ち , 
個々 の 児童 また は 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 や 発 立 段階 
MEN し て 行なう よう 配慮 し な けれ ば な ら な い 」 と 記さ 
れれ 連 人 め る 。 

養護 ・ 訓 練 の 領域 は , 各 教 科 , 道徳 , 特別 活動 に お け 
る 学習 や , 日 常 生活 や 遊び の 中 で の 諸 活動 に お ける い 
わ ば 機能 と し て の 養護 ・ 訓 練 の 内 容 を 深化 統合 する 場 
で ある と いら こと が で きる . この 意味 で は , 道徳 教育 
の 場合 と 一 見 類似 し て いる . し か し , 障害 を も つ 上 喝 童 
・ 生 徒 の 場合 は , 自然 状態 に 放 思 し て いた の で は , こ 
れ ら の 基本 的 な 行動 様式 を 獲得 する こと が 著 し く 困 難 
CHS. 

そこ で , 養護 ・ 訓 練 の 特設 時 間 に お いて 基礎 を 学習 
し , 他 の 領域 の 学習 や 日 常 生 活 の 中 で , それ ら を 応用 
し て いく 発展 的 学習 が 最も 重要 な の で ある . その うえ 
で 他 の 領域 や 日 常 生 活 の 諸 活 動 に お いて 困難 を 生 し た 
こと と が ら を , 養護 ・ 訓 練 の 特設 時 間 で 重点 的 に 指導 す 
る 必要 が ある . 

⑫) 個 々 の 児 童 ・ 生 徒 の 必要 に 応じ た 指導 内 容 の 精選 
: 養護 ・ 訓 練 の 指導 内 容 は , 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 の 
人 間 形 成 に と っ て 根底 を な す も の で ある か ら , 単に 教 
科学 習 の レデ ィ ネ ス で ある と か , 現在 の 学校 生活 に 直 
接 支 障 が あ る な ど と いう 点 か ら だ け で 着目 すべ き で は 
な い . BR LORE AEN, その 一 生涯 を 通 し て 
学ん で いく 内容 の うち , この 段階 で 何 を 学ん で お く の 
が 最も 適切 で ある か を 考慮 する 必要 が ある . その うえ 
で 個々 の 児童 ・ 生 徒 の 実態 を ふま えて , 最も 必要 と す 
る 内 容 を 精選 し て , 重点 的 に 指導 する 必要 が ある . そ 
の 結果 と し て , 他 の 領域 で の 学習 や 日 常 生活 の 諸 活 動 
に 好 影 響 あ を もたらす よう 配慮 され な けれ ば な りら た ない. 

[養護 ・ 訓 練 の 目標 ] 学習 指導 要領 の 第 5 章 養護 ・ 
訓練 の 第 1 目標 に は 「 児 童 ま た は 生徒 の 心身 の 障害 の 
状態 を 改善 し し また は 克服 する た め に 必要 な 知識 , 技 
Eg, 態度 お よび 習慣 を 養い , も っ て 心身 の 調和 的 発着 
の 基 艇 やつ ちか う 」 と 定め られ て いる . 

1 障害 の 改善 , 補償 また は 克服 : 障害 と は , た と え 
ば 視 機能 だ け の 単 一 障害 だ け を 意味 し て は いな い . 視 
覚 障害 を 例 に と っ て も , ① 眼 疾 に 続発 また は 併発 する 
他 の 器官 の 障害 . ② む し ろ 眼 疾 の 原因 と な っ て いる 他 
の 器官 や , 全身 の 疾患 .③ 体 質 の 虚弱 異常 . ④ 視 覚 障 
害 か ら 2 次 的 に 起こ る 行動 の 制約 や 情緒 的 不安 定 な ど 
は , 重症 の 重複 障害 を も つ 児 童 ・ 征 は も ふと より , 程 
度 の 差 こ そ あ れ 多く の 障害 者 に 見 られ る . 

そこ で , 障害 の 改善 が 必要 と な る . し か し , BO 
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児童 ・ 生 徒 の 視 機能 の よう に 改善 の 余地 の な いも の も 
HS. そこ と で , これ ら の 障害 を 補う た め に , 感覚 補助 
具 を 活用 し た り , 他 の 感覚 避 官 を 通 し て 環境 の 情報 を 
集め た り , 知 的 判断 な ど に よっ て 代償 する こと が 必要 
と な っ て くる . さら に , 障害 を 改善 も 補償 も で きた な い 
場合 に は , それ ら の 障害 を 前 提 人 条件 LT, より よい 
生活 行動 を する こと が で きる よう に , 障害 の 克服 を 図 
る 必要 が ある . 

(②) 自 己 活動 と し て の 養護 ・ 訓 練 : 養護 と は , 障害 を 
も つ 児 童 ・ 生 徒 が 自選 の 障害 を 自ら 養護 し , 健康 や 安 
全 の 保持 を 図る 自選 活動 で あっ て , 決し て 過剰 に 保護 
し た り 障 害 に 甘え させ て , 消極 的 に 行動 さき せる こと で 
は な い . また , より よい 生活 を 行なう た め に は , 障害 
を これ 以上 悪化 させ な いこ と を , 指導 者 は も る と より , 
障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 自身 も 留意 する 必要 が ある . 

訓練 と は , より よい 生活 や 学習 の 能力 を 開発 , 伸長 
する た め に と , 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 が 自己 自身 に 課す 
る 積極 的 行動 で ある . そこ で , 自己 活動 と し て の 養護 

・ 訓 練 で は , 心身 の 障害 の 状態 を 改善 , また は 克服 
する た め に 必要 な 知識 , 技能 , 態度 お よび 習慣 を 養う 
こと が 重要 と な る . 

(3 人 格 の 調和 的 発達 : ここ で 調和 的 と いう の は , 全 
人 格 的 調和 で あっ て , 感覚 や 運動 な どの 器官 の 形体 や 
機能 の 部 分 的 調和 を 意味 し て は いな い . また , 発達 途 
上 に お ける 画 一 的 , 平均 的 過程 を 意味 し て も いな い . 
遅れ た 発達 領域 の 集中 訓練 や , 他 の すぐ れ た 領域 に よ 
る 代償 な ど , 実際 の 発達 過程 は 不 均衡 で あっ て も ゃ , 結 
果 と し て 生活 行動 上 の 機能 的 調和 が も た ら さ れ , さら 
に , 全 人 格 的 発達 が 促 か が され る 必要 が ある . 

[養護 ・ 訓 練 の 目標 と 内 容 と の 関連 ] 養護 ・ 訓 練 の 目 
標 を 達成 する た め に , ① 心 身 の 適応 , ② 感 覚 機能 の 向 
上 , 運動 機能 の 向上 , OB BOREDOM CORD TE 
て られ て いる が , 目標 と この 四 つ の 柱 と の 関連 お よび 
内 容 の 範囲 は 次 の 通り で ある . 

1) 目標 と の 心身 の 適 記 と の 関連 お よび その 内 容 の 範 
囲 : 内 容 ① は 養護 ・ 訓 練 の 目標 の うち , 社会 生活 を 行 
な うた め に 適 し た 健康 状態 と , 情緒 の 安定 を も ゃ たら し, 
自主 的 , 持続 的 に 集団 生活 に 参加 で きる よう に , 心身 
を 調整 する 能力 の 基礎 を 育 成す る こと に 重点 を お き , 
次 の 事項 か ら な る . 

① 健 康 状態 の 回 復 お ょ び 改 善 に 関す る こと . 自己 の 
病状 と 生活 様式 を 理解 し , 病状 に 応じ た 活動 が で きる 
よう に し , 「 健 康 状態 」 を めざし て , その 回 復 ま た は 
改善 の た め の 自 己 活動 を 育成 する こと を 主 目的 と し て 


いる . 

② 心 身 の 障害 や 環境 に 基づく 心理 的 不適 応 に 関す る 
こと . 心身 の 障害 や 環境 に 基づい て 引 起 こさ れ た 心理 
的 不適 応 の 原因 を 意識 し た り 受 入れ た り , また 除去 し 
た りす る た め の 活 動 な ど を 通 し て , 積極 的 な 態度 と 習 
慣 の 形成 を 促す こと が た いせ つ で ある . 

③ 障 害 を 克服 する 意欲 の 向上 に 関す る こと. と と で 
「 障 害 の 克服 」 と いう の は , あき ら め を 意味 し な い . 
障害 を 生活 上 の 一 つの 条件 と し て 受 止め , 他 の 手段 を 
駆使 し て 障害 を 乗越 え , 積極 的 に 行動 し た り , 物事 を 
学び と ろう と する 意欲 を 育て る こと を 意味 し て いる . 
(2) 目 標 と ② 感 覚 機能 の 向上 と の 関連 お よび その 内 容 
の 範囲 : 内 容 ② は 養護 ・ 訓 練 の 目標 の うち , 環境 の 認 


| 知 や 動作 の 制御 に 際 し て , 感覚 的 手がかり を 有効 と 活 


用 し て , 環境 を 構成 する 物体 相互 お よび 環境 と 上 自己 と 
の 関係 を 総合 的 ・ 動 的 に 判断 で きる 能力 を 育成 する 
こと に 重点 を お き , 次 の 事項 か ら な る . 

① 感 覚 機能 の 改善 お よび 向上 に 関す る こと . 感覚 機 
能 は 活用 する こと に よっ て 高まる も の で ある か ら , 限 


定 さ れ た 場面 に と ど ま ら ず , 生活 全般 に わた っ て , 改 


美 と 向上 に 努め る よう に する . 

② 感 覚 の 補助 的 手段 の 活用 に 関す る こと . 感覚 機能 
に 障害 の ある 場合 , 弱視 レン ズ や 補聴器 な どの 補助 的 
手段 の 活用 を 促す 必要 が ある . 

③ 認 知能 力 の 向上 に 関す る こと . 環境 認知 を 行 な 5 
た め に , 物 の 機能 , A, 量 ま た は 空間 の 表象 や 概念 な 
ど を , 予測 や 構え と し 活用 で きる よう に する . その た 
め , 感覚 的 表象 や 基本 的 な 概念 の 形成 も 促す . 

(3 目標 と ③ 運 動機 能 の 向上 と の 関連 お よび その 内 容 
の 範囲 : 内 容 ③ は 養護 ・ 訓 練 の 目標 の うち , 身体 の 運 
動機 能 を 高め , 日 常 生 活 や 作業 に 必要 な 基本 動作 が , 
生活 目的 の 遂行 の た め に 行動 で きる 能力 を 育成 する こ 
と に 重点 を お き , 次 の 事項 か ら な る . 

① 肘 体 の 基本 動作 の 習得 お よび 改善 に 関す る こと . 
身体 各部 の 運動 機能 を 高め , 肢体 相互 お よび 諸 感 覚 と 
の 協 応 動作 を 行ない , 起 居 動 作 に お ける 持続 的 調整 が 
で きる よう ら に する . Ek, 変形 の 予防 , 姿勢 の 矯正 お 
よび 肢体 に 障害 の ある 場合 は , 運動 補助 具 の 活用 も で 
き 2 の (ed の 。 

② 生 活 の 基本 動作 の 習得 お よび 改善 に 関す る こと . 
安全 な ひと り 歩 き , 身辺 の 自律 的 処理 , 日 常 生 活 の 諸 
技能 な ど , 基本 的 な 生活 動作 の 習得 と 改善 が で きる よ 
うに する . 

③ 作 業 の 基本 動作 の 習得 お よび 改善 に 関す る こと . 
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作業 の 基本 技能 の 習得 , 道具 や 接続 材料 の 用 い 方 の 習 
熟 , 作業 に お ける 構想 の た て 方 や 見 積 り の 仕方 の 習得 
な ど を 行なわ せ , 作業 に お ける 巧 級 性 や 徴兵 性 を 向上 
させ る こと と が 必要 で ある . さら に , 共同 作業 に お ける 
役割 , 分 担 な ど が 行 な ん る よう に する . 

(4 目標 と @ 意 思 の 伝達 と の 関連 お よび その 内 容 の 範 
A: 内 容 ④ は 養護 ・ 訓 練 の 目標 の うち , コミ ュ ニ ケー 
シュン の 相手 を 意識 し , 身体 表現 か ら 記 号 化 へ の 過程 
に お いて , 適切 な 器官 に ょ る 受容 や 表 出 の 技能 を 習得 , 
改善 し て , 場 に 応じ た 意思 の 交流 を 行なう こと が で き 
る 和 能 力 を 育成 する こと に 重点 を お き , 次 の 事項 か ら な 
る . 

言語 の 受容 技能 の 習得 お よび 改善 に 関す る こと . 
身振り サイ ン , 指 文字 , 音声 言語 , 普通 の 文字 , 点字 
な どの 受容 に 関す る 技能 を 習得 し , 改善 する こと に よ 
っ て , 言語 の 受容 能力 の 基礎 を 養う 9 よう に する . 

② 言 語 の 形成 能力 の 向上 に 関す る こと . 外界 の 事物 
・ 現 象 に 対応 し て 概念 を つく り , さら に , その 概念 に 
対応 する 記号 , 特に 言語 を 形成 し その うえ で 記号 体 
系 と し て の 言語 を 活用 で きる 能力 を 育成 する . 

言語 の 表 出 技能 の 習得 お よび 改善 に 関す る こと . 
身振り サイ ン , 発音 , 発 語 , タイ プラ イ テ ィ ング た など , 





いろ いろ な 手段 を 用 いて 言語 を 表 出 する 能力 を 習得 し 
改善 する よう に する . 

[指導 内 容 の 分 類 と 段階 区 分 〕 養護 ・ 訓 練 の 目標 お 
よび 内 容 は , 特殊 教育 諸 学校 に 共通 し て いる . BFR 
で は 視覚 障害 の 状態 を あみ まえ て , 重点 化 を 図り , 次 の 
よう な 分 類 を 行なう の が 適当 で ある . 

① 心 身 の 調整 , ② 探 索 操作 , ③ 行 動 の わく 組 の 形成 
と 活用 , ④ 運 動機 能 訓練 と 姿勢 矯正 , ⑤ 歩 行 能力 , © 
日 常 生 活 基本 動作 , ⑦ 作 業 基本 動作 , コミ ュ ニ ケー 
Ya Ys 

CHhoOPROMACEENZAROFS ARIK L 
っ て , 3 段階 に 区 分 し て いる . その 段階 の 区 分 の 仕方 
は , 次 の 基準 に 基づい て いる . | 

第 1 段階 一 一 就学 前 に 果たす べき 課題 . 

第 2 段階 一 一 児童 期 に 果たす べき 課題 . 

第 3 段階 一 一 青年 期 に 果たす べき 課題 . 

実際 の 指導 に 当たっ て は , 個々 の 児童 また は 生徒 の 
心身 の 障害 の 状態 , 発達 段階 お よび 経験 の 程度 に 応じ 
て , それ ぞ れ が 必要 と する 指導 内 容 を 選定 し , 適切 な 
指導 を 行なう こと と に な っ て いる の で , これ ら の 分 類 や 
段階 区 分 は いち お うら の 目安 に 過ぎ な い . 

(赤池 信夫 ・ 香 川 邦生 ・ 木 塚 泰弘 ・ 佐 藤光 義 ) 





盲 学校 の 職業 教育 


理 療 科 教育 


定義 

理 療 科 教育 と は 「 あ ん 摩 ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 師 , は 
り 師 , きゅう 師 等 に 関す る 法律 」 に 基づい て 行なわ れ 
る 医業 類似 行為 者 の 養成 の た め の 職 業 教育 で ある . 
CAE) 理 療 科 教育 の みな も と は , Mf, 唐 の 医療 制 
度 に な ら っ て 作ら れ た 大 宝 律 令 の 医 疾 令 (701 年 ) に 
よる 奈良 時 代 の 大 学 教育 に あり , 特に 盲人 に 対す る 教 
育 は , 江戸 時 代 中 期 , 艇 山 和 - 一 に よっ て 行なわ れ た 鍼 
治 講習 所 が , その 初め と され て いる . 

明治 維新 に 至り , わが 国 が 近代 国家 と し て の あゆ みみ 
を 始め る に 当たっ て , 医療 制度 , 医学 教育 は , 富国 強 
兵 。 産業 振興 , 都市 生活 の 発展 に あわ せ た 西 洋 医 学 に 
基づく こと に た なり, 漢方 は 医学 の 主流 か ら 離 れ て 民間 


療法 と 化し , その 中 に あっ て , あん ま ・ は り ・ き ゅ 2 う 
は , 盲人 の 職業 と し て 盲 学校 の 範囲 に 入る こと に な っ 
yor 

1876 (明治 9 ) 年 12 月, 訓 盲 所 設置 の た め , 明治 
天皇 か ら 御 内 和希 金 3000 円 が 下賜 され , 1880 年 2 月 , 
東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 校 の 前 身 で ある 私 立 楽 善 会 訓 
Bee LC, 東京 築地 3 丁目 に 開校 され た . 

この 訓 盲 院 で 職業 科 と し て 笛 曲 と 鍼 治 , 技 摩 導 引 が 
取上げ られ た の が 1881 年 11 月 の こと で ある . 当時 の 
記録 に よれ ば , 「 盲 生 徳 の 自立 の た め の 職 業 の 選択 」 
に 関係 者 は 吾 議 を 重ね , 「 職 員 一 同 の 拠 金 に よっ て 鍼 
医 山本 智 妙見 を 招い て 針 治 の 授業 を 始め た 」 と ある . 
その 後 3 年 に わた り 関 係 者 は 盲 生 徒 の 学習 成果 を 観 
察 検討 し , 盲 学校 に お ける 職業 教育 と し て 取上げ る こ 
と の 可否 に つい て , 当時 の 東京 帝国 大 学 医科 大 学 の 公 
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式 見 解 を 聞き , 1885 年 9 A, 文部 省 の 直轄 訓 盲 貴 院 と 
な る に 当たり , 正 科 と し て 取入れ て いる . 1887 年 に 文 
部 省 の 告示 に より , 校 名 が 東京 盲 貴 学 校 と 改め られ , 
1910 年 に は 盲 ろう 分 離し て 東京 盲 学校 と な り , 校舎 も 
小石 川 区 指 ヶ 谷町 か ら , 現在 地 で ある 小石 川 区 雑司 ヶ 
谷町 ( 現 ・ 文 京 区 目白 台 ) へ 移転 し た . 以来 , 現在 の 
東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 校 へ と 幾 星 政 を 経 な が ら も , 
全国 の 盲 学校 の 教員 養成 学校 と し て の 使命 を 果たし て 
a oy 

明治 の 中 期 か ら , 全国 各地 に 篤志 家 の 提 唱 に より , 
私 立 訓 盲 院 の 設置 が 相次ぎ , 大 正 初期 に か け て は , 東 
京 言 学校 に た な ら っ て 多く の 私 立 訓 盲 院 が 県 立 移 管 と な 
り , 1923 (大 正 12) 年 8 月 , 「 盲 学校 令 ] の 制定 に よ 
っ て , 「 全 国府 県 に 盲 学校 の 設置 義務 が 制度 化 」 され 
て 以来 この 教育 は 発展 し た . 明治 か ら 大 正 に か け て の 
私 立 訓 盲 院 の 多く は , 一 般 教 養 と いう より も ゃ 職業 自立 
こ 重 点 が お か れ た た め , も っ ぱら 鍼 技 科 ( 鍼 治 ・ 接 摩 ) 
教育 で あり , いわ ば 盲人 の た め の 職 業 学校 的 な 色彩 が 
濃かっ Hee 

盲 学校 令 の 制度 化 に よっ て , 一 般 教養 教科 が 基礎 と 
な り , その うえ に 人 社会 的 自律 の た め の 職 業 教科 が 指導 
され , 当時 の 一 般 の 実業 学校 に 準ずる 中 学校 (旧制 中 
等 学校 ) e Tees Tee 

KIER D: SIBAIO MICA Cit, 旧制 中 等 部 の 
教育 の 主体 は 鍼 披 科 教育 で あり , 内 容 的 に も 充実 し , 
発展 し た 時 代 で ある が , 当時 の 傾向 と し て は , 「 東 洋 
医学 の 体系 に お ける 鍼灸 ] と いう 観点 か ら の 教育 で は 
な く , 「 現 代 医 学 の わく 内 で の 刺激 療法 と し て の 鍼灸 」 
と いう 方 向 で 指導 され , その た め に 「 了 臨床 に 応用 する 
経絡 ・ 経 穴 の 意義 ] が 明確 た に され ず , 病巣 局所 の 要 穴 
治療 が 重点 と な り , これ に あき た ら な い HV BLE 
は , 当時 , 医療 に 応用 され 始め た マッ サー ジ へ の 道 に 
EX, 医療 機関 の マッ サー ジ 技 術 者 と し て 自立 する 者 
が か 多かっ た . 

第 2 次 大 戦 が 進む に 従い , 文部 省 の 決戦 非常 措置 に 
LO, 疎開 地 教育 を 経て , 大 部 分 の 盲 学校 が 戦 炎 に あ 
2 な ど , 教育 は 困難 を きわ め た . 

戦後 の 新 憲 法制 定 , 学制 の 改革 , 新しい 民主 主義 孝 
育 の 象徴 と し て の 特殊 教育 振興 の 世論 の 中 で , [Bl 
就 学 義 務 制 」 が 実施 され 現行 の 盲 学校 教育 制度 が 確立 
され た . 1947 (昭和 22 ) 年 に お ける 戦後 の 鍼灸 存廃 
問題 は , その 発端 が 盲人 教育 施設 に お ける 鍼 久 教育 の 
可否 が 占領 軍 か ら の 問題 提示 と な っ た の だ と いら うこ と 
で , 当時 , 関係 業 団体 か ら の きび し い 批判 を 受け た 


が , その 真吾 の ほど は 別 と し て , ARK CBRE 
団体 な どの 熱心 な 存続 運動 に より , 盲 学校 関係 者 も 反 
BERL, 戦災 で 焼失 し た 旧 校 舎 に 変っ て , 施設 設備 
の 近代 化 さ れ た 新 校舎 が 全国 的 に 続々 と 完成 し , 今日 
の 発展 を みる に いた っ た . 

「 理 療 科 」 と いう 用 語 は , 治療 に よっ て か ら だ の 機 
能 を 調整 する と いう 立場 か ら の 発想 に よる も の で , 理 
学 療法 の 略称 で は な い . 理容 に 対す る 理 療 な の で あ 
る . CL, この 用 語 は 戦後 , 学制 改革 に よっ て 中 学 
卒業 後に 理 療 科 教育 が 設定 され た 1948 年 か ら 使わ れ 
始め た も の で ある . 


理 療 科 教育 の 場 

理 療 科 教 育 の 場 は , 文部 省 所 管 の 国 ・ 公 ・ 私 立 盲 学 
校 と 厚生 省 所 管 の 養成 施設 ( 盲 関係 5 ヵ所 の 視力 障害 
セン ター を 含む ) が ある . 理 療 科 を 設置 する 場合 は , 
法 に 基づき 厚生 省 の 中 央 審議 会 お よび 文部 省 の 学校 認 
定 委員 会 の 議 を 経て 認可 され る . COB, 施設 設備 , 
生徒 定員 , 教授 陣 が , 文部 ・ 厚 生 共 同省 令 の 認定 基準 


適 合 し て いな けれ ば な ら た な たい. 


理 療 科 の コー ス と その 教育 年 限 
理 療 科 の ュー ス と その 教育 年 限 と は 次 の 表 の 通り で 











ある . 
表 1 理 療 寺 の ュー ス と その 救 育 年 限 
と 教育 年 限 A Fe 
eli 
中 学卒 | 高校 卒 
あん ま ・ マ ッ サ ー ジ 指圧 師 22 E 2 年 以上 
は り 師 4 年 以上 2 年 以上 
x ゆ う 師 4 年 以上 2 年 以上 
2 科 Be us 5 年 以上 3 年 以上 


現在 , 盲 学 校 に お いて は 5 年 課程 が 主体 と な っ て い 


る が , 高校 座 後 3 年 課程 が 増え つつ あり , 将来 は 5 年 
課程 が 3 年 課程 へ 発展 する 傾向 に ある . 盲 学校 に お け 
る 2 年 課程 の あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 師 養成 課程 を 
別 科 と 呼ん で いる . 別 科 課 程 は 簡易 な 形 で , 生活 に 困 
難 を 感じ る 者 や , 中 途 失明 者 を 対象 と し た 理 療 教 育 
で , 将来 は 高等 部 3 年 課程 の 正規 の 課程 に 移行 する 傾 
向 が ある . 

盲 学校 理 療 科 の 在籍 者 お よび 卒業 者 数 は 表 2 の 通り 
で ある . 


理 療 科 の 教育 課程 
盲 学校 高等 部 理 療 科 に お いて は , 実業 高校 の 普通 教 
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表 2 盲 学校 高等 部 在籍 者 数 と 卒業 者 数 





| 在 校生 | RE 

理 療 科 高等 部 1,759 

4 別 科 1,243 

4 専攻 科 1,421 
_ 理 療 科 計 | 4,423 | 1.766 
Wa Se ery ン 科 57 19 
a 楽 科 22 17 
調 律 科 10 2 
普 通 科 249 52 
そ の 他 9 一 


1970 (昭和 45) 年 5 月 1 日 、 文 部 省 指 定 統計 
(昭和 45 年 版 ・ 特 殊 統 計 ) に よる 
CE) SHIEH 75 校 中 理 療 科 設置 校 64 te 
科 に 準じ る 普通 科目 と , 専門 教科 と し て の 理 療 科目 が 
課せ られ て いる . 

理 療 科 の 指導 目標 は , 盲 学校 高等 部 の 学習 指導 要領 
に よる と , 

1) あ ん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 , は りお よび きゅう に 
関す る 知識 と 技術 を 習得 させ る . 

(2) あ ん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 , は りお よび きゅう の 
科学 的 根拠 を 理解 させ , その 改善 進歩 を 図 ろ あう と する 
能力 を 養 2. 

(3 あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 , は りお よび きゅう が 
国民 保健 お よび 医療 の 分 野 に 占め る 正しい 地位 を 理解 
させ , これ ら の 業務 を 適正 に 営む 能力 と 態度 を 養 2. 

と ある . 

理 療 科 の 科目 を 類別 し , その 関係 を 同心 円 の 図形 に 
表わす と 図 1 の よう に な る . 





Bll 理 療 科 目 の 類 別 と 関係 

この 同心 円 の 周辺 科目 の 医事 法規 は , 卒業 後 , 取得 
し 得る 資格 を 規定 し た 法律 お よび その 関係 法規 に つい 
て 学習 し , 現時 点 に お ける あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 
師 , は り 師 , きゅう 師 の 医療 行政 上 の 位置 , BH 


囲 , 他 の 医療 関係 者 と の 関連 , な ら び に 国民 保健 へ の 
寄与 を 理解 させ る . 医学 史 は , 先史 時 代 以 来 の 各 時 代 
に お ける 医学 思潮 と , その 時 代 に お ける 先覚 の 果たし 
た 役割 と その 業績 を 理解 させ , 施術 者 と し て の 誇り と 
使命 感 を 与え る . 

基礎 了 医学 に は , 解剖 , 生理 , 病理 , 衛生 が あり , 理 
療 科 に 必要 な 人 体 の 構造 と 機能 , 症状 の 基礎 と な っ て 
いる 病変 の 意義 を 理解 させ , 衛生 に お いて は , 個人 衛 
A, 環境 衛生 お よび 医療 関係 者 と し て 知ら な けれ ば な 
ら な い 公 衆 衛生 の 知識 と , 実際 に 応用 する 消毒 法 を 身 
に つけ させ る . 

臨床 医学 の 科目 に は , 症候 概論 と 治療 一 般 と が あ 
る . 症候 概論 は , 理 療 科 に 必要 な 診査 法 , 観察 検査 法 
を 教え , 適応 症 を 適 確 た に とらえ て 適切 な 治療 方 針 が 立 
て られ る よう に する . 治療 一 般 は , 各 疾 患 , 各 症 候 群 
の 原因 , 症状 経過 , 予後 , 治療 方 針 , 具体 的 治療 法 を 
現代 医学 な ら び に 東洋 医学 の 両面 か ら 指導 する も の で 
ある . 臨床 医学 は , 基礎 医学 と 施術 の 理論 お よび 実技 
と の か け 橋 と な る も の で ある . 

施術 の 理論 に は , 漢方 概論 , あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 
指圧 理論 , は り ・ き ぎゅ 2 理論 が ある . 漢方 概論 は 東洋 
医学 の 理論 的 背景 , 特に 経絡 経穴 (つぼ ) の 組織 と 内 
容 を 習得 させ る . あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 理 論 は , 
触 圧 理論 を 通し て 生体 の 変調 を 調整 し よう と する 手技 
お よび 運動 法 の 意義 , 生体 作用 機転 , 病 体 へ の 応用 , 
OAT Sia, 電気 , 光線 , 水 治療 法 の 大 要 を 指導 す 
る . は り ・ き ゅ 2 理論 は , 表 在 感覚 を 介し , 機械 的 , 
温熱 的 刺激 を 与え , 生体 の 異常 を 調整 する 理論 的 根拠 
と , 病 体 へ の 応用 , 治 効 の 科学 的 な 研究 を 進め る 態度 
を 身 に つけ させ る 目的 を も つ . 

同心 円 の 中 心 に 存在 する の が , あん ま ・ マ ッ サ ー ジ 
・ 指 圧 ・ は り ・ き ゅ 2 の 実技 で あっ て , 関連 科目 の す 
べ て は , こと こ に 集約 され な けれ ば な ら な い . それ ぞ れ 
の 実技 は , 基本 実技 , 応用 実技 , 実技 実践 に 分 れ て お 
り , 基本 実技 で は 身体 各部 に お ける 基本 手技 を 身 に つ 
けさ せ , 応用 実技 で は 基本 実技 で 学ん だ 事項 の 応用 を 
さら に 具体 化し , 実技 実践 で は , 病 体 に 対し て これ を 
施し て , 適切 で 臨機 応変 の 技術 や BAO 取扱 いな ら 
びに 理 療 業 の 近代 的 経営 を 理解 させ よう と する も の で 
HD. その 実現 の 手段 と し て , 盲 学校 に お か れ て いる 
臨床 実習 施設 お よび 適当 な 校外 実習 の 場 で 臨床 実習 を 
行なう . これ が 理 療 科 の 最終 完成 教育 で あり , 卒業 
後 , 直ちに 活用 し て 国民 保健 の 一 固 を に な う 人 材 を 育 
て る と と に な る の で ある . 
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厚生 省 所 管 の 養成 施設 に た お いて も , だ いた いこ れ に 
進 拠 し た 教育 が 行 な ち われ て いる . 


卒業 生 の 進路 

卒業 生 は , 病院 , 診療 所 や 施術 所 の 勤務 , 自宅 党 
業 , 進ん で は 理 療 科 教 員 に な る た め の 進 学 , その 他 一 
般 大 学 へ 進む 者 な ど が ある . 現在 , 病院 勤務 マッ サー 
ジ 師 団体 と 業者 団体 , 盲人 福祉 事業 , 盲 教育 関係 の 原 
動力 と な っ て いる 有力 な 指導 者 の 多く は 盲 学校 理 療 科 
出身 者 で ある . 


理 療 科 教員 と その 養成 

理 療 科 の 教員 免許 は , 教職 員 免 許 法 (1949 年 施行 ) 
に 基づく 特殊 教科 教諭 普通 免許 と , 厚生 大 臣 が 行なう 
理 療 科 教員 講習 会 受講 者 に 与え られ る 科目 免 許 の 二 つ 
が あり , 盲 学校 で は 前 者 が 必要 で あり , 厚生 大 臣 指定 
の 養成 施設 で は 両者 と も 有効 で ある . MHA IL SH 
許 は , 東京 盲 学校 師範 部 甲種 , 現在 で は 東京 教育 大 学 
教育 学部 理 療 科 教員 養成 施設 の 卒業 者 に 与え られ , 理 
療 科 全 科目 を 指導 する こと が で きる . 科目 免許 は 業種 
免許 取得 後 5 年 の 実務 経験 の の ち , 厚生 大 臣 指定 講習 
会 を 受け れ ば 取得 で きる こと に な っ て いる が , 科目 に 
制限 が 設け すら れ て いる . 

理 療 科 の 教員 養成 は 1903 (明治 36) 年 , Rah 
学校 で 開始 され , COR, 東京 盲 学校 師範 部 と な り , 
1949 年 , 国立 盲 教育 学校 , 1951 年 に は 東京 教育 大 学 
教育 学部 特設 教員 養成 部 , さら に 1969 年 , 現在 の 東 
京 教育 大 学 教育 学部 理 療 科 教員 養成 施設 と な っ た . 同 
施設 は , 高 待 学校 卒業 後 , 業種 免許 を 取得 し た 者 に 受 
験 資格 を 与え , 晴 盲 を 問わ ず 理 療 科 全 科目 お よび 普通 
科目 の 入学 試験 に 合格 し た 者 を 入学 させ る . 修業 年 限 
は 2 カ年 で , 理 療 科 教員 と し て 必要 な 一 般 教養 科目 , 
基礎 医学 , 臨床 医学 , 施術 理論 , 実技 , SRA, 理 
療 科 教育 法 , 教育 実 慎 な どの 専門 科目 の 単位 を 課 し て 
いる . 1970 年 か ら は , さら に その うえ に 1 カ ヵ年 の 臨 
床 研修 課程 が 設け られ , 施設 の 卒業 生 や 一 定 の 有 資 格 
者 で 希望 する 者 が 研修 で きる よう に な っ た . これ ら の 
卒業 生 の ほとん ど が 盲 学校 理 療 科 教 員 と し て 活躍 し て 
いる . 





研究 活動 

1952 年 10 月 盲 学校 理 療 科 教員 を 結集 し て , 全国 盲 
学校 理 療 科 教員 連盟 を 結成 し , 教育 の 研究 , CS, B 
学校 出身 者 に 対す る 業務 の 指導 助言 な ど に 実績 を あげ 


て きた . 1971 年 9 月 に この 連 盟 か ら 初 の 理 療 学 術 専門 
誌 「 理 療 の 科学 」 が , 普通 字 と 点字 と で 発行 され た . 
現在 , 連盟 会 員 は 800 人 を 数 えて いる . 

理 療 の 科学 的 研究 , 教育 方 法 お よび 教育 技術 の 研究 
は , 近年 と み に 進 歩 し た . 全日 本 盲 教育 研究 会 理 療 部 
会 , 各地 区 研究 会 で は 毎年 貴重 な 発表 が 行なわ れ , Fr 
澤 勝 助 を チー フ と する 東京 教育 大 学 理 療 科 研究 グル ー 
プ は , 日 本 医学 会 に 所 属す る 日 本 温泉 気候 物理 医学 
会 , 日 本 リハ ビリ テー ショ ュ ン 医学 会 , また 日 本 東洋 医 
学会 日 本 特殊 教育 学会 , 日 本 鍼灸 治療 学会 な ど と 関係 
学会 に 多く の 報告 を 行なっ て きた . その 成果 と し て 盲 
学校 理 療 科 出身 者 で ある 坊 澤 勝 助 と 森 和 は , 医学 博士 
の 学位 を 取得 し た . 


理 療 科 将 来 の 展望 

理 療 科 は 。 以上 の よ うな 伝統 と 実績 の 上 に 立ち , 社 
会 的 変遷 に 対応 し て 近代 化 へ の 脱皮 を 遂げ る 時 期 を 迎 
を て いる . 高校 全 入 , 高校 の 多様 化 な ど を 目的 と し た 
高等 学校 教育 課程 の 改善 と 呼応 し て , 特殊 才 育 諸 学 校 


-_ の 高等 部 , 特に 盲 学校 で は 昭和 48 年 度 を 期し て 理 療 


科 の ュー ス の 再編 成 が 検討 され て いる . 
OT FS) > REER—) 


リハ ビリ テー ショ ン 科 の 教育 


リハ ビリ テー ショ ン の 意義 と 分 類 

リハ ビリ テー ショ ン と は 復興 , 復職 , 社会 復帰 , 回 
復 訓練 , 更生 指導 な どの 意味 で あり , 日 本 リハ ビリ テ 
ーション 医学 界 で は , 身体 障害 者 を し て 身体 的 に , 精 
神 的 に , 社会 的 に , 経済 的 に で きる だ け 十 分 に , で き 
る だ け 早 く 回 復 さ せる 措置 の すべ て を 含む 」 こと に 統 
一 され て いる . その 意味 で は 第 4 の 医学 (第 1 は 保健 
・ 育 児 , 第 2 は 予防 医学 , 第 3 は 治療 医学 ) と も いわ 
れ て いる . リハ ビリ テー シュ ン の 占め る 分 野 は 広大 多 
岐 に ち た っ て いる . その 内 容 に よっ て 医学 的 リハ ビリ 
テー ショ ュ ョ ン と 職業 的 リハ ビリ テー ショ ン と に 大 別 さ れ 
be 


医学 的 リハ ビリ テー ショ ン 

これ は 身体 障害 者 の 身体 的 ・ 精神 的 機能 を 回 復 さ 
せる た め に 専門 医師 を 中 心 に 理学 療法 士 (Physical 
Therapist=PT) , 作業 療法 士 (Occupational Therapist 
=OT), 言語 治療 士 (GSpeech Therapist 三 ST) , 心理 学 
者 , 義肢 ・ 装 具 製 作者 ., ソン アル ケー スワ ー カ ー, A 
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護 婦 , な ど で 構 成 さ れ た リハ ビリ テー ショ ン ・ チ ー ム 
に よっ て 組立 て られ た 治療 プロ グラ ム を 遂行 する も の 
CHS. 理学 療法 士 は 運動 療法 , マッ サー ジ , 日 常 生 
活動 作 訓練 , 温熱 , 光線 , 電気 , 水 治 な どの 物理 的 刺 
激 を 施し , 作業 療法 士 は 直接 作業 や 日 常 動作 に 必要 な 
基本 的 動作 を 編物 , 手芸 , 工作 , 粘土 細工 な ど を 通じ 
CHMS He, 作業 の 耐性 と 巧 級 性 を 増進 さき せる も の で 
あり , 言語 治療 士 は 発音 ・ 発 語 の 指導 訓練 に よっ て 言 
語 機能 の 回 復 を 図り , 心理 的 指導 者 は 障害 者 の も つ 情 
緒 的 , 性 格 的 , 行動 的 諸 問題 . すなわち 更生 意欲 を 阻 
害する 因子 を 排除 し て , 社会 復帰 へ の 動機 づけ に 努め 
る も の で あり , さら に 義肢 ・ 装 具 製 作者 は 障害 を 受け 
た 身体 機能 補足 の た め の 適 切な 義肢 や 装具 の 製作 を 担 
ML, ソシアル ワー カー は 障害 者 の 医療 面 経済 面 な ど 
の 相談 に 応じ る . 


職業 的 リハ ビリ テー ショ ン 

前 項 の 医学 的 リハビリテーション を 終了 し た 者 に と 
っ て は , その 職業 的 , 経済 的 自立 が 残さ れ た 重要 事項 
CHO, また , その 成功 が り ハ ビリ テー シン 。 ン の 究極 
の 目的 で ある わけ で , その た め に , 職業 相談 , 職業 訓練 , 
就職 の あっ せん と その 追跡 な どの 重要 事項 に 分 けら 
れ た 職業 面 で の 更生 指導 が 行なわ れ ね ば な ら な い . こ 
れ を 遂行 し 成果 を 収め ある た め に は , 単に それ ぞ れ の 機 
関 に お いて だ け で な く , 一 般 社会 の 深い 理解 と 協力 を 
得 な けれ ば な ら な い の は 当然 で ある . 


リハ ビリ テー ショ ン 教 育 の 現状 

前 述 の よう に リハ ビリ テー ショ ン の 業務 は 多様 に わ 
た っ て お り , これ ら の 業務 に 従事 し て 身体 障害 者 の 社 
会 復帰 の た め に 一 四 を に な うに は , それ ぞ れ の 専門 の 
養成 機関 で 教育 を 受け た 者 で な けれ ば な ら な い . 医学 
的 リサ へ ビリ テー ショ ン の 分 野 に お いて 理学 療法 士 , 作 
業 療法 士 な どの 需要 が 急速 に 高まり , それ ら の 養成 制 
度 や 身分 な ど が 注目 され る よう に な っ た . | 
RAGES ISU CULE 1 次 世界 大 戦後 , 傷病 軍人 の 
膨大 な 発生 を 契機 と し て , 医学 的 リハ ビリ テー ショ ン 
の 体系 化 が 進め られ , さら に 第 2 次 大 戦後 は , 本 格 的 
に 実用 の 段階 と し て 活動 し , 成果 を 収め て いる . 教育 
制度 も 身分 も 確立 し , 世界 理学 療法 士 連 盟 (World 
Confederation of Physical Therapist 三 WCPT), 世界 
作業 療法 士 連 盟 (World Confederation of Occupation- 
al Therapist 三 WCOT ) が 結成 され , 多数 の 国 が これ 
に 加盟 し て いる . 


わが 国 に お いて は , 1963 (昭和 38) 年 3 月 , 医療 
制度 調査 会 か ら 厚 生 大 臣 に 提出 され た 答申 の な か に , 
リハ ビリ テー シュ ョ ン の 重要 性 や 従事 する 者 の 養成 , 業 
務 内 容 の 確立 な ど が 初め て 公式 に 取上げ られ , 急速 に 
その 制度 化 を 図る 必要 の ある こと が 述べ られ だ た . 東京 
大 学 教授 高木 憲次 障 士 に よっ て 提唱 され た 身体 障害 者 
の 社会 復帰 に 関す る 念願 か よう や く 軌 道 に 乗せ られ た 
感じ で , 厚生 省 と し て は , さっ そく 「 理 学 療法 土 , 作 
業 療法 士 待 の 身分 制度 打合せ 会 」 を 組織 し , 先進 国 や 
WC PT の 意向 を 参考 に し て 人 準備 を 整え , 1965 年 5 月 
31 日 , 第 48 通常 国会 に お いて 「 理 学 療法 士 , 作業 療 
法 士 法 」 が 成立 , 6 月 29 日 に 公布 きれ た の で ある . 

これ より 先 , わが 国 で は , 全国 主要 都市 の 大 病院 に 
uC, マッサー ジ 師 ら に よっ て マッ サー ジ , BA; 
SéRR, 水 治療 法 な ど が 施さ きれ て きた が , これ ら の 病院 
で 治療 に 従事 する 人 びと も 新しい 制度 の も ゃ と に 身分 が 
確立 され る わけ で , その た め に は , 養成 機関 の 卒業 者 
と と も に 受験 資格 の 特例 者 の 国家 試験 が 5 年 間 に 限っ 
G 実 放 き れる こと に な っ だ! 

元 来 , これ ら 病 院 に お ける マッ サー ジ 師 の 多く は 盲 
学校 の 卒業 者 に よっ て 占め られ て いる 点 , また イ ギ リ 
ス な ど で 実 施し て いる と ころ から, 盲 学校 の 職業 学科 
と し て 理学 療法 士 の 養成 課程 を 設置 する こと に 着目 し 
た 文部 省 で は , 昭和 39 年 度 か ら 法制 定 を 見 越し て , 
東京 教育 大 学 教育 学部 附属 盲 学校 と 大 阪 府 立 盲 学校 , 
翌年 度 か ら 徳 島 県 立 盲 学校 に お いて その 実施 に 踏切 っ 
た の で ある . 厚生 省 管轄 と し て は , 1963 年 度 か ら 国 
立 療養 所 東京 病院 に リハ ビリ テー ショ ン 学院 が , ま 
た , 1966 年 度 か ら は 北九州 市 の 九州 労災 病院 内 に リ 
ハビ リ テ ー シ ョ ン 大 学校 の 名 称 で 同 課程 が 設置 され て 
Wee 

BER ACV F— Ya VERBBET SOKO 
て , その 職務 内 容 が 盲人 に は 困難 で ある と の 見 地 か 
ら , 医学 界 の 一 部 で 獲 烈 な 反対 が あっ た が , 視力 の 残 
存する 弱視 者 で あれ ば 可能 で ある と し て , 医学 界 の 耳 
解 と 協力 を 得 な が ら 内 容 の 充実 と 実力 の 養成 に 努力 を 
傾け て いる . 

入学 資格 と し て は , 高等 学校 卒業 以上 の 者 で 表 1 の 
よう な 教科 が 3 ヵ年 に わた っ て 配当 され て お おり, 特に 
臨床 実習 に 必要 な 時 間 数 を 全体 の 3 分 の 1 以上 を 占め 
る 680 時 間 を 最低 限度 と そし て いる こと は , 基礎 的 医学 
や 理論 も ゃ さる こと な が ら , 実技 の 経験 を 重視 し て いる 
こと を 物語 っ て いる . リハ ビリ テー シュ ョ ン を 実施 し て 
いる 有力 な 病院 を 5 ヵ所 以上 選定 し て , そこ で 実習 指 
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導 を 受け る こと に な っ て いる . また , 病理 学 や 臨床 医 
学 は , 医師 が 担当 すべ き で ある と の 規定 も あり , 設備 
に し て も ゃ 基礎 医学 実験 室 , 機能 訓練 室 , 水 治療 法 室 , 
電気 ・ 兆 線 療法 室 な ど 新 制度 に あふ さわ しい ゃ の が 要求 
SH CWS. 

教科 時 間 数 の 配当 は 各 校 に お いて 多少 の 違い は ある 
が , 基準 時 間 数 は お よそ 世界 共通 の WCPT の も の が 


表 1. リハ ビリ テー ショ ュ ン 科 の 教科 目 と 配当 例 














科 日 敵 草 設 の 時 間 最 1 年 2 年 3 年 
物 理 oe 45 70 70 
a 化 45 70 270 
伏 | 医 学 的 心理 学 45 105.. 70: 35 
科 BS SS. 用 ae 30 が 620 
外 国 語 0 210 105 105 
目 Mei 


165) 525 +385 140 0 


Dill 


















































解 ll Eel 255 280 280 
48 生 理 学 | 150 175) 175 
BE | 病 理 ビー 60 2700 0 
医 運 動 45 70 
公 Rt 生 30 35 35 
= 
計 540 630 525 105 0 
es Mie 75 105 105 
臨 | 整形 外科 概論 お よび 
一 般 外科 概論 75 105 105 
| on fe | 150| 175 175 
医 | 救急 法 ・ 消 毒 法 45 70 70 
ae 精 神 & 害 30 35 35 
計 375 490 0 490 0 
リハ ビリ テー ショ ン 
理 | 概論 30 35 35 
学 ] 治 療 fe 操 | 210 2455 0 Ais 
電気 治療 な お よび 診断 60 70 。。.70 
Pik 水 治 ・ 熱 ・ 光 線 療法 60 105 105 
‘ た 2 
gl 20 70 
0 a5 35 
係 | 検 査 ・ 測 定 | 60 TO 70 
科 職業 倫理 ・ 職 業 管理 ′ 30) 35 35 
Coot. Fy oa 70 70 
日 」 計 aze 35ry ORG 448 A UE whe 
治 療 体 操 | 750 750 750 
臨 | 電気 治療 お よび 診断 | 210 210 210 
HK 水 治 ・ 熱 ・ 光 線 療法 | 210) 210 210 
日 常 動作 訓練 | 
義 岐 ・ 装 具 210 220 220 
Aly as a 100 100 
= pe Ne) 210 226 226 
計 | 0806 Y WED716 
人 at | 3,300| 4,096 1.190 1,190 1,716 











示さ れ て いる よう で あり , それ を 上 回 る だ け の 時 間 数 
を 当然 組入れ て 実施 きれ て いる . 3 カ ヵ年 の 修業 を 終え 
国家 試験 に 合格 すれ ば , 理学 療法 士 と し て 病院 や 養護 
施設 な ど へ の 就職 の 道 が 開か れ て いる . し か し , この 
よう な リハ ビリ テー ショ ン 医 療 に 携わる 専門 の 技術 者 
の 養成 は 将来 3 年 短大 ある い は 4 年 制 大 学 の 大 学 レ ベ 
ル の 教育 で 行なわ れる こと が 理想 で ある . (青木 時 秋 ) 


音楽 科 の 教育 


音楽 教育 の 経過 

明治 維新 の 変革 は , 全く 伝統 を 異 に する 洋楽 の 移入 
に よっ て 日 本 の 音楽 文化 に 一 大 変化 を も た らし た . . そ 
れ は 主として 軍楽 と 教育 音楽 の 面 か ら で あ っ た . し か 
し , 江戸 時 代 ま で 盲人 の 職業 と し て 重要 な 位置 を 占め 
て いた 邦楽 も 衰え ん る こと な く , か えっ て 西洋 音楽 に 刺 
Beh CA Chook. 盲 学校 の 教育 も 他 の 一 般 学校 
と 同様 に た び た び の 学制 改革 は あっ た が , 東京 盲 学校 


(現在 の 東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 校 お よび 付属 盲 学校 ) 


の 前 身 で ある 楽 善 会 訓 盲 院 に つい て は , 1880 (明治 
13) 年 5 月 に 制定 し た 楽 善 会 訓 証 院 規則 第 3 条 第 2 aK 
に 「 音 楽 へ 概 ネ 本 邦 普 通 ノ 楽 器 = 依 テ ラン ム ・ 但 と 学業 
進歩 ノ 景況 = 随 ヒ …… 西 洋 ノ 楽 器 ラ 用 フル コト アル ベ 
Yl と , また 同 条 第 3K REGS Be 
7 fer MEY bE, 生徒 感 格 ノ 適宜 = 随 テ 成 ル ベク 他 
人 ノ カ ラ 優 ラズ 単身 従事 シン 得 ベ キ 手術 工芸 等 ラ 授 クル 
ラ 要 ス 」 と 定め られ て いる . 東京 盲 学校 六 十 年 史 に 
は , 「 明 治 十 四 年 十 月 以来 会 友 山尾 証 三 自費 を 以 て 筆 
曲 教 師 馬 場 有 みせ を 雇い 盲 生徒 に 筆 曲 を 教授 し め …, 
明治 十 五 年 一 月 に 至り 規則 を 改正 し ……, 職業 科 と し 
て 盲 に は 音楽 , 接 摩 , 鍼 治 …… の 諸 科 を 認め 此 等 に よ 
っ て 充分 に 職業 技術 を 鍛練 し 自主 自治 の 公民 た る べき 
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用 意 を な せり …… , 明治 
十 七 年 訓 盲 陣 院 の 規則 を 
改正 し ……, 第 三条 に 於 
て 『 盲 生 へ 尋常 科 へ 国語 
算術 講談 及 体操 トン 技芸 


= 
me 
my 
oI 
ire 
= 
ae 
ve 


規定 し ……, 明治 十 九 年 
十 二 月 三 日 盲 生 に 初 て 風 
琴 唱 歌 を 教 へ , 翌 二 十 年 
0 二 月 二 十 三 日 初 て 盲 生 に 
パイ オリ ン の レッ スン 洋 琴 を 授け …… hi 
4A TAM CBE 714) VRRAERAS AM 
CieaET | と 述べ て いる . 

以上 の よう に , 盲 学校 の 創立 時 に は 必ず 職業 自立 の 
こと が 第 1 に 考え られ , それ は いずれ も 音楽 と あん ま 
・ は りな ど が あげ られ て いる . 京都 府立 盲 学校 は 1878 
(明治 11) 年 の 創立 で ある が , 1880 年 に は , 音曲 科 と 
し て 邦楽 を 普通 学科 と 並行 し て 兼 修 で きる よう に し 
た . それ 以後 , 現在 まで 同 校 で は , 音楽 課程 と し て 邦 
楽 の 職業 教育 が 行なわ れ て いる . 大阪 市 立 盲 学校 は 
1900 (明治 33) 年 創立 され , 創立 と 同時 に 音楽 科 が 設 
置 され , 1923 (大 正 12) 年 か ら 邦 楽 科 と 洋楽 科 に 区 分 
され 今日 に 至っ て いる が , 現在 まで の 卒業 生 は 100 人 
を 越え て いる . 大 阪 府立 盲 学校 は 1928 (昭和 3 ) 年 に 
民間 か ら 大 阪 府 に 移管 され て 以来 , 邦楽 と 洋楽 を 含む 
音楽 課程 が 設置 され て いる . 

音楽 の 職業 教育 は , 高等 学校 程度 で 行なわ ち れ て いる 
が , 盲人 に 対す る 唯一 の 音楽 科 教 員 養 成 機関 と し て 
は , 東京 教育 大 学 教育 学部 特設 教員 養成 部 音楽 科 が あ 
る だ け で あっ た が , これ も 昭和 43 年 度 限り で RIES 
れ だ 。 





教育 内 容 
[カリ キュ ラム ] 昭和 41 年 3 月 5 日 ・ 文部 省 告示 


147 号 , 盲 学校 学習 指導 要領 高等 部 編 に 指導 内 容 お よ 


びそ の 方 法 が 細か く 示 され て いる が , その ほか 教育 委 
_ 員 会 規則 な ど に 示さ れ て いる と ころ に 従っ て , 地域 や 
学校 の 実態 を 考慮 し , 特色 を 生か し た 教育 が で きる よ 
5 学校 別に 教育 課程 を 編成 し て いる . 専門 教育 を 主 と 
する 学科 の お も な も の と し て , BRE, リハ ビリ テー 
Ya VEL, 音楽 科 , 調律 科 な ど が あげ られ て いる が , 
それ ら の 専門 教育 を 本 科 (高等 学校 全日 制 の 課程 に 準 
ず ) で 行なう 場合 , 音楽 科 で は 少な く と も ゃ 次 の 単位 を 
修得 し な けれ ば な ら た ない (数 字 は 単位 数 ). 


① 国 語 一 現代 国語 7 , 古典 2 , ② 社 会 一 倫理 ・ 社 会 
2, 政治 ・ 経 済 2 , 日 本 史 ま た は 世界 史 3, 地理 3 , 
③ 数 学 一 数 学 T 5 , HAL 4, ④ 理 科 一 物理 3 , 化学 
3 , 生物 3 , 地学 2, (以上 の うち 2 科目 以上 に つい 
て 6 単位 ), ⑤ 保 健 体育 一 体育 7 , 保健 2, ⑥ 芸 術 一 
美術 ・ 工 芸 2 , ⑦ 外 国語 一 英語 また は 外国 語 に 関す る 
その 他 の 科目 9, ⑱⑮ 家 庭 一 女子 に つい て 家庭 一 般 2 以 
上 , ⑨ 専 門 に 関す る 教科 ・ 科 目 35 以上 と な っ て いる 
7 “COPA EL Ck; 

① 音 楽 理論 一 楽典 ・ 和 声 法 ・ 対 位 法 ・ 楽 式 論 ・ そ の 
fh, ② 音 楽 史 一 西洋 音楽 史 ・ 日 本 音楽 史 , ソル フェ 
ー ジ ュー 聴音 ・ 視 唱 ・ 視 奏 ・ そ の 他 , ④ 合 唱 一 合唱 ・ 
BIE, ⑤ 合 奏 一 合奏 ・ 重 奏 , ⑥ 声 楽 一 声楽 人 ・B, ⑦ 
ビア ノー ビア ノ A・B, ⑧ 束 楽器 一 弦楽 器 A・B, ⑨ 
管楽器 一 管楽器 A・B, ⑩ 打 楽器 一 打楽器 A・B, O 


= SAB, Cae A ・B5 ⑬ 作 曲 一 作曲 


・B, ⑬⑭ 調 律 理論 一 楽器 の 構造 ・ 調 律 の 原理 ・ 楽 器 の 
修理 ・ そ の 他 , ⑮ 音 楽 史 一 東洋 楽器 ・ 西 洋楽 器 , ⑯ 調 
律 実習 一 調律 人 ・B, ⑰ 楽 器 修理 実習 一 ピア ノ の 修理 
・ そ の 他 の EH, その 他 特別 教育 活動 (ホー ムル ー 
^・ 生 徒 会 活動 ・ ク ラブ 活動 ) を 3 単位 と し , 1 週 37 
時 間 , 3 年間 111 単位 と し て カリ キュ ラム を 構成 す 
る . GE) 声楽 A (声楽 を 専門 と する 生徒 を 除く 者 の 
2 ち で , 声楽 に 対す る 興味 や 関心 を も つ 者 が 選ん で 履 
修 する 内 容 で , 最低 3 単位 を 必要 と する ), 声楽 B( 声 
楽 を 専門 と する 生徒 を 対象 と する 内 容 で , 最低 6 単位 
を 履 習 させ る ). その他 の 実技 の A・B に つい て も 同じ 
取扱 いで ある . HRB, リハ ビリ テー ショ ン 科 , 調律 
笠 に つい て は , それ ぞ れ の 項 参 照 . な お , 文部 省 告示 
第 281 号 に より 高等 学校 学習 指導 要領 の 全部 が 改正 さ 
れる に 伴 な い , 盲 学校 学習 指導 要領 (高等 部 ) も 改正 
Sh, 1973 年 4 月 1 日 か ら 施行 され る 了 予定 で ある . 


音楽 科 の 現状 

正式 に は 音楽 学科 と い 2 ( 盲 学校 な よび ろう 学校 の 
高等 部 の 学科 を 定め る 省令 ・ 昭和 41 年 文部 省令 第 2 
号 ). 1970 年 現在 で , 音楽 学科 に 拳 を お く 生徒 数 は , 
東京 教育 大 学 附属 盲 学校 , RAILS SR, ADIL 
Bh, 大 阪 市 立 盲 学校 の 4 校 で 合計 23 人 で ある . 
CHL ICS BS SHSM (沖縄 を 含む ) の 
生徒 数 4769 人 (昭和 45 年 度 ) に 対し て 約 0.5 ペー セ 
ント 所 過ぎ な い . 

盲人 は 音感 が すぐ れ て いる の で , 音楽 は 盲人 の 職業 
と し て 適し て いる と いわ れ な が ら , 職業 と し て の 自立 


370 盲 学校 の 職業 教育 


が 困難 で ある の は 次 の よう な 理由 か ら で あ る . 

1) 江 戸 時 代 に は 音楽 ( 筆 ) が 盲人 の 職業 と し て 保護 
され て きた が ., 明治 以後 の 音楽 教育 は , 西洋 音楽 が 中 
立 だ な だめ 事 突 正 ,W 保 論 が た NE 二 

(⑳ 西 洋 音 楽 は , 明治 以来 約 100 年 間 に 音 楽 家 , 音楽 
教育 家 の な みな みな ら め ぬ 努 力 に より 長 足 の 進歩 を 遂げ 
た が , 盲人 の 音楽 家 は 邦楽 を 主として いた た め , 特定 
の 名 人 は 輩出 し た が , 広く 大 衆 の 間 に 盛 上 が り を 見 せ 
る まで に は 至ら ず , 職業 と し て は 微々 た る も の で あっ 
1 

(3 明治 以後 も 邦楽 界 は 封建 的 な 家 元 制度 を 固執 し て 
いた の で , 学校 教育 の な か で 邦楽 家 を 育成 する こと が 
困難 で あっ た . “ 

(④ 盲 人 に し て , 音楽 の 素質 に 恵まれ て いる 者 が 少な 
い . 晴 眼 者 の 世界 で は , 多少 と も 素質 が あれ ば 本 人 の 
努力 し だ いで 何と か 自立 で きる が , 盲人 で は 種々 な 制 
約 が ある の で 多少 の 素質 だ け で は むり で ある . 

5) 音楽 の 早期 教育 が 行なわ れん てい ない. 一 般 で は 親 
が 積極 的 に 早期 教育 を 行なっ て いる が , 盲 学校 で は , 
親 が 決断 を し ぶっ て いる うち に 時 期 を 失っ て し まう . 
これ は 盲 界 の 通念 と し て , 音楽 で 身 を 立て る こと は む 
り だ と の 考え 方 が 強く 支配 し て いる の で , 音楽 で 身 を 
立て る 可能 性 の ある 者 まで が , 他 の 容易 な 道 を 選ぶ と 
NNO ANE Rs Ror GX By, 

(@) 家 庭 が 経済 的 に 恵まれ て いな い 場 合 が 多い . 音楽 
の 勉強 に は ある 程度 の 経済 的 な 裏づけ が 必要 で ある 
が , それ に 耐え 得る 資力 の ある 家庭 が 少な い . また 卒 
業 し て も すぐ に 収入 を 必要 と する 者 が ほとん ど で あ る 
が BUCHOS AU CHB CIR AUR ee 
境 の 者 に は 音楽 は 不向き で ある . 

(?⑦) 音 楽 を 専攻 する た め に は , た ゆま め ぬ 努 力 と 強い 意 
志 が 必要 で ある が , 盲人 を と り ま く 環 境 は 必ず し ゃ こ 
れ に ぁ ふさ わし く な い . 将来 の 生活 の 不安 か ら 確 固 た る 
信念 を も つこ と が むず か し い の で , 音楽 技術 は も ぉ ちろ 
ん , 盲人 1 人 を ひと か どの 音楽 家 に 育て あげ る まで の 
あら ゆる 援助 を 域 し まな い 指 導 者 が 必要 で ある . 

(渡辺 達郎 ) 


調律 科 の 教育 


盲人 の 職業 と し て の ピア ノ 調 律 は , 盲 教育 界 で 新 し 
い 職 業 開拓 が 話題 に な る た びに 論じ られ, 実際 に 勉強 
し た 人 も あっ た が , いずれ も も の に な ら な か っ た . そ 
の 理由 と し て , 一 人 前 の 調律 師 を 養成 する た め に は , 


多く の 日 数 と 費用 が か か り , その ほとん ど が 徒弟 制度 
に よっ て 養成 され て いた こと , また ビ ピアノ の 普及 率 も 
(1967) 現在 と は 比べ も の に な ら な い ほ と ど と 低かっ た こ 
と , 社会 人 の 盲人 職業 に 対す る 認識 が 浅かっ た こと な 
ど が あげ られ る . 


ピア ノ 調 律 科 の 発足 

文部 省 で は 1961 年 か ら 盲 学校 の 新 職業 開 皇 の た め 
の 研究 指定 校 を 決め , 補助 金 を 出す こと に な っ た . ピ 
アァ ノ 調律 に つい て は , 大 阪 府立 盲 学校 か ら 申 請 が 出さ 
れ , 第 1 次 の 研究 指定 校 と し て 認め られ た . それ に 
伴い , 文部 省 か ら の 補助 金 60 万 円 , 大 阪 府 か ら の 特 
別 予算 60 万 , 計 120 万 円 で 第 1 年 目 が 発足 し た . 
[第 1 年 次 の 概観 (大 阪 府 立 盲 学校 ) 」 あく まで も 
研究 段階 で は ある が , 優秀 な 弱視 者 2 人 を 選ん で 入学 
させ た だ . 新 職 業 教育 で いき な り 全 盲 生 を 対象 に する こ 
と は , 非常 な 危険 を 伴う も の で あり , また 新しい 職業 
を 開拓 する に は , 優秀 な 人 材 を 選ぶ こと が 不可 欠 で あ 
る か ら で あ る . 施設 ・ 設 備 に つい て は , 練習 の た め の 
個室 (ピア ノ 練 習 室 と 同じ 程度 ) と 講 議 室 を 準備 し , 
1) 和信 に 1 公 ず つの 新しい ビア ソノ (を 与え | その ( ほ が We 
WHYS (電動 キル カン RBAAUAY) aes 
ノ お よび オル ガン の 調律 工具 , REZHAOET 7 BR 2 
台 分 な ど を 用 意 し , また , 調律 実習 と し て 日 本 楽器 の 
工場 で 年 1 回 の 実習 が 行 な える よう? 委託 契約 を 結ん 
だ . 実際 の 授業 時 数 と し て は , 一 般 教 科 と 音楽 の 専門 
教科 お よび 調律 科目 を 週 8 時 間 履 修 させ る こと に し 
Ss 
また , WBS LR Cir 1967 年 か ら 3 ヵ年 課 
程 の 正式 職業 科 と し て 調律 科 を 設置 , モデ ル 校 と し て 
文部 省 か ら 3 ヵ年 320 万 円 の 予算 が 割当 て られ た . 

また , 日 本 楽器 本 社 の 技術 指導 の も と に ピア ノ 調 律 
学校 と し て の 形態 を と っ て 運営 され て いる . 


教育 内 容 

[カリ キュ ラム 〕 昭和 41 年 3 月 5 日 ・ 文 部 省 告示 
147 号 「 盲 学校 学習 指導 要領 高等 部 編 」 に は , 専門 孝 
育 を 主 と す る 学科 と し て , BRE, リハ ビリ テー ショ 
ン 科 音楽 科 , 調律 科 が あげ られ , 1961 年 に 人 研究 段階 と 
し て 始め られ た ピア ノ 調 律 も 5 年 の 歳 月 を 経て , 初め 
て 職業 教育 と し て 独立 し た 学科 に な っ た . 

教育 課程 の 編成 に 当たっ Cit, 各 教 科 , 科目 お よび 
その 単位 数 が 詳し く 示さ れ て いる が , 1 単位 時 間 50 
分 , 1 学年 35 単位 時 間 の 授業 を 1 単位 と し て 計算 さ 
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Moc em c te 
の 学科 と 変わ り 
007 

教育 課程 編成 
上 の 留意 事項 と 
LG ea 
の 学科 の 目標 を 
達成 する よう に 
教育 課程 を 編成 
する 必要 が あ 
る . 調律 科 に つ 
W 間 丸 靖幸 吉 し 
て ピア クノ の 調律 
に 関す る 知識 と 
技術 を 習得 さ 

ピア ノ 調 律 の 実習 せ , 調律 に 従事 

する 技術 者 を 養成 する 」 と 示さ れ て いる . カリ キュ ラ 
^ ム 編成 に つい て は , 各 学 校 の 特色 を 生か し て 編成 が で 
きる よう に , 第 10 節 音楽 の 各 科 目 の な か で 調律 関係 の 
科目 が 取扱 われ て いる . すなわち , 第 14 調律 理論 , 
第 15 楽器 史 , 第 16 調律 実習 。 第 17 楽器 修理 実習 な 
ど で あ る . 

な お , 1973 年 か ら 型 学校 学習 指導 要領 高等 部 編 が 改 
正 さ れ , 調律 科 の 充実 が 図ら れる こと に な っ て いる . 
その 他 広 島 盲 学校 に お いて も 1964 年 か ら 始め , 昭和 
Al 年 度 に 1 人 の 卒業 生 を 楽器 店 に 就職 させ て いる . 









































表 1 

ーー ニニ 1 年 2 ES 3 年 eee 1 
国 ag 5 3 2 2 

社 会 2 4 5 3 一 
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= oa et en 
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計 34 | 34 | 34 | 34 | 34 











海外 お よび 盲 学校 以外 の 国内 の 状況 

[国立 音楽 大 学 〕 わが 国 に お ける 私 立 音 楽 学校 と し 
て 長い 伝統 を も つ 国 立 音楽 大 学 で は , 古く か ら 同 大 学 
楽器 研究 所 と と も に ピア ノ 調 律 の 技術 者 養成 部 門 を 設 
け て いる . 国立 音楽 高等 学校 調律 科 お よび 国立 音楽 大 
学 調律 別 科 で ある . 前 者 は 修業 年 限 3 ヵ年 , 後者 は 2 
カ年 で 満 23 LAE, 定員 30 人 で ある . 

[日 本 楽器 製造 株 式 会 社 技術 学校 」 ヤマ ハピ ア ノ を 
製造 し て いる 日 本 楽器 で は , 戦後 , 音楽 教育 が 盛ん に 
な り , ピア ノ の 生産 台数 が 増加 する に 従っ て , その ア 
フタ ー サ ービス お よび ピア ノ 調 律 の 需要 に 応じ きれ な 
く な っ た の で , 調律 技師 を 養成 する た め の 技 術 学 校 を 
東京 と 大 阪 に 設立 し た . それ は 文部 省 が 研究 指定 校 の 
制度 を 始め る 数 年 前 の こと で ある . 

日 本 国内 で 盲 学校 以外 に 調律 の 教授 を 行なっ て いる 
の は 以上 の 2 校 だ け で ある が , これ ら は いずれ も 身体 
障害 者 は 入学 させ て いな い . 

[海外 の 状況 ] アメ リカ , フ ラン ス , イ ギリ ス な ど で 
それ ぞ れ 調律 の 教育 を 行なっ て いる が , 特に 有名 な の 
(は アメ リカ の マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ウ ォ ー タ ー タ ウン に 
BHA —%Y AB LHR (Perkins School for the Blind) 
CHS. 

この 学校 の 調律 科 は 1850 年 に 設置 され た . 1860 年 
以来 , ボス トン の 公立 学校 と の 間 に ビ ピア ノ 詩 律 の 契約 
Ohi dl ye 今 朋 ( に 至る まで 続 ゆ られ で ぐ で いる, COs 
は その 講 議 の 内 容 と 徹底 し た 教授 方 法 で 一 般 に は 高く 
評価 され て いる . 1 クラ ス は 通常 8 人 以下 に 制限 さき 
れ , 普通 の 場合 2 年 間 で 全 ュ ユー ス の 教科 課程 を 終了 す 
A. 同 校 で 勉強 し 卒業 し た 生徒 の ほとん ど が ピアノ 技 
術 の 分 野 で 活躍 し て いる が , 現在 より さら に 有利 な 職 
に 就く た め に は , 長い 期間 の 丸 耐 が 必要 で , その 間 に 
技術 面 も る さる こと な が ら , 販売 面 の 勉強 も 必要 で ある 
SC いる 


今後 の 方 向 

社会 通念 と し て 盲人 は 音楽 で 身 を 立て る こと は むず 
か し いと され て いた が , 新 職業 教育 と し て の ピア ノ 調 
律 に つい て $ も 同じ よう な 不安 が も た れ , 音楽 の 素養 が 
な いか ら 無 理 で は な いか な ど と 考え られ た り し て いる 
が , ピアノ 調律 技術 者 と し て の 条件 は 次 の よう な も の 
で ある . 

1) ピ アノ を ひく こと と 調律 は 無関係 で ある . ET? 
を ひけ な く て も 調律 は で きる . た だ し , ピア ノ を ひけ 
所 で し に 越し た こと ほな い 、。 
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⑳ 調 律 上 , 音感 は 人 な みみ 以下 (一 般 に いう 音痴 ) で 
は 困る が , 絶対 音感 が 必要 で ある と いう こと は な い . 





(3 音楽 的 教養 より ゃ も 一般 的 職業 人 と し て の 教養 に 加 
えて 特に 忍耐 強い こと が 要求 され る . (E03 BB) 


盲 学校 の 教科 書 と 教材 ・ 教 具 


教科 用 図書 


教科 用 図書 の 意義 
「 教 和書 の 発行 に 関す る 臨時 措置 法 ]」 (1948/ 昭 和 28 
年 ) の 第 2 条 に [教科 書 と は , 小学 校 ・ 中 学校 ・ 高 等 学 
校 お よび これ に 準ずる 学校 に お いて , 教科 課程 の 構成 
と 応じ て 組織 配列 され た 教科 の お も な る 教材 と し て , 
教授 の 用 に 供 せ られ る 児童 また は 生徒 用 図書 で あっ 
て , 文部 大 区 の 検定 を 経た も の , また は 文部 大 臣 に お 
いて 著作 権 を 有する も の を いう 」 と 規定 され て いる . 


教科 書 制度 

教科 用 図書 は , 文部 大 臣 の 検定 を 経た も の , また は 
文部 大 臣 が 著作 権 を 有する も の で な けれ ば な ら な いと 
され て お り (学校 教育 法 21, 76), 一 般 小 ・ 中 学校 で 
it, ほとん ど 文 部 大 臣 の 検定 を 経た 教科 書 を 使用 し て 
いる が , 盲 学校 に お いて は 検定 本 は 全く な い . COB 
由 に つい て は 種々 考え られ る . 

[文部 大 臣 の 検定 を 経た も の |」 に な る た め に は , 著 
作者 また は 発行 者 が , その 著作 , 編集 し た 教科 書 の 原 
稿 の 検定 を 申請 , 文部 大 区 は これ を 教科 用 図書 検定 調 
査 分 科 審 議会 の 調査 審議 に か け , 審議 会 に お いて は , 
「 教 科 用 図書 検定 基準 」 に 基づい て 合格 , 不 合格 の 答申 
を する の で ある . 

こうら し た 検定 を 経て 発行 され て も , 都 道 府 県 や 各 学 
校 段階 に お いて 採択 され , 使用 3 れる か どう か は 不明 
で , CORD, 発行 者 は 多額 の 経 綴 を 投じ , 検定 教科 
書 の 内 容 ・ 体 裁 を 高め る と と も に , 積極 的 な 宜 伝 を す 
る の で ある が , 盲 教育 に お いて は , 在籍 児童 ・ 生 徒 が 
きわ め て 僅少 で ある た め , 検定 教科 書 を 作っ て も ゃ , 企 
業 採算 が と れ な い . £052, 盲 児童 ・ 生 徒 が 使用 す 
る 点字 教科 書 作成 に は 特別 な 印刷 技術 を 要 し, その 技 
術 者 も 数 少な い . そこ で , 文部 省 初等 中 等 教育 局 特殊 
教育 課 で 研究 編集 し , 文部 大 臣 が 著作 権 を 有する 教科 
書 を 特定 の 業者 に 印刷 させ , 供給 し て いる の が 現状 で 
ある . 


採択 ・ 供 給 に つい て の 制度 

文部 大 臣 は 審議 会 の 答申 に より 合格 を 決定 し た 教科 
書 に つい て は , 発行 者 の 発行 届 と 基づい て 教科 書 目録 
を 作成 し , 都 道 府 県 教 育 委 員 会 に これ を 配布 する (教科 
書 の 発行 に 関す る 臨時 措置 法 4, 6, 同 法 施行 規則 3, 7). 
都 道 府 県 教 育 委員 会 は これ を 所 轄 の 学校 に 配布 し 
毎年 7 月 中 に 数 カ所 の 地域 に お いて 翌年 度 使用 教科 書 
採 択 の た め の 展 示 会 を 開催 し , これ に よっ て 市 町 村 教 
育 委 員 会 , ある い は 各 学 校 ど と に 翌年 度 使用 教科 書 を 
採 択 する こと を 決定 する の で ある . 

言 学校 に お いて は , 文部 大 臣 が 著作 権 を も $ つ 教科 書 
を 特定 の 業者 に 印刷 ・ 製 本 させ , か つ , 供給 させ て い 


る の で , 学校 長 は 都 道 府 県 教 育 委 員 会 を 通じ て , 翌年 


度 採択 教科 書 を 発行 者 お よび 文部 大 臣 に 報告 する と と 
も に , 直接 , 文部 省 の 委託 し た 特定 の 業者 に 需要 数 を 
報告 し その 業者 か ら 直 接 学校 に 使用 教科 書 が 送ら れ 
て くる よう に な っ て いる の で ある . この 場合 , 代金 の 
決済 に つい て も , 直接 特定 業者 と 行なう こと と に な っ て 
いる . 


教科 と 教科 書 

盲 学校 の 小学 部 お よび 中 学部 の 教科 , 高等 部 の 学科 
お よび 教科 , 幼稚 部 の 保育 内 容 は , それ ぞ れ 小学 校 , 
中 学校 , 高等 学校 , 幼稚 園 に 準じ て 文部 大 臣 が 定め , 
その 教育 課程 は 文部 大 臣 が 公示 する 学習 指導 要領 に よ 
る こと に な っ て いる . 

小学 部 の 教科 に つい て は , 国語 , 社会 , 算数 , 理科 , 
音楽 , 図画 工作 , 家庭 お よび 体育 を 基準 と し , その う 5 
え に 道 徳 を 課す る こと が 定め られ て いる . 

中 学部 の 教科 に つい て は , 必修 教科 と し て 国語 , 
会 , RS, 理科 , 音楽 , 美術 , 保健 体育 お よび 技術 ・ 
家庭 , 選択 教科 と し て 外国 語 お よび 職業 , 家庭 を 基準 
ESD. な お , これ ら の ほか に 道徳 を 課す る こと が 定 
め ら れ て いる . 

高等 部 に お いて は , 現在 , 文部 大 臣 検定 済み また は 
文部 省 著作 の 教科 用 図書 が な い の で , 高等 学校 用 と し 
て 検定 済み の 教科 用 図書 の 点字 訳 さ れ た も の が , 学校 


盲人 の 教育 





長 の 採用 に よっ て 使用 され て いる . 


点字 教科 用 図書 出版 状況 

点字 教科 用 図書 は , 1890 (明治 23 ) 年 日 本 点字 
が 制定 され て 以来 , 初め は も ゃ っ ぱら 手書き で 作 られ て 
きた が , 点字 印刷 機 の 導入 に よっ て 演 次 , 点字 出版 所 
に よっ て 発行 され 発展 し て きた . 

な お , 現在 発行 され て いる 小学 部 , 中 学部 , 高等 部 
(普通 科 お よび 理 療 科 ) の 点字 教科 書 は 次 の 通 で あ 
る . aie - ARCOM cit, 晴 眼 児 用 の 黒字 教科 
書 を 使用 し , 弱視 用 レン ズ の 活用 や 拡大 印刷 な どの 手 
段 を 講じ て いる . 


教科 書 購入 費 

(1 就学 奨励 費 : 盲 学校 の 児童 ・ 生 徒 の 保護 者 の 経済 
WA aH WT Arex, 1956 (昭和 31) 年 3 月 30 日 就 
学 奨励 法 が 公布 され , 児童 ・ 生 徒 の 教科 書 代金 が 父兄 
に 支給 され る よう に な っ た . 各 教 科 ご と に 1 種類 の 教 
科 用 図書 , た だ し , 特定 の 教科 に つい て は 2 種類 以上 
の 購入 費 が 支給 され る . 

(2) 義 務 教 育 諸 学 校 の 教科 用 図書 の 無償 措置 : 国 は 昭 
和 37 年 3 月 31 日 ・ 法 律 第 60 号 で 義務 教育 諸 学校 の 
教科 用 図書 は 無償 に する と 定め , この 法律 に 基づい て 
翌年 4 月 1 日 か ら 小 学校 1 年 に 入学 する 児童 に 教科 用 
図書 が 無償 で 行き 渡る よう , 政令 , 施行 規則 な ど に よ 
っ て 細則 を 定め た . [A] 39 年 度 に は 小学 校 1 , 2, 3 年 , 
同 40 年 度 に は 1 , 2, 3, 4 , 5 年 , 同 41 年 度 に は 小学 
校 印 童 全員 に 対す る 無償 措置 が 実施 され た . さら に 同 
42 年 度 に は 中 学校 第 1 学年 まで , 同 44 年 度 に は 中 学 
校 全 生徒 に 対 し て この 措置 が 行なわ れ た . 

十 学 校 の 喝 童 に つい て も この 法律 が 適用 され , 該当 
者 は その つど , 就学 奨励 法 に よる 教科 用 図書 費 の 父兄 
支給 が 廃止 され , 無償 措置 に よる 教科 書 支給 に 切替 え 
られ て いる . 


主要 点字 教科 用 図書 の 出版 元 

毎日 新聞 社 ・ 大 阪 市 北 区 堂島 上 2 一 36/ 社 会 福祉 法 
人 日 本 ライ ト ハ ウス 点字 出版 所 ・ 大 阪 市 城東 区 今津 中 
2-4-37 社会 福祉 法人 東京 点字 出版 所 ・ 東 京都 三鷹 市 
下連雀 3-32-10 /ARHUE ARABS - AMR 
川 区 豊里 町 619, その 他 . (福本 礼 一 


373 





表 1. 盲 学校 用 点字 教科 書 
小学 部 用 (昭和 47 年 度 ) 
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書 aii #8 | 著作 者 発行 所 
ry REF: 
cee ean, | ee 天 
ほか 18 名 ライ ト 
foal Eee SE 8,4A 呈 6 年 ク ク 
1 | 大 内 三男 
社 | 社 会 Nos i ff 
会 2,3,4,5,6% | きか 27 名 
算 塩野 直道 
さん すう 5 1,2,3 ね ん | 橋本 純次 東 点 
ほか 9 名 
数 . | 算 数 4,5,6 年 ク ク 
理 | 理 科 Bot Me 
蓮沼 究 
Bt 3; 4, Bu 6 年 ほか 25 名 東 点 
we | 2 ね ん せい の お ん が く 
By ig Se Be Oy er 楽 
4 年生 の 音 楽 | 下川 都 志 春 
楽 5 年生 の 音 楽 ほか 5 名 ライ ト 
6 = 生 OR ps 
a 初等 地図 帳 ライ ト ライ ト 
Fle oe 5,6 年 武田 一 郎 
jz ほか 20 名 AE 
中 学部 用 (昭和 47 年 度 ) 
書 名 著作 者 発行 所 
国 | 国 語 1, 2, 3 年 | 石森 延 男 
a ほか 22 名 東 点 
fe 2 Gap FED | 町 田 貞 
東 点 
ク (資料 編 ) ほか 11 名 
社 i 
5 ane aes 6: SAD) 豊田 武 ほか 16 名 
ク (資料 編 ) a 
x ee) GE en A) | Ne 
7 (資料 編 ) 山本 登 ほか 18 名 
人 | 社会 科 地図 帳 ライ ト ライ ト 
BA 地図 
| 河村 美 千 季 東 点 
| 世 界 地 図 
数 正田 建 次 郎 栗田 稔 


橋本 純次 ほか 8 名 
文部 省 ライ ト 
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we 宏 
“| 科 1, 2, 3%| RE BA 
科 ほか 26 名 
音 | 中 学生 の 音楽 1,2,3 年 | 市 川 都 志 ジン 4203 
ほか 4 名 
楽 | 中 学生 の 器楽 A ’ 
保 See ite ライ ト 
人 | 標準 中 学 保健 体育 猪飼 道夫 本 間 茂 礁 
育 ほか 11 名 
技 | 技術 ・ 家 庭 1.2,3 年 | 全国 職業 教育 協会 ( 代 ) 
術 (男子 用 ) PSUR 
家 | 技術 ・ 家 庭 1.2,3 年 | 渡辺 茂 sits 
庭 (女子 用 ) | ほか 34 名 
外 fi W.L.CLARK 
国 英 ner Sh 2) Bias 中 島 文雄 
sg| 英 語 (資料 編 ) 宮内 秀雄 FEN 
2, ほか 3 名 
高等 部 用 (普通 科 ) (昭和 46 年 度 ) 
3 名 編著 者 発行 所 
高等 学校 志賀 直哉 
現代 国語 1, 2, 3 年 | 久松 潜 一 
AE 吉田 精 一 
現代 国語 付録 今泉 忠義 東 点 
mq | (EREDAR 
(現代 文学 史 年 表 ) 
( 当 用 漢字 音 訓 表 ) 
現代 国語 1, 2, 3 年 | 金田 一 京助 ほか ライ ト 
HELA GRP ia Eee 
高等 学校 
HH 典 FR 久松 潜 一 ほか 
語 6 付 舞 
HRZ 1 (古文 編 ) oe FUR 
= ae 久松 潜 
古文 編 付録 文語 文法 今泉 忠義 
古典 乙 I (古文 編 ) 吉田 精 一 
高等 地理 A FHA 東 点 
Hh 理 A ope aon 
要 説 日 本 史 豊田 mR 
社 ク 資 料 
高校 用 
aes Esahearsy 
と AWE 東上 
ee ee 大 類 伸 ほ か ライ ト 
tt 界 史 : $ 
Seas Rea 村川 堅太郎 ほ ヵ 東 点 
会 | 政治 ・ 経 済 xk 清明 ほか 
Kk WR 済 佐藤 功 ほ か ライ ト 
現代 の 倫理 と 社会 野田 文夫 ほか は 
fe 理 ・ 社 会 沢田 慶 輔 ほか 東 点 























The Senior Crown 
外 English Course 
Revised Edition 
I ee wll 





が | oe) 吉田 洋一 きま か ライ ト 
数 | er gs 8 

に 秋月 康夫 ほか A 

ク も Md) 吉田 洋一 か ライ ト 
学 

ae IB 秋月 康夫 ほか 東 点 

wy 理 A 茅 誠司 ラ Me 
eles tae 金原 寿郎 東上 

標準 化学 A 千 谷 利 三 , 田 辺 秀雄 東 点 
a 高等 学校 生物 洛 野井 春雄 ほか ライ ト 

標準 高校 生物 木原 均 ほか 東 点 

理 科 表 = 亀吉 ほか ライ トド 
人 人 保健 体育 SHEMIRD ライ ト 
A | 家庭 一 般 松平 友子 ほか ライ ト 

高校 の 音楽 1 
音 | 理論 伴奏 編 

Me < 1 堀内 敬三 ライ ト 
楽 ! 高校 の 音楽 I 

| 理論 伴奏 編 

高校 英語 


W.L.Clark ほ か 東 点 





英語 B (読本 ) 
国 | New English 








Readings Standard 信 原 麟太郎 ラス 
se | 英語 B (作文 ・ 文 法 ) 
The New English AKER 54} 


Way 
Is 所 Il 


高等 部 用 ( 理 療 科 ) (昭和 46 年 度 ) 









































書 名 編著 者 発行 所 
ete 東 点 
[Ay [a] 3 ie R 
aa ee 東 点 編集 部 
局所 解剖 学 /\ JHE leds 
“| f— Hl 2 A, B 理 教研 5 A} 
解 剖 学 AMS Abi S 
ae | GA) fl 松本 盲 
(田辺 ) 解剖 学 教科 書 | 田辺 建 雄 ラン 1 
人 体 解剖 生理 学 ' = se 
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生 理 学 本 川 弘一 
簡明 生理 学 阿部 達夫 東 点 
生 | 生理 学 教科 書 日 本 鍼 披 協 会 東 点 
別 科 用 生理 学 
生 理 学 A 
UE 理 教研 
理学 BB ライ ト 
a | (松本 ) 生 理 PAE 
(田辺 ) 生 理学 教科 書 全 | 田辺 建 雄 Pie, 
生 理 学 AM ABUT 
a 理学 理 教研 
i) (松本 ) 病 理 DAB Dy 
7 (田辺 ) 病理 学 教科 書 | PU E 
病理 学 入門 緒方 知 三郎 
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CE) 著作 者 ・ 発 行 所 の 略称 は 次 を さす . ライ トー 日 本 ライ ト ハ ウス 点 
字 出 版 所 点 毎 三 毎日 新聞 社 プ 東 点 三 東京 点字 出版 所 理 教研 = 
東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 校 理 療 科 教育 研究 会 大 阪 市 証 三 大 阪 市 
立 盲 学校 同窓 会 出版 部 松本 盲 三 長野 県 立松 本 盲 学校 理 療 科 . 
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具 の 意義 

教具 と は 教授 ある い は 学習 を 効果 的 に する た め に 考 
案 さ れ , 使用 され る 道具 で ある . 教具 の 使用 は 学習 を 
具体 的 , 直観 的 に し , 教材 内 容 の 理解 を 容易 に する と 
と も に 学習 の 興味 を 深め , 学習 の 効果 を 高め る . 
普通 の 学校 で 活用 され て いる 教具 は , 視覚 教具 , 聴 
党 教 具 , 作業 教具 お よび これ ら の 複合 し た も の に 大 列 
され る が , この うち 盲 教育 こそ の まま 利用 で きる の は 
聴覚 教具 だ け で , 他 の 教具 は 盲 児童 ・ 生 徒 の 保有 能力 
に 適応 する よう, 改変 し な けれ ば な ら な い . 盲 教育 で 
用 いら れる 教具 の 種類 は 晴 眼 者 の それ に 比べ る と 著 し 
< く 少なく , 各 盲 学校 に お いて 教師 が 市 販 の 晴 眼 者 用 の 
教具 を 弄 児 童 ・ 生 徒 の 保有 能力 に 適応 する よ うに 改変 
する た め の 努 力 を し て いる の が 実状 で ある . 


教具 の 種類 

教具 を 視覚 ・ 聴 覚 ・ 作 業 の 3 種 に 分 類する の が 普通 
で ある が , また , CHR BOWE Process of Edu- 
cation の 著者 ブ プルー ナー (Jerome S. Bruner) に よ 
っ て な され た Loc 代用 経験 装置 , 模型 装置 劇 化 装 
6, 自動 装置 と いう よう な 分 類 も で きる . 

視覚 教具 に は 実物 , 標本 , 機械 器具 , 絵画 , 写真 , 
図表 , 地図 , 模型 , 00 RB, テレ ビ , オー バー 
SHE MT BP LIPS AG? PLS BE 
Asie RDS. 

聴 党 教具 と し て は 。 va-F, ソノ シー ト , ラ ジオ, 
トー キー, テー プレ ュー ダー な ど が ある . 

(eee eC wee, TS VK AT 7 
工作 用 具 , 図画 用 具 , 裁縫 用 具 , 料理 用 具 , oe, 
理科 実験 器具 , 農具 , 体育 用 具 , 計算 器 , 科学 技術 ・ 
産業 教育 関係 の 教具 な ど が ある . 

前 述 の ブル ー ナ ー の 分 類 に よる と , KASRARE 
Gam, テレ ビ , スラ イド , F-7vV2a-F2,3 
籍 な ど が あり , 模型 装置 に は 図表 模型 , 自動 装置 に は 
ティ ー チ ング マシ ン な ど が ある . さら に 教育 の 近代 化 
すなわち , 教授 学習 過程 を 近代 化し て 学習 者 の 能力 を 
最大 限 に 高め る た め に 視聴 覚 教具 , 教材 の 総合 的 な 活 
用 に 力 が 注 が れる よう に な っ て き て いる . 
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この よう に 晴 眼 者 用 の 教具 の 発達 は めざまし い が , 
わが 国 の 盲 教育 の 教具 に 目 を 転じ し る と , その 貧困 さ に 
暗 然 と な ら ざ る を 得 な い . 1958 (昭和 33 ) 年 に 高田 
秀 道 が 発表 し た 「 わ が 国家 人 使用 器具 の 発展 」 に 記載 
され て いる 教具 は , 点字 器 , 作図 器具 , 聴覚 利用 の 機 
械 器具 , 点字 タイ プラ イタ ー, カナ 文字 タイ プラ タイ 
ー, そろ は ば ん だ け で , 1965 年 の 「 盲人 更生 要 具 目録 第 3 
51] (日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 ) に よっ て も ゃ 点字 
a BERT SIAR, 作図 器 , カナ 文字 タイ プラ 
イタ ー, 弄 人 用 計算 器 , 計量 器 , 立体 地図 , 地球 儀 , 
人 体 解剖 模型 , 時 計 , 裁縫 用 具 し か 見 当たら な い . 

これ に 対し て 外国 の 事情 は どう で あろ うら か. Pro- 
ceedings of the International Congress on Tech- 
nolgy and Blindness Vol. IV に は 次 の よう な 教具 
が 記載 され て ある . 各種 点字 器 , 地図 , 地球 儀 , 数 学 用 
SH, 音楽 用 具 , 科学 機械 , 時 計 , 台所 用 具 , 裁縫 用 具 
は か り 。 HEEL WEE @IERL 24 ~—, SOUR 
BH, リー ディ ング マシン, 作図 用 具 , 計算 器 , 測定 器 
A, 木工 ・ 金 工 用 具 , 電気 計器 な ど が すでに 市 販 ま た 
は 試作 され て お り , わが 国 の 実状 に 比べ る と 相当 進歩 
し て いる と 思わ れる 、 

し か し , 1960 年 以前 は 諸 外 国 に お いて も わが 国 の 
現状 と あま り 大 き な 差異 は な か っ た . 1960 年 以後 に 
な る と イギリス , FAVA, VB, 西ドイツ な ど で は 
南 人 の リハ ビリ テー ショ ン と も 関連 し て , 教具 を 含む 
盲人 用 具 の 開発 が 進み , 強力 な 社会 的 ・ 経 済 的 ・ 技 術 
的 文 援 の も と に , 次 第 に その 種類 が 豊富 に な りつ つ あ 
る こと は 特筆 すべ きこ と で ある . 


教具 の 開発 

証 教 育 に 必要 な 教具 を 開発 し , 活用 する 方 法 に 次 の 
三 つ が ある . すなわち , 晴 眼 者 の 教具 の うち , そ の まま 
使用 で きる も の を 活用 する 方 法 , 晴 眼 者 の 教具 の 一 部 
を 型 児童 ・ 生 徒 の 保有 能力 に アッ ピー ル す る よう に 改 
変 する 方 法 。 お よび 晴 眼 者 の 教具 と その 使用 目的 は 等 
し い が , 形状 や 操作 法 が 全く 異な る 盲 教育 独特 の 教具 
を 開発 する 方 法 で ある . この うち も, 真 の 教具 の 開発 と 
は 第 3 の 盲 教育 独特 の 教具 の 開発 を さす こと は いう ま 
で も な い . 

第 1 の 例 と し て は 晴 眼 者 が 活用 し て いる 聴覚 教具 な 
ど を その まま フル に 活用 する こと な ど が あげ られ る . 
第 2 の 例 と し て は 目盛 り を 凸 に し , 数 字 を 点字 に し 
た スケ ー ル な ど が あげ られ る . 現在 まで の 盲 教育 の 教 
具 の 大 部 分 は この 部 類 に は いる . 


第 3 の 例 と し て 次 に その 数 例 を 述べ る . 図 1 は > 連 
欠陥 学研 究 所 ( Institute of Defectology, Academy 
of Pedagogical Science ) 自然 科学 部 が 開発 し た 盲 
人 用 光学 人 台 の 1 種 で ある が , フォ ト ホ ー ン と いう 光 
探 素子 を 応用 し て , 従来 不可 能 と され て いた 光学 実験 
教授 を 可能 に し た , フォ ト ホ ー ン は 林 良 重 が 考案 し た 
CdS 感光 器 や 
ウェ ックス ラー 
C A. Wexler ) 
が 考案 し た ラ 
AF ere a 
(light probe ) 
と その 機能 は ほ 
ほ 同 じ で , 光 の 
有無 , 色 の 変化 
の 識別 , WHO ml KES 


判定 , 比 色 , 比 濁 な どの ほか 多く の 目的 を 達成 する こ 
と が で き , この 種 の 光 探 素子 の 出現 は 盲 教育 の 教具 の 
開発 に 革命 的 な 分 野 を 提供 し た と いえ る . 図 2 は スイ 
ス で 開発 され , すでに 市 販 さ れ て いる 体温 計 で 感熱 材 
料 と し て スペ イラ ル な バイ メタ ル が 内 蔵 さ れ て お り , 
スト ッ プ ウォ ッ チ 機構 に より , 測定 時 に トッ プ の ボタ 
ン を 押す と 針 が 
回 転 し て 任意 の 
目盛 り の と ころ 
で 具 ま る 。 そ と の 
と き の 点 字 目 盛 
り を 触 読 す る と 
いう 仕組 に な っ 図 2 体温 
“CLS. 

図 3 は アメ リカ で 開発 され , TCCHMANTWS 
計算 尺 で ある 
が , KART 
2, Bia 
DRA ンター が 
あり , 表面 の A 
お よび C ボ イン 
ター を を 動か し 
て , 加減 , 乗除 , 
開平 , 対数 計算 
を 行なう よう に 
作ら れ て いる . 図 3 計算 尽 

図 4 は 林 良 重 ら の アイ ディ ア に 基づき スタ ー 社 が 製 
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作 し た 電流 ・ 電 圧計 で , 普通 の 電流 ・ 電 圧計 が 内 感 さ 
れ て いて , そ の ポイ ンタ ー の 位置 を 前 述 の CdS Iter 
で 追跡 し , 音 が 変わ っ た と き , それ に つい て いる 外部 
探 鑑 の さす 点字 目盛 り を 触 読 す も あと いう も の で ある . 
この 機構 は ポイ ンター を 有する すべ て の 計器 の ポイ ン 
ター の 位置 の 判 知 に 利用 され る . この 機構 の 開発 に よ 
っ て 計器 の ポイ 
ンタ ー に 指先 で 
直接 触れ る と い 
5. 計器 に と っ 
て 致命 的 な 損傷 
を 与え る こと が 
POS PE > た. 
図 5 は 早川 電 図 4 電流 電圧 計 
BE (現在 の シャ ー プ 株 式 会 社 ) か ら 発売 され て いる テ 
スタ ー で , 直流 電圧 ・ 電 流 , 交流 電圧 お よび 抵抗 値 を 
測定 で きる . この テス ター は 視覚 に よら な いで , 聴覚 
お よび 人 触覚 で 測定 が で きる よう に な っ て いる . COT 
スタ ー は 内 部 に 可聴 周波 トラ ンジ スタ ー 発 振 器 お よび 
ブリ ッ ジ を 備え § 
ete Ae as 
ー ン に よっ て 音 
が 聞こ えな く な 
る 点 を 求め , そ 
の と き の 点 字 有 目 
盛り を 触 読 する 
TS aide iD : 
a. Naya Aa 
図 6 は 林 良 重 
大 2 で 
島津 製作 所 の 協 
力 に より 試作 さ 
れ た 直 示 て ん び 
ん で ある が , 操 
作 は すこ ぶる 容 
易 で , か 測定 
に 要する 時 間 が 
きわ め て 短 時 間 
で ある . 使用 法 
は 被 測定 物 を さ 
ら に の せ , RS 
目盛 り の つい た 
ダイ ヤル を 回 転 
まる し と 。 PL と 


図 6 直 示 て ん びん 











DIBVLIYs YRBAL) Br S¥UAPYATS 
と プロ ジェ クシ ョ ン が 二 ・ 一 と も に は いり , プ ザ ー が 
IBZ. と の と き の 点 字 目 盛り を 触 読 す る よう に な っ て 
WS. と の 直 示 て ん びん は , 12V77AE CHET 
きる , 

以上 , 盲 教育 独特 の 教具 の 開発 に つい て , その 数 例 
を あげ た が , 盲 教育 の 教具 の 開発 は すべ て の 教科 に 必 
要 だ が , 特に 実験 ・ 実 習 を 必要 と する 教科 , た と えば 
理科 技術 科 , 家庭 科 , 数 学科 , 理 療 科 な ど は , 教具 
の 開発 と 活用 な くし て は , その 目的 を 達成 する こと は 
不可 能 で ある . 1953 (昭和 28 ) 年 「 理 科 教 育 振 興 法 」 
公布 きれ , 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 , 盲 学校 , ろう 学校 の 
理科 教育 に 関す る 設備 に 対す る 国 の 財政 的 補助 に つい 
て 規定 され た が , 昭和 41 年 度 の 改定 に 当 た り , 前 記 
の 電気 計器 , その 他 数 種 の 教具 が 開発 され , 品目 の 中 
に 新た に 加え られ だ た. 


教材 
教材 は 教具 と 混同 され が ち で ある が , 教材 は 学習 内 
容 と いう 意味 に 使う の が 正しい . 教育 の た め の 道具 ・ 
手段 で ある 教具 が , 教材 と も な っ て いる 面 を 見 の が す 
こと が で き な い . すなわち , 視聴 覚 教材 , た と えば 映 
画 , スラ イド , 放送 , 紙芝居 な ど で あ る が , この 2 
ち , 放送 は 盲 教育 の 教材 と し て の 大 き な 役 割 を も っ て 
WS. 従来 の 言語 文字 を 通じ て の 教育 に 対し て , 直観 
主義 の 教育 は 著しく 進歩 し | ラジ オ , テー プレ ラーダ 
ー は 教育 の 形態 に 一 大 変革 を も た らし て いる . レコ ヌー 
ド 録音 テー プ , ソ ノシ ー ト な どの 録音 教材 の 整備 は , B 
教育 の 進歩 に 不可 欠 な 条件 で あっ て , た と えば , 外国 
語 教 育 こ お いて その 威力 が 高く 評価 され て いる L 上 上 
(Language Laboratory) の 設置 な と 聴覚 教材 の 利 
用 が 重視 され な けれ ば な ら な い . また 図書 館 と 同様 
録音 テー プ 教 材 ・ 施 設 ・ 設 備 の 完備 し た テー プラ 
イブ ラリ ー が 設置 され な けれ ば ぼ ば ならない. さら に 最近 
出現 し た ティ ー チ ング マシ ン を 使っ て の プロ グラ ム 学 
BLO Ch, 今後 各 教 科 に お いて その 活用 が 人 研究 さ 


れ な けれ ば な ら な い . 


問題 点 

1) 教 具 が 具備 すべ き 条 件 と し て は 安全 性 , 堅固 性 , 
正確 性 , 単純 性 の ほか 保管 が 容易 で 安価 で ある こと な 
ど が あげ られ る が , 証 教 育 の 教具 は 高価 で ある と いう 
こと が 致命 的 な 欠点 で ある . これ は 学校 数 が 晴 眼 者 の 
学校 数 に 比べ て きわ め て 少な いと いう と と に 起因 し て 
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WA. その た め に メー カー も 生産 ペース に の せる こと 
を た め ら っ て いる の が 実情 で ある . 現在 市 販 さ れ て い 
る 教具 は , その ほとん ど が 手工 業 的 規模 に より , 小 企 
業 メ ー カ ー の 手 で 製作 され て いる . その た め に , いか 
に 優秀 な 教具 が 開発 され て も , 教育 の 現場 が その 恩恵 
に 浴 す る こと が 困難 に な っ て いる . 

(⑫ 次 に 問題 に な る の は 総合 的 な 教具 の 研究 体制 で あ 
る . 現場 の 教師 が 個々 に 教具 の く ぁ ふう を し て いる 段階 
Clk, その 進歩 は 遅く 非 能 率 的 で , 一 流 の 研究 者 た ち 
に よる 研究 協力 体制 の 確立 が 切望 され る . ツ 連 欠陥 学 
研究 所 の 研究 成果 や アメ リカ の MIT ( Massachu- 
setts Institute of Technology ) や I BM ( Inter- 
national Business Machine) な どの 研究 協力 な ど は 
この こと を 明白 に 物語 っ て いる . 

(3 生産 体制 に つい て は , 前 述 の よう に 手工 業 的 小 企 
業 え メーカ ー に その 生産 を あや だ ね て いる 間 は , すぐ れ た 
本 格 的 な 教具 は 出現 し が た い . 一 流 技術 者 を も っ て い 
る 一 流 メ ー カ ー に よる 生産 体制 の 確立 が 切望 され る . 
要 は 国家 的 , 社会 的 , 経済 的 , 技術 的 , 頭脳 的 支援 体 
制 の 確立 こそ , 具備 すべ き 条 件 を 満た し た 教具 の 出現 
の 基盤 と いえ よう . 

(4) と れ と と も に 問題 に な る の は , 近代 的 教具 ・ 教 材 
の 活用 で ある . 晴 眼 者 の 教育 に お いて は , 近代 的 教具 








教材 の 総合 的 な 利用 が 非常 に 活発 で あっ て , 教育 の 世 
界 に 革命 的 な 成果 を も た らし て いる , 盲 教育 の 場 に お 
WC, それ ら の 近代 的 教具 ・ 教 材 を 総合 的 に 活用 す 
る こと が 切望 され る . 

(5) 最後 に 教員 養成 機関 お よび 付属 学校 で の 教具 な ら 
びに その 使用 法 の 研究 を 問題 と し た い . 盲 教育 の 内 容 
は 晴 眼 者 の それ と ほとん ど 等 し いも ゃ の で あり , その 方 
法 が 異な る と ころ か ら 教 具 か が こと さら に 重要 視 さ れる 
の で ある . 教具 の 開発 と 活用 こそ は 盲 教育 の 発展 の バ 
A ie rk Gk 良 重 ) 
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(BAR LCRAAA) 盲 教育 と いう こと ば は , ik 
に 家 学 校 に お ける 家 お よび 弱視 の 児童 ・ 生 徒 の 教育 を 
意味 する 場合 が 多い . そし て , わが 国 に お いて は , FB 
教育 は 特殊 教育 制度 の 一 分 野 と し て 位置 づけ られ て い 
る の で ある . 

[特殊 教育 の 対象 ] 特殊 教育 は 心身 に 何ら か の 障害 
の ある 者 に 対す る 特別 な 教育 で ある . その 障害 は 心 と 
体 の いずれ か , また は その 両方 に わた る も の で あり , 
単 一 の 障害 も る あれ ば , 重複 し た 障害 も ある. 

し か し , 比較 的 軽度 な 障害 で あっ て , 普通 児 と いっ 
し ょ の 学級 に 収容 し , 教育 的 に 若干 の 注意 と 配慮 を 加 
えれ ば 学習 に は 支障 が な いよ うな 場合 は , 特殊 教育 の 
対象 に は し な い の で ある . 盲 教育 の 場合 に お いて も , 
視力 矯正 な どの 方 法 で 普通 児 と 変わ りな く 学 習 が で き 


る 場合 は , た と え ぇ , その 児童 ・ 生 徒 が 弱視 者 で あっ て も 
普通 学校 に 就学 させ , 定 教 育 の 対象 と し て 扱わ な い . 

[特殊 教育 の 限界 〕 一 般 の 特殊 教育 に お いて は , 障 
害 の 程度 が きわ め て 重く , 集団 的 な 形 で 行なわ れる 学 
校 教 育 が 不可 能 か , ある い は , きわ め て 困難 な 場合 
は , 実際 上 , 特殊 教育 の 対象 に され な い 場 合 が ある . 
これ は 特殊 教育 の 対象 に な ら な い の で は な く , 現在 の 
教育 施設 , 教育 方 潜 で は 対象 に する こと が 不可 能 に 近 
い の で ある . し か し , 盲 教育 の 場合 は ろ ? 教育 の 場合 
と 同様 に , 最も 重度 と いう べき 全 家 者 で あっ て も その 
対象 に し て いる . この 点 は 同じ 特殊 教育 で も , 精神 薄 
弱 , 肢体 不 自由 , 病弱 , 身体 虚弱 な どの 場合 と 異な っ 
て いる . REC 精神 薄弱 の よう な 重複 重症 児 は , 
盲 教育 の 対象 に な し 得 な い 場 合 が ある . この よう な 事 
情 か ら 学校 教 育 制度 に お いて も , 義務 教育 の 段階 で は 
就学 首 予 また は 免除 の 措置 を と り , 子女 の 義務 教育 学 
校 へ の 就学 を 獲 予 , 免除 する こと が で きる よう に な っ 
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て いる . この こと は 学校 教育 法 第 23 条 お よび 第 39 条 
_ 第 3 項 の 規定 に 基づく の で ある . 

[重複 障害 児 の 問題 ] と ところで, 特殊 教育 の 対象 に 
する か , し な いか の 限界 は , 実際 に は 必ず し も ゃ 明確 で 
は な いし , 固定 的 で も な い . 特殊 教育 の 研究 の 進歩 
と , 特殊 教育 に 対す る 人 的 , 物 的 な 措置 の 改善 と 整備 
に よっ て , その 限界 は 変化 する 性 質 を も っ て いる . F 
教育 に お いて も ゃ も, 現在 の と ころ , G45 wea L 
いう よう な 4 重 も の 障害 児 に 対し て は , 教育 施設 が ほ 
と ん ど な い の で , その 学校 へ の 就学 は 不可 能 な 状態 で 
HS. た だ , 盲 ろ う あ の 3 重 障 害 児 に 対し , URES 
学校 は 文部 省 の 実験 学校 に 指定 され , その 教育 の 実験 
的 研究 を 行なっ て きた こと は 有名 で ある . アメ リカ に 
お いて は , ペー キン ス 盲 学校 が 紅 ろ う あ の 3 重 障 害 児 
教育 を 行なっ て お り , 世界 的 に 有名 で ある . 


盲 教 育 学 校 の 体制 

[特殊 教育 の 学校 体系 ] 学校 教育 の 体系 を 定め る 法 
律 は 学校 教育 法 で ある . 同 法 第 71 条 は 特殊 教育 の 目 
的 を 定め て いる が , 特殊 教育 を 行なう 学校 に は , BS 
校 , ろう 学校 お よび 養護 学校 の 3 種類 が か ある. そし 
て , これ ら の 学校 は いわ ゆる 独立 の 学校 で ある . 

[ 盲 教育 体制 ] 盲 教育 におい て は 現在 , SER, 特 
KER, 教員 派遣 と いう 三 つ の 制度 が あり , その 対象 
者 は 盲 者 , 強度 の 弱視 者 , お よび 弱視 者 の 3 者 と な っ 
て いる . 盲 学校 に お いて は , 全盲 教育 と 弱視 教育 が 行 
な われ , 特殊 学級 , 教員 派遣 の 教育 に お いて は , 55th 
教育 が 行なわ れる の が 一 般 で ある . 

し た が っ て , 従来 の 盲 教育 に は 全盲 教育 すなわち 
いわ ゆる 狭義 の 盲 教育 と 弱視 教育 と が 含ま れる こと に 
な り , 弱視 教育 も 強度 弱視 者 の 教育 と 軽度 弱視 者 の 教 
育 に 分 か れる の で ある . そこ で, 一 つの 考え 方 と し て 
は , 従来 の 盲 教育 を 視覚 障害 者 に 対す る 教育 (視覚 障 
害 教 育 ) と し , その 中 に 障害 の 程度 に 応じ , BAF, 


弱視 教育 と 分 ける こと が で きる . し か し , 厳密 に は 視 


力 の 障害 の 程度 に ょ る 分 類 の ほか に , 視 機能 障害 の 種 
類 と 程度 に 応じ た 教育 方 法 が 開拓 , 確立 され な けれ ば 
な ら な い が , 現在 の 段階 で は そこ まで いっ て いな い の 
CHS. これ は わが 国 だ け で な く , 世界 の 盲 教育 の 現 
状 で ある . 


盲 学校 の 管理 と 運営 
[ 盲 学校 の 組織 〕 盲 学校 は 就学 対象 児 の 発達 段階 に 
応じ て , 普通 児 の 場合 と 同様 に 幼稚 部 , 小学 部 , 中 学 





部 , 高等 部 に 分 か れる . この うち , 小 ・ 中 学部 が 義務 
HC, 他 は 義務 制 で は な い . 

幼稚 部 は 幼稚 園 に 相当 する 段階 で や あっ て , で きる だ 
け 早 い 時 期 に 障害 の 種類 と 程度 を 発見 し , 適切 な 特殊 
教育 を 行なう こと が 効果 的 で ある と いう 見 地 か ら 設 け 
られ る . し か し , 盲 幼児 の 集団 生活 は 非常 な 困難 を 伴 
IDC, 盲 学校 の 幼稚 部 に 就学 する 者 は 少な い . ま 
た , 高等 部 は 高等 学校 に 相当 する 段階 で あり , 制度 的 に 
は 高等 部 を 卒業 すれ ば , 大 学 の 入学 資格 を 得 ら れる . 
LAL, 高等 部 の 主たる 目的 は , 盲 児 の 社会 的 目 立 を 
達成 する こと に ある の で , 義務 教育 に 接続 し て 後期 中 
等 教育 に 相当 する 段階 の 職業 的 教育 を 行なう こと を 主 
の MY の 

高等 部 に は 本 科 , 別 科 お よび 専攻 科 が お か れ , AP 
は 中 学校 ある い は 中 学部 卒業 後 3 年 , 別 科 は 中 和 相 後 1 
年 な いし 2 年 , 専攻 科 は 高等 学校 また は 盲 学校 高等 部 
卒業 後 1 年 な いし 3 年 の 修業 年 限 で ある . 盲 学校 に お 
いて は , あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 師 , は り 師 , Xe 
う 師 の 国家 試験 を 受験 し て 合格 し , それ ぞ れ の 職業 に 
就く 者 が 多い の で , その た め の 理 療 科 教 育 は 主として 
高等 部 に お いて 行 な ち われ な けれ ば な ら ない. この た 
め , 盲 学校 中 学部 卒業 生 の 大 部 分 が 高等 部 の それ ぞ れ 
の 科 に 進学 し て いる . EK, 盲 学校 の 高等 部 に お か れ 
る 学科 は , 盲 学校 お よび ろう 学校 の 高等 部 の 学科 を 定 
め る 省令 に よっ て , 普通 科 , 理 療 科 , リバ ビリ テー シ 
ュ ン 科 , 音楽 科 , 調律 科 , その 他 の 専門 学科 と され て 
いる . 

[ 盲 学校 の 設置 基準 ] 盲 学校 の 設 軒 基 準 は , 現在 , 
単独 の 法令 的 な も の で 規制 され て いな い . LAL, B 
学校 の 規模 は , 小学 部 お よび 中 学部 の 計 9 学年 に 対 
し , 1 個 学年 1 学級 , 計 9 学級 編成 が 最低 の も の で あ 
る が , 1 学年 数 個 学級 編成 を 行ない , 必要 に 応じ て 幼 
稚 部 , 高等 部 を 設け て いる 学校 も ある . し か し , その 
反対 に 小 規模 な 学校 に お いて は , 数 個 学 年 を 1 学級 に 
編成 する , いわ ゆる 複式 学級 も 存在 する . また , 小学 
部 だ け , 中 学部 だ け , ある い は 高等 部 だ け の 形 学 校 も 
ご く 少 数 で は ある が 存在 する . 

1 学級 を 編成 する 児童 ・ 生 徒 の 数 の 基準 は 10 AL 
下 と きれ て いる . た だ し , 小 ・ 中 学校 の 特殊 学級 は 
15 人 を 標準 と し て いる . Ete, 幼稚 部 は 8 人 以下 を 標 
MEFHZLANTWS. 

盲 学校 に お いて は , 他 の 特殊 教育 諸 学 校 と 同様 に , 
原則 と し て 寄宿 舎 を 設け すけ な けれ ば な ら な いと され て い 
る . 


380 BAA TK 





定 学 校 に お か れる 教職 員 は , 校長 , AA, 教諭 , 助 
教諭 , 養護 教諭, 養護 助教 諭 , 実習 助手 , 事務 職員 , 
その 他 の 職員 と な っ て お り , 小学 部 な どの 各部 に は 主 
事 を お く こ と が で きる と と と され て いる . 

また 寄宿 舎 の ある 盲 学校 に お いて は , その 寄宿 舎 に 
舎 監 お よび 寮母 を お か な けれ ば な ら な いと と に な っ て 
いる . 寮母 は 寄宿 舎 に お ける 幼児 ・ 児 童 ・ 生 徒 の 世話 
と 教育 に 当たる 職員 で あり , 児童 等 6 人 まで ご と に 1 
KREBVAUAEES CRS 

BFRIC IT BGK AEROBIE, 現在 義務 制 で 
ある 小学 部 お よび 中 学部 に つい て は , 「 公 立 義 務 教 育 
諸 学 校 の 学級 編成 お よび 教職 員 定 数 の 標準 に 関す る 法 
律 」 に よっ て , 高等 部 に つい て は , 「 公 立 高等 学校 の 
Mie, 適正 配置 お よび 教職 員 定 数 の 標準 筆 に 関す る 法 
律 」 に よっ て 定め られ て いる . 

[教育 課程 と 教科 書 〕 盲 学校 に お ける 教科 , 学科 , 
保育 内 容 な ど は , 学校 教育 法 に お いて , 小 ・ 中 ・ 高 等 
学校 また は 幼稚 園 に 準じ て 文部 大 臣 が 定め る こと に な 
っ て いる . 

貫 学 校 の 教育 課程 は , 学校 教育 法 施行 規則 に お い 
て , 教科 や 授業 時 数 な ど に つい て 所 定 の 規定 が な さ 
れ , さら に , 詳細 な 事項 は 文部 大 臣 が 公示 する 学習 指 
導 要 領 で 定め る こと と され て いる . この 学習 指導 要領 
が 現行 の 特殊 教育 の 教育 内 容 の 基準 と な る の で ある . 
定 学 校 の 学習 指導 要領 は , 小学 部 , 中 学部 お よび 高等 
部 に つい て 公示 され て いる . 

教科 書 は , 盲 教育 を 受け る 児童 ・ 生 徒 に 適し た も の 
が 必要 で ある . 全 家 の 者 お よび 将来 失明 する と 予測 さ 
れる 強度 弱視 者 な ど は 点字 に よる 教科 書 が 必要 で あ 
り , 弱視 者 は 大 き な 活 字 本 , いわ ゆる 黒 字 本 の 教科 書 
が 必要 で ある . 特殊 教育 行政 に お いて は , すぐ れ た 教 
科 書 が 最も 必要 で ある が , その 作成 に は 多く の 困難 が 
伴っ て いる . 特殊 教育 用 の 教科 書 制度 も 一 般 の 教科 書 
制度 と 同様 で あっ て , 検定 制度 が 建前 で ある . し か 
し , 特殊 教育 教科 書 は 需要 部 数 が 少な いう え に , 特殊 
な く ぁ あう が 必 要 で ある . その た め , 民間 の 教科 書 作成 
の 採算 は きわ め て 困難 で ある . この た め ぬ め , 文部 省 は 国 
費 を も っ て すぐ れ た 特殊 教育 用 の 教科 書 を 作成 し , 義 
務 教 育 教 科 書 無償 給与 法 お よび 特殊 教育 諸 学校 就学 奨 
励 法 に よっ て , 無償 で 給与 する 道 を 拡大 し て いる . 


盲 教育 奨学 制度 
就学 奨励 制度 ] 盲 学校 へ の 就学 は , 他 の 特殊 教育 
諸 学 校 の 場合 と 同様 に , 多額 の 費用 を 必要 と する . 寄 


宿舎 で の 生活 費 , 交通 費 , 特別 な 教育 の た め の 教 科 書 
その 他 の 学用品 費 な ど , 一 般 の 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 の 場 
合 に 比べ て 数 倍 の 費用 を 必要 と する の で ある . 

そこ で , 盲 児 を も つ 父 兄 の 教育 費 を 軽減 する と と も 
に , それ に よっ て , 盲 学校 へ の 就学 差 励 を 図る と いう 
目的 で , 1954 (昭和 29 ) 年 , TSK, Week oO 
養護 学校 へ の 就学 奨励 に 関す る 法律 」 が 制定 施行 され 
7. 
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法律 で ある が , 特殊 教育 の 振興 の た め に 果たし て きた 
役割 は きわ め て 大 きい . 

その 第 1 条 は この 法律 の 目的 を 規定 し , 教育 の 機会 
均等 の 精神 に 則り , 特殊 教育 諸 学校 へ の 就学 の 特殊 事 
情 に か ん が みみ, 国 お よび 地方 公共 団体 が , これ ら の 学 
PEO VAR + GEICO CHT ie 5 ETHER) BLE L, 
特殊 教育 の 普及 奨励 を 図る こと を 目的 と する と され て 
いる . 

第 2 条 で 国 お よび 都 道 府 県 の 行なう 就学 奨励 の 内 容 
を 規定 し て いる が , 児童 ・ 生 徒 が 盲 学校 へ 就学 する た 
め に 必要 な 経費 は , 都 道 府 県 が 支 志 する こと と され , 
国 は その 2 分 の 1 を 負担 する と いう の で ある . し か 
し , その 経費 の 種類 は , 小 ・ 中 学部 に あっ て は 学校 給 
食費 , 通学 また は 帰省 に 要する 交通 費 お よび 付添 人 の 
付添 い に 要 する 交通 費 , 学校 付設 の 寄宿 舎 居住 に 伴 2 
経費 , 修学 旅行 費 お ょ び 学 用 品 購入 費 で あり , 高等 部 
(に あっ て は 以上 の 経費 の うち 学用品 購入 費 を 除く 全部 
の 種類 と 教科 用 図書 の 購入 費 と され て いる . な お , 寄 
宿舎 居住 に 伴 2 経費 に は , BAAR, 日 用 品 等 購入 
費 お よび 食費 が 含ま れ て いる . Ek, 幼稚 部 の 幼児 に 
対し て は , 別途 , 予算 措置 に よる 国庫 補助 と し て , 学 
校 給食 費 , 交通 費 (本 人 お よび 付添 人 ) 寄宿 舎 居住 に 
伴う 経費 が 補助 され る こと と に な っ て いる . 

第 3 条 は 第 2 条 の 規定 に よっ て 都 道 府 県 が 支弁 する 
各種 就学 奨励 費 は , 支給 され る 児童 ・ 生 徒 が 就学 し て 
いる 特殊 教育 諸 学 校 の 校長 に 対し て 交付 され る 旨 を 規 
定 し て いる . そし て , 校長 は この 場合 , 金銭 を 保護 者 
に 対し て 支給 する と と を 原則 と し て いる が , 保護 者 が 
金銭 を 浪費 し た り , 目的 外 使用 を する お それ の ある 場 
合 な ど , 特別 な 場合 は , 現物 を 支給 する こと が で きる 
. Piece CPs. 

第 4 SILENT SRAO 2 分 の 1 を 国 が 
負担 する と いう 規定 で あり , 第 5 条 は 経費 の 支弁 に 必 
要 な 資料 の 提出 に つい て の 規定 で ある . 

以上 の よう な 法律 の 規定 に よっ て , 就学 奨励 制度 が 


盲人 の 教育 381 


実施 さき れ て いる が , その 実施 に つい て の 細目 は , 政令 
お よび 文部 省令 で 定め られ て いる . その うち 最も 重要 
な こと は , 保護 者 の 経済 状態 に 応じ て 3 段階 に 分 け て 
支給 する こと に な っ て いる こと と で ある . すなわち , 大 
ま か に いっ て , 生活 保護 法 の 対象 に な る 世帯 の 経済 状 
態 の 1.5 倍 未 満 の 場合 は 経費 の 全額 を , 1.5 倍 か ら 
2.5 倍 未 満 の 場合 は 半額 を , 2.5 倍 以上 の 場合 は 高等 
部 の 教科 書 費 だ け 〈 小 ・ 中 学部 の 児童 ・ 生 徒 の 教科 書 
Bit, 別途 , 義務 教育 諸 学 校 の 教科 用 図書 の 無償 措 四 
に 関す る 法律 に よっ て 無償 で 給与 され る ) DEM 
され る の で ある . 

(FREE) 国 の 予算 制度 と し て は , 特殊 教育 学校 
就学 奨励 費 補助 金 と 同 交付 金 の 二 つ が ある が , 補助 金 
は 都 道 府 県 に 対す る も の で あり , 交付 金 は 国立 の 特殊 
教育 諸 学 校 に 対す る も の で ある . と この 両者 を 合わ せ て , 
予算 総額 は , 昭和 46 年 度 は 10 億 5868 万 円 で あり , 同 
47 年 度 は 12 億 8878 万 円 で , 前 年 度 よ り 約 2 億 3010 万 
円 の 増額 で ある . この 予算 額 は 年 々 増額 され て き て い 
る が , それ に 伴っ て 支給 費目 が 毎年 度 1 な いし 2 ずつ 
増額 され , また , 単価 の 増額 を みみ て いる . ( 林 部 一 二 ) 


赴 学 校 の 管理 


盲 学校 は 設 軒 者 が 教育 の 目的 を 達成 する た め , 学校 
教育 法 施行 令 第 22 条 の 2 に 定め る 程度 の 視覚 障害 を 
も つ 児 童 ・ 生 徒 に 対し , 教育 計画 に 従っ て 継続 的 に 教 
育 活 動 を 行なう 教職 員 と いら 人 的 要素 , お よび 校 地 , 

舎 , 設備 な どの 物 的 要素 か ら な る 組織 的 な 総合 体 で 
ある . 

設置 者 に よっ て 学校 が 設置 され る と , その 機能 を 発 
揮 さ せる た め に 学校 の 管理 が 行なわ れる . 一 般 的 に 学 
校 の 管理 と は , 学校 の 設置 者 お よび 校長 が 学校 の 存立 
を 維持 し , 児童 ・ 生 徒 に 対す る 学校 教育 の 目的 を 六 成 
させ る た め た に 行なう 規制 作用 で ある . 


宜 学校 は 人 的 要素 お よび 物 的 施設 の 統一 体 で あり , 


DO, 一 定 の 目的 達成 の た め に 運営 され る も の で ある 
か ら , 盲 学校 の 管理 の 内 容 も る これ に 従って, ANE 
理 , 物 的 管理 お よび 運営 管理 に 分 類する こと が で き 
る 。 


人 的 管理 
人 的 要素 に 対す る 規制 で あっ て , その 内 容 と し て 
は , 盲 学校 の 教職 員 の 任免 , 服務 , Ris COA 





理 , 教職 員 の 休暇 の 許可 , 出張 の 命令 な た ど が ある . 管 
理 は 国家 公務 員 法 , 地方 公務 員 法 , 教育 公務 員 特例 法 , 
地方 教育 行政 の 組織 及び 運営 に 関す る 法律 , 労働 基準 
法 , 地方 公共 団体 な ど が 制定 する 服務 規則 な ど に 6 
い , また は 管理 者 の 具体 的 指示 に よっ て 行なわ れる . 


物 的 管理 

物 的 要素 に 対す る 規制 で あっ て , その 内 容 と し て 
は , 盲 学校 の 施設 ・ 設 備 の 維持 , 修繕 , 施設 の 目的 外 
使用 の 許可 な ど が ある . 管理 は 国有 財産 法 , 物品 管理 
法 , 地方 自治 法 , 地方 教育 行政 の 組織 及び 運営 に 関す 
る 法律 , 私 立 学校 法 , 地方 公共 団体 の 条例 , 学校 管理 
規制 な ど に 従い , また は 管理 者 の 具体 的 指示 , 事実 行 
為 (た と えば , 施設 ・ 設 備 の 営繕 ) に よっ て 行なわ れ 
る . 


運営 管理 

人 的 ・ 物 的 管理 を 除く 学校 の 活動 全般 の 規制 で あっ 
て , その 内 容 と し て は , 児童 ・ 生 徒 の 管理 , す な わ 
ち , 入学 許可 , 出席 の 轟 促 な どの 就学 措置 , 授業 日 , 
休業 日 の 決定 , 懲 工 な どの ほか 教育 課程 の 編成 , 学級 
な どの 組織 編制 , 教材 の 取扱 い , 学校 環境 衛生 の 維持 
な ど が ある . これ ら の 管理 は 学校 教育 法 , 地方 教育 行 
政 の 組織 及び 運営 に 関す る 法律 , 学校 保健 法 , 地方 公 
共 団 体 が 制定 する 学校 管理 規則 な ど に 従い , また は 管 
理 者 の 具体 的 指示 に よっ て 行なわ れる . 

盲 学校 の 利用 関係 は 入学 の 許可 に よっ て 生じ , 利用 
者 で ある 児童 ・ 生 徒 と 学校 設置 者 と の 間 に 法 律 関係 を 
生じ る . 国 ・ 公 立 の 盲 学校 の 場合 は , この 法律 関係 は 
公法 関 作 で あり , 特別 権力 関係 で ある . すなわち , Ve 
童 ・ 生 徒 は 盲 学校 入学 と い 2 特別 な 原因 に 基づき , 教 
育 目 的 を 達 万 する た め に 必要 な 限度 に お いて , 学校 の 
管理 主体 の 包括 的 な 支配 に , 法 的 根拠 が な く て も 服従 
し な けれ ば な ら な い . た と えば , 県 立 盲 学校 長 は 設置 
者 の 意思 を 具体 的 に 決定 し , これ を 表示 で きる 機関 の 
立場 か ら , 学校 の 適正 な 運営 を 図る た め に , 必要 が あ 
る 場合 は 自 校 の 児童 ・ 生 徒 に 対し , げた ば き 登 接 を 禁 
ILL, 在 校 中 の 外出 を 禁止 する な どの 命令 を 出す こと 
が で きる . 命 令 に 違反 し た 児童 ・ 生 徒 に 対し て は , 法令 
の 認め る 範囲 内 で 懲戒 を 加え る こと も 可能 で ある . こ 
れ ら の 禁止 を 校長 が 命じ る こと が で きる と 規定 し た 法 
律 は な い が , 校長 は 公 の 施設 の 長 と し て この よう な 権 
力 を も つの で ある . この よう な 権力 は , どの 程度 まで 
認め られ る で あろ うか . 一 般 的 に は 学校 教育 の 目的 を 


382 BARK 





達成 する た め , ある い は 適正 な 運営 を 図る に 必要 な 限 
度 で な けれ ば な ら な い . 必要 な 限度 と は 教育 基本 法 , 
学校 教育 法 な どの 趣旨 を くみ , 客観 的 , 合理 的 に 判断 
され る べき で ある . 

た と えば , 児童 ・ 生 徒 に 職員 便所 の 掃除 を 命じ る こ 
と の 当否 は , その 心身 の 発達 段階 な た など を も ゃ 考慮 し , & 
Bk, 価値 が あり 必要 で ある か , と ど うか に か か っ て い 
る . 

公 の 施設 の 長 と し て の 校長 の 権力 は , 学校 の 利用 者 
で ある 児童 ・ 生徒 以外 の 第 三 考 が 校内 に ある 場合 に 
は , その 第 三 者 に 対し て も その 発動 が 認め られ る . た 
と えば , 行商 の た め 学 校 を 訪れ た 第 三 者 に 教室 内 立入 
り を 禁止 する こと と な ど で あ る . 

地方 教育 委員 会 は , 法令 また は 条例 に 違反 し な い 限 
度 に お いて , その 所 管 に 属す る 学校 の 施設 ・ 設 備 , 組 
織 編 制 , 教育 課程 , 教材 の 取扱 い , その 他 の 学校 の 管 
理 運営 の 基本 的 事項 に つい て , 必要 な 教育 委員 会 規則 
を 定め る も の と され て お り (地方 教育 行政 の 組織 及び 
運営 に 関す る 法律 第 33 条 第 1 項 ), これ に 基づい て 制 
定 さ れる も の が いわ ゆる 学校 管理 規則 で ある . 

地方 教育 行政 の 組織 及び 運営 に 関す る 法律 に お い 
て , 教育 委員 会 が この よう な 規則 を 定め る も の と する 
と 規定 され て いる 趣旨 は , 教育 委員 会 と 学校 と の 関係 
を 明確 に させ て , 学校 の 管理 運営 の 適正 化 を 図り , 学 
校 の 機能 を 効率 的 に 発揮 させ る た め に , その 管理 権 に 
基づき , 基本 的 事項 を 定め る こと に ある . 学校 に お け 
る 教育 活動 に つい て は , 学校 の 自主 性 , 創造 性 を 尊重 
する こと は 必要 で ある が , 一 方 , 学校 の 自主 的 運営 に 
まかせ て 放任 する よう な こと で あれ ば , 学校 格差 を 生 
じ , 教育 水準 の 不 公平 を も た らし た り , 同一 地方 公共 
団体 に お ける 教育 事務 処理 に 統一 性 を 欠く こと に な り 
や すい . この た め , 教育 委員 会 が , その 設置 する 学校 
を 管理 する 立場 上 , 教育 委員 会 の 指示 判断 に 従っ CL 
理 す べき 事項 と , 学校 が 自主 的 に 決定 し て 処理 し 得る 
事項 を 区 別 し , 学校 の 事務 処理 に 当たっ て 従う べき 汰 
則 を 定め て , 学校 が その 目的 , 使命 を 達成 する こと が 
で きる よう 措置 する 必要 が ある . 

また , 教育 委員 会 が その , 設置 する 学校 に つい て , 
定め る こと と され た も の に 学則 が ある (学校 教育 法 施 
行 規則 第 5 条 ). 学則 に は , ① 修 業 年 限 , 学年 , 学期 , 
休業 に 関す る 事項 , ② 部 科 お よび 課程 の 組織 に 関す る 
事項 , ③ 教 育 課程 お よび 授業 日 時 数 に 関す る 事項 , ④ 
学習 の 評価 お よび 課程 修了 の 認定 に 関す る 事項 , OW 
容 定 員 お よび 職員 組織 に 関す る 事項 , OAS, 退学 , 





転学 , 休学 お よび 卒業 に 関す る 事項 , ⑦ 寄 宿舎 に 関す 
る 事項 な ど が 定め られ る ( 同 法 施行 規則 第 4 条 ). こ 
の 学則 は , 設置 者 が その 設置 し た 学校 の 内 容 を 利用 者 
に 対し て 明らか に する こと を 主 に し た も の で ある か 
ら , 学校 管理 規則 と 多少 趣 を 異 に する が , 定め られ た 
内 容 は , 学校 の 運営 に 関す る 設置 者 と し て の 基本 的 態 
度 を 示す も の で ある . (木村 BO 


盲 学校 の 施設 ・ 設 備 


施設 ・ 設 備 の 意義 

BERMICHB SBE: EFEDROOMM RE + haVd 
安全 , 衛生 的 で , DOBRBOBE, 方 法 , 内 容 な ど 
に よく 適合 し た も の で あり , さら に , 視覚 障害 に 伴 2 
諸 種 の 欠陥 を 補い , 生活 経験 を 豊か に し , 盲 児 童 ・ 生 
徒 が 将来 , 一 般 社会 人 と 何ら 異な る こと な く 生 活 で き 
る 適応 性 を 養 ろ に 適し た も の で な けれ ば な ら な い 、. 

その た め に は , 盲 学校 に お ける 施設 ・ 設 備 は , な る 
べく 普通 人 と 同じ よう な も の と いう だ け で な く , BK 


育 に よく 適合 し た も の で ある た め に は , いか に ある ベベ 


きか と いら こと を 十分 に 検討 する 必要 が ある . 

一 例 を あげ る と , 盲 学校 の 建物 は 平家 建 に すべ き 
か , 2 階 建 以上 で も 支障 が な いか と いう こと が 問題 に 
な る . 現 実に 盲 学校 の 建物 に は , 2 階 利 は も ちろ ん の こ 
と , 3 階 建 の も の も 少な く な い . 2 fF 3 RORY 
は 盲人 に と っ て それ ほ と 危 険 性 が な く , し ろ , 児童 
・ 生 徒 が 日 常 そ の 階段 を 昇降 する こと に よっ て , か れ 
ら の 生活 訓練 に 大 きく 役立っ て いる と いわ れ て いる . 
し か し , 火災 や 地震 な どの 災害 が 起こ っ た 場合 , BA 
は 普通 人 の よう に 敏速 に 安全 な 場所 に 避難 する こと は 
きわ め て 困難 で ある . 2 階 , 3 階 に いる 児童 ・ 生 徒 は 
逃げ 遅れ た り , 逃げ る こと と に よっ て 事故 が 起こ る 可能 
性 も 多い . これ は 生活 訓練 と いう こと の た め 安 全 性 を 
軽視 し た こと か ら 起 こる 事故 と いえ る . 

この よう に 家 学 校 に お ける 施設 ・ 設 備 は , ある 一 面 
だ け を 重視 する こと な く , 常に 盲人 特有 の 間 題 を あら 
ゆる 面 か ら 検 討 する 必要 が ある . 盲 学校 で は 平家 建 を 
原則 と し て , 万 一 の 場合 を 考慮 し て 設計 し , 生活 訓練 
の た め の 階 段 は 利用 度 の 少な い 場 所 に 設け る と か , 建 
物 と は 別に 生活 訓練 用 の 階段 と し て , 一 般 公共 施設 や 
住宅 に ある 階段 の 実物 大 の 模型 を つく る と か し て , 訓 
練 さ せる の が 最も 望ま し い 方 法 で は な か ろう か . 
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施設 ・ 設 備 の 計画 

盲 学校 の 施設 や 設備 の 計画 に 当たっ て は , その 前 提 
と し て , その 学校 の 位置 する 地域 社会 の 人 口 , FER, 
経済 状態 , 盲 児童 ・ 生 徒 数 , 進学 ・ 職 業 傾向 , 財源 , 
関係 法規 条例 , 学区 計画 , その 学校 の 教育 計画 な どの 
諸 条 件 で 総合 的 に 考え を な けれ ば な ら な い . 以下 , BF 
校 の 施設 を 計画 する 場合 に 考慮 すべ きこ と が ら を 述べ 
Ca o. 


校 地 の 計画 

[ 校 地 の 位置 ・ 環 境 〕 盲 学 校 は , 1 県 に 1 校 な いし 
2 校 程度 の 場合 が 多い . その た め , 児童 ・ 生 徒 の 半数 
以上 は 通学 が で きず , 寄宿 生活 も し く は 下宿 生活 を し 
て いる . この と と か ら 博学 校 を 新しく 設け る 場合 に 
は , 通学 区 域 の 生徒 の 分 布 を 考慮 し , 通学 に 便利 で か 
つ 安 全 な 位置 で や る と と は も ちろ ん , 寄宿 生活 や 下宿 
生活 を し て いる 児童 ・ 生 徒 が , 土曜 , 日 曜 に は 自宅 に 
帰 え れる 程度 の 距離 で ある こと を 考慮 し な けれ ば な ら 
TEND, 

通学 や 災害 時 の 避難 の 便 を 考え る と , 校 地 は な る べ 
く 道路 で 囲ま れ て いる こと と が 望ま し い . し か し , RE 
の 周辺 に 主要 幹線 道路 が ある の は 騒音 や 安全 と いう 上 
か ら 好 まし く な い . 特に 高速 道路 な ど は , 騒音 が 激 し 
く , 耳 だ け を 頼り に する 盲人 に と っ て は , 授業 に 支障 
を きた す お それ も ある . 

また , 通学 路 は で きる だ け 鉄 道 や 繁華 な 街路 と 交差 
し た り , 何ら か の 形 で 児童 ・ 生 徒 の 物心 両面 に 部 影 響 
を 与え る よう な 地域 を 通過 し な いよ うに する こと が た 
MS で あの の . 

特に 校 地 の 周辺 に は , 教育 上 好ま し く な い 遊 興 , 歓 
楽 ま た は 競技 の 施設 , 騒が し い 工 場 , 高架 鉄道 , 伝染 
病院 , 高速 道路 な ど が な いこ と な ど を 考慮 する 必要 が 
ある . 

〔 校 地 の 条 件 〕 校 地 は 校舎 敷地 , 屋外 運動 場 , 実験 


実習 地 な ど に よっ て 構成 され る . 校 地 の 広 さ に つい て 


ik, 盲 学校 の 場合 , 特別 に 定め られ た 基 準 は な い が , 
通常 , 校舎 敷地 に つい て は 建物 の 延 面 積 (BABE 
を 含む ) の 3 倍 以上 , 屋外 運動 場 に つい て は 一 般 中 学 
校 に 準じ る 広 さ 以上 が 望ま し いと され て いる . この は 
か 実験 実習 地 (理科 や 栽培 の た め の 小 規模 な も の を 人 入 
まな い ) を 必要 と する 場合 に は , その 目的 に 応じ て 広 
さ を 算 定 し , 校舎 敷地 と 屋外 運動 場 の 面積 に 加算 され 
FRENTE CWA. 

この 場合 ,。 それ ぞ れ 面積 は その 学校 の 学級 規模 に 応 


じ て 変 わっ て くる が , 学級 に 変動 が 予想 され る 場合 に 
は , 将来 の 学級 増 に 対処 で きる よう 十分 な 面積 を あら 
か じ め 確 保 し て お く 必 要 が ある . な お , 校 地 の 選定 に 
当たっ て は , ① 日 当たり が よい こと , 特に 校舎 を 配 軟 
し た 場合 , 十分 な 日 照 が 確保 で きる こと , ②⑫ 排 水 の よ 
い 高 燥 な 土地 で , 周囲 の 土地 より 低く な く , その 2 う 
え , 校 地 内 に は あま り 超 伏 の な いこ と , ③ 良 質 な 飲料 
水 が 得 られ , で きれ ば 公共 用 の 上 下水 道 が 完備 し て い 
る こと と , ④ 校 地内 外 の 地形 お よび 構築 物 の 位置 , 形状 
な ど は 消防 活動 また は 和 災害 時 の 避難 救護 活動 に 支 遼 の 
な いとこ と , ⑤ 十 分 な 消防 用 水 が 得 られ ん る こと , な と を 
考慮 し た な けれ ば な ら な い . 


校舎 の 計画 

[校舎 の 配置 〕 盲 学校 の 建物 は , 原則 と し て 不燃 構 
造 と すべ き で ある . や む を 得 ず 木造 等 に する 場合 は 平 
家 建 を 原則 と し , 非常 の 際 は 安全 に 避難 で きる こと を 
条件 と する 必要 が ある . 

育 学 校 で は 通常 , 小学 部 か ら 高 待 部 まで 同じ 学校 で 
一 貫 し た 教育 が 行なわ れる . 入学 し た 児童 は 少な く と 
も 9 カ年 か ら 12 カ 年 の 歳 月 を その 学校 で 過ごす こと に 
な る . と の よう に 長期 間 を 同じ 学校 で 就学 する こと 
it, 児童 ・ 生 徒 の 通学 の 安全 , 盲人 同志 の 交流 な どの 
面 か ら は 好ま し いこ と で は ある が , その 反面 に は 進学 
(に こよ る けじめ が な く な る と い 9 短所 が ある . 

その た め , 校舎 の 配置 に 当たっ て は , その 長所 , 短 
所 を 相補 うた め , で きる だ け 1 団地 内 で 小学 部 , 中 学 
部 , eine tH Eh hy + DEES SC CBE 
し い . この 場合 は 児童 ・ 生 徒 の 校舎 へ の 出入 口 が 変わ 
る こと に よっ て , その 成長 を 自覚 する こと に な る か ら 
CH. 

この 場合 , 校舎 の 配置 は 管理 部 門 を 中 心 に し て , そ 
の 両側 に 小学 部 と 中 ・ 高 等 部 を 設け , 特別 教室 は 主 と 
し て 中 ・ 高 等 部 に 接続 し た 形 で 設け する の が 能率 的 で あ 
る . なお, 高等 部 お よび 専攻 科 に お ける 了 臨床 実習 の た 
め の 外 来 者 出入 口 は , 校門 に 近い , わか りや すい 位 軒 
に 別に 設け る 方 が よい . 

[校舎 の 面積 〕 校舎 の 面積 は 学級 規模 , 学校 所 在 地 
の 条件 (温暖 地 , 寒冷 地 な ど ), 建物 の 構造 種別 , 高 
塗 部 に お ける 職業 教育 課程 の 内 容 , 設置 者 の 財政 規模 
な ど に よっ て 異な る . 


校舎 各部 の 配置 
[普通 教室 〕 児童 ・ 生 徒 が 学校 生活 に お いて 最も 藤 
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い 時 間 使 用 する 場所 で ある か ら , 学習 上 , 保健 ・ 衛 生 
上 , 安全 上 最も 条件 の よい 場所 に 設け すけ な けれ は ば なら な 
い . また 各 教 室 間 に あま り 条 件 の 差 が 生じ し な いよ うに 
する こと が 肝要 で ある . 特に 中 廊下 で 両側 に 教室 を 設 
ける 場合 , 北面 の 教室 は 1 日 中 日 が 当たら ず , 南面 の 
教室 に 比べ 著しく 条件 が 悪く な る の で , 設計 に 当たっ 
て は 十分 の 配慮 が 必要 で ある . この ほか , 階段 前 や 双 
音 の 激しい 特別 教室 た どの 付近 は , 条件 が 悪く な る の 
で 注意 が 必要 で ある . 

[実験 ・ 実 習 を 伴 2 特別 教室 〕 春 音 や 臭気 を 発生 し 
た り , 材料 の 搬出 入 が 行なわ れる こと が 多い の で , な 
る べく 普通 教室 と 離し て 設け する よう に し な けれ ば な ら 
な い . また , 教育 上 特に 関連 の ある 特別 教室 は 1 群 と 
し (た と えば 理科 エニ ッ ト な ど ), 総合 的 に 利用 で き 
る よう 考慮 し , 異種 の 学習 活動 の 妨げ に な ら な いよ 
5, 生徒 の 移動 , 出入 その 他 学 習 活動 が 円 滑 に 行なわ 
れる よう に し な けれ ば な ら な い . 

(BR WA, 水道 な ど が 必要 な 室 〕 配管 や 配線 な 
ど が 容易 で , 安全 で 経済 的 に も 有利 な よう に 配置 する 
こと が た い 世 つ で ある . 

[管理 部 門 〕 校舎 全体 を 見 通せ る 位置 で . さら に 外 
部 と の 連絡 に 便利 な 位置 が 思 ま し い . 特に 校長 室 , 職 
員 室 は , 運動 場 は も ゃ ちろ ん , で きれ ば 校舎 内 も 見 通せ 
る 位置 に 設け る . 

[高等 部 の 臨床 実習 室 〕 外来 関係 者 の 出入 り が 激 し 
い の で , で きる だ け 外 来 者 に も わか りや すい 位置 に 設 
WH. な お , 外来 者 の 出入 り に 際 し て は , 児童 ・ 生 徒 
の 使用 する 室 の 前 を 通過 する こと の な いよ うら 十分 注意 
eae’. 

[地域 社会 の 利用 に 供する 建物 ] た と えば 体育 館 な 
ど は , 児童 ・ 生 徒 の 学習 活動 に 支障 が な い 位 置 に 設け 
る . 


教室 の 環境 衛生 

校舎 の 設計 に 当たっ て は , 常に 児童 ・ 生 徒 の 保健 衛 
生 に 留意 し て , 児童 ・ 生 徒 が 気持 よく 学習 で きる 教育 
環境 を つく り 出 す よ うに 心がけ な けれ ば な ら な い . 教 
室 の 環境 衛生 の うち , 特に 採光 , FRB, 通風 , 換気 , 
騒音 な ど は , 児童 ・ 生 徒 の 身心 の 発育 に 直接 影響 を 与 
える 重要 な 要素 と な る の で , 格別 の 配慮 が 必要 で あ 
aS, 

さら に , 校舎 は も ちろ ん 教室 内 の 環境 が 児童 ・ 生 徒 
に 与え る 心理 的 影響 を 考慮 し て , 調和 の と れ た 色彩 
画 を 実施 し , より 美しい 環境 を つく りあ げ , 児童 ・ 生 


教育 行政 


徒 が 生活 し , 成長 し , 人 格 を 形成 し て いく うえ に , 申 
し 分 の な い 心 理 的 効果 を 与え る よう に 設計 する こと が 
た いせ つ で ある . 特に 形 学 校 で は , 児童 ・ 生 徒 の 目 が 
不 自 由 で ある と いう こと か ら , や や も する と 校舎 全体 
が 暗い 沈ん だ 空気 に な りや すい の で , それ を 補 BHR 
か ら も ゃ 色彩 計画 に は 十分 な 考慮 を 払わ な けれ ば な ら な 
い . 次 に 明る い 環境 づく り に 必要 な 事項 を 掲げ よう. 
(ot: RD 最近 まで 盲 学校 の 校舎 内 の 明る さ に 
つい て は , 盲人 は 目 が 見 えた いと いう こと と か ら , と か 
く な お ざり に され が ち で あっ た . し か し , BFBECH 
視 教 育 が 行なわ れる よう に な っ た 現在 は , よう や く 盲 
学校 に お ける 明る さ の 必要 性 が , 一 般 の 人 びと に も を 認 
識 さ れる よう に な っ て きた . LOL, 盲 学校 に お ける 
教室 が どれ だ け の 明る さ を 必 要 と する か と いう こと に 
つい て , は っ きり 示し た も の が な い . も ちろ ん , 4H 
の 場合 , 弱視 の 場合 , また , 弱視 で も 普通 人 以上 の 明 
る さ を 必 要 と する 者 , 普通 人 以下 の 明る さ で も よい 者 
な ど が あり , は っ きり し た 標準 的 照度 基準 を 示す こと 
は , 多少 困難 で ある が , 一 般 的 に は 次 の よう な こと が 


いえ る . 


(1) 輝度 対比 (明る さ の 対比 ) が あま り 激 し く な いこ 
と . 一 般 人 の 場合 の 許容 限度 は 20 : 1 と され て いる が , 
形 学校 で は これ 以下 に する こと が 望ま し い . 

(2) で きる だ け 同 一 視野 内 に 明る さ の 異な る も の が な 
いこ と . 一 般 人 の 場合 は 15 度 以内 に な いこ と と きれ 
て いる が , 盲人 の 場合 も 同じ こと が いえ る . 

(3 教室 内 の 照度 分 布 (明る さ の 分 布 ) は , で きる だ 
け 均 一 で ある こと が 望ま し い . 一 般 に 見 られ る 木造 で 
片側 廊下 タイ プ の 学校 で は , 廊下 側 を お お っ た 場合 , 
晴天 の 日 で 南側 の 窓 下 は 1 万 ルッ クス か ら 5 万 ルッ ク 
ス 程度 と な り , 廊下 側 は 50 ルッ クス か ら 300 ルッ ク 
ス 程度 の 幅 に な る . その た め , 教室 内 に 採光 する 場合 
に は , で きる だ け 両 面 採光 の 方 法 を と る が , 天井 採光 
な ど に よっ て 明る さ が 均 一 化す る よう に 努め る . な 
お , これ で も ゃ 不足 する 場合 に は , WHALE UCHR 
具 を 備え て お く 必 要 が ある . 

(4 教室 内 に は , で きる だ け 直 射 光線 が は いら な いよ 
うに する . 直射 光線 は 教室 内 の 照度 分 布 を 不 均一 に す 
る ほか , 一 部 の 弱視 者 に と っ て は , か えっ て 目 の 病 状 
悪化 を 促す と こと に も な りか ね な い . その た め , 教室 内 
の ガラ ス 窓 に は 拡散 性 の が ラス (くも り ガ ラス , BH 
か が ガラス, ダイ ヤ ガ ラス , 花 模 様 が テラ テス, ガラ ス ブ ロ ッ 
ク な ど ) を 用 いる か , ガラ ス 窓 の 外 に 採光 調節 設備 
GEXIEORL, ルー バー, カー テン , 名 種 プ ライ ンド 
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な ど ) を 設け る こと が 望ま し い . 

な お , これ ら の 採光 調節 設備 を 設け る 場合 に は , そ 
れ ぞ れ の 教室 の 性 格 , 用 途 な ど に 応じ て , 十分 に 効果 
を 発揮 で きる よう 留意 する 必要 が ある . 

(5 黒板 面 は 室内 以上 の 明る さ を 保つ よう に し て お く 
必要 が ある . 

[通風 ・ 換 気 ] 盲 学校 の 児童 ・ 生 徒 は 読書 を する 場 
合 , その ほとん ど が 触 読 に よっ て いる . その た め , BF 
学校 で は 指 の 感覚 が まひ し な いよ う , 普通 人 以上 に 教 
室内 の 気温 に 注意 し な けれ ば ぼ ば ならない . その 条件 は 北 
国 と 南国 と で は 異な る が , 一 般 に わが 国 で は 夏 は むし 
著 く , 冬 は 寒い 地域 が 多い の で , 夏 李 に は で きる だ け 
涼風 を 採 入 れ , 冬季 に は 寒風 を 防ぐ よう に する . わが 
国 で は 教室 の 方 位 を 南 向 き に する こと に よっ て , その 
目的 を お お むね 達し られ る 地域 が 多い . し か し , 風 の 
方 向 は 地形 や 校 地 周囲 の 状況 な ど に 影響 され る の で , 
教室 の 方 位 を 決定 する に 当たっ て は , あら か じ め 敷 地 
肉 の 風向 き に つい て 十分 調査 し て お く 必 要 が ある . 

近年 , 鉄筋 コン クリ ー ト 造り の 校舎 が 増え る に つれ 
て , 教室 内 の 空気 の 汚染 度 が 高く な っ て き て いる . 鉄 
筋 テ ランク リー ト 人 造り は 木造 校舎 と 異な り , すき ま 風 に 
よる 自然 換気 が 行なわ れ な い の で , 換気 に は 十分 に 注 
意 する 必要 が ある . 特に 厳寒 時 , 義 め 切っ た 室内 で 石 
油 ・ 石 炭 ・ が ガス スト ー ブ な どの 直接 暖房 を 利用 する 場 
合 に は , 一 酸化 炭素 が 発生 し て 中 毒 の お それ が ある の 
で 注意 し た い . な おお, 一 酸化 炭素 お よび 二酸化 炭素 の 
教室 内 に お ける 許容 限度 は , 


一 酸化 炭素 100ppm (0.01% ver Cikieb 
な い ) 

二酸化 炭素 1500ppm (0.15 の を 越え を て は な ら 
な い ) 
ESS CWS: 


[音響 〕 音 に は 必要 な 音 と 不 必要 な 音 が ある . 建築 
計画 に 当たっ て は , この う も 必要 な 音 が よく 聞こ える 


よう に し , 不 必要 な 音 , いわ ゆる 騒音 は で きる だ け 耳 


に は いら な いよ うに く あ うし な けれ ば ぼ ば ならない. 

盲 学校 の 児童 ・ 生 徒 は 目 が 見 えな いた め , 音 に 頼る 
こと が 多い の で , こと さら に と の こと が 要求 され る . 
育 学 校 を 設け る 場合 に は , 双 音 が 発生 し な い 静 か な 場 
所 を 選ぶ 必要 が ある . し か し , 今日 で は この よう な 場 
所 を 探す こと は 困難 な の で , 室内 を 静か に 保つ た め に 
は , 建築 物 に 何ら か の く あ ふう が 必要 と され て いる . 
騒音 は 発生 場所 お よび 伝達 経路 に よっ て 次 の よう に 大 
別 さ れる . ① 室 外 か ら 侵 入 し て くる 騒音 . ② 室 内 で 発 


生 す る 騒音 . ③ 構 造 体 を 伝わっ て く Seas. 
いずれ に し て も, 室内 で の 話し 声 が 十分 に 聞き と 
れ , 音楽 が 美しく 開 こ を る よう に , 室内 の 音響 状態 を 


良好 に 保てる よう な 設計 
表 2 騒音 レベ ル (単位 ホン ) 








が 必要 で ある . 

次 に 許容 騒 将 レベ ル と 場 所 fa 
騒音 レベ ル を 例示 する . 飛行 場 75~110 
表 1 WARES a id 65-~20 

(単位 ホン) Hae 50~80 
i 列 車 60~80 
a4 SER 
ti SME EE BIDIED an 
音楽 室 30~35 RE 

教室 ・ 講 党 35- ン 40 自動 車 が 通る 街路 55~75 

Mee . Axe 住宅 街 50~70 

実験 室 Ae: 店 40~ 60 


各部 計画 

青学 校 に お ける 各 教 室 の 設備 は , それ ぞ れ その 教育 
目標 に 応じ て 十分 な 教育 が で きる よう に 計画 され な け 
れ ば な ら な い . ここ で は 各 教 室 の 設備 計画 上 特に 注意 
すべ き 事 項 を 揚げ る . 

1) 盲 学校 教育 で は , 触覚 を 利用 する 場合 が きわ め 
て 多い の で , PRECARCROUBRDDDS. その た 
め , 各 室 に は 必ず 手洗 い 設 備 を 設け , 手洗 い 場 に は 鏡 
の ほか に せっ けん 置場 を つけ る . 

(⑫) 家 学 校 の 展示 板 に は , 弱視 用 の 展示 板 と 全盲 用 の 
点字 展示 板 が ある . 全席 用 の 点字 板 は 児童 ・ 生 徒 が 触 
読 す る の に 不便 が な いよ う , 手 の 届 く 範 囲 内 に 設け な 
けれ ば な ら な い . 

(3 諸 設 備 の 仕上 げ は , 視力 障害 に よる 危険 防止 の た 
め , 堅固 で 安全 第 1 と し , くき 頭 の 突出 , と げ な ど 触 
れ て 指 を 傷つけ る も の が な いよ うに 入念 な 仕上 げ が 必 
要 で ある . 

次 に 参考 例 と し て 各 室 の 配置 例 を か か げ て お く . 

[幼稚 部 保育 室 ・ 小 学部 低 学 年 用 普通 教室 〕 幼稚 部 
の 保育 室 お よび 小学 部 低 学年 の 普通 教室 に お ける 教育 
内 容 は , 一 般 の 学校 と 何ら 異な ら な い が , その 中 に お 
ける 幼児 お よび 児童 の 生活 は , 非常 に 異な っ て いる . 
これ は 主として , 効 児 ・ 児 童 の 就学 前 に お ける 生活 行 
為 と , 就学 後に お ける 生活 行為 の 相 人 蛋 か らく る も の で 
ある . た と えば , 就学 後に お ける 学内 生活 は , で きる 
だ け 児 童 が 自主 自立 の 精神 を 養い , 自分 自身 の 身 の 回 
り の こと は 各自 が 自分 で 処理 し な けれ ば な ら な く な る 
こと , 過去 の 生活 経験 か ら 知り 得 た 生活 空間 と 就学 後 
に お ける 生活 空間 が か あまり に も 違い 過ぎ る こと な どか 
ら 起 き て くる . CORD, 謀 学 校 に お ける 幼稚 部 の 保 
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育 室 や 小学 部 低 学 年 の 普通 教室 を 設け る 場合 に は , 各 
自 の 家庭 生活 環境 と あま り 変 化 の な いよ うに し て , 幼 
児 や 児童 が 安心 し て 楽し く 生 活 で きる 環境 を つく っ て 
や る べき で ある . た と えば , ゴ ッ コ 遊び 兼 休養 スペ ー 
ス は 他 の 部 分 より 10 ー 20 セン チ メ ー ト ル 高 くし て た 
た み 敷 き と し , 生活 訓練 も ここ で 行 な を る よう に する . 
教室 の 南側 は 直接 テラ ス に 接続 させ せ , テラ ス と 教室 の 
床 に は あま り 高 低 差 を つけ ず , 必要 に 応じ て 教室 の 延 
長 部 分 と し て 使え る よう に する . テラ ス の 外 は さら に 
SATE CHA CHS と 利用 範囲 は 広く な る . な お , 
これ ら の 教室 に は 便所 を 隣接 させ る か , また は 近接 さ 
at, 幼児 ・ 児 童 の 利用 に 便利 な よう に し て お く こ と が 
望ま し い . この 場合 , 便所 は な る べく 洋式 , MAO 
方 を 設け , 生活 訓練 の 一 つと し て 利用 する の ゃ 一 つの 
方 法 で ある . 

[ 小 ・ 中 学部 お よび 高等 部 普通 教室 〕 小学 部 高学年 
以上 に な る と , 児童 ・ 生 徒 は 一 般 の 児童 ・ 生 徒 と 何ら 
異な る こと な く , 自主 的 生活 活動 を 身 に つけ , それ ぞ 
れ 独 立 し た 1 人 の 人 間 と し て の 生活 行為 が 行 な ん る よ 
うに なる . その た め , 教室 の 空間 は 一 般 の 学校 の 普通 
教室 と 特に 変え る 必要 は な い が , 盲 学校 に お ける 普通 
教室 で は , ①1 学級 の 児童 ・ 生徒 の 編成 人 数 が 10 人 
以下 で ある こと , ② 教 室内 に お ける 人 と 人 と の 交錯 に 
支障 の な いこ と , ③ 床 面 に あま り 起伏 の な いこ と , @ 
教材 の 格納 は 落ち や すい の で , 机 の 下 を 利用 し な いで 
別に ロッ カー を 設け る こと , この 場合 ビッ カー に は 落 
下 を ぁ せ ぐ た め 扉 を と りつ ける な ど , 何ら か の 方 法 を 
講じ し て お く こ と, ⑤ 出 入口 の 戸 は 開閉 の 際 に 不慮 の 衝 
突 を 防ぐ た め , 開き 戸 は で きる だ け 避 ける こと な ど を 
考慮 し て 計画 する 必要 が ある . 

[直観 教室 〕 証 児 は 視力 欠損 の た め , 事物 を 正確 に 
と ら え る こと が 困難 な の で , それ を 補 2 た め に , 直観 
教室 は 標本 , 模型 類 の 継続 的 な 整備 と , その 活用 が で 
きる よう に 配慮 し な けれ ば な ら な い . その た め , 直観 
教室 内 に は 標本 , 模型 教具 類 の うち , 特に 移動 の 好ま 
し く な い ゃ も の や 運搬 に 不便 な も の を 備え て お き , 児童 
・ 生 徒 が 常に 自由 に それ ら の も の に さわ っ て 見 られ る 
よう に し て お く こ と は も ちろ ん , 並べ られ た 標本 , 模 
型 類 は 定期 的 に 取替え , 児童 ・ 生 徒 が 興味 を も っ て , 
意欲 的 に 学ぶ こと の で きる 場 と し て や る こと が た いせ 
つ で ある . 

な お , この 室 は 原則 と し て 児童 ・ 生 徒 が 興味 を も っ 
た と き は , いつ で も 自由 に 使え る よう , な る べく 便利 
な 位置 に 設け て お く 必 要 が ある . (佐藤 平 ) 


寄宿 舎 の 管理 と 運営 


寄宿 舎 の 存在 意義 

盲 学校 の 寄宿 舎 は 就学 該当 者 の 就 学 を 確保 し , 維持 
する こと を 目的 と し て 設置 さん た も の で ある . 

すなわち , 1878 (明治 11 ) 年 以降 , 全国 の 各地 に 
宜 学校 が 開設 され る に 当たり , 住居 の 遠隔 や 障害 に よ 
る 単身 通学 の 困難 , お よび 父兄 の 無理 解 や 貧困 に よる 
「 就 学 の 断念 一 放棄 」 と いう 事態 を 解消 する た め に , 
各 盲 学校 に 付設 され た も の で ある . 

し た が っ て , 寄宿 舎 は 盲 学校 教育 を 成立 させ る た め 
の 不可 欠 の 要件 で ある . し か し , 寄宿 舎 が 当初 盲 児童 
・ 生 徒 の 就学 の 確保 と 維持 の た め と いら, きわ め て 消 
極 的 な 理由 か ら 設 置 さ れ た も の で あっ た と し て も , い 
つま で も 便益 の た め の 施 設 ・ 機 関 一 極 言 すれ ば , F 
宿屋 的 存在 で あっ て は な ら な い と と は いう まで も な 
Mos 

SA, 盲 学校 の 寄宿 舎 に つい て は 多く の 本 質 的 な 課 
題 が 提起 きれ て いる . た と えば , 障害 者 を 早期 に 入 舎 


させ る こと は , 常に 不安 と 緊張 に お か れ て いる か れ ら 


か ら 真 の 安らぎ を 奪い , 肉親 と の 愛情 の 交流 を 断つ も 
の で あり , 人 格 形成 上 の ひずみ を 招く と の 論 が あり , 
また 寄宿 舎 の 閉鎖 的 ・ 限 定 的 環境 か らく る 舎 生 の 各種 
能力 の 遅 堂 も 指摘 され て いる . 

し た が っ て , 寄宿 舎 は 就学 確保 と いう 至上 命令 の 陰 
と か くれ て , 消極 的 , 受動 的 な 収容 施設 な いし 居住 施 
設 に 甘んじ る こと と は 許さ れ な い の で あっ て , 家庭 と の 
隔絶 か らく る 諸 種 の 弊害 や 欠陥 を 最小 限度 に と ど め る 
と と ゃ も に と, 舎 生 の 寝食 ・ 起 居 を 基底 と する 長期 間 の 集 
団 生活 を , 全 人 教 育 の 得 が た い 機 綴 と し て 取上げ , 教室 
に お いて も , 家庭 に お いて も 果たし 得 な い 教 育 効果 を 
めざす 意欲 的 な 姿勢 を と ら な けれ ば な ら な い . COL 
5 な 基本 的 な 姿勢 に 立っ て , 寄宿 舎 の 使命 を 再 確認 
し , それ に 基づく 管理 運営 の 方 針 を 立て る と と ゃ も に, 
これ ら の 目標 と 実践 を ささ える 人 的 物 的 制度 ・ 体 制 の 
あり 方 を 完 明 し な けれ ば な ら な い . 


寄宿 舎 に お ける 指導 目標 

寄宿 舎 の 使命 は , 舎 生 の 生命 の 安全 確保 と 健康 の 維 
持 増進 を 基底 に , 起 居 ・ 寝 食 の 世話 な ど , 本 来 の 機能 
を 果たす 過程 で 生活 全体 の 充実 と 向上 を 図り , 社会 の 
構成 員 に あふ さわ し い 各種 の BA, 能力 を BO TET 
ある . 

いわ ば, 学校 が 教科 の 指導 を 核 と する 「 昼 の 学校 」 
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で ある な ら ば , 寄宿 舎 は 日 常 生 活 の 指導 を KLTS 
「 夜 の 学校 」 として, 盲 学校 教育 の 一 連 を に な うべ き 
も の で ある . 

寄宿 舎 の 指導 目標 と し て 次 の 4 項目 を あげ る こと が 
eS. 

1) 日常 生 活 技能 と 態度 , 習慣 を 身 に つけ , 生活 の 目 
立 を めざす こと. 

⑫ 積 極 的 な 集団 訓練 を 通じ 社会 性 を 養う こと . 

(3) 自 主 的 な 学習 習慣 を 身 に つけ る こと . 

(④ 低 学年 児童 に 対し て は 遊び の 指導 な ど を 通し て , 
いわ ゆる 感覚 ・ 運 動機 能 の 訓練 を 行なう こと . 

以上 の 4 項目 は , それ ぞ れ 単独 に 分 離し て 指導 され 
る も の で は た なく , 生 き 生 き と し た 日 常 生活 の な か で , 有 
機 的 関連 の も と に 指導 され な けれ ば な ら な いこ と と は い 
うま で も な い . この よう な 指導 を 通し て 豊か な 資質 能 
力 を 高め 円 満た 人 格 形成 を めざし , 家庭 や 社会 生活 へ 
積極 的 に 参加 する 態度 と 能力 を 育成 する こと と が , 寄宿 
舎 教育 の 完 極 の 目標 で ある . 


管理 運営 の 基本 方 針 

盲 児童 ・ 生 徒 を 寄宿 合 に 収容 する こと は 教育 上 有利 
な 点 が 多い 半面 , 陥り や すい 弊害 ・ 欠 点 も ある こと を 
忘れ て は な ら な い . こ の 有利 な 点 を 最大 限 に 生か し , KR 
点 を 最小 限 に と ど め て , 寄宿 舎 が 盲 学校 教育 全体 の 一 
翼 と な る よう 次 の 基本 方 針 を と る こと か が 必要 で ある . 
[健康 と 安全 を 保つ ] 障害 を も つ 児 童 ・ 生 徒 の 生活 
の 場 と し て , 健康 と 安全 を 保つ こと が , 管理 運営 の 基 
本 と な ら な けれ ば な ら な い . その た め , 施設 ・ 設 備 の 
保守 , 改善 を は じ め 専 門 職 員 の 配置 , 医師 と の 連係 の 
強化 な ど が 必要 で あり , 日 課 は も と より 各種 行事 の 計 
画 や 実施 に 当たっ て は , この 面 へ の 配慮 が 先行 すべ き 
で ある . 

[ 盲 学校 教育 の 中 に 正しく 位置 づけ る 〕 障害 を 克服 


し , 全 人 的 な 成長 発達 を 促す た め に 「 昼 の 学校 」 EM 


AC, 全校 の 教育 計画 の 中 に 正しく 位置 づけ , 指導 目 
標 ・ 内 容 ・ 方 法 な ど を 明確 に し , 全校 教職 員 の 支持 と 協 
力 の も と に 運営 し な けれ ば な ら た ない. 

[指導 方 法 上 の 特性 を 生か すこ と ]〕 寄宿 合 教 育 は , 
具体 的 な 生活 場面 に お いて 人 と 接し た り , も の ご と を 
処理 し た りす る と と を 通し て 行なわ れる こと が 多い . 
し た が っ て , 教室 に お ける 教科 な どの 指導 と は 違っ た 
特質 を も っ て いる . この 特質 を 生か し , 単に 教室 の 学 
習 の 「 予 習 ・ 復 習 ] だ け に 偏 す る こと な く , あら ゆる 
機会 と 場面 を 通し て 教育 が 行なわ れる よう に 努め る こ 


と が た いせ せつ で ある . 

[生活 に うる お いと , ゆとり を も た せる 〕 舎 生 は 昼 
夜 を 通し て 集団 生活 の 中 に お か れ て いる . その た め , 
個人 生活 や 家庭 生活 で の うる お いや ゆとり が 不足 が ち 
と な る . これ を 補う た め に 格段 の くる う と 配慮 が 必要 
Lig D:, 

[職員 の 教育 活動 を 活発 に させ る ] 寄宿 舎 の 教育 か 
より よい 効果 を 上 げ 得 る か どう か は , 直接 舎 生 に 接 す 
る 寮母 を は じ め 各 種 の 職員 の 意欲 的 ・ 能 動 的 教育 活動 
いか ん に か か っ て いる . その た め , 各 職 員 の 資質 ( 指 
導 力 ) を 高め る と と も に 職員 の 責任 内 容 を 明らか に 
し , それ ぞ れ の 協力 態勢 の 確立 と 向上 を 図ら な けれ ば 
な ら な い . 

[一 般 社会 と の 交流 , 接触 を 盛ん に する ] 舎 生 は 同 
じ 障 害 を も つ 者 の 集団 の 中 に 閉ざさ れる 傾向 か あり , 
これ が 人 間 形 成 の うえ に 少な か ら ぬ 問題 を か も し だ し 
て いる . 寄宿 舎 の 指導 運営 に 当たっ て は , 家庭 や 一 般 
社会 の 人 びと と の 交流 , 接触 を 豊か に する よう , 帰宅 
日 を 設け た り , 各種 行事 を 企画 する な どの 配慮 が 必要 
Erg AN 

[保護 者 や 家族 の 理解 を 深め る ] と ども を 手元 か ら 
離す 期間 が 長い た め に , 保護 者 や 家族 が 寄宿 舎 教育 に 
対し て 理解 と 認識 を 欠く こと に な りや すい . そこ で 
[ 昼 の 学校 | と の 連絡 を 密 に し て , 授業 参観 日 , 帰宅 
日 な どの 機会 を 有効 に 利用 し て , 正しい 理解 と 協力 を 
得る こと が た いせ つ で あり , すす ん で は 保護 者 の 宿泊 
行事 も 有効 な 施策 で ある . 


寄宿 舎 の 施設 ・ 設 備 

会 生 が 1 日 の 大 半 を 過ごし , 実際 に 教育 活動 が 行 な 
われ る 場 と し て の 寄宿 舎 は ,。 どの よう な 施設 , 設備 と 
備品 を 完備 す べき か . た と えば , 寄宿 舎 の 設置 基準 と い 
うら よう な も の が 法 的 に 確定 され て いる と と が 望ま し い 
が , 現在 の と と ろ と れ に 当たる も の は 見 当たら な い . 先 
年 , 文部 省 管理 局 編著 「 学 校 の 施設 」 の 特殊 教育 編 に 
わずか に 触れ られ て お り , さら に 最近 同局 教育 施設 部 
(に お いて 本 格 的 な 換 討 が 進め られ て いる 模様 で ある . 
し た が っ て , と と で われ われ の 平素 の 体験 か らい ち 
お う の 基 準 を まとめ て みた いと 思う が , 各 寄 宿舎 の 規 
模 ( 舎 生 の 数 ) と 地域 性 お よび 立地 人 条件 な と に よっ て 
事情 が 異な り , 一 律 か つ 具 体 的 に 述べ る こと は 困難 な 
の で , 考え 方 の 基準 を 示す に と ど め ざる を えな い . た 
だ いか た な る 場合 に も いい 得る こと は , 舎 生 の 視覚 障害 
こ 対 する 配慮 (補償 的 要素 ) と 将来 の 社会 生活 へ の 適 
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応 (訓練 的 要素 ) と いう 2 者 の 調和 ・ 両 立 の 必要 で 
ある . 

[ 舎 生 が 日 常 , 直接 に 利用 する 施設 ・ 設 備 〕 舎 生 の 
居室 , 自習 室 , 図書 室 , 録音 室 な ど 学 習 関 係 の 諸 室 , 
洗面 所 , 便所 , 浴室 , 洗たく 場 , 乾燥 室 , 静養 室 な ど と 
の 保健 衛生 関係 の 諸 室 , 各種 の 集会 室 , 談話 室 , BRK 
室 , 遊戯 室 等 の 教養, 娯楽 関係 の 諸 室 た な た ど で , こと これら 
IL FA CKOWMA LEAL Cle - AT NS CH 
る . 

(1) 居 室 の 定員 と 面積 : 舎 生 の 居室 の 1 室 当 た り の 定 
Art, 弾 ま し い 対 人 関係 を 維持 し , 個別 指導 を 徹底 す 
る た め , 年 齢 や 発達 段階 を 考慮 し て 決め な けれ ば な ら 
な い . COB, 高等 部 の 高学年 ほど 小 人 数 (1 一 2 人 ) 
を 理想 と する が , 平均 4 一 6 人 を 標準 と し , 1 人 当 た 
り の 面積 は 畳 2 3 枚 を 確保 すべ き で ある . 

⑫) 各 室 の 面積 と 個数 : 自習 室 を は じ め と する 居室 以 
外 の 諸 室 は , 舎 生 定員 に 応じ , で きる だ け 豊 か な スペ 
ー ス と 数 を 確保 し な けれ ば な ら な い . 

(3 安全 対策 : 居室 な ら び に 各 室 の 様式 と 配置 に つい 
て は , 障害 を も つ 舎 生 が 常に 安全 か つ 人 快適 に 利用 し 得 
る と と も ゃ に, 他 面 , 将来 の 社会 生活 に 適応 し 得る よう 
訓練 的 配慮 が 必要 で ある . 特に 不慮 の 災害 を 未然 に 防 
止 す る た め に 不燃 構造 で 敷地 面積 の 許す か ぎ り 平 屋 建 
が 望ま し く , これ が 困難 な 場合 で も 3 階 建 を 限度 と す 
べき で ある . 

(④⑳ 男 女 交流 の 配慮 : 思春 期 以 後 の 男 女 舎 生 の 指導 に 
万 全 を 期す る た め , 居室 の 配置 は , 男女 の 接触 交流 が 
常に 健全 で 望ま し い 状 態 で 行なわ れる よう に 配慮 し な 
けれ ば な ら な い . 

[管理 な ら び に 指導 の た め の 施 設 ・ 設 備 ]】 これ に 属 
する も の と し て は 事務 室 , SES, 同 宿直 室 , BEA 

室 , 同体 憩 室 , 応接 室 , 舎 生 相談 室 , 職員 集会 室 , 
放送 室 , 調理 室 , 食堂 , (PRAWNS, 給湯 室 た など が 
HS. これ ら の 数 , 面積 , 様式 , 配置 な ど は , いずれ 
も 関係 職員 が 十分 に その 職責 を 果たし , 機能 を 発揮 す 
る の に 支障 の な いよ う , く あ ぁ ふう する と と も に 舎 生 の 立 
入り に よっ て 起こ る 危険 の 防止 に 留意 し な けれ ば な ら 
な い . 

[ 諸 室 に 付属 する 設備 と 備品 ] これ ら を 個々 に わた 
っ て 列挙 する こと は 不可 能 な の で , 基本 的 な 配慮 事項 
を 示す と 次 の 通り で ある . 

1) 舎 生活 の 便宜 , 快適 を 図る と と も に (補償 的 要素 ) 
日 常 生活 が その まま 生活 技能 や 生活 習慣 の 訓練 と 定着 
化 に つなが る よ ? う (訓練 的 要素 ), 品目 や 機種 の 選択 と 








配 思 に は 格段 の 配慮 が 必要 で ある . 

⑫ 暖 房 設 備 は 安全 と 保健 衛生 上 の 観点 か ら だ け で は 
な く , 点字 に よる 学習 か らく る 必要 度 も あわ せ 配 慮 し 
な けれ ば た ならない . 

(3 電気 配線 と 照明 お よび 通報 装置 は , 舎 生 の 学習 
と 生活 の 実態 に 肥 し (た と を えば, テー プレ ュー ダー 補 . 
照明 スタ ンド の 使用 な ど ), きめ 細か い 配 慮 が 必要 で あ 
2 

(④ 障 害 に よっ て 行動 が 局 限 され る 舎 生 が , 余暇 を 
有効 に 過ごし , 趣味 を 伸ばす た め の 設 備 ・ 備 品 は きわ 
め て 重要 で ある . 要する に , 寄宿 舎 の 設備 ・ 備 品 は 生 
活 の 必需 品 で ある と と も に , 教材 ・ 教 具 的 性 格 を も つ 
こと を 誰 識 し な けれ ば な ら な い . 

[経費 の 負担 ] 上 記 の 物 的 条件 を 充足 維持 する た め 
に 必要 な 経費 は , 原則 と し て 国 と 設置 者 で ある 地方 公 
共 団 体 が 負担 すべ きも の で ある . た だ し , 日 常 生活 の 
必要 を 越え た 舎 生 個人 の 教材 的 性 格 を も つも の (録音 
用 テー プ や レ ュ ー ド 盤 な ど ) や 家庭 に お いて も 当然 合 
用 され る と みな され る 設備 ・ 備 品 の 維持 費 と 消耗 的 設 
備 ・ 備 品 の 修理 や 人 充 費 は 一 定 限度 内 に お いて 受益 者 
REA) 負担 と する と と も や む を 得 な い . SA, 各 
寄宿 舎 で 「 舎 費 」, 「 光 熱 水 費 」, 「 雑 費 」 な どの 名 目 で 
徴収 され て いる の が 通例 で ある . COB, その 人 額 を 最 
低 限 に と ど め る と と も に , その 経費 の 収支 は 常に 公費 
HEU, 明確 ・ 公 正 に すべ き で ある こと は いら まで も 
な い . 

次 に 公費 の 調達 配分 に 当たっ て は , 学校 予算 の それ 
と 混同 し な いよ うに 独立 費目 を 明示 すべ き で ある . こ 
れ は 学校 予算 と 寄宿 舎 予 算 が BANK 区 分 され な い 
と , 互い に 整備 計画 が 立て に くく , BPE 当たっ て 
も , 操作 上 無理 と 不便 が 生じ る か ら で あ る . 


寄宿 舎 の 職員 

教育 理論 や 教育 技術 が いか に 洗練 され , 合理 化 さ れ 
Ch, Ek, 施設 ・ 設 備 な どの 物 的 条件 が どの よう に 
完備 され て も , 教育 の 成 末 を 最終 的 に 左右 する も の は 
指導 者 の 人 格 で あり 熱意 で ある . この こと は 生活 指導 
を 第 1 義 と する 寄宿 舎 に お いて 特に 強調 され な けれ ば 
な ら な い . 

寄宿 舎 に は 舎 監 , BA, 栄養士, 調理 人 , 事務 職員 
作業 員 , その 他 の 職員 が 適当 に 人 数 配置 され , それ ぞ 
れ の 職務 内 容 に 従っ て 勤務 し , 互い に 協力 し て 寄宿 舎 
の 使命 達成 に 努力 すべ き で ある . 

(SE) 舎 監 は 校長 の 監督 を 受け て 寄宿 舎 の 管理 お 
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よび 舎 生 の 教育 に 当たる も の で あり , 最終 最高 の 責任 
と 権限 は 校長 に ある と は いえ , 直接 的 に は 舎 監 の 職責 
に 属す る こと は 明白 で ある . し た が っ て , 舎 監 の 識見 
と 手 脆 , 熱意 と 努力 が 寄宿 舎 教育 の 成否 を 決する 基本 
的 条件 で ある こと は いら うま で も な い . 

舎 監 は 第 1 に 寄宿 舎 の 運営 方 針 と 舎 生 の 指導 方 針 を 
REL, F2CHALIL じ め 他 の 職員 の 職務 配 加 を 決 
め , これ ら に 対し 職務 上 の 指示 や 助言 を 与え , 第 3 に 
寄宿 舎 の 施設 ・ 設 備 ・ 備 品 な どの 維持 , 改善 の ほか 経 
理 全般 に わた っ て 南 任 を 負う こと な ど を 主たる 職務 内 
容 と する も の で あっ て , これ ら け は 舎 監 長 を 中 心 に 全 舎 
監 が 協議 分 担 し て 行なう も の で ある . 

し た が っ て , 舎 監 の 資格 , 適性 と し て は , 盲 学校 教師 
と し て の 人 資質, 条件 の ほか に , 次 の 項目 を 具備 する こ 
と が が 紀 ま れる . 

1 管理 職 (また は これ に 準じ る 職責 ) と し て , すぐ 
れ た 人 格 と 指導 性 を も ち , 特に 公正 , 寛容 で 円 満た 人 
格 で ある こと . 

⑫ 衣 多 童 ・ 生 徒 の 心理 や 特性 に 精通 し , BRASH 
に 対す る 深い 識見 が 望ま れる . し た が っ て , 一 般 的 に 
いっ て 盲 学 校 の 勤務 年 数 が 3 一 5 年 以上 で ある こと が 
FAS dk 

(3 夜間 勤務 な ど 激 務 に わた る の で , これ に 耐え 得る 
強い 体力 を も ち , 安 ん じ て 合 務 に 専念 し 得る 家庭 的 条 
件 が 満た され て いる こと . 

(4 教師 と し て の 専門 教養 の ほか , 経理 や 物品 管理 の 
基礎 的 な 素養 を も ゃ つこ と . 


傘 に 現行 の 舎 監 制 度 に 解決 を 迫り られ て いる 課題 の 一 


つ に 舎 監 の 専任 制 が ある . 「 舎 監 は 教諭 を も っ て あて 
る 」 と いう 法文 を 表面 的 に 解釈 , 適用 し て , 学級 担任 , 
教科 担任 , その 他校 務 分 掌 主 担 者 と し て の 教諭 に 舎 臣 
を 兼務 させ て いる の が 多く み られ る 実状 で ある . いか 
に ゃ 教諭 の 勤務 は 昼間 で あり , 舎 監 勤 務 は 放課後 か ら 
夜間 で ある か ら , 単に 勤務 の 時 間 帯 だ で け を みれ ば , 無 


理 な く 両 立 す る か の よう で ある が , いずれ か 一 方 が 犠 


牲 と な る か , 両方 と も 中 途 半 端 な 結果 に 終わ る こと が 
多い . 

そこ で , 教諭 定員 を 補充 し , 舎 監 が 心 お き な く 合 務 
に 専念 で きる よう な 措置 を 早急 に 講じ る 必要 が ある . 
REL, 寄宿 舎 教育 と いえ ども , それ ぞ れ の 学校 の 教 
育 全体 の 一 環 で ある か ら , 舎 監 が 寄宿 舎 だ け に 閉じ こ 
も り , 全校 教育 の 目標 や 動向 を 見 失う よう で は , その 
職責 を 果たす こと は で き な い . し た が っ て , 専任 制 が 
と られ て も , 可能 な 程度 は 授業 を 担当 する な ど し て , 


た え ず 舎 生 の 学校 に お ける 学習 状況 を つかみ, GE 
員 と の 意志 の 疎 通 を 図り 協力 態勢 を 堅め る こと が た い 
せつ で ある . 

(BH) (RROD : 寄宿 合 に お いて 日 夜 , 舎 生 
と 生活 を 共に し て , 直接 その 生活 指導 の 任 に 当たる 者 
は 寮母 で ある . し た が っ て , 寮母 は 学校 に お ける 学級 
担任 に 対応 する も の で あっ て , その 職務 内 容 は 起床 か 
洗面 , RS, 用 便 , 清掃 , 登校 , 下校 , He Aw 
就 条 な ど 日 常 的 な こと は も ちろ ん , 余暇 利用 , 家庭 と 
の 連絡 , 舎 生 会 活動 の 指導 に いた る まで , 舎 生 の 生活 
の 全 領 域 に 即応 し て 広範 か つ 複 雑 で ある . 

この よう に に 寄宿舎 に お ける 生活 指導 は , 教科 な どの 
学習 指導 と は も ちろ ん , 教室 内 の 訓 話 , 説 論 な ど と も 
異な り , 日 常 の 身辺 処理 な ど 基 本 的 生活 技能 の 修練 に 
台 ま り , 年 長 に な っ て か ら は , 障害 に 伴う 精神 的 悩み 
の 克服 や 健全 な 人 生 観 の 麻 計 な ど , お よそ 生活 の 全 領 
域 に 及ぶ も の で ある . し た が っ て , その 指導 の 機会 も 
特定 の 時 間 や 場面 に 限る と と は で きず , まさ に 24 時 
間 を 通し て の きめ 細か い 世 話 と 助言 の 積 上 げ で あり , 
と き に は , 無言 の 動作 を 介 し て も 行なわ れる も の で あ 
り , この 意味 で は 世話 と 教育 は 表 加 一 体 , EARL 
て その 成果 を 発揮 する $ も の と いえ る . 

寮母 は に この よう な 職責 を 果たす た め に , それ ぞ れ の 
寄宿 舎 の 規模 と 編成 に 応じ て, 舎 室 と 舎 務 を 分 担 し て 
服務 する も の で ある が , 備え る べき 資質 条件 と し て 強 
い 使命 感 と 舎 生 へ の 正しい 理解 と 愛情 , これ に 基づく 
忍耐 力 と 創意 く あ う の 態 度 , 同僚 職員 と の 協調 融和 , 
元気 あふ れる 健康 な ど が あげ られ る が , その 大 前 提 と 
Lt, 何より も 豊か な 良識 と 人 間 性 が 望ま れる の で あ 
る . 

⑳ 現 行 寮母 制度 の 問題 点 : 寮母 の 定数 と 勤務 態様 
に つい て は , 常時 介護 を 必要 と する 小学 部 低 学 年 児童 
と ある 程度 の 自律 行動 が 可能 な 高等 部 生徒 と は , 配属 
すべ き 穴 母 の 定数 に 大 き な 差異 が ある の は 当然 で あ 
る . 現行 法 は 定数 の 算定 基準 が あまり に 大 ま か で , 実 
情 に そぐわ な い の で 改訂 を 必要 と する . Et, 労働 基 
準 法 や 勤務 条例 を 守る 建前 か ら ゃ , 大 幅 な 増員 が 望ま 
れる . その 他 , 指導 を 必要 と する 時 間 帯 に より 多く の 
人 員 を 配置 する と と も に , (hh, 寮母 の 私 生活 と 健康 
を 保持 する た め , 勤務 態様 の 改善 , く ぁ ふう ゃ 緊 急 な 課 
CHD. 

免許 資格 と 身分 の 向上 の 面 で も 解決 を 迫り られ て いる 
問題 が か ある. すなわち , 教員 に つい て は 教員 職員 免許 
法 の ほか に 都 道 府 県 ご と に 「 採 用 テス ト 」 な どの 制度 
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が あり , 一 定 の 基準 に 基づい て 任用 され て いる . し か 
し , 寮母 は すべ て 任命 権 者 の 自由 裁量 に 任 さ れ て いる 
た め , 実情 と し て は , 全寮 母 の 7 割 ま で が 高校 條 の 学 
歴 と 若年 者 に よっ て 占め られ て いる . さき に 述べ た 寮 
母 職 の 重要 性 に か ん が み , 早急 に 免許 制度 を 実現 し , 
資 質 の 向上 と 身分 の 確定 お よび 待遇 の 改善 を 図る べき 
CHS. な お , と れ が 実現 され る まで の 経過 措置 と し 
て , 寮母 の 現職 教育 を 充実 する た め 各 種 講習 会 , 研究 
会 な どの 開催 が 望ま れる . 

[その 他 の 職員 ]〕 寄宿 舎 に は 舎 監 ・ 穴 母 の ほか , 前 
述 の よう な 各種 の 専門 職員 を 配置 する 必要 が ある に も 
か か わら ず , こと これら の いく つか は 空 向 で ある か , また 
は 人 員 が きわ め て 限ら れ て お り , その た め 寄 宿舎 の 管 
理 運営 に 円 滑 を 欠き , Ek, その し わ 寄 せ が 舎 監 ・ 寮 
母 に 及 ん で いる の が 実情 で ある . 教育 界 の 谷間 と いわ 
れる 特殊 教育 の 中 に あっ て , その 最たる も の が 寄宿 舎 
職員 の 配置 の 不備 で ある と いっ て も ゃ 過言 で は な い . 

(本 間 伊 三郎 ) 


寄宿 舎 に お ける 指導 


寄宿 舎 の 使命 

十 学 校 の 寄宿 舎 に は , 通学 困難 な 児童 ・ 生 征 お よび 
家庭 の 事情 や 本 人 の 生活 指導 上 入 舎 を 必要 と する Ve 
童 ・ 生 徒 を 収容 し て いる . 

寄宿 舎 の 使命 は , これ ら 舎 生 の 生命 の 安全 確保 と 健 
康 の 維持 増進 を 基盤 と し て , HE, 寝食 の 世話 な ど , 
日 常 卑 近 な 機能 の 中 で , 生活 の 向上 と 充実 を 図り , 視 
覚 障害 者 と し て 備え る べき 生活 上 の 技能 と 態度 , 習慣 
REV, さら に 現在 社会 の 構成 員 た る に あぁ ふさわしい 各 
種 の 資質 , 能力 を 啓発 する と と で あろ 25. 


寄宿 舎 の 指導 目標 

寄宿 舎 は この 使命 を 果たす た め に , いか な る 指導 目 
標 を 掲げ る べき か . まず , 前 提 と し て 考え な けれ ば な 
ら な いこ と と は , 小 ・ 中 ・ 高 3 部 の 独自 性 を 生か す と い 
2 こと で ある . これ ら 3 部 が 一 貫 し た 指導 上 の 理念 を 
も っ て 上 臨む べき こと と は 当然 で ある が , 他 面 , 舎 生 の 実 
情 に 即 し て , 各部 の 独自 性 を 発揮 する こと を 忘れ て は 
な ら な い . 

舎 生 は , Fin, 発達 段階 , 能力 の ほか に , 障害 の 原 
因 と 程度 , 入学 以前 の 経歴 な ど に より , また , 専攻 す 
SFR, 進路 な ど に よっ て , 個人 間 の 格差 , 相違 が は 
な は だ 大 きく , し た が っ て , 指導 の 契機 , 対象 と な る 舎 


生活 の 態様 る きわ め て 多様 性 に 富 ろ , 指導 の 内 容 , 方 
法 と も に 種々 雑多 で ある . し た が っ て , 一 貫 教 育 と は 
いう ら ゃ の の , 実際 に は 適用 し に くい 面 も ある . た と え 
ば , 中 学部 舎 生 の 全員 が , 小学 部 舎 生 と し て の 経験 を 
bb, 高等 部 舎 生 の ほとん ど が , 中 学部 の 舎 生活 を 行 
な っ て き て いる な ら ば , こと の と と が いえ る か も し れ な 
い が , 実情 は そう で は な い の で ある . ある 盲 学校 の 寄 
宿舎 を 例 に と る と , 全高 等 部 舎 生 約 90 人 の うち 小 中 
学部 出身 者 は わずか に 20 人 で , 残り の 70 人 は ほとん 
ど 一 般 学 校 出身 者 で ある . 

要する に , 寄宿 舎 の 指導 体制 が 学校 と 同様 に 小 ・ 中 ・ 
高 の 3 部 を 単位 と し て 編成 され , これ を 土台 と し て 展 
開 さ れる か ぎり , それ ぞ れ の 部 の 実態 , 実情 に あぁ さわ 
し い 目 標 が 設定 され な けれ ば な ら な いこ と は 当然 で あ 
Dd. 

寄宿 舎 の 教育 目標 を 設定 する に 当たっ て 考え な けれ 
ば な ら な い 点 と し て は, 家庭 的 教育 と いう と と CH 
る . 寄 宿舎 教育 は 学校 教育 の 一 環 で あり , 集 団 教育 の 場 
で ある か ら , 家庭 教育 と は は っ きり 区 別 す べき で ある 
と いう 考え 方 と , 寄宿 舎 は 学校 教育 の 一 環 で は ある 
が , 家庭 的 教育 を 採 入 ん る べき で ある と いう 考え 方 
BHD. この 点 を 人 間 教 育 と いう 点 か らち と ら え て みる 
と , 人 は 学校 教育 , 家庭 教育 , 社 会 教育 の 中 で より よい 
人 間 形 成 が な され て いく の で ある . と すれ ば 人 間 形 成 
に と っ て だ いじ な 児童 期 か ら 青 年 期 へ か け て , 長い 者 
で は 14 年 間 も 家 庭 か ら 引 離 され る こと を 考え る と , 
寄宿 舎 は 家庭 と は 異 る 学校 教育 の 一 環 で は ある が , 家 
庭 で 行なわ れる 家庭 教育 を 無視 する こと は で き な い . 
家庭 教育 は , 学校 教育 が 計画 的 で ある の に 対し て , 無 
計画 , 無 意 図 的 で ある の が 特徴 で ある . 学校 教育 を 1 
人 ひと り の と ども が , 自分 の も の と し て 受取 る 態勢 が 
な けれ ば , その 教育 の 効果 は あがら ちな いこ と は いう ま 
で も な い . 正しい 知識 を 身 に つけ , より よい 自分 に な 
ろう と する 意欲 , また , 複雑 な 社会 の 中 で , 自分 の 成 
長 に より 役立つ も の を 吸収 し て いく 態勢 が , その 子 の 
成長 に と っ て 欠く と と の で き な い も の で ある . 

この よう に 学習 へ の 意欲 や 環境 に 対す る 受入 れ 態 勢 
が , その こども に と っ て , いろ いろ な 場所 や 機会 に 養 
われ る も の で あろ う が , 最も 大 きく 左右 する も の は , 
家庭 に お ける 生活 で あろ う . 家庭 内 で の 心 の 片 寄っ て 
いな い 生 活 の 中 か ら , 家族 の 人 びと が も っ て いる 知識 
や 生活 に 対す る 意欲 や 態度 が , 知ら ず 知 ら ず こども の 
意欲 や 態度 に な る の で ある . 

こども た ち は , も の 心 が つ く ころ から , 家庭 の 中 で 
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の 生活 を 通し て , 食事 , BIR, 着脱 衣 , 排便 , TR, 
整頓 , 挙動 , 道具 の 操作 な どの 生活 基礎 的 技能 力 を 見 
よう 見 まね で , ある い は し か られ , 励ま され な が ら , 
Mp PH LE, WMA 2ZbH. し つけ られ て いく の 
CHS. Ek, 人 と 人 と の 関係 の あり 方 も , 家庭 の 中 
で の 人 間 関 係 を 通 し て 身 に つけ て いく の で ある . 

この よう に 家庭 教育 こそ は , 学校 教育 や 社会 教育 の 
基礎 で ある と いえ ぇ よう. 寄宿舎 は 学校 教育 の 一 環 で あ 
り , 家庭 教育 と は 異な る と と は いう まで も な い が , こ 
の よう な 家庭 教育 の 場 か ら 隔 絶 さ きれ た 舎 生 の 人 間 形 成 
を 考え る 場合 , 寄宿 舎 教育 の 中 に 家庭 的 教育 を 採 入れ 
る く ぁ あぁ う は お ろ そ か に で き な い . 


寄宿 舎 の 指導 目標 お よび 内 容 

GE は 年 齢 , 発達 段階 , 能力 な ど 多様 性 に 富む の 
で , それ ぞ れ の 部 に 即応 し た 指導 目標 お よび 内 容 な ど 
を 具体 的 に 設定 し な けれ ば な ら な い が , ここ で は 3 部 
に 共通 する 原則 的 事項 を 取上げ て 目標 お よび 内 容 を 設 
定 し て みる . 

1) 日常 生 活 技能 と 態度 , 習慣 を 身 に つけ , 生活 の 自 
立 を めざす こと : 就学 以前 に 家庭 で 習得 し て お くべ き 
生活 の 基礎 的 技能 , た と えば , 洗面 , 用 便 , 着脱 衣 , 
食事 作法 な ど が 皆無 に 近い 状態 で , 小学 部 に 入学 し て 
CARs WOVE CIR. LE > で) 小学 部 
(に お いて は , これ の 指導 に 重点 を お か な けれ ば な ら な 
い . 小学 部 に お いて は , 児童 1 人 ひと り に つい て , 技 
能 要 素 の 脱落 や 定着 , 習熟 の 度合 い を 把握 し , 家庭 的 
A> ARO CE DAD Fee RELI, 集団 生活 の 
中 で 養 わ れる 社会 性 や , 行動 の 自立 と あわ せ て , 精神 
的 自立 を 養 わ な けれ ば な ら な い . 中 ・ 高 等 部 に お いて 
は , これ まで に 習得 し た 初歩 的 , 基礎 的 な 技能 や , 生 
活 百 慣 の 上 に より 高度 な 生活 習慣 の 修練 を , 舎 生 活 の 
実際 を 通 し て 指導 する こと に な る . た と えば , 料理 , 
AUER, 手芸 , 茶 華道 , 応接 , 居室 管理 , 清掃 , 装 飾 , 


飼育 な ど , 舎 生 活 に し て 初め て 実施 が 可能 と な る 指導 


領域 は きわ め て 広い . 特に 高等 部 に お いて は , PRE 
SREB LASEK, 安定 し た 学習 生活 の 路線 に の る 
た め に は , 障害 者 と し て の 生活 技能 (た と えば 校内 , 
舎 内 の 自由 な ひと り 歩 き ) の 習得 が 絶対 条件 で ある . 
入 舎 当初 , 失意 と 不 自 由 の あま り , こと ご ど ごと に 自 暴 , 
反抗 し た 生徒 が , ささ や か な 技能 習得 に よる 喜び と 自 
信 か ら 立 直り の きっ か け を つか ん だ 例 は きわ め て 多い 
の で ある . 

⑳ 集 団 生活 を 通じ て 社会 性 を 養う こと : 主として 集 


団 生活 に 財 え 得る 中 ・ 高 等 部 に お いて ね ら う べき も の 
で あっ て , GERAD, 週 番 勤 務 な どの 奉仕 活動 , 趣 
味 と 教養 の た め の サ ー ク ル 活 動 , 各種 寄宿 舎 行事 へ の 
意欲 的 な 参加 を 通じ し て 養 われ る . すなわち , ① 自 主 的 
な 正しい 判断 力 を 身 に つけ る . ② 我 執 を 捨て 道理 に 従 
い , 規則 を 守る . ③ 正 し い 人 間 関 係 を 学び 協調 心 を 伸 
ば し , 生涯 の 良 友 を 得る . ORE, 義務 を 果たし , 他 
に 奉仕 する 喜び を 知る 等 々 . 自己 の 特性 を 生か し , こ 
れ を 伸ばし な が ら , 所 属す る 集団 や , SO be 
と , これ の 向上 , 福祉 に 寄生 す る こと の で きる 能力 態 
度 を 育て る の で ある . 

(ets, 小学 部 信 天 いで も きのこ と ほ 丹 い 科 づつ で , 寄 
宿舎 の 児童 会 活動 を 通じ て 指導 する 必要 が ある が , 心 
身 の 未 発 達 な こども た ち に お いて は , 性 急 で 画 一 的 な 
集団 的 取扱 い は , こども た ちの 情操 発 着 を あがめ , 人 
間 性 の 豊か さ を そ こと な うお それ が ある の で , 十分 な 配 
慮 が 必要 で ある . 

次 に 中 ・ 高 等 部 に お いて 集団 的 自主 活動 を 尊重 す 
る 半面 , 家庭 的 ぁ ん 囲 気 を か も し 出す 努力 と く ぁ ふう を 
Bh, 舎 生活 が 緊張 の 連続 に な っ た り 単 調 に 流れ る こ 
と の な いよ うら に し , 家庭 と の 連 け い , 交流 , 地域 社会 
を は じ め 各 校 奉 仕 団体 な ど , 一 般 社会 と の 接触 , 融合 
を 積極 的 に 採 入 れ な けれ ば な ら な い . 

(3) 自 主 的 な 学習 習慣 を 身 に つけ る こと : 寄宿 舎 は 本 
校 に 学ぶ 者 た ちの 集団 で ある . そこ は 学校 に くら べ 
て , は る か に くつ ろ ぎ の 場 で あり , 家庭 的 で は ある 
が , その 中 に あっ て も 学校 に お ける 学習 の 意欲 を か き 
た て , その 準備 を 完了 する 学習 の 基地 で も な けれ ば な 
ら な い . その た め に は , それ 相応 の 環境 づく り と , 個 
別に わた っ て の 適切 な 指導 助言 が 重要 任務 と な る . 

(4④) 遊 び の 指導 な ど を 通し て , いわ ゆる 感覚 訓練 を 行 
な ら と こと : 前記 3 項目 の ほか , 常に これ と 併せ せ 考 える 
べき も の は , 視覚 障害 お よび これ に 起因 する 心身 発達 
上 の 欠陥 を 補う た め の 目 標 で ある . た と えば , RAT 
る 視力 お よび 触覚 , 聴覚 その 他 の 感覚 を 十分 に 活用 し , 
訓練 する 遊び や , 生活 の 指導 を 豊富 に 採 入 れる こと 
CHS. また だ た, 自 い つえ を 用 いて の ひと り 歩 き の 能 力 
の いか ん は , 視覚 障 寺 者 の 実生 活 を 大 きく 左右 する も 
の で あり , その 指導 の 場 と し て も , 寄宿 舎 は その 機能 
を 高度 に 発揮 し な けれ ば な ら な い . 

以上 , 小 ・ 中 ・ 高 等 部 に 共通 する と 考え られ る 指導 
目標 お よび 内 容 に つい て 略 述 し た が , これ ら 4 項 目 は 
常に 実際 の 寄宿 舎 生活 の 中 に 相互 に 関連 し , 融合 し た 
形 で 指導 され な けれ ば な ら た ない , Ek, 舎 生 1 人 ひと 
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り に 適合 し た 個別 的 配慮 も 指導 上 忘れ て は な ら な いこ 
と で ある . 指導 の 実際 に 当たっ て は , 常に 精密 な 計画 
と , すぐ れ た 指導 技術 が 求め られ る の は 当然 な が ら , 

生活 指導 の 本 質 は 人 間 の ょ り よ い 生 き 方 の 研究 と 実 貴 
で ある こと を ぁ ふま えて , 人 間 的 接触 の 中 で , Se, 寮 
母 , 舎 生 が 一 体 と な っ て , それ を 究め 実践 し て いく こ 
と を 怠っ て は な ら な い 、. (沢田 袖 夫 ) 


BRO AUK 


教員 免許 制度 

大 学 お よび 高等 専門 学校 を 除く 学校 の 教員 に な る た 
め に は , 教育 職員 免許 法 (以下 「 免 許 法 」 と いう ) に よ 
る 免許 資格 , すなわち 各 学 校 に 相当 する 免許 状 を も た 
な けれ ば な ら な い . 

教員 免許 状 は , 普通 免許 状 と 臨時 免許 状 に 分 か れ て 
お り , 普通 免許 状 は 教諭 に な る た め の も の , 臨時 免許 
状 は 助教 諭 に な る た め の も の で ある (免許 法 4). そ 
の 効力 は 普通 免許 状 は 地域 や 期限 が 限定 され な い が , 
臨時 免許 状 は その 免許 状 を 授与 し た 都 道 府 県 の 教育 委 
会 が 置か れる 都 道 府 県 の 区 域 に 限定 され , 有効 期限 
は 3 年 に な っ て いる (免許 法 9 ). 

普通 免許 状 に は , その 程度 に 応じ て 1 級 免 許 状 と 2 
級 免 許 状 と が あり (免許 法 4 一 2), 1 級 免 許 状 は より 
程度 の 高い も の で ある . 

普通 免許 状 , 臨時 免許 状 は いずれ も 学校 の 種別 に 応 
UC, 幼稚 園 , 小学 校 , 中 学校 , 高等 学校 盲 学校 , 
ろう 学校 お よび 養護 学校 の 教諭 免許 状 と 助教 諭 免許 状 
に 分 けら れ て いる . し か し , 養護 教諭 と 養護 助教 諭 に 
つい て は , その 職務 の 共通 性 か ら 各 学校 を 通じ て , 免許 
状 は それ ぞ れ 1 本 に な っ て いる (免許 法 4 一 2, 4), 
中 学校 と 高等 学校 に つい て は , 教科 担任 制 を と っ て 
いる こと に 対応 し て , 教諭 お よび 助教 諭 の 免許 状 (に こさ 
ら に 旬 許 教科 が 設け られ て いる (免許 法 4 一 5). 免 
許 教科 は 原則 と し て 学校 教育 法 施行 規則 (以下 「 学 教 
法規 則 」 と いう ) に 定め て いる 各 教 科 な いし それ を 細 
分 し た も の で ある が , 職業 指導 の ょ うに , 必ず し も 対 
応 し て いな いも の も ある . 盲 学校 ・ ろ うぅ 学校 お よび 養 
護 学 校 の 教諭 また は 助教 諭 に な る た め に は , 盲 ・ ろ うぅ ・ 
本 護 学校 の 教諭 また は 助教 諭 の 免許 状 の ほか , 各部 に 
対応 する 学校 の 教諭 また は 助教 諭 の 免許 状 を も つつ 必要 
が ある (免許 法 3 一 3 ). 

な お , 8°45 ・ 養 護 学 校 の 高 待 部 で , 高等 学校 に 
は な い 特 殊 な 教科 を 担当 する 教員 に つい て は , 当該 特 


狐 教科 の 免許 状 だ け で 足り る こと に な っ て いる (免許 
法 3 一 3)。 

また , 盲 ・ ろ う ・ 養 護 学 校 の 教員 養成 が 十分 で な い 
実情 な の で , 当分 の 間 , 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 また は 幼稚 
園 の 教諭 免許 状 を も っ て いれ ば , Be Ad - BHR 
の 相当 する 各部 の 教諭 に な れる こと に な っ て いる ( 免 
許 法 昭和 29.6. 3 改正 法 付則 24 ). 


BRAS RAK ) 

BFRICEAOAR BRE LUT, さき に 述べ た 
通り , 盲 学校 教諭 免許 状 , 盲 学校 助教 諭 免 許 状 , BS 
校 高等 部 の 特殊 教科 を 担当 する 教諭 免許 状 お よび 助教 
fill 免許 状 が ある . 

[教諭 免許 状 ] 証 学 校 教 諭 免 許 状 は , 小 ・ 中 ・ 高 等 学 
校 ま た は 幼稚 園 の 教諭 旬 許 状 を も ち , 大 学 の 課程 (聴講 
生 の 課程 を 含む ) また は 指定 教員 養成 機関 で 盲 教育 , 
点字 の 理論 お よび 実際 , BDH, 視覚 生理 お よび 病理 
7s DUICRABREAO 5 科目 に つい て それ ぞ も れ 2 単位 
以上 , 計 10 単位 を 修得 し た 者 に は 2 級 免許 状 が , 計 
20 単位 を 修得 し た 者 に は 1 級 免許 状 が 授与 され る 
(免許 法 5, 別表 1, 免許 法規 則 7 ,25 ). 

盲 学校 を 含む 特殊 教育 諸 学 校 の 教諭 免許 状 取得 に 当 
だ た っ て , 普通 学校 の 教諭 免許 状 の ほか に , さら に , 特 
殊 教 育 に 関す る 専門 科目 の 修得 を 義務 づけ て いる の 
は , 学校 教育 法 に 規定 され て いる よう に , 特殊 教育 諸 
学校 の 目的 が , 心身 に 障害 を も る つ 幼児 ・ 児 童 ・ 生 徒 
に 対し て 「 幼 稚 園 ・ 小 学校 ・ 中 学校 又は 高等 学校 に 汰 
ずる 教育 を 施し , あわ せ て その 欠陥 を 補 2 た め に , 必 
要 な 知識 技能 を 授け る こと 」 に ある か りら で ある FR 
法 71). 

BPG aR, また , 教職 に 一 定 の 経験 年 数 
を ゃ つ 者 が , 大 学 の 課程 (聴講 生 の 課程 な ら び に 公開 
講座 を 含む ) ある い は 教員 免許 状 の 授与 権 者 な ど が 行 
な ら 免 許 法 認定 講習 に お いて 所 定 の 単位 を と り , 教育 
職員 検定 に 合格 し た 場合 に も 授 与 され る . この 教育 職 
員 検 定 は , 学力 お よび 実務 に つい て は , 次 の 基準 に 該 
当 す れ ば 合格 と され る (免許 法 6 , 別表 7, 別表 3 の 
備考 , 免許 法規 則 25). 

2 級 普通 免許 状 に あっ て は , 現に 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 
また は 幼稚 園 の 免許 状 を も ち , 免許 状 を 取得 し た の 
ち , これ ら の 学校 また は 盲 学校 で 3 年 以上 良好 な 成績 
で 勤務 し た こと が 所 轄 庁 に よっ て 証明 され , po, さ 
き に 述べ た 免許 法 認 定 講習 な ど に お いて , 盲 教育 に 関 
する 専門 科目 6 単位 以上 を 修得 し た こと . 
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1 級 普通 免許 状 に あっ て は , 盲 学校 教諭 の 2 級 普通 
免許 状 を 取得 し た の ち , 盲 学校 に お いて 3 年 以上 良好 
な 成績 で 勤務 し た こと が 所 轄 庁 に よっ て 証明 され , 免 
許 法 認定 講習 な ど に お いて , 盲 教育 に 関す る 専門 科目 
6 単位 以上 を 修得 し た こと . この 場合 に お ける 専門 科 
目 の 修得 方 法 は , さき に 述べ た 免許 法 第 5 条 第 1 項 に 
規定 する 大 学 の 課程 な ど に お ける 修得 方 法 に な らら も 
の と され て いる (免許 法規 則 18 ). 

な お , 教育 職員 検定 に よる 場合 の 単位 修得 数 が , 大 
学 の 課程 な ど に お いて 免許 状 を 取得 する 場合 に 比べ て 
少な い の は , 教職 在職 年 数 の 経験 に よっ て 補 2 こと が 
で きる と いう 考え に よる も の で ある . 

[助教 諭 免 許 状 ] 盲 学校 助教 諭 免許 状 は , 高等 学校 
卒業 以上 の 者 に 対 し て , 教育 職員 検定 に より 授与 され 
る (免許 法 5 一 3). この 教職 員 検 定 の 基準 に つい て 
は , 免許 法 に は 規定 が な く , 授与 権 者 の 裁量 に 任 さ れ 
GUNA 

[特殊 教科 教諭 免許 状 ] BRR eam Sat KR 
は , 理 療 お よび 音楽 の 教科 に つい て 授与 され る (免許 
法 17, 免許 法規 則 63). 理 療 は あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 , 
は りお よび きゅう を さす . 音楽 は 沿革 的 に は 盲人 の 伝 
統 的 職業 で ある 琴 , 三 玉 が, 盲 学校 特有 の 教科 と 考え ら 
れる が , 現行 法 で は 免許 教科 と し て 何ら の 限定 が な 
い の で , 高等 学校 の 免許 教科 音楽 と の 関係 が 明確 で な 
い . な お , 特殊 教科 免許 状 の 一 般 的 な 問題 と し て は , 
免許 教科 と し て 高等 学校 の 免許 教科 に な いも の , た と 
えば , リハ ビリ テー ショ ン , ピア ノ 調 律 な ど を どう 扱 
2 か の 問題 が ある . 

理 療 お よび 音楽 の 特殊 教科 教諭 鑑 許 状 は , 文部 大 臣 
が 指定 する 盲 学校 教員 養成 機関 の 該当 課程 を 卒業 し た 
者 に 1 級 普通 免許 状 が , 1 年 以上 在学 し た 者 に 2 級 普 
通 免許 状 が 授 号 さ れる . また , 医師 免許 を 受け て いる 
者 に は 理 療 の 1 級 普通 免許 状 が 授 号 され る . な お お , 理 
療 の 教諭 免許 状 は 1 級 , 2 級 と も に , 医師 免許 を 受け 


て いる 場合 を 除き , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 和 免許, は 


り 師 免許 お よび きゅう 師 の 免許 を も ゃ た な い 者 に は 授与 
され な い (免許 法規 則 64). 

理 療 お よび 音楽 の 特殊 教科 教諭 免許 状 は , 教育 職員 
検定 に 合格 し た 者 に 対し て も ゃ 授 与 され る . その 学力 お 
よび 実務 の 検定 は 次 の 基準 に よる (免許 法規 則 64). 

2 級 普通 免許 状 に あっ て は , 当該 免許 教科 の 助教 諭 
免許 状 を 取得 し た の ち , BFROABE LTS 年間 良 
好 な 成績 で 勤務 し た こと が 所 轄 庁 に よっ て 証明 され , 
か つ 免 許 法 認定 講習 な ど に お いて , 理 療 に あっ て は 


15 単位 , 音楽 に あっ て は 10 単 位 以 上 を 修得 する こ 
ああ 。 

1 級 普 通 免許 状 に あっ て は , 当該 免許 教科 の 2 級 普 
通 免許 状 を 取得 し た の ち , 盲 学校 の 教員 と し て , BR 
の 教科 に つい て は 5 年 間 , 音楽 の 教科 に つい て は 10 
年 間 , それぞれ 良好 な 成績 で 勤務 し た こと が , ATE 
に よっ て 証明 され , か つ , 理 療 科 に つい て は , 免許 法 
説 定 講習 な ど に お いて 5 単位 以上 を 修得 する こと , 音 
楽に つい て は 単位 を 修得 する 必要 は な い . 

な お , 上 述 の 単位 の 修得 は 定 教 育 , SDE, 視覚 生 
理 お よび 病理 な ら び に 理 療 ま た は 音楽 の 専門 科目 に つ 
いて 行 な ち わな けれ ば な ら な い (免許 法規 則 64 ). 

[特殊 教科 助教 諭 免 許 状 ] 特殊 教科 助 教諭 免 許 状 
は , 理 療 の 教科 に つい て は , あん ま マッ サー ジ 指圧 
師 , は り 師 お よび きゅう 師 の 免許 を も つ 者 に , 音楽 の 
BRITO CLE FRE SMO ERIE ERLE 
者 に , それ ぞ れ 教育 職員 検定 に より RF SN. な 
お , これ に つい て の 検定 の 基準 は 特に 定め られ て いな 
い (免許 法規 則 一 65). 

以上 の よう に , AM, 養護 教諭 , 助教 諭 お よび 養護 
助教 諭 に つい て は , 免許 法 に その 資格 が 定め られ て い 
る が , 実習 助手 お よび 寄宿 舎 の 寮母 に つい て は , 免許 
資格 が 定め られ て いな い . 


盲 学校 の 教員 杖 成 

[ 盲 学校 の 教員 養成 機関 ] 教員 養成 は 文部 大 臣 が 認 
定 す る 大 学 の 課程 に お いて 行 な われ る の が 通常 で あ 
り , それ を 補 2 も の と し て , 指定 教員 養成 機関 に お け 
る 養成 や 教育 職員 検定 に よる も の が ある . 

現在 , 盲 学校 教員 養成 課程 は , 宮城 教育 大 学 お よび 
広島 大 学 の 教育 学部 に 設け られ て お り , いずれ も 4 年 
課程 で ある . 入学 定員 は 各 15 人 , 計 30 人 で , 現在 の 
盲 学校 教員 の 電 要 を 満た し 得る 数 と な っ て いる . これ 
ら の 課程 に お いて は , 学生 は 弄 学校 教諭 免許 状 の 取得 
に 必要 な 単位 だ け で な く , その 基礎 に な る 小 ・ 中 ・ 高 
等 学校 教諭 免許 状 の 取得 に 必要 な 単位 を 修得 し な けれ 
ば な ら な い . この た め , 教育 学部 の 小 ・ 中 学校 教員 養 
成 課程 の 学生 に 比べ る と , 負担 が 過重 に な る と いう 間 
題 が か ある. 

指定 教員 養成 機関 と し て は , 現在 , 東京 教育 大 学 教 
育 学部 に 理 療 科 教員 養成 施設 が 設け られ て いる . この 
施設 は , 盲 学校 高等 部 専攻 科 , BRA LEAL, ある 
い は と れ と 同等 以上 の 学力 を 有 し て , あん ま マッ サ 
ー ジ 指圧 師 , は り 師 お よび きゅう 師 の 免許 を 現に も つ 
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か , も し く は 取得 見 込 の 者 に 対 し て 2 年 間 の 教育 を 行 
な い , 盲 学校 特殊 教科 教諭 免許 状 ( 理 療 ) を 与え る 課 
程 で あり , 入学 定員 は 20 人 と な っ て いる . 

[教育 職員 検定 と 現職 教育 ] 特殊 教育 諸 学校 の 教員 
は , 普通 学校 の 教員 に 比べ て , 基礎 教科 の 研修 の ほか 
に , 対象 児 の 障害 に 応じ た 特別 の 指導 法 の 研究 が 必要 
CHS. また , 特殊 教育 諸 学 校 は , 学校 数 が 少な いた 
め , 人 事 交流 に よっ て 普通 学校 教員 が 転入 する こと が 
少な く な く , これ ら 教 員 は 衣 ・ ろ ぅ ・ 養 護 学 校 の 教員 
免許 状 を も っ て いな い . さら に , 最近 急速 に 拡張 され 
た 養護 学校 に つい て は , 新規 採用 者 も 免許 状 を も た な 
い 者 が 少な く な い . そこ で 文部 省 で は , 毎年 , 都 道 府 
県 教育 委員 会 と 共催 で 現職 教育 と あわ せ て 免許 法 上 の 
単位 を 修得 させ る た め の 講 習 会 を 開催 し , 教員 免許 状 
取得 お よび 上 級 免許 状 取 得 の 機会 を 与え て いる . 

盲 学校 関係 で は , 育 教 育 に 関す る 専門 科目 の 単位 を 
修得 させ る 特殊 教育 講座 盲 教育 部 会 , 理 療 に 関す る 専 
門 科 目 を 修得 させ る 盲 学校 理 療 科 教育 講座 を 開設 し て 
UN 

また , 現職 教員 で , さら に 教育 内 容 , 方 法 の 研究 を 
深め る こと を 希望 する 者 に 対し て は 国立 大 学 の 関係 学 
部 に お いて 研修 する 機会 を 与え る 特殊 教育 内 地 留 学生 
制度 を 設け , 指導 者 の 養成 を 図っ て いる . 

この ほか , リハ ビリ テー ショ ン 科 担当 教員 の 資質 の 
向上 を 図る た め の 盲 学校 リハビリ テー ショ ン 科 担当 教 
BES, 教育 課程 に つい て 研究 を 行ない , 指導 力 の 
向上 を 図る 特殊 教育 教育 課程 研究 集会 , 養護 訓練 の 領 
城 の 指導 に つい て 専門 的 , 技術 的 な 知識 , 技能 を 与え 
る 養護 ・ 訓 練 担 当 教員 講習 会 , 心身 障害 児 の 判別 と 就 
学 指導 担当 者 に 必要 な 専門 的 知識 と 技術 を 与え る た め 
の 心身 障害 児 判 別 ・ 就 学 指導 講習 会 , 寄宿 舎 の 寮母 お 
よび 舎 監 に 必要 な 基礎 的 知識 と 技能 を 呈 え る た め の 寮 
母 等 講習 会 を 開催 し て いる . 


盲 学校 教員 の 待遇 
宜 学校 教員 の 待遇 は , 学校 の 設置 者 に よっ て 多少 暴 
な っ て いる が , ここ で は 国 公立 学校 の 教員 の 待遇 に つ 
いて 述べ る . 待遇 こ に は 給与, 勤務 時 間 な どの 勤務 条件 
の ほか , DR (身分 保障 ) が 含ま れる が , こと で は 和 省 
<a 
(BBREORA BFR を 含む 公立 学校 の 教員 
は , 地方 公務 員 で あり , その 勤務 条件 は , 地方 公務 員 
法 に 原則 が 定め られ て お り , それ に 基づい て 「 給 与 , 
勤務 時 間 そ の 他 の 勤務 条件 」 が , 学校 の 設置 者 で ある 





地方 公共 団体 の 条例 で 定め られ る . し か し , 市 町 村立 
学校 職員 給与 負担 法 に より 都 道 府 県 が 給与 な ど を 負 
担 する 市 町 村立 学校 の 教職 員 (県 費 負 担 教職 員 ) OB 
BAHL, 都 道 府 県 の 条例 で 定め る と と に な っ て いる 

(地方 教育 行政 の 紐 織 及 び 運 営 に 関す る 法律 42, 以下 
「 地 方 教育 行政 法 |」 と いう ). 

[給与 ] 公立 の 義務 教育 諸 学 校 に つい て は , 義務 教 
育 費 国 庫 負 担 法 に より , 教職 員 給 与 費 の 実 支出 額 の 2 
分 の 1 を 国庫 負担 と し , その 財政 的 裏付け を 強力 に 行 
な っ て いる . また , 市 町 村立 の 義務 教育 諸 学 校 の 教職 
員 に つい て は , その 給与 費 な ど を 都 道 府 県 が 負担 し て 
いる . 特殊 教育 諸 学 校 に つい て は , 義務 教育 段階 の 小 
・ 中 学部 だ け で は な く , 幼 ・ 高 等 部 も 負担 の 対象 に な 
っ て いる . これ は 特殊 教育 諸 学 校 の 教育 対象 児 が 心身 
障害 児 で ある の で , 幼 ・ 高 等 部 の 教育 も 義務 教育 な みろ 
(に する 必要 が あ る こと と, また, 特殊 教育 SR ORE 
は , 都 道 府 県 立 中 心 で や ある こと を 考慮 し た も の と 考え 
られ る . 

盲 学校 を 含む 国立 学校 の 教員 は 国家 公務 員 で あり , 
その 勤務 条件 の 基本 は 国家 公務 員 法 で 定め られ て お 
り , 具体 的 な 給与 お よび 勤務 時 間 は 一 般 職 の 職員 の 給 
与 に 関す る 法律 (以下 「 給 与 法 | と いう ) に 定め ら 
れ て いて , その 給与 は 給料 お よび 各種 手当 か ら な っ て 
WS. また , 退職 手当 は 国家 公務 員 退 職 手当 法 に 定め 
られ て いる . これ ら の 点 は 他 の 国立 学校 の 教員 と 同 
様 で ある . 

し か し , 盲 学校 教員 を 含む 特殊 教育 諸 学校 教員 は , 
教諭 免許 状 の 取得 に 当たっ て , 普通 学校 の 教諭 免許 状 
の ほか に , さら に 一 定 単位 の 取得 が 必要 で ある な と , 
その 職務 の 専門 性 が 高く , また , 教育 対象 児 が 心身 障 
害 児 で ある た め , その 職務 が 複雑 か つ 困 難 で ある こと 
な ど を 考慮 し て , 特別 に 配慮 され て いる . 

その 第 1 は 俸給 表 の 適用 で ある . 高等 学校 以下 の 教 
員 の 俸給 表 は , 高等 学校 教員 の 俸給 表 と 幼稚 園 , 小 ・ 
中 学校 の 教員 の 俸給 表 と に 分 か れ て いる . そし て , 特 
狐 教育 諸 学 校 の 教員 は 高等 部 に 係る る の を 除き , 後者 
の 俸給 表 の 適用 を 受け る 建前 に な っ て いる が , 当分 の 
間 , 全教 員 に 対し て , 前 者 の 俸給 表 を 適用 する と と と 
な っ て いる . 

第 2 は 僚 給 の 調整 額 で ある . 俸給 の 調整 額 は , 職務 
の 複雑 , AH, 責任 の 度合 い が , 同じ 職務 の 等 級 に 属 
する 他 の 官職 (た と えば 1 等 級 で は 高等 学校 の 校長 ) 
に 比べ て , 著しく 特殊 で あ る 場合 に , 俸給 月 額 の 25 
パー セン ト を 越え な い 範囲 内 で 人 事 院 が 定め る 調整 額 
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表 に より 支給 され る . 

特殊 教育 諸 学 校 の 教員 に 対し て は , その 職務 の 特殊 
性 を 考慮 し て , 次 の 通り の 俸給 の 調整 額 が 支給 され 
る . 
(1 教諭 , 助教 諭 お よび 講師 (特殊 教育 に 直接 従事 す 
る こと を 本 務 と する も の に 限る ) な ら び に 養護 教諭 , 
養護 助教 諭 お よび 寮母 …8 パー セン ト 

(⑫(1) に 該当 する 者 以外 の 教諭 , 助教 諭 お よび 講師 … 


校長 お よび 実習 助手 に つい て は , 人 事 院 は 定め て い 
な い が , 国立 の 特殊 教育 諸 学校 に お いて , 校長 は 大 学 
教授 また は 助教 授 の 兼任 で ある こと , 実習 助手 は その 
職 に ある 者 が いな いこ と に よる も の で あり , 公立 の 特 
狐 教育 諸 学校 に つい て は 当然 支給 され る . 

校長 に は 12 パーセント, 教頭 お よび 人 事 院 の 定め 
る 部 の 主事 に は 8 パー セン ト の 俸給 の 特別 調整 額 ( 管 
理 職 手 当 ) が それ ぞ れ 支給 され る が , これ は 管理 また 
は 監督 の 地位 の ある 職員 に 対し て , その 職務 の 特殊 性 
に 着目 し て 支給 され る も の で , さき の 俸給 の 調整 額 と 
は 性 質 が 異な る の で 併 給 さ れる . 

公立 学校 に お ける 俸給 の 調整 額 の 支給 の 実態 を みる 
と , 多く の 都 道 府 県 は 国立 学校 に な ら っ て いる が , 福 
岡 県 で は 12 パーセント, 東京 都 お よび 大阪 府 で は 10 
パー セン ト の 調整 額 が 支給 され て いる . 

[勤務 時 間 , 休日 , 休暇 , KA) 公立 学校 教員 の 勤 
務 時 間 , 休日 , 休暇 な どの 勤務 条件 に つい て は , 労働 
基準 法 の 規定 の 大 部 分 が 適用 され る (地方 公務 員 法 58) 
の に 対し て , 国立 学校 の 教員 に は 適用 され な い (国家 
公務 員 法 付則 16) と いう 法制 上 の 建前 は 異な る が , 
勤務 条件 の 実質 的 内 容 に は あま り 違 いかが ない. 以下 国 
立 学校 教員 の 勤務 条件 に つい て 述べ る . 

勤務 時 間 に つ いて は , 1 週間 に つい て 40 時 間 か ら 
48 時 間 の 範囲 内 で , 人 事 院 規則 で 定め る こと と に な っ 
C45) (給与 法 14 一 1 , 労基法 32), 同 規則 で 正規 の 
勤務 時 間 は , 1 週間 44 時 間 と な っ て いる . この 44 時 
間 は , 通常 は 月 曜日 か ら 土曜 日 まで に 割 振 る の で , A 
曜日 は 勤務 を 要 し な い 上 日 , すなわち 休日 と な る . し か 
し , 教員 お よび その 職務 に 準ずる 職務 を 行なう 者 の 勤 
務 時 間 に つ いて は , その 勤務 態様 お よび 内 容 に 応じ て , 
国立 学校 の 長 (国立 大 学 の 付属 学校 で は 当該 大 学 の 
Fe) が 別に 割 振 る こと が で きる . 

た と えば , 寄宿 舎 に お ける 寮母 の 勤務 の よう に , 交 
替 制 を と る 場合 は , 是 曜 日 に も 勤務 時 間 を 割 振り , fh 
の 曜日 を 休日 に する こと も で きる (給与 法 14 一 4 , 労 





基 法 35 ). 

な お , 国民 の 祝日 に 関す る 法律 に 規定 する 日 は , 勤 
務 を 免除 する 日 と な っ て いる が , 前 記 休 日 と 重 な ら な 
い 限 り , 勤務 時 間 が 割 振ら れ て いる こと に 注意 する 必 
要 が ある , 年 末年 始 等 人 事 院 規則 で 定め る 日 も 同様 で 
ある . 

休憩 に つい て も 人 事 院 規則 に よっ て , 正規 の 勤務 時 
RIOR Cis is trate 4 時 間 の 勤務 の あと に 30 分 以 
の 休憩 時 間 を 設け する こと に な っ て お り ( 労 基 法 32), そ 
の ほか , 正規 の 勤務 時 間 4 時 間 に つ き 15 分 の 休息 時 間 
を お く こ と と に な っ て いる . し か し , この 休息 時 間 は 正 
規 の 勤務 時 間 に 含ま れる の で , これ を 与え な い 場 合 で 
も 繰越 され る こと は な い . 

正規 の 勤務 時 間 を 越え て 勤務 を 命じ られ る 場合 ( 国 
民 の 祝日 , 年 末年 始 等 に お いて 勤務 を 命じ しら れる 場合 
を 含む ) は , 国立 お よび 公立 の 義務 教育 諸 学 校 等 の 教 
育 職員 の 給与 等 に 関す る 特別 措置 法 (以下 「 給 与 特別 
措置 法 」 と いう ) に よっ て 限定 され て いる (給与 特別 
措置 法 7, 11, 教育 職員 に 対し 時 間 外 勤務 を 命ずる 場 
合 に 関す る 規程 一 文部 省 訓令 ). 

この 時 間 外 勤務 に 対し て は , 超過 勤務 手当 は 支給 さ 
れ な い が (給与 特別 措 思 法 3 一 3, 10), 教員 の 職務 
と 勤務 態様 の 特殊 性 に か ん が み , 俸給 月 額 の 4 ペー セ 
ント の 教職 調整 額 が 支給 され る (給与 特別 措置 法 3 一 
2 ま oo): 

な お , 校長 待 俸給 表 の 等 級 が 1 等 級 で ある 教員 に 対 
し て は , 教職 調整 額 は 支給 され な い が , 一 定 の 調整 が 
な され て いる (給与 特別 措置 法 3 一 1・5, 8). 

な お , 宿 日 直 勤 務 は 本 来 の 勤務 の 継続 で な い 庁 舎 な 
どの 保全 , 外部 と の 連絡 , 文書 の 収 授 お よび 庁 内 の 監 
視 を 目的 と する 勤務 で ある と され て お り , それ に 対し 
て ぼ 宿 日 直 手 当 が 支給 され る (給与 法 19 の 2, 労基法 
1D: 

休暇 は 有給 休暇 と FEARING RNS (給与 法 
15, 労基法 39, 65,67). 有給 休暇 は 年 次 休暇 , 病気 休 
暇 , 特別 休暇 な ど で あ り , 無給 休暇 は 職員 団体 の 業務 
に も っ ぱと 従事 する た め の 休暇 (専従 休暇 ) で ある . 

旅費 は 費用 弁償 的 な 給付 と し て 支給 され , 給与 と と 
も に , 義務 教育 費 国庫 負担 法 , 市 町 村立 学校 職員 給与 
負担 法 に お いて 負担 の 対象 と な っ て お り , 国 , 都 道 府 
県 に よっ て 支給 の 裏付け が な され て いる . 


盲 学校 教職 員 の 職務 
旨 学 校 教 職員 の 職務 は , 一 般 的 に は 学校 教育 法 に 規 
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定 さ れ て お り , さら に と , 服務 お よび 研修 に 関し て は , 
国立 学校 教員 に つい て は 国家 公務 員 法 , 公立 学校 教員 
に つい て は 地方 公務 員 法 , この ほか 教育 公務 員 特例 法 
に 規定 され て いる . また , 公立 学校 の 管理 と いう 観点 
か ら 地 方 教育 行政 法 に 規定 され て いる . この よう に 関 
係 法律 に お いて , それ ぞ れ の 法律 の 目的 か ら 盲 学校 孝 
職員 の 職務 に つい て 定め られ て いる が , ここ で は , 学 
校 教 育 法 に 規定 する 盲 学校 教職 員 の 職務 に つい て 述べ 
a 
[校長 〕 校長 の 職務 は , 就学 奨励 費 に 関す る も の を 
除き , 一 般 の 幼 , 小 , 中 , 高等 学校 に 共通 する も の で あ 
る . LDL, 特殊 教育 諸 学 校 に お いて は , 一 般 学校 に 
は あま り 設 けら れ て いな しい 寄宿 舎 が 設置 され て いる の 
が 普通 で あり , Ek, 幼稚 園 か ら 高等 学校 まで に 対応 
する 部 が 設け すら れ て いる . 

この よう に , 特殊 教育 諸 学校 の 管理 運営 は 複雑 こ な 
っ て いる の で , 特殊 教育 諸 学 校 に は , 校長 を 補佐 する 
管理 職 と し て , 教頭 の ほか に 舎 監 お よび 部 の 主事 を お 
UNGN a: 

[教頭 , 部 主事 , SR) 教頭 に つい て は , 学校 法規 
則 に 「 教 頭 は , 校長 を 助け , 校 務 を 整理 する 」 「 教 頭 
は , 教諭 を 以 っ て , これ に あて る 」 と 規定 され (学校 
法規 則 73 の 14, 22 の 2 一 2 , 3 , を 準用 ), 教頭 の 職 
務 は , 校長 の 権限 を 直接 補助 執行 し . また , 校長 が 校 
務 を 堂 理 す る に 当たっ て の 準備 整理 作業 を 行ない , そ 
の 際 , 必要 に 応じ て 所 属 職員 に 対し て 指揮 監督 を 行 な 
> 管理 職 で ある こと を 示し て いる . 

教頭 は 校長 の 名 に お いて 校長 の 職務 を 補助 執行 ( い 
わ ゆ る 専決 や 代 決 ) する の で ある か ら , 校長 に 事故 が 
ある と き (た と えば 長期 出張 , 病欠 な ど ) に は , 職員 
BR OES CPE REO BNO LD eR EDIT ANIL 
代行 する こと が で きる が , 卒業 の 認定 や 入 退 学 の 許可 
の よう な 法律 上 の 効果 を 伴 行為 は 代行 する こと と が で 
eg aa 

特殊 教育 語学 校 に お いて は , さき に 述べ た よう に 幼 
FES, ZS) TE Sask OSS es,” か 
b, 盲 学校 高等 部 の 多く に は 専攻 科 や 別 科 が 設け られ 
て ゆる 

これ ら 各 部 の 学級 編成 , REAR, BB, 学科 な ど 
(に つい て は , 学 教 法規 則 な ど で 定 め ら れ , 小 ・ 中 ・ 高 
等 部 の 学習 指導 要領 が 別々 に 示さ れ て いる . 

COLD, 部 の 管理 運営 が 教育 対象 と な る 児童 な 
どの 年 齢 層 , 教育 課程 な ど に よっ て 異な る こと を 考慮 
Lt, 学校 教育 法 施行 規則 は | 各部 に 主事 を 置く こと 
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主事 は , その 部 に 属す る 教諭 を も っ て 、 こ れ に 充て 
る 」 と 規定 し , 主 事 の 職務 を 「 校 長 の 監督 を 受け , 部 に 関 
する 校 務 を 掌 る ]」 こ と に ある と 定め て いる (学校 法規 則 
7305). 部 の 主事 は , 校長 の 職務 で ある 校 務 を 補助 
執行 する 管理 職 で ある 点 に お いて は , 教頭 と 同じ で あ 
る が , その 職務 の 範囲 は , その 属す る 部 の 校 務 に 限定 
され る . し た が っ て , 学校 全体 の 補助 執行 者 で ある 教 
頭 の 指揮 監督 を 受け て , 職務 を 執行 する こと に な る . 

学校 教育 法 施行 規則 は , 特殊 教育 諸 学 校 に は 「 特 別 
の 事情 が ある 場合 ] を 除き 「 寄 宿舎 を 設け な けれ ば な ら 
ず 」, 「 寄 宿舎 に は , 含 監 及 び 寮 母 を 置か な けれ ば な ら 
な い 」 [BSR Ae b> CONICS) と 規定 
し (7303, 73 の 4 一 1 , 2), 舎 監 の 職務 を 「 校 長 
の 監督 を 受け , 寄宿 舎 の 管理 及び 児童 等 の 教育 に 当 
A BENE SD 078 の 2 ポポ ク ) 

寄宿 舎 に は , 寮母 の ほか 栄養 士 , 炊 事 婦 , 用 務 員 な ど 
DE D271, HRA OFM CRISES, 学校 の それ ら と 異 
な る の で , 寄宿 舎 の 管理 運営 に 関す る 校長 の 職務 の 補 
助 執行 者 と し て , 舎 監 が 寄宿 舎 に 置か れ て いる の で あ 
Bi 

し た が っ て , 舎 監 は 校長 お よび 教頭 の 指揮 監督 の 
も と に , 寄宿 舎 の 管理 運営 の 第 1 次 的 責任 者 と し て , 
寄宿 生 の 取扱 い , 生活 指導 , 給食 , 保健 な どの 運営 管 
理 , 寄宿 舎 の 備品 , 施設 な どの 物 的 管理 お よび 寄宿 舎 
職員 の 服務 監督 に 当たら な けれ ば な ら な い . 

[教諭 , 養護 教諭 等 ] 学校 教育 法 に 「 教 諭 は , 児童 
等 の 教育 を 掌 る | ERE ( 学 教 潜 76, 28-42% 
用 ), 教諭 の 職務 が , 教場 に お ける 教育 の 実施 , 間接 
教育 活動 , 教育 活動 に 直結 する 事務 と し て の 教務 , そ 
の 他 の 校 務 分 掌 で ある こと を 示し て いる . 学校 教育 法 
に 「 教 諭 は , 教育 を 掌 る ] と 規定 し て ある こと か ら , 
教諭 の 職務 を , 教育 の 実施 な いし それ に 直接 関係 する 
諸 活動 お よび 事務 (いわ ゆる 教諭 の 本 務 ) に 限定 し て 
考え る べき で は な く , 学校 の 所 属 職員 と し て , 校長 の 
指揮 監督 の も る と に 行なう それ 以外 の 校 務 分 堂 (た と え 
ば 宿 日 直 ) も 含め て 考え る べき で ある . 

し か し , 教諭 が 本 務 に 専念 で きる よう に と , AREY 
配置 する こと が , 学校 の 管理 運営 上 望ま し い の で あっ 
て . 学 校 の 管理 者 は , その よう な 教職 員 配 置 に 努力 す 
る 必要 が ある こと は いう まで も な い . 

な お , この 教職 員 の 本 務 と 本 務 以 外 の 校 務 分 党 と の 
関係 は , 以下 に 述べ る 学校 の 教職 員 に つい て も あて は 
まる こと で ある . 
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学校 教育 法 に 「 養 護 教 諭 は , 児童 の 教育 を 堂 る 」 と 規 
定 し , ( 学 教 法 76, 28 一 5 を 準用 ) その 本務 は , 学校 
医 , 学校 歯科 医 お よび 学校 薬剤 師 の 職務 執行 を た す 
け , Ek, その 指導 の も と に 児童 な どの 保健 衛生 や 救 
急 者 護 に 当たる と と で ある と と を 示し て いる . 

この ほか , 学校 に は 助教 諭 , 養護 助教 諭 お よび 実 涯 
助手 が 置か れ , その 本 務 に つい て 次 の よう に 規定 され 
て いる . すなわち ,「 助 教諭 は , 教諭 の 職務 を 助け る 」 
( 学 教 法 76, 28 一 7 を 人 準用), 「 養 護 助 教諭 は , BEA 
諭 の 職務 を 助け る 」( 学 教 法規 則 73 の 14, 49 を 準用 ), 
「 実 習 助 手 は , 実験 又は 実習 に つい て , 教諭 の 職務 を 
助け る 」( 学 教 法規 則 73 の 14 一 2, 64 の 3 を 人 準用) 
Seicigs Cus, 

(BA) FACE BAL, 児童 等 の 世話 及び 教 
育 に 当たる 」 と 規定 し ( 学 教 法規 則 73 の 4 一 3), BA 
の 本 務 は , 寄宿 舎 の 幼児 , 児童 , 生徒 の 身の回り の 世 
話 や 生活 指導 に ある こと を 示し て いる . 寮母 の 本 務 に 
つい て , 世話 お よび 教育 と を 結び つけ て 規定 し て ある 
の は , 身の回り の 世話 を し な が ら 生 活 指導 も 同時 に 行 
な ら と いら 意味 で あっ て , 両者 が 切 離 せな いも の で あ 
る こと と を 示し て いる . この 世話 と 生活 指導 の 量 的 関 
係 は , 寄宿 生 の 年 齢 段階 に 応じ て 変わ っ て くる の で あ 
っ て , 低 年 齢 に お い て は 世話 が 中 心 と な る の に 対し 
て , 高 年 齢 に な る に 従っ て 生活 指導 が 中 心 に な る . ま 
fe, 世話 と 生活 指導 の 内 容 も , 年 齢 段階 に よっ て 変わ 
っ て くる こと は 当然 で ある . な お , 「 世 話 及び 教育 」 
の うち の 教育 は , 教諭 の 教育 と 異な り , いわ ゆる 教科 
な どの 教育 で な いこ と に 注意 する 必要 が ある . 

[事務 職員 ]〕 学校 教育 法 は 「 事 務 職 員 は , 事務 に 従 
事 す る 」 と 規定 し , 事務 職員 は 学校 の 管理 運営 に 伴う 
庶務 , BH, 会 計 お よび 人 事 の 事務 に 従事 する こと が 
本 務 で ある こと を 規定 し て い る ( 学 教 法 76, 28 一 6 
を 準用 ). 特殊 教育 諸 学 校 に お いて は , 寄宿 舎 が 一 般 
的 に 設置 され , また , 就学 奨励 法 に 基づき 都 道 府 県 が 
支弁 する 経費 が 校長 に 交付 され , その 経費 を 校長 が 喝 
童 な どの 保護 者 な ど に 支給 し , さら に , 支 電 すべ き 経 
費 の 算定 資料 を 作成 し て いる の で , その 事務 も 一 般 学 
校 に 比べ て 複雑 か つ 多 量 で ある . 

この た め , 公立 特殊 教育 諸 学 校 に お いて は , 学校 規 
模 の 大 小 に か か わら ず , 事務 職員 が 小 , 中 学部 に 各 1 
A, 高等 部 に 2 人 配 皿 され る よう な 教職 員 定 数 の 標準 
ies OWS. (7 eH -—) 


対象 者 と その 判別 


判別 の 意義 

視覚 に 障害 が ある た め に , 教育 上 特別 な 配慮 を 必要 
と する 児童 ・ 生 徒 を 医学 的 , 教育 的 に 検査 し , 判別 す 
る と いら こと は , この 教育 を 始め る に 当たっ て の 第 1 
の 要件 で あり , 次 の よう な 意義 が ある . 

1① 視 覚 障害 の 質 , 程度 お よび その 状態 な ど が 一 時 的 
で ある か , 恒久 的 な も の で ある か に よっ て , 視覚 障害 
児 の 就学 すべ き 教 育 の 場 を 決定 する 資料 を 得る こと . 
(⑫) 個 々 の 児童 に 適合 し た 教育 の 内 容 ・ 方 法 を 決定 す 
2 だ 

(3 就学 義務 の 猫 予 また は 免除 を 決定 する 資料 を 得る 
ae 

(4) そ の ほか , 判別 の 状況 を 地域 的 , 全国 的 に 検討 す 
る こと に よっ て , 行政 上 改善 すべ き 資 料 が 得 ら れる こ 
と . た と えば , 視覚 障害 児 を 教育 する た め の 盲 学校 の 
適正 配置 や 教育 形態 の 改善 方 法 , 教職 員 の 養成 ・ 確 保 , 
施設 設備 の 改善 か ら , さ ら に は 義務 教育 の 適正 化 や 児 
童 の 福祉 や 保護 を 図る 施策 の 資料 と も な る の で ある . 


判別 上 の 注意 

判別 は 法令 の 規定 に 基づき , 医学 的 , 教育 ・ 心 理学 
的 諸 検 査 の 協調 こよ ょ っ つ 行 な われ な けれ ば な ら な い の 
で ある が , すべ て の 場合 に お いて , 厳密 に 客観 的 に 判 
別 し 得 る と いう も の で は な い . 判別 に 当たる 者 も , FI 
別 を 受け る 者 も ゃ 人間 で あり , し か も ゃ も , その 判別 が 物理 
学 的 測定 と は 違い , 人 間 と し て の 機能 の 判別 を する の 
で ある か ら , むし ろ , 客観 的 判別 を 記せ こと は 困難 で 
ある 場合 が 多い . 視力 の 程度 は , その 時 点 に お いて あ 
る 程度 正確 に 検査 する こと は 可能 で ある が , それ だ け 
を 重視 する こと な く , 失明 の 時 期 , 原因 , 症 状 や 予後 , 
その 他 , 学習 上 , 生活 上 な どの 諸 能 力 と の 関連 に お い 
て 総合 的 な 判断 を 必要 と する . 

教育 の 効果 は 各 児 童 の 生活 環境 や 生育 歴 , ある い は 
教育 を 受け る べき 場 の 条件 いか ん に よっ て も ゃ 大 きく 左 
太 さ れる も の で ある か ら , 判別 の 基準 を 機械 的 に 適用 
し て 判別 し た 結果 , その 者 に 対す る 教育 の 可能 性 が 阻 
害さ きれ る よう な こと と の な いよ うら 十分 に 注意 する こと が 
TEWMEDCHS. 

以下 は 文部 省 が 原田 政美 依頼 し て まとめ た も の 
で , 視覚 障害 者 の 判別 に つい て , 都 道 府 県 教 育 委 員 会 
や 学校 に 示し て いる 指導 事項 で ある . 
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教育 上 に お ける 視覚 障害 者 の 判別 基準 

視覚 障害 者 と は , 眼球 , 視神経 お よび 大 脳 視 中 枢 な 
ど で 構成 され て いる 視覚 機構 の いずれ か の 部 分 の 障害 
に より , 見 る こと が 不可 能 ま た は 不 自由 に な っ て いる 
も の で ある . 

教育 上 の 立場 か ら み た 場合 , 視覚 障害 は 盲 者 と 弱視 
者 と に 大 別 さ れる . 

1) 盲 者 視覚 に ょ る 教育 が 不可 能 ま た は 著しく 困難 
な 者 で , 主として 触覚 お よび 聴覚 な ど , 視覚 以外 の 感 
覚 を 利用 し て 教育 すべ き 者 . 

⑳ 弱 視 者 視覚 に よる 教育 は 可能 で ある が , 文字 の 
拡大 な ど 教 育 上 に 特別 な 配慮 を 必要 と する 者 . 

青 者 と 弱視 者 と を , 視力 の 測定 値 に よっ て 区 分 する 
こと は 著しい 困難 を 伴う . 視力 の 測定 値 は , 視力 表 の 
視 標 が 見 える か どう か と い 2 特 定 の 検査 結果 を 表わし 
た だ け の も の で あっ て , 教育 上 に 利用 され る 視覚 の 程 
度 を 正しく 表わす も の で は な いか ら で あ る . し か し , 
視覚 障害 者 を 判別 する た め に は , 視力 値 に よっ て いち 
お う の 基 準 を 定め る 必要 が ある . 

一 般 に 視力 0.3 以上 の 者 は , 普通 学級 の 教育 こ に ほ と 
ん ど 支 議 が な い が , 視力 0.3 未満 の 者 は 教育 上 特別 な 
配慮 を 必要 と する . 視力 0.3 未満 の 者 の うち , AD 
0.04 以上 で あれ ば 視覚 に よる 教育 が お お むね 可能 で 
ある が , 視力 0.02 未満 の 者 は 視覚 に よる 教育 が 困難 
(に な る . この よう な 観点 か ら 定 め ら れ た 従来 の 慣行 的 
区 分 は , 次 の 通り で ある . 

① 盲 者 視力 0.02 未 満 (1 メー トル の 距離 で 指数 
を 弁 じ 得 な い 程 度 ). 

② 準 盲 者 視力 0.02 以上 , 0.04 未満 (2 メー トル 
の 距離 で 指数 を 弁 じ 得 な い 程度 ). 

③ 弱 視 者 視力 0.04 以上 , 0.3 未 満 . 一 般 に 盲 者 
と いえ ば , 光 を 全く 感じ な い 全盲 だ け を 意味 する も の 
と 考え られ が ち で ある が , 実際 に は ある 程度 の 視力 の 
保有 者 を も 含む も る の で ある . 

定 学 校 は , 盲 者 に 対し て 点字 を 使用 する な ど , 視覚 
以外 の 感覚 に よる 教育 ( 盲 教育 ) と 弱視 者 に 対 し て 活 
字 で 印刷 され た 教科 書 を 使用 する な ど 視 覚 を 用 いる 教 
育 (弱視 教育 ) を 行なっ て いる . 弱 視 教育 は 盲 学校 だ 
け で な く , 普通 学校 内 に 設け られ る 特殊 学級 に お いて 
も 行なわ れ , 視力 0.1 以 上 0.3 未満 の 弱視 者 が お お む 
ね その 対象 と な る . LOL, 視力 が この 程度 で あっ て 
ゃ も , 視力 以外 の 視 機能 障害 が 高度 で あっ た り 進 行 性 眼 
疾患 の ある 者 は 盲 学校 の 対象 と な る . 


SC, と こと で 視力 と 呼ん で いる の は , 眼鏡 を 用 いて 
屈折 異常 を 矯正 し た 視力 (矯正 視力 ) で ある . 近視 , 
mt, 乱視 な どの 屈折 異常 者 に お いて は , 眼鏡 を か け 
な い 視 力 (裸眼 視力 ) が 低い 者 が 多い が , ARB AIT 
る こと に よっ て 良好 な 矯正 視力 が 得 ら ん れる の が 普通 で 
HL. 教育 上 問題 に な る の は , 眼鏡 を か け て も 良好 な 
視力 の 得 ら れん な い 者 で あり , この 意味 で 単に 視力 と い 
えば 矯正 視力 を 指す こと に な る . 

次 に , 片 眼 の 視力 か が どん な に 低く て も , 他 有 眼 の 視力 
が 良けれ ば 教育 上 特別 な 配慮 を 必要 と しない. し た が 
っ て , ここ で は 両 眼 の 視力 を 問題 に すべ き で ある . 欧 
米 で は 判別 の 場合 に , 良い 方 の 目 の 視 力 を 基準 に し て 
いる が , わが 国 で は 両 眼 を 開い て 見 た 場合 の 視力 を 基 
CLT CWS. 

学校 教育 法 施行 令 第 22 条 の 2 の 表 に よる と , BF 
校 に 就学 させ る べき 視覚 障害 者 の 範囲 を 深 の よう だ 規 
定 し て いる . ① 両 眼 の 視力 が 0.1 未満 の も ゃ の . ②⑫ 両 眼 
の 視力 が 0.1 以 上 0.3 未満 の も の また は 視力 以外 の 視 
機能 隊 害 が 高度 の も の の うち , 点字 に よる 教育 を 必要 
と する も の また は 将来 点字 に よる 教育 を 必要 と する こ 
と と な る と 認め られ る も の . 

この うち ② に ある 視 機能 障害 が 高度 の も の と は , 高 
度 の 視野 狭 宅 , 高度 の 夜 紅 な ど を いう . また , BOER 
字 教 育 を 必要 と する と と と な る と 認め られ る も の と 
は , 進行 性 眼 疾患 の た め 将来 障害 が 高度 に な る と 予想 
され る も の を いう . し た が っ て , これ ら の 者 に 弱視 教 
育 を 行なう べき か , Ek, ある 時 期 か ら 盲 教育 を 併せ 
条 な 2 べき か に つい て は < fea) eel a NOM 
い . 教育 上 の 立場 か ら 視 覚 障害 者 を 論 し る 場合 に は , 
医療 に より 回 復 で きる 者 を 含ん で いな い . また 医療 が 
不 完全 で ある た め 障 害 が 進行 する 危険 の ある 場合 に は 
まず 十分 な 医療 を 受け る こと が 必要 で ある . 医療 に 長 
期間 を 必要 と する 場合 に は , 就学 猫 予 の 措置 が 考慮 き 
れる し , 療養 中 に 教育 を 受け る こと も で きる . し か 
し , 現代 の 医学 で は , 医療 効果 が 認め られ な い 眼 疾患 
が 若干 あり , 障害 の 進行 を 防止 で き な い 場合 が ある . 
上 記 の 進行 性 眼 疾 患 と は こと の 種 の も の で ある . 進行 性 
眼 疾患 の 代表 的 な も の は 網膜 色素 変性 征 で ある . これ 
は 年 齢 と と も に 視力 障害 お ょ び 視 野 の 狭 窪 が 高度 と な 
り , 医療 の 効果 は 認め られ な い . 


日 常 生活 動作 に お ける 特徴 
VSR RORA 全盲 児 で は , いか に も ゃ も 目 が 見 えな 
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いと いう ら 状 態 が 明らか に 認め られ る . 生後 数 カ月 に お 
いて ふる, 光 や 音 の し な い 玩 具 な ど に 目 あ る い は 顔 を 向 
ける こと が な く 無 反応 で ある た め , 早期 に 発見 する こ 
0 で きろ る 。 

過 保 護 に な ら な いよ うに 適当 に 指導 すれ ば , 心身 の 
発達 が 普通 喝 と 比較 し て 劣る こと は な い . 歩行 , 飲食 
その 他 の 日 常 生 活 に は 親 の 介助 が 必要 で ある が , 視覚 
以外 の 感覚 の 活用 より , 介助 に 頼ら な い 生活 も ある 
ECS SLICES. も し 歩行 , 言語 な どの 開始 
時 期 が 普通 児 に 比 し 著しく 遅れ て いる な らい ば , 視覚 
以外 の 心身 に 障害 が ある も の と 疑 わな けれ ば な ら な 
ye 

証 児 に み られ る 特有 な 動作 と し て , BAR (Blind- 
ism) が ある . これ は 自動 的 自己 刺激 の 行動 で あっ て , 
指 を を 目 な ど に 入れ , ある い は 身体 の 一 部 を 手 で いじ る 
と いっ た よう な 動作 を 絶え ず 反 復 す る . また 身体 を ゆ 
す ぶ り , 身体 の 一 部 を こと さら に 動か す と いう 習慣 的 
動作 も みみ られる. 

(@⑫) そ の 他 の 盲 児 の 特徴 視覚 障害 の 程 放 に より , 上 
記 の 全盲 の 特徴 ある い は 下記 の 弱視 児 の 特徴 が 現われ 
る . 

(⑧ 弱 視 児 の 特徴 普通 児 と 比べ て あま り 大 き な 違 い 
が な いた め , 学齢 期 に な る まで , 視覚 障害 の ある こと 
が 発見 され な い 場 合 が 多い ほど で ある . し か し , 注意 
し て 観察 する と , し ば し ば 次 の よう な 特徴 を 認め る . 

① 有 眼球 が 常に 揺れ 動 いて いる ( 有 眼 振 ). 斜視 に な っ 
て いる . ⑳ 物 を 見 る 場合 に 頭 を 傾け , 目 を 著しく 接近 
させ る . 見 る 物 に 視線 が 正しく 向かわ な い . ③ 目 を こ 
する . 目 の 前 か ら 何 か を は らい の け よ うと する . ④ 普 
通 児 が 絵本 を 見 る 年 齢 に な っ て も , あま り 興 味 を 示さ 
な い . ⑤ テ レビ に あま り 興 味 を 示さ な いも の と , テレ 
ビ に 接近 し て か じ り つ く よ う に 見 入る も の と が ある . 
⑥ 目 と 手 と の 連合 を 必要 と する 遊び が へ た で ある . ⑦ 
遠方 の 物 を 見 る 場合 に は , FARR UCHOML, 


顔 を ぐる ぐる 回 す . し か し , 遠方 の 物体 に は , あま り 


興味 を 示さ な い . 明る いと ころ で は 極端 に まぶし が 
る . 

読書 に 当たっ て は , 次 の ょ うな 特徴 が み られ る こと 
が か が 多い. 

① ま ば た き が か が 多い. ② 本 を 目 に 近づけ る の が 普通 で 
HOD, 本 まで の 距離 を し ば し ば 変え ん る こと と も ある . 
③ 興 味 が 持続 せ ず , 短 時 間 で 中 止 す る . OF AROS 
る か , ある い は 手 で あさ ぐ . ⑥⑤ 顔 を 片側 に 回 し て 傾 
け , 片目 だ け を 本 に 接近 させ る . ⑥ 衣 読 さ せ て みる と 





速度 が 遅く , 字 を と ば し た り 行 を 間違え る こと が 多 
い . 形 の 似 た 文字 を 混同 し て 読み 逢え る こと も ある . 
⑦ 同 じ 場 所 を 繰返し て 読む . 

読書 の ほか , 教育 の 場 に お いて し ば し ば みろ み られ る 特 
PUL, 次 の 通り で ある . 

① 本 を 目 に 接近 させ れ ば 読む こと が で きる が , 書く 
こと は 不得 手 で ある . ②⑫ 黒 板 に 書い た 字 を 満足 に 読 
こと が で き な い . ③ ボ ー ル 遊び や 釘 を 打つ こと な ど , 
遠近 感 や 立体 感 を 必要 と する 動作 が きわ め て へ た で あ 
る . ④ 色 の 区 別 が 困難 , また は 不 完全 で ある . 

黒板 の 字 を 見 る と き 眉 に し わ を 寄せ , 目 を 細め る こ 
と は 視力 の 低い 証拠 で ある . し か し , これ ら の 多く は 
近視 や 乱視 な どの 屈折 異常 者 で , 眼鏡 を か けれ ば 視力 
が 向上 し て 目 を 細め る こと が な く な る . それ 以外 の 視 
覚 障害 で は , 目 を 細め る も の は 少な い . た だ し , 全 色 
盲 や 白子 眼 は , 明る いと ころ で は 常に 目 を 細め て いる 
の が 特徴 的 で ある . 

(4 その 他 の 視 機能 障害 の 特徴 視野 の 狭 窪 が 強い 場 
合 に は , 横 か ら 近 づい て くる も の に 気がつか な い . ボ 
ー ル を 投げ られ た 場合 , 単に 視力 が 低い だ け な ら ば 受 
け と め よ うと する 動作 が み られ る が , 視野 の 狭 窪 が 強 
いと ボー ル の 来る の が 全く 判ら ず , 身体 に 当たっ て か 
ら あ わ て る . 

夜 形 が ある 場合 に は , 明る いと ころ で は 不 自 由 は な 
WAS, 少し で も 暗い と こと ろ で は 手 さ ぐ り に な る . 夕方 
に な る と 戸外 で は 遊ぶ こと が で きた ない . 全 色 盲 は 色 の 
区 別 が 困難 で ある か ら , 色彩 画 を 書か せ て みれ ば その 
特徴 が は っ きり 認め られ る . し か し , 4TH, 色 
の 区 別 が 困難 で ある こと より も , 視力 が 低い と い 2 特 
徴 の 方 が 強い た め , 低 視 力 児 と し て 発見 され る の が 普 
通 で ある . 

5 中 途 障 害 児 の 特徴 生来 の 盲 児 あ る い は 弱視 児 に 
お いて は , 過 保 護 に 陥っ て いな い 限 り , 普通 児 に 劣ら 
な い 活 発 な 行動 が か み られ る こと が 多い . また 視力 障害 
を 他 の 能力 で カバ ー し て , 外見 上 の 諸 特 徴 が 全く 現 わ 
れ な い だ け で な く , 上 記 の 特徴 と は 逆 の 態度 を 示す も 
の も ある か ら 注 意 が 必要 で ある . 

これ に 反し 生後 中 途 で 視力 障害 が 起こ っ た 場合 に 
は , 上 記 の 諸 特 徴 が 明瞭 に 認め られ る も の で ある . 特 
に 強度 の 視力 障害 が 起こ っ た 直後 に は , 歩く 場合 に 上 
体 を 後方 に そら し , 手 を 前 に あげ て 警戒 し な が ら 歩 く 
と い 2 特 有 た な 姿勢 を と る の が 普通 で ある . 動作 は すべ 
て 鈍重 に な る が , それ で も 障害 物 に 衝突 する な ど , 各 
種 の 失敗 を 重ね る こと が 多い . 年 長 児 で は , 新た に 起 
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こっ た 視力 障害 と いう 事態 に 適応 する こと は 容易 で な 
く , これ ら の 特徴 は 長期 間 持 続 す る . し か し , 生後 早 
期 に 視力 障害 が 発生 し た 場合 に は , 比較 的 速やか に 適 
応 し て , 生来 の 障害 児 と ほとん ど 変 わら な い 活発 な 起 
居 動 作 が 可能 に な る . 


視力 検査 の 方 法 と 手順 

最も 重要 な の は 視力 の 検査 で ある . 正確 な 視力 を 測 
定 す る た め に は , 専門 的 な 経験 と 厳密 な 測定 条件 の 整 
備 が 必要 で ある が , 判別 の 基 左 資料 を 得る た め の ス タク 
リー ニン グ 的 な 検査 の 場合 に は , 以下 に 述べ る 程度 で 
十分 で ある . 

(最小 限 必要 な も の 視力 表 (5 メー トル 用 で , 正 
確 に は 万 国 式 試 視力 表 と 呼ぶ ). 板付 レン ズ . 指標 指 
示 棒 . 巻尺 . これ ら に 加え て , ラン ドル ト 氏 環 単 一 視 
標 お よび 照度 計 が あれ ば 便利 で ある . 

@⑫) 準 備 部 屋 は 5 メー トル の 測定 距離 が 十分 に と れ 
る 広い も の を 選ぶ. 部 屋 は な る べく 明る い 方 が よく 
( 50 ルク ス 以 上 ), 人 工 照明 で も 差 支 え は な い . た だ 
し , 被 検 者 の 目 が まぶし く な る よう な 強い 光源 が 被 検 
者 か ら 直 接見 えて は いけ な い . 

窓 と 反対 側 の 壁 に 視力 表 を 掲げ , 被 検 者 は 窓 を 育 に 

し て 視力 表 を 見 る よう に する . し か し , 部 恒 の 構造 上 
距離 が 不足 する な ら ば , 窓 が 横 こ くる よう に し て も よ 
い . 視力 表 の 高 さ は , 1.0 の 視 標 が 眼 の 高 さと 一 致す 
Ax 3% 8 a: 
部 屋 は 静か で , 被 検 者 の プラ イバシー を 保つ た め , 1 
人 ずつ 入室 させ る の が 理想 的 で ある . 多 人 数 を 同時 に 
部 屋 に 入れ て お く と , 視力 表 を 暗記 する 機会 を 与え る 
こと に な る し , 被 検 者 に 答 を 教え た り , 誤 答 の 場合 に 
声 を あげ た りす る か ら 注 意 が 必要 で ある . 

視力 表 の 照明 は 均一 で 強い 反射 が な いよ うに し , BR 
度 は 500 シク ス ぐ らい が 望ま し い が , それ 以下 の 場合 
で も な る べく 200 ルク ス 以 に 上 する こと が 望ま し い . 
厳密 に は 照度 計 を 用 いて 照度 を 測定 し , 不足 し て いる 
場合 に は スタ ンド を 用 いて 斜 め 前 方 か ら 追加 照明 す 
る . し か し , 一 般 的 に は 稚 備 者 が らく に 視力 表 の 見 え 
る 程度 の 照明 に な っ て いれ ば さしつかえ は な い . 視力 
表 照明 装置 と し て 市 販 さ れ て いる も の を 用 いれ ば 簡単 
で ある . 

視力 表 の 位置 か ら 巻 尺 で 距離 を 測定 し , 1 メー トル 
ご と に 白 黒 で 短い 線 を ひき , 5 メー トル の 位置 に 長い 
明瞭 な 線 を ひく . 5 メー トル の 線 に 先端 を 接し た 足 型 
を 描い て お け ば 便利 で ある . 





検査 に 先 だ ち 被 検 者 を 集合 させ , 視力 表 の 見 か た と 
片 眼 の ふさ ぎ か た を 説明 する . 視力 表 に は いろ いろ な 
種類 が ある が , 左 方 に ラン ドル ト 氏 環 , 右 方 に 平仮名 
の 視 標 が か な らん で いる も の が よい . 視力 表 を 見 る 場合 
に は , 目 CR) BHD), 顔 を 横 こ 回す よ うな 不 
自然 な 状態 を と ら な いよ うに 注意 を 与え る . 

片 眼 の 遮蔽 に は , その 側 の 自分 の 掌 を 用 いる の が よ 
い . 堂 は 腕 に 近い 部 分 を 用 いて 鼻 よ り に と 当てる. そう 
し な いと 指 の 隙間 や , 鼻 根 部 と 堂 の 間 か ら 視 力 表 が 見 
えて し まう . あま り 強 く 目 を 押え る と , その 目 の 視 力 
を 測定 する と き ぼ ば ん や り し て よく 見 えな い . この ほか 
計 眼 子 と いう 市 販 の 諾 蔽 用 具 を 使用 し て も よい . また 
各 人 ご と に 遮蔽 用 の カー ド を 自 製 し て 使う の も ゃ 一 方 法 
CHAS. これ は , や や 厚い 紙 を 10 モン チ メ ー ト ん ル 平 
方 以上 の 大 き さ に 切っ た も の で , と の カー ド の 外 下 端 
を 指 で 支持 し て 目 に 当て る . いずれ の 場合 で も , ik 
し て いる 目 を 開い て いる か 閉じ て いる か は , 特に 統制 
し な いで 上 自由 に まかせ た 方 が よい . 眼鏡 を か け て いる - 
と き は , VY AD LASERS. 

検査 の 実施 視力 の 測定 は , AR, 左 眠 の 順序 で 
行なう . 眼鏡 を 所 持 し て いる 被 検 者 で は , まず 眼鏡 を 
か けた 状態 で 検査 する . 裸眼 視力 は あと で 簡単 に 検査 
し , 参考 と し て 記載 する 程度 で よい . 

指示 俸 を 用 いて 0.1 の 平仮名 視 標 を 指し , 正答 すれ 
ば 直ちに 下段 の 視 標 に 移る . 正答 で き な い 視 標 に 立 し 
た な ら ば , その 上 段 に 戻っ て その 段 の 視 標 を 3 個 読 ま 
#4. 3 個 と も 正解 すれ ば , その 段 の 値 を 視力 値 と す 
る . 正解 で き な け れ ば , さら に 1 段 上 に 戻る . 

検査 に な れ た 比較 的 視力 の 良い 被 検 者 に 対 し て は , 
0.5 ぐら い の 視 標 か ら 始 め て さしつかえ ない . 1.2 以 
上 の 視力 値 を 求め る 必要 は な い . 

5 メー トル の 距離 か ら 0.1 の 視 標 が 見 えな い 場 合 に 
は 50 モン チュ メー トル づつ 光 第 に 前 進 させ る . 1 メー 
トル の 距離 で 0.1 の 視 標 が 見 えた と すれ ば , その 視力 
は 0.1 に 5 分 の 1 を か けた 0.02 と な る . 1 メー トル 
まで 前 進 さ せ て も 0.1 の 視 標 が 見 えな いと き は , 眼前 
50 セン チ メ ー ト ル に を 義 本 か の 指 を 出し , お の お の の 
指 の 間隔 を 十分 に 開い て , その 指 の 本 数 を 答え させ 
る . 指 の 本 数 を 正解 すれ ば 50 センチ BRAG, これ は 
0.01 に ほぼ 等 し い . 正解 で き な け れ ば Be AK 近 づ 
け , 正解 で きた 距離 を 測っ て 何 セ モン チ 指 数 と いう よう 
こ 表 わす . 指 の 数 も 判ら な いも の は , 目 の 直前 で 手 を 
動か し , その 手 の 運 動 が わか れ ば 眼前 手動 と 記載 す 
る . 手 の 動 き が わか ら な けれ ば 懐中 電 知 の 光 を 目 に 当 
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て , 消 燈 し た か 点 燈 し た か の 区 別 が わか れ ば 光 覚 と す 
る . これ も わか ら な けれ ば 視力 0, すなわち 全盲 で あ 
a 

検査 に 当たっ て は , 被 検 者 の 状態 を よく 観察 し , 次 
の よう な 行動 が な いよ うに 注意 する . 

① 頭 や 上 体 を 前 に 出す . ② 頭 を 回 すか , 傾け る . © 
片目 の 遮蔽 の 隙間 か ら の ぞ く . ④ 顔 を し か め , 目 を 細 
め る . ⑤ 顔 を 下げ て 見 上 げ る . ⑥ 激 し くま ば た き を す 
る . ⑦ 視 力 表 以外 の 方 向 に 視線 が 向い て いる . 

(④ 屈 折 異 常 の 矯正 裸眼 視力 が 1.0 に 満た な いも の 
お よび 有 眼鏡 所 持 者 が その 眼鏡 を か けた 場合 の 視力 が 
1.0 に 満た な い 場 合 は , と も に 板付 レン ズ を 用 いて 視 
力 が 向上 する か どう か を 検査 する . 

板付 レン ズ に は 遠視 矯正 用 の 凸レンズ を 配列 し た も 
の と , 近視 矯正 用 の 凹レンズ を 配列 し た も の と が あ 
る . また , 乱視 矯正 用 の 円 柱 レン ズ を 配列 し た も の も 
DOM, こと で は 凹レンズ の も の だ け を 使用 する . 通 
常 2 本 を 1 組 と し , 1 本 は 一 0.5 D (ディ オプ トリ ) 
か ら 0.5D き ざ み で 一 3.5D ま で , 他 の 1 本 は 一 4.0D 
か ら 1 D き ざ み で 一 8.0D まで 記 一 10.0D と 一 13.0 
D が 加わ っ て いる . これ と は 別 の 構造 の も の で も 使用 
法 は 同じ で ある . ( 

軽度 の 遠視 は 裸眼 視力 が 1.0 以上 に な る の で 矯正 の 
対象 に な ら な い . それ 以外 の 遠視 お よび 乱視 の 矯正 
は , 専門 家 で な いと むり で ある . これ に 対し 近視 に よ 
る 視力 低下 は , 板付 レン ズ に より 矯正 が 容易 こ で きる 
し , 視力 が 1.0 に 達し な いも の の 大 多数 は この 種 の も 
の で ある か ら , 近視 の 矯正 に 重点 を 思 く わけ で ある . 

板付 レン ズ に よる 矯正 は 弱 度 の レン ズ か ら 始 め , 次 
第 に 強度 の レン ズ に 移る . 被 検 者 が 近視 な ら ば , レン 
ズ を 強い も ゃ の に 代え を る ご と に 視力 表 が 明瞭 に 見 える よ 
うに な り , 遂に 最高 の 視力 に 培 す る . それ を 過ぎ て も 
視力 は 低下 し な い が , 視 標 が 小さ く 見 える . さら に 強 
度 の レン ズ に する と 初め て 視力 が 低下 する . 最高 の 視 
力 が 得 ら れ た レン ズ の うち 最 弱 度 の も の を , TORR 
BOmiteeg oS. 視 だ は 一 40D で 0:6, 5.0 
Dero, “ey crue biz, 9 0 を Ss. 4 
し この 被 検 者 の 裸眼 視力 が 0.04 で ある と する と , 和 
正 視 力 を カッ っ の 中 に 入れ て 次 の よう に 記載 する …… 
0.04 (1.0xー5.0D). た だ し 裸眼 視力 , 矯正 視力 , 
矯正 眼鏡 の 度 を 別々 に 記載 する 様式 で は , 0.1, (1.0), 
—5.0D と どす る. 

眼鏡 を 所 持 し て いる も の に つい て は , その 眼鏡 を か 
けさ せ て お いて , その 上 か ら さ ら に 板付 レン ズ を 用 い 





て 追加 矯正 を 行なう . し か し , それ で も 十分 な 矯正 視 
力 が 得 ら ん ない とき は , あぁ た た び 有 眼鏡 を は ず し て 板付 
レン ズ の 援 り 止め を する . 

板付 レン ズ は 鼻息 な ど で 曇 りや すい . 高学年 の 検査 
で は , 被 検 者 自身 に 板付 レン ズ を 垂直 に 保持 させ , 自 
分 で 最良 の レン ズ を 選ば せる の が 簡単 で ある が , この 

合 は 特に レン ズ が 明 り や すい . 一 般 に は 板付 レン ズ 
を 頭 部 に 対 し 斜め に 保持 する の が よい . レン ズ は 有 眼前 
1.5 セン チ ま で な る べく 接近 させ , 被 検 者 の 目 が レン 
ズ の 中 央 に ある よう に する . 

(5) 小児 の 検査 小児 用 の 視力 表 と し て , 影絵 の よう 
な 図形 視 標 を 並べ た も の が ある が , これ で も 概略 の 視 
力 は 得 ら れる . LAL, 次 に 述べ る ラン ドル ト 氏 環 単 
一 視 標 の 方 が 簡単 確実 で ある . 

一 般 の 視力 表 に ある ラン ドル ト RRR, 0.1 か ら 
1.0 まで 切抜き , これ を 20 セン チ ヂ 平 方 の AV 厚紙 に 
は る . 0.1 の 異 に は 0.2 を は る と いう よう に すれ ば , 
全部 で 5 枚 に な る . この 単 一 視 標 の 環 の 切れ 目 が , 上 
下 左右 の いずれ か に な る よう に 厚紙 の 端 を 保持 し , 上 
述 の 視力 検査 と 同 要領 で 検査 を 行なう . 

まず 被 検 旧 の 1 メー トル 位 前 方 で 0.1 の 視 標 を 呈示 
し , 切れ 目 の 方 向 を 正確 に 答 を る よう に 教え る . 次 に 
5 メー トル の 距離 に 移り , 次 第 に 小さ い 視 標 に 代え 
る . 視 標 は 常に 被 検 児 の 目 の 高 さ に 保つ . 上 下 左右 の 
いずれ か 3 方 向 を 試み て, 全 正解 する 最小 視 標 を 視力 
値 と する . 0.1 以下 の 視力 測定 に は , 検査 者 が 被 検 児 
に 近づい て も よい . 視 標 の 呈示 に 当たり , 切れ 目 の 方 
向 が 少し で も 斜め に な る と , 役 検 児 は 混乱 し て 答え 難 
va, 

(@⑥) そ の 他 普通 の 視力 表 を 用 いた 検査 で 視力 が 0.3 
未満 の も ゃ の は , 単 一 視 標 を 用 いて 再 検査 する の が 望ま 
Ble 

hatORAIL TS THR EK L CTT I£B 5 OCHS 
が , 判別 の た め に は 両 眼 を 開い て 見 た と き の 視 力 が 基 
準 に な る の で , 片 眼 ずつ の 視力 が 右 眼 左 上 限 と も に 0.3 
未満 の と き は , 両 眼 検査 を 最後 に 行なっ て みる . これ 
が 0.3 以上 の 視力 が 得 ら れれ ば , 基準 以上 の 視力 が あ 
る こと に な る . それ で も な お 視力 が 0.3 に 達し な いと 
き は , 精密 検査 を 必要 と する . 

視力 以外 の 視 機能 障害 が ある か どう か の 検査 , た と 
えば 視野 の 検査 な ど は 専門 家 に 委ね る べき で ある . 日 
常 の 行動 か SFI L CHE DRE RE ie CORED 
あれ ば, 精 窒 検 査 が 必要 で ある . 

精密 検査 は 眼科 医 が 行なう の で ある が , COB, 特 
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に 留意 すべ き 点 は , 次 の 通り で ある . 

① で きる だ け 散 有 瞳 し て , 眼底 を 詳し く 観 察する . © 
治療 すべ き 有 眼 疾 患 が か ある か どう か に つい て , 特注 意 
を 払う . 視力 回 復 の 可能 性 も 検討 する . ③ 障 害 が 進行 
性 で ある か どう か を 明らか に する . ④ 屈 折 異 常 の 矯正 
を 完全 に し て , 正確 な 矯正 視力 を 求め る . この 際 で き 
る だ け 調 節 を 緩解 させ る 処置 を 講じ , 他 覚 的 屈折 検査 
の 結果 を 参考 に し て 矯正 する . 

RPEELARTCN SR 視覚 障害 の 程度 が 最も 強い も 
の は 全盲 で ある が , 全盲 と いえ ども 盲 学校 に お いて 十 
分 な 教育 を 受け る こと が で きる . し た が っ て , HEE 
害 者 に 関す る か ぎり , 就学 獲 予 また は 免除 と いう 措置 
は あり 得 な い . た だ し , 治療 可能 な 眼 疾患 の た め 長 期 
間 の 療養 を 必要 と する 場合 だ け は , 先 に 述べ た よう に 
就学 猫 予 を 認め る こと が で きる . 

視覚 障害 者 の な か に は , 聴覚 知能 ある い は 肢体 な 
どの 障害 を 合併 し て いる も の が 多数 存在 する . これ ら 
の 重複 障害 者 で あっ て も , 合併 し て いる 障害 が 軽度 な 
ら ば 教育 は 可能 で ある . た と えば , 教育 可能 な 程度 の 
精神 薄弱 を 合併 し て いる 盲 児 は , 盲 学校 に 入学 を 許可 
され る . 視力 障害 が 軽度 の 弱視 の 程度 で あれ ば , 普通 
学校 内 の 精 薄 学級 な ど で 教育 する こと も で きる が , 点 
字 を 用 いる な どの 特別 な 配慮 が 必要 な 強度 の 視力 障害 
が ある 場合 に は , 盲 学校 以外 で は 教育 が 困難 で ある . 

これ まで の 盲 学校 に お いて は , 視覚 を 用 いる 教育 の 
可能 な 弱視 児 に も , 点字 に よる 教育 を 行なっ て きた . 
弱視 眼 を 用 いて 文字 を 読む と , 視力 障害 が 強く な っ て 
失明 する 危険 が ある と いう の が その 理由 で ある . し か 
し , 最近 の 進歩 し た 医学 的 見 解 に よれ ば , 一 般 に 弱視 
眼 を 使っ て 文字 を 読 ぎ こと に 和 失明 の 危険 を 認め て いな 
い . 強度 の 弱視 者 に 文字 を 読ま せる こと に は 特別 な 配 
慮 を 必要 と する が , それ で も な お 点字 に よる 教育 に は 
る か に 優る もの で あっ て , MIL CLEA AD bE 
育 を 分 離す る よう に な っ た . 盲 学校 内 に は 盲 学級 と 弱 
視 学 級 が 併設 され , 盲 者 と 弱視 者 は 別々 に 教育 され る 
傾向 に ある . 

盲 教育 と 弱視 教育 の いずれ を 選ぶ べき か は , 視力 障 
害 の 程度 と 障害 発生 年 齢 と を 考慮 し て 慎重 に 決定 し な 
けれ ば な ら た ない. 4B, 光 覚 お よび 眼前 手動 の 程度 の 
も の は , 弱視 教育 の 可能 性 が な いこ と は 明 ら か で あ 
る . し か し , 視力 が 0.01 以上 ある 者 に 対し て は , 次 
の よう な 各種 の 手段 を 講じ て みて , どう し て も 文字 を 
読む こと が 困難 な も の だ け を , 盲 教育 の 該当 者 と みな 
すべ き で ある . 








① 文 字 の 拡大 . ② 拡 大 鏡 そ の 他 の 光学 器具 の 活用 . 
③ 照 明 の 配慮 . 

既 述 し た 定義 の 項 で は , 弱視 の 視力 値 と し て 0.04 
以上 0.3 未満 を ああ げた が , 下限 の 0.04 は 弱視 教育 に 
必要 な 下限 視力 を 表わす も の で は な い . BHAV VLE 
言 と し て 分 類 さ れる も の の な か に も ゃ , BRABOIS RAE 
な も の が 存在 する こと に 注意 し な けれ ば な ら な い . ま 
た 逆 に , 視力 0.04 以上 で 弱視 と し て 分類 され る も の 
の 中 に は , 文字 に よる 教育 が 困難 な た め 盲 学級 編入 を 
適当 と する も の も ある . 

また 当初 は 視力 が 低い た め , 文字 に よる 教育 が 困難 
と 思わ れる 場合 で あっ て も ゃ も , その 視力 を 活用 する 訓練 
に より 文字 を 用 いる 教育 が 可能 に な る こと も ある . 視 
力 自体 は 訓練 し て も 向上 する こと は な い が , 文字 や 事 
物 の 形態 の 特徴 を 習得 し , その 特徴 を 迅速 に 把握 し て 
他 の も の と 区 別 す る 能力 を 養 え ば , 同じ 視力 で あり な 
が ら こ れ を 有効 に 利用 する こと が で きる . この よら な 
Eg カ を 視 知覚 と いい , これ は 訓練 に よっ て ある 程度 の 


向上 を 期待 する こと が で きる . 視 知覚 が 向上 すれ ば , 


学習 の 効率 も 大 い に 上 が る も の で ある . 

普通 学級 で 教育 を 受け て いた も の が 視覚 障害 者 と な 
っ た 場合 , 目 の 状態 が 許せ ば 視覚 に よる 教育 を 継続 す 
る こと と が 望ま ほしい. また この 場合 , 新た な 事態 に 速 や 
か に 適応 きせ る た め , 心理 的 な 配慮 を 必要 と する . 
弱視 学級 に お いて は , 弱視 者 の 保有 する 視覚 を 十分 
に 活用 する こと が で きる よう 各種 の 配慮 が 行なわ れる 
の で ある が , 上 述 し た 文字 の 拡大 , 光学 的 器具 の 活 
FA, 照明 の 配慮 が 重点 に な る . し か し , これ ら は 弱 視 
者 全員 に 対 し 画 一 的 に 実施 さき れる も の で は た ない. 弱視 
者 の 障害 の 種類 や 程度 は 千 差 万 別 で あり , 個人 ご と に 
適切 な 方 法 が 定め られ な けれ ば な ら た ない. 一例 を あげ 
れ ば , 弱視 学級 の 照明 の 基準 は 普通 学級 の 基準 と 比較 
し て より 明る いこ と が 要求 され る が , APA Te 
に よる 弱視 者 は , むしろ より 暗い と ころ で な けれ ば 学 
習 が 困難 で ある . 

弱視 教育 用 の 教材 教具 類 は 近年 著しく 進歩 し , 文字 
の 拡大 は 拡大 復 写 機 に より 簡単 容易 に 行なわ れつ つ あ 
る . また 一 般 の 眼鏡 の ほか コン タク トレ ンズ , 拡大 率 
の 高い 眼鏡 型 弱 視 レ ンズ な ども ゃ 普及 され て いる . 55 
視 者 の 特性 に 応じ これ ら を 活用 する こと は , 弱視 教育 
の 成果 を 上 げ る た めき わ め て 重要 で ある . 

強度 の 弱視 者 は 盲 学校 で 教育 され る が , 視力 0.1 以 
上 0.3 未満 の も の は , 普通 学校 内 の 特殊 学級 で 教育 す 
る か , また は 普通 学級 に お いて 留意 し て 指導 する こと 
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と な っ て いる . 特殊 学級 の 数 が 少な い 現 状 で は , CO 
程度 の 弱視 者 の 多く が 普通 学級 で 教育 され て いる 現状 
CHS. この 場合 , 黒板 の 字 を 大 きく 書く と か , 弱視 
者 の 席 を 黒板 の 近く に 移す な ど , 教師 の ちょ っ と し た 
注意 と 配慮 で 大 き な 効 果 を 上 げ る こと も で きる . 

視覚 障害 者 に 対す る 教育 課程 は , 普通 児 の 教育 に 準 
じ る も の で あっ て , 特に レベ ル を 著しく 下げ る と い 
HELI. とれ は , SHEvRES-RMAL LSA 
に , 社会 の 各 分 野 に 進出 させ る べき で ある と いう 理想 
に 基づく も の で ある が , 十分 な 教育 の 機会 さん 々 与え ら 
れれ ば , 単なる 理想 で は な く 到 達 可 能 な 目標 で ある . 
この た め 型 教育 におい て も , テー プレ ュー ダー に よる 
聴覚 教育 の 活用 , 触覚 や 聴覚 に より 理解 で きる よう な 
模型 お よび 実験 器具 の 整備 な ど が 進め られ , 弱視 教育 
と と も に その 面目 を 一 新 し つ つ あ る . 

この 目標 を 達成 する た め , 日 常 生 活 の 指導 面 で も 充 
実 を 図る こと が 必要 で ある . いま まで の 盲 学校 教育 で 
は 寄宿 舎 に 収容 する こと を 主 に 考え て いた 傾向 か ある 
が , 社会 適応 の 面 で 多く の 間 題 か ある た め , スク ー ル 
バス の 活用 な ど に より 自宅 か ら の 通学 が 奨励 され て い 
る . Lal, 積極 的 に 社会 に 進 軸 し よう と する 場合 に 
は , 視覚 障害 が ある た め に 多く の 危険 に さら され る こ 
と に な る . これ ら の 危険 か ら 身 を 守る 能力 を 養成 する 
こと は , 視覚 障害 者 の 教育 お よび 日 常 生 活 指導 の 大 き 
な 眼目 と な っ て いる . 

視覚 障害 者 の 最近 の すう 勢 は , 医学 や 環境 の 進歩 に 
より 全 宜 者 が 少な く な り , ある 程度 の 視覚 を 保有 し て 
いる 者 の 方 が 多く な っ て いる . この 場合 , 最も 重視 す 
べき は 視力 の 保存 で ある . 文字 を 読む と いう よう な 目 
の 使用 は , 障害 増強 の 原因 に は ほ は ならない の で ある が , 
眼球 に 対し 打撲 な ど で 加 えら れる 外力 は , し ば し ば 失 
明 の 危険 を 起こ す . また 急激 に 全身 に 力 が 入る 運動 や 
全身 震動 も , 失明 に つなが る こと が ある . 

学校 教育 や 日 常 生活 の 指導 に お いて は , 失明 防止 の 
観点 か ら 周 到 な 配慮 を 必要 と する と と も に , BRE 
ら こ れ に 関心 を も っ て , 視力 の 保全 に つと め る よう 指 
導 し な けれ ば な ら な い . 学校 眼科 医 と 連絡 を 審 に し 


C, し ば し ば 眼科 的 検査 を 実施 する こと が 重要 で あ 


る . (大 川原 8) 


BL 


就学 義務 
わが 国 に お ける 義務 教育 の 就学 率 は 99.8 パー セン 
ト に 達し , 世界 最高 で ある . 

盲 児童 ・ 生 徒 の 就学 義務 は 昭和 23 FE の 小学 部 第 
1 学年 か ら 順次 進行 する 各 学 年 に 施行 され た . 一 般 に 
義務 教育 ある い は 教育 の 義務 制 と いう こと は , ① 小 学 
校 お よび 中 学校 に つい て は 市 町 村 に , また , BEM, 
ろう 学校 お よび 養護 学校 に つい て は 都 道 府 県 に 対 し , 
その 区 域内 に ある 学齢 児童 また は 生徒 の 就学 に 必要 な 
学校 の 設置 を 義務 づけ る こと . ⑨② 保 護 者 に 対し , 学齢 
児童 ・ 生 徒 を 小学 校 , 中 学校 また は 型 学校, ろう 学校 
も し く は 養護 学校 の 小学 部 , 中 学部 に 就学 させ る 義務 
を 課す る こと を いう の で ある . 

この 就学 義務 に 関し て は , 学校 教育 法 に 次 の よう な 
規定 が か ある. 

学校 教育 法 第 22 条 保護 者 (子女 に 対し て 親権 を 
行なう 者 , 親権 を 行なう 者 の な いと き は , 後見 人 を い 
> 以下 同じ .) は 子女 の 満 6 歳 に 達し た 日 の 翌日 以 
後に お ける 最初 の 学年 の 初め か ら , 満 12 MICH LK 
日 の 属す る 学年 の 終り まで , これ を 小学 校 又は 盲 学校, 
章 学校 若しくは 養護 学校 の 小学 部 に 就学 させ る 義務 を 
負う . (APH) 

学校 教育 法 第 39 条 保護 者 は , 子女 が 小学校 又 は 
BER, 尊 学 校 若しくは 養護 学校 の 小学 部 の 課程 を 修 
了 し た 日 の 翌日 以後 に お ける 最初 の 学年 の 初 か ら , 満 
15 歳 に 達し た 日 の 属す る 学年 の 終り まで , これ を , 
中 学校 又は 盲 学校 , 陽 学 校 若しくは 養護 学校 の 中 学部 
に 就学 させ る 義務 を 負う . (以下 略 ) 

すなわち , 保護 者 は 満 6 歳 か ら 満 15 歳 ま で の 子女 を 
就学 させ る 義務 を 課さ れ て いる の で ある . し か し , 就学 
義務 に こつ いて は 特例 と し て 次 の よう な 定 め が あ る . 

学校 教育 法 第 23 条 前 条 の 規定 に よっ て , 保護 者 
が 就学 させ な けれ ば な ら な い 子 女 (以下 学齢 児童 と 称 
する ) で 病弱 , 発育 不 完全 その 他 や む を 得 な い 事 由 の 
fo, 就学 困難 と 認め られ る 者 の 保護 者 に 対し て は , 
市 町 村 の 教育 委員 会 は , 監督 庁 の 定め る 規定 に より , 
都 道 府 県 の 教育 委員 会 の 認可 を 受け て , 前 条 第 1 項 に 
規定 する 義務 を 猫 予 又 は 免除 する こと が で きる ( 同 法 
第 39 条 第 3 項 で 中 学校 に 準用 ). 

な お , どの 程度 の 視覚 障害 者 を 盲 学校 に お いて 教育 
すべ きか に つい て は , 学校 教育 法 第 71 条 の 2 の 規定 
に 基づい て 同 法 施行 令 第 22 条 の 2 に 次 の 通り 定め ら 
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れ て いる . な お , この 規定 は 現在 文部 省 に お いて 改正 
すべ き 方 向 で 検討 中 で ある . 

学校 教育 法 施行 令 第 22 条 の 2 法 第 71 条 の 2 の 
BiG CESSES, 遂 者 又は 精神 薄弱 者 , 肢体 不 自由 
者 若しくは 病弱 者 の 心身 の 故障 の 程度 は 次 の 表 に 掲げ 
る と お り と する . 








心身 の 故障 の 程度 
1 PARDO GAD 0.1 未満 の ゃ の 
2 両 眼 の 視力 が 0.1 以上 0.3 未満 の る の 又は 
視力 以外 の 視 機能 障害 が 高度 の も の の うち も , 
点字 に よる 教育 を 必要 と する も の 又は 将来 点 
字 に よる 教育 を 必要 と する こと と な る と 認め 
られ る も の 
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(備考 ) 1 視力 の 測定 は , 万 国 式 試 視 力 表 に よる 
も の と し , 屈折 異常 か ある も の に つい て は , 矯正 視力 
に よっ て 渦 定 する . (以下 略 ) 

この 学校 教育 法 施行 令 第 22 条 の 2 の 解説 と 運用 お よ 
び 特 殊 学級 に お いて 教育 すべ き 者 の 程度 に つい て の 文 
部 省 通達 が 出さ れ て いる が , 盲 お よび 弱視 者 に つい て 
は , 次 の 通り 示さ れ て いる . 

(1 教育 的 措 思 

ア 学校 教育 法 施行 令 第 22 条 の 2 表 (以下 「 施 行 令 
の 表 ] と いう .) 盲 者 の 項 に 規定 する 程度 の 盲 者 (強度 
の 弱視 者 を 含む .) は 盲 学校 に お いて 教育 する こと . 

施行 令 の 表 填 者 の 項 に お いて 「 視 力 以 外 の 視 機 能 障 
害 が 高度 の も の 」 と は 高度 の 視野 狭 空 , 高度 の 夜 盲 , 
全 色 衣 な どの 障害 を いい , また 「 将 来 点字 に よる 教育 
を 必要 と する こと と な る と 認め られ る も の 」 と は 進行 
性 眼 疾患 の た め 将 来 視力 また は 視力 以外 の 視 機能 の 障 
害 が 高度 に な る と 認め られ る も の を いう と こと. 

盲 学校 に お いて は 児童 ・ 生 徒 の 視力 また は 視力 以外 
の 視 機能 の 障害 の 状態 に 応じ て, 医学 的 配慮 の も ゃ と に , 
点字 に よる 教育 の ほか , 活字 で 印刷 され た 教科 書 を 使 
用 する な ど 視 力 を 用 いる 教育 を あわ せ て 行なう こと が 
CxS. 

A 両 眼 の 視力 が 矯正 し て も 0.1 以上 0.3 未 満 の 者 
また は 視力 以外 の 視 機能 障害 が 高度 の 者 で , TOK 
能 障害 の 程度 が 施行 令 の 表 , 盲 者 の 項 に 規定 する 程度 
こ 達 しない 者 に つい て は , 必要 に 応じ て 特殊 学級 を 設 
け て 教育 する か また は 普通 学級 に お いて 留意 し て 指導 
Pe Sk. 

Q)4INC Ak > CORRS 

上 記 (1) ア お よび イ に 掲 び る 者 の 判別 は , 専門 医 に ょ 
る 精密 な 診断 に 基づき 総合 的 に 行なう こと . な お , 年 


少 者 , 精神 薄弱 者 な ど に 対す る 視力 お よび 視力 以外 の 
視 機能 の 検査 は 困難 な 場合 が 多い か ら そ の 正確 を 期す 
る よう と くに 留意 する と と . 

特殊 学級 に 収容 し た 児童 ・ 生 徒 に 対し て は , 必要 な 
施設 ・ 設 備 を 整え , 特別 に 訓練 され た 教師 に よっ て 教 
育 す る こと に な っ て いる . また , 同じ 特殊 学級 で も , 
進行 中 の 疾病 の た め 療 養 中 の 児童 ・ 生 徒 に 対し , 病院 
内 に 特殊 学級 を 設け て 教育 する こと と も で きる し , さら 
(に , 教員 を 派遣 し て 教育 を 行なう こと る 制度 的 に 認め 
られ て いる . 


適正 就学 の 手順 

特殊 教育 の 対象 と な る べき 視覚 障害 者 の 発見 と 就学 
措置 の 手順 は 次 の 通り で ある . 

1) 市 町 村 教 育 委員 会 は 翌 学年 の 初め から 小 学校 また 
は 旨 学 校 も し く は 尊 学 校 の 小学 部 に 就学 させ る べき 者 
で , 当該 市 町 村 の 区 域 に 住所 を 有する 者 の 就学 に 当 た 
っ て , その 健康 診断 を 行なわ な けれ ば な ら な い (学校 
保健 法 第 4 条 ). 

⑫) 市 町 村 教 育 委員 会 は この 健康 診断 に 基づき , 治療 
を 勧告 し , 保健 上 必要 な 助言 を 行ない , 学校 教育 法 第 
22 条 第 1 項 に 規定 する 義務 の 猫 予 る もしくは 免除 ま た 
(LBS, 訂 学 校 も しく は 養護 学校 へ の 就学 に 関し 指 
導 を 行 な うな ど , 適切 な 措置 を と ら な けれ ば な ら な 
MD 

3 就学 時 の 健康 診断 と その 結果 に 基づく 措置 に つい 
て 適正 を 期す る 一 方 , 学校 の 在籍 児童 ・ 生 徒 に 対 し て 
は , 毎 学年 定期 に , また , 必要 に 応じ て 臨時 に 健康 診 
断 を 行ない , その 結果 に 基づい て 適切 な 措置 を と ら な 
けれ ば な ら な いと と に な っ て いる (学校 保健 法 第 6 . 
7 条 ). 

(④ 学 校 が 定期 また は 了 臨時 に 実施 し た 健康 診断 で , 該 
当 者 を 発見 し た 場合 な ど に は , 校長 は すみ や か に その 
児童 ・ 生 徒 の 住所 の ある 市 町 村 教 育 委 員 会 に 通知 し な 
けれ ば な ら な い . この 通知 を 受け た 市 町 村 教 育 委 員 会 
は , 都 道 府 県 の 教育 委員 会 に 対し て すみ や か に その 氏 
名 な ど を 通知 する と と も に , その 者 の 学齢 簿 の 膳 本 を 
送付 し な けれ ば な ら な い . Ek, 都 道 府 県 の 教育 委員 
会 は , 該当 児童 ・ 生 徒 の 保護 者 に 対し , すみ や か に 盲 
学校 へ の 入学 期日 を 通知 し な けれ ば な ら な いこ と に な 
っ て いる (学校 教育 法 施行 令 第 11.12.14 条 ). 

各 都 道府県 や 市 町 村 教 育 委 員 会 お よび , 小 ・ 中 学校 
な ど に お いて , これ ら の 指 置 が 確実 に 守ら れ て いれ 
ば , 障害 児 の 教育 は より 適切 な も の と な る の で ある . 
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な お , 盲 学校 の 就学 率 が よく 問題 に な る が , 単に 視力 
が な いと いう ら だ け で 就学 し て いな いと 思わ れる 者 は なほ 
と ん ど な く , 全盲 児 の 就学 率 は 推計 九 十 数 バー セン ト 
に ゃ 達し て いる . KK, 盲 学校 で 教育 し た 方 が 効果 的 
で ある と 思わ れる 程度 の 強度 弱視 が 比較 的 多く 小 ・ 中 
学校 に 在学 し て いる た め , 盲 児 の 盲 学校 へ の 就学 率 が 
低く , その 多く が いま だ に 不 就学 の まま 放置 され て い 


る よう 誤解 され る こと が ある . (大 川原 B®) 
結 教 育 関係 団体 
全国 盲 学校 PTA 連 合 会 


PTA( Parent-Teacher Association ) は も と も と ア 
メリ カ で 発達 し た 組織 で , それ まで どこ の 学校 に も あ 
っ た 父兄 会 に 対し て , 一 つの 成人 教育 運動 と し て 生ま 
れ た も の で ある . し た が っ て , 有志 が 自由 に 参加 する 
同志 的 な 団体 で ある . その 目的 は 父母 と 教師 が 対等 の 
WAIT > CANCEL, 家庭 , 学校 , 地域 社会 に 
お ける こども た ちの 幸福 を 増進 する こと に あり , アメ 
リカ の 盲 学校 で は か な り 重 視 さ れ て いる . 具体 的 な 事 
業 は 地域 に より , 学校 に よっ て 異な っ て いる が , 子弟 
が 教育 を 受け て いる 学校 に 協力 する と いう 原則 に 変わ 
り は な く , 点字 を 使用 し な けれ ば な ら な いこ ども の た 
め に , 両親 が 教科 書 な どの 点訳 さえ し て いる と いう こ 
と で ある . 

わが 国 で は 第 2 次 世界 大 戦後 , アメ リカ 占領 軍 当 局 
の 勧め に よっ て , 全国 の ほとん どす べ て の 学校 に PTA 
また は 育 友 会 が つく られ た が , その ほとん ど が それ ま 
で あっ た 学校 後援 会 , 父兄 会 , 保護 者 会 な どの 名 称 の 
塗 替え を で あっ た た め , 規約 に 示さ れ た 翻訳 調 の この 会 
の 目的 を よそ に , 学校 へ の 経済 的 援助 を 実際 の 目的 と 
し , FEL - ERORBBS AS WIRIT Lic 
入 方 式 の 組織 と し て 発足 し た . 


この よう な 性 格 は あら まし その まま 現在 に 及 ん で い . 


る が , 地方 公共 団体 な ど に 対し て 公 教 育 費 の 増額 を 要 
求 す る な ど , 後援 会 的 性 格 か ら の 脱皮 を 志向 する 気運 
ゃ 急速 に 高まり つつ ある . 

わが 国 に お ける 一 般 学校 PTA の と の よう な 事情 
は , BR PTA の 場合 に お いて も 例外 で は な く , 
PTA の 後援 会 的 , 形式 主義 的 な 性 格 と 運営 は, + 
後 も な お 持続 する も る の と みな けれ ば な ら な い . 8% 
校 PTA は , それ ぞ れ 単位 PTA と し て 光 自 で 事業 を 
計画 実施 し て いる ば か り で な く , その 多く は 地域 の 同 
種 ま た は 異種 の 学校 PTA と 連合 体 を 組織 し て いる ほ 


か , 各 ブ ロッ ク ど と に 地区 盲 学校 PTA 連合 会 を 組織 
し て いる . SH K RFR PTA 連合 会 は さら に 合同 し 
て 全国 填 学 校 PTA 連合 会 を 結成 し て , わが 国 に お け 
る 盲 教育 の 健全 な 発着 を 図る た め , CO-HXICif 
て いる 。 

SESS PTA 連合 会 は 1962 (昭和 37 ) 年 に 発 
KEL, 現在 で は すべ て の 盲 学校 (8 地区 73 校 ) が これ 
に 加入 し て , 他 の 関係 諸 団 体 と 連絡 協力 し て , BAB 
関係 の 国家 予算 の 増額 を は じ め , 国 の 施策 に 対す る 要 
望 を 関係 当局 に 陳情 する な ど , 結成 後日 が 浅い に も か 
か わら ず 積 極 的 に 事業 に 取組 ん で いる . 


全日 本 盲 学校 教育 研究 会 (全日 盲 研 ) 

わが 国 の 盲 貴教 育 関係 者 が 会 合 を 開い て 問題 の 処 
理 , 当局 へ の 建議 請願 な ど に 力 を 注い だ の は 大 正 初期 
の 一 つの 特色 で , いわ ゆる 全国 家路 教育 大 会 を ひん ば 
ん に 開催 し て 多大 の 業績 を 残し た . 1920 (大 正 9 ) 年 
(に な っ て , これ ら 集 会 の 母体 と し て 盲 教育 関係 者 の 常 
BWicMA HE EARS DROLSH, 終戦 まで 全 
国 研究 大 会 の 開催 , 機関 誌 の 発行 , 関係 当局 へ の 陳情 
な ど , わが 国 に お ける 盲 教育 の 振興 発展 に 寄 号 する と 
ころ が 多かっ た . 

終戦 後 , この 会 の 復興 ある い は 再編 成 に は いろ いろ 
な 間 題 が あっ て , 容易 に 発足 で き な か っ た が , それ と 
は 別に 1947 (昭和 22 ) 年 どろ か ら 研 究 発表 会 が 活発 に 
催さ れる よう に た なり, 年 と と も に 質量 の 充実 が 認め ら 
qi. 

1958 年 , SAABAAMAADMMSH, わが 国 た 
ご 一 つの 全国 的 盲 教育 研究 団体 と し て 着実 に 成長 し , 
全国 研究 大 会 の 開催 , 機関 誌 「 志 教 育 」 の 発行 な と, 
家 教 育 の 研究 と 向上 の た め 推 進 役 と た な っ て きた . さら 
に ここ の 会 は 現在 の 紅 学 校 教育 は 言 だ け で な く , 弱視 を 
含め て の 教育 を 担当 し て いる と いう 理由 で 「 盲 」 を 「 盲 
学校 ] と 改め , 全日 本 盲 学校 教育 研究 会 と 改め た . 





全国 盲 学校 長 会 

1919( 大 正 8 ) 年 , 文部 省 は 盲 貴 学 校 の 振興 充実 を 目 
的 と し た 第 1 回 全国 定 喧 学校 長 会 を 開催 し た . その 後 
は 文部 省 の 招集 に よる も の , 校長 会 の 自主 的 な 集会 な 
ど , 主催 者 は 異な っ た が , ほとん と 毎年 の よう に 開催 
され て , わが 国 盲 教育 の 充実 発達 に 真 献 し た . し か し 
全国 盲 学校 長 会 と し て の 規約 を 定め て , 組織 的 , 計画 的 
に 運営 され る よう に な っ た の は , 1948 (昭和 23 ) 年 の 
後半 か ら で あ っ て , 現在 は 春秋 2 回 定期 総会 を 開い て 
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お り , Ek, 年 々 研究 集録 を 発行 し て いる . fee, こ 
の 会 は 全国 ろう 学校 長 会 な ど と 連合 し て 全国 特殊 学校 
長 会 を 結成 し , その 中 心 的 な 役割 を 果たし て いる . 


全国 盲 学校 理 療 科 教員 連盟 GA) 

1952 (昭和 27 ) 年 に 全国 盲 学校 理 療 科 関係 教職 員 を 
も っ て 組織 され た も の で , 理 療 に 関す る 専門 科目 の 研 
究 を 推進 する と と も に , 業 権 の 伸長 を 図る こと を お も 
な 目的 と し て いる . 発足 以来 , 毎年 1 回 定期 総会 を 開 
いて , 理 療 科 教育 の 改善 向上 , 情報 の 収集 周知 , 関係 
官公 庁 へ の 建議 陳情 な ど , 関係 諸 団体 と ぁ 緊 審 に 連絡 
協力 し て 活発 な 活動 を 行なっ て いる . 


日 本 点字 委員 会 (日 点 委 ) 

1955 (昭和 30) 年 点字 に 関す る 研究 と その 普及 を 
め ざ し て 日 本 点字 研究 会 が 結成 され た . 発足 後 , 毎年 
1 回 総会 を 開催 会 報 の 発行 , 各種 点字 の 解説 書 の 発 
行 な と 地道 な 研究 を 続け , 多大 の 成 末 を 収め た . し か 
し , 1965 年 の 第 10 回 総会 で 全日 盲 佐 の 杜 下 に は いる 
こと か 決議 され , 発展 的 に 解 漠 する こと に な っ た . 
1966 年 に 盲 学校 関係 者 以外 に 点字 出版 , 点字 図書 館 の 
関係 者 を 包含 し 「 日 本 点字 研究 委員 会 」 を 結成 し て , 
点字 統一 に 努め て いる . 


日 本 盲 心理 研究 会 

東京 教育 大 学 教育 学部 の 盲 心理 研究 室 が 中 心 に な っ 
て 運営 し て お り , 主として 機関 誌 「 盲 心理 研究 」( 初 め 
の 誌 名 は 「 盲 心理 論文 集 ]) の 発行 を 続け て いる . 


AADHAA AAS 


1963 (昭和 38) 年 に 弱視 教育 研究 会 の 名 称 で 発足 し . 


た が , 翌年 に 現在 の 名 称 に 改め た . 機関 誌 「 弱 視 教 育 」 
の 発行 , 弱視 教育 研究 全国 大 会 の 開催 な ど を お も な 事 
業 と し , 個人 会 員 の 組織 で 運営 され て いる . 


全日 本 盲 学 校 体育 連盟 

1932 (昭和 7 ) 年 事務 局 を 毎日 新聞 社 (大 阪 ) 点字 
毎日 編集 部 に 置い て 発足 し , わが 国 に お ける 盲 学校 の 
児童 ・ 生 徒 の 体育 振興 を 助成 する こと を 目的 と し て い 
る . 結成 以来 , 全国 盲 学校 の 各種 体育 競技 会 を 開催 し 
て , 盲 学校 の 体育 振興 に 貢献 し て いる . (根岸 寛 ) 
[参照 文献] 

文部 省 「 盲 骸 教 育 入 十 年 史 」 昭和 33 

大 河原 鉄 斉 「 盲 教育 概論 」 昭和 13 








国立 特殊 教育 総合 研究 所 


国立 特殊 教育 総合 研究 所 (初代 所 長 辻村 泰男 ) は 文 
部 省 所 轄 機関 と し て 1971 (昭和 46) 年 10 月 1 日 に 開 
eo dae. 

この 研究 所 に は 次 の 五 つ の 部 門 が ある . | 

① 企 業 部 門 , ② 研 究 部 門 , ⑨ 教 育 相談 部 門 , ORR 
教育 部 門 , ⑤ 運 営 部 門 . 

[研究 ] 

特殊 教育 の 現場 か ら 要請 さん れん て いる 実際 的 な 問題 に 
つい て , 医学 , 心理 学 , 教育 学 , 工学 な ど 関 連 す る 諸 
科学 の 有機 的 な 連携 の も と に , 総合 的 な 研究 を 行なう 
こと に な っ て お り , 現在 , すでに 特別 研究 , プロ ジェ 
クト 研究 お よび 一 般 研究 に つい て , それ ぞ れ 次 の よう 
な 課題 が 設定 され , 基礎 的 な 資料 の 収集 ・ 分 析 が 始め 
られ て いる . 

1) 特別 研究 ① 心 身障 害 児 の 早期 発見 と 早期 教育 に 
関す る 研究 . ② 心 身障 害 児 の 教育 形態 に 関す る 研究 . 
②③ 訪問 ・ 巡 回 指導 の 内 容 お よび 方 法 に 関す る 研究 . 
 ⑳ プ ロジ ェクト 研究 ① 心 身障 害 児 の 養護 ・ 訓 練 に 
関す る 研究 . ② 重 複 障害 児 の 判定 お よび 教育 に 関す る 
研究 . 

ORTH 視覚 障害 教育 研究 部 ① 盲 況 の 感覚 訓 
練 教材 ・ 教 具 の 開発 研究 . ② 立 体 音 響 装置 に よる 盲 児 
の 歩行 訓練 の 効果 に 関す る 研究 . ③ 弱 視 児 の 読み の メ 
カニ ズム に つい て の 分 朽 的 研究 . ④ 弱 視 児 の 視 知 覚 向 
上 訓練 の 系 統 化 に 関す る 研究 . 

これ ら の 研究 に 当たっ て は , 教育 委員 会 , 特殊 教育 
諸 学 校 お よび 小 ・ 中 学校 に 協力 を 求め , セミ ナー な ど 
の 開催 に より 交流 を 図り な が ら , 研究 を 推進 し て い 
< 

[研修 ] 特殊 教育 担当 の 指導 主事 や 特殊 教育 の 指導 
的 立場 の 教職 員 お よび 特殊 教育 担当 の 中 堅 教職 員 の 資 
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質 向上 を 図る た め , 長期 と 短期 に 分 け て , 専門 的 ・ 技 及 な ど に よる サー ビス 活動 を 行なう . 
術 的 研修 を 行なう 。 [教育 相談 ] 心身 障害 児 の 教育 措置 や 訓練 方 法 に つ 


(1) 長期 研修 期間 は 1 年 , 各 研 究 室 に 属し , 講義 や 
演習 だ け で な く , プロ ジェ クト 研究 や 教育 相談 な ど に 
も 参加 する . 対象 人 員 は 約 50 人 . 

(@) 短 期 研修 期間 は 1 一 3 ヵ月 , 各 研 究 部 に 属し , 
実技 ・ 実 習 を 中 心 と し て 研修 する . 対象 人 員 は 約 300 
x 

長期 , 短期 いずれ も, SHEDS SV VLA AS BAL 
の 研修 に 入る 前 に , 一 定 の 期間 , 心身 障害 教育 全般 に 
2030G の ホリ ミョン デー ョ ンション 参加 する . 


いて , 適切 な 指導 助言 を 与え る うえ に 必要 な 医学 的 ・ 
教育 的 診断 を 行ない , あわ せ て 了 臨床 研究 お よび 治療 孝 
育 を 行なう . この 教育 相談 業務 に は , 研究 職員 の は ほ 
a, 非常 勤 医 師 , ケー スワ ー カ ー, 訓練 担当 職員 , 衛 
生 検査 技師 , エッ クス 線 技 師 , 心理 学 的 検査 担当 の 職 
員 が 当たる . 

[実験 教育 ] 研究 部 門 に 付属 し た 教育 施設 に お い 
て , 幼児 期 お よび 義務 教育 段階 の 重度 ・ 重 人 復 障害 喝 を 
対象 と し た 実験 教育 を 行ない , その 指導 方 法 を 明らか 


[情報 処理 と 研究 の 連絡 ・ 促 進 〕 内 外 の 特殊 教育 た "に する . (小柳 恭 治 ) 
関す る 情報 ・ 資 料 の 収集 , SH, 提供 , 研究 成果 の 普 
全 覚 障害 児 教育 の 課題 
盲 幼児 教育 家 幼 児 の 発達 に 関す る 佐藤 泰正 , THAIS, 山本 
eS 裕子 ら の 研究 結果 を 総合 すれ ば , SUED, 
盲 幼児 教育 の 対象 歩行 , 手 の 操作 , SH, 身辺 処理 , HAM COS < 
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の 面 で , 晴 眼 児 よ りゃ も 発達 が 遅れ て いる 傾向 が ある と 
結論 で きる . ま た , ア メリ カ に お ける 多く の 研究 も ほぼ 
同様 の 結論 で ある . し か し , これ ら の 結果 は , あ くま で 
平均 に つい て いえ る こと で あっ て , すべ て の 盲 幼児 が 
そら だ と は いえ な い . その 点 を 考慮 すれ ば , ノリ ス 
(M. Norris) ら の 「 研 究 に お ける 最も 重要 な 発見 の 一 
つ は , 他 の お も な 障害 を も た な い 盲 児 の 発達 は , 学齢 
期 ま で に 晴 眼 児 と 同等 の レベ ル に 到達 する こと を 期待 
し 得る 」 と の 結論 が 最も 受 当 で あろ うら . 

と ころ で , BHO, 他 の お も な 障害 を も つ 
こども が か な り の 比率 で 存在 する こと が , 多く の 専門 
家 に よっ て 指摘 され て いる . し た が っ て , BHR O 
対象 は , 晴 眼 児 と 同等 の レベ ル に 到達 し 得る 盲 幼児 だ 
け に 限ら れる も の で は な く , むし ろ 他 の お も な 障害 を 
も つ 盲 幼児 こそ , 多く の 指導 の 機会 を 必要 と し て いる 
こと が 認識 され な けれ ば ぼ ば ならない . 

この よう に , 盲 幼児 の BCL 著しく 個人 差 が あ 
り , その 個人 差 の 著しい 盲 幼児 の ほとん ど が 盲 幼児 孝 
育 の 対象 と な る わけ で ある . し た が っ て , 個人 差 の 認 
識 こ そ 盲 幼児 教育 の 出発 点 で ある と いえ る . 


盲 幼児 教育 の 意義 

RRS SRO [REE] cit, 予科 (幼稚 部 ) は 「 男 
女 幼児 ノ 盲 學 校 初等 部 へ 入 牌 準備 ノ 乱 = 保育 ラ 受 ケン 
Awe 7 Hee 7 ERE L CH ok ye Osa 
入学 の た め の レ ディ ネス を 作る と いら BOAR IL 
戦前 戦後 を 通じ て 支配 的 な 考え 方 で あっ た し , 現在 で 
も 根強く 残っ て いる . し か し , それ と 同時 に , 盲 幼児 
教育 を 「 就 学 前 の 盲 児 お よび その 親 に 対し て 行なわ れ 
る すべ て の 教育 的 営み ] と し て と ら え , 盲 幼児 教育 の 
独自 の 意義 を 重要 視 す る 考え 方 が 台頭 し て き て いる . 
も ちろ ん , その よう に 考え 方 の 拡大 は Hr TS, 
「 学 校 教 育 や 社会 生活 の た め の レ ディ ネス の 形成 」 と 
いう 意義 は 消え る も の で は な い . SHITE 
され る 乃 幼 児 期 の 発達 課題 る あま た, さら に 高度 の 発達 
の た め の レ ディ ネス の 形成 と いう 点 に 力点 が お か れ て 
いる か ら で あ る . 

この 「 レ ディ ネス の 形成 」 と 並ん で 「 幼 児 期 の 生活 
を 充実 させ る 」 と いう 意義 が 重要 視 さ れる よう に な っ 
て きた こと と を み の が すず と (MG きま AN の まり 0 第 効 
児 は 晴 眼 児 以上 に , 遊ぶ 場 も 機会 $ 制 限 さ れ て いる の 
で , まず, かれ ら に 遊ぶ 場 を 提供 する こと が , 盲 幼児 孝 
育 の 第 1 歩 で ある と する 考え 方 で ある . こども は は 遊び 
を 通し て 発達 する の で あり , その 遊び の 場 と 機会 を 制 
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限 さ れ て いる 盲 幼児 に それ を 保証 する こと は , まさ に 
盲 幼児 教育 の 意義 で あり , 主要 な 仕事 で ある と いえ よ 
Pain 

以上 の よう な こども に 対す る サー ビス と は 別に , 両 
親 に 対す る いろ いろ な 働き か け も また , 盲 幼児 教育 の 
意義 と し て と ら え る こと が で きる . この 両親 に 対す る 
働き か け は , 親 に 「 適 切な 育児 態度 を 形成 させ , 正 し 
い 育 児 方 法 を 習得 させ る 」 た め の 指 導 と , こども に 最 
も 適し た 教育 の 機会 を 与 を る た め の 「 情 報 の 提供 」 と 
の 2 面 か ら そ の 意義 を と ら え る こと が で きる . 

この よう に , 盲 幼児 教育 は 広範 囲 の 意義 を も っ て い 
る . thon, 盲 幼児 教育 は , 晴 眼 児 の 就学 前 教育 と 
比較 し , は る か に 広い 活動 領域 を も た な けれ ば な ら な 
いし , 体系 的 組織 的 で な けれ ば な ら な いこ と と に な る . 


盲 幼 児 の 発見 と 登録 管理 

盲 幼児 教育 を 実施 する た め に は , まず 盲 幼児 の 存在 
が 確認 され な けれ ば な ら な いし , その 確認 され た 盲 幼 
児 に 関す る 情報 を 登録 管理 する 組織 も 必要 と な る . 現 


在 の と ころ , この 発見 と 登録 管理 に 関し て は , 全く 体 


系 的 な 組織 が 存在 せ ず , 両親 一 盲 学 校 と いう 経路 が 主 
(に な っ て いる . すなわち , 両親 が 盲 幼 児 を つれ て 盲 学 
校 を 訪れ , その 盲 学校 が 非 公 式 に 登録 管理 を し て いる 
の が 現状 で ある . 3 
発見 を より 確実 に する た め に は , 必ず いち ど は 経由 
する 医療 機関 の 協力 が 必要 と な る . さら に 登録 セン タ 
ー の 設置 と その 存在 の PR も 必要 で ある . た と えば , 
東京 都 の 場合 は , 東京 都心 身障 害 考 福祉 セン ター が 登 
録 セ ンタ ー 的 な 役割 を 果たし , 医療 機関 と の 協力 に よ 
っ て , か な り の 成果 を お さめ て いる . 

発見 と 登録 管理 が 成果 を あげ る た め に は , ES fal 
より も ゃ 盲 幼児 教育 体系 の 整備 ・ 充 実 が 必要 で ある . ア 
メリ カ で は 医師 に 対し 届出 の 義務 を 課 し て いる 州 も ああ 
る が , その よう な 登録 の 法 的 義務 化 な ど は その 後 の 問 
題 で ある . 発見 と 登録 管理 お よび 指導 の 機構 を 図示 す 







図 1 盲 幼児 教育 の 組織 
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る と 図 1 の よう に な る . 実際 に は , 登録 セン ター と 指 
導 セ モン ター と は 同一 の 機関 で あっ て も よい . 東京 都心 
身障 害 者 福祉 モン ター は , その 両機 能 を 兼ね 備え て い 
る . 地方 に お いて は , 盲 学校 が 登録 セン ター を 兼ね る 
の が 実際 的 で あろ う . 


盲 幼 児 教育 の 目標 と 内 容 

盲 幼児 教育 の 目標 を 晴 有 眼 児 の 就学 前 教育 の 目標 ( 幼 
稚 園 指導 要領 ) を 基礎 と し て , さら に 人 盲 幼児 特有 の 発 
達 上 の 問題 を 加味 し て 整理 する と , 次 の 10 点 に まとめ 
Bien CS Ay: 

① 健 康 な 身体 を つく る . ② 歩 行 能 力 を 養う . @OFEA 
的 生活 習慣 を 育成 する . ④ 言 語 能 力 を 養う . ⑤ 社 会 性 
を 養 2 .⑥ 手 指 の 操作 能力 を 高め , 触覚 的 認知 能力 を 養 
5. ⑦ 環 境 認知 能力 を 養う . ⑧ 数 と 文字 に 親しむ. © 
美的 な 感覚 を 養う . ⑩ 自 然 に 親しみ , 季節 や 行事 に 対 
する 関心 を 高め る . 

これ ら の 目標 を 達成 する た め に は , 多く の 指導 内 容 
が 設定 され な けれ ば な ら な い . 指導 内 容 に つい て 多く 
の 文献 や 盲 学校 の 幼稚 部 に 対す る 調査 の 結果 ., さら に 
は 東京 都心 身障 害 者 福祉 モエ ンタ ー に お ける 実践 に 基 づ 
いて まとめ る と , 21 項目 の 内 容 が あげ られ る . これ ら 
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図 2 盲 幼児 指導 の 内 容 











を physical development, mental development, social 
development の 3 領域 に 分 類 し , 各 内 容 に こつ いて その 
指導 期間 を 表示 する と , 図 2 の よう に な る . 

この 図 は , 盲 幼児 に 対す る 指導 に お いて ゃ 早く も 生 
後 6 カ ヵ月 に は , 特別 な 配慮 を 必要 と する こと を 意味 し 
て いる . Ek, 2 歳 台 に な る と , 非常 に 多く の 指導 内 
容 が 登場 する た め に , 専門 家 の 直 接 の 指導 が 必要 と な 
AL, 3 歳 台 で は 家庭 以外 で の 指導 , 特に グル ー プ 指 
導 が 必要 で ある こと ゃ 指摘 きれ る . 


家庭 に お ける 盲 幼児 指導 

上 記 の 指導 内 容 を 実際 に 実施 する 場 と し て , 第 1 に 
家庭 が か あげ られ る . し か も ゃ , 家庭 は 幼児 に と っ て 最も 
多く の 時 間 を 過ごす 具体 的 な 生活 の 場 で ある か ら , B 
幼児 教育 の 主要 な 場 と し て 重要 な 役割 を 果たす こと に 
な る . し か し , 家庭 は あく まで 家庭 で あり , 母親 は 教 
師 で ほ は なく, あく まで 母親 で な けれ ば な ら な い . CE 
も の 生活 の 場 と し て の 健全 な 環境 を 作り , 母親 は 自分 
の 役割 を 認識 し て , か し こい 母親 に な る こと が た い 
せつ で ある . OED, 家族 全員 が 盲 児 を も っ た こと に 
よる ショ ッ ク か ら 早 く 立 ちな お り , お も な 育児 者 で あ 
る 母親 を あたたか く バ バックアップ する こと が た いせ つ 
な の で ある . その た め に 
は , 後述 する 両親 教育 が 
重要 な 意義 を も つこ と に 
ED. 

以上 の よう な 環境 作り 
に 成功 すれ ば , その 後 は 
母親 を 中 心 と する 育児 に 
対す る 考え 方 に 従っ て , 
独自 の 方 法 で 家庭 指導 を 
FASC WS, VE OIL 
ぐず まぐ で と 育つ も の @ tS 
る . 過 保 護 の 母親 や きび 
し 過ぎ る 母親 も る いる だ ろ 
Sas) (で れ が = 人 貞 し た 到 
児 方 針 で あれ ば , いっ こ 
うに か まわ な い の で あ 
る . 過 保 護 が いけ な い , 
放任 が いけ な いと いう 指 
摘 は 確 か に 重要 で ある 
が , 当 の 母親 に は 具体 性 
の な い 説 教 で ある こと が 
十分 に 認識 され る 必要 が 
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ある . ショ ッ ク か ら 脱 出し , こども の 障害 を 受容 し た 
母親 は , 結構 し ょ うず に と ども を 育て て いる も の で あ 
る . 

この よう な 認識 に た っ て , 家庭 に お ける 盲 幼 児 指導 
の 留意 点 を 個 条 書き に する と , 次 の よう に な る . 

① 上 兄弟 姉妹 と 全く 同じ 待遇 を する . ② 危 険 の 少な い 
遊び 場 を 準備 する . ③ 運 動 の 機会 を 十分 に 与え , 活発 
な こども に 育て る . ④ 手 と 耳 を 使っ て , 知識 を 吸収 す 
る 機会 を 多く 与え る . ⑤ な る べく 屋外 に 連れ 出し , 多 
く の 経験 を 与え る . ⑥ 晴 有 眼 児 と 遊ぶ 機会 を 多く する . 
⑦ 新 し いこ と を 覚え させ る 場合 は , 晴 眼 児 以上 に 根気 
よく 手 を か ける . 

し か し , どの よう に 家庭 に お ける 指導 が 理想 的 で あ 
っ て も ゃ も , 家庭 に お ける 指導 だ け で は 盲 幼児 の 全面 的 な 
発達 を 促す こと は で きた な い . 歩行 に つい て みて で て る, 家 
庭 以 外 で の 組織 的 指導 が 必要 と な る . ここ に 家庭 に お 
ける 指導 の 限界 が 存在 する わけ で , 幼児 期 の 盲 幼児 指 
導 の 責任 を 家庭 に 負わ せる こと は 誤り で ある こと が わ 
DD. 家庭 と は アメ リカ 連邦 保健 ・ 教 育 ・ 厚 生 省 発行 
の パン フレ ッ ト The Preschool Child Who Is Blind 
述べ て いる よう に , 「 か れ を 信じ , か れ が 素 晴 し い 
人 生 を 送れ る の だ と 確信 し 」 「 か れ に 愛情 と 心 づ か い 
と 健康 を 与え て や る 」 場 な の で ある . 

[両親 教育 の 方 法 〕 家庭 に お ける 育 幼 児 指導 を 成功 
させ る た め に は , 専門 家 に よる 援助 が 必要 と な る . ア 
メリ カ で は 特に この 両親 教育 に 力 を 入れ , 盲 幼児 教育 
の 中 で 重要 な 位置 を 占め て いる . その 方 法 と し て は , 
家庭 訪問 こよ る カウ ン セ リン グ と 両親 の た め の 夏 期 学 
槻 が その お も な も の で ある . また , 両親 の た め の 育 児 
書 や パン フレ ッ ト が 多く 発行 され て いる . 

両親 教育 の 内 容 は , 両親 の 精神 的 な 支え と な っ て 健 
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図 3 両親 教育 の 方 法 

両親 教室 は , 盲 児 の 育て 方 や 盲 教育 , 福祉 一 般 に 関 
する 知識 の 伝達 と 両親 どう し の 話合い を する た め に 行 
な われ る も の で , 昭和 45 FEO 東京 都心 身障 害 者 福 
祉 セン ター の 母親 教室 の プロ グラ ム を 示す と 表 1 の 通 
り で ある . LOL, この 母親 教室 の 方 法 で は 一 般 的 な 


知識 は 得 ら れ て も , より 具体 的 な 方 法 と な る と 訪問 指 
導 の 方 が すぐ れ て いる . 

な お , 通信 教育 や 指導 書 に よる 方 法 は , 上 記 の 方 法 
が と れ な い 場 合 の 補助 的 な 方 法 で ある . 指導 書 と し て 
は , ロー エン フェ ルド 著 「 盲 児 の し つけ 」, (京都 府 


Bm) A, (BHO 育て 方 」 (清水 英彦 訳 ), FHA 


江 著 「 盲 幼児 を も づつ 母親 の た め に 」, 山本 裕子 ・ 五 十 
RSS 「 両 親 の た め の 盲 幼 喝 指導 の 手引 」 が ある . 


盲 幼 児 指導 の 方 法 

盲 幼 児 教育 は , 晴 眼 児 以 上 に 専門 家 に よる 指導 を 必 
要 と し て いる . それ は 盲 と いう 状態 は 常に 発達 遅滞 の 
原因 と な る 可能 性 を も あっ て いる た め , Bi MAILS 
め の こ ま か い 指導 法 と を も っ た 専門 家 で な けれ ば , 指 
導 の 効果 を 十分 に あげ る こと が で き な い か ら で あ る . 
育 幼 児 指導 の 方 式 と し て は , 個別 指導 , グル ー プ 指 
導 の 二 つ が あり , それ と は 別に 経過 観察 の た め の 指 導 


全 な 育児 環境 を 作る た め 表 1 両親 教育 の プロ グラ ム の 1 例 


の 援助 を する カウ ン セ リ 一 東京 都心 身障 害 者 福祉 セン ター「 母 親 教 室 」 一 











ング , 大 体 的 な 育児 の 方 ae as 講師 
法 を 教え る 育 先 指 導 , Bo 4 月 例会 セン ター 及び 視覚 障害 科 の 方 針 原田 政美 て セン ター 所 長 ) 
幼 喝 に と っ て 利益 と な る 5 月 例会 眼病 に つい て 山本 容子 (セン ター) 
あら ゆる 情報 を 提供 する 6 月 例会 視覚 障害 児 の 教育 体系 河合 久治 BB) 
et 7 月 例会 盲人 の 職業 に つい て 五十嵐 信 散 (セン ター) 
= ee Ee nav 8 月 例会 盲人 の 結婚 に つい て 山本 裕子 (セン ター) 
る 。 GOITER GNE, 9 月 例会 BAD BAW BED Pe 木塚 泰弘 AS WBF 
両親 教室 , 訪問 指導 , 通 10 月 例会 弱視 児 の 指導 法 AtEm (セン ター) 
Sys tose. os 11 月 例会 BLD LOTTE OWT 山本 裕子 (セン ター) 
に 6 人 = 12 月 例会 盲 児 の 発 達 に つい て 五十嵐 信 敵 (セン ター) 
えら れる . と の 内 容 と 方 打 月 例会 剃 人 の 歩行 に つい て 山梨 正雄 (セン ター) 
法 の 関係 を 図示 する と 図 2 月 例会 BAR Oma AVR (文部 省 ) 

3 月 例会 映画 「 若 い 心 の 詩 」 鑑賞 河合 久治 GRIT) 


3 の の (に な 2 
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も 加わ る . 一 般 的 に は 低 年 齢 で は 個別 指導 , 高 年 齢 で 
は グル ー プ 指導 が 中 心 と な る . グル ー プ 指導 が 可能 と 
な る の は , 3 蔵 以 降 で あっ て , 2 歳児 に あっ て は あま 
り 効 果 が 期待 で き な い . 

この よう な 指導 を する 方 法 と し て は , 保育 園 , 幼稚 
園 , 指導 セン ター な どの 家庭 以外 の 指導 の 場 へ 通所 す 
る 通園 指導 が 最も 望ま し い が , 通所 が 困難 で あっ た 
り , 低 年 齢 で あっ た りす る 場合 は , 家庭 へ の 訪問 指導 
に よっ て 行なわ ち れ る . この 訪問 指導 は アメ リカ で は 盛 
ん に だ 実施 され て いる 方 法 で ある が , グル ー プ 指導 が 不 
可能 と いう 最大 の 欠陥 を も っ て いる . その 他 母 子 短期 
入所 に よる 合宿 指導 や こども だ け を 宿泊 入所 させ る 寄 
(ais, さら に 親 に 具体 的 指導 法 を 指示 する 通信 指導 
が ある . これ ら を 図示 する と 図 4 の 通り で ある . 





図 4 WYLIE OAR 

この 幼児 指導 の すべ て の 領域 を 完全 に 消化 で きる 方 
法 は , 通園 指導 と 寄宿 指導 で ある が , 寄宿 指導 に 関し 
て は 種々 の 問題 も あり, 結局 は 通園 指導 の 機会 を すべ 
て の 盲 幼児 に 呈 え る こと が 今後 の 課題 と な ろう . 

2 歳 以前 は 訪問 指導 に ょ る 個別 指導 , 2 歳 台 で は 通 
園 指導 に よる 個別 指導 , 3 歳 以 降 は 通園 指導 に よる 個 
別 指導 と グル ー プ 指導 の 併用 が 理想 的 で ある . 


幼稚 園 に お ける 盲 幼児 指導 
さき に 述べ た 通園 指導 の 主要 な 場 は , 日 本 で は 盲 学 
校 の 幼稚 部 で ある . 昭和 45 年 度 現在 , 全国 で 15 校 に 


幼稚 部 が 設置 され , 87 人 が 在籍 し て いる . この ほか 


に , 教育 相談 の 形 で 指導 を し て いる と ころ も ある の 
で , 実際 に は も っ と 多く の 盲 幼児 が 盲 学校 か ら の サ 
ービス を 受け て いる こと に な る . し か し , ろう 学校 の 
284 学級 , 1740 人 に 比較 する と , いか に 盲 幼児 教育 
が 立 遅 れ て いる か が わか る . 

現在 の 幼稚 部 制度 に は いく つか の 間 題 が か ある. まず 
第 1 は 通学 の 問題 で ある . 幼稚 部 へ 片道 1 時 間 以上 も 
か か っ て 通っ て いる こども も か な りあ る . 幼児 の 体力 
を 考慮 すれ ば , 幼児 に 重い 負担 が か か っ て いる こと に 


な る . 第 2 に は 通学 で き な い 遠隔 地 の こ ど ゃ も は, 寄宿 
舎 に 入ら な けれ ば 幼稚 部 教育 を 受け られ な いこ と に な 
る . し か し , 幼児 期 に お いて お も な 生活 の 場 を 家庭 以 
外 に お く こ と に は 間 題 が あろ う . 第 3 に は 幼稚 部 が 現 
在 の 制度 を 維持 する 限り , 家庭 訪問 指導 や 乳児 指導 な 
ど は 実施 困難 で ある . 第 4 に これ は 最も 重要 な こと で 
ある が , 晴 眼 児 と の 接触 が きわ め て 少な い 点 で ある . し 
か し , これ ら の 問題 に つい て も 人 徐々 に 解決 の 方 向 へ 進 
ん で いる . 制度 的 な 改革 を 試行 し て いる 横浜 訓 盲 学院 
と , 晴 眼 児 と の 共学 方 共 を と っ て いる 大 阪 市 立 盲 学校 
は 特異 な 存在 で ある . 

横浜 訓 盲 学院 幼稚 部 は 昭和 46 年 度 現在 , 12 人 の 0 
歳 か ら 5 歳 の 幼児 が 在籍 し て いる . その うち も 6 AIS 
児 施設 の 入所 児 で ある が , 残り の 6 人 は 幼稚 部 に 限っ 
て と いう 条件 で 家庭 か ら の 通学 を 認め て いる . これ ら 
の 幼児 に 対し 年 齢 , 居 住地 , 発達 状態 に よっ て , 家庭 
訪問 指導 , 通学 個別 指導 , 通学 グル ー プ 指導 の どれ か 
の 方 法 が と られ る . 実際 に は , 0 歳児 1 人 に は 月 1 回 
の 家庭 訪問 指導 , 発達 遅滞 児 1 人 に は 週 1 回 の 家庭 訪 
se, 3 て 5 歳児 7 人 に は 週 5 回 の グル ー プ 指導 , 
発達 遅滞 児 3 人 に は 週 3 回 の 個別 指導 を 行なっ て い 
A. ここ で 特記 すべ きこ と は , 幼稚 部 入学 資格 を 2 歳 
以上 と し て , 最高 4 年 保育 を 保障 し て いる 点 と 家庭 訪 
問 指 導 に つい て も 校内 で 予算 措置 を 講じ て いる 点 で あ 
2 
また , 1962 (昭和 37) 年 に 設置 され た 大 阪 市 立 盲 学 
校 幼稚 部 は , 1965 年 ご どろ か ら 晴 眼 児 と の 共学 を 行 な 
っ て いる . これ は 幼稚 部 へ 晴 眼 児 も 入学 させ , Bet 
いっ し ょ に 保育 する や り 方 で ある が , 多く の 成果 を お 
さめ て いる し , 将来 性 も あろ う . 盲 教育 の 専門 家 が タ 
ッ チ で きる と いう 点 で BEDE 指導 が 展開 され 得 
2. 

この よう な 和 盲 学校 幼稚 部 に お ける 盲 幼児 教育 と は 別 
に , 一 般 の 保育 園 , 幼稚 園 に お いて 盲 幼児 を 指導 する 
と いう 方 法 も あり , アメ リカ で は か な り の 盲 幼児 が 保 
育 学 校 (nursery school) や 幼稚 園 (kindergarten) で 
保育 を 受け て いる . 日 本 で は 例 は 少な い が , 3 歳 の 全 
BLY ADD 経営 する 幼稚 園 で 保育 し た HALF 
は , その 結果 を 次 の よう に まとめ て いる . 

① 普 通 児 と いっ し ょ に 教育 で きる こと が 証明 され 
た . ② し か し , 実際 の 保育 で は 保育 者 の こま か い 配 慮 
が 必要 で ある . ③ 盲 児 に は 社会 性 の 面 で , 普通 児 に は 
障害 児 の 正しい 理解 と いう 面 で , よい 結果 が Hon 
た . ④ 母 親 と 保育 者 と の 話合い が , 普通 児 以上 に た い 
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せつ で ある . 

実際 に 盲 幼 児 を 保育 園 , 幼稚園 で 保育 する 場合 に 
は , 1 学級 の 人 数 の 制限 , 園 へ の 訪問 教師 の 派遣 , 園 
内 の 遊具 な どの 整備 , レデ ィ ネ ス の 形成 な ど と 解決 す べ 
き 問題 が 多い が , 日 本 で も 全国 的 に 採 入 れる べき 方 法 
CHAD. 


弱視 児 の 就学 前 教育 

BUCO 就学 前 教育 と は 違っ て , PUD 場合 は , 
| 見 える こども 」 と し て , な る べく 晴 眼 児 の 就学 前 孝 
育 の 範 暗 で 考え な けれ ば な ら な い . 実際 に も 弱視 児 の 
大 半 は 保育 園 , 幼稚 園 で 晴 眼 児 と いっ し ょ に 保育 
け て いる . 弱視 児 の 就学 前 教育 の あり 方 に つい て 
五十嵐 ・ 鈴 木 ・ 大 沼 が 見 解 を 明らか に し て いる . 

その 要旨 は , 到 視 児 に 対し て は 特別 な 指導 を それ ほ 
と 必要 と せ ず , 幼稚 園 で の 適応 を 困難 に する 要因 は 性 
格 , 容 ぼ う , 社会 性 , 知能 な ど で あ っ て , 視力 その も 
の で は な いと いう こと と で ある . 実際 に 幼稚 園 で の 状態 
を 観察 し て も , 園内 で は ほとん ど 困 難点 は な く , 野外 
に 出 た 場合 に ある 程度 特別 な 配慮 を 必要 と する くら い 
CHS. 

も ちろ ん , 幼児 期 の 弱視 児 に 対し て 配慮 すべ き 点 は 
多く ある . あく まで も る 晴 眼 児 と し て の 扱い を し な が ら 
も , 視力 保護 と 視 知覚 の 向上 の た め に は きめ 細い 配慮 
が 必要 で ある . 特に 次 の 諸点 は 重要 な 留意 点 で ある . 

① 眼 科 医 の 診察 を 定期 的 に 受け , 常に 視力 保護 の た 
め の 注 意 を すべ て の 関係 者 が 熟知 し て お く こ と . OF 
折 異 常 の ある こども に は 必 ら ず 有 眼鏡 を か けさ せる . @ 
家庭 内 や 保育 室内 を 適切 な 明る さ に 照明 する . ④ 遊 び 
DPC, いろ いろ な 拡大 鏡 を じょう ず に 使わ せる . © 
積極 的 に 視力 を 使わ せ , 視 経験 を 豊富 に する . | 

今後 の 問題 と し て は , RAR, 幼稚 園 を 巡回 し て , 
園 で の 指導 に アド バイ ス を する 訪問 教師 の 設置 が 指摘 
され る . (五十嵐 信 敬 ) 
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盲 学校 在学 者 の 視力 区 分 の 実態 

表 1 は 全国 家 学 校長 会 が 各 学 校 か ら 寄 せら れ た 1968 
(昭和 43 ) 年 5 月 現在 の 視力 区 分 別 児 童 ・ 生 徒 数 を 集 
計 し た も の で ある (全国 75 校 (分 校 2 を 含む ) 中 , 
未 報 告 お よび 区 分 不詳 の 5 校 を 除く ). 

この よう に , いま や 弱視 者 の 数 は 全体 の 過半 数 に 達 
し , 今後 , 衛生 思想 の 普及 や 医療 の 進歩 に つれ て 全 
は さら に 弓 滅 し , PICARD ESIC MT SEL 
は ほほ 誤り の な い 見 通し で ある . た だ し , 表 1 の 数 字 
は あく まで も る , 試 視力 表 に ょ る 渦 定 値 の 区 分 で あっ 
て , 実際 に は 視力 以外 の 視 機能 障害 (た と えば 視野 の 
KETC E) の 高度 な 者 や 進行 性 の 疾患 を も つ 者 は , こ 
の 区 分 に か か わり な く , 弱視 教育 の 対象 に な ら な いこ 
と は いう まで も な い : 

それ に し て も , 学級 人 数 の 全員 が 弱視 者 で 占め られ 
て いる 例 も 珍し く な く , 盲 学校 教育 は 大 き な 転 換 期 を 


迎え た と いっ て も 過言 で は な い . 


弱視 教育 振興 の 機運 

90 余年 の 歴史 を も つ わ が 国 の 衣 学 校 教育 の 中 で , 
弱視 教育 が 芽生 え 育 つよ うに な っ た の は , わずか に 
10 年 来 の こと で ある . 

「 盲 学校 で 弱視 教育 を え を する な ど は , 形 教 育 の 本 質 を 
誤る も の だ 」 と する 考え が , 戦前 の 衣 教 育 界 を 強く 支 
ALL, 戦後 に も 受 継 が れ て きた . その た め , 常に 在学 
BORED ADC Rs AIL, すべ て 全盲 者 と 同 
様 な 教育 を し いら れ て きた . 

まず , 教科 指導 に お いて は 点字 が 強制 され , 生活 指 
導 基 準 を 一 律 に 全盲 者 な み に 取 扱っ た 当時 の 盲 学校 教 
育 を 回 顧 す る と , 隔世 の 感 が ある . 当時 , 弱視 教育 否 
定 の 論拠 と な っ た も の と し て は , 第 1 に 残存 視力 養護 
に 対す る 偏見 で あり , さら に , 戦前 の 教育 界 を 支配 し 
た 画 一 的 教育 思潮 が あげ られ る . 

前 者 は か ろう じ て 全 盲 に な る こと を 免 が れ , 乏しい 
視力 を 保ち 得 た 半 盲 生 (当時 の 呼び 名 ) に 墨 字 教 育 を 
課す る の は 目 の 過 労 を 招く の で , 失明 を 避け る た め に 
は , で きる だ け 目 を 使わ せな いこ と が 当然 の 配慮 で あ 
る と し た の で ある . 





B ite B 55 視 = 

sota Press, 1960. 区 分 | 0~0.02 未満 0.02~0. 045% | 0.04-0.3 示 満 | = # 
人 数 3,094 1,541 4,966 9,601 

比率 32.229% 16.05% 51.73% 100% 


盲人 の 教育 413 


こら し た 考え 方 は 当時 と し て は 一 般 的 通念 で あっ て 
1933 (昭和 8 ) 年 に わが 国 に 初め て 開設 され た 東京 市 
南山 小学 校内 の 弱視 学級 も 視力 保存 学級 、 と 呼ば れ た 
ほど で ある . Ete, 後者 の 考え は , 一 定 の 学校 , 一 定 
の 課程 で 学ぶ 者 に 対 し て は その 学習 内 容 や 方 法 が 明確 
に 示さ れ て お り , 教師 も 生徒 も この 路線 に 沿っ て 専心 
すべ きも の で あっ て , 個別 教育 な ど は 思い も よら な い 
と いら 体制 が と られ て いた の で ある . その うえ を , SE 
者 に 対す る 的 は ずれ な 同情 論 が , その 背景 に な っ て い 
ROEPRAORBTA LACS RW. し か し , これ ら の 
論拠 の すべ て が , 終戦 を 契機 と し て , きび し く 反 省 を 
迫 ら れる こと と に な っ た の で ある . 

まず , 弱視 者 の 目 は 使う 9 こと に よっ て 過労 を きた 
し , 失明 を 招く と いう 考え は , わずか な 例外 を 除い て 
は 全く 根拠 の な い 独 断 で ある と いう 画 期 的 な 学説 が 台 
頭 し て きた の で ある . 

た と えば , 手術 後 の 斜 視 眼 の よう な 機能 弱視 に 対し 
て 療育 訓練 を 施す こと に よっ て , 視力 の 回 復 ・ 向 上 が 
図ら れる こと が 明らか に なり, BARI FEDS 
と ん ど が これ に 該当 する 器質 弱視 で も , 適当 な 時 期 に 
適当 な 学習 ・ 訓 練 を 課す る こと と に よっ て , た と え を , 視 
力 そ の も の の 向上 は 不可 能 で あっ て も ゃ , 視 知覚 の 向上 
を 図る こと が で きる と いう 考え 方 が 実証 され た の で あ 
る ( 視 機能 に 関す る フィ ー ド ベッ ク 機構 説 お よび 中 
枢 シ ナッ プス の 域 値 低下 ある い は 疎通 説 な ど ). 

また 戦後 の 民主 主義 教育 は , 個性 の 尊重 を 第 1 義 に 
る まえ, 1 人 ひと り の 児童 ・ 生 徒 の 特性 と 能力 に みあ 
っ た 教育 措置 を と る べき こと を 最高 の 建前 と し た . し 
た が っ て , 弱視 教育 を 取上げ る こと と が , 個性 伸長 を め 
ざす た め の 当 然 の 方 策 で ある ば か り で な く , 全盲 教育 
を お ろ そ か に する どこ ろか , むし ろ , COKE DITCH 
し て も ゃ , 集中 , 徹底 し た 教育 を 実現 する 方 策 で ある こ 
と に 気づい た の で ある . 


弱視 教育 の 法 的 根拠 

今日 , 盲 学校 に お ける 弱視 教育 を 支え る 法規 と し 
て , 学校 教育 法 と 同 法 施行 令 有 あげ な けれ ば な ら な 
い . も ちろ ん , 角度 を 広げ れ ば , この ほか に も 多く の 
も の が あげ られ る が , 前 項 で 述べ た よう に , 多年 に わ 
た る 混迷 を 破っ て , 盲 学校 教育 の 中 に 弱視 教育 の 領域 
を 画 然 と 示し , 向う べき 方 途 を 明確 に 与え た も の と し 
て , と の 2 法規 の 改正 の 意義 は きわ め て 大 きい も の と 
いえ る . 

EP, 1961 (昭和 36 ) 年 10 月 に 改正 され た 学校 孝 


育 法 は , 第 71 RCHFRIALA DISAGREE の 弱視 者 
を も その 教育 対象 に する こと を 定め , 同 条 の 2 で 全盲 
・ 弱 視 な どの 故障 の 程度 区 分 を 政令 (学校 教育 法 施行 
令 ) で 定め る と し た . これ を うけ て , 翌年 3 月 同 政令 
は 次 の よう に 改正 され た . 

[第 2 章 盲 者 等 の 心身 の 故障 の 程度 , 第 22 条 の 2 ] 
法 第 71 条 の 2 の 政令 で 定め る 型 者 等 の 心身 の 故障 の 
程度 は , 施行 令 ( 表 2) に 掲げ る 通り で ある . 


表 2 施行 令 の 表 ( 抄 ) 


区 分 | 心身 の 故障 の 程度 


1 両 眼 の 視力 が 0.1 未満 の も の . 

= 2 両 眠 の 視力 が 0.1 以上 , 0.3 未 満 の も の . ま 
た は , 視力 以外 の 視 機能 障害 が 高度 の も の の 5 
ち 点 字 に よる 教育 を 必要 と する も の . また は , 

者 将来 点字 に よる 教育 を 必要 と する こと と な る と 
認め られ る も の . 

備考 視力 の 測定 は 万 国 式 試 視力 表 に よる も の と し , 屈 


折 異 常 が か ある も の に つい て は , 矯正 視力 に よっ て 
測定 する . 











この よう に , 従前 の 判別 基準 (昭和 28 年 文部 事務 
次 官 通達 ) に よっ て , 0.04 以上 0.1 未満 の 者 お よび 
弱視 と いわ ち れ て いた 者 も すべ て 盲 学校 に 就学 すべ き 者 
il fete (ae 

こら し て , 弱視 者 の 盲 学校 へ の 就学 規定 は 明確 に さ 
れ た が , 文部 省 で は さら に これ ら 一 連 の 法 改正 の 趣旨 
を 一 段 と 徹底 させ る た め , いい か えれ ば 就学 後 の 教育 
措置 が 旧態 依然 た る こと を 打開 する た め , 同年 10 月 
に 初等 中 等 教育 局長 名 で 「 学 校 教育 法 お ょ び 同 法 施行 
令 の 一 部 改正 に 伴う , 教育 上 特別 な 取扱 い を 要する 児 
童 ・ 生 徒 の 教育 的 措置 に つい て 」 と いう 通達 を 出し 
7 。 

この こと に つい て , 文部 省 の 担当 官 で ある 大 川原 池 
教科 調査 官 ( 現 東京 教育 大 学 助教 授 ) は , 通達 の うち 
弱視 教育 に 関す る 部 分 を 次 の よう に 解説 し て いる . 

「 こ と こ で 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は , BRT 
就学 させ た 以上 , sie - AFL TANT, 点字 に よ 
っ て 教育 を 行なう も る の で は な いと いう こと で ある . そ 
れ ぞ れ の 児童 ・ 生 徒 の 視力 ある い は 視 機能 障害 の 状況 
に 応じ て 専門 医 の 指導 を うけ る な ど , 医学 的 配慮 の も 
と に 適正 な 学習 環境 を 整備 し て , 活字 に よる 教科 書 を 
使用 させ る と と は も と より , その 他 , 視力 を 用 いる い 
OS 弱視 教育 、 を 行なう こと に よっ て 適切 な 教育 
が 行なわ れる よ うら 考慮 する こと が 必要 で ある 」 

すでに 述べ た よう に , 弱視 者 に 全盲 者 と 同様 な 教育 
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を 強制 する こと に 強い 問 と 不満 を も る ち 続け て きた 現 
場 教師 は , 視 知 覚 向 上 の 可能 性 を 裏づけ る 医学 の 進歩 
と , 画 期 的 な 法政 正 の 支え に よっ て , 絶大 な 自信 と 希 
望 に も えて , 憶 視 教育 の 実践 に 立 向 か うこ と に な っ た 
の で ある . 


指導 上 の 観点 か ら み た 児童 ・ 生 徒 の 特性 

盲 学校 内 の 弱視 者 の 特性 を 「 性 格 ・ 行 動 ]」 と 「 見 え 
方 」 の 両面 か ら と りあ げ る こと に する . 

[情緒 の 不安 定 ] 心理 学者 に よる と , 弱 視 児童 は 晴 
眼 者 集団 と 全 盲 集団 に は さま れ た 中 間 集 団 で ある た 
め , 常に 両方 か ら 圧迫 , 排除 され て , 両 集団 が それ ぞ 
ICEL AIRE (行動 の 自由 や 周囲 か ら の 愛護 な 
ど ) を 拒否 され る . その た め , いつ も ゃ 不 確 定 , 不安 定 
に お の の いて お り , 外部 か ら 刺 激 さ れ や すく , ささ い 
な こと に 自我 が 傷つけ られ , 感情 の 変動 が 激しく , & 
びと , #50, 得意 と 失意 , 自愛 と 自己 嫌悪 , 希望 と 
SRE, 心 の 動き と 行動 が 両極 端 に ゆれ 動く と され 
“CVS 

これ ら は 一 言 で いう と 情緒 不安 定 と いこ と で あ 
る . こら し た 傾向 は , も ちろ ん 弱視 と いう 個人 的 要因 
に も よる が , か れ ら を 取 巻 く 社 会 的 ・ 家 庭 的 環境 に も 
起因 する も の で ある . 

[消極 性 〕 環境 か ら の 刺激 が 人 の 心 を 動か し , 環境 
へ の 関心 が 積極 的 な 行動 や 意欲 を 起こ す も る の で ある . 
Lad, これ ら の 刺激 は 視覚 を 通し て 受け る こと が 多 
い . し た が っ て , 視覚 的 環境 刺激 の 弱い 弱視 者 は , そ 
れ だ け 意 欲 や 興味 を 感じ る 機会 が 少な いと いえ る . こ 
の よう な 心情 で , 常に 事物 に 対処 し て いる 日 々 の 生活 
は お の ず か ら 消 極 的 な 性 格 傾向 を 形 づ く っ て いく で あ 
A. また , 身体 的 活動 に お いて も , 危険 を 恐れ , 周 
囲 の 心 な い 評 価 や 批判 を 避け よう と し て , 身体 的 能力 
を 完全 に 発揮 させ る 機会 を 少な た くさ せ て いる の で あ 
る . FORD, 日 常行 動 の 観察 か ら は , ① 勇 気 に 欠 
け , ② 大 胆 さ に 乏しく , ⑨③ 依 頼 心 が 強 く , ④ 持 久 力 が 
足り ず , ⑤ 内 攻 的 で あり , ⑯⑥ 競 争 心 が 少な いな ど , 共 
通 の 傾向 が み られ る . 

[自己 中 心性 ] も と も と 人 は 自分 を 主張 し よう と す 
る 気持 と 他人 の 立場 を 考え ん , これ を 尊重 し よう と する 
社会 的 気持 を 合わ ちせ も っ て いる も の で ある . そし て 発 
達 過 程 に お いて , 環境 と の 接触 や 理解 に よっ て 自己 中 
心 的 な 傾向 か ら 簿 次 脱却 し て , 自 と 他 と の 正当 な 理解 
調和 へ と 進む も る の で ある . し か し , 視覚 の 障害 か らく 
る 消極 的 な 心情 や 生活 態度 は , お の ず か ら 他 人 と の 接 


触 を 少な くし , 孤独 な 傾向 えつ くっ て いく と と も ゃ に, 
環境 か ら 鍛 えら れる 機会 が 乏しく , つい に 自己 中 心 的 
な 態度 か ら の 脱却 を 遅らせ て し まう こと に な りや す 
Vins 

その た め , OBBEITCRI, ② 美 に 対す る 関心 が 5 
すぐ, ③ 常 識 に 乏しく , ⑨④ 他 人 の 立場 へ の 理解 が 少な 
く , ⑤ 小 集団 意識 が 強い な ど , 行動 上 の 傾向 が み ら れ 
る . 
Kit, 晴 眼 者 の 世界 を か り に 「 よ く 見 える 」 とし, 
弱視 者 の 世界 を 「 見 え に く い | と し て , 「 見 え に く 
WI と は いっ た い ど うこ と と な の か を 考え て みる . 

Q) 境 界 の 明確 を 欠く : 晴 眼 者 が 視覚 認識 を する 場合 
は , 目的 潤 象 物 と 同時 に , その 周辺 や 背景 な ども 同時 
に 見 て , その も の と 他 と の 比較 や 区 別に よっ て 認識 し 
て いる の で ある . つま り 「 よ く 見 える 」 と いう こと 
は , 対象 と それ 以外 の も の と の 区 別 が 明確 で ある と い 
うと と で あり 見 ん (< く IN ENI2 コ と は で の 区 
別 が つき に くい と いら と と で ある . DEY, 晴 眼 者 は 
も の を 見 る こと と を 通し て , その も の の 特徴 や 他 と の 関 
係 , 相違 な ど を と ら え , それ ら が 経験 的 な 知識 や 記憶 
と し て 積 上 げ ら れ , 次 の 視 経験 の 場 で , これ ら を 参加 
複合 させ て , 視 知覚 を 構成 し て いる . 

これ に 対し て , 弱視 者 は 事物 間 の 比較 や 関係 の 観念 
が 弱い た め , 大 脳 皮 質 に 積 上 げ ら れる 視覚 に よる 知識 
や 記憶 が 乏しく , また , 環境 か ら の 刺激 の 弱 さ が 逆 に 
環境 へ の 関心 や 興味 を 弱め , 意欲 的 な 探 先 心 を 呼 起 こ 
す 機 会 を 少な くす る と い 2 悪循環 を 繰 返 す 傾向 を 生 を 
も の で ある . 

(2) 全 体 と 部 分 の 構成 を 欠く : 「 よ く 見 える 」 EWS 
こと は 全体 と 部 分 が 同時 に 認識 され , その 構成 が と ら 
えら れる こと で ある . | 

これ に 反し , 弱視 者 は 全体 と し て の 形態 を と ら え る 
距離 で は 部 分 が 十分 に は 見 え ず , 部 分 を 明確 に と ら え 
よう と する 距離 に 近づく と , 全体 が 視野 の 中 に は いら 
な いと いう 場合 が 多い . OED, 「 見 え に く い 」 ew 
2 こと は 「 全 体 と 部 分 の 同時 認識 の 困難 」 と いう こと 
で ある . 

し た が っ て , 弱視 者 の 教育 は 部 分 と 全体 の 2 元 的 把 
握 を いか に 徴 速 , 正確 に 統合 , 1 元 化 で きる よう うに 
する か を 訓練 し , 習慣 化す る か に ある と いう こと が で 
a Zk 

(3) 立 体感 に 乏しい : また , 「 よ く 見 える 」 と いう と こと 
と は , 2 物 の 存在 関係 と し て の 遠近 感 お よび 一 つ の 物 
に お ける 立体 感 の 把握 と いう 面 が ある . 晴 眼 者 は も の 
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を 見 る こと を 通し て 空間 を と ら え , 立体 感 に よっ て そ 
の 見 えな い 背 面 を 想像 する な ど , 視覚 生活 の 豊か さ を 
形 づ く っ て いる . し か る に , 弱視 者 の 絵 が 常に 陰影 の 
な い 平 面 的 な 描写 に と どまり , 遠近 感 の な い 平 板 な 感 
じ を 与え る の は , 到 視 者 の 視 能 力 が 境界 の 明確 を 欠き 
全体 と 部 分 と の 同時 認識 が 困難 で ある 2 うえ , 立体 感 の 
認識 に も 不利 で ある と と に よる の で あっ て 注目 すべ き 
点 で ある . 


弱視 教育 の 方 法 原理 

われ われ が 視覚 を 介 し て いろ いろ な 事象 を 認知 し , 
SwiGns G 学 画 洗 動 交 する に 当たっ て , どの よう な た 
要因 が 働い て いる も の か . ある 学者 は 視 知覚 構成 の 4 
要素 を 次 の よう に あげ て いる . 

視覚 妖 官 に よっ て 外界 の 刺激 が 正しく 視覚 中 枢 に 
伝え られ る こと . 一 一 弱視 と は 各種 の 原因 に よっ て , 
外界 か ら の 刺激 の 伝達 が 不 十分 な も の で ある . し た が 
っ て , 治療 の 余地 の ある 者 や 屈折 異常 で 矯正 可能 な 者 
に は , で きる 限り 医療 の 手だて を 講じ し な けれ ば な ら な 
い . REL, この こと は あく まで も ま 医 師 の 領域 に 属す 
ar 

⑫⑳ 対 象 物 を 適度 の 大 き さ に し , Ek, 照明 を 適度 に 
する こと . 一 一 晴 眼 者 と いえ ども 暗い と ころ で は 見 え 
(にくい. また , 一 定 限度 以下 に 微細 な も の や , 急激 に 
運動 する も の も 同様 で ある . 同じ 対象 物 で あっ て も , 
環境 ・ 条 件 を 整え て や れ ば , 弱視 者 で も よく 見 る こと 
が か が で きる も の で あっ て , 弱視 者 イ ュ ー ル 拡大 文字 ・ 拡 
大 鏡 ・ 照 明 設備 と いう 発想 が , ここ か ら で て くる . 

(③ 既 習 の 知識 ・ 経 験 ・ 記 憎 や 推理 力 ・ 判 断 力 な ど 
が , 現在 の 知覚 刺激 に 協同 ・ 和 複合 し て 働く こと . 一 一 
た び 重 な る 視 経験 に よっ て , 大 脳 の 知覚 中 枢 周 辺 に 視 
覚 パ ター ン が 形成 され , わずか な 刺激 ・ 材 料 に よっ て 
も 正しい 視 知覚 が 成立 する と いわ れる . われ われ が 長 
- 文 を 読解 する と き は , 文字 の 1 点 1 画 を 確か め る こと 
LOD, 以前 に 行なっ た 学習 を 土台 に し て , こと ば の 
前 後 関係 や 文脈 に よっ て 意味 を と ら え て いる の で あ 
る . 

(4 興味 や 意欲 の 参加 . 一 一 動い て いる 電車 の 窓 か ら 
見 える 景色 は , 考え ど と を し な が ら で は ほとん ど と ら 
える こと は で きた な い . 見 よう と する 意欲 と 注意 の 有無 
が , 視 知覚 成立 の 重要 な 要素 で ある . 

弱視 教育 の 方 法 を 考え る 場合 に , 医療 の 方 策 が 尽き 
た 器質 弱視 ( 視 器 に 器質 的 病変 の み られ る も の ) に 対 
LT, 1⑪) の 観点 か ら 追 完 す る こと は 無 意 味 で あり , か 





り に , それ が あり 得 て も , その 任 に 当たる 者 は 教師 で 
は な く , 医師 で ある こと は , すでに 述べ た 通り で あ 
る . し た が っ て , われ われ が 対処 し な けれ ば な ら な い 
の は , ⑫) 以 下 の 項目 で ある . (⑫) は いう まで も な く 物 的 
FASO li HGS CHS. 児童 ・ 生 徒 の 障害 の 程度 や 
特性 に 対応 し た 配慮 と 措置 が 必要 で , 教育 現場 に お い 
て は いち は や く 着 手 さ れ て いる が , 今後 と も 研究 く ぁ 
2 を 加え る べき 事項 は は な は だ 多い . 

刺激 受容 器官 に 障害 が ある 者 に 対し , いか に 物 的 環 
境 ・ 条 件 で カバ ー し よう と し て も , し 尽 せ る も の で は 
な い . た と え ぇ 一 時 的 , 部 分 的 に 可能 で あっ て も , 長い 
一 生 の 現実 生活 に 思い いた せ ば 結論 は 明らか で ある . 

そこ で , 当然 考え を られ る の が (2), (3) DBA CH 
る . この 領域 に こそ , 真 に 弱視 教育 の 名 に 値する 実践 
の 分 野 が 開か れん な けれ ば な ら な い . 端的 に いっ て , 59 
視 教 育 の 方 法 原理 は 学習 指導 や 生活 指導 を 通し て , い 
か に し て 正しい 視覚 パタ ー ン を 形成 させ , 視 知覚 の 向 
上 を 図る か に 重点 を お くべ き で ある . 物 的 環境 ・ 条 件 
の 整備 改善 $ こ の 方 向 に 浴 っ て こそ , 一 段 と その 意義 
と 効果 が 深まる の で ある . 


指導 法 の 具体 例 

前 項 の 方 法 原理 を 体 し て の 具体 例 を 国語 科 に と っ て 
述べ る こと に する . 

[拡大 文字 教科 書 の 使用 ] 弱視 教育 の 初期 に は 教師 
が 教材 を 毛筆 や マジ ッ ク ベ ン な ど で 拡 大 書写 し た り , 
拡大 複写 機 で 拡大 印刷 し た も の を 用 いる こと が 効果 的 
CHS. これ は 文字 指導 の 入門 期 に は , 視覚 に よる 抵 
抗 感 を で きる だ け 排 除 し て や る 必要 が ある か ら で , こ 
れ に よっ て , 文字 習得 の 基礎 を つ ち か いな が ら , し ら 
ず し ら ず の うち に 視 知覚 を た か め , 簿 次 普通 教科 書 へ 
移行 させ て いく の で ある . この 切替 え の 時 期 は , 児童 
の 障害 の 程度 や 能力 に よっ て 一 律 で は な いこ と は も ち 
ろ ん で ある . 

[漢字 指導 の 合理 化 ] 漢字 習得 の 困難 性 は 国語 教育 
上 の 重要 問題 で ある . ELT, 1 点 1 画 が 見 え に く い 
弱視 者 に と っ て は 特に 痛感 され る と ころ で ある . これ 
は 漢字 能力 テス ト な どの 場合 , 弱視 者 の お か す 誤 り に 
一 定 の 傾向 が み られ る こと か ら も わか る こと で ある . 
し た が っ て , 教師 は その 傾向 や 特徴 を よく つか み , 個 
人 用 小黒 板 や 移動 黒板 の 利用 な ど に よっ て , 重点 的 指 
導 を 行なう 必要 が ある . Ek, 指導 の 順序 も 教科 書 の 
ベー ジ を 追う の で な く , 識別 し や すい 基本 漢字 と , そ 
の 応用 発展 と み ら れ る 複合 漢字 に 分 類 ・ 系 統 化し て , 
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知 的 理解 に 訴え て 指導 する な ど が 効果 的 で ある . 

[長文 読み 指導 の 研究 ] 画数 の 多い 漢字 習得 と な ら 
AC, 弱視 者 に と っ て 困難 な 学習 は 長文 を 読解 する こ 
と で ある . これ は 視力 の 乏 し さ , 視野 の 狭 さ か ら 一 時 
に 相当 量 の 文字 群 を 同一 視 空間 に と ら え る こと が で き 
ず , 1 字 1 字 ま た は B11 語 を た どっ て し か 読め な い 
た めで ある .「 部 分 を 確か め よ うと すれ ば 全体 が ぼや 
け , 全体 を つか も う と すれ ば 部 分 が か が おろそか に な る 」 
と いう 弱視 の 「 見 え 方 」 の 現われ で ある . と れ の 対策 
ELT, 常に 文字 を 読む の で は な く こ と ば を 読む , 
こと ば を 読む の で は な く 文 を 読む と いう 目的 意識 を も 
た せる こと と が た いせ つ で , 具体 的 に は , HbA CBE 
音 し た 模範 読み を 開か せ て , 全文 の 内 容 を 耳 か ら つか 
ませ た り , 適当 な 文 段 に 区 切っ て 理解 させ た りす る こ 
と が 有効 で ある . 

[照明 お よび 筆記 用 具 な ど へ の 配慮 〕 学習 の 物 的 環 
境 を 自分 か ら 進 ん で 整え る こと と に つい て , 弱視 児童 ・ 
生徒 は 意外 に 無関心 で や る こと と が 多い . 暗い 所 で も ゃ 平 
気 で いた り , 驚く ほど 小さ い 字 を 書い た り , し ん の 堅 
い 鉛 筆 を 好 ん で 使っ た りす る と いう こと も ある . し た 
が っ て , 初期 の 段階 に お ける 教師 の 配慮 が 特に 必要 で 
ある . 

[姿勢 に つい て ]〕] 晴 眼 者 の 場合 , 読み 書き と も に 正 
し い 姿 勢 が 標準 化 さ れ て いる . し か し , 弱視 者 に こ 
を 機械 的 に 強制 する と と に は 大 い に 問 題 が か ある. 勝手 
気まま な 姿勢 を 放任 せよ と いう の で は な い が , 「 角 を 
た め て 和牛 を 殺す 」 こ と に な ら な いよ うら う , 児童 の 障害 の 
程度 と 特性 に 応じ て , それ ぞ れ 個別 に 最良 の 姿勢 を 見 
HL, 指導 すべ き で ある . 

[ 弦 視 眼鏡 や 拡大 鏡 操 作 の 習熟 ] 文字 指導 の 初期 の 
段階 で は , 拡大 文字 教材 を 用 い , 徐々 に 普通 教科 書 に 
切替 える の が , 理想 で ある . し か し , 視力 に よっ て 
は , な か な か この 移行 が 行なわ れ な い 者 も いる . これ 
ら の 者 に は , 拡大 鏡 な どの 操作 を 教 ん , これ に 慣れ さ 
せる こと と が 必要 で ある . これ ら の 操作 は 一 見 簡単 と 思 
われ る が , 日 常 の 学習 や 生活 に 役立つ よう に な る に 
は , 相当 の 熟練 が 必要 で , 指導 の 要点 に 数 を あげ な け 
れ ば な ら な い . これ ら の 如 具 を 巧み に 使え る 能力 は , 
弱視 者 に と っ て 貴重 な 特技 と も いう べき も の で ある . 

[疲労 軽減 へ の 配慮 〕 弱視 教育 は 視覚 に 依存 し て 行 
な うら 教育 で は ある が , 目 を 酷使 し て よい と いう こと で 
は な い . 長 時 間 に わ た る 集中 的 作業 は , 視力 減退 や 失 
明 に は 直接 関係 が な い に し て も , 目 を 中 心 に し た 心身 
の 疲労 を 招く こと は 事実 で ある か ら , Rb, BY, 開 





く , 話す な どの 学習 場面 の 転回 を 適宜 行なう こと が 必 
要 で ある . (CAMPER) 


重複 障害 児 の 実態 と 今後 の 課題 


実態 

[ 盲 学校 に 在籍 する 重複 障害 者 〕」 1967 (昭和 42) 
年 10 月 1 日 現在 で 文部 省 が 行なっ た 「 形 学校 , MF 
校 お よび 養護 学校 に お ける 障害 を 併せ も つ 者 の 調査 」 
(に よれ ぱ , 盲 学校 に 在籍 し て いる 重複 障害 者 は 表 1 の 
通り で ある . 調査 に 当たっ て , 各 障 害 の 程度 を 次 の 通 
の Ere: 

Be 矯正 視力 0.02 未満 

EH 矯正 視力 0.02 以上 0.04 未 満 

弱視 者 矯正 視力 0.04 以上 0.3 未 満 

ろう 者 聴力 欠損 90dB 以上 

強度 難聴 者 聴力 欠損 70dB 以上 90dB 未満 

中 度 難 聴 者 聴力 欠損 50dB 以上 70dB 未満 

軽度 難聴 者 聴力 欠損 30dB 以上 50dB 未満 





その 他 1.72 





図 1 盲 学校 小学 部 , 中 学部 に お ける 重複 障害 者 の 障害 別 比率 
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中 ・ 重 度 精神 薄弱 者 精神 発育 の 遅滞 の 程度 が 中 度 
以上 の 者 

軽度 精神 漠 弱 者 精神 発育 の 遅 潜 の 程度 が 軽度 の 者 
肢体 不 自 由 者 体 幹 の 機能 の 障害 が 体 埋 を 支持 する 
こと , 上 肢 の 機能 の 障害 が , 筆記 する こと , 下肢 の 機 
能 の 障害 が , 歩行 する こと か 不可 能 ま た は 困難 な 者 お 
よび 肢体 の 機能 の 障害 に より 6 ヵ月 以上 の 医学 的 観察 
指導 を 必要 と する 者 

病弱 者 病弱 ・ 身 体 席 弱 に より 6 ヵ月 以上 の 医療 ま 
た は 生活 規制 を 必要 と する 者 

言語 障害 者 話し こと ば に 異常 が あり , 治療 また 特 
別 の 教育 を 必要 と する 者 3 
(1) 全体 的 傾向 盲 学校 に 在籍 し て いる 者 の うち 重複 
隊 害 者 の 占め る 割合 は 12.9 パー セン ト で ある . 部 別 
で は , 小学 部 20.1 パー セン ト , 中 学部 16.4 パー セン 
ト , 高等 部 6.9 パー セン ト と な っ て お り , 表 2 に み ら 
れる よう に 重 復 障害 者 は 低 学年 ほど 多く な っ て いる . 
この 傾向 は 今後 ます ます 顕著 こ に こ な る も の と 思わ れる . 
すなわち , 小学 部 の 児童 は 最近 の 5 ヵ年 間 は 毎年 平均 
パー ント ( 約 65 人 ) ずつ 減少 し で いる が ,、 AS 
し て くる 重複 障害 者 は 年 々 多 く な っ て いる か ら で あ 
る . こ と の こと は , 現在 お よび 将来 の 盲 学校 で は , BEE 
害 者 の 教育 を 選 き に する こと は で き な く な っ て いる こ 


と を 示し て いる . 

(2) Sa, 程度 別 , 学年 別 傾向 盲 学校 に 在籍 し て 
いる 重 復 障害 者 の 障害 別 , 程度 別 , 学年 別 傾向 は 表 2 
の 通り で ある . 障害 別 傾向 は 図 1 に 示す 通り で ある . 

重 復 障害 で 最も 多い の は 精神 薄弱 と の 重複 で あり , 
精神 薄弱 言語 障害 者 も 含め る と 小 ・ 中 学部 と も 72-8 
ー セ ント 強 に な っ て いる . その うち 30 パーセント 
ほど と の 者 が 中 ・ 重 度 の 精神 薄弱 者 で あり , 低 学 年 に な 
る ほど と 多く な っ て いる . これ は 従来 , 盲 学校 教育 の 対 
象 外 と 考え られ が ち で あっ た これ ら の 児童 ・ 生 徒 を 積 
極 的 に 学校 教育 の 中 で 扱う よう に な っ た た めで ある . 
聴覚 障害 を 合 わせ も つ 視 覚 障害 者 は 117 人 在籍 し て 
WS. その うち 完全 な 盲 ろ う 者 が 小学 部 に 1 人 , 中 学 
部 に 3 人 在籍 し , 盲 と 強度 難聴 と の 重複 障害 者 は 13 
人 在籍 し て いる . この ほか ろ 2 う 学校 に 視覚 障害 と 聴覚 
障害 の 重 復 障害 者 が 118 人 在籍 し て いる が , ご く 一 部 
の 者 を 除い て は , それ ぞ れ の 障害 に 即応 する 十分 な 教 
育 を 受け 得 な た いで いる . 前 記 以 外 の 重複 障害 者 に 対す 
る 教育 も る きわめて 不 十 分 で あり , 今後 1 人 ひと り の 障 
害 の 種類 , 程度 お よび 能力 , 適性 な ど に 即応 する 教育 
の 充実 が 望ま れる . 

程度 別 傾向 は 表 1 お よび 表 2 に 示し た よう に , 視覚 
障害 の 程度 が 重度 に な る に 従っ て 重複 障害 者 が 多く な 


表 1 盲 学校 に お ける 障害 別 , 程度 列 重複 障害 者 数 
学 部 列 小 = 部 中 学 i oF 寺 部 計 





2 er ea |  w See ee ee 計 
4 
事 / 


1,003 2 | an 675 2 
に 58 1,402 756 319 1,407 1,667 675 2,440 3,426 1,352 5,249 
wh ANE | 36.30 129.6 50.74?" | 30.46 12.86 56.69 248 | 34.86 14.12 51.02 の ーー 











34.17 13.48 52.35 

1 #& 1 1 3 3| MO 4 
0.10 の .02| 0.40 の .72| の .72 0.04 

2 強度 難聴 4 4 2 1 3 7 2 4 13 13 3 4 20 
0.40 0.14) 0.26 0.31 O12) の フク 030 O16°027)\ O38 0.22 O:08 "020 

3-5 E BE 6 1 a 14 3 1 4 8 8 6 5 19 7 8 16 41 
0.60 0.28 0.50 0.51| 0.40 0.31 0.28 0.32| 0.48 0.89 0.20 の 2 の | 0.50 0.59 0.30 0 の.27 

4 軽度 難聴 2 2 10 14 5 2 7 14 8 LHS 人 15 7 30 52 
0.20 0.56 0.71 の .27| 0.66 0.63 0.50 の .26| 0.48 0.44 0.53 の .5 の | 0.44 0.52 0.57 0.52 

5 中 重度 精 落 | 106 19 38 163 53 17 39 109 5 5| 164 36 ag 22 
O5¢ S62 271 S00" 7.01 533-277 4.39) 0.30 の .7 の | 4.79 2.66 1.47 2.76 





6 軽度 精 薄 94 27 83 204 55 18 91 164 52 17 AS AID | BOT 62217480 
9.37 7.54 5.92 7.38| 7:28 564 647 6.67| 3.12 2.52 1.76 2.34| 5.87 4.59 4.13 4.79 














7 肢体 不 自由 22 9 17 48 5 1 21 27 18 ae Sam ¢ 6) 45 17 (eS 
BAD Pai. T2174) 20166 0.31 1249 1.09 7:08 FOZ 723 1.25) 7.97 1.26 2:39 1.35 

8 病 弱 21 4 13 38 18 fi 13 38 36 9 39 84 75 20 65 160 
2.09 1.12 0.93 1.38| 2.38 2.19 0.92 1.53| 2.16 1.33 1.60 7.Z6| 2.19 1.48 1.24 1.60 

9 言語 障害 2 4 1 7 2 3 7 12 1 9 5 8 5 9 13 27 
0.20 1.12 0.07 0.25| 0.26 0.94 0.50 0.48| 0.06 0.30 0.20 0.17| 0.15 0.66 0.25 0.27 
10}§%5 - S| .26 2 6 34 9 2 10 21 1 1 36 4 16 56 
2.59 0.56 0.43 7.23| 1.19 0.63 0.71 の 85| 0.06 0.02| 1.05 0.30 0.30 0.56 

11 そ の 他 15 6 6 27 2 2 3 7 3 3 5 17 10 12 39 
1.50 1.68 0.43 の .98| 0.26 0.63 0.21 0.28 0.30 0.12 0.7 の | 0.50 0.74 0.23 0.39 

at 299 74 181 554 136 Ag! tar) SS Sega!) 76、 "528 3201 


157 54 195 406 
29.81 20.67 12.91 20.05) 20.77 16.93 13.86 16.36) 8.16 7.11 6.02 6.9217Z.28 13.02 9.96 12.88 
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表 2 盲 学 校 に お ける 障害 別 , 程度 別 重複 障害 児 の 学年 別 傾向 
ビン 年 小 1 小 3 小 5 
人 数 352 423 546 
程 度 Ee one © es aT = ee a B 2 5 計 
160 44 148 156 62 205 178 54 314 
程度 別人 数 45.45 12,50 42.05  ?52|3c8g72662826 323|326o 9.89575] 546 
1 
1 ie 0.63 628 
クウ te 2 ae 1 1 
0.64 0.24 
3 中 8 FR 1 1 4 2 6 2 
0.68 0.28| 2.56 0.98 1.42| 1.12 0.37 
AS i ee a ae 1 5 6 
0.56 1.59 1.10 
papeisale ng) fig oes 24 3 2 29 23 5 4 82 17 4 1 ee 
| 75.00 6.82 1.35 8.24|14.74 8.06 1.95 7.57\ 9.55 7.41 3.50 5.86 
6 軽 精 18 4 9 31 中 ig 14 32 15 3 19 37 
11.25 9.09 6.08 8.81| 7.0511.29 6.83 7.57| 8.43 5.56 6.05 6.78 
7 fx 不 5 3 2 10 3 4 7 4 2 3 9 
313 6.82 1.35 2.82| 1.92 1.95 1.65| 2.25 3.70 0.96 1.65 
8 病 ay & il 2 10 5 1 3 9 2 2 3 7 
4.38 2.27 1.35 2.84| 3.21 1.61 1.46 2.13| 1.12 3.70 0.96 1.28 
9 言 障 2 ウ 2 2 2 2 
4.55 O57 28 0.47 3.70 0°37 
10 精 = 4 1 | 6 5 5 2 2 4 
2.50 ° 2.27 の .69 1.70) B21 7.78| P22 0.64 0.73 
そ の 他 3 2 5 3 2 5 4 4 
1.88 4.55 L422" 1.923 23 1.18 1.27 0.73 
計 62 16 17 95 57 15 a7 99 43 13 7 5 “FAB 
38.75 36.36 11.49 26.99 | 36.54 24.19 13.17 23.40 | 24.16 24.07 14.97 18.86 
表 3 年 齢 別 ・ 程 度 別 盲 ろ 5 二 重 障 害 者 数 ( ) 内 は 百分率 昭和 44 年 4 月 文部 省 調査 
l4exei@ | 145 xf | I#Sx4e | M 準 育 x 難 聴 | V 程 度 不明 | 小 計 = 
男 女 B 女 男 の 8 BR 女 男 LL os Be 
a 
a 男 8 1 9 02 
ae 女 7 1 8 (10.6) 
BEAN YBa 21 の 6 6 10 50 86 
歳 満 女 21 1 3 4 7 36 (53.4) 
十 未 FH 11 4 1 2 19 31 
4 
cig 女 5 3 2 1 1 12 (19.3) 
aK 4 7 2 2 15 27 
jeg 女 3 2 3 3 1 12 (16.8) 
小男 44 19 9 10 11 93 
af ove 36 6 8 9 9 68 
=r 80(49.7) 25(15.5) | 17(10.6) | 19(11.8) | 20(12.4) | | 161(100) 








っ て いる . ろう 学校 で は 軽度 難聴 者 に 重 復 障害 者 が 多 
い の と 対照 的 で ある . 学年 別に 盲 , 2S, 弱視 の 在籍 
比率 を みる と , お お むね 低 学年 に 盲 者 が 多く な っ て い 
る が , 低 学 年 の 盲 者 に は 重複 障害 者 が 多い . 

[20 歳 未満 の 盲 ろ 者 ] 


1969 (昭和 44 ) 年 4 月 1 


日 現在 で 文部 省 が 行なっ た 「 20 歳 未満 の BEE OFF 
査 ] に よる と 表 3 に 示す 通り で ある . 調査 に 当たっ 
て は 両 眼 の 矯正 視力 が 0.1 未満 で , か つ , 聴力 損失 が 
50dB 以上 の 全員 に つい て , 個別 に 視覚 障害 の 程度 , 

聴覚 障害 の 程度 , その 他 の 障害 お よび 疾患 の 原因 と そ 
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中 1 中 3 
808 865 
fe ate Ww Soe Gey fie eae) SSG Sp 
237 94 477 gong} _ 302 106 457 。es 
29.33 11.63 59.03 34.91 12.25 52.83 
“ め 2 
の .66 の .23 
1 i 
0.33 0.12 
2 2 
0.66 0.23 
2 3 5 2 1 3 
0.84 0.63 0.62| 0.66 0.22 0.35 


25 6 15 46 19 8 10 37 
Waa 6.98 3-14 “5.69 6.29 7.55 “2.19 4.28 


23 10 23 56 18 4 39 61 
9.70 10.64 4.82 6.93| 5.96 3.77 8.53 7.05 


1 1 4 6 3 10 13 
0.42 1.06 0.84 0.74| 0.99 ジミ 7 の “1.50 
3 3 6 10 3 6 19 
1.27 OGE O74 3.31 2.83 1.31 2.20 
2 2 3 7 1 1 
0.84 2.13 0.63 0.87 の シグ の./ ク 
2 1 5 8 4 3 fl 
0.84 1.06 1.05 0.99| 1 32 0.66 0.81 
1 2 1, 4 1 1 
0.42 2.13 0.21 0.50 0.22 O12 
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24.89 23.40 11.95 17.08 | 20.20 14.15 15.54 16.99 
の 時 期 , 日 常 生活 の 様子 , BORE, 身体 の 移動 , 
用 便 , 食事 , 洗面 , 措置 の 有無 と 措置 され た 場所 お よ 


び 時 期 を 文章 で 記述 した. 
調査 の 結果 , 全国 で 161 人 の 者 が 発見 され た が , その 
2 ち 全 和 衣 全 ろう 者 は 80 人 で あっ た . 全盲 全 ろう 者 の 


約 60 パー セン ト に 当たる 47 人 が 意思 貴 通 , 身体 移 
動 , 食事 , 用 便 の いずれ も 不可 能 で あり , 両親 の 顔 を 
見 た こと , 声 を 開い た こと も な く , まっ た く 寝 た きり 
の 状態 で ほそ ぼ そ と 生命 を 維持 し て いる に 過ぎ な い . 
全盲 全 ろ う 者 の 意思 の 疎通 に つい て は , 山梨 県 立 盲 学 
校 に 学ん で いる 1 人 が 指 文字 や 点字 に よる 交信 が で き 
る ほか は , 身 ぶ り サ イン の 理解 可能 な 者 は 9 人 と な っ 
“Gina を 
措置 の 状況 に つい て は , 161 人 中 83 人 が 措置 され 
て いる が , 63 人 が まっ た く 未 措置 で あり , 15 人 は 記 
WIECH oie. SES 5 者 の 措置 に つい て は | 21 
人 が 措置 され て お り , その うち 盲 学校 に 在籍 し て いる 
者 3 人 , 医療 機関 入所 者 8 人 , 施設 入所 者 8 人 , その 他 
の 2 人 は 通信 な ど で 訓 練 を 受け て いる . 予想 以上 に 措 
置 さ れ て は いる が , 日 常 生 活 の 様子 の 記入 の 状況 か ら 
AC, 適切 な 指導 を 受け て いる 者 は 少な いよ う で ある . 


教育 の 現状 

[教育 の 現状 ] 重 復 障害 者 が 盲 学校 に 就学 する よう 
に な っ た の は 1948 (昭和 23) 年 どろ か ら で あ る が , 
ここ 数 年 間 は 急激 に 重複 障害 者 が 就学 する よう に な っ 
て き て いる . し か し , いま だ に 就学 猫 予 免除 の 措置 を 
受け て いる 者 も 多い . 昭和 44 年 度 に お ける 精神 薄弱 
を 合わ せ も つ 者 の 重 復 障害 学級 は , 盲 学校 の 小 ・ 中 学 
部 に つい て は 75 校 中 35 校 に 設置 され , その 学級 数 は 
67 学級 で , そこ に 学ぶ 者 は 239 人 で , 重複 障害 者 の 
約 37 パー セン ト と な っ て いる . 視覚 障害 と 聴覚 障害 
を 合 わせ も つ 者 に つい て は , 昭和 46 年 度 現在 , 北海 
LEE SK S45), 東京 都立 葛飾 盲 学校 (A 
う ), 東京 都立 入 王 子 盲 学校 CRS HERE), 香川 県 
立 ろ う 学 校 (ろう 準 盲 2 人 ) に お いて 適切 な 教育 を 受 
け て いる . 重 人 復 障害 教育 推進 の た め に 文部 省 が 行なっ 
て いる 施策 は 次 の と お り で ある . 

[教育 課程 の 改善 〕 旧 学 習 指導 要領 に お いて は , 重 
復 障害 者 に つい て 特別 な 教育 課程 に よる こと が で きる 
こと と っ で い だ が , 1971 年 3 月 ce 告示 きれ た eS 
習 指導 要領 に お いて は , 合わ せ も つ 障 害 に 対応 する 特 
殊 教育 学校 の 学習 指導 要領 の 内 容 の うち 必要 と する 事 
項 を 取入れ て 教育 課程 を 編成 する こと が で きる よう に 
な っ た こと と と も ゃ に, 通常 の 教育 課程 に よる 学習 が 著 
し く 困 難 な 者 に つい て は , 養護 ・ 訓 練 を 主 と した 教育 
課程 が 編成 で きる こと と し , 積極 的 に 重 復 障害 者 を 教 
育 する 姿勢 を 打出 し て いる . 

[重複 障害 教育 実験 学校 ] 山梨 県 立 塞 学校 一 一 盲 ・ 
ろう 児 の 教育 (昭和 36 年 度 か ら 45 年 度 まで ), 京都 
府立 盲 学 校 一 一 紅 ・ 精 薄 児 の 教育 (昭和 39 年 度 か ら 
42 年 度 ま で ), 香川 県 立 ろう 学校 一 一 準 衣 ・ ろ うら 児 の 
教育 (昭和 43 年 度 か ら 45 年 度 まで ), ABRWE FR 
ー 一 盲 ・ 精 神 薄 弱 児 の 教育 (昭和 44 年 度 か ら 46 年 度 
まで ), 北海 道 札幌 盲 学校 一 一 角 ・ ろ う 児 の 教育 ( 昭 
和 46 年 度 以降 ). 

[教育 課程 研究 発表 大 会 」 昭和 43 FED OS SR 
お よび ろう 学校 に 在学 する 重複 障害 者 の 教育 課程 の 編 
成 な ら び に 指導 法 の 問題 の 解決 の た め 全 国 集 会 を も っ 
て いる . 

[海外 派遣 , 内 地 留 学 ] 海外 派遣 は 昭和 42 年 度 か 
ら 実施 さき ん た も の で あり , 3 ヵ月 間 先 進 諸 国 に お いて 
重 復 障害 教育 こつ いて 研究 し て くる も の で ある . 昭和 
42 年 度 か ら 44 年 度 まで は 各 年 度 1 人 ずつ で あっ た 
が , 45 年 度 は 2 人 と な り , 46 年 度 は 3 人 と な っ た . 
国費 援助 に よる 内 地 留 学生 派遣 は 毎年 度 約 100 ACH 
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る が , その うち 10 人 前 後 が 重 復 障害 教育 に つい て 人 研 


修 し て いる . 

[重複 障害 教育 補助 事業 ] 重複 障 害 学 級 が 設置 され 
RBA, 教材 費 品 目 に 含ま れ て いな い 設 備 を 整備 する 
費用 と し て , 30 万 円 まで に つい て 2 分 の 1 が 補助 さ 
れ 0'CW め 。 

ABER) 重複 障害 学級 の 児童 ・ 生 徳 の 1 学級 の 
人 数 に つい て は 昭和 44 年 度 か ら 5 人 を 標準 と する こ 
と と な っ た . た だ し , 盲 ・ ろ う 学 校 に つい て は 義務 教 
育 費 国庫 負担 法 に より , 養護 学校 に つい て は 公立 養護 
学校 特別 措置 所 により, 1 学級 の 児童 ・ 生 徒 数 に か か 
わり な く , 都 道 府 県 が 8 可 し た 学級 数 に 応じ て 教員 が 
RA ae ea OWNS. 


今後 の 課題 

重複 障害 教育 の 現状 は , すべ て の 重複 障害 者 の 1 人 
ひと りか が 必要 と する 十分 な 教育 を 受け る に は ほ と 遠い 
も の が ある . この 実情 を 打破 する た め に は 次 の 諸点 の 
解決 が 必要 で ある . 

[教育 行政 〕 現在 の 教育 研究 の 成果 か ら す れ ば , 重 
度 重複 障害 者 の 教育 は 決し て 不可 能 な こと で は な い . 
要 は 教育 行政 な ら び に 教育 実務 に 関係 する 者 が , か れ 
ら を 教育 の 場 に 引受 け て 最善 の 方 法 を 熱意 を も っ て 行 
な うこ と で ある . 市 町 村 の 教育 委員 会 は 安 昌 に 就学 獲 
予 刈 除 の 認可 を する と と な く , 認可 を する 以前 に 都 道 
府県 教育 委員 会 な ら び に 研究 機関 と の 連絡 を 蜜 に し 
1 人 ひと り の こども に 対し 可能 な 限り の 手段 を と る ベ 
き で ある . 

[研究 の 充実 ] 教育 を 行なう に 当たっ て 常に その 前 
HEL TOS CLL, 被 教 育 者 の 実態 を 正しく 評価 する こ 
と で ある . 特に 心身 に 障害 を も つ 者 の 教育 に 当たっ て 
は 評価 を 重視 し な けれ ば な ら な い が , 現状 の 教育 組織 
に お いて は きわ め て 立ち 遅れ て いる . 近い 将来 , 各 都 
道府県 に 専門 的 知識 技能 を 有する 職員 を 配置 し た 特殊 
教育 セン ター を 設置 する こと が 急務 で ある . この セン 
ター が 中 心 と な り 教 育 内 容 や 方 法 を より 充実 し て いく 
必要 が ある . 

[教育 措置 ] 心身 に 障害 を 有 し , か つ 重 度 で あれ ば 
ある ほど , 早期 か ら の 教育 が 必要 と され な が ら ほ と ん 
ど 行 な われ て いな い . 心身 障害 が 発見 され た 時 点 か ら 
教育 を 行なう こと を 義務 づけ る と と も に , その 効果 を 
高め る た め に . 教育 , 心理 , 医療 な ど が チー ム を 組み , 
継続 的 な 指導 が で きる よう に し な けれ ば な ら な い . = 
た , わが 国 の 教育 措 軒 は , 普通 学級 , 特殊 学級 , 特殊 


教育 諸 学 校 , 重 復 障害 学級 と いう わく が あり , 障害 の 
種類 と 程度 に 応じ て その いずれ か で 教育 が 行なわ れる 
よう に な っ て いる が , 今後 は この 考え を 改め , 教育 さ 
れる 者 の 必要 に 応じ て 家庭 に あっ て も , 病院 に あっ 
Ch, その 子 が 必要 と する 十分 な 教育 が 行なわ ち わ れ る よ 
2 に し な けれ ば な ら な い . 

[ABOVE] 重 復 障害 者 の 初期 に お ける 指導 の 方 
法 は , こども の 能力 適性 に より 1 人 ひと り が 異な る と 
いっ て も ゃ 過言 で は な い . テキ スト 通り の 定型 的 な 指導 
方 法 が 通用 し な いこ の 教育 に あっ て は , 1 人 ひと り の 
重 復 障害 者 を 正しく 把握 し , それ を も と に どの よう に 
指導 する か に つい て , 指導 者 は 絶え ず 研 修 を 行なう 必 
要 が ある . 

[進路 問題 〕 重 復 障害 者 の 中 に は , 大 学 に 進学 で き 
る 者 や 一 般 社会 に 就職 で きる 者 も あい る が , か な り の 多 
く の 者 は ある 程度 の 底 護 の も と で な けれ ば 生活 で き な 
い 者 や , さら に は 一 生涯 保護 と 訓練 を 必要 と する 者 
も いる . 進学 の た め に 介助 を 必要 と する 者 に は 介助 員 
を , 底 護 を 必要 と する 者 に は 授産 施設 を , 保護 を 必要 


と する 者 に は 保護 施設 が , 1 日 も 早く 必要 な だ け 整 備 


され る こと が 今後 の 課題 で ある . (加藤 安雄 ) 


B45 ORR 


BD う 者 (deaf-blind) に 対す る 教育 は アメ リカ お 
いて 始め られ た が , その 当初 か ら 現 在 ま で その 時 期 を 
お よそ 4 期 に 分 ける こと が で きる . 

第 1 期 は , 1837 年 に パー キン ス 盲 学校 の サミ ュ ェ 
ル ・ ハ ウ が , ロー ラ ・ ブ リッ ジマ ン に 試み た 教育 が 成 
功 し た こと 始ま る . その 後 1889 年 に は , へ レン ・ 
ケラ ー (1880 ~ 1968) が 家庭 教師 アン ・ サ リバ ベン と 
と も に 同 校 に 入学 し , 1804 年 , さら に ラッ ドク リフ 女 
子 大 学 を 卒業 し て 社会 的 活動 を 始め た . ロー ラ に は , 
浮 出 し 文字 と 指 文 字 を 用 いて 言語 指導 か が な され た が , 
ヘレ ン に 対 し て は , 最初 に 指 文 字 が 導入 され , 次 いで , 
紙 の 上 に 書か れ た 涯 出し 文字 を 用 いて 触覚 的 な 文字 言 
語 の 指導 が な され た だ た. CORMORA + BARI, > 
ウゥ あるいは サリ バン の よう な , いわ ば 天才 的 な 素質 を 
も つ 教 育 者 の 努力 に よっ て 成功 し た 数 少な い 例 で あ 
り , この 意味 で 奇跡 の 教育 と も いわ れ が ち で ある . 

第 2 期 は 1930 年 か ら 1940 年 代 で あり , この 時 期 に 
パー キン ス 盲 学校 に 盲 ろ う 部 が 独立 し , 盲 ろう 教育 が 
学校 教育 と し て は 初め て 組織 的 に 取上げ られ る よう に 
な っ た . 
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ここ で の 言語 指導 の 中 心 的 な 方 法 は 触 話 法 (tadoma 
method) が と られ だ. 触 話 法 は , 盲 ろう 者 が 相手 の 
BP, ある い は あど ご や の ど な ど に 手 を 当て て , 発声 
の 際 に 起こ る 口 の か た ち , 呼吸 の 変化 や 振動 を 触覚 的 
に 察知 する も の で ある . BETH, パー キン ス 衣 学 校 
で は この 方 法 を 振動 法 (vibration method) と 呼ん 
で , 点字 と と も に 盲 ろう 者 の 交信 の 手段 と し て 用 いら 
れ て いる . 

第 3 期 は , 一 口 に いっ て , 盲 ろう 教育 の た め の 教 員 
養成 の 時 代 と いえ る . 1956 年 , パー キン ス 盲 学校 は , 
ボス トン 大 学 と 提携 し て 教育 養成 部 を 設立 , 以来 現在 
EC, アメ リカ 各地 お よび 世界 の 各地 の 盲 ろ う 教 育 施 
設 に 教員 を 送り 出し て いる . こと この 教員 養成 部 に は , 
各国 か ら の 留学 生 が 特に 多い と いう . 

この ころ か ら , 世界 的 に B45 教育 の 気運 が 高 ま 
り , 1958 年 以来 3 年 ご ど と に 盲 ろう 教育 国際 会 議 が 開 
PSE DICT 3 fe. 

1970 年 に な っ て アメ リカ に お ける 盲 ろ う 教 育 は , 
パー キン ス 盲 学校 の 手 を 離れ て , アメ リカ 社会 全体 の 
問題 と し て 位置 づけ られ る よう に な っ た . その た め の 
法律 の 改正 , アメ リカ 全 州 を 8 ブロッ ク に 分 け て , そ 
の 8 カ所 に ① 盲 ろう 者 の 早期 教育 , ② 教 員 養 成 , ③ 卒 
業 後 の 社会 生活 の 指導 , ④ 基 礎 研 究 を 目的 と する 盲 ろ 
DAY BAPE SAUD LON Te ach 
 bMBCBRI SARA} 2 重 障害 者 教育 は , アメ リカ 
に 遅れ る こと 100 年 , 1950 年 に 山梨 県 立 盲 学校 に 相 
前 後 し て 入学 し た 2 人 の 完全 定 ろ う 2 重 障害 児 (当時 
6 才 の 男 喝 と 7 才 の 女児 ) に 対 し て 始め られ た . 言語 
指導 の 中 心 的 方 法 と し て , アメ リカ に な ら っ て 振動 法 
を 採 入 れ た が , 日 常 生活 の 指導 の 段階 で 成功 せ ず , 
1952 年 , 当時 , 東京 大 学 の 梅 津 入 三 を 中 心 と する 研 
完 グ ルー プ の 参加 に より 教育 が 試み られ る よう に な っ 
た . ここ と では, 言語 指導 の 中 心 を 点字 法 に 思 き 換え ら 
れ , 日 本 で 初め て 盲 ろう 2 重 障害 児 の 言語 行動 形成 に 
成功 し た . | 

言語 指導 の 中 心 を 点字 に 決め た と は いえ , まだ こと 
ば を ゃ も だ た な い 盲 ろ 2 2 重 障害 喝 に いき な り 点 字 の 学習 
を 試み た わけ で は な い . EP, 身 選 り サ イン 法 (ある 
行動 を 起こ と こす きっ か け と な りや すい 刺 坊 を , 身体 の 特 
定 の 部 分 に 適当 な 強 さ で 与え る , 音声 言語 に よら な い 
DRYOCTWoAEE) に より , 歩く こと , 手 を つか うら 
Ck, 食事 ・ 排 浴 ・ 星 眠 ・ 衣 服 の 着脱 な どの 日 常 生活 
で の 基本 的 行動 の 習 慣 づけ か ら 始 め て , 盲 ろ 2 2 重 障 
害 多 の も っ て いる 最も 有効 な 感覚 器官 で ある 触覚 ・ 和 触 


運動 を ュ ン トロ ー ル する こと を 学習 的 段階 に 組込み , 
次 いで , 触 運動 に よる 形 の 成立 , わく 組 の 中 の 位置, 
方 向 の 成立 , 位置 と 方 向 を も っ た 順序 の 成立 , 拡大 ・ 
縮小 に つい て の 触覚 的 把握 な ど に つい て 学習 法 が く ぁ 
うら され た だ た. これ ら を 土台 と し て , 初め て 点 字 の 弁別 , 
点字 と 物 , 事象 お よび 人 の 行動 と の 結合 を 可能 に し, 
点字 に よる コミ ュ ニ ケー シュン の 基礎 を つく っ た . さき 
bi, 点字 の 習得 を 基礎 に , 指 文字 ょ る 交信 法 , F 
ろう 者 に は 不可 能 と さえ 思わ れ た 発声 に よる 交信 法 の 
学習 も 可能 に し た . また , 自由 に な っ た これ ら の 言語 
を 通し て , 時 間 , 空間 , 数 概念 な どの 獲得 が 可能 と な 

り , これ ら を 使っ て 日 常 生活 の 行動 空間 が 整理 ・ 拡 大 
され , 外界 へ の 操作 的 働き か け を 自由 で 確実 な も の に 
な る よう た な 学習 が すす め られ た . 

この , 日 本 で 初め て 成功 し た 盲 ろう 2 重 障害 名 の 言 
語 獲得 の た め の 学 習 理 論 と 経験 を 背景 に し て , 近年 , 
わが 国 で も いく つか の 盲 学 校 あ る い は 施設 に た お いて 盲 
ろう 2 重 障害 者 の た め の 系 統 的 学習 が 試み られ る よ 2 
に なり, 次 第 に その 成果 を あげ て き て いる . 

B45 2 重 障害 者 の 教育 の 目的 は , か れ ら の 自立 を 
助け , 社会 に 適応 し て いく た め の 基礎 能力 を 養う こ 
と , な か で も , 人 間 ら し い 行 動 の 大 部 分 を 占め る 言語 
行動 を , 形成 する こと と に ある の は も ちろ ん で ある . し 
か し , それ ぞ れ の 盲 ろ 2 2 重 障害 者 の 年 齢 , 障害 の 程 
度 , 障害 を 受け た 時 期 , 環境 か ら の 働き か け の 違い な 
ど に より , その 行動 の レベ ル は さま ざま で あり , あら 
か じ め 用 意 さ れ た 学習 方 法 が , どの 盲 ろ 2 2 重 障害 者 
に ゃ も 当て は まる も の で は な い . GLA, われ われ が 出 
85845 2 重 障害 者 は , 障害 の 程度 , 重なり か た が 
重い た め に , ある い は , 長期 間 に わ た り 教 育 的 環境 か 
ら 見 放さ れ て 成長 し た た め に , 直ちに 言語 学習 を 開始 
する こと が , 困難 な 場合 が 多い と 考え た 方 が よい . B 
存 の 教育 体験 に よる 判断 か ら は , 容易 に 教育 効果 を あ 
げ る こと が で きず , と か く , 教育 の 放棄 へ と つなが り 
PTWRSES ELBA) 2 重 障害 者 の 1 人 ひと り の 行 
動 を 十分 に 観察 し て , その 段階 で か れ ら に 最も 適切 な 
働き か け を く ぁ る? し , つぎ の 段階 へ 変化 させ る た め に 
必要 と みな され る 学習 方 法 を 発見 し , その 変化 を 助け 
る よう な 状況 を 与え て や る こと が 必要 で ある . この と 
き , 言語 行動 閥 得 に 至る まで に , 大 きく 三 つ の 段階 に 
分 け て , 行動 を 変化 させ る こと が 考え られ る で あろ 
om 

第 1 段階 は , Bat + BE - GEIR 7c EO ATIOSAAY 
行動 は も ちろ ん , ほとん どの 行動 を 全く 自発 せ ず , す 
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べ て の 行動 が , 植物 の よう に 受動 的 に し か 起こ と こら な い 
状況 か ら , 少し で も 自発 的 に 外界 に 働き か ける よう な 
状態 を つく る こと で ある . この た め に は , ① 歩 行 を 可 
能 に する こと , ② 歩 行 が で き て 移動 の 道具 か ら 独 立 し 
た 手 の 運動 を 起こ すこ と の 学習 を く ぉ る うす る こと で あ 
る * TRE EDS, eae つが か のり elN0 は Nel Sv 
い 行 動 の 第 1 歩 で ある . この 段階 で の 他 の 一 つの 課題 
は , 身 ぶ ぶり サイ ン 法 に よる 身辺 自立 の 確立 で ある . こ 
こ で は , 歩行 ・ 食 事 ・ 排 浴 ・ 星 眠 ・ 衣 服 の 着脱 な ど 日 
常 生活 の 中 で し ば し ば 起こ る , Led, 基本 的 な 習慣 
に つい て , 相手 の 身体 の 特定 の 部 分 に で きる だ け そ の 
行動 を 起こ す た め の 最初 の 動作 を , 適当 な 強 さ で , 統 
二 の 吉 が 起 男 史 志 の お る に で あめ る 2 に この こと (6 
0, 盲 ろ う 2 重 障害 者 は , サイ ン を 受信 し て 特定 の 行 
動 を 起こ し , Ek, 内 部 状況 を サイ ン を 発し て 周囲 の 
も の に 知ら せる よう に な る で あろ うら. こう し た 身 ぶ り 
サイ ン の 導入 は , 日 常 生 活 の 自立 を 助け る と と も に , 
ER, こと ば を も た な い 盲 ろう 2 重 障害 者 と 交信 関係 
を 可能 に し , の ちの 言語 学習 の 基礎 と な る . 

第 2 段階 は , 「 歩 行 」, [FO 運動 」」「 身 ぶり サイ ン 
の 導入 に よる 日 常 生活 の 自立 ] を 土台 に し て , 積極 的 
な 触 運動 の 統制 学習 を 行なう こと と で ある . 正常 な 感覚 
器官 を も つ 者 は , 聴覚 ・ 視 覚 を 十分 に 使っ て 外界 を 誰 
知 す る が , その いずれ を も 欠く 盲 ろう 2 重 障害 者 は , 


主として 触覚 に よっ て 外界 と の つなが り を も た な けれ 


ば な ら な い . この た め に 手 に よる 触 知覚 ・ 触 運動 を 十 
分 に 統制 する こと に よっ て 触覚 的 世界 を 確立 する こと 
は , か れ ら の 精神 活動 を 自由 で 豊か な も る の に する も の 
CHS. 触 運動 の 統制 学習 に も , も の を に ぎる , は な 
す た など, 手 や 指 の 運動 か ら 始 まっ て , 触覚 的 に 事物 の 
形 や 属性 を 把握 する に 至る まで に , それ ぞ れ に 応じ た 
いく つか の 学習 段階 か ある で あろ う . 

前 段階 まで の 学習 に よっ て , し っ か り し た 触 空間 が 
構成 され れ ば , 第 3 段階 の , 触 運動 に よる 言語 学習 に 
AS. と ころ で , こと ば の 使わ れ 方 に は , 自分 で こと 
ば を 発する こと に より 相手 を 自分 の 意図 する よう に 動 
か す 場 合 と , 相手 か ら の こと ば を 受け る こと に より , 
自分 の 行動 に つい て 相手 か ら ュ ント ロー ル を 受け る 場 
合 が あり , た が い に 共 通 の こと ば で 交信 が 成立 する こ 
と に な る . この 意味 で , こと ば と は , 相手 と の 共通 の 
信号 で あれ ば よい の で あり , われ われ が 日 常 使用 し て 
いる 音声 言語 や 文字 言語 ば か り が こと ば で は な い . さ 
ら に こと ば を 発信 する と き に は , か ら だ の いろ いろ な 
部 分 に よっ て それ を 表わす . た と えば , ① 声 帯 の 発声 





運動 に よる 音声 ,② 手 首 , 指 の 運動 に よっ て 文字 を 書 
いた り タ イプ ライ ター を 打つ , ③ 手 や 腕 の 運動 に よる 
手旗 信号 な ど で あ る . Ete, 他 者 の 発 し た 言葉 で 受信 
する 際 に は , ① 視 覚 , ② 聴 覚 , ③ 触 覚 の うち の 一 つ あ 
る い は 二 つ 以 上 の 受容 器 が 働い て いる . この よう に , 
言語 行動 を 受信 ・ 発 信行 動 に 分 類 し た う え で , B43 

2 重 障害 に は , どの 種類 の 言語 が 基礎 言語 と し て 獲得 
され や すい か を 考え ん えれ ば よい . 日 本 で 最初 に 言語 を 習 
得 し た 盲 ろ 2 2 重 障害 者 を は じ め , 現在 まで に 教育 を 
試み られ て いる 盲 ろう 2 重 障害 者 に は , 点字 法 に よる 
言語 行動 か ら 導 入 さ れ て いる 例 が 多い . か れ ら の 特殊 
性 を 考え る と き , 手 ・ 指 に より 発信 し , Bh ( 凸 刺激 
の 位置 の 組合 わせ ) に よっ て 受信 する と と が で きる 点 
字 法 が , 最初 に 導入 され や すい と 考え られ る か ら で あ 
AD. し か し , 視覚 ・ 聴 覚 の 失 官 の 時 期 の 違い に より 
必ず し ゃ , 基礎 言語 を 点字 法 に か ぎる こと は な い . た 
と えば , 先天 ろう で 中 途 和 失明 で 盲 ろ うと な り , 失明 前 
すでに 習得 し た 普通 文字 が 少な か ら ず 残っ て いる よ 5 
な 場合 に は , これ を 手がかり に , 他 の 言語 を 積 重 ね る 
こと る 可能 で あろ うし , 同様 に , ERS PRA 
に つい て は , 残っ て いる 音声 言語 を 利用 し な が ら , 触 
運動 に よる 言語 学習 を 試み る こと も で きる . 

一 口 に いっ て , か れ ら の 内 部 状況 に 応じ た きめ の 細 
か い 働 きか け を く ぁ ふう し な が ら , か れ ら 自身 が , 残存 
感覚 器官 , な か で も 触覚 を 有効 に 働か せ て 行動 を 高度 
化し て いく と と を 助け する こと こそ , GAD 2 重 障 害 教 
育 の 課題 で あろ うら. (井上 早苗 ) 


盲 精 薄 児 の 教育 


盲 精 潤 児 の 一 般 的 定義 

盲 学校 小学 校 部 , 中 学部 学習 指導 要領 で は , 重複 障 
害 者 に つい て 「 視 覚 障害 以外 に 他 の 心身 の 障害 を あわ 
せ 有 する 児童 また は 生徒 」 と 規定 し て いる . し た が っ 
て , 盲 精 薄 児 と は 視 害 障害 の ほか に 精神 薄弱 と いう 知 
的 能力 の 障害 を あわ ちせ も っ て いる 児童 また は 生徒 の こ 
と で ある . 

南 精 薄 児 は 視覚 障害 に 加え て 知 的 障害 を も っ て いる 
ROC, 日 常 生 活 や 学習 活動 の 面 で 大 き な 制約 を 受 
け , 総合 的 な 心身 の 発達 に 著しい 遅れ が 見 られ る . 身 
体 的 運動 ぉ 不 活発 で 。 か ら だ が 虚弱 な 者 が 少な く な 
い . し た が っ て, 盲 精 薄 児 は 特別 学級 に 収容 し た り , 
BOAR wie CC, 個人 差 に 応じ た 手厚い 個 
別 指導 が 必要 で ある . 卒業 後 の 社会 的 自立 は 困難 で あ 
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り , 監督 や 保護 な し で は 社会 生活 へ の 適応 は で き な い 
天 き WC いる 


判別 

【 基 本 的 な 考え 方 〕 盲 精 薄 児 の 判別 は 入学 時 に 実施 
Lt, 各 児 童 に 適し た 教育 機関 を 指示 する だ け の も の 
で は ない. 判別 は 評価 を 基 艇 に し て 実施 し , 個々 の 盲 
精 薄 児 に 最も 適し た 教育 の 場 と 方 法 を 見 出す の が ね ら 
いで ある . 入学 時 の 教育 的 措置 は 固定 的 な も の で な 
く , その 後 の 教育 効果 に よっ て 適応 力 が 出 て きた 場合 
に は , 別 の 教育 機関 に 移行 させ て , より 適切 な 教育 の 
場 と 方 法 を 受け られ る よう に する . し た が っ て, 判別 
は 必要 の つと 実施 する も の で ある . 

育 精 薄 児 の 教育 的 措置 と し て は , 次 の よう な も の が 
HS. ① 弄 学校 の 特別 学級 , ② 盲 学校 の 一 般 学 級 , 
③ 精神 薄弱 養護 学校 , ④ 小 ・ 中 学校 の 精神 薄弱 特殊 
学級 , ⑤ 教 育 セ ンタ ー な どの 通 級 施設 , OBR, 
⑦ 訪 問 教師 に ょ る 在宅 指導 な ど . 

判別 の ね らい 〕 BR, 盲 学校 に お ける 伝統 
的 な 盲 教育 の 方 法 で は , 多く の 進歩 発達 が 期待 で き な 
い . し た が っ て , 判別 の ね らい は , 教育 的 措置 を 指示 
する だ け の も の で な く , 個々 の 盲 精 薄 児 の 特性 と 能 
を 科学 的 に 把握 し て , 個人 差 に 応じ た 適切 な 教育 方 法 
を 見 出す た め の も の で ある . 診断 と 判別 と 評価 は 一 連 
の も の で あっ て , それ ら の 結果 が 積 重 ね られ て , BH 
薄 児 に 適切 な 教育 の 方 法 と 手順 が 次 第 に 明らか に な る 
の で ある . 

[判別 委 員 会 〕 盲 精 薄 児 の 判別 は , 従来 は 盲 学校 の 
教師 だ け に よっ て 行なわ れき た が , 最近 で は 医学 ・ 心 
理学 ・ 教 育 学 な どの 専門 家 の 協 力 を 得 て , 科学 的 な 診 
断 に 基づい て 総合 的 に 行 な ち れる よう に な っ た だ . 都 道 
府県 の 教育 委員 会 が 現場 の 教師 と 専門 家 と を 含め た 判 
別 委員 会 を 設置 する の が , わが 国 の 一 般 的 傾向 で あ 
る . 判別 の 資料 と し て は , ① 精 神 発達 の 遅滞 や 程度 を 
的 確 に 把握 する た め の 標 準 知能 検査 , ② 生 育 歴 お よび 
現在 の 心身 状態 に つい て の 調査 , ⑨⑤ 家 族 歴 や 環境 な ど 
の 分 析 , ④ 専 門 家 に ょ る 医学 ・ 心 理学 的 諸 検査 , ⑤ 平 
素 の 学習 や 行動 の 観察 な ど が ある . 


教育 目標 

盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 に お ける 教育 目標 は , 小学 校 , 
中 学校 の それ と 同じ で ある が , 目標 を 達成 する た め に 
「 児童 お よび 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 お よび 能力 ・ 適 
性 等 を じゅ うぶ ん 考慮 し 」 な けれ ば な ら な い . Ek, 





「 小 学部 お よび 中 学部 を 通じ , 視覚 障害 に 基づく 種々 
の 困難 を 克服 する た め に 必要 な 知識 , 技能 , 態度 お よ 
び 習 慣 を 養う めこ と 」 と され て いる . 

盲 精 薄 教育 に お いて ゃ も, 盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 の 教 
育 目 標 と 異な る と ころ は な い . その 教育 目標 の 達成 の 
RDI, 視覚 障害 に 加え て 知 的 障害 を も っ て いる 児童 
お よび 生徒 の 実態 を 正しく 把握 し て , 心身 の 発達 の 状 
態 お よび 能力 , 適性 な ど を 十分 考慮 し て , 個々 の 盲 精 
薄 児 に 適切 な 教育 を 行なう よう に な っ て いる . す な わ 
ち , 児童 ・ 生 徒 の 可能 性 を あま を な が ら , 豊か な 生き 生 
き と し た 人 間 性 を 育成 し て , 社会 の 一 員 と し て それ ぞ 
れ の 発 達 の レベ ル に 応じ た 役割 を に な い 得 る 能力 を , 
身 に つけ る こと が 盲 精 薄 教育 の ね らい で ある . 


教育 内 容 

盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 で は , 重複 障害 
者 に つい て 弾力 性 の ある 教育 課程 を 編成 で きる よう 
に , 次 の よう に 示さ れ て いる . 「 視 覚 障 害 」 以外 に 他 
の 心身 の 障害 を あわ せ 有 する 児童 また は 生徒 (以下 
「 重複 障害 者 」 と いう ) に つい て は , 次 に 示す と ころ 
(KONN の でき の 

(1) 各 教科 の 目標 お よび 内 容 に 関す る 事項 の 一 部 を , 
あわ せ 有 する 障害 の 種類 に 対応 する 秩 学 校 小学 部 ・ 中 
学部 学習 指導 要領 , 養護 学校 (精神 薄弱 教 者 ) 小 学部 ・ 
中 学部 学習 指導 要領 , 養護 学校 (肢体 不 自由 教育 ) 小学 
部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 また は 養護 学校 (病弱 教育 ) 
小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 に 示す 各 教 科 の 目標 お よ 
び 内 容 に 関す る 事項 の 一 部 に よっ て 代え を える こと . 

(⑫) 重 複 障害 者 の うち , 学習 が 著しく 困難 な 児童 また 
は 生徒 に つい て は , SAP, 道徳 お よび 特別 活動 の 目 
標 お よび 内 容 に 関す る 事項 の 一 部 を 除き , 養護 ・ 訓 練 
を 圭 と し て 指導 を 行なう こと , また :, 授業 時 数 に つい 
て は ,「 重 複 障害 者 お よび 療養 中 の 児童 また は 生徒 に つ 
いて , 特に 必要 が ある 場合 に は , 実情 に 応じ た 授業 時 
数 を 定め る こと が で きる こと 」 と 示さ れ て ある . 

盲 精 薄 教育 の 内 容 と し て は , 次 の よう な も の が あ 
om 

〔 健 康 ・ 安 全教 育 〕 盲 精 薄 児 は 視覚 障害 と 知 的 障害 
だ け で な く , 他 の 身体 器官 の 故障 も る 少なく な く , ま 
た , 親 の 過 保 護 に より 一 般 に か ら だ が 虚弱 で ある . そ 
こ で 身体 的 欠陥 や 機能 障害 に 十分 留意 し て 健康 を 増進 
し , 同時 に いつ も ゃ 情緒 の 安定 を 図る よう な 教育 を 行 な 
a. 

[歩行 指導 ] 言語 行動 や 手 の 運動 の 統制 と 並ん で 人 
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間 行 動 の 特徴 を 形成 する 直立 歩行 は , 身体 各部 の 運動 
を 発達 させ , 全身 の バラ ンス を よく する の で , 障害 が 
重度 で ある ほど 重要 な 教育 内 容 で ある . 特に 留意 する 
の は 次 の 点 で ある . ① で きる だ け 良 い 次 勢 で 交通 道 
徳 を 守っ て 歩く 能力 と 態度 を 養う , ②④ 介 添 人 また は 大 
勢 の 人 と 調和 の と れ た 歩行 を する 能力 と 態度 を 養う こ 
と . ③ 安 全 な ひと り 歩 き の 能力 と 態度 を 養う こと . 

[感覚 ・ 運 動 的 学習 ] 手先 の 感覚 ・ 触 運動 的 感覚 ・ 聴 
覚 ・ 味 覚 ・ 喫 覚 な ど を 活用 し て 概念 形成 を めざす 学習 
CHS. 盲 精 薄 児 は 静 的 な 状態 に 放置 され る な ら , 外 
界 か ら の 刺激 が 乏しく て 保有 する 感覚 は 眠っ た まま 役 
に 立た な い . 感覚 は 環境 を 認知 する 手がかり と し て 重 
要 な 役割 を も ちっ て いる . 特に 手 の 運動 の 統制 は , 歩行 
に 劣ら ぬ 重 要 な 意味 が ある . 手 で 物 を いじ っ た り , = 
ね まわ し た り , 組立 て た りす る 活動 は , MACBETH 
を 発達 させ , MAONLH< TS. 

[基本 的 生活 習慣 日 常 生 活 の 基本 的 習慣 づけ と , 
他人 と の 交信 の 基礎 を つく る 学習 で ある . 特に 留意 す 
る の は 次 の 点 で ある . ① 食 事 ・ 排 浴 ・ 衣 服 や 履き 物 
の 着脱 ・ 清 潔 ・ 睡 眠 と 覚醒 ・ 行 儀 な ど を 含む 身辺 の 処 
理 の 仕方 , ② 身 振り サイ ン 法 に よる 交信 の 確立 , ③ 音 
声 言 語 に よる 意志 や 感情 の 交流 . 

日 常 生活 学習 ] 主として 対人 関係 へ の 適応 を め ざ 
す 学 習 で ある . 特に 留意 する の は 次 の 点 で ある . 
① 遊 び ・ 手 伝い ・ あ いさ つ ・ 勤 労 ・ 行 事 な ど を 通し て 
の 集団 生活 へ の 参加 の 仕方 , ② 校 外 学習 な ど に よる 社 
会 生活 経験 の 拡充 , ③ 時 間 を 守り , 物 を た いせ つ に す 
る 習慣 を 養う 2, ④ 道 徳 的 な 態度 や 習慣 を 育成 する . 

〔 作 業 学習 〕 作業 学習 で は , 盲 精 薄 児 の 能力 や 興味 
を 考慮 し て , 身近 な 生活 か ら 学 習 の 素材 を 汰 備 し な け 


れ ば な ら な い . 作業 学習 の 指導 を 通し て , 盲 精 薄 児 は 
自立 に 必要 な 能力 ・ 態 度 ・ 習 慣 を 身 に つけ る こ と が で 


きる . 作業 学習 の 内 容 と し て は 次 の よう な も の が あ 
る . ① 家 庭 生 活 に お ける 基礎 的 な 技能 ・ 態 度 ・ 習 慣 の 
養成 , た と えば , 整理 ・ 整 頓 ・ 用 具 や 施設 設備 を 利用 
し た 清掃 な どの 作業 , ② 具 体 物 の 操作 と 関連 し た 各種 
作業 に 対す る 態度 と 操作 技術 の 学習 . 

〔 教 科 的 学習 〕 国語 , 算数 , AR, 図工 , 音楽 な ど 
の 教科 に お いて は , 個別 的 に 基礎 か ら 適 切な 指導 を 積 
重ね て いく な ら , か な り 高 い 段 階 まで 系 統 的 な 学習 を 
進め る こと が 可能 で ある 、 


指導 上 の 留意 事項 
〔 小 学部 低 学 年 の 指導 〕 依存 的 で 自制 心 が な く , 情 


緒 不 安定 な 者 が 多い . 生活 の 基本 的 習慣 の 育成 や 遊び 
の 指導 に 重点 が お か れ , これ ら の 指導 の 展開 の 中 で , 
系 統 的 な 教科 的 学習 を も 取扱 っ て いく . 

〔 小 学部 高学年 の 指導 〕 自立 心 が で て , 協調 性 ・ 責 
任 感 な ど が 芽生 え , 知 的 学習 も 次 第 に 受入 れ ら れる よ 
2 うに な る . 低 学 年 で 学習 し た 基礎 に 立っ て , グル ー プ 
へ の 参加 を 通 じ て 光 第 に 教科 的 学習 を 高め て いく . 

〔 中 学部 の 指導 ] 集団 生活 へ の 参加 と 社会 生活 を 理 
解す る こと に 重点 を 置く . 教科 的 学習 を より 高い 段階 
に 高め る と と も に と , 作業 学習 を 通じ て 仕事 に 対す る 技 
能 と 態度 , 対人 関係 や 経済 生活 へ の 関心 と 理解 を 深め 
“Gaen 。 


評価 

[人 間 形 成 の 評価 ] 基本 的 生活 習慣 の 確立 か ら , 社 
会 生活 へ の 参加 と 生活 空間 の 拡大 に よっ て 自己 が 形成 
Sh, 社会 人 と し て の 自覚 を も つ に 至る まで の 発達 の 
過程 お よび 人 格 を 構成 する いろ いろ な 面 か ら の 評価 が 
必要 で ある . 

-〔 社 会 適応 の 評価 〕 集団 生活 を し て いく だ ため の 協調 
性 ・ 忍 耐力 ・ 寛 容 ・ 責 任 感 な ど が , どの 程度 まで 可能 
か を 評価 する . これ に よっ て 盲 精 薄 児 そ れ ぞ れ の 社会 
適応 性 が 規定 され , 評価 され る . 

[指導 事項 の 評価 ] AMD SRB OMAA - A 
欠陥 を 補う た め に , 特別 に 指導 し た 事項 に つい て の 評 
価 も 常に 行なっ て , 個人 差 に 応じ た 教育 内 容 と 方 法 と 
を 不断 に 改善 し て いく こと が た いせ つ で ある . 


(伊藤 真 三郎 ) 
家族 の 教育 と 社会 の 理解 
盲 の 発生 と 家族 の 心理 
人 Me 


, 家族 内 ある い は 近隣 社会 内 の 因 蒙 的 な 見 解 に よっ 
» KBP ssi atheist 内 面 化し て いく の が 世 
ieee 
生半可 な 理解 に よる 仏教 思想 の 因 以 応報 論 や , 明治 
学制 の 立身 出世 主義 思想 が も た らし た 相対 的 幸福 論 
(常に 人 の 境 過 と の 比較 で 幸福 を 考え る こと ) な どの 
さ が た ない 言動 に よっ て , SALA CORK, 特に 親 は 
「 盲 児 を 生ん で 恥ず か し い 」「 な ぜ こ の よう な 盲 児 を 
生ん だ の だ ろう か .| と いう 茂 恥 心 と 罪 障 観 の と りこ に 
6 tbe s: 
こう し た 博 緒 不安 定 な 感情 の と りこ に な っ て いる 間 
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貼 NNEI の PF の た め に どの あれ ば 届い の か が | と いう 稚 
静 な 考え が 生ま れ て こない . 人 目 を は ば か り , BE 
し , 拒否 し , 人 前 を つく ろ ら ため に 言語 主義 (Verbal- 
ism) DKA ACA TS. 人 間 味 に 欠け る , いわ 
ゆる 盲人 らし さ (Blindism) は こう し て 発生 する . 
BAROPRL, まず 最初 に 家族 の , 特に 親 の 無知 
と の 戦い か ら 始 め ね ば な ら な いと いわ れ て いる . Flt 
盲 の 発生 その も の が , 従来 盲 児 の 親 た ち が 罪 障 観 を も 
っ た と 思わ れる 遺伝 的 要素 より は , 未 吉 児 網膜 症 , 風 
疹 症候 群 白内障 。 トキ ソプラ ズ マ 症 な どの 社会 医療 や 
母胎 保護 , 予防 行政 の 不備 な ど に 基づく 要素 へ と 変わ 
りつ つ あ る . 中 途 失 明 の 発生 原因 の 高 率 を 占め る スモ 
ン 病 , ベー チェ ッ ト 病 な どの よう に , 現代 医学 の 粋 を 
も っ て し て も 解明 し 得 な た いも の さえ ある . いつ , どこ 
に 人 盲 が 発生 し な いと いえ な い 時 代 な の で ある . 世間 に 
BRR bb, 無 意 味 な 罪 障 観 に さい な まれ て いる 家 
族 や 親 た ちの 心理 か ら の 脱出 に この よう な 社会 情勢 を 
教え ん る こと は , 実に 大 き な 支 えと な る も の と いえ よ 
が 、 


視覚 障害 を も っ た 子 の 正 し い 受 容 
家庭 に お いて 兄弟 姉妹 と 対等 に 承認 され , その ハン 
ディ キャ ッ プ を 受容 され て 育っ た 盲 児 は , 満 10 歳 ど 
ろ ま で は 盲 と い 2 悲哀 は お ろか 盲 と いう 事実 すら 意識 
し な いで 育つ と いわ れ て いる . 玄 と いう 事実 を 意識 す 
る の は , か れ ら を 取 巻 く 周 囲 の 不用 意 な 言動 に よる も 
の だ と いわ れ て いる . 中 途 和 失明 者 の 場合 も , 和 失明 と い 
う 冷 厳 な 事実 も あさ る こと な が ら , 周囲 の 安価 な 同情 や 
心 な い 言 動 に よっ て その 悲哀 を 大 きく し, 非 社 会 的 , 
反 社 会 的 に 傾い て いく . さら に 視力 が 悪い 以上 に 問題 
の ある 精神 的 第 2 次 障害 を 引 起こ し , 果て は 社会 的 ・ 
公民 的 資質 に 欠け る か た く な な 人 間 に な っ て し まう お 
それ が ある . 

親 お よび 家族 は , この よう な 心情 や 状態 に 盲 児 た ち 


が 陥ら ぬ ね よう 2 に, 精神 的 防 波 電 に な ら ね ば な ら な い . | 


その 道 は 失明 と いう 生理 的 事実 を 容認 する こと で あ 
る . 必要 以上 に 視力 を 意識 し な いと いう 心 を より どこ 
ろ に し て , “ 家 人 と し て 生き る 道 * を ぁみ わけ させ る 
導き と 助言 を 与え る こと が 最良 の 道 で あろ うら. 

グッ ド マ ン (Goodman) の 「 失 っ た も の は 数 を える 
な , 残っ た も の を 数 えよ う 」 の 精神 を うけ て , 執着 す 
る 視力 へ の 願い を 残存 視覚 の 活用 や 頭脳 の 駆使 に 方 向 
転換 させ , 知 情意 調和 の と れ た 人 間 性 を 深く 耕す こと 
を 図ら ね ば ぼ な る まい . 失明 と いう 29 事実 を 正しく 容認 し 





て いく “DED! を 親 と 家族 が も っ た と き , 家庭 の 一 
員 と し て の 容認 と 位置 づけ る ぁ 定まり, よい 社会 人 と し 
て の し つけ も ゃ 可能 と な る で あろ う . 

家庭 人 と し て 社会 的 基本 習慣 の 自立 過程 の 中 で , 最 
お 記 い 攻 つ な こと は 次 の 二 つ で ある . 

1) じ れ っ た さと の 戦い . 英語 で は endurance to irri- 
tating と いう . 

(@) の ら り くら り 病 と の 戦い . 英語 で は correct for 
dawdling と いう . 

じ れ っ た さ に か まけ て 助力 を 与え れ ば , BOG 
肉 運動 の 分 化 を 妨げ , 何 も で き な い BAK な っ て し 
まう . の ら り くら り し て いる 動作 を 時 間 和 制限 法 な ど 
で , て き は き 仕 事 を する 習慣 を つけ な けれ ば , 身体 的 
な 運動 機能 の 分 化 と と も に 人 の 手 を あて に する と い 5 
精神 的 第 2 次 障害 が 派生 する . 

この 二 つ は 障害 を 容認 し た 家族 に と っ て 非常 に た い 
せつ な 教育 技術 で ある . 盲 教 育 に お ける 愛情 は “冷や 
か な 耐え 忍ぶ " も の で な けれ ば な ら な い . 家族 で 説く 
EMEC CO HIRED CHAE. 

と か く 盲人 に は 合理 化 (へ りく つ ), 投射 (人 の せ 
いと する), 病 的 逃避 な どの 心 的 々 スカ ニズム が 作用 す 
る と いわ れ て いる . これ ら は 心 的 体制 の 単純 構造 や 精 
神内 面 の 弱体 に 伴 2 補償 行動 で や る と いわ れ て いる . 
この 解決 に は , あく まで も 人 の 道 を 基調 に し た 許容 と 
抑制 (タブ ー) の 適度 の 調節 に よっ て , 「 他 人 に よる 
自己 統制 」 を 理解 させ ね ば な る まい 、. 

自我 に 目覚 め た 盲 児 た ち は , 自選 中心 的 な 自我 主張 
が 強い . 精神 発達 の プロ セス と し て は 歓迎 すべ きだ 
が , 他人 の こと ば に よっ て 自己 統制 する し つけ は 重視 
せ ね ば な ら た ない. 

津田 宏 は 「 家 族 の 心理 」 の 中 で , 家庭 の 正しい 機能 
と し て 次 の 5 項 を あげ て いる . 

(1) 個 人 生活 の 基本 的 欲求 が 満た され る (栄養 , 休 
息 , 愛情 , 安定 感 , 自己 開放 ). 

(2) 個 人 生活 の 基本 的 な 欲求 を 満た す た め の 最も 原本 
的 な 生活 行動 が 多い . 

(3 家庭 で は 最も 開放 的 な 行動 が と られ や すい . 人 は 
社会 的 態度 を す て て 本 来 の 自分 の 姿 を 気楽 に 表わす . 
し た が っ て , 完全 に 慰 安 の 場 で ある . 

(4 家庭 で は 外部 社会 に お ける 補償 行動 が 多い . WC 
受け る 抑圧 が , 家庭 で は 開放 感 に な る . 家庭 で は 心理 
的 平衡 を 保つ こと が で きる . 

5) 家庭 で は 年 齢 性 , 仕事 興味 な ど に お いて 異な る 人 
びと の 親密 関係 かみ ら れる . 全く 異質 の 人 びと が 共通 
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生活 を し て いる 場 で ある . 

盲 と いう 障害 を 容認 する と と も に , 外 で 受け た 抑圧 
を 開放 させ て , 心 的 平衡 を 保持 させ る 構え を 思慮 深く 
周到 に 配慮 する こと が た いせ つ で あろ う . 


社会 連帯 観 確立 へ の 道 

盲 教育 界 で は 社会 の 理解 の 錠 し さ , 関心 の 薄 さ に 不 
満 の 声 が 強い . 父兄 も 社会 の 差別 感情 を 2 らむ 声 が 強 
い . し か し , 日 本 と い 2 精神 的 風土 に 根強い EE 
, 因果 応報 思想 や 近代 教育 の 誤っ た 幸福 感 (相対 性 
幸福 感情 ) を 一 挙 に 改め る こと は 至難 で ある . 盲人 に 
対す る 理解 と 関心 を 深め , 社会 の 連 帯 意識 を 高め て , 
育 人 問題 を 処理 する 段階 まで 世論 を 高め る に は 段階 が 
ある と 思う . 

1) 盲 人 自身 の 人 間 改 造 が 先決 で あろ う . 

パー キン ス 盲 学校 の 初代 校長 ヘ ウ は , 誇り 高い 盲人 
の 育成 を 勉学 の 精神 と し た . マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ウ ォ 
ー タ ー タ ウン の ペー キン ス 盲 学校 を 訪れ る と BOS 
い 盲 人 た れ *” “学校 の 評価 は 卒業 生 に よる * と 校長 は 
いう . この こと ば の 陰 に , 教師 と 父兄 に よる 盲 の 正 し 
い 受 容 と きび し い 人 間 教 育 が か ある こと を まざまざ と 見 
せつ けら れる . 失明 観 の 確立 と 人 間 性 の 鍛練 こそ は , 
社会 連帯 観 確立 へ の 第 1 の ステ ッ プ と し て 要請 され る 
"Cpe o 

QSARMERS, PTA の 専門 家 精 神 の 確立 . 

パー キン ス 盲 学校 で みた 専門 家 精 神 を 紹介 し よう . 
副 校 長 は 大 脇 式 の 知能 テス ト を も 実施 し て お り , その 
批評 を も し て いた し , 情緒 障害 学級 担当 者 は ョ ガ の 療 
法 ま で 採 入 れ て いた . ロ 述 速記 士 は 大 企業 や 生命 保険 
会 社 の 秘書 役 と し て 重用 され , 就職 の 道 も 順調 に 開拓 
され て いた . すべ て は 盲 教育 関係 者 の 専門 家 精 神 が 社 
会 か ら 学 び 社 会 に 導入 し た も の で あっ た . 

衣 人 の 社会 復帰 は 残存 感覚 の どの 機能 を 活用 する か 
と いう 2 専門 家 的 判断 に 立っ て 企業 人 を 動か し , 職域 開 
拓 に 成功 し た も の と 聞い て いる . 

(3 内 を 固め る 教育 か ら 外 を 固め る 教育 へ の 転換 . 

日 本 の 教育 は 学校 の 施設 , 設備 , 教師 の まじ め さ に 
お いて , 世界 特殊 教育 で も すぐ れ た も の と いえ よう . 
教育 の 内 容 も 生徒 の 態度 も すぐ れ て いる . すなわち , 
学校 と いう 教育 内 部 は 充実 し て いる . し か し , 社会 の 
中 に お ける 学校 の 地位 は まこ と に 貧弱 で ある . わが 国 
の 特殊 教育 の 志向 すべ き 道 は , 盲人 た ち を と り ま く 社 
会 を 友愛 的 な も る の に する こと に ある . すでに 出版 界 な 
と か ら の 協力 体制 や 支援 体制 は 徐々 に で きつ つ あ る 





が , 社会 連帯 稚 の 浸透 は 実業 界 の トッ プク ラス 群 の 人 
間 愛 を ゆ さ ぶる こと か ら 着 手 す べ きか も 知れ ぬ . 外 を 
固め る 教育 へ の 焦点 は , この 辺 に 絞れ ば よい の か も 知 
UH: 

(3 社会 の 進展 の ひずみ と 盲 発 生 へ の 警告 . 

盲 の 発生 は 社会 進展 の ひずみ と し て , 医薬 行政 , 労 
PRA, 交通 災害 な ど すべ て その 危険 性 を は らん で 
いる . 因果 論 や 相対 的 幸福 論 を 改め て , 不幸 に し て 視 
力 を 失っ た 人 びと へ の 幸福 は , 社会 の 連帯 責任 で 負う 
べき で ある と いう 25 思想 を 盛り あげ て いく べき と き で あ 
Ad. その 旗手 は 盲 教育 関係 者 で あろ う . 手 を こま ね 
いて , 社会 の 理解 ・ 関 心 の 低 き に 観念 論 を ふり ま わす 
前 に , 常に 計 を 正しく 受容 する と と も に , 社会 連帯 意 
識 を 高 坦 する こと な くし て 発展 し 得 ぬ こと を 強調 すべ 
CID (鈴木 栄助 ) 


普通 教育 と の 接触 


外国 に お ける 統合 教育 の 発展 

盲 教育 は 18 世紀 末 か ら 19 世紀 前 半 に か け て , 欧米 
お いて 寄宿 制 盲 学校 ( residential school for the 
blind) と いう 形態 で 始め られ た . それ は , BRI 
護 救済 の 施設 と し て の 性 格 が 強く , また , 職業 的 自立 
を お も な ね らい と する 教育 内 容 と 方 法 の 特殊 性 , な ら 
びに 散在 し て いる 盲 児 を 集め る 必要 か らく る 当然 な 形 
態 と 考え られ た た めで ある . 

と ところ が , この 寄宿 制 盲 学校 に は , 盲 児 を 家庭 と 社 
会 か ら 隔離 する と いう 欠点 が ある . すでに 19 世紀 の 
中 葉 に , アメ リカ の 一 部 の 盲 教育 者 は , この 寄宿 制 盲 
学校 の 欠陥 を 批判 し , その 克服 の 方 途 と し て , 普通 学 
校 に お いて 盲 児 を 教育 する こと を 提唱 し た . この 提案 
を アメ リカ で 最初 に 実現 し た の は 1900 年 。 シカ ゴ の 
公立 学校 に 設置 され た 点字 学級 に お いて で ある . 

この 教育 方 式 は , 寄宿 制度 の 欠陥 を 是正 し , 経済 的 で 
盲 児 の 就学 を 促進 する と いう 利点 が あっ た の で , 次 第 
に 普及 し , 1910 年 ご どろ まで に 盲 教 育 の 中 に 小さ いな が 
ら 一 つの 地歩 を 占め , その 是非 に つい て 活発 な 論議 が 
行わ れる よう に な っ た . この 方 式 は 主として 盲 児 数 が 
少な いた め に 学級 編成 が 困難 で ある と いう 理由 か ら , 
1920 年 どろ か ら 停滞 し た が , 1950 年 ご ろか ら 就学 盲 
児 数 の 玖 増 に 伴っ て 著しい 発展 を 示し , 現在 で は , 盲 
児 の 半ば 以上 が 普通 の 公立 学校 で 教育 を 受け て いる . 
その 方 式 も , 初期 の 比較 的 隔離 され た 点字 学級 か ら 協 


力 方 式 (cooperative special class ), リノ ソース ルー 
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ム 方 式 ( resource room pattern ), 巡回 教師 FH 
( itinerant teacher pattern), 教師 指導 方 式 ( teacher 
consultant pattern ) と 次 第 に 普通 児 と の 共学 部 分 を 
増し , その 欠陥 を 克服 し つつ , いま や 寄宿 制 家 学 校 と 
to, BRACKUIAZBERAR Cio CWS. 

Si aa tot WAS で 1870 年 で ろか ら 公立 
小学 校 の 盲 児 の 教育 が 行なわ れ , 盲 児 の 社会 適応 に 及 
ほす 効果 や 就学 促進 へ の 役割 な ども 評価 され た が , 結 
局 は と れ は 補充 的 な も の と し て , や が て 盲 学校 が 整備 
され る と と も に , それ に 吸収 され て いっ た . 一 般 に ョ 
ー ロ ッ パ で は 普通 学校 に お ける 盲 教育 は 否定 的 に 受取 
られ た. 

一 方 , 一 般 学 校 に お ける BLO AF (integrated 
education ) は アジ ア , アフ リカ な どの 新興 国 に お い 
て , 盲 児 の 就学 の 場 を 確保 する 方 途 と し て 積極 的 に 取 
上 げ ら れ , 国際 盲 青年 教育 者 会 議 で も , それ が 議題 に 
の ぽ ぼる よう に な っ て きた . 

すなわち , 1957 年 に オス ロー で 開か れ た 第 2 回 会 議 
に お いて , 盲 児 が 普通 児 と 十分 な 接触 を 保つ べき こと 
が 強調 され , また , 1962 年 ハノーバー で 開か れ た 第 
3 回 会 議 に お いて , 統合 教育 方 式 の 価値 , 特に 盲 学校 
が 不 十分 で ある か , ある い は 存在 し な い 地 域 に お ける 
価値 が 認め られ , 政府 の 法 的 ・ 財 政 的 援助 の も と に 周 
到 に 計画 され る べき こと が 決議 され た . 
また , アジ ア 盲人 福祉 会 議 に お いて も , 1963 年 ク 
アラ ルン プー ル で 開か れ た 第 2 回 会 議 に お いて , この 
教育 方 式 の 採用 が 決議 され , 1968 年 に マニ ラ で 開か 
れ た 第 3 回 会 議 で は , 日 本 , 韓国 , 香港 な ど 一 部 の 国 
を 除く 各国 で この 方 式 が 試み られ , 特に 台湾 に お いて 
著しい 発展 を 有 遂げ た こと が 報告 され た . そし て , で き 
得る 限り 統合 教育 を 実施 し , 実施 し 得 な た い 国 で は , そ 
の 主旨 を 尊重 すべ きこ と が 決議 され た . 

普通 学校 に お ける 盲 児 の 統合 教育 は , ① 通 学制 に よ 
っ て 得 ら れる 家庭 生活 が , . 盲 児 の 正常 な 情緒 的 , 社会 


的 発着 を 促し , ⑫ 普通 児 と の 共学 は , 盲 児 の 教育 的 


ANCHE LV PES, 将来 の 職業 生活 お 
よび 社会 生活 に お ける 適応 の 準備 に な る , と いう 二 つ 


の 最も 基本 的 な 利点 を も つも の で あり , さら に Oi. 


設 ・ 設 備 費 や 寄 宿 引 の 節減 に よっ て 教育 財政 の 負担 が 
少な く , ④ 地 区 の 学校 に 通わ せる た め に , 親 の 抵抗 も 
少な く , 就学 促進 の 機能 を も つと いう 長所 が ある . 
これ に 対し , その 欠陥 と し て は , ① 規 模 が 小さ いた 
め , 施設 ・ 教 具 が 不 十分 な こと , ② 了 図画 工作 ・ 音 楽 ・ 
体育 ・ 職 業 な どの 指導 が 不 十 分 で ある こと , ③ 十 分 な 


生活 指導 が 行なわ れ が た いと こと , ③④ 専門 教師 の 不足 , 
な ど が あげ られ る . 

LAL, 統合 教育 は この よら な 欠陥 と 限界 を も ちな 
Bb, 弄 教育 が 公 教 育 制度 の 中 に 統合 され て いく 過 
程 に お いて , 伝統 的 な 施設 に よる 盲 教 育 の 思想 と 方 法 
を 批判 し , その 近代 化 に 積極 的 な 役割 を 果たし た も の 
と いえ る で あろ うら . そし て , これ ら の 和 欠陥 を 克服 し つ 
2 且 証 太 人 GSG は アル リカ の みな りら りす) - ア ジア , アプ フリ サカ 
な どの 新興 諸国 に お いて も , 盲 児 の た め の 適性 就学 の 
場 を 確保 する た め に , 寄宿 制 盲 学校 と と も に 重要 た な 役 
割 を 演じ て いる の で ある . 


わが 国 盲 教育 の 普通 教育 と の 接 豚 

わが 国 の 盲 教育 は , Bmbe RABEL UCHE 
し , その 後 , 盲 学校 は 普通 教科 に こつ いて は 小学 校 な ら 
びに 中 等 学校 に 準じ ながら, 鍼 披 を 主 と し た 職業 教育 
中 心 の 特殊 な 学校 と し て 発展 し て きた . た だ , BR 
の 不足 を 補 2 た め に , 1900 (明治 33) 年 の 改正 教育 令 
で , 盲 学 校 を 小学 校 に 付設 する こと が 認め られ た が , 
実現 し た の は 2 , 3 の 例 に 過ぎ ず , た いし た 成果 を み 
ず に 終わ っ た . し た が っ て , 第 2 次 世界 大 戦前 の 盲 教育 
に お いて は , 普通 教育 と の 接触 は ほとん ど と 顧み られ な 
か っ た だ. 

戦後 , アメ リカ の 指導 で 行なわ れ た 教育 改革 に よっ 
て , この 点 で は 面目 を 一 新 し た . すなわち , 1947 ( 昭 
和 22 ) 年 に 制定 され た 学校 教育 法 に お いて , BR 
は 告 児 に 対し , 幼稚 園 ・ 小 学校 ・ 中 学校 また は 高等 学 
校 に 準ずる 教育 を 施し , 合わ ちせ て , その 欠陥 を 補う た 
DiC, 必要 な 知識 技能 を 授け る こと を 目的 と する も の 
と 規定 され た . Ek, 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に 思 く こと と が 
で きる 特殊 学級 の 対象 と し て , 盲 児 お よび 弱視 児 も 加 
え 新た だ し とれ は の ち に 性 下さ きれ , 現在 で は 
盲 児 は 除 か れ て いる . と の よう に し て , BRITA 
に お ける 学校 体系 の 中 に , 明確 に 位置 づけ られ , 初め 
て 他 の 諸 学 校 と 対等 な 地歩 を 与え られ た の で ある . そ 
LT, それ に 基づい て , 就学 義務 制 の 実施 , 就学 奨励 
法 の 公布 , 高等 部 の 学科 増設 , 大 学 進学 な どの 諸 改 革 
が 進め られ て き て いる . 

一 方 , 医学 の 進歩 と 生活 の 向上 に よっ て , GBI 
出現 率 は 低下 し , 盲 学校 在籍 者 も 次 第 に 弱視 児 の 比率 
が 増え , 現在 で は その 70 パー セン ト を 占め る と いわ 
れ て いる . と の よう な 事情 か ら , 盲 学校 の 対象 も , 
Tele (強度 の 弱視 児 を 含む や )」 と 書 替 えら れ , Bit 
弱視 児 の 学級 が 分 離さ れ 始め た . また , 一 般 の 小 ・ 中 
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学校 の 弱視 学級 も 現われ 始め て いる . こと の よう な 盲 学 
校 在 籍 者 の 実態 の 変化 は , 弱視 教育 の あり 方 に つい て 
の 問題 を 提起 する と 同時 に , よう や く 気 づか れ 始め た 
寄宿 制度 の も つ 欠 陥 , 伝統 的 な 少数 の 職種 に 偏 し た 職 
業 教育 な ど に 対す る 批判 と も 関連 し て , 盲 学校 の 適正 
規模 が 論議 され , その あり 方 が 検討 され 始め て いる . 
他方 , 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の , HRI - EEL O 
接触 の 要求 も 次 第 に 強まり , 音楽 ・ 演 劇 ・ 弁 論 た な どの 
課外 活動 に お ける 普通 校 と の 交流 , JRC (青少年 赤 
十字 ) な どの グル ー プ 活動 へ の 参加 な ど に な っ て 現 わ 
れ て いる . また , 学校 で も その 必要 を 認め , 小学 部 高 
学年 な いし は 中 学部 の 児童 ・ 生 徒 の 普通 校 へ の 1 AA 
学 な ど と が 試み られ て いる . 

この よう な 事情 に 加え て , FAVA, その 他 の 諸国 
特に アジ ア 諸 国 に お ける 統合 教育 の 成功 の 実例 が 紹介 
Sh, 90 年 の 伝統 を も つ わ が HO 盲 教 育 の あり 方 に 
よう や くく 批判 の 目 が 向け られ 始め た . 


今後 の 課題 

宜 児 童 ・ 生 徒 の 教育 が , か れ ら の 社会 参加 を 究極 の 
目的 と する も の で ある な らい ば , 徹底 し た 幼児 期 の 教育 , 
適性 就学 に 続い て , 適性 な 職業 訓練 が な され ね ば な ら 
な い . そし て 適性 就学 の 意味 か ら , その 就学 の 場 は , 
必ず し ゃ 伝統 的 な 盲 学校 に 限定 され る べき で な く , む 
LA, 積極 的 に 普通 教育 と の 接触 を 深め , 晴 眼 児 と の 
共学 を 進め る こと が 考え られ る べき で ある . た だ , そ 
の 際 に 注意 すべ きこ と は , その 実施 に 伴っ て 生じ る 諸 
変化 へ の 対策 を 十分 に 検討 し て , 統合 教育 計画 に 伴い 
が ちな 欠陥 を 未然 に 防ぎ , その 成功 を 期す べき こと で 
ある . その 間 題 は きわ め て 多岐 に わた る も の と 思わ れ 
る が , お よそ 次 の 数 点 に 集約 され る で あろ 25. 

第 1 は 幼児 期 の 徹底 し た 教育 で ある . まず , 医師 , 
その 他 の 協力 に よる 早期 発見 に 続い て , BWA DY 
セラ ー な ど に よる 父兄 に 対す る 指導 ・ 助 言 , 定 幼 児 に 
対す る 感覚 訓練 , 歩行 訓練 を 主 と し た 自律 性 の 育成 が 
図ら れ ね ば な ら な い . そし て , その 地域 の 一 般 の 保育 
所 ・ 幼 稚 園 で の 教育 を 考え る こと か が 必要 で ある . な ぜ 
ith, 盲 学校 幼稚 部 は , お お むね 家 庭 か ら の 通学 が 困 
難 だ か ら で あ る . な お , 普通 の 保育 所 ・ 幼 稚 園 に 通わ 
せる 場合 は , 盲 幼児 カウ ン セ ラー の 補充 的 な 指導 が 必 
要 で ある . 

第 2 は 学齢 期 の 就学 の 場 と し て , まず , 普通 の 小 ・ 
中 ・ 高 等 学校 を 考え る こと で ある . FRELTH, 協 
WK, VYI-AN-AAK, 巡回 教師 方 式 な ど を , 





地区 の 実情 に 応じ て 採用 し , 後述 する よう に , BER 
と の 協力 に よっ て 進め られ る べき で ある .「 特 殊 教 育 」 
の 名 が 示す よう に , 障害 児 の 教育 は な に か 別個 た も の 
で ある と いう , 長い 間 の 考え 方 と , 等 質 な も の を 集め 
て 効果 を あげ よう と する 能率 主義 か ら , 普通 校 へ の 盲 
WAR EROS ANCIL, か な りな 抵抗 が 予想 され る 
が , 盲 児 と 晴 眼 児 と の 共学 計画 は , Slice o thE 
し い ば か り で な く , 晴 眼 児 に 対し て も , 社会 に つい て 
の 正しい 理解 を も た せる こと に な り , また , 経済 が 価 
値 の すべ て の よう に 考え られ て いる 能率 本 位 の 社会 に 
あっ て , 個人 個人 が 尊重 され る べき こと と を , 互い に 考 
える 機会 と な る 意味 で , わが 国 に お ける 教育 の 民主 化 
(に も つなが る も の と し て 意義 が ある . この ょ うな 理念 
の も と に と , 十分 な 体制 を も っ て の ぞ む な ら ば , その 受 
入れ は 必ず し ゃ 不可 能 で は な いで あろ うら. 

第 3 に 紅 学 校 の 役割 で ある . これ は 普通 学校 に 
お ける 共学 計画 の 行 な ち われ て いな い 地 区 の 盲 児 , 重複 
障害 その 他 の 理由 で 普通 校 へ の 就学 に 適し な い 盲 児 の 
教育 の 場 と な り , OB FORSHEE RANT SEM 
ンタ ー と な り , ③ 教 具 教 材 , 専門 教師 , 生活 指導 , そ 
の 他 , 補充 的 な 指導 を も っ て 普通 学校 に お ける 共学 計 
画 に 協力 し , ④ 盲 教育 の 研究 セン ター と し て 意義 を も 
つも ゃ も の と 考え られ る . 

第 4 に 職業 教育 こつ いて は , 中 学校 また は 高等 学校 
を 卒業 し た 者 に 対し , 主として 一 般 の 訓練 所 に お いて 
適性 に 応じ た 職業 訓練 が な され , 広範 囲 に わた る 職種 
を 開拓 すべ き で ある . その 中 に あっ て , 豊か な 伝統 を 
も つ 理 療 な ど は , 近代 化 さ れ た 形 で , 有力 な 職種 と し 
て 重要 な 地位 を 占め る こと で あろ 2 . 

この よう に , 盲 教育 に お ける 普通 教育 と の 接触 は , 
家 児 童 ・ 生 徒 の 社会 参加 を めざす 盲 教育 全般 に わた る 
改革 の 面 と し て 考え られ る べき も の で ある . 

(永井 昌彦) 
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大 学 進学 と 就職 


日 本 の 進学 事情 

日 本 に お いて は , 熊谷 鉄 太郎 (1883… ) が 1913 
(大 正 2 ) 年 に 関西 学院 神学 部 に 聴講 生 と し て 学ん だ 
の が 最初 で ある . 熊谷 は メソ ジス ト 派 の 牧師 と し て 
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1940 (昭和 15) 年 に 引退 する まで 活躍 し た . 

試験 を 受け て 進学 し た の は 岩橋 武夫 (1898~1954) 
が 最初 で ある . 岩橋 は 1916 年 早稲 田 大 学 理工 科 採 
鉱 冶金 科 へ 入学 し た が , TF, WARMED Te DITA 
し た . 2 カ年 の 苦悩 の の 
ち , 1919 年 か ら BA と 
し て 関西 学院 文学 部 英文 
科 に 入学 し 専門 学校 CA 
fill) 卒業 の 道 を 開い た . 
きら に イギリス の ニテ ジン 
バラ 大 学 に 学び 英文 学 と 
宗教 背 学 を 専攻 し , 1927 
ee AR A 7 = 7 
ーッ の 学位 を 得 て 帰 国 し 

岩橋 武夫 母校 の 講師 と な っ た . そ 

の 後 , 生涯 を 盲人 福祉 事業 に 捧げ 56 歳 で 死去 し た . 
海外 留学 生 と し て は , 中 村 京 太郎 (1880~1961) が 
いる . 1911 (明治 45) 年 に イギリス 盲人 高等 師範 学校 
師範 科 (Royal Normal College for the Blind) に 入学 
し 1914 年 に 卒業 し た . 1919 年 に 帰国 し て 東京 同 愛 訓 
育 院 の 教員 と な り , 1922 年 に は 大 阪 毎日 新聞 社 に 招 か 
れ て 「 点 字 大 阪 毎日 」 を 
主宰 し た . 
BAT で は 齋藤 百合 
(1892 ~ 1947) が いる . 
1936 年 , 東京 女子 大 学 を 
卒業 し て 陽光 会 を 設立 
し , 盲 女 子 ホ ー ム の 経営 , 
点字 出版 な ど を 行ない , 
特に 盲 婦人 問題 に 取組 ん 
oe 

第 2 次 世界 大 戦後 は 新 
教育 制度 (6・3・3 fil) 
(に よる 民主 主義 教育 が 盲 
学校 に も 適用 され , 高等 
学校 に 相当 する 高等 部 に 
職業 教育 課程 の 理 療 科 と 
と も に , 普通 科 を 設け る 
盲 学 校 が 増加 し, 一 般 孝 
育 を 修め た 生徒 が , さら 
に 高い 教養 と 専門 知識 を 
OC, ows - (20 = 
ゅ う 以 外 の 職業 を 求め よ 
2 と 大 学 進学 を 希望 する 斎藤 百合 





中 村 京 太朗 








者 が 増加 し て きた . し か し , 大 学 教育 が 広く 普及 し た 


現在 で も , 大 学 は 一 般 に 盲人 の 受入 れ 体制 が な いと い 


う 埋 由 で 入学 を 許可 する と ころ は 少な い . 点字 に よる 
入学 試験 , 教授 会 の 育 人 に 対す る 無理 解 , 大学 の 設備 ・ 
施設 , BADE, 卒業 後 の 就職 の 困難 さ な ど が そ 
の 理由 で ある . 盲人 教育 が 過去 に お いて 公 の 機関 で な 
され る 以前 に 民間 の 篤志 家 や 宗教 団体 で な され た と 同 
様 に , 盲人 の 大 学 教育 も , また , 私 立 大 学 で 道 が 開か れ 
た の で ある . 19474, 同志社 大 学 に お いて 盲人 の 入 
学 が 許可 され , その 後 も 私 立 大 学 の 多く は 盲人 の 受験 
お よび 入学 を 許し て いる が , 国立 大 学 で は 1969 ELL 
在 , 東京 教育 大 学 と 東北 大 学 の ほか は 盲人 に 教育 の 機 
会 を 与え て いな い . 憲法 23 条 , 26 条 な ら び に 教育 基 
本 法 に 基づい て , 盲人 も 学問 の 自由 と 教育 を 受け る 権 
利 が ある に も か か わら ず 差 別 され て いる の が 実情 で あ 
る . 

これ に 対し , 1966 年 の 全日 本 盲 教育 研究 大 会 で は 
「 大 学 の 門戸 を 盲人 に 開放 せよ 」 と 決議 し , 盲 学校 高 
等 部 の 生徒 た ちゃ , 「 私 た ちと も 大 学 教育 を , せめ て 
受験 の 機会 だ け で も 」 と 切実 な 要 記 を 社会 に 訴え て 
WS. 

日 本 盲人 福祉 研究 会 ( 文 月 会 ) に お いて は か ね て か 
ら 旨 人 の た め の 大 学 門戸 解放 の 具体 的 施策 を 検討 し , 
1965 年 に は 全国 盲人 大 学 進学 対策 委員 会 を 設置 , 東 
京 な ら び に 大 阪 に 推進 事務 局 を お き , 各 大 学 へ の 盲人 
受入 れ の 促進 , 盲人 受験 生 の 問題 作製 業務 , BAK 
生 の 学生 生活 の 援助 , 卒業 後 の 就職 対策 な ど を 行 な 
い , これ が 問題 の 解決 を 図り つつ 今日 に 及 ん で いる . 

近年 (6 私 。 下 学生 の 入学 宅 機 し で これ ら の 大 
学 の 学生 た ち は , 盲人 問題 研究 会 と か 盲人 友の会 , 点 
Race. va Ar Pa eA AS PS 
ライ ブラ リー 活動 な ど , 盲人 福祉 の 研究 組織 や ボラ ン 
ティ ア 活 動 が よう や く 広 が っ て きた . それ と と も に と , 
盲 学生 の いな い 国 公立 大 学 で も , この 種 の グル ー プ が 
で きつ つ あ る . これ ら は 盲人 問題 に つい て 理解 を 深め 
な が ら , 盲 学生 の 学習 の 支え を と も な っ て いる . し か 
し , 技術 的 問題 の ほか に 経済 的 な 問題 は 全く 解決 され 
で MO な Ves 


外国 の 進学 事情 

イギリス で は 吉 く か ら 大 学 の 門戸 は 開放 され , 1884 
~ 1934 年 の 50 年 間 に 145 人 の 盲人 が 大 学 を 卒業 し て 
WA. その 大 半 は オッ クス フォ ー ド 大 学 の 学位 を 得 て 
WA. し か も , その 69 ペー セン ト が 優等 生 で ある こ 
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と は 注目 され る . 


アメ リカ で は , 盲人 の 大 学 進学 を 拒否 する 大 学 は な 
く 。 ま た , KES SBI, と いう 法令 も る ない. 約 
400 BOD 大 学 に 3000 人 以上 の 盲 学生 が 学ん で いる . 
盲 学生 に 対し て は , 生活 費 と し て 1 ヵ月 185 ドル (6 
万 6600 円 ) を 政府 か ら 支給 され る . この ほか みか, 医療 


費 , 航空 幾 以 外 の 乗車 賃 は 無料 で あり , BRA, BH 学科 別 の 学生 数 は 表 2 の 通り で ある . 
書 代 ., 教材 費 な ど は 免除 され , 休暇 中 に は 月 50 ドル #2. 大 学 専攻 学科 別 盲 学生 数 
5 = we = こぅ =, 参 22 読ん で と ~ == | 
の 専攻 学科 人 数 | 専攻 学科 人 数 | 専攻 学科 
人 の た め 交 年間 1200 Fr, 入学 の Rit AML 150F 生生 
ル 。 英文 タイ ブ , 点字 タイ プ , テー プレ ュー ダー。 B 国 x s|an BIS # 
音 用 テー ブ も ゃ 支給 され る . これ ら の 手続 き は いっ さい = xX 16 | 特殊 教育 1| kK 政 
カウンセラー が 代行 する が , 謀 学 生 の 日 常 生活 が ふま : ー は in 
IE で tees Peay 学 9 aml m@ 63 | 青 
し めで あっ た り 。 MBRTSL, カウ ン セ ラー の 報 史 ¢ 2| 廷 済 学 13| 若 通 
告 で これ ら の 援 有 動 は た だ ち に 打 切 られ る こと に な っ て a = | = =~ 4 | 
いる . 社会 学 1| 数 学 2 
VAC, 1967 年 に は 600 人 の 盲人 が 大学 就学 計 144 人 


し て いる . 実 坦 は すべ て 国家 負担 で あり , 


RESSEAPORS 


卒業 後 失 明 し た 者 も 含ま れ て いる の で , 必ず し る ゃ 謀 人 


BEACH 


FS2SSI FEO 5 BSL CHS. Fk, 専門 


学校 や 大 学 の 教授 を し て いる 者 が 174 人 いる と いう 事 
実 史 よっ て 理解 で きる よう に だ, 育 人 の 大 学 へ の 進学 に 


当たっ て は 。 盲人 と いう 
こと は 何ら の 支 謙 に も な 
っ て いな い . Trl Aes 
され て いる の が 実 請 で ある 
る . 


日 本 の 大 学 進学 状況 

日 本 に お ける 盲人 の 大 
学 進 学 の 正確 な 数 は 明 ら 
か で な いぶ が ., 日 本 盲人 福 
視 研 究 会 に 加入 し て いる 
BAS LUSRSA CK 
を 卒業 し , ある い は 
中 の 大 学 別 学生 数 は 表 1 
の 通り で ある . この うち も , 
試 学 中 の 者 は 38 人 と な っ 
この ほか に も 大 
学 進学 者 な ら び に 卒業 者 
が ある は ず だ が 確 な 人 数 
は 明らか で な い - 

この 調査 の 対象 者 は , 
晴 眼 者 と し て 入学 し , 就 
学 中 に 失明 し た 者 お よび 


て いる . 








Zl. 盲人 ・ 寺 視 者 の 大 学 別 卒業 志 よ び 在 学者 数 
国 A Wwe SS 0 SK 
東京 教育 大 学 8 | eee RI 1 
東 京 大 = 3 京都 産業 大 学 
県 。 MB. 。 1 | 同志社 大 学 
大 kK 学 1 」 仏 x 大 学 
横浜 国立 大 学 1 | 立命 K = 
本 隊 4 1 】 =e ee oe 
名 古屋 大 = | | Ae : 
ne en A OS 1 | Aes 。 夫 
禅 戸 外国 話 大 学 1 | eer 
avi 大 た ES 1 | 関西 学院 大 学 
SS = Se EP まき 1|e 病 大 学 
A 州 大 学 1 | 花 國 大 = 
IN 内 1 | 国学院 大 学 
東 京 高 師 1 | HBARFBEAK 
大 阪 社会 事業 程 大 1 | 神戸 高等 商業 大 
= APS ReSK 
as = 広島 高等 工業 大 
外国 KOS | Ay ey 
oe っ 1 | Ses 
ハル ビン 大学 1 、 
ec 天 Mee NE 
elt eee | Ses 
| 胃 一 潜 き 和 二天  S 
計 4 | i eee 


大 学 入試 状況 
言 人 に 対す る 入学 試験 の 方 法 は 適当 な くち うぅ う が な さ 


lk 


西南 学院 大 学 
|| Se MAF 
> | 日 本 聖書 神学 校 
un | BR FREAKS 
> | 東京 長 業 大 学 
Se ee 
l 日 本 クリ スチ ャ ンカ 
] | 日 本 シー テル 神学 大 学 
3 = DI age. oF 
| Sue eKS 
= | 日 本 社会 事業 
> | 中 RK F 
| 東京 女子 大 学 
] | 日 本 体育 大 学 
| | 東京 神学 大 学院 
上 Soke 
1 | 東京 美術 大 科 
| 大 東 文化 大 学 
| 文化 学院 天 学 
uj|x® 2% #xXk 
ip eS 
gir: inks 
2 | at 
2 | 


の 放 学 を 許可 し た 大 学 だ け で は な い . これ に よる と 国 
公立 大 学 15 校 24 人 , 私 立 大 学 47 校 116 A, 外国 大 学 
4 校 4 人 , 計 66 校 144 人 の 卒業 お よび 就学 中 の 者 が 
いる . この な か に は 通信 学生 と し て 玉川 大 学 1 , 仏教 
大 学 5 , 日 本 大 学 1 人 も 含ま れ て いる . これ ら の 専攻 


Benen wale 


(1967 年 12 月 現在 日 本 盲人 福生 研究 会 調査 ) 


"ビビ ロビ ロビ ロロ ビビ ピ ビ ト 5 ロビ bb ロロ kbb5 Ce ce Cee 


ロ 
の 


(1967 年 12 月 現在 日 本 言 人 押 祉 研究 会 調査 ) 








表 3. 大 学卒 業 後 の 就職 職種 れ ね ば な ら な いこ と は い 














数 盲人 関係 就職 先 うま で も な い . 筆記 試験 
盲 学校 教職 員 47 人 を 廃し て ロ 答 試問 に 切替 
供 力 障害 セン ター 7 えて いる 例 も ある が , 現 
AT 6 在 は だ いた い 晴 眼 者 と 同 
文部 省 行政 官 1 様 に 筆 答 が 課せ られ る 場 
点字 毎日 2 合 が 多い . この と き は も 
a 70 人 。 ちろ ん 点字 を 使 2 の で , 
盲人 関係 以外 黒字 の 入試 問題 を 点訳 す 
SH Ae nA. る 必要 が ある 点訳 に は 素 
病院 勤務 4 仕 者 団体 , 学生 , 出身 盲 
キリ スト 教会 9 学校 の 教職 員 , ある い は 
や 棒 動 用 > 大学 所 在 地 の 彰 学 校 数 
英 学 院 1 員 宗 当たる こと に な っ て 
美 語 oA LATROBE 
9 i 受験 時 の 行動 に つい て 
is a 3 は , 大 学 側 の 監督 者 , 受 
電 機 商 1 験 時 以外 の 行動 に つい て 
ee 1 は , 受験 者 の 付添 い が 当 
a 37 人 た る の で 問題 は な い . 
不明 6 


外国 に お け 


ョ ヨー ロッ パ に お ける 盲 教育 の 発展 


ヨーロッパ に と お いて は 紀元 300 年 代 に すでに 盲人 用 
文字 が 考案 され , 学習 に 使用 3 れ て いた が , それ は き 
わ め て 特殊 な 人 た ちの 間 に 限 られ た も の で , —IKBA 
を 対象 と する 盲 教育 まで に は 発展 し な か っ た . Who 
る 盲 教 育 は 盲人 保護 救済 時 代 を 経て 15 世 紀 に 入り , i 
くそ の 草創 期 と も いわ れる 慈善 的 教育 時 代 を 迎え た . 
し か し , その 慈善 主義 を 克服 し て , 近代 的 盲 教育 制度 
の 原形 で ある 組織 的 盲 教育 が 行なわ れ 始 め た の は , 18 
世紀 も 後半 に な っ て か ら で あ る . 


盲人 用 文字 の 考案 

点字 以前 の 家 人 用 文字 の 考案 の 歴史 は 1 世紀 に 始ま 
っ た . 4 世紀 に お いて ディ ディ ム ス (Didymus of 
Alexandria, 308~398 ) は 木 庁 を けず っ て アル ファ ベ 
ッ ト の 文字 を 作り , 文章 の 記録 に 用 いた . か れ は , 45 
成 の ころ 失明 し た が , 非常 な 意欲 を も っ て 勉学 に 努め , 
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大 学 で の 学習 

天 学 で の 学習 に 当たっ で て の 困難 な 点 と し て は , 点字 
版 の 教科 書 や 参考 図書 の 不足 , 講義 中 の 黒板 の 文字 , 
黒字 の 掲示 が 見 えな い , 大 学内 の ひと り 歩き の 不 自 
由 , 資料 観察 の 困難 の 五 つ が 考え られ る . これ ら は 専 
属 の ヘル ペー (補助 者 ) を つけ た り , 学友 や 大 学 の 福 
祉 機関 の 協力 な ど に よっ て 不 十 分 な が ら 解 決 さ れ て い 
る . その 他 , 盲 学校 の アフ ター ケア , 点字 図書 館 , 点 
訳 専 業者 , 点訳 や リー ディ ング の 替 仕 団体 , 録音 テー 
プ の 活用 に よる 解決 の 方 法 は ある . 


大 学卒 業 後 の 就職 状 況 

大 学卒 業 後 の 就職 状況 に つい て は , 日 本 盲人 福祉 研 
究 会 員 の 場合 , 表 3 に 示す 通り , 盲 学校 の 教職 員 47 
人 で 41 ペ パー セン ト と 圧倒 的 に 多く , 教育 関係 が 全体 の 
半数 を 占め て いる . これ に よっ て み ら れ る よう に 職種 
は 片 寄 っ た 傾向 に ある . CAR EF + IREBAIIC) 


BAB 


の ち に アレ キサ ンド リア 大 学 の 教授 こ な り , 哲学 , 数 
学 , 天文 学 の ほか 音楽 に も 精通 し て いた と いわ れる . 
スペ イ ン 人 リュ ー カ ス (Franciscus Lucas) は 1517 
年 どろ , 1 組 の 文字 を く ぁ ふう し 薄い 木 板 の 上 に 刻ん だ . 
1580 年 マドリ ー ド で は これ を 生徒 に 教え た . イタ リ 
ア 人 ラン パ ゼ ッ ト も これ を 大 き な 凹 凸 両 様 の 文字 に 変 
えて , 1575 年 , ロー マ で 生徒 に 教え て いる . 

スネ スイス の 大 数 学者 ベル ヌイ (Jacques Bernoulli, 
1654~1705) は 1660 年 ご どろ , 盲 の 少女 ウル トキ ル ヒ 
(Elizabeth Waldkirch ) に , 薄い 木 板 に 深く 刻ん 
だ 文字 を 触 読 させ , 鉛筆 で た どら せ , 次 に こう し て 
覚え た 文字 を 紙 の 上 に 鉛筆 や ベン で 書か せ て 教育 し 
yee 

有名 なのは, クリス チャ ン ・ ニ ー デ ゼン (Christian 
Niesen ) (よる ワイ セン ブル ク CR. Weissenburg, 
1756~ ? ) の 教育 で ある . 板 の 上 に 数 枚 の 紙 を 重ね , し 
ん ちゅ うと 糸 の わく に 沿っ て 鈍 失 筆 で 文字 を 書く 方 法 
を 用 いた た ほか, サンダー ソン (Nicholas Saunderson, 
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1682~1739) が 発明 し た 計算 板 の 改 良 や 盲人 用 洋 彫 り 
地図 の 考案 な ど に より , 読み 書き や 算数 , 地理 , 物理 
な どの 学習 に 用 いた . 

これ ら 育 人 用 文字 の 多く は 実用 に 耐え ず , せい ぜ い 
アル ファ ベッ ト の 学習 に 役立つ 程 放 で あり , また これ 
ら の 文字 を 用 いて の 教育 成果 も , た また ま 天 才 的 な 旨 
人 が 家族 や 友人 の すぐ れ た 指導 と に よっ て 成功 し た と 
いう , きわ め て 特殊 な , 偶発 的 な 例 に 過ぎ ず , 一 般 の 
盲人 を 対象 と し た 盲 教育 に 発展 する まで に は 至 ら な か 
nit. Lal, 盲人 用 文字 の 考案 へ の 試み は , BAA 
の 発展 史上 高く 評価 され る べき も の で ある . 


Baar 

組織 的 盲 教育 が 開始 され る まで に は , 盲人 に 対す る 
宗教 的 な 慈善 保護 の 時 代 を 通ら な けれ ば な ら な か っ 
た . 慈善 施設 の 中 で 重要 な 意味 を も つの は , 1254 FB 
ルイ (Louis IX, the saintly King of France, 1215~ 
10) Ese CSPwsnieaZA~7AY CL HMepial 
des Quinze-Vingts) CHS. これ は 文字 通り 300 人 
を 収容 で きる 盲人 収容 施設 で , その 中 に 居住 する 盲人 
男女 は 講社 を つく り , 重要 な 問題 は か れ ら の 総会 で 決 
定 さ れ , 王 の 保護 を 受け , 寄付 者 に は 祈り を も っ て 答 
え , 施設 維持 の た め に は こじ き が 奨励 され た . この 施 
設 は 国家 的 権力 者 の 保護 の も と に 組織 的 な 収容 施設 と 
GR PYonic CER AS AS COS. 

同様 な 施設 は , 1178 年 ベル フ 公 に よっ て ドイ ツ の 
メ ミ ン ゲ ン に つく られ , ある 種 の 教育 が な され た よ I 
で あり , 1305 年 に は ベル ギー に , 1329 年 に は イ ギ リ 
ス の ロン ドン に も で き て いる . な お , 後 年 ドイ ツ の フ 
リー ト ベ ルク 盲 学校 で は , 盲人 の 辻 音 楽 節 を つく ら な 
いた め に , 持ち 運び の で きる 楽器 の 音楽 教育 は 除外 さ 
れ た と 伝え られ て お り , 保護 時 代 か ら 教育 時 代 へ の 移 
行 過 程 に お ける 興味 ある 現象 の 一 つ で あろ う . 


組織 的 盲 教育 へ の 胎動 

組織 的 盲 教育 を 行なう た め 世 界 最 初 の 盲 学校 が ペリ 
に 創設 され た の は 1784 年 で ある . 当時 , SAC 対す 
る 社会 的 関心 を 呼 起 こし , 盲人 教育 の 必要 性 と 可能 性 
を 訴え , 組織 的 盲 教育 創始 の 背景 と な っ た の は , FR 
思想 家 た ち が 唱 道 し た 人 道 主義 的 時 代 精 神 , BARRO 
創設 者 バラ ンタ ン ・ ア ュ イ に 大 き な 影 響 を 呈 え た ディ 
ドロ の 「 盲 人 書簡 ]」, ド ・ レ ベー に よる ろう あ 学 校 の 
創設 な た など で あっ た . 

[盲人 書簡 〕 百科 全書 作家 の 1 人 と し て 有名 な ディ 








ドロ (Denis Diderot, 1713 ~ 84) は , か ね て か らら 
ッ ク や バー クレ ー の 提起 し た 感覚 や 観念 の 理論 と 関す 
る 問題 に 深い 関心 を 抱い て いた . ロッ ク ら に よっ て 支 
持 さ れ た モリ ニュ ー の 考え , すなわち , 触覚 を 通し て 
だ け 物 体 を 認知 し て きた 生ま れつ き の 盲 人 は , BARS 
術 の 直後 , 視覚 に よっ て その 物体 を 認知 で き な い と い 
2 考え が , 先天 性 白内障 の 少年 の 開眼 手術 に よっ て 実 
験 的 に 証明 され た と き , か れ も 自 分 自身 で 確か め た い 
tok. 不幸 に し て その 希望 を 果たす こと が で き な 
か っ た が , か れ は 盲人 が 失明 し た 場合 の 反応 , その 思 
Sate? late EGO RY MEET ST EBD, 
1749 年 その 結果 を まとめ た 「 盲 人 書簡 」 を 出版 し た . 
か れ は その 中 で 次 の よう な 考え ん を 明らか に し て い 
る .「 盲 人 の 感覚 は 失明 に より 特に 鋭敏 に な る こと こと 
は なく , 失明 が いや お うな し に 残存 感覚 の 利用 を 増し , 
注意 を 集中 させ 印象 を 深く する . 教育 は 盲人 が 和 失っ た 
も の より , いま も っ て いる も の の 上 に 築き あげ る べき 
だ . 何 物 に も まし て 盲人 は , 外部 の 客観 的 世界 と でき 
る 限り の 接触 を 保 た ね ば な ら な い . KEXZBAIDS 
Ch, 触 知 で きる 符号 と 触れ て わか る 対象 物 と を , 根 
気 よ く 執 提 に 結合 する こと に より, 触覚 を 通し て 教育 
する で と が 人 でき 

「 衣 人 書簡 」 は 盲人 教育 の 可能 性 を 説き , 盲人 に 対す 
る 社会 の 関心 を 呼 起 こ し た 点 で 大 き な 意義 が ある . 
[ 人道 主 義 的 時 代 精 神 ] ボル テー ル (Voltaire, 1694 
~1778), ディ ドロ , ルソー (Jean Jacques Rous- 
seau, 1712 ~78) ら の 啓 演 思 想 家 た ち に よっ て 代表 
され る 当時 の 時 代 精神 は , これ まで の 伝統 的 拘束 を 脱 
し , 自由 と 平等 を 重んじ し る 人 人 道 主義 で あっ た . 直 接 ・ 間 
接 的 に これ ら 侯 大 な 思想 家 た ち に 接し て , その 影響 を 
受け て いた バラ ンタ ン ・ ア ュ イ (Valentin Haiiy, 1745 
~ 1822) は 1771 年 9 月 , パ リ の カフ ェ ・ サ ン ・ オ 
ビー ド で 盲人 た ちの 悲 修 な 光景 を 目撃 した. レン ズ の 
な い 厚 紙 の メガ ネ を か け , 聴衆 の 方 へ 向け て 革 か れ た 
楽譜 を 前 に , 異様 な 衣服 と ロバ の 了 年 を つけ た トン ガリ 
帽子 を か むっ た 10 人 の 盲人 が , 演 台 で 粗末 な 楽器 に 
よる 不 協 和 な 音楽 を 演奏 し て いる . 聴衆 は いっ せい に 
冷笑 を 浴び せる …… . か れ は これ ら の 盲人 の 姿 に 心 を 
動か され , こっ けい 見 える 盲人 の 悲 修 な 姿 を 笑い 興 
じ て 見 て いる 民衆 の 冷酷 さ に 人 道 主義 的 な 即 り を 感 
じ , 教育 に よる 盲人 の 救済 を 決意 する に 至っ た . 

[ ド ・ レ ペー の ろう 教育 】 ド ・ レ ベー (Abbe de 
1 Epee, 1712~89 ) は 1755 年 , パリ た 世界 最初 の ろ 
うら あ 学 校 を 創設 し , 手話 法 に よる 教育 を 実践 し た . こ 
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の 学校 に お ける 成果 は , ろう 2 児 教育 に 深い 関心 を も っ 
て いた ア ュ イ に 深い 感銘 を 与え た . 

[具体 的 な 教授 方 法 の 示唆 〕] アニ ュ イ に 和 盲 教育 の 手 が 
か り を 与え た も う 一 つの 事件 は , か れ か ら 便 貨 の 施し 
を 受け た 盲人 の こじ き が , か れ を 呼び と め , 「 い つも 
より 高額 の 硬貨 で す が 間違い で は あり ませ ん か 」. と た 
だ し た こと で あっ た . アニ ュ イ は 硬貨 の 違い を 容易 に 議 
別 で きる 感覚 の 鋭敏 さ を 利 用 すれ ば , 填 人 の 教育 は 十 
分 に 効果 が 期待 で きる と 考え た . 

さら に 大 き な 影 響 を 与え た の は , パラ ディ ス (Ma- 
ria Theresia von Paradis 1759 ~ 1824) で ある . & 

音楽 家 と し て 有名 で あっ た パラ ディ ス は , 1784 年 
パリ を 訪れ 音楽 会 を 開い た . 盲人 教育 の 成果 を ま の あ 
た り に 見 た アミ イ は , パラ ディ ス に 世家 学校 の 設立 に つ 
いて 相談 し た . パラ ディ ス は ア ュ イ を 激励 し , クッ シ 
ョ ン の 上 の 厚紙 に 針 で 字 を 書き , 裏面 か ら 触 読 する 方 
法 や , 凸 字 印刷 機 そ の 他 , か の 女 自 身 の 学 習 方 法 に つ 
いて 語る と と も に , ワ ィ セン ブル ク と の 文通 や か れ の 
学習 方 泊 に つい て も 話し , ア ュ イ に 示唆 を 与え た . 


組織 的 盲 教育 の 創始 

ア ュ イ の 最初 の 征 は フラ ン ソ ワ ・ レ スー ル と いう 
生後 6 週間 で 失明 し た 17 歳 の 少年 で あっ た . 家族 を 
養う た め , 午前 中 は 教会 の 入口 で 物 ど ごい を 続け , 午後 
は ア ュ イ の も と で 学習 を 受け た . アニ テイ は 先 人 た ち に 
よっ て 試み られ た 盲人 用 文字 や 教具 を 検討 し , 改良 し 
な が ら 学 習 を 行なっ た .。 レス ー ル の 進歩 も 目立っ て き 
た の で , ア ュ イ は さら に 多く の 生徒 を 集団 的 に 教育 す 
る こと を 考え , 一 般 か ら の 援助 を 得る た め , 王立 科学 
BECAWERV TEV, ChECONEY REBEL. 
この 実演 は 大 成功 で , 多く の 人 びと に 感動 を 与え , 慈善 
協会 の 擁護 の も と に あっ た 14 人 の 盲 児 を 新しく 生徒 
と し て , 1784 年 コユキ ー テ 街 に 世界 最初 の 盲 学校 を 設 
立 し た . の ち に ノー トル ・ ダ ム 街 に 移転 し , BVI 
be CL’ Institution Nationale des Jeunes Aveugles) 
と し て 知ら れる よう に な っ た . 


アユ イ 盲 学校 の 教育 方 法 

ア ュ イ が 形 教 育 に 当たっ て 最も 力 を 注い だ の は , F 
人 に 有効 な 読み 書き の 手段 を 教 ん る こと と で あっ た . こ 
れ ま で 発明 され た 教具 や 書 字 法 は , 個人 教育 に は 役 立 
っ て も る も , 学校 教育 に は 不適 で ある と いう 結論 を 得 た か 
れ は , レス ー ル が 机 の 上 に あっ た カー ド の 印刷 文字 を 
裏面 か ら 触 読 で きた 偶然 の で きど ご と に ヒン ト を 得 て , 


印刷 し た 場合 に 普通 の 活字 印刷 と 同じ よう に 裏面 に 浮 
彫り に 出る イタ リッ ク 体 大 活字 の 凸 字 印 刷 法 を 発明 し 
た の で ある . 

読み 方 は この 凸 字 印 刷 物 を 触 読 す る と いう 方 法 で あ 
っ た だ た. 科学 院 で も この 方 法 を 正式 に 認め た が , この 線 状 
の 文字 は 読み に くく , 実際 に は あま り 効 果 が あがら な 
Dok. 多く の スペ ー ス を 必要 と し , 教材 は わずか し 
か 印刷 で き な か っ た . この 凸 字 の 利点 は , 晴 眼 者 も 盲 
人 と 同様 に 容易 に 読め る こと で , し た が っ て , IRS 
が 盲人 の 読み 方 を 指導 で きる ば か り で な く , BADE 
眼 者 に 教え ん る こと も で きた . 

書き 方 は 板紙 か 度 の 上 に わく を つけ た も の に 紙 を の 
せ , 横線 に 沿っ て 行 を た どり , 字形 を 逆 に し , 先 が ま 
る く な っ て いる 鉄 の ベン で 右 か ら 左 へ 書く 方 法 で , 読 
むと き は 紙 を は ず し , 裏面 に 浮 彫 り に な っ た 文字 を 左 
か ら 右 へ 触 読 し た . 

算数 は サン ダー スン の 教具 を や め て , 仕切 っ た わく 
の 中 に 等 彫り に な っ た 数 学 記号 の 活字 を 置く 方 法 で , 
実際 に は すべ て の 算数 の 組合 わせ が で きた . 

地理 で は パラ ディ ス や ワイ セン グル ク の 地図 に 改良 
を 加え , 細い 線 で 境界 線 を 肖 有 彫り に し た も の を 考案 し , 
印刷 に より いく ら で も 人 造れ る こと を 利点 と LK. 

音楽 に お いて も ゃ , 盲人 は 自分 で 楽譜 を 読め る よう に 
浮 彫 り の 表記 を 考え ん た. この 学校 で は 特に 音楽 が 重視 
ah, オー ケス トラ を 拡大 し , 合唱 団 を 組織 し , 教会 
な ど で 演 奏する こと も し ば し ば で , 盲人 の 重要 な 職業 
Bee los) DI e es Tes 

職業 教育 の 主要 な も の は 音楽 と 手 仕 事 で あっ た が , 
一 時 に あま り 多 く の こ と を や ら せ , 盲人 自身 の 能力 や 
BOR, 社会 の 需要 な ど に つい て 十分 に 研究 し な か っ た 
た め , どの 仕事 も 徹底 せ ず , 音楽 以外 は あま り 大 き な 
成果 を 収め ある こと が で き な か っ た . 

ア ュ イ の 教育 で は , 盲人 を で きる だ け 晴 眼 者 に 近 づ 
ける こと , 晴 眼 者 と 同様 に 扱う こと が 根本 の 考え 方 で 
あり , その た め , 紅 人 自身 に 最適 な 方 法 よ りゃ 晴 眼 者 
中 心 の 方 法 が 多かっ た . 特に 盲人 が 晴 眼 者 の 教師 に な 
る こと を 一 貫 し て 強調 し た こと は 注目 すべ き で ある . 

ア ュ イ 盲 学校 で は し ば し ば 公開 実演 を 行ない , 国王 
や 貴族 , 科学 院 の ほか 一 般 か ら 同 情 と 援助 を 集め , 繁 
栄 を 続け た が , 革命 が 起こ っ た た め , 1791 年 , 国民 議 
会 の 命 で セレ スチ ン 派 の 僧院 に BSh, (FRMBA 
学校 ] と な り , そこ と で は ろう あ 者 と いっ し ょ に 居住 し 
fo. その 後 1794 年 , 盲 児 は ビン バー ル 街 に 移さ れ , 
翌年 に は 「 盲 人 労働 者 施設 ] と 改称 , 低迷 期 に あっ た 
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が , 1800 年 に は ナポレオン に よっ て カン ズ ・ ベ バン に 移 
Sh, 第 2 級 盲人 (成人 を 第 1 級 と し , 若年 者 を 第 2 
級 と し た ) と し て 教育 され た . 全盲 児 だ けが 入学 を 許 
Sh, 就学 期間 は 7 歳 か ら 8 年間 で , 120 人 の 生徒 を 
収容 し た . ア ュ イ は 校長 に な っ た が , 1802 年 に 追放 さ 
hic. この 学校 は , ララ ンス だ け で は なく , 広く ヨー 
ロッ パ に お ける その 後 の 盲 学校 の 模範 と され , 大 き な 
影響 を 与え る こと と に な っ た . 


各国 に お ける 盲 学校 の 開設 

アニ ュ イ の 盲 学校 に な ら っ て , 18 世紀 末 か ら 19 世紀 
に か け て , ヨー ロッ ズ 各 地 に 盲 学校 が 開設 され た が , 
1820 年 まで の も の は 表 1 の 通り で ある . - 

[イギリス の 盲 学校 ] 最初 に 設け られ た リバ ブール 
盲 学校 は , 「 盲 人 を 自力 で 幸福 に し , 社会 に 役立つ も 
の と する 」 こと を 目的 と し た が , 当初 は 手 仕 事 (バス 
ケッ ト 作 り ) や 教会 で 歌う 声楽 , オル ガン 演奏 な どの 
指導 に 限ら れ , 読み 書き な どの 教育 は な く , 学校 と は 
いえ な いよ うな も の で あっ た . 

ブリ スト ル の 盲 学校 は , 「 教 育 し た の ち 盲 人 を 保護 
雇 用 する の で は な く , か れ ら に 労働 に よっ て 自活 する 
手段 を 教え る 」 こ と を 目的 に し て いた . そ の 後 設 立 さ れ 
た 多く の 盲 学校 は 手 仕 事 の 作業 場 を 学校 に 付設 し て , 
生徒 は 教育 年 限 を 終了 する と , 自動 的 に その 作業 場 で 
仕事 を 続け る と いう 方 式 を 採用 し た も の で あっ た . 


表 1 1820 年 ま で に ヨー ロッ バ 各 地 に 開設 され た 盲 学校 








一 般 に イギリス に お ける 初期 の 盲 学校 で は , 慈善 の 
目的 と 教育 の 目的 と の 区 別 が あま り 明 確 で な か っ た よ 
2 で ある . 職業 教育 の 重視 も , 盲人 の 必要 に つい て の 
は っ きり し た 見 通し が あっ て と いう より も ゃ も, か れ ら の 
多く が 貧困 な 労働 者 階級 出身 で ある た め の よ ょ よ うに 思わ 
れる . 

[クラ イン (オー スト リア ) の 盲 教育 ウィ ー ン に 
お いて 地方 貧民 指導 官 の 作 に あっ た クラ イン (Johann 
Wilhelm Klein, 1765~1848) ) は , か れ の も と に 救い 
を 求め て くる 貧困 な 盲人 の 悲惨 な 姿 に 接し , また , 当 
時 ウィ ー ン の 音楽 学校 で 教え て いた ペラ ディ ス の 影響 
を 受け , 盲人 教育 の 必要 を 痛感 し , 1804 年 ヤコブ ・ ブ 
ラッ ゥ ン を 最初 の 生徒 と し て 盲 学校 を 設立 し た . 

か れ は 研究 心 に 富 ろ , 管理 者 と し て も 教育 者 と し て 
も すぐ れ て いた の で , この 学校 は 非常 な 名 声 を 博 し , 
国 や 一 般 か ら の 財政 援助 も 十分 で , 1816 年 に は 国立 に 
移管 され , 発展 を 続け た . し か し , ナチ ス 政 権 に な っ 
て , 校舎 は 老人 ホー ム に 当て られ , 盲 関係 図書 の 蔵書 
で 世界 的 に 有名 で あっ た その 図書 館 も 第 2 次 大 戦 で 破 
壊さ れ た . 

クラ イン は 最初 か ら 慈 善 的 養育 院 と 教育 的 学校 を 明 
確 に 区 別して いた . ア ュ イ の 線 状 凸 字 より も 触 読 し や 
すい 填 文 字 (点字 に 近い ) を 採用 し , 計算 ひも る に よる 
算数 や 等 彫り 地図 や 肖 彫 り の 楽譜 を 使用 し た . 手芸 で 
は 網 , レー ス , 編物 な ど を 指導 し , 状 さ し , HEL, 


厚紙 や レザ ー で 箱 や か ご 
な ど を 作り , THEO 





年 - 代 開 。 設 の 場 所 設 者 
1784 スバ り . (アラ シス ) Valentin Hauy 人 が 簡単 に 識別 で きる よ 
1791 PAT 一 ル (イギリス ) Edward Rushton STEN os Pie 
1793 7 リ 大 ト ル ( イ ギリ ズ ) Messrs. Bath and Fox DLS Fiteaes 
a be ky te TS «(Aah 7 7 BD _ the Rev. David Johnston Sie a we 
ーー ビーツ J dei) _ Thomas Boddington etc. RCAF ELS CERBTC 
1804 人 Moa te Oey Dr. Johann Wilhelm Klein き な い た め , 普通 の 学校 
it ¢ き : | 
1805 ノ 7 4 97 Site ) A) Thomas Dawell で 盲 児 を 教育 する こと を 
1806 PF AV. = FECHA ) August Zeune _ 4 Sek Sh he 
1807 ミ ラ ノ (イタ リア ) _ Cav. Michele Barozzi 試み た ほか , 盲導犬 の 訓 
1808 デム スム ペデ テ 7226 20 人 オラ ング ) _ An association of Free Masons 練 の 必要 性 も 主張 し た . 
DOD a Fe TO A charitable society 教育 , 心理 , 盲人 福祉 な ど 
スネ ストックホルム (スウ ェ ー デ ン ) _ Per Aron Borg eT s 
1809 | ベ ペテルブルグ (VEZ) | Valentin Haiiy の 諸 問題 に つい て 細心 な 
チ ュー Ve (スイ ス ) _ Dr. Hirzel 組織 的 研究 を 行ない , = 
1810 ジー が wad es Protestants た , 有 能 な 盲 学校 教師 の 
1811 ュ ベ ペン ハー ゲン (デン マー ク ) | Society of the Chain (Masons) 類 ° 
é aL Cc, Tre 
1812). -| アベ ルディ ー ジ ョ (スコ ッ ト ラ ンド ) _ The munificence of Miss Cruikshank FER iE 2) : 
1815 ef FF, Bau ees Ss ド ) Roman Catholics FCB S Bea) や 
1816 | ブリ ュ ッ セル (ベル ギー) Canonicus Triest 「 教師 用 盲 教 育 の 手引 」 
1818 | ナ お リ (イタ リア ) Dominique Martuscelli な どの 論文 を 発表 し た -. 
1820 .| バル セ ロナ (スペイン) __ M. Richard 
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ヨー ロッ パ の 盲 学校 に つい て の ハウ 報告 

1831 年 8 月, 新設 され る こと に な っ た ニュ ェ ュー イ ン 
グラ ンド 青 養育 院 (の ちの ペー キン ス 和 盲 学校 ) の 院長 
と 任じ られ た ハウ (Samuel G. Howe 1801~76) は , 
ョ ー ロ ッ パ の 盲 教育 を 視察 し, 必要 な 教師 を 得る た め , 
ウィ ー ン を 除く 主要 な 盲 学校 を 訪れ た が , 次 の よう な 
点 を 指摘 し て いる . 

(1) 政府 に よっ て 設立 され , 維持 され て いる 学校 は , 
証 児 自身 の 福住 より も むし ろ 国 家 の 名 声 を 高め る た め 
の ショ ュー や 展示 を 重視 する 傾向 が ある. FORDE < 
ほど 多く の 時 間 と 根気 が 無用 な こと に 費 さ れ て いる . 
他方 , 私 立 学校 は 生徒 を 単なる 慈善 の 対象 と 考え ん , か 
れ ら を 有意 義 な 生活 が で きる よう に 訓練 する より も , 
し ろ過 保護 の 誤り を 犯し て いる . 

(⑫) パ リ 盲 学校 は トヨ ロー ロッ パ で 最も 古く , し ば し ば 公 
開 実演 を 行なっ た の で , 表面 的 に は 名 声 を な し て い 
る . フ ラン ス 唯 一 の 盲 学校 な の で , 全国 で 300 人 を 数 
える 盲 児 の 3 分 の 1 が 就学 し て いる . し か し , この 学 
校 の 大 き な 欠 点 は , 生徒 の 受け な けれ ば な ら な い 職 業 
訓練 の 種類 が 多 過 ぎる こと , 生徒 自身 の 必要 に は 関係 
な く , 多く の 無用 な 学芸 を 身 に こつ けさ せよ うと 災 力 し 
て いる と と で ある . 将来 , むち 作り で 生計 を ささ えな 
けれ ば な ら な い 貧し い 盲 児 も , 学問 で 身 を 立て 得る よ 
う な 才能 の ある 者 も , 同じ よう に 数 学 や 英文 学 を 学習 
し て いる ほか , 織物 , むち 作り , マッ ト 作 り 糸 紡ぎ な 
どの らち, 一 つの 仕事 を 身 に つけ る た め 毎 日 5 時 間 も 
専念 し た と し て も , その 年 の 終わ り に は 前 の 年 に や っ 
た 仕事 は 忘れ て し まっ て , 結局 卒業 する ころ は , EO 
仕事 に も 役に立つ ほど 上 達し て は いな いこ と に な る . 
Lal, 十分 に 学習 を マス ター し て , 有用 な 社会 の 成 
員 と な り , 幸福 な 生活 を お くっ た 者 も か な り 多 くみ ら 
aegss 

(3) ド イツ の 諸 学校 , 特に 知 的 訓練 の すぐ れ て いる 
VIVYSSRCL 校長 ツ ォ イネ が 紅 人 教師 の 採用 を 
希望 し て いる に も か か わら ず , 政府 は 晴 眼 者 の 教師 を 
採用 する よう 和 干渉 し て いる . 

(4 イギリス の 諸 学 校 は , 知 的 訓練 を 排 床 し て いる 点 
は 感心 で き な い が , 職業 訓練 が 発達 し て いる 点 は 称 基 
すべ き で ある . 特 に エジンバラ の 盲 学校 は , 衣 人 が 自分 
の 努力 に よっ て 将来 自活 で きる よう 教育 する と いら, 
紅 教 育 本 来 の 目的 に 最も 近づい て いる よう で ある . パ 
リ の 盲 学校 に 比べ る と , 校舎 も りっぱ で は た なく, 交付 
金 ゃ 年 6 万 フラ ン (1 万 2000 ドル ) で , 生徒 用 の 印 
刷 図書 も る な い が , か れ ら は 最も すぐ れ た 教育 を 受け , 


マッ トレ ス や マッ ト 作 り の 技術 を 習得 し て , だ いた い 
十分 な 収入 を 得 て い る よう で ある . 

以上 の よう な ハウ の 報告 か ら , 結局 , BAAVL1832 
年 まで は ほとん と 進歩 か み られ ず , 諸 学校 は ア ュ テイ の 
線 に 傘 っ て お り , わずか に 改善 され た に 過ぎ な か っ た 
こと が うか が われ る . 


点字 の 発明 に よる 発展 

盲 教育 史上 , 最も 大 き な 業 績 の 一 つ は , 1829 年 ペリ 
盲 学校 の 卒業 生 で , 当時 , 同 校 の 教師 で あっ た ルイ ・ 
ブラ イ = ュ (Louis Braille, 1809 ~ 1852) に よる 点 字 
の 発明 で ある . これ まで の 盲 教育 は , 知 的 な 教科 も 主 
と し て 口頭 授業 と 盲 児 の 記憶 に 頼っ て 行なわ れ , その 
間 , いろ いろ な 形式 の 盲人 用 文字 も 試用 され た が , あ 
まり 効果 は 期待 で き な か っ た . 点字 の 利点 は 簡単 な 記 
号 で あら ゆる 言語 や 数 学 , 音楽 , 科学 な どの 記号 まで 
容易 に 表現 で きる こと と, 触 読 し や すい ば はかり で な く , 
これ まで の 諸 形 式 に な か っ た 容易 に 自由 に 速く 正しく 
書く こと が で で きる と いう 絶対 的 な 長所 を も っ て いる 
こと で あっ た . これ ら の 利点 は , 略字 の 使用 や 点字 タ 
イプ ライ ター, 点字 印刷 機 な どの 発明 に よっ て , さら 
に 決定 的 な も の と な っ た . 点字 の 発明 に よっ て 盲 学校 
it, 盲 児 に 対し て 晴 眼 児 と 同じ 教科 を 同じ 水準 まで 教 
える こと が で きる よう に なり, 飛躍 的 な 発展 を みる こ 
と に な っ た の で ある . 

し か し , 点字 の 受入 れ は 必ず し も スム ー ズ に は いか 
な か っ た . 各 形式 間 に は 活発 な 論争 が 続け られ, [AAR 
者 の 目 に も よく 読め る 」 と いう 誤っ た 意見 が な か な 
か 消え ん な か っ た の で , パリ 盲 学 校 が 点字 を 正式 に 認め 
た の は , 発明 者 が この the 去っ た 2 年 後 の 1854 年 
CBoate. HIER A FU ACT Hr Cfhoemas 
Rhodes Armitage, 1824~1890) b, BA OD71-7 
(に よる 他 の 諸 形 式 と の 比較 研 完 の の ち に 採用 され た の 
が 1870 年 , ドイ ツ で ブラ イ ュ の 原形 を 正式 に 採用 し た 
の は 1879 年 , 世界 的 に 正式 に 承認 され た の は 1878 年 
パリ で 開か れ た 国際 会 議 に お いて で あっ た . 


盲 教育 法 の 発展 
[サク ソン ・ シ ステ ム (Saxon system)] ドイ ツ の 
旧 ザ クセ ン 州 の 首府 ドレ ス デ ン の 形 学 校 な ど , ドイ ツ 
各地 の 盲 学校 で 用 いら れ た 方 法 で , AREAS UTH 
里 に 帰る と き , 身 に つけ た 手 仕 事 に 必要 な 材料 と 道具 
を 学校 か ら 与 を えら れる. そし て , 居住 地 の 近 く の 地 
位 の 高い , 尊 散 すべ き 良 識 あ る 後見 者 の 保護 を 受け 
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て 仕事 を し , 後見 者 は 常に 盲人 と 親しく 接し , 製品 の 
販売 を 助け る . 地方 の 市 場 で 販売 し きれ な い 製 品 は 学 
校 で 引受 け て 処理 し , 原料 は 学校 か ら 実 費 で 補給 し , 
また 収入 の 少な い 者 に は 学校 の 財政 の 許す 範囲 で 援助 
する こと に な っ て いた . イギリス で は アデ アーミテージ の 
主張 に より , 1889 年 の 王立 盲人 委員 会 の 勧告 の 中 に も 
この シス テム ュ の 採用 が 含ま れ て いる が , この 勧告 が 実 
際 に 効果 を あげ る よう に な っ た の は , 1920 年 の 盲人 法 
に よっ て 家内 労働 者 の 制度 が 一 般 化 し て か ら で あ る . 

[中 ・ 高 等 教育 OBA) 1962 年 , へ ヘ ノ フー ベー で 開 
か れ た 国際 盲 青年 教育 者 会 議 (ICEBY) (C#HHSh 
た ガル で 皇 士 の 論文 に よる と , 1879 年 ベル リン で 開か 
れ た ドイ ツ 盲 教育 者 会 議 に お いて , ある 発表 者 が 「 最 
高 の 感 覚 を 欠く 者 は アカ デミ ッ ク な 教育 を 受け る こと 
が で き な い . アカ デミ ッ ク な 教育 貴重 な 時 間 を 浪費 
し , 手 仕 事 を 訓練 する 時間 を 失う こと は 好ましく な 
vl) と 述べ , 同 会 議 は 盲 学校 の 「 よ い 教 育 の 目標 は 初 
等 教育 の それ を 越え る べき で な い 」 と の 決議 を 行なっ 
7 だ た を さり 

一 般 の 盲 学校 が 初等 教育 の 域 を 出 な か っ た 時 代 に あ 
っ て , イギリス で は 1886 年 , 晴 眼 児 の パブ リッ ク ・ ス 
ター ル の 線 に 沿っ て , 上 流 階級 の 盲 男児 を 対象 と する 
中 学校 と し て , 現在 の ウォ ー ス ター・ カ レッ ジ が 設立 
され た . この 学校 の 特徴 は ① 生 徒 の 大 学 進学 率 が 高 
い . ⑨⑳ 体 育 と 戸外 の スポ ー ツ (ボー ト な ど ) が 学校 生 
活 の 重要 部 分 を 占め て いた . ⑨⑧ 尾 内 で は チ = ADEA 
で あっ た , の 3 点 に ある と いわ れ て いる . 

また , アー ミ テ ー ジ は , 2) 盲 学校 相 業 生 の 30 
ー モ セン ト 以 上 が , 音楽 教師 , オ ル ガ ン 奏者 , ビ アノ 教師 
な ど を し て 成功 し て いる の 対し, イギリス で は 職業 
訓練 は あま り 成 功 し て いな いこ と を 痛感 し , 高度 の 職 
業 教育 に よっ て 盲人 を 社会 に 受入 れ さ せよ うと 考え , 
ペー キン ス BERO 音楽 教師 キャ ン ベ ル (Francis 
J. Campbell, 1832~1914) を 招き , 1872 年 ビー ヤル ・ 
ノー マル ・ カ レッ ジ 盲 人 音楽 アカ デミ ー を 設立 させ た . 
この 学校 で は , 初等 教育 を 終え た 優秀 な 青児 に 速記 , タ 
イプ ライ ター, ビア ノ 調 律 ,。 オル ガン 演奏 , 音楽 教師 , 
学校 教師 な どの 専門 的 職業 教育 や 大 学 へ の 進学 汰 備 孝 
育 を 行なっ た . 

1921 年 に は イギリス 盲人 援護 協会 に よっ て , 才能 
ある 童 女子 の た め の 中 学校 チ ォ リー ウッ ド ・ カ レッ ジ 
が 開設 され た . 同 校 は 1944 年 の 教育 法 に よっ て , ウ 
ォ ー ス ター と と も 人 , 一 般 の 家 児 か ら 入 学 試験 に よっ 
て 選考 し た 者 を 入学 させ る 中 学校 に な り , 初等 ・ 中 等 








教育 の 制度 が 確立 し た の で ある . 

ドイ ツ に お いて は , 1917 年 , 初め て マー ル ブ ル ク 
言 人 の た め の 中 学校 が シェ ュ トレール (Carl Streh1) 
こよ っ て 創設 され た . 

[義務 教育 制度 の 確立 多く の 盲 学校 は 個人 や 宗教 
団体 な どの 慈善 活動 と し て 設立 され , 一 毅 の 寄付 金 に 
よっ て 維持 され て いた が , 次 第 に 国 や 地方 政府 の 財政 
援助 を 受け , 管理 面 に も 政府 の 監督 や 千 渉 が 加わ り , 
つい に 全く 政府 の 管理 下 に 思 か れ て , 公立 学校 に な る 
と いう 過程 を た どっ た . 一 毅 教 育 の 公 教 育 化 , 義務 教 
育 制 へ の 動き が 進 セ に つれ て , 盲 教 育 に お いて も 義務 
人 制 が 確立 し て いっ た の で ある . 

ドイ ツ の ザク セン ・ ワ イマ ー ル 大 公国 で は , す で 妃 
1858 年 の 法令 に よっ て , 6 歳 ま た は 7 歳 か ら 14 歳 ま 
た は 15 歳 まで の 8 年 間 , 盲 ・ ろ う 児 の 就学 義務 が 規 
定 さ れ て いた -. 1911 年 の プロ シャ 学校 法 に も 同じ よう 
な 規定 が み られ る . 

現在 で は , オー スト リア (6-14), ブル シル ガリア (7 
~14), デン マー ク (7 歳 か ら 10 年 間 以 上 )) イギリス 
(5~16), フィ ン ラ テラ ンド (7 一 16), フラ ンス (6 一 
14), FAY (6~14), イタ リア (6 一 16), アイ ス 
ラン ド (7…15), ノル ウェ ー(7ー16), ス ュ ッ ト ラ テン 
ド (5~16), スウ ェ ー デ ン (8), ソビエト (7 
16 な いし 18),. ユー ゴス ラビ ア (7~15) の 各国 に 
BWC, 盲 児 の 義務 就学 が 法 的 に 定め られ て いる (CH 
ッ コ 内 の 数 字 は 義務 就学 年 齢 )- CUA) 


[参照 文献 ] 

Farrell, Gabriel, The Story of Blindness, 
Cambridge, Harvard University Press, 1956. 

French, R. S., From Homer to Helen Keller, Ame- 
rican Foundation for the Blind, New York 1932. 

Wagg, Henry J., A Chronological Survey of 
Work for the Blind, 1932. 

Thomas, Mary G., Royal National Institute for 
the Blind, 1868~1956, Brighton, Brighton 
Herald, 1957. 

Taylor, W. W.&. I. W., “The Education of the 
Blind in Western Europe’ The International 
Journal for the Education of the Blind, Vol. 
IX, No. 2, AAIB, Louisville, 1959. 

ICEBY, The Education of Blind Youth-Pro- 
ceedings of the International Conference of 
Educators of Blind Youth (1st at Bussum, 2nd at 


盲人 の 教育 437 





Oslo, 1952 & 1957. 
A¥VARCKISBRAORK 


概観 

イギリス に お ける 最初 の 盲 学校 は , 1791 年 , リバ 
プー ル CHBMA エド ワー ド ・ ラ シュト ン (Edward 
Rushton) の 提唱 に より 開か れ た だ た. 1793 年 に ブリ ス 
トル で , 次 いで 1850 年 まで に は 宗教 的 慈善 団体 に よ 
Ramy Py, プス の 2 トッ ピロ ー ク テグ ゼタ ー, 
See ee AMY FST AR, アッ ティ ン が か が ス 
EAS VHA COSMIC RF ROMS NK. こ 
れ ら は 19 HHH Iie CREO 収容 所 的 な 性 
格 を 脱し て , 学校 と いう 形態 に 近く な っ て きた . 

1870 年 の 教育 法 は 一 般 児 童 の 義務 教育 を 制定 し , 
1874 年 に は 慈善 事業 協会 が , 盲人 福祉 調査 要員 会 を 
設定 し た . 1893 年 に は , 盲 ろ 児童 の 初等 教育 法 が 議 
会 を 通過 し , 5 歳 か ら 16 歳 ま で の 視覚 障害 児 の 教育 
を 義務 化し た . の ち に 1944 年 の 教育 法 に より , 障害 
の 種別 に よる 分 類 収容 の 方 法 を 改め , 基本 的 に は 一 般 
の 教育 と の 同一 化 を 図る 方 針 が 打出 され た . また , す 
べ て の 障害 児 に 対し て 能力 に 応じ て 適切 な 教育 の 場 が 
与え を られ る と と と な っ た の で , その 後 の 衣 学校 の 形態 
に 大 き な 変 化 を も た らし た . 

1948 年 に ヒコ ンド バ ・ ホ ー ル (Condover Hal1) に 重 
複 障害 児 の た め の 衣 学 校 が で き , 優秀 児 の た め の ウ ォ 
ー ス ター・ カ レッ ジ (Worcester College) BF, 
チュ リー ウッ ド ・ カ レッ ジ (Chorleywood College) 
の 両 グ ラマ ー ス クー ル と 共に 機能 分 化 が 行なわ れ た . 

1944 年 の 教育 法 改正 に も か か わら ず SHSFZRO 

規模 は , 未熟 児 網膜 症 の 急増 に も た える 程度 に ゆとり 
が あっ た の で , 地方 教育 当局 は 一 般 学校 へ の 就学 を 受 
入れ な か っ た . そこ で 1968 年 現在 に お いて , 例外 と 
し て 行 な ち われ て いる 統合 教育 の 実例 は , わずか 4 人 に 
過ぎ な い . すなわち , リバ プー ル の セン ト ・ ビ ン セ ン 
ト ( St.Vincent's ) 盲 学校 で 4 人 の 生徒 が 夜間 , 寄宿 
舎 で 特別 の 指導 を 受け な が ら , 昼間 同じ 教派 の 一 般 学 
校 に 通学 し て いる と いう オー プン ・ レ ジ デ ン シ ャ ル 方 
式 が 行 な ち われ て いる だ け で ある . 

そこ で , イギリス に お ける 盲 教育 は , 機能 別 の 寄宿 
制 育 学 校 に お いて , 徹底 し た 教育 を 行ない , 専門 の 職 
業 指導 所 を 経て , 一 般 の 企業 に 個別 に 就職 させ る と い 
う 方 式 が と られ て いる . 

1968 年 現在 の イギリス に お ける 盲人 数 は 約 11 万 人 


を 数 える が , 学齢 児 は 約 950 人 に 過ぎ な い . 

か れ ら の 教育 費 は 寄宿 舎 の 生活 費 を 含め て 年 額 1 人 
当たり 約 750 ポン ド を 出身 地方 の 教育 委員 会 が 負担 す 
る . 国 は 教科 書 代 の 85 パー セン ト を 負担 し て いる 程 
度 で ある . 不足 分 は 王立 イギリス 盲人 援護 協会 CRN 
IB) な どの 機関 が 寄付 を 集め て 補助 し , 両親 は それ 
ほど の 負担 を し な いで すむ よう に な っ て いる . 


幼児 教育 

イギリス で は , 2 歳児 検診 に よっ て 視覚 障害 幼児 の 
早期 発見 が 行なわ れ , 適切 な 対策 が な され て いる . 5 歳 
以下 の 就学 前 幼児 の 多く は , 家庭 で 育て られ て いる . 
R N I B で は , 盲 幼児 の 両親 た ちの 指導 を 行なう た め 
に 家庭 訪問 教師 を 派遣 し て いる . ゆとり の ある 家庭 の 
両親 た ち は , 家庭 訪問 教師 の 指導 の 下 に 自宅 で , で き 
る だ け 普 通 児 と 同じ 活動 を 促す よう 心がけ て いる . R 
N I B は 家庭 訪問 教師 を 派遣 る だ け で は な く , ノー 
スウ ッ ド に ある べ ペアレンツ ・ ユ ニッ ト (Parents Unit) 
で , 両親 と 盲 幼児 を 迎え て , 教育 相談 や 教育 方 法 の 指 
導 も 行なっ て いる . 

家庭 で 十分 な 教育 を 行なう こと と が で き な い 場合 に 
は , RNTI B に 属す る 9 カ所 の サン シャ イ ン ・ ホ ー ム 
( Sunshine Home) 保育 園 に 3 歳児 ご ろか ら 受 入 
れ , 家庭 環境 か ら ょ より 広い 場 や 大 き な 集 団 へ の 適応 力 
の 向上 に 努め て いる . その うち 2 カ ヵ所 の 保育 園 は 重複 
BSSHWROKSO%OT, 豊富 な 遊具 に 囲ま れ て 幼 
児 の 実態 に 応じ た 指導 が 行なわ ち わ れ て いる . 

な お , ロン ドン の ハン プス テッ ド に ある 表 幼 児 の 保 
育 園 は , R N I B に は 属し て いな い が , ここ で は 近所 の 
保育 園児 と の 交流 が 行なわ れ , 3 歳 の 盲 幼児 が ユー ヒ 
ー の 接待 が 十分 で きる ほど に 身辺 の 自律 を 果たし , = 
動 や 作業 に お いて 普通 児 と 共に 活動 で きる よう な 指導 
が 行なわ ち わ れ て いる . 


初等 ・ 中 等 教育 

イギリス に お ける BFRO 修業 年 限 は , 5 歳 か ら 
16 歳 ま で の 11 年 間 で , 一 般 よ りゃ 1 年 間 長 い . 普通 
の 盲 学校 は ビッ グ ・ ス クー ル の 形態 を と り , 初等 部 6 
年 と 中 等 部 5 年 か ら な っ て いる . 初等 部 の 低 学 年 ( 幼 
槍 園 ) に お いて は , 家庭 教育 や 保育 園 で の 教育 を 受け 
て , 生活 を 中 心 と し た カリ キュ ラム が 組ま れ て いる . 
残り の 4 学年 で , 次 第 に 教科 学習 へ と 分 化し , 一 般 の 
初等 学校 の 教育 内 容 に 近づけ られ る . 

初等 部 を 終え て , 中 等 部 に 進学 する 際 に , 全国 の 盲 
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学校 の 優秀 児 た ち は , 試験 と 面接 を 受け て , 男子 は ウ 
ォ ー ス ター・ カ レッ ジ に , 女子 は チョ リー ウッ ド ・ カ 
レッ ジ に 入学 する . 全体 の 約 1 割 に 当たる これ ら の 優 
秀 児 た ち は , イギリス の 一 般 の グラ マー・ ス クー ル と 
同様 な カリ キュ ラム に よる 特別 な 教育 を 受け る . その 
他 の 多く の 生徒 た ち は , その まま 中 等 部 へ 進学 し , 一 般 
の 普通 中 等 学校 と 同様 の カリ キュ ラム に よる 教育 を 受 
ける . その 後 学習 遅 進 多 など は 18 歳 まで の 2 年 間 , 
PRICE LEsTHRHOENYRRTCEMBTCES. 

1947 に 開設 され た 最も 新しい ビッ グ ・ ス クー ル で 
ある リッ キー・ グ ロー サー( Ryke-Glauser ) 盲 学校 に 
例 を と っ て , イギリス の 初等 ・ 中 等 教育 の 現状 を みろ 
る . この 盲 学校 は , 中 部 イン グラ ンド の 30 の 教育 委 
員 会 か ら の 委託 生 を 預かる 独立 学校 で , RNI BCH 
係 し て いる が , 生徒 数 140 人 中 全盲 は 65 パ ー セ ント , 
残り は 強度 の 弱視 で ある . IOQ は お よそ 70 以上 で 盲 
精 薄 児 は いな い . 全校 生 の 約 50 パー セン ト が 学習 遅 
進 か ある い は 軽度 の 情 箱 障害 を 伴っ て いる . 学級 数 は 
12 で , 内 訳 は 初等 部 の 幼稚 園 は 2 学年 で 2 学級 , 
初等 部 の 残り 4 学年 で 3 学級 , 中 等 部 は 7 学級 で あ 
る . 初等 部 は 音楽 , 体育 を 除い て 学 級 担任 制 で , 中 等 
部 は 教科 担任 制 で ある . 常勤 の 教員 16 人 中 , 全盲 は 
AK, 弱視 1 人 で ある . その ほか に 時 間 講 師 が 5 人 い 
る . 

全 生 徒 140 人 の うち 1 人 の 通学 生 を 除い て ほか は 舎 
生 で ある . 寮母 は 8 人 で , 幼稚 園 , 初等 部 高学年 , 中 
等 部 男子 ・ 女 子 に 各 2 人 ずつ が 担当 し , 週末 を 除い て 
勤務 に 当たっ て いる . 舎 監 は 教員 が 兼務 し , 初等 部 , 中 
男 ・ 中 女 の 3 棟 に 各 1 人 が 月 曜 か ら 木 曜 ま で 宿泊 する . 
職員 は その ほか に 看護 婦 1 A, 炊事 婦 1 人 を 加え て 合 
計 32 人 で ある . 

授業 は 週 5 日 制 で 午前 4 校 時 , 午後 3 校 時 , 週 当 た 
り 35 校 時 で , 1 校 時 40 CHS. 毎週 末 3 分 の 1 の 
児童 ・ 生 徒 が 帰宅 する が , 毎月 第 3 (週末 に は 金曜 日 
の 午後 の 授業 を 打 切 る の で , 3 分 の 2 が 帰宅 する ) . 

その ほか に 休暇 は クリ スマ ス 2 週間, イー スタ ー 3 
週間 , 夏期 8 週間 で ある . この 学校 で は 他 の ビッ グ ・ 
スク ー ル と 同様 に , 普通 教育 だ け を 行ない , 職業 教育 
は 行なわ な い . 

イギリス の 特殊 学校 の 敷地 や 建物 の 多く が , 第 2 次 
KRPORRS, 戦後 の 経済 的 不況 に 際 し て , 貴族 の 
カン トリ ー・ マ ンション や , 地方 地主 の カン トリ ー・ ハ 
ゥ ス を 入手 し , 改良 し た も の で ある . この リッ キー・ 
グロ ー サ ー 家 学校 の 広大 な 敷地 と 石造 り の 建物 も 16 





世紀 の 貴族 の 屋敷 と カン トリ ー・ マ ン シ ュ ン を その ま 
ま 利 用 し た も の で , その ほか に 体育 館 と 温水 プー ル を 
増築 し て いる . 実物 ・ 標 本 ・ 模 型 な ど 豊 富 な 触覚 教材 や 
点字 図書 な ど は か な り 充 実 し て いる . 


重複 障害 児 教 育 

重複 障害 児 の 教育 こつ いて は , オー ルド バリ ー・ ホ 
—- ( Oldbury Hall) 保育 園 で 7 歳 か ら 9 歳 まで の 
低 学 年 (幼稚 園 ) の 指導 を 行なっ て いる . イギリス に 
は 重複 障害 児 の 盲 学校 が 二 つ あ る が , 1960 年 に 設立 
され た ラン シ ュ トン ・ ホ ー ル (Rushton Hall) 盲 学校 
は , 初等 学校 相当 の 盲 精 薄 , 盲 肢体 不 自由 , 盲 情緒 障 
害 な どの 重複 児童 を 教育 し て いる . 1948 年 に 設立 さ 
れ た ュ ン ド バ ・ ホ ー ル 形 学 校 で は , ラン シュ トン ・ ホ ー 
ル 弄 学校 の 卒業 生 を 中 等 部 に 受入 れん る と と も に, 7 歳 
か ら 18 蔵 まで の 盲 ろう 児 の 教育 を 行なっ て いる . 

1968 年 現在 で は ラ シ ェ トン ・ ホ ー ル 盲 学校 に 45 人 
の 初等 部 児童 が お り , コン ド バ ・ ホ ー ル の 盲 学校 に は 
74 人 の 中 等 部 生徒 と , 家 ろ うら 部 門 に 18 人 の 児童 ・ 生 
徒 が 在籍 し て いる . 

重複 障害 児 教 育 の 内 容 は , 日 常 生活 技能 や 集団 生活 
参加 能力 な ど , 社会 生活 を 行なう の に 必要 な 基本 的 な 
能力 の 育成 に 重点 が お か れ て いる . た と えば , コンド 
バ ・ ホ ー ル 形 学校 で は 交通 ・ 通 信 ・ 生 物 ・ 食 物 ・ 家 な ど 
の よう な 話題 を , 全学 年 を 通し て 1 学期 ご と に 設定 
し , 社会 ・ 理 科 ・ 算 数 な どす べ て を , その 話題 の も と 
に 有機 的 に 関連 づけ , 日 常 の 生活 行動 を 通し て 学ば せ 
る 生活 単元 学習 の 方 式 を と っ て いる . 

その ほか に , 盲 ろう 部 門 で 使用 し て いる 指 文字 は , 
アル ファ ベッ ト 式 で ある が , アメ リカ の も の と 異な っ 
て いる . 

な お , 重複 障害 児 の 指導 に 当たっ て は , 1 対 1 の 指 
導 の 場面 多く 必要 で ある が , 普通 の 教員 の ほか に , 
ジュ ニア ・ テ ィ ー チ ャ ー と 呼ば れる 補助 教員 が 多く 指 
因 当 だ っ で いる 


職業 教育 

初等 中 等 教育 で は , 普通 教育 こと どまり , 自主 性 と 
社会 性 の 育成 に 重点 を お いて いる . 職業 教育 は , 中 等 
教育 修了 後 専門 の 職業 訓練 所 で 行なわ れる . 

ウォ ー ス ター・ カ レッ ジ と チョ リー ウッ ド ・ カ レッ 
ジ の 卒業 生 た ちの 多く は 大 学 に 進学 し , 法律 ・ 心 理学 
・ 言 語 ・ 音 楽 ・ 社 会 学 な ど を 学び , AM, 弁護 士 , ソ 
ー シ ャ ル ワ ー カ ー, 大 学 教 授 な ど に な る . また RNI 
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B の 学校 で 物理 療法 を 学ん で マッ サー ジ 師 に な る 者 も 
いる , | 

ビッ グ ス ク ー ル の 中 等 部 を 卒業 し た 生徒 た ちの 中 
IN AVY AU ORS AO oI HRI DY yy 
( Royal Normal College ) に 進み , 電話 交換 , タイ ビ 
ング , 速記 , ピ アノ 調律 , 音楽 な ど を 学ぶ 者 も いる . そ 
の 後 , さら に 専門 的 な 学校 に 進学 し て 高度 な 技術 を 学 
ぶな 者 も ゃ 多い. ビッ グ ス ク ー ル の 中 人 等 部 卒業 生 の 多く は 
盲人 を 対象 と し た 職業 指導 所 に 行き , 就職 前 の 基礎 指 
導 と 歩行 訓練 な ど を 受け る . 普通 は 16 歳 か ら 18 歳 で 
入所 し , 4 ヵ月 か ら 1 年 8 ヵ月 の 訓練 を 受け る . その 
中 で 旋盤 工 ・ 機 械 工 ・ 電 気 工 な どの 基礎 訓練 を 受け る 
者 は 2 年 間 こ に ここ に と ど まる . その 後 一 般 の 企業 に 就職 
LT, さら に 企業 内 訓練 を 受け た り , 一 般 の 職業 指導 
所 で , さら に 専門 的 な 職業 技術 指導 を 受け る 者 が 多 
0w 

イギリス は , 一 般 の 企業 に 就職 する 盲人 の 比率 が 世 
界 で 最も 高い 国 と いわ れ て いる が , 職業 指導 所 を 卒業 
する 盲人 の 中 で 底 護 授 産 所 に 行く 者 は まれ で ある . 2 
レ ド バ ・ ホ ー ル 家 学 校 の 卒業 生 で ある 重複 障害 児 の 約 
20 パー セン ト ゃ 職業 指導 所 に 入所 し て , 一 般 企業 に 
就職 し て いく , そこ で 最近 で は , 69 の 盲人 授産 所 に 
行く 数 は 激減 し て いる . 
_ これ ら の 徹底 し た 就労 対策 を 行なう 根拠 と な っ て い 
る の は 1944 年 に 公布 され た 身体 障害 者 就労 潜 で , こ 
れ に より 地方 当局 は 労働 大 臣 と と も に 家 人 に 対し て 職 
業 教育 を 行ない , 就労 させ る 責任 を 負っ て いる か ら で 
ある . (木塚 泰弘 ) 
[参照 文献] 

木塚 泰弘 「 海 外 に お ける 視覚 障害 教育 , こと に 重複 
障害 教育 に 関す る 報告 書 」 昭和 44 


ソビエト 連邦 に お ける 視覚 障害 教育 の 
現状 


概観 

誠 政 ビシ ア の 時 期 に は 視覚 障害 教育 は 十分 で は な か 
っ た . 1806 年 に ペペ テ ルス ブル グ に 最初 の 盲 学校 が 創 
立 さ れ た が , 革命 前 に は 推定 2 万 8000 人 の 学齢 児 の 
> ち 約 2 パー セン ト の 600 人 が 教育 を 受け て いた に 過 
ぎ な い . ツ ソビエト 社会 主義 共和 国連 邦 が 建設 され た の 
ち , 1931 FICHE © の 8 年 間 義 務 制 が 決定 され た が , 
第 2 次 世界 大 戦 の た め 実 現 を みな か っ た . 

1960 年 の 教育 省令 に よって, 盲 学校 , 弱視 学校 と 





も に 一 般 よ りゃ 1 年 多い 9 年 間 の 義務 制 が 完全 に 実施 
され た . さら に 盲 学校 に は 1 年 間 の 幼稚 部 の 設 軒 が 義 
務 づ けら れ た . 近年 , 盲 児 数 は 減少 の 一 途 を た と どり , 
1967 年 現在 で は , 6900 人 が 52 の 寄宿 制 盲 学校 に FE 
逢 し て いる が , SRIVIIEO 16 パー セン ト に 過ぎ な 
い . その た め 定 数 いっ ぱい まで 弱視 児 を , 弱視 学級 な 
ど に 受入 れ て いる 盲 学校 が 多い . 

YO BA, 矯正 視力 0.05 な いし 0.2 まで の Bath 
児 が , 弱視 教育 の 対象 と され て いる が , 16 の 寄宿 制 
弱視 学校 に 2600 人 在籍 し て いる . 

重度 の 重 復 障害 児 は , 社会 保障 省 管轄 の 9 年 制 の 補 
助 寄宿 学校 に 入学 し て いる が , BEE lL, 盲 学校 の 
特別 学級 な ど で 指 導 さ れる . 

ツ 連 に お ける 寄宿 制 の 盲 学校 お よび 弱視 学校 は , 一 
般 の 初等 ・ 中 等 学校 と 同様 に 教育 省 の 管轄 に 属し て お 
り , 学費 , 教科 書 費 , 学用品 費 , 食費 な ど は すべ て 国 
費 で ある . 全 ロ ン ア 盲人 援護 協会 (VOS) は 自ら 企 
業 体 と し て 直営 の 工場 な どか ら 各 地 の 寄 宿 制 衣 学 校 に 
教具 な どの 援助 を 行なう ほか , 職業 教育 を 重点 的 に 行 
な っ て いる . 

ッ 連 に お ける 視覚 障害 教育 の 特徴 は , 就学 前 か ら の 
集団 教育 と , 寄宿 制 盲 学校 に お ける 普通 教育 , 総合 技 
術 教育 お よび 労働 教育 で ある . さら に VOS な と に よ 
る 職業 技術 教育 と , その 管轄 する 工場 へ の 競 業 の た め 
の 適性 判定 な ど は , 他 の 欧米 諸国 と お も むき を 異 に し 
て いる . 統合 教育 は ほとん ど み られ な い ば か り で は な 
く , 一 般 企業 へ の 就職 も 比較 的 少 な い の が 現状 で あ 
る 。 


幼児 教育 

3 歳 か ら 7 歳 の 盲 幼児 を 対象 と し た 視覚 障害 児 幼稚 
園 の 教育 は , 空間 表象 の 構成 や 空間 定位 の 指導 な と, 
盲 幼児 の 欠陥 補償 や 運動 機能 な どの 指導 を 主として い 
る . その た め 課 業 と し て , 身辺 の 処理 , 近隣 の 環境 認 
知 と ひと り 歩 き , 音声 言語 , 計算 , 手 の 労働 , 描画 , 
AB, Fay, 積み 木 な ど に よる 構成 , 各種 の 運 
動 , 道徳 な ど が 指導 され る . | 

これ ら の 教育 内 容 を , AA, 知育 , 徳 育 , 美 育 に 分 
け て その ね らい を 考察 する . 

(1) 体 育 で は , 一 般 目標 の ほか に , 空間 定位 能力 の 形 
成 と 運動 能力 の 発達 を 主眼 と し て いる . 歩い た り , 走 
っ た り , 階段 の 昇降 な どの 体育 活動 を 通 し て , 筋 感覚 
聴覚 , 触覚 に よる 位置 判定 (空間 定位 ) を する 能力 を 
BCS. さら に 広い 場所 で の 恐怖 感 の 克服 ,。 正しい 姿 
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勢 で の 歩き 方 , 手指 の 柔軟 性 な どの 指導 に は 特に 留意 
する , 

弱視 児 に お な いて は , 残存 視力 の 保護 と その 発達 と 活 
用 が 留意 され て いる . 

(2 知育 に お いて は 一 般 目標 の ほか に 特に 言語 主義 の 
克服 が 主眼 と な っ て いる . その た め 聴 覚 , 皮膚 覚 , 運 
動 感覚 な ど を 活用 し , 直接 経験 を 足場 と し て 環境 を 認 
知 さ きせ る . 

(3 徳 育 に お いて は , 一 般 の 幼児 の 場合 と 同様 社会 性 
の 育成 に 主眼 が お か れ , お と な の 労働 へ の 関心 と 尊敬 , 
集団 主義 の セン ス の 形成 が 特に 配慮 され て いる . 

(④ 美 育 に お いて た いせ つ な 役 割 を 果たし て いる の は 
自然 へ の 遠足 , 音楽 を 聞く こと , 絵画 , 彫刻 , 芸術 的 な 
お も ちゃ , 児童 文学 な ど で あ る . 視覚 障害 児 は , 音 3 
や 児童 文学 な ど に 特に 強い 関心 や 興味 を も つこ と は 自 
然 で ある . これ ら の 教育 内 容 は 盲 学校 に 付設 され た 効 
稚 部 に お いて ゃ 同様 に 指導 され る . 


初等 ・ 中 等 教育 

多く の 寄宿 制 盲 学校 は 6 歳児 の た め の 幼 稚 部 , 第 1 
学年 か ら 第 4 学年 まで の 初等 部 , 第 5 学年 か ら 第 9 学 
年 まで の 不 完全 中 学 お よび 第 10 学年 か ら 第 11 学年 な 
いし 第 12 学年 まで の 完全 中 学 か ら 構成 され て いる . 
初等 部 で は , 幼稚 部 で の 教育 の 成果 を あぁ まえ て , 一 
般 の 初等 学校 と 同一 の カリ キュ ラム に よる 普通 教育 が 
行なわ れる . その 際 , 欠陥 補償 と 運動 機能 の 向上 に 重 
点 が お か れる こと は , 幼児 教育 の 場合 と 同様 で ある . 
不 完全 中 学 は 一 般 よ り 1 年 間 長 い 5 年 間 を か け て , 
普通 教育 と 総合 技術 教育 が 行 な ち れる. すべ て の 教科 


は , 年 限 の 延長 に 見 合っ て 進度 を お と し , 徹底 し て 指 


導 さ れる . 教科 の 内 容 の 多く は 一 般 の カリ キュ ラム と 
同一 で ある が , 体育 , 図画 , BHeBLOG GARI, 
独 目 の カ リキ ュ ラ ム に よっ て 行なわ れる . この よう に 
初等 部 と 不 完全 中 学 と は , カリ キュ ラメ 構成 上 相 異 が 
みみ られ る が , 部 と し て の 独自 性 は な い . 

完全 中 学 で は , 生産 と 結び つけ た 労働 技術 教育 を 行 
な うら ため, 校内 に 実習 工場 の 設置 が 義務 づけ られ て い 
る . 最近 で は 旋盤 ・ 機 械 ・ 電 気 な ど に 関し て 基本 技能 
や , ベル ト ュ ン ベ ア ー に よる 流れ 作業 の 実習 が 行なわ 
れ て いる . 生徒 た ち は 第 11 学年 で 教員 ・ 工 場 管理 者 
な ど に よる 判定 会 議 で 格付 けさ れ , 進学 や 就労 先 が 決 
定 さ れる . 

盲 学級 の 学級 定数 は 10 な いし 12, 特別 学級 は 5 な 
いし 7 で ある . 


寄宿 舎 に お いて は , 指導 者 の も と に 音楽 や 模型 製 
VE, チェ ス な どの サー タク ル 活 動 が 行なわ ち れ て いる . そ 
の た だ た めか, モス クノ フッ 盲 学校 高学年 の 生徒 た ち は , 市 内 
の 一 般 の 学校 と の コー ラス や チ = ょ ス の コン クー ル で 党 
(に 上 位 を 占め て いる . 

教材 ・ 教 具 で 特徴 的 な こと は , AS EBT, 黒く ま 
を は じ め , トラ や ワニ な どの 剥製 , 城 や 宮 典 の 模型, 
立体 地図 や 各種 の レリーフ な ど , 直観 教材 を 質 ・ 量 と 
も に 豊富 に そろ えて いる こと で ある . これ は パブ ロフ 
の 第 1 次 信号 系 か ら 第 2 次 信号 系 へ の 移行 過程 に 関す 
る 理論 に 裏 づけ られ て いる . 

完全 中 学 を 修了 する 以前 に , 何ら か の 事情 で 工場 で 
働く と こと と な っ た 視覚 障害 の 勤労 青少年 の た め に , 28 
の 夜間 学校 と HOD 通信 教育 学校 が か ある. これ ら の 
学校 は , 仕事 を 止め ず に 学び た い 成 人 の 視覚 障害 者 の 
た め に も 開放 され て いる . 1967 年 現在 , 4800 人 OF 
生 が 登録 され て いる . その ほか に 一 般 の 夜間 学校 に 通 
っ て いる 視覚 障害 の 勤労 青少年 も お り , 過去 4 年 間 に 
3970 人 の 視覚 障害 者 が , 仕事 を 止め ず に 不 完全 中 学 
と 完全 中 学 を 卒業 し た . 


職業 教育 

寄宿 制 盲 学校 の 完全 中 学校 に お ける 労働 技術 教育 は 
標準 的 な も の で あっ て , その ほか に 専門 的 な 各種 の 職 
業 教育 指導 が 行なわ れ て いる . また , 中 途 矢 明 者 や 未 
就学 の 先天 盲 児 ら の た め に , 労働 リハ ビリ テー シュン 
学校 な ども ある . 

ッ 連 に お いて は 視覚 障害 者 の 職業 教育 と し て , OY 
ハビ リ テ ー シ ョ ュ ン , ② 特 殊 な 作業 操作 に お ける 訓練 , 
③ 上 級 の 訓練 の 3 段階 か ある . ① は 労働 リバ ビリ テー 
シュ ン 学 校 で 行なわ れ , ② と ③ は VO S の 訓練 生産 セ 
ンタ ー か , また は 職業 学校 で 完成 され る . 

(1 労働 リハ ビリ テ ー シ ュ ン 学校 : 1963 年 に VOS 
it, 中 央 ロン シア 地域 の た め に チ 2 ボワ ソル ー 市 に , シ 
ベリ アル と 李 東 地域 の た め に アル タイ 地方 の ビュ ッ ゥ スク 
の 町 に , 労働 リハ ビリ テー ショ ュ ン 学校 を 開設 した. 

訓練 期間 は 4 ヵ月 を 標準 と し , 個人 差 に より 2 な い 
し 8 ヵ月 の 場合 も ある . 入学 資格 は 16 歳 以 上 の PAR 
失明 者 か , 未 就学 の 先天 また は 幼児 衣 で ある . 指導 内 
容 は 身辺 処理 ・ 歩 行 ・ 点 字 ・ タ イ ビ ピング ・ 作 業 の 基礎 
な ど で あ る が , 心理 的 適応 に は 特に 重点 が お か れる . 
訓練 生 の 授業 料 と 生計 費 は 無料 で ある . 

(2)VO S の 訓練 生産 セン ター に お ける 職業 訓練 : 訓 
練 職 種 の 選択 は , 本 人 の 希望 と 能力 に 基づい て , 医局 の 











推薦 を 考慮 し , VOS の 職業 訓練 の 主任 技師 に より な 
され る . 訓練 期間 は 職種 に より 異な る が , 2 な いし 3 
カ月 を 下る こと と は な い . 訓練 生 の 授業 料 は 無料 で , 工 
場 か ら 月 々 の 手当 と 仕事 着 が 支給 され る . 指導 者 は 訓 
練 生 産 モ センター の 技師 , 工場 長 , 最も すぐ れ た 労働 者 
(グル ー プ で も 個人 で も よい ) が 当たり , 理論 の 指導 
と 実習 が 行なわ れる . 訓練 修了 後 , 資格 づけ が 行なわ 
れ , 新しい 職種 に 就労 する こと が で きる . 訓練 生産 セ 
ンタ ー は , さら に 上 級 の 専門 の 技術 指導 に 際 し て も 1, 
2 年 の 期間 を か け て 同様 の 取扱 い を 行なう . 上 級 の 訓 
練 を 受け た 視覚 障害 者 は , 訓練 生産 セン ター に と ど ま 
る か 国営 工場 で 働く こと が で きる . 

訓練 生産 セン ター の 職種 と し て は , 組立 取付 工 ・ プ 
VAL: KDI + FEET + MHL LOD, FE 
り ・ 編 物 ・ 木 工 ・ ブ ラン シ 作 りな ども ある . 

(3) マッサージ 学校 : 共和 国 マ ッ サ ー ジ 専門 学校 は , 
ュー カサ ス 地 方 の キス ロボ ドス ク に あり , 完全 中 学校 
を 終え た 18 歳 以 上 30 歳 ま で の 視覚 障害 者 に 入学 資格 
BFA SMCS. 修業 年 限 は 2 年 間 で , 弱視 生 は 年 
限 を 延長 し て , 医療 体操 や 物理 療法 の 単位 も 習得 で き 
る . 授業 料 は 無料 で , HYIABRS 国費 で 支給 され る . 

理論 の 指導 と 実習 を 受け た の もち 国家 試 験 を 受け , Hh 
方 保健 局 の 選抜 で 総合 病院 に 就労 する . 

、(④⑳ 音 楽 学校 : 社会 保障 省 は , キル スク の 町 に 盲人 の 
た め の 国 立 音楽 学校 を も っ て いる . 学校 は 第 2 次 大 戦 
の 戦傷 者 の うち 音楽 専攻 希望 者 の た め に 建て られ た . 
その 後 16 歳 か ら 30 歳 の 視覚 障害 者 に , 失明 原因 を 問 
わ ず 開 放し た . その 学校 に は 142 人 の 学生 の た め に ア 

コー ディ オン の 4 年 の ュー ス が ある . 授業 料 ・ 宿 泊 費 
と も 国費 で まかなわ れ , VO S か ら 各 自 に ア ュ ー デ ィ 
オン が 支給 され る . 

卒業 後 は ア ュ ー デ ィ オ ン 演 奏者 や 他 の 音楽 学校 の た 
の ア ョ テ デ 4 オシ の 教 帥 ) また だ アマ チュ ア き Fea 
グル ー プ の リー ダー と し て , 地域 の セン ター や 保養 
所 , 中 等 音楽 学校 , 普通 学校 な ど で 働 く . 近 い 将 来 に は 
ピアノ 調律 師 の クラ ス が 開か れる こと に な っ て いる . 

5) 国 営農 場 に お ける 盲人 の 職業 訓練 : カル ダ 地 方 の 
農業 地区 の 一 つ に ある 国営 農場 の 職業 学校 で 訓練 され 
る 視覚 障害 者 も ある . この 学校 は 1953 年 に 設立 され , 
50 人 の 生徒 に 10 ヵ月 の 指導 が 行なわ れる . 訓練 を 受 
ける 視覚 障害 者 は 農民 と 療養 者 で , お け 屋 と 馬具 屋 に 
育成 され る . 

集団 農場 , 国営 農場 で ある を 問わ ず , いか な る 農場 
に お いて ゃ 潰 物 桶 や , か い ば お け , ある い は 馬具 な ど 
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を 作っ た り 修 繕 し た りす る こと が で きる 人 は , 常に 歓 
迎 さ れ て いる の で , これ ら の 二 つ の 職種 が 選ば れ た の 
CHS. 

訓練 生 は 授業 料 が 無料 で , その うえ 月 々 の 手当 て を 
受け , 卒業 時 に 一 組 の 道具 が 支給 され る . 


高等 教育 

視覚 障害 児 が , 完全 中 学 の 第 11 学年 また は 第 12 学 
年 を 修了 し , 国家 試験 を 受け て 進学 適性 が 認め られ る 
と , 4 年 制 の 専門 学校 か 5 年 制 の 大 学 に お いて 一 般 の 
学生 と と も に 高等 教育 を 受け る こと が で きる . 学費 は 
国費 に よっ て まかなわ れる が , BAILS BLOX 
給 を 受け , 教材 の 点訳 費用 な ど に 当て る こと が で き 
る . 高等 教育 を 受け た 盲人 数 は 数 百人 を 越え て いる . 
最近 の 傾向 と し て , 語学 ・ 法 律 学 ・ 教 育 学 ・ 心 理学 ・ 
文学 な ど よ りゃ , 数 学 を 専攻 する 盲 学生 が 増加 し て い 


る . モス クワ 大 学 の 12 人 の 盲人 教授 と 約 200 人 の & 


学生 の 大 部 分 が 数 学 専攻 で ある と いわ れ て いる . 
高等 教育 を 受け た の ち , 教師 ・ 法 律 家 ・ コ ン ピ ビュー 
ター の プロ グラ マー な ど に な る 者 が 多い . 


教員 養成 , 視覚 欠陥 学 お よび 欠陥 学研 究 所 
視覚 欠陥 学 専攻 の 教員 養成 は そ ス クッ 教育 大 学 お よ 
び レ ニン グラ ー ド 教育 大 学 で 行 な ち れ て いる . 入学 資 
格 は 完全 中 学 の 第 10 学年 , また は 第 11 学年 の 卒業 生 
で 35 歳 未 満 で ある が , 教員 の 経験 者 は 優先 され る . 
入学 試験 は , 作文 ・ 口 頭 試問 ソ連 邦 史 に 関し て 行 な 
われ て いる . 卒業 後 , 盲 学校 お よび 弱視 学校 の 第 1 学 
年 か ら 第 9 学年 の 授業 お よび 第 10 学年 か ら 第 12 学 年 
まで の モロ シア 語 を 担当 する こと が で きる . 数 学 は , B 
等 数 学 教育 を 受け た の ち , 大 学 に お いて 1 年間 欠陥 学 
を 専攻 し た も の が 担当 する . 視覚 欠陥 学 専 攻 の 教員 の 
養成 数 は 年 間 約 25 人 程度 で ある . 

視覚 欠陥 学 で は , 精神 発達 の 過程 と 教育 技術 に 重点 
が お か れ て いる . 

視覚 障害 児 の 精神 発達 の 過程 と し て , ① 保 持 さ れ て 
いる 聴覚 ・ 度 膚 覚 ・ 運 動 覚 な どの 分 析 器 の 利用 と RR 
磨 . ② 視 力 が 存在 する 普通 の 条件 で は 用 いら れ な い 分 
析 器 利用 活動 の 補足 的 , 予備 的 源泉 の 導入 . ③ 新 し い 
結合 が 盲 児 の 活動 過程 で 発生 し 定着 したため, FOR 
義 を 失っ た 古い 結合 の 切断 な ど が あげ られ て いる . こ 
れ ら を 一 般 的 な 発達 過程 の 中 で 考慮 する こと に よっ 
て , 環境 の 認知 や 運動 機能 の 向上 を も た ら す こと が で 
き 給 と い お われ て いる 。 
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十 教 育 技術 と し て は , 点字 の 読み 書き の 指導 , BA 
用 測定 器具 の 活用 な ど に 重点 が お か れ て いる . BFA 
具 と し て は 点字 版 が 用 いら れ , 点字 タイ プラ イタ ー は 
まだ 普及 し て いな い . 

これ ら の 和 欠陥 学 の 研究 は , 欠陥 学研 究 所 を 中 心 に 行 
な われ て いる . 

ッ > 連邦 教育 科学 アカ デ ミー 欠陥 学研 究 所 は 欠陥 学 の 
問題 を 研究 する 学者 を 集め た 科学 研究 機関 で ある . 研 
SRLS, BH, 45, 難聴 , 言語 障害 , 運動 機能 障 
害 , 心理 発達 の 遅滞 , 知能 遅 藩 の 児童 お よび 青年 の 研 
完 , 教育 ・ 教 授 に 関す る 科学 的 研究 , また , 成人 の ろ 
うぅ 者 と 盲人 の 一 帝 的 教育 お よび 労働 教育 の 問題 に 関す 
る 研究 を 行なう . 1 

欠陥 学研 究 所 は 学校 と 幼稚 園 の 実践 研究 所 の 基礎 の 
うえ に 1943 年 に 創設 され , ビシ ア 共和 国教 育 科学 ア 
カ デ ミ ー (1966 年 か ら ソ連邦 教 育 科学 アカ デミ ー) 
の 科学 研究 機関 と な っ て いる . 

視覚 障害 関係 部 門 と し て は , 盲 お よび 弱視 児 の 教授 
と 教育 の 研究 室 , 盲 ろ う 児 の 研究 と 教育 の 実験 室 , B 
心理 学 実験 室 , 定 工 学 実験 室 が ある . 

欠陥 学研 完 所 は , 教育 大 学 欠陥 学部 や デリ ム ゴ ー リ 
ッ > 記念 眼 科学 研究 所 と 協力 し た り , SFR BFK 
特殊 幼稚 園 な ど を 指定 し て 実験 教育 を 行なう . 研究 所 
の 実験 学校 で ある モス クア 盲 学校 の カリ キュ ラム は , 
研究 所 員 と 教員 が 協力 し て 作成 し , 実践 の 成 生 は 他 の 
SPRCERSNCOSA. 研究 所 で 開発 され た 測定 器 
具 類 や 教材 教具 な ど は , 他 の 機関 で 製作 され 販売 され 
Wnn: 

この ほか 欠陥 学研 完 所 は , 研究 成果 を 多数 の 書籍 や 
雑誌 に 発表 し た り , 国内 外 の 欠陥 学 の 研 完 会 を 主催 し 


て いる . KRRBW) 
(BBR 
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アメ リカ に お ける 盲 教育 の 発展 


アメ リカ 盲 教育 の 歴史 

盲 学校 信 設 へ の あゆ みみ] 19 世紀 初頭 の 若い 独立 
国 ア メリ カ 合 衆 国 で は , 植民 地 か ら の 訪 速 な 政治 的 ・ 
経済 的 成長 に 伴う 種々 な 社会 問題 が 表面 化し つつ あっ 
た . その 対策 と し て 州立 の 救 貧 院 と 並ん で , 医師 , KH 
師 , 知識 人 な どの 新興 市 民 階級 の 手 で , A Me, D> 
身障 害 者 な ど を 数 済 す る た め の 民 韻 慈 善 事 業 が ぼっ 豊 
し , 盲 教育 も それ ら の 一 つと し て 始め られ た -. 

ニュ ー ョ ー ク で は , 同 地 の ろ う あ 学校 (1818 年 設 
立 ) の 関係 者 や 貧困 防止 協会 会 員 , 救貧 院 の 医師 た ち 
が , SL KFECRBRCKMBSNCUZBEZLA 
する た め , 1831 年 州 議 会 請 題 し て ニ ェ ュー ヨー ク 盲 
学校 設立 の 認可 を 得 , 殿 1832 年 3 月 イギリス か ら 取 
寄せ た 教具 を も っ て , 救貧 院 か ら 集 あめ た 6 人 の 盲 免 の 
教育 を 開始 し た - 

同じ く 1832 年 , ボス トン ニュ ー イ ング ラン ド BS 
学校 CNew England Asylum for the Blind), % - 
1833 年 3 月 フィ ラ デ ル フィ ア に ベン シル ベニ ア BS 
校 (の ちの オー バー ブル ッ ク 盲 学校 ) を 開校 し た . 
前 者 は BR Lk 校長 ハウ (Samuel Gridley Howe, 
1801~76) の も と に , その 後 の ア メリ カ 盲 教育 おい 
て 指導 的 な 地位 を 占 め る が , その 設立 の 経緯 を 方 る 
と , ペリ で 盲 教育 を 見 開 し た 医師 フィ ッ シ ャ ー (John 
D. Fisher) tt, 1826 年 帰国 し て ボス トン 市 民 と 盲 学 
校 設立 を 計画 , 1829 年 マサ チェ ュー モッ ツ 州 議会 の 認可 
を 得 , 次 いで 医師 ハウ を ョ ー ロ ッ ズ に お ける 十 教 育 の 
調査 に 派遣 し た . ハウ は イギリス と フラ ンス か ら 2 人 
の 盲人 教師 を 伴っ て 粋 国 し , 1832 年 8 月 。 か れ の 父 の 
家 で 6 人 の 盲 児 の 教育 を 始め た . 翌年 か ら 州 は 204A 
DS LUSREXRATS こと を 条件 に 年 6000 ド ル の 
補助 金 を 支出 し , 他方 , 民間 か ら も る 多額 の 寄付 金 が 集 
め ら れ , その 後 邸宅 と 土地 を 提供 し た 実業 家 バ ペー キ ン 
ス 大 佐 の 名 前 に ちな ん で 1839 年 , 校 名 を パーキンス 
24k (Perkins Institution and Massachusetts 
Asylum for the Blind) と 名 づけ た . これ は の ち に 
Perkins School for the Blind と 改称 し , 世界 的 に す 
ぐれ だ た も の と な っ た . 

校長 ヘ ウ は 医学 を 修め た の ち , ギリ シャ 独立 戦 省 に 
身 を 投じ , 帰国 後 埋 教育 だ け で は な く 盲 ろう あみ あ 教育, 
精神 薄 層 教 育 , 精神 病 者 の 処 選 改 善 , 監 鍼 改良 運動 に 
る 先 べ ん を つけ , 普通 児 の 公立 学校 運動 , 奴隷 解放 運 
動 に も 活躍 し た 多彩 で 精力 的 な 社会 改良 家 で あっ た 
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か れ は 1833 年 の 報告 に お いて , 慈善 と 教育 の 目的 を 
明確 に 区 別 し , 盲 児 を 教育 により 有用 な 社会 の 成員 と 
する こと の 可能 性 を 説き , 盲 児 の 自立 は 単に 個人 的 な 
幸福 に と ど ま ら ず , 社会 の 負担 を 軽減 で きる と いう , 
教育 の 経済 的 な 価値 に も 着目 し て いる . 

Ek, 普通 教育 と 並ん で 体育 や 音楽 ・ 手 工芸 を 重視 
Mer actA s ン 式 凸 字 (Bostontype) を は じ め 種々 な 
教具 を 開発 する な ど , アメ リカ GRAD 基礎 を 築い 
た . か れ は 普通 教育 に - お いて アカ デミ ー (当時 の 中 等 
学校 ) に 比肩 する こと を 目標 と し て いた が , 卒業 生 の 
就職 難 か ら 1840 年 に は 授産 場 を 付設 し て お り , 他 の 
2 校 に お いて も 当初 か ら 特 に 職業 教育 こよ る 盲人 の 救 
済 を 目的 と し て いた . 

[州立 盲 学校 の 発展 (1837 一 1890)] 東部 に お ける 3 
盲 学校 設立 は , その 後 , 各地 の 盲 学校 設立 の 機運 を 高 
め , 合衆国 西部 の 発展 , 南北 戦争 後 の 産業 の 発達 を 背 
景 と し て , 表 1 に 示す よう に , 19 世 記 末 ま で に は 人 口 
稀 薄 な 地方 を 除く ほとん どの 州 に 盲 学 校 が 設け られ る 
に 至っ た . ここ で 注目 され る の は , 初期 の 3 校 が 民間 
の 慈善 事業 で あっ た の 
に 対し , 1837 年 設立 の 
オハ イオ 盲 学校 が 州立 


表 1 アメ リカ に お ける 盲 学校 
設立 状況 (1832 一 1900) 





em 年 生生 > 。 と し で 発足 し た の を は 
1831 一 1840 5( 2) じ め , その 多 く が 州立 
1841 一 1850 TP) ゃ も し く は 経費 の 大 部 分 
1851—1860 9(7) を 州 の 補助 金 に よっ て 
1861 一 1870 4(4) all a 
1871—1880 5(5) いる こと で ある . た だ 
1881 一 1890 5(4 ) し , 1839 年 設立 の 州立 
1891 一 1900 人 03 の Wh ASwe 7 BP 


(アメ リカ 連邦 教育 局 年 報 に よる ) どの よう に 経費 節減 の 
た め ろ う あ 学 校 と 併設 され た も の も あり , Ek, BA 
に 対す る 盲 教 育 は 遅れ , 南部 で は 白人 と 差別 し た 盲 学 
校 が 設け られ て いる . 

盲 学校 経営 に お ける 公費 の 導入 と と も る に, 1830 年 代 


か ら 60 年 代 に か け て 発展 し た 普通 児 の 無償 公立 学校 


運動 の 影響 を 受け て , SAAR Ch, 州 に よる 管 
理 ・ 監 督 の 強化 , 授業 料 魔 止 に よる 貧富 差別 の 撤廃 , 在 


学年 限 。 教育 内 容 , 教育 方 法 の 普通 教育 へ の 接近 な ど 


が 行なわ れ , 慈善 主義 の 克服 , 公 教育 へ の 統合 の 前 提 
条件 が 成 熱 し て いっ た . 

こう し た 盲 教育 発展 の 推進 力 に な っ た の は , 1853 年 
ニュ ー ヨ ー ク で 開か れ た 盲 教育 者 の 会 議 を はじめ , 
1871 年 に 結成 され た アメ リカ 盲 教育 者 協会 (Ameri. 
can Association Instructors of the Blind 一 AAIB) 


で ある . そ の 運動 の 成果 の 一 つと UT, 1879 年 に は 盲 教 
育 振興 法 が 連邦 議会 を 通過 し , 特別 基金 の 利子 1 万 
ル を も っ て ケン タッ キー 州 ル イス ビル の アス メリ カン ・ 
プリ ン テ ィ ン グ ・ ハ ウス (American Printing House 
for the Blind, 1858 年 設立 ) を 通じ , 全国 の 盲 学校 
に 点字 図書 が 無償 で 配布 され る こと に な り , その 後 , 
数 度 政 正 拡充 され て 今日 に 至っ て いる . 

1870 年 代 に な っ て , アメ リカ GFRBSBA PSS 
校 季 業 生 の 手 に よっ て , 高等 教育 機関 設立 の 運動 が 各 
地 で 進め られ た が , 1876 年 の マサ チェ ー セ ッ ン ツ 州 に お 
ける アメ リカ 形 人 音楽 カレ ッ ジ 計画 や 1886 年 の 連邦 
議会 に 対す る 盲人 カレ ッ ジ 設置 請願 な どの 試み は い ず 
れ $ ゃ も 実ら ず , その 後 の 運 動 は 特別 奨学 金 を 獲得 し て 一 
般 大 学 に 進学 させ る 方 向 へ と 向かっ た . 

教育 方 法 上 の 困難 な 問題 の 一 つ で ある 盲人 用 文字 に 
つい て は , 初期 の 凸 字 に 加 えて , 1860 年 どろ ブラ イ 
ュ 点字 が アメ リカ に 採 入 れ ら れ , それ を 大 きく 変形 し 
だ た ニュー ヨー ク 点 字 (New York point) と , AD 
排列 を 修正 し た アメ リカ ン ・ ブ レー ル (American 
Braille) と が , 初期 の ボス トン 式 凸 字 を 駆逐 し て 並 
WL, CHEF IT SARE SMD), 涼し いい わ ゆ る 
「 点 字 戦 争 ] を 引 起こ し , その 統一 は 次 期 に も ち 越 さ れ 
ee 

[点字 学級 の 出現 (1890>1930)] 普通 児 に 対す る 就 
学 義務 制 は , 北部 お よび 西部 各州 で は ほぼ 19 世紀 末 
まで に 実施 され , 1910 年 代 に は 南部 諸 州 に も 及 ん だ . 
この 義務 教育 制度 の 確立 は , 公 教育 の 中 に 新た に 心身 
障害 児 の 問題 を 顕在 化 さ せ た . ニュ ー ョ ヨー ク に 次 ぐ 大 
都市 シカ ゴ で は , 19 世紀 末 に すでに 公立 学校 の 中 に 
ろう 児 , 非行 児 , 肢体 不 自由 児 , 精神 薄弱 児 の 特殊 学 
級 が 設置 され て お り , 1900 年 に は SO 特殊 学級 が 
これ に 加わ っ た . Chit, か ね て 高まっ て いた 盲 学校 
設立 の 要求 に 対し て , 伝統 的 な 盲 学 校 の 寄宿 制度 に 批 
判 的 で あっ た 教育 者 た ち が 市 当局 に 働き か け , 通学 制 
で 普通 児 と の 共学 を 原則 と する 点字 学級 (Braille 
class) を 実現 し た の で ある . 

ミル ウォ ー キ ー で は , 1907 年 ウィ ス ュ ン シ ン BA 
援護 会 が 未 就 学 の まま 放置 され て いる 盲 児 を 保護 する 
た め に , 公立 学校 に この シカ ゴ の 方 式 を 採 入 れ た . 

当時 , 同様 な 問題 を 抑え て いた シン シナ チ (1905) 
ラシー ン , クリ ー ブ ラ ンド (1909) な どの 中 都市 や , 
ミニ ュー ヨーク, ボス トン (1909) の 大 都市 に も 点 宇 学 
級 が 尊 次 普及 し , 1910 年 に は 6 州 8 市 の 公立 学校 に 設 
立 さ れ た 特殊 学級 に 209 人 の 盲 児 が 在籍 し て いた . し 


444 外国 に お ける 盲 教育 


か し , この 旋 式 は 盲 児 の 比較 的 多い 都市 に 限定 され , 
表 2 に みる よう に 20 年 代 に は その 普及 は 限界 に 達し 
fee 

点字 学級 の 影響 を 受け て , 伝統 的 な 寄宿 制 盲 学校 に 
お いて は , 1915 年 どろ か ら 家 庭 に な ぞ ら えた コテージ 


表 2 盲 学校 お よび 公立 学校 の 家 児 在籍 数 (1900 一 1930) 











在籍 者 数 学 校 数 
BFR | 公立 学校 | 盲 学校 | 公立 学校 

1900 4,130 38 

1905 4,350 39 

1910 4,615 43 

1915 4,744 483 46 9 

1920 4,649 ADA | 45 11 

1925 5,036 388 47 17 

1930 5,486 459 50 19 











(アメ リカ 盲人 印刷 所 報告 に よる ) 


方 式 に よる 寄宿 舎 の 改革 , 公立 学校 の 教育 内 容 の 採 
用 , ハイ スク ー ル 段階 に お ける 盲 学校 か ら 普 通学 校 へ 
の 通学 , 家庭 , 地域 社会 と の 接触 の 強化 な ど が 図ら れ 
た . また , 盲 学校 の 管理 は 公 教育 制度 の 整備 と と も 
に , 区 次 州 慈善 局 か ら 州 教育 局 に 移管 きま れ て いく . 

就学 義務 は 次 第 に 盲 児 に も 適用 され , 10 年 代 来 に は 
28 州 で 盲 児 の 就学 義務 が 規定 され て いる が , BART 
50 75 パーセント に と ど ま っ て いる . 教育 機会 の 拡 
FICE Ws, シン ナチ (1915) の 公立 学校 その 他 2。 
3 の 盲 学校 で 端緒 的 な が ら 盲 精神 薄弱 児 の 教育 が 行 な 
bh, また , 弱視 教育 る ボス トン , クリ ー ブ ラ ンド 
(1913) の 公立 学校 に 設置 され た 特殊 学級 で 始ま り , 
その 後 ウ ェ ス タン ・ ペン シル ベ = ア 盲 学校 (1921) , 
ミネ ソ タ 盲 学校 (1925) な どの 盲 学校 に お いて も ゃ 着手 
き . 肖 だ 。 

盲 幼児 教育 は パー キン ス 盲 学校 幼児 園 (1887 ), = 
ネ チ カ ッ ト 盲 学校 保育 園 (1893) な ど に 始ま り , 20 世 
紀 に は いり ボス トン BREE (1901), ブル ッ ク リ ン 
家 幼 稚 園 (1904) な ど が 婦人 団体 , SBARHBBAOF 
に よっ て 設置 され た . 

1920 年 代 に な っ て , ハー バード 大 学 と 提携 し た パー 
キン ス 盲 学校 お よび ピー ボディ ・ カ レッ ジ に お いて , 
盲 お よび 弱視 教育 の 教員 養成 が 始め られ た こと も 注目 
SIUB: 

この 時 期 の 教育 運動 の 主体 は SFO7TAV ARK 
育 者 協会 と 1905 年 結成 され た アメ リカ 盲人 事業 従事 者 
協会 (American Association of Workers for the Blind 


=A AWB, 1895 年 盲 学校 卒業 生 の 団体 と し て 発足 ) で 


ある が , それ ら の 主張 に は , 公 教 育 の 影響 に も か か わ 
ら ず 権利 と し て の 教育 と いう ょ より, 産業 社会 の 変化 へ 
の 適応 と いう 思想 が 強い . 両 団体 の 協力 で 1921 年 ア 
メリ カ 盲 人 援護 協会 (AFB) が 設置 され , 盲人 に 関す 
る 人 研究, BA, 福祉 の 分 野 に 新しい 力 を 加え た . 
点字 統一 の 機運 は 点字 タイ プラ イタ ー の 発明 (18 
92) お よび イギリス に に お ける ブラ イ ュ 点字 の 略字 
(contractions), 縮 字 (abbreviations) の 完成 (1905) 
に よっ て 促進 され , 第 1 次 点字 統一 委員 会 (1905 年 設 
置 ) は , 長期 に わた る 広範 な 調査 の の ち , 1915 年 標準 点 
字 を 制定 し た が , その 後 , 第 2 次 点字 統一 委員 会 は イ ギ 
リス と 交渉 の の ちこ の 案 を 放棄 し , 1917 年 イギリス 
点字 に 大 幅 に 歩み 寄り , 英語 点字 の 統一 が 実現 し た . 
[恐慌 と 戦争 の 谷間 (1930 て 1945) ] 1929 年 に 端 を 
発し た 世界 的 規模 の 経済 恐 民 と , それ に 続く 第 2 次 世 
界 大 戦 と は アメ リカ の 社会 を 大 きく 変え た . 危機 克服 
を めざす = ニュー ディ ー ル 政策 の 一 環 と し て , 一 連 の 社 
会 政策 が 連邦 と 州 に よっ て 取上げ られ た だ た. 盲人 関係 に 
つい て みる と, 1935 年 の 社会 保障 法 に は 貧 第 衣 人 の 公 


的 兵助 が 想定 され , 連邦 建物 内 の 売店 経営 を 盲人 に 優 


先 的 に 認め た 1936 年 の ラン ドル フ ・ シェ ペー ド 法 , 
官公 庁 が 盲人 授産 所 製品 を 買上 げ る こと を 定め た 1936 
年 の ウ グ ナ ー・ オ ー デ ー 法 , そ の ほか 矢 業 対策 事業 へ の 
BAD 若干 の 就労 な ど が あげ られ る . これ ら の 立法 
は , 手工 業 を 中 心 と し た 従来 の 盲人 職業 が 経済 的 破局 
(に よる 危機 か ら 立 上 が る た め に , アメ リカ 盲人 援護 協 
会 を 先頭 に アメ リカ 盲 教育 者 協会 . アメ リカ 盲人 事業 
家 協 会 な ど に よっ て 強力 に 展開 され た 盲人 事業 関係 者 
の 運動 が , 当時 の 広範 な 民衆 運動 を 育 景 と し て 勝ち と 
っ た 成果 で あっ た . 

Lal, これ ら の 立法 も 1000 万 に 近い 膨大 な 和 失業 
者 が 存在 し た 不況 時 に は , 盲人 雇用 問題 の 解決 に は な 
ら ず , それ が や や 好転 する の は 第 2 次 大 戦 突 発 後 で あ 
っ た . 戦時 下 の 労 働 力 不足 に よっ て , 盲人 授産 所 は 軍 
FERC ASN, 一 般 産 業 へ の 盲人 労働 者 の 進出 も 
行なわ れ , 就職 難 の た め 潮 留 し が かち で あっ た 盲 学校 在 
学生 も , 1941 年 以降 は mY LC eK. さら に , 
1943 年 に は 職業 補導 法 改 正 お よび クラ ー ク ・ ウォ ル 
ン ュ 法制 定 に よっ て 、 一 般 お よび 戦争 障害 者 の 職業 更 
生 間 題 が 連邦 お よび 州 に よっ て 取上げ られ る こと に な 
つが る 

以上 は 盲 教育 と 直接 関連 する も の で は な く , Ek, 
恐慌 と 戦争 の 間 は 教育 は むし ろ 放 置き され て いた と いっ 
て よい が , これ ら の 諸 政 策 は , ① そ の 実施 の た め に 設 





Bene eis LOMO Cote alt, 各州 の 盲 
ABBA) CLABRALSCRAMILSRAERORA 
的 な 計画 を 促進 し , ② そ れ に 付帯 する 公私 の 社会 事業 
と 民間 団体 の 活動 を 活発 に し , それ に 伴い 障害 者 の 
診断 , 治療 , 相談 , 教育 , 職業 訓練 , 雇用 な ど に 関連 
する 医学 , 心理 学 , 教育 学 , 社会 学 , 工学 な どの 基礎 
研究 お よび 技術 開発 を 促進 し , それ ら が や が て 戦争 目 
的 か ら 解 放 さ れ て , 戦後 に お ける 特殊 教育 発展 の 一 つ 
の 前 提 人 条件 に な っ た . 

この よう な 社会 的 背景 の も と に , 1941 年 提案 され 
た オレ ゴン ・ プ ラン は , 州 教 育 局 , 州 保健 機関 , BS 
BE, 一 般 公立 学校 の 協力 の も ゃ と に , 州 の 総合 的 な 教育 
計画 を 立て , 視力 障害 児 の 教育 を 児童 の 居住 地 の 公立 
学校 に お いて , 点字 学級 , 視力 保護 学級 ., ある い は 李 
回 教師 指導 下 の 普 通学 級 の いずれ か で 行なう こと を 原 
則 と し , 盲 学 校 は 診断 , 適性 配置 , ある い は 問題 児童 
の 収容 な ど , 診断 セン ター と し て 機能 する と いう も ゃ の 
で あっ た . 1933 年 ニュ ォ ー ジ ャ ー ジ ー Ni 盲 幼 児 の 家 
庭 訪問 教師 が 設け られ , 1935 年 ミン ガ ン 定 学校 に 盲 幼 
児 と を の 親 の 夏季 学校 が 開か れ , 盲 幼児 教育 の 新しい 
方 向 を 示唆 し た . 衣 ろ う あ 児 の 教育 は ロー ラ ・ ブ リッ 
ジマ ン (Laura Dewey Bridgman ), ヘレン ・ ケ ラー 
(Helen Adams Keller, 1887~1968) 5 D WITH 
激 さ れ , 1931 年 パー キン ス BAR AO 専門 部 門 を 
MB, = 2-3-7 BFR (1940), DI 7aVa7R 
学校 (1943), その 他 若 干 の ろう 学校 が これ に 続い た . 
Lal, これ ら の 動き は いずれ も ゃ も, その 本 格 的 な 展開 
を 戦後 に 等 た な けれ ば ならない . 

[戦後 の 発展 (1945~60) ] 戦後 は , 校舎 と 教師 の 
深刻 な 不足 と いう 教育 条件 に も か か わら ず , アメ リカ 
の 公立 学校 に お ける 特殊 教育 計画 は 量 的 に 飛躍 的 発展 
を 遂げ た . それ は 毎年 100 万 に の ぼる 学齢 児童 の 増加 
に 伴い , 学齢 障害 児 の 数 も 増加 し , COR MxM. T 
教育 ・ 福 祉 関係 諸 団 体 の 運動 と , それ に ささ えら れ た 
親 た ちの 教育 要求 が 高まっ た か ら で あ る . 

こう らし た 特殊 教育 全般 の 傾向 に 加え て , 盲 児 の 場合 
に は , 1950 年 どろ か ら 未 熱 児 の 酸素 治療 に 起因 する 水 
品 体 後 線維 形成 症 に ょ る 和 失明 児童 の 入学 が 著しく 増加 
Li. 表 3 に 示す よう に , 定 児 在籍 数 の 増加 は Bs 
BK, 普通 学校 の 両者 に 現われ て いる が , と り わ け 後 者 
に お いて 著しく , 従来 は 盲 児 は 全体 の 10 パー セン ト 
前 後 を 占め て いた も の が , 1960 年 に は つい に 盲 学校 在 
籍 数 を 上 回 り 10 年 間 に 約 12 倍 に 増加 する に 全 っ た . 

と の よう な 学齢 家 児 の 急激 な 増加 に 対し て , 既設 の 
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(1935 一 1960) 

年 BY 校 | 公立 学校 | 計 

1935 5,778 499 O,2/7 
1940 6,032 527 6,559 
1945 5,211 559 5,770 
1950 5,014 656 5,670 
1952 5,108 985 6,093 
1956 6,115 1,874 7,989 
1958 6,436 5,399 11,835 
1960 6,407 7,718 14,125 


(アメ リカ ン ・ プ リン ティ ング ・ ハ ウス 報告 に よる ) 

定 学 校 で は これ に 対処 し 得 ず , すでに 長い 歴史 と 経験 
を ゃ ち , 特殊 教育 一 般 の 傾向 と も 合致 し , 経費 も 比較 
的 低額 な 公立 学校 の 統合 式 盲 教育 計画 が 拡張 され た こ 
と , 家庭 か ら 通 学 し 得る この 方 式 を 選択 する 親 た ちの 
教育 へ の 発言 権 が 増大 し た こと と に よる の で ある . 在籍 
数 の 増加 に 伴い 普通 学校 の 計画 も 初期 の 比較 的 隔離 さ 
れ た 点字 学級 か ら , 協力 方 式 . リッ ソー ス ・ ル ー ム 方 式 
(resource room pattern) 巡回 教師 方 式 , (Gitinerant 
teacher pattern) あ る い は 教師 協力 方 式 (cooperative 
special class) な ど 多 様 に 分 化し , 普通 児 と の 共学 が 
強く 推進 され た .1953 年 ニ ェ ー ョ ー ク で 開催 され た 盲 
児 と 晴 眼 児 の 共学 に 関す る 全国 研究 大 会 は , こう し た 
傾向 を 理論 づけ て , 盲 児 は 教育 を 受け る 間 , 家庭 と 地 
域 社 会 で 生活 する 権利 を 有 し , 家庭 と 地域 社会 は 盲 児 
を 晴 眼 児 と 同等 に 取扱 う 義務 を 負 2 と 宜 言 し た . 

学齢 盲 児 の 急増 に 伴い , 特に 普通 学校 に お ける 特別 
な 教材 , 教具 , 設備 , お よび 専門 教師 の 不足 は 深刻 に 
な り , 1952, 1956 年 に 盲 教育 振興 法 が 改正 され , 教材 
教具 に 対す る 援助 の 増額 , 適用 範囲 の 拡大 が 図ら れる 
と と ゃ に, それ を 補 2 点字 , 録音 教材 作成 の た め 民間 
奉仕 活動 が 広く 動員 され て いる . Ef, 1946 年 以降 連 
邦 の 補助 金 を 受け て , 州 教育 局 , 大 学 に よる 専門 教師 
の 養成 が 急 が れ て いる . これ ら の 教育 計画 は , 各州 の 
盲人 委員 会 ある い は 新た に 設置 され た 証 教 育 語 問 委員 
会 に よっ て , 総合 的 に 立案 , 実施 され て いる が , 1952 
年 紀 提 案 き れ た ニュ ーー イン グラ ンド ・ プ ラン は 。 ニ ュー 
イン グラ ンド 州 が 教育 局 , 盲 学校 , 普通 学校 , その 他 
関係 機関 の 代表 に よっ て 盲 教育 協議 会 を 設け , バー キ 
ンス 盲 学校 が 教員 養成 , 教 材 ・ 教 具 ・ 設 備 の 供給 , そ の 
他 普 通学 校 で 行ない 得 な い 領域 の 教育 , お よび 普通 学 
校 の 盲 教育 計画 に 対す る 指導 助言 を 行なう と いう も ゃ の 
で あり , 戦後 の 新しい 発展 に 対す る 盲 学校 の 積極 的 な 
役割 を 示す も の と し て 注目 され る . こう し た 関係 諸 機 
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関 の 協 力 に よっ て 視力 障害 児 に 対す る 教育 機会 の 拡大 
と 多様 化 が もたらさ れ , 盲 幼 児 教 育 が 各種 の 形 患 で 広 
く 普 及 し , 盲 ろ う あ 児 ・ 盲 精神 薄弱 児 な どの 重複 障害 
児 の 教育 に 対す る 関心 も 高まっ て いる . (加藤 康 昭 ) 
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アメ リカ に お ける 盲 教育 の 現状 


教育 の 類型 

アメ リカ で は 視力 200 分 の 20 以下 の 者 を EMF 
と 定 め て い SD, 1964 年 に は 1 万 7852 人 の SRS 
元 童 ・ 生 徒 が 種々 な 教育 類型 の も と で 教育 を 受け て い 
る . その 類型 は , 寄宿 制 盲 学校 と 地区 の 普通 公立 学校 
に お ける 教育 と に 大 別 さ れる が , 前 者 に 約 45 パー セ 
Yb, 後者 に 55 パー セン ト が 在籍 し て いる . 
[寄宿 制 盲 学校 ] ( residential school for the 
blind) 世界 各国 に ある いわ ゆる 盲 学校 で は 大 半 の 
生徒 が 寄宿 舎 に いる と ころ か ら , この よう に 呼ば れ て 
いる . 点字 で 学習 する 者 の ほか , 大 活字 の 教科 書 を 用 
いる 弱視 児 を 多少 含む の が 普通 で ある . 学校 数 は 全米 
で 54 校 , 州立 の ほか 少数 で は ある が 私 立 や 宗派 立 の 
も の も ある . 生徒 数 は 20~ 30 人 か ら 300 人 以上 と い 
2 も の まで さま ざま で ある . 後者 に は 普通 教室 の ほか 
に 地理 , 理科 , 家庭 科 , LEA COR MAB. CU 





る 特別 教室 , 音楽 練習 用 の 個室 , BE, 体育 館 , プー 
ル な ど , すぐ れ た 施設 設備 が 設け られ て いる . 校庭 は 
広く , 芝生 が あり , 児童 の た め の 遊 具 や 体育 設備 も 整 
っ て いる 。. 

寄宿 舎 は 普通 の 形 の も の の ほか , コテ ー ジ ・ フ ァ ミ 
リー(cottage family) 方 式 と いっ て , 生徒 を 小 佳 
宅 に 分 宿 さ せ , 生活 訓練 に 当たっ て いる と ころ も あ 
る . 多く は 幼稚 園 を 設置 し , 小学 校 と ハイ スク ー ル の 
課程 を 設け て いる . 職員 は 教員 お よび 行政 関係 , 寄宿 
舎 関係 , 営繕 関係 の 職員 の ほか , 種々 な 臨床 的 職員 を 
am, 主要 盲 学校 で は 教員 以外 の 職員 数 が 教員 数 の ほ 
ほぼ.2 倍 上 っ て いる 。 

近年 , 盲 児童 ・ 生 徒 の 社会 適応 の 問題 が 重視 され る 
よう に な り , 盲 学校 で も 近 距 離 の 者 を 通学 生 と し て 受 
入れ る ほか , 週末 に は で きる だ け 家 庭 に 帰ら ちせ, また 
教会 な どの ほか 地域 団体 の 協力 を 得 て , 盲 児童 ・ 生 徒 
の 社会 性 の 育成 に 努め て いる . EK, 盲 学校 の 中 に は 
ハイ スク ー ル 段階 の 生徒 の 一 部 また は 全部 を 隣接 の 普 
通 の 高等 学校 に 送っ て , 学習 させ て いる と ころ も ある 
( 1962 一 3 年 に 16 校 )、 そ の 目的 は , 視覚 障害 児 を 普 
通学 校 に 統合 する 可能 性 を 検討 し し か れ ら に 学習 活動 
に お いて , 普通 児 と の 直接 接触 の 機会 を 与え , Ek, 
長 学 校 の 規模 の 小さ いこ と か らく る カリ キュ ラム の 貧 
困 さ を 補 2 た めで ある . 

普通 学校 に お ける 証 児童 ・ 生 徒 教 育 の 進展 に 伴い , 
盲 教育 における 寄宿 制 衣 学 校 の 役割 も 変わ りつ つ あ る 
a, 中 に は これ を 盲 児 の 適性 を 診断 し, 普通 学校 の 教 
育 計 画 の 中 で 十分 に 教育 を 受け る こと の で き な い 者 に 
対す る 治療 を 行なう 診断 ・ 治 療 の モン ター と し て 位置 
づけ て いる と ころ も ある . 個々 の 盲 児 が どの 教育 類型 
の も と で 教育 を 受け る か は , 種々 な 要因 に よっ て 決定 
され る が , ロー エン フェ ルド (Lowenfeld ) は 盲 学 
校 を 選ぶ 要因 と し て , 次 の 四 つ を あげ びている. 

1) そ の 地区 に 普通 学校 に お ける 盲 教育 計画 が な い 場 
合 . 

(⑫ 家 庭 が 家 児 の 成長 に と っ て 好ま し く な い 場 合 , た 
と えば , BRR, 盲 児 に 対し て 拒否 的 な 家庭 な ど . 
(3 視覚 障害 以外 に 精神 遅滞 , 情 箱 障害 な ど , 他 の 障 
害 を あわ せ も ゃ も ご つ 場合 . 

(3 両親 が その こども に と っ て 盲 学校 の 方 が 適当 で あ 
る と 認め る 場合 . 

これ ら の うち で 1⑪) が 盲 学校 在籍 者 に 最も 多い と 述 
べ て いる . 

[普通 学校 に お ける 盲 教育 ] 特殊 学校 と し て の 寄宿 
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制 盲 学校 に 対 し て , この よう な 特殊 学校 の 形 を と ら ず , 
普通 の 学校 で 行なわ れる 盲 教育 計画 に は 五 つ の 基本 的 
な 類型 かみ られ る が , 実際 に は それ ら が 適宜 混合 し て 
用 いら れ て いる . 

1) 特別 学級 ( full-time special class ) : 特別 な 職 
上 員 を 配置 し , 特殊 な 設備 を 設け た 教室 で , BMT 
の 正規 の 指導 の 4 分 の 3 以上 を 受け る 方 式 で ある . こ 
れ は か つて 多く み られ た 類型 で ある が , 設備 は 盲 学校 
に 及ば ず , 普通 児 と の 接触 も 少な く , 明確 な 利点 と し 
て は , た だ 家庭 か ら 通 学 で きる と いう こと だ け で , 普 
通 児 と の 共学 を ね らい と する 主旨 か ら は は ほど と 本 い と さ 
れ て いる . Lael, 重 復 障害 児 の 受入 れ に つい て は , 
積極 的 な 意味 が ある も の と いえ る . 

@ 協 力 方 式 ( cooperative special class ) : 盲 児 は 
特別 教室 の 盲 教育 専門 教師 の も と に 登録 され , 授業 の 
一 部 を 特別 教室 か ら 普 通学 級 へ いっ て 受け る . す な わ 
ち , 特別 教室 が 盲 児 の ホー ム ・ ル ー ム と な り , そこ 
で , か れ ら の 教育 計画 が 普通 学級 の 教師 と の 協力 に よ 
acy で られ る . 

(3 統合 方 式 ( integrated plan) ) また は リソー ス ・ 
yu — AAP, (resource room pattern) : Belk 
通学 級 に 登録 され , BALSRAML, BPHOBAA 
専門 教師 の 援助 を 受け |, リソー ス ・ ル ー ム を 利用 する 
- こ と と が で きる . 普通 学級 の 教師 は , 盲 喝 の 教育 計画 の 
作成 に 専門 教師 の 助力 を 求め , 盲 児 に 必要 な 授業 方 法 
の 調整 , 盲 児 の 特殊 な ニー ド に 応じ た 特別 指導 法 に つ 
いて , 専門 教師 の 援助 を 求め る . 

リツ ソー ス ・ ル ー ム と は , 謀 児 が 普通 学級 に 参加 し, 
普通 児 と と も に 学習 する 際 に 起こ る あら ゆる 教育 的 = 
ー ド を 充 た す 目 的 で , 専門 教師 と 盲 児 と が 協力 する た 
め に 設け られ た 特別 室 で あり , そこ に は 点字 器具 , RM 
字 ラ イタ ー, タイ プラ イタ ー, 録音 教材 , トー キン グ 
ブッ ク 装 置 , 感覚 訓練 教具 , 盲人 用 地球 儀 , 模型 , そ 
の 他 填 児 の 指導 に 必要 な 器具 ・ 装 置 ・ 材 料 な ど が 準備 さ 
れ て いる . | 

リッ ソー ス と は 人 的 ・ 物 的 資源 の 意味 で ある . この 方 
式 で 教育 され 得る 児童 の 数 は 種々 な 要因 に よっ て 左右 
SHSM, 通常 6 一 12 人 と され て いる . | 

(4 巡回 教師 方 式 ( itinerant teacher pattern ) : & 
児 は その 属す る 地区 に ある 学校 の 普通 学級 に 在籍 し , 
そこ で 普通 学級 の 教師 と 専門 の 巡回 教師 と の 協力 に よ 
っ て = ニー ド は 充足 され る . すなわち , 盲 児 は 居住 する 


地区 の 学校 に お いて , 巡回 教師 の 個人 的 な 指導 援助 を 


受け て 学習 する の で ある . 巡回 教師 の 仕事 は , BI 


対す る 特別 指導 の ほか , 普通 学級 教師 へ の 協力 , Bit 
の 両親 に 対す る 指導 助言 , 盲 児 の た め の 教 科 書 , 特別 
教具 な どの 配布 , リー ディ ング サー ビス の 配置 な ど , 
多 方 面 に わた っ て いる . 

巡回 教師 に よる 指導 援助 の 必要 は , 児童 が 自立 する 
た め の 技 能 を 習得 する に つれ て , 減少 する も の で ある 
Ds, 小学 校 で は 週 に 3, 4 回, ハイ スク ー ル で は 1, 2 
回 が 普通 と いわ れ て お り , Ek, 個々 の 盲 児 の ニー ド 
に 応じ て 異な る も る の で ある . 1 人 の 巡回 教師 が 扱い 得 
る 生徒 数 は , 種々 な 要因 に よっ て 異な る が , 普通 6 一 
12 人 と いわ れ て いる . 

この 方 式 で は , 児童 の 自立 性 が 特に 要求 され る の で 
ハイ スク ター ル 以 上 に 限る べき で ある と いう 意見 も ある 
が , 近 時 , 保育 園 や 幼稚 園 に お いて も 普通 児 と の 共学 
が 実施 され て お り , 小学 校 段 階 で も この 方 式 が 採用 さ 
ウン 

5) 教師 指導 方 式 ( teacher consultant ) : 専門 教 
師 は 一 部 の 時 間 を 巡回 教師 と し て 働く が , その 半ば 以 
上 の 時 間 を , より 一 般 的 な 仕事 , た と えば 普通 学校 の 
教職 員 に 対す る 指導 助言 や 教材 教具 の 配布 な ど に 充て 
る 方 式 で ある . 

以上 載 つ の 類型 の うち , 初め の 二 つ は 特別 学級 を 構 
成す る も の で ある か ら , 共学 計画 の 趣旨 か ら み て , 共 
学部 分 を 増やす 努力 を すべ きも の で ある . また , 初め 
の 三 つ は , 盲 児 の 通学 距離 の 点 か ら , その 実施 は , B 
児 数 の 比較 的 多い 都市 部 な いし は 人 口 の 密集 し て いる 
地域 に 限定 され る が , あと の 二 つ は 盲 児 を その 地区 の 
学校 に 通わ せる も の で ある か ら , 盲 児 数 が 比較 的 少な 
い . し た が っ て , 人 口 の あま り 密 集 し て いな い 地 域 で も 
実施 可能 で , 全校 に 盲 児 1 人 と いう 場合 で も , 実施 す 
る こと が で きる の で ある . 

普通 学校 に お ける BOK OO 特別 教育 計画 は 
1962 ~ 3 年 に は 総数 353 に 及 ん で いる が , 上 記 HO 
の 類型 の 実施 状況 は 表 1 の 通り で ある . 

表 4 この よう な 普通 学校 に 
a ee * お ける 盲 教育 計画 は , 家 
巡回 教師 方 式 | 140 40 庭 と 地域 社会 と の 関係 を 
So か 137| 39 理解 させ , 同年 齢 の 普通 
特別 学級 | o8| o9 COR MERC 
協力 方 式 | 72| 20 望ま し い 情 緒 的 発達 を 促 
教師 指導 方 式 | 37| 10 て し , 将来 に お ける 社会 生 
( 注 ) 多く の 教育 計画 で は 一 つ 以 上 活 な ら び に 職業 生活 へ の 
の 方 式 を 採用 し て いる た め , この 適応 を 促進 する 意味 を も 


表 で は 総数 が 353 に な ら ず 、 ペ ー 4 
セン ト も 100 に な っ て いた ない . つも の で ある が , 専門 教 
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師 の 不足 , 施設 設備 や 教具 教材 の 不 十分 , 生活 指導 や 
体育 , 工芸 な ど 特殊 教科 の 指導 が 困難 で ある な どの 点 
に 問題 が ある . し か し , ChHidiz DBRO=— FR 
応じ し て 教育 類型 を 選択 する 道 を 開い た こと , 謀 児 の こ 
ども と し て の ニー ド に 着目 し , 社会 参加 へ の 方 向 を 明 
ら か に し た こと , さら に 表 児 教育 を 地区 の 教育 計画 の 
責任 と し て , その 公立 学校 計画 の 中 に 明確 に 位置 づけ 
た こと な どの 点 で , きわ め て 意義 深い も る の と いえ る で 
あろ う . 


教育 の 内 容 ・ 方 法 

[カリ キュ ラム ょ ム ] 盲 児童 ・ 生 徒 の た め の カ リキ ュ ラ 
ム は , 一 般 児 童 ・ 生 徒 の た め に 構成 され て いる も の と 
基本 的 に は 同一 で ある べき も の と 考え られ て いる . 一 
帝 教 科 の 分 野 に お いて , 盲 教育 に み ら れ る 相違 は 次 の 
3m, すなわち , ① 教 授 上 の 手続 き , ② 必 要 な 特殊 教 
具 , ③ 盲 児 に と っ て その 学習 場面 が 生産 的 で あり , か 
つ 教 育 的 経験 が 確実 で ある こと を , 客観 的 に 確か め る 
評価 法 に ある . 

Bie: felt, 学習 の 全 分 野 に お いて , 特別 な 技 
術 を 必要 と する . すなわち , か れ ら は 学習 上 了 生 か ら は 
いる も の を 注意 し て 開き , DHL, 記 壇 する 能力 を 伸 
ば す 必 要 が ある . また , 日 々 の 課題 に 応じ る た め に 。, 
十分 な 技量 を も っ て 用 具 を 操作 し , 速 か に 作業 する こ 
と を 学ば な けれ ば な ら な い . 

1) 普通 カ リキ ュ ラ ム ・ SRR -4ROKDE, 特に 
調整 を 要する と 考え られ て いる の は 次 の 点 で ある . 

社会 科 や 理科 の 授業 で は , 実験 や 実地 教示 が 多い の 
で , 教師 は 次 の 点 に 留意 する 必要 が ある . ① 実 験 や 実 
地 教示 の 説明 に は 十分 な 時 間 を か ける こと , OBE 
と っ て 理解 し に くい 経験 を 説明 する た め に , 視力 が あ 
る 者 か ら の 援助 を 与え る こと , ③ 家 児 が 学習 し 得 な か 
っ た 点 を 明らか に する た め に , その 経験 の 評価 に 練 達 
し て いる こと と. 

数 学 的 な 教科 に あっ て は , 数 の 取扱 い に 先 立っ て , 
数 に つい て の 十分 な 経験 を 与え を る こと が きわ め て 重要 
CHS. 

工業 教育 , 手工 芸 な ら び に 家庭 科 の よう な 教科 で は 
盲 児 の 依頼 心 を 助長 する こと な く , 十分 か つ 積 極 的 な 
個人 指導 を 行なう こと が 必要 で ある . これ ら の 教科 で 
は , 動機 づけ と 施設 設備 の 選択 に 特別 の 配慮 を する こ 
と に よっ て , 盲 児 の 学習 を 促進 する こと が で きる . 

体育 に つい て は , 寄宿 制 盲 学校 で は 特に カカ を 入れ て 
き て いる . 普通 児 と の 共学 計画 の 中 に は , 困難 と 思わ 


れる も の も ある が , その 事情 は 次 第 に 改善 され て お り 
より 多く の 盲 児 が 体育 の クラ ス に 受入れ られ つつ あ 
る . 

音楽 に 関す る あら ゆる 教科 は , か な り 重 視 さ れ て き 
た . 盲 児 の 潜在 能力 か ら み て , と き に は , この 分 野 が 
強調 され 過ぎ た 感 も ああ る. 問題 は 次 の 二 つ で ある . す 
な わ ち , 特別 に 才能 の ある 盲 児童 ・ 生 徒 の た め に , 将 
来 そ の 才能 を 伸ばす こと が で きる よう , 学校 に お いて 
十分 な 研究 の 機会 と 助言 が 確保 され て いる か どう か 、 
次 に , 盲 児童 ・ 生 徒 が カリ キュ ラム お いて , 同様 に 
重要 な 他 の 価値 ある 分 野 を 除外 し て まで , 音楽 を 修得 
する こと の な いよ うに すべ き で ある . 

(⑫ 特 殊 ま た は プラ ス ・ カ リキ ュ ラ ム : 盲 児 の 教育 的 
ニー ド を 充足 する た め に 特に 付加 すべ き 分 野 と し て , 
次 の も ゃ の が あげ られ て いる . 

① 点字 の 学習 点字 は 現在 で も 喜 人 に と っ て , 最 
も 正確 な 読み 書き の 手段 に な っ て いる . それ は フラ ン 
ス の ルイ ・ ブ ライ ユ に よっ て 発明 され た 6 点 点 字 で , 
1832 年 に 公式 に 標準 英語 点字 と し て 採用 され た が , 
現在 使用 され て いる の は 1959 年 に 改訂 され た も の で 
HS. 略字 を 含ま な い 1 級 点字 と , 多く の 略字 を 含 な 
2 級 点字 と が ある が , GH, 点字 を 学ぶ 者 は , アル フ 
ァ ベ ッ ト 26 文字 の ほか , RS, 句読点 , 点字 構成 特殊 
符号 に 加え て , 語 全 体 ま た は 語 の 一 部 を 表わす 185 個 
の 略字 を 学習 し な けれ ば な ら な い . 盲 児童 ・ 生 徒 は , 
最初 か ら 2 級 点字 を 学ん で いる . 

② 点 字 の 書き 方 の 技能 盲 児 に 対す る 点字 の 書き 方 
の 指導 は , 点字 の 読み 方 を 混乱 させ な いよ うに な っ て 
か ら 行 な うべ き で ある . その 際 の 器具 と し て は , 点字 
ライ ター に よる こと が 一 般 に 承認 され て いる . 点字 器 
の 使用 に つい て は , 前 児 が 学校 内 の どこ で で も 使用 で 
きる よう , より 軽便 な 器具 を 必要 と する 時 期 に な っ て 
始め る こと が 勧奨 され て いる . 

文字 に よる 敏速 な 伝達 手段 と し て , 盲 児 に 早く か ら 
タイ プラ イ テ ィ ング を 指導 する こと か 必要 と され , 小 
学 4 年 な いし は 盲 児 の 学習 態勢 が で き 次 第 指導 され て 
WS. この こと は , 普通 学校 に お ける 盲 教育 で は 特に 
重要 で ある . また , タイ プラ イ テ ィ ング は 盲人 と 晴 眼 
者 と の 間 の 社交 上 の 伝 培 手 段 と し て も 必要 で あり , = 
た , 略字 を 多く 含む 2 級 点字 と の 関係 か ら , スペ リン 
グ を 学習 する うえ に 有意 義 で ある と され て いる . 

署名 その 他 の 社会 的 必要 か ら ベ ン を 用 いる こと が 要 
求 さ れる の で , 児童 の 学習 態勢 が で き 次 第 , 修得 させ 
る こと か 必要 で ある . 
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⑨⑧ 能 率 的 生活 技能 盲 人 は 目 を 通じ て 観察 し 、 学 ぶ 
機会 に 員 ま れ な いた め に , 普通 の 社会 的 な 場面 で , 個 
人 と し て 行動 し , また , これ に 参加 する 点 で , 指導 を 
受け る こと が いっ そう 必要 で ある . これ は 一 つの 教科 
を 構成 する も る の で は な い が , BMORAN=—- FOR 
体 を 充 尼 す る た め に は , 忘れ て な ら な いも の で ある . 

一 般 に 承認 され た 仕方 で 食事 を する こと , 最も 効果 
的 な , あぁ ふさわしい スタ イル で の 身だしなみ , 自ら は 最 
大 の 自信 を も ち , Ek, 晴 眼 の 友人 や 親族 か ら の 最少 
限度 の 援助 に よっ て , 個人 と し て 行動 する こと , レク 
リエ ーション の 技術 , 必要 が あっ て 他人 か ら 援 助 を 受 
ける と き や , その 必要 が な く て これ を 断 わ る と きゃ , 
品位 ある 態度 で それ を 行なう こと , 正しい 姿勢 を 保っ 
こと , 手引 き の 利 用 な ど , 個人 的 ・ 社 会 的 諸 技能 を 育 
て る こと か 必要 で ある . それ は カリ キュ ラム メ 中 の 種々 
な 教科 に わた っ て 指導 され る も の で ある が , 特に 心理 
学 関係 や カウ ン セ リン グ の 職員 , 家庭 科 の 教師 , BS 
校 に あっ て は , 寄宿 舎 の 寮母 , 寮 父 な ど に 特に 期待 さ 
れる . ま た , 課外 活動 や 地域 社会 に お ける 種々 な 団体 の 
活動 に 参加 する こと に よっ て 育成 され る も の で ある . 

④ 空 間 定 位 と 歩行 全盲 な いし は ほとん ど 視 力 の 
な い 児 童 は , 空間 定位 と 歩行 技術 の 指導 を 受け る . こ 
の 指導 は , 年 少 者 に 対し て は , 両親 , 専門 の カウ ゥ ウン セ 
ラー や 教師 に よっ て 始め られ る . その 仕事 は , 児童 が 
環境 を 認知 し て , 自ら を 時 間 的 に 定位 する 際 に 起こ る 
特殊 な 問題 の 解決 を 援助 する こと で ある . 

計 児 た ち は た いて い 聴 覚 や 触覚 の 用 い 方 に つい て 訓 
練 を 受け , 反復 練習 する こと が 必要 で ある が , それ と 
同時 に 聴覚 や 触覚 を 通じ し て 得 ら れる 手がかり と 運動 感 
覚 を 伴っ た 他 の 感覚 を 通じ て 得 ら れる 刺激 と を 統合 し 
て , 環境 を 正しく 認知 する 訓練 と 反復 練習 と を 必要 と 
し て いる の で ある . 児童 が 成長 し , 未知 の 環境 を ひと 
り で 歩く 必要 が 増し て くる と , その 能力 を さら に 伸 ば 
す た め に , 専門 家 に よる . 歩行 指導 か が な され る の で あ 
Ay | 
⑤ 教 具 ・ 教 科 書 な ど 種々 な 動植物 の 模型 標本, 数 
学 関係 の 教具 な ど は 普通 に 市 販 さ れ て お り , その 中 に 
は 盲 児童 ・ 生 徒 の 教育 に 利用 で きる も の が 少な く な い , 
これ ら が 実際 上 か な り 集 め あられ, 活用 きれ て いる . こ 
こ で は , 特に 盲 児 童 ・ 生 徒 の た め に 製作 され る 特殊 孝 
具 ・ 教 科 書 な ど に つい て 述べ る . これ ら の 製作 や 配布 
は , 次 に 述べ る 数 ヵ所 の 機関 を 中 心 に 行 な ち らち れ て いる 
Ds, 不 十分 な 特殊 教具 ・ 教 科 書 な ど を 最大 限 に 活用 す 
る た め に , 州 ま た は 地方 的 な 規模 で 配布 の 協力 体制 も 


作ら れ て いる . 

TRI) 0m グ 9 リン ディ ング > ハウ ルー CAmerican 
Printing House forthe Blind ) は ケン タッ キー 州 ル 
A ビル に ある 私 立 の 機関 で ある が , 連邦 政府 は この 機 
関 に 対 し , 盲 教育 振興 法 に 基づい て 点字 教科 書 ・ 大 活字 
教科 書 ・ ト ー キ ング ブッ ク な ら び に 触覚 教具 を 製作 , AC 
布 す る た め に , 年 々 一 定額 を 補助 し て いる . ここ で は 
教科 書 の ほか 点字 楽譜 も 出版 し て お り , EK, 教具 と 
し て は 点字 タイ プラ イタ ー, 点字 器 , 作図 器 , 点字 地 
図書 , 木製 や プラ スチ ッ ク 製 の 地図 , BARE, 
黒字 書き 用 具 , 時 計 盤 , ペ グ ボ ー ド な どの ほか 幼稚 園 や 
低 学 年 用 具 , キュ ー バ リズ ム テ ー ラ ー 計 人 算 機 , そろ ば 
A, グラ フ 用 紙 , 幾何 用 作図 器 , 物差し な どの 数 学 教 
Boe Foy DY a Pee Voie 
ュー ダー な ど を 製作 し て いる . 1965 年 に は , 1 万 8093 
人 の 育児 童 ・ 生 徒 に 対す る 教材 供給 の た め に 80 FF 
ル が 支出 され た . な お , この 法律 の 思 恵 を 受け る 者 は 
盲 学校 在籍 者 だ け で は な く , 普通 学校 に 学ぶ 視力 200 
分 の 20 以下 の 者 に も 及 ん で いる . 各州 教育 局 の 特殊 孝 
育 責任 者 お よび 盲 学校 長 が 同 法 に 基づい て 供給 され る 
教具 , 教科 書 な どの 注文 と 配布 の 責任 を 負っ て いる . 

国会 図書 館 形 人 部 ( Library of Congress, Divi- 
sion for the Blind ) は 5 歳 以 上 の 盲人 に 対し 教科 書 
以外 の 書籍 を , 点字 書 ま た は トー キン グ ブ ッ ク に し て 
無料 で 貸出 し て いる . 貸出 し は , 指 定 され た 約 30 の 地 
方 の 図書 館 を 通じ て 郵送 で 行なわ ち れ る. な お , トー キ 
ング ブッ ク の プレ ー ヤ ー も 指定 され た 各州 の 機関 を 通 
じ て 貸 出さ れ て いる . 

点訳 ・ 録 埋 ・ タ イ ピ ング の 替 仕 者 お よび 有料 の 点訳 
者 各州 と 地区 の 盲 教育 計画 は , 点訳 ・ 録 音 , 大 活字 
の タイ ビ ピング な ら び に リー ディ ング の 替 仕 活動 , ある 
い は 有料 点訳 者 に 大 きく 依存 し て いる . か れ ら は アメ 
リカ 盲人 印刷 所 か ら 出 版 さ れ て いな い 教 科 書 , BES 
の 確保 に 貢献 し て いる の で ある . こと の よう な 奉仕 活動 
は , ナシ ュ ナ ル ・ ブ レー ル ・ ク ラブ の よう な 全国 的 な 
奉仕 団体 や , 各地 の ライ ト ハ ウス の よう な 団体 に よっ 
て 進め られ て いる . アメ リカ 盲人 印刷 所 で は , 奉仕 者 
の 手 で 作ら れ た 教科 書 一 一 点字 , 大 活字 , テー プ ま た 
は 円 盤 に よる 録音 一 一 の リス ト を 作っ て , 全国 的 な 利 
用 の 便 を 図っ て いる . な お , 点訳 や 録音 奉仕 者 の 養成 
は , 国会 図書 館 盲 人 部 を 中 心 に 行なわ れ て いる 、 

その 他 ペー キン ス BSR (Parkins School for 
the Blind) 内 に ある ハウ ・ プレ ス で も 点字 書 , 点 
楽譜 。 各 種 点字 器 , 点字 ライ ター (パー キン ス ・ ブ レ 
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ー ラ ー), 点字 地図 , 衣 人 用 ゲー ム な ど を 作っ て いる . 
また だ, ニュ ー ヨ ー ク の アメ リカ 衣 人 援護 協会 ( AFB ) 
Ch, 地理 や 数 学 の 教具 , Mas, (Flas, ゲー ム な 
ど を 製作 し て いる . 


重複 障害 盲 児 の 教育 

[重複 障害 児 の 教育 〕」 1962 - 3 年 に, アメ リカ の 
寄宿 制 盲 学校 な ら び に 地区 の 普通 学校 に お ける 視覚 障 
害 児 教 育 計画 の うち , 視覚 障害 の ほか に 精神 遅 浴 な ど 
の 付加 的 な 障害 の ある 児童 ・ 生 徒 を 受入 れ て いる も の 
の 割合 は 表 2, 3 の 通り で ある . 





これ に よる と , 以前 の 表 2 寄 宿 制 盲 学校 (総数 54 校 
LICH AEM OO ニー ZAR 
AMIR LOBE MN Gizs 
また は 弱視 児 が 自動 的 EER a5 % 
に 特殊 教育 計画 か ら 除 外 言語 障害 74 
Sus Sein 2 Rae Be ee 
き て いる . す な わ ち , 視 覚 % Py ade 
3 情緒 es 。 69 
障害 以外 に 障害 を も た な ite 聴 67 
い 者 だ け を 受入 れる こと 社会 不適 応 44 
> ゝ —— 中 3 度 | j EUit 
is Che Onan Tae ee riim 1 


PCiiGe tad Y by 閉 い の と) To Die he 
通学 校 に お ける 教育 計画 ろ SG 
で は 27 パーセント IC Bue iat 
ぎ な い の で ある . し か し , 

その 受入 れ の 度合 い は 障 
害 の 型 に よっ て 異な り , 


表 3 普通 学校 に 於 ける 視覚 
障害 児 教育 計画 (総数 353) 





pie 受入 れ て い 
th, Beko “AO! 。 る 教育 計画 
学校 に お ける 教育 計画 の 軽度 精神 遅 潤 
ek bite Ow te 1 

i 0 言 諾 障害 52 
A. 肢 体 障 害 44 
[ 盲 精 落 児 の 教育 ] ベ ペン it @ 障害 35 
シル ベニ ア 州 ベイ オリ ic 区 % 30 

we He 30 


De EA =F レー ジ 
Bike (Royer-Greaves 
School for the Blind) 

ny oA gl Py Abt Jee cs 


視覚 以外 に 障害 27 

の な い 者 

社会 不適 応 24 

中 等 度 精神 遅 常 93 
(1Q25~50) 


Ds DEMME AES a . ¢: 上 上 
wives k び 小 党 校 粒度 トニ で ーー ュー すう な 
の 教育 と 訓練 を 行なっ て いる . イリ ノイ 州 ス プリ ング 
フィ ー ル ドド に ある ホー プ ・ ス クー ル ( Hope School ) 
も 私 立 で , 4 歳 か ら 18 歳 まで の BMBY 含む 重複 
障害 児 の 教育 と 訓練 に 当たっ て いる . マサ チェ ー セ ッ 
ツ 州 ウェ ー バ リー に ある 州立 ファーナ ルド ・ ス クー 








ル ( Farnald School ) は , すべ て の 年 齢 に わた る 盲 
精 薄 者 の た め の 収 容 施 設 で 教育 と 訓練 に 努め て いる . 

[ 盲 ろ う ORR) FAVA で は , 1965 ~ 66 年 に 
4 ids b 22 歳 ま で の 盲 ろう 児童 ・ 生 徒 92 人 が 7 校 の 
盲 学 校 の 盲 ろう 部 で 教育 を 受け て いる . そこ で は , 特 
別 の 計画 に 基づい て , 就学 前 な ら び に 小学 校 の 教育 が 
進め られ て いる が , その 目標 は 1 人 ひと り の 興味 と 潜 
在 能力 に 応じ て , 将来 , 真 に 社会 的 に 独立 する た め の 
基礎 を 確立 する こと に ある . パー キン ス 盲 学校 で は , 
HD 5 児 が 小学 部 段階 の 学力 を 身 に つけ る と , BALE 
と と も に ハイ スク ー ル の 教科 を 学習 する が , その 際 に 
は 補助 教師 が 付添 2 こと に な っ て いる . 

[その 他 ] BAM - eC Lo Cit, わずか な 言語 
障害 も 大 き な 負 担 に な る の で , SMORRRIEMVE 
っ て , その 矯正 に 努め て いる 盲 学校 も ある (パー キン 
ス 盲 学校 で は 言語 矯正 師 2 人 ). 情 迷 障害 を も つ 視 覚 
障害 児 の た め の ボ スト ン 盲 児 セ ンタ ー は , 外来 また は 
宿泊 に より 診断 と 治療 を 行なっ て いる . 


職業 教育 

盲 生 徒 に 対す る 職業 指導 に お いて は , 単に 職業 に 関 
する 情報 を 提供 する に と ど ま ら ず , か れ ら の 興味 と オ 
能 を , どの よら に 伸ばす べき か を 見 出せ る よう 援助 し 
な けれ ば な ら た ない. 盲 学校 に は , 普通 その 職員 中 に 職 
業 指導 に 関す る 訓練 を 受け , 経験 を 積ん だ 専門 家 が お 
り , また , この 点 に 関し て , 州 の 盲人 部 ある い は 盲人 
委員 会 に お ける 公式 の 職業 更生 機関 の 協力 を 得る こと 
Die Oe 

盲 学校 で は 予備 的 な 職業 訓練 だ け を 行なっ て いる の 
が 普通 で ある . その 内 容 は 木工 ・ 金 工 , 焼物 , 織物 , 
熊 い す の 座 編み な ど , 主として 工芸 的 な る の で ある . 
た だ 一 つの 例外 と し て , 職業 教育 と いえる も の に ピア 
ノ 調律 が か ある が , この 分 野 で は 早く か ら 実 地 を 行なう 
こと か 必要 と 考え られ て いる . 

本 格 的 な 職業 訓練 は , 中 等 教育 終了 後に 行なわ れる 
が , それ は 州 の 盲人 部 また は 盲人 委員 会 を 通じ , 連邦 
の 職業 更生 事業 の 一 環 と LTC, 州 の 職業 訓練 所 な ど で 
実施 され る . 職業 更生 事業 と いう の は , 職業 更生 法 に 
基づき , 連邦 な ら び に 州 の 計画 を 通じ て 行なわ れる 事 
業 で , 障害 者 が その 労働 能力 を 発達 回 復 さ せ , 適職 を 
得 て , 社会 復帰 で きる よう 援助 する 事業 で ある . その 
内 容 は , ① 事 例 の 発見 ,② 事 例 の 研究 , ③ カ ウン セリ 
ング , ④ 雇 用 の た め の 準 備 , ⑤ 就 職 の 世話 , か ら 成 立 
っ て いる . 近 時 , 労働 力 の 不足 と 職業 更生 事業 の 発展 


(に よって, 盲人 の 職業 更生 は 急速 に 進歩 し , 工業 , 商 
楽 。 農業 , 専門 職 の 各 分 野 に わた っ "Cue, 





大 学 進学 

大 学 に 進む 盲人 に 対し て は , 州 の 盲人 部 また は 盲人 
委員 会 を 通じ て , 援助 が 手 え られ る. し た が っ て , そ 
の 候補 者 に つい て は , 高等 学校 在学 中 か ら 個々 の ケー 
ス を 十分 に 研究 し , カウ ン セ リン グ が 行なわ れる . す 
な わ ち , 学業 に 対す る 興味 , 学習 習慣 , 学業 成績 , パ 
ー ソ ナリ ティ ー, 両親 と 家庭 の 状況 な ど に つい て , 医 
者 や 心理 学者 も 加わ り , 進学 希望 者 を 十分 検査 し , 選 
択 が 行なわ れる . 進学 を 希望 する 者 に 対し て は , 点字 
ある い は 黒字 の 読み 書き , タイ プラ イ テ ィ ング , ひと 
り 歩 き な ど の 基礎 的 な 技能 , 身だしなみ み , 食事 作法 な 
ど 社 会 的 に 承認 され た 日 常 生活 に お ける 習慣 , 高度 な 
個人 的 , 社会 的 適応 な ど が 要求 され る . 進学 に 当たっ 
て 要求 さき れる これ ら の 事 が ら を 指導 する た め に , 178 
間 か ら 2 カ ヵ月 程度 の 進学 準備 コー ス を 設け て いる と こ 
ろ (アー カン ソー 州 , ニ ェ ュー ジャ ー ジ ー 州 , シカ ゴ 市 
な ど ) も ある . 

在学 生 に 対す る 援助 と し て は , 次 の よう な も の が み 
られ る . 

[大 学 の 協力 ) サン フラ ン シ ス コ ・ 州 立 大 学 (San 
Francisco State College ) で は 盲 学生 専用 の 部 室 を 
設 け て 学習 の 便宜 を 図っ て いる . デトロイト の ウェ 
イン 大 学 ( Wain College ) で は 身体 障害 学生 局 が 
設け られ , 専門 の 職員 に よっ て 運営 され て いる . その 
仕事 は , 入学 試験 キャンパ ス 生 活 の オリ エン テー シ 
av, 課目 の 登録 , テス ト , リー ディ ング サー ビス , 
学業 ・ 就 職 た な どの 間 題 に 関す る カウ ン セ リン グ と ガイ 
ダン ス た な ど 多 方 面 に わた っ て いる . 

[ 州 か ら の 援助 〕 州 の 十 人 部 また は 和 紅 人 委員 会 を 通 
じ , 職業 更生 事業 の 一 環 と し て 経済 的 な 援助 が 与え ら 
れる . それ は 本 の 読み 手 に 支払 5 強 用 の ほか 生活 費 , 


eee, 授業 料 な ど に わた る と こと ろ も ある (カリ フォ 


ルニア 州 な ど ). 

[ 事 仕 活動 ] 点訳 , テー プ や 円 盤 に よる 録音 , リー 
ディ ング サー ビス な ど が , 種々 な 奉仕 団体 に よっ て 進 
め ら れ て いる . 

[民間 の 奨学 金 】 アメ リカ 盲人 援護 協会 な ど . 

[専攻 分 野 〕 盲 学生 の 専攻 分 野 と し て は , 教育 , 社 
会 事業 , 政治 , 法律 , 哲学 , 数 学 , 外国 語 , 音楽 , 農 
学 な ど 多 方 面 に わた り , 修士 課程 , 博 土 課程 に 進む 者 
も 少な く な い . 
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[卒業 後 の 活 動 分 野 ] FRROMELS<, SAB 
係 の 仕事 と し て は 盲人 福住 機関 の 長 , 更生 相談 員 , 訪 
問 教師 , 盲 学校 の 校長 ・ 教 師 そ の 他 の 職員 , BAB 
の 役所 の 役人 , 普通 学校 に お ける 盲 教育 計画 の 専門 教 
師 な ど , 一 般 職 場 と し て は 法律 家 , 弁護 士 , 一 般 小 ・ 
中 ・ 高 校 の 教師 , 大 学 の 教授 ・ 講 師 , 牧師 , 音楽 家 , 
社会 事業 家 , 福祉 事業 家 , Bath, 著述 家 な た など と な っ 
AN) a 


専門 教師 の 役割 と 養成 

視覚 障害 児 の 教育 に お ける 最近 の 傾向 と し て , OF 
児 と 弱視 児 の 両方 を 指導 する 教師 の 採用 , ② 普 通学 校 
に お ける 教育 計画 の 普及 , ③ 教 育 対象 と し て の 重複 障 
害 児 の 受入 れ の 三 つ が み られ る が , これ ら の 傾向 に 伴 
っ て , 視覚 障害 児 の 教育 に 従事 す る 専門 教師 の 役割 
も , 従来 と は 変わ りつ つ あ る . すなわち , か つて 教師 
は 教科 内 容 の 指導 も 含め て , 視覚 障害 児 の 教育 全体 に 
責任 を も っ た が , 今日 で は むし ろ 視 覚 障害 児 の 特殊 な 
教育 的 ニー ド の 充足 だ け に 責任 を も つ ご 専門 家 と し て , 
その 役割 は 補充 的 な いし は 補助 的 な も る の に な っ て き て 
いる . 

その 灯 た すべ き 役 割 は , ① 視 覚 障害 児 を 特殊 教育 計 
画 に 受入 れる か 否 か の 判定 委員 会 へ の 参加 (この 判定 
は 視力 より は , むし ろ 教 育 的 観点 上 か ら な され る よう に 
な っ て きた ), ⑫ 境 界 線 級 の 視力 を も つ 児 童 の 読み の 方 
式 ORFERILEPS) の 決定 ,③ 視 覚 補助 具 の 使用 を も 
含め て , 残存 視力 を 最大 限 に 活用 する 指導 , ④ 読 み 書 
き の 基 礎 技能 の 指導 ,。 すなわち , 点字 の 読み 方 , 点字 
共 や 点字 タイ プラ イタ ー の 使用 , タイ プラ イ テ ィ ング 
テー プレ ュー ダー や 円盤 録 音 器 の 使用 。 リー ディ ング 
サー ビス の 利用 の 指導 , ⑤ 周 囲 の 世界 に つい て の 正 し 
い 概 念 形成 の 指導 , ⑥ 初 歩 的 な 空間 定位 な ら び に 歩行 
Dis, ひと り 歩 き の 訓 練 の 準備 , ⑦ 重 複 障害 児 の 指 
導 , ⑧ 小 学校 か ら 中 等 学校 まで の 広い 年 齢 層 に わた る 
指導 , ⑨ 相 覚 障害 児 の 両親 に 対す る カウ ン セ リン グ , ⑩ 
食事 作法 や 身だしなみ , 晴 眼 児童 ・ 生 徒 の 交わ りな ど 
日 常 生活 に 関す る 指導 , ⑪ 教 科 書 ・ 教 具 の 配布 な ど と , 


きわ め て 多 方 面 に わた る も の で ある . 


し た が っ て , 以上 の 役割 を 果たす た め に , 専門 教師 
は 諸 種 の 通信 技能 , 周囲 の 世界 や 人 間 に つ いて の 正 し 
い 概 念 の 形成 , 空間 定位 と 歩行 , 日 常 生 活 の 技能 な ど 
の 指導 に 関す る 能力 の ほか , 援助 を 得る こと の で きる 
地域 的 ・ 全 国 的 諸 機 関 . さら に 諸 種 の 臨床 的 専門 家 か 
ら の 援助 に つい て 知ら ね ば な ら な い . 
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この よう な 専門 家 と し て の 教師 の 養成 は , 連邦 政府 
か ら の 補助 金 を 得 て , 州 の 教育 局 お よび 各種 大 学 で 通 
年 また は 夏季 講習 と し て 行なわ ち れ て お り , し ば し ば 盲 
学校 と の 協力 で 進め られ て いる . RHEE EAA ICE 
事 する 教師 の 不足 を 緩和 する た め , 連邦 政府 は 大 学 や 
州 教育 局 の 養成 計画 拡張 を 奨励 する 目的 で , 1964 年 か 
ら 3 年 間 に 280 万 ドル の 補助 金 を 支出 し た . その 結果 
か ら 生 じ た 変 化 を 比較 する と , 表 4 の 通 の 通り で あ 
る . 


表 4 

1962 年 1966 年 
養成 計画 を 実施 し た 大 学 の 数 19 25 
養成 計画 を 実施 し た 州 の 数 Nees 7 
(大 学 に お ける 状況 ) 
大 学院 に お ける 計画 15 24 
四 年 制 大 学 に お ける 計画 9 19 
通 年 計 画 13 25 
Bes as | 7 19 
育児 の みみ の 教師 養成 計画 5 0 
弱視 児 の み の 教師 養成 計画 1 0 
育児 ・ 弱 視 児 両方 の 教師 養成 計画 9 25 


さら に , 空間 定位 と 歩行 の 指導 , 盲 ろ 2 児 の 教育 , 
精神 遅滞 や 情緒 障害 を あわ せ ゃ つ 重 複 障害 児 教 育 の 専 
門 家 養成 も 進め られ て いる . (永井 昌彦 
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概況 

アジ ア 40 カ国 に お ける 総 人 口 19 億 中 , 失明 者 は 少 
な く と も 850 万 人 と 推定 され て いる . その 失明 原因 の 
大 半 は , 栄養 失調 . トラ ュー マ , KA, LUD, 結 
膜 炎 な ど に よる も の で , 無知 と 貧困 に 起因 し て いる . 
教育 が 普及 し て 迷信 を 打破 し , 保健 ・ 衛 生 思 想 が 徹 底 
し , 経済 生活 が 向上 し , 人 j 僚 と 栄養 失調 が 減少 すれ 
ば , お そら くそ の 3 分 の 2 の 和 失明 は 防止 で きる で あろ 
2 と 識者 は 警告 し て いる . 

し か し な が ら , アジ ア の 現状 で は , 一 般 の 初等 教育 
さえ ぇ 満足 に 実施 さき れ て いな い 国 々 も 多く , 盲 児 の た め 
に 配慮 され た 教育 な ど は , まだ まだ 不 十分 で ある と い 
わ ね ば な ら な い . 近年 の 推定 に よる と , アジ ア の 盲 児 
数 は 約 200 万 人 と いわ れ て いる が , その 就学 率 は , 日 
本 お よび 中 国 を 除け ば 1 パー セン ト に も 達し な いと 考 
えら れる . また , 弟 児 教育 に 対し 義務 制 を 実施 し て い 
る の は 日 本 ぐら いで , 義務 制 を し いて いる 国 は あっ て 


も , ほとん ど 名 目 に 過ぎ な いよ う で ある . ころ し た 教 


育 の 未 発 達 に よる 放任 と 無知 は , 和 失明 が さら に 増加 す 
る 要因 と な り , 人 口 の 自然 増加 が それ に 拍車 を か け て 
いる . 

形 教 育 の 初期 ] アジ ア で 盲 教育 が 始め られ た の 
は , 19 世紀 の 後半 か ら で あ る . 18765, FV AB 
書 協会 の ヘー レー (A. Murray) が 中 国 に 渡っ て 盲 児 
を 集め , 初歩 教育 を し た の が 最初 と きれ て いる . 続い 
て 1877 年 に イン ドド, 1898 年 に は 中 国 で も ラー, G 
Hiller) が 57 の 点字 を 創案 し 同年 朝鮮 で も 盲 児 教育 を 
始め て いる . 20 世 紀 に 入っ て イスラ エル , ベト ナム , 
フィ リピ ン , BS, Sete, Erez aaa, 
トル コ 。 マ レー シア , タイ , シリ ア な どの 順に 盲 教育 
が 開始 され た . サウ ジア ラビ ア な ど で は 1960 年 代 に 
至っ て よう や く 教 育 と 訓練 が 始め られ た . これ ら の ほ は 
と ん ど は イギリス や アメ リカ の キリ スト 教 ミ ッ シ ョ ン 
の 活動 に よる も の で ある . TORK, 政府 , 自治 体 
また は 盲人 事業 体 な ど に 移さ れ , 緩慢 な が ら ゃ 発展 の 
途 に つき つつ ある . 

[ 盲 教育 の 現状 〕】 アジ ア の 多数 国 は 経済 的 に 著しく 
立 遅 れ て いる うえ に , 絶え ず 戦 争 , 内 乱 , 独立 運動 あ 
る い は 民族 革命 な どの た め に 混乱 と 餅 僚 に 細 わ れ , 教 
育 は 中 断 や 逆転 の 繰返し で あっ た . LL ToS で Bw 
育 制度 は いう まで も な く , 行政 ・ 財 政 の 措置 も な お ざさ 
り ( こ な り が ち で ある . この た め , 学校 の 設置 , 拡充 , 
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設備 の 充実 , 教科 書 の 出版 ・ 配 給 , 教材 ・ 教 具 の 補充 
な ど は 思い も よら な い 国 々 が 多い . それ と と も ゃ も に 盲 教 
育 に 従事 する 教師 の 養成 機関 も 少な く , 教師 不足 の た 
DICAV ELAN HSH TW TEV. 

英 米 ミッ ショ ン に よっ て 始め られ た アジ ア の 盲 教育 
は , その 後進 性 を 取 除 く た め , 王立 イギリス 連邦 盲人 
援護 協会 (RCSB), アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 (AF 
OB), 国際 連合 , ユネ スコ, ユニ セフン など が 強力 な 経 
済 的 援助 と 技術 的 指導 を 押し 進め つつ ある . Ek, 世 
界 盲人 福祉 協議 会 (WCWB) it, その 機関 で ある ア 
ジア 委員 会 に よっ て 強力 な 勧告 , 指導 を し て お り , ア 
ジア に も よう や く 盲 教育 の れい 明 期 が 訪れ よう と し て 
WS, 

(1) 職業 教育 : アジ アァ で は , 基礎 教育 は まだ 十分 発達 
し て いな い が , 職業 教育 は その 割合 に 普及 し て いる よ 
2 で ある . これ は , 経済 的 妥 還 の た め 必 然 的 に 盲 人 も 
働い て な に が し か の 生活 費 を か せ ぐ 必要 に 迫 ら れ て 学 
ぶよ うに な っ た も の と いえ る . これ ら の 職業 教育 は 実 
習 を 主 と し , その 製作 品 は 政府 機関 に 買上 げ ら れ て 収 
入 源 と な っ て いる 場合 が 多い . 職業 教育 の 中 で は 手工 
芸 が 最も 多く , と う 細 工 (ビル マ , 台湾 , シ リア , パ キ 
スタ ン た な ど ), 竹細工 (ビル マ , 台湾 な ど ), は た 織り 
(ビル マ , パキスタン な ど ), チー ク 材 細工 ( パ キ ス 
RY), Ok, は し , か さき 作り (AY), その 他 手 工 
芸 一 般 (ヨル ダン , レバ ノン , サウ ジア ラビ ア , シン 
igi Miyata 2 eA 2S 7 fee CHALE uss 
の よう に , 第 2 次 大 戦前 たこ は ピ アノ 調律 , Wad, タイ 
ピング も 教え て いた が , 戦 視 の た め , 中 絶 し た 国 も あ 
Bs 

学校 修了 後 の 職 業 訓練 と し て は , 近年 , イン ド , 中 
国 , マレ ー ン ア な ど で 近 代 的 工場 労働 者 , 農業 労働 者 
の 養成 に 力 を 尽 し て いる . 

(@) 統 合 教育 : 一 般 の 学校 に お いて 証 児 を 晴 眼 児 と と 
も に 教育 する こと が , 盲 教育 の 一 方 式 と し て 取上げ ら 


れ て き て いる が , これ は アジ ア の 貧し い 国々 で は , 寄 


宿 制 言 学校 を 設置 し た り , 専門 教師 を 養成 し て 教育 す 
る ほど の 経済 的 余裕 が な いと いう 事情 な ど か ら 採 用 
され る よう に な っ た こと は 否め な い 事 実 で ある . し か 
し , 盲 教育 の 熱心 な 専門 家 は むし ろ ア メリ カ な ど に お 
ける 型 学校 か ら 統合 教育 へ 転換 し , 進展 し つつ ある 状 
況 に 着目 し , 盲 教育 の 将来 性 を 考慮 し て これ を 採用 す 
の 二 さ (e25 の た 。 こう LU た 主人 請 か ら , 1982 年 トコ 
で 盲 児童 を 一 般 中 学校 と 音楽 学校 へ それ ぞ れ 入学 させ 
た の が 最初 の ケー ス で ある , 





イン ド で は 1958 年 , 盲 児 を 一 般 小学 校 へ 入学 させ , 
これ に 対し 専門 の 巡回 教師 を 派遣 し た の が 始ま り で , 
徐々 に 統合 教育 方 式 を 広め て いる . 台湾 や セイ ロン で 
iL, さら に 高度 な 方 法 で 統合 教育 が 進展 し つつ ある . 
0901 ラテ ルキ スタ タン) マレー シア イン ド 
RYT, フィ リピ ン , タイ な ど で ゃ 普及 し , 次 第 に 拡 
大 し て いる . アジ ア に お いて は , 十分 な 教育 資金 と 許 
練 し た 教師 と 寄宿 制 学校 が な けれ ば 育 教 が か できない 
な ど と いう ぜいたく は 許さ れ な い . 現実 の 方 法 と し て 
On eae "方丈 で も よい まず で きる だ け 
多く の 盲 児 に 教育 を 施す こと が 緊急 の 課題 で ある . し 
た が っ て, その 教育 計画 や 方 式 に お いて も , それ ぞ れ 
の 実情 に 即 し た 方 法 が と られ つつ ある . これ が 統合 教 
育 の 促進 を みる に 至っ た 要因 で あろ う . 

1968 年 に マニ ラ で 開催 され た 第 3 回 アジ ア 盲 人 福 
祉 会 議 は , 盲 児 を 教育 する 一 手段 と し て の 統合 教育 の 
原則 が , アジ ア 各 国 に お いて 容認 され た こと を 高く 評 
価 し , アジ ア の 参加 各国 が それ ぞ れ の プロ グラ ム を 確 
立 し た こと に 満足 の 意 を 表し て いる . これ ら の 統合 教 
育 の 類型 と し て は , 各国 の 諸 条 件 に 適合 し た も の に す 
る よう に 勧告 し て いる . それ ら は 一 般 学校 に 設置 し た 
特別 補助 教室 と し て の リソース ・ 
room pattern), 常勤 する 特別 補助 教師 と し て の リ ソ 
ー ス ・ テ ィ ー チ ャ ー (resource teacher pattern) ある 
い は 巡回 教師 (itinerant teacher) の 派遣 や 一 般 学校 
と 盲 学校 と の BHAKICL, それ ぞ れ の 地域 の 要求 
と , さま ざま な 資源 の 活用 を 考え る こと が 必要 で ある 
と 主張 し て いる . Ek, これ を 初等 教育 だ け で は な 
く , さら に 中 学校 , 高等 学校 に も ゃ 導入 する よ 2 う 要 記し 
KU の 。 

農村 地域 に お ける 盲 児 は た いて い 放 置 さ れ た まま で 
あり , 統合 教育 は 今後 の 困難 な 課題 で ある が , ア ジア 
の 大 多数 の 盲 児 に と っ て 選ぶ べき 唯一 の 道 は , 教育 を 
受け る こと が で きる か , ある い は 全く 無知 文 弟 の まま 
放任 し て お く か , その いずれ か で あり , 何と し て も , 
農村 地域 に も 統合 教育 方 式 を 導入 する こと が 必要 で あ 
る と 勧告 し て いる . 

(oe eG 邊 @ 半 疹 し な けれ ば た ならない と と は は, 統合 
教育 だ けが 盲 児 の 教育 に こと っ て 唯一 の 教育 手段 で は な 
いと いう こと を 指摘 し , 何より も 盲 児童 の 視力 判別 , 
重 復 障害 た ど に 対す る 適切 な 個々 の 判別 に 基づい て , 
も し 統合 教育 以外 の プロ グラ ム が 適当 で 可能 な れ ば , 
それ を 受け る こと が で きる よ ょ うに 配慮 する こと が た い 
せつ で ある と 勧告 し て いる . この こと は , 統合 教育 の 
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重要 性 を 認め な が ら も , 一 方 で は , 盲 学校 の 価値 と 役 
割 を も 容認 し , 今後 も その 発展 を 期待 し て いる . 


各国 の 盲 教育 

[イン ドド ] イン ド で は 盲 教育 に 関す る 法律 や 法令 は 
な い , 初等 教育 を 受け る 適齢 形 児 は 約 60 万 人 と 推定 
され る が , 実際 に 初等 教育 を 受け て いる 衣 児 は 約 5000 
人 に 過ぎ な い . この うち も 約 100 人 程度 が 統合 教育 を 受 
け て いる . この ほか 約 200 人 未満 が 一 般 学校 に 在学 し 
て いる が 巡回 教師 は いな い . 寄宿 制 盲 学校 は 90 校 あ 
る . こ の うち も 高等 教育 を 実施 し て いる の は 4 校 で ある . 

統合 教育 は 6 校 で 行なわ れ , 巡回 教師 が 派遣 され て 
いる . まだ , 職業 教育 に 関す る プロ グラ ム は な い が , 
1968 年 現在 , 25 人 の 衣 学 生 が 大 学 教育 を 受け て いる . 
し か し , 大 学 を 卒業 し た 盲人 が 増加 すれ ば する ほど , 
一 般 社会 に 就職 する 機会 が 少な く な っ て いる . COL 
う に 教育 の ある 盲人 の 就職 を は ば ん で いる の は 社会 の 
根強い 偏見 で ある . 

盲 教育 の 授業 料 は 無料 で ある が , 教師 の 給料 は 低く 
て 永続 し な い . 盲 教育 の 発展 に と っ て 最大 の 障害 は 資 
金 不足 で ある と いわ れ て いる . 盲 教育 に 関す る プロ グ 
ラム の 目標 と し て は 1986 年 まで に 統合 教育 に 重点 を 
お いて 盲 児 の 15 パ ー セ ント を 就学 させ る 計画 で ある . 

[ ネ パ ペール] ネパール で は 盲 教育 に 関す る 法律 は な 
く , 最近 に 至っ て よう や く 盲 教育 の 必要 性 が 認め られ 
る よう に な っ た . そし て 1965 年 , 高等 師範 学校 の 研 
F2A- ATC, 9 人 の 盲 児童 を 対象 に 実験 的 な 統合 教育 
が 始ま っ た ば か り で ある . し た が っ て , BROS 
教育 は お ろか , 初等 教育 の 義務 制す ら 近 い 将 来 に お い 
て 行 訟 われ そう に た ない. 

実験 教室 に お ける 統合 教育 も , 適当 な 点字 本 や 教材 
・ 教 具 が な いた め 進 行 し て いな い . また 訓練 を 受け た 
教師 の 不足 , 政府 助成 の 不足 な ら び に 社会 の 無理 解 が 
大 き な 障 害 と な っ て いる . 

[ベト ナム 共和 国 〕] ベト ナム の 育 教 育 は , 盲人 = ュ 
BY AY FH, 1898 年 ララ ンス 語 点 字 を べ ベ ょ ナナ 
語 点字 に 直し て 少数 の 育 人 た ち に これ を 広め た の に た 始 
EA. か れ は 1903 年 に ショ ロン に 最初 の 盲 学校 を 設 
立 し た が , 資金 の 不足 で 中 止 した. 数 年 後 , よう や く 
国立 背 学校 が 開校 され た . Lal, 1945 年 フラ ンス と 
の 戦争 に より 閉校 と な っ た . 1952 年 に 至り , var 
ン で 再開 され , 現在 の 国立 盲 少年 学校 と な っ た . この 
学校 に は 現在 5 人 の 教師 と 約 50 人 の 生徒 が お り , 寄 
fant CHS. ここ を 卒業 し た こども た ち は , カ ソ リ ッ 


ク 盲 少年 中 等 学校 に 進む か , 盲人 友の会 に 送ら れ て 手 
工芸 を 習得 する . 

1958 年 に , アメ リカ の 盲 婦 人 の 提案 を 入れ て 最初 
DDR WERE ee. ここ で は 3 人 の 教師 に よっ 
て , 以来 22 人 の 女 生 徒 を 教育 し て いる . 教育 内 容 は , 
一 般 教 科 の ほか に 点字 , タイ ピン グ , 日 常 生活 訓練 , 
テー ブル か け の 織り 方 , モー ター の 編み 方 な ど を 教え 
て いる . 小学 校 を 卒業 し た 少女 た ちの 中 に は 奨学 金 に 
よっ て 中 等 学校 へ 進学 し て いる 者 も ある . 

1963 年 に は カ ソ リ ッ ク 青 少年 小学 ・ 中 学校 が 設立 
Sh, 財政 的 な 事情 で 一 般 少年 も 受入 れ て いる . 

ベト ナム 共和 国 で は , 1964 年 まで は 点字 教科 書 は 
な く , 手書き , タイ プ , 口 話 な ど に よる 説明 方 法 に 頼 
る に 過ぎ な か っ た . 1969 年 に 至り AFOB か ら 2 台 の 
点字 印刷 機 が 提供 され, よう や く 小 学校 の 教科 書 が 出 
版 さ れる よう に な っ た . 

[フィ リピ ビ ピン] フィ リピ ン で は , 初等 教育 を 受け i 
いる 育児 は , 寄宿 制 盲 学校 で 38 人 , 統合 教育 方 式 に 
よる も の 312 人 で ある . 統合 教育 は 1963 年 の 第 2 回 
アァ ジア 盲人 福祉 会 議 以来 , 大 きく 進展 を みる に 至っ 
た . この た め 寄 宿 制 育 学 校 の 盲 児 数 は 相当 減少 し つつ 
あり , 新しい 盲 学校 を 設け る 計画 は な い . 

一 般 の 中 等 教育 に は , 大 学 予備 校 と 職業 学校 の 2 種 
類 が あり , 盲 生徒 は ここ で 職業 教育 を 受け て いる . 大 
学 へ 進学 する 道 は 開か ふれ て お り , 大 学 を 卒業 し た 者 
は , その 資格 で 就職 する こと は 可能 で ある . 

盲 児 の 教育 の 発展 計画 に つい て 重要 な 問題 と し て , 
① 訓 練 さ れ た 教師 や 有 資 格 職員 の 不足 , ② 特 殊 教 育 孝 
師 の 地位 が 確立 され て いな い , ③ カ リキ ュ ラ ム 編 成 者 
の 不足 , ④ 点 字 教 科 書 , 教材 ・ 教 具 の 不足 , ⑤ 研 究 費 
の 不足 な ど が あげ られ て いる . 

[マレ レー シア] マレー シア に は 衣 教 育 に 関す る 法律 
は な く , 義務 教育 も る ない . し か し , 寄宿 制 育 学 校 に は 
中 央 政府 か ら 学 校 の 形態 に 応じ て 補助 金 を 支出 し て い 
る . 盲 教育 教師 の 養成 は 2 年 間 行 な われ , 少数 の 者 は 
海外 留学 を する . ここ で 訓練 を 受け た 教師 は , 一 般 学 
校 の 教師 より も よい 報酬 を 受け て いる . 

統合 教育 は 1963 年 か ら 始め られ た が まだ 不 十分 で 
ある . 自宅 か ら 近 く の 学 校 に 通学 する 者 , また 担当 職 
員 の 住宅 か ら 通 学 す る 者 の 2 通り が ある . これ ら の 生 
徒 に は 教材 費 と し て 20 マレ ー シ ア ドル が 支給 され て 
い 和 る. 1 | ( 

[シン ガ ポ ー ル ] シン ガ ポ ー ル の 盲 児 は , 晴 眼 児 と 
と も に 義務 教育 は な い . 初 待 教育 で は 統合 教育 を 行 な 
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っ て いな い . 現在 , 寄宿 制 衣 学 校 に 54 人 就学 し て い 
る . 盲 学 校 で は , 盲 精 薄 児 と 弱視 児 の た め 特 殊 ク ラス 
を 設け て いる . その クラ ス に は 約 10 人 の 児童 が いる . 

中 等 教育 は 1967 年 か ら 統合 教育 方 式 で 始め られ , 
11 人 の 生徒 が 在学 し て いる . 教科 書 や 教材 ・ 教 具 は 政 
府 の 援助 に よっ て 支給 され て いる . 

[中 華 民国 ] 公立 2 , 私 立 2 校 の 盲 学校 が ある が , 
特に 統合 教育 が 著しい 進展 を 示し て いる . 浅い 歴史 に 
も か か わら ず , アメ リカ が 10 年 以上 の 歳 月 を 費 し た 
事業 を , ここ で は 2 カ ヵ年 で 同様 の 成果 を あげ た と いわ 
れ て いる . これ ら の 成果 は , アメ リカ 海外 盲人 援護 協 
会 (AFOB) が アジ アァ 地域 の 統合 教育 事業 の 一 環 と し 
て 台湾 を 選び , 1965 年 に プロ ジェ クト ・ コンサル タ 
ント と し て ボー ジョ ュー (Stanley E. Bourgeault) を 派 
遣 し , か れ の 強力 で 適切 な 指導 の も と に 政府 な ら び に 
教育 関係 者 , 専門 教師 ら が 一 致 協力 し て 行なっ た た め 
で ある . 

統合 教育 を 遂行 する た め に , ます 巡回 教師 の 養成 訓 
練 施 設 と し て 文部 省 所 管 台南 師範 専門 学校 に 「 啓 明 苑 ] 
が 設置 され た . ここ で は , 全国 の 国民 学校 教師 か ら 研 
修 希 望 者 を 募り , 選考 し た だ け あ っ て 優秀 な 者 が 集 ま 
ok. これ ら の 研修 生 に 対し , 統合 教育 の 価値 と 肥 当 
性 を 十分 理解 させ る と と も に , 一 般 学校 に 就学 する 盲 
児 の 指導 に 必要 な 専門 知識 と 教育 技術 を 教え て いる . 
また , BAA, 盲人 福祉 に 関す る 名 著 を 選択 し て , 中 
国語 に 徳 訳し , 研修 生 な ら び に 統合 教育 関係 者 に 役 立 
ce Wrest at Be Kad 

以来 , 毎年 1 ヵ年 を 研修 期間 と し て 養成 し て きた 
DS, 訓練 修了 者 は 1969 年 6 月 で 30 人 を 数 えて いる . 
これ ら の 研修 終了 生 は , 巡回 教師 と し て 県 や 市 の 教育 
齋 に 配属 され , 管内 の 国民 学校 に 通学 する 盲 児 に 巡回 
観察 指導 を 行なっ て いる . 1969 年 現在 , 台北 特別 市 , 
台中 , AM, 高雄 , 基隆 の 5 都市 お よび 全土 17 県 に 
少な く と も ゃ 1 人 以上 の 巡回 教師 が 配属 され て いる . 

一 方 , 対象 と な る 盲 児 は , 家庭 訪問 こよ っ て 未 就 学 
児 を 調査 する こと か ら 始 め , 3 年間 に 678 人 ( 男 376 
女 302) を 発見 し , 父兄 を 説得 し て , その うら も 334 人 
( 男 182, 女 152) を 国民 学校 へ 就学 させ , 統合 教育 を 
受け る よう に な っ た . これ ら の 盲 児 の 視力 程度 は 全盲 
123, #26 211 人 で ある . 

巡回 教師 が 学級 担任 教師 と 協力 し て 指導 する 盲 児 数 
it, 数 校 に わた っ て 平均 10 人 程度 で ある . これ ら の 
散在 する 担当 区 域 を 回 る ある ため, ユニセフ か ら 19 台 の 
オー トバ イ が 寄贈 され た . また , 従来 は 特殊 教育 施設 
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と し て の 盲 ろ う 学 校 が 4 校 あ っ た が , 1969 年 に こ 
を 分 離し , 新設 を 加え て 盲 学校 は 3 校 と な っ た . これ 
ら の 盲 学校 か ら は 1 人 ずつ の 教師 が 参加 し , 盲 学校 の 
教師 と し て の 立場 で 統合 教育 に 対す る 理解 を 深め る 一 
方 , 巡回 教師 と 盲 学校 と の 緊密 な 協力 を 図る こと に し 
アッ 

この よう な 基礎 的 活動 の 結果 , 統合 教育 計画 の 実施 
は 急速 に 進展 し , 1968 年 現在 , 100 校 の 国民 学校 に 盲 
児 が 就学 する よう に な っ た . し か し , 初等 ・ 中 等 学校 
で は まだ 実施 きれ て いな い . た だ 台中 県 盲 童 幼 育 院 
(私 立 ) の 小学 部 卒業 生 2 ADS, 一 般 の 初等 中 学校 に 
進学 し て いる 事例 が ある . 

統合 教育 が 実施 さき れる に 従っ て , 盲 教育 界 は , 原則 
的 に は 柳 成 し な が ら ゃ も, 次 の よう な 点 に つい て は 問題 
が ある と し て いる . 

H) 盲 児 が 家庭 か ら 学 校 へ 通学 する に は , 現在 の よう 
な 激しい 交通 事情 で は 無理 で あり , 何ら か の 措置 を 講 
じ る 必要 が ある . 

⑫) 学 級 担任 教師 が 点字 を 理解 し て いな いた め , 巡回 
し て くる 巡回 教師 の 援助 を 得る まで 待っ て いな けれ ば 
な ら な い 不 便 が ある . 

(3 巡回 教師 は いく つか の 学校 を キー トバ イ で 回 ら ね 
ば な ら な いた め , 雨天 の 日 な ど は た い へ ん 困難 で あ 
る . 特に 女性 の 教師 に と っ て は 問題 で ある . 

これ ら の 批判 に 答え る た め , ボー ジョ ュー は 1968 年 , 
ュ ユニセフ の 後援 を 得 て , 幅広 い 意 識 調査 を 実施 し た . 
調査 は , 盲 教育 に 責任 の ある 行政 関係 者 , BABS, 
一 般 学校 の 校長 と 教師 , 盲 児 の 保護 者 と 一 般 児 童 の 父 
兄 を 対象 と し , 81 項目 に わた っ て アン ケー ト を 求め 
た . この 意識 調査 の 結果 , 次 の よう な 点 が 明らか に さ 
yikes 

1) 巡 回 教師 の 活動 評価 に つい て : 巡回 教師 は 校長 の 
配慮 に 依存 し て いる が , 管理 関係 者 た ちと は 緊密 に 協 
力 し て いる . また , 担任 教師 の 多く が 盲 児 を 歓迎 し て 
いる こと が 明らか に な っ た . 一 部 の 担任 教師 の 間 で は 
何ら か の 抵抗 が 見 受け られ る が , それ は 進学 に つれ て 





消滅 する と みて いる . 通学 上 の 交通 問題 に つい て は 大 


し た 困難 が な いこ と が 判明 し た . 盲 児 を 個別 に 指導 す 
る こと に つい て は , 巡回 教師 の ほとんど が その 義務 を 
果たし て いる . 

(⑫ 親 の 評価 に つい て : 自分 の 育児 が , 交通 事故 も な 
く 安全 性 を 保っ て その 土地 の 学校 に 通う こと が で き , 
個別 的 に 点字 教科 書 や 弱視 用 教科 書 そ の 他 の 教材 を 与 
えら れ て いる こと に 満足 し て いる , ER, 巡回 教師 が 
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家庭 訪問 し て くれ る こと を 望ん で いる . 就学 の 結果 , 
自分 の 盲 児 が 自立 行動 を し よう と いう 努力 が 現われ , 
家庭 に お ける 日 常 生 活 の 能力 $ る 高まっ て きた こと が 認 
め ら れ , 今 ま で の よう に 干渉 する 必要 が 減っ て きた . 
Lal, 盲 児 の 将来 に つい て は まだ 懐疑 的 で , 新しい 
人 間 形 成 と 社会 生活 の 道 が 開か ふれ よう と し て いる こと 
に つい て の 自覚 は い . 

(3 担任 教師 の 評価 に つい て : 担任 教師 は , 盲 児 の 個 
別 指導 の た め に 余分 の 時 間 的 負担 が か か る が , よく こ 
れ に 耐え , 巡回 教師 の 観察 と 指導 を 望ん で いる . Bie 
の た め に どの よう な 教材 が 適切 な の か , また 巡回 教師 
が 何 か の つど う で 来 な いと き に は どの よう な 処置 を と 
る べき か と いら うら こと に 大 き な 関 心 を 示し て いる . 家庭 
訪問 は 晴 眼 児 家 庭 よ り も 多く の 時 間 と 回 数 を さい て 家 
族 と の 接触 に 努め て いる . 学校 で は 晴 眼 児 は 盲 児 を 差 
別 す る よう な こと は 見 られ な いし , Bb Ck SRY 
自力 で 環境 を 探り , 行動 範囲 を 広げ よう と し て いる よ 
2 で ある . 学習 に 対す る 評価 は いく ら か 不 確 実 な よう 
で ある が , 盲 児 の 能力 を 発 輝 させ る 方 向 に 向かい つつ 
ある . 

(4 学校 管理 者 の 評価 : 統合 教育 計画 は 学校 管理 上 
か ら み て 大 し て 困難 は な い . た だ , 担任 教師 の 選択 や 
特別 設備 の 不足 に つい て 若干 の 心配 が ある . Ele, 7 
チー ブ メ ント テス ト や 手工 芸 が 適切 か どう か , 晴 眼 児 
と の トラ ブル の 調整 な ど 多 少 の 困難 を 感じ た . 雨天 の 
通学 , 排便 , 歩行 な ど で 担 任 教師 の 負担 を 重く し て い 
る こと が 心 配 の 種 と な っ て いる . 今後 は , 巡回 教師 と 
担任 教師 と が さら に 緊密 な 連絡 と 協力 が 望ま し く , 家 
庭 訪問 の 回 数 も 増加 する 必要 が ある と みて いる . 

以上 の 調査 結末 に は , 統合 教育 の 現状 と 関係 者 の 意 
識 が 率直 に 示さ れ て いる と 思わ れる . 

[中 華人 民 共 和 国 その 他 ] 「 外 国 の 盲人 事情 」 の 項 
参照 (Freak) 
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過去 の 国際 的 盲 教育 者 会 議 
[北欧 国際 特殊 教育 会 議 」 世界 最初 と も いう 2 べき 第 


1 回 北欧 国際 特殊 教育 会 議 は , 1869 年 コペン ハー ゲ 
ン で 開催 され た . これ は 北欧 芸術 産業 博覧 会 を 機会 に 
開か れ た も の で , 提唱 者 は スト ッ ク ホ ルム 盲 貴 院 長 ボ 
ル グ (Borg) で ある . ノル ウェ ー5 校 , スウ ョ ー デ 
ン 12 校 , フィ ン ラ ンド 6 校 , デン マー ク 8 校 の 教員 
約 100 人 が 参加 し た . 

BABI OWT, モル デン ・ ハ ウェ ル (Molden 
Hauel) が 討論 指導 委員 に な り , お も な 議題 は スウ > 
ー デ ン に お ける 盲人 事業 , 特殊 児童 の 音楽 教育 , 特殊 
児童 教育 の 動向 , 休日 の 最善 の 利用 法 , 盲 学校 の 任務 
の 限界 な ど で あ っ た . 

第 2 回 会 議 は 1876 年 ストックホルム で 開か れ た . 
参 会 者 は 第 1 回 を 上 回 る 百 数 十 人 を 数 を, その 主題 は 
「 1 国 に お ける 盲人 教育 が 整備 され , 好成績 を あげ た 
と いい 得る に は な に が 必要 で ある か 」「 特 殊 児 童 学校 
に お ける 校内 生活 と 教育 な ど あり, ほか に 書 字 球 
(Malling-Hansensche Schreibkugel) お よび 書 器 の 
展示 と 実演 が あっ た . 

この 会 議 で は ① 盲 人 教育 の た め の 特 殊 施 設 設置 ,②⑫ 
盲 ろ う 教 育 施設 の 分 離 , ③ 盲 人 事業 会 議 へ の 請願 , ④ 
盲 児 の た め の 幼 稚 園 の 設立 , ⑤ 知 識 教育 と 技術 教育 を 
同一 の 価値 に お いて みる こと , ⑥ 音 楽 教育 で 器楽 習得 
の 機会 を 与え ん る こと , ⑦ 弄 学校 内 に お ける 男女 の 差別 
を な くし 能力 別に 分 ける こと , ⑧ 家 庭 で 働け な い 盲 人 
の た め に , 共同 作業 場 の 設置 を 勧 胡 す る こと な ど を 決 
me wie: 

1884 年 に は , ノル ウェ ー の クリ スチ ャ ニア ロ で 第 
3 回 会 議 が 開催 され , 参 会 者 は 300 人 に 達し た . OB 
児 の 就学 義務 の 制定 , ② 普 通学 科 以 外 の 学科 を 授業 課 
目 の 中 へ 採 入 ん る べき か 否 か , ③ 音 楽 教育 を 受け た 盲 
人 は 収入 を 得 ら れる か どう か な ど , が お も な 議題 で あ 
っ た . 凸 字 印 刷 に つい て も 論議 され た が , 出席 者 の 半 
数 は 6 点字 だ け を 使用 する こと を 主張 し , 他 の 半数 は 
ラテ ン 文 字 と と も に 使用 すべ きこ と を 主張 し , 意見 の 
一 致 を みる こと が で き な か っ た . 

[ 盲 教育 者 会 議 〕」 ドイ ツ 統 一 が 完成 され た 1871 年 
(に ドイ ツ を 中 心 と する 盲 教育 者 会 議 (Blinden-lehrer 
Kongress) の 開催 が 計画 され , 全 世 界 の 関係 者 に 招 
請 状 が 出さ れ た . FAVA, アフ リカ , ヨー ロッ パ な 
どか ら 47 校 の 代表 者 が 出席 を 受諾, その 第 1 回 会議 
が 1873 年 8 月 3 日 か ら 6 日 間 , ウィ ー ン に お いて 開 
か れ た . この 会 議 の 名 称 は 「 ョ ヨー ロッパ 盲 教育 BS 
Bl で あっ た が , 第 3 回 会 議 か ふら は 「 盲 教育 者 会 議 」 
と 改め られ , 第 1 次 世界 大 戦 ま で 継続 され た . 
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1873 年 第 1 回 会 議 (ウィ ー ン ) 

1876 年 第 2 回 会 議 (ドレ ス デ ン ) 

1879 年 第 3 回 議 (ベル リン ) 

1882 年 第 4 回 会 議 (フラ ンク フル ト ) 

主題 「 生 活 と の 関連 に お ける 形 教 育 」 

1885 年 第 5 回 会 議 (アム ステ ルダム ) 

主題 「 育 学校 の 相互 活動 」 

1888 年 第 6 回 会 議 (ケル ン ) 

主題 「 盲 教育 法 に 対す る 心理 学 的 基礎 づけ 」 
1891 年 第 7 回 会 議 (キー ル ) 

主題 「 盲 教育 の シス テム ] 
1895 年 第 8 回 会 議 (ミュ ン ヘ ン ) 

主題 「 盲人 が 教育 に 対し て も つつ 要素 , 衣 人 の 言語 」 

1898 年 第 9 回 会 議 (ベル リン ) 
これ ら の 会 議 で は 全体 会 議 と 専門 分 科 会 に 分 れ て お 
り , その うち 次 の 三 つ の 部 会 が その 後継 続 し て 開か れ 
"Gee. 

第 1 部 会 一 般 盲 人 間 題 (心理 ・ 統 計 ・ 保 健 ), 小学 
校 に お ける 盲 教育 , BAX, 盲 学校 の 教育 . 

第 2 部 会 盲人 の 理論 的 指導 法 , 教育 手段 , その 目 
的 計画 . 

第 3 部 会 いろ いろ な 手 仕 事 に お ける 盲人 の 技術 的 
訓練 に つい て , 労働 地域 , 労働 器具 , 手 仕 事 の た め の 
原料 な ど . 

1876 年 の ドレ ス デ ン 会 議 で 取上げ られ た 盲人 用 文 
字 に つい て は , 読み は 洋 彫 り の ラテ ン 文 字 で 始め る べ 
きだ と いう こと が 大 多数 で 決議 され た が , 1898 FON 
ルリ ン 会 議 で は , 点字 (Braille) を 使用 すべ き で ある 
と いう 主張 が 大 勢 を 占め , 線 状 文字 を 教 ん な いこ と を 
決議 し た . 

1882 年 の フラ ンク フル ト 会 議 以 後 は , 盲人 用 簡 縮 
文字 (Blinden Kairzschrift) を 研究 する た め の 委 員 
会 が 設け られ た . Ek, 地理 教育 と 模型 製作 の 必要 性 
が 論議 され た . 手工 技能 の 教育 に つい て は , 1891 年 の 


キー ル 会 議 で , 単なる 職業 分 野 へ の 端緒 と し て だ け で - 


な く , 全教 育 期間 に お ける 間 題 と し て 取上げ られ た . 
音楽 教育 こつ いて は , 繰返し 議題 に な り , 将来 の 生計 
の た め に 行なう べき か 人 否 か , 声楽 だ け で な く 器 楽 も 教 
える べき か 否 か , 音楽 芸術 家 気 質 の 危険 作 を いか に す 
べき か , な ど が 論議 され , 点字 に よる 万 国家 人 用 楽譜 
も ゎ つ くら れ , 1888 年 の ケル ン 会 議 で は , 楽譜 体系 が 提 
示さ れ だ た . また , 盲人 の 将来 に つい て は , 生活 能力 を 
も つよ うに 教育 され る べき こと , 生計 を 立て る た め の 
職業 教育 を 行なう べき で ある こと な ど が 決議 され た . 








証人 保護 に つい て は , KO 7 項目 が 基本 的 な 事項 と 
し て 採択 され た . 

① 6 歳 で 盲 学校 に は いる こと と, ②⑫ 職 業 生 活 を めざす 
学校 教育 と 修練 , ③ 教 育 可能 な 盲人 数 に 応じ た 盲 学校 
の 設立 , ④ 法 律 に よる 盲 学校 入学 の 義務 制 , ⑤ 男 女 別 
の 保護 , ⑥ 盲 精 薄 児 の 保護 , ⑦ 卒 業 生 に 対す る 世話 . 

家人 の 美的 教育 に 関し て は , 1885 年 の アム ステ ル ダ 
ム 会 議 に お いて , Ek, 盲人 の 技術 教育 と 卒業 後 の 保 
護 の 問題 は 1895 年 の ミュ ン ヘ ン AR SHH, F 
人 の 結婚 問題 は 1888 年 の ケル ン 会 議 で , それ ぞ れ 議 
題 に な っ た . 

この よう に , この 会 議 で は 数 多く の 間 題 を 取上げ た 
Ds, 特筆 すべ き 功 績 は 教授 手段 の 改善 に あっ た . 

1891 年 の キー ル 会 議 で は , その 後 , 盛ん に 用 いら 
れる よう に な っ た 肖 出 し 絵図 の 使用 に 関す る 小 委 員 会 
DERE, 1895 年 の ミュ ン ヘ ン 会 議 後に 出版 され 
た , また , 会 期 ご と に 教材 の 展示 , 失明 予防 に 関す る 
問題 も 提案 さ Avie お 

さら に 重要 な 問題 は キー ル 会 議 と ミュ ン ヘ ン 会 議 で 
討議 され た 盲 教育 義務 制 で ある . その 内 容 は , 義務 教 
育 機関 を も つ 地 区 に お いて , 育児 童 を すべ て 普通 児童 
が 小学 校 へ 入学 する と 同じ 条件 で , 十分 な 収容 力 を も 
つ 盲 学校 に 強制 入学 させ る と いう も の で ある . これ は 
すでに デン マー ク で は 1817 年 , ノ フル ウェ ー で は 1881 
年 に 実施 きれ て いる が , ドイ ツ 国 内 で は ザク セン 公国 
ブラ ウン シェ バイ ク 領 邦 が これ を きっ か け に 実施 する 
より に な っ た . これ に 続い て , 1892 年 に は スコ ッ ト ラ 
YF, 1893 年 に は イギリス , 1911 年 に は プロ シヤ , 
1923 年 に は イタ リア が , それ ぞ れ 盲 教育 の 義務 制 を 
実施 し た . 

フラ ンク フル ト 会 議 か ふら ベ ルリ ン の 公共 事業 省 な ど 
に 提出 され た 鉄道 乗車 割引 に つい て の 要望 は , 軍隊 用 
運賃 で 3 等 切符 を 購入 で きる 許可 が あり , 点字 文 の 郵 
便 料金 軽減 も 実現 し た . 

以上 の よう に , この 会 議 に よっ て 各国 の 盲 教育 は も 
と より , 盲人 福祉 の 大 き な 基 礎 づ くり が な され た だ た. こ 
の ほか , 各国 で は 次 の よう な 組織 体 が 生ま れ 会 議 が 開 
か れ た . 

[アメ リカ 形 教 育 者 協会 (American Association 
of Instructors of the Blind 王 AAIB)] 1871 年 に 設 
Ben, 盲 教育 者 の 国家 的 レベ ル の 機関 と し て は 最初 
の も の で ある . 盲人 福祉 の た め の 会 議 は 1905 年 に 開 
か れ た . 

(BAO 境遇 改善 に 関す る 会 議 (Uniyersal Con- 
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gress for the Improvement of the Condition of 
the Blind)] 1878 年 ペリ で 開か れ , フラ ンス に お け 
る 国際 会 議 の 最初 の も の で ある . 1889 年 に は フラ ン 
ス 系 の 会 議 と し て パリ で 開催 , 1902 年 に は ブラ ッ セ 
ル , 1909 年 に ナポリ , 1911 年 は カイ B, 1914 年 に ロ 
ンド ン で 開か れ た . この 会 議 に は 留学 中 の 中 村 京 太郎 
(明治 13 一 昭和 39 年 ) が 日 本 代表 と し て 出席 し た . 
パリ 会 議 で は 半 盲 生 の 教育 ナポリ 会 議 で は 成人 盲 の 
教育 が 主要 議題 に な っ た . 

[イギリス に お ける 盲 教育 者 会 議 ] 1883 年 , ヨー ク 
で 開催 以来 , 1905 年 , 1908 年 , 1911 年 と 続け られ た . 


現代 に お ける 国際 的 盲 教育 会 

[国際 盲 青年 教育 者 会 議 ] 1949 年 , イギリス の オッ 
クス フォ ー ド で 国際 盲人 事業 者 会 議 (て International 
Conference of Workers for the Blind= ICWB) が 
開催 され た が , これ は アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 (A 
FOB) と イギリス 盲人 援護 協会 (NT B) の 協力 に 
よっ た も の で ある . この 会 議 で は , 盲人 福祉 の 問題 が 
主として 取上げ られ た が , 以後 は 盲人 福祉 を 主 と す る 
会 議 と , 教育 を 主 と する 会 議 の 2 本 建 て と する こと に 
決定 し た . 前 者 は 世界 盲人 福祉 協議 会 World Coun- 
cil for the Welfare of the BIind= ニ WCWB), 後者 は 
国際 盲 青年 教育 者 会 議 (International Conference 
of Educators of Blind Youth 王 ICEBY) で , ICEBY 
は 後 年 WCWB 機構 の な か で 行なわ れる よう に な っ 
だ うし 

ICEBY の 第 1 回 会 議 は 1952 年 オラ ンダ の ブッ サ 
ム で 開か れ , 日 本 か ら は オッ クス フォ ー ド 在住 の 好 本 
DH Lic. この 会 議 で は , 就学 前 の 盲 児 の 社会 的 
ニー ド , 重 復 障害 家 児 の 教育 的 社会 的 ニー ド , 知能 の 
高い 盲 児 の ミード, 一 般 社会 に お ける 盲 青年 の 社会 的 
ニー ド な ど に つい て 論議 され た . 

日 本 代表 の 好 本 督 は 日 本 に お ける ① 盲 教育 に 関す る 
Wk, OBOER, OBR (1947 年 1 万 2000 A), 
@OBFRA (1950 年 74 校 , 児童 ・ 生 徒 数 4855 A), 
⑤ 就 学 前 の 盲 児 計画 , ⑥ 教 育 の 設備 , ⑦ 弱 視 者 の 設備 , 
⑧ 重 複 障害 者 の 設備 , ⑨ 教 師 と し て の 必要 条件 , ⑩ 知 
E お よび テス ト の 問題 , ⑪ 職 業 の 問題 (あん ま ・ は り 
・ き ゅ うら な ど ) に つい て 報告 し た . 

第 2 回 会 議 は 1957 年 ノル ウェ ー の オス ロ で 開か れ 
た . 日 本 か ら は 岩下 緩 と 片岡 好 亀 が 出席 し た . 

お も な 議題 は , ① 定 児 を も つ 両 親 の 教育 ,② 寮 母 の 仕 
事 , ③ 弱 視 教 育 の 施設 , ④ 盲 学校 に お ける 職業 教育 , 








⑤ 地 方 の 盲 学校 に お ける 教科 課程 , ⑥ 特 別 教育 活動 , 
⑦ 普 通 児 と 盲 児 の 接触 , ⑧ 盲 児 が 一 般 社会 の 一 員 に な 
る た め の 準 備 , ⑨ 教 員 の 研修 , ⑩ 盲 教育 の 当面 の 問題 
な ど で あ る . 

この 会 議 で は 15 条 か ら な る 定款 を 決定 し た が , そ 
の 目的 と し て 「 世 界 の 謀 青 少年 の 教育 は , 広く 国際 的 

こ 各国 の 要求 と 財政 的 事情 を 考慮 の うえ , その 教育 の 
拡大 と 増進 を 図る ]」 と 規定 し た . COSBCHHEE 
が 日 本 の 委員 に 選ば れ た . 

第 3 回 会 議 は 1962 年 に 西 ドイ ツ の ハノーバー で 開 
Dank. 日 本 か ら は 草 島 時 介 , 今井 秀雄 , 高島 文 一 , 
大 野 秀 雄 の 4 人 が 出席 し た . 

主要 議題 は , ① 現 代 の 教育 施設 と 諸国 に お ける 緊急 
諸 要 求 , ② 教 師 へ の 要求 と 教師 の 選択 , ③ 巡 回 教師 と 
普通 校 で 学ぶ 盲 児 , ④ 工 作 技 術 訓練 , ⑤ 読 み 方 の 媒体 
と し て の 点字 , ⑥ 小 学校 低 学年 の 算数 , ⑦ 盲 人 用 図書 
と 器具 , ⑧ 将 来 へ の 提言 な ど で あ る . 

第 4 回 会 議 は 1967 年 に アメ リカ の ボス トン で 開か . 
Hic, 日 本 か ら は 佐藤 親 雄 , 佐藤 泰正 , 寺島 計 治 , 高 


a 田 文武 , EGAN, 甲斐 妙子 , 高 島 Me TS 永 FBZ, 


金子 十 三 松 , 花島 弘 の 10 人 が 出席 し た . 

「 明 日 の 盲人 を 教育 する 」 を 主題 に , ① 盲 人 統計 に 
関す る モデ ル 地 区 , エジプト に お ける 盲人 登録 計画 , 
③ キ ー ウ ィ ッ ト Kiewit) 電子 計算 セン ター に つい 
て , ④ 補 装具 改新 計画 に つい て , ⑤ 職 場 レポ ー ト , © 
訓練 生 感 覚 訓練 評価 , ⑦ 日 常 生活 と 体育 , ⑧ 点 字 に よ 
る 読み 書き 教育 , ⑨ 数 学 教育 , ⑩ 科 学 教育 , ⑪ 地 理 お 
よび 社会 科 教 育 , ⑫ 音 楽 教育 , ⑬ 精 簿 児 教 育 な ど が 討 
Matic. この 会 議 で 片岡 好 亀 に 代わ り 佐 藤 親 雄 が 次 
期 会 議 まで の 日 本 委員 と し て 選ば れ た . 

(高島 文 一 ・ 長 岡 加藤 治 ) 
参照 文献 」 

語 岡 好 亀 ・ 岩 下 組 「 第 2 回 国際 盲 青年 教育 者 会 議 幸 
告 書 」 昭和 32 

高島 文 一 「 世 界 の 鍼 と 盲 教育 」 昭和 37 

日 本 盲人 福祉 委員 会 「 日 盲 委 ・ 世 盲 協 ニ ィ ー ス レタ 
—No. 13] 昭和 37 

Mell, A., Encyklopadisches Handbuch des Blind- 
enwesens, Wein, 1900. 

Proceedings of the World Council for the Wel- 
fare of the Blind, Boston, WCWB, 1959, 1964. 

The Education of Blind Youth, ICEBY, 1952. ~ 

Fourth Quinguennial Conference, Perkins Sch- 
ool for the Blind, Boston, 1967. . i 





BA © #4 At 459 





人 人 の 福祉 


日 本 の 上 人 福祉 行政 の 沿革 


明治 ・ 大 正 時 代 

徳川 幕府 か ら 政 権 の 返還 を 受け た 明治 新政 府 は , 
1871 (明治 4 ) 年 11 月 の 太政官 布告 を も っ て , 数 百年 
来 行 な ち わ れ て きた 当道 座 な どの 盲人 保護 の 慣行 を 廃し 
KOC, 京都 の 職 屋敷 , 江戸 の 惣 録 屋敷 を は じ め , 地 
方 主要 地 の 盲 人 座 元 制 , 仕置 部 屋 , 講習 所 な ども 跡 を 
断っ て し まっ た . さら に 1883 年 に は , 医師 免許 規則 
が 公布 され , 以後 , 西洋 医学 を 国 の 医術 と する こと と 
な っ た . この よう な 事情 か ら , これ まで 盲人 の 専業 と 
され て きた 鍼 披 術 を , 有害 無益 と する ょ うな 思 想 も 起 
こり , 多く の 形 人 は に わか に 生活 の 道 を 失う よう に な 
Bice 

明治 政権 樹立 の 1868 (明治 元 ) 年 3 月 の | eRe 
廃 疾 の 者 , HH (あわ れ ) むべ き 事 ] と いう [El や 
1874 (明治 7 ) 年 12 月 の 「 怖 救 規則 」 に よっ て , B 
困 救 済 の 制度 が 設け すら れ た -. 

この 時 代 の 貧困 に 対す る 考え 方 は , その 原因 が 疾病 
で あれ , 障害 で あれ , 社会 経済 的 変動 に よる も の で あ 
れ , すべ て 個人 の 責任 で ある と いう 思想 で 作 か れ , そ 
の 救済 も 国 や 公共 団体 が 積極 的 に 行なう べき も の で は 
な く , む お しろ, 民間 の 任意 な 慈恵 な いし 隣保 相 扶 に ま 
か せる べき で ある , と いう 考え 方 の うえ に 成り 立っ て 
We 

と ころ で , この 層 救 規則 は , 「 極 急 の 者 独身 に て 廃 
疾 に か か り , 産業 を 営む こと 能 わ ざさ ざる も の に は , 17 
年 に 1 石 8 斗 の 積 を も っ て 給与 すべ し 」 と 定め て お 
り , これ に よっ て 救護 され た 身体 障害 者 は , 1908 年 ま 
で は 年 間 最 低 1670 人 , 最高 2956 人 , 平均 2000 人 で 
あっ た が , この 年 の 国費 に ょ る 減 救 防止 の 措置 に ょ 
り , 救護 人 員 は 急激 に 減少 し て きた . 

第 1 次 大 戦後 , ふた た び 増 加 し て , 救護 法 の 施行 直 
前 の 1931 (昭和 6 ) 年 に は , 人 救 規則 に よっ て 救済 さ 
れ た 廃 疾 者 は 2117 AC, 全 救 済 人 員 の 11.7 パー セン 
ト を 占め て いた . 

明治 来期 か ら 大 正 前 期 に か け て , 経済 的 委 困 に よる 
社会 不安 が 深刻 化す る に つれ , 救貧 対策 に つい て の 国 


や 地方 公共 団体 の 責任 が 次 第 に 明らか に され て きた . 
"i zoo IT Cr, 1917 CRIES ) 4S RICE L 
た 岡山 県 の 済 生 顧問 制度 や , 翌年 10 月 に 発足 し た 大 
阪 府 の 方 面 委員 制度 な ど が 契機 と な り , 「 社 会 事業 ] の 
制度 的 確立 に つい て の 社会 的 要請 が 高まり , 1920 年 8 
月 に は 内 務 省 に 社会 局 が 設け られ , 社会 事業 が 国 や 地 
方 公共 団体 の 規模 で 行なわ れる よう に な っ た . 他方 , 
1916 年 に 工場 法 が 施行 され , 業務 災害 に ょ る 傷害 給 
付 が 初め て 制度 化 さ れ た . も っ と も ゃ , 砲兵 工 惹 や 国鉄 
な どの 官営 工場 や 鐘 紡 , 三菱 造船 な どの 大 企業 で は , 
すでに 明治 40 年 代 か ら 工場 福利 施設 と し て 労働 者 負 
担 に よる 共済 組合 が , 公務 災害 に よる 身体 障害 者 に 傷 
演 救 済 金 を 給付 し て いた . 

産業 傷病 者 に 対す る 職業 復帰 に つい て は , BRAKE 
災 で 不具 者 に な っ た 者 に 対し, 1924 年 , 財団 法人 同 
潤 会 啓 成 社 が 東京 に 職業 再 教育 施設 を 設立 し て , 身体 
障害 者 授産 事業 の 道 を 開い た . 

明治 時 代 の 政策 は 富国 強兵 に 主眼 を お いて 進め ら 
れ , 戦傷 者 は 一 般 障害 者 と は 区 別 さ れ て , 直接 国 の 援 
護 が 行 な ち われ た . すなわち , 1871 年 の 兵部 省 達 「 陸 軍 
下士 官兵 卒 給 俸 諸 定 則 」 の 中 に 公務 傷病 に 関す る 給与 
が 定め られ , 1875 年 | BRN GRR REL) BE 
研 並 = 基 ノ 家族 扶助 概 則 」, «= RR] が 太政官 
達 を も っ て 定め られ , 1890 年 に は 軍人 恩給 法 , 1904 年 
に は 下士 官兵 卒 家族 救助 令 , 1906 年 に は 傷 兵 院 法 が 
相次い で 制定 され た . 

また , 失明 軍人 の た め , 官 立 東京 盲 貴 学校 長 小西 信 
八 は 軍人 援護 会 の 援助 を 得 て , 校内 に 和 失明 軍人 社 を 設 
け , 同年 か ら 2 ヵ年 に わた り 和 失明 軍人 講習 会 を 開い 
て , 将 官 に 対し て は 盲 学校 教員 , 下士 官 と 兵 に 対し て 
は , は り ・ き ゅ う ・ あ ん ま の 職業 教育 を 行なっ て , 独 
立 自営 の 道 を 授け た . 


昭和 時 代 一 第 2 次 大 戦 ま で 
1926 (大 正 15) 年 7 月 か ら 施 行 さ れ た 健康 保険 法 
お よび 1932 (昭和 7 ) 年 1 月 か ら 施 行 さ れ た 労働 者 
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災害 扶助 責任 保険 潜 に よっ て , 疾病 の 治療 , 障害 扶助 
料 の 支給 な ど , 被用者 に 対す る 救済 の 道 が 開か れ た . 
一 方 , 1929 年 に は 救護 法 が 公布 ( 1932 年 か ら 施 行 ) さ 
れ , 極 急 で 扶養 者 の な い 生業 不能 の 身体 障 害 者 が , 
「 満 65 歳 以 上 の 老衰 者 , 13 歳 以 下 の 幼 者 , 妊産婦 」 
と と ゃ も に その 対象 と され た . 身体 障害 の 範囲 や 程度 は 
勅 令 で 厳格 に 定め られ , この 救護 法 に お いて , 初め て 
身体 障害 者 に つい て の 規定 が 設け られ た . 

行政 の 体系 と し て は , 現在 の 生活 保護 法 と ほぼ 等 し 
く , 市 町 村長 が 保護 機関 と し て , 生活 扶助 , 医療 扶 
助 , 生 業 挟 助 な ど を 行なう こと と され て いた . し か し , 
この 場合 に お いて も , MANIC HITS CiAlte, 身体 
障害 者 は 一 個 の 生活 困 徐 者 と し て 取上げ られ て いる に 
過ぎ ず , 積極 的 な 意味 で の 身体 障害 者 対策 に 関す る 法 
と みる こと こと は きわ め て 困難 で あっ た . 

この 時 期 に , 盲人 保護 対策 と し て 注目 すべ き 動 き が 
みみ られ た だ た. 1929 年 , 各地 の 盲人 団体 の 要望 に よっ て 
中 央 盲人 福祉 協会 が 設立 され て , 盲人 の 定義 を 定め , 
1931 年 に は わが 国 で 初め て 育 人 の 全国 調査 を 行ない , 
7 万 6260 人 の 和 失明 者 (人 口 1 万 人 に 対し 1167 A) が 
いる こと を 明らか に し た . その お も な 事業 は , BAR 
護 , 失明 予防 , 調査 連絡 , 全国 団体 の 援助 な ど で あ 
り , 終戦 に よっ て その 幕 を 半 じ る まで の 業績 ほめ ざま 
し いも の で あっ た . 

Wb) BREEAM RIL, この 時 期 に 大 き な 発展 を 
遂 び た. すなわち , 1934 年 に は 廃 兵 院 を BERRI KH 
め , 1938 年 に は 陸 還 救護 法 を BKK cd, さ 
ら に , 1939 年 に は 臨時 軍事 援護 部 と 傷 兵 保護 院 を 統 
合 拡大 し て 軍事 保護 院 を 設置 し た . 軍事 保護 院 は , 軍 
人 ・ 軍 属 の 保護 の た め 和 失明 軍人 寮 , 失明 軍人 教育 所 各 
1 カ所 を は じ め , 膨大 な 国立 施設 を 直営 し て , 医療 保 
護 , 軍事 扶助 , 職業 訓練 , 雇用 促進 な ど , いわ ゆる 
「 病 床 よ り 職場 へ 」 を めざし , 傷病 軍人 に 対し て 組織 
的 な リサ へ ビリ テー ショ ン を 行なっ た . Ef, TERA 
定 し , 恩給 診断 を すま せ た 者 に 対し て は , 原 職 復帰 ま 
た は 適職 判定 の た め の 職 業 相談 が 行なわ れ た が , 第 2 
次 大 戦中 に 行なわ れ た 戦傷 者 に 対す る 職能 判定 , 日 常 
動作 の 分 析 , 残存 能力 の 人 工 的 補充 装置 と し て の 各種 
補 装 具 , 代償 動作 な どの 諸 研究 , その 実践 経験 は 第 2 
次 大 戦後 の 身体 障害 者 援護 事業 に 承継 され た . 


昭和 時 代 一 第 2 次 大 戦後 
終戦 後 , それ まで 軍事 保護 院 が 1 元 的 に 行なっ て い 
た 傷 音 軍 人 対策 は , 改め て 一 般 身 体 障害 者 対策 に 移行 


すべ きも の と し て , 医療 措置 は 厚生 省 医 務 局 へ , 職業 
補導 は 厚生 省 勤労 局 (の ち に 労働 省 職 業 安定 局 ) へ , 
その 他 の 援護 は 厚生 省 社会 局 へ と それ ぞ れ 分 割 き され 
た . し か し , 戦後 の 社会 不安 の な か に , 何ら の 保障 も 
な く 投 げ だ され る こと と に な っ た 傷病 軍人 , HE CHO 
いた 戦争 犠牲 者 , 従来 ほとん ど 顧 久 られ な か っ た 一 般 
身体 障害 者 に つい て , 厚生 省 社会 局 は , 早急 に 適当 な 
対応 策 を 講じ な けれ ば な ら な い 立 場 に お か れ だ た . 

し か し , 戦後 の 困難 な 社会 情勢 の な か で , その 実現 
は 容易 で は な か っ た が , 1947 年 に は 身体 障害 者 収容 
授産 施設 が 12 ヵ所 設け られ , 翌年 7 月 に は 戦後 公益 
法人 と し て 辛うじて 運営 を 続け て いた 和 失明 軍人 寮 が 国 
立 光 明 寮 と し て 整備 強化 きれ る な ど , 徐々 に 身体 障害 
者 対策 の 制度 化 が 進め られ て いっ た . 同年 夏 に は 3 重 
苦 の 世界 的 社会 福祉 事業 家 へ レン ・ ケ ラー (Helen A. 
Keller) や リハ ビリ テー シュン の 世界 的 権威 ハロ ルド 
・ ヶ ケ スラー (Harold Kessler) が 来 日 , それ に 刺激 さ 
UC, 身体 障害 者 対策 の 基本 的 立法 を 行ない , その 対 
策 を 積極 的 に 展開 すべ き で ある と い 2 う 世論 が 高まっ て 
ae 

厚生 省 は 1948 年 の 初め か ら 中 央 傷病 者 保護 対策 委 
員 会 を 設け , さら に 同年 8 月 , 社会 局 に 更生 課 を 新設 
し て , 身体 障害 者 の 福祉 に 関す る 基本 立法 の た め の 企 
画 , 基礎 資料 の 収集 に 当たっ た が , 同年 末 か ら 約 20 
回 に わた る 同 委員 会 の 研究 討議 の 結果 , 成 案 を 得 て 第 
5 国会 に 提出 する 準備 を 整え た . し か し , 種々 の 事情 
か ら , 結局 , 第 6 国会 中 の 1949 年 12 月 , 議員 立法 の 
形 で 身体 障害 者 福祉 法 が 成立 し , 翌 50 年 4 月 1 日 か 
ら 施 行 さ れ た . 

この 法律 の 制定 に より , 一 般 身体 障害 者 に 対す る 法 
的 援護 の 基礎 が 初め て 確立 され た の で ある が , その 法 
案 作成 に 当たっ て 問題 に た っ た お も な 点 を あげ る と 次 
3 Gwe A. 

(1 ) 基 本 的 性 格 と し て は , 保護 法 とせ ず 更生 法 と し 
Vier 

( 2 ) 年齢 区 分 に つい て は 18 歳 以 上 を 対象 と する こ 
と と し , 18 歳 未満 の 者 に つい て は 他 の 児童 福祉 と の 
関連 を 考慮 し て , 児童 福祉 法 に よる こと と する が , 身 
体 障害 児 対策 を 身体 障害 者 福祉 法 の 線 に 沿 っ て 充実 す 
4p eae ees 

( 3 ) 年 齢 区 分 と 同様 身体 障害 者 の 医療 対策 や 労働 対 
策 は , 現行 の 行政 区 分 に 従 2 こ と と し た . 

一 方 , この ころ まで に 労働 基準 法 , 労働 者 災害 補償 
保険 法 の 制定 に よっ て 障害 補償 が , Ek, 厚生 年 金 保 
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険 , 船員 保険 , 国家 公務 員 共 済 組合 な どの 公 的 年 金 制 
度 の 整備 拡充 に よっ て , 身体 障害 者 と な っ た 労働 者 の 
社会 的 権利 と し て の 障害 ( 廃 疾 ) 年 金 が 固定 し た . ま 
fe, 1947 年 に は 児童 福祉 法 が 制定 され , 盲 児 ・ ろ 5 
あ 児 ・ 虚 弱 児 ・ 肢 体 不 自由 児 の 施設 へ の 収容 , RAT 
談 , 補 装 具 の 交付 な どの 措置 が 講じ られ る こと と な っ 
we! 

1951 年 に は , 社会 福祉 事業 の 分 野 で $ 画 期 的 な 変 
革 が 行なわ れ た . すなわち , 社会 福祉 事業 に 関す る 基 
本 法 と し て 社会 福祉 事業 法 が 制定 され , これ に 伴い , 
生活 保護 法 や 児童 福祉 法 と 同様 に , 身体 障害 者 福祉 法 
に お いて も $ も その 第 1 線 機 関 と し て 福祉 事務 所 が 設置 き 
れ , 制度 の 運営 が 組織 的 に 行なわ れる こと と な っ た . 

1952 年 に 戦傷 病 者 戦没 者 遺族 等 援護 法 が 制定 され , 
傷病 軍人 に 対し , 国家 補償 の 立場 か ら 更生 医療 の 給 
付 , 補 装 具 の 交付 な ど が 行なわ れ る よう に な っ た だ . 初 
Hit, DH, 更生 相談 , 補 装 具 の 交付 , 施設 へ の 収容 
な ど に 限ら れ て いた 身体 障害 者 福祉 法 の 措置 も , 1954 
年 か ら は , 更生 医療 の 給付 が 含ま れる こと と た なり, 戦 
後 10 年 に し て いち お う の 制 度 的 完成 を みた . 

1959 年 に 国民 年 金 法 が 制定 され , 被用者 以外 の 身体 
障害 者 に 対し て も 障害 年 金 ま た は 障害 福祉 年 金 が 支給 
され る こと に な っ た . さら に , 1960 年 に は 身体 障害 者 
雇用 促進 法 が 制定 され , 身体 障害 者 雇 用 率 の 設定 を は 
じ め 各 種 の 雇用 促進 措置 が 講じ られ る こと に よっ て , 
身体 障害 者 対策 は 大 き な 飛 躍 を 遂 び た . この ころ か ら 
「 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 」 論議 が 盛ん に な り , 視 能 訓練 
や ペリ ペトロ ジー に つい て の 研究 も 本 格 的 に 行なわ れ 
2 ad se fl ciate Rea 

昭和 30 年 代 に は いり 国民 生活 水準 は 著しく 向上 し 
た が , これ に 反し 社会 福祉 の 分 野 , 特に 身体 障害 者 福 
祉 事業 の 分 野 で の 立 遅 れ が 著しい た め , 1966 年 1 月 , 
身体 障害 者 福祉 審議 会 は 厚生 大 臣 か ら 身 体 障害 者 福祉 
行政 の 総合 方 策 に つい て 論 問 を 受け , 40 回 余り の 総 
会 お よび 分 科 会 の 審議 を 経て , 同年 11 月 に その 答申 
を 行なっ た . 答申 の 範囲 , 内 容 は か な り 膨 大 な も の で 
ある が , この 答申 を 受け て , 1967 年 以来 , 身体 障害 者 
福祉 法 は 乏 年 改正 され , その 面目 は 一 新 さ れつ つ あ 
2 

その お も な 点 を みる と , 法 の 目的 が 従前 の 「 更 生 ] 
に 重度 障害 者 の 保護 の 意味 を も た せ た 「 生 活 の 安定 」 
を 加え た こと , 新た に 身体 障害 者 相談 員 , 家庭 奉仕 員 


を 設置 し た こと, 通所 制度 を 設け た こと, 施設 に お い 
て 更生 訓練 を 受け た 者 に 対し て , 更生 訓練 費 を 支給 す 
EMO OUI AIS DD DAV. 

さら に , 1969 年 11 A, 同 審議 会 は 厚生 大 臣 か ら 「 昭 
Fil 41 年 の 答申 以後 の 諸 情 勢 並 びに 今後 の 社会 情勢 の 
変動 に 対応 する 身体 障害 者 福祉 施策 」 に つい て 褒 問 を 
受け , 1970 年 8 月 に その 答申 を 行なっ た . この 答申 の 
ESIC, 1971 年 度 に お いて は , 重度 身体 障害 者 
福祉 工場 お よび 重度 身体 障害 者 療護 施設 の 設置 , 在宅 
重度 身体 障害 者 訪問 診査 制度 お よび 点訳 奉仕 員 養 成 事 
業 制度 の 創設 が 行なわ れ た が , 今後 と も 計画 的 に 答申 
の 内 容 を 実現 する こと と され て いる . 

DLE, 主として 関係 法律 の 制定 を 中 心 と し て みて き 
た が , この ほか , 予算 措置 と し て 行なわ れ て いる 行政 
分 野 を 見 逃す こと は で き な い . すなわち , 点字 図書 ・ 
声 の 図書 の 国 の 委託 事業 , 盲人 用 具 の 販売 あっ せん , 
身体 障害 者 え スポー ツ 大 会 , 点字 講習 会 の 開催 な どの 身 
体 障害 者 地域 活動 , 盲人 電話 交換 手 の 養成 委託 , 盲人 
新 職業 の 研究 委託 , 国立 視力 障害 セン ター に お ける 形 
人 新 職業 の 開拓 な ど は , 盲人 福祉 の 向上 の た め , 高く 
評価 され て いる . 

な お , 1970 年 5 月 21 日 , 心身 障害 者 対策 基本 法 が 
公布 され , 身体 障害 者 福祉 事業 は 新た な 局面 を 迎え る 
We の Te. 

同 基本 法 は , 心身 障害 者 に 対す る 国 , 地方 公共 団体 
な どの 責務 を 明らか に する と と も ゃ に, 心身 障害 者 の 発 
生 予 防 に 関す る 施策 お よび 医療 , 訓練 , 保護 , 教育 , 
EAE, 年 金 支 給 な ど , 心身 障害 者 の 福祉 に 関す る 
施策 の 基本 と な る 事項 を 定め , 心身 障害 者 対策 の 総合 
的 推進 を 図る こと を 目的 と し て いる . 

この 基本 法 に 基づい て , 今後 国 お よび 地方 公共 団体 
は 有機 的 連携 の も る と に , 発生 予防 に 必要 な 調査 研究 , 母 
子 保健 対策 , 傷病 原因 の 早期 発見 お よび 早期 治療 , 必 
要 な 医療 む よ び 補 装 具 な どの 給付 な ら び に 適切 な 施設 
入所 措置 , 教育 の 改善 充実 , 在宅 訪問 指導 の 実施 , 職 
業 訓練 , 職業 紹介 お よび 雇用 促進 , 総合 的 相談 判定 の 
実施 , 施設 の 整備 な ら び に 専門 職員 の 確保 お よび 養成 
訓練 , 年 金 ・ 手 当 な どの 支給 , 資金 の 貸付 け , 住宅 の 
確保 。 税 お よび 公共 料金 の 減免 , レ クリ エー ンション , 
スポ ー ツ 等 文化 生活 の 振興 な ど , 心身 障害 者 福祉 の た 
め の 諸 施策 が いっ そう 推進 され る こと と な ろう . 

(菊地 正 ) 


462 行政 上 の 福祉 措 軒 








行政 上 の 入 祉 措置 


身体 障害 福祉 法 に よる 措置 (1 ) 


身体 障害 者 の 援護 は , 身体 障害 者 福祉 法 の ほか 目的 
お よび 手段 を 異 に する 数 多く の 制度 に よっ て 行なわ れ 
て いる . た と えば , 身体 障害 児 に 関す る 児童 福祉 法 お 
よび 学校 教育 法 , 身体 障害 者 の 雇用 お よび 職業 訓練 に 
関す る 身体 障害 者 雇 用 促進 法 , 職業 訓練 法 お よび 雇用 
対策 法 , 戦傷 病 者 に 関す る 戦傷 病 者 特別 援護 法 , 身体 
障害 を 支給 事由 と する 各種 公 的 年 金 制度 , 身体 障害 者 
が 谷 困 に 陥っ た 場合 の 生活 保護 法 な ど で あ る . 

身体 障害 者 福祉 法 は 身体 障害 者 に 対す る 単独 法 と し 
て , その 内 容 は いわ ゆる リハ ビリ テー ショ ン 一 般 に 及 
び , 援護 の 方 法 も 居宅 援護 か ら 収 容 援護 まで の 各 般 に 
わた り , 施策 の 総合 的 体系 化 を 試み て いる . COLI 
な 意味 か ら , 同 法 は 身体 障害 者 に つい て の 基本 法 と い 
9 と NG き の 


法 の 目的 

身体 障害 者 福祉 法 は , 身体 障害 者 の 更生 を 援助 し , 
その 更生 に 必要 な 保護 を 行ない , 身体 障害 者 の 生活 の 
安定 に 寄 与 する な ど , その 福祉 の 増進 を 図る こと を 目 
的 と し て いる ( 法 1). 

「 更 生 」 と は , 身体 的 , 社会 的 , 経済 的 た な ハン ディ 
キャ ッ プ を も ゃ びび 〇 身体 障害 者 が , その 障害 を 克服 し , 健 
全 な 社会 生活 ・ 家 庭 生活 を 営む やこ と が で きる よう に な 
る こと を いう が か が, 現在 で は 単に 職業 的 自立 更生 だ け に 
限ら ず , 日 常 の 起 居 動作 が 容易 こ な る な ど , 生活 の 便 
宜 を 回 復 す る と いう 程度 の こと も 含む も の と 解 さ れ て 
Le 

1967 (昭和 42 ) 年 の 法律 改正 に よっ て , 身体 障害 者 
の 生活 の 安定 に 寄 呈 す る こと が 法 の 目的 に 例示 され , 
この こと が 明確 化 さ れ た . 

し か し , この 法律 は 身体 障害 者 の 更生 へ の 意欲 を 前 
提 と し , これ を 援助 する こと を 基本 的 立場 と し て いる 
の で , すべ て の 身体 障害 者 は , 自ら 進ん で その 障害 を 
BRL, すみ や か に 社会 経済 活動 に 参与 する こと が で 
きる 直上 め な けれ は ほ 誠 ら な い GE2) と する と と 
も に, 国 お よび 地方 公共 団体 に は 身体 障害 者 に 対す る 
更生 の 援助 と , 更生 に 必要 な 保護 の 実施 に 努め る こと 


を , 国民 に は 身体 障害 者 の 社会 経済 活動 に 参与 し よう 
と する 須 力 に 対し 協力 する こと を , それ ぞ れ の 責務 と 
し て 規定 し て いる ( 法 3). 


援護 機関 

身体 障害 者 福祉 法 に 基づく 行政 に つい て は , Bae 
MIRE Ob, 自 bb 種々 な 事業 を 行なっ て いる 
か, 多く の 援護 事務 は , 福祉 事務 所 を 管理 する 都 道 府 
県 知事 また は 市 町 村長 (援護 の 実施 機関 ) が 国 の 機関 
と し て 実施 に 当たっ て いる . 

[政府 一 厚生 大 臣 〕 身体 障害 者 福祉 行政 の 最高 機関 
と し て , 施策 の 総合 的 企画 ・ 立 案 を 行ない , これ を 実 
施す る 地方 公共 団体 の 指揮 監督 を 行なう ほか , 自ら は 
全国 的 に 統一 的 処理 を 要する 事務 を 行なっ て いる . お 
も な も の は 次 の 通り で ある . ① 身 体 障 害 者 福祉 審議 会 
に 関す る こと 〈 法 6, 7). OH ROHBBHCATS 
こと ( 法 13 ). ③ 身 体 に 障害 の ある 者 の 調査 に 関す 
る こと ( 法 14 ). ③④ 身体 障害 者 手帳 に 関す る こと CK 
15). ⑤ 更 生 医 療 を 担当 する 医療 機関 の 指定 な ど に 関 
する こと ( 法 19 の 2 .19 の 3 .19 の 4). ⑯⑥ 補 装具 の 
種目 , 受託 報酬 の 額 な どの 決定 に 関す る こと ( 法 20, 
21). © 施設 基準 の 設定 , 援護 を 委託 で きる 社会 福祉 
法人 が 設置 する 施設 の 指定 , 国立 施設 の 設置 管理 な ど 
身体 障害 者 更生 援護 施設 に 関す る こと ( 法 18T , 27. 
28). 

[身体 障害 者 福祉 審議 会 ] 身体 障害 者 福祉 に 関す る 
事項 を 調査 審議 する 厚生 省 の 付属 機関 で ある ( 法 6 I) 
身体 障害 考 福 祉 行政 は 教育 行政 , 労働 行政 な ど と も 客 
接 な 関係 が か あり , また , 医学 , 心理 学 , 社会 学 な どの 
各 分 野 に また が る 専門 的 知識 を 必要 と する の で , 審議 
会 の 委員 は それ ぞ れ の 分 野 の 権威 者 で 構成 され て い 
る . 

手続 き 的 に は , 審議 会 の 委員 は 関係 行政 機関 の 職 
員 , 身体 障害 者 福祉 事業 の 従事 者 , 学識 経験 者 , BA 
+, 労働 者 , 身体 障害 者 の うち か ら 任 命 す る こと に な 
5"Ch vues 7 TL). 

BRAORAL, 身体 障害 者 の 福祉 に 関す る 事項 全 
般 に つい て 厚生 大 臣 の 府 問 に 答え , 関係 各 大 臣 に 意見 
具申 を 行なう こと で ある . この ほか , 身体 障害 者 の 福 
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祉 の 増進 を 図る た め , 芸能 , 出版 物 な ど を 推薦 し , ま 
_ た は , それ ら の 製作 者 な ど に 対す る 必要 な 勧告 を 行 な 
うら こと が で きる ( 法 6 I, D). 

また , 次 の 場合 に は 厚生 大 臣 は 審議 会 の 意見 を 開か 
な けれ ば な ら な い . ① 身 体 障害 者 手帳 に 関し て 必要 な 
事項 を 定め る 場合 ( 法 15 XL). ② 更 生 医療 を 担当 す 
る 医療 機関 の 指定 , また は , 指定 の 取消 し を 行なう 場 
合 ( 法 19 の 2 WI ). ③ 国 ま た は 地方 公共 団体 の 行政 機 
関 に 対し 身体 障害 者 の 援護 を 行なう 社会 福祉 法人 が 購 
買 を 求め る こと が で きる 身体 障害 者 の 製作 する 物品 の 
品目 を 定め る 場合 ( 法 25 ). ④ 身 体 障害 者 更生 援護 施 
設 な どの 設備 運営 基準 を 定め る 場合 ( 法 28 T ). OM 
道府県 知事 が 身体 障害 者 手帳 の 交付 に 当たり 障害 程度 
の 認定 に 括 義 が ある も の と し て , その 認定 を 厚生 大 臣 
に 求め て きた 場合 (施行 規則 5 ). 

な お , 身体 障害 者 の 障害 程度 の 診査 の た め に , 医師 
で ある 委員 で 構成 する 特別 の 部 会 (審査 部 会 ) が 設け 
られ て いる ( 法 6). 

都 道 府 県 お よび 指定 都市 に 設け られ る 地方 社会 福祉 
審議 会 に は , 身体 障害 者 福祉 に 関す る 事項 を 調査 審議 
する 身体 障害 者 福祉 専門 分 科 会 の ほか 審査 部 会 が 設け 
られ て いる (社会 福祉 事業 法 10 I, 社会 福祉 審 議会 
令 3 ). | 

[援護 の 実施 機関 」 この 法律 に 定め る 身体 障害 者 に 
対す る 援護 措 思 の 実施 責任 は , 居住 地 を 有する 身体 障 
害 者 に つい て は , その 居住 地 を 管轄 する 福祉 事務 所 を 
管理 する 都 道 府 県 知 事 ま た は 市 町 村長 に あり , 居住 地 
を 有 し な いか , また は 明らか で な い 身 体 障害 者 に つい 
て は , その 現在 地 の 都 道府県 知事 に ある こと に な っ て 
いる ( 法 9 T ). た だ し , 生活 保護 施設 に 収容 され て 
いる 身体 障害 者 に つい て は , その 者 の 収容 前 の 居住 地 
また は 現在 地 に よっ て 実施 責任 が 定まる ( 法 9T ). 

援護 の 実施 機関 が 行なう 事項 は , 身体 障害 者 更生 援 
護 施 設 へ の 入所 措置 な どの 前 提 と な る 審査 , 更生 相談 
( 法 18), 更生 訓練 費 の 支給 ( 法 18 の 2), 更生 医療 
の 給付 ( 法 19), 補 装 具 の 交付 修理 CK 20) CHS. 

な お , 身体 障害 者 家庭 奉仕 員 の 派遣 事業 は , これ ら 
の 機関 の 事務 と し て で は た なく, 市 町 村 の 団体 事務 と し 
て 構成 され て いる ( 法 21 の 3). 

援護 の 実施 機関 の 権限 に つい て は , 都 道 府 県 知 事 ま 
た は 市 町 村長 か ら , その 管理 に 属す る 行政 庁 に 委任 で 
きる こと に な っ て いる GEV, 地方 自治 法 153 I) 
DC, その 管理 に 属す る 行政 庁 で ある 福祉 事務 所 に , 
実際 上 ほとん ど が 委任 され て いる . し た が っ て , 身体 


障害 者 福祉 行政 に つい て も る, 各種 社会 福祉 行政 の 第 一 
線 機関 で ある 福祉 事務 所 が 中 心 と な る . 福祉 事務 所 
( 長 ) は 援護 の 実施 機関 と し て 都 道 府 県 知 事 ま た は 市 町 
村長 か ら 委 任 を 受け て 行なう 事務 の ほか , 固有 の 事務 
と し て は , 身体 障害 者 福祉 に 関す る 実情 の 把握 , 身体 
障害 者 に 対す る 相談 お よび 必要 な 調査 指導 が あり GE 
11 の 2), また , 国鉄 運賃 の 割引 証 の 発行 その他 
の 制度 に よる 福祉 施策 に つい て 必要 な 証明 事務 な ども 
行なっ て いる . 

(ARENAS (指定 都市 市 長 ) は 援護 の 実施 機関 
と し て の 権限 の ほか に , 固有 の 権限 と し て 身体 障害 者 
手帳 の 交付 ( 法 15), 更生 医療 担当 指定 医療 機関 の 診 
療 内 容 お よび 診療 報酬 請求 の 審査 ( 法 19 の 5), 市 町 
村 が 身体 障害 者 更生 援護 施設 を 設置 する 場合 の 認 
( 法 27  ) お よび 身体 障害 者 相談 員 へ の 業務 の 委託 
の 事務 を 行なう . な お , 指定 都市 市 長 を 含む 市 町 村長 
また は 福祉 事務 所 長 の 処分 に 対す る 審査 請求 の 裁決 に 
つい て は , 都 道 府 県 知 事 だ けが 行なう こと に な っ て い 
る . 

町 村長 援護 の 実施 機関 し な っ て いな い 町 村 の 長 は , 
国民 の 指導 啓発 に つい て 一 般 的 な 義務 を 負う ほか GE 
13), 当 訪 町村 の 区 域内 に 居住 地 を 有する 身体 障害 者 
の 更生 援護 に つい て , 都 道 府 県 知 事 ま た は 福祉 事務 所 
長 の 行なう 事務 に 協力 し な けれ ば な ら な いこ と に な っ 
て お り ( 法 12 ), 具体 的 に は 身体 障害 者 手帳 の 交付 , 
更生 医療 の 給付 , 補 装 具 の 交付 な ど に 関す る 申請 書 の 
受理 , fi, 国鉄 運賃 割引 証 の 交付 な ど を 行なっ て い 
る . 

(2② 身 体 障害 者 更生 相談 所 は 身体 障害 者 の 医学 的 , 心 
理学 的 お よび 職能 的 判定 を 行なう と と も に , 補 装 具 の 
処方 お よび 適合 判定 を 行なう と ころ で ある CBU 
T ). 更生 医療 の 給付 , 補 装 具 の 交付 な ど , 身体 障害 
者 の 更生 指導 を 効果 的 に 行なう ため に は , 専門 的 評価 
・ 判 定か 不可欠 で ある が , 身体 障害 者 更生 相談 所 は , 
この よう な 専門 的 判定 を 担当 する 身体 障害 者 福祉 行政 
の 技術 面 の 中 枢 機 関 と し て , 各 都 道府県 に 義務 的 に 設 
置 さ れ て いる も の で ある . 

身体 障害 者 更 生 相 談 所 は , 利用 者 の 便宜 を 図る 意味 
か ら , 必要 に 応じ , 巡回 し て 判定 業務 を 行なう こと と 
され て お り GEN, Ek, 運用 上 は , 専門 的 判定 
業務 の ほか 一 般 的 相談 指導 も 行なっ て いる . 

3 身体 障害 者 福祉 司 は 福祉 事務 所 に 配置 され て いる 
身体 障害 者 福祉 行政 の 専門 職員 で ある . その た め , fh 
祉 本 に な る の に は 相当 高度 な 資格 が 要求 きれ て いる 
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( 法 10 条 ). 身体 障害 考 福祉 司 の 職 Bid, 福祉 事務 所 
長 の 命 を 受け て , 福祉 事務 所 の 所 員 に 対し 技術 的 指導 
を 行なう と と も に , 福祉 事務 所 に お いて 取扱 われ る ケ 
ー ス の うち , 特に 専門 的 技術 を 要する も の を 処理 する 
こと を お も な 内 容 と し て いる ( 法 9 の 2 IL). 

な お , 身体 障害 者 福祉 司 は , 都 道 府 県 が 設置 する 福 
祉 事務 所 に は 必置 と な っ て いる が , 市 町 村 に つい て は 
任意 設置 と な っ て いる ( 法 9 の 2 相 , I). 

⑬⑭ 身 体 障 害 者 相談 員 は 都 道 府 県 知 事 ( 指 定 都市 市 長 ) 
か ら 委 託 を 受け て , 民間 人 と し て の 立場 か ら , 身体 に 
障害 の ある 者 の 相談 指導 , 各種 講習 会 . レク リエ ー シ 
ュ ン な どの 身体 障 害 者 地域 活動 の 推進, 関係 機関 の 
務 へ の 協力 な どの 業務 を 行なう も の で ( 法 12 の 3), 
行政 機関 で は な い . 

身体 障害 者 相談 員 に つい て は , 身体 障害 者 が 身近 な 
と ころ で , 気軽 に 相談 する こと が で きる こと が た いせ 
つ な の で , 身体 障害 者 福祉 に 理解 と 熱意 が あり , 奉仕 
的 に 活動 が で き , 地域 の 事情 に も 明る く , し か も , 原 
則 と し て 自ら も ゃ 身体 障害 者 で ある 者 に 対し て 業務 が 委 
託さ れる . 


身体 障害 者 手帳 

[意義 〕 身体 障害 者 福祉 法 に よる 福祉 の 措置 は , 法 
別表 に 掲げ る 一 定 程度 以上 の 障害 を 有する 者 に 対し て 
行なわ れる が , 個々 の 措置 を 行なう に 当たり , その 都 
度 障害 の 認定 を 行なう こと は 燃 雑 で あり , また , 福祉 
の 措置 が 敏速 に 行なわ れ な く な る の で , あら か じ め 障 
害 程 度 を 認定 し , 法 別表 に 該当 する 旨 の 証 上 昧 と し て 身 
体 障害 者 手帳 を 交付 する こと に な っ て いる . 

し た が っ て , 本 法 に よる 福祉 の 措 思 は , 身体 障害 者 
手帳 の 所 持 を 前 提 と し て 行なわ れる が , 他 の 制度 に よ 
SMT ECOUTh, 身体 障害 者 手帳 の 所 持 を 要件 
と する も の が 多い ( 税 の 減免 , 国鉄 運賃 割引 な ど ). 

[交付 手続 き そ の 他 〕 身体 障害 者 手帳 は 所 定 の 身体 
障害 者 手帳 交付 申請 書 に 都 道 府 県 知 事 が 指定 する 医師 
の 診断 書 ・ 意 見 書 お よび 本 人 の 写真 を 添え て , 本 人 
( 15 歳 未 満 で ある と き は その 保護 者 ) か ら 福 祉 事務 所 
長 を 経由 し て , 福祉 事務 所 を 設置 し て いな い 町 村 の 者 
に つい て は 町 村長 を 経由 し て , es 
S151, I). 

申請 書 の 提出 を 受け た 都 道 府 県 知 事 は , 障害 程度 を 
BEL, その 障害 が 法 別 表 に 該当 する と 認め た と き 
は , 申請 者 に 身体 障害 者 手帳 を 交付 し な け れ ば な ら 
ず , 該当 し な いと 認め た と き は , 理 走 を つけ て その 証 


を 申請 者 に 通知 し な けれ ば な ら な い ( 法 15 TV, V ). 
申請 を 却下 する 場合 お よび 障害 認定 に 疑義 が ある 場合 
に つい て は , 地方 社会 福祉 審議 会 。 さら に 身体 障害 者 
福祉 審議 会 の 意見 を 開く な ど , 慎重 な 手続 き を が と られ 
る (施行 令 2 , 規則 5). 

15 歳 未 満 の 児童 に つい て は , その 保護 者 に 身体 障 
害 者 手帳 が 交付 され る が , 保護 者 は 本 人 が 15 歳 に 巻 
し た と き は 本 人 に と に, 保護 者 で な く な っ た と き は 新た 
な 保護 者 に , 身体 障害 者 手帳 を 引渡 すこ と な ど , 特別 
な 規定 が ある ( 法 15 VI, I, KX). 

身体 障害 者 手帳 の 譲渡 また は 貸与 は 禁止 され て お 
り , 違反 者 は 処罰 され る ( 法 15 VW, 16 I, 46). 

身体 障害 者 手帳 の 交付 を 受け た 者 は , 居住 地 ま た は 
氏名 を 変更 し た と き は 届出 が 必要 で あり , また , 障害 
程度 に 重大 な 変化 が 生 じ た と き , また は 身体 障害 者 手 
帳 を 紛失 も し く は き損 し た と き は , 身体 障害 者 手帳 の 
再 交付 を 申請 し な けれ ば な ら な い (〈 令 5 など). 

本 人 の 障害 が 法 別表 に 該当 し な く な っ た と き , また 
は 本 人 が 死亡 し た と き は , BA, 保護 者 , あ るい は 親 


_ 族 な ど で 身 体 障 害 者 手帳 を 所 持 す る 者 は , これ を 都 道 


府県 知事 に 返還 し な けれ ば な ら た ない. 

都 道 府 県 知 事 は , 次 の 場合 に は 身体 障害 者 手帳 の 返 
本 を 命ずる こと が で きる ( 法 16 TT ). ① 本 人 の 障害 が 
法 別表 に 掲げ る も の に 該当 し な いと 認め た と き , OF 
体 障害 者 手帳 の 交付 を 受け た 者 が 正当 な 理由 が な く , 
身体 障害 者 福祉 法 ま た は 児童 福祉 法 に よる 診査 を 拒み 
また は 忌避 し た と き , ③ 身 体 障害 者 が 更生 の 能力 が あ 
りな が ら , こじ き , 募金 , その 他 正 常 で な い 行 為 に よ 
っ て 生活 し て いる と 認め た と き , ③④ 身体 障害 者 手帳 の 
交付 を 受け た 者 が その 身体 障害 者 手帳 を 譲渡 また は 貸 
wy es: 

身体 障害 者 手帳 の 返 本 を 命ずる こと は , 既得 の 権利 
を 奪う こと で ある の で , 事前 に 文書 を も っ て 理由 を 開 
示し , 弁明 の 機会 を 与え を る な ど , 慎重 な 手続 き が 定め 
られ て いる ( 法 16 TI, 17). 


身体 障害 の 範囲 (身体 障害 者 福祉 法 別表 ) 

1. つぎ に 掲げ る 障害 で 永続 する も の . 

1) 両 眼 の 視力 (万 国 式 試 視力 表 に よっ て 測っ た も の 
を いい , 屈折 異常 が ある 者 に つい て は , 矯正 視力 に つ 
いて 測っ た も の を いう . 以下 同じ ) が それ ぞ れ 0.1 以 
下 の も の . 

⑫ 一 眼 の 視力 が 0.02 以下 , flO 視力 が 0.6 以 下 
の も の . 
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(3 両 眼 の 視野 が それ ぞ れ 10 度 以内 の も の . 
(4 両 眼 に よる 視野 の 2 分 の 1 以上 が 欠け て いる も の 

2. つぎ に 掲げ る 聴覚 また は 平衡 機能 の 障害 で 永続 
する も ゃ も の. 

(1) 両 征 の 聴力 損失 が それ ぞ れ 60 デン ベル 以上 の も 
の . 

@ 一 耳 の 聴力 損失 が 80 デン ベル 以上 , fh の 聴力 
損失 が 40 デン ベル 以上 の も の . 

(3 両生 に よる 普通 話 声 の 最良 の 語音 明瞭 度 が 50 パ 
ー セ ント 以下 の も の . 

(④ 平 衡 機能 の 著しい 障害 . 

3. つぎ に 掲げ る 音声 また は 言語 機能 の 障害 . 

(1) 音声 また は 言語 機能 の そう 和 失 . 

(⑫ 音 声 また は 言語 機能 の 著しい 障害 で 永続 する も の 

4. つぎ に 掲げ る 肢体 不 自由 

1 一 上 肢 , 一 下肢 また は 体 幹 機能 の 著しい 障害 で 永 
続 す る も の . 

⑳ 一 上 肢 の お や 指 を 指 骨 間 関節 以上 で 欠く も の , 又 
は , ひと さ し 指 を 含め て 一 上 肢 の 二 指 以上 を それ ぞ れ 
第 一 指 骨 間 関 節 以上 で 欠く も の . 

⑱⑧ 一 下 股 を リス フラ ン 関 節 以上 で 欠く も の . 

(④ 両 下肢 の すべ て の 指 を 欠く も の . 

5) 一 上 股 の お や 指 の 機能 の 著しい 障害 また は , ひと 
さ し 指 を 含め て 一 上 肢 の 三 指 以 上 の 機能 の 著しい 障害 
で 永続 する も の . 

(6) 前 各 号 に 掲げ る も の の 外 , その 程度 が 前 各 号 に 掲 
げ る 障害 の 程度 以上 で ある と 認め られ る 障害 . 

5. 心臓 又は 呼吸 器 の 機能 の 障害 で , 永続 し , か つ , 
日 常 生活 が 著しい 制限 を 受け る 程度 で ある と 認め られ 
る も の . (佐々 木 典 夫 ) 


身体 障害 者 福祉 法 に よる 措置 (I) 


診査 ・ 更 生 相 談 


診査 と は 医師 が 障害 程度 を 判定 し , 障害 の 進行 防止 


また は 軽減 の た め の 注 意 を 与え , 更生 医療 の 適否 , 補 
装具 の 要 否 を 判断 する 診断 行為 を いう . 

更生 相談 と は , 身体 障害 者 福祉 証 な どの 職員 が , 身 
体 障害 者 の 求め に 応じ , 生活 , 就職 , 教育 , 税金 な ど 
の 間 題 に つい て 行 な ? 相談 指導 を いう . 

援護 の 実施 機関 は , 身体 障害 者 の 診査 ・ 更 生 相談 に 
当たり , 必要 に 応じ , ① 医 療 保健 施設 (保健 所 , 病院 
お よび 診療 所 ) へ の 紹介 , ② 公共 職業 安定 所 へ の 紹 
介 , ③ 身 体 障害 者 更生 接 護 施設 へ の 収容 , 通所 , また 


は 収容 , 通所 の 委託 , ④ 前 記 各 号 に 掲げ る も の の ほ 
か , その 更生 に 必要 な 事項 に つい て の 指導 を 行なう , 
な どの 措置 を と ら な けれ ば な ら な い ( 法 18 I). 

診査 ・ 更 生 相 談 は , 以上 の ほか 更生 医療 の 給付 , 補 
装具 の 交付 , 税 の 減免 , た ば とこ 小売 人 の 指定 な どの 指 
導 , その 他 万 般 に わた る べき も の で ある . な お , 医療 
保健 施設 お よび 公共 職業 安定 所 は , 援護 の 実施 機関 の 
紹介 に 対し 協力 する 義務 を 負っ て いる ( 法 18 V ). 

診査 ・ 更 生 相談 は 援護 の 実施 機関 の 事務 で ある が , 
運用 上 その 実施 は 福祉 事務 所 長 に 委任 され て いる . ま 
た , その 実施 に 当たり , 身体 障害 者 更生 相談 所 が 行 な 
> 巡回 相談 と 協同 する こと と が 最も 効果 的 で ある . 

な お , 援護 の 実施 機関 は , 身体 障害 者 の 相談 に 応 
じ , また は これ を 指導 する た め , 身体 障害 者 福祉 司 , 
その 他 の 職員 を 当該 身体 障害 者 の 居宅 また は その 入院 
先 の 病院 な ど を 訪問 させ , 相談 , 指導 を 行なわ せる こ 
と きれ NOMUM9WI) 


更生 医療 の 給付 

[意義 ] 疾病 に か か り , また は 災害 に あっ た 場合 , 
患者 は 生命 保持 の た め , ある い は 正常 な 生活 状態 を と 
り 戻 す た め の 医療 を 受け る . これ が 一 般 医 療 で あっ 
て , 障害 が 軽く , 医療 の 方 法 が 適当 で あれ ば , これ ら 
の 障害 は 残 在 する こと な く 正 常に 復 す る が , BAIL 
て 疾患 が 重度 で あり , また , 何ら か の 理由 に より 適当 
な 医療 が 受け られ な か っ た 場合 , また は 本 人 の 体力 の 
状況 な ど に よっ て 重い 障害 を 残し て 治癒 する 場合 が あ 
る . 更生 医療 は , この よう に 一 般 医 療 に お いて , FC 
に 治癒 (欠損 治癒 , 変形 治癒 な どの いわ ゆる 不 完全 治 
癒 ) し た と 考え られ て いる 障害 に 対し , 日 常 生活 能力 
また は 職業 能力 を 回 復 し, も ゃ し く は 獲得 させ る こと を 
目的 と し て 行なう 医療 で ある . 

[ 範 例 〕 更生 医療 は 具体 的 に は どの よう に 行なわ れ 
る も の で ある か . 本 法 に お いて は , 単に 身体 障害 者 の 
更生 に 必要 な 医療 と 規定 し て いる に 過ぎ な い が , いや 
し くも , 身体 障害 者 の 更生 に 必要 な 医療 で ある 限り , 
メス に よる と , 楽 物 に よる と , 物理 的 療法 で ある と , 
化学 的 療法 で ある と を 問わ ず , 所 定 の 診療 方 針 に 合致 
する 限り , いか な る 方 法 も 認め られ る . ここ で , WE 
障害 に つい て 若干 の 範 例 を 示せ ば 次 の 通り で ある . 

(LAR BIEA SCE, 外 反 症 , SARE : 高度 で あっ て 有 眼 
瞭 が 角膜 に 接触 し て 障害 を 起こ す 場 合 , ある い は 閉 眼 
が 困難 で あっ て , 角膜 が 露出 し , 角膜 に 混濁 を 生じ る 
場合 に は , 内 反 症 , 外 反 症 , RIRIEOFINT Lo CH 
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力 の 低下 を 防ぐ こと が で きる . 

(2 角膜 白斑 : 角膜 内 に お ける 自 斑 の 位置 お よび 大 き 
さ に よっ て , 光学 的 虹彩 切除 術 , 角膜 移植 術 お よび 角 
膜 点 墨 術 に よっ て 視力 を 増す こと が で きる . 

(3 腫 孔 閑 鎖 症 : 瞳孔 は 閉鎖 し て いる が , 眼底 の 感光 
機能 は 正常 に 近い と 推 知 され る 場合 に は , 光学 的 虹彩 
切除 術 , 虹彩 癒着 剥離 術 で 視力 を 増す すこ と が で きる . 

(4 外傷 性 白内障 , 外傷 性 水晶 体 脱臼 : 外傷 性 白内障 
お よび 陳 旧 で な い 水 唱 体 脱 曰 お ょ び 半 脱臼 は , 水晶 体 
摘出 術 に よっ て 視力 を 増す こと が で きる . 

(5 外傷 性 網膜 缶 離 : 陳 旧 で な い 網膜 語 離 は 網膜 名 見 
手術 に よっ て 視力 を 増す こと が で きる . 

[給付 の 内 容 〕 本 法 に お ける 給付 の 内 容 は , OF 
宗 , ② 朱 剤 また は 治療 材料 の 支給 , ⑨ 医 学 的 処置, 手 
術 , その 他 の 治療 , 施術 ,④ 病 院 ま た は 診療 所 へ の 収 
BE, OA, ⑥ 移 送 で あり ( 法 19 想 ), 社会 保険 , 生 
活 保護 な ど に よる 一 般 の 医療 の 場合 と ほとん ど 同 一 で 
ある . 

[給付 手続 〕 援護 の 実施 機関 は , 身体 障害 者 が 更生 
の た め 医 療 が 必要 で ある と 認め る と き は , その 者 の 申 
請 に より , 更生 医療 の 給付 を 行ない , また は 更生 医療 
に と 要 する 費用 を 支給 する こと が で きる ( 法 19 エ ). た 
だ し , 費用 の 支給 は , 現物 給付 が 困難 と 説 め られ る 場 
合 だ け に 限 られ て お り , 本 法 に お いて は , 厚生 大 臣 が 
指定 する 医療 機関 に 委託 し て 行なう の を 原則 と し て い 
る ( 法 19 Il, WV). 

な お , 更生 医療 の 給付 , 補 装 具 の 交付 ・ 修 理 が 援護 
の 実施 機関 の 権能 と な っ て いる の は , 現在 の 国 , 地方 
公共 団体 の 財政 的 制約 か ら , 無制限 に 身体 障害 者 の 請 
求 権 を 認め る こと が 困 将 な た めで あっ て , 将来 , 財政 
的 な 見 通し か つけ ば , 当然 義務 と し て 規定 され る べき 
も の で あろ う . 

更生 医療 の 給付 を 申請 し よう と する 身体 障害 者 は , 
更生 医療 給付 申請 書 を 居住 地 (居住 地 が な いか , また 
は 不明 な と き は 現在 地 , また , 生活 保護 法 の 規定 に よ 
っ て 保護 施設 な ど に 収容 され て いる 者 の 場合 は , 収容 
前 の 居住 地 ま た は 所 在 地 ) を 管轄 する 福祉 事務 所 を 経 
由 し て , 援護 の 実施 機関 に 提出 し な けれ ば な ら な い . 
福祉 事務 所 を 設置 し て いな い 町 村 に 居住 する 者 の 場合 
に は , 町 村長 ・ 福 祉 事務 所 長 を 順次 経由 し て 申請 し て 
も よい ( 則 43. の 2 iD) 

福祉 事務 所 長 は , 更生 医療 給付 申請 書 の 提出 を 受け 
RES, 身体 障害 者 更生 相談 所 長 に 判定 書 ( 則 別 表 
1 ) の 作成 を 依頼 する と と も に , 身体 障害 者 福祉 司 ・ 








社会 福祉 主事 な ど に 必要 な 事項 を ARS +, 調査 書 
( 則 別 表 7 )・ 判 定 書 を 添え て , これ を 援護 の 実施 機関 
に 進 達 し な けれ ば な ら な い ( 則 13 の 2 TH). 

( 注 ) 援護 の 実施 機関 は , 地方 自治 法 第 153 条 第 2 項 ま た は 本 法 第 9 
条 第 3 項 の 規定 に 基づき , その 権限 に 属す る 事務 を 福祉 事務 所 長 に 委 
任 す る と と が で きる が , 更生 医療 の 給付 事務 が 委任 され て いる 場合 に 
は , 給付 手続 き に は 何ら 変り な く , 福祉 事務 所 長 は 援護 の 実施 機関 と 
し て 判定 書 の 作成 依頼 , 調査 書 の 作成 な どの 事務 を 行 た な う こ と に な 
る . これ は 診査 ・ 更 生 相談 ( 法 18), 補 装 具 の 交付 修理 ( 法 20), FE 
店 設置 の た め の 公 共 施設 の 管理 者 と の 協議 ( 法 23 ) な ど に つい て も 同 
じ で ある . | 

援護 の 実施 機関 は , HRS + WN BRIT Eo CRE 
医療 の 給付 の 必要 の 有無 を 検討 し , 給付 する こと を 決 
定 し た と き は , 更生 医療 券 ( 則 別 表 8 ) を 申請 者 に 交付 
し , 給付 を 必要 と し な いと 認め た 者 に つい て は , 更生 
医療 却下 決定 通知 書 に より 申請 を 却下 し な けれ ば な ら 
な い (準則 17 ). 

更生 医療 は 現物 給付 を 原則 と する が , 指定 医療 機関 
に 委託 し て 行なう こと が 困難 で ある と 認め られ る 者 に 
つい て は , これ に 要する 費用 を 支給 する こと が で きる 


( 法 19 11, B13 021). 更生 医療 券 の 交付 を 受け た 


身体 障害 者 は , 更生 医療 の 給付 に 当たり , 指定 医療 機 
関 に 更生 医療 券 を 提出 し な けれ ば な ら た ない CA 13 の 2 
MM 

更生 医療 の 給付 は , 厚生 大 臣 が 指定 する 医療 機関 に 
委託 し て 行 な ち れる が ( 法 19  ), 更生 医療 を 担当 す 
る 医療 機関 は , 厚生 大 臣 が 身体 障害 者 福祉 審議 会 の 
意見 を 開き , その 開設 者 の 同意 を 得 て 指定 する ( 法 19 
O21, Vl). 指定 医療 機関 は , 更生 医療 指定 医療 機 
関 医療 担当 規程 (昭和 29 年 厚生 省 告 示 第 143 号 ) の 定 
め る と ころ に 従っ て , 懇切 て いね い に 更 生 医 療 を 担当 
し , 本 法 に よる 更生 医療 の ほか , 児童 福祉 法 に よる 育 
成 医療 , 戦傷 病 者 特別 反 護 法 に よる 更生 医療 を 担当 す 
Aid 2 SIU Gu VGiG LOM Be 

指定 医療 機関 の 診療 方 針 ・ 診 療 報 酬 は , 原則 と し て 
健康 保険 の 例 (昭和 32 4EIB AEA RANE 15 号 「 保 険 医 
療 機関 及び 保険 医療 担当 規則 」」 昭和 33 年 , 厚生 省 告 
示 第 177 号 「 健 康 保険 泌 の 規定 に ょ る 療養 に 要する 費 
用 の 額 の 算定 方 法 ])) に よる こと と し , こと これ に よる と と 
PRCHiIWw hey ま 由 は これ に よる と と を 巴 当 MM 
いと き は , 厚生 大 臣 が 別に 定め る と ころ に よる と と と 
され て いる ( 法 19 の 4) が , この 特別 の 定め は , まだ 
な 語れ GMA い 、 

更生 医療 を 行なう に 当たり , 都 道 府 県 知 事 ま た は 市 
町 村長 (費用 を 支弁 する 地方 公共 団体 の 執行 機関 ) 
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は , 身体 障害 者 また は その 扶養 義務 者 に 対し , その 負 
担 能 力 に 応じ て, これ に 要する 費用 の 全部 また は 一 部 
を 指定 医療 機関 に 支払 うべ き 旨 を 命じ , 支払 わな か っ 
た 者 に つい て は , これ を 徴収 する こと が で きる CK 
38). この 支払 い 命令 は , 更生 医療 券 の 当該 剛 に 記載 
し て な され る (13 の 2 ). 次 に 更生 医療 の 給付 に 代 
えて 支給 する 費 用 の 額 は , 更生 医療 の 給付 に 当たり 指 
定 医療 機関 が 請求 する おこ と が で きる 診療 報酬 の 例 に よ 
っ て 算定 し た 額 で ある が , 負担 能力 が か ある と き は , そ 
れ に 応じ て 減額 する こと が で きる . 

[診療 報酬 の 審査 ・ 決 定 ・ 支 払い ] 指定 医療 機関 が 
請求 する 診療 報酬 の 審査 ・ 支 払い に 関す る 事務 は , 社 
会 保険 診療 報酬 支払 基金 に 委託 し て 行なう 方針 が と ら 
れ て いる が , 最終 的 に は 都 道 府 県 知 事 が 審査 ・ 決 定 す 
る 権限 を も っ て いる . 診療 報酬 の 請求 か ら 支 払い まで 
の 実際 の 形式 は 次 の 通り で ある . 

1) 指定 医療 機関 は , 診療 報酬 請求 書 ・ 診 療 報酬 請求 
明細 書 を , 当該 医療 機関 所 在 地 の 都 道 府 県 の 社会 保険 
診療 報酬 支払 基金 事務 所 に 提出 する . 

⑫) 支 払 基金 事務 所 で は , 審査 和 要員 会 に お いて これ を 
EL, その 結果 を 都 道 府 県 知 事 に 送付 する と と も 
に , 審査 の 結果 に 基づい て 概算 額 を 指定 医療 機関 に 支 
払う . | 

(⑧ 都 道府県 知事 が 決定 し た 結果 , 支払 額 に 過 不 足 が 
生じ た と き は 翌月 の 支払 い に お いて 整理 する . 

GE) 社会 保険 と 本 法 に よる 更生 医療 と が 競合 し て 給付 され る 場合 
社会 保険 は 更生 医療 に 優先 し て 行なわ れる . すなわち , 更生 医療 の 給 
付 は , 社会 保険 の 自己 負担 分 に つい て 行なう こと に な っ て いる . な お 
更生 医療 給付 と 国民 健康 保険 の 適用 に つい て は , 昭和 37 年 1 月 10 日 


保険 発 第 3 SD 2 厚生省 保 険 局 国民 健康 保険 課長 通知 で 取扱 い が 示さ 
れ て いる . 


補 装 具 の 交付 ・ 修 理 

Ce) 補 装 具 と は , 身体 の 欠損 また は 身体 の 機能 
の 損傷 を 補い , 日 常 生活 また は 職業 生活 を 容易 こす る 
た め に 必要 な 用 具 を いう . | 
本 法 の 対象 と な る 身体 障害 者 の 中 に は , 何ら か の 人 
工 的 な 器具 を 用 いる こと に よっ て , ある 程度 その 機能 
を 補い , また は 社会 生活 に 利便 を 得る こと が で きる 者 
が 相当 に 多い の で , この よう な 器具 を 補 装 具 と 呼び , 
本 法 に よっ て 交付 ・ 修 理 ま た は 購入 ・ 修 理 に 要する 費 
用 の 支給 を 行なう こと と し て いる . 

[ 補 装 具 の 種目 ] 補 装 具 は 装着 の 目的 な ど に 応じ て 
その 種類 が 異な る が , 本 法 で は 「 補 装具 の 種目 , 受託 
報酬 の 額 筆 に 関す る 基準 」 (昭和 36 年 厚生 省 告示 第 77 


号 ) に より , 視覚 障害 者 に つい て は , 盲人 安全 つえ , 
義眼 , 眼鏡 ( 色 め が ね , 矯正 眼鏡 , SSIS, 点字 
器 が 補 装 具 と し て 定め られ て いる . な お , 特別 の 場合 
(に は , コンタ クト レンズ が 矯正 眼鏡 の 1 種 と し て 交付 
きき し GUY る 

[交付 また は 修理 の 手続 〕 援護 の 実施 機関 は , 身体 
障害 者 か ら 申 請 が か あっ た と き は , 補 装 具 を 交付 し , も 
し く は 修理 し , また は これ に 代え て 補 装 具 の 購入 も し 
く は 修理 に 要する 費 用 を 支給 する こと と が で きる . HE 
具 の 交付 また は 修理 は , 補 装 具 の 製作 (修理 ) 業者 に 
委託 し て 行ない , また は 援護 の 実施 機関 が 自ら 行なう 
も の で あっ て , 現物 給付 を 原則 と し , 弘 用 の 支給 は , 
現物 給付 が 困難 と 認め られ る 場合 に 限っ て 行なわ れる 
( 法 20). 

補 装 具 の 交付 また は 修理 を 申請 し よう と する 身体 障 
害 者 は , 補 装 具 交 付 (修理 ) 申請 書 ( 則 別 表 11 ) を , 
更生 医療 の 給付 申請 の 場合 に 準じ , 福祉 事務 所 長 を 経 
由 し て 援護 の 実施 機関 に 提出 し な けれ ば な ら な い . 福 
祉 事務 所 を 設置 し て いな い 町 村 に 居住 する 者 は , 町 村 
長 , 福祉 事務 所 長 を 順次 経 貼 し て 申請 し て も よい Cll 
14. Tey 

福祉 事務 所 長 は , 申請 書 の 提出 が あっ た と き は , 調 
査 書 を 添え , 補 装 具 の うち 特に 判定 を 要する と 認め ら 
れる も の に つい て は , 身体 障害 者 更生 相談 所 長 の 作成 
し た 判定 書 を 浅 え て 援護 の 実施 機関 に 進 達 し な けれ ば 
な ら な い ( 則 14 IL). 

援護 の 実施 機関 は , 申請 書 ・ 活 付 書 類 を 審 y 査 ・ 検 討 
し た 結果 , 補 装 具 の 交付 また は 修理 を 行なう か どう か 
を 決 窟 し , 業者 に 委託 し て 行なう こと を 決定 し た と き 
は , 補 装 具 交 付 (修理 ) 券 ( 則 別表 12 ) を 交付 し , 援 
護 の 実施 機関 が 自ら 行なう こと を 決定 し た と き は , 補 
装具 (修理 ) 決定 通知 書 に より 申請 者 に 通知 し , 現物 
給付 が 困難 で ある と 認め る も の に つい て は , CHEB 
する 費用 を 支給 する . 現物 給付 , 費用 の 支給 の いずれ 
も 行 な ち な いこ と を 決定 し た と き は , 補 装 具 交 付 CE 
理 ) 却下 決定 通知 書 を 送付 する ( 則 14 WT, 準則 17 ). 

CE) 補 装 具 の 交付 (修理 ) に 関し て は , ほとん ど 福 祉 事務 所 長 に 権限 
が 委任 され , 福祉 事務 所 長 は , 援護 の 実施 機関 と し て の 事務 を 行なっ 

て いる . 

補 装 具 の 交付 (修理 ) を 援護 の 実施 機関 が 自ら 行 な 
2 場合 は , 申請 者 は 補 装 具 交 付 (修理 ) 決定 通知 書 に 
示さ れ た 日 時 ・ 場 所 に お いて 交付 (修理 ) を 受け る こ 
と が で きる . また , 業者 に 委託 し て 行 な われ る 場合 
は , 補 装 具 交 付 (修理 ) 券 を 援護 の 実施 機関 が 指定 す 
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る 業者 に 提出 し て 交付 (修理 ) を 受け る ( 則 14 V ). 
し た が っ て , 援護 の 実施 機関 は , RABE (修理 ) 
業者 と の 間 に , 本 法 に よる 補 装 具 の 交付 (修理 ) を 委 
託す る 契約 を 締結 し て お く こ と と が 必要 で ある . 

補 装 具 の 交付 (修理 ) に 要する 費用 に つい て も , 更 
生 医 療 の 給付 の 場合 と 同様 な 基準 に よっ て 自己 負担 が 
課せ られ る . 補 装 具 交 付 (修理 ) 券 の 券面 に は , 業者 
に 支払 うべ き 自己 負担 額 , その 支払 い 期限 が 記載 さ 
れ , また , 援護 の 実施 機関 が 自ら 交付 (修理 ) を 行 な 
っ た と き は , 都 道 府 県 ま た は 市 町 村 は , 自己 負担 額 を 
徴収 する . 費用 の 支給 が 行なわ ち れ る 場合 に は , CORB 
を 減額 し て 支給 され る ( 法 38, 21 の 2, 則 14 IV ). 

[受託 報酬 ] 補 装 具 の 交付 (修理 ) の 委託 を 受け た 業 
者 が , 都 道 府 県 ま た は 市 町 村 に 対し て 請求 する こと の 
で きる 報酬 の 額 は , 前 述 の 「 補 装具 の 種目 , 受託 報酬 
の 人 額 等 に 関す る 基準 」 の 定め る と ころ に よる ( 法 21 ). 
REL, 身体 障害 者 , また は 扶養 義務 者 が 自己 負担 額 
を 支払 っ た と き は , その 人 額 を 差引 いた 残額 で ある ( 法 
38 IL). 

な お , 国 , 地方 公共 団体 , 日 本 赤十字 社 , 社会 福祉 
法人 , 公益 法人 の 設置 する 補 装 具 製 作 施設 に 委託 する 
場合 の 受託 報酬 の 額 は , 基準 額 の 5 分 引き と され て い 
る . 

GHA] 補 装 具 は 身体 障害 者 に よく 適合 し な けれ ば 
な ら な い の で , 義肢 , 装具 , 補 装 具 な ど に つい て は , 
身体 障害 者 更生 相談 所 長 の 判定 書 に よる 処方 に 基づい 
て 製作 (BED Sh, 義肢 ・ 装 具 は , 型 取り , 仮 合わ 
せ を 経て 製作 (修理 ) し た も の に つい て , 身体 障害 者 
更生 相談 所 の 適合 判定 を 受け る こと が 必要 と され て い 
る . 適合 判定 の 結果 , 当該 補 装 具 が 本 人 に 適 し な いと 
認め られ た 場合 は , 業者 に 対し 不備 な 個所 を 指摘 し て 
改善 させ る と と に な っ て いる . Ek, 給付 後 3 ヵ月 以 
内 に 生じ た 破損 , 不具 合 は , 業者 の 責任 に お いて 改善 
き 和 葵 る と に つる 、 


身体 障害 者 家庭 奉仕 貞 に よる 世話 

[意義 ] 重度 の 身体 障害 の た め , 独立 し て 日 常 生 活 
を 営む の に 著しく 支障 の ある 身体 障害 者 の 家庭 に 対 
し , 家庭 奉仕 衝 (ホー ム ・ ヘ へ ヘル パー と も いわ れ て いる ) 
を 派遣 し て , 無料 で 適切 な 家事 , 介護 な ど , 日 常 生活 
の 世話 お よび 相談 , 指導 な ど を 行なわ せ , 重度 身体 障 
害 者 の 生活 の 安定 に 寄与 する な ど , その 援護 を 図る も 
の で ある ( 法 21 の 3). 

[事業 の 委託 身体 障害 者 家庭 奉仕 事業 は , 市 町 村 


の 固有 事務 と 考え られ て いる が , や む を 得 な い 場 合 に 
は , 社会 福祉 法人 , その 他 の 団体 (当該 市 町 村 社 会 福 
祉 協議 会 な ど ) に 委託 で きる も の と され て いる . 

1) 家庭 奉仕 員 の 派遣 対 象 は , 重度 の 身体 障害 の た め 
日 常 生 活 を 営む や の に 著しく 支障 が ある 身体 障害 者 の 属 
する 低 所 得 の 家庭 で あっ て , その 家族 が 介護 な ど を 行 
な うら こと が で き な い 状況 に ある も の で ある . た と え 
ば , 全盲 の 夫婦 だ け の 家庭 で , 介護 な ど を 行なう 者 が 
いな い 場 合 が あげ られ る . 

(2) 本 事業 に よる サー ビス は , 食事 の 世話 , 被服 の 洗 
た く , 住居 の 掃除 , 身 の 回 り の 世話 な どの 家事 , 介 
護 , お よび 生活 , 身上 , 各種 援護 制度 の 適用 な ど に つ 
いて の 相談 , 指導 の うち 必要 と 認め られ る も の で あ 
る . これ ら の な か に は , 盲人 家庭 に 特に 必要 な 手引 
き , SPICLOARE, 墨 字 の 手紙 の 朗読 な ど が 含ま れ 
ZB. 


身体 障害 者 更生 援護 施設 

[施設 の 種類 〕 身体 障害 者 更生 援護 施設 は , 身体 障 
害 者 の 更生 援護 を 目的 と する 施設 で あっ て , 収容 ・ 通 
所 施設 と 利用 施設 と に 大 別 す る こと が で きる . 身体 障 
害 者 の 更生 援護 は , 居宅 に お いて 行なう の が 原則 と さ 
れ て いる が , 特別 な 医学 的 治療 , 生活 訓練 を 必要 と す 
る 者 , ある い は 居宅 に お いて 自立 の 困難 な 重度 障害 者 
な ど に つい て は , 施設 に 収容 する か 通所 させ て , その 
更生 援護 を 図る こと が 必要 で ある . 

身体 障害 者 更生 撲 護 施設 こ は 8 種類 ある . 

1) 肢 体 不 自 由 者 更生 施設 GE 29 ) : 肢体 不 自由 者 を 
収容 また は 通所 させ て , その 更生 に 必要 な 治療 ・ 訓 練 
を 行なう 施設 で ある . この 施設 に お いて 行なわ れる 治 
Berd, 更生 医療 と 同様 の 目的 を も っ た も の で ある が , 
理学 療法 (PT ), 作業 療法 ( OT ) な どの 機能 回 復 の た 
め の い わ ゅ ゆる 後 療法 を 中 心 に 行なわ れる . また , 更生 
に 必要 な 訓練 は , 医学 的 , 心理 学 的 , 職能 的 な 各 分 野 
の 総合 的 指導 方 法 に よっ て 実施 され る . 

(2 失明 者 更生 施設 GE 30 ) : 失明 者 を 収容 また は 通 
所 させ て , その 更生 に 必要 な 知識 技能 ・ 訓 練 を 与え る 
施設 で ある . この 施設 に お いて は , 生活 訓練 の ほか 点 
FAR, DAK, はり, きゅう な どの いわ ゆる 施設 に 
関す る 技術 修得 訓練 が 一 般 に 行なわ れ て いる . 

(3) ろ う あ 者 更生 施設 ( 法 30 の 2 ) : ろう あ 者 を 収容 
また は 通所 させ て , その 更生 に 必要 な 治療 ・ 訓 練 を 与 
える 施設 で ある . この 施設 に お いて は , 特に 聴 能 更生 
訓練 , 音声 ・ 言 語 機能 訓練 を 行なう 必 要 が ある . 
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(④ 内 部 障害 更生 施設 ( 法 30 の 3) : 心臓 また は 呼吸 
器 の 機能 に 障害 が ある 者 を 収容 また は 通所 させ て , 医 
学 的 管理 の も と に , その 更生 に 必要 な 指導 お よび 訓練 
を 行なう 施設 で ある . この 施設 に お いて は , 定期 的 検 
査 を は じ し め と する 医療 管理 を 重点 的 に 行なう 必要 が あ 
る . 
5 身体 障害 者 授産 施設 ( 法 31 ) : 身体 障害 者 で 雇用 
が 困 将 な 者 , また は 生活 困窮 者 な ど を 収容 また は 通所 
させ て , 必要 な 訓練 を 行ない , か つ , 職業 を 与え て 自 
活 さ せる 施設 で ある . この 施設 に お い て は , 生活 訓 
練 , 職能 訓練 の ほか , 自活 させ る た め の 授 産 事業 を 行 
な うら が , 作業 に 必要 な 経費 を 除い た 収益 の 残額 は , 作 
業 員 で ある 身体 障害 者 に 配分 され る . 

(@ 補 装具 製作 施設 ( 法 32 ) : 無料 また は 低額 な 料金 
で , 補 装 具 の 製作 ・ 修 理 を 行なう 施設 で ある . 

(7) 点 字 図 書館 ( 法 33 ) : 無料 また は 低額 な 料金 で , 
点字 刊行 物 を 盲人 の 求め に 応じ て , 閲覧 させ る 施設 で 
ある . 

(8 点字 出 版 施 設 ( 法 34): 無料 ま た は 低額 な 料金 
で , 点字 刊行 物 を 出版 する 施設 で ある . 

[施設 の 設置 主体 ] 
1) 国 は 身体 障害 者 更生 援護 施設 を 設置 し な けれ ば な 
ら な い ( 法 27 エ ). 
_(@ 都 道府県 は 身体 障害 者 更生 援護 施設 を 設置 する こ 
と が で きる . 市 町 村 は 都 道 府 県 知 事 の 認可 を 受け て , 
身体 障害 者 更生 援護 施設 を 設置 する こと が で きる ( 法 
271+). 

(3) 社 会 福祉 法人 , 公益 法人 , 一 般 の 私 人 は 社会 福祉 
事業 法 の 定め る と こと ろ に よっ て , 身体 障害 者 更生 援護 
施設 を 設置 する こと と が で きる ( 法 27 W' ). 

[施設 の 基準 ] 厚生 大 臣 は 身体 障害 者 福祉 審議 会 の 
意見 を 開き , 身体 障害 者 更生 援護 施設 の 設備 ・ 運 営 に 
つい て 基準 を 定 DHT と が 必要 で あり , 社会 福祉 法 
人 , その 他 の 者 が 設置 する 身体 障害 者 更 生 援護 施設 に 
つい て は , これ が 社会 福祉 事業 法 の 規定 に よる 最低 基 
HLATCAHSD ( 法 28). | 

EO Zites) 身体 障害 者 更生 援護 施設 は , 診 
査 ・ 更 生 相談 に よる 措置 と し て 援護 の 実施 機関 か ら 委 
pee see Sia, 正当 な 理 走 が な い 限 り , これ を 拒 
ん で は た ならない ( 法 28). 

な お , 援護 の 実施 機関 は , 次 の いずれ か に 該当 する 
場合 に は , 社会 福祉 法人 の 設置 する 収容 施設 で , 厚生 
大 臣 が 指定 する も の に 身体 障害 者 の 収容 また は 通所 を 
委託 する こと が で きる ( 法 18 11). 


S 


1) 法 第 18 条 第 1 項 第 3 SOBs LATE が で き 
な ゆい か, 相当 で な いと き ., 

⑳ 当 該 施設 に 収容 ・ 通 所 を 委託 する こと が , 法 第 
18 条 第 1 項 第 3 号 の 措置 を と る より も , 当該 身体 障 
害 者 の 更生 の た め 効 果 的 で ある と 認め られ る と き . 


その 他 の 福祉 措置 

[売店 の 設置 〕 身体 障害 者 の 職業 的 更生 を 図 る た 
め , 本 法 に お いて は , 身体 障害 者 の 自営 を 多少 と も 有 
利 に する た め の 措 置 と し て , 後述 の 専売 品 販売 の 許可 
と な らん で 売店 の 設置 に つい て 規定 し て いる . す な わ 
ち , 国 ま た は 地方 公共 団体 が 設置 し た 事務 所 , その 他 
の 公共 的 施設 の 管理 者 は , 新聞 , 書籍 , た ば こ , 事務 
用 品 , 食料 品 な どの 物品 を 販売 する 売店 の 設置 を 許可 
する よう 努め な けれ ば な ら な い ( 法 22 1 ). 

売店 の 設置 を 許可 し た 公共 的 施設 の 管理 者 は , その 
運営 に 必要 な 規則 を 定め て , これ を 監督 する こと が で 
きる ( 法 22 1) の は 当然 で ある が , 完 店 の 設置 を 許可 
され た 身体 障害 者 は , 病気 。 その他 の 正当 な 理由 が あ 
る 場合 の ほか は , 自ら その 業務 に 従事 し な けれ ば な ら 
な い ( 法 22 和 ル ). これ は 売店 の 設置 が 身体 障害 者 の 自 
立 更 生 を 前 提 と し た 本 法 の 援護 措置 の 一 つと し て , 健 
常 者 に 優先 し て 与え られ る も の で ある 以上 , 特に 自力 
に よっ て 業務 の 運営 を な すべ き で ある と いう 趣旨 か ら 
で ある . 同時 に 1 人 の 身体 障害 者 が 他 の 障害 者 な どの 
職場 獲得 を 妨害 し た り , ある い は 身体 障害 者 を 利用 し 
て 他 の 者 が 実利 を 収め る こと を 防止 し よう と する も の 
で ある . 

援護 の 実施 機関 は , 売店 の 設置 ・ 運 営 を 円 滑 に する 
た め , 管内 の 公共 的 施設 の 管理 者 と 協議 し , また 協力 
を 求め る と と も に , 公共 的 施設 内 の 売店 設置 の 可能 
性 , 販売 物品 の 種類 な ど を 調査 し て , これ を 身体 障害 
者 に 知ら せ , 職場 獲得 の 機会 を 号 を える よう に する こと 
が 必要 で ある . 

[専売 品 の 販売 許可 ] 身体 障害 者 が た ば こ 専 売 法 に 
基づく 製造 た ば この 小売 人 の 指定 を 申請 し た と きら は, 
日 本 専売 公社 は 同 法 31 条 第 1 項 の 欠格 事由 に 該当 し な 
い 限 り , その 指定 に 努め な けれ ば な ら な い ( 法 24T ). 

た ば こ 専 売 法 第 31 条 第 1 項 に 掲げ る 欠格 事由 に 該 
当 す る か 否 か に つい て の 解釈 は , 相当 幅 の ある も の な 
の で , 日 本 専売 公社 で は , 身体 障害 者 に つい て は 一 般 
人 に 対し て 適用 し て いる 指定 基準 より 有利 に 解釈 し て 
指定 する 方 針 を 採っ て いる . 指定 され た 身体 障害 者 は 
売店 の 設置 の 場合 と 同様 に , 正当 な 事由 の な い 限 り , 
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自ら その 業務 に 従事 し な けれ ば な ら な い . 

[製作 品 の 購買 〕 身体 障害 者 の 援護 を 目的 と する 社 
会 福祉 法人 で 厚生 大 臣 が 指定 する も の は , その 援護 す 
る 身体 障害 者 の 製作 し た ほう き , は た き , ぞう らき ん, 
モッ プ , 清掃 用 ブラ シ , 封筒 を 国 ・ 地 方 公共 団体 の 行 
政 機関 に 対し , 購買 を 求め る と と が で き , 当該 行政 機 
関 は , 価格 , 納期 な どの 条件 に 適合 する 場合 は , 自ら 
の 用 に 供する 範囲 内 で , その 求め に 応じ し な けれ ば な ら 
fey. G25 1,1, W, 47). 

この 規定 は , これ ら 身 体 障害 者 の 製作 品 を 一 般 市 場 
に お ける 自由 競争 に だ け 任 せる と こと な く , 国 , MAA 
共 団 体 が 優先 的 に 買上 げ て , 他 の 営利 事業 の 製作 品 ょ 
り 有 利 な 地位 に 置き , その 保護 を 図 ろ 22 と し た も の で 
ある . 

また , 国 の 行政 機関 が 物品 を 買上 げ る と き は , 指定 
され た 社会 福祉 法人 か ら 直 接 買上 げ る 代り に , その 法 
人 の 受注 , 納入 な ど を 円 滑 に する こと を 目的 と する 社 
会 福祉 法人 で , 厚生 大 臣 が 指定 する も の を 通じ て 行 な 
中 NG きる ( 骨 26nU0)。 


費用 

[概要 ] 身体 障害 者 福祉 行政 は , 身体 障害 者 の 更生 
_ 援護 を 図る 幅広 い リ ハビ リ テ ー シ ョ ュ ン サー ビス を 主体 
と する 事務 で あり , 1950 (昭和 25 ) 年 , 身体 障害 者 福 
祉 法制 定 以来 , 逐 年 事業 の 進展 を み , これ に 伴う 関係 
PRG BT CWS. 

本 法 の 予算 措置 は 昭和 25 年 度 か ら な され , 発足 当 
AID 補助 金 関係 予算 額 は 1 億 2600 万 円 で や っ た が , 
昭和 46 年 度 補助 金 関係 予算 額 は 39 億 602 万 円 と 約 
31 倍 に な っ て いる . その 他 , 国立 更生 援護 機関 関係 
Brats 身体 障害 者 福祉 関係 予算 額 は 50 億 6467 万 
円 と な っ て お り , 重度 身体 障害 者 対策 費 お よび 上 身体 障 
害 者 更生 援護 施設 運営 費 の 増額 は 著しい . 

身体 障害 者 福祉 行政 は 国 の 責任 に お いて 行なう べき 
事務 で ある が , その 事務 は 国 と 地方 公共 団体 の 相互 の 
利益 に 関す る も る の で ある の で , ZOBAicovw Cit, 
国 と 地方 公共 団体 の 双方 が 負担 する 建前 に な っ て い 
る . 地方 公共 団体 は , その 固有 事務 を 行なう た め に 必 
要 な 費用 を 支弁 し な けれ ば な ら な い 義 務 が ある と と も 
に , 国 か ら 委 任 さ れ た , いわ ゆる 機関 委任 事務 を 行 な 
う た め に 必要 な 費用 に つい て も , 法律 また は これ に 基 
づく 政令 に より MATE 義務 が ある (地方 自治 法 
232). また , これ ら 地 方 公共 団体 の 支 電 すべ き 費 用 
の うち も , 地方 公共 団体 だ け の 利益 に な る 固有 事務 に 関 





する も の に つい て は , 国 の 負担 は な い (地方 財政 法 9 ) 
が か が, その 他 の 事務 に 関す る も の に つい て は , 国 お よび 
地方 公共 団体 が 当該 事務 に 対し て 有する 利害 の 多少 に 
応じ て , 相互 に 一 定 割合 を 負担 する も の で あり , 当該 
費用 の 種目 , 算定 基準 お よび 負担 割合 4, すべ て 法律 
また は 政令 に よっ て 定め られ る (地方 財政 法 11 ). 

サー ビス を 主体 と する 身体 障害 者 福祉 行政 は 予算 に 
左右 され , 予算 の 額 に 比例 し て 行政 が 伸長 する と いっ 
て も ゃ も 過言 で は な い . また , 近年 特選 り ハ ゼ 避 テー シマ ョ 
ン 技術 の 近代 化 が 要請 され , 高度 化 が 行なわ れつ つ あ 
る が , 各種 判定 機能 , 相談 指導 業務 な ら び に 医学 的 , 
心理 学 的 お よび 社会 的 な 各種 の サー ビス 業務 は , 訓練 
され た 専門 技術 職員 の 配置 が 絶対 要件 と され る . 

し か し , 現在 の と ころ , 国 ・ 地 方 公共 団体 に お ける 
身体 障害 者 福祉 行政 の 財源 確保 は , 必ず し ゃ 十分 と は 
いい が た く , な か で も , 本 法 の 施行 に 直接 当たる 身体 
障害 者 福祉 本 お よび 身体 障害 者 更生 相談 所 に 必要 な 人 
BORE Te CAHIERS NHN COTW RI CH SD, 基準 
行政 が 確保 され る よ ? 地方 財政 の 予算 措 軟 DAE 
2 

な お , 本 法 の 充実 に 伴い , これ に 要する 費用 の 種目 
ゃ 増加, Mosh, また 国庫 補助 の 面 に お いて も 予算 
補助 の 措置 に よる 補助 金 の 種目 も 増加 し て いる の で , 
常に これ ら 施 策 を 十分 に 消化 し , 援護 の 万 全 を 期す る 
よう 予算 措置 を と る こと か が 必要 で ある . 

(EECA SBA) 本 法 第 4 章 に 地方 公共 団体 が 
固有 事務 を 行なう た め に 要する 費用 お よび 国 か ら 委 任 
され た 事務 を 行なう た め に に 要する 用 の 両者 に つい 
て , その 支弁 の 義務 を 規定 する と と も に , 国 が 負担 す 
べき 費用 の 種目 お よび 負担 割合 を 規定 し て いる . 

(1) 吉 用 の 種目 お よび 支弁 区 分 : 本 法 の 施行 に 伴 2 B 
用 の 種目 と 都 道 府 県 お よび 市 町 村 の 支弁 は 法 第 35 条 
お よび 第 36 条 に 規定 され て お り , その 内 容 を 分 類 す 
る と 次 の 通り で ある . 

① 本 法 の 施行 に 当たる 行政 機関 に 必要 な 紳 用 

市 町 村 (指定 都市 を 除く ) 身体 障害 者 福祉 本 の 設 
Bb LOHEICES 4B CEIO 2, 35 ①). 

都 道 府 県 お よび 指定 都市 地方 社会 福祉 審議 会 ( 身 
体 障害 者 福祉 専門 分 科 会 ) の 運営 に 要する 費用 , 身体 
障害 者 福祉 司 の 設置 お よび 運営 に 要する 費用 ( 法 9 の 
2 , 36 ①), 身体 障害 者 更生 相談 所 の 設置 お よび 運営 
に 要する 費用 GE, 86 ②), 身体 障害 者 相談 員 OR 
務 委 託 に 要する 費用 ( 法 12 3, 36 ② の ②). 

② 身 体 障害 者 の 更生 援護 に 必要 な 費用 





HOA © fii ft 





市 町 村 (指定 都市 を 除く ) 指導 啓発 , 実態 調査 お 
よび 調査 報告 に 要する 費用 ( 法 13, 14, 35@), BF, 
更生 相談 に 要する 費用 ( 法 18 T, 35②), 身体 障害 考 の 
収容 , 通所 の 委託 に 要する 費用 ( 法 18 T・T, 35@), 
更生 医療 の 給付 に 要する 費用 ( 法 19, 35@), 更生 医 
療 の 給付 費 の 支払 い に 関す る 事務 の 委託 に 要する 費用 
( 法 19 の 5 TV, 35③), 補 装 具 の 交付 も し く は 修理 に 
要する 費用 ( 法 20, 35@), 家庭 奉仕 員 派遣 の 委託 に 
要する 費用 ( 法 21 の 3, 35⑨ の ②). 

都 道 府 県 お よび 指定 都市 指導 啓発 , 実態 調査 お よ 
び 調 査 報告 に 要する 費用 ( 法 13, 14, 36@), 身体 障害 
者 手帳 交付 に 要する 費用 ( 法 15, 36@), 診査 , 更生 
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相談 に BES SE GEIS 1, 36@), 身体 障害 者 の 収 
容 ・ 通 所 の 委託 に 要する 費用 ( 法 18 T・T, 36 ③), 
更生 医療 の 給付 に 要する 費用 ( 法 19, 36@), BAR 
療 の 給付 費 の 審査 お よび 支払 い に 関す る 事務 の 委託 に 
要する 費用 ( 法 19 の 5 WV, 36③・④), 指定 医療 機関 
か ら の 報告 請求 お よび 検査 に 要する 費用 ( 法 19 の 6, 
36 ③), 補 装 具 の 交付 ・ 修 理 に 要する 費用 ( 法 20, 36 
@). 

③ 身 体 障 害 者 更生 援護 施設 お よび 養成 施設 の 設置 運 
営 に 要する 費用 , 市 町 村 が 設置 する 身体 障害 者 更 生 援 
護 施 設 お よび 養成 施設 の 設置 ・ 運 営 に 要する 費 用 ( 法 
27M V, 35@) は 市 町 村 , 都 道 府 県 が 設置 する 身体 















































癌 NENNNDAI 導 NN 用 キ RT I RB 。 
身体 障害 者 手帳 交付 費 第 15 条 sho S/o 
AGEN, iti 
診査 更生 相談 費 第 18 条 福祉 事務 所 を 設 sho sho 
置 する 町 村 
身体 障害 者 収容 通所 委託 費 第 18 条 2710 8/19 
PER RRA B 第 19 条 1o 2/19 
ee | 第 19 条 の 5 my ot 5/10 5/10 
更生 医療 費 の 支払 | 都 道 府 県 , 市 
事 務 委 託 費 第 19 条 の 5 V Cee 5/10 5/10 
_ 指 定 医 療 機 関 OR AB 第 19 条 の 6 都 道府県 s/o S/o 
Pe。 者 道府県 市 
補 装 具 の 交付 ・ 修 HEB 第 20 条 福祉 事務 所 を 設 27 sa 
置 する 町 村 
身体 障害 者 更生 援護 首府 県 
施設 eR 第 27 条 ee oe 70 8/9 
ie As 5 = : R o te bs 第 27 条 QE 2) So 14 1/4 00 | Yo 
( 注 1) 指定 都市 を 含む . ( 注 2) 指定 都市 に つい て は , 支 者 者 負担 率 2 分 の 1, 都 道 府 県 負 担 率 0 で ある . 
表 2 
費 用 の 種目 oR 2 |Z Ho | 知人 峡 | 時 wz 
更生 医療 燈 付 事務 | SORE ER ote sho 7 
補 装 具 の 交付 ・ 修 理事 務 費 ク 5/10 5/0 
WER AR | ag ye pep yg SEP 9 の if 
身体 障害 者 相談 員 委 託 費 ク ク 5/10 5/9 
次 人 ホー ム 設 置 お よび 運営 費 | 2 SO FE one 6 の at 
Ss We ERR | 第 造 府 県 S/o Sho 
SRL AACR | 市 eg if eae の 


人 福祉 法人 





1/4 174 172 


有 護 施設 整備 費 


( 注 1) 指定 都市 を 含む . ( 注 2) 指定 都市 の 場合 だ け . 
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障害 者 更生 援護 施設 お よび 養成 施設 の 設置 ・ 運 営 に 要 
> De Ata. 

⑫ 繰 替え 支弁 : 法 第 36 条 の 2 に 繰 替え 支弁 の 規 
定 が ある が , これ は 身体 障害 者 更生 援護 施設 に 収容 ・ 
通所 委託 の 措置 を と っ た 場合 は , 当然 , 当該 措置 の 実 
施 機関 で ある 都 道 府 県 ま た は 市 町 村 が 支弁 義務 を 負 2 
の で ある が , 特に 社会 福祉 法人 立 の 施設 に お いて , 委 
託 費 の 支弁 の 遅延 に より 施設 経営 に 支 議 を きた すこ と 
を 防ぐ た め , 厚生 大 臣 が 指定 する 特定 の 施設 に つい 
て , 本 来 支弁 義務 の な い 所 在 地 の 都 道府県 また は 市 町 
Nit, 委託 頃 を 一 時 立替 えて 支弁 させ る 旨 の 規定 で あ 
る が , 1971 (昭和 46 ) 年 10 月 1 日 現在 , 当該 施設 の 
指定 は 行なわ ち れ て いな い . | 

3 費用 の 負担 区 分 お よび 負担 率 :① 本 法 に お いて 
は , 法 第 37 条 お よび 第 37 条 の 2 の 規定 に より , 都 道 府 
県 お よび 国 が 負担 する 費用 の 種目 と 負担 率 を 規定 し て 
お り , その 内 容 は 表 1 の 通り で ある . な お , 国庫 負担 
が 行 な ち れ て いな v い 器用 に つい て は , 地方 交付 税 交付 
金 の 基準 財政 需要 額 に 算入 され て いる . 

② 本 法 に 基づく , いわ ゆる 「 法 律 補助 」 に 対し , 本 
法 に 規定 は な い が , 身体 障害 者 福祉 事業 に 対し , 現 
在 , 国 が 予算 措置 を 講じ 奨励 の 意味 に お いて 「 予 算 補 
助 」 を 行なっ て いる 費用 の 種目 お よび 補助 の 割合 は 表 
2 の 通り で ある (昭和 42 年 度 予算 こよ る ). 

な お , 本 法 に は 社会 福祉 法人 が 設置 する 身体 障害 者 
更生 援護 施設 (盲人 ホー ム を 含む ) の 修理 , 改造 , 拡 
張 ま た は 整備 に 要する 費用 に 対す る 国庫 負担 の 規定 が 
な く 実 施さ きれ て いな か っ た が, 昭和 39 年 度 か ら 予 算 
補助 と し て , 都 道 府 県 お よび 指定 都市 が 当該 事業 に 補 
助 し た 額 (事業 に 要する 費用 の 4 分 の 3 以内 ) に 対 
し , 国 は 補助 (3 分 の 2 以内 ) を 行ない , 社会 福祉 法 
人 立 施設 の 育成 を 図る こと と し て いる . 

(④⑳ 国 また は 都 道 府 県 負 担 金 の 算出 基礎 : 国庫 負担 金 
また は 都 道 府 県 負 担 金 の 算出 基礎 に つい て は , 本 法 施 
行 令 第 10 条 の 規定 に より , その 費用 の 国庫 負担 の 限 
度 は , 各 年 度 に お いて 厚生 大 臣 が 定め る 身体 障害 者 保 
護 費 お よび 社会 福祉 施設 整備 約 に か か る 国庫 負担 金 お 
よび 国庫 補助 金 の 交付 基準 に 基づい て 決定 され る . 

① 国 の 負担 は 各 年 度 に お いて 市 町 村 ま た は 都 道 府 県 
か が 支弁 し た 費用 の 額 か ら , その 費用 の た め の 寄 付 金 , 
本 法 第 38 条 第 3 項 お よび 第 4 項 の 規定 に よる 徴収 金 , 
その 他 の 収入 を 控除 し た 精算 額 に つい て 行なわ れる . 
し た が っ て , 寄付 金 , 徴収 金 その 他 の 収入 の 額 が , 
その 年 度 に お いて 都 道 府 県 ま た は 市 町 村 が 支弁 し た 費 


用 を 超過 する と き は , その 超過 額 は , 以後 の 年 度 に お 
ける 支弁 額 か ら 控除 きれ る こと と な っ て いる . 

② 都 道府県 の 負担 は , 各 年 度 に お いて 市 町 村 が 支弁 
し た 身体 障害 者 更生 援護 施設 お よび 養成 施設 の 設置 に 
要する 費用 の 支弁 額 か ら , その 費用 の た め の 寄 付 金 , 
その 他 の 収入 の 人 額 を 控除 し た 精算 額 に つい て 行なわ れ 
る . 

5) 国庫 負担 金 の 交付 : 国庫 負担 金 の 交付 申請 , 交付 
決定 , 事業 実施 の 状況 報告 , 交付 額 の 確定 , 国庫 負担 
金 の 返 届 に 関す る 具体 的 な 取扱 い に つ いて は , 「 補 助 
金 等 に 係る 予算 の 執行 の 適正 化 に 関す る 法律 」 の 定め 
る と ころ に よる ほか , 厚生 事務 次 官 通達 に 示す と ころ 
飼 よ る と と と な っ て いる 。 また, MUSEO ae 
関す る 事務 の 効率 化 , 適正 化 を 図る た め , 厚生 大 臣 
は , 補助 金 等 に 係る 予算 の 執行 の 適正 化 に 関す る 法律 
第 26 条 の 規定 に 基づい て , これ ら の 交付 に 関す る 事 
務 の 一 部 を 都 道 府 県 知事 に 委任 し て いる . 

[更生 医療 ・ 補 装具 の 給付 に 要する 肥 用 の 後 収 ] 本 
法 に お ける 費用 の 負担 命令 お よび 後 収 に 関す る 規定 は 
第 38 条 に ある . 同 条 は 更生 医療 の 給付 を 行ない , ま 
た は 業者 に 委託 し て 補 装 具 の 交付 また は 修理 を 行なう 
場合 に , 身体 障害 者 また は その 扶養 義務 者 に 対し て , 
その 負担 能力 に 応じ て 費用 の 支払 い を 命じ , また は こ 
れ を 後 収 し 得る 旨 を 規定 し た も の で ある . 

本 法 に よる 福祉 の 措置 は , 貧困 と いう こと を 必要 と 
し な い の で , 要 援 護 の 要件 に 該当 する 者 に つい て は , 
等 し く 必 要 な 福祉 の 措 思 を 援護 の 実施 機関 が 行ない , 
事後 に 費用 を 支弁 し た 地方 公共 団体 の 財源 補てん の 観 
点 か ら , それ 相当 の 自己 負担 能力 の ある 者 に つい て 費 
用 を 徴収 する こと が で きる と いう 建前 こ な っ て いる . 

1) 負担 命 令 お よび 徴収 : 費用 の 徴収 は , 本 人 また は 
その 扶養 義務 者 が 支払 い を 命じ し られ た 人 額 を 支払 わな か 
っ た 場合 と , 援護 の 実施 機関 が 補 装 具 の 交付 また は 修 
理 を 自ら 行なっ た 場合 , その 用 の 全部 また は 一 部 を 
本 人 また は その 扶養 義務 者 か ら 徴 収 する 場合 と に 行 な 
yeni 

前 者 に つい て は , 更生 医療 の 給付 また は 業者 に 委託 
し て 補 装 具 の 交付 , も し く は 修理 が 行 な われ た 場合 
こ , 行政 措置 に 要する 費用 を 支 電 すべ き 都 道府県 また 
は 市 町 村 の 長 は , 当該 身体 障害 者 また は 扶養 義務 者 に 
その 負担 能力 に 応じ し て, その 費用 の 全部 また は 一 部 を 
指定 医療 機関 また は 業者 に 支払 い を 命じ る こと と と な る 
が , 身体 障害 者 また は その 扶養 義務 者 が 支払 い を 命じ 
られ た 人 額 を 支払 わな か っ た た め に と, 都 道 府 県 ま た は 市 
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町 村 が その 額 を 支払 っ た と き は , 前 記 の 支払 い 命令 は 
失効 し それ に 代 っ て 都 道 府 県 ま た は 市 町 村 の 長 が 本 
人 また は その 扶養 義務 者 に 対し て , その 額 を 徴収 する 
こと が で きる . この 場合 の 費用 の 徴収 権 は , 国 の 機関 
と し て で は な く , 費用 を 支弁 する 地方 公共 団体 の 執行 
機関 と し て の 立場 で 行なう も の で ある の で , その 費用 
は 当該 地方 公共 団体 の 収入 と な り , その 費用 の 徴収 に 
つい て は , 地方 自治 法 第 225 条 の 規定 が 適用 され る . 
後者 に つい て は , 援護 の 実施 機関 が 補 装 具 の 交付 ま 
た は 修理 を 業者 に 委託 せ ず に 自 か ら 行 な う 場 合 で ある 
が , これ は 地方 公共 団体 が 設置 し て いる 補 装 具 製 作 施 
設 が 補 装 具 の 交付 また は 修理 を 行なう 場合 , また は 援 
護 の 実施 機関 が 業者 か ら 直接 , BARS OZ, 点字 
as, 電池 な ど を 購入 し て , これ を 身体 障害 者 に 交付 す 
る 場合 , その 費用 の 全部 また は 一 部 を 本 人 また は 扶養 
義務 者 か ら 徴 収 す る も の で ある . 

@ 徴 収 基準 : 法 第 38 条 第 1 項 ・ 第 4 項 , 第 19 条 の 
7 お よび 第 21 条 の 2 の 規定 に よる 身体 障害 者 , また は 
その 扶養 義務 者 か ら 当 該 行政 措置 に 要する 費用 を 支弁 
し た 都 道 府 県 知 事 ま た は 市 町 村長 は , 援護 の 実施 機関, 
すなわち , 国 の 機関 と し て の 立場 に お いて で は な く , 
行政 措置 を 支弁 し た 地方 公共 団体 の 執行 機関 と し て の 
立場 で 徴収 する も の で ある こと は 前 述 の 通り で ある . 
し た が っ て , 徴収 する こと が で きる と は , 国 の 機関 委 
EBS CH ABBY & SICTOW CLE OBRAO SEZ 
費 負 担 で な く , 本 人 また は 扶養 義務 者 か ら 徴 収 す る こ 
と が で きる と いう 29 権能 が 与え られ て いる も の で ある . 
半面 , 地方 公共 団体 の 収入 で ある の で , 義務 と し て 徴 
収 し な けれ ば な ら な いも の で は な く , 地方 公共 団体 の 
裁量 の 余地 が ある も の で ある . し た が っ て , 措置 に 要 
する 費用 の 徴収 基準 は , いわ ゆる 国庫 負担 金 の 交付 基 
進 の 一 部 と し て 示さ れる の で , これ は 国庫 負担 金 を 交 
付す る 場合 の 決済 基準 と し て 用 いら れる も の で ある 
が , 現実 の 徴収 も ふ , この 基準 に よら ざる を 得 な いで あ 
ty, 


(3 徴収 (月 ) 額 の 認定 方 法 : 更生 医療 の 給付 また は 補 


装具 の 交付 ・ 修 理 を 受け る 者 の 負担 すべ き 額 の 認定 方 
法 に つい て は , FOR, 国民 の 平均 的 な 生活 水準 を も と 
に 標準 生活 費 を 基準 と し た 徴収 基準 を 採用 し て いた 
が , 徴収 額 な どの 適正 か つ 敏 速 な 決定 と 事務 の 簡素 化 
を 図る 目的 の た め , いわ ゆる 「 所 得 税 方 式 」 に 1962 
(昭和 37 ) 年 4 月 1 日 か ら 通 知 を 改め て 実施 され , 現 
在 に 至っ て いる . 

その 概要 は 次 の 通り で ある . 


更生 医療 の 給付 お よび 補 装 具 の 交付 ・ 修 理 に 要する 
費用 に つい て , 当該 身体 障害 者 また は その 扶養 義務 者 
(以下 「 身 体 障害 者 等 」 と いら) に 負担 させ る べき 費 
AOR (以下 「 自 己 負担 額 ] と いう ) は , 当該 身体 障 
害 者 な どの 属す る 世帯 の 前 年 の 所 得 税額 な ど に 応じ て 
決定 する こと と と な っ て いる . すなわち も , 被 保護 世帯 お 
よ ょ び 市 町 村民 税 非課税 世帯 は , 自己 負担 と する と と な 
く 全額 公費 負担 と し , 所 得 税 非課税 世帯 お よび 所 得 税 
課税 世帯 は 別表 「 徴 収 基準 額 表 ] に 定め る 自己 負担 額 
aoe eee CLS. 

① 更 生 医療 (入院 ) OBA It, 「 徴 収 基準 額 表 」 の 
[徴収 基 準 (月 ) 額 」 の 額 と する . た だ し , 当該 世帯 の 
年 所 得 税額 が 15 万 6001 円 以上 で ある と き は , 当該 費 
用 の 全額 と する . 

② 更 生 医 療 (通院 ) お よび 補 装 具 の 場合 は , 前 記 ① 
の 例 に より 算出 し た 額 の 2 分 の 1 の 額 と する . た だ 
し , 年 所 得 税額 15 万 6001 円 未満 で ある と き は , 当該 
費用 の 全額 と する . 

③ 当 該 世 帯 の 年 所 得 税 が 15 万 6001 円 未満 で ある 
場合 に お いて , 当該 身体 障害 者 が 世帯 主 ま た は 当該 世 
乏 に お ける 最多 収入 者 で ある と き は , 前 記 ① ひ に より 人 算 
出し た 額 の 2 分 の 1 に 相当 する 額 と する . 

④ 同 一 月 内 に 同一 世帯 の 2 人 以上 の 身体 障害 者 に 対 
し て 更生 医療 の 給付 , 補 装 具 の 交付 な ど を 行なう 場合 
は , 当該 各 身 体 障害 者 に つき 自己 負担 額 を 算出 する も 
DEL, その 額 は 最初 の 者 に つい て は 前 記 ①, ©, ③ 
に より 算出 し た 額 と し , 2 人 目 以降 の 者 に つい て は , 
いずれ る ゃ 別表 「 徴 収 基準 額 表 」 の 「 加 算 基準 (月 ) 額 」 
の 額 と する . 

⑤ 月 の 中 途 で 更生 医療 が 開始 され , また は 終了 し た 
Ball, その 月 の 自己 負担 額 は , 前 記 ① ひ ー④ ま で に 
より 算出 し た 額 と その 月 の 入院 また は 通院 の 期間 (日 
数 ) と の 積 を その 月 の 実 日 数 で 除 し て 得 た 額 と する . 
⑥ ① か ら ⑤ ま で に より 算出 し た 額 が , 更生 医療 の 給 
付 , 補 装 具 の 交付 ・ 修 理 に 要する 費用 の 額 を 越え る と 
き は , 当該 費用 額 を 自己 負担 額 と する . 

3④ 褒 定 の 基礎 事実 の 確認 方 法 : 徴収 (月 ) 額 の 認定 に 
伴い , 当該 身体 障害 者 筆 の 世帯 (当該 身体 障害 者 と 生 
計 を 一 に する 消費 経済 上 の 1 単位 を いい , 必ず し も ゃ 居 
住 を 一 に し て いな い 場 合 で あっ て も 同一 世帯 と し て 誰 
定 す る こと が 適当 で ある と き は 同様 と する ) の 所 得 税 
額 な ど に つい て , 援護 の 実施 機関 に お いて 調査 確認 す 
る も の と し , 被 保護 世帯 の 確認 は 福祉 事務 所 に , 市 町 
村民 税 お よび 所 得 税 の 課税 。 非課税 の 事実 は , それ ぞ 
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表 3 徴収 基準 額 表 表 4 
ve fit 。。 oun Ey oy ila mye ayia | 加算 基準 (月 ) 額 _RESPREBES TR | Beall nan 
5 er ite 3,300 円 
A 生活 保護 法 に よる 被 保護 世帯 0 円 0 円 2 級 3,200 円 
B 市 町 村民 税 非課税 世帯 0 0 3 援 1.900 円 
hl 市 町 村民 税 所 得 割 非 課税 世 Wi 1,500 円 
Ci | 所 得 税 | 甘 ( 協 等 割 の み 課 税 ) 1 re 5 | ae 1,200 円 
z tu 市 町 村民 税 所 得 割 
Cs 非課税 世帯 課 税 性 ie 1,500 150 6 8m 1,000 円 
Moly ails 4,800 円 以下 2,500 250 
D2 所 得 税 課税 4,801 円 て 9,600 円 3,000 300 Be ま た は その 出身 世帯 
D3 | 世帯 の 年 9,601 円 一 16,800 円 3,500 350 の 収入 月 額 が 次 の 額 の 合算 
D4 mys 16,801 円 一 24,000 円 4,200 420 HP Pe) A 
De | 区 分 別 世 帯 32,401 円 -- 42,000 円 5.600 560 当 訪 入所 者 の 飲食 物 費 は 財 
D7 42,001FI~ 92,400 円 7,800 780 庫 負 担 の 対象 に な る . 
Ds 92,401F4~120,000F4 9,500 950 LSE HRB IC 45 
Ds 120 ,0017J~156, 000F4 12,000 1,200 eater er 
Dio | 156,001 円 以上 2 ai 最初 の 者 に 係る 費 者 以外 の 世帯 員 の 生活 保護 
用 の 全額 の 10 多 に 法 に よる 最低 生活 費 算定 額 
feos Oo ere (⑫) 生 活 保護 法 に よる 保護 
し 、 そ の 人 額 が 2,000 9 ) B N 
円 満た な 場合 9 ke ae 
は 2,000 円 次 に 掲げ る も の の 合算 額 . 


れ 市 町 村 ま た は 市 町 村民 税 の 特別 徴収 義務 考 また は 所 
轄 税務 署 ま た は 徴収 本 務 者 な ど に 照合 し て 行なう も の 
で ある . 

⑤ 微 収 (月 ) 額 の 再 認 定 : ① 更 生 医療 の 給付 を 継続 中 
に 認定 の 基礎 と な る 事実 に 変動 が 生じ た 場合 は , 原則 
と し て 申請 者 の 届出 に 基づい て 確認 の うえ , 変動 が 生 
じ た 日 の 属す る 翌月 か ら 適 用 し て 再 認定 を 行なう も の 
eae. 

② 災 害 な ど に より , 前 年 度 と 当該 年 度 と の 所 得 に 著 
し い 変 動 が あっ た 場合 は , その 状況 な ど を 勘案 し て , 
都 道 府 県 知 事 ま た は 指定 都市 市 長 が 適当 と 認め た 場合 
に は 再 認定 が で きる こと と な っ て いる . 

[施設 入所 者 の 食費 の 徴収 ] 身体 障害 者 更生 援護 施 
設 の 入所 者 に か か る 頃 用 の 徴収 に つい て は , 身体 障害 
者 福祉 法 に 特別 な 規定 は な い が , 施設 入所 は 公 の 施設 
利用 関係 に お いて 利用 料 の 徴収 関係 が た 生ずる だ け で あ 
り , 現行 法 に お いて は 飲食 物 費 だ けが 徴収 の 対象 に な 
GU 

この 飲食 物 費 の 徴収 額 は , すべ て の 利用 者 に つい て 
一 率 で ある べき で ある が , 生活 困 欠 者 に 対し て は 免除 
し て いる . 身体 障害 者 更生 施設 に 入所 中 の 被 保護 考 な 
どの 生計 困 第 者 に 対す る 食費 の 国庫 負担 に つい て は , 
次 に より 行なわ れる こと に な っ て いる . 

入所 者 の 出身 世帯 が 生活 保護 法 の 適用 を 受け て いる 


① 身 体 障 害 考 加算 額 ( 介 
護 料 を 除く ). © 在宅 患者 加算 が 必要 で ある と 認め ら 
れ た 者 に つい て は その 額 . た だ し , これ は 身体 障害 者 
加算 の 「 飲 食物 費 」 と 重複 する が , この 場合 は , ど ち 
ら か 高い 方 の 額 の 分 だ け と する . ③ 入 院 患 者 の 日 用 品 
BO. 
(3) 表 4 に 定め る 身体 障害 者 特別 加算 額 . 
④ 当該 施設 の 食費 の 額 . (菊地 正 ) 


見 音信 祉 法 に お ける 福祉 の 措 軒 


身体 障害 児 対策 の 沿 

身体 障害 児 に 対す る 援護 事業 が , 児童 福祉 法 に 採 入 
れ ら れ た 背景 と し て , 盲 ・ ろ うら あ 児 を 対象 と する 民間 
社会 事業 家 の 努 力 , あ る い は 整形 外科 学 な どの 医学 の 
進歩 に よっ て 発展 し て きた 肢体 不 自由 児 援 護 活 動 の 歴 
史 を 見 の が すこ と は で きた な い . 

育児 施設 は 1889 (明治 22 ) 年 に アメ リカ の ドレ ー 
ペパー (C.P. Draper) に よっ て 横浜 に 創設 され Gi 
横浜 訓 盲 院 ), ろ う あ 児 施設 は 1933 (昭和 8 ) 年 に 
創設 され た が , その 数 は 少な く , 児童 福祉 法制 定時 に 
は 全国 で 3 カ所 に 過ぎ な か っ た . また , 整形 外科 医 で 
あっ た 高木 憲次 は , 1924 (大 正 13) 年 以来 , 肢体 不 自 
由 児 援護 の 具体 的 方 策 に つい て 不断 の 努力 を 続け , FE 
形 外科 な どの 技術 と 社会 福祉 活動 を 有機 的 に 結合 する 
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表 1 身体 障害 の 種類 別 児 童 数 























全国 推計 | 構成 比 ( め ) 
rn 数 93,800 100.0 
肢 体 不 AO 51,900 55.3 
wm om & = 5,600 5.9 
ei) ee ee 」 寺 18,200 19.4 
Paitin: > Fees Ge 5,600 5.9 
a 【 詩 











注 1. 資料 厚生 省 「 入 体 障害 児 実態 調査 」(1970 年 10 月 ) 
. 復 合 障害 の ( ) 内 は , 視覚 障害 と 他 の 障害 を 併せ も つも の 
の 再掲 で ある . 


表 2 障害 の 原因 別 身体 障害 喝 数 


i) 





37 , 200/11 ,400)27 ,500/11, 200 
SOB 12 2 29.3| , 11.9 





sour | $8 EGU 
全国 推計 数 93,800| 1,600) 5,000 
haperee,).| 100.0). 1.7) 5.3 
厚生 省 「 身 体 障害 児 実態 調査 (1970 年 10 月 ) 


必要 性 を 提唱 し , 今日 の 身体 隊 害 児 対策 の 基礎 を 確立 
bie: 

戦後 , 身体 障害 児 対策 は 1947 (昭和 22 ) 年 の 児童 
福祉 法 の 制定 に より , 従来 の 施策 が 慈善 事業 的 で あ 
っ た も の か ら eee ee Lb, 身体 障害 児 対 
策 も 児童 福祉 の 一 環 と し て 取上げ られ , これ を 保健 と 
福祉 の 面 か ら 総合 的 な 計画 の も と に 行ない , 特に 早期 
発見 , 早期 治療 と 医学 的 リハ ビリ テー ショ ン が 事業 の 
中 心 と な っ た . 

その 後 , 児童 福祉 法 の 改正 な ど に より , 次 の よう な 
事業 が 行なわ れる こと と な っ た だ た. 

(1)1951 年 保健 所 に お ける 療育 指導 お よび 補 装 具 
の 交付 , 修理 . 

Aa 育成 医療 の 給付 . 

(31966 年 在宅 の 重度 身体 障害 児 に 対す る 特別 児 

童 扶養 手当 の 支給 (特別 児童 扶養 手当 法 ). 


























表 3 療育 指導 結果 状況 (昭和 45 年 度 ) 


表 4 育成 医療 の 給付 状況 (昭和 45 年 度 ) 








a: a 院 | a 
総 数 13,680 12,023 1,657 
肢体 不 自由 6,299 4,662 1,637 
視覚 障害 528 516 12 
聴覚 障害 2,093 2,085 8 
- @D 他 4,760 4,760 ーー 





厚生 省 「 厚 生 省 報告 例 」 


SH, 児童 福祉 施設 に ついては, 1949 年 に 盲 ・ 
ろう 学校 の 寄宿 舎 の 転用 に より 大 幅 な 増強 が 図ら れ , 
肢体 不 自由 児 施 設 に こつ いて も , 児童 福祉 法 の 制定 当時 
に は 東京 の 整 肢 療護 園 1 ヵ所 だ け で あっ た が , 1967 
年 に は 全 県 に 設置 され , 地域 に お ける 肢体 不 自由 児 の 
療育 セン ター と し て の 使命 を 末 た し て いる , 


身体 障害 児 の 実態 

1970 年 8 月 現在 で , 厚生 省 が 実施 し た 身体 障害 児 実 
態 調査 に よる と , 在宅 の 身体 障害 児 は 9 万 3800 人 と 
推計 され , これ を 障害 別 , 発生 原因 別 に みる と , 表 
1, 2 の 通り で ある . 

1) これら の 障害 児 を その 障害 
覚 障害 児 は 単 一 障害 の ほか 他 の 障害 を 併せ も つ 複 合 障 
害 児 を 含め て 8900 人 で 全体 の 9.4 パー セン ト を 占め 
で My る 
(2) こ れ ら の 障害 児 を その 発生 原因 別 ( 表 2 ) に みる 
と , 先天 異常 が 全体 の 39.6 パー セン ト を 占め て いる . 


の 種類 別に みる と , Fh 


身体 障害 児 対策 の 現状 

身体 障害 児 対策 は , 大 別 す る と お お むね 次 の よう に 
分 類 さ れる . すなわち , OBEY. QFE + 
期 治療 、③ 長 期 に わた る 治療 お よび 訓練 の ④② そ の 他 で あ 
る . な お , ③ に つい て は , 別項 で 述べ る の で ここ で は 
省略 する . 

[発生 予防 〕 身体 障害 の 発生 を 原因 別に みる と 約 77 





























木 年 初回 医 療 相 談 件 数 Ate 具 相 KR 件 数 

彼 指導 要 肢 体 不 | 要 育成 |] その 他 の 

yh 員 | 総 aoe we | EE ます 1PO 要 修 理 壮 着 指導 | 不 用 
総 ee 17:151 | 132,592 669 5,940 19,957 | 106,026 | 9,843 561 58 952 | 8,272 
肢体 不 自由 | 105,238 | 119,797 669 4,313 17,849 | 96,966 | 9,723 519 52 949 | 8,203 
視覚 障害 505 519 一 150 180 189 12 ik 3 1 1 
聴覚 障害 695 792 ーー 435 184 173 44 35 3 2 4 
そ の 他 10,713 11,484 ーー 1,042 1,744 8,698 64 一 — — 64 











厚生 省 「 保 健 所 運営 報告 」 
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表 5 年 次 別 育成 医療 の 給付 関係 予算 領 


45 年 度 に お ける 療育 指 
導 件 数 は 表 3 の 通り で 





| 昭和 4 年度 | 昭和 42 年 度 | 昭和 43 年 度 | 昭和 44 年 度 | 昭和 45 年 度 | 昭和 46 征 度 
“PH (FA) | 285,224 | 289,624 | 292,534 | 364,668 | 


表 6 補 装 具 の 種目 別 交付 , 修理 状況 (昭和 45 FRE) 





総 数 | 交 付 | 修 理 
総 数 10,686 10,215 471 
義 肢 類 1,862 1,675 187 
装 具 類 4,428 4,302 126 
ES ue, cede 1,089 1,039 50 
補 聴 器 2,012 1,919 93 
PS HS Z 400 392 8 
そ の fh 895 888 7 








資料 厚生 省 「 厚 生 省 報告 例 」 | 
パー セン ト が 疾病 に よっ て いる が , これ ら の うち 先天 
性 奇 型 , 母体 内 また は 出生 時 の 原因 に よる も の は , 母 
性 保健 の 向上 に より 防 目 可能 と され て いる . この よう 
な 障害 の 発生 防止 の た め に , 母子 保健 対策 , 栄養 改善 
対策 , 優生 保護 対策 お よび 伝染 病 予 防 対策 な どの 公衆 
衛生 対策 の 充実 に あわ せ て 発生 原因 の 明らか で な いも ゃ も 
の に 対し て の 研究 が 進め られ て いる . 

[早期 発見 ・ 早 期 治療 〕 身体 障害 児 の 中 に は , 早期 
に 適切 な 治療 を 行なう こと に よっ て , その 機能 障害 の 
回 復 が 可能 な 者 が 少な く な いと され , その た め に 児童 
福祉 法 に お いて は , 次 の よう な 施策 が 行なわ れ て いる . 

(1) 全国 の 保健 所 な ど に お いて 療育 指導 が 行なわ れ て 
いる . 療育 指導 は , 都 道 府 県 知 事 が 指定 する 保健 所 
(療育 指定 保健 所 1971 年 4 月 現在 581 カ所 ) に お 
いて , 整形 外科 , 眼科 お よび 耳鼻 科 の 医師 に より 定期 
的 に 行なわ れ て いる . また , 療育 指定 保健 所 か ら 遠 隔 
地 の 障害 児 の た め に 巡回 指導 も 行なわ れ て いる . 昭和 
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図 2 補 装 具 の 交付 ・ 修 理 の 手続 
表 7 年 次 別 補 装 具 の 交付 修理 関係 予算 領 


| 昭和 41 征 度 | 昭和 42 征 度 | 昭和 43 年 度 | 昭和 44 年 度 | 昭和 45 年 度 | 昭和 6 年度 


591,060 | 721,022 D2. 
療育 指導 の 内 容 と し 


て は , 上 記 専門 医 に よる 障害 の 有無 , 障害 の 状況 た な ど 
(に つい て の 専門 的 診察 お よび 検査 たより, ① 治 療 の 必 
要 な 者 に 対し て は , 適当 な 医療 機関 や あっ せん する ほ 
か , 育成 医療 の 給付 に つい て 助言 する こと . OB tht 
設 な どの 児童 福祉 施設 へ の 入所 に つい て の 助 言 の ほ 
か , 必要 に 応じ て 児童 相談 所 へ の 通告 を する こと . ③ 
身体 障害 考 手帳 お よび 補 装 具 の 交付 に つい て の 助言 指 
導 を 条 な うこ と 7 

(》 療 育 指 導 の 結果 , 比較 的 短期 間 の 治療 に より , そ 
の 機能 の 回 復 が 期待 され る 者 に 対し て は , 育成 医療 の 
給付 が 行なわ れる . 育成 医療 の 給付 は , 早期 治療 を 目 
的 と し , その 内 容 は 医療 が 主体 で あり , また , 短期 間 
で ある た め 児 童 福祉 施設 で 行なわ れる 日 常 生活 指導 お 
よび 学習 指導 は 行 な ち われ な い . 育成 医療 の 給付 は , 厚 
生 大 臣 が 指定 し た 指定 育成 医療 機関 で 行なわ れる が , 
1971 年 10 月 1 日 現在 , その 数 は 全国 で 1000 カ所 が 
指定 され て いる . 育成 医療 の 給付 対象 疾患 は , 整形 外 
科 , 眼科 お よび 耳鼻 科 関係 に 限ら れ て いた が , 昭和 39 
年 度 か ら 心 臓 疾 患 を も 対象 と する よう に な っ た . 育成 
医療 の 給付 の 状況 は 表 4 の 通り で ある . 

育成 医療 の 給付 を 受け る た め に は , 親権 者 また は 後 
見 人 が , 児童 に 代わ っ て, 居住 地 を 管轄 する 都 道 府 県 
知事 に 申請 する こと に な っ て いる が , その 手続 き を 図 
示す る と 図 1 の 通り と な る . 

育成 医療 の 給付 に 要する 費用 に つい て は , 当該 児童 
の 扶養 義務 者 が 全部 また は 一 部 を 負担 で き な い 場合 に 
は , 児童 福祉 法 に 基づき 国 お よび 都 道 府 県 に お いて 公 
綿 負 担 さ れる こと に な っ て いる . 育成 医療 の 給付 費 関 
係 の 国 の 予算 は , 表 5 の 通り で ある . 

(3) そ の ほか , 身体 障害 者 手帳 の 所 持 者 に 対し , その 
身体 的 欠損 また は 機能 の 障害 を 補い , 日 常 生活 の 助長 
を 図る こと を 目的 と し て , 補 装 具 の 交付 (修理 ) 行 な 
われ て いる が , その 状況 は 表 6 の 通り で ある . 

補 装 具 の 交付 お よび 修理 の 手続 き は , 図 2 の 通り で 
ある . 

補 装 具 の 交付 に 要する 費用 に つい て は , 育成 医療 の 
給付 の 場合 と 同様 で ある . また , 補 装 具 交 付 関係 の 国 
の 予算 は , 表 7 の 通り 
で ある . 
その 他 , 在宅 の 重度 





HH CFD | 70,509 | 77,560 | 


83,222 | 106,205 | 117,969 | 137,064 
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別 児童 養育 手当 て の 支給 な ど が 行なわ れ て いる ・ 
(窪田 勉 ) 


障害 福祉 年 金 の 支給 


国民 年 金 法 に 基づく 障害 給付 の うち , その 給付 に 必 。 


要 な 財源 の 全額 を 国 が 負担 する こと に よっ て 支 給 さ れ 
る も の を , 障害 福祉 年 金 称 し て いる . 国民 年 金 法 は 
1959 (昭和 34 ) 年 4 月 16 日 , 当時 いずれ の 公 的 年 金 
御 度 か ら る 保護 され て いな か っ た 上 農 漁業 従事 者 , BE 
業者 な ど で 20 歳 以 上 60 WRATH OA 2 AIR ETS 
政府 管掌 の 年 金 制度 と し て 公布 きれ た . 国民 年 金 の 基 
本 は 被 保険 者 と し て 保険 料 の 納付 を 要件 と する 拠出 制 
の 年 金 制度 で あっ て , 保険 料 の 納付 は 1961 年 4 月 1 
日 か ら 開 始 さ れ た が , 経過 的 特例 と し て , 1911 (明治 
44) 年 4 月 1 日 以前 に 生ま れ た 者 , すなわち , 1961 
年 4 月 1 日 に 50 歳 を 越え る 者 は 適用 か ら 除 外さ れ た . 
障害 福祉 年 金 は , 拠出 制 年 金 を 補完 する も の と し て 制 
度 発足 後 , 保険 料 の 納付 期間 また は 保険 料 の 免除 期間 
が 一 定期 間 に 着 し て いな いた め 拠 出 制 の 障害 年 金 を 受 
ける こと の で き な い 者 お よび 先天 性 の 障害 など, 20 歳 
こと なる 前 か ら の 障害 者 が 20 me ICEL L SIC RIMS 
れる こと と に な っ て いる . また , 制度 が 発 直 し た 1959 
年 11 月 1 日 に , すでに 重度 の 身体 障害 者 で あっ た 者 , 
拠出 制 年 金 発足 当時 高齢 で あっ た た め 適 用 を 除外 され 
た 者 で , 同日 以後 に 重度 の 身体 障害 者 に な っ た 者 , お 
ょ よび 拠出 制 年 金 の 実施 前 ( 1961 年 4 月 1 AAD OG 
病 に より , 1959 年 11 月 1 日 以後 に 重度 の 身 体 障 害 者 
(に こ な っ た 者 に 対し て は , 経過 的 に 障害 福祉 年 金 の 特別 
支給 が 行 な ち れる こと に な っ て いる . 通常 は 前 者 を 補 
完 的 障害 福祉 年 金 , 後者 を 経過 的 障害 福祉 年 金 と 呼ん 
で いる が , その 支給 要件 は 次 の 通り で ある . 


補完 的 障害 福祉 年 金 
(1 疾病 に か か り , また は 負傷 し , その 初診 日 に 国民 


年 金 の 被 保険 者 で あっ た 者 で , 廃 疾 認定 日 の 前 日 に お | 


いて , ① 廃 疾 認定 日 の 属す る 月 の 前 月 まで の 被 保険 者 
期間 の うち , 保険 料 免除 期間 を 除い た も の が 5 年 以上 


あり , か つ , その 期間 の うち の 保険 料 納 付 済 期間 


が , その 期間 の 3 分 の 2 以上 を 占め て いる か , OBER 
認定 日 の 前 日 まで の 引 続 く 被 保険 者 で あっ た 期間 に 係 
る 保険 料 の 滞納 が な いか , その いずれ か に 該当 し た 者 
が , 廃 疾 認定 日 に お いて , その 傷病 に よ り 法 別表 に 定 
め る 1 級 に 該当 する 程度 の 廃 疾 の 状態 に ある と き , 





②⑳ 初 診 日 が 20 歳 に 幸 す る 日 また は 1961 年 4 月 1 日 
前 の 傷病 に より 廃 疾 の 状態 に ある 者 が , 20 mC HL 
た 日 また は 1961 年 4 月 1 日 以後 に さら に 疾病 に か か 
り , また は 負傷 し た 場合 に お いて 新た に 発 し た 傷病 に 
係る 初診 日 に お いて 被 保険 者 で あり , その 傷病 に か か 
る 廃 疾 認定 日 の 前 日 に お いて , 上 記 (1) の ① ま た は ② の 
いずれ か に 該当 し , DO, その 廃 疾 認定 日 に お いて , 
前 後 の 廃 疾 を 併合 し て , 別表 に 定め る 1 級 に 該当 する 
程度 の 廃 疾 の 状態 に ある と き . 

(3 疾病 に か か り , また は 負傷 し , その 初診 日 に お い 
て 20 歳 未満 で あっ た 者 が , 廃 疾 認定 日 後に 20 RICE 
し た と き は , 20 歳 に 達し た 日 に お いて , 廃 疾 認定 日 
が 20 MICH し た 日 以後 で ある と き は , その 廃 疾 認定 
日 に お いて , 別表 に 定め る 1 級 に 該当 する 程度 の 廃 疾 
の 状態 に ある と き に 支給 され る . 

また , 上 記 の 場合 に 廃 疾 認定 日 ( 廃 疾 認定 日 以後 に 
20 歳 に 達し た と き は 20 歳 に 達し た 日 ) に は 1 級 に 該 
当 し な か っ た 者 が , その 日 以後 65 歳 に 六 す る まで の 間 
IC, その 傷病 に より 初め て 別表 に 定め る 1 級 に 該当 す 
る 程度 の 廃 疾 の 状態 に な っ た と き は , 上 記 と 同様 , 補 
完 的 障害 福祉 年 金 が 支給 され る が , この 場合 の 年 金 の 
支給 は , 受給 権 者 が 裁定 請求 を し た 日 の 属す る 月 の 伴 
月 か ら 行 な ち わ れ る こと に な っ て いる . 

廃 疾 認定 日 と は , 初め て 医師 の 診療 を 受け た 日 か ら 
起算 し て , 3 年 を 経過 し た 日 (3 年 以内 に その 傷病 が 
な お っ た 場合 は ,。 その な お っ た 目 ) を いう . 傷病 が 直 
っ た 日 と は , その 症状 が 固定 し , 治療 の 効果 が 期待 で 
き な い 状態 に 至っ た 目 も 含ま れる . 


経過 的 障害 福祉 年 金 

(1)1959 (昭和 34) 年 11 月 1 日 に お いて 20 歳 を 越 
える 者 が , 同日 以前 に 直っ た 傷病 に より , 同日 に お い 
て 別表 に 定め る 1 級 に 該当 する 程度 の 廃 疾 の 状態 に あ 
る と き , 

@) 初 診 日 が 1961 年 3 月 31 日 以前 で あり , その 初診 
日 に 20 歳 以 上 で あっ て , その 傷病 が 1964 年 11 月 1 日 
か ら 7 月 31 日 まで の 間 に な お っ た 者 が , その 志 っ た 
日 に お いて 70 歳 未満 で あり , か つ , 別表 に 定め る 1 
級 に 該当 する 程度 の 廃 疾 の 状態 に ある と き , 

(3)1911 (明治 44) 年 4 月 1 日 以前 に 生ま れ た 者 が 
初診 日 が 1961 年 4 月 1 日 以後 で ある 傷病 に TRO BER 
認定 日 に お いて , 別表 に 定め る 1 級 に 該当 する 程度 の 
廃 疾 の 状態 に ある と き に 支給 され る . Ek, 廃 疾 認定 
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日 に は 1 級 に 該当 し な か っ た が , その 日 以後 70 歳 に 
達する まで の 間 に , 法 別 表 に 定め る 1 級 に 該当 する 程 
度 の 廃 疾 の 状態 に な っ た と き に は , 補完 的 障害 福祉 年 
金 の 場合 と 同様 に , 裁定 請求 を 行なっ た 日 の 属す る 月 
の 翌月 か ら 経 過 的 障害 福祉 年 金 が 支給 され る . 

[ 1 級 の 状態 〕 別表 に 定め る 1 級 に 該当 する 廃 疾 の 
状態 は 次 の 通り で ある . DO 両 眼 の 視力 の 和 が 0.04 以 
FOLD, @ 両 耳 の 聴力 損失 が 90 デン ベル 以上 の も 


OD, @ 両 上 肢 の 機能 に 著しい 障害 を 有する ゃ も の , © 


両 上 肢 の すべ て の 指 を 欠く も の , © 両 上 股 の すべ て 
の 指 の 機能 に 著しい 障害 を 有する も の , © 両 下 肢 の 
機能 に 著しい 障害 を 有する も の , ⑦ iy Pee CBSE 
以上 で 欠く も の , © HO 機能 に 座っ て いる こと が 
で きた な い 程 度 , また は 立 上 が る こと が で き な い 程度 の 
障害 を 有する も の , @ HAS に 掲げ る も の の ほか , 
身体 の 機能 の 障害 また は 長期 に わた る 安静 を 必要 と す 
る 病状 が , 前 各 号 と 同 程度 以上 と 認め られ る 状態 で あ 
っ て , 日 常 生活 の 用 を 弁 ず る こと が で き な い 程度 の も 
の , Q⑩ 精神 の 障害 で 前 各 号 と 同 程度 以上 と 認め られ 
る も の , DM 身体 の 機能 の 障害 も し く は 病状 また は 精 
神 の 障害 が 重複 する 場合 で あっ て , その 状態 が 前 各 号 
と 同 程度 以上 と 認め られ る 程度 の も の. 

[視覚 障害 の 認定 ] 視覚 障害 者 が , 法 別 表 に 定め る 
1 級 に 該当 する 程度 の 状態 で ある か どう か は , 裁定 請 
求 書 に 添付 され た 「 福 祉 年 金 診 断 書 ] に 基づい て , 各 
都 道 府 県 の 障害 認定 審査 医員 が 認定 する が , その 内 容 
は 次 の 通り で ある . 

すなわち , 両 眼 の 視力 の 和 と は , 両 眼 視 に よっ て 
SAMS NCEA Cis <, 両 限 の それ ぞ れ の 視力 を 別々 
に 測定 し た 数 値 の 和 で ある . し た が っ て , 両 眼 の 視力 
の 和 0.04 と は , た と えば , 各 眼 の 視力 が それぞれ 
[0.01 £ 0.03) [0.02 と 0.02]「1 眼 盲 と 他 眼 0.04」 
の 場合 で ある . また , 屈折 異常 の 場合 は , 矯正 視力 に 
よっ て 認定 する が , 矯正 視力 と は , 眼科 的 に 最も 適当 
な 常用 し 得る 矯正 眼鏡 に よっ て 得 ら れ た 視力 を いう . 
視力 の 測定 に は 「 万 国 式 試 視 力 表 」 を 使用 する こと に 
な っ て いる が , 同一 原理 に よっ て 作ら れ た も の で あり 
か つ , 表 の 標準 昭 度 200 ルク ス が 正確 に 守ら れれ ば , 
適当 な も の を 選ん で も よい . 

[年 金額 ] 年 額 4 万 800 円 . この 額 は 1959 年 11 
月 の 制度 発足 当時 は 1 万 8000 円 で や っ た が , 1963 年 
9 月 か ら 2 万 1600 円 , 1965 年 9 月 か ら 2 万 4000 円 , 
1967 年 1 月 か ら 2 万 6400 円 , 1968 年 1 月 か ら 3 万 円 
1968 年 10 月 か ら 3 万 2400 円 , 1969 年 10 月 か ら 3 万 


4800 FJ, 1970 年 10 月 か ら 3 万 7200 円 , 1971 年 11 月 
か ら 現 在 の 額 に 逐次 引上げ られ て いる . 


年 金 支給 の 停止 

[所 得 に よる 支給 の 停止 」 障害 福祉 年 金 は , 受給 権 
者 に 35 万 円 を 越え る 額 の 所 得 が ある と き , お よび 受 
給 権 者 の 配偶 者 また は 受給 権 者 の 生計 を 維持 し て いる 
状 養 義務 者 に 一 定額 (扶養 親族 5 人 の 世帯 で 143 万 
9000 円 以上 ) の 所 得 が ある と き は , その 年 の 5 月 分 か 
ら 翌 年 の 4 月 分 まで その 全額 の 支給 が 停止 され る . 

[ 公 的 年 金 受給 こよ る 支給 の 停止 ] 障害 福祉 年 金 の 
受給 権 者 が 恩給 , 共済 組合 , 厚生 年 金 保険 な ど , 他 の 
制度 か ら 公 的 年 金 の 支給 を 受け て いる と き は , 障害 福 
祉 年 金 の 全額 の 支給 が 停止 され る . 

た だ し , 障害 福祉 年 金 の 額 よ り も 低額 で ある 公 的 年 
金 を 受け て いる 者 に あっ て は , その 差額 が 支給 され , 
また , 戦争 公務 に ょ る 負傷 また は 死亡 を 事由 と し て 居 
給 法 , 戦傷 病 者 戦没 者 遺族 等 援護 法 な ど に 基づき , 増加 
Elis, 障害 年 金 , 公務 扶助 料 , 遺族 年 金 な た ど を 受け て い 


_ る 者 (普通 恩給 が 併 給 さ れ て いる 増加 恩給 また は 傷病 


年 金 を 受け て いる 者 , 公務 扶助 圭 ま た は 特別 扶助 料 を 
受け て いる 者 に あっ て は , 負傷 し , また は 死亡 し た 当 
時 の 階級 が 准 士官 また は これ に 相当 する 者 以下 で あっ 
た 者 も し く は これ ら の 者 の 遺族 に 限る ) に あっ て は , 
当該 公 的 年 金 の 額 に か か わら ず , 全額 が 支給 され る . 

[障害 の 程度 が 軽 滅 し た こと に よる 支給 の 停止 ] 障 
害 の 程度 が 軽減 し, 別表 に 定め る 1 級 に 該当 する 程度 
の 廃 疾 の 状態 に 該当 し な く な っ た と き は , その 該当 し 
な い 間 , 支給 が 停止 され る . 

[障害 補償 の 受給 に よる 支給 の 停止 ] 廃 疾 の 原因 と 
な っ た 傷病 に つい て , 受給 権 者 が 労働 基準 法 に よる 障 
害 補償 を 受け た と き は 6 年 間 , 支給 が 停止 され る . 


受給 の 手続 き 

障害 福祉 年 金 裁 定 請 求 書 に , ① 受 給 権 者 の 戸籍 抄本 
② 佳 民 票 の 写し , ③ 福 祉 年 金 診 断 書 , ④ 所 得 状況 届 ,⑤ 
国民 年 金 手帳 ( 被 保険 者 また は 被 保険 者 で あっ た 者 の 
Be), ⑥ 公 的 年 金 証書 の 学 し な ど ( 公 的 年 金 を 受け 
る こと が で きる 場合 ) を 添え て , 住所 地 の 市 町 村 を 経 
由 し て 都 道 府 県 知 事 に 提出 する こと に な っ て いる . 
[各種 の 手続 き ] 障害 福祉 年 金 の 受給 権 者 は , 毎年 
6 月 中 に 受給 権 者 本 人 , 配偶 者 , 受給 権 者 を 扶養 し て 
いる 扶養 義務 者 の 前 年 に お ける 所 得 の 状況 を 記載 し た 
「 所 得 状況 届 」 を 住所 地 の 市 区 役所 , 町 村役場 に 提出 
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し な けれ ば な ら な い ほ か , 次 の よう な と き に は , す みや 
か に 市 区 役所 ・ 町 村役場 に 届出 し な けれ ば は ならない . 
OBR, 厚生 年 金 な ど 他 の 制度 か ら 年 金 を 受け る よ 
うと な っ た だ とき, また は 受け る と と が で き な く な っ た 
と き (福祉 年 金 支給 停止 関係 届 ) 

② 障 害 の 程度 が 軽減 し た と き (福祉 年 金 支給 停止 関 
係 届 ) 

⑨⑧ 氏 名 が 変わ っ た と き (氏名 変更 届 ) 

④ 佳 所 が 変わ っ た と き (住所 変更 届 ) 

⑤ 支 払 郵便 局 を 変え た たい とき (支払 郵便 局 変更 届 ) 
⑥ 印 鑑 を 和 失っ た り , 変え た いと き (印鑑 変更 届 ) 

の ⑦ 国 民 年 金 証 書 を 破っ た り , よ ご し た と き (国民 年 
金 証書 再 交付 申請 書 ) 

⑧ 国 民 年 金 証 書 を 失っ た と き ( 国 民 年 金 証 書 亡 矢 届 ) 
⑨ 受 給 権 が 消滅 し た と き (福祉 年 金 矢 権 届 ) 





年 金 の 支払 い 

年 金 は 毎年 1 月 , 5 月 , 9 月 の 3 回 , それ ぞ れ 前 月 ま 
で の 分 が 支払 われ る . 支給 が 決ま る と , 各 支 払 期 月 ご 
と の 支払 金額 を 記入 し た 国民 年 金 証 書 が 交付 され る の 
で , 国民 年 金 証 書 を 指定 の 支払 郵便 局 に 福祉 年 金 請求 
書 兼 受領 証書 と と も に 提示 すれ ば , 支払 い を 受け る こ 
と が で きる . | 
[受給 権 の 消滅 〕 障害 福祉 年 金 を 受け る 権利 は , 受 
給 権 者 が 次 の いずれ か に 該当 し た と き は 消滅 する . 
(人 7e と き 

⑫) 叫 本 国民 で な く な っ た と き 

③ 障 害 の 程度 が 軽 滅 し , 厚生 大 臣 の 定め る 基準 に 該 
Sara ites 12 2 

④ 障 害 の 程度 が 軽減 し , 法 別 表 に 定め る 1 級 に 該当 
する 程度 の 廃 疾 の 状態 に 該当 し な く な っ た と きか ら 
3 年 を 経過 し た と き 

[不服 申立 て 制度 ] 都 道 府 県 知事 の 給付 に 関す る 処 
分 に 不服 が ある 者 は , 処 分 の 通知 を 受け た 日 か ら 60 日 


以内 に , 社会 保険 審査 官 に 審査 の 請求 を する こと が で 


き , 審査 官 の 決定 に さら に 不服 が ある 者 は , 社会 保険 
鶴 査 会 に 再審 査 の 請求 を する こと が で きる . 審査 官 は 


各 都 道府県 に 1 人 ずつ 配置 され て お り , 審査 会 は 厚生 


省 内 に 設置 され て いる . 


障害 福祉 年 金 受 給 者 の 状況 

障害 福 針 年 金 の 受給 権 者 数 は , 1971 年 6 月 30 日 現 
在 で 38 万 5000 人 , この うち 視覚 障害 に よっ て 年 金 を 
受け て いる 者 の 数 は 約 12 万 5000 人 で ある . また , 障 


害 福 祉 年 金 の 受給 者 に 支払 われ る 年 金額 は 年 間 約 143 
念 円 と な っ て いる . (河野 通 訓 ) 


税 ・ 公 共 料 金 の 減免 


盲人 を は じ め と する 身体 障害 者 に 対 し て は , 税制 上 
の 優遇 措置 , 国鉄 運賃 の 割引 , NHK 放送 受信 料 の 
減免, 点字 郵便 物 お よび 盲人 用 録音 物 の 無料 扱い な ど 
が 行なわ れ て いる . 以下 , 盲人 に 関係 の ある 制度 に つ 
いて 述べ る が , 身体 障害 者 , 心身 障害 者 と い 2 場合 に 
は , 当然 , 視覚 障害 に ょ る 身体 障害 者 を 含む . 


税制 上 の 優遇 措置 

[所 得 税 ] ① 所 得 税 の 納税 義務 者 自身 が 身体 障害 者 
で ある 場合 , また は 納税 義務 者 の 控除 対象 配偶 者 ある 
い は 扶養 親族 が 身体 障害 者 で ある 場合 に は , 身体 障害 
者 1 人 に つき 11 万 円 が 所得 金 額 か ら 控除 され る (ee 
害 者 控除 ), 1 級 ま た は 2 級 の 身体 障害 者 に つい て は , 
特別 障害 者 と し て さら に 4 万 円 , 合わ せ て 15 万 円 の 
控除 (特別 障害 者 控除) が 行なわ れる ( 法 79 条 ). 
② 心 身障 害 者 保険 扶養 共済 制度 (心身 障害 者 を 扶養 す 
る 者 を 加入 者 と し , その 加入 者 が 地方 公共 団体 に 掛金 
を 納付 し , 当該 地方 公共 団体 は 加入 者 が 死亡 し た 場合 
に , 心身 障害 者 の 扶養 の た め 定期 的 に 給付 金 を 放 給 す 
る も の で あり , 保護 者 が 死亡 し た あと の 心身 障害 者 の 
生活 の 安定 を 図る こと を 目的 と する 制度 で ある ) CL 
る 給付 金 は , 非課税 と され る ( 法 9 条 3 号 ) と と も に 
加入 者 の 掛金 は 生命 保険 料 と 同様 に , 生命 保険 料 控除 
と し て 所 得 金 額 か ら 控 除 さ れる ( 法 75 条 ). 

[法人 税 ] 社会 福祉 法人 , 財団 法人 な どの 公益 法 
人 は , 収益 事業 を 行なわ な い 限 り 法人 税 は 課税 され な 
い ( 法 7 条 ). 収益 事 業 を 行なう 場合 で も , 身体 障害 
者 が 当該 事業 従事 者 の 半数 以上 を 占め , 当該 事業 が 身 
体 障害 者 の 生活 保護 に 寄 号 し て いる も の は 収益 事業 と 
な ら ず , 法人 税 が 課さ れ な い ( 令 5 条 2 項 ). 

[物品 税 ] ① 盲 人 の 用 に 供 さ れる も の と し て , 特殊 
な 性 状 構 造 な ど を 有する 時 計 お よび テー プレ ュー ダー 
に は , 物品 税 を 課税 され な い ( 法 9 条 , 46). OF 
体 障害 者 更生 援護 施設 で 使用 する どん 帳 ま た は テレ 
回 旨 ラ ジオ キー オデ ブレ ョ ー タ ーー など 代 あ ゆで 財 物 属 税 
は 免除 され る ( 法 22 条 , F364). 

(Ati) 盲人 用 の 点字 器 , タイ プラ イタ ー, 時 計 , 
は か り , その 他 の 物品 で 身体 障害 者 用 に 特に 製作 され 
た も の に つい て は , 関税 は 免除 され る ( 法 14 条 , 令 16 
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条 の 3 ). 

[入場 税 ] 身体 障害 者 更生 援護 施設 を 設置 する 者 の 
主催 する 催物 が , その 純益 金額 が 当該 施設 の た め に 雪 
出さ れ , か つ , 参加 者 , その 他 の 関係 者 が 何ら か の 報 
酬 を 受け な いも の で あっ て , あら か じ め 所 轄 税務 賭 長 
の 承認 を 受け た も の で ある と き は , その 催物 に つい て 
は 入場 税 が 免除 され る ( 法 8 条 ). 

(ERB) ① 前 年 の 所 得 金 額 が 35 万 円 以下 の 身体 
障害 者 に は , 住民 税 は 課税 され な い ( 法 24 条 の 5, 
295%). ② 所 得 税 と 同様 に , 身体 障害 者 1 人 に つき , 
9 万 円 の 障害 者 控除 また は 11 万 円 の 特別 障害 者 控除 
が 行なわ れる ( 法 34 条 1 項 6 号 , 314 条 の 2 ・1 項 5 
3). ③ 心 身障 害 者 保険 扶養 共済 制度 の 掛金 は , 所 得 
税 の 場合 と 同様 に , 生命 保険 料 控 除 の 対象 に され る 
( 法 34 条 1 項 5 号 , 314 条 1 項 5 号 ). ③④ 社会 福祉 法 
人 た な どの 公益 法人 は , 収益 事業 を 行なわ な い 限 り , FE 
民 税 は 課税 され な い ( 法 25 条 , 296 条 ). 

(事業 税 ] ① 重 度 の 視力 障害 者 (失明 者 お よび 両 眼 
の 視力 が 0.06 以下 の 者 ) が , あん ま , マッ サー ジ ま た 
は 指圧 , は り , きゅう な ど を 行なう 場合 に は , 事業 税 
は 課税 され な い ( 法 72 条 ). ② 社 会 福祉 法人 な どの 公 
益 法 人 は , 収益 事業 以外 の 事業 に つい て は , 事業 税 は 
課税 され な い ( 法 73 条 ). 

不動産 取 得 税 お よび 固定 資産 税 ] 身体 障害 者 更生 
援護 施設 の 用 に 供する 土地 , 建物 に つい て は , 不動 産 
取得 税 お よび 固定 資産 税 は 課税 され な い ( 法 73 条 の 4 
・1 項 , 3484238). 

[自動 車 各 な ど ] 下肢 また は 体 幹 に 障害 を 有する 身 
体 障害 者 が , 自ら 運転 する 自動 車 ( 軽 自動 車 ) に つい 
て は , 物品 税 (国税 ) , 自動 車 取得 税 , 自動 車 税 , 軽 
自動 車 税 (以上 地方 税 ) が すべ て 控除 きれ て いる が , 
さら に , 一 部 地方 公共 団体 (た と えば 東京 都 ) に お い 
Clk, 自ら 運転 で き な い 肢体 不 自 由 者 , 視覚 障害 者 そ 
の 他 の 身体 障害 者 で 歩行 困難 な 者 が , 生計 の 資 を 得る 
た め , また は も っ ぱら 通学 ( 園 ) 用 も し く は 通院 用 と 
し て 使用 する 自動 車 で , 当該 身体 障害 者 と 生計 を 同じ 
くす る 者 が 運転 する も の に つい て は , 条例 に より 地方 
税 で ある 自動 車 税 な ど を 免除 し て いる . 


公共 料金 の 減免 

[国鉄 運 貨 の 割引 〕 身体 障害 者 に 対す る 国鉄 運賃 の 
割引 は , 身体 障害 者 旅客 運賃 割引 規則 (昭和 27 年 国鉄 
公示 121 号 ) の 定め る と ころ に より 行なわ ち わ れ て いる . 

この 割引 規則 は , 日 本国 有 鉄 道 が 経営 する 鉄道 , 航 


路 お よび 自動 車線 な ら び に 連絡 運輸 の 取扱 い を する 社 
線 (国鉄 線 と の 間 に 旅 客 荷 物 な ど に つき 通し 運賃 制 を 
採っ て いる 社 線 ) で 乗車 船 する 場合 に 適用 され る . 

割引 対象 者 は , 視覚 障害 , 聴覚 ・ 平 衡 機 能 障 害 , 音 
声 言語 機能 障害 また は 肢体 不 自由 の 障害 を 有する 身体 
障害 者 お な よび その 介護 者 で ある . 

この うち 介護 者 と と も に 割引 の 受け られ る の は , 前 
述 規則 で 定め る 重度 の 障害 の ある 身体 障害 者 (第 1 種 
身体 障害 者 と いう . 視覚 障害 の 場合 , 両 眼 の 視力 が そ 
れ ぞ れ 0.06 以下 の 者 , 身体 障害 者 等 等 級 表 上 は , ほ 
ほぼ 4 級 以上 の 者 が 相当 する ) で あり , それ 以外 の 者 
(第 2 種 身 体 障害 者 ) と は 割引 内 容 が 異な っ て いる . 

第 1 種 身 体 障 害 者 が 介護 者 と と も に 乗車 船 す る 場合 
は , 普通 乗車 券 (距離 制限 が な い ), 定期 乗車 券 , 回 
数 券 お よび 急行 券 (特急 券 は 除 か れる ) に つい て 割引 
が 行なわ れ , 割引 率 は 身体 障害 者 , NEBL ICS Sy 
で ある . 

身体 障害 者 が 単独 で 乗車 船 する 場合 (第 1 種 身体 障 
害 者 で も 単独 の 場合 は 同じ で ある ) は 普通 乗車 券 に 限 
り , か つ , 鉄道 , 航路 の 場合 は 片道 100 キロ メー トル 
を 越え る 区 間 に 限 り , 5 割 の 割引 が 行なわ れる . 

な お , 第 2 種 身体 障害 者 で あっ て も , 12 歳 未満 の 
者 に つい て は , 介護 人 に 対し 定期 乗車 券 の 割引 が 行 な 
お あれ る , 

民間 の バス , 国鉄 に 連絡 し て いな い 私 鉄 な ど に お い 
Ch, 運輸 省 か ら の 通知 に より , ある い は 各地 方 公共 
団体 の 努力 に より , 関係 各社 の 協力 を 得 て , お お ぜ ね 
上 記 と 同様 な 割引 措置 が と られ て いる . 

(NHK 放送 受信 料 ] NHK に 放送 受信 料 免除 基準 に 
定め る と ころ に より , 身体 障害 者 に 対し て は , KROL 
> な 減免 扱い が 行なわ ち わ れ て いる . 

Q) 全 額 免除 : 身体 障害 者 更生 援護 施設 たこ おい て, A 
所 者 の 専用 に 供する テレ ビジ ョ ュ ン 受信 機 お よび 身体 障 
害 者 の いる 貧困 な 世帯 (福祉 事務 所 長 が 所 定 の 基準 に 
より 認定 する ) で 設置 する テレ ビジ ョ ン 受 信 機 に つい 
て は , 放送 受信 料 の 全額 が 免除 され る . 

(2) 半 額 免 除 : 視覚 障害 また は 聴覚 障害 に よる 身体 障 
害 者 で 世帯 主 で ある 者 が , テレ ビジ ョ ン 受 信 機 を 設置 
する 場合 に は , 放送 受信 料 は 半額 多 除 され る . 

[点字 郵便 物 な どの 無料 取扱 い ] 盲人 用 点字 だ け の 
開封 郵便 物 は どこ か ら 差 出し て も 郵便 料 は 無料 で あ 
る . また , 郵政 大 臣 が 指定 する 点字 図書 館 , 点字 出版 施 
設 な ど 盲 人 の 福祉 を 増進 する こと を 目的 と する 施設 か 
ら 差 出し , また は これ ら の 施設 に あて て 差出 され る 盲 
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人 用 の 録音 物 (いわ ゆる 声 の 図書 と いわ れる 録音 テー 
プ ) お よび 点字 出版 物 な ら び に 点字 用 紙 で 開封 の も の 
は , 郵便 料 が 無料 と され る (郵便 法 26 条 ). 

また , 点 宇 郵便 物 に つい て は , 国内 だ け で な く , 万 
国 郵便 条約 (1665 年 条約 15 ) に より , 国際 問 に お い 
て ふも 郵便 料 は 無料 と され て いる . (ez RAR) 


世帯 更生 資金 の 貸付 け 


世帯 更生 資金 貸付 制度 は , 低 所 得 世帯 な ど に 対し , 
資金 の 貸付 け と 必要 な 援助 指導 を 行なう こと に より , 
その 世帯 の 経済 的 自立 と 生活 意欲 の 助長 促進 を 図り , 
生活 の 安定 を 目的 と する 制度 で , 「 世 帯 更生 資金 貸付 
制度 要綱 」 (厚生 事務 次 官 通知 ) お よび 「 世 帯 更 生 資 
金 運 営 要領 」 ( 玉 生 省 社 


貸付 け に あわ せ て 必要 な 援助 お よび 指導 を 受け る こと 
(により, 独立 自活 で きる と 認め られ る 低 所 得 世帯 で あ 
っ て , 独立 自活 に 必要 な 資金 の 融通 を 他 か ら 受 ける こ 
と が 困難 と 認め られ る も の と , 身体 嘩 害 者 更生 資金 , 
生活 資金 生活 費 お よび 住宅 資金 に つい て は , HES 
者 福祉 法 第 15 条 の 規定 に より , 身体 障害 者 手帳 の 交付 
を 受け た 身体 障害 者 の 属す る 世帯 . (身体 障害 者 世帯 ) 


[Capi Pa eic Ss で て いる 。 
資金 の 種類 は 7 種類 で あり , それ ぞ れ 次 の よう に な 


ゅ 競い め 


[更生 資金 】 生業 を 営む の に 必要 な 生業 費 , 就職 す 
る た め に 必要 な 支度 を する 支度 費 , 生業 を 営み , また 
は 就職 する た め に 必要 な 知識 や 技能 を 習得 する の に 必 
要 な 技能 習得 費 (知識 や 技能 を 習得 する 期間 は 6 ヵ月 






















































































、 表 1. 世帯 更生 資金 貸付 条件 一 覧 , 昭和 46 年 度 
会 局長 通知 ) な ど に 基 づ 一 - — 
(ees, eheaguens 28 Be | RHR ie fe 備 考 
よめ る oe 200.000 円 | 1 年 | | 邊 付 限 度 , 特に 必要 と 認め 
られ る 場合 400,000 円 以内 
更生 資金 a hese 
| Bea 29,000 
制度 の 実施 機関 人 ee a “ 
は , SAMI OMS 生業 費 | 200.000 年 Ms 
Aes も 室 者 られ る 場合 400,000 円 以内 
祉 協議 会 ( 都 道 府 県 社 協 eee. ei ee Eel ea mga 
が 主体 と な り , 借入 申込 = 上 pe Stet 9 aN Oe 
書 の 受付 け や , 資金 の 交 技能 習得 費 月 3,000 円 1 年 貸付 期間 3 年 以内 
付 な どの 業務 の 一 部 を 各 生 iG 費 | 月 7,500 円 5 年 Se Per ee 
PMA OR AAMAS uu So Pa. ce 
ee eel. He 費 8,000 円 3% | られ る 場合 20.000 円 以内 
peer eye: ま a 10,000F3 
資金 の 貸付 け の 対象 と な 本 cz 
る 世帯 の 把握 , 資金 の 貸 住宅 資金 一 6 月 
付け の あっ せん と その 援 2S TMS sie 
助 指導 な ど は , 民生 委員 eae re Ge 貸付 限度 , 特に 必要 と 認め 
朋 41,5005 eS 
の 役割 と な っ て いる . 短大 ・ 高 専 (4 5 年) られ る 場合 , 高校 月 3,000 
> ae 修 学 費 | 円 以内 短大 ・ 高 専 (4, 5 学 
な お , 貸付 け に 必要 な 月 3,000 円 年 ) 月 6.000 円 以内 
es EE ooory | 6 月 | s 年 | BACKER 月 7.500 円 内 
都 道 府 県 が 3 分 の 1 の 割 ー 
都 道 府 県 社 協 に 補助 さ Pu Set 25,000 円 ee 
道府県 社協 に 補助 され = 自宅 外 ( 高 校 15,000 円 以内 
TUS. 通学 (短大 25,000 ヶ 
: 貸付 限度 , 特に 必要 と 認め 
manne 人 190.000 円 以内 
この 資金 の 貸付 け の 対 災害 援護 資金 150,000 円 i= ! 際 6 年 





象 と な る 世帯 は , BESO cw 


貸付 利子 は 年 3 パー セン ト . 








REL, 据置 期間 中 及び 修学 資金 は 無利子 . ・ 
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まで と する . し か し , 法令 な た など に よっ て , 知識 や 技能 
を 習得 する た め に 必要 な 期間 を 6 ヵ月 以上 の 期間 に 定 
め て いる 場合 は その 期間 . た だ し , その 期間 が 3 年 を 
越え る 場合 に は 3 年 と する ) と な っ て いる . 

[身体 障害 者 更生 資金 〕 身体 障害 者 世帯 に 対し て 貸 
付け られ る も の で , 身体 障害 者 が 生業 を 営む の に 必要 
な 経費 に 対し て , 身体 障害 者 生業 費 が あり , KES 
ば , マッ サー ジ を 生業 と し て 行なう 場合 に , 治療 機械 
器具 の 購入 と か , 治療 室 や 待合 室 の 増 改築 に 貸付 けら 
れ て いる . 身体 障害 者 が 就職 する た め に 必要 な 支度 を 
する 経費 に 対し て 身体 障害 者 支度 費 が あり, たとえ 
ば , 病院 な どの マッ サー ジ 師 と し て 就職 する 場合 に , 
その 支度 費 と し て 貸付 けら れ て いる . また , 身体 障害 
者 が 生業 を 営み , また は 就職 する た め に 必要 な 知識 や 
技能 を 習得 する の に 必要 な 経費 に 対し て 身体 障害 者 技 
能 習 得 費 が あり , た と え を ば, マッサージ, は り , Xe 
うな どの 技能 を 習得 する の に 必要 な 学費 な ど に 貸付 け 
られ て お り , 習得 の 期間 は 前 記 更 生 資金 の 技能 習得 費 
の 場合 と 同じ で ある . 

(ERAS) 技能 習得 費 ま た は 身体 障害 者 技能 習得 
費 の 貸付 け を 受け て いる 期間 中 , また は 療養 資金 の 貸 
付け を 受け て 負傷 また は 疾病 の 療養 を し て いる 期間 中 
の 生活 を 維持 する の に 必要 な 生活 費 , 出産 に 必要 な 出 
PER, 葬祭 に 必要 な 葬祭 費 と な っ て いる . 

[住宅 資金 ] 住宅 の 増築 , WE, 拡張 , 補修 また は 
保全 (台風 や 地震 の と き の 家 屋 の 補強 , 豪雪 の 際 の 屋 
根 の 雪 お ろ し ) な ど に 必要 な 改修 費 , 住 拓 の 移転 に 際 
し , 住宅 の 賃借 に 必要 な 転 宅 費 と な っ て いる . ・ 

[修学 資金 ] 学校 教育 法 に 規定 する 高等 学校 (BS 
校 , ろう 学校 また は 養護 学校 の 高等 部 を 含む ), 短期 
大 学 ま た は 高等 専門 学校 に 就学 する の に 必要 な 修学 
費 , 高等 学校 , 短期 大 学 また は 高等 専 門 学校 へ の 入学 
に 際 し 必要 な 就学 支度 費 と な っ て いる . 

[療養 資金 ] 世帯 に 属す る 者 の 負傷 また は 疾病 の 療 
養 (当該 療養 を 必要 と する 期間 が 原則 と し て 1 年 以内 
の 場合 と する ) に 必要 な 経費 に 対し て 貸付 けら れる . 

[災害 援護 資金 〕 災害 を 受け た こと に よる 困 窟 か ら 
自立 更生 する の に 必要 な 経費 と な っ て いる . 

これ ら の 資金 の 貸付 け 条 件 は , 年 々 改善 さん て いる 
Ds, 1971 (昭和 46) 年 4 月 現在 に お いて は , HCA 
す 通 り で ある . 身体 障害 者 更生 資金 に あっ て は , 普 : 
の 更生 資金 に 比 し て 据置 期間 , 償 選 期限 に お いて 借受 
者 に 対す る 配慮 が 行 な ち われ て いる . 

な お , 貸付 金 に は , 年 3 分 の 利子 を 徴収 する こと に 


な っ て いる が , 所 置 期間 中 お よび 修学 資金 に つい て は 
無利子 と な っ て いる . 


資金 借受 け の 手続 き な ど 

この 資金 の 貸付 け を 受け よう と する 場合 は , (FA 
AS (市 町 村 社 協 に 備え 付け て ある が , 民生 委員 を 通 
じ て 取 寄せ ろ る こと も で きる ) に 必要 事項 を 記入 し , そ 
の 居住 し て いる 地域 を 担当 し て いる 民生 委員 を 通じ , 
市 町 村 社 協 を 経由 し て , 都 道 府 県 社協 会 長 に 提出 する 
こと に な っ て いる . この 場合 , 借入 れ の 申込 み を 受け 
た 民生 委員 は , 申込 者 の 家庭 の 状況 , 資金 の 状況 お よ 
び 今後 の 指導 の 具体 的 計画 な ど を 記入 し た 指導 計画 書 
を 借入 申込 書 に 添付 し , 市 町 村 社 協 は 関係 行政 機関 の 
職員 , 民生 委員 , 市 町 村 社 協 職 員 お よび 学識 経験 者 で 
構成 され る 調査 委員 会 の 意見 を 添え ん る こと と に な っ て い 
る . 借入 れ の 申込 み を 受け た 都 道 府 県 社 協会 長 は 関係 
行政 機関 の 職員 , 都 道 府 県 社 協 の 役職 員 , 民生 委員 , 
医師 , 地方 社会 福祉 審議 会 身体 障害 者 福祉 専門 分 科 会 
委員 お よび 学識 経験 者 で 構成 され た 都 道 府 県 社 協 の 諾 


_ 問 機関 で ある 運営 委員 会 の 意見 を 聞き , 貸付 け の 可 怪 


を 決定 する こと に な っ て いる . BAI ON GARES 
れる と , その 旨 の 通知 書 を 市 町 村 社 協 を 経 貼 し , 民生 
委員 を 通じ て 申込 者 に 送付 する と と も に , 貸付 け を 承 
認 し た 者 に 対し て は , 市 町 村 社 協 へ 資金 を 送付 し , 市 
町 村 社協 は 申込 者 に 保証 人 連 賭 の 借用 書 と 引換 え に 資 
金 を 交付 する こと に な っ て いる . 


食 付 金 の 償還 手続 な ど 

貸付 金 の 償 選 は , AiR, 半年 上 お よび 月 駆 償 選 こよ 
る も の と され て お り , 元 金 均等 償 選 を 原則 と し て い 
ae 

借受 人 は , AAR OASIS Sirk ikigat A 
と 従い, それ ぞ れ 定め られ た 支払 期日 まで に 所 定 の 元 
金 お よび 利子 を 市 町 村 社 協 に 償還 する も の と され て お 
り , 民生 委員 を 通し て 償還 し て も よい こと に な っ て い 
る . (松岡 三郎 ) 


ハン セン 病 と その 対策 


ハン モン 病 (Lepra (#2), Leprosy 【 英 ], Aussatz 
($8, BCH), らい [日 〕 ) は , SV ER (Mycobacterium 
leprae) に よっ て 起こ る 度 膚 症状 また は AAA EE 
状 を 特徴 と する 慢性 伝染 病 で ある . 
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ハン セン 病 と 眼科 疾患 

らい (ハン セン 病 ) が 原 因 で ある 眼科 疾患 に は 角 
膜 らい , BAAS, 紅 彩 毛 様 体 炎 , 顔面 神経 麻痺 , 眉毛 
上 毛 の 脱落 と 多様 に わた っ て いる . 視力 障害 を きた す 
も の が 多い . 1964 (昭和 39) 年 10 A, 国立 療養 所 の 入 
所 患者 9704 人 に つい て 調査 し た 結果 , 身体 障害 者 福祉 
法 (施行 規則 別表 第 5 号 ) 傷害 等 級 こ よる 1 か ら 6 ま 
で の 視力 障害 者 は 男 1682 人 , 女 997 人 で , AM BS 
の 27 パ ペー セン ト に 当たる . 傷害 人 等級 1, すなわち 両 眼 
視力 0.01 以下 の 患者 は 1262 人 で 入所 患者 の 13 ペー 
セン ト , 視力 障害 者 の 48 パー セン ト を 占め て いる . 


らい の 歴史 

[アジ ア ・ 中 近東 〕] らい は 古く か ら あ っ た 疾病 で , 
中 国 の 論語 に 期 疾 , 史記 に 韻 と 記載 され て ある . イン 
ド の 仏典 に は 涼 類 ・ 白 疾 と 表現 され て ある . 紀元 前 4 
世紀 に ギリ シャ で 発生 し た らい は 中 近東 諸国 か ら の 渡 
時 900C い る 

[欧米 〕 欧州 で は , ギリ シャ で の 発生 を 端緒 に 次 第 
に 拡大 し た . シー ザー 時 代 (BC53 と AD 7 ) CAE 
で は それ ほど 多く な か っ た . 10 世紀 に は 欧州 の 西方 や 
北方 に 拡大 し , 14 世紀 に は 欧州 全域 に 発生 し た . し か 
し , これ を 頂点 に 芝 次 減少 を みせ て いる . 北米 で は , 
西 イ ンド 諸島 の 経路 で 1758 年 , ルイ ジア ナ に 患者 が 
発生 する と と も に ノル ウェ ー か ら ミ ネ ソ タ に , 中 国 ・ 
イン ドド か ら カ リフ ォ ル ニア と いう 経路 で 患者 の 発生 を 
Ate. 

CAA) わが 国 の らい は か な り 吉 く か ら あ り , LE 
BRERA, 大 久美 と 記載 され て いる . 奈良 時 代 に は 区 
明 皇 后 が 悲田院 , 施 薬 院 を 建立 し , 救 疾 慈 善 活動 を 行 
な っ た こと は 有名 で ある . 慶長 時 代 に は キリ スト 教 伝 
道 者 に よっ て 各地 に らい 病院 が 設立 され た が , キリ ス 
ト 教 の 国 覇 と と も に , 救 らい 活動 は 下 火 に な っ た . 維 
新 後 は 近代 医学 の 導入 が 積極 的 に な り , らい の 予防 , 
研究 が 進め られ だ た . 

[らい 菌 の 発見 】 らい に 対す る 社会 の 偏見 は 古今 東 
西 を 通じ て 強く , 特に らい 菌 が 発見 され る まで は , ら 
い は 遺伝 で あり , 天 刑 病 で ある と いう 考え が 強く 支配 
し て いた . 1874 年 (1871 年 と 1873 年 説 も ああ る), ノル 
ウェ ー の ハン セン (Hansen Armauer) が らい 結節 濃 
汁 か ら 杜 菌 を 発見 し , らい 菌 (Bacillus leprae) と 命名 
し た . 1879 年 ドイ ッ の Neisser に よっ て ハン セン が 
発見 し た 菌 が , らい の 原因 菌 で ある こと が 証明 され , 
らい に つい て の 考え 方 に 新 時 代 を 画 し た . し か し , ら 


い 菌 の 培養 に は 成功 し な か っ た . 


らい の 疫学 と 現状 

[らい 患者 数 」 らい は 世界 の ほとん どの 国 に 多かれ 
少な か れ 存 在 する が , 最近 の 世界 の らい 患者 数 は 400 
万 人 , 700 万 人 ある い は 1000 万 人 と 種々 推定 され て 
いる が , 1946 年 , Rogers と Muir は 世界 の らい 患者 は 
少な く と も 329 万 1000 人 は 存在 する が , 500 万 人 を 
越え を な いで あろ うと 推定 し た . わが 国 で は , 1900 ( 明 
18 33) Db Bees 3 万 359 人 で , ADIGA 
(に つき 6.5 人 で あっ た . 半 世 紀 に わた る 国民 の 努力 は 
表 1 に 示す よう に , 患者 数 で 3 分 の 1, 有 病 率 で 6 分 
の 1 以下 に 減少 し て いる . 

性別) らい は 男性 に 多く 発生 し , わが 国 の 患者 の 
性 別 比 は , 女性 1 に 対し 男性 約 1.7 BE CH S. 結節 ら 
い は 特に 男性 に 多く , 女性 1 に 対し 2 程度 で ある . こ 
れ は 感受 性 , 生活 様式 お ょ び 感 染 機会 の 差 に よる も の 
と みみ られ て いる . : 

CE) 患者 の 年 齢 別 分 布 は , わが 国 で は 近年 著 
し い 変 化 を みせ て いる . すなわち , 1940 年 に は 最 頻 値 


表 1 BBB ARK LOMA 











患 者 数 | AR 
eee 
総 [ABE EER) 1 万 対 
ee here, 床 
1900 年 | 30,359 6.5 


1906 23,815 226 | 23,593 5.0 1,050 
1919 16,261 | 1,491 | 14,770 2.9 1,430 
1925 19,351 | 2,176 | 13,175 2.6 2,308 
1935 9555。265 9.928 2.1 6,033 
1955 12,169 | 11,057 | 1,112 1.3 | 14,096 
1965 10,607 | 9,874 733 1.0 | 13,230 
1968 9,993 | 9,354 639 1.0 | 13,230 


厚生 省 調査 (1968 年 ) 














表 2 性 ・ 年 齢 階級 別 患 者 数 




















1944 年 調査 数 1968 年 調査 数 

es a i 
A 人 人 人 

0~9 44 21 3 3 
10~19 928 575 109 74 
20~29 2,502 | 1,068 398 277 
30~39 2,941 1,008 1,362 821 
40~49 2,063 827 1,939 1,073 
50~59 1272 690 1,650 875 
60~69 774 515 945 567 
70~ 277 174 368 338 
7R OBB 62 22 6 | 
ai 10,863 4,900 6,780 4,029 
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表 3 病 型 別 , 入院 患者 数 らい の 対策 と 制度 
施 設 | 病床 数 | 入院 患者 数 | 結節 型 | 神経 型 | 斑紋 型 | 不定 型 。 〔 ら い 対策 の 前 提 〕 ら 

人 数 | 13,230 ae) 6.983 | os 1162”) 1 、 い を 予防 する た め に は , 
病 型 別 の 割合 ( め ) (100) (74.7) | GND (1.1) らい に つい て の 偏見 を な 
( 1968 年 12 ABE) SL, 正しく 理解 する こ 

表 4 国立 療養 所 在 所 年 数 と か ら 出 発する と いっ て 
年 数 | 3 年 未満 | 3 一 4 | 5~9 | 10~14| 15~19 | 20~24 | 25~29| soH IE SHC. その た め 
患者 % | 618 | 437 | 1,206| 1,725| 2.282| 1,922| 997 | ss7 に ちゃ 疫学 的 知見 が 対策 に 
(1964 年 10 月 第 3 水曜 日 現 在 ・ 調 査 総数 9.77) 応用 され な けれ ば な ら な 
厚生 省 国立 療養 所 課 調査 VW. すなわち , 次 の 諸点 

は 20 て 39 歳 に あっ た が , 1964 年 に は 40~59 歳 に な っ を あげ 得る . 


て き て いる . 平均 年 齢 は 上 昇 の 傾向 に ある . 10K IE 
の 患者 は 1940 年 に は 65 人 で あっ た が , 現在 は 10 分 
の 1 以下 減少 し て いる . 

[入所 ・ 在 宅 別 〕 1968 年 現在 , わが 国 に は 国立 療養 
所 11 ヵ所 1 万 2950 KK, 私 立 療養 所 3 ヵ所 280 床 が あ 
る . 入所 患者 は 9354 AC, 在宅 患者 は 639 人 と な っ 
て いる ( 表 1). 病 型 別 で は 入所 患者 の 74.7 バー セン 
ト が 結節 らい で, 斑紋 らい , 神経 らい , 不定 型 ら い の 
順に な っ て いる . 在宅 患者 の 病 型 は ほとん と 感 業 源 に 
な ら な い 神 経 ・ 斑 紋 ら い の 割 合 が 高 率 で ある . 入所 年 
数 は 表 4 で 示す よう に 15 年 以上 の 患者 が 59.2 ペー セ 
ンド 。 B4E Axes oe パー セン ト と な っ て いろ る. 年 次 
別に みた APP BBL, 1955 年 に は 654 人 で あっ た 
が , 1968 年 に は 210 人 と 3 分 の 1 に 減少 し て いる . こ 
れ に 対し 退 所 患者 数 は あま り 減 少し て いな い ( 表 5). 


表 5 入 ・ 退 所 患者 数 お よび 軽快 退 所 者 数 の 年 次 推移 








av SORTER 

年 oa | Ape | Bore | BERS 
1955 | 654 475 | 79 
1960 405 | 581 216 
1965 259 | 361 91 
1968 | 210 385 74 








[地理 的 分 布 〕 東南 ア ジア, アフ リカ , 南米 , 中 東 お 
よび 南 太平 洋 諸島 に らい が 広く 分 布 し て いる . わが 国 
の 地理 的 分 布 で は , 侵入 経路 と の 関連 も る あっ て , や や 
西日本 に 多い . 

〔 新 発見 患者 わが 国 の らい 新 発 見 患者 は 年 々 減少 
し , 1953 年 に は 540 人 で あっ た の が , 1964 年 に は 139 
人 に 減少 し て いる . 新 発 見 患者 の 年 齢 分 布 は 20 て 30 歳 
が 最も 多い が , 新 発 生 は 20~30 歳 (多く は 結節 型 ), 
50~60 歳 は お も に 神経 ・ 斑 紋 型 に 頂点 が ある と 指摘 
し て いる 報告 が ある . 


G) ら い 菌 に よる 慢性 伝染 病 で あっ て, 遺伝 で は な い . 
② 医 染 力 は きわ め て 微弱 で あっ て, 乳幼児 期 に 感染 
し た 者 以外 は , 発病 の 可能 性 は きわ め て 少な い . RA 
性 患者 と 客 接 に 接触 する こと に よっ て 感 菜 する . 

3③ 証 型 に よっ て , 他 に らい を 感染 きせ る お それ の あ 
る も の と , お それ の な いも の が ある . 

(④ ら い は 治 ゆ する も の で ある . 

⑤) ら い の 治 ゆ し た あと に 残る 変形 は , 後遺 症 に 過ぎ 
な い . 後遺 症 に 対す る 整形 外科 , 整形 外科 療法 は 進歩 
レ つが の の: 

(6) ら い に よ る 変形 , 和 失明 は 早期 発見 , 早期 治療 に よ 
っ て 完全 に 予防 で きる . 


らい 予防 対策 の 実際 

[情報 の 入手 ] 世界 の 多く の 国 は 届出 制 を 採用 し て 
いる か が か, わが 国 で は 法 4 条 で , 医師 に よる 届出 を 定め 
て いる . 情報 の 入手 は 疫学 資料 の 入手 に と ど ま ら ず , 
らい 診療 の 第 1 歩 で ある た め , 届出 の 確実 さき, 患者 へ 
の 適正 な 指示 な ら び に 秘 審 保 持 が 根底 に ある . 

[ 感 抹 源 対 策 ] らい を 感染 させ る お それ の ある 患者 
の 隔離 収容 , 公衆 に 接する 業務 へ の 就業 禁止 , 汚染 場 
所 の 消毒 な ら び に 物件 の 消毒 廃棄 は , らい 予防 の 重要 
な 基本 で ある . 隔離 や 就業 禁止 は , らい を 伝染 させ る 
お それ が ある と 診断 し た 場合 に 限ら れん てい る. AMA 
者 は 適正 な 医療 の も と に , 1 日 も 早く 社会 復帰 を 図る 
こと を 主眼 と すべ き で ある . 

[発病 の 予防 ] らい の 予防 接種 は な た い が , BCG が 
らい の 発病 予防 に 有効 で ある と され て いる . 乳幼児 , 
学童 の BCG 接種 を 高め る こと は , 結核 と らい の 予防 
の た め に た いせ つ で ある . ; 

[適性 な 医療 〕 WOoVHBEL TAN Z4aYR (DD 
S, プロ ミン 。 ダ イア ゾン ) の 開発 に よっ て らい が 治 ゆ 
する こと を 明確 に し た . さら に , 菌 陰 転化 を 促進 し , F 
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防 と 直結 し 得る る の で あり , 変形 や 視力 障害 が 予防 さ 
れ , 社会 復帰 へ の 道 を 開い た . らい は 早期 に 診療 する 
こと か が 必要 で ある . らい の 診療 に 当たっ て は , 専門 的 
な 知見 が た いせ つ で ある の で , 3 年 以上 の らい 了 共 床 経 
験 を 必要 と する 指定 医 制 度 が 設け られ て いる . Ek, 
DDS な ど を 長期 間 使用 し な けれ ば な ら な い の で , 医 
療 管 理 が 正しい 医師 , 患者 の 人 間 関 係 の うえ に 行なわ 
れる こと が た いせ つ で ある . 治療 の 中 断 , 不 徹底 な 治 
療 は 好ま し く な い . 

[患者 の 福祉 }] らい 患者 が 安心 し て 治療 に 専念 で き 
る 体制 を 作る こと は , らい 対策 の 重要 な 柱 の 一 つ で あ 
る . らい 予防 法 は , 入所 愚者 の 福利 増進 , 更生 指導 , 
学校 教育 お よび 入所 患者 家族 の 援護 を 規定 し て いる . 
らい 患者 の 福祉 は 医療 と 直結 し , 総合 的 な 発展 を みて 
1 

[団体 の 活動 〕 救 らい 活動 は 光明 皇后 , 貞明 皇后 を 
は じ め , 多く の 人 びと に よっ て 献 身 的 な 努力 が な され 
て きた . らい 療養 所 の 歴史 を みて も , 宗教 団体 の 慈善 的 
努力 を 知り 得る . らい 予防 は 国民 と と も に 推進 され な 
けれ ば な ら な いと き , 民間 団体 の 活動 を いっ そう 育成 
し て ゆく こと が た いせ つ で ある . 貞明 皇后 記念 救 疾 事 
業 財団 藤 楓 協会 は その 中 心 で , らい を 正しく 理解 する 
運動 , 就労 助成 , ら い 人 研究 , 外 国 と の 交流 な どの 努力 が 
ITU で いる 。 

[国際 的 使命 〕】 らい は 国際 的 な 疾病 で あり , 特に 発 
展 途上 に ある 国 に まん 延 し て いる 現状 に か ん が みみ , W 
HO の らい 予防 課 は , 世界 各地 に お いて 積極 的 な 活動 
を 行なっ て いる . わ が 国 は , 国際 的 に みて 低 有 病 率 国 で 
Day ジン 20 の 7 委員 IIUIG。 カ ジア 諸 園 名 まん 建 す 
る らい の 予防 に 積極 的 に 協力 し て ゆく た め ア ジア 救 ら 
い 協 会 が 設立 され た . ア 
ジア 救 ら い 協 会 は イン ド 障害 の 程度 





1963CRAAN 38 ) 年 に 制定 され た 戦傷 病 者 特別 接 護法 
で は , 戦時 中 に 軍人 ・ 軍 属 な ど と し て , ① 公 務 に 従事 
し て いる 間 に 受 けた 負傷 また は 病気 に よっ て , 現在 , 
一 定 程度 以上 の 障害 が ある 考 , ② 公 務 上 受け た 病気 に 
つい て 療養 の 必要 が ある 者 に 対し , 身体 障害 者 手 帳 に 
似 た 戦傷 病 者 手帳 を 交付 する こと と し ( 特 援 法 4) , 
この 手帳 を 持っ て いる 者 を [戦傷 病 者 ] と し て いる . 
1968 年 4 月 1 日 現在 で , この 手帳 を 持っ て いる 者 の 
総数 は 13 万 342 人 で ある が , この うち も , 完全 矢 明 者 
を 含め て 視覚 に 障害 の ある 者 は , 約 11 パー セン ト の 
1 万 3714 人 で ある . これ ら の 者 の 障害 の 程度 別 の 内 
訳 は , 表 1 OFF) CHS. 

戦傷 病 者 援護 関係 の 制度 で 用 いら れる 障害 の 程度 の 
定め 方 は , 身体 障害 者 福祉 法 の 障害 等 級 と 異な り , 恩 
給 法 の 障害 の 程度 の 定め 方 に よっ て いる . 

この 方 法 に よる 視覚 に つい て の 障害 等 級 は , 表 2 の 
通り で ある . 表 1 を みる と , 戦傷 病 に よる 視覚 障害 者 
の 約 84 パー セン ト を 占め る 第 5 項 症 以下 の 1 万 1572 
人 は , 1 眼 だ け の 障害 者 で ある こと が わか る . 


表 1 障害 程度 別 戦傷 視覚 障害 者 数 








に 活動 を 開始 し て いる が 門別 項 症 
国際 協力 を 深め る た め に 第 1 項 症 











区 の 0 実 数 me. Bo HG 

ws 数 13,714 190.0% 
Pe RZAE~ SS 2 項 症 1,243 9.0 
第 3 項 症 ・ 第 4 項 症 899 6.6 
第 5 項 症 ・ 第 6 項 症 9,793 71.4 
第 1 GRIESE 5 革 症 1,735 1284 
第 1 目 症 ・ 第 2 目 症 44 0.3 


表 2 戦傷 病 者 接 護 施策 で 用 いら れる 障害 等 級 表 


害 の 


=) 


厚生 省 援護 局 調査 (1968 年 4 月 1 日 現在 ) 


aI 


Fe 








両 眼 の 視力 が 明暗 を 弁別 で き な い ゃ の 
両 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 0.5 メ ー ト ル 以 上 で 弁 別 で き な い も の 
両 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 1 メー トル 以上 で 弁別 で き な い も の 








DISA 第 2 項 症 
$ 今 後期 等 され る . popes 
(小野 寺 伸 夫 ) 第 4 項 症 
第 5 項 症 
第 6 項 症 

A < ; 
AER . ニ ーー 
Hl: [es 2B) ah ite ect 第 2 iE 
戦傷 視覚 障害 者 数 第 9 thie 


BA®SUSREESS 4 
の 中 に は , 戦争 に よる 負 Bom 


1 眼 の 視力 が 0 .1 に 満た な いも の 





傷 や 病気 が 原因 で 目 に 障 第 1 目 症 
害 を 受け た 者 が いる . 82 Hie 





1 眼 の 視力 が 0 .2 に 満た な いも の 


両 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 2 メー トル 以上 で 弁別 で き な い も の 
1 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 0.5 メ ー ト ル 以 上 で 弁別 で き な い も の 
1 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 1 メー トル 以上 で 弁別 で き な い も の 





1 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 2 メー トル 以上 で 弁別 で き な い も の 
1 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 2.5 メ ュー トル 以上 で 弁別 で き な い も の 
1 眼 の 視力 が 視 標 0.1 を 3.5 メ ヌー ト ル 以 上 で 弁別 で き な い も の 
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戦傷 病 視覚 障害 者 の 援護 制度 

[所 得 面 の 援護 ] 戦傷 病 に より 視覚 に 障害 を 受け た 
者 に 対 し て は , 恩給 法 王 1923 (大 正 12 ) 年 制定 一 お 
よび 戦傷 病 者 戦没 者 遺族 等 援 護法 二 1952 (昭和 27 ) 
年 制定 二 に 基づい て , その 障害 の 程度 に 応じ て , FR 
また は 一 時 金 が 支給 され る . 

(1⑪) 恩 給 法 に よる 給付 軍人 と し て 公務 に 従事 中 に 障害 
を 受け た 者 に 対し て は , 恩給 法 に 基づい て , その 障害 
の 程度 に 応じ て , 増加 恩給 また は 傷病 年 金 が 支給 され 
る . 

増加 恩給 は 障害 の 程度 が 特別 項 症 か ら 第 6 項 症 ま 
で , お よび 第 1 革 症 に 該当 する 場合 に 支給 され る 年 金 
で ある . この 場合 , 普通 恩給 (退職 年 金 に 相当 する 
年 金 ) の 支給 を 受け る 年 限 に 達し て いな く て も , 普通 
思 給 が 合わ せ て 支給 され る . 増加 思 給 の 金額 は 表 3 の 
通り で ある . 

傷病 年 金 は 障害 の 程度 が 第 2 IED DE 5 款 症 ま で 
に 該当 する 場合 に 支給 され る 年 金 で , 金額 は 表 4 の 通 
り で ある . 

(⑫ 戦 時 中 に 軍属 , ある い は 徴用 工 ・ 動 員 学徒 な ど 
(これ ら の 者 は , 制度 上 , 軍属 に 準じ る 者 と し て 扱う 
と いう 意味 で , 準 軍属 と 呼ば れる ) で , 公務 に 従事 中 
こ 障害 を 受け た 者 に 対 し て は , 戦傷 病 者 戦没 者 遺族 等 
援護 法 に 基づい て , その 障害 の 程度 に 応じ て , 表 5 に 











表 3 増加 恩給 の 額 掲げ る 金額 の 障害 年 金 が 
oe 

特別 項 症 | 10 分 の 5 以 SO 3. 

の 金額 を 時 金 を 選択 する こと が で 

加え た 人 額 きる 

第 1 項 症 406,000 円 ; a 

第 2 項 症 329,000 [所 得 面 以外 の 援護 〕 

第 3 項 症 264,000 BRAGS LD SLICES ee 

第 4 項 症 199,000 re ban me , 

第 5 項 症 154,000 SI ae 

第 6 項 症 118,000 以外 の 援護 は , 戦傷 病 者 

第 1 SLE 81,000 特別 援護 法 に 基づい て 行 


(1968 年 10 月 1 日 現在 ) な われ る . これ ら の 援護 


表 4 傷病 年 金 の 領 














9s 2 年 金 額 
隊 害 の 程度 一 
70 歳 未 満 70 FP) 「 も 

円 円 
第 2 款 症 97,000 102,000 
第 3 UE 74,000 77,000 
第 4 款 症 58,000 61,000 
第 5 aie 50,000 53,000 


(1968 年 10 月 1 日 現在 ) 


HS 障害 年 金 の 領 














軍 属 人 準 軍 属 
障害 の 程度 
70 歳 未満 | 70 歳 以上 | 70 歳 未満 | 70 歳 以上 
第 1 項 症 の 年 金額 に た 
特別 項 症 | 203,000 円 以内 の 人 額 を 軍 
加え た 人 額 属 
第 1 項 症 406,000 円 a 
第 2 項 症 329,000 の 
第 3 項 症 264,000 
第 4 項 症 199,000 の 
第 5 項 症 154,000 a 
第 6 項 症 118,000 
第 1 款 症 107,000 


第 2 ARTE 97,000 102,000 
第 3 款 症 74,000 77,000 


(1968 年 10 月 1 日 現在 ) 
の うち, お も な も の は 次 の 通り で ある . 

1) 補 装具 の 支給 お よび 修理 : 障害 が 一 定 程度 以上 の 
場合 に , 義眼 , 補助 ステ ッ キ な どの 補 装 具 が 支給 さ 
れ , ある い は , 改 障 し た 補 装 具 の 修理 が 行なわ れる . 

(⑫) 更 生 医 療 の 給付 : 障害 が 一 定 程度 以上 の 場合 に , 
日 常 生 活 。 ある い は 職業 上 の 不 自由 を 取 除 く た め に 必 


_ 要 な 手術 , その 他 の 医療 の 給付 が 行なわ れる . 


(3⑧ 国 鉄 の 鉄道 , 連絡 船 へ の 無賃 乗車 船 : 一 定 程度 以 
上 の 障害 が ある 戦傷 病 者 と その 介護 者 は , 戦傷 病 者 の 
障害 の 程度 に 応じ て , 1 年 間 に 12 回 か ら 4 回 まで の 
範囲 で 無料 で 国鉄 の 鉄道 お よび 連絡 船 に 乗車 また は 乗 
介する こと でき の 5 

[その 他 〕 CHOEOBEORA, 戦傷 病 者 特別 援護 
法 に よっ て 湿 傷 病 者 相談 員 の 制度 が 設け られ て いる . 
戦傷 病 者 相談 員 は , 厚生 大 区 の 委託 を 受け て , 戦傷 病 
者 の 相談 相手 と な っ て , 必要 な 助言 や 指導 を 与え る こ 
と を 任務 と する 民間 人 で ある . 現在 , 沖縄 を 含む 全国 
に 705 人 が 戦傷 病 者 相談 員 と し て 活動 し て いる が , そ 
の 大 部 分 は , 自身 も 戦傷 病 者 で あっ て , 戦傷 病 者 援護 
制度 に 明る く , 戦傷 病 者 の 援護 に 熱心 な 人 び と で あ 
S (斎藤 治美 ) 


産業 災害 の 補償 と 福祉 


近 時 産業 災害 に よる 失明 や 視覚 障害 を 受け る 労働 者 
が 増加 し つつ あり , また , 盲人 が 一 般 企業 に 就労 する 
機運 が 生ま れ , 生産 工場 に 進出 する 状態 に あっ て 災害 
が 懸念 され て いる . この よう に 産業 災害 を 受け た 労働 
考 に 対し て , 敏速 , 公正 な 災害 補償 を 行ない , あわ せ 
て , 労働 者 の 福祉 に 必要 な 施設 を 行なう こと と を 目的 と 
する 制度 と し て , 政府 管掌 の 労働 者 災害 補償 保険 制度 


BA © ff 4t 





が ある が , 労災 保険 に よる 災害 補償 は , 労災 保険 加入 
事業 所 の 労働 者 が , 業務 上 災害 を 受け た 場合 に 行 な 
bh, その 内 容 は , ① 保 険 給付 と ② ず 保険 施設 の 二 つ に 
大 別 さ れる . 


保険 給付 

[療養 補償 給付 ] 労働 者 が 業務 上 負傷 し, また は 病 
気 に か か り , 療養 を 必要 と する 場合 に は , 療養 補償 給 
付 が 行なわ れる . 

療養 補償 給付 は , 原則 と し て 現物 給付 で ある 療養 の 
給付 と し て 行なわ れる . すなわち , 被災 労働 者 は , 労 
災 病 院 また は 労災 保険 の 指定 病院 で , 無料 で 直接 に 療 
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が 直る まで (固定 する まで ) 支給 され る が , HeebAh 
後 3 年 を 経過 し て も 直ら な いと き は , 長期 傷病 補償 給 
付 に 切替 を られ る こと と が ある . 

[休業 補償 給付 〕 業務 上 の 傷病 の 療養 の た め 労 働 が 
で きず , し た が っ て , 賃金 を 受け られ な いと き は , 休 
業 が 3 日 以内 で ある 場合 を 除き , 休業 補償 給付 が 朗 給 
され る . 

休業 補償 給付 は , 休業 第 4 日 目 か ら 1 BOM TH 
付 基礎 日 額 (原則 と し て , 給付 事由 が 生じ た 日 前 3 カ 
月 間 の 1 日 当たり 平均 賃金 額 ) の 60 パーセント に 相 
当 す る 額 が 支給 され る . 長期 傷病 補償 給付 が 支給 され 
る 者 に は , 体 業 補償 給付 は 支給 され な い . 


養 の 給付 を 受け る こと が 
で きる . 療養 給付 の 範囲 









































it, ① 診 療 , ② 薬 剤 また oF 級 (A Oe els 度 給 付 額 
は 治療 材料 の 支給 OM 第 1 級 の 1 | 両 眼 が 失明 し た も の | 1 年 に つき 給 
の 付 基礎 日 額 の 
置 ・ 手 術 そ の 他 の 治療 , 240 日 分 
OAK, ⑤ 看 護 , ⑥ 移 送 第 2 級 の 1 1 眼 が 失明 し , 他 眼 の 視力 が 0.2 以下 に な っ た 
で , 政府 が 必要 と 認め る os "KARE 
000 nee ee 第 2 級 の 2 | 両 眼 の 視力 が 0.02 以 下 に な っ た も の 213 日 分 
も の に 限ら れる . AR 第 3 級 の 1 1 眼 が 失明 し , 他 過 の 視力 が 0.06 以 下 に な っ た 
当該 地区 に 労災 病院 ま WH ec Ee 188 日 分 
上 病院 が いい と ュ 、 4 級 の 1 | 両 眼 の 視力 が 0.06 以 下 に な っ た も の 164 日 分 
AM 球 第 5 級 の 1 | 1 眼 が 失明 し , 他 眼 の 相 力 0.1 以下 に な っ た | ム 
の 診療 を 要する た め , も 障 | 第 6 級 の 1 | 両 眼 の 視力 が 0.1 以下 に な っ た も の 120 日 分 
いい 1 第 7 級 の 1 LAB DSL, 他 眼 の 視力 が 0.6 以下 に な っ た 
eee tek の 4D 100 日 分 
BEC, と りあ え ず 診療 を Ries st Pe 
受け た 場合 な ど , 療養 の 第 8 級 の 1 1 眼 が 失明 し , 又は 1 眼 の 視力 が 0.02 以 下 に な 給付 基礎 日 額 
PA EN AES? MM っ た も ゃ も の — | の 450 目 分 
給付 を 行なう こと と が 困難 障 第 9 級 の 1 | 両 眼 の 視力 が , 0.6 以下 に な っ た も の 350 日 分 
な 場合 , また は 療養 の 給 第 9 級 の 2 1 眼 の 視力 が , 0.6 以下 に な っ た も の 350 日 分 
3 人 第 10 級 の 1 1 眼 の 視力 が , 0.1 以下 に な っ た も の 金 270 日 分 
ahaa ~ に 第 13 級 の 1 1 眼 の 視力 が , 0.6 以下 に な っ た も の 90 日 分 
6s 8 WHO # 
ue eee th 調 運 | AIO | 両 眼 の 眼球 に 著しい 調節 機能 障害 又は 運動 障害 | _. 
理由 が ある 場合 に は 療 | Tay を 残す も の es 200 日 分 
養 補償 給付 は , 例外 的 に vee ARO 1 | 1 眼 の 眼球 に 著しい 調節 機能 障害 又は 運動 障害 | 
現金 給付 で ある 療養 費用 i を 残す も の 3 140 日 分 
の 支給 に よる と こと が で き rr 第 9 級 の 3 | THARIC ERE, 視野 狭 さ く 又は 視野 変 状 を 残す | _. 
Z a 4D 時 350 日 分 
, io 第 13 級 の 2 1IRICE RTE, 視野 狂 さ く 又 は 視野 変 状 を 残す 
すなわち , 被災 労働 者 = RM il な & 90H 分 
は 原則 と し て 労 炎 病院 ま 第 9 級 の 4 | 両 上 限 の まぶた に 著しい 欠損 を 残し た も の 350 日 分 
た は 指定 病院 以外 の 病院 Hi 第 11 級 の 2 | ARO E SICH LV HBA LO sy 200 日 分 
で 行なっ た 療養 に 要 し た Bae 第 11 級 の 3 | 1 眼 の まぶた に 著しい 欠損 を 残す も の 200 日 分 
第 12 級 の 2 1 眼 の まぶた に 著しい 運動 障害 を 残す も の 140 日 分 
BUR OBIE Riseme fn 3 第 13 級 の 3 | 両 上 限 の まぶた の 一 部 に 欠損 を 残し 又は まつ げ は fs 
形 で 請求 する こと が で き 障 げ を 残す る の 90 日 分 
る 。。 ole 第 14 級 の 1 1 有限 の まぶた の 一 部 に 欠損 を 残し 又は まつ げ は 
療養 補償 給付 は , 傷病 50H 7 





げ を 残す も の 
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[長期 傷病 補償 給付 〕 療養 開始 後 3 年 を 経過 し て も 
傷病 が 直ら な い 場 合 , 政府 が 必要 と 認め る と き は , 長 
期 傷病 補償 給付 が 支給 され る . 

長期 傷病 補償 給付 は , ① 療 養 補償 給 付 相当 の 給付 
と , ② 給 付 基礎 年 額 (給付 基礎 日 額 の 365 倍 に 相当 す 
る 額 ) の 60 パー セン ト に 相当 する 人 額 の 年 金 給付 と か 
bits GU の 

[障害 補償 給付 」 業務 上 の 傷病 が 直っ た と き , 一 定 
の 障害 が 残っ た 場合 は , その 障害 の 程度 に 応 し て 障害 
補償 年 金 ま た は 障害 補償 一 時 金 が 支給 され る . 障害 の 
程度 は 障害 等 級 表 に よっ て , 第 1 級 か ら 第 14 級 ま で 
の 14 等 級 に 分 か れ て い る が , この うち , 第 1 級 か ら 
第 7 級 ま で の 障害 に つい て は 年 金 が 支給 され , 第 8 級 
以下 の 障害 に つい て は 一 時 金 が 支給 さも る. この 5 
ち , 目 の 障 害 に 関す る も の だ け を 抽出 する と , 表 1 の 
通り で ある . 

[遺族 補償 給付 ] 労働 者 が 業務 上 の 事由 で 死亡 し た 
と き は , その 遺族 に 遺族 補償 年 金 ま た は 遺族 補償 一 時 
金 が 支給 され る . 

遺族 補償 年 金 を 支給 され る 遺族 は , 労働 者 の 死亡 の 
当時 その 収入 に よっ て 生計 を 維持 し て いた 遺族 の 5 
ち , Ose, ② 55 歳 以上 の 夫 。 MEAL, ©) 
18 歳 未満 の 子 ま た は 人 孫 , © 18 歳 未満 また は 55 歳 以 上 
の 兄弟 姉妹 ,⑤ 一 定 の 魔 疾 状態 に ある 夫 , 子 , 父母 , 
孫 , 祖父 母 ま た は 兄 北 , 姉妹 で ある . また , 遺族 補償 
一 時 金 を 支給 され る 遺族 は , 配偶 者 , 子 , 父母 , 孫 , 
ULB LOLA, 姉妹 で ある . 

遺族 補償 年 金 の 額 は , 遺族 補償 年 金 を 受け る こと が 
で きる 遺族 , お よび その 者 と 生計 を 同じ くし て いる 遺 
族 の 数 に 応じ , 給付 基礎 年 額 の 最低 30 パー セン ト か 
ら 最 高 50 パー セン ト に 相当 する 人 額 と され て いる 。 ま 
た , 遺族 補償 一 時 金 の 額 は , 原則 と し て 給付 基礎 目 額 
の 400 日 分 に 相当 する 額 で ある . 

[葬祭 料 ] 労働 者 が 業務 上 死亡 し た 場合 に は , その 
死亡 し た 労働 者 の 葬祭 を 行なっ た 者 に 対し て 葬祭 油 が 
区 給 され る . 葬祭 料 の 額 は , 3 万 5000 円 に 給付 基礎 額 
の 30 日 分 を 加算 し た 額 と され て いる . 


保険 施設 

以上 の 保険 給付 に あわ せ て , 保険 者 で ある 政府 は , 
被災 労働 者 の 福祉 に 必要 な 種々 の 施設 を 行ない , 保険 
給付 を 補っ て 補償 の 実効 を 確保 する こと と し て いる . 
これ が 保険 施設 で あり , その 一 部 は 特殊 公法 人 の 「 労 
働 福 祉 事業 団 」 を 通じ て 行なわ れ て いる . 


保険 施設 の うち お も な も の は , 次 の 通り で ある . 

[外科 後 処置 診療 ] 手足 の 切断 部 が 直っ た あと に , 
義肢 を 装着 する た め の 再 手術 と か , 顔面 の 火傷 が 直っ 
た あと に 残っ た 醒 状 を な くす た め の 整 形 手術 , BARE 
拓 の た め に 要する 診療 な どぶ が これ に 当たり , 労災 病院 
の ほか 全国 数 十 カ ヵ所 の 病院 で 実施 し て いる . 

[義肢 な ど 補 装 具 の 支給 ] 現在 , 義肢 , 義眼 , 眼 
ti, 手動 式 自動 車 , 補聴器 , 人 工 喉 頭 お よび か つら の 7 
種類 の 補 装 具 が 無料 で 支給 され て いる . この う も , 義 
眼 を 受け 得る 者 は , 1 眼 また は 両 眼 を 失明 し , 労災 保 
険 に よる 障害 補償 給付 を 受け た 者 , また は 業務 上 の 事 
貼 で すでに 装 朋 し て いた 義眼 を 暖 損し た 者 に 限 られ , 
また , 眼鏡 を 受け 得る 者 は , 1 眼 ま た は 両 眼 の 矯正 視 
力 が 0.6 以下 に 減じ , 労災 保険 に ょ る 障害 補償 給付 を 
受け た 者 に 限 られ る . 

[休養 施 設 ] 休養 施設 と し て 温泉 保養 の 制度 が あ 
る . 温泉 保養 は 通常 第 8 級 以 上 の 障害 補償 給付 を 受け 
た 者 に 認め られ る . 保養 の 範囲 は , 1 障害 に つき 保養 
日 数 7 日 間 で , その 間 に 要 し た 費用 は , 飲酒 料 な どの 


遊興 費 を 除き , すべ て 労災 保険 か ら 支給 され る . 


[療養 施設 ] 療養 施設 と し て 労災 病院 が ある . 労災 
病院 は 全国 32 ヵ所 に あり , 労働 福祉 事業 団 が 直営 し 
て いる . 労災 病院 で は 療養 の 給付 を 行なう と と も に , 
NEM, 義肢 な どの 支給 、 その 他 リ ハビ リ テ ー シ 
ョ ン を 行なっ て いる . 

[その 他 〕 保険 施設 を 利用 する 際 に は , 旅費 が 支給 
され る . 旅費 の 範囲 は , 旅行 者 の 住所 地 か ら 指 定 地 ま 
で の 鉄道 賃 , inh, 車 賃 お よび 宿泊 料 で ある . 

また , 遺族 補償 給付 , 障害 補償 給付 (障害 等 級 第 7 
級 以 上 の も の ) ま た は 長期 傷病 補償 給付 を 受け た 者 で , 
生業 を 営む た め 都 道府県 , 国民 金融 公庫 , 社会 福祉 血 
会 な どか ら 人 資金 の 貸付 け を 受け た 者 に 対し て は , 必要 
と 認め られ る 場合 に は , 生業 援護 金 が 支給 され る . そ 
の 額 は , 融通 を 受け て いる 資金 の 最初 2 年 間 の 利子 相 


当 額 で , 騙 門 を 限 記 と し て お. (青木 敏也 ) 
[参照 文献 ] 

村上 茂 利 労災 補償 の 基本 間 題 」 日 刊 労働 通信 社 
昭和 35 


労働 者 労災 補償 部 「 労 働 者 災害 補償 保険 法 (コン メ 
ンタ ー ル )] 労務 行政 研究 所 昭和 35 | 

労働 者 労災 補償 部 監修 「 労 炎 補 償 身 体 障 害 認定 基準 
精 義 」 労働 福祉 事業 団 昭和 34 
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H A D&A fis HE SFR 


盲人 の た め に 点字 図書 と 録音 図書 (テー プ ) を 作製 
また は 収集 CHM TRS CRAM BH LE EUS. 


小史 

世界 最 二 の 点字 図書 館 は ほ ンド ン の イギリス 盲人 図 
書館 ( National Library for the Blind ) で , 1882 
年 , イギリス の 盲 婦 人 アー ノル ド ( Arnold ) が , わ 
ず か 40 冊 の 点字 図書 を も っ て 開設 し た も の で ある . 
現在 , 蔵書 35 万 冊 , 利用 者 は 40 カ国 に 及び 1 万 1000 
A, 年 間食 出し 30 万 國 を 記録 し て いる . 

アメ リカ で は , ボス トン 市 立 図書 館 に 点字 部 が 設け 
られ た の が 1868 年 , 国会 図書 館内 に 盲人 読書 室 が 設 
けら れ た の は 1897 年 で ある と いわ れる . 前 者 は の ち 
(に パー キン ス 盲 学校 の 図書 館 に 吸収 され た . 同 校 は 
1923 年 に は すでに 蔵書 1 62004, 貸出 し 数 1 万 6900 
Me 報告 し て いる . 1931 年 以来 , 国会 図書 館内 に 盲 
人 委員 会 か が お か れ , その 選定 製作 に よる 点字 図書 と ト 
ー キ ング ・ デ ブック ( 長 時 間 レ ュー ド に 録音 し た も の ) 
を 国内 34 の 指定 図書 館 を 通し て 無料 貸出 し を し て い 
る . 

アメ リカ で は すべ て 国費 で 図書 を 製作 し て いる が , 
イギリス で は 民間 経営 で , 地方 公共 団体 が 地域 の 利用 
者 数 に 応じ て 経費 の 一 部 を 負担 し て いる . 
わが 国 に お いて は 1910 (明治 43 ) 年 7 月 , BAS 
人 会 が 盲人 図書 館 開設 の た め 総 経費 5580 円 の 募金 を 
始め た と 伝え られ て いる (大 阪 朝日 新聞 掲載 ) が , こ 


れ が わが 国 最 初 の も ゃ の と 思わ れる . し か し , CHASE. 


の よう な 結果 に な っ た か は 不明 で ある . 1916( 大 正 5 ) 
年 , 東京 市 小石 川 区 指 谷 町 の 中 途 失明 者 加藤 梅吉 か ら 
所 蔵 の 点字 書 196 冊 を 東京 市 上 日比谷 図書 館 に 寄贈 さ 
れ , 同 館 は これ を 本 郷 分 館 に 寄託 し た . その 後 , 市 立 
駿河 台 図 書館 に 移管 され , 1942 (昭和 17 ) 年 に は 購入 
書 を 合わ せ て 514 冊 に な っ た が , ほとん と 利用 され な 
か っ だ た. 

1929 (昭和 4 ) 年 1 月 , 鹿児島 県 立 図書 館 に 家 人 閲覧 
室 が 設け られ , 同年 9 月 に は 名 古屋 市 立 図書 館 に 点字 


文庫 が 設け すら れ た . これ と 相 前 後 し て 徳島 県 立 慶 光 図 
書館 , 石川 県 立 図書 館 , 神戸 市 立 図書 館 も 点字 文庫 を 
付設 し て , 地域 衣 人 に 対す る 図書 館 奉 仕 を 始め た . 

民間 に お ける 点字 図書 館 運 動 は , 1920 年 12 月 , 新 
潟 県 柏崎 市 に 設け すら れ た 「 点 字 巡 回 文庫 」 が 最初 の も 
の と 伝え られ て いる . これ は 後 年 に | 新潟 県 表 人 図書 
館 」 と し て 結実 し , 柏崎 市 元 中 越 育 学 校 に 設立 され , 
その 蔵書 は 現在 の 新潟 県 点字 図書 館 に 引継 が れ て い 
る . 以上 は 点字 図書 館 運動 の 草創 時 代 で , 当時 は 盲人 
側 の 要望 と 当事者 の 熱意 は あっ て も る , 点字 図書 供給 の 
道 が まだ 開け な か っ た た だ ため, いずれ も 活発 な 図書 館 活 
動 を な し 得 な か っ た . | 

イギリス の エジンバラ 大 学 を 卒業 し て 帰国 し た 岩橋 
武夫 が , 1922 年 , 自宅 を 開放 し て 手持 ちの 点字 書 を 大 
DO POS ACEH Lic Ons 基盤 に な り , 1935 年 10 
月 , ライ ト ハ ウス 会 館 の 完成 と と も に 本 格 的 な 図書 館 
事業 に 手 を そめ , 点字 図書 館 を 開設 し た . 当初 の 和洋 
蔵書 数 は 1200 TC, 点字 を 理解 する 盲人 は 少な く , 
初 年 度 の 貸出 し 数 は 146 冊 に 過ぎ な か っ た . 

1940 年 11 月 , 本 間 一 夫 に よっ て 日 本 点字 図書 館 が 
東京 に 誕生 し た . 本 間 の 蔵書 と 購入 書 700 嘆 が 基本 で 
あっ た . これ は 点字 図書 館 事業 だ け を 目的 に し た こと 
と 点訳 奉仕 運動 を 併行 事業 と し て 取上げ た 点 に 特色 が 
Bot. 以来 , わが 国 の 点字 図書 館 運 動 は , 東京 と 大 
阪 の 点字 図書 館 を 中 軸 に 点訳 奉仕 運動 と 厚生 省 委託 事 
業 を 車 の 両輪 と し て 発達 し て きた と いえ よう (FES 
委託 事業 と は 点字 図書 製作 と 貸出 し 事業 を さす ). 





現況 

1971 (昭和 46 ) 年 3 月 末 現 在 の 全国 点字 図書 館 の 概 
況 を みる と , お よそ 次 の 通り で ある . 

貸出 し を し て いる 点字 図書 館 は 61 館 が ある . これ 
を 大 別 する と , 厚生 省 指定 点字 図書 館 55, その 他 6 
館 と な っ て いる . 厚生 省 指 定 の も の に は , この ほか 国 
立 視力 障害 セン ター5, 国立 重度 障害 セン ター 2 が あ 
る が , いずれ $ ゃ 部 外 貸 出し を し て いな い の で , と こと で 
は 除外 する . 

この 61 館 を 公私 別に 分 ける と 公立 が 33, 私 立 が 
28 館 で ある . 公立 33 館 の うち 痢 立 専門 の も の は 25, 
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公共 図書 館 付設 の も の 5, 育 学 校 付設 の も ゃ の が 3 館 で 
ある . 独立 23 館 中 に は 身体 障害 者 福祉 セン ター と 映 
体 障害 者 指導 所 が 少数 含 まれ て いる . xz 28 HOW 
訳 は 法人 立 23, 日 本 赤十字 社 支 部 立 4 館 , その 他 1 館 
で ある . 

これ ら と 点字 図書 館 の 蔵書 数 は 約 48 万 周 で , 年 間 貸 
出し 数 は 約 31 万 冊 で ある . 詳 細 は 表 1 の 通り で ある . 

「 図 書館 雑誌 」 1957 年 11 月 号 の 「 点 字 図 書館 の 現 
KI) に よれ ば , 1956410 月 の 調査 で は , 指定 点字 図 
書館 は 46 館 . その 経営 主体 を みる と , 日 赤 支 部 6, 
公共 図書 館 に 付設 9, 盲 学校 に 付設 7, 法人 立 7, 身 
体 障害 者 指導 所 併設 9, 公立 点字 図書 館 8 館 で あっ 
た . この うら も 身体 障害 者 指導 所 付設 の も の は , いずれ 
も 名 だ け で , 郵送 貸出 し を し て いる も の は 皆無 と いう 
実情 で あっ た . 

蔵書 数 も 盲 学校 図書 館 を 加え て も 点字 図書 は 10 万 
冊 前 後 と 推計 され て いた . その 後 10 年 間 に , これ ら 
の も の の 大 多数 は BZA, 公立 の 独立 点字 図書 館 
が 各地 に 設立 され た こと は 大 き な 進歩 と いえ よう . し 
か し , 現在 で も 全館 の 蔵書 数 は イギリス 盲人 図書 館 1 
館 を 少し 越え る 程度 で ある . 

わが 国 に お ける 1971 年 3 月 末 の 点字 図書 貸出 し 状 
況 は , 年 間 1 万 冊 以 上 の 食 出し 館 は 7 館 で , いずれ も 
全国 貸出 し を 行なっ て お り , その 最高 は 4 万 9225 Hh. 
5000 冊 以上 は 10 館 , 3000 司 以上 が 9 館 で ある . 

これ ら の 点字 図書 館 に 従事 する 職員 は 専任 者 が 250 
A, 兼任 者 が 116 A, 計 366 人 で ある . 専任 者 7 人 以 
上 の も の 9 館 , 兼務 者 を 加え て も 11 館 に 過ぎ な い . 
専任 者 の な いも の が 13 館 , 年 間 予 算 は 100 万 円 以上 
DD 39 館 , 1000 万 円 を 越え を る も の 3 館 と な っ て い 
る . な お , これ ら の 数 字 は いずれ も ゃ 点字 図書 館 に 限っ 
だ た も の で ある . 

[図書 館 法 〕 終戦 後 制定 され た 図書 館 法 に は , 点字 
図書 館 こ つい て は 何ら の 規定 も な い . 点字 図書 館 と い 
文字 が 法 の な か に 見 られ る の は , 身体 障害 者 福祉 法 
の 第 5 条 に 「 身 体 障害 者 厚生 援護 施設 | の 一 つと し て 
点字 図書 館 と 点字 出版 施設 が あり , 同 第 33 条 に 「 点 
字 図 書館 は 無料 また は 低額 な 料金 で 点字 刊行 物 を 定 人 
表 1 全国 点字 図書 館 の 概況 (1971 年 3 A) 


員 


蔵書 数 | 41 年 度 貸出 








職 
44 年 度 貸出 ーーー 
専任 | 兼任 





at 





- 建物 | "We 
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479,104 311,574 297,443 | 250 | 116 | 366 | 19,802 | 265,079,604 
CGE) この 表 は 各 図 書館 か ら 寄 せら れ た 点字 図書 部 門 だ け の 集計 で , テー プ 部 門 は 含ま れ て いな い . 





の 求め に 応じ て 閲覧 させ る 施設 と する 」, 第 34 条 に 
[点字 出版 施設 は 無料 また は 低額 な 料金 で 点字 刊行 物 
を 出版 する 施設 と する 」 と 規定 し て いる . 

1957 年 , 各 都 道府県 知事 に 出さ れ た 厚生 事務 次 官 の 
通知 に [身体 障害 者 更生 援護 施設 の 設備 お よび 運営 基 
準 に つい て 」 と いう の が あり , その 第 3 章 が 点字 図書 
館 で ある . その 内 容 は , 「 第 1 業務, 第 2 設備 , 第 3 
職員 , 第 4 閲覧 料 ] と な っ て いる . この 最低 基準 を 制 
定 し た 当時 は テー プ ・ ラ イ ブラ リー は 発足 し て いな か 
9 hes 

1961 年 に 郵便 法 が 改正 され て , 点字 の 郵便 物 が 無 
料 に な っ た と と な どか ら と 基準 改正 運動 は 次 第 に 活発 に 
な り , 1965 年 に AA BAAS LER RAIL 次 の 
よう な 改正 案 を 厚生 省 に 提出 する と と も に , 加盟 団体 
こ 対 し て も 自主 的 に その 実現 化 を 呼び か けた . その 大 
要 は 次 の 通り で ある が , これ が 現在 に お ける 「 点 字 図 
書館 」 の 公約 数 的 な 輪郭 と いえ よう . 

(1) 点 字 図 書館 の 業務 に , 声 の 図書 の 製作 , 貸出 し お 
よび これ に 関連 する 事業 を 含め た . 

⑫② 声 の 図書 に 関す る 業務 拡張 に 伴い , 図書 館 の 設備 
な ら び に 職員 の 条項 に , これ に 必要 な 設備 お よび 職員 
rc. 

(3) そ の 他 , 設備 な ら び に 職員 の 条項 に 閲覧 室 , 奉仕 
者 室 , 点字 製版 印刷 室 お よび その 設備 , 点字 製版 印刷 
員 を 加え た . 

(④ 蔵 書 数 を 5000 冊 以 上 に 引上げ た . 

(5 点字 図 書 お よび 声 の 図書 を 合わ せ て 図書 と し , 点 
字 図書 の 閲覧 お よび 声 の 図書 の 利用 を 合わ せ て 行なわ 
PAH VE. 

(6 郵便 料 に 関す る 部 分 を 削除 した. 

以上 の 方 針 に よる 改正 試案 中 の 「 業 務 ] の 項 だ け を 
ここ に 列記 する と 次 の 通り で ある . 

(1) 点 字 図書 館 は 図書 (点字 図書 な ら び に 声 の 図書 , 
以下 同じ ) の 貸出 し お よび 利用 に 関す る 事業 を お も な 
業務 と し , 合わ せ て 点訳 な ら び に 朗 続 奉 仕事 業 の 指導 
AM, 図書 利用 の 奨励 お よび 相談 事業 を 行なう も の で 
ある . 

(@ 点 字 図書 館 は , 図書 5000 MULE を 備え , Bae 

楽 , 学術 の 諸 部 門 を 総合 
し , か つ 常 に 新刊 書 を 整 
厚生 省 補助 金 備 す る よう 努め る . 
3 図書 の 利用 貸出 し に 
99,617,404 関す る 規定 を 定め , 出納 
を 明確 に する . 
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(4 点字 図書 館 は 点訳 な ら び に 朗読 奉仕 者 の 講習 会 , 
懇談 会 な ど を 随時 開催 する と と も に , 通信 教授 その 他 
(に より , これ ら 替 仕 者 の 育成 指導 に 努め る . 

5 点字 図書 館 は 図書 館 資料 の 利用 の た め の 相 談 に 応 
じ , 読書 の 指導 お よび 奨励 に 努め る と と も に 図書 目録 
を 配布 する な ど , 最も 効率 的 な 利用 に 努め る . 

(6) 点 字 図書 館 は 援護 の 実施 機関 , 福祉 団体 な ど と 累 
mete wey Ly, 失明 者 に 対す る 福祉 事業 , 点字 指導 
な ど を 行なう と と も に , 失明 者 の 文化 活動 , レク リエ 
ーシュ ン な ど に つい て 積極 的 に 協力 する . 

[補助 金 】 点字 図書 館 を 所 管 す る 官庁 は , BeBe 
会 局 更 生 課 で ある が , 昭和 41 年 度 か ら 従 来 の 身体 障 
害 者 更生 援護 施設 事務 費 に 代 っ て , 点字 図書 館 事務 費 
2536 万 3000 円 が 計上 され , 従来 , 公立 点字 図書 館 だ 
け に 限ら れん て いた 補助 が , 民間 の 社会 福祉 施設 に ま 
で 拡大 され る に 至っ た . 昭和 46 年 度 は それ が 8969 万 
3000 円 と た っ て いる . 

[委託 事業 ] ここ で い 2 委託 事業 と は, FRAO 
「 点 字 図書 館 貸 出 委託 事業 」 を さ し , 1954 年 か ら ま 
ず , 日 本 点字 図書 館 に お いて 開始 され た . 当初 は 製版 
・ 印刷 機 各 1 台 を 設備 し , 点字 図書 の 製作 を 始め 
だ. 初 年 度 の 原版 は 15 点 , 印刷 製本 総数 は 450 TH 
いう 僅少 な も の で あっ た . 

その 後 , 印刷 図書 数 は 次 第 に 増加 し , 原版 の 作製 は 
昭和 33 年 RE 後半 か ら 年 間 120 点 に 増え , 今日 に 及 ん 
CWA. これ ら の 印刷 書 は 80 部 印刷 製本 され , うち 
10 部 を 製作 図書 館 に 残し , 他 の 70 部 を 全国 の 厚生 省 
指定 点字 図書 館 に 長期 貸出 し と いう 名 目 で 配本 し て 
いる 半永久 的 貸出 し で ある . 

委託 事業 で は , 学識 経験 者 に よっ て 構成 され た 選定 
委員 会 に より 優良 図書 を 選ぶ こと に な っ て いる . Bit 
事業 の 始ま っ た 当初 は 。 あん ま , は り , き ゅ うな どの 職 
業 書 と 少数 の 宗教 書 し か 出版 され て いな か っ た の で , 
50 パー セン ト を 一 般 教 養 書 に 当て , 残り の 50 バー セ 


ー ト を 児童 書 と し た . この 児童 書 に つい て は 当初 の 計 


画 に は 組ま れ て いな か っ た が , 教科 書 も 満足 に な か っ 
た 当時 の 盲 児童 に 読書 の 楽し み を 与え ん る こと と , 将来 
の 図書 館 利 用 者 を 育成 する 意味 か ら 当 局 の 了解 を 得 た 
ふ の で あっ た . 50 パー セン ト の 一 般 教 養 書 の NAIL 
30 パー セン ト を 文学 書 , 20 パー セン ト を 文学 以外 の 
教養 書 に 当て , 30 パー セン ト の 文学 書 の うち , 80 パ 
ー セ ント を 純文学 に , 20 パー セン ト を 大 衆 文学 に 当 
"GhvtadadeL tax 

1963 年 か ら は 日 本 ライ ト ハ ウス で も 厚生 省 の Bit 


事業 を 受け , 児童 図書 と 
学習 参考 書 を 中 心 に 作製 § 


する と と と な り , AAR 


字 図 書館 は 児童 図書 を は クノ 
クン ング 


ず し て 新た に 医学 書 を 加 
Dae 

委託 事業 の 点字 図書 製 
VEEL, 1 館 分 が 昭和 46 
年 度 は 622 万 3000 円 で , 
COB@ACILo CASA 
刷 書 9600 嘆 , 点訳 書 360 点字 図書 館 利用 の こと ども た ち 
冊 , 計 9960 eB EL, 全国 の 厚生 省 指定 点字 図書 
館 に 長期 貸出 し を し て いる . 

日 本 ライ ト ハ ウス 図書 館 に は , 大 阪 府 お よび 大 阪 市 
の 委託 点字 図書 も あり , さら に 点字 総合 雑誌 「 寿明 」, 
家庭 雑誌 [暮し の 光 」 の 発行 も 一 部 を 委託 きれ て いる 
が , 地方 図書 館 に も 同様 の ケー ス が みみ られ る . 

委託 事業 に は 点字 図書 の ほか に 録音 テー プ が ある . 
いわ ゆる 「 声 の 図書 ]」 で ある . これ は 昭和 36 年 度 か ら 
始ま っ た も の で , 初 年 度 の 予算 は 79 万 3000 円 で あっ 
た が , 昭和 46 年 度 は 日 本 点字 図書 館 , 日 本 ライ ト ハ ツウ 
ス と も に 618 万 4000 円 した っ て いる . 「 声 の 図書 」 委 
託 事 業 は 予算 の 関係 で 点字 図書 の よう に 80 本 の プリ 
ン h 名 作る る と が で き な が か っ だ の (で, WRF FO 
種類 を 多く する こと に 重点 を お き , 月 12 本 , それ を 
各 10 本 ずつ プリ ント し て 全国 和食 出 し に 応じ て いる . 

[テー プ ・ ラ イ ブラ リー] 1958 年 か ら 点 字 図 書 に 新 
し い 部 門 が 生ま れ た . テー プレ ュー ダー に よる 録音 図 
書 の 開発 と 普及 で ある . これ (は 従来 の 指先 に よる 触 読 
か ら 聴 覚 に よる 読書 領域 の 拡大 で ある . これ は わが 国 
で は 初め て で あっ た が , イギリス や アメ リカ に お いて 
は , 1934 年 以来 行なわ れん て いる も の で , 戦前 に は トー 
au ク 直 LC 央 (られ で set 馬 A ぬ まし) Grud 








スタ ジオ の 中 の 録音 奉仕 者 
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レ ュ ー ト 会 社 を 創設 する に も ゃ 等 し い 資力 と 機構 を 要 す 
る の で , わが 国 は も と より , ヨー ロッ パ ペ 諸 国 で も , あ 
えて 手 を つけ る 者 が な か っ た . 戦後 . テー プレ ュー ダ 
ー の 発達 と 普及 に よっ て 事情 は 一 変 し た . 

最初 に スイ ス の チェ ュー リッ ヒ に お いて 盲人 会 長 スタ 
ッ キ ー が 1950 年 に テー プ ・ ラ イブ ラリ ー を 作っ た . 
日 本 で は , 57 年 に キリ スト 教 系 仕 団 が 信者 の 婦人 た ち 
(こよ っ て この 事業 を 開始 する に 至っ た . これ を 利用 し 
て いる 盲人 た ちの 要望 で 日 本 点字 図書 館 が 翌年 東京 都 
a ae テー プ ・ マ ガ ジ ン 「 文 芸 春秋 」 も 発 

, 同時 に 衣 読 録音 研究 会 を つく り , REA 
MAME ie2eees に 
る 盲 学校 , BAMA EE 約 100, 個人 所 有 者 は 200 
人 と 推定 され て いた . 

1961 年 度 か ら 厚 生 省 は テー プ ・ ラ イブ ラリ ー に も 
委託 費 を 出す こと に な り , 日 本 点字 図書 館 と 日 本 ライ 
ト ハ ウス が 毎月 同 量 の 「 声 の 図書 ] を 製作 する こと に 
な っ た . 同年 5 A, 鉄道 弘済会 が テー プ ・ ラ イブ ラリ ー 
を 造り , 管理 運営 を 日 本 点字 図書 館 に 委託 し た . 同時 

に 青学 校 向け の 声 の 月 刊 誌 「 つ の ぶ ぇ 」 を 創刊 し た . 

1962 年 か ら は 東京 都 委 託 事業 が 始ま り , 月 2 回 発 
行 の 「 東 京 ジ シャ ー ナ ル 」 が 創刊 され た . 続い て 「 あ ち 
ら の くら し (海外 サロ ン と 改名 )」, 「 新 医学 」」「 東 洋 
医学 | な ども 発刊 され る に 至っ た . 

日 本 ライ ト ハ ウス 図書 館 は 英語 の トー キン グ ・ ブ ッ 
ク (LP 盤 ) 65 種 , 1212 枚 を も と に し て , 1958 年 4 月 
か ら 声 の 図書 館 を 開始 し た . 初 年 度 に は 63 種 72 本 の 

録 斉 テー プ を 作製 し て 貸出 し た . 翌年 9 月 に は 録音 替 
仕 会 を 結成 し , 1940 年 4 月 か ら 声 の 雑誌 「 声 の ジャ 
ー ナ ル 」 を 毎月 発行 し た . 大 阪 府 委託 「 テ ー プ 大 阪 」, 
大 阪 市 委託 「 み お つく し 」 を 年 4 回 , その 他 を 発行 し 
て いる . 1961 年 か ら は 大 阪 府 の 委託 で テー プレ ュー ダ 
ー の 貸出 し ゃ 開始 し た . 





グル ー プ で 声 の 図書 を 開く 盲人 た ち 


1940 年 に は 名 古屋 市 に 
あけ の 星 声 の 図書 館 が 誕 
生 し , 各地 の 点字 図書 館 
で も 順次 これ に 手 を そめ 
ロー カル カラ ー を も っ た 
「 声 の 雑誌 」 が 数 種 発行 
され て いる . 単行 本 の テ 
ー プ も そろ えて 貸出 し を 
する 図書 館 も 増加 し た . 

Nu に 
点字 と 異な り 早 急 に 作成 
we OS e 





点訳 中 の 後藤 静香 
ー プ が あれ ば 簡単 に プリ ント 
し て 複 本 が か が できること, ③ 点 字 を 知ら ぬ 家 人 が 読書 で 
きる と こと, ④ 定 期 刊行 物 が 容易 に 発行 で きる こと な ど 
の 点 で あり , 紅 人 の 読書 領域 は 急速 に 拡大 ほれ た . 加 


えて 1961 年 6 月 か ら 郵 便 法 の 改正 により, これら 録 
音 図書 も 郵便 料金 無料 の 恩典 に 浴 す る こと が で き , テ 
ー プ の 利用 者 は 急 に 増加 し た . この 恩典 は 郵政 省 の 指 
定 を 受け た 盲人 福祉 施設 に 限ら ち れ て いる . この 場合 は 


点字 と 同様 「 衣 人 用 ] と いう 表示 が 必要 で ある . 


今後 , カセ ッ ト テ ー プ の 開発 に よっ て , 盲人 の 読書 
領域 は さら に 発展 する も の と 思わ れる . 

[点訳 奉仕 ・ 朗 読 奉 仕 ] 過去 に お いて 多く の 盲人 先 
覚 者 が 点字 図書 館 の 開設 に 手 を そめ な が ら と 成功 し な か 
っ た の は , 新刊 点字 書 を 入手 で き な か っ た た めで あり 
NSH 

. 点訳 夫 仕 と は , 晴 眼 者 が 点字 を 習得 し , ESSER 
RW に 訳し て 盲人 の 読書 用 に 供する こと で ある . 

1929 年 に 岩橋 武夫 を 中 心 と する キリ スト 教 フレ ン 
ド 派 の フレ ンド 点字 写本 奉仕 会 (F B S ) が 生ま れ , 点 
訳 奉仕 を 始め た . そ の 後 1940 年 後藤 静香 ( 1884 / 明 治 
17 ~ 1969/ 昭 和 44) DE MTA THOR] と いう 
体 の 会 員 に 呼び か け , 毎月 2 回 点字 講習 会 を 開い て 自 
ら そ の 講師 と な り , 同時 に 自 著 の 点訳 も 次 々 に 完成 し 
た . この 運動 は 井上 当 蔵 の 井上 英語 学校 に も 起こ り 
以来 数 多く の 点訳 者 を 生 ん だ. 1948 年 の へ レン ・ ケ 
ラー (Helen Keller, 1880 ~~ 1968 ) の 来 日 は , 点訳 
奉仕 運動 が マス ュ ミ に 取上げ られ る 契機 と も な っ た . 

各 府 県 の 点字 図書 館 , 盲 学 校 な どの 周囲 に 点訳 グル 
ー プ が 結成 され , その 数 も 100 団体 を 越え て いる . 中 
学校 , 高等 学校 の 日 赤 奉 仕 団 を 中 心 に 点字 学習 グル ー 
プ も 生ま れ , 大 学 で は 大 学問 の 連盟 る で き て いる . 日赤 
し PGE 図書 館 な ど に よる 点字 講習 会 や 通信 教授 

り 点訳 者 を 養成 し て いる . 日 本 点字 図書 館 を 例 に 
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と る と , 年 間 の 申込 者 は 3 4000 人 "あり , RADE 
任 担当 者 が , 常時 指導 に 当たっ て いる . し か し , FR 
の 脱落 者 が 多く , 点訳 者 と し て 及 第 する 人 は 少な い . 
全国 で は 常に 1 万 人 以上 の 人 びと が , この 運動 に 参加 
し て いる も の と 推定 され る . 

この ほか に も , 隠れ た 点訳 奉仕 と し て 1952 FAM 
拘置 所 が 収容 者 の 要望 で 点訳 を 許し て 以来 , 大 阪 刑務 
所 奈良 少年 刑務 所 , 三重 , 山形 , 広島 各 刑 務 所 , 姫路 
少年 刑務 所 な ど が これ に 続き , 福岡 , 加古 川 , 和歌 山 
な どの 刑務 所 に 点訳 奉仕 者 が 続出 し た . 

日 本 盲人 福祉 委員 会 は 鉄道 弘済会 と 共催 で 1957 年 
に 初め て 「 点 訳 奉仕 感謝 の 集い 」 を 開い た . 全国 か ら 
選ば れ た 優秀 点訳 奉仕 者 10 人 に 感謝 状 が 贈 られ た . 
この 会 は 年 中 行事 と し て 毎年 催さ れる よう に な っ た が 
1971 年 か ら 朗 読 奉 仕 者 の 表彰 に 切替 えら れ た . 

朗読 奉仕 運動 も , 点訳 奉仕 運動 と ほぼ 同様 な 経過 を 
Wet CS Ete s CLS. 点訳 は 通信 教授 が 可能 で 
DOD, 朗読 奉仕 は その 性 質 上 , 地域 的 な 制約 を うけ 
る た め , 大 部 分 は その 地域 の 住人 に 限ら れる . この 場 
合 は 放送 関係 , 劇団 関係 な どの 専門 家 の 協 力 を 得 ら れ 
る 点 に 特色 が ある . 一 般 素 人 の 場合 は , 希望 者 に 簡単 
な テス ト を 行なっ て 適任 者 を 選び , 専門 家 に よる 訓練 
を 行なう と いう 方 法 で 奉仕 者 を 養成 し て いる . た と え 
ば , 日 本 ライ ト ハ ッ ス 図書 館 で は , 毎週 1 回 「 あ めん 
ほ 学 校 」 を 開い て 1 年 間 教 育 を し て いる . 

点訳 , 朗読 両 奉仕 者 の 活動 は , 近 時 , 社会 の 各 方 面 
か ら 注 目 さ れ , 新しい ボラ ンティア 運動 と し て 高く 評 
価 さ れ て いる . (本 間 一 夫 ) 

[参照 文献] 

竹林 熊 彦 「 特 殊 図書 館 」 WB 昭和 30 

川本 宇 之 介 「 盲 教育 入 十 年 史 ( 草 案 )」 文部 省 昭 和 32 

「 目 本 ライ ト ハ ウス 四 十 年 史 」 日 本 ライ ト ハ ウス 
昭和 37 

本 間 一 夫 ・ 加 藤 善 徳 「 欧 米 の 家人 福祉 を た づ ね て 」 
HARFER BH 昭和 40 


加藤 善徳 「 目 の 不 自由 な 人 々 の 読書 」 日 本 点字 図書 


館 昭和 40 

斎藤 恒子 「 わ が 国 に お ける 点字 図書 館 の 歴史 」 日 本 
点字 図書 館 昭和 39 

日 本 点字 図書 館 「 合 本 ・ 点 訳 通信 」 

目 本 盲人 福祉 委員 会 「 合 本 ・ ニ ュー スレ ター]」 


天明 者 更生 施設 


失明 者 更生 施設 

和 失明 者 更生 施設 と は , 身体 障害 者 福祉 法 (昭和 24 年 
法律 第 283 号 ) 第 30 条 に お いて , 「 和 失明 者 を 収容 し , 
又は 通所 させ て , その 更生 に 必要 な 知識 技能 及び 訓練 
を 与え る 施設 と する 」 と 定義 8 され て いる 施設 で ある . 
し た が っ て , 和 失明 者 更生 施設 は 同 法 第 29 条 な いし 第 
34 条 の 条項 に 規定 され た 8 種類 の HABE EAR 
護 施 設 の 一 つ で ある . 

[施設 の 設置 状況 と 設置 主体 〕】 失明 者 更生 施設 の 設 
mis, 国立 5, 府 ・ 県 立 3 , 社会 福祉 法人 2 の 10 
カ所 で ある . 上 記 5 ヵ所 の 国立 視力 障害 モン ター は , 
身体 障害 者 福祉 法 (以下 法 と いう ) 第 27 条 第 1 項 に 
従い 設置 され た も の で ある が , ここ で 注目 すべ きこ と 
は , この 条文 が 国 に 対し 和 失明 者 更生 施設 の 設置 を 義務 
づけ て いる こと で ある . 諸 外 国 の 盲人 福祉 関係 法令 の 
申 記 。 と の よう 2 な 和 失明 者 リバ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ 
ー の 設置 が 国 の 責務 で ある と 明記 し て いる 例 は な く , 
COR, わが 国 は 失明 者 の 更生 に 対し て 国 が 重い 責任 
Tey と NOS 中 まがわ が る (SMS, TEE 28 
条 の 2 に お いて ふ ゃ , 身体 障害 者 更生 援護 施設 (APR 
明 者 更生 施設 と いう ) は , 援助 の 実施 機関 (KHAO 
居住 地 を 管轄 する 福祉 事務 所 を 管理 する 都 道 府 県 知 
事 , また は 市 町 村長 で ある が , 実質 的 に は 福祉 事務 所 
長 で ある ) か ら , 施設 に 収容 また は 通所 させ , も し く 
は 施設 を 利用 させ る 委託 を 受け た と き , 正当 な 理由 が 
7 店 れ 為 相 ん で 人 療 り な が ぷと し て いる . 

な おお, 10 カ ヵ所 の 和 失明 者 更生 施設 の ほか , 和 失明 者 更生 
施設 と ほとん と 同じ 機能 を 果たし て いる 施設 が ある . 
すなわち , 「 あ ん 磨 マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り 師 , Xe 
2 師 等 に 係る 学校 養成 施設 認定 BLA | (昭和 26 年 文 
部 ・ 厚 生 省令 第 2 号 ) に 基づい て 設置 され , あん ま マ て 
ッ サ ー ジ 師 の 養成 に より 和 失明 者 の 職業 的 更生 を 図っ て 
いる 東京 ヘレ ン ケ ラー 学院 , 福岡 光明 寮 , また , PR 
失明 者 に 対し 相談 指導 や 生活 訓練 を 実施 し て いる 東京 
都心 身障 害 者 福祉 エン ター (視覚 障害 科 ), 京都 ライ 
ト ハ ウス (生活 訓練 部 ) な ど で あ る . 

[施設 の 設備 ・ 運 営 の 基準 ] 厚生 大 臣 は 身体 障害 者 
福祉 審議 会 の 意見 を 聞き , 身体 障害 者 更生 援護 施設 の 
設備 お よび 運営 に つい て の 基準 を 定め る こと に な っ て 
お り , この 基準 は , 社会 福祉 法人 その 他 の 者 が 設置 す 
る 身体 障害 者 更生 援護 施設 に こつ いて は , 社会 福祉 事業 
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ES 60 条 第 1 項 の 規定 に よる 最低 基準 と みな され て 
いる (ER 28 条 ) . 

し た が っ て , 「 身 体 障害 者 更生 援護 施設 の 設備 及び 
運営 基準 に つい て 」 (昭和 32 年 2 月 7 日 発 社 201 BB 
道府県 知事 , 指定 都市 市 長 あて 厚生 事務 次 官 通達 ) に 
お いて , 各 身 体 障 害 者 更生 援護 施設 の 共通 事項 と し て 
立地 条件 , 入所 者 の 要件 , 収容 定員 , 更生 援護 の 計 
画 , 健康 管理 , 給食 , 更生 訓練 , 生活 指導 , 建物 の 規 
模 , 設備 の 基準 , 管理 , 帳簿 な ど に 関し , Ek, AW 
者 更生 施設 に こつ いて は , 入所 期間 , 心理 的 更生 , 職業 
WEA, 設備 , 職員 な ど に 関し , 共 処 すべ き 基 準 を 示 
LOS 

(1 収容 定員 ・ 入 所 期間 ・ 訓 練 課 程 : 各 矢 明 者 更生 施 
設 は , 前 記 の 通達 に 従っ て 各 事 項 に つき 配慮 し て いる 
が, 特に 収容 定員 , 訓練 課程 (入所 期間 を 含む ), を 
示す と 表 1 の 通り で ある . 

(② 入 所 の 資格 要件 : ① 身体 障害 者 福祉 法 第 15 条 の 
規定 に よる 身体 障害 者 手帳 の 交付 を 受け て いる 者 で あ 
Bye 2 

② 年 齢 は 満 15 歳 以 上 の 者 (HX). 入所 を 許可 され 
る 最高 年 齢 は お お むね 55 歳 と し て いる が , 入所 選考 
に お いて , 訓練 の 実施 お よび 雇用 の 可能 性 な どの 点 か 
ら 個 別 的 に 決定 され て いる . 

③ 学 歴 は あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 科 2 年 課程 お よび 
あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう 科 第 1 部 5 年 課 








程 に つい て は , 学校 教育 法 に 定め る 中 等 学校 (旧制 高 
等 小学 校 を 含む ) を 卒業 し た 者 , また は これ と 同等 以 
上 の 学力 が ある と 認め られ た 者 . あん ま マ ッ サ ー ジ 指 
圧 , は り , きゅう 科 第 2 部 3 年 課程 に つい て は , 学校 
教育 法 に 定め る 高等 学校 (| 旧制 中 待 学校 を 含む ) 2 
業 し た 者 , また は これ と 同等 の 学力 が あ る と 認め ら 
れ た 者 と な っ て いる が , この 課程 が 設置 され て いる 
の は 国立 東京 視力 障害 セン ター 1 カ所 で ある . SEM 
lB, カナ タイ プ 科 , 農芸 科 (以上 国立 視力 障害 セン 
ター), 職業 訓練 課程 , 生 活 訓練 課程 お よび 電話 交換 養 
KE (以上 日 本 ライ ト ハ ヘッ ス ) に つい て は , 学校 教育 
法 に 定め る 中 学校 卒業 以上 の 学力 を 有する 者 . 
Ors, 視力 障害 に 加え て 他 に 著しい 心身 の 障害 
(重度 の 聴力 障害 , 肢体 機能 障害 , 精神 薄弱 , 精神 暴 
常 な ど ) ある い は 伝染 性 疾患 を 有 し な い 者 と な っ て い 
る . 
[収容 また は 通所 に よる 更生 訓練 の 実施 ] 身体 障害 
者 福祉 法 第 18 条 第 3 号 お よび 第 2 項 の 規定 に より , 
失明 者 更生 施設 に お ける 通所 に よる 更生 訓練 の 実施 が 


成文 化 さ れ て いた が , 実質 的 に は ほとん と 施設 収容 に 


よる 訓練 だ けが 行 な ち れ て いた の で , 昭和 42 年 8 月 
1 日 社 更 240 の 3 各 都 道府県 知事 , 指定 都市 市 長 あ て 
厚生 省 社会 局長 通知 「 身 体 障 害 者 更生 援護 施設 通所 事 
業 実施 要綱 」 により, 通所 に よる 更生 訓練 の 実現 が 図 
だ 








表 1 収容 定員 ・ 入 所 期間 ・ 訓 練 課程 この 要綱 に お いて 対象 
ae | 中 訓 € # # と な る 和 失明 者 は , 施設 へ 
京都 府 和 体 際 害 者 福祉 セン ター| 20 名 | あん ま マ ッ サー ジ 指 圧 科 2 年 課程 OT Oe 
日 本 ライ ト ヘ ウス 職業 生活 訓練 ©6050) | 生活 訓練 課程 (1 年 ) 者 の うち , 地理 的 条件 , 
ee le | | 職業 訓練 課程 て 1 年 ) 障害 の 状況 お よび 家庭 の 
| | 電話 交換 手 養 成 科 (3 ヵ月 ) ROSS 
広島 塞 光学 園 | 120 | ぁ ん 床 マ ッ サー ジ 指 圧 科 2 年 課程 a 
| | あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 , ほり, きゅう 科 5 年 課程 ” 所 に よっ て 十分 その 更生 
徳島 県 立 盲 人 福祉 セン ター | 30 | あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 科 2 年 課程 効果 が 得 ら れる 者 に 限る 
愛媛 県 立 盲 人 福祉 エン ター | 50 | あん摩 マッ サー ジ 指 圧 科 2 年 と され た また 通 8 
国立 函館 視力 障害 セン ター | 210 | あん 麻 マ ッ サ ー ジ 指圧 科 2 年 課程 Me NE > 
| | あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう 科 5 年 課程 ” は 施設 の 種類 に 応じ た 訓 
国立 塩原 視力 障害 モン ター | 210 | あん摩 マッ サー ジ 指 圧 2 年 課程 練 期 間 の 範囲 内 で , 通所 
| | ee => は り , きゅう 科 5 年 課程 者 の 障害 の 状況 な ど を 勘 
| RAF ンー =i = “> 
国立 東京 視力 障害 セン ター | 300 | あん 摩 マッ サー ジ 指圧 科 2 年 課程 
| あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう 科 5 年 課程 決定 する も る の と され た . 
| ee ae 7 さら に , 通所 定員 は 7 
| 点字 斗 ・ カ ナタ イプ お 1 Lee 
20 
国立 神戸 視力 障害 モン ター | 210 | あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 科 2 年 課程 sebelah iethicnaal 
| | あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 , ほり, き ゅ 5 科 5 征 課程 NOT, FAUBRE 
国立 福岡 視力 障害 セン ター | 210 | あん摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 , 2 年 課程 施設 は , 表 1 の 収容 定員 


| あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう 科 5 年 課程 


に 加え て , 通所 に よる 入 
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所 者 の 更生 訓練 の 実施 が で きる こと に な っ た . 

当初 は 収容 に よる 更生 訓練 を 建て 前 と し て いた 和 失明 
者 更生 施設 へ の 入所 が , 通所 に よる 者 を 認め る こと に 
変っ た 理由 は , 視覚 障害 者 の 更生 に お いて 家族 が 果 た 
す 重 大 な 役割 , 家庭 の 事情 の た め 施 設 収容 に よる 更生 
訓練 を 受け る こと の で き な い ヶ ケース の 存在 , 諸 外 国 の 
リハ ビリ テー シュン ・ サ ービス に お いて は , 通所 に よ 
る 訓練 が し ろ 原 則 に な っ て いる 状況 な ど に つい て の 
理解 が 深まっ て きた た めで ある . 

[ 費用] 失明 者 更生 施設 の 事業 の 遂行 に 
は , 3 種目 に 大 別 す る こと が で きる . 

1) 施設 の 設置 お よび 整備 費 : 法 第 27 条 の 規定 に よ 
り 都 道府県 , 指定 都市 また は 市 町 村 が 和 失明 者 更生 施設 
を 設置 し よう と する 場合 , 施設 の 設置 に 要する 費用 の 
alban. 

な お , 身体 障害 者 福祉 法 に は 社会 福祉 法人 が 設置 す 
る 和 失明 者 更生 施設 の 修理 , 改造 , 拡張 な ど , 施設 の 整 
備 に 要する 費用 に 対す る 国庫 負担 の 規定 か な か っ た 
が , 現在 で は 予算 補助 と し て 都 道 府 県 お よび 指定 都市 


表 2 施設 設置 お よび 整備 費 


件 2 費用 





SAB | 都 道 us 国 庫 
PROME |r | Geer | a me | gine 
a 都 道 府 県 | 
施設 整備 費 | また は | Fo 51o 
AE Abr 
市 町 村 14 14 12 














表 3 施設 設置 お よび 整備 費 





























郡 道府県 | 国 店 
費用 の 竹 旧 上 ea Dee 
yom | ERB) yy | im | 必 
表 4 BHM (1971 年 4 月 1 日 施行 ) 

級 地 | on | 定員 | 事務 費 | 2 ih 

区 分 ) | (円 ) | 一 8] A] 施 
事務 人 

特 収容 | 50 | 18,880 | 16,940 | 1,570 370 

地 通所 4 | 12,675 | 12,675 0 0 

















表 5 事務 費 以 外 の 経費 














Roe 
2 hae 対象 者 | 施行 期日 
収 容 | 通所 
(円 ) Ca) ae 
飲食 物 費 230 ae 負担 者 | 46・4・1 
に CA) | CH) 
目 常 諸費 3,966 1,983 会 員 | 46・4・1 
期末 一 時 扶助 945 0 Be as 45・12・1 
AW mn BA 415 ua ee 員 。 し 46 。.4.> | 
a 材 費 84 St | = | 46° 4-1 


CML, 表 3 に 示す 補助 率 で 国庫 補助 を 行ない , 社会 
福祉 法人 立 施設 の 育成 を 図っ て いる . 

⑫) 施 設 へ の 委託 に 要する 費用 : 法 第 18 条 第 1 項 の 
規定 に より 都 道 府 県 , 市 また は 福祉 事務 所 を 設 軒 する 
Mh, すなわち , 援護 の 実施 機関 が 失明 者 更生 施設 に 
失明 者 の 収容 も ね し く は 通所 に よる 更生 訓練 を 委託 する 
合 に 要する 旨 用 に つい て は , 法 35 条 お よび 37 条 の 
2 の 規定 に より , 支弁 者 の 負担 率 が 10 分 2, 国庫 負 
担 率 が 10 分 の 8 と 定め られ て いる . 

この 施設 委託 に 要する 費用 に つい て , 日 本 ライ ト ハ 

ゥ ス 職 業 生 活 訓 練 セ ンタ ー を 例 と し て 示す と 表 4, 5 
の 通り で ある . 

以上 の 諸 経 費 の うち, 期末 一 時 扶助 , 冬期 加算 額 
(11 月 ~ 3 月 ) な ど を 除き , 収容 に よる 更生 訓練 を 委 
託し た 援護 の 実施 機関 (福祉 事務 所 ) は , 委託 し た 入 
所 者 1 人 に つき 月 額 約 2 万 9730 円 の 委託 措置 費 (1971 
年 4 月 現在 ) を モン ター 作 対 し て 支弁 する こと と と な 
BD. 
(3 入所 者 本 人 に か か わる 費用 : 上 記 の 委託 措置 費 の 
交付 に より , 社会 福祉 法人 立 の 施設 に お いて も, 訓練 
費 お よび 宿舎 費 は 徴収 され な い . 

① 食 費 は 1 ヵ月 約 6900 円 (1971 年 4 月 現在 ) を 納 
入 し な けれ ば な ら な い . た だ し , 生活 保護 法 に よる 被 
保護 者 は 公費 で 負担 され る し , Ek, 食費 の 負担 が 困 
難 な 者 に つい て も ゃ , 福祉 事務 所 長 の 意見 書 に 基づき , 
食費 の 公費 負担 の 措置 が か と られ て いる . な お お , 食費 の 
自費 と 公費 負担 の 割合 は , 日 本 ライ ト ハ ウス 職業 生活 
訓練 て ンタ ー に お いて は , 昭和 46 年 度 公費 22 人 , 自 
費 28 人 で あり , 国立 視力 障害 セン ター に お いて は 自 
費 の 者 が 10 パ ー セ ント 前 後 で ある . 

② 更 生 訓練 費 (全額 国庫 負担 ) と し て , 失明 者 更生 
施設 の 入所 者 で 食費 が 公費 負担 と な っ て いる 者 に 対 
し , 収容 者 に は 月 額 1000 FA, 通所 者 に は 日 額 20 円 が 
支給 され て いる . 





入所 者 の 状況 

失明 者 更生 施設 10 ヵ所 の 入所 者 の 収容 定員 は 総数 
1410 人 で , これ ら の 入所 者 の 大 多数 は 中 途 で 視覚 障害 
を 受け て 入所 し た 18 歳 以 上 の 成人 な の で , その 状況 
は 多少 の 相違 は あっ て も , 各 和 失明 者 更生 施設 に 共通 し 
TWH. し た が っ て, 入所 者 の 状況 を 最大 の 収容 定員 
を 有する 国立 東京 視力 障害 セン ター に つい て みる . 

(1) 入所 者 の 視覚 障害 の 程度 お よび 年 齢 : 表 6 に お い 
て 特徴 的 な も る の と し て , 特に 注目 され る の は , 全盲 者 
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で ある 1 級 が 44.9 パー セン ト を 占め て いる こと で あ 
a 

し か し , 「 過 去 5 年 間 お よび 10 年 前 の 視力 状況 」 
(国立 東京 視力 障害 セン ター 20 年 誌 1968 年 発行 ) に 
お いて は , 「1 級 の 視力 の うち , 視力 0 の 者 より も 手 
動 ・ 指数 な どの 微少 の 視力 を 保っ て いる 者 が , 10 年 
前 の 1958 年 に 比較 し て 過去 5 年 間 の 平均 で は , 9 ペー 
セン ト の 増加 を 示し て いる . EX, 全般 的 な 傾向 と し 


表 6 障害 等 級別 , 性 別 , 年 齢 別 調査 (1971 年 6 月 1 日 現在 ) 








ia 


, 視力 0 の 者 が 少な く な り , BBS (FH~0.04, 


1 級 お よび 2 級 ), 弱視 者 (3 級 一 6 級 ) が 増加 し て 
き て いる 」 と 報告 され て いる . 


し た が っ て , FR, 和 失明 者 更生 施設 に お いて も , 盲 


学校 と 同じ し く 準 盲 者 お よび 弱視 者 の 増加 が 予想 され 


る 


また , 18 歳 以上 の 視覚 障害 者 25 万 4000 人 の うち , 


50 歳 以 上 が 74.3 パー セン ト を 占め て お り (1970 年 


厚生 省 身体 障害 者 実態 調 
査 ), 老齢 化 現象 の 進行 


6 角 | 合 計 ww Z 
| ang に 伴 っ て 今後 老 内 の 視覚 








\ #eee 1 級 | 2h] 3 MR] 4 級 | 5 B 
Sis 女 計 男 ck Me OH & MR ke OH & BH & 3h 
SA | Pea | | 
18~19 | | | | | | 
20~29 19 3 22 8 3 18 0 S37 5 19 s 144 
30~39 B5 6 41/11 5 148 2105 0 57 1 82 
40~49 30 2327 3105 1 66 0 63 4 7 0 
50~59 | 5 1 6 3 0 3 1 0 TO O He 0 0 0 
ae 
70 歳 以上 | | | | | | 





: の 障害 者 が 増加 する の で , 
| | その 結果 , 矢 明 者 更生 施 
45514 69 30.7 設 の 入所 者 の 年 齢 層 も 次 
2 6814 82 36.5 第 に 高まっ て ゆく も の と 
3 51 13 64 28.4 加わ ち れ る. 


9 1 
| | ′ 人 入所 者 の 失明 原因 : 


Le 表 7 は , 1971 年 6 月 1 目 


ow o © 














計 89 1210129 11 4022 3 2518 5 2319 8 276 3 918342 225100.0 te C, 国立 東京 視力 障 
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表 7 病状 別 和 失明 原因 調査 


| 





4.0 | 100.0% | 害 セ ンタ ー が 実施 し た 入 
所 者 の 症状 別 和 失明 原因 の 



































pe | ee | 全 身 病 Kae 先天 素因 | | 
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seanag ~~ _| Wii trae ne) S| l= BE eee) P| ae ee ae (ae || 
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Se Mn Ue Dee Mila (Orel Oa ee eed ieee eee 
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状況 調査 で ある . 

表 7 に 現われ て いる 顕著 な 現象 は , 先天 素因 に よる 
失明 が 53.4 パー セン ト を 占め て いる こと と , 和 失明 度 
の 高い ベー チェ ッ ト 病 矢 明 者 が 44 人 も 存在 し て いる 
二 KG2 め る 。 

同 セ ンタ ー の 入所 者 の 失明 原因 に つい て は , 前 掲 の 
「 過 去 5 年 間 お よび 10 年 前 の 失明 原因 状況 」 に は 次 
の よう に 要約 され て いる . 

「 伝 染 病 に よる 者 は どの 年 度 に お いて $ ゃ 麻疹 , 梅毒 , 
脳 衝 な ど に よる も の が 大 多数 を 占め て お り , 次 第 に 減 
少 の 傾向 に ある が , 1963 年 , 67 年 に お いて は 梅毒 に よ 
る 和 失明 が 特に 目立ち , 入所 者 全体 の 6 パー セン ト 内 外 
で あっ た こと は 注目 すべ き 状 態 で あ る. ま た, 1958 
年 どろ に は ブ ド ー 膜 炎 は 主として 結核 に よる も の と 診 
断 さ れ て いた が , 最近 で は ベー チェ ッ ト 病 に よる ブ ド 
ー 膜 炎 と 診断 され る も の が 多く な っ た . 外傷 に つい て 
は , 1958 年 ご ろ は 戦傷 者 が 目立っ て いた が , 最近 は 交 
通 事故 また は 作業 上 の 事故 に 変っ て き て いる . 特に 目 
立つ の は PHO 激減 で , 1958 年 ご ろ 多 か っ た メチ ル 
アル ュー ル 中 毒 に よる 失明 は , 近年 で は ほとん ど 見 当 
epi igo. 

依然 と し て 多い の は 先天 素因 で , 中 で も 網膜 色素 変 
性 が 最も 多い . 先天 素因 の 女子 は , 1958 年 に は 女子 
総数 の 69 パーセント , 1963 年 52 パー セ モント, 1964 年 
54 パ ー セ ント , 1965 年 60 パー セン ト , 1966 年 63 ペ 
ー セ ント , 1967 年 75 パ ー セ ント と 高 率 を 示し て いる . 

以上 の よう な 和 失明 原因 の 推移 か ら , Sik, 和 失明 者 更 
生 施 設 の 入所 者 の 眼 疾 患 は , 予防 お よび 治療 の 対策 が 
確立 し て いる 伝染 病 に よる も の は 減少 し , 先天 素因 の 
網膜 疾患 (網膜 色素 変性 症 , ARIE: EL), 緑内障 , 
先天 性 異常 (屈折 異常 , 小 眼球 , 虹彩 欠損 な ど ), ベー 
チェ ッ ト 病 , 精 尿 病 な どの 慢性 の 全身 病 , 脳腫瘍 , 外 
傷 な ど に 限定 され る よう に な る と 考え られ る . 


更生 の た め の 訓 練 ・ 指 導 の 状況 
失明 者 更生 施設 に お ける 入所 者 の 更生 の た め の 訓 練 
お よび 指導 と し て は , 和 失明 に より 衰 失 し た 職業 能力 を 


回 復 す る た め の 「 職 業 訓練 」, 日 常 生 活 , 社会 生活 を 


営む の に 必要 な 能力 や 技術 を 回 復 す る 「 生 活 訓練 」, 
失明 か ら 生 ずる 心理 的 ・ 社 会 的 な 諸 問 題 の 解決 を 援助 
する 「 生 活 指導 ] な ど が 実施 され て お り , その 概況 は 
次 の 通り で ある . 

[職業 訓練 ] 職業 訓練 と し て は , 和 失明 者 更生 施設 の 
大 多数 (9 カ所 ) に お いて は , 主として あん ま マ ッ サ 


ー ジ 指圧 師 , は り 師 , きゅう 師 の 養成 , 日 本 ライ ト ハ 

ゥ ス 職 業 生活 訓練 セン ター に お いて は , 失明 者 の た め 
に 新しい 職業 分 野 の 開拓 を めざし て , その 他 の 職業 訓 
練 が 行 な ち われ て いる . 

1) あ ん ま ・ は り ・ き ゅ う : 現在 , わが 国 に お いて 盲 
人 に 開か れ て いる 職業 と し て は , ほとん ど あ ん ま ・ は 
り ・ き ゅ う ( 理 療 と も いう ) に 限ら れ て いる . す な わ 
ち , 和 失明 者 が 独立 の 経済 生活 を 営む こと の で きる 職業 
と いえ ば , 理 療 が 唯一 の も の で あっ た と いっ て も ゃ 過言 
“CTE WM 

理 療 の 技術 は 古来 か ら 盲 人 に と っ て 最適 の 職業 と 考 
えら れ , 幾 世 紀 に わた っ て 伝統 的 地位 を 保っ て きた . 
今日 で も 約 3 万 5000 人 の 視覚 障害 者 が , これ ら の 職 
業 で その 生活 を 支え を て いる . 

し た が っ て , 目 本 ライ ト ハ ウス 職業 生活 訓練 セン タ 
ー を 除き , 他 の 9 カ所 の 和 失明 者 更生 施設 に お いて 実施 
され て いる 職業 訓練 は , ほとん と 理 療 に 限定 され て い 
vat 
理 療 が わが 国 の 盲人 に と っ て 最適 の 職業 で あっ た と 
いう 理由 と し て , 次 の 諸点 が 指摘 で きる . ① 盲 人 が 従 
事 で きる 他 の 職業 に 比べ て 収入 が 著しく 高い . た と え を 
ば , 開業 する 資金 に 恵まれ ず 治 療院 に 雇用 され る 場合 
C4, 住 込 み 食事 付き で 半年 後 に は , 月 4 万 円 な い 
し 6 万 円 の 収入 が ある . ② 視 力 を 必要 と し な い 仕 事 で 
あっ て , 身体 を 移動 させ な いで も 治療 が 可能 で あり , 
触覚 の 鋭い 盲人 に 適し て いる . ⑨⑧③ 仕 事 を する 活動 範囲 
が 広い 地域 に 及ば ず , 自宅 か ら 歩 いて 行く こと の で き 
る 近 距 離 に ある . ④ 長 い 歴 史 と 伝統 に よる 社会 的 基盤 
が あり , 需要 も 多い . 近年 , 盲人 の 職場 を 奏 食 する 晴 
眼 者 の 理 療 師 の 増加 が 社会 的 に 問題 と な っ て は いる 
が , 矢 明 者 更生 施設 の 修了 生 に 対す る 冶 療院 か ら の 求 
人 数 は 圧倒 的 に 多く , 就職 の 面 で さして 困難 は 認め ら 
れ な い . ⑥ 地 域 的 に , 時 間 的 に 普遍 性 が ある . 理 療 に 
対す る 乾 要 は , 1 地方 に 限ら れず 都会 で も 農村 で も 普 
遍 的 に ある し , また , 時 間 と と も に 変遷 する こと が 少 
な か っ た し , GRE OC CTNR RTS と は 考え 
られ な い . 

あん ま マ ッ サ ー ジ , は り , ぎ きゅう の 技術 修得 に つい 
で ( ほ 証 2 年 法 い 5 年 の 著 間 に わた り , あん ま マ ッ 
サー ジ 指 圧 師 , は り 師 , きゅう 師 な ど に 関す る 法律 
施行 令 第 11, 12, 13 条 の 規定 に 従い , 専門 学科 と し 
て 解剖 学 , 生理 学 , 病理 学 , 衛生 学 , 症候 概論 , 治療 
一 般 , 漢 法 概論 , RAS, 医事 法規 , あん ま マ ッ サ 
ー ジ 指圧 , は り , きゅう の 理論 お よび 実技 , 普通 学科 
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と し て 国語 , 社会 , 数 学 , 理科 , 体育 , 家庭 , 外国 語 
な どの 授業 が 行なわ れる . 

な お , 所 定 の 課程 を 終了 し た 者 は , 都 道 府 県 知 事 が 
行なう , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り 師 , きゅう 師 
の 試験 の 受験 資格 が 与え を られ, この 試験 に 合格 し た 者 
は 免許 証 の 交付 を 受け , 理 療 師 と し て 開業 , 自営 も し 
く は 治療 院 , 病院 , 肢体 不 自 者 ( 児 ) 施設 な ど に 就職 
し て いる . 

⑫) 点 字 印 刷 , 崇 芸 お よび 録音 カナ タイ ビ ピスト : 視覚 
障害 者 の 中 に は , SAF, は り , きゅう の 習得 を 希望 
EF, ある い は 職業 適性 を 欠い て いる 者 も いる の で , 
1954 年 , 点字 印刷 科 が 設け られ た . Efe, 1966 年 に は 
国立 塩原 視力 障害 セン ター に 農芸 科 が 設置 され , RH 
者 の た め 新 し い 職業 分 野 の 開拓 が 図ら れ た . 

点字 印刷 科 に お いて は 点字 図書 出版 に 必要 な 製版 , 
印刷 , A, 作図 な どの 諸 技 術 , 農芸 寺 に お いて は 養 
豚 , 養鶏 (ブロ イラ テー お よび EWS), し いた け の 栽 
二 な ど に つい て の 職業 訓練 が 行 な ち われ て いる . これ ら 
の 訓練 課程 を 修了 し て 就職 し , ある い は 自営 する 者 は 
毎年 1. 2 人 に 過ぎ な い が ., 失明 者 が 従事 で きる 職種 
こ 多様 性 を 与え を て いる 点 で , 高く 評価 し な けれ ば な ら 
な い 、. 

さら に 1968 年 か ら は カナ タイ プ 科 が 国立 東京 視力 
障害 セン ター に 設置 され た . カナ タイ プラ イタ ー は 初 
め 事 務 の 能率 化 の た め に 業界 に 尊 入 され た が , BAK 
と っ て は 晴 眼 者 と の コミ ュ ニ ケー シュン の 手段 と も な 
っ た . 次 いで 速記 業界 に お いて , 議会 議事 録 , 講演 
会 , 座談 会 な どの 録音 テー プ を 普通 文字 に する 中 間 的 
な 過程 と し て , ヵ ナ 文字 を 採用 する よう に な り , 録音 
タイ ビス ト の 寅 要 が 大 きく な っ て きた . 

音 タ イビス ト が 記録 テー プ を イヤ ホー ン で 聞き な 
が ら カ ナタ イプ を 打つ の に は , ほとん と ど 視 力 を 必要 と 
し な いと ころ か ら , 全盲 者 に と っ て も る 適職 で あり , 盲 
人 の すぐ れ た 聴覚 と 触覚 を 十分 に 発揮 で きる 知 的 , 専 
門 技術 的 職業 と し て 取上げ られ た も の で ある . 

現在 , カナ タイ プ 革 の 7 人 の 修了 生 が 録音 タイ プ 速 
記 社 , ハイ ビジ ネス 株 式 会 社 , 社会 福祉 法人 東京 = 
=ー, 川口 市 福祉 事務 所 な どの 一 般 の 職場 に 就職 し , 
晴 眼 者 に 劣ら な い 録音 カナ タイ ビス ト と し て 活躍 し て 
いる . 

(3 軽工業 に お ける 各種 の 作業 , 電話 交換 手 な ど : 失 
Wait, 科学 に 裏付け られ た 訓練 に よっ て , TORE 
感覚 や 潜 存 能力 が 十分 に 開発 され る な ら ば , た と え 視 
カカ を 欠い て いて も , 理 療 以外 の 職業 , た と えば , RE 


工 , FVAL, 電話 交換 手 な どの 仕事 に , BRACE 
じ っ て 従事 する こと が で きる . 

日 本 ライ ト ハウ ゥ ウス で は , 1966 年 3 月 に 「 職 業 生活 
訓練 モン ター」| を , 1969 年 4 月 に 「 盲 人 電話 交換 手 
養成 所 」 を 創設 し た . これ ら の モン ター に 入所 し た 和 失 
明 者 は , 「 生 活 訓練 課程 」 (3 ヵ月 な いし 1 年 ) で 歩行 
能力 を は じ め , ARAB, 社会 生活 に 必要 な さま ざま 
な 能力 を 回 復 し た の ち , 各自 の 職業 適性 に 従って, 
「 職業 訓練 課程 」 (軽工業 に お ける 各種 の 作業 で 1 年 ) 
ある い は 「 電 話 交換 手 養成 課程 ] (3 ヵ月 ) CHE, 
各 職 業 訓練 を 受け る 建て 前 に な っ て いる . 

開設 以来 , 訓練 修了 の の も 全国 十 数 カ所 の 会 社 や 団 
体 に 就職 し た 者 , 機械 工 7 人 , プレ スエ 4 人 , 組立 工 
SA, R-VBTLAA, 電気 工 1 人 , 旋盤 工 1 人 , ミ 
シン 製 縫 工 1 人 , 表具 師 1 人, 電話 交換 手 14 人 , 点 
字 校 正 2 人 , 点字 図書 製本 工 3 人 , 点字 図書 館 事 務 1 
KA, コン ピュ ー タ ー 補 助 指導 員 1 人 , 計 45 人 に 達し 
て いる . 

[生活 訓練 ・ 生活 指導 ] 生活 訓練 お よび 生活 指導 
は , 入所 者 が 視覚 障害 か ら 生 じ た 身 体 的 , 心理 的 , 社 
会 的 な ハン ディ キャ ッ プ を 克服 し , 社会 活動 に 復帰 す 
る た め に 不可 欠 な 措置 で あり , 失明 者 更生 施設 は , そ 
れ ぞ れ の 事情 に 従い , で きる 限り の 範 囲 内 で その 実現 
に 努め て いる . 

1) 生活 訓練 : 生活 訓練 と は , 「 視覚 障害 者 が , 視覚 
障害 に より 失っ た 職業 能力 以外 の 日 常 の 家庭 生活 お よ 
び 社 会 生活 に お ける さま ざま な 能力 や 技術 を 回 復 す る 
た め , 一 定 の 計画 に 基づい て 実施 きれ る 訓練 で ある 」 
と 定義 むす る こと が で きよ う . 
失明 者 更生 施設 に お ける 生活 訓練 は ,・ 一 般 に ① 和 失明 
者 の あら ゆる 動作 ・ 行 動 の 基礎 を な す 残 存 諸 感覚 を 訓 
BTS | REN), ② 歩 行 訓練 , OAS, 一 般 文 字 , 
AF BRAS IA B=) BES 7 BA YKREO2zeeS 
ニケ ーシュ ン の 手段 の 訓練 , ① そ の 他 日 常 の 家庭 お よ 
び 社 会 生活 に お いて 必要 な 能力 や 技術 の 訓練 で , [A 
常 生 活 の 諸 技 術 」 の 訓練 と 呼ば れる も の な ど を 訓練 科 
目 と し て 実施 され て いる . 

この よう な 生活 訓練 は , 日 本 ライ ト ハ ウッ ス 職 業 生活 
訓練 モン ター の 1 カ年 の 生活 訓練 課程 に お いて , その 
他 の 和 失明 者 更生 施設 に お いて は , 入所 時 に お ける 生活 
指導 お ょ び 基 礎 訓 練 (一 般 に オリ エン テー シュ ン と 呼 
ば れる ) お よび その 人 後 の 普 通 科 の 授業 , 課外 活動 , 宿舎 
に お ける 日 営 生 活 の 指導 等 を 通じ し て 行 な ち われ て いる . 
(②) 生 活 指導 : 生活 指導 と は , ① 施 設 宿舎 に お ける 日 
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常 生 活 の 指導 , ② 健 康 管理 お よび 保健 指導 , OAD 
ら 生 じ る 身体 , VE, 経済 , 学習 , 進路 , 家庭 な ど に 
関す る 諸 問 題 の 解決 の た め の ケ ー ス ワー ク や カウ ン セ 
リン グ な どの 個別 的 指導 , ① ク ラブ 活動 , 諸 行事 , A 
所 生 自 治 会 た ど 施設 の 集団 生活 の 全 領域 に わた り 実 施 
され る 集団 的 指導 を 含み , 和 失明 へ の 心理 的 適応 を 図 
り , 家庭 お よび 社会 生活 に 対す る 社会 適応 性 を 育成 す 
る 措置 で ある . 

生活 訓練 と 生活 指導 は , 互い に 重複 する 面 も あり , 
両者 を 厳密 に 分 離す る こと は むず か し い . その た め , 
「 生 活 訓 練 ] 「 生 活 指導 」 「 生 活 適 応 訓練 な どの 用 
語 が 無造作 に 混同 され て 使わ れ て いる . 

ケー ス ワー カー や カウ ン セ ラー が その 解決 に つい 
て , 個別 的 指導 を 行なう 諸 問題 と し て は , ① ベ ー チ ェ 
ッ ト 病 , 緑内障 な ど 健康 管理 の むずかしい 眼 疾患 , 
MAME, 精神 異常 な どの 身体 上 の 問題 ,.② 出 身 家庭 
の 生計 状況 , WHR, 各種 更生 資金 の 入手 な と 経済 上 
の 問題 , 学習 意欲 の 杏 失 や 学習 成績 の 低下 な どの 学 
Bb, 訓練 上 の 問題 , ④ 恋 愛 , 結婚 , 家族 の 人 間 関 係 
な どの 身上 ・ 家 庭 に 関す る 問題 , ⑥ 進 路 , 就職 に 関す 
る 問題 , ORB, Cr, ABE, 行 過ぎ た 男女 の 交際 
な と 集団 生活 上 の 問題 が ある . 

集団 的 指導 が 行なわ ち れ る 一 般 的 な クラ ブ 活 動 と し て 
ee ak, Se; Se (リー デシ グ * サ ービス 世 よ 
る ), 詩吟 , 演劇 , 合唱 , BH, 器楽 合奏 , レ ュ ー ド ・ 
ョ ン サ テー ト , 手芸 , 生け 花 , 茶道 , 料理 , 園芸 な どの 
文化 教養 的 な 活動 , 盲人 野球 , 盲人 卓球 , フォ ー ク ダ 
VA, 視 交 ダン ス , ハイ キン グ , Ae, 水泳 , スキ ー 
な どの 体育 的 な 活動 が か ある. また , 行事 と し て は , tk 
BAS, 水 涼 天 会 』。 ビク ミッ クリ 』 BRS: 音楽 会 な た ど 
へ の 参加 な ど が ある . 


失明 者 更生 施設 の 問題 点 
わが 国 失 明 考 更生 施設 の 現状 を , 失明 者 の リハ ビリ 


Say oys セン ター は いか に ある べき か と いう 観点 


か ら 検 討 す る と き , 次 の よう な 問題 点 を 指摘 する こと 
が か が できる. 


(1) 2 重 的 性 格 が ある : 現在 の 失明 者 更生 施設 は , 日 


本 ライ ト ハ ウス 職業 生活 訓練 セン ター を 除い て は , い 
ずれ も 身体 障害 者 福祉 法 に よる 失明 者 更生 施設 で ある 
と 同時 に , あん ま マ ッ サ ー ジ A, (LOR, Xe 
2 師 な ど に 係る 学校 養成 施設 認定 規則 に 基づく 理 療 
師 の 養成 施設 で ある . この よう な 2 重 的 性 格 の 結果 , 
失明 者 更生 施設 は 失明 者 更生 施設 で あり な が ら , 訓練 





生 の 定員 数 , 訓練 期間 , 訓練 時 間 数 な ど に つい て も る も, 
「 認定 規則 」 の 諸 規 定 に 従っ て 設定 せ さ る を 得 な い の 
CHS. また , この 和 失明 者 更生 施設 で ある と と も に 理 
療 師 の 養成 施設 で ある , と いう 基本 的 性 格 か ら , FEA 
者 更生 施設 に 内 在 する 問題 点 が 派生 し て くる の で あ 
る . 
理 療 師 の 養成 は 晴 宜 を 問わ な い . そこ に は 盲人 の 更 
生 や 福 祉 に つい て 何ら の 配慮 も 見 られ な い . し た が っ 
て , 失明 者 更生 施設 の 事業 は , あん ま ・ は り ・ き ゅ う 
の 職業 訓練 に よる 和 失明 者 の 職業 的 更生 だ け に 限定 さ 
れ , その 他 和 失明 者 の 社会 復帰 に 必要 な 身体 的 , 心理 
的 , 社会 的 更生 の 措置 を 行なう 余裕 は ほとん ど な い . 

(⑳ 職 業 訓練 が ほとん ど 理 療 だ け に 限定 され て いる : 
前 述 の よう な 基本 的 性 格 か ら , 日 本 ライ ト ハ ウス を 除 
く 他 の すべ て の 和 失 明 者 更生 施設 に お ける 職業 訓練 は , 
ほとん と 理 療 師 の 養成 に 限ら ちら れ て いる . 

その 他 の 職種 の 職業 訓練 と し て は , 前 述 の 通り 国立 
塩原 視力 障害 セン ター に 農芸 科 , 国立 東京 視力 障害 セ 
ンタ ー に 点字 印刷 科 お よび カナ タイ プ 科 が 設置 され 
て いる が , これ ら の 訓練 課程 を 修了 し 就職 する 者 は , 
毎年 1, 2 人 に 過ぎ ず , 理 療 で 社会 復帰 する 訓練 生 の 
1 パー セン ト 伺 満た な い . 

(3) 生 活 訓練 を 実施 する 余地 が な い : 和 失明 者 更生 施設 
で ある と と も に あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り 師 , き 
ゅ う 師 の 養成 施設 で も ある 和 失明 者 更生 施設 に お いて 
は , 理 療 師 の 養成 を 行なう た め に は , 「 養 成 施設 認定 
規則 」 に 定め られ た 各 教 科 の 授業 時 間 を 遵守 し な けれ 
ば な ら な い . この 授業 時 間 数 は 平均 すれ ば お よそ 毎週 
35 時 間 , 年 間 35 週 と な り , 毎日 午前 9 時 か ら 午 後 3 
時 (土曜 日 は 午前 中 ) まで の 時 間 割 を 編成 し な けれ ば 
が つら が いて でき な る 。 

し た が っ て , この よう な 状況 に お いて は , 職業 能 
以外 に 日 常 の 家庭 生活 ・ 社 会 生活 を 営む た め に 必要 な 
さま ざま な 能力 を 回 復 す る 生活 訓練 課程 を 導入 する 時 
間 的 余地 が 残さ れ て いな い の で ある . BE, 各国 立 視 
力 障 害 セ ンタ ー が , 和 失明 者 の 更生 に と っ て 生活 訓練 の 
必要 性 を 痛感 し な が ら も ゃ , 生活 訓練 を 十分 に 実施 で き 
な い 理 由 も この 点 に ある . 

この 状況 を 打破 する た め , 国立 東京 視力 障害 モン タ 
ー に お いて は 新入 所 生 の 基礎 訓練 を , 全盲 者 に つい て 
は 他 の 者 より ゃ 2 週間 早 目 に 受け させ る 措置 を と っ て 
お り , また , 1971 年 9 月 か ら 2 人 の 全盲 の 男子 に 対 
し て 3 ヵ月 の 生活 訓練 計画 を 実施 し て いる . これ ら の 
実験 的 な 試み か ら , 国立 視力 障害 セン ター に お いて 


500 日 本 の 盲人 福祉 事業 





>, 生活 訓練 課程 が 本 格 的 に 設置 され る 日 が 遠から ず 
<4 CHA BD? . 

(④ 個 別 的 指導 を 十分 に 行なう こと が で き な い : THK 
明 者 リハ ビリ テー シュン は , 失明 者 各個 人 に より 異な 
る 身体 的 , 心理 的 , 社会 的 お よび 職業 的 ニー ド , 関 
心 , 潜在 能力 に つい て 行なわ れる 個別 的 な 測定 ・ 診 
・ 評 価 に 基づき , リハ ビリ テー ショ ュ ン ・ チ ー ム を 構成 
する 各 専 門 家 に よる 個人 的 指導 に よっ て 実施 され な け 
れ ば た ならない 」. この 個別 的 評価 と 個人 別 指導 が , 失 
明 考 リバ ビリ テー ショ ン の 遂行 に お いて の 基本 的 原則 
で あり , 基礎 的 わく 組み で ある こと は , 一 般 に 認め ら 
れ で て いろ る ESHA CHA. 

し か し , 国立 視力 障害 セン ター の 現 体制 に お いて 
は , この 基本 的 原則 を 人 軸 く こと は 不可 能 で ある . 国立 
視力 障害 セン ター は , 入所 者 の 定員 と し て 東京 が 300 
A, 他 は 210 人 と いう よう に 多数 の 訓練 生 を 擁し , さ 
ら に 職員 数 お よび 訓練 時 間 上 の 制限 も あり , 個別 的 評 
価 や 個人 別 指導 を 行なう 余裕 を も た な いか ら で あ る . 

た と えば , 現在 , 歩行 訓練 は 専門 の 歩行 訓練 士 に よ 
り 個人 別 指導 を 実施 すべ き で ある と され て いる が , 国 
立 視力 障害 セン ター に お いて は , 東京 が 2 人, 他 は 1 
人 の 体育 兼 歩 行 訓練 の 指導 上 員 が 配置 され て いる だ け で 
ある . こう し た 状態 で は , 本 格 的 な 歩行 訓練 を 実施 す 
4a CCAM, CORR, 2 年 な WP 5 年 @ 期 
間 在 所 し て いて も る , 歩行 能力 を 回 復 す あこ と の で き な 
い 訓 練 生 が 数 多く 見 られ る の で ある . 

5) 医療 管理 体制 が 十分 整備 され て いた ない : 国立 視力 
障害 セン ター は , 眼 疾患 の 症状 が 固定 し て いる と と も 
に , 健康 面 に お いて も ゃ 症状 が お お むね 安定 し て いる こ 
と を 入所 の 資格 要件 と し て いる . その た め , 失明 後 で 
きる だ け 早 期 に リハ へ ビリ テー ショ ン を 開始 すべ き で あ 
る , と いう リハ ビリ テー シュ ョ ン の 基本 的 原則 が ある 
に も か か わら ず , 入所 の 時 期 を 遅らせ た り , この よう 
な 入所 希望 者 を 排除 する 結果 を 招い て いる の で ある . 

事実 , 多く の 入所 者 の 眼 疾 叫 は , 入所 人 後 , 必ず し ゃ 
その 症状 が 固定 する も の と は 限ら ちら ないし, SSI 
年 , 入所 者 の 中 に は ベー チェ ッ ト 病 , スモ ン 病 , 糖尿 
病 な どの 中 途 和 失明 者 で , 有 眼 疾 患 だ け で な く , 全身 病 の 
慢性 疾患 の 合併 症 を も ち , 医療 管理 を 必要 と する 者 が 
a US SSI Gls oe 

以上 の ょ うな 傾向 に 対し て , 現在 の セン ター の 医療 
管理 体制 は 全く 不 十 分 な 状態 に ある と いわ な けれ ば な 
ら な い . 

(⑥) 晴 眼 の 理 療 師 に より 職場 を 息 食 され る : 失明 者 更 


生 施 設 の 訓練 修了 者 の 大 多数 が 現在 , 理 療 の 職業 に 従 
事 し て いる が , その 理由 は すでに 述べ た 通り , BAK 
と っ て 可能 な 他 の 職業 に 比べ て , 理 療 に よる 収入 が 
高く , か つ 安 定 し て いる た めで ある . 

た と えば , 国立 東京 視力 セン ター が その 卒業 生 1101 
人 に つい て , 1967 (昭和 42) 年 10 月 1 日 現在 で 行 な 
っ た 調査 に よる と , あん ま マ ッ サ ー ジ , は り , きゅう 
治療 院 の 開業 者 に お いて は , 107 人 が 月 収 5 万 10 
万 円 , 37 人 が 10 万 ^ 20 万 円 , 4 人 が 20 万 円 以上 の 
収入 を 得 て い る の で ある . 

し か し , 数 年 来 , 理 療 の 職場 に も 晴 眼 者 の 進出 が 目 
立っ て き て いる . 厚生 省 医 務 課 の 資料 に よる と, 理 療 
師 の 数 は 1959 年 末 に は 盲人 が 3 万 180 A, 晴 眼 者 が 
1 万 7566 人 , 1966 年 末 に は 盲人 が 3 万 3931 A, 晴 眼 
首 が 2 万 4901 AC, 晴 眼 者 は BA OW 2 FO Ine 
率 本 征 駅 る 。 

この よう な 現象 は , 温泉 地 そ の 他 レ クリ エー シュン 
の 職場 に 晴 眼 の あん ま マ ッ サ ー ジ 師 が 進出 し つつ ある 
Ck, Ek, 病院 の 整形 外科 に 勤務 する 盲人 の マッ サ 


ー ジ 師 が , リ へ ビリ テー ショ ン の 専門 教育 を 受け た 晴 


眼 の 理学 療法 師 に よっ て 放 迄 さ れつ つ あ る こと な ど に と 
よる も の で あろ う . 

以上 の 傾向 を 考慮 すれ ば , 理 療 以 外 の 職業 分 野 の 開 
fit, 失明 者 更生 施設 に と っ て , 緊急 の 対策 の 実施 を 
必要 と する 深刻 な 課題 で ある . (村越 孝男) 


BA BEE He 


概況 

現行 の 身体 障害 者 福祉 法 に よる と , 盲人 だ け の 収容 
授産 施設 は あり 得 な い 仕組 に な っ CWS: し た が っ 
て , 一 般 身体 障害 者 の 収容 授産 施設 に 視力 障害 者 も 収 
容 さ れ て いる 場合 が ある . LOL, この 種 の 施設 に は 
国立 , 公立 は 1 カ所 も な く , 法人 立 の も の と し て , HF 
か に 名 古屋 ライ ト ハ ウス と 福井 の 身体 障害 者 収容 授産 
施設 光 成 セン ター お よび 最近 設置 され た 盲 精 薄 者 の た 
め の 収 容 授産 施設 ライ ト セ ンタ ー が ある だ け で ある . 


表 1 視力 障害 者 を 中 心 と し た 収容 授産 施設 
名 称 | 所在地 | 創立 年 月 | 定 員 
名 古屋 ライ ト ヘ ッ ス | 名 古屋 1947 年 1 月 | 50 人 
光 成 セン ター = 
(0 
光 道 園 : イ ト セ ンタ ー 短 江 市 1966 年 4 月 | 67 年 /75 人 ) 
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以上 の ほか , 授産 所 的 な 性 格 を も っ た 施設 と し て 次 
の も の が あげ られ る . 

表 2 視力 障害 者 を 中 心 と し た 授産 所 的 な 施設 

名 称 | 所 在 地 | 創立 年 月 | 定員 
早川 特選 金属 工場 | 大阪 市 阿倍 野 区 | 1950 年 8 月 | 60 人 


わが 国 で は 盲人 の た め の 収 容 授産 施設 が 発達 し な か 
っ た 理由 と し て 次 の こと が 挙げ られ る . 

1) わが国 の 盲人 の 主要 職業 で ある あん ま ・ は り ・ き 
ゅ うら は, 主として 詩学 校 , 視力 障害 セン ター も し く は 
鍼 投 の 養成 施設 な ど で 指 導 さ れ , 免許 取得 後 は , 個人 
開業 か 施術 所 , ある い は 病院 に 雇用 され て 自活 する 建 
て 前 に な っ て お り , 現行 法 の まま で は , 収容 授産 施設 
の 対象 に な る 職種 で は な い . 

(@ 胡 三 菱 の 師匠 に な る た め に は , 盲 学校 の 音楽 科 あ 
る い は 特定 の 師匠 の 指導 を 受け , 履修 後 は 個人 教授 に 
な る の が 建て 前 で あり , し た が っ て , 一 定 の 宿舎 に 多 
数 の 盲人 音楽 家 が 収容 され て 自活 する こと は 不可 能 で 
DD. 

(⑧ 鍼 接 , 邦楽 以外 の 職業 に 従事 する 者 は , ほとん ど 
個人 営業 な いし は 一 般 企業 に 雇用 され て お り , 現行 法 
に お ける 定員 30 人 を 収容 し , 同一 宿舎 で 生活 訓練 を 
受け , 集団 で 同一 職種 に より 自活 し 得る よう な 条件 が 
整っ て いな い . 

(QTE CL, 身体 障害 者 の 収容 授産 が 建て 前 で あ 
り , 盲 , ろう , 股 体 不 自由 者 に 対し て , それ ぞ れ 単独 
の 収容 授産 施設 が な い . 

(5) ピ アノ 調律 , BS, BK, シイ タケ 栽培 , 電気 印 
hill, 組立 て 作業 な ど , いわ ゆる 新 職業 に つい て は , F 
学校 , 視力 障害 セン ター, 職業 生活 訓練 セン ター な ど 
で 指導 が 行なわ れ て いる が , まだ 一 部 が 就職 し た だ け 
で あっ て , 集団 で 作業 し , 自活 させ る 見 通し は な く , 
この 種 の 収容 授産 施設 の 実現 も 望み 得 な い 状態 で あ 
oe 











運営 主体 の 分 類 と 得失 

現在 , 身体 障害 者 の 収容 授産 施設 の 運営 主体 は , お 
よそ 次 の 3 種類 に 分 類 さ れ , それ ぞ れ 得失 を も っ て い 
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(1) 運営 主体 が 国 ま た は 公共 団体 で , 国費 ある い は 公 
共 団 体 の 費用 で 施設 設備 を し , 運営 費 を まかなわ れる 
も の は , 経済 的 に は 最も 安定 し て お り , 経営 も 容易 で 
ある . し か し , この 場合 は 大 企業 の 下請 け 的 な 仕事 
で , 収入 は 工賃 か せ ぎ 程度 に 過ぎ ず , 高度 の 企業 能力 


と 資金 の 端 力 的 な 運用 な ど を 必要 と する 自主 企業 を 営 
こと は 困難 で ある . 

@ 社 会 福祉 法人 な ど 民 間 が 経営 する 収容 授産 施設 
は , 施設 設備 は も と より , 運営 費 も 自己 資金 , 寄付 金 
な いし 公共 の 助成 金 で まかなう 建 て 前 た な っ て いる . 
し た が っ て , 経済 的 に は 常に 不安 定 で ある が , 有 能 な 
経営 者 を 得 れ ば 妙味 も ある 点 が 特長 で ある . 

(3 一般に 公立 民営 と 呼ば れる も の で , 国 ま た は 公共 
団体 の 経費 に よっ て 施設 設備 を 整 備 し , その 運営 を 法 
人 また は 身体 障害 者 団体 な ど に 委託 する も の で , 一 方 
で は 施設 設備 は 公費 に 依存 する こと が で き , 他方 , 事 
業 の 面 で は , ある 程度 自由 で 活発 に 推進 で きる . 

この 意味 で , 今後 の 収容 授産 施設 の あり 方 と し て は 
公立 民営 方 区 が 最上 と 考え を られる. な お , 純粋 な 収容 
授産 施設 と は いえ な い が , 早川 特選 金属 工場 の よう に 
親会社 が 経営 の 主体 に な り , その 仕事 の 一 部 門 を 職種 
と し て 収容 授産 施設 を 経営 し て いる も の が ある . この 
場合 は , 施設 設備 は も と より , 原料 の 入手 , 製品 の 販 
売 な どの 心配 が な く , 一 定 の 仕事 を ュ ン スタ ント に 確 
保 で きる 特長 が あり , 望ま し い 運 営 方 夷 の 一 つと 考え 
られ る . 


収容 授産 施設 に お ける 職種 

わが 国 で は , 前 述 の よう に , 盲人 の た め の 授 産 施設 
の 数 は 少な く , 現 段階 で は , これ か ら 可 能 職種 を あげ 
る こと は きわ め て 困 将 で ある . 

1963 (昭和 38 ) FKAABATILER SA, 厚生 省 の 
委託 で 調査 し た 「 視 覚 障害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 報 
告 」 に よる と , 次 の よう な 職種 に 従事 し て いる . 

名 吉屋 ライ ト ハ ウス に お ける 製 鐘 作 業 の よう に , 一 
般 か ら の 注文 を 受け て 生産 し , 赴 要 に 応ずる よう な , 
いわ ゆる 一 般 企業 と 同様 な ぁ も の . この 場合 は , 原料 の 
AF, 品物 の 製造 , 販路 の 開拓 な ど , 多く の 困難 も あ 
り , 大 き な 損 失 を 招く 危険 も あな いで は な い が , 半面, 
経営 手腕 に よっ て は 利潤 を 期待 で きる . 

福井 に お ける 更生 セン ター の 職種 内 容 は , 毛糸 編物 
Fl, ビニ ー ル 金網 科 , 眼鏡 細工 科 , エニ バー ソフ ト 笠 , 
その 他 ナ イロ ン は た き , カナ リヤ 飼育 , 観葉 植物 の 温 
BREE CHA. 

早川 特選 金属 工場 に お ける 職種 は 弱電 製品 の 金属 加 
工 お よび 組立 て な ど で あ る . 

新しく 発足 し た 重度 身体 障害 者 収容 授産 施設 ライ ト 
セン ター で は , 陶器 , 美術 タメ イル の 製造 な ど を 行なっ 
IO 
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新 職種 開拓 の 道 

今後 に お ける 新 職業 開拓 の 道 は , 次 の 調査 た よっ て 
も 知ら れる よう に 程遠い じい . すなわち , 労働 省 が 昭和 38 
年 度 大 阪 府 の 職業 適性 相談 所 に 委嘱 し , 全国 の 職業 安 
定 所 , 都 道 府 県 民 生 部 , 盲 学校 , 盲人 団体 な ど を 対象 
に 調査 し た 結果 , 得 た 結論 は 表 3 の 通り で ある . 

表 3 視覚 の 程度 別 職種 数 
































Pa ie 職 衝 

全 = (0) 19 種 

ere | 20 

準 BS ( 両 眼 の 視力 0.01 以 下 ) (追加 職種 11) 
= /1 眼 の 視力 0 54 fi 

HBL (fui siI30.02~0. oa) | (追加 職種 24) 
a / 両 眼 の 視力 0.01 以 上 56 種 

両 上 社会 員 (Tate よる 入力 0.02-0.04/ | 性 2 

gg 視 (GHD #830 .05~0.3) oF ee 9) 


な お , 1965 年 日 本 ライ ト ハ ウス が 開設 し た 職業 ・ 生 
活 訓 練 セ ンタ ー (大 阪 市 ) は , Be BS KUMHO 
種 を 選 ぼ う と する 盲人 を 収容 し て , 生活 訓練 と と も に 
各種 の 器具 , 機械 を 実際 に 使用 し , その 適性 を 判断 
し , 職業 選択 の 機会 を 与え る 指導 を 行なっ て いる . 

こう らし た 施設 は , 盲人 の 新 職業 開拓 と その 適性 の 発 
見 に と っ て , きわ め て 有効 で ある ば か り で な く , 収容 
授産 施設 に お ける 職業 開拓 の うえ に も ゃ 重要 な 役割 を 灯 
だ た す も の で ある . 


授産 施設 に お ける 人 的 構成 

授産 施設 に お ける 人 的 構成 は , 入所 者 の 障害 程度 , 
実施 し て いる 職種 , 事業 体 の スケ ー ル な ど に よっ て , 
その 比率 が 変わ っ て くる こと は いう まで も な い . 前 述 
の 名 古屋 ライ ト ハ ウッ ス 金 属 工場 , 福井 の 東生 セン ター 
お よび 早川 特選 金属 工場 に お ける 人 的 構成 を みる と, 
お お むね 表 4 の よう で ある . 

各 表 の 実数 か ら み る と , 健常 者 と 障害 者 の 比率 は だ 
いた い 同 数 な いし 健常 者 が 3 分 の 1 に な っ て いる . ま 
た , 障害 者 の 種類 は 必ず し ゃ 視力 障害 者 に 限定 せ ず , 

HA 授産 施設 に たこ お ける 人 的 構成 

① 名 古屋 ライ ト ハ ウス 














Se 害 者 
職 員 補助 員 aL 
肢 体 | BM 
=e 男 14 男 6 BR 7 男 31 
ee ead x 40 BE AS xz 18 
計 66 a 46 at 16 af. 12 計 49 





健常 者 18 人 35% FA 31 人 65% 


② 福井 の 更生 セン ター 


























障害 者 ( 男 21・ 女 27) 職 員 
肢体 障害 | 視覚 障害 施設 長 1 , 事務 員 2 
| 栄養 士 1, B Bl 
生活 指導 員 1 
39 19 職業 指導 員 3 
ホー ム テ ィ ー チ ャ ー 3 
= mane 2, 
Q ライ ト セ ンタ ー 
障害 者 (重複 障害 盲人 ) 職 員 
男 | 施設 長 1, 事務 員 2 
栄養 士 1, 看護 婦 1 
x 生活 指導 員 4 
職業 指導 員 3 
、 one) | eet aot ol ee 
④ 早川 特選 金属 工場 
障害 者 ( 男 18・ 女 13) | 健常 者 
視 党 障害 | 義肢 体 不 自由 | 精神 障害 | 
MEI nae ee: 


肢体 不 自由 者 も 協同 参加 し て 事業 を 行なっ て いる . こ 


れ は むし ろ 自 然 に 発達 し た 形態 で , 管理 面 そ の 他 に お 
いて 留意 すべ き 点 は 多い が , ぢ し ろ 異 な っ た 障害 者 が 
それ ぞ れ 採 長 補 短 を も っ て , か えっ て 効率 的 な 作業 が 
行なわ れる 特長 が ある . 


収容 援 産 施設 と 地域 社会 

現行 法 で は , 収容 授産 施設 は , 厚生 省 の 管轄 の も と 
に ある が , 少な く と も ゃ 授産 事業 は 労働 省 の 所 管 に 属す 
る 面 が 多い . し た が っ て , 中 央 的 に は 厚生 省 の 監督 と 
と も に , 身体 障害 者 の 職業 な いし 労働 行政 の 面 で 労働 
省 の 指導 助言 を 受け る 必要 が ある . 

一 方 , 地域 社会 に お いて は , 所 在 地 の 都 道府県 お よ 
び 市 の 民生 ・ 労 働 関係 部 局 の 直接 指導 を 受け , また , 
助成 を 求め ある べき で ある . な お , 地域 の 身体 障害 者 の 
更生 相談 所 , 更生 指導 所 , 訓練 所 , 学校 , 団体 と 緊密 
と 提携 し て , 入所 希望 者 の 発見 に 努め , 地域 の 福祉 事 
務 所 と も 連絡 提携 し , 希望 者 の 入所 指導 , 事務 手続 き 
な どの 人 簡素 化 に 努め , 一 方 , 授産 部 門 の 事業 を 推進 す 
る た め , 地域 産業 界 と の 結び つき を 審 に し , 下請 け 的 
授産 の 場合 は , で きる だ け 有 利 な 仕事 を ュ ン スタ ント 
に 出し て も ら え る よう , 積極 的 な 協力 を 求め る べき で 
ある . また , 品物 を 生産 し 販売 する 場合 は , 原料 の 入 
手 , 販路 の 開拓 に 不断 の 努力 を 払う 必要 が ある . 
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収容 授産 施設 の 問題 点 

(1 入所 者 の 身分 に つい て は , 従来 , 施設 長 と の 関係 
が 明確 で は な か っ た . それ は 雇用 関係 で は な く , ま 
た , 師 悩 関 作 で も な い . その た め , 社会 保険 に 加入 も 
で きず , 病気 , 負傷 な ど に 際 し て 医療 費 の 給付 や 災害 
補償 の 道 も る 確保 され て いな い . し た が っ て , これ ら の 
関係 を 明確 に し , 病気 , 災害 に 際 し て 医療 費 の 給付 あ 
る い は 災害 補償 の 方 法 を 講じ て , 入所 者 が 安 ん じ て 働 
ける よう な 体制 を 整え る 必要 が ある . 

(⑫) 賃 金 ・ 給 与 に つい て は 単なる 工賃 作業 で あれ ば , 
入所 者 の 賃金 の 算定 は きわ め て 容易 で ある . し か し , 
一 定 の 人 びと の 拓 同 作業 で 一 つの 物品 を 作り , これ を 
注文 に 応じ て 販売 する 場合 は , 個人 の 賃金 な いし 給与 
の 判定 は 容易 で な い . この よう な 場合 に は , 現場 の 責 
任 者 を 中 心 に 構成 する 処遇 委員 会 に お いて , BIER 
な 額 を 決定 する 必要 が ある . な お , 現在 で は 収容 授産 
施設 に お ける 収容 者 の 賃金 給与 の 実態 を 知る 資料 は ほ 
と ん ど な い . 最近 に お ける 資料 を 表 5 に 掲げ る. 

表 5 入所 者 の 賃金 ・ 給 与 




















| 名 古屋 。 | 更生 | ライト | SIR 
性 別 | 男 | 2, セン ター | セン ター| 金属 工場 
最高 23, 270 円 |23, 270 円 | 4,500 円 一律 300 円 
最低 | 4.290 | 5,850 600 |4 月 より 訓 A 明 
平均 14, 786 |12, 640 練 始 の た め 














(3) 民 間 経 営 の 施設 に あっ て は , 利潤 の ある 場合 は 施 
設 設備 の 改善 充実 に 一 定額 を 当て る こと が で きる よう 
emegece. 

(④ 収 容 授 産 施 設 は 単身 収容 が 建て 前 に な っ て いる 
が , 一 定 の 給与 を 得 ら れる よう に な れ ば , 当然 , 結婚 
の 問題 も 起こ り 得る . し た が っ て , こと これら の 人 びと の 
た め に 家族 寮 を 併設 する と か , 通所 制度 を 設け る 必要 
が ある . 

5) 収容 授産 施設 に 働く 職員 , 補助 員 ら の 仕事 は 過重 


で あり , 心労 も また 大 で ある . これ ら に 対し て , 特殊 


学校 の 教職 員 や 危険 作業 従事 者 に 対す る よう な 特別 手 
当 を 支給 する 道 を 確立 すべ き で ある . 

(@) 名 古屋 ライ ト ハ ウス 金属 作業 部 や 早川 特選 金属 工 
場 で は 視力 障害 者 を 中 心 に , これ に 股 体 障害 者 を 加え 
て 収容 し , 共同 生活 , 共同 作業 を 実施 し て いる が , 互 
い に た 長短 相 補い , 好 結 果 を 収め て いる . これ ら は , 管 
理 面 で 十分 行 届い た 配慮 が 必要 で ある が , 視覚 障害 者 
と 肢体 障害 者 と の 組合 わせ は , 好 結 果 が 期待 で きる と 
考え られ る . 


(7 地域 の 産業 に 結び つい た 職種 を 選び , な る べく 関 
連 産 業 施設 と 近接 し た 場所 に 設け , 仕事 を ュ コンスタン 
ト に 確保 で きる よう に 配慮 する . 

(8) ほ うき , ぞう きん , は た き , その 他 和 需要 範囲 の 広 
いも の , ある い は 公共 施設 (官公 庁 , 学校 な ど ) の 必 
需 品 を 作り , 身体 障害 者 福祉 法 に よる 優先 な いし 強制 
買上 げ を 求め られ る よう な 品物 を 選ん で 作り , 販路 の 
安定 を 図る . 

(9 障害 の 程度 , 職種 な ど に よっ て 指導 員 , 補助 員 と 
対象 者 の 比率 は いち よう で は な い が , 適正 な 比率 を 確 
保 し , 相互 に 無理 の な いよ う 労 務 管 理 を 行なう 必要 が 
DD. | 

⑩ 少 な く と も , 都 道 府 県 に 1 カ所 以上 の 収容 授産 施 
設 を 設置 し , 盲人 の 職業 更生 を 図る こと が か 望ましい. 

名 施設 従事 職員 の た め の 住宅 を 施設 に 併設 し , 常時 
指導 が で きる よう , 特に 災害 発生 時 の 安全 を 確保 すべ 
き で ある . 

(⑫ 身 体 障害 者 の 製作 品 を 常時 展示 し, 販売 する よう 
な 施設 を 設け る こと . (片岡 好 亀 ・ 近 藤 正秋 ) 
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盲人 ホー ム の 誕生 

1958 (昭和 33 ) 年 , 日 本 定 人 福祉 委員 会 (ABD 
を 中 心 に 日 本 盲人 会 連合 (ABE) te, あん ま ・ 
マッ サー ジ 師 , 指圧 師 ・ は り 師 ・ き ゅ う 師 な どの 盲人 
理 療 師 関係 者 が 晴 眼 業 者 に 圧迫 を うけ て いる 現状 に か 
ん が み , 自立 困難 な 衣 人 を 収容 し , 更生 させ る た め に 
坪 人 ホー ム の 新設 を 厚生 省 に 要望 し た . 

厚生 省 は 1959 年 , 身体 障害 者 福祉 法 に 基づき , 盲 
人 ホー ム 設 立 費 と し て 100 万 円 を 予算 化し た . 

その た め , 大 阪 で は 日 本 ライ ト ハ ウス が 新規 事業 と 
し て これ を 取上げ, 東京 で は 社会 福祉 法人 杉 光 会 を 設 
WUT, それ ぞ れ 盲人 ホー ム (あん ま セ ンタ ー) を 開 
設 し た . この 財源 は 1 ヵ所 に つき 国庫 補助 が 50 万 円 , 
公共 団体 助成 が 25 万 円 , 自己 負担 が 25 万 円 で あっ 
oe 

以来 , 年 2 ヵ所 な いし 4 ヵ所 の 増設 を 図り, 昭和 
40 年 度 に 至っ て 国庫 補助 を 打 切り , Be, 全国 に 26 
カ所 の 盲人 ホー ム が 設置 され て いる . 


盲人 ホー ム の 運営 
1962 年 , 都 道 府 県 知 事 , 指定 都市 市 長 に 対 し て , 
厚生 省 社会 局長 通知 が だ され , これ に 基づい て 運営 す 


504 日 本 の 盲人 福祉 事業 





る こと に な っ た . その お も な 内 容 は 次 の 通り で ある . 

(EH) 盲人 ホー ム は , あん 摩 師 , は り 師 免許 また 
は きゅう 師 免 許 を も つ 視 覚 障害 者 (以下 「 盲 人 」 と い 
う ) の うち 自営 また は 雇用 され る こと が 困難 な 者 に 対 
し 施設 を 利用 させ る と と も に , 必要 な 技術 の 指導 を 行 
な い , 盲人 の 自立 更生 を 図る こと を 目的 と する . 

[立地 条件 ] 盲人 の 分 布 状況 お よび その 利用 の 便宜 
上 好適 な 場所 で な けれ ば な ら な い . 

[設置 主体 と 定員 ] 盲人 ホー ム の 設置 主体 は , 都 道 
府県 , 市 お よび 社会 福祉 法人 に 限る . 利用 者 の 定員 は 
20 人 以上 と する . 

[設備 〕】 ① 建 物 そ の 他 の 設備 の 規模 お よび 構造 は , 
利用 者 の 特性 お よび 施設 の 目的 に 合致 する よう く ぁ 5 
され , か つ , 保健 衛生 お よび 安全 上 適当 で な けれ ば な 
ら な い . ② 盲 人 ホー ム に は , 事務 室 ま た は 盲人 控室 な 
ら び に 待合 室 , 施術 室 , 施術 設備 , 電話 設備 , 便所 , 
消火 設備 お よび 給排水 設備 を 設け な けれ ば な ら な い . 
③ 待 合 室 お よび 施術 室 は , あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , 
は り 師 , きゅう 師 お よび 柔道 整復 師法 施行 規則 第 25 条 
の 規定 に 適合 する も の で な けれ ば な ら な い . 

(SESE) 施設 の 設置 者 は , 次 に 掲げ る 事項 を 明 
示し た 管理 規定 を 定め な けれ ば な ら な い . ① 事 業 の 目 
的 お よび 方 針 , ② 職 員 の 定数 , 区 分 お よび 職務 内 容 , 
③ 利 用 者 が 守る べき 規律 , ④ 利 用 料 の 徴収 方 法 . ⑤ そ 
の 他 施 設 の 管理 に 関す る 事項 . 

[利用 手続 き ] ① 盲 人 ホー ょ ム を 利用 し よう と する 者 
は , 福祉 事務 所 長 が 発行 する 利用 適格 証明 書 を 添え て 
盲人 ホー ょ ム に 利用 申込 書 を 提出 し , その 承認 を 受け な 
けれ ば な ら な い . ② 盲 人 ホー ム は , 前 項 の 利用 の 申込 
み を 受け た と き は , 正当 な 理由 な くし て これ を 拒ん で 
は な ら な い . 

[運営 ] ① 盲 人 ホー ょ ム は, 利用 者 の 生活 の 向上 お よ 
び 更 生 を 図る こと に 努め な けれ ば な ら な い . OBAA 
ー ム は , 施設 の 利用 の 向上 を 図る た め , 職域 の 開拓 に 
努め な けれ ば な ら な い . ③ 盲 人 ホー ム に お いて は , Fil 
用 者 か ら 収 入 の 2 割 を 越え な い 限 度 に お いて , 施術 に 
伴う 光熱 水道 料 , 燃料 費 な どの 直接 必要 な 経 旨 を 徴収 
まる あこ と が 志 Care 

以上 の よう に 盲人 ホー ム の 最終 目的 は , 利用 者 の 自 
. 立 更 生 に あり , その 利用 期間 が 長期 に 及ば ぬ よ 5 配慮 
し , 自立 更生 の 意欲 を 増長 する よう に 指導 する こと に 
ある . 

衣 人 ホー ム の 連絡 機関 ] 各 衣 人 ホー ム は 連絡 調整 
の た め 日 本 家 人 社会 福祉 施設 協議 会 (日 盲 社協 ) に 加 





Hil, 厚生 省 に 対し て 事務 費 の 補助 を 要請 し た 結果 , 
昭和 37 年 度 以 降 は 年 々 補助 金 が 支給 され る よう に な 
っ た . 盲人 ホー ム の 増設 に 伴っ て 日 盲 社協 で は , BA 
ホー ム 部 と し て 独立 部 会 に 発展 し , 盲人 ホー ム の 自主 
性 が 検討 され て いる . 


現況 

1970 (昭和 45 ) 年 現在 , BA ホー ょ は 26 APH, Fil 
用 者 数 は 104 人 で ある . 当初 の 言 人 ホー ム ュ 運 営 方 針 は 
1 施設 の 利用 者 数 20 人 以上 と 定め て いる の に 対比 す 
る と , その 数 は は る か に 下回っ て いる . 

1 施設 の 利用 者 の 登録 は 多く て 10 人, な か に は 1 
人 の と ころ さえ ある . これ は 立地 条件 が 適切 で な いこ 
と , 利用 者 の 平均 収入 が 月 額 1 万 円 AGMA に 
過ぎ な い の で 登録 され て いな が ら , 利用 し な いこ と , 
利用 者 は すでに , DAE, は り , きゅう の 免許 を 取得 
し て いる に も か か わら ず 技 術 的 に 自信 が な く , その た 
め , か えっ て 経営 者 に も 同僚 に も ゃ なじめ ず , 心理 的 ひ 
ずみ が 生ま れ て 落着 か な い . 一 方 , 自力 更生 意欲 の 盛 
ん な 盲人 は , あえ て 利用 し な いも の と み ら れ て いる . 


盲人 福祉 セン ター へ の 改組 の 動き 

1967 年 , 岐阜 市 に お いて 開催 され た 日 盲 社協 主催 
の 第 1 回 誠人 ホー ょ 施設 長 会 議 で , 衣 人 ホー ム の 問題 
点 を 取上げ た が , この 会 議 で 総合 的 な 盲人 福祉 モン タ 
ー へ の 切替 え を 考え る こと に な っ た . 

翌年 , 上 野市 で 開催 され た 第 2 回 会 議 で は , 具体 的 
な 研究 を 行ない , 日 盲 連 に も 呼び か け て , 盲人 福祉 セ 
ンタ ー 推 進 協 議会 を 設け て 積極 的 に 運動 を 進め る こと 
を 決め た . その 案 は , 1969 年 に 京都 市 で 開か れ た 日 盲 
社協 定期 総会 と 第 17 回 全国 定 人 福祉 施設 大 会 で 可決 
され た . 日 盲 連 に お いて も , 同年 に 神戸 市 で 開か れ た 
全国 代表 者 会 議 と 第 22 回 全国 盲人 大 会 で 。 こ れ を 議 
ロー キー 

「 盲 人 福祉 モン ター は , 地域 の 盲人 に 対し て 各種 の 
相談 に 応ずる と と も に , 職業 の 指導 と 職域 の 確保 , 教 
養 と 文化 の 向上 お よび レク リエ ーション の た め の 便宜 
な ど を 総合 的 に 供与 し , 盲人 が 正常 な 社会 人 と し て 明 
る く 健 康 な 生活 が で きる よう に 援助 する を 目的 と す 
る | と ある . 

事業 に は 各種 相談 , 職業 指導 と 共同 治療 所 の 経営 
点字 図書 館 ( 室 ) と 点字 出版 施設 の 設置 , 盲人 協会 に 対 
する 援助 , 宿泊 と 集会 の 設備 , レク リエ ーション の 実 
fi, 衣 人 用 具 の 販売 韓 旋 な ど を あげ て いる . 
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以上 の 事業 は , 各 都 道府県 に よっ て 事業 内 容 の 取 上 
げ か た は 異な る で あろ うら が, 現在 26 カ所 の BAR 
ム の ほか , 各 都 道府県 に 1 ヵ所 以上 の 設置 が 期待 さ 
WC る. (大 槻 茂 ・ 長 岡 加藤 治 ) 
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Sy es 


老人 問題 

第 2 次 世界 大 戦後 , 老人 問題 は 社会 問題 と し て クロ 
ー ズ アッ プ き され て きた だ た . その 原因 と し て 次 の よう な 点 
が 考え られ る . EF, 戦後 に お ける 出生 率 の 急速 な 低 
下 と 死亡 率 の 減少 に よっ て , 総 人 口 に 占め る 老齢 人 口 
の 割合 が 増加 し た うえ 平均 寿命 も 年 ご ど と に 延び つつ 
ある ( 表 1). 

表 1 わが 国 平均 寿命 の 推移 


年 男 Ln 














-1891~98 (明治 24--31) 42.8 44.3 
1947 (昭和 22) 50.1 54.0 
1950~52 (昭和 25--27) 59.6 63.0 
1969 (昭和 44) 68.9 74.1 


次 に 国民 の 経済 不安 が , 老人 を 家庭 内 に お いて 扶養 
する こと を 困難 に し て いる 点 で ある . 第 3 に は 家族 制 
度 の 崩壊 が 家庭 内 に お ける 老人 の 地位 を 低下 させ , 家 
長 の 権威 が 失墜 し た こと で ある . 第 4 は 定年 制 の 実施 
に よっ て 十分 な 労働 能力 の ある 老人 が , 離職 ・ 退 職 の 
運命 に さら され て いる と と で ある . し か も , ひと た び 
職 を 和 失っ た 老人 の 再 就職 は すこ ぶる 困 将 で あり , た と 


え 再 就職 し て も 雇用 条件 は 一 般 に 低 劣 で ある 点 で あ 


る . 第 5 は 住宅 事情 の 悪化 に よっ て 安定 を 必要 と する 
老人 が , 狭く て 環境 衛生 の よく な い 住 宅 の 中 で , 精神 
的 に も 健康 的 に ゃ 不安 定 な 状態 に お か れ て いる こと な 
ど で あ る . 


老人 福祉 対策 

以上 の よう な 老人 間 題 の 根本 的 な 解決 は 従来 の よ 
う に 家庭 や 個人 に 期待 する こと は で きず , 社会 的 ・ 国 
家 的 施策 に また な けれ ば な ら な くっ て いる . 1963 ( 昭 





和 38 ) 年 7 月 , 老人 福祉 法 が 制定 され た の も 以上 の 
よう な こと が 背景 に な っ て いる . 同 法 が 制定 され る 以 
前 に は , 法 的 な 老人 施設 と し て は , 生活 保護 法 に よる 
養老 施設 し か 存在 し な か っ た . その 後 , 法律 の 改正 に 
よっ て よう や く 老 人 福祉 施設 と し て 養護 考 人 ホー ム , 
特別 養護 老人 ホー ム , REAR A, 老人 福祉 モエン 
ター の 設置 お よび 運営 に 関す る 基準 が 制定 され る に 至 
(きこ 

この ほか に も 法律 に よ ら な い 有 料 考 人 ホー ム が あり 
地域 の 居宅 老人 に 対す る 福祉 対策 と し て は , 老人 福祉 
セン ター の ほか , 老人 健康 診査 の 実施 , ZAZ7IT7O 
助成 , 老人 家庭 奉仕 員 の 派遣 , 老人 住宅 老人 休養 ホ 
ー ム , 老人 いこ い の 家 の 設置 な ど が ある . 老人 福祉 と 
し て は , と の ほか 年 金 な ど に よる 社会 保障 も ある . 

し か し , 老人 福祉 対策 は , BC tDobONKEWI ER 
階 で あり , 特に 障害 を も つ 老 人 に 対す る 対策 に は , ほ 
と ん ど 見 る べき も の が な い . 


日 本 の 盲 老 人 施設 

わが 国 の 視覚 障害 者 24 F 3900 A (1965) © 9 
ち 60 歳 以上 が 男 5 万 2000 人 , 女 7 万 5000 人 , 計 
12 万 7000A (52 パーセント) と な っ て お り , 70RD 
上 は 6 万 9000 人 (28.3 パー セン ト ) で , それ ら の 半 
数 以上 が 重度 の 視覚 障害 者 で ある . 

医学 の 進歩 と と も に 和 失明 者 が 減少 する と 思わ れ て い 
る が , 実際 に は その 反対 で , 1960 年 の 調査 と 比較 し て 
約 2 万 4000 人 の 視覚 障害 者 が 増加 し て いる . 増加 の 
原因 は 老齢 に よる 失明 , 交通 事故 お よび 産業 災害 な ど 
(に よる 失明 に 基づく も の で あり , 老齢 失明 者 も わが 国 
平均 年 齢 の 伸び が と と も に 増加 し て いる . 

これ ら の 実態 の 中 で , 独立 の 生計 を 営む こと が で き 
ず , 家族 の 介護 か ら も 見 離さ れ た 孤独 な 盲 老 人 の た め 
こ , 61 年 3 月 に 慈 母 園 (奈良 県 ) が 収容 施設 を 吉 坂 
寺 境 内 に 開設 し た . これ が 日 本 に お ける 最初 の 盲 老 人 
ホー ム で ある . 収容 定員 100 人 , 建物 1190 平方 メー 
トル , 敷地 4960 平 放 メー トル で , 敷地 内 に は ミュー 
ジッ ク ・ ホ ー ル , ミュ ー ジ ッ ク ・ ガ ー デ ン , に お い の 
人 花園 な どの 施設 も 設け すら れ て いる . 

1964 年 4 月 に は , わが 国 最初 の 軽 費 盲 老 人 ホー ム 
と し て 聖 明 福祉 協会 ・ 聖 明園 (東京 都 青梅 市 ) が 事業 
を BARA Lic. 収容 定員 50 人 , 1 人 1 室 , 建物 900 平 
方 メー トル で ある . 軽 費 老人 ホー ム は , いわ ゆる 低 所 
得 階 層 の 老人 を 低額 費用 で 収容 する 施設 で ある が , 同 
ホー ム は 個人 生活 を 尊重 する た め , 1 人 1 室 制 を 原則 
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と し て いる こと は , 全く 新しい 試み で ある . 同 法人 は 
1965 年 10 月 に 養護 衣 老 人 ホー ょ (定員 100 人 , BY 
729 平方 メト ルー) を わが 国 2 番目 の 施設 と し て 設置 
Lie 

この ほか 1966 年 に は , 広島 県 三原 市 の 聖光 学園 が 
養護 盲 老 人 ホー ム 和 白滝 園 を 開設 し た . その 規模 は 敷地 
1 万 平方 メー トル , 建物 1170 平 方 メー トル , 定員 50 
人 で ある . この よう に 老齢 の 失明 者 の 収容 援護 を 目 
的 と する 専門 施設 は , 1968 年 現在 わずか 3 ヵ所 に 過 
ぎ な い . 

日 本 で は 老人 福祉 法 が 制定 され て 日 も 浅く , BEA 
ホー ム に つい て は , 数 年 前 か ら 施 設 造 り が 始ま っ た ば 
か り で ある が , それ 以前 の 盲 老 人 は , 一 般 老人 ホー ム 
や 盲人 の 救護 施設 で ある 東京 光 の 家 (東京 都 日 野市 ) 
や 西日本 へ ヘレン ・ ヶ ラー 財団 の 平和 寮 (大 阪 市 阿倍 野 
区 ), ナザレ 園 (茨城 県 ) な ど で 保 護 され て いた に 過 
ぎ た ない. 

1969 年 9 月 に 全国 盲 老人 福祉 施設 連絡 協議 会 が 調 
査 し た と と ろ に よる と , 盲 老 人 ホー ム 以 外 の 全国 の 老 
人 ホー ム 855 施設 に 2568 人 の 盲 老人 が 収容 され て お 
り , 全 収 容 者 の 4 パーセント に 当たる . chooses 
人 は 失明 に よる 行動 の 不 目 由 や 閉鎖 性 が 原因 で , 常に 
晴 眼 老人 に 気 が ね し , その 自主 性 が は ば まれ て いる 実 
情 に ある . この た め , 一 般 老 人 ホー ム と 分 離し , 専門 
的 な 盲 老 人 ホー ム の 必要 性 が 認め られ る よう に な り , 
昭和 45 年 度 に お いて 政府 は 重点 的 施策 の 一 つと し て 
盲 老人 施設 設 軒 費 の 予算 を 計上 し た . この 予算 で ナ ザ 
レ 園 を は じ め 弘 前 養老 院 (青森 県), 七 井 養老 院 ( 栃 
AW), 上 野市 社会 事業 協会 (三重 県 ), BRIT b> 
VA (島根 県 ) な ど に よっ て , 盲人 専門 の 老人 ホー ム 
が 設立 され る こと に な っ た . 


外国 の 老人 ホー ム ・ 盲 老人 ホー ム 

北欧 は 老人 天国 と いわ れ 。 平均 寿命 も 比較 的 に 長く 
施設 に 収容 され て いる 比率 も 4 一 9 パー セン ト と 高 
い . 

表 2 老人 ホー ム 数 の 国際 比較 


= ee tha at | 収容 人 員 ea で 
デン マー タク 850 | 20,000 24 
スウ ェ ー デ ン 1,370 36,714 p< 
IRF == 550 15,000 27 
PACE ET F 350 28 ,000 80 
ア メ リ カ 9,700 338,700 35 
A zc 897 69,440 77 





し か も , デン マー ク , スウ ェ ー デ ン , ノル ウェ ュー な 
どの 諸国 に お いて は , 施設 の 収容 人 員 は 1 施設 当たり 
平均 20 一 30 人 で あり , 収容 人 員 50 人 の 施設 に 対し 
て 直接 老人 に 接する 職員 が 30 人 余り も 配 園 さ れ て い 
2 。 

近年 に 至り , 西 ヨ ー ロ ッ ペ 諸国 に お ける 盲人 福祉 に 
対す る 考え 方 は , 育 人 を 盲人 だ け の 施設 に 収容 する 傾 
向 に ある . し た が っ て , 孤独 な 盲 老 人 も リハ ビリ テー 
ショ ン 活 動 を 充実 し て , 社会 に と ど ま る よら に し , た 
だ 寝たきり 老人 な ど は 一 般 老人 施設 に 収容 する よう に 
だ っ CARL 

これ ら の な か で 特異 な 存在 と し て , ニュ ー ョ ヨー ク の 
ニダ ヤ 盲 人 援護 協会 (The Jewish Guild for the 
Blind ) 経 営 の 老齢 失明 者 ホー ム (Home for the Aged 
Blind ) が ある . 

この 老齢 失明 者 ホー ム は , 1916 年 に 開設 され , 50 
年 の 歴史 を も ち , 敷地 4 万 8000 平 方 メー トル に 及ぶ 
広大 な 自然 の 環境 の な か に 建て られ た りっぱ な 施設 で 
HS. ここ で は 「 1 日 キャ ンプ 計画 ] と 称し て , = ニュ 
ー ョ ヨー タク 市 内 に 居住 する 老 離 育 人 の 家庭 を 巡回 し て , 
バス に 乗せ この 施設 に 送 込み 1 日 を 楽し く 過 ご させ て 
WS. 収容 人 員 は 172 人 と いわ れる . アメ リカ に お け 
る 民間 社会 事業 は , 国 ・ 州 か ら の 補助 金 は 受け て いな 
い . この 施設 は 募金 の 担当 課 を 設け て 年 額 8 億 ドル に 
上 る 募金 を 行なっ て いる . この 施設 に 入所 し て いる 老 © 
齢 失明 者 の 平均 年 齢 は , 1938 年 に は 62 歳 で あっ た の 
が , 1964 年 に は 80 歳 に 高まっ た と 報告 され て いる . 


盲 老 人 ホー ム と 地域 社会 

施設 と 地域 社会 の 関係 は , 収容 者 の 生活 に 大 き な 影 
BEA. 施設 に 対す る 地域 社会 の 理解 と 支持 の な 
い 場 合 は , 収容 者 自体 が 孤立 化し , 生活 全体 が 豊か さ 
や , うる お い を 和 失う か ら で あ る . 

育 老 人 ホ ー ム で は , 一 般 に 後退 機能 の 回 復 訓練 , ク 
ラブ 活動 , 教養 講座 な ど が 行なわ れ て いる が , さら に 
地域 社会 と の 交流 の 面 で は , 地域 社会 の 老人 クラ ブ と 


( 礎 幹郎 提供 ) 提携 し し その メン バー と 
収容 老人 の 全 考 人 | gy ge qe = し て 往々 の レク リエ ー シ 
に 対す る 割合 () ュ ン や 会 合 な ど に 出席 し 

4 1964 ある い は 施設 で 地域 社会 
me の 人 を 交え て 各種 会 合 
9 1960 行なう こと に 努力 し て い 
2 1965 る . また , 次 第 に 児童 ・ 
1 
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人 会 な どの 援助 活動 も 活発 に な っ て き て いる . COL 
うら に , 凌 意 の 奉仕 が 各 施 設 に 行なわ れ て いる た め , 施 
設 が 一 般 社 会 か ら 隔離 され て し まう と いら 懸念 は 少な 
く な りつ つ あ る . 


盲 老 人 と リハ ビリ テー ショ ン 

わが 国 の 老人 対策 は , 従来 , 収容 援護 が 唯一 の 事業 
と 考え られ て きた よう で ある が , 欧米 諸国 で は , で き 
る だ け 家 庭 か 老人 住宅 に 起 詩 させ る こと に 努め , わが 
国 の 特別 養護 老人 ホー ム の 対象 者 の よう な 老人 だ けが 
老人 ホー ム へ 入所 する . そし て , 収容 者 が 粘土 細工 , 
し し ゅ う , 工芸 , は た 織り な ど 技 芸 品 の 製作 に 努力 す 
SABO bEXSBOR MMT EL 5 ICHAEL T 
いる . これ ら の 作業 は 期限 の 制約 も な く , 金銭 的 に も 
こだわ ら ず 趣味 と し て 楽し いも の が ある . 

上 記 の ユダ ヤ 盲 人 援護 協会 が 運営 する 老齢 和 失明 者 ホ 
ー ム に お いて る, 何 も し な い 者 を 収容 する だ け で は 
50 パー セン ト の 使命 を 達 し た に 過ぎ な いと し て い 
る . 

わが 国 の 施設 で も , わずか な 小 使い 銭 か せ ぎ の た め 
と 荷札 の 針金 通し の 作業 な ど が , いく ちら か 行なわ れ て 
いる が , この よう な 単純 作業 の 繰返し だ け で は 俸 怠 と 
疲労 感 を 早く する に 過ぎ な い . わが 国 に お いて も 老齢 
年 金 な ど に よる 社会 保障 が 拡充 強化 され る と と も に , 
リハ ビリ テー シュ ン を 強化 し , 能力 に 応じ た 労働 に 従 
事 で きる よう ら な 配慮 が な され , 生き が いあ る 余生 を 楽 
し め る よう に な る と と が 望ま れる . (本 間 昭 雄 ) 

[参照 文献] 

森 幹 郎 「 老 人 と リハ ビリ テー ショ ン ] 

森 幹 郎 「 老 い の 生き 方 」 

牛丸 義 留 「 老 後 の 生 活 」 
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治 

昭和 初期 に 東京 小石 川 の 美 普 教会 (キリ スト 教 ) が 
育 女 子 寄宿 舎 を 経営 し て いた と 伝え られ て いる . その 
後 1936 (昭和 11 ) 年 , 斎藤 百合 は 職業 偏重 の 訓 学 校 教 
育 の 欠点 を 補い , 盲 女子 の 教養 を 晴 眼 者 に 劣ら な いも 
の に する こと と に よっ て , 社会 的 地位 の 向上 を 図る た め 
陽光 会 盲 女子 ホー ム を 設立 し た . 斎藤 百合 は 保育 園 つ 
き の 盲 女子 学園 , 全盲 夫婦 が 気楽 に 住め る コロ ニー の 
建設 な ども 夢み た が , 実現 で き な か っ た . 

斎藤 百合 は 1892 (明治 25 ) 年 , 愛知 県 豊橋 市 外 に 


生ま れ , 野口 小 つ る と いっ た . 数 え 年 4 歳 の と き 有 麻疹 
の あと の 栄養 不良 で 失明 し た . 岐阜 訓 盲 院 , 東京 盲 学 
校 教員 養成 科 な ど を 卒業 し て , 東京 盲 学校 の 同窓 生 で 
あっ た 斎藤 武 弥 と 結婚 した. その ころ , 盲 女子 の 大 学 
進学 は きわ め て 珍し いこ と で あっ た が , Lab, 248 
の 母 と し て , 創立 間 も な い 東京 女子 大 学 で 英文 学 を 専 
KL, 盲 婦 人 運動 や 盲人 福祉 事業 に 活躍 し た が , 戦争 
rh, SERVES WHE ceo, 陽光 会 を 解散 し , 1947 
(昭和 22 ) 年 に 56 歳 で 苦難 の 一 生 を 閉じ た . 
その 後 1941 年 , 育 人 牧師 安田 菊 政 が 東京 に 興 盲 協会 
盲 女子 実 を 設立 し た の を は じ め , 1947 年 に は 大 分 市 に 
九州 ライ ト ハ ウス (瀬尾 真 港 ), 翌年 に は 神戸 市 に グ 
リー ハウ ス (戸井 健二 ) と 西宮 市 の 関西 衣 婦 人 ホー ム 
( 越 岡 みみ , 1899~ 1968), 50 年 に は 堺 市 に 聖光 盲 女 
子 学園 , 東京 に 聖 ル カ 盲 女子 学園 が 相次い で 設立 され 
た が , 現存 する の は 関西 育 雪 人 ホー ム ( 現 ・ 関 西 盲人 
ホー ム ) だ け で ある . それ も 社会 福祉 法人 関西 盲人 ホ 
ー ム と 改称 され , あん ま セ ンタ ー を 中 心 と し た 盲 女 子 
の た め の 活 動 が な され て いる . 


現況 

盲 女子 ホー ム の 建設 は , 先駆 者 の 理念 に 基づい た も 
の で ある が , さら に 社会 の 変動 に 伴い , 風紀 上 の 健全 
な 職場 の 提供 , 家庭 環境 に 恵まれ な い 形 女子 の 保護 , 
衣 女 子 が 相互 に 社会 性 を 身 に つけ る 共同 研修 の 場 , 生 
活 共同 体 の 形成 , 結婚 生活 に 至る まで の 教養 と 生活 訓 
練 の 場 と する こと な どか 必要 と な っ て くる . 自営 も し 
く は 雇用 の 場 を 得る こと が 困難 な 盲人 マッ サー ジ 師 の 
経済 的 自立 を 図る こと も 加味 され よう . し た が っ て , 
生活 保護 施設 で は な く , 未婚 の 勤労 家 女 子 を 収容 し 
働き な が ら 学 ぶ 姿 勢 が 必要 と され る . 

マッ サー ジ 治 療 所 の 併設 は , いずれ の ホー ム に お い 
て も 同様 で ある が , ホー ム と 併設 の 点字 図書 館 に 盲 女 
子 を 職員 と し て 従事 させ て いる 施設 (KBE SH Sha 
人 ホー ム ) も ある . Ek, も より の ホテ ル と 提携 し て 
盲人 マッ サー ジ 師 の 優先 的 安全 就労 の 機会 を 得る く ぁ 
うら を し た り (山梨 青い 鳥 ホ ネー ム ), 家計 , BOL, 調理 
掃除 な どの 日 常 生活 も 寮生 が 共同 で 営み , 教養 の た め 
の 音楽 , 英語 , 花道 , 茶道 , 手芸 , カ ナタ イプ, 聖書 
講義 な ど を 指導 し て いる と ころ (東京 サフ ラン ホー ム 
・ 関 西 玄 人 ホー ム ), ホー ム を 拠点 と し て 地域 盲 婦 
人 の た め の 教 養 講座 や , 文化 活動 に よる 定 青 年 と の 交 
流 の 機会 を 設け て 施設 を これ に 開放 (青い 鳥 ホ ー ム ) 
する た など, 着 々 と 成果 を あげ て いる . CORR, 結婚 
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し て 独立 自営 に 成功 し て いる 事例 (東京 サフ ラン ホー 
A, 愛 盲 館 ホ ー ム ) も ある . 

[東京 サフ ラン ホー ム ] 東京 都 に あり , 1958 年 の 設 
立 . 日 本 十 人 基督 教 伝道 協議 会 の 全国 証人 信徒 修養 会 
で , 盲 女 子 ホ ー ム 設立 の 要望 が あり , 同 会 婦人 部 長平 
田 道 子 を 中 心 に 盲 婦人 の 1 日 1 円 献金 を 基 に 建設 され 
た . 盲 女 子 10 人 を MAL, サフ ラン 治療 所 を 設置 し 
Gun 

[関西 育 人 ホー ム ] 1930 年 に 点字 ARBAES 中 
村 京 太郎 (1880 ~ 1964) と 第 婦人 越 岡 ふ る み が 西 宮 市 
で 数 人 の 盲 女子 を 集め , 関西 弟 女 子 ホ ー ム と し て , あ 
ん ま ・ は り ・ き ゅ う 業 を 営み 相互 扶助 生活 を 始め た 
が , 一 時 , BMA BARRE tbh 国 上 海渡 
り , 盲 学校 を 経営 し た た め 中 断 し た . 48 年 に 帰国 し 
た 喜久 田 と 越 岡 が これ を 再開 し た . の ち に 広田 正 次 郎 
が これ に 当たり , 1964 年 に 社 会 福祉 法人 関西 衣 人 ホ 
ー ム と 改称 し た . 

[岐阜 愛 盲 館 盲 婦人 ホー ム ] 岐阜 訓 盲 協会 (1894 一 
明治 27 年 設立 ) の 盲人 事業 の 一 部 と し て 1957 年 に 設 
置 さ れ た . 日 本 聖公 会 を 母体 と し た 社会 事業 で , 点字 
図書 館 , 盲人 無料 宿泊 施設 , 点字 出版 所 が 併設 され て い 
る . 盲 女子 ホー ム と し て 発足 以来 ほとん どの 寮生 が 結 
婚 生 活 に は いっ て いる . 盲 女子 は 点字 図書 館 職 員 を 兼 
ね , また , マッ サー ジ に 従事 し て いる . 寮生 4 人. 

[山梨 ライ ト ハ ッ ス 青い 鳥 ホ ー ム ] 山梨 ライ ト ハ ウ 
ス が 点字 図書 館 事業 に 加え て 1957 年 , 甲府 市 に 設立 
し た も の で , 盲 学校 を 卒業 し た 盲 女 子 の 自立 自活 を 図 
る た め , お 年 玉 年 賀 は が ぎ 寄 付 金 106 万 円 の 配分 を 受 
け て 建設 され た . 寮生 8 人 の うち 6 人 が 盲 女子 で あ 
る . ( 今 駒 泰成 ) 


旨 児 施設 


盲 児 施設 の 発達 

わが 国 に お ける 盲 児 施設 は 1889 (明治 22 ) 年 に ア 
メリ カ 人 の ドレ ー ペ ー ( Draper ) に よっ て 横浜 に 創 
設 さ れ た が , その 後 , 設置 され た も の は な く , 児童 福 
祉 法 の 施行 当時 は わずか に 1 ヵ所 に 過ぎ な か っ た だ た . 
1949 (昭和 24) 年 5 月 の 「 盲 ろう 学校 寄宿 舎 を 児童 
福祉 法 の 療育 施設 ( 盲 ろう あ 児 施設 ) と し て 切換 える 
こと に つい て 」 と いう 厚生 省 児童 局長 通知 に より , = 
の 切換 え が 多 数 行なわ れ , 児 施設 の 数 は 急激 に 増加 
し た . 1968 年 12 月 1 日 現在 の 施設 数 は 32 カ所 (公立 
19, 私 立 13), 収容 定員 は 1750 人 (公立 1190, 私 立 


560) ) と な っ て いる . 

児童 福祉 法 が 制定 され た と き , 盲 児 施設 は 療育 施設 
と し て , 虚弱 児 施設 や 肢体 不 自由 児 施設 と 一 括 し て 規 
定 さ れ , 児童 福祉 施設 最低 基準 に お いて だ け 区 別 さ れ 
て いた が , 1949 年 6 月 の 児童 福祉 法 の 第 3 次 改正 に よ 
っ て 分 離さ れ , 育児 施設 は 生活 能力 を 与え る こと と を 主 
眼 と する 施設 と し て の 性 格 が 明 ら か に され た . 

前 述 の よう に , 盲 児 施設 は 盲 学校 寄宿 舎 を 転用 し た 
も の が 多く , 運営 上 の 手 義 や 障害 が 伴い が ち で ある た 
め , 1956 年 3 月 の 「 盲 学校 , ろう 学校 寄宿 舎 よ り 切 換 
わっ た 盲 ろ うら あ 児 施設 に 対す る 指導 に つい て 」 EWS 
厚生 省 児童 局長 通知 に よっ て , 施設 と 寄宿 舎 と の 区 分 
の あい まい な 部 分 を 正す 方 向 が 明示 され た . 


盲 児 施設 の 目的 
BHR! (強度 の 弱視 を 含む ) を 入所 させ て 
保護 する と と も に , 社会 に 適応 し た 独立 自活 が で きる 
よう , 必要 な 指導 を 行なう こと を 目的 と する 施設 で あ 
る . し た が っ て , 盲 児 に 対し 医学 的 治療 を 行なう こと と 


Uh, 証 児 施設 の 本 来 の 目的 で は な く , COR, 医学 的 


措置 を 行なう こと を も その 人 本来 の 目的 と する 肢体 不 自 
由 児 施設 と は その 性 格 を 異 に する . また , Bemis 
盲 学 校 の 寄宿 舎 と も 異な る . 寄宿 舎 は 盲 学校 に 原則 と 
し て 付設 され る こと と に な っ て お り , BUCH LUCA 
を 行なう 手段 と し て 考え られ た も の で ある か ら , BS 
校 に 通学 する 者 の うち , 家庭 と 盲 学校 と の 距離 が 速い 
な どの 理由 で , 通学 が 困難 な 者 を 対象 と し て お り , そ 
の 運営 も 学校 管理 の 一 環 と し て 行なわ れる . 

これ に 対し , 盲 児 施設 は 18 歳 未 満 で 保護 者 が な い 
な どの 理由 で , 家庭 に た お いて 適切 な 監護 が 期待 で き な 
VEER MALL, その 福祉 を 保障 する た め 盲 児 を 収 
容保 護 し , 将来 , 独立 自活 し 得る よう 指導 を 行なう 施 
設 で あっ て , 両者 は 本 質 的 に 異な る も の で ある . 


盲 児 施設 の 対象 

定 児 施設 に 入所 で きる 児童 は , 保護 者 が な いか , 保 
護 者 に 監護 させ る こと が 不適 当 な 盲 児 ,。 ま た は 本 人 の 
性 情 上 保護 者 に 監護 させ る こと が 不適 当 な 盲 児 で あ 
と 

児童 福祉 法 に いう 盲 児 と は , 全く 見 えな い 者 お よび 
少し は 見 える が 普通 の 生活 が で き な い 者 を いう が , こ 
れ ら の 者 を 形 児 施設 に 入所 させ る か 否 か は , 児童 相談 
所 の 具体 的 な 判定 に よる . 

1956 年 3 月 の 厚生 省 児童 局長 通知 「 盲 学校 , ろう 
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学校 寄宿 舎 よ り 切 換 わ っ た 盲 ろ う あ 児 施 設 に 対す る 指 
導 に つい て 」 に よっ て , (FRA!) BLO [SS 
校 , ろう 学校 及び 養護 学校 へ の 就学 奨励 に 関す る 法 
律 」 の 規定 に 基づき , 盲 学校 付設 の 寄宿 舎 に 入寮 し て 
通学 で きる 者 は , 盲 児 施 設 入所 の 対象 に な ら な いこ と 
に な っ て いる . 


盲 児 施 設 の 設備 お よび 運営 

定 児 施設 の 設備 お よび 運営 に つい て は , 児童 福祉 施 
設 最低 基準 の 第 86 条 か ら 第 93 条 ま で に 規定 され て い 
る が , その お も な も の は 次 の 通り で ある . 

[設備 〕 盲 児 施 設 に は, 児童 の 居室 (1 室 の 定員 は 
05 内 INC」 画策 大 当たり 2.47 平 才 ネ ー ト ル 以 
上 ), 講堂 , 遊戯 室 , 職業 指導 に 必要 な 設備 , 音楽 に 
関す る 設備 , 調理 室 , 浴室 お よび 便所 を 設け , 児童 
30 人 以上 を 入所 させ る Baie Cit, 医務 室 お よび 
静養 室 を 設け る こと に な っ て いる . 

[職員 ] 盲 児 施設 に は , 児童 指導 員 , 保母 , 書記 , 
嘱託 医 を お か な けれ ば な ら な い . Ek, 児童 指導 員 お 
よび 保母 の 総数 は お お むね 児童 6 人 に つき 1 人 以上 と 
する こと に な っ て いる . な お , 盲 児 施設 の 児童 指導 員 
は 点字 を 解す る 者 で な けれ ば な ら な い . 

児童 指導 員 に な る こと が で きる 者 は , ① 厚 生 大 臣 が 
指定 する 児童 福祉 施設 職員 の 養成 施設 を 卒業 し た 者 , 
⑧ 大 学 の 学部 で 心理 学 , 教育 学 ま た は 社会 学 を 修め , 
学士 と 称す る こと を 得る 者 , ③ 学 校 教育 法 の 規定 に よ 
り , 小学 校 , 中 学校 また は 高等 学校 の 教諭 と な る 資格 
を 有する 者 で あっ て , 厚生 大 臣 ま た は 都 道 府 県 知 事 が 
適当 と 認定 し た 者 な ど で あ り , ④ 保 母 に な る こと が で 
きる 者 は , 太 生 大 臣 が 指定 する 保母 の 養成 施設 な ど を 
卒業 し た 者 か , 都 道 府 県 が 行なう 保母 試験 に 合格 し た 
者 で ある . 

[保護 指導 ] 表 児 施設 に お ける 保護 指導 は , 入所 児 
Be CE SEITE AS (家庭 ) に 復帰 させ る こと を 
常に 留意 し , 個々 の 児童 の 身体 的 , 精神 的 事情 を 十分 
考慮 し て , 個別 的 また は 集団 的 な 生活 指導 , 職業 指導 
Ne203 人 KR る 、 

生活 指導 は , 児童 が 健全 な 社会 生活 を 営む ゆう え に 必 
要 な 社会 適応 性 の 育成 , 助長 を 目標 と し , 職業 指導 
は , 児童 が 健全 な 社会 生活 を 営む ゆう え に 必 要 た な 職業 能 
力 の 付与 を 目標 と し て 行なわ れ , 指導 に 当たっ て は 次 
の 点 を 順守 し な けれ ば な ら な いこ と に な っ て いる . す 
な わ ち , 営利 を 目的 と し な いと こと, 1 日 7 時 間 , 1 週 
間 42 時 間 を 越え を な いこ と , 継続 し て 2 時 間 以 上 行 な 


わな いこ と , 午後 6 時 か ら 午前 6 時 まで は 実習 作業 を 
行なわ ちな いこ と と な ど で ある . 

定 児 施設 に 入所 し て いる 児童 の うち , 学齢 児 は 盲 学 
校 に 通学 させ て 義務 教育 を 受け させ な けれ ば な ら な い 
が , 式 学 を 疾 予 ま た は 免除 され た 児童 に 対し て も , そ 
の 性 能 に 応じ て 学校 教育 に 代 る べき 指導 が 行なわ れ 
る . 

定 児 施設 に 入所 する 児童 の 中 に は , その 症状 が まだ 
固定 せ ず , 治療 可能 な 者 も ある と 思わ れる の で , 定期 
の 健康 診断 の 際 に は , 特に 盲 の 原因 お よび 機能 障害 の 
状況 を 精密 に 診断 し , 治療 可能 な 者 に つい て は , CX 
る 限り 治療 し な けれ ば な ら た な い . 

入所 児童 が 満 18 歳 に 達し て も , な お 施設 に お いて 
保護 指導 が 必要 な 場合 に は , 満 20 歳 に TSE CE 
所 する こと が で きる が , この 年 齢 を 超過 し て も 同様 な 
事情 に ある 場合 は , 身体 障害 者 更生 援護 施設 を 利用 す 
る こと も ゃ も 考え られ る . 


盲 児 施設 の 設 半 

市 町 村 そ の 他 の 者 が 設置 する と き は , 都 道 府 県 知 事 
また は 指定 都市 の 市 長 の 認可 を 受け な けれ ば な ら な 
い . 設置 主体 に つい て の 限定 は な い が , 都 道 府 県 ( 指 
定 都市 ) お よび 市 町 村 以 外 の 者 が 設置 する と き は , 設 
置 者 が 社会 福祉 法人 で ある こと が 原則 と され て いる . 
都 道 府 県 (指定 都市 ) が 設置 する 施設 の 設備 に 要 す 
SBA BMRZO2701 を 負担 し , 市 町 村 が 設置 
する 施設 の 設備 に 要する 費用 に つい て は , 国 が 2 分 の 
1, 都 道 府 県 が 4 分 の 1 を 負担 する こと に な っ て い 
Dan 

都 道 府 県 GERM BLOREANUAOSARE 
する 施設 に つい て は , 新設 (社会 福祉 法人 が 設置 する 
場合 に 限る ), 修理 ・ 改 造 な ど に 要する 経費 に つい て 
都 道 府 県 (指定 都市 ) が その 4 分 の 3 以内 を 補助 し , 
国 は 都 道 府 県 (指定 都市 ) が 補助 し た 額 の 3 分 の 2 以 
内 を 補助 する こと と が で きる こと に な っ て いる . 


児童 保護 措置 費 

児童 福祉 法 の 規定 に より , 盲 児 を 定 児 施設 に 入所 さ 
せ た 場 合 , その 児童 の 入所 後 の 保護 に つい て , CHE 
の 者 が 健康 で 文化 的 な 最低 限度 の 生活 が で きる よう に 
する た め に , 児童 福祉 施設 最低 基準 が 制定 され て いる . 
この 基準 を 維持 する た め に 費用 の 裏付け が な され て お 
り , この 費用 を 児童 保護 措置 費 と 呼ん を で いる . 児童 保 
ZHEBlt, 都 道 府 県 お よび 指定 都市 が 支弁 し , 国 は 
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その 10 分 の 8 を 負担 する こと に な っ て いる . 
CAR HP) 
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盲 精神 薄弱 者 ・ 児 の 現状 

わが 国 に お ける 心身 障害 者 に 対す る 保護 の 法律 は , 
戦後 徐 々 に 整備 され て きた が , な お , いく ただ た の 不 備 不足 
が ある . 特に 衣 精 神 薄 弱者 ・ 児 , ろう 精神 薄弱 者 ・ 児 
の 保護 に つい て は , ほとん ど 手 が つ け られ て いな い 状 
態 で ある . 

一 言 に 精神 薄弱 者 と 呼ん で いる が , これ を 大 別 する 
と 次 の 3 種 に な る . | | 

1) 軽 度 精神 薄弱 児 (知能 指数 75 以 下 ) : 特別 学級 や 
養護 学校 で 具体 的 な 作業 を 通し て , 読み 書き , 計算 を 
教育 する こと が で きる . 社会 的 自立 は 可能 . 

⑫ 中 度 精 神 薄 弱 児 (知能 指数 50 以 下 ) : 施設 に 収容 
学力 を 伸ばす こと と は 不可 能 だ が , 訓練 すれ ば 簡単 な 仕 
事 に 就く こと が で きる . 

(3 重度 精神 薄弱 児 (知能 指数 25 以下 ) : 施設 で 教 
ALT, 寿 近 な 身辺 の 自立 さえ 困難 で ある . 晴 眼 者 
の 精神 薄弱 者 が この 状態 で ある か ら , BEE Ags 
者 が いか に 自立 が 困難 で ある か は 想像 以上 の も の で あ 
る . 

盲 精 薄 児 の 現状 は , きわ め て 少数 の 者 が 盲 学校 や 盲 
児 施設 に 収容 され て いる が , こと は 知能 の 正常 な 者 に 
一 定 の 年 限 に 一 定 の 教育 を し な けれ ば な ら な い 教 育 の 
場 で あり , 重度 盲 精 薄 児 の た め に は ほとん と ど 適 切な 処 
NLC SM CWE’. その 他 の 大 多数 の 重度 盲 精 薄 児 
は 家庭 で 放置 状態 に ある . 

厚生 省 が 1965 (昭和 40 ) 年 8 月 実施 の 実態 調査 報 
告 に よる と , 視覚 障害 児 (18 歳 未満 ) の うち 重度 精神 
薄弱 で , その 他 の 障害 を も つ 複 合 障害 児 の 全国 推計 数 
は 1900 A, 18 歳 以 上 は 4300 人 と 推計 され て いる が , 
その 実数 は 容易 に こつ かみ が た い . 西原 正則 が 滋賀 県 で 
行なっ た 調査 で は , 6~ 20KOH + BE BBB! a 
21 人 お り , 潜在 者 を 含め る と 約 2 倍 の 42 人 と 推計 さ 
れ , 滋賀 県 の 人 口 86 万 に 対す る 比率 か ら み れ ば , わ 
が 国 総 人 口 1 億 に 対し 約 5000 人 の 中 ・ 重 度 SRE 
が いる と 推定 され る . し か も , これ ら の 大 部 分 は 国家 
社会 の 保護 か ら 見 放さ れ て いる . 


盲 精 薄 者 ・ 児 施設 
わが 国 に お ける 盲 精 薄 者 ・ 児 に 対す る 施設 は , 国立 


秩父 学園 に 重度 盲 精 薄 児 を 10 人 余り 収容 し て いる ほ 
か , 次 の 民間 施設 が ある . 

[区 道 園 ライト セン ター (鯖江 市 )] 定員 75 人 , 
実 員 82 人 ( 男 44, 女 38), 寮生 の 出身 地 は 福井 県 ほ 
か 24 道府県 . 職員 は 所 長 以 下 19 A. 光 道 園 は 身体 障 
害 者 で 一 般 の 職場 に 届 用 困難 な 者 , また は 生活 困窮 者 
な ど を 収容 し , これ まで 働く こと を 知ら な か っ た 人 た 
ち に 勤労 の 喜び を 与え , 従来 , 廃人 と し て 取扱 われ て 
きた 人 た ちの 人 間 性 回 復 を 目的 と し て いる . 

収容 者 の 作業 と し て は , 花 び ん , 灰 ざ ら , ボタ ン , 
BAN, いわ 玉 な どの ね ん 土 細工 の 製造 に 従事 させ て 
いる . 

[彦根 学園 (彦根 市 )] 盲 精 薄 児 を 収容 し て いる . 収 
容 定員 35 人 で 実 員 は 36 人 (#20, 女 16 ). 収容 児 の 
知能 指数 平均 30 以下 , 28 人 が 全盲 で ある . 園児 の 出 
身 地 は 滋賀 県 な どの 15 府県 . 職員 数 は 園長 以下 16 人 
CHS. 

1959 年 に 青い 鳥 会 を 結成 し て 翌年 に は BRR 
開設 し た . 経営 方 釘 と し て は , 人 間 の 本 質 は 生命 で あ 
り , 生命 は 真 善 美 で ある こと を 理念 と し , これ を 体 認 
し て 教育 する . 教育 に 当たっ て は 個性 を 認め , 個性 に 
即 し て 素直 な 明る いこ ども に 育て る と と に し て いる . 

盲 精 薄 児 は 長年 月 に わた っ て 全く 放置 され , ある い 
は 監禁 同様 な 生活 を し いら れ , 絶え ず 除 け 者 に され た 
り , 圧迫 きれ た だ たり し て いる の が ほとん ど I で ある か あれ 
ら は 反抗 する こと も で きず , 訴え る 方 法 も 知ら な い . 
し た が っ て , 自然 に 欲求 不満 に な り , 陰 う つ , FR 
走り , 気にいら ぬ と き は 奇声 を 発し て 自分 の 手首 を か 
A, 毛髪 を ひき むし り , 頭 を どん どん た た きつ け , K 
服 な ど を ず た ず た に 引き 裂く な どの 間 題 行動 を 起こ 
し , 極端 な 偏食 や 夜尿症 に 陥っ て いる . 

彦根 学園 で は , これ ら の 園児 を 徹底 的 に 教育 する こ 
と に よっ て 2, 3 カ月 た つと 次 第 に 直っ て ゆく . 極端 
な 偏食 (9 人 ), 強度 の 問題 行動 (12 AD, 強い 便秘 
C3A) は な く な り , 夜尿症 16 A, 14 人 は 直っ て い 
il 
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現在 の 児童 福祉 法 は 単独 障害 を 対象 と し た も の で , 
重度 家 精 薄 児 施設 に 対す る 適切 な 措置 が 講じ られ て い 
な いた め , 職員 の 配置 や 委託 費 は の 配分 不 合理 で あり , 
重症 心身 障害 児 施 設 に 比べ る と , は な は だ し く 格 差 が 
ある . 職員 の 待遇 も 一 般 教 育 公 務 員 よ り は る か に 劣っ 
て お り , し か も ゃ , 人 員 不 足 に より 勤務 も 24 時 間 連 続 
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と いう 場合 も あり , 全く 非 人 間 的 な 状態 に お か れ て い 
る . この よう な 現状 で は と う て い 施設 の 改善 を 期す こ 
と は 困難 で , た だ 社会 の 理解 と 協力 に よっ て , わずか 
に その 欠陥 を 補足 し て いる に 過ぎ な い . 

成人 に つい て も 身体 障害 者 福 祉 法 で は , 単なる 生活 
年 齢 で 区 分 され , 成人 に 達する と 自立 不能 な 者 で も 保 
護 か ら は ず さ れ , 肉親 や 教育 者 を 苦境 に 追い こん で い 
る . これ ら は 近く 重度 精 薄 者 の 年 齢 制限 撤廃 の 改正 が 
iodo AA, これ よら て いく めん 政 善 され 
る こと が 期待 され る . 

職業 訓練 制度 に お いて も 重度 盲 精 薄 者 に つい て は , 
軽 ・ 中 度 精 薄 者 対象 の も ゃ の と 同様 に 改訂 され る 見 込み 
で ある か ら , 次 第 に 養護 授産 所 の 設置 を みる こと が で 
So. Be. 

収容 の あり 方 に つい て は , ① 重 度 精 薄 児 棟 の 中 に 混 
入 す る , ⑨ づ 精 薄 児 施設 内 に 盲 精 藻 児 棟 を 設け る , OF 
精 薄 児 だ け を 収容 する と いう 2 3 種 が か ある が , これ ら の 
方 式 の 得失 を 十分 に 実際 に 即 し て 研究 ・ 助 成 し , その 
> え で 規制 する 必要 が ある . 

今後 これ ら の 問題 点 を 社会 に 訴え , 政府 の 施策 を 改 
HST AKD, 保護 者 , 関係 者 . そ し て よき 理解 者 が 協 
力 し て 努力 する 必要 が ある . 幸い , 1967 年 夏 , 東京 の 
光 の つど い , 滋賀 県 の 彦根 学園 大 阪 の 盲 精 薄 児 を 守 
る 会 が 中 心 に な っ て 盲 精 薄 者 ・ 児 の 福祉 増進 に た ち 上 
が っ た こと は 今後 の 問題 解決 の ロロ に な る で あろ うら. 


(西原 正則 ) 
点 学 出版 施設 と 出版 状況 
点字 出版 の 特殊 性 


点字 出版 の 特殊 性 の 第 1 は 対象 人 口 が 少な いこ と で 
ある . 活字 出版 が いち お う 全 国民 対象 で ある の に 対し , 
点字 出版 は 視覚 障害 者 を 対象 に し て いる . し か も , こ 
の 視覚 障害 者 中 に は , 普通 字 (一 般 印刷 ) に 頼る 弱視 
者 も あれ ば , 点字 を 読め な い 中 人 疹 失明 者 も いる. その 


た め , 視覚 障害 者 即 点字 人 口 で は な い . 点字 を 読め る 


Ath, お そら くそ の 20 パー セン ト WIE CHAS. 


その た め 購 買 力 は 驚く ほど 低く, 点字 出版 界 に は ,「100 | 


部 売れ れ ば ベス ト セ ラー」 と いう 言葉 が ある くら いで 
HD. 点字 出版 の 採算 部 数 は 300 と いわ れ て いる が , 
教科 書類 の ほか は な か な か この 部 数 に は 達し な い . 
特殊 性 の 第 2 は 高価 な こと だ が , これ は 売れ な いこ 
と か らく る 必然 の 結果 で ある . 高価 で ある か ら 売 れ な 
い , 売れ な いか ら ま すま す 高 くせ ざる を 得 な いと いう 5 


悪循環 が 点字 出版 に は つき まとっ て いる . し か し , た だ 
部 数 が 少な いた め だ け で 高価 な の で は な いこ と に 注意 
し な けれ ば な ら な い . な る ほど , 部 数 が 増 せ ば , 原版 
代 の 1 部 当たり の 負担 は 少な く な る . た と えば , 100 枚 
(両面 200 ペー ジ ) の 原版 代 が 3 万 円 か か っ た と し て , 
100 部 の 場合 は 1 部 当 た り 300 円 だ が , 300 部 の 場合 
は 100 円 に な る . 一 般 活字 出版 の 場合 , 文庫 本 な どの 
初版 は 最低 1 万 部 で ある か ら , 組版 代 は 問題 に な ら な 
WOR, 点字 出版 で は この 負担 が 致命 的 に な っ て い 
る . それ だ け で は た ない. 活字 出版 は 量産 に よっ て コス 
ト ダ ウン が で きる が , 点字 の 雰 合 は , 上 質 紙 90 キ p 
以上 と いう 用紙 が ガン で ある . その うえ , 少数 部 数 で 
ある た め , 印刷 製本 と も 原始 的 手工 業 に な ら ざ る を 得 
な い . これ ら が 因 と な り 上 果 と な っ て , 点字 出版 物 を 高 
価 に し て いる の で ある . 

特殊 性 の 第 3 は, 度 肉 た こと に , 点字 図書 館 の 発 六 
を あげ な けれ ば な ら な い . 終戦 後 , 点字 図書 館 の 発達 
は めざまし く , 点訳 奉仕 運動 の 普及 と あい まっ て , か 
な りな 充実 を みる に 至っ た . 填 人 の 読者 は , 居 な が ら 
(に し て 送ら れ て くる 古今 の 名 著 を 手 に する こと が で き 
Ards GEES Sic: 

その 結果 , 点字 本 は 図書 館 か ら 借り て 読む や も の と い 
5 習慣 が 生ま れ て きた . これ は 実生 活か らき た 生活 の 
知恵 で , 事実 , 買う 金 が あっ て も , 容積 の 大 き な 点 字 
書 を 手元 に お く こ と は , 書庫 で も も た な いか ぎ DAA 
能 で ある . この 借り て 読む 習慣 は , ます ます 点字 出版 
を 困難 に 追い や っ て いる の で ある . こと の よう に 点字 出 
版 は 営利 企業 と し て 成立 し な いた め , 現在 は 福祉 事業 
と し て 和 但 放 6C い る の で ある 。 


点字 出版 所 

点字 出版 の 歴史 は , 先覚 者 の 苦心 と 犠牲 の 連続 で あ 
っ た が , BA キリ スト 信仰 会 が 行なっ た 1933( 昭 和 
8 ) 年 3 月 現在 の 調査 に よる と , 当時 の 点字 出版 所 数 
は 31 で , 出版 点数 779, A CHD 201337, 日 刊 新聞 
1, 週刊 新聞 1, 月 刊 誌 9, 隔月 刊 誌 (年 6 回) 2, 
ZHlas 3 と 計っ (で い る 

1969 年 3 月 , 日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 CAB 


社協 ) が 刊行 し た 「 全 国 点字 図書 総 目録 」 に 登載 され 


て いる 出版 所 は 27 ヵ所 で ある . この な か に は 印刷 を 
他 に 依頼 し て いる も の が 5 カ所 ある か ら , 出版 所 の 
数 は 36 年 前 と 大 差 な いこ と と が わか る . この 27 ヵ所 中 
に は 盲 学校 が 8 校 も 含ま れ て いる が , 多く は 自 校 の 必 
要 に 迫 ら れ て の 自 費 出版 で _ いわゆる 出版 所 の 部 類 に 
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表 1 SOMULATORSH MAT LCCOMEA (教科 書 を 除く ) 








日 本 の 盲人 福祉 事業 





1963 年 3 ARE (日 盲 社 脇 調査 ) 











II 計 | タイ トル 
計 | 54 408 102 71 808 44 7 125 2591,029 55 102 716 | 3,780 | 1,650 
A ao Sf See eee ee 2 1 ee 14 209 1,367 | 528 
Fra. | 6 7 eT" 5 14 Sei ehaee ie eee 789 296 
東 EUG) Jar Sic. 2th BO, 276 1 i 5 1865922 485 187 
日 愛 8 | i Gaiters: SF» 15 1 EK 2 161 73 
mR 点 ee 1 59 i 8 5 26 154 120 
=s = fe 82 70 152 52 
光 の 家 | 4 12 26 117 88 
愛 Ee fm | tps 7180 +) だす 1 1 ra 3 104 55 
Kk 雲 会 ye ee: 5 4 3 | 72 25 
日 盲 伝 | 62 2 1 2 5 72 45 
そ の 他 71 alee. Sina 85 9 | 386" ae sors 181 
( 注 ) 日 点 一 日 本 点字 図書 館 , 東 点 一 東京 点字 出版 所 97 DHAKA bOO A, RARE, 光 の 家 一 東京 光 の 家 。 ASH—AASSB 


会 , 信愛 福 一 信愛 福祉 協会 出版 部 , 愛媛 福 一 愛媛 県 言 人 福祉 エンター, 


は いる か どう か は 代 問 で ある . 点字 出版 に 必要 な 機械 
設備 と 人 的 陣容 を 整え , 連日 実働 し て いる も の に 限れ 
ば , お そら く 5 指 を 届 す る 程度 に 過ぎ な い の で は ある 
まい か . し か も , その 大 半 が 点字 教科 書 の 出版 を お も 
な 対象 に し て いる こと を 思え ば , 点字 出版 の 貧困 さ を 
今さら の よう に 思い 知ら され る の で ある . 

「 全 国 点字 図書 総 目録 」 登載 の も の を , HATED 
類 法 (NDC ) に よっ て 集計 し , 50MDERERLT 
いる 出版 所 を ひろ い 出し て みる と , 表 1 の 通り 10 ヵ カ 
所 に な る . 

表 1 以外 の 出版 所 の 出版 冊数 は , 表 2 の 通り で あ 
る . 

10 冊 以下 の 出版 物 し か な いも の を 出版 所 と し て 数 
え 得 る か どう か . Ete, 50 冊 以 上 の 出版 所 の 場合 に も 
過去 に お いて 盛ん に 出版 活動 を し た が , 現在 は ほとん 


表 2 50 冊 末 満 の 点字 出版 所 と その 同数 








日 盲 伝 一 日 本 盲人 基 示 教 伝道 協議 会 , 平井 点 一 平井 点字 社 . 


ど 休 止 状態 の も の も ある . 所 蔵原 版 の 大 部 分 が , 戦前 . 
の も の と いっ た 出版 所 も ある . 表 1 に 教科 書 が 含ま れ 
て いな い の は , 総 目録 が 一 般 購 買 者 の 便宜 に 供する 立 
場 か ら 編 集 し た た め 始 終 改 訂 が あり , その た びに と 定価 
に 変動 の ある 教科 書 を 除い た か ら で あ る . 毎日 新聞 社 
の 点字 出版 物 は , 同社 の 印刷 様式 の 関係 か ら 増 刷 が 困 
難 な た め , 理 療 関 係 書 以 外 は この 調査 に の っ て いな 
い . 

表 1 の な か で 厚生 省 委 託 出 版 書 が 約 80 パー セン ト 
を 占め て いる も ゃ も の と 推定 され る の で , 他 は ほとん どい 
うに 足り な いと いえ よう . 


点字 出版 物 の 現状 分 析 

日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 の 調査 に よる 分 類別 出 
版 点 数 な ら び に その 冊数 は 表 3, 表 4 の 通り で ある . 
要する に 点字 原本 の タ 
イト ル は 1302 点 で あり , 





| 1.3. 4 5.14 17 20.21 32 38) 40086.) Shag 
oP Rue eee er ae [ Ji LOR FS MBUE 2814 
met = 村上 
#3 NDC 分 類別 出版 國 数 っ て , 購読 希望 者 が いつ 
NC UDRAG: 3M 梓 信二 20N09 4.) sitet BE 489. Ei | 計 で も 入手 し 得る 点字 図書 
イオ eee 11178 25 25330 6 7 78 64319 22 37 200 1,302 CHS. この な か に は 大 
数 ff | 25343 77 55665 12 11 97308715 46 56404 | 2,814 正 時 代 の 原版 も 含ま れ て 


GE) 別 置 の G は 学習 参考 書 , M は 盲人 関係 書 , J は 児童 書 
表 4 NDC 分 類別 出版 冊数 (教科 書 を 含む ) 





1965 年 8 月 現在 , 日 盲 社協 調査 いい る し , 小冊子 程度 の も 


の も か な りあ る . この 表 


nono Tots aes se SG て K 不明 | 計 3 を 1956 (昭和 31 ) 年 1 
用 イ ト ル ae e's” 1 56 78) oo 802 月 に 大 分 県 点字 図書 館 が 
三 数 | 15247 49 49532 7 1 17239 215 153 4 1,528 調査 し た 表 4 に 対比 する 


GE) 反 K は 教科 書 . 1956 年 10 月 現在 , 大 分 県 点字 図書 館 調査 


と 蔵書 構成 は ほとん ど 変 
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化し て いな い . 1 部 門 の 宗教 書 , 4 部 門 の 医学 書 , 9 部 
門 の 文学 書 が 圧倒 的 で , 次 いで 8 部門 の 語学 関係 書 が 
多い . 表 4 か ら 教 科 書 を 除い た タイ トル は 702 点 で , 
その 冊数 は 1375 冊 で ある . 日 盲 社協 調査 は その 10 年 
後に な る が , 1302 点 , 2814 fi CHS. 

表 3 に は 厚生 省 の 委託 点字 書 は その 性 質 上 半年 ほど 
BN CRAB SOC, その 分 の 50 点 , 120 fe 
加え る と 1352 点 , 2934 冊 に な る . これ を 表 4 の 教科 
書 を 除外 し た も の と 対比 する と , 10 年 間 に タ イト ル で 
650 点 , 冊数 で 1559 冊 の 増加 と な る . 厚生 省 の Bit 
点字 書 は 80 部 の 印刷 で ある が , 地方 の 学校 図書 館 そ 
の 他 か ら の 頒布 希望 が あり , 平均 100 部 程度 は 印刷 さ 
れ て いる よう で ある . か り に , これ ら の 全 出 版 物 が 平 
均 100 部 ずつ 印刷 され た と すれ ば , 国内 に 約 30 Fit 
の 点字 図書 が 存在 する は ず で ある (雑誌 ・ 教 科 書 を 除 
いて ). 実際 に は 富士 根 園 の よ 2 出版 所 の 名 簿 か ら 
消え て いる が , 過去 に お いて 数 多く の 図書 を 出版 し た 
も の も ある こと を 思え ば , 点字 図書 の 国内 普及 は 相当 
な 数 字 に 上 る も の と 思わ れる . 


厚生 省 委託 書 

点字 出版 を 考え る 場合 , 見 の が すこ と の で き な い の 
は , 厚生 省 の 委託 点字 書 の 存在 で あり , 前 記 総 目録 中 
に 占め る 比率 は 実に 大 きい . (加藤 善徳 ) 


REBAR BO Hi 


1890 (明治 23 ) 年 に 日 本 点字 が 制定 され て か ら の 十 
数 年 間 は , 教科 書 は も っ ぱら 手打 ち (手書き ) で 作ら 
れ て いた . と の と と は , 教科 書 の 印刷 が 行なわ れ る よ 
うに な っ て か ら も ゃ 長く 尾 を 引き , ほぼ 大 正 末期 に 及 
A. それ は 出版 教科 書 の 種類 が まだ 少な か っ た こと 
と , 点字 書き の 訓練 を 重んじ し た た めで ある . 


次 に 点字 教科書 の 出版 を , 普通 科 , BIR Is LO 


楽 科 の 3 部 に 分 け て 述べ る . 


普通 科 教 科 書 
失明 軍人 Ga Pe) 山岡 熊 次 が 主宰 する 日 本 盲人 
協会 は 1909 (明治 42 ) 年 , 尋常 小学 国語 読本 お よ び 
修身 書 を 出版 し て 全国 の 紅 学 校 に 供給 し , 次 いで 小学 
地理 , 同 座 史 な ども つく り , 大 正 初 期 ま で 使わ れ た . 
また , 1909, 10 年 どろ 京都 盲 喧 院 内 ブ プライ ュ 社 は , 高 
等 小学 国語 読本 を 印刷 し て , 自 校 の ほか 若干 の 希望 校 
に わけ た が , これ は 短期 間 で あっ た . 上 記 の 日 本 盲人 











協会 お よび ブラ イラ ュ 社 の 点字 表記 は , と も に 歴史 的 か 
な づか いで あっ た . その ほか , 大 正 年 間 に は 東京 盲 学 
校 鍼 投 講 完 所 , 伊達 点字 印刷 所 な ど が 小学 教科 書 の 一 
部 を 印刷 し た が , これ ら の 点字 表記 は いずれ も 表 音 式 
で あっ だ た. 

大 阪 毎日 新聞 社 が 尋常 高 等 小学 校 用 の 修身 , 国語 , 
地理 , 歴史 , 理科 , 算術 の 点字 教科 書 を 発行 し た の は 
1923 (大 正 12 ) 年 4 月 か ら で あ る . その 前 年 3 月 , B 
学校 教科 書 刊 行 会 が 大 阪 毎日 新開 慈善 団 ( 現 ・ 毎 日 新 
開 大 阪 社会 事業 団 ) の 援助 で これ を 始め た が , 1 年 で 
運営 に 行 詰まっ た の で 同社 が か それ を 引受 け て 発行 する 
よう に な っ た の で ある . 次 いで 1924 年 に は 小学 校 用 唱 
歌 の 教科 書 (楽譜 付き ), 日 本 地図 , 世界 地図 も 発行 し 
た . また , 1931 (昭和 6 ) 年 4 月 か ら は 文部 省 著作 盲 
学校 初等 部 用 国語 読本 を 毎年 1 学年 ずつ 発行 し , 修身 
巻 6 が 完成 し た の は 1942 年 で ある . 

1923 年 8 月 , 盲 学校 令 が 公布 され , 翌年 か ら 盲 学 
校 に 中 等 部 が 置か れる よう に な っ た の で , 伊達 点字 印 
刷 所 は 保科 孝一 の 「 大 正 国語 読本 」 を 印刷 し た . 続い 
て 英語 , 物理 , 化学 , 数 学 な ど に も 及び , 多く の 小学 
校 教 科 書 も 点訳 し た が , 1945 年 3 月 の 戦災 で 終わ り 
を 告げ た. 

1925 年 , 希望 社 (後藤 静香 ) は 吉田 弥平 の 中 等 国 
文 読本 を 発行 , これ を 引継 い だ が 家人 キリ スト 信仰 会 一 
東京 光 の 家 は , 中 等 部 の 地理 , 歴史 , 公民 を 点訳 し , 
1944 年 東京 点字 出版 所 に 引継 が れ た . 

昭和 年 間 に は 東京 盲 学校 同窓 会 ( 桜 雲 会 ) が 中 学 国 
語 , 英語 , 数 学 , 神戸 点字 社 は 数 学 , 理科 , その 他 , 
大 阪 市 立 盲 学校 同窓 会 は 岩波 国語 , 星 文 社 は 修身 な ど 
と , 多く の 中 学 教科 書 が 出版 され た . 

終戦 後 の 1949 年 3 月 , 教育 基本 法 が 公布 され , 翌 
年 4 月 か ら 盲 学校 に も 高等 部 が 設け すら れる よう に な っ 
た . この 前 後 か ら , 毎日 新聞 社 で は 中 学部 , 高等 部 の 
教科 書 も 発行 する よう に な っ た . 

1949 50 年 ご どろ か ら , 静岡 県 の 富士 根 園 Cll 
=) は 高等 部 各 科 の 教科 書 を 出版 し た が , 短期 間 で 
中 止 し た . AMO 日 本 ライ ト ハ ッ ウス 点字 出版 所 は 19 
52 年 か ら , 東京 点字 出版 所 は 1953 54 年 ご ろか ら 中 
学部 , 高等 部 の 出版 に 着手 し た . 

義務 教育 の 点字 教科 書 は , 長い 間 , 毎日 新聞 社 だ け 
で 作ら れ て いた が , 1957 年 か ら 日 本 ライ ト ハ ウッ ス 点 
字 出 版 所 と 東京 点字 出版 所 が これ に 加わ り , 文部 省 著 
作 教 科 書 に つい て は 入札 方 昔 が と られ る こと に な っ た 
DC, それ 以後 は この 3 者 で 作る こと に な っ た 
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表 1 昭和 42 年 度 菩 通 科 教 科 書 出版 状況 1968 年 1 月 24 昌 現在 を 点訳 し て 自 校生 以外 の 
Qe op. ee 中 * 8 | 高等 部 希望 に も 応じ た . その ほ 
4 キロ 点 毎 | ライ ト | 東 点 | 点 毎 | ライ ト | 東 点 | ラ イト | 東 A か , 東京 の 帝国 育 人 会 
eS a) <8 din™ i ln sti2)"| 420) | 6a) ーー 
| | | | | 4 - 
社 会 | 5⑨1|1Q①| | 2qO | 1Q① | 3@ | seD| sas) SN ee 
算数 ・ 数 学 | | | 65) | | 32) | 20D] 2@ 版 し た . 
phe Bae per | ‘© | ap | eals@ ee 
Ber | | | | | ] | 6 
保健 ・ 体 喜 | | | | 1@) 11 @| 年 か ら , BREE ( 解 
技術 ・ 家 庭 | 2② | | e⑨ | | 1 | #2, 生理 2, 病理 4。 
発行 所 別 計 | 741) | 7Q8) | 1022) | 8Q9) | 9(24) | 12(36) | 25(99) | 19(66) 内科 4, 鍼 術 ・ マ ッ サ ー 
総 計 | 24 (51) 29 (79) | 44 (165) ジ ・ 電 姜 法 ・ 衡 生 ) E 
) 点 舞 一 毎日 新聞 社 東 点 一 東京 点字 出版 所 プラ イト 一 日 本 ライ ト ヘ ウス さん , 発行 し て 広く 用 い 
昭和 42 年 度 の 3 者 の 教科 書 出版 状況 は 表 1 の 通り bik. 


CHS. 


鍼 投 科 教科 書 
東京 填 学 校 同窓 会 ( 桜 寺 会 ) は 1909 (明治 42 ) 年 


~ 1911 (明治 44 ) 年 に , 鍼 披 料 の 教科書 と し て BH 
三 策 著 (SG BS |) (解剖 3, 生 理 3) を 発行 し た が , 
その 前 後 か ら 多く の 医学 書 を 点訳 し て , EV Hee 


の 盲 学校 に 供給 し た . また , 京都 府立 盲 学校 , 大 阪 市 


立 盲 学校 , 大 阪 府立 衣 学 校 な ど で も , 古く か ら 医 学 書 
表 2 1943--1948 年 の 理 療 科 教科書 使 用 校 数 到 よ び 発行 同数 











年 度 | 学校 数 | 理 療 科 教 科 書 発行 同数 
1943 年 55 | 6,681 
1944 76 | 10,234 
1945 fi eae 13,591 
1946 55 | 8,420 
1947 50 | 8,686 
1948 71 | 16,682 
表 3 昭和 42 年 度 理 療 料 教科 書 出 販 状 況 968 年 1 月 24 晶 現在) 
BPS 日 本 | 東京 | 大 阪 市 立 
科目 | ライ トス ヘッ ス | 点字 出版 所 | Bs 
fe | 4800f| 580m | 148(3) ft 
年 0 2 ee oC) a | 4 GND 1 ③ 
eae: tea ie ba bee. 
iP 134) |) sao om 
症候 概論 | 2@ | 2@ | 
治療 一 般 | 54) |1@ | 
理論 と 実技 a) os te 1) 
医学 更 |」1 ぐ ③ 1 (② 
2 が 1、 <2 を (8 7 (13) 1 (② 
そ の 他 4 (8) 
MAOH | 2 (59) | 34 (76) 5 (10) 
an 67 (145) 





RAS FRAO BARRE, 1928 (昭和 3 ) 年 か 
ら 中 等 部 鍼 投 科 教科 書 (解剖 3, 生 理 3, 病理 3, 治療 
3, あん ま ・ 鐵 術 ・ マ ッ サ ー ジ ・ 衛 生 ) を 編さん , 発 
行 し た が , 1935 年 どろ 所 中 止 し た - 

大 阪 市 立 盲 学校 同窓 会 は 1925 年 出版 部 を 開設 し , 
同年 に は 生理 4, 初等 物理 1, 音楽 理論 1, 初等 化学 
1 を 発行 , DK, BEA, 音楽 の 教科 書 , その 他 を 出 
版 し て いる . 

日 本 鍼 投 協 会 ( 星 文 社 一 東京 点字 出版 所 ) は , 1934 
年 か ら 数 年 に わた っ て , 中 等 部 鍼 投 科 用 教科 書 ( 解 


ルッ ー i= 
mein 


m2, 生理 2, 病理 3, Bil: ZA - マッ サー ジ ・* 
衛生 ・ 経 交 ・ あ ん ま ・ 電 気 療法 ・ 診 察 ・ 別 科 用 解剖 ・ 


生理 ・ 病 理 ) を 編さん, 発行 し た . これ は 終戦 後 も 
GHO (General Headquarters of the Allied Powers 
ZGEBRNGH) の 承認 を 得 て , 広く 供給 され た . 戦 
中 ・ 戦 後 の 物資 不足 の お り , 用 紙 配 給 を 受け た 当時 の 
aCSRIC LD, SRA EMBL 2 CHAS. 

日 本 ライ ト ヘ ウス は , 1957 年 か ら 謀 学校 理 療 笠 教科 
書 対策 委員 会 編さん の 点字 教科 書 を , 星 字 版 と と も に 
多数 発行 し て いる . 


音楽 笠 教科書 

教科 書 と 呼ぶ の が 適当 か , どう か は わか ら な い が 
1914 (大 正 3 ) 年 に 東京 衣 学校 で 印刷 し た 田辺 尚 雄 著 

音響 学 」(3), 上 野 音楽 学校 編 SHAH! C2), 
桜 雲 会 発行 の 草 河 延 夫 著 「 唱 歌 法 と 発声 法 」 (て 3) な ど 
は , 当時 重要 視 さ きれ た も の で ある . 

昭和 に な っ て か ら は , 徳 研 会 で 出版 し た 山田 流 筆 三 
RRS 59 (59), 1927 年 , PRESS CH 
Bll (RSs | (4), 「 筆 曲 歌 集 」, 32, 3 年 
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ご どろ 同 校 か ら 出 し た 宮城 道雄 作曲 「 筆 の 楽譜 」 (冊数 
不明 ) が ある . な お , 東京 教育 大 学 付属 宜 学 校 か ら 出 
され た も の に , ピア ノ 教 則 本 , オル ガン 教則 本 , 田辺 
沿 雄 著 「 日 本 音楽 講話 」 (8), 桜 寺 会 発行 の BRE 
訳 編 「 点 字 楽 譜 の 書き 方 」 な ど が ある . 

大 阪 市 立 盲 学校 同窓 会 か ら も , 終戦 前 に は 音楽 関係 
点字 書 が 多く 出さ れ , 終戦 後 は 高松 市 の 平井 点字 社 が 
この 部 門 の 点字 書 を 多く 出版 し て いる . (肥後 基 一 ) 


盲人 施設 の 収益 事業 


社会 福祉 事業 の 種別 

1951 (昭和 26 ) 年 3 月 29 日 , 社会 福祉 事業 法 が 施 
行 さ れ た . この 法律 に は 「 社 会 福祉 事業 と は , 第 一 種 
社会 福祉 事業 お よび 第 二 種 社会 福祉 事業 を いう 2」 と 規 
定 し て ある . 第 一 種 社会 福祉 事業 と いう の は , 生活 保 
護法 に いう 救護 施設 , 更生 施設 , 児童 福祉 法 に いう 盲 
ろう ら 児 施設 , 老人 福祉 法 に いう 養護 考 人 ホー ム , 特別 
養護 盲人 ホー ム ま た は 軽 費 送 人 ホー ム , 身体 障害 者 福 
祉 法 に いう 失明 者 更生 施設 な ど で あ る . 

第 二 種 は 届出 社会 福祉 事業 と いわ れ , 身体 障害 者 福 
祉 法 に いう 点字 図書 館 ま た は 点字 出版 施設 を 経営 する 
事業 お よび 身体 障害 者 の 更生 相談 に 応ずる 事業 な ど で 
DS. 

第 一 種 は 国 ・ 地 方 公共 団体 また は 社会 福祉 法人 が 経 
営 す る こと が 原則 に な っ て いる た め , 運営 資金 は さ ほ 
ど と 困難 で は な い が , 第 2 種 で は , 国 ・ 地 方 公共 団体 以 
外 の 民間 施設 に お いて は , どこ で も ゃ 資金 難 を 経験 し て 
いる . 国 ま た は 公共 団体 か ら の わずか な 補助 金 は ある 


が , 多く は 寄付 金 に 依存 し な けれ ば な ら な い の が 実情 
で ある . 


収益 事業 の 法規 

社会 福祉 事業 は 寄付 に 頼る 6 だけ で は な く , その 人 資金 
を 得る た め 営 利 的 事業 を 行なう こと が で きる . 社会 福 
祉 事業 法 の 第 6 章 第 25 条 に 収益 事業 と いう 規定 が あ 
る . 社会 福祉 事業 を 行なう た め の 財 源 を 生み 出す 営利 
的 事業 で , 利益 の 中 か ら 必 ず 定 め あら た 人 額 を 社会 福祉 事 
業 に 繰 入 れ ん な けれ ば な ら な いこ と に な っ て いる . 

(収益 事業 ) 第 25 条 社会 福祉 法人 は , その 経営 
する 社会 福祉 事業 に 支 曽 の な い 限 り , その 収益 を 社 
会 福祉 事業 の 経営 に 充て る た め 収 益 事業 を 目的 と す 
る 事業 を 行なう こと が で きる . 

2, 前 項 の 収益 事業 に 関す る 会 計 は , 当該 社会 福祉 
法人 の 行なう 社会 福祉 事業 に 関す る 会 計 か ら 区 分 し 
特別 の 会 計 と し て 経理 し な けれ ば な ら な い (社会 福 
祉 事業 法 ) . 


収益 事業 の 現況 

この 法律 に よっ て , 映画 館 や が ガソリン スタ ンド な ど 
多様 な 収益 事業 を 行なっ て いる 社会 福祉 潜 人 も 多く あ 
SD, 盲人 関係 で は , 社会 福祉 法人 日 本 ライ ト ハ ウス 
の ライ ト ハ ウス 金属 工場 (大 阪 市 ) が ある . 

(長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 」 
[社会 福祉 大 法 」 新 日本 法規 出版 昭和 242 

[社会 福祉 事業 辞典 |] ミネルヴァ 書房 昭和 41 


日 本 の 盲人 福祉 団体 


日 本 盲人 福祉 委員 会 
発足 


日 本 盲人 福祉 要員 会 (ABZ) は , 第 1 回 アジ ア 盲 


人 福祉 会 議 の 決議 に 基づい て 厚生 省 な ら び に 文部 省 の 
世話 で 1956 (昭和 31 ) 年 4 月 7 日 , 日 本 盲人 会 連合 
(ABH), 日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 (日 盲 社協 ) 
お よび 全国 盲 学校 長 会 ( 盲 学校 長 会 ) の 代表 ら に よっ 
て 設立 総会 を 開い て 発足 し た . 初代 委員 長 に は アジ ア 
盲人 福祉 会 議 の 議長 で あっ た 下村 宏 ( 1875 ~ 1957 ) 


を 推し , 事務 所 を 大 阪 に 置い た . な お , 下村 宏 の 死去 





日 本 盲人 福祉 委員 会 発 会 式 (下村 雪 の あい さ つ ) 


516 日 本 の 盲人 福祉 団体 








こよ っ て 野村 秀雄 が 委員 長 を 継い だ . 


目的 と 構成 

日 育 和 要 は 盲人 の 福祉 お よび 教育 に 関係 ある 国内 団体 
の 連絡 協調 を 図る と と も に , 国際 的 連絡 活動 に 当たる 
こと を 目的 と し , 役員 は 前 記 3 団体 な ら び に 盲人 福祉 
に 関係 ある 団体 か ら 選 出さ れ た 者 お よび 学 職 経験 者 に 
よっ て 構成 され て いる . 


事業 方 針 

事業 方 針 は , ① 盲 人 の 福祉 お よび 教育 に 関係 ある 国 
内 ・ 外 と の 連絡 , ② 調 査 ・ 研 究 ・ 啓 発 宣伝 ,③ 盲 人 に 
関す る 優良 図書 の 推薦 お よび 翻訳 , 紹介 , 編集 , 刊行 
④ 職 業 に 関す る 研究 , ⑤ 失 明 防 止 に 関す る 諸事 項 , 
⑥ 国 際 会 議 出 席 者 の 推薦 な ら び に 派遣 ,⑦ 世 界 盲人 福 
祉 協議 会 ( World Council for the Welfare of the 
Blind = WCWB ) 日 本 代表 会 員 の 選出 お よび 登録 
⑧ 機 関 紙 の 発行 , その 他 と な っ て いる . 


愛 盲 十字 シー ル 運 動 

設立 当初 の 資金 と し て は , アジ ア 盲 人 福祉 会 議 の 残 
余 金 と 日 盲 連 ・ 日 盲 社協 ・ 青 学校 長 会 の 負担 金 お よび 
日 本 ライ ト ハ ウス か ら の 寄付 金 に 過ぎ な か っ た . これ 
ら の 資金 で は , 海外 と の 連絡 は も と より , その 他 の 事 
業 に も こと 欠く 始末 で WCWB の 会 費 の 納入 さえ お ほぼ 
つか な か っ た . そこ で 経済 確立 委員 会 を 設け て シー ル 
募金 の 方 法 を 取入れ る こと に し た . 1958 年 に 図案 家 
農 峨 山 真 の 奉仕 に よっ て , 片 か な の メ を 図案 化 し た 
「 愛 盲 十字 」 の マー ク を 制定 し , 画家 小磯 良平 の 奉仕 
(こよ る 原画 と デザ イン に よっ て シー ル を 作成 し , 毎年 
これ を 発行 し て 全国 の 善意 ある 人 びと の 協力 を 得 て い 
る . この 運動 は 年 ご と に 拡大 され て 協力 金 も 上 昇 し て 
日 盲 委 の 事業 の 大 き な 資 源 こ な っ て いる . この ほか に 
鉄道 弘済会 か ら 事 業 助成 費 な ども あっ た . 


法人 化 

1960 年 1 月 「 愛 盲 十字 シー ル 」 に よる 資金 を 基 と 
し て , 社会 福祉 法人 を 設 
ML. RAR 4WAO 
構成 は 理事 9 A, 監事 2 
人 , 評議 員 21 人 で 会 長 
に 堀 木 鎌 三 , 理事 長 に 島 
居 篤 治郎 を 推し た . 堀 木 
の あと に 安田 厳 が , また 











1970 年 に は 早川 徳 次 が 会 長 に な っ た . 


事業 内 容 

日 盲 要 が 行なっ た お も な 事業 は 次 の 通り で ある . 

[助成 事業 ] ① 日 育 連 , 日 盲 社協 , 盲 学校 長 会 の 諸 
事業 へ の 助成 , ② 日 本 盲人 福祉 研究 会 (大 学卒 業 の 盲 
人 団体 ) の 機関 誌 発行 費 助 成 ,③ 国 際 会 議 参 加 の 日 本 
代表 へ の 助成 ,④ 盲 人 福祉 施設 整備 に 対す る 助成 ,⑤ 
盲人 に 関す る 図書 発行 に 対す る 助成 , ⑥ 盲 人 団体 に 対 
する テー プレ ュー ダー の 寄贈 , OBR: BAIR 
の カナ タイ プラ イタ ー の 寄贈 , ハン セン 病 盲 人 に 対 
する トラ ンジ スタ ラジ オ と 録音 用 テー プ の 寄贈 , OB 
導 犬 協会 に 対す る 誘導 把 の 寄贈 . 





第 10 回 身体 障害 者 福祉 展 


[各種 会 合 の 開催 ] 1956 年 以来 毎年 「 点 訳 奉 仕 感 謝 
の 集い 」 を 鉄道 弘済会 と の 共催 で 開き , 2 万 ペー ジ 以 
上 の 点訳 者 3 人 な いし 4 人 を 全国 表彰 , 1 万 ペー ジ 以 
上 の 点訳 者 20 人 前 後 を 地区 表彰 し た . また , 1965 年 
以来 , カナ タイ プ 技 術 の 向上 を 図る た め 日 本 盲人 カナ 

タイ プ 協 会 と 共催 で 全国 盲人 カナ タイ プ ュ ン テ ス ト を 
開い て いる . 1962 年 に は WHO と WCWB の 要請 0 
より 国際 的 活動 の 一 環 と し て , 第 14 回 世界 保健 デー 
(テー マ は 視力 保護 ・ 和 失明 防止 ) に 参加 し , 失明 防止 
な どの PR を 行なっ た . この ほか , BFR O 弁論 大 
会 , 体育 大 会 , 野球 大 会 , 点字 競技 会 な ど を 後援 し 
た . 厚生 省 ・ 東 京都 な どの 主催 で 開催 され て きた 身体 
障害 者 福祉 展 に 対し , 1952 年 の 「 身 体 障害 者 福祉 法 
施行 10 周年 記念 」 の 第 10 回 か ら 参 加 し て , 盲人 に 関 
する パネ ル な ど を 出品 , 啓蒙 家伝 し , 現在 に 至っ て い 
る . 国際 的 に は , 1966 年 に アル ゼン チン 盲人 援護 協 
会 の 要望 に より , ブエノスアイレス 市 で 開催 の 国際 盲 
人 作品 展示 会 に 日 本 盲人 の 絵画 ・ 手 工 品 な ど を 出品 
し , 1967 年 に は , アメ リカ の ボス トン で 開か れ た 第 
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4 回 国際 盲 青年 教育 者 会 議 に お ける 国際 盲人 用 具 展 示 
会 に , 日 本 の 点字 器 ・ 点 字 タ イプ ライ ター・ 盲 人 用 そ 
ろば ん ・ 盲 人 用 計量 器 ・ 白 いつ えな ど を 出品 し た . 

[研究 ・ 出 版 ・ 刊 行 ] 1964 年 に 厚生 省 か ら 助成 金 
を 受け て , 視覚 障害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 ・ 調 査 を 
行ない , その 報告 書 を 刊行 し た ほか , 翌年 に は 厚生 科 
学 補助 金 を 受け て , 視覚 障害 者 補助 要 具 に 関す る 研 
究 , 特に 各種 点字 器 お よび 点字 要 具 の 改良 研究 を 行 な 
7 は 

1957 年 か ら 機関 紙 の 「 日 盲 委 , 世 盲 協 ニ = ュー スレ 
ター」 を 年 6 回 発行 し て いる . 1958 年 以来 , WCWB 
アジ アァ 委員 会 の 機関 紙 The Asian Blind を 年 1 回 発 
AFT LC ATED 1964 年 に 編集 者 の つ ご ら で 中 断 し , 
1970 年 か ら 復 刊 し て いる . (長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 」 

| 日 本 盲人 福祉 要員 会 規約 ] 昭和 31 

「 社 会 福祉 法人 日 本 盲人 福祉 委員 会 定款 ] 昭和 35 


日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 


創立 経過 

日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 (ABA) Ik, 各種 
盲人 福祉 施設 の 向上 を めざす 協議 機関 で ある . これ ら 
施設 は 当初 は 日 本 盲人 会 連合 (日 盲 連 ) の 機構 の 中 
に あっ た が , 盲人 自身 の 団体 (organization of the 
blind ) と 盲人 福祉 の た め の 援 護 団 体 ( welfare for the 
blind ) と は その 性 格 を 異 に し て いる の で , それ ぞ れ 
分 離 , 独立 すべ き で ある と いら 声 が 高まり , 日 本 盲人 
会 連合 の 会 長 で あっ た 岩橋 武夫 は , 日 盲 連 か ら 盲 人 福 
祉 施設 関係 を 切 離す こと を 提議 した. CORR, BA 
福祉 施設 関係 者 が 相 寄り , 1953 年 10 月 , 協議 会 を 設 
立 し た . その 目的 と し て 「 日 本 盲人 会 連合 と 緊密 な る 
関係 を 保ち つつ 各 施 設問 の 連絡 融和 を 図り , 盲人 文化 
の 向上 と 盲人 福祉 の 達成 に 貢献 する 」 と 規定 し , 次 の 
よう な 事業 目標 を 定め た . ? 

① 各 施設 間 の 連絡 調整 , OB Ach aICAt 4H 
な ら び に 統計 ・ 調 査 , ③ 盲 人 に 対す る 各種 文化 財 な ら 


びに 機械 妖 具 待 の 発明 く ふ 2 う , ④ 盲 人 の 職業 に 関す る 


指導 と 助成 ,⑤ 海 外 盲 人 施設 と の 連絡 親善 , OBAD 
福祉 増進 に 関す る 各種 事業 な ら び に 運動 , ⑦ 点 字 お よ 
び 普 通 字 に よる 年 報 ・ 機 関 紙 な ら び に 各種 文献 の 出 
刊行. 3 | 
機構 と し て は , 総務 部 , 点字 出版 事業 部 , 点字 図書 
館 事業 部 , 厚生 援護 事業 部 の 部 制 を 設け て , 各部 に 部 





日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 創立 15 周 年 記念 全国 大 会 


長 を 置い た . 役員 は 委員 長 1 人 , 副 委 員 長 2 人 , 委員 
BA, 監事 2 人 と 定め て 初代 委員 長 に 岩橋 武夫 , 副 
委員 長 に 高田 秀 道 と 本 間 一 夫 を 選び , 事務 所 を 国立 東 
京 光明 寒 ( 現 ・ 国 立 東 京 視力 障害 セン ター) ACB 
た . 岩橋 武夫 の 死後 は 高田 秀 道 が これ を 継ぎ , の ち に 
会 長 制 を と り 寺 尾 増 太 , FRIES, 大 山 正 が 会 長 と な 

り , 1971 年 , 現在 は 実 本 博 次 で ある . | 

1962 年 7 月 24 日 か ら 3 日 間 , 第 10 回 総会 を 大 阪 
で 開催 と 同時 に , 創立 10 周年 記念 全国 盲人 社会 福祉 
事業 大 会 を 開い て , 会 員 施 設 の 職員 で 盲人 福祉 事業 に 
30 年 以上 従事 し 功績 の あっ た 20 人 を 表彰 し た . 

1966 年 の 総会 で 規約 の 一 部 を 改正 し て 委員 制度 を 
理事 制度 に 改め た が , 1968 年 の 総会 で も 規約 の 一 部 
を 改正 する と と も に 事務 所 を 日 本 点字 図書 館 (東京 都 
新宿 区 ) 内 に 移し た . 改正 され た 規約 に は , 施設 運営 
の 合理 化 と 施設 職員 の 能力 開発 を 図る た め 次 の よう な 
事業 を 行なう こと が 規定 され た . 

① 施 設 運 営 の 合理 化 な ら び に 施設 利用 者 の 処遇 の 充 
実 ,② 施 設 職 員 の 研修 会 な どの 開催 な ら び に 国内 ・ 海 
外 派遣 , 盲人 福祉 に 関す る 資料 の 収集 , 調査 研究 な 
ら び に 啓蒙 ・ 宣 伝 , 

さら に , 事業 遂行 の た め に 企画 調査 委員 会 を 設け て 
点字 出版 , 点字 図書 館 , 更生 援護 , 盲人 ホー ム , BA 
用 具 の 5 部 会 に 改め られ た . 

この 総会 で は , 「 表 彰 規定 ] を 制定 し , 同時 に 開か 
れ た 創立 15 周年 全国 盲人 福祉 施設 大 会 で 施設 職員 31 
人 を 表彰 し た が , 以後 も 毎年 の 大 会 ご と に 表彰 し て い 
る 


活動 状況 

日 盲 社協 は 日 本 家 人 福祉 委員 会 (ABE) か ら 事 業 
費 の 助成 を 受け て 次 の ょ うな 事業 を 行なっ て きた . 
① 日 盲 和 要 に 協力 し て 盲人 福祉 関係 政府 予算 に 対す る 


518 日 本 の 盲人 福祉 団体 











陳情 , ② 盲 人 用 具 開 発 の た め の 奨 励 と 展示 会 の 開催 , 
③ 点 字 の 研究 , ④ 関 係 職員 の 研修 会 」 ⑤ 盲 人 福祉 施設 
長 運営 会 議 , ⑥ 盲 人 施設 実態 調査 , ⑦ 会 員 施設 要覧 の 
発行 , 盲人 更生 要 具 目録 の 発行 , ⑨ 全 国 点字 図書 総 
目録 の 発行 , ⑩ 日 盲 要 の 「 視覚 障害 者 の 新 職業 に 関す 
る 研究 」, 「 視 覚 障害 者 補助 要 具 に 関す る 研究 」 一 特に 
各種 点字 器 お よび 点字 用 具 の 改良 研究 に 協力 , ⑩⑪ ハ ン 
セン 病 盲人 に 対し 点字 用 紙 の 寄贈 , ⑮ 会 員 施設 へ 点字 
タイ プラ イタ ー を 寄贈 , 盲人 福祉 諾 問題 の 研究 , O 
盲人 福祉 関係 事業 の 啓発 ・ 家 伝 活動 , ⑯ 会 報 発行 . 


再度 の 改組 

激動 する 社会 に 処す る た め と , 盲人 社会 福祉 事業 の 
近代 化 を めざし て , 1971 年 , 神奈 川 県 箱根 で 開か れ 
た 定期 総会 に お いて , 大 幅 な 規約 改正 が 行なわ れ た . 
ET, その 目的 を 「 こ の 会 は 盲人 福祉 の 関係 機関 , 団 
体 と 緊密 な 連携 を 保ち , 盲人 福祉 の 増進 を 図る た め , 
各 施 設 の 発展 を 積極 的 に 図る と と も に , 施設 職員 の 待 
過 を 改善 し , 資質 向上 に 努め . も っ て 盲人 廊 化 の 向上 
と , 福祉 増進 に 寄 号 す る 」 と 改め た . 

また , 事務 局 強 化 の た め 常 任 理事 制 を 設け , 理事 の 
定員 な ど を 増員 し , 企画 調整 委員 会 を 廃止 し , 学識 経 
験 者 を 含め た 福祉 研究 委員 会 を 新設 , さら に , 収容 施 
設 部 を 併設 し た . な お , この 総会 で 役員 改選 の 結果 , 
実 本 博 次 が 会 長 と な っ た . (大 槻 茂 ・ 長 岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 」] 

「 規 約 な ら び に 会 員 名 薄 ] 昭和 32, 36, 43 

「 昭 和 43 年 度 定期 総会 ・ 第 16 回 全国 大 会 」 日 盲 社 
協 昭和 43 

「 第 17 回 定時 総会 な ら び に 全国 大 会 議事 録 」 ABH 
協 昭和 44 

「 日 育 社 協会 報 」 No.19 昭和 41 ~ No.21 昭和 42 
「 日 盲 社協 昭和 46 年 度 定期 総会 ・ 第 19 回 全国 育 人 
福祉 施設 大 会 」 日 盲 社協 昭和 46 


日 本 盲人 会 連合 


創立 と 事業 

岩橋 武夫 は , 戦後 の 社会 情勢 に 希望 を 失っ て いる 身 
体 障 害 者 を 奮起 させ る た め , 1948 年 に アメ リカ か ら 
ベル レン ュ ケ ラー を 指 い で 目 本 全 半 に レン 二 半 以 寺 
キャ ン ペ ー ン を 展開 し た が , これ を 機会 に 全国 盲 界 の 
統一 を 図っ た . その 結果 , 同年 8 月 17,18 の 両日 , 大 
阪 府 具 塚 市 二 色 浜 に 20 AR 都 道 府 県 代 表 100 余人 が 集 


_ 法 の 制定 








まり , 日 本 盲人 会 連合 (日 盲 連 ) 結 成 大 会 が 開催 され た . 

日 育 連 は 各 都 道府県 育 人 団体 が 組織 単位 と な り , 最 
初 は 盲人 福祉 施設 も 加入 し て いた . これ を 契機 に 未 組 
織 の 各地 盲人 た ちゃ 団体 を 結成 し て 30 団体 7000 人 が 
AE Te: 

日 盲 連 は 各 加 盟 団 体 間 の 連絡 融和 を 図り , 盲人 廊 化 
と 盲人 福祉 の 向上 に 真 献 す る こと を 目的 と し て , 次 の 
よう な 事業 を 行なう こと を 定め た . 

① 連 合 各 団体 間 の 連絡 融和 , ② 盲 人 諸 問 題 に 関す る 
統計 調査 な ら び に 研究 , ③ 盲 人 の 文化 向上 に 関す る 諸 
運動 , ④ 盲 人 職業 に 関す る 指導 助成 ,⑤ 海 外 盲人 団体 
と の 連絡 親善 , ⑥ 盲 人 の 福祉 増進 に 関す る 諸事 業 , 
⑦ 点 字 な ら び に 普通 字 に よる 年 報 , 機関 紙 , 各種 文献 
の 出版 刊行. 

機構 と し て は , 総務 , 経理 , 企画 , 渉外 , 文化 , EB 
生 , 職業 , 事業 , 青年 ・ 婦 人 の 各部 を 設け , 初代 会 長 
に は 岩橋 武 夫 が 就任 し た . 


事業 

当初 の 運動 目標 は , ① 世 界 的 標準 に 立つ 盲人 社会 立 
衣 ろ う あ 義務 教育 の 完全 な 実現 , OK 
業 の 保全 と 新 職業 の 開拓 と 育成 な ど で あ っ た . 

政府 に 対す る 要望 と し て , ① 乗 車 船 賃 免 除 , ラジ 
ォ 聴 取 料 免除 ,③ 税 金 の 減免 ,④ 盲 人 保護 法制 定 , 
⑤ 共 同治 療 所 設置 , ⑥ 交 通 安 全 な ど が あっ た . 

これ ら の 運動 目標 な ら び に 要望 事項 の ほとん ど が , 
現在 立法 化 さ れ 実 施 き れ て いる . すなわち , BRIO 
ろう 児 の 義務 教育 制度 は 1948 年 に , BAO 福祉 は 身 
体 障害 者 福祉 活 と し て 1950 年 に 施行 され た . 

以来 , 総会 お よび 全国 盲人 大 会 を 毎年 開催 し て , 組 
織 的 に 盲人 運動 を 幅広 く 行なっ て いる . 1954 年 に は 
世界 盲人 福祉 協議 会 ( WCWB ) に 加盟 し て , パリ 
で 開催 され た 総会 に 代表 と し て 鳥居 篤 治 郎 と 岩橋 英 行 
を 派遣 した. 

会 長 岩橋 武夫 の 死後 
は , 鳥居 篤 治 郎 が 会 長 と 
な 0, 1955 年 6 月, 毎 
日 新聞 社 の 援助 に より へ 
レン ・ ケ ラー を EBS, 
「 愛 の し お り 」 を 作成 し 
て 資金 獲得 運動 を 起こ し 
た . また , 同年 10 月 に は 
東京 で 開催 し た アジ ア 盲 
人 福祉 会 議 に 参与 し た . 


鳥居 冬 治 朗 
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1956 年 に は 
前 会 長 岩橋 武夫 
の 遺 徳 を 永久 に 
(EX DISD 大 
阪 盲 人 福祉 協 
会 (現在 の 社団 
法人 大 阪 弟 人 福 
祉 協会 ) と 共同 

岩橋 武夫 是 徳 碑 で 内 外 に 呼び か 
け 「 愛 盲 の 使徒 ・ 岩 橋 武 夫 先生 是 徳 牧 」 を ライ ト ハ ウス 
の 前 庭 に 建設 し た . また , その 残余 金 を も っ て 「 岩 橋 
賞 」 を 設定 し , 1958 年 か ら そ の 愛 形 精神 を 長く 伝え る 
EEK, 盲人 の 福祉 増進 , 文化 お よび 援護 な ど に 著 し 
く 頁 献 し た 人 た ち を 毎年 の 盲人 福祉 大 会 で 表彰 し て き 
た . その 受 賞 者 は 1971 年 まで に 30 人 に 及 ん で いる . 
この ほか , BEM, 婦人 部 , 音楽 部 も それ ぞ れ 毎年 
大 会 を 開い て 研修 会 , 音楽 会 な た ど を あわ せ て 行ない , 
会 員 の 資質 向上 を 図っ て いる . Ek, 福祉 対策 , 職業 
oR, 組織 強化 の 各 委 員 会 を 設け て, それ ぞ れ の 立場 
で 事業 を 推進 し て いる . 





法人 の 認 

1963 年 , 烏 居 篤 治 郎 の 後任 に 金成 甚五郎 が 会 長 に 
選任 され た . これ を 契機 に 事務 所 を 大 阪 か ら 東 京 へ 移 
Lk. 同年 の 総会 に お いて 法人 化 と 日 本 盲人 福祉 エン 
ター の 建設 を 決議 し て , 募金 活動 を 開始 する と と も 
に , 1966 年 6 月 1 日 を も っ て 社会 福祉 法人 の 認可 を 得 
た . この 法人 は 第 2 種 社会 福祉 事業 で あっ て 次 の 事業 
fPDCUNY る の 

③ 都 道府県 に お いて 視覚 障害 者 を 主体 と し て 構成 す 
る 団体 に 対す る 連絡 お よび 助成 ,② 更 生 相談 所 , 点字 
出版 所 , 宿泊 所 の 設置 経営 」。③ 調 査 , 研究 , 改善 お よ 
び 普 及 宣伝 」。④ 生 活用 具 の 改善 ・ 普 及 な ど . 

1967 年 に 国際 盲人 連盟 に 加入 し , 1969 年 10 Alc = 


ロン ボ で 開催 の 同 連盟 第 1 回 総会 に 大 野 加 久 二 , 村谷 


昌弘 を 派遣 し , 村谷 は 同 連盟 の 理事 に 選任 され た . 
1969 年 に は , 国有 鉄道 か ら 借受 け て いた 土地 建物 
を 買収 し て 1971 年 鉄筋 テ ヌン クリート 3 階 邊 の ビル を 
建設 し た . 1970 年 現在 の 加盟 団体 は 51 で メン バー は 
約 5 万 人 で ある . (長岡 加藤 治 ) 


AB EERROSS 
日 盲 連 は , 愛知 県 刈谷 駅 近く で 不慮 の 死 を 遂げ た 宮 
城 道 雄 の 1 周忌 に 際 し , 刈谷 市 , 宮城 会 と と も に 1957 


。 年 5 月 25 日 , 同 地 に 供 
BEE IESLL, その 除幕 
式 を 行なっ た . AA, 愛 
知 県 立 刈谷 商業 高等 学校 
講堂 に お いて , 第 1 回 全 
| 国家 人 音楽 家 大 会 を 開き 
これ を 機会 に 日 育 連 音楽 
‘ 部 を 創設 し た . 以来 , 4 
上 都 道 府 県 の 盲人 協会 に も 
| 音楽 部 の 設置 を 呼び か け 
盲人 音楽 家 の 全国 組織 を 





eeu een aie 2 
確立 する に 至っ た . » 
この 間 , 音楽 部 は 毎年 各地 で | 全国 盲人 音楽 家 大 会 」 
を 開催 する と 同時 に 盲人 に よる 「 全 国 筆 曲 演奏 会 」 を 
も 主催 し じ し 。 ほ まだ ただ) 次 の まう な 事業 を 遂行 し て きた . 

[ 筆 曲 楽譜 の 全国 統一 ] 第 1 回 全国 育 人 音楽 家 大 会 
で 従来 関東 ・ 関 西 で 記載 法 が 異な っ て いた 笛 曲 点字 楽 
am, こと に その 特殊 記号 を 統一 し た . 

[「 邦楽 点字 楽譜 解説 ] の 出版 と その 解説 レ ュ ヌー ド の 
製作 販売] 邦楽 , こと に 本 ・ 三 蓄 ・ 胡 弓 ・ 尺 八 ( 都 
山 流 ) な ど , 笛 曲 に 関す る 特殊 奏法 と 記号 に つい て , 
林 薫 夫 ほか 京都 府立 盲 学校 邦楽 科 職 員 の 手 で 全国 共通 
の 統一 案 を 得 た の で , 1957 年 7 月 , 日 本 点字 研究 会 
か ら 「 邦 楽 点字 楽譜 解説 1 と し て , 点字 ・ 活 字 両 版 を 
出版 する と 同時 に , 引用 例 を 実演 し た 解説 レー ュ ド 
(現在 は 録音 テー プ ) を 製作 ・ 販 売 した. 

[ 笛 曲 演奏 会 ] 1958 年 , 大 阪 に お ける 第 2 回 大 会 
Db, 全国 か ら 集まっ た 午 曲 家 に よる 全国 三 曲 演奏 会 
を 毎年 開催 し て きた . 

[「 点字 音楽 の 友 」 発刊 ] 1962 年 , ABH 音楽 部 の 
機関 鞍 と し て 「 点 字音 楽 の 友 」 が 創刊 され , 毎年 4 回 
発行 きれ て いる . 

[全国 宜 人 音楽 家 名 簿 の 作成 ] 1961 年 , 全国 盲人 
音楽 家 約 500 人 の 名 簿 を 作成 , 1967 年 改訂 版 を 作っ 
て 頒布 し た . ( 林 薫 夫 ) 

[参照 文献 ] 

「 日 本 盲人 会 連合 定款 」 昭和 23, 41 

| 日 本 ライ ト ハ ウス 四 十 年 史 ] 昭和 37 

(BE) 第 23 回 全国 盲人 福祉 大 会 組織 委員 会 昭和 45 





全日 本 ライ ト ハ ッ ス 連 財 


日 本 の ライ ト ハ ウス 
1906 年 に ウィ ニ フ レ ッ ド ・ ホ ルト ・ マ ザー (Wini- 


520 日 本 の 盲人 福祉 団体 














ライ ト ハ ウス 開館 式 ( 右 よ り マ ザー,。 AKA, 岩橋 武夫 ) 
fred Holt Mather) に よっ て , ニュ ー ヨ ー ク に 世界 
最初 の ライ ト ヘ ウス が 設立 され た . それ を 契機 に , て 


ザー 夫人 の 愛 盲 精神 に 共鳴 し て , 盲人 の 福祉 を 使命 と 
する ライ ト ハ ウス が 世界 の 各国 に 次 々 に 設立 され る に 
ミラ ルム 

1922 年 以来 , 岩橋 武夫 は マザー の 信念 と その 活動 
に 共鳴 し , 日 本 に ライ ト ハ ウス を 建設 する こと を 念願 
2 

岩橋 武夫 は , 1934 年 , アメ リカ の ハバ フォ ー ド 大 
学 や クエ ー カ ー 教 派 , その 他 , 太平 洋 沿岸 の 日 系 キリ 
スト 教 諸派 に 招 か れ て , 講演 旅行 を し て 得 た 謝礼 金 と 
篤志 家 の 寄 付 金 な ど に より , 1935 年 に 世界 で 13 番目 
の ライ ト ハ ウス を 大 阪 市 阿倍 野 区 に 設立 した. 翌年 に 
は ライ ト ハ ウス の 生み の 親 , マザー 夫妻 を 迎え て 開館 
=: Wha geo fae 


ライ ト ハ ウス 連盟 の 誕生 

マザー 夫人 の 三 つ の 願い は , ① 盲 人 の し あわ せ を 願 
5, ② 盲 人 の し あわ せ の た め に 働 こ う , OHADLS 
わせ を 豆 ぼ うと いう も の で ある が , 岩橋 は この 願い を 
計 精 神 と いう こと ば で 表現 し た . 第 2 次 世界 大 戦 
後 , この 愛 盲 精神 に 共鳴 し , 各地 に 「 ラ イト ハッ ウス] 
と 用 す る 盲人 施設 が 次 々 と 新設 され た -. 

マザー 精神 を 日 本 に 広め る た め に , 全国 8 ヵ所 の 
「 ラ イト ハウ ス ]」 施設 に よっ て , 1960 年 に 「 全 日 本 
ライ ト ハ ウス 連盟 ] が 結成 され た . 

連盟 は ライ ト ハ ウス の 創始 者 マザー の 精神 に 則り , 
盲 事業 の 健全 な 発展 を 図り , 盲人 福祉 の 増進 に 寄与 
する こと を 目的 と し て , ① 愛 盲 精神 の 普及 徹底 , ② 相 
互 連 絡 と 協調 、③ 盲 人 問題 に 関す る 研究 と 調査 , ④ ア 
ジア 盲 界 に 対す る 指導 啓発 ,⑤ 海 外 の ライ ト ハ ウス と 
の 連絡 提携 , ⑥ 年 報 の 発行 な ど を 行なう こと に し た . 
創立 総会 に お いて , 会 長 に 岩橋 英 行 を 選び , 事務 所 を 


大 阪 の ライ ト ハ ウス に お いた . 

[加盟 施設 ] 1968 年 現在 の 加盟 施設 は 次 の 10 施設 
で ある . 

京都 ライ ト ハ ウッ ス (BISBEE) 京都 市 , 慈愛 園 熊 
本 ライ ト ハ ウス (エス ター・ ベ バニ ハー ト ) 熊本 市 , 島 
根 ラ イト ハッ ウス (AR) 松江 市 , 東京 光 の 家 (秋元 
梅吉 ) 東京 都 , 名 古屋 ライ ト ハ ヘッ ス (片岡 好 亀 ) AG 
屋 市 , 日 本 ライ ト ハ ウス (岩橋 英 行 ) 大 阪 市 , 福岡 光 
BAS (ASS) 福岡 市 , 山梨 ライ ト ヘ ッ ウス (和田 吉 
弥 ) 甲府 市 , 延岡 市 立 ラ イト ハッ ウゥ ス (牧野 延 義 ) 延岡 
市 , 鳥取 県 ライ ィ ト ヘッ ス (土谷 栄一 ) 米子 市 . 


事業 

お も な 事業 は 総会 を 機会 に 講演 会 , 研修 会 , 施設 見 
学 , 懇親 会 な ど を 催し て 会 員 施設 職員 の 資質 向上 を 図 
り , 親交 を 深め て 事業 遂行 の うえ に 役立て て いる . & 
ら に , 年 1 回 , BBA! と 「 全 日 本 ライ ト ハ ヘッ ウ 
ス 総合 年 報 ] を 発行 し て いる . (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献] 

「 全 日 本 ライ ト ハ ウス 総合 年 報 ] 全日 本 ライ ト ハ ヘッ ウ 
ス 連 盟 昭和 35 ~ 43 

[EAI No.4 昭和 44 


HABA aR OTE 


治 

この 会 は , 1961 (昭和 36 ) 年 7 月 , 視力 障害 者 で 大 
学 (新制 大 学 , 短期 大 学 , 旧 御 大 学 , 旧制 専門 学校, 
外国 の 大 学 な ど ) を 卒業 また は 中 途 退 学 し た 者 , な ら 
びに 在学 中 の 者 に よっ て 組織 され て いる . 

結成 式 は 大 阪 市 北 区 の 太融寺 で 行なっ た が , 最初 , 
結成 の 7 月 に ちな ん で この 会 の 名 称 を 「 文 月 会 」 と 呼 
Pr Cw rye; 

結成 当初 は 相互 扶助 と 親睦 を 図る こと を 目的 と し て 
いた が , 1964 年 の 第 4 回 例会 で , 盲人 福祉 に も 積極 
的 に 参加 する こと を 決め , 会 名 も 「 日 本 盲人 福祉 研究 
会 ] と 改め , 規約 の 改正 も 行なっ た . 


事業 

現在 , 会 員 は 276 人 , うち 名 准 会 員 5 人, 疲 助 会 員 
89 人 , 正会員 182 人 で , 次 の よう な 事業 を 行なっ て 
いる . ① 毎 年 1 回 例会 の 開催 . ② 機 関 誌 「 新 時 代 」 の 
発行 . ⑨ 文 化 講演 会 の 開催 . ④ 大 学 の 門戸 解放 運動 . 
④ 就 職 対 策 な ど で あ る . 


HA の ti tt Pe は 





[ 新 時 代 の 発行 ] これ は 点字 と 愚 字 で 年 2 回 発行 し 
て いる . 盲人 の 福祉 , 教育 は も る と より , 個々 の 研究 論 
文 な ど 多彩 な 内 容 で , 盲人 関係 者 を は じ め , 学識 経験 
者 な ど に ゃ 高く 評価 され て いる . 

【 交 化 講演 会 〕 文化 講演 会 は 年 4 回 , 東部 , 中 部 , 
西部 の 各地 区 で 開催 し , 講師 に は 学識 経験 者 や 海外 で 
家人 に 関す る 研修 を し た 会 員 を 招き , 地区 会 員 は も と 
より , ボラ ンティア , 地区 在住 誤 人 に 呼び か け 研 修 の 
場 と し て 成果 を あげ て いる . 

[大 学 の 門戸 解放 運動 ] 現在 , 視力 障害 者 で ある と 
いう こと だ け で , 入学 を 拒否 し て いる 大 学 が 多い . 
1966 年 , 大 学 入学 希望 者 が 志望 校 を 自由 に 選択 で き 
る よう に と , この 会 が 母体 と な っ て 「 全 国 視力 障害 者 
大 学 進学 対策 委員 会 」 を 結成 し , 全国 的 な 規模 で 大 学 の 
門戸 解放 に 取組 ん で いる . 同 委員 会 は 毎年 全国 の 盲 学 
校 を 対象 と し て , 進学 者 数 と 志望 校 を 調査 し , その 結 
末 を 基礎 に 門戸 を 開 さ ざし て いる 大 学 に 対し 直接 交渉 を 
行なう ほか , 受験 を 許可 し た 大 学 に は , 入学 試験 問題 
な ら び に 答案 の 点訳 , 墨 字 訳 な どの 受験 方 法 に つい て 
協議 し , 盲人 の 大 学 進学 を 円 滑 に する よう 努力 し て い 
し 

一 方 , 文部 省 , 大 学 当 局 な ら びと 一 般 社 会 人 に 対 
し , 盲人 の 大 学 進学 に 対す る 理解 と 関心 を 深め る こと 
を 目的 と し て , 関係 者 と 盲人 受験 生 な どの 進学 懇談 会 
や 進学 促進 大 会 を 開催 し た . また , 盲人 受験 生 と その 
関係 者 の た め 参 考 資料 「 進 学 の 手引 き 」 を 発行 し た . 
これ ら の 一 連 の 活動 に より , 現在 20 余 の 大 学 が 門戸 
を 解放 する に 至っ た . また , これ ら の 運動 の 結果 と し 
て , 文部 省 の 「 大 学 入学 者 選抜 方 法 の 改善 に 関す る 会 
議 」 に 専門 委員 を 送る こと が で きた . 


また , 1967 年 に は , 在京 大 学 の 点訳 クラ ブ 会 員 な 
ど に より , 盲 大 学生 を 援助 する 東京 衣 人 問題 学生 協議 
会 が 結成 され , 1969 年 に は 聖心 女子 大 学 MS Hee 
仕 団 の 学生 た ち に より 200 万 円 近い 育 人 の 高等 教育 援 
助 資 金 が 集め られ た . これ を 基金 と し て 「 盲 人 の 高等 
教育 援助 委員 会 ] が 発足 し , 盲 大 学生 の 学習 に 必要 な 
テー プレ コー ダー, 点字 タイ プラ イタ ー な ど が 貸与 さき 
れる こと と な っ た . 1971 年 に は 27 の 大 学 に 41 人 が 受 
験 し , 24 の 大 学 に 18 人 が 合格 する こと が で きた . 

[大 学卒 業 の 盲人 の 就職 〕 大 学卒 業 の 盲人 の 就職 状 
況 は 依然 と し て 悪く , 1970 年 度 人 卒業 の 4 人 の うち 1 
人 が 就職 と いう 状態 で あっ た . この 対策 と し て , A 
年 , この 会 を 中 心 に 就職 対策 委員 会 を 設置 , 東部 , 中 
部 , 西部 に 地区 委員 を お き 活発 な 活動 を 行なっ て い 
る . すなわち , 情報 の 収集 , 職種 の 開拓 調査 , 求人 求 
職 者 の 調査 な ど を 行なっ て 指導 し て いる . 就職 希望 に 
つい て は , プロ グラ マー, 盲人 施設 職員 , 盲 学校 教員 
な ど が 多い . 

[職業 問題 研究 活動 ] この 会 で は , 1968 年 , 職業 
問題 研究 会 を 設置 し た . これ は 長期 的 展望 に 基づい て , 
衣 人 の 職業 施策 を 考え , 運動 の 指針 を 求め る 目的 で 発 
足し た も の で ある . 研究 活動 は 職業 の 意義 , これ に 関 
連 し て 視覚 障害 の も つ 意 味 を 明らか に し , 次 いで わが 
Eiger Oe a UA, SAA, YES Pees S 
BABZORRCOV CRN, fl ChE BARE 
DARD, 在 来 の 職業 以外 に 従事 する 盲人 の 実態 調 
査 , 三 療 業 界 の 実状 な どの 問題 を と ら え 研究 を 進め て 
WS. これ は 将来 の わが 国 盲人 の 職業 像 を 具現 する も 
の と し て 大 き な 期 待 が か か けら れ て いる . CRE 一 ) 


日 本 の 旨 人 事業 協力 団体 


鉄道 弘済会 


財団 法人 鉄道 弘済会 は , 1932 (昭和 7) 年 2 月 25 
A, 鉄道 大 臣 床 次 竹 二 郎 か ら の 寄付 金 に よっ て 設立 さ 
れ た . 設立 初期 は , 日 本 国有 鉄道 の 職域 的 社会 福祉 を 
目的 に し た も の で , も っ ぱら 国有 鉄道 の 公 傷 退職 者 , 
長年 勤続 退職 者 お よび 疾 職 者 の 遺 家 族 ら の 援護 救済 に 
当たり 職業 再 教育 , 授産 , 生業 補導 な ど を 行なっ て き 


た が , 1949 年 か ら は 戦後 の 社会 情勢 に 対応 する た め 寄 
付 行為 の 一 部 改正 を 行ない , 従来 の 職域 的 な 社会 福祉 
事業 の 性 格 か ら , JA< RAR RRAe OWRIC LE 
社会 福祉 事業 に 発展 し た . 

鉄道 弘済会 が 盲人 福祉 事業 を 始め た の は 1957 年 で 
ある . 創立 25 周年 記念 行事 の 一 つ と し て , 日 本 盲人 
福祉 要員 会 (ABB) と の 共催 で , 盲人 文化 に 真 献 し 
た 点訳 奉仕 者 を 招い て 感謝 の つど い を 催し た . 以来 , 
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点訳 奉仕 感謝 の 集い 
14 年 間 に 全国 表彰 お よび 地区 表彰 合わ せ て 毎年 20 人 
程度 の 表彰 を 行なっ て きた が , 1971 年 , いち お う 目 的 
を 果たし た の で これ を 中 止 し , 新た に 「 朗読 録音 奉仕 
感謝 の 集い 」 に 切替 えて 行なっ て いる . Ek, 1961 年 
4 月 に 東京 新宿 区 に 延べ 212 平方 メー トル , 木造 2 
陸 建 て 一 部 コ ユ コンクリート ブロ ッ ク 造 り の 「 テ ー プ ライ 
ブラ リー」 を 開設 し , 業務 運営 は 日 本 点字 図書 館 に 
委託 し て きた が , 1966 年 に これ を 委託 先 に 寄付 し , 
以後 月 刊 テ ー プ 「 角 笛 」 の 刊行 だ け を 委託 し て いる . 
鉄道 弘済会 で は , さら に 全国 9 カ所 に 義肢 装具 製作 
所 を 経営 し て お り , 盲人 安全 づえ , 補聴器 な ど を 取次 
いで いる . BAR 向上 の た め 1960 年 以来 , HAG 

人 会 連合 な ど に 対し て 助成 金 を 出し て いる . 
(松本 征 二 ) 


日 本 赤十字 社 


日 本 赤十字 社 (Ags) は 1877 (明治 10 ) 年 西南 の 
役 に , 元老 院 議 官 佐野 常民 (1822 / 廊 政 5 ~ 1902 / 明 
治 35 ) が 博愛 社 と い 2 救護 団体 を 創設 し た ころ か ら 
始ま っ た . 以来 , 戦時 は も ちろ ん , 平時 に お いて も , 
_ 疾病 の 予防 , 健康 の 増進 , 苦痛 の 軽減 に よる 人 類 平 和 
共存 の 積極 的 な 機関 と し て 重要 視 さ れ て きた . 1952 
(昭和 27 ) 年 , 法律 第 305 号 日 本 赤十字 社 法 に より , 
特別 法人 と し て 認め られ , 定款 に 具体 的 な 事業 と し 
て , RHA, 看護 婦 な どの 養成 訓練 , SM 
営 , 輸血 事業 の 普及 , 身体 障害 者 の 援護 , 児童 お よび 
妊産婦 の 保護 と 安全 法 ・ 家 庭 看護 法 の 普及 , 奉仕 活動 

と 青少年 赤十字 の 育成 , 捕虜 ・ 抑 留 者 の 援護 と 安 耕 調 
査 , 赤十字 通信 な ど が あげ られ て いる . 1919 (大 正 
8 ) 年 赤十字 社 連 盟 創設 以来 , これ に 加盟 し , 執行 委 
員 に 任命 され て , 国際 的 に も 重要 視 さ れ て いる . 

日 本 赤十字 社 の 盲人 福祉 活動 は , 開眼 検診 た なら びに 
開眼 手術 な どの 医療 活動 と , AR, 読書 , 慰問 な どの 
奉仕 活動 に 大 別 す る こと が で きる . 








発想 の 動機 と 個々 的 活動 

1936( 昭 和 11 ) 年 日 本 赤十字 社 人 篤志 看護 婦人 会 が , 
ニュ ュー ヨー クラ イト ハウ ス の 創設 者 マザー ( W.H. 
Mather ) 夫妻 と 大 阪 の ライ トム ウス 館長 岩橋 武夫 を 
日 赤本 社 病 院 に 招待 し た の を 契機 と し て 盲人 福祉 に 対 
する 関心 が , 本 社 役 員 や 替 仕 者 の 間 に 高 まり , 個人 的 
に 点訳 を 実行 する 者 が 現われ 始め た . 


組織 的 活動 に 発展 

戦 後 の 1948 , 49 年 ご ‘Dino, ご く 一 部 の 日 赤 到 部 
が , その 管内 で 開眼 検診 を 実施 し た . 1950 年 4 月 1 
日 に 身体 障害 者 福祉 法 が 施行 され , 日 赤本 社 は 配分 さ 
れ た お 年 玉 年 賀 は が き 寄 付 金 の 大 半 を , 点字 図書 の 購 
A, 開眼 検診 お よび 同 手術 , 義眼 の 新調 と 修理 , BA 
つえ の 変 付 な どの 費用 に 当て る こと と し , 各 都 道府県 
RAN その 実施 を 通達 し た . そこ で , 1951 年 に は 開 
眼 検診 と 同 手術 を 取上げ , 37 表 部 に お いて 次 の よう 
な 年 間 の 成果 を あげ た . 受診 者 総数 3 万 6444 人 , 5 
ち 開 眼 見 込 者 2386 A, 手術 を 受け た 者 496 人 を 数 を 
Te. 

一 方 , 本 社 な ら び に 各 放 部 で は 点字 図書 の 大 量 購入 
を 行ない , 無料 貸出 し を 開始 し た . これ に 刺激 され た 
日 赤 替 仕 団 の 団員 間 に , 点訳 素 仕 に 志す 者 が 尊 次 その 
数 を 増し た . か く て 盲人 福祉 に 専念 する 特殊 奉仕 団 
%, 1964 年 現在 23 府県 に 組織 され る よう に な っ た . 
これ ら の 組織 に 所 属す る 人 員 は 1924 A, この ほか 一 
般 奉 仕 団員 中 に ゃ 点訳 奉仕 する 者 が 多い . 

な お , ラジ オ , テー プ な どの 発達 に 伴い , ARO 
人 福祉 奉仕 は , 現在 た と えば アル ミ 特 利用 の 文字 , 絵 
画 の 研究 な ど , 新しい 方 向 を 求め て 進み つつ ある . 

(高木 武 三郎 ) 





ラル ンズ A 7 


創設 

ライ オン ズクラブ 国際 協会 は 1917 (大 正 6 ) 年 アッ 
リカ 合衆国 シカ ゴ 市 に 誕生 し, 1972 (昭和 47 ) 年 3 月 
未 現在 147 の 国 また は 領域 に , 2 万 5416 クラ ブ , 97 
万 4559 人 の 会 員 を 擁し て いる 世界 最大 の 社会 奉仕 団 
体 で ある . 

国際 本 部 は アメ リカ , イリ ノイ 州 オ ー ク ブル ッ ク に 
置か れ て いる . 

日 本 に は , FFU Y OAR YH C1952463 
月 に 東京 ライ オン ズクラブ が 結成 され て 以来 , BED 
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ざま し く , 1972 年 4 月 末 現 在 1683 777, 9 万 2125 
人 の 会 員 を 擁し , 世界 第 2 位 の ライ オン ズ 国 と な っ 
ie. 


事業 

ライ オン ズクラブ は , それ ぞ れ の 地域 社会 の 指導 的 
立場 に ある 実業 家 や 専門 職業 家 に よっ て 構成 され , 会 
員 は お の お の 1 職能 を 代表 し て , クラ ブ お よび 協会 の 
運営 に 平等 に 参加 , BAL, 個々 え の ラ イオ ンズ クラ ブ 
が , その 地域 社会 に 対し て 奉仕 事業 を 行なう こと が 原 
央 に な っ て いる . 

クラ ブ の 替 仕 活動 は , 農事 , 少年 少女 , 公民 愛国 , 
地域 社会 改善 , 厚生 , AA, 安全 , 視力 保護 ・ 盲 人 厚 
生 , 国際 関係 , 青少年 交換 計画 , CARE, レオ クラ ブ 
な ど , あら ゆる 分 野 に わた っ て いる . 1970 ~ 71 年 度 
の 日 本 ライ オン ズ の アク ティ ビ テ ィ 件 数 は , 3 万 4597 
件 , 金額 は 17 億 8408 万 3189 円 に 達し て いる . 

To ome ts Cia, 1925 CKIE 14) 年 に オハ イ 
オ 州 セ ダ ー ポ イン ト で 開か れ た 第 9 回 国際 大 会 に 招 か 
れ た へ レン ・ ケ ラー (Helen Keller) が , 盲人 援護 
と 視力 保全 計画 の 遂行 に ライ オン ズ の 協力 を 訴え て 以 
来 , ライ オン ズ の 援助 の 手 は 個々 の 盲人 を は じ め , 地 
域 的 な 各種 計画 の 起案 と 維持 , さら に 地区 的 , 全 州 的 
な 規模 の も の に まで 広がっ て いる . 現在 で は 数 多く の 
事業 の 中 で その 件 数 は 25 パー セン ト を 占め て いる . 

視力 保全 に 関す る 事業 と し て は , 成人 向け で は , 
① 視 力 不 全 の 人 びと の 入院 , 診察 , 治療 , 手術 な どの 
費用 の 負担 . ② 不 用 眼鏡 を 回 収 し て , 入 用 者 の 視力 
に 合わ せ て 配分 . ③ 診 療 機関 と 協力 し て 視力 検査 の 実 
施 . ④ 復 職 計 画 の た め の 精 神 的 経済 的 援助 . ⑤ 視 力 回 
復 お よび 研究 の た め に アイ ベン ク に 協力 する . 児童 向 
け と し て は , ① 就 学 前 の 幼児 の た め に , 視力 保全 の 問 
具 の 提供 と 指導 員 の あっ せん . ② 校 外 学級 を 後援 し , 
特別 教師 の 派遣 , 点字 図書 その 他 の 教材 の 供給 . ③ 検 
眼 を 実施 し , 学校 に 視力 テス ト 器 を 贈り , ある い は , 
教室 の 照明 設備 の 改良 . ④ そ の 他 学 校 の 全般 的 計画 に 
関心 を も ち , 精神 的 経済 的 援助 を 行なう . 

育 人 の た め の 事 業 と し て は , ① 点 字 学 習 会 の 後援. 
② 職 業 用 , 学習 用 の 点字 タイ プラ イタ ー の 供給 . OB 
人 が 経 営 する 事業 所 の 援助 . ④ 自 いつ え を , 眼鏡 , 点 
字 図書 , トー キン グ ・ ブ ッ ク , 点字 タイ プラ イタ ー, ラ 
ジオ の 寄贈 . ⑤ 衣 人 の た め の 相 談 員 (ケー スワ ー カ ー) 
の 費用 の 負担 . ⑥ 自 いつ え ぇ 販売 会 な どの 開催 に ょ る 募 
金 運 動 . レク リエ ーション 活動 と し て ピク ニッ ク な 


ど 野外 の 催し に 招待 . ⑧ 盲 導 犬 の 供給 , その 輸送 や 飼 
育 の 援助 . ⑨ 盲 人 の 入院 , 診察, 治療 , 手術 な どの 費 
用 の 負担 . ⑩ ア イベ バン ク 設 立 の 援助 . ⑪ 眼 科 診 療 所 の 
設置 . 各種 催し ゃ の や 会 合 に 参加 する 盲人 の 送迎 費 
の 負担 . ⑬ 盲人 の た め の ペ パー ティ 開催 , みや げ Wi 
呈 . ⑬ 自 いつ え に 関 する 知識 の 広報 . ⑮ 復 職 訓練 セン 
ター の 設立 また は 後援 な ど 多 方 面 に わた っ て 奉仕 し て 
VA oO ieee ko C74 AY ATI TI 
統 的 に 有力 な 盲人 援護 団体 と し て 社会 に 高く 評価 され 
Tasos 
日 本 に お いて は 1956 年 3 月 に , 東京 に ライ オン ズ ・ 
アイ ベ バン タク 協会 が 設立 され , すでに 2 人 の 盲人 が 角膜 
移 殖 を 受け て 光 を 取 戻 し た . この ほか , 静岡 県 の 沼津 
クラ ブ が 中 心 に な っ て , アイ ベ バンク の 運動 を 展開 , 多 
く の 人 びと が アイ ベ バンク に 登録 , 開眼 者 も 数 人 出 て い 
BA. ライ オン ズ で は , これ か ら の た いせ つ な 運 動 の 一 
つと し て 重視 し , 一 般 の 関心 を た か め る よ 2 PR に 努 
め て いる . 日 本 盲導犬 学校 へ の 関心 も 盛り 上 が か がり, ラ 
イオ ンズ が 中 心 に な っ て 1966 年 に 日 本 盲導犬 協会 も 
正式 に 活動 を 始め る に 至っ た . 全国 各 ク ラブ に お いて 
bh, 白い つえ を , テー プレ コー ダー, テ レビ , 点字 タイ プ 
ライ ター の 寄贈 な ど , 盲人 に 対す る 各種 の アク ティ ビ 
ティ が 活発 に 実施 され て いる . 
(ライ オン 誌 日 本 語 版 事務 所 ) 


AA MTL 


日 本 MTL (Mission to Lepers = ¥ ) A b AE SV> 
協会 ) は , 1924 (大 正 13) 年 , AIEEE (1888~1960) 
を 中 心 と し た 少数 の クリ スチ ャ ン が , 多摩 全 生 園 ( 東 
京都 ) に ヘン セン 病 ( ら い ) の 愚者 を 慎 問 し た の を 契機 
と し て 設立 され , その 後 , 多 く の 民 間 有 志 の 協 力 に よっ 
て 続け られ て きた キリ スト 教 に よる 奉仕 団体 で ある . 

日 本 MTL は , 全国 に 散在 する 療養 所 の 病 者 の 慰問 
と 激励 , ここ に 働く 医師 ・ 看 護 婦 そ の 他 の 職員 へ の ね 
ぎら い , 病棟 や 盲人 会 館 の 建設 , 療養 所 内 の キリ スト 
教 伝道 の 支援 , 社会 復帰 へ の 援助 な ど 多 く の 働き を し 
て いる . Ek, 毎年 6 月 の らい 予防 運動 に 協力 し , ら 
い が 遺 伝 病 で な いこ と , 緩慢 な 伝染 病 で 早期 治療 に よ 
っ CHER IIB TST SC EEE, らい に つい て の 正しい 
理解 の た め に , 講演 , 映画 テレビ ・ ラ ジオ 放送 , パ 
ン フ レッ ト , リー フレ ッ ト , 機関 紙 の 発行 , 街頭 に お 
Soke, 献金 箱 ビ ピート ・ ベ バン ク 普 及 運 動 な ど を 
{pik a で ゆい る, 
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近年 は 沖縄 , 台湾 , 韓国 な ど 近 隣 諸国 の 救 ら い 運 動 
に ゃ 援助 の 手 を さ し の べ て お り , イン ド そ の 他 広 く ア 
ジア 諸国 へ も この 運動 を 推進 させ , らい 撲滅 に 国際 的 
な 活動 を 広げ つつ ある . 

わが 国 の らい 療養 所 に 入所 療養 中 の 患者 9624 人 
(1967 年 ) の うち , らい に よる 視覚 障害 者 は 2253 人 
(28.4 ペー セン ド UI( 才 で あれ ら O Bes 


RWG VY are y 


失明 者 リハ ビリ テー ショ ン の あり 方 


失明 者 リハ ビリ テー ショ ン の 意義 

人 生 に は 二 つ の 段階 が ある. すなわち , ハビ リ テ ー 
シュ ン (habilitation) と デビ リ テ ー シ ョ ュ ン (debili- 
tation) CAA. ハビ リ テ ー シ ュ ン は 個人 の 発達 と 成 
長 の 全 段 階 を 通じ て 行なわ れる 学習 , 訓練 , 教育 の 過 
程 で ある . 一 方 , デビ リ テ ー シ ョ ン は 人 間 が 身体 的 に 
も 精神 的 に も 退化 し て ゆく 過程 で ある . 

リハ ビリ テー シュ ン (で ehabilitation) は , 損傷 を 
受け た 人 間 の 生活 に 加え られ る 修復 (repair) 過程 で 
HA. トー マス ・ キ ャ セロ ル (Thomas J. Carroll) は 
リハ ビリ テー シュン を 次 の よう に 定義 し て いる . 
すなわち , リハ ビリ テー ショ ン と は , さま ざま に 異 
な っ た 状態 の 中 で 自分 で は どう する こと も で きず 困惑 
し , 情 灯 障害 を 起こ し , 他人 に 依存 し て 生き て ゆか な 
けれ ば な ら な い 状 態 に ある 中 途 和 失明 者 た ち が , 自分 自 
身 と 自分 た ちの ハン ディ キャ ッ プ に つい て の 理解 , 失 
明 と いう 状況 に と っ て 必要 な 技能 , お よび 自分 の 情 箱 
と 環境 に 対す る 新しい 統制 力 を 獲得 し て ゆく 過程 で あ 
os 

精神 医学 者 で ある ロバ ー ト ・ ブ ラン ク CH. Robert 
Blank) は 次 の よう に 述べ て いる .「 リ ハビ リ テ ー シ ュ ョ 
ン と いう 語 は , 語義 学 の 視点 か ら 考 察 す れ ば , 不運 な 
意味 内 容 を 含ん で いる . すなわち , この 語 は , KAD 
前 に 存在 し て いた 状態 へ 機能 的 に 復帰 させ る 目的 で , 
ーー つの 病 的 状態 に 対し て 一 種 の 機械 的 な アプ ロー チ を 
する こと を 意味 し て いた し , 多く の 人 びと は , 今 な お 
そら し た 意味 で 受取 っ て いる 」 さら に 「 厳 密 に いえ 
ば , 先天 性 の 盲 や ろう あの よう な 障害 に つい て は , リ 
2 交 必 才女 生 ン と いう 語 名 便 欠 きも (は 。』 還 か 全 ら と 
CHAD. ハビ リ テ ー シ ョ ン の 方 が より 適切 で あろ 


は , 指 の 触覚 を 失っ て いる 者 が 多く , 点字 書 を 読む に 


は 知 や くち びる を 用 いて いる . この よう な 重複 で し か © 


も 重症 者 の た め に 日 本 MTL は , 特に 各 療 養 所 に 1 棟 
ずつ の 盲人 会 館 を 建設 し て , 国立 の 全部 と 私 立 の 1 A 
所 と に 寄贈 し て いる . 会 館 の 中 に は 点字 図書 館 ま た は 
避 字 図書 室 を 設備 し , 多数 の 点訳 書 . テー プレ ュー ダ 
ー, ラジ オォ を 寄贈 し て いる . (後藤 安 太郎 ) 


デ テーション 


の 

この 二 つ の 語 を 仙 単 に 区 別 ま る と 。。 リ り ae 
ュ ン と は 障害 者 を 以前 に 経験 し てき た 人 生 へ 復帰 させ 
る こと で あり , ハビ リ テ ー シ ュ ン と は 障害 者 を これ か 
ら 進 むべ き 人 生 へ と 育成 する と と で ある . 

失明 を 和 失明 者 の パー ソナ リティ の 全体 的 構造 に 対す 
る 痛烈 な 打撃 と 認め る な ら ば , 失明 者 の 人 間 を 全体 と 
し て 見 つめ な けれ ば な ら な いし , 職業 上 の リハ ビリ デ 
ーシュ ン だ け に 重点 を お いて は な ら な い . 職業 上 の リ 
ハビ リ テ ー シ ョ ュ ン は , 全体 的 構造 の 一 部 分 に 過ぎ ず ? 
真 に ある べき 完全 な リハ ビリ テー シュン に 対 する 唯一 
の 解答 で は な い . 

成人 が 衣 人 と な っ た と き , DHA 何 を 失っ た か を 
理解 する こと が 重要 で ある . ある 人 びと は 視覚 だ け 
を 和 失っ た と いら. (HO 人 びと は 意志 を BETS HE 
(communication), 行動 力 mobility) お よび FH 
Fw 失っ た と いう . また 他 の 人 は , Bk DHLT 20 
の 特別 な も の を 失っ た と 思っ て いる . 

リハ ビリ テー ショ ン の 分 野 に 従事 する ワー カー に と 
っ て 重要 な こと は , 援助 を 求め る 失明 者 の ひと り ひ と 
り を 分 析 し て , 目 が 見 えな く な っ た 現在 , か れ が 失っ た 
も の が 何で ある か , 視力 が か あっ た と き に どん な 仕事 を 
し て いた か , また どん な 人 物 で あっ た か , 失明 は と ん 
な 影響 ん か れ に 与え た か を 判定 する こと と で ある . も し 
失明 者 が 真 に 必要 と する も の を 認識 し , Dire HES 
社会 に 復帰 させ , 失明 前 の 社会 生活 の 仕方 に 適合 させ 
よう と する な ら ば , 失明 し た か れ が 和 失っ た すべ て を 回 
復 で きる よう , ある い は 適当 な 代用 物 を 見 つけ る こと 
が で きる よら に し な けれ ば な ら な い . 専門 家 と し て ワ 
ー カ ー に と っ て 重要 な こと は , 問題 を も っ た 被 援助 者 
(client. 訳注 呈 社 会 事業 の 専門 用 語 で 福祉 機関 に 援 
助 を 求め る 者 ) に 直面 し , 十分 な 解決 に 達する まで 援 
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呈す る こと で ある . 


失明 者 リハ ビリ テー ショ ン の 四 つ の 段階 

リハ ビリ テー シュン に は 近道 は な い . 失明 者 が 社会 
に 復帰 し , 人 並み の 活動 的 な 生活 を 営 W ど と と が で きる 
前 に , 通過 し な けれ ば な ら な い 重 要 な 四 つ の 段階 が あ 
る ど 思 あれ る . 失明 者 の 全 俸 的 な り リ の ビリ テー ショ ン 
(total rehabilitation) の た め の 四 つの 段階 と は , 身 
体 的 リハ ビリ ー テ ーション (physical rehabilitation) 
社会 的 リハ ビリ テー シュ ン (social rehabilitation), 
心理 的 リハ ビリ テー シュン (emotinal rehabilitation) 
お よび 職業 的 リハ ビリ テー シュ ン (vocational reha- 
bilitation) CHA. 

[身体 的 リハ ビリ テー シュン ] 身体 的 リハ ビリ テー 
Ve Aish, RO] POs と を 利 だ が うと EGE 
要 で ある . 

(1) 被 援助 者 が 居住 し て いる 市 や 州 に お ける 最良 の 医 
師 の 診察 を , で きる だ け 多 く 受 ける こと が で きる よう 
に すべ き で ある . 被 援助 者 は 1 人 の 医師 の 診断 で 満 
足す べき で は な い . 視 援 助 者 の 視力 を 回 復 す る た め , 
可能 な 限り の あら ゆる こと が な され な けれ ば な ら な 
i, 

②⑫ 医 学 的 に 何ら 視力 を 回 復 さ せる こと が で き な い な 
bit, 被 援助 者 が 盲目 の 状態 に ある こと , Ek, そ 
の 状態 が いつ まで も 続く こと を か れ に 知ら せる の は , 
眼科 医 が 負う べき 義務 で ある . 医師 は 盲人 と し て 生き 
て 行か な けれ ば な ら な いこ と を 被 援助 者 に 告げ な けれ 
ば な ら な い . リハ ビリ テー シュン は , 被 援助 者 が この 
事実 を 認識 する まで は , 開始 する こと が で き な い の で 
HO. 特に と の 時 期 に は 専門 的 に 訓練 され た ソー シャ 
ル ワ ー カ ー ま た は 心理 学 的 育 影 と 盲 こつ いて の 知識 を 
も っ た 人 が , 被 援助 者 を 心 の 衝撃 や 意気 消沈 の 状態 か 
ら 立 上 る よう に 反 助 すべ き で ある . CORMOBEDS 
リハ ビリ テー ショ ュ ン の 出発 で ある . 披 援 助 者 に と っ て 


は 自分 に 何 が 起こ っ た の か を 理解 する こと が 重要 で あ 


る . 職員 と し て は , 被 援助 者 が 失明 に よっ て すべ て を 
失っ た の で は な いこ と , また , 適切 な 再 訓練 に よっ て 
ぁ た た び 豊 か な 人 生 が 得 ら れる こと を 話し て , RED 
者 を 安心 させ る こと が 重要 な こと で ある . 

(3) レ ウー カー は 被 援助 者 の 身体 的 外観 に 関し て 援助 す 
べき で ある . 中 途 矢 明 者 が 自然 に みえ る よう に すべ き 
CHS. 被 援助 者 が 自分 自身 の 自然 な 顔 の 表情 を と り 
も どす こと が で きる よう た, 美容 的 に で きる 限り の こ 
と を な すべ き で ある . IRSA 盲人 に 接し て いる と 


き , も し その 盲 人 の 顔 の 表情 が 自然 で な いと , 不快 な 
感情 に 豚 われ る だ ろう . この こと と は 非常 に 微妙 で 取扱 
い に く い 分 野 で あり , し た が っ て , 被 援助 者 を 本 当 に 
よく 知っ て お り , Ek, 被 援助 者 が 自分 を 十分 に 信頼 
し て いる こと を 知っ て いる 専門 家 に よっ て の み 取 扱わ 
れる べき も の で ある . 

[社会 的 リハ ビリ テー シュン ] 全体 的 リハ ビリ テー 
シュ ョ ン の 第 2 の 主要 な 段階 は , 社会 的 リハ ビリ テー シ 
ョ ン で ある . 中 途 和 失明 者 は 独立 し て 活動 する た め に , 
新しい 諸 技 術 を 学ば な けれ ば な ら な い . か れ は コミ ュ 
= ニケーション, 歩行 お よび 日 常 生活 の その 他 の 分 野 に 
お ける 諸 技 術 を 学ば な けれ ば な ら な い . 

(1) コ ミュ ニケ ーション 人 は 目 が 見 えな く な る と 読 
みみ 書き に よる コミ ニュ ケー シュ ン ば か り で は な く , 会 
話 や 無言 の コミ ュ ニ ケー シュ ン も を 容易 で な く な る . KR 
身 的 教師 た ち は , 失明 者 に 点字 や タイ プラ イタ ー を 教 
える こと に お いて は りっぱ な 仕事 を し て きた . し か 
By 22 王 詞 多 ギ シ 当 多 と 浸れ 以 有 の めも お の で ある と 
と を 十分 に 理解 し て いな けれ ば な ら な い . 

多く の 晴 眼 者 が 次 の よう に いっ て いる の を 聞い て い 
る .「 盲 人 の そば に いる と 不愉快 な 気持 に な る こと が 
ある . 話し て いる と き , 決し て 私 を 見 な い BA が い 
る . か れ ら は 決し て ジェ スチ ュ ア を し な い . か れ ら は 
身体 を 固く し て 無 表 情 な 顔つき で 立っ て いた り , 私 の 
征 の 真 近 で 大 声 で 話し た りす る . か れ ら の 顔つき か ら 
は , た と え 私 の 話 に 耳 を 傾け て 開い て いた に し て も , 
な に を 考え , 感じ て いる の か が わか ら な い 」. 

Ek, 盲人 が 次 の よう に いう の を よく 聞く . TE 
者 は 私 た ち を 理解 し よう と は し な い . か れ ら は 自己 紹 
介 を 自ら 進ん で は し て くれ な い . か れ ら が 私 に 向っ て 
話し て いる の か どう か , よく わか ら な い . 会 話 の 中 に 
入っ て ゆく べき 私 の 番 が いつ で ある か わか ら た な い . 私 


は 人 びと に 話し か ける と き , 常に 間違っ た 方 向 に 手 探 


り し た り , 手 を 差出 し た り し て いる . BX OFS It 
ジェ スチ ュ ア に よっ て 話 合 っ て いる の だ ろう が , 私 は 
名 の ジョ ネ 考 = ミア を 見 る る と が で き な い と . 

も し 和 失明 者 が 交際 時 に 満足 を 感じ と よう と する な ら ば 
読み 書き の コミ ュ ニ ケー シュ ン ば か り で な く , SHO 
コミ ュ ニ ケー シュ ョ ン を も 回 復 し な けれ ば な ら な い . こ 
の 会 話 の コミ ュ ニ ケー ショ ン は , 失明 者 に つい て ひど 
く 無視 され て きた 分 野 で ある . 

(⑫) 歩 行 に つい て 単独 で 歩行 する 能力 は きわ め て 重 
要 で ある . BITHVNOHA, お そら く 和 失明 者 の 生活 
の 現実 的 な 面 に お ける 最大 の 衰 失 で あろ う . 歩行 訓練 


ca RRB ALITY ay 


ERR SORPMRITCI +a CHSENHSZNECHS. その 
専門 家 は 失明 者 が 容易 に , 安全 に , か つ 確 信 を も っ て 
単独 歩行 が で きる た め に , 自 い つえ や 盲導犬 な どの 歩 
行 補助 用 具 の 使用 を 失明 者 に 教え る よう 訓練 され た 人 
た ち で ある . ある 人 びと は , も し 和 失明 者 が 単独 で 歩行 
で きる よう に な れ ば , リハ ビリ テー シュ ン 世 お ける 最 
高 の 地 点 に 到達 し た の で ある , と 思っ て いる . BRO 
いて 学ん だ 多く の 者 は , これ が 真実 で は な いこ と を 知 
っ て いる . し か し , ひと り 歩 き が で きる 和 失明 者 は , か 
れ の 人 生 の 再 適応 に 横たわっ て いる 一 つの 大 き な 障 害 
を 乗越 を た と いえ る だ ろう . 

歩行 訓練 は 歩行 補助 用 具 の 使用 技術 ば か り で な く , 
残存 感覚 を 最大 限 に まで 訓練 する こと を 含む べき で あ 
る . 残存 感覚 の 訓練 は いか な る 場合 に も 自分 を 取 囲ん 
で いる 直接 の 環境 お よび 自己 と 事物 と の 関係 を , RB 
者 に 認知 させ る こと が で きる よう に させ る の で ある . 
[心理 的 リハ ^ ビ リ テ ー シ ョ ュ ン ] 人 は 失明 し た か ら と 
Wot, 手 仕 事 に よっ て の みみ 働か な けれ ば な ら な い 理 
貼 は な い . 衣 人 ひと り ひ と り が し た いと 思っ た り , ま 
た , する 資格 の ある 仕事 が , ほか に も 数 多く ある か ら 
CHS. これ ら の 仕事 が , た だ 皮 革製品 や 毛糸 の 人 形 
を 作る 仕事 より も , 優先 的 に 考慮 さん る べき で ある . 

目 が 見 えな いた め に ヒ , 数 多く の 欲求 が 阻止 され る こ 
と は , いま さら いう まで も な い . 視力 が あっ た と き に 
は , 日 常 生活 の 常習 的 な 仕事 で 無意識 的 に 容易 こ で き 
ROLES, 失明 の た め 困 難 な 仕事 と な っ て いる . これ 
ら の 日 常 生 活 で 失明 者 に と っ て 困難 な 仕事 が , ぉ ふた た 
び 容 易 な 仕事 と な る よう , 被 援助 者 を 訓練 し な けれ ば 
な ら な い . よく 次 の よう な こと を 耳 に する . [Zhe 
し て は いけ な い . 私 に それ を させ な さい 」. この よう 
な 取扱 い 方 は , 失明 者 の 依存 性 や 幼児 的 性 向 を 助長 さ 
せる だ け で ある . 

失明 者 は 日 常 生活 の 諸 活動 に お いて 明る く , ゆっ た 
り と 落ち つい た 気持 で いる こと が で きる よう に な ら な 
けれ ば な ら な い . も し 1 人 の 和 失明 者 を 失明 状態 に 十分 
と 適応 し た 人 間 で ある と 判定 し よう と する な ら ば , か 
れ が いつ , どの よう に 他人 の 援助 を 受入 れる か を 知っ 
て いな けれ ば な ら な い . そし て , さら 重要 な こと は , 
か れ が 他人 に 頼ら ず 独 力 で も の ご と を , いつ , LOL 
うに すべ きか を 知っ て いな けれ ば な ら な い の で ある . 
以上 述べ た こと は , 心理 的 リサ バビ リ テ ー シ ュ ン の 実 
施 を 必要 と する 分 野 で ある . そし て , 盲 に 対す る 正 し 
い 態 度 が 確立 し た と き , さま ざま な 技能 の 修得 が 促進 
Sh, リハ ビリ テー ショ ュ ン を 仕上 げ る こと が で きる の 


で ある . 

失明 者 が 失明 に 対し て どん な 態度 を と っ て いる か を 
検査 や 評価 を 通じ て , 検討 する こと に より , 失明 に つ 
いて の 理解 を 得る こと が で きる し , Ek, 失明 に つい 
て 何 を な すこ と が で きる か を , 知る こ と が で きる の で 
DBS. ケー スワ ー ク , カウ ン セ リン グ , グル ー プ ・ デ 
ィ ス カッ シュ ン に より , Ek, 必要 な 場合 に は , 精神 
医学 の 援助 に より , 失明 を その 現実 に 即 し て 正しく 受 
入れ る こと が 可能 に な っ て くる し , Ek, 被 援助 者 を 
援助 し て , その 和 失明 を 受入 れ , 失明 の 人 生 を いか に 生 
きる か を 学ぶ よう に する こと も で きる の で ある . 

[職業 的 リハ ビリ テー シュン] 身体 的 ・ 心 理 的 ・ 社 
会 的 リハ ビリ テー シュ ン に に おい て, それ ぞ れ その 目標 
を 達成 する こと が で きた と 判断 する と き , 次 に な すべ 
SHEL, 被 援 助 者 の た め に 職業 更生 の プラ ン を 作成 
する こと で ある . 失明 以前 の 職業 , ある い は その 職業 
と 密接 な 同列 関係 に ある 仕事 へ 復帰 させ る と いう 方 針 
で , あら ゆる 努力 が な され る べき で ある . も し と の こ 
と か 不可 能 で ある な ら ば , カウ ン セ リン グ に よっ て , 
被 援助 者 が 失明 前 と 同じ 社会 的 ・ 職 業 的 地位 を 保つ こ 
と が 許さ れる よう な 職業 へ 進路 を 向け る よう に すべ き 
CHS. 

時 に は 非 協力 的 な , また 反抗 的 な 被 援助 者 に 遭遇 す 
る こと が ある . それ は 以前 の 職業 的 尊厳 に あみ さわ し く 
な い 地 位 に か れ ら を つけ よう と 試み た か ら で は な か ろ 
うか . 雇用 市 場 は 自動 機械 化 の 増大 に よっ て , 非常 に 
競争 的 な も の と な っ て いる . 盲人 は 大 学卒 業 生 と 競争 
で きる よう に な る こと か が 必要 で ある し , その た め た だ 必 
要 な すべ て の 能力 を も つべ き で ある . 

[全体 的 リハ ビリ テー シュ ン ] 2, 3 時 間 の 点字 の 
授業 , 白い つえ の 使い 方 の 即 成 訓練 , ある い は 1 回 だ 
け で 失明 者 の 諸 問題 を 説き 開か せる 精神 科 医 の も と に 
失明 者 を 送 込 せこ と で , 盲人 を ご ま か す こと は で き な 
い . 全体 的 リハ ビリ テー シュ ン は , 専門 的 に 訓練 され 
た 人 びと , すなわち , 自己 の 専門 を 熱 知 し , し か る, 盲 
(に つい て 自分 た ちがい か に 感じ て いる か を 十分 に 知っ 
て いる 人 た ち に よっ て , 実施 され な けれ ば な ら な い . 
1 人 の 人 に リハ ビリ テー ショ ュ ン の 仕事 を 任せ る こと は 
で き な い . それ は ワー カー に と っ て も , 被 援助 者 に と 
っ て も 正しい 措 皿 で は な い , チー ム ・ ア ブロ ー チ , す 
な わ ち , 専門 家 の 協 力 体制 こそ が 唯一 の 解答 で ある . 
この 協力 体制 の も と に , 被 援助 者 の 心理 , 社会 的 問題 
を 取扱 う 2 ワー カー (psychosocial workers) が 相談 を 
行ない , 歩行 訓練 の 専門 家 が 歩行 や 感覚 の 訓練 を 担当 
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すべ き で ある . また 日 常 生活 の 指導 員 は , 日 常 生活 の 
諸 技術 に お いて 被 援助 者 が 必要 と する も の に つい て 訓 
練 を 行ない , 職業 カウ ン セ ラー は , 雇用 市 場 に お いて 職 
を 見 つけ る た め に 家 人 を 援助 すべ き で ある . さ ら に , 医 
師 お よび 医療 補助 技術 者 paramedical professions) 
は ュ コンサルタント と し て の 役割 を 果たす べき で ある . 
も し , これ ら の 専門 家 を 職員 と し て 失明 者 リハ ビリ 
テー ショ ュ ン 機関 に 配置 し な けれ ば , Ete, 十分 に 整備 
され た 完全 な リハ ビリ テー ショ ン 課程 を 設け な けれ 
ば , 家人 の すべ て の 必要 性 を 満た すこ と に は な ら な い 
の で ある . 

以上 の よう に , 失明 者 リバ ビリ テー ュ ン 事業 に お い 
て , さま ざま な 変化 を 必要 と する の で ある が , この 変 
化 こ そ , この 分 野 の すべ て の 人 びと が , 取組 まな けれ 
ば な ら な い 挑 戦 で ある . 

(ウィ リア ム FL. ガレ アノ 大 槻 守 訳 ) 

[参照 文献 ] 
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失明 者 の 心理 的 更生 と 眼科 医 の 役割 


失明 の 宣言 

眼科 医 は , 失明 の 事実 を 患者 に 告げ る と き に 患者 を 
襲う 恐怖 感 が どん な に 深刻 な も る の で ある か を 思い 知ら 
され る . 眼科 医 の こと ば と 態度 は , 失明 者 の 心 に 非常 
に 鮮明 な 体験 と し て 残る . そし て 和 失明 者 の 人 格 (パー 
クチ オリ ティ) に よっ て , その 受取 り 方 は さま ざま で あ 
る が , 失明 者 は いく た びと な く , 眼科 医 と の 接触 の 場 
面 を 思い 出し , 自分 が いだい て いる 希望 や 絶望 の 状 
態 に 対す る 根拠 を 見 出 そ う と 努め る で あろ う . し た が 
oC, 医師 自身 が , 失明 は と うら て い 克 服 す る こと の で 
き な い 痛ま し い 悲 劇 で ある と 感じ て いる 場合 に は , こ 


の 医師 の 気持 が 患者 の 態度 に どん な 影響 を 手 え る か は - 


容易 に 想像 で きる . 

眼科 医 は , 失明 の 事実 を 患者 に 知ら せな けれ ば な ら 
な い が , あぁ ふたたび も の を 見 る 機会 が な いと 告げ る こと 
は , 「 生 ける し か ば ね 」 で ある こと を 宣告 する よう な 
も の で ある . し か し , 患者 は 目 が 見 える 人 間 と し て 
は 死ぬ が , 盲人 と し て 生ま れ 変 ちり, そし て 新しく 
感覚 器官 を 訓練 に よっ て 働か し , 新た な 世界 に も う 一 
度 初 めか ら 生き る こと を 学ば な けれ ば な ら な い . いい 
換え れ ば , 失明 と いう 事実 を 自分 の 生活 に お ける 自然 


の 条件 と し て 受入 れる こと で ある . この よう に 矢 明 を 
受入 れ な けれ ば , 失明 者 は 満足 を 呈 を えて くれ る 生産 的 
社会 復帰 へ の 再 教育 に 心から 入っ て ゆく こと は で き な 
いで あろ う . 一 方 , 眼科 医 に は , 患者 が 和 失明 を 受入 れ 
る こと が で きる よう に 導き , 更生 へ の 道 へ 患者 を 出発 
させ る , と いう ユニ ー ク な 機会 か ある の で ある . 


失明 に 対す る 患者 の 反応 

患者 は その 性格 に あふ さわ し い 仕 方 で , 失明 に 対し さ 
ま ざ ま な 反応 を 示す . こと に 患者 は , 失明 に 対し て , 
将来 の 家庭 生活 と 社会 生活 の 設計 に 破壊 的 な 影響 を 及 
ほす 和 緊 急 事態 と し て 反応 する . 患者 は その 人 特有 な 仕 
方 で 盲 の 問題 に 反応 する で あろ うか ら , その 人 の 人 格 
の 構造 を 理解 する こと に よっ て , その 反応 が どん な も 
の で ある か を , ある 程度 は 予測 で きる で あろ うら . 
過去 に お いて 他人 に 強く 依存 し て 生き て きた 者 は , 
失明 すれ ば さら に 他人 に 依存 する 仕方 で 反応 する の が 
普通 で ある . この よう な 者 は , し ば し ば 寄生 躍 的 存在 
と な り , 失明 に ほとん ど 適 応 す る こと が で き な い . ま 
た , 視力 を 失っ て ゃ 平然 と し て , あま り 取 乱 し た 態度 
を みせ ない 者 も いる. と の よう な 人 は , むし ろ 盲 人 
と し て 他人 に 依存 する こと に 満足 し て いる よう で あ 
る . Lah, BAM TIE し い 理 解 を も た な い 家 族 
や 友人 に よっ て , その 依存 心 が 助 長き され て いる こと も 
DS. 

強い 独立 心 と 分 別 を も っ て 生活 に 適応 し て きた 者 
Wk, お そら く 和 失明 に 対し て も 十分 な 適応 が で きる で あ 
ろう . この よう な 患者 は 和 失明 に よっ て 衝撃 (shock ) 
と , 悲し み の 表 現 で も ある 意気 消沈 (depression ) の 
時 期 が 終る と , 盲人 と し て の 社会 的 地位 を 見 出し て ゆ 
の SG あの ろう 

ある 患者 た ち は , 目 が 見 えな た く な っ て いく に つれ 滋 
し い 慎 り を いだく . そし て , その よう な 慎 り が 正当 で 
ある と 思っ て いる た め , 更生 の 機会 を た 失っ て し まう こ 
と が 多い . と き に は 視力 を 失っ た こと で , 医師 を 非難 
する こと ゃ も ある . 多く の 有 眼科 医 は , この 事実 に きわ め 
て 徴 感 で ある . し か し , 医師 と し て は , で きる だ け 
は っ きり と 吊 者 に 対し 納得 の いく よう に , 失明 の 原因 
を 明らか に し な けれ ば な ら な い . 失明 の 原因 を 明らか 
に する こと は , 失明 者 の リハ ビリ テー ショ ュ ョ ン に 悪影響 
を 及ぼ す 他 の 側面 . すなわち , 失明 は 過去 に 犯し た 罪 
悪 に 対す る 処罰 で ある と いう よう な , 根強い 迷信 を 取 
除く こと に も 役立つ で あろ う . 眼科 医 は , KHATAZB 
者 が 誇張 され た 反応 を 示す こと が ある こと を 十分 知っ 
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て お く こ と が 必要 で , 場合 に よっ て は , 精神 医 の 治療 
に ゆだね る べき で ある . 


失明 に 対す る 眼科 医 の 態度 

視力 の 喪失 は , 眼科 医 に 一 般 人 以上 の 衝撃 を 与え る 
こと は 理解 で きる . この 衝撃 は , し ば し ば 眼科 医 が 眼 
科 を 職業 と し て 選ん だ 場合 と 同じ よう に , 深い 情緒 的 
な 根源 を も っ て いる . し た が っ て , 眼科 医 は 患者 の 失 
明 に 対し 情緒 的 反応 を 示す こと が 多い . 

失明 に 対す る 眼科 医 の 情緒 的 反応 に は いく つか の 理 
由 が ある . 患者 の 失明 が , 医師 自身 の 能力 の 不足 を 示 
FLO, 自尊 心 を 傷つけ る も の , ある い は 医師 と し て 
の 評判 を お と す も の で ある と 思う か も 知れ な い . BS 
の 失明 は , 医師 が 患者 に つい て い だ いて いる 同一 感 
(identification), また , 親密 感 と い FAC, 医師 
(に と っ て 重大 な 意味 を も っ て いる か も ゃ も 知れ な い . これ 
ら の ケー ス で は , 眼科 医 は 失明 し て いる こと を 自分 で 
は 思 者 に 告げ ず , 患者 に 会 2 機会 が か は と ん ど な く な っ 
て し まっ て か ら , 看護 婦 を 通じ て 失明 の 事実 を 知ら せ 
て いる の で ある . 

この よう に 和 失明 の 事実 を 患者 に 伝え る こと に 和 失敗 し 
た 結果 , 患者 は 敵意 と 怒り を 医師 に 直接 向け て し まう 
こと ゃ も ある . 

多く の 医師 は , 患者 に 対す る 同情 と 配慮 か ら , 将来 
医学 や 手術 の 進歩 に よっ て 視力 が 回 復 す る か も 知れ な 
いと いら 希望 を も た せ た い と 思い が ち で ある . し か 
し , この よう な 医師 の 配慮 は , 患者 が 失明 状態 に 適応 
し , 更生 し て いく に 当たり , か えっ て 最も 思慮 の な い 
措置 と な り , 失明 へ の 適応 を 阻害 する 結果 と な る . 


医師 の 留意 すべ き 点 
患者 が 失明 し , 視力 を 回 復 す る 機会 が 全く な いと 判 
Pramas 娘 油 と タイ ベン シング を よく 考慮 し で ,! と 
の 事実 を 決定 的 に , は っ きり と 患者 に 告げ る べき で あ 
る . その 際 医 師 は 過去 の 経験 を 取上げ , 「 他 の 医師 で 
あれ ば , 赴 っ た 意見 を も つか も 知れ な い 」 と いう , 
BOK <h, 感情 お よび 希望 を 十分 理解 し て い 
る こと を 患者 に 感じ させ な が ら 説 明 す る こと で ある . 
さら に 医師 は , 失明 の 事実 を 知っ た あと で , 続い て 起 
こる 衝撃 の 時 期 に つい て も , よく 知っ て お く 必 要 が あ 
る . この 時 期 に は 患者 は 抑 うつ 状態 に な り , 自殺 と い 
うら 思い つめ た 気持 に な る こと も ある が , 医師 は 幻想 を 
与え る よう な 態度 を と っ て は な ら な い . と き に は , 
気分 を 引き た て る の に 役立つ アン フェ タ ミ ン の よう な 





楽 品 で 対処 で きる こと が ある . この 時 期 に は , し ば ら 
く の 間 , 患者 が 和 失 な っ た 目 に つい て 基 き 悲し な こと が 
で きる よう に すべ き で ある . EOL ACKEAELAR 
あと に , 患者 は 徐々 に 更生 へ の 過程 へ 入っ て ゆく こと 
が で きる の で ある 。. 

患者 が 抑 うつ 状態 に ある 時 期 の 訪問 者 , 特に 家族 や 
親戚 の 見 舞 に こつ いて, 医師 は 慎重 な 配慮 を し な けれ ば 
な ら な い . し ば らく の 間 は 患者 を 隔離 し , この よう な 
患者 の 取扱 い に 慣 れ た 職員 を そば に 思 く こと が 賢明 で 
ある . 

絶 也 の 状態 に ある 患者 の 気持 に 対処 する た め に は , 
多く の 有人 能 な 盲人 が 成 し 遂げ た 業績 に つい て の 事例 を 
あげ た り , また , 患者 を りっぱ に 適応 し て いる 盲人 た 
ち に 親しく 接触 させ る こと が 効果 的 で ある . 失明 に つ 
いて 患者 が も っ て いる 既成 観念 を 打破 する た め に は , 
余暇 や 職業 活動 の 面 で 盲人 が で きる こと を 十分 に 知ら 
せる こと が , 医師 に と っ て 最も た いせ つ な こ と で あ 
る . 

「 た と ぇ 和 失明 し て いて も 人 間 と し て 価値 は 失わ れ な 
い . すなわち , 障害 の ゆえ に 劣っ て いる の で は な く , 
た だ 見 えな いと いう と だ ゆか (Se TO ae 
っ て いる に 過ぎ な い . 患者 と し て 最も 重要 な の は , 一 
般 の 人 びと と 異な っ た 条件 を も っ て いて る 有意義 に 生 
きる こと が で きる と いう こと を 学 選 こと で ある 」 LA 
者 に 感じ させ る こと が た いつ で ある . 

医師 と し て 和 失明 を 決定 的 に 告げ る こと の な むずかしい 
の は , 眼科 手術 が 患者 に と っ て 将来 の た め に 可能 性 の 
ある 場合 で ある . 網膜 剣 離 の ケー ス は , この よう な 問 
題 の 例 で ある . COBB, 医師 と し て は , 患者 が 失明 
を 十分 受入 れん な いま ま , 盲目 と いう 生け る し か ば ね 同 
然 の 状態 に と ど め て お く か どう ら か を 決定 し な けれ ば な 
ら な い . 患者 が すでに 和 失明 し て いる こと , そし て 盲人 
と し て 生き る こと を 学ぶ こと , 目 の 状 態 を 調べ る た め 
3 カ月 な いし 6 ヵ月 後に 再 診 窒 に くる こと な ど を 話す 
方 が 患者 に と っ て 親切 で ある . 

いつ 和 失明 を 宣告 する か の 判断 が 最も むず か しい の 


は , 将来 いつ か は 視力 を 失う 患者 の ケー ス で ある . こ 


の 場合 , 最 も 賢明 な 道 は , まず , 最初 は 和 失明 が 起こ り 得 
る 可能 性 を 患者 に 告 び , 徐々 に 和 失明 の 衝撃 に 適応 させ 
る よう に し , それ か ら 数 週間 後に は 多分 失明 する か も 
知れ な いと 話し , さら に 数 週間 後に 失明 が 確実 で ある 
こと を 知ら せる こと で ある . この よう な 仕方 で 十勝 
は , 視力 を 失う 前 に 失明 状態 へ の 適応 を 始め る こと が 
で きる の で ある . 
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次 に 医師 は , 失明 に よっ て 患者 の 顔 が 本 く な る 問題 
OVW CEB LEBANESE CHS. KRBTZEAS 
は , 他人 が いか に 自分 を 見 る か と いう こと に 敏感 に な 
っ て いる . 患者 は 自分 の 顔 に 傷あと が 残り , Bis ie 
細 MaIa ち を 江 れ も 自分 語 を うと し な い の で は た な 
いか と 心配 する . こら し た 愚者 の 不 RL, COBS 
の 失明 へ の 適応 に 対し て 大 き な 影 響 を 及ぼ ほす も の と 思 
われ る . REXZMBBOMDMR< Hoo Tl Th, 現代 
の 進歩 し た 整形 医学 が それ を 矯正 する こと が で きる 以 
上 , この こと を 貞 者 に 話し て 率直 に 語り 合う こと か 必 
Beno Hic) 適当 な あき いろ つき ぬ が れ ね , ブラ 
スチ ッ ク 外 科 手 術 (義眼 ) な ど を 勧め る べき で ある . 

最後 に 眼科 医 に は , 患者 の 生活 の 再建 , すなわち , 
失明 者 の 更生 過程 を 援助 する 機会 が 与え られ て いる こ 
と を 強調 し て お きた い . 眼科 医 は , そう し た 援助 を 勇 
気 と 信念 と 率直 さ を も っ て 行なう こと で ある . COS 
と は , 視力 の 回 復 は で き な か っ た が , 「 真 に 患者 を 治 
療 す る 者 」 (healer) と し て の 使命 を も っ た 医師 の 
能力 を テス ト す る も の で ある . 眼科 医 は , KATO 
者 の 心 の 深い 傷 に 対し て , 治療 を 開始 する こと の で き 
る 立場 に ある . 失明 と いう 創傷 は , 他 の 障害 と 同じ 
に , 更生 の 各 段 階 を た ど りつ つ 直 っ て いく も の で あ 
る . も し ゃ , 更生 過程 の どの 段階 か に 欠陥 が あれ ば , 
回 復 は は か ば か し く な く 中 途 で ざ せ つ す る こと も ある 
か も 知れ な い . こう 考え る と , 医師 は 愚者 に 失明 を 告 
げ る こと に お いて , 更生 過程 の 最初 の , CLTEH< 
最も 重要 な 役割 を 演ずる も の と いう こと が で きる . 

(ルイ ス S. チャ ルド ン ノ 村越 芳男 抄訳 ) 
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眼科 リハ ヘビ リ テ ー シ ョ ン は 医療 の 根本 目的 か ら 出 発 
し た も の で あり , 眼科 臨床 に 含ま れる も の で ある . 
医療 の 根本 思想 は , 患者 各 人 の 家庭 人 , 社会 人 と し 
て の 機能 を 回 復 さ せる と と に ある . 治療 を 受け て も , 
現在 より 視力 が 回 復 し な い 者 お よび 失明 の 恐れ の ある 
者 に 対し て , 治療 の た めい た ずら に 時 間 を 空 費 す る よ 
り は , 視覚 に 代 る 機能 を 得 て , 1 日 も 早く 社会 福祉 お 
よび 復帰 へ 出発 で きる よう , 正しい 判断 と 義務 が 眼科 


医 に は 要求 され て いる . 

多く の 視力 障害 者 は , 自己 の 疾病 に つい て 現状 お よ 
び 予 後 を 的 確 に 把握 し て いな い の が 常 で あり , いつ か 
見 える よう に な る だ ろう と いう は か な い 希望 を も っ 
て , 眼科 医 を 転々 と し て いる . これ ら 視 力 回 復 の 見 込 
AOE EBAICM L, 失明 の 事実 を 宣告 する 者 は , 7 





者 が 信頼 し て 治療 を 任せ 和 」 洛 評 の た め 診察 施設 を 
て きた 医療 の 絶対 的 立場 何 ヵ所 回 っ た か 
に ある 限 科 医 を お いて 他 ease | 人 BLA) 
に は な い . し か る に , こ BATS eg 
の 失明 の 宣告 は , 人 生 に 2 22 リト fh.8 
希望 を も て な い 盲 人 の 生 3 39 20.4 
WICRBLREETCL Peeing Coy ak eke 
5 28 IM 
CH), 医師 と し て の 和 失 6 19 9.9 
敗 を 示す よう で あり , 世 7 15 7.9 
問 の 評判 を 失う か も し れ 上 er 
な いな ど と 思い , 眼科 医 ; on 
は と ゃ も すれ ば 愚者 に 対し 11 0 0 
て , その 場 限り の いい 逃 12 1 0.5 
ieee: Onc) ye peel ame Rss (ae be 
Lib; oS Lice Ht | tt | 100 





医 の た め ら い は , BAL 表 2 入所 まで に 何 年 くら い 
し て 更生 する に 当たっ て 治療 を 受け た か 


最も 不 灯 切 な 処置 で あり 治療 期間 | 人 教 比 率 (%) 
BEORRRE OMG ~~ yal 92 |ieg 
を 阻害 する も の で ある . ia 37 19.4 


国立 東京 視力 障害 セン 23 27 14.1 


f i 3~ 5 41 21.5 
ター に 入所 し た 者 191 人 前 al cae 


に つい て 行なっ た 1964 LOA 1S 4 21 
(昭和 39) 年 の 調査 に よ 15~ 3 1.6 
る と , 入所 する まで に 5 eee Heat dis oes 
ヵ所 以上 の 眼科 医 を 訪れ ーーーー ト ーーーー エ ーーーー 


= 191 100 
た 者 は 75 人 で 39 パー セ at | | 


Yk Gly ARSC 23 発 后 し て か ら 入所 まで 


に 治療 を 受け た 期間 で は 何 年 経過 し た か 
3 一 5 年 間 が 最も 多く 細則 年 数 | 人 数 此 率 (%7 
( 表 2), 発病 後 , 入所 1 年 | 5 2.26 


を 決意 する まで 3~10 年 1~ 2 16 8.4 
lee Zee LCS BvL82 ee) 90 に 40.5 
A で スーwytGa に | 2 | 2s 
3), 施設 の ある こと を 10~15 16 8.4 
眼科 医 か ら 知 ら さ れ た 者 て 15 26 13.6 
eg samy モー ボコ NSR ee 


ト , 眼科 医 を 含む 医療 施 計 | 191 | 100 
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表 4 視力 障害 セン ター を 
知っ た の は どこ か 


設 全体 か ら の 紹介 は 18.8 
パー セン ト ( 表 4) CH 
り , BROWN, 経済 認知 方 法 | 人 数 比率 め ) 





AY, 社会 的 に 被 む る 損失 眼 科 医 | 18| 9.4 
は 軒 り し れ な いも の が あ FS = Peo 3 

S. ae 医 3 Bal 
HORMCS bD&higw gx 族 | 11 | 5.8 
ら , と き に は 自殺 を 決意 BH テレ ビ 7 | 859 


する よう な 絶望 感 に お そ 神 祉 事務 所 | 52 | 7.2 
われ た 者 は 実に 107 人 で その 他 の 社会 | 17 | 8.9 
BE yeah Camo ena 

長期 間 不 安定 な 精神 生活 2 の OR) ィ | js 
Wage ge Uae Oe et ee i ee 
も ひずみ を も た ら す 結果 
と な り , 更生 意欲 を 阻害 表 5 死ん だ ほう が よかっ 
する も の で ある . (foe Hea Se 


計 [91 | 100 














な お , BWI “pepe | 人 数 ERY 
MK acc SSE Cas 
は , 更生 訓練 に 大 き な 支 z vs} 84 | 44.0 
wy Owes. の 計 | 191 100 








意味 に お いて , 視力 回 復 
の 見 込み の な い 者 , ある い は 視力 減退 の 恐れ の ある 者 
に つい て は , 眼科 医療 に 並行 し て , 本 人 に 対 し て は 自 
己 の 障害 を 自覚 させ 絶望 感 か ら 救 い , 更生 意欲 を 喚起 
させ , 家族 に 対し て は , その 取扱 い の 方 法 を 指導 する 
な どの 早期 更生 指導 を 開始 する こと が 望ま しい. 

この よう に , 眼科 医 と 更生 指導 に 当たる 者 が 鶴 接 に 
結び つき , 診療 部 門 と 更生 部 門 と の 空白 を 取 除 き , 早 
期 更 生 指導 を 行なう こと は , 視覚 障害 者 の 福祉 を 著 し 
く 増 進 さ きせ る こと で あり , リハ ビリ テー ショ ン ・ ク リ 
ニッ ク の 目的 も と こと に ある . 

この よう な 目的 の も と に , 1964 年 4 月 か ら 眼 科 リ スハ 
ビリ テー シュ ン ・ ク リ ニ ッ ク ・ セ ンタ ー が 国立 東京 視 





眼科 リハ ビリ テー ショ ン ・*・ 





力 障害 モン ター と の 協力 で 順天堂 大 学 眼 科 内 に スペ シ 
ャ ル ・ ク リ ニ ッ ク と し て 設置 され て いる . 


構成 

眼科 クリ ニッ ク ・ セ ンタ ー の 構成 員 は , 診療 担当 医 
か ら 依 頼 さ れ た 対象 者 に あら ゆる 眼科 的 検査 を 行なう 
眼科 医師 と , 対象 者 の 受理 お よび 心理 面接 を 受 持 つ カ 
ウン セラ ー と ケー スソ ー カ ー, 医師 の 指示 候 蔵 づ Wr 
諸 検 査 や 弱視 鏡 の 試用 な ど を 受 持つ 眼科 技術 員 で あ . 
信 、 

面接 に 当たっ て は , 本 人 の 家族 状況 , 社会 的 ・ 経 済 
的 条件 や 障害 の 過程 , 将来 に 対す る 意向 な ど を 調査 す 
る と と も に, 心理 検査 な ど を 行ない , 患者 の 実状 を 把 
HESS. その 結果 , 眼科 以外 の 内 科 , 外科 , 神経 科 な 
どの 検診 を 必要 と する 者 に は , その 方 向 づけ を 指示 
し , 眼科 以外 の 医師 の 協力 体制 に より , 総合 的 診断 の 
進 備 を 行なっ て いる . 


業務 内 容 

眼科 リハ ビリ テー ショ ン ・ ク リ ニ ッ ク ・ セ ンタ ー に と 
来 所 する 者 の 多く は 外来 , 一 部 は 入院 患者 で ある が , 
他 の 診療 所 か ら の 依頼 に よる 者 , と き に は 更生 相談 所 
ある い は 職業 安定 所 か ら 紹 介さ れ て くる こと も ゃ 少なく 
な い . 個々 の 対象 者 に つい て , 眼科 的 検査 の 結果 と , 
社会 的 調査 資料 に 基づく 総合 的 判断 を 行ない , 対象 者 
を 3 群 に 大 別 する . 

(1 眼科 的 治療 を 行ない な が ら 視 力 の 回 復 が 困難 な こ 
と , ある い は 医療 は 現状 維持 程度 の 効果 し か な いこ と 
を 人 徐々 に 自覚 させ , 家庭 ・ 職 場 で の 生活 指導 を も ゃ 広範 
囲 に 加え て いく 者 . 

⑫ 症 状 が 固定 し , 医療 は ほとん と 定期 的 検査 の 程度 
で あり , も は や 視力 回 復 の 可能 性 が な い に も か か わら 
ず , まだ 治療 だ け を 希望 し て いる 者 で , 矢 明 の 宣告 
後 , 更生 意欲 の 喚起 を 早急 に 促 さ な け れ ば な ら な い 
者 

(3 直ちに 更生 施設 ある い は 収容 施設 に 入所 が 可能 で 
ある 者 . 

面接 は 対象 者 の 分 類 に より 医師 , ある い は カウ ン セ 
ラー が 本 人 と 家族 , と き に は 本 人 また は 家族 か ら 始 
め , 場合 に よっ て は 先輩 , 職場 の 上 司 な ど を 交 じ え た 
り し て 行なう . 面接 は 数 回 また は それ 以上 に わた り , 
反応 を 観察 し , 終始 論旨 を 一 貫 し た 訪 針 で 進め , その 
間 に 対 象 者 に 適 し た 盲人 施設 の 見 学 を 勧め た り , 地域 
の 盲人 福祉 協会 を 紹介 し て , 同じ 境 過 に ある 人 びと と 











の 親交 を 深め させ た りす る な ど , 新しい 事実 に 慣れ さ 
せ , 時 期 を みて , 医師 か ら 障 害 の 実状 を 明確 に 説明 し 
て , 失明 の 事実 を 告げ る の で ある . そし て , 直ちに ケ ヶ 
ー ス ワー カー に よっ て 和 失明 後に と る べき 更生 の 方 途 を 
具体 的 に 示す . 

この 場合 , 患者 の 心理 的 動揺 を 考慮 し , Bi-PRE 
に 意 を 払う こと は も ちろ ん で ある が , いずれ も 衝撃 に 
よる 心理 的 抑うつ 状態 に 陥り や すく , この 時 期 に 医師 
や 周囲 の 者 の 過剰 な 思い や りや 同情 は , か えっ て 依頼 
心 を も た せ て 更生 意欲 の 欠 除 を 招く こと と と な る . この 
こと は 一 般 に 正常 患者 の 心理 的 更生 へ の 過程 で ある の 
で , これ を 乗越 え , 正しい 更生 意欲 を も つこ と が で き 
る よう 配慮 する 必要 が ある . その 方 法 を 要約 する と 次 
の 通り で ある . 

①④ 視 力 回 復 の 見 込み の な いこ と を 自覚 させ る と と も 
に 絶 晶 感 か ら 救 うた め の 相 談 業 務 . ② 有 眼科 治療 の な か 
に 心理 的 東生 の 指導 を 組入れ る . ③ 自 己 の 障害 受入 れ 
方 法 の 指導 . ④ 疾 病 お よび 視 機能 の 程度 に 応ずる 生活 
指導 . ⑤ 家 族 に 対す る 障害 者 の 取扱 い 方 の 指導 . ⑥ 生 
活 環境 な ら び に 職場 環境 の 調整 . ⑦ 視 力 に 応ずる 教育 
環境 の 指導 .、⑧ 障 害 者 間 の 情報 提供 . ⑨ 更 生 方 法 の 指 
導 . ⑩ 職 能 適 正 の 総合 判断 .⑪ 更 生 用具 の 取扱 い 指 
導 . ⑫ 更 生 予 備 訓練 . ⑬ 障 害 者 の 方 向 決定 . 

以上 , 方 向 決定 が すむ と , 闘病 生活 か ら 人 徐々 に 心理 
的 な 切替 え を 行なわ せ , 視覚 に 頼ら ぬ 生活 方 法 を 指導 
する 歩行 訓練 , 入浴 , 食事 な どの 注意 を 与え る . 同時 
に 残存 視力 の 利用 に は , 弱視 鏡 , コン タク ト ・ レ ンズ 
の 可能 性 を 検討 する . 更生 施設 , BAR, 職業 訓練 所 
で も 最低 限 の 生活 能力 が 要求 され る の で , その 人 準備 と 
Lt, BH, カナ タイ プラ イタ ー の 習得 を 勧め , 初歩 
の 指導 を 行なう . 


対象 者 の 実態 

[対象 者 の 眼 疾 と 失明 原因 ] この 眼科 リハ ビリ テー 
シュ ン ・ ク リ ニ ッ ク ・ セ ンタ ー で 扱っ た 者 の 和 失明 原因 
に つい て みる と , 全国 統計 , 盲 学校 統計 と 同様 , 先天 
素因 と 思わ れる 者 が 4 分 の 3 に 及 ん で お り , PRA 
者 が 多い た め , 現在 , 眼科 医師 が 手 の 施 し よう の な い 
者 が 集積 され た よう な 様相 を 呈し て いる . また , ベー 
チェ ッ ト 病 , 糖尿 性 網膜 症 の よう に 治療 だ け で な く 全 
身 的 な 管理 を 必要 と され る 者 が 目立つ ( 表 6). 

[年 齢 〕】 また 年 齢 に つい て は , 中 将 失明 者 が 多い の 
で , 20 歳 か ら 40 歳 台 に か け て 56.6 パー セン ト を 占め 
て いる . し か し , 高齢 者 も 少 なく な く , 50 歳 以 上 が 


盲人 の 福祉 531 


14.2 パー セン ト , また , 義務 教育 が 問題 と な る 10 x 
表 6 WR AMR eA 






































mw |6O 人 数 | 病 4 人 数 
網膜 色素 変性 症 140 | 無水 品 体 眼 4 
視 東 姜 縮 45 | 色覚 異常 3 
ベー チェ ッ ト 病 32 | SMON 症 候 群 3 
NS AA aE 29 | PASE FRE 3 
緑内障 26 | 虹彩 不全 弄 3 
RED RR EM 21 | iti 3 
Fa) RR 19 | 老人 性 白内障 2 
先天 性 自 内 障 16 | 7kinPS HEE 1 
EPI 166 | A 2 
HR ER teva TE 15 | クル ー ソ ン 氏 病 2 
Ba DES Zena 14 | 外傷 2 
ArH 13 | 原田 氏 病 1 
糖尿 性 網膜 症 12 | 角膜 潰瘍 1 
小 眼球 11 | トラ ュー マ 1 
角膜 白斑 11 | 球 心性 網膜 炎 1 
の 2 ヽ ー レ ジス ・ ム ー ゾ ジ 
強度 近視 乱 11 | PR 1 
FR ERS 9 マル ハン 1 
R.E.E. 9 | 網膜 師 板 変 性 1 
エー ル 氏 病 7 | 硝子 体 出血 1 
無 眼 球 6 | 網膜 脱 腫 1 
脳腫瘍 5 | その 他 27 
表 7 年 齢 別 男女 別 数 
年 。 齢 | 男 女 計 比率 ) 
LODRAS 40 31 71 13.4 
LOTS 52 32 84 15.8 
20 歳 台 96 49 145 27.4 
30 歳 台 60 27 87 16.4 
40 歳 台 40 28 68 12.8 
50 歳 台 34 12 46 8.7 
60 歳 以上 19 10 29 bh 
at 341 189 530 100 
表 8 視力 別 数 
種 別 | 視 力 | 人 数 | 小計 と 比率 ( め ) 
= 0 28 
全 £ pee ay 52(9.8) 
m.m. 39 
=| n.d. 19 | 142(26.8) 
0.02~0.04 | 84 
0.05~0.2 | 178 
1K #1 FJ | 0.3~0.6 90 | 325(61.3) 
0.6 以 上 57 
不 明 NNI(2.19 
計 530 








( 注 ) m.m.(motus manus, ラテ ン 語 ) 眼前 手動 
n.d. (numerus digitorum, ラ テン 語 ) 指数 
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未満 も 13.4 パ ー セ ント 表 9 処置 別 数 
を 占め て いる GET). at ae 

[視力 〕 視力 に つい て 更生 施設 紹介 | 152 
みる と , SH ic <, 生活 相 導 (更生 地 | yz 
低 視 力 者 で 0.05 ~ 0.2 oe Hy HD ‘aio 
の 視力 を 残す 者 が 最も 多 職 継続 指導 48 
く 全 体 の 33.6 パ ー セ ント 転職 指 導 31 
anti oe ee SA A 

7 医療 を 主として 更 | go 
く 不 安定 な 残存 視力 を 有 生 指導 
し て いる こと は , 精神 的 
(に ふき わ め て 不安 定 な 者 が 多い . また , 視野 が 問題 で 
あり , 視力 0.6 以 上 の 場合 ほとん ど が 視野 欠損 の 高度 
な 色素 変性 と 緑内障 患者 で ある  ( 表 8). 

(WEHAA) この 眼科 クリ ニッ ク で 扱っ た 中 で , 更 
生 施 設 に 入所 し た 者 が 最も 多く , 次 いで 生活 指導 と な 
っ て いる が , これ は 進学 や 更生 施設 入所 の 場合 , 時 期 
に よっ て は , し ば らく 待機 し な た く て は な ら な い の で , 
その 間 , 生活 指導 と 点字 , カナ タイ プ の 初歩 指導 を 行 
な っ て いる 者 と 入所 の 必要 の な い 家 庭 の 主婦 な ら び に 
高齢 者 が 含ま れ て いる か ら で あ る . 

将来 の ある 青少年 に は 進学 を 勧め , より 広い 範囲 の 
中 か ら 職 業 を 選択 する よう に , 盲 学校 な ら び に 一 般 学 
校 の 弱視 学級 に 進む よう 指導 し て いる の で , 教育 施設 
紹介 も 多い . 

また だ , 現在 の 職業 を 継続 し 得る 者 に は , BCX 
障 を 減ら す た め の 方 法 や 用 具 の 活用 法 を 指導 し た りゃ 
する . この ほか , 既存 の 資格 を 生か し , ある い は 新た 
に 資格 を 取得 し た うえ で の 転職 を 指導 する . 

医療 を 主 と し て の 更生 指導 は , 更生 訓練 と 眼科 診療 
が 互い に 重複 し て 考え られ ね ば な ら な いも の で , 視力 
理 失 後 も 全身 的 な 管理 が 必要 な ベー チェ ッ ト 病 , 糖尿 
性 網膜 症 , 緑内障 , スモ ン 病 な ど で , 支障 の な い 程 度 
と 時 々 面接 し て , 心理 的 な 不安 を 除き , 将来 の 更生 に 
備え る よう 指導 中 の も の で ある ( 表 9). 
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今後 の 課題 

眼科 リハ ビリ テー シュン ・ ク リ ニ ッ ク を 実施 し て み 
Me eg Or eee 

1) 更生 施設 の 不備 : わが 国 の 視力 障害 者 に 対し て 
は , 盲 学校 お よび 職業 訓練 施設 だ け で , 医療 管理 を 行 
な いな か が とら と 感覚, 行動 , 歩行 , 日 常 生 活 な どの 訓練 を 
行なう 更生 施設 が 皆無 で ある た め , 眼科 臨床 と 更生 指 
導 の 間 に 空 白 が ある . 

(⑫) 身 障 福祉 法 に よる 指定 医 : 都 道 府 県 に よっ て は , 





身体 障害 考 手帳 交付 の た め の 指 定 医 が , 15 年 も 前 に 指 
定 さ れ た まま の 人 も おり, 多く は その 後 の 身障 者 福祉 
措置 の 実状 が わか ら な いた め , 患者 に 対し て 適切 な 助 
言 ・ 指 導 が できない . Ek, これ 対し て 行政 府 に お 
いて ふぁ 積極 的 な 啓発 が 行なわ ち れ て いな い . 

(⑧ 話 学 教育 の 不備 : 医学 教育 に お いて も , 医療 が 治 
療 医学 だ け に と ら わ れ す ぎ , 眼科 患者 の リハ ビリ テー 
ショ ン に 関す る 教育 が 十分 で な い . し た が っ て , リハ 
ビリ テー ショ ュ ョ ン を 必要 と する よう な 愚者 に 対し て は 積 
極 的 に 取組 む 姿 勢 に 乏しい . 

(④ 保 険 医 療 の 改善 : 視力 を 失っ た 者 が 精神 的 に 立直 
り , 他 の 感覚 を 十分 に 発揮 し て , 視力 に 代 る 行動 を 訓 
練 す る こと は , りっぱ な 医療 の 1 部 門 で ある に も か か 
わら ず , 現在 の 保険 医療 で は , 治療 に 対す る 報酬 の 算 
定 だ け で , これ ら 更 生 指導 , 訓練 に 対す る 報酬 の 算定 
は な く , 保険 行政 が 不備 で ある . 

以上 の 問題 点 を 解決 する た め に は , 各 都 道府県 に 眼 
科 リ ハビ リ テ ー シ ョ ュ ン 専門 病院 が 作ら れ , 視力 の 回 復 
困難 な 事実 が 生 じ た 者 は , 直ちに 患者 の リハ ビリ テー 
ション が 院内 か ら 開始 さ れ , 視覚 障害 者 リハ ビリ テー 
ショ ン 施 設 と の アプ ョ ー チ が 図 「 ら れ な の れ UM CO 
い . これ ら の こと は , わが 国 に お いて は すでに 戦争 
中 , 陸軍 病院 に お いて 戦傷 失明 軍人 に な され て いた が 
戦後 これ が 受 継 が れず 今日 に 至っ て いる . 

眼科 リハ ビリ テー ショ ュ ン 病院 を 直ちに 設置 する こと 
は , 種々 の 困難 を 伴い , 早急 な 実現 は み られ な い に し 
て も , 各地 に お ける 大 学 病院 な いし は , 更生 相談 所 に 
お いて , 更生 施設 と 緊密 な 連携 の る ぁ と に こと の 眼科 リハ 
ビリ テー ション ・ ク リ ニ ッ ク ・ セ ンタ ー と 同様 な 形体 
で 速やか な 実施 が 望ま れる . (松井 新 二 郎 ) 


職業 訓練 前 の 能力 測定 ・ 評 価 と 生活 訓練 


失明 者 の 能力 測定 と 評価 
敗戦 に より 焼 土 と 化し た 日 本 も , 最近 は 高度 の 経済 
成長 に よっ て 人 手 不足 と な っ た . た と えば , 工業 高等 
学校 が 大 阪 に は 10 校 ある が, 数 年 前 か ら 卒 業 生 
3000 人 に 対し , 求人 は 4 万 人 を 越え る と い 2 RAB 
の 時 代 で ある . この よう な 経済 成長 , 求人 難 と いっ た 
TOORROMCELBAILKRE UTROA LATO 
対象 で し か な か っ た . その 理由 は 盲人 自身 も 社会 も , 
玄人 の 潜在 的 , 実際 的 な 能力 を 無視 し て いた か ら で あ 
る . さら に , 失明 者 の 職業 訓練 が , これ まで 個人 の = 
ー ド や 能力 を 無視 し , 特定 の 鋳型 に 言 人 は めこ ん で 
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きた か ら で あ る . 

た し か に 日 本 に お いて も 伝統 的 職業 以外 の 職種 の 開 
拓 が 試み られ た . すなわち 金属 プレ ス 作業 , 電気 器具 
組立 て 作業 , BBB, 養 鵜 な ど で あ る . し か し , こ 
れ ら は 必ず し ゃ 全部 が 職業 と し て 成功 し た と は いえ な 
い . それ は 職業 訓練 前 の 能力 の 測定 と 評価 を 忘れ , ま 
た , 個人 に 最も 適し た 職業 を 与え を る こと を し な か っ た 
か ら で あ る . 

BADBOA EMPOMR LETS OH, Efe, 
盲人 の た め 開 拓 で きる 新しい 形 の 職業 に つい て 訓練 の 
機会 を 手 を よう と する な ら , どん な 和 失明 者 リハ へ ビリ テ 
ーション ・ セ ンタ ー で も , 総合 的 な 和 失明 者 リハ へ ビリ テ 
ーシュ ン 事 業 の 一 環 と し て , 失明 者 の 能力 に つい て 行 
な うら 測定 ・ 評 価 の プロ グラ ム が , いか に 重要 で ある か 
を 考慮 し な けれ ば な ら な い . そし て , この プロ グラ ム 
a5, 行き 当たり ば うた だ り の 就職 あっ せん ews, 
EAEOMACHS LOTKEROS OAeKMDIcltn 
ば な ら な い . 

盲人 の 能力 を 測定 ・ 評 価 す る と いう 近代 的 な 考え 方 
が 導入 され る 以前 に は , 失明 者 訓練 セン ター で は , 成 
否 を 運 に 任せ る と いう 方 共 で あら ゆる 仕事 を や ら せ て 
みる こと が 普通 で あっ た . 相当 長い 期間 , 訓練 セン タ 
ー に 置い た の もち 結局 , 訓練 生 が どの 仕事 に も 適さ な い 
こと が 判明 する よう な こと も あっ た . これ は 訓練 セン 
ター に と っ て , 時 間 , 労力 , 金銭 な どの 浪費 で あり , 
訓練 生 に と っ て は 期待 が 理 切 られ た 不満 の 感情 が 残る 
ee CHS. し が か し ご う も た 状況 も , 科学 的 に 設定 
され た 能力 の 測定 , 評価 の プロ グラ ム を 確立 すれ ば , 
避け る こと が で きる . 

測定 ・ 評 価 の プロ グラ ム の 設定 に 当たっ て は , 次 の 
二 つ の 必須 条件 を 考慮 に 入れ な けれ ば な ら な い . す な 
bb, 期間 は 少な く と も 3 ヵ月 を 必要 と する こと , カ 
ウン セラ ー, ケー スワ ー カ ー, HB, 点字 な ど 各 種 の 
生活 訓練 の 教師 , 職業 訓練 指導 員 , 心理 学者 な どの 各 
専門 家 の チ ー ム に よっ て 実施 され な け れ ば な ら な いこ 
と で ある . さら に この チー ム は , コン サル タン ト と し 
て の 眼科 医 お よび 精神 科 医 の 援助 を 必要 と する . 

この プロ グラ ム に お いて は , 入所 者 は すべ て , 点 
電導 プラ イタ ー な だ どの ヨミ マコ ョ テーション, 
日 常 生 活 の 諸 技 術 , 歩行 訓練 , 職業 能力 の 基礎 訓練 , 
レク リエ ーション 活動 な どの 訓練 教科 目 に お いて 測 
定 ・ 評 価 を 受け な けれ ば な ら な い . これ ら の 訓練 教科 
の 実施 中 , 各種 の テス ト を 通じ て , 入所 生 の 身体 的 , 
教育 的 お よび 職業 的 諸 能 力 の 可能 性 が , 長所 と 弱点 の 


両方 面 に お いて 測定 ・ 評 価 さ れる 必要 が ある . さら に 
各 入 所 生 の 更生 意欲 , 精神 的 安定 性 , 人 格 の 成熟 度 や 
特徴 , 失明 へ の 心理 的 適応 の 状態 が , ケー スワ ー ク , 
カウ ン セ リン グ , グル ー プ 討議 な ど を 通じ て 観察 し 診 
断 さ れ な けれ ば な ら な い . 


適応 訓練 と 生活 訓練 

衣 人 を 理解 し て いな い 人 びと は , 形 人 が 遠方 に 旅行 
LED, ピア ノ を ひい た り , 簡単 に 機械 を 操作 し た り 
する と , その こと の 表面 の み に 目 を 礁 われ 大 き な 驚 き 
と 興味 を 示す こと が 多い . し か し , これ は 和 失明 に より 
失っ た すべ て の も の が 回 復 さ れ て いる こと を 意味 し な 
い . も し 和 失明 が 複合 的 な 障害 で あり , 人 格 の 全体 的 構 
造 に 加え られ る 激烈 な 打撃 で ある と 考え る な ら , 失明 
者 の 更生 の 一 つの 面 だ け に 重点 を 置く べき で は な く , 
失明 者 の 人 間 全 体 の 更生 を 問題 と し な けれ ば な ら な 
ux 

トー マス ・ キャ ロ ル ( Thomas Carroll) の 著書 
Blindness は , 失明 者 リハ ビリ テー シュン 理論 の 右 
典 的 名 着 と し て 世界 か ら 高 く 評価 され て いる が , これ 
に は , 失明 に ょ っ て 失わ れる も の を 分 析 し , 20 DBR 
( 注 1) を 指摘 し て , 次 の ょ うに 述べ て いる . 「 多 く 
の 人 びと は 今 な お , 経済 の 保障 , BA, 点字 の 読み 書 
き 。 レク リエ ーション な どの い 羽 れ か 一 つの 面 に お 
ける 回 復 と いう 考え 方 を も っ て , 失明 者 の も つ 諸 問題 
に 対す る 十分 な 回 答 と し て いる . 確か に 点字 は 和 失明 者 
(に こと っ て 助け と な る も の で あり , 盲導犬 も $ ま た 同じ で 
ある . 就職 も 精神 医学 的 カウ ン セ リン グ も ゃ も , また 助け 
と な る . どの 回 復 $ 望 まし いも の で ある . し か し , 一 
つや 二 つ , ある い は 三 つ の 喪失 を 取 返 を え し て みた と こ 
ろ で , 20 の 喪失 か ら 成 る 視覚 障害 の 問題 に 対 し て , 満 
足 で きる 十分 な 解決 と な り 得る は ず は な い 」 も し そ 
| 仙 あ が れ は 用 ん 坊 失 骨 考 リバ ベビ サテ ーション ・ セ モン 
ター に お いて も , 実現 に 努め な けれ ば な ら た な い 目 的 と 
か 目標 は , これ ら 20 の 喪失 の うち いく つか , ある い 
は 全部 を 回 復 す る こと で ある . 職業 更生 は , 総体 的 な 
リハ ビリ テー ショ ン と いう 画像 の 一 つの 側面 で あり , 
県 @⑳ 売 全 Vee) FHS YON, た な 一 つの 
回 答 に 過ぎ な い . 

BAYA し 社会 に 復帰 させ る に 当たり 最も 重要 な 
課題 は , 機械 操作 な どの 職業 訓練 に 入る 前 に , 一 般 人 
同様 に 行動 の 自由 を 確保 し , 社会 生活 を 営む こと が で 
きる よう に する こと で ある . いい か えれ ば , 盲人 か ら 
視覚 障害 か ら 生 じ て く る 「 盲 人 らし さ 」 を 取 除 いた の 
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ち , 晴 眼 者 同様 の 多様 な 職業 訓練 を 行なう と いう , 2 
段階 の 訓練 過程 を 必要 と する . も し この 過程 を 踏み 違 
え , 職業 訓練 前 の 適応 ・ 生 活 訓練 を 無視 すれ ば , いか 

こ 大 き な 理 想 を 掲げ , 多大 な 経費 ・ 人 材 ・ 時 間 を 投入 
し て も る, 無 意 味 な 投資 と な りか ね な い . 

この 基礎 訓練 は , 二 つ の 分 野 に 分 れる . 第 1 は 肉体 
面 の 訓練 , すなわち , 歩行 その 他 の 身体 の 行動 に 際 し 
て 必要 な 知識 と 習性 を 作り , 筋肉 と 神経 に 暗記 させ る 
訓練 で ある . 

第 2 は 精神 面 の 訓練 で ある . 社会 と の 接触 ・ 交 流 を 
妨げ て いる 偏見 や 固執 を 修正 する こと , 社会 常識 を 養 
い , 社会 体験 を 鞭 積 する こと , 人 間 性 を 豊か に し , A 
間 と し て 生き る 希望 と 喜び を 自覚 させ る こと , 社会 人 
と し て 責任 と 連帯 性 を も ち , 自立 精神 を 高め る こと な 
ど で あ る . 

盲人 は 本 人 が 意識 する と し な い に か か わら ず , 社会 
共同 生活 か ら 弧 立 し , 劣等 感 の と りこ に な り , EK, 
思考 や 行動 に お いて 困難 な 場面 か ら 逃避 し よう と す 
る . こら し た 人 格 の 欠陥 を 克服 し, 行動 能力 ・ 思 考 能 
力 を 積極 的 に 発揮 させ な けれ ば な ら な い . この た め に 
は , ① 生 活 一 般 訓練 , ② 歩 行 訓練 , ③ 感 覚 訓練 , Of 
達 ( コ ミュ ニケ ーション ), ⑥⑤ 体育 訓練 を 行なう こと 
が 不可 欠 で ある . 

これ ら の 訓練 課目 を 完全 に 習得 する こと に よっ て , 
は じ め て 盲人 が [BALLS か ら 解 放さ れる の で あ 
る . すなわち , Amy, 集中 力 , 判断 力 , 協調 性 , 寛 
容 性 , 自信 , 責任 感 な どの 形成 が それ で ある . も ちろ 
ん , 職業 訓練 課程 に お いて も , これ ら は さら に つ ち か 
われ る . し か し , 今後 産業 が 多様 化し て 職種 が 複雑 多 
岐 に わた り , さら に 産業 の 盛 可 に よる 職種 の 転換 を 余 
儀 な くさ れる こと を 考え れ ば , あら ゆる 条件 の 変化 に 
適合 し て ゆけ る よう に する た め , この 職業 訓練 前 の 能 
力 の 測定 ・ 評 価 お よび 適応 ・ 生 活 訓 練 が いか に 重要 で 
ある か が わか る . 

こう し た こと を 考慮 すれ ば , 社会 の 要求 と 訓練 の 目 
的 , そし て 地域 , 国情 , 歴史 , 習慣 な ど , いっ さい の 
社会 的 諸 条件 を 勘案 し た うえ で の カリ キュ ラム の 編成 
と , 個人 ご と の 評価 を し な けれ ば な ら な い . COB, 
いた ずら に カリ キュ ラム が 複雑 化し た り , 評価 が 独断 
的 で あっ て は な ら な い . た と えば , 判断 力 ・ 理 解 力 ・ 
記憶 力 な ど は 晴 眼 者 と 同様 の 評価 が 必要 で ある が , 方 
向 感覚 は 貢 人 の み の 独 特 な 方 黄 と な る . これ ら の 訓練 
は , 全く 基礎 訓練 の 欠け て いる 中 途 和 失明 者 に あっ て 
b, 6 カ ヵ月 か ら 10 カ月 で その 目的 が 達成 され る . 


(1) 
[20 の 衰 失 . RHC Ls CRbENSALOODHMH | 
心理 的 安定 性 : 
①) 身 体 の 完全 さ の 衰 失 
(② 残 存 諸 感覚 に 対す る 信頼 感 の 衰 失 
(③ 周 囲 の 環境 と の 現実 的 な 接触 の 衰 失 
(④ 視 覚 的 育 景 の 衰 失 
⑤) 光 が 確保 され る 状態 の 喪失 
基礎 的 技能 : 
(⑥ 行 動力 の 喪失 
(⑦ 日 常 生活 の 諸 技 術 の 衰 失 
a2 9 クー ポン の 
(⑧) 文 書 に よる コミ ュ ニ ケー シュン の 豪 失 
(9 話し 言葉 に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン の 容易 さ の 
FER 
⑩9 情 報 の 摂取 に ょ る 進歩 の 衰 失 
fey: 
NSCS ST SAAR RT ORR 
(IQ LAXGZS4OICMT SAR RRA OBR 





_ 職業 の 保障 : 
(9 レク リエ ーション の 豪 失 
(4 就職 の 機会 の 喪失 
(5 経済 的 保障 の 喪失 
全体 的 な 人 格 : 


(6 人 間 と し て の 独立 性 の 衰 失 

(7 社会 的 に 十分 な 人 間 と し て の 身分 の 衰 失 
(9 人目 に 目立た な い 状態 の 衰 失 
(9 自己 に 対す る 敬意 の 喪失 

上 0 幅広 い 人 格 を 形成 する 力 の 喪失 (岩橋 英 行 ) 


中 途 失 明 者 の 感覚 訓練 


失明 者 の 感覚 機能 と その 活用 

[日 常 生 活 と 視覚 ] 人 間 が 行動 を 起こ す 場 合 , 環境 
か ら の 情報 を , 視覚 , 聴覚 , 触覚 , 味覚 , RR, BI 
び 運 動 感覚 な どの 感覚 器官 で 感受 する に と ど ま ら ず , 
自分 の 予測 と , その 予測 の 正当 性 を 検証 する た め に , 
すべ て の 諸 経 験 を 総動員 し て 分 析 し , 総合 し て いく と 
いう プロ セス が あり , Chit, 知覚 と 呼ば れ て いる も ゃ も 
の で ある . この 作業 を 遂行 する に 当たっ て , 形態 に つ 
いて の 情報 を , 一 時 に , し か も ゃ 大量 に キャ ッ チ し , こ 
れ を 中 枢 に 送り ここ と の で きる の は 視覚 で あっ て, 
他 の 感覚 器官 に つい て いえ ば 情報 摂取 の 方 法 が 特殊 的 
で 刺激 の 選択 性 が きわ め て 高い . 
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また , 精神 発達 的 に みて も , 幼児 期 の 学習 の 大 部 分 
は , 感覚 的 情報 の ほとん ど を , 視覚 が 伝え た 情報 と 
関連 づけ て 組織 化し , その 結果 , 触れ る も の , 聞く も 
の , 味わう も の , 匂う も の が , すべ て 視覚 の 判定 に 委 
ね られ , 目 で 音 を 聞き , 味わい , に お い を か ぐ と いっ 
た 状態 に まで 達する . さら に さま ざま な 運動 機能 と 視 
覚 と の 協 応 関係 が 確立 する よう に な る と , 行動 が 約束 
され る こと に た なり, 人 と し て の 諸 特性 を 兼ね 備え て い 
く の で ある . 

この よう に 視覚 は , 他 の 感覚 器官 の 情報 に まで 影響 
を 及ぼ すか ら , 結果 的 に は , 処理 者 で ある と 同時 に , 
Fey GU CORBI RIET € EES. 

[視覚 東 失 の も たらす ゃ も の ] 人 間 の 諸 行 動 の 主たる 
判定 者 は 視覚 で ある と いう . 視覚 の 優位 性 を 考え る と 
き , 視覚 を 喪失 し た 時 点 で ,。 人 が どの よう に 不安 定 感 
を 覚え る か は 容易 に 想像 され よう . 日 常 茶飯 事 で あっ 
た 行動 が , 分 析 と 総合 の 窓口 を 失 な い , それ と と も 
に , 主導 者 を 失 な っ た 残存 諸 感覚 器官 も 正常 な 機能 
果たせ な く な っ て いく . Chit, 失明 者 の 行動 パタ ー 
ン に 対す る 評価 と は 必ず し ゃ 一 致し な い . FAB IL 
「 カ ン が よい 」,「 触 覚 が 鋭い 」,「 聴 覚 が よく 発 達 し て 
いる | な ど と いら 「 代 償 作用 (compensation ) | な 
る も の は , 決し て 失明 に よっ て も た ら さ れ な い ば か り 
か , 多く の 実験 に よっ て 和 失明 者 の 感覚 が , 晴 眼 者 と 比 
Gy ag OU で いな いと い の 9 と が 骨 ら が に きれ て い 
る . 

失明 に よっ て 実際 に 起こ り , そし て , 和 失明 者 を どん 
底 に まで 追い こん で いく も の は , この よう な 神秘 的 , 
伝説 的 な も の で は な い . それ と は 全く 逆 の , 視覚 に 頼 
ら な いで 受容 され て いく 刺激 に 対す る 信頼 性 の 喪失 で 
BA. この プロ セス が さら に 深化 し て いく と , 外部 刺 
激 を 全く 受け つけ な い 状 態 に まで 落ち こん で いく . そ 
Lt, その 行動 は 極端 な 「 退 行 現象 ] か , 「 攻 撃 的 態 
度 」 か の いずれ か の 不適 応 行動 を 起こ し て いく . トー 
マス ・ キ ャ ロ ル ( Thomas J. Carroll) は この 現象 を 
さして 「 残 存 感覚 へ の 信頼 性 の 喪失 ] と 述べ , AVI 
koa Chicana, RMOKAREZO 2CaLE 
述べ て いる . 

生活 体 の 生存 に と っ て は , 生活 体 が 常に 環境 と の 間 
に 何ら か の 関係 を も っ て お り , この 環境 を 受容 し , 
適正 な 方 向 へ と 行動 を 起こ す . 人 は 常に 人 と 物 と が お 
りな す 現 実 の 現象 の 中 で 生息 する も の で あり , これ ら 
の 諸 状 況 が , 刺激 と し て 正常 に 作用 する た め に は , こ 
れ を 正確 に 感知 する 働き と , 感知 され た も の を 正確 に 





分 析 ・ 総 合 す る 働き と が 必要 で ある . COR, 感覚 情 
報 に つい て の 信頼 性 の 欠如 , また , 間違っ た 方 法 で 情 
報 を 摂取 し , 誤っ た 分 析 ・ 総 合 を 行なう と と は , 現実 
世界 が そこ に 存在 し な いこ と と 同様 で , 生き て いる こ 
と を 意味 し な い . 

[感覚 訓練 の 意義 と 目的 ] 失明 者 は , 視覚 の 喪失 と い 
う 時 点 か ら , 全く 新しい 方 法 で 社会 的 に 形成 され た 行 
動 様式 を 習得 し て いか な けれ ば な ら な い . し か し , こ 
の 様式 の 習得 は , 特殊 な 定位 を 要求 する 対象 と し て 与 
えら れ て いる . 具体 的 に は , 失明 者 の 身体 全体 が 真 に 
視覚 的 経験 と 協 応 関係 に ある こと が た いせ つ で , その 
協 応 関 作 こそ が , 視 空間 を 再 評価 する た め の 道 具 で な 
けれ ば な ら な い . この プロ セス を 完遂 する に は , 残存 
諸 感 覚 に よる 情報 の 正当 性 を 判定 する に 足る 根拠 と 規 
准 が 確立 され る 必要 が あり , その 基礎 に 立っ て , 周囲 
の 無限 の 多様 性 に 対応 し て , 残存 諸 感覚 機能 の 無限 の 
可能 性 を 利用 する こと を 学ば な けれ ば な ら な い . 視覚 
的 経験 を 最大 限 に 活用 し , 残存 諸 感 覚 器 官 か ら の 情報 
を 再 構成 し て いく こと (re-organization ) は , な お も , 
「 見 え 」 の 世界 に と ど ま る こと で あっ て , 身体 全体 が 
生活 を し て いく ため の 道具 と な っ て いる こと で ある . 
こちら いら 意味 か ら , 以上 の 過程 を スム ー ズ に 喚起 す 
訓練 教科 の 重要 性 が 明らか に な ろう ら . この 訓練 教科 
が 感覚 訓練 で , その 目的 は , 失明 者 が 有効 に し か も 正 
確 に 感覚 履 官 を 利用 し て , 外部 環境 の 変化 を , 諸 活 動 
を 行なう た め の 定 位 標識 , 信号 と し て 活用 で きる よう 
援助 する こと と で ある . 


N 


感覚 訓練 実施 上 の 留意 点 

[実施 前 の 留意 点 ] 訓練 を 実施 す る 前 に , 指導 員 
ik, あら か じ め 他 の 訓練 お よび 訓練 生 と の 関係 に つい 
て , 次 の 事項 を 満た し て いる こと が 望ま し い . 

Q) 和 訓練 教科 の 内 容 を 十分 に 理解 し て いる こと . ま 
た , それ ぞ れ の 訓練 教科 で 実際 に アイ マス ク (eye 
mask) を 用 いた 予備 体験 を 完了 し て いる こと . 

(② 訓 練 生 の 心理 学 的 ・ 生 理学 的 特性 お よび 進路 , 家 
庭 状況 , 経て きた 社会 礎 と その 環境 な ど に つい て の 情 
報 を 十分 に 得 て い る こと . 

(3③ 訓 練 生 に , 新しい 方 法 で 環境 を 知覚 し て いく た め 
の 感覚 訓練 の 必要 性 に つい て 動機 づけ を し て お く こ 
la 

以上 の 3 点 の ほか に , 指導 員 と 訓練 生 と の 間 に , 失 
明 者 の リハ ビリ テ ー シ ョ ュ ン に 関し て の 相互 理解 を 基盤 
と し た 関係 が 確立 され て いる べき こと は いう まで も な 


936 失明 者 リバ へ ビリ テー ショ ン 


い . 
[実施 に 際 し て の 留意 点 ] 感覚 訓練 の 訓練 内 容 , 教 
WORE, 訓練 方 法 に 関し て , 次 の 諸点 を 考慮 し て い 
な けれ ば な ら な い . 

BS RILES, 訓練 生 が 自分 の 送 行 の 適 簿 に つい 
て 判定 で きる く ぁ う を 示し て し て お か な けれ ば な ら な 
い . 訓練 生 に は 視覚 的 な フラ フィード ・ ベ バック が 欠如 し て 
いる こと か ら 見 て , 適切 な 結果 の 知識 を 手 え る こと の 
重要 性 が 具体 的 に 訓練 に 反映 さん て いな けれ ば な ら な 
い . 

(② 他 の 訓練 教科 と の 間 に 審 接 な 関連 性 が な けれ ば な 
ら な い . それ は 他 訓 練 教 科 を 通し て 感覚 訓練 の 効果 の 
BR, 転移 が みろ られ て 初め て , その 成果 を 結 な な こと が 
で きる か ら で あ る . この 意味 か ら 感 覚 訓練 の 内 容 は , 
きわ め て 応用 性 が 高く , 日 常 的 な 素材 が 選択 され ね ば 
な ら な い . この た め , 各 教 科 の 指導 員 相 互 問 に は チー 
BP BP VSIBEINGIE DILL AF RAMEE Aa 
る 必要 が ある . 

③ 教 材 を 選定 する に 当たり , 容易 に 入手 で きる と い 
2 こと で , 幼児 用 の も の を 選ん で は な ら な い . これ は 
訓練 の 幼稚 き を 倍加 し , その 程度 の こと し か で き な い 
と いう 気持 を 持た せ た り , 訓練 に 対し て の 嫌悪 感 を 植 
えつ け て し まい , スム ー ズ な 訓練 遂行 を 妨げ る ば か り 
で は な く , その 他 の 訓練 教科 , 個人 的 リハ ビリ テー シ 
ョ ン を 受け る と い 2 意欲 に まで 多大 な 影響 を 及ぼ すこ 
と に な る か ら で あ る . 

⑬ 個 人 の 特性 を 十分 に 考慮 し た 訓練 プロ グラ ム が 展 
開 さ れ ね ば な ら な い . 

⑤) リハビリテーション の 総体 的 な 全 プ ログ ラム , た 
と えば コミ ュ ニ ケー ショ ュ ン , HAM, 日 常 生活 訓練 
お よび 職業 訓練 で の 技能 の 習得 を , 訓 績 生 が 楽観 視 で 
きる よう な 訓練 内 容 が 取上げ られ ね ば な ら な い . 

(⑥ 訓 練 の プロ グラ ム は 和 失明 に よる さま ざま な 恐怖 感 
を 除去 する た め に , 訓練 生 の 異常 な 感受 性 を 減少 させ 
る よう な 段階 的 腕 感 作法 と で も いう シス テム を と る 必 
要 が ある . 

(⑦ 訓 練 単 元 の 終了 時 に は , 指導 員 は 訓練 の 応用 性 お 
よび 有効 性 に つい て , 訓練 生 と ディ スカ ッシュ ン を 
し , さら に 生理 学 的 , 心理 学 的 観点 か ら 訓 績 を 体系 的 
に 解説 し , 体験 し て きた こと を 知識 と し て 裏づけ し て 
いか な けれ ば な ら な い . 


感覚 訓練 の 展開 
[閉じ た 技能 (closed skill) の 習得 ]】 ここ で は 技 





能 の 実行 に よっ て 与 えら れる 運動 感覚 的 フィ ー ド ズバ 
ッ ク , 固定 され た 環境 内 で の 身体 お よび 諸 感覚 器官 の 
使用 を 含む が , 行動 に 必要 と され た も の の 予測 が きわ 
め て 持ち や すい の が 特徴 と され る . この 段階 で は , 単 
調 た な も の の 反復 に よっ て , 基本 的 技能 また は 習慣 的 技 
能 を 習得 させ て いく . この 訓練 は お も に 生体 自身 の 努 
力 に 依存 し て お り , 環境 か ら は 独立 し て いる . そし て 
身体 像 の 形成 , さら に は 自己 を 中 心 と し た 空間 の 評 
価 , 空間 軸 の 形成 , そし て 身体 移動 の た め の 基 本 的 習 
慣 形 成 な ど が お も な テー マ と な る . 

ここ で は , ① 運 動 感 覚 を 中 心 と し た 訓練 ,② 聴 覚 を 
中 心 と し た 訓練 . Ofte Pot rds. ④ 身 体 移 
動 の た め の 基 礎 訓 練 の 四 つ の 訓練 内 容 が ある . 

) 音 動 感覚 を 中 心 と し た 訓練 : 失明 者 に と っ て 手 ・ 
腕 の 機能 が 正常 に 作動 する こと は スム ー ズ な 運動 の 
遂行 に と っ て 不可 欠 で ある . これ は 手 ・ 腕 の 筋肉 的 記 
憶 と も いう べき も の で , 物体 と 自分 と の 位置 関係 の 把 
握 , 自己 を 中 心 と し た 空間 軸 の 形成 が 訓練 の お も な 目 
的 と な る (ここ で は , 知覚 一 運動 技能 と し て 分 類 さ れ 
て いる も の が , 訓練 の 対象 と な る ). 

腕 の 移動 : 正しい 角度 , 上 下方 向 ・ 水 平 ・ 平 行 の 移 
動 が , 腕 の 筋肉 的 記憶 に よっ て 常に 再現 で きる よ 2 訓 
練 す る . 

① 扇 形 ベ ペグ ボ ー ド ( 図 1), キネ マト メー ター( 図 2 ) 
に よる 角度 の 記憶 

② ペ グ ボ ー ド ( 図 3) に よる 腕 の 水平 ・ 平 行 移動 . 

J ③ 垂 直 ペ グ ボ 
ー ド ( 図 4) に 
よる 垂直 ・ 水 平 

・ 平 行 移 動 . こ 
_ 。 れ と 同時 に 座 姿 
勢 の 基準 と な る 
正中 線上 に 定位 
され る 頭 ・ 頸 部 
・ 腕 の 位置 に つ 
いて の 調 練 ( 図 
5): 

位置 の 記憶 : 
平面 上 の 点 の 定 
位 を 中 心 と し た 
筋肉 記憶 に つい 
て , 日 常 生活 全 
般 と の 関連 か ら 
訓練 され る . 
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① ペ グ を 全部 
さ し 込 ん だ ボー 
ド を 使用 し , 1 
yey bo, = 
れ を ふぁ ふた た いび 両 
手 で 元 の 位置 に 
返す . 25 個 の 穴 
や WE 2 分 
間 以 内 で で きれ 
ば 終了 . 

② 扇 形 ペ グ を 
用 いて 同様 の こ 
ewqirir う . 
指 幅 ・ 両 手 幅 
に よる 測定 : 手 
を メジ ャ ー の 代 
用 物 と し て 利用 
する こと を 訓練 
し , 諸 物 品 の 弁 
別 の た め の 用 具 
と し て 活用 する 
よう 教え る . 

① サ イズ ・ メ 
ジャ ー を 用 いる 
この 教具 は , 0. 
か 多め 
8, 10 ミリ メー 
トル の 厚 さ の ア 
ルミ 板 を 4 枚 ず 
つ , 計 28 枚 あ 
Sensei 
ら ば ら に し た の 
ち , 厚い 順に 並 
べそ れ ぞ れ の 厚 
さ を 判 定 す る 
( 図 6 ). 

② 自 分 の 指 と 両手 の 幅 の 寸法 を 知っ て 物品 の 寸法 を 
測定 する . また , 30, 50, 100 セン チ メ ー ト ル の 基準 
を 形成 する ( 図 7 ). 

⑧③ あ ら か じ め 測 定 し て お いた 木片 , アル ミ 棒 , 大 小 
弁別 器 に よる テス ト ( 図 8). 

FID TBE : 小さ な 物品 を 扱う 際 の 手先 の 細か な 
動作 を 訓練 する . 

① プ ラン ク ・ ボ ー ド を 用 い 両 手 で ボル ト ・ ナ ッ ト を 


図 3 ペグ ボー ド 


図 4 垂直 ペグ ボー ド 


図 5 垂直 ・ 水 平 練 習 器 


図 6 サイ ズ ・ メ ジャ ー 














ヤー, ペン チ な 
どの 工具 を 利用 
じ で て, a 
締め つけ る . こ 
Maz Cs ofed 
早く , し か ゃ 正 
し い 立 姿勢 で 作 
業 す る 訓練 を 行 
i ae bee 
ンク ・ ボ ー ド を 
各所 に お いて 移 
動 し な が ら 同 様 
の 作業 を 行なう 
② 両 手 を 機械 
油 に 浸し , いろ 
の 2 の な ペア ザジ 
グ ボ ー ル を 選別 
GAT hyp 
を 組立 て る . 8 
個 の ベア リン グ 
を , 8 な いし 10 
分 で 1 個 , 50 分 
で 5 個 以 上 の ペ 
ピーン で 交 ' ぴ ので て 
図 9 ペッ グ の 入れ 替え る . 
腕 の すばやい 動 
き : 連動 感覚 訓 
RD HHS BEBE 
し て 評価 を 試み 
る た め に 行なう 
5 Wye 
8 セ シ チ ッ メデ 
トル まで の , そ 
① ヒ ー タ ー の 操作 ② 扇 風 機 の 操作 ③ 訓 練 室 MS 
か ら の フィ ー ド ポッ ク 用 スピ ビー ター ④ ス ピー 和合 の ペグ を , ボ 
Pe ee ORK. 所 
ー・ ス ピー カー の 音 強度 調節 ⑧ 教 示 用 マイ ク 定 の 順序 で 挿入 
⑨ 騙 音 等 提示 用 テー プ ・ コ ュー ダー 
EOS. 試行 
は 1 分 30 秒 で 15 試行 続け て 行なう . 所 定 の 時 間 内 に 
25 個 の 穴 を 埋め た 場合 だ けが 完全 と みな され る . 
② 同 種 の ペグ ボー ド を 2 枚 並 置 し , 一 方 か ら 他 方 へ 
ペグ を 移し て いく . この 作業 中 , 7 けた の 数 字 の 逆 


図 7 長短 媒 別 器 








図 10 聴覚 訓練 室 ュ コン トロ ー ル パネ ル 
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唱 , 1 試行 ど と と に , ボー ド を 90 度 回 転 す る . 図形 移 
動 , 位置 の 記憶 , 腕 の 正確 で すばやい 移動 を する . こ 
の 基準 は 1 分 で , 試行 間 間 隔 は 2 分 , 20 の 試行 に つ 
いて 評価 され る ( 図 9 ). 

② 聴 覚 を 中 心 と し た 訓練 : ここ で の 訓練 は , 音 に 対 
する 慣れ を 形成 し , 自分 と 音 の 位置 関係 を 把握 する . 
騒音 に 対す る 慣れ : スム ー ズ な 移動 を 妨害 する も の 

騒音 に 対す る 恐怖 感 が ある . 新しい 訓練 生 は , alll 

練 室 内 の 騒音 ボリ ュー ム を 80 ホー ン ま で 上 げ て 指導 
員 と 会 話す る こと か ら 始 め る 

音源 定位 : 訓練 室内 の スピ ー カ ー に 番号 を 付 し , 次 
々 と 変わ る いろ いろ な 音 の 位置 See a 


Ml 


の 訓練 中 , 訓練 生 の 固執 的 な 位置 の 誤り を 入念 に チ 

ッ ク す る 。 

移動 音 の 動 跡 の 把握 : いろ いろ な 位置 か ら 聞 こえ て 
く る 音 の 状態 , 自分 と の 位置 関係 を 知る . この 移動 音 
この 際 の 移動 


は 3 個 か ら 順 次 10 個 まで ふぁ ふやし て いく . 
lt, お も に オ 
ッ ジ レー ター か 
ら の 純 音 , 自動 
車 ・ 列 車 ・ 電 車 
・ モ ー タ ー バ ベ バイ 
ク ・ 人 の 歓声 な 
ど で あ り , 刺激 
強度 は 規定 され 
GUVN7RMWSMSi 
進度 に 応じ て 自 
動車 の 走行 音 工 
BARE, 駅 
の 雑踏 音 , RAR 
店 や パチ ン ュ 店 
内 の 音 , 地下 街 
の 雑踏 な どの 騨 
iy 77 Z 
ウン Ne ジョ (0 
を 導入 する . 
( 図 10) 
実際 の 場面 で 
の 音 の 定位 ・ A 
外 で , 音 と 自分 
と の 位置 関係, 
自動 車 の 走行 音 
の 軌跡 の 把握 , 
交差 点 ・ 雑 踏 で 


図 11 触 図 訓練 (普通 文字 ) 


図 12 パズル ・ ボ ックス 


M138 ジオ メト リカ ル ・ ペ パターン 











の 手がかり に つい て 訓練 ・ 助 言 を する . Ek, BEL 
る 車種 の Fi, 自動 車 音 に 対し て 平行 移動 する こ 
と , 大 ま か な 距 離 感 の 把握 に つい て の 訓練 . 

3 触覚 を 中 心 と し た 訓練 : 指先 で の 形態 知覚 , その 
視覚 化 , 図式 化 , また , 指先 以外 の 皮膚 面 の 表面 触 が 
訓練 の 課題 と な る . 

fi MAGE : 触 党 で の 図 と 地 の 把 握 方 法 , 図 の 識別 , 
線 の 形態 と 視覚 的 概念 と の 結び つき , 図形 認知 に つい 
て の 訓練 . 図 は レー ズラ イタ ー 上 に 書き , 自分 の も ゃ の 
と 手 本 と の 差異 に つい て 比較 する ( 図 11 ). 
形態 知覚 の 訓練 : 指先 で 形 を 的 確 に と とらえ, それ ら 
を ある 形 に 組立 て た り , 分 解 し た り し な が ら 形 態 知覚 
の 正確 さき を 学ぶ な. この 訓練 教具 は, パズル ・ ボ ックス 
( 図 12 )、 ジオ スト リカ ルド ター ン I( 較 8 ) 請 弄 朋 
検査 器 ( 図 14)、 ヘン ドス キル 用 スト リッ プ 卸 アッ セ 
ン ブ リ ー ( 図 15 ), 立体 展開 模型 図 ( 図 16), ダイ ヤ 
ブロ ッ ク な ど で あ る . 指先 以外 の 皮膚 で の 表面 秋 * i 
風 機 。 スト ー フ 
に より 風 ・ 熱 の 
方 向 に つい て 訓 
練 し , 歩行 上 の 
手がかり と する 

(④ 身 体 移動 の 
た め の 基 礎 訓練 
DAB A=RAEE 
理 的 な 身体 移動 
を Te ON; 
方 向 定位 , 移動 
BA, MBO 
処理 な どの 物理 
的 側面 。 また 精 
神 的 な 不安 , 恐 
sr 

定 感 を 植え つ 
ae 
訓練 の 目的 と な 
ay 

身体 の バラ ン 
ス ・ 変 形 姿勢 : 
失明 者 は , た や 
すく 身体 の バラ 
YARIS 
hit, 身体 の バ 
ラン ス と 視覚 と 


図 14 AMA RR aS as 





図 15 ハン ドス キル 用 スト リッ プ ・ ア ッ 
セン ブリ ー 


図 16 立体 展開 模型 
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の 関連 性 が 高い か ら で あ る が , 運動 感覚 は , この 欠陥 
を 十分 に 補う. 訓練 は , 地面 と 自分 と の 位置 関係 の 基 
準 を 形成 し , 地面 の 突然 の 変化 に 対し て すばやい 反応 
動作 , 身体 の 柔軟 性 を 養う めこ と で ある . 

① 人 準備 体操 , 整備 体操 いろ いろ な 片 足立 ち . 頭 を 
前 後 左右 に 振り な が ら 歩 く , 変形 姿勢 足 ( 首 を 揚 る , 手 
を ひき ずる な ど ) で 歩く . 整 列 (指示 され た 形 に 並ぶ ). 
② 身 体 の バラ ンス を 保つ た め の 訓 練 , 立っ て 手 を 合 
We CHS ORO YAaK at AG Y As =, 
スタ ビ ロ ・ メ ー 
ター, 竹馬 ・ ホ 
ッ ピ ング , ロー 
ラー・ ス ケー ト 
③ 平 均 台 を 使 
S Cm is 9 all 
mR, BE 
i@ 歩 ぐ 。 后 手 に 
重い 荷物 を 持っ 
(C2 Greet に で 
ボー ル を 突き な 
が ら 進 む な ど を 
{His D- 

直線 歩行 : A 
行 時 の か た 寄り 
ie Sle 
な 事故 の 原因 と 
な りか ね な い . 
この た め , 歩行 
時 の か た 寄り の 
傾向 を 意識 し , 
修正 し 得る よう 
訓練 する . また 
その 原因 を 追求 
し て か た 寄り の 
Fae 1 く お 
る 。 

DE BRAT 
習 機 ($417) を 


図 17 直線 走行 (直線 歩行 練習 機 ) 


図 18 距離 の 測定 





図 19 方 向 転換 の 基準 


スタ ー ト ゴー ル 


M20 ジグ ザ グ ュ ー ス の 歩行 











用 いる . この 装置 は , 特殊 光線 に ょ る 光電 管 方 式 を 利 
FAL, 受光 部 ・ 投 光 部 を 2 対 準備 し , その 距離 を 15 な 
いし 100 メ ー ト ル ま で 変化 させ な が ら 進 め る . 受光 部 
・ 投 光 部 に は , ベル ・ ブ ザー が 取付 け て あり , 訓練 生 
が いずれ か の 側 の 光線 を さえ を ぎる と ブザー・ ベ ル が 鳴 
0, あや まち を 知ら せる . この 装置 は 指導 員 な し で も る 
正確 な フィ ー ド ・ バ ッ ク を 受け な が ら 自 習 で きる . 

② ガ イド ライ ン と し て ロー プ を 設置 し , ロー プ に 触 
aU IES, DORR アル ミ 板 ・ フ ェ ル 修 板 な 
どの 障害 物 を 突然 提示 し , 障害 物 の 有無 を 確認 し な が 
ら 直 線 歩 行 を 続け て いく . また , 歩 測 に よる 測定 方 法 
に つい て も 習得 させ る ( 図 18). 

③ い ろ い ろ な 角度 で ロー プ を 張り , この ロー プ を ま 
た いで 前 進 す る . これ は 方 向 定位 の た め の 訓 練 で , HF 
に 歩行 訓練 と 審 接 な 関連 か が あ る. 

方 向 転換 : 方 向 転 換 の 規準 を 形成 する こと . また , 
自分 の 歩い た 形状 が , 思 換 で きる よう に な る こと の 両 
方 の 訓練 を 行なう . 

① 図 19 の よう な , 半径 10 メ ー ト ル の 円 お よび 直線 を 
グラ ウン ド 上 に 描き , その 線上 を 金具 で ロー プ を 止め 
る . 〇 印 は 手がかり と な る 板 の 位置 を 示す . 訓練 生 は 
ある 地点 を 出発 し て ロー プ の 上 を 歩き , 指示 され た 地 
点 に 達する . ある 程度 習 吾 す る と ロー プ を 除去 する . 
また 同時 に , 手 ・ 足 を 利用 し て 角度 を と る こと を 教え 
る . 

② 図 20 の よう な ュー ス を 板 で 作り , 訓練 生 は この 
上 を 歩き , 角度 , 歩い た 形状 を レー ズラ イタ ー に 描く . 
この 板 は , いろ いろ な 組合 わせ が で きる よう に な っ て 


Ws Bg PE Wy, 
③ 公 園 の 遊具 (M21) を 用 いる . これ は ュ ン クリ 
ー ト 製 で 円 木 ・ 傾 斜 ・ 角 度 ・ 高 低 の 変化 か さま ざま に 





図 21 方 向 転換 ・ 高 低 の 記憶 


@ 〇 〇 OO 
進行 方 向 
ほ 一 ーーー 一 一 一 100 m 1 


図 22 直線 走行 訓練 
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組合 わ さ れ , ス 
ムー ズ な 移動 や 
角度 ・ 高 低 の 記 
憶 が 要求 され る 
訓練 生 は これ ら 
の 変化 を 図示 し 
また ダイ ヤブ ロ 
ッ ク で この 形状 
plies ramsey 
走る : グラ ウン ド や 街頭 を 走る こと を 通し て すみ や 
か な 適応 行動 , 方 向 ・ 距 離 ・ 位 置 関係 の 把握 を 訓練 す 
A. 

① グ ラウ ンド で 何人 か が 手 を つなぎ な が ら 100 メー 
トル の 直線 歩行 を する . 次 に 図 22 の よう な 方 法 で 変 互 
に 位置 を 変わ りな が ら 歩 く . その 後 , 1 列 に 並ん だ 訓 
練 生 の 間 を ぬっ て 同じ 動作 を 繰 返 す . 慣れ る と か け 足 
で 同様 に 行なう . 

② 100 メー トル の 円 周 上 に 訓練 生 を 配置 し , この 回 
わり を 全力 疾走 する . この と き , 他 の 訓練 生 は 手 を た 
た いて 自分 の 場所 を 知ら せる . この 後 , 街頭 に 出 て 1 
日 目 と 同じ 動作 を 行なう . 

オリ エン テー リン グ . 模擬 道路 を 利用 し て 指導 貞 の 
示す 地図 だ け を 頼り に 指定 され た 地点 に 到達 する 訓練 
を 行なう ( 図 23 ). 道路 は ュ ン クリ ー ト ・ 芝 生 ・ 砂 利 
道 な ど が あり , また , 障害 物 や 傾斜 面 , 階段 の 昇降 , 
ジグ ザ グ 状 の 道路 な ど で 訓 練 す る . 

[開い た 技能 ( opened skill ) の 習得 ] 予測 不可 能 
な 流動 的 な 環境 の 要請 で , 予測 が 立 と う が 立 つま い 

何ら か の 反応 を 強制 され て くる 刺激 の 中 で 遂行 さ 
れ な けれ ば な ら な い 場 合 に , 知覚 的 技能 が 最大 限 に 活 
用 され る . 訓練 の 対象 と し て 行なわ れる 限り で は , こ 
の 環境 は 無限 の 多様 性 を 持つ こと は な い が , 次 の よう 
な 身体 適性 ( physical fitness) を 有 と し て いる こと が 
必要 と な る . 


① 特 殊 な 心 像 (image ) の 形成 , 視覚 化 お よび 心 


的 地図 の 形成 な と 置換 筋力 に つい て , ② す みや か な 適 
応 行動 お よび 身体 移動 , ③ 身 体 各部 の 調整 力 , OE 
・ パ ワー・ 重 心 の 位置 と 運動 感覚 と の 協 応 , ⑤ 主 体 と 
外 的 事物 と の 時 間 的 ・ 空 間 的 (距離 的 ・ 高 度 的 ・ 方 向 
的 ) 関係 の 把握 , ⑥ 身 体 運 動 の リズ ム 感 ,。⑦ 複 雑 な 統 
一 的 運動 の 統合 , ⑧ 複 雑 な 一 連 の 運動 また は , 次 々 と 
急速 に 連続 し て 起こ る 運動 の 整合 , ⑨ 外 界 の 変化 の 規 
則 的 な 反復 の 把握 , すなわち タイ ミン グ の 体得 . 

これ ら は 直接 , 対応 関係 に ある 感覚 器 管 と 刺激 と の 








結び つき と いう より むし ろ 活 動 性 の 高い も の , 体育 的 
要素 の 強い も ゃ の で あり , 同時 に 訓練 生 が 失明 以前 に 行 
な っ て いた よう な 行動 様式 . ルー ル な ど が , その まま 
適用 され る . すなわち , 視覚 な し で 失明 前 に 行なっ て 
いた こと を ぁ た た び 行 な うこ と で 感覚 訓練 の 最終 段階 
へ と 到達 する . この 訓練 で は , レク リエ ーション 的 , 
ゲー ム 的 要素 も 濃く , 精神 面 で の 恐怖 , 孤独 感 を 克服 
させ , 自由 に 動き 回 われ る こと の 自信 を つけ , 社会 復 
帰 へ の 道 を 開く こと も ここ で の 目的 で ある . 
① 輸 投げ 台 の 下 に ブザー を 取付 けた 輪投げ 台 を 用 
音源 の 定位 と 方 向 , 距離 の 把握 お よび 運動 の 調 
整 が 訓練 の 対象 と な る . 台 が 並列 に 並べ られ た 状態 か 
ら , 訓練 生 を 囲む 円 上 , 無 作為 と 台 の 配置 は 順次 複雑 
に され て いく . 

② な わ 飛 び 身体 全体 の 調整 力 を 養う と と も に , リ 
AAR, 方 向 定位 , タイ ミン グ の 訓練 と し て 最も 必要 
な 訓練 の 一 つ で ある . 大 な わ 飛 び を 中 心 と し て 小 な わ 
飛び の 組合 わせ , パス ポ ボール ・ ド リブ ル を 組合 わせ た 
複雑 な も の を 行なう . 

③ 一 輪 車 の 操作 両 腕 の 共 応 性 , 身体 全体 の 調整 力 
に よっ て , 一 輪 車 の バラ ンス を 保ち な が ら 行 な わな け 
れ ば , いずれ の 側 に 傾く か 転倒 し て し まう . HHO 
けなし で 行なう と き に は 純粋 に 運動 感覚 だ け に 頼ら な 
けれ ば な ら な い . また , 地面 の 傾斜 , で こ ぼ こ 道 の 場 
合 の こと も 考慮 に 入れ て 操作 する 必要 が ある . 

ぐ 車 量 物体 の 移動 何人 か の グル ー プ に 分 か れ て , 
材木 (100 キロ : 
グラ ム 程 度 で 長 
ささ 5 メー トル の 
も の ) を , 階下 
か ら 屋 上 まで 運 
ん だ り , 大 机 を 

室 か ら 屋 上 に 
運び , また 元 の 
位置 に 返し た り 
$B Deri 
物体 の 大 き さ 
と 空間 の 位置 関 
係 を うま く 把 握 
Lictt area 
衝突 し た り , 負 
傷 す る こと に も ゃ 
な りか ね た ない . 
S72, (DIOR 


v 





図 24 日 用 品 の 修理 





図 25 木工 ・ 工 作 
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図 26 ピン ポン 練習 コー ス 
身体 各部 の 調整 | 
Wx 5 ECO 
訓練 と も な る カ ヵ 
最も 重要 な こと 
は , グル ー プ の 
チー ム ワ ー ク カ 
25 よれ Je 
同 作業 が で きる ーー 
2Me ず る と 図 27 ピン ポン 打球 自習 器 
で ある . この よう な 作業 は , 階段 の 昇降 な ど 非 常に 危 
険 な ゃ の で ある が , 空間 関係 を うま く 把 握 し な が ら 大 
き な 物 体 を 自由 に 移動 で きる と いう 自信 を 植え つけ る 
こと は 必要 で ある . 

⑤⑥ ボ ー ル を 使っ て バス ケッ ト ボ ー ル , ラグ ビー ボ 
ー ル を 使っ て , ドリ ブル , パス ボ ポ ボール, ボー ル の 捕 球 
を 訓練 する . 失明 者 の ゲー ム に は 多く の 場合 , 晴 眼 者 
の ルー ル を 全く 変え , 2 次元 で 行なう も の が 多い が , 
ここ で は 主体 と 物体 と の 時 間 的 ・ 空間 的 関係 を と ら 
え , 完全 で は な く て も ゃ 晴 眼 者 と 同じ 行動 を と りう る よ 
う 訓練 さ れる . 

⑥ 日 用 品 の 修理 お よび 木工 工作 は さ み , ドラ イズ バ 
eee ee ike alo Cy ave 
ント の 修理 , 簡単 な 電気 製品 の 修理 , ドア の ノブ の 付 
け 替 え を 行なう ( 図 24) . 

また , の こぎ り ・ か ん な ・ の みな ど を 使っ て 自室 の 
整理 箱 ・ 本 箱 ・ 棚 た な ど を 作る . これ ら は 感覚 訓練 と A 
常 生 活 訓練 と の 共同 授業 で ある (M25). 

(⑦ の ピン ポン 盲人 用 卓球 で は な く , 普通 の ピン ポン 





玉 を 用 いて 卓球 を 行なう . その た め , す 早 い 音 源 定位 . 


と その 方 向 へ の 移動 , また 高 さ が 加わ る た め に , 的 確 
な 時 間 関 係 の 把握 が 必要 と な る . 少々 大 きめ の ラ ケ ッ 
ト で 自由 に ピン ポン が 楽し め る よう に な る . 方 法 は 図 
26 の よう に Q①) つ (②ー(⑬)ー⑭) の ュー ス で 行なっ て ゆく . 
また . ピンポン 打球 自習 器 で も 訓練 を 行なう ( 図 27). 
( 関 宏之 ) 
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運動 技能 の 評価 と 訓練 方 法 


評価 と 訓練 の 基本 的 枠組 

一 般 企 業 に 働く 視覚 障害 者 の 運動 技能 の 評価 と その 
訓練 方 法 に つい て , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 (AF 
OB) と 南 カ リフ ォ ル ニア 大 学 ・ 飛 行 安 全 管 理研 究 所 
の グロ ス ( Hilde Groth ) は , 次 の 点 を 指摘 し て い 
a. 

1) 作業 を する 場合 に 必要 な 技能 の 発見 と その 訓練 方 
Et 

(②) 技 能 の 訓練 ・ 評 価 中 に か か る 精神 的 負担 を 軽減 す 
の 

(3 障害 の な い 人 びと と 同等 に 作業 を 行なう こと の で 
きる 技能 の 訓練 方 法 を 開発 する . 

(④ 技 能 訓練 の 期間 を 短縮 し , 訓練 生 が 技能 習得 を 楽 
観 的 に 考え る こと の で きる よう な 訓練 方 法 を 確立 す 


042 


失明 者 リハ ビリ テー ショ ン 





る : 

これ ら の 4 点 か ら , 実際 上 の 問題 点 と し て 次 の 事項 
が あげ ば られる. 

(1) AFOB が 指導 し て きた 運動 技能 の 訓練 ・ 
方 法 と 手続 き の 妥 当 人 性 . 

(2) AFOB が 指導 し て きた 訓練 ・ 評価 な ら び に 教具 
の 評価 基準 の 根拠 を 明らか に する た め , その 教具 を 用 
いて , 訓練 生 と 晴 眼 者 の 作業 量 を 比較 検討 する . 

⑬③ 実 際 の 仕事 の 内 容 に 即 し て , 必要 と され る 運動 技 


評価 の 


能 が , 訓練 ・ 評 価 さ れる も の と 高い 相関 関係 に ある こ 
AFOB が , 3 年 前 か ら 指導 し て きた 訓練 評価 の シ 


ステ ム は , 古く か ら イ ギリ ス の 視覚 障害 者 の 触 弁別 , 
触 認知 な ど を 訓練 する た め の 教 具 を 用 いた も の で , そ 
れ ぞ れ 徒 の 異な る 25 個 の 穴 に , それ ぞ れ に 合致 する 棒 
を 選別 し て さ し こ む ペ グ ボ ー ド , 7 個 の 小 上 刻 の アル ミ 
を 手 本 通り に 組合 わせ る ジオ メト リカ ル ・ ペ パタ ー ン , 
数 個 の 穴 の あい た プラ スチ ッ ク 板 を 所 定 の 方 法 で 組立 
て る メッ カー・ ア ッ セ ン ブ リ ー テ スト の 3 種類 か ら 成 
ON) 

これ ら の 教具 を 用 いて 行なわ れ た 訓練 ・ 
グラ ム は , グロ ス 博 士 の 追跡 調査 の 結果 , 
結 議 さ れ た . 

Q) 作 業 遂行 に 当たっ て , 訓練 生 は , 試行 錯誤 を や る 
こと を 強調 され る た め , 極度 の フラ スト レー シュ ン に 
陥る . その うえ 視覚 障害 者 に , 一 般 企 業 の 門戸 が 開放 
され て いな い 国 々 で は , 訓練 ・ 評 価 の 結果 だ けが 唯一 
の 職業 獲得 の 手段 で あり , よい 結果 を だ すこ と が 就職 
の チャ ンス と つなが り , さら に この フラ スト レー ショ 
ン の 状態 を 強め て いる . 

(② 学 習 理論 に よる 理論 


評価 の プロ 
次 の よう に 





表 1 教具 の 訓練 内 容 と 訓練 され る 運動 技能 の 分 類 


ら ず , 設定 され た 学習 規準 も る きわめて 任意 的 な も の で 
ある . 

⑤) 訓 練 ・ 評 価 方 法 が 任意 な も の で あり , 経験 を 積ん 
だ 指導 員 で な けれ ば , これ を 実施 する こと が で きた な い . 
(@⑥) 訓 練 の 成果 に つい て , 実際 に 工場 で 働い て いる 訓 
練 生 お よび 現場 の 主任 ・ 工 場 長 は , 必要 な 運動 技能 を 
訓練 ・ 評 価 す る た め の 教 具 と し て は 不 十 分 な も の だ と 
いで MS 

(⑦ 晴 眼 者 の 成績 と の 比較 検討 の 結果 , 視覚 障害 者 の 
成績 が 著しく 悪かっ た し , Ek, 与え られ る 課題 が 履 
BORN VME ERR CH ok. 視覚 障害 者 の 成績 
が 順次 , 晴 眼 者 の も ゃ の に 近づく よう に 構成 され る べき 
で , 素材 の 選定 に 誤り が ある . 

そし て , 結果 と し て , 訓練 の 導入 に は な り 得 る と し 
Ch, 判定 教具 と は な り 得 な いと され , 新 ら し い 5 種 
類 の 教具 と , それ ら を 用 いる た め の 方 法論 が 導入 され 
Aa GERBSTE. 


新しい 評価 ・ 訓 練 プ ログ ラム 

この プ ブログ ラム に お いて は , 運動 技能 全般 に わた っ 
て 訓練 ・ 評 価 す る シス テム が 主要 な 役割 を 果たす こと 
(に な る . Chit, この プロ グラ ム を 通じ て 訓練 され て 
いく 庄 技 能 は , 職場 で 働く 視覚 障害 を も っ た 作業 員 の 
基本 的 な 習慣 を 形成 し , 作業 に 従事 する 場合 も , 晴 眼 
者 と 対等 の 生産 性 の 向上 に 参与 で きる と され る か ら 
で , 学習 の 転移 が この 基本 的 な 考え 方 と され て いる . 
な お , ここ で いう 運動 技能 と は , 次 の 10 の 技能 を 指 
ieee 

① 腕 の 速い 動き , 


② 指 先 の 速い 動き , ③ 物 体 の 大 ま 


( 注 ) 〇 印 は 訓練 評価 され る 運動 機能 を 示す 





























: 1 時 > : 
WAREL て 2。 特 ペー cia ッ タ 式 “=7K | a7 ROE 4— FX 邊 
に 報酬 体系 に つい て の 考 it 2 Lie 1 - a 4 ie “a A 

3 5) ビ 
慮 が な い . 3 訓練 内 容 a ie ze fi 3 2 ee 組 ン rly 
9⑩ 妥 当 と され る 解決 方 Base? 、、 | ス % ス | ス て ス | ス 2° スス て | 立 % く | ス 
法 自 体 が 実際 的 で は た なく ヽ 、| F ト 測線 Waste ee rere 
4b. 4a 2 指 の 速い 動き O O O O 
の 国 の 文化 Bob! 3 物体 の 大 ま か な 操 作 | 〇 O 〇 | 〇 0/0 0 O O 
視 し て いる . 4 物体 の 細やか な 操作 | | | (44 
④⑫⑳3 種 の 教具 を 用 いて SHA ODE |.O O 〇 O, の 9 OOIIGINIGOHII IE 
2 ee 。 pe 6 両手 の 協 応 動 作 | Om ers Oo . OL. 
ee cee の 上 ay | | O 
ム に 共通 し て いる こと は gtr 置 の 記憶 」 「O O10』 NNOII aaa. 
成績 の 結果 を 一 般 化 する 9 形状 の 記憶 | O 
Wo ti we Blew Oy O 7 et O 0 0} Sasi 


た め の 標 準 化 が され て お 
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Ml ミネ ソ タ 式 





図 2 ペン シル ベ = ア 式 
か な 操作 , ④ 物 体 の 細か な 操作 , HP ⑥ 
両手 の 協 応 動作 
⑦ 触 弁別 ,⑧ 位 
Onl, ⑨ 形 
状 の 記憶 , ⑩ 反 
応 時 間 . 

[BA] FL 
く 導 入 さ れ た 教 
具 は , 次 の 5 種 
類 で ある . 図 3 クロ フォ ー ド 式 

i eV aK 
操作 速度 テス ト 
( Minnesota 
rate of manipu- 
lation test) 
=A Sor? 
タ 式 と 略 . 

(2) ペ ン シ ル ベ 
= ニア 式 両手 作業 
訓練 具 (Pennsy- 
lyania bi-manu- し ペド ウゥ ・ ペ グ ポ ー ド 
al work sample 
一 以下 , ペン シ 
ル ベ ニ アテ ア 式 と 略 

(2 BB フチ ーー 
ド 式 巧 弘 性 テス 
ト (Crawford 


small parts dex- 図 5 デザ イン テス ト 











terity test) 一 以下 クロ フォ ー ド 式 と 略 . 

(《⑳⑭ パ ドウ ー・ ペ グ ボ ー ド (Purdue pegboard ) 

(5), ス タン フォ ー ド = コ オ 式 デザ イン テス . ト .( Stan- 
ford = Kohs block design test for the blind) 以下 , 
FPAYFALEM. これ ら の 概要 に つい て は , 写真 
に 示す 通り で ある . 

また , 表 1 は , 各 教 具 か ら 導 か れる 訓練 内 容 と 訓練 
され る 運動 技能 と の 関係 を 示し て いる . 

これ ら の 教具 は , すでに わが 国 に ゃ 適性 検査 用 具 と 
し て 導入 され て いる も の で ある が , 従来 日 本 に お ける 
信 覚 障害 者 の 職業 観 が 固定 し て お り , さま ざま な 職種 
に 即 し た 適性 判定 の 必要 性 は 全く な か っ た た め , これ 
ら の 作 具 の 適用 範囲 が 視覚 障害 者 に まで 拡大 され た こ 
EWR Ts Sic. 

[訓練 ・ 評 価 の 手続 き ] 訓練 ・ 評 価 を 行なう に 当 た 
っ て , 指導 員 は , 統一 性 を 図る た め に 教示 は すべ て 手 
引 書 に 基づい て 行なう こと が , 義 務 づ けら れ て いる ( 詳 
細 な 教示 内 容 に つい て は 省略 する ). 

訓練 生 の 各 試 行 の 成績 は , 次 の ょ うな 方 法 で 処理 さ 
hd, | | 

(1) EIT D AT SERRE] 2 TE D AMRIT ELA TS. 

(②) さ ら に , 遂行 の 所 要 時 間 を グラ フ 化 し て , 学習 過 
程 を 可視 的 に する . 

(SHEE ( 晴 眼 者 の 平均 値 の 0 パーセント) と 訓練 
生 の 第 1 試行 目 の 成績 を も と に , 5 パー セン ト の 学習 
上 昇 率 お よび 時 間 を 算出 する . 

3 課題 学習 の 所 要 時 間 に 何ら 改善 が 見 られ な い , い 
わ ゆ る , 高原 状態 が 連続 5 試行 続く と , この 訓練 ・ 評 
価 の ブ プログ ラム は 中 止 さ れる . この 最終 試行 の 成績 が 
晴 眼 者 の も ふ の と 比較 され パー セン テー ジ に 換算 され 
A 

( BEE x 100 ) 

⑤) お の お の , 11 ODM FeV FARIULCBEK 
成績 は , その 個人 の 運動 技能 eae gal 
eee SE 
次 の よう に 分 類 さ れる . 


2 ……… 80 ~ 90 % 2 


A 0 100~ 110 % ヶ 

5) hee: 110 ZU LOBES 

⑥ 表 2 は , この 最終 的 な 試行 を 全体 的 に まとめ , 評 
価 し よう と し た ゃ の で ある . 記入 方 法 は , た と えば , 
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表 2 運動 技能 に つい て の 総合 評価 表 

































































ュー a eS 7 jp ピン 0 ED : 
運動 技能 置き 換え 回 bad oe th +i 手 組み 立て と カラ ー ね じ く きき | 
1 腕 の 速い 動き | | | | Bete ah 
2 指 の 速い 動き ee ーー トン | レン ae wer 
3 物体 の 大 ま か な 操 作 | を る |e <a Ls ae 
物体 の 細やか な 操作 Lat le | eee | Bae 
LOT | IAM | tees ane! | | | Hi “yb! 
両手 の 協 応 動作 | ンプ | | | a4 | 
Bea 








| | ee 
sa | ピラ ルン 
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位置 の 記憶 Eas 
形状 の 記憶 ees aS 
10 反応 時 間 | 








ミネ ソ タ 式 で の 置 替 た え テ スト の 成績 を 晴 眼 者 の も の と 
比較 し た と き , それ が 100 ~ 110 パー セン ト の 間 に あ 
っ た な ら , この 課題 を 遂行 する に 必要 と され た 運動 技 
fe, すなわち , ① 腕 の 速い 動き , ② 物 体 の 大 ま か な 操 
作 , ③ 指 先 の 巧 級 性 , ③④ 反応 時 間 の 4 項 に , すべ て 得 


pe A BY LCA ARGC eee ne Gs 
べ て の テス ト に わた っ て 得点 が 記入 され て いき , 最終 
的 に 運動 技能 に つい て の 評価 が 行 な ち れ て いく こと に 
な る . 

な お (3) の 項 で 述べ た 5 パー セン ト の 上 昇 率 を 算出 す 
る 目的 は , 成績 が 5 パー セン ト ア ッ プ する ど ご と に 与え 
られ る 賞与 (token reward ) と の 関連 か ら で , これ 
は 内 的 な 報酬 と と も に , 外 的 に も 報酬 を 与え , 学習 意 
欲 を 高め よう と し た も の で ある . 

以上 , 述べ て きた の は , 結果 の 処理 方 法 に つい て で 
あり , 表 2 の 総合 評価 表 は , さら に 実際 の 職業 分 析 と 
の 関連 で , その 個人 が どの 職業 に 適し て いる か を 判定 
する 資料 と し て 用 いら れる . 表 3 は , 電話 交換 手 の 交 
換 機 の 操作 内 容 と 運動 技能 に つい て 述 べた も の で あ 
る . 同 表 に 必要 性 の 程度 と いう の は , 電話 交換 の 訓練 
を 行なう 指導 員 の 判断 に より 5 点 法 で 示さ れ た も の で 
HD, 

表 2 と 表 3 か ら 図 1 が 導 か れる . この 図 を も と に し 
て , 訓練 生 の 運動 技能 が , その 職業 を 行なっ て いく 5 
え で 十分 な も の か どら か か 判定 され る の で ある . AM 
で は , 訓練 生 の 最終 試行 を 任意 に 仮定 し て プロ ッ ト し 
た も の で ある が , この 場合 , だ いた い に お いて 職業 訓 
練 指 導 員 の 望む 運動 技能 の 程度 に 間 し て お り , 職業 訓 





練 課 程 へ 進む こと が 許さ れる . し か し , すべ て に わた 
っ て 合格 規準 に 達し て いる の で は な いか ら , 特に 指 の 
速い 動き , 両手 の 協 応 動作 を 含む 訓練 を 更に 続行 し て 
いく こと が 必要 で ある . 


今後 の 課題 

[位置 づけ ] 訓練 ・ 評 価 の 位置 づけ を する 前 に , = 
ず 重 要 な こと は 指導 上 員 の 視覚 障害 者 の リハ ビリ テー シ 
ュ ン に 対す る 考え 方 を 明確 に こす る こと で ある . それ は 
「 人 た る も の は , その 能力 に 応じ て , 自己 の 職業 を 自 
由 に 選択 し 得る 」 と い 5 基本 的 概念 で あっ て , 長い 
間 , 固定 化し て いる 日 本 の 視覚 障害 者 の 就職 の 状況 と 
は , 異な る も の で ある . 

し か し , 今日 ほど 視覚 障害 者 の 社会 適応 訓練 の 必要 
性 が 力説 され , 職業 の 機会 均等 と いう 考え 方 が 高まっ 
て きた と と ゃ も 。 POCA COL Reza 
と し て 日 常 生 活 全 般 に わた る 技能 の 訓練 と 職業 訓練 と 
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・ 腕 の 速い 動き 

・ 指 の 速い 動き | | 

- 物体 の 大 ま か な 操 作 | | 
物体 の 細やか な 操作 | | | 
. 指先 の 巧 級 性 | 

. 両手 の 協 応 動作 
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. 位置 の 記憶 

. 形状 の 記憶 
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図 1 電話 交換 手 と し て の 職業 プロ フィ ル 





に 2 分 され 実施 され て い 
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表 3 電話 交換 機 の 操作 内 























あ 。」 表 閉 区 お いで は , A ‘6: & SHR BSH 
字 , タイ プラ イタ ー, 話 交換 機 の | 必要 と され 必要 性 
bs ミッ sed 
Yo YONG, 調理 , 家政 ~ hi Be ad A 
を 含む 日 常 生活 訓練 , 歩 ua ke 
行 訓練 な ど が 行なわ ち れ て 級 性 
いる . 3 物体 の 細 | 3 
と ころ で , われ われ が ane 
視覚 障害 者 の リハ ビリ テ A oe wa 
ニーロ シ と いう と き , 単 憶 
に 限定 され た 特殊 な 技能 5 和合 l1 反 記 計 間 | 3 
の 上 達 や , 心理 的 更生 だ 対す る す 
け を さす の で は な いと い ば や い 反 
うこ と で ある . 真 ヒ に リ へ . 選 ab 
ビリ テー ショ ン が 終了 す 3 キー 及び 1 腕 の 速い | 3 
る と き は , 1 人 の 視覚 障 poe a 
6 3 BEY |2 指 の 速い | 3 
害 者 が , 精神 的 に , ER (tactile-| 動き 
的 , 社会 的 に 自立 ・ 独 立 indica- 3 物体 の 細 | 3 
Taek CH A. と tor) の | や か な 操 
pubis, ee | 
応 訓練 は 。 就職 の 機会 を Bes uk 
(5 DICE Te Hide CH > 5 反応 時 間 | 3 
て , 受動 か ら 能動 を 形成 pyre 1 pow 5 
する 過程 で あり , 何 か に 示 を も と | 動き 
向 お うと する 個人 の 出発 "に し て 内 2 物体 の 大 | 3 
点 で ある と も いえ る . WRAY) BOR 
: Se を 操作 | 作 
BeRI2 償還 も モ オ が 天 3 位置 の 記 | 4 
施さ れる た め に 必須 な こ | tee 
と は , その 個人 の 持ち 前 4 触 弁別 3 
すなわち , 職業 的 個性 と ena” 4 
5 N と Wy 
も いう べき も の が 理解 さ Sea 


人 が 望む 職種 に 向かっ て の 必要 な 技能 の 訓練 方 法 か 
展開 で き な け れ ば な ら な い . Chit, 訓練 生 が 適職 を 
得 て , 楽し みつ つ 働 き , 生活 の 安定 を 図り , な お か つ 
業務 の 面 で , 生産 性 の 向上 に 十分 に 寄 号 で きる と いっ 
た 人 的 管理 の 問題 で あっ て , この 管理 を 有効 適切 , 適 
材 適所 に 行なっ て いく うえ で の 前 提 人 条件 で ある . 

訓練 生 が , 単に 晴 眼 者 と 同等 の 運動 技能 
を 有 し て いる と し て も ふも, その 訓練 生 の 就職 の 機会 に 
ik, 決し て つなが ら な い . 就職 の 機会 , すなわち , 社 
会 へ 復帰 する と いう こと は , 基本 的 な 社会 適応 訓練 が 
終了 し , 社会 復帰 の た め の 総 合 的 な 再 組織 化 を 行ない 





得 た 人 びと に の み 可 能 で ある . PURE V> 5 Bebe Cis, 
その 個々 の 全体 的 な 診断 が 徹底 し て 行なわ れる 必要 が か 
ある . 

さら に , 訓練 の 妥当 性 と いう 面 に な お 問題 が 残る . 
それ は 主観 的 要素 が 多く , 統計 的 基礎 に 欠け て いる . 
これ ら の 点 は さら に 検討 され る 必要 が あり , より 具体 
的 に , 人 の 諸 機 能 の 個人 差 を 発見 し , この 特徴 を さま 
ざま な 形 で 実践 的 な 場面 に 適応 で きる よう に 考慮 し な 
けれ ば な ら た ない . 

[今後 の 課題 }】 以上 の よう な 間 題 点 を 指摘 し た が , 
訓練 ・ 評 価 の プロ セス が , 合理 的 で , し か ふも 高 度 な 学 
問 的 な 分 析 に 基づい て 行なわ ち わ れ て いる た め に , SAH 
へ の 応用 性 を 有 し て いる . これ は , 今日 まで の わが 国 
の 現状 に 対す る 挑戦 で ある . 

われ われ は , 実際 に この 方 法論 を 実施 し て いき な が 
ら , この デー タ と 他 の 諸 様 相 と の 相関 を 求め , わが 国 
の 風土 に 合っ た 方 法 で 職業 適性 の 判定 資料 お よび 訓練 
生 の 予測 を 得る た め の 新 材料 と し て 役立て て ゆく 必要 
DH, 

日 本 ライ ト ハ ウッ ス 職 業 ・ 生 活 訓練 セン ター で は , 視 
覚 障害 者 の リハ ビリ テー シュン を より 具体 的 に , し か 
も , 総合 的 に 行なっ て いく うえ で , この 訓練 ・ 評 価 の 
方 法 が 診断 お よび 諸 技 能 の 習得 の 基礎 と な る と い 2 う 考 
え 方 に 基づい て 感覚 訓練 の 一 つの セク ショ ン と し て 実 
施し て いる . 視覚 障害 者 の リハ ビリ テー シュン , 職業 
の 開拓 が いわ れ て いる 今日 , この 方 法論 の も つ 意 義 
it, 真 に 新しい 観点 に 立 と うと する 試み の 指標 と し て 
FEAL SHE 9D. ( 関 宏之 ) 


コン ピ ビ ピュー ター・ ブ プロ グラマー の 訓練 


訓練 の 開発 
最近 まで 全盲 者 の 就職 に つい て の 見 通 し は , や や 制 


ピュ ー タ ー・ プ ログ ラミ ング と いう 新 分 野 に 道 が 開け 


る 希望 が か も て る よう に な っ て きた . この 分 野 は 小 企業 
の 合理 化 に 役立つ だ け で な く , 大 企業 や 政府 の 諸 管 理 
に つい て の 考え 方 に も 革命 的 な 変化 を も た らし た . ま 
た , 労働 市 場 に も 完全 な 変革 を も た らし た . 経験 の あ 
る プロ グラ マー の 需要 が 非常 に 大 きく な っ た た め , そ て 
の 給与 は 高騰 し た . た と えば , アメ リカ で は 高等 学校 
座 業 生 で ュ ユン ピュ ー タ ー・ プ ログ ラミ ング に 2 年 の 経 
験 が ある 場合 , 年 8500 ~ 9500 ドル と いう 他 に は 例 の 
な い 収 入 が ある . 
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1963 FO), YS SIGIR ORS ST Ee 
ー タ ー・ セ ンタ ー で は , 盲人 の リハ ビリ テー シュ ン に 
ュ ン ピュ ー タ ー が どの く 上 W 助 7 る 8 か を i FAL 
fo Op Clk, BA 2 2 Ae Sa ALF 
マー に 養成 する の に 必要 な テク = ニック と 補助 具 を 研究 
開発 し た . 

1964 年 メリ ー ラ ンド 州 プ レン トウ ッ ト 市 の 国際 ア 
カ デ ミ ー 教 育 部 に お いて 下半身 不随 の 証 人 を コン ピュ 
ー タ ー・ プ ブロ グラ マー と し て 訓練 し 始め た . 最初 は , 
廃棄 し た コン ピュ ー タ ー・ シ ステ ム や 特別 な 装置 を 訓 
練 用 に 用 いた . 技術 の 講義 に は 録音 を 用 いる 方 法 を と 
sic. IBM 1401 の プロ グラ ミン グ の 基本 的 考 え 方 を 
教え る の に 必要 な テキ スト は , 200 時 間 以 上 の 録音 に 
な っ た . 基本 的 な 考え 方 を 理解 させ る た め に , テス ト 
と 練習 問題 も 録音 し た . これ ら の 録音 を 使う ほか , 十 
分 理解 で き な か っ た 部 分 に つい て 質問 し た り , プ ブログ 
ラム を ら うら まく 作る た め の コ ンピュータ ー 論 理 を 発展 さ 
せる 方 法 を 探す 機会 を 与え る た め , 討論 会 を 開い た - 

シン シナ ティ 大 学 で 開発 され た 補助 用 具 は 非常 に 効 
果 が あっ た . 技術 面 で の 訓練 が 終わ っ た と き , ETH 
金 計 算 の 練習 を させ た . 自分 の 作っ た プロ グラ ム を コ 
ンピュータ ー に か け て テス ト し て みな けれ ば , 自分 が 
用 いた 論理 を 評価 する 機会 か ない. 

盲人 は 普通 の ュ コンピュー ター・ ア ウト プッ ト と 会 話 
の は ほ で きい が ら , | 普通 の イン ク ・ ブ リン トド ト を 
Ped G7 a 7 を 書き で ね れ ( に より の コン 当 間 デビ 
ター・ プ リン ター が 点字 を 打ち 出す よう に し た . この 
結果 , 個々 の 詳細 な 指示 や プリ ント ・ ア ウト され た 結 
果 を 晴 眼 者 の 助け を 借り ず に , 直接 コン ピュ ー タ ー と 
対話 する こと が で きる よう に な っ た . 

167 iG oO See ie SE a A a7 
グラ マー と し て 働く 確信 が も て る よう に な っ た . この 
育 青 年 を 雇 入 れる 側 は , すでに 訓練 中 に 補助 具 と 技術 
が 開発 され ん ていたから, 何 $ も 特別 の 装置 を 購入 し た り 
借り た りす る 必要 は な く , 仕事 を 助け る 必要 も な か っ 
た . そし て 背 人 プロ グラ マー は 晴 眼 者 と 同じ に ひと り 
で 作 事 が で きる まう に な っ た だ . この 青年 ぽ マ リ デ ラ テン 
ド 州 の C&P 電話 会 社 に 採用 され た . 

この 結果 , 国際 アカ デミ ー は , 多く の 盲人 を ュ ン ピ 
ュー ター・ プ ブロ グラマー と し て 故 成 する た め , 1966 
年 11 月 玄人 の た め の プ ログ ラミ ング ・ ク ラス を 発足 
at Fic eok. 


訓練 計画 

この 計画 が 成功 し た の は 次 の よう な 多く の 要因 に よ ょ 
る と 考え る . 

訓練 施設 は , 障害 者 を 教育 で きる 有 能 な 研究 機関 
で な けれ ば な ら な い . 

(2) コ ンピュータ ー・ プ ログ ラミ ング の 基礎 を 教え , 
理論 の 理解 と 認識 を も ち , プロ グラ ミン グ に 付随 する 
論理 を 発展 させ , 必要 な 経験 を 実地 に 体験 で きる よう 
に 計画 され た カリ キュ ラム を も た な けれ ば な ら な い . 

(3 訓練 に 使う 9 コンピュー ター は 訓練 所 内 に な けれ ば 
な ら な い - 

(④ デ ー タ 処理 の 各 専 門 分 野 で 有 能 な 資格 の ある 指導 
者 が 必要 で ある . 

(⑤ 卒 業 生 の 就職 を 成功 させ る た め の 就 職 あ っ せん が 
必要 で ある . 

言 人 の コン ピュ ー タ ー・ プ ブロ グラ マー の 訓練 に は , 
選抜 , 訓練 , 就職 の 三 つ の 分 野 が ある . 第 1 に この 分 
野 の 訓練 に 適する 人 を 選ぶ に は , どの よう な 基準 を 用 
いれ ば よい か . 盲人 で プロ グラ マー に な ろう と する 人 
は , 高等 学校 座 業 生 で , どの 教科 も C+ 以上 の 成績 で 
ある こと が 最低 必要 で , さら に 科学 や 工学 分 野 の デー 
BR, プロ グラ ミン グ に 進み た いと 思う 人 は , 数 学 か 関 
連 部 門 の 学士 の 資格 を も っ て いな けれ ば な ら な い . = 
生 の 成績 を 評価 する と き , 重要 な の は , 国語 , Bac, 
Sit, 事務 , 経理 , 数 学 , 音楽 , 速記 お よび これ ら に 
関連 する 教科 で ある . それ と と も ゃ も に 自立 性 が あり , 他 
の 人 に 手伝っ て も ら う 必要 が な いこ と が 要求 され る . 
また , 就職 する の に 表 障 の な い だ け の 性 格 と 外見 を 備 
えた 者 で な けれ ば な ら な い . 性 別 , 人 種 , 年 齢 は 障害 
に な ら な い . さら に 抽象 的 な 思考 と 論理 的 考え 方 が で 
きる か どう ら か を テス ト し て みる 必要 が ある . これ ら 
は , 知能 測定 用 テス ト に より , ある 程度 測定 する こと 
が で きる . コン ピュ ー タ ー 関 係 の 仕事 は , 広範 囲 で 応 
用 範囲 が 非常 に 大 きい の で , いろ いろ な タイ プ の 人 が 
働く こと が で きる : 


訓練 方 法 

訓練 を 効果 的 に 行なう に は , いろ いろ な 必要 事項 と 
テク ニッ ク が ある . 訓練 生 は 点字 を 十分 使 2 こ と が で 
き な け れ ば 就職 の 可能 性 が 少な く な る . 点字 は ュ ン ピ 
ュー ター と 対話 する た め の 基 本 で ある . (tHe TOR 
慣 を 身 に つけ , 心 が 整 理 さ れ て いな けれ ば ぼ ば ならない. 
仕事 の うえ で 役立つ 道具 は , 何で も 使用 し , 仕事 を や 
りや すく し, 自信 を つけ る の に 役立つ も の を 用 いる の 
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が よい . 

訓練 に 用 いた テク ニッ ク は 次 の よう で ある . 

) 黒 板 に よる 説明 は , 説明 者 が 説明 し て いる 各 ス テ 
ッ プ を 詳し く 話 せ ば 効果 的 に な る . この 場合 , 説明 す 
る 速度 が 早く な り 過 ぎ な いよ うに 注意 し , 理解 する の 
に 十分 な 時 間 を と る の が よい . 

(② 講 義 は 普通 2 時 間 以 上 に な ら な いよ うに 区 切る . 
そし て 実地 訓練 の 時 間 を 毎日 の 活動 に 組 込 む よう に す 
A. 初め あはは みん な で ディ スカ ッシュ ン す る 形式 に する 
の が よく , 知識 が 増す に つれ て 実際 の プロ グラ ミン グ 
実習 を 行なう よう に 組 込 む . 


必要 な 就職 条件 

訓練 生 が プロ グラ マー と し て 仕事 を する うえ で 役 立 
Meee で は | 点 学 タイ プラ イタ ー か 点字 板 , テー 
デレ ュー ダー, コン ピュ ー タ ー・ シ ステ ム に つい て 晴 
眼 者 と 対話 する た め の 普 通 の タイ プラ イタ ー (この 方 
法 の 代わ り に ポー タブ ル の キイ ・ パ ンチ ・ マ シー ン が 
HY, これ を 用 いれ ば , 盲人 プロ グラ マー は キイ パン 
チャ ー に 指示 を タイ プ す る ステ ッ プ を 省略 する こと が 
で きる . 点字 の カー ド 読 取 機 が か あれ ば , 盲人 プロ グラ 
Mas PAP eee EDS CAS. END 
あれ ば , 盲人 プロ グラ マー が 書い た も の を 晴 眼 者 に 読 
ん で ゃ もら 2 う 必要 が か なくなる) な ど と が ある . 

盲人 プロ グラ マー を 就職 させ る と き に は , 次 の よう 
な 点 に 考慮 を 払う 必要 が ある . BRZ コ クラ ミー 
が 十分 仕事 が で きる よう に 訓練 を 終わ っ て いな けれ ば 
な ら な い . 盲人 プロ グラ マー は 共同 作業 が スム ー 
ス に 行なえ を て , ハン ディ キャ ッ プ が 障害 に な ら ず , 将 
来 の 雇用 主 を 満足 させ る こと が で き な け れ ば た な ら な 
い . ③ 盲 人 プロ グラ マー は 満足 すべ き 水 準 で 仕事 が 
CX, 雇用 主 が 満足 する こと が 必要 で ある . OBA 
主 を 満 走 さ せる よう な 仕事 を する うえ で 必要 な 特別 の 
設備 や 道具 を 持っ て 就職 し な けれ ば な ら な い . 


現在 働い て いる 盲 人 プロ グラ マー は , 晴 眼 者 の プロ | 


グラ マー と 同様 の 資格 と 能力 を ゃ ち , 仕事 を や っ て 行 
く こ と が で きる こと を 実証 し て いる . 


(ジョ ン ・ デ ュ リ ター / 福井 章 二郎 訳 ) . 


[参照 文献 」 

DeRuyter, John, “The Training of Blind Compu- 
ter Programmers” The New Outlook for the Blind, 
Vol. 62, No. 1, 1968. 
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盲人 歩行 技術 の 発展 

多年 に わた り , 盲人 の 歩行 に つい て 多く の 試み が な 
され て きた . ある 時 代 で は , 困っ た お り に は 近く に 居 
合わ せ た 人 びと か ら の 助け を か り て , 歩行 補助 用 具 な 
し で 歩い て 行け する こと が , 時 代 の 先端 を ゆく 盲人 の 態 
度 で ある と 思わ れ た . また ある と き は , 盲人 福祉 機関 
(agencies for the blind) の 究極 の 目的 と し て は , 晴 
眼 者 の 世界 か ら 盲 人 を 保護 し , 家庭 訪問 教師 (home 
teacher) と し て 福祉 機関 に 雇用 され た ワー カー が 盲人 
の 家庭 を 毎週 訪問 し , 庭 の 中 まで は いり こん で 行っ て 
援助 する ほど まで し て , 歩行 の 介護 を は じ め 盲 人 の あ 
ら ゆ る 必要 を 満た すべ き で ある と され た . 

193045, AY DANS VO ta YA FZ 
は , 交通 事故 か ら 盲 人 を 守る た め に , BATHSZEL 
を 人 びと に 知ら せる 手段 を 講じる 白い つえ に 関す る 法 
健 の 制定 を 主張 し た . CORR, 自 い つえ は 盲人 の シ 
ン ボ ル と な り , 盲人 が 近づい て くる の を 公衆 に 知ら せ 
る 標識 Cai. 

自 い つえ の 利点 と 弱点 に つい て は , 多年 に わた 9 
底 的 な 究明 が な され て きた . ある 盲人 た ち に と っ て , 
自 い つえ が 歩行 を 可能 な らし め る 唯一 の 手段 で ある 
こと は , 昔 も 今 も $ 変 わり な い . し か し , 自動 車 や 歩行 
者 の 交通 量 が 増大 し , あら ゆる 交通 機関 や 道路 が 混雑 
を きわ め る 状態 に ある 現在 , 自 い つえ と その 使用 技術 
が , より 大 き な 統 御 力 を も ち た いと 望ん で いる 盲人 に 
と っ て 必要 な も の と な っ て きた . 

歩行 訓練 事業 (mobility training program) を 実施 
LEQEBASES) SE, WHR e SEW LE 
望 する 盲人 の 側 に お いて 遭遇 する むず か し い 問 題 の 一 
つ は , 自 い つえ の 使用 が 生み だ す 形 姿 で ある . 

つえ を 使用 し て いる 人 が , 目 の 見 える 公衆 に よっ て 
盲人 と し て 認知 きれ る こと は , 否定 で き な い 事実 で あ 
る . し か し な が ら , 盲人 が 自 い つえ と いう 歩行 補助 用 
具 を 用 いて 巧み に ,。 か つり っ ぱに 歩く と と に より , か 
えっ て 有 能 な 人 間 と し て の 成 厳 を 弟 人 に 与え , BAT 
ある こと を わか ら せ る 標識 と し て より も ゃ も, 盲人 に 独立 
を 与え る ふも の と し て , 自 い つえ が も ご 意義 が 強調 され 
Ale ONEIES CX Te) 

1929 年 , 盲人 の 組織 だ っ た 単独 歩行 技術 が , テ ネ 
包 尋 州 め 0 志 ン シン ョ ピル シー イシ グ ・ ア イィ イ 盲導犬 
= | (The Seeing Eye, Inc. 一 現在 , ニュ ー・ ジ ャ 
ー ジ ー 州 モリ スタ ウン に あり , アメ リカ で 最初 の 最も 
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権威 の ある 盲導犬 学校 ) が 開設 され た と き に 初め て 導 
入 さ れ た だ た . この 学校 は , 特別 に 訓練 し た 犬 を 盲人 の ガ 
イド と し て 使用 する こと を 教え る 目的 で 創設 され た の 
で あっ た が , 同時 に , 熟達 し た 歩行 技術 を 用 いる こと 
が で きる た め に は , 感覚 と 歩行 に つい て 本 格 的 な 訓練 
か 必要 で ある と いう こと が 認識 され る 最初 の 機会 と な 
“fc. 

BAATT RIND ROFL, 第 2 次 世界 大 戦中 に 超 
Cok. それ は , 戦傷 失明 者 が 医学 的 治療 と 医学 的 リ 
ハビ リ テ ー シ ョ ュ ョ ン の 措置 を 受け る た め , ペン シル ベニ 
ア 州 の バレ ー・ フ ォ ー ジ 病院 (Valley Forge Hospital) 
に 入院 中 の こと で あっ た . 同 病院 の リチャード ・ フ ー 
バー ( Richard Hoover) が , 同僚 の 助力 を 得 て 長 い 
つえ と その 使用 技術 を 案 出し た の で ある . その の も, 
この 歩行 技術 は , 1000 人 を 越え る 帰還 軍人 の 協力 
を 得 て , イリ ノイ 州 ハ イン ズ の 連邦 復員 軍人 病院 
(Veterans Administration Hospital) に お いて テス 
ト を 行ない , 完全 な も の に 仕上 げ ら れ た . 

これ ら の 歩 行 技術 に つい て 正しい 訓練 を 受け た 結 
果 , 戦傷 失明 者 は , 経済 的 に 自立 し , 責任 を 負い , A 
己 の 威 央 を 保つ こと の で きる 人 間 と し て 社会 へ 復帰 す 
る そよ が で きた POOLE ABA FE < RS 
れ た 教師 が 教え れ ば , 大 多数 の 盲人 が 実際 に 歩く こと 
PCS S EOICRA DICH S: 


盲人 歩行 の 四 つ の 方 法 

一 般 的 に は 現在 , 盲人 の 歩行 に お いて 四 つ の 方 法 が 
用 いら れ て いる . 第 1 は 補助 用 具 を 用 いな い 方 法 で あ 
る . この 方 法 に よれ ば , 盲人 の 歩行 能力 , 安全 性 お よ 
び 美 し い 姿勢 が 制限 され る . 第 2 は 晴 眼 者 の 手引 き に 
頼る 方 法 で ある . これ だ け に 頼る こと は , 盲人 が 常に 
他人 に 依存 する よう に な り , 歩行 能力 を 補っ て くれ る 
残存 諸 感 覚 の 利用 が 結局 失わ れ て し ま 危険 を 犯す . 
第 3 は フー バー つえ と その 技術 に よる 方 法 で ある . 
第 4 は 盲導犬 に よる 方 法 で ある . 

ここ で 特に いっ て お きた いこ と は , 長い つえ を 弁護 
する 人 と 盲導犬 の 使用 を 好む 人 びと と の 間 に 互 い に 張 
合う 競争 意識 が あっ て は な ら な い , と いう こと で ある . 
これ ら 二 つの 方 法 は 平等 に 良い も の で あり , 両者 と も 
利用 で きる も の で あっ て , 選択 は それ ぞ れ 個人 の 意思 
に 任せ る べき も の で ある . 

Et, し ば し ば 問わ れる 質問 は , 歩行 補助 用 具 
(travel aid) の 使用 が , その 用 具 に 頼り きり に な っ 
て し まう 態度 を 作り あげ て し まう の で は な いか , EV 





2 こと で ある . 質問 者 の 真意 は , 盲導犬 や 長い つえ の 
使用 に より 残存 諸 感 覚 の 利用 が 少な く な っ て し まう の 
で は な いか , と いう 懸念 と で ある . 回 答 は 明らか に 否 
CHS. むし ろ , 歩行 補助 用 具 を 効果 的 に 使用 する た 
め に は , 盲人 は すべ て の 残存 諸 感覚 を 最大 限 に 用 いな 
けれ ば な ら な いか ら で あ る . 


ひと り 歩 き の 能 力 の 意義 

他 の 助け を 借り ず 単 独 で 歩行 で きる 能力 が 盲人 に と 
っ て 絶対 に 必要 で ある こと は , 次 に 引用 する 人 びと の 
こと ば か ら ゃ も ゃ , 十分 理解 で きる . 

トー マス ・ キ ャ ロ ル 神 父 (Thomas Carroll) は , 行 
動 を 奪わ れ た 盲人 に つい て 次 の 通り 書い て い る . 「 視 
力 を 失っ た 者 は , 立っ て いる 地点 に 釘 づ け に な り , 根 
を は や し , そこ に 閉じ こめ られ て し まう . か れ は 身体 
の 安全 の 保証 も な く , 成人 と し て の 分 別 も な く , 能力 
も な く , 全く 他人 に 依存 し て 生き る 人 間 で ある 」. マ 
サチ ュー セッ ツ 州 盲人 福祉 課長 (Supervisor of Indi- 


vidual Services of the Massachusetts Division of the 


Blind) の ジュ ー ジ ・ カ ー テ ィ ン (Geoge Curtin) は , 


盲人 の 歩行 は , 自由 に , 美しい 姿勢 で , か つ 安 全 に 
行く こと が で きる と いう 身体 の 運動 だ け の も の で は な 
く , そこ に 盲人 の 態度 , 思想 , 熱望 , 野心 な ど が 深く 
か ら み 合っ た 心理 の 動き を 伴う も の で ある 」 と 述べ て 
いる . 

Er, ニュ ー・ ジ ャ ー ジ ー 州 盲人 福祉 課 (New Jersey 
State Commission for the Blind) の アー ビン グ ・ 7 
ルー ガー (Irving Kruger) は , 「 HAD OED CH 
き 回 わる こと が で き な い こと は , 身体 的 ある い は , 精 
神 的 の も の で あれ , 沈 澄 を 生み だ す 源 泉 と な る も の で 


ある 」 と も いっ て いる . 


さら に , アイ オア 州 在住 の ある 盲人 の リハ ビリ テー 
シュ ン ・ カ ウン セラ ー の 妻 は , 「 私 の 夫 に と っ て , ひ 
と り 歩 き で きる 能力 は , 家庭 を か れ 自身 の 放 配 の も と 
に , し か も 身体 の 安全 を 守り つつ 置く こと の で きる 自 
由 を 意味 する 」 と 語っ て いる . 


歩行 訓練 の 実際 

1960 年 , ニュ ー ヨ ー ク 社会 事業 学校 社会 事業 研究 
所 (Research Center of the New York School of So- 
cial Work) は , 「 盲人 歩行 能力 回 復 に お ける 盲導犬 の 


、 PSB: | “The Demand for Dog Guides in the Travel 


Adjustment of Blind Persons” と 題する 調査 研究 を 実 
施し た . この 調査 研究 が 明らか に し た 事実 の うち に 次 





の よう な 事項 が ある . ① 盲 人 の 多く は , 自分 の 歩き 方 
に 不満 で ある . ② こ の よう な 不満 が ある に し て も , AW 
行 を 改善 する た め 積 極 的 な 対策 が 一 般 に 講じ られ て い 
な い , 

以上 の ょ うな 事情 の も と に , 多く の 歩行 技術 が 歩行 
訓練 課程 (mobility training program) で 教え られ て 
いる が , この 課程 の 核心 は , 自 い つ を その も の に つい 
て で は な く , それ を 使う 技術 また は 仕方 で ある . 

た と えば , フー ベ バー 技術 (Hoover techniques) に 
BALK BAI, 望み 通り の 場所 へ , 安全 に , りっぱ 
回 が ら 美 い 交 勢 で 歩い で 条 き こと が で きる の で あ 
る . 基礎 的 な 歩行 技術 は , ひと た び 習 得 す れ ば , それ 
を 用 いる 人 に よっ て 一 つの 地域 か ら 他 の 地域 に 移し て 
も , 十分 適用 で きる も の で ある . また , 歩行 技術 に 習 
PULTCAVL, ほう き の 柄 を 用 いて も , 最新 型 の つえ を 
持ち な が ら , それ を 使い こなす 技術 や 吉 練 を も た な い 
人 より も , は る か に た くみ に 単独 歩行 が で きる . 

歩行 訓練 課程 が , どの 人 に 役立つ か どう か を 決定 す 
る 場合 に は , 多く の 要因 を 考慮 し な けれ ば な ら な い . 
これ ら の 要因 の うち に は , 全般 的 な 身体 の 適性 , 年 
齢 , 性 別 , IO, 雇用 状態 , 歩行 の 必要 度 な ど が ある , 

さら に 心理 的 要因 (psychological factors involved) 
と し て 次 の よう な 態度 や 感情 が 含ま れる だ ろう . 

「 自 いつ え を 持つ こと は , 育 人 と し て 私 を 見 せる こと 
で ある 」 と いら よう な 吉 く か ら 盲 人 を も つ 家 庭 に よく 
見 られ る 態度 .「 盲 人 で ある こと が わか る よう な 外見 
的 標識 は 用 いる べき で は な い 」 という, 従来 か らい わ 
MI きだ 明度 、「 衣 人 ほほ Of 0RSeTAS Che. 
ALOK (また は 妻 ) が , 私 の 行き た いと ころ に は どこ 


へ で も 連れ て いっ て くれ る の で , あえ て 危険 な こと は 


すべ き で は な い 」 と いう よう な 他人 に 依存 する 態度 . 

生理 的 ・ 医 学 的 要因 も また 考慮 に いれ な けれ ば な ら 
な い . 歩行 訓練 へ の 参加 を 断り , ある い は 訓練 課程 に 
変更 を 加え る 必要 が あっ て 問題 と すべ き ケ ー ス は , 心 
臓 冠状 動脈 の 疾患 , 整形 外科 的 の 障害 , 音 の 判別 を 困 
難 に する ほど の 重度 の 聴力 障害 , 高血圧 , 糖尿 病 な ど 
の ケー ス で あろ う . 


盲人 歩行 学 と 盲人 の 態度 

失明 者 の 能力 を で きる 限り 発揮 で きる よう 訓練 し , 
社会 へ 復帰 させ る と いう 思想 は , か な り 新 し いも の で 
ある . 失明 者 リハ ビリ テー シュン の 目標 は , 個別 的 で 
あっ て 個人 ご と に 異な る べき で ある と いう 考え 方 を わ 
れ わ れ の 多く は 受入 れ て いる . CORR, 最近 アス メリ 
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カ の 大 学 に お いて 盲人 歩行 学 (peripatology) が 学則 
的 に 確立 され , 歩行 訓練 士 養 成 課 程 に 重要 な 研究 調査 
科目 と な っ て いる . 盲人 歩行 学 は , 「 盲 人 の 残存 諸 感覚 
を 訓練 し , 自己 と 周囲 に つい て 十分 知っ た うえ で , 盲 
人 が 一 つの 場所 か ら 他 の 場所 へ , 自由 に , 美しい 姿勢 
で , か つ 安 全 に 歩く こと の で きる よう ら うに する 技術 

(art) と 科学 で ある 」 と 定義 S$ れ て いる . し た が っ 
て , この 技術 の 訓練 を 受け た 盲人 は , 行き た いと 思う 
場所 へ , ま た, 行き た いと 思う 2 と き に , 安全 に 行く こと 
が で きる し , も は や 家族 や 友だち に 連れ て 行っ て も ら 
うら 必要 も ない ので ある . し か し , 多く の 盲人 福祉 機関 
が 今 な お , 失明 者 に 対す る 方 針 と 態度 に お ける , この 
よう な 変化 に 対し て 抵抗 を 示し て いる . と いう の は , 
衣 人 福祉 機関 が 果たす べき 役割 は , 「 貧 困 で 援助 の 手 
を 差し 伸 べ て くれ る 者 も な い 盲 人 」 の 面倒 を みる こと 
で ある , と いう 長年 に わた り 保 持 さ れ た 観念 が , な お 
固執 され て いる か ら で あ る . 

し か し , 盲人 歩行 学 と いう 新しい 科学 に 対す る 最大 
の 抵抗 は , 盲人 自身 か らく る だ ろう . と いう こと は , 
新しい 事業 と か 変化 に 対す る 抵抗 は , BARUCH 
れる も の で な く , 晴 眼 者 の 多く も , 程度 の 差 こ そ あ 
れ , 抵抗 を 示す も の で ある . 

ニュ ー ョ ヨー クタ ク 社 会 事業 学校 (大 学院 程度 ) に よる 前 
述 の 調査 研究 で ,。 サミ ュ エ ル ・ フ ァ イ ンス トン (Sa- 
muel Finestone) は 次 の 通り 述べ て いる .「 歩 行 の 仕 
方 が 貧弱 で , 歩行 が 非常 に 困難 な 状態 に つい て は , 盲 
人 の 中 に 広く 不満 の 感情 が 見 受け られ る . し か し , そ 
うら し た 全般 的 な 状況 が 存在 し て も , 歩行 の 仕方 を 積極 
的 に 改善 し て いこ うと する 配慮 に まで 具体 化 さ れる こ 
EVO |) SOG its 2 a, 変化 と 向上 に 対し て な 
ん ら の 意欲 も 示し て いな い 」 と . 

歩行 訓練 が 盲人 に と っ て どん な に 重要 で ある か を 認 
識 す る 責任 は , 最終 的 に は 盲人 自身 が 負わ な けれ ば な 
ら な い . 育 人 歩行 訓練 事業 に 従事 する 者 は , TTR 
明 は 克服 で きる こと , 同様 に 歩行 不能 の 状態 も また 克 
服 で きる 障害 で ある こと を 知っ て いる . 特に 歩行 訓練 
が 盲人 自身 の 歩行 に 対し て 非常 に 重要 で ある こと を 強 
調 し て お きた い . 他人 の 援助 を か り ず 単独 で 歩行 し た 
WEVA BRA, 単に 知 的 の 面 だ け で は な く , 情緒 的 
な 面 , つま り 気 持 の うえ で も , 十分 に 認識 し て いる こ 
と が た いせ つ で ある . 


盲人 の 歩行 と 職業 
BAIL, か れ ら が 晴 眼 者 と 同等 に 配慮 され , 同等 に 


950 失明 者 リハ 
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処遇 され た い , と いう 欲求 を 多年 に わた っ て 示し て き 
た . この こと は , BEEA< HIKE MAT SSH 
だ け で は な く , 生活 の あら ゆる 面 に つい て も いえ る こ 
と で ある . と ころ で , 盲人 を 雇用 し よう と する 雇用 主 
が まず 第 1 に 考慮 する こと は , 雇用 され る 盲人 が 家庭 
と 職場 と の 間 を 往復 で きる 能力 を も っ て いる か ど と 2 
Ds, ea) Cee Calor 

この 資格 要件 に 答え を る こと が で きる こと を 実証 する 
た め , あら ゆる 努力 を 試み る か どう か は , 就職 を 希望 
する 盲人 の 決意 いか ん に か か っ て いる . も し 盲人 が こ 
の よう な 試み を 放棄 する な ら ば , その 雇用 主 は 他 の 盲 
人 を 雇っ て みた いと いう 気持 を も な くし て し まう か ら 
で ある . | 

歩行 訓練 事業 は , 歩行 の 自由 を ふた た び 取 戻し た い 
と いう 欲求 が , 盲 人 の 側 に 高まっ て きた 結果 , 発展 し 
て きた の で あっ た . そし て 現在 で は , 盲人 の 歩行 技術 
KET SHOPS RAMDBACEZ SATU OME 
2 か を 知る こと に , 社会 一 般 の 関心 が 向け られ て い 
る . (ウィ リア ム ・ キ ー テ ィング / 村越 芳男 抄訳 ) 
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紳 児 の 歩行 訓練 
早期 訓練 の 必要 性 


証 児 の 歩行 訓練 (training in orientation and mo- 
bility) は , ご く 幼 い 時 期 か ら 開始 すべ き で ある . 育児 
$ も 他 の 晴 眼 児 た ちと 同様 な 身体 活動 を し た いと い 5 要 
求 を も っ て いる . し か し , 親 の 過 保 護 か ら 盲 児 に 恐怖 
心 を 植え つけ て し まい , 筋肉 の 成長 と 筋肉 運動 の 協 働 
作用 (coordination) に 必要 な 「 走 っ た り 」 ,「 よ じ 
税 っ た り 」,「 は ね た り 」 す る よう な 筋肉 を 動か す 運 
動 に 対す る 興味 を な くさ せ て いる . EC Te BRO 
こち な い 身 ご な し が 固定 化す る の は , よい 姿勢 に 使わ 
れる 筋肉 の 力 が 弱い か ら で あ り , また だ , 他人 の よい 姿 
勢 や 身 ご な し を 見 て それ に 習う こと が で き な い た めで 
ある . 

スキ ッ プ や ジャ ンプ の 仕方 は , ご く 幼 い 盲 児 に ゎ 教 
える こと が で きる . 就学 前 に 運動 筋肉 を 発達 させ る 機 
会 と 自由 が ある か どう か は , 盲 児 の オリ エン テー ン シ 。 
ン (orientation 訳注 : 自己 を 取 巻 く 環境 と 自己 と の 
空間 的 ・ 時 間 的 関係 を 認知 する 能力 ) と 歩行 能力 
(mobility) を 左右 する 決定 的 要 素 で ある . 


盲 児 の 環境 理解 と その 訓練 

盲 児 が 環境 を 現実 的 に 理解 する こと は , 重要 な こと 
CHS. 盲 児 に と っ て は , こと ば に よ ょ る 概念 の 説明 だ 
け で は 不 十 分 な の で , 触覚 に よる 経験 が 必要 で ある . 
責 児 に は こと ば に よる 説明 を 意味 が ある も の と する た 
め に は , 実物 を 丹念 に 調べ る 機会 が 与え られ , 自分 の 
諸 感覚 に 訴え て , 事物 を 学ば な けれ ば な ら な い . ひと 
り 歩 き が で きる よう に な る に は , 「 聴 く 技術 」 (skill 
of listening) すなわち , 音 の 認識 , 音源 定位 , お よ 
び 静 止 し て いる 音 か , 動い て いる 音 か の 弁別 な ど が 最 
ぉ 重要 で ある . また 地面 の 状態 の 相違 に も 気付 いて い 
な けれ ば な ら な い . 踏み つけ る 際 の 足 の 裏 の 感じ や さ 
まさ ざま な 路面 を 歩く 足音 に も 差 が ある も の で ある . 

玄関 の 入口 や 建物 の 並び 具合 は , 聴覚 に よる 手 が か 
り (auditory clues) と , 空気 の 流れ に 応じ た 気温 の 
変化 に よっ て 認識 で きる . 盲 児 に よっ て は , 音 や 気温 
の 変化 を 本 能 的 に 認識 で きる 者 も いる が , この よう な 
盲 児 で も , 訓練 が 必要 で ある . 他 の 盲 児 の 場合 は , こ 
の 「 変 化 に 気づく 」 こ と が な い の で , これ ら の 盲 児 に 
は , 音 や 気温 の 変化 の 手がかり を 探し , それ ら を 利用 
で きる よう に 教え ん る と と も に , に お い の 手 が か りゃ 指 
摘 し 指導 し な けれ ば な ら な い . 

開け 放し の 扉 や ポス ト に 衝突 する の を 避け る た め 
に , 前 方 に 両 腕 を 扉 形 に 広げ て 動き 回 ら せ る より も , 
片方 の 腕 を 利用 する こと を 教え た 方 が よい . 両 腕 を 前 
に 出す 方 法 で は 不 格 好 に 見 える ば か り で な く , 衝突 を 
MIS SOLER CATE. 

晴 眼 者 に と っ て は 自然 に で きる , の び の びと し た 楽 
な 気持 で の 歩き 方 (relaxed walk) や 腕 の 振り 方 も , 
衣 児 の 場合 に は 繰返し 教え る 必要 が ある . 行き た い 方 
向 べ つま 先 を 向け , まっ すぐ に スム ー ズ に 歩 ぐ HED 
や , . 足 を あま り 広 げ な いで , せ ば め て 歩く 能力 は , KM 
い 歩 道 か , 狭い 板 の 上 を 歩く 練習 を する こと に よっ て 
FESS こと が で きる . 壁 に 触れ な いで BEC 接近 
LTH CEL, この 能力 を 伸ばす の に 役立つ . この 
よう な 訓練 に よっ て , 盲 児 は 深部 感覚 (propriocep- 
tive sense), すなわち 筋肉 , BE, 関節 か ら 生 ずる 感覚 
で , 筋肉 記憶 (muscle memory) と 呼ば れる 感覚 を 
発達 させ る . 

青児 の 場合 に は , 日 常 生活 の 諸 活 動 に お いて 用 いら 
れる 普通 の 品物 や 技術 を 体得 する 必要 性 が 非常 に 大 き 
い . 自分 の 身の回り の こと や 自分 の 所 持物 を 自分 で 楽 
に 処理 する こと を 教え な けれ ば な ら な い . これ ら の 訓 
練 に は 長い 時 間 が 必要 な の で , 幼児 の ころ か ら 始 め る 
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必要 が ある . この 遅 え と し た 練習 過程 に お いて , 必要 
な 刺激 と 励ま し を 忍耐 強く 盲 児 に 与 えな けれ ば な ら な 
Ws, 


盲 児 の 環境 理解 に 影響 する 諸 要 因 

統制 され た 単純 な 状況 か ら 始 め て , 環境 に 次 第 に 慣 
れ て 自信 を つけ て くる に つれ て , 徐々 に , より 困難 な 
状況 を 正確 に 理解 で きる よう な 指導 が 必要 で ある . 指 
導 に 当たっ て は こと ば の 用 い 方 (terminology) に 注 
意 し な けれ ば な ら た ない. 盲 児 を 混乱 させ な いた め に , 
同じ こと ば に は 常に 同じ 意味 を も た せな けれ ば な ら な 
い . そう すれ ば 盲 児 は や が て ある 人 の 「 違 う 」 は , 
「 全 く 違 う 」 を 意味 し , 他 の AD 2 5 う 」 は , 「 恐 ら 
く 違う 」 を 意味 する こと に 気がつく よう に な る . し か 
し , 晴 眼 者 の 世界 で は 一 つの こと ば で も ゃ 意味 が 大 幅 に 
異な る 場合 が ある の で , 混乱 を 引 起 こし , 失望 し て し 
まう 直 と も ゃ ある 。 

盲 に な っ た 年齢 も また , 身体 の 動作 の 型 (move- 
ment pattern) に 影響 を 及ぼ す . 残存 視力 residual 
vision) の 程度 も , また 動作 に 影響 を 与 える . LAL, 
残存 し て いる どん な 視力 で も 利用 し よう と する し , ま 
た , そう 努め る べき で ある . LOL, それ は 目 が 見 落 
し て し まう よう な 情報 を 与え て くれ る 他 の 諸 感 覚 を , 
発 達 させ よう と し な いこ と に な り 勝 ち で ある . COL 
ら うな 人 に つい て は , 目隠し を し た り , 眼帯 を する と 
効果 が ある こと が 証明 され て いる . 聴覚 と 深部 感覚 
(proprioceptive sense) を 発 達 させ る と , それ ら の 
感覚 が 視力 に よっ て 受入 れる こと の で きる 情報 の 確か 
さ が 補 強 さ れる で あろ う . 


屋内 に お ける 訓練 と その 方 法 

屋内 に お ける 訓練 方 法 は , まず 盲 児 の 寝室 ある い は 
教室 の 入口 と いっ た 固定 し た 出発 点 (fixed starting 
point) を も つこ と が 重要 で ある . 一 つの 部 屋 を 系 統 


的 に 探索 する た め に は , その 部 屋 の 壁 を つた うこ と か 


ら 始 め , 出発 点 の 入口 に 戻っ て 終わ ちら ね ば な ら な い . 
窓 , 扉 の 位置 , 壁 に 面 し て 半永久 的 に 置い て ある 家具 
の 位置 に 留意 し て , 探索 させ な けれ ば な ら な い . こう 
いう こと が 済ん で か ら , 中 央 部 に 置 れ た 物体 に 進む 
と , 衣 児 は 自分 の 机 ,。 また は 寝台 に 行っ て , 戸口 に 帰 
っ て くる 最も 簡単 な 道筋 を 覚え ん る も の で ある . FOB 
の あり か を 「 聞 いて 知る 」 こと を 学ぶ と , 現在 いる 環 
_ 境 で の 自分 の 位置 が わか り , 出発 点 こ に いち いち 戻る 必 
要 が な く な る , 


白い つえ 使用 前 の 訓練 

歩行 訓練 は 継続 的 に 行なわ れる べき も の で ある . こ 
ども の 世界 が 広がり , 外界 に つい て の 理解 が 大 きく な 
る に つれ て , さら に 多く の 複雑 で , より 注意 を 要する 
状況 に 出くわす も の で ある . BAL 方 向 感 覚 (sense 
of direction) を 養い , 方 向 を 間違え な いで 判定 する 
こと を 学ば せな けれ ば な ら な い . 

また , 直角 に 方 向 転換 を する 際 , Be Dit CAS 
し た うえ を で する の で は な く , さっ と 転換 する 方 法 を 身 
に つけ させ る 必要 が ある . また 知ら ず 知 ら ず 歩く 方 向 
が 変わ る こと が な いよ ょ よう な 歩き 方 と , 歩い て 来 た 跡 を 
た どっ て 引 返 えせ る よう に , 道 を 覚え させ な けれ ば な 
ら な い . Ek, 盲 児 に 感覚 的 情報 を 提供 する 目 じ る し 
(landmarks) を 使っ て 歩く こと を 教え る べき で あ 
る . 初め は 教え られ た 目標 地点 を 歩き , 後に は 自分 目 
身 の 力 で 目 じ る し の 位置 を 確認 する よう 教え な けれ ば 
な ら な い . 盲 児 が あま り よ く 知 ら な い 所 へ 行く と き に 
は , 用 心 を し な が ら ゃ , 自信 を も つよ う 助 力 し な けれ 
ば な ら な い . 不安 な 気持 で いる と 認識 力 が 正常 に 働く 
の を 妨げ る か ら で あ る . 扉 や 廊下 の 位置 を 知る に は , 
た と えば , 一 方 の 手の甲 を 用 いて 壁 や 手すり に 沿っ 
TC, 「 つ た い 歩 き を する 」 (trail) と いっ た 歩行 技術 が 
DH. 3 
長い つえ (long cane) の よう な 歩行 補助 用 具 を 用 
いる 本 格 的 な 訓練 は , その 必要 が 生じ , し か も BEN 
周囲 の 環境 の 状況 を 把握 で き な い , 見 知ら ぬ 場 所 に 入 
っ て いけ る 用 意 が で きた と き に 初め て な され る べき で 
ある . この 段階 に な る と , 市 街 地 の 道筋 が どう 走っ て 
いる か , 交通 の 流れ や 交通 規制 , 道 案内 を し て くれ る 
人 の こと ば に よ ょ る 指示 に 従っ て 歩く 方 法 ,。 目 じ る し の 
見 つけ 方 や 利用 の 方 法 , 情報 の 求め 方 (どん な こと を 
尋ね た ら よ いか , また , その 場 の 状況 が 明らか に な る 
まで 尋ね 続け る こと ) な ど を 教え な けれ ば な ら な い . 
盲 児 は 周囲 に 注意 を 怠っ て は な ら な い が , 緊張 し 過 
ぎ な いで 融通 か きく よう に し な けれ ば ならない . = 
fo, 聴覚 で 必要 な もの だ け を 聞き と る 選択 力 (selec- 
tives) を 体得 させ る べき で ある . 盲 児 と 音源 の 関係 は 
絶え ず 変 化す る も ゃ の で ある . 盲 児 は .。 た どっ て 行く の 
に 手がかり に な る 音 だ け を 選別 し て , 開き 出す こと を 
教え られ る べき で ある . また , 必要 な と き に 援助 を 求 
め る 方 法 , 必要 の な いと き に は , 援助 の 申出 を 丁寧 に 
断 わ る 方 法 , また , 成功 する まで 屈せ ず 努 力 し よう と 
いう 決意 を も ち 続 け な が ら , 和 失敗 と し て 受入 れる こと 
を 学 は せな けれ ば な ら な い , 
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この ほか に ゃ 正しい 方 向 線 を た どっ て 歩行 する 方 
法 , 信号 の ある 変 差 点 を 遠く か ら 認 識 で きる よう に 音 
を 聞き 分 ける 方 法 , 交差 点 で な い 場 所 に ある 横断 歩道 
を 確認 する 方 法 , 横断 する の に どれ ほど の 時 間 が か か 
る か を 判断 する た め , 変 通信 号 が 変わ る 周期 を 知る 方 
法 な ど , 習得 させ な けれ ば な ら な いこ と が 多い . 


長い つえ に よる 歩行 訓練 

長い つえ は , 盲人 が 真 に 独立 する た め の 歩 行 補助 用 
具 で ある . も っ と も , つえ を 役立つ も の と する た め に 
は , 正確 で 多量 の 実地 練習 に よっ て 技能 を 身 に つけ る 
必要 の ある こと は いう まで ゃ も な い . 

こども は 自分 の 運動 技能 (motor skills) を Bf 明 に 
利用 する 判断 力 を も つ 以 前 に , 運動 技能 を 発達 させ る 
こと が で きる こと を , 常に 心 に 留め て いな けれ ば な ら 
roe (ベト リッ クス ・ ベ アー ドン 西岡 好 徳 訳 ) 
[参照 文献] 

Baird, Betrix, Mobility Trianing, ICEBY 講演 , 
1967. 


近代 の 老齢 証人 問題 


老齢 盲人 の 増加 

盲人 援護 事業 に 関す る 20 世紀 後半 の 問 題 の 一 つ に 
盲 老齢 者 が ある . 一 般 的 な 長寿 の 傾向 は 晴 眼 者 と 同様 
表 人 に も 影響 し て いる . Ek, 寿命 が 増長 する に つれ 
て 老人 の 和 失明 率 も 増加 する . 

1963 年 , イギリス の 保健 大 臣 ポ エル (TEnoch 
Powell ) は 次 の よう に 語っ て いる . 「 過 去 数 年 間 に 
お いて 全 人 口 に 対す る 登録 ずみ の 盲人 の 割合 は 下降 し 
て いる . 1957 年 か ら 1961 年 まで の 4 年 間 で 65 歳 以 
下 の 盲 人 は 約 6 パー セン ト 減 少し , これ は 全体 の 割合 
D8 5A°A- BY Mees. 6m 以上 の 老人 ほ 約 8 
パー セン ト 増 加 し て いる が , 65 歳 以 上 の KA HOF 
合 で は 2 パー セン ト 減 少し て いる . 割合 や 全体 の 育 人 
数 の 下降 の 傾向 は , 比較 的 に 増え て いる 特別 の グル ー 
プ を 示し て いる . この グル ー プ の 最大 は 老齢 者 で , 登 
録 ず み の 盲 人 の 3 分 の 1 以上 は 65 歳 以上 で ある . 今 
後 20 年 間 に 65 歳 か ら 75 REO BAIL 40 パー セ ン 
ト 以 上 も 増加 し 続け る で あろ う . 

この 一 般 的 傾向 か ら 盲 老人 の 人 数 が 増え て いる こと 
は 疑う 余 地 が な い . これ ら の 数 字 は 1962 年 , 11 万 
2000 人 の 65 ペー セン ト 約 7 万 3000 人 が 65 RE 以上 で 
ある イギリス の 全盲 人 人 口 の 事実 か ら 算出 され た も の 


CHS. 

か れ ら は 現在 いか な る 仕事 に も つく こと が で きず , 
お そら く 貯 著 ふ も な く な り , 年 金 に よっ て 限ら れ た 生活 
に 甘んじ て いる で あろ うら. また , 夫 あ る い は 妻 , 兄弟 
が 死亡 し , こども た ち が 独 立 し て いく の で 単独 の 場合 
が 多い . し た が っ て , 独立 し た 生活 を 維持 する こと も 
不可 能 と な る . 


老齢 盲人 対策 

社会 に は 二 つ の 責任 。 すなわち |「 ギ デブ ・ ア ンド + F 
ー ク 」 が ある と いわ れ て いる . 社会 は 育 老 人 に 対し て 
同等 の 責任 を 負っ て いる . COMA, 盲 老 人 は その 
年 齢 か , 弱点 的 な 欠陥 に よ り 重 複 障害 者 で も ある . わ 
れ わ れ は , いか に し て 世界 の これ ら 盲 老人 の 要求 を 最 
高 に 満た し て や る か と いう 問題 に 取組 まな けれ ば な ら 
RMO 

その 第 1 は 規則 的 な 家庭 訪問 , 第 2 は 住 拓 の 要求 を 
満た すこ と で ある . 第 3 は その こと ば の 実質 的 , 身体 
的 感覚 の 両面 に お いて , 交友 を も た せる こと で ある . 


- この 周期 的 な 訪問 の お も な 目的 は , か れ ら の 要求 が 理 


解 さ れる 環境 に お か れ , 確実 に 安楽 と 健康 を 保証 し , 
実際 に は 孤立 や 怠慢 の な いこ と を 理解 させ る こと に あ 
る . この よう な 家庭 訪問 は 絶え ず 規 則 的 に 行なう べき 
で , これ に は 盲人 の た め に 熟練 し た ホー ム テ ィ ー チ ャ 
ー が 当たっ た 方 が よい . 

登録 ずみ の 盲 老 人 の ほとん ど は , 職業 訓練 を 受け る 
こと は 不可 能 で , 点字 も 習わ ず , 娯楽 や 気晴らし の 仕 
事 に ゃ 無関心 で ある . か れ ら の お も な 要求 は , 理解, 
近隣 の 関心 , 日 常 生 活 の ささ いな 問題 で の 同情 的 な 援 
助 で あり , お そら く , か れ ら と 同じ よう な 境 刀 に ある 
人 びと と の 社会 的 な 接触 で ある . 

これ ら の 多く は , 専門 的 ホー ム テ ィ ー チ ャ ー よ り も 
訓練 され て いな い ボ ラン ティ ア に よっ て 満た され る 場 
合 が 多い . Ek, 育 老人 の 社会 的 , 娯楽 的 な 集会 な ど 
IL, わずか の 専門 的 技術 し か 必要 で な い . 訓練 され た 
盲人 福祉 奉仕 者 が で きる 援助 は 第 2 の 住居 問題 で あ 
る . 盲 老人 の 家族 が その 要求 を 承知 し , また , BOY 
合 は 度 を 越し た 保護 , 特に 中 途 失 明 者 に 対し て の 態度 
を 思い 止ま ら せ れ ば , これ は 盲人 の 家族 の 環境 で 十分 
解決 され る 場合 が 多い . 

60 歳 か ら 70 歳 で 失明 し た 人 が 短期 間 に 社 会 復 帰す 
Aiwa, 普通 の り リハ ビリ ショ ウェ セ モン タキ 6 
行なう こと が 望ま し い . また , 可能 で も ある . 家庭 内 
で 東 縛 さ れ て いる BAIL 独立 の 気力 を 失い が ち で あ 
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A. CORD, リハ ビリ テー シュン は , 完全 に 成功 さ 
せよ うと すれ ば 家 か ら 離 れ て 行なう こと が 最も よい . 
家族 の 恩恵 を 受け られ な い 盲 老人 や 人 生 の 早期 に 失明 
し た 盲 老人 は , 普通 の 老人 ホー ム に 収容 され る か , ま 
た は , 盲 老 人 の た め の 施 設 に 収容 する の が 望ま し い . 
BEADKS, と きど き 保 護 の 目 が と どく 育 人 用 ア 
パー ト 地 区 を 設定 する 必要 が ある . この よう な アパ ペー 
ト が 1965 年 に ロン ドン の 私 設 養育 院 で 始 め ら れ た . 
一 般 用 の 寄宿 舎 地 区 の 中 央 に は , 停 年 退職 し た 盲人 
か , 夫婦 者 が 退職 年 金 で 十分 に 生活 の で き る 64 戸 の 
アパ ー ト が 建て られ た だ. 集会 も る で きる 食堂 が あり , 応 
接 室 や 洗濯 室 , 運動 場 も ある . 管理 に は 2 組 の 夫婦 が 
当たり , 1 組 は 監視 者 と な り , も ふう 1 組 は 一 監 視 者 と 
な っ て 各部 屋 を 管理 し , 非常 時 の 場合 は 電 鈴 で 連絡 集 
全 す る よう に 作ら れ て いる . 

最も 必要 で あり な が ら 現 在 設け られ て いな いも の に 
老人 病 ホ ー ム が ある . 老齢 で 病弱 で し か も ゃ も, 家族 や 普 
通 の 盲 人 ホー ム で は 収容 で き な い が , 入院 を 必要 と す 
る ほど で も ゃ も ない 盲 老 人 の た め の 特 別 の 施設 で ある . 
1962 年 , イギリス で 盲人 の 私 設 養育 院 が この 種 の 
施設 を ポ ク リ ント ハウ ス に 建設 し た . 70 歳 か ら 96 歳 
まで の 盲人 約 30 人 を 収容 し て いる . 住居 は 全部 1 階 
に あり , ほとん どの 家具 は 作り つけ に な っ て いる . 老 
人 病 を 柔 ら げ る 物理 療法 室 も ある . BEAK S58 
れ た 車いす も 備え て ある . 浴室 や 化粧 室 に は 病弱 な 盲 
老人 の た め の 特 別 の 手すり や 補助 具 が 取付 けら れ , 浴 
室 な ど に は ラバ ー マ ッ ト が 敷 か れ て すべ る の を 防い で 
いる . 寝室 に は 放送 装備 が し て あり , 助け を 呼ぶ だ け 
で な く , 保護 者 が 居間 か ら 応 答 で きる よう に な っ て い 
る . また , 放送 用 の ボタ ン を 押せ ば 自分 の 好き な ラジ 
オォ 番組 を 選ぶ こと も で きる . ボラ ンティア の ヘル ペー 
が 毎日 訪れ , リー ディ ング サー ビス を し た り , 盲人 の 
クラ ブ や 娯楽 場 , 教 合 な ど に 案内 し た り , 盲人 の 家庭 
へ も 訪問 し て くれ る . 職員 は 訓練 され た 看護 婦長 , A 


護 婦 , 介護 人 , それ に 調理 師 , パー ト タ イ ム の 物 療 師 


や 専門 療法 師 , 専属 の 医師 ら で 成 立っ て いる . 
最後 に , 盲 老人 の 要求 に 応ずる 交友 問題 で ある が , 


孤独 は 老人 に と っ て 最も 苦痛 で ある . その た め , 全日 


制 の セン ター が あり , 各種 の 興味 ある 活動 計画 を 通し 
て , 多く の 形 老 人 が 特別 な 関心 を も つ ょ う 努 力 し て い 
る . セン ター は 友情 を 保つ 場 で あり , Ek, 問題 を わ 
か ち 合 い , 生活 を 楽し み 新 鮮 な 機会 を みい だ す と ころ 
と も な る . 

イギリス 育 人 援護 ラジ ォ 基 人 金 ( British Wireless 


for the Blind Fund ) は 毎年 クリ スマ ス の 夜 , 放送 ネ 
ッ ト を 通じ て アピ ビール を 行ない , その 基金 か ら ラ ジオ 
を 必要 と する 盲人 に は 低額 で 衣 給 し て いる . トー キン 
グ ブ ッ ク ゃ も また 孤独 な 盲人 に と っ て は 大 き な 慰 め と な 
り , 病弱 者 向き に され た 再生 装置 の 長 時 間 テ ー プ の 応 
用 が 拡大 され て いる . 現在 の トー キン グ ブ ッ ク 利 用 者 
の 57 パー セン ト は , 65 歳 以上 の 老人 で ある こと は 意 


義 が 深い . (Vay C. コ リガ ン / 土 井 利家 訳 ) 
[参照 文献 ] 
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盲 ろ う 者 の 定義 と 特徴 

[ 盲 ろ う 者 の 定義 ] 一 つま た は 二 つ 以 上 の 原因 ( 病 
因 ) に より , 視覚 と 聴覚 の どちら に も 同時 に 障害 を も 
っ て いる 人 を 盲 ろ う 者 と いう . そ れ に 加え て , この 視覚 
と 聴覚 と の 障害 に より 派生 的 に 出現 し た 他 の 症状 ( 障 
害 ), すなわち , 言語 発達 遅滞 や 情緒 面 の 障 害 な た ど を 
も っ て いる 人 も 育 ろ うら 者 と いう . Ek, 厳密 な 意味 で 
の 盲 ろ う 者 と は , 狭義 に は 完全 に 視力 と 聴力 を 失っ て 
いる 人 を いう べき で ある が , 広義 に は , 準 盲 と 中 度 ・ 
高度 難聴 の 障害 を 同時 に も っ て いる 人 も 盲 ろ う 者 と 呼 
HU 

育 ろ うら 者 の 特徴 ] BAVEL UCHE L fe £m 
的 ・ 情 緒 的 諸 能 力 に よっ て , また , ろう 者 は 主として 
視覚 と 知 的 ・ 情 緒 的 諸 能 力 に よっ て 外界 に 適応 し た 
), BRATZ E sO TS. この よう な 人 た や も と 
比較 し て , 盲 ろ う 者 は 主として , 視聴 覚 以 外 の 残存 知 
覚 に よっ て 外界 に 適応 し , 自発 的 行動 を と ら ね ば な ら 
な い . この 残存 知覚 と し て は , 触覚 (特に 圧 覚 や 振動 
知覚 ) や 味覚 や 嘆 覚 な ど が あげ られ る . SHICHAD 
者 は , それ ぞ れ の 障害 を 受け た 時 期 や 障害 の 程度 が 異 
な っ て いて 個人 差 が 大 きい . すなわち , 先天 的 盲 ろう 
者 と 後天 的 盲 ろ う 者 と の 間 で は , 視 空間 や 聴 空 間 や 触 
空間 や 思考 や 言語 の 世界 は か な り 異 な っ た 面 が ある と 
いわ れ て いる . 

行動 観察 を 通し て みみ られ る , 発達 途上 の 盲 ろ う 幼 児 
の 特徴 の 一 部 を あげ て みる と , ROW CH. 

1) か ら だ を ゆす る , くる くる 回 る , 寝たきり の こ ど 
も は 手足 を 振る , 目 を 押え る , 口 の 回 り に 物 を 軽く ぶ 
っ つけ な が ら た た く , 頭 を 机 や いす に ぶっ つけ る . 
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(2② 突 然 け た た まし い 発 声 を する . 

(3 全く 歩け な か っ た り , いざ り 歩 き を し た りす る な 
ど 移 動 が 普通 の こども と 違う . 

(⑭ 昼 夜 の けじめ が つか ず , 睡眠 が 非常 に 不安 定 で あ 
る . 

(5) そ し ゃ く 力 , えん 下 力 が 弱く , 食物 を れい つま で も 
Miah で WiG 飲 用 MR 

(@) 排 注 の 自立 が な か な か で き な い . 

(⑦ 物 を 放り 投げ た り 破 つり こね 0 6 | ま 
の 

(@⑧ 他 人 を つめ で 引っ か いた り , か みつ いた りす る . 

(9 言語 行動 の 習得 に 時 間 を 要する し , 他人 と の 交信 
DOES Ce 

LOM SIG R PIR BF DFS AVEN D. 

た だ し , これ ら は 発達 初期 の まだ 生活 訓練 や 学習 を 
受け て いな い 盲 ろう 幼児 の 特徴 で や ある. し か し , 必ず 
し ゃ 盲 ろう 幼児 が , これ ら の 特徴 を 全部 も っ て いる わ 
け で は た な い 、. 


計 ろ う 者 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 方 法 

育 ろ うら 者 は 視力 と 聴力 と の どちら に も ゃ 欠陥 が ある の 
で , コミ ュ ニ ケー ショ ン の 手段 と し て あま り 効 率 の よ 
く ない 触覚 を お も に 使わ な けれ ば な ら な い . す な わ 
ち , コミ ュ ニ ケー ショ ュ ン の 基礎 と いえ る 記憶 力 , 判断 
力 , 思考 力 , 空間 ・ 時 間 の 認識 カカ , 表現 力 な どの 習得 
は ほとん ど 触 覚 を 通し て 行なわ れる. その た め , BA 
う 者 の ゆめ ほ ミミ ニラ ケーション の 手段 本 NU NG Ghee, 
点字 , 身振り サイ ン , 触 読 な ど が あげ られ る . 

盲 ろ うら 者 が これ ら の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 手段 を 習 
得する に は , 長期 に わた る 努力 が 必要 で ある . Ek, 
か れ ら を 教育 する 教師 や 親 の 集中 的 , 犠牲 的 努力 が 要 
求 され る . この 点字 , 指 文字 な ど は , 健常 者 が お も な 
交信 手段 と し て 使っ て いる 音声 言語 , 交 字 言語 と は 異 
な る の で , 健常 者 側が この 点字 , 指 文 字 を 解読 , 使用 
座 ぎ き 立 初め て 相戸 の コミ ミニ ケー ツン ョ ン が AR ニス Me 
行なわ れる . 

盲 ろ う 者 と 健常 者 と の 間 の ュ ミ ュ ニ ケー ショ ン の 方 
法 と し て は 次 の よう な 交信 手段 が 用 いら れ て い る . 
① ア ルフ ァ ベ ッ ト 指 文字 , テレ タッ チ ( tell-touch ) 
テレ タッ チ と いう の は 鍵 艇 を 押す こと に より , 文字 
が 盲 ろ 者 に 触 読 可 能 な 点字 に 客 訳 で きる 器機 , ⑧ 手 
掌 ア アル ファ ベ ッ ト 法 , ④ 拡 大 文字 と 拡大 メガ ネ , OF 
字 カ ー ド に 普通 の 文字 を 併記 する 方 法 ,。 これら の ョ ュ 
ミュ ニケ ーション 方 法 を 組合 わせ て 使用 . 


この よう な コミ ュ テ ケー ショ シン の 手段 健 常 老 記 寺 
但し, 積極 的 に 活用 する こと に より 盲 ろ う 者 の リハ ム ビ 
リ テ ー シ ョ ュ ン を 効率 的 に 行なう こと が で きよ ょ よう . 


アメ リカ の 盲 ろ う 児 教育 と 

り リハビリテーション 

[パー キン ス 盲 学校 の 教育 アメ リカ の パー キン ス 
衣 学 校 に は 盲 ろう 部 が あり , 盲 ろ う 教 育 の ほか に 教員 
養成 と 研究 の 機能 を も っ て いる . 同 校 の 育 ろ う 部 に は 
視力 と 聴力 を 全く も た な い 盲 ろう 児 ば か り で な く , Hh 
覚 ・ 聴 覚 欠陥 の 軽度 な 者 も 入学 し て い る . 1969 年 度 
で 盲 ろ う 部 に 在籍 する 児童 ・ 生 徒 は 38 AT, AERO 
全 児 童 ・ 生 徒 (288 A) の 約 13 パー セン ト を 占め て 
いる . 

盲 ろう 部 で 直接 こども た ちの 授業 を 受 持 っ て いる 者 
は , 教師 18 人 , 助教 師 15 人 で ある が , 体育 と 工作 は 
同 校 の 専門 の 先生 に よっ て 教え られ て いる . 

また だ た 。. 盲 ろう 児 小学 6 SUP OS CAS aon 
を は ず し た 学級 編成 を 行なっ て いる . 中 学 に な る と 盲 
ろう 児 だ け の 学級 で は な く , 助手 の 先生 に 付添 われ て 
Befetvo lit FBS. そし て , 300 人 に 近い 
児童 ・ 生 徒 は , 少数 を 除い て は 全部 学園 に 寝 泊 ま り し 
て いる の で , 和 寄宿舎 で も , 盲 児 と 盲 ろう 児 と の 変 流 が 
行なわ れ て いる . また , 盲 ろ う 児 を 可能 な 限り 通常 の 
こども た ちと 交流 させ る よう に し て いる . 

この ペー キン ス 盲 学校 で 学び , 社会 に 進出 し た すぐ 
れ た 盲 ろ うら 者 と し て は ほ ,。 B= 7 デリ ウルシ ジマ シリ (上 訂 語 
Bridgman), ヘレ ン ・ ケ ラー (Helen Keller), レオ 
ナル ド ・ ド ー デ ィ (Leonard Dowday), ビバ ー ト ・ 
スミ ス ダ ス (Robert J. Smithdas) な ど が いる . 

ソ連 で は オリ ガ ・ ス コロ ホー ド ワ (CO. Skorokhodo- 
wa) が あげ られ る 。 SRP オラ ング 。F 43 

VA, イタ リア , オー スト ラリ ア , カナ ダ か ら ゃ も 成果 
が 報告 され て いる . 

[イン ダス トリ アル ・ ホ ー ム の 活動 ] アメ リカ の イ 
ンダ スト リア ル + ホー ム (Industrial Home for the 
Blind  IHB) は , 1920 年 か ら 盲 ろう 者 へ の サー ビ 
ス を 始め た . ELC, アメ リカ ヵ カ 保 健 ・ 教 育 ・ 福 祉 省 
身体 障害 者 職業 リハ ビリ テー ショ ュ ン 局 (Office of 
Vocational Rehabilitation=OVR) と 協力 し て , リハ 
ビリ テー ショ ン に 関す る 研究 を 行なっ た が , その 研究 
成果 を Rehabilitation of Deaf-Blind Persons, Vol. 
1 < WI に 発表 し て いる . 

その 内 容 は , 家族 や 友人 や 職場 の 人 びと と の ュ コミュ 
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= ニケ ーション の 方 法 を 学ば せる . 自分 の 身の回り の し 
まつ を する こと を 訓練 さき せる. わずか な 補助 手段 で , 
ひと り 歩 き を する 能力 を つけ させ る . また , レク リエ 
ーション 活動 に つい て も 学ば せ , 一 部 の 衣 ろ う 者 に は 
職業 訓練 を し , 経済 的 に 自立 させ た な ど で あ る . た だ 
DPR LAME OF OW, BABE 
$ 完 全盲 ろう 者 で は な い . 弱視 で 難聴 の 者 も 含ま れ て 
お り , また , それ ら の 人 びと の 中 で も 和 失 官 年 齢 や 月 浮 
が まち まち で , 知 的 能力 に お いて も 差 が か ある と いう こ 
と を 知っ て お く 必 要 が ある . 

この 報告 の 中 に は , 育 ろ う 者 の 職業 的 適応 性 に つい 
て 次 の ょ うに 述べ て いる . 

ある 条件 の も と で 工場 に 雇用 され , 経済 的 に 自立 で 
きる よう に な っ た 盲 ろ う 者 は いる が , 一 般 的 に は 職 に 
就 い て いる 者 は ほとん どい な い . その 理由 と し て , 雇 
用 主 側 に 育 ろ う 者 を 雇用 し な いと いう 風潮 が ある こ 
と , 多く の 仕事 が 視覚 と 聴覚 を 必要 と する こと , ュ ユミ 
還 当 クミ ョ ラン ョ シン が 癌 請 i 香 かない とい うこ と, KO 
動 性 の 未熟 や 生活 経験 の 不足 な ど が あげ られ て いる . 

また , ろう か ら 後 に 視力 を 失っ て 盲 ろ うに な っ た 者 
の 場合 は , 自己 意識 を 切替 える こと が 困難 で , その こ 
と が 職業 的 に 不適 応 状態 を 招く こと が 多かっ た と 述べ 
id 上 2 

次 に , ソー シャ ル ワ ー ク , 職業 カウ ン セ リン グ お よ 
び 就 職 前 訓練 を 実施 する 際 に は , 特に コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン や 個人 的 ・ 社 会 的 適応 や 行動 性 や 職業 的 技能 や 環 
境 条件 な ど を 考慮 する 必要 が ある と 指摘 し て いる . 

Ek, 盲 ろ う 者 の 残存 能力 を 伸ばす ょ う 雇 用 の 機会 
を 多く する こと が 望ま し い . 従来 は 障害 者 用 ワー クシ 
ョ ッ プ に お ける 幸 練 を 必要 と し な い 手 仕事 に 限定 され 
て いた が , と き に は 専門 職 や 事務 職 に つい た 者 も あっ 
た . し た が っ て , 盲 ろう 者 の 興味 と 能力 を 理解 し て 職 
場 の 新 分 野 開拓 の 研究 を 進め る べき で ある と し て い 
る . 


BAS 成人 に 対す る 職業 カウ ン セ リン グ の 重要 な 時 


期 は 。 ろう で あっ た 者 が 弟 に な り 始 め た と き で ある . 
それ は , ろう で ある こと を 固 封 し て , 盲 に 関す る サー 
ス を 受け よう と し な いか ら で あ る . この よう な 盲 ろ 
2 う 者 に 対し て は , 職業 選択 項目 の 範囲 を せ ば め , 能 
に 応じ た 選択 が で きる よう 援助 し な けれ ば な ら な い . 
衣 ろ う 者 の 就職 前 の 訓練 は 重要 で ある . この 訓練 計 
画 は 個人 差 に 応じ た も の で ある べき で , B45 4O= 
ー ド や レデ ィ ネ ス を 考慮 し て 科学 的 に な され る べき で 
あり , また , この 計画 は = ミー ド の 変化 に 従っ て 修正 さ 





れる べき で ある . そし て , 就職 前 訓練 の 際 に は , 仕事 
の 割当 方 法 と か 監督 の 程度 と か , ニー ド へ の 適応 と か 
に 注意 すべ き で , 訓練 が 進 『 に つれ て , 実際 の 工場 の 
特徴 と 生産 性 を も っ た 環境 に 盲 ろ う 者 を 移し て ゆく < 必 
要 が ある . 

IHB で は 盲 ろう 者 の 多く は 特殊 ワー クシ ョ ブ に 就 
職 も 天 』 邊 の よう な ワー クシ ョ ッ プ に 就職 する こと が 
目的 の 場合 , 職業 訓練 と オリ エン テー ショ ン は TIHB 
に 入所 し て いる うち に 開始 され る . た だ し , 特殊 な 仕 
事 の 訓練 は , ショ ッ プ に 入っ て か ら 行 な われ る . ま 
た , 家内 雇用 型 の 職業 指導 に お いて は , 家庭 訪問 を し 
た り 助 言 を し た り し な けれ ば な ら な い . 

職業 訓練 の 教育 方 針 と し て は , 

証 ろ う 者 を すべ て の 仕事 に 慣れ させ る . ② 実 例 を 
使っ た 方 法 を と る . ③ 科 単 か ら 複雑 へ 進め る . Ofte 
を 処理 し や すい 要素 に 分 類 し , 相互 に 関連 ある 仕事 を 
する よう に 教え る . ⑤ 実 際 の 労働 環境 で 仕事 を 教え 
る . ⑥ 予 定 し た 雇用 レベ ル の 最小 限度 の 実力 を 達成 し 
た と き 訓 練 を 終了 する . の ⑦ 訓 練 終 了 時 に は 訓練 後に 初 
め て 直面 する 作業 条件 に 適応 で きる よう に な っ て いな 
けれ ば な ら な い . 

工場 に 就職 し 成功 し て いる 盲 ろ うら 者 の 特徴 と し て 次 
の 点 が あげ られ て いる . 

① 競 争 の 激しい 就職 の た め に 熱心 に 準備 を し た . 

② 自 由 に 歩行 で きる . ③ い くら か の 有効 な 視力 を も 
っ て いる . ④ 十 分 な 技術 を も っ て いる . ⑤ 視 力 低下 が 
突然 で な く 徐 々 で ある . ⑥ 情 緒 的 に 安定 し , 統合 的 で 
ある . 

と れ ら の 諸 特徴 の 一 つも ゃ もしくは それ 以上 を 欠い て 
も , 工場 で 成功 で きた と いう 数 例 が か あっ た . その 数 例 
に お ける 育 ろ う 者 の 特徴 と し て , 

① 工 場 で 強く 要求 され , 一 般 に 育 こ な る 以前 に 伸 ば 
し た 特殊 な 技能 また は 才能 を 発揮 し て いる . ② 人 な み 
以上 に すぐ れ た 手先 の 器用 さき を も っ て いる . ③ 変 信 の 
特別 な 便利 さき を も っ て いる . ④ 特 殊 な 要求 と 興味 を も 
っ て いる 雇用 者 に 雇 わ れ て いる . ⑤ か れ ら に 対す る 労 
働 の 夫 要 が 特別 に あっ た こと を あげ てい る. 


日 本 に お ける 盲 ろ う 者 問題 

1969 (昭和 44) 年 4 月 文部 省 が 全国 都 道 府県 市 の 
教育 委員 会 を 通じ て 調査 し た と ころ に よる と , 20 歳 
未満 の 育 ろ う 児 数 は 全国 で 161 人 と 発表 きれ て いる . 
これ を 障害 程度 別に みる と , 全盲 ・ 全 ろう が 80 人 , 全 
育 ・ 難 聴 が 25 A, 準 盲 ・ 難 聴 が 19 人 と な っ て いる . 
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その うち , その 他 の 障害 を 合わ せ も つ 者 が , 3 重 障害 
者 86 人 , 4 重 障害 者 20 人 , 5 重 障害 者 2 人 , その fh 
不明 と な っ て いる . この よう 区 背 ろう 児 の 大 部 分 は 3 
重 以 上 の 重複 障害 児 で ある . これ ら の 盲 ろ う 児 で 盲 学 
校 , ろう 学校 , 各 福 祉 施設 お よび 病院 在 院 中 の 者 は 
61 AC, 残り の 100 人 は 全く 野 ば な し の 状態 で ある . 

山梨 盲 学校 に は , 今 ま で に 3 人 の 盲 ろ う 児 が 学ん だ 
が , いま だ 社会 に 進出 し , 自立 し た 例 は な い . この ほ 
か 授産 施設 と し て は 区 道 園 (福井 県 ), 収容 施設 と し 
Cia BSE (山梨 県 ) が 盲 ろう 児 を 収容 し , 指導 
・ 訓 練 を 行なっ て いる に 過ぎ な い 、. 

SR, AA CH CH BEREO BY 5 BIGL, 
ほぼ 単独 で 就労 で きる と 思わ れる 職業 は , マッ サー 
ジ , 指圧 , Fe MRC EMD FSHS. Ek, 補助 や 
援助 に より , REC, シェ ルター ド ・ ワ ー ク シュッ プ 
な ど で 働 き 得 る 職業 が あれ ば , さら に 広い 範囲 に な る 
こと も 可能 か と 考え を られ る が , Chit, 一 に , わが 国 
の 盲 ろ うら 者 ・ 児 に 対す る リハ ビリ テー ショ ュ ン 事業 の 今 
後 の 進展 いか ん に か か っ て いる . (新谷 Ff) 
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盲 精神 薄弱 者 ・ 児 と は 

盲 精神 薄弱 者 (略し て 盲 精 薄 と いう ) と いう 語 意 が 
正しく 理解 され る た め に は , 障害 の 発生 原因 , GE, 
能力 な どの 正確 な 診断 と 判定 が 必要 で ある . 一 般 的 に 
は 盲目 と いう 障害 か ら 起 こる 「 知 識 の 遅れ 」 と いう よ 
うに 理解 され が ち で ある . 確か に 視覚 を 通さ な けれ ば 
知り 得 な た いも の も 多く ある が , これ は 医学 的 ・ 心 理学 
的 に 明確 に され て いな いこ と か ら 起 こる 誤っ た 解釈 で 
HY), この こと が , 盲 精 薄 者 ・ 児 の 教育 ・ 福 祉 の 面 で 
大 き な マ イナ ス ( 過 門 っ "で いる 。 

育 精 薄 が どの よう な 要因 に よっ て 発生 し, これ が 同 
時 的 な も の か , 異質 的 な も の が 偶発 的 に 重なっ て 起こ 
っ た も の か は 不明 で ある . た だ , 先天 的 ある い は 遺伝 
的 に , 視力 障害 の 原因 が 精 薄 の 要因 と 合併 し て 起こ る 
こと の 確率 は 確か に 高い 、 し た が っ て , 視力 障害 者 ・ 
児 の 中 に 精 薄 者 ・ 児 が 多い こと は 否め な い . Lad, 
それ だ け で は な く , 言語 障害 , 精神 障害 , 奇形 , 情緒 
障害 な どの 重複 が 少な く な い . すなわち , BMwBet 
は , その 障害 が 何ら か の 脳 障害 に ょ っ て 発生 する も の 
CHS. 最近 で は 後天 的 な 原因 ある い は 交通 事故 に よ 
る 後 遣 症 と し て , 失明 , 知能 低下 , 機能 麻痺 な ど を 起 
こし て いる の も まれ で は ない. 


この よう に 考え る と 盲 精 薄 者 ・ 児 が “知識 、 の 遅れ 
と か , 不足 で は な く , 視覚 障害 と 精 薄 と が , 障害 発生 
に お いて 不可 分 な 関係 に ある 心身 障害 と いえ る . し た 
Do, 盲 精 薄 者 ・ 児 の 教育 , 職業 , 福祉 は , COR 
害 の 特殊 性 を 十分 に 考慮 し , 専門 的 な 指導 , 訓練 が 望 
ENS. その た め に は , 医学 的 , 心理 学 的 ある い は 社 
会 科学 的 立場 か ら の 研究 に よる 正しい 診断 と 判定 が な 
され な けれ ば, 誤解 され た まま 放置 され , 真 の 人 格 形 
成 は さら に 遅れ る こと に な ろう . 

[ 盲 精神 薄弱 児 ] 社会 福祉 の 対象 と し て は , 18 歳 ま 
で を 「 児 」 と され て いる の で , ここ で も , ZORAA 
に ある 盲 精 薄 児 に つい て 考え た い . 

1965 (昭和 40 ) 年 厚生 省 が 実施 し た 「 わ が 国 に お 
ける 身体 障害 者 ( 児 ) の 実態 調査 」 の 結果 に よる と , 
視覚 障害 児 で 重度 の 精神 薄弱 を 合わ せ も ち , か つ , 聴 
覚 障害 , 肢体 不 自由 な ども それ ぞ れ 重複 し て いる 複合 
障害 児 は 推計 1900 人 と な っ て いる . し か し , PEO 
精 薄 児 を 加え を る と き は , この 数 倍 に は 達する も の と み 
られ る . 

これ ら の ほとん ど は , 先天 的 に 発生 に し て いる も の 
で , と き に は 出生 後 , 原因 不明 の 高 瓶 , は しか, 日 本 
W428, 分 べ ん 時 の 障害 な ど に よる 小児 病 か ら 失 明 し て 
いる . また , 1963 年 に 東京 都内 の 盲 精 薄 児 113 人 に 
つき , その 実態 調査 を 行なっ た 結果 に よる と 次 の ょ 5 
な 病名 が あげ られ る . 

先天 性 白内障 , 無 眼 球 , 網 脈絡 膜 姜 縮 , 先天 性 両 眼 
ERE, 視神経 姜 縮 , 脳腫瘍 , 小 眼球 , 無水 韻 体 , 角膜 
軟化 症 , “FAR, 眼球 振 と う 症 , 早産 , 母体 障害 , 脳性 
小児 麻痺 , RAS, 緑内障 , 網膜 虚 視 , 増殖 性 網膜 
Jk, 瞳孔 閉鎖 , 出産 失敗 . 

この 調査 で は , 血縁 結婚 こよ る も の が 多い . これ は 
多く の 障害 児 に も ふみ られ る こと で は ある が , 1 家庭 に 
2 人 , ある い は 3 人 の 形 精 薄 児 が 発生 し て いる こと は 
恐る べき こと で あっ て , し か も 能力 が きわ め て 低い た 
め , その 取扱 い は きわ め て 困難 で ある . 

SOBRE, その 障害 の 内 容 が 複雑 で あり , 
程度 や 能力 が 低い た め , 学齢 期 に 培 し て も , 身辺 の 自 
立 , 対話 , 歩行 , 用 便 か が むずかしい うえ を , 社会 性 が 欠 
如 し て いる た め に , 教育 の 対象 か ら は ず さ れ て いる . 
し か し , これ も 何ら 本 質 的 な 究明 と 判定 基準 に よる も 
の で は なく, あい まい さ が あ る の で , 家族 は も ちろ 
ん , 医師 , 助産 婦 , 保健 所 な どの 協力 に よっ て , 早期 
に 発見 し , 、 障害 能力 に 応じ た 早期 訓練 ・ 指 導 を 学齢 期 
まで 行なう よう な 対策 が 必要 で ある . これ に よっ て , 
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能力 の 開発 , 生活 条件 か らく る 環境 精 薄 か ら 脱 上 肥 さ せ 
る 道 が 発見 され よう . その た め に は , 個別 的 , ある い 
は 集団 的 指導 と 訓練 を する 専門 家 と 設備 と を 用 意 し た 
盲 精 薄 児 の た め の 保育 所 が 必要 で ある . 

さら に , 訓練 不可 能 な 重症 障害 児 に つい て は , 医学 
的 管理 に よる 愛護 が な され る べき で ある . この よう に 
真 に 盲 精 薄 児 の 教育 ・ 福 祉 の た め に は , 総合 的 で , き 
OMDWVMTRAHENSD. 盲 精 薄 児 の 職能 指導 に つい 
て は , 他 の 障害 児 と 同様 に , 早期 訓練 が 効果 的 と 思わ 
NS. か れ ら の 多く は 身体 の 運動 機能 が 末 発 着 で ある 
た め , 指先 を 動か す 訓 練 を 気長 く 行なう 必要 が ある か 
ら で あ る . 

現在 , 次 の よう な 種類 の 職能 指導 が 行 な ち われ て いる 
が , これ が 社会 的 自立 に 直接 役立つ も の に は な ら な い 
まで も , 能力 の 助長 に よっ て , 社会 性 の 発達 を 図る た 
め に は 無 意 味 で は な い . すなわち , ちり 紙 折 り , 粘土 
細工 , 陶器 , エ バー ソ フト , BH, BH, 養豚 , 園 
芸 , まき 割り な ど は , 機能 訓練 , 情緒 安定 を 助け する だ 
け で は な く , ある 程度 の 職業 能力 も 養 な われ る の で あ 
A. ある 請 精 薄 児 な ど は カス タネ ッ ト の 組立 て 工 と し 
て , 親子 ぐる み 職 場 に 働い て いる 者 も いる . また , EF 
人 に 音楽 が 好ま れる よう に , 盲 精 薄 児 に も 音楽 は 切 離 
すこ と の で きた ない 重要 な も の で ある . 音楽 の も つ リ ズ 
ミカ ル な 性 質 が , 盲 精 薄 児 の 特殊 な 記憶 力 を 鍛練 する 
こと に よっ て , 変則 的 な が ら 特殊 才能 を 発揮 する . 背 
精 薄 児 の 性 格 と 障害 の 特殊 性 を 考慮 する と き , ARO 
精 薄 教育 で な いま で も , 教育 の 一 方 の 峰 と し て 理解 す 
る こと ゃ ゎ , か れ ら の 人 生 観 に ひら めき を 与え る こと に 
1S Br 

Lal, これ は 教育 の 一 面 的 成果 と し て 評価 で きる 
が , も と より , 全部 の 盲 精 薄 児 に 適応 する 教育 技術 で 
は な い . REX, 背 精 薄 児 で あっ て も , 常人 と 同じ 生 
活 条 件 に 適応 する よう な 指導 訓練 が 必要 で ある こと は 
確か で あっ て , それ に は 専門 の 技術 と 訓練 所 が な けれ 
[Rie il, 

Bites) 現行 の 児童 福祉 法 に よる と , 満 18 
歳 を 越え た 者 は この 法律 の 適用 か ら 除 外さ れる . ここ 
に 立法 上 の 難問 題 が か ある. まず , 18 er BZ aHe 
者 を どの 法律 で 取扱 うこ と が , 正しい 福祉 に な る か を 
考慮 し な けれ ば な ら な い . た と えば , 身体 障害 者 福祉 
法 と 精神 薄弱 者 福祉 法 が ある が , 教育 の 対象 か ら は ず 
Sh, 社会 復帰 が きわ め て 困難 な 形 精 薄 者 の 多く は , 
この 法律 か ら 見 落 さ れ て いる の が 実情 と いえ る . その 
最も 典型 的 な 現われ は , 重症 心身 障害 者 対策 に み ら れ 





る . 盲 精 薄 者 の 福祉 施設 も , この 余波 を 受け て いる . 
Lal, これ は むし ろ , 法 の 不備 と いう より も , 運用 
上 に 間 題 か ある と いえ る . 

盲 精 薄 者 の 授産 厚生 の 目標 は 遠く 困難 で ある が , 一 
部 の 施設 で は , 職業 と し て 陶器 , エバ ー ソ フト , ブロ 
ッ ク 人 造り , 農耕 な ど を 指導 し て いる と ころ も ある . 果 
た し て , これ が どの 程度 に 可能 で あり , 社会 厚生 の 足 
が か り に な る か は , 現在 の と ころ 句 問 で あろ う . この 
よう な 現状 か ら み て , 盲 精 薄 者 の 厚生 保護 事業 に は , 
まず , 生活 の 保障 と 新 職業 の 開拓 , 大 きく は 重症 心身 
障害 者 に 等 し い 医 学 的 , 物 療 的 管理 が 望ま れる の で は 
な あろ のか) 

厚生 省 で は , 1964 (昭和 39 ) 年 重度 障害 と 重症 障 
害 を 区 別して , 行政 指導 を 図っ て きた が , BHO 
場合 , ろう 精 薄 と 同じ 「 重 度 」 の 部 類 に 入れ , お お む 
ね IO 35 を 基準 と する 単純 精 薄 と 同列 に 扱っ て いる . 
これ は 盲 精 薄 の 程度 ・ 能 力 を 無視 し た 区 分 で あっ て, 
か えっ て , 盲 精 薄 者 対策 の が ン に な っ て いる . 単に 障 
害 名 に よる 区 分 で は な く , 障害 の 内 容 を 正 し い 判 定 に 
基づい て 分 ける べき で ある . 盲 精 薄 者 の 職業 に つい て 
b, 単純 に 社会 厚生 を 要求 する より は , 援護 授産 に よ 
DMD MT ROSE LV. 





今後 の 課題 

ここ に 残る 問題 と し て は , まず , 盲 精 薄 の 発生 原因 
の 追 完 と , 予防 対策 , 専門 保育 , 将来 教育 の 専門 化 , 
新 職業 の 開発 , 年 齢 制限 の 徹 廃 , 法 の 1 元 化 , 生活 保 
障 の 充実 な ど が あげ られ よう . 東北 大 学 ・ 角 田 和 一 
(1965. 10%) の 研究 結果 に よる と , BRE) の 発 
生 率 は 一 般 精 薄 の 4 パー セン ト と な っ て お り , 確率 は 
非常 に 高い と みて いる . 

これ ら の 発生 原因 を 考え て みる と き , 精 薄 の 発生 に 
よ ょ り 和 失明 が 合併 する より は , 失明 を 発生 させ る 要因 の 
中 に , 精 薄 の 原因 が 重なる と みて よい . し か し , これ 
は 因果 関 作 に ある の で あ OC, 精 薄 発生 の 原因 を 追究 
し て みる と , そこ に は 失明 の 原因 が 多々 ある こと が わ 
か る . た と えば , 網膜 色素 変性 症 が 遺伝 性 の も の で あ 
る と すれ ば, 単純 精 薄 に も 遺伝 的 要素 が な いと は いえ 
な い . 梅毒 や 結 楼 か ら ゃ も 発生 する し , ある い は , LH 
中 に 何ら か の 障害 , 楽 物 に よる も の , 精神 的 な も の , 
栄養 障害 , 生活 条件 な どか ら も 起こ る と み られ て い 
る . その ほか 精神 障害 , 出産 時 の 障害 , 伝染 性 疾患 , 
交通 事故 な ど に よる 脳 細胞 の 障害 か ら , 重複 障害 児 が 
発生 し て いる , こう し て 発生 し た 障害 児 に つい て は , 
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3 歳児 検診 の 義務 化 に よる 早期 発見 幼児 教育 生活 
の 訓練 が 絶対 に 必要 で , その 場合 , 同じ 障害 児 だ け を 


組合 わせ て 教育 指導 する こと と , 他 の 障害 児 と 混合 し 
て 能力 の き そ い あい に よる た くま し さ を 造 り だ す と い 
うこ と と , どちら が よい か , 最終 的 結論 は な い . 

角田 和 - 一 は 「 盲 精 薄 児 に つい て は , 障害 の 特異 性 か 
らく る 種々 な 心理 的 ・ 生 理 的 , ある い は 社会 的 生活 条 
件 の 相違 な どか ら こ れ を 区 別 し , 専門 的 な 指導 施設 で 
行なう の が 適当 で ある 」 と いっ て いる . これ に 反し , 
それ は , これ ら の 児童 の 社会 性 を か えっ て 委 縮 させ る 
も の で ある , と いう 見 解 も な いで は な い . Lab, こ 
れ は , 指導 訓練 の 過程 で 考慮 すれ ば よい こと で あっ 
て , 最初 か ら 混 合 が よい と いう こと に は な ら な いと 考 
えら れる . 社会 性 の 進歩 は 望 まし いこ と で は ある が , 
それ を 望め な い 者 の 指導 を どう すれ ば よい か と いう こ 
・ と に な る と , や は り , 専門 施設 で の 特別 な 訓練 に 基礎 
iS, 常に 幼児 期 の 訓練 を 行なう , と いう 配慮 が な 
され な けれ ば な ら な い . これ と 合わ せ て , 家庭 に お け 
る 生活 訓練 が , 両親 の 愛情 と 判断 に よっ て な され る こ 
と が 必要 で ある . その た め に は , 在宅 児 の た め の 指 導 
員 制 度 を 拡充 する ほか , 扶養 手当 な ど に よる 経済 援助 
が 十分 に な され る よう , 早急 に 対策 を 講じ る 必要 が あ 
る . 

次 に , 社会 的 更生 で ある が , 今日 の 状態 で は 困難 が 
多 過 ぎる . 一 般 盲 人 は 鍼 披 業 に 依存 し て いる が , 最近 
で は , これ ゃ 高度 な 医学 的 専門 知識 と 高い 技術 が 要求 
され る の で , 盲 精 薄 者 の 職業 と し て は むず か し い . そ 
の 他 に し て も ゃ も , 職種 の 選択 より は , か れ ら の 職能 を 開 
発し , 心理 的 発育 の 過程 に お いて , 生活 指導 の 意義 を 
見 出す こと に 目標 を 置く べき で は な いか . そし て , 身 
体 障害 者 手帳 の 交付 , 福祉 年 金 に よる 最低 生活 の 補償 
と と も に , 援護 授産 に よっ て 賃金 制 を 確立 し , 働く 
こと の 意味 と 喜び を 養う の こと が た いせ つ で ある . どん 
な 重い 障害 を も ち , 社会 更生 が 困難 で あっ て も , 社会 
福祉 が めざす 目的 は , あく まで も 人 間 の 尊厳 で ある 限 
り , 可能 な 能力 は 見 出さ れ ね ば な ら な いし , その た め 
に は , 十分 な 補償 と 援護 が 施さ れ ね ば な ら な い . 


外国 の 盲 精 薄 者 対策 

外国 の 盲 精 薄 者 の 取扱 い は どう か ? た と えば , アメ 
リカ の イリ ノイ 州 で は , 経済 補償 に よっ て 家庭 で 保護 
する か , 精神 病院 に 収容 し て 医療 保護 対象 と し て 取扱 
い を 受け て いる に 過ぎ な い . ヨー ロッ パ も 同じ こと 
で , これ は わが 国 よ り 盲 精 薄 者 ( 児 ) の 発生 数 が 少な い 





こと に ゃ も よる が , 社会 的 関心 が 低く , 福祉 対策 が 必ず 
し ゃ 充実 し て いる と は 限ら な いと いえ よう . Ey 
近東 や イン ドド な ど , 比較 的 育 人 の 多い 国 で は , 当然 , 
盲 精 薄 児 の 数 も 多い と 考え られ る が , これ ら の 国 で 
ik, まだ まだ わが 国 の よう に きめ 細か な 盲 精 薄 福 祉 ま 
で 考慮 され て は いな い . 

し か し , 各地 , 各 分 野 に 次 第 に この 問題 が 浸透 し て 
くる に つれ て , そこ か ら 漏 れ て いる 重症 心身 障害 児 の 
実態 が 露呈 し , 当然 , 社会 福祉 の 手 ぶ が さ し の べら れ て 
くる の で あっ て , こう し た 障害 児 の 発生 を 極力 防止 す 
る と と も に , 生存 する 者 に は 暖か い 配慮 が 必要 で あ 
り , 今後 , 社会 的 政治 問題 と し て , 国民 が 一 体 に な っ 
て 解決 へ 進ま な けれ ば な ら な い 課 題 で あろ う . この た 
め に は , 盲人 団体 , 精 薄 団体 の 相互 的 啓発 , 保護 者 の 
結束 , 社会 の 理解 と 協力 を 忍耐 強く 押し 進め , 政府 に 
対し 要望 を 訴え る 努力 を 払う こと が 先決 と いわ ね ば な 
ら な い . (飯塚 光 豆 ) 
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ショ ン 上 の 間 題 点 ) 


ベー チェ ッ ト 病 また は ベー チェ ッ ト 症候 群 は H. 
Behcet (1937 ) に より , FR, BOB, 粘膜 に 症状 を 呈 
する 独立 し た 疾患 と し て 初め て 報告 され た も の で , FE 
来 は 中 近東 , 地中海 治 基 の 地方 病 と 考え られ た が , 戦 
後日 本 に お いて も その 報告 が 逐次 増加 し, 注目 され る 
よう に な っ た . その 後 患 者 数 の 増加 は 続き , 今日 で は 
日 本 が 最多 発 地 と 考え られ 多く の 問題 を 投げ か け て い 
る . 問題 点 は 特に ベー チェ ッ ト 病 が 失明 率 の 高い 全身 
性 の 反復 性 炎症 疾患 で ある 点 に あり , RWS he 
に お ける リハ ビリ テー ショ ュ ン 上 多く の 困難 が 伴っ て い 
A. 現在 , 病因 に つい て は Behcet その 他 に よっ て 唱 
えら れ た ビー ルス 説 を は じ め 種 々 の 感染 説 に 対 し て は 
BENCH SD, いま だ 十分 明 ら か に され て いな い 


ベー チェ ッ ト 病 の 臨床 像 

臨床 像 に つい て は いく つか の 報告 が か ある が , 清水 保 
の 総説 を 中 心 に 田中 一 郎 に よる 報告 を 加え て 概要 を 述 
べ る . 

ベー チェ ッ ト 病 は 臨床 状 か ら み る と , WER, FE 
i, 外陰 部 の 潰瘍 性 病変 の ほか , 多様 な 全身 的 炎症 性 
疾患 で ある . お も な 症状 と その 出現 頻度 は , FSAI 
の アフ タ 性 有 痛 性 潰瘍 は ほとん と 必 発 的 で あり , 次 い 
で ブドウ 膜 炎 その 他 の 眼 内 笑 症状 90 パーセント , 結 
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節 性 紅斑 様 友 疹 その 他 の 皮疹 84 パー セン ト , 外 際 部 
の アフ タ 性 有 痛 性 潰瘍 67 ペー セン ト , 関節 痛 , 腫 服 
発赤 な どの 関節 炎症 状 52 パー セン ト な ど で あ る . さ 
ら に 中 枢 神 経 系 症状 の 発現 や 血管 系 症状 の 出現 が み ら 
れる が , 典型 的 な 発症 形式 は FSR 7 2 ic ha = 

り , 皮疹 や 眼 症状 が これ に 次 いで 発現 し , 精神 神経 系 
症状 や 血管 系 症状 の 出現 は 経過 の 後期 に 属す る . この 
ほか に 消化 器 症状 , 泌尿 器 系 症状 た どき わ め て 全身 的 
多様 性 を 示す . これ ら の 諸 症状 が 同時 に 併発 する こと 
は まれ で あり , 慢性 想 延 性 の 経過 中 に 各 症 状 が 反復 再 
燃 す る . この よう に 胞 床 諸 症状 の 多様 性 と 反復 再燃 性 
が 本 症 の 特徴 で ある . 田中 一 郎 の 調査 に よる 初発 症状 
の 頻度 は 口内 炎 71 ペー セン ト , 有 眼 症状 66 バー セン 
ト , 皮 膚 症状 45 パー セン ト , 陰部 潰瘍 37 パー セン ト 
CO. 

A-F ay bIROKBILAFAAFLYIAS, 最 好 
発 年 齢 は 25~30 歳 で 20 て 40 歳 が 全体 の 約 80 ペー セ 
ント を 占め て いる . 一 般 に 病勢 の 極 期す な わ ち 諸 症 状 
の 急性 増悪 の 頻発 する の は 発病 後 2 一 5 年 で , 以後 , 
病勢 は 尊 次 下り 坂 に な る . し か し , 炎症 が ほとん と ど 消 
和 失 す る まで に は 10 年 以上 を 要する 例 が 多い . 諸 症 状 
の うち 最も 重大 な も の は 有 眼 症状 で あり , 病変 は 虹彩 
HS, 虹彩 毛 様 体 炎 , 弘 脈 絡 膜 炎 な どの ブドウ 膜 炎 で , 
これ に よる 有 眼 内 和 炎症 の 反復 に よる 眼 組 織 の 荒廃 , 続発 
性 緑内障 , 視神経 姜 縮 な ど に 基づく 視力 低下 か ら 和 失明 
に 至る も の が 多い . 眼科 領域 に お ける 統計 で は 眼 症状 
の 出現 か と 平均 約 5 年 後に 約 70 ~ 80 パーセント が 和 失 
明 す る と いう . 内 科 領 域 の 統計 で は 患者 の 約 90 パー 
セン ト に 眼 症状 が 出現 し , その うち 45 一 50 パー セン 
ト が 和 失明 する . 田中 の 調査 に よる と 発病 後 10 年 で 両 
眼 視力 が 0.1 以下 に な る 率 が 86 パー セン ト , GBR 
が 59 パー セン ト で ある . 

関節 妖 症状 は 主として 足 , 膝 , 肘 , 手 関節 な どの 大 
関節 に 多く , 時 に は 慢性 関節 り ウ マチ と 誤診 され る が 


レン トゲ ン 像 に 肖 , BOB, 破壊 像 な ど が ほとん 


ど み られ な い 点 , 慢性 関節 リウ ィ チ と 異な る 点 で あ 
る . また , 遇 者 血清 の リウ マイ ド 因 子 も 証明 され る こ 


と が 少な い . さら に 70 パー セン ト の 患者 に 腹痛 , 腹 


部 膨満 , 便通 異常 な ど が み ら れ , レン トゲ ン 学 的 に は 
腸管 の 緊張 異常 , ガス 貯溜 , 運動 異常 像 や 腸炎 の 所 見 
が み られ , 消化 吸収 機能 も 放射 性 ヨー ド 標 識 オ リー ブ 
油 や 卵 和牛 アル ブ ミ ン の 吸収 能 低 下 が 認 め ら れる . ベー 
チェ ッ ト 病 で は 消化 管 相 膜 潰 場 は 口腔 精 膜 の みな ら 
ず , 食道 , 胃 , 腸管 全域 に わた っ て 発生 する 可能 性 が 


あり , 著しい 場合 に は 腸管 月 の 究 乾 を 呈し た 症例 も あ 
る . また ベー チェ ッ ト 病 患者 は し は し ば 虫垂 炎 を 合併 
する こと が 注目 され る . 

回 丸 炎 や 副 四 丸 炎 を 併発 し し し ば し ば 結核 性 と 誤診 
され 切除 手術 まで 施行 され る 例 が ある が , 本 症 に 伴 2 
も の は 他 の 諸 症 状 と 同じ く 1 過 性 で あり , か び つ 再燃 す 
る 傾向 を 示す . 

ベー チェ ッ ト 病 その も の に よる 死亡 率 は 約 3 パー セ 
ント で 比較 的 低い が , 死亡 例 は ほとん ど と 中枢 神経 の 侵 
WIC LA. ノイ ロ ・ ベ ー チ ェ ッ ト 型 か 血管 災 に 基づく 
動 ・ 静 脈 将 の 破綻 に よる も の で あり , 近年 患者 の 急増 
に 伴い これ ら の 病 型 が 増加 し て いる . 

ノイ ロ ・ ベ ベー チェッ ト 型 は ベー チェ ッ ト 病 患者 の 約 
10~ 20 パー セン ト に み られ, その 慢性 経過 中 に 比較 
的 急速 に 疹 性 運動 麻痺 , 言語 障害 を も っ て 発症 し , 精 
神 症 状 を 伴う も の が 多い . 神経 症状 も 初期 に は 反復 再 
燃 性 を 示す が , 病状 が 進展 すれ ば 固定 的 と な り , 特に 
脳幹 , 延髄 症状 の 発現 を みる も の の 予後 は 悪い . 

また , 了 臨床 経過 中 に 発現 する 血管 系 病変 は 全身 諸 所 
の 動 ・ 静 脈 系 に 発現 し , 動脈 病変 は 内 膜 肥厚 , 中 膜 
荒 粗 を 示す 閉塞 性 壊死 性 動脈 の みな ら ず , 細 動 脈 や 毛 
細管 に も 類似 の 病変 が み られ , 静脈 系 病変 は 主として 
静脈 癒 形成 や 血栓 性 閉塞 性 静脈 炎 で あり , 脈 な し 症状 
大 動脈 己 症候 群 , FASB IELE, 虚 血 性 大 服 衣 肖 頭 
壊死 , 大 静脈 症候 群 , バッ ト ・ チ ァ リ ー 症 候 群 な どき 
わ め て 多様 で ある . 


患者 の 職業 訓練 状況 

視覚 障害 者 の た め の 職 業 訓練 施設 は 5 カ所 の 国立 視 
力 障害 セン ター を は じ め 公 立 3, 私 立 4 が ある . また 
盲 学校 高等 部 は 全国 63 校 ( 国 立 1, 公立 60, 私 立 2) 
で いずれ も ゃ 職業 課程 が 設け られ て いる . 

職業 訓練 の 内 容 は 三 療 (あん ま ・ は り ・ き ゅ う ) が 
ほとん ど を 占め て いる が , その 他 の 種目 と し て 和 失明 者 
更生 施設 で は カナ タイ プラ イタ ー, 点字 印刷 , 農芸, 
機械 工 , 電話 交換 手 , 盲 学校 で は ピア ノ 調 律師 , 理学 
療法 士 の 養成 が 行なわ れ て いる が , これ ら の 生徒 数 は 
ご くわ ず か で ある . 

更生 施設 , 盲 学校 と も に 視力 の 安定 し た 健康 な 者 を 
2 所 内 学 き 香る の で と を 原則 と し て いる の で , "ペー チェ 
ッ ト 病 視覚 障害 者 が 訓練 を 受け る の に は 困難 が 伴い , 
発病 後 比較 的 長期 間 を 経て や っ と 入所 し て 訓練 を 受け 
られ る 者 が 多い . これ ら 12 施設 お よび 63 校 に お ける 
ベー チェ ッ ト 病 患者 の 状況 に つい て 行なっ た 調査 結果 


560 失明 者 の リハ リ テ ー シ ョ ン 





は 次 の 通り で ある . 

全 失 明 者 更生 施設 , 盲 学校 に お ける 1970 (昭和 45) 
年 10 月 現在 の ベー チェ ッ ト 病 患者 数 を 所 在 地 の 地方 
別に 示す と 表 1 の 通り で ある . ベー チェ ッ ト 病 視覚 障 
害 者 264 人 (うち 女 35 A) が 職業 訓練 中 で , 全 在 所 ま 
た は 在学 生 に 占め る 割合 は , 更生 施設 で は 11.1 パー 
セン ト , 盲 学校 高等 部 で は 2.6 パー セン ト で ある . 更 
生 施 設 で は 151 人 中 144 人 , 盲 学校 で は 113 人 全員 が 
三 療 を 専攻 し て いる . また , ベー チェ ッ ト 病 視覚 障害 
者 で 職業 訓練 を 終了 し て すでに 社会 復帰 し て いる 者 は 
施設 126 A, うち も 三 療 以外 は 4 A, BEE TIE 130 A, 
表 1 更生 施設 たら びに 盲 学校 に お ける 地方 別 

ベー チェ ッ ト 患 者 数 


























es SE he 設 B + 校 
! ミ 
施設 数 | 在 所 患者 数 学校 数 | 在学 患者 数 
北海 首 1 at | 9 
東 北 0 0 / 18 
関 東 3 5S) fog ae 28 
中 部 0 0 Lu の 
近 ie 3 0 pap | コク 
中 国 1 14 | 5 5 
四 国 2 8 ON aie 
A 州 2 13 9 | 3 
る | 113( う も 別 
04 Rea EE on) ae 
総 人 員 | 1361 4,341 5 ち 別 科 生 1094 名 ) 


表 2 更生 施設 (a) な ら び に ヒ 盲 学校 D) に お ける ベー チェ ッ 
ト 患者 の 年 齢 別 視力 状況 a. 更生 施設 























































































































Se | = lly 以上 0.05 未 | 0.1 
N | 店 * | 25 A 10.04 | SE | ト 
\ tea コーー eer 
年 齢 | 計 | 男 | 女 | 計 Pepe Aaa at 
20 歳 未満 | 2| 2 | ya} | | | fal 
20~30m | 36 30 6| 2116 5/66 | 761/22 
30~407 | 74| 69; 5] 5146 5/1010; 1212 | 1) 1) 
40~50% | 34| 33 1 24/23) 1| 4! 4) || 5) 5} | 1) 1 
50~ | 5 4 We 名 時 1 | ee 
at | 151| 138 13 1008812 2222 24.23 1155 
b. 盲 学校 
視力 | ws = | DL (0.05 # 0.1 
er) VO. 数 2 A eens | 0. 満 | 以上 
年 齢 | 計 | 男 | 女 | 計 BB eat Beatle 
20 歳 未 満 | 10 5 5 7| 4| 3] 21 | 4 Hal a 
20~305% | 52| 42) 10| 3327| 6I11| 9 2 5 4 1| 3| 2| 1 
30~407 | 43 36 2| 2926366 |22 |924 
40~507 | 7 7 | 44 Re | 2|2 
50~ | sos Bete oa | | | | 
= il | leapt | eal | | | 
at 。 | 113 91 22| 746212|2017| 3) 7| 6 1/12 6 6 











注 . 全国 集計 、 視 力 は よい 方 の 眼 に つい て の も の 





2 ち 三 療 以 外 は 10 人 と な っ て いる . な お 終了 は すべ 
て 1956 年 以降 で それ 以前 に は 見 当たら な い . 

訓練 生 の 年 齢 別 視力 状況 を 施設 ( a ) と 盲 学校 Cb ) と 
に 分 け て 示す と 表 2 の 通り で , 全般 に 年 齢 が 発病 年 齢 
に 比べ て 比較 的 高く , また , 全盲 者 が 3 分 2 を 占め て 
いる 点 に 留意 すべ き で ある . 盲 学校 は 先天 性 お よび 幼 
少 時 に お ける 和 失明 者 が お も な 対象 者 と な っ て いる の で 
全 生 徒 数 に 対す る 比率 は 低く 2.6 パー セン ト に 過ぎ な 
い が , SEK PRAM SAIL, ベー チェ ッ ト 病 
患者 も 急 紋 に 増え て いる . 

ベー チェ ッ ト 病 失明 者 は まず 国立 更生 施設 に 出願 
し , 入所 で き な か っ た 者 が 盲 学 校 に 入学 する 傾向 が あ 
り , その 数 は 近年 急速 に 増え て いる . それ で も 現在 1 
校 当 た り 10 人 を 越え る と ころ は な く , 更生 施設 に 比 
べ て 1 校 当 た り の 集中 が 少な いた め , その 受入 れ は な 
お 余裕 が ある よう に 思わ れる . 盲 学校 に お ける 年 齢 別 
視力 状況 を 施設 の も の と 比較 する と 年 齢 は 若く 弱視 者 
( 0, 05 以上) の 比率 は や や 少な い . 盲 学校 の 方 が よ 
り 病 状 の 悪い 者 を 在学 させ て いる こと は , 発病 後 の 経 
過 年 数 に 対す る 度数 を 比較 し て みる と よく わか る . 
図 1 は 発病 後 の 経過 年 数 に 対す る 本 病 患 者 の 度数 で 
(1) 国立 視力 障害 セン ター, (⑳ 公 私 立 更生 施設 , (3) お 
よび 盲 学校 別に 示 し た も の で ある . 同 図 に よっ て わか 
る よう に 盲 学校 は 更生 施設 に 比べ , 経過 年 数 の 少な い 
も の を 入学 させ て いる . 病状 の 安定 度 か ら み て も , 安 
定 し て いる 者 が , 施設 で は 本 病 患 者 の うち 22 パー セ 
ント で ある の に 対し BFR CLIT パー セン ト と な っ 
て いる . 不安 定 な 者 に つい て 特に 炎症 症状 が 発生 する 
部 位 は 眼 症 状 が 最も 多く , 次 いで 皮膚 粘膜 , 血管 の 順 


(に なっ て いる . 

40 3 訓練 教育 上 の 支 
褒 度 を 三 療 お よ 
び 体 育 実技 に つ 

9 いて 示す と 更生 

20 2 施設 で は 支障 あ 
なの VM MM る 者 が 本 病 思 者 

に ' の うち それ ぞ れ 
rm | 31 お よび 34 ペ 
| 20 ー セ ント , AE 
0 校 で は 51 お よび 
Brame ray Stig 7 ay Wie た ドク ーー 
図 1 yew PUL D EE SEERA 
(3! お よび 盲 学校 高等 部 別に みた ベー 学者 に 問題 が 多 


チェ ッ ト 病 思 者 の 発病 後 経過 年 数 に 
対す る 度数 WE, 
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以上 の こと は 更生 施設 の 内 容 が リハ ビリ テー シュ ョ ン 
施設 で は な く , 視力 障害 者 職業 訓練 施設 で ある た め , 
必然 的 に 身体 状況 の よい 症状 の 安定 し た 医療 を 必要 と 
せ ず , 訓練 が 容易 な 者 を 優先 的 に 入所 対象 と し て いる 
か ら で あ る . 入所 生 の 視力 を 考え て ゃ も , 更生 施設 は 盲 
学校 に 比べ て 職業 指導 に 当たる 職員 の 数 や 設備 が 貧弱 
で , 一 定 の 割合 で 弱視 者 を 入所 させ な いと 定員 の 入所 
生 を 訓練 する と と が 不可 能 な 現状 で ある . 

医療 管理 体制 に し て も ゃ も , 更生 施設 , 盲 学 校 と も 専任 
の 医師 は よい ない が , 盲 学校 で は 必ず 養護 教諭 が お り , 
1 校 当たり の 生徒 数 が 施設 に 比べ て 少な い の で , 担当 
職員 の 医療 管理 上 の 負担 も 軽く な っ て いる . 国立 更生 
施設 で は 保健 婦 1 人 が 配属 され て いる が , BRICK 
べ て 1 施設 当たり の 訓練 生 は 多く , 公私 立 の 施設 の 中 
と は 保健 職員 を 置い て いな いと ころ も ある . 

いずれ に せよ , 長期 間 に わ た る 反復 炎症 を 伴う 全身 
性 疾患 で ある の で , 病状 が 全く 安定 し て か ら 施 設 に 入 
所 する の で は 訓練 の 適期 を 失 す る の で , 更生 施設 も 医 
療 管理 体制 を 整え , 本 病 患 者 を 受入 れ て いく こと が 虹 
まし い . 現在 盲 学 校 へ 入学 し て いる 者 は , 施設 , 特に 
国立 施設 に 入所 を 希望 し , 病状 不安 定 の た め 入所 を 断 
られ た 者 が 相当 数 に の ぼっ て いる 点 は み の が せな い . 


リハ ビリ テー ショ ン 上 の 問題 点 

ベー チェ ッ ト 病 吊 者 の 社会 復帰 の 基本 的 問題 点 は , 
何と いっ て も 失明 率 が 高い と いう こと で あり , その 特 
徴 は 非常 に 経過 の 長い 全身 性 疾患 で , 失明 後 も ブドウ 
膜 炎 , 緑内障 お よび 皮膚 粘膜, 関節 , 血管 , 消化 器 な ど 
の 炎症 性 病変 が 何 年 間 も 反 復 す る こと と で ある . その た 
め , ベー チェ ッ ト 病 患者 の 場合 は , 失明 者 と し て の 社 
会 復帰 と いっ て も ぁ , 医療 管理 が 必要 な ら うえ, 20 一 50 ix 
の 就業 年 齢 男子 に 多い の で , 社会 的 な 問題 も 大 きい . 
Lash, 失明 者 の 社会 復帰 体系 その も の が 非常 に 立ち 
遅れ て お り , 障害 者 個人 の 能力 に 基づい て 行なわ れる 
べき 真 の リハ ビリ テー ショ ュ ン が 全く 実施 きれ て いな 
い . 

現在 , 日 本 の 中 途 和 失明 者 更生 施設 で は , 対象 者 に 必 
要 な 生活 行動 訓練 は 無視 され , 多く の 慢性 疾患 に よる 
失明 者 を 含ん で いる に も か か わら ず , その 医療 管理 は 
行なわ れず , 職業 的 更生 の 道 は , あん ま , tho, Xe 
う 業 に ほとん ど 限 定 さ れ , 画 一 的 な 集団 職業 訓練 が 行 
な われ て いる の が 現状 で ある . 


入寮 制 で 対象 者 の 年 齢 が 高い 国立 視力 障害 セン ター 
の 場合 で も , その た め 慢 性 疾患 者 , 特に 本 病 失 明 者 の 
入所 は お の ず と 制限 され , 1970 年 度 国立 東京 視力 障 
害 セン ター 入所 志願 者 23 人 (本 病 に よる 矢 明 者 ) の 
う ち 11 人 し か 入所 を 許可 され な か っ た . こと の よう に 
病状 が 安定 し て いな い 者 の 入所 が 制限 され て いる に も 
か か わら ず , 本 病 入所 生 数 は , 1965 年 度 で は 5 セン 
ター の 総 愚者 数 746 人 中 39 人 で あっ た の が , 1970 年 
ECs AP ILALABLITYS. 

この こと は 本 病 患 者 が 激増 し て いる こと に よる も の 
で , 現在 で は 本 病 が 60 歳 以 下 の 後天 性 失明 原因 の 第 
1 位 を 占め る に 至っ て お り , 全国 の 本 病 視覚 障害 者 数 
は 1 万 人 を 越え る と 推定 され る . 医療 機関 と 厚生 施設 
と の 間 の 大 き な 壮 を うめ る 間 題 を 含め て , その リハ ビ 
リ テ ー シ ョ ュ ン 対策 が 急務 と な っ て いる . 

一 方 , 病院 に お ける リハ ビリ テー ショ ン は 運動 障害 
に 対す る 物理 療法 が 主流 で あり , 失明 者 に 対し て は カ 
ウン セリ ング すら ほとん ど 行 な われ て いな い . AA 
者 は 視力 障害 者 と な り , ある 程度 症状 が 安定 する と, 
病院 か ら 自 宅 へ 帰 え を され る が , COB CLEA TR 
に は 受入 れ ら れず , 時 々 通院 し な が ら な すこ と も な く 
何 年 か を 過ごす の が 現状 で ある . COR, 愚者 は 失職 
し て 生活 が 困窮 し , 不安 と 焦 慮 に か られ な が ら 体 力 が 
衰え , 更生 へ の 意欲 も な く な っ て いく 例 が 多い . 

この よう な ケー ス に 対す る 対策 と し て は , 大 病院 の 
リハ ビリ テー ショ ュ ン 部 に 失明 者 の た め の 専門 の カウ ン 
セラ ー と 証 練 士 を 配置 し , 中 小 病院 また は 診療 所 で は 
これ ら の 要員 を 家人 リハ ビリ テー ション ・ セ ンタ ー か 
ら の 派遣 を 受け て , 対象 者 の 相談 に 応ずる と と も に 将 
来 の 方 向 を 示し , 基礎 的 リハビリテーション 訓練 を 個 
別に 行ない , か つ 体 力 の 低下 を 防ぐ た め の 指 導 を し な 
けれ ば な ら な い . この 間 , 特に 長期 間 に わ た る 極度 の 
安静 療法 は 身体 的 の みな ら ず 精神 的 に も の ちの リハ ビ 
リ テ ー ン シュン 訓練 に 際 し て 支 議 を きた すこ と が 多い . 
また だ , 持続 的 な 副腎 皮質 ホル モン の 投与 $ 間 題 が 多い 
の で 注意 を 要する . (田中 一 郎 ) 
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盲人 用 具 の 現況 と 将来 


盲人 用 具 の 開発 研究 機構 の 問題 

近代 科学 技術 の 進歩 に より , われ われ の 日 常 生 活 は 
著しく 多様 化す る と 同時 に , 著しく 能率 化し て き て い 
る . 特に 新聞 ., テレ ビ , ラジ オ , MB, 雑誌 , 映画 
な どの 視聴 覚 コ ミュ ニケ ーション ・ メ ディ ア . (audio- 
visual communication media) の 量 的 拡大 と 質 的 向上 
は , われ われ の 直接 経験 の 不足 を 補い , 自然 お よび 社 
会 の 事象 や 事実 に つい て 媒 味 や 注意 を 喚起 し , また , 
知識 の 獲得 や 理解 を 容易 に し て いる . 

し か し , こう いっ た だ マスコミ, 特に 印刷 や 映像 な ど 
の 視覚 的 々 ディ ア の 技術 開発 に よっ て , 情報 (infor- 
mation) の 受容 や 伝達 が 豊か に な り , 深め られ て いく 
に つれ て , 一 般 晴 眼 者 と 視覚 を 欠く 盲人 と の 知 的 生活 
DEL, ます ます 大 きく な っ て いく お それ が ある . 

も ちろ ん , 電子 工学 や 通信 工学 の 発 達 に よっ て , た 
と えば , 活字 が 音声 化 さ れ , 盲人 で も 普通 の 新聞 を 
読む tu こと が で きる ) WhO S V7 ンク 0 マン ン 
(reading machine) が 開発 され , 利用 され る よう な 時 
代 も や が て は くる で あろ う . し か し , その 実用 化 へ の 
道 は まだ ほど 遠い の が 実情 で ある . 

日 常 の 家庭 生活 や 職業 生活 に お いて , 必要 な も の で 
まだ 開発 され て いな い , ある い は 開発 され て いて ゃ 普 
及 し て いな い 盲 人 用 補 装 具 が 実に 数 多く ある . ET, 
2370 ら 2 がら — OCH 1 OCH Sez OU ener 
Cr TACOS OBR, LD REV EUS re 
精神 生活 や 物 的 生活 を 送る こと が で き , それ ぞ れ の 生 
活 を 通し て , より よき 社会 を つく る 有 能 な メン バー と 
し て , 活躍 で きる よう に する こと が 先決 問題 で ある . 
Se OVD ATS 用 具 は , BAO 潜在 能 
(potentiality) を 開発 する の で ある . 

と ころ で , こう いっ た 盲人 用 機械 器具 の 開発 と 普及 
は , わが 国 の 場合 , 欧米 に 比べ て 非常 に 立ち 遅れ て い 
る . それ は 「 開 発 研究 機構 』」 が 確立 し て いな いこ と に 
大 き な 原 因 が ある . 

アメ リカ 盲人 援護 協会 (American Foundation for 
the Blind=AFB) や アメ リカ ン ・ プ リン ティ ング ・ へ へ 
ウス (American Printing House for the Blind = 


APH), それ に イギリス の 王立 イギリス 盲人 援護 協会 
(Royal National Institute for the Blind=RNIB) な ど 
で は , 膨大 な 研究 費 を 費やし て 試作 実験 が 繰 肥 され , 
その 実地 試験 の 結果 , 大 量 生産 に は いる シス テム が 確 
立 し て いる . 営業 が 目的 で は な いか ら , 単価 も 安く , 
また , 必 要 に 応じ し て, わずか な 使用 料 で 長期 貸付 ける も 行 
な う . 研究 の 施設 , 設 価 も そろ っ て お り , し か も , 企画 
か ら 製 作 に 至る まで 多く の 盲人 が 有 能 な スタ ッ フ と し 
て 加わ っ て いる . この よう な 体制 の も と で は , きわ め 
て 性 能 の すぐ れ た 盲人 用 具 が 次 々 に 創案 され る の も ぁ 当 
然 で ある . パー キン ス 点字 タイ プラ イタ ー (Perkins 
Brailler) は その 典型 的 な も る の の 一 つ で ある . 

これ に ひき か え , わが 国 で は いか に 研究 者 , ある い 
は 現場 の 教師 が , すばらし い ア イデ ィ ア を も っ て いて 
b, それ を 具体 化す る と な る と 容易 な こと で は な い . 
現在 , いく つか の 盲人 更生 用 具 製 作 所 が あり , COTE 
事 に 携わっ て いる 人 びと の これ まで の 熱意 と 努力 に は 
散 服 に 値する も の が ある が , 家内 工業 の 域 を 脱し 切れ 
な い 事 情 に ある . し た が っ て , ある 機械 器具 の 製作 に 
当たっ て は , その 原型 を と る た め の 費 用 は , すべ て 販 
売 見 込み 台数 を 極力 押え て の 単価 計算 に 割 振り され る 
OC, 非常 に 値段 の 高い も ゃ の に な る . 値段 が 高けれ ば 
普及 し な い . 単価 を 下げ ょ うと 思え ば , 使用 する 材料 
の 質 を 落す より ほか に 手 は な い . し た が っ て, いちど 
製作 され 販売 ルー ト に の っ た も の は , 欠点 が 見 つか り 
故障 し や すい 個所 が ある こと が わか っ て も , その まま 
盲人 用 具 と し て 有 販売 され て いく こと と に な る . わが 国 の 
BG, BAHBREWS &) ies 77 eo eo 
象 を 一 般 に 与え る の は , この 辺 の 事情 か らく る の で あ 
Da 

し た が っ て , 視覚 障害 者 用 の すぐ れ た 機械 器具 を 製 
作 す る た め に は , や は り そ れ な り の 施設 ・ 設 義 や 人 材 
が 必要 で あり , 身体 障害 者 の リハ ビリ テー ショ ン の 一 
環 と し て , 医学 , DBS, APS, 社会 学 , 工学 な 
ど , 関連 する 諸 科 学 の 密接 な 連携 の ぉ と に , 総合 的 , 
実際 的 な 観点 か ら 研究 開発 が で きる よう , BOB 
っ た 予算 措置 が 講じ られ な けれ ば な ら な い . また , 最 
初 か ら 盲 人 用 具 と し て 開発 し よう と する も の ば か り で 
は た なく , 一 般 向け に 大 量 に 市 販 さ れ て いる も の で , 部 
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分 的 に 改良 の 手 を 加え れ ば , 盲人 用 具 と し て 使用 で き 
る よう な も の に つい て も , その 試作 の た め の 費 用 が ぜ 
ひ 必 要 で ある . BE, BAHATSIF7I12—-OL 
うら に, 国 の 研究 費 に よっ て 改良 され , 盲人 の 間 に 普 及 
し つつ ある 補助 具 も いく つか ある . し か し , 多く は メ 
ー カ ー の 善意 に 頼っ て いる の が 実 請 で ある . 

以下 , 家庭 や 職場 に お いて , 外国 お よび 日 本 で 現在 
使用 され て いる お も な 盲人 用 具 と , その 問題 点 に つい 
て 概観 し て みよ う . 


歩行 用 具 

[ 自 い つえ ] 目 が 見 えな いと いう こと が , 盲人 の 日 
常 生 活 に もたらす 最も 大 き な 制 約 は , ひと り で 自由 に 
歩き まわ る と こと が で き な い と いう こと で あろ うら. いか 
に 慣れ た 道 で あっ て も , 思い が け な い と ころ に 究 が あ 
っ た り , 材木 が 落ち て いた りす れ ば , つま ずい て 転ん 
で し まう . その 場合 , も し ゃ 足 を 1 歩 踏 出 す 前 に , 障 
iM 0 イツ ー 





図 1 盲人 用 自 い つえ を 





図 2 超 音 渡 歩 行 器 


た 危険 を 避け る こと が で きる . 

自 い つえ (white cane) は , この よう な 機能 を 果 た 
すき わ め て 重要 な 盲人 の 歩行 補助 具 (travel aid) で 
あり , 盲人 の 歩行 の 安全 を 確保 する た め の 欠 か せな い 
標識 で も ある . 

図 1A に 2, 3 の 代表 的 な 自 い つえ を 示し た . 棒状 
の も の や 折り た た み 式 の も の, ある い は カメ ラ の 三脚 
の よう ら に な っ て いる も の な ど , その 形 は いろ いろ で あ 
る 

B の 自 つ え は 握り の 部 分 が 曲っ て いて , し か も ゃ 折り 
た た み 式 に な っ て いる の で , RECA. OD, 腕 に か け 
た りす る の に 便利 で ある . また , バス や 激 車 に 乗っ た 
と き , ある いけ は 会議 の と き な ど に は , 折り た た ん で 手 
元 に 置く こと も で きる . 同じ 折り た た み 式 に も , ネジ 
込み 式 の も ゃ の も ある が , 最近 の も の は ほとん と が この 
よう に 中 に 太い ゴム ひも が 1 本 通っ て お り , その 弾力 
性 を 利用 し て , 伸ばす こと も た た むと と も すばやく で 
Be CS 0Y の 

し か し , 折り た た み 式 より は 棒状 の も の ( 図 1 A 上 
段 ) の 方 が , 使っ て みて 手 ど た え が あ り , 頼り に な る 
よう で ある . 折り た た みみ 式 の 場合 , つえ の 先 の 振動 が 
途中 で 切れ て 手元 に 伝わり に くい 失点 が ある . つえ の 
材質 と し て は , グラ ス フ ァ イベ バー が 最も よい. 堅く て 
弾力 性 が あり , 軽い か ら で あ る . 

な お , 最 近 の 自 い つえ に は , 暗い 所 で も ゃ 晴 眼 者 が 見 て 
わか りや すい よ うに, 夜光 塗料 を 塗っ て ある も の や , 街 
灯 や 車 の ヘッ ドラ イト な ど で 比 較 的 明る い 場 所 で も , 
か な り 遠 く か ら は っ きり 見 える 照明 付き の も の も あ 
る . 図 1 C が その 1 例 で ある が , @ の スイ ッ チ を 押す 
と , 中 の 豆 電 気がつき , 固く て 透明 に 近い プラ スチ ッ 
ク (赤色 ) で で き て いる ⑤ の 部 分 が 明る く な る よう に 
く あの きれ で の る 

[ 超 音 波 歩 行 器 〕 盲人 の 障害 物 知 覚 (obstacle 
perception) に お いて , 最 も 重要 な 役割 果たす も の は 
自分 の 足音 が 障害 物 に 当たっ て , は ね 返っ て くる 反射 
CHA. 先天 全盲 の 場合 , この 感覚 は きわ め て 鋭敏 
で ある が , 周囲 の 騒音 が 大 きい 場所 や 雪 道 の よう な と 
ころ で は , あま り 役 に 立た な い . そこ で 考え られ る の 
が 超 音 波 の 利用 で ある . ちょ うど ュ ウ モリ が 自分 で 超 
音波 を 発射 し , その 反射 音 を 聞い て , 障害 物 を 避け な 
が ら 空 中 を 飛び まわ る の と 同じ よう に , BARRA ee 
(ultrasonic detector) を 持ち 歩け ば , か な り 前 方 か ら 
で も 障害 物 を 知る こと が で きる . 

図 2 は 海上 電機 製作 の 超 音 濾 歩 行 器 「 ツ ノー ダー」 
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で ある . 

⑧ 送 濾 器 お よ 

OS i a 

⑤ 電 源 ス イッ 

チ お よび 感 

度 調整 

@⑨ レ ンジ ( 探 

知 範囲 ) 功 

換え 図 3 盲人 用 方 位 磁石 

イヤ ホー ン ま た は スピ ビ ピー カー 用 ジャ ッ ク 

この 器械 は , 送 波 器 か ら 一 定 の 方 向 に 向け て 発射 さ 
れ た 超 音波 が , 障害 物 が あれ ば そこ で 反射 し て 返っ て 
くる . その 反射 波 を 受渡 器 で と ら え , それ を 可聴 音 に 
切換 を る と いう 仕組 み に な っ て いる . 

その 可聴 音 の 強 さ や 質 の 変化 に よっ て , 障害 物 の 方 
向 や 距離 , 大 き さ , 間隔 な ど を 知る こと が で き , ま 
we, コン クリ ー ト や 板 , ガ ラス, 布 な どの 違い も ゃ 弁別 
で きる . 路面 と 一 段 低 く な っ て いる 甘 と で は 音 が 明 ら 
か に 変わ る . し た が っ て, 初め て 歩く 道 で も , 歩き な 
ULM 人 

を 感知 する こと が で きる . 

ee ae 
0.2 て 2.0 メ ー ト ル の 2 段 切換 を え に な っ て いる . 

最近 , オー スト リア で は 非常 に 小型 の 超 音 濾 家 人 歩 
行 器 を 補聴器 の よう に メガ ネ に 取付 けた も の も 作ら れ 
FEW s 

し か し , 超 音 濾 歩行 器 の 最も 大 き な 欠 点 は , 音 が 不 
快 な 感じ を 与え る と いう 点 で あり , これ を 改良 し な け 
れ ば 実用 化 さ きれ な い . 

衣 人 用 方 位 磁石 ] これ も 歩行 用 具 の 一 つ に あげ る 
こと が で きる . 磁石 を 水平 に 持っ て , Fhe ( 図 3 の 
@) が 静止 し た と ところで, ⑯⑥ の ツマ ミ を 手前 に 引く と 
艇 が 押上 げ ら れ て 固定 する . そこ で 軽く さわ っ て みれ 
ば , dt CN) の 方 角 が すぐ に わか る . N に は 三 つ の 凸 
点 が つけ て ある . 

この 訪 位 磁石 は , 晴 眼 者 向け の も の を 紅 人 用 具 に 改 
良し た も の の 中 で は 簡単 な も の で は ある が , すぐ れ た 
アイ ディ ア の 一 つと いう べき も の で ある . 


計量 用 具 

BARRA) 時 計 は 日 常 生 活 に お いて 欠か すこ と 
の で き な い も の で ある が , BAM OSC RFI 
肌 で 見 る と と は で きた な いぬ 8 CeCe AR ee 
2 に , 盲人 用 の 腕時計 や 懐中 時 計 の 文字 盤 に は , 5 分 





単位 に 凸 点 を つけ (12 の 位置 に 3 点 , 3, 6, IO 
置 に それ ぞ れ 2 点 , 他 は 1 点 ), 指先 の 触覚 に よっ て 

時 刻 が わか る よう に し て ある . リュ ウズ の そば の 止め 
金 め を 押す と あぁ ふた が 開き , 長針 と 短針 の 位置 を 指先 で 
軽く さわ っ て 判断 する . 使い 慣れ る と , 点 と 点 の 間 の 
長針 の 位置 に よっ て 3 分 と か 21 分 と か も 読み と れる よ 





_B C 
図 4 盲人 用 時 計 





図 6 身長 計 (A), 体重 計 CB) 





図 7 LM CA), 郵便 用 科 CB) 


WCE, 

も ちろ ん , MPHRMKEVBGR, た と えば , M 
4 B の 目覚 時 計 の よう に , 数 字 の 上 に 凸 線 (12 の 位 
置 に 2 本 , 他 は 1 本 ) ROW, し か も 1 分 刻み に 凸 点 
も つけ て ある . この 目覚 時 計 は 旅行 用 で , 使わ な いと 
き に は ケー ス の 中 に 納め て 持ち 歩き が で きる よう に な 
っ て いる . また , 図 4 C の 目覚 時 計 は , © の 部 分 を 回 
転 さ せ て 所 定 の 時 刻 に 合わ せる こと が で き , 操作 が 人 箇 
単 で ある . 

図 5 A は 盲人 用 60 分 タイ マー で ある . 5 分 刻み に 
凸 点 が つけ て あり , し か も , 最初 の 15 分 は 1 分 刻み 
に な っ て いる . B は 盲人 用 タイ ム ・ ス イッ チ (12 時 
間 用 ) で ある . 前 者 は 所定 の 時 間 に な る と ベル が 鳴 
り , 後者 は 電源 が 入る よう に な っ て いる . し た が っ 
て , ラジ オ や テレ ビ の あ A Mae 
る 番組 を 忘れ ず に 聞こ う ff 
と する よう な 場合 , ある 
い は 料理 の と き な ど に こ 
れ ら を 利用 する と 時 間 を B 
気 に し な く て も すむ . 

盲人 用 笠 (は か り ), 
メジ ャ ー 類 ] 身長 計 や 
体重 計 ( 図 6 A, B) な 
ど , と の 種 の 計量 用 具 は 
も と も と 晴 眼 者 用 と し て 
作ら れ て いる も の に 部 分 
的 に 手 を 加え る (目盛 り 
に 凸 点 ま た は 凸 線 を つけ 
る か , 深い 刻み を 入れ る 
ある い は 数 字 を 点字 で 示 
SRE) だ だ だけ で すむ も の 
が 多い . 

盲人 用 上 皿 笠 一 一 1 キ 
ログ ラム 用 ( 図 7A) の | 
目盛 り は , 10 グ ラム 1 点 図 9 水平 傾斜 計 
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ググ 


ング 


図 10 メジ ャ ー, BR, も の さ し (A), ノギス (B), マイ クロ メ 
ー タ ー (C) 


50 グラ ム 2 点 , 100774 3 点 一 一 や 郵便 用 笠 ( 図 7 
B), S2beat, 温度 計 (両者 と も ゼン マイ 状 の バイ メ 
タル に よっ て 針 が 動く ), それ に 図 8 の 液 温 計 (A) 
や 体温 計 (B), お よび 水平 傾斜 計 ( 図 9) な ど , す 
べ て そう で ある . も ちろ ん , 凸 点 の 目盛 り と 針 の 位置 
に よる 測定 だ け で は な く , た と えば , 水平 傾斜 計 に し 
Th, 水平 ある い は 垂直 の と き に は ブザー が 鳴ら な 
い , と いっ た 仕組 み に な っ て いる も の も ある . 

図 10A は 盲人 用 メジ ャ ー, BR, も の さ し 類 , B 
は ノギス , C て は マイ クロ メー ター で ある . 目盛 り が 手 
で さわ っ て わか りや すい よう に , 凸 点 や 凸 線 あ る い は 
刻み の 入れ 方 に それ ぞ れ く ぁ ふう が な され て いる . も の 
さ し や 定規 は , 多く の 場合 , 5 ミリ メー トル を 最小 単 
位 と し て お おり, また, 図 10 A の ④⑳ の よう に 目盛 り の と 
ころ に 小さ な 刻み が 入れ て ある の で , ボー ル ペ ン や 点 
筆 な ど で 線 を 引く と き に , カチ ッ , カチ ッ と 軽い 音 が 
し て , 目盛 り が 数 を や すい よう に で き て いる . 

盲人 用 感光 器 ] これ は 光電 導 素 子 を 利用 し , 明る 
さ の 変化 を 聴覚 的 ある い は 触覚 的 に と ら え る こと が で 


566 盲人 福祉 の 諸 活動 





きる よう に し た も の で ある ( 図 11 ). 電源 スイ ッ チ ③⑧ 
を 入れ , Ee 
ル (CdS) プロ ー 
ブ ⑤ を 明る いと こ 
ろか ら 暗 いと ころ 
へ 移動 させ る と , 
ati AA 
の 量 の 変化 に よっ 
て A の 方 は 指先 に 
感じ る 小さ な 針 ⑨ 
の 振動 の 速度 が , B の 方 は イヤ ホー ン ⑨@ を 通し て 聞こ 
える 発振 音 の 高 さ が 変化 する . 









Bill 盲人 用 感光 器 


図 12 盲人 用 電話 交換 台 
この 感光 器 は 型 学校 の 理科 の 実験 に お いて 広範 囲 に 
利用 され て いる . また , 図 12 の BSA 用 電話 交換 台 に 
も 使わ れ て お り , ブザー と 同時 に どの ボタ ン に 光 が つ 
いた か を この 感光 器 (矢印 ) で 知る こと が で きる . 
家人 用 そろ ば ん ] そろ ば ん は 携帯 に 便利 , 操作 も 
簡単 , 値段 も 安 
く 堅 園 に で き て 
お り , Last, 
PUET SD LB < 
べき 速度 で 計算 
be 。 _— で きる な ど , い 
くつ か の 長所 が 
あり , その 利用 
価値 は 高い . 
今日 , わが 国 
Cig Ges 
RC, 多かれ 
少な か れ , そろ 
ば ん が 使用 され 
CWS 
90 年 近い 歴 史 


A 












oe 
図 13 盲人 用 そろ ば ん 





を も っ て お り , その 間 , 手先 の 動き や 触覚 に より 適合 
し た も の に し よう と , WAWATHOBAAZAITA 
ASS Ol さき Ga ee 

図 13 A は , 現在 , 最も 普及 し て いる 明星 式 盲人 用 
そろ ば ん で ある . 猫舌 そろ ば ん と も 呼ば れ て いる よう 5 
に , 舌 の 形 に 似 た 平たい 珠 で で き て お り , それ を 矢印 
の 方 向 に それ ぞ れ 倒す よう に な っ て いる . し た が っ 
て , 計算 し て いく うち に 珠 が 乱れ る 心配 が な い . 同じ 
よう な く ふ 5 が 図 13 B の マグ ネッ ト 式 盲人 用 そろ ば 
ん で も な され て いる . ここ で は 磁石 の 利用 に よっ て 珠 
の 乱れ を 防い で いる . 

そろ ば ん は 日 本 ば か り で は な く , 最近 アメ リカ や イ 
ギリ ス , フラ ンス な どの 盲 学校 で も 普及 し つつ ある . 
これ ら の 国 で は 主として クラ ンマ ー 式 盲人 用 そろ ば ん 
(Cranmer abacus) ( 図 13 C) が 使わ れ て いる . と の 
そろ ば ん の 特徴 は 盤 の 内 側 に フェ ルト を 張っ て , RO 
余分 な 動き を 止め て いる 点 で ある . 

この ほか , 盲人 用 計算 器 と し て 代表 的 な る の に テー 
ラー 式 計算 器 と 計算 用 点字 器 が ある . 

テー ラー 式 (Taylor system) と いう の は , BBA 
角形 の 穴 ( 図 14 人 を 
A) が た くさ ん 
つい て いる 金属 
板 (B) に , 突起 
の つい た 小さ な 
ROE (C) 
ーー プラ ステ チッ 
ク 製 また は 軽 合 
金 製 一 一 を は め 
て 中 5 人 5 
T 4 asc あめ 
4.) DO oie 





図 14 テー テー 式 計算 板 
欄 の 差込み 方 に よっ て 
数 字 や 記号 が 表わさ れ 


一 方 , 計算 用 点字 器 
は 図 15 eas eee 
に , 1 本 の バー⑧ に 
左 有 有 に 動か せる カー 
ツ I ys WEG 
る . この カー ソル に 
(hy, INRA FVD 
Cx BILieN2OR 
筆 が は め 込 まれ て お 





図 15 計算 用 点字 器 
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り , それ ら を 鉄 筆 ⑥ で 上 か ら 押 すこ と に よっ て , HK 
に 点字 に よる 数 字 ま た は 記号 を 書く こと が で きる . 普 
通 の 点字 器 と 違っ て , 紙 の 表面 に 点 が 突出 する よう に 
な っ て いる の で , 書い た あと , いち いち 紙 を 裏返し て 
UES て も すわ. 


家事 用 具 

欧米 で は , 今日 , か な り の 数 の 盲人 用 家庭 用 具 が 考 
案 さ れ 利用 され て いる . 厚 さ 調節 付 ナ イフ や 安全 向 切 
り , ナイ フ と ぎ , 回 転 ろ し な どの 台所 用 品 か ら , & 
中 灰皿 , 衣 人 用 特殊 ライ ター, 盲導犬 用 ブラ シン に 至る 
EC, すべ て 安全 性 と 簡便 性 に 重点 が お か れ , 細か な 
配慮 が な され て いる . た と えば , ドラ イベ ー 一 つ に し 
Ch, その 先 に 磁気 を 帯び させ て , 木 ネ え ジ を まわ そう 
と する と き に , それ が 落ち る の を 防ぐ と いっ た よう に 
細か い 注 意 が 払わ れ て いる . 

こと で は , いろ いろ な 家事 用 具 の うち , 現在 , 比較 
的 多く 使わ れ て いる も の を いく つか 紹介 する . 

[自動 糸 通 し 器 ] コン パク ト ⑨ か ら 針 を 取出 し ( こ 
の 中 に は , 長 さ の 異な る 数 種類 の 針 が 入っ て お り , S 
た を 回 す と と に よっ て , ⑤ の 穴 か ら 出 て くる ), その 
Ew © の 穴 に 針 の 目 が 下 に な る よう に し て 差込み ,⑨ 
の 所 に 糸 を か け て , © を 指先 で 2 , 3 度 押下 げ る と , 
針 の 目 に 糸 が うま く 通る よう に な っ て いる . OitH 
切り ナイ フ , は 糸巻 で ある . 

[硬貨 見 分 け 板 (プラ スチ ッ ク 製 ) 紙幣 見 分 け 板 ( ビ 
ニー ル 製 )] 

[ポッ ト ] 盲人 に と っ て は , 頑 油 な ど を 適量 注ぐ と 
leo Sitesi sare PU COR ClCOR y 
は 利用 価値 が 高い. SEKO@ORD*R 1 回 押す と 5 
cc VSS UH 
分 ) だ け 出 る よ 
MC いる 
倒し て も こぼれ 
few, £72 
と し て も 割れ る 
心配 が な い . 

[パン 切り ] 
右側 の 押え 板 ⑧⑤ 
(目盛 り 付 き ) 
を 動か し て いく 
Sie) as 
パン を 同じ 厚 さ し 
で 何 枚 も 切る こ 図 16B 硬貨 弁別 板 , MEM BIE 


図 16A 背 人 用 自動 糸 通 し 器 











Ens CSS. 
[Az aes] @Ov 
meee Cc, es 一 
の 温度 を 調節 (8 段 切換 
Ya) gia) GMC べた だ 
タイ マー を 併用 すれ ば , 
料理 が 楽に な る . 
外国 で 利用 され て いる 
衣 人 の 日 常用 具 は , ここ 
2, 3 年 , わが 国 に も 数 
多く 輸入 され , 日 本 点字 
図書 館 用 具 部 ( 図 17) を 
通し て , 比較 的 手 に 入り 
ので くっ GU 
と 





聴覚 機器 

era, デ 
Vel See 
社会 生活 で の 情 
報 の 獲得 に お い 
て , 聴覚 が 占め 
る 比率 は , 視覚 
を 欠く 盲人 の 場 
合 , 晴 眼 者 と 比 
較 に な ら な い ほ 
Bikes ewe 
の ジョ シン 
や テレ ビ は , 社 
会 の 動き を 知り 
教養 を 高め , 音 
eo ee 
を 楽し な うえ に 図 16E BAM 771 -3v 
欠く こと の で き な い も の と な っ て いる . 特に トラ ンジ 
スタ ニラ ジオ の 測 現 に より , いつでも どこ に で も 持ち 
歩き , 好き な 番組 を 聴く こと が で きる よう に な っ た -. 
Bema Secs, fe mRitAZe< Tc 
4, その 場面 の 展開 や ふん いき は , 聴覚 を 通し て 感知 
する こと と が で きる し , 図解 を 伴う ニュ ー ス 解説 な ど 
ゃ も , 適当 に 「 間 ] が あり , その 図式 的 な 説明 の 仕方 
は , ラジ オ よ り も か えっ て 盲人 に と っ て は わか りや す 
の 者 い お れ で て いる, 

図 18 は 「 絵 の な い テ レビ 」 と し て 盲人 の 間 で 好評 
を 得 て い る 「 テ レ サ ウン ダー (ソニ ー 製 ) で ある . 





図 16D 盲人 用 パン 切り 
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図 17 日 本 点字 図書 館 盲 人 用 具 部 
画像 が 映ら な い 
FAS Cat Se 
ネル は 普通 の テ 
VES Baie s 
同じ で ある . 軽 
い の で 持ち 運び 
が 容易 で ある . 
値段 も 安く (1 
2500) 手 
に 入れ や すい . 

[トー キン グ 
ブッ ク ・ シ ステ 
A] 欧米 で 円 
盤 レ ュー ドド に よ 
る トー キン グ ブ 
ッ ク (disc talk- 
ing book) が , 

盲人 の 読書 手段 
OD pe Por al) (Ge 
用 され 始め た の 
は , 1935 年 ご どろ 
か ら で あ る . し 
が か しょ レポ そそ ド 
は 破損 ある い は 
摩 減 し や すい 欠 
点 が あり , 1955 
年 どろ か ら は , 
BAT — 7 OBA 
発 に よっ て , テ 
=F heey 
ブッ ク (tape 


図 1 テレ サウ ンダ ー (盲人 用 テレ ビ ) 


talking book ) 図 19 テー プ ・ プ リン ター 
の 方 式 に 切換 えら れ て き て いる . 








わが 国 で も , 日 本 点字 
図書 館 や 日 本 ライ ト ハ ウッ 
ス 図書 館 な どの テー プラ 
イブ ラリ ー の 施設 ・ 設 備 
関係 者 の 努力 に より 
充実 し つつ ある . 図 19 
は 日 本 点字 図書 館 に ある 
TEAC 製 テ ー プ ・ プリ 
ンタ ーー Ce Ae 
の テー プ (9.5cm/sec. , 
住 復 2 時 間 ) が, わずか 
7 分 半 で 一 度 に 8 本 も プ 
リン ト で きる 人 性能 を も っ 
て いる . マザー テー プ が 
1 本 あれ ば , 必要 に 応じ 
いく ら で $ ゃ 複製 で きる . 
一 般 の 活字 の 本 を 点字 
の 本 に する と , 非常 に か Me カセ ッ ト テ ー ブ 再 生 機 
時 05 
文庫 本 で も , 点訳 する と B 5 版 で 分 厚い 3 HOA 
aa. ee 
わけ に は いか な い . し か も , 製版 , 校正 , 印刷 , 製本 
に たいへん な 時 間 と 労力 が かかる. と ころ が テー プ に に 
録音 すれ ば , 200 ペー ジ の 点字 の 本 で も 7 イン チ 1 本 
に 納まる . この テー プ は 点字 図書 と 同様 , 盲人 に 無料 
で 郵送 貸出 し され て いる . 
最近 , 日 本 点字 図書 館 で は 松下 電器 産業 の 協力 を 得 
て , 5 イン チ , 4 トト ラック, 4 時 間 (4.75 cm/sec.) 
の 盲人 用 テー プ レ ュ ー ダ ー ( 図 20) を 取次 いで いる . 
免税 措置 に より 普通 の テー プレ ュー ダー より は か な り 
安く , また , 性 能 も よい の で , 多く の 盲人 が これ を 利 
用 し 始め て いる 
同 図書 館 で は 将 
来 , HATA HE 
誌 の 録音 テー プ 
の 製作 お よび 貸 
当選 すべ て 
の デジ ショ レク ョ 
ー ダ ー に 合わせ 
て 行なう 方 針 を 
VE GC sae 
CINE Paes Gee 
We W fees cleat d 





図 20 盲人 用 テー プレ ュー ダー 








を ヘッ ド を 通し 図 22 wae HH Fva-g= 
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場面 領域 利用 の しか た 一 一 具 体 例 一 一 操作 が 簡単 で ある . On 
セッ ト テ ー プ の 交換 に 
国語 0 た サン グマ シッ aie et RE aes 
社会 | a 計算 練習 (珠算 ・ 暗 算 ・ 筆 算 etc.) に 間 が か か ら な い . ⑥ リ モ 
算数 / >) 点字 黒 字 の 読み 書き の ドリ ル に ー ト コン トロ ー ル が で き 
(数 学 ) // co 聞き 方 話し 方 の 訓練 に 
理科 //  d 問題 解決 学習 (文章 題 、 作 図 問題 ce.) に = る ・ の フッ トス イッ チ $ ゃ 
図画 工作 as e 盲人 用 カナ タイ プ 強 視 用 和文 タイ プ の 習熟 に 使用 で きる . 
(美術 ) Al} f 音楽 の 読 譜 暗譜 指導 お よび 器楽 指導 に SMe gaan ee 
x pd RE fe 2) Boe BRE LC 7 ESE eta 
(技術 家庭 ) a 地図 や 図表 の 読み と り BA (往復 30 分 , 6077, 
aed ee” 90 分 , 12047) あり , A 
し C etc. Ce a 
(保健 体育) 3) 録音 記録 用 具 と し て 的 に 応 し て 適宜 , 選択 使 
外国 語 / a 学習 の 整理 宿題 ( 子 習 ・ 復 習 ) に 用 で きる . 
職業 / : b 討論 に e 5 
0 ウン ンク c 遠足 ・ 見 学 ・ 旅行 に 現在 , 日 本 で も 12 社 
ete 1 a ー 一 事前 ・ 事 後 指導 一 一 (に 上 る メー カー が あり , 
jf al al (弱視 児 に は 写真 スラ イド な ど 併 用 ) WEL ORS 2 
By ye 4) 学校 放送 補充 用 具 と し て . ‘ 人 
道 値 グ ン ノ a テレ ビ ・ ラ ジオ 放送 の 再 録 etc. 販 さ れ て いる . レベ バー 方 
特 er, ーー テテ 5) 2 グッ ブウ カク グ の 6 Son Fe ke A 
Cha RE Bee a a #24 - Bak - Wasetc. hse も 
Howse aug i =e b 文学 作品 音楽 鑑賞 に APOE FY = Jere 
ee ee ニー ニー ニーーー ーー = 6) 通信 用 具 と し て ど , いろ いろ な 型 が ある 
lm i me or see a a 家庭 ・ 教 師 ・ 友 達 へ の 通信 テー プ 3 4 
ee he ー 7) RRM UC 0 
Sv a 聴覚 的 弁別 力 ・ 判 断 力 ・ 注 意 力 etc. あり , BAR OW Me 
eit reat Fa ee を 利用 一 一 い . 値段 は 1 万 円 か ら 3 
人 ran is 万 5000 円 ほど で ある . 
EC ORF HH 
mR WE の テー プ レコ ュー ダー な ら 


図 23 盲 学校 に お な ける カセ ッ ト 利 用 の し か た 
て リー ル に 巻き つけ る 普通 の テー プレ ュー ダー に よる 
方 法 の ほか に , 1959 年 に RNIB が 開発 し た 育 人 用 テ 
ー プ カセ ッ ト (tape cassette) と 再生 機 (reproducer) 
( 図 21) に よる トー キン グ ブ ッ ク ・ シ ステ ム が 発展 し 
Pawn. 

この カセ ッ ト に は 1 トラ ッ ク 704, 18 トラック の 
テー プ が 納め られ て お り , 再生 機 に その まま は め る だ 
け で すむ . テー プ が 切れ る 心配 も な く , HE, BRL 
の 操作 も 簡単 で ある . トラ ッ ク を 移動 させ る に は , 手 
前 に ある ボタ ン を 押せ ば よい . 
通 の テー プレ ュー ダー より は , は る か に 多く の 内 容 を 
聞く と と が で きる . ヨー ロッ ズ ペ 諸 国 で は , その 利用 者 
Many ポ で あえ で いる 。 

ト [カセット テー ブレ コー ダー] カセ ッ ト テ ー プ レコ 
ー ダ ー ( 図 22 ) は 特別 に BAH LV 5d Cite 
が , 次 の よう な いく つか の 長所 が あり , 
盲人 に 適し た 器械 の 一 つと いえ る . 

① 小 型 で 軽量 で ある . ② 携 帯 に 便利 で ある . ③⑨ 音 量 
・ 音質 も よい . ④ 録 音 ・ 再 生 ・ 早 送り ・ 巻 戻し な どの 


1 個 の カセ ッ ト で, 普 


1 台 や 2 台 は 必ず ある . 

Lal, それ を 教師 が 職員 室 か ら 運 ん で いっ て , RR 
中 に と き お り 使 っ た り , クラ ブ 活 動 な ど で ち ょ っ と 利 
用 させ た りす る だ け で は , 聴覚 教育 が 十分 に な され て 
いる と は いえ な い . 聴覚 を フル に 活用 し た 教育 と いう 
も の を 考え た 場合 , カ セット テー プレ コー ダー で らい 
は , 1 人 に 1 台 ず つ 持 た せ て や る 必要 が ある . そう す 
れ ば , いろ いろ な 教科 の いろ いろ な 場面 で , 必要 に 応 
じ て い つ で も 利用 する こと が で きる . いか に 新しい 教 
材 ・ 教 具 で も , それ が 完全 に こども の も の に な ら な け 
れ ば 意味 が な い . 

図 28 に 示し だ よう に 。 カ セッ ト テ ー プ レコ コー ダー の 
利用 範囲 は 実に 広い . た と えば , 担任 教師 が 1 人 ひと 
り の 能力 に 応じ た ドリ ル 用 テー プ を 作っ て や れ ば , こ 
ども た ち は 1 種 の ティ ー チ ング ・ マン シン (teaching 
machine) と し て 活用 し , いわ ゆる プロ グラ ム 学 習 を 
楽し く や っ て いく こと と が で きる . Ett, 教示 ・ 説 明 用 
A, 録音 記録 用 具 , 学校 放送 補充 用 具 , トー キン グ ブ 
ッ ク , 通信 用 具 , それ に 感覚 訓練 用 具 や 遊び 道具 と し 
て な ど , 教科 学習 や 生活 指導 の 場 で 有効 に 使用 する こ 
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図 24 カセ ッ ト の 利用 例 


と が で きる . これ まで の よう に , 珠算 の 練習 で 教師 が 
の ど を か らし て 読 上 げ て や る 必要 も な く , また , 遠足 
や 旅行 , その 他 の 学校 行事 や 課外 活動 に お いて も る , 積 
極 的 に 資料 を 録音 収集 し , それ に つい て あと で 話 合 3 
な ど , そこ に 豊か な , 深み の ある 聴覚 的 学習 が 展開 さ 
WOR 

札幌 盲 学校 や 沖縄 盲 学校 で は , 1968 (昭和 43) 年 か 

ら 小 ・ 中 学部 の 児童 ・ 生 徒 全員 に カセ ッ ト テ ー プ レコ ュ 
ー ダ ー を 与え , すばらし い V 成 果 を あげ て いる . Ek, 
他 の 多く の 盲 学校 で も , カセ ッ ト テ ー プ レコ ュー ダー の 
台数 を 年 々 あぁ や し, 利用 し つつ ある . 図 24 は その 利 
用 の 仕方 の 例 で ある . な お , 4, 5 蔵 の 盲 幼児 で も ヵ 
= 7 ‘se a 
こと が , 小坂 敬子 の 研究 に よっ て 明らか に され て い 
2 の 。 


aay 

点字 が 盲人 の 触 運動 的 知覚 に 最も 適し た 文字 CH 
4 EC BE 829i AAD コブ デラ イラ 、*(L。 
Braille) に よっ て 創案 され て 以来 , 140 年 を 越え る 歴 


1 





と @⑤@ 00+ 


に io oes" 
の 





図 26 イン ター ライ ン 方 式 (A), イン ター ボイン トト 方 式 CB) 


史 を 経て いる こと が , それ を 如 実 に 物語 っ て いる . 
点字 を 書く 用 具 と し て は 次 の よう な も の が ある . 
Ona] わが 国 で 現在 , 多く 使わ れ て いる の は 図 

25 に 示 し た 標準 点字 器 (仲村 点字 器 製作 所 製 ) で ,⑧ 

板 , ⑥ 定規 , © 点 筆 の 三 つ の 部 分 か ら な っ て いる . 
板 の 上 端 に は バネ 式 の MHZ ⑨ が つい て お り , ま 

た , 板 の 両側 に は 定規 を 等 間隔 で 移動 させ , か つ 固 定 

させ る た め の 九 つの 穴 ⑥ が あい て いる . EHO [x 

Al は 1 行 に 32 個 , この 定規 に ガイ ド フ レー ム ⑤ が 

‘bie Bl Me@h 3) dk ieeaeae nan 

み , それ ぞ れ の マス の 窓 わ く の 中 点 筆 で 書い て い 

く . 用 紙 は , 普通 ,. は が きぐ らい の 厚 さ の 上 質 紙 で , 

B 5 版 の 大 き さ の も の を 用 いる . イン ター ライ ン 方 式 
( 表 の 行 と 行 と の 間 に 裏 の 行 を 書く ) ( 図 26 A) に よ 

り , 片面 16 行 な いし は 17 行書 ぐさ こと が で きる . 
この 標準 点字 器 は いわ ゆる 「 裏 打ち 式 」 で あり , 図 

27A の よう に 点 筆 で 上 か ら 押 すこ と に よっ て , MOB 

側 人 西 点 が 出る よう の に に な っ CoS. IP (がら で ac 

と き と 反 対 の 字 を 右 か ら 左 へ と 書き , 書い た あと は 紙 

を 裏返し て 読 ゆ の で ある . 
現在 の WO 点字 器 を 世界 で 初め て 作っ た の は , 

イギリス の アー ミ テ ー ジ (Thomas R. Armitage ) 
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で ある . この アー ミ テ ー 
ジ の 考案 し た 英国 製 点 字 
器 が , 当時 , 教育 博物 館 
長 を し て いた 手島 精 一 に 
hG 純 本 に に お だ らき 
れ た の は 1884 (明治 17 ) 
年 で あり, それ が きっ か 裏打ち HTD ETD 
け と な っ て , 1901 (明治 (第 1 形式 )( 第 形式 ) 
34 ) 年 どろ に わが 国 で 最 Ber 打点 の 方 法 
初 の 点字 器 が 作 られ た . 
以来 , その 原型 は ほとん と 変わ る こと な く 今 日 まで 用 
いら れ て き て いる . 値段 が 安く て 堅固 に で き て お り , 
持ち 運び に も 便利 で ある …… 等 々 , 多く の 利点 を も っ 
Gos 

aera Wee Ole, arth SES ESE 
は , まっ た く 逆 の 形 の 字 を 覚え を な けれ ば な ら ず , 低 学 
年 の とこ ど ゃ や 能力 の 低い こども の 場合 は 混乱 を きた し 
や すい . また , 低 学 年 の こども は 手先 の 基 級 性 が まだ 
FAD C, 一 つ 一 つの 小さ な マス の 中 に, 速く き 
れい に , そし て 正確 に 点字 を 書く と いう こと は , な か 
な か むず か し い . さら に 点字 器 の 大 き な 欠 点 は , 読 返 
し な が ら 書 いて いく 場合 , いち いち 定規 の ガイ ド フ レ 
ー ム を は ず し , 紙 の 裏 か ら さ きわ っ て みな けれ ば な ら な 
い , と いう こと で ある . 盲 児 は それ を 人 各 け た が る の 
C, HR, 文章 を 練っ て 書く と いっ た 力 が 劣っ て く 
る . 





じ た が っ て , 育 学 校 の 授業 で は , 点字 タイ プラ イタ 
ー を 使用 さき せる こと が 望ま し い . 本 間 和 子 ら は 盲 学校 





図 28 懐中 点字 器 





図 29 メモ 用 点字 器 セ ッ ト 


小学 部 3 年 の 盲 児 を 対象 
と し て , 点字 タイ プラ イ 
ター と 点字 器 の 作業 の 量 





お よび 質 を 検討 し た 結 

果 , 前 者 の 方 が 平均 し て ー 

約 3 倍 の 能率 が 上 が る こ I ーー 
と を 実験 的 に 明らか に し an yyy akan 

て いる . 


次 に 懐中 点字 器 の いく つか の 形 を 図 28 に 示し た . 

@O~® は 両面 書き , ⑨ て ⑥ は 片面 書き 点字 器 で あ 
Ay 

@7 vs Hl, 277 xk 32 マス , Bese. O77: 
Bl, 477 X 32 マス , Shee. O77: B, 477~x 
26 マス , (aS as 製作 所 製 . ⑳ し ん ちゅ ぁ う 製 , 4 
行 X 19 マス , APH 製 . プラ スチ ッ ク 製 , ATX 
283 A APM Or ラ Ary 7 a, 6 X30 マ 
A, 日 本 点字 図書 館 製 , 現在 , わが 国 で 最も 多く 使用 
きれ て いる 。 非 常に 軽く , ルー ズリ ー フ と いっ し ょ に 
持ち 歩く の に 便利 で ある . 点 筆 も 平 型 な の で ポケ ッ ト 
の 中 で か さば ら な い . 図 29 は APH 製 の メモ 用 点字 器 
セッ ト (点字 器 は ⑯ を 使用 ) で ある . @ アル ミ 製 , 
6 行 X 19 マス , 仲村 点字 器 製 作 所 製 , 縦 5.4 cm, fe 
11.1 cm で , 懐中 用 点字 器 の 中 で は 最も 小さ い . 

これ ら の 点字 器 は , すべ て 紙 を 固定 させ る 止め 金 が 
BMD 方 に つい て いる が , 図 30 の パー キン ス 盲 学校 
ハウ 出版 所 (How Press of Perkins School for the 
Blind= テ HP) 製 の 点字 器 は , ガイ ド フ レー ム に 止め 金 
が つい て いる の で , ガイ ドラ レー ム を 上 げ ば る と 紙 も い 
っ し ょ に つい て 上 が り , 裏 か ら す ぐに さわ っ て 読む こ 
EF CaS. 

書い た あと 直ぐ に 裏 か ら さ わっ て 読む こと が で きる 
OGG ee See are Clk, & 9 OT 9 YY 
ン 式 点字 器 (Brown slate) (M31) が ある . 定規 の 
目 皿 が うし ろ に 開く よう に な っ て いる の で , MO 
裏 か ら 直 ち に 確か め る こと が で きる . 

さら に , 特殊 な 点字 器 と し て は 次 の よう な も の が あ 
る . 

折り た た み 式 
点字 器 ( 図 32) 
プラ スチ ッ ク 製 
Cy Et) see 
半分 に 折り た た 
CE ー SNR 拉 際 
と が で きる . 2 wal yoovtaee 
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47 X 32 マス , 日 本 点字 図書 館 製 . 点字 器 の 裏側 に は 
滑り 止め の スポ ンジ が つい て いる . 

両面 式 点字 器 ( 図 33) A は 9 行 X34 マ ス の アル 
5 SEAS Fis CHS. 表 の 方 を 書い た あと 点字 器 
を 裏返し に すれ ば , すぐ に 表 の 行 と 行 と の 間 に 裏 の 行 
を 書く Cea CS Gy Moeis CaO ae ® 
うに 紙 を いっ た ん は ず し て 裏返し に する 必要 が な い . 
B は は が き 用 の 両面 式 点字 器 で ある . 

ラベ ル 用 点字 器 ( 図 34) ダイ モテ ー プ ⑨ を 点字 
器 の 左右 の 穴 ⑥ に 通し て , テー プ の 裏側 か ら REC 
強く 押し て 書く . 書い た あと テー プ を 切り , その 裏側 


の 薄い ビニ ー ル 製 の 保護 膜 を は が す と , どん な も の に 
で も 張 付 ける こと が で きる . 自分 の 名 前 を 書い て 持物 








図 33 両面 式 点字 器 





図 34 ラベ ル 用 点字 器 


aol, 機械 器具 の レバ ー や スイ ッ チ な ど に ラベ 
ル を 張る の に 多く 利用 され て いる . この 点字 器 を や や 
機械 化し た も の が , 図 35 の ダイ モ 点 字 テ ー プ ライ タ 
ー で ある . ⑨⑧ の 丸い 点字 艇 を 回 し , 必要 な 文字 を ⑥⑤ 
の と ころ に 合わ せ て , レベ バー ぐ を 強く 握る と , 自動 
的 に テー プ ⑲ に 点字 が 打てる 仕組 み に な っ て いる . 
尽 字 艇 に は アル ファ ベッ ト や 数 字 も 書い て ある の で , 
点字 を 知ら な い 了 晴 眼 者 で も 使う こと が で きる . 

グラ フ 用 点字 器 ( 図 36) 1 行書 き の 細長 い 形 を し 
て お り , これ を 使え ば , 図 や 表 , 地図 な どの 必要 な 個 
所 に 文字 , 記号 , 数 字 な ど を 簡単 に 書 込 む せこ と が で き 
る . この 点字 器 は 「 表 打ち 式 」 ( 図 27 C, 第 2 形式 ) 
で あり , し た が っ て , 文字 を 逆 の 形 に 書く 必要 が な 

従来 , この 表 打 ちの 方 法 を 何と か 点字 器 に 取 入 


れ よ うと , いろ いろ な 試み が な され て きた が , 速く 書 
こう ろ と する と 点 筆 が ひっ か か っ た り , 点 が きれ い ゆい に 澤 
な いな どの 欠点 が あり 


いずれ も ゃ 実用 化 さ れ て いな 





図 35 ダイ モ 点 字 テ ー プ ライ ター 





図 37 点 筆 の いろ いろ 
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We, 

な お , 点 筆 に も いろ いろ な 形 の も の が ある . B37 
A に その いく つか を 示し た . それ ぞ れ に 長所 が ある . 
Bitte) OMA ABA feo CHOY, その 中 に 針 の 先 
端 を ね じ 込 むこ と が で きる の で , ポケ ッ ト に 入れ て 歩 
く の に 安全 で ある . 

[点字 タイ プラ イー タ ] 点字 タイ プラ イタ ー (braille 
typewriter) は , 今日 , さ ま ざ ま な 型 の も の が , 世界 各 
国 で 考案 され て いる . M38~ 図 40 は アメ リカ の 代表 
的 な タイ プラ イタ ー で ある . いずれ も 「 表 打ち 式 」 

( 図 27B。 第 1 
形式 ) で ある . 

特 ( に , パー キ 
ンス ブレ ー ラ ー 
(Perkins Brail- 
ler) は , 1951 年 
に APH で 製作 
され , その 人 性 能 
は 世界 的 に 高 
評価 され て お り 
使用 され て いる 
台数 も 2 万 台 を 
越え て いる . 

この ペー キン 
NG Wing oe 
ラー ベン ダー・ 





図 38 パー キン ス 点 字 タ イプ ライ ター 


AT AE BA 
ター (Lavender 
Braille Writer) 
(ペッ Fe 
SEDER) @2' 
移動 する こと に 
よっ て マス が 進 
ん で いく が , = 
Si OT tet ae 
ブラ イ ユ ・ ラ イ 
ター (New Hall 
Braille Writer) 
の 方 は キャ リッ 
ジ ⑥ が 移動 する 
MG Res IC es 
る . キー の 配置 
は いずれ も 同じ 
で , 中 央 の キー 





図 39 ニュ ー ホ ー ル 点字 タイ プラ イタ ー 





図 40 ラー ベン ダー 点字 タイ プラ イタ ー 





B41 ナカ ムラ イタ ー (仲村 製 ) 


が スペ ー ス (マス あけ ) A, 左側 の 三 つ が 右 か ら 1 , 
2, 3 の 点 , 右側 の 三 つ が 左 か ら 4 , 5, 6 の 点 の キ 
ー に な っ て いる . 

わが 国 の 点字 タイ プラ イタ ー の 代表 的 な も の は , 仲 
村 点 字 器 製作 所 製 の ナカ ムラ イタ ー と 牙 故 社 製 の ライ 
トブ レー ラー (通称 カニ タイ プ ) CHS. 

前 者 ( 図 41) は 非常 に 堅 園 に で き て いる が , か な 
り 重 く , 打つ と き の 音 が や や 大 きい . 

後者 ( 図 422) は , 小型 で 非常 に 軽い が , 裏打ち 式 
CH), また , ヘッ ド だ け で は な く キ ー 全 体 も 右 か ら 
左 へ と 移動 する . 従来 の 型 は , ④⑳⑧ の よう に キー の 位置 
が 手前 に 向っ て, 右側 が 1, 2, 3 の 点 , 左側 が 4, 
5 , 6 の 点 に な っ て いる が , の 改良 型 で は , 左右 の 
キー を 中 央 で 交差 させ , ほか の タイ プラ イタ ー と 同じ 
配置 に し て ある . 

これ ら 卓 上 用 点字 タイ プラ イタ ー に 対し て , 速記 用 
の テー プ 式 点字 タイ プラ イタ ー も ある . 普通 の 点字 タ 
イプ ライ ター と 比較 し て , 行 替え の 必要 が な く , その 





図 42 ライ トブ レラ ー GBA) 





図 43 速記 用 テー プ 式 点字 タイ プラ イタ ー 
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分 だ け 時 間 が 節 
約 さ れる . 
一 般 に 点字 タ 
イブ プイ ター は 
六 つ の 点 に 対応 
Ihe == 
が あり , COP 
作 に よっ て 点字 
を 打つ の で ある 
ri peel Oy dieu ar | 
44 の よう に , 普 
通 の 活字 タイ プ 図 44 IBM 電動 式 点 字 タ イプ ライ ター 

ライ ター の キー に , それ ぞ れ の 文字 に 対応 し た 凸 点 を 
取付 けた も ぉ の も ある . これ は IBM の 電動 式 点 字 タ イ 
Cee a eae イタ ー と ほ 
と ん ど 同 じ 操 作 に よっ て , 点 宇 を 打つ と と が で きる! 
CEAGSC, FAT IR 2 eS ky eee 
NS. それ ぞ れ の 点字 を ちょ うど 1801 
紙 に 打ち 込む も . その た め に プラ テン ロー ラー ⑧ に は 
非常 に 弾力 作 の ある ゴム が 使わ れ て いる . 打っ た と き 
に は , 点字 の 凹面 の 方 が 紙 の 表 に な っ て いる が , プラ 
テン ロー ラー を 回 す と こん ど は 点字 の 凸 面 の 方 が 紙 の 
表 に な り , し か も , 180 度 回 転 す る の で , 正しい 字 の 
形 に な り , さわ っ て すぐ に 読む こと が で きる . 

あと で 述べ る よう に , 現在 , わが 国 に お いて は , カ 
ナタ イプ ライ ター が 通信 用 具 と し て 盲人 の 間 に 普及 し 








図 45 点字 製版 機 (小林 製 ) 足 踏 式 





回 転 し た 形 で 





つつ ある . LBL, カナ タク イブ ライ クープ の 須 合 Eee 
は 自分 で 打っ た も の を 自分 で 確か め る と いう こと が で 
STRWRP RE 
仕組 み を 電動 式 カナ タイ プラ イタ ー に 応用 する な ら 
ば , し か も 点字 と カナ 文字 の 西方 が 打てる よう に する 
な ら ば , その 利用 価値 は 非常 に 大 き な も の に な る で あ 
ろう . 点字 と ロー マ 字 綴 に よる アル ファ ベッ ト の 両方 
が 打てる タイ プラ イタ ー は すでに 富士 製作 所 で 作ら れ 
(ID 

[点字 製版 機 ・ 点 字 印 刷 機 ]」 1890 年 ご どろ ョ ー ロ ッ 
GE se 
字 製版 機 と 名 付 
ける ほど の も の 
China 2 
BEAVSF CH 
鉛 板 , すず 板 , 
し ん ちゅ う 2 板 な 
ど に 点字 を 打っ 
て , 母 型 を と る 
方 法 が すでに 行 ve 
ese ees 図 46 点字 製 阪 機 一 電動 式 一 
KOC, #77 
シン クボ ご 
(F. H. Hall ) 
Da BES Ae 
ライ ター を 大 き 
くし て 足 踏 式 に 
ks に 代目 
っ て 母 型 (亜鉛 
板 ) が 能率 的 に 
(eat & te ONE ie 
り , 点字 の 本 の 
普及 に 大 き な 役 
Hiaeeic Lic. 
わが 国 に 点字 
製版 機 が いつ 輸 
入 さ れ た か は 明 
ら か で な い が , 
1893 (明治 26) 
年 , ある アメ リ 
AAD BRIS 
院 創設 者 ド レー 
パー の 事業 に 共 
鳴 し て 贈っ た の 








図 47 点字 色刷 機 一 マム ピー ラー 式 一 





図 48 点字 印刷 機 一 輸 転機 一 


盲人 の 福祉 575 





が 最初 で や る と され て お り , 同年 , RA BS Ric 
も 文部 省 を 通し て アメ リカ か ら 1 台 交 付 さ れ た . これ 
と と も に , 点字 印刷 用 と し て ロー ラー 式 洗濯 物 絞り 
機 を 輸入 し た . これ が 今日 の 点字 印刷 機 の 前 身 で あ 
る : 

点字 製版 撲 が いつ 日 本 で 初め て 作ら れ た か は 正確 に 
は わか ら な い が , 石川 倉 次 の 日 記 こ よる と , 1897 ( 明 
治 30 ) 年 5 月 , 築地 印刷 所 か ら 購入 し た と な っ て お 
り , お そら くそ れ が 最初 と 思わ れる . 

その 後 1906 (明治 39 ) FCA, 東京 盲 貴 学 校 教諭 
奥村 三 策 が 人 箇 易 点字 製版 機 を 作り , 当時 か な り 使用 さ 
れ て いた . また , 1909( 明 治 42) FCA, 仲村 豊 次 朗 
が イギリス 製 を 土台 に し て , 3 本 脚 の 製版 機 を 作っ て 
お り , 今日 の も ゃ の に 近い 形 に な っ て いる . 

点字 製版 機 は 点字 タイ プラ イタ ー と その 原理 は 同じ 
CHS. 図 45 (小林 鉄工 所 製 の 点字 製版 機 。 足 踏 式 ) 
は 日 本 点字 図書 館 で 盲人 の 職員 が , テー プ @⑧ に 吹込 
まれ て いる 原文 を 聞き な が ら , 非常 に 速い スピ ー ド で 
製 阪 し て いる と ころ で ある . 手 の 方 が 追い つか な く な 
eg ブッ eyeiae66 才 る を 時 止め て は , 
また 次 に 進 ゆ と いっ た 能率 的 な 方 法 が と られ て いる . 
@⑨⑥ ペダ ル , イヤ ホー ン , 亜鉛 板 , ① キー, © 
ヘッ ド . 母 弄 を と る の に 亜鉛 板 を 使う の で , 点 筆 の 圧 
力 を 強め る 必要 が あり , その た め 足 踏 式 また は 電動 式 
( 図 46 ) に し て ある . 母 型 と いう の は , 亜鉛 板 を 二 
つ折 り に し た も の で , それ に 点字 を 打ち , あと で 用 紙 
を その 間 に は さん で , 点字 印刷 機 ( 図 47) に か ける . 
紙 の 両面 に 一 度 に 印刷 が で きる . 

証人 の た め の 週 刊 誌 | 点字 毎日 」 を 発行 し て いる 毎 
日 新聞 祉 で は , 輪転 式 の 点字 印刷 機 ( 図 485) を 使っ て 
UA. 

と ころ で , 亜鉛 板 に 点字 を 打つ 場合 , 多く は イン タ 
ー ポ イン ト 方 式 ( 図 26 B) を と っ て いる の で , スペ 


fea 
特殊 型 = 片面 


・ 点 字 器 人 } | 


表 打ち 式 








図 49 PVC 固 型 点字 印刷 機 
ー ス が か な り 節 約 さ れ て いる . この スペ ー ス の 節約 の 
点 に つい て は , 最近 , ツリ ッ ド ・ ド ッ ト (solid dot) 
方 式 に よる 印刷 に よっ て , さら に 一 段 と 進 版 を みせ て 
WS. 
この ソリ ッ ド ・ ド ッ ト ( 固 型 点字 ) FREWIOMN 
RNIB で 開発 され た も の で , 瑞 鉛 板 に 点字 を 打 抜 いて 
原版 を つく り ( 図 49 A), それ を 校正 (B) し た あ 
と , 印刷 機 (C) に か ける . 印刷 機 の PVC (ポリ 塩 
化 ビ =ー ル ) 吹付 け 装置 @ に は , ドラ ム が 横 に 二 つ 
WATCH), それ ぞ れ に 8 枚 ず つつ 原版 を 取付 ける . 
この ドド ラム の 間 を 巻 取り 
紙 ( ク ラフ ト 紙 )① が 通る 
と き に ), 樹脂 状 の PVC 
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点字 複写 機 (サーモ ホー ム ) 
・ 自 動 点 字 翻 訳 機 


イン ター ライ ン 
イン ター ポイ ント 


氏 200?C 前 後 の 熱 処理 を 
a Si PVC. Dz, << 
同時 に , 邊 の 卵 の よう に 
ふくらむ . 1 度 に 16 ペ ー 
ジ 分 が 印刷 され , それ か が 
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自動 的 に 折り た 
た まれ で て 出 て く 
る . 

この PVC fl 
型 点 字 は , oF 
の 活字 印刷 の エキ 
う 据 表 と 奏 の 行 
が 同じ 位置 に 印 
呈 さ れる の で , 2X os 
1 ベ ページ 当たり 図 50 AFTRSR—+-=R-AdS— 
の 字 数 が 従来 の も の より も か な り 多 く な る . た と えば , 
日 本 ライ ト ハ ウッ ス 発 行 の 三省 堂 ほ ユン サイ ス 英 和 辞 典 の 
BRE ( 亜 負 板 プ レス 方 式 , イン ター ポイ ント ) は , 
71 冊 ( 全 部 で 1 万 4000 ペー ジ ) と いう 膨大 な も の に な 
っ て いる が , この PVC 固 型 点字 印刷 で あれ ば , 25, 
6 骨 で すむ な の で ある . し か も る , 台紙 が 薄い クラ フト 紙 
な の で , 従来 の 点字 の 本 と 比較 し て , 厚 さ も 3 分 の 1 
ぐら い に な る . また , いく ら 指 で 強く こす っ て も , BD 
る い は 水 に 濡らし て も 点 が つぶ れ な い . 感触 も 普通 の 
点字 と ほとん ど 変 り が な く , その うえ , ポリ 塩化 ビ = 
ー ル に は 着色 で きる の で , 晴 眼 者 や 愉 視 者 が 目 で 読 
に も つど ご うろ が よい . 

この PVC 点字 製版 ・ 印 刷 機 は 一 式 約 7000 万 円 も 
する 大 が か りな も の で ある が , 東京 ヘレ ン ケ ラー 協会 
で は , 1968 (昭和 43) 年 に これ を 輸入 し , 現在 「 リ ー 
ダー ス ダ イ ジェ スト 」 の 日 本 語 点 字 且 や 「 点字 ジャ ー 
チル 」 その他 い く つか の 県 や 市 の 盲人 向け の 広報 印刷 
に 使用 し て いる . 

[点字 複写 機 ] アメ リカ で は , 図 50 の よう な 点字 
複写 機 が 教材 や 換 料 の 作 藤 など に か な り 利 用 され て い 
る . 点字 の 原稿 が 1 枚 あ わ ば , プレ イロ ン と 呼ば れ て 
いる コピ ビー ペ ベー ペー で 何 枚 で も る 複写 で きる . 1 枚 複 写 
する の に 3 秒 ほ ど し か か か ら な い . 低 学年 の 盲 児 で も 
筒 単に 操作 で きる . 盲人 用 立体 地図 を 作る に も 便利 で 
HO, 汚れ て も きれ い に 洗 う こと が で きる . わが 国 の 
盲 学校 で も 徐々 に 利用 され 始め て いる 。 

な お , APH で は IBM の 協力 を 得 て , 電子 計算 機 
を 利用 し た 自動 点字 翻訳 機 (automatic braille trans- 
cripter) が 本 格 的 に 使用 され 始め て いる . わが 国 で 
4, 自動 点訳 凌 四 が 試作 され , 研究 が 進め られ て い 
る . この 装置 は 原文 を テレ ・ プ リン ター に よっ て ロー 
マ 字 書き で タイ ビン グ す る . その “ローマ 字 配 列 の さん 
孔 テ ー プ を 「 ロ ローマ字 一 点字 変換 機 」 に か け て , 点字 
配列 の さん 孔 テ ー プ を 作る . その テー プ を 点字 印刷 機 





に か ける と, 普通 の 用 紙 に 自動 的 に 点字 が 印刷 され る 
仕組 み に な っ て いる . 


通信 用 具 

日 常 , 衣 人 が 晴 過 者 と 直接 会 話 を する よう な 夫 合 に 
は , 音声 言語 を 尋 介 に する の で , 相手 の こと ば に 伴う 
表情 や 身振り , 態度 な ど が フィ ー ド ・ バ ベック され な い 
と いう 限界 は ある に し て る, 盲人 同士 の 場合 と 同様 , 
意思 や 思想 の 伝 立 は 比較 的 スム ー ズ に な され る . 

tk, 電話 を 利用 すれ ば , 箇 単 な た 用 件 や 急 を 要する 
用 件 な ど は , 距離 の いか ん を 問わ ず , 短 時 間 に 通 信 す 
る こと が で きる . さら に , 文字 に よる 盲人 か ら 盲 人 へ 
の 通信 も 点字 を 媒介 と し て 容易 こなさ れる . 

と ころ が , 盲人 か ら 晴 眼 者 へ の 文字 に よる 通信 と な 
る と そう 箇 単 で は な い . 一 部 の 関係 者 を 除い て は , 点 
字 は 一 般 に は 通用 し な い . か と いっ て , 一 毅 晴 眼 者 に 
点字 の 読み 書き を 覚え る こと を 要求 する わけ に も いか 
な い . また , その よう な 依存 的 な 態度 で は , いつ まで 
た っ て も 自分 の か ら の 中 に 閉じ こも ら ざ る を 得 な い .- 





図 5 ライ ティ ング ・ フ レー ム 
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一 般 晴 眼 者 に 積極 的 に 働き か け , 自分 の 生活 水準 を 
HD, その 内 容 を 豊か に し て いく た め に は , 晴 眼 者 に 
通用 する 文字 を 自ら 使用 する 必要 が ある . 次 の 通信 用 
具 は こう いっ た 点 で 価値 が ある . 

4W 才 ィング ララ レーム] か な や 漢字 を まだ 忘れ て 
いた ない 中 途 和 失明 者 に と っ て , 晴 眼 者 が 読め る 文字 を 書 
く 最 も 手軽 な 道具 は ライ ティ ング ・ フ レー ム ( 図 51 ) 
CHS. EMR TAO ORR TC, 左 人 差 指 
で ボー ル ペ ン の 先 を 追い な が ら ,- まっ すぐ に そし て 字 
が 重 な ら な いよ うに 書い て いく . 

ByenAP SAT PAS —] この ライ ティ ング ・*・ 
フレ ー ム を さら に 能率 化し た も の が , 盲人 用 カナ タイ 
プラ イタ ー で ある . 

晴 眼 者 の 場合 で も , 英文 タイ プラ イタ ー や カナ タイ 
プラ イタ ー を 正式 に 習う ときには , 目隠し を する か キ 
ー の 文字 を 消す か , ある い は 部 屋 を 暗く する な ど , 自 
分 の 手元 が 全く 見 えな い 状 況 で 訓練 を 受け る . し た が 
っ て , 盲人 が タイ ビ ピング を 覚え る 過程 は , 晴 眼 者 の そ 
語ら 且つ の と と の の Me いと の 趣 カナ タイ プラ 
イタ ー は 盲人 に きわ め て 適し た 用 具 で ある と いえ よ 
う . た だ , 自分 が 打っ た も の を 自分 で は 読む こと が で 
き な い . し か し , 練習 すれ ば か な り の 速 さ で タイ ビン 
ク で き た ちえ ん ミス で も , 相手 の 方 で 推測 で きる 範 
囲 に 止ま る よう に な る . 

図 52 に 代表 的 な 盲人 用 カナ タイ プラ イタ ー を 示し 
(pee) 42 ai 二 ラル 89 型 。 B オ リン ピ 
ア ・ ス タン ダーF ド 3 8S 型 , C オ リン ピア 電動 式 . 
この 中 で , 現在 , 最も 多く 使わ れ て いる の が , A の ポ 
ー タ ブル 33 型 で ある . これ は 松井 新 二 郎 の 案 に 基 づ 
き 1954 (昭和 29) 年 , クス ダ 事 務 機 株 式 会 社 技術 課 
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図 52 盲人 用 カナ タイ プラ イタ ー 





が 改良 し た も の で ある . ガイ ドキ ー ⑥⑧ と 用 紙 を セッ 

ト す る た め の ス ケー ル ⑥⑯ に 凸 点 を つけ た こと に より , 
衣 人 に と っ て 操作 が 一 段 と 容易 に な り , 利用 者 が 増え 
始め た . さら に , 1963 (昭和 38 ) 年 に は 財団 法人 日 
本 盲人 カナ タイ プ 協 会 が 設立 され , その 普及 に いっ そ 
2 う 拍車 が か けら れ た だ た. 同 協会 で は カナ タイ プラ イタ ー 
の 無料 貨 出 し や 講習 会 , 全国 盲人 カナ タイ プ コ ュ ン テス 
ト など, いろ いろ な 事業 を 行なっ て いる . 

この よう に 衣 人 の 間 に カ ナタ イプ ライ ター が 普及 す 
る に つれ て 明らか に な っ て きた こと は , も し も 本格 的 
に 訓練 を すれ ば , 個人 に よっ て は , 1 分 間 に 平均 300 
な いし は 350 スト ロー ク ぐ で らい の 藻 く べき 速 さ で タイ 
ピン グ で きる 可能 性 が ある と いう こと で ある . これ は 
衣 人 に 対し て 「 録 音 タ イビス ト 」 と いう 新しい 職業 の 
道 を ひら く こ と に な る . 

1968 (昭和 43 ) 年 4 月 , 国立 東京 視力 障害 セン タ 
ー に カナ タイ プ 科 が 開設 され , 育 人 カナ タイ ビス ト の 
本 格 的 な 養成 が 始め られ た . 2 人 の 訓練 生 に 対し て , 
録音 タイ ビン グ を 中 心 と し た 毎日 3 時 間 か ら 5 時 間 の 
訓練 を 行なっ た 結果 , 1 年 後に は , 1 分 間 平 均 300 ス 
トロ ー ク の レベ ル ま で 上 達し た . 2 人 と も 東京 の 録音 
RA TRACE PERL, 現在 , 有 能 な タイ ビス ト と し 
て 働い て いる ( 図 53). 

と ところで, 従来 の 育 人 用 カナ タイ プラ イタ ー に は , 
紙 の 打ち 終り が 自動 的 に わか る 装置 が か つい て いな い . 
その た め に , 仕事 に 熱中 する と , 用 紙 が な く な っ て い 
る の に 気がつか ず , ムダ な か ら 打 ち を し て し まう こと 
が し ば し は ほ 超 きる .。 い っ た ん ,。 か ら 枯 ち を し て し ま . う 
と , どこ の 部 分 を か ら 打 もち もし た か わか らら なくなる. こ 
の よう ら な か ら 打 ち を 避け よう と 思う と , BE, ete 
ング の 手 を 休め て , 紙 の 残り を 手 で 確か め な けれ ば な 
ら ず , 仕事 が 能率 的 に で き な い . 
そこ で , 松井 新 二 郎 ・ 小 柳 恭 治ら は クス ダ 事 務 機 株 












図 53 盲人 録音 タイ ビ ピスト 
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式 会 社 技術 課 の 協力 を 得 て , オリ ン ビ ピア ・ ポ ー タ ブル 
33 型 お よび SM9 型 に ペー ペー エン ドサ イン (AK 
打ち 終り 警報 ) 装置 を 取付 け , 2 セン チ メ ュー トル は ほど 
の 余白 を 残し た 最後 の 3 行 の それ ぞ れ 初め の 部 分 で 警 
報 器 が 鳴る こと に より , 紙 の 打ち 終り が 自動 的 に わか 
る よう に く ふ うし た . COMA 図 564 の よう に な 
っ て いる . 

Ey, SW 一 1 を ON に し て タイ ビ ピング を 始め る . 
や が て 最後 か ら 3 行 目 に な っ て 紙 の 下端 が SW 一 2 の 
接点 問 を 通過 し , そし て キャ リッ ジ が 最初 か ら 5 ピ ビッ 
チ 進 ん を だ と ころ で SW 一 3 が ON に な る . それ に よっ 
て 低 周波 発振 器 ⑨ が 働き , スピ ー カ ー ⑤⑮ か ら 音 が 出 
る . さら に キャ リッ ジ が 10 ビッ チ 進 むと SW 一 3 が 
OFF に な り 音 が 止ま る . この よう に し て , 3 回 目 の 
警報 音 が 鳴 れ ば , 用 紙 の 残り が あと 2 セン チ メ ー ト ル 
ほど し か な いこ と を 知る . これ は す で は 市 販 さ れ 利 用 
され て いる . 


作図 用 具 

盲 学校 の 算数 や 理科 ある い は 社会 な ど に お ける 作 
図 学習 の た め の 用 具 と し て は , 従来 , 次 の よう な も の 
が 使用 され て きた . 

厚い ボー ル 紙 に 由 帳 (か や ) 布 や ナチ イロ ン 網 を 張 
っ た も の (これ を 点 図 板 と 呼ん で いる ) の 上 に , 点字 
用 紙 を 置い て , その 上 か ら 点 筆 で 線 を 書く . 

⑫) ゴ ム 板 の 上 に 点字 用 紙 を 置い て , その 上 か ら 洋 裁 
の と き に 使う シレ ッ ト で 点線 を 刻み 込む . 

(3) さ ゴム 板 の 上 に アル ミ 洛 を 何 枚 か 重ね て 置き , その 
上 か ら 点 筆 で 線 を 掘る ( 図 55 A). 

(4 コル ク 板 の 上 に 点字 用 紙 を 置い て , 

要 な 個所 に ビン を さ し , それ に 定規 を 合わ せ て 点 筆 で 
線 を 書く . 

5) 板 に 方 眼 紙 を 張り , 1 モン チュ メー トル 単位 に 縦横 
に 小さ な 穴 を あけ る . それ ら の 穴 に 釘 を さ し 込 み , そ 
れ に ゴム 輪 を か け て 形 を 作る ( 図 55 B). 

(6⑥) ロ ウゥ を 十分 に し み 込 ませ た 厚紙 に 点 筆 で 線 RH 
る . 

(7) コ ョ リ を の り で 張 付 けた り , ある い は 針金 を 折り 
曲げ て 形 を 作る . 

この うち , 最も 多く 用 いら れ て きた の は , 点 図 板 で 
HS. し か し , この 点 図 板 に は , 図 を 描く と き に , あ 
と で 紙 を 裏返し に し て さわ る と き と 逆 の 形 の も の を 描 
か ね ば な ら な いと いう 大 き な 欠 点 が ある . その た め 
教師 も 児童 も 非常 に 苦労 し な が ら 指 導 し , 学習 し て き 
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BABV-xAF12-) この よう に 図 を 逆 に 描か 
な けれ ば な ら な いと い う 非 能率 的 な 方 法 を 是正 する た 
Dic, 原田 政美 ・ 小 柳 蒸 治 は , AFB の 浮 出 し 作図 用 
(raised line drawing kit) を 改良 し て , 図 56 の よ 
う な 盲人 用 レー ズラ イタ ー を 試作 し た . A は 作図 学習 
用 , B は 感覚 訓練 用 で ある . 

これ は 非常 に 弾力 性 に 富ん だ シリ ュー ン ・ ゴ ム ・ シ 
ー ト を ベー クラ イト 板 に 張 付 けた も の で , その ゴム の 
上 に 薄い 透明 の ボリ エチ レン ・ フ ィ ル ム ・ シ ー ト を 世 
き , その 上 か ら ボ ー ル ペン や 点 筆 な ど で 線 を 書く と , 
フィ ルム ・ シ ー ト の 表面 に その 線 が 盛 上 が っ て 出 て く 
る よう に な っ て いる . この 道具 を 使う と , 書い た 線 は 
裏返し に し な く て も その まま すぐ に 指 で きわ っ て 確か 
め る こと が で きる し , いく ら 強 く こ すっ て も 線 が つぶ 
れる 心配 も な い . また , 点字 を 書 込 む こと も で きる . 
フィ ルム ・ シ ー ト は モ セロファン 紙 と 違っ て 少々 の 力 で 
引張 っ て も 破れ な い . 


ベー バー テー プ と 


マー ジン モ プ ター 


5 は し の 
=> 





BA © ff ft 979 








この 盲人 用 レー ズラ イタ ー は , 現在 , 多く の 盲 学校 
で 使用 され て いる が , 特に 最近 で は , 図 57 A の よう 
な 盲 児 の 触 察 訓練 用 具 と し て の 利用 法 が いろ いろ と 考 
alloy <i Gea 

木 の 業 でも, た だ さわ ら せ て みる だ け で は , 全体 と 
部 分 と の 関係 な ど は な か な か わか ら な い が , 細か な ス 
テッ プ を 組ん で , 「 さ わる 一 描く 一 確 か め る 」 の 訓練 
を する こと に より , 図 57 B に 示し た よう に , 触 察 の 
AAMC ょ うず に な る . こう いっ た 訓練 は , 盲人 用 地 
図 や 模型 , 標本 な どの 触 察 に も プラ ス の 効果 を も た ら 





図 56 レー ズラ イタ ー 





図 57 レー ズラ イタ ー に よる 触 察 訓練 


レク リエ ーション 用 具 

家事 用 具 と 同様 , 晴 眼 者 向け の 娯楽 用 具 も , 触覚 的 
ある い は 聴覚 的 な 手 か か りさ えつ け 加 えれ ば ぼ ば, その ほ 
と ん どの も の が 盲人 に も 楽し く 使え る . 

だ た と えば , 図 58 A の 大 き な プ ラス チッ ク 製 の サイ 
ョ ョ や , B の トラ ンプ , それ に C の パズル な ど は , そ 
の 代表 的 な も の で ある . いずれ も 数 字 を DAC Hb 
じ , きわ っ て わか る よう に し て ある . 

また , 卓球 や 野球 , バレーボール , ボー リン グ な ど 





4, 道具 や ルー 
ル が 盲人 向け に 
改良 され て いる 
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盲人 用 機械 器具 の 発明 考案 の 原理 

盲人 用 機械 器具 の 発明 考案 の 原理 を 一 言 で 表現 する 
な ら ば ,「 盲 人 の 保有 能力 に アッ ピー ル す る よう な 機械 
器具 を 発明 考案 する 」] と いう こと に な る . ウェ ックス 
ラー (A. Wexler ) は その 著 Expermental Science 
for the Blind の 中 で , 盲 生 徒 に 理科 を 教え る た め の 
装置 を 考案 する 原理 を , 次 の よう に 五 つの 簡単 な ポイ 
ント に まとめ て いる . 

すなわち 「 第 1 は 聴覚 化す る こと , 第 2 は 触覚 化す 
る こと , 第 3 は 情報 を 拡大 する こと , 第 4 は イン ディ 
ケー ター (indicator) の 表示 を する こと , 第 5 は 単純 
で ある こと 」 の 5 項目 で ある . 

その 例 を 列挙 する と , 第 1 の 例 と し て は , SRWA 
を つけ た 物差し な ど が ある . 第 2 の 例 と し て は , 点字 
目盛 り を つけ た 上 皿 科 りな ど が ある . 第 3 の 例 と し て 
は , 盲人 用 ば ね 笠 り な ど が ある . 盲人 に と っ て は , 晴 
眼 者 が 使用 し て いる 計 問 の 目盛 り は , それ を 凸 に し て 
も な お 少し 幅 が 狭い の で , それ を 同じ 精度 で 読み と る 
た め に は , その 目盛 り を 5 倍 く らい に 拡大 する 必要 が 


HS. 第 4 の 例 と し て は , 計器 な ど 0 RE BACAR 
に 感知 で きる よう ら に 表示 し て お く こ と な ど で あ る ., 第 
5 の 例 と し て は , 機械 器具 が あま り 複 雑 で 操作 が 困難 
で ある と , 盲人 は その 機械 器具 に 容易 に な じ め な いと 
いう 欠点 が あり , その た め 機 械 器具 の 機能 や 構造 の 本 
質 を 見 失う お それ が ある . し た が っ て , 機械 器具 の 構 
成 は 簡単 で , 分 解 ・ 組 立て が 容易 で あり , か つ 残 存 感 
覚 で 十分 その 機 能 や 構 造 が 理 解 で きる も の が BEL 
い 。 

以上 は ウェ ックス ラー の 考え 方 で ある が , また , 次 
の よう な か 方 法論 的 な まとめ 方 も ある . その 一 つ は 晴 眼 
者 が 用 いて いる 機械 器具 を , 盲人 の 保有 能力 に アピ ー 
ル す る よう に , その 一 部 を 改変 する と いう 方 法 と , 他 
は 晴 眼 者 が 用 いて いる 機械 妖 具 と 使用 目的 は 同じ で あ 
る が , 形状 や 操作 法 が 全く 異な っ た 機械 器具 を 発明 考 
案 す る と いう 方 法 で ある . 現在 , 育 人 用 機械 器具 と し 
て 考案 され て いる も の の 大 部 分 は 前 者 で あっ て , 後者 
は 諸 外 国 に お いて も , 1960 年 以後 に な っ て よう や く 
発展 し て きた . 前 者 の 例 と し て は , 前 述 の 上 忠 笠 りや 


スケ ー ル ・ ア ネロ イド 気圧 計 な ど 数 多く ある が , それ 


ら は いずれ も 目盛 り を 凸 に し , 点字 を 付け た 程度 の 改 
変 が され て いる . 後者 の 例 と し て は , 林 良 重 の 考案 し 
た 直 示 て ん びん , 直 示 上 皿 て ん びん , 光学 台 , ツ 連 で 
考案 され た フォ ト ホ ー ン , アメ リカ で 考案 され た 各種 
電気 計器 な ど が あげ られ る . これ ら に 共通 し て いる こ 
と は , 近代 科学 の 成果 を 十分 に 活用 し て いる と いう こ 
と で あっ て , 真 の 盲人 用 機械 器具 の 発明 考案 は , 近代 
科学 の 導入 な し に は 考え られ な い . 

近代 科学 と 盲人 用 機械 贅 具 

1962 年 6 月 に ニュ ー ョ ー ク に お いて 技術 と 失明 に 
関す る 国際 会 議 (International Congress on Tech- 
nology and Blindncess) が 開催 され た が , その 内 容 を 
まとめ て , 1963 年 に 出版 され た Proceedings of the 
International Congress on Technology and Blind- 
265S( こ よる と 。 FAVA で UN YE 
科大 学 (Massachusetts Institute of Technology—=M 
IT), IBM (international Business Machines) な ど 
DBA BAA OPFEICHBH LTB), イギリス で 
は , ケン ブリ ッ ジ 大 学 な ど が 協力 し , ツ 連 で は , 教育 
科学 アカ デミ ア 欠 陥 学研 究 所 自然 科学 部 が 開発 を 進め 
て いる . それ ら の 国々 で 発明 考案 され た 盲人 用 機械 槍 
具 の 多く は , EK, 試作 の 段階 に あり , 一 流 の 研究 
者 , 技術 者 , メー カー の 協力 体制 が 確立 し て , 着 々 そ 
の 成 末 を あげ つつ ある . 
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その 成果 の 一 端 を 紹介 する と , 電子 点訳 装置 (アメ 
My AUT AWAIT FY A), 電子 つえ 
F207), SPeialle (プア メリカ, ポー ラン 
ド , スウ ェ ー デ ン , イギリス ), 障害 物 検 知 器 (アメ 
pare AAU, AVA), TORR (アメ 
NB ギリ る) リー デイ ング 
マツ シン (FAVA, ソビエト , 西ドイツ ), BABY 
が ね (= ニュージーランド ), 各種 電気 計器 (アメ リカ , 
VAP FY, ATS, 西ドイツ ), 電子 温 
Bat (アメ リカ ヵ ), 色 判 別 器 (ポー ラン ド , イギリス , 
オラ ンダ ), 閉 回 路 テ レビ 装置 (ラン ドサ イド ) に よ 
る 拡大 読書 器 (アス メ リカ) な ど が ある . 

以上 の こと か ら も 推察 で きる よう に , 近代 科学 の 成 
果 を フル に 導入 する こと に よっ て , 盲人 用 機械 器具 
は , めざまし い 発 展 を 遂 び つつ ある . 特に エレ クト ロ 
= ニク ス の 導入 は , 盲人 と 晴 眼 者 に 共通 の 場 を 与え つつ 
ある . 新しい 技術 革命 と し て 登場 し て きた オー トメ ー 
ン ョ ン の 基礎 を な す 技 術 に , 自動 操作 , 自動 制御 お よ 
び 電 子 計算 機 が ある が , これ ら の 技術 が , 盲人 の も の 
(に な れ ば 盲人 も 晴 眼 者 と 肩 を 並べ て , さら に 新しい 生 
産 体 制 に 加わ り 広 い 分 野 の 労働 に 従事 する こと が で き 
Be aOe Lit, RUCHE Cit <, 近い 将来 に 実現 
FSCHAD. その 証拠 と し て , 現在 , オー スト ラリ 
ア の コダック 会 社 で は , 盲人 が 現像 液 の 温度 測定 , BR 
像 の 強度 測定 , その 他 の 管理 作業 に 従事 し て いる . = 
レク トロ ニク ス が 進歩 し た 今 目 , 目 で 見 る 変化 を 耳 で 
聞い て 判別 する よう に する こと は , それ ほど 困難 な こ 
と で は な い . オー トメ ーション の 工場 に ある コン トロ 
ー ル パネ ル に つい て いる 警報 用 の ラン プ の 監視 や , 工 
具 の 摩耗 の 程度 を 知ら せる ツー ロメ ー タ ー の 数 字 の 監 
視 を 音 で 行なう よう に 改変 され れ ば , 盲人 も オー トメ 
ーション の 分 野 で 活躍 する こと が で きる . 


今後 の 問題 点 


わが 国 に お いて は , 従来 , 盲人 用 機械 器具 の 発明 考 


案 に , 近代 科学 の 成果 を 導入 する こと が , ほとん ど 行 
な われ て いな か っ た し , また , 前 述 の よう な 一 流 の 研 
究 者 , 技術 者 , メーカ ー の 協力 も 確立 され て いな か っ 
た だ た. その た め に 晴 眼 者 が 用 いて いる 機械 器具 の 一 部 を 
改変 し た 程度 の 盲人 用 機械 器具 が その 大 部 分 で あっ 
Ce 

Lal, 最近 に な っ て , 近代 科学 の 成果 を フル に 活 
用 し た 盲人 用 機械 器具 の 発明 考案 の 研究 体制 と 生産 体 
制 が . よう や く < 確立 され る よう な 機運 が 就 し て きた ., 


今後 に 残さ れ た 問題 点 は , ① 研 究 体制 の 確立 , ② 生 産 
体制 の 確立 , ③ 強 力 な 社会 的 ・ 経 済 的 廊 援 で ある . 
Gk Bm) 

[BR acm] 
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Age20 人 用 クラ シイ クー の 普及 


A 

1894 (明治 27) 年 に 黒沢 貞 次 郎 が アメ リカ で タイ プ 
ライ ター を 見 て カナ タイ プラ イタ ー を 思い つき , 1898 
に Us 当 N2S ッ Fee CO, の の が な クイ ララ イク 
当 を 人 で の ろ 肖 領事 もし で ピン ドン に いた 
山下 芳太郎 か ら , 「 何 と か し て カナ タイ プラ イタ ー を 
作ら な けれ ば な ら な い 」 と いう 話 を か ね が ね 聞か され 
て いた 広田 精 一 (の ちの 神田 高等 工業 学校 長 ) は , イ 
ギリ ス か ら ア メリ カ へ 渡る 船 中 で 講演 会 が 催さ れ た お 
DT APSA TAA Fam een Ls 

1901 FICE BHORRIBC, 電信 用 タイ プ 
ライ ター の 製造 に 着手 , 1917 (大 正 6 ) 年 に な っ て , 
大 阪 中 央 電信 局 で 電報 受信 記載 に カタ カナ 縦 書き タイ 
プラ イタ ー を 試用 , 1920 年 に は 住友 合資 会 社 理事 に 
な っ て いた 山下 芳太郎 は , カナ モジ カイ を 創立 する と 
き に , カナ モジ の 長所 の 一 つと し て カナ タイ プラ イタ 
ー を 取上げ た . 1922 年 , 星野 行 則 は アス リカ の アン ダ 
ー ウ ッ ド タイ プラ イタ ー 会 社 で スチ ッ ク ネ ー BC. 
Stickney) に 会 っ た . 言語 学者 で あり , この 会 社 の 設 
計 部 長 で あっ た スチ ッ ク ネ ー は , 次 の よう に カタ カナ 
の 長所 を ほめ た た えた .「 カタカナ は ど の 字 も 字体 が き 
わ め て 簡単 で は っ きり し て いる . カタ カナ は すべ て の 
BAe Coe (seo Oe ea CaS. 4 
= VAs Ze7 Aceon, CO PES eRe Tc 
も 読め る . 人 間 は 横 に 並べ た 文字 を 読む と き に は , 多 
く は 上 の 半分 だ け を 見 て 読ん で お り , カタ カナ $ ゃ 横 に 
並べ て 下 半 分 を 隊 し て も 読む こと が で きる . COR, 
BSIAF LOSERS CHO, 1 字 1 育 で ある た め 
字数 は ロー マ 字 の 2 倍 ほ ど で あ る が , 文章 を 書く と き 
は 少な い 宇 数 で こと ば を 表わす こと が で きる . イ ギ リ 
PT Alice Cite Cyee tC At ES, 人 の 
話 を その まま タイ プ す る こと と は むず か し い . 必ず いち 
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ど 速 記 を 経る 必要 が ある が , 日 本 語 で は 速記 な し で た 
い が い の 談話 を タイ プ で きる 見 込み が ある . この 点 日 
本 の カタ カナ は 世界 に た ぐい の な い 文 字 で , 英 米 人 が 
英語 を 使う より も ゃ , 日 本 人 が 日 本 語 を 使 2 方 が 能率 が 
よい と 考え られ る . タイ プラ イタ ー や ライ ノ タ イプ な 
ど は , 日 本 に お いて さき ざき 世界 を 和敬 か す よ うな 働き 
を する で ある ろう.。 この ああ ぐれ 直 必 衝 を も の 則 本 人 は し 
あわ せ で ある . な お お , 日 本 に お いて は 数 学 は も と より 
自然 科学 の 書籍 は 全部 横 組 み で あり , 学生 は ノー ト を 
横書き し て いる . 将来 , 横書き は ます ます 普及 する で 
あろ り の 1 [ 

1922 年 に 東京 で 開か れ た 平和 博覧 会 は , 
ン ・ ボー タ ジ ラル あみ グ イプ ライ ター が 出品 eae. 
翌年 に は 山下 芳太郎 が アン ダー ウッ ド タ イ プラ イタ ー 
会 社 に スチ ッ ク ネ ー を 訪れ , カナ タイ プラ イタ ー を 作 
る ら モ と だ つい C 会 談 を 車 99 だ た Aste lt ORG 
は ,「 タ イプ の 速度 の 限界 は , 手 の 指 の 動き で 決ま る の 
で は な い . 手 の 動 き に は まだ まだ ゆとり が ある . 文字 
の つづ りや 頭脳 の 働き の 早 さ が タイ プ す る 速度 の 限界 
に な る .、 ど の 学 が ど と に ある か と いう こと と を 早く わか 
ら せ る こと が , キー の 配置 を 決め る うえ に 最も た いせ 
つ な こ と で ある . 目 本 に は せっ か く 50 音 順 と い 2 理 
想 的 な 配列 が ある で は な いか 」 と いう の で あっ た . IW 
下 は 文字 の 出現 度数 の 多い も ゃ の を , 打ち や すい 指 に 受 
持た せる こと に 重点 を 置き すぎ て いる こと を 反省 し , 
で きる だ け 50 音 の 各行 を まとめ て 配置 する 方 針 を 採 
用 し た 修正 案 を 作り , さら に 世界 中 に 最も 多く 普及 し 
て いる 42 キー の 機械 を , その まま 利用 する こと に し 
た だ た. タイ プラ イタ ー の 字体 に つい て は , 1921 年 か ら 活 
版 印 刷 用 の カナ 活字 の 製作 に 力 を 尽 し て いた 大 蔵 省 印 
出 局 技 手 療 橋 福太郎 が 考案 し た 字体 (猿橋 式 第 2 類 ) 
に 修正 を 加え た が , 極力 , 現在 の カタ カナ か ら 離 れ な 
Weep BS eSZenta +5 ER (トッ ダラ イシ 9 
と 下線 (アン ダラ タイン) &CAL Ai, BABS 
BL, 最終 案 を 作っ た . 

山下 は 1923 年 4 月 完成 品 を 見 な いで 死去 し た が , 
カナ タイ プラ イタ ー の 第 1 号 は , 同年 5 月 末 に 星野 行 
則 と と も に 日 本 に 到着 し , 7 月 に は アン ダー ウッ ド ・ 
スタ ンダ ー ド 機 が 輸入 され , ドッ ドウ ェ ル 商会 か ら 売 
出さ きれ た :- と の タイ プラ イタ ー の 文字 の 大 きき さき は, パ 
イカ (1 イン チ に 10 字 ) で あっ た . の ちの カナ タイ プ 
ライ ター の 玉 字 は ほとん どす べ て が ペイ カ で ある . 
= 1925 FRB CUT, それ まで の スミ スタ 
イイ プラ タイ ター の ほか に アシ ダー ウッ ド タ イ ダライ ター 


IS に 


が 採用 され た . 翌年 に は 丸善 で コロ ビ ナ ポ ー タ ブル ・ カ 
ナタ イプ ライ ター を , 1928( 昭 和 3 ) 年 に は ロー ヤル タ 
イプ ライ ター に カナ を 付け る こと に な り , 松坂 忠則 が 
新しく 字体 を 書い た . ロー ヤル ポー タブ ル は , MOM 
字 の 配列 の 違う も の が 流布 し た が , 間もなく 標準 配列 
Cet Site. 270) =e Ce 740 AM MM 

トン 会 社 か ら ポ ー タ ブル ・ カナ タイ プラ イタ ー.30 台 
を 輸入 し , 鉄道 電報 に も 電報 用 タイ プラ イタ ー が 使わ 
れる よう に なり , 清水 府 重 中 持 は 軍 で カナ タイ プラ イ 
ター を 使う こと を 試み た . 

1938 年 に 初め て 三菱 電機 が ドイ ツ の メー カー か ら 
オリ ン ピ ア ・ カ チイ アライ みぎ で を 因 入 電 折 前 
ろ ま で に カナ タイ プラ イタ ー ほ 。, 各地 の 事業 会 社 で も 
っ ぱら 伝票 類 の 作製 に 使わ れ た . 

終戦 後 の 1951 年 ご ちら ちから ア ぇ リカ 進駐 軍 の 事務 管 
理 の 刺激 を 受け , 事務 能率 を 向上 する た め に , カナ タ 
イプ ライ ター を 使う 研 究 が 進み , 後藤 長保 の 協力 に ょ 
り , 広島 市 水道 局 が 水道 料金 の 受領 書 に カナ タイ プラ 
イタ ー を 使い 始め た . これ が 契機 に な っ て, 各 方 面 の 
事業 体 に お いて , 伝票 類 の 調製 に カナ タイ プラ イタ ー 
を 使 2 こ と が 著しく 進ん だ . 

1948 年 に は 中 島 精 密 工 業 で 電信 用 タイ プ ライ ター 
を 製造 , 1951 年 に は 外国 質 易 が 正常 化す る に つれ て , 
アメ リカ , ヨー ロッ パパ の 諸 会 社 の カナ タイ プラ イタ ー 
が 続々 輸入 され た . 1953 年 川崎 タイ プ ライ ター 会 社 
が スタ ンダ ー ド ・ カ ナタ イプ ライ ター お よび カナ ・ ロ 
ー マ 字 タイ プラ イタ ー ホ ー ム ラン ド の 製造 を 始め た . 
LOE, 各種 の 国産 品 が 製作 され , 1957 年 どろ か ら 
実用 期 に は いり 今日 に 至っ て いる . | 


カナ タイ プラ イタ ー の 種類 
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盲人 の カナ タイ プラ イタ ー の 必要 性 

視覚 に 障害 を 受け た 者 の ハン ディ キャ ッ プ の 中 で 行 
動 の 不 自由 と 文字 の 読み 書き が で き な い こと は , 最も 
大 き な も の で ある . 特に 文字 の 読み 書き の 困難 は , 一 
般 の 社会 生活 を 営む うえ か ら ゃ , 文化 の 吸収 と いう 面 
か ら ろ みて も , 視 力 障 害 者 の 更生 を 著しく 阻害 し て いる . 
幸い 点字 の 発明 に よっ て , 盲人 は 教育 , 文化 の 恩恵 
に 浴 す る こと が ある 程度 可能 に な っ た が , 人 間 の 言語 
生活 , 特に 文字 言語 の 面 か ら み れ ば , 著しい 片 寄 り を 
も っ て いる こと は 否め な い . 点字 は 盲人 の 教養 文化 の 
向上 に 大 きく 役立ち な が ら も ゃ , 一 般 社会 に 通用 する 文 
字 と し て の 普遍 性 が な く , どこ まで 特殊 化 さ れ た 文 
字 言 語 の 一 つと し て 使用 する 限り , その 生活 領域 が せ 
ば め ら れる の は 余儀 な いこ と で ある . 要する に 点字 だ 
け を 使用 する 限り , 盲人 の 意思 表現 の 自由 が 制約 を 受 
Mao Ssews Col: 

近年 育 教 育 の 中 で も 一 般 文字 (BF 49) の 指導 
を 試み た り , また , テー プレ ュー ダー の 利用 が 意 速 度 
と 盲人 の 間 に 高まっ た の も , 意思 表現 に 対す る 欲求 の 
現われ で ある と も いえ る . あく まで 盲人 を 特殊 化す る 
こと な く , 一 般 社会 の 中 に 生活 させ る の が , 真 の 福祉 
叶 9EN ヨ コミ ミケ ーション の 手段 と し て の 文字 
の 活用 を 考え ん な けれ ば な ら な い . 盲人 の 社会 生活 へ の 
適応 は , 晴 眼 者 に 通じ る 文字 も つと いう と と に よっ 
て な され る も の で ある . カナ タイ プラ イタ ー を 盲人 が 
利用 する と と に よっ て , これ ら の 要求 を 満た すこ と が 
で きる の で あり , 盲人 の 社会 復帰 に 欠く こと の で き な 
いも の の 一 つ で ある . 
盲人 の カナ タイ プラ イタ ー 利 用 状況 

育 人 が カナ タイ プラ イタ ー を 利用 し 始め た の は , HE 
史 的 に は 古く 1922 (大 正 11 ) 年 , 盲 学校 に お いて 英文 
タイ プ を 指導 し , 晴 眼 者 に 対す る 意思 伝達 を ビー マ 字 
に よろ うら と 試み た 者 も る いた. また , 1926 年 ご ろ 神奈 
川 県 の 一 玄人 は イギリス 製 の タイ プラ イタ ー に カナ を 
付 替え , 原稿 や 手紙 を 打っ た . また , 一 般 大 学 に 学ぶ 
育 人 の 中 に も カナ タイ プラ イタ ー を 利用 し , BREF 
成 し た 者 も いた . 満州 事変 の 突発 に 伴い , BS ORG 
失明 者 が 出 た た め , 失明 軍人 教育 所 に お いて は , 社会 
線 帰 め た め に > 点 宇 だ け で な くみ オタ イワ ライ タテ の 
指導 が 活発 に 行なわ れ た . その た め に 大 学 に 学ん だ 
失明 軍 汰 の 中 に は , 大 学 の 答案 だ け で な ぐ く 和 卒業 論文 ま 
で カ ヵ チ タイ プラ イタ ー に よっ て 作成 し た 者 も あっ た . 
LOL, 育 人 の 教育 と 生活 に カナ タイ プラ イタ ー の 必 


要 性 が 痛感 され な が ら も ゃ も , 激しい 戦争 と 終戦 の 混乱 に 
kot, 盲 和信 の カナ タイ プラ イタ ー 熱 は 全く 和 失 われ , 
冠 向 状態 を 続け な けれ ば な ら な か っ た . 

1981 年 どろ か ら あ た た び ぴ BAD カナ タイ プラ イタ 
ー の 必要 性 が 強調 され , 国立 東京 視力 障害 セン ター 
(当時 国立 東京 光明 寮 ) に お いて , 育 大 学生 の カナ タ 
イプ ライ ター 講習 会 が 催さ れ た の が 契機 に な り , 国 
立 光 明 寮 は も ちろ ん , 2 , 3 の 盲 学校 に お いて も カナ 
タイ プラ イタ ー を 利用 し 始め る よう に な っ た. 国立 兆 
明 寒 に お いて は , 盲人 の リハ ビリ テー ショ ン 作 欠く こ 
PD で きも OL Cy カナ タイ デラ イタ ー を 課 
に 取上げ , 必修 科目 と し て カナ タイ プラ イタ ー 指 導 を 
行ない mM FMEA CAT SA SIA BPS RE. 
1957 年 に は カナ タイ プラ イタ ー 科 第 1 回 修了 生 19 人 
を 出し , その 後 引 続き 修了 生 を 出し て いる . な おお, 国 
立 光明 寮 の 運営 方 針 の 中 に は , 入所 者 の 生活 訓練 と し 
て 点字 な ら び に カナ タイ プラ イタ ー の 指導 を 行なう こ 
と を 規定 し た . それ に 基づき , 国立 函館 , 塩原 , 神戸 
の 視力 障害 セン ター に お いて も , カナ タイ プラ イタ ー 
の 指導 を 行なう こと に な っ た -. 

1959 年 日 本 盲人 福祉 委員 会 に お いて も BETES シ 
ー ル 運動 の 一 つと し て , 全国 の 盲 学 校 な ら び に 盲人 福 
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祉 施設 に カナ タイ プラ イタ ー を 配分 し , CORB 
に 意 を 用 いて きた . 各地 区 の 盲 学校 , 盲人 団体 の 中 に 
も カナ タイ プラ イタ ー 講 習 会 の 実施 な ど が 行なわ れ , 
よう や く 盲 人 の 指導 者 や 衣 人 の 中 に も カナ タイ プラ イ 
ター 熱 が 高まっ て きた . 

LAL, 促進 が 竜 の ど と く で な い ぃ 実情 か ら , 1963 
年 10 月 10 日 | 目 の 愛 護 デ ー」 を 期し , 日 本 玄人 カナ 
タイ プ 和 協会 が 設立 され , UR, 協会 は 全国 の 盲 学校 , 
盲人 施設 を 対象 と し て カナ タイ プラ イタ ー の 無料 貸出 
し , ボラ ンティア の 派遣 , 回 講習 会 の 開催 , 職場 開 
拓 と し て の カナ タイ プラ イタ ー 訓 練 所 の 設置 , 点字 テ 
FAR, テー プ テ キ スト の 発行 に よる 通信 指導 な ど を 
行なっ て , 盲人 の カナ タイ プラ イタ ー 普 及 に 努め た . 

な お , この 協会 は , 1964 年 11 A, 東京 で 第 1 回 関東 
We BA カチ ナタ イプ ラン テス トト を 行ない , 122085 
校 , 9 の 更生 施設 か ら の 選手 70 人 が 参加 し て 技 を 競 
っ た . 翌年 3 月 に は 大 阪 で 関西 地区 の 第 1 回 コン テス 
ト を 開催 , 盲 学校 , 盲人 会 か ら の 代表 選手 50 人 が 参 
加 し た . また , 同年 10 月 に は 東京 で 第 1 回 全国 盲人 カ 
ナタ イプ コン テス ト を 厚生 省 ・ 文 部 省 ・ 労 働 省 な どの 
後援 の も と に 開催 , 10 校 , 13 施設 , 個人 の 選手 70 人 
の 参加 を みた . 以来 , 毎年 全国 大 会 , 地方 大 会 が 開催 
され た . な お 1971 年 10 月 に は 日 韓 親善 盲人 タイ ピン 
グ 国 際 ュ ン テ ス ト 派 遺 選 手 予 選 を か ね 第 7 回 全国 盲人 
カナ タイ プ ユ コン テス ト が 全国 か ら の 代表 選手 100 人 に 
よっ て 開催 する な ど , 盲人 の カナ タイ プラ イタ ー 技 術 
の 向上 と 世 発 に 寄与 し て いる . 

1964 年 夏 , 日 本 盲人 カナ タイ プ 協会 が 行なっ た 全 
国 の 盲 学校 , 盲人 施設 の カナ タイ プラ イタ ー 利 用 状況 
実態 調査 結果 ( 表 1 ) と , 大 会 参加 状態 な ど を 比較 し 
て みる と , この 数 年 間 の 盲 学校 , 盲人 施設 , 盲人 団体 の 
カナ タイ プラ イタ ー の 利用 状況 の 急激 な 進 上 直 の あと が 
2 か が い 知 られ る . 

妨 上 2 イラ タイ クコ は すでに 点 学 と 司 様 回 欠 く こ ごと 
の で き な い も の と し て 理解 され , 利用 され る よう に な 
っ て は いる が , WHE Cit 1967 年 ,「 義 務 教 育 費 
国庫 負担 法 = 基 ク 教 材 費 ノ 国庫 負担 ノ 限 度 額 算出 ノ 基 
礎 ト ナル 人 額 ラ 定 メ ル 政 令 ] (昭和 33 年 政令 110) の 一 
部 改正 を 行ない , カナ タイ プラ イタ ー を 加え た に と 
どまり , 盲 学生 の = ニー ド と 関係 者 の 要 に も か か わら 
ず , 盲 学校 の 教科 課程 に は カナ タイ プラ イタ ー の 技術 
Beas 加え そえ られ な か っ た . し か し , 1971 年 4 月 か ら 
実施 され た 請 学 校 新教 育 課程 に は 養護 ・ 訓 練 の コミ 
ュ ニ ケー ショ ン 教 科 と し て 組入れ られ , よう や くそ の 





指導 が 積極 的 に 行なわ ち れ る こと と な っ た . カナ タイ プ 
ライ ター 技術 の 最も 好ま し い 修 得 時 期 は 運動 能力 の 発 
達 期 で ある 少年 期 で ある の で , この 好 期 の 指導 は 技術 
向上 に 大 き な 期 待 が も た れる も の で ある . 


職場 開拓 と し て の カナ タイ プラ イタ ー 

わが 国 に お ける 盲人 の 職業 は , 世界 で も 類例 の な い 
著しい 特徴 を も っ て いる . それ は 伝統 ある あん ま ・ は 
り ・ き ゅ うに よっ て , 大 多数 の 者 が りっぱ に 自立 更生 
し て いる 半面 , あん ま ・ は り , きゅう 以外 の 職域 が き 
わ め て 少な いと いう こと で ある . その た め に , あん ま 
・ は り ・ き ゅ う 以 外 の 職場 開拓 の 必要 性 が 多年 さけ ば 
れ , その 研究 も 続け られ て いる が , みる べき 適職 が あ 
まり 開拓 され て いな い の が 実情 で ある . カナ タイ プラ 
イタ ー を 職場 で 利用 させ る こと に は 二 つ の 大 き な 目 的 
が ある . その 一 つ は , 盲人 の 事務 能力 の 向上 で あり , 
次 に タイ プラ イタ ー を 利用 し て の 適職 の 発見 で ある . 
[事務 能率 の 向上 〕 近年 , 盲 学校 , 育 人 福祉 施設 な ど 
に お いて さえ , 盲人 と し て の 職場 が 術 次 せ ば まれ て い 
る が , これ は 視力 障害 か らく る 事務 的 能力 の 欠 除 に あ 
る と も いわ れ て いる . 職場 に お ける 事務 的 業務 の すべ 
Ck, 周囲 の 晴 眼 者 に 依存 する な ら ば , 当然 この よう 5 
な 結果 が 招来 され る の も 余儀 な い . し か し , BEB, 
玄人 福祉 施設 な どの 職員 の 中 に は , カナ タイ プラ イタ 
ー を 十分 に 利用 し , 教 案 は いう まで も な く , 施設 内 外 
の 文書 に まで も カナ タイ プラ イタ ー を 利用 し て , その 
事務 能率 の 向上 を 図り , 自己 の 障害 の 負担 を 軽減 し て 
いる 例 も 決し て 少な く は な い . 

ある 理学 校 に 就職 し よう と し た 全盲 者 が , 校長 へ の 
依頼 状 を カナ タイプ ライ ター で 作製 し た こと に よっ 
て , 全盲 教師 の 採用 を た め ら い が ち で あっ た 校長 に 再 
認識 させ , 採用 さき れる に 至っ た な ど は , この 事実 を 如 
実に 物語 る 一 例 で ある . 

単に 盲 学校 , 盲人 福祉 関係 施設 だ け で は な く , あん 
ま ・ は り ・ き ゅ う を 業 と し て いる 者 , さら に 医療 機関 
な ど に 勤務 する 障害 者 の 中 に も , カナ タイ プラ イタ ー 
を 利用 する こと に よっ て , その 事務 的 能力 を 高め , 職 
業 更生 の 実 を あげ て いる 人 も 多い. 要する に , BAO 
職場 確保 は 管理 者 の 善 意 も さる こと な が ら , 盲人 自身 
の 積極 的 な 事務 的 能力 の 向上 へ の 努力 に よっ て な され 
る も の で ある . : 

[適職 の 発見 ] 産業 構造 の 変革 と と も に 事務 能率 の 
向上 が さけ ば れ , 一 般 社会 に お いて は , カ ナタ イプ ライ 
ター の 利用 が 近 生 著しく 増大 し て きた . し た が っ て, 
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Bl カナ タイ プラ イタ ー 利 用 状況 実態 調査 
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| 台 台 | 36 年 4 月 K A K A 人 | 人 | 人 
BTR 48 22 39 0 23 5 64 28 23 24 13 
39 年 6 月 
36 年 
忌 字 図 書館 10 4 2 ( 1 0 3 7 9 3 Z 
38 年 
34 年 
施設 関係 22 10 23 ( i 60 15 27 5 6 
39 年 
36 64 人 人 人 人 人 人 人 
=" 80 26 6 127 50 59 32 21 
100 & 





従来 メイ ピン グ は , タイ ビス ト と し て の 専門 業務 で あ 
っ た が , いま や カナ タイ プラ イタ ー は その 域 を 越え , 
一 般 事務 機 と し て の 利用 さき れる よう に な っ て いる . 他 
面 , カナ 文字 の 急速 な 普及 と あい まっ て , 伝票 書き だ 
け に 利用 され て いた カナ 文字 は , も は や 文章 書き に ま 
で 利用 さき れつ つ あ る . その うえ , テー プレ ュー ダー と 
カセ ッ ト の 進出 が 事務 能率 に 及ぼ す 影 響 も 大 きく , 事 
務 能 率 の 合理 化 の た め に , テー プレ ュー ダー, Arty 

ト と カナ タイ プラ イタ ー の 最高 度 の 利用 を みて いる . 

一 般 職 場 の カナ タイ プラ イタ ー 利 用 に よっ て , 盲人 
の カナ タイ ビス ト 進 出 の 道 も 当然 可能 人 性 の 強い も ゃ の に 
な っ て きた が , それ に も まし て 大 き な も の は , 録音 タ 
イプ 技術 に よる 職場 開拓 で ある . 聴覚 に 導 か れる 職業 
の 種類 な いし は 触覚 に 導 か れる 職業 の 種類 な ど , 盲人 
の 適職 と し て , この 2 方 面 か ら 各 種 の 職業 が 研究 され 
て きた が , いま や テー プ を 聞き な が ら , タイ ビ ピング す 
る 録音 タイ ビス ト の 仕事 は , 適職 中 の 適職 と も いえ を 
る . この こと は 1964 年 労働 省 が 行なっ た 盲人 の 適職 
研究 の 中 で も 強調 され て いる . 

一 般 社会 に な いて は , 録音 タイ プ を 専門 に する 会 社 
さえ も あり , あら ゆる も の を テー プ に 録音 し , それ を 
カナ タイ プラ イタ ー で タイ ビン グ す る 作業 に , 多く の 
晴 眼 者 が 従事 し て いる . また , 速記 社 ある い は 速記 
協会 な どの 事業 の 実情 を みる と , 特別 の 場合 を 除く ほ 
か は テー プレ ュー ダー を 取材 に 利用 し , その 録音 を 符 
号 で 速記 し , それ を 翻訳 し て いる の が 実情 で ある . こ 
の よう な 実情 か ら み て も , 録音 タイ プ の 会 社 に , BA 
の 職場 が 見 出さ れる こと は いう まで も な い が , 速記 社 
の 作業 内 容 の 1 行程 と し て , テー プ を 聞き な が ら カ ナ 




















タイ プラ イタ ー で 速記 し , それ を 一 般 文 章 に 翻訳 すれ 
ば , 速記 者 の 速記 符号 は 不 必要 と な り , ここ に 盲人 の 


表 2 カナ タイ プ に 対す る 
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録音 タイ プ の 道 を 開き 得 
る の で ある . 
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・ タ イプ の 貸し 出し が 国 初 め て の 盲人 録音 タ 
まさり イィ ピスト と し て て 高橋 録音 
. ポラ ンティア Ge | タイ プ 社 に 勤務 , 引続き 
タイ プ 希望 ) を 希 毎年 。 2 , 3 人 の 録音 タイ 
hie coe Smee de ビスト が 巣立ち, 新た な 
・ カ ナタ イプ の 操作 機 盲人 職業 の 分 野 に 進出 し 
械 に 対す る 注文 の 希 | 7 
on て いる . 
if. deed Ok 
お よび 指導 方 法 の 希 盲人 カナ タイ プ 協 会 で は 
A, 6 東京 地方 裁判 所 民事 法廷 
夫人 | ORME E LCRA 
(EF NT —- THB. ni 
ee 
5 Ger it ar A と 
時 に 打 て て 盲人 に 読 ‘ My MA 
むと と が で きる よう 現在 10 人 を 数 を て いる . 
改造 希望 . _ 速記 業務 は 全国 的 に 何 
・ そ の 他 , 修理 の 連絡 1 Pewo weet bo Tc 
a 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


行 な ち われ て お り , 符号 速 
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BARRE? 
記録 音速 記 に 大 きく 移り 変り つつ ある 今日 , 数 多く 
の 盲人 進出 も 期待 され る . | 

過去 に お いて 失明 者 が 測候所 の 無 電 技師 に な り , そ 
の 受信 を カナ タイ プラ イタ ー で 記録 する と か , 秘書 的 
業務 と し て 電話 を 受け た も の を カナ タイ プラ イタ ー ほ に 
よっ て 記録 し て いる 者 と か , 盲人 交換 手 と カナ タイ プ 
ライ ター を 結び つけ て の 仕事 と か , 前 述 の よう に 聴覚 
と 触覚 を 利用 し て の 職場 開拓 の 幅 は 広い . な お , 一 般 
の 職業 に 従事 し な が ら 中 途 和 失明 者 が 点字 と と も に カナ 
タイ プラ イタ ー を 利用 する こと に よっ て , 失明 後 も 現 
職 に と どまり , 消極 的 で は ある が , あん ま , は り , & 
ゅ う 以 外 の 職業 開拓 に 励ん で いる 例 も ある . 身体 障害 
者 雇用 促進 法 が 施行 され て いる 今日 , 育 人 録音 タイ ビ 
スト を 受入 れ よ うと し て いる 事業 所 は 数 多く 現われ つ 
つ あ る が , その 要求 に 適応 する 盲人 技術 者 の 養成 が 解 
決 の か ぎ で ある . 
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補 装 具 と し て の カナ タイ プラ イタ ー 

視覚 の 衰 失 は 身体 の 一 部 の 欠損 で あり , すべ て で な 
いと と は ほ い うま で も 導い . し た が っ て 失わ れ だ 機能 
の 開発 を 最高 度 に 障害 者 自身 に 努力 させ る と と も に , 
それ に 要する 用 具 の く ふ うと 作製 が 障害 者 の 福祉 の 増 
進 に と っ て 重要 な と と で ある . この 意味 で カナ タイ プ 
ライ ター は 視覚 を 失っ た 者 の 学習 上 , 家庭 生活 上 , 社 
会 生活 上 , RS, 自 い つえ を など と 同様 に 補 装 具 と 考 
えら れる べき も の で あっ た が , いま な お 放置 され て い 
る を 

意思 表現 の 方 法 を † に も た な い 視 覚 障害 者 の 更生 
は 真 の 更生 と は いい えな い . 科学 の 進歩 に 伴い , 将来 
どの よう な も の が 開発 され る か は 別 と し て ,. 現在 カナ 
タイ プラ イタ ー が 一 般 社会 に お いて も 普及 され て いる 
以上 , 形 大 の 社会 生活 を より 高め る だ め の 用 具 と し て 
欠く と の で き な い も の で ある . 厚生省 に お いて は , テ ー 





プレ ュー ダー と と も に 補 装 具 と し て の 意義 を 認め , 身 
elie eRe B SERS IC su C4 BIC ASEH 
組入れ られ た だ. BAREnTAHFEA TIA 2A 
の 必要 性 は 痛感 され な が ら ゃ , 機種 な ら び に 価格 な ど 
に 間 題 が か あり, これ が 補 装 具 と し て 全面 的 に 採用 され 
る た め に は , いさ さか むり が 伴う に し て も , まず 盲人 更 
生 の ニー ド に より 交付 対象 を 制限 し て で も , すみ や か 
に 補 装 具 と し て の 交付 実施 が 望ま きれ る. (松井 新 二 郎 ) 
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盲導犬 の 意義 

わが 国 で は , 盲導犬 は 盲人 を 誘導 する 犬 と いら 意味 
で , 初め は 盲人 誘導 犬 と いっ て いた が , 1937 (昭和 
12) 年 どろ か ら 衣 導 犬 と いう こと ば が 使わ れる よう に 
な っ た た. 

盲導犬 の 創始 国 ド イツ に お いて は , “Blinden Fih- 
rund” すなわち , BAX 案内 する と いう こと ば が 使 
われ て いる . 外国 に お いて は , 一 般 に 盲人 を ガイ 下す 
る た め に 訓練 する こと か ら “Guide Dog for the 
blind” また は “Gauide Dog” と 呼ん で いる . 

9 ヵ所 の 訓練 所 を も つ ア メリ カ に お いて は , それ ぞ 
れ 独 自 の 呼び 方 を し て いる . アメ リカ に 初め て 盲導犬 
を 紹介 し , モリ スタ ウン 皆 導 犬 訓練 学校 (Moris- 
town Guide Dog Training School) 設立 の きっ か け を 
作っ た ュー ステ ィ ス (Dorothy H. Eustis ) は “Seeing 
Eye Dog "(見 る MM 目 の 代 わり を する 犬 ) EWR 
現 で 紹介 し た が , ここ で 訓練 され た 盲導犬 を その まま 
Seeing Eye Dog sinicscls Bis 

: こ て の ほか リー ダー・ ド ッ グ , パイ ロッ ト ・ ド ッ グ な 
ee imme. 
HUTS. 


盲導犬 の 適性 
生ま れ な が ら の 盲導犬 は な い . 盲導犬 と し て の 適性 
を ゃ つ 犬 が , 一 定期 間 訓 練 を 受け て , 盲導犬 と な る も 
の で ある . 盲導犬 に 用 いら れる 犬 種 は 限ら れ て お り , 
訓練 すれ ば どん な 種類 で も 使用 で きる も の で は な い . 
各 盲 導 犬 訓練 学校 に お いて 長い 経験 に 基づい て 適する 
犬 種 を 選択 し , 使用 し て いる . 一 般 に 適当 な 犬 と し て 
選ば れ そ いる の 人 は, FTF FLEV VASE RAS 
ド が 最も 多く , 次 いで ゴー ルデン ・ リ トリ ボニー ニ , に ボク 
サー コリ ー な ど が あり , 他 の 犬 や 異性 の 犬 に 惑わ さ 
れる こと が 少な ぐ ,- 扱い や すい 点 で 雌 犬 が 多く 利用 さ 
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れ て いる . し か し , 雄 も 使用 で き な い こと は な く , 雌 
と 同様 に 利用 し て いる と ころ も ある . 

犬 の 大 き さ も た いせ つ な 条 件 で ある . 主人 が 危険 に 
あっ た 場合 , 未然 に 防ぐ こと が で きる た め に は , 相当 
大 きく な けれ ば な ら な いし , あま り 大 き 過 ぎ て は 使い 
に く か っ た りす る が , その 大 を 使用 する 盲人 の 身長 に 
よっ て 決ま る . 犬 の 体高 は , SADBELWRRMC 
ネス ( 胴 輪 ) の ハン ドル を 握り , 犬 の 動き を 正確 に 感 
知 で きる 程度 で な けれ ば な ら な い . 体重 は 普通 利用 す 
る 衣 人 の 体重 の 半分 程度 が 理想 的 だ と いわ ち れ て いる . 

年 齢 る また 必要 条件 の 一 つ で ある . 相当 期間 訓練 さ 
れ た うえ で 第 導 犬 と し て 働く の で , あま り 老 齢 な も の 
は 訓練 も 困難 で あり , 利用 する 年 月 も 短く , 好ま し く 
な い . 犬 の 訓練 は 生後 8 カ月 ぐら いか ら 1 年 5 ヵ月 ぐ 
らい まで の 間 に 始 め , 盲導犬 と し て 使用 し 得る 期間 は 
6 年 か ら 9 年 ぐら い が 普 通 で ある と いわ れる が , 環境 
陸 Got し ice. 

性 能 も また 次 の よう な 条件 を 備え て いな けれ ば な ら 
な い . ① 寒 着 に 耐え て 任務 を 果たし 得る 身心 と も に 健 
全 で ある こと , ② ど ん な 道 で も 歩行 し 得る 健 足 , ③ 訓 
練 を 施し 得る に 足る 十分 な 知力 , ④ 順 応 性 の ある こと , 
© 責任 感 が 強い こと , © 判断 力 が 鋭い こと , ⑦ 音響 
shy ( 音 を いや が る ), ハン ド ・ シ ャ イ (さわ られ る 
の を いや が る ) の も の は 適し な い , ⑨⑧ 仕 事 に 集中 的 で 
福 意 力 の ある こと , ⑨ 親 し みや すい 性 質 で ある こと , 
⑩ ほ か の 犬 , 猫 , こども , 鳥 な ど に 関心 を 示さ な いこ 
と , ⑪ け ん か 好き で な いと こと , ⑫ 乗 物 に よわ な いこ と . 

盲導犬 は その 名 が 示す よう に , 案内 の 役割 を 果たす 
も の で ある が , 動物 で ある 形 導 犬 自 体 が , 盲人 を 積極 
的 に 案内 する わけ で は な い . FAOPHCHSZ LU 
われ る が , あく まで も 盲人 の 歩行 を 助け る 補助 的 用 具 
(に も ひと し い も の で あり , 生 きた つえ と も 考え られ 
る 4 


BEAOWRM 
BBAOARICOVU Cs, 精神 的 , 肉体 的 , 経済 的 
に 大 き な も の が ある が , その お も な も の は 次 の 通り で 
ある . 

[行動 範囲 の 拡大 ] 盲人 に と っ て 最も 大 き な ハ ン デ 
ィ キャ ッ プ は 行動 , 歩行 の 制約 で ある . 危険 を 避け , 
た や すく 歩行 で きる こと に ょ よって, 行動 範囲 が 拡大 さき 
れ , 日 常 生活 は も ちろ ん 職業 生活 の 向上 も 図ら れる . 
[独立 心 の 育成 ] 犬 は 忠実 に 主人 の 命令 を 待機 し , 
行動 する こと と を 豆 び と し て いる の で , ヘル ペパー に 依存 


せ ず , WO, いか な る と き で も 盲人 が 行動 で きる の で 
独立 心 を も つこ と が で きる . 

[健康 の 増進 ] 行動 の 不 自由 が , と か く 育 人 を 不 健 
康 に し が ち で ある が , 盲導犬 に よる 行動 範囲 の 拡充 に 
より 健康 の 増進 が 図ら れる . 

[不安 感情 の 除去 ] 目 が 不 自由 な た め , 地震 , 火事 
な どの 突発 的 災害 や 盗難 , 急病 人 な ど に 対し て 速やか 
な 行動 が で き な い こと は , 日 常 生活 に 大 き な 不 安 を も 
だ たら し て いる . し か し , 盲導犬 が 家庭 内 に いる こと に 
LO, こう らし た 不 突 は 除 志 きれ る 。 


盲導犬 利用 者 の 資格 

アメ リカ の 衣 導 犬 の 創始 者 テー ステ ィ ス は 盲導犬 所 
有 者 の 50 パーセント が 経済 的 に 向上 し , 90 パー セン 
ト か その 健康 を 回 復 し , 社会 的 地位 が 向上 し て いる 
の で , 盲導犬 は 決し て ぜいたく な も の で は な い , EX 
の 効用 を あげ て いる . Lal, TXCOBAR RHR 
を も の 邊 0 でき 2 の MM の GA SAS yA, 
填 導 犬 を 日 常 の 生活 に 使う こと の で きる 人 , 社会 に お 
いて 経済 的 向上 を 得る た め に 助け を 求め る 人 , そし 
て , より 広い , より 自由 な 生活 を 望む セ 人 びと に だ け , 
貞 導 犬 が 適当 な の で あり , すべ て の 盲人 に 犬 を 与え る 
こと を 理想 と し て いる の で は な いと 述べ て いる . 

諸 外国 に お いて も , 盲導犬 を も つつ 盲人 の 資格 に つい 
て 次 の よう に 定め て いる . 

① 歩 行 訓練 , 感覚 訓練 に 習 熱 し た 者 , ② ず 健康 で 著 し 
い 歩 行 障害 を も た な い 者 , ③ 正 常 な 平衡 感覚 , 方 向 感 
覚 を 有する 者 , ④ 正 常 な 聴力 を 有する か , また は 少な 
く と も ゃ 音 の 方 向 を 正確 に 開き 分 けら れる 者 , OWI 
KER, 後天 を 問わ ず , 一 般 に SRDS LORE 
だ けし か ない 者 , 形 が わか る 程度 の 視力 し か な い 者 , 
視野 が 狭 す ぎ て 歩く と き に 努力 を 要する 者 , 保有 視力 
5 パー セン ト 以 下 の 者 , ⑥ 性 格 が 健全 な 者 , ⑦ 盲 導 犬 
の 必要 性 を 明確 に する よう な 活動 計画 を も っ て いる 


_ 者 , ⑧ 犬 好き で 自分 で 世話 が で きる 者 , ⑨ 家 族 も SH 


犬 使用 を 希望 し て いる 者 . 
一 般 に 盲導犬 使用 者 が ある 程度 の 視力 を 有する 場合 


_ に は , 自分 の 視力 を 信じ て 犬 に 従わ な い 傾 向 が ある の 


で , せっ か く 訓 練 し た 盲導犬 も むだ に な り , 盲人 に と 
っ て も ゃ 人 危険 で ある . また こども は 体力 的 に も 盲導犬 を 
ュ ン トロ ー ル する うえ に 無理 な 点 が 多く , 反対 に 高齢 


. 者 は 身体 的 に 盲導犬 と 活動 する うえ に 困難 を 生じ る た 


め , 年 齢 制限 が 行 な ち れ て いる が , 最高 制限 年 齢 は 個 
々 の ケー ス に より 多少 変わ っ て くる . 
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以上 の 点 か ら , イ ギリ ス に お いて も 長い 経験 の 結果 , 
盲導犬 を 効果 的 に 利用 で きる 盲人 は 6 人 に 1 人 の 割合 
で ある と いっ て お り , アメ リカ お よび その 他 の 国 で も 
盲導犬 の 利用 人 口 は その 国 の 盲人 数 の 3 パー セン ト と 
lia COD, 


各国 の 盲導犬 事業 

人 骨 の 付近 に 犬 の 骨 が 発見 され た り , ほら 穴 に 残っ 
て いる 壁画 な ど に 描か れ て いる こと に よっ て , AER 
が 共同 生活 を する よう に な っ た の は 石器 時 代 で ある と 
いわ れる . 

[ドイ ッ ] 盲導犬 に 関す る 記録 が 初め て 世に 現 わ 
れ た の は , ベン ナ BRO 創立 者 クラ イン (Johan 
Wilhelm Klein) が , 1819 年 に 公 刊 し た 盲 教育 に 関 
する 著書 に お いて で ある . 

一 般 に 犬 を 科学 的 に 使用 する よう に な っ た の は 第 1 
次 世界 大 戦 の 結果 で ある . ドイ ッ 枢 密 顧 問 宜 ゲル ハル 
ト ・ ス ター リン グ (Gerhald Stalling) を 会長 と す 
る オル デン ブル グ 軍 用 犬 協会 で 軍用 犬 を 訓練 し て いた 


DS, 戦争 の 進展 に 伴い 失明 軍人 の 増加 する 状態 を みて , 


スタ ー リ ング は 犬 を 詩人 の 手引 き と し て 便 用 才 る と 
と を 考え ん つ き , 盲導犬 と し て 犬 を 教育 する 訓練 方 法 を 
ZH Lic. 1961 年 8 月 に 盲導犬 の 訓練 だ け を 目的 と 
する オル デン ブル グ 学校 が 設置 され た . それ か ら 約 
18 カ 月 後に は , 早く も そこ で 訓練 され た 犬 の 奇跡 的 な 
働き に よっ て , この 事業 の 真価 が 認め られ , ブレ スロ 
ー 八 分 校 が 設置 され た . この 学校 は 1925 年 4 月 に ド 
イッ 盲人 協会 の 一 部 と し て 引継 が れる こと に な っ た だ た. 
1923 年 に は ドイ ツ ・ セ ペパー ド 犬 協会 に よっ て , HY 
ダム 盲導犬 訓練 学校 が 設置 され た の を は じ め 相 次 いで 
各地 に 設置 され た . ドイ ツ 政 府 で は ポツダム だ 国立 盲 
導 犬 訓練 所 を 設置 し て , 犬 を 使い 得る 素質 と 身体 と を 
有する 失明 軍人 に 対し て は 補助 弘 き で 犬 を 与え た . 
1962 年 の 資料 に よる と , ドイ ネツ は 盲導犬 訓練 学校 
の 創始 国 に も か か わら ず , 1 , 2 の 小さ な 訓練 学校 を も 
っ て いる に 過ぎ な か っ た が , 最近 6 カ所 に 設置 され , ~ 
ルリ ン に お いて は 赤十字 社 の 診療 所 内 に あり , 常に 
10 頭 ぐ らい が 2 人 の 訓練 士 に よっ て 訓練 され , 1 頭 
1000~ 1500 マル ク (9 万 円 一 13 万 5000 円 ) を 健康 
保険 の わく で 求め る こと が で きる の で , 盲人 は 無料 と 
の と と で ある . 

[AT A) ドイ ツ に 次 いで 盲導犬 事業 を 行なっ た の 
は スイ ス で ある . ドイ ツ に お ける 盲導犬 の 成功 に 感動 
し た アメ リカ の 婦人 ハリ ソン ・ ユ ー ス ティ ス が , 諸 外国 


の た め に テス ト 用 の 盲導犬 を 訓練 する と と ゃ も に 訓練 士 
を 養成 する と いう 二 つ の 目的 の た め ビ ベイ に 盲導犬 訓 
練 学 校 を 設立 し , 多数 の 盲導犬 を 訓練 し た と いわ れる . 

[イタ リア と フラ ンス 〕] イタ リア に お ける 盲導犬 事 
業 も ドイ ツ お よび スイ ス に お ける 成功 に 刺激 きれ た も 
DCH), フラ ンス に も ゃ 直ちに 移入 され た . 

[アメ リカ ] TAMAS 1025 ea 
訓練 事業 研究 の た め , ドイ ツ を 訪れ た ユー ステ ィ ス が , 
ドイ ツ に お ける BAO 活動 振 り に 関す る 文 を 1927 
年 11 月 5 日 付 の イブ ニン グ ・ ポ スト 紙 に 紹介 し た の 
が 始ま り で ある . これ 刺激 され た アメ リカ の フラ 
ンク ・ モ リス (Frank Morris) と いう 盲 青年 は 1927 
年 スイ ス に 渡り , 犬 と いっ し ょ に 訓練 を ZI, KE 
と も に アメ リカ に 帰り , 1929 年 1 月 ニー ォ ー ジャ ー ジ 
ー 州 モリ スタ ウン (に に 単独 で 盲導犬 訓練 学校 を 開設 し 
OCHA. BVAZVAL BORGO Zee 
て 町 名 と し た も の で ある が , 現在 も る アメ リカ で 最大 の 
規模 を も つ 盲導犬 訓練 学校 で , 年 間 150 頭 以 上 を 育 
成 し て お り , 今日 まで 4470 頭 を 送出 し , 盲人 卒業 生 
は 2835 人 で ある . 

アメ リカ に は 現在 この 学校 を 含め て 11 の 学校 が あ 
り , 盲導犬 総数 は 1 万 948 頭 と いわ れ て いる . これ 
ら は すべ て 各州 で 認め られ て いる 非 営利 的 な 慈善 団体 
で , 純然 た る 一 般 の 人 びと の 寄付 に よっ て まかなわ れ 
Ci), 各 学 校 間 の つなが り は な く , それ ぞ れ 独 自 の 
経営 を 行なっ て いる . 

[イギリス ] イギリス に お いて も る も, 欧州 各国 に お け 
る 盲導犬 事業 の すばらし い 発 達 に 関心 を 寄せ , 1930 年 
家人 の 事業 関係 者 と 犬 の 事業 関係 の 代表 者 に よっ て 盲 
導 犬 委員 会 が 組織 され , 1931 年 に シェ シャ イヤ の ウ 
ォ レセ イ に 訓練 所 が 設置 さ れ た . 当初 は スイ ス か ら 証 
練 者 を 臨時 に 雇 っ て いた が , その 後 , 専任 の 訓練 士 が 
スイ ス か ら 迎 えら れる に 至っ た . 第 2 次 大 戦 の 結果 , 
盲導犬 の 活動 に 対す る 評価 は ます ます 高まり , その 訓 
練 へ の 要望 が 大 きく な り , 1961 年 に は アレ キサ ンド 
ラ 王 女 の 援助 に よっ て ボス トン に 開設 され , 現在 イン 
グラ ンド 協会 に 4 カ ヵ所, スコット ラン ド 協 会 に 6 ヵ カ所 
の 学校 が あり , 約 700 頭 の 盲導犬 が 利用 され て いる . 
そし て 盲人 は 250 ポン ド で は ある が 支払 い , その ほか 
は 協会 が 負担 し て いる . 

[オー スト ラリ ア ] オー スト ラリ ア の 盲導犬 協会 は 
1951 年 に 設立 , 1957 年 に 国民 団体 と し て 登録 され , 
本 部 を キャ ン ベ ラ に お き , 各州 6 カ所 に 支部 が お か れ 
訓練 て マン ター は この 国 の 中 心地 で ある ビク トリ ア 州 に 
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ある . 年 間 28 頭 か ら 30 頭 が 訓練 され , 現在 まで 450 
頭 ぐ らい が 訓練 され て いる . 
aes, スウ ョ ー デ ン オラ ング ダグ, 南ア 
フリ カ , イス ラ エ ル な ど に も 盲導犬 訓練 セン ター が あ 
る 


わが 国 の 盲導犬 事業 
わが 国 に お いて 盲導犬 が 初め て 紹介 され た の は 1938 
(昭和 13 ) 年 3 月 19 日, アメ リカ の ペン シル ベニ ア 
出身 で ハー バー ド 大 学 を 卒業 後 , 盲導犬 と と も に 世界 
を 旅 し て 日 本 に 立 寄 っ た ゴル ドン (Forbus Gordon) 
(に よっ て で ある . A FYORBRILA ACHR 
受け , 日 本 に くる 5 年 前 に 350 ドル で 購入 され た と い 
le. 53 月 226 目 ) 旧 比 谷 。 区 野 な ど M に お いて 16 ミ 
り の 撮影 を 行ない , 万 平 ホ テル で の レセ プシ ュ ョ ン に は 
約 60 人 の 熱心 な 愛犬 家 が 集まり , 新聞 に ゃ 報道 され 
た . また , 3 月 27 日 に は 当時 の 陸軍 第 1 病院 で 講演 
会 を 開催 し た . これ に 共鳴 し た 三木 良英 同 病院 長 は , 
当時 , 日 華 事 変 に よる 戦傷 失明 軍人 が 多数 に 収容 され 
て いた 関係 か ら 陸 軍 病 院 で も 盲導犬 を 育成 し て , 失明 
軍人 の 更生 に 役立た せ た い と いら 意向 で 陸軍 省 に 働き 
か けた . その 後 , )REH RB ARORA EMD 
て , 目 本 セパ ペー ド 犬 協会 の 相馬 安雄 は ドイ ツ の ポッ ツ ダ 
ム の 表 導 犬 訓練 学校 で 訓練 され た 盲 導 犬 , リタ , ル テ 
4, アス タ の 雌 3 頭 と ボ 下 雄 1 頭 を 輸入 し た . この 4 
頭 は 1939 年 5 月 26 日 神戸 に 着き , 相馬 安雄 その 他 の 
有志 (磯部 , 浅田 , 荻田 ) に よっ て 陸軍 第 1 病院 に 収 
容 中 の 失明 軍人 の た め に 寄贈 され た . 

当時 の 中 央 盲 人 福祉 協 
会 が この こと を 発表 し た 
と き , 覆 成 の 意見 と と も 
に 反対 も 多く , KORE 
の 一 員 と し て 超 居 する こ 
と は , 人 間 の 地位 を 犬 に 
まで 低下 させ る も の で あ 
る と の 理由 で , 血判 の 反 
対 書 を も っ て 北海 道 か ら 
数 人 の 盲人 代表 が 上 京 し 
誠二 Wh う キビ ソー ドド も あ 
る 

4 頭 の 盲導犬 は , 相馬 
安雄 , MEIER, 藤倉 へ 
ナ 婦 長 に よっ て 再 訓練 さ 
れ , 陸軍 第 1 病院 の 第 2 








外科 戦 盲 病室 の 失明 軍人 に それ ぞ れ 手渡 され た . 当時 
の 傷病 軍人 援護 対策 機関 で ある 軍事 保護 院 は 病院 か ら 
社会 復帰 し て いく 失明 軍人 に 盲導犬 1 頭 ず つ を 交付 す 
る 計画 で あっ た . し か し , 病院 内 に お ける 盲導犬 の 育 
成 訓練 は 病院 側 の 町 田 , 確 水 両 訓 練 士 と 関係 者 の 努力 
も むなしく , 戦争 の 激化 に 伴い 意 の ご と く 進 まず , 数 
頭 の 繁殖 と その 訓練 に と どまり , 終戦 と と も に 途絶 え 
“GIB sic. 

戦後 あ た た び 相馬 を 中 心 に 有志 が 集まり , AAR BH 
犬 協会 設立 の た め に , し ば し ば 会 合 が も た れ た が , 
WE), 相馬 が 相次い で 死去 し た の ち は 空 白状 態 が 続い 
た . 1949 年 に 塩屋 賢一 が 盲導犬 の 研究 を 始め , 1954 
年 に は 相馬 雄二 (相馬 安雄 の 長男 ), 塩屋, 松井 ら が 
中 心 に な っ て わが 国 最初 の 日 本 盲導犬 協会 を 設立 する 
と と も に 盲導犬 学校 建設 を 図っ た . 特に 福岡 陽 道 の 
力 に より , 来 日 中 の ミセ ス ・ ヘ へ プ ナ , 府中 基地 広報 部 
長 マ ッ キ ント ン の 協力 を 得る と と が で き , 都内 に お け 
る 駐留 軍 基 地 で 解除 に な っ た 土地 を 盲 導 犬 学校 建設 用 
地 と し て 払下げ を 受け る 話 が 具体 的 に 進ん だ が , pee 
庁 の 意見 や 東京 オリ ン ピ ッ ク を ひか えた 東京 都 の 方 針 
も あり , この 計画 も 実現 する に 人 至ら な か っ た . 

1928 年 に 塩屋 に よっ て 盲導犬 第 1 号 チャン ピー, 
CHOTA), 第 2 号 ニ ッ タ ー (松井 所 有 ) が 訓練 さ 
FUTS:. 

B4 ICSD beBRICMDe bb, 良い 理解 
者 で あっ た 人 久米 権 九郎 の 死後 , その 遺言 が 遺族 お よび 
ライ オン ズクラブ に 反映 し て 日 本 盲導犬 協会 を 改組 , 
1967 年 8 月 に は 新た に 財団 法人 日 本 盲導犬 協会 (会 
長迫 水 久 常 ) が 発足 し た . 同年 12 月 に は 日 本 盲導犬 
協会 付属 十 導 犬 学校 な ら び に 盲導犬 訓練 士 養成 所 が 設 
置 さ れ , 初代 校長 に 塩屋 が 就任 し た . 第 1 期 訓練 士 と 
し て 金子 統 司 , 坂井 貞雄 , 織田 敏雄 , 福岡 義明 ら 4 人 
が 入所 し て 盲導犬 の 訓練 
を な 2 うに 至っ た . Be 
犬 の 数 も 次 第 に 増加 し , 
1969 年 4 月 まで に 20 頭 
wale, 同月 に は 東京 都 
か ら 20 頭 の 訓練 の 委託 
を 受け た の で , その 訓練 
EERITHAAO AMRIT 
も 全力 を 傾注 し て いる . 

盲人 の 盲導犬 に 対す る 
認識 も 高まり , 希望 者 は 


盲導犬 第 1 号 チ ャ ン ピ ー と ‘ 
ran Peal 急激 に 増加 し , 1969 年 6 
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月 に 開催 され た 日 本 盲人 会 連合 全国 大 会 な ら び に 日 本 
定 人 社会 福祉 施設 協議 会 全国 大 会 な ど で 盲 導 犬 の 国家 
助成 に よる 交付 方 請願 を 決議 し た . 

な お , 同年 8 月 に は 新た に 中 部 家 導 犬 協会 4H 
屋 ) が 発足 , 訓練 所 を 開設 , 1970 年 12 月 に は 札幌 盲 
導 犬 協会 が 発足 訓練 所 を 設置 , 1971 年 4 月 に は 関西 
盲導犬 協会 (大 阪 ) が 発足 , 同 協会 の 盲導犬 訓練 所 が 
日 本 ライ ト ハ ウス 内 に 設置 され る 運び と な っ た . 同年 
10 月 に は 東京 盲導犬 協会 が 発足 , 訓練 所 の 設置 を み 

て , 衣 導 犬 の 訓練 が 充実 強化 され , 同年 12 月 現在 日 本 
盲導犬 協会 の 登録 犬 数 も 全国 か ら 100 頭 を 数 を る よ 
ク RE つり で MT の 


盲導犬 の 訓練 

盲導犬 と し て 活躍 で きる まで の 訓練 方 法 は , 各国 と 
も だ いた い 同 じ よ う で ある . 

犬 の 誕生 か ら 3 カ月 ぐら いま で は 親 犬 と と も に 成育 
し , 生後 3 ヵ月 ぐら いか ら 約 1 年 間 は , わが 国 で は お 
も に 盲導犬 と し て の 適格 検査 に パス し た 犬 は , 使用 を 
希望 する 盲人 家庭 に お いて 飼育 され る . アメ リカ な ど 
に お いて は , 
的 に 飼育 され , イギリス な ど で も ゃ も 一般 家庭 に 委託 し , 
月 に 4 ポン ド を 盲導犬 協会 か ら 支 払っ て いる と いう . 

生後 約 1 年 ぐら いか ら は 盲導犬 学校 に お いて ぁ ふた た 
び 適 性 検査 を 受け , ペ ス し た 犬 は 訓練 に は いる . その 
訓練 は ます 服従 訓練 , 不服 従 訓 練 , 次 に ハー ネス を つ 
け て 行なう 診 導 訓練 , そし て 目隠し し た 訓練 者 に よる 
実地 の 訓練 , いわ する 仕上 げ を 行なう 

[服従 訓練 ] すべ て の 訓練 の 基礎 に な る の で 基礎 訓 
練 と も いわ れる . 盲導犬 に お いて は , 主人 の 命令 が 安 
全 な 場合 に は 絶対 に 従わ ね ば な ら な い の で , 重要 な も 
の で ある . 命令 は 日 本 に お いて も 英語 を 用 いて いる . 

sit (座れ ), down (伏せ ), wait (FFT), stay (し 





訓練 士 に よ る 誘導 訓練 


N 才 上 由 クラ アッ の 会 員 な など に よう っ て 幸 供 


ば らく 待て ), heel ( 付 け ), come (こい ), fetch GF 
っ て こい ), stop (止ま れ ), right G4), lefe Ge) 

以上 の 数 語 を 理解 し , 主人 の いろ いろ な 命令 を 判別 
LT, これ に 服従 する も の で ある . 

[不服 従 訓 練 〕] これ は 盲導犬 訓練 の うち 最も 困難 で 
相当 の 技術 を 要 し , これ が 理解 で きれ ば , すでに 盲 導 
犬 訓 練 の 成果 が あがっ た も の と いわ れる . 主人 が 命令 
し て も る , 障害 と な る も の が あれ ば 命令 に 従わ ず , RO 
意志 判断 で 直ちに その 命令 の 通り に し な か っ た か を 主 
人 に さと ら せ , 目的 を 安全 に 達する に は どう すれ ば よ 
いか を 知ら せる こと が で きる よう に 訓練 する こと で あ 
る . 

[誘導 訓練 ] 盲人 が 盲導犬 と いっ し ょ に 歩く と き , 
犬 の 動き を 正確 に 感知 する た め に 犬 の か ら だ に ハー ネ 
ス を 取付 ける . これ も 各 訓 練 学 校 に より 材質 , 型 , 構 
造 に 特徴 が ある が , それ に よっ て 大 の 一 挙 一 動 を 手 の 
中 に 感知 し ちょ うど それ は シグ ナル の よう な も の で 
DBA. この ハー ネス を つけ て 障害 物 を 避け た り , 交通 
機関 を 使用 する 訓練 , 買物 な ど 日 常 の 生活 に お いて 結 
人 が 将来 出会う で あろ うこ と を 想定 し て 訓練 する の で 
ある . 

[仕上 げ ] 以上 で だ いた い 犬 の 訓練 は 終わ ちっ た が , 
この まま 盲人 に 渡す こと は 危険 な の で , AIMEE 
し を し て 訓練 し た 結末 を 調べ , 不都合 な 点 を 訂正 し , 
訓練 し 直す の で ある . 

[盲人 と 犬 と の 共同 訓練 ] この 訓練 期間 は どの 学校 
で も だ いた い 4 週間 で ある . 盲人 が 盲導犬 の いろ いろ 
な 合図 を 会 得 し , 完全 に 犬 と 使用 する 家 人 と の 気持 が 
一 致し , 文字 通り 生き た つえ と し て 青 導 犬 を 使い とこ な 
せる こと を 目的 と し た も の で ある . 盲人 は 訓練 終了 後 
も 訓練 学校 と 連絡 を と り , 不都合 な 点 を 訂正 し , 自分 
の 生活 環境 に 適し た よう に 盲人 自身 が 訓練 する こと も ゃ 
重要 で ある . 外国 で は 各 訓 練 学 校 に 衣 人 の た め の 宿 舎 
が か あり, 4 週間 盲人 と 犬 は と も に 寝起き し , 訓練 を 受 
ける . 


訓練 士 の 養成 

訓練 士 の 養成 所 は 盲導犬 訓練 学校 に 併設 され て いる 
の が 普通 で ある . 盲人 が 目 の 代 わり に 自分 の 一 身 の 守 
護 を 委ね る 盲導犬 を 訓練 する 訓練 士 に つい て も , その 
適性 と いろ いろ な 資格 が 要求 され る の は 当然 で ある が 
これ も 国 や 学校 に よっ て 多少 異な っ て いる . 

ュー ステ ィ ス は 訓練 士 に つい て 最初 は な ず か し いも 
の で ある と は 考 ん な か っ た が , この 仕事 に 適し た 人 は 
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きわ め あて 少な いと 述べ て いる 。 : .. 

第 1 に 晴 眼 者 の 主人 の 命令 の まま に 行動 する よう に 
な ら さ れ た 犬 は , 盲人 の 手引 き と し て 非常 に 危険 で あ 
る . 盲人 の 手引 き と し て の 犬 は , な ら さ れる と いう ら よ 
り 教 育 し な けれ ば な ら な い . た いせ つ な こ と は , 犬 を 
使う 盲人 を 訓練 する 知識 と , その 心理 に つい て の 知識 
を 有 し , 人 と 犬 と を 一 体 と し て 行動 させ る 資格 を 備え 
た 人 で な けれ ば な ら な い . し か し , それ を 兼ね 備え た 
訓練 士 の な か に も 重労働 の た め 過 労 に 陥っ て し まう 人 
も あり , よい 訓練 士 と し て 最後 に 残っ た 者 は 全体 の 5 
パー セン ト か ら 8 ペ パー セン ト で あっ た と いう . そし て 
最も 優秀 で 熟練 し た 訓練 士 で も 1 カ年 に 訓練 し 得る 犬 
の 数 は 20 頭 か ら 25 頭 で あ る と 述べ て いる . 

アメ リカ の カリ フォ ルニア 州 の 学校 で は , 高校 卒業 
後 2 カ年 の 大 学 を 終え た 者 が 入学 し , 3 年 間 の 実際 的 
な 訓練 を 受け た の ち , 日 本 で いえ ば 国家 試験 の よう な 
州 当局 の テス ト に 合格 し た 者 が 免状 を 得 て , MOTH 
リフ ォ ル ニヤ 州 内 の トレ ー ナ ー に な る 資格 を 得 ら れる 
の で ある . 

日 本 に お いて も , ① 身 体 強健 た こと , OBARHET 
所 身 で きる 強固 な 意志 の 人 , ③ 動 物 に 愛情 深い こと , 
④ 原 則 と し て 高校 座 の 学 麻 を も つ 男 子 。⑤ 両 視 の 承諾 
を 得 た 人 な ど と 規定 し て いる が , 入学 後 は 2 ZH 
A, その 後 2 年 間 は イン ター ン で あっ て , 訓練 方 法 の 
ほか に 盲人 心理 学 , 医学 , 歩行 学 , AS, 身体 障害 福 
祉 概論 , 動物 心理 , 動物 医学 , 語学 な ども 学習 する . 


今後 の 課題 

わが 国 の 盲導犬 事業 が 諸 外 国 に 比 し て 50 年 は 遅れ 
て いる が , それ に は 種々 の 原因 が 考え られ る . 最も 大 
き な 原 因 は , 盲人 自身 が 盲導犬 の 利用 価値 に つい て 理 
解 が 乏しかっ た こと , 形 人 の 能力 開発 を 目的 と し た 感 
覚 , 行動 , 歩行 技術 な どの 訓練 が 軽視 きれ て いた こと 
CHS. それ に 加え て 盲導犬 協会 か あり な が ら も ゃ 著 発 
に と どまり , 盲導犬 学校 の 建設 が 遅 え と し て 進ま な か 
っ た た めで ある . わが 国 の 社会 で は , 主人 に は 忠実 で 
ある が , 他人 に 対 し て は 警戒 する 大 の 特性 を 利用 し, 
番犬 に 多く 用 いら れ た り , けん か に 強い 闘犬 が 珍重 さ 
れる 傾向 が かみ られ , 犬 は に わい も の と いう 5 感情 が 支配 
|e aS ol | 
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人 を は じ め 関係 者 に 理解 され , 盲導犬 学校 も 建設 さ 
れ , 社会 認識 も 高まっ て きた . ( 
- と も すれ ば, 盲導犬 は 学校 ・ 施 設 そ の 他 の 職 葵 に 勤務 


する 者 で な けれ ば 利用 価値 が 少な いよ うに 思わ れ が ち 
で あっ た . と ころ が , 三 療 業 は 職業 上 , 交通 機関 を 利 
用 する こと が 少な く , 行動 範囲 が 比較 的 小 地域 で ある 
こと , 移動 性 に 富ん で いる こと , 夜間 に わた る こと な 
ど , 盲導犬 の 利用 度 の 高い 条件 を 備 と を て いる こと が 実 
証 さ れる よう に な っ て , 盲人 に その 必要 性 が 急激 に 高 
まっ た . そう し て , この 事業 の 発展 を は ば みみ , 難問 と 
され て いた 航空 機 , 国鉄 な どの 交通 機関 へ の 乗車 も 認 
め ら れ , 盲導犬 の 利用 範囲 が 広まり , 衣 人 の 行動 力 の 
六 張 に 希望 が か も た れる よう に な っ た . 

し か し , この 事業 を 推進 する た め に は , 設備 と 訓練 
に 相当 な 費用 を 要する が , 現在 は 民間 事業 に 委ね られ 
て いる . に も か か わら ず , 盲導犬 の 育成 事業 は 社会 福 
祉 事業 法 の 対象 に も な ら ず , 法 的 援護 の 道 $ も と ざさ れ 
て お り , 各 施 設 と も その 運営 に 昔 し ん で いる 実情 に 
ある . 

盲導犬 は 社会 の 経済 活動 に 参画 する 家人 に だ け 利 用 
され る に し て も ゃ , わが 国 に お ける BBRKO 必要 数 は 
7 ~ 8000 頭 な けれ ば な ら な い . 速やか に 国家 的 施策 
に お いて , この 事業 が 拡充 強化 さま れる こと が 望ま れ 
る . (松井 新 二郎 ) 


BAB SOE 


FAYVA=BI4Z BBA RBMICAMLIE DIL EF 
ロン ー・ ユ ー ス ティ ス ( Dorothy Harrison Eustis ) 
CHS. ユー ステ ィ ス は , 犬 に 関心 を も ち , さら に 慈 
善 ・ 福 祉 事業 の 分 野 で 生か すこ と の で きる 大 の 潜在 的 
可能 性 を 認識 し た こと が , シー イン グ ・ ア イ 盲 導 犬 学 
校 ( The Seeing Eye, Inc. RUE: この 用 語 は , 盲人 に 
[ASB] を 与え る も の と いう 意味 で あろ う が , か の 
女 が 創設 し た 盲導犬 訓練 の 団体 お よび 学校 に 与え た 名 
称 で ある ) を 創設 する 結果 を 生ん だ . ユー ステ ィ ス は 
1934 年 6 月 20 日 ペン シル ベニ = ア 大 学 か ら , BACH 
する 援助 の 功 で 名 準 修 士 の 称号 を 号 え られ, さら に 
1936 年 , 全国 社会 科学 研究 所 ( National Institute 
of Social Sciences ) か ら 「 人 類 に 顕著 な 真 献 を し た 」 
と いら こと で 金メダル を 授与 され た . ユー ステ ィ ス が 
1931 年 4 月 ニー ョ ー ク で 催 され た 世界 盲人 福祉 会 
議 に お いて 行なっ た 次 の ょ うな 講演 に よっ て , 盲導犬 
普及 の 歴史 が 要約 され て いる . 


盲導犬 学校 の 設立 
盲人 を 誘導 する 盲導犬 は 数 百年 以前 か ら あ っ た と い 
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われ て いる が , 実際 に 犬 が その よう な こと を りっぱ に 
する とこ 必 が で きた か の が は 知る NN な いか 
し , ウィ ー ン の 盲人 訓練 所 (The Institute for the 
Training of the Blind) の 創設 者 ヨー ハン ・ ク ライ ン 
(Johann Wilhelm Klein) は , 1819 年 盲人 の 教育 
に つい て 出版 し た 著書 の 中 で , 特に 訓練 し た 犬 を 題材 
に か な り 多 く の ペ ー ジ を さい て お り , 盲人 が 訓練 を 受 
けた 犬 を 使用 する 方 法 に つい て も ぁ れ て いる . 

この 本 は , 1929 年 , ゲイ ブラ ー (L.Gaebler ) に 
よっ て 要約 し て 再版 され た 。 し か し , ゲイ ブラ ー が 語 
っ て いる 通り , クラ イン の 示唆 が 実行 され た か どう か 
は 知る すべ は な い . | 

犬 を 盲人 の ガイ ド と し て 利用 する 科学 的 な 方 法 は , 
第 1 次 世界 大 戦 の 結果 で ある と いえ る . 戦時 中 , ドイ 
ツ の オル デン ブル グ の 枢 密 顧 問 官 ゲルハルト ・ ス ター 
リン グ ( Gerhald Stalling ) を 会 長 と する 団体 が , ド 
イッ 軍隊 の 捜索 犬 を 訓練 し て いた . READER LRG 
失明 者 の 数 が 次 第 に 増加 する に つれ て , スタ ー リ ング 
は 犬 を 盲導犬 と し て 使用 する こと を 思い つき , BERK 
の 教育 に 関す る 教授 法 を 作り だ し た . 

1916 年 オル デン ブル グ 協会 は は スタ ー リ ング の も 
EC, 盲人 の た め の ガ イド 犬 を 教育 する 学校 を 設け 
た . この 学校 は 。 ブレ スラ ウ に 分 校 を 開設 し た が , 
1925 年 4 月 。 ドイ ツ 盲 人 援護 協会 に 引継 が れ た . さ 
ら に , 1923 年 に は ドイ ツ ・ シ ェ ペ ー ド 犬 協会 が ポッ 
ダム に 盲導犬 学校 を 開設 し た . その 後 い くつ か の 学校 
が 設立 され , 多く の 訓練 士 が , 自分 の 居住 地区 の 盲人 
の た め に 犬 の 訓練 を 行なう よう に な っ た . 

1925 年 と 26 年 , 警察 大 の 訓練 事業 を 視察 する た め 
ドイ ツク を 訪れ た ユー ステ ィ ス は , BADKSTRe 
訓練 し て いる 事業 に 深い 興味 を も つよ うに な っ た . 
その 結果 , ドイ ツ で 行なわ ち わ れ て いる 盲導犬 訓練 事業 に 
関す る 論 婦 を 書 き , 1927 年 「 サ タデ イ ・ イ ブ ニ = ニン グ 
・ ボ スト (The Saturday Evening Post ) | 紙上 に 掲 
載 さ れ た . この 論文 に つい て 多数 の アメ リカ の 盲人 か 
ら 手紙 が 寄せ られ た . 

し か し , これ ら の 手紙 の 多く は , 訓練 を 受け た 犬 を 
入手 き を すれ ば , その まま 使用 で きる と 思っ て お おり , 
犬 を 使う た め に は 盲人 自身 も 訓練 を 受け な けれ ば な ら 
な い , と いう 事実 を 見 落し て いた . 

その 中 で テネシー 州 チ ナッ シュ ビル の フラ ンク ・ モ ー 
リス (Frank Morris) か ら の 手紙 が ユー ステ ィ ス の 
注意 を 強く 引い た . か れ は アメ リカ の 諸 条 件 の も と で 
央 を 妥 外 必 そ て 雪 志 いた NNNN AIC OU 大 が の っ 


ば に その 任務 を 果たす な ら ば , この よう な 大 を アメ リ 
ヵ カ の 盲人 が 利用 で きる よう に する た め , TAY ACHE 
営利 的 な 盲導犬 学校 を 設置 し た いと 述べ て いた . 28 
か の 手紙 の や り と り の の もち, この 青年 は , KEWL 
ェ に 訓練 を 受け る た め ス イス に 行く こと を 決心 し た . 
ポツダム ・ シ ェ ペ ー ド 犬 訓練 学校 は か れ に いろ いろ な 
研究 の 便宜 を 与え て くれ た . 

訓練 を 修了 し た フラ ンク は 犬 と いっ し ょ に 単独 で ア 
メリ カ へ 帰っ た . それ は , 他人 の 手引 き な し に どこ へ 
で も 行く こと の で きる と いら か れ の 闇 の 生活 に お ける 
最初 の 機会 で あっ た . か れ は ニュ ー ヨ ー ク , ワシ ント 
ン な ど 東 部 の 多く の 大 都市 を 訪問 した. また , 出身 地 
の テネシー 州 の いな か の 小さ な 村々 を 訪れ た . その 結 
果 , 衣 人 の 関心 を 集め , 1929 年 1 月 に は 盲導犬 学校 
の 最初 の クラ ス を 開講 する 準備 が 整っ た . 

し か し , 訓練 士 の 問題 か いか に むず か し いも の で あ 
る か と いう こと が わか っ て いな か っ た . ユー ステ ィ ス 
が ドイ ッ で 盲導犬 訓練 士 を 探し て いる うち, 訓練 士 と 
し て すぐ れ た 指導 者 が 比較 的 少な いと いう こと が わか 
っ た . 開校 が 近づい て きた の で , マネ ジャ ー の ハン フ 
リー (Humphrey) を アメ リカ に 派遣 し た . その 間 , 
ユー ステ ィ ス は スイ ス で 有 能 な 訓練 士 の 問題 に つい て 
研究 を 続け た . 

この 研究 で , な ぜ 良 い 訓練 士 が 非常 に 少な いか に つ 
いて , いく つか の 興味 ある 事実 が わか っ た . 第 1 の 大 
き な 問 題 点 は , 訓練 され た 犬 は 目 の 見 える 訓練 士 が 与 
える 命令 に よく 服従 する た め , か えっ て 危険 で ある と 
いう こと で あっ た . 盲導犬 は 訓練 され る と いう より , 
むし ろ 教 育 さ れる 必要 が ある . そし て , 犬 は 主人 に と 
っ て 安全 な 命令 に 服従 する ば ぼ ばかり で な く , 目 の 見 えな 
い 主 人 が 安全 で な い 命 令 を 与え た 場合 に は , ATOR 
思 で その 命令 に 服従 せ すず, し か も , な ぜ そ の 命令 に 服 
従 し な か っ た か , また , 安全 に 目的 地 に 到達 する た め 
何 を し な けれ ば な ら な か っ た か を , 主人 に 明確 に 知ら 
せる こと が で き な け れ ば な ら な い . 犬 を 訓練 する より 
も 教育 する 必要 が ある と いう 点 ま で , 犬 の 心理 を 理解 
で き な か っ た 多く の 訓練 士 を , た ち ど こ ろ に 不適 格 と 
ee 

次 に , 大 を 使用 する 将来 の 主人 を 教育 する こと が 問 
題 に な っ た . 大 を 教育 で きる 訓練 士 の 多く は , 人 間 に 
教え る 際 に 必要 な 知識 も , 主人 と 犬 が 1 単位 と し て 活 
動 で きる よう に する た め の 形 人 心理 に 関す る 専門 的 知 
識 も も っ て いな か っ た . また 犬 と 視力 の な い 主 人 の 両 
者 を 教育 で きた 数 少な い 訓練 士 の 中 に さえ , BAKE 
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に な っ た 人 びと も あっ た . その 結果 , 優秀 な 訓練 士 や 
教育 者 の 多い ドイ ツ に お いて さえ を , 盲 導 犬 訓練 士 見 習 
の 5 パー セン ト な いし 8 パーセント の 者 が , BASE 
導 犬 訓練 士 と し て と ど ま る こと が で きた に 過ぎ な か 
oy ae 

以上 の 点 か ら , 盲人 を 解放 する も の と し て , 盲導犬 
の 教育 に 関心 を 寄せ て いる 国々 に , 盲導犬 訓練 士 を 
教育 する 学校 を 緊急 に 設立 する こと が 強く 要 放 さき 
中 eml で G ア メル 訪 の 1 シー イン グ - ・ アイ BS 
KF BE (The Seeing Eye )」 と , スイ ス の ビ ベ イ 
(Vevey) に 盲導犬 学校 (L'Oeil Qui Voit) が 設 
ROD CAD ! 

COA ADBBRERIL, 二 つ の 主要 な 目的 を も 
っ て 設置 され た . 第 1 に いく つか の 国 か ら は 盲導犬 事 
業 に つい て の 問い 合わ せ が あ り , その 国 特有 な 状況 の 
も と で 研究 する こと の で きる 実験 用 の 犬 を 求め られ て 
Wh. そこ で 盲導犬 事業 を 前 進 し よう と し て いる 国 
A, すなわち , イタ リア の ため に は 10 頭 の うち 8 
頭 , フ ラン ス の た め に は 11 頭 の うち 8 頭 を 訓練 し 成 
功 を 納め た . 

スイ ス 盲 導 犬 学校 の 第 2 の 主要 な 役割 は , 犬 が 盲人 
の 生活 に 経済 的 利益 を も た ら す と 結論 し た 国々 の た め 
に , 訓練 士 を 養成 する こと で あっ た . し か し , 各国 に 
学校 が 設置 され 有 能 な 訓練 士 が 備わっ た 状態 に な る 
と , スイ ス 盲 導 大 学校 は , 盲導犬 教育 の 運営 お よび 技 
術 に 関す る 諸 問題 の 解決 に 援助 や 助言 を 求め られ る 協 
合 を 除い て , 以上 の 二 つ の 仕事 か ら 手 を 引い て し まっ 
ea 





その 後 各国 の あゆ み 

その 後 , イギリス と イタ リア が スイ ス 盲導犬 学校 
で , それ ぞ れ 自国 の 訓練 士 を 養成 し て も ら う 一 方 , 7 
AYA RIVE ay オラ シダ お お よび スカ ンジ ナビ ア 諸 
国 は , 十分 理解 する の に 時 間 が か か っ た . 

イギリス の 弟 導 犬 学校 は +, その 後 ず っ と 活動 を 続 
け , エド モン スコ ー ト ・ マ ン ノ アー (Edmonscote 
Mannor), リー ミン グ ト ン ・ ス ペペ (Leamington Spa), 
ワー ウィ クン アー (Warwickshire) 各地 の 盲導犬 
協会 Guide Dogs for the Blind Association) と し 
て , それ ぞ れ 知ら れ て いる . 

イタ リア の 学校 は 解散 し た が , 現在 再編 の 準備 中 で 
半 555od れ る ドイ ツ 。 カラ ンダ,。 スカ ンジ ナビ ア 
諸国 か ら の 報告 は , 活動 を ぁゃ た た び 開 始 し た こと を 伝 
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えて いる . LPL, スイ ス 弟 導 犬 学校 は アメ リカ の シ 
ー イ ング ・ ア イ 盲 導 犬 学校 が 婦 速 に 発展 し て きた た 
め , 1933 年 , その 活動 に MILA ® Dok. ユー ステ 
ィ ス は アメ リカ に 帰り , 盲導犬 普及 運動 の 健全 な 発展 
の た め に 努力 を 集中 し た . 

現在 , シー イン グ ・ ア イ 盲 導 犬 学校 の 卒業 生 1005 
人 が 毎日 の 仕事 で 実際 に 犬 を 使用 し て お り , その うち 
353 人 が 2 頭目 , 3 頭目 の 犬 を も ら っ て いる . 128 頭 
の 大 が 第 2 次 大 戦 の 戦傷 失明 者 に 放 給 され た が , その 
28 パー セン ト の 犬 が , 代り を も らら ため 学校 に 戻さ 
hi. 民間 人 の 場合 , 戻さ れる 犬 の 頭数 は 12 ペー セ 
Ah CesT: 


盲導犬 の 適応 性 

計 導 犬 の 仕事 の 重要 さ を 考 える と , その 選択 に は 多 
大 の 注意 を 払わ ね ば な ら な い . その 大 は 教育 を 受け , 
その 任務 に 耐え る 十分 な 年 齢 に 達 し て いな けれ ば な ら 
な い . か と いっ て , 使用 で きる 期間 が 短 か 過 ぎる ほど 
の 老齢 で あっ て も な ら な い . 

次 に 犬 は 危険 の 際 に 主人 を ュ ン トロ ー ル で きる ほど 
の 身体 の 大 き さ を も っ て いな けれ ば な ら た ない. 取扱 い 
に く か っ た り , 食欲 が 多 過 ぎる ほど の 大 き さ で あっ て 
も 困る . 犬 は どん な 気候 条件 の も と で も 働く こと が で 
きる よう な 度 膚 と , どん な 悪 い 足 場 の 場所 で も 傷つか 
な い 足 を も っ て いな けれ ば な ら な い . その うえ , 教育 
を 受け る こと の で きる 知力 を 必ず も っ て いな けれ ば な 
らら ない. 

言 導 犬 を 希望 する 盲人 の 選考 に 当たる 委員 会 は , KR 
を 必要 と し て 申請 し , 犬 を も ら う に 値する 盲人 に 対し 
て , 初め か ら 拒 絶 し て し まう こと は さ し 控 えな けれ ば 
な ら た な い . 訓練 士 が か 1 人 の 盲人 に 犬 の 使い 方 を 教え る 
の に 失敗 し て も , その 盲人 が それ 以上 に 悪い 状況 に お 
か れる こと は な か ろ 2 し , 成功 すれ ば , 他 の 仕方 で は 
獲得 で き な い 自由 を も つこ と に た なる. 最初 に 断っ て し 
Sno th, | 試み で 人 し た 方 が FESS 
i 

し か し , ReES TC EOCEENHSA2A FORA 
た ち に まで 大 を 届け る 必要 は な い . 犬 は 詩人 た ち を そ 
の 生活 か ら 解 放し , 常に 主人 を 援助 し よう と 待っ て く 
M6 IGE DIDO 敵 し て 合い た く な も の で は か ない. 
犬 は 主人 の 意気 を 高揚 し , 考え る 人 , 行動 する 人 に す 
る . し か し , 盲導犬 事業 に 関心 を も っ て いる 人 は , すべ 
て の 盲人 に 背 導 犬 を 与え を る こと を 主張 する 考え は 全く 
な い . 盲導犬 は 毎日 の 生活 で 犬 を 使用 で きる 人 , 地域 
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社会 で 自由 な , 一 つの 経済 単位 と な る た め 援 助 を 欲す 
る 人 , より 広い , より 自由 な 生活 を 欲す る 人 な ど に 適 
LACED. 


盲 導 大 訓練 士 の 適性 と 役割 

犬 と 人 間 と の 間 に 形 成 さ れ た 協力 関係 の 背後 に ある 
も の は , 犬 と その 盲目 の 主人 と を 結び つけ る 訓練 士 に 
よる 教育 で ある . 

スイ ス 盲 導 犬 学校 は 3 人 の 訓練 士 見 習 を アメ リカ に 
eS っ 72 の 3 VAD 狂う だ だけ で あう ろう ろ た. CO 1 Ne 
優秀 な 人 物 で , 1942 年 以来 ) シ ー イ ング ・ ア イ 盲 
導 犬 訓練 士 養成 学校 (The Seeing Eye School for 
Instructors ) を 担当 し て きた . 1984 年 以来 , 55 人 の 
訓練 生 見 習 の うち , わずか 5 人 だ けが 訓練 士 の 目標 に 
Bie CX. 

訓練 士 見 習 は 午前 6 時 に 仕事 を 始め , 動物 が 病気 に 
な り 夜 勤 を 必要 と し な い 限 り , 午後 6 時 に は 仕事 を 終 
える . 徐々 に か れ の 勤務 時 間 は 午前 8 時 か ら 午 後 6 時 
まで と 短く な る . と ころ が , 盲人 の 訓練 生 が か れ の 生 
活 に は いっ て くる 段階 に な る と , 4 ヵ月 に わた り 昼 も 
夜 も な い 激 し い 勤務 と な る . 衣 導 犬 普及 運動 で は , 勤 
務 時 間 を 規制 する よう な こと は で き な い . 訓練 士 は 強 
力 な スタ ミナ と だ た くま し い 精 神力 を 必要 と する が , こ 
の 二 つ の 特性 は 選考 の 際 強 く 要 求 さ れる . 訓練 士 の 適 
性 と し て 身体 の 大 き さ が 必要 な 条件 と な る . あま り 小 
さい 人 は , 普通 の 犬 の 力 で も 手 に 負え を ないし, Ek, 
あま り 大 きい 人 は 一 般 に 機敏 さ に 欠け , 動作 が 大 げ さ 
に な り 勝 ち で ある . よい 訓練 課程 を 実施 する た め に 
は , 1 メー トル 67 セン チ メ ー ト ル な いし 1 メー トル 
77 セン チ メ ー ト ル く らい が 最適 の 身長 で ある . ま 
た , 年 齢 は 22 歳 か ら 30 歳 ま で で , 高校 卒業 が 最小 限 
の 教育 上 の 資格 で ある . 訓練 士 志望 者 の 性 格 は , 特に 
非難 すべ き 点 が な いこ と が 肝要 で ある . 学習 能力 , 知 
識 を 授け る 能力 , 論理 性 , BAS, 忍耐 力 な どか が 必要 
な 資質 で ある . 

犬 を 教え る 多く の 分 野 で は , 訓練 士 の 意思 を 犬 に 押 
Loy Sot mk sich peat 4. EAM 
盲導犬 訓練 の 分 野 で は , この よう な アプ ロー チ は 全く 
成果 を あげ る こと が で きず に 終わ っ て し まう だ ろ 2. 
教育 の 分 野 で は , 教師 の 意思 を 生徒 に 無理 に 押し つけ 
る こと は , 生徒 の 側 に こい や いや な が ら 授 業 を 受け る 消 
極 的 態度 を ひき 起こ し , 学習 過程 を 阻害 する 抵抗 の 歴 
を 作っ て し まう と と に な りや すい 。 と の 事実 を 全面 的 
ifs CHET SOCEM, 盲人 を 読 導 す る 犬 の 教育 に お 





いて $ も 重要 な こと で ある . 簡単 に いえ ば , 訓練 士 の 職 
Bit, 犬 を 理解 する と いう 角度 か ら 犬 を 取扱 い , 将来 
の 盲人 の 主人 の 必要 に 応ずる た め , その 理解 を 活用 
し , 大 を 盲導犬 と し て 作り あげ て ゆく こと で ある . 
ひと た び 訓 練 士 見 習 が , 犬 を 自分 の 意思 に 屈服 させ 
る こと な く , 犬 の 側 に 立っ て 犬 を 徐々 に 仕立 て て ゆく 
こと を 学 記 な ら ば , その よう な 態度 は 訓練 士 自 身 の 考 
え 方 に 影響 を 与え , その 効果 は , 盲導犬 に つい て 盲人 
を 訓練 する 際 に 大 き な も の と な る . 訓練 士 は 盲人 の 訓 
練 生 が いう こと ば より ゃ も , いわ れ た こと ば に 荻 @ 訓 
練 生 が どん な 反応 を する か を 重要 視 す る よう に な る だ 
ろう . すなわち , 訓練 士 は 自分 の 意思 に 訓練 生 や 同 僚 
を 従わ むせ る こと な く , それ ぞ れ の 立場 を 十分 理解 し た 
うえ で , 徐々 に 訓練 を 積み 重ね て ゆく よう に な る だ ろ 
>, 以上 は 訓練 士 , 犬 お よび 盲人 を 教え て ゆく に 当 た 
っ て の 基本 的 態 放 で ある . 


盲導犬 訓練 の 実際 

犬 は 3 カ月 に わた っ て 訓練 を 受け る , 訓練 士 と 同じ 
く , 犬 は 普通 の 犬 で は な く , 身体 の 適合 性 , 性 格 , 機 
敏 性 お よび 神経 の 強 じ ん さ を 考 慮 し て , 盲導犬 と し て 
選ば れ た 犬 で ある . 過度 に 攻撃 的 な 犬 , 内 気 で 憶 病 な 
犬 は 除 か れる . 犬 を 正しく 選定 する こと は , 経験 者 に 
と っ て は むず か し いこ と で は た ない. 訓練 上 の 失敗 は , 
ほとん と 起こ ら な い . 基本 的 な 服従 と 闘争 本 能 の 抑制 
が , 最初 の レッ スン と し て 教え られ る .。 その 後 の す べ 
て の 授業 は , 盲導犬 と し て の 将来 の 任務 に と っ て 当然 
と 考え られ る 環境 を , 訓練 の 場 と し て 行なわ れる . 犬 
は 主人 に 危害 を 与え る も の は どん な も の で あっ て も 。, 
それ を さ し 示 し た り , わき より KAO Be 
する こと を 学ぶ の で ある . 毎日 の 任務 Kicks tit 
真 に お も し ろ い 楽し み で も ある ) の な か て で 遭遇 する 複 
雑 な すべ て の 状況 を 犬 に 十分 教え こむ こと は 不可 能 な 
OC, 訓練 は 範 例 と な る よう な 一 般 的 な 行動 の 類型 に 
つい て 実施 きれ る 

犬 を その 盲人 の 主人 に 適応 させ る に は , 精神 の 均衡 
状態 を 保つ こと が 重要 な こと で ある . 全く 新しい こと 
を 学習 し た り , 1 時 間 5.5 キロ メー トル の 速度 で 何 の 
区 えも な く 犬 に ひっ ぱら れ て 歩く こと で の 身体 の 緊張 
に よっ て 引 起 こさ れる 疲労 は , た いて い の 訓 練 生 に と 
っ で だい へ ee Caan 

シー イン グ ・ ア イ 盲 導 犬 学校 で は , 犬 は まず 学校 内 
の 建物 の 配置 に つい て , 少し あと に な っ て , 訓練 の 主要 
部 分 と な っ て いる モリ スタ ウン の 市 街 の さま ざま な ル 





ー ト に つい て 十分 精通 し て いる よう に な ら な けれ ば な 
ら な い . 訓練 士 は 小さ な 声 で 訓練 を 行なっ て いる が , 
犬 は 修正 を 求め られ て いる か , ほめ られ て いる か , ま 
た , 要望 され て いる か , 命令 され て いる か の 相違 を 正 
し く 判断 で きる よう に な ら な けれ ば な ら た ない. 何より 
も 主人 の 誠実 な 態度 が 必要 で ある . どん な 大 で も , 主 
人 の 偽り の 言動 に は 長く 耐え 忍ぶ こと は で きず , HS 
な く 犬 は 目 を 主人 か ら 訓 練 士 へ と 移し て , 助け を 求め 
る 嘆願 の 身振り を 示す だ ろう . 気質 の 点 で 互い に 調和 
で きる よう な, 犬 と 盲目 の 主人 と を 組合 わせ て お く こ 
と は , どちら の 側 に お いて も 相手 の 欠点 を 補っ て 行動 
する の を 妨げ る 要因 を 排除 する こと で ある . CORT 
誤っ た 判断 が な され た 場合 , 犬 が まず 最初 に 抗議 を す 
ADD: 

市 街 地域 で の 実地 訓練 は , 訓練 生 が 学校 に 到着 し た 
の ち 3 日 目 か ら 開 始 さ れ , RMIT ERAET, それ か 
ら 次 第 に 1 時間 ま で の 距離 に 延長 され て 実施 され る . 
訓練 ルー ト は だ ん だ ん 困難 な も の に な っ て ゆく が , 最 
後に な る と 訓練 は , 人 と 車 で 混雑 する 複雑 な 市 街 地 で 
唱 遇 する さま ざま な 問題 を 訓練 生み ず か ら が 体験 し , 
ASL, 解決 し て ゆか な けれ ば な ら な いよ うな も の に 
つい て 行なわ れる . 普通 , 4 週間 で 訓練 課程 が 修了 す 
る . 市 街 地 で の 実地 訓練 で 教え られ , 間違っ た 仕方 が 
起こ る た びに 修正 され る . この よう に 実際 に あっ た 自 
然 な 状況 下 で 行なわ れる 行動 様式 は , 新しい 外国 の こ 
と ば の よう な も の で あっ て , 訓練 生 は これ ら の こと ば 
を 吸収 し , 理解 する こと を 学ば な けれ ば な ら な い . 
これ ら の こと ば が 理解 され る よう に な れ ば , KEBA 
と は 互い に 呼吸 が 通じ 合い 協力 する こと が で きる よう 
i205 成 を 修め る と と が で きる 』 また 。 い くつ か 
の 講義 も 訓練 課程 に 含ま れ て いる . 


盲導犬 使用 を 制限 する 諸 条 件 
衣 導 犬 は 盲人 を 援助 する 一 つの 用 具 で あり , 進歩, 


成功 , 新しい 独立 な ど を 象徴 する も の で あっ た . この | 


よう な 盲人 た ちの 中 に さ を , 健康 , 年 齢 , 知 的 敏 機 性 , 
家庭 環境 , 犬 ぎ らい な ど , 盲導犬 の 使用 を 制限 する 
も の が ある . 盲導犬 が 働く 諸 条 件 が 犬 に と っ て 重い 負 
担 と な ら な いよ うな 配慮 が 特に は 必要 で あろ う . 一 つ 
の 助言 と し て は っ きり いえ る こと は , 特別 な 住居 条件 
を 整備 し な い 限 り , 多く の 犬 を 一 つの 屋根 の 下 に いっ 
し ょ に 住ま わせ て は な ら な い . 17 歳 以下 の 若者 は , 
一 般 に 犬 を 取扱 うだ け 十 分 に 成 吾 し て いな いし , 50 ik 
以上 の 成人 は 体力 の 点 で 困難 で あろ う . も ちろ ん , 個 
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人 に よっ て 例外 は ある . 

犬 の 視点 か ら 見 れ ば , その 主人 は 何 か 目 的 が あり 意 
義 の ある 生活 を 営ん で いな けれ ば な ら な い . 大 に 対す 
る 主人 の 必要 が 大 きく な れ ば な る ほど , 大 と 盲人 の 関 
係 は 円 滑 に な り , より 深い 理解 と 互い に 感謝 する 気持 
が 生ま れ て くる . 目 に と まる よう な 変則 的 な 行動 が , 
犬 の 能力 の 欠陥 に 起因 する こと は ほとん ど な く , た い 
て い の 場 合 , 盲導犬 を 使用 する 主人 の 側 の 態度 に よる 
LOC, 人 間 の 責任 で ある . 

BBKE し て 正 し い 訓 練 を 受け た 犬 の 能力 は , す で 
に 十分 証明 ずみ の も の で ある が , 教え られ た こと を 学 
び , 記憶 し , 役立た せる 犬 の 機敏 性 に つい て は , あま 
り 知 られ て いな い . 3 カ月 に わた る 約 60 時 間 の 盲導犬 
と し て の 訓練 と , 盲目 の 主人 に 犬 を 適応 させ る た め の 
約 60 時 間 , 4 週間 の 訓練 , すなわち 総計 約 120 時 間 の 
訓練 で , 犬 は 盲導犬 と し て の 任務 を 果たす こと が で き 
る よう に た なる. 若い 訓練 士 希 望 者 は , 一 人 前 の 訓練 士 と 
な る の に 4 年 ある い は それ 以上 の 年 月 を 必要 と する . 

盲導犬 と し て 最も 大 事 な 働き は ほとん と 無制限 と も 
いう こと の で きる 行動 力 を 主人 に 与え , その 結果 , 生 
理 的 に も 心理 的 に も 良好 な 影響 を 主人 に 及ぼ すこ と で 
HS. COR, 家族 の 生活 に も 著しく 影響 し , 究極 
的 に は 地域 社会 や 国家 に と っ て も 利益 と な る も の で あ 
る . 

盲導犬 は 主人 に 自由 を 与え る 者 , 家族 の 解放 者 , 地 
域 社 会 の 教育 者 , 盲目 に つい て より 良い 理解 と 剃 人 の 
能力 に つい て の 誰 識 を 築き あげ る も の で ある . BK 
の 主人 は , その 使用 に よっ て より 多く の 収入 を 得る カ 
を 新た に 獲得 し て いる 場合 が 多い の で , 国庫 を 守る 
[BA] “Watch dog”? と も 考え られ る だ ろう 5. 

( W. 耳 . ニ = ベリ ング ノ 村 越 芳男 抄訳 ) 

LB FR SCHR] 

Ebeling, W. H., “Guide Dog Movement” Blindness, 
Modern Approach to the Unseen Environment, 
edited by Paul A. Zahl, 1950. 
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BAEW so Th, さま ざま な 相違 が ある . SAMO 
ある 基本 的 な 相違 を 知る こと は , 役に立つ で あろ う 5. 
基本 的 な 相違 の 一 つ は , 全盲 者 か 弱視 者 か で ある . BH 
る 晴 眼 者 は , 全く 視力 の な い 人 だ けが 盲人 で ある と 誤 
解 し て いる . 

また , 相違 は 盲 に な っ た 時 期 と 関連 し て いる . 誕生 
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し た と きか ら あ る い は 誕生 後 5 FUNC Bio kA 
は , 精神 的 ・ 情 緒 的 成長 の 中 に 全面 的 に 織 込 まれ た も 
の と し て 盲 を 経験 する . この グル ー プ の 人 た ち は , 先 
天 盲 と し て 定義 づけ られ る . その 後に 育 人 に な っ た 人 
は , 中 途 和 失明 者 と いわ れ て いる が , 晴 眼 者 と し て 発達 
させ て きた パー ソナ リティ の 中 に , 盲 を 受入 れ 統 合 し 
て ゆく と いう 仕事 に 直面 する の で ある . ある 人 は 事故 
の 結果 , 突然 背 人 に な る . 病気 が 原因 で 年 を 経る に つ 
れ て 次 第 に 見 えな く な る 人 ゃ も ある . 盲 の 原因 と 結果 に 
つい て 多く の 情報 を 得 れ ば 得る ほど , 盲人 に 接し て 効 
果 的 な 取扱 いか が で きる よう に な る だ ろう . 

盲人 に 接する に 当たっ て , 特に 定め られ た 規則 は な 
い , 盲人 と は た だ 見 え に く いと か , 全然 見 えな た い 人 び 
と な の で ある . 常識 と 誠実 さ で 接 す れ ば , ほとん と ど と と 
ん な 状況 を も 取扱 う 2 こと が で きる だ ろう . 以下 に 述べ 
る 考え 方 や 指示 は , 絶対 的 た も の で は な く , 遭遇 する 
すべ て の 状況 を 取扱 っ て いる も の で も な い . し か し, 
盲人 の た め に 何 か を し よう と する 際 に 最初 の 努力 を 田 
Ror, 2% pARBOLRaCe woe LOGS 4 
仕方 を 発展 させ る こと だ ろう . 


BAC OME 

BAKCSS CEL, BRACES CEERWLCE 
い の あ る も の で は ない. 正しい 礼儀 と その 場 に 適切 な 
態 訟 を も っ て 接する と いう 同じ 規則 が あて は まる . 全 
く は じ め て の 微妙 な 状況 に 対処 する の に る 常識 で 十分 
CHS. また , 盲人 と いう も の は 救い よう の な い ゃ も の 
で ある と か , 特別 な 才能 に 恵まれ て いる と か , 何 か 欠 
陥 が ある 者 で ある と か , と いう よう な 憎 測 的 な 考え 方 
を し な いこ と が た いせ つ で ある . また , 盲人 も 晴 眼 者 
HA ROI, 1ACEUER a OWAD CG gee 
短所 を も っ た 個性 的 な 1 人 の 人 間 と し て みる 態度 が た 
いせ つ で ある . 

[握手 の 仕方 ] BAKA ESKE いつ も より も 
少し 多く 主導 権 を と る よう に し , EF, な に げ な く 呼 
び か ける と か , ある い は 適当 な あい さ つ を する と か し 
て , その 場 に いる こと を 知ら せる こと か ら 始 め る . 以 
前 会 っ た こと の ある 人 で あれ ば , だ れ で ある か を 志 ち 
に 知ら せる こと が 最も 良い こと で ある . 

握手 を し た が っ て いる 盲人 が , ちょ っ と し た 身振り 
で その 気持 を 示す か も し れ な い . し か し , 相手 の 手 が 
どこ に ある か , ある い は 相手 が 握手 を 求め て いる か ど 
うか が は っ きり わか ら な い の で , 手 を 少し 前 方 へ 動か 
し て みる こと が ある か も しれ な い . この よう に 手 を 動 


か す の を 見 た な ら , 半 歩 以上 離れ て いる 場合 で も , 前 
へ 進ん で 手 を さ し の べ る こと で ある . 盲 児 の 場合 に 
は , その よう な 身振り を し な いと き で も , 手 を さ し の 
べ る の が 親切 な 考え 方 で ある . 

[盲人 に 直接 話し か ける こと ] 盲人 が 他 の 晴 眼 者 と 
いっ し ょ に いる と き 。 その 央 棄 通 訳 ま VCE hoe 
こと を せ ず に , 目 と 声 を 盲人 の 顔 の 方 へ 向け て 直接 話 
し か ける こと が 礼儀 作法 で ある . また , その 盲人 が 耳 
が 聞こ えな いと 思い こん で , 声 を 張り あげ て は な ら な 
い . 自然 な 声 の 調子 で 話す よう に する . 見 えな い 人 と . 
直接 話す の は , 最初 は 異様 な 経験 で ある た め , 自分 を 
理解 し て いる か どう か, どの よう に 反応 し て いる か が 
人 確か で な い の で / CRAIC gaa Li Cie eae 
る だ ろう が ., 経験 を 積 r に 従っ て , 間もなく そう し た 
気持 を 克服 で きる だ ろう . 

[ 盲 に つい て 話す こと ] 背 人 と 育 に つい て 話す べき 
で ある と か , 話し て は な ら な いと みか, 思い わ ず ら の 5 
と の な いよ ょ よう 心 が ける べき で ある . 盲 と いう 話題 が 自 
然 に 会 話 中 に 起こ っ て きた り , 両者 が 話す こと に 抵抗 
を 感じ な いな ら ば , 進ん で 盲 に つい て 話す こと も よい 
だ ろう . 盲人 に あわ れ み の こと ば を か けた り , BAI 
不幸 で あり , 絶え ず 苦 し み 悩 まな けれ ば な ら な いと 考 
える こと は 避け る べき で ある . 

証人 が ある 場所 か ら 他 の 場所 へ 移動 する の に , FR 
け を 必要 と し て いる か どう か わか ら な い 場 合 が ある か 
b し れ な い . 迷う 場合 に は , 手助け を 必要 と し て いる 
か どう か を 盲人 に 尋ね る こと が 最善 の 方 法 で ある . そ 
の 際 に は , 思 き せ が ま し く 聞 えた り , 感傷 的 に 開 え た 
り し な いよ うに 注意 し な けれ ば ぼ ば ならない . 手助け が 必 
要 で な いな ら ば 強制 し て は な ら な い . 


盲人 の 手引 き の 仕 方 

表 人 の 手引 き を し ょ うと する 場合 , 盲人 の 腕 を つか 
Ax, 前 に 押し 出す と いう 自然 な 衝動 は 抑制 し な けれ ば 
な ら な い . この 方 法 で は 盲人 も 晴 眼 者 も , ぎこちない 
身体 の 動作 を し な けれ ば な ら な いし , お 互い に 不便 で 


BD. 


玄人 が ちょ うら ど 相 手 の ひ じ の 上 の と ころ を 握れ ば , 
盲人 は より 安全 性 と 方 向 感覚 を 確保 で きる . 盲人 に 自 
分 (介添 者 ) の 腕 を つか むように 頼み , 同時 に 空い て 
いる 方 の 手 で , ひじ の 上 に 盲人 の 手 を 置く よう に す 
る . その 盲人 が 手引 き を され た 経験 か ある な ら , ひじ 
が 盲人 の 腕 に 触れ る だ け で 十分 で あり , 育 人 は 自動 的 
に ひじ を 握る よう に な る だ ろう . 衣 人 の 左右 どちら 側 





を 歩い て も か まわ な い が , 両者 に と っ て 最も 楽 で ある 
ee OCHS. いう 日 で な く , 盲人 の 手引 
き は , 盲人 と 晴 眼 者 が お 互い に 相手 に 過度 な 注意 を 払 
ls で きる 則 の 宙 太 加 話し て 用 立た な いよ 5 
すべ き で ある . 育 人 は 周囲 の 人 びと を 見 る こと は で き 
な い が , 晴 眼 者 と 同じ よう に 人 びと の 存在 や 反応 を 感 
じ る か ら で あ る . 

介添 する 人 の 腕 は , ひじ の と ころ で 曲げ る か , まっ 
WW 大 則 お る ます か , どちら で ゃ や EV, だい せつ な こ 
と は , 腕 を リラ ックス させ る こと で ある . な ぜ な ら 育 
人 は 介添 者 の 腕 の 緊張 状態 を 感知 し , その た め に 信頼 
感 が 減じ て し まう か も し れ な いか ら で あ る . 

[少し 前 を 歩く こと ] 盲人 の 少し 前 ( 約 半 歩 ) を 歩む 
の は 介添 者 の 身体 の 動き に つい て いく の を , より 容易 
に する た めで ある . お 互い に 歩調 を 合わ せ て 歩き , 全 
細 由 千 中 が くっ つゆ いて し まう こ ょ は Ji く な い が , か な 
Piao Cs Cees, 2 人 に と っ て 助け と な る だ 
ろう . また , 片腕 いっ ぱい 伸ばし た ほど の 間隔 に な る 
直ぐ で 家人 が 遅れ て し まう よう な こと の な いよ うら 注意 
し な けれ ば な ら な い . これ は , 特に 狭い 通路 を 歩く と 
き や 方 向 を 変え る と き に , 手引 き が むず か し く な る か 
ら で あ る . また , 盲人 が 近づき 過ぎ る と 歩き に くい . 
[歩調 こつ いて ] どれ ほど の 速度 で , 盲人 と いっ し ょ 
に 歩く べき か と いら うこ と に つい て は , 絶対 的 な 規則 は 
な い . し か し , 早く 歩き 過ぎ る と , 盲人 が 介添 者 の 腕 
を うら し ろ に 引く よう に 感じ る だ ろう . その 場合 は 歩調 
を お と すべ き で ある . また , ゆっ くり と 歩き 過ぎ る 
と , 盲人 は 介添 者 の 前 を 絶え ず 歩 こう と する よう に な 
る . 特に 見 知ら ぬ 地 域 を 歩い て いる と き に は , 盲人 に 
と っ て 供 適 な 歩行 速度 は , 介添 者 と 全く 異な っ て いる 
だ ろう . 経験 を 積ん だ 盲人 の 歩行 者 は , 用 心 し 過 ぎる 
歩調 は すぐ に いら いら し て くる だ ろう . 突然 に 歩き 始 
め た り , 止 っ た りす る こと は 遊 け て , 徐々 に スム ー ズ 
と 行動 する よう 努め る べき で ある . また 必要 な と きだ 


け 方 向 転換 を し て , で きる だ け 真 直ぐ に 歩く よう に し | 


た い . 盲人 を よく 知る よう に な る に つれ て , 盲人 に 与 
える 合図 は , より 妃 妙 に , か つこ と ば 少な いも の と な 


り , まもなく 2 人 の 間 で , ほとん と ど 無 意識 に 変 わす い 


くつ か の 信号 を つく りあ げ て ゆく だ ろう . お 互い に 相 
手 に 慣れ て , 一 つの チー ム と し て 活動 し 始め る よう に 
arene 

同時 に 2 人 以上 の 盲人 を 手引 きす る 場合 は , 2 人 と 
ゃ 一 方 の 側 に 位置 させ る と と も に , 最も よく 見 える 人 
を 外側 に な る よう に する こと が 人 望ましい. し が し , 
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この よう な こと は 極力 避け る べき で ある . 

[戸口 の 通過 の 仕方 ] 狭い 戸口 を 2 人 が 並ん で 通る 
の は 困難 で ある . そこ で , 介添 者 が 身体 を 横向 き に す 
れ ば , 2 人 が 1 列 に 前 後に 並ん で 通っ て 行く こと が で 
きる . CHEE, 介添 者 が ひじ を 自分 の 背中 の 真中 の 
つの 0Y の と ゆめ よい だ の 2 6 OTHE, BA 
は すぐ 後 を 歩く こと と が で きる . し か し , その 際 か か と 
を 踏む ほど 盲人 を 近づけ な いよ ょ う 注 意 し な けれ ば な ら 
な い . ドア を 開い た まま に する 必要 の ある 場合 は , 通 
り 過 ぎる 間 , 盲人 が ドア を 押え て いる よう に する . 

戸口 を 通り ぬけ る と き , 盲人 を 混乱 させ , 不安 定 な 
気持 に させ な いた め , 介添 者 は し っ か り し た 一 定 の 足 
取り で 前 進 運動 を 維持 する よう に 努め る . また , ドア 
が 閉 る 臓 間 に 言 人 の 指 を は さま な いよ う 注 意 が 必要 で 
ある . 盲人 が 戸口 を 完全 に 通り ぬけ て し まう まで , 目 
を 離さ ない こと も た いせ つ な こ と で ある . ドア を 完全 
に 通り 過ぎ て し まっ た の ちゃ , 思い が け な く 開く か も 
し れ な い の で , ドア に 盲人 の 背中 を 向け た まま で 立ち 
話 を し て は な ら な い . 

[障害 物 の 見 つけ 方 と 避け 方 ] 介添 者 は 障害 物 の 仁 
置 を 確認 する た め に 前 方 を 見 て いる の で , 介添 者 が す 
で に 通過 し た 障害 物 に , 育 人 が 突き 当たっ て いる こと 
に 気 づ ふ な いこ と が ある . EK, 盲人 の 方 へ 注意 し 過 
ぎる と , 自分 自身 が いく つか の 障害 物 に 衝突 し て し ま 
うら こと も ある. 慣れ る に つれ て , 前 方 を みる こと か ら 
玄人 を 見 守る こと まで , 視力 を 交互 に 使う 技能 を 発達 
させ る こと が で きる . 盲人 か ら 目 を 離す 前 に , 障害 物 
を 遊 け て 通っ た か どう か 確か め る よう に し た い . 

育 人 が 何 か に な つか っ た と き ] 介添 者 が 手引 き を 
じ て い る と き ! 』 衣 大 避 何 が 当たる こと が ある これ 
ら の 衝突 は あな た の 手引 き の 能 力 に 対す る 盲人 の 信頼 
感 を 少し ぐら つか せる だ け の こと で , あま り 実 害 は な 
い だ ろ う . 衝突 が 起こ っ た と き に は , それ に あま り 気 
を と られ な いよ うに する こと で ある . 同時 に 事故 が な 
ぜ 起 こっ た か を 十分 理解 する よ う 努 め れ ば , ACRE 
Vv 2 Dik 74>. 

[階段 の 昇 隆 ] 階段 に 近づく の に は , 斜め か ら で は 
な く , むし ろ 真 正面 か ら 近 づい た 方 が よい . これ は 盲 
人 に 階段 を 降り る 真直 な 方 向 に つい て , より 正しい 概 
念 を 写 え て くれ る . また 階段 に 近づく 際 , の ぼる か 降 
り る か を 確実 に 知ら せる よう に する . 最初 の 段 の 縁 に 
きた と き に は 立ち どまり , 盲人 に 足 で 最初 の 段 の は し 
を 触れ させ る よう に すれ ば , 隆 り 始め る 前 に , 階段 の 
位置 を 正確 に 知る こと が で きる . PROBS, KS, 
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人 の 混み ぐあい を 簡単 に 説明 し た い 場合 も ある だ ろ 
う . 降り 始め る と き に は , 盲人 の 1 歩 前 を 行く よう に 
し た 方 が よい . これ は 介添 者 に 従う の を 容易 に する た 
HCH), また 階段 を 降り 切っ た こと を 盲人 に わか ら 
せる た めで ある . 降り る 時 は , 平ら な 地面 で の 歩調 よ 
り も いく 分 ゆっ くり と , むら の な い 歩 調 で 歩く こと が 
た いせ つ で ある . 階段 を の ぼる 際 も 同様 で ある . 階段 
を の ほる に し て も 降り る に し て も , 盲人 に 空い た 方 の 
FC, て すり を 握ら せる 方 が 安全 性 を 感じ る だ ろう . 

[いす に 座る こと ] EF, 盲人 の 手 を いす の シー ト 
CBs, それ か ら 同 じ 手 を いす の 背 の 上 部 に 軒 く よう 
に する . この 方 法 で , 盲信 は いす の 向い て いる 方 向 , 
また いす の 硝 の 位置 を 正確 に 知っ て , いす に 身体 を す 
べり こま せる こと が で きる の で ある . も し , 手 を いす 
の 背 だ け で シー ト の 上 に 置か な けれ ば , どの 方 向 に い 
す が 向 いて いる か わか ら な い の で , 床 の 上 に 座っ て し 
まう こと が ある か も しれ な い . 

盲人 が 座っ た と き , 介添 者 も その いす の 近く に 座る 
こと が 望ま し い . そう すれ ば , 何 か 世 話 を 必要 と する 
よう な こと が ある 場合 に は , 援助 する こと が で きる . 
介添 者 が 言 人 の そば か ら 立 ち 去る 場合 に は , BAD 
す に きち ん と 座っ た こと を 確か め , 他 の 物体 や 人 びと 
に 関連 し て , その いす が どこ に 位置 し て いる か に つい 
て , こと ば で 説明 を 与え る の が よい . 特に 盲人 を ひと 
り 部 屋 に 残し て 立ち 去ら な けれ ば な ら な い 場 合 , この 
説明 に よっ て , その 盲人 は 部 屋 の 環境 を 確認 する こと 
Oo だ の 2 

[自動 車 の 乗り 降り ] 自動 車 に 乗る 場合 , 手引 き さ 
れる より も ゃ , 盲人 が 自分 自身 で 乗る こと が で きる よう 
に 十分 に 教え る こと が 最も よい 方 法 で ある . EF, 7 
ー ド ( hood- 前 車体 ) また は ワイ ペー  ( windshield 
wiper ) を さわ ら せ て , どの 方 向 に 車 が 面 し て いる か 
知ら せる . それ か ら ド ア の ハ ヘン ドル を 見 つけ させ る . 
盲人 は 一 方 の 手 で 屋根 の ぉ ふち を 握り , その 手 の 下 に 
頭 を くぐら せる . こう すれ ば 屋根 に 頭 を 打 た な く て す 
ts. 他方 の 手 で 座席 を さわ れ ば 簡単 に 座る こと が で き 
る . 失明 し て あま り 歳 月 の た っ て いな い 初 心 者 に 対し 
て は , その 操作 が で きる か どう か を 確か め る た め に , す 
わる まで そば 近く に 立っ て いた 方 が よい . 車 か ら 降り 
HES, ふたたび 手 を 屋根 の 上 に 置く べき で ある . 
笑い つえ を 持っ て いる 場合 は 座っ て し まっ て か ら 車 の 
中 へ 持ち こみ , ひざ の 間 に ま っ すぐ に 立て て 置く . 降 
り る 際 は , 白い つえ を 最初 に 外 へ 出す . この よう に す 
れ ば 白い つえ に つま ずく 機会 は 少な く な る . 


[公会 堂 や 劇場 で の 座り 方 ] 公会 堂 と か 劇場 で いす 
を 見 つけ る と き , 介添 者 は , いつ も の 方 法 で 盲人 を 座 
席 の 列 の 中 へ 導く . 座席 の 前 に くる まで 横向 き に いっ 
し ょ に 歩き , それ か ら 座 る . 座席 の 外 に 出る 場合 は 盲 
人 の 前 を 横 ぎ り , いつ も ゃ の 方 法 で 導く . 

[エス カレ ー タ ー] エス カレ ー タ ー を 使用 する こと 
は , 移動 する 階段 と いう 概念 で , 介添 者 と 育 人 に より 
多く の 不安 を 与え る 以外 は , 階段 の 昇降 の 過程 に よく 
似 て いる . それ だ け に , より いっ そう の 注意 深 さ や 準 
備 を 要する . 盲人 に 手すり を ぁ ふれ させ , 最初 の 移動 階 
段 の 端 近く に 足 を 置か せる . バラ ンス を と り , 足 を 調 
整 す る よう に 注意 深く みつ め な が ら , で きる だ け ス ム 
ー ズ な 動作 で エモ エスカレータ ー に 乗ら せる . 介添 者 は 一 
般 の 階段 と 同様 に , BAD 1 歩 前 に 位置 する . 

[レス トラ シリ 育 犬 ど レ スギ ドラ レン MR だ 明生 
ニュ ー を 読ん で 聞か せる の は 何 も 悪 いこ と で は な い . 
ウェ イト レス が 注文 を と る と き , 介添 者 に 対し て で は 
な く , 盲人 か ら 直 接 き いて いる か 確か め な けれ ば な ら 
な い . 

塩入 れ や 灰 ざ ら が 必要 な ら ば , 盲人 の 手 に 灰 ざ ら を 
ぁ ふれ させ る の が よい . 肉 を 切る の を 頼ま れ た な ら , 目 
立た な いよ うに 切れ ば よい . 食事 の 終わ ちり に は , 料理 
の 請求 伝票 を 盲人 に 渡し , 盲人 自身 が レジ スタ ー で 朗 
払う よう に する . これ は 独立 し た ひと り の 人 間 と し て , 
自己 の 尊 江 を 維持 し よう と する 盲人 を , 介添 者 が どの 
よう に 援助 で きる か を 示す 一 例 で ある . 

方向 の 教え 方 ] 盲人 に 対し て 方 向 を 教 ん な けれ ば 
な ら な いと き に は, 具体 的 で 箇 単 な こと ば を 使っ た 方 
が よい . 説明 し て いる 道路 上 の 顕著 な 目 じ る し を 選び 
出し , 援助 より むし ろ 混 乱 を ひき お こし が ちな 詳細 な 
こと は 避け る べき で ある . 介添 者 が 方 向 に つい て 確信 
が な い 場 合 や , 盲人 が 東西 南北 に つい て 理解 で きる と 
いう 確信 が な い 場 合 は , MERIC L 5 CHMXAZS 
こと は 避け る べき で ある . 右 と か 左 の 簡単 な こと ば を 
使う と きも , また 同様 で ある . 方 向 を 教え た の ち , 盲 
人 に 繰 返 す よう 求め る の は 良い 考え で ある . そう すれ 
ば , 歩き 始め る 前 に 何ら か の 誤り を 直す こと が で きる 
だ の 2 

[歩行 補助 器具 ] 盲人 が 白い つえ を 持っ て いる 場 
合 , 手 引き を し て いる 間 ゃ も, 周囲 の 環境 と 何ら か の 接触 
を も ゃ も ち 安 心 感 を 増す た め に , 時 々 白い つえ で 地面 に ぉ 
れる か も し れ な い . 自 い えつ を 持っ て いる こと は , 手 
引き を する 者 と し て の 介添 者 の , BAM TS HEEA 
少な く な る こと を 意味 する も の で は な い . 自 い つえ は 





BAKE oT, 環境 を 認知 する も う 一 つの 感覚 器官 な 
の で ある . その 自 い つえ が 手引 き を 邪魔 する も の で あ 
れ ば , それ を 使用 し な いよ うに と いう べき で ある . 人 
混み の 多い 場所 を 歩く と き に は , 自 い つえ が 通行 人 に 
当たっ た り , つま ず か せ た り する ほど 長く 伸び て いな 
いか どら か を 確か め る 必要 が ある . 

[ 育 導 犬 】 盲人 が 盲導犬 を 連れ て いる 場合 で も , 基 
本 的 に は 盲導犬 を 連れ て いな い 人 と 同じ や り 方 で ょ 
い . 盲導犬 を 連れ て 全く 独立 し て いる よう に みえ る 場 
合 で も . 援助 が 必要 か どう か 尋ね る 必要 が ある . 援助 の 
申し 出 を 受け た 場合 は , い つも の 仕方 で 腕 を 握ら せる . 
この 場合 , 3 人 分 の 幅 を 考慮 し て , より いっ そう の 注 
意 が 要求 きれ る だ ろう . 盲導犬 と と も に エス カレ ー タ 
ー に 決し て 乗ら な いよ うに し な けれ ば な ら た な い . RO 
足 が 移動 する 階段 に は さ み 込 まれ る こと が ある か ら で 
HD. 

電子 利用 の 歩行 補助 器具 は , 歩行 の 補助 具 と し て 人 徐 
々 に 盲人 に 使用 され て き て いる . この 補助 器具 を 使っ 
て いる 盲人 に 出会っ た 場合 , その 珍奇 さ に 驚か な いよ 
2 に し な けれ ば な ら な い . その 盲 人 は 単に 特殊 な 歩行 
補助 具 を 使っ て いる に 過ぎ な い の で ある . 電子 利用 の 
歩行 補助 器具 や 盲導犬 は , 興味 ある 会 話 の 材料 と し て 
HE St EUs CX SOA) 
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奉仕 者 活動 


奉仕 者 活動 の 意義 

奉仕 者 は 一 般 に ボラ ンティア (volunteer) と 呼ば れ 
その 活動 は 主 と し て 社会 事業 を 対象 に し た も の で あ 
る . 社会 福祉 の 発達 に 伴い , 符 仕 者 活動 の 重要 性 が 次 
第 に 高く 認識 され る よう に な っ て きた だ た. 

社会 事業 に お いて は , ボラ ンティア を 「 社 会 事業 の 
目的 に 共鳴 し , その 事業 を 援助 する た め に 無 報酬 で 定 
期 的 また は 臨時 的 に 余暇 , 労力 , 技能 , 経験 , 知識 あ 
る い は 金銭 , その 他 の 物質 的 援助 な ど を 提供 する 人 び 
tl と , 社会 事業 施設 を 対象 と し た 解 収 を し て いる 
が , さら に これ を 社会 福祉 全般 に 広げ て と ら え , TR 
ラン ティ ア 」 と は 自発 的 に 無 報酬 で 民間 また は 公 の 保 
健 衛生 , 社会 福祉 , 教育 , 文化 , レク リエ ーション な 
どの 機関 , 施設 の た め に 働く 人 と いわ れ て いる , 
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る か , その 実践 段階 と し し て は 公 の 制度 , 機関 , 施設 の 
運用 だ け で は 十分 で な く , これ を 補足 する た め に 一 般 
社会 人 の 協力 が 必要 で ある . Efe, 社会 的 諸 問 題 は , 
国民 生活 と の 関連 で 具体 的 な 諸 分 野 に 分 か れる た め , 
行政 施策 の わく 組 み だ け で は 解決 し な い 場合 が 多い 
し , 潜在 する 問題 対象 も 少な く な い . し た が っ て , 問 
題 意識 を も ち , 問題 を 見 きわ め て , それ に 対す る 方 法 
処置 を 見 い だ す 努力 を する と 同時 に 世論 を 啓発 し , さ 
ら に それ を 権利 と し て 確立 し て ゆく 活動 , すなわち , 
ヒュ ー マ ニ ズム と 権利 意識 に 基づい た 奉仕 者 活動 の 必 
要 性 が 生ま れ て くる . それ ゆえ 奉仕 活動 は , 単に 善意 
に よる 自発 的 な 活動 に と ど ま ら ず , 社会 福祉 に 対す る 
連帯 意識 の うえ に 立ち , 福祉 向上 を 共同 責任 と し で 民 
主 的 に 分 担 し よう と する 地域 社会 の 人 びと に よっ て 行 
な われ る 努力 が 必要 で ある . 

奉仕 者 活動 の 対象 は 社会 事業 の 施設 だ け で は な く , 
社会 生活 の 福久 全 般 に 関す る 民主 的 諸 制 度 な ら び に 施 
設 な と 広い 分 野 に わた る の で ある . 

盲人 福祉 施設 に お ける 機能 , 施設 に お ける サー ビス 
の な か で の 人 的 資源 の 重要 性 に つい て は いま さら 述べ 
る まで も な い が , 視覚 東 失 に より 身体 的 ・ 心 理 的 に へ 
ン デ ィ キ ャ ッ プ の ある 盲人 に は , 特に 人 間 関 係 が た い 
せつ で ある . 

従来, 一 般 的 に 施設 に は 閉鎖 性 が あり , 地域 社会 か 
ら 孤 立 し や すい . 盲人 集団 の 場合 に は 特に その 傾向 が 
強い . その た め 施 設 生活 者 に は 社会 的 ニー ド の 不 充足 
や 生活 姿勢 の か た より な ど , 社会 適応 上 の 障害 が 生じ 
や すい の で ある . 特に パー ソナ リティ の 形成 に お いて 
は , BORDIERSCAREIAD GIN Sh, 学習 経験 の 
不足 な どか ら 発 達 に 偏向 が 認め られ る の で , 正常 な 発 
達 形成 に は 一 般 社会 と の 接触 を 緊密 に する こと が 望ま 
し い . この 意味 か らし て , 奉仕 者 活動 は 単に 施設 業務 
の 分 担 的 協力 を する ば か り で な く , 施設 対 社 会 の 文化 
的 流通 の 機能 を も つも の で ある . そし て , SHADES 
的 孤立 化 の 緩和 や 社会 的 接触 の 役割 を 果たし , ATS 
域 が 狭小 で 閉鎖 的 に な りや すい 施設 に , 絶え ず 社 会 的 
要素 と 機能 を 反映 させ る こと が で きる . 

この よう (に ボラ ンティア は 社会 福祉 の 補足 的 機能 を 
bb, 専門 的 従事 者 と と も に 重要 な 人 的 資源 で ある た 
め , 盲人 の リハ ビリ テー シュン に お ける チー ム の 一 員 
と し て 不可 欠 な 存在 で ある . 
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奉仕 者 活動 の 発展 

奉仕 者 活動 の 分 野 は 社会 生活 全般 に わた っ て お り , 
その 活動 が 集中 し 普遍 化 さ れ て , 一 つの 社会 的 勢力 に 
な っ た の が , 社会 事業 の 分 野 で ある . 

19 世紀 後半 まで は , 社会 事業 は ボラ ンティア に よっ 
て 行なわ れ て きた が , 社会 情勢 の 複雑 化 に 伴っ て 生起 
する 諸 問題 に 対応 する た め に は , 専門 的 技術 を 必要 と 
する よう に な っ た . その 結果 , 専門 社会 事業 家 が 生ま 
れ , ボラ ンティア に と っ て 代 っ て 活動 主体 に な っ た の 
で , 20 世紀 初頭 に は 次 第 に 奉仕 者 活動 は 衰退 し た . 
し か し , 第 1 次 世界 大 戦 を 契機 に みた た び 活 発 な 活動 
を 展開 する よう に な っ た . すなわち , 戦時 体制 下 で 
は , 病院 , 赤十字 社 な ど を は じ め , 戦線 か ら 銃 後 の あ 
ら ゆ る 部 門 に わた っ て ボラ ンティア が 活躍 し た . さら 
に , 大 戦 終結 後 の 復興 活 動 に も 大 き な 貢 献 を し た の で 
ある . 今日 に お いて は 専門 社会 事業 家 の 良 い 協 力 者 と 
Lt, また , 生活 福 針 向 上 の に な い 手 と し て 大 き な 役 
割 を 演じ て いる . 


欧米 に お ける 奉仕 者 活動 

ボラ ンティア 活動 の 発生 に つい て は 明らか に され て 
いな いよ うろ で ある が , 近代 的 意味 で の 一 般 的 な ボラ ン 
ティ アア 活動 の 始ま り は 19 世紀 CAL いわ れ , その 発 
達 は お も に 欧米 の 先進 国 に み られ る . 盲人 福祉 事業 に 
お いて は , 18 世紀 後半 に 起 こっ た 教育 運動 が SAG 
AD SERCH), その ペイ オニ = ニア 的 活動 が 奉仕 者 
活動 発展 の 動機 と 考え られ る . 

フラ ンス で は 17 世紀 の 戦乱 期 に 貧困 者 施 済 の た め 
に , 慈善 婦人 会 が 組織 され た の が 替 仕 者 活動 の 起こ り 
CHS. 当時 の フラ ンス で は 盲人 の ほとん ど が 他人 の 
音 捨 に だ け 頼 っ て 生計 を 営ん で お り , 一 般 の 貧民 と 同 
様 に 救済 対象 で あっ た が , 社会 的 に は 盲人 は 特に み じ 
め な 処遇 を 受け て いた . バラ ンタ ン ・ ア ュ イ は , これ 
ら の 紅 人 を 社会 的 に 独立 させ る た め に , 読み 書き と 職 
業 を 写 え る こと を 目標 に 盲 教育 運動 を 起こ し , 慈善 団 
体 な どの 援助 に よっ て , 18 世 紀 後 半 盲 学校 創設 に B 
力 を し た の で ある . この 思想 と 運動 は 広く 欧米 諸国 に 
影響 を 及ぼ し た . 

ドイ ツ で は 18 世紀 に ハン ブル ク で 流行 し た ペスト 
の 伝染 経路 が , こじ き や 洋 浪 者 で ある こと が 突き 止め 
bh, 組織 的 な 救貧 対策 と し て 貧困 者 救済 制度 が 設け 
bre. この 国 で も 盲 児 に は 適切 な 訓練 や 教育 を 何ら 
施し て お ら ず , 成人 する と ほとん ど が こじ き に か り た 
て られ て いた . 地方 貧民 指導 官 の 任 に あっ た 慈善 事業 


家 ヨ ハン ・ ウ イル ヘル ム ・ ク ライ ン (Johann Willhelm 
Klein) は 穫 教 育 の 必要 を 痛感 し , マリ ア ・ テ レジ ア ・ 
フォ ン ・ ペ ラディ ス ( Maria Theresia von Paradis) 
ら の 協力 を 得 て , 19 世紀 の 初め に ウィー ン で ボラ ン 
ティ ア と し て 盲 教育 運動 を 開始 した. これ と ほとん ど 
同時 に バラ ンタ ン ・ ア ュ イ の 指導 の も と に ベル リン で 
も 盲 教育 運動 が 行なわ れ た . そし て 最初 の 盲 学校 が 
1804 年 に ウィ ー ン に 設立 され , 次 いで 1806 年 に は ベ 
ルリ ン に 設立 され た だ. 

イギリス に お いて は , 19 世紀 の 損 民 救済 運動 や 貧 
民 救 済 の た め に 設置 され た 慈善 組織 協会 ,. セッ ル メ ン 
ト 運 動 な ど が 組織 的 ボテ ンティア 活動 の 始 まり で あ 
OD, これ に 先立っ て BAAR DC YO, 18 世紀 
末 (1790ー91) に は リバ ブー ル に イギリス 最初 の 盲 学校 
が 設立 され , 次 いで 1793 年 に は エジンバラ に BAB 
育 院 ., ブリストル に 訓 盲 院 が 設立 され た . 19 世紀 に 
は アー ミ テ ー ジ (Thomas Rhodes Armitage) DBA 
育 な ら び に と 盲人 福祉 事業 に お ける 活躍 や アー ミ テ ー ジ 
に よる イギリス 内 外 盲 人 協会 (1868) の 設立 な ど は , 
盲人 福 仁 事 業 お よび 替 仕 者 活動 に 指導 的 役割 を 果たし 
だ た の で ある . 

アメ リカ に お ける 系 仕 者 活動 は , 植民 地 時 代 か ら の 
開拓 者 精神 に つ ち か われ た の で ある が , 独立 戦争 後 , 
特に 19 世紀 に は いり 移民 の 急増 や 遅れ ば せな が ら Fl 
来 し た 産業 革命 に よっ て 発生 し た いろ いろ な 社会 問題 
こ 対 処し て , 富裕 階層 の プロ テス タン ト が , ニュ ー ヨ 
ー ク を 中 心 に 行なっ た 活動 が その 先駆 と いわ れる . 19 
世紀 後半 に な る と 青少年 対策 と し て YMCA, YWCA 
が 設立 され , さら に 南北 戦争 に よっ て 婦人 ボラ ン ラ テ 
ィ ア の 活動 が 活発 に な っ た . これ に 加え て セツ ル メ ン 
ト 運動 や 慈善 組織 化 協会 な どの 運動 も 起こ り , Be 
活動 は 組織 化 さ れ た . これ ら 一 連 の 慈善 的 諸 活動 は ョ 
ー ロ ッ パ に は 見 られ な いおう よう さ を ゃ も っ て 行なわ れ 
て いた の で ある が , 盲人 問題 に つい て も 高い 関心 が 払 
bh, 何ら か の 方 法 で 盲人 を 援助 し た いと いう ば く 然 
と し た 感情 が 高まっ た . そし て ヨー ロッ ズバ 諸国 の 盲 教 
育 運 動 に 刺激 され て , 盲 学校 の 設立 , 言 人 ホー ム の 建設 
な ど , 一 定 の 目的 に 向け られ る よう に な っ た だ た. それ は 
1825 年 か ら 35 年 に か け て の 教育 活動 の 発生 で あり , 
その 発端 の 過程 は 次 の 通り で ある . 

(1) 盲 教育 こつ いて の ョ ヨーロッパ か ら の ば く 然 と し た 

報告 と , 演 次 , 形づくら れつ つ あ っ た 関心 . 

⑫) 個 人 的 先導 , 世論 の 喚起 , 宣伝 . 

③ 資 金 の 募集 , 団体 の 結成 , 実験 お よび 実験 結果 の 





宣伝 と 施設 の 設立 . 

これ ら の 運動 は ほとん ど が ボラ ンティア を 主体 に し 
た も の で , ZOKRRNKLOMUEA b YESH BS 
ー キ ンス 衣 学 校 ) 設立 に 動機 的 活躍 を し た ジョ ン D. 
BAP bm | の ウデ ルプ ボア の ペン シン ル ベニ ア 官 
学校 設立 に 尽力 し た ドイ ツ 人 の ユリ ウス B. フ リー ド 
wey し ク 紅 学 校 設 立 に 真 献 し た 初代 校 
長 ジ ュ ン D. ラ ス ら を リー ダー と し た 活動 で ある . 
以上 の よう に 欧米 に お いて は 育 人 福祉 を 対象 と し た 
奉仕 者 活動 の 台頭 は 主として 教育 界 に み られ , これ が 
盲人 福祉 の 施策 化 に 啓発 的 役割 を 果たし た の で ある . 


日 本 に お ける 奉仕 者 活動 

日 本 に お ける 戦前 の 社会 事業 , 特に 福祉 施設 の 大 半 
は 民間 人 に よる も の で , 奉仕 者 活 動 と いえ な いこ と も 
な い が , 皇室 ある い は 財閥 の 慈善 的 , 施 与 的 な 援助 に 
依存 し , 近代 的 ヒュ ー マ ニ ズム や 民主 主義 に 立脚 し た 
国民 の 自発 的 意志 に 基づい た も ゃ も の で は な か っ た だ . ま 
た , セツ ル メ ント 運動 な どの 系 仕 活動 の 先駆 的 な 働き 
も ゃ み ら れ た が , 封建 的 国家 社会 の た め , こら し た 社会 
活動 すら 発展 する に 至ら な か っ た . 典型 的 な 奉仕 活動 
が 行なわ れる よう に な っ た の は 第 2 次 世界 大 戦後 の 民 
主 主義 国家 体制 に た っ て か ら で あ る . し か し な が ら , 
長い 間 封 建 的 国家 思想 下 に お か れ て いた た め , 社会 福 
祉 へ の 連 淀 意識 や 自発 的 な 奉仕 活動 の 発展 は 容易 で な 
く , 欧米 先進 国 の 模 衣 的 な 形 で 行なわ れ た . その 活動 
の 多く は 前 近代 的 な 慈善 意識 に ょ る 奉仕 精神 が 強調 さ 
れ , 近代 的 な 市 民意 識 や 社会 福住 の 連帯 精神 が 伴わ な 
か っ た . 同時 に 替 仕 活動 に 対す る 社会 的 理解 $ る きわ め 
CHEECH. 

この よう な 情勢 下 で は , 盲人 に 対す る 奉仕 活動 も ぉ 
る わな か っ た が , その 発展 に 先駆 者 的 役割 を し た の が 
点訳 奉仕 で ある . 

点訳 奉仕 活動 は , 岩橋 武夫 が イギリス 留学 か ら 帰 国 
Lt, 大 阪 に お ける クエ ー カ ー 教 徒 の 霊 交 会 員 と 相 
図り , 1929 (昭和 4 ) 年 に フレ ンド 点字 奉仕 会 (FBS) 
を 組織 し て , 点字 写本 を 始め た の が 発端 で や ある. そし 
て 1940 年 11 月 に 発足 し た 大 日 本 点訳 奉仕 団 と 1943 
年 4 月 に 組織 され た 点訳 奉仕 会 な ど が 活動 し た . 

大 日 本 点訳 奉仕 団 は , 社会 教育 家 の 後 藤 静 和 (1884 
明治 17~1969 / PBA 44) の 提唱 に よっ て , その 主宰 
する 教化 団体 「 心 の 家 ] を 中 心 に 組織 され た も の で あ 
る . 後藤 は イギリス に お ける 貴婦人 た ち に よる 点訳 奉 
仕 活 動 を 見 開 し て 感銘 を 受け た . 1940 年 11 月 に 本 間 
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一 夫 が 東京 で 点字 図書 館 ( 現 ・ 日 本 点字 図書 館 ) % fil 
設 す る と 同時 に 点訳 奉仕 活動 を 開始 し た . ちな み に , 
文字 を 点字 に 書 替え る こと を 「 点 訳 」 と 名 づけ た の は 
後藤 で ある . 

点訳 奉仕 会 は ,, 井上 英会話 スクー ル の 校長 井上 蛍 蔵 
に よっ て つく られ た だ た. 井上 は 自 校 の 教室 を 開放 し て 月 
1 回 , 午後 と 夜間 の 2 回 に 分 け て 点字 指導 を 行なっ た 
が , 参加 人 員 は 100 人 を 数 えた . 

これ ら の 吾 仕 団 に よっ て 点訳 され た 図書 は すべ て 日 
本 点字 図書 館 へ 提供 され た . な お , 日 本 点字 図書 館 に 
お いて も 点訳 奉仕 希望 者 の 申込 み は 多 数 で , 個人 的 な 
活動 も 行なわ れ た . 

第 2 次 世界 大 戦 の 災 褐 を 避け る た め , 日 本 点字 図書 
REDS 1944 年 か ら 1948 年 1 月 まで 茨城 県 と 北海 道 に 移 
動 し た の で , 点訳 奉仕 活動 も 衰退 し た が , この 間 , 毎 
月 平均 5 HO 点訳 書 が 同 館 に 提供 され て いた . 1948 
年 9 月 に ヘレ ン ・ ケ ラー の 来 日 に より 盲人 福 針 事業 が 
啓発 され , 奉仕 者 活動 も 活気 を 示す に 至っ た . 以後 , 
福祉 施策 の 発 達 や マス ュ ミ な どの 影響 に よっ て , 福祉 
事業 に お ける 奉仕 者 活動 の 意義 が 社会 に 理解 され る よ 
うに な り , 盲人 福住 事業 の 各 面 に お いて も , BBG 
動 が 行なわ れる よう に な っ て きた . 


奉仕 者 活動 の 分 野 

奉仕 者 活動 を 機能 別に 分 ける と , サー ビス ・ ボ ラン 
テ 尻 導管 理 ボ ウン デル バア Z と 人 半 る 

サー ビス ・ ボ ラン ティ ア は 社会 福祉 , 教育 , 保健 , 
レク リエ ーション , その 他 の 公共 団体 な どの 業務 の 実 
施 面 に 協力 する も る ので, ボラ ンティア 活動 の 主体 に な 
See Bu } 

管理 ボラ ンティア は , 活動 分 野 に お いて は , サー ビ 
ス ・ ボ ラン ティ ア と 同じ で ある が , 活動 内 容 が 理事 会 
や 委員 会 の メン バー に 加わ り , 無給 の 役員 と し て 運営 
管理 や 企画 な ど に た ず さ わ る と と で ある . わが 国 で は 
名 営 職 や 名 前 だ け の 役員 が 多い 傾向 が あり , 一 般 に 十 
分 な 活躍 が 行なわ ち れ て いな い . 

[日 本 の 奉仕 者 活動 分 野 〕 盲人 福祉 に お ける サー ビ 
ス ・ ボ ラン ティ ア の 活動 領域 は 次 の 通り で ある . 

(1) 公私 の 社会 福祉 施設 お よび 団体 に 対す る も の : 社 
会 福祉 協議 会 ,。 ボラ ンティア ・ ビ ュー ロー, その 他 関 
係 団体 が 行 な 2 業務 へ の 協力 . 福祉 事務 所 , 更生 相談 
所 その 他 福 祉 施設 が 行なう 業務 へ の 援助 、 ケ ー ス ワー 
カー や 民生 委員 の 補助 者 , また は 協力 者 と し て . 

(⑫) 盲 教育 に お ける 協力 : 盲 児 の 学習 指導 , AERA 
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宿舎 に お ける 生活 援助 な ら び に レク リエ ーション . 通 
学 の 介添 え . 

(3 地域 社会 に 対す る 協力 : 盲人 家庭 の 生活 や 家政 援 
助 . 家庭 に ある 盲人 へ の 生活 助言 , 点字 指導 な ど . A 
人 団体 の 行事 な ど へ の 援助 . 盲人 の 就職 , 開業 な と に 
つい て の 協力 . 福祉 機関 と 盲人 家庭 と の 連絡 調整 . 

⑬ 福 年 施設 入所 者 に 対す る 援助 : 更生 訓練 に お ける 
指導 補助 . 教養 ・ 娯 楽 の 指導 また は 指導 補助 . 趣味 や 
特殊 技能 に よる 指導 . 洗濯 ・ 清 掃 ・ 修 理 な どの 援助 . 
諸 行事 へ の 協力 . 外出 ・ 買 物 時 の 介添 え . BEAOE 
活 介 護 な ら び に 話 相手 . 理容 ・ 健 康 診断 な どの 保健 衛 
生 面 の 協力 . 

この よう に ボラ ンティア の 活動 分 野 は 広範 囲 に わた 
る が , 奉仕 者 活動 の 歴史 の 浅い わが 国 で は , Avi 
で の 活動 は まだ 望め ず , 活動 対象 の 大 部 分 が 福祉 施設 
また は 盲 学校 な どの 施設 , 団体 に 限ら れん て お り , 社会 
生活 や 家庭 生活 に 関連 する 直接 的 サー ビス は ほとん ど 
行 な ち われ て いな い . 

施設 に お ける 替 仕 者 活動 の 種類 は , AABALS KE 
祉 施設 協議 会 の 「 盲 人 福 視 事業 な ら び に 盲 教育 に お け 
る 奉仕 者 活動 に 関す る 実態 調査 」 (1965 年 7 月 発表 , 
表 1 ) に よる と , 盲人 福 証 施設 な ら び に 盲 学校 に お け 
る 奉仕 者 活動 の 状況 は , 点訳 奉仕 37.7 パー セン ト , 
読書 奉仕 15.3 パー セン ト , 録音 奉仕 11.2 パー セン ト 


表 1 替 仕 者 活動 の 種類 (105 ヵ 所 ) 

















種 類 福祉 施 設 」 盲 学校 | に eZee 
OK meh ist aaaicso. | @、| seam 
Fi = | 7 19 25 15.3 
録音 奉仕 14 5 i9 | 112 
理 胡 | 8 2 10 5.8 
AA 4 4 8 4.7 
作 業 | 4 4 8 4.7 
民 踊 の 指導 7 1 8 4,7 
音楽 指導 4 ーー 4 2.8 
カナ タイ プ 指 導 | 3 ーー 3 1.8 
事務 補 助 3 ーー 3 1.8 
代 筆 3 = 3 1.8 
家庭 サー ビス | 2 = 2 1.2 
珠 算 # | a 2 2 1.2 
学習 補 B 2 = 2 1.2 
精 神 講 話 1 1 2 1.2 
検 診 」 1 = 1 
料 理 指導 に 1 || 
英会話 指導 1 ニー 1 J 2.9 
手芸 tt = 1 1 
mx 服 補 修 = 1 bel) 
計 99 70 | 169 100.0 


で , この 3 種類 に 集中 され , 全体 の 約 64 パー セン ト 
を 占め て いる . 特に 点訳 奉仕 な ら び に 録音 奉仕 は 50 
パーセント に 及び , 主として 点字 図書 館 , 収容 施設 , 
衣 学 校 な と ど に お いて 行なわ れ て いる . これ は 活動 規模 
か らい っ て , わが 国 の 盲人 替 仕 活動 を 特徴 づけ て い 
る . 

奉仕 者 活動 領域 が 施設 , 団体 また は 特定 種類 に 片 寄 
っ て いる の は , 地 仕 対象 の ニー ド の 調査 発見 な ら び に 
これ に 対す る あっ せん 調整 が 不 十 分 な 結果 で ある . 
[欧米 の 奉仕 者 活動 分 野 〕 欧米 に お ける 福 鑑 事業 の 
発展 は ボラ ンティア に 負う と ころ が 大 きか っ た た め , 
民間 と の 協力 体制 は 確立 され て いる . し た が っ て , B 
人 福祉 事業 に お ける 奉仕 者 活動 も 複雑 な 近代 生活 の = 
ー ド に 対応 し て 多 方 面 に ち わ た っ て いる . その 活動 分 野 
は , アメ リカ に 例 を と る と 次 の 通り で ある . 

点訳 奉仕 , 点字 図書 製本 , 事務 補助 , 自動 車 運転 
(盲人 が 外出 する と き ), ガイ ド (旅行 する と き ), AB 
物 の 手伝い , 募金 活動 , 読書 奉仕 , 家庭 訪問 教師 の 補 
助 , 盲人 家庭 の 手伝い , ペー ティ な どの 会 合 の 手 伝 
い , グル ー プ 活動 (ボー リン グ ・ 室 内 ゲー ム ・ 合 唱 グ 
ルー プ ・ 音 楽 鑑賞 , 演劇 グル ー プ ・ 洋 裁 ・ 手 芸 ・ 討 論 
会 な どの 指導 また は 補助 ). 

これ ら は 奉仕 者 活動 の 一 例 に 過ぎ な い が , 視覚 障害 
を 補い , 社会 生活 や 家庭 生活 を テン ジュ イ で きる よう 
と 個人 を 対象 に し た サー ビス が 重要 視 さ きれ て いる . こ 
の 個人 サー ビス は ボラ ンティア と の 人 間 関 係 に よっ て 
対象 者 の 社会 的 劣等 感 や 疎外 感 を 和らげ て , 社会 生活 
へ の 正常 な 適応 と 参加 を も た ら す と 同時 に , ボラ ン テ 
ィ ア に よっ て 社会 に 盲人 を 正しく 理解 させ る 作用 を 高 
く 評価 され て いた た めで ある . 福 仁 事 業 に お いて も 替 
仕 者 活動 の 需要 は 個人 サー ビス に 劣ら ず , 施設 に よっ 
て は 専任 職員 の 約 半 数 を ボラ ンティア が 占め て いる と 
ころ も ある ほど で , 盲人 福祉 が いか に 地域 社会 に 根 を 
お ろ し て いる か を 物語 っ て いる . 


奉仕 者 活動 の 方 法 
社会 福祉 が 発達 し , 専門 分 化 が 進ん で 複雑 に な る に 
つれ て , 奉仕 者 活動 も ある 程度 の 予備 知識 と 訓練 が 必 
要 に な っ て くる . も ちろ ん , 特別 な 知識 が な く て も , 一 
市 民 と し て 少し で も 社会 福祉 に 貢献 し よう と する 善意 
が 基本 で ある が , 活動 内 容 に よっ て は ボラ ンティア が か 
専門 ツ ソー シャ ル ワ ー カ ー の 補助 者 と し て , 十分 な 訓練 
を 受け て いな いと き に は 反対 に 悪い 結果 を 哲 く こと も 
ある . すなわち , 福祉 機関 の 運営 方 針 や 盲人 に 対す る 
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理解 や 態度 が 不 十分 な 場合 に は , 過 保 護 な サー ビス を 
し て 依存 性 を 助長 し た り , あわ れ み や 同情 を し 過ぎ て 
BRA eat UTI, リハ ビリ テー ショ ンプ 
ログ ラム 推進 の 障害 に な る . それ ゆえ 活動 に 当たっ て 
は 対象 に つい て の 知識 を も ち , サー ビス 内 容 を 十分 に 
理解 する こと が 必要 で ある . 

奉仕 者 活動 は , 自発 的 意志 に 基づく 行為 で ある が , 
受け る 側 の ニード に 対応 し た も の で な けれ ば な ら な 
い . 対象 が 真 に 必要 と する も の を 提供 すべ き で あり , 
奉仕 者 の 任意 に まかせ た 押し つけ が ま し い 活動 は 避け 
ね ば ぼ ば ならない . Ere, 特定 施設 や 一 定 種類 に サー ビス 
が 集中 され る こと は 好ま し く な い . 余剰 な 活動 資源 が 
あれ ば 他 の 必要 と する 対象 へ 向け て , 奉仕 者 の 善意 と 
能力 を むだ な く 活 用 し て , 社会 的 に 価値 ある も の に し 
な けれ ば な ら な い . 

[組織 的 活動 ] 効果 的 な 奉仕 者 活動 を 期待 する た め 
に は , 奉仕 者 と 受入 れ 側 と の 需要 供給 関係 の 調整 , 奉 
仕 者 の 資質 向上 の た め の 訓 練 が た いせ つ で ある . その 
た め に は , と か く 個 人 ある い は グル ー プ 的 に 散在 する 
活動 体 を , 地域 社会 の 広い 視野 に た っ て 組織 化 を 図る 
必要 が ある . それ ゆえ ぇ , 奉仕 者 活動 の 開始 に 当たっ て 
は , 直接 , 施設 また は 個人 に 申込 む 場 合 も ある が , 組 
織 的 な 調整 機能 を も つ 専 門 機関 へ 申込 むせ の が よい . そ 
の 機関 と し て は , 各市 区 町 村 社 会 福祉 協議 会 ,。 ボラ ン 
ティ アビ ュー ロー, 敬意 銀行 また は 愛情 銀行 な ど が 代 
表 的 な も ので, ボラ ンティア 活動 に つい て 次 の よう な 
機能 を も っ て いる . 

⑪ 福 祉 施設 や 地域 社会 が 必要 と する 奉仕 内 容 を を 明 
ら か に し て , ボラ ンティア に 提供 する と と も に 一 般 に 
PR する . 

(⑫) 奉 仕 を 希望 する 者 と 受入 れ 側 と の 調整 また は 奉仕 
者 活動 に 必要 な 訓練 を 行なう . 

(⑧ 替 仕 者 活動 を 希望 する 施設 や 地域 社会 の 相談 に 応 
じ , 団体 , グル ー プ また は 個人 を 紹介 する . 

(4 奉仕 者 活動 の 需要 と 供給 を 絶え ず 調 整 し , 双方 に 
対し て 必要 な 指導 を 行ない , 奉仕 者 活動 の 円 滑 化 を 図 
る . 

(5) 奉仕 活動 の 発展 の た め に 必要 な 資源 を 開発 する . 

この よう な 機能 を も つ 機 関 を 中 心 に 次 の 形態 を も っ 
て 活動 が 行なわ れる . 

(1 奉仕 者 の 募集 : どの よう に し て 替 仕 者 を 確保 する 
か . 

Qt ORI > ニード と 奉仕 者 の 能力 に 基づい た 
Adie. 


(3 奉仕 者 の 訓練 : 活動 に 必要 な 知識 技術 の 指導 iil 
練 . 

(④ 替 仕 者 の 指導 監督 : 活動 上 の 問題 な ら び に 円 消化 
の 指導 . 

この 機関 の 活動 は 一 般 に 低調 で 機能 が 十分 に 発 挿 さ 
れず , 奉仕 活動 を 希望 する 者 も あま り 利 用 し な い の が 
DURCH S. 現在 行なわ れ て いる 大 部 分 の 奉仕 者 活動 
は , この 機関 や 通さ な いで 直接 , 施設 な ど に 質 衝 し て 
お り , 活動 主体 は 職場 , 宗教 , 学生 な どの 団体 が 多く 
を 占め て いる . これ ら 団 体 の な か に は , それ 自体 奉仕 
者 の 訓練 , 受入 れ 側 と の 調整 な ど を 行なっ て いる も の 
も ある . た と えば , 日 本 赤十字 社 奉 仕 団 , B BS 運動 
(Big Brothers & Sisters Movement), VYS 運動 
(Voluntary Youth Social Worker) な ど で あ る . そ 
の 他 の 奉仕 者 グル ー プ は 直接 , 福祉 施設 な ど へ 働き か 
け て 活動 し て いる が , 施設 自体 が 訓練 や 指導 監督 する 
機能 は 弱体 で ある . 

わが 国 の 盲人 福祉 施設 お よび 盲 学校 に お ける 奉仕 者 
の 受入 れ 状 況 は , 日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 の 調査 
(1965 年 7 月 ) に よ る と , 奉仕 者 活動 を 取扱 2 職員 
(大 部 分 が 兼任 ) を 配置 し て いる 施設 な ら び に 盲 学校 
は 105 カ所 の うち 42.9 ペー セン ト , 活動 の 開始 時 に 
施設 ( 盲 学校 ) な ら び に 入所 者 ら の 理解 の た め に オリ 
エン テー シュン を 実施 し て いる の は 71.4 パー セン ト 
で ある が , 大 部 分 は あい さ つ 時 に お ける 施設 紹介 程度 
の も の で ある . 符 仕 者 の 資質 向上 の た め の 訓 練 計 画 が 
ある と ころ (325 7 ポー セン NN で ある ただし, これ 
は 素 仕 者 活動 の うち 点訳 率 仕 な ら び に テー プ 録 音 の よ 
> な 専門 的 作業 で , 社会 福祉 また は 教育 的 機能 を 理解 
させ る た め の 専門 的 な 内 容 は ほとん ど 含ま れ て いな 
oe 

この よう に 受入 れ 熊 勢 の 低調 な 原因 と し て は , OF 
仕 者 活動 機能 に つい て の 誰 識 不足 ボラ ンティア 資 
源 の 分 布 が 不 均衡 で 活用 に 制限 が か ある. ③ そ れ 自 体 の 
サー ビス に 拘束 され て , ボラ ンティア 資源 を 開発 する 
余裕 が な いこ と な ども ゃ 考え られ る が , 活動 が 施設 に 集 
中 され る 現状 で は , SAMOA O HE 7r DOUCHE 
会 福祉 協議 会 , ボラ ンティア ・ ビ ュー ロー な どの 機関 
と の 相互 調整 に 一 段 の 努力 が 必要 で ある . 


今後 の 課題 

奉仕 者 活動 の 停 溢 理由 と し て は , 

(1 奉仕 者 活動 は 自由 意志 に よる 民主 主義 的 実践 を 必 
要 と する が , 過去 の 権威 主義 教育 で は , その 育成 が 十 
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分 で な か っ た . 

(⑫ 封 建 的 家族 制度 の た め に 家庭 を 越え て 相互 兵助 の 
行為 が 求め られ な か っ た . その た め 社 会 生活 上 の 諸 問 
題 も 家族 内 で 処理 する 傾向 が あっ て , 社会 的 に 問題 提 
起 が な く , 社会 的 関心 と 行動 を 生み 出せ な か っ た . 

3) 奉仕 者 活動 の 人 的 資源 と し て は , 家庭 婦人 の 占め 
る 領域 が 多い の で ある が , 家族 制度 の 閉鎖 的 制約 を 受 
け て いた . 家族 制度 の 崩壊 後 , 社会 的 政治 的 に 婦人 
は 解放 され た が , 経済 的 な 必要 か ら 替 仕 者 活動 を 経験 
する 前 に , 経済 的 裏付け の ある 職業 経験 を し て し まっ 
た . これ が 無 報酬 の 奉仕 者 活動 の 意欲 を 低調 化し て い 
る 。 

(④⑳ 民 主 主義 教育 は 批判 的 な 精神 を 養っ た . すなわち 
近代 国家 の 秩序 と し て 社会 福祉 に 対す る 国家 責任 を 強 
調 し , 納税 義務 の 履行 や 福祉 対策 の 批判 に 終始 し が かち 
で , 奉仕 者 活動 へ の 参加 を た め ら う 9 傾向 が ある . 

以上 の よう に , わが 国 に お ける 奉仕 者 活動 の 問題 は 
行動 以前 の 思想 的 確立 に ある . これ に 伴い 盲人 福祉 事 
業 に お いて は , FAORNNAATSE RDS, 今後 に お け 
る 発展 向 上 の 課題 と な っ て いる . (市 川 文昭 ) 

[BFA cr] 
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アメ リカ に お ける 奉仕 者 活動 


アメ リカ の 盲人 福祉 事業 に お ける 奉仕 者 活動 の お も 
な 特徴 を , ニ ェ ュー ヨー グ 市 所 在 の 三 つ の 代表 的 な 施 
設 ., すなわち , 「 ユ ダ ヤ 盲 人 援護 協会 ] (The Jewish 
Guild for the Blind), 「 ニ ュー ヨー ク ・ ラ イト ハウ 
ス 」 (The New York Association for the Blind-The 


Lighthouse) お よび 「 イ ンダ スト リア ル ・ ホ ー ム ・ 


フォ ア ・ ザ ・ ブ ライ ンド IC Industrial Home for the 
Blind=IHB) を 中 心 に 明らか に し よ ょ う . 


奉仕 者 活動 の 種類 
奉仕 者 活 動 の 種類 は , 多種 多様 で ある . し か し , 特 
に 注目 すべ き 点 は , クラ イエ ント GEDA) TEE 
と 援助 する サー ビス の 面 に 圧倒 的 な 比重 が お か れ , 7 
メリ カ 盲 人 福祉 事業 に お ける 奉仕 者 活動 の 主要 な 特徴 
の ーー つ 公 な っ て いる こと で ある 。 

この 点 は 1965 (昭和 40 ) 年 7 月 , HABA 社会 福 
祉 施設 協議 会 が 実施 Lic TA ARAL (BAA) Cts 
SSB AICHE 4 RBM! ATL, 日 
本 の 盲人 福祉 施設 お よび 盲 学校 に お ける 事 仕 者 活動 は 
点字 図書 館 を 中 心 と する 点訳 お よび テー ブ プ 録 音 の 奉仕 
だ け で 48.9 パー セン ト を 占め て お り , アメ リカ の 場 
合 と 著しい 対照 を な し て いる . また , 日 本 に お ける 点 
訳 奉 仕 者 や テー プ 録 音 奉仕 者 の な か に は , BEAEBR 
人 と 接触 を も た な い 者 も あり , 盲人 不在 の 奉仕 者 活動 
と いう 傾向 が 強い . 

次 に 上 記 三 つの 施設 で 行なわ ち れ て いる 吾 仕 者 活動 の 
種類 を まとめ る と , ROW) CHS. 

[クラ イエ ント を 直接 援助 する サー ビス 〕] Q) 手引 
き と 付 添い : 盲人 が 友人 を 訪問 し た り , 病院 に 行っ た 
り 買 物 に 出かけ た りす る た め 手 引き を 必要 と する と き 
と 提供 され る . I HB に お いて は , 毎年 3 回 ほど 計画 
する 旅行 に 盲 児 の 付添 いと し て 参加 する ほか , 保育 学 
校 の スク ー ル バス で 帰宅 する 盲 児 に 対し て 付添 い の 奉 
仕 を 行なう . 

(⑫ 自 動車 の 運転 : 病院 へ の 通院 , 買物 , 訪問 な ど あ 
ら ゆ る 場合 に 臨時 的 に 提供 され て いる . 定期 的 な 
も の と し て は 1I HB に お いて , 通所 モン ター (Day 
Centers) の 諸 活動 に 参 MT AZBEA, ダイ カー 学齢 
前 盲 児 サー ビス ・ セ ンタ ー (Dyker Preschool Ser- 
vice Center) の 集団 遊戯 に 参加 する 盲 児 ら に 対す る 送 
り 迎 え が あ る . 施設 到着 後 は , 奉仕 者 あ レ クリ エー シ 
ュ ン 活動 に 参加 し た り , 遊戯 指導 教師 の 手伝い を 行 な 
っ て いる . 

(3 朗読 奉仕 : 盲 児 の 学習 を 援助 する た め , 学校 また 
は 家庭 に お いて 教科 書 , 参考 書 な ど を 巡回 教師 の 指導 
監督 の も と に 朗読 し て いる . EK, 大 学 お よび 大 学院 
の 盲 学生 に 対し , 教科 書 を は じ め あ ら ゅ ゆる 参考 資料 の 
朗読 を 行なっ て いる . 

(4⑳ レ クリ エー ショ ュ ン 活動 へ の 参加 : 失明 者 リハ ビリ 
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テー ショ ン ・ セ ンタ ー, GBABZHM BAZIT Tc 
Eas CO FREI, グループ ワー カー の 指 
導 監 督 の も と に 次 の よう な 諸 活 動 に 参加 し た り , 指導 
を 行なっ た り , ワー カー の 助手 を 勤め て いる . 

ボウ リン グ や 戸外 ゲー ム の 採点 , 合唱 グル ー プ , ダ 
YA, 各種 の 手芸 CRS, か ご 作り , 敷物 作り , 機 
織り , レー ス 編 み , 帽子 作り , 刺し ゅ う , 金属 細工 , 
RII), 洋 考 , 料理 , ギタ ー・ ク ラブ , 音楽 鑑賞, 
演劇 グル ー プ , 新聞 な どの 朗読 , 討論 会 , パー ティ そ 
の 他 の 会 合 の 手伝い な ど . 

(5) 盲 ろ 者 の た め の 素 仕 者 活動 : B45 SICK UT 
は , 手引 き , F-ACRBAOBM, 話 相手 に な る こ 
と に よっ て その 社会 性 の 育成 に 努め る . この 系 仕 者 は 
指 話 を 修得 し て いな けれ ば な ら な い . 

(6) 夏 李 1 日 キャ ンプ へ の 参加 : 44 ORALM 
象 と する 夏季 1 日 キャ ンプ に お ける 諸 活 動 の 手伝い . 
ニュ ェ ュー ヨー クタ 市 か ら バ ス で 1 時 間 半 ほど の 郊外 に ある 
2FV GARE BCOBABESR-ACRHW TC, 施 
設 を 収容 者 だ け に 独占 させ ず , BATACEETSA 
老人 の 家庭 を 巡回 し て バス に 乗せ て この ホー ム 刻 送り 
WA, 1 日 を 楽し く 過 ご させ る . 

(7 家庭 訪問 に よる 盲人 へ の 援助 : 衣 人 の 家庭 を 訪問 
し , 衣 人 が 日 常 生活 に お いて 遭遇 する さま ざま な 困難 
な 問題 の 処理 に つい て 援助 する . 

[施設 の 業務 ・ 諸 活動 に お ける 援助 ] 

1) 事務 の 手伝い : ボラ ンティア 課 ま た は ボラ ン テ ィ 
Pe eS ee, グル プ ソ ー ク 課 な ど 
に お ける 書類 の 整理 , 電話 の と りつ ぎ , タイ ビング, 
その 他 雑 事 の 手伝い . 

(⑫) 点 訳 : IHB に お いて は , 訓練 修了 後 , 自宅 また 
は 近く の 1IHB 点 字 セ ンタ ー (Braille Center) CH 
学校 の 教科 書 の 点訳 に 従事 する .、 ニュ ー ヨ ー ク ・ ラ 
イト ハウ ス に お いて は , 国会 図書 館 (Library of 
Congress) が 交付 する 点訳 者 技能 証書 (1 週 10 時 
間 , 20 週間 に わた る 教室 で の 訓練 お よび 自宅 で の 自 
習 を 必要 と する ) を 取得 の の ち , 点字 書 の 製作 に 従事 
する . BADOKFARORKFED LORRORES 
HS. 

(3 点字 書 の 製本 : IHB に お いて は , この 仕事 は す 
べ て 奉仕 者 に よっ て 行なわ ち わ れ て いる . 

(4)0 ト ー キ ング ・ ブ ッ ク の 録音 : IHB が 供給 する 特 
Be Te RES MI ka SC, プラ スチ ッ ク の レ ュ ー ド に 用 
意 き れ た 資料 の 吹き 込み を 行なっ て いる . 

(5) タ イプ ライ ティ ング : 1I HB が 供給 する 大 型 文字 


タイ プライ ター で , 弱視 者 の た め 大 型 文字 へ の 転学 を 
さま ざま な 資料 に つい て 行なっ て いる . 


奉仕 者 の 活動 状況 

上 記 の 通り さま ざま な 種類 に わた る 奉仕 者 活動 に お 
いて , 奉仕 者 た ち は 実 際 に どれ ほど の 活動 を 行なっ て 
いる だ ろう か . 例 を ユダ ヤ 盲 人 援護 協会 に つい て みる 
と , 1970 年 度 に お いて , その 盲人 福祉 セン ター で 442 
人 が 3 万 7000 時 間 , BABE K-24 T 78 人 が 6600 
時 間 に 上 る 奉仕 者 活動 に 従事 し た と 報告 され て いる . 
この よう な 活発 な 奉仕 者 活動 は , ユダ ヤ 盲 人 援護 協会 
の 施設 ば か り で な く , すべ て の 育 人 福祉 施設 に つい て 
も 同様 な 状況 で ある と いう こと が で き , アメ リカ 社会 
事業 の 主要 な 特徴 の 一 つ で あろ 5. 

な お , すべ て の 奉仕 者 は 各自 が 奉仕 し た 時 間 を , 所 
定 の 場所 に 備え 付け られ た 「 替 仕 者 記録 和仁] に 記入 し 
署名 する こと を 励行 し て いる の で , 奉仕 者 の 活動 時 間 
に 関し 正確 な 記録 を 得る こと が で きる . 

奉仕 者 活動 の 時 間 は , 活動 の 種類 に よっ て 相違 は あ 
る が , 通常 きわ ん と 定め られ , 年 間 を 通し て ほとん ど 
変更 され る こと な く 実 施さ れ て いる . 

CORD, 季 仕 考 が 最初 の 面接 相談 で 自分 の 奉仕 時 
間 を 取決め た 以上 , 出席 が 不 規則 で あっ た り , 無断 で 
3 回 欠席 し た 場合 な ど は , 奉仕 者 活動 を 終結 させ る 理 
Hee Oi 

次 に 奉仕 者 の 年 齢 お よび 性 別 を みよ う . 2RAvBA 
援護 協会 の 報告 に よる と , 奉仕 者 の 大 多数 は 婦人 で あ 
り , 平均 年 齢 は 45 歳 と な っ て いる . 


奉仕 者 活動 の 意義 

ュ ダ ヤ 盲 人 援護 協会 で は , 奉仕 活動 を 必要 と し 歓迎 
し て いる 理由 と し て 次 の よう に 指摘 し て いる . 

奉仕 者 は , と か く 地 域 社会 か ら 孤 立 し , 自己 に 閉じ 
こも り が ちな 盲人 と 社会 と の 交流 を 図り , 衣 人 に つい 
て の 正しい 理解 を 広め , 施設 の 事業 を 地域 社会 に 知ら 
せる 機能 を に な う も の で ある と いう 考え 方 に 基づき , 
Bt Be BAAS ROBT ICDER<Y CED CEE 
い 貴 重 な 資 源 と し て いる . Ek, 奉仕 者 は 失明 者 の 社 
会 復帰 を 援助 する ね リハビリテーション ・ チ ー ム を , tH 
会 事業 の 各 分 野 で 高度 の 専門 教育 (大 学院 程度 ) を 受 
けた 専門 職員 と と も に , 構成 する 重要 な 一 員 で ある と 
考え て いる . この よう な 考え 方 は , 奉仕 者 を 受入 れる 
アメ リカ の 盲人 福祉 施設 に 共通 し た 基本 的 な 態度 で あ 
り , 奉仕 者 か いか に 重要 な 機能 を 果たし て いる か を 示 
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す も の で あろ うら. 


奉仕 者 の 受入 れ 

奉仕 者 の 受入 れ は , ボラ ンティア ・ ビ ュー ロー や 赤 
十字 社 の よう に , 吾 仕 者 を 募集 し , 奉仕 者 と し て の 訓 
練 を 施し た の ち , 施設 に あっ せん する 仕事 を 専門 的 に 
実施 し て いる 仲介 的 な 機関 や 通じ て 行なわ れ て いる . 
すなわち , 日 本 の 場合 と は 異な っ て , 替 仕 者 が 個人 で 
直接 施設 に 奉仕 の 希望 を 申出 る こと は 少な く , BRE 
ね 奉仕 者 の 募集 , 訓練 お よび あっ せん を 専門 的 業務 と 
する 機関 を 通じ , 奉仕 者 の 希望 お よび 能力 と 施設 側 の 
ニー ド と の 調整 を 図り つつ , 適切 な 施設 に 配置 され て 
NN 

この 2 7 ボラ ング ES Shy Boe. 
土 に わた り 各 地 の 社 会 福祉 協議 会 内 に 設置 され , その 
重要 な 仕事 の 一 つ に な っ て お り , 1957 年 に は ボラ ン テ 
47 + €s1—2—-Ys CThe Association of Volun- 
teer Bureaus) と いう 全国 的 組織 も 設立 され た . 

以上 の よう な 態勢 に より , 施設 側 と し て は , 奉仕 者 
と し て の 訓練 を 受け , ボラ ンティア ・ ビ ュー ロー に 登 
録 さ れ た 奉仕 者 の 中 か ら , 自分 の 施設 が 求め る 奉仕 者 
を 確保 で きる し , Ek, 有名 な 少数 の 施設 だ け に 奉仕 
希望 者 が 集中 し , 半面 , 目立た な い が り っ ぱな 事業 を 
行ない , 奉仕 者 を 非常 に 必要 と し て いる 施設 が 無視 さ 
れる と いう , 好ま し く な い 傾向 を 未然 に 阻止 する こと 
ふも で きる の で ある . 

さら に , ほとん どす べ て の 施設 に 奉仕 者 に 関す る 業 
務 を 専門 に 取扱 2 ボラ ンティア 課 ま た は 係 が 設置 され 
替 仕 者 の 選考 お よび 訓練 に 当たっ て いる . 施設 が 奉仕 
者 の 受入 れ に 際 し て , いか に 周到 な 配慮 を 払っ て いる 
か (に つい て , ユダ ヤ 盲 人 援護 協会 ボラ ンティア 課長 べ 
ル ニ ス ・ シ ュ タ イ ンタ ー ル は 次 の よう に 語っ て いる . 
「 奉 仕 希望 者 は ボラ ンティア 課長 と の 面接 で , どん な 
奉仕 に 関心 を も っ て いる か , その 能力 や 技能 に つい て 
検討 きれ た うえ で , 適当 な 課 に 配属 され る . 

50 人 以上 の 奉仕 者 が 活動 し て いる グル ー プ ワー ク 
課 で は , 1 人 の ボラ ンティア 係 が , 奉仕 者 が か も ち だ す 
あら ゆる 問題 を 処理 する 仕事 を し て いる . Bltnkes 
仕 者 活動 が 適当 で ある か , 満足 を ゃ も ゃ たらす こと が で き 
る も の で ある か を , 奉仕 者 自身 が 決定 で きる よう , 見 
習 試験 期間 が 設け られ て いる . この 制度 は 替 仕 者 が 与 
えら れ た 仕事 に 適し て いる か どう ら か を , 施設 側 に お い 
て 決定 する の に も ゃ 人 役立つ の で ある 」 と . 


奉仕 者 の 訓練 

奉仕 者 の 訓練 お よび 指導 は , 綿密 な 計画 と 方 針 に 従 
い , 細心 の 注意 を 払っ て 実施 きれ て いる . その た め に 
ボラ ンティア 課 に は , 社会 事業 の 専門 教育 で グル ー プ 
・ ワ ー ク ま だ は コミ 当 ラ ティ ボツ 本 
(地域 社会 事業 ) を 専攻 し た 専門 ツー シャ ル ワ ー カ ー 
が 配置 され , 訓練 に 当たっ て いる . 

奉仕 者 の 訓練 は , 盲人 福祉 事業 に つい て の 全般 的 な 
知識 , 素 仕 者 活動 の 意義 を 支え る 基本 的 理念 , 奉仕 者 
活動 が 行なわ れる 施設 その も の に つい て の 知識 , BA 
を 援助 する 技術 , 家人 に 接する 態度 な ど を 講義 内 容 と 
LOWS. Et, 系 仕 者 が 施設 の た め に 活動 し て いる 
期間 , 時 々 , 再 訓練 講座 が 開設 され て , 奉仕 者 が 盲人 
福祉 事業 に お ける 新しい 動向 に つい て 知る こと が で き 
る よう 訓練 が 行なわ れる . 


奉仕 者 の 指導 監督 

アメ リカ の 社会 事業 の 実施 に お いて 不可 欠 な 措置 と 
され て いる の は 指導 監督 で ある . 奉仕 者 活動 に お いて 
も 。 TAC ORBIT = AY = FST ave 
クー SPREE ROBT © ORATOR © eae a wee 
け な け れ ば な ら な い . 

施設 職員 の 資質 に 関し 227 SABBBAOBA 
福祉 エン ター の 状況 を みる と , 1965 年 現在 , 175 人 
の 全 職 員 の うち , 78 人 が 専門 職員 で ある と 報告 され 
て いる . 専門 職員 と は 精神 科 医 , 心理 判定 員 , フー シ 


ャ ルレ ワー カー, 精神 医学 ケー スワ ー カ ー, グル ー プ 


ワー カー, 職業 カウ ン セ ラー, HIRAM RECS 
る . アメ リカ で 専門 職業 と いう 場合 , 大 学院 課程 の 修 
了 者 を 意味 し , 民間 の 盲人 福祉 施設 で あっ て も , いか 
に 高度 の 専門 性 を 身 に つけ た 職員 に よっ て 運営 され て 
いる か が わか る . | 

機能 の 分 化 の 結果 , 替 仕 者 に 与え られ た 任務 は , 施 
設 に と っ て きわ め て 貴重 な も の で ある が , それ は 専門 
職員 の 担当 する 機能 を 犯さ な いこ と を 条件 と し て いる 
の で ある . ユダ ヤ 盲 人 援護 協会 で は 奉仕 者 が 守る べき 
注意 事項 と し て , ① ク ライ エン ト と の 接触 と の 間 に 得 
た 秘 審 を 保持 する こと , ⑳ ク ライ エン ト の 感情 に 深く 
巻き こま れ な いこ と , OHMS ら っ た り 贈 っ た り 
し な いこ と , ④ 個 人 的 な 相談 に 応じ し て は な ら な いこ と 
な ど を あげ て いる . 

失明 者 の リハ ビリ テー シュン に 関し Blindness と 
題する 画 期 的 名 著 を 書い た トー マス ・ キ ャ ロ ル 神父 
( Thomas Carroll) は , 「 奉 仕 者 の 任務 は BAI 
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金 を 恵 ん だ り , むやみ や た ら に 贈り も の を する こと で 
は な い . また , 知力 を 補給 し た り , 盲人 に 代 っ て 決定 
を 行なう こと で は な い . 家 人 を 教育 し た り , 改 示 させ 
た りす る こと で ゃ も た ない. 盲人 を 依存 的 に させ る こと で 
Dre, Bee sae Ss で と Y で も な い 。 まじ て ) 
自分 自身 の 問題 を 解決 する 手段 と し て 盲人 を 利用 する 
ょ うな も の で は な い . …… 最 上 の 援助 は 失わ れ た 目 の 
代用 を する こと で ある 」 と 強調 し て いる . 

アメ リカ の 社会 事業 が , いか に 奉仕 者 を 貴重 な 人 的 
資源 と し て 真剣 に 考え て いる か の , 一 つの 証左 と し 
て , アメ リカ 赤十字 が 明文 化 し た 奉仕 者 の 権利 10 カ 
条 お よび 奉仕 者 の 責務 に 関す る 綱領 10 カ条 を 紹介 す 
Bis 

[奉仕 者 の 権利 10 ヵ条] Os (co-worker) と 
し て 処遇 され る 権利 . ② 適 切な 配置 を 求め る 権利 . @ 
奉仕 する 機関 に つい て , で きる だ け 多 く を 知る 権利 . 
④ 訓 練 を 受け る 権利 . ⑤ 適 時 , 現任 訓練 を 受け る 権利 
⑥ 健 全 な 指導 と 方 向 づ け を 受け る 権利 . ⑦ 整 備 さ れ た 
快適 な 働き 場所 が 与え られ る 権利 . ⑧ 時 進 し , 多様 な 
経験 を も づつ 権利. ⑨ 開 いて も ら う こと の 権利 . ⑩ 業 績 
を 認め て も らら 権利 . 

[奉仕 者 の 責務 に 関す る 綱領 10 カ条 ] ① 人 びと へ 
の 援助 を 欲す る 自己 に つい て 十分 知っ て いる こと . @ 
自分 の 仕事 の 価値 こつ いて 信念 を も っ て いる こと . ③ 
誠実 で ある こと . ④ 規 則 を 守り , わか ら な いこ と と に つ 
WC 制 所 や が か が ぐ の わ だ ない 守 と | ⑤ 理 人 解 で き 寺 いて Lie 
つい て は , は っ きり そう で ある と いら う こと. ⑯ 進 ん で 
学ぶ 態度 を も つこ と . ⑦ 学 習 を 継続 する こと . ⑧ 指 導 
meres Sok. ⑨ 信 頼 で きる こと . ⑩ チ ー ム ・ 
プレ ー ヤ ー で ある こと . MSIF) 
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日 本 の 失明 防止 活動 


先駆 期 

1878 (明治 11 ) 年 , 明治 天皇 が 北陸 地方 巡幸 の 
際 , 新潟 県 下 に 眼 疾 者 が 多い こと を 認め られ , その 予 
防 と 治療 の た め に 1000 円 を 下賜 され た . HY lt 
年 医師 講習 会 を 開い て 眼 疾 者 の 治療 に 当たり , 翌年 に 
は 恩賜 眼病 者 治療 資金 と し て 1 万 円 を 計上 , AMER 
者 の 治療 費 に 当て た . これ が わが 国 に お ける 和 失明 防止 
運動 の さき が け で ある . 

新潟 県 で は その 後 , 1925 (大 正 14) 年 新 湯 県 恩 OG 
会 を 設立 , 眼病 者 の 治療 を 行なっ て いる . それ より さ 
き , 東京 で は 1922 年 に 和田 祐 意 の 主唱 で 大 日 本 仏 眼 
協会 が 設立 され , 各地 に 治療 所 を 設け て , 貧困 者 の 治 
療 と 失明 防止 に 努め る ほか 仏 眼 盲 学校 も 設立 し た . 
医学 界 で は , 1916 年 に 河本 重 次 郎 , 井 上 通 泰 ら の 
眼科 医 に よっ て , トラ ホー ノッ 予防 協会 が 設立 され , ト 
ラ ホ ーッ 予防 デー の 設定 , 無料 治療 券 の 交付 , 講習 会 
の 開催 , 広報 活動 な ど ト ラ ホ ー ム の 予防 と 撲滅 に 業績 
を あげ た . 当時 の 眼 疾 お よび 失明 原因 は トラ ホー ム に 
よる も の が 多く , トラ ホー ノム ノ 予 防 協 会 の 提唱 に よっ 
て , 同 8 年 に は トラ ホー ムッ 予防 法 の 実施 を みた . 当 
時 , トラ ホー ム は 国民 病 と も いわ れ , 1909 年 の 徴兵 
検査 で は , 壮 丁 の トラ ホー ム 答 患 率 は 23 パーセント, 
翌年 の 4c) FeO HE BK IL 22.5 8— ev 
ト , 女 24.3 パー セン ト に 達し て いる . その 後 , 予防 , 
消毒 の 徹底 , 医学 の 進歩 , 治療 の 普及 に よっ て 年 々 減 
少し , 戦中 ・ 戦 後に は 一 時 的 に 増加 を 示し た が , 1965 
(昭和 40 ) 年 に は , 小学 校 VERE OPEE RIL 1.7 -8 
ー セ ジグ NNAI2W2M43 当 モト と な っ た 、 


活動 の 進展 

[失明 防止 大 会 】 わが 国 に お いて , 失明 防止 連動 が 
や や 組織 的 に 行なわ ち れ る よう に な っ た の は , 1915 年 
に 中 央 盲人 福祉 協会 が 設立 され て か ら で あ る . 同 協会 
は 1917 年 に 第 1 回 全国 失明 防止 大 会 を 開催 し て , 失 
明 者 の 全国 調査 , 失明 原因 調査 , 失明 者 の 検診 と 開眼 
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治療 , 小学 校 弱視 学級 の 設置 , 全国 視力 保存 デー の 設 
定 を 決議 し た . 

1920 年 に は , 日 本 眼科 学会 総会 を 機会 に 失明 防止 
会 議 を 開催 し , 弱視 児童 の 定義 確立 と 全国 調査 , 弱視 
学級 の 全国 設置 , トラ ホー ノッ 予防 法 の 改正 , 初生 児 の 
点眼 励行 , 失明 原因 疾病 の 知識 普及 , 産業 傷害 子 防 な 
Heo Cale Uy 当局 に 建議 し た . これ ら に よっ 
て , わが 国 の 失明 防止 運動 の 進む べき 方 向 と 目標 が 明 
ぬき れ た と いえ ES. 

[日 本 眼 衛 生協 会 の 誕生 ] 中 央 盲人 福祉 協会 は 盲人 
の 福祉 向上 と 失明 防止 の た め 活 動 し て きた が , 身体 障 
害 者 福祉 法 の 制定 に よっ て , 盲人 福祉 が 国 の 施策 と し 
て 行 な ち れる よう に な っ た の を 機会 に , 19504, 日 本 
眼 衛 生協 会 と 改称 ,。 も っ ぱら 和 失明 防止 と 眼 衛 生 の 向上 
の た め 事 業 を 行なう こと に な り , わが 国 和 失明 防 正 運動 
の 中 軸 と し て 活動 , 今日 に 至っ て いる . 

[ 目 の 愛 護 デ ー] 第 1 回 失明 防止 大 会 の 決議 に 基 づ 
き , 1931 年 10 月 10H, 初め て 全国 視力 保存 デー が 実 
施さ れ た . 当時 は , トラ ュー マ , 梅毒 , 肛 漏 眠 , 小児 
の 栄養 不良 な ど に よる 和 失明 が 多く , し か も , その 多く 
が 無知 と 不 衛生 に よる と いわ れ て いた た め , 目 の 衛 生 
知識 を 普及 し て 関心 を 高め , 失明 を 少な くす る こと 
目的 と し て 実施 さき れ た も の で ある . : 

1938 年 に 至り , 1878 年 , 明治 天皇 が 新潟 県 に 眼病 者 
救済 資金 を 下賜 され た 9 月 17 日 を 目 の 記 念 日 と 定 
め , 1944 年 まで 継続 し た が , 戦争 の た め 中 止 の やむ 
な き に 至っ た . 1947 年 に な っ て か ら 10 月 10 日 を 失明 
防止 デー と し て 復活 し た が , 同 25 年 , 目 の 愛護 デー 
と 改め , 日 本 眼 衛生 協会 と 厚生 省 が 中 心 に な り , 失明 
防止 に 寄 写 し て いる . 

[失明 者 の 調査 ] 失明 防止 の 対策 に は , 和 失明 者 の 実 
態 を 明らか に する こと か 必要 で あり , 中 央 盲人 福祉 協 
会 は 1931 年 , 盲 の 定義 を 定め , 盲人 調査 の 方 法 と 要綱 
を 作り 内 和 務 省 衛生 局 が 同年 12 月 1 日 現在 で わが 国 最 
初 の 失明 者 全国 調査 を 実施 し た . この 調査 は , 所 在 地 
a, 年 齢 別 , 地方 別 , 原因 別 , 失明 年 齢 別 , 病 類 別 , 
職業 別に 分 か れ て いる . 当時 の 人 口 6536 万 6500 人 に 
対し , 7 万 6260 人 (AB 10 万 人 に つき 1166 A) の 
失明 者 の 分 布 状 態 が 明らか に され て い る . 1936 年 に 
第 2 回 全国 調査 が 行なわ れ , 以後 5 年 ご と に 実施 の 予 
定 で あっ た が , 戦争 の た め 不 可能 に な っ た . 1951 年 
厚生 省 で は 身体 障害 者 の 実態 調査 を 行ない , 以後 約 5 
年 ご と に これ を 実施 し , 視覚 障害 者 の 実態 も 明らか に 
され , 援護 対策 の 資料 と し て いる . 


[開眼 治療 ]」 失明 者 の 開眼 治療 は , 昭和 3 年 ご ろか 
ら 府県 社会 課 , 新聞 社 , 有志 団体 に よっ て , 各地 で 行 
な われ て きた . 中 央 盲人 福祉 協会 で も 同年 以来 地方 の 
開眼 治療 を 助成 , 奨励 金 を 交付 し , また , 同 10 年 か 
ら 3 回 に わた っ て 各 大 学 付属 病院 に 委託 し て 開眼 治療 
を 行なっ た . この た め 視 力 を 増進 , 回 復 し た 者 が 相当 
あっ た . 

1959 年 に は アメ リカ 空軍 部 隊 有 志 の RDC, 日 本 
眼 衛生 協会 か 全国 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 希望 者 に 開眼 冶 
療 を 行ない , 視力 を 回 復 し た 者 も あっ た . 

[アイ ベン ク 運 動 ]」 アイ バン ク は 角膜 移植 に より 失 
明 者 の 視力 回 復 を 図る た め , 死体 の 眼球 を 収集 し , 手 
術 の 必要 に 応じ て これ を 供給 する 事 業 を 行なっ て い 
る . わが 国 で は 中 村 康 が 1939 年 ご ろ 角 膜 移植 を 研究 
し , 今泉 亀 搬 ら の 眼科 医 に よっ て 各地 で 散発 的 に 行 な 
われ て きた が , 死体 の 眼球 摘出 は 刑法 190 条 に 該当 す 
る も の と され た ため , RWBAO 208-tv bees 
る 角膜 疾患 に は 手術 の 施し よう も な か っ た . 

1956 年 , 在 日 米 軍 の 兵士 ジュ エル ・ ス タイ ンズ ベー 
ガー が アイ ベン ク 設 立 に 尽力 し た の が 動機 に な っ て, 
眼球 銀行 設立 委員 会 が 組織 され アイ ベ バンク に 関す る 資 
料 の 作成 , 法律 制定 の 請願 , 陳情 活動 を 始め た . その 
結果 , 1958 年 に 角膜 移植 に 関す る 法律 が 施行 され る 
に 至っ た . 同 委 員 会 は 全国 の 病院 に 訴え て , 眼球 提供 
者 の 登録 と 失明 者 の 手術 へ の 協力 を 依頼 し, 協力 病院 
118 の 名 簿 , 目 の 寄 贈 者 の 登録 票 の 配布 な ど に より , 
全国 各地 か ら 多 数 の 目 の 寄 贈 者 が 登録 され た . 同 委員 
会 は 法律 施行 と 同時 に 日 本 眼球 銀行 協力 会 を 設立 し , 
角膜 移植 を 行なう 病院 へ の 協力 , HAMS SRE 
動 を 行なっ “Ce ye! 

[ 目 の 衛生 教育 ] 失明 の 原因 は , 病因 に よる も の と 
し て は 伝染 病 , 外傷 , 中 毒 , 全身 病 , 中 枢 神 経 病 , 先 
天 素 因 そ の 他 病 因 不 明 ま た は 不 特定 の も の な ど に 分 か 
れる . これ ら の 病因 に つい て , 一 般 公衆 が よく 理解 す 
る こと に よっ て , 失明 を 防ぐ こと が 可能 で あり, ま 
た , 公衆 衛生 の 向上 , 環境 の 整備 に よっ て 眼 疾 を 少な 
くす る こと も で きる . し た が っ て , これ ら の 医学 知識 
の 普及 や 衛生 教育 の 徹底 に よっ て , 国民 の 自覚 を 促す 
こと は 失明 防止 に と っ て 重要 な 条件 で ある . 日 本 眼 衛 
生協 会 は これ ら の 目的 を 達成 する た め , 多数 の 図書 を 
刊行 し , 広く 頒布 し て いる . (小山 正 野 ) 
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TEM RANT CO 2 の リン 


ヘレ ン ・ ケ ラー の 来 日 

岩橋 歳 夫 (1898 / 明治 31 ~ 1954 / 昭和 29 ) 夫妻 
が , 1934 (昭和 9) 年 , アメ リカ の ハバ フォ ー ド 大 学 
その 季 か ら 招 か れ て 渡米 し た と き , ヘレ ン ・ ケ ラー 
(Helen Keller) を 訪れ た. この と き ヘ レン ・ ケ ラー 
の 日 本 訪問 が 約束 され た . その 後 ,。 いく た び か の 交通 
に よっ て , 盲人 事業 を 中 心 に へ レン ・ ケ ラー と 岩橋 と 
の 友情 が 深まり , 思 師 サリ ベン ( Anne Mansfield 


Macy Sullivan, 1866 ~ 1936) の 死後 , 岩橋 の 招請 で 
目 本 訪問 が 実現 し た . 1937 年 , 秘書 トム ソン (Polly 
Thompson, 1884~ 1960) と 共に 来 日 し , 東京 市 お よ 
び 大 阪 朝日 新聞 社 の 協力 を 得 て , 東京 の 中 央 社会 事業 
協会 内 に , ヘレ ン ・ ケ ラー 女史 歓迎 委員 会 を 設け , 4 
月 か ら 8 月 に か け て 全国 的 な 愛 盲 運動 を 展開 し た . そ 
の 講演 旅行 は 岩橋 の 通訳 に よっ て , 国内 主要 都市 は も 
と より , 朝鮮 , 満州 に も 及 ん だ . 記録 に よる と 講演 回 
数 97 回 , 聴衆 約 19 万 6700 A, 全 行 程 1 万 4000 キロ 
に 達し た . これ に よっ て 盲人 その 他 の 身体 障害 者 に 勇 
気 と 慰め を 与え , 社会 の 盲人 福祉 に 対す る 認識 を 一 新 
用 5 いえ うえ いて いる 、 


へ レン ・ ケ ラー・ キ ャ ン ペ ー ン 

へ レン ・ ケ ラー の 2 度目 の 来 日 は , 第 2 次 世界 大 戦 
後 , 国土 荒 府 の さき な か で ある . 岩橋 は 毎日 新聞 社 に 協 
力 を 求め , 同社 は へ レン ・ ケ ラー・ キ ャ ン ペ ー ン 委員 
会 (HKC ) を 組織 し て 一 大 プレ ス ・ キ ャ ン ペ ー ン を 
展開 し た . 

事業 計画 と し て は , ① へ レン ・ ヶ ラー 基金 の 募集 , 
② 東 京 と 大 阪 に へ レン ・ ケ ラー 会 館 の 建設 , ③ 盲 ・ ろ 
う 教育 者 な ら び に 援護 功労 者 の 表彰 , ④ 全 国 盲 人 団体 
の 統合 な ど が あげ られ , 全国 の 毎日 新聞 社 各地 雪 局 に 
HKC 蔽 部 を 設け て 基金 を 広く 募る こと を 決 定 し た . 

この 運動 を 盛り あげ る た め 「 へ レン ・ ケ ラー の 歌 」 





を 募集 し , 鳥取 
県 の 吉田 啓 娘 の 
応募 歌 が 入選 し 
た . Ek, 募金 
Dre IC; 
SED 7 2 — F 
LIA ay ee 
鳥 の 笛 な ど が 広 
く 売出 され た . 
Sp ia an 
ー は , ポリ ー・ 
トム ツン を 伴っ 
て 1948( 昭 和 23) 
年 8 月 29 日 , 軍 
用 機 で 山口 県 岩 
国 尽 飛来 , 進駐 
軍 列 車 ペ レス チ ナ 号 ( ア メリ カ 軍 専用 車 ) で 東京 を 皮 切 
り に , 北 は 北海 道 か ら 南 は 九州 に 至る 日 本 全土 に 愛 の 
Bett Lk. ヘレ ン ・ ケ ラー が 訪れ な い お も な 都市 
に は , ア メリ カ の ジョ ン ・ ミ ルト ン 協 会 (John Milton 
Society ) の スト ー フ ァ ー (Stauffer) 夫妻 が ケラ ー の 
メッ セー ジ を 伝え る た め 信 訪 れ だ 、 

ケラ ー の 講演 会 は 25 回 , 聴衆 約 13 万 AC, 焦土 の 
日 本 に 明る い 希 望 の 種 を ま いて, 10 月 28 日 , 羽田 空 
港 か ら 帰 国 し た . 

この 間 に も ケラ ー は , 岩橋 武夫 を 助け て 盲 ・ ろ う 教 
育 の 義務 制 , 盲人 福祉 法 の 制定 な ど を 政府 に 要請 し た . 
Ek, これ に よっ て , 東日本 へ レン ケラ ー 協 会 (毎日 
新聞 東京 本 社内 ) と , 西日本 へ レン ケラ ー 財 団 (毎日 
新聞 大 阪本 社内 ) が 誕生 した. この 両者 を 統一 する も 
の と し て , 日 本 へ レン ケラ ー 協 会 が 設立 され , 岩橋 が 
理事 長 に な っ た . COR, 東 は 東京 へ ヘレン ケラ ー 協 会 
と 改称 し て 中 央 盲人 福祉 協会 の 東京 盲人 会 館 を 譲り 受 
け , あん ま 養 成 施設 の へ レン ケラ ー 学 院 , 西 は 日 本 へ 
レン ケラ ー 財 団 と し て , 盲人 更生 施設 平和 穴 (の ち に 
援護 施設 に 改組 ) と 盲 児 施設 平和 寒 を 経営 し て いる . 
な お , 日 本 教職 員 組 合 で は , これ を 機会 に 学校 を 対 
象 に 募金 し , 財団 法人 青 鳥 会 を 設立 し て 盲 ・ ろ う 教 育 
研究 の 助成 事業 を 行なっ て いる . 





_ 大 阪 城 の 石 を 探る あ へ レン ・ ケ ラー 


ヘレン ・ ケ ラー 3 度目 の 来 日 

1955 年 , 日 本 盲人 会 連合 に あて て , ヘレ ン ・ ヶ ラ 
ー か ら 再 度 来 日 し た いと の 便り が あり , 会 長 鳥居 篤 治 
BB (1894 / 明治 27 て 1970 / 昭和 45) は , 西日本 へ 
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レン ・ ケ ラー 財団 と 話合い , 毎日 新聞 社 を 中 心 に 招待 
まる だ ME PC 

MU Ys ケラ (は RU ソン と 共に 1956 
年 5 月 27 目 に 来 外 し , 東京 , A, 京都 に お いて 講 
演 し , BA, ろう あ 者 を は じ め 一 般 市 民 に まで 前 2 回 
に も まさ る 慰め と 希望 と , LOR RANE EOO 
ろ し を あげ た . 

(iS Ve 5 凡 世 のり ライ ト ハ ウス を 訪 
れ て 盲人 福祉 の 盟友 で あっ た 岩橋 武夫 の 霊 前 に 供花 し 
た . 日 本 の 特殊 教育 , 身体 障害 者 福祉 が 短期 間 に 発展 
当ら (まま 且 生 2 クー に よる と ころ が 多 
い 。 


2 クラー と プー シン サリ パン 

へ レン ・ ケ ラー は 1880 年 6 月 27 日 , アメ リカ 合 衆 
国 ア ラバ ベ マ 州 の タス カン ビア に 生ま れ た だ た. 父 は スイ ス 
人 の 血 を ひい た アー サー・ ケ ラー, 母 は ケイ ト ・ ア ダ 
ム ス と いっ た . ヘレ ン は 生後 1 年 7 ヵ月 目 に 原因 不明 
の 熱病 に か か り 盲 ろう 者 に な っ た . 1887 年 に アン ・ 
サリ ベン を 家庭 教師 に 迎え た . サリ バン の 父 は 無 学 文 
盲 で 酒 く せ が 愚 く , 
凶作 に ゃ 見 舞 わ れ た 
アイ ル ラ ンド か ら 逃 
れ て アメ リカ に 移住 
| 

VAY IRS 
ろか ら 眼 疾 を 病み 施 
療 病 院 に 収容 され 治 
療 を 受け た が , 治療 
す 9 る 店 Cee bie 
か っ た . 1880 年 に 
あふ と し た 動機 か ら ボ 
AI Ds = aA 
育 学 校 に 入学 する こ 





アン * サリ バン 


と が で きた . ふた た び 目 を 治療 する 機会 に 恵まれ , A 
眼 で 印刷 物 を 読め る 程度 に な っ た . 1887 年 に 同 校 を 卒 
業 と 同時 に へ レン の 教師 に な っ た . サリ バン の 慈愛 と 
忍耐 と 熱意 に よっ て , ヘレ ン は 3 カ月 目 に は 300 語 ほ 
ど を 理解 し , 5 ヵ月 目 に は 600 語 以上 を 覚え た . 指 話 
を 覚え る と , その 進歩 は めざまし いも の で あっ た . 

パー キン ス 盲 学校 で 指 話 法 ,。 ライ ト ・ ハ マッ ン 細 学 
校 で 発声 法 と 読 唇 法 を 研究 し た . WRKOLETYT 
リッ ジ 女 学校 に 入り , 1900 年 に は ラド クリ フ 大 学 の 
試験 に 合格 し , 1904 年 に 卒業 し た . へ レン に は いつ 
も サリ バン が つい て お り , 講義 た な ど は 指 文 字 で 通訳 し 
た , 卒業 後 の へ レン は 盲人 の 福祉 に 寄 号 す る こと に 自 
己 の 使命 を みい だ し , 執筆 や 講演 に 努め た . 講演 は ア 
メリ カ国 内 だ け で な く ヨ ー ロ ッ パ か ら ア ジア 地域 に ま 
CRATE. YALA 87 ae eee 
語 , ギリ シア 語 に も ゃ 通じ て いた . 「 青 い 鳥 」 の 作者 メ 
ー テ ルリ ンク (Maeterlinck) は ヘレ ン ・ ケ ラー を 

青い 鳥 を みつ けた 少女 」 と 賞 項 し ,。 マス ュ ミ は 3 重 
BORK, 愛 の 天使 , AROATSELMAR. 

1931 年 に は フィ ラ デ ル フィ ア の メン クル 大 SM 
1932 年 に \ よ スッ トラ ンド の グラ スム コー 大 ia 
それ ぞ れ 名 営 朝 士 号 を 贈ら れ た . さ ら に , 1951 年 に 
は アフ リカ の ウィ ッ ト ・ ウ ォ ー タ ー ラ ンド 大 学 か ら 法 
学 博士 号 が 贈ら れ た . 1952 年 に は フラ ンス 政府 か ら 
レジ ュ ン ・ ド ・ ヌ ー ル 勲章 ,。 1955 (昭和 30 ) 年 , 目 
本 政府 か ら 勲 3 等 瑞宝章 , 1968 年 5 月 1 日 KICK 


LC 1 等 瑞宝章 を 贈ら れ た . (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献 ] 
「 日 本 ライ ト ハ ウス 四 十 年 史 」 昭和 37 


へ ヘレン ・ ケ ラー 著 , 岩橋 武夫 訳 「 わ た し の 生涯 」 角 
川 書店 昭和 41 

「 ヘ レン ・ ケ ラー 小伝 」 へ レン ・ ケ ラー 女史 歓迎 委 
BS 昭和 12 

岩橋 武夫 「 へ レン ・ ケ ラー 伝 ] 主婦 之 友 社 昭和 23 
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イギリス に お ける 盲人 福祉 事業 は 約 150 年 前 , 民間 
団体 に よっ て 始 め ら れ た だ た. 19 世 紀 の 中 ご ちろ ま で に は 
約 13 の 大 都市 に 盲人 授産 施設 , 盲 学校 お よび 家庭 に 
ある 盲人 の 教育 や 盲人 の 一 般 的 な 福祉 の 増進 を 目的 と 
する いく つか の 紳 人 福祉 協会 が 設け られ た . 

1920 年 公布 され た [BAR] は 地方 公共 団体 な ど 
に 対し , 管轄 地区 に 居住 する 盲人 の 福祉 を 推進 する 義 
務 づ け を し た . 盲人 福祉 事業 は 地方 公共 団体 に よっ て 
直接 運営 され る 場合 も あり , 民間 団体 に 委託 する 場合 
4 あ Bie. 

現在 , イギリス に は 盲人 の た め に 約 200 の 民間 団体 
が あり , その 運営 費 は 一 般 か ら の 寄付 に よっ て ま か な 
われ て いる . RNIB は 民間 団体 の 最大 な も の で ある . 

主 立 イギリス 盲人 援護 協会 ( Royal National Insti- 
tu te for the Blind= RNIB) は 1868 年 に トマ ス ・ ア ー 
5 Sa 2 
omas Rhodes 
Armitage, 1824 
~1890) に よっ 
て 創設 され , 最 
初 の 事業 と し て 
盲人 用 浮 彫 式 書 
精 を ルイ ・ ブ ラ 
イ ュ 式 点字 に 改 
et ACLS 
始め られ た . 続 
いて 点字 書 ・ 地 
図 の 印刷 や 点字 
鶴 ・ 教 具 の 製作 
と 供給 の セン タ 
ーー と Cire L 
た . 最初 は イ ギ 
リス 内 外 盲 人 協 | 
会 (British and RNIB 正面 支 関 
Foreign Blind Association) と いっ た が , 1914 年 に 
アー サー・ ピ ビア ソン (Arther Pearson, 1866~1921) が 





BRL, 1949 年 , 王室 に ょ 





会 長 に 就任 し て か ら , 
イギリス 盲人 援護 協会 
(National Institute for 


the Blind 王 NIB) && ーー 


っ て 王立 (Royal) の 名 
称 使用 を 許可 され , 王立 
イギリス 盲人 援護 協会 と 
な り , 文字 通り イギリス 
に お ける 最大 の 盲人 福祉 | 
レシ グー と es 
以上 の よう に RNIB の 
盲人 事業 は , 点字 出版 に 
始ま り , 全国 の 盲人 家庭 
に 家庭 訪問 教師 を 派遣 し 
て 教養 書 や パンフレット 
を 配布 し , 盲人 に 点字 を 
Bi の こと どの あら 





続い て 全盲 少年 の た め 
ウジ スクー ニカ レレ シン 
戦傷 失明 者 の た め の リ ハム 
ば だ に ンー ショ レン クー アー サー・ ピ アッ ン 
な どの 盲人 福祉 施設 を 開設 し た . また , 和 失明 予防 事業 
に ゃ 精力 的 な 活動 を 行なっ た . これ ら の 事業 は イ ギ リ 
ス 連 邦 諸国 に も る 及 ん だ が , 1950 年 に は 王立 イギリス 連 
邦 盲 人 援護 協会 (Royal Commonwealth Society for 
the Blind= RCSB) を 設立 し , EBA ORAM LB 
な と は RCSB が 推進 する こと と な っ た . 

RNIB が 現在 行なっ て いる お も な 至 人 福祉 事業 は 次 
の 通り で ある . 





点字 出版 事業 

[ムー ンタ イプ 図書 出版 ] RNIB は 創立 当時 。 盲人 
FH XK (ムー ンタ イプ = William Moon 式 ) と い 
2 線 字 の 図書 を 発行 し て いた . 

COR, 点字 の 普及 に 伴い 盲人 の 実態 に 大 き な 変 化 
を も た らし た が , な お 中 途 和 失明 者 や 老人 の 中 に は , 点 
字 を 解読 で き な い 者 も 多数 あり , ムー ンタ イプ の 出版 
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を 続け る 必要 が あっ た . それ は また , 点字 に 関心 を も 
た せる きず な と も な っ た . ムー ンタ イプ 図書 の 出版 , 
1915 年 まで に 約 250 万 冊 に 及 ん だ が , 現在 も な お 継続 
し て 出版 し て いる . 

Lain 18st VOY AD WA SITS 
(Louis Braille) BAIBALKARELARKRERALT, こ 
れ に よる 盲人 用 図書 を 発行 し た . 

19 世紀 の 中 ご ろ ま で の イギリス の 盲人 事情 は 閉鎖 
的 , 孤立 的 で あっ た が , 点字 に よる 教育 の 普及 に より 
次 第 に 職業 開発 や 社会 へ 進出 する よう に な っ た . 

RNIB は この 実情 に 着目 し , ① 全 イギリス の 盲人 援 
護 団 体 ・ 施 設 を 通じ て 盲人 に 点字 書 を 配布 する . OB 
人 家庭 に 教師 を 派遣 し て 教科 書 や パン フ レッ ト を 配布 
し , 背 人 に 点字 を 普及 する . ③ 点 字 書 を 求め 得 な い 貧 
困 盲 人 に は 点字 図書 ・ 雑 誌 な ど 無 料 で 提供 する こと に 
Pic. 

1915 年 か ら 26 年 に か け て 発行 され た 点字 出 版 物 の 
総計 は 251 万 5000 冊 に 上 り , 文学 , 芸術 , 哲学 , 宗 
教 , 科学 , 地理 , 歴史 , 数 学 お よび 娯楽 な ど あ ら ゆ る 
方 面 に わた る 代表 的 廊 献 を も うら し て いる . その 他 週 
刊 新聞 や 各種 雑誌 , 定期 刊行 物 な ども 多数 発行 し た . 

以後 , 出版 活動 は いよ いよ ょ よ 増 大 の 一 途 を た どり , 
1966 年 の 発行 部 数 は 点字 図 書 を は じ め 新 聞 , 雑誌 
OULATD 71 万 9612 同 , BARS 2026, 各種 文献 
2 万 7172 冊 , パンフレット 類 6 万 7051 部 に 達し て い 
る . 

RNIB 点字 出版 の 特色 の 一 つ に , 固形 点字 (solid 
dot) FURIE AHS. この 印刷 機 は RNIB が 開発 し た 
LOC, 1959 年 イギリス の F + HVE の 協力 を 得 て 
完成 し た . 

RNIB で は 1959 年 以来 , ここ で 出版 し て いる 30 種 
の 定期 刊行 物 の うち 12 種 ま で この 訪 式 に 切替 えた . 
また , コン ビ ピュー ター・ プ ログ ラマ ー と し て 就職 する 
者 の た め 訓 練 手 引き 書 や 何 百 種 に も の ぼる 文献 や 職業 
訓練 用 テキ スト な ども 印刷 し て いる . 

[ ュ ン ピュ ー タ ー に よる 点字 製版 ] 以上 の 点字 印刷 
方 式 に 加え , 近年 点字 製版 に 活字 印刷 の 文字 を 点字 に 
変え る ュ ン ピュ ー タ ー 方 式 を 開発 し た . これ は パン チ 
カー ド 形 式 で 自動 的 に マス ター 版 を 作る . これ ら の 版 
は , 電導 式 点字 製版 機 に 要する 25 分 か ら 40 分 の 時 間 
を 3 分 間 に 縮 め た . 

この 方 式 に よっ て , 1967 年 に は 3 万 冊 以上 の 書籍 , 
37 万 3000 Ow FlzE, 15 HHO 雑誌 その 他 を 製版 し 
ie. 


[カセット 録音 テー プ ] 従来 . トー キン グ ブ ッ ク と 
いえ ば 円 盤 式 レ ュ ー ド で あっ た が , BEE, 磁気 テー 
プ な ど が 開発 され , 各国 で は 録 埋 テー プ に よる トー キ 
ング ブッ ク を 競っ て 活用 する よう に な っ た . RNIB は 
150 万 ポン ド ( 約 15 億 円 ) と いう ぼう 大 な 研 ABBY 
つき ぎ 込 ん で , 1951 年 か ら カ セ モット テー プ に 切替 え 
ie: 

普通 の 録音 テー プ は トラ ッ ク ( 音 の 線 ) が 2 本 ある 
い は 4 本 に 過ぎ な い が , この テー プ に は 18 トラック 
あり , 9 往復 開け る . 1 トラ ッ ク 70 分 で , 1 カセ ッ 
ト 最大 限 21 時 間 開 ける 仕組 で ある . 本 は 1 カセ ッ ト 
に 2 冊 か ら 3 司 吹込 む の が 普通 で ある . その プ レー ヤ 
ー は 年 2 ボ ポンド, 事情 に よっ て は 無料 で も 但 す . 
1965 年 に は 約 45 万 本 貸出 し て いる . 特に 盲 大 学生 な 
どの た め に は , 教科 書 や 参考 文 献 な ど が 録音 され て い 
る . 

職員 は 約 60 人 で , 利用 者 は 国内 だ け で な く 海 外 40 
カ国 に も 及 ん で いる . 


BAKRBE 

RNIB の 盲人 図書 館 事業 は , イギリス 盲人 図書 館 
(National Library for the Blind) と は 異な り , 世界 
各国 の 盲人 福祉 団体 や 施設 と 連携 を 保っ て 海外 に も 貧 
出し を 行なう レファレンス ・ ラ イブ ラリ ー (Reference 
Library た で あり る 7k, デー ザ サザ ビー モン アキ 
( Arther Pearson ) が 専門 職 に 進む 盲 学 生 の 訓 育 に 熱 
意 を 注い だ 結果 で , 次 の 3 種類 の 図書 館 が ある . 

[LAF a Seas | ズ チ ュー ナビ Pa 
ライ ブラ リー (Student Library) で は 盲 大 学生 が 十分 
な 研究 が で きる 教科 書 , 参考 書 そ の 他 の 文献 を 貸出 し 
Chez 

1969 年 に お ける 蔵 書 数 は 4 万 冊 , 貸出 し 数 は 1 万 
7794 冊 に 達し て いる . これ を 内 容 別に みる と , EF 
に 関す る も の が 最も 多く , MS, 法律 , 経済 , 哲学 お 
よび 倫理 学 の 順 と な っ て いる . 

1961 年 , カセ ッ ト に よる テー プ ・ ト ー キ ング ブッ 
ク ・ ラ イブ ラリ ー が 始め られ , 1969 年 に は , 訓練 さき 
れ た 奉仕 者 に よっ て 録音 され た テー プ は 1069 種 , ヵ 
セッ ト は 9200 種目 が 貸 出さ れ て いる . カモ セッ ト 再 生 
機 は 年 間 3 ポン ド で 盲人 に 貸出 され る が , ERRBA 
や 学生 に は 無料 で ある . 録音 テー プ は 約 45 万 ADE 
行 さ れ 乏 次 増加 し て いる . 

[マッ サー ジ 図 書館 } マッ サー ジ 図 書館 (Massage 
Library) は ジェ ナー・ バ ベー ラル に よっ て 創立 され , 失 
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明 の 医師 ロイ ド ・ ジ ュ ェ ン スト ン の 多年 に わた る 苦心 に 
より 完成 し た も の で ある . 点字 蔵書 の 内 容 は マッ サー 
ジ 学 , 電気 学 , 解剖 学 , 生 理学 , 治療 学 , 医学 , 体育 
な ど に 関す る 各種 文献 を は じ め , 物理 療法 , 外科 治療 
な ど に 関す る も の の ほか 物理 学 , 化学 , 力学 , 動物 
学 , 生物 学 な ど に 及 ん で いる . これ ら は マッ サー ジ 学 
校 の 生 征 た ち に よっ て 貴重 な 研究 資料 と し て 利用 され 
HOW Bi 

[音楽 図書 館 ] 音楽 図書 館 (Music Library) は 音 
楽 家 や 音楽 研究 家 の た め に 設け られ た も の で , BS 
様 な 点訳 楽譜 が ある . これ に は まだ 印刷 され ん て いな 
い 各 国 の 曲目 や 高級 な 音楽 評議 な ども 含ま れ て いる . 
1966 年 現在 , 点字 の 楽譜 は 2026 種目 , 音楽 に 関す 
る 点訳 文献 は 6 万 7501 冊 に 及 ん で いる . 


WW 


サン シャ イン ・ ホ ー ム 

サン シャ イン ・ ホ ホーム (Sunshine Home Nusery 
Schools) は , 1918 年 に 設立 され , 現在 6 ヵ所 に 施設 
が ある . いずれ も $ 3 歳 か ら 7 歳 まで の 盲 幼 児 24 人 ま 
で を 収容 , 保育 し て いる . 

ここ に 収容 され る 盲 幼児 の 大 多数 は 貧困 家庭 に 生ま 
れ た 者 で ある が , 将来 性 の ある 者 や 好ま し く な い 家 庭 
的 環境 に ある 者 も 含ま れ て いる . この ホー ム で は , 家 
族 以 上 の 愛情 を こども に 与え る こと か が 必要 で ある と い 
SFC, 盲目 の こども が 未知 の も の を 探り , 自由 に 
恐れ ず 身 体 を 動か し , で きる 限り 普通 の 生活 が で きる 
Ee yO: 

職員 は 常に 両親 と 審 接 な 連絡 を 保ち な が ら 働 いて い 
る . 家族 か ら の 手紙 , IV, それ に 電話 連絡 な ど は , 
こ ど ゃ も に 勇気 を 与え る こと に 役立つ . 休暇 に は 帰省 さ 
せ て 家族 と の だ ん らん を 楽し ませ る . また , 両親 は こ 
ども の 衣類 に つい て も , 絶え ず 注 意 を は ら わ な けれ ば 
な ら た な い . 





il 


サン シャ イン ・ ホ ー ム の 盲 幼 








育児 の 発育 と 訓練 に と っ て た いせ つ な こ と は , 周囲 
に ある も の を 理解 で きる こと ば で 説明 し , 自分 な り の 
ペー ス で 学ん で ゆけ る よう に する こと で ある . 

Ceci, 狐 立 す る こと の な いよ うに 目 の 見 える こ 
ども た ちと 常に 接触 きせ て いる . 特に 学 習 の 遅れ る 
者 , 目 以外 に 障害 を 合わ せ も つ 者 に 対し て は , 社会 に 
出 て か ら 何ら か の 職 に 就け る 能力 を 伸ばす よ ょ 2 特別 の 
配慮 が な され て いる . 

幼児 教育 は すべ て 直接 の 経験 に 基づき 実際 的 で な け 
れ ば な ら な い . 

Bet, 人 の 助け を 借り な いで , 目的 を も っ て 行動 
する こと , 社会 に 有益 で ある こと , 共同 社会 の 中 で 互 
い に 協 力 し , し っ か り と 自己 を 表現 する こと な ど を 学 
っ 

ここ に は 親 の 会 と いう の が あっ て , 両親 は ホー ム に 
滞在 し て こども と 生活 を 共に し , Et, 経験 を も っ た 
職員 と の 話合い の 機会 を も つこ と が で きる . こども た 
ちの 健康 に は 特別 の 注意 が 払わ れ , RNIB の 診療 係 が 
た び た び 訪問 し , Ek, 地区 の 専門 医 も 定期 的 に 診療 
し , 物 療 士 も 必要 に 応じ て 治療 に 当たっ て いる . 

必要 な 経費 は その 3 分 の 2 は 居住 地 の 市 町 村 が 負担 
する が , ゃ し , 両親 に 朗 払 い 能 力 が な い 場 合 は 全額 負 
担 す る こと に な っ て いる . 


Ds AI =Pg oy 

ウォ スタ ー・ カ レッ ジ (Worcester College for the 
Blind) は 1866 年 ヒ し 一 ・ ブ レア (Hugh Blair) と ウ 
ィ リ アム ・ テ ー ラ ー (William Taylor) の 2 牧師 に よ 
っ て ロン ドン に 設立 され , 全盲 お よび 強度 の 弱視 少年 
を 対象 と し て 教育 に 当たっ て いる . 寄宿 舎 制 で 約 65 
人 を 収容 し て いる . 

これ は 1936 年 に RNIB に 移管 され た も の で , 教会 
や ラン ニン グ ・ ト ラッ ク を 備え た 競技 場 , 野天 の 温泉 





ウォ ー ス ター・ カ レッ ジ 校 舎 の 一 部 
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遊 泡 プ ブー ル な ど 
も ある . 
教科 の うち 音 
楽 は 選択 課目 
で , 木工 作業 お 
よび 宗教 教育 な 
ど ゃ 行なわ れ て 
いる . 健康 管理 
は 国立 保健 所 が 担当 し , 体育 を 重視 し , 陸上 競技 な 
ど が 奨励 され て いる . また , 週末 に は キャ ンプ な ど が 
行なわ れる . 盲 児童 た ち は 晴 眼 者 と 自由 に 交際 し , = 
チケ ッ ト や マナ ー を 教え られ , 卒業 後 は へ ザー セッ ト 
で 職業 訓練 , 適職 判定 を 受け る . 


音 テ ー プ に より 外国 語 を 学ぶ 


チョ ニー ウッ ド ・ カ レッ シ 

チョ リー ウッ ド ・ カ レッ ジ (Chorleywood College 
for Girls with Little or No Sight) は 1921 年 ロン ド 
ン に 設立 され た . 全盲 な ら び に 強度 の 弱視 少女 を 教育 
する 学校 で ,。 すべ て 点字 に よっ て 教育 し て いる . 

この 校舎 は , バッ ティ (James H. Batty) と いう 人 
か ら RNIB へ 寄 贈 さ れ た も の で ある . その 後 次 第 に 
拡張 も ふ し , 現在 で は 寄宿 舎 や 教室 , 家庭 科 教 室 , 体育 
場 , 水泳 プー ル な ども 整備 され 70 人 を 収容 し て い 
る . この ほか 12 ヘクター ル の 遊戯 場 や 庭園 も ある . 

こと は 一 般 グ ラマ ー・ ス クー デル と 同じ 5 年 ヌー ニス 
で 課目 も 同等 で ある . 上 級 コ ュー ス に 進む 者 は さら に 研 
究 科 に 入る . また , 大 学 進学 希望 者 は 奨学 金 制度 の あ 
る 大 学 の 試験 を 受け る こと が で きる . 

研究 科 で は , 普通 学 課 以 外 に 体育 , 音楽 , ダン ス , 
水泳 な ど が あり , 服装 , 行儀 作法 , 会 話 , 料理 , 家政 
な どの 指導 が 行なわ れ て いる . 

クラ ブ 活 動 と し て は , 他校 の 男女 学生 と の 交流 の 機 
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会 を つく り , 討論 会 や スポ ー ツ 競技 , 音楽 会 な ど を 開 
いて いる . 

卒業 後 は ほとん どの 者 が 事務 員 か 電話 交換 手 に な る 
た だ ため に , ロン ドン シン に ある RNTBI の ポン ズリ タク 0 
レイ ス (Penbridge Place) 訓練 所 へ 移る か , 理学 療 
法 士 養 成 学校 へ 入学 する . Ek, 少数 の 者 は , 教育 ・ 
社会 ・ 法 律 学 お よび 音楽 な ど を 学ぶ . その ほか に 家庭 
学科 , 幼稚 園 の 保母 , 盲人 の 家庭 教師 に な る た め の 訓 
練 科 へ 進む 者 も ある . | | 

職業 の 選択 に つい て は , へ ザー セッ ト 訓 練 所 の 就職 
あっ せん 係 で 相談 を 受け , 必要 な 盲人 用 具 も 供給 され 
る . 


= 


クイ ー ン ・ エ リザ ベス ・ ホ ー ム 

1940 年 に は , NIB は 会 長 ビ ー チ クロ フト ・ ト ー ゼ 
(Beachcroft Towse) PHF—AAJNPMICHSA 庭園 の 
提供 を 受け , ロン グ メ ドー ズ (Longmeadows) と い 
う 戦 傷 失 明 者 の た め の リ ハビ リ テ ー シ ョ ン セ ンタ ー を 
開設 し た . 

その 後 , さら に ブリ ッ グ ノー ス に オー ルド ベリ ー・ 
グレ ンジ (Oldbury Grange), トー ケイ に アメ リカ 戦争 
救済 会 (War Relief Society of US) FHBOT 2% YA 
ン ・ ロ ッ ジ (American Lodge) を 設立 し , PRAHG 
の だ た だめ の リハ ビリ チー ショ ン を 行なう よう GA うつ 6 
1955 年 , これ ら の 諸 施 設 を クイ ー ン ・ エ リザ ベス ・ 
ホー ムズ (Queen Elizabeth Homes of Recovey for 
Newly-Blind Civilians ) と 呼称 する こと を 許さ れ た . 
中 途 失 明 時 の 処置 : イ ング ラン ド お よび ウェ ー ル ズ 
で は , 毎年 約 2000 人 が 中 途 失 明 者 と し て 登録 され て 
いる . か れ ら の 大 部 分 は 生産 作業 中 の 事故 や 交通 災害 
の ほか 病気 で 失明 し た 者 で ある . | 

この ホー ム は , これ ら の 人 た ちの 入院 し て いる 病院 
と 絶え ず 接 触 を 保ち , 患者 に 視力 回 復 の 望み が な いと 
わか れ ば , その 精神 的 ショッ ク に 対す る 暖か い 配慮 
と , その 後 の 生活 方 針 に つい て , 十分 な 納得 と 希望 を 
52, ET, きび し い 基 礎 訓 練 に よっ て , その 障害 を 
克服 で きる と いう 確信 を 与え る よう に し て いる . 
訓練 の 開始 : 以上 の よう に , 中 途 和 失明 者 の 社会 復帰 
MIST SBREEZ, アメ リカ ・ ロ ッ ジ で 本 格 的 リハ 
ビリ テー ショ ン 課 程 に 入る . それ に は , 点字 を 学ぶ こ 
と か ら 始 め る . 老齢 者 で 点字 を 理解 する の に 無理 な 者 
に は , 浮 出し 文字 の ムー ン ・ タ イプ (Moon type) を 
教え る . 

タイ プラ イタ ー 科 は 習得 力 の ある 者 だ け に 課 し , 手 
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細工 , 陶器 作り , 木工 な ど は , 美しい も ゃ の を 作る 能 
が ある こと を 教え る た めで も ある . 

娯楽 は 単なる 遊び で は な く , FORMA, MOMS rs 
ど を 発 達 させ る 有効 な が ガイド と も な る . さら に 進ん 
で , 各種 の 軽工業 用 工作 機械 の 操作 を 練習 させ る . 

この よら に し て 訓練 を 積 重ね て 終了 し た 者 は , 
レッ チワ ー ス 国立 職業 訓練 セン ター (Letchworth 
Government Training Centre) の 軽工業 技術 訓練 
科 へ 進む か , ある い は 直接 一 般 工 場 へ 就職 する こと に 
人 た る. 


へ ザー セッ ト 盲 青年 職業 能力 測定 セン ター 
1948 年 , 労働 省 指導 の も と に ワー キン グ ・ ペ パー テ 
ィ (Working Party) と いう 調査 機関 を 設け , 軽工業 
方 面 に お ける 盲人 就業 の 適性 に つい て 詳細 な 調査 を 始 
Die. CORR, 戦中 ・ 戦 後 の 手 不足 の た め 盲 人 の 職 
業 範囲 の 拡大 は 絶 好 の 機 会 で や る こと が わか っ た . 
1956 年 に 至り , ワー キン グ ・ パ ペー ティ ー は , 寄宿 制 
の 新しい 職業 訓練 て センター 設置 の 重要 性 を 勧告 し た . 
この 勧告 を 実現 する た め , RNIB は その 事業 の 一 つと 
し て レイ ゲイ ト に へ ザー セッ ト 盲 青年 職業 能力 測定 セ 
ンタ ー (Hethersett Vocational Assessment Centre 
for Blind Adolescents) を 設置 し た . 

組織 : へ ザー セッ ト で は , 16 歳 か ら 18 歳 まで の 盲 
学校 卒業 者 を 収容 し , その 適性 能力 に 応じ て 職業 訓練 
を 行なう . この た め , RNIB に よっ て 指導 委員 会 
(Board of Governors) が 設け られ , 盲人 福祉 と 教育 
の 専門 家 , 地方 政府 の 身体 障害 者 雇用 部 お よび 次 部 省 
と 労働 省 そ の 他 か ら 選 ば れ た 委員 に よっ て 構成 され て 
いる . 

この セン ター は , 身体 障害 者 教育 促進 令 (行政 メモ 
511, 1955 年 8 月 ) に 基づく 施設 と じ て 認 可 さ れ て い 





へ ザー セッ ト 家 青 年 職業 能力 測定 セン ター の 一 部 





る . 
2% Y's =e 
グ / は , 理学 校 時 代 

/ の 保護 され た 環 
| 境 か ら 脱皮 し し, 
一 般 社 会 に 適応 
ー/ で きる よう 訓練 
/ を 行ない , 職業 
yp を 選ぶ よう 指導 
Ears. 
DVD A 
He We So TBs 
は 三 つ の グル ー 
プ か ら 成 立っ て 
ー いる . 
へ ザー セッ ト で 働く 盲 女性 第 1 グル ー プ 
は 職業 補導 の 助け と な る 課目 で ある . ここ で は , 各種 
軽工業 の 基礎 的 な 機械 作業 を 教 ん る と と も に , 単純 な 
反 覆 機械 作業 も 練習 させ る こと に な っ て いる . 成績 の 
よい 者 は , 労働 省 管 轄 の 基礎 軽 技術 テコ ユース に も 進め る 
電話 訓練 は , 電話 交換 手 と し て の 適性 を 発見 する た 
め と , 個人 生活 に お ける 電話 使用 を 学ぶ た め に 設け ら 
れれ GUN 

タイ ピン グ の 訓練 は , 第 1 に 速記 また は 録音 タイ ビ 
スト と し て の 適性 鑑定 の た め , 第 2 に は 晴 眼 者 と の コ 
ミュ ニケ ーシュ ン の 手段 と し て , 第 3 に は 有益 な 指 の 
訓練 と し て , 第 4 に は 文章 の 書き 方 練習 と し て , 第 5 
に は , 広範 囲 な 軽工業 に お ける 手指 の 器用 さ の 発見 の 
た め に , ある い は 盲 少年 に あり が ちな 弱い 腕 や 手 の 訓 
練 , 姿勢 の 欠点 を 正す 助け と し て 行 な われ て いる . 
木工 作業 は , 工具 使用 の 範囲 を 広め る た め に , ま 
た , 治 具 Gig) 操作 に 自 信 を 養 わ せる た め と , 他 の 
セン ター に 必要 な 器物 を 製作 する 目的 も 兼ね て いる . 
測定 作業 の 第 1 は 木工 細工 の 助け と な る . 第 2 は マ 
イク ロメ ー タ ー な ど に で きる だ け 多 く 点 字 を 取入れ , 
触覚 に 頼る よう に 奨励 する . 第 3 は 事物 の 観察 作業 に 
対す る 適性 判断 の 材料 に な る . 

第 2 グル ー プ は , 独立 家庭 生活 の 準備 と し て , 社会 
適性 に 必要 な も の を く あ うし て いる . 

社会 的 技術 課程 は 表 服 の 整頓 , 洗濯 , アイ ロン か 
け , ひも の 結び 方 , FOR) MORE EBTOE YD 
で 可能 な 日 常 生活 行動 の 指導 , また , RA, REM ee 
具 の 操作 な ど を 指導 し , 家庭 内 の 用 事 を ひと り で する 
自信 を も た せる . 
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歩行 訓練 は 最も 重き を お いて いる . ここ で は 散歩 
買物 , タク シー, AA, 電車 な ど は も と より , 飛行 機 
で も ゃ 同伴 者 な し で 乗れ る 能力 を 養っ て いる . 

第 3 グル ー プ は , 点字 の 読み 書き , 弱視 者 の 墨 字 の 
読み 方 , 英文 の 綴り 方 , MSF, BH, 水泳 お よび 体育 
に 関す る も の で ある . 

週末 は 授業 は な く , 各自 が 自由 に ハイ キン グ に 出 か 
ける な ど と 変化 を や もたせ, 自由 時 間 の 有効 な 使用 法 の 指 
導 も 行なわ ち わ れ て いる . 

訓練 指導 は 三 つ の 基礎 の も と に 考慮 され て いる . 第 
1 は 訓練 生 と 両親 の 意向 . 第 2 は 作業 中 と 休暇 中 に 示 
され た 能力 . 第 3 は 職業 あっ せん 担当 者 の 雇用 に 関す 
る 報告 に 基づい て 訓練 生 自 身 に 求人 の 実情 を 考え させ 
る . さら に 1 学期 に 1 回 , RNIB の 指導 委員 会 の 指導 
者 が 各 訓 練 生 と 面談 し , 週 に 1 回 は 所 長 と 自由 に 話 合 
い を する . この よう に し て , 将来 の 適職 を 選ぶ 機会 が 
与え られ る . その うえ , 体験 を 広め る た め 約 2 週間 , 
実習 生 と し て 会 社 や 工場 へ 通勤 し て 試験 的 に 作業 に 従 
事 さ せる こと に な っ て いる . CORR, 求人 側 は 本 人 
の 適性 , 能力 な ど 社 会 的 適合 性 に つい て セン ター に 報 
告 する . 各 訓 練 生 は この 種 の 実習 を 少な く と も 3 回 繰 
り 返す. 

セン ター で は , 訓練 生 を 1 組 7 人 ずつ 5 組 に 編成 
し , 2 学期 の 間 に 全 課程 を 終 を , すべ て の 課目 に つい 
て 全 職 員 の 査定 を 受け る こと に な っ て いる . 

こう し て , 各自 に 適し た 専門 職 を 選び , 必要 に 応じ 
て さら に 長期 間 に わ た り 各 専門 の 訓練 を 行なう . そし 
て か れ ら より いっ そう 広い 人 生 経 験 を も つ 中 途 失明 者 
の 職業 訓練 生 と の 競争 に 負け な い 能 力 を 体得 させ る . 
COB, 点字 と テー プレ ュー ダー が 独習 の た め , より 
多く 使う こと に な る . 

訓練 期間 : ヘザー セッ ト の 修業 年 限 は 3 ヵ月 か ら 2 
ヵ年 と な っ て いる . 訓練 終了 生 は , レッ チワ ー ス 国立 職 
業 訓練 セン ター (Letchworth Government Training 
Centre), また は RNIB の 速記 タイ ビス ト , 電話 交換 
手 訓練 学校 な ど に 進 ゆ むこ と に な っ て いる . 

へ ザー セッ ト は 開設 か ら 1963 年 まで に 181 人 の 訓 
練 生 を 送出 し , 150 人 が 就職 . その うち 133 人 が 晴 
眼 者 と 同じ 職場 で , 17 人 が 底 護 工場 (sheltered 
workshop) で 働い て いる . 卒業 生 は モン ター と 容 接 
な 連絡 を 保っ て お り , 本 人 の 福祉 と モン ター の 発展 に 
効果 を あげ て いる . 








盲人 理学 療法 士 養 成 学校 

理学 療法 は 臨床 医学 に お ける 補足 的 役割 を 果たす 専 
PURO 1 種 で ある . すなわち , 傷害 や 病気 物理 的 治療 
法 と し て あん ま ・ マ ッ サ ー ジ , 水 治 ・ 電 気 療 法 な ど を 
行なう も の で ある . これ は 19 世 HO 末 ご ろか ら 盲 人 
の 適職 と し て 認め られ て きた . 

RNIB は 1915 年 に 盲人 理学 療法 士 養成 学校 (Blind 
School of Physiotherapy) を 設立 し て , 戦傷 失明 者 
を 対象 と し て , 理学 療法 士 (Physical Therapist = P 
T) の 養成 を 始め た . 

入学 資格 : 現在 の 入学 資格 は , 視力 が 60 分 の 6 以 
下 の 者 お よび 全盲 者 に 限ら れ て いる . Ek, 健康 で 体 
格 が 頑丈 で , 快活 な 性 格 で ある こと が 要 求 きれ て い 
る . 

論文 や 考査 に は タイ プラ イタ ー を 使用 する こと に な 
っ て いる の で , 点字 の 読み 書き に 熟練 し て いる こと が 
絶 体 的 条件 と され て いる . 少な く と も 点字 読書 は 1 時 
間 に 15 ペー ジ , タイ ピン グ は 30 語 と いう の が 入学 前 
の 能力 で , また 十分 な 歩行 訓練 を 受け た 者 で な けれ ば 
な ら な い . 

教育 設備 : 学校 は ヒビ ゥ ンド ン の グレ ー ト ・ ポ ー ト ラン 
ド に あり , ここ で 理論 お よび 実地 教育 を 行なう. 施設 と 
し て は 講義 室 , 点字 図書 館 , マッ サー ジ 実 習 室 , 運動 
室 , 水 治療 法 室 , 電気 治療 室 な ど が あり , さま ざま な 
近代 的 機械 器具 が 設備 され て いる . 実地 訓練 は RNIB 
と 連携 を 保っ て いる フィ ッ チ ング トン 病院 や ハイ ゲー 
ト ・ オ ルド チャ ー チ 病院 で な され , 実際 に 患者 を 診断 
し , 理学 療法 を 施す こと に な っ て いる . 

資格 : この 学校 の 教育 期間 は 3 ヵ年 で , 理学 療法 士 
協会 (Chartered Society of Physiotherapy) の 試験 
に 合格 し , 国家 登録 を すれ ば 正式 な 理学 療法 士 と な る 
こと が で きる . 

授業 料 や 生活 費 は 全額 労働 省 か ら 給 され る . この 
学校 に は 海外 か ら の 留学 生 も いる が , これ ら の 費 用 
は , 中 央 お よび 地方 の 盲人 援護 協会 が 負担 し て いる . 

就職 状況 : この 学校 を 卒業 し た 理学 療法 士 の 多く 
は , 国民 保険 病院 その 他 の 病院 に 就職 し て いる . ま 
た , 自宅 開業 を 
行なっ て いる 者 
| も ある . 1970 年 
現在 , 前 者 は 約 
230 人 , 後者 は 
80 人 と な っ て 
いる . 
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マー サ ・ ア ー ノ ー ル ド (Martha Arnold ) は , 自 
ら 盲 人 と し て の 体験 か ら 「 盲 人 に 光 と 硬め 」 を 与え る 
Se ale 992 mm シン ドン の ニア ファ ックス 
通り の 自宅 の 1 室 を 開放 し て 点字 図書 の 貸出 し を 開始 
Be com 

最初 の 蔵書 数 は 50 fC, 利用 者 は 10 A, 年 額 4 シ 
YVYFARVARRHoKk. 最初 の 助手 は カー ラ タ ・ 
ホー デン (Carlata Howden ), 後 の ド ー 夫 人 (Mrs. 
Dow) で , その ほか に 少数 の 友人 の 助力 を 得 て 運 営 し 
た . 経費 は 不足 か ち で あっ た の で 賛助 者 と が ガードナー 
トラ スト 盲人 援護 会 (Gardner's Trust for the Blind) 
DRE RDI. 

最初 の 5 年 間 に 読者 は 約 100 人 に 増加 し , 蔵書 も 
750 冊 に 達し た (点字 600 冊 , ムー ン ・ タ イプ 1830 冊 , 
リュ ー カ ス ・ タ イプ 20th) . この た め 1886 年 , バウ 
ンダ リー・ ロ ー ド に 移転 し , さら に 1 年 後に は ロン ド 
ン 西 北 ベ ズル シー ズ ・ ロ ー ド に 移転 し た . 

点字 図書 は 特別 の 条件 で イギリス 内 外 盲 人 接 護 会 
( British and Foreign Blind Association : NIB の 前 
身 ) か ら 購 入 す る と と も に アー ノー ルド と その 友人 た 
ちの 点訳 に よっ て 点字 図書 の 増加 を 図っ た . こう し て 


盲人 図書 館 に と っ て 最も 重要 な ボラ ンティア ・ サ ー ビ 
ス の 基礎 を つく っ た . 

MBH AFIT SBADBULEFETHAL, 1895 
年 に 読者 数 は 300 A, 蔵書 数 は 3200 冊 に な り 毎年 約 
1500 個 の 小包 を 発送 し た . し か し , 老年 に な っ た 創 
始 者 た ちこ と っ て この 活動 が 過重 と な っ た た め , 1898 
年 , 友人 や 後援 者 た ちの 茎 援 を 得 て , イギリス 盲人 図 
書館 ( National Library for the Blind= ニ NLB) を 法人 
Ae tera ) 

[法人 の 初期 ] 初代 館長 に は ジェ ー ム ス ・ ブ ライ ス 
(James Bryce) が 就任 し た が , アー ノー ルド 個人 へ 
の 疲 助 者 が 減っ た た め , 財政 は 苦し く 会 費 は 年 額 2 ギ 
= Seg ew woe eae OCHA ae ee 9 
ッ ジ ・ フ ァ ン ド (Arnold Carriage Fund) を 設け た . 
事務 局長 マク ラ レ ン (McLaren) を 採用 する に 及び , 
事業 の 困難 が 大 い に 緩和 され た . 1904 年 に 蔵書 数 は 
約 8000 冊 に 達し , 年 々 500 有 冊 以上 の 増加 が みみ られ 
た . 年 間 支 出費 は 800 ポン ド を 越え , 利用 者 か ら 得 ら 
れる 収入 は 約 2 分 の 1 に 過ぎ な か っ た . そし て 1904 
年 に は , ベイ スス ウォー ター・ ク ィ ー ン ズ ・ ロ ー ド に 移 
Pmilige. 

1906 年 に ウニ フレ ッ ド ・ オ ー ス ティ ン (E. Winifred 
Austin) を 職員 と し て 迎え た が , その 上 越し た リー 
ダー シッ プ と 能力 に よっ て , CORO 12 年 間 に 著 し 
い 発 展 を 見 せ , 盲人 図書 館 の 歴史 の 中 で 最も 多彩 な 時 
代 浴 ああ 皿 と WW 學 る | 

第 1 次 世界 大 戦 の ぼ きびしい 環 境 の 中 で の オー ステ ィ 
ン の 業績 は 実に 偉大 で あっ た . 1908 年 に 郵政 大 臣 は 
点字 図書 の 郵便 料金 の 減額 を 認可 し た が , それ で も 図 
書館 の 財政 難 は 解消 さん な か っ た . その ころ アー サー 
.・ ビ ピアソン (C. A. Pearson) が イギリス 盲人 援護 協会 , 
NIB の 活動 を 活発 化し 点字 出版 事業 を 始め る に 至り , 
盲人 図書 館 の 合併 を 呼び か けた が , 図書 館 側 は これ に 
応じ な か っ た . 一 方 , 図書 館 は 点字 図書 の 増加 の た め 
書庫 の 拡張 を せま られ , カー ネギ ー 財 団 (Carnegie 
U. K. Trust) に 対し 建築 助成 を 求め た . その 結果 カー 
ネギ ー 財団 か ら 1 万 ポン ド の 提供 を 受け , 不足 分 
600 ポン ドド は 募金 に よっ て 獲得 し , 1916 年 ウェ スト 
ミン スタ ー・ タ フト ン 街 に 新築 移転 し て , 会 長 (館長 ) 
に は カーネギー 財団 の ダン ファ ー ム リン (Dunfer- 
mline) が 就任 し , 発展 拡大 を 図っ た 。 

点字 図書 は その 後 , 科学 ・ 文 芸 協会 条 令 (The Scien- 
tific and Literary Societies Act) の 適用 を 受け て 免税 
対象 と な っ た の で , 無料 貸出 し に 踏み 切っ た . 
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オー ステ ィ ン は , 1911 年 に 他 の 小 規模 の 点字 図書 館 
の 合同 を 提唱 し た が 和 失敗 に 終っ た . し か し , 1917 年 に 
は 家庭 訪問 教師 協会 (Home Teachers Society), カ ト 
リッ ク 信 仰 会 (Catholic Truth Society), YERKES 

(Girls Friendly Society) な どか ら 蔵 書 の 提供 を 受け 

ろ る と と も に , マン チェ スタ ー・ サ ルフ ォ ー ド 盲人 援助 
協会 (Manchester and Salford Blind Aid Society) 
と の 合併 が 実現 し た の で 北部 分 館 を マン チェ スタ ー に 
新設 し , 地方 委員 会 の 管理 に ゆだね , 初代 館長 に ヘン 
リー・ マ イア ー ス (Henry Miers) を 推し た . 最初 の 
ころ は オー スチ ン も , この 委 員 会 に 参加 し た が , 1918 
年 に 多く の 功績 を 残し て 急死 し た . 

[第 1 次 大 戦 か ら 第 2 次 大 戦 ま で ] 1918 年 まで に 
は 年 間 経 費 は 6000 ポン ド , 図書 貸出 し は 約 10 万 冊 に 
上 昇 し た . お よそ 80 ヵ所 の 国内 公立 図書 館 に 定期 的 
に 図書 を 委託 し て きた が , 海外 の 読者 に も 貸出 し を 開 
始 し た . 

1928 年 1 月 ,. テー ムズ 河 の は ん らん に よっ て 施設 
と 蔵書 は 打撃 を 被っ た . し か し , 新旧 の 堆 助 会 員 の 援 
助 に よっ て た ち ま ち そ の 損失 は 解消 し た . 1924 年 に 
ファ ー ム リン が 館長 を 辞退 し , ブラ ネス ベー (Lord 
Branesburgh) が 就任 .. オ ー ス ティ ン の 後任 に 上 プ リン 
A ( O.I. Prince) が 就任 し て 大 い に 活 躍 し た が 多く の 
借財 を 作 tc. 

第 1 次 大 戦後 , まもなく 盲人 福祉 に 関す る 立法 に よ 
っ て , まず 国家 か ら , 次 いで 地方 当局 か ら 助 成金 を 受 
る どど と が で きる ドク に な っ うた 1927 年 以来 5 " 仙 前 
助成 は さら に 増し , 全 収 入 の 30 ペー セン ト に だ 達し た 
中 で も 地方 当局 より の 助成 は , 市 民 と し て の 盲人 福祉 
に 対す る 法 的 責任 を 負う も の と し て , その 意義 は 大 き 
い . 同時 に , ボラ ンティア か ら の 収入 財源 も 再 組織 さ 
MC, 1927 年 に は 共同 募金 (Unified Collections) 制 
が 実現 し た . 

か つて 実現 を 見 な か っ た NLB と の 合同 問題 は 地方 
当局 の 盲人 福祉 事業 合同 委員 会 (Local Authorities 
Joint Blind Welfare Committee) に よる 1934 年 か ら 
37 年 に か け て の 広範 な 合理 化 計 画 の 一 部 と し て 再燃 
し た . し か し , これ に 対し て も 図書 館 側 は 激しい 反発 
を 示し , 独立 体制 を 維持 し た . 

オー ステ ィ ン の 記念 事業 と し て 毎年 行なわ れん た の は 
点字 読書 コン クー ル で あっ た . 第 1 回 は 1920 年 に 行 
だ お あれ だ だ 

[第 2 次 大 戦 以降 ] 1935 年 か ら 1945 年 に いた る 戦 
時 中 は 人 手 不足 や 空襲 な どの た め 困 難 で は あっ た が , 





盲人 へ の 事業 は 続け られ た . この 間 , マン チェ スタ ー 
の 分 館 は 空襲 に より 大 損害 を 受け た . ロン ドン で は 本 
館 の 地下 室 が 一 般 市 民 の 放 難 所 と な り , 屋上 は 監視 所 
で あっ た . 職員 は 戦時 徴用 を 受け る 者 も 出 て , 後任 を 
さがす こと は きわ め て 困難 で あっ た . 1938~ 9 年 当時 
は 蔵書 部 数 が 35 万 冊 に 達し て いた が , 45 年 に は 31 
万 冊 ま で 減少 し た . な お , 分 館 に は 8 AHAB SH 
で WO 

1946 年 , ノ フル マン ディ (Lord Normandy) が 館長 に 
就任 し , 戦後 の 拡張 事業 が 始め られ た . 図書 館 の 抜本 
的 再建 は 1954 年 , 法人 の 新規 約 に よっ て 評議 会 が 管 
理 の 主体 と な り , 図書 館員 兼 理事 長 の 新しい ポス ト が 
作ら れ , ケン ブリ ッ ジ 市 立 図書 館員 マン フォ ー ド (W. 
A. Munford) が 就任 し た . 同 理 事 長 に よっ て 20 年 間 
の 図書 館 事業 に 要する 施設 , 必要 品 に 関す る 計画 が た 
で られ 

この 計画 に 基づい て , りっぱ な 近代 的 図書 館 と し て 
成長 し た . 点訳 奉仕 活動 も ここ が 一 番 活発 で , 約 700 
人 の 奉仕 者 が お り , 図書 館 か ら 貸 出さ れる 点字 タイ プ 
ライ ダー で 点訳 で の 

蔵書 数 は 現在 35 DH, 書名 で 8 万 4000 冊 と いう 名 
実 共に 世界 最大 の 盲人 図書 館 と な り , 国内 は も ちろ ん 
海外 に 対し て も 最少 限度 40 ヵ国 の 盲人 に 奉仕 する よ 
NSIT (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献 ] 

本 間 一 夫 ・ 加 藤 善徳 「 欧 米 の 盲人 福祉 を た づ ね て 」 
日 本 点字 図書 館 昭和 40 

M.A. Munford, “National Library for the Blind” 
The New Beacon No. 611, 1968 (土井 利家 訳 ) 


レッ チワ ソー ス 国 立 職 業 訓練 セン ター 


沿革 

従来 . イ ギリ ス に お ける 盲人 の 職業 は , 一 般 に 盲人 
授産 所 で 教え られ る 特殊 な 工業 と , わずか な 専門 職 , 
商業 な ど に 限ら ちら れ て いた . 第 2 次 世界 大 戦中 の 生産 増 
強 , 戦後 は 産業 復興 の た め 労 働 力 が 不足 し , 盲人 に も 
肝 職 の 機会 が 与え られ る よう に な っ だ. そこ で , か つ 
て 晴 眼 者 が 従事 し た 軽 機械 工業 の 数 々 の 作業 に 盲人 を 
訓練 し て 就職 させ る こと を 試み る よう に な っ た . 初期 
の この よう な 努力 が 実 を 結び , 盲信 の リハ ビリ テー シ 
ュ ン 訓練 は , 社会 復帰 に 大 き な 役 割 を 果たす こと に な 
SCE 


労働 省 は , 19484 RNIB と と も に レッ チワ ー ス に 
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er ce 
レッ チワ ー ス 国立 職業 訓練 セン ター (Letchworth 
Government Trainirng Centre ) を 設置 し , 本 格 的 に 
盲人 を 一 般 工業 の 軽 機械 作業 に 就く こと が で きる よう 
訓練 する こと に し た . これ は 政府 に 登録 済み の 盲人 お 
よび 弱視 者 を 対象 と し て いる . 工場 就職 を 目的 と する 
この よう な ュー ス は , 特に 中 途 和 失明 者 に と っ て は 魅 力 
的 で あ NG 

この セン ター の 訓練 生 は 全国 各地 か ら 集 まる が , そ 
の 多く は アメ リカ ン ・ ロ ッ ジ ( American Rodge ) や , 
その 他 の RNIB の リハ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ ー で 
式 礎 的 な リハ へ ビリ テー ショ ン ・ ュ ー ス を 終了 し た 者 で 
HS. すなわち , これ ら の セン ター で きび し い 訓 練 と 
指導 を 受け , 単独 歩行 や 日 常 生 活 に 十分 な 自信 を も っ 
て 行動 で きる よう に な っ て か ら , この 職業 訓練 セン タ 
ewig ea clei CUA. 


訓練 内 容 

訓練 期間 は 普通 8 週間 で , 最初 は 手先 を 訓練 する 
た め , スク リュ ー, ナッ ト , ワッ シャ ー な ど を 使っ て 
環 を つなぐ こと か ら 始 め る . 次 に 測定 器 の 構造 と 用 途 
な ら び に 測定 の 方 法 , 各種 定規 や ダー ジ の 扱い 方 , 点 
字 付 き マ イク ロメ ー タ ー の 読み 方 と 使用 法 な ど を 教え 
1 CICA Eee Ea AIC AD, Fe GARY 
旋盤 , R—/HeTs E ORE (ER HET SO. 最後 の 
段階 に な る と , 使用 する 機械 は 新しい 型 の も の や , 
大 き さ も ゃ 多種 多様 な も の と な る . 

これ ら の 機械 に は , 特に 盲人 を 保護 する た め の 安 全 
装置 を 備え て は いな い . 晴 眼 者 に 不 必要 な 安全 装置 や 
付属 品 を 用 いる こと は , 一 般 産業 へ 盲人 を 就職 させ る 
の に 大 き な 障 害 に な る と いう 見 地 か ら で あ る . 

訓練 生 は 原則 と し て 1 台 の 機械 に 1 人 と いう シス テ 
ム で , 1 台 の 機械 に 何人 か を 必要 と する 流れ 作業 (2 
ン ベ ア ) 方 式 は 取入れ て いな い . ソビエト 連邦 の 盲人 


訓練 生産 セン ター で は , 晴 眼 の 作業 員 が 補助 する こと 
に し て この 方 式 を 取入れ て いる が , それ を 行なう と 盲 
人 だ けが 集まり 孤立 化す る 恐れ が ある の で , コン ベア 
方 式 は 除い て いる . 現在 , 練習 用 の 機械 は , 旋盤 , 7 
ライ ス 般 な ど 250 台 ほ ど 設 備 さ れ て いる . 

指導 員 1 人 が 5 人 の 訓練 生 を 受 持 ち , 常に 訓練 生 の 
学習 態度 や 能力 を 観察 し , 評価 基準 を 定め て 個々 に 援 
助 を 与え , 才能 を 伸ばし , 弱点 を 除く よう に 努力 し て 
WS, この セン ター の 指導 上 員 は , 長い 間 工業 方 面 の 
仕事 に 従事 し , 豊富 な 実地 経験 を 有 し て いる 人 た ち で 
HD, 


訓練 生 の 生活 

訓練 生 は セン ター か ら 274 メー トル 離れ た 実に 寝 泊 
り し て 通っ て いる . ここ の 各部 屋 の 設備 は 行 届き , 
ダン ス や ュ コンサート 用 の ホー ル , 娯楽 室 や 読書 室 た な ど 
も 設備 され て いる . 訓練 生 は 訓練 後 の 余 暇 を , これ ら 
の 設備 を 利用 し て トラ ンプ , ドミ ノ , チェ ス な ど を 楽 
し 6. で GWY2 

さら に この 地域 の 各種 クラ ブ や 個人 が , ここ で の 生 
活 が より 楽し め る よう に と 奉仕 的 援助 を 与え て いる . 
た と えば , ある クラ ブ は 毎週 2 人 の 訓練 生 を クラ ブ メ 
ン バ ー の 家庭 に 招待 し て いる . 


訓練 生 の 就職 

訓練 に つい て は , 常に RNIB と 密接 な 連絡 を 保ち 
つつ 進め て いる が , 就職 に つい て も RNIB の 懇切 な 
助言 を 受け , 訓練 の 後半 は , 雇用 主 の 要求 に 合わ せ て 
授業 を 行なっ て いる . 就職 が 決ま る と , 指導 員 は 訓練 
生 に 付添 い 就職 先 に 行っ て, 訓練 生 が 新しい 環境 に 適 
応 し , 仕事 に 安全 に 就け る か どう か を 観察 し , BRS 
れる 作業 能力 が 発揮 で きる よう に な る まで 見 極め る . 

この セン ター が 開設 され た 年 か ら 1967 年 まで , 
1700 人 の 男女 の 盲人 が 卒業 し , その 90 ペー セン ト が 
一 般 企 業 に 就職 し た . また , 創立 以来 19 年 間 に ほ と 
ん と 無事 故 の 記録 を 作っ て いる . 訓練 を 受け た 盲人 の 
能率 は 晴 眼 者 を 上 回 る 場合 も ある . 

表 人 が 工業 方 面 に 就職 し て 成功 し た 理由 と し て , 雇 
用 主 側 は , ① 作 業 に 集中 する . QS LO RAS 
な い . ③ 時 間 を 厳守 する . まじ めで 信頼 が か できる. 
⑤⑥ お お むね 明朗 快活 で ある . な ど を あげ て いる . この 
結末 , 晴 眼 者 に も ゃ 大き な 刺 激 を 与 ん , その 能率 を 高め 
る うえ に 役立っ た と いう 例 も まれ で は な い . 

こう し た 実例 に よっ て わか る よう に , 訓練 生 の 中 に 
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は , 注目 すべ き 多 く の ケ ー ス が 数 えら れる . ここ に 入 
所 する 前 に は 普通 の 生活 を 送る 見 込み の 全く な か っ た 
者 が , 就職 後 , 高 賃金 を 得 て , 一 般 社 会 の 人 びと と 
生活 を 共に し , 豊か な 生活 を 送っ て いる 者 が 多い . ま 
た , 創立 当初 , 2 人 の 盲 青年 に キャ プス タン 旋盤 を 教 
えた が , ブリ スト ル の 航空 機会 社 に 就職 し , BFEL A 
練 者 と し て 勤務 し て お り , 雇用 者 側 も か れ ら の 仕事 ぶ 
り に 満足 し て いる と いら. 


政府 の 援助 

この セン ター は 労働 省 の 管轄 と な っ て お り , 訓練 期 
間 中 は 1 人 当たり 年 間 1300 ポン ド ( 約 112 万 3000 
円 ) の 訓練 費 と 325 ポン ド ( 約 28 万 円 ) の 教材 費 が 
政府 か ら 給 付き され て いる . また 卒業 時 に は , 作業 に 必 
要 な 盲人 用 マイ クロ メー ター ( 約 3 万 円 ) が 衣 給 され 


て 就職 する こと に な っ て いる . (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献] 

岩橋 英 行 「 有 能 な る 社会 人 へ の 創造 」 日 本 ライ ト ハ 
7A 昭和 43 


Ministry of Labour Government Training Centre Leth- 


worth (ASL FR) 


2 ト Fe ダク グズ グン ズ 

ip = 

1914 年 の 第 1 次 世界 大 戦 突 発 に よっ て イギリス 盲 
人 援護 協会 ( NIB ) の 盲人 福祉 事業 は , 致命 的 な 打 
撃 を 受け , 事業 の 継続 が 困難 に な っ た . その うえ , 戦 
場 で 失明 し た 軍人 た ちの 特別 な 看護 と 訓練 が 必要 と な 
っ て きた . これ ら 戦 争 に よる 和 失明 者 は , 血気 盛ん な 青 
年 た ち で あっ た . 

そこ で , NIB の 創立 者 ピア ソン ( Arther Pearson ) 
は , か れ ら を 人 社会 に 復帰 させ る た め の 訓 練 が 必要 で あ 
る こと を 痛感 し , 戦時 体制 下 に 即 し た リハ へ ビリ テー シ 
ュ ョ ン ・ セ ンタ ー の 設置 を 決意 し た . まず , ロン ドン 市 内 
に 明る い 環 境 の 広い 敷地 を 求め た . 当時 , 有名 な アメ 
リカ の 富豪 , オッ ト ・ カ ー ン ( Ottho Khan ) か ら リ 
ー ゼ ント 公園 の な か に ある 広 太 な 邸宅 と , 6 ヘクター 
ル に 余る 土地 と 必要 な 資金 の 提供 を 受け , 1915 年 セン 
ト ・ ダ ンス タン ス (St. Dunstan's ) を 建設 し た . 美 
LV ERICH, 実習 工場 , 事務 所 , 倉庫 , 娯楽 室 
お よび 教会 堂 な ど を 設け た . 

当初 は 16 人 の 戦傷 盲人 を 収容 し た が , 収容 者 が 増 
加 す る に つれ , ロン ドン 郊外 に 殊 所 を 設け , BRB 


者 の 冶 療 , 回 復 期 に ある 病人 の 保養 所 と し た . し か 
し , 戦傷 者 の 病院 は 全国 に 散在 し , それ に 伴い 和 失明 者 
も 各地 の 病院 に 収容 され て いる た め . それ ら を 訪問 
し , リハ ビリ テ ュ シ ョ ン の 道 を 語ら で 回 で Here 
に 困難 な こと で あっ た . 

ビア ソン は , まず 政府 に 対し て は 生活 費 と し て 保障 
金 の 表 給 を 要求 し て 実現 した. し か し , 国 の 保護 の も と 
で 無為 徒 食 する こと は 許さ れ な いと し , 最初 8 ヵ月 間 
に わた り 各 自 に 適切 な 生活 , 職業 の 再 訓練 を 施し, 有 能 
な 市 民 と し て 工場 を は じ め 多 く の 職 場 に 復帰 させ た . 

か れ ら の 職業 は 広い 範囲 に わた り , 政治 に , 学問 
に , 芸術 に , ある い は スポ ー ツ マン と し て 名 を あげ た 
人 も いる . Ek, か れ ら は 国内 だ け で な く , カナ ダ , 
オー スト ラリ ア , ニュ ー ジ ー ラ ンド , 南ア フリ カ , B 
港 の 各地 に お いて 幸福 な 生活 を 送っ て いる . 

ビ ピア ソン は 1921 年 に 死去 し た が , その 翌 年 , セン 
ト ・ ダ ンス タン ス は , 戦傷 失明 者 援護 対策 と し て 継続 
する に 価 す る 重要 な 事業 で ある こと が 社会 的 に 認め ら 
れ , 独立 し て NIB (の も に Royal National Institute 
for the Blind=RNIB ) の 事業 と 併 立 し , 必要 な 役割 
を 果たし て いる . し か し , 今日 で は 収容 数 も 次 第 に 減 
少し , 一 般 民間 盲 人 も 含め た 休養 所 と 娯楽 施設 に こも な 
っ で いる . 


事業 

ここ で 訓練 を 受け る 資格 の ある 者 は , 兵役 に 服 し て 
失明 し た 人 た ち で あり , その 授業 課目 は , O24 79 
イタ ー 速 記 , ② 理 学 療法 , OAH, ④ 機 械 作業 , 
⑤ 販 売店 経営 。 ⑥ 家 埋 飼育 。 OAL, か ご 作り , 編 
物 , 毛布 作り , 織物 な ど で あ る . 

この 事業 に 奉仕 する ボラ ンティア は 1500 人 に 及 
び , その うち 500 人 は 看護 婦 で ある . その 他 , 点字 タ 
イプ ライ ティ ジン 閣 音楽,。 内 一 ギィ イン 名 eee 
散歩 の ガイ ド な ど が あり , 男子 職員 は 290 余人 で , 眼 
科 医 , 職工 長 , 養 鵜 専門 家 . マッ サー ジ 教 師 , 運転 
手 , AT, 守衛 な ど を は じ め 恩 給 係 , 住宅 あっ せん 係 
な ど で あ る . 

訓練 セン ター と 休養 の 家 は , ブラ イト ン の オビ ピング 
ディ に あり , 青年 の 家 と 終身 病 者 の た め の 保養 所 は , 
FIA Yoo Roh oY ブン イース の 回 ae 
ハウ ス に 設け られ て いる . この は か, 重複 障害 盲人 の 
た め の 技 術 開発 , 盲 ろ う 者 の 指 話 法 に よる 指導 な ども 
行 な ち れ て いる . 厚生 省 に お いて も , これ ら 訓 練 の た 
め に 特別 な 保護 を 行ない , 快適 な 生活 を 営み 得る よう 


BA © #@ 4h 621 


特別 な 配慮 を 払っ て いる . (土井 利家 ) 
[参照 文献] 
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don. 


アメ リカ 盲人 援護 協会 


沿革 

アメ リカ に お ける 盲人 対策 は , 1920 年 まで は 各地 
の 小 規 模 な 施設 に 任せ られ て いた た め 効 果 が あがら な 
か っ た . し か し , 次 第 に ョ ー ロ ッ パ の 盲人 事業 に 刺激 
され て , 全国 的 な 機関 の 設置 を 願 2 声 が 高まっ た . こ 
の 要請 に こたえ て , ミゲール ( M.C. Migel ) は , 19 
21 年 に アメ リカ 盲人 接 護 協会 American Foudation 
for the Blind = AFB) を 創設 し , 国内 の 盲人 福祉 に 
関す る 資料 の 収集 に 着手 し た . 

1924 年 , ヘレ ン ・ ケ ラー が 盲 お よび 盲 ろ う 者 の 高 
度 な 福 th 事業 を 推進 する た め , 「 ヘ レン ・ ケ ラー 基 
金 」|」 の キャ ン ペ ー ン に 着手 し て , AFB の 相 談 役 に 就 
few ress で 也 才 上 直 び 専 義家 グル エー デ で は で き な か 
か っ た 多種 多様 な 新 事 業 を 開発 し た . そし て 1926 年 , 
ミゲール は 盲人 の 問題 は 国家 事業 と し て 取上げ る べ 
き で ある と , 当時 の 大 統領 クー リッ ジ (Calvin C 
Coolidge ) に 訴え て , 政府 の 理解 を 深め る こと に 成 
Yi. AFB の 盲 お よび 盲 ろ う 事業 の 進 左 は , Nv 
ン ・ ケ ラー の 適切 な 指示 と 精神 力 の 影響 に 負う 2 と ころ 
が 大 きい . 1945 年 . American Braille Press for War 
and Civilian Blind を 合併 し て , ミゲール が 会 長 と な 
り , トー キン グ デ ブッ ク 製 作 部 長 で あっ た ロバ ー ト ・ ア 
ー ウ ィ ン (Robert B. Irwin ) が 常務 理事 に 就任 し 
た. アー ウィ ン は トー キン グ ブ ッ ク (Talking Book ) 
の 名 づけ 親 と いわ れ て いる . 

1946 年 , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 ( American 
Foundation for Overseas Blind==AFOB ) が が 姉妹 団 
体 と し て 発足 し た の で , AFB は 国内 盲人 事業 に 専念 , 
より 効果 的 な 活動 が で きる よう に な っ た . AFBILE 
人 が 自己 の 能力 を 発揮 し , 文化 生活 の 向上 が で きる よ 
5, 各地 の 盲 人 施設 と 密 接 な 関係 を 保ち , また , BE 
に 関す る あら ゆる 情報 を 収集 し , 交流 を 深め た . 1949 
年 , アー ウィ ン は 引退 し , バー ネッ ト が 常務 理事 に 就 
任 し て 現在 に 至っ て いる . 





事業 

AFB の 財政 は 主として 寄付 金 と 製作 品 の 売上 げに 
よっ て まかなわ れ て いる . 1967 年 の 報告 に よ る と , 
年 間 寄付 金 は 163 万 ドル (5 億 8700 万 円 ) トー キン 
グ ブ ッ ク BLO BARS 売上 金 は 154 万 ドル (5 億 
5400 万 円 ) で , 証券 配当 金 そ の 他 を 合わ せる と 369 万 
ドル ( 13 億 2900 万 円 ) で ある . Ek, その 資産 総額 
は 1420 万 ドル ( 約 51 億 1000 万 円 ) と な っ て いる . 

1966 年 度 に お ける お も な 事業 は 次 の 通り で ある . 
[図書 館 活動 ] 図書 館 事業 は AFB 創立 以来 発展 を 続 
け , 盲人 問題 に 関す る 18 世紀 以来 の 世界 各国 の 女 
A, 資料 は 2 万 5000 点 に 及び , 大 い に 活用 され て い 
る . AFB は 1963 年 , 初代 会 長 の 功績 を た た え , M. 
C. ミ ゲー ル 図 書館 と 命名 し た . 

[中 途 和 失明 者 対策 ] 中 途 失 明 者 が より よい 更生 復帰 
の で きる よう に する た め , 地方 機関 や リハ ビリ テー ン シ 
ュ ン 施設 を 援助 ・ 指 導 , 新しい 企画 や 開発 計画 を 示 
し , 新 職業 の 探求 に 努め て いる . 

[事業 計画 に 対す る 相談 〕 地方 の 盲人 施設 や 福祉 セ 
ンタ ー お お よび 大 学 な どか ら の 問 合 わ せ に 対し , 専門 家 
か ら 情 報 を 提供 し て いる . た と を えば, アー カン サス ・ 
セン ター の 事業 計画 を 検討 し て , その 修正 案 の 提出 , 
フロ リ ダ 州 の 新 リ ハビ リ テ ー シ ョ ュ ン 施設 事業 概要 の 調 
査 検討 , あ る い は , プエルト リュ 福祉 局 が 現在 行なっ 
て いる 盲人 事業 の 分 析 と 拡張 の 指導 の ほか , ペン シル 
ベニ ア に お ける 新 会 館 建設 に 際 し て , その 州 の 機関 の 
あり 方 に つい て の 研究 協力 な ど で あ る . 

[職業 指導 ] 盲人 職業 訓練 の 刷新 と 雇用 者 の 理解 を 
高め る こと に よっ て , 職業 分 野 の 拡大 を 図っ て ゆく こ 
と を 努力 目標 と し て いる . た と えば , 病院 内 の 医療 的 
仕事 以外 の 事務 部 門 に 盲人 が 進出 する よう , AFB と 
アメ リカ 職業 更生 復帰 局 と が 合同 で 運動 を 続け て いる 
CE CR a. | 

[情報 提供 ] 盲人 家庭 , 雇用 主 , 医師 お よび 盲人 自 
身 か ら の 訓練 ・ 職 種 ・ 点 字 ・ そ の 他 に 関す る 多く の 質 
問 に 応答 し , と き に は 応答 者 を 地方 の 機関 に 給 介 し て 
いる . 

[ 盲 青少年 の 指導 ] AFB の 努力 目標 は 幼時 の 健全 
な 教育 だ け で な く , 青年 に 至る 間 の より よい 社会 的 ・ 
心理 的 な 生活 訓練 に 向け られ て いる . 特に 精神 お よび 
情緒 障害 の ある 盲 児 に 対す る 更生 指導 , また , 将来 の 
方 向 を 決定 し か ね る 盲 青年 た ちの た め に オリ エン テー 
シュ ン を 行ない , 計画 に 必要 な 助言 を 与え て いる . 19 
65 年 に は , 15 州 か ら 集まっ た BLED 地域 会 議 を 3 


622 外国 の 主要 盲人 施設 ・ 団 体 





日 間 催 し た . この 会 議 に は 学生 は も と より 両親 と 職業 
専門 家 を 交え て 広い 分 野 に わた っ て 自己 に 適し た 職種 
を 考慮 し , その 条件 を 研究 する 機会 を も ゃ っ た - 

この ほか , 幸福 で 正常 な 生活 を 営 や た め に , こと ども 
の ころ か ら 一 般 社会 の 娯楽 活動 に 参加 する よう 指導 
し , スカ ウト に 入会 させ, ボー イス カッ ウゥ ト 心 得 帳 な ど 
を 録音 し , 配布 し て いる . 

盲 ろう 援護 事業 ] AFB は ヘレ ン ・ ケ ラー の 援助 
の も と に 盲 ろう 者 の 能力 を 十分 開発 する よう な 計画 を 
Ve CIEM-SOm POR SOS, 
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意志 の 伝達 方 法 と し て , サン ・ フ ェ ル ナン ド ・ ハ レー 
大 学 に お いて 読解 で きる 受話 器 が 開発 され た . これ は 
普通 の 電話 の 語音 を 触覚 で 理解 で きる シグ ナル に 翻刻 
し た も の で ある . 

(2②) そ の 他 の 伝達 方 法 と し て は , 唯一 の テル アタ ッ チ 
器 ( Tellatouch Machine ) に よる フィ ルム 通信 法 で 
ある . 

(3) AFB の 点字 出版 の = ニュー ス や 娯楽 記事 は , al 
練 さ れ た 盲 ろ う 者 に よっ て 編集 され て いる . 

(④ 小 学 教育 や 高等 教育 を 施す た め , 授業 料 と 交通 費 
お よび 生活 費 を 助成 し て , ボス トン の アラ ベッ マ 計 ろ 5 
教育 所 や ペー キン ス 盲 学校 へ 通学 させ て いる . KEN 
進学 する 者 に は ヘレ ン ・ ケ ラー 奨学 金 の 提供 , 点字 
a, タイ プラ イタ ー, 振動 式 有 目 さま し と けい な どの 購 
入 費 を 助成 し , 職業 訓練 と 就職 を 奨励 し て いる . 

(⑤) 医 学 的 ・ 社 会 的 ・ 教 育 的 お よび 心理 学 的 方 面 の 専 
門 家 に よる 総合 的 な 診断 と 評価 を 行なう た め , COM 
親 た ちと と も に シラ キュ ー ス 大 学 に ある 診断 セン ター 
と 行か せ て いる . これ に よっ て , AFB と 家族 は こども 
の 能力 を 理解 し , 教育 と 訓練 の 基礎 的 計画 を 立て て い 
る . こ の よう に し て , これ まで 無視 され て いた 多く の 盲 
ろう 児 の 教育 上 の 可能 性 が 発見 で きる こと に な っ た . 

盲人 援護 事業 家 の 指導 ] 盲人 事業 の 質 的 向上 は , 
従事 者 の 専門 知識 と 技術 の 向上 に あり , この た め 奨 学 
金 , モミ ナー, 研究 と 指導 お よび 専門 文献 の 刊行 な ど 
に よっ て 援助 し て いる . 指導 に つい て は AFB の 地方 
担当 ュ ン サル タン ト が 全国 の 施設 や セン ター な ど を 訪 
れ , 施設 の 専門 職員 に 対し , 新しく 開発 され た 技術 や 
手段 ・ 方 法 を 公開 教授 し , EK, 地域 コン サル タン ト 
お よび ブロ グラ ム ュ 専 門 家 は 州 ・ 地 域 お よび 全国 的 セミ 
ナー や 打 合 会 に 参加 し て 地域 の 問題 を 討議 , 長期 的 な 
計画 を 作成 し て いる . 

[専門 的 女 献 の 提供 ] 国際 調査 情報 部 に よる 月 刊 再 











門 誌 The New Outlook for the Blind の 活字版 ・ 
点字 版 ・ 録 音 版 , 盲 ろう 者 用 点字 月 刊 誌 Touch and 
Go, 国会 図書 館 と の 共同 出版 に よる aA Hak Book 
Review and Talking Book Topics を 発行 し , 各国 
の 盲人 事業 専門 家 や 盲 ろ う 者 の た め に 役立て て いる . 

[公衆 啓発 運動 ] 家族 , 雇用 主 お よび 一 般 公 衆 の 盲 
人 に 対す る より 良い 理解 を 増進 する た め , 次 の よう な 
啓発 事業 を 行なっ て いる . 

Gi) 失明 し た 各層 , 各種 の 職業 人 と 会 見 し , 盲人 と し 
て の 精神 的 ・ 社 会 的 な ハン ディ キャ ッ プ や 問題 点 , 生 
活 訓練 の 手段 を 探し 求め る 模様 な ど に つい て , 連続 プ 
ログ ラム を 企画 し , 全国 数 百 の ラジ オォ 放送 に よっ て 公 
開 す る . その 他 , 教育 上 の プロ グラ ム や 教室 現場 の シ 
リー ズ も 放送 する . 

(2 盲人 の 就職 状況 の 記録 映画 の 作成 . この た め 広 範 
囲 に わた る 職種 を 発表 する . た と えば , コンピュータ 
ー・ プ ブロ グラ ミン グ 作 業 , 学校 教員 , 病院 勤務 者 , 電 
話 交換 手 , 組立 工 お よび 事務 的 作業 な どの 実況 な ど で 
HD. この 映画 に は 二 つ の 目的 が ある . その 1 は 盲人 
が 現在 成功 し て いる 広和 男 囲 に 及ぶ 職種 を , BARA 
や 事業 専門 家 お よび 一 般 公 衆 に 知ら せる こと . その 2 
は 就職 の 範囲 を さら に 拡大 する た め 一 般 の 創造 力 を 養 
うら よう に する こと . これ ら の フィ ルム は , 施設 職員 , 
病院 お よび 学校 経営 者 , 商工 業 経営 者 を は じ め 一 般 公 
衆 に 配布 する . ・ 

(3 広報 活動 と し て , 盲 の 問題 お よび 盲人 に つい て の 
生き た 事実 を 紹介 する た め , パン フレ ッ ト , 小冊子 や 
ポス ター を 数 多く 製作 し て 希望 者 や 各 方 面 に 郵送 し , 
ある い は 各種 の 大 会 や 集会 に 際 し , また , 地方 施設 お 
よび 図書 館 な ど を 通し て 配布 , その 他 新 聞 ・ 雑 誌 の 協 
力 の も ふと に , 写真 ・ 記 事 ま た 論説 な ど に よっ て 一 般 公 
FIG PR し で いる . 

[盲人 用 具 の 開発 と 販売 ] AFB の 技術 陣 は 有用 な 
BAA AXA BEL COSA, 最近 , 電波 キャン ペ 
ス を 完成 し , 音 に よっ て 方 向 を 知ら せる こと に 成功 し 
た . 1966 年 の AFB 用 具 の カタ ログ に よる と , 300 種 
以上 に の ぼり , これ を 市 価 よ り も 安く 販売 し て いる . 

[トー キン グ ブ ッ ク の 製作 ] トー キン グ ブ ッ ク は , 
1934 年 か ら 開 始 し , 1946 年 以来 , 国会 図書 館 ( Libra- 
ry of Congress ) と 協力 し て 製作 を 増強 , 年 間 100 万 本 
以上 を 各地 域 図書 館 に 配給 し , 無料 で 貸出 し て いる . 

[調査 事業 ] AFB 調査 局 は 全国 の 盲人 団体 や 施設 
な ら び に 人 研究 機関 に 対し , 視力 障害 の 基本 的 な 問題 や , 
これ か ら 発 生 する 諸 問題 の 調査 を 督 励 し , 技術 的 お よ 
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び 経 済 的 支援 を 行なう 一 方 , AFB も 独自 に 実態 調査 
の 実施 と 統計 資料 の 分 析 を 行ない , これ を 編集 ・ 出 版 
し て いる . 一 方 , 国際 調査 情報 部 を 通し て , 世界 中 の 
情報 網 と 連絡 し , これ ら の 情報 を 関係, 方 面 に 提供 し 
COs (花島 44) 
[参照 文献 ] 

45 th Annual Report, AFB, 1965~66. 
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アメ リカ 国会 図書 館 は 1897 年 , 地域 育 人 の 要請 に 
bot, 盲人 の た め の 読 書 閲覧 室 を 設け た . 1918 年 
CB), 点字 図書 事業 の 後援 機関 と な た り , アメ リカ 
赤十字 社 と 共同 し て 盲人 部 ( Library of Congress, 
Division for the Blind ) を 設け た . 

1931 年 . ハー バー ト ・ フ ー ベ バー (Herbert Hoover ) 
が 大 統領 に 就任 し , 盲人 図書 館 事業 の た め の プ ラッ ト 
・ ス ムー ト 法 (Pratt Smoot Act) CBBLKOT, 
連邦 政府 は 10 万 ドル の 予算 を 計上 し て , その 使用 を 
国会 図書 館 に 一 任 し た . この 結果 , 国会 図書 館 ・ 盲 人 
部 は 連邦 の 中 心 的 存在 と し て , 28 の 地方 盲人 図書 館 を 
指導 する こと に な っ た . そこ で , 書籍 配分 率 の 決定 , 
トー キン グ ブ ッ ク ・ プ レー ヤー の 配給 の 円 滑 化 , 図書 
製作 や プレ ー ヤ ー 製 作 に 関す る 契約 お よび 図書 選定 方 
Hick, 事業 運営 に つい て の 基本 体系 を 作っ た . 

当時 の 地方 盲人 図書 館 は 財政 が 苦し く , 職員 不足 の 
た め 十分 な 活動 が で き な い 実情 で あっ た . その た 
め , 1955 年 , 国会 図書 館長 の ドナ ルド ・ パ ター ソン 
( Donald G. Patterson Wk, すぐ れ た 図書 館員 に よ 
る 委員 会 を 作り , 実情 調査 に 乗 出 し , 1957 年 , 打開 
策 に つい て 次 の よう な 勧告 を し た . 

財政 : 地方 盲人 図書 館 に 対す る 連邦 政府 の 予算 は , 
トー キン グ ブ ッ ク と 点字 図書 と を 合わ せ て 1 カ年 
1000 種 分 と する . トー キン グ ブ ッ ク ・ プ レー ヤー は そ 
れ に 見 あっ た 数 を 製作 すべ き で ある . 

国会 図書 館 事 業 遂行 方 法 : 地方 図書 館 に 指図 し, = 
た , 地方 図書 館 相 互 問 の 連絡 と 実情 調査 の た め , 3A 
の 係員 を 置き 月 1, 2 回 ずつ 地方 図書 館 を 巡回 する . 

組織 : 各州 の 公立 図書 館 は , 盲人 図書 館 に 対 し すぐ 
れ た 専門 技術 を 与 ん , また , 資料 を 提供 する こと . 

職員 : 地方 盲人 図書 館 の 職員 数 は , 常に 不足 が ち で 
ある の で , 訓練 され た 資格 の ある 図書 館員 を , 少な く 
と も 1 人 以上 雇用 する . これ ら の 人 に よっ て 図書 選定 





が な され る . 公立 図書 館 は 盲人 図書 館員 の 訓練 計画 を 
作る と と も に , 意見 交換 の 機会 作る こと が 必要 で あ 
る . 

書類 管理 : いずれ の 図書 館 で も 資料 の 増大 で , 周期 
的 検査 を 行ない , 盲人 図書 館 作業 要覧 に よっ て , ER 
書類 の 整理 と 保存 を 図る こと . 

図書 選定 : 国会 図書 館 は 盲 人 読者 の 要求 も 晴 眼 者 と 
同じ で ある と の 推定 に よっ て 図書 選定 を 行なう べき で 
HS. た だ し , 盲人 用 図書 の 製作 費 を 安く する た め に 
形体 の 研究 と 複写 本 作成 運動 を 拡大 し, 特に 児童 書 の 
拡充 を 図る こと が 必要 で ある . 

通信 : 各 図書 館 の 間 に は 何ら の 連絡 も な く , 別々 に 
作業 し て いる . また , 国会 図書 館 か ら も 孤立 し て いる 
OC, 少な く と も 1 ヵ月 1 回 の 定期 機関 誌 を 発行 し , 
意見 ・ 情 報 の 交 流 を 図る . 

トー キン グ ブ ッ ク ・ プ レー ヤー の 配布 : 従来 , トー 
キン グ ブ ッ ク ・ プ レー ヤー は , 地方 盲人 図書 館 と ほ と 
ん と 関係 な く , 州 政府 機関 が 配布 し て きた . Ek, Fil 
用 者 の 要求 な どの 情報 が 不明 の まま で あっ た の で , 
bea YZ ZF iy Go Ora ee BIG 
家人 図書 館 か , 家庭 訪問 教師 が これ に 代わ る べき で 
ある . 


現況 

以上 の 勧告 に 基づき 盲人 図書 館 活動 は 急速 に 進展 
し , 政府 予算 も 増額 され て き た. 1964 年 で は 点字 図 
書 章 卓 一 キ ング デック お 上 上 び ビ レー ヤー) 録音 テー プ 
な ど を 含め て , 年 額 180 万 ドル (6 億 4800 万 円 ) の 
予算 が 計上 され る よう に な っ た . 

54 州 政 府 機関 が 約 7 万 の 盲人 読者 を 対 象 に トー キ 
ング ブッ ク を 無料 で 貸与 し , 31 の 地方 盲人 図 書 館 は 
約 1 万 3000 人 の 読者 を 対象 に 点字 図書 を 貸出 し て 
いる .1963 年 の 統計 に よる と , ト ー キ ング ブッ ク は 365 
種 , 点字 図書 は 270 種 製作 され て いる . 

アメ リカ に お ける 盲人 図書 館 に 対す る ボラ ンティア 
活動 は , 約 100 年 の 歴史 を も っ いて る . 国会 図書 館 は 
この ボラ ンティア 活動 を 管理 し , 奉仕 希望 者 の 訓練 と 
免許 証 の 発行 の 責任 を も ち , 年 々 数 百人 の ボラ ン テ ィ 
ア の 点訳 資格 者 を 養成 し 活動 に 参加 させ て いる . 

科学 技術 の 急速 な 進歩 に 伴い , 出版 物 の 内 容 の 多面 
化 , その 種目 の 激増 に よっ て 原本 の 選択 が 重要 に な っ 
て きた . 8 万 に 上 る 盲人 読者 の 要望 に 谷 う た め に は , 
近代 的 図書 を 充実 し , 時 代 に 適 し な い 図 書 と 取替え る 
作業 も 重大 な 課題 で ある . この 際 絶 対 的 に 必要 な こと 
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は , 盲人 読者 の 興味 と 要求 は , 実質 的 に は 晴 眼 者 と 同 
じ で ある と いう と と で あら る 

種目 の 選定 に は 児童 図書 要員 , 地方 盲人 図書 館員 , 
盲人 福祉 事業 に 関係 深い 晴 眼 者 な ら び に 国会 図書 館 の 
図書 係 か ら な る グル ー プ が 当たっ て いる . 著作 権 の 処 
理 に も 国会 図書 館 が 責任 を も っ て いる . 

これ ら の 点字 図書 や 雑誌 の 印刷 所 は 政府 と 契約 し て 
Sly Be FeV Aye PUY eee 
( American Printing House for the Blind =APH ), 
パーキンス 盲 学校 の ハウ ・ ハ ウス ( Howe House ), 
クロ バー ヌ ッ ク ・ プ リン ティ ング ・ ハ ウス (Clover- 
nook Printing House), お よび アメ リカ 点字 研究 
所 ( American Braille Institute ) の 4 カ所 で , トー 
キン グ ブッ ク の 製作 は , アメ リカ 盲人 援護 協会 
( American Foundation for the Blind == AFB) と 
APH に よっ て 行なわ れ て いる . この うち カレッジ 
用 の 教科 書 は , 盲人 の 専門 家 に よっ て 録音 され , その 
他 の 録音 テー プ は 主として ボラ ンティア に よっ て 製作 
され て いる . 

円 艇 の トー キン グ ブ ッ ク は 破損 し や すい の で , 国会 
図書 館 盲 人 部 主任 セロ バー ト ・ ブ レー は カセ ッ ト テ ー プ 
を 開発 し た だ た, る 0e よう て , ドー キン グ ブ ッ ク ( 條 次 め 
よう な シス テム で 製作 され , 貸出 され て いる . ① 図 書 
種目 の 選定 を 行なう . ORO 専門 家 が その 図書 を 
録音 する . ③ これ を 中 間 の マス ター テー プ ( inter- 
mediate master tape ) に 再 録 埋 され る . ④ この 再 録 
は , ライ ブラ リー・ サ ブ ・ マ スタ ー と 呼ば れ , 録音 用 
に 使用 する . サブ ・ マ スタ ー は 盲人 の 要求 に 応じ て 
いく ら で も プリ ント され る . ⑥ カ セッ ト テ ー ジ は 地 旋 
盲人 図書 館 を 通じ て 貸出 す . ⑦ 返 却 さ れ た カセ ッ ト テ 
ー プ は 保存 する か 再生 する . ・ (土井 利家 ) 

[参照 娘 献 ] 3 

Haycraft, H., “Books for the Blind” The New 
Outlook for the Blind, Vol. 58, No. 4, 1964. 

Korb, A., “The Tape-Cassette System” Library 
Service for the Blind, Library of Congress, 1952. 
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ウィ ニニ フレッ ド ・ ホ ルト (Winifred Holt, 1870~ 
1945) が 1903 年 に イタ リア 旅行 中 フロ ー レ ンス の 
音楽 会 場 の 入口 で 貧し そう な 盲 少年 た ち が , も れ て く 
る 音楽 に 野 せら れ た よう に 聞 入 っ て いる 次 を 見 て 心 打 


た れ , 空席 へ 招待 し た . 

この 騰 間 か ら 母 国 ア メ 
リカ で 盲人 の 福祉 事業 を 
する と と を 決意 し , = ミュ 
ー ョ ヨー ク に 帰っ て か ら 
盲人 入場 券 配布 委員 会 」 
(Committee for Tickets 
for the Blind) eeu 
a Y= bey Se =e 
で 売れ 残っ た 入場 券 を 買 
Uae OC, 2st bw Sk 
た ち に 提供 する 仕事 を 始 
Oye CAPS. =as 
ク ・ ラ イト ハウ ス 事 業 の 
動機 で ある . 

この 委員 会 は 盲人 た ち 
と 歓迎 され た の で , ホル 
ト は さら に 1 歩 進ん で 

表 人 た ち に 適し た 職業 
を 与え る 」 こ と を 考え た . 
人 びと の 間 に は , 競争 の 
は げ し い 産 業 社会 へ 育 和 | 玉 人 FT 
を 追い や る こと は 残酷 で ある , 不 自由 な 障害 者 に 労働 
の 重荷 を 負わ すこ と は 忍び な いと いう 考え が 到 配 的 で 
あっ た . Lal, ホル ト は 盲人 に 慈善 を 施す こと で な 
く , 職業 を 与え 自活 で きる よう に する こと が , BAR 
祉 の 最大 な も の と 信じ た . 

1904 年 夏 , ホル ト は 盲人 事業 研究 の た め , イ ギ リ 
ス へ 渡り ノー スウ ッ ド 協会 (Northwood Association ) 
の キャ ン ベ ル (Cambell) に 会 い , 盲 人 の 能力 に つい 
て 多く を 学ん だ . 盲人 に 教育 と 訓練 の 機会 を 与え さえ 
すれ ば 有 能 な 市 民 に な り 得 る こと を 知っ た . ホル ト の 
協力 者 で ある 妹 の エディ ス (Edith) tt, これ ら の 情 
報 を 受け て , その 間 に ボ スト ン , オー バー ブル ッ ク , 
AY IYWA=S=TKRERDAC BAO DIESE oie 
人 た ち が , どん な 事業 を 行なっ て いる か を 調べ て 研究 
bya 

[ ニ = ニューヨーク ・ ラ イト ハッ ウス の 発足 ] 1905 年 に 帰 
国 し た ホル ト は , ニュ ー ョ ー ク 78 番 街 の 自 宅 を 解放 
し て 世界 最初 の ニュー ョ ヨーク ・ ラ イト ハウ ス (The 
New York Lighthouse) を 開設 Lk. Sa 4a=78 
・ ラ イト ハウ ス は , 当初 か ら 今日 まで 一 貫 し て , OB 
人 の し あわ せ を 願 お う , ② 盲 人 の し あわ せ の た め 働 こ 
うら, ③ 盲 人 の し あわ せ を よろ こ ぼ う , と いう いわ ゆる 
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マザー 精神 が 脈々 と し て 流れ て いる . 

1905 年 12 月 に は = ニュ ー ョ ー ク 市 在住 の 弟 人 の 実態 
調査 を 行なっ た . CORR, = ニュー ョ ー ク の 盲人 の 4 
分 の 3 は 学校 卒業 後に 失明 し て いる こと が 判明 し た . 
し か も , これ ら の 中 途 失 明 者 を 救済 する 団体 も な く , 
単に 収容 所 や 50 ドル の 年 金 給 だ け で あっ た . エ デ 
ィ ス は 友人 た ちと 図り , 盲人 の 可能 性 を 探求 する 委員 
会 を 組織 し た . 

委員 会 は 「 盲 人 は 教育 すれ ば 自 活 で きる まで に な 
り , 幸福 に な れる と い 2 う 事実 」 を 立証 する と と も に , 
晴 眼 者 を 教育 し て 失明 防止 と 診 人 の 能力 に つい て の 産 
薬 運動 な ど を 起こ すこ と に し た . 

当時 は パー キン ス に お ける ハツ (Samuel G. Howe) 
の 盲人 教育 や アレ ン の オー バー ブル ッ ク 盲 人 学校 , キ 
ャ ン ベ ル の 王立 イギリス 盲人 接 護 協会 (RNIB) な 
ど , 内 外 の 著名 な 事業 に も か か わら ず , な お か つ 盲 人 
は 慈善 の 対象 に 過ぎ な か っ た . 

ホル ト が つく りあ げた 「 盲 人 に 職業 を 与え , 生活 の 
自立 を 図る ] と いう 事業 こそ , 盲人 に 新しい 光 を 与え 
る も の で あり , か つて み ら れ な か っ た 業績 で あっ た -. 
か の 女 が 次 に 探求 し た の は 和 失明 防止 運動 で あり , BH 
BOWEL, 盲人 に 対す る 一 般 社会 人 の 理解 の 促進 で あ 
っ た . 同年 テア メリ カ 最 初 の ニュー ョ ー ク 和 失明 防 正 特別 
委員 会 を 創設 し , 失明 防止 運動 に 活躍 し た . 1915 年 
に は 全国 失明 防止 委員 会 と 改称 し て 全国 的 組織 と し , 
1928 年 に は 全国 失明 防止 協会 と 改め た . 

[ライ ト ハ ッ ウス 会 館 の 建設 ] 1908 年 に 第 1 回 ライ 
ト ハ ウス 建設 募金 運動 が 始 め ら れ た . 1910 年 に まず 
点字 図書 館 が 開設 され , 1913 年 に は 当 時 の 大 統領 タ 
フト (Tuft) の 協力 を 得 て , 総 工費 30 万 ドル の ライ 
ト ハ ウス ピル が 東 59 番 街 1 丁目 に 建 設 さ れ た . 大 統 
厩 タ フト の 協力 を 得る に 至っ た の は エディ ス の 説得 
と 獣 身 的 な 熱意 に よる も の で あり , 以来 , 合衆国 の 歴 
代 大 統領 に より ライ ト ハ ウス 援助 は 引継 が れ て いる . 

ウィ ニ フ レ ッ ド ・ ホ ルト は 1922 年 に マザー (Rufus 
Graves Mather) と 結婚 し , それ か ら 一 般 に マザー 夫 
明和 まれ る よう に な っ た . エディ イス は 1908 年 に ブ 
ラッ ド グ ッ ド (Bloodgood) と 結婚 し て バル ティ モア 
ー に 移り , メリ ー ラ ンド 州 盲 人 援護 協会 を 作っ た . 

[財政 ] 創立 当時 に 確固 と し た 財政 基盤 を も ち 得 た 
の は , 社交 界 に 呼び か け , 9 カ年 間 続 け て 舞踏 会 と 大 
愛 会 お よび 慈善 興行 な ど を 催し て , 収益 を あげ た た め 
CHS. 盲人 の 各種 工芸 技術 の 紹介 と 製品 の 展示 も 兼 
ね て 行なわ れ た . 1909 年 まで に 10 万 ドル 基金 募集 運 








盲人 製作 品 の 売店 
eit, カー ネギ ー 財 団 な どか ら 寄 贈 を 受け た . 1 
SEPRICIL 30 万 ドル の 募金 運動 を 行ない , 2 年 を 経 な 
いう らち に 26 万 7000 ドル に 達し た . 常に 赤字 財政 に 苦 
し みな が ら も , 1913 年 に は 新しい ビル 建設 の た め , 
さら に 28 万 ドル の 募金 運動 を 展開 する な ど , 有力 者 
の 協力 を 得る こと が で きた の は , マザー 夫人 の 努力 に 
よる も の で ある . マザー 夫人 は 1945 年 , 大 き な 足 跡 
を 残し で て IR UR そし て ライ トバ ウス を 表示 する 
宜 人 施設 は 世界 に 及 ん だ . ニュ ー ョ ヨー ク ・ ラ イト ハウ 
ス は 現在 で は 本 部 の ほか に クィ ー ン ズ ・ セ ンタ ー 
(Queens Center) 盲 女子 合宿 所 , 寄宿 制 ク ラブ ハウ 
ス な ど , 12 カ所 に 各 種 の 施設 が ある . 


事業 

ニュ ー ヨ ー ク ・ ラ イト ハウ ス の 主要 な 目的 は , ① 自 
ら 助け る 盲人 を 助け る , ② 和 失明 防止 運動 を 拡大 する , 
③ 盲 人 に 対す る 理解 と 協力 を 一 般 市 民 に 訴え る こと に 
ある . 

これ ら の 目的 を 達成 する た め ① 生 活 指導 , ② 生 活 訓 
m, ORE, OME, ⑤ 調 査 ・ 研 究 の 5 項目 の プ 
ログ ラム の も と に 次 の よう な 多種 多様 な 事業 を 行なっ 
て いる . 

1) 盲 児 の 保健 ・ 衛 生 に つい て は , ODF, 緊急 時 の 
経済 援助 お よび 関係 機関 へ の 委託 に よる 精 客 検査 , 手 
術 , 眼鏡 ・ 義 眼 な ど に よる 処置 . ② 出 生か ら 13 歳 ま 
で の 盲 児 と その 保護 者 を 対象 と する 保育 , 心理 的 観察 
é ahi. Qapke sete CHR SOBA, sv 
A, 補聴器 購入 な どの 経済 援助 .④ 奉 仕 を 受け た 盲人 
の 各種 統計 , 一 般 統計 と その 分 析 . 

(② 訓 練 ・ 教 育 事 業 と し て は ① 家 庭 訪問 教師 が 盲人 の 
家庭 を 巡回 訪問 し て 激励 , 相談 相手 と な る と と も に , 
点字 , タイ プラ イタ ー, 歩行 , 手工 芸 , 日 常 生 活 の 指 
導 を 行なう . ② 訓 練 セ ンタ ー に お いて は 生活 ・ 職 業 補 
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導 と し て 盲人 用 具 の 使用 法 , 歩行 訓練 の ほか タイ プラ 
イタ ー 室 , 点字 読書 室 , 工作 室 な ど を 設け て 訓練 ・ 指 
導 を 行なっ て いる . ③ 訓 練 生 の 心理 評価 , 就学 児童 の 
指導 と テス ト , 保護 者 へ の 助言 . ④ 保 育 園 に お いて , 
3 歳 か ら 6 歳 まで の 盲 児 に 個人 的 ・ 集 団 的 に 創造 的 な 
遊戯 の 指導 , 室内 教育 。 1 ヵ月 の 夏期 学校 , 昼間 だ け 
の 市 内 キャ ンプ また は 郊外 で の 宿泊 キャ ンプ な ども 行 
な Gy ee eee eae / ク し の 
ン | ペイ オオ リン Ee SOI a ey I 8 
グリ シク バス Ta 7 ee ee he 
ディ オン , VALOR A. Hie, ARE 
Be Hh (A FRE CHA, ライ ト ハ ウス ・ シ ン ガ ー ス 
・ コ ー ラ ス , オペ ラ の 合唱 も ゃ 行なう り .、 カリ キュ ラム と 
UCpttim, mao, 20S, aN, A7 — Sie 
法 , 点字 楽譜 の 書き 方 か ら 晴 眼 児童 を 教え る た め の 盲 
人 教師 の 教授 法 ま で 指導 し て いる . 

(3 就職 あっ せん と し て は , ① 個 人 の 能力 に 応じ て 商 
業 , 工業 , 盲人 工場 , 新聞 販売 業 な ど へ 幕 旋 す る . @ 
学力 の ある 盲人 また は 高等 教育 を 希望 する 者 に は 奨学 


金 制度 を 設け て いる . ③ 中 途 失明 者 や 盲 学生 に 対す る 


職業 訓練 と 指導 . パー ト タ イ ム 職 業 セ ンタ ー で は , 
ミン シン か け , 編物 , 刺し ゅ う , か ご 作り , いす 張り な 
どの 仕事 を 与え る. 

(④ 図 書館 事業 と し て は , 一 般 図書 貸出 し 事業 の ほ 
か , ① 盲 児 の いる 家庭 に 点字 を 教え る . ② 小 ・ 中 学校 
お よび 高等 学校 の 教科 書 の 点訳 .③ 個 人 の た め の 専 門 
図書 の 点訳 も る する. = ニュー ョ ー ク 市 図書 館 , その 他 
の 盲人 図書 館 の 点訳 書 の 製本 . ⑤ 点 字 雑 誌 , 点字 カ レ 
ンダ ー の 発行 . ⑥ 盲人 用 具 を 提供 する . ⑦ 家 庭 に た い 
る 盲人 の た め の 移 動 図書 館 . = ニュ ー ョ ー ク 市 図書 館 
と の 共同 に よる トー キン グ ・ ブ ッ ク 器 械 の 貸出 し を 行 
な う . ⑨ 盲 学生 や 専門 知識 を 求め て いる 盲人 に 対し て 
ik, ボラ ン ラ ZN SU チイ ンク ・ サ ニー に 0 軒 
発 に 行 な ち れ て いる . これ は 利用 者 と 予め 打 合 わ せ た 
日 時 に 専門 の ボラ ンティア が 出 証し て 幾 組 に も 仕切 ら 
れ た リー ディ ング ・ ル ー ム 入り , VHF AVF oF 
ービス を する ほか , いろ いろ な 質問 に も 答え , 計画 的 
に より 高度 な 勉学 へ と 進む よう きわ め て シス テム 化 き 
れ て いる . OME: EEK DICM LTH AEM - 
テー プ を 提供 し, 読書 指導 に 力 を 尽 し て いる . 

(5) レ クリ エー シュン と 休日 活動 と し て は , ① ス ポー 
De QF eS Ds AAR WZ a I aia Ae, 
体操 , RAR, ボー ル に よる ゲー ム , HEY—A, 
ビン ゴ , カル タ 遊 びな ど ) の 指導 .② ラ イト ハッ ウス 演 





ナマ ー キ ャ ンプ ( 少 女 の 波 の りう 
BIZ --FOBM. ③ 手 工芸 と し て 彫刻 , Ma Bs fF 

り , 編物 , 洋裁 な どの 指導 . ④ 音 楽 と し て は グリ ー ク 
ラブ , PRES, 民謡 グル デブ オー ケス に 用 2 
ム バ ンド な ど . ⑤ 文 学 で は 討論 , 読書 サー クル , 創作 
な ど . ⑥ 屋 外 活動 と し て , 博物 館 , 空港 , テレ ビス 
タ ジ オ 見 学 な ど が ある . 

(@⑥ 一 般 娯 楽 と し て は , 歌手 , PRR, コス ディ アン 
を 招い て の アト ラク シュ ン , 社 変 ダン ス の ほか タッ 
F, スク ェ ア ダ ンス ) ババ レー 応 の 開放 

(⑦ 盲 婦人 に 対し て は 家庭 保育 , 美容 教室 , スペ イン 
語 の 会 話 , タイ プ , Wal, 点字 な どの 学習 が ある . 

(⑧ 案 内 と 輸送 サー ビス と し て は , 盲人 が 医療 施設 や 
学校 , レク リエ ーション に 出かけ る と き の 輸 送 に 当 た 
り , 盲人 が 買物 に 出かけ る と き は ガイ ド を つけ る . こ 
れ に は 赤十字 社 , ユダ ヤ 婦 人 連合 , ライ オン ズクラブ 
の 自動 車 部 法 ど (の が 0 ラン クレ 70 ain eree 

(9⑨ 図 書館 事業 は , ライ ト ハ ウス 事業 の な か で も ゃ 重要 
な 活動 を 続け て いる . 

これ ら の 幅広 い 盲人 の ニー ド に 適応 し た 多種 多様 な 
事業 は , ニュ ー ョ ー ク 市 の 繁華 HOW < (CHS 14 fH 
建 の 会 館 を 中 心 と し て な され て いる . この ビル の 1 階 
に は , 盲人 製作 の 衣類 や 人 形 な ど 陳 列 し , エレ ベー タ 
ー の 操作 ボタ ン に は 点字 が つい て お おり, 点字 の わか ら 
TW BADER OILERS FT — 7 CRRA DBSCE 
に な っ て いる . ここ で は , 常時 220 人 の 職員 と 数 百人 
DEED AUNT, さき に あげ た 諸事 業 に 従事 し 
で MD る.。 (土井 利家 ) 
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in 

mee AAMT YY TAL Z ・ パ ウス ( American 
Printing House for the Blind 王 APH ) は , 1852 年 に 
州立 ケン タッ キー 盲 学校 の 教科 書 印刷 所 と し て 発足 し 
た 。 当時 , 各 盲 学校 で は それ ぞ れ 必要 に 応じ て 独自 に 
教科 書 を 製作 し て いた が , その 後 , ケン タッ キー 盲 学 
Bit, この よう な 労力 と 経済 の 無駄 を 省く た め , すべ 
て の 盲 学校 に 共通 し た 印刷 所 の 設立 を 提案 し た . これ 
は 盲 学校 関係 者 の 英 成 を 得 , 1858 年 , ケン タッ キー 
盲 学校 の 教科 書 印 刷 所 が アス リカ ン ・ プ リン ティ ング 
sa と し て 独 し た . 

最初 の 20 年 間 は , 現金 取引 き と 州 政府 か ら の 助成 
pers CSE WiC ic. 。 1878 年 , FAV ABR 
者 協会 ( American Association of Instructors of 
the Blind =AAIB) が 国会 に 対し , 盲人 用 図書 製作 
に 必要 な 予算 を 要求 し た . その 結果 , 18794, 国会 
は 盲 教育 促進 法 を 制定 する に 至り , それ に 必要 な 施策 
fe siceh GAUSS oC, デリ ン テ ィ ン グ ・ ハ ウス 
は 全国 盲 学 校 の 要望 に こたえ て , 公認 教科 書 の 印刷 事 
業 を 飛 曜 的 に 拡大 し た . し か し , その 後 20 年 間 の 予 
算 は 年 間 1 万 ドル を 越え を た こと が な く , 職員 は 6 人 か 
ら 8 人 に 過ぎ な か っ た . 1883 年 に な っ て 初め て 2 万 
ドル 台 の 予算 と な っ た . その 後 40 年 を 経て , 1920 年 
に は 職員 数 も 20 人 と な り , 予算 も 3 万 8461 ド ル 余 
に 達 し た . 

当初 の 60 年 間 の 発展 速度 が 遅れ た の は , 経済 的 困 
Paepioice,. 圭 し と じじ て ポ ボス ドジ シャ タイ ブ (Boston 
type), ニュ ー ヨ ー ク ・ ポ イン ト (New York point), 
お よび アス メリ カン ・ ブ レー ル (American Braille) な ど 
各種 の 点字 が あっ て , 盲 教育 者 の 間 で これ ら の 優劣 を 
#5, いわ ゆる 点字 戦争 ( Battle of points ) が 繰 返 





ee VN = 7 VL A Sey A 


きれ , 点字 の 統一 が で き な か っ た こと に 原因 し て い 
ie 

1918 年 に 至り よう や く 点 字 が 統一 され , 点字 出版 
事情 も 一 変 し た . また , 1920 年 代 の 後半 に は , イン 
ター ポイ ント 点字 製版 機 の 開発 な ど が あり , さら に 
1929 年 に は 統一 点字 楽 符 , 1932 AICI SS MK FH 2 Hh 
の 採用 , 1930 年 の 中 期 に は トー キン グ ブ ッ ク の 生産 
な と 画 期 的 な 進展 を 見 せ た . 
それ まで は 盲人 の た め の 書 籍 と いえ ば , 聖書 や 宗教 雑 
誌 を 除い て は , 教科 用 図書 , 参考 書類 だ け で 見 る べき 
も の が な か っ た . 1930 年 か ら は 中 途 失明 者 の た め の 
教養 ・ 娯 楽 方 面 の 図書 も 出版 する よう に な っ た . し か 
し , 印刷 原価 の 高い こと \ 資 金 関 作 な どの た め , 一 般 
計 人 に 対 し て 図書 を 定期 的 に 供給 する こと は 困難 で あ 
っ た . 政府 の 助成 金 は 国会 図書 館 を 通じ て 朗 給 を 受 
け , さら に 点字 人 喚 , 解剖 図 , 教材 教具 な ど 触 覚 用 具 の 
製作 と 研究 開発 に も 着手 する に 至っ た . 

1965 年 に は 300 万 ドル (10 f& 8000 万 円 ) の 予算 
で 機械 設備 を 拡充 し , 400 人 の 職員 と 40 人 の アル ズバ 
イト を 要員 と する 拡大 計画 を 立て た . 


現状 

1966 年 に は 印刷 工場 と 倉庫 と し て 4 万 9500 FF A 
ー ト ル , 事務 所 と し て 2400 平 方 メー トル の 建物 を 新 
築 し た . また , 年 間 予算 は 93 万 5000 ドル (3 億 3000 
AR) 20, 1 8627 KOS Lee w by 教 
科 書 や 参考 資料 を 提供 し て いる . この ほか 相談 事業 費 
EAGT 5000WR 7 C2700 0a PP ang atic. ほ 
Ok GIGS Lye 7 AVA SS Ya TT ES 
Ald, 現代 に お ける 同種 施設 の 最大 の も の と いわ れる 
(CPi. 

この よう に , プリ ン テ ィ ン グ ・ ハ ウス は 公 的 な 教科 
書 印刷 ・ 教 材 教具 の 製作 所 と し て 地位 を 確保 し , 国会 
図書 館 の 委託 事業 を 行なう と と も に , 他方 , 多く の 盲 
人 図書 館 や 個人 の 要望 に も 応じ て いる . 

1965 年 に 配給 LK EAE OR FAIL 249 万 2750 ドル 
(8 億 9700 万 円 ) で ある . その うち 82 万 3228 ドル 
( 2 億 9600 万 円 ) は 国会 図書 館 の 委託 事 業 で あり , 
137 万 1122 ドル (4 億 9400 万 円 ) は 他 の 盲人 図書 館 
や 個人 と の 契約 に よる ふも の で ある . 一 方 , Readers 
Digest や News Week 誌 な どの 点字 や トー キン グ ブ 
ッ ク は 29 万 8406 ドル (1 億 700 万 円 ) で あ る が , 
これ は 一 般 の 寄付 金 に よっ て 製作 され た も の で ある . 
事業 内 容 は ① 点 字 と 浮 彫 式 線 字 の 印刷 , ② 弱 視 者 用 


628 外国 の 主要 盲人 施設 ・ 団 体 





大 形 活字 教科 書 の 印刷 ,③ ト ー キ ング ブッ ク (録音 テ 
ー プ も 含む) の 製作 , ④ 各 種 パ メン フレ ッ ト の 印刷 ,⑤ 
各種 教材 教具 の 製作 な ど で あ る . 

出版 物 は 宗教 書 , へ ヘム, ピア ノ 調 律 , 時 事 問題 な ど 
多様 に わた り , Weekly Readers National Graphic 
な ど 世 界 的 に 有名 な 雑誌 の 点訳 発行 な ど 数 百 種 に 及 ん 
で いる . 最近 開発 され た 点字 複写 機 の サー モ フ ォ ー ム 
( thermoform ) 器 に よる 地図 , 絵画 , 図表 な どの 
印刷 は 新しい 触覚 図書 と し て 重 室 が られ て いる . 

さら に 最近 の 大 き な 開 発 の 一 つ は , 1964 年 , IBM 
社 と の 共同 研究 に より IBM パン チカ ー ド に よる 点字 
印刷 の 電動 式 製版 機 を 作り あげ た こと で ある . この 結 
果 , 現在 103 組 の 点字 原版 3 万 5553 ペー ジ を ュ ン ピ 
ュー ター に 教え た 結果 , 点字 製版 は 著しく スピ ー ド ア 
Y 7 SRUAIC SSeS し か し し Bea Ea aie 
よる 複写 プログ ラム ・ シ ステ ム は な お 開発 途上 に あ 
BH. この ほか トー キン グ ブ ッ ク は 小形 円 般 で 長 時 間 の 
録音 を 可能 に し て いる . その 他 , 盲人 用 具 に は 直 経 76 


セン チ メ ー ト ル の 盲人 用 地球 儀 , ラベ ンダ ー ( Lave- 


nder ) 点 学 ライ ター, クラ ンマ ー ( Cranmer) HZ 
ろば ん , クレ ブス (Krebs ) 製本 機 な ど 独自 の 研究 
開発 が ある . CEFFFIZ) 
[参照 文献 」 
American Printing House for the Blind, APH, 
1966. (根本 美佐 子 訳 ) 


A A hot oF fie eae 演 


沿 = 

アメ リカ に お いて も , 19 世紀 末 ご どろ の 盲人 は , 単 
な る あわ れ み の 対象 に 過ぎ ず , 教育 ・ 文 化 ・ 職 業 その 
他 の 面 で 閉鎖 され , 社会 か ら 孤 立 し て いた . ブル ッ ク 
リン の 盲人 た ち は こ れ を 不満 と し, 相 寄っ て ミズ ペー 
・ サ ー ク ル (Mizpah Circle) と いら グル ー プ を 
組織 し , 盲人 に 関心 を も つ 地域 住民 の 協力 を 得 て , 
失明 問題 の 解決 と 福祉 の 開発 に 努め , 1898 年 , HZ 
産 所 を 設立 し た . これ が イン ダス ト リア ル ・ ホ ー ム 
(Industrial Home for the Blind=IHB) の 始ま り 
で ある . か れ ら は 最初 か ら 「 自 ら 助 ける BARBI 
る 」 こ と を 信人 条 と し , これ に 共鳴 し , 自ら 進ん で こ 
の 事業 に 参加 する 盲人 を 対象 と し た . そし て 自活 の 
人 道 を た て る た め , 特殊 援護 工場 を 設立 し , いす や マ て 
ッ ト レ ス の 製作 , 修理 な どの 仕事 を 始め , BABE 
産 的 労働 者 と な る こと が で きる と いう 信念 を 実行 し 


cen 

この 職業 指導 に は エ ベ ン ・ モ ー フ ォ ー ド (ben P. 
Morford ) が 当たり , この 町 に 佳 む 約 200 人 の 盲人 
に 対し , 適当 な 職業 を 与え る こと に 専念 し , BARDS 
ゎぁ 喜ん で これ に 参加 し た . £-74- FORBHLEMD 
な 指導 に よっ て この 事業 は 急速 に 発展 する に 至っ た . 
年 月 の 経過 に 伴い , 医療 方 面 を は じ め , BH, 社会 
教育 な どの 研究 と 対策 の 必要 性 が 明らか と な り , これ 
ら を 総括 し た 大 き な 事 業 計画 の 樹立 に 人 迫 ら れ た . その 
た め , 1917 年 に ペー キン ス BERD 卒業 生 ピー ター 
・ サ ル モ ン (Peter Salmon) を 採用 し , これ に 当 た 
bette. か れ は これ ら の 企画 に 対し 非 則 な 才能 を 発揮 
し , また , この 事業 に 奉仕 する ボラ ンティア 活動 の 基 
礎 を 作る た め に 尽力 し た . 

1923 年 に は ジュ ー ジ ・ ケ ー ス (George B. Case ) 
を 理事 に 迎え ん た. かれ は の ち に 会 長 に 就任 し た が , ダ 
イナ ミッ ク な 指導 者 と し て IHB の 機能 と 事業 の 拡大 
を 図り , 新しい 生気 を 吹 きこ ん だ . 1945 年 , サル モ 
ン が 理事 に 就任 以来 , さら に 事業 を 充実 し し, アメ リカ 
に お ける 近代 的 設備 を も つ 代 表 的 な 盲人 施設 に 発展 し 
ea 

サル モン は 社会 の 技術 的 進歩 に 即応 し , 生産 事業 部 


門 の 近代 化 を 図っ た . そし て 全 機 構 に わた っ て 盲人 が 


その 中 で 就職 し , 十分 生活 で きる 態勢 を 整え る た め ブ 
ルッ クリ ン の アト ラン チッ タク 街 に 工場 を 新設 し , さら 
WEY DAY クィ ー シ ジス, Hye Ive eee 
4 地区 に 13 の 施設 を 設け た . これ ら の 施設 は , その 
地域 の 住民 の 協力 を 得 て 維 持 さ れ , それ ぞ れ の 地域 事 
情 に 応じ た 特殊 な 職能 を も っ て いる . 現在 ここ に は 約 
4000 人 の 盲人 が いる . 

第 2 次 大 戦後 , 工業 方 面 に 就職 する こと を 希望 する 
BABS, その 進出 を 図っ た . これ に 伴っ て 従来 の 
授産 工場 は 重複 障害 盲人 の た め の 施 設 と し て 利用 する 
DNC a IE て いる 。 


これ まで の 事業 

これ まで に 行なっ て きた お も な 事業 は 次 の 通り で あ 
A. ① 職 業 訓練 指導 所 と し て の リハ ビリ テー ショ ン セ 
ンタ ー の 経営 . ② 弱 視 用 めがね の 新しい 関 発 . ⑧ 言 語 
・ 聴 覚 障害 セン ター の 設立 . ④ 盲 人 工場 従事 者 の 安全 
審議 会 の 設定 . ⑤ 長期 収容 の 底 護 工 場 (sheltered — 
workshop) の 設立 . ⑥ 社 会 教育 局 と 地方 援護 機関 に 
よる 巡回 指導 員 の 養成 .⑦ 戦 傷 失 明 者 の 生活 指導 . © 
育 老 人 ホー ム の 経営 . ⑨ 衛 の 2 者 の J で ビリ アー 
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ン 事 業 . ⑩ 盲 人 事業 家 の 再 教育 訓練 な ど で あ る . 

盲人 は その 地域 の 病院 や 開業 医 な ら び に 地区 接 護 機 
BIO 指示 に よっ て IHB を 訪れ る . IHB Cit, 専門 
の 心理 学者 と 社会 事業 家 が 面接 し て , 専門 的 立場 か ら 
病院 , 保養 所 また は 地域 の 医師 に 送る か , 訓練 セン タ 
ー に 入所 させ る か どう か , 今後 の 方 針 に つい て の 相談 
相手 と な る . 診断 の 結果 , 援助 の 期間 , 手段 に つい て 
具体 的 な 計画 を 立て る . 





組織 

IHB の 事業 方 針 は , 各 施 設 の 代表 者 に よっ て 構成 
され て いる 理事 会 が 決定 し , この 方 針 の も と に 常務 理 
事 が 中 心 に な っ て 運営 し て いる . 常務 理事 の も と に は 
4 人 の 副 理 事 が お り , 各 専門 部 門 を 担当 し て いる . 各 
事業 部 間 の 調整 を 図る た め 副 理事 に よる 企画 委員 会 と 
各 施 設 の 委員 会 と に よっ て 構成 され た 顧問 会 が 常務 理 
事 の 府 間 機関 と し な っ て いる . 


最近 の 事業 

① 近 代 的 設備 を 整備 し た リハ ビリ テー シュン ・ セ ン 
ター で は , 歩行 訓練 を は じ め 生 活 訓練 を 施し , 職業 に 
対す る 興味 を 促し , 能力 を 開発 する 各種 の 訓練 を 行 な 
い , 失明 前 の 行動 能力 を 取 戻 す よ 2 指導 し て いる . 
@ 訓練 を 終え た 者 は 二 つ の 特殊 授産 工場 (special 
workshop ) に 就職 させ る . ③ クラ ブ 活 動 と し て は , 
タダ ンス, 演劇, 音楽 , 魚釣り , ハム , 旅行 , ゲー ム , 
読書 , 討論 会 た ど が 盛ん で ある . OFEAOMERY 
な くし , 失明 に よる 社会 的 圧迫 感 か ら 解 放す る た め , 
通所 セン ター (Day Center) が 設け られ て いる . © 
盲人 で 聴力 も 失っ た 重複 障害 者 の た め ぬ 特 別 な 研究 を 重 
meg よう で ミュ ニケ ーション と り ハ ビリ サテ 
ーション の 訓練 を 根気 よく 行ない , パーキンス 盲 学校 
と と ゃ も に 世界 的 な 成果 を あげ て いる . 


特殊 授産 工場 

沿革] 19 世紀 末 ご ろ の アメ リカ の 盲人 の 中 に は 職 
業 に 就 い て 報酬 を 得 , 一 般 人 と 同様 の 生活 を する こと 
を 望む 者 が 多かっ た . IHB で は , これ ら の 盲人 に 職 
を 与え る た め に , 盲人 特殊 工場 を 設け た . この 結果 , 
肉体 的 , 情緒 的 また は 知 的 能力 を も っ て いる 盲人 は , 
産業 方 面 に 就職 し て 成功 し た 者 も 相当 あっ た . 

し か し , 一 方 で は 失明 に 伴う 精 神 的 苦痛 の た め , = 
た , 重複 障害 な ど で 直 ち に 一 般 産業 に 進出 する こと は 
AMES 者 も 多かっ た , そこ で IHB は ① 一 般 産業 


に 従事 し 得 な い 盲 人 に 適し た 仕事 を 与え , それ 応じ し 
て 給料 を 文 払 う . ② 将 来 一 般 産業 に 就職 で きる 能力 あ 
る 盲人 に 対し て は , きび し い 予 備 訓練 を 行ない , その 
準備 期間 中 に も 能力 に 応じ た 職種 を 与え て 報酬 を 支払 
らち 中 映 NW の 二 の の 方 針 を 立て で て ブルック リツ 思 受 の の 
特殊 授産 工場 を 設立 し た . そし て , まず 約 190 ADB 
人 に 適職 を 与 ん る と と も に リハ ビリ テー ショ ン ・ セ ン 
ター と し て の 役割 $ 果 た し て いる . 

[組織 〕] この 工場 に は 35 人 の 職員 が お り , 経営 に 
は IHB の 副 理事 が 当たり , 8 人 の 現場 監督 を 指揮 し 
現場 監督 は それ ぞ れ 担当 部 門 の 責任 者 と し て 従業 員 を 
指導 し て いる . 

[経営 ] 1970 年 の 製品 売上 高 は 250 万 ドル に EL 
た . 従業 員 の 中 に は , 1 時 間 1 ドル 以上 の 収入 を 得 た 
者 も ある . LAL, 1 カ年 以上 勤務 し て も な お 訓練 を 
必要 と する 者 も あり , また , 重複 障害 の た め 最 小 限度 
の 生活 費 さ えも 得 ら れ な い 者 も 相当 数 いる . この 場合 
労働 意欲 を 低下 し な いこ と を 条件 と し て 不足 分 は 助成 
し , 生活 を 支え る に 足る よう 配慮 し て いる . この 制度 
は 賃金 が 週 40 ドル 以下 の 者 に 適用 し て いる . 基本 給 
は 年 4 半期 ご と に 生産 基準 を 決定 し , 生産 力 の 増加 に 
Js CEO 意味 で 助成 金 を ある 程度 まで 増加 し て い 
る . た だ し , 訓練 の 結果 1 時 間 50 セン ト に ELE 
者 は 長期 雇用 は 許さ れ な い . 

[製品 ] この 工場 は 小売 は せ ず , 卸売 りか , 職場 お 
よび 政府 機関 に 販売 する か , また は アメ リカ 盲人 産業 
組合 (National Industries for the Blind ) を 通じ 
て 市 場 へ 出荷 し て いた が , 近年 に な っ て 大 企業 の 下請 
け 作 業 が 主 に な っ て きた . し た が っ て , 工場 は 生産 す 
る だ け で 販売 の 必要 が 少な く な っ た だ た. し か し , 下請 け 
作業 は 常に 人 員 や 資金 の 調節 , 経済 変動 な どの 影響 が 
ある の で , 下請 け 価 格 の 交渉 に は 十分 な 注意 を 払っ 
Me 


盲 ろ う 事業 

[沿革 〕 IHB の 盲 ろ う 者 に 対す る 人 間 性 回 復 の た 
DO 事業 は , 1920 年 か ら ピ ビーター・ サ ル モ ン に と よっ 
て 始め られ た だ た. 1945 年 。 ヘレ ン ・ ケ ラー ( Helen 
Keller, 1880 ~ 1968) の 65 回 誕生 日 の 記念 事業 と 
し て 本 格 的 な 施設 を 開設 し , すでに 50 余年 に わた っ 
て 続け られ て いる . 

まず , 最初 に 手 ぶ が けた こと は , 売店 の 仕事 に つか せ 
る と いう こと と で あっ た . し か し , 訓練 ・ 指 導 の 困難 性 
は あま り に も ゃ も 大きく, 中 断 し よう と し た こと さえ あっ 


630 外国 の 主要 盲人 施設 ・ 団 体 





fo. し か し , サル モン の 確 平 た る 信念 と 忍耐 強い 指導 
に より , 1940 年 に は 寄宿 舎 を 設け , 少数 の 盲 ろう 者 
を 収容 し て 事業 を 継続 し た . 

[コミ ュ ニ ケー シュ ン と 集団 訓練 ] IHB で は , 職 
業 指導 の 前 に コミ ュ ニ ケー シュン の 訓練 , 集団 的 レク 
リエ ーション 計画 , 社交 的 行事 の プロ グラ ム な ど を 行 
な うこ と が 不可 欠 で あっ た . また , 個人 の 生活 内 容 を 
豊か に する に は , レジ ャ ー タ イム を 有効 に 活用 させ 楽 
し ませ る こと か 必要 で ある と され て いる . 

これ ら の た ゆみ な い 研 究 と 指導 の 結果 , 1958 年 に 
は 売店 で 働く 者 は その 能力 に よっ て 給料 を 得 , レク リ 
エー ショ ュ ン や 社交 的 行事 な ど に ゃ 参加 で きる よう に な 
り , 職場 で 働け る 者 が 12 人 に 達し た . 

[指導 者 ] これ ら の 訓練 ・ 指 導 を 推進 する た め に は 
職業 指導 , 就職 相談 リハ ビリ テー ション ・ ケ ー ス アワ 
ー ク , レク リエ ーシュ ン 指 導 の 各 指 導 員 の ほか , 医学 
者 , 心理 学者 , 教育 学者 な ど 各 専門 家 と の 疎 密 な 協力 
の も と に な され て いる . 

[入所 者 〕 入所 希望 者 は 病院 , 地方 行政 機関 , BA 
団体 や 育 ろ う 者 の グル ー プ か ら 送 られ て くる が , ほか 
に 海外 か ら の 希望 者 も ある . 入所 希望 者 は 最初 ケー ス 
ワー カー が 詳細 に 調査 し , 心理 , 医学 , 社会 環境 の 各 
方 面 で 判定 し て 入所 させ る . 入所 生 は 基礎 的 予備 訓練 
か ら 始 め る . コミ ュ ニ ケー シュン は 最も 重要 な 訓練 で 
繰返し 訓練 を 続け , 次 第 に その 範囲 を 広げ , CF, 
BE, タイ プラ イ テ ィ ング , 手 細工 や 各種 の ゲー ム を 
指導 し , 個人 指導 か ら 集 団 指導 へ と 導い て ゆく . ユミ 
ェ ニ ケー ショ ン が ある 程度 で きる よう に な る と , 指導 
員 は か れ ら に 独立 心 を 呼び 起こ し , 最後 の 社会 復帰 ま 
CHES L5 BTS 

[職業 訓練 ] 職業 指導 は , HOBARbEVo Ls 
に 訓練 され る . 訓練 が 首尾 よく 終わ る と , ニュ ー ョ ヨー 
ク 州 盲人 職業 リハ ビリ テー シュ ン ・ セ ンタ ー (New 
York State Vocational Rehabilitation Center for 
the Blind) の 協力 を 得 て , ロン グ ア イ ラン ド BA 
職業 判定 部 (Long Island Vocational Evaluation 
Center for the Blind) へ 連絡 する . COC1~274 
間 の 特別 訓練 が 施さ きれ , さら に IHB に 戻っ て 就職 前 
の 訓練 を 行なっ ~、 手 工業 技術 に 適する と 見 込ま れ た 者 
が 特殊 授産 施設 に 雇用 され 終身 , ここ で 働く . し か 
し , ご く 一 部 の 能力 の ある 者 は 一 般 工業 方 面 か 自家 営 
業 に 従事 する . 

[カウ ン セ ラー の 任務 〕 これ ら の 背 ろう 者 を 取扱 う 
カウ ン セ ラー は , 忍耐 強い 努力 を 払っ て いる が , 常に 


① コ ミュ ニケ ーション の 訓練 継続 と 自己 管理 の 指導 , 
② 職 業 上 の 相談 や 売店 の 監督 , ⑨ 健 康 管理 や レク リエ 
ーション の 世話 , ④ 関 係 先 き や ボ ラン テ ィ ア か ら 与 え 
られ る サー ビス の 調節 , ⑤ 地 域 団体 と の 交流 上 に 生じ 
や すい 形 ろ うら 者 に 対す る 理解 の 欠 除 や 誤解 の 壁 を 破る 
こと な ど , 細心 の 注意 と 適切 な 指導 が 望ま れる . 

[啓発 運動 ] IHB の 盲 ろ う 事 業 は , アメ リカ 国 
内 だ け で な く , 世界 各国 に も 拡大 する た め , 世界 盲 
人 福祉 協議 会 育 ろう 者 委員 会 (Commitee for the 
Deaf-Blind of WCWB ) に 参加 し , 1957 年 に は , 
BS 5842 2a =F -— Yay Sec 2 eee 
シス テム の 基礎 を 発表 し た . 1958 年 に は 政府 の 協力 
を 得 て 盲 ろう 者 の 可能 性 に 関す る 成果 を 発表 し , BA 
> 事業 の 今後 の 方 向 に 大 き な 示 唆 を 与え た . 

1962 年 に は , 保健 ・ 教 育 ・ 福 祉 省 の 協力 の も と に 
7 カ年 計画 の 調査 研究 計画 と デモ ンス トレ ーション 計 
画 を 開始 し た . この た め 15 州 に わた っ て 盲 ろ う 者 の 
調査 を 行ない , 230 人 の 盲 ろ う BED, この リハ ビリ 
テー シュ ン 事 業 に 参加 し た . この 大 規模 な 活動 の 結果 
りっぱ に 更生 復帰 し , 社会 的 に も めざまし い 活動 を す 
る 者 が 続出 し た . 

[その 他 の 事業 ] この ほか IHB は 全 ア メリ カ 盲 ろ 
ら 青 年 ・ 成 人 セン ター (National Center for the 
Deaf-Blind Youth and Adult) と の 共同 で , KO 
事業 を 行なっ て いる . ① 身 体 的 お よび 社会 心理 的 機能 
こつ いて , 第 1 次 判定 と 広範 較 の リハ ビリ テー ショ ン 
に 関す る 可能 性 の 決定 , ② 広 範 な 診断 に よる 強度 訓練 
の 人 準備, ③ 個 人 的 リハ ビリ テー シュ ン の 可能 性 を 決定 
する 多種 多様 な 訓練 に 関す る 評価 , ④ 医 学 的 , HES 
的 , 精神 病理 学 的 , 矯正 的 その 他 の 処 思 や 特別 な た くる 
うら (に よる リハ ビリ テー ショ ン 効 果 の 向上 , ⑤ 社 会 的 ケ 
ー ス ワー ク , リハ ビリ テー シュン の 協議 , ⑥ 視 覚 障害 
と 聴覚 障害 と の 調整 , ⑦ 対 話 技術 , 日 常 生 活 お よび 家 
事 技術 , レク リエ テー シュ ン な ど に よる 補導 , Oeste 
動 や 娯楽 を 通じ て の 地域 社会 と の 交流 , ⑨ 点 字 出 版 物 
拡大 墨 字 図書 その 他 の 資料 や 情報 の 提供 , ⑩ 以 上 を 通 
じ て 長 期 の 追跡 計 査 と 分 折 な ど 広 い 分 野 に わた っ て い 
る . 

な お IHB は , ナン シュナ ル ・ セ ンタ ー と と も に 高等 
教育 機関 と 提携 し, ① ケ ー ス ワー ク の 改善 進歩 ,。② 盲 
ろう 者 の 発見 と 登録 の 継続 , 発生 原因 の 探求 と 予防 
対策 , ④ 言 語 指導 の 改善 と 職業 補導 の 研究 , ⑥⑤ 盲 ろ 5 
者 用 具 の 開発 , ⑥ ボ ラン ティ ア の 特別 養成 と 利用 方 
法 の 研究 な どの 計画 実施 , な ら び に 情報 活動 の 強化 に 


盲 老 人 ホー ム 

IHB バー ウッ ド 盲 老人 ホー ム (Burwood Program 
for Aging Blind Persons ) ) は , ニュ ー ヨ ー ク 州 の ロ 
ング アイ ラン ド 北 岸 に あり , 13 ヘ クタ ー ル の 広い 庭園 
と , INRILO BATTS HRS BD. WID PDA 
庭 や 地域 社会 で 人 間 ら し い 生 活 が で き な く な っ た 盲人 
を 世話 する こと を 目的 と し て 設立 され た も の で ある . 
[事業 バー ウッ ド 盲 老人 ホー ム 本 館 に は , 約 50 人 
の 形 老 人 を 収容 し , さら に 短期 間 あ る い は 休暇 中 の 育 
老人 12 人 ぐら い を 別棟 に 収容 し て いる . また , 通所 
セン ター の 計画 を 立て ナッ ソー や サフ ォ ー ク ー 州 に 住 
BA 100 人 を 対象 に 週 1 日 か 2 日 , グル ー プ 活動 
や レク リエ ーション を 行なっ て いる . 

この ホー ム 人 長く 居住 し た いと 希望 する 者 に 対し て 
は , IHB の ケー スワ ー カ ー に よっ て 視力 と 個人 的 能 
FJ, 社会 的 条件 に つい て 詳細 な 話合い と 調査 が 行なわ 
れる で きる だ け 地 域 社 会 に と ど ま る よう 適当 な 方 法 
を 教え , 援助 を 与え ん る よう に する . し か し , ホー ム に 
収容 する 方 が 適当 と 思わ れる 者 に つい て は , 2 週間 に 
わた っ て 身体 検査 , 眼科 検診 団体 生活 に 村 えら れる 
体力 の 測定 , 長期 居住 に 適する か どう 5 か な ER 調べ 
の 

特に 健康 問題 を 厳重 に し , 病状 の 進行 し て いる 者 , 
基本 的 な 肉体 や 心理 上 で 急速 に 退化 し つつ ある 者 , あ 
る い は 付添 い を 要する 者 は 受入 れ な い . あか ら さ ま に 
いえ ば , 寝たきり 老人 と か , 病床 に ある 老人 を 収容 す 
る の で は た なく, 健康 で あっ て グル ー プ 活動 な ど に 参加 
で きる 者 を 対象 と し て いる . そし て これ ら の 老人 を 陣 
独 か ら 解放 し よう と いう の が ね らい で ある . し か し , 
身体 的 能力 か あっ て 入所 し た 者 で も , 年 を 経る に 従っ 
て 健康 保持 の 問題 が 多く 生じ て くる . そこ で 健康 管理 
を 重んじ , 週 3 回 の 定期 検診 を 行なっ て いる . その 結 
未 少 し で も 健康 上 に 疑問 の 点 が あれ ば , 直ちに その 対 
策 を 講ず る . 一 時 的 な 病気 で あれ ば , 付属 の 診療 所 
で , 長期 また は 特殊 な 病気 で あれ ば 地域 社会 の 病院 で 
それ ぞ れ 処置 する こと に な っ て いる . 

入所 料金 は 一 定 の 基準 が か ある が , 経済 能力 に 応じ し て 
加減 され て いる . 経済 的 委 困 者 に は 州 の 福祉 局 に お い 
て 費用 の 一 部 を 援助 し て いる . 

入所 の 翌日 か ら ホ ー ム 生活 に 慣れ る よう 心理 的 適応 
な ら び に リハ ビリ テー ンション 訓練 が 始め られ る . そし 
て 老人 に あさ わし い 歓 談 , 散歩 , 魚釣り , ボー ト 遊 び 
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音楽 鑑賞 , クイ ズ , 小鳥 の 飼育 , 地域 社会 の 行事 見 学 
な と ど ボ ラン ティ ア の 協力 を 得 て 各 種 の レク リエ ー ン ショ 
ン を 行ない , 生活 を 楽し rg よう に し て いる . それ ら の 
た め に は 委員 会 を 設け て 社会 的 集団 活動 に 参加 させ る 
よう に , グル ー プ 意識 の 改善 , 責任 感 の 高揚 に 努め 
TS, (土井 利家 ) 

[参照 文献] 
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ュ ユダヤ BARHwS CThe Jewish Guild for the 
Blind) は 1916 年 に ヒュ ユダヤ 人 の 盲 児 を 収容 する 施設 
と し て 創設 され た が , 現在 で は 人 種 や 宗教 を 問わ ず , 
盲人 一 般 を 対象 と し て 多彩 な 盲人 福祉 活動 を 展開 し て 
いる 民間 社会 事業 団体 で ある . 

この 協会 の 事業 と 活動 は アメ リカ 盲人 福祉 事業 を 代 
表す る も の で ある . 

1971 年 の 春 , 750 万 ドル (27 億 円 ) の 建築 費 を 投 
じ て 12 Bet, 総 面 積 1 万 2700 平 方 メー トル の 総合 的 
な 失明 者 リバ ビリ テー ショ ュ ン と 盲人 福祉 の 市 内 セン 
ター を 完成 し , 現在 地 (15 West Street, New York 
City ) に 移転 , 市 郊外 に ある 盲人 養老 ホー ム と と も に 
盲人 福祉 活動 の 充実 を 図っ て いる . 


運営 の 目標 
この 協会 が 達成 し よう と し て いる 目標 は , 現 会 長 へ 
ワー ド ・ ニ ュー マン (Howard A. Newman) 23 述べ 
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て いる 次 の こと ば に 要約 され る よう に , 和 失明 者 の リハ 

ビリ テー ショ ン と 和 軍 人 福祉 の 向上 で ある . 

(1) 盲人 お よび 視力 障害 者 が 地域 社会 に あっ て 正常 な 
独立 し た 生活 を 営 ゆ こと と が で きる た め に , その 潜在 的 
能力 を 最大 限 に 開発 する の を 援助 する あら ゆる 措置 を 
実施 する こと . 

②⑳ 複 合 的 な 障害 の た め , こと の こと が 不可 能 な 場合 に 
ik, 表 人 お よび 視力 障害 者 に 対し , 労働 , 余暇 お よび 
住居 の た め に 最良 の 状態 を 与え る よう な 環境 を 準備 す 
yest 


職員 | 
職員 は 1965 年 3 月 現在 で 次 の 通り で ある . 
衣 人 福祉 セン ター 


専門 職員 784, 
事務 職員 aos 
そ の 他 39 人 
パー ト タ イ ム (レク リエ ーシュ ン 担当 ) 16 人 

計 175 人 

BABSEA-A (収容 定員 100 A) 
専門 職員 12 人 
事務 職員 12 人 
Aa 護 婦 25 人 
その 他 (給食 を 含む ) 33 人 
パー ト タ イ ム (レク リエ ーシュ ン 担 当 ) 8 人 

計 83 人 


専門 職員 は 内 外科 医 , 眼科 医 , 精神 科 医 , 臨床 心理 
学者 , 心理 測定 員 , ソー シャ ル ・ ケ ー ス ワー カー, 精 
神 医学 ケー スワ ー カ ー, グル ー プ ・ ワ ー カ ー, EFI 
練 指 導 員 , 家政 指導 員 , 職業 カウ ン セ ラー, 職業 訓練 
指導 員 な ど で あ る . 

アメ リカ で 専門 職業 と いう 場合 , 普通 に は 大 学院 の 
教育 を 修了 し て いる こと を 意味 し て お り , 民間 の 盲人 
信 祉 施設 で あっ て ゃ も , その 事業 が , 高度 の 専門 的 資質 
を も っ た 職員 の チー ム ・ ワ ー ク に よっ て 実施 され て い 
る . 


財政 
1670 年 度 (1 月 一 12 月 ) の 協会 の 支出 お よび 収入 
の 内 訳 を 示す と 次 の 通り で ある . 
支出 の 部 
FER Rees 955, 457 ドル 
BABER-A 848, 085 
a AY — Diet 223, 746 


ソー シャ ル ・ MM ee 203, 907 
職業 更生 課 238, 610 
リハ ビリ テー ショ ュ ン 研修 会 協力 プロ 

シル ラペ 46, 246 
評価 ・ 訓 練 プ ログ ラム 19, 126 
精神 医学 診療 所 111, 940 
古 児 養護 治療 セン ター 20, 128 
精神 障害 盲 児 教室 65, 555 
点字 図書 館 56, 391 
医務 課 37, 894 
復 合 障害 盲 青年 プ ビ グラム 35, 002 


盲 児 夏 季 1 日 キャ ンプ ・ プ ログ ラム 25,965 


盲 成人 1 日 キャ ンプ 25, 167 
大 学院 学生 訓練 プロ グラ ム 39, 776 
管 理 お よび サー ビス の 指導 監督 150, 969 
募金 お よび 広報 活動 110, 225 
軽食 堂 の 経営 42.062 
RAVT 4 TR 12, 293 
公衆 教育 お よび 出版 26, 536 
i 38 3, 295, 110 
収入 の 部 
寄 付 金 604, 197 ドル 
広域 ニュ ー ョ ー ク 基金 _ 104, 461 
底 護 授 産 場 の 製品 の 売上 げ 795, 803 
サー ビス に 対す る 料金 909, 259 
研修 会 協力 補助 金 18, 530 
投資 信託 基金 か ら の 収入 353, 115 
計 2, 787, 115 
1970 年 度 の 不足 額 507, 955 
総額 3, 295, 110 


上 掲 の 通り , 1 施設 の 年 間 の 予算 が 329 万 5110 ド 
ル ( 約 10 億 9000 万 円 ) の 多額 に の ぼる こと , また サ 
ービス を 受け る 被 援助 者 個人 が 支払 う 料 金 と 考え られ 
る 項目 が 設け られ , 相当 の 額 を 占め て いる こと は 注目 
に 値する . 


事業 内 容 

1970 年 度 に は 約 2000 人 の 盲人 お よび 視力 障害 者 に 
対し て 各種 の サー ビス が 提供 され た . この 年 度 の 顕著 
な 現象 と し て は , 少数 社会 集団 か ら の 援助 申請 数 が 8 
パー セン ト ゃ 増加 し , 黒人 お よび スペ イン 語 を 話す 被 
援助 者 の 数 が , 全 ケ ー ス 担当 数 の 32 パー セン ト を 占 
め た こと で あっ た . な お , 各種 の 事業 内 容 は 次 の 通り 
CHS. 





[ケー スワ ー ク 課 (Casework Department)] 1970 
年 度 に は 1342 人 の 表 人 と その 家族 に 対し , 4622 回 の 
面接 相談 が 行なわ れ た . 歩行 訓練 , 日 常 生 活 の 諸 技 
術 の 訓練 も この 課 の 業務 に 属し , ケー スワ ー カ ー を 中 
心 に それ ぞ れ の 専門 家 に よっ て 実施 さき れ て いる . 

[精神 医学 診療 所 (Psychiatric Clinic)] Bee 
途 失 明 者 は , 視覚 障害 と と も に 精神 異状 や 精神 薄弱 を 
伴い が ち で ある が , 4 人 の 精神 科 医 (1965 年 に は パ 
ー ト タイ ム を 含む ) が , 心理 学者 , 精神 医学 ケー スワ 
ー カ ー の 協力 を 得 て , 診断 と 治療 に 当たっ て いる . 
1970 年 度 に は 患者 数 に お いて 8 パー セン ト 増加 し , 
児童 お よび 成人 あわ せ て 236 人 が 診察 を 受け た . 

[医務 課 (Medical Department)] 眼科 医 を 中 心 
と 各 科 の 治療 が 実施 で きる よう に な っ て いる が , 養老 
ホー ム へ の 入所 , レク リエ ーシュ ン , 職業 訓練 , 授産 
場 で の 労働 な ど へ の 参加 に 関し て は , 厳密 な 医学 的 検 
査 と 診断 が 行なわ れ て いる . 1970 年 度 に は セン ター 
に お いて は 413 回 の 診察 , 盲人 養老 ホー ム で は 2 万 回 
以上 の 各種 の 医療 が 行なわ れ た . 

[精神 障害 盲 児 教室 お ょ び 治 療 セ ンター(The Guild 
School and Day Treatment Center)] 情緒 障害 や 精 
神 遅滞 を も つ 盲 児童 の た め に 特別 教室 と 治療 センター 
が 設 け られ , 個別 的 に 計画 され た 教育 課程 に 従っ て , 
1970 年 度 に は 151 人 の 児童 の 指導 が 行なわ れ た . 

[ソー シャ ル ・ グ ルー プ ワ ー ク 課 (Social Group 
盲 児 お よび 中 途 失明 者 の 社会 適応 性 
を 高め る た め に 役立つ レク リエ ーシュ ン また は 治療 を 
目的 と し た さま ざま な グル ー プ 活動 が , 1 週 に 5 日 , 
専任 の グル ー プ ・ ワ ー カ ー の 指導 の も と に 実施 され , 
1970 年 度 に は 400 人 以上 の 者 が 参加 した. また , 一 
般 の 地域 セン ター に お ける 晴 眼 者 の グル ー プ 活動 に 失 
明 者 を 参加 させ る 計画 が 特に 強調 され , 実施 され た . 

[職業 更生 課 (Vocational Rehabili tation Depart- 
ment)] 失明 者 の 職業 適性 に つい て は 4 週間 に わた 
る 評価 が 行なわ れ , さら に 12 一 16 週間 の 職業 基礎 訓 
練 が 実施 され た の ち に , よう や く 各 個人 に 最適 の 職種 
に つい て 本 格 的 な 職業 訓練 が 行なわ れる . 1970 年 度 に 
この よう な 訓練 を 受け た 者 は 400 人 で あっ た . 

また 1970 年 度 に は 1 人 が ニュ ー ョ ヨー クタ 市 交通 局 に 
年 収 1 万 ドル で ラジ オ ・ オ ペレ ー タ ー と し て , 1 人 が 
週給 200 ドル の 職業 音楽 家 と し て , 1 人 が 精神 衛生 施 
設 の リハ ビリ テー シュ ン ・ カ ウン セラ ー と し て WF 
れ も 男 子 ) 就職 し た . また , その ほか 約 50 人 の 訓練 
生 が 店 の 販売 係 , 売店 の 売 子 , 工場 の 包装 工 , タイ ピ ビ 
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Ab, 受付 係 ,) フィ ルム ・ ス プラ イサ ー (フィ ルム を 
つなぐ 仕事 ), 電話 交換 手 と し て 就職 し た . 

[ 計 護 授産 場 (Sheltered Workshop)) 2 種 の 底 護 
授産 場 が 設 連 され て お り , 両者 合わ せ て 約 100 LDR 
人 が 働い て いる . これ ら の 授産 場 の 一 つ は ミ シン 裁縫 
部 で あっ て , 職業 訓練 を 修了 し た の ち , 生活 費 の 全部 
を 得 よ うと する 盲人 の た め に , 連邦 , 州 ま た は 市 政府 
Db 委託 を 受け た 仕事 を し て いる . た と えば , 1970 
年 に は 州立 や 市 立 の 病院 か ら 机 カバ ー, 敷 布 , あふ と ん 
の お お いな どの 注文 が あっ た . 

他 の 授産 場 は 一 般 の 業者 と の 請負 契約 に より 単純 な 
軽 作業 で ある . この 授産 場 で は 出来 高 払い で , BAD 
希望 する 時 間 だ け 働 いて 生活 費 の 一 部 を 得る こと が で 
きる 仕組 に な っ て お り , 能力 の 低い 衣 人 で も 働く こと 
の で きる く あ うら が な され て いる . 

[点字 図書 館 ] アメ リカ の 民間 点字 図書 館 と し て は 
最大 の 約 3 万 冊 に 上 る 点訳 本 を 所 蔵 し て いる . EH 
数 は 1970 年 に は 2 万 3000 冊 に 上 り , 1427 人 OF 
太 由 食 旧 だ 貸出 MA アハ リカ 全 四 (と より 40 
カ国 の 海外 諸国 に 及 ん で いる . 1970 年 度 に は また 225 
人 の 点訳 奉仕 者 が 108 人 の 盲 学 生 に 対し て , 2 万 ペー 
ジ に 上 る 学校 が 課 し た 読書 の 宿題 関係 の 本 を 点訳 し 
ye 

[社会 事業 専攻 の 学生 の 実習 訓練 ] 1 年 間 に わ た り 
週 3 日 の ケー スワ ー ク お よび グル ー プ ワー ク の 実習 訓 
練 が , ニュ ー ヨ ー ク 市 に ある 五 つ の 大 学 の 社会 事業 学 
部 (大 学院 程度 ) か ら 派 遣 され た 総数 33 人 (17 人 は 
6 月 まで , 16 人 は 1 月 か ら ) の 学生 に 対 し て 実施 され 
yes 

[ボラ ンティア 課 CVolunteer Department)] 4ft 
者 活動 が きわ め て 活発 で , 1970 年 度 に は 442 人 の 奉 
仕 者 が , 3 万 7000 時 間 に 上 る 時 間 を さま ざま な 替 仕 
活動 に 提供 し た . 奉仕 者 活動 の 種類 と し て は , 精神 障 
害 盲 児 教 室 お よび 夏 李 1 日 キャ ンプ に お ける 手伝い , 
個人 教授 , 家 か ら 離 れる こと と の で き な い 盲人 の 家庭 へ 
の 訪問 と 世話 , さま ざま な 機会 に お ける 手引 き , セン 
ター 軽食 堂 で の 手伝い , 点訳 , 点字 書 の 製本 な どの 仕 
事 を あげ る こと と が で きる . 

(BABBR-A] ニュ ー ョ ー ク 市 か ら バ ス で 1 時 
間 半 ぐら い の 郊外 に あっ て , FO 中 に 3 万 7500 平方 
メー トル の 敷地 を 有する 施設 で ある . ここ で も 奉仕 者 
活動 は 盛 ん で , 1970 年 度 に は 78 人 の 奉仕 者 が 6600 
時 間 に 上 る 時 間 を さま ざま な 替 仕 に 提供 し た . 

この 施設 で 特に 注目 に 価 す る の は , 「 1 日 キャ ンプ 」 
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の 計画 で ある . これ は 市 内 に 居住 する 老齢 失明 者 の 家 
庭 を 巡回 し て バス に 乗せ , この 養老 施設 に 送 込み , 美 
し い 自 然 の 中 で 好き な こと を し て 1 目 を 楽し く 過 ご さ 
せる 計画 で ある . 施設 を 収容 者 だ け に 独占 させ ず , 広 
く 地 域 社会 に ある 盲人 に ゃ 開放 し , 利用 させ て いる 配 
慮 に は 学ぶ べき も の が ある . (村越 芳男 ) 


ハ ド レ ー 盲 学校 (通信 教育 ) 


盲 学校 の な い 地 方 の 盲 児 や 盲 青少年 た ちの た め の 教 
Blt, 統合 教育 の 進ん だ アメ リカ や ーー 部 の 国 以外 は , ほ 
と ん ど な お ざり に され て いる . だ が , ツ ビ ェ ト 連邦 で 
iL, これ ら の 盲人 た ちの た め に 五 つの 通信 盲 学校 が あ 
り , 労働 し な が ら 通 信教 育 を 受け , さら に , 大 学 や 専門 
学校 に 進学 し て いる 者 も ある . アメ リカ の イリ ノイ 州 
ウィ ン ネ ッ カ 市 の ハ ド レ ー BF (Hadley School 
for the Blind) は , 通信 盲 教育 と し て は 世界 で 最も 古 
く , か つ 国 際 的 な 盲 学校 と し て 著名 で ある . 


が が 








ハ ド レ ー 請 学校 


沿 

ハ ド レ ー 盲 学校 の 創立 者 で ある ハム ドレー (William 
A. Hadley ) ) は シカ ゴ の 高等 学校 の 教師 で あっ た が , 
1916 年 55 歳 の と き 失 明 した. か れ は 妻 の 献身 的 な 愛 
情 と 親友 た ちの 助力 に 支え られ て 点字 の 学習 に 務め , 
1921 年 か ら , まず 点字 と トー キン グ ブ ッ ク に よる 点字 
学習 の た め の 教科 書 を 作成 し , 地方 の 盲人 た ち に 対し 
通信 に よる 教育 を 開始 し た . 

最初 の 学生 は カン サス 州 の 主婦 で あっ た が , THA 
で 点字 を 習得 し た . これ に 力 を 得 て , AF, 学校 法人 の 
認可 を 得 , 地方 の 盲人 た ち に 通信 教育 を 拡大 し , 急速 
に 通信 学生 が 増加 し て いっ た . ハ ド レ ー は , 小学 校 , 
高等 学校 , 大 学 コ ユース へ と 教育 内 容 を 次 第 に 充実 し て 
いっ だ. ハ ド レ ー は 20 年 間 通 信教 育 に 専念 し , 1941 
年 死ん だ が , 同 校 の 通信 教育 は その 後 も ます ます 発展 
し , 1960 年 に は 国籍 , 人 種 , 宗教 を 越え て , アメ リ 
カ 全 州 は も ぁ ち ろ ん 45 カ国 に わた っ て 1 万 8000 人 の 学 
生 が 学 ん で お り , うち 1400 人 は 外国 人 学生 で , 77 科 
目 の 通信 教育 を 受け て いる . か れ ら は 学科 を 学ぶ だ け 





で な く , 通信 に よっ て 教師 と 絶え ず 親 交 を 深め , 激励 
や 指導 を 受け て いる . この 通信 教育 は 多く の 個人 , 団 
体 , 共同 募金 お よび 特に ライ オン ズクラブ か ら の 財政 
的 な 援助 に ょ っ て 経営 され て いる . 


通信 教育 方 法 
通信 教育 を 希望 する 者 は , その 希望 の ュー ス を 申込 
A, 教科 書 の 種類 (点字 ・ ト ー キ ング ブッ ク ) と ュー 
ス は 自由 に 選択 する こと が で きる . し か し , FAV 
5 A, 毎日 1 時 間 ( 大 学 ュ ー ス は 2 時間) 以上 は 必ず 学 
習 を 続け な けれ ば な ら な い . そし て どの 単位 か ら 始 め 
て も よい が , 1 単位 に つき 1 ヵ月 以内 に レポ ー ト を 提 
出す る 義務 が ある . 何ら か の 事情 で 提出 が 遅れ る と き 
は , その 理由 を 知ら すこ と が 必要 と され て いる . レポ 
ー ト の 形式 は 点字 , タイ プラ イタ ー, 録音 テー プ , 手 書 
き , ある い は だ れ か に 代筆 し て も ら っ て も よい が , な 
る べく 点字 か タイ プラ イタ ー を 希望 し て いる ,. これ 
対し 担任 教師 は , 訂正 , 提言 , ERC EXB SZ, 
採点 し て 返送 する . 高等 学校 ユー ス は 15 カ 月 , KF 
aS AR 年 で 終 びれ ば AUNIIelelti 人 
単位 と も C ク ラス (75 一 79 点 ) 以上 の 成績 を 取 ら ね 
ば 終了 で きた ない. 学習 内 容 は 次 の 通り で ある . 

[点字 の 基礎 的 技術 ] ① 英語 点字 (1, 2 級 ) @ 
トー キン グ ブ ッ ク に よる 点字 学習 , ⑨ 点 字 の 書き 才 , 
④ 略 字 ・ 縮 字 ・ 各 種 符 号 , 点字 文法 , ⑤ 速記 用 点字 
(3 級 ), 外国 語 略 字 ・ 縮 字 シス テム (フラ ンス , ド 
Ae YEW FIS See) 

[小学 校 コ ユー ス ] ① 初 等 英語 , 綴り 方 Q, 2, 3), 
② 英 文法 ,。 アメ リカ の 歴史 , ④ 算 数 , ⑤ 一 般 科 学 . 

[高等 学校 ユー ス 〕] 自由 科 と 商業 科 の 2 科 に 分 か れ 
いずれ も 必修 単位 は 16 CHS. 自由 科 は ① 英語 4 単 
ir, ② 外 国語 2 単位, ORE 3 単位, ④ 数 学 3 単位, 
⑤ 科 学 2 単位 , ⑥ 選 択 科目 2 単位 と な っ て お り , 商業 
科 は ① 英 語 4 単位 , OME 3 単位, ③ 数 学 2.5 単位 , 
④ 科 学 2 単位, ⑤ 商 業 3.5 Biz, ⑥ 選 択 科目 1 単位 と 
1G SIOWB) 

[大 学 ュ ユース ] シカ ゴ 大 学 そ の 他 の 大 学 の 協力 の も 
と に , 幅広 い 通信 教育 が 行なわ れ て いる . 点字 教科 書 
で は , 英語 , DHS, 教育 学 が あり , トー キン グ ヲ ブッ 
ク 教 科 書 で は , 商業 , 通信 , 地理 学 , WES, 英語 学 と 
文学 , 天文 学 , 哲学 , 心理 学 , 社会 科学 , 人 間 性 , そ 
ろば ん , 点字 楽譜 な ど が ある . (土井 利家 ) 
[参照 文献 ] 
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ジョ ン ・ ミ ルト ン 協 会 


沿革 

アメ リカ お よび カナ ダ の 特に 盲人 に 関心 の 深い クリ 
スチ ャ ン 有 志 は , 盲人 の 真 の 福祉 は 霊 的 な 開眼 に 待つ 
SN と を 説 め 、。 ブロ テス タン ト 諸 団体 , 諸 教 会 お 
ょ び 個 人 の 後援 な ら び に 協力 を 得 て , アメ リカ , カナ 
ダ を は じ め 世 界 各 地 の 盲 人 に , キリ スト 教文 書 , Be 
a, 説教 な ど を 点字 , 録音 な ど に し て 無料 配布 する と 
ERK, キリ スト 教主 義 盲 学校 な ら び に 諸 施設 の 事業 
を 援助 する こと と し た . 

22 ラクレ ブル ア 市 の クリ スチ ャ ン 有 有志 は , 
盲人 宗教 書 供給 協会 」 (Society for Providing Evan- 
gelical Religious Literature for the Blind=SPE- 
RL) を 設立 し し ウェ イト ( William B. Waite) が 点 
字 の 製作 印刷 を 担当 。 ウェ ィ ト の 女 婚 で オー バー ブル 
ッ ク 盲 学校 長 の バト ルス (Frank Battles) が 会 長 と な 
ot. これ は アメ リカ 聖書 協会 (American Bible So- 
ciety) が 定款 に 拘束 され て 聖書 以外 の 文書 を 出版 で き 
な い の を 補う た めで あっ た . と ころ が , SPERL の A 
字 キ リス ト 教 図書 は , 教派 的 傾向 が 強い た め , 教派 に 
か か わり の た ない 多く の 盲人 に は 不適 当 で あっ た . 
1928 年 へ レン ・ ケ ラー (Helen Keller ) ほか 数 人 
の 有志 は , プロ テス タン ト 諸 教会 に 訴え , 超 教 泌 の キ 
リス ト 教 連合 団体 で ある 「 国 際 宗 教 教育 協議 会 」 (In- 
ternational Council of Religious Education ) お よび 
[北ア メリ カ 宣 教 協議 会 」 (Home Mission Council of 
North America) の 後援 を 得 て , アメ リカ と カナ ダ の 
盲人 の た め の 超 教派 キリ スト 教 伝道 機関 と し て , ジ 
ュ ン ・ ミ ルト ン 協 会 (John Milton Society for the 
Blind) を 創立 し , フラ ンク ・ バ トル ス が 初代 会 長 と 


な っ た . し か し , 協会 の 組織 作り を 進め る 間 , た ま . 


た ま ア メリ カ は 経済 的 大 不況 に 見 舞 わ れ , また, 数 
年 後 バ トル ス 会 長 の 死去 に ょ より 事業 は 中 絶 の 形 と な っ 
Wee 


事業 

1988 年 ベレ ン ・ ゲ ラー が 第 2 代 会 長 と な り , スト 
ー フ ァ ー (Milton T. Stauffer) が 総 主 事 と し て 事業 
の 推進 に 当たる こと と な っ た . 間もなく 月刊 点字 誌 
John Milton を 発刊 , これ に 広範 囲 の 資料 か ら キ リ 

スト 教 関係 の 報道 ・ 論 説 ・ 説 教 な ど を 集録 し , アメ リ 
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カ , カナ ダ お よび 広く 海外 の 盲人 に 頒布 し , 今日 に 至 
っ て いる . また , こども 向け 月 刊 計 Discoverer を 
b 創刊 し た . 1950 年 に は 日 曜 学校 教師 用 と し て , 
John Milton Sunday School, Quarterly を 発刊 , 
教会 の 日 曜 学校 に 奉仕 する BAD 教材 と し た . その 
他 , 伝道 用 点字 書 , 標準 稚 美 歌 な ど を 相談 いで 出版 
し , 1951 年 に は 点字 の 習得 に 困難 を 感じ る 中 途 和 失明 
者 の た め に , Christian Talking Magazine を 発刊 
し た . 内 容 は 教会 音楽 , 説教 , あ いさ つ , イン タビ ュ 
ー, ドキ ュ メ ンタ リー な ど で あ る . 19584 年 に は PR 
失明 者 が 引続き 日曜 学校 に 奉仕 する 助け と し て , AME 
学校 教 案 の レ ュ ー ド 版 を , 1960 年 に は 讃 美歌 か ら ょ 
く 使わ れる 100 編 を 選び 1 巻 に 集録 し た 点字 礼拝 用 讃 
美歌 を 出版 し た . 

1960 年 , ヘレ ン ・ ケ ラー は 会 長 を 辞任 し て 名 営 会 
fete ig aic. また )SPERT を 合馬 UUIGWW ス カク マク 
・ バ トル ス の 子息 , ウ イン スロ ッ プ ・ ベ バト ルス ( Win- 
throp H. Battles) を 第 3 代 会 長 に 推し た . 1965 年 に 
は 会 名 に for the Blind を 追加 し て 現在 に 至っ て いる . 
同年 The Bible Companion (聖書 の 友 ) OBF 版 
( 全 2 巻 ) が 出版 され た の で , フィ ラ デ ル フィ ア の ボ 
ラン ティ ア に より , 図 入 り 索 引 付き 全 15 BO BFK 
を 出版 し , 実費 60 ドル の 6 分 の 1 以下 で 盲人 に 提供 
し て いる . これ は 育 人 の 牧師 ・ 教 師 に 大 き な 助け と な 
SG wan 

Yay 2ikby YBa SAS 2s OSs 
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を 無料 で 提供 する こと を 原則 と し , また , アフ リカ , 
中 近東 , 東南 アジ ア お よび 極東 諸国 の キリ スト 教主 義 
育 学 校 や 盲人 施設 に 毎年 「 海 外 ク リス マス 援助 金 」 を 
贈り , あわ せ て これ ら 表 学 校 教 師 で アメ リカ に 留学 す 
る 者 に 対し 奨学 金 を 贈り , 必要 な 助言 を も 与え て い 
る . その 数 は 1953 年 以来 三 十 数 人 に 達し , その 半数 
は 盲人 で , 国籍 は 13 カ ヵ国 に 及び , うち 6 人 は 盲 学校 
主事 に な っ て いる . 

同 会 の 資金 は 後援 団体 の 援助 金 , 諸 教会 な ら び に 個 
人 か ら の 献金 を も っ て これ に 当て て お り , 年 額 約 20 
万 ドル で ある . (大 村 善 永 ) 


[参照 文献] 
ジョ ュ ン ・ ミ ルト ン 協 会 提供 資料 
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アメ リカ 盲人 事業 従事 者 協会 


a 

1895 年 , 盲 教育 に 関心 を も つ 人 びと が ミゾ リー 州 セ 
ント ルイ ス 市 で 会 合 し , 盲人 を 社会 的 に 立 F 上 が ら せ る 
方 法 に つい て 意見 を か わし , アメ リカ 盲人 教育 改 
良 協会 (American Blind People’s Higher Education 
and General Improvement Association ) を 創立 
し , 事業 を 開始 し た . 1905 年 に は アメ リカ 唐人 事業 従 
事 者 協会 (American Association of Workers for 
the Blind 一 AAWB) と 改称 し た . 以来 , 盲 青年 の 教 
育 に 関す る 諸 問題 を 取上げ , 運動 を 積極 的 に 進め た . 
Ek, 盲 老人 の 和 福祉 改善 に 努力 し て いる . AAWB 
は , アメ リカ に お ける 盲人 事業 の 指導 的 役割 を 果 た 
し て いる が , 最初 の 25 年 間 は 盲 教育 と 商業 お よび 
専門 職業 の 就職 あっ せん に 尽力 する と と も に , 連邦 
年 金 の 獲得 , 失明 防止 活動 な ど を 行なっ た . 1915 年 
( こ に アメ リカ 盲 教育 者 協会 (American Association of 
Instructors of the Blind=AAIB) と 提携 し. さら 
に 広い 観点 か ら 家 人 の た め の 諸 活動 が で きる よう に な 
っ だ. その 結果 , National Industries for the Blind 
を 設立 し て 盲人 職業 の 開拓 を 図り , Ek, 標準 点字 シ 
ステ ム の 採用 運動 を 始め た . さら に 運動 の 範囲 を 拡大 
し , 家庭 教育 と 歩行 訓練 の 指導 , レク リエ ーシュ ン 計 
画 の 開発 , 戦傷 失明 者 の リハ ビリ テー ション の 重要 性 
に つい て の Sa LER 行なっ た . 1917 年 に は , 
AAIB と アメ リカ 点字 出版 所 が , 標準 点字 シス テム 
を 採用 する に 至っ た . 

次 の 25 年 間 に は , ET, アメ リカ 全国 の 盲人 施設 
DAIL, 相補 い 合体 制 を 築く こと と を 目的 と し て ア 
メリ カ 盲 人 援護 協会 (American Foundation for the 
Blind=AFB) の 創立 に 寄与 し た . 次 いで 盲人 底 護 工 
場 や 盲人 の 製作 品 の 市 場 確保 の た め に 法 的 措置 を と る 
地盤 を つく る こと に 努力 し た . 1927 年 に は , 連邦 政府 
に 対し , 盲人 に 商業 上 の 就職 の 機会 を 与え る た め , 売 
店 や 施設 を 宜 人 に 開放 する 措置 を と る こと を 要求 し 
た . また , 盲人 が 底 護 工 場 で 生産 し て いる 敷物 の 販売 
を 保護 する た め , 敷物 の 輸入 課税 の 引上げ を 訴え た . 
この 第 2 の 期間 の 終り は 第 2 次 世界 大 戦 の 終結 と 一 致 
し た の で , アメ リカ 戦傷 失明 者 事業 団 (American 
Foundation of the War Blind) を 設立 し , 連邦 政府 
と 48 州 政 府 に 対し , 各州 ご と に 戦傷 失明 者 リ ヘ ビリ 
テー ショ ン 事 業 を 実施 する よう 要請 した. 

第 2 次 大 戦後 の 盲人 事業 は , 次 第 に 専門 化す る に 至 


ok. 中 で も 盲 老 人 対策 , 海外 盲人 に 対す る 協力 , fh 
の 福祉 事業 機関 や 地域 社会 と の 結び つき な どの 必要 性 
が 痛感 され , これ ら の 推進 に 当たっ た . この ほか , F 
人 事業 専門 家 . ホー ム テ ィ ー チ ャ ー お よび 民間 工場 と 
の 相互 関係 と 密着 し て , 盲人 問題 解決 の た め の 協 力 体 
制 を 各地 に つく りあ げ る こと に 努め た . 


現況 

AAWB は 現在 , 次 の よう な 事業 を 行なっ て いる . 
① 盲 人 に 必要 な も の の 根源 を 明らか に し , 国家 , 州 , 
各地 方 の 実情 に 応じ て , 健康 , 福祉 , 教育, 更生 復帰 の 
措置 を と る よう 働き か け , その た め に は 各地 の 盲人 事 
業 団体 や グル ー プ の 結集 し た 行動 の 指導 , ② 各 地 の 盲 
人 事業 専門 家 の 討論 や 情報 交換 を 促進 する と と も に , 
盲人 問題 情報 セン ター と し て の 役割, ③ 定 人 事業 従事 
者 に 対す る 専門 的 訓練 の 実施 , ④ 専 門 職 に 従事 する 盲 
人 の 社会 的 地位 向上 を 図 る た め , 社会 の 注目 を 集め 
る 活動 , ⑤ 盲 人 事業 施設 の レベ ル ア ッ プ を 図る 機関 の 
設立 援助 , ⑥ 盲 人 問題 の 情報 を 社会 に PR する と と も 
に , 他 の 専門 的 事業 や 訓練 方 法 を 吸収 し これ を 盲人 
事業 に 応用 する た め の 研 究 な ど で あ る . (土井 利家 ) 

[参照 文献 ] 

History of AAWB, American Association of 
Workers for the Blind, 1970. 


全 ロ シア 盲人 援護 協会 


ia 

1917 年 の 革命 前 , ロン ア に は 約 30 万 人 の 全 盲 者 が 
いた -.- 弱視 者 を 含め る と , お そら く 60 万 人 を 越え て 
いた と 思わ れる . 当時 の 巨大 な ロシア 帝国 に は , わ ず 
か 数 百人 の 眼科 医 し か いな か っ た た め , 事態 は 悪化 す 
る ば か り で あっ た . し た が っ て , これ ら の 盲 に 対す る 
効果 的 な 予防 策 や 治療 法 も な く , 盲人 は 極度 に 物質 的 
PPE RICH bh, 医学 的 ・ 職 業 的 ・ 社 会 的 リハ 
ビリ テー ショ ン の 貧弱 な 状 勢 と 結合 し て , 事実 上 盲人 
は 社会 か ら 追 放さ れ , 放任 され て いた と いえ る . 
盲人 の 中 に は 職人 や 音楽 家 , 教会 の 唱歌 隊 な ど を し 
て いる 者 も あっ た が , それ は 全国 で 500 人 に も 満た な 
IP Sie 

10 月 革命 と 内 乱 の 中 か ら 盲 人 た ち は 光 を 求め て 立 
上 が り , 共産 党 も 新 ツ ビエ ト 政 府 も これ を 却 持 し 
た . 当時 の 教育 人 民 委 員 ル ナチ ャ ルス キー (AV. 
Lunacharsky ) も 「 育 人 は , も し 正しい 援助 が 与え ら 





hitb, 新しい 生 活 の 中 で , 有 能 な 協力 者 に な り 笛 
商 員 まだ た だ) な ら ね ば ぼ ば なら な い 」 と いっ て いる . 

陣 の NDC て) ツ ビ エト 贅 権 が 成立 し た 1917 年 
に , 盲人 の 普通 教育 お よび 特殊 教育 の 改善 に 関す る 法 
律 な ら び に 関 令 が 公布 され た . 社会 保障 ・ 保 健 ・ 教 育 
人 民 委 員 部 (文部 ・ 厚 生 省 に 相 当 す る も の ) の 12 月 
31 HAR 定 事項 第 100 号 に 次 の よう に 述 べら れ て い 
る . 

[BABELOAD HSC, WEKKHAMELS 
POs, 適当 な 職 に つく と こと が で き な い 者 は , 
特に 十 分 な 社会 保障 を 受け な けれ ば な ら な い ……」 

19194EOK, 全 ロ シア 中 央 執 TEAS 議長 カリ ー 
ニン (M.I. Kalinin, 1875~1946) (LAG UY AIOG 
人 代表 団 に 対し, 盲人 の 中 央 組織 を 結成 する た め , モス 
クワ 在住 の 家 人 教育 ・ 事 業 関係 者 を 絆 合 す る こと を 勧 
告 し た . これ は 革命 後 の 混 乱 の た め に , すぐ に は 実現 
し な か っ た が , 1922 年 に は , 社会 保障 人 RE BRO 
助力 で , 最初 の 地方 盲人 援護 協会 と 小 規模 で 原始 的 な 
リハ ビリ テー シュ ン 工 場 が 生ま れ た . 1923 年 初頭 に 
は モス クワ に 全 ロ ン ア 証人 援護 協会 発起 人 会 が 誕生 し 
た . 定款 案 作 成 の 作業 と 並行 し て , 各地 で 新しく 設け 
られ る 盲人 援護 協会 の 趣旨 説明 が 行なわ れ た . Gay 
7 盲人 援護 協会 は 1923 年 9 月 8 日 , 内 務 人 民 委 員 部 
に よっ て , 公共 団体 と し て 認可 され た . 1925 年 4 月 , 
109 人 の 代 議 員 を 集め て 第 1 回 全 シア 盲 人 福祉 会 議 
が 開か れ , この 会 議 の 決議 に よっ て 全 ロ シア 盲人 援護 
協会 (Vserossijskoe Obshestvo Slepykh = VOS ) 
が 正式 に 成立 し た . 

VOS は ロン シア 連 邦 に 居住 する 盲人 お よび 盲人 事業 
家 を 結合 し た 自主 的 な 公共 団体 で ある . 協会 の 目的 
は , 盲人 が 共産 主義 社会 の 建設 に 参加 し 得る よう な 盲 
人 の た め の リ ハビ リ テ ー ン ション, 盲人 福祉 の 改良 , B 
人 の 社会 的 活動 の 向上 な ど で あ る . 14 歳 以上 の 盲人 


lk, だ れ で も VOS の 会 員 に な れる . 会 員 は 居 佳 地 ま . 


た は 職場 や 学校 に ある 基幹 組織 に 編入 され る . 

VOS の 組織 は 民主 主義 の 原 則 に よっ て 構成 され , 
各 機 関 の 役員 は , 会 員 大 衆 の 中 か ら 選 出さ れ , あら ゆ 
る 問題 は 客人 鉛 的 見 地 か ら 解 決 さ れる こと を 保証 し て い 
る . これ ら の 会 員 は 現 在 16 万 人 以上 に 達し て いる . 

この よう な 組織 力 を も つ VOS は , BADKD OME 
ー の 代表 的 組織 と し て , 政府 に 対す る あら ゆる 計画 , 
提議 を 立案 し , 問題 の 解決 に 当たっ て いる . 

1951 年 に は VOS の 経営 する 訓練 ・ 生 産 モ セン ター と 
いわ れる 盲人 工場 か ら の 膨大 な 収益 に よっ て 財政 的 基 
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礎 が 確立 し た の で , 政府 の 補助 金 を 辞 退 す る に 至っ 
た . 1956 年 の 闘 議 で , 「 協 会 が 自ら の 事 業 の すべ て を 
自己 資金 で まかない , 自ら の 財政 予算 を も つ 」 独立 採 
算 制 を と る こと を 決定 し た . 1961 年 に は , ソ連 共産 党 
第 22 回 大 会 に お いて 党 網 領 が 改 定 さ れ た の で , 党 綱 
fits LOBES 120 条 の 要請 に 応じ , 協会 は 1963 年 
7 月 ,。 ゴリ キイ で 第 10 回 大 会 を 開催 , 定款 の 改定 を 
人 の あら か 


組織 

ソビエト 連邦 全土 に は 1964 年 現在, 25 万 3000 人 
の 盲人 が いる が , その うち シア 連邦 共和 国 に お ける 
盲人 数 は 17 万 6000 人 と な っ て いる . VOS の 最 下部 
組織 は , 住居 地 あ る い は 職域 に よっ て 統合 され た 15 
人 を 下らない 人 数 の 団体 (通常 100 ~ 200 A) で , こ 
れ を 基幹 組織 と いい , 1964 年 初頭 に は 1193 団体 を 数 
at ( う も 生産 セ ンタ ー 内 の も の 311). 

その 議決 機関 は 総会 で , 各 組 織 に は 事務 局 が 設け ら 
れ て いる . この 基幹 組織 を 基盤 と し て , 各自 治 共 和 
El, IN, 地方 , 都市 な ど に は 理事 会 を 設け , ロシア 連 
邦 共 和 国 全体 に 対 し て は 中 央 理事 会 お よび 幹部 会 が か あ 
り , 議決 機関 は 大 会 で ある . また , 各 機 関 に は 監査 委 
員 会 が 設け られ て いる . 基幹 組織 の 総会 は 年 2 回 以上 
(職域 の も の は 4 回 以上 ), 大 会 は 4 年 に 1 回 以上 開 
く よ う 義務 づけ られ て いる . 


政府 機関 ・ 研 究 所 の 協力 

ツ ビ ェ ト 連邦 に お いて は , 盲人 に 関す る 諸 問 題 は , 
多く の 政府 機関 や 研究 所 に よっ て 計画 的 に 取組 まれ て 
WS. また VOS に 対し 政府 の 諸 機 関 が 盲 人 の 教育 訓 
練 に つい て 次 の よう な 実際 的 日 常 的 な 援助 が 行なわ れ 
“aie: 

ロン プア 社会 主義 連邦 共和 国 社会 保障 省 は , 盲人 事業 
に 関す る 全般 的 な 監督 の 責任 が あり , 盲人 の た め の 行 
き 届 いた サー ビス の 改良 を 意図 し た 国 の 法律 制定 を 促 
進 す る . 教育 省 は 盲 児 お よび 盲 成人 の た め の 教 育 施 設 
を 提供 し , 教育 の 向上 を 図っ て いる . 文化 独 で は 盲人 
の た め の 図 書 サ ービス と 図書 館 活動 その 他 音 楽 教 育 の 
普及 に 当たっ て いる . 公衆 保健 省 は , 眼病 の 治療 と 失 
明 予 防 の た め 多 く の 事 業 を し て いる . 教育 出版 所 で 
は , 点字 図書 を 数 多く 出版 し て いる . Ek, 産業 省 は 
VOS の 職業 訓練 セン ター と 絶え ず 接 触 を 保っ て い 
る . 国家 計画 委員 会 会 議 は , VOS の 産業 ・ 経 済 活動 
の 遂行 の た め の 人 準備 を し , 企業 上 必要 な 原料 ・ 設 備 ・ 





638 i まや 外国 の 主要 盲人 施設 ・ 団 体 





輸送 力 を 配分 し , 生産 品 は 政府 の ルー ト を 通じ て 販売 
され る . 

その 他 , 盲人 の 実際 問題 に つい て 多く の 研究 所 が 科 
学 的 基礎 を 確立 し て いる . た と えば , モス クワ の へ ヘル 
ム ホ ルツ 眼科 研究 所 は , 絶え ず 有 眼病 治療 に 関す る 新 し 
い 方 法 の 研究 開発 の ほか , 失明 予防 , GL TBUBIES < 
の 真 献 を な し , 大 規模 な 健康 診断 の 計画 を 遂行 し て い 
る . 

モス クワ の ソビエト 連邦 教育 科学 アカ デミ ー・ 欠 陥 
学研 究 所 と スベ ルド ロフ スク の 盲人 用 具 実 験 所 は , B 
児 の 教育 な ら び に 職業 訓練 に つい て 研究 を 進め , 学習 
科 助 教具 , 生産 工場 の 機械 ・ 器 具 ・ 装 備 の 開発 を し て 
6 

働 専門 技術 と 身体 障害 者 雇 用 研究 所 で は , 視 機能 
の 研究 , 仕事 の 熟練 度 , 工業 ・ 農 業 に お ける 雇用 な ど 
の 人 研 究 調査 が な され て いる . 


社会 保障 

VES he BA, 社会 主義 ヒュ 一 マニ ズム と 民 
主 主義 の 原理 に 基づき 築き 上 げ ら れ た 社会 保障 制度 に 
よっ て , 晴 眼 者 と と も に 医療 費 , 教育 費 は すべ て 無料 で 
HS. Ek, 老齢 者 , 戦争 に ょ る 遺 家族 , 永年 勤続 者 
な ど に は 年 金 が 放 給 され る . 身体 障害 者 に 対し て は 
労働 医学 専門 委員 会 が 障害 の 程度 を 認定 し , 1, 2, 3 
WAIT CACHE SHS. 

BACH TAF AIL, 約 30 ルー ブル か ら 120 ルー 
ブル (1 ルー ブル 400 円 ) で , 失明 軍人 の 場合 は 特に 
多い . 年 金 の 到 給 年 齢 は 18 歳 以 上 で ある が , 別に 
歳 未満 の 定 児 に 対し て は その 親 に 交付 され る . これ ら 
は 一 般 的 な 病気 に よる 障害 の 場合 は , その 労働 経歴 の 
程 訟 に よっ て 朗 給 され , 業務 上 の 災害 に よる 者 は 職歴 
に 関係 な く 放 給 さ れる . 現在 , ロシア 連邦 共和 国 で 
lL, 盲人 の 84 パーセント が 年 金 の 受給 者 で ある . 

これ ら の 社会 保障 や 年 金 だ け で も 最低 生活 は 可能 で 
HOD, ソビエト 連邦 は 「 働 か ざる 者 は 食う べから 
ず 」 と いう 労働 者 の 権利 と 義務 を 第 1 義 と する 国家 で 
あり , 働く 意欲 と 自覚 を 与え , 働く た め の 適 切な 指導 

と 訓練 を 施し , 無償 で 受け た 者 は 必ず 国家 に 返 軸 する 
と いう 自由 意志 を 養っ て いる . それ が ひい て は , 自己 

の 誇り を 満た し , また , 満足 感 に つなが る こと に も な 
っ て で いる. 


盲人 訓練 ・ 生 産 セ ンタ ー 
[概況 ] VOS の 事業 の 中 で 最も 重 要 で 特徴 的 な も 


の は , 地方 理事 会 の 連 下 に 設け られ た 各地 の 盲人 訓 
練 ・ 生 産 セ ンタ ー で , それ ら は 数 十 人 か ら 約 1000 人 の 
規模 の 近代 式 工 場 か ら な り , 252 カ所 に 及 ん で いる . 
これ ら の 工場 に は 約 4 万 7000 人 の 多数 の 盲人 た ち が 晴 
眼 者 と 共に 働い て お り , 次 第 に 発展 し て 1966 年 に は 
年 間 3 億 3700 万 ルー ブル (1348 億 円 ) に 相 当 す る 製 
品 を 生産 し , BAD 所 得 源 お よび VOS の 事業 の 資 
4B WHE Te の CLO Ds 

ここ で は , 生産 セン ター の 必要 な 原料 ・ 設 備 ・ 輸 送 
力 の 配分 を は じ め 製 品 は , 政府 の 計画 に 従っ て 市 場 に 
出さ れる . 各 工 場 は 独立 採算 制 を と っ て いる . 税金 は 
免除 され る が , 利益 の 25 パー セン ト は 政府 の 予算 に 
繰 入 れ られ, 残り が VOS が 自由 に 処分 で きる も の 
と し て 残さ れる . 企業 の 近代 化 , 合理 化 が 進め られ , 
小 規模 な 工場 は 整理 ・ 統 合 さ れる 傾向 に ある . 製造 工 
程 も いわ ゆる 手工 業 的 作業 の 域 を 脱し , 近代 的 科学 的 
な 機械 と 設備 に よっ て , 高度 で 精密 な 各種 の 製品 が 生 
産 さ れつ つ あ る . 

育 人 が 従事 する 作業 に つい て は , その 機械 ・ 器 具 な 
ら び に 設備 に つい て , 安全 性 と 能率 化 の 両面 か ら 特別 
な 配慮 が 払わ れ て いる . これ に つい て は , 生産 モン タ 
ー の 特殊 設計 部 が , 教育 科学 アカ デミ ー・ 欠 陥 学研 究 
所 と 盲人 用 具 実 
。 験 所 の 協力 を 得 
、 て 研究 改善 を 重 
ね て い ! 

製品 は 400 種 
に 上 り , 電気 モ 
=—2 >, Gere 
の 変圧 器 , 自動 
電話 局 の 部 品 , 
ラジ オ 部 品 , FR 
明 用 具 , ミン ン , 
自動 車 部 品 , 農 
業 関係 機械 , 楽 
tity ate eC 
HA. な お , 残 
OMe ay 
3 Off, フェ ル 
ト 製 長 ぐ つ な ど 
の 工場 は , 完全 
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レト ュ ン ベア ー に よる モー ター 組立 


に 機械 化 さ れ て いる . 
これ ら の 工場 は いずれ も 国 の 主要 工場 と 協力 し て 動 
LOGS: JERR, Pa + en) MR 


ォ ウ ォ ル ゴ グ ラー ド な ど に ある 工場 は ,。 トラ クタ ー 工 
Be, セル プ ホ フ と ゴー リキ に ある セン ター は モー タ 
—TBL, バタ イス ク と リャ ザン の 工場 は 農業 機械 工 
場 レニ ング ラー ド と ブス ュ フ の 工場 は 電話 装置 工 
UN シス ク と アレ クサ ザン ドロ ンス ク お よび サ 
ラブ プル の 工場 は ラジ オォ 工学 機械 工場 と , それ ぞ れ 協力 

Ik. 

ほとん どの 工場 は , 1 種類 また は 2 種類 の 製品 を 専 
門 的 に 製作 し て いる . 各 工 場 で は ベル ト ュ ン ベ ア ー 方 
式 を 採用 し て いる . 

どこ の 工場 で も 従業 員 の 35 ペー セン ト な いし 50 パ 
ー セ ント は 晴 眼 者 で ,」 これ ら の 人 びと は 技師 , 技術 者 , 
BBA, HB ARE, 盲人 の で き な い 仕事 だ け を 
し て いる . 盲人 は 70 パー セン ト な いし 90 パー セン ト 
が 直接 生産 工程 に 従事 し , 晴 眼 者 に 劣ら な い 能 率 を 上 
mes 4. 

BAOW GRAIL GE LO LY 7s ¢ 6 BF 
fel, 週 5 日 制 , 有給 休暇 が 年 に 1 カ月 あっ て , 毎月 の 
平均 賃金 は 100 ルー ブル (4 万 円 ) で ある . た だ し , 
出来 高 払 い に な っ て いる . 

各 工 場 の 従業 員 は , 国営 工場 と 同様 に 労働 組合 と 共 
EX, 鹿 人 援護 協会 の 基幹 組織 , 発明 家 と 合理 化 委 員 
と を 結合 する 機関 , 生産 管理 の た め の 一 般 人 民 会 議 の 
ほか , 一 般 人 民団 体 や 委員 会 に 参画 し て いる . また , 
全 ロ ン ア 社会 主義 競争 に 参加 し , 生産 計画 を 期日 より 
早く 遂行 する た め 競 争 し て いる 上 級 労働 者 が 各 工 場 に 
WO. 約 5 万 人 の 従業 員 が , 共産 主義 発 左 の た め の 
「 選 抜 労働 者 ] と 呼ば れる 権利 を 求め て 競争 し , 1 万 

3630 人 が その 称号 を JE られ た . 
[職業 訓練 ] 生産 セン ター で は , 労働 者 と し て 就労 す 
る 前 に 基礎 的 な 訓練 を 重要 不可 欠 な 条件 と し て 徹底 的 
に 行なっ て いる . apres と 作業 実務 の 双方 に 
わた り , 方 向 感覚 , 歩行 ・ 装置 の 操作 , 製造 工 
oo 
び , 作業 技術 と 習慣 を 教育 する . これ ら の 訓練 は も と 
より 無料 で , 訓練 生 に 対し 手当 を 表 給 し , いっ さい の 
保障 を する . 

この 訓練 テス ト に パス し た 者 が 永続 的 な 作業 部 署 に 
引 KIINN そ し て で きら に 1 年 棄 い し 2 年 間 , 就業 し な が ら 
上 級 訓練 コース へ 進む . ここ で は 府 練 者 と し て の 作 
業 方 法 , 共産 主義 教育 お よび 一 般 専 門 的 教育 を 行 な 
5』 その 結果 , 工場 に その まま 就業 し て いて も いい 
し , 希望 に よっ て 国有 工場 の 仕事 に 従事 する こと も で 
a. 
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これ ら の 訓練 を 受け て いる 盲 人 は , 常時 7000 人 な 
いし 7500 人 お り , 集団 産業 の 中 で この よう な 大 規模 
な 盲人 の 職業 訓練 を し て いる の は , ソビエト 連邦 以外 
に な いと いえ る . 

[レク リエ ーション ] 余暇 を 有意 義 に 過ごさ せる た 
め に , 十分 な 設備 を も っ た 129 の レク リエ ーション ・ セ 
ンタ ー と , 902 の 休憩 施 設 を 経営 し て いる . CHIL 人 
で あれ ば だ れ で も 利用 する 権利 か ある . ここ の 活動 男 
囲 は 非常 に 広く , 合唱 団 , 音楽 サー クル , アマ チュ ア 
劇団 , ダン スグ ルー プ , 舞踊 団 な ど が ある. さら に 技 
‘No = ogee = TIOVILE baa, まだ 科学 

工芸 学 , 歴史 , 経済 , 政治 に 関す る 専門 家 の 講 義 を 聞 
く 記 と も ある ② ヨン サー ト や ダン ス 人 者 完 4e 貞 放し 
だ ee eee LSE CSS レ クリ エキ ウェ ュ 
ン ・ セ ンタ ー と 休息 施設 の さま ざま な アマ チュ ア 芸 術 
グル ー プ は 合計 2 万 800 人 , スポ ー ツ 部門 で は 7500 
WM 
芸 そ の 他 の サー クル は 1 万 3100 人 が 参加 し て いる . 

これ ら の グル ー プ は , Ek, 晴 眼 者 の 各種 グレ ルー プ 
に ゃ 参加 し , 一 般 社会 に 溶け すこ ん で いる . 

[厚生 事業 ] 厚生 事業 は 多 方 面 に わた っ て いる が , 住 
宅 建 設 に は 最 も 努力 し , 年 々 5 万 平方 メー トル に 及ぶ 
アパート を 建設 し , 毎年 6000 人 の 会 員 が 職場 に 近い 
新しい アパ ー EL Scie b の 区 域内 に 
は , 幼稚 園 , 託児 所 , 売店 , 酒 保 , 公会 堂 な ど が 設け 
NM 0 リロ 
を 販売 し , 遠隔 地 の 家 庭 に は 配達 $ ぁ し て いる . 

夏期 に は , こども た ち を 連れ た 盲人 家庭 の 人 た ち が 
休養 所 で 12 日 , 保養 所 で 26 日 休 な こと が で きる . ま 
が 妥 到 る 所 に サマ ー・ キ ャ ンプ が 設け られ で て いる, 


職業 学校 
1963 年 , 中 央 品 ン ア と シベ リア に 住む 盲 人 の た め 


。 に 職業 的 リ ベ へ ビリ テー ショ ン 学 校 が 開設 され た . ここ 


で は 日 常 生活 訓練 , AA, 感覚 訓練 を 基礎 に 木材 ・ 
金属 ・ 電 気 ・ 家 庭 器具 な どの 工場 で 訓練 が 行なわ ち れ て 
WO. これ ら は 特殊 な 職業 を 訓練 する こと で は な く , 
あら ゆる 感覚 手段 に よる 作業 の 方 法 を 体験 させ , 職業 
訓練 の た め の 人 準備 を する こと で ある . 

農場 向き の 職業 訓練 と し て , カル ー カ 地方 に 集団 や 
国営 の 農場 に 働く 玄人 の た め の 職 業 学校 が ある . 50 
人 を 10 ヵ月 間 で 訓練 し , た る 屋 お よび 馬 具 屋 を 養成 
する . 訓練 は 無料 で 手当 を 受け , 卒業 の 際 は 道具 1 セ 
ッ ト が 到 給 され る . この ほか 中 央 研究 所 に よっ て 農場 
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で の 就業 状態 や 労働 熟練 化 に つい て の 広範 な 調査 を 行 
な っ で て いる. 


マッ サー ジ 学 校 

ュー カン シブ 山脈 中 央 の キス ロボ ドス ク に ある . 現 
在 , 40 人 の 訓練 生 を 収容 し て いる . 学科 目 は 23 あ 
り , RBG. 国家 試験 に 合格 すれ ば , 医療 体操 
と 物理 療法 士 の 資格 が 与え られる. 
RRL, 公衆 衛生 局 が , 病院 ・ 診 療 所 
に 就職 させ る . 現在 , 400 人 の マッ サジ 師 が 働い て い 
る . 


その 他 の 事業 

協会 は また 盲導犬 学校 も 開い て , 毎年 110 頭 な い 
し 120 頭 の 犬 を 訓練 し , 無料 で 盲人 に 貸与 し て いる . 

協会 の 指導 的 地位 に ある 管理 者 , 技術 者 の 資質 を 向 
上 させ る た め の 研 究 を し , 定期 的 に 研修 会 を 開い て い 
る . 

その 他 , 視力 器官 の 機能 性 研究 所 , 盲人 用 具 お よび 
安全 装置 な ど を 考案 する 特殊 設計 部 , 盲人 用 具 陳 列 
館 , 録音 スタ ジオ な ど 多 種 多様 な 設備 を 設け , EK, 
盲 学 生 の た め の 奨 学 金 や リー ディ ング ・ サ ービス を すず す 
る 人 た ち に は 補助 金 を 給 し て いる . 

協会 は 中 央 理事 会 の 機関 誌 と し て 点字 の 「 盲 人 生 
iG) を 発刊 , 最近 は 時 字 版 も 並行 し て 出し て いる が , 
1969 年 か ら は 「 わ れ ら の 暮し 」 と 改題 し た . 

外国 に 対す る PR の た め に は , 国家 放送 委員 会 の 協 
JIC, 日 本 語 を は じ め 各 種 の 外国 語 で 協会 の 事業 を 紹 
介 , また , 民間 通信 社 「 ノ ー ボ スチ 」 が 各種 の 国語 で 
ツ 連 事 情 を 紹介 する 中 で , と きど き 協 会 の 仕事 も 報道 
ct xs. 

DEE Eo TH ら か な よう に VOS は マル クス ・ レ 
ー ニ ン 主 義 の 原則 に 立っ て , 盲 人 の 全 人 的 な 可能 性 を 
あく こと な く 追 求 し , その 政治 的 , 経済 的 , 社会 的 活 
動 を た ゆみ な く 促 進 さ きせ て , ソビエト 連邦 に お ける 共 
産 主 義 社会 建設 へ の 積極 的 参加 を 鼓 吹 し て いる . 

今日 の ノビ ェ エト 連邦 の 盲人 は , 雇用 , AA, RE, 
福祉 の 全 領 域 に こわ た っ て 保障 され , 全 人 民 と 共に 意気 
盛ん に 創造 的 な 生活 を 送っ て いる と いえ よう . 

(7) UII + FRBE YK) 
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欠陥 学研 究 所 
沿革 


欠陥 学研 究 所 ( Institute of Defectology, Academy 
of Pedagogical Sciences of the USSR ) は , ロン ア 
共和 国教 育 科 学 ア カ デ ミ ー に 所 属す る 八 つの 学術 研究 
所 の 一 つ で , モス クワ に ある 、 

革命 直後 , 1920 年 の 初頭 , ロシア 共和 国 で は , 人 
民 保健 委員 部 に よっ て 盲 ・ ろ う あ ・ 股 体 不 自由 児 ・ 精 
神 薄 弱 児 を 対象 と し た 国立 欠陥 児童 研究 所 が 設立 され 
だ たか, 1952 年 に 至り 欠陥 学研 究 所 が 創設 され た . 同 
PRFGINCIL 16 の 研究 部 門 が あり , 組織 的 な 研究 が 進 
め ら れる に 至っ た . この よう な 欠陥 見 に 対す る 総合 競 
科学 的 な 研究 所 は 他国 に は 全く 見 られ な い . 


事業 

研究 所 は 視覚 ・ 聴 覚 ・ 言 語 な ら び に 運動 機能 の 諸 欠 
陥 , お よび 精神 薄弱 や これ ら を 合わ せ も つ 重 複 障害 を 
研究 の 対象 と し , 教育 的 ・ 心 理学 的 ・ 医 学 的 見 地 か ら 
その 発生 原因 を 発明 し , 盲人 に 関し て は , その 知覚 す 
る 事物 や 現象 の 範囲 を 拡大 し , 空間 で の 定位 や 労働 活 
動 を 容易 に する こと を 目的 と する . 

そし て この よう な 欠陥 を も つ 児 童 ・ 青 少年 に 対し , 
衣 ・ ろ う あ 学校 , 弱視 学校 その 他 の 施設 を 通し て 適切 
な 指導 を 与え て いる . 同時 に , 教育 ・ 訓 練 に 必要 な 数 
多く の 教材 ・ 教 具 類 を 研究 開発 し , 実用 化し て いる . 
Ek, 盲 成 人 た ち に 対し て も 晴 眼 者 と 同等 な 生産 活動 
に 参加 させ る た め , その 能力 の 啓発 と それ に 必要 な 生 
産 機械 ・ 用 具 の 特殊 な 研究 に も 力 を 入れ , 特に 盲人 訓 
・ 生 産 モ エン ター の 生産 力 増強 に 非常 な 援助 と 指導 を 
与え , 今日 の 同 セ ンタ ー の すばらし い 発 展 に 寄与 し て 
いる . 

研究 され て いる 数 例 を あげ る と , L.S. ムラ ト フ が 
考案 し た 音 光学 的 イ ンジ ケー ター( 表 示 器 ) は , WB 
器 と 音 発振 器 と の 力 に よっ て , も の の 暗い 色調 か ら 明 
る い 色 調べ へ, 不透明 体 か ら 透 明 体 へ , また , 液体 の 表 
面 か ら 空間 へ 移行 する 場合 に 高い 音信 号 を 出す . この 
た め , 盲 児 の 教育 に お いて も , 労働 作業 に お いて も , 
この 測定 器 の 目盛 り に よっ て 触覚 , 安全 技術 の 装置 , 
a8, 導線 な ど が 知覚 され , 盲人 の 空間 中 で の 定位 を 
助け る . 


また , 空間 量 ( 長 さ と 角度 ) を 直接 的 に 測定 し た 
り , ある 寸法 が 要求 に 合っ て いる か どう か を 測定 検査 
する 測定 工具 に は , 非常 に 小さ な 量 の 変化 に 反応 する 
固定 点 や , 1 目盛 り ご と に 回 転 す る 円 筒 が つけ て あ 
%. G.N. ロ ガ ノ フ は この 原理 に 従っ て , ROR SD 
0.05 ミリ メー トル の 精度 で 測れ る 測深 計 や , 許容 精 
度 0.01 ミリメートル の ノギス な ども 作っ て いる . 

その 他 , 晴 眼 者 用 の 活字 本 を 触 条 件 また は 音 条件 信 
号 に よっ て 知覚 され る 盲人 用 読書 機械 や 代数 を 解く 機 
bh, また , 投 拠 や ジャ ンプ な どの スポ ー ツ 用 に も 利用 
し て 自由 に 飛び 回 わる こと の で きる 器械 , さて は , 55 
視 者 用 の 製図 器 , 読書 器 な ど 精 巧 な も の を 数 多く 考案 
・ 開 発し て いる . 





教育 科学 アカ デミ ー 

ロン シア 共和 国教 育 科 学 ア カ デ ミ ー は , 1943 年 , 教 
育 科学 の 最高 学術 研究 機関 と し て 創立 され , ロン ア 共 
和 国 教育 省 に 付属 し て いる . 

. こ の アカ デミ ー は , 児童 ・ 青 少年 の 訓 育 ・ 陶 着 ・ 教 
授 に つい て の 基本 的 な 問題 と , 国民 教育 ん えい か に 組織 
し 発展 させ る か と いう 間 題 を 科学 的 に 研究 し , 国内 の 
教師 と 学校 の すぐ れ た 経験 を 発展 させ , 一 方 , 外国 に 
お ける 教育 科学 の 成果 も 研究 し て いる . そし て いく つ 
か の 表 部 と 各種 の 研究 所 , 実験 所 , 博物 館 , 展示 場 を 
設け て 実地 研究 を 行ない , Ek, 教育 学 関係 の 各種 の 
大 衆 的 な 研究 集会 を 開い て , 共同 活動 に よる 研究 と そ 
の 普及 を 図り , それ を 教育 の 場 に 定着 させ て いる . な 
お , すぐ れ た 学者 や アカ デ ミー 自身 の 研究 成果 を 出版 
し , 4 種 の 定期 刊行 物 を 発行 し て いる . 


欠陥 学 

わが 国 で は , 東北 大 学 教育 学部 に 視覚 欠陥 学 教室 が 
設け られ , 臨床 視覚 学 (視覚 の 心理 学 と 生理 学 ), 視覚 
欠陥 者 の リハ ビリ テー ション な ら び に へ ビリ テ ー シ ョ 
ン , お よび 動物 を 用 いて の 実験 的 盲 の 3 者 を 通じ て 心 
理学 的 洞察 を 行なっ て いる 教育 科学 的 研究 で ある . 
この 欠陥 学 と いう 用 語 は わが 国 で は 未だ 定着 する ま 
で に は 至っ て いな いよ う で ある が , ソビエト 連邦 に お 
いて は , 学術 体系 の 一 部 門 と され , 肉体 的 ・ 精 神 的 に 
欠陥 を も っ て いる 児童 に つい て , その 発達 の 状態 , 教 
育 訓練 方 針 , 教授 と 学習 の 方 法 な どの 法則 性 に 関す る 
科学 を いう . すなわち , これ ら の 児童 の 発達 を 促進 す 
る た め に 必要 な 欠陥 補償 の 手段 ・ 方 法 の 決定 , な ら び 
に 教育 訓練 と と も に 生産 活動 へ 導入 する シス テム の 一 
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般 的 原則 の 作成 と いっ た 間 題 を 研究 する こと で ある . 

ソビエト 連邦 に お ける 欠陥 学 は , 弁証法 的 唯物 論 の 
立場 に た っ て , 資本 主義 社会 に お ける 観念 論 的 見 解 
や , 恩恵 的 慈善 を 主 と し た 方 法 を くつ が えす た め に 研 
究 さ れ た 教育 科学 の 一 体系 で ある . し た が っ て , この 
科学 は 従来 の 科学 的 体系 と は 違っ た 生理 学 ・ 神 経 学 ・ 
生理 病 学 ・ 精 神 病 学 ・ 言 語学 ・ 電 気 生理 学 お よび 先進 
的 な 教育 経験 な ど を 広範 に 利用 し , 豊か な 内 容 を 示 そ 
5 あし 外 避 の @ あ る , 

COLAC, 欠陥 学 の 研究 は その 発達 段階 に お い 
て , 欠陥 者 の 成長 過程 の 根源 を いか に 科学 的 に 補償 す 
べき か を 説明 し , 欠陥 克服 の 方 法 , Smee REO 
方 法 。 さらに 生産 活動 に 参加 させ る 方 法 な ど を 作り あ 
i ko. で 人 

すなわち , ① 社 会 環境 の 諸 条 件 の ゎぉ ふと で , 一 定 の 欠 
陥 を も つ 児 童 ・ 青 少年 の 発達 の 特質 , それぞれ の 特 
別に 組織 され た 教育 訓練 , 教授 ・ 学 習 過程 の 本 質 と 家 
許 教 育 と の 相互 関係 , ③ 特 殊 教 育 施 設 の 内 容 , 手段, 
方 法 , その 組織 形態 ,。④ 欠 陥 を 克服 さる 原理 と 方 法 , 
お よび 社会 生活 や 実際 活動 に 参加 させ る 方 途 と 手段 な 
どの 諸 問 題 を 包含 する . 欠陥 学研 究 所 で は , これ ら の 
研究 の 成果 を 次 々 に 報告 し , 多く の 文献 が 出版 され て 
いる . 

1964 年 に は -A.E. デ ィ ヤ チュ フ を 中 心 に 「 欠 陥 学 小 
辞典 ] を 編集 し , 教育 図書 出版 所 か ら 刊 行 され , 欠陥 
EOP RICKS EASY UTS. 


科学 の 進歩 と 盲人 

ソビエト 連邦 に お ける 科学 の 発展 と その 成果 は , 人 
工 衛星 や 宇宙 ケッ ト に よる 壮大 な 宇宙 開発 事業 に よ 
っ て 明らか で ある が , 科学 と 技術 は , 身心 障害 者 を そ 
の 障害 機能 か ら 解放 する た め に ゃ 重要 な 成果 を あげ て 
いる . ソビエト 連邦 で は , 究極 に お いて 人 間 は どこ ま 


で 能力 を 啓 甘 で きる か と いう 創造 的 な 人 間 形成 を 目標 


と し , 教育 ・ 科 学 ・ 生 産 の 諸 活動 が 一 致し て これ に 当 
(ays (Ge 

これ ら の 総合 的 , 体系 的 な 活動 と , 盲人 自身 の 努力 
の 結果 , 多く の 盲人 が 生産 工場 や 農場 で 幅広 い 生産 活 
動 に 参加 し て いる が , さら に , 4000 人 に 上 る 知識 人 
が 芋 出 され て いる こと は 見 逃 が せ な い 事 実 で ある . 

この 数 字 の うち , 専門 学校 や 大 学 の 教授 , 研究 所 の 
職員 が 174 A, 特殊 教育 施設 の 教師 が 283 A, 中 等 学 
校 の 教員 が 400 人 , その 他 音 楽 家 , 歌手 , 音楽 サー ク 
ル や 合唱 団 の 指揮 者 が 1000 人 以上 いる . また :, 法律 


642 3 外国 の 主要 盲人 施設 ・ 団 体 





学者 , 弁護 士 , 作家 な ども 多い . 生産 企業 に お いて も 
MEA, 工場 管理 者 , 監督 , コ ンピュータ ー・ ブ ログ 
ラマ ー な ど と し て 働い て いる 者 も 約 500 人 に 及 ん で い 
る . (FT HK) 
[参照 文献 ] 
宮 橋 英 行 「 世 界 盲人 福祉 協議 会 実行 委員 会 会 議 報告 
書 ・ 付 海外 盲人 事業 視察 記 」 日 本 ライ ト ハ ウス 
1967 

ツ ピ ェ ト 教育 科学 アカ デミ ヤ 版 / ソ ビ ェ ト 教 育 学 会 
編 訳 「 ノ ビエ ト 教 育 科学 辞典 」 明治 図書 昭和 38 
Zimin, B., The All Russia Society for the Blind 
(VOS), 1967. (EASE aR) . 


ソビエト 連邦 の 盲人 図書 館 


ia = 

ツ ビ ェ ト 連邦 で は , 革命 以前 に は 図書 館 活動 と いう 
も の は な く , 浮 彫 り に よる 線 文 字 の 図書 が か わずか な か 
ら 作 られ で いた ウレ イペ テラ イー PRS ee 
1825 年 より 遅れ る こと 60 年, 1885 年 に 至り , よう 
や く 点字 書 が 印刷 され る よう に な り , ご く 一 部 の 盲人 
の 間 に 読 まれ る よう に な っ た . 

革命 後 , 急速 に 盲人 用 図書 の 作成 と 普及 が 発達 し , 
現在 で は 点字 書 に 限ら ず , よく 発 達 し た テー プレ ュー 
ダー に よる 録音 , 特殊 な リー ディ ング ・ マ シン , さら 
に 進ん で 心理 学 , 生理 学 , 物理 学 , 電気 工学 , 数 学 な 
ど を 総合 動員 し た 視覚 機能 欠陥 を 克服 する サイ バネ テ 
ィ ッ ク 装 置 な どの 研究 に よっ て 盲人 に 革命 的 な 読書 方 
法 を 与え て いる . 

これ は ソビエト 連邦 に お ける ある 盲 女性 が 指先 の 感 
覚 で 印刷 し た 平面 文字 を 読 『 こ と が で きる と い 25 藻 く 
べき 事実 を と りあ げ , これ を 科学 的 に 解明 し よう と す 
る 意図 か ら 出発 し た と いわ れ て いる が , や が て 人 類 
は , 盲目 を な くす 強力 な 能力 を も つこ と が で きる よう 
に な る で あろ う . 

こう し た 科学 者 の 研究 と 相まって , ソビエト 連邦 の 
盲 教育 は 飛躍 的 な 発展 を 示し , 盲人 労働 者 の 間 に ゃ 読 
書 熱 は 高まり , 盲人 用 図書 需要 は 急速 に 増大 し て き 
た . 各地 に 国営 の 盲人 図書 館 が 続々 と 設け られ , 一 般 
図書 館内 に ゃ 点字 図書 部 が 多く 設け すら れる に 和 至っ た . 
これ ら の 図書 館 は 連邦 内 に 97 カ 所 あり , 1967 年 現在 
120 万 冊 の 点字 図書 を 有 し , 全 ソ ビエ ト 地 域 に 住ん で 
いる 盲人 の 利用 に 供し て いる . 

これ と と も に 全 ロ シア 盲人 援護 協会 (VOS) は , 国 


営 の 盲人 図書 館 
か ら 点 字 図 書 や 
録音 テー プ を 借 
受け , 巡回 文庫 
形式 の 移動 図書 
館 と し て の 活動 
を 行なっ て 盲人 
に 歓迎 され て い 
る . VOS に は モス クワ の 連邦 中 央 盲人 図書 館 の 支 関 
この よう な 図書 館 が 920 カ所 あり , 在庫 図書 は 一 定期 
間 ご と に 交換 され て いる . 遠隔 地 に 住む 盲人 に は , 図 
書館 か ら 直 送 す る こと も で きる よう に な っ て いる . 
モス クワ に は 連邦 中 央 盲人 図書 館 (Central Library 
for the Blind of the RSFSR) が か ある. ここ は 主 と し 
て 各 共 和 国 の 盲人 図書 館 を 科学 的 に 指導 する 研究 セン 
ター の 役割 を し て いる . EK, それ と と も に 図書 科学 
の 人 研究, 著書 目録 の 発行 , 各種 の 調査 , レフ ァ レン ス 
・ サ ービス な ど を 行ない , 諸 外国 の 一 般 図書 館 や 盲人 
図書 館 と 広く 図書 や 情報 の 変換 な ども 行なっ て いる 。 





点字 図書 の 出版 

証人 の た め の 図 書 は , すべ て 教育 出版 所 で 製作 ・ 発 
行 さ れ , その 点数 は 年 間 約 400 点 で , 約 8 億 な いし , 
81% 8000 万 ペー ジ に 及 ん で いる . この 中 に は 小 ・ 中 
学校 の 点字 教科 書 , 国内 お よび 外国 の 文学 , 歴史 , 哲 
学 , 政治 , PRA, 音楽 な ら び に 一 般 教 養 書 , 大 学 ・ 専 
門 学 校 の 学生 用 参考 書 そ の 他 多 く の 児 童 書か が ある. Ve 
童 ・ 生 徒 用 の テキ スト ・ ブ ッ ク に は , GRO OAKE 
HI, 地図 , 数 学 用 の 図表 な ど 補 助 的 な 印刷 物 が , = 
校 図書 館 に 大 量 に 供給 され て いる . 

Lal, これ ら の 膨大 な 出版 物 は , た だ 無 差 別に 盲 
人 の 欲し いま ま の 要望 に よっ て 製作 され て いる の で は 
決し て な い . 一 般 の 無数 の 活版 や 平版 の 出版 物 の 中 か 
ら , 盲人 に と っ て 最も 価値 が あり , Leb RRR, 
ツ ソビエト 市 民 と し て 必要 な も の , さら に 専門 的 分 野 に 
お ける 研究 に 役立つ も の を 注意 深く 選び 出し た も の で 
ある . し た が っ て , 晴 眼 者 用 の 一 般 出版 物 と 比較 し た 
場合 , その 量 に お いて は た し か に 比較 に な ら ぬ ほど 少 
な い が , その 質 的 内 容 に お いて は , その コレ クシ ョ ン 
は 旧 越 し た 粒ぞろい の も の ば か り と いえ る . 

この は ほか, 単行 本 だ け で な く , さま ざま な 点字 の 定 
期 刊 行 物 も 発行 し て いる . 政治 的 ・ 廊 学 的 月 刊 誌 と し 
て 「 わ れ ら の 暮し 」 が 約 7800 部 , 政治 評論 誌 「 訴 え 」 
が 4000 部 , 大 衆 文学 誌 「 文 学 読み もぉ る の 」 が 4000 部 , 


その 他 , アマ チュ ア 芸 術 グ ルー プ , 文化 教育 労働 者 , 
マッ サー ジ 師 , 体育 と スポ ー ツ , チェ ス と 西洋 碁 な ど 
に 関す る 数 多く の 雑誌 が 月 刊 ・ 季 刊 誌 と し て 大 飛 に 親 
Raq cl 4. 

育児 童 の た め に は 「 ソ ビエ ト の 子供 ]」 と いう 月 刊 紙 
遇 Ri 箇 き わた だっ て いる 。 この よう に 点字 図書 が , 近 
代 的 な 製版 ・ 印 刷 機 に よっ て 大 量 に 出版 され る よう に 
iefeOC, 最近 は ボラ ンティア に よる 点訳 書 は ほ と 
ん と 必要 が な く な る 傾向 に ある . 

[トー キン グ ブ ッ ク の 製作 ] 点字 書 出版 と と も 
に , 一 方 国営 教育 出版 所 と VOS で は , 1963 年 か ら 録 
音 ス タ ジ オ を 創設 し , テー プ に よる トー キン グ ブ ッ ク 
の 製作 を 開始 し た . そし て 年 間 100 点 以 上 の 原本 を 録 
Hl, 各 120 か ら 150 部 程度 アリ ント し て , 地方 盲人 
図書 館 , 移動 図書 館 に 配給 し て いる . 

トー キン グ ブ ッ ク は , 点字 に な じ め た な い 中 途 和 失明 者 
や 老人 の 間 に 歓 迎 さ れ て いる が , 筋肉 労働 の た め 指 の 
皮膚 の 荒れ て いる 肉体 労働 者 は , 指先 の 感覚 が 鈍く て 
夫 書 の 読み づら いた だ ため, 録音 テー プ や レ ュ ー ド は 欠 
2 でき ない 読書 方 法 ど な っ て いる . この よう な 
事情 か ら ト ー キ ング ブッ ク は 量 的 に ゃ 質 的 に も 急激 に 
広まり , 盲人 だ け で な く , か れ ら の 家族 や 労働 者 仲間 
に ゃ 興味 深く 利用 され て いる . 

国営 教育 出版 所 で は , これ ら の 要望 を 満た す た め 
20 な いし 21 時 間 も の 長 時 間 録 音 テ ー プ を 製作 し つつ 
ある の で , 衣 人 読者 へ の サー ビス は 今後 さら に 一 段 と 
評 諾 きれ る だ ろう . 一 孝 , VOS の 各 盲 人 工場 で は , 
毎 目 公開 録音 ンス テム で 文学 や 時 事 解説 が 読ま れ て お 
D0, レク リエ ーシュ ン ・ セ ンタ ー や 移動 図書 館 で も 同 
DREONE TT ISI CVS. 


図書 館 活動 
各 図 書館 で は 蔵書 目録 の ほか に , 次 々 に 出版 され る 
新刊 書 に 対し 解説 付き の 紹介 ニュ ー ス が 備え 付け て あ 


り , 利用 者 の 読書 選択 の 便宜 を 図っ て いる . Ek, 閲 
覧 を 希望 する 者 に と っ て つど ご う の よ いよ うに , 特別 に 
考案 され た 標準 弄 の カタ ログ ・ カ ー ド が そろ えら れ て 
お り , 利用 者 は これ に よっ て 希望 する 本 を 自分 で 選 
び , 自由 に 書架 か ら 本 を 借 出す こと が で きる よう 細心 
の 配慮 が な され て いる . これ ら の 点字 書 の 閲覧 や 借 出 

し は 無料 で ある が , 買う 場合 は 実費 の 10 分 の 1 で 求 
mee egy CAD. し が し トド ト デ キ ング ブッ ク は まだ 
売ら れ て いな い . 


各 図書 館 で は , 盲人 同士 で 読書 会 や 文学 サー クル が 
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盛ん に 行なわ れ , 晴 眼 者 も 自由 に 参加 し て いる . それ 
と と も ゃ も に 作品 に 関す る 講演 会 や 盲 人 演奏 家 や 歌手 の ュ 
ン サ ー ト な ども 催さ れ て いる . 読書 会 で は 相互 で 朗読 
ュ ン クー ル を た び た び 催し , 読書 欲 の 向上 に 努め , 最 
良 の 読者 を 選ぶ 競争 を 行ない , 広く 深く 読書 の 普及 を 
図り , 思考 力 を 深め て いる . 

ョ ンク ー ル で は , 初心 者 が しり ご み を する こと の な 
いよ うら に, 最も や さ し い 初心 者 か ら , 次 は 一 般 , さら 
に 優良 の 3 段階 に 分 け そ れ ぞ れ に 賞 を 与え て 奨励 し て 
WS. これ ら の 読書 の 向上 は , 盲人 に と っ て 暗 や みか 
ら の 解放 と いう 最大 の 報酬 と な っ て いる . 

最後 に , 各 図 書館 で は 幼児 か ら 高齢 者 に 至る あら ゆ 
る 盲人 に 読書 の 喜び を 与え , 視 機能 の 欠陥 を 克服 する 
戦い を 盲人 と 一 体 に な っ て 行なっ て いる . CORD 
図書 館 の 各 管 轄 区 に 在住 する すべ て の 盲人 の 視力 , 年 
齢 , 学力 , 家庭 状況 な ど を 調査 し , 読書 能力 , wee 
験 , 要求 する 書物 の 種類 を 尋ね , 読書 会 や 各種 の 集会 
に 参加 で きる か どう か に つい て も 指導 と アド バイ ス を 
行なう よう , 常時 家庭 訪問 や 通信 を 行なっ て いる . こ 
れ ら は すべ て 詳細 な 調査 カー ド に 記入 され , デー ター 
を 記録 する と と も に , 盲人 に 対す る サー ビス の 向上 に 
役立っ て いる . (FEE) 

[参照 文献 ] 

Zimin, B., The All-Russia Society for the Blind 
(VOS), €A77, 1967. (松浦 斎 子 訳 ) 

Sahosnihov, AE., Library Services for the Soviet 

Union. (it lles a] TE a) 





ドイ ッ ツ 連邦 盲 人 協会 


< ノヽ \ 

ノロ 

ドイ ツ の 盲人 福祉 事業 は 1806 年 , 哲学 者 ツウ ォ イ ネ 
(Zeune) が ベル リン に 盲人 援護 施設 を 設け た こと か 
ら 始 まっ て いる . これ が 動機 と な っ て , BRROAA 
と 手工 業 訓練 の 場 が 生ま れ た . これ ら の ほとん ど は 個 
人 経営 の 慈善 事業 で あっ た . また , 1812 年 か ら 13 年 
に か け て の ナポレオン 戦争 で 失明 し た 人 た ちの た め 
(に, ブレ スネ ロー その 他 の 施設 で , ロー プ , バス ケッ 
ト , ブラ シン な ど を 作る 職業 指導 を 行なっ た . 

1871 年 , 盲人 の た め に ライ EBS (Foundation of 
Reich) が 設立 され た の が きっ か け と な っ て , 全国 各 
州 に 盲人 収容 施設 が 創設 され , 各種 の 盲人 団体 が 結成 
され た . これ に よっ て 盲 児 や 盲 婦 人 に 対す る 社会 の 関 
心 が 高 まっ た 
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・ シ ェ ラ ー (Friedrich Scherer) が 同じ 苦し み と 悩 み 
を も つつ 盲人 は , 互い に 手 を 取り あい . 全 国 的 な 盲人 団体 
を 結成 する 必要 の ある こと を 説い て 回 り , 1873 年 に ウ 
ィ ー ン で 開か れ た 盲 教育 職員 大 会 で 意見 の 発表 を 行 な 
っ た . そ の 結果 , 1874 年 , 各 州 か ら 選 ば れ た 5 人 ずつ の 
代表 者 に よっ て , 全 ド イツ 盲人 連 器 (General Union 
of the Blind) が 結成 され , 音楽 家 の フ ラン ツ (Franz) 
が その 代表 に な っ た . この 連盟 は , 自立 の 精神 を 確立 
する こと , 自分 た ちの 手 で 同僚 を 困難 か ら 救 い 出す こ 
と を モッ トー と し た . 

盲人 に 関す る すべ て の 間 題 は ,。 か れ ら の 手 に よっ て 
処理 , 推進 され て いっ た -. 1909 年 と 1912 年 に は 盲人 大 
会 を 開催 し , 一 般 盲 人 専門 職業 の 向上 と 社会 へ の 復帰 
お よび 最高 団体 の 設立 を 訴え た . その 結果 , 同年 , ライ 
t F4 Y SAR (Reichdeutsch Blindenverband) 
の 設立 と な っ た . COMBOBRLESBRELU, B 
手工 業者 へ の 援助 , BERR, CT) REET, 事務 職 
員 な どの 地位 向上 を めざし た . Ek, 11 種 に 及ぶ 定期 
刊行 物 の 発行 , 十 人 用 具 中 央 事務 所 の 開設 な ども 行 な 
っ た 。 

産業 革命 と 交通 機関 の 発達 に よっ て , 盲人 は 個人 的 
に も ゃ 社会 的 に も 新しい 問題 に 直面 した. 最も 重大 な 点 
は , 伝統 的 手工 業 か ら 盲 人 を 解放 し , 職業 訓練 に よっ 
て 一 般 企業 へ 進出 させ る こと で ある . さら に , BAO 
速記 者 や 電話 交換 手 を 養成 する た め , 協会 は ウェ ル ニ 
ー ゲ ロー ド に 再 教育 訓練 セン ター を 新設 し , 主として 
中 疹 失明 者 の 訓練 に 当たっ た . 一 方 , フラ ンク フル ト 
と ブレ スロー に 盲導犬 訓練 所 を 設け , 他人 の 手 を 借 
りな いで 盲導犬 に より 自由 に ひと り 歩 き が で きる よう 
訓練 し た . また, 盲人 手工 業 品 販売 協会 (Association 
for the Trade Handicraft of the Blind) と , ド イツ 
BA & A RIBAS Cnion of Blind Musicians of 
Germany) の 法人 化 を 推進 した. 盲 婦人 の 教養 を 図る 
た め に , ドイ ツ 盲 婦人 連合 会 (Union of Blind Women 
of Germany) を 結成 し し さら に 盲人 の 体育 向上 を 図 
る た め , ド イツ 盲人 スポ ー ツ 協会 (Sports Association 
for the Blind) を 設立 し た . 

第 1 次 世界 大 戦後 , 戦傷 失明 者 に 対す る リハ ビリ テ 
ーション 対策 は , 盲人 事業 を 政治 的 に 推進 する の に 役 
立っ た . CORD, マル ブル ク に 専門 職業 開拓 の た め 
に 紅 人 教育 所 が 開設 され , さら に 第 学校 や 専門 学校 設 
立 の 原動力 と な っ た . この よう に し て 著しく 知識 的 職 
業 に 接近 する よう に な り , ドイ ツ の 盲人 の 社会 的 構成 


に 大 き な 変 化 を も た らし た . 

第 2 次 世界 大 戦 の 突発 に よっ て , ライ ヒド イツ 盲人 
協会 と , 地域 衣 人 連盟 の 事業 は で き な く な り , Ek, 
敗戦 の 結果 , 連合 軍 の 指令 に よっ て 活動 は 一 時 中 止 の 
や わな き に 至っ た , 1948 年 に 至り , 占領 軍 は 盲人 団体 
に 関す る 拘束 規定 を 廃止 し た . 

これ に よっ て , 1949 年 , 現在 の ドイ ツ 連 邦 盲 人 協会 
( Deutchen Blindenverband ) と し て 再編 され た . 


現状 

再建 され た 協会 は , 休養 モン ター, 盲 老 人 ホー ム , 
責 幼 児 保育 所 な ど を 次 々 に 建設 し て 経営 し て いる . 
さら に 盲人 の 住居 建設 , 職場 の 開拓 な どの ほか , 積極 
的 に 社会 立法 推進 運動 を 行ない , 経済 的 , 職業 的 に 
政 府 の 保障 を 要 求 し た . その 結果 , 一 般 盲 人 に 対し 
重度 身体 障害 者 法 (Law for Seriously Disabled 
Persons) が 適用 され る よう に な っ た . こ の 法 の 適用 に 
よっ て 働く こと の で きる 盲人 は , 専門 職 に 就く こと に 
な り , 現在 1 万 2000 人 の 盲人 が ドイ ツ 連邦 共和 国 で 
働い て いる . この 中 の 30 パー セン ト は , タイ ピスト 
や 電話 交換 手 , 事務 職員 で , 30 パ ー セ ント は 工業 方 面 
20 パ ー セ ント は 手工 業 品 の 製作 と 販売 に 従事 し て い 
る . 残り の 20 パー セン ト は 学究 的 な 専門 職 , 音楽 家 , 
マッ サー ジ 師 , その 他 と な っ て いる . 

協会 の 地域 連盟 は , HIMBA Of 1531 万 ドイ ッ 
マル ク (DM) の 募金 を 行なっ て , 972 の 貸 室 を 建設 
Lk. また , 盲人 用 電話 交換 機 お よび タイ プラ イタ ー 
点字 タイ プラ イタ ー, 速記 タイ プラ イタ ー な どの 設置 
に つい て も , 約 40 万 DM を 募金 し た . 

BAA OR-FRUE 60 歳 以 上 で ある こと か ら , 670 
万 DM で 盲 老 人 ホー ム を 建設 し て 435 人 を 収容 し て 
いる . 一 方 働く 盲人 の た め , 協会 と 地域 育 人 連盟 は , 
1673 万 DM で 12 の 病後 保養 所 679 室 を 完備 し た . 
この ほか , ヘル ス セ ンタ ー も あり, 運動 場 , 水泳 場 な 
どの 設備 を も っ て 目 由 に 利用 し て いる . 

ドイ ッ 連 邦 共 和 国 に は 29 カ所 の 盲人 底 護 工場 が あ 
り , 1050 人 が 働 いて いる . 製品 に つい て は , この 協 
会 と 盲人 手工 業 品 販売 協会 が 特別 販売 規約 を 作り , 市 
場 を 開拓 し , 一 般 企業 か ら の 圧迫 を 防い で いる . 年 間 
売上 高 は 4000 万 DM で ある . (土井 利家 ) 


[参照 文献 ] 
The German Association for the Blind, 1970. 
The Advancement of the Blind, 1970. 
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ins 

旧 テ ユー ゴス ラビ ア 諸 国 で は , 盲人 へ の 援助 は 慈善 団 
体 を 作る こと だ け で あっ た . 1946 年 , ベル グラ ー ド 
( こ ユ ー ゴ スラ ビア 盲 人 接 護 連盟 (The Union of Blind 
of Yugoslavia) が 組織 され , 盲人 保護 に 関す る 事業 
上 雪 きい を 行なう よう に な っ た . CHICLO BABS 
の 自覚 と 社会 の 理解 に よっ て , より 幸福 な 未来 の 理想 
呈 s8254 れ れる よう (に な っ た . 


事業 

この 連盟 は , ユー ゴー スラ ビア 全国 の 盲 学校 , 各種 
盲人 施設 を ュ ン トロ ー ル し , 点字 図書 館 , テー プラ イ 
ブラ リー, 点字 出版 , 盲人 用 具 の 製作 な ど を 行なっ て 
いる . 

点字 図書 館 に は 約 9000 冊 の 蔵書 が あり , 年 間 延 べ 
1 万 5000 冊 を 貸出 し て いる . テー プ の 保有 マザー 数 
は 250 本 で 年 間 100 種 が 増加 され つつ ある . 点字 や テ 
ー プ の 普及 が 遅れ て いる の は , 各 共 和 国 ご ど と に 言語 が 
Pe CHS. テー プ の 録音 は ボラ ンティア で は な 
く , 有給 職員 で ある 専門 家 に より な され て いる . 連盟 
は セル ビア 共和 国 に ある の で , こら し た 費用 の いっ さ 
い は セル ビア 共和 国 が 負担 し , 他 の 共和 国 は これ を 購 
入 し て 利用 し て いる . この 種 の 図書 館 は 六 つ の 人 民 共 
和 国 に 1 カ所 ずつ ある . 

点字 出版 は 月 約 1200 冊 で , これ を 各 共 和 国 に 頒布 
し て いる . 盲人 用 具 製 作 所 は 点字 タイ プラ イタ ー, 製 
版 機 (モー ター 付き イン ター ポイ ント ), AiR, 
地図 , 計算 器 な ど を 作っ て いる . 

な お , ユー ゴス ラビ ア に は , 物理 療法 土 学校 , 盲人 
RAO, 職業 訓練 施設 , BEATER, BAL at 
者 の 施設 , 盲人 授産 工場 , その 他 の 盲人 施設 が ある . 


(長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献 ] 
eT 「 世 界 育 人 福祉 協議 会 実行 委員 会 一 一 ユー 
串 中 ル グ ク グラー ドー 一 報告 書 」 日本 ライ ト ハ ウス 昭 
和 43 
IY RBA 


i 
1842 年 , ワルシャワ に 最初 の 盲 学校 が 建設 され , 
BA @ 248 RS (Companionship of Blind Mu- 
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sicians), K-F7“EF AAW (Polish Association 
of the Blind) な ども 組織 され た . 

1910 年 に は , 盲人 救助 会 (Association for the 
Aids of the Blind) が 設立 され た . これ は 博愛 主義 
に 基づく 団体 で あっ て , 盲人 の 生活 向上 と 福祉 の た 
め , 文化 活動 や 盲 児 の 教育 , 点字 の 普及 運動 な ど , バ 
ラ エ ティ に 富ん だ 活動 を 行なっ た . 

1918 年 。 第 1 次 世界 大 戦後 , 戦争 失明 者 協会 (As 
sociation of the War Blind) が 結成 され た が , それ 
が 契機 に な っ て 全国 各地 に 盲人 協会 が 誕生 し , ここ に 
全盲 人 を 対象 と し た 福祉 を 図る べき で ある と の 機運 が 
生ま れ た . | 

1945 年 , 第 2 次 大 戦後 , 新しく 生 まれ た ポー ラン 
ド 人 民 共 和 国 政府 は , 衣 人 の 福祉 向上 に 力 を 注ぎ , 人 
民 の 力 を 結集 し て 盲人 の 要求 と 能力 に 応じ た 対策 を 講 
じ , 戦前 の 盲人 団体 を 統合 再 組 織 し て , 1951 年 , ポー 
ラン ド 盲 人 連盟 (Polish Union of the Blind) を 結 
Mlk. この 盲人 連盟 は , 全国 の 盲人 施設 , 盲 学校 な 
ど を コン トロ ー ル する と と も に , BAOPMMITCELKS 
な 役割 を 果たし て いる . 

1965 年 現在 の 会 員数 は 1 万 5000 人 で , 7000 人 は 職 
ZIRE, その う ちの 6000 Alt BA BA BMA 
(The Blind Cooperation) に 選 用 され て いる . 


填 人 協同 消費 組合 運動 

ポー ラン ド 盲 人 連盟 は , ETBACHESZ, 教育 
と 文化 の 向上 を 図り , 盲人 運動 の 経済 的 基礎 を 確立 
し , また 自立 的 盲人 事業 を 達成 する た め 消 費 組合 運動 
を 起こ した. 現在 , 24 の 組合 が 行政 区 単位 に 配置 さ 
れ , 各 組 合 は , 職場 か ら 選 出さ れ た 4 人 の 役員 に よっ 
て 運営 され て いる . これ ら の 役員 は リハ ビリ テー ショ 
ン , 技術 , 総務 , 組織 の 4 部門 を 分 担 し て いる . 1957 
年 に この 組合 が 組織 され た 当初 は , 全国 に 18 組 合 , 育 
人 従業 員 は 3320 人 で あっ た が , 1965 年 に は 6000 人 に 
達し て いる . こと に は 他 の 身体 障害 者 , 一 般 晴 眼 者 も 
働い て いる . 職種 は ひ ブ ラン 作り , OW, ③ 人 金属 加 
工 , なわ 製造 , ⑤ 網 作り , ⑥ 電 気 工芸 な ど で あ る . 
創立 1 年 後 の 生 産 高 は 1 863000 ARF 4 (zloty, 
1 ズ ロ ティ は 90 円 ) CH LK. 連盟 は これ ら の 組合 
に 対し 製造 品 の 割当 て , 作業 場 の 決定 , 盲人 作業 ポス 
ト の 設定 な ど を 指導 し て いる . そし て 盲人 の リハ ビリ 
テー シュン や , UM DUR する 
の 解決 に も 努力 し て いる . 
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組合 で 働く た め に は , 特別 な 資格 を 必要 と する の 
で , 職業 訓練 セン ター を 設け , 年 間 平 均 70 人 を 採用 
する こと を 目標 と し て 訓練 し て いる . 期間 は 約 10 ヵ 月 
で , 訓練 課目 の お も な も の は 金属 加工 , 電気 工芸 , 編 
物 , バス ケッ ト 作 り , 室内 装飾 品 , ブラ シ の 製作 な ど 
で ある . 

Lal, この よう な 職業 技術 を 習得 し た だ け で 一 般 
工場 へ 就職 し て も , 単独 歩行 や 日 常 生 活 な どの 訓練 に 
欠け て いる た め , 社会 に 適合 し に くく , 一 般 労働 者 か 
bite Sh, 家人 は いつ も と り 残 され る . これ ら の 失 
陥 を 正す た め , 組合 で は 盲人 が 他人 に 世話 を か け な い 
CHOY CES LG RBAMRMICHA RAN TWA. 

訓練 修了 生 の 大 部 分 は 組合 の 工場 に 就職 する が , 中 
に は 上 級 学校 に 進む 者 や 研究 を 続け る 者 な ども いる . 
これ ら の 者 の た め に 奨学 金 の 制度 を 設け て いる . 


“ 


政府 の 援助 


政府 は 連盟 結成 当初 か ら 援助 を 与え , 多く の 免税 と 


優遇 措置 を 講じ て いる . 特に 多く の 盲人 が 働い て いる 
工場 は 免税 措置 を 受け て 発展 し て いる . これ ら の 中 に 
は 900 人 ぐら い の 従業 員 の いる 大 き な 工 場 も あり , 重 
工業 , 軽工業 な ど に 従事 する 戦争 失明 者 が 多い . 
連盟 は 職業 と 医学 の 両面 か ら 各 種 の リハ ビリ テー シン 
ョ ン を 実施 し て いる . 組合 で は , と の た め 150 人 以 
上 の 工場 専門 医 , 看護 婦 , 社会 事業 家 , 技術 家 な ど を 
ACL, 絶え ず 従 業 員 の 安全 と 衛生 状態 の 改善 に 努力 し 
て いる . 組合 に は 相談 室 が あり , 医師 を 中 心 と し て , 
仕事 上 か ら 起こ る 故障 や 災害 に 備え て , 健康 管理 を 行 
な っ て いる . また , 物理 療法 室 や 各種 の 分 折 実 験 室 を 
備え て いる と ころ が 多い . また 広い 意味 で の 職業 と 医 
学 及び 心理 学 を 取入れ た リハ ビリ テー シュ ン 計 画 を 実 
施し て いる . 


生産 状態 

現在 盲人 は 工業 方 面 に 大 き な 頁 献 を し て いる . 1961 
年 に お ける 組合 の 生産 高 は 27 億 500 万 ズ ロ ティ CH 
っ た だ が, 1965 年 に は 49 億 ロティ に 達し た . 生産 高 
は 1961 年 の 1.8 倍 に 上 中 し た . 生産 高 の ト ッ プ は ブ 
ラン 作業 で 54.2 パー セン ト , 金属 作業 22 パー セン ト 
編物 12.3 パー セン ト , 電気 器具 10.2 パー セン ト , 木 
工 1.4 パ ー セ ント と な っ て いる . な お , 従来 は 晴 眼 者 
だ けが 従事 し て いた 職種 の うち , 盲人 が 成功 し た も の 
と し て , ペー ペー は さ み , ピン , ぴん 詰め 容器 ,。 カー 
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テン の 鍵 , 装飾 用 くぎ , ベッ ド , 本 棚 た な どの 工作 が あ 
る . 編物 の 中 に は スウ ェ ー タ ー, ブラ ウス , くつ 下 , 
アン ダー シャ ツ な ど , 電気 器具 と し て は 電気 コー ド , 
内 線 コ ー ド な ど が あり , Ek, 各種 木工 作業 , 特に ブ 
ラン 作業 は , 政府 か ら 与 えら れ た 特権 と し て これ に こ 
た を , その 発展 を 強力 に 推進 し て いる . 


点字 印刷 事業 

点字 印刷 所 は 174 8 年 に 設立 され , 現在 は 6 AOR 
AD, 晴 眼 者 の リー ディ ング に よっ て 点字 製版 を 行 な 
っ て いる が , 1 人 1 日 の 製版 数 は 平均 24 ペー ジ で あ 
の 

印刷 機 は 7 台 あ っ て フル に 運転 し て いる . 1965 年 の 
年 間 出版 数 は 1300 タイ トル , 5775489 冊 に 及び , 文 
>, 一 般 科 学 , 盲 学校 用 教科 書 , 児童 向き 書籍 , 点字 
楽譜 な どか が その お も な も の で ある . 点字 雑誌 は 9 種類 
発行 し て お り , いずれ も 盲人 が 編集 に 当たっ て いる . 
その 中 に は 協同 消費 組合 雑誌 . マッ サー ジ , エス ペラ 
ント な どの 雑誌 も 含ま れ て いる . また , 1961 年 に は テ 
ー プ 録音 所 を 設け 次 第 に 充実 し つつ ある . 


点字 図書 館 事業 

連盟 の 中 央 盲人 図書 館 は , 全国 的 に 点字 図書 お よび 
録音 テー プ を 貸出 し て いる . 1965 年 の 発送 数 は 4 万 
5000 fit で ある . その 他 お も な 地方 に AOD 図書 館 支 
部 を 設け て いる . 中 央 図書 館 を は じ め た いて い の 図 書 
館 は 衣 人 に よっ て 運営 され て いる . ポー ラン ド 語 の 蔵 
書 2 万 8074 ft, その 他 の 外国 語 の 図書 や 音楽 書 も あ 
り , 1965 年 現在 読者 数 は 会 員 和 制度 で 1314 A, 年 間 2 
77 2500 冊 を 貸出 し て いる . 

この ほか 盲人 に 関す る 時 字 文献 も $ 多 数 所 蔵 し て い 
る . 録音 テー プ の 貸出 し は 中 央 図書 館 だ け で 1967 年 現 
在 , マザー テー ブ プ 1 万 1000 本 を 保有 し 貸出 し て いる . 
郵送 料 は 無料 で ある . 


他 団 体 と の 連携 

連盟 は 世界 塞 人 福祉 協議 会 (WCWB) に 加盟 し , 全 
ドイ ツ 連邦 盲 人 協会 (Deutchen Blindenverband ) 
お よび チェ コス ロバ キア 身体 障害 者 連盟 (Czecho- 
slovakian Union of the Disabled) と 3 者 協定 を 結 
び 相 互 の 文化 交流 と 学童 な ら び に 中 途 失明 者 に よる 夏 
期 休 暇 交換 行事 を 実施 し て いる . 


レク リエ ーション 
連盟 は ポッ ツ ナー の 体育 アカ デミ ー (Academy of 





Physical Education) の 専門 家 の 協 力 を 得 て , 3 週間 
の キャ ンプ を 編成 し , 冬 ほ は スキ ー や ト ボ ガン すべ り 
(tobboganing) お よび 青空 徒歩 ゲー ム (mobile 
game) を 行ない , 夏 は 日 光 浴 ,。 カー ヌー 遊び , AN 
Cee ails で いる 。 また) トラック, フィ 
ー ル ド の 競技 に も 参加 する と 共に 治療 体操 (thera- 
peutic gymnastics) も 行なっ て いる . この ほか 各種 
の クラ ブフ 活動 も 活発 で ある . (土井 利家 ) 
[参照 文献 ] 
央 橋 英 行 編 「 有 態 な る 社会 人 へ の 創造 」 日 本 ライ ト 
ハウ ス 昭和 43 
Information, Polish Union of the Blind, 1965. 
The Blind Co-operative Movement in Poland, 
Polish Union of the Blind, 1966. 


イタ リア 盲人 連合 


A 

1920 年 10 月 , イタ リア 全 地 域 の 戦傷 失明 者 や 民間 
長 人 が ゼノ ア で 会 議 を 開き , 盲人 が 市 民生 活 へ 復帰 で 
きる 運動 を 起こ す 基本 的 計画 を 作成 し , イタ リア 盲人 
連合 (Union Italiana dei Ciechi) を 結成 し た . 1947 
年 に は 法人 組織 と な っ た . 

BAPAL 50 年 間 に 著 し い RRR, イタ リア 
全 地 域 に わた っ て 多数 の 支部 を 設け , 各種 の 盲人 事業 
を 行なっ て いる . CORD 遠隔 地 に 在住 する BAT 
b, その 地域 の 支部 に 連絡 し て 精神 的 , PARTS EE 
や 利益 を 受け る こと が で きる . また , 連合 本 部 は 全 地 
域 言 人 の 情勢 を 把握 し , 調査 や 指導 が 容易 ご こ で きる よ 
うに し , 盲人 た ちの 生活 向上 に 努力 し て いる . その た 
め , 地方 支部 に 対し て 物 的 援助 だ すけ で は な く , 盲人 が 
社会 人 と し て の 教養 を 積み , 社会 的 , 生産 的 お よび 文 
化 的 生活 に 活発 な 役割 を 演じ 得る よう 指導 し て いる . 


事業 

[AB] ゼノ ア 会 議 の 当初 か ら , 盲 教育 の 重要 性 を 
強調 し , その 実現 を 政府 に 要望 し た . 1923 年 , Ble 
の 小学 校 教育 は 義務 制 と な り , 1934 年 に は その 教育 
費 は 寄宿 舎 費 を 含め て 地方 政府 の 負担 と な たった. そし 
て 盲 教育 に 従事 する 教師 は 特別 訓練 を 受け ね ば ら な い 
上 ea たき 2 し た 教育 の 進展 は 』 オー ガス ト ・ 
ロマ グ ノ リ (Augusto Romagnoli) の 不 必 な 働き と , 
盲人 連合 会 長 オ ー レ リオ ・ ニ コロ ディ (Aurelio Nico- 
lodi) の 理論 的 活躍 に 負う と ころ が 多い ., 1960 年 に 至 


a A © fa 4k 647 


0, 盲 教育 者 訓練 学校 組織 の た め に 国立 オナ ー ガ スト ・ 
ロマ グ ノ リ 第 教育 者 訓練 協会 (The Augusto Roma- 
gnoli State Institute for Training Teachers of the 
Blind) が 創設 され た . 

第 2 次 世界 大 戦 の 数 年 前 か ら , 盲人 連合 の 行なう 有職 
業 訓練 と 音楽 教育 事業 は 急速 な 発展 を 見 た . ELLA 
人 の 教師 を 一 般 学 校 に 就職 させ る た め に 全力 を 傾注 し 
fe. 有人 能 な 少数 の 盲人 た ち は , 公立 学校 教員 の 資格 を 
得る た め の 文官 試験 を 受け た . 1955 年 に 至り 条例 が 
改正 され , 大 学 を 卒業 し た 盲人 は , 筆記 試験 の 必要 の 
な い 課 目 , すなわち 歴史 , 哲学 , KE, 音楽 , 唱歌 な 
ど に つい て は , 教員 の 資格 が 認め られ る こと に な っ 
fo. 1967 年 に は さら に 全 中 等 学校 の 文学 と 語学 の 教 
員 資 格 まで 範囲 を 拡大 し た . その 結果 , 現在 約 1000 
人 の 盲人 が 一 般 学 校 の 教職 に つい て いる . 

[雇用 ] イタ リア の 盲人 口 は 約 10 万 人 で , その 大 
MD TILEWRD:, 生産 事業 に 従事 で き な い 者 で , 正常 な 
報酬 を 得る 仕事 に 就 い て いる 者 は 約 1 万 人 に 過ぎ な 
い . 盲人 連合 の 設立 当初 は , 少数 の 盲人 は 例外 と し 
て , 一 般 的 に は 伝統 的 な 仕事 , た と えば 枝 編 人 み 細 工 , 
いす の 修理 , マッ ト ・ ブ ラ シ ・ ほ うき の 製作 , ピア ク 
調 隼 な ど が お も な も の で , 女性 は 毛糸 の 手編み , 機械 
編み な ECHS 7 

1934 年 , 創立 者 = ニュ ロディ は 政府 に 対し , 一 般 産 
業 方 面 に 盲人 を 雇用 する か , ある い は , 盲人 が 過半 数 
を 占め る 特殊 授産 工場 を 設け る ょ よ 2 提案 し た . この 結 
果 , 国営 宝くじ に より 資金 を 得 て , 1936 年 に は フ = 
ー レ ンス に くつ , 編物 細工 , 荷 作り ひも , くつ し た な 
どの 授産 工場 を , ロー マ に ベル ト , 布 お よび 編物 , = 
ラノ に 小型 金属 部 品 , ペリ ー に 手 仕 事 の 授産 工場 を そ 
GUE Agel) Co 

この 授産 工場 の 生産 活動 は , 1944 年 まで に 著しい 
発展 を 示し , 当時 約 700 人 の 盲人 が 働い て いた . し か 
し , 戦争 の 重圧 を 受け , 新しい 転換 を 求め る こと を 余 
儀 な くさ れ た . 戦後 に 至り , 利益 の 少な い 伝統 的 な 仕 
事 は 老齢 盲人 や 重複 障害 盲人 の た め に 残さ れ た . WI 
年 契 の 盲人 に つい て は , 工場 労働 者 の ほか 物理 療法 師 
や 電話 交換 手 の よ うな 分 野 が 開拓 され た . 

(1 物理 療法 士 : フロ ー レ ンス に ある 「 ビ ッ ト リ オ ・ 
エマ ヌ エ ル 2 世 協 会 |] (Vittorio Emanuel II Insti- 
tute) は 1941 年 か ら 盲 人 マッ サー ジ 師 養成 学校 を 経営 
し た . 多く の 卒業 生 は 病院 や 診療 所 , 保養 所 で 働く よ 
うに な っ た . 1961 年 に 政府 は 盲人 物 療 士 を 特別 職 と 
し て 認め , 診療 所 や 病院 に 対し 強制 雇用 の 規定 を 設 
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け , その 資格 を 専門 看護 婦 と 同格 と し た . 1971 年 に 
は 雇用 条件 を さら に 改善 し , 現在 約 600 人 が 雇用 され 
"Glee 

(⑫) 電 話 交換 手 AC CARA AOA ME Cis 
GLARE ly ORD CE A Bi ak 30 Ra a 2 — A 
を 始め た . 訓練 の 結果 , BA SIIB CIA, HSV vd 
それ 以上 に 能力 を 発揮 する 場合 が ある こと が 証明 され 
た . 盲人 連合 は 盲人 強制 雇用 に 関す る 各種 の 法令 制定 
の 促進 運動 を 図っ た . 議会 や 政府 当局 も , この 盲人 た 
ちの 要求 を 黙 視 す る こと が で きず , 1957 年 , 1 人 以 
上 を 必要 と する 電話 交換 設備 を も つ 公 私 の 機関 は , B 
人 を 雇用 し な けれ ば な ら な いこ と に な っ た . 

1960 年 に は 100 人 以上 の 従業 員 の いる 機関 は , 交 
換 手 1 人 だ け を 必要 と する 場合 で も 盲人 の 交換 手 を 雇 
用 し な けれ ば な ら な く な り , 1965 年 に は 従業 員数 に 
か か わり な く , 電話 交換 設備 を 設け て いる 公私 の 機関 
は , 盲人 を 雇用 し な けれ ば な ら な いと いら う 条 例 を 追加 
Lk. この 措置 に よっ て , 現在 で は 約 3500 人 の 盲人 
が 電話 交換 手 と し て 就職 し て いる . 


(3) そ の 他 の 職業 : 1969 年 に は さら に テレ タイ ビス 


ト 養成 コー ス を 設け た . ポー デノン の レッ クス 社 で 実 
習 を 経て , すでに 12 人 が 雇用 され て いる . 

[福祉 」 盲人 連合 は 盲人 年 金 獲 得 運 動 に も 努力 し て 
きた . その 結果 , 1954 年 か ら 年 金 が 支給 され る こと 
に な り , 1962 年 か ら 全盲 者 に 対し て は , 終身 1 カ ヵ月 
1 万 8000 リ ラ , 両 眼 矯 正 視力 20 分 の 1 以内 は 1 万 
4000 Wicig asics た だ し 』T AA VAs 8000) 2p) 
上 の 収入 の ある 者 , また は 家族 に 1 万 5000 リラ 以上 
の 収入 ある 場合 は 除外 され る . また , 1968 年 か ら は , 

衣 者 の 介添 料 と し て 1 ヵ月 1 万 リラ が 支給 され る よ 
2 に な っ た . し か し , 盲人 連合 は その 後 も さら に 時 代 
に 即応 し た 年 金額 の 増額 を 要求 し た 結果 , 1970 年 か 
ら 全 盲 者 に 対し て は 1 ヵ月 3 万 2000 リ ラ , 両 眼 の 視 
力 20 分 の 1 以内 は 1 万 8000 リラ に 増額 され た ほか , 
年 金 受給 者 に は クリ スマ ス ボ ー ナ ス と し て 同額 を 支給 
する こと に な っ た . これ ら は 納税 能力 の な い 盲 人 に 対 
し て 支給 し , 家族 の 収入 に 関す る 条項 は 取 除 か れ て い 
る 





[その 他 の 援助 〕 盲人 連合 で は 盲 児 は 特殊 学校 , 中 
途 失 明 者 は リハ へ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ ー で 教育 , 訓練 
を 受け る よう だ 奨 原 す る SERS ERBOE UAE 
行け な い 盲人 に は 職業 指導 講習 会 を 開い て いる . そし 
て 安全 に か つ 有 効 に 職務 を 遂行 で きる た め に 必要 な 補 
助 用 具 の 供給 を 政府 に 要求 し て いる . た と えば , 電話 


交換 手 に 対し て は , 触覚 信号 器 , 点字 電話 帳 , タイ プ 


ライ ター な ど で あ る . その 他 鉄 道 乗車 賃 の 半額 割引 , 
ラジ オ 聴 取 税 の 免除 , 点字 器 , 点字 タイ プラ イタ ー, 
盲人 用 時 計 , 目覚 まし 時 計 , Aloo, 点字 用 紙 な 
ど を 供給 し て いる . 各地 方 支部 で は , 特別 協同 組 合 
(Special Cooperation Service) を 組織 し て , 家庭 訪 
問 や 読書 サー ビス を 行なう な ど , 個人 的 要求 に 応じ て 
いる . 

[失明 予防 ] 1966 年 角膜 移植 の た め の 機関 と し て , 
ドン ・ カ ル ロ ・ グ ノッ キ ・ セ ンタ ー (Don Carlo Gnocchi 
Center) を 設立 し , 失明 防止 に 活動 し て いる . Ek, 
各 支 部 に は 眼科 医 や 社会 事業 家 の 協 力 で 眼科 医療 セン 
ター を 設立 じ | 失明 防止 に 当 だ で いる NN NII 
年 に は 重複 障害 盲人 セン ター が 設立 され た . 

[文化 , 出版 お よび 宣伝 事業 ] モン ザ に 点字 書 と ト 
ー キ ング ブッ ク の 貸出 し 図書 館 が あり , フロ ー レ ンス 
の 国立 点字 出版 所 で は 1924 年 か ら 教科 書 や 楽譜 な ど 
が 出版 され て いる . また , 点字 版 , 墨 字 版 の 各種 定期 


刊行 物 の 出版 ・ 配 布 を 行なっ て いる . (土井 利家 ) 
[参照 文献] 
Nature and Purpose of the ltalian Union of the 
Blind, 1971. (豊岡 芳子 訳 ) 


スペ イン 全国 盲人 協会 
ian 


スペ イン 全国 盲人 協会 ( Organizaci6n Nacional de 
Ciegos de Espafia=ONCE ) は , 1938 年 12 月 1348, 
盲人 の 守護 聖人 と いわ れる セン ト ・ ル ン シ ー (St. Lu 
cy) OMAK, 法令 に よっ て 設立 され た 盲人 に 関す 
る 全国 的 統一 機構 で ある . その 法令 の 第 1 条 に は , B 
人 に 関す る すべ て の 団体 機関 は この 会 に 統合 され る よ 
う 規 定 さ れ て お り , Ek, すべ て の スペ イン の 盲人 は 
この 協会 に 入会 する こと が で きる こと に な っ て いる . 


組織 

協会 の 運営 は 最高 理事 会 に よっ て な され る が , その 
構成 は 次 の 通り で ある . 

議長 内 務 大 臣 , 一 議長 社会 事業 総裁 , 理事 スペ 
イン 全国 盲人 協会 長 と 会 員 5 人 (うち 2 AIBA). 
その お も ゃ も な 任務 は , 規約 の 制定 と 解釈 を 行ない , 協 
会 の 方 針 を 承認 する こと で ある . 同 協会 の 会 長 は 必ず 
BATCH 1C, 次 の 各部 署 を 統括 する . 

本 部 事務 局 で は , 協会 の 従業 員 2236 A, 際 時 雇 607 


盲人 の 福神 649 





人 お よび 会 員 1 万 7678 人 (1963 年 現在 ) の 書類 の 手 
続き 処理 に 当たる . 


事業 

お も な 事業 は だ いた い 8 部 門 に 分 か れ て いる . 

(① 教 育 部 は 主として スペ イン の 弟 青 少年 の 訓練 , 教 
育 お よび 成人 会 員 の 再 教育 に 当たる . その た め 四 つの 
育 学 校 を 経営 し て いる . 

(② 労 働 部 (収益 部 門 ) で は , キャ ラメ ル 工 場 を 2 ヵ 
所 , さら し 粉 ・ 洗 剤 製造 工場 を 1 ヵ所 経営 し て いる . 

マドリ ー ド の キャ ラメ ル 工 場 は , 最も 近代 的 な 機械 
を 備え を , 年 間 30 万 キロ グラ ム の キャ ラメ ル を 製造 し 
て いる . その 品質 は 市 場 で 好評 を 博 し , 委託 販売 を 行 
な っ て いる 盲人 の 仲買 人 か ら の 注文 に 追わ れ て いる . 

この 工場 の 管理 者 , 出納 係 , 30 人 の 女性 包装 係 は 盲 
人 で ある . 

サラ ゴ サ の キャ ラメ ル 工 場 は 。 マドリ ー ド ほど の 生 
産能 力 は な い が , 同じ よう な 特徴 を も っ て いる . 

バル セロ ナ に ある さら し 粉 ・ 洗 剤 製造 工場 は 最も 小 
規模 で ある . 全 職 員 が 盲人 で 経営 し て いる が , 一 般 工 
場 と の 過当 競争 で 収益 は あがっ て いな い . し か し , 理 
事 会 お よび 本 部 と し て は , 盲人 の 労働 問題 を 解決 し , 
労働 能力 の ある 者 を 積極 的 に 国民 所 得 の 一 要員 に する 
こと に 力 を 注い で いる . 

(⑬ 学 芸 ・ 宣 伝 部 は , 第 1 に 学芸 の 促進 を 図る こと を 
目的 と し , 中 央 お よび 地方 に 図書 館 を 設立 し て , その 
発展 を 期し て いる . 盲人 用 に は 点字 で , 弱視 者 に は 普 
通 の 文字 で の 書籍 , 雑誌 な どの 発行 , 音楽 会 , 文学 の 
み べ な どの 開催 , 各種 芸術 グル ー プ の 育成 , また , 協 
会 の 宣伝 と 普及 に 関す る あら ゆる 行事 を 推進 し て い 
る . 

協会 本 部 内 に 中 央 図書 館 , マドリ ー ド と バル セロ ナ 
に それ ぞ れ 地方 図書 館 , その うえ ぇ 地方 の 代表 部 と 四 つ 
の 学院 に も 図書 館 を 設置 し て お り , さら に 三 つ の 巡回 
図書 館 が ある . トー キン グ ブ ッ ク は 王立 イギリス 盲人 
援護 協会 の カセ ッ ト を 利用 し て いる . また , 本 部 と 地 
方 代表 部 と 四 つ の 学院 の 盲人 に よっ て 組織 され て いる 
音楽 グル ー プ も ある . 6 重奏 団 , 4 重奏 団 , 合唱 団 な 
CDH), その 中 の ある も の は , 晴 眼 者 に よっ て 作ら 
れ た 同じ ょ うな 楽団 と 競っ て 成績 を あげ て いる . ま 
た , 劇団 も i あ り , ラジ オォ や 協会 の 各種 セン ター で 行 な 
われ る 祭典 に 活躍 し て いる . 

点字 の 書籍 ・ 雑 誌 な どの 発行 の た め に は 三 つ の 印刷 
所 が 活動 し て いる . その 指揮 に 当たっ て いる の 公 宣 伝 


部 で ある . マドリ ー ド に ある の は 国立 印刷 所 の 性 格 を 
bb, 学院 で 使用 する 教科 書 を は じ め , 一 般 に 関心 の 
も た れ そ うな 小説 その 他 の 作品 が 印刷 され て いる . 

な か で も ゃ 浮 出 し に よる 挿画 の つい た ドン ・ キ ホー テ 
の 14 巻 が 目立っ て いる . この は ほか 4 種 の 点字 雑誌 が 定 
期 的 に 出版 され て いる . その う も , 工芸 ・ 女 学 ・ 科 学 
・ 芸 術 を 内 容 と する Relieves は 月 刊 で 知識 階級 用 で 
HA. 宗教 な ら び に 社会 生活 KRORDOD Destino 
Humano は , 月 々 の 協会 の 事業 の 動き が 載せ られ て 
Wana 

この 部 の も う 一 つの 活動 は 会 員 間 の チェ ス で , 多く 
の 地方 代表 部 の 「 ス ペイ ン 全 国 育 人 協会 チェ スク ラ 
ブ 」 の 創設 が 目立っ て いる . 会 員 た ち は 各 連合 選手 権 
や 試合 に 多く 参加 し て いる . EK, これ より 小 規模 で 
ある が ドミ ノ や トラ ング も ゃ 地 孝 = ミン クー ル な ど を 行 
症 づ で 楽 * あ RG いづ 、 

④ 管 理 ・ 統 計 部 に は , 協会 の 管理 が 集中 し て お り , 
毎年 , 本 部 , 地方 代表 部 , その 他 の 事業 の 予算 を 作成 
する . また , 予算 の 使用 , 他 の 部 署 の 監督 と 清算 は こ 
の 部 の 責任 で ある . 

(SLSR BIL, 協会 の 会 員 , 従業 員 , その 家族 に 
は 完全 医療 サー ビス と , 25 パー セン ト の 払込 金 に よ 
っ て 無制限 な 楽 剤 サー ビス を 行なっ て いる . また , 職 
員 に は 結婚 , 誕生 , 死亡 に 対し て も 交付 金 を 与え て い 
る . 
会 員 で あっ て , 全く 身体 機能 の 不能 な 者 は こども , 
青年 , 老年 に か か わら ず 年 金 を 与え て いる . 現在 , 
391 人 が その 思 恵 に 浴 し て いる . 会 員 お よび 職員 で if 
70 歳 以上 の 老齢 者 に 対 CIES RE TS. ES 
は 従事 年 数 に よっ て 異な り , 日 給 あ る い は 俸給 の 20 
パー セン ト 以 上 60 パーセント 未満 に な っ て お り , 196 
3 年 現在 の 年 金 受給 者 数 は 1214 人 に 上 っ て いる . 

会 員 お よび 従業 員 の 未亡人 に 対し て , 未亡人 の いな 
いと き は 未成 年 の こども また は 60 歳 以上 の 親 に 対 
し て , 勤務 年 数 な ど に よっ て 3000 ペ セタ ( 約 1 万 5000 
円 ) か ら 1 万 2500 ペ セタ ( 約 6 万 2500 円 ) の 補助 金 


_ RATS. 


(⑥ 衛 生活 動 促進 部 の 主要 任務 は , 入会 申請 書 の 眼科 
証明 書 を 調査 し , 協会 全体 の 医薬 サー ビス を 組織 統括 
する こと で ある . 

⑦ 協 会 の 財源 の ほとん ど は 「 育 人 クー ポン 券 」(blind 
coupon) の 販売 に よっ て 得 ら れ て いる . これ は 公営 
宝くじ の よう な も の で , 1 枚 1 ペ セタ ( 約 5 円 ) の も 
の 1000 枚 綴 り で 販売 され , 毎日 抽せん が 行なわ れ , 
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新聞 や ラジ オ で 発表 され 
“CV B, 

販売 は 盲人 に よっ て な 
され , 販売 人 の 手数 料 は 
40 パ ー セ ント , Bead, 
V4 72S 2 oe, 
残り の 12.5 パ ー セ ント は 
協会 本 部 に 納入 され る . 
これ ら の 業務 は , いっ さ 
い ク ー ポ ン 課 の 手 で 行 な I 
われ て いる . クー ボン を 売る スベ イン の 盲人 
(8⑧) ク ー ポ ン 券 印刷 所 は クー ポン 券 を 作製 し , 発行 ご 
に 起こ る いか な る 誤り ゃ 調査 訂正 で きる よう に し て 
いる . 

⑨ 地 方 代表 部 は , 協会 の 事業 , 普及 を 最大 限 に 行 な 
5 た め に 33 ヵ所 に 設け られ て いる . その 組織 は 本 部 
の 組織 に 類似 し , その 代表 お よび 業務 管理 責任 者 は 盲 
人 で ある . (森本 久夫 ) 

[参照 文献] 

Organizacién Nacional de Ciegos de Espana, 


1963. 
バ パラン Pe アー ィ Ae 


沿革 

バラ ンタ ン ・ ア テイ 協会 (Association Valentin 
Haiiy ) は 1882 年 , モー リス ・ シ ゼラ ン ( Maurice de 
la Sizeranne ) に よっ て 設立 され た . バラ ンタ ン ・ 
アテ ュ イ は 世界 最初 の 盲 学校 の 創設 者 と し て 有名 で あ 
り , 協会 の 名 称 + ト それ に あや か っ た も の で ある . 

シ ゼ ラン は 1857 年 , 由緒 ある 家柄 に 生ま れ 9 歳 の 
と き 自 宅 の 庭園 で 自分 自身 の 放っ た 矢 で 失明 LE. 
14 歳 の と き 盲 学校 に 入り , その 後 べ リ の 国立 の 学院 に 
移り , ここ で 音楽 の 才能 を 発揮 し , 1878 年 に は フル 
ー ト と ピア ノ 担 当 の 教授 と な っ た . し か し , 健康 上 の 
理由 か ら 退 職 し た . か れ に は 若き さと 富 と よき 友人 が あ 


+- 
7D fue 


この ころ の フラ ンス の 盲人 た ち は , ANA Y O78 
奏 ., ア ュ ー デ オン ひき , いす に わら を つめ る 仕事 な ど 
に た ず さ わ り , フラ ンス の 全土 に 散ら ば っ て いた . か 
れ ら は 自分 た ちの 要求 を 理解 し て くれ る 人 も な く , £ 
い に 孤 立 の 状態 に あっ た . さら に , ルイ ・ ブ ライ テ ユ の 
発明 し た 点字 の 本 さえ 不足 が か ち で あっ た . 

か れ は これ ら の 人 びと に , EF, 援助 の 手 を の ば す 





必要 に 人 迫 られ 
た . 46a 
人 の 社会 的 境 過 
改善 の た め の 会 
議 に た び た び 出 
席 し ieee 
DDD FE, 
事業 場 , 保護 施 
(SCC ie 設 な ど を 見 学 
さら に ドイ ツ や イギリス な どの 事業 を 視察 し た . 

1882 年 に は 「 点 字 の 略字 略語 表 」 続い て 点 字 雑誌 
Louts Braille な ど を 発行 し た . そし て バラ ンタ ン ・ 
アニ ュ イ 図書 館 な ども で きた . 1889 年 に は 公式 に 認可 き 
れ 寄 付 金 を 受け る こと が で きる よら に なっ た . 

シ ゼ ラン が 過労 の た め 倒 れ た の ちゃ 事業 は 拡大 きれ 
て いっ た . この 協会 の 財源 は , 会 員 の 会費, 一般 審 
付 金 , 政府 の 助成 金 な ど で あ る . Ek, 運営 は 総会 で 
選ば れ た 晴 眼 者 と 盲人 の 同数 の 理事 に よっ て な され て 


a 


いる . 





事業 

[博物 館 ] エド ガー・ ギ ボー (Edgar Guibeau) に よ 
っ て 1889 年 に 設立 され た . 図書 と 盲人 用 の 特殊 な 器 
具 と 物 を 集め て いる 実用 的 参考 資料 の セン ター TH 
る . 研究 者 た ち は 無益 な 試み を 避け る に は ここ を 見 学 
する 方 が よい と され て いる . 

[図書 館 ] 博物 館 を 補足 する た め の 分 館 で も あり , 
盲人 に 関す る 出版 物 を 収集 し て いる . この 図書 館 は シ 
ゼラ ン の 居住 する 一 室 に 始ま っ た の で ある が , 現在 は 
協会 の 建物 の 6 階 を 全部 使用 し て いる . 文学 , 歴史 , 
哲学 , 宗教 , 小説 , 旅行 記 な ど あ ら ゆ る 分 野 に わた っ 
て いる . こと に 音楽 の 手引 書 を は じ め ク ラシック と モ 
ダン 音楽 の 楽譜 1 万 5000 冊 な ど は , 多数 の 音楽 家 た 
ち に 利用 され て いる . 

た , ここ に は 印刷 され た 点字 図書 だ け で な く , & 
仕 者 に よる 多数 の 点訳 図書 の ほか テー プ や レ ュ ー ド に 
よる 声 の 図書 も る ある. 

[点字 印刷 所 〕] 協会 は 点字 出版 事業 か ら 出発 し た 
が , 1959 年 に は 年 間 250 万 ペー ジ の 点字 書 を 刷り 出 
し て いる . BAC 特別 な 情報 と 助言 を 与え る Louis 
Braille (<=, 科学 , 音楽 , 時 事 問題 な ど 掲 載 ) , 
音楽 雑誌 AozzZe Musicale, ピア ノ 調律 者 の た め の 
Claude Montal, 盲人 マッ サー ジ 師 OAR Bulletin 
des Masseurs な どの 定期 刊行 物 の ほか 多く の 図書 を 


発行 し て いる . 

。[ 赴 児童 援護 事業 ] 協会 は 盲 児童 に つい て は , 実際 
的 な 助言 と 補助 で その 両親 を 援助 し , 学齢 期 に 立 する 
と 読み 書き に 必要 な 手引 書 を 放 給 する . また , 小学 校 
に 入学 を 許可 され た 児童 に 対し 適当 な 指示 を 与え , 育 
学校 に 入学 する 児童 に 対 し て は 寄宿 舎 の 舎 費 入寮 仕度 
金 を 援助 し , 卒業 に 当たっ て は , 適性 に 応じ て 音楽 的 
な 職業 (オル ガニ スト ・ 音 楽 教師 ・ ピ アノ 調律 師 な 
ど ) か , 学校 の 教師 また は 手工 業 方 面 の 仕事 に 就職 で 
きる よう 仕向 ける . 

[ 家 精 薄 少女 の た め の 保 護 施設 : Chilly 一 Mazarin] 
この 施設 は 一 女性 慈善 家 の 援 助 に よっ て 作ら れ た も の 
で , フ ラン ス 唯 一 の も ゃ もの で ある . BHBOVER DI, 
ここ で 能力 に 適し た 教育 を 受け て いる . また , 家庭 に 
も どる こと も で きず , 十分 な 報酬 を 得る 仕事 も ゃ る でき な 
Me COST, こと に 残す て と に な っ て いる ,. 

[リハ ビリ テー シュ ン 工 場 :Ateliers de Rééducation 
des Adnultes ] 協会 は 中 族 和 失明 者 を , 他 の リハ ビリ テ 
ーション ・ セ ンタ ー に 入所 させ た り 適 切な 指導 を 行 な 
て いる が , 一 方 リ ^ ビ リ テ ー シ ョ ュ ン 工場 に 収容 し 
2777, Wt, が どど の 製作 を 教え て いる . 女 
性 の 盲人 に は , これ ら の 仕事 以外 に 編物 な ど を 教え , 
自宅 で きま ざま な も の を 作ら せ , 作品 は 協会 本 部 と パ 
リ の 中 央 に ある 売店 で 販売 し て いる . 

(+e 学校 Ecole de Massage Felicien ] 1907 
年 に ハ プ レー (Fabre) に よっ て 設立 され , 保健 省 
の 認定 を 受け て いる . フラ ンス に は 他 に も 同種 の 学校 
が ある が , この 学校 で は 理論 と 実習 は 数 人 の 医師 と 盲 
人 の 教授 に よっ て 指導 し , 病院 や 診療 所 に よっ て 補 
足 さ れ て いる . イギリス で は 免許 証 を 理学 療法 LE 
会 が 発行 する が フラ ンス で は 保健 省 か ら 変 付 さ れ て い 
の 

イギリス で は 理学 療法 士 は ほとん ど 病 院 勤務 で ある 
DB, フラ ンス で は 自営 業者 が 多い . フラ ンス に お ける 
理学 療法 士 は 1 万 200 人 お り , うち 700 人 か ら 800 人 
DEATHS. フラ ンス の 理学 療法 士 の 弱点 は , イ ギ 
リス に 比べ て 電気 光線 , 水 治 な どの 物理 療法 が で き な 
い 点 で ある . し た が っ て , 正確 に は 運動 療法 士 と いう 
べき で ある . その 事業 範囲 は マッ サー ジ と 医療 体操 お 
ょ びそ れ に 付随 し て 運動 練習 の た め の 機 械 , 器具 を 取 
扱う だ け で ある . 

800 人 の 盲人 理学 療法 士 の 中 で 病院 勤務 者 は 約 3 分 
の 1 で , 補任 給 は 約 1000 フラ ン ( 約 6 万 5000 円 で 全 
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は る か に 高 収入 と いわ れ て いる . 

[盲人 電話 交換 手 杖 成 ] 養成 期間 は , 基礎 訓練 9 カ 
月 , 総合 実習 3 カ ヵ月, 計 1 カ 年 で ある . 指導 に は 教科 
書 を 使用 し な い . 国語 の 発音 訓練 と 交換 機 の 初歩 的 な 
構造 , 模型 な ど を 通じ て 受信 お よび 発信 の 番号 に 対応 
し て の 訓練 , 実習 用 交換 機 を 使っ て の 指導 な どき び し 
く 行 な われ , 最後 に は 協会 ビル の 内 線 交換 業務 に 従事 
させ て 仕上 げ ぼる こと に し て いる . 

フラ ンス に は 1968 年 ご ろ 就職 し て いる 盲人 交換 手 
は 120 人 か ら 150 人 ぐら いで , 初任 給 は 800 フ ラン 
(5 万 1865 円 ) で 晴 眼 者 と の 差 は まっ た く な い . た 
だ , 電話 の 戸別 普及 や 人 件 費 の 合理 化 に よっ て , 電話 
交換 手 は 盲人 に と っ て すでに 過去 の 職業 と いわ れ て お 
り , 少な く と も 将来 性 は あま りな いと いわ れ て いる . 

盲 老 人 ホー ム ] 協会 で は , 盲 老齢 者 の た め 政府 の 
特別 手当 金 を 受け られ る よう 努め , 無料 の 養老 施設 に 
入る 必要 の ある 者 に は 便宜 を 与え て いる ほか , 自宅 や 
施設 に いる 彼ら に 対し 篤志 家 の 訪 問 や 現物 の 寄贈 品 の 
配分 な どの 便宜 を 図っ て いる . 

協会 で は 特に 恩給 の 一 部 を 払う こと の で きる 育 老 人 
だ け を 収容 し て いる . その 中 に 特別 の 区 画 が あっ て , 
耳 の 開 え な い 盲 人 た ち を 収容 し て いる . 

[その 他 ] 以上 の ほか , 盲人 用 具 の 販売 , 鉄道 運賃 
割引 証 の 世話 , 失明 予防 の 宣伝 事業 , MK O Ho 
A, 貧困 盲 人 に 対す る 被服 の 攻 給 , 初め て 就職 する 盲 
人 お よび 貧困 盲人 に 対す る 住居 , 盲 音楽 家 の た め 楽 器 
購入 の 援助 な ど を 行なっ て いる . 女性 の た め の 相 互 救 
済 (1'aide mutuelle feminine ) は , fl 独 な 盲 婦人 
や 病気 の 盲 女性 を 対象 と し て いる . そこ で は , 手 内 職 
ADGA EMAL, 製品 は 協会 の 手 で 販売 し て い 
る . また これ ら の 人 びと の た め Cgzsezze (か る い お 
し ゃ べり ) と いう 雑誌 を 与え て いる . 内 容 は 宗教 , 文 
学 , 音楽 , 編物 の ペー ジ な ど が ある . 

(澤田 武彦 ・ 長 岡 加藤 治 ) 
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外国 の 主要 盲人 施設 ・ 団 体 








for the Blind=CNIB) は 1906 年 , ある 盲人 が その 所 
感 点 字 図 書 を 郵送 に よっ て 盲人 た ち に 無料 貸出 し を 行 
な っ た こと か ら 始 まっ た と いう . 

1908 年 , その 盲人 の 死後 , か れ の 妻 が 婦人 会 な ど 
の 後援 を 得 て , トロ ント に 点字 図書 室 を 移し , 事業 を 
継続 し た . 

第 1 次 世界 大 戦 が 始ま っ て , 多く の 戦傷 失明 者 が 帰 
LK. それ ら の 人 た ちの た め に , 2ADKR BAH 
者 を 理事 に 迎え , 1917 年 に は トロ ント 婦人 音楽 協会 

(Women’s Musical Association) の 財政 的 援助 を 受 
け て 図書 館 を 拡大 する と と も に 職業 訓練 も 始め た . 

全国 の 多く の 婦人 た ち は , この 事業 に 大 き な 関 心 
を も ふち 1917 年 , 盲人 援護 カナ ダ 婦 人 協会 (Canadian 
Women’s Association for the Welfare of the Blind) 
を 結成 し , 財政 的 に 援助 する だ け で な く , 点字 図書 貸 
出し 事業 や , 戦傷 矢 明 者 の アフ ター ケア 事業 に 替 仕 を 
lees 

1918 年 , 戦傷 失明 者 と 市 民 泰 仕 者 と が 一 体 と な り , 
カナ ダ 盲 人 援護 協会 を 設立 する こと と な り , 戦傷 失明 
者 の 職業 訓練 を 行なう こと を 条件 と し て 連邦 政府 が 財 
政 的 援助 を する に 至り , これ を 法人 化し た . 

その 建物 は イギリス の 和 失明 軍人 訓練 セン ター の セン 
ト ・ ダ ンス タン ス (St.Dunstan's) の 設立 者 アー サー 
・ ビ ピアソン (Arthur Pearson) の 名 に 因 ん で , ピア 
ソン ・ ホ ー ル (Pearson Hall) と いっ た . 

1919 年 に な っ て , 協会 に 婦人 援護 部 (Women’s 
Auxiliary) が でき ぎ , 盲人 援護 カナ ダ 婦人 協会 は これ 
に 合流 し た . これ に 伴っ て カナ ダ の お も ゃ も な 都市 に 婦人 
た ちの 協力 体制 が 強化 され , 盲人 福祉 事業 が 一 段 と 強 
力 に 推進 され 今日 に 至っ て いる . 

本 部 に は 45 人 で 構成 され る 理事 会 か あり , 理事 の 
3 分 の 1 は 盲人 で ある . 協会 は 全国 の すべ て の 盲人 に 
奉仕 で きる よう に 地方 に 放 部 を 設け , 盲人 登録 制 を 採 
用 し て いる . 

各 放 部 は 州 お よび 都市 か ら の 助成 金 や 公 的 寄付 金 を 
WAVE UC, 図書 館 や 出版 事業 な ど を 行ない , K% 
に 近代 的 な 構造 と 機能 を も ゃ つ 施 設 を 建設 する に 至っ 
ii 

その 後 , トロ ント の 本 部 も 60 ヘクター ル の 土地 を 
AFL, 315 万 ドル (11 億 円 ) の 募金 を 得 て , 1950 
年 に 総合 リハ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ ー を 建設 し た . 
この 建物 が 完成 され た 際 , 創立 当時 の 功労 者 ペー カー 

(E. A. Baker) と ウッ ド (Jewis Wood) の 名 を 完 
し , ベー カー・ ウ ッ ド セン ター と 名 づけ た . 


事業 | 

[職業 訓練 と 就職 指導 ] 協会 の 最初 の 事業 は , 戦傷 
失明 者 の 更生 訓練 を 行なう こと で あっ た . これ は 点字 
の 指導 と 簡単 な 職業 指導 だ け で あっ た が , その 後 ピ ア 
ソン ・ ホ ー ル に 収容 し て , や な ぎ を 材料 と する バス ケ 
ッ ト 作 りや マッ サー ジ 術 な ど を 指導 し た . Lac, 晴 
眼 者 た ちの 盲人 に 対す る 偏見 が 強く , 戦傷 矢 明 者 を 一 
般 職 業 に 従事 させ る こと は 困難 で あっ た . 

そこ で , 協会 は 盲人 の 能力 を 証明 する た め に は 一 般 
市 民 と 同じ 職業 に つか せる 職業 訓練 が 必要 で ある と 考 
ak. オッ タン 唐人 援護 協会 (Ottawa Association 
for the Blind) で は 長年 に わた り 途中 矢 明 者 の 職業 訓 
練 を 行なっ て , ほう き 製 造 工場 へ 就職 させ た . 協会 は 
これ に な ら っ て , 同じ 訓練 方 式 を 採用 し , 1918 年 に 
工業 訓 練 部 を BAX, 1920 年 に は へ ヘリ ファ ックス , オ 
YR, 下 ロ ンド ウー ボッ グル バンク eee 
職場 で , 138 人 の 男子 が 働く よう に な っ た . Eh, ト 
ロン ト の 女子 工業 部 で は , 45 人 の 女子 が あし を 材料 
と し た バス ケッ ト 作 り を 始め , BIS YY, 機械 編 
物 , は た 織り な ど に 従事 し た . 

1965 年 に は その 生産 高 は 150 万 マル ク に 上 っ て い 
る . これ ら 盲 人 の 働い て いる 工場 と , 地区 工業 方 面 と 
の ネッ トワ ー ク が よく と れ , 発展 し て いる の は この 国 
の 特徴 で ある . 

1920 年 代 に は , 男子 盲人 の 職業 と し て 新聞 売り が 
取上げ られ 成功 し た . これ に 刺激 され , 工場 内 に 簡易 
な ラン チ ・ ス タン ド , 病院 や 公立 の 建物 , 大 学 の キャ 
ン パ スム な ど に 人 だ た ば と の 売 直 や キャ ン デ ョ 2 ZN 
な ど が 設け られ 盲人 の 職場 と し て 発展 した. 

1932 年 に 至り , 盲人 の 速記 者 が 政府 や 会 社 に 進出 
し , 電話 交換 の た め に は 点字 に よっ て 表示 され た 特殊 
Te ACPA & BASEL, これ を 用 いて 訓練 を 開始 し た . 

第 2 次 世界 大 戦 に よる 軍 埋 産業 の 発達 に 伴い , 盲人 
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の 職業 は 急激 に 増加 し た . 1940 年 代 の 初期 に は, 製 
造 業者 は 組立 て 作業 が 盲人 に と っ て 可能 で ある こと を 
認め , 集団 的 に 雇用 し た . 1943 年 に は 組立 て 作業 の 
下請 制度 を と り , 家庭 用 の ヒュ ー ズ と 海外 向け 船荷 用 
の 砲弾 容器 の 組立 て 作業 な ど を し た . 戦後 に は , Xt 
線 の 組立 て 作業 の 分 野 が 開か れ た . Ek, 多く の 男女 
冒 人 が 病院 や 商社 で 暑 室 で 働く 仕事 に 進出 し た . 1965 
年 に は 州 政府 と 協会 は マニ トバ 大 学 の 協力 を 得 て , ュ 
ンピュータ ー・ ブ ログ ラミ ング 科 を 設け , プロ グラ マ 
ー を 養成 し た . この 訓練 は 非常 な 成功 を お さめ , 現在 
は 1 カ年 旬 許 コー ス を 設け て いる . これ ら の 専門 職 に 
従事 し て いる 盲人 は 2200 人 いる . 

BABS) 盲人 図書 館 の ほか に 1935 年 に は 点 
字 を 読め な いい 盲人 の た め , トー キン グ ブ ッ ク に よる 図 
書館 を 開設 し , 1964 年 に 至り 録音 テー プ に 切換 えら 
れ た . 1968 年 現在 , 1 万 本 の テー プ 書 (1800 種 ) を 
所 蔵 し て いる . この ほか 2 万 5000 枚 の 円 般 の トー キ 
ング ブッ ク ( 900 種 ) と 2000 冊 の 点字 楽譜 , 2 万 70 
00 冊 の 点字 図書 ( 5000 種 ) を 有 し , カナ ダ 全 土 に 毎 
目 , 2000 キロ グラ ム 以 上 を 郵便 物 と し て 発送 し て い 
の: 

[失明 防止 ] 視力 保存 の 事業 は 協会 の 重要 な も の の 
ー つ と し て 取上げ , 眼病 や 事故 に ょ る 和 失明 予防 に 万 全 
を 期し て いる . 

1918 年 に ハリ ファ ックス の 学校 内 に 視力 保存 ク ラ 
ス を 設け , 1920 年 に は トロ ント の 学童 の 視力 検査 を 実 
施し た . また , 視力 保存 に 関す る 雑誌 Serying Sight 
を 発行 し て いる . 1945 年 に は 北極 地区 に 眼科 治療 班 
を 派遣 し , 206 人 の 患者 を 治療 し た . 1955 年 に は トロ 
ント 大 学 の 協力 を 得 て , オン タリ オ ・ ア イベ バン ク を 組 
ML, 多く の 患者 に 角膜 移植 を 行なっ た . 

_1958 年 に は トロ ント 病院 と 協力 し て 弱視 診療 班 を 
組織 し , 弱視 用 レン ズ の 使用 を 奨励 し て いる . 1962 年 
ILE. A. ベー カー 和 失明 防止 協会 (E.A. Baker Foun- 
dation for Prevention of Blindness) を 設立 し て , ff 
科 医 に 奨学 金 や 特別 助成 金 を 衣 給 し , 失明 防止 に 必要 
な 調査 , 研究 や 器具 の 設備 な ど に 援助 し て いる . 

一 般 大 衆 に 対し て は , HORE, 視力 の 重要 性 を 啓 
発する た め の 講 演 会 や 映画 会 の 開催 , パン フレ ッ ト の 
発行 な ど を 行 な っ て いる . 失明 防止 運動 は , 1915 
年 , 活動 を 開始 以来 , 現在 も な お 続け て お り , 約 7 万 
人 の 患者 に 対 し 無料 診療 を 行なっ た . (土井 利家 ) 
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当初 , 重複 障害 児 の 教育 に 関心 の ある オー スト ラリ 
ア の 人 びと が , イギリス を は じ め ョ ヨー ロッ ズバ 諸国 , ア 
メリ カ 合衆国 な どの 諸 施 設 を 見 学 し , 1866 年 。 オー 
スト ラリ ア で 最も すぐ れ た 盲人 の 社会 復帰 訓練 セ ンタ 
ー と し て メル ボル ン に ロイ ヤル ・ ビ クト リア 盲人 援護 
協会 (Royal Victorian Institute for the Blind= 
RVIB) を 築き あげ た . この 盲人 福祉 事業 は , 民間 団 
tk, 一 般 人 , 政府 の 援助 に よっ て 発展 を 遂げ て いる . 
この 舌 会 の 各 職 場 に は , 現在 約 300 人 の 職員 が お り , 
う ち 150 人 は ほ 衣 人 で ある . 


姜 護 学校 
盲 児 の 看護 と 訓練 は , RV 1IB の 独特 な 責務 と され 
TWH. バー ウッ ド に ある 設備 の 整っ た 寄宿 制 義 護 学 
校 は 104 年 の 歴史 を も ふち, 最も すぐ れ た 学校 の 一 つと 
Lt, 広く 世界 に 知ら れ て いる . 同 校 で は , 高度 に 訓 
練 さ れ , 暖か い 愛 情 を た た えた 油 身 的 な 職員 が , Ble 
の 成長 に 伴 2 自信 や 技能 を 進展 させ る よう あら ゆる 機 
PREZ WD. 普通 の 学校 に 入学 する 準備 の ほか 
に , 晴 眼 者 に 劣ら な い 基礎 を 作る 歩行 訓練 や 感覚 訓練 
が 行なわ ち わ れ て いる . 中 で も , ペッ ト と な る 動物 の 世話 
は , こども た ち に 人 気 が あ る . 動物 に 餌 を 与え る と い 
うこ と は , 困難 な こと で ある が , こども た ち は 楽 し み 
な か が ら 世 語 を し て いる . 水泳 で は , 1 年 間 に ジ ュ ニ ア 
級 の 水泳 資格 者 17 人 が 誕生 した. その fh, ボー イス 
i DA AA a LAT み リ ケッ トト 。 
クラ ブフ 活動, 自転 車 乗り な ど 多 種 多様 な 趣味 が ある . 
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重複 障害 児 セ ンタ ー 

病院 形式 で 設置 され て いる この 施設 は , か な り 重 度 
の 重 復 障害 を も つ 盲 児 に ,。 で きる 限り 機会 を 提供 し , 
その 障害 の 克服 に 努め て いる . 1970 年 8 月 の 初め に 
IZ, 10 人 の 重 復 障害 児 が 入学 許可 され た . 


リハ ビリ テー ショ ン 訓 練 セ ンタ ー 

1963 年 に 設立 され た . 医学 , 心理 学 , 社会 学 な ど 
あら ゆる 面 か ら , 盲人 の 諸 問題 を 探求 し て 妃 り , 特に 
仁 会 と の 関係 を 重要 視 し て いる . 収容 人 員 は 60 人 , 
訓練 期間 は 2 週間 か ら 12 ヵ月 で ある が , 各個 人 の 必 
要 に 応じ て 決定 され る . 訓練 課程 は 個人 に 応じ て 作成 
され , 指導 員 は 生徒 に 押し つけ の 授業 を し な いよ う 記 
注意 を 払っ て いる . 職員 構成 は 歩行 指導 員 4 人 , タイ 
ビン グ 指 導 員 1 人 , 点字 指導 員 1 人 , 家庭 指導 員 1 
人 , 手芸 指導 員 2 人 , 電話 交換 指導 員 2 人 , その 他 
12 人 と な っ て いる . 訓練 課目 は タイ ビ ピング (商業 用 
KAD, 著 通 タイ デブ )。 4 CRIS eae 
AY), 家庭 (料理 , 化粧 , ドレ ステア ッ プ ), FEC 
スケ ッ ト 。, 総 画 , 手芸 ), 点字 教室 , 電話 交換 手 養 成 , 
組立 て 作業 , カー ベッ ト 繊 り , 体育 な た ど で あ る . = 
Fe PPR FT, Bil - ASP ASB] Fee wEvY 
グ な どの 戸外 レク リエ ーシュ ン も を 壮 励 し て いる . 1971 
年 現在 , 73 人 の 訓練 生 が 訓練 を 受け て いる . 


独立 手段 一 雇用 

盲人 を 適切 な 職 皮 に 就職 させ る こと は , RVIB の 
最も 重要 視 し て いる 点 で ある . 商業 , 工業 方 面 に 盲人 
を 就職 させ て いる . これ ら の 中 に は , ゼネ ラル モー タ 
ー ス , フォ ー ド , コダック 社 な ど 締 働い て いる 者 も あ 
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老 言 人 ホー ム 

BAOHE CABEVBAL, 楽し く 暮 ちら させ る 
た め に , 図書 館 (トー キン グ ブ ッ ク の 貸出 し ), 手芸 
セン ター が 設け られ て いる . また 外出 の 際 の 輸送 機関 
は 無料 で 提供 され る . 


授産 工場 

ここ に は 約 150 人 の 盲人 と 20 人 の 晴 限 考 が 働 い て 
いる . この 施設 は 州 政 府 か ら 5500 ボン ド の 助成 金 を 
受け て いる が , 実際 は 55 万 ボンド が 必要 経費 な の で , 
事業 の 収益 と 一 般 寄 付 金 に よっ て まかなっ て いる . 仕 
事 の 内 容 は , 伝統 的 な マッ ト 作 り , か ご 作り , ブラ シ 





作り な ど で , WE, DER, 2277, た ば こ な ど の 
付 つ め な ども し て いる . 製作 品 は , HO Swiss 
500 の 委託 売店 か ら 電 要 者 に 供給 され る こと に な っ で て 
いる . 


図書 館 

点字 図書 は イギリス や アメ リカ か ら 購 入 し て いる .。 
さら ほ に, 点訳 奉仕 者 に よっ て 増 曲 も し て いる . トー キ 
ング ブッ ク (カセ モット ) は , お も に イギリス か ら 来 め 
て いる . (日 系 喜 均 三 ) 
| 参照 文献] 

山下 武雄 報告 書 | オーストラ リア の 盲人 事情 た つい 
て 」 昭和 39 

Annual Report 1970, Royal Victorian Institute 
for the Blind. 


AY FEARBEBS 

沿革 

イン ドド 盲人 援護 脇 会 (National Association for the 
Blind = NAB) tt, イン ド に お ける 盲人 の リハ へ ビリ 
テー ショ ン , 就業 お よび 文化 事業 を つか さき どる 唯一 の 
民間 総括 機関 で ある - 協会 削 立 以前 は , 全国 に 32 カ 
所 の 盲 学校 と 10 カ所 の 盲人 施設 が 敵 在 し て い た が , 
相互 間 に は 何ら の 連携 は な か っ た - そし て 政府 が 盲人 
事業 に 関心 を も ち 始 め た 当時 は , 盲人 問題 に つい て 語 
り 得 る 団体 も な く , 海外 の 盲人 施設 , 団体 や 国際 機関 
£44 CH ORRERELA どい な か っ た - 

政府 当局 は ボン ベイ で 盲人 福祉 事業 に 献身 する 盲人 
beta lL. 1948 年 に 第 1 回 育 人 事業 家 州 会 議 を 
開催 し た . この 会 議 で は , まず , イン ド 点 字 の 統一 韻 
題 を 取上げ , バラ ティ 語 に 統一 する こと を 決め た . 次 
いで 1952 年 , アル パイ ワラ (R.M. A. Alpaiwara ) 
が 中 心 と な り , 全 イ ンド 盲人 事業 家 の 人 同 と 政府 の 援 
助 に よっ て , イン ド 盲 人 援護 協会 が 発足 し た . その 
後 . 協会 は 盲 人 福祉 の 増進 を 図る た め 全 州 に 放 部 を 設 
th. 協会 は 毎年 。 全国 イン ド 会 議 を 開い て いる が , 
1962 年 に は 10 周年 記念 式典 を 催し , 記念 事業 と し 
て , 点字 , 手工 業 , お よび 音楽 の ュ ン クー ル を 開催 
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事業 
最初 取上げ られ た 事業 目標 は , ① 斉 人 の 福祉 を 
4. ② 盲 人 援護 機関 と 施設 問 お よび 福祉 事業 家 と の 審 
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接 な 共同 作業 , ③ 和 失明 防止 と 治療 活動 , ④ 職 業 訓練 セ 
ンタ ー の 設置 , ⑤ 盲 人 事業 家 会 議 に よる 盲人 問題 の 討 
im, ⑥ 和 盲人 用 具 の 開発 , ⑦ 盲 人 図書 館 お よび 点字 印刷 
所 の 設置 な ど で あ っ た . 

し か し , 当初 , これ ら の 事業 を 実現 する こと は 容易 
で は な か っ た . 1962 年 の 10 周年 記念 式典 を 境 に 国 お 
ょ び 州 政府 を は じ め 奉 仕 団体 や 民間 人 に よ ょ り 名 実 共に 
国家 的 盲 人 福祉 事業 の 統一 機関 で ある こと を 認め られ 
る に 至っ た . 

国際 的 に も 世界 盲人 福祉 協 人 会 ( World Council 
for the Welfare of the Blind 王 WCWB ) に 加盟 し , 
6 人 の 代表 会 員 を 選び , 同 協議 会 の 総会 の つど , 代表 
を 送っ て いる . その 他 , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 
(American Foundation for Overseas Blind==AFOB), 
FAVA BAB HWA (American Foundation for the 
Blind = AFB) , 王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 
(Royal Commonwealth Society for the Blind = RC 
SB), £vw1¥) ABA# # HZ (Royal National 
Institute for the Blind = RNIB), -“-+YVABY 
校 ( Perkins School for the Blind ) 7; EE & A 渉 を 
bb, 奨学 金 や 盲人 用 具 の 表 給 な ど は , TNTCOW 
会 を 通じ て 行なわ れ て いる . また , 盲人 福祉 事業 に 関 
する 国 お よび 州 政府 の 顧問 会 の 指導 委員 会 に 協会 代表 
が 参加 する 制度 も 開い た . その 結果 , 設立 当初 の 方 針 
に より 次 の よう な 事業 が 具体 化 さ れ た . 


(1) 農村 地区 の 多く の 職 の な い 盲 人 の た め に , 1960 


年 に タタ 盲人 農業 訓練 セン ター ( Tata Agricultural 
Rural Training Center for the Blind) を 開設 
Lk. この セン ター の 訓練 地 の 広 さ は 約 97 ヘ クタ ー ル 
で , この 種 の 施設 と し て は 世界 最大 と いわ れ , 毎年 50 
余人 を 訓練 し て お り , アメ リカ 職業 更生 局 , RCSB や 
AFOB な どか ら の 援助 も あり , イン ド だ け で な く 東 南 
アァ ジア 諸国 の 中 央 訓練 セン ター と し て 活躍 し て いる . 





イン ド の 盲人 授産 所 


(② 一 般 企業 に 不適 当 な 盲人 の た め , 1963 年 に BA 
授産 工場 ( Workshop for the Blind ) が ボン ベイ に 
建設 され た . 事業 内 容 は 一 般 産業 , 下請 作業 お よび 軽 
工業 の 3 部 門 に 分 か れ 約 100 人 が 就業 し て いる 

(3③ イ ンド 失明 防止 協会 National Society for the 
Prevention of Blindness ) は , 1959 年 に に ニュー デリ 
—(cw wag, カウ ア (R.A. Kaur ) # tap ite 
活動 し て いる . 

(4 盲 教育 の 向上 の た め に は , まず , 教師 の 養成 が 先 
RCHSELT, 1960 年 , マドラス に イン ド BAF 
者 養成 所 ( National Academy of Teachers of the 
Blind ) を 設置 し た . この 養成 所 は , 協会 と 全国 クリ 
スチ ャ ン 同 盟 ( Christian Union) と の 合同 で 経営 さ 
れ , 毎年 8 人 か ら 10 人 を 養成 し て いる . そし て, 優 
秀 な 者 は アメ リカ や イギリス の 模範 的 な 施設 また は 盲 
学校 に 留学 させ て いる . Ek, 少数 は 管理 職 と し て の 
訓練 を 受け させ る た め , RNIB に 送っ て いる . 

⑤) 盲 人 福祉 事業 に 従事 する 者 の た め , 盲人 福祉 に 関 
する 活字 図書 の 必要 性 を 痛感 し ボン ベイ ・ ラ イオ ン 
24 ラ ウッ 9 アク 4 の ル 0 ヒビ ケ (CU で WM960. 人 年 INAB 
ライ オン ズ 盲 人 図書 館 が 建設 され , 盲人 間 題 に 関す る 
多く の 書籍 や パン フレ ッ ト を 備え た . これ ら は 盲人 施 
設 お よび 全 イ ンド の 盲人 福祉 事業 に 従事 する 者 に 無料 
で 貸出 され て いる . 点字 図書 の 出版 $ 行 な ち われ て いる 
が , 将来 は ヒン ズー 語 や 地方 語 で も 刊行 され る よう 要 
AACS. 

1963 年 か ら ト ー キ ング ブッ ク の 製作 を 始め た が , 
Dyed) Peseta ik gs nel etic I 
か ら 特 殊 録音 装置 と , 100 台 の テー プレ ュー ダ の 寄贈 
ee es 
味 あ る も の が 大 部 分 で ある が , BRFAOBRICIEU 
て 教科 書 も 録音 され て お り , 月 刊 雑 誌 が 最も 多く 利用 
Sr Gye 

(6 イン ダス トリ アル ・ ホ ー ム (N.S. Industrial 
Home ) (i, 1917 年 , シャ ー ( S. A. Shah ) と チャ 
に 2 クン 00 (NII(ONGM6M00 よっ で ボ シベ ペイ に 
設立 され た が , これ を 協会 の 事業 に 移し , 老齢 や 身体 
虚弱 の 填 人 を 収容 し , か れ ら に 適し た 職業 を 与え て 市 
Bue Gar SES LOS Clee. FEE IT K 
工 仕事 , いす の 修繕 , 編物 , 製本 な ど で あ る . 

(NE, 盲人 の オー ケス トラ バン ド を 組織 し て いる 
が , イン ド の クラ シッ ク と 映画 音楽 で は 最も すぐ れ て 
いる . 


(8) な お , 中 途 和 失明 者 の た め に 次 の 3 カ所 に リハ ビリ 
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テー ショ ン ・ セ ンタ ー が 建設 され て いる . フェ ロス ズ , 
ノシ ー ル メル ワン ジ ・ り へ ビリ テニ ン ュ ョ ン セ ンタ ー 
( Pheroz and Noshir Merwonji Rehabilitation 
Centers), な ら び に パイ ロッ ト ・ デ モン スト レー ショ ュ ョ ン 
・ リ ハム ビリ テ ー シ ョ ン モ センター(Pilot Demonstration 
Rehabilitation Center ) な ど で あ る . (土井 利家 ) 

[参照 文献 ] 

岩橋 英 行 「 イ ンド 政府 主催 盲人 職業 教育 セキ ミナ ー・ 
世界 盲人 福祉 協議 会 実行 委員 会 ・ 東 南ア ジア に 於 ける 
盲人 福祉 事業 施設 視察 報告 書 ] 日 本 ライ ト ハ ウス 
昭和 34 

Ahuja, S.C., The National Association for the 
Blind, 1960. 

The Blind Can Build, Department of Social Secu- 
rity, Government of India, 1967. 
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沿革 

1943 年 , 第 2 次 世界 大 戦 に よる 戦傷 失明 者 の 職業 
訓練 の た め , セ モント ・ ダ ンス タン ス ・ ホ ステ ル (St. 
Dunstan's Hostel) が デラ ドン に 開設 され た . その 後 
戦傷 失明 者 で ある 訓練 生 が 少な く な っ た の で ,1950 年 
CE) ILO の 援助 の も と に イン ド 政 府 が 一 般 中 途 失 
明 者 の た め の 国 立 盲 人 訓練 セン ター (Training Center 
for the Adult Blind under Ministry of Education, 
Government of India) と し て 再発 足し た . デラ ドン 
で は , 1951 年 に は 点字 出版 所 , 54 年 に は 盲人 職業 投 
産 所 , 57 年 に は 盲 婦 人 訓練 所 。 59 年 に は モデ ル 小 学 
校 , 62 年 に は 点字 図書 館 と 職業 訓練 セン ター が 相次い 
で 設立 され た 。 


事業 

職業 訓練 セン ター は デラ ドン に 設置 され , PRE 
者 を 中 心 に 訓練 を 開始 した. 入所 資格 は , 盲 以外 に 重 
要 な 障害 を も た な い 50 歳 以 下 の 者 で , ① 和 失明 し て 3 
年 以上 の 者 , ② 戦 争 で 失明 し た 者 , ③ 州 政府 お よび 他 
の 公 的 機関 か ら 訓 練 終 了 人 後に 雇用 する 約束 で 委託 され 
た 者 な ど を 優先 的 に 入所 させ る . 

イン ド に お いて は , 第 2 次 世界 大 戦後 , 産業 が 急速 
IC$EL, 言 人 の た め に 新 し い 窓 が 開 す て きた . それ 
は 一 般 産業 に お いて , 何 回 と な く 反 復 さ れる 作業 に 従 
事 で きる と いう こと で あっ た . この 種 の 仕事 は , . 従 来 
の 熱 練 を 要する 家内 工業 より すぐ れ て お り , 近代 産業 








の 複雑 な 工程 の 一 つと し て 広範 囲 に - わた っ て いる の 
で , 盲人 の 訓練 計画 に 取入れ る の に 適当 で あっ た -. 
中 途 失 明 者 の 訓練 の た め , セン ター は まず 家内 工業 
の 作業 か ら 始 め た . 次 いで 軽工業 へ と 移行 する た め 
に 専門 の 指導 者 と し て , 1962 年 ILO か ら タ ー ナ ー 
(Elis Turner) が 派遣 され た . 最初 に と られ た 段階 
の 一 つ は , 訓練 の た め に 一 般 機 械 を 解体 し ふたたび 
粗 立て る 作業 で あっ た . 次 に 自転 車 の 組立 て や 修理 の 
訓練 エース を 設け た . 

続い て 軽工業 訓練 の た め , 詳細 な カリ キュ ラム を 作 
りあ げた . この 第 1 の 眼目 は , 盲人 は 目 を 使い 得 な い 
の で 一 般 的 に 行なわ ち わ れ て いる 作業 に 就 か せる た め の 基 
本 的 技術 を 写 え る こと で あっ た . CORD, 訓練 セン 
ター で は 手動 ・ 電 動 両 方 の 機械 を 使い , 点字 板 の 板 を 
作ら せ , 全 属 機械 の 部 門 で は , BS, 点字 板 , ゲーム 用 
具 , 計算 板 , 自 ス テッ キ な ども 作っ て いる . こう し た 
生産 品 は ネパール , パキスタン , マレ ー シ ア , Bre 
ど 8 カ国 に 輸出 さて いる . お も な 使用 機械 は プ レス , 
ドリ ル , ミー リン グマ ジン | 旋 軽 | フラ イネ 組ま 
ある . 

カリ キュ ラム の うち 最も た いせ つ な も の は , 最初 の 
2 週間 に 行 な ち れる アセ スメント で ある . これ は 大 小 
の 穴 の ある 板 に , 穴 の 大 き さ に 合わ せ た 棒 を 差 込 む 練 
習 で ある . 次 に 台形 , 3 角形 ,. 平行 4 辺 形 な ど , いろ 
いろ な 形 の 金属 板 を 組合 わ ちせ て , さま ざま な 形 を 組立 
CH. 7 種類 の 板 で 54 種 の 形 を 作り 出す こと が で き 
A. また , 1 3 セ モン チ メ ー ト ル か らら 4 ミリ メー トル ま 
で の 厚 さ の 金属 板 を 使い , 指先 き を 通じ て , 長 さ の 知 
ak, 概念 を 覚え る . ノギス は 大 中 小 の 3 組 に 分 か れ , 
これ に よっ て 直径 の 計り 方 の 訓練 を する . デン マル ・ 
イク イベ バレ ン ツ は 各 単 位 を 較 記 させ る 十進法 に よる 練 
習 で ある (1 メー トル テ 100 セン チ メ ー ト ル と いっ た 
も の ) 以上 の よう に カリ キュ ラム の 第 1 の 眼目 は , 目 
を 使わ な いで 一 般 的 に 行なわ ち れ て いる 工業 作業 に 就く 
た め の 基 本 的 技術 の 習得 で ある . 

これ が 終わ る と , 機械 技術 の 訓練 に 入る . まず , 基 
礁 的 訓練 と し て , の こぎ り の 使用 法 , 長 さ 測定 器 や 補 
助 器具 な どの 使用 法 に 及ぶ . 次 の 5 週間 は ドリ ル や ら 
せん 付け 作業 で , 次 は フラ イプ レス の 使用 訓練 で , 切 
断 , 刺し 通し , 曲げ た り 組立 て た りす る 多く の 操作 を 
教え る . 

手回し プレ ス 作 業 に 慣れ た の ち , 電動 プレ ス 作業 に 
移る . これ は 非常 な スピ ー ド と 正確 さ で 動き , より 重 
い 金 属 を 使用 する . 
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以上 の ょ うな 主要 な ュー ス を 終了 し た の もち, 特別 訓 
練 と し て 8 週間 か ら 10 週間 の 製粉 機械 と 巻き 上 げ 機 
械 の 旋盤 (capstan lathe) 作業 の 訓練 に は いる . これ 
ら は 軽工業 に 使用 され る 二 つ の 基本 的 機械 作業 で あ 
る . これ ら の 機械 は , ユニ セ フ (UNICEF) か ら の 
提供 に よっ た も の で ある . この セン ター の 最初 の 目的 
は , 必要 な 技術 を 授け る こと で , 身体 障害 者 特別 就職 
あっ せん 所 で 行なわ ち れ る . すなわち , この セン ター の 
目標 達成 の た め に 盲人 自身 が 共同 社会 で 十分 満足 し た 
生活 が で きる よう に 指導 する こと を 第 1 義 と し , あら 
ゆる 面 で 各自 の 個性 を 伸ばす よう 指導 する . し た が っ 
て , 訓練 は 単に 機械 操作 に 備え る だ け で な く , 常に 他 
人 の 援助 を 仰 が な いで や れる よう 教育 され る . 

一 例 と し て , 1962 年 まで に マドラス の 職業 あっ せ 
ん 所 は デラ ドン 訓練 生 146 人 を 就職 させ た . その うち 
盲 婦 人 2 人 を 含む 約 25 人 を バン グレ アー の イン ド 電 
語 会 社 に あっ せん し , 電話 の 部 分 品 の 製作 や 組立 て に 
従事 させ て いる . 

訓練 生 は すべ て 入所 後 3 ヵ月 間 は 履修 科目 の 習得 状 
WeBBAShHS. 3 カ ヵ月 終了 ころ に な っ て 訓練 に 適し 
な いと 判断 され れ ば 原則 と し て 退 所 させ られ る . 

課外 活動 と し て は , 音楽 会 , 討論 会 , 演劇 , 園芸, 
Pe BAA, ピク ミック な ど が あり , これ 
ら も カリ キュ ラム で 欠 察 材料 と され て いる . 

(土井 利家 ) 
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タタ 農業 訓練 セン ター 


治 

タタ 農業 訓練 セン ター (TATA Agricultural and 
1 Training Centre forthe Blind) Vk, イン ド 
盲人 援護 協会 に よっ て ファ ン サ に 設立 され , 農村 に お 
ける 型 人 の 職業 的 リハ ビリ テー シュ ン 施 設 と し て は , 
世界 的 な も の で ある . アメ リカ 政府 も この 種 の 事業 の 
重要 性 を 認め , 財政 的 援助 と 技術 的 指導 を 与え て い 
r= 

同 訓練 所 は 一 般 に TACEB と し て 呼ば れ て いた が , 
1960 年 ファ ン サ に ある 所 有 地 97 ヘクター ル を イン ド 
旨 人 援護 協会 に 寄贈 し た タタ ス (Tatas) の 名 に ちな 


tk, いな か 向き の 細工 


| ④ な わ や テー プ な ど に よ 


ん で タタ と いわ れる よう に な っ た も の で ある . 

イン ド の 盲人 は ほとん と 農 村 出 身 で あり , 都市 に お 
ける 球 職 は きわ め て 困難 な 実情 に た あ る. し た が っ て , 
目 然 環境 の 中 で 労働 し , 生活 で きる 機会 を 与え る 方 が 
効果 的 で ある と し , この セ モン ター で は , 毎年 50 人 な 
いし 70 人 を 収容 し て 農業 訓練 を 施し , 農村 に 定住 さ 
GAOL AME LTS. 

© Dal BUC DE re RIT 1 人 に つき 2500 ルピー 
(12 万 円 ) で , その ほか 再 定住 の た め に AHORE 
費 , KS, 農具 お よび 農家 で 飼育 する 鳥 な どの た め に 
ほほ 同額 の 目 立 生活 仕度 金 を 準備 する 必要 が ある . All 
重 セン ター は 財政 的 に 常に 困難 な 状態 に ある に も か か 
わら ず , 1975 年 まで に 1000 人 の 盲人 を 訓練 し , 農業 
に 従事 する と と の で きる よう 計画 し て いる . 


訓練 計画 

訓練 セン ター で は , 農業 訓練 を 施す た め に , 農作業 
に 必要 な 基礎 教育 と 実地 訓練 を 行ない , 訓練 終了 後 の 
農村 定住 の た め , 綿密 な 指導 計画 を 立て て いる . 
新しい 入所 生 に 対 し て は , 最初 に 同じ こと ば を 話す 
同 地方 出身 の 先輩 の へ や に 同居 させ , 日 常 生活 を 通じ 
て 教育 用 語 で ある ヒン ズー 語 を 自然 に 学び と る 方 法 を 
講じ て いる . 次 いで 同僚 と の 交遊 を 通じ て 集団 生活 の 
規律 を 守る よう に し , 清潔 な 生活 様式 や 衛生 観念 の 向 
上 を 図る よう に 努め る . 

訓練 室 で は 指導 員 か ら , まず ① 身 体 的 行動 の 自由 , 
② 点 字 の 読み 方 , 書き 方 , ⑧ 日 常 経費 の 計算 が で きる 
程度 の 算数 , ④ 簡 単 た 料理 , ⑤ 土 地 に つい て の 知識 , 
⑥ 関 作法 令 の 概要 と 政府 や 地方 自治 体 に つい て の 知識 
を 教え る . これ に 続い て 農作業 の 実際 と し て , ORM 
BSE + < EO LE OLEWMORHED: DIRK E CID 
要 な 技術 , QRS, FLOW SA + E+ OX LOMA 
法 と , 病気 の 症状 と その 手当 て 法 に つい て の 簡単 な 知 


物 や , 売店 や 小屋 な どの 
簡易 構造 物 の 大 工 仕事 , 


る バス ケッ ト の 作り 方 な 
ど を 教え る . 

訓練 は 18 カ月 か ら 24 
カ月 に わた っ て 続け られ 
る . 訓練 生 の 年 齢 は 16 歳 
か ら 40 歳 ま で と し , 家 
FESS, 健康 状態 な ら び 





タタ 畑 業 訓練 所 訓練 生 の 耕作 
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に 農業 訓練 の 適性 度 な ど を 判定 し て 受入れ る . そし て 
まず 15 日 か ら 3 ヵ 月 間 の 観察 期間 を 設け , この 間 に 
も し 不適 当 と 判別 され た 者 は 訓練 を うち 切り 家 へ 帰 
+. この 期間 に 訓練 生 自 身 が , 訓練 計画 が 自分 の 目的 
と 希望 に 適さ な いと わか っ た 場合 は , 自発 的 に 退 所 
FB. で (6PG きる 


指導 方 法 

盲人 どの よう に し て 田畑 を 耕す か と いえ ば , まず 
自分 に 割当 て られ た 農地 の 境界 を 示 し て ある Ae 
す . 次 に 石 と 石 と の 間 へ ペッ グ を さ し こ ん で , それ に 
糸 を つなぐ . そし て 糸 に 沿っ て 提 を 作る . そこ へ と げ 
の な い サ ボテ ン を 植え る . これ で 境界 が は っ きり と わ 
か り , 章 の 輪郭 の 距離 を 測定 する . その 中 に う ね と 薔 
を 等 間隔 に 作る . 種子 は 筋 まき 機 か , また 糸 に 沿っ て 
木製 の らせん 状 大 きり で 一 定 間隔 に ま か れ る . と この間 
隔 は あら か じ め 糸 また は プラ スチ ッ ク 製 の し る し で 結 
び 目 を つけ て 渦 定 する . この よう に し て , 熟練 すれ ば 


視力 が な く て も 晴 眼 者 に 劣ら な い ほ と 瀧 洪 地 を 耕す こ 


と が で き , また 収穫 も で きる よう に な る . BES, H 
作 , 施肥 , 引き 水 な どの 手段 は 正確 に 測定 配置 さ れ , 
組織 的 に 行なわ れる . : 

この ほか 家畜 の 飼育 , 鳥 小屋 作り や 卵 の 収集 な ど は 
共同 作業 で 行なう が , も し これ を 個人 的 な 立場 で する 
場合 に つい て の 処置 も 十分 知っ て お く 必 要 が ある . & 
が 逃げ な いよ うに 垣 を 作る こと や , 病気 に か か っ て 人 役 
に 立た な い 鳥 を 選別 する 方 法 も 学ぶ が . それ に は 局 の 鳴 
き 声 , 皮膚 の 感触 ,。 に お いな どの 徴 師 で すぐ 発見 する 
こと が で きる . さら に 鳥 の 食欲 , 産卵 高 . すり 傷 , と 
さか の 上 の 小さ な こぶ , 目 や の どか ら の 分 泌 物 , 骨格 
Osth SACO LRA, 羽毛 の 風通し , 忌 切 れ , せ 
き , くし ゃ み , まひ 状態 な どの 徴 師 に よっ て も 容 多 に 
見 分 ける こと が で きる . 

一 方 , 農村 で 小売 業 の 開業 を 希望 する 家 人 に 対す る 
指導 も 行なっ て いる . まず 経営 者 的 感覚 を も つよ う 訓 
練 し , また バス や 汽車 に 乗っ て 近く の 商品 卸売 市 場 へ 
出かけ , 商品 を 仕入れ る 方 法 を 教え ん る. これ ら の 商品 
に は 点字 で 売り 値 を つけ た 荷札 を つけ , WE CHADS 
わっ て 容易 に 手 の 届く 場所 に 配置 する . Mine SEN 
な いよ うに ドド ア に は か ん ぬき を か け , 店 の 入口 の 表 に 
値段 表 を 張っ て ドア を 半ば 開い て 品物 を 発 る . 受取 っ 
た 代金 は , 各 額 面 別に 区 切っ た 金 入 れ 箱 に し まう こと 
に する . 売上 高 は 点字 で 記帳 し 保存 する . こう し た 具 
体 的 な 方 法 に つい て も 指導 を 行なう . 





再 定住 

イン ドド の 盲人 は 古来 か ら の 根強い 迷信 と 偏見 に よっ 
て 今 も 社会 か ら 差別 され , さげ すま れ て いる . し た が 
っ て , か れ ら を 再 定 住 さ せる と いう 事業 は すこ ぶる 困 
難 で ある . 

この た だ た め , 盲人 を 訓練 する 以前 に 次 の よう な 事柄 を 
詳細 に 調査 する 必要 が あり , それ に よっ て 対策 を 練る 
こと と し て いる . EF, 訓練 を 終え て 帰 導 し た 場合 , 
家族 が 十分 協力 し て くれ る 見 通し が ある か どう か , il 
練 期 間 中 に 家族 が その 全 財 産 や 土地 を 分 配 し て し まう 
お それ は な いか , その 場合 で も 村 に は まだ 残さ れ た 耕 
地 が あっ て それ を 入手 する こと が で きる か , それ も な 
く て 他 へ 移住 を 余儀 な くさ れ た 場合 , 土地 と 金 を どの 
よう に 確保 し て 生活 し て ゆく こと が で きる か な ど , S 
ま ざ ま な ケー ス に つい て 研究 され る . それ は せっ か く < — 
宜 人 を 訓練 し て も 定住 する 土地 も 金 も な く て は , つい 
(に は こと じき に な る より 道 が な く , 訓練 は 全く 徒労 に 終 
fom Gl = うか ら で あ る . 

これ ら の ケー ス を 慎重 に 考 應 する と と も に , 本 人 の 
能力 の 限界 に 対し て アプ ロー チ を 試み , バラ ンス の と 
れ た 訓練 に こよ っ て 成功 で きる と いう , 不屈 の 精神 と 進 
取 の 気性 が どこ まで ある か と いら こと を 観察 する こと 
も 重要 な 条件 と な る . その うえ に 家族 が これ を どの よ 
> に 理解 し 受入 れる か と い うこ と も た い せつ な 要素 
と な る . 何と いっ て も 家族 は 最も 安定 し た 福祉 の 力 と 
な る も の で , 指導 員 は , 家族 の 協力 を 得る た め に 大 き 
な 努力 を 払っ て いる . 


訓練 後 の 指導 

家族 の 協力 が 得 ら れ な い 盲 人 は , 一 つの 施設 か ら 他 
の 施設 へ と 渡り 歩く 傾向 が ある. それ も で き な い 者 
は こと じき を する . イン ド で は , 。 こ じき る を ある に に IN 
と され ず , 職業 の 一 つと みな され て お り , 主要 都市 に 
は その 団体 組織 か ある . この よう な 組織 の 中 で は , 自 
分 と その 家族 の 生活 は 可能 で ある と いわ れ て いる . 
訓練 セン ター は , これ ら の 傾向 や 困難 な 要素 に 対処 
し な が ちら, SAX BDPONABEES HS LO BADR 
続け て いる . その た め に , 定期 的 に 毎年 , 通信 に よっ 
て フォ ロー アッ プ を 行ない , も し その 紅 人 が 困難 に 章 
遇 し て いる こと が 発見 され た 場合 は , どの よう な 避 地 
で も る 訪問 し 相談 この る よう に し て いる . そこ に は 家族 
間 の 不 和 や 病 気 , ひで り , きき ん な ど と が 原因 と な っ て 
いる ケー ス が 多い . きき ん の 場合 は 救済 の 方 法 が な い 
DC, 本 人 の 希望 が あれ ば , 一 時 的 に ファ ン サ に 連れ 
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て 帰り , 晴 眼 者 の 日 雇 労働 の 代行 を させ る . 
| 訓練 生 の 中 に は , 若干 の 孤児 か , ある い は 親 が 貧し 
い の で 家庭 か ら 追 い 出 され て いる 者 が あり , か れ ら は 
帰る 家 も 土地 も な いた め , 別途 の 方 法 を と っ て 就職 さ 
せ ね ば な ら た ない . 中 央 政府 は , この よう な 盲人 は 晴 眼 
者 と 同様 の 助成 金 や 更生 資金 の 貸付 け の 取扱 い を し て 
救助 し て いる が , これ だ け で は 生活 は で き な い . この 
た め , ファ ン サ の 近く の 土地 に 消費 組合 を 設立 し , 近 
隣 の 人 びと と 共に ここ で 働か せ て 定着 させ て いる . こ 
較 W 直 話 し い オ リ テ ン テ ーション の 結果 ,。 か れ ら は 
晴 眼 者 に も 劣ら な い 働 き 手 と な り , 品物 を 効果 的 に 取 
扱っ て いる . 

これ に よっ て み ら れ る よう に と, 盲人 が 共同 社会 の 中 
に 融合 で きた と いえ る の は , 晴 眼 者 と 共に 作業 が で き 
た と き に 限る と いう こと で ある . また , 晴 眼 者 も 盲人 
に 対す る 認識 を 新た に し , 自分 た ちと 何ら 異な ら な い 
と 自覚 し , 相互 に 手 を つない で 働く と と の 意義 が 立証 
ev cS. (土井 利家 ) 
[参照 文献 ] 

TATA Agricultural and Rural Training 
Centre for the Blind, 1965, 1969. 


マレ ー シ ア 官 人 援護 協会 


沿革 

マレ ー ン シア に お ける 盲人 福祉 事業 は , 篤志 団体 と 一 
般 社 会 と 政府 機関 と が 一 体 と な っ て 進め られ 発展 し て 
きた . 1926 年 , イギリス 国教 会 (Anglican Church) 
の 手 に よっ て マラ ッ カ に 盲 女子 の た め の 盲 人 ホー ム が 
開設 きれ た の が 最初 で これ は の ち に ペナ ン に 移さ れ , 
現在 の セン ト ・ ニ ュ ラ ス 弟 人 ホー ム (St. Nicholas 
Home for the Blind) と な っ て いる . 

1951 年 。 マレ ー ン ア 盲 人 援護 協会 (Malaysia 
Association for the Blind = MAB) が 設立 され た . 
現在 で は この 協会 は 。 プリ ン セ ス ・ エ リザ ベス 盲 学校 

( Princess Elizabeth School for the Blind) , ガー 
= ニー 生活 ・ 職 業 訓練 セン ター ( Gurney Evaluation 
and Adjustment Training Center), タマ ン ・ ハ ラス バ ペ 
ン 農 業 訓練 セ ン ター (Taman Harapan Agricultural 
Training Center) , キン タ ・ ベ レー 盲人 底 護 工場 

( Kinta Valley Sheltered Workshop and Training 
Center ), 点字 印刷 所 , 点字 図書 館 な どの 施設 こよ っ 
て 幅広 い 盲 人 福祉 事業 を 行なっ て いる . 

この ほか , ① 和 失明 防止 事業 , ② 政 府 に 対す る 陳情 と 





勧告 お よび 啓発 宣伝 , ③ 他 の 施設 , 機関 と の 連絡 協 
調 , ④ 寄 付 金 募集 な ど を 活 発 に 行なっ て いる . MAB 
と その 事業 の 発展 は , 王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 
( Royal Commonwealth Society for the Blind = RC 
SB) と アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 (American Foun- 
dation for Overseas Blind= ニ AFOB ) の 援助 に よる と 
ころ が 大 きい . 


事業 内 容 
内 多 攻 2 が ベス 育 学 校 ]』 1955 年 用 和 ホ 
ー ル バー ル に 設立 され た . この 学校 は 寄宿 舎 制 で 6 歳 
か ら 16 歳 ま で の 盲 児童 を 収容 し て いる . 1963 年 現在 
の 児童 は 96 人 で , マレ ー シ ア 人 72 人 , 中 国人 14 A, 
4 ARR RRSOMT NERS Cle Ss 

カリ キュ ラム け は 普 通学 校 と ほとん と 変わ り は な い 
Ds, 特に 民族 音楽 と 木工 が 加え られ て いる . 中 等 学校 
入学 希望 者 は , 16 歳 以前 に 卒業 させ , 統合 教育 の 一 
環 と し て 寄宿 舎 か ら 一 般 学 校 に 通学 させ て いる . 

教科 書 は 統合 教育 と 共通 の も の と し て , 政府 と 点字 
出版 所 の 責任 に お いて 製作 し て いる . この 学校 を 卒業 
し た 者 は , 一 般 中 等 学校 に 進学 する 者 , ガー ニー 生活 

・ 職 業 訓練 セン ター に 入所 する 者 , キン タ ・ ベ バレ ー 盲 
人 計 護 工場 に 働く 者 , ある い は 家庭 職業 に つく 者 な ど 
さま ざま で ある . 

[タマ ン ・ ハ ラペ ン 農 業 訓練 セン ター] 1958 年 , 
イギリス 人 で 第 2 次 世界 大 戦 の RB BATH SES 
福祉 担当 官 プリ ッ ジ ス ( Ronald Bridges ) の 指導 と 
RCSB の 援助 に よっ て パ ハ ン 州 の ラマ ロー に 設立 され 
た . 農業 地区 の 盲人 た ちか が 故郷 に 帰っ て 農業 , また は 
BOCES LIMMF SORA WC, ゴム の 木 , 
A, 野菜 , 果実 な どの 裁 培 , 家畜 の 飼育 , 工場 で の か 
ご 細工 や 木工 な ど を 教え て いる. 1965 年 度 (第 1 
期 ) の 初め に は , 12 人 の 訓練 生 を 収容 し て , 8 ヘ ク 
ター ル の 開 表 に 着手 し た . 

野菜 畑 の 受 持 
ち は 訓 練 生 1 人 
4 床 で ある . 家 
畜 類 飼育 訓練 に 
は 2 種類 の 方 法 
wae COA. 
LAD AD 
Wises ae 
Sn Ses 
く 準備 方 法 で あ 





タマ ン ・ ハ ラペ バン 農業 訓練 セン ター 
(訓練 生 の 建築 作業 ) 


660 外国 の 主要 盲人 施設 ・ 団 体 





り , 他 は バッテリー 方 式 で , 1 組 9 羽 ず つの 2 組 を 1 
人 で 受 持 つ . この 方 法 は 盲人 に 適し て いる し, 市 場 に 
近い と ころ で あれ ば , 濃厚 飼料 が 容易 に 入手 で きる 利 
BbDS. 

訓練 を 受け た 盲人 の 多く は 土地 を も っ て いな い の で 
定着 する に は 困難 な 問題 が ある. その 解決 策 の 一 つと 
LT, 必要 に よっ て は , 6 ヵ月 分 ある い は 最初 の 収 獲 
か が ある まで 生活 費 を 援助 する 道 を ひら いて いる . 

[ガー ニー 生活 ・ 職 業 訓練 セン ター] 19534, 社 
会 福祉 局 に よっ て 開設 され た . 1957 年 以後 は 連邦 政 
府 の 補助 を 受け て , MAB が 運営 し て いる . この 設立 
に も ブリ ッ ジ ス が 担当 官 と し て 活躍 した. 

1) 目的 : 訓練 生 の 関心 と 能力 を 正しく 評価 し て , 社 
会 復帰 の た め に 適し た 職業 と 生活 訓練 を 行なう こと で 
ある . 

(2) 入 所 資格 : この モン ター は 寄 制 を 採用 し , 15 歳 
以上 の 男女 盲人 を 収容 訓練 し て いる . プリ ン セ ス ・ エ 
リザ ベス 盲 学校 と セン ト ・ ニ ュ ラ ス 盲 人 ホー ム の 卒業 
生 を 中 心 に , 一 般 盲 人 を も 対象 と し , 50 人 を 収容 し 
て いる . 

(3 訓練 の 方 法 : 入所 し た 訓練 生 に は , 歩行 と 日 常 生 
活 の 方 法 , 点字 と タイ ピン グ た な ど を 指導 し て いる . 

運動 神経 , 指先 の 敏感 性 , 知 的 の 増進 を 図る ため 
に , 一 定期 間 , 各種 の 感覚 訓練 を 行なう . この 訓練 
は , 機械 操作 , 製品 の 選別 , 手順 や 工程 管理 な ど に 役 
WO. この 段階 で 落 仙 する 者 も 相当 数 出 て くる . 

次 の 段階 で は , の こぎ り , MATS, DA, FITZ 
ー な ど を 使っ て 手先 の 仕事 を 行なわ せる. これ が 終わ 
っ て か ら 8 時 間 労 働 に 耐え られ る 精神 力 と 体力 を 養 5 
訓練 を 行なう と と も に と , 手動 式 ド リル , プレ ス な どの 
機械 操作 に 入る . 次 に プレ ス 機 , フラ イス 艇 な どの 動 
力 機 械 に 進出 する . 

この よう な 作業 訓練 を 通じ て 実際 の 製品 を 作る 練習 
を 始め , 一 般 市 場 に 出せ る も の を 作ら せる が , 質 的 な 
ら び に , 速度 の 面 で も 進歩 する こと を 主 求 する . ま 
た , 訓練 生 に は 自分 が 作っ た も の が 実際 に 売れ る と い 
うこ と を みせ る . それ は 大 き な 自 信 と 希望 に も 連なる 
か ら で あ る . この 段階 で 検査 , 包装 な ども 行なわ せ 
る . また , 先輩 た ちの 作っ た 道具 を 使用 し て , 自分 た 
ちゃ 必要 な 教材 教具 を 自分 で 作る よう に する . COT 
セス メン ト ュ ユー ス は 普通 3 カ月 か ら 6 ヵ月 で , これ に 
合格 し た 者 は , 一 般 工場 で 働く 者 も あれ ば , さら に 訓 
練 を 続け る 者 も お り , 不適 当 と 認め れ ば 退 所 させ る こ 
と も ある . 


(④ 速 記 タ イ ピ 
スト : 中 等 教育 
を 受け , 点字 に 
精通 し , 賢明 で 
Bul Te CH 
if, 2@ =e 
に 進出 する こと 
が CEHMED 
ュー ス で は 口述 
を ディ クタ ホー 
ン に 録音 し , 復 ae 
音 し た も の を 問 Eas 
き な か が ら タ AEF ーー に 
YI PE. WG 
記号 の 教科 書 は 
イギリス の も の 
を 使用 し て い 
る . 期間 は 1 年 ee 
6 ヵ月 か ら 2 年 gece ae トレ ー ニ ング セン ター の 
CHB. Teds, BBR CRE (前 面 ) 
タイ プラ イタ ー 技 術 と と も に 英語 と 点字 も 教え て い 
る . 盲人 タイ ビ ピスト の 給料 は 300 マラ ヤ ド ル か ら 550 
マラ ヤ ド ル で ある (1 マラ ヤ ド ル は 117 円 ) . 

(5) 電 話 交換 手 : この ュー ス に 進む 者 は , 英語 と マレ 
ー 語 が で き , 点字 の 読み 書き が 達者 で , Rik, 感じ の 
よい 声 の 持ち 主 で ある こと を 条件 と し て いる . 期間 は 
4 ヵ カ月 か ら 8 カ月 で ある . ここ で も 電話 恋 換 技術 の ほ 
か に 英語 と 点字 を 課 し て いる . 給料 は 120 マラ ヤ ャ ドル 
か ら 250 マラ ヤ ド ル で ある . 

(⑥) 手 工業 : 教育 は 受け て いな い が 両 手 が か あ っ て 働く 
意欲 の ある 者 に は , つえ ぇ 作り, 鶏 の ひな の 飼育 , 垣 な 
ど に 使う くさ り の 輪作 り , スチ ー ル ・ パ イプ を 材料 と 
し た テー ブル や いす な ど を 作る こと を 教え る . 訓練 期 
間 は , つえ 製作 ユー ス は 2 ヵ月 , その他 は 2 ヵ月 か ら 
4 ヵ月 と な っ て いる . ここ を 卒業 し た 者 は お も に キン 
タ ・ バ レー 盲人 底 護 工場 で 働い て いる . 

(⑦⑰ 補 助 : 速記 タイ ピス ト , 電話 交換 手 な ど に は , 卒業 
の 際 必 要 な 装備 を 与え , 手工 業 を 習得 し た 者 を 含め タ 
マン ・ ハ ラバ パン 農業 訓練 モ セン ター と 同様 1 ヵ月 を 限度 
と し て 定 収入 が ある まで , 生活 費 の 補助 を 后 え て いる . 
(⑧ 雇 用 状態 : 産業 界 で は 失業 や 不 完全 雇用 な どの 問 
題 が なあ る た め , 訓練 され た 盲人 で も 晴 眼 者 と 競争 し な 
けれ ば な ら ず , 仕事 に つく こと は 容易 で な い . 1966 年 
に お いて は , 電話 交 換 手 5 A, 一 般 産業 に 雇用 され た 








者 7 人 (パッ キン グ 工 場 , 自動 車 工場 , た ば こ 工 場 , 
ARH LBL) の ほか 速記 タイ ピス ト , 事務 系 統 
職員 な ど が ある . 

[キン タ ・ ベ バレ ー 盲 人 底 護 工場 ] ペレ ッ ク 州 の イ ポ 
HD. ここ で は 一 般 工場 に 向 か な いと 評価 され た 盲 
人 が 働い て いる . 寮 も あり 安価 で 食事 する こと も で き 
Pees Clk, FYUVHA SS VFNABSReT— 
= ニー 生活 ・ 職 業 訓練 セン ター を 卒業 し た 者 の ほか 一 般 
の 盲人 も 働い て いる . 

作業 内 容 は , つえ 製作 , か ご 細工 , 木工 , ゆり いす 
と か 応接 セッ ト , 究 楽 いす の よう な パイ プ 製 家具 製 
造 , 公園 の 垣 な ど に 使用 する くさ り , よろ い 戸 の 製造 
な ど が お も な も の で ある . 

1963 年 現在 , 盲人 の 就業 者 は 41 人 で , マレ ー シ ア 
DOAOK, 中 国人 19 人 人 , イン ド 太 2 人 で ある . BAL 
並ん で 晴 眼 の 労働 者 ふい る が , その 比率 は 25 パー セ 
ント で ある . 

[点字 出版 所 ] ここ で は 篤志 家 の 奉 任 に よって, 小 
学校 お よび 中 学校 の 点字 教科 書 や 録 埋 テー プ に よる 図 
書 を 製作 し て いる . 特に 教科 書 は , 統合 教育 の 学校 と 
プリ ン セ ス ・ エ リザ ベス 衣 学 校 の 児童 が 併用 で きる よ 
ら うに 製作 し て いる . Ek, 育児 童 用 の 教材 教具 な ども 
と か ら 提 供し て いる . 

[中 央 盲人 図書 館 ] クア ラル ンプ ー ル に あり , 職員 
は 少数 で , 点訳 奉仕 者 , 作業 奉仕 な ど を する ボラ ン テ 
利 有 に よっ て 運営 され て いる . Ek, 職業 用 レク リ 
エー ショ ン 用 な どの 盲人 用 具 も 提供 し て いる . 

(長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 ] 

岩橋 英 行 「 第 2 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 報告 書 ] 日 
本 ライ ト ハ ウス 昭和 39 

岩橋 英 行 「 有 能 な る 社会 人 へ の 創造 」 
ハウ ス 昭和 43 
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サラ マ 農 業 訓練 セン ター 
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1952 年 , イギリス 帝国 盲人 援護 協会 (British 
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Empire Society for the Blind) の 支部 が ウガンダ 
に 設立 され , BA CHRO I V—-++- eye vy 
(Clutha Mackenzie) ) が , この 協会 支部 に 招 か れ た . 
か れ は , ウガンダ に お ける 盲人 の 実態 を 調査 研究 し た 
ER, リハ ヘビ リ テ ー シ ョ ュ ン 訓練 の 実施 に よっ て , 他 の 
国 の 人 びと と 同様 な 生活 を 営む こと と が で きる で あろ 25 
と いう 結論 に 達し た . すなわち , ウガンダ は も と も と 
農業 国 で ある の で , 形 人 を 都会 生活 に 馴 ら し て も 得る 
と ころ は 少な く , むし ろ 上 農村 の 部 落 生 活 に 容易 に と け 
こめ る よう な 仕事 を 訓練 すべ き で ある と いう こと で あ 
っ た だ た. 

サラ マズ 農業 訓練 セ ンタ ー (Salama Rural Training 
Center for the Blind) は , 1953 年 に アメ リカ 海外 盲 
人 援護 協会 (American Foundation for Overseas 
Blind=AFOB ) と , 国連 の 協力 に よっ て 設立 され た 
が , 当時 は きわ め て 少数 の 家 人 が 商店 を 経営 し た り , 
敷物 を 作っ た り , 音楽 で 生活 を 立て た り し て お り , 畑 
で 働い て いる 盲人 は いな か っ た . 


訓練 生 の 発掘 

ウガンダ 全土 に わた っ て 潜在 し て いる 農村 の 盲人 を 
見 出し , 訓練 を 受け させ る た め に , VIAVYF BARE 
Wz (Uganda Foundation for the Blind ) が 設立 
され た. 地方 の 有力 者 と サラ マ 農 業 訓練 セン ター の 指 
導 者 と が チー ム を 作り , 田舎 を 巡回 し て 農業 訓練 に つ 
いて 話 を し て 歩い た . 訓練 生 を 受け 入れ る 前 に , チー 
ょ ム は その 訓練 生 が 土地 を 所 有 し て いる か , 所 有 し て い 
な く て も 訓練 後に 自分 の 土地 を 持つ 機会 か ある か と う 5 
か , また , 彼 が 故 卿 に 帰っ た と き , その 部 落 の 一 員 と 
し て 活動 で きる か どう か も ゃ 予め 知る 必要 が ある . 


セン ター の 設備 
サラ マス 農業 訓練 モ て ンタ ー は 熱帯 樹 保護 林 と 隣接 し , 


茶 の 裁 培 園 の 隅 の 14 へ ヘクタール の 土地 に ある . その 


中 心 の 6 ヘクター ル は , 0.15 ヘ クタ ー ル ずつ , 40 の 土 
地 に 分 け られ て いる . ELT, これ ら 小 区 画 の 土地 に 


_ 訓練 生 の 家 が 建て られ て いる . 家 は 2 へ や に 風呂 場 , 


洗面 所 , 便所 の 設備 が あり , 3 人 な いし 4 人 の 訓練 生 
が 一 つの 家 に 暮らす . 0.4 ヘクター ル ず つの ATF, 
ュー ヒー, サイ ザル 草 (SEM Off | Sisal), RB 
の 畑 が 中 央 地区 を 取 囲 ん で いる . その 中 央 地区 に 職 
員 の 家屋 や 庭 が 散在 し て お り , 残り の 土地 は 訓練 の た 
め の 予 備 地 と し て 保留 され て いる . 訓練 生 に 楽し みや 
くつ ろ ぎ を 与え る レク リエ ーシュ ン 室 や 運動 場 が あ 
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り , また , セン ター か ら 数 分 歩け ば 村 の 商店 街 や 教会 
が ある . 簡単 な 病気 に は 診療 所 が あり , 重症 の 場合 
は , 40 キロ メー トル 難 れ た カン ペラ の 病院 に 送ら れ 
る . 


訓練 の 方 法 

訓練 生 は ひと そろ い の 道 具 を 支給 され , 訓練 が 始ま 
A. 基本 と な る 道具 は , ジェ ン ブ と 称す る くわ , パン 
ガ と 呼ば れる な た に 似 た 刀 の 一 種 , 雑草 抜き の 道具 お 
よび 種まき 用 の 一 定 の 間隔 を お いて 結び 目 の あ る ひも 
で ある . 

訓練 用 共同 地 で , か れ ら は これ ら の 道具 を 使っ て 仕 
事 を し た か どう か が 試さ れる . パン ガ は た け の 高い エ 
レフ ァ ン ト 草 (elephant grass) と か , 茂み を 刈る の に 
使わ れ , くわ は 土地 を 掘り 起こ す の に 使わ れる . こう 
いう 段階 で の 仕事 は , すべ て 重労働 で あり , 特別 な 技 
術 に 対し て の 試み は 何 も な され な い . 

訓練 生 は 作業 の 手引 き を 受け る と 同時 に 農業 , 衛生 
学 , 一 般 知識 , そし て 点字 に つい て の 講習 を 受け る . 

か れ ら が 道具 を 正しく 使用 する よう に な る と , 共同 
の 作業 か ら か れ ら 自身 の 区 画 地 で の 作業 に 移る . 指導 
者 は か れ ら を 訪れ て 進歩 の 程度 を 見 , 助言 を 与え る . 
か れ ら は どれ だ け 働 く か は , すべ て か れ ら 自身 に 任 か 
され て いる . か れ ら に 配分 され た 区 画 地 は , 輪作 に つ 
いて 学べ る よう に 九 つ の 部 分 に 細分 され て いる . 

1 日 の 労働 は 午前 6 時 半 に 始ま る . 真昼 の 著 い と き 
働く こと を 好ま な い 者 は , 午前 4 時 に 仕事 に つく . 耕 
地 に 着く と , 訓練 生 自 身 が 午前 中 の 仕事 を 決め る . 

10 時 に は 軽食 の 休憩 が あり , 作業 は 正午 まで 続け ら 
れる . 午後 は 運動 か , 講義 ぶな けれ ば , 農地 に 行く . 
夕食 は 午後 6 時 半 で , これ 以後 8 時 半 ご ろ ま で 互い に 
訪ね あい , 1 日 の 作業 に つい て 語り , ラジ オ を 聞い た 
り , 音楽 を 楽し ん だ りす る . 

授業 は 前 記 の ほか 算数 , 簡単 な 英語 , 手工 業 , 音楽 
な とどか ら な っ て いる . ここ で 教え る 手工 業 は , ひも 作 
り , バス ケッ ト 編 み , 敷物 編み な ど で あ る . それ ら は 
訓練 生 が , その 出身 地 で 容易 に 手 に 入れ る こと の で き 
る 材料 が 使わ れ て いる . 

音楽 の 授業 に は , アフ リカ の 伝統 的 な 楽器 を も っ て 
教え , その 伝統 音楽 を 保存 する こと に も ゃ 役立て て い 
る . ここ の サラ で 楽団 は 音楽 家 の グ ルー プ と し て も 有 
名 で ある . 

この よう に し て 年 月 が た ち , や が て 訓練 生 は , 自分 
の 区 画 農地 で 果たし た 成果 を 試験 され る . 試験 は 政府 


農務 省 か ら 任命 され た 試験 官 こ に よっ て 行なわ れ , FR 
証書 が 与 を えら れる. Ek, か れ ら が 訓練 セン ター で 使 
用 し て いた の と 同じ よう な 道具 と 最初 の 村 つ け 用 の 種 
FAB SNS. 


訓練 後 の 援助 

か れ ら を ここ に 入所 させ た 指導 チー ム は , [HEE 
の た め の チ ー ム 」 (resettlement team) と 名 を 変え る 
だ け で , いつ で も , つど ご う の よ いと き に 訓練 終了 者 を 
故郷 の 家 に 連れ 帰る こと に な る . 

か れ ら の 再 定住 は 注意 深く 見 守ら れ , 必要 が あれ ば 
いつ で も 援助 が 与え られる. た と えば , 訓練 セン ター 
こ 入 所 中 , か れ に 故郷 の 畑地 を 世話 する 者 が な い 場 合 , 
か れ の 農作物 が 育ち 始め る まで の 2 一 3 カ月 間 の 生計 
費 , と き に は 家 の 新築, 修理 費 な ど を ウガンダ 盲人 援 
護 協 会 が 援助 する こと に な っ て いる . また , 土地 を 入 
手 で き な い 場合 は , 土地 を 得 ら れる まで の 間 , 茶 ・ コ 
ー ヒ の 裁 塔 園 で 仕事 が 与え られ る . この よう に し て か 
れ ら 自身 の 土地 に 帰っ た 者 は , ほとん ど が 成功 し て い 
る と いっ て よい . (長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 ] 

Jakson, W., “Rehabilitation in Uganda” The 
New Outlook for the Blind, May, 1963. (亀山 弘子 訳 ) 


香港 証人 援護 協会 


設立 

BEB A # #4 (Hong Kong Society for the 
Blind ) は , 19554F, 失明 防止 と 中 途 和 失明 者 の 職業 訓 
練 を 行なう た め に 設立 され た も の で ある . 


事業 

お も な 事業 は 19 歳 か ら 59 歳 ま で の 盲人 を 訓練 し , 
軽工業 や 商業 に 従事 させ , 晴 眼 者 と 同じ 状態 で 生活 さ 
せる こと で ある . この た め 協 会 の 最大 の 事業 と し て , 
九 郊 に 盲人 工場 を 経営 し て いる . この 工場 で は , 作業 
上 必要 な 特殊 訓練 を 行なっ て いる が , 別に 二 つ の 訓練 
セン ター を 運営 し て いる . 

その 一 つ は , ハン ダ ・ ハ ム に ある 生活 ・ 感 覚 訓練 セ 
ンタ ー で ある . ここ で は 各種 の 異な っ た タイ プ の 作業 
と 能力 を 判定 する . 他 の 一 つ は シア ウキ ワン に ある 高 
度 の 訓練 て テン ター で , 優秀 な 盲人 に 対し 特別 な 訓練 を 
行なっ て いる . 

訓練 終了 後 は 就職 の 機会 が 与え られる. 最近 , 前 者 
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を 卒業 22 人 は 盲人 工場 に 就職 し , 後者 を 卒業 し 
た 10 人 の うち 7 人 は 電話 交換 手 と し て , 他 は 点字 出 
版 所 の 校正 係 , 点字 図書 館 の 司書 科 と し て 就職 し , 残 

り の 1 人 は ピア ノ 調 律 研究 の 奨学 金 を 得 て , アメ リカ 
の パー キン ス 盲 学校 へ 留学 し て いる . 

1966 年 , 香港 衣 人 援護 協会 は , 中 国生 産 者 協会 主 
催 の 第 24 回 香港 生産 物 展 示 会 に 参加 し て 5 週間 に わ 
た る 会 期中 , 九龍 盲人 工場 の 作業 員 と 職員 を 会 場 に 派 
wl, 工場 や 訓練 て ンタ ー で 使用 し て いた 工作 機械 な 
ど を 操作 し て 製品 を 作 上 げ る こと を 公開 し た . 展示 会 
中 最も 人 気 を 呼ん だ の は , 盲人 も 晴 眼 者 と 全く 同 程度 
組 従 事 し て いる と いう と と で あっ た た 。 

SORMO yn LCL, RAT, 2 カ所 の 点字 
図書 館 と 点字 出版 所 , 電話 交換 手 の 養成 機関 な ど が あ 
9 

盲人 工場 ] 香港 衣 人 援護 協会 は , 王立 イギリス 連 
邦 盲 人 援護 協会 (RCSB) の 指導 の も と に , ロー タリ 
—B H+ 4 ayv+-—+% 77 (Rotary Hong Kong 
Jockey Club) の 寄付 に よっ て , 1963 年 4 月 , 広大 な 
建物 を 九 売 に 建設 し て 近代 的 な 軽工業 機械 と 設備 を 完 
KL, EF, 233 人 の 盲人 と 20 人 の BARA HEX 
訓練 し た . そし て 次 の ょ うな 製品 を 生産 し , 年 額 93 
73 8000 香港 ドル (5570 万 円 ) の 売上 げ を あげ た . 

(1 木 わ く と へ ぎ 板 作り : これ は 最も 成功 し て いる 部 
門 で , 平均 64 人 が 働い て いる . 年 間 を 通じ て , 香港 
、 島内 の 業者 に 瓶 な ど を 入れ る 木 わ く を 供給 する 主要 な 
工場 と な っ て いる . 1967 年 の 生産 総数 は , 21 万 6000 
個 で あっ た . 製作 品 は 信用 を 得 て , 大 き な 国 際 船 会 社 
や 地方 の バイ ヤー な どか ら の 注文 が 続い て 好成績 を 上 
げ , ここ の 従業 員 は 給料 も 一 般 よ り 高額 で ある . 
_(⑫) ボ タン の 製造 : 最も 安全 で 利益 の 多い 下請 け 作業 
で , 1967 年 に は 機械 を 増設 し , ER, 28 万 グロ ス の 
ボタ ン を 仕上 げ て いる . オー トメ ーシュ ン 化 の 時 代 で 
ある が , 少な い 注文 に は 手動 の 旋盤 を 使用 し て いる . 

介 査 りき と デブ ラン : 45 人 の 育 人 を 使用 し, イ ンド 
か ら の 資材 入手 の 困難 が ある に も か か わら ず , 年 間 7 
方 本 の ほう き と 6 万 5000 個 の 各種 プラ テン を 生産 し て 
いる . 

3④) と うい す : 香港 論 山 の と うい す の 数 は 年 々 増加 し 
て お り , 協会 は この 産業 に 対 し て 積極 的 な 役割 を 演じ 
て いる . 1967 年 に は 育 人 の 手 で 1 万 3000 の と うい す 
が 生産 され た . この 部 門 は 従来 の 伝統 的 手 細 工 の 職場 
より も ゃ 組立 作業 場 と し て 経営 され て いる . 

(5) チ ョ ー ク と 金属 細工 物 : 協会 の チュ ー ク 作り は , 
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努力 する と と も 
に 品質 の 向上 に 
留意 し て いる . 
その た め 特 別 な 
機械 設備 を 導入 
し て 研究 を し て 7 
お り , また , & Aa GEM (2 BLE) 
燥 室 や 包装 部 が 設け られ て いる . 9 ヵ月 間 に 1 万 7000 
ダー ス を 生産 し , 全 公 立 学校 に 供給 し て いる . 金属 
細工 で は , 50 万 単位 の 南京 錠 部 分 品 や バス ケッ ト と 
ね ずみ 取り の か ご な どの 針金 工作 品 が 生産 され , 4000 
グロ ス の 箱 の ファ イル 金具 を 作っ て いる . また だ , 軽量 
の プレ ス を 設置 し て 腕時計 用 の 金属 バン ドド 作り な ども 
UI 

これ ら の 製品 は , 一 般 の も の に 比べ て な ん ら の 有色 
が な く , 香港 産業 界 も これ ら の 業績 を 高く 評価 し , 訓 
練 さ れ た 盲人 を 一 般 工 場 へ 就職 させ る 方 針 を と っ て い 
と 

[点字 図書 出版 と 点字 図書 館 ] 協会 は 点字 図書 出版 
施設 と 2 ヵ所 の 点字 図書 館 を 経営 し て いる . ここ で 
it, 司書 , 司書 補 各 2 人 と , 3 人 の 点訳 者 が 録音 され 
た テー プ に よっ て 点訳 を 行なっ て いる . 会 員数 は 120 
人 で ある . 

[老齢 育 人 ホー ム ] 1970 年 8 月, ユエ ン ・ ロ ング に 
設立 され , 約 100 人 の 収容 能力 か ある. これ は 香港 政 
庁 が 協会 に 無料 で 土地 を 貸 号 し . ロー タリ ー 香 港 ・ ジ 
ョ ッ キ ー・ ク ラブ が 設立 費 と し て 50 万 香港 ドル を 寄 
人 さえ 67/G も O Cae. 

[電話 交換 手 養成 ] 1969 年 に 訓練 を 終了 し た 4 人 
の 盲人 を 電話 交換 手 と し て 就職 あっ せん する よう 社会 
福祉 課 に 申請 し た . 同年 , さら に 4 人 の 訓練 生 を 受入 
Aone. 

[ピア ノ 調 律 ] 19694F, 訓練 を 開始 し , 6 人 が 入 
所 し た . 3 ヵ月 後 2 人 が 不適 格 と な り , 4 人 が 調律 と 
修繕 の 訓練 を 受け , 同年 , さら に 2 人 が 入所 し た . 

(土井 利家 ) 
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台湾 盲人 重 建 院 





沿革 

台湾 盲人 重 建 院 は 1949 年 , アメ リカ 海外 盲人 援護 
協会 American Foundation for Overseas Blind=A 
FOB) か ら 経 済 的 ・ 技 術 的 援助 を 受け て 新 荘 鎮 に 設立 
され た . キリ スト 教徒 を 中 心 に 理事 会 が 組織 され , 
1958 年 に 救済 慈善 機構 と し て 登記 し , さら に 翌年 に 
財団 法人 と な っ た . 現在 , 革 大 成 を 理事 長 に , 中 国人 
10 人 , 外国 人 3 人 の 理事 を も っ て 理事 会 が 構成 され 
て お り , 曽 文雄 が 院長 を 兼ね て いる . 

設立 の 目的 は , 失明 防止 , BAA, 盲人 の 自立 更 
生 , 社会 復帰 を 指導 する ほか 盲人 の 社会 福祉 を 図る こ 

に ある . 


事業 

設立 当初 は 矢 明 予防 に 力 を 入れ , 全 省 7 カ ヵ所 に アイ 
・ ク リ ニ ッ ク を 設け た . また , 点字 出版 所 を 設け て 点 
字 教科 書 の 出版 を 行なっ た . 


その 後 , AFOB の 要請 に より 失明 防止 の 業務 を 縮 


WL, 経費 を リハ ビリ テー ショ ン に 切替 える こと に な 
り , まず , 第 1 歩 と し て 盲人 の 職業 訓練 と CHES 
業 を 開始 し た . 

1965 年 ま で は 完全 に AFOB を 頼り に 事業 を 遂行 し 
て いた が , 養鶏 事業 に よっ て AFOB か ら の 援助 経費 
の 減少 を 補っ た . 翌年 に 至り , 政府 か ら 全 予算 額 の 3 
分 の 1 を 受け る 
A&E), A 
FOB の 援助 は 
設備 費 あ る い は 
着 学 金 に 変わ っ 
て きた . 運営 次 
金 は この ほか 一 
般 社 会 の 寄付 金 
に よっ て いる . 

[点字 出版 ] 
点字 出版 は 最初 
盲 学 校 用 教科 
書 , 点字 雑誌 な 
ど が お も な も の 
で あっ た が , 現 
在 は 統合 教育 の 
た め の 盲 児 用 教 


科 書 な ども 発行 バイ 工場 で 働く 卒業 生 











LWA: 

1971 年 現在 , 420 人 の 盲 児 が 統合 教育 を 受け て お 
り , 省 立 盲 学校 2 校 , 私 立 盲 学校 1 校 に 在学 する 1 年 
生か ら , 12 年 生ま で の 総数 より も 多く , 統合 教育 用 の 
点字 教科 書 は 急激 に 伸び て いる . 

また , 香港 聖書 協会 の 依頼 で 新旧 約 聖 書 を 北京 語 で 
発行 し , 東南 アジ ア 諸国 の 華代 盲人 に 配布 し た . この 
ほか 課外 読本 も 出版 し て いる . 

[点字 図書 館 ] 1970 年 現在 , 海外 か ら 寄 贈 され た 
ゃ の を 含め 蔵書 数 は 次 の 通り で ある . 英語 500, A 
本 語 340 fit, 中 国語 345 ft, 雑誌 類 英語 10 種 , 日 本 
aa 6 種 , 中 国語 2 種 . 

BARS) 点字 器 を 製作 し , 配布 し て いる が , ほ 
か に アル ミニ ュー テム つえ 。 FIAFY F792) 2568 
A, 中 国 将棋 , 点字 定規 , 点字 時 計 な ど を 取扱 っ て いる . 

[レク リエ ーション ] 国立 教育 大 学 な どの 学生 に 依 
RAL, レク リエ ーション 活動 を 活発 に 行なっ て いる . 
音楽 , フォ ー ク ダン ス , ゲー ム , 週末 旅行 な ど を 行 な 
い , 盲人 の 心理 問題 な ど を 考え あっ た り , 意見 の 交換 
を し た り し て 効果 を あげ て いる . 

[職業 訓練 ] 定員 は 50 人 で 15 歳 か ら 40 歳 の 男女 
育 人 を 毎年 15 人 を 募集 し , 訓練 以前 の オリ エン テー 
シュ ン を 1 カ ヵ年 行ない , その あと 適性 に 応じ て 次 の よ 
うな 職種 の 訓練 を 行なっ て いる . 

(1) マ ッ サ ー ジ 科 は 1960 年 か ら 始 め ら れ , 1970 年 = 
で 120 人 以上 の 卒業 生 を 送出 し た . これ は 試験 に より 
政府 か ら の 資格 証明 書 が 与え を られ て , お も に 自宅 営業 
wee: 

(2) 電 話 交換 科 は 1968 年 か ら 開 始 , 1970 年 まで に 10 
人 の 交換 手 を 送出 し た . これ も また , 試験 に より 政府 
か ら 資 格 証 明 が 与え られ , 主として 病院 , ホテ ル な ど 
に 就職 し て いる . 

(3 木工 , 軽工業 科 の 李 業 生 は 18 人 で , 工業 方 面 に 
就職 し , 工場 な ど で 詰 込 み 作業 や 車輪 の 組立 て な ど に 
働い て いる . 

(EDR) 養鶏 事業 に 力 を 入れ て いた が , 経済 上 
の 問題 で これ を 中 止 し , 1970 年 か ら 養 鶏 場 の 跡 に = 
ー タ リー クラ ブ の 援助 で 温室 3 棟 を 建て , その 1 棟 に 
(2H 1500 A, 他 の 2 棟 に は 黄金 萬 約 1000 本 を 裁 塔 し 
て 市 場 に 売 山 し て いる . (長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 ] 

RPeBABEEASS 1971. 

Committee for the Blind of Taiwan, News Letter, 


1969, 1970. 
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国際 的 盲人 福祉 関係 機関 


国際 連合 と 関係 機関 


国際 連合 と その 各種 専門 機関 は , 各国 政府 の 要請 に 
応じ て 技術 協力 活動 を 行なっ て いる が , 盲人 を 含む 身 
体 障 害 者 の 更生 事業 に 関連 す 援 助 に は 次 の よう な も の 
が ある . 

(1 専門 家 を 先進 諸国 か ら 派遣 し て 技術 的 援助 ( 調 
査 , 行政 指導 , 施設 の 設置 ・ 運 営 に 関す る 助言 その 
他 の 専門 的 技術 指導 な ど ) を 行なう . 

@) 先 進 話 国 で 関係 事業 や 技術 を 研修 は させ る た め , 専 
門 職員 に フェ ロー シッ プ (旅費 , 潜在 細 な ど ) を 給付 
計ら . 

(3 関係 専門 職員 の 養成 を 目的 と する セミ ナー, 研修 
ュー ス , 人 研修 旅行 な ど を 催す . 

(4 関係 情報 な ら び に 資料 を 提供 する . 

5) 更生, 訓練 て セン ター に 必要 な 設備 (職業 訓練 機械 
器具 , 点字 出版 設備 な ど ) を 寄贈 する . | 

身体 障害 者 事業 に 関与 する 国際 連合 関係 機関 の 沿 
#, 組織 な ら び に 事業 内 容 の 概略 は 次 の 通り で ある . 


国際 連合 

国際 連合 (United Nations 王 UN また は UNO, 
連 ) は 第 2 次 大 戦後 に 組織 され た 国際 機構 で , 1945 年 
4~6 月 の サン フラ ン ン シス ュ 会 議 で 国際 連合 憲章 に ZB 
名 され , 大 戦 終 了 後 の 同年 10 月 24 日 , 5 大 国 ほ か 連 
合 国 の 過半 数 の 批准 書 が アメ リカ に 寄託 され , 正式 に 
成立 し た . 憲章 の 示す 国連 の 目的 は , 

⑪ 国 際 間 の 平和 と 安全 の 維持 と その た め の 集 団 的 措 
fe. 

②⑫ 諸 国 間 の 友好 関係 促進 . 

(3 経済 , 社会 , 文化 , 人 道 的 問題 の 解決 や 改善 の た 
OORT. 

(④⑳ 国 際 調 和 の 中 心 と な る こと . 

な ど で あ る . 1972 年 5 月 末日 現在 の 加 明 国 数 は 135 
で ある . 

[身体 障害 者 事業 ] 国連 の この 分 野 で の 役割 は , 各 
専門 機関 相互 の リハ ビリ テー シュ ン 事 業 の 協調 と 促進 
を 図る こと の ほか , ① リ ハビ リ テ ー シ ョ ュ ン 立法 の 指 
6, ② リ り リハビリテーション 行政 の 指導 , ③ 社 会 的 , 心 


理 的 更生 事業 , ④ 身 体 障害 者 補 装 具 ・ 補 助 具 関 係 事 業 
ie ECS. 

1946 年 の 第 1 回 国連 総会 に お いて , 社会 福祉 事業 
の 振興 に 関す る 決議 が か な され た が , その 中 で , 身体 障 
害 者 事業 を 国連 技術 援助 の 一 分 野 と し て 承認 し , さら 
に 1965 年 の 経済 社会 理事 会 に お いて , ① 国連 加盟 国 
は 身体 障害 者 の 更生 事業 を 重視 する こと , ② 国 連 と そ 
の 専門 機関 な ら び に 民間 機関 は , *LARAOKBOR 
め , 身体 障害 者 事業 の 促進 を 図る こと な ど を 決議 し 
oe 

最近 の お も な 事業 は , 国際 補 装 具 研 修 セ ミナ ー(19 
64 年 , デン マー ク ), リハ ビリ テー ショ ュ ン 施設 研修 旅 
行 (1965 年 , ポー ニラ ンド , yes be), リバ ビリ 
テー シュン 行政 計画 セミ ナー (1968 年 , デン マー ク ) 
の 開催 の ほか , 1963 年 か ら 1967 年 の 間 に 66 人 の 専 
門 家 に よる 開発 途上 諸国 へ の リハ ビリ テー ショ ン 技 術 
指導 を 行ない , 約 140 人 の フェ ロー シッ プ を 提供 し 
to. お も な 出版 物 は , Basic Services and Equipment 
for Rehabilitation Centres (Parts I-VI, 1962 ~ 19 
68), Study on Legislative and Administrative 45 
pects of the Disabled in Selected Countries (1964); 
Training of the Rural Blind in Economically Less 
Developed Areas (1965) な ど で あ る . 

[担当 部 局 ] Department of Economic and Social 
Affairs Rehabilitation Unit forthe Disabled, New 
York, USA. 


国際 労働 機関 

国際 労働 機関 ( International Labour Organiza- 
tion=ILO) は , 1919 年 ベル サイ = 平和 条約 の 中 に う 
た われ た 「 労 働 ] の 規定 に 基づい て 設立 され た . Ek 
る 使命 は , 労働 に 関す る 国際 的 基準 を 作っ て , これ を 
条約 また は 勧告 と し て 労働 者 の 保護 を 図る こと を 目的 
と し た 立法 活動 , 労働 , 社会 保障 , その 他 関 連 問 題 に 
つい て の 研究 と 出版 活動 , 社会 労働 分 野 に お ける 開発 
途上 国 に 対す る 技術 協力 活動 で ある . 1969 年 5 月末 
日 現在 , 加盟 国 121 を 数 える が , ILO 機構 の 特徴 は , 
「 3 者 構成 ] に ある と いわ れ , 最高 議決 機関 で ある 
総会 (原則 と し て 年 1 回 開催 ) に は , 各 加 盟 国 か ら 政 
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府 代表 2 人 , 使用 者 代表 , 労働 者 代表 それ ぞ れ 1 人 が 
HSS. 3 者 代表 は それ ぞ れ 全く 自由 な 投票 を 行 な 
い , 互い に 拘束 され る こと は な い . 

[身体 障害 者 事業 ]】 ILO の この 分 野 で の 役割 は , 
職業 的 更生 に 関係 する 全 領 域 で , ① 職 業 的 更生 の 行 
政 , 立法 指導 , ② 身 体 障害 者 に 関す る 調査 , 登録 ,③ 
職業 指導 , 能力 評価 , 適応 訓練 , ORIG Ost 
職 , 保護 援 産 施設 , ⑥ 社 会 保障 制度 , 職業 病 , 産業 事 
故 防止 な どの 指導 で ある . 

1955 年 の 総会 に お いて , 身体 障害 者 の 職業 更生 に 
関す る 国際 基準 て LO 勧告 99 号 ) を 制定 し た が , さき 
ら に 1965 年 と 1968 年 の 総会 に お いて , 身体 障害 者 の 
社会 復帰 の 促進 に 関す る 決議 が な され た . 

最近 の お も な 事業 は , アジ ア 職 業 更生 専門 職員 養成 
セミ ナー (1960 年 , フィ リピ ビン), 中 近東 諸国 職員 養 
成 モ セミ ナー (1963 年 , ギリ ン ヤ ), 国際 職業 更生 セミ 
ナー Q①966 年 , ポー ラン ド ), 国際 職業 更生 セミ ナー 
(1967~69 年 , デンマーク) の 開催 の ほか , 1963 年 か 
ら 1967 年 の 間 に 60 人 の 専門 家 に よる 開発 途上 諸国 へ 
の 技術 指導 を 行ない , 約 35 人 の フェ ロー シッ プ を 提 
供し た . お も な 出版 物 は , The ILO and Vocational 
Rehabilitation (1969 revised edition), Manual on 
Selective Placement of the Disabled (1965), Basic 
Principles of Vocational Rehabilitation of the 
Disabled (1967) ) な ど で あ る . 

[担当 部 局 ] International Labour Office, Human 
Resources Department, Manpower Planning and 
Organization Branch, Vocational Rehabilitation 
Unit, (Geneve 22, Switzerland) 


世界 保健 機関 

世界 保健 機関 World Health Organization = 
WHO ) は 1946 年 制定 の 「 世 界 保健 憲章 」 に 基づき , 
1948 年 4 月 7 日 に 発足 し た . AMO 健康 増進 を 目的 
と し , 検疫 , 衛生 統計 , 医 楽 品 な ど に つい て 国際 的 な 
規則 や 基準 を 定め , 伝染 病 了 予防 , その 他 の 保健 衛生 対 
策 に つい て , 加盟 国 に 対し 必要 な 技術 援助 を 行ない , 
衛生 上 の 諸 問題 に つい て 情報 の 収集 , 調査 研究 を 行 な 
うこ と を 任務 と し て いる . 1969 年 5 月 末日 現在 の 加 
明 国 数 は 128 CHA. 

[身体 障害 者 事業 ] WHO の この 分 野 で の 役割 は , 
医学 的 リハ ビリ テー シュン に 関係 する 全 領 域 で , OF 
体 障 害 発生 の 予防 行政 指導 , ② 職 業 保健 指導 , ③ 医 学 
的 更生 (整形 外科 手術 な ど を 含む ), ③④ 理学 療法 , 職 


能 療法 , 運動 療法 , ⑤ 身 体 障 害 者 科 装 具 の 医学 的 指 
導 な ど で あ る . 

1950 年 の 第 3 回 総会 に ない て, BAX 含む 身体 障 
害 者 の 医学 的 更生 事業 の 促進 に 関す る 決議 が な され た 
DS, 1958 年 と 1968 年 に は , ジェ ネー ブ 本 部 に お いて 医 
学 的 リハ ビリ テー ンション 専門 家 会 議 が 開催 され , この 
分 野 に お ける 基本 的 重要 事項 が 討議 され た . 最近 の お 
も な 事業 は , 理学 療法 研修 ユー ス (1963 年 , フィ ン ラ 
ンド ), 理学 療法 土 養成 職員 訓練 ユース ( 1964 一 65 年 , 
イギリス )), 医学 的 更生 研修 コー ス (1965 ~ 66 年 , デ 
ンマ ー ク ), 理学 療法 研修 コー ス (1966 年 , フラ ンス)), 
医学 的 更生 研修 コース (1969 ^ 70 年 , レベ ノン ) の 
開催 の ほか , 1963 ~ 1967 年 の 間 に 77 人 の 専門 家 を 開 
発 途上 諸国 に 派遣 し この 関連 分 野 に お ける 技術 指導 
を 行ない , 約 45 人 の フェ ロー シッ プ を 提供 し た . お 
も な 出版 物 に は , 上 記 の 医学 的 リハ ビリ テー ショ ン 専 
門 家 会 議 (1958--1968 年 ) の レポ ー ト が ある . 

[担当 部 局 ] World Health Organization, Divi- 
sion of Public Health Services, Avenue Appia, 


(Geneve, Switzerland) 


国際 連合 教育 科学 文化 機関 

国際 連合 教育 科学 文化 機関 United Nations, Edu- 
cational, Scientific and Cultural Organization = 
UNESCO ) は 国連 憲章 に 基づい て ロン ドン で 設立 , 
1946 年 1 月 正式 に 発足 し た . 世界 平和 確立 の た め に 
教育 , 科学 , 文化 の 諸 分 野 で 国際 協力 を 推進 する こと 
を 目的 と し , 主要 使命 は , 

① 教 育 的 , 科学 的 お よび 文化 的 活動 の 発展 を 促進 
する こと , ② こ れ ら の 分 野 で の 国際 協力 を 助長 する こ 
と , ③ 諸 分 野 に 積極 的 に 協力 する 加盟 国 に 対し て 可能 
な か ぎり の 援助 を 提供 する こと , ④ 加 盟 国 の た め に 教 
育 情報 交換 所 と し て 活動 する こと な ど で あ る . 

1969 年 5 月 末日 現在 の 加盟 国 は 124 CHS. 

[身体 障害 者 事業 ] ユネ スコ の この 分 野 で の 役割 
は , 身体 障害 者 ・ 児 の 教育 問題 で ある . すなわち , ① 
盲 児 の 教育 ,② ろ う あ 児 の 教育 ,③ 肢 (し ) 体 不 自由 児 
DRA, ④ 精 神 薄 弱 児 の 教育 に 関す る 行政 , 立法 の 指 
導 助 言 と 教育 者 の 養成 な ど で あ る . 

1949 年 , SAARC, 世界 各国 の 言語 に 
適応 し 得る 標準 化 を 企画 し た が , 1952 年 に は ユネ ス 
ュ の 努力 に よっ て , 世界 点字 審議 会 World Braille 
Council ) が 設立 され た . 

1950 年 , 国際 児童 福祉 連合 会 ( International Union 
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for Child Welfare) と HLT, 身体 障害 児 教 育 身体 障害 者 な ら び に 精神 障害 者 の 教育 問題 に 関す る 決 
に 関す る 専門 家 会 議 を 開催 し , この 分 野 に お ける 基本 mDe Sh, ユネ ス ュ の 教育 計画 事業 の 一 環 と し て , 
政策 を 討議 し た . 1964 年 と 1968 年 の 総会 に お いて , 特殊 教育 分 野 の 重要 性 が 再 確認 され た . 
国連 関係 機関 に よる 育 人 事業 に 対す る 技術 援助 活動 の 一 覧 
国 名 国際 機関 名 技 術 & HA 容 期 間 派遣 専 門 家 名 
防 細 2 以 ジェ リヤ ILO 衣 人 な どの 職業 更生 11-12 月 ,1966 SCHIRCKS 
ラウ ie UNI 育 人 の リハ ビリ テー ショ ン 9-11 月 ,1955 GETTLIF 
a are ILO BAD EA 2 月 ,1957-9 月 ,1958 | ASENJO 
Pe, ジ ソレ UNESCO 盲 児 教 育 ( フ フェロー シッ プ ) 1963/64 
2 導 還 ポジ ルレ UN 盲人 福祉 (フェ ロー シッ プ ) 1967 
> ane UN 育児 教育 (フェローシップ) 1967 
ビ ル マ UN BA fatik 1955 McKENZIE 
at eZ UN BALA) BO fait 1952 McKENZIE 
se 2 OY ILO 盲人 と ろ 5 者 の 職業 更生 3 月 ,1956-12 月 ,1959 | MARLAND 
= ep ig ILO BA OWS Aaa et 5-6 月 , 1960 MARLAND 
aes Ae 7 ILO 盲人 な どの 職業 更生 1960-1966 MARLAND 
er ホビ 7 ILO 盲人 な どの 職業 更生 1964-1965 NIW ANO 
ッッ ILO 盲人 の 職業 更生 調査 1 月 ,1967 NYLEN 
イ ン ド UN BRO y a= 12 月 ,1952-1 月 ,1953 | McKENZIE 
イ ン ド UN 点字 出版 10-12 月 ,1960 GOETZE 
イ レラ ド ILO 育 人 の 職業 訓練 5 月 ,1962-5 月 ,1966 | TURNER 
イ プ ド UNICEF BAB, 点字 出版 (設備 提供 ) 1965 
my be シン ア UN 育 人 福祉 9-10 月 ,1952 McKENZIE 
イ ラ ク UN 盲人 福祉 3-5 月 ,1954 DAJANI 
te AU ア UN 盲人 の 家庭 訓練 11 月 ,1951-3 月 ,1952 | WALLYS 
クン UN 育 人 の リハ ビリ テー ショ ン 調 査 4-5 月 ,1957 MAGILL 
IS ノン ノ っ ン UN 盲人 の 家庭 訓練 1958-1959 WALLYS 
リ ビ デ LO BAT COREA 1 月 ,1967-6 月 ,1968 | SPARSHOTT 
2 の スス の) 泊 UNESCO 育児 教育 (フェローシップ) 1966-67 
=n) ing UN 盲人 福祉 1954 SHAW 
ンコ ILO 盲人 な どの 職業 更生 11 月 ,1966-3 月 ,1967 | MULLER 
IM ys AS UN 定 児 教育 5-8 月 , 1967 RAHJI 
= cy ミー ル UN BAGH (722 -—Yy7Z) 1967/68 
As ei) Dirt ILO 盲人 な どの 職業 更生 調査 11-12 月 ,1959 BENNETT 
Ei へ SY UN BA fat 1953-54 McKENZIE 
ee ke YY ILO BA COME A 7 月 ,1960-6 月 ,1961 | MARLAND 
7 4 リ ピ ン IUNICEF/UNESCO| 盲 児 教 育 1964-66 
Baw fb < Hv ILO 盲人 の 職業 更生 11 月 ,1960-2 月 ,1962 | ASENJO 
BZ ラビ ア ILO 玄人 な どの 職業 更生 調査 12 月 ,1965-2 月 ,1966 | EISENMANN 
2 カポ ーー ル 1 LO 玄人 な どの 職業 更生 調査 3-5 月 ,1966 McCLUSKEY 
シン リ ア UN 衣 人 の リハ ビリ テー ショ ン 調 査 6-7 月 ,1955 MAGILL 
ン リ UN 盲人 の 家庭 訓練 11 月 ,1958-4 月 ,1961 | WAGNER 
タ イ ILO 南 人 な どの 職業 更生 調査 8-11 月 ,1961 JONES 
タ 4 IUNESCO/UNICEF| 盲 児 教育 1965-68 
oe ミグ ーー プ ILO 盲人 の 職業 更生 調査 3-5 月 ,1962 QUIRINY 
END ミン ーー アデ ILO 盲人 の 職業 更生 9 月 ,1965-7 月 ,1966 | GROSSE 
ee Ses) 7 ILO 育 人 の 職業 更生 (フェ ロー シッ プ ) 1965 
ト ル コ UN 衣 人 福祉 11 月 ,1950 McKENZIE 
mis ン グ UN BANS AO alm 1957-58 McKENZIE 
EE ング UN 2 NO 
アラ ブ 連 合 ( テ エジプト ) UN 育 人 福祉 セン ター 1953-54 MAGILL 
アラ ブ 連 合 ( テ エジプト ) UN 盲人 の 家庭 訓練 1953-54 WALLYS 
アラ ブ 連 合 ( テ エジプト ) I LO 玄人 の 職業 更生 1953-56 WAGNER 
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国 名 | 国際 機関 名 | 技 術 内 容 | 期 間 派 遺 専 門 家 名 
i doo ies i a = UNESCO 盲 児 教育 (フェローシップ) | 1963-64 

FIST Bes UN 盲人 更生 セン ター( 設 備 援助 | 1966 GISSLER 
sh PAR PMT UN 育児 の 指導 訓練 5-7 月 ,1954 GISSLER 
Sw ts ee < UN 盲 児 の 指導 訓練 10-11 月 ,1958 MARLAND 
サウ ザン ・ イ エメ ン ILO 盲人 職業 更生 施設 調査 6 月 ,1969 M ARLAND 
ンー テ デ reo 玄人 な どの 職業 更生 調査 1967 





最近 の お も な 事業 は , 国際 教育 会 議 (1960 年 , ス 
イス ) に お いて , 精神 障害 者 教育 問題 を 審議 し た ほ 
か , アフ リカ と アラ ブ 諸 国 を 対象 に 障害 児 特殊 教育 職 
BRE = -— 2~(1968~69 年 , デン マー ク ), ヨー ロッ ペ 
特殊 教育 専門 家 会 議 (1968 年 , ドイ ッ ), ユネ ス ョ 特 
狐 教育 専門 家 会 議 (1968 年 , ペリ 本 部 ) を 開催 し た . 
お も な 出版 物 に は , World Braille Usage (952), 
International Directory of Special Education (19 
69) が ある . 

[担当 部 局 ] United Nations, Educational, Scienti- 
fic and Cultural Onganization, Department for the 
Advancement of Education, Division of Eqality 


of Access to Education, (Paris, 7e, France) 


国際 連合 児童 基金 

国際 連合 児童 基金 United Nations Children’s 
Fund=UNICEF ) は 1946 年 , 第 1 回 国連 総会 の 際 
(RRA - BRR RALS | OG CH 2 次 大 戦 で 
被害 を 受け た 児童 救済 の た め の 緊 急 措置 と し て 設立 , 
1953 年 現在 の 名 称 に 改め た . 世界 の 児童 の 厚生 や 福 
祉 増進 を 目的 と し , 援助 は 保健 , 栄養 , 社会 福祉 , 教 
育 な どの 諸 分 野 に お よび , 幼児 , 児童 , 妊産婦 に 対す 
る 給食 , BCG 注射 に よる 結核 予防 対策 な ど 種々 の 活 
動 を 行なっ て いる . 

[身体 障害 者 事業 ] テ ユニセフ の この 分 野 で の お も な 
役割 は , 身体 障害 旧 の リハ ビリ テー シュ ン , 教育 施設 
に 対し 必要 な 物 的 援助 設備 ・ 機 械 ・ 器 具 ・ 輸 送 車 な 
ど ) の 提供 と , 障害 児 施設 の 職員 の 養成 を 行なう こと 
CH), 国連 な ら び に その 専門 機関 の 技術 援助 事業 に 
協力 し て いる . Ek, 広い 意味 で は , 母子 の 衛生 管 
理 , 保健 , 福祉 の 増進 の 措置 援助 を 通し , 身体 障害 児 
の 発生 予防 に 貢献 し て いる . 

こと に 盲 児 , ろう 児 , 肢体 不 自由 児 や 精神 薄弱 児 の 
教育 事業 の 分 野 に お いて は , 障害 児 の 一 般 学 校 へ の 統 
合 を 促進 する 各種 事業 に 協力 し , 盲人 用 点字 教科 書 の 
出版 や 特殊 教育 関係 職員 の 養成 , 障害 児 の 職業 教育 事 
業 に も 積極 的 な 援助 を 行なっ て いる . 





最近 の お も な 事業 に は , イン ド の デラ ドン (Dehra 
Dun) 盲人 訓練 セン ター, その 他 の 関係 施設 に 対 し 
点字 出版 設備 器具 の 提供 , マレ ー シ ア の 一 般 学校 に 対 
する 盲 児 教育 用 諸 設備 の 提供 , フィ リピ ン の 点字 出版 
施設 へ の 援助 な ど が ある . (New York, N.Y. 10017, 
USA) Crh 3) 


世界 盲人 福祉 協議 会 
沿革 


1949 (昭和 24) 年 , イギリス の オッ クス フォード 
に お いて 国際 盲人 事業 家 会 議 ( International Confer- 
ence of Workers for the Blind) が 開か れ た . 9 カ国 
の 代表 が 参加 し , 日 本 か ら は オッ クス フォ ー ド 在住 の 
IFA BAI Lic. この 会 議 に お いて 育 人 の レベ ル ア 
ッ プ を 可能 に する た め の 国 際 団 体 設立 の 必要 性 が 論議 
され た . 議長 イー ガー (W.Meg Eager) の 要請 に よ 
り フ ラン ス の 法律 に 従っ て 草 案 が 作ら れ た . 1951 年 , 
再度 会 議 が 招集 され , 定款 草案 を 審議 し , 名 称 を 世界 
盲人 福祉 協議 会 (World Council for the Welfare of 
the Blind=WCWB) と し , 本 部 を ペリ に 設置 する こ 
と を 決め た . COR, 世界 各国 に 加盟 を 呼び か け , 197 
1 年 現在 の 会 員 国 は 57 カ国 , BARRA 
な っ て いる . この ほか アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 と 王 
立 イ ギリ ス 連 邦 盲人 援護 協会 が 国際 会 員 と し て 加盟 し 
“CUS. 


目的 

この 会 は 各国 に お ける 盲人 団体 お よび 盲人 の た め の 
団体 の 協議 機関 で 世界 の 盲人 福祉 の 向上 , 失明 防止 を 
目的 と し て いる . 


機構 と 組織 

[会 員 お よび 会 費 ] 会 員 は 代表 会 員 , 準 会 員 , 国際 
EB, 名 準 終身 会 員 と か ら な っ て いる . 

(1) 代 表 会 員 は , 協議 会 に 加盟 し て いる それ ぞ れ の 国 
に お いて 指名 され た 者 . た だ し , この 指名 は その 国 の 
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AS Cie SALT HUADR RIC L OA 持 が 必要 で あ 

り , 少な く と も 総会 の 開催 され る 3 カ月 前 に , TOK 
名 な ど を 事務 局長 に 提出 し な けれ ば な ら な い . 代表 会 
Bit, A 2000 万 人 未満 の 国 は 2 A, 2000 万 人 以上 
4000 万 人 未満 の 国 は 4 A, 4000 万 人 以上 の 国 は 6 A 
を 指名 する 資格 が ある . 会 費 は 年 額 , 人 口 2000 万 人 
未満 は アメ リカ 通貨 で 200 ドル , 2000 万 人 以上 4000 
万 人 未満 の 国 は 400 ドル , 4000 万 人 以上 の 国 は 600 
Pees Tel 7 7 アス の フラ シン 。 も し く は イギリス の ポ 
Oa で 表 鈴 われ る こと に な っ て いる . 

(② 準 会 員 は , 会 費 と し て 年 間 ア メリ カ 通 貨 で 50 ド 
WY, また は , 同額 の フラ ン も し く は ポン ド で 納入 すれ 
ば , 個人 で も 組織 で も その 国 の 代表 会 員 お よび 実行 委 
員 会 の 承認 に よっ て 人 準 会 員 と な る こと が で きる . た だ 
し , 投票 権 は な い . 

⑬③ 国 際 会 員 は , 国際 的 な 事業 を 行なっ て いる 団体 あ 
る い は 事業 団 で , 総会 の 3 分 の 2 以上 の 玉 持 を 得 た も 
の は , 国際 会 員 と し て 1 人 の 代表 者 を 指名 する こと が 
で きる . た だ し , その 活動 が 国際 的 な も の の み で あ 
り , 盲人 福祉 お よび 和 失明 防止 に 著しい 貢献 を し て いる 
と 認め られ た も の で な けれ ば な ら な い . 会 費 と し て 毎 
7 2 V AGE TC 200 ドル また は ほ は フラン, ポン ド で 
周 額 を 交 払 うこ と に な っ て いる . 

④ 名 准 終 身 会 員 は , 盲人 福祉 に 顕著 な 頁 献 を し た 代 
表 会 員 か ら 推 せん され た 人 で , 総会 の 承認 を 得 て 名 稚 
終身 会 員 に な る . 

[実行 和 要員 会 実行 委員 会 は ヨーロッパ か ら 7 
A, 北 お よび 中 央 アメ リカ か ら 5 人 , 極東 お よび 東南 
アジ ア か ら 5 人 , 南ア メリ カ ヵ カ か ら 2 人, 中 近東 か ら 2 
Pes ey ニア が らち 1 人) アフ リカ か ら 3 人 の 代表 会 
員 と , 総会 に よっ て 選ば れ た 3 人 以内 の 実行 委員 , 国 
際 会 員 2 人 , 各論 問 委員 会 の 議長 お よび 会 長 , Bitth 
に よっ て 構成 され る . この う も 会 長 お よび 会 計 係 は , 
その 任期 中 は 地域 的 権限 は も て な いこ と に な っ て い 
る . これ ら の 任期 は 総会 の 終了 直後 か ら 次 の 総会 終了 
まで で ある . 

実行 委員 会 は 議決 権 を も ち , DRAM, 経営 お 
ょ び 財 政 の 運営 , 一 般 事 務 に つい て 総会 の 承認 し た 方 
久 を 詳し く 解釈 し , 実行 し て 総会 に 対し て 南 任 を 負 2 
ean し し いる 。 

[役員 ] 役員 は 会 長 1 人 , 5 人 以下 の 副 会 長 , 事務 
局長 1 人 , 会 計 係 1 人 で , これ ら は 実行 要員 の うち か 
ら 選 ぼれ る . 任期 は 次 期 総 会 まで で ある . 再任 を さま 
Parva, 





[各種 要員 会 ] 世界 点字 協議 会 (World Braille 
Council=WBC), 国際 盲 青年 教育 者 会議 (Inter- 
national Conference of Educators of Blind Youth = 
ICEBY ), お よび 総会 に よっ て それ ぞ れ の 目的 の た 
め に 指定 され た 諾 問 委員 会 が か あ る. 褒 問 委員 会 に は , 
① 専 門 職 お よび 都市 職業 届 用 委員 会 , ② 農 村 活動 委員 
会 , ③ 技 術 用 具 委 員 会 , ④ 和 失明 防止 要員 会 , ⑤ 盲 ろう 
者 援 護 委 員 会 , ⑥ ョ ー ロ ッ ズ 委員 会 , ⑦ ア メリ カ 委 員 
会 , アジ ア 委 員 会 , ⑨ ラ テン ・ ア メリ カ 委 員 会 , ⑩ 
TI’ ABBE OTe 7S, Or 7477 
イ ュ 記念 館 委員 会 の ほか 実行 要員 会 の 指定 する 財政 委 
具 会 が ある . 





ルイ ・ ブ ライ = ュ 記念 館 
[国際 連合 と の 関係 ] WCWB は 国際 連合 (UN) 
の 関連 機関 で ある 国際 労働 機関 (ILO), 国際 連合 教 
育 科 学 文 化 機関 CUNESCO), 国際 連合 児童 基金 
(UNICEF), 世界 保健 機構 (WHO) な どの 国連 機 
Lc eRe Rb, 国際 連合 に 対す る 盲人 間 題 に 
つい て の 褒 問 に 答え る 唯一 の 機関 で ある . し た が っ 
て , 加盟 国 の 政府 に 対す る 勧告 は 国際 機構 を 通じ て 行 
な う 場 合 も ある . 


第 1 回 総会 

第 1 回 総会 は 1954 年 , フラ ンス の ぷり リ に お いて 開 
催 , 参加 国 は 32 カ国 , 正式 代表 68 A, その 他 50 人 
が 出 抽 し た . 日 本 か ら は 鳥居 篤 治 郎 と 岩橋 英 行 が 出席 
Wwe: 

この 会 議 で は , 定款 を 定め 次 の 役員 を 選出 し た . 

会 長 ベ ー カ ー (E. A. Baker ) カナ ダ , 副 会 長 カー 
220AINNALASM2 (Carl Sirehl AR 用 ツ プル パイ ワラ 
( R. M. Alpaiwala) イン ド , ベン チボリ オ . (Paole 
BentivoglioO) イ タリ ア , アレ ジャ ンド ロ ・ メ ガ (Alej- 
andoro Mega) メキ シュ , ダラ ー ド ・ ボ アー (Ge- 
rard Bore) ベル ギー, 事務 局長 エリック 丁 . ボル タ 
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— (Eric T. Boulter ) 
アメ ) DPS Fedo 
・ ア ンプ ブラ ー (Henri 
Amblard) フラ ンス . 

[お も な 決議 ] ① 盲 の 
定義 一 一 視 力 の TSR 
失 , 矯正 レン ズ を 用 いて 
b, いずれ か 一 方 の よい 
方 の 視力 が スネ レン 式 
測定 法 200 分 の 10 ( メ 
ー ト ル 法 視力 表 60 分 の 
3) を 越え な いも の , KEL, この 会 議 は いずれ か 一 
方 の よい 方 の 目 が ス ネ レン 式 測 定 法 で 200 分 の 20 
(メー トル 法 視力 表 60 分 の 6 ) の 視力 を 有する も の 
も 盲 に 準ずる . ② 和 失明 防止 対策 .③ 盲 教育 の 普及 と 宣 
伝 . ④ ハ ヘン モン 病 盲人 の 救済 .⑤ 世 界 的 連絡 の 此 窒 
化 . ⑥ 世 界 点字 の 統一 お よび 楽譜 , BS, 化学 点字 記 
号 の 統一 .⑦ 盲 ろう 者 コミ ニュ ケー ショ ン の 人 研究. 
⑧ 航 空運 賃 の 割引 






初代 会 長 ベー 








第 1 回 世界 盲人 福祉 協議 会 総会 出席 の 日 本 代表 


第 2 回 総会 

第 2 回 総会 は 1959 年 , ロー マ で 開催 , 参加 国 は 
44, 正式 代表 86 人 , その 他 オブ ザー ベー 108 人 が 出 
Blk. 日 本 か ら は 滝 清彦 夫妻 が 出 証し た . 

この 会 議 で は , 会 長 ベ ー カ ー と 副 会 長 ベ ンチ ボリ 
オ , スト レー ル お よび 会 計 係 アン ブラ ー が 再選 され た 
ほか , 次 の 通り 改選 され た . 

副 会 長 ボル ター, アメ リカ . ウ ゼ ラッ ク (Stevan 
Ujelac) ユー ゴス ラビ ア . ダサ ナイ ケ (Kingsley 
Dasanaike,) モイ ロン . 

事務 局長 ジャ ービス (John Jarvis) イギリス . 

[お も な 決議 ] ① 雇用 を 目的 と する 盲人 の 更生 と 訓 
宣 . ② 保 護 条 件 に よる 盲人 雇用 . OBNEA. OL 


業 ・ 商 業 ・ 専 門 職 に 対す る 盲人 の 雇用 . 


第 3 回 総会 

第 3 回 総会 は 1964 年 , アメ リカ 盲人 事業 家 協 会 
(American Association of Workers for the Blind = 
AAWB) と 合同 で ,。 FAVAD=.—4a-7HCHK 
いて 開催 され た . 参加 国 は 35, 正式 代表 79 人 , オデ 
ザー ベー 120 人 が 出席 した. 日 本 か ら 正 式 代 表 と し て 
岩橋 英 行 , オブ ザー バー と し て 11 人 が 出席 し た . 
この 総会 で は , 「 進 みゆ く 世 界 に 処す る 盲人 」 を テ 
— pam aa 

そし て , 副 会 長 に は ベン チボリ オ , スト レー ル 。 ウ 
ゼラ ッ ク , ジャ ーー 所 スッ アデン デラ ァ ー 吾 | 下 owe 
か , ベー カー に 代 っ て ボル ター が 会 長 に 選ば ぼれ, 岩橋 


英 行 .( 日 本 ), 7747 ( Gouvea Nowil, ブラ ジル ) 
が 副 会 長 に 選出 され た . 


[お も な 決議 事項 ] ① ア ジア 計画 . ラテ ン ・ ア メ 
リカ 計画 .③ ア フリ カ 計 画 . ④ 農 村 盲 人 問題 . ⑤ 和 失明 
防止 問題 .⑥ 盲 人 の 一 般 社会 へ の 融合 . ⑦ 老 齢 盲人 間 
題 .⑧ 重 複 障害 盲人 問題 . ⑨ 雇 用 の 機会 . ⑩ 盲 人 補 装 
具 の 展示 . ① 世 界 盲人 福祉 週間 の 実施 . 点字 表記 法 
の 統一 . 盲人 団体 発展 の 奨励 . 個人 に 対す る 財政 
援助 . ⑯⑮ 盲 ろう 者 援護 事業 へ の 指針 


第 4 回 総会 

第 4 回 総会 は 「 科 学 時 代 に お ける 盲人 」 を テー マ と 
し て 1969 年 , イン ド の ニュ ー デ リー で 開催 され , 56 
カ国 か ら 正 式 代表 74 人 , 準 会 員 48 人, 名谷 会 員 7 
人 , オブ ザー ベー 171 人 , その 他国 連 機関, 各国 政 
府 関係 者 ら が 出席 し た . 日 本 か ら は 代表 と し て 岩橋 英 
行 , 講演 者 と し て 本 間 一 夫 . オブ ザー ベー 4 人 が 出席 

た . ツ 連 , 東ドイツ ッ の 共産 圏 も 新た に 加盟 し 代表 が 
参加 し た . 

な お , この 会 議 で は 本 間 一 夫 は 「 録音 テー プ の 制作 
・ 配 布 ・ 利 用 」, 岩橋 英 行 は 「 ア ジア に お ける BAO 
諸 問 題 ] に つい て 講演 し た . 

役員 選挙 で は , 新た に 会 長 に スウ ェ ー デ ン の ヘ ド ク 
ビス ト (Charles Hedkvist). 副 会 長 に は アメ リカ の 
バー ネッ ト (Robert Barnett), ナイ ジェ リア の クッ 
キー ガム (J. W. Cookey-Gam), フラ ンス の = ニュ ル 
(André Nicoll), ソ連 の ジミ ン (Boris Zimin) が 選 
出さ れ , 日 本 の 岩橋 英 行 は 再選 され た . また , 会 計 に 
it, イギリス の コリ ガン (John 'C. Colligan), 事務 
局長 に フラ ンス の コー バー ン ( Marcelle Cowburn) 


BAD fi 4 671 





POI Te 
お , 前 会 長 ボル 
BNL BS 
会 員 に 推薦 され 
ee 
[お も な 決議 
事項 ] ① 世 界 
ee es oe BAAH OFFI 
第 4 回 世界 盲人 福祉 協議 会 総会 率 と 治療 対策 , 
衣 児 教育 の 組織 化 促進 , 盲人 の 社会 復帰 な ど 現 
代 盲 人 の 直面 する 諸 問題 を 社会 に 訴え る . ② 技 術 の 革 
新 と 衣 人 用 具 の 開発 . ③ 和 失明 防止 と 開眼 治療 な ど . 





事業 

WCWB が 独自 で , また は 国際 連合 その 他 盲 人 国際 
援護 機関 (AFOB, RCSB な ど ) OBRCEHi Lick 
も な 事業 は 次 の 通り で ある . 

849 介 隆 。 アジ | アフリカ, ヨー ロッ パパ の 
各国 に 農業 訓練 セン ター を 設置. ② 1954 年 に 点字 楽 
諸表 記法 便覧 の 発行 お よび 点字 世界 統一 会 議 の 開催 . 
⑨ 同 年 , BAHL, 失明 防止 に 関す る 油 アメ リカ 会 議 
を サン パウ で 開催 .④1956 年 , 盲人 の 社会 復 帰 問 
題 (に つい て の ョ ヨー ロッ ペ ズ 会 議 開催 .⑤ 同 年 ,。 ルイ ・ ブ 
ライ ュ の 生 家 を 記念 館 と し て 保存 し , 出生 地 を 聖地 に 
指定 した. ⑥ 1957 年 , ハンセン 病 患 者 に 関す る 失明 
防止 の 研究 書 を 刊行 . ⑦1962 年 , 技術 as LOK 
明 防 止 に 関す る 国際 会 議 (= ニ ュー ョ ー ク ) を 開催 . 
⑧ 同 年 を 失明 防止 運動 を 契機 と し て 毎年 4 月 7 日 を 失 
明 防止 デー と する こと を WHO に 提議 し , [第 14 回 
世界 保健 デー] の テー マ と し て 「 視 力 保 護 ・ 和 失明 防 
Ik] が 採択 され た . ⑨ 盲 ろう 者 , その 他 重 複 障害 者 に 
対す る 国際 的 指導 , 施設 の 設置 と 救護 対策 の 調査. 
⑩ 盲 人 の 教育 ・ 福 祉 ・ 職 業 な どの 映画 と た パンフレット 
の 作成 . ⑪ 国 際 連 合 な ら び に 国際 反 護 機関 に 対 し 留学 
生 の 奨学 金 の あっ 旋 と 貧困 学生 に 対す る 援助 を 実施 . 
⑲ 世 界 各 国 に 散在 する 職業 生活 訓練 事業 ね よび 統合 教 
育 実施 の た め の ュ ン サ ル タ ン ト を 派遣 . ⑮ 盲 人 に 関す 
る 国際 定義 WHO に よっ て 承認 さ れ , この 実施 を 
各国 政府 に 勧告 . ⑬⑭ 国 際 研 究 資 料 セ ンタ ー の 設置 と 全 
4 巻 の 報告 書 を 作成 . ⑮ 低 開発 国 に 対す る 巡回 眼科 診 
療 制度 の 実施 な ど で あ る . 


日 本 に お ける 会 員 
日 本 に お ける 代表 会 員 , 準 会 員 お よび 役員 , 委員 は 





次 の 通り で ある (1971 年 現在 ). 

(RRA ART 実 本 博 次 中 林 左 近 
本 間 一 夫 松本 征 二 村谷 昌弘 

(② 準 会 員 北村 好 男 長岡 加藤 治 Fre 
二葉 恭 次 三宅 精 一 宮田 信 直 BAH 

(3⑬ 役 員 お よび 委員 副 会 長 お よび 実行 委員 , 

アァ ジア 委員 会 委員 長 , 都市 職業 雇 用 委員 岩橋 英 行 , 
国際 盲 青年 教育 者 会 議 委 員 佐 藤 親 雄 , 盲人 用 具 委 員 本 
間 一 夫 , 世界 点字 協議 会 ュ っ ン サ ル タ ン ト 尾関 育 三 . 


アジ ア 委 員 会 

1955 (昭和 30) 年 , 東京 に お ける 第 1 YE TBA 
福祉 会 議 で は , 世界 盲人 福祉 協議 会 (WCWB) に 対 
し , アジ ア 地 域 全 般 の 家 人 問題 を 取扱 2 特別 委員 会 を 
設け る よう 2 提議 し た . WCWB は この 提議 に 基づき , 
1956 年 に ロン ドン で 開か れ た WCWB 実行 委員 会 で 
アジ ア 地 区 常任 委員 会 (Standing Committee on 
Far East, South and South-East Asian Affairs) を 
memo eee な ら だ しほ で (いで も セ 4 才 AORTA 
4 (K.C. Dassanaike) を 委員 長 と し , パキスタン の 
S77 SB: Jivani) 5 ンド の WW Ae =e (Gace. 
Ahuja), マレ ー シ ア の リー (A.K.Lee), HAD HG 
橋 英 行 の 4 人 を 委員 に 選ん だ . 

同和 要員 会 は 発足 以来 , 1956 年 に コロン ポ , 1957 年 
(に こ オ スロ ー, 1963 年 に クア ラル ン プール, 1964 年 に 
ea ジグ ク 、 1968 (マラ 1969 年 ee Se FT 
リー で それ ぞ れ 委員 会 を 開き , その 任務 と 活動 方 針 を 
協議 し た . 特に オス ロー で は , TET HMC OE 
人 事業 の 総合 検討 , 機関 誌 Astan Blind の 発行 , 
表 人 用 具 の 供給 計画 , 各国 別 点字 図書 目録 の 発行 , A 
育 ・ 福 祉 事業 施設 の 名 簿 作成 な ど が 協議 され た . 

この 結果 , 機関 読 は ダサ ナイ ケ が 編集 長 と な り , 日 
本 盲人 福祉 委員 会 (日 BZ) が 印刷 ・ 発 行 を 担当 し 


0 09588 還 (信和 MI し た ) 


1632 ee AZ ae Cl, a el アジ ア 笛 
人 福祉 会 議 に 参加 し た 9 ヵ国 の 代表 を 招い て 委員 会 を 
開い た . この 会 議 で 王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 
(Royal Commonwealth Society for the Blind=RCS- 
B) 会 長 ウ ィ ル ソン (John F.Wilson) の アジ ア 5 カ 年 
計画 の 提案 な ら び に 中 央 管理 局 の 創設 , 相談 役 の 設置 
お よび アジ ア に お ける 和 失明 原因 の 究明 な ど に つい て 供 
wee Le. 

その 結果 , 委員 会 と し て , ① 盲 学校 を 倍加 する こ 
と . ② 少 な く と も 年 間 1000 人 の 農村 BH 働 者 を 訓練 
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し , 農業 技能 者 と し て 再 定住 で きる 地点 に 農業 訓練 施 
設 を 増加 する こと . ③ 各 国 の 主要 工業 都市 に 就職 させ 
る た め , 全 地 域 に 50 ヵ所 の 職業 生活 訓練 モン ター を 
設置 する こと . ④ ア ジア の 3 地域 に 少な く と も ー つ ず 
つの 近代 的 機械 設備 を し た 授産 所 (sheltered work- 
shop) を 建設 す る こと . ⑤ 以 上 の プロ グラ ム メ 実 現 の 
た め 各 国政 府 に 教育 ・ 訓 練 ・ 雇 用 を 拡大 する 5 カ年 計 
画 を 立て る よう 要請 し , 地方 資源 の 利用 方 法 を 指示 す 
る こと . © AFOB, RCSB お よび WCWB に 対し これ 
ら の 案 の 実 現に 協力 する よう 呼び か ける こと な ど を 決 
Li. 

1968 年 の マニ ラ 委員 会 で は , 次 の 活動 方 針 を 決定 
Lik. ① 委 員 会 活動 に 関す る 方 法 お よび 手続 き に つい 
COREPIFR. OF 47 =7 RARE OH » th) 
を 図る . ③ 各 国 に 全国 的 統一 団体 (national body) 
を 組織 し て , 政府 と の 協力 体制 を つく り , 盲人 の 能力 
判定 , AB, WIM, リハ ビリ テー ショ ン , 雇用 お 
よび 福祉 に つい て の 計画 的 ・ 総 合 的 プ ビ グラ AO 
行 を 奨励 し , な お , この 全国 的 統一 団体 を も っ て 
WCWB に 加盟 する . ③④ 全国 的 団体 を すでに 設置 し て 
いる 国 は , WCWB の 正会員 に 加盟 し , その 他 の 国々 
(LEAR LEAL OBMTS. OMAN し て いた 機関 誌 
Asian Blind を 復刊 し て 定期 的 発行 を 確保 する . 
⑥ PR 活動 を 活発 に し , 盲人 問題 を 絶え ず 社 会 へ 提供 
する . ⑦ 各 国 の 盲 学生 , 盲人 福祉 事業 家 や 盲 教育 者 に 
よる 交換 プロ グラ ム を 紹介 する . ⑧ 盲 人 用 具 の 交換 プ 
ログ ラム を 作成 し , 各国 間 の 努力 を 調整 し て 重複 を 避 
ける よう に する . ⑨ 国 際 諸 機関 な ら び に 国際 援護 団体 
に 対し , 顧問 と し て アジ ア 委 員 会 に 参加 する よう 要請 
a Oo! 

その 後 委員 会 で は , これ ら の 方 針 に 従っ て , 機関 紙 
Asian Blind を 復刊 し オセアニア 地区 と の 協力 に 
LY, オー スト ラリ ア の 盲 導 大 訓練 士 養 成 所 へ 日 本 か 
ら 1 人 を 派遣 し , 台湾 か ら は 生活 訓練 指導 上 員 養成 の た 
め 1 人 を 日 本 に 招い た . また , 全国 的 組織 の な い 国 の 
政府 に 対 し て は , その 設立 促進 を 要請 し , さら に , 
WCWB 未 加入 国 に 対 し て は , 会 員 と し て 加入 する よ 
5 BB Lie, 

1969 年 , イン ド の ニュ ー デ リー で 開催 され た 委員 
会 で は , イン ド の ビア ス (Rajendra Vyas) が , か 
つて 提案 し て いた アジ ア 委 員 会 の 活動 規約 を 作る こと 
を 再 提案 し , これ を 決定 し た . 

1970 年 現在 の 委 員 会 の 正 式 加 盟 国 は , セイ ロン , 
イン ド 。 用 ンド ネジ ア , Eee Sey ae. Ss 


キス タン , シン ガ ポ ー ル の 8 カ国 お よび RCSB, AF 
OB の 2 機関 , 準 会 員 国 は 中 芋 民国 , 香港 , タイ , ネ 
パー ル の 4 カ国 で ある . な お , 1968 年 に は , マレ ー 
ン ア の リー が 委員 長 に 選ば れ た が , PECL) AAO 
宮 橋 が 委員 長 と し て 正式 の 指名 を 受け た . 
(長岡 加藤 治 ) 

[参照 文献 ] 

岩橋 英 行 「 世 界 盲人 福祉 会 議 普 び に ョ ヨーロッパ に お 
ける 盲人 福祉 施設 視察 報告 書 ] ラ イト ハウ ス , 昭和 31 

知 橋 英 行 | 第 3 回 世界 盲人 福祉 会 議 報告 書 」 日 本 ラ 
イト ハウ ス 昭和 39 

第 4 回 世界 盲人 福祉 会 議 資料 会 議事 務 局 昭和 44 

「 世界 盲 人 福祉 協議 会 定款 」 日 本 盲人 福祉 委員 会 
昭和 44 

International Conference of Workers for the 
Llind, National Institute for the Blind, London, 
1949. (土井 利家 訳 ) 

Proceedings of the World Assembly of the 
World Council for the Welfare of the Blind, Rome, 
1959. (土井 利家 訳 ) 


TUT BME 


開催 計画 

第 1 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 (Far East Conference 
on Work for the Blind) は , 1955 (昭和 30) 年 10 月 
20 日 か ら 7 日 間 , 東京 に お いて 開催 され た . これ は 
知 橋 武夫 が か ね て か ら , 世界 盲人 人 口 の 3 分 の 2 が 貧 
困 と 無知 と 失業 の まま , 放任 され て いる アジ ア 地 域 に 
福祉 と 教育 を 促進 する 運動 を 展開 する た め , 情熱 を 傾 
けた 着想 で あっ た . この 岩橋 の 提唱 に 応じ て 日 本 盲人 
会 連合 と 日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 は も と より 盲 学 
校 関係 者 , 日 本 赤十字 社 , 日 本 へ レン ケラ ー 協 会 , 関 
係 当 局 が 立 上 が り , いく た び か 打合せ 会 な ど を 開い て 
実現 を 期し た の で あっ た . し か し , 当時 の 関係 機関 や 
団体 の 経済 状態 な どの 点 か ら , 直ちに 実行 に 踏切 る ま 
CHILE bith ok. 

岩橋 は 1954 年 2 月 。 アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 
(AFOB) の ボル ター (Eric T. Boulter) を 招き , BH 
本 赤十字 本 社 で 計画 会 議 を 開き , KBR (厚生 省 社会 
局長 ), BBA (日 赤 副 社 長 ) の ほか 関係 者 が 協議 
の 結果 , ボル ター は この 計画 を 全面 的 に 放 持 し て , 経 
済 的 援助 を 約束 した. その 結果 , 会 議 開催 の 計画 は 1 
歩 前 進 し , 厚生 省 も これ に 動か され , 昭和 30 FEF 
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算 に 負担 金 を 計上 し , 同年 10 月 26 日 , 松本 征 二 ( 厚 
生 省 社会 局 更 生 課長 ) は 岩橋 を 訪ね , 会 議 運営 に つい 
て は 厚生 省 が 中 心 に な る 旨 を 明らか に し た . Ek, 
ee 日 新聞 社 は 後援 を 約束 し た . この こと が あっ て 2 日 
後に 岩橋 は 急逝 し た -. 
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厚生 省 を 中 心 に アジ ア 盲人 福祉 会 議 準備 委員 会 を 設 
け , 下村 宏 を 委員 長 と し , 第 1 回 会 議 開催 の 運び と な 
の Fel 

参加 国 は ビル マ , セイ ロン , 中 華 民 国 , Be, tv 
ド , 韓国 , マレ ー 連 邦 ( 現 マ レー シア ), フィ リピ ン , 
タイ , ベト ナム , 日 本 の 11 カ ヵ国 . 正式 代表 は ブリ ッ 
ジ ス ( D. R. Bridges= マ レー シア 盲人 援護 協会 名 
UES), 薫 大 成 (台湾 大 学 教授 ), SRR (KS 
学校 ) ら 20 人 . 日 本 代表 は 下村 宏 ( 藤 楓 協会 長 ), 安 
Hie (PES 社会 局長 ), 斎田 基 (厚生 省 連絡 参事 
官 ), 鳥居 篤 治 郎 (日 盲 連 会 長 ), 松野 憲治 (全国 盲 学 
校長 会 会 長 ). 講演 者 は パー キン ス 盲 学校 長 ウォ ー タ 
ー ハ ウス (Edward J. Waterhouse), イン ド 盲 人 援護 
BeAS 理事 デ サ イ (H.J.M.Dessai), HABATZ 
社会 福祉 施設 協議 会 副 理 事 長 本 問 一 夫 ら 10 人 . + 
ブザー バー は , AFOB 常 務 理事 ボル ター, ジュン ・ ミ 
ルト ン 協 会 事務 局長 スミ ス (Dwight F. Smith) 6 
20 人 . 来 損 は 内 閣 総理 大 臣 を は じ め 約 450 A, 傍聴 
者 は 約 750 人 に の ぼっ た . 

会 議 は 各国 の 盲人 事情 の 報告 を 基礎 と し て 熱心 な 討 
譲 が 続け られ 次 の よう な 決議 を 行なっ て , 今後 の アジ 
ア に お ける 盲人 福祉 の 増進 と 教育 ・ 文 化 の 普及 に 努力 
する こと を 確認 し た . 

qu) 世界 盲 人 福 祉 協 議会 が 採択 し た 盲 の 定 義 を 承認 
し , アジ ア 地 域 各 国政 府 が すみ や か に 考慮 を 払う よう 
要望 する . 
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(② 和 失明 原因 の 調査 と 失明 の 予防 , 治療 お よび 抑制 の 
た め の 事 業 を 導入 する よ ょ う 各 国政 府 に 要望 する . 

(3 点字 器 お よび その 他 の 補 装 具 の 普及 を 図る た め , 
WHO, AFOB, RCSB な どの 国際 機関 が 資金 と 技術 援 
助 を 行なっ て , これ ら の 問 具 製作 セン ター を 創設 し , 
その 運営 を 援助 する よう 切望 する . 

(④ 盲 人 が 経済 的 ・ 社 会 的 お よび 文化 的 な 生活 に 全面 
的 に 参加 で きる よう に 社会 訓練 お よび 職業 訓練 を 指導 
し , 盲人 の 雇用 に 特別 な 措 軒 を 講じ , その 地域 で 就職 
Cl Apes: 

5) 盲人 を 含む 身体 障害 者 に 対す る 国際 連合 の 技術 援 
助 計画 が 経済 開発 計画 の 一 部 と し て 積極 的 に 取入れ る 
よ 2 要請 する . 

(6) 点 字 印 刷 物 の 増大 を 図る た め , 各国 政府 は 点字 出 
版 事 業 を 補助 する と と も に , 各 新 聞 社 も 日 本 の 毎日 新 
開 社 の よう に 点字 図書 出版 に 力 を 尽 さ れ た い . 

(NBADBA (RHEL, 相当 の 報酬 と 生活 の 安定 を 
保障 する た め の 法 律 の 制定 と 行政 的 措置 を 要望 する . 

(⑧ 地 域 政府 は , その 国 の 盲人 団体 お よび 盲人 の た め 
の 団体 を も っ て 組織 され た 全国 委員 会 を 認め , これ を 
援助 し , 全国 委員 会 は 政府 に 対し 助言 を 行なう こと . 
民間 福祉 団体 の 事業 を 奨励 し 援助 する よ 2 勧告 する . 

9⑨ 視 覚 障害 児 の 義務 教育 を 実施 し , 盲 学校 教師 の 養 
成 訓練 と その 優遇 策 を 講ず る よう 勧告 する . 

GO1957 年 開催 の 国際 盲 青 年 教育 者 会 議 (ICEBY) 
に 各国 は 代表 者 を 送る よう 激 励 す る . 

男 ア ジア 各国 お よび 領土 問 の 間 で 行なわ ち れ る 相互 の 
意見 や 経験 の 変 換 を 行ない, 相互 協力 する た め に 
WCWB 内 に 特別 委員 会 を 設置 する こと を 提唱 する . 


第 2 回 会 議 
第 2 回 会 議 は 1968 (昭和 38) 年 5 月 21 日 か ら 同 30 
HEC, マラ ヤ の クア ラル ンプ ー ル で 開催 され た だ た . = 
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の 会 議 は , AFOB と RCSB お よび WCWB の 共催 
で , 日 本 か ら は 政府 代表 と し て 平井 龍 , 民間 代表 と し 
て 岩橋 英 行 が 出席 し た . 

参加 国 は , ボル ネオ , セイ ロン , BR tv, イ 
VPROUT BAS) BE aoa So a nie 
III, シン ガ ポ ー ル 。 PRE, 24, ベ ド チム の 
14 カ国. 参加 者 は 55 AC, 講演 者 は AFOB の ボル 
ター, BCSB の ウィ ルソン (J.F. Wilson) ら 26 人 . 
会 議 の 主題 は 「 今 後 の 5 ヵ年 間 に お ける 育 人 の 教育 ・ 
訓練 お よび 雇用 」 で , 次 の ょ うな 決議 を 行ない , アジ 
ア 各国 関係 者 が これ を 履行 する ょ う 要 請 し た . 

1) 盲人 福祉 の 5 カ年 計画 と し て 少な く と も 盲 教育 施 
設 を 倍加 し , さら に 年 間 1000 LO BN BA Yall RT 
る た め の 上 農業 訓練 施設 を 増 設 す る . TOT RRS, 
FA, 極東 の 3 地域 に 分 け , 国際 機関 で ある , AFOB, 
RCSB な ら び に WCWB は , この アジ アァ 計画 を 表 持 
し , 地域 相互 問 で 同時 に 並行 し て 共同 事業 を 行なう よ 
う 要求 する . 


(2② 盲 児童 の 教育 は 急務 で あり , 寄宿 制 盲 学校 の 任務 


の 改善 と 統合 教育 方 式 の 採用 , 教師 の 資格 確立 と 待 過 
改善 , 教科 書 と 教材 の 確保 , 教師 用 手引 書 の 発行 な ど 
を 勧告 する . 

(3) 盲 人 を 有人 能 な 社会 の 一 員 と し て 復帰 させ る た め に 
は , 社会 に 適応 でき る よう に 就職 以前 に 調整 ・ 訓 練 す 
る 必要 が ある . 

(④ 各 国政 府 は 盲人 の 都市 雇 用 計画 を 立て , 少な く と 
も 1 カ所 の 職業 訓練 所 を 設置 し , 専門 の 指導 員 に よっ 
て 訓練 を 施し , 工業 生産 に 参加 させ る よう 勧告 する . 

(⑤ ア ジア ァ の 盲人 の 大 多数 は 農 村 地 帯 に 居住 し て お 
り , これ ら の 盲人 を 農夫 と し て 訓練 し , 農業 開発 事 
業 , 村落 援助 計画 の な か に 組入れ て 雇用 を 促進 する よ 
う 要請 する . 

(6) 盲 婦人 を 社会 に 復帰 させ , また , 家庭 生活 で の 必 
要 な 一 員 と する た め に , 各種 の 施設 を 利用 し て , その 
指導 か ゆき わた る よう に 努力 し な けれ ば な ら な い . 

(⑦ 盲 老人 は 家庭 に お いて , 社会 活動 に お いて 可能 な 
限り 有用 に 参加 で きる よら 配 慮 する と と も に , 家庭 生 
活 の 不可 能 な 盲 老人 や 孤独 な 盲 老 人 は , 経済 的 社会 的 
理由 か ら 盲 老人 専用 の 施設 より も 晴 眼 者 用 老人 ホー ム 
に 収容 する こと が 望ま し い . 

(⑧ 有 能 な 指導 員 を 確保 する こと は , 盲人 事業 の 推進 
の た め 必 要 で あり , 職員 養成 は 各国 政府 の 責任 に お い 
て 実施 し な けれ ば な ら な い . 

(9⑨) 盲 人 用 器具 の 発達 の た め に 各地 域 で 生産 エン ター 





を 設け , 相互 の 技術 交流 , 情報 交換 を 行なっ て その 普 
及 を 図る 必要 が ある . 
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第 3 回 会 議 は , 1968 (昭和 43 ) 年 8 月 26 日 か ら 6 目 
Al, フィ リピ ビン の マニ テラ CBC, AFOB, ROSE 
WCWB, フィ リピ ン 政 府 な どの 協力 の も と に 開か れ 
た . 日 本 か ら は 政府 代表 と し て 葛西 嘉 資 , 民間 代表 と 
し て 岩橋 英 行 の ほか オブ ザー ベー 多数 が 参加 し た . 

参加 国 は セイ ロン , 香港 , イン ド , イン ド ネ シア , 
HA, 2H マレ レー YT, SEA 4A 
Y, HERE, tel, “heap yy a eve 
の 14 カ国 . 参加 者 64 人 . 講演 者 は AFOB の ジェ イ 
クル (R.C. Jaekle), RCSB の バボ ナウ (R. A. Babo- 
nau) は じ め 27 人 に 及 ん だ . 岩橋 は 「 職 業 訓練 前 の 
失明 者 の 能力 測定 評価 と 生活 訓練 の 重要 性 」 に つい て 
講演 し た . 

会 議 の 主題 は 「 ア ジア 盲人 の た め に 何 を な すべ き 
か 」 で 次 の 項目 を 決議 し た . | 

) 統 合 教育 が 各国 に お いて 容認 され , 確立 され つつ 
ある こと を 歓迎 し , その 形態 ある い は プロ グラ ム は , 
各地 域 の 客観 的 ニー ド に 適応 し た 方 法 に ょ っ て 導入 
し , 発展 させ ね ば な ら な い . それ は 小学 校 に 止ま ら 
ず , 中 ・ 高 等 学校 へ も 適用 する 必要 が ある . 農村 に お 
ける 統合 教育 プア ラン は , 相当 困難 で ある が , その 導入 
に 努力 すべ き で ある . 本 会 議 は 統合 教育 の 重要 性 を 認 
め る と と も ゃ も に 盲 学校 の 価値 と 役割 を 容認 し , その 発展 
を 図る . 

(②) 盲 教育 の 教師 は , 一 般 教 師 の 資格 の うえ に 特別 訓 
練 を 施す 必要 が ある . アジ ア 各 国 間 の 交換 学生 制度 を 
設置 する こと , 教師 に 対す る 特別 給与 , な ら び に 奨励 
費 を 到 給 する こと を 要請 する . その 他 , 教師 養成 プロ 
グラ ム 基 準 化 の た め の 共 同 研究 を する こと . 

pgs | is 
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_(⑧ 教 育 プ ヒビ グ ラム を 実施 する た め , あら ゆる 機関 や 
組織 を 動員 し て , 盲 児 の 所 在 発見 と 調査 を 行ない , そ 
の 能力 測定 を 実施 する よう 勧告 する . 

(④ 盲 学校 の 中 等 教育 期間 に , 就職 の 機会 を 考慮 し て 
職業 教育 が イダ ンス を 導入 し , 現実 的 な 就職 目標 を 設 
定 す る よう 勧告 する . 

⑤ 職 業 訓練 以前 の 能力 測定 と 矢 明 へ の 適応 訓練 は 重 
BCH), 測定 と 評価 の 技術 や 検査 方 法 が 国際 的 機関 
に よっ て 各国 に 普及 する よう 勧告 する . 

(6 ほう 大 な 農村 盲人 人 口 を 擁する アジ ア は , 農村 プ 
ログ ラム の 確立 と 推進 を いっ そう 強化 し , さら に , FF 
導 員 お よび 盲人 農業 従事 者 養成 の た め 社 会 資源 を 最大 
限 に 活用 する ょ 2 要請 する . 

(⑦ 盲 人 授産 所 や 盲人 工場 は で きる だ け , ビジ ネス 的 
経営 方 針 で 運営 さる べき で あり , 盲人 席 護 授産 所 
(sheltered workshop) と いう ら 「 底 護 (sheltered) | 
を 削除 する こと を 勧 告 す る . た だ し , 晴 眼 者 と 互角 に 
労働 で き な い 盲 人 の た め に は 盲人 底 護 授産 所 が 必要 で 

ある . 

(⑧ 盲 人 の 雇用 を 促進 する た め , 身体 障害 者 と 共に 一 
定 の 比率 を も っ て 強制 雇用 を する 法律 が 制定 され る よ 
2 勧告 する . 

⑲⑨ 歩 行 訓練 を 強化 し , 歩行 訓練 指導 員 を 訓練 する 専 
門 教 師 の 養成 を AFOB に 期待 する . 各 盲 学校 で も 歩 
行 訓練 を カリ キュ ラム に 組入れ る よう 勧告 する . 

Q⑳0 ア ジア 各国 間 の 連絡 ・ 調 整 と 協力 を 促進 する た め 
WCWB アジ アァ 委員 会 の 組織 の 強化 と 活動 方 針 を 確立 
し , か つ 決 議 実施 の た め に 会 議 参 加 国 を も っ て 構成 す 
る 特別 委員 会 を 設け る こと . 

(i) 国際 連合 と その 専門 機関 , AFOB, RCSB, WC 
WB の アジ ア に お ける 活動 を さら に 充実 させ る こと , 
特に RCSB が 適当 な 場所 に 事 務 局 を 設 置 す る こと を 


要望 する . (長岡 加藤 治 ) 
[参照 文献] 
「 ア ジア 盲人 福祉 会 議 議事 録 」 世界 盲人 福祉 協議 会 
目 本 委員 会 昭和 31 


岩橋 英 行 「 第 2 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 報告 書 」 日 本 
ライ ト ハ ウス 昭和 38 

「 第 3 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 各 種 資料 お よび 決議 録 」 
会 議事 務 局 昭和 43 

The Third Asian Conference on Work for the 
Blind, 1968. ( 玉 上 明子 ・ 守 中 みよ ・ 吉 川 春 訳 ) 








王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 


ip 

王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 (Royal Common- 
wealth Society for the Blind=RCSB) は 王立 イギリス 
盲人 援護 協会 (Royal National Institute for the Blind 
=RNIB) の 姉妹 団体 で あり , イギリス 連邦 諸国 に お 
ける 盲人 教育 の 普及 お よび 失明 防止 を 目的 と し て , 国 
際 的 庄 機関 , 政府 お よび 盲人 援護 団体 な どの 協力 に ょ 
り 1950) 年 臣 設 立 き され た . 

1967 年 現在 , 連 邦 内 に は 少な く と も 400 万 ADK 
人 が お り , この まま 放置 すれ ば , 20 世紀 末 に は 800 万 
人 に ゃ 達する も の と 思わ れる . 400 万 人 の 約 3 分 の 2 
は 適切 な 医療 処置 に よっ て 失明 か ら 免 れん た か も 知れ な 
いと いわ れ て いる . RCSB は 主として 連邦 諸国 お よび 
自治 領 を 対象 と し て 次 の よう な 地域 に 事業 を 行なっ 
MIME gh ue (ar Me ee) or Beene wee 
AaB Bean VAs, クキ を ツガ カシ 
リル ATs ae a PP Se FOF 
ジア 地域 (インド, マレ ー シ ア , パキスタン , セイ 
BY, Be), キプロス な ど . 


事業 内 容 

[失明 防止 事業 ] イギリス 連邦 内 に お ける お も な 和 失 
明 原 因 は , トラ ュー マ , か わ め く ら , BAB, 栄養 
失調 , 麻疹 , 天然 瘍 , ハン セン 病 , 糖尿 病 お よび 外 
EBC, トラ ュー マ に 至っ て は , 全 人 口 の お よそ 6 分 の 
1 が か か っ て いる も の と 推定 され る . た と えば , イン 
ド の ウッ タル 地区 の 統計 に よる と , こども の 40 パー 
セン ト , 成人 の 80 パーセント が トラ コー マ で ある 。. 
次 は , は え の 媒 介 に よっ て 流行 する フィ ラリ ア 病 に よ 
る 失明 で , 病名 は 「 か わ め く ら 」 と いい , これ に お び 
や め N き KC の 者 が シア リカ アジア で 1000 記 人 と 





王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 本 部 


676 国際 的 盲人 福祉 関係 機関 





推定 され て いる . アフ リカ だ け で も , これ ら の 病気 に 
より 毎年 8 万 人 以上 が 失 明 し て いる . Ef, 100 万 人 
の イン ド 人 が 碧 内 障 お よび 緑内障 で 和 失明 し て いる . 
栄養 失調 で は , ビタ ミン A 和 欠乏症 で 離乳 後に 失明 する 
幼児 が 最も 多い . 糖尿 病 は 西 イ ンド に お ける 成人 の 和 失 
明 原 因 の 第 3 位 を 占め て いる . 

これ ら の 病気 に 対す る 対策 と し て , A 200 万 人 以 
上 の 地域 の 盲人 調査 を 行ない 巡回 治療 班 を 編成 し て , 
アジ ア , アフ リカ の 10 カ国 を 巡回 し , 失明 防 ICs 
めで いる 1968 年 ジョ ウシ" ウィ イル クン シン (8 WHO CE: 
保健 機関 ) の 失明 防止 キャ ン ペ ー ン に 参加 し, アジ ア 
地域 の 失明 防止 強化 を 図っ た . 

また , RCSB が 主導 権 を と っ て , 国際 的 計画 を 立て 
る 必要 が ある と し て , 1968 年 , アメ リカ 海外 盲人 援 
護 協 会 (AFOB) と 共同 で 国際 協力 5 ヵ年 計画 を 立案 
する と と も に , 最近 は 次 の よう な 活動 を 行なっ た . 
RCSB は 巡回 治療 班 7 隊 を 編成 し , 1967 年 に は 6 万 
人 以上 の 患者 を 治 療 し , その うち 5100 人 の 視力 を 回 


復 し た . 今後 は さら に 5 班 が 巡回 し , 3 カ ヵ年 間 に 年 間 . 


1 万 人 の 開眼 治療 を 行なう 計画 を 発表 し た . アフ リカ 
に 対し て は , 全 ア フリ カ 育 人 事業 家 会 議 を 主催 し , 各 
国政 府 お よび 奉仕 団体 か ら の 出席 を 得 て , 以後 5 ヵ年 
間 に お ける アフ リカ 人 の 和 失明 防止 対策 に つい て 協議 し 
た . その 結果 , ケミ ェ ア で は 5 方 人 を ' 診 察し, 1900 人 
に 対し て 開眼 治療 を 行なっ た . タン ガニ ー カ と ウ ガ ン 
ダ で は , 人 口 の 半数 以上 が 眼病 で ある 地方 へ 治療 班 が 
出動 し , 1967 年 中 に 1 万 4000 人 を 診療 し た . EK, 
住民 の 10 分 の 1 が か わ め く ら で 和 失明 し て いる アラ フリ 
カ 西部 の 山村 を 訪れ て 治療 し た . ザン ベ シ ー 山 間 部 に 
は , 自動 車 班 族 援 の もぉ と に 外科 チー ム を 派遣 し て , 5 
ヵ年 に わた っ て 200 万 住民 の 診療 を 行なう 計画 を 進め 
TWH, この よう に し て , 1968 年 Pile 行なっ た だ アラ 
リカ の 検診 患者 総数 は 26 万 8000 人 に 達し , その らち 
11 万 9000 人 を 治療 , 7965 人 に 手術 を 施し , 6434 人 
が 和 失明 を 免れ た . 

イン ドド や パキスタン の 村々 で は 少な く と ふも 100 万 人 
の 盲人 が 和正 内 障 の 手術 に より 視力 を 回 復 で きる 見 込み 
で あり , 1967 年 , RCSB の 医療 班 は 3 万 9618 人 を 診 
REL, 4502 人 の 白内障 患者 の 視力 を 回 復 し た . 現在 , 
か わ め く ら の 予防 策 と し て , は え の 撲 滅 楽 を 散布 し , 
天然 瘍 と 麻疹 に つい て は ワク チン に よっ て 和 失明 を 防止 
し AN ドラ ョ ー マ に 対し 公 人 0 以 グ の チル (に LU So Cee 
げ て いる . これ ら の 近代 医学 に よる 和 失明 防止 運動 費 は 
リハ ビリ テー ショ ュ ョ ン 費 と 比べ る と , は る か に 僅少 で あ 





る こと を 力説 し て いる . ヘレ ン ・ ケ ラー も ゃ も, RSD 
ハビ リ テ ー シ ョ ン の た め の 到 出 額 の 10 分 の 1 を 和 失明 
防止 の た め に 使用 すれ ば , 人 類 の 幸福 は いう まで も な 
く , 社会 的 に ゃ 経済 的 に も 多大 な 利益 を も る たら すこ と 
を 指摘 し て いる . 

[教育 事業 】 イギリス 連邦 諸国 の BI, 48 万 人 
と 推定 され て いる が , その うち わずか 8000 人 が BES 
し て いる に 過ぎ な い . 残り の 盲 児 は ほとん ど が 放置 き 
れ た まま で ある . RCSB は 過去 15 ヵ カ年 間 に 50 KY 
上 の 育 学校 を 建設 し て いる が , まだ 不 十分 で , 25U 
た 特殊 な ボラ ンティア 組織 の 活動 で これ を 解決 する に 
は , あま り に も ゃ 問題 は 大 き 過 ぎる . どう し て も ふも, 各国 


政府 の 積極 的 な 援護 措置 が 必要 で ある . それ に は , B 


児 を 一 般 の 学校 へ 入学 させ て , 統合 教育 を 行なう こと 
BABELWESHC SA. この だ め RCSB CHA 
アフ リカ の 6 カ国 , アジ ア の 4 カ国 に お いて 統合 教育 
シス テム を 全面 的 に 普及 させ る こと に 努め て いる . 
RCSB は さら に 可能 な 限り 専門 指導 員 を 養成 し て 全 
国 的 に 配置 し , 各地 区 の 教師 を 盲 児 教育 教員 と し て 訓 
練 す る こと に よっ て 大 き な 成 果 を お さめ て いる . 
1963 年 , クア ラル ンプ ー ル で 開催 の 第 2 回 アジ ア 
家 人 福祉 会 議 で 14 カ国 の 代表 者 が 集まり , 次 の 5 カ 
年 間 に 盲 児童 の 就学 倍加 運動 の 展開 , B 農夫 1000 人 
に 対す る 訓練 , 新 職業 補導 所 50 ヵ所 設置 を 決議 し た 
が , RCSB で は , これ を 援助 する た め 年 額 5000 ポン ド 
(432 万 円 ) の 予算 を 計上 し た . Ek, 奨学 金 制度 を 
設け て , 1960 年 以来 各国 か ら 選 抜 さ れれ た 約 40 人 の 
教員 を イギリス に お ける 盲 教育 教員 養成 の 大 学 で 勉学 
させ た . 1964 年 中 に は , 13 カ国 か ら 選 ば れ た 19 人 の 
盲 学 生 に 5600 ポン ド ( 約 483 万 円 ) の 奨学 金 を 使用 し 
た . その 他 , 個人 生活 旨 や 衣類 お よび 盲人 用 具 な どの 
援助 と し て 盲 児 1 人 当たり 人 年額 20 ポン ド (1 万 7280 
円 ) wake LCS. ・ 
1967 年 中 に RCSB が 実施 し た 各国 の 晴 ・ 盲 児 統合 
教育 の 活動 は 次 
の 通り で ある . 
1) ウ ガン で 
は , RCSB 教育 
担当 者 ブラ イヤ 
ツン ・ グ Dig 
( Bryan Dour 
glas) が 作成 し 
た 4 カ年 教育 計 
画 を 中 心 に , 15 


イン ド , パキスタン 方 面 に お ける 
眼科 診療 班 
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人 ずつ の 証 児 を 収容 する 17 OF 宿舎 を 一 部 の 普通 学 
校 に 併設 し て いる . ELT, この た め の 教 師 を 養成 し , 
点字 教科 書 も 各地 の 方 言 で 作ら れ て いる . 

(② タン ガニ ー カ は 広い 地域 に わた っ て いる た め , 寄 
宿舎 の 建設 は 容易 で な い . 1967 年 中 に 四 つ を 建 て た 
が , 計画 中 の 残り の 五 つ の 建設 地 を 回 わる の に 4000 
マイ ル も の 道程 を 踏 彼 せ ね ば な ら な い . 就学 盲 児 は , 
1965 年 に は 65 人 で あっ た が , 1968 年 に は 200 人 に 増 
ML, 各種 の 補 装 具 は イギリス か ら 取 寄せ て いる . 

()Eー デ シア で は , 全 ミ ッシュ ン ・ ス クー ル を 盲 児 
に 開放 する よう 要請 し , 教師 を 訓練 し , 点字 教科 書 は 
3 カ国 語 に 分 け て 作っ て いる . 

(4④ ナイ ジェ リア に お いて は , 1966 年 以来 , 100 BELL 
上 の 学校 で 統合 教育 を 実施 中 で ある . 

5) サラ ワク に お いて は , メソ ジス ト 教 会 と 合同 で 盲 
児 収 容 施設 を 建て て 収容 し , 一 般 学校 で 教育 し , 成果 
を あげ て いる . 

これ ら の 国々 で は , 数 年 前 まで は 小学 校 教 育 すら 考 
えら れ な い 状 態 で あっ た が , 教育 は 急速 に 進み つつ あ 
り , RCSB の 援助 に よっ て , 高等 教育 を 受け た 盲人 が 
増え て き て いる こと は 注目 に 価 す る . 

[職業 的 リハ ビリ テー シュン ] RCSB は 盲人 の 職業 
的 リハ ビリ テー ショ ン に つい て も , 各国 に 援助 の 手 を 
さ し の べ て いる . 香港 で は , 盲人 工場 設立 の 企画 を 助 
け , 現在 も 経済 的 援助 を 続け て いる . マレ ー シ ア で 
は , 農業 訓練 モ セン ター に お いて RCSB の ュ ン サル タ 
Yb, ロナ ルド ・ ベ バボ ナウ (Ronald Babonow) が 訓 
練 プ ログ ラム を 改訂 し , 野菜 づく り , RMA, SAT 
ッ ト ・ マ ッ ト 類 の 製作 , ぶた 小屋 ・ 養 魚 池 造 りな ど を 
追加 , 指導 し た . また , 盲 婦人 の た め に 料理 や 家庭 細 
工 を 教え , 農業 地区 セン ター や ゴム 農園 の 経営 も 計画 
LOWS. 西 イ ンド 諸島 で は 13 の 盲人 工場 が あり , 
各 島 で は 独自 の 計画 の も と に , ラン プ , 香料 箱 , と う 
ポ 」 ぬ 反 いと り の バス ケッ ト な ど を 作っ て いる が , こ 
NEOTEL A eM L, 給料 を 給 し て 援助 し て 
WS. また , アフ リカ に お いて は , 経済 的 ・ 技 術 的 援 
助 に よっ て 19 の 農業 訓練 て セン ター を 建設 し , BA 
夫 は 訓練 を 受け て か ら 自 活 し 家族 を 養っ て いる . か れ 
昌 ヶ ヤ で 野菜 , ウガンダ で コー ヒ と 綿花 , タン ガ 
ョ ミー カ で は た ば とこ と, ガン ビア で は 米 と ナッ ト , ザン ビ 
ア で は 日 用 品 , マラ ウィ で は みか ん 類 , ナイ ジェ リア 
で は コ ュ ュ ア と いう よう に 各地 の 特殊 性 を 取上げ て め ざ 
ELYSEES, 生産 を 上 げ て いる . 

今後 アフ リカ に お いて は , 少な くも 各国 に 一 つ ず つ 


農業 訓練 セン ター を 設立 し , 毎年 3000 人 の 盲 農 夫 を 

訓練 し , 将来 は 都市 職業 進出 を めざし て , 近代 的 な 訓 

練 を 受け られ る よう 計画 し て いる . この た め , 東部 , 

西部 , 中 央 部 に 三 つ の 地域 団体 結成 の 指導 を 実施 し て 

いる . (土井 利家 ) 
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アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 (American Foundation 
for Overseas Blind=AFOB) の 名 は 1946 年 2 月 に 命 
名 され た が , その 母体 の 誕生 は さら に 30 年 以前 に さ 
か の ぼる . 第 1 次 世界 大 戦 が 始ま っ た 翌 年 の 1915 年 
5 月 7 目 , ア メリ カ の 有名 な 実業 家 ジ ュー ジ ・ ケ スラ 
— (George A. Kessler) が 乗船 し て いた ルン タニ ア 
号 か ドイ ツ の 人 魚雷 に 接触 し て 大 西 涯 の 海中 に 没 し た . 
か れ は 1 本 の オー ル を 頼り に 7 時 間 ゃ 漂流 を 続け た 
が , 幸運 に ゃ 救助 され た . オー ル に し が みつ いて いる 
と き 心 に 碑 っ た こと は 「 も し 無事 に 救出 され た ら 戦 争 
機 牲 者 の た め に 価値 ある 仕事 を し よう 」 と いう こと で 
あっ た . 

治療 の た め に イギリス に 滞在 し た か れ は , イギリス 
新聞 界 の 第 一 人 者 で 戦傷 矢 明 者 の 訓練 セン ター を 開所 
し た 盲目 の アー サー・ ピ アッ ソン ( Arther Pearson) と 
出会い , その 仕事 と 能力 に 感銘 , 盲人 救済 計画 が ケス 
ラー の 心 に 芽生 えた . 
1915 年 11 月 11 日 , 
半 ケス ラー は フラ ンス 人 の 
稔 書 ジ ュー ジ ・ 
(George Raverat) を 
協力 者 に し て イギリス , 
フラ ンス , ベル ギー な ど 
OBA RGA SBA 
の た め の 組 織 を つく っ 
た . これ が AFOB OF} 
KET TERR RAE Be 
ケス ラー 済 財 (Permanent 
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Blind Relief War Fund=PBRWF) で ある . 

アメ リカ に 戻っ た ケス ラー は 直ちに 基金 づく り を 始 
め , アメ リカ 実業 界 の 指導 者 た ちの 到 援 を 得 , また , 
へ ヘレン ・ ケ ラー の 励ま し ゃ あっ て 後援 会 を 組織 し た . 
COMWMMCLo), HbR<K AVS) 7) AL Zz 
ンス に , さら に 第 1 次 大 戦後 の 1918 年 に は アメ リカ 
の ほか ルー マミ ニア , そそ 寺 ピ ス ラロ アグ, ポーラ ACE 
で 援助 の 手 が 伸 べ られ , 資金 援助 の ほか 学校 や 生活 訓 
練 セ ンタ ー の 建設 , 点字 器具 な どの 殆 給 、 ブラ ン 作 り 
な どの 指導 が 行なわ れ た だ た. 1919 年 10 8, PBRWF は 
法人 化 さ れ , 本 部 を = ュー ョ ー ク に 置き , 新た に 後援 
会 に 加わ っ た へ レン ・ ケ ラー と ウィ リア ム ・ ク ロム ウ 
ェ ル (William Nelson Cromwell) の 指導 に より , 
この 組織 が 世界 的 規模 に まで 成長 し た . 

1920 年 9 月 14 日 , ケス ラー の 死に 伴い , クロ ムウ 
ェ ル が 会 長 に な り , 直ちに 近代 的 点字 出版 事業 に 力 を 
入れ た だ た. 世界 中 に 配布 する の に 便利 な 場所 と いう こと 
で , パリ に 点字 出版 所 を 建設 , 1923 年 に 製版 機 、 印 


ml 機 が 備え られ た . 職員 は 45 人, 553402128 


人 で あっ た . 2 年 間 で 約 500 万 ペー ジ が 印刷 され , 楽 
譜 や 5 種類 の 定期 刊行 物 が 英 ・ 仏 ・ セ モル ビア 語 で 発行 
aie, 

1925 年 , 戦傷 失明 者 だ け で な く 一 般 の 盲人 援助 へ と 
仕事 を 拡大 , 名 称 を アメリカ 点字 出版 所 (American 
Braille Press for War and Civilian Blind 王 ABP) と 
改め た . COR, 点字 刊行 物 も 増え , イタ リア 語 , 
WAV HTR, ポラ ン PBEM Sa! as 
ンド , ウル グ ア イ , 日 本 に まで 無料 配布 され る よう に 
な っ た . ちょ うど その ころ , 盲人 用 具 が 盛ん に 作ら れ 
Wes 

19294 495 ise DAL T KU の TA 
AY, イタ リア の 5 カ国 代表 が パリ に 集まり , 点字 楽 
譜 を 統一 し た . 1931 年 , 委員 会 は 楽譜 と 器具 の 製作 
部 を 本 部 に 残し , 点字 出版 を 各国 で 行なう こと を 決 
fe, \A4EPICIRT 7 YA, ドル ee ee 
テー ゴス ラ ビア 。 2eY Eee Pio se we 
7é. 

1937 年 , ABP で は 最初 の トー キン グ デ ブッ ク (33 
\% 回転, 23 分 間 ERE) RIED, ヨー ロッ パ に 紹介, 
無料 で 点字 図書 館 に 貸出 し た . 

1939 年 9 月 , 第 2 次 世界 大 戦 の 突発 と と も に 戦傷 
失明 者 の 救済 を 再開 , ABP の 使命 は 世 界 中 の 盲人 の 
救済 に ある と し て , それ まで に 背 人 用 器具 や トー キン 
グ ブ ッ ク の 開発 に 密接 な 関連 を も っ て いた AFB と 


BAL, 世界 中 の 盲人 教 « 
育 と 社会 復帰 を 率先 し て 
行なう と いう 世界 的 計画 
を まとめ た . この 計画 実 
現 の た め , ABP 会 長 ク 
ロム ウェ ル と AFB 会 長 
ミゲール (M.C.Migel) 
と の 間 を と り も っ た の が 
1927 年 以来 ABP O aI 
長 を 勤め た ジュ ン ・ フ ォ ー 
スタ ー・ ダ レス (John と 1 ため 

Foster Dulles, =1952 年 に アメ リカ の 国務 長官 ) で あ 
っ た . 二 つ の 組織 は , 一 つが 国内 を 他 が 国外 を 対象 に , 
より 有効 な 活動 を 目的 と し て , 1945 年 11 月 , ABP は 
AFB と 合併 し た . ミゲール が 会 長 に , アー ウィ ン が 
常務 理事 に な っ た . そし て ヘレン ・ ケ ラー は この 合併 
の 主旨 に 禁 同 し , 相談 役 に な っ た . 

1946 年 2 月 , 両 施設 事業 の 進展 に 伴い アメ リカ 海 

盲人 援護 協会 (American Foundation for Overseas 
Blind=AFOB) と 改め られ て , 会 長 に 2 世 ジ ー グ ラ 
— (Jr. W. Ziegler) が な っ た . 

1946 年 , 第 2 次 世界 大 戦後 の 破 壊さ れん た ヨー ロ ッ 
パ の 盲人 た ちの 生活 は 極度 に 困難 な 状態 に な っ た . 

AFOB は これ ら の 盲人 た ち に 最も 緊急 な 食料 と 6 
万 ポン ドド の 表 服 と 10 万 個 の 石 teri 送 し た . また , 
点字 用 紙 や 点字 器 , タイ プラ イタ ー を 輸送 し , 専門 的 
な 技術 設備 や 原 材 料 の 提供 な ど 努 め , 30D FID BR 
急 救 済 資 金 を 提供 した. 

1949 年 に は ロバ ー ト ・ バ ーネット (Robert Bar- 
nett) が 常務 理事 に 就任 , 援助 し た 地域 が アジ ア , 7 
フリ カ , 南米 , ヨー ロッ ズ の ARM RAR. 1959 
年 , AFOB の 後援 団体 と し て へ レン ケラ ー 盲人 援護 
十字 軍 (Helen Keller World Crusade for the Blind) 
を 組織 , 世界 中 の 人 びと に 向かっ て 盲人 福祉 事業 に 対 
する 認識 と 援助 の 増大 を 呼び か けた . 

この よう ら に し て , 思 恵 を 受け た Blt 704 国 に 及 
び , AFOB は 盲人 福祉 の 国際 的 指導 機関 に な っ た . 
これ ら の 財源 は , ほとん と 大 口 寄付 金 に よっ て ま か な 
われ , 1967 年 の 決算 報告 に よれ ば , 相談 事業 , 教育 
事業 , 世界 各地 区 事業 その 他 の 助成 の た め に 年 間 60 
万 ドル ( 約 2 億 2000 万 円 ) を 到 出 し て いる . 





事業 内 容 
[国際 的 役割 ] AFOB の 事業 は 「 適 切 に し て 厳格 な 


A の fe tt om 








生活 訓練 を 施す こと に よっ て , 盲人 は 社会 に あっ て 正 
代 斬 証 が 6 有用 な 一 員 と な る こと が で きる . し た が 

ot, 決し て 孤立 と 隷属 の 境遇 に 閉じ こめ て お いて は 
療 ら な い 」 と いう 信人 条 の も と に 行 な ち われ て いる . そし 
て , AFOB は 世 RS 国 に 対し , BACT SRR: 
教育 お よび リハ ビリ テー ショ ュ ン な ど 進 展 の た め 次 の よ 
うら な 援 助 を し て きた . 

③④ 各国 の 盲 学校 や 盲人 施設 に 対し , 点字 器 , 点字 タ 
イプ ライ ター, 立体 地図 ( 浮 彫り 式 ), 計算 器 , 楽 
譜 表 記法 便覧 , 折り た た みみ 式 白 ス テッ キ お よび 特に く 
ぁ ら され た 娯楽 用 具 や 補 装 具 な どの 寄付 . ② 各 国語 に 
LOR 種 の 文献 を トー キン グ ブ ッ ク に 録音 し , これ 
ら を 各国 に 配布 し て 利用 させ る . ③ 各 国 に 点字 出版 所 
を 設置 し , 点字 教科 書 , 雑誌 , 定期 刊行 物 お よび 一 般 
の 文献 を 出版 させ る . ④ 職 業 訓練 セン ター や 授産 場 の 
作業 を 容易 に する た め 必 要 な 機械 ・ 器 具 お よび 資材 の 
供与 .⑤ 教 育 , 生活 訓練 , 雇用 問題 に 関す る 近代 技術 
の 実地 指導 . OFMAMT HARES EAD ABATC 
専門 職員 と し て の 訓練 が 受け られ る た め の ゼ ミナ ー ル 
の 設置 . ⑦ 国 外 留 学 , 特に アメ リカ に お ける 盲人 事業 
視察 の た め 奨 学 金 や 特別 奨励 金 の 給 . ⑧ 病 気 に 基 づ 
く 失 明 の 軽減 を 図る た め の 適切 な 失明 防止 事業 の 奨励 
と 保健 教育 の 援助 、⑨ 盲 人 福祉 行政 に 計画 性 と 責任 を 
も つ 委 員 会 の 設立 . ⑩ 近 代 的 盲人 福祉 事業 の 開始 に 際 
し て 政府 当局 や 民間 施設 と の 折衝. 

AFOB は 人 種 , KID SVR 教 に よる 差別 な く 
世界 中 の 盲人 に 対し 生産 的 市 民権 を 確保 し , 自尊 心 を 
得 さ せる 唯一 の 国際 的 指導 機関 と し て 公認 され る よう 
に な っ た だ た. 

[各国 に お ける 活動 」 AFOB は ヨー ロッ パ , アジ 
ア , ア フリ カ , 南 アメ リカ に わた る 広範 な 盲人 事業 計画 
を 指導 し て いる が , これ を スム ー ズ に 行なう た め 各 地 
に 区 局 を 設け て いる . 

ョ ニー ロッ パ 地 区 に 対し て は パリ に , 北ア フリ カ と 中 
剛昌 上 攻 Ma 対 し て は レバ ノン の ベイ ルー bE, ラテ ン ア 
メリ カ 地 区 は チリ ー の サン チャ ゴ に , 極東 地区 に 対し 
軸 マ レー シア の クア ラル ンプ ブー ル に それ ぞ れ 到 局 を 
設け , 専門 コンサルタント と 指導 員 を 派遣 し , 立案 ・ 
企画 ・ 実 地 指 導 , 物質 的 ・ 経 済 的 援助 に 活動 し て い 
と 

Q) 最 近 の お も な 事業 と し て は ョ ー ロ ッ ズ パ 地 区 で は , 
パリ 郊外 に フラ ンス 最初 の 盲人 リハ ビリ テ ー シ ュ ン セ 
ンタ ー を 設立 し , リハ ビリ テー シュン の 基本 間 題 に つ 
いて 講習 を 行ない , 多く の 機械 や 資材 を 提供 し た . ギ 


リ シ ャ で は アテ ネ の 上 農業 訓練 所 と 職業 技術 学校 建設 を 
助け , 必要 な 備品 を 提供 し た . ポル ト ガ ル に 対し て は 
リス ボン の 授産 所 拡張 に 際 し , 経営 指導 と 訓練 助成 を 
実施 し , 補 装 具 , 点字 図書 な ど を 寄贈 し た . トル ュ に 
お いて は 一 般 学 校 で 盲 児 も 共学 で きる 統合 教育 の 公開 
実験 を 行ない , 多く の 教材 ・ 教 具 を 提供 し た . 

(② 中 東 お よび 北ア フリ カ 地 区 で は , 国連 と 合同 で 盲 
人 の 生活 状態 の 調査 と 登録 を 始め , これ に 基づい て 総 
合 的 な 事業 計画 を 立て , 各国 別に 農業 訓練 その 他 の 指 
導 ・ 援 助 を 行なっ て いる . イス ラ エ ル で は 統合 教育 を 
実施 する よう 計画 し , 教材 ・ 教 具 や 資料 を 提供 し , 点 
字 出 版 所 に ゃ 設備 器具 を 送っ た . ウガンダ で は 国際 農 
業 訓練 セン ター を 完成 し , 職員 雇用 資金 , 種子 , 苗木 
農機 具 な ど を 提供 し て 指導 に 当たり , 多く の 卒業 生 は 
壱 金 正秀 洒 PiGR の IN だ の ② 他 ヨコ ルン ョ イラ ン 、。 = 
チ 素 当 ア ョ 夫 ヨ ジ / な 届 で き 国 情 に 応じ て 助成 と 指 
導 を 行なっ た . 

(3) ラ テン アメ リカ で は , チリ に お いて 職業 訓練 施設 
の 拡充 を 図り ,。 メキ シュ で は 中 央 点字 編集 所 の 改組 と 
地方 図書 館 の 設置 を 勧告 スペ イン 語 の 点字 書 を 各 
国 に 提供 した. また , アル ゼン チン , ブラ ジル , ボリ 
See eye WOE aac UE A PR ーッ 
パナ マ な ど に 対し て も 教育 と 更生 復帰 の た め の 組 織 の 
改善 , 専門 書 , 教材 教具 の 提供 , 奨学 金 の 寄贈 た な た ど を 
行なっ て いる . 

(④ 極 東 地区 に お いて は , マレ ー シ ア の クア ラル ンプ 
ー ル に 極東 事務 局 を 置き , ブリ ッ ジ ス (D. R. Bridges) 
の 指導 の も と に 有 能 な ュ ン サル タン ト , 教師 が 各国 
に 働き か け て いる . クア ラル ンプ ー ル に アジ アブ ア 各国 か 
ら 訓 練 指導 に 当たる 人 びと を 集め て , 工業 的 職業 訓練 
と オリ エン テー シュ ン , HAO2 2-AOPH RAK 
の た め の 訓 練 を 実施 し て いる . また , 統合 教育 に つい 
て も , マレ ー ン ア 連 邦 教育 省 を 促し て 教員 養成 に 尽力 


。 する と と も に , 盲 児 に 対し 教具 や 補 装具 を 提供 し て 


WS. イン ド で は ファ ン サ 地区 で の 農業 訓練 セン ター 
が 大 き な 成 果 を あげ る と と も に ユニ セ フ と 協力 し て 盲 
学校 教師 の 訓練 を 行ない , 点字 書 や 用 具 を 寄贈 し , タ 
イ で は 初め て の 職業 訓練 セン ター の 設立 に 協力 し , 指 
導 員 を 派遣 し て 機械 器具 を 提供 し , 一 方 , 統合 教育 を 
勧告 し て 教員 の 養成 訓練 計画 を 成功 させ た . ベト ナム 
に お いて は , 引 続 く 戦争 に も か か わら ず , AFOB か ら 
機械 を 提供 し て ブラ ン シ 製 作 を 行ない , 一 般 工場 へ の 進 
出 も 指導 し て いる . フィ リピ ン や 台湾 に あっ て は 統合 
教育 の 指導 が 積極 的 に 進め られ , 韓国 に 対し て も 農業 


680 国際 的 盲人 福祉 関係 機関 





訓練 所 の 設立 や 点字 出版 事業 の 援助 か が な され て いる . 
日 本 に 対 し て も , 日 本 ライ ト ハ ヘッ ウス 職 業 ・ 生 活 訓練 セ 
ンタ ー の 設立 と その 指導 訓練 の た め , ユン サル タン ト 
の 派遣 , 指導 員 の 養成 な ら び に 経済 的 援助 を 与え て 新 
し い 職 業 開拓 と 有 能 な 社会 人 の 養成 に 積極 的 援助 を 与 
えて いる . (花島 5h) 
[参照 文献 ] 
Annual Report of AFOB, 1962 ~ 1967. 


アジ ア に お ける 役割 

[個人 的 援助 か ら の 腕 上 度 ] アジ ア に お ける AFOB 
の 役割 は 固定 され た も の で は な く , その 基本 方 針 に も 
基づき 必要 に 応じ て , いつ で も 変化 する も る の で ある . た 
と えば , 第 2 次 世界 大 戦 直 後に アジ ア の 盲人 が 必要 で 
あっ た も の は , 特殊 盲人 用 器具 や 補 装 具 (点字 器 ・ 点 
字 タ イプ ライ ター・ 算 数 用 器具 ・ 地 図 ・ 幾 何 学 器具 ・ 
点字 用 紙 ・ 点 字 図 書 な ど ) で あっ た . し た が っ て , ア 
AVAPSOEWMRE LC, 盲 学校 や 施設 に 対し 
て , これ ら の 盲人 用 具 を か な り 多 く 提 供し た . 次 に , 
責 教 育 発 戻 の た め に 教師 に 対す る 訓練 が 必要 に な っ て 
きた だ た. 当時 , アジ ア の 盲人 事業 家 た ちの 唯 一 の 希 望 
は , これ ら の 教師 た ち を 訓練 する た め に , アメ リカ お 
よび ョ ヨー ロッ パパ の 先進 国 へ 留学 させ る こと で あっ た 
が , この よう な 形 の 援助 は , 盲人 の 根本 的 な 要求 を 満 
た す も の で な く , 物質 的 な 要求 や 限ら れ た 指導 員 の 特 
別 訓練 の 要求 に 応じ た に 過ぎ な か っ た . 

AFOB を は じ め 他 の 海外 盲人 援助 機関 は , か れ ら 
の 要求 通り に 応じ る こと は 不可 能 で ある こと が 明らか 
に な っ た だ た. それ ぞ れ の 国 に よっ て , 文化 や 社会 的 条 
件 が 異な る た め , アジ ア 諸 国 の すべ て の 希望 を 満足 さ 
せる わけ に は いか な か っ た . AFOB に お い て は , そ 
の 地域 内 に 事務 局 を 設け て , 指導 員 を 養成 し , 相談 や 
指導 を 容易 に 行ない 得る よう な 方 法 に 切替 えた . 1958 
年 , マニ ラ に 初め て 事務 局 を 設け た が , 当初 の 2, 3 
年 間 の 役割 は アジ アァ 盲人 の 教育 . リハ ビリ テー ショ ン 
に 関連 の ある 新 企画 . アジ ア の 盲人 用 具 お よび 教科 書 
の 出版 所 設置 な ど に つい て , 各国 の 活動 を 督 励 す る こ 
ee CH > Fei: 

[統合 教育 へ の 援助 ] AFOB の 事業 は 約 4 ヵ年 続い 
た . 種々 な 企画 を 討議 し , その 実行 方 法 を 追 完 し た . 
同時 に 盲人 福祉 に つい て の 各国 政府 の 関心 を 高め 援助 
を 得る こと に 努力 し た . 最も 必要 な こと は 政府 に よる 
強固 な 財政 上 の 裏付け で あっ た . 

AFOB と し て は , 統合 教育 を 始め る に は , アジ ア 





の 盲人 に 対し て アジ ア が 人 負担 し 得る 経費 で , LSA 
由 に 処置 し 得る 手段 で 効果 的 な 盲人 教育 方 法 を 見 出す 
べき で ある と いう 意見 で あっ た . 指導 員 養 成 ユ ー ス を 
国内 に 設け , 各地 域 に お いて 現実 に 即 し た 状況 の も と 
に 指導 員 を 養成 する こと が 考え られ た . 次 に , BMS 
れ た 指導 上 員 に よっ て 統合 教育 計画 が 立て られ , 多額 の 
維持 費 を 要する 建物 や 教職 員 を 選定 する 困難 さ な し に 
推進 する こと で あっ た . AFOB は すでに 各地 に 点字 
出版 施設 を 設け , 点字 出版 を 始め て いた の で , 経費 は 
か か ら な い 状 態 で あっ た . その た め ア ジア で の 統合 教 
育 の 実施 は 比較 的 軽 少な 費用 で も 可能 で あっ た . 

[リハ ビリ テー ショ ン へ の 援助 ] アジ ア に お ける 伝 
統 的 な 職業 で ある 織物 , バス ケッ ト や マッ ト 作 りな ど 
は 非 能率 的 で 利益 も $ 少 なく, 助成 な し に は 生活 も で き 
な い 状 態 で あっ た . し か も , これ ら の 職域 で さえ 拡張 
の 道 が 開か れ そ うに も な か っ た . AFOB と し TILA 
速 に 発 達 し つつ あっ た アジ ア 諸 国 の 工業 に 注目 し , K 
米 先進 国 の 例 に な ら っ て , 盲人 も 生産 業界 の 従業 員 と 
し て 就業 で きる よう な 訓練 を 施す 近代 的 訓練 セン ター 
の 設置 を 促進 し た . この 認識 は 統合 教育 の 理念 と 一 致 
し た も の で , 盲人 を 一 定 の 施設 内 で 保護 する 必要 は な 
く , 適当 な 訓練 と 社会 人 の 理解 か あれ ば , か れ ら は そ 
の 郷里 で 晴 眼 者 と 肩 を 並べ て 職務 を 分 担 し 得る と いう 
意味 で ある . 

[統合 教育 と リハ ビリ テー ション ・ モ セン ター の 推進 ] 
1962 年 ご どろ から の AFOB の 目標 は , いつ で も 各国 政 
府 に 対し て 廊 教 な ら び に 福祉 政策 と し て 統合 教育 の 考 
え 方 を 受入 れ て も らら こと, 地域 内 盲人 の た め に 近代 
的 リハ ビリ テー ショ ン ・ セ ンタ ー の 設立 を 要求 する こ 
と で あっ た . これ に よっ て 統合 教育 か マレー シア に お 
いて 実施 され , フィ リピ ン , タイ , 台湾 , セイ ロン , 
パキスタン の 諸国 が これ に 続い た . 統合 教育 に 伴 2 特 
別 教員 養成 計画 が 上 記 の 5 カ国 に よっ て 進め られ , 他 
の 諸国 も この 企画 を 採 用 し つつ ある . AFOB の 援助 
に より 9 カ国 , 13 ヵ所 で 近代 的 リハ ビリ テー ショ ン 
計画 を 実施 し た が , その うち 7 カ国 は すでに 活動 を 開 
始 し て いる . 

[専門 指導 員 の 養成 ] AFOB の 役割 は 必 要 に 応じ て 
わずか な が ら 変 化 を 示し た . 統合 教育 と 工業 界 へ の 就 
職 と いう 新しい 認識 に 基づい て , 政府 お よび アジ ア 人 
に 対 し て 実際 的 で 重要 で ある こと を 実証 する に 足る 計 
画 が で き あ が っ た の で ある . 次 に 要求 され る も の は , 
これ ら の 事業 に 配置 され る べき 専門 的 指導 員 の 養成 で 
ある . 過去 に お いて は 盲人 事業 の ほとん ど は 献身 的 な 
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人 びと の 美 意 に よっ て 教職 員 が 準備 され て きた . 建物 
や 施設 は りっぱ で も , も し 適切 に 使用 きれ な けれ ば 浪 
費 と な り , 盲人 に 必要 な 事業 は で き な い . AFOB で 
は 現在 , 指導 員 の 養成 に 努め , 弟 人 教育 と リハ ビリ テ 
ーション に 従事 する 専門 職員 の 地位 向上 の た め に あら 
ゆる 努力 を 払い つつ ある . 同時 に 専門 的 教育 家 , リハ 
ビリ テー ショ ン 従 事 者 や 社会 事業 家 団体 の な か に 盲人 
事業 従事 者 が 受入 れ ら れる こと を 望ん で いる . ま 
た , か れ ら が 専門 的 従事 者 と し て ぉ さわ し い 成 厳 と 社 
会 的 地位 を 認め られ , その 責任 に 応じ た 報酬 が 与え ら 
moc’ を 希望 し て いる 。 

これ を 推進 する 手段 と し て , AFOB は 率先 し て ア 
昨 国 内 で 多く の セミ ナー や 教育 と リハ ビリ テー ショ 
ン の 発展 に つい て の それ ぞ れ の 具体 的 な 事項 に つい て 
現地 会 議 を 開い た . Ek, アジ ア で 見 出さ れる 諸 条 件 
を 基盤 と し て , アジ ア 自 ら の 財政 的 お よび 人 的 資源 に 
よっ て 生ま れる 専門 的 文献 の 出版 を 求め て いる . 

AFOB の 役割 に つい て 端的 に いう な ら ば , 統合 教 
育 と 近代 的 リハ ビリ テー ショ ン の 推進 を 奨励 し , 教職 
員 の 専門 的 訓練 を 督 励 し て , アジ ア 各 国 間 の 相互 情報 
交換 を 行なう と と も に 必要 な 専門 的 文献 の 供 給 に あ 
る . 

[今後 の 方 向 ] AFOB の 今後 の 役割 に つい て 述べ る 
こと は 不可 能 で ある が , 考慮 され る 一 つの 事実 は , K 
明 防 止 に 関連 し た 事業 を 行なう こと で ある . この 目的 
を いか に し て 達成 する か は 未知 数 で ある が , 次 第 に 失 
明 防 止 に 主力 を 注ぐ よう に な る こと は 確実 で ある . 現 
fe, 失明 原因 を 除去 する た め の 施 策 は ほとん ど な さ れ 
て いな い の が 実状 で ある . 

盲人 人 口 が 現在 の 増加 率 で 進む な ら ば , すべ て の 盲 
人 が 教育 と 更生 事業 の 機会 均等 を 思 む こと は 不可 能 で 
Me). ここ か ら 生 じ る 間 題 は , われ われ は いま だ に 
胡 人 や 視覚 障害 者 に つい て の 病因 や 災害 事故 の 原因 や 
老齢 者 層 に 対す る 適切 な 対策 を も っ て いな いと いう こ 
と で ある . も し 各国 政府 が すぐ れ た 防止 計画 と 教育 お 
よび 更生 復帰 計画 , 福祉 計画 な どの た め に 必要 な 事業 
計画 を や ろう と する な ら ば , これ か 必要 に な る こと は 
明らか で ある . Ek, 全盲 者 で な く , 視覚 障害 の 数 多 
く の グ ルー プ の こと を いう 場合 , 謀 人 と いう こと ば で 
呼ぶ こと は 現実 的 で は な い . これ ら の グル ー プ は 教育 
上 , 職業 上 , 視力 を 用 いて 作業 する 場合 は , ある 種 の 
援助 を 必要 と し て いる . 大 き な 活 字 に よ ょ る 本 , 視力 補 
助 具 GRAB), レン ズ , 弱視 診療 室 な ど は , 今後 数 
年 間 に お ける AFOB の 発展 の た め の 役割 と し て 考慮 





し な けれ は な ら た ない 課題 で あろ うら. 要する に , アジ ア 
に お ける 一 つの 重要 な 役割 が ある . その 役割 の 大 部 分 
は , 年 ご と に みみ られ る さま ざま な 要求 に よっ て 決定 さ 
れる 性 質 の も の で ある . AFOB は 限ら れ た 資金 で 最 
大 の 効果 を あげ る よう に 利用 し , 節約 を も っ て で きる 
だ け 多 く の ア ジア 盲人 の た め に 有用 な 社会 生活 を 得 ら 
れる よう に 助力 を 与え て 目的 を 達成 し な けれ ば な ら な 
い 便 命 を も っ て いる . (D. R. ブ リッ ジス 土井 利家 訳 ) 


国際 失明 防止 協会 


沿革 

失明 防止 は , 眼科 医学 の 最も 重要 な 目的 の 一 つ で あ 
っ て , 内 科 医 学 に お ける 死亡 の 予防 , 平均 寿命 の 延長 
と 同じ 意味 を も つ . し た が っ て , 各国 に 失明 防止 を 目 
的 と する 団体 が ある ほか に , 国際 眼科 学会 の 別 機構 と 
し て , 国際 失明 防止 協会 (Internationai Association 
for Prevention of Blindness=IAPB) が ある . 

国際 失明 防止 協会 は , 各国 に お ける 和 失明 防止 活動 を 
助け , 情報 の 交換 を 行なっ て いる . 同 協会 は ,, 1915 年 
9 月, アムステルダム で 開か れ た 国際 眼科 学会 を 機会 
に , 各国 代表 に よっ て 創立 が 可決 され , 会 長 に ペリ 大 
学 F・ ラ ベル ソン ヌ , 副 会 長 に アメ リカ の レビ ス が 就 
任 , 日 本 の 石原 妨 は 創立 要員 と 同時 に 東洋 代表 の 執行 
委員 と な っ た . 

協会 の 本 部 事務 局 は 現在 ハウ ワイ の ホノルル に 置き , 
ホル ムズ (William John Holms ) が 事務 局長 と し 
て 会 の 運営 に 当たっ て いる . 会 長 ほ スウェー デン の ズバ 
ー ル (Gunnar von Bahr), 副 会 長 は アメ リカ の モー メ 
ニー (Edward Maumenee), 会 計 は カナ ダ の ハン タ 
ー(William S. Hunter) で ある . 1968 年 か ら は WHO 
(World Health Organization) と 公 的 な 協力 関係 が 
CE CWS. 

実行 委員 会 は , 国際 眼科 協会 長 , トラ ュー マ * 防 止 協 
ei, WCWB 失明 防止 要員 会 長 と それ ぞ れ の 事務 局 
Fein Meeker ん WU コー ロタ パリ アブ リカ, 
近東 , アジ ア ・ 太 平 洋 の 4 地域 か ら 各 1 人 の 代表 と か 
ら 構成 され , 協会 執行 部 の 役割 を 果たし て いる . 実行 
委員 会 は 少な くも 年 1 回 開催 し , 任期 は 4 年 と な っ て 
いる . 通常 総会 は 2 CLIC, 国際 眼科 学会 また は 拡 
大 地域 眼科 学会 と 併行 し て 開か れる . 


事業 
国際 的 に 失明 原因 の 調査 を 行なっ て お り , COR 
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査 の た め に 病因 分 類 な ら び に 症状 別 分 類 を 作っ て 発表 
し て いる . その 最新 の も の は , 1962 年 の イン ドド に お け 
る 国際 眼科 学会 の と き に 決ま っ た も の で ある . これ は 
Journal of Social Ophthalmology No.35 (1964) 
に 会 昌 と と も に 報告 され て いる . 

(② 各 国 の 失明 防止 活動 を 助け て 調査 ・ 情 報 を 提供 さ 
せ て いる が , 協会 直接 の 活動 は 行なわ れ て いな いよ 25 
で あめ る | この 点 で (IN スミ と ype Ono ec 
に 活 動 し て いる よう で ある . TOR WHO に , OR 
養 障害 に よる 失明, @ Oncocerciasis に よる 失明 の 二 
つが トラ コー マ に 加え て 専門 委員 会 が で きた . 1971 
年 8 月, エル サレ ム で 最初 の 失明 防止 に 関す る セミ ナ 
ー が 開催 され た . 

⑬③ 各 国 に お ける 目 の 保健 衛生 視力 保存 に 関す る あら 
ゆる 知識 の 普及 活動 を 援助 し て いる . 

④⑭ 盲 人 の リハ ヘビ リ テ ー シ ョ ン 活 動 を 行なっ て いる 団 
体 と 密接 な 接触 を 保ち な が ら , 失明 防止 を 援助 する . 

(⑤) 公 立 保健 機関 , 性 病 防止 協会 , 児童 保護 協会 , 各 


学校 教師 , 医師 , 看護 婦 , 産業 団体 な ど と も 常に 接 


触 し , 視力 保存 , 眼 衛 生 の 普及 に 努め る . 


各国 の 失明 防止 活動 

国際 失明 防止 活動 と と も に , オラ ンダ , イギリス , 
アメ リカ な ど に は 失明 防止 協会 が あり, 広範 な 失明 原 
因 の 調査 が 行なわ れ , その 結果 を 発表 , 失明 防止 の 基 
礁 資料 と し て 役立て て いる . また , 眼科 医 と 一 般 市 民 
と が 協力 し て , その 地区 の 和 失明 防止 活動 , アイ バン タク 
の 運営 な ども 行なっ て いる . 

わが 国 に お いて も ふも, 日 本 有 眼 衛 生協 会 に よっ て , 5 年 
お き に 同様 な 調査 が 行なわ れ , その 結果 が 発表 され て 
失明 防止 に 努力 し て いる . 全国 的 に アイ バン ク 運 動 が 
次 第 に 発展 し つつ ある . 

失明 率 が 世界 で 最も 低い と 考え を られ る オラ ンダ で 
は , 失明 防止 協会 が , 各 有 眼科 医 の 協力 を 得 て 活 発 な 活 
動 を し て いる . すべ て の 和 失明 者 に つい て , 全国 の 眼科 
医 か ら 詳細 な 記録 が 協会 に 送ら れ , 協会 で は , これ に 
従っ て さら に 必要 な 調査 を 行ない , 全国 の 大 学 で は , 
これ に 基づい て 疾患 に よる 分 担 を 決め て , 徹底 的 な 研 
究 を する な ど , 失明 防止 へ の 協力 体制 が 確立 し て い 
る . 眼科 医 は 一 定期 間 こ の 協会 に 属し て , 調査 に 従事 
する こと が 義務 づけ られ て お り , 眼科 医 の 教育 面 で 
も , この 組織 は 大 き な 意 義 が ある . 

アジ ア , アフ リカ の 開発 途上 国 に お ける 和 失明 防止 活 
動 は , RCSB お よび AFOB が 医 療 団 を 派遣 し て 大 き 


な 成果 を あげ て お り , 1971 年 か ら 新 し く , 日 本 ライ ト 
ハウ ス が 提唱 し て , 日 本 眼科 医 会 が 協力 し , アジ ア 
地域 に 医療 キャ ラバ ン を 派遣 する 運動 が 具体 化し て い 
る . まだ , GAIAVY APIS ITER PICARD oe 
会 奉仕 団体 で ある が , 創立 以来 , 失明 防止 が 会 の 目的 
の 一 つ に な っ て お り , 1971 年 現在 , 世界 146 カ 国 に 
ある 約 2 万 5000 の ライ オン ズクラブ が , それ ぞ れ 視 
力 保 存 委員 会 を 設け て , その 地区 の 和 失明 防止 活動 に 奉 
CS (中 島 章 ) 


世界 在 卿 軍人 連盟 


ia 

th FR Ze Hl ER A = BAC World Veteran Federation 
—=WVF) は 1950 年 , ノー ベル 平和 賞 受賞 者 で 国連 事 
務 次 長 で あっ た ラル フ ・ パ ンチ の 「 戦 争 に 参加 し た 者 
こそ 最も 雄弁 に 平和 を 語る 資格 が ある 」 と いう こと ぼ 
を モッ トー と し て 結成 され た . 最初 は イギリス , アラ 
リカ , フラ ンス .。 イ タリア, ペル ギー ピー ニー ニン っ 
ア の 6 カ国 の 在 閣 軍 人 団体 が 協力 し て 創立 し た も の だ 
が , その 後 , 国際 民間 団体 と し て , 国連 の 経済 社会 理 
事 会 の A 級 褒 問 機関 と し て の 地位 を 得 た . WVF は 本 
部 を パリ に 置き , 現在 加盟 国 49, 参加 団体 160, 会 員 
数 二 千 余 万 人 を 擁し , も っ ぱら 戦争 剛 牲 者 の 援護 に 関 
する 国際 活動 を 広範 国 に わた っ て 実施 し て いる . 特に 
戦傷 者 の リハ ビリ テー ショ ン (更生 か ら 進 ん で 社会 復 
帰 ) を 重視 し , 単に 戦争 犠牲 者 ば が か り で な く , 一 般 身 
体 障害 者 を も 対象 と し , 社会 全般 の 身体 障害 者 対策 の 
推進 に 努め て き て いる . 

わが 国 に お いて も 1956 (昭和 31) 年 5 月 に 財 団 法 
人 日 本 傷 症 軍 人 会 が , 次 いで 1959 年 4 月 に 社団 法人 
日 本 卿 友 連 盟 が WVF に 加盟 し , さら に 両 団体 の 国際 
WE CIR 動 を いっ そう 強力 に 推 進 す る た め , 1965 
年 2 月 , 財団 法人 日 本 WVE 協会 を 設立 し た . 


事業 

最近 10 年 間 , WVF が 盲人 (戦傷 失明 者 を 含む ) 
の 福祉 向上 の た め 実 施し た お も な 事業 は , 次 の 通り で 
ある . 

[リハ ビリ テー ンション 事業 ] 盲人 リ ヘ ビリ テー ショ ン 
に つい て の 欧州 セミ ナー が 1956 年 4 ~ 月 , 2 週間 に 
わた っ て ロン ドン で , 欧州 18 ヵ国 か ら 戦 傷 失明 者 協 
会 , 一 般 盲 人 団体 , 民間 有志 団体 , 政府 機関 の 各 代 表 
が 集まり , WVF と 世界 盲人 福 祉 協 議会 (WCWB) 


か 
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の 共催 で 開か れ , その 討議 の 模様 や 決議 事項 を 
WVF で 小冊子 に まとめ 会 員 団体 に 配付 し た . わが 
国 で は 国立 光明 寒 (現在 の 国立 視力 障害 セン ター) 
が , 研究 資料 し と て これ を 活用 し た . 

育 人 用 地図 配布 ] 1957 年 , ジュ ネー ブ で 開か れ た 
WVF 理事 会 に お いて , アメ リカ 海外 盲人 援護 協会 
(AFOB) で 作成 し た 盲人 用 地図 を 全 理 事 (加盟 国 各 
1 人 ) に 配布 し た . これ も 国立 光明 寮 ( 現 東京 視力 障 
害 セ ンタ ー) に 転送 され 研究 資料 と な っ て いる . この 
地図 は 盲 児 の 地理 教育 用 に 考案 され た も の で , FIA 
チッ ク 板 に 山脈 や 河川 な ど を 肖 彫 り に し , 点字 で 見 出 
wall CHS. 

(WVF 更生 賞 金 授与 ] WVF で は , 年 次 総会 ど と に 
リハ ビリ テー シュン 事業 に お いて 国際 的 に 功績 の あっ 
た 者 に 賞金 を 授 号 し て いる が , 1957 年 11 月 の 第 5 次 
総会 に 当たっ て , 特に 盲人 福祉 向上 の 面 で 功績 顕著 で 
あっ た 第 1 次 世界 大 戦 の 戦傷 失明 者 で ある = ニ ュー ジー 
ラン ド の クル ー サ ・ マ ッ ケ ンジ ー ( Clutha Mack- 
enzie) C##EAShk. か れ は 盲人 , こと に 地方 に 居住 
する 盲人 に 点字 を 教育 訓練 する 新 技術 を 開発 し , 世界 
4 大 陸 諸 国 に お ける 盲人 福祉 向上 に 大 き な 貢 REL 
Ke. 

[盲人 農耕 者 に 対す る 国 Rey s2-)] WVF 
で は , 1957 年 に 国連 や イギリス の RCSB, アメ リカ の 
AFOB と 協力 し て , 東部 アフ リカ 内 陸 の ウガンダ 国 
当局 を 援助 し , 特に 農耕 に 従事 する 盲人 に 対す る 福祉 
を 研究 する セン ター を 設立 し , 農業 技師 を 2 年 間 派 遺 
勤務 させ た . 


[パラ リン ピッ ク の 第 2 部 参加 ] NVF は 早く か ら 身 
体 障害 者 え ポ ー ツ の 著しい 効果 に 着目 し , 車いす 競技 
の 創始 者 で ある イギリス の グッ トマ ン (Ludwig 
Guttmann ) を 顧問 と し , 欧州 身障 スポ ーッ 連盟 を 
組 織 し て 奨励 に 努力 し て きた が , 1960 年 ロー マ ・ オ 
リン ピッ ク の 直後 開か れ た 国際 車いす 競技 に 付随 し て 
行なわ れ た 一 般 身 障 者 の 競技 に 力 を 得 て , 1963 年 に 
オー スト リア の リン ツ 市 で 第 1 回 国際 身体 障害 者 スポ 
ー ツ 大 会 を 開催 , 日 本 チー ム も これ に 参加 し た . 以 
来 , 身障 者 の スポ ー ツ 熱 は 急 速 に 高まり , 1964 年 11 
月 に は , 東京 オリ ン ピ ッ ク の あと を 受け て , パラ リン 
ピッ ク (Paralympic) と いう 新しい 名 称 の も と に , & 
わ め て 盛大 か つ 効 果 的 に 行なわ れ , 特に その 第 2 部 の 
国内 大 会 に は 計 お よび ろう あ 者 を 含む すべ て の 身障 者 
が 参加 し , 視覚 障害 者 ぁ 視 力 別 に 区 分 され て , 100 4 
ー ト ル 円 周 競走 か ら 立 ち 幅 と び , 走り 高 と びな どの 陸 
上 競技 は も と より , 水泳 , 卓球 に 至る まで 数 多い 種目 
(に 参加 し , 画 期 的 な も の で あっ た (Paralympic は 
paralysis と Olympic と の 合成 語 ). 

[最新 情報 の 提供 交換 ] 1964 年 ニ -ー ョ ー ク に お け 
る 第 3 回 世界 盲人 福祉 会 議 に お いて , 盲人 は も は や 身 
障 者 で は な い …」 と の 意気 込み で 活発 な 討議 が 行なわ 
れ た が , WVF は 月 刊 機関 紙 を 通じ て, | こ 5 し た 明朗 
な ニュ ー ス を 積極 的 に 取上げ , 各国 に 提供 し て いる . 
また 最近 , 車いす 使用 の 重度 障害 者 た ち が , 盲人 学生 
の た め に 教科 書 を テー プ に 吹込 ん で 提供 し , 一 方 , 盲 
人 学生 た ち が 車 いす の 後押し を し て 街頭 に 出 て 行く な 
ど , 相互 助け 合い の 情報 も 伝え られ て いる . 

(沖野 赤 男 ) 
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盲人 の 職業 





BAO  # 


日 本 に お ける 盲人 職業 


明治 以 隆 の あん ま ・ マ ッ サ ー ジ ・ 指 圧 
Bl, (SORT, きゅう 師 の 実態 


教育 の 変遷 

[明治 時 代 ] この 時 代 の 職業 教育 は , IIR, BA 
と も に 徒弟 制度 に よる も の が 主 で , それ ら の 基準 も 免 
許 制 度 も な か っ た . し か し , 三 療 業 が か な り 盛 ん に 行 
な われ て いた こと は , 次 の 事実 に よっ て も 明らか で あ 
る . すなわち , 1874 (明治 7 ) 年 に 発布 され た 医 制 
(文部 省 達 ) 第 53 条 に は (BIB, RIB TH) Ars 
>, 内 外科 医 ノ 指図 ラ 受 シニア ラサ レム 施術 ス ヘ カラ 
A, 若 シ 私 カ = 其 術 ラ ヲ 行 と , Be, 方 楽 ラ 与 フ ル 者 
ハ , 其 業 ラ 禁 シ , 科 軽 重 = 応 シテ 処分 アル ヘン 」 ER 
定 さ れ て お り , また , 1885 年 に 出さ れ た 内 務 省 達 「 鍼 
術 舌 術 営業 差 許 方 」 に は , 「 鍼 術 灸 術 営業 者 ノ 儀 へ 従 
来 開業 ノ 者 並 = 新 規 開業 セン トス ル 者 へ ハ , 自 今 出 頭 セ 
YA, 其 修 業 履歴 ラ 検 シ , 相当 ト 認 ムル トキ ハム 差 許 不 
苦 , 其 取締 方 之 儀 へ , 便宜 相 設 可 申 , 此 旨 相 達 修 事 . 
但 既 = 営業 指 許 ンタ ル 者 へ ハ , 更 = 出 願 セ ン ム ル = 及 へ 
ス | と ある . あん ま に つ いて は , 別に 通達 は な か っ た 
よう で ある が , は り ・ き ゅ うと 同様 に 各 府 県 で 取締 規 
則 を 定め て 営業 させ , 取締 り を 行なっ て いた も の と 推 
測 さ れる . 

Mio ei a> ©, 1880 (Baio 13) 22 abe 
喧 院 に 音曲 科 , PMI LE EMAC, あん ま ・ は り 科 
が 設け られ た . これ が 日 本 に お ける , BAF, は り , 
きゅう の 学校 教育 の 始ま り で ある . 1882 (明治 15) 年 
に は , 東京 盲 貴 学 校 に も , あん ま , は り , きゅう の 教 
育 課程 が 初め て 設け られ て いる . 

と ころ が , 東京 で は 1885 (明治 19 ) 年 , は り , き ゅ 
2 の 教育 を いっ た ん 中 止 し , 東京 医科 大 学長 三宅 秀 に 
「 鍼灸 の 効 害 並 に 盲人 に 鍼 治 を な さ LD CHEECH 
el と いっ た 意味 の 府 問 を し て いる . これ に 対し , A 
助教 授 片山 芳 林 か ら 「 巨 大 な 鉄 鍼 を 禁ず る 事 , FE, 
肢 足 人 形 等 を 用 いて 解剖 生理 の 大 要 を 講 ぜ し め る 事 」 
と いう 主 電 の 回 答 を 得 て , 翌年 か ら は り 治 療 の 教育 を 


再開 し た . 修業 年 限 に つい て は , 京都 で は 1885 年 に 
普通 科 6 年 , 専修 科 5 年 と 定め , BIER CHA, は 
り , きゅう を 指導 し , 東京 で は 1892 ( 明治 25) 年 に 
普通 科 5 年 , 技芸 科 5 年 と 定め , 技芸 科 で あん ま , は 
り , きゅう の 教育 を 行なっ た . 教科 内 容 は それ ぞ れ の 
実技 の ほか , 片山 の 意見 に 従っ て , 解剖 生理 の 概要 が 
講じ し られ, 従前 の 漢 法医学 に 代 っ て 現代 医学 に 基づい 
た 教育 が 開始 され た . その 後 , 1902 (明治 35) 年 に 
な っ て , 教育 水準 を 当時 の 教育 令 に 基づく 一 般 国民 の 
教育 基準 に 合わ せる よう , 盲 学校 の 学則 が 改訂 され , 
わが 国 に お ける 盲 学校 の 教育 体系 が 統一 され た . それ 
に よる と , 普通 科 は 尋常 4 年, 高等 科 4 年 , 職業 科 は 
や は り 技 芸 科 と 称し , BEZEL EP 3 年 か ら 4 カ年 
の 課程 と な っ た . 京都 盲 咽 院 で は , その 上 に 3 年 課程 
の 高等 鍼 披 科 を 設け た ほか , 尋常 科 4 年 か ら 2 カ年 課 
ED i BRERA CWS. 東京 の 楽 善 会 盲 貴 院 に 
は 翌 1903 年 に 鍼 技 科 の 上 に 1 年 課程 の 教員 練 習 科 が 
設け られ た . 

1911 (明治 44 ) 年 に は , さら に 学則 が 改訂 され て , 
普通 科 5 年 , 技芸 科 鍼 披 科 4 年 と な り , REA BME 
は その 上 (に 2 カ年 課程 の 師範 部 鍼 披 科 が お か れ た . 京 
都 , 東京 に 続い て 開放 され た 各 盲 学校 に お いて も , こ 
れ ら に な ら っ て , あん ま , は り , きゅう の 教育 を 行 な 
っ た . LAL, 学校 の 数 が 少な か っ た の で , 大 半 の 盲 
人 は 徒弟 制度 に よる 教育 を 受け て いた も の と 思わ れ 
る . 

注目 すべ きこ と は , 明治 の 初め から 盲人 の は り , & 
ゅ うに つい て は , と か く の 批 判 ・ 反 対 が か あり, それ を 
乗 切る た め の 努 力 が 払わ れ た こと で ある . 

医 制 第 53 条 の 規定 「 鍼 術 舌 術 営業 指 許 方 」 に お け 
る 出頭 義務 , 東京 盲 学校 の 鍼 劉 教 育 の 一 時 中 止 , 三宅 
学長 に 対す る 府 間 , 一 般 に さき が け て 行なわ れ た 盲 学 
校 の あん ま , は り , きゅう 教育 の 開始 な ど は , その 間 
の 事情 を よく 物語 っ て いる も の と 思わ れる . な お , 現 
行 の あん ま , は り , きゅう の 教育 制度 は , この 時 代 に 
お ける 盲 学校 の 教育 制度 に その 基礎 を お いて いる こと 


686 日 本 に お ける 盲人 職業 











も 注目 に 価 す る . 内 務 省 令 時 代 1911 ( 明治 44 ) 年 に 
投 摩 術 営 業 取締 規則 (内 務 省 令 第 10 号 ) , Bi Mt Ai 
営業 取締 規則 (内 務 省 令 第 11 号 ) が 公布 され , 翌年 

1 月 1 日 か ら 施行 され た . あん ま , は り , きゅう に 関 
する 初め て の 中 央 法令 で ある . その 内 容 を 要約 する と 
次 の 通り で ある . 

Q) 捧 摩 術 営業 取締 規則 : ① あ ん ま 術 を 営業 す る に 
は , 地方 長官 が 行なう 試験 に 合格 する か , 地方 官 長 が 
指定 する 学校 も し く は 講習 所 を 卒業 し て , 地方 長官 の 
免許 鑑札 を 受け る こと (違反 に 対し て は 50 円 以下 の 
alte). @ 精神 病 者 な ど 一 定 の 事由 の ある 者 に 対 し て 
は 免許 鑑札 を 交付 し な い . ③ 地 方 長官 が 行なう あん ま 
術 試験 は , 甲種 試験 お よび 乙種 試験 の 2 種 に 分 け , 甲 
種 試験 に つい て は 4 年 以上 の あん ま 術 修業 を 受験 資格 
と し , 乙種 試験 に つい て は 盲人 だ けが 受け る こと の で 
きる 試験 と し て , その 受験 資格 を 2 年 以上 の あん ま 術 
修業 と し た ほか , 試験 科目 $ ゎ 甲種 試験 より 箇 易 な も の 
tlk. ⑲ 業 務 に 関す る 広告 に 一 定 の 制限 を 設け た . 
⑤ 一 定 の 事由 ある 営業 者 に つい て は , 地方 長官 は 業 
MSIL, 免許 取消 し な どの 行政 処分 を 行なう こと が で 
きる こと に し た . それ まで 各地 方 に お いて 交付 し た 
免許 鑑札 は , この 規則 に ょ っ て 交付 され た も の と みな 
し , 地方 の 状況 に よっ て 必要 と 認め る 場合 は , 地方 長 
官 は 盲人 に 限っ て 当分 の 間 , その 履歴 を 審査 し て 無 試 
験 で 免許 鑑 札 を 交付 する こと が で きる こと な どの 経過 
措置 を と pee 

(② 鍼 術 灸 術 営業 取締 規則 : 骨子 は 前 者 と ほぼ 同じ で 
ある が , ① あ ん ま 術 の よう に 甲乙 の 種類 が な く , AHL 
者 ・ 盲 人 と $ も 4 年 以上 の 修業 年 限 を 受験 資格 と し た こ 
と . ② 盲 人 に 対す る 特例 の 経過 措置 が な いこ と . ③ 外 
科 手 術 や 電気 ・ 和 鉄 の 使用 , 楽 品 の 投与 を 禁止 し て い 
る こと な ど が 異な る 点 で ある . COR, 1920( 大 正 9 ) 
年 4 月 に 技 摩 術 営業 取締 規則 の 一 部 が 次 の よう に 改正 
され た . ① 医 師 の 同意 を 得 た 場合 の ほか , あん ま 術 営 
業者 は , 脱力 また は 骨折 の 患者 に 施術 し て は な ら な い . 
② 地 方 長官 が 指定 し た 学校 また は 講習 所 で マッ サー ジ 
術 を 修業 する か , マッ サー ジ 術 の 試験 に 合格 し て 免許 
鑑札 を 受け た 者 で な けれ ば , マッ サー ジ 術 の 看板 を 掲 
げ て は な ら な い . ③ 付 則 に お いて , 柔道 の 教授 を 行 な 
う 者 が , TH, BH, 脱 昨 お よび 骨折 に 対 し て 行なう 
朱 道 整復 術 に 接 摩 営業 取締 規則 を 準用 する こと . 

以上 二 つ の 取締 規則 は 1947 (昭和 22) 年 まで 44 年 
間 に わ た っ て 存続 し た が , 各 盲 学校 で は この 規則 に 基 
づい て 地方 長官 の 指定 を 受け , 4 カ年 の 修業 年 限 で , 


あん ま , マッ サー ジ , は り , きゅう の 総合 教育 を 行 な 
い , 卒業 生 に 無 試験 で あん ま , マッ サー ジ , は り , き 
ゅ う の 免許 鑑 札 を 与え た . この ほか , 2 カ年 の 修業 
で , あん まだ け の 免許 鑑札 を 与え る , いわ ゆる 別 科 課 
程 を 設け てい た 盲 学校 も ある . 教科 内 容 ふ も それぞれ の 
実技 の ほか に 解剖 , 生理 , 病理 , 衛生 , あん ま , マッ 
サー ジ , は り , きゅう の 理論 , AB, 整形 外科 な ど 一 
iE KEE OMB LEAN, 現代 医学 の 理論 を 基礎 に 
し た あん ま , マッ サー ジ , は り , きゅう の 教育 を 行 な 
om ay cen 

[大 正 ・ 昭 和 時 代 ] 京都 府立 盲 学校 で は , 他校 に 先 
AUT 1919 年 か ら 初 等 部 6 年 , 中 等 部 4 年 と いう 教 
育 体系 の も と に , 中 等 部 で は 一 般 教育 と 並行 し て , こ 
れ ら の 専門 教育 を 行なっ て いた が , 1923 年 8 月 に 公 
布 さ れ た 盲 貴 教 育 令 ( 勅 令 ) に 基づく 文部 省令 に より , 
翌年 か ら 全国 盲 学 校 の 教育 制度 が , 初等 部 6 年, 中 等 
部 4 年 と 定め られ , 各 盲 学校 と も 中 等 部 の 4 年 間 に 一 
般 教 育 と と も に , は り , きゅう , あん ま , マッ サー ジ 
の 専門 教育 を 行なう こと に な っ た . 東京 盲 学校 で は , 
その 上 に 師範 部 鍼 披 科 3 年 課程 を お いて 指導 者 を 養成 
し て いた . その 他 の 学校 の な か に は , 2 カ ヵ年 ORE 
程 を お いた と ころ も ある . LDL, 義務 教育 で は な か 
っ た た め , 徒弟 制度 に ょ る 教育 も な お 盛ん で あり , 無 
試験 で 免許 鑑札 を 取得 する 手段 と し て , 徒弟 と し て 働 
く か た わら 盲 学校 に 在籍 する 者 が か な りあ っ た よう で 
HS. 当時 の [帝国 盲 教育 研究 会 誌 」 に は 次 の よう な 
教育 上 注目 すべ き 事 項 が 発表 され て いる . 

① 復 習 ・ 予 習 が 不足 し て いる . ② 有 睡眠 不足 の た め 精 
ABEL TCO, 理解 力 , 判断 力 , 推理 力 に 乏しく <, & 
業 中 居眠り を する . ③ 金 も 2 け 主 義 に な る . ORE 
有害 で ある . ⑤ 社 会 悪 に 染まる . | 

当時 , 晴 眼 者 の 学校 また は 講習 所 で 地方 長官 の 指定 
を 受け た も の は 皆無 で あり , その すべ て が 徒弟 に よる 
修業 で あっ た こと を 参考 まで に 付記 する . 

1947 (昭和 22) 年 に 「 あ ん 摩 , は り , きゅう , 柔 
道 整復 等 営業 法 」 が 公布 され , 翌年 1 月 1 日 か ら 施行 
され た . 同 法 は 1951 年 「 あ ん BSH, (LOR, AEM, 
柔道 整復 師法 」 と 改名 され , 1964 年 に 再び 「 あ ん 
摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り 師 , きゅう 師 , 柔道 整復 師 
等 に 関す る 法律 」 と 改名 され た ほか , 1949 年 か ら 1962 
年 の 間 10 回 に わた っ て 一 部 改正 が 行なわ れ て いる . 

同 法 の 骨子 は 次 の 通り で ある . ① 医 師 以 外 の 者 で , 
あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう , 和 柔道 整復 を 業 
と する 者 は , 都 道 府 県 知 事 が 行なう あん ま マ ッ サ ー ジ 
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指圧 師 , は り 師 、 き ゅ う 師 お よび 柔道 整復 師 の 試験 に 
合格 し , 都 道 府 県 知 事 か ら 免 許 (あん ま マ ッ サ ー ジ 指 
圧 師 免許 ) を 受け な けれ ば な ら な い . 違反 に つい て は 
5000 FLAP Osis. ② 試 験 は 文部 大 臣 が 認 定 し た 学 
校 , また は 厚生 大 臣 が 認定 し た 養成 施設 の 卒業 を 受験 
資格 と する . ⑨③ 学 校 ま た は 養成 施設 の 修業 年 限 は , あ 
ん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 に つい て は 2 年 以上 , は り 師 , 
きゅう 師 の どちら か 一 方 に つい て は 4 年 以上 と する . 
だ だ し , 次 に 掲げ る も の に つい て は 2 年 以上 と する . 
高等 学校 を 卒業 し た 者 , お よび 文部 大 臣 の 定め る と こ 
ろ に より これ ら と 同等 以上 の 学力 が ある と 認め られ た 
A. 旧 中 等 学校 令 に よる 中 等 学校 を 卒業 し た 者 お よび 
これ ら と 同等 以上 の 学力 が ある と 認め られ た 者 . OA 
学 ま た は 入所 資格 は , 次 に 掲げ る も の と する . 中 学校 
また は これ に 準ずる 学校 を 卒業 し た 者 . 次 部 大 臣 が 定 
maeeAcl), これ と 同等 以下 の 学力 が ある と 認 
め ら れ た 者 . 旧 国 民 学校 令 に よる 国民 学校 の 高等 科 を 
卒業 し た 者 . 旧 中 学校 令 に よる 中 等 学校 の 2 年 の 課程 
Riots. これ 等 の 者 と 同等 以上 の 学力 が ある と 誰 
め ら れ た 者 . ⑤ 精 神 病 な ど 一 定 の 事由 ある 者 に は 免許 
を 与え な い . OF MOA, 投与 , 外科 手術 を 禁止 
し , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 に つい て は , 医師 の 同意 
を 得 た 場合 の ほか は 脱 日 , 骨折 の 患部 に 対す る 施術 を 
禁止 し た . ⑦ 広 告 に 一 定 の 制限 を 加え た . ⑧ あ ん ま マ て 
ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう , 柔道 整復 以外 の 医業 類 
伺 行為 を いっ さい 禁止 し た . た だ し , 法 施 行 当時 , 当 
該 医 業 類似 行為 を 法令 の 定め る と ころ に より , 業 と し 
て いた 者 に つい て は , 当分 の 間 そ の 営業 を 認め る . ⑨ 
内 務 省 令 に こよ る あん ま , は り , きゅう の 各 免 許 は , 法 
の 相当 規定 に よっ て し た も の と する 経過 措置 を 設け 
en 

この 法律 の 施行 に よっ て , それ まで の 徒弟 制度 は 完 
全 に 姿 を 消し , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り 師 , き 
ゅ う 師 の 営業 資格 を 取得 する た め に は , WBE LICM 
_ 部 大 臣 が 認定 し た 学校 , また は 厚生 大 臣 が 認定 し た 養 
成 施設 で 所 定 の 教育 を 受け , 卒業 し な けれ ば な ら な く 
な っ た . これ より 先 , 1947 (昭和 22 ) 年 3 月 , 教育 基 
本 法 と 学校 教育 法 が 施行 され , 盲 教育 に も 6 ・3 制 の 
義務 教育 制度 が 実施 され た . し た が っ て , 盲 学校 で は 
中 学部 卒業 後 , 高等 部 本 科 3 年 と 同 専 攻 科 2 年 の 5 カ 
年 で , 一 般 の 職業 高等 学校 と し て の 普通 教育 と , あん 
ま マ ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう の 総合 教育 を 開始 
し , 現在 に 至っ て いる . 3 カ ヵ年 の 高等 部 本 科 で 職業 高 
等 学校 の 普通 教科 の 教育 と , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 だ 


け の 資格 を 取得 する た め の 職 業 教育 を 行なう 課程 , 2 
カ年 で あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 だ け の 職業 教育 を 行なう 
別 科 あん ま 科 の 課程 を 併設 し て いる 盲 学校 も ある . 
1954 (昭和 29 ) 年 に 行なわ ち わ れ た あん 磨 等 法 の 一 部 改 
正 に よっ て , 高等 学校 を 卒業 し た 者 , また は これ と 同 
等 以 馬 の 学 施 が ある と 認め られ た 者 な ど に つい て は , 
は り ま た は きゅう の 修業 年 限 は 2 年 以上 , は り , き ゅ 

2 併 科 の 修業 年 限 は 3 年 以上 と な っ た . 全国 数 カ所 の 
BFR CL 2 部 専攻 笠 と いう 制度 の も と に , これ を 併 
me LCS. 

高 年 齢 その 他 の 事情 で 盲 学校 に 入学 する こと が で き 
な い 者 に つい て は , 全国 5 カ所 に 設け られ た 国立 視力 
障害 セン ター( 元 国立 光明 寮 ) と , 2, 3 の 公 ・ 私 立 の 
あん ま 養 成 施設 に お いて , 盲 学校 に 準じ た あん ま マ ッ 
サー ジ 指 圧 , は り , きゅう の 教育 が 行なわ れ て いる . 

な お , 1947 年 に 行なわ れ た わが 国 の 学制 改革 に ょ 
oC, 官 立 東京 盲 学校 は 「 国 立 盲 教育 学校 」 と な っ た 
が , 1951 年 東京 教育 大 学 教育 学部 教育 学科 の 付属 盲 
学校 と な り , 旧 師 範 部 鍼 投 科 は 同学 科 の 特設 教員 養成 
部 理 療 科 (修業 年 限 は 2 年 ) と な っ て 現在 に 至っ て い 
る . 


盲人 に 対す る 優遇 措置 

内 務 省 令 時 代 に は , BACH し 次 の ょ うな 優遇 措置 
が 講じ られ て いた . その た め , 一 面 で は 育 人 あん ま , 
は り , きゅう 師 の 資質 向上 を 妨げ , 盲人 に 対す る 社会 
評価 を 低下 させ , 盲人 の 劣等 感 を 強め , 晴 ・ 盲 の 対立 
を 助長 し た ほか , 無 免許 者 お よび 療術 行為 者 (あん 
ま , は り , きゅう な どの 類似 行為 , いわ ゆる 医業 類似 
行為 者 ) が 増加 する 原因 と も な り , 盲人 を 今日 の 苦境 
に 追 込 ん だ こと も み の が し て は な ら な い . 

[試験 の 特例 ] あん ま の 受験 資格 お よび 試験 に つい 
Clk, 受験 資格 を 4 年 修業 と する 甲種 と 2 年 修業 と す 
る 乙種 の 2 種 に 分 け , 乙種 の 試験 は 盲人 に 限ら れん てい 
た . 試験 の 内 容 ふ も 甲種 に 比べ て 程度 が 簡易 で あっ た . 
し か も 免許 取得 後 の 営業 権 に つい て は , 両者 に 全く 差 
別 が な か っ た . 

[経過 措置 の 特例 ] 内 務 省 令 の 公布 施行 後 は , あん 
ま , は り , きゅう 師 い ずれ も 地方 長官 が 行なう 試験 に 
合格 する か , ある い は 地方 長官 の 指定 を 受け た 学校 , 
また は 講習 所 を 卒業 する 以外 に 免許 を 取得 する 道 は な 
か っ た (省令 の 施行 以前 に 営業 権 を 認め られ て いた 者 
を 除く ) が , 盲人 に つい て は 事情 に ょ り 履 歴 の 審査 だ 
け で あん ま に 限 り 当 分 の 間 は 免許 が 与え られ る 特別 措 
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置 が 講じ られ て いた . 

[学校 講習 所 の 指定 の 優先 ] 省令 の 施行 後 は , 地方 
長官 の 指定 を 受け た 学校 また は 講習 所 を 卒業 する 以外 
に 無 試験 で 免許 を 取得 する 方 法 が な か っ た が , BHR 
を 除い て は 事実 上 その 指定 を 受け た 学校 な ど は な く , 
し た が っ て , 晴 眼 者 は 試験 に 合格 しない 限り , 免許 取 
得 の 道 は な か っ た し , 試験 も ふか な りき び し く 行なわ れ 
Gio RSFCDS: 

[あん 摩 等 法 に お ける 優遇 ] 現行 あん 摩 等 法 の 施行 
に 伴い , 内 務 省 令 時 代 に あっ た 盲人 に 対す る 優遇 優先 
の 措置 は すべ て 破棄 され た . し か し , 1964 (昭和 39 ) 
年 に 行なわ れ た 法 改 正 に 当たっ て , 盲人 の 職域 を 優先 
的 に 確保 する た め , 学校 や 養成 施設 の うち , 晴 眼 者 を 
教育 し 養成 する 者 の 認定 や 生徒 定員 の 増加 の 承認 を 抑 
制す る 主旨 の 条文 が , 法 第 19 条 に 設け られ た . 1964 
年 現在 の あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 を 養成 する 学校 , お 
よび 養成 施設 は 全国 で 94 カ所 あり , その うち 盲人 を 
対象 に し て いる 学校 また は 養成 施設 は 合わ せ て 75 カ 
所 で ある . 

注 医業 類似 行為 業者 の 処遇 と は , 法 施行 当時 あん 摩 術 営業 取締 り 規 
Bl, 鍼 術 鍛 術 営業 取締 り 規 則 の 二 つ の 省令 に 規定 され て いな か っ た 医業 
類似 行為 ,。 いわゆる あん ま , は り , きゅう 類似 行為 者 は 8 年 間 の 猫 予 
期間 を お いて , 全面 的 に 禁止 する 旨 あ ん 摩 等 法 に 規定 され た . その 後 4 
回 に わた っ て その 営業 期限 が 3 年 ずつ 延長 され た すえ , 「 当 分 の 間 」 そ 
の 営業 権 を 認め る こと に 法 の 一 部 が 改正 され た . 

[あん 摩 等 法 外 法 の 優遇 ] 1960 (昭和 35 ) 年 に 施行 
され た 「 身 体 障害 者 雇用 促進 法 」 の 第 2 条 に 基づく 政 
令 で , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 を 盲人 の 特定 職種 LE 
め , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 を 雇用 する 事業 所 に お い 
Cit, 被 雇 用 者 の 70 パー セン ト を 盲人 の あん ま マッ 
サー ジ 指 圧 師 と する こと を 規定 し , その 雇用 促進 を 図 
っ て いる . その 後 医療 機関 な どの 反対 も あっ て , 特別 
な 事情 (視力 を 絶対 に 必要 と する 病院 な ど ) が ある 場 
合 の 除外 に つい て , 労働 大 臣 の 告示 が 出さ れ て は いる 
が , 一 応 の 優遇 措置 と 考え られ る . た だ 促進 法 で ある 
た め , 強制 力 が か なく, 現在 の と ころ 成果 は 全く 上 が っ 
て いな い . Lal, 盲人 の 職域 確保 の た め , 将来 へ の 


布石 た な る こと が 期待 され る . 

注 特定 職 筆 と は , 重度 身体 障害 者 の た め に その 能力 に も 適合 する と 
認め られ る 職種 ,。 た と えば , 盲人 の 場合 一 般 の 職場 に は いる こと は いち 
お う 困 難 と み ら れ る が , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 な どの 職種 に つい ぃ いて 
は , 伝統 的 に も 現実 的 に も , 晴 眼 者 と 同等 の 能力 を 有する も る も の と み ら れ 
る . この よう な 場合 , あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 な ど は 盲人 の 特定 職種 と し 
て , 労働 の 場 を 確保 保証 する た め , 雇用 率 な ど で 特 別 措置 を 講じ る こと 
Ae 


業 権 擁 護 運 動 と その 動機 
[差別 意識 に よる 晴 ・ 盲 の 対立 ] 1923 (大 正 12) 年 


第 46 帝国 議会 に 「 鍼 術 灸 術 医 法制 定 」 の 請願 が 行 な 
bh, その 後 , BED ARE SORA 17 行 な われ た 
が , つい に 実現 を 見 る に 至ら な か っ た . この 運動 は 晴 
眼 者 の は り 師 , きゅう 師 に よっ て 繰 返 さ れ た も の で あ 
る が , 目的 を 達成 で き な か っ た の は 「 BADLY, き 
ゅ う の 業 に 従事 し て いる た め 」 で ある と し て , BAP 
床 の 動 き に 発展 し , 両者 の 対立 は 激しく な り , Lad 
長く 続い た . 現在 も る な お その な ご り の ある こと は 否定 
で き な い . また , 1947 (昭和 22 ) 年 現行 あん 摩 等 法 
の 制定 に 当たっ て , 厚生 大 臣 の 諸 問 機関 と し て 同年 設 
置 さ れ た 「 医 療 制度 審議 会 ] は , 大 臣 の 論 癌 に 対し 
て 次 の よう な 内 容 の 答申 を 行なっ て いる . 

(Q①) は り , きゅう , あん ま , マッ サー ジ , 柔道 整復 営 
業者 は , すべ て 医師 の 同意 が ある 場合 の ほか は , BS 
こ 対 し て その 施術 を 行なわ ちな いこ と. 

(2②) は り , きゅう 営業 に つい て は , 育 人 に は 原則 と し 


て 新規 の 免許 を 与 を な いこ と . 
(3 柔道 整復 術 営業 に つい て は , 原則 と し て 新規 に は 
免許 を 与え な いこ と . 


(④ い わ ゆ る 医療 類似 行為 は 。 すべ て 禁止 する こと . 
1965 (昭和 40 ) 年 に 施行 され た 「 理 学 療法 士 及び 
作業 療法 士 法 」 の 政府 原案 に は , その 第 4 条 の 免許 の 
欠格 事項 中 に 「 め くら , BL, つん ぼ 」 EVO FAS 
Hote. Lah, 同 法 第 2 条 の 定義 に は , 1920 (大 正 
9 ) 年 以来 盲人 が 免許 を 受け て 業 と し て きた マッ サー 
Die, 理学 療法 士 の 業務 と する こと が 規定 され て お 
り , 同 第 15 条 に は 「 理 学 療法 士 が 病院 若しくは 診療 
所 に お いて , また 医師 の 具体 的 な 指示 を うけ て , 理学 
療法 と し て 行なう マッ サー ジ に つい て は , あん 摩 マ ッ 
サー ジ 指 圧 師 , は り 師 , きゅう 師 , 条 道 整復 師 等 に 関 
する 法律 第 1 条 の 規定 は 適用 し な い 」 と 規定 し て い 
る . この よう に , 盲人 を 免許 の 欠格 と し た 背 基 は , 
[理学 療法 士 は 医療 補助 者 で ある 」, 「 盲 人 は 医療 担 
当 ま た は その 補助 者 と な る 資格 が な い 」 と いう 政府 お 
よび 医学 界 の 偏見 と , 封建 制 に 基づく 差別 的 な 考え 方 
で ある . 幸い 2 , 3FICHKSBAO 激しい 反対 の 結 
果 , 法律 中 の 「 め くら , BL, CAI] と いう 次 字 を 
削除 する こと が で きた . 同 法 は 結局 , 政府 提案 で は な 
く 議 員 立 法 に よっ て , よう や く 成 立 し た こと に お つろ 胡 
も , 政府 案 に 対す る 反対 運動 が , いか に 激烈 で あっ た 


か を 知る こと が で きる . 

注 あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り 師 , きゅう 師 , 柔道 整復 師 等 に 関 
する 法律 第 1 条 の 規定 と は , 医師 以外 の 者 で , あん ま マ ッ サ ー ど 指圧 
は り , きゅう , 柔道 整復 た 業 と し よう と する 者 は , それ ぞ れ の 免許 を 受 
け な け れ ば な ら な いこ と を 規定 し た 条項 で ある . 
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。 さら に 1947 年 現行 あん 摩 等 法 が 制定 され た 際 , 同 
法 第 19 条 に お いて , あん ま マ ッ サ ー ジ , は り , ぎゅ 
>, 柔道 整復 以外 の 医業 類似 行為 者 の うち , 同 法 が 施 
行 さ れ た 1948 年 1 月 1 日 現在 , 引続き 3 ヵ月 以上 医 
業 類似 行為 を 業 と し て いた 者 で , 法 施 行 後 3 ヵ月 以内 
に 所 定 の 届け を し た 者 に 限り , 1955 年 12 月 31 日 を 
期限 と し て , 従前 通り その 営業 を 特例 と し て 認め る こ 
と に な っ た . と ころ が , 医業 類似 行為 者 は 生活 権 を 旗 
印 に , 新しく 身分 法 の 制定 を 要求 する と と も に 「 あ ん 
ま マ ッ サ ー ジ , は り , きゅう と は 全く 異質 の 治療 行為 
CH), 盲人 と は 同居 する こと が で き な い 」 として, 
その 起案 し た 「 療 術 師 法案 」 に は 盲人 を 免許 の 欠格 と 
し て , 過激 な 運動 を 数 年 に わた っ て 継続 した. 

中 の よう に し て , 盲人 は , 1924 (大 正 12) 年 の [ 鍼 
術 舌 術 医 法制 定 運動 」 以来 今日 まで , 盲 ゆ え に 種 々 の 
不当 な 差別 と た た か い , その 営業 権 を 防衛 し て きた . 
な か で も , 現行 あん ま 等 法 の 制定 当時 と 1955 年 の XT 
療術 闘争 お よび 理学 療法 士 法 と の 対決 は 文字 通り 全国 
的 な 規模 で 行なわ れ , 対 療術 闘 省 で は 史上 初め て の 断 
食 さ わ ぎ まで 起こ し た ほど で ある . FA, 育 人 が あん 
ま マ ッ サ ー ジ 指圧 , は り , きゅう の 世界 に お いて 晴 眼 
者 と 肩 を 並べ さら に これ を リー ド す る 活躍 を 続け て 
いる の は , これ ら の 真剣 な 運動 の 結果 で ある こと を 銘 
記す べき で ある . 

〔 晴 眼 あん 摩 の 急増 〕 1910 (明治 42) 年 に あん ま 
業 を 「 盲 人 の 専業 に せよ 」 と いう 主旨 の 請願 が , 第 25 
准 国 議会 に 初め て 提出 され , その 後 , 今日 まで に 同様 
な 主旨 の 請願 が 数 度 に わた っ て 行なわ れ て いる . 第 2 
次 大 戦後 は ,。 あん ま マ ッ サ ー ジ , は り , きゅう を 1 本 
の 総合 第 許 と し て , その 修業 年 限 の 延長 と 教育 程度 の 
引上げ を 行ない , 一 般 晴 眼 者 の 進出 を 防止 し よう と す 
る 理 療 医師 法制 定 運動 (京都 府立 盲 学 校 提案 ), あん 
ま マ ッ サ ー ジ , は り , きゅう お よび これ に 類似 する 医 
療 行為 を 1 本 の 免許 と し て , その 修業 年 限 の 延長 と 教 
育 内 容 の 充実 を 図る 一 方 , 盲人 に 限り あん まだ け の 単 
独 免許 を 与え て , その 職域 確保 を 図 ろ 22 と する 理 療 
師 お よび あん 摩 師 法 の 制定 運動 (日 本 盲人 会 連合 提 
案 ), あん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 師 , は り Bi, きゅう HM, 
地道 整復 師 待 に 関す る 法律 以外 に , 単独 の ペラ メデ ィ 
カル の 「 医 療 マ ッ サ ー ジ 師法 」 の 制定 に よっ て , 理学 
療法 士 に 対抗 し , 盲人 の 医療 界 に お ける 地歩 を 確保 し 
よう と する 運動 (全日 本 鍼 久 捧 マッ サー ジ 師 会 連盟 提 
®) Er, 盲人 の 職域 の 確保 安定 に つい て , 多様 な 運 
動 が 目まぐるしく 行 な ち れ て いる が , いずれ も ゃ 実現 す 


る に 珍 っ て いな い 。 

と ころ が , 晴 眼 者 の あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 の 数 
は , 年 々 増加 の 一 途 を た どり , 1947 (昭和 32 ) 年 12 
月 現在 , 晴 限 あん ま 師 は 1 万 6028 人 , 盲人 あん ま 帥 
は 2 万 8062 AC, 両者 の 比率 は 晴 眼 36.4 パー セン 
ト , 盲人 63.6 パ ー セ ント で あっ た も の が , 9 年 後 の 
1966 年 12 月 末 現 在 で は , 晴 眼 者 が 2 万 4901 A, BA 
が 3 万 3916 人 で , 実数 は MAMET Sa, その 
比率 に お いて は 晴 眼 者 42.3 パー セン ト , 盲人 57.7 パ 
ー セ ント と 次 第 に その 差 は せ ば め ら れつ つ あ り , 両 
者 の 伸び 率 は 晴 眼 者 1.55 に 対 し 盲人 1.32 と 劣勢 を 示 
し て いる . その うえ , 交通 事情 の 趣 化 , 旅館 ・ ホ テル 
な どの 高層 化 , 構造 の 複雑 化 な ど に よっ て , 盲人 は 行 
動 の 自由 を 制約 され , 危機 に 立た され て いる . CDE 
ま 推移 すれ ば , 盲人 は 伝統 的 職業 で ある あん まな どの 
業 か ら も 締 出 され る 日 も る 遠く は な い . 

[ 無 免許 者 の 続出 〕 晴 眼 者 の 急増 に よっ て 盲人 が 圧 
人 迫 を 受け て いる ほか , サウ ナベ バス, トル ュ な な ろ な どの 
特殊 浴場 に お ける 無 免 許 の あん まや マッ サー ジ 行 為 が 
急激 に 増え , 1968 年 現在 , 厚生 省 の 調査 で は , サウ ナ 
バス だ け で 約 6 千 数 百人 と な っ て お り , SARRRE 
マッ サー ジ 師 会 連盟 の 推定 で は , サウ ナベ バス で 約 1 万 
KA, その 他 ト ル ュ おろ な どの 特殊 浴場 を 合わ せる と 約 
3 万 人 と な っ て いる . それ に あん まな どの 施術 所 に も 
ぐり 込ん で いる 者 を 加え る と , BK NEMFTCESS 
の と 推測 され る . し か も , それ ら は すべ て 晴 眼 者 で あ 
る . いか に 盲人 が 苦境 に 立た され て いる か , 想像 に か 
fe Fea: 

HABABSHG CSAARRE GY vy +- VIA 
(会 員 の 約 50 て 60 ペー セン ト は 盲人 ) は 「 業 権 擁護 
共闘 会 議 」 を 結成 し , 全力 を 挙げ て これ ら と た た か っ 
“Np Ge 


今後 の 課題 


[教育 上 の 課題 ] 中 学卒 業 後 2 年 と いう 比較 的 低い 
程度 で 第 許 が 得 ら れる あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 師 で は , 


- 晴 眼 者 の 進出 が 目立っ て いる が , 中 学卒 業 後 4 年 また 


は 高校 卒業 後 2 年 の 修業 年 限 を 必要 と する は り 師 , き 
ゅ う 師 の 場合 , 絶対 数 で は 盲人 は 少な い が , TORE 
如 し ろ 晴 眼 者 より 多い . し た が っ て , あん ま マ ッ サ ー 
ジ 指 圧 師 , は り 師 , きゅう 師 い ずれ ゃ 高校 座 業 後 2 年 
また は 3 年 以上 の 修業 年 限 に 改め , その 教育 内 容 , % 
許 試験 の レベ ル ア ッ プ と その 統一 を 図り , それ に 耐え 
得る 盲人 を 対象 に , この 種 教育 を 施す 必要 が ある . 知 


690 日 本 に お ける 盲人 職業 








能 的 に つい て いけ な い 盲 人 に は , all RISE OD BAF DSR 
急 で ある . 

[法律 上 の 課題 ] 教育 制度 の 改革 に 合わ せ て 法律 を 
すみ や か に 改正 する 必要 が ある . 特に 入学 また は 入所 
資格 , 修業 年 限 を 改訂 する と と も に あん ま マ ッ サ ー ジ 
指圧 , は り , きゅう の 定義 を 定め , 免許 の 更新 制度 
(3 て 5 年 後 ) を 設け , 常に 業者 の 実態 を 知り , 的 確 な 
行政 指導 が 行 な を る よう 措置 する こと , また 開業 の 場 
合 は , 施術 者 の 人 数 に 比例 し た 広 さ の 待合 室 お よび 施 
術 室 を 必ず 設け る よ う 義 務 づ ける (現在 は 往 療 を 専門 
こす る 場合 は その 義務 が な い ). 受験 の 場合 は , 学校 
また は 養成 施設 所 在 の 都 道 府 県 を 経由 し て 出願 する ょ 
2 義務 づけ る (現在 は 試験 を 実施 する 都 道 府 県 に 直接 
個人 が 出願 する ). 施術 所 の 開設 を 許可 制 に する な ど 
の 措置 が 望ま れる . 

[その 他 の 法 的 課題 |] まず 「 身 体 障害 者 雇用 促進 
法 」 を 強制 雇用 法 に 改め , あ ん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 ・ は り ・ 
きゅう 師 な ど を 盲人 の 特定 職種 と し て 規定 し , これ ら 


の 技術 者 を 雇用 する 事業 所 で は , 技術 者 全体 の 70 ペー 


セン ト を 視力 障害 者 と し , さら に その 50 パーセント 
は 全盲 また は それ に 近い 者 を 雇用 する 義務 を 課す る 必 
要 が ある . また 盲人 の 施術 所 開設 に 当たっ て は , その 
設備 費 を 長期 低利 で 政府 資金 ある あい は これ に 準ずる 資 
金 を 融資 する た め の 法 的 措置 を 講じ る 必要 が ある . こ 
れ ら の 施策 が 遅れ れ ば 遅れ る だ け , 育 人 は あん ま マ ッ 
サー ジ 指 圧 ・ は り ・ き ゅ う 師 の 業界 か ら 加 速度 的 に 締 
出さ れる こと は 明らか で ある . 

交 部 省 特殊 教育 課 が 1961 (昭和 36 ) 年 か ら 1964 年 
まで の 4 カ ヵ年 間 に お ける 盲 学校 卒業 生 の 就職 調査 を 行 
な っ だ 結果 に よる と , 全 就 職 者 の 98.5 パ ー セ ント 
DB, あん ま マ ッ サ ー ジ 指圧 ・ は り ・ き ゅ う 師 と な っ て 
いる ・ (関野 光雄 ) 


明治 以降 の あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 
以外 の 職業 


[明治 ・ 大 正 期 ] 明治 維新 の 業 が 成り , 徳川 幕府 の 
倒壊 に よっ て , 検校 ・ 勾 頭 ・ 座 頭 な どの 区 官 が 廃止 さ 
れ , 職 屋敷 , 物 録 屋敷 お よび 座 元 制 , 仕置 部 屋 , 講習 
所 な ども 全く その 跡 を 消す こと に な り , 盲人 た ちの 間 
に 大 き な 混 乱 が 起き た . この た め , 伝統 的 に 専業 と さき 
れ 保 護 さ れ て きた あん ま , は り , きゅう の いわ ゆる 三 
療 を 業 と する 盲人 た ちゃ 新 時 代 の 荒波 の な か に 投 出さ 
れる に 至っ た . B+ [KOM DE ARCH ok. 








また , 西日本 に 勢力 を ほし いま ま に し て いた 人 盲 僧 派 
も , 時 代 の 推移 に 伴っ て 次 第 に 影 を ひそ め , BADE 
活 は 不安 と な り , よう や く 三 療 ・ 音 曲 だ けが 命 の 綱 と 
LTLORZ TESTA 

当時 の 先覚 者 た ち は , この よう ら な 状態 を 見 て , ま 
ず , 盲 教育 を 創始 する 必要 を 認め , 1878 (明治 11 ) 
年 初め て 盲 教育 を 開始 し た . そし て 職業 へ の 道 を 開く 
た め , 1880 年 京都 盲 咽 院 に 初め て 職業 科 が 設置 き 
れ , MERE, 音曲 科 と と も に 紙 絆 細 工科 が 設け られ 
た . 東京 の 楽 善 会 訓 盲 院 も , 1882 (明治 15 ) 年 に 接 
BE, 鍼 治 を 科目 に 加え た . 

京都 盲 咽 院 の こよ り 細 工科 で は , BERBER DICCE 
りこ に よる 器 や テー ブル セン ター な ど 手 工芸 品 の 製作 を 
指導 し , その 一 部 は 商品 と し て 販売 され た よう で あ 
る . いま ゃ 京都 府立 盲 学校 の 参考 室 に は , 当時 の 製品 
が 保存 され て いる . し か し , この 新しい 試み は あま り 
長続き は せ ず , また , た いし た 成果 も あがら な いま ま 
いつ し か 廃止 され た . その 後 , 全国 各地 に 盲 学校 が 続 
々 と 開設 され た が , 職業 教育 と し て は , BERNE Ce 
曲 科 の 発展 に 力 が 注 が れ , 他 の 職業 に つい て も る 研究, 
討議 され た が , 実践 と し て は 取上げ る に は 至ら な か っ 
Wes 

これ ら の 時 代 に は , 盲人 の 職業 は , =KLB-=K 
が 主要 な も の と な り , SHATOMMICOVT, それ ぞ 
れ 4 な いし 5 年 の 年 季 奉 公 を 続け て 習得 し , 独立 し て 
生計 の 手段 と し た . この ほか に ., 明治 期 に は 盲 僅 た ち 
も まだ 存続 し て いた よう で あり , 霊媒 を する 形 女 た ち 
1 相当 多数 各地 に 散在 し て いた . この ほか , SBI, 庶 
無 僧 た ど さ ま ざま な 職業 に よっ て 生き 抜い て きた よう 
で ある . | 

[昭和 初期 ] わが 国 に お ける 産業 ・ 経 済 の 発達 と 教 
育 の 向上 は , 次 第 に 盲人 た ちの 自覚 を 促し , 自選 の 環 
境 の 中 に 新 し い 道 を 求め よう と 努力 し た . し か し , 社 
会 の 理解 は まだ 十分 で は な く , 盲人 と いえ ば あん ま , 
あん まとい えば めく ら と いう ら 古 い 偏見 に は ば まれ , FF 
職業 へ の 道 は 容易 に 切開 か れ な か っ た :. 

1931 (昭和 6 ) 年 7 A, 中 央 盲人 福祉 協会 の 主催 
で 第 1 回 全国 育 人 保護 な ら び に 和 失明 防止 事業 会 議 が 東 
京 で 開催 され た が , その 決議 に 基づき , 全国 的 な 盲人 
調査 を 内 務 省 衛生 局 に 建議 した. COR, 同局 で は 
同年 12 月 1 日 お よび 1936 年 10 月 10 日 の 2 回 に わた 
り , 全国 一 斉 に 各 警 察 官署 を 通じ て , 管内 の すべ て の 
失明 者 に つき その 実態 を 調査 し た . し か し , この 調査 
で は , 失明 者 の 認定 , 失明 原因 の 調査 な ど は 必ず し ゃ 
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WS, AB 10 万 人 に 対 し 失明 者 は 116.6 人 CHS. 
この うら もち, 何ら か の 職業 に 従事 し て いる 者 は 3 万 
3483 AVC, 4 パテ セン Meee. - CADE Ore 
か で 独立 の 生計 を 立て る こと が で きず , 救護 を 要する 
者 が 4560 人 (13.6 パーセント) あり , 救護 を 要 し な 
得る こと が で きた . この うち 第 1 回 の 調査 に よる 昭和 い 者 が 2 万 8923 人 (86.4 パー セン ト ) と な っ て い 
初期 の 盲人 職業 の 種類 と 就業 者 数 を 取上げ て みよ 2. る . これ ら の 就業 者 の 職種 は , 表 1 に よっ て 明らか で 

1931 年 12 月 1 日 現在 の わが 国 の 人 口 は 6536 万 ある が , 当時 の 職業 分 類 39 業種 の うち , 採鉱 , 石油 
6500 人 で , その うち 和 失明 者 は 7 万 6260 人 と な っ て 鉱業 , 精巧 工業 , 皮革 ・ 肖 ・ 羽 毛 品 類 製造 , 製塩 


表 1 職業 別 分 類別 失明 者 数 ガス ・ 電 気 ・ 水 道 業 , ME 


正確 と は いえ な い 点 も あり , 実際 の 和 失明 者 数 と の 間 に 
は , いく ぶん 不一致 な と ころ も ある か と 思わ れる が , 
わが 国 に お ける 和 失明 者 数 な ら び に その 府県 別 分 布 , 
年 齢 。 失明 原因 , 病 類 お よび 職業 の 状態 が 明らか に 
Sh, 当時 の 和 失明 者 の 実態 を 知る うえ に 貴重 な 資料 を 


、 Q①931 (昭和 6 ) 年 12 月 1 日 、 内 務 省 衛生 局 調査 ) 









































pis Py SET Ls = の HAD と 
分 類 要 救 護 者 | 救護 不要 者 | 合 Ft Zo fee 7 記 的 職業 の 9 業種 を 除き 
な BB 4,560 28,923 33,483 100 43.9 30 業 種 に ち た っ て い 
専門 的 , 技術 的 職業 2,968 22,351 25,319 | 75.6 Soe 6 
教育 者 3 103 106 る . し か し , 表 2 に よる 
宗教 家 114 808 922 と これ ら の 業種 の う も, 
医 療 2,542 19,817 22,359 あん ま , は り , きゅう 師 
記者 , 著述 家 , 芸術 家 , WEAK 309 1,623 1,932 rar 
管理 的 , 事務 的 職業 cs 4 4 0 0 は 2 万 2325 人 で , BA 
Be, 2S, BAA — 4 4 人 口 の 29.3 パー セン ト 
販売 従事 者 121 489 610 | 1.8 0.8 に 当たり , 就業 者 数 の 
商業 的 職業 ton 489 610 ae 
農林 , 漁業 従事 者 741 3,723 4,464 | 13.4 5.9 ike 0 
農 業 694 3,558 4,252 TUN ae i yanves Cc, 7 B 
者 産 3 11 14 ん ま , は り , So SED 
a a ; é 外 の 職業 に 従事 し て いる 
漁 業 43 147 190 者 は 1 万 1158 人 人 で あり 
GL, 採石 従事 者 ーー 9 9 0 0 BAA 口 の 14.6 ペー セ 
en an Z 2 ント , 就業 者 数 の 38.3 ペ 
Bik で 1 1 : 
窯業 , 土石 加工 ae 6 6 AU 2 
運輸 , 通信 従事 者 7 19 26 0.1 0 し か も , この うち 最も 多 
5 7 16 23 い の は 農林 ・ 漁 業 従事 者 
通信 a 3 3 : 0 い 
技能 工 , 生産 工程 従業 者 381 983 1,364 pial 1) WW ea a de S 
STS BABAR, GEA, SEE 9 と 8 ント ), 次 に 専門 的 , 技 
A 術 的 職業 6 が 2993 
化学 製品 の 製造 3 6 9 IN 
紡織 工業 23 51 74 DNTP 
被服 , 身 装 品 製造 30 81 ai る こと に な る . これ と 専 
Nr hi a 1 is PIED, BARTS GE es 
(S ja ぅ y os 
SALT, WF ALI 10 69 79 PHBSUL, 宗教 家 922 人 
土木 建築 2 9 11 記者 , 著述 家 . 芸術 家 , 
その 他 の 工業 的 職業 3 5 8 遊 芸 家 が 1932 人 , 教育 
サー ビス 業 そ の 他 342 1,345 1,687 5.0 2.0 etic: 
金融 , 保険 i 18 19 家 106 人 と な っ て いる こ 
接客 業 q 104 il と か ら み みて, 主として 加 
ー 3 上 TEM, AC, AA, 
家事 使用 人 69 295 364 we 2 
その 他 の 有 業 者 249 811 1,060 Es [KOMP Te UMA 
(あん ま , は り , きゅう 師 / 再 掲 ) (2,540) | (19,786) | (22,326) 数 で あっ た も の と 見 られ 
9,000 33,776 42,776 56.01 


無 業者 (収入 ある 者 65 人 を 含む ) 


4. 
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次 いで サー ビス 業 そ の 


表 2 視覚 障害 者 就職 状況 の 比較 





1931 年 内 務 省 調査 1965 年 厚生 省 調査 





Yb), 技能 工 , 生産 工 


程 従事 者 の 1364 人 (4.1 総 数 ve 
ペー セン ト ) 。 aaaepege STUN. Beatie a: 


管理 的 職業 従事 者 
者 610 人 (1.8 パー セン 事務 従事 者 
ト ) が これ に 続い て い 販売 従事 者 
Si と の ちち 才能 生計 生還 
9 aL, PRB 
産 工程 従事 者 と し て は , 運輸 。 通信 従事 者 
木 竹 草 夢 類 の 加工 に 従事 EL, 生産 工程 従事 者 
する 者 が 大 部 分 で 1053 人 サー ビス 業 従事 者 


(に 上 り , 約 80 パ ペー セン ト 
で ある . あと は わずか に 被服 ・ 身 装 品 製造 の 111 人 , 
飲食 料 品 ・ 嗜 好 品 製造 の 79 A, 紡織 工業 の 74 人 な ど 
CHS. これ に よっ て 明らか な よう に , 技能 工 , 生産 
工程 従事 者 と いっ て も , 近代 産業 の 領域 に 進出 し て い 
る 者 は ほとん ど な い と いえ る . 

[第 2 次 大 戦後 ] 戦争 犠牲 者 の な か に は , 戦傷 に よ 
る 視力 障害 者 が ある . 厚生 省 が 1951 年 に 行なっ た 実 
態 調査 に よる と , 戦傷 視力 障害 者 は 1 万 7142 人 に 上 
り , 当時 の 全国 視力 障害 者 数 13 万 7679 人 の 12 ペー 
セン ト に 達し て いる . 戦時 中 は , 視力 障害 者 で も 弱視 
者 は 軍需 工場 へ 徴用 され , 盲 学校 の 生徒 も 全盲 者 で あ 
りな が から 工場 へ 動員 され , 強制 的 に 生産 作業 に 従事 さ 
せら れ た . Ek, 戦傷 失明 者 た ち は , 軍事 保護 院 で 職 
業 訓練 を 受け て 授産 事業 に 従事 し , いわ ゆる 再起 奉公 
の た め に 励ん だ . これ の 影響 を 受け て 盲人 た ち は , FE 
来 の 伝統 的 職業 で あっ た あん ま , は り , きゅう 師 以 外 
の 多く の 職種 に 従事 する こと の で きる 可能 性 が , 体験 
に よっ て 生ま れ , 給 次 新しい 職業 へ 進出 を 始め た . 一 
Fi, あん ま , は り , きゅう 師 の 業務 領域 に は , 多く の 
晴 眼 者 が 進出 し 始め , 次 第 に その 領域 は 圧迫 され る 形 
BA bigots. 

この こと は , 1965468 月 に 厚生 省 社 会 局 が 実施 し 
た 身体 障害 者 実態 調査 報告 に よっ て 明らか に され て い 
る が , 前 述 の 1931 年 調査 の も の と 対比 し て みる と 
き , 衣 人 の 職業 の 推移 が うかがわ れる. 

表 2 に よる と , 就業 者 数 は 1931 年 の 3 万 3483 人 
に 対し , 34 年 後 の 1965 年 に は 7 万 5000 人 (2.2 倍 ) 
に 増加 し て いる . これ は 人 口 の 増加 率 ( 約 1.5 倍 ) を 
考慮 に 入れ て も な お 50 パー セン ト の 増加 を 示し て い 
る . し か し な が ら , あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 に 従事 す 
る 者 は , 1931 年 に は 2 万 2326 人 で ある の に 対 し , 
1965 年 で は 逆 に 推定 1 万 9000 人 (0.85) に 減少 し 





あん ま , は り , きゅう 師 (再掲 ) 








人 % ain % 
33,483 100 75,000 100 
25,319 75.6 21.000 | 0 

500 0.7 

é る 1,500 Li¥ 

610 1.8 7,000 9.4 
4,464 13.4 27 ,000 36.5 
9 0 500 0.7 

26 0.1 500 0.7 
1,364 4.1 13,000 17.3 
1,687 5.0 4,000 4.8 
22,326 66.7 19,000 25.1 


て いる . 1966 年 12 月 31 日 現在 の 厚生 省 医 務 局 調査 で 
は , あん ま ・ マッ サー ジ ・ 指 圧 師 数 は 3 万 3916 人 
(1.5 倍 ) と な っ て お り , 他 の 就業 率 よ り は か な り 低 
い . これ に 反し , あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 以外 の 就 
業者 で 最も 増加 の 著しい の は 農業 ・ 漁業 従事 者 で , 
1931 年 の 4464 人 に 対 し , 1965 年 に は 2 万 7000 人 と 
な っ て いる. これ は 1931 年 ご ろ は 農山 漁村 で は , 
玄人 の 労働 力 を 必要 と し な か っ た が , 労働 力 が 農山 漁 
村 か ら 都 市 へ 吸収 され , BANA aBAREICIKA, 
視覚 障害 者 の 労働 力 を 必要 と する に 至っ た 結果 と み ら 
れる 。 

これ に 次 いで は 技能 工 ・ 生 産 工程 従事 者 で , 1931 
年 の 1364 人 に 対し , 1 万 3000 人 と 約 10 倍 の 増加 を 
示し て いる . この 分 類 で は 1965 年 の 場合 の 職種 は 金 
B7VAL, 旋盤 工 , 組立 工 , レン ズ 研 磨 工 , ミシン 
工 , 船 大 工 , 火 夫 の ほか , MERE, FH, ET, 
沖 仲 仕 , 公園 掃除 人 な ども 含ま れ て いる . も っ と も , 
これ は 各 身 体 障害 者 に わた っ て の 調査 に よる 分 類 で あ 
る か ら , 視覚 障害 者 が 必ず し も ゃ これら 全部 の 職種 に 就 
業 し て いる と は 限ら ちら ない. し か し , 盲人 が 次 第 に 生 
産 関係 の 職場 に 進出 し て いる こと が うか が われ よ 5. 
また , 販売 業務 従事 者 が 610 人 か ら 7000 AK, + 
ービス 業 従事 者 が 1687 人 か ら 4000 人 に , それ ぞ れ 増 
加 し て いる と と も に , 1931 年 に は ほとん ど な か っ た 
管理 的 職業 従事 者 が 500 人 , 事務 従事 者 が 1500 A, 
採鉱 採 炭 従事 者 が 500 A, 運輸 ・ 通信 従事 者 が 500 
人 と , 多種 多様 の 職域 に 進み つつ ある の が 特徴 的 で 
ある . (関野 光雄 ・ 有 丹羽 善 次 ) 
[参照 文献] 

中 央 盲人 福祉 協会 「 和 失明 者 = 関 ス ル 統計 」 昭和 6 
厚生 省 「 昭 和 40 年 度 厚生 白書 」 昭和 44 
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Be a A 2 RS 


身体 的 条件 

戦傷 失明 者 は いう まで も な く , 戦争 に 起因 し た 失明 
者 で ある が , 単に 中 年 失明 と いう ほか に , 必ず と いっ 
て いい くら い に , いろ いろ な 身体 的 障害 を も つ . tre 
bd, 小銃 弾 , 手 梱 弾 , 砲弾 破片 に よる 失明 に 加え 
て , 手 ・ 足 の 障害 で 片手 切断 , ある い は 指 ・ 党 の 傷害 
CHS. また , 神経 系 統 の 傷害 あぁ ある. そして, 看過 
し 得 な いも の に , 頭 部 傷害 者 と し て の 神経 傷害 が あ 
り , これ ら の 機能 障害 を あわ せ て 考え ん な けれ ば な ら な 
いと ころ に , 戦傷 失明 者 の 職業 選定 に 複雑 な 困難 さ が 
HS. さら に , 戦争 の 過労 か らく る 眼底 出血 の 者 も あ 
り , 後頭 部 打撃 に よる も の , 毒ガス に 犯さ れ て 和 失明 し 
て いる 者 な ど 種 々 雑多 で ある . この 複雑 な 身体 条件 と 
眼前 指数 弁別 まで の 視力 傷害 者 が 日 華 事 変 以後 矢 明 軍 
凡 と し て 取扱 われ て きた . 


AER (1904 ~ 1905) この 戦争 に ょ る 失明 者 
に 対し て は , 太平 洋 戦争 の それ に 比べ る と 十分 と は い 
えな い が , 当時 , 陸軍 軍医 総監 石黒 忠 恵 を 会 長 と し 
て , 東京 盲 貴 学 校内 に 失明 軍人 職業 講習 会 が 開か れ , 
1908 (明治 41) 年 7 月, 2 ヵ年 の 講習 を 終え , 第 1 回 
の 卒業 式 を 行なっ た . この と き の 講 習 生 は 15 人 , 講 
GRAIL, あん ま ・ は り ・ き ぎゅう 術 で , その 際 , 講習 
生 の 出 し た 感謝 状 に 「 時 十 未 曽 有 ノ 日 露 戦 役 = 従 ヒ , 
MOH AAG, WFR bet, 幸 ヒ = 東京 育 貴 学 
校長 並 = 同 校 職員 諸 賢 ノ 多大 ナル 同情 = 由 リ テニ カ年 
ノ 講習 ラ 座 エ , 将 = 鍼 抜 ノ 業 = 就 カ ント ス (前 後略 ) | 
と ある . 後 年 の 岩手 県 立 盲 学校 長 柴 内 秋 三 , 大 分 県 立 
BTM, 兵庫 県 で あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 を 
開業 し た 吉 益 隆三 郎 ら は この と き の 卒 業 生 で ある . 


満州 事変 (1931 1933 ) 法律 (軍事 扶助 法 ) に 
よる 保護 の ほか , 特別 の 保護 措置 が 講じ られ た 記録 は 
な く , 東京 や 地方 の 盲 学校 な ど で , あん ま , は り , き 
ゅ う , マッ サー ジ 術 を 履修 し て いた . 


日 華 事変 以後 (1937 ~ ) 日 華 事 変 に 続く 太平 洋 戦 
Sk, 近代 科学 兵器 を 使用 し た 激烈 な 戦闘 で あっ た た 
め , 多数 の 戦争 冬 牲 者 を 出し た . そこ で , 政府 は 1938 
年 4 月 , 傷病 軍人 援護 対策 の 一 つと し て , 傷 兵 保護 
院 ( の ち に 軍事 保護 院 と 改称 ) を 設置 し た が , 戦傷 失明 
者 の 保護 が 急務 で ある と し て , 他 の 傷病 軍人 援護 施設 


(に さき が け て , 同年 9 月 に 東京 大 塚 に 失明 傷 開 軍人 究 
お よび 和 失明 傷 姜 軍 人 教育 所 を 開設 し た . ここ で 特記 し 
な けれ ば な ら な い の は , 当時 , 政府 な ら び に 傷病 軍人 
保護 対策 専門 委員 が 戦傷 失明 者 の 更生 策 と し て の 職業 
を , あん ま ・ は り ・ き ゅ うら ・ マ ッ サ ー ジ 師 に 限ら ず 諸 
外国 に 劣ら ぬ 新 職業 を 開拓 する よう 強く 要望 し , この 
研究 と 訓練 に は 多額 の 予算 が 与え を られ た . その うえ を , 
当時 の 考え と し て は , 戦傷 失明 者 に は いち お う 生 活 を 
保証 する 恩給 は 到 給 さき れる こと に な っ て いた が , その 
うえ , 新 職業 に 就 か せる よ ょ 2 努力 が 払わ れ た . この 
こと は , ひと り 戦 傷 失 明 者 だ け で は な く , 一 般 盲 人 に 
も 希望 を 号 える こと に な る と い 2 意 図 も あっ た 。 


新 職業 の 調査 

軍事 保護 院 は 軍人 援護 会 の 協力 を 得 て , 視力 の 範囲 
を 決め , 各 府 県 に わた っ て 詳細 な 調査 を 行ない , 特に 
その 動作 分 析 の 記録 を 求め た . この 貴重 な 文献 は 空襲 
に よっ て 焼失 し た が , COR, 一 般 和 失明 者 で , B 
業 , 2, 精米 業 , 漁業 , 石工 , むし ろ 編 み , WAHT 
BL, ラジ オォ 製作 , 竹細工 な どの 職業 に 従事 し て いる 
こと が わか り , 軍事 保護 院 は こう し た 事例 を 参考 に , 
強力 に 各 方 面 の 協力 を 求め , 豊富 な 了 予算 を 計上 し , 新 
職業 に 志す 者 の 訓練 の ほか , 受入 れ 側 の 作業 設備 改善 
の た め の 費 用 に 充て られ た . 


職業 指導 に つい て 

失明 者 の 職業 と いえ ば , あん ま と ば か り 思 いこ ん で 
いた 戦傷 失明 者 に , 新 職業 従事 の 可能 性 を 理解 させ る 
に は 相当 困難 が あっ た . その うえ , 種々 の 重複 障害 が 
あり , 頭 部 傷害 に よる 神経 症状 も 考慮 し な けれ ば な ら 
な い . その た め , これ まで の 本 人 の 職業 歴 や 生活 環境 
心理 的 傾向 , 適性 な ど を 調査 する 必要 が あっ た . この 
こと は , 陸 海 軍 病 院 に 入院 中 か ら 始 め ら れ , な る べく 
原 職 復帰 が 望 まし いと いう こと で 相当 検討 され た . 
その 結果 あん ま ・ は り ・ き ゅ う ・ マ ッ サ ー ジ 師 を 希 
望 する 者 が 圧倒 的 に 多かっ た の で , 失明 傷病 軍人 教育 
所 に これ ら の 科目 を 設け , また 別に 師範 部 も 設置 し て 
地方 盲 学校 教員 を 養成 し た . 新 職 業 を 希望 する 者 の た 
め に は, 数 は 少な く て も 特に 適当 と み ら れ る 指導 者 を 
選び , 委託 教育 を 実施 し た . この 結果 , 1944 年 現在 , 
新 職業 に 従事 し た 者 は 次 の 通り で ある . 

工場 勤務 (検査 工 ・ 組 立 工 ・ 包 装 工 ) 十 数 人 , SE 
as (修理 ・ 部 品 組立 ),, ラジ オォ 製作 1 人 , 自転 車 組立 
お よび 修理 1 人 , びん つと 製造 業 1 人 , 気象 無線 電信 
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接 受 1 人, ピア ノ 調 律師 3 人 , BAH 2A, ほうき 製 
造 業 2 人 , 音楽 家 ( 琴 ・ バ イオ リン ・ 声 楽 ・ び わ ) 4 
人 , BRS 1 人 . 


職業 従事 事例 

①) 写 真 工 場 に お ける 検査 工 は フィ ルム の 感度 が 高速 
な た め に で きる 製造 フィ ルム の 表面 の きず の 有無 を 指 
頭 で 検査 す る も の で , 暗 や み の 中 で の 作業 で 適職 で あ 
っ た が , 同 職場 の 従事 者 が 女工 ば か り の た め , これ を 
や め , 同 工 場 印画 紙 の 包装 工 と し て 採用 され た . 

(2② 抑 弾 子 装着 工 は 小銃 弾 を 挿 着 子 に 挿 着 さ せる 作業 
で , 陸軍 人 造兵 威 で 多数 採用 し た . これ は 振 弾 子 を 左手 
に 持ち , 小銃 弾 を 5 発 ず つ 右 手 で 挿入 する 仕事 で , 1B 
れる に つれ て , 一 握り で 必ず 5 発つ か め る 2( 人 な 
り , 一 般 職 工 と 同じ 能率 を あげ 得 た . 

(3③) ピ アノ 調律 師 に は 聴覚 の 検査 が 重要 で , 頭 部 傷害 
の ひど い 者 に は 向 か な い . 希望 者 は 東京 帝国 大 学 心 理 
学 教室 で 音感 テス ト を 行ない , 合格 し た 者 を 東京 音楽 
学校 に 委託 し た . 同 校 で は 特に 優秀 な 者 を 選び 指導 に 
当たら せ た . 志望 者 に は 調律 用 具 一 式 を 与え た . ピ 
アァ ノ の 基礎 奏法 , 楽典 , 音響 学 , 機械 学 か ら 始め , ピ 
アノ の 内 部 構造 を 知ら な い 和 失明 者 の た め に アク ショ ン 
の 一 部 を モデ ル と し た 模型 を 使っ て 何 回 と な く 分 解 , 
組立 て を 行なわ せ , 調律 に 移っ た が , わが 国 の 場合 , 
外国 の 調律 師 と 異な り , ピア ノ の 故障 の 調整 まで 行 な 
わ ね ば な ら な か っ た . これ は 和 失明 者 に と っ て は ほかなり 
な 難 事 で , 細部 の 調整 に チュ ウー ニン グ ハ ン マー を 用 
い , ドラ イベ バー の 使用 は 容易 で は な いた め , 指導 者 自 
ら 暗中 模索 の うち に 実験 指導 する な どの 苦心 が 払わ れ 
fe. しかし, わが 国 と し て は , 最初 の 舌 明 者 の ビ ピアノ 
調律 師 と し て 3 人 を 養成 し 社会 に 送出 し た . 小学 校 な 
ど で 働 いた が , 戦争 が 激しく な る に つれ 学校 が 疎開 し 
た り , 空襲 で 焼失 し た た め , せっ か く の 職 場 も 失わ れ 
て Eero: 

(3 戦傷 失明 者 の 数 人 の 出身 地 が ほう き の 産 地 で あっ 
だ た ため, ほう き 造 り を 指導 し た . 仕事 に 手抜き が な い 
と いう の で 句 用 者 か ら 歓 迎 さ れ た . 

(⑤ 製 縄 業 は 製 縄 機 を 用 いて の 仕事 で ある が , これ に 
も 成功 し た . 縄 に する わら を 打っ て 柔らか くす る こと 
は 家人 が 手伝っ た . 

(@⑥ 酒 ・ し ょ う ゆ びん を 包む つと を 作る 仕事 は , むし 
ろ 編 み と 同 様 な 作業 で ある . これ も 当初 は 相当 需 用 が 
あり , 好適 な 職業 で あっ た が , 戦争 の た め 酒 な どの 醸 
造 量 が 減少 し た た め , 十分 な 成果 は 得 ら れ な か っ た . 


(⑦ 著 音 器 ・ ラ ジオ ォ 製 作 修理 は , 戦争 当時 は 相当 需 
が あっ た . 蓄 音 器 は 蓄 音 器 組 合 に 委託 し て 訓練 し た 
が , ぜん まい の 取扱 い は 危険 で 指導 者 も 注意 し て い 
た . 当初 は 一 般 の 人 びと に 信用 され ず , 修理 の 依頼 が 
な か っ た が , 次 第 に その 技量 が 理解 さん れる に つれ て 注 
SEPSIS le Cae. 

(⑧) 自 転 車 組立 修理 工 に つい て は , 当初 , 自転 車 業 組 
合 に 教育 を 委託 し た . 雷 用 も あっ た よう で ある が , fk 
事 と し て は むず か し か っ た . 

9⑨ 気 象 無線 電信 の 接 受 は 原 職 復帰 すなわち 受傷 前 の 
職業 に 復帰 せる 例 で , 接 受信 号 は 鉛筆 で 数 字 を 記録 
し , 天気 図 作 に まわ す 作 業 で , 初め は 難点 も あっ た 
が , 努力 の す ぇ 複雑 な 無線 受信 機 も 使い こなせ る よ 5 
に な っ た . この 場合 , 盲人 用 時 計 は ぜひ 必要 な も の の 
一 つ で ある . 欧文 の 無線 も 楽に 扱え た . 

GO⑩ 和 失明 者 の 養 凌 は 前 例 も あり 珍し く は な い が , 戦傷 
失明 者 と し て も 成功 例 は ある . この 場合 の 雌雄 鑑別 で 
は , ひな を つか まえ て , その 鳴き 声 だ け で 正確 に 選別 
GG We: 

同音 楽 家 の 場 合 . 葬 は 宮城 道雄 に 委嘱 し た . 和 失明 者 
の 新 職業 で は な い が , 盲 学校 の 普通 科 教 科 と あわ せ て 
履修 させ た . びわ は 一 流 の びわ 師 に 委託 , バイ オリ 
ン ・ 声 楽 は 東京 音楽 学校 に 委託 教育 と し た . 

(2 その 他 , 電話 変換 手 に つい て は 外国 の 例 も ある の 
で , 戦傷 矢 明 者 の た め に 新 職場 を 開拓 し よう と 努力 し 
た の は 岩橋 武夫 で あっ た . 普通 の 交換 台 は 点滅 ラン プ 
で ある の を ,- ド ル ア イ 方 凌 に じ よ と NN 
は , お も ちゃ の 人 形 の 目 の 仕組 みみ で 横 こ する と 目 を 閉 
じ , 起こ す と 目 を あけ る と いう 原理 を 交換 台 に 活用 し 
よう と する も の で , 外 か ら 電 話 の 信号 が くる と , その 
場所 の ドル アイ が ひっ くり 返り , 失明 変換 手 は 手 ざ わ 
り で , この 場所 に プラ グ を 挿入 し て 交換 を する と いう 
仕組 み に な っ て いる . 当時 この 試作 研究 を 沖 電機 会 社 
に 依頼 し た . この 試作 費 は 5000 円 で や あっ た が , HK 
業 開拓 の た め に いか に 努力 し た か が わか る . 

その ほか , 新 職業 の 研究 や その 実績 か ら 戦 傷 矢 明 者 
が , それ ぞ れ 自ら の く ぁ ふう で 自営 業 に 従事 し た . た と 
えば , 家業 が 茶 商 で ある 場合 , 経験 に 基づい て 茶 の 癌 
質 を 選別 し 得る よう に し , 電気 を 応用 し た 計量 器 を 考 
案 (これ は 新案 特許 を 得 た ) し て , 晴 眼 者 と 異な ら な 
い 態 度 で 客 に 接し た . この ほか , 編物 の 研究 も 委託 し 
た . これ ら の 調査 以外 に , と うら ぁ 製 造 業 , た た み 表 製 
造 , ぞう ら り 製造 , 被服 装身具 製造 の ほか , WE CIL-S 
ナマ 帽 編み の 事例 も ああ っ た - 
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失明 軍人 会 館 に お ける 戦傷 失明 者 
_1943 年 , 大 阪 の 愛 盲 会 館 ( 現 ・ 日 本 ライ ト ハ ウス ) 
は , 戦傷 失明 者 の 再起 へ の 訓練 道場 と し て , また 新 し 
い 就 職 の 場 と し て , 軍人 援護 会 大 阪 府 放 部 に 移管 さ 
れ , 十 数 人 の 戦傷 失明 者 を 収容 し , プレ ス 作 業 の 訓練 
を 始め た . 数 ヵ月 後 , 早川 電機 工業 の 分 工場 と し て , 
その 技術 指導 を 受け , 航空 無 電 機 の 部 品 製作 を 開始 し 
fe. 作業 は 主として 抜 型 ・ 押 型 ・ 曲 型 の プレ ス で , こ 
れ に ボー ル 艇 な ら び に タッ プ 切 り 使 用 に よる 穴あけ , 
ね じ 切 りな どの 作業 で あっ た . 全く 未経験 の し か も 失 
明 者 が , 果たし て これ が で きる で あろ りら か と いう 最初 
の 懸念 は ,。 か れ ら の 血 の に じ わ 訓 練 と 激しい 闘志 に よ 
っ て , 失明 の 障害 を 克服 した. た と えば , 全盲 で 左 肝 
切断 の 戦傷 失明 者 が , ボー ル 盤 で 穴あけ を する の に , 
1 日 1 万 7000 個 と いう 成績 を あげ た . 当時 , 晴 眼 者 
の 工員 の あげ る 標準 数 は 1 日 (10 時間 ) 1 万 て 1 万 
3000 個 で あっ た か ら , COABO IE ど が わか る . = 
た , 据 撃 砲弾 活 機 鞭 の ゲー ジ 検 査 で は , 片手 の 戦傷 失 
明 者 が 1 日 5000 個 を 検査 し , し か も 誤差 は ゼロ で あ 
っ た 実例 も ある . Gee le) 


新 職業 の 実態 


盲人 の 新しい 職業 

近代 社会 に お ける 職業 の 選択 は , 各 人 の 希望 に 応 
じ , 適性 , 能力 , 興味 ある い は 特性 に 応じ , また 機会 
に 応じ て 自由 に な され な けれ ば な ら な い . し か し , 国 
に より , 地域 に よっ て 一 定 の 障害 者 の グル ー プ に 多く 
見 られ る 職業 が ある . た と えば , ろう 者 の 場合 , 男子 
の 多く は 家具 木工 , 印刷 , 洗濯 な どの 職業 に つい て い 
る し, 女子 は 縫製 な どの 職業 に 多く つい て いる . BA 
の 場合 それ が 極端 で や あり, わが 国 で は その ほとん どの 
AD, あん ま ・ は り ・ き ぎ きゅう 師 を 職業 と し て お り , 盲 
人 の 職業 と いえ ば た だ ち に これ ら の 職業 を 思い 起こ す 
ほど で ある . 

盲人 の 新 職業 と は 何 か 」 に つい て 考え る 場合 , い 
ろ い ろ な 見 方 が ある が , まず , 上 記 の よう な 職業 は 新 
職業 と は いえ な いこ と に な る . さら に 三味 線 ・ 琴 の 師 
Dre, 僧 職 , A, Sieh, 


味 を 広く 考え を, あんま ・ は り ・ き ゅ う 師 以外 の 職業 を 
いち お うら 盲人 の 新 職業 と し て 取扱 うこ と に する . 


盲人 の 就業 状態 調査 

宜 人 の 新 職業 の 実態 を 知る 一 つの 方 法 は , BADE 
業 状況 調査 で あり , 他 の 一 つ は 事例 研究 な ど で あ る . 
わが 国 に お ける 盲人 の 就業 状況 に 関す る 資料 に は , 厚 
生 省 に よ り 1951 (昭和 26 ) 年 に 行なわ れ た HH, 
1955 年 10 月 の 第 1 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 に お ける 日 
本 側 の 提出 資料 , 1960 年 2 月 か ら 同年 5 月 まで の 間 
に 行なわ れ た 日 本 盲人 会 連合 と 日 本 ライ ト ハ ウス に よ 
る 「 日 本 盲人 の 特殊 職業 実態 調査 」, 1963 年 7 月 か ら 
1964 年 3 月 まで の 間 に 行なわ れ た 日 本 盲人 福祉 委員 
会 の 「 視 覚 障害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 」, 1965 年 8 
A, 厚生 省 に よっ て 行なわ ち れ た 「 わ が 国 に お ける 身体 
障害 者 の 実態 」 (18 歳 以 上 ) な ど が ある . 特に 日 本 盲 
人 福祉 委員 会 が 行なっ た 「 視 覚 障害 者 の 新 職業 に 関す 
る 研究 」 は , 統計 的 資料 と と も に ケー ス 研 究 を 含ん で 
いる 数 少な い 資料 で ある の で , ここ で は それ ら の 資料 
に 基づい て 盲人 の 新 職業 の 実態 を 探る こと に する . 





視覚 障害 者 の 職業 の 実態 

[身体 障害 者 実態 調査 ] まず , 身体 障害 者 の 実態 調 
査 か ら 視 覚 障害 者 の 職業 の 実態 を 見 る こと に する . こ 
の 調査 は 厚生 省 が 都 道 府 県 を 通 じ て , 1965 年 8 月 現 
在 で 実施 し た 全国 の 18 歳 以上 の 身体 障害 者 の 150 分 
の 1 の 無 作 為 抽 出 に よる 調査 で ある . この 調査 結果 
か ら , わが 国 の 18 歳 以上 の 身体 障害 者 は 約 104 万 
8000 人 と 推定 され る . その 内 訳 は 視覚 障害 者 が 23 万 
4000 人 ( 22.34 パー セン ト ), 聴覚 障害 者 は 20 万 
4000 人 (19.49 パー セン ト ), 肢体 不 自由 者 は 61 万 
5812 パーセント) で あお 

視覚 障害 者 の 就業 , 不 就業 状況 は 表 1 の 通り CH 
る . この 表 に よる と , 視覚 障害 者 の うち 7 万 5000 人 
( 32 ペー セン ト ) が 就業 し て お り , 15 万 9000 人 
(68 パー セン ト ) が 不 就業 と な っ て いる . 就業 者 7 
万 5000 人 の 障害 程度 は 表 2 の 通り で , 1 級 と 2 級 の 
いわ ゆる 盲人 は 2 万 8000 人 余 (37.99 パーセント ) 


表 1 視覚 障害 者 の 就業 , 不 就業 の 状況 (資料 出所 ) 厚生 省 「 わ が 国 に お ける 身体 障害 者 の 実態 」 (1965) 


巫女 , 易 者 な ども , 昔 か 
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ら 多 く の 盲 人 が 従事 し て us 数 就業 者 | 不 就業 不 BE aes ee 
きた 職業 で ある か ら , 新 休業 | 矢 業 | BES | し な い | そ の 他 
職業 と は いえ な い . し か 100.0% 32.0 68.0 0.72 0.31 64.85 24.56 9.56 
234,000 人 | 75,000 159,000 1,145 423 | 103,111 | 39,050 | 15,200 








し , ここ で は 新 職業 の 意 

















696 日 本 に お ける 盲人 職業 








CHS. 不 就業 の お も な 理由 は 「 身 体 的 理由 ] で , そ 
の 数 は 10 万 3000 人 (64.85 パー セン ト ) で , RP 
「 就 業 不要 ] の 3 万 9000 人 (24.56 パー セン ト ) で 
ある . 視覚 障害 を 身体 上 就業 不能 の 理由 と し て いる 者 
も 多い と 思わ れる が , 表 3 に 見 られ る よう に , 視覚 障 
害 者 は 一 般 に 高 年 齢 者 が 多く , 600 以上 の 高 年齢 者 
が 全体 の 54 パー セン ト 以 上 を 占め て いる こと に ゃ も よ 
る も の と 思わ れる 。 

従業 上 の 地位 は 表 4 の 通り で ある . この 表 に よる 
と , 業 主 が 約 4 万 2000 人 (56.33 パー セン ト ), 次 
が 家族 従業 が 1 万 3000 人 (17.25 パー セン ト ), 常 
雇 が 1 万 2000 人 (16.59 パーセント ), HEDW 
5000 人 (6.11 ペー セン ト ), その 他 が 3000 A (3.71 
パー セン ト ) に な っ て いる . 業 主 と 家 族 従業 が 圧倒 的 
に 多く , 雇用 作業 者 は きわ め て 少数 で ある . 

全 就 業者 7 万 5000 人 の 職業 大 分 類別 数 は 表 5 の 通 
り で ある . 専門 的 , 技術 的 職業 に 2 万 人 余 の 視覚 障害 
者 が 従事 し て いる . し か し , あん ま ・ は り ・ き ゅ う 侯 


1 万 8000 人 余 が この 分 類 に 含ま れ て いる の で , それ 


と 盲 学校 教祖 を 除く と , その 他 の 専門 職業 従事 者 は ご 
く 少 数 と いう こと に な る . 農林 ・ 漁 業 職業 従事 者 は 2 
万 7000 人 余 で , この 分 類 に 含ま れる 視覚 障害 者 は 多 
い の で ある が , 名 目 だ け の 業 主 と 家族 従業 者 が 多い こ 
と が ケー ス 研 究 か ら 留 意 する 必要 が ある . 技能 工 , 生 
産 工程 従事 者 も 1 万 3000 人 余 で , か な り の 数 に 上 っ 
て いる が , 障害 程度 1 級 ま た は 2 級 の 者 は 少な く , B 
度 の 視覚 障害 者 が 多く 従事 し て いる も の と 見 られ て い 
る . 

盲人 新 職 業 第 1 次 調査 ] この 調査 は 1963 年 11 月 , 
日 本 盲人 福祉 要員 会 が 全国 の 社会 福祉 事務 所 1011 カ 
所 に 個人 調査 票 を 配布 し , あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 以外 
の 職業 に 従事 し て いる 視 








表 6, 表 7 お よび 表 8 OH) CHS. これ ら の 表 に よ 
る と 無職 お よび 不明 の 者 を 除き 約 3030 人 の 視覚 障害 
者 が , 347 に わた る 多様 な 職業 に 従事 し て いる こと に 
ic Be 

(1) 専門 的 技術 的 職業 : この 職業 に 従事 し て いる 294 
人 (5 パー セン ト ) の 内 訳 は 筆 曲 教授 (三味 線 侯 区 を 
含む ) 87 人 , 僧 職 45 A, Prise 31 A, 巫女 18 人 , 
WHI 人 , 教員 14 人, 小唄 ・ 長 唄 ・ 浄 瑠璃 ・ 義 太夫 
師匠 11 A, 神道 教師 13 人 , 神 職 4 人 , キ リス ト 教 牧師 
3 人 , 調理 師 3 人 で ある . 千曲 教授 の 職業 は 古来 か ら 
BADER CH, 全数 の 3 分 の 1 を 占め て い 
る . 僧 職 , Priei, Me, 易 者 な どの 職業 は , BAO 
職業 と し て 地域 社会 に 深く 根 を お ろ し て いる よう で あ 


ーー 


る . これ ら の 職業 従事 者 の 障害 程度 は 1 , 2 級 の 者 が 


多く , 盲人 が 従事 で きる 専門 的 職業 で ある こと を 示し 
て いる . し か し , 表 8 の 年 齢 別 状況 を 見 る と 高 年 齢 者 
が 多く , 将来 も る 家 人 の 職業 と し て 適当 で ある か , どう 
か に つい て は 名 問 の 余地 を 残し て いる . 少数 で は ある 
が , ピア ノ 調 律 , 西洋 音楽 , 弁護 士 な どの 職業 は , 今 
後 開拓 し な けれ ば な ら な い 盲 人 の 専門 的 職業 と 思わ れ 
る . 
(2) 管理 的 職業 従事 者 : この 職業 に は 67 人 が 従事 し 
て いる . その らち 1, 2 級 の 者 は LA で ある . 管理 
的 職業 は , 一 般 の 人 びと と 同様 に 盲人 の 場合 も 比較 的 
高 年 齢 層 の 人 が 多い . 失明 時 に お いて 学歴 や 職歴 も あ 
り , 原 職 へ 復帰 し た 者 も ある し , 相当 の 資力 を 有 し て 
いた 者 , 事業 の 基礎 が 確立 し て いた 者 も ある . これ ら 
の 人 びと は , 管理 者 と し て 仕事 を 遂行 する た め に , fh 
人 の 視力 に 頼る こと も で きる わけ で ある . この よう な 
人 びと は 全盲 で あっ て も , 管理 的 職業 に 従事 で きる . 
(3) 事務 従事 者 : この 職業 に は 33 人 が 従事 し , うち 









































; 表 2 視覚 障害 者 の 障害 程度 別 就業 状況 (資料 則 所 ) 同 上 
MM Si | 総 数 | 1 組 | 2 級 | 8 級 | 4 級 | 5 級 | om | 不明 
で ある . 調査 結果 は 224 
in 100.0% 36.62): 17.40.|.@.89 |. 7.62 |. 8,44 |, IBM 
の ゝ だ 
ヵ所 の 福祉 事務 所 か ら 報 視覚 障害 者 234,000 人 | 85,000 | 40,700 | 19,600! 17,800| 19,000| 36,300| 14,900 
BSN RAIAD 100.0% 24.67| 13.32} 8.08} 10.48| 9.17| 24.67] 9.61 
= ーー > ーー トト . の . e es . . ロロ e 
害 者 に 関す る 資料 に 基 づ 円 奈 業 者 | Goo 人 | 1s.o00| 10,600; 6,000! gooo| 7,000! 18,000| 7,000 
くも の で ある ・ そ の 従事 “ray ap om 32.0% bas | S061 44.9| 5581 weet eee 
する 職業 の 職業 大 分 類 は 
表 3 視覚 障害 者 の 年 齢 階層 別 状況 
総 BM | 18-19 歳 | 20-29 歳 | 30-39 歳 | 40-49 歳 | 50-59 歳 | 60-69 歳 | 70 歳 て | 不 詳 
100% 0.56 3.77 6.36 13.00 21.94 24.88 29.42 0.07 
234,000 人 1,310 8,821 14,882 30,420 51,340 58,219 68,843 164 








( 注 ) 18 歳 一 60 歳 未満 は 10 万 6000 人 (45.63 %), 60 歳 以 上 12 万 7000 人 (54.37 %). 

















(資料 出所 ) 同上 
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1, 2 級 の 者 は 5 人 で ある . BIBAMIC カナ タイ プ 
ライ ター が 普及 し て いる が , 通常 の 読み , 書き , 計算 
と いら よう な 作業 は , 家 人 に と っ て か な り 困 難 で ある 
細 を 示し て いる . 

(4) 販売 的 作業 : この 職業 に は 566 人 が 従事 し て い 
る . その らち 1, 2 級 者 は 242 人 で ある . これ ら の 人 
びと は 103 種 に 及ぶ ぶさ ま ざ ま な 販売 的 作業 に 従事 し て 
いる . し か し , これ ら の 人 びと が 業 主 また は 家族 従業 
者 と し て 十分 活動 し て いる か , また は 名 目 だ け の 従事 
者 で ある か , ある い は 販売 作業 の 一 部 分 に だ け 従 事 し 
て いる の か は , この 調査 か ら は 明らか で は な い . 恐 ら 
く 家族 の 協力 の も ふと で 可能 な 作業 に 従事 し て いる 者 が 

表 4 視覚 障害 者 の 従業 上 の 地位 (資料 出所 ) 同上 


総 数 | 業 主 | 家族 | 常雇 | 日 B| その 他 

















100.0% | 56.33| 17.25| 16.59 6.1 3.71 
75,000 人 | 42,248 | 12,938 | 12,443 4,582) 2,782 


表 5 視覚 障害 者 の 就業 状況 (資料 出所 ) 同上 














Tsk, aR. FA 百分比 | 推定 人 員 
専門 的 技術 的 職業 従事 者 2 放 21,000 
窟 理 的 職業 従事 者 0.7 500 
事務 的 職業 従事 者 NR 1,500 
販売 的 職業 従事 者 9.4 7,000 
農林 ・ 漁 業 職業 従事 者 36.5 27,000 
採鉱 ・ 採 石 従事 者 0.7 500 
運輸 ・ 通 信 従事 者 0.7 500 
技能 工 ・ 生 産 工程 従事 者 17.9 13,000 
サー ビス 業 従事 者 4.8 4,000 
不 詳 ーー = 
あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 25.1 19,000 

(専門 的 技術 的 職業 再掲 ) 








多い と 思わ れる . 

(5) 農林 ・ 漁 業 従事 者 : この 業種 に は 1257 人 が 従 
事 し て いる . あん ま ・ は り ・ き ゅ うら 以外 の 職業 で は 最も 
多く の 視覚 障害 者 が 従事 し て いる 職業 分 野 で ある . 障 
害 程度 別に ゃ 1 級 か ら 6 級 ま で 各 等 級 に わた っ TW 
る . し か し , 年 齢 別 で は 40 歳 代 か ら 60 歳 代 の 者 が 多 
く , 若年 者 は 少な い . 障害 程度 の 軽い 者 は , 農業 の か 
な り の 部 分 が 可能 で ある が , 1, 2 級 の 視覚 障害 考 が 
農業 作業 の どの 部 分 を , また , それ を どの 程度 まで 遂 
行 し て いる か の 詳細 は , この 調査 か ら は わか ら な い -. 

(6) 採鉱 ・ 採 石 従事 者 : この 分 野 に は 14 人 が 従事 し 
て いる . 1, 2 級 の 者 は 1 人 も な く , 3 級 1 人 , OR 
3 人 , 6 級 10 人 で ある . し た が っ て , BAW 
な 分 野 と 思わ れる . 

(7) 運輸 従事 者 : ここ で は 8 人 が 報告 され て いる . 
その 内 訳 は 1 級 が 1 人, 3 級 が 2 人 , 4 級 が 1 人 , 6 
級 が 4 人 で ある . 3 級 の 1 人 は 電話 交換 に 従事 し て い 
る . この 職業 は 諸 外 国 の 事例 か ら み て , わが 国 で も 今 
後 十分 開拓 で きる も の と 考え られ る . 

(8) 技能 ・ 工 生産 工程 従事 者 , 単純 労働 者 : この 分 
類 に は 624 人 の 者 が 105 の 職種 に 従事 し て いる . その 
内 訳 は 1 級 69 A, 2 級 130 A, 3 級 57 人 , 4 級 89 人 , 
5 級 84 人 , 6 級 189 人 で ある . し か し , 販売 者 の 場 
合 と 同様 , 各 職 業 に お ける 作業 内 容 や 生産 量 な どの 詳 
細 は この 調査 か ら は 知り 得 な い . 

(9) サー ビス 職業 従事 者 : この 分 類 に は 40 人 が 報告 
され て いる . その 内 訳 は 1 級 4 人, 2 級 14 人 , 3 級 
3 et ae ay) De OK! 6 級 OK. CHS. 1, 2 
級 の 者 が 従事 し て いる 職業 と し て は 理容 師 3 人 , BF 














表 6 視覚 障害 者 の 職業 大 分 類別 , 等 級別 の 状況 (資料 出所 ) 視覚 障害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 報告 て 1964) 
等 級 こ 2 0 
er a Shy の 95 fe aay Bae Il を 
eg erice 174 61 13 16 15 4 294 5.94 
管理 的 職業 従事 者 22 20 6 7 4 8 0 67 1.36 
事務 従事 者 2 3 5 3 3 £7 0 33 0.67 
販売 従事 者 116 126 63 55 92 113 1 566 11.28 
農林 ・ 漁 業 従事 者 255 286 125 140 157 286 8 1,257 25.50 
採鉱 ・ 採 石 従事 者 0 0 1 0 3 10 0 14 0.28 
運輸 従事 者 1 0 2 t 0 4 0 8 0.16 
=] も ノ \ は 

Pease 69 130 57 89 8A 189 6 624 | 12.65 
サー ビス 業 従事 者 4 14 3 4 6 9 0 40 0.81 
そ の 他 18 1k 11 14 27 53 0 134 2.92 
不 明 30 9 3 7 0 1 0 50 1.01 
無 職 1,032 453 85 97 75 100 0 1,842 37 .37 

at 1,723 1,113 372 430 467 805 | 19 | 4,929 100.00 





























698 


日 本 に お ける 盲人 職業 





伝い 2 人 , 湯屋 業 3 人 , RR 2A, 郵便 配達 A, 
旅館 従業 員 2 人 , 寮 管 理 人 1 人 , 美容 院 手伝い 1 人 , 
貸本 屋 1 人 , 自転 車 預 り 1 人 で ある . 

⑩ その他 の 職業 : ここ で は 134 人 の 者 が 16 の 職業 
に 従事 し て いる . 内 訳 は 1 級 18 人 , 2 級 11 A, 3 級 11 
人 , 4 級 14 人 , 5 級 27 人 , 6 級 58 和 人 で ある . 1,2 
級 の 者 が 従事 し て いる 職業 は , 会 社員 5 人, ABA 
A, 遊 芸 人 ・ 旅 芸人 9 人 , 門 付 け ・ 三 味 線 A, 三昧 
線 出 演 家 2 人 . 劇団 員 1 人 で ある . 

育 人 新 職業 第 2 次 実態 調査 ] 日 本 盲人 福祉 委員 会 
は 第 1 次 調査 で 得 た 実態 を さら に 具体 的 に 明らか に す 
る た め に ., 第 2 次 実態 調査 と 面接 に よる ケー ス ・ ス タ 
ディ を 実施 し た . この 調査 は , 第 1 次 調査 の 中 か ら 障 
害 程 度 1, 2 級 の 者 だ け を 抽出 し, 福祉 事務 所 を 通じ て 
表 7 視覚 障害 者 の 職業 大 分 類別 , 性 別 の 状況 

















行なっ た も の で ある . 発送 し た 質問 書 は 410 通 で , う 
ち 回 答 の あっ た も の は 55.9 パー セン ト の 229 通 で あ 
る . 回 答 は 北海 道 11, 東北 38, 関東 48, 中 部 46, 近 
23, 中 国 24, 四国 14 お よび 九州 25 で ある か ら 
その 調査 範囲 は ほとん ど 全 国 に わた っ て いる . これ に 
よる と , 日 本 の 盲人 (1, 2 級 ) が 従事 し て いる 職業 
は 90 種 に 上 っ て いる . その 職業 大 分 類別 人 員 は 表 9 
の 通り で ある . 

(1) 専門 的 技術 的 職業 従事 者 : この 分類 に 含ま れる 
盲人 は 52 人 で , 16 職業 に 従事 し て いる . 琴 ・ 三 味 線 
・ 義 太夫 ・ 長 唄 ・ 小 唄 師 距 19 人 (うち 女 15 人 ), [8 
職 7 人 (うち 女 5 人 ), 祈 薦 師 6 人 (うち 女 4 人 ), MH 
女 4 人 ( 女 だ け ), 占 師 4 A, 天理 教 布教 師 2 人 で , 
写真 業 , バイ オリ ン 教 授 , ピア = ニスト, 日 本 舞踊 
( 女 ), 将棋 師 区 , 点字 校正 ( 女 ), 俳句 選者 , 新聞 主 
幹 (ロー カル ), 英語 教授 な ど 10 職業 に 各 1 人 が 従事 












































= 無 3 € 

専門 的 技術 的 職業 従事 時 し て いる . これ ら の 職業 の 2 無職 か ら この 職業 
者 へ 進ん だ 者 は 45 A, 現職 が 前 職 と 関係 の ある 者 は 2 
Ags ean 

oe 8 : * A, 関係 の な い 者 が 5 人 で ある . し た が っ て , JER 

農林 ・ 漁 業 従事 者 954 303 1,257 こ 進 ん だ 者 が 大 部 分 で ある . これ ら の 職業 を 遂行 す 

rise Songs _ : の る に 当たっ て の 補助 者 の 要 否 は , 補助 を 要する 者 28 
技能 工 ・ 生 産 工程 従事 人 , 要 し な い 者 24 人 で ある . 職業 経験 は 5 年 か ら 30 
者 お よび 単純 グ 働 者 0 a し 年 以上 に わた っ て いる . 

サー ビス 職業 従事 者 36 25 61 E77 hE Eh Ib CHES ~ : 

Leite 1 3 pe WLAas LOE ATRDLE, BUCS at eae 
不 明 29 21 50 か に 8 人 に 過ぎ ず , 生計 の た た な い 者 44 人 で ある . 

無 職 862 980 1,842 この うち も 生活 保護 受給 者 9 人 , 恩給 年 金 受給 者 32 人 が 

計 3,277 1,652 4,929 HS. 収入 月 額 は 2 万 5000 円 以上 3 万 円 未満 が 1 

(資料 出所 ) 同上 人 。 2 万 円 以上 2 万 5000 AA 2 A, - 17 S000: 

表 8 視覚 障害 者 の 職業 大 分 類別 , 年 齢 別 , 男女 別 の 状況 (資料 出所 ) 同上 
ペー 年 齢 | 20 歳 未満 | 20~-29 歳 | 30-39 歳 | 40-49 歳 | 50-59 歳 | 60-69 歳 | rope ae 

職 a2 = [a | x alelalxialx)/s|x|s|« [a ; 
専門 的 技術 的 職業 0 0 5 4 11 13. (AR 32% ee 33| 36| 36| 30 37 0 275 
管理 的 職業 従事 者 0 0 2 0 0 9 0| i 1 14 2 0 47 
事務 従事 者 0 0 2 0 3 10 1 7 0 0 0 1 0 31 
販 売 従事 者 1 0 | 222 Si 52| GO| 195 (88 28.| G40 22) 205). 20 | 38 0 567 
農林 ・ 漁 業 従事 者 4 2 | eA 18| 117| 43| 248 66| 249| 84| 212| -67| 105 0}. 1;257 
採鉱 ・ 採 石 従事 者 0 0 0 2 0 6 4 0 1 0 0 0 14 
運輸 従事 者 0 0 1 0 3 0 1 0 2 0 1 0 0 0 8 
oe eae 4|  2\|eea7!] ao) 99] “461 171\1s| wedi 88 | G5) 7 oly eee 
サー ビス 職業 従事 者 0 1 0 3 3 al) ha! 7| 13 き 5 3 4 5 0 61 
そ の 他 0 0 の 4| 16 6| 47 6| 41 2 9 1 4 0 143 
不 明 1 1 7 1 3 3 3 6 8 2 6 6 3 0 50 
無 職 29| 23| 65| 54| 68| 84| 122| 134| 163| 184| 231| 260| 424 1 | 1,842 

計 39| 29| 190| 102 | 385 | 185 | 790 | 293) 818| 369| 693| 397| 638 | 1 | 4,929 
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. 表 9 BA ①,2 級 ) OMERKUL (資料 出所 ) 同上 








職 業 大 分 類 人 数 % 
専門 的 技術 的 職業 従事 者 52 12.70 
汚 理 的 職業 従事 者 8 3.49 
事務 従事 者 4 74 
販売 従事 者 38 16.59 
農林 ・ 漁 業 従事 者 26 11.35 
採鉱 ・ 採 石 従事 者 2 0.87 
運輸 ・ 通 信 従 事 者 1 0.44 
技能 工 ・ 生 産 工程 従事 者 ・ 

1 単純 側 者 rp see 
サー ビス 業 従事 者 7 3.06 
分 類 不能 10 4.37 
HER a2 4 1.74 
無 a dio 20 8.73 

=) 229 | 100.00 





上 2 万 円 未満 が 2 人 , 1 万 円 以上 1 万 5000 円 未満 が 
4 人 , 7500 円 以上 1 万 円 未満 が 5 人 で , 他 の 31 人 は 
7500 円 未満 で , 残り 7 人 は 収入 不定 で ある . あん ま の 
資格 の ある 者 は 3 人 で ある . 次 に 従事 職業 を 適職 と 考 
えて いる 者 は 11 人 , 適職 と 考え て いな い 者 は 35 人 , 
不明 は 6 人 に な っ て いる . 

(2) 管理 的 職業 従事 者 : この 分 類 に 含ま れる 職業 は , 
ハイ ヤー 会 社 社長 , 社会 事業 家 , 点字 図書 館長 , 旅館 
RGA, WAR, 旅館 業 , 文房具 ・ 書 籍 ・ 教 科 書 販 
売 業 の 7 人 で , 施設 管理 者 や 自営 業 で ある . 前 歴 が な 
く こ の 職業 に 進ん だ 者 は 社会 事業 家 の 1 人 だ け で , 他 
の 4 人 は 前 職 と 関係 が か あ り , 2 人 は 関係 の な い 人 で あ 
る . 経験 年 数 は 5 年 か ら 30 年 以上 に わた っ て い る . 
収入 月 額 は 3 万 円 か ら 5 万 円 未 満 が 4 A, 10 万 円 か 
ら 50 万 円 未満 が 1 人 , 100 万 円 以上 が 1 人 , お よび 不 
記入 1 人 と か な り 高 額 で ある . 補助 者 の 要 否 で は 要 す 
る 者 が 7 人 で ある . あん ま の 資格 を 有する 者 は 1 人 も 
な い . 現職 を 適職 と 考え て いる 者 は この 分 類 で も 1 人 
だ け で , 和 否 と する 者 が 5 A, 不明 が 1 人 で ある . 

G 事 務 従 業者 : この 分 類 に 含ま れる 職業 は 税理士 , 
裁判 所 事務 官 , 事業 所 事務 員 に 各 1 人 ずつ 従事 し て お 
り , 非 該当 ( 6 級 ) 1 人 で ある . いずれ も 前 職 と 関係 
を 有 し て いる . 税理士 と 事業 所 事務 上 員 は 補助 者 を 必要 
と し な いと し て いる . 職業 経験 は 6 年 以上 15 年 未満 
で ある . 税理士 は 失明 前 の 職業 の 継続 で あり , 父 の 職 
業 を 引継 いで 自宅 で 開業 し て いる . 収入 は 3 万 5000 
円 か ら 4 万 円 未満 , 家族 を 補助 者 と し て いる . 裁判 所 
事務 官 は 前 職 が 役場 更 員 で あり , 裁判 所 の 方 が 仕事 量 
が 少な いと 思っ て この 仕事 に つい た と いっ て いる . 職 
務 内 容 は 事務 全般 と ある が 詳細 は 不明 で ある . 現在 の 
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職業 は 視力 の 点 か ら 不 適当 で ある が , 生活 上 や む わな く 
働い て いる と 述べ て いる . 補助 者 は 必要 と し な い . 

事業 所 事務 員 は 前 職 が 市 役所 更 員 で あり , 現在 の 雇 
用 主 が 親類 で ある . 従業 員 は 44 AC, 周囲 の 理解 が 
ある の で , で きる 範囲 の 仕事 を ゆっ くり や っ て いる . 
現在 の 仕事 は 視力 の 点 で 無理 か ある の で , 転職 を 考慮 
中 と いっ て いる . 収入 は 2 万 円 未満 で , BICV4OT 
PAO CRE UTS. 

(④ 有 販売 従事 者 : この 分 類 に は 37 人 が 20 の 職業 に 従 
事 し て いる . その 職業 は 行商 7 A, 雑貨 ・ 菓 子 小売 商 
5 人 , 飲食 業 4 人 , 豆腐 製造 業 3 人 , 生花 商 2 A, 他 
に 16 職業 に 各 1 人 ずつ が 従事 し て いる . 大 部 分 は 小 規 
模 の 個人 経営 で ある . 現職 の 経験 は 10 年 以上 の 者 が 
過半 数 で ある が , 盲人 に 適する 職業 と し て いる 者 は わ 
ず か に 2 人 で ある . 就業 時 の 補助 の 要 否 は 24 人 (67 
パー セン ト ) が 補助 者 を 必要 と し て いる . また , 現在 
の 職業 と 前 職 と の 関係 は ,「 あ る 」 者 が 13 A, 「 な い 」 
導 六 28S 人 [不明 | 1 人 で ある . 生 誠 伏 況 ほ 飲 食 業 
か し わ 販 売 の 月 額 10 万 円 , 洋品 店 の 月 額 5 万 円 以外 
02 Tale -C, FIRS ie C4] Ore SBI, 
生計 の た た な い 者 18 人 で ある . これ ら の 人 た ち は A 
活 保護 や 恩給 や 年 金 で 暮らし て いる . 

(⑤ 農 林 ・ 漁 業 従事 者 : この 分 類 に は 6 職業 , 26 人 が 
報告 きれ て いる . うち も 3 人 は 非 該当 で ある . 内 訳 は 農 
耕 13 A, 果樹 栽培 と 養 半 が 各 2 人 , 養豚 が 4 A, 酷 
農 ・ 漁 業 が 各 1 人 で ある . 補助 者 の 要 否 は 「 要 」16 
人 , VSI と する 者 7 人 で , 経験 年 数 は 養豚 以外 6 年 
以上 で ある . これ ら の 職業 を 適当 と し て いる 者 は わ ず 
か に 2 人 で , 19 人 は 不適 当 , 2 人 は 不明 と し て いる . 
生計 状況 は 現職 で 生計 の た つ 者 が 9 人 , た た な い 者 が 
14 人 , 生活 保護 を 受け て いる 者 は 4 人 , 恩給 を 受け 
て いる 者 は 14 人 で ある . 収入 は 酷 農 1 人 の 月 収 5 万 
円 , 果樹 栽培 1 人 の 3 万 8000 円 で , 他 は 零細 農家 で 


HS. 農耕 を 主体 と し た 経営 は , 耕地 の 所 有 ま た は 借 


地 が 前 提 と な る が , 広い 行動 範囲 を 必要 と する の で , 
農耕 は 困難 の よう で ある . それ より ゃ 養 鵜 ・ 養 豚 ・ 酷 
農 な ど は 経営 実績 は 称し い が , 今後 期待 で きる 職業 と 
考え られ る . 

(⑥ 採 鉱 ・ 採 石 従事 者 : この 分 類 に 含ま れる 職業 は 試 
HE SE kW ASSO 2 職業 に 1 人 ずつ 従事 し て い 
る . 試 凶 業 は 小 炭 碑 地 帯 の ボー リン グ ダ 請 負 で ある . 妻 
や 人 夫 を 指揮 し て , ICH CHES SLEW, 掘進 な ど 
を 指示 する . 土質 の 判断 は 手 ざ わり や 妻 か ら 土 の 色 を 
聞い て 行なっ て いる . 土 色 の 識別 , REO 7 CRM 
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練 し た 補助 者 を 必要 と する . 経験 年 数 は 38 年 で ある 
が , 最近 談 鉱 の 衰退 に よっ て ほとん ど 廃 業 状態 で あ 
る . 

砂利 ある い は 河原 で 館 を 手 で 操作 する 単独 作業 で あ 
る . 作業 場 へ の 往復 は 手引 き を 必要 と する が , 作業 中 
は 補助 者 を 必要 と しない . 収入 は 歩合 で , 月 収 7500 
円 で ある . 

(⑦ 運 輸 ・ 通 信 従事 者 : この 職種 に 分 類 さ れる 職業 と 
し て 土砂 運搬 業 が 報告 され て いる . し か し , 12 人 人 の 
運転 手 , 人 夫 を 雇い , ダン プ 車 で 土砂 の 運搬 を 業 と し 
て いる の で ある か ら , むし ろ 管 理 的 職業 に 分 類 し た 方 
が 適当 と 思わ れる . 外出 が 困難 な の で 多く 電話 で 取引 
き し て いる . 現場 状況 の 視察 と 従業 員 の 監督 に 困難 が 
HS. 月 収 は 2 万 円 で , 生活 可能 と いっ て いる . 

⑧ 技 能 工 ・ 生 産 工程 従事 者 , 単純 労働 者 : この 分 類 
に は 29 職種 に 従事 する 57 人 (うら も 非 該当 5 人 ) が あ 
る . その お も な も の は 竹細工 6 A, ARTA, 雑役 5 
A, 土工 3 人 , 新聞 配達 2 人 , 廃品 回 収 , BAMA 
工 , 6AM 2A, 組立 工 , Mae BE, 洋傘 修 
理 , ボイラ ー マ ン , 人 形 着物 製造 , 造花 業 , 桶 工 , く 
つ 修 理 , た た み 製 造 , か ます 打ち 業 , 清掃 人 , 木彫, 
た た み 仕 上 工 , まき 造り , げた 歯 入れ , 製紙 工 , 塗装 
工 , OO, KEKE, 緑地 監視 に それ ぞ れ 1 人 が 
従事 し て いる . 補助 者 を 必要 と する 者 は 25 人 , 必要 
と し な い 者 は 27 人 , 現職 を 適当 と 考え て いる 者 は 10 
人 , 不適 当 と 考え て いる 者 は 36 人 で ある . 現職 の 経 
験 は 5 ER 満 が 19 A, 年 以上 が 33 人 で ある . 収入 
月 額 は 1 万 円 以上 が 20 A, 1 万 AR 満 が 32 人 で あ 
る . 前 歴 の な い 者 は 20 A, 現職 が 前 職 と 関係 の ある 
者 は 13 人 , 関係 の な い 者 は 19 人 で ある . 大 部 分 は 単 


純 労 働か 零細 な 家内 工業 #10 BBA ①,2 級 ) の 職業 大 分 類別 , MA, 生計 状況 


で ある . 他 に 適当 な 仕事 


A, 必要 と し な い 者 は 3 A, 現職 を 適当 と し て いる 者 
は 2 人 , 適当 と 考え て いな い 者 は 5 人 で ある 。 Zak 
況 は 月 収 1 万 円 以上 が 5 人 , 1 万 円 未満 が 2 人 で , 現 
職 で 生計 可能 な 者 は 2 人 , 不可 能 な 者 は 5 人 で あり , 
生活 保護 1 人 , BR, 年 金 受給 者 は 3 人 で ある . 現職 
が 前 職 と 関係 の ある 者 は 1 人 , 関係 の な い 者 は 6 人 で 
ある . 

(9 分 類 不能 : 易 者 ・ 遊 芸人 な ど 7 職業 に 10 人 の 者 
が 従事 し て いる . 前 職 な し に この 仕事 に 就 いた 者 は 
8 人 , 現職 と 前 職 の 関係 の ある 者 は 2 人 で ある . 大 部 
分 が 10 年 以上 の 経験 者 で , 現職 に よっ て 生計 OKO 
者 は 3 人 , 生計 の た た な い 者 は 7 人 で ある . 生活 保護 
を 受け て いる 者 3 人 , 恩給 ・ 年 金 受給 者 は 4 A, AR 
1 万 円 以上 は 4 人 で ある . 

以上 229 人 の 職業 状態 を 職業 大 分 類別 に 収入 , 生計 
に よっ て まとめ た の が 表 10 で ある . 生活 可能 と する 
者 は 65 人 で 28.3 パー セン ト , 補助 を 必要 と する 者 は 
116 人 で 50.7 パーセント , 収入 2 志門 以上 Hee ee 
12.2 パーセント , 現職 が 盲人 に 適し て いる と 考え て 
いる 者 は 31 人 , 13.6 パー セン ト に 過ぎ な い . 


盲人 社会 福祉 施設 に お ける 盲人 の 職業 

失明 者 の た め の 各 種 の 施設 が 全国 に わた っ て 存在 
し , それ ら の 施設 で は 多数 の 盲人 が 種々 の 職業 に 従事 
し て いる . これ ら の 施設 名 と そこ に 勤務 し て いる 視覚 
障害 者 数 は 次 の 通り , 宮城 県 点字 図書 館 1 人 , 福島 県 
点字 図書 館 1 人 , 国立 東京 視力 障害 セン ター 3 人 , 同 
塩原 視力 障害 セン ター 1 人 , 同 神戸 視力 障害 セン ター 
4 人 , 聖 明園 2 人 , 東京 点字 出版 所 3 人 , 東京 光 の 家 
LA, 信愛 福祉 協会 1 人 , 日 本 点字 図書 館 5 人 , キリ 
(資料 出所 ) 同上 




















| ) 類 | 人 数 | 生活 可能 | BE A BD pees ty 
が な い の で 仕方 な く や っ oo Sai ral BON eee 
て いる と 報告 し て いる . た Er : ; is : 11 
2, gees, B PEARSE 

⑨ サ ービス 職業 年 事 者 し 議事 者 3 3 2 2 
この 分 類 に は 6 職業 に 7 販売 従事 者 38 19 24 6 2 
人 の 者 が 従事 し て いる . 農林 ・ 漁 業 従事 者 26 9 16 - 
その 職業 は 保険 外交 2 人 BE BES 5 
Pigs RR, 金融 あ pee AE TGR - i. ie a2 : a 
っ せん 。 BE, MEE HP ( 2 : 2 2 
1 人 で ある . 現職 の 経験 eae 10 3 8 2 2 
は 5 年 未満 が 3 人 , 6 年 非 該当 26 
以上 が 4 人 で ある . 補助 229 65 116 28 31 
者 を 必要 と する 者 は 4 Fi (100.0) (28.3) (50.7) (12.2) (13.6) 
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_ 表 11 育 人 社会 福祉 施設 に お ける 盲人 の 職業 


(資料 出所 ) 同上 




































































MINI 性 別 男 女 
mew 8 1 | 2) 3 | 4 | 5 | a |e) 1| 2| 3| 4| 5 | a | secre 
経営 , 管理 8 8 59.5 歳 1 1 43.0 歳 
Beak, Fil 3 il 2 6 29.6 2 2 4 26.0 
点字 校正 | A Wea 5 42.0 5 5 31.8 
点字 指導 2 め 47.0 
テー ブ プ 編集 吹 込み 1 1 | Ng 
1 

i 2 3 30.0 
部 長 1 1 59.0 
aU 5 5 49.0 2 2 42.0 
タイ ピス ト | A 若 21.0 
その 他 (雑役 ) 1 1 72.0 

= Baral 2UIO 8 | WS39 16-42 4 
スト 教 形 婦人 ホー ム ・ サ フラ ン の 家 2 人 , 千葉 県 盲人 結び 


福祉 セン ター 2 人 , 三重 県 点字 図書 館 1 人 , 岐阜 県 訓 
王 協 会 点字 図書 館 2 人 , 日 本 ライ ト ハウ ス 12 人 , 京 
都 ラ イト ハウ ス 3 人, 京都 府 身 体 障害 者 福祉 セン ター 
2 人 , 合計 46 人 . な お これ ら の 人 びと の 性 別 , 等 級 
別 お よび 年 齢 別 の 従事 職業 は 表 11 の 通 り で ある . 


盲 学校 普通 科 盲 人 教官 

知 的 能力 や 才能 に 恵まれ た 盲人 の 職業 と し て , BS 
校 教育 が ある . 形 学 校 に お ける 盲人 教官 の 多く は あん 
ま , は り , きゅう な どの いわ ゆる 理 療 科 を 担当 し , 普 
通 教 科 の 教 官 は 晴 眼 者 に よっ て 占め られ , BADKSD 
に は まれ に し か 門戸 が 開か ふれ て いな か っ た の が 過去 の 
実状 で ある . し か し , 盲 教育 へ の 理解 が 深まる に つ 
れ , 盲人 教官 も 普通 科 へ 進出 し , 晴 眼 者 に 混じっ て 活 
曜 し て いる . 日 本 盲人 福祉 委員 会 は 盲人 の 新 職業 の 研 
宛 に 当たり , 普通 科 担 当 の 盲人 教官 の 実態 を 明らか に 
する た め , その 状況 も 調査 し て いる . 調査 時 現在 に お 
ける 普通 科 担 当 の 盲人 教 官 は 132 人 で , COPE, 視 
カ 等 級別 , 小 ・ 中 ・ 高 別人 員 は 表 12 の 通り で ある . 

盲人 教官 の 学歴 は 上 旧東 京 盲 学校 師範 部 , 現在 の 東京 
教育 大 学 , 終戦 後 一 時 設け すら れ た 盲 学校 特設 教員 養成 
MerRHABREAAAM, お よび 一 般 大 学卒 業 な ど 広 
い 範 囲 た ち た っ て いる . 普通 科 担 当 の 晴 眼 の 教官 に 対 
し , 何 パ バー セン ト の 盲人 教官 が 可能 で ある か の 調査 も 
DECH SR, この 調査 で は 示さ れ て いな い . た だ , 
東京 の 茶 盲 学校 に お いて は , 小学 部 8 人 中 盲人 教官 2 
人 , 高等 部 17 人 中 5 人 の 割合 で ある こと が 示さ HT 
VW, 


以上 , 盲人 の 新 職 業 の 実態 を 明らか に する た め 「 わ 
が 国 に お ける 身体 障害 者 実態 」 (18 歳 以 上 ), 「 視 覚 障 
害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 ]」 な ど に 基づい て , その 実 
態 を 述べ た -. 

明治 以来 , わが 国 の 盲人 の 職業 教育 は 理 療 科 が 中 心 
に 行なわ れ , ほとん どの 盲人 は あん ま , は り , きゅう 
の 職業 に 従事 し , わずか に 特別 の 才能 や 資産 を 有する 
人 物 が , 一 般 の 職業 に 進出 し て いる に 過ぎ な か っ た . 
農業 , 販売 , 技能 者 , 生産 工程 従事 者 な ど は 家族 労働 
が 低 収 入 に 終始 し て いる に 過ぎ な い 事 情 に お か れ て い 
た . し た が っ て , 衣 学 校 に お ける 進路 指導 は 生徒 を 理 
療 科 に も っ ぱら 方 向 づ け , 他 の 職業 に 向かう こと を 冒 
険 視 する 傾向 が 見 受け られ た . し か し, 最近 , 日 本 ラ 
イト ハウ ス ・ 職 業 生 活 訓練 セン ター を は じ め , 盲 学 
校 , 国立 視力 障害 セン ター に お いて 新 職業 の 訓練 も 開 
始 さ れ て お り , また , 電話 交換 手 養成 所 な ども で きた 
OC, 作業 設備 の 改善 や 作業 方 法 に も く ぁ ふう が 払わ 
れ , 将来 に お いて 盲人 の 新 職業 は 多 方 面 に 向かっ て 開 


表 12 衣 学 校 普 通 科 担当 盲人 教官 (資料 由 所 ) 同上 
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han, 晴 眼 者 と 肩 を 並べ て 活躍 する 者 も 増加 する も 
の と 期待 し て よい よう で ある . (行田 忠雄 ) 
[参照 文献 ] 

厚生 省 社会 局 「 わが国 に お ける 身体 障害 者 の 実態 
( 18 BK LAE) _| 昭和 40 

辻村 泰男 編 | 視覚 障害 者 の 新 職 業 に 関す る 研究 報告 」 
日 本 盲人 福祉 委員 会 , 昭和 39 


日 本 の 盲人 就業 の 現況 


従来 の 就業 と 対策 

日 本 に お ける 盲人 の 就業 は 。 十 来 か ら あ ん ま ・ は り 
・ き ゅ うお よび 琵 替 ・ 琴 ・ 三 菱 な どす る 者 が 主 で あ 
り , こ の ほか 自営 的 業務 へ の 就業 な ら び に 宗教 家 , 
占 ・ 祈 等 師 な ど 地 方 文化 を 反映 し た 就業 も 一 部 に 見 ら 
れる が , 一 般 的 に 盲人 の 代名詞 の よう に 呼ば れ て きた 
HAE? Fed ( 三 療 ) に 代表 され る . 三 療 
は 保護 施策 と 国民 的 保健 習性 を 背景 に 成立 ち , 特有 
の 就業 実績 を も っ て 今日 に 至り , 盲人 の 就業 可能 な 唯 
一 の 職種 と し て の 社会 的 通念 を 形成 し て きた . その た 
め , 盲人 職能 に お ける 一 般 労働 性 へ の 顧 慮 , 認識 に 欠 
け , 三 療 以 外 に 就労 の 機会 は ほとん ど 与 えら れ な か っ 
ic 

従来 , 就業 対策 と し て は , 労働 , 教育 , 福祉 の 3 面 
か ら の 諸 施策 が ある . 労働 施策 と し て は , 職業 訓練 法 
に よる 職業 訓練 , 身体 障害 者 雇用 促進 法 に よる 雇用 促 
進 の 制度 が ある が , 現状 は 盲人 を 対象 に 職業 訓練 が 行 
な われ て いな い . その た め 就 業 実 現 の 機会 が 得 ら れ 
ず , 各 業 促進 の 制度 も 十分 に 活用 きれ て な いし , BA 
に 対し 閉鎖 的 な 労働 市 場 の 解放 的 役割 を 果たし て いな 
い . 教育 施策 で は 三 療 教 育 が 主 で , ほか に 職業 教育 と 
し て は ピア ノ 調 律 く らい な も の で ある . 福祉 施策 と し 
て は , 三 療 以外 に 電話 交換 手 , 録音 速記 カナ タイ ビス 
ト な どの 養成 が 最近 と りあ げ ば られ た 程度 で あり , 福祉 
的 職業 対策 の 本 質 的 な 保護 授産 に 至っ て は 皆無 に 等 し 
い . 

盲人 の 一 般 就 業 に つい て は , この よう に 施策 対象 か 
ら 疎 外さ れ , 労働 資源 の 価値 外 的 存在 と し て 扱わ れ て 
きた と いっ て も 過言 で は な い . と の こと は , 職業 的 自 
己 実 現 の 機会 に 恵まれ ず , 職業 意欲 ・ 意 識 の み な ら 
ず , 社会 的 文化 的 意識 行動 ・ 態 度 に 低迷 的 作用 を も た 
ら す 一 要因 と な っ て いる . 視覚 欠陥 は 職業 能力 ・ 適 性 
障害 で ある が , それ は 部 分 的 制約 に 過ぎ な いこ と が 認 
識 さ れ , 職能 的 可能 性 へ の 多様 な 開拓 が リハ ビリ テー 





ン ュ ン 実 践 体制 の 中 で 試み られ つつ ある が , 盲人 就業 
の 具体 的 な 条件 整備 は , 教育 ・ 労 働 ・ 福 祉 的 に 依然 と 
し て 因 襲 的 な 経験 領域 を 模索 し て いる の が 日 本 の 現状 
で ある . 


就業 の 現況 

上 述 の 社会 的 , 制度 的 な 制約 の 諸 条 件 下 に お ける 盲 
人 就業 の 実情 は どの よう に な っ て いる か . 厚生 省 調査 
( 1970 年 10 月 ) に よる と , 就 業 率 は 39 パーセント で , 
一 般 就業 率 68 を .8 パー セン ト より 極度 に 下 ま わっ て い 
る . 不 就業 61 パー セン ト の 状況 は , 身体 上 の 理 笛 
57.7 8 — ey hb, BROOME L 20.9 パー セン ト , 休 
業 休職 中 1.2 ペー セン ト で ある . 身体 的 に 就業 不能 や 
就業 不 必要 と いう 層 が 圧倒 的 に 多く , 労働 力 保有 層 
が か きわめ て 少な い の は , 盲人 口 の う も 60 歳 以 上 55.5 
パー セン ト , 60 歳 未満 50 歳 以上 18.8 パー セン ト , 50 
歳 未満 は 25.7 ペー セン ト に 過ぎ ず , 青 壮年 労働 層 が 
少な い 年 齢 構成 に も よる と 考え られ る . 

就業 職域 は 広範 に 及 ん で お り , あん ま ・ は り ・ き ゅ 
2 師 専 業 視 の 従来 の 社会 的 通念 に 意外 性 を 与える が 就 
業 内 容 に 問題 が か ある. すなわち 就業 形態 が 自営 業 な ら 
びに 家族 従事 64.7 パー セン ト , 常雇 用 31.8 パー セ 
ント で あり , これ を 一 般 就 業 に 比較 する と , 盲人 の 場 
合 , 自営 業 ・ 家 族 従事 が 約 2 倍 弱 と 高く , 常雇 用 は 半 
数 以下 と 低く な っ て いる (1970 年 10 月 総理 府 統 計 局 
「 労 働 力 調査 」 自 営業 主 19.2 パー セン ト , 家族 従事 
者 16.6 パーセント , 雇用 労働 従事 者 66 パー セン ト ). 
自営 的 関連 就業 が 過半 数 を 占め て いる これ ら の 中 に 
は , 名 目的 ある い は 部 分 的 就業 で , 実質 的 稼働 性 の 低 
い 不 完全 型 も 含ま れ て いる こと , また 雇用 就業 も 含め 
て 障害 前 か ら の 就業 の 継続 が 多く , 障害 後 新た に 就業 
する の は きわ め て 少な いこ と , な ら び に 障害 軽度 が 相 
当 数 含ま れ て いる こと な 表 1. 就業 状況 

ど が 考え ん られる. 1965 総 数 | 100.0% 
(昭和 40) 年 10 月 厚生 省 wie. eee 29.4 
調査 に よる と , 就業 者 中 採鉱 ・ 採 石 従事 者 1.2 





重度 視覚 障害 者 (1 級 , Beare 14.1 
販売 サー ビス 従事 者 | 10.6 


管理 的 事務 従事 者 1.2 
専門 的 7 技術 的 32.9 


2 級 ) は 52 パ ー セ ント 
で ある . 

就業 職種 内 容 に つい て 
は , この 調査 は 明細 に 欠 
ける の で 他 の 資料 な ど を 
参照 に する と , 最も 多い 
専門 的 技術 的 従事 者 の 大 


職業 従事 者 
(あん ま ・ は り ・ 
き ゅ 5 従事 者 ) | 31-9) 
事務 従事 者 2.4 
そ の 他 8.2 


1970 年 10 月 身体 障害 者 実態 調査 
(厚生 省 
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部 分 は 三 療 で , 他 に 音楽 , 教育 , 社会 福祉 の 分 野 へ の 
従事 が 若干 ある が , これ ら は 専門 教育 を 受け た 高 学 歴 
の 一 部 の 者 で ある . 次 に 農林 , 漁業 な ら び に 販売 サー 
ビス へ の 従業 が 多い . これ は 就業 形態 が 一 般 に 自営 も 
し く は 家族 従業 で 構成 され , 就業 条件 が 比較 的 緩和 化 
され て いる と 考え られ る , 経営 者 と し て の 名 目的 も し 
く は 手伝い 程度 の 部 分 的 稼働 の 不 完全 就業 が 相当 数 見 
込 れ て いる . 製造 従事 者 な どの 常雇 労働 の 就業 状況 
は , 中 小 企業 に 多く , その 職務 内 容 は 単 能 的 定型 的 な 
技能 的 職種 ほ また は 単純 反復 作業 が 多い の で ある が , 全 
衣 も し く は 人 準 盲 な どの 障害 重度 が 雇用 され て いる の は 
きわ め て 少な い の が 実状 で ある . これ まで の 盲人 就業 
の 調査 に よる と , 経済 性 の 低い 家内 工業 的 手 職 に 従事 
し て いる 重度 者 は 相当 数 ある が , 職業 と し て 実質 的 に 
成立 っ て いる 職種 の お も な も の を まとめ る と 次 の 通り 
で ある . 

それ に よる と , 専門 的 ・ 技 術 的 ・ 管 理 的 業務 , 販売 
経営 な どの 職種 が 多く , 技能 的 職種 と し て は , 製造 従 
事 者 の 場合 , 単 能 工 な ら び に 単純 作業 工程 度 で ある . 
以上 の ょ うに 一 般 に 専門 的 ・ 技 術 的 また は 自営 的 職 
種 に 関連 し た も の が 多い . これ ら は 職務 動作 に 視覚 的 
防 人 - ド バ ッ ク を それ ほど 必要 と し な いか , また は 代 
表 2. 従業 上 の 地位 別 状況 


1970 年 身体 障害 者 実態 調査 (厚生 省 ) 


行 で きる も の , 雇用 また は 就業 の 競争 性 が 比較 的 少な 
いか , ある い は 就業 上 の 補助 な どの 条件 整備 が 労働 生 
産 性 を お び や か さ な い 範 囲 の も の で ある . 


就業 促進 の 問題 

盲人 が 広範 な 職域 に わた っ て , それ が た と え 少 数 ま 
た は 障害 軽度 者 が 多く 含 れ て いる に せよ , 就業 し て い 
る 現況 は 個々 に 職能 の 可能 的 部 分 の 適応 を 図れ ば , 三 
療 以 外 に 容易 に 就業 で きる こと を 示し て いる . これ ら 
は 三 療 以 外 の 就業 対策 が 皆無 に 等 し い 現 実 の 中 で の 偶 
発 的 な 就業 で あり , 制度 的 対策 が 確立 され れ ば , 就業 
の 多様 化 が 期待 され る . 就業 促進 は 行 財政 的 ・ 制 度 的 
総合 対策 に よっ て 遂行 され 得る る の で ある が , 今後 の 
盲人 雇用 労働 の 一 般 的 な 方 向 性 を , 就業 の 実 甘 的 傾向 
か ら 考 えれ ば , ① 専 門 的 , 技術 的 な ら び に 管理 的 な 知 的 
業務 , ② 技 能 的 業務 , ③ 単 純 簡 易 業 務 な ど に 分 けら れ , 
これ ら の 就業 実現 に は 次 の 配慮 が 必要 で ある . 専門 的 
技術 的 ・ 管 理 的 業務 の 職務 所 要 能 力 は 専門 的 高等 教育 
REIL TSDC, 大 学 教 育 へ の 進学 促進 化 な ら び に 
専門 技術 養成 機関 利用 の 条件 整備 . 技能 的 業務 に つい 
て は , 職業 訓練 制度 の 体系 化 . 単純 簡易 業務 に つい て 
it, 福祉 工場 , 保護 授産 場 の 確保 が 必要 で あり , 特に 
あと の 2 者 に つい て の 整 
備 は , 三 療 不 適性 者 を 分 














家 族 | 会 社 (企業 ) の 現 模 / 離し , 三 療 の 近代 化 ( 質 
総 数 EZ 人 | 雇 人 | 従事 者 Ba 1 人 | 30 A | 1,000 A 日 fe} <Oh 的 向上 ) の た め に も る , = 
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1964 年 「 視 覚 障害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 報告 」 (日 本 盲人 福祉 委員 会 ) 
お よび 1969 年 「 盲 人 就業 職種 調査 」 (日 本 盲人 福祉 研究 会 ) 


メン ト ・ サ ービス の 強化 
も 図ら ね ば な ら な い . 適 
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職 が 選択 きれ た と し て も , 視覚 欠陥 に 伴 身体 的 心理 
的 行動 特性 を わき まえ た 職場 適応 指導 が 必要 で ある . 
三 療 以 外 の 求職 を し て も すべ て 三 療養 成 施設 が 紹介 さ 
れる と いう 残酷 劇 は 今後 は 演じ られ て は な ら な い . ま 
た 従来 の 就業 対策 の 実践 体系 は , 教育 ・ 福 祉 的 対策 と 
し て の アプ ロー チ に 終始 し , 労働 対策 と し て の 実践 は 
皆無 で あっ た . 本 来 的 な 労働 対策 は 所 管 行政 が 中 心 と 
な っ て 推進 する の で な けれ ば , 盲人 就業 問題 は 解決 し 
な い . 特に 技術 革新 に 伴 2 就業 構造 の 変化 , 多様 化 
の 労働 需給 に 盲人 職能 を 適応 させ る に は , 従来 の 教育 
的 ・ 福 祉 的 対策 だ け で は 対応 し きれ な いし , 就業 開拓 
は 前 進 し 得 な た な い . その ほか に 盲人 の 一 般 雇用 を 狭く し 
て いた 要因 と し て , 盲人 職能 に 対す る 適正 な 評価 の 社 
会 的 認識 の 欠如 が あげ られ る の で , その 社会 的 容認 を 
図る た め , 福祉 工場 な ど で の 先導 的 雇用 の 試み が 必要 
で ある し , また 従来 の 対策 が 行政 主体 側 か ら の 単なる 
啓発 的 な 実践 傾向 が 強く , 雇用 需給 の 条件 整備 に は ほ 
ど 遠 いも ゃ の が 感じ られ る . その 実践 に 当たっ て は , 主 
体側 に 財界 人 の 接近 導入 を 図り , 産業 経済 界 自ら 盲人 
職能 の 適正 な 認識 を 高め させ る の も ゃ 一 方 策 で ある . 
(市 川 文昭 ) 
[参照 文献 ] 
「 昭 和 45 年 度 厚生 省 身体 障害 者 実態 調査 報告 」 
| 視覚 障害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 報告 」 
日 本 盲人 福祉 委員 会 昭和 39 


音楽 家 の 職業 的 地位 


邦楽 家 

[邦楽 の 歴史 ] 明石 覚 一 が 皇室 か ら 検 校 位 を 与え ら 
れ , 社会 的 な 地位 と , それ に 伴う 生活 を 保証 され た の 
は , 南北 朝 時 代 の 1350 年 ご ろ で ある . 以来 , わが 国 
の 紅 人 保護 政策 は 5 世紀 余 の 長き に わた っ た . BSH: 
地 唄 の 師匠 は 盲人 の 専業 と され , 文化 , 文政 か ら 幕 末 
に か け て , 盲人 は この 分 野 で めざまし い 活 躍 を 続け , 
史上 最高 の 黄金 時 代 を 出現 きせ た ほど で あっ た . 

明治 維新 の 国家 的 大 改革 に より 当道 職 屋 敷 が 廃止 
れ , それ まで 国家 権力 の も ゃ と で 保護 され て いた 盲人 音 
Rb, その 人 後 は 一 般 民 衆 と 同じ 社会 で 生存 競争 を し 
な けれ ば な ら な か っ た . し か し . 何と いっ て も 過去 数 
世紀 に わた っ て 占め て いた 社会 的 に 有利 な 立場 は , そ 
の 後 も 大 きく 居 性 を 残し て お り , 笛 曲 や 地 唄 に 関す る 
限り , 今日 で も な お 盲人 は 相当 有力 な 地位 を 保っ て い 
る . 





[現代 の 盲人 邦楽 家 〕 1971 (昭和 46) 年 現在 , わ 
が 国 に は 千曲 家 と し て 生活 し て いる 盲人 が 約 500 人 い 
る . これ ら は 中 央 ・ 地 方 の 別 な た く , それ ぞ れ の 地域 に 
お いて , か な りな 立場 を 維持 し て お り , 無形 文化 財 に 
指定 され て いる 者 も いる . また , 結社 を 作り その 弟子 
た ちと 共に は な や か な 演奏 会 を 開い て いる 者 も いる . 

これ ら の 大 半 は 50 歳 以 上 の 人 た ち で ある . DHS 
は 幼い ころ か ら , この 道 一 筋 に 営 々 と し て 地盤 を 築き 
EV, 優位 性 を 保っ て は いる が , KREIS BAB 
楽 家 の 輩 出 は 容易 で な いと 思わ れる . | 

〔 晴 眼 者 と の 競争 〕 昭和 初 年 以後 . こと に 第 2 次 世 
界 大 戦 以後 は , 地 唄 や 筆 曲 の 世界 に も 晴 眼 者 の 進出 が 
めざまし く , その 影響 だ け と は いえ な い が , 50 MD 
下 の 若 い 盲 人 筆 曲 家 の 数 は 藻 減 し て いる こと は 事実 で 
ある . 

明治 維新 後 は 筆 曲 や 地 唄 の 盲人 専業 は 認め られ な く 
な り , 晴 眼 者 も 進出 し て きた が , 大 正 期 まで は 間 題 に 
する ほど で は な か っ た . し か し , 昭和 初期 に な る Ew 
譜 使 用 の 方 法 な ど が 次 第 に 発 洋 し た た め 晴 眼 者 の 進出 
が 伸び 始め た . 東京 芸術 大 学 や 日 本 放送 協会 (NHK) 
の 邦楽 育成 会 な ど で 事 実 上 盲人 を 締 出 し て いる こと な 
ど ゃ 原因 に な っ て いる と 思わ れる . 

また , た と え を 同じ 条件 に お か れ て も , 晴 眼 者 と 盲人 
で は その 行動 力 に 大 き な 差 が ある こと は いう まで も な 
い . た と えば , に わか に 演奏 し な けれ ば な ら な い 場 
合 , 晴 眼 者 で あれ ば 楽譜 を 見 て 直ちに 演奏 で きる が , 
盲人 に は それ は 困難 で ある . 盲人 は 前 も っ て その 曲 を 
記憶 し て お か な けれ ば な ら な い 不 便 さ が ある . そこ で 
晴 眼 者 と 盲人 の 演奏 技量 に 差 が 出 て くる こと は 当然 で 
ある . 社会 の 情勢 は 巧 押 を 論ずる 前 に 上 緊 急性 を 要求 さ 
れる こと が 少な く な い . こう し た 面 で も 盲人 律 曲 家 は 
立ち 遅れ , 次 第 に 社会 の 片隅 に 追い や られ る 危険 性 が 
多分 に ある . 

一 方 , 盲 学校 で の 音楽 教育 が 次 第 に 廃止 され て いく 
こと も ゃ 盲人 邦楽 家 の 斜 陽 化 に つなが っ て いる . BR 
の 音楽 部 を 卒業 し た 程度 の 力 で は , 世の中 に 出 て 職業 
生活 が で き な い と いわ も れ て いた . その 実力 を つけ る に 
は , いろ いろ な 方 法 が あろ う が , その 一 つと し て 在学 
中 か ら 和 洋 の 楽器 は も ちろ ん , いろ いろ な 音楽 に 関す 
る 道具 , 楽譜 な ど を そろ を え を, 真剣 に 取組 むこ と が 必要 
で ある . また , 卒業 後 も 既習 の 曲 だ け で は な く , 次 々 
に 公 に され る 新曲 , ある い は 従来 ある 大 曲 に い ど み 続 
け な け れ ば な ら な い . また , 晴 眼 者 と の 激しい 競争 に 
打 勝 つた め に は , 座 し て 門人 の 来る の を 待っ て いる だ 


の 24 ko A ee 
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け で は た なく, 進ん で 演奏 会 を 開い た り , 公式 の 社交 の 
場 に も 積極 的 に 進出 する 必要 が ある . 

[盲人 邦楽 家 の 将 来 ] 若い 盲人 た ちや 盲 児 た ち が , 
将来 音楽 家 と し て 社会 的 に 恵まれ た 生活 を 望み , AK 
を わか た め ぬ 精 進 と 努力 を する に し て も ふも, 育 学 校 当局 や 
教師 を は じ め , 周囲 の 人 た ちの 協力 が 必要 で ある . ま 
た , 経済 的 に も 国 な り 有 力 な 財団 な り が 後見 し て , 過 
去 数 世紀 に わた っ て 築上 げた 盲人 の 職業 と し て の 邦楽 
を , 今後 と も 維持 すべ き で あろ 2. (中 塩 幸祐 ) 


洋楽 家 

[クラ シッ ク ] 普通 の 人 に も むず か し い 音 楽 の 道 を 
盲人 が 歩も う と する 場合 , いろ いろ な 困難 が あり , 職 
業 音楽 家 と し て 活躍 する 場合 も 晴 眼 者 以上 の 多く の 障 
害 に 出会う こと は 当然 で ある . 次 に ヨー ロッ パ で 活躍 
し て いる 盲 音楽 家 を あげ る が , これ ら の 人 びと は , ¥ 
多 の 困難 を 克服 し て , Ek, よき 指導 者 や 環境 に 恵 ま 
れ , 演奏 家 と し て , 教育 者 と し て 楽壇 の 第 1 線 に 働い 
て いる 人 びと で ある . 

mea ARG AA CIS, まだ , パイ プ オ ル ガ ン の 
数 は 少な く , 職業 オル ガニ スト も 少な い が , 欧米 に お 
いて は , ほとん どの 教会 が パイ プ オ ル ガ ン を も ゃ も ち , そ 
こ に は 専属 の オル ガニ スト が お り , 礼拝 の と き な ど に 
伴奏 し た り , 教会 音楽 の 演奏 会 を 開い た り し て いる . 
ELT, これ ら の オル ガニ スト た ちの 中 に は , Herb 
填 人 の 演奏 家 が 多い . 点字 を 発明 し た ルイ 
も その 1 人 で あっ た . 

ヘル ムー ト ・ ベ バル ヒ ャ (Helmut Walcha, 1907 ~ ) 
ライ プチ ヒ に 生ま れ た だ. 幼い と き 種 痩 の 副作用 で 目 を 
犯さ れ 強 度 の 近視 と な り , 19 歳 の と き 完全 に KWL 
た . こども の ころ か ら 楽 才 を 現 わ し , ピア ノ の 即興 演 
奏 な ど 行 な っ て いた が , 12 歳 か ら 正規 に ピア ノ を 学 
ん だ . 16 歳 の と き ラ イプ チ と 音楽 院 に 入学 し , ギュ 
ンタ ー・ ラ ミー ン (Ganther Ramin ) 教授 の も と で オ 
ル ガ ン を 学び , バッ ハ を は じ め と する 古典 音楽 を 深く 
研究 し た . その 後 , ライ プチ と や その 後 移り 住ん だ フ 
ラン ク フ ル ト な ど ド イツ 各地 の 教会 で 演奏 会 を 開き , 
バッ ハ の 音楽 を 大 衆 に 普及 させ る 面 で 大 き な 功 績 を 残 
ies WAWWLS 7c, バッ の キル ガン 上 曲 と ハー デブ ショ 
ー ド 曲 を すべ て 暗記 し , 非常 に 多く の レ ュ ー ド を 発表 
Lic. これ は バッ ハ の 最も 正統 的 な 解釈 と し て 世界 的 
に 高く 評価 され て いる . 

か れ の 特色 は 点字 の 楽譜 を いっ さい 使わ な いこ と で 
ある . か れ は 視力 の あっ た 当時 , 楽譜 を 目 に 近づけ て 


・ ブ プラ イラ 


mA, 暗 符 す る 方 法 を と っ て いた . 目 で 見 た 楽譜 と 点 
PRM ONC, あま り に ゃ 大きな 違い が あっ た の で 和 失 
明 後 も 点字 に 切替 え を な か っ た と 思わ れる . 自分 で 楽譜 
を 読む 代り に 両親 に 読ん で も ら っ て 暗 符 し , 現在 は 元 
歌手 で あっ た 夫人 が その 役目 を 果たし て いる . また , 
か れ は 1946 年 以来 ., フラ ンク フル ト 「 三 王 教 会 」 
(Drlikonigskirche) の オル ガン 奏者 の 地位 に ある . 
ジャ ン ・ ラ ング レ (Jean Langlais, 1907~) 全盲 の 
オル ガニ スト の 1 人 と し て 活躍 し て いる . フラ ンス の 
プリ タニ ア に 生ま れ , 10 歳 の と き パリ 盲 学校 に 入学 
Li. アン ドレ ・ マ ル シ ャ ル (André Marchal) の も 
と で オル ガン を 学ん だ . 1927 年 , パリ 音楽 院 に 入 り , 
オル ガン を マル セル ・ デ ュ プ ブレ (Marcel Dupré), 作 
曲 を ポー ル ・ デ ェ ュ ェ カ ス (Paul Dukas) に 師事 し , 1930 
年 に は オル ガン と 即 興 演 奏 の クラ ス で 1 等 賞 を 受け 
た . 1930 年 か ら 1968 年 まで パリ 盲 学校 で オル ガン を 
教え , 合唱 団 を 指揮 し た . 1961 年 以後 は パリ の ス ュ 
ラ ・ カ ント ルム (Schola Cantorum) の 教授 と な っ て 
WS. また , 1945 年 に は 聖 ク ロティ ル デ BSA (St. 
Clotild Basilica) の オル ガニ スト の 有職 に 就 い た . 
PAUL DPA ATO CR AC UA OPA, スス 
AA, イタ リア を は じ め 北 ヨー ロッ パ や アメ リカ へ も 
演奏 旅行 を し 成功 を お さめ て いる . 一 方 , 作曲 家 と し 
Ch, 多く の オル ガン 曲 の ほか 三 つ の オル ガン 協奏 
Hh, ミサ 曲 , 弦楽 4 重奏 と オル ガン の た め の 自 由 形 式 
の 小品 な ど 多 数 を フラ ンス , イギリス , ドイ ッ で 出版 
し で いる .、 レ ョ ー ド や 多 ぐ ,。 Baw 8 7 BY FOS 
ル ガ ン 曲 全 曲 を は じ め 自作 自演 も 多数 録音 さき れ て い 
る . まだ , パリ 名 蒼 市 民 の メダ ル を 授与 され て いる . 
ピア ニスト : この 分 野 で 活躍 する 盲人 は 多い が , こ 
こと (人 ポ 人 N の りり ア の NM が 丘 2 大 を 紹介 する 』 
アル ベル ト ・ モ ザッ ティ ー (Alberto Mozzati, 1917 
~) 現在, イタ リア を 代表 する ピア ニス ト の 1 人 と し 


_ て 活躍 し て いる 全盲 の 音楽 家 で ある . ピア ノ を スケ ッ 


パテ ィ ー に 学び , 若い ころ か ら 演 奏 家 と し て 大 き な 成 
功 を お さめ , イタ リア 国内 は も と より , ヨー ロッ ズ 各 
国 で 幅広 い 演奏 を 行なう か た わら , ミラ ノ の ベル ディ 
BRE, 盲 学校 の 教授 と し て 後進 の 指導 に 当たり , ま 
治 証 ミル や ジョ ネー デ な どの 国際 コン ター ル や 
イタ リア 国内 の ベル チェ ルリ , ビ ヨ ッ ティ な どの ュ ン 
クー ル の 審査 委員 を つと め て いる . レ ュ ー ド も 多く , 
その 美しい 音色 と , きわ め て 洗練 され た 音楽 性 に よっ 
て 人 気 を 集め て いる . 

アル ベル ト ・ コ ロン ボ (Alberto Colombo, 1934~) 


706 日 本 に お ける 盲人 職業 





数 多い モザ ッ テ ィ 門下 の ピア ニス ト の 中 で も 最も すぐ 
た れ 人 逸材 で ある . か れ は ミラ ノ の ベル ディ 音楽 院 で モ 
ザッ ティ に 師事 し , 19 歳 の 若 さ で パリ の ロン ティ ボー 
国際 コン クー ル で 第 3 位 に 入賞 し , 以来 , ベル チェ ル 
リポ シ レセ リピ ロン) SAS Ie OFZ FG 
上 位 に 入賞 し た . 1963 年 に は ジュ ネー ブ 国際 コン タク 
ー ル で 最高 位 を 獲得 し た . この た め , コロ ン ボ の 才能 
は 高く 評価 され , ヨー ロッ ペ 諸 国 だ け で な く , ラテ ン 
アメ リカ , 南ア フリ カ へ ゃ 演奏 旅行 を し て 絶賛 を 博 し 
“CAB ov a Nb も 多い 5 特に マロ ウ ミン の ソチ ガウ の 
2 番 は その 豊か な 持 情 と , 確実 な そし て は な や か な 技 
巧 を 示し た 名 演奏 で ある . | 

LOPOE PSAP CP =H FIPS OED 
イス で 演奏 家 と し て , また , 教師 と し て 活躍 し て いる 
イタ リア 人 の アル トゥ ッ ー ロ ・ 
Milesi), カナ ダ の ポー ル ・ ド ョ ン (Peul Doyon) , 
フラ ンス の ジャ ッ ク ・ マ ミー (Jacques Mamy) な ど 
の すぐ れ た 演奏 家 が いる . ER, チェ コス ロバ キア に 


ミレ ー ズ ィ ー (Arturo 


は ヤン ・ ド リティ ナ (Jan Dritina) が いる . か れ は 


ビア ニス ト と し て だ け で な くく 教育 者 と し て の 功績 も 大 
きく , 世界 で た だ 一 つと いわ れる 盲人 の た め の 音 楽 学 
校 を プラ ハ に 設立 し , 現在 , 同 校 の 校長 を し て お り , 
チェ コス ロバ キア 盲人 協会 の 会 長 も し て いる . 

PA AVA ビデ ラス eR CA Aa Se 
ト は 非常 に 少な い . それ は 初期 の トレ ー ニ ング が むず 
が AT だ め が ゆ 知 の ない Y パイ ラリ ニー ニ の MI Gide 
の 人 が いる . 

ルー ベン ・ バ バル ガー (Ruben Varga) イス ラ エ ル 
出身 で ある が , 若い と き ア メリ カウ カ に 渡り , = = や ョ ヨー 
ク で 著名 な 教師 ルイ ス ・ パ ペー シン が ガー (Louis Persin- 
ger) に 師事 し て バイ オリ ン を 学ん だ . その 後 ア ぇ メリ 
カ や 祖国 イス ラ エ ル で 演奏 会 を 開き , 大 成功 を お さめ 
fo. 現在 は アメ リカ や ョ ヨーロッパ で リサ イタ ル や オー 
ケス トラ と の 協 演 に 活躍 し て いる . また , ニュ ー ヨ ミー 
ク ・ ラ イト ハウ ス で バイ オリ ン を 教え て いる . か れ は 
無 伴奏 バイ オリ ン の た め の カ プリ ス な ど と 多く の バイ オ 
リン 曲 を 作曲 し , 自分 の 演奏 会 の レ パ ト リー と し て い 
の 
管楽器 奏者 : この 分 野 の クラ シッ ク 演奏 家 は 少な 
い . 

ジャ ン ・ エ ミー ル ・ ギ ュ ジ ュ ネ ム (Jean Emire Gu- 
genheim) フラ ンス の フル ー ト 奏者 で , 1953 年 , 日 
本 に き て 近衛 秀 麻 指揮 の 管弦 楽団 と 協 演 し た と いう 経 
歴 を も っ て いる . アマ チュ ア の 演奏 家 で は ある が , ほ 





か に 紅 人 福祉 関係 な どの 多く の 仕事 を も ち , パリ その 
他 で 多く の 演奏 会 を 催し , 著名 な 芸術 家 (ハー プ の り 
リー・ ラ スキ ー ヌ な ど ) と 数 多く 共演 し て いる . 
声楽 家 : クラ シッ ク の 盲人 歌手 は きわ め て 少な い . 
普通 , 声楽 家 は リー ド の ほか に オペ ラ ゃ も 歌い, 歌劇 場 
に ゃ 出場 し て いる が , 演技 を 伴う 2 オペラ は 盲人 に は ほ 
ほぼ 不可 能 な こと で あろ う 5. 

マー ガレ ッ テ ・ フ ォ ン ・ ビ ンタ ー ラ フェ ルト (Marga- 
rete von Winterfeldt) ドイ ツ の ソプラ ノ 歌 手 . 3 
蔵 の と き 和 失明 し , 音楽 を 始め た . 演奏 家 と し て は , 特 
に 宗教 音楽 の 分 野 で すぐ れ , 教会 音楽 の ツウ リス ト と し 
て 活躍 し た が , ピア ノ 伴 奏 ま で すべ て 了 瞳 符 し て いた と 
いう . 後 年 , 西ドイツ の フラ イブ ル グ ダグ 国立 音 楽天 学 の 
声楽 科 主 任 教授 と な り , 多く の すぐ れ た 歌手 を 育て 
た . 日 本 人 と し て は 奥田 知恵子 が 師事 し た . 

作曲 家 : ラン グレ ー や バル ガー な ど は 演奏 の か た わ 
ら 創作 活動 も 行なっ て いる が , ここ で は 作曲 を 本 業 と 
し た 盲人 を 取上げ る . 

カル マン ・ ド ボン シュ (Kalman Dobos: 1931~) ハ 
ン ガ リー の ツ ォ ル ノ ッ ク 生 まれ , 4ROE SSR CHE 
学 実験 中 , 爆発 事故 で 失明 し た . その 後 , ピア ニス ト 
を めざし て 勉強 を 始め 作曲 する よう に な っ た . 19 ww 
の と き リ スト 音楽 学校 に 入学 し , 作曲 を ヤー ノシ ュ ・ 
ビシ ュ キ (Yanos Viski) に 学ん だ . アカ デミ ー の 
主催 する 歌曲 の 作品 の コン クー ル で 優勝 し , ベル チェ 
ルリ の 国際 コン クー ル で も る も 入賞 し た . 音楽 院 卒 業 後 , 
1957 年 , ブタ ベス ト の 放送 局 に 勤務 し , 音楽 番組 を 
担当 する か た わら , 作品 を 次 々 に 発表 し た . それ ら は 
多く の 演奏 家 に よっ て , ロン ドン , パリ , ベル サリン, 
ュ コペン ハー ゲン な ど を は じ め ョ ヨー ロッ や 中 近東 の 各 
地 で 演奏 また は 放送 され た -. 

最近 は 毎年 の よう に ョ ヨー ロッパ 各地 や ソ連 に 演奏 旅 
行 を 行ない 意欲 的 な 活動 を 続け て いる . か れ は 早く か 
ら 12 音 技法 に 基づい て 作曲 し て いた が , 最近 は 最も 
前 衛 的 な .。 きわ め て 複雑 な 作風 を 示し て いる . ERLE 
曲 に 当たっ て も , ピア ノ 曲 を 暗記 する 場合 も 点字 楽譜 
を まっ た く 使 っ て いな い が 多 く の 協 力 者 に よっ て 作品 
を 楽譜 に な お し て いる . か れ の 主要 作品 は , 「 三 つの 
マドリ ガル (女声 合唱 の た め の )」, 「 チ ェ ロ と ピア ノ 
の ため の ソナ タ 」 (1956), (ABH, TET 7 VFS] 
(1957),「 バ イオ リン と ビ ピアノ の た め の 室 内 楽 」(1962), 
「 合 唱 の た め の ロ ンド 」 (1964), TET 7 OR DORA 
曲 」 (1967) な ど が ある . 

ジャ ッ ク ・ マ ミー (Jacquest Mamy) フラ ンス の ピ 
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アニ スト 兼 作曲 家 で ある . ピア ノ 曲 や バイ オリ ン 曲 な 
どの 多数 の 作品 が あり , ピア ニス ト と し て も ゃ 演奏 に 放 
送 に レ ュ ー ド 幅広 く 活 躍 し て いる . また , か れ は フ 
ラン ス の 国立 放送 局 の プロ デュ ー サ ー と し て 音楽 番組 
の 製作 に 当たっ て いる . ( 和 濾 孝 補 ) 

目 本 に お ける 演奏 家 : 日 本 に お いて ゃ 盲 学校 教師 を 
し て いる か た わら , すぐ れ た 音楽 家 が 多数 いる . Tie 
bb, 「 息 の 会 |] あ るい は 「 持 会 ] に 属す る 人 た ち で 
ある . 中 に は リサ イタ ル を 開催 し て 高く 評価 され て い 
る 者 も いる . その 中 で も 演奏 一 本 で 活躍 し て いる 和 濾 
孝 丁 の 活躍 は めざまし い . 

和 濾 は 1945 (昭和 20) 年 , 生来 の 盲目 と し て 東京 
に 生ま れ た だ た. 4 歳 か ら 才 能 教 室 で バイ オリ ン を 学び 始 
め , COR, 大 阪 市 立 盲 学校 小学 部 , 横浜 市 立 盲 学校 
中 学部 , 同 高等 部 で 普通 教育 を 受け た が , 辻 吉 之 助 , 
MAES, 江藤 俊哉 に 師事 し た . そし て , 1954 年 に 
は 全国 盲 学生 音楽 コン クー ル 器 楽 の 部 で 第 1 位 特賞 を 
受け , 1958 年 に は 全国 学生 音楽 コンクール ・ バ イオ 
リン 部 門 全 国 第 1 位 を 受賞 . 1962 年 に は 日 本 コロ ン 
ビア か ら バ イオ リン 小品 集 を 発売 . 同年 秋 , 日 本 音楽 
家 の 登 意 門 と いわ れる 毎日 新聞 社 , NHK 共 催 の 音楽 
ュ ン クー ル で 第 1 位 , 特賞 安宅 賞 を 受賞 し た . 1963 年 
に は 桐 明 学園 大 学 に 入学 . 同年 , 日 本 フィ ル ハ ー モ = 
ー 交 響 楽 団 定期 演奏 会 の ツリ スト と し て グラ ズ ノ フ の 
バイ オリ ン 協 奏 曲 を 演奏 し た . 1964 年 に は 桐朋 学園 
EG SIO—BEL CER, =2-32-70) 
ンカ ー ン ・ セ ンタ ー を は じ め 各 地 で ソリ スト と し て 演 
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1965 年 に は パリ に お ける ロン ・ テ ィ ボ ポー 国際 コン 
クー ル で 第 4 位 を 獲得 , 同時 に 特別 賞 を 受け , 欧州 各 
地 を 演奏 旅行 し た . 1967 年 に は モス クワ に お いて , 
ダビ ッ ド ・ オ イス トラ フ (David Feodorovich Oist- 
rakh) に 師事 , さら に イタ リア の キジ 音楽 院 で , S. 
ロレ ン ツ ィ (Sergio Lorenzi) に 学び が, イタリア, チェ 
コス ロバ キア , ポー ラン ド の 各地 で 演奏 し た . 1969 年 
と は 沖 纏 , 台 潜 に 次 いで ヨー ロッ パ に 渡り , ベルリン , 
ロン ドン な ど で リ サイ タル を 開催 し , MAXELE. 

1970 年 に は ロン ドン 市 主催 の カー ル ・ フ レッ シュ 
・ メ ダル 国際 コン クー ル ・ バ イオ リン の 部 で 第 2 位 に 
入賞 し た . 1971 年 に は トコ ロム ビア お よび 東芝 レ ュ ー 
ド か ら 演奏 レ ュ ー ド が 発売 され た が , コロ ム ビ ア の 
「 イ ザイ 作曲 , 無 伴奏 ウソ ナタ 全集 」 に は , 芸術 祭 レ ュ 
ー ド 部 門 で 優秀 賞 が 与え られ た . 

以上 の よう に 和 濾 は 世界 的 に 有数 な 盲 音楽 家 と いう 


こと が で きる . か れ が 今日 「 奇 跡 の バイ オリ ニス ト 」 
と た た えら れる に 至っ た 陰 に は , 母親 の 援助 と 父 の 理 
解 が あっ た こと と を 忘れ て は な ら な い . 母 そ を の は か れ の 
目 と な り 足 と な っ て , 楽譜 の 点訳 に , 演奏 旅行 に , た 
だ か れ の 才能 を 伸ばす だ け に 命 を か けた と いっ て よ 
UR: (長岡 加藤 治 ) 
[ポピュラー] 第 2 次 世界 大 戦後 , 日 本 で も ポ ピ ュ 
ラー 歌 議 曲 の 世界 に 盲人 が 進出 し , レ ュ ー ド 界 に , リ 
サイ タル に , Ek, クラ ブ と か キャ バレ ー な ど で 活 躍 
LOWS. その お も な 人 びと を あげ る と 次 の 通り で あ 
る 

器楽 : トラ ン ペ ッ ト 奏 者 の 南里 文 協 は 日 本 ジャ ズ 界 
の 草分け 的 存在 で ,。 デキ シー は な や か な ころ の スタ ー 
で あっ た. 戦後 , 失明 し た に も か か わら ず 楽 団 「 ホ ッ 
トペ ッ ペ パー ズ 」 を ひき いて 活躍 し て いる . 

エレ クト ー ン の 日 高 隆 は 東京 教育 大 学 附属 盲 学校 , 
日 本 大 学芸 術 学 科 ピ アノ 科 を 卒業 し た . 初め は バイ オ 
YY OMAR SE TEODOR] ROC SREP IVY 
POET PAY CHIE, Jy AS, Tas 
モダ ント リオ 」 を つく り 演 奏 活 動 を し , 1967 (昭和 
42) 年 , 日 本 楽器 主催 の 全国 ニレ クト ー ン ュ ン クー ル 
で 第 2 位 と な っ て か ら エ レク トー ン 毒 者 と し て 意欲 的 
活動 を 続け てい る . Ek, 「 エ レク トー ン 教 室 」 を 開 
設 し 子弟 の 育成 に も 当たっ て いる . 

歌手 : 長谷 川 き よし は 東京 教育 大 学 付属 盲 学校 在学 
中 に , シャ ン ソ ン ュ ンク ー ル に 入賞 , 1970 年 , 「 別 れ 
ODPL | C7 Paras ARTS IZ FARE. 
ギタ ー を ひき な が ら 自 作 の 歌 を 歌う の が 特色 で ある 
が , ギタ ー の テク ニッ ク は 抜群 で , 曲 も テニ ー ク で あ 
BO? i | 

大 野 秋 好 は 東京 農業 大 学 在 学 中 , FMR L ERS, 
音楽 に 活路 を 求め て , 作曲 家 船 村 徹 に 師事 し , 1967 年 
に | 若い 旅人 」 で 世に 出 た . 日 本 クラ ウン の 専属 で , 


_ ステージ に 盲導犬 を 使っ て 独特 な 効果 を 上 げた り , テ 


志賀 久子 は 1966 年 に ロー ヤル レ ュ コー ド か ら = ey 


LR. COR, 福祉 施設 な ど を 熱心 に 訪問 し て 慰問 


を 続け て きた が , 1971 年 , 日 本 ビク ター レコ ュー ド に ヒ に 
移籍 し て , 交通 遺児 救済 キャ ン ペ ー ン レ ュ ー ド 「 マ ユマ 
の 涙 を あか な いで 」 で 再 デ ビュ ー し た . 清純 な 歌声 
は , 天使 の 歌声 ., ヒュ ー マ ン フォ ー ク と 称 さ れ , フォ 
ー ク ソン グ か ら 日 本 調 まで , 芸 域 は きわ め て 広い . 横 
浜 市 立 言 学校 出身 で ある . 

作曲 : 横井 照夫 は 1963 年 , 「 か ら ま つづ つ 林 続く 道 」 で 


708 日 本 に お ける 盲人 職業 








世に で た . 別に 「 横 井 企 画 ] を 設立 し て , プロ ダク シ 
ュ ン を 経営 し て いる . 目 本 コロ ム ビ ア レ ュ コー トド 専属 . 
大 阪 府 立 盲 学校 卒業 者 で ある . 

三木 か を る は 盲人 作曲 家 第 1 号 で , コロ ム ビ ア レ ュ 
ー ド を 経て , 現在 , 日 本 クラ ウン 専属 で ある . 「 ク ラ 
ウン レ ュ コー ド 三 木 か を る 歌謡 曲 教 室 ] を 主宰 し て 歌手 
の 養成 に 当たる 一 方 , 映画 音楽 に も 手 を 染め て いる . 
志賀 久子 は その 門下 の 1 人 で ある . 東京 教育 大 学 付属 
盲 学 校 の 卒業 . 

その 他 : 近藤 敏郎 は 1955 年 , 神戸 市 に 「 夕 星 歌 謡 
学院 」 を 創立 ., ユニ ー ク な 教授 法 と , まじ め な 経営 が 
定評 で ある . 大 阪 府 立 盲 学校 音楽 部 を 卒業 し て いる . 
作詞 家 と し て は , 中 学 3 年 で 失明 し た 吉川 文郎 が い 
る . 詩人 水木 か お る に 師事 し て , 1970 年 「 歌 舞 伎町 
の 女 」 (野村 真樹 歌 ) で 世に 出 た フリ ー の 作詞 家 で あ 
ou 

海外 の ポピュラー 音楽 家 : 世界 的 な ポピュラー 音楽 


家 と し て , 日 本 に も 多く の ファ ン を も っ て お り , 日 本 


(に も ゃ きた こと の ある 人 びと は 次 の 通り で ある . 

ジュ ー ジ ・ シ ァ リ ング (George Shearing) 1919 
年 , ロン ドン の スラ ム 街 に 生ま れ た , 生ま れ な が ら の 
盲目 で 盲 学校 で 音楽 を 学び , 1946 年 , アメ リカ へ 渡 
り , 帰化 し た .「 9 月 の 雨 」 (September in the Rain) 
が 大 ヒッ ト し , 世界 の トッ プ ピ アニ スト と し て 輝 か し 
い 名 声 を 培 し て いる . Ek, クレ ー 音 楽 の 創始 者 し 
て ジャ ズ 界 に 知ら れ , ムー ドド 音楽, ラテン 音 楽 の 分 野 
で ゃ 圧倒 的 な ファ ン を も っ て いる . 

レイ ・ チ ャ ー ル ズ (Ray Charles) 1932 年 , アメ 
リカ の ジョ ュー ジ ア 州 アル バニ ー に 生ま れ た 黒人 . 9 歳 
の と き 緑 内 障 に か か り 貧 困 の た め 満 足 な 治療 も で きず 
失 有 通じ た が 自身 いつ で いる セン ea AS 
ン 盲 学校 で , 点字 の 読み 書き , ピア ノ や クラ リネ ッ ト 
の 奏法 , 点字 楽譜 た な ど を 学び , シャ トル に 移っ て , 点 
字 を た より に 作曲 法 を 勉強 し た . その 後 か れ の レ ュ ー 
ド が ヒッ ト し , 1963 年 以降 , ダウ ン ・ ピ ー ト 誌 が 行 
な っ た 国際 批評 家 投票 に お いて , 最高 男性 ボー カリ ス 
ト と し て 連続 5 回 第 1 位 に 選ば れ た . その 他 グ ラシー 
賞 な ども 受け て いる . 1964 年 に は アル ジェ リア か ら 
日 本 まで 90 回 の コン サー ト を 開き , 50 万 人 の 聴衆 を 
動員 し て 世界 演奏 旅行 を 行なっ た . か れ は 一 流 の ポ ピ 
= テー 歌手 で ある が , も アノ 。 Aho AEA To, 
作曲 家 と し て も 一 流 で ある . か れ の 代表 的 ヒッ ト 曲 と 
いわ れる 「 ホ ワッ ト ・ ア イ ・ セ イ 」| お よび |「 ア イ ・ ガ 
Relea, ten TY 事 ( ME 人 EN 玩 選 2Yremiy 





ー」 の 3 曲 だ け で も , か れ の 作曲 家 と し て の 名 声 は 不 
朽 で あろ う . 
ホセ ・ フ ェ リ シア ー ノ (Gose Feliciano) 1946 年 , 
プエルト リコ 南西 部 に 光 な きも の と し て 誕生 し た . ア 
メリ カレ ュ コード 界 の 最大 の 賞 で ある 「 グ ラン シー 賞 」 を 
1968 年 に 獲得 し た . 歌 と ギタ ー に よる 世界 的 な 盲人 
音楽 家 と し て 多く の ファ ン を も っ て いる . 
(三木 か を る ) 


電話 交換 手 の 養 成 と 就業 


[盲人 交換 手 養成 状況 ] わが 国 で 視力 障害 者 の 電話 
交換 手 を 養成 し て いる の は , 日 本 ライ ト ハ ウス だ け で 
HA. 1969 (昭和 44) 年 か ら 盲 人 の 職業 開拓 の 一 つと 
し て 厚生 省 の 委託 を 受け て 始め た も の で , 1971 年 9 月 
現在 で 13 人 が 一 般 会 社 へ 就職 し た . も ちろ ん , 全員 
が 日 本 電電 公社 の 認定 証 を 得 て い る . 

日 本 ライ ト ハ ウッ ス 唐人 電話 交換 手 養成 所 で は , 満 18 
Wel 30 歳 未満 で 義務 教育 を 修了 し た 者 に 社会 に 進 
出す る た め の 基 礎 に な る 生活 訓練 を 3 ヵ月 , 電話 交換 
技術 習得 の た め の 訓 練 に 3 ヵ月 , 合計 6 ヵ月 を 養成 期 
間 と し て いる . 二 導 内 容 は 盲人 電話 交換 手 養成 の た め 
の 特別 な た カリ キュ ラム で は な く , 一 般 の 電話 交換 の 指 
導 要 領 に 次 の よう な 訓練 が 加え を られ て いる に 過ぎ な 
い . た と えば , ダイ ヤル の 操作 , 話し 方 の 訓練 な ど を 
加え た に と ど ま っ て お り , この 程度 の 配慮 で 十分 第 一 
線 に 活躍 する 交換 手 を 養成 で きる と いう こと で ある . 

[ダイ ヤル 訓練 ] ダイ ヤル 訓練 機 は , 指導 員 が 訓練 
HED 回 す ダ イヤ ル の 数 字 を 見 分 ける こと の で きる 着 
定 機 が 連結 され て いる . 訓練 生 た ち は ダ イヤ ル の 指 比 
め に 人 差し 指 を お き , その 指 止め の 方 向 と 数 字 の ある 
場所 に 素早 く 指 が 動く よう に 連日 反復 練習 する . 

評価 の 基準 と し て は , 7 けた の 数 字 を 100 回 回 さ 
せ , 98 パー セン トト 以上 の 正確 さき に よっ て ダイ ヤル All 
練 は 達せ られ た と し て いる . 

視力 障害 者 に と っ て , ダイ ヤル を 正確 に 回 せる こと 
が 基本 で , この 訓練 は きわ め て 重視 され な けれ ば な ら 
WP 

[理論 と 法規 の 学習 ] 学習 に は 一 般 の 養成 所 で 使用 
し て いる 教科 書 を その まま 点訳 し て 用 いて いる 。. 

[機械 操作 訓練 〕 電話 交換 棄 に は 自動 式 と 共 電 式 が 
HY, それ ぞ れ に 和 無 紐 式 と 有 紐 式 と が ある . 日 本 ライ 
ト ハ ウス で は 共 電 式 の 無 紐 式 と 有 紐 式 を 用 いて いる . 

訓練 生 が 通常 使用 し て いる も の は 局 線 (外線 ) .5, 
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- 内線 30 の も の で , 局 線 と 内 線 を ブザー の 音 の 違い に よ 
っ て 知り , 光 を 音 に 変え る 装置 を 通し て 「 ピ ン 」 AR 
出す 仕掛 に な っ て お り , それ を 指 頭 で 触 知 す る . その 
あと は レベ バー を 操作 する だ け で 交換 が 行なわ れる . 

これ ら の 操作 に 熱 達 すれ ば , 全盲 者 で も 晴 眼 者 と ほ 
と ん と 変わ ら な い 早 さ で 交換 機 を 操作 する こと が で き 
: る . ラン プ の 点滅 を 見 分 ける こと の で きる 弱視 者 で あ 
れ ば 一 般 の 交換 機 を その まま 使用 する こと が で きる . 

な お , この 盲人 用 交換 機 は 中 与 通信 機 製 作 所 で 製作 
し た R 530, 無 紐 共 電 式 , 構内 用 で ある . 

[交換 用 語 習 得 訓練 ] 交換 用 語 は 一 般 の 養成 所 で 用 
いら れ て いる 交換 用 語 集 を その まま 点訳 し て 使用 させ 
て いる . これ に よっ て ダイ ヤル 操作 訓練 を させ , パタ 
ー ン 化 さ れ た 用 語 を 機械 操作 と 組合 わせ , 反復 訓練 さ 
FETUS, 

[話し 方 訓練 ] 1 週 に 5 時 間 , 基礎 的 な 発声 練習 か 
ら 交 換 語 の 話し 方 まで 行なう . 全国 か ら 集 まる 訓練 生 
の 方 言 や , 盲人 に あり が ちな 暗 さ の こも る 発声 を 直し 
た り , 語尾 の 不明 確 さ や 母音 の 無声 な どの 欠点 を 修正 
し , は き は き し た 明る い 感 じ の じ : うず な 話し 方 を 身 
に つけ る よう 指導 し て いる . 

[実地 訓練 〕 以上 の よう な 訓練 の 結果 , 日 本 電電 公 
社 の 資格 試験 を 受け 卒業 と な る が , さら に 最後 の 仕上 
げ と し て 実習 が 行なわ れる . ここ で は 最低 3 日 間 , 来 
wae COM, 電話 交換 の 実際 の 作業 な ど を 行なわ せ 
る . また , この 期間 に 就職 先 の 業務 内 容 , 組織 , 機構 
な ど を 教え , その 関係 先 の 電話 番号 な ど を あら か じ め 
覚え させ る . 

いよ いよ 就職 が 決ま る と , 電話 交換 訓練 指導 貞 と 歩 
行 訓練 指導 員 , 日 常 生 活 訓練 指導 員 な ど が 付添 っ て ゆ 
き , 電話 交換 訓練 指導 員 は 就職 先 の 電話 交換 機 の 種 
類 , 状態 な ど を 教え , 歩行 訓練 指導 員 は 社内 の 状態 や 
住居 か ら 勤 務 先 まで の 通勤 行動 な ど を 指導 する . その 
期間 は 勤務 先 に よっ て 佑 う が , 半日 か ら 3 日 間 ぐ らい 
で ある . 

[就業 の 見 通し ] 近年 , コ ミュ ニケ ーション の 重要 
な 手段 と し て の 電話 は 増え る 一 方 で ある . 電話 機 も 毎 
年 百 数 十 万 台 増加 し て お り , 現在 で は 全国 で 1500 万 
台 を 越え て いる . し か も , この 伸び は ます ます 増大 す 
る 傾向 に ある . 

この こと は 視力 を 和 失っ た 女性 に と っ て 電話 交換 手 に 
な れる 道 が 大 きく 開か れ て いる と いえ る . 

な お , 電電 公社 で は , 1966 年 9 月 に 身体 障害 者 を 
1000 人 採用 する こと を 決め , 現在 , 下肢 障害 考 な ど 


200 奈 人 を 採用 し て いる が , 盲人 電話 交換 手 は まだ 雇 
用 され て いな い . し か し , 実績 を 作り , 企業 に 採用 さ 
れる こと は , さら に その 可能 性 を 増大 する こと に も つ 
な が る も の で ある . (牧田 be) 
[参照 文献 ] 

「70 年 代 に お ける 盲人 の 職業 」 東京 ヘレ ン ケ ラー 協 
会 昭和 46 


就職 上 の 諸 条 件 


社会 の 盲人 職業 観 

盲人 の 職業 を 選択 する に は , 主観 的 条件 と 客観 的 条 
件 を 考慮 する 必要 が ある . 前 者 は 個人 の 体力 , 能力 , 
適性 , 意欲 , 職業 観 , 人 生 観 な ど が 問題 と な り , 後者 
は 家庭 , 学校 , 社会 , 国家 の 立場 か ら 考え られ な けれ 
ば な ら な い . すなわち , 家族 の 理解 , 経済 力 , 教育 内 
容 と 制度 , 社会 の 盲人 職業 観 , 労働 市 場 の 状況 , 国家 
の 行政 措置 と 予算 化 人 等々 , 盲人 を 取 巻 く 客 観 的 条件 は 
きわ め て 広範 囲 に ち た っ て いる . 

も ちろ ん , 盲人 の 職業 決定 の 主観 的 , BRMAEL 
いっ て も る, 両者 は 全然 無関係 で は な く , 主観 的 条件 は 
客観 的 条件 の いか ん に よっ て , 成長 , 伸展 , 向上 , 深 
化す る で あろ うし , 客観 的 条件 は 主観 的 条件 の 充足 に 
Lot, その 理解 を 深め , 盲人 に と っ て 望ま し い 体 制 
を 整え る こと に な る で あろ DS. 


社会 の 盲人 職業 観 の 調査 

育 人 が 複雑 な 現実 社会 の な か に 生活 する 限り , BA 
の 職業 も また 社会 的 な 育 人 の 評価 を お いて 考え る こと 
は で きた な い . OED, 社会 の 人 びと は , 盲人 の 職業 に 
つい て どの よう に 考え ん, どう あっ て 欲し いと 願っ て い 
る か を 探 ら な けれ ば な る まい . 

1965 (昭和 40 ) 年 5 月 , 無 作 為 抽出 に よる 全国 の 


— 調査 対象 に 表 1 の よう な 調査 票 を 配布 し , アン ケー ト 


調査 を 実施 し , 返送 され た 約 半 数 の 390 枚 の 回 答 に つ 
いて みる と 次 の 通り で ある . 

全体 的 傾向 と し て いい 得る こと は , 

(① 年 齢 が 高く な る に つれ て , 「 今 まで どおり あん ま ・ 
は り ・ き ゅ う 師 が よい と 思う 」 と いう 保守 的 , 伝統 的 
三 療 主義 が 多く な る . 

(2) 10 歳 代 ・ 20 歳 代 で は , 他 の 年 代 に 比 し て , 問 3 
へ の 反応 が 若干 少な い . FOR ACTED 6 E Bb 
る 新 職 業 開拓 に は , ほとん と ど 無 関心 で や る こと を , 5 
IPED CLE 9. 
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表 1 アン ケー ト 





これ ら は 昔 か ら よ くい 


私 は 盲人 に つい て こう 考え る (お 考え の 番号 を つ で か と ん で くだ さい ) 











1. 今 ま で どおり , あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 が よい と 思う . な ぜ な ら : 
(1) いち ば ん 確実 で ちり あい 生活 が 安定 し て いる か ら , 

(2) ほか に 適当 な 職業 が な いと 思う か ら , 

(3) 他 の 職業 は や れ そ 5 も な いか ら , 

(4) あん ま ・ は り ・ き ぎ きゅう 侯 な ら , た いて い の 盲 人 が や れる か ら , 
(5) その 他 . . 
2. あん ま ・ は り ・ き ゅ う 師 だ け で は いけ な いと 思う . な ぜ な ら : 
(1) 目 あ き の あ ん ま 師 が これ か ら も あえ る か ら , 

(2) 現在 , ほか の 職業 に つい て いる 盲人 も ある か ら , 

TES NES 

(3) 訓練 次 第 で ほか の 職業 に つく 能力 が ある と 思う か ら , 

(4) その 他 . 
3. 新しい 職業 を 開拓 する 必要 , 義務 が ある と 思う . な ぜ な ら : 
(1) こん な 仕事 が 適し て いる と 思う 5 から, 

ea val sats 

(2) 盲人 の 職業 教育 ・ 生 活 訓練 を 社会 に 生か すべ きだ か ら , 

(3) まず 法律 を 改正 し て , 行政 上 の 措置 を する 必要 が ある . 

(4) 自分 が 経営 者 で あれ ば 訓練 を うけ た 盲人 を 雇 いた いか ら , 
(5) 国家 が な ん ら か の 形 で 補助 し て くれ る な ら 採 用 し た いか ら , 
(6) 危険 の な い 設備 ・ 施 設 が あれ ば 仕事 が で きる か ら , 

(7) その 他 . 
4. 盲人 に 対す る 見 方 

(1) も と も と 不 自由 な の だ か ら な る べく 社会 に 出 な い ほ う 5 が よ い . 
(2) も っ と 教養 を 高め , 社会 に 適応 で きる よう に の ぞ み た い . 
(3) 進ん で 目 あ き の 人 た ちと 円 満 な 人 間 関 係 を つく る 必要 が ある . 
(4) 自ら 積極 的 に 新しい 職業 を 身 に つけ る よう 努力 し て ほし い 、. 


ーー 


ーー 


われ る 「 め くら あん ま 」 
の 常識 的 伝統 の た めか , 
あん ま を 盲人 の 適性 と み 
て いる の か は 不明 で ある 
が , 問題 は 「 め くら あん 
ま 」 の 中 に , BABI 
力 者 , 盲人 軽視 の 考え 方 
が ひそ ん で いな いか と い 
うら こと で ある . 
販売 従事 者 . その 他 の 
職業 従事 者 は , 他 に 比 し 
て 1) お よび (⑭) へ の 反応 が 
多い . 専門 的 ・ 技 術 的 職 


= 


業 , 事務 従業 者 は (2) へ の 


反応 が 少な い . 

條 見 20G つ MI 

低 年 齢 者 層 ほ ど (3) へ の 
反応 が 多く み ら れ る . 問 
1 の (3) と は 反対 に , BA 
も 「 訓 練 次 第 で ほか の 職 
業 に つく 能力 が ある と 思 
う | と いう 見 方 は , 将来 


(5) その 他 . 


(3 女子 より も 男子 の 方 が 問 1 へ の 反応 が 多い . ここ 
に ゃ 男子 の 保守 性 な いし 生活 安定 へ の 欲求 が かみ られ よ 
う . 
(3 専門 的 ・ 技 術 的 職業 従事 者 , 学生 は , 問 1 へ の 反 
応 が 少な く , 販売 従事 者 , その 他 の 職業 従事 者 は 多 
Me 

⑤ 専 門 的 ・ 技 術 的 職業 従事 者 , 管理 的 職業 従事 者 は 
問 3 へ の 反応 が 多い . 

要する に 常識 的 で は ある が , 高 年 齢 者 , Are, さら 
に 販売 業者 た ち は , 伝統 的 な , 比較 的 生活 の 安定 し て 
いる 三 療 の 道 を と る の が よい と みて いる . し か し , そ 
れ は 「(3 ) 他 の 職業 は や れ そ う も な いか ら 」 と い 25 
消極 的 , 能力 否定 的 な 理由 で は な いこ と に 注目 し な け 
れ ば な ら な い . 

さら に 各 問 ご と に , 盲人 職業 観 に つい て の 性 格 を く 
inl < BSS SSW: 

iti pln) ee) ng @) 

高 年 齢 に な る に つれ , (1) お よび (4) へ の 反応 が 多く 
な る . 男子 は 女子 より , Q) お よび ⑬⑭ へ の 反応 が 多 
い . 


の 盲人 の 職業 決定 に 重要 
SMB ZFERZACDCHAD. 販売 業 従事 者 は , 「 Q) 
目 あ き の あ ん ま 師 が , これ か ら も ぁ ふえ る か ら 」 三 療 主 
義 だ け で は 不可 と みて いる . これ は , 問 1 の 反応 に も 
現われ た よう に , 比較 的 伝統 的 な 考え 方 が 多く , 積極 


的 に 盲人 の 職業 的 能力 を 認め て いる の で は な いと 考え . 


られ る . し か し , 盲人 が 生活 戦線 を 守る た め に は , 晴 
眼 者 の 進出 を 予想 し て , 盲人 職業 は 今後 多面 的 , 多角 
的 経営 と 近代 化 の 方 向 を と ら な けれ ば な ら な いで あろ 

う . 専門 的 ・ 技 術 的 職業 従事 者 は , (2) の 具体 例 を 多く 
あげ て いる . OED, か れ ら は 盲人 の 職業 生活 に まで 
関心 を も っ て 注目 し て いる も の と 考え て よい . 

(seed) 

10 歳 代 , 20 歳 代 で は , (2) お よび (3) AOR UA MBIT 
比 し て 少な い . これ ら は 低 年 齢 層 に は , よく 知ら れ て 
いな いた めで あろ う . つま り , 社会 的 経験 も 少な い 
し , 学校 教育 に お いて も , た と えば , 「 労働 法 」 な ど 
を 学習 し て いる か どう か 疑問 で ある . 盲 学校 の 新 職業 
教育 な ど に つい て も , 菅 ら く 知 られ て いな いも ゃ も の と 思 
われ る . 男子 は 女子 より (2②) へ の 反応 が 多く , 女子 は 
男子 より (6) へ の 反応 が 多い . これ は 盲人 の 職 業 BIT 
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表 2 社会 人 の 見 た 家 人 に 適当 と 思わ れる 職業 





〇 ピア ノ 調 律師 10 ご 宗教 関係 

〇 音楽 家 お よび 〇 教育 的 職業 1 

音楽 教師 6 〇 ご 手 内 職 1 

〇 電話 交換 手 お よび 0 アッ プア wz 

電話 受付 記録 3 使う 仕事 1 

〇 音響 的 検査 等 の 〇 管理 職 if 
音 に 関す る 仕事 2 

〇 社内 放送 1 計 28 
〇 社会 奉仕 1 





限ら ず , 性 差 の 現われ で あろ う . 専門 的 ・ 技 術 的 職業 
従事 者 , 管理 的 職業 従事 者 は , (1) の 具体 的 反応 が 他 
に 比 し て 多い . その 具体 例 は 表 2 の 通り で ある . これ 
ら は 周知 の よう に , 聴覚 を 中 核 と する 職業 , ある い は 
「 専 門 的 」 職業 で ある . 視覚 に 欠け る 者 が 考え 得る 一 
般 論 と し て は 当然 で ある が , 個々 の 盲人 に と っ て は , 
必ず し も 当たら な いこ と は いう まで も な い . BARS 
決定 の 要件 は , 他 に 比 し て 複雑 多岐 だ が から で ある . W 
売 従事 者 は (2 へ の 反応 が 少な い . し か し , 販売 従事 者 
が 学校 , 施設 に おけ る 盲人 の 職業 教育 , 生活 訓練 に つ 
いて 精通 し て いる か どう か は 句 問 で ある . 

専門 的 ・ 技 術 的 職業 従事 者 は , ⑬) へ の 反応 が 多 
い . 法制 上 の 改善 が た だ ち に 盲人 の 幸福 な 職業 生活 に 
直結 する と は 限ら な いで あろ うら が , 最低 限 の 制度 的 基 
般 を 必要 と する こと は いう まで も な い . 専門 的 職業 従 
事 者 は , た し か に 一 面 の 理解 を 示し て いる と 思わ れ 
る . 管理 的 職業 従事 者 が (⑥)( 安 全 設備 , 施設 の 職場 で 
の 労働 な ら 可 能 で ある ) へ の 反応 も また 当然 の こと で 
ある . 


teOBAR 

MRIC, 社会 の 盲人 職業 観 の 基調 を な す も の は , th 
会 の 盲人 観 に ある と 思わ れる の で , 若干 この 点 に 触れ 
POeIOUL 5. 

高 年 齢 に な る に 従っ て , (2) (盲人 の 反省 自覚 を 促す 
も の ) へ の 反応 が 多く , また (4) (積極 的 努力 ) へ の 
反応 も 多い . 女子 より も 男子 の 方 が , (2) お よ び ⑬⑭ へ 
の 反応 が 多い . 専門 的 ・ 技 術 的 職業 従事 者 は , (4) へ 
の 反応 が 特に 多い . ここ に 今後 の 職業 生活 べ へ の 一 つの 
示唆 が あろ う . 盲人 と いえ ども (視覚 に 欠損 が あっ て 
も ), その 職業 生活 に お いて , 今後 専門 化し 技術 を 要 
する こと は いう まで も な いこ と で ある . 全体 的 に みろ 
TC, 盲人 に 対す る 見 方 の うち , (1) の 不 自由 な る が ゆ 
え に , 社会 に 出 な い 方 が よい と する 反応 が , きわ め て 
少な いこ と は , 今日 の 社会 状況 の な か で は , 特に 望ま 
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以上 , 単純 な アン ケー ト 調 査 に よる , 社会 の 盲人 職 
業 観 を みて きた が , この 結果 か ら , は っ きり いえ る こ 
と は , 盲人 の 職業 決定 の 客観 的 条件 の 低 水 準 , あ いま 
いさ , 保守 的 ・ 消 極 的 傾向 を 知る こと が で きよ う . 高 
年 齢 者 と 男性 と 営利 業者 の 盲人 職業 の 見 方 は , 今後 , 
一 方 に 盲人 自身 の 活躍 を 必要 と す る し , 他方 , 指導 
者 , 当局 者 , さら に 市 民 の より いっ そう の 理解 が 必要 
たる: 

盲人 の 幸福 な 職業 生活 へ の 課題 は いう まで も な 
く , 主観 的 能力 の 充実 , 発揮 と 客観 的 体制 の 確立 整備 
と の 絶え ざる 相互 作用 に よる 弁証法 的 発展 を いか に し 
て 期待 し 得る か と いう こと で あろ うら う . (佐藤 親 雄 ) 


社会 的 条件 の 整備 

盲人 の 新 職 業 を 開発 する に 当たっ て , 少な く と も ゃ 次 
に 掲げ る よう な 社会 的 条件 を 整備 する 必要 が ある . 国 
家 , 公共 団体 を は じ め 社 会 全体 は , 盲人 の 新 職業 開発 
の 可能 性 と 盲人 の 職業 的 更生 に 費 す 努力 と 経費 は , 結 
a, 経済 的 に も プラ ス す る と いう 確信 を も つべ き で あ 
Be 
[家庭 お よび 一 般 社会 ] 従来 . わが 国 で は 盲人 と い 
えば , あん ま ・ は り ・ き ゅ う , HOVULA, SKA 
HRC, これ 以外 は 不可 能 で ある と いう 社会 的 偏見 が あ 
る . この 偏見 を 打破 する た め に は で きる だ け 多 く , 新 
職業 に 従事 し , 成功 し て いる 盲人 の 実例 を 広く 紹介 す 
る 必要 が ある . また , 盲人 自身 に 最適 の 職業 を 自由 に 
選択 させ , 安 ん じ て そ の 職能 を 発揮 させ , 力いっぱい 
働か せる こと が , 本 人 は も と より 社会 全体 と し て も 有 
利 で ある こと を 社会 が 認識 す 必要 が ある . 特に 新 職業 
の 開拓 に は , 家庭 の 十分 な 理解 と 積極 的 な 協力 が 不可 
欠 な 条件 で ある . それ と 同時 に , 社会 全体 の 理解 と 援 
助 も 絶対 の 条件 で ある . 

[職能 判定 機関 の 整備 ] 従来 の 身体 障害 者 の 更生 相 
談 所 を 拡充 強化 し , 特に 職能 判定 の 基礎 的 な ら び に 実 
際 的 な テス ト お よび 調査 を 行なう . 次 いで 新 職業 情報 
セン ター を 確立 し , 各種 の 新 職業 に 従事 し て いる 盲人 
の 実例 お よび 情報 を 収集 ,、 展示 し て , 盲人 の 最適 な 職 
種 を 選ば せる . 

[職能 修得 制度 ] 新 職業 課程 を 設け て いる BFR 
( 養 鵜 ・ 養 豚 ・ ピ アノ 調律 ・ 点 字 印 刷 な ど ) の 充実 を 
図り , これ を 修得 する 機会 を 与え る . 学校 教育 の ほか 
に 各種 の 収容 授産 施設 を 設け , 社会 適応 の た め の 生 活 
訓練 と と も に 新 職業 の 指導 訓練 を する . その か た わ 
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ら , 盲人 の た め の 職 親 制度 を 確立 する こと も 必要 で あ 
る . また , 労働 省 に お いて は 盲人 の た め に 職業 訓練 
所 , 職業 指導 所 を 特設 する 必要 が ある . さら に , 一 般 
大 学 あ る い は 専門 学校 を 盲人 の た め に 広く 開放 し , 専 
門 的 な 職業 能力 を 養う 機会 を 与え る . 

[就職 指導 の 拡大 な ら び に 自家 営業 の 助成 ] 身体 障 
害 者 雇用 促進 法 を 「 強 制 」 雇用 法 に 改正 し , 同時 に 公 
共 団 体 , 民間 産業 界 の 雇用 率 の 向上 を 図る . 公共 職業 
安定 所 に 衣 人 の た め の 専 任 係員 を お き , 新 職 種 に 従事 
し 得る よう 就職 あっ せん を 積極 的 に 行なう . COR, 
盲人 の 職種 指定 を 拡大 し , 就業 の 優先 措置 を 講ず る 必 
要 が ある . 更生 的 な 措置 と し て は , 世帯 更生 資金 の 貸 
付 額 を 大 幅 に 増額 する ほか , 他 の 経済 的 な 援助 を 与 
え , 盲人 の 新 職業 の 自営 を 容易 に する 方 策 を も 講じ 
る . また , 重複 障害 盲人 や 精神 障害 盲人 に つい て は , 
各種 の いわ ゆる 援護 授産 場 を 設け , 安 ん じ て そ の 職場 
で 生涯 働き , 生活 で きる よう に 努め る . 

[その 他 ] その ほか ① 育 英 制 度 の 強化 , ARO 


増額 な ど を 行ない , 盲人 が 新しい 職業 を 安 ん じ て 修 得 


で きる よう , 経済 的 援助 を する . め 盲人 労務 者 の 一 
般 事 業 所 へ の 雇用 を 容易 に する た め , 施設 設備 に 対す 
る 助成 を は じ め 税 金 の 減免 措置 を 講じ る . ③ で きる 
だ け , 国 お よび 公共 団体 に よる 盲人 の た め の 作 業 場 , 
事業 所 を 経営 する . ④ 盲人 な る が ゆえ に 起こ る 収入 
減 , 到 出 増 を 補う た め , 福祉 年 金 の 大 幅 な 増額 , 生活 
付加 金 制度 の 新設 を 図る .⑤ 特に 自家 営業 に 必 要 な 
職場 設置 に つい て の 助成 , あるいは 公共 施設 の 一 部 貸 
与 な どの 便宜 を 与え る . 

職業 の 自由 選択 と , その 仕事 に よる 勤労 の 権利 と 義 
務 と は , 憲法 が すべ て の 日 本 人 に 保証 し て いる と ころ 
CH), 盲人 も また 決し て 例外 で あっ て は な ら な い . 
し た が っ て , 国 お よび 公共 団体 を は じ め , 社会 全体 が 


盲人 の 新 職 業 選択 と 実践 を 盲人 の 権利 と し て 認め , 十 


分 な 理解 と 協力 を な すべ き で ある . 


職業 選択 の 条件 

盲人 の 職業 選択 の 条件 と いっ て も , 視力 程度 , AW 
年 齢 , 教育 の 程度 , 職業 経験 を は じ め , その 個人 の 能 
力 , 体力 , 経済 カ な ど に よっ て 異な る の で , これ を 一 
括 し て 述べ る こと は 不可 能 で ある . 次 に 盲人 の 個人 的 
資質 や 条件 の 判定 に 当たっ て , 特に 考慮 すべ き 条 件 を 
列挙 する . 

(1) いか な る 場合 で も , 幼時 期 の 失明 者 に 対し て は , 
盲 学校 に お いて 義務 教育 を 履修 させ , その うえ で 職業 





能力 を 判定 する 必要 が ある . 

(② 中 学卒 業 期 に お いて , 教職 員 , 父兄 その 他 の 関係 
者 に よっ て , その 学力 , 体力 , 性 格 な ど 全 般 に わた る 
総合 的 な 能力 を 判定 する 必要 が ある . 

③ 中 途 和 失明 者 の 場合 は 年 齢 , 学歴 , 職歴 , 家庭 環境 
な ど を 観察 し , な る べく 失明 前 の 職業 へ の 復帰 を 優先 
的 に 考え る 必要 が ある . 

(VICE BAOBRIL, すぐ れ た 職業 能力 を 身 に つ 
け て も , 雇用 が きわ め て 困難 な 現実 で ある . し た が っ 
て , 全盲 者 の 職業 選択 に 当たっ て は , 自営 の 可能 な 職 
種 を 選択 する こと も 必要 で ある . 

OSE SOBA, 生活 訓練 に よっ て 単独 歩行 と 
か , カナ 文字 ある い は 英文 タイ プラ イタ ー の 使用 , tH 
変性 な ど , 一 般 の 社会 活動 に は いり や すい 能力 を 開発 
する こと か ら 始 め な く て は な ら な い . 

(⑥ 両 親 兄 弟 な ど , 本 人 に 直接 関 作 を も っ て いる 人 び 
と の 職業 は , 自然 に 本 人 の 間接 経験 と し て 身 に つい て 
いる の で , 職業 選択 の 場合 , 優先 的 に 考慮 すべ き で あ 
る . 
(⑦ 盲 人 に 可能 な 新 職業 に 関す る 一 般 情 報 は も EL 
り , 実際 , 衣 人 が 行なっ て いる 職業 の 実態 を 本 人 お よ ょ 
び 関 係 者 に 示す 必要 が ある . 

(⑧ 職 業 は その 個人 の 能力 を 中 心 に 選択 し な けれ ば な 
ら な い が , その 家族 構成 , 経済 能力 , 社会 環境 な ど が 
重要 な 役割 を 果たす こと を 考慮 すべ き で ある . 

- (9 基礎 的 な テス ト や 心理 判定 の 結果 だ け で な く , 実 
際 の 仕事 や 職場 を 体験 きせ, その うえ で , 適性 能力 を 
判断 する こと が 必要 で ある . 

0O 新 職業 に 関し て は , 従来 の あん ま ・ は り ・ き ゅ 25 
PR SER CD, 前 例 も 少な く , その 習得 は も と 
より 実践 に つい て も , は っ きり し た 路線 が な い . し た 
が っ て , 強い パイ オニ = ニア 的 な 精神 と 不屈 の 実行 力 が 要 
求 さ れる . 


雇用 者 お よび 一 般 労 務 者 の 態度 

[雇用 者 の 態度 ] Q①) 雇 用 し た 盲人 の 職業 能力 を 客観 
的 に 判定 し, で きる だ け そ の 能力 を 発揮 し 得る ょ う 職 
場 配置 , 仕事 の 割当 な ど に 留意 する . 

(2) な る べく 安全 に , し か も 能率 的 に 仕事 が で きる よ 
2 安全 装置 を は じ め 問 具 ・ 機 械 の 位置 に 留意 し , 職場 
を 整理 整頓 し , で きる だ け 位 置 を 変更 し な いよ うに す 
る . 

(3 同一 職場 内 に お ける 一 般 労 務 者 と の 親密 な 人 間 関 
係 と 協力 体制 が 必要 な の で , 常に これ が 保 た れる よう 
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特に 注意 と く ぁ ふう を 必要 と する . 

QBAGBAIL, や や も する と 職場 に お いて 劣等 感 
に 陥り や すい の で , で きる だ け そ の 長所 や 特技 を 広く 
紹介 し , 自信 と 誇り を も ち 得 る よう 配慮 する . 

⑤ 職 場 の 事故 や 災害 の 発生 に 際 し , 盲人 労務 者 が 安 
全 退 避 が で きる よう 常に 具体 策 を た て 随時 訓練 を 実施 
SAS 

(@⑥ 職 場 全員 を 対象 と する 各種 の 行事 は も ふと より , い 
ろ い ろ な クラ ブ 活 動 な ど を 行ない , 好ま し い 人 間 関 係 
の 確立 に 努め る . 

(⑦ で きる だ け 盲 人 従業 員 の 家族 や 関係 者 を 同一 職場 
に 雇 入 れ , 陰 に 陽 に 援助 きせ せる よう く ぁ うす る. 

(8) で きる だ け 全 盲 者 を 弱視 者 ある い は 晴 眼 者 と 組合 
bt, これ に よっ て 能力 の 向上 を 図る と と も に , We 
感 に 陥ら な いよ ょ よう 留意 する . 

(9 な る べく 同一 位置 で 同一 作業 が 継続 で きる よら 配 
慮 する . 

9 常に 盲人 労務 者 の 作業 や 待遇 な ら び に 生活 な ど 全 
般 に 留意 し , 適切 な 更生 指導 を な すこ と . 

過 一 般 労 務 者 に 加重 な 負担 が か か ら な いよ ょ よう 留意 す 
る . 
(的 都市 に お ける 交通 の 激化 は , 盲人 労務 者 の 通勤 を 
ます ます 困難 に する の で , な る べく 職場 に 近接 し て 宿 
er PECs ERR SC EMBELW. 

(-—KRABSORE) URC BAD DEA: 5bU 
に 人 性格 な ど に つい て 正しい 理解 を も つこ と . 

(2) で きる だ け 盲 人 が 自信 と 誇り を も っ て 勤務 で きる 
よう 配慮 する . 

3 視力 消失 に 基づく 不便 と 非 能率 を , BAR ODT 
服 で きる よう に 補助 的 な 協力 を 惜しま な いこ と . 
⑭ 職 場 の 災害 に 際 し て は , 盲人 労務 者 の 安全 退避 に 
つい て 積極 的 に 協力 する こと . 

5) 盲人 労務 者 が 安全 に し か も 人 快適 に 働き , 能率 を あ 
げ 得 る よう 常に 職場 の 整理 整頓 に 努め る . (HPA) 


盲人 自身 お よび 家族 の 態度 

ー ロ に 盲人 お よび 家族 の 態度 と いっ て も , THEN 
視力 の 程度 , 失明 年 齢 。 和 失明 前 の 経験 を 異 に し , ま 
た , 家族 関係 に お いて も 本 人 が 一 家 の 責 任 者 で ある 場 
合 , 逆 に 子弟 で ある 場合 , また , 選 ぼ うと する 新しい 
職業 の 種類 な ど に よっ て , その 態度 も 一 様 で は な い . 
ここ で は 全般 的 な , し か も ゃ 共通 に 必要 と 思わ れる 態度 
に つい て 述べ る こと に する . 

[盲人 の 態度 ] Q) 単 な る 思い つき や 一 時 の 好み で , 


職業 の 選択 を し て は な ら な い . 慎重 な 自己 観察 と 家庭 
環境 , その 他 を 考慮 し て 決定 し な けれ ば な ら な い . 

(2② い っ た ん 職業 を 決定 し た 以上 , 迷 ち ず , た め ら わ 
ず , 万 難 を 排 し て , 職業 能力 を 身 に つけ る こと が た い 
OCHS. 

⑬③ 失 明 に 基づく 不便 と 非 能率 を 補い , 一 般 同 業者 と 
競争 する た め に は , 他 の 人 に な いす ぐれ た 技術 な り , 
経営 能力 な り を 養う 必要 が ある . 

(④ 家 族 , 同僚 , 関係 者 , 一 般 社 会 人 が 進ん で 接 助 
し , 喜ん で 協力 し て くれ る よう な 謙虚 な 態度 と , 愛さ 
れる 人 柄 を 養 わ ね ば な ら な い . 

⑤) 一 般 の 人 た ち に まさ る 勤 幼 さと , 忍耐 を も っ て 職 
業 を 実践 する こと が 肝要 で ある . 

(@⑥) 特 に 中 途 失 明 者 の 場合 は , EP, 盲人 と し て の 安 
定 し た 心構え と , 十分 な 生活 訓練 を 行ない , 職業 修得 
前 の 準備 を する 必要 が ある . 

(⑦ 三 療 ・ 琴 ・ 三 玉 の よう に , 長い 伝統 を も つ 職 業 と 
美 な り , 新 職業 は 実例 も 少な く , それ だ け に 困難 も 多 
い . し た が っ て , まず , 開拓 者 的 な 精神 と 実践 する 決 
意 と が 必要 で ある . 

[家族 の 態度 ] Q) 家 族 全 体 が , 本 人 の 選ん だ 職業 に 
対し て は も ちろ ん , その 修得 お よび 実行 に つい て の 十 
分 な 理解 と 同情 を も つこ と . 

(2 精神 的 , 経済 的 に は も と より , 本 人 の 目 と な り 手 
足 と な っ て 積極 的 に 協力 する こと . 

(3⑬ 自 営業 の 場合 は , よき 補助 者 と な っ て 直接 協力 を 
な し , また , 雇用 され た 場合 は , で きる だ け 職 場 で 快 
適 に 働け る よう , 上 司 や 同僚 に 対し 家族 と し て の 配慮 
が 必要 で ある . 

(④ 盲 人 は どん な 職種 に 従事 し て も , 健常 者 に 比べ て 
心身 の 緊張 を 必要 と し , 過労 に 陥り や すい の で , な る 
べく 家庭 の 環境 , ふん い 気 を 本 人 の 安静 , 休養 , 更生 
に 役立つ よう 整え る 必要 が ある . 

⑤ 特 に 中 途 和 失明 の 場合 は , 新しい 環境 へ の 適応 に 悩 
まさ れ , 前 途 に 対す る 不安 に 基づく 情緒 の 不安 定 が し 
ば し ば 起こ る . 家族 は よく 本 人 の 心情 を 宗 し , 激励 , 
慰安 に 留意 する こと . (近藤 正秋 ) 


実証 的 職業 の 開発 

今日 な お 「 め くら に な れ ば , あん ま に な る より ほか 
に 道 は な い 」 と いう 宿命 的 な 社会 通念 が 、 わが 国 の 中 
途 失明 者 と その 周囲 の 者 を 到 配 し て いる . この よう な 
環境 か ら 立 上 が かり , 社会 復帰 に 努力 し , 新しい 職業 開 
拓 の 道 を 歩も や うと する 者 に と っ て , 現実 は きわ め て き 
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び し い . この け わ し い 新 職業 へ の 道 を 切開 くに は , & 
AE athe LOGABE AB ARES Be 
する 政府 の 適切 な 法 的 措置 と 盲人 福祉 事業 家 の 積 極 的 
な 啓 発 活動 が 必要 な こと は いう まで も な い . LAL, 
これ と 並行 し て 盲人 自ら の 努力 に よっ て , 理解 ある 指 
導 者 と 協力 者 を 得 て , 自己 の 道 を 開拓 し , 新 職業 開発 
へ の 能力 を 発揮 する 場 を , 一 歩 一 歩 確保 し , 社会 に 向 
か っ て 実証 する こと が 千 万 の 宣伝 文 より も 価値 ある 実 
貴 的 成 発 と な る で あろ うら. これ ら の 実践 と し て , わが 
国 に は 早川 特選 金属 工場 と 名 古屋 ライ ト ハ ウス が あ 
Die 

盲人 プレ ス 作 業 の 発祥 ] 太平 洋 戦争 の さ 中 , 1943 
(昭和 18 ) 年 当時 , 大 阪 市 阿倍 野 区 の 失明 軍人 会 館 
(ライ ト ハ ウス を 軍人 援護 会 大 阪 府 放 部 に 移管 改称 ) 
に お いて , 戦傷 病 失 明 者 の 点字 講習 会 が 開催 され た . 
参加 し た 戦傷 病 失 明 者 は 点字 講習 だ け に 甘んじ る こと 
な く , 館長 岩橋 武夫 の 指導 で , 鍼 披 以 外 に 適職 が な い 
と いわ れ た 吉 い 盲人 観 を 打破 り , 全く 新しい , し か 
も , 生産 的 な 職業 を 生み だ そう と いう こと に な っ た . 
そこ で , 大 阪 府 や 岩橋 武夫 の あっ せん で , 早川 電機 工 
業 (大 阪 ) ほか 2, 3 の 会 社 の 協力 を 得 て , いく た の 
テス ト の 結果 , プレ ス 作 業 が 最も 適当 で ある こと を 立 
証する こと が で きた の で , 早川 電機 工業 内 に 作業 場 を 
設け , 航空 無線 機 の バリ ュ ン の 羽根 みがき を 振出 し 
に , ね じ 切 り の 仕上 げ や , ゲー ジ 検 査 な どの 作業 に 従 
事 し た . その 結果 , 盲人 で も 他 の 晴 眼 者 と 同様 , 工場 
で 働け る と いう 信用 を 得 , 1944 年 に は , 失明 軍人 会 
館内 に 早川 電気 工業 の 分 工場 が 設立 され , 岩橋 武夫 が 
その 経営 に 当たっ た . 最初 1 台 の フッ ト ポ ン ス で , A 
イッ チ 接 点 の 打 抜 き 作 業 を マス ター し , 次 いで 5 台 の 
フッ ト ポ ン ス を 設備 し , 早川 本 社 技術 者 の 指導 で , 航 
空 無線 機 の 失 金 や 絡 具 板 の 打 抜 き 作業 を 開始 し た . こ 
OM, 育 人 と し て 慣れ な い 手 探り の 作業 に , 金 型 を こ 
わし た り , 指先 を 傷つけ た り , は て は つめ を は が し た 
り し た 者 も あっ た が , 次 第 に 機械 の 形 や 動き , 指先 の 
働き まで 目 に 見 える よう に な り , 能率 を あげ る よう に 
な っ た . や が て , 全国 か ら 20 余人 の 戦傷 病 失 明 者 が 
集まり , 月 産 百 数 十 万 個 を 生産 し , さら に , 新しい ね 
じ 切 り 作 業 を 開発 し た . し か し , 1945 年 8 月 の 終戦 
に よっ て 工場 は 閉鎖 され , 従業 員 の 一 部 を 残し て 解散 
か 

[合資 会 社 早川 特選 金属 工場 の 沿革 ] 1946 年 7 人 
の 戦傷 病 失 明 者 が , 早川 電機 工業 ( 1970 年 シャ ー プ 
株 式 会 社 と 改称 ) 社長 早川 徳 次 の 理解 に より , 改め て 


田辺 工場 に プレ ス 工 と し て 復職 , ラジ オ 部 分 品 の 製造 
に 着手 し た . さら に , 1950 年 8 月 , 資本 金 15 万 円 の 
合資 会 社 特 選 金 属 工 場 を 創立 , 盲人 に よる プレ ス 作 業 
を 中 心 に , ラジ オ ・ テ レビ の 部 分 品 製造 に 従事 し た . 
また , 1951 年 。 フレ クシ ョ ンマ シン の デザ ララ 装 納 詳 
よる ね じ 切 り 作業 を 開発 し , TOR, 半自動 機 に よる 
中 間 周 濾 ト ラン スケ ー ス の ダス ト ュ アー 挿入 , BRO 
ニス 塗装 基板, 絡 具 の ハン ダ 付 け 作 業 な ど を つぎ つ 
ぎ に 開 発し , 盲人 の テレ ビ 部 品 組立 作業 の 可能 性 を 生 
み だ す 努力 を 続け た . 1955 年 か ら 工場 の 事業 目的 を 
拡大 し , 54554, 股 体 不 自由 者 を も 含む 全身 体 障害 
者 の 職業 更生 の モデ ル 工 場 に 改め , 1963 年 10 月 に は 
社名 を 合資 会 社 早川 特選 金属 工場 と 改め , 資本 金 を 
100 A AICHA, SAC LABE EH - SRAM YW 
RZ Te. . 

1972 年 現在 , 視力 障害 者 8 人 , 聴力 言語 障害 者 10 
人 , 肢体 不 自由 者 16 人 , 精神 障害 者 3 人 , 計 37 人 
の 身体 障害 者 に 健常 者 33 人 を 加え , 定員 70 人 で , シ 
ャ ー プ 株 式 会 社 テ レビ 事業 部 の 専属 工場 と な っ て い 
る 
以上 の よう に 盲人 の 新 職業 が 身体 障害 者 自ら の 信念 
と 努力 に よっ て , 一 つの 企業 体 と し て 成長 し , その 可 
能 性 が 立証 され た が , これ は 早川 徳 次 の 盲人 の 新 職 業 
開拓 へ の 深い 理解 と 指導 が な く て は , 今日 の 成功 は あ 
り 得 な か っ た と いわ ね ば な ら な い . 

[名 古屋 ライ ト ハ ウス の 人 冶 革 ] 名 古屋 ライ ト ハ ウス 
は 1947 年 発足 し た が , この 設立 者 近藤 正秋 は 満州 事 
変 で 両 眼 を 失明 し た が , これ に 屈せ ず , の ち に 名 古屋 
盲 学校 の 教員 と な り , 戦後 の 混乱 期 に 虚脱 状態 に あっ 
た 盲人 た ち に 呼び か け , 「 自 ら の 勤労 に よっ て 自ら の 
生活 を 支え を, 貧し くも 強く 明る く < 生き 抜く こと 」 を 信 
条 と し て , 愛知 県 盲人 福祉 協会 を 創設 し , 岩橋 武夫 の 
指導 と 援助 の も ゃ と に 盲人 の 新 職業 開発 問題 と 取組 ん で 
金属 作業 所 を 設置 , 育 人 た ち に よっ て 凶 の 再生 産 事 業 
を 開発 し た . 

1957 年 , 名 古屋 ライ ト ハ ウス と 改称 , 社会 変動 に 
も まれ な が ら ゃ 次 第 に 事業 を 拡大 し , 金属 作業 部 の ほ 
か 鍼灸 治療 部 , 活版 印刷 部 , 洋裁 部 , 簡易 作業 部 , あ 
け の 星図 書館 な ど 総 合 的 な 福祉 セン ター と な り , BA 
を 主 と し た 身体 障害 者 60 人 が これ に 従事 し て いる . 

この よう に , 盲人 た ち は 自 ら の 努力 と 社会 の 理解 に 
よっ て 新 職業 を 開発 し , 社会 に 進出 し て , 実践 を 通じ 
て 一 般 社会 に 育 人 の 能力 と 新 職 業 へ の 可能 性 を 啓発 す 
る こと が , 今後 の 有効 な 方 途 と 思わ れる . (MAIN) 


re 


盲人 の 職業 
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職業 能力 と 職業 更生 指導 


能力 の 科学 的 分 析 


表 人 の 職業 に つい て 各国 と も いく つか の ステ レオ タ 
イプ の 職業 が 見 られ , 盲人 の 職業 教育 や 職業 訓練 は , 
表 1 盲人 の 遂行 可能 お よび 不能 の 作業 の 型 


その よう な 職業 を 対象 と し て 行なわ れる 傾向 が ある . 
し か し , 生産 年 齢 に ある 大 部 分 の 盲人 が , その よう な 
事実 に か か わら ず , その 能力 に 適し , 品位 の ある 職業 
を 自由 に 選択 し , か つ , その よう な 職業 へ 進出 する こ 


と は 望ま し いこ と で ある . その た め に は , 経験 だ け で 
な く 盲 人 の 能力 に 関す る 科学 的 分 析 が 必要 に な る . 


(Carroll, T. J. Blindness, Little, Brown and Co., 1961, pp. 200~2) 





人 
A 盲人 が 遂行 で きる か また は 遂行 し 得る 
よう に な し 得る 仕事 の 型 . 
1 視力 が 職務 の 実 匠 と ほとん ど ま た は 
全く 関係 の な い 作 業 . 
a 職務 の 変更 を 必要 と し な いも ゃ の . 





b いく ら か の 工具 は 職務 を 可能 また 
は 容易 に する . 
c 職務 の 簡単 な 変更 . 


2 視力 を 必要 と し た 前 職 に 類似 し て い 
る が , 視力 を 必要 と し な い 作 業 . 


3 視力 は 職務 その も の に と っ て は 必要 
と あい が し が し 炊く と と の で き ぎ 
な い 職 務 . 


B 盲人 の で き な い 作業 . 
1 視力 が 職務 に と っ て 欠か せな い 職 務 
注 ② 


2 視力 が 次 の 事柄 に 対し 特に 重要 と 見 


られ る 職務 . 
=e = 
b fe 
c W 方 


3 視力 は 職務 その も の に と っ て 重要 で 
は な い が , 職務 と 切 離せ な い 関 係 に 
ある 職務 . 


C 先天 盲 また は 職業 訓練 前 の 失明 者 以外 
の 者 で 過去 の 訓練 の 利用 で きる 者 . 
1 視力 の 必要 と され る 職務 . 


2 視力 が 見 習 ま た は 訓練 の 初期 の 段階 
で 必要 と され る 職務 . 


事 例 


解 0 決 








一 定 の 型 の 法律 事務 , 教職 , 精神 治療 , 
機械 作業 . 
電話 交換 (盲人 用 交換 台 の く あ うぅ). 


簿記 係 事務 員 は 庶務 作業 を 多く し , 簿 
記 は 他 の 者 に 配当 する . 

同じ 分 野 の 監督 的 作業 , た と えば , パ 
トロ ー ル 警察 官 は 本 部 の デス ク ま た は 
電話 係 , 消防 士 は 安全 検査 チ テー ム 班 員 . 
ある い は その 類似 分 野 の 作業 , 一 般 開 
業 医 は 精神 病 医 , 弁護 士 な ど は 視力 を 
必要 と し な い 分 類 に 移行 する . 注 ① 
得意 先 に 車 を 走ら せる セー ルス マン の 
多く の 会 社 役員 の 仕事 な ど . 


各種 の 車 の 運転 , 航 空 機 の 操縦 , 外科 医 , 
視力 検査 係 , 書類 整理 係 , 郵便 物 仕分 
5。 US oob LL. 


A, 圧延 工場 の 一 定 の 職務 . 
ae a Yb SRE 
LO EA. 

忙し い 機 械 工場 の 製品 また は 材料 の 運 


| YR. 


仕事 を 再編 成 し よ うと し て $ 事 務 所 が 
小さ 過ぎ る よう な と ころ の 職務 . 


個人 的 に 行なわ れる 観察 また は 検査 が 
訓練 の 一 部 と し て 要求 され る すべ て の 
種類 の 医学 お よび 類似 の 分 野 . 

形状 た どか ら の 判断 を 必要 と する 大 部 


| 分 の 法律 事務 





リハ ビリ テー ショ ン 訓 練 を 受け 仕事 へ 
復帰 で きる . 

リハ ビリ テー ショ ン 訓 練 , 新 し いく ふ 
ぅ 5 に お ける 訓練 , 仕事 へ 復帰 . 

リハ ビリ テー ショ ン 訓 練 , 仕事 の 再 配 
分 , 仕事 へ 復帰. 

リハ ビリ テー ンション 訓練 , 新 職業 に 対 
する 一 定期 間 の 準備. 


自ら 雇 入れ また は , 雇 主 に よっ て 提供 
され る 他人 の 目 を 使用 する リハ ビリ テ 
ニー ベン パコ ン 訓 練 . 


リハ ビリ テー ショ ン 訓 練 , 職業 経歴 と 
職業 目標 の 完全 な 方 向 転換 , また は 上 
記 A の 2. 


a a 
F br 


al] 


リハ ビリ テー ショ ン 訓 練 , 新しい 仕事 
を 探す か , また は 全く の 再 方 向 づ けが 
必要 で ある . 


現状 で は 他 の 職業 へ 目標 を 変え な けれ 
ば な ら な い が , 将来 か な り 確 実 な 専門 
職業 が 可能 に な る か も 知れ な い . 
容易 で は な い が , いく ら か の 弁護 士 は 
十分 働い て いる . 


GE) ① アメ リカ に お いて 少な く と も 1 人 の 内 科 専 門 医 が 同じ 領域 へ 復帰 し , 失明 後 開業 と 病院 に お ける 授業 と を 担当 し て いる . 
② この ょ よう な 職務 を 表 に 記載 する こと は 危険 と され て いる . 
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盲人 の 職業 能力 に は , 晴 眼 者 と 同じ よう に 大 き な 個 
人 差 が ある . 一 方 , 各 職 業 の 要件 に も さま ざま な 差異 
が 見 られ る . し た が っ て , 盲人 一 般 と 職業 一 般 と いう 
の で は な く , 盲人 個人 と 個々 の 職業 と の 適合 性 を 見 き 
わ め る こと か 必要 で ある . し か し , 盲人 は 視力 の 点 で 
大 きたな 制約 を 受け る の で , 表 1 の よう な わく 組み に よ 
りあ ら か じ め 盲 人 に 可能 な 職業 分 野 と 不可 能 な 分 野 と 
を 知り , 個々 の 盲人 の 職業 能力 と 職業 の 要件 を 科学 的 
に 分 析 す る こと が 適当 と 思わ れる . 

各 職 業 に 習熟 する た め に は , 一 定 水準 の 知能 が 必要 
と され る . 知能 は 一 般 晴 眼 者 に つい て は 今世紀 の 初頭 
か ら 有 効 に 測定 され , 職業 指導 に 役立っ て いる . BA 
も 新 職 業 に 進出 する た め に は , 各 人 の 有する 知 的 能力 
を 明らか に する 必要 が ある . この よう な 研究 は か な り 
前 か ら 進 め ら れ て いた が , 大 脇 義一 は 「 大 脇 式 知能 
査 器 」 を 考案 し 公表 し て いる . この 検査 器 は サン フラ 
YYAS* FA FAVACR CER SH CS 

狩野 広之 は , 1963 (昭和 38 ) 年 に 実施 され た 日 本 


盲人 福祉 委員 会 の 「 視 覚 障害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 


報告 」 に お いて , 盲人 の ① 空 間 的 位置 感覚 ( Localiz- 
ation), ② 形 態 弁別 , お よび ②③ 手先 の 運動 能力 を 研究 
し て いる . 被験 者 は 盲人 作業 者 と 晴 眼 者 お よ び 弱視 
者 , また 使用 し た 適性 検査 は 指先 器用 検査 盤 , BBO 
2 種 で ある . 晴 眼 者 と 弱視 者 は 目 か くし を し て 検査 を 
行なっ て いる . 「 晴 眼 者 と 弱視 者 は 目 か くし を し て も 
視覚 的 経験 か ある の で , その 経験 に よっ て 有利 な 結果 
が 得 ら れる の で は な いか 」 と の 予想 の も と に 行なわ れ 
た の で ある が , 検査 結果 は 予想 に 反し , BADARE 
い 成 績 を 示し て いる . 狩野 は 「 こ の よう な 結果 を いか 
に 解釈 すべ きか に つい て , 現在 の と ころ 明瞭 に され て 
いな い が , 視覚 障害 者 は 晴 眼 者 と 異な り , 視覚 的 経験 
と は 別に , 触覚 的 ある い は 運動 感覚 的 経験 が 累積 され 
て お り , あえ て 視覚 的 経験 に 頼る こと を 必要 と し な い 
機能 が 発 達 し て いる の で は ある まい か 」 と 述べ て い 
る . 

盲人 の 知能 検査 や 適性 検査 は , 現在 の と ころ きわ め 
て 制限 され て お り , わずか に 部 分 的 に 実施 され て いる 
に 過ぎ な い が , 研究 が 進 ゆ に つれ て , 盲人 の 諸 能 力 を 
科学 的 に 分 析 す る 道 も 開か れる こと に な る も の と 考え 


られ る . (行田 忠雄 ) 
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盲人 の 適職 調査 

日 本 盲人 社会 福祉 協会 は , 1963 (昭和 38) 年 11 月 
全国 224 カ所 の 福祉 事務 所 か ら 報告 され た 4929 人 の 
DAE, マッ サー ジ ・ 指 圧 ・ は り ・ き ゅ う 師 以外 の 職 
業 を 詳細 に 分 析 す る と と も に , 代表 的 な ケー ス に つい 
て は 面接 調査 を 行なっ た . 

この 調査 か ら 育 人 が 従事 し て いる 職 業 は , か な り 広 
箇 囲 こち わた っ て いる こと が 判明 し て いる が , 一 方 , 職 
業 の 側 か ら 盲 人 の 就業 可能 な 範囲 を 明らか に する 必要 
が 認め られ る . 身体 障害 考 雇用 促進 法 (昭和 35 年 法 
律 第 123 号 第 23 条 ) は , 「 労 働 大 臣 は , 身体 障害 者 に 
適当 な 職業 , 作業 設備 及び 作業 補助 具 そ の 他 身 体 障 害 
者 の 職業 安定 に 関し 必要 な 事項 に つい て , 調査 , 研究 
及び 資料 の 整備 に 努め る も の と する 」 こと を 規定 し て 
いる . 労働 省 は この 規定 に 基づい て , 1960 年 か ら 1962 
年 度 ま で の 3 カ ヵ年 は 肢体 不 自由 者 の , また 1963, 64 
年 度 は 視覚 障害 者 の 適職 研究 を 大 阪 府 に 委託 し て 実施 
Lic. 1963 年 度 の 研究 は , いわ ゆる 盲人 と いわ れる 社 
会 育 以 上 の 障害 者 , また 1964 年 度 は その 他 の 視覚 障 
害 者 に 関す る 研究 で あっ た . これ ら の 研究 は , 前 述 の 
立場 か ら , 盲人 の 職業 能力 と その 就業 可能 範囲 と を 明 
ら か に し て いる の で , ここ に その 概要 を 述べ る . 

[研究 方 法 〕】 この 研究 は 次 の 方 法 に よっ て いる . 

(1 現在 雇用 また は 就業 し て いる 盲人 の 作業 状況 の 実 
地 調査 を 行ない , 障害 の 程度 別に , その 作業 遂行 能 
を 分 析 す る . 

(⑫) 盲 人 に 適する と 思わ れる 職業 の 実地 調査 ( 晴 眼 者 
の 作業 状況 ) を 職務 分 析 の 立場 か ら 行 な い , 職務 の 身 
体 的 要件 を 明らか に し , 盲人 の 就業 の 可能 性 を 検討 す 
る . 

(3 盲 学校 お よび 国立 視覚 障害 セン ター で 実施 し て い 
る 新 職 業 課程 を 参考 に する . 

(@⑫) の 「 盲 人 に 適する と 思わ れる 職業 」 は , 労働 省 編 
「 職 業 小 辞典 」 (雇用 問題 研究 会 , 昭和 32 年 ) に 収録 
され て いる 4800 余 の 職業 の , な か か ら 盲人 の 就職 に 
適当 と 考え を られ る も の を 適宜 選定 し て いる . 

[障害 程度 の 区 分 〕] 研究 対象 と し た 社会 育 以 上 の 障 
害 者 (いわ ゆる 背 人 ) は , 次 の 区 分 に よる も の で ある . 


BAO IR # 


4 








O48 視力 0 の 者 , Oe 両 眼 に よる 視力 が 
0.01 以下 の 者 , OHIRE 1 眼 の 八 力 が 0 で , 他 の 


研究 結末 は , 「 視 覚 障害 者 (全盲 , a, tee, 
弱視 ) 就業 可能 作業 の 検討 ] と し て 労働 省 職 業 安定 局 


視力 が 0.02 以上 0.04 以下 の 者 , ④ 両 眼 社会 弟 両 眼 に お いて 刊行 し , 視覚 障害 者 の 職業 相談 資料 と し て 全 
の 視 カ が それ ぞ れ 0.02 以上 0.04 以下 の 者 . 国 の 公共 職業 安定 所 , 施設 な ど に 配布 きれ て お り , そ 
[研究 結果 ] 報告 され た 職業 は 70 で ある . この うち の 要領 は 次 の 通り で ある . 

視覚 障害 者 が 実際 に 従事 し て いた 職業 は 47 種 , 他 は 1 障害 程度 別に その 能率 を 次 の 通り a, b,c の 3 段 

か つて 盲人 が 従事 し て いた か , また は 就業 の 可能 性 が 階 で 表示 し て いる . すなわち , a, 晴 眼 者 と 全く 変わ 

十分 認め られ る 職業 で ある . 職業 名 は 戦 業 辞 典 の 代表 ら な い . b, 晴 眼 者 より や や 劣る . c, 晴 眼 者 より か 

職業 名 また は 普通 職業 名 が 用 いら れ て いる . 職業 は い な り 劣 る か , ある い は 全く 不能 で ある . た だ し , 全く 


くつ か の 仕事 (task) か ら 構 成 さ れ て いる も の で あり , 
育 人 の 場合 , ある 仕事 が 全く で き な い か , CF TCE 
率 的 に 遂行 し 得 な た いこ と が ある . 通常 の 職業 に 含ま れ 
て いる この よう な 仕事 は , 晴 眼 者 に 代 替 させ る こと が 
で きる し , 盲人 が 能率 的 に 遂行 で きる 仕事 だ け を 集め 
て 職業 を 構成 する こと が で きる . これ は 職業 の 「 組 替 
え 」 (reengineering) また は |「 リ デザ イン 」 (redesign) 
CHA. } 


Bilger 30 elcome 

@) 作 業 設備 お よび 補助 具 の 改善 な ど , 仕事 の 要素 ご 
と に 実際 に 設備 を 改善 し て いる 事例 , ある い は 改善 が 
必要 a bia. 

(3 作業 遂行 上 補助 者 の 有無 と 協力 の 程度 な ど と 仕事 の 
pee ee ae ee あ 
る い は 受け な けれ ば 不可 能 と 思わ れる 事柄 . 

(④ 作 業 内 容 あ る い は 作業 能率 な ど に 関す る 全般 的 注 


表 1. 視覚 障害 者 の 作業 能 氷 


番 障害 | 番 番 





に SHIRE 
視覚 陣 害 者 が 従事 し て いる 職業 


1 新開 編集 係 (点字 ) bbaa 
2 録音 テー プ 編 集 員 bbaa 


B BARR | 号 

S7 ila Sek a ae 
38 ] fe 7 v Al 
39 ブリ キ 向 製造 工 


BBR | > 

5 fo fy AY OE 

55 ぼたん 穴 か が り 工 

5g MS, A RT 
WED 1L) 


a 





aaaa 
aaaa 
cbaa 
bbaa 
bbbb 
cbbb 
cbaa 
b aaa 


メリ ヤス 
19 折 た た み 工 


19 製材 単純 労働 者 

(材木 整理 工 ) 
2076 製 造 職 
21 ビニ ー ル 乗 製造 工 
22 折 箱 製 造 工 
23 点 字 製 版 工 
24 RT TeV ET 
25 Ma 2s BO 
26 Wa WK Ae AH SS 


aaaa 


Caaa 


aN 
oOo 


xr se 
3 Femina hxasy 2244 cbaa 
bbaa 
ccaa 
bbbb 
cbaa 
b aaa 


Cbaa 


aN 
トー 





57 虹 本 職 

(クロ ス は ぎ ) 
58 タイ ル 類 成型 工 
59 Re at OF BE ME 
60 金 綱手 編 工 


b aaa 


61 拡 声 器 検査 工 
62 BET? ク 抽 品 ) 


> 
i) 


“er Uce 2228 
5AM th % A 
6 校正 係 ( 点 字 図 書 ) 
7 事務 所 給仕 
8 欧文 タイ ビスト 
SiGe 


動 物 農 
10 a sa} 


fe 有 BK 
12 Ife WE FE Fl) FRCS) 


s 駄 菓子 製造 工 
Cy my ° Hi) 


14 手 編 mii 


i 
ow 


ccaa 
aaaada 


a oS 
aN ADT = Bmw mm NI 





ccaa 
aaaa 


baaa 
aaaa 


Bie ase’, Ae wien hs All, 
OTF 、 eric cbbb 
a (ベア リン グ 加 工 ) 47 


28 “ee we jn 88a 
29 F -—- v- LT 
S008 | し ea 
| 機械 単純 作者 
(金属 選別 工 ) 


me MY 
63 (オル ゴー ル 組 立 ) bbaa 


4h 2B A LT 
52a 24 FL 


bbaa 


aaaa 
aaaa 


aaaal 視 覚 障害 者 が 従事 し て いな い 職 


aaaal 業 


cbaal 措 場内 放送 人 bbaa e7 た わし 製 造 


Caaa 


Cbbb 


15 乾燥 工 (脱脂 綿 ) bbaa 


乾 Cs 
16 a ge ty oc 8a 


17% BR 
OH, 任 上 1) 


CHE) 


aaaa 


a- IRB LS< Bbbicw. 


32 機器 部 品 組 付 工 
33 中 “i aE 
34 0 ie as 
35 9) AT VA TI. 
3K HF VAL 


b- 晴 眼 者 より や や 劣る . 


bbaa 
CCaa 
ccaa 
baaa 
aaaa 


49 各店 内 案内 ) Sa 
50 宛 名 印刷 機 係 baaa 
51 印 刷 通 信 係 cccc 
52 内 線 電 話 交 換 手 ccba 
53 足 袋 仕 返 工 baaa 


c- 晴 眼 者 より か な り 劣 る 。 ま た は 全く 不可 能 。 
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an 

5) 要求 され る 精神 的 , 身体 的 能率 な ど , 当該 職務 の 
要求 する 能力 , 資格 な ど を 記載 し , 注意 力 ほ か 6 種 の 
精神 的 特質 は , 1 て 5 の 5 段階 評定 . 

以上 の よう に , この 検討 表 は , 多く の 要素 が も りこ 
まれ て いる が , 唐人 の 適職 群 を 把握 し よう と する と き 
は , 作業 の 要素 の 総括 欄 に よっ て つく られ た 別に 添付 
され て いる 「 視 覚 障害 者 適職 早見 一 覧 」] を 利用 すれ ば 
よい し , 晴 眼 者 と の 組 作 業 を 考慮 する 場合 に は , 検討 
表 の 作業 の 各 要 素 を 検討 る と よい . EK, CORA 
ら 各 要素 に つい て 盲人 の 可能 部 分 だ け を まとめ て , 前 
述 の 盲人 向き 職務 を 作る 「 職 務 リ デザ イン 」 も 可能 で 
DD. 

70 職業 の 「 概 括 欄 」 に よる 障害 程度 別 の 作業 能率 は 
表 1 の 通り で ある . この 表 に よる と 全盲 者 は 音楽 孝 
fil, 欧文 タイ ビス ト , ター レッ ト 工 な どの 20 職業 は 
「 晴 眼 者 と 変り な く 」 (a 了 段階) で きる し , 録音 テー 
プ 編 集 員 , ビニ ー ル すだれ 製造 工 , 容器 洗浄 工 な どの 


26 職業 は , 「 晴 眼 者 より や や 劣る 」 (b 段 階 ) こと な 


ど が わか る . 

WER GL, a 段 階 が 32 職業 , b 段 階 が 27 職 業 , 片 
眼 盲 は , a 段 階 が 59 職業 , b 段 階 が 10 職業 , また 両 
眼 社会 玄 は , a 段 階 が 61 職業, b 段 階 が 8 職業 で あ 
Dis 


盲人 職業 の 課題 

身体 障害 者 の リハ ビリ テー ショ ン の 最近 の 傾向 は , 
障害 者 を 社会 か ら 隔離 (segregation) し て 保護 する 
こと で は な く て , むし ろ 障 害 者 が 一 般 社会 の な か に 統 
合 (integration) され な けれ ば は ならない こと を 示し て 
いる . 盲人 の 場合 も 例外 で は な い . し た が っ て , その 職 
業 は あら ゆる 方 向 に 向かっ て 開拓 され る べき で ある . 
職業 の ほとん どの も の は 晴 眼 者 向き に 構成 され て いる 
た め , 盲人 が 通常 の 職業 に つく た め に 特別 の 困難 の 伴 
2 こと は 事実 で ある . これ ら の 困難 は , 晴 眼 者 に よる 
盲人 の 作業 に 対す る 部 分 的 協力 , 職務 の 組替え , 作業 
方 法 や 設備 の 改善 な ど と と も と, 盲人 自身 が 一 般 社会 
に 適応 で きる よう , 職業 と 生活 の 両面 に わた る 適切 な 
訓練 を この 人 た ち に 提供 する こと で ある . 雇用 主 の 偏 
見 は , 何より も 盲人 自身 の 職業 能力 の 実証 に よっ て こ 
れ を 打破 する こと が 近道 で ある . (47 HABE) 
[BR SCHK] 

辻村 泰男 「 視覚 障 害 者 の 新 職業 に 関す る 研究 報告 」 
日 本 盲人 福祉 要員 会 昭和 39 





労働 省 職 業 安定 局 業 務 指導 課 「 盲 人 の 職業 」 職 業 
安定 広報 * Vol. 15 No. 15 雇用 問題 研究 会 昭和 39 
労働 省 職 業 安定 局 「 視 覚 障害 者 (全盲 , 2B, 社 
SB, 590i) 就業 可能 作業 の 検討 」 ( 附 , 視覚 障害 
者 適職 早見 一 覧 ) 昭和 40 年 度 . 昭和 41. 


職業 あっ せん 措置 

わが 国 に お いて は , 職業 安定 機関 の 第 一 線 機関 で あ 
る 公共 職業 安定 所 が , 福祉 機関 お よび 教育 機関 と 密接 
な 連 け い を ゃ も っ て , 身体 障害 者 の 職業 紹介 業務 を 行 な 
っ て いる . 第 2 次 世界 大 戦後 の 1947 (昭和 22 ) 年 に 職 
業 安 定 法 が 制定 され , 新 理念 に 基づく 職業 紹介 事業 が 
行 な ち れる こと に な っ た が , 身体 障害 者 の 職業 援護 に 
つい て は , その 特殊 性 に か ん が み , 1952 年 に 「 身 体 
障害 者 職業 更生 援護 対策 要綱 」 が 定め られ , 任意 登録 
制 な ど 職 業 安定 機関 に お ける 身体 障害 者 職業 援護 対策 
が 制度 と し て 体系 化 さ れ た . 

その 後 国際 的 に は , 1955 年 の ILO ( International 
Labour Organization 一 国際 労働 機関 ) 第 38 回 総会 
に お いて , 「 身 体 障 害 者 の 職業 更生 に 関す る 勧告 」 が 
採択 され , わが 国 に お いて る も , 身体 障害 者 の 雇用 促進 
に 関す る 法制 措置 の 要請 が 高 ま り , 1960 年 7 月 に , 
「 身体 障害 者 雇用 促進 法 」 (法律 第 123 号 ) が 制定 さ 
cb mec 


任意 登録 制 

身体 に 障害 の ある 者 で , 労働 の 意思 と 能力 が あり , 
公共 職業 安定 所 の 紹介 に よっ て 就職 する こと を 希望 し 
て , 求職 申込 み を する と , 身体 障害 者 登録 台帳 に 登載 
され る な どの 求職 登録 の 手続 き が 行なわ れ , COR, 
登録 者 の 特別 な 事情 に よっ て 取消 され な い 限 り , 就職 
後 も 職業 更生 の た め の 援 助 を 受け る こと が で きる . 
任意 登録 と ほこ の よう な 制度 を いう が , その 利点 
は , 身体 障害 者 が 職業 更生 の た め に 必要 な 援助 を 長期 
に わた っ て 受け る こと が で きる と ころ に ある . 最近 の 
視覚 障害 者 の 登録 状況 は 次 の 通り で ある . 


求職 登録 票 

身体 障害 者 の 職業 紹介 は , 登録 者 に つい て 職業 相談 
の 結果 , 求職 登録 票 に 記録 され た 家庭 の 状況 , 学歴 , 
職業 の 前 歴 , 技能 , 知識 , 特質 , 障害 原因 , 障害 発生 
年 , 身体 状況 , 知能 指数 , 身体 動作 , 作業 本 境 適 応 
性 , お よび 職業 更生 計画 な ど 詳 細 な デー タ に 基づい て 
行なわ れる . 
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表 1 視覚 障害 者 の 登録 状況 

















区 分 身体 障害 者 計 | 視覚 障 S 
登録 者 全数 52,309 3,667 
有 効 求 職 9,415 729 
i: Rm 中 39,063 2,613 。 
= we. 中 3,831 325 
“QED 1) 19654 331A BEAT MIRE ERC BML CU EH 
者 の 状況 で ある . 


2) 有効 求職 と は , 現在 職業 あっ せん を 必要 と する 者 で あっ て , 
転職 希望 者 も ゃ 含ん で いる . 

3) 就職 中 と は , 現在 就職 し て いる 者 。 

4) 保留 中 と は , 現在 病気 な どの 理由 で 職業 あっ せん の 対象 と な 
ら な い 者 . 


この 求職 登録 票 は , 身体 障害 者 に 対す る 職業 更生 計 
画 , 就職 あっ せん の 基礎 資料 と する ほか , 職業 訓練 所 
入所 中 の 訓練 状況 , 就職 後 の 指導 な ど 一 貫 し て 使用 さ 
れ , また , 公共 職業 安定 所 に 永久 に 保存 され る こと に 
な っ て いる . これ ら の 記録 は 職業 指導 を 行なう うえ 
で , 身体 障害 者 の 長期 に わた る 理解 を 助け , また , 一 
般 的 に 身体 障害 者 の 職業 あっ せん に 関す る 貴重 な 資料 
と し て 活用 され る . 


職業 紹介 

身体 障害 者 は 一 般 労働 市 場 に お いて 能力 が ある と 認 
め ら れ て も , その 身体 的 欠損 の た め 就 職 上 不利 と な る 
こと か ら , 職業 安定 機関 は 職業 あっ せん 活動 に 当たっ 
て , その 者 の 身体 能力 お よび その 者 が 耐え 得る 作業 条 
件 を 判定 し , これ ら の 条件 に 適合 する 職業 を あっ せん 
する こと を 主眼 と し て いる . そこ で , 身体 障害 者 の 職 


表 2 官公 店 等 の 重症 障害 者 の 雇用 状況 








業 紹介 は , その 者 の 能力 に 適合 する 職場 を 選択 し て , 
その 職場 に お いて 雇用 を 図る 「 選 択 紹介 方 式 ] が 採用 
され て いる . この 訪 式 に よる 職業 あっ せん の た め の 基 
HEAR ELT, 求職 登録 昧 の 身体 要件 お よび 作業 環境 
な ど 身 体 障害 者 に 関す る 個人 記録 が 使用 され る ほか , 
必要 に 応じ て , 能力 を 判定 する た め 適 性 検査 を 実施 
し , その 結果 を 利用 し て いる . また , 身体 障害 者 に 適 
する 職場 を 発見 する た め , 事業 所 の 職場 調査 を 実施 
し , その 結果 を 活用 し て いる . 


職業 能力 研究 

身体 障害 者 の 職業 能力 を 高め , その 職場 を 拡大 する 
に は , 一 方 に お いて は 身体 能力 に 関す る 研究 に よっ て 
労働 能力 の 欠損 を 補い , 他方 , 職種 の 内 容 を 検討 し た 
うえ ぇ 適職 を 発見 する こと が 必要 で ある . 

労働 省 は 1960 年 以降 , 身体 障害 者 の 適職 研究 お よ 
び 作 業 補 助 具 の 研究 を 行なっ て いる . 

視覚 障害 者 の 適職 研究 は 1963 年 か ら 2 年 間 に わた 
っ て , 全盲 か ら 弱 視 に 至る 障害 者 が 現に 就業 し て いる 
職業 の 分 析 , 作業 能力 の 評価 お よび 類似 の 職業 に つい 
て の 検討 が 行 な ち われ た が , その 職種 の 数 は 全盲 , 準 盲 
C70, 弱視 で は 134 に 及 ん で いる . 

職業 能力 研究 の 結果 は , 就業 可能 作業 の 検討 , あ る 
い は 改良 補助 具 の 実用 化 を 進め , 視覚 障害 者 の 職域 が 
拡大 きれ る と と に な っ で ゆい. 


身体 陣 害 者 雇用 促進 法 
身体 障害 者 が 適当 な 職業 に 雇用 され る こと を 促進 

















在 職 状 況 
区 分 機関 数 | ① 〇 あん ま 師 で あ | @⑨ 除 外 あ ん ま 師 | ⑨ 特 定職 種 の あ | OO} DEE Ce = 
る 職員 数 の 数 ん ま 師 の 数 隊 害 者 
= 所 人 人 人 人 % 
合 計 38 467 194 273 221 81.0 
国 の 機 関 3 295 146 149 121 81.2 
= 公 aE 3 52. 28 24 19 79.2 
都 道 府 県 の 機関 11 81 17 64 52 81.3 
市 町 村 の 機関 21 39 3 36 30 83.3 
1965 年 3 月 末日 現在 


資料 出所 「 重 度 障害 者 雇用 状況 報告 」 
GE) 1) あん ま 師 を 雇用 し て いる 機関 に お ける 状況 


2) 「 除 外 あ ん ま 師 ] と は , 病院 また は 診療 所 に お いて , 医師 の 指示 を 受け て , 局部 また は 全身 の 状態 を 識別 し , お よび これ に 対す る 施術 の 反 
応 を 負 察 判断 し な が ら 行 な うこ と を 必要 と する 業務 を 主として 行なう あん ま 師 を いう. 


3) 「 特 定職 種 の あん ま 師 」 と は , bit, 1) 以外 の あん ま 師 を いう . 


4) 「 重 症 障害 者 」 と は , 両 眼 の 視力 の 和 が , 0.08 以下 の 弱視 より 重 度 の 視覚 障害 者 を いう. 


5) 「 雇 用 率 」 は 人 x 100 に より 算出 し た も の で ある . 


720 日 本 に お ける 盲人 職業 
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Q⑱ 身 体 動作 の 詳細 (6, 1~30) 











⑲ 作 業 (環境 ) 条件 の 詳細 (⑫, 51~67, 75~79) 








⑳ 危 険 の 詳細 CD, 68~74) 及び 職業 病 , GE, 作業 疲労 


図 1 職場 調査 票 ( 附 2) (労働 省 職 業 安定 局 ) 
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し , その 職業 の 安定 を 図る た め の 諸 方 策 を 内 容 と し て 
制定 され た 法律 で ある . この 法律 は 6 章 24 条 か ら 成 
っ て お り , 職業 紹介 , 適応 訓練 お よび 雇用 の 義務 を お 
も な 内 容 と し て いる . Ek, この 法律 が 適用 され る 視 
覚 障害 者 は 次 に 掲げ る 者 と し て いる . 

① 両 眼 の 視力 (万 国 式 試 視力 表 に よっ て 測っ た も の 
を いい , 屈折 異常 が か ある 者 に つい て は 矯正 視力 に つい 
て 測っ た も の を いう . 以下 同じ ) が それ ぞ れ 0.1 以下 
の も の . ②1 眼 の 視力 が 0.07 以下 の も の . ③ 両 眼 の 
視野 ホ かそ れ ぞ れ 10 度 以内 の も ゃ の. ④ 両 眼 に よる 視野 
の 2 分 1 以上 が 欠け て いる も の . 

特に 重度 障害 者 に つい て は , 特定 の 職種 を 指定 し, 
高 率 の 雇用 率 を 設け て 職場 を 確保 する こと が 規定 され 
て いる が , 現在 は あん ま 師 が 特定 職種 と た っ て お り , 
雇用 する あん ま 師 の 70 ペー セン ト 以 上 は 重度 の 視覚 
障害 者 を 雇用 する よう 義務 づけ て いる . 

昭和 39 年 現在 に お ける 身体 障害 者 の 雇用 状況 は , 
表 2 の 通り で ある . 


適応 訓練 

身体 障害 者 職場 適応 調査 ( 1957 年 労働 省 ) に よる 
と , 身体 障害 者 の 雇用 を 妨げ る 一 般 的 要因 と し て , 適 
応 訓練 を 受け る こと な く 就 職 し た 者 の 作業 遂行 上 の 特 
性 に つい て 次 の よう な 結果 が 明らか に され て いる . 
① 作 業 動作 が 不 完全 で , 一 人 前 に な る まで の 能率 は 
BA. ② 能 率 が 低い た め 急 場 の 仕事 に 問 に 合わ な い . 
③ 応 用 動作 が 人 簡単 に 期待 で き な い . 

この こと は , 作業 習 難 の 度合 い を 健常 者 と 比較 し た 
調査 結果 に よって, 一 般 的 に 裏付け られ て いる . 
COLD BMOBNI, 身体 障害 者 自身 に と 
っ て は , 就職 後 の 職場 適応 を 妨げ る 原因 と な る こと が 
多く , また 雇用 主 に と っ て は , それ だ け 経 営 上 の 負担 
と な る こと は 明らか で ある . そこ で , 身体 障害 者 雇用 








促進 法 に より , 作業 環境 へ の 適応 を 容易 こす る こと を 
目的 と し て , 適応 訓練 を 行なう 制度 が 設け すら れ て い 
る . これ は 都 道 府 県 が 民間 事業 所 に 委託 し , 一 定期 間 
職場 に お いて 訓練 生 と し て 作業 を 行なわ せる も の で あ 
る が , この 制度 の 趣旨 に ょ り 訓 練 を 終了 し た あと は , 
引 続 いて 同じ 事業 所 に 雇用 され る こと が 期待 され る . 
訓練 期間 中 は , 訓練 を 受け て いる 身体 障害 者 に 対 し て 
訓練 手当 が 到 給 され , また 委託 先 事 業 主 に 対 し て は 委 
託 料 が 交付 され て いる . 

この 制度 は , 1963 年 に 行なわ ち れ た 職業 安定 法 の 一 
部 改正 に よっ て 中 ・ 高 年 齢 失業 者 等 就職 促進 措置 の 一 
つと し て 採 入 れ ら れ , 1965 年 以降 は 視力 障 害 者 に つ 
いて も この 措 思 を 実施 し て いる . 


100 88.9 
ー 健常 者 


82.6 身体 障害 者 
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身体 障害 者 職業 訓練 所 

身体 障害 者 に 対し , その 能力 に 適合 し た 職種 に つい 
て , 就業 に 必要 な 知識 や 技能 を 身 に つけ させ る た め , 
全国 で 国立 9 カ所 , 都立 1 カ所 の 身体 障害 者 職業 訓練 
所 が 設置 され , 一 般 職業 訓練 所 な ど で 訓 練 を 受け る こ 
と が 困難 な 身体 障害 者 に 対し て , 職業 訓練 を 行なっ て 
いる . 訓練 期間 は 1 年 (た だ し 衛生 検査 だ け 2 年 ) で あ 
る が , 訓練 期間 中 は , 訓練 を 受け て いる 身体 障害 者 に 
対し て 訓練 手当 が 到 給 され る . し か し , 視覚 障害 者 に 
対し て は , いま だ 訓練 は な され て いな い . ( 佐 柳 武 ) 


外国 に お ける 旨 人 の 職業 


BAD BADE 


フラ ンス に お ける 職業 

1784 年 フラ ンス の ペリ に 世界 最初 の 盲 学校 を 開い 
曜 99 ラン タジン ジ ・ ア テイ ( Valentin Haiiy, 1745~1822 ) 
は , 1786 年 に 有名 な 「 盲 人 教育 論 ] を 出版 し, その 


中 で 次 の よう に 述べ て いる . 

「 わ れ わ れ の 学校 が 生ま れる 前 , 盲人 は その 痛ま し 
い 運 命 に より 押し つけ られ た 悲惨 な , 無為 の 境 過 に 2 う 
み 療 れ , その 状態 か ら の が れ よ うと 努力 し て いた . か 
れ ら が ある 種 の 手 仕 事 に 適し て いる こと を 確信 し た の 
で , われ われ は か れ ら に 適し た 仕事 を 選択 する こと を 
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ひと え に 念願 し た . われ われ は か れ ら に 系 紡ぎ を させ 
て 成功 し た . か れ ら の 紡い だ 糸 で 荷造 り ひ も を よら せ 
た . この 荷造 り ひ も で , か れ ら に 馬 の 腹 帯 を 織 ら せ 
te. 小さ な な わ ば し ご や 網 の 製造 , 縫い 物 , 製本 な ど 
の 仕事 は , すべ て 満足 する 程度 に な され た の で , 仕事 
より も 仕事 を する 盲人 が 不足 し た . 視力 を 失っ た 不幸 
な 人 びと に 与え る べき 手 仕 事 の 種類 は 豊富 で あっ た . 
これ ら の 最初 の 試み の 結果 , われ われ は 盲 児 が 将来 生 
活 の で きる よう な 職業 を , な る べく 早く 教え 込む よ 25 
に 全力 を 尽 す ろ る やり で あめ ある. ' わ お われわれ は が 芋 I5I ご し 
て , 物 ご い に 陥 る 傾向 を 根絶 し よう と 思っ て いる . 

盲 人 教育 の 計画 を 実行 する に 当たり , 音楽 は 労働 の 
Hk, 盲 生 徒 の 気分 を 転換 する の に 適する 2 次 的 な も 
の と し て 考え て きた . し か し , 大 多数 の 盲人 が 自然 に 
音楽 を 愛好 する こと , 音楽 が 少数 の 衣 人 に と っ て 生活 
の か て に な る こと , EK, われ われ の 学芸 会 に 喜ん で 
出席 する 人 びと に ., 音楽 が 与え る 興味 , これ ら の すべ 


て は , つい に われ われ の 考え を 犠牲 に し て , 全面 的 に 


音楽 を 利用 させ る こと に し た 」 

パー キン ス 盲 学校 の 第 2 代 校 長 , マイ ケル ・ ア ナグ 
ノ ス ( M. Anagnos ) は , その 著書 TBA の 教育 」 
の 中 に , 次 の よう に 記し て いる . 

「 ア ュ イ は , か れ の わずか な 財産 を 惜しげ も な く 費 
し , 財産 が な く な っ た と き , 自分 の 生徒 の 手伝い を 受 
け て , 景気 の よかっ た ころ 入手 し た 印刷 機 を 使っ て , 
忠実 に 働い た . そし て , 当時 は ん らん し た 無数 の 報告 
書 , 広告 ビラ , ポス ター, 宗教 雑誌 な ど を 印刷 発行 し 
て , か ろう じ て 生 活 を 続け た 」. 

フレ ンチ (Richard S. French.) は か れ の 著書 「 From 
Homer to Helen Keller| の 中 で , アテ イ が その 盲 生 
徒 に 試み た 職業 教育 の 学 的 態度 を 非難 し て いる . し か 
し , この 問題 に つい て , ア ュ テイ 以 上 の こと を な し 得 た 
者 は な か っ た で あろ ヶ 5. 

バラ ンタ ン ・ ア ュ イ は 約 17 FH, 9 OF 学校 の 
校長 の 職 に あっ た が , COR, 盲 学校 は フラ ンス 革命 
の た め に 幾多 の 困難 に 遭遇 し た . 1801 年 に ア ュ イ 
th, ナポレオン ・ ボ カバ クト ド い 自学 の 高見 が 末 用 きき 郊 
な か っ た た め , その 職 を 退き , ベル トラ ン が 校長 に な 
っ た だ た. ベル トラ ン は 盲 学校 の 教師 と し て は 不適 任 で あ 
っ た が , 13 年 間 こ の 職 を 続け た . 次 に ギュ イェ 博士 
が 校長 の 地位 に つい た . ギュ イエ は 誠意 の な い 男 で あ 
っ た が 社会 の 注意 を ひく た め に 育生 徒 に 音楽 を 奨励 し 
た . ギュ イエ の 在任 中 は 職業 教育 の 改善 に つい て は 何 
も な され な か っ た . 


1821 年 に ビニ エ ェ 博士 が 校長 に 就任 し た. ピ = エ は 
神学 校 で すぐ れ た 教育 を 受け , 誠意 の ある 人 物 で あっ 
fo. ピ ニ ェ の 在任 中 に は , ルイ ・ ブ ライ ユ の 点字 発明 
の ほか, 盲人 の 職業 教育 に 二 つ の 重要 な 進歩 が あっ 
た . その 一 つと し て , 盲 生徒 は 教会 の オル ガン 奏者 に 
な る よう に 教育 され , 同 校 の 卒業 生 は フラ ンス 国内 の 
教会 に オル ガン 奏者 お よび 合唱 隊 指 揮 者 と し て 採用 き 
72 

1830 年 ごろ, クロ ー ド ・ モ ンタ ル と いう ら 盲 生徒 が 
独学 で ピア ノ の 調律 の 仕方 を 覚え た . その 結果 , BA 
徒 $ ピ アノ 調律 師 と し て , 訓練 の で きる こと が 校長 に 
認め られ た だ た. アテ アーミテージ 皇 士 は , その 著書 「 盲 人 の 
教育 と 職業 ] OFC, 次 の よう に 述べ て いる . 

「 1830 年 ご ろ ,。 クロ ー ド ・ モ ンタ ル と 他 の 1 人 の 
BAD, 自分 た ちの 練習 用 の ピア ノ を 調律 し ょ うと 
試み た . その ピア ノ も 訓 盲 院 の 他 の ピア テア ノ と 同様 , 目 
の 見 える 調律 師 に よっ て , きわ め て 不 注意 に 調律 され 
て いた . この 調律 師 は , 院長 に モン タル ら の こと を 旗 
えた だ た. 院長 は この 2 人 の 盲 生徒 に , ふぁ ふたたび ピ アノ の 
内 部 に 触れ て は な ら ぬ と , きび し く 小 言 を いっ た . し 
か し , これ に 気 を 落 さ きず , (D2 KOBE ET 
ノ を 手 に 入れ て , 訓 盲 院 に 置く 許可 を 受け た . PHS 
Wk, それ を 分 解 し た り 組 立て た り し た が , これ を 完全 
に 修繕 し て 調律 する まで は 満足 し な か っ た . 院長 は 毎 
日 か れ ら が 努力 し て いる の を 見 て いた の で , CORY 
アノ が りっぱ に 修繕 さき れ た の は , 全く 2 人 の 盲 少年 の 
努力 に よっ た こと を 扱わ な か っ た . 少年 ら の 示し た オ 
能 に 感心 し て , 院長 は 礼拝 堂 に ある オル ガン の 大 修繕 
を か れ ら に 任せ る こと に し た . か れ ら は , 2 人 の 目 の 
見 える 職人 を 使い , 自分 た ちの さ し ず の も と に 働か せ 
た . 専門 の オル ガン 製造 人 で も これ 以上 りっぱ な 仕事 
を する こと が で き な か っ た ほど , この 試験 的 修繕 は 大 
成功 で あっ た 」. 

か れ ら は , 次 第 に 校内 の すべ て の ピア ノ を 調律 する 
CEP, 必要 な 修繕 を する こと を 許可 され る よう に な 
っ た . 次 に 調律 に つい て 一 定 の 授業 を 行なう こと と な 
り , ピア ノ 調 律 の 学級 が 生ま れ た . その た め , ペリ の 
盲 学校 は 世界 の 文明 国 で 有名 に な っ た . モン タル は 間 
も な く 同 校 を 卒業 し , 自分 の 調律 依頼 人 を 得 た いと 努 
力 し た が , その 当時 パリ で は 盲人 調律 師 に 対し , 強い 
偏見 が か あっ た . だ れ も モ ンタ ル に ピア ノ の 調律 を 依頼 
し よら と し な か っ た . そこ で , し ば らく 無料 で 調律 き 
せ て も らら うこ と を 喜び と し , その 間 , か れ は ピア ノ 調 
律 の 理論 を 研究 し た . か れ は ピア ノ 調 律 に つい て 発行 
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され た すべ て の 著述 を 熱心 に 研究 し , か れ 自身 の 才能 
と 音楽 理論 に 関す る 十分 な 知識 に よっ て , その 当時 一 
般 に 行なわ れ た 方 法 よ り は る か に 優秀 な 科学 的 調律 法 
を 採用 し た . その ころ , か れ の 運命 の 転換 期 と も いう 
べき 事件 が 起こ っ た . バリ 音楽 学校 の 教授 の 1 人 が , 
この 盲人 ピア ノ 調 律師 の すぐ れ た 技量 を 知っ て , か れ 
fee, ATO7T-A— biCHS WOO ピア ノ BIL 
た . 二 つ の ピア ノ は 構造 が 異な り , 製作 者 も 異な っ て 
ie に の 一 つの 名 アノ を 調律 じ で ぐず れ と の 注文 で 
Hot. それ まで この 調律 を 試み た 多く の 調律 師 は , 
だ れ も そ れ に 成功 し な か っ た . モン タル は これ を 引受 
ける こと に し て , まず , 注意 深く その 構造 の 相違 を 検 
査 し , それ に 基づい て 科学 的 調律 を 始め た . 調律 の 結 
果 は 成功 で あっ た . 音楽 学校 の 他 の 教授 た ちゃ 次 第 に 
か れ を 後援 する よう に な り , 間もなく ペリ の 一 流 音楽 
家 も 調律 を 依頼 する よう に な っ た . か れ ら の 推薦 に よ 
っ て か れ の 仕事 は 増加 し , 名 声 は 急速 に 高まっ た . 
1832 年 に ピア ノ 調 律 技術 に こつ いて の 講習 会 を 開い た 
が , 多数 の 聴講 者 が 集まっ た . 1834 年 に 開か れ た 産 
FRAICHE YC, 多数 の ピア ノ 製 作者 は , か れ に 調 
律 を 依頼 し た . この 機会 を 利用 し て , 調律 に 関す る パ 
ン フ レッ ト を 博覧 会 場 で 発売 し た の で , か れ の 調律 師 
と し て の 名 声 は いっ そう 高まっ た . か れ は 小 規模 な が 
ら ピ アノ の 修繕 と 製造 を 始め た が , これ が , か れ が 長 
年 に わた っ て 経営 し た 有名 な ビア ノ 製 造 会 社 の 始ま り 
で あっ た . 1836 年 , か れ は ピア ノ 調 律 法 に つい て の 
論文 を 発表 し た . 

モン タル が この よう に その 事業 に 成功 し , BATS 
ピア ノ 調 律 で は , 目 の 見 える 者 に 劣ら な い ば か り で な 
く , むし ろ , 目 の 見 える 調律 師 に まさ る こと を 立証 し 
た . その ころ 彰 学 校 で は , 他 の 盲 生徒 も 科学 的 調律 の 
課程 を 習得 し つつ あっ た . これ ら の 盲 生 徒 は 卒業 後 , 
モン タル と 同じ 方 向 に 進ん だ . 

最初 の 数 年 間 は , モン タル と 同様 に 困難 と 偏見 に 遭 
過 し た が , 次 第 に ビア ノ 製 作者 も 一 般 社会 も 盲人 調律 
師 に 親しむ よう に な っ た . PAST, か れ ら の 前 途 を さ 
え ぎ っ た 障害 も 少な く な っ た . 実際 ある ピア ノ 製 作者 
は 取引 先 の 中 で 最も むず か し いと ころ に は , 盲人 の 調 
律師 を 送る こと に 決め て いた . BER COMME 
に 程度 の 高い も の と し て , ピア ノ 調 律 に 熟達 し た 者 だ 
け に 免許 証 を 与え る よう に 注意 が 払わ れ た の で , BA 
の 調律 師 と し て の 評判 は ます ます よく な っ た . BAL 
その 関係 者 は , ピア ノ 調 律 が 盲人 の 職業 の うち で , 最 
も 盲人 に 適し 収入 の ある こと を 次 第 に 理解 し , 学校 当 


局 に 対 し て ピア ノ 調 律 科 に 入学 させ て くれ る よう に と 
絶え ず 要 求 し た . この よら に し て 学校 の 主 目的 が ピア 
ノ 調 律師 を 養成 する こと に な っ た の で ある 。. 


イギリス に お ける 職業 

1793 年 に 設立 され た エジンバラ 盲人 院 は , 最初 すべ 
て の 年 齢 の 盲人 に 自活 の 道 を 与 える た め に , ある 種 の 
職業 を 教え よう と 試み た . ここ に は 男子 と 女子 に 別々 
の 建物 が あり , 生徒 に は 宗教 の 教理 , 道徳 が 教え ら 
れ , また , いろ いろ な 訓練 が 行なわ れ , 勤労 の 習慣 が つ 
けら れ た . 1836 年 に 発行 され た 同 盲 人 院長 の 報告 書 
に よる と , 当時 の 収容 人 員 は 男子 部 が 20 歳 以上 の 盲 
人 51 人 で , その うち 21 人 は すでに 結婚 し , 家族 を 持 
2 Cis, 2b el 22 Cayo ic. 

この 盲人 院 に 収容 され た 者 に は , 衣服 の ほか 毎週 給 
BAH Saute. か れ ら は 経済 的 に 独立 し 安楽 に 生活 
TASER CSE MHC E> CD bnew ih 
は , この 盲人 院 で 販売 され た . その 製品 は 次 の よう な 
も の で あっ た . 

羽毛 ・ 壮 毛 ・ 海 草 ・ 費 お よび わら な ど で つ く ORE 
台 用 敷き ぷと ん , 各種 の 羽根 お と ん , バス ケッ ト 類 , 
タオ ル と タオ ル 地 , 果樹 用 ネッ ト , 綱 ベ ルト , BOF 
アマ マッド) し ゅ 20 こ ん お いび の 人 小 現 遇 物 な と . 

1872 年 , トー マス ・ ア ー ミ テー ジ 博 士 の 尽力 に よ ょ 
っ て 盲人 師範 学校 お よび 音楽 学校 が ロン ドン に 設立 さ 
れ , フラ ン シ ス ・ キ ャ ン ベ エル (Francis Cambell) が 
初代 校長 と な っ た . この 学校 で は 有望 な 盲 生徒 だ けが 
教育 され た . 同 校 の 最初 の 報告 書か ら 次 の 記事 を 引用 
pO: 

「 こ の 学校 に は 普通 学部 の ほか に 特色 の ある 2 部 が 
HA. すなわち , 音楽 部 お よび ピア ノ 調 律 部 で ある . 
各部 は 将来 謀 人 を 自活 させ る 実際 目的 に 合う よう 訓練 
が 行 な ち われ て いる . 盲人 を 自活 させ る た め に は , 十分 


_ な 普通 教育 を 授け る こと が 必要 と 認め た の で , 生徒 の 


音楽 教育 と 同時 に 知 的 教育 に も 特別 な 注意 が 払わ れ て 
いる . 

盲人 が 音楽 の 職業 に 成功 する た め に は , 少な く と 
b, その 教育 課程 の ある 期間 か れ ら は 1 週間 に 1 回 
だ け で な く , 日 々 の 授業 と 関連 し て , 絶え ず 偉大 な 音 
楽 家 の 模 範 的 声楽 お よび 器楽 の 演奏 を 開か せる べき で 
ある こと は , われ われ の 経験 の 示す と ころ で ある . 
ピア ノ 調 律 部 で は , 他 の 部 で すでに 相当 の 年 数 , 訓 
練 を 受け た 盲 青年 が 訓練 され て いる . ピア ノ 調 律 の だ 
いた い の 知 識 は , 視力 を 失っ た 者 に よっ て 科 単 に 習得 
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で きる も の で ある が , か れ ら を すぐ れ た 技量 を も つり 
っ ぱな 調律 師 に する た め に は , 長期 間 の 訓練 が 必要 で 
ある . 

普通 学部 で は 前 期 に スペ リン グ , 点字 の 読み 書き , 
周囲 の 事物 の 正確 な 知識 を 与え る 実物 教授 , 植物 学 , 
博物 学 , 地理 , 歴史 , 生理 学 , 算数 , 文法 お よび 体操 
の 授業 が 行なわ れ た . 後期 に は 次 の 学科 が 加え られ 
る . 分 析 , 英作 文 , 英文 学 , 物理 学 , 代数 , 幾何 お よ 
び 現 代 語 

音楽 部 で も 訓練 が 主 と な っ て いた . この 部 で は 発声 
法 , ピア ノ , オル ガン お よび 他 の 独奏 楽器 の 研究 , Fil 
声 , 対位法 , 作曲 , 音楽 喝 お よび 教授 法 な ど を 教え て 
いる . 


アメ リカ に お ける 職業 

1831 年 に ハウ ( Dr. Samuel G. Howe ) は , マサ チ 
ュー セッ ツ 州 ・ ボ スト ン の ペー キン ス 訓 盲 院 の 初代 院 
長 に な っ た が , か れ は 実際 に 盲人 教育 の 事業 に 着手 す 
る 前 , ヨー ロッ パ の 多く の 有名 な 盲 
の 教育 を 研究 し た . 

マイ ケル ・ ア ナグ ノ ス は , か れ の 著書 「 盲 人 の 教 
育 ]」 の 中 に , ハッ 博士 が 教授 し た 科目 に つい て , 次 の 
c Sia Lewes 
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学科 目 だ け で は な く , 歴史 , 天文 学 お よび 物理 学 な ど 
も 教え た . 語学 の 研究 は 早く か ら 採 入れ られ た だ た. 声楽 
と ピア ノ お よび オル ガン の 教授 の ほか , オー ケス トラ 
の 基礎 訓練 が た だ ち に 始め られ た . ピア ノ 調 律 も 職業 
科目 と し て 教え られ た . 工芸 科 が 男 生徒 の た め に 開設 
ah, 男 生徒 は 寝台 の 敷き お と ん , クッ ショ ン , マッ 
ト お よび バス ケッ ト な どの 製造 を 学ん だ . 女子 に は 縫 
物 , 編物 , さ な だ 織り お よび 家事 な ど が 教授 され た 」. 


近代 に お ける 各国 盲人 の 職業 

1929 年 に 出さ れ た 国際 連盟 の 衣 人 に 関す る 報告 書 
に よる と , 各国 に お ける 当時 の 共通 的 な 盲人 職業 は , 
だ いた い 音 楽 , ピア ノ 調 律 ,。 マッ サー ジ , 工業 的 職業 
と し て バス ケッ ト , ブラ ン ッ 製 造 , マッ ト お お S よ び マ ッ ト 
レス 製造 ,。 いす の 和 能 張 り , 手 お よび 機械 に よる 縫 物 ま 
た は 編物 , 比較 的 少数 で は ある が , じゅ うた ん 造り , 
くつ 修理 , ハン モッ ク お よび 網 製造 , 商業 的 職業 と し 
て 速記 術 と タイ プラ イ テ ィ ング , 戸外 職業 と し て 養 
B, 園芸 な ど が あげ られ て いる が , 特に 珍し い 職 業 と 
し て は 次 の よう な も の が ある . 


学校 を 視察 し て そ 








オー スト リア 釘 金 細工 , スリ ッ パ , DAB, 紙袋 
な どの 製造 , 白熱 燈 の 部 分 品 製造 , 図書 館員 . 

ベル ギー スト ロー バッグ 製造 . 

AFR モッ プ 製 造 , 白衣 製造 ,. オ ステ ィ オ ペン シ 
ー, カイ ロブ プラクティック , 保険 勧誘 

チェ コス ロバ キア 毛 度 動物 の 飼育 , 政府 の 専売 品 
販売 . 

イギリス 自転車 修理 . 

フラ ンス 人 額 ぶ ち 製 造 , お け 職 . 

イン ド AAR EN. 

イタ リア メリ ヤス 製造 。 も めん の 染物 . 

オラ ンダ 自転 車 修理 , スリ ッ ペ 製造. 

ニュ ー ジ ー ラ ンド くだ も の 入れ , Bits LOM 
ae 

ノル ウェ ー #2. 

ポー ラン ド 紙袋 製造 , 毛糸 細工 . 

スコ ュ ッ トラ ンド 動物 の は く 製 業 . 

ALA ip bi Bp. 

ドイ ツ KT CBADERASHA Tot. その お 
も な も の は , Mitt, 鋼鉄 ベン , 金属 ボタ ン , BaUE, 
マッ チ , Ras, 光学 機械 , が ガラス, BDA, 織物 
紙 , 厚紙 , 菓子 , たばこ, くつ, 帽子 な どの BT 
場 . そ の ほか 石工 , 時 計 の 修理 に すぐ れ た 盲人 も あっ 
7é: 

ツ 連 電気 工場 の 旋盤 工 と し て 働い て いた が , 特に 
安全 付 置 が 施さ れ , 普通 人 以上 の 収入 を あげ て いた と 
いわ れる . その 他 の 盲信 は た ば こ 工 場 や 菓子 工場 で 包 
装 に 従事 し , Ek, タイ プラ イタ ー 工 場 で 部 分 品 の 製 
造 を し て いた . 

中 国 クル シー サ ・ マ ッ ケ ンジ ー ( Sir Clutha Mac- 
kenzie ) の 報告 に よる と , 革命 前 の 中 国 で は 多く の 盲 
人 が 音楽 家 , 占い 師 , 物語 の 語り 手 , THA, BRK, 
労働 者 (重労働 ), その 他 兵 士 な ど に な っ て 生活 し て 
いた が , こじ き を し て いた 者 が 圧倒 的 に 多かっ た よら 
で ある . (澤田 慶治 ) 
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盲人 の 職業 に 対す る 概念 
盲人 に 対す る 概念 は , 各国 それ ぞ れ 歴史 的 ・ 社 会 的 
に 異な っ て は いる が , 時 代 的 経過 を た どる と お お むね 
ROLES. まず , 最初 の 時 代 は 全く 廃人 人 と し て 
扱わ れ , 時 代 の 推移 に 従い , 次 第 に あわ れ み や 同情 の 対 
象 と し て み ら れ , これ に 対す る 保護 政策 が と られ て き 
た . すなわち , 盲人 に 適する と 思わ れる 職業 が 数 種類 
考案 され , それ を 盲人 の 定職 と 考え られ る よう に な っ 
た . これ ら は か つて 欧米 諸国 に お いて は 授産 場 形式 を 
Be), zie, 目 本 に お ける あん ま ・ マ ッ サ ー ジ の よう 
に 専業 化 さ れ た り し て きた . し か し , 第 2 次 世界 大 戦 
以降 , 人 手 不足 か ら 盲 人 が 一 般 の 企業 に 雇用 され る よ 
うに な り , その 能力 を 発揮 する よう に な る と , 社会 の 盲 
人 に 対す る 認識 が 変わ り , 盲人 の 能力 の 可能 性 と 盲人 
の 多種 多様 な 職種 へ の 進出 が 可能 で ある こと が 発見 さ 
れ た . も ちろ ん , こう し た 最終 的 見 解 は 世界 の すべ て 
の 国 に お いて も 認め られ て いる と いう わけ で は な い . 
いま だ に アジ ア や アフ リカ 地域 に お いて は 廃人 扱い を 
LEY), また 盲人 を 授産 場 に 収容 し て , 特定 の 職業 を 
52, ある い は コロ ニー 的 な 場所 を 提供 し て , 職業 と 
生活 を 考慮 する こと が 正しい と する 人 びと や 学説 も あ 
る . 1964 年 ニーヨ ョ ー ク に お いて 第 3 回 世界 盲人 福 
祉 協議 会 の 総会 が 開 ぬ ふれ た が , この と き の テ ー マ は , 
「 進 み 行 く 世界 に 処す る 弟 人 の あり 方 に つい て 」 CH 
っ た . この テー マ の も と に , 盲人 が 府 人 扱い も し く は 
あわ れ み と 同情 の 対象 と し て , 社会 国家 か ら 保護 さ れ 
る と いっ た こと より も ゃ も, むし ろ , 盲人 の 人 間 性 を 深く 
GERI, その 秘め られ た 個々 の 能力 を どの よう に し て 
発見 し , また 発見 され た 能力 が , どの よう な 教育 と 訓 
練 ・ 評 価 に よっ て , より 社会 に 貢献 し , さら に 育 人 自 
身 が その 能力 を 自由 に 駆使 し て , 自ら の 欲す る 職業 に 
就職 し 得る か と いう 課題 の 検討 で あっ た . いい か えれ 
ば , ニュ ー ヨ ー ク 会 議 ま で の 盲人 の 教育 ・ 福 祉 対策 
は , 視覚 障害 を 中 心 に し た も の で あり , 個々 の 盲人 の 
お つ 能 力 を 中 心 と し た も の で は な か っ た . も と より , 
盲人 の 中 に は すぐ れ た 能力 を 有する 者 も あれ ば , 一 般 
人 の 中 に も 認め られ る と 同様 に 非 能力 者 も ある . 単に 


視力 に 障害 が ある と いう 理由 で , 盲 と いう わく 内 に は 
めこ ん で , 一 定 の 型 に は まっ た 考え 方 で , 職種 や 教育 
を 与え る こと は 大 き な 誤 り で ある と 指摘 され た . し た 
が っ て , 先進 福祉 国家 と 呼ば れる 国々 に あっ て は , ま 
ず , 盲人 を 個々 に 判別 し その 能力 の 開発 に 努力 し , 開 
発 さ れ た 能力 に 応じ た 職種 を 提供 し , 能力 に 応じ た 給 
料 を 与え , 盲人 自身 が 障害 に よる ュ ン プレ ックス や 基 
恥 心から 離 腕 さ せよ うと する 努力 が 払わ れ て いる . こ 
れ ら は 自由 圏 , 共産 園 を 問わ ず , 盲人 の 持つ 視覚 障害 
の 欠損 を 補 25 た め の 視 覚 欠 陥 学研 究 所 や 近代 科学 に よ 
る 補 装 具 の 導入 , その 他 心 理学 的 ・ 医 学 的 ・ 物 理 的 欠 
陥 を 除 去 する た め の さ ま ざ ま な 方 途 が 考案 きれ て い 
る . 
その 結果 , 重複 障害 者 (た と えば 盲 ろ う や 盲 精 薄 ) 
な ど に つい て は , その 能力 が 発揮 され な いと 判定 を 受 
けれ ば , 終生 年 金 ま た は 必要 に 応じ た 収容 施設 の 提供 
が 考え られ た り , 逆 に 能力 ある 盲人 に 対 し て は 徹底 し 
た 国家 社会 か ら の 研究 費 や 教 育 訓練 費 が 到 給 され て い 
る 。 TEANE, イ PUA CBA 0 1300 ポ 
ンド (130 万 円 ) © ale & 325 ポン ド (327 5000 
円 ) の 教材 費 を 給 し て いる . 開発 途上 国 の マレ ー シ 
ア に お いて さき さえ を 1 人 1 ヵ月 120 マラ ヤ ド ル (1 万 4280 
Fl) の 教材 ・ 諸 経費 を 区 出し て いる . これ ら の 教育 訓 
練 に よっ て , 社会 に 更生 復帰 し た の ち は , 一 般 人 と 同 
様 , 自ら の 力 に 応じ て 得 た も の を 国家 社会 に 還元 する 
と いっ た 方 法 が 考え を られ て いる . 

盲人 自身 に と っ て も , 盲 人 な る が ゆえ に と いう あわ 
れ み や , 同情 的 保護 を 受け る より も ゃ , 能力 に よっ て 優 
Woh, 尊敬 や 平等 感 を も っ て 接し られ る 方 が , どれ 
は ほど か れ ら 自身 の 生活 に 癌 び と 希望 と 勇気 を 与え る こ 
Heme >). 

この よう な 観点 か ら , 各国 の 盲人 対策 は 次 第 に 発展 
し , 第 2 次 大 戦 以降 , イギリス で は 900 種 に も 上 る 職 
種 が 開発 され た と いわ れ , RNIB の 調査 に よれ ば お も 
な る 雇用 状況 は 表 1 の 通り で ある . アメ リカ に お いて 
は 盲人 の 職種 を 限定 し な いこ と に よっ て , 盲人 の 職 


_ 種 が より 広く 開発 され る と 考え られ て , 無数 の 職種 に 


従事 し て いる . 一方, ノビ ェ ト 連邦 に お いて は 工場 労働 
者 は も る と ょ り , 大 学 教師 , 地理 学者 , 彫刻 家 , WHS 
者 , 数 学者 , PRR, 詩人 , 発明 家 な ど , あら ゆる 専 
門 分 野 に 進出 し , 能力 の 開発 いか ん に よっ て は , 人 工 
衛星 塔 乗員 以外 は いか な る 職種 に も 従事 で きる と いう 
た と え 話 が ある ほど で ある . さら に , アジ ア , アフ リ 
カ の 開発 途上 地域 に お いて も , 盲 学校 教育 , 統合 教育 
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と と も に こう し た 盲人 の 進歩 的 職業 概念 を 基礎 に し た 
中 途 失 明 者 の た め の 生 活 ・ 職 業 訓練 セン ター が 各国 に 
開設 され つつ ある (ウガンダ , イン ド , マレ ー シ ア , 
FAD EVAR SEA 

表 1 イギリス 盲人 の 雇用 状況 (1969 年 12 月 末 ) 


職業 訓練 以前 の 訓練 

家 人 の 職業 史 を ひも と く と き , 世界 の 大 多数 の 国々 
に お いて は 次 の よう な 経過 を 繰返し て きた . 第 1 に 
は , 盲人 以外 の 人 びと に よっ て 数 種 の 盲人 職種 が 考え 







































































or Soe 2 用 aR 態 底 護 状 態 に ょ る 雇用 | aesmipge | 対 比 

底 護 | 家庭 | に よる | 1969 年 | 1968 年 
ere ae | 授産 所 | 2 £ |e Ale ale a 

1. マッ サー ジ 師 , 理学 療法 師 ーー 11 232 243 246 

専門 的 , 技 | 2. 講師 , 教師 , 指導 員 (技能 指導 員 を 含む ) 5 3 135 143 143 
術 的 , 管理 | 3. Hi, 宗教 団体 会 員 = a 38 38| 39 
的 職業 従事 | 4. 弁護士 お よび 関係 職業 従事 者 = ーー 62 62 58 
者 , 管理 的 | 5・ 音 楽 家 (音楽 教師 を 含む ) = 41 73 114 | 4 
業務 従事 者 | 6. 社 会 福祉 関係 従事 者 (就職 幹 旋 指導 員 を 含む 1 1 133 135| 129 
7. 工業 ・ 商 業 事業 主 , 経営 ・ 管 理 的 業務 従事 者 — — 135 135 129 

8. その 他 の 職業 従事 者 1 3 115 119 105 

1. タイ ビ ピスト, 速記 タイ ピスト, 秘書 3 5 565 573 587 

事務 関係 | 2. 点字 写本 係 , 校正 係 3 64 36 103 98 
従事 者 | 3. 事 務 員 1 ー 134 135 115 
4. 電 話 交換 + 2 648 650 667 

1. 事業 経営 者 , 商店 主 1 21 194 216 222 

らら の 2. セー ルス マン , 販売 員 il 4 87 92 99 
BT | 。 mercer A, 新聞 売店 販売 人 行商 人 9 33 42| 40 
4. 販売 代理 人 , 集金 人 , 商会 外交 員 6 4 76 86 89 

NM MC OTC ne a 9 108 117 108 
fe 事 者 | 2. 園芸 従事 者 , 園芸 用 地 管理 人 ーー 4 76 80 73 
3. RBH ( 養 凌 を 含む ) ーー 31 54 85 85 

1. 工 作 機 械 作業 員 26 = 875 901 917 

Zee ay, Vee ene 76 4 381 461 426 

3. 作業 監督 係 , 作業 検査 係 , 製品 検査 係 2 ー 154 156 152 

4. 容器 組立 て 工 , 箱詰め 工 , 包装 工 105 = 236 341 341 

5. 倉庫 管理 係 , 軍需 品 管理 人 お よび 補助 者 6 = 103 109 118 

6A, 2A RA 14 7 35 56 63 

7. 編物 Fier, 機械 編み ), 織 工 , RIVED 147 143 10 | 300 325 

技能 工 , 生 | 8. 家具 職人 , 家具 関係 機械 工 (ベッ トド 等 ) 158 4 21 183 182 
PENI RES «| AO ea Cee dE 。 り 517 104 17 638 717 
者 , 労務 作 |10. マ » ト fF り 271 10 7 288 306 
業 従事 者 11. 腰 か けい す 作 り 52 24 4 80 88 
TT Wor iy te 483 17 5 505 523 

13. 針 金 ak 52 2 6 60 58 
TAs or eee ee + al), 14 19 11 44 54 

15. ピ アノ 調 律師 15 167 80 262 274 

16. た きき 生産 従事 者 _ 10 11 21 14 

17. 技能 工 , 生産 加工 従業 者 67 6 302 375 400 

18. 一 KF BA 37 ー- 520 557 539 

APT SS MI 17 a 419 436 438 
雑役 従事 者 | 2. tics A, クリ ー= ニ ング 職人 a ーー 38 38 41 
3. 雑 役 104 5 341 450 483 

Mom oft | 2,187 | 732 | 6,510 | 9,429] 9,612 
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られ た こと , 第 2 に は , ある 成功 し た 数 種 の 盲人 の 職 
種 が 発表 され る と , 盲人 な ら び に 盲人 関係 者 た ち は , 
直ちに この 職種 に 盲人 を 就職 させ よう と し た . 第 3 に 
は , 盲人 の 成功 し た 職種 に つい て , 事前 の 基礎 訓練 な 
く し て , 職業 訓練 を 実施 し よう と し た こと で ある . 視 
カカ 障害 に よっ て 与え られ る 無数 の 苦痛 , ERR, AH 
Me, 非行 動 性 な ど は , トー マス ・ キ ャ ロ ル ( Thomas 
Carroll) 神父 の Blindness に も ゃ も 指摘 され て いる よ 
う に 20 に 上 る も の が ある . 

人 間 は 幼時 期 を 迎え る と , 自ら の 力 で 歩 こ うと す 
る . Lal, 盲人 に と っ て は 単独 歩行 は 最大 の 困難 と 
され て いる . EK, 方 向 感覚 , 平行 感覚 , 空間 感覚 
その 他 多 種 多様 な 感覚 が 不足 か ちこ な る . さら に 一 般 
KET CBR, 姿勢 , こと ば 使い , 身だしなみ , 
エチ ケッ ト , 社会 常識 な ど が 欠 除 し , 社会 人 か ら う と 
まれ た り , 軽視 され た り し が ち で ある . こう らし た 情況 
か ら 盲 人 自身 が 自ら を 保護 し た り , 外部 に 向かっ て 主 
張 し よう と する 結果 , さい 疑心 , 極端 な 自己 主張 , ま 
FeVETHIC EER, 自己 逃避 , 自信 喪失 者 な ど が 生ま 
poe OTS. 

この よう な 盲人 の も つ 諸 欠陥 を 解決 する こと な くし 
て , 直ちに 職業 訓練 を 行なう な ら ば , 仮り に いか に 有 
能 な 技術 者 を 作り 出し た と し て も , それ は しょせん, 
育 人 技術 者 で し か あり 得 な い . 

現今 の 先進 還 で は , ET, 盲人 か らい わ ゆ る 盲人 特 
有 の 習性 , BRC COXRBEL, いわ ゆる 「 盲 人 らし 
さ 」 を 取 除 いた うえ で , 職業 訓練 ユー ス に は いろ うと 
し て いる . その 順序 と し て , まず , 人 手 を 借り ず に 行 
動 し 得る た め の 単 独歩 行 訓練 や 補助 と し て の 盲導犬 が 
考え られ て いる . また 一 般 社会 か ら う と まれ , 非難 や 
冷笑 を 浴び な いた め の 生 活 訓練 (衣服 の 整え 方 , こと 
は 使い , 社会 常識 , 家事 , 礼儀 作法 な ど ) が 実施 され 
る . また , 方 向 の 認知 , 深 さ 広 さ の 認知 , 距離 , 長 
さ , 重 さ の 測定 , 平行 感覚 , 皮膚 ・ 筋 肉 へ の 反射 的 動 
作 の 暗記 な ど 1 元 感覚 を 多元 化す る た め の 感 覚 訓練 を 
行なう . 次 いで 本 人 の 希望 する 職種 の 判定 と , 忍耐 力 
の 養成 な ど を 目的 と し た 適合 訓練 が あげ られ る . 

こう し た きび し い 訓 練 に よっ て , ひと り 歩 き を 体 
得 し , 依頼 心 を な くし , 障害 に よる 自信 衰 失 の 状態 か 
ら 混 聞 期 を 乗越 を た 自ら の 能力 発見 者 と な る . この 過 
程 を 経た の ち , 本 人 に 適し た 職種 の 訓練 を 行なう こと 
に よっ て , 正常 人 と 何ら 変わ りな い 能 力 あ る 有 能 な 社 
会 人 に 転換 で きる の で ある . 今日 まで の 職業 開拓 面 に 
お いて は , 視力 障害 を 前 面 に 出し , 雇用 主 に 同情 と あ 


われ み を こい , それ に よっ て 雇用 を 可能 に し よう と し 
て きた . これ は 全く 逆 で , 要 は 盲人 の も つ 能 力 と 技能 
を 正常 な 価値 ある 商品 と し て 提供 し , 理解 と 協力 に よ 
っ て 個々 の 盲人 の 能力 に 応じ た 給与 を 要求 すべ き で あ 
っ た の で ある . 
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歩行 訓練 を 重要 視 し , CDBMDORDICKFERE 2 
カ年 の 特別 専門 ユー ス を 設置 し た り , ソビエト に お い 
て は 感覚 訓練 , 適合 訓練 の た め の 視 覚 欠陥 学研 究 所 を 
設け た り , ドイ ツ で は 盲人 の 障害 を 除く た め の あ ら ゆ 
る 科学 技術 が 動員 され つつ ある . 職業 訓練 は 決 CH 
雑 , 困難 な こと で は な く , ぢ しろ 職業 訓練 以前 の 基礎 
訓練 の 方 が 困難 で あり , た いせ つ で ある こと を 知ら な 
けれ ば な ら な い . 


訓練 終了 生 の 就職 あっ せん 

職業 訓練 ュー ス が 終わ り に 近づく と , まもなく 社会 
へ の 更生 復帰 が 始ま る . この 時 期 に な る と 生徒 た ち 
は , 失明 時 と 同じ 焦燥 感 と 不安 感 , それ と は 覆 の ささ 
や か な 希望 感 と 小さ な 理想 を も つ . つま り , HHT 
る 感情 が 一 つの 体内 に , 時 間 的 間隔 を お いて 交流 す 
る . この 時 期 に 最も た いせ つ な こ と は , プレ イス ォ メン 
ト ・ オ フィ サー (就職 あっ せん 者 ) と カウ ン セ ラー 
(生活 相談 係 ) の 仕事 で ある . 何 年 か か か っ て , 指導 
員 と 訓練 生 の 共同 作業 に より 作り あげ た 貴重 な 若芽 
b, この ぁ た り の 職員 が へ た な 指導 を する と 枯れ て し 
まろ . 湯 それ が ある 3.。| そそ で SRROSE RES. At 
以前 に も 増し て 困難 に な る . 

プレ イス メン ト ・ オ フィ サー は 訓練 終了 の 数 カ月 前 
か ら 本 人 の 能力 と 希望 に 適し た 就職 先 を 的 確 に 把握 
し , 何 回 と な く 就 職 先 に 出向 いて , 会 社 の 経営 者 , 労 
務 担 当 者 , 労働 組合 役員 ら に 対し 盲人 の 能力 を 説明 
し , 理解 と 協力 を 得る よう 努力 し な けれ ば な ら た ない . 
受入 れ 側 えさ ら に 訓練 生 が 将来 従事 する で あろ う 職 
種 , 作業 環境 な ら び に 会 社 の 沿革 , 事業 内 容 な ども 熱 
知 し て お く 心 要 が ある . こう し て 数 種 の 会 社 を 選ん だ 
の ち , 訓練 生 を それ ぞ れ の 会 社 に 見 学 に 行か せ , 希望 
に 応じ て 就職 先 を 決定 する こと に な る . も ちろ ん , H 
金 き 盲人 ゆえ 高く な っ た り , 低く な っ だ りす る こと 
は 厳 に 注意 し な けれ ば な ら な い . あく まで も ゃ 一 般 従 業 
員 と 同様 な 扱い と 待遇 を 依頼 する 必要 が ある . DIY 
セラ ー は , この 時 期 に お いて 訓練 生 の 心情 変化 を 的 確 
に 把握 し, その 変化 に 応じ た カウ ゥ ン セ リン グ を 行なわ 
な けれ ば な ら な い . 
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就職 か ほぼ 確定 する と , 準備 期間 と し て 学校 また は 
トレ ー ニ ング セン ター か ら 就 職 予 定 先 へ 通勤 させ , fF 
業 内 容 , 作業 手順 , その 他 に つい て 京 知 さ せ 実 習 さ せ 
る . この 期間 中 は プレ イス メン ト ・ オ フィ サー と 歩行 
訓練 教師 は 訓練 生 と 行動 を 共に し , 1 日 も 早く 就職 先 
の 環境 に 慣れ , 友だち を 得 , 安心 し て 会 社内 や , 通勤 
途上 の ひと り 歩 き が で きる よう 配慮 し な けれ ば な ら な 
い . 訓練 生 の 能力 の 個人 差 に よっ て 多少 の 逢い は ある 
が , 約 1 ヵ 月 か ら 2 ヵ 月 , こう し た 段階 を 経た うえ で 
就職 が 決定 され る . 就職 決定 後 も る プ レイ スメント ・ オ 
フィ サー は 約 1 カ ヵ月, フォ ロー アッ プ (事後 指導 ) を 
する こと が 必要 で ある . し か し , 問題 は この フォ ロー 
アッ プ の 時 期 を いつ 切上げ る か で ある . 長く な れ ば 依 
頼 心 を 助長 し , 短 か け れ ば 焦燥 感 に か られ , つい に は 
せっ か く の 就 職 も ぢ だ に な る お それ が ある . 

盲人 は グル ー プ を 作る と 障害 に ょ る 共通 感 が 基礎 に 
な っ て , 一 般 社会 と の 交流 を うと まし く 感 じ が か ち で あ 
る . し た が っ て , 就職 先 の 割当 て は 500 人 以下 の 企業 
に あっ て は 1 人 (作業 場 が 二 つ 以 上 の 工場 で は 2 A), 
500 人 か ら 1000 人 まで の 企業 に あっ て は 2 一 3 人 , 
1000 人 か ら 1500 人 の 企業 に あっ て は 5 ADE BLS 
れ て いる . これ は せっ か く ぐ く 一 般 社 会 に 浴 け こみ , BA 
自ら 盲 人 で ある こと を 忘却 し て いる 状態 を 守る た めで 
Hol, 全 企 業 に 盲人 を 多く 送り こん で グル ー プ を 作 
っ て , 盲人 意識 に こ に とらわれ る こと の な いよ うに する た 
めで ある . 
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, 一 般 従業 員 に と っ て も , この 上 な い 障 害 と 璧 を 作 
aoa ゝ な ら な い . 

HMS 
イス メン ト ・ オ フィ サー が 専門 職業 と し て , 現在 各国 
に お いて 国家 また は 民間 に お いて 養成 され て いる . 


盲人 の 職業 範囲 

旧来 の よう に , 一 定 の 職種 に 限定 する 固定 的 な 概念 
を その まま お し 進め る な ら ば , 盲人 の 職業 は 必然 的 に 
縮小 せ ざ る を 得 な いで あろ う . これ に 反し , 個々 の 盲 
人 の 能力 の 可能 性 を 基盤 と し て 職業 を 考え る な ら ば , 
その 職域 は 無限 大 に 近く 発見 する こと が で きる . 盲人 
に 適し た 職業 は 何かと いっ た こと で は な く , この ひと 
り の 盲人 に 何 が 適し て いる か と いう こと が 今後 の 目標 
と な る . 1969 年 5 月, ソ ビ ェ ト 連 邦 厚生 省 第 1 次官 
が 来 日 し た と き , 「 宇 宙 飛 行 士 以外 の 職種 な ら ば , ど 
ATOR Cb BAILA BE CHS I EW EREMH 


っ た が , 21 世紀 に 向かう 盲人 の 職業 範囲 を 示唆 し た 
貴重 な こと ば で ある . 

盲人 は 絵 が 書け な い , と いう こと を 今日 まで よく 耳 
に し た . し か し , イギリス で は 30 歳 で 中 途 失 明 し た 
全く 絵 に は 無 経験 の 盲 婦人 が , 努力 と 訓練 の 結果 60 
歳 の 現在 , 絵 の 個 戻 を 開き , か つ 絵 を 描く こと に よっ 
て 生活 を 営ん で いる . また , 栃木 県 鹿沼 市 の 鈴木 敏之 
は , 中 途 失 明 者 で ある が これ また 油絵 の 個展 を いく た 
びと な く 開 いて いる . 一 般 に 盲人 は 発明 が で き な い と 
考え られ て いる が , ソビエト 連 邦 で は ある 種 の ピス ト 
ル の 考案 者 が 生ま れ て いる . 盲人 に は 近代 科学 の 粋 で 
ある 工業 や 複雑 な 機械 を 操作 する こと は , 至難 中 の 至 
難 で ある と 考え られ て いる が , アメ リカ の 原子 力 モ ン 
RUG BA, オラ ンダ の 大 型 電 子 計算 機 の 何 万 回 
線 も の 配線 を 仕事 に し て いる 盲人 た ちゃ も いる. ERE 
人 に は 重工 業 用 の 巨大 な 機械 や , ベル ト ュ ン ベ ア 作業 
を 操作 し 得 な た いと 考え る 人 びと も ある が , ツ ソビエト 連 
邦 や イギリス , ドイ ツ の 自動 車 工業 , 重工 業 に 従事 す 
る 盲人 工員 の ある こと を 知る 必要 が ある . また , イン 
KF, アフ リカ に お ける 農業 訓練 セン ター で , トラ クタ 
ー を 使っ て の 農耕 訓練 に 従事 する 盲人 , また 架線 工 
事 , 山林 の 開 括 , 土地 の 人 造成 に 従事 し て いる 盲人 も あ 
Bs 

以上 の ょ うに 実証 し て いる 姿 を 無視 する な ら ば , 盲 
人 の 職域 は 依然 と し て 限定 され , 盲人 に 何 が 適し て い 
る か と いう 論議 を 繰 返 さ な けれ ば な ら な いで あろ うら. 
しろ, 英 ・ 米 ・ ツ 連 の ょ よう に 盲人 の 職種 を 限定 し な 
いこ と が , 盲人 の 職種 を 拡大 する 秘 義 と も な る . 


国家 保障 と 盲人 職業 “ 

従来 , 盲人 の 国家 保障 に つい て は , 各国 各 様 な 施策 
を と っ て きた が , 基本 を 流れ る 概念 は , 保護 対象 者 と 
し て 扱っ て きた よう に 思わ れる . 多く の 先進 国 に お い 
て は , 障害 年 金 の 放 給 や 最低 生活 を 保障 した. EK, 
一 部 の 国 に お いて は 介護 人 手当 , その 他 障 害 に よる 不 
便 ・ 不 自由 を 除去 する た め の 手 当 が 到 給 され た . bE 
DAA, これ は 障害 の 程度 に よっ て は 必要 で あり , RE 
も 持続 され る べき で ある . し か し , 障害 中 心 の 保護 対 
象 と 能力 を 中 心 に し た \ 投 資 、 対策 と は お おのずから そ 
の 性 格 を 異 に する . 盲人 で ある が ゆえ ぇ に 一 律 の 能力 を 
AL, 一 律 の 欠陥 を 有する こと は あり 得 な い . 人 の 指 
紋 が ひと り ひ と り 異 な る の と 同様 に , 視覚 障害 の ほか 
に , 潜在 能力 , 情緒 , 体力 , 本 人 の 希望 , TAB A 
PME, あら ゆる も の は 異な っ て いる は ず で ある . 
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こう し た こと を 基盤 に する と き , 一 律 に 障害 中 心 の 保 
護 施 策 を 行なう べき か , ある い は 個々 の 能力 , 生活 散 
RE, 意欲 , 訓練 成功 の 可能 な ど を 基礎 に し た 判定 の 5 
え に 立 っ て 投資 対策 を と る べき か が 先進 国 に お いて 検 
討 さ れ 始 め た . CORR, 後者 を と る べき で ある と す 
る 考え が 優先 し , 失明 の 発生 時 に お いて 心理 学者 , 医 
学者 , 科学 者 , 教育 者 な どの 専門 家 集 団 の 判定 と 測定 
に より , 盲人 個人 の 将来 へ の 計画 が , 公私 の 別 を 間 わ 
ず 人 道 的 責任 に お いて 考え られ る よう に な っ た . そこ 
CHE, 有 能 な 社会 人 と し て 復帰 可能 な 盲人 に 対 し て 
は 育英 資金 , 訓練 費 , 教材 費 , 生活 費 な ど が 惜しみ な 
く 投資 きれ て いる . 1968 年 の 各国 に お ける ト レー= 
ング セン ター の 1 人 当たり の 公費 の 負担 額 を みる と, 
HAW 2 万 2000 円 に 対 し , アメ リカ 25 万 円 , イ ギ リ 
ス 10 万 円 , オラ ンダ 10 万 5000 円, マレ ー シア 4 万 
5000 円 と な た っ て いる . この よう に , 更生 可能 な 盲人 
に 対 し て は , FEEBILSMORRBARAL TS. こ 
の 投資 は 必ず 恒 元 さ れる と いう 基本 概念 に 基づく も の 
で ある . 盲人 が 更生 復帰 すれ ば 社会 の 人 手 不足 が 充足 
Sh, か つ 一 般 人 同様 , 盲人 か ら も 税金 が 支払 われ 
る . また , 今 ま で つけ て いた ヘル ペパー や 介護 者 の 必要 
も な く な る . それ は 年 金 を 終生 支払 う よ り も , LOE 
済 的 で ある . また , 盲人 自身 も 終生 , 国家 社会 か ら 年 
金 と か , その 他 の 形 で 恩恵 を 受け る 被 保護 者 と し て 
の , 肩身 狭い 卑屈 感 に と ら わ れる こと な く , 堂々 と 一 
市 民 と し て 義務 を 果たし た 満足 感 に ひたる こと が で き 
る と いう 合理 的 な 考え に 立つ も の で ある . お そら く 世 
界 の 盲人 を 対比 する と き , 先進 国 , 後進 国 を 問わ ず , 
その 能力 の 違い に お いて は 大 差 は な いと いわ れ て い 
る . し か し , 必要 な 時 期 に 必要 な 訓練 を 怠っ た り , = 
た , 必要 な 教材 ・ 教 具 の 到 給 .、 その 他 の 経費 を 節約 し 
た りす る と , 伸び る 可能 性 の ある 者 も , その 伸張 は ス 
トッ プ す る . 先進 国 と 後進 国 の 盲人 の 間 に , 大 き な 開 
き が 見 られ る の も 時 期 を 逸し , 経費 を 節約 し , 測定 と 
判別 を 間違っ た か ら に ほか な ら な い . 

他 面 , 社会 復帰 の で き な い 盲人 対策 と し て は , きめ 
こま か い 年 金 制度 の 実施 や 専門 医師 に ょ る 医学 的 療法 
や 教職 員 の 集団 に よる 細部 に わた る 教育 方 法 を と る 必 
要 が ある . 

この よう に 盲人 個々 の 状態 に 応じ た 細分 化 さ れ た 施 
策 と 保障 が 確立 され , ある 者 は 保護 の 対象 者 と し て , 
ある 者 は 社会 復帰 へ の 投資 の 対象 者 と し て 考え られ る 
こと が , 21 世紀 に 向かう 新しい 方 法 と いわ れ て いる . 


盲人 工場 ・ 底 護 工 場 ・ 一 般 工 場 と 盲人 職業 
盲人 を 特定 の 職種 に つけ , 限ら れ た 工程 で 単純 作業 


- を 行ない , で き あ が っ た 製品 を 定まっ た ルー ト に よっ 


て 販売 し , 利益 を 目的 と せ ず , B< cLicCBoLzES 
が い を 感じ させ る た め に 作ら れ た の が 盲人 底 護 工場 

(sheltered workshop) で ある . いい か えれ ば , PE 
護 を 目的 と し た 盲人 の 集団 職場 で ある . か つて アメ リ 
ヵ カ に お ける 陸海空 軍 の シー ツ や まく ら カ バー の ミン シン 
か け , ヨー ロッ ズ ペ 諸 国 に お いて 実施 され た モッ プ , た 
Fab RBA, NED SE) BEM ES es, 
つく え , と うら かご, くつ 下 編み な どの 仕事 が それ で あ 
る . DED, 日 本 を 除く 諸 外 国 で は , 盲人 の 職業 は 授 
産 場 に お いて 1 世紀 以上 に わた り , 伝統 職業 と し て 受 
継が かん て きた . こう し た 過去 の 歴史 的 経験 か ら , 一 部 
の 有 能 な 盲人 を 集め て , 利益 を 目的 と し た 工場 の 経営 
が 可能 で ある こと が 判明 し た の で , 単純 に し て 製品 の 
品質 の 良否 を 度外視 し た 生産 工程 か ら , や や 高度 な 生 
産 工程 と 品質 の 良否 を 厳重 に 検査 する 段階 へ と 高まっ 
た の が 盲人 工場 で ある . し か し , これ と て も 生産 は 上 
が る も の の , 赤字 の 程度 が 授産 場 よ り 少 な く な っ た と 
いう 状態 に 過ぎ な い . こら し た 中 で , 職業 訓練 セン タ 
ー を 卒業 し た 盲人 工員 を 集め て 盲人 工場 を 経営 し た 結 
果 , 黒字 に な る こと が 実証 され 始め た . そし て , 生活 
・ 職 業 訓練 セン ター を 卒業 し た 優秀 な 盲人 工員 に よっ 
て 運営 され て いる 純然 た る 企業 と し て の 近代 的 盲人 工 
場 も ある . 

底 護 工場 に 類似 し た 盲人 工場 は , 保護 対象 と し て 扱 
われ て いる た め 給 料 も 僅少 で ある . し か し , 利益 を 上 
げ る こと を 目標 と し て いる 背 人 工場 に あっ て は , BA 
工員 に 対し , 一 般 企 業 な み の 賃 金 を 放 払い , 被 保護 者 
LC で は な く M 往 会 人 ちら し て 。 独 普 人 ま し て の 義務 
と 権利 が 与え られ て いる . アジ ア で は 1958 年 に 創設 
され た 香港 の 盲人 工場 が あり , ソビエト ・ ロ ン ア に お 


~ いて は 1941 年 以来 設立 され た 252 の 盲人 工場 が あ 


る . この ソビエト ・ ロ シア の 盲人 工場 は 軽工業 か ら 重 
工業 に わた り , 年 産 額 3 億 5000 万 ルー ブル ( 1400 億 


- 円 ) を あげ , これ に よっ て 6900 万 ルー ブル ( 276 億 


円 ) の 利益 を 得 て い る . ここ で は 国家 に 対 し 25 パー 
セン ト , 約 70 億 円 の 税金 を 払い , 残り 約 200 億 円 が 
家人 た ちの 技術 研究 と 生活 向上 の た め に 使わ れ て い 
る . 

これ ら を 職業 ・ 生 活 訓練 セン ター 卒業 後 , プレ イス 
メン ト ・ オ フィ サー の 努力 に よっ て 一 般 工 場 に 働く 盲 
人 工員 と 対比 する と , 給料 に お いて は 能力 に 応じ 差 は 
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な い が , 環境 に お いて 大 き な 相 違 が 見 られ る . す な わ 
ち , 近代 的 盲人 工場 に お いて は , 同僚 は すべ て 盲人 ま 
た は 形 人 の 理解 者 で ある . その うえ , 設備 , 機械 は 盲 
人 の た め に 特に 配慮 され , く ぁ うさ れ て 作ら れ て い 
る . これ に 反し , 一 般 工場 に 働く 場合 , 周囲 は すべ て 
晴 眼 者 で あり , Ee, 設備 や 機械 も いっ さい 盲人 用 と 
し て は 作ら れ て いな い . 前 者 の 近代 的 盲人 工場 の 必要 
性 を 唱え る の が 共産 圏 諸国 で あり , 一 般 工 場 へ 進出 さ 
せる こと を 主張 する の が 自由 圏 諸国 で ある . SHAM 
国 の 盲人 工場 償 定 論 は , 盲人 工場 が いか に 近代 化 さ れ 
LOE, それ は けっ きょく 盲人 の 集団 職場 で し か あり 
得 な た いと する . し か し , 一 般 工 場 に 就職 し た 盲人 は , 
や が て 自ら は ほ 育 人 で ある こと を 忘れ , 社会 和 人 と 肩 を な 
bAR She UCOm) Bitz b> ま OIG 
る . これ こそ が 盲人 の 真 の 社会 復帰 で ある と し て い 
る . 


盲人 の 農業 訓練 
THROBAARIE, 1500 万 と 推定 され てい る. そ 
の う も 農村 地区 に 居住 する 盲人 は 1000 万 以上 と いわ 
れ て いる . ころ し た 多く の 農村 盲 人 た ち は , 1954 年 
の パリ に お ける 第 1 回 世界 盲人 福祉 会 議 の ころ まで 
は , ほとん と 農 業 家庭 の 家事 手伝い , 留守 居 役 , 子守 
り を し , 器用 な 盲人 は 簡単 な 農耕 作業 また は な わ 編 
A, ぞう ろり づく り , Hrigh Ze EO 仕事 に 従事 し て き 
Tee MUNIN る と 5 組織 だ っ た 企画 性 を も っ た 科学 的 
基礎 訓練 を 受け る こと な く 放 置 の 状態 に あっ た と いえ 
る . その 後 1955 年 , 日 本 に お いて 開催 し た 第 1 回 ア 
ジア 盲人 福祉 会 議 , 1959 年 の ロー マ の 第 2 回 世界 盲 
人 福祉 協議 会 総会 を 経て めざまし い 発 展 を 遂げ び , = 。 
ー ヨ ー ク の 第 3 回 総会 まで に 農業 訓練 セン ター が 19 
カ国 に 設立 され , 多く の 有 能 な 定 人 た ち が 訓 練 を 受け 
て , 農業 に 従事 し て いる . 中 で も 有名 な の は アフ リカ 
の ウガンダ ギリ シン ピ ' イン ド の ククリ ミル ピタ 万 の 
タラ マハ ラパン の 訓練 セン ター で ある . 農業 訓練 を 実 
施す る 場合 , 特に 留意 を 要する 点 と し て , 生活 訓練 ・ 
感覚 訓練 (特に 音響 訓練 と 方 向 訓練 ), 歩行 訓練 , 適 
合 訓練 な どの 基礎 的 訓練 を 重要 と し て いる こと で あ 
る ・. 農業 訓練 の 専門 ユー ス に は いる 場合 , 教師 や 家族 
の 希望 に よっ て 職種 を 選定 する の で は な く , 盲人 個人 
の 適性 と 能力 に 応じ て 自由 な 選択 を させ る 必要 が あ 
る . これ ら 各 国 の 農業 訓練 セン ター や 国際 連合 を は じ 
め と する 国際 盲人 援護 機関 が , 農村 盲人 に 可能 な 職業 
訓練 課目 を , 次 の よう に 発表 し て いる . 





G) 農 業 , 林業 , 予備 耕作 

穴 掘り , 伐採 ゴム 園 の 管理 , ゴム の 採集 , 施肥 , 準 
i, 除草 , FAO, BES, CAD, 農作物 の 販売 , 
食用 油 用 豆類 ・ 綿 花 ・ 野 菜 な どの 栽培 , Abo, あ 
ぜ 造 り , HAO, 殺虫 剤 の 噴霧 , 各種 農作物 の 取 入 
れ , 市 場 販 売 作業 な ど . 

(② 果 樹 園 , 園芸 温室 栽培 
苗 の 育成 , つぎ 木 , BREIL OR, 殺虫 剤 の 噴 
%, 果実 の 取入れ . 

(3)(EFA RES 
観賞 樹 の 育成 , 花輪 ・ 花 東 の 製作 , 婦人 用 装飾 花 の 育 
成 , 花屋 の 経営 . 

(④ 家 畜 の 飼育 

4, 3B, Oe, Sie, うさ ぎ な どの 飼育 F, SRO 
上 度 は ぎ と 採 肉 , 肉 の 販売 . 

(⑤) 和 牛馬 , 動力 式 工作 機械 に ょ る 耕作 

(6) BRE 

乳 し ぼり , 乳牛 の 飼育 , 牛乳 販売 , 牛乳 加工 品 (チー 
A, バタ ー, 菓 子 類 ) の 製造 と 販売 . 

(⑦ 養 凌 
食用 ・ 採 卵 用 の 鶏 の 飼育 と 雌雄 の 選別 . 

(⑧ 農 村 地 域 の 小 企業 , 家内 工業 
竹 , な わ , し ゅ ろ な ど を 材料 に し た 各種 加工 品 の 製 
作 , RIL, 陶器 , 民芸 彫刻 , 魚 網 , ス ポー ツ 用 ネッ 
ト , た ば こ 加 工 , は た 織り . 

(9 露天商 , 小売 商店 の 経営 

Q⑩ そ の 他 農業 セー ルス マン , 農業 保険 勧誘 員 , 農 
(POE BA Ts. 

以上 の ょ よう に, 実に 多 方 面 に わた る 盲人 農業 職 が 可 
能 で ある こと が 実証 され る . し か し , 「 職 業 訓練 以前 
の 訓練 」 で 述べ た よう に 盲人 が 農業 訓練 セン ター を 卒 
業 し た か ら と いづ で や も" ブレ イス メ ン Pa ae 
や カウ ン セ ラー の 適切 な 指導 と 助言 が な けれ ば , 就職 
は 不可 能 で ある . Tetum BABA 
の 就職 に つい て は , 都市 に お ける 就職 あっ せん と 異な 
り , 特別 な 配慮 が 必要 で ある . 外国 に お いて は 卒業 者 
に 対し て , 更生 仕度 準備 金 を 貸与 ・ 放 給 し た り , 耕作 
地 や 山林 を 提供 し て いる 事例 も ああ る. アフ リカ に お い 
て は 形 婦 人 は 全く 廃人 と し て 扱わ れ て いた が , 訓練 を 
受け た 盲 婦人 た ち は , 育児 , 家庭 管理 な ら び に 農耕 技 
術 を 会 得 し , 一 般 農 婦 人 より ゃ も 向上 し つつ ある と いう 
報告 は 注目 すべ き で ある . 特に 農村 に お ける 育 婦 人 の 
結婚 問題 は 都市 に お ける それ より も , 世界 的 に 困難 と 
され て いた が , 農業 訓練 て ンタ ー を 卒業 し た 盲 婦人 の 
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場合 , 以前 と は 比較 に な ら ぬ は ほ と ど 結 婚 の 機会 に 恵まれ 
て いる と いわ れる . し か し な が ら , 農村 に は 古い 因 
HE, 迷信 , 伝統 な ど が 根強く は び こ り , KER, り っ 
ぱに 訓練 を 終え て 有 能 な 盲人 農業 従事 者 が で きた と し 
Cb, 常に 周囲 の 圧迫 や 排 撃 を 受け が ち で ある . し た 
が っ て , 就職 か が かつ ごう よく 運ぶ だ け で 安心 する こと な 
く , 強固 な 意志 と 自信 , 積極 性 が 要求 され る の で あ 
る . (岩橋 英 行 ) 


専門 職業 


就業 能力 

今日 まで , 多く の 盲人 が 知 的 な 訓練 を 受け , また 実 
務 に つく よう 訓練 され て いる . BAC COL 5M 
を 受け る だ け の 能力 が ある こと は 当然 で ある . し か 
し , その よう な 能力 が あっ て も , 盲人 が 自分 の 選ん だ 
職業 に 就け る 機会 か ある と は 限ら な い . 雇用 者 側 の 考 
を 方 に も 偏見 に 近い も の が あり , また か れ ら の 目 に は 
愛 慮 すべ きこ と と 映る こと が ら も ある . た と えば , B 
字 書 を 読ん を で くれ る 人 の 問題 , 行動 上 , 実務 面 で の い 
ろ い ろ な 制約 な ど で あ る . そこ で , これ ら の 障害 を 乗 
越え , さら に 成功 する た め に は , 職業 に 就 こう と 思う 
填 人 が 競争 相手 に な る 晴 眼 者 より も さら に 多く の 訓練 
を 受け , 努力 する 必要 が あり , 有 能 で な けれ ば な ら な 
い . FER, 盲人 専門 の 職業 と し て 広く 一 般 に 認め られ 
て いる 職業 も あれ ば , それ に 準ずる 職業 も あり , また 
きわ め て 優秀 な 盲人 だ けが で きる 職業 も ある . し か 
し , 必要 な 援助 か あれ ば , 盲人 に 不可 能 な 職業 は な い 
の で は ある まい か . 盲人 に 適し た 職業 を 考え る に 当 た 
っ て , それ を 二 つ の グル ー プ に 分 け て みよう. 一 つ は 
盲人 た ちの 間 で の 仕事 で あり , 他 は 晴 眼 者 を 競争 相手 
と する 分 野 の 仕事 で ある . 


盲人 間 の 職業 

[管理 者 ( agency executives )] 盲人 リハ ビリ テー 
シュン と し て の 事務 所 の 管理 者 は , 他 の 盲人 た ちの た 
め の 仕 事 の 代表 者 と し て , 十分 その 責務 を 果たせ る か 
どう か が 問題 で ある . それ に は 次 の 四 つ の 集団 に 対 し 
て 責任 を 負っ て いる . すなわち , 第 .1 は 上 司 に 対し 
て , 第 2 は 個人 的 に も 経済 的 に も 援助 を 受け て いる 人 
びと に 対し て , 第 3 は か れ の 仕事 が 福祉 に つなが る 盲 
人 に 対し て , 最後 は か れ の 事業 所 の 目的 を 実施 し て い 
く 職員 に 対し て で ある . 

た し か に 盲人 の 管理 者 に は , 忠実 で 調和 の と れ た 職 


員 が 必要 で ある , LAL, この こと が が な えら れ た と 
し て も , 盲目 の か れ は 職員 や 盲 人 や 援助 を 受け て いる 
人 びと の 意 に 十分 報い る こと が で きる だ ろう ら ろか. この 
よう な 重要 な 職 に つく 人 は や は り 視 力 を 必要 と する の 
で は た ない か, と 経営 者 が 愛 2 る か ら で あ る . 

で は , 現状 で は どう か . 今日 , アメ リカ の 盲人 リハ 
ビリ テー ショ ュ ン 州立 事業 所 に 48 人 の 管理 者 が いる が , 
その うち 盲人 は わずか に 15 人 で あり , 都市 や 地区 や 
州 単位 で 活動 し て いる 私 立 の 事業 所 で は , 76 人 の う 
ち 7 人 が 盲人 で ある と いう . た だ し , この 数 字 に は ア 
メリ カ 最 大 の 州 に 30 DAH LO 私 立 事 業 所 の 人 数 
が 入っ て いな い が , この うち 16 人 が 盲人 で ある . 

[リハ ビリ テー ショ ン 関 係 ] ワン ント ン に ある 職業 
更生 局 ( Office of Vocational Rehabilitation) に よる 
と , 約 100 人 の 盲人 が 盲人 の リハ ビリ テー ショ ュ ン 州立 
事業 所 に 雇 わ れ て いる が , その 職種 は 就職 韓 旋 , BA 
の た め の リ り リハビリテーション 事業 の 監督 , 工業 面 の 専 
FIR, BADKHOVACVF—VYav-ADYHRF 
ー, 就職 前 の 訓練 所 に お ける 指導 員 な ど で あ る . これ 
ら の 職場 に いる 盲人 は , 一 般 に 優先 権 が 号 え られ て い 
DD, それ 職業 更生 局 の 理解 ある 建設 的 な 政策 の た 
めで ある . 

[家庭 訪問 教師 〕 家庭 訪問 教育 と は , 中 途 和 失明 者 を 
自宅 で 教育 する こと を 意味 する も の で , 19 世紀 中 ご ろ 
イギリス で 始ま っ た . その ころ の 家庭 訪問 教師 の お も 
な 目的 は 宗教 的 慰安 を 施し , 点字 の 読み 書き を 教え る 
こと で あっ た が , 今日 で は 宣教 師 や 単なる 教師 だ け で 
は な く , ソー シャ ル ワ ー カ ー と し て の 務め の 方 が 重き 
を な し て きた . さら に 盲人 を 適職 に 就 か せる た め , 全 
般 的 な 教育 と 社会 福祉 上 の 訓練 を 完全 に 授け ね ば な ら 
tay’ 

アメ リカ で は 盲人 で ある た め に , 家庭 訪問 教師 に な 
る 資格 が な いと は 考え られ て いな い . か えっ て 盲人 の 


家庭 訪 問 教師 の 方 が , 盲 と いう 障害 を 克服 し て 自 か ら 


身 に つけ た 諸 技 能 を 見 せる こと が で きる の で , PRE 
明 者 に は 非常 に 効果 的 で ある . 盲人 の 家庭 訪問 教師 が 
生徒 と の 間 に か も し 出す 共鳴 と 相互 理解 は , 盲 と いう 
事態 が も つ 暗 い 陰 を 消 散 さ せる だ ろう し , 生徒 に と っ 
て は 生き た 手 本 で あり , 自立 と 勇気 の よい 見 本 で すら 
あろ う . 

イギリス で は , 家庭 教師 の 職 は 盲人 に と っ て アメ リ 
カ ほ ど 開 放さ れ て お ら ず , その 大 半 を 晴 眼 者 が 占め て 
いる . 理由 は いろ いろ ある だ ろう が , お そら く 経 済 上 
の 理由 が お も で あろ う . 
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[ 盲 学校 の 校長 ] アメ リカ の 盲 学校 の 大 半 は 州立 で 
あり , 州 の 教育 局 か ら 何 ら か の 監督 を 受け て いる . そ 
れ ゆ え , ある 州 で は 校長 の 職務 は 政治 に 従属 し , この 
こと が 了 攻 機 応変 の 処置 を 妨げ て いる . この た め に 全 州 
で 全盲 の 校長 は 男 2 人 , 女 1 人 に 過ぎ な い . お そら く 
校長 と いう 職 が 管理 職 で ある た め , 盲人 を 管理 職 へ 採 
用 する の を た め ら うら の で あろ う . 

[ 盲 学校 の 教職 員 ] 教育 を 受け た 盲人 に と っ て , 盲 
学校 の 教師 は , 一 見 理想 的 な 職業 の よう に 思え る が , 
盲 学校 が 吸収 し うる 教師 の 数 に は 限度 が ある . な ぜ な 
ら , 学級 の 監督 , 礼儀 作法 の 指導 , 事務 一 般 な どの 理 
由 で か な り の 晴 眼 者 の 教師 を 必要 と する か ら で あ る . 

大 半 の 盲 学校 で は 全盲 の 教師 を 雇 うと き 母 校 の 卒業 
生 を 採用 する . それ は 仕事 の 内 容 を すでに 知っ て いる 
か ら で あ る . 盲 学校 に 就職 し た 全盲 の 教師 は , 腰掛 け 
的 に 就職 する の で は な いか ら , 転職 か が ほとんど な い . 
盲人 の 教師 の 比率 は 学校 に よっ て 違う が , 何より も 校 
長 の 考え 方 に 左右 され る . 

アメ リカ の 盲 学校 に お ける 視力 障害 者 の 教師 の 受 持 
つ 教 科 は だ いた い 次 の よう な も の で ある . 音楽 (ピア 
ノ ・ バ イオ リン ・ 合 唱 ・ 声 楽 を 含む ), 職業 (手工 ・ 
工芸 ・ 職 業 な ど ) 小学 部 各 科 , ピア ノ 調 律 , AS, 高 
Smee, 体育 , 数 学 , 自然 科学 , 管理 職 , 英語 , 図 
書館 司書 , 社会 科 , 家政 , 幼稚 園 各 科 , 重複 障害 学級 
( 盲 ろう 学級 ), 





晴 眼 者 を 競争 相手 と する 分 野 で の 職業 

盲人 の 職業 上 の 成功 の 度合 は , 盲人 自身 の 資質 や 能 
力 , 直面 する 環境 や 偏見 に 左右 され る . 盲人 が 職業 上 
成功 する こと は むず か し い が , か れ ら の 多く は 努力 を 
重ね て 成功 し て きた . 個人 営業 で 生活 し て いる 盲人 が 
直面 する 問題 点 と , ある 組織 の 中 で 働き , 上 司 に 自分 
の 能力 を 示さ ね ば 信用 し て も ら え な い 盲 人 の 抱く 問題 
点 と は 同じ で な い の で , どちら の 職業 が 比較 的 容易 で 
ある か は 両方 の 職業 を 経験 し た 人 に し か わか ら な い . 
失明 時 期 が 職業 上 の 成功 と 直接 関係 か ある か ど 25 
か . また , 職業 観 と は ほど うか な ど に つい て 行なっ た 調 
査 は , RHR, 教育 と 職業 訓練 を 受け た 盲人 は , 自分 
の 職業 に 熱心 で あり , 他人 に ゃ その 職 を 勧め る 傾向 が 
ある が , 職業 を 身 に つけ て か ら 和 失明 し た 盲人 は , 自分 
1 人 は 完全 に その 職 を 遂行 で きる に も ゃ か か わら ず , 他 
の 盲人 が 自分 と 同じ 道 を 歩く の を 勧め よう と は し な い 
と いう 興味 ある 結果 を 示し て いる . 

[法律 関係 の 職業 ] 一 般 に 法律 関係 の 職業 は 過剰 気 





味 で , 晴 眼 者 で も この 世界 で 身 を 立て る の は 容易 で な 
いか ら , 盲人 で は さら に 多く の 問題 が あり , MACE 
そう な 人 は , きわ め て 優秀 な 人 に 限ら れる . 法律 研究 
に 真 に 重要 な の は , 高い 知能 と 仕事 へ の 意欲 で ある . 
し か し , 実務 に つい た 場合 , 盲人 弁護 士 に は 多く の 
難点 が 生じ て くる . それ は 各地 の 法律 事務 所 で は か れ 
ら を 所 員 と し て も 雇 お うと し な い . し た が っ て , 初め 
て の こと は 経験 し よう に ゃ も その 方 法 が わか ら な いた め 
CHS. も し 自身 で 事務 所 を 開く と , 秘書 を 雇う た め 
経費 が か さ み , 最初 の 数 年 間 は 収入 も 少な く , 生活 費 
4 Coe. 
BAHL, 特定 の 分 野 の 法律 だ け を 専門 に する 
の も 一 つ の 行き 方 で ある が , その よう な 仕事 の 分 野 に 
は , 離婚 , 後見 人 , 養子 の 問題 , 貸金 の 徴収 , 所 得 報 


告 書 の 作成 準備 な ど が 含ま れる . 法律 の 研究 を し て お 


け ば , 中 央 や 地方 の 政府 機関 の 職 に つく 可能 性 も 出 て 

CB 

盲人 に よっ て 行なわ ち れ て きた 法律 関係 の 仕事 に は 次 
の よう な も の が ある . 

(1) 微 収 の 仕事 : 月 弁 払 いや 他 の クレ ジッ トト 方 式 を と 
る 販売 店 の た め に , 駄 払金 の 徴収 を する . 

(2) カ ウン セリ ング 協会 (Corporation Counsels 
Office) の 業務 :① 予 知 さ れ た 被害 を 怠 漫 の た め に 
受け た 原告 側 の 調査 . ② 訴 訟 問題 の 判定 と 整理 .③ 裁 
判 進行 に 関す る 申請 書 の 準備 . ④ 法 廷 に お ける 申請 書 
の 討議 . ⑤ 立 法 に 関す る 意見 や 草案 の 作成 な ど . 

(3) 法 務 長 官 局 ( Attorney General Office ) の 仕 
事 ・ 内 容 は (2) と ほぼ 同 じ . 

(④ 保 険 会 社 の 調停 者 . 

⑤) 社 会 福祉 施設 な どの 顧問 弁護 士 .… 

(6 法律 相談 所 の カウ ン セ ラー と し て 才 護 依頼 人 の た 
め の 訴 訟 指導 や 法律 上 の 助言 . 

(⑦ 抵 当 権 行使 に 関す る 鑑定 人 . 

⑧ 破 産 者 の 管財 人 . 

9⑨ 不 動産 会 社 の カウ ン セ ラー と し て 賃貸 借 契約 の 準 
fii, 立 退 き 執行 や 使用 料 に つい て の 指導 . 

この ほか アメ リカ で は , 州 議会 の 一 員 と し て 働き , そ 
の うち 数 人 は 各種 の 審判 官 に 選ば れ , 1 人 は 州 の 法務 
長官 ( state attorney general ) の 職 に つい て いる . 

[一 般 学校 の 教師 ] 教師 と いう 職業 は 盲人 に と っ て 
せん ぼう の 的 で ある . 多く の 盲人 は 個人 教授 を する と 
き は , りっぱ な 教師 で ある こと が 多い が , 一 般 学 校 の 
学級 担任 と な る の は 不可 能 に 近い . 任命 者 は 通常 , B 
人 で は た なく , 形 人 に 信頼 を 寄せ て いな い . 盲人 が 教育 
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者 と し て 資質 の ある こと を , 雇用 者 の 大 半 が 知ら な い 
こと に , 盲人 の 最大 の 悲 員 の 原因 が ある . 

就職 校 を 見 つけ る 最上 の 手段 は , 盲人 だ け を 取扱 2 
あっ せん 者 を 通す こと で ある . 

し か し , ある 中 学校 の 音楽 教師 に 就職 し た 盲人 の 場 
合 , ホー ル を 借り て 関係 者 全員 に 招待 券 を 発送 し リサ 
イタ ル を 開い た . その うえ を , 関係 者 の と ころ へ いく た 
び か 足 を 運ん で 個人 的 に 親しく な っ た . また この リサ 
イタ ル に よっ て , ある 音楽 雑誌 に か れ の こと が 掲載 さ 
れ た の に 力 を 得 , あら ゆる 方 面 に 働き か け て , よう や 
く 就職 で きた と いわ れる . 

一 般 学校 に お ける 盲人 教師 の 大 半 は , 単科 大 学 や 総 
合 大 学 に 見 られ る . アメ リカ の 調査 に よれ ば , 単科 大 
学 の 盲人 教師 が 受 持 っ て いる 教科 は 次 の 順位 と な っ て 
いる . 

古文 と 現代 文 を 始め と し て , 音楽 , 歴史 学 , 経済 
Saas, 哲学 , DES, 政治 学 , RES, BS, 
物理 学 , 社会 学 , 人 類 学 , 化学 , 臨床 医学 , 機械 工 
学 , WAS, BESS CHS. 

この ほか , アメ リカ で は 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 の 教師 や 
校長 を し て いる 盲人 た ちゃ いる . 

[保険 外交 員 ] 保険 の 外交 員 は 50 年 前 か ら 職 業 と 
し て 成り 立っ て お り , 成功 者 も いる が , 大 半 は この 仕 
事 を 放棄 し て いる の が 実情 で ある . この 社会 で 成功 す 
る よう な 人 は , お そら くど の 社会 で 働く 人 より も 野人 
を ゃ も ち , 能力 の ある 人 で あろ うら. 

[牧師 ] 牧師 の 資格 取得 の 経過 は 千 差 万 別 で , 大 学 
で 学位 を 取っ た 人 , 聖書 協会 か ら 免許 状 を も ら っ た 人 , 
また , 宗派 に 所 属し て は いる が 全く 資格 の な い 人 な ど 
さま ざま で ある . 当然 , 給料 に も 格差 が ある . 生活 費 
に すら こと 欠く 例 も 多い . 十分 収入 が あがる か どう か 
は , どの 程度 の 教育 を 受け て いる か に よっ て 左右 さき 
れ , 大 学 出 や 神学 校 出身 の 牧師 た ち は , か な り の 収入 
を 得 て い る . 

晴 眼 者 の 盲人 牧師 に 対す る 偏見 か あっ て , それ が 向 
上 を は ば ん で いる と いう 全盲 の 牧師 た ちゃ いれ ば , こ 
の 仕事 は 特別 の 好意 に あぁ ふれ た 環境 で し か で き な い と 
いう 盲人 も いる . か れ ら は , 効果 が 現われ る よう に 巡 
回 し , た や すく 人 びと と 会 うこ と の 必要 性 を 指摘 し て 
いる . また , 晴 眼 者 の 介助 は 貴重 で あり , 必須 条件 で 
さえ ある と いう 人 も いる . 

[音楽 家 〕 盲人 音楽 家 に は 有 能 な 人 も 多く , アレ ッ 
ク ・ テ ンプ ルト ン ( Alec Templeton), アー ト ・ テ ー 
タム (Art Tatum), 吹奏 者 の フレ ッ ド ・ ロ ウリ ー 





(Fred Lowery) の よう な 天才 も いる . また , 作曲 

家 と し て 大 成功 を お さめ , 音楽 出版 社 を つく り , 自分 
の 作品 を 出版 し て いる 全盲 の 女性 も ある . その ほか に 
も 音楽 教育 を 受け た すぐ れ た 人 が いる が , あま り 世 に 
知ら れ て いな い . 

一 般 の 人 びと は , 盲人 は 音楽 に 向い て いる と 考え て 
いる が , この 考え は 間違い で ある . それ は お そら く , 
同じ 程度 の 学校 な ら , 晴 眼 児 の 学校 より 盲 学校 の 方 が 
音楽 を 重視 し て いる と 思わ れ て いる た め だ ろ う . し か 
し , いろ いろ の 障害 が あり , 特に 点字 楽譜 が 不足 し て 
お り , 流行 歌 の 分 野 で は 最も ひど い が , それ を 補っ て 
くれ る の が ラジ オ や レ ュ ー ド で ある . 

音楽 家 と 音楽 教師 の 約 3 分 の 1 が 十分 な 収入 を 得 て 
いる . 成功 者 の 中 に は , 音楽 の 指導 , 教会 の オル ガン 
演奏 , コー ラス の 指揮 者 , と き お り 開 か れる ュ ユン サー 
ト に 出演 し て いる 人 人 も いる 』 BE, 玲 学 や 公立 学校 で 
音楽 の 教師 の 職 に つき , 安定 し た 収入 を 得 て い る 人 び 
と も いる . 数 は 少な い が , 将来 性 の ある 職 と し て ラジ 
オォ へ 出演 する 人 も いる . ある 盲人 は , 国内 の 主要 ネッ 
トワ ー ク に の り , 1 日 に 2 本 の コマ ー シ ャ ル を 担当 
Ly . 歌 を みた うた EH BREWED AAs y 
ャ ル を 読ん だ り し て いる . ある 盲人 は 大 きい 楽団 数 カ 
所 と 数 年 間 契 約 を 結ん で いる . 

一 般 の 意見 は 大 多数 の 盲人 が 音楽 を 職 と する の に パ 
ー ト タイ ム で は いい が , それ だ け に 収入 を 頼る の は よ 
く 症 Mn ち いう も と ( 克 品 数 も て いる よう Cae, 

も っ と 多い 生活 費 を 得る た め に 小 規模 の 楽団 や ダン 
ス 専 門 の バン ド の 組織 者 , 指揮 者 に 転職 する 人 も いる 

[理学 療法 師 ] アメ リカ で は 現在 , 少数 の 盲人 理学 
療法 師 (Physical Therapy = PT) ) が いる が , 自 
宅 , 病院 , 診療 所 な ど で 十 分 その 勤め を 果たし て いる . 
し か し , 現在 で は 州 の 免許 状 を 取得 し な けれ ば な ら な 
WOT, 盲人 が 理学 療法 師 に な る の は 不可 能 と な っ 


た. その 際 , 認可 され る の は , アメ リカ 医療 協会 認定 


の 学校 卒業 者 だ け に 限 られ て いる が , その 学校 自体 が 
例外 な く 盲 人 の 受入 れ を 拒否 し て いる た めで ある . そ 
の お ゃ な 理由 は , 現在 , 理学 療法 師 の 操作 する 器具 の 
大 半 を , 盲信 は こなせ な い . また , 記録 が と れ な い , 
医師 の 処方 通り に する こと が で き な い , 歩行 が 容易 で 
な いな ど が あげ られ て いる . 十分 な 訓練 を 受け , 就職 
後 も りっぱ に その 責務 を 果たし て いる 盲人 理学 療法 師 
は , 以上 の よう な 反対 理由 に 反論 し , 時 間 が た て ば か 
れ の 持論 の 正しい こと が 証明 され る だ ろう こと を 希望 
リン 
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イギリス で は 事情 は 全く 反対 で , 約 300 人 の 盲人 理 
学 療法 師 が 活躍 し て いる . ロン ドン の 王立 イギリス 盲 
人 援護 協会 (RNIB) が 運営 し て いた マッ サー ジ 学 校 
が 理学 療法 師 養成 学校 と な り , 電気 療法 か ら 水 治療 法 
まで 広範 囲 に わた る 冶 療 法 を 教え て いる . 盲人 理学 療 
法師 は , いま まで より も 多忙 で あり , 国内 いた る と こ 
ろ の 病院 , 公立 診療 所 で 活躍 し て いる . か れ ら は , 専 
門 の 医師 と 協力 し , 十分 その 存在 を 認め られ て いる . 

[整骨 療法 師 ] アメ リカ の 整骨 療法 師 は 成功 し , 可 
成り の 収入 を 得 て い る . か れ ら の 大 半 は , 失明 後 , 高 
等 学校 と 整骨 学校 を 修了 し た 者 で , 勉強 の 障害 は 一 つ 
も な か っ た が , 晴 眼 者 の 援助 か やはり 必要 で ある こと 
を 指摘 し て いる . 実利 主義 的 な 考え を も つ あ る 人 は , 
看護 婦 と の 結婚 を 示唆 し て いる . 

Lal, 現在 盲人 の 整骨 療法 師 へ の 道 は と ざさ れ て 
いる . アメ リカ 整骨 師 協会 American Osteopathic 
Association ) が 盲人 整骨 師 の 適性 を 疑問 視 し て お 
り , 盲 学生 の 整骨 学校 へ の 入学 を 認め て いな い . BA 


が 除外 され た 理由 は , 整骨 の 勉強 に は 医学 に 準じ た 学 _ 


科 を 完全 に 修得 する こと を 必要 と する か ら で , それ に 
は , 盲人 が 適し て いな いと 判定 され た わけ で ある . し 
か し , 盲人 整骨 師 が , その 身体 的 不 自 由 さ を 認め な が 
bh, この 職業 に 専念 し て いる こと は 事実 で ある . 

[指圧 療法 師 ] アメ リカ の 指圧 療法 は 盲人 に と っ て 
最適 の 職業 と みな され て きた . し か し , 大 半 の 州 の 指 
圧 療法 試験 局 Boards of Chiropractor Examiners ) 
は , 盲人 志願 者 に 免許 状 を 与え る こと を 如 問 視 し て い 
る . 

[医師 ] アメ リカ で は 少な く と も 6 人 の 盲人 医師 が 
いる が , か れ ら は 全員 医師 に な っ て か ら 矢 明 し た 人 た 
ち で ある . 失明 後 も この 仕事 を 続け て いる が , BBE 
いう 事態 と あま りか か わり の な い 分 野 に 手 を の ば し て 
WS. た と えば 州 の 産業 事故 処理 委員 会 Industrial 
Accident Commission ) の 検査 官 , 病院 の 経営 者 , FF 
尿 病 の 専門 家 , 精神 病 学 者 な ど で あ る . か れ ら は 盲人 
が 医学 の 道 に 進む の を 育 定 し な い が , か れ ら 自身 が 実 
AUCs S FIC Me Sree Saas ieer 島 
た と え ぇ 失明 し て も 廃業 する 必要 は な いと し て いる . 

[心理 学者 ] アメ リカ で は 数 人 が 心理 学 的 カウ ン セ 
ラー と し て 身 を 立て て いる . 1 人 は 高度 の 心理 学 の 教 
育 を 受け , 心理 療法 を 実際 に 行なっ て いる し , も う 1 
人 は , ある 大 会 社 の 職員 と し て 成功 し て いる . 

(MER) 文筆 業 は 多く の 盲人 に と っ て 魅力 の ある 
職業 で ある が , これ だ け で 生計 を 営ん で いる 人 は ご どく 





まれ で ある . し か し , 才能 さえ あれ ば , 盲人 と いえ ど 
も 努力 すれ ば 成功 する は ず で ある . 

盲人 は 一 つの 障害 と し て 仕事 の テン ポ が 遅い と か , 
秘書 の 援助 が 必要 で は ある が , 一 般 の 人 びと は 育 人 放 
剰 業者 に 偏見 を 抱い て いる の で は な い . 活動 的 な 新聞 
記者 の よう な 場合 は むずかし い が , 文筆 業 に は 商 況 月 
報 ・ 雑 誌 ・ 新 聞 の 編集 者 , (FA, ラジ オォ 放送 用 の 台本 
書き な ど が あり , 同一 人 が 1 種類 以上 の 文筆 業 を や っ 
て いる の が 普通 で ある . 

[ ノ ソーシャル ・ ワ ー カ ー] アメ リカ で は , 大 学 の 社 
会 福祉 科 を 卒業 し た 盲人 の 大 半 は , 盲人 の た め の 特 別 
な 係 を 必要 と する 社会 福祉 事務 所 や 盲人 の た め の 事 業 
所 に 勤め て いる . その 数 は 次 第 に 増加 し , いま で は 晴 
眼 者 を 競争 相手 と し て 社会 福祉 事務 所 に 就職 する よう 
に な っ て きた . な か に は , 児童 専門 や 家庭 相談 所 の 相 
談 員 と し て 勤め て いる 者 も いる し , 女性 刑務 所 の 福祉 
課 に 勤め る 育 婦 人 , 大 都会 の 共同 援護 工場 で 働い て い 
る 男性 , さら に 公共 福祉 事務 所 に 勤め る 盲人 も 数 人 い 
と 

大 学 の 社会 福祉 科 に いる 盲 学生 が , 社会 福祉 事務 所 
な ど て で 実習 を する 機会 が 増え た の も きわ め て 高 ば し い 
こと で ある .。』 こ の こと は OW CEH Saye eS 
人 と 関係 の な い 社 会 に 就職 で きる 機会 を 増す こと に な 
AO 

[司書 ] 国会 図書 館 の 系 列 下 で , 盲人 用 図書 の 発送 
係長 を し て いる 者 が 若干 いる が , 司書 養成 学校 で 全 コ 
ー ス を 修了 し た 者 は いな い . 

[その 他 ] この ほか , 化学 , 生化 学 , 物理 学 な どの 
研究 に 従事 する 者 や , 中 途 和 失明 後 も 楽 剤 師 を 続け て い 
る 育 人 も いる . 52 歳 で 失明 し た ある 婦人 は , 児童 の レ 
クリ エー シュ ョ ン ・ グ ルー プ の 指導 者 に な う で て いる 58 
歳 で 失明 し た 機械 工学 専門 の 盲信 は, いま で も ゃ 工学 関 
係 の デザ イン 会 社 を 経営 し て いる し , Ek, 50K CH 
明 後 西部 で イン ディ アン の 世話 役 を 一 手 に 引受 け て い 
る 者 も いる . この ほか , 俳優 , 医学 関係 の 技師 , 職員 
と し て 働く 工業 技術 者 , ガン 研究 所 で 放射 線 を 担当 す 
る 人 , 電話 会 社 で 電話 機 事 故 係 を 養成 する 担当 者 な ど 
も いる. 

た だ , これ ら の 盲人 が , 少年 時 代 か ら 失明 し て お れ 
ば , その 中 の 何人 が いま 就 い て いる 職業 に 適し た 教育 
を 受け られ た か は 名 問 で ある . 

(ヘル ガ ・ レ ン デ ン ノ 塩 中 清 抄訳 ) 

[参照 文献 ] 

Lende, Helga The Blind and the. Professions, 1962. 
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ILO の 盲人 職業 更生 指導 


ILO (International Labour Organization =H] 
働 機関 ) は , 盲人 を も 含む 身体 障害 者 に 対す る 職業 的 
更生 復帰 に つい て , 各国 に 対し 行政 な ら び に 立法 の 指 
導 , 職業 訓練 , 就職 , 授産 施設 の 設置 , 社会 保障 制度 
の 確立 , 職業 病 , 産業 災害 事故 の 防止 , 技術 援助 な ど 
の 活動 を 行なっ て いる . 

次 に 身体 障害 者 の 職業 リハ ビリ ティ ーション に 関す 
る 決議 , 特に アジ ア 各 国政 府 に 対す る 勧告 , 盲人 の 職 
業 更 生 の た め の 技 術 援助 な ら び に 各国 の 盲人 更生 事業 
に 関す る 勧告 の 内 容 を あげ , その 国際 的 事業 を 紹介 す 
4. 


身体 障害 者 の 職業 リハ ビリ テー ショ ン に 関す 

ns 

(ILO 総会 の 勧告 と 決議 ] 1955 年 6 月, ジュ ネー 
ブ に お ける ILO 38 回 総会 に お いて 身体 障害 者 の 職業 
リハ ビリ テー シュン ( Vocational Rehabilitation ) を 
決議 し , これ を 次 の よう な 勧告 の 形式 で 発表 した. 

) 身 体 障害 者 と 職業 リハ ビリ テー ショ ン と いう ら こ と 
ば の 定義 づけ . 

(2 職業 リハ ビリ テー ショ ン の 対象 と し て は , 障害 の 
原因 や 性 質 , 年 齢 な どの いか ん を 問わ ず , すべ て の 身 
体 障害 者 を 含む と し て いる . 

(3③ 職 業 リ り リハビリテーション の た め に は , 身体 障害 者 
が 職業 を 選択 , 変更 する 場合 は , 必要 に し て 実際 的 な 
施策 を 講じ , 専門 的 な 職業 指導 を 行ない , これ を 開発 
すべ き で ある こと を 強調 し て いる . 

(④ 職 業 が ガイ ダン ス の 方 法 と し て は , で きる だ け そ の 
国 の 実状 と 個人 の 適性 に 即 し た 施策 を 講ず べき で あ 
る . その た め に は 次 の ょ うな 事項 を 実施 する 必要 が あ 
る . ① 職 業 カ ウン セラ ー と の 面接 , ② 職 業 経歴 調査 , 
③ 受 けた 教育 や 訓練 に つい て の 学歴 調査 , ④ 職 業 ガ イ 
ダン ス 上 の 医学 的 検査 , ⑤ 能 力 , 性 向 ある い は 心理 テ 
Ab, ⑥ 個 人 お よび 家族 事情 の 確認 , ⑦ 適 当 な 作業 や 
訓練 な ど に よる 適性 と 能力 の 確認 ことば, その 他 
の 方 法 に よる コミ ュ ニ ケー ショ ュ ン 技術 テス ト , ORE 
上 必要 な 身体 的 能力 の 分 析 と 進歩 の 可能 性 の 調査 , ⑩ 
雇 用 に 関す る 情報 の 収集 と 資格 , 体力 , 性 格 , 趣味 , 
経験 お よび 雇用 市 場 の 要求 に 応じ る 訓練 . 

5) 一般 健 常 者 に 対 し て 採用 され て いる 訓練 の 原則 や 
方 法 を , 教育 と 医学 的 条件 が 許す か ぎり , 身体 障害 者 
に 対し て る 同様 に 適用 すべ き で ある . 身体 障害 者 の 訓 





練 は , で きる か ぎり 経済 的 に や だ の な いよ うに 考慮 
し , その 職業 的 能力 と 性 向 を 見 きわ め , 訓練 後に は , 
どの よう な 職種 へ の 就職 が 可能 で ある か と いう 見 込み 
の うら え に 立 っ て 実施 すべ き で ある . この 目的 の た め 
に 。 次 の よう な 方 法 が 考え られ る . ① 医 学 上 の 助言 を 
守っ て , 就職 に つい て 十分 に 相談 し , その 作業 は 身体 
障害 の 影響 が 最小 限度 に と ど ま る よう な 職種 を 選ぶ ぶよ 
2 に 留意 する . ② 以 前 に 就職 し て いた 職種 か , これ に 
関連 する 職業 に 従事 し , 身体 健常 者 と 同等 の 条件 で 働 
ける だ け の 技術 を 身 に つけ 得る まで 訓練 を 継続 する . 

(6 身体 障害 者 は , いずれ の 場合 で も 健常 者 と 同じ 条 
件 に お いて 訓練 を 受け る べき で ある . 身体 障害 者 の 訓 
練 に 当たっ て は , その 障害 の 人 性質, 程度 に よっ て 一 般 
の 健常 者 と 同等 な 訓練 が 不可 能 な 場合 は , 特別 な 訓練 
を 必要 と する . すなわち , ① 寄 宿 制 また は 他 の 制度 に 
よる 学校 , 施設 , ②⑫ 特 別 の 職業 指導 の た め , 短期 また 
は 長期 の 訓練 マース, ③ 身 体 障 害 の 熟練 度 を 向上 させ 
る た め の コ ュー ス な ど で あ る . 

QEAExX BUT, 適当 な 経済 的 , 技術 的 , 医学 
的 また は 職業 上 の 援助 を 与え させ る 手段 を 講ず べき で 
BD. また , 身体 障害 者 の 就職 手続 き に つい て 特別 な 
方 法 を 考え る 必要 が ある . すなわち , ① 就 職 希 望 者 の 
登録 , ② 就 職 資格 , 経験 , 希望 に 関す る 記録 , ③ 雇 用 
の 場合 の 面談 , ④ 必 要 に 応じ て 身体 的 ・ 職 業 的 能力 の 
評価 , ⑤ 雇 用 者 を 促 か し て , すい た 仕事 が 生じ た 場合 
に い は, 関係 当局 に 連絡 させ る こと , ⑥ 雇 用 者 と 交渉 の 
52, かれ ら の 職業 能力 を 一 般 に 公開 させ , 身体 障害 
者 雇用 の 確保 を 図る こと . 

以上 の ほか に , 行政 機関 の 組織 と 職業 復帰 お よび 雇 
用 に 関す る いろ いろ な 方 法 を 列挙 する と と も に , 身体 
障害 者 の 職業 指導 や 訓練 , 雇用 な ど に 関す る 適切 な 原 
則 , 方 法 を 勧告 し て いる . た と えば , 当局 は 適当 で 有 
能 な 職員 を 得 て , 職業 リハ ビリ テー ショ ン を 取扱 い , 


就職 後 の 世話 を 怠ら な いこ と . 訓練 , が ガイダンス, BE 


職 の 総合 的 発展 と 歩調 を 合わ せる こと . 情報 を 利用 
し , リハ ビリ テー ショ ン 事 業 の 実情 を 公開 する . 労使 


_ 協調 を 図る た め 最 大 限 の 機会 を つか むこ と . EK, 医 


RICK し て 責任 ある 団体 と の 協力 , 身体 障害 を も つこ 
ども た ちや 青年 た ちの た め の 特 別 な 配慮 , 重度 障害 者 
の た め の 投 産 場 の 設置 の 必要 を 説く 条項 な ど が ある . 
次 に ILO は 1968 年 6 月 の 総会 に お いて , 身体 障害 
に より 職業 を 続け する うえ に 生じ る 避け が た い 各 種 の 困 
難 や 生産 性 の 低下 な ど に つい て , 1955 年 に 出さ れ た だ 
職業 リハ ビリ テー シュン に 関す る 勧告 書 の 改正 の 必要 
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を 認め , また , 身体 障害 労働 者 の 事情 を 考慮 し て , 近 
い 将 来 に 新しい 国際 的 規定 を 採用 すべ き で ある と いう 
決議 か な され た -. 

①⑪ リ ハビ リ テ ー シ ョ ュ ン 事業 は 身体 障害 者 の 権利 と し 
て 認め る と こと. 

(2) 身 体 障 害 者 に 対し て 許さ れる 最大 限 の 就職 機会 を 
与え る た め に , BAA, 労働 者 両 団体 間 の 交渉 に お い 
て ILO 参加 国 の 身体 障害 者 雇用 政策 を 採択 する こ 
ae 

(3 身体 障害 者 の 職業 継続 を 図る と と も に , で きる だ 
け 広 い 範 囲 に 就職 で きる よう に する た め , 両 団体 の 協 
力 態勢 を つく る こと . | [ 

(④ 専 門 の 身体 障害 者 リハ ビリ テー ショ ン 施 設 を 設け 
Die 

(KEV SC VF —-—YaveERBOFREL 
て , DMBe RTS CE. 

(6 社会 復帰 後 , 以前 に 無能 力 で あっ た と いう 理由 で 
差別 待遇 を 受け な いよ うに する た め , 特に 情報 の 提供 


と 社会 啓発 に よっ て , 全般 的 な 環境 を つく りあ げ る こ 


ee 
[アジ ア 各 国政 府 に 対す る 勧告 (アジ ア 地 域 セ ミナ ー 
報告 )]) Q) 職 業 安定 の 方 法 と 技術 : ① 選 択 し た 職業 に 
身体 障害 者 を 定着 させ る た め に は , 働き 手 を よく 知 

り , その 仕事 に 適合 させ る こと で ある . ②⑫ 職 業 安定 所 
職員 の 任務 は , 身体 障害 者 の た め に 特別 な 手段 を 護 じ 
る と 同時 に , 健常 者 に 利用 され て いる 一 般 の 設備 に 適 
応 さ せる こと . ③ 身 体 障害 者 は , 初め て の 仕事 を 容易 
に で きる よう に , 職業 紹介 の 際 に 特別 な 援助 を 要求 す 
る こと が で きる . ⑬ 継 続 の 方 法 と し て , 職業 リハ ビリ 
テー ショ ン の 効果 を 評価 し つつ , 担当 する 仕事 に つい 
て 調整 を 必要 と する か どう か , また は 他 の 仕事 に 転換 
させ る 必要 が ある か を 見 きわ め る こと が 肝要 で ある . 

(2 就職 上 の 障害 : 身体 障害 者 を 安定 させ る た め に 超 
こる 障害 や , 就職 の 機会 が 実際 に 得 ら れる 範囲 の 限界 
は , 各国 に お いて 異な る . し か し , 職業 リハ ビリ テー 
シュ ン を 始め て いる どの 国 に お いて も , 克服 し な けれ 
ば な ら な い 障 害 と し て , ① 社 会 の 態度 , ② 国 の 財政 事 
ff, ③ 雇 用 者 の 反対 , ④ 労 働 者 の 反対 , ⑤ 身 体 障害 者 
自身 お よび 家族 の 態度 が あげ られ る . 

(3 身体 障害 者 の 就職 可能 の 範囲 : ① 身 体 障害 考 が 資 
格 を 得 た 仕事 を 遂行 する た め に は , 身体 健常 者 と 同等 
の 機会 を 写 え る べき で ある . ②⑨ 身 体 障害 者 は , HAE 
常 者 と 同様 , 自分 が 選ん だ 雇用 者 の も と で , ARTS 
さわ し い 仕 事 を する 機会 を 与え られ る べき で ある . @ 





公営 , 私 営 お よび 大 中 小 企業 を 含め た 国 の 全 雇 用 機関 
を カバ ー す る こと が で きる ほど の 広い も の で な けれ ば 
な ら な い . ④ 就 職 の 機会 は , 一 般 の 職業 安定 所 を 通じ 
て 与え る こと が で きる が , それ に 加え て , LER 
雇 用 者 に 個人 的 に 変 小 す る と いう よう な 特別 な 手段 を 
講じ る 必要 が ある . ⑤ 自 家 営 業 , 家内 工業 , FIG 
また 適当 な 就職 の 機会 を 提供 する こと が で きる . 

(④ 職 業 訓練 お よび 再 訓 練 : 訓練 の 根本 的 原理 と し 
て , RORRAT TS. OL, 身体 障害 者 が 訓練 
な し に 適当 な 仕事 に つく こと が で きる の で あれ ば , 職 
業 訓練 は 不要 で ある . ② 身 体 健常 者 に 適用 され て いる 
手段 な ら び に 方 法 は , 医学 お よび 経済 事情 が 許す か ぎ 
り , 身体 障害 者 に 対し て も 適用 され る べき で ある . @ 
職場 で 健常 者 と と も に 訓練 を 受け られ な い 身 体 障害 者 
の た め , 特別 訓練 の 配慮 が 必要 で ある . ④ 身 体 障 害 者 
が 健常 者 と 同等 の 立場 で , 正常 に 働け る だ け の 必要 な 
技術 を 得る まで , 訓練 は 続け られ る べき で ある . ⑤ ゃ 
し , 訓練 を 要する 職業 ある い は 同種 の 職業 に 安定 する 
こと が で き な い 場合 は , 訓練 は 無 意 味 で ある . 

訓練 プロ グラ ム を 計画 的 に 遂行 する た め に は , OF 
職 情 報 の 研究 , ② 公 式 化 さ れ た 政策 に お いて , 雇用 者 
と 労働 者 と の 組織 団体 間 の 協力 を 維持 する こ が 必 要 で 
HD. 

訓練 ユマ ー ス は いろ いろ な タイ プ が 必要 で あり , それ 
ぞ れ の 条件 を 考慮 し て 選ぶ 必要 が ある . ① 青 年 期 の 者 
は 身体 健常 者 と 同じ 方 針 で , 訓練 お よび 実習 経験 の 利 
得 を 受け る べき で ある . ② 成 人 は 比較 的 短期 間 の 速 成 
訓練 を 必要 と し , 期間 は 職業 の 種類 に よっ て 異な る 
が , 1 年 以上 を 費やす べき で な い . ③ 訓 練 は 教育 ・ オ 
能 ・ 性 別 な ど , いろ いろ な 水準 に 応じ て な さる べき で 
ある . すなわち , 大 学 お よび 技術 ・ 商 業 専門 学校 , 各 
種 学校 , Mev 2—, 職場 の 各所 に お いて な すべ き 
CHS. ③④ 長期 間 の 医学 的 療法 ある い は 病院 の 治療 を 
受け て いる よう な 場合 は , 治療 が 終わ る 前 に 有利 な 立 
場 で 訓練 を 始め な けれ ば な ら な い . 


計 人 の 職業 リハ ビリ テー ショ ン の た め の 各 国 
へ の 技術 援助 

ILO に よる 職業 リハ ビリ テー シュ ン の 援助 は 実地 
調査 , 使節 団 の 派遣 , 専門 家 や 特別 研究 班 の 提供 , = 
た は 機械 器具 な どの 供給 と いっ た 形 で 行なわ ち わ れ て い 
る . これ まで 行なっ た 各国 へ の 技術 援助 の 提供 は , 次 
の 通り で ある . 

[ブラ ジル ] ILO の 専門 家 は , 1957 年 2 月 か ら 19 
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58 年 9 月 まで 更生 援護 , 職業 訓練 , BAKE ORR 
促進 の た め に 政府 を 援助 し た . 盲人 の た め の 更 生 援護 
や 相談 室 が サン パウ ロ の 国立 更生 援護 協会 に 設置 され 
た . 選ば れ た 盲人 た ち に よっ て 経営 され る 簡易 売店 の 
計画 が 始め られ た . 最初 の 売店 は 健康 管理 部 に 置か れ 
た . Ek, 一 般 企業 や 底 護 授産 場 で の 盲人 の 雇用 機会 
が 調査 され , 生産 工場 が 設立 され , 訓練 を 受け た 盲人 
た ち は 一 般 企業 に 就職 し た . 背 人 の た め の 職 業 リ ハ ヘビ 
リ テ ー シ ョ ュ ン 訓練 ユース が 組織 され る と と も に , サン 
パウ ロ 州 の 文部 省 に よっ て 指導 され て いる 盲人 の 特殊 
教師 養成 計画 の 一 部 は 一 般 教員 養成 計画 に 含ま れ て い 
る . | 
[セイ ロン ] 1956 年 2 月, コロン ボ の 近く に 設立 さ 
れ た トレ ー ニ ング ・ セ ンタ ー と 護 授産 場 に トレ ー= 
ング ・ ュ コー ス を 設け , 視力 障害 者 や 聴力 障害 者 の 職業 
訓練 や 雇用 促進 の た め , 助言 者 と し て 専門 家 が 派遣 さ 
れ た . また , 雇用 の 可能 性 を 調査 し , 将来 の 雇用 の た 
め に 機械 設備 を 設け た . その な か に は 簡単 な プラ スチ 
ッ ク 製 品 の 製造 .。 た と を ば, セ モイ ロン に 良い 市 場 を も 
つと 思わ れる ボタ ン の 製造 も 含ま れ て いる . これ ら 新 
職業 の た め の 特 殊 設 備 は , 一 部 政府 負担 で , 一 部 は 
ILO 技術 援助 の 計画 資 金 に よっ て 支え を られ て いる. 
また , この 種 の 事業 の 長期 計画 の た め , 全土 の 状態 を 
調査 し , CORR, 政府 は 登録 制 ホ ー ム ティ ー チ ャ ー 
制度 , リハ ビリ テー ション ・ セ ンタ ー の 設立 , BCE 
練 セ ンタ ー の 開設 , 就職 あっ せん の 手配 , BBO 
育 な ど に つい て 計画 を 進め た . 

[エジプト ] 盲人 職業 リハ ビリ テー シュン の 専門 家 
は , 国連 と ILO の 合同 使節 と し て 派遣 され も , エ ジ プ 
ト 政 府 の 盲 青年 の 学校 , ホー ム テ ィ ー チ ャ ー 制 度 , 職 
業 問題 な ど を 公開 する た め , デモ ンス トレ ーション ・ 
セン ター の 設立 を 援助 し た . ILO の 専門 家 の 仕事 
は , 授産 場 や 一 般 企業 に お ける 盲人 雇用 の 可能 性 を 調 
査 , 選択 し , 職業 訓練 所 , 雇用 促進 事業 を 設置 する こ 
と で ある . この 専門 家 は , エジプト で 1953 年 10 月 か 
ら 1956 年 7 月 まで その 任務 に つい た . 任期 中 , BH 
年 の 学校 に 職業 訓練 所 お よび 訓練 ニテ マー ス を 設け , ま 
た , 完全 に 独立 し た 家内 工業 や 職業 あっ せん 部 門 を 設 
Mei ここ で は 約 75 人 の 盲人 に 織 工 , ブラ シ 人 造 
り , ee, と 2 う 製品, マッ ト 造 りな ど 盲 人 の 伝統 的 な 
手 仕 事 を は じ め , REL, タイ プラ イタ ー, 電話 交換 機 
の 操作 な どの 訓練 や 雇用 あっ せん を 行なっ た . 1956 年 
7 月 , 専門 家 は 家内 工場 経営 者 , 職業 あっ せん 部 の 責 
任 者 , 作業 責任 者 , 工場 企画 者 , 就職 係 , 職業 指導 員 


ら に 計画 事業 を 引継 い だ . 

[ギリ シャ ] 1958 年 2 月 , ILO の 盲人 職業 訓練 専 
門 家 は , アテ ネ に 開設 され た 盲人 新 技術 訓練 学校 へ 短 
期間 派遣 きれ た . その 結果 , ILO は アテ ネ の リハ ビ 
リ テ ー シ ョ ン ・ セ ンタ ー に ある 時 計 修 理 ク ラス に 500 
ドル の 備品 を 提供 し た . 


各国 に 対す る 盲人 リハ ビリ テー ショ ン 事 業 に 

つい て の 勧告 

ILO は 育 人 リハ ビリ テー シュン 事業 に 関し 各国 へ 
次 の よう な 勧告 を し た . 

[ナイ ジェ リア 政府 に 対す る 勧告 ] 限ら ちら れ た 財源 
で , 盲人 援助 の た め に 払わ れ て いる 努力 は 賞 在 され る . 
し か し , 政府 は 各 施 設 を さら に 拡張 し , 改善 する た め 
の 盲人 の 職業 更生 協議 会 を 設置 すべ き で ある . 1959 
年 8 月, ラゴス に お いて 連邦 内 務 省 , 労働 省 主催 の 第 
1 回 盲人 福祉 会 議 が 開催 され た こと は 意義 が あっ た . 
ナイ ジェ リア の 学校 や 訓練 所 を 出 た 者 で さえ 失業 者 が 
多い 現状 で は , 点字 さえ 知ら な い 盲 人 , ある い は 教育 
程度 の 低い 盲人 の 職業 安定 の た め に , リハ ビリ テー シ 
ュ ン の 全 課 程 が 重要 で ある こと を 認識 すべ き で ある . 

[エチ オ ピ ア 盲人 職業 リハ ビリ テー シュン に 対す る 
見 解 ] ① 職 業 訓練 お よび 安定 一 現在 , 盲人 の 職業 に つ 
いて の 訓練 と 安定 を 図る 事業 は な い . 第 1 協会 教育 社 
会 部 長 の 努力 に よっ て , 2, 3 人 の 盲人 が 訓練 を 受け 
て いる . し か し , これ も 種々 な 社会 福祉 活動 の 一 部 に 
過ぎ ず , 時 々 行なわ ちん て いる だ け で ある . ⑨② 保 護 され 
た 職業 一 頁 人 の た め の 唯 一 の 職場 は , アジ ス ア ベ バ の 
スウ ェ ー デ ン ・ ス ター ル に 設け られ て いる 小さ な 職場 
CHS: そこ で は 盲 男 考 忌 ま っ て ブラ シ 作 り が 行なわ 
れ て お り , 製品 は アジ ス ア ベ バ 市 に 買上 げ ら れ て いる . 
し か し , 原料 は ヨー ロッ パ か ら 輸 入 さ れ て いる た め , 
拡張 に は 限度 が ある . 盲人 職業 の 問題 と し て , こう し 


た 原材料 を 現地 で 発見 する 必要 が ある . 


[ギリ シャ 政府 に 対す る 勧告 ] ① 指 導 的 で 最も 進歩 
的 な 機構 と 思わ れる ギリ シャ ライ ト ハ ウス の 近く に 盲 


人 の た め の 国 立 施設 の 設置 に 努力 すべ き で ある . 政府 


は この 機関 に 全 責 任 を も ち , まだ 恩恵 を 受け て いな い 
地方 の 盲人 に 対し て も 考慮 する 必要 が ある . ② 盲 人 の 
た め の 保護 事業 と し て , 民営 機関 の 施設 か ら 生産 され 
る 品 は , 1953 年 の 「 政 府 は 育 人 の 生産 品 を 購入 し な け 
れ ば な ら な い 」 と いら 法律 を 実行 する た め , 補助 金 を 
出す か , また は , これ ら を 強化 すべ き で ある . ③ ス ポ 
リア に ある ギリ シャ ・ ラ イト ハウ ス の 新しい 盲人 技術 
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訓練 学校 は , 経験 の め ゆたか な 有 資 格 教 師 を 選考 する た 
め , BA, 労働 , 文部 , 産業 の 各省 は , 補導 と 援助 が 
与え られ る べき で ある . これ ら 教 師 の 給料 に つい て 
は , 全額 また は 一 部 を 各省 で 考慮 すべ き CHS. ま 
た , ギリ シャ , ライ ト ハ ウス に お いて , 技術 専門 家 の 

呈 導 を 必要 と 考え る な ら ば , ILO その 他国 連 , 国際 機 
構 に 要請 すべ き で ある . 

[トル ュ 政 府 に 対す る 勧告 ] ① 盲 人 の 教育 , 訓練 , 
職業 の 発展 を 緊急 に 図る 必要 が ある . し か し , 現在, す 
べ て の こと を 計画 , 実施 する こと は 不可 能 と 考え られ 
DOC, EF, 30 歳 ま で の 盲人 に 対し 援助 が 与え られ 
る か , ど うか を 確か め る た め , 全力 を 尽 す べき で ある . 
② 国 立 盲人 援護 協議 会 は , 盲 人 に 対す る 各 施 設 の 発展 
に 着手 すべ き で ある . 役員 に は 文部 省 , 厚生 省 , HOE, 
自治 体 , 育 人 事業 団 関係 者 お よび 経営 者 側 , 労働 者 側 の 
代表 が 参加 すべ き で ある . ③ 適 応 さ れる 該当 者 に 句 問 
の 起こ ちら ない よう 形 人 の 定義 を 採択 すべ き で ある . 

[キプロス 政府 に 対す る 勧告 ] ① 政 府 は 全 キ プロ ス 
盲人 委員 会 に よっ て 行なわ れる 訓練 お よび 職業 安定 の 
企画 に 対 し, 経済 援助 を な すべ き で ある . ② キ プロ ス 


盲人 委員 会 の 役員 は 内 務 省 , THE, 保健 省 の 代表 者 


お よび 経営 者 , 労働 者 を 含め て 組織 すべ き で ある . 
[ブラ ジル 政府 に 提出 し た 「 盲 人 の た め の リ ハビ リ 
FaVal ty KF |Op a) (Ove ニン 2 
ン と は , 彼 訓練 者 が 訓練 期間 が 終わ っ た と き に , か れ 
自身 と か れ の 環境 を より よく コン トロ ー ル で きる 状態 
に な っ て , 社会 復帰 が で きる よう に 一 時 的 な 訓練 を 行 
な うこ と で ある . ②⑫ 被 訓練 者 が 盲人 で ある た め , BE 
感 を 取 除 く た め の 補導 を セン ター の プロ グラ ム に 盛 ら 
な けれ ば な ら な い . ③ 彼 訓練 者 側 だ け で な く , その 家 
族 , 訓練 終了 後に は いっ て ゆく 社会 側 の 態度 を 改め な 
けれ ば ぼ ば ならない. セン ター の 一 つ 一 つの 目的 は , 被 
訓練 者 が 自分 の 強 さ 弱 さ を 含め た 自己 に 対す る 明確 
な , そし て 現実 的 な 評価 を くだ すこ と で ある . その 5 
A, 仕事 に 対し て 自信 を も っ て , 能力 を 最大 限 に 発揮 
で きる よう , 知識 と 熱 練 し た 技術 を 与え な けれ ば な ら 
な い . (岩橋 英 行 ) 
[参照 文献 ] 
岩橋 英 行 「 国 連 の 見 た 盲人 の 職業 」 視覚 障害 者 の 新 
職業 に 関す る 研究 報告 日 本 盲人 福祉 要員 会 昭和 39 
International Labour Conference, "Recommenda- 
tion Concerning Vocational Rehabilitation of the 
Disabled” ( Recommendation 99), Genéve, 1955. 


就職 指導 


就職 指導 員 の 資格 

BAD 求め る 職業 と し て は , 工業 , 商業 , 専門 職 
お よび 事務 , 農林 業 が お も な も の と 考え られ る が , と 
れ ら に 対す る 就職 指導 員 (placement officer) の 適 
性 は 一 様 で は な いこ と は 明 ら か で ある . 1 人 の 人 間 
が , これ ら す べ て の 職種 に 対す る あっ せん の 適性 を 備 
えて いる こと は 期待 で き な い . も し 1 人 の 指導 員 が 全 
分 野 に わた っ て 責任 を も た され る と , 自然 に 最良 の 結 
未 が 得 ら れる 自信 を ゃ つ 方 面 だ け に 向かっ て ゆき , 他 
の 方 面 は お ちろ そ か に する 傾向 が ある . 例 を 工業 方 面 の 
就 職 指導 員 に と っ て 述べ て みる . 

一 般 工場 の 雇用 主 が 衣 人 に 対し , 学歴 , 身体 的 条件 
お よび 仕事 の 経験 が 晴 眼 者 と 同じ 基準 で 考え て くれ れ 
ば 問題 は な い . し か し 視力 と いら 身体 的 損失 が 就職 の 
障害 に な る 場合 は , 就職 指導 員 の 能力 が その 障害 を 取 
除く 重大 な 役目 を 負う こと に な る . 視力 衰 失 は 晴 眼 者 
の 雇 主 に と っ て は , 本 人 の 技能 に 対す る 信頼 の 消失 を 
も た らし , BSE, 不安 , 偏見 な ど を いだく こと に な る . 
か つ 和 失明 者 は 平均 的 に , 技術 工程 に つい て 十分 な 知識 
が な く , それ ら を 分 析 す る だ け の 能力 を も た な い の で , 
この 基本 間 題 を 解決 で きる 資格 を も つ 指 導 員 が 求め ら 
れる わけ で ある . 

[ 晴 眼 者 指導 員 か 盲人 指導 員 か ] 晴 眼 者 指導 員 で あ 
れ ば 自分 で 事 の 運転 が で きる し , いく つか の 工場 を 歩 
き 回 り , すべ て の プロ セス を 観察 し 多く の 雇 主 を 訪ね 
る こと も で きる . また , SK BAOMANBES 
特性 を 見 守り , その 行動 や 習慣 を 工場 の 作業 環境 と 関 
連 さ せ , 容易 に その 結果 に つい て 評価 する こと が で き 
る . し か し , HIRO 指導 員 は 「 盲 人 の 可能 性 を 信 
じ る 」 と か 「 す で に 盲人 が し て いる の を 見 て いる 」 , 
ある い は 「 こ の 種 の 作業 は BAI に で き な い は ず は な 
Wl] と いっ た 表現 に 限ら れ , 結局 , 雇 主 と 指導 員 間 の 
意見 の 対立 と な り , 両者 と も その 信念 を 支え 得る 即座 
の 証拠 を 見 せる こと は 不可 能 で ある . 

その 半面 , 盲人 の 就職 指導 員 に は 次 の よう な 利点 が 


DB. 1900 年 以来 の アメ リカ と カナ ダ に お ける 就職 あ | 


っ せん の 例 を 見 る と , 全盲 の 指導 員 が 晴 眼 者 の 指導 員 
より 多く の 盲人 を 一 般 工 場 へ 就職 させ , より 高級 な 仕 
事 に 就 か せ て いる 統計 が 出 て いる . その 理由 と し て 次 
の こと が あげ られ て いる . 

(1) 盲 人 就職 指導 員 の 場合 は , 自ら 困難 を 克服 し て 自 
己 を 社会 に 適応 させ た 経歴 の 持 主 と し と し て 生き た 証 
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拠 に な れる . 

、(⑳ か れ 自 身 , も し この 仕事 に 満足 な 成績 が 得 ら れ な 
い 場 合 は 解職 され る 恐れ が あり , 他 へ の 転職 は 容易 で 
は な いか ら 真 剣 あ る. 

訪問 先 の 工場 の 生産 工程 を 分 析 し, 視力 の 要 し な 
い 作業 を 選ぶ の に , 直接 その 職長 か ら の さ し 図 で 容易 
骨 を れ を 自分 で 実証 し て 見 せる と と が で きる . た だ こ 
の よう な 優秀 な 盲人 就職 指導 員 は 少な く と も 18 wx < 
らい まで 目 が 見 えて いて , すでに 社会 の シール を 自身 
で よく 経験 し た 男女 で ある こと が よい と され て いる . 

[女性 の 就職 指導 員 ] ほとん どの 盲人 事業 家 は . 指 
導 員 は 男性 で な けれ ば な ら な いと いう 考え ん を も っ て い 
る , し か し , ア メリ カ で は , 晴 眼 者 の 女性 が 一 般 工場 の 
単純 な 組立 て 作業 や 包装 な どの 仕事 に 盲人 を 就職 させ 
お り , 1920 年 に は オハ イオ 州 の クリ ー ブ ラ ンド で 45 人 
の 盲人 を 就職 させ た . Efe, 1915 年 か ら 30 年 に か け 
て , マサ チュ ー セ ッ ツ 州 で , 毎 年 3 人 か ら 5 人 を 就職 さ 
aye. また だ 現在, ペン シル ベニア 州 の フィ ラ デ ル フィ 
ア 市 に は 全盲 の 女性 就職 指導 員 が お り , 同僚 の 指導 員 
より も ゃ 多く の 盲人 を 就職 させ て いる . 

[就職 指導 員 の 年 齢 〕 就職 指導 員 の 最も 望ま し い 年 
Halt, 上 人 で あれ ば 25 歳 か ら 35 歳 の 間 で ある . それ 
は 工業 生産 過程 を 実演 する 訓練 を 受け る こと が 望ま し 
く , Lash, この 実演 で 同じ 作業 に 働く 晴 眼 者 の 工員 
と 同じ 成績 を 平均 的 に あげ な けれ ば な ら な い 場 合 も あ 
る か ら で あ る . 40 歳 を 過ぎ る と 競争 は ほとん ど で き 
きく な る で あろ うら . し か し , 就職 あつ せん を 同じ 町 で 
長年 続け て いて , か つ 評 判 が よく , 他 の 工場 で 作業 分 
析 に 対す る 成果 を あげ て お れ ば 例外 で ある . 

晴 眼 者 の 指導 員 で あれ ば , 年 齢 は 大 き な 問題 で は な 
Mo。 
[就職 指導 員 の 教育 ] アメ リカ の 公私 盲人 機関 で は 
就職 指導 員 の 資格 に , BA, 晴 眼 者 を 問わ ず 大 学卒 業 
程度 の 教育 を 要求 し て いる . し か し , これ まで の 経験 に 
よる と 就職 指導 員 は ほとん ど 大 学 を 卒業 し て いな い . 
ご く 少 数 の 大 学卒 業 の 資格 を も っ て 成功 し た 就職 指導 
員 は , 大 学卒 業 の 資格 を も っ て いる と と を ほとん ど 忘 
れ て し まっ て いる . 大 学 入学 の 資格 の ある 程度 の 教育 
は 望ま し い が , も し , 当 人 が 他 の 必要 な 資格 を 備え て 
お れ ば ぼ ば, それ は 絶対 的 な も の で は な い . 

[就職 指導 員 の 職業 経験 ]】 この 分 野 の 仕事 に 就く 人 
tec Lit, か つて 工場 で いろ いろ な 工具 や 設備 な 
ど を 使用 する 作業 また は , 多く の 仕事 の 交渉 経験 の あ 
る 者 で ある . 失明 者 の 場合 は 失明 以前 , 少な く と も 5 


年 ぐら い 就 職 経験 が あるこ と, お よび 失明 後 少な く と 
も 2 年 間 工 場 で 働き , 家人 に 対す る 晴 眼 者 の 差別 的 偏 
見 を 完全 に 受け と め 得 た 体験 者 で ある と と で ある . 
[就職 指導 員 の 人 格 ] 就職 指導 員 は 晴 眼 者 , BA, 
男女 を 問わ ず , 高度 の 水準 の セー ルス マン 的 で あり , 
医師 や 弁護 士 あ る い は 最高 の 大 学 教授 に 要求 され る と 
同様 な 人 が ら を 備え て いな けれ ば な ら な い . 特に 盲人 
の 場合 は 晴 眼 者 よ ょ り 気 品 が か あり, その 人 が 盲人 で ある 
こと を 忘れ させ る よう な 人 格 を も つ 必 要 が ある . 顔 の 
表情 Mt か わ rGry る 上 上 きり we きる を し て 歩 とき 
の 姿勢 は , 完全 に 普通 人 な み で な けれ ば な ら な い . そ 
れ は 紅 人 の 就職 指導 員 は よき 演技 者 で ある こと が 必要 
で ある か ら で あ る . | 

Uta RL EA Te PROR MICH G > CORLT 
くじけ な い 人 物 で あり , また , 常に 熱意 と 想像 力 を 現 
わす 十分 な 肉体 的 エニ ネル ギー の 持 主 で な けれ ば な ら な 


OW. 指導 員 は 就職 させ よう と する 盲人 の 資質 を 信じ , 


それ と 同時 に 個人 の 才能 を 分 析 し , 自分 の 受 持 区 域 の 
仕事 に それ ら を あて は め な けれ ば な ら な い . 

[就職 指導 員 の 分 析 力 ] 就職 指導 員 は どん な 製品 の 
製造 工程 を も 知り 尽 し , 原料 か ら 仕 上 け 製 品 に 至る ま 
で 分 析 で きる 能力 が な けれ ば な ら た ない. 

BLS AORELAD, 盲人 に 可能 と 思わ れる 仕事 や 
ーー つの 作業 工程 を 説明 する 場合 , 就職 指導 員 は 個人 的 
質問 する こと を 記 け , その 説明 の 中 に 欠け た 点 を 見 出 
すこ と を 心掛け る 必要 が ある . これ が で きれ ば 最少 限 
度 の 時 間 で , し か る 工場 主 を 類 わ すこ と を 最少 限度 に 
止め て , か れ 自 身 が 作業 現場 へ 直接 出かけ て ゆく こと 
が で きる . この 才能 が 即座 に 雇用 主 側 の 尊敬 と 協力 を 
得る の に 役立つ . 

就職 指導 員 は 受 持 の 定 人 の 気質 と 才能 を 根本 的 に 
分 析 で き な け れ ば な ら た ない. 同時 に これ ら の 要素 を 同 
じ 職 場 の 晴 眼 者 の 気質 と , その 仕事 に 要求 され る 技能 
(に 適合 させ る よう に 取 計 ら ね ば な ら な い . ここ に 忘れ 
て な ら な いこ と は , 就職 指導 員 は 専門 家 の 診 断 し た 心 
理 的 テス ト の 助け な し で 分 析 を や っ て の け 得 る も の で 
ある と と が 望ま しい. 

も し , 受 持 の 衣 人 が ある 環境 な り 仕 事 に 不適 当 で あ 
る こと が わか っ た と き は , 率直 に これ を 認め , 雇用 主 
と 受 持 の 盲人 に 対し , 自分 の 思い 逢い を 認め る だ け の 
道徳 的 勇気 が 必要 で ある . そし て , 雇用 主 側が いら 立 
ちや 燃 わ し さ の た め , 関心 を 失う 前 に 他 の 衣 人 を 世話 
する よう に 手配 すべ き で ある . 

[雇用 に 全 責任 を 負い 得る 能力 ] 雇用 主 側 が 育 人 採 
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用 を 拒む の は 感情 に よる も の で あっ て , CORALS 
人 の こじ き や 盲 人 施設 に 底 護 さん れ て いる 盲人 の 無力 を 
知っ て いる か ら で あ る . LAL, この よう な 状態 は 決 
し て 正常 な も の で は な く , 失明 が 自然 的 に 依頼 心 を 起 
こさ せる 原因 で は な いこ と を 雇用 主 に 説得 し , 雇用 主 
の 情緒 と 宿命 的 な 信念 を 除い て 新しい 盲人 観 と 取替え 
る こと で ある . 

盲人 作業 員 が 老齢 , 家庭 の 事情 , 肉体 の 衰弱 , 作業 
工程 の 変更 , その 他 の 理由 で 満足 で き な い 状態 に な る 
と , 雇用 主 は 事情 の 変化 に よる も の で な く , 失明 の 
た めで ある と 考え て し まう も の で ある . 就職 指導 員 は 
実情 を 十分 わき まえ て 絶え 間 な い 責 任 を も ち , 追跡 調 
査 と 対策 を 続け な けれ ば な ら な い . も し , 就職 指導 員 
が 雇用 主 と の 好ま し い 関 係 を 保つ た め に 責任 を 負わ な 
いか , また は 負い 切る こと が で き な け れ ぱ ば , 盲人 就職 
あっ せん の 道 を 失う とともに, 盲人 も 容易 に 伝統 的 習 
慣 に 陥る で あろ う . 

[就職 指導 員 の 評価 基準 ] アメ リカ に 例 を と る と , 
1 カ年 間 に 10 人 か ら 15 人 を 就職 させ る こと が で きれ 
ば , 一 人 前 の 指導 員 と みな され る . 指導 員 の 能力 を 見 


る 場合 , す ぐれ た 事業 団体 が 高級 セー ルス マン の 成績 . 


を 判断 する の と 同じ 方 針 で ある べき で ある . すなわち, 
セー ルス マン が 1 カ年 間 に 獲 得 し た 顧客 数 と 同じ 数 を 
1 年 間 に 和 失っ て お れ ば 資格 を 失 うわ け で ある . それ は 
常に 顧客 と の 協同 作業 を 打 立 て て いな いこ と に な り , 
その よう な 状態 で は 企業 の 発展 は 期待 で き な い . これ 
と 同様 に 指導 員 の 能力 は 毎年 就職 させ た 盲人 の 収入 か 
ら 退 職 し て し まっ た 盲人 の 収入 を 差引 いた 条件 に より 
評価 され る . 

アメ リカ の 衣 人 事業 家 は , た いて い 州 や 市 に お いて 
工業 方 面 で 働き 得る 盲人 は , その 土地 の 盲人 数 の 5 パ 
ー セ ント と い われ て いる . そし て , 一 般 人 口 1000 人 
に 対し 約 2 人 の 盲人 数 と 推定 し , 人 口 100 万 人 の 市 ま 
た は 地域 に は 約 2000 人 の BA ARO, この うち 100 
人 が 工業 方 面 へ の 就職 が 可能 と 考え られ て いる . この 
場合 , 1 人 の 就職 指導 員 が 必要 と され て いる . 国 に よ 
っ て 盲人 率 に 高低 が あり , また , 工業 の 発達 の 程度 が 
異な る た め , 指導 上 員 の 必要 人 員 は 変わ る で あろ う が , 
基本 的 な こと は 変わ ら な いで あろ 5. 

定 人 の 就職 指導 員 の 資格 に つい て 要約 する と 次 の 通 
り で ある . 

1 伝道 師 的 で ある こと . 

(2) 盲 人 の 労働 力 を 売 込 む た め に 限り な い 熱 意 を も つ 
a fh 





(3 民衆 心理 を よく 研究 し , これ を 分 析 す る 能力 を も 
9 

(④ 工 場 作業 工程 を 分 析 で きる こと . 

5) 絶え ず 移り 変わ る 社会 の 経済 情勢 に 適応 し て いく 
最大 限 の 柔軟 性 の 持 主 で ある こと . 

(@ 目 己 の 受 持つ 盲人 の 好ま し い 資 質 を 一 つの 人 格 と 
し て 雇用 主 に 納得 させ る こと . 

(AIT, 寛容 性 , 理解 力 が あり , 規律 を 守る こと . 
(8 目 選 の 受 持つ 盲人 の 失敗 に 際 し て は , 怒り や 報復 
心 を も っ て は な ら な い . 

(J.F. ク ラン クノ 亀山 避 子 ・ 土 井 利家 訳 ) 

[参照 文献 ] 

Clunk, J. F. “Qualification of Placement officer” 
Proceedings of the World Assembly of WCWB, - 
1959, 


工業 方 面 の 就職 指導 | | 

[就職 条件 ] 工業 の 生産 工程 の 中 に は 高度 の 能力 を 
必要 と し な い 部 分 が あり , 盲人 に と っ て 適当 な 作業 が 
多く 含ま れ て いる . た だ し , 工業 に 衣 人 を うま く 就 職 
させ る た め に は , ① 個 人 的 要素 , ② 訓 練 , OLA, 
④ 就 職 後 の 追跡 調査 な どの 要素 が 必要 で ある . 個人 的 
要素 と し て は , 身体 的 と 社会 的 心理 が あげ られ る . 身体 
的 の 面 で は , まず , 家人 で ある こと が 考え られ る が , 本 
質 的 に は 除外 の 条件 に は な ら な い . 盲人 に 要求 され る 
こと は , 健全 な 精神 と , 同僚 と の 豊か な 人 間 関 係 を 築く 
意思 を も つと と . EK, 依頼 心 を も た な いと と も に , 雇 
用 主 か ら の 特別 待遇 を 期待 しない こと. そし て , 働い て 
いる グル ー プ の 社会 的 , 文化 的 な 諸 活動 に 同化 する こ 
Lise CHS. 

[訓練 方 法 〕 訓練 に つい て 考慮 し な けれ ば な ら な い 


- こ と は , 訓練 開始 の 時 期 , 期間 , 歩行 , 種類 , 環境 , 


失敗 に 対す る 恐怖 心 な ど で あ る . 訓練 の 開始 は 初等 教 
育 を 終了 し た と き , また は 18 歳 に な っ た と き が 最適 
CHS. 身体 を 強化 し , 精神 を 解放 する の は この 時 期 
で ある . 訓練 期間 に つい て は , すべ て 個人 的 状況 が 異 
な る た め 最 初 か ら 何 カ月 , 何 カ 年 と 決め る こと は で き 
な い . 要する に 訓練 生 が 一 般 工業 が 要求 する 標準 に 従 
っ て , 必要 な 能力 と 迅速 さ を 修 得する に 十分 な 期間 で 
な けれ ば な ら な い . 

[独立 性 と 適応 性 〕 育 人 が 一 般 工 業 に 従事 する 場合 
行動 力 に お いて 少な くも 50 パー セン ト の 独立 性 を も 


つこ と が 必要 で ある . それ は 家 か ら 職 場 ま で の 通勤 を 


は じ め 就 業 環境 の 中 で , 十分 適応 能力 を 発揮 し 得る 原 
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動力 で ある . こ の 力 は 適切 な つえ の 使用 か ら 始ま り , 方 
向 決定 の 能力 , お よび 行動 の 抑制 力 を 養う めこ と か ら 生 
ずる も の で ある . そ し て , ます 工場 の 全 目 的 と 自己 の 仕 
事 と の 関係 を 熱 知 し , 生産 過程 に お ける 自己 の 仕事 の 
責任 と 地位 を 認識 し な けれ ば な ら な い . 次 いで 工場 内 
の 各部 と , その 作業 を 音響 の 根源 , 匂い , その 他 に よ 
っ て 知る 必要 が ある . こ うし て 初め て 安心 感 が で き て , 
環境 を マス ター する こと と が で きる . 

一 定 の 産業 に 就職 し て いる た いて い の BA と っ 
て , 最初 の 感情 は 失敗 へ の 恐怖 で ある と いえ る . 訓練 期 
間 中 に 能力 テス ト で 好成績 を 収め た 者 が , 仕事 を 失敗 
し た り , また 2, 3 カ ヵ月 間 は 好調 で , その 後 は 失敗 し 
た りす る 例 が ある . これ は 主として 不安 感 や 自信 衰 失 
の た め , また , 内 気 過 ぎ て 積極 的 に 同僚 と 共に 仕事 が 
で き な か っ た いと いう , 社会 的 不適 応 の た め に 失敗 し 
た と いう 事実 も ある , 雇用 主 の 中 に は . 情 の 深い 人 も い 
る が , 盲人 の 姿 を 見 る の が , つら いと 思う 者 も いる . そ 
ん な 人 びと は , 視力 が な く と も , 晴 眼 者 な み の 可 能 性 を 
も っ て いる と いう 事実 を 信じ 得 な た な い ので ある . また, 実 
際 の と ころ 盲人 と 晴 眼 者 と の 間 に 何ら の 仕事 の うえ に 
相違 を 認め な いと いう 人 は , ほとん ど な い と いっ て も 
過言 で は な か ろう . し た が っ て , 盲人 は 雇用 主 と の 正 し 
い 接 近 を する よう に 絶え ず 心掛け , 機会 ある ご と に 行 
動 に よっ て 実証 を 行ない , 挑戦 し て 真実 信じ させ る 
よう に 試み な けれ ば いけ な い . そし て 盲人 は 絶え ず 関 
係 する 工場 の 標準 に 合う 仕事 を あっ せん され る よう 努 
め る 必要 が ある . この よう に し て 仕事 に 満足 を 感じ , 
収入 に お いて も 自選 と 家族 の 生活 を 保証 する も の で な 
け ね ば な ら な い . また, 工場 の 変化 や 新しい 情況 に も 適 
応 で きる た め , 就職 後 の 追跡 調査 の 重要 性 を 忘れ て は 
な ら な い . し か し , この た め 依 頼 心 を 起こ さ な い よう 
に 注意 する こと は も ちろ ん で ある . 一 般 工業 に お ける 
BACH, 終身 同一 の 仕事 に 制限 され て いる と い 
DEECHS. し か し , 考え ん られ る こと は すべ て の 進 
展 は その 人 自身 次 第 で 可能 性 を 開発 し , その 能力 を 向 
上 させ る こと と が で きる も の で あっ て , これ が で きれ ば 
晴 ・ 盲 に か か わら ず 新 し い 地位 や 仕事 は 自然 と 手 に 入 
れる こと と が で きる は ず で ある . 

[就職 指導 の 要点 ] これ ら を 要約 すれ ば 次 の 通り で 
ある . 

1 職業 は 盲人 の 社会 藤 合 の 主要 素 で ある か ら , Ta 
者 と 肩 を 並べ て 働く こと が 絶対 に 必要 で ある . 

@⑫) 工 業 は 盲人 に 対し て 就職 の 機会 を 提供 で きる . 
それ は その 過程 に は いろ いろ な 作業 が 含ま れ て お り , 


高度 の 訓練 や 研究 を 必要 と し な いも の が あり , 多数 の 
盲人 が 国 の 社会 的 情況 や 文化 的 発達 か ら 見 て , 高度 の 
特別 訓練 を 受け る 機会 を 必要 と し な く て も よい 実情 を 
考慮 すれ ば , 工業 は 家人 た ち に と っ て は な は だ よい 職 
場 で ある . 

(訓練 に つい て いえ ば , 基本 的 要素 は 紳 人 訓練 所 で 
主要 な 作業 方 法 と 環境 適応 を 再生 し て 行なう こと か 思 
UY: 

NEADBERIC OV TIL, 根本 的 に は 工業 生産 の 標 
準 に 一 致す る こと . お よび 満足 し た 労働 条件 と 生活 条 
件 を 盲人 労務 者 に 保証 せ ね ば な ら な いと いう こと で あ 
a. 

(アル ベル ト ・ フ ェ ル ナン デズ ノ 松 浦 嘉 子 ・ 土 井 利家 
抄訳 ) 

[参照 文献 」 

Fernandez, Alberto S., “Placement of the Blind 
in Industry” Proceeding of the World Assembly 
of WCWB, 1959. 


事務 職 の 訓練 と 就職 指導 

[就職 前 の 訓練 ] 事務 職 を 希望 する 中 途 和 失明 者 は , 
リハ ビリ テー シュ ン ・ セ ンタ ー の 指導 者 の 忠告 や 助言 
を 受け る こと が た いせ つ で ある . DHOOM LV SHE 
に 適応 で きる た め に , 訓練 指導 者 は , 訓練 生 に 対し 確固 
た る 信念 と 自信 を も つよ うら 指導 する こと で ある . CO 
た め 指 導 者 は 常に 忍耐 強く , 順応 性 が あり , 強い 責任 
REACT SRV Se” OF FORE CHSC ERE 
まれ る . また , 訓練 生 の 潜在 能力 を 正しく 評価 し , そ の 
役割 を 適切 に 理解 する 必要 が ある . その た め に , カウ 
ン セ ラー や 教師 りら と どの よう な 問題 に つい て も 自由 に 
相談 し , あら ゆる 角度 か ら 検 討 す べき で ある . 

訓練 生 は 訓練 終了 期 が 近づく と , 自己 の 要求 や 目的 
に つい て 理解 を 深め 始め る よう に な る . その 場合 , 指 
導 員 は 訓練 生 の 個人 的 な 特性 , 就職 前 に 克服 すべ き 間 
題 に つい て よく 話合い , 明瞭 な 方 法 を 指摘 し , 就職 前 


_ の 十分 な 人 準備 を 整え る べき で ある . 


[就職 指導 ] 指導 員 と 訓練 生 の 間 に う ち 立 て られ た 
個人 的 関係 が 円 滑 に 運べ ば , や が て 最高 の 作業 能力 と 
自信 を 達成 させ る こと が で きる . AMERKHCLEK 
励 や , 自己 の 成績 の 証明 や , 個人 的 な 配慮 を 受け た い 
と いう 要求 を も っ て いる . これ ら に つい て 真実 を 告げ 
必要 な 場合 に は いつ で も 援助 を 惜しん し で は な ら な い . 
Lal, 盲人 に と っ て 依頼 心 を 増長 させ る よう な こと 
は いずれ の 場合 に お いて も 厳重 に 避け ね ば な ら な い . 
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それ は 就職 の 制限 に つなが り , 就職 先 の 雇用 主 や 同僚 
の 不満 を 買う こと と さえ ある . これ に 反し , 独立 心 に 燃 
え 建 設 的 で 有用 な 人 物 で あれ ば , も ゃ っ と 容易 に 同僚 や 
雇 用 主 に 喜ば れる で あろ 5. 

依頼 心 を 克服 する だ け で な く , 職場 に は 規則 正しい 
出勤 , 時 間 の 厳守 , 仕事 に 対す る 首尾 一 貫 し た 注意 力 と 
Ait, よい 労働 習慣 , 高度 の 個人 的 適応 性 と 独立 心 , 
家族 や 地域 社会 で の 適切 な 役割 , 同僚 や 上 司 と の より 
よい 人 間 関 係 の 保持 な ど は 欠か すこ と と の で き な い 条件 
CH. 

盲人 を 就職 させ る 最上 の 方 法 は 雇用 契約 の 際 に その 
利点 と 弱点 に つい て 遠慮 の な い 話 合い を 行なう 必 要 が 
ある . し か し , 就職 指導 員 は 話 を 持ち か ける と き と 同 
じょう に , 雇用 主 か ら の 尊敬 や 理解 を 容易 に 得る も の 
で は な いこ と を 知る べき で ある . 

AED SAO 雇用 に 同意 し た と き は , さっ そく 
* 仕 事 の 手引 き ”′ を 作成 せ ね ば な ら な い . その 中 に は 
具体 的 に 通勤 の 道順 を は じ め 勤 務 先 の 建物 , 階段 , 廊 
下 , 食堂 , 便所 , 就職 者 の 机 な ら び に 上 司 や 同僚 た ち 
の 氏名 な ども 書き 入れ , これ を 就職 背 人 に 示し て 説明 
すべ き で ある . 


就職 後 の 追 跡 調 査 は で きる だ け 目 立た な いよ うに す 


べき で , 勤務 時 間 中 を 避け , で きれ ば 昼食 時 間 を 選ぶ 
方 が よい . 

[速記 タイ ビス ト の 就職 指導 ] 指導 員 は 基礎 訓練 の 
HE まず, タイピング, 速記 , 点字 読解 の スピ ー ド と 正 
確 さ を 期す る た め , 毎 日 数 時 間 , 指導 に 専念 する こと が 
必要 CHD. 欧文 タイ ピン グ は 1 分 間 40 語 , 速記 は 
100 語 に 達する まで に スピ ー ド アッ プ す る よ 2 HSS 
る . また , 何 回 も 辞書 を 引く と と の な いよ う ス ペル を 
WASHES. この よう に し て , 速記 ., と タイ ビン グ と ゃ 
晴 眼 者 な み の ス ピー ド と 正確 さ に 達し た と し て も な お 
それ は 最低 の も の で ある こと を 知ら ね ば な ら な い . な 
ぜ な ら は , 盲人 は 予め 速記 点字 の 文句 を 読み 終え て か 
ら み タイ ビン グ す る と と に だ な り ゆり, 晴 眼 考 まり も 過 ら うじ で 
も 時 間 の g ス を 生じ る か ら で あ る . 書類 を 綴っ た り , 整 
理 し た り , 複写 する こと な ど は 盲人 タイ ピス の 範囲 で 


は な い , し か し , これ ら の マイ ナス に 代わ り 手 紙 文 を 超 
草 す る 能力 か あれ ば これ を 補う こと が で きる . ま た , 職 
業 上 の 必要 な 知識 を 獲得 し て 文案 を 正しく し , 用 語 や 
文脈 を 整え を る よう する と と が で きれ ば , 書類 作成 上 , 
上 司 の 手数 を 省く こと に な る で あろ うら . こと の よう に す 
ぐれ た 能力 を 発揮 すれ ば , 雇用 の 範囲 を 拡大 する だ け 
で な く , 経済 的 収入 も 増大 する こと に な る . 

さら に で きれ ば 文法 を 学び , 外国 語 通 信 文 を 自国 語 
に, 自国 語 を 外国 語 に 徳 訳 で きる 語学 力 を 養 CLG, 
それ だ け 条 件 が 向上 する . その ほか , 小 企業 な ど で は 
昼食 時 間 に 電 話 交換 手 が 他 の 職員 と 交替 する 場合 が 多 
い の で , 電話 交換 の 訓練 も る し て お け ば 効果 的 で ある . 

[商業 開業 者 の 指導 ] 訓練 生 の 中 に は 自身 で 商店 を 
開き た いと 希望 し て いる 者 が 相当 多い . この よう な 人 
た ち に は 生活 訓練 の ほか に 商業 的 な 知識 と 商法 , 銀行 
取引 , 保険 契約 , 広告 , 記帳 な どの 知識 を 学ぶ こと は 
いら まで も な い . また , 取扱 い 商品 の 知識 を 徹底 的 に 
学ぶ こと ゃ 当然 の こと で ある . 

商業 方 面 は 範囲 が 広い が , 1 例 と し て た ば こ や , 新 
開 の 売店 , 食料 品 店 , 雑貨 商 , ラ ジオ 販売 や 保険 の 勧 
誘 , 行商 な ど が あげ られ る . これ ら に 従事 し ょ うと す 
る 人 に は , 自身 の 自発 性 , 積極 性 , 活動 力 な ど に よっ 
て 自分 で 開拓 せ ね ば な ら な い . し か し , オラ ンダ で は 就 
職 指導 員 は 営業 開設 に 必要 な 家屋 探し や その 適 谷 に つ 
いて 調査 な ど を 助け て いる , また 記帳 係 を その 店 に 配 
置 し て 記帳 を 助け , 商売 の 採算 が と れる まで の 期間 指 
導 す る . 本 人 に 資力 が 乏 し い 場 合 , 財政 援助 者 を 探し , 
3 分 の 1 は 自己 資金 , 3 分 の 1 は 地方 当局 , 残り は 政 
府 か ら 得 ら れる よ 2 う 援助 し て いる . また , 政府 は 就職 
指導 上 員 の 給料 を は じ め 点 字 器 , 速記 器 , 録音 器 な どの 
提供 を し , 営業 上 必要 な 秘書 や 記帳 係 の 給料 の 2, 3 カ 
年 分 を 負担 する な ど , 就業 上 の 便宜 を 図っ て いる . 
(D.H. コス ター ノンノ 松浦 嘉子 ・ 土 井 利家 抄訳 
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失明 の 範囲 , 原因 お よび 分 布 に 関す る 統計 的 観察 
Yay F. ウィ ルソン 

世界 盲人 人 口 の 推定 数 

1959 年 に 世界 盲人 福祉 協議 会 (The World Council for the Welfare of the Blind 一 WCWB) の 第 
2 回 総会 が ビー マ で 開催 され て 以来 , 5 年 間 に 世 界 の 総 人 口 が 3 億 も 増加 し た こと は , 実に 驚く べき 
こと で ある . この 第 3 回 総会 が ニュ ー ョ ー ク で 開催 され て いる 2 週間 (1964 年 7 月 29 日 て 8 月 12 
日 ) の 間 に も , 400 万 人 が 誕生 する だ ろう . 人 口 増加 の 速度 は 年 ご と に 早く な っ て お り , 1975 年 まで 
に は 世界 の 総 人 口 は 40 億 , 今世紀 末 に は 60 億 に 達する で あろ う . あ る 熱心 な 数 学者 の 計算 で は , も 
し , この 割合 で 増加 すれ ば , 2700 年 に は 世界 総 人 口 の 人 口 密度 は , 1 人 当たり 1 フィ ー ト 平方 に し 
か な ら な いで あろ うと 述べ て いる . 

現在 , 世界 の 盲 人 数 が どれ ほど で ある か は 全く 不明 で , 統計 資料 に よっ て 推定 する 以外 に 方 法 は な 
be 

国連 の 世界 保健 機構 (WHO) は , 19624EICHHROBRAA DEBE 1000 万 人 と 推定 し て いる . 以 
PF [HB] (blindness rate) と いう 語 を 用 いる が , それ は 一 般 人 口 10 万 人 に 対す る 盲人 数 の 率 で 
HA. そこ で , 現在 の 世界 総 人 口 は 32 億 な の で , WHO の 推定 に よる 世界 の 和 失明 率 は 約 320 と な る . 
この 推定 数 は 最低 数 に 基づい て 計算 され , 多く の 国々 が 全盲 者 だ け を 計算 し た も の で あり , 事実 を 無 
視 し た も の で ある . 国際 的 に 容認 され る 盲 の 定義 を 用 いれ ば , この 数 字 は は る か に 多く な る で あろ 
う . アジ ア の ほとん どの 地域 で 失明 率 が 500 で ある の が 現実 で あり , 熱帯 地方 の アフ リカ で は 少な く 
と も 700 と な る で あろ う . し た が っ て , 世界 の 平均 失明 率 は 450 が 真実 に 近い も ゃ の と な り , 全 世 界 の 
盲人 の 総数 は 1400 万 と な る . 


盲人 人 口 に 影響 する 諸 要 因 

未来 を 展望 する と き , 推定 は より 近似 的 な 数 字 に 近い も の と な る . 核 戦争 は 別 と し て , 一 般 人 口 の 
増加 は か な り 合理 的 に 予想 で きる が , 盲人 と な る 人 口 の 比率 を 減少 させ る われ われ の 能力 は , 十分 確 
実 で ある と は いえ な い . この 状況 は 母親 と 医師 と の 間 で 行なわ れる 競争 で も ある が , 現在 の と ころ は 
母親 が 勝利 を 得 つ つ あ る . し か し , この よう な 状況 を 支配 する 主要 な 諸 要 因 を 分 析 す る こと は 可能 で 
BY, 私 は この 分 析 を 試み て みよ う . 

(1) 老齢 化 現 象 : 人 間 の 寿命 は 年 々 長く な っ て いる . 現在 20 歳 の イン ディ アン は 63 歳 ま で 生き る こ 
と が 期待 で きる が , その 父親 は 50 歳 代 まで 生き る こと が で きれ ば 幸運 で あっ た . 寿命 が 長く な る 現 
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Bit, 世界 の 多く の 地域 で 起こ りつ つ あ り , 失明 の 危険 性 が 老齢 化 と と も に 急激 な 増大 が 予想 され る 
た め , 世界 の 盲人 人 口 に 多大 の 影響 を 与え を てい る. 

全般 的 に 失明 率 が 低い (207) イギリス で は , 70 歳 以上 の 老人 に お ける 和 失明 率 は 1640 で , 85 KL 
上 で は 5750 と な り , イン ド , アフ リカ の 河川 の 流域 地方 に 発生 する |「 リ バー ・ ブ ライ ンド ネス 」 
(river blindness, 河 青 . オン ュ セ ルカ 発 盲 糸状 虫 疾 患 一 onchocereiasis 一 を 指す ) に よる 和 失明 に 匹敵 
する 数 字 で ある . 主として 人 日 の 老 陰 化 が 進ん で いる た め 。 他 の 年 齢 層 の 失明 率 が 商 進 的 に 減少 し 
て いる の に , イギリス の 盲人 人 口 は 逆 に 増加 し 続け て きた. すなわち , 現在 イギリス の 盲人 の 3 分 の 
2 は 65 MELE CHS. 


この 年 齢 と いう 要因 は , アフ リカ お よび アジ ア の 大 多数 の 国々 に お ける 盲人 に 関す る 統計 に は , ま 


だ 影響 を 及 ほ し て いな い . 北 ロ ー デ ン ア の 最近 の 実態 調査 は , 盲人 の わずか 12 ペー セン ト が 60 MY 
上 で ある こと を 示し た . その 理由 は , これ ら の 地域 で は 白内障 か 緑内障 に 置 さ れる こと の 多い 高 年 齢 
層 ま で 生き の びる 者 が 非常 に 少な いか ら で あ る . し か し , 今や 重大 な 変化 が アフ リカ や アジ ア で 超 こ 
りつ つ あ り , 60 代 , 70 代 まで 生き の びる 人 が 年 ご ど と に 多く な る 傾向 に ある . アフ リカ 人 や アジ ア 人 
が 眼 疾患 が 他 の 地域 か ら 孤立 する の が 当然 で ある と いう よう な 理由 は 全く な い . 事実 , 白内障 は アジ 
ア の 諸国 で 広く 発生 し て いる だ け で な く , 西欧 より ゃ 年齢 的 に 早期 に 起こ っ て も いる の で ある . 人 日 
の 多い 国々 で は , 年 齢 層 に お ける わずか の 変化 で も , 盲人 数 に 驚く べき 変化 を 及ぼ す の で ある . 

⑫) 児 童 死亡 率 の 減少 と 盲 児 数 : 世界 の 人 口 増加 の 主要 な 理由 は , 児童 の 生存 率 が よく な っ た か ら 
CHS. 各国 の 保健 事業 が , 現在 世界 の 各地 で 起こ りつ つ あ る よう に , 原始 的 段階 か ら 過 渡 的 段階 へ 
と 進む に つれ て , 4 蔵 以 下 の 児童 1000 人 に 対す る 死亡 数 は , 約 250 人 か ら 70 人 に 減少 し て いる . こ 
の こと は 人 口 の 爆発 的 増加 を 引 起こ し た 原動力 で も ある し , すでに 驚く べき 結果 を 生ん で いる の で あ 
る . イン ド で は , 14 歳 以下 の 児童 は 1 億 7000 万 で , BAND 38 ペー セン ト を 占め て いる ., ガー チ 
で は 40 パー セン ト , メキ シュ で は 41 パー セン ト で ある . 世界 中 で 恐らく 毎日 30 万 の こ ども が 生ま 
れ て お り , 生存 の 機会 は 以前 より ゃ 驚く ほ と 高く な っ て いる . 成年 期 に 六 す る に つれ て , 人 口 増加 は 
等 差 級数 的 な も る の か ら 等 比 級数 的 な も の に な る . 成年 期 に ある 盲人 は , 盲人 福祉 事業 従事 者 に と っ て 
最も 関心 の ある 年 齢 層 で あり , われ われ が 問わ な けれ ば な ら な い 質 問 は , この 爆発 的 な 増加 を 示し て 
いる 児童 の どれ ほど の 部 分 が , 将来 玄人 と な る か と いう こと で ある . 

1957 年 , オス ロー で 開催 され た 第 2 回 国際 盲 青年 教育 者 会 議 (International Conference of Edu- 
cators of Blind Youth) に 際 し て , 各国 か ら 報 告 され た 資料 に より 盲人 数 を 合計 し , 報告 の な か っ た 
諸国 を 考慮 に 入れ 平均 数 を 求め る と , FHP BVLO 数 は 最低 66 万 人 と 推定 され る . 1957 年 以後 , 事 
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情 は 大 きく 変化 し , 現在 この 推定 の 基礎 と な っ て いる 数 字 が 多く の 場合 , 低 過 ぎる よう に 思わ れる . 
た と えば , 最近 イン ド 政 府 は 自国 の 盲 児 を 40 万 人 と 推定 し て いる . これ は 信じ が た い MF CHS 
が , 1963 年 ニーー デリ ー に 滞在 中 , この 数 字 の 裏付け と な る 形 児 の いく つか の 実例 を 見 る 機会 が あ 
り , その 印象 は 感銘 深い も の で あっ た . 世界 に お ける 盲 児 の 数 に 関す る 推定 を 正しい と する 情報 は あ 
まり に ゃ も 少ない. しかし, 児童 の 国際 的 な 矢 明 率 は アメ リカ 合衆国 の 現在 の 水準 よ り 高く な く と も , 
こん に ち 世 界 中 で 60 万 以上 の 盲 児 が いる と いら こと は , 恐ろし いこ と で ある . 

保健 事業 が 進む に 従っ て , 盲 児 は 減少 する が , 問題 は 減少 する 速度 が 早い か どう か で ある . 予言 で 
きる 期間 に つい て いえ ば , 世界 の 児童 人 口 は 倍増 する で あろ う が , その 期間 中 に 児童 の 失明 率 が 半減 
し な けれ ば , 盲 児 の 総数 は 減少 し な いで あろ う . 他 の いい 方 を すれ ば , 現在 われ われ が 人 死亡 原因 を 防 
目 し て いる よう に , 効果 的 に 失明 原因 を 防止 し な けれ ば , 事態 は 悪化 する だ け で ある . 

(3⑧ 先 進 諸 国 の 盲 児 数 の 減少 : 医療 事業 が 進ん だ 国々 で は , 楽観 で きる 十分 な 理 申 が ある . 1962 
年 の イギリス に お ける 児童 の 失明 率 は 21 で あっ た . 一 般 の 出生 率 が 着実 に 増加 し て いる に も か か わ 
ら ず , 盲 児 数 は 減少 を 続け , 現在 で は 以前 より も 低く な っ て いる . 医療 事業 が 同じ し ょ うな 水準 に 達 
し て いる その 他 の 国々 も 同じ 状態 に ある . 道 伝 的 原因 に よる 失明 が 重大 な 意義 を も ち つ つ あ る こと 
は , 深く 愛 慮 し た けれ ば な ら な い 事 実 で ある . 遺伝 性 の 和 失明 に よる 盲 児 で も , こん に ち で は , HET 
る 機会 か 多く な っ て いる の で ある . そし て 生き 残る ば か り で な く , 親 と な る よう な 場合 に は , 問題 と 
な る 暗い 影 を 遠く 将来 に 落し て し まう の で ある . し か し , この 問題 に つい て は , 現在 の と ころ 精力 的 
に 対策 が 講じ られ て お り , 先進 諸国 に お いて は , 他 の 障害 を も ゃ つ 和 盲 児 数 の 比率 は 増大 し て いる が , B 
兄 数 は 減少 し 続け る こと が 当然 期待 で きる こと で ある . 

(3 開発 途上 国 の 失明 防止 対策 : これ ら 先進 諸国 で 起こ と っ て いる こと は , 世界 全体 の 状況 に 対し て 周 
辺 に 触れ る だ け の 部 分 的 な 影響 を えて いる に 過ぎ な い . 世界 総 人 口 の 約 4 分 の 3 が アジ ア , アフ リ 
A, ラテ ン ア メリ カ に 住み , 問題 解決 の た め の 手 が 打 た れ な けれ ば な ら な い の は , これ ら の 地域 に お 
いて で ある . 

これ ら の 国々 に お いて は , 人 口 が 急激 に 増加 し て いる だ け で な く , 児童 の 失明 率 も また 高い . イン 
ド に お いて は , イン ド 文 部 省 の 推定 を その まま 受取 れ ば , 児童 の 失明 率 は 235 CHS. この 推定 の 根 


拠 に な っ た 実態 調査 は , 人 口 の 80 パー セン ト が トラ ュー マ に か か っ て いる 地域 で は (この 状態 は ア 


フリ カ や 中 近東 に お いて も か な り 共 通 的 に 見 受け られ る ), 児童 の 1 パー セン ト が 恐らく 失明 する で 


あろ ら こ と を 指摘 し て いる . この 数 字 は 最近 南ア フリ カ に お ける 調査 で も 記録 され た も の で あっ た . 
また だ た, 考 い に も ゃ も 珍しい 例外 的 な 数 字 で ある が , 北 ビ ヒー デン シン ア の ル ア プ ラ ・ ベ レー 地 方 で は , 盲人 の 82 
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バー モン ト が 10 歳 ま で の 時 期 に 失明 し て いる こと が 判明 し た . も し この よう な 数 字 が 次 の 数 世代 に 
わた っ て 影響 を 及ぼ す と すれ ば , その 結果 は 恐ろし いも の で ある . LOL, われ われ は この よう な 悲 
鉛 的 な 見 方 を する 必要 は な い 、. 

乳幼児 の 死亡 原因 と な る 天然 瘍 な どの 疾患 は , 児童 の 失明 の 主要 な 原因 で も ある の で , これ ら の 疾 
患 を 統御 で きる よう に な る こと は , 喜ぶ べき こと と で ある . 現在 で は , トラ ュー マ , 結膜 炎 , は し か , 
汐 病 , ハン セン 病 な ど が , 統御 で きる 疾患 と な っ て いる . これ ら の 主要 な 疾患 が 少な く な れ ば , 栄養 
不良 が 主要 原因 の 座 を 占め る よう に な る こと と が 明らか に な りつ つ あ る . 

過去 3 年 間 , 国連 の 世界 保健 機構 (WHO) の ュ ン サル タン ト が , ビタ ミン A の 欠乏 に よっ て 生 ず 
る 眼球 乾燥 症 に 関す る 国際 的 調査 を 実施 し た . この 疾患 の 進行 し た 形 の 角膜 軟化 症 は , 失明 の 直接 的 
原因 に な る も の で ある が , ビタ ミン の 欠乏 に よる 最も 重大 な 影響 は , 十分 な 栄養 が 供給 され て いる 目 
で あれ ば , 失明 の 原因 と な ら な いで すむ ゃ も の を , 幼児 , 特に 離乳 後 数 ヵ月 の 幼児 を 失明 させ る 素因 と 
な る こと で ある . WHO の ュ ン サル タン ト の 報告 書 は , 膨大 な 証拠 資料 を も っ て , 角膜 軟化 症 が 全 世 
界 を 通し て の 重要 な 保健 問題 の 一 つ で あり , アジ ア , アフ リカ , ラテ ン ア メリ カ の 人 口 の 密度 が 高い 
地域 で は , 特に 深刻 な 問題 で ある と , きび し く 批 判 し て いる . 50D OERYELORATAZY (BLS 
ング ラ デ ン シュ) の 首都 ダッ カ に お いて , 二 つ の 眼科 病院 が 角膜 軟化 症 の た め 和 失明 する 児童 が 1 年 間 に 
259 人 に 上 る こと を 記録 し た . また , 有 眼球 乾燥 症 が 乳幼児 に 最も 多い イン ド ネ シア で は , この 症状 を 
も つ 児童 の 8 ペー セン ト が 失明 を 引 起 こす 病巣 を も っ て いる こと が 発見 され た . 

国連 の 食糧 農業 機構 (The Food and Agricultural Organization) は , 世界 総 人 口 の 約 3 分 の 1 が た 
ん ば く 質 と 必要 な ビタ ミン が 慢性 的 に 欠乏 し て いる 食 生活 を し て いる と 推定 し て いる . この よう な 状 
況 の 地域 社会 で は , 失明 率 は 非常 に 高く , さら に 角膜 軟化 症 に か か っ て いる 児童 は し ば し ば 死亡 する 
と いう 事実 が な か っ た な ら ば , 失明 率 は さら に 高く な る で あろ うら う . イン ド ネ シア で は , 有 眼球 乾燥 症 に 
か か っ た 児童 の 約 半数 が 生後 数 年 の うち に 死亡 チ する の が 久 ら れ た し , 角膜 電化 症 に か か っ て いる 児童 
の 死亡 率 は , 恐らく も っ と 高い で あろ うし , ある 権威 者 は それ を 80 ペー セン ト と し て いる . し か し , 
現在 この よう な 児童 の 失明 を 阻止 する こと は で き な く て も ゃ , 応急 的 治療 に よっ て 生命 を と り と め る こ 
と の で きる 場合 が 多い . 巨大 な た 人口 を か か えて いる 国々 に お いて は , 生存 率 が 少し ば か り 良 く な る こ 
と さえ , 盲 児童 数 の 驚く べき 増加 を 引 起 こす こと が ある の で ある . 

栄養 が 改善 され ず , ある い は 栄養 失調 の 目 に 及ぼ す 影 響 が 統御 され な けれ ば , 世界 の 大 部 分 の 地域 
に お ける 児童 の 失明 率 は , 人 口 の 増加 と つり 合う た め に 絶対 に 必要 な 数 以下 に 下る こと は な いと 結論 
で きる と 思う . 多量 の ビタ ミン A の 使用 に つい て 実験 が 行なわ れ て いる が , 唯一 の 確実 な 回 答 は , 食 
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生活 の 恒久 的 な 改善 で ある . Chit, 農業 改良 指導 者 (agriculturists), 地域 開発 指導 員 (community 
development workers) お よび 教師 に 課さ れ た 仕事 で あり , そし て , シモ リー・ ウ イリ アム ズ (Dr. 
Cicely Williams) ゃ 指摘 し た よう に , 恐らく この 間 題 が 解決 され る の は , 児童 の 生命 の 価値 に つい 
て , 現在 と は 違っ た 見 解 が 一 般 に 普及 し て か ら の こと で あろ うら う . 

トラ ュー マ や リバ ー・ ブ ライ ンド ネス の 統御 は , 今や 医学 的 な 問題 で ある と と も に , 行政 上 の 問題 
で も ある . これ ら の 疾患 を 防止 する 諸 技 術 は , 今後 と も 進歩 し 改善 され て ゆく こと は 失 い な い . 
いか な る 国 で も , 緑内障 お よび 白内障 に よる 失明 が , 一 般 に 広がる 状態 は , 必要 な 手術 を 行なう こ 
と の で きる 眼科 専門 医 の 数 に 関連 が ある . アメ リカ 合衆国 で は , 人 口 3 万 人 に 対し て 1 人 の 眼科 医 が 
いる の に , 北 ナ イジ ェ リ ア で は , A 3000 万 人 に 対し て 4 人 の 眼科 医 か いる に 過ぎ な い . すなわち , 
眼科 医 を 最も 必要 と する 国々 に お いて , 眼科 医 が 極度 に 不足 し て いる の が 現状 で ある . 何 か 決定 的 な 
exw OC, 眼科 教育 施設 を ぁ ふやし, 眼科 医 が 農村 地域 で 働く よう に し な けれ ば , 無益 な 失明 と い 
2 大 き な 重 荷 を 次 の 世代 まで 持 越 すこ と に な る だ ろう . 


結論 

以上 に 述べ た 状況 に は 不 確 実 な も の が あま り に 多い た め , 独断 的 な 結論 は 避け な けれ ば な ら た ない. 
し か し , 確 め る こと が で きた 事実 に 基づい て , 次 の 諸 傾向 を 認め る こと が で きる . 

(医療 お よび 社会 事業 が 進歩 し た 状態 に ある 世界 の 少数 の 国々 で は , 失明 率 は 約 200 に 低下 する ま 
で 減少 の 一 途 を た どる よう で ある . Ek, 平均 年 齢 の 低い 国々 で は , 失明 率 は さら に 低く な る だ ろ 

5. 盲人 人 口 の 比率 は 高く な る が , 青児 数 は 遺伝 的 原因 が 失明 の 決定 的 要因 と な る まで 減少 する の が 
普通 で ある . 

(@) 世 界 絵 人 口 の 4 分 の 3 が 住ん を で いる アジ ア , アフ リカ , ラテ ン ア メリ カ の 国々 に お いて も , Be 
盲人 数 の 着実 な 増加 , ある 地域 で は , 急激 な 増加 を 予測 する こと が で きる . 他方 , 児童 に お ける 和 失明 
率 は 低下 する は ず で ある が , 一 般 児 童 の 飛躍 的 な 増加 の た め , 盲 児 の 実 数 が 低下 する 傾向 が 現われ 
て いな い . 致命 的 な 要因 は 栄養 不良 で あっ て, 目 に 及ぼ すそ の 結果 を 統制 する こと が で き な け れ ば , 
児童 に お ける 和 失明 率 は , 一 般 児 童 人 口 の 増大 と つり 合う ほど 急速 に 低下 する と は 思わ れ な い . ある 地 
RO CILABA RIL SN EMRERL TWD. | 

(BSL, 世界 の 失明 率 が 450 と 推定 し , CORAL SBS LAIRD, 世界 の 盲人 数 は , 1975 
年 まで に 現在 の 1400 万 人 か ら 1800 HAW, 2000 年 まで に は 2700 万 人 に 増加 する で あろ う . 約 1400 
万 人 の 現在 の 数 字 を 維持 する た め に は , 失明 率 は 1975 年 まで 450 か ら 350 に , 今世紀 の 終わ ちり まで 
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に は 450' か ら 230 に 減少 し な けれ ば な ら な い . ここ に 持 出し た 二 つ の 数 字 の うち , 最初 の も の は あま 
り に 悲観 的 で あり , 次 の も ゃ の は あま り に 楽観 的 で ある と 思わ れる . 真実 は その 中 間 の どこ か に ある で 
あろ らし, その 場合 は , 世界 の 盲人 人 口 は 1975 年 まで に 約 1600 FA, 今世紀 の 終わ り ま で に 2000 
万 人 に な る と 予想 され る . 

この 変わ ちり つつ ある 世界 に お いて , 挑戦 し 取組 まな けれ ば な ら な い 重 大 な さま ざま な 問題 を , BA 
の た め の 事業 に 従事 する われ われ が , どん な 程度 に まで 解決 で きる か を 示す こと は , この 会 議 (第 3 
回 世界 盲人 福祉 会 議 ) に 参加 し た 人 びと の な すべ きこ と で ある . この こと を 実行 し , 意義 ある も の と 
する た め に は , われ われ は 業績 を 評価 する 全体 的 な 尺度 を も た な けれ ば な ら た な い . 数 百 の 目盛 り で 考 
えて いた と ころ を , 数 千 の 目盛 り で 考え な けれ ば な ら な い . Ek, 個々 の 施設 に 関心 を も っ て いた と 
ころ を , 全体 的 な 全国 的 制度 の 確立 を 促進 し な けれ ば な ら な い . この 過程 に お いて , われ われ は , わ 
れ わ れ の 伝統 と な っ て いる 専門 分 化 の ゆき 方 を 放棄 し な けれ ば ぼ ば な ら な く な る だ ろう し , その こと に よ 
り , こん に ちの 世界 に お いて 進行 し つつ ある 教育 的 ・ 社 会 的 改良 へ の 強力 な 動向 に 合わ せ て , われ わ 
れ の 前 進 の 実現 を 図る こと が で きる で あろ うら . その た め に は , われ われ は 矢 明 の 防止 に 関心 を 寄せ , 
眼科 医 と 協力 し て 和 失明 防止 の た め の わ れ わ れ の 努力 を , 大 規模 な 国際 的 運動 に まで 発 戻 させ な けれ ば 
な ら な い . | 

トイ ン ビ ー (Arnold Toynbee) は , [20 世紀 は 人 間 が 人 類 全体 の 福祉 を 当然 の 目標 と 考え る こと 
に 踏切 っ た 時 代 と し て , 主として 記憶 きれ る だ ろう 」 と 述べ て いる . この 人 類 全 体 に は 増大 する 盲人 
人 口 も 含ま れ て いる し , か れ ら は 統計 学者 の 図表 上 の 点 や コン ピュ ー タ ー の カー ド で は な く , COR 
祉 が われ われ の 目標 と な た る 人 びと で ある . ELT, いか な る 国 の 育 人 の ニー ド も , 至る と ころ の 盲人 
福祉 事業 従事 者 の 活発 な 関心 の 対象 と な ら な けれ ば , われ われ の 目標 は 達せ られ な いで あろ う . 

(王立 イギリス 連邦 家 人 接 護 協会 会 長 ノ 村越 芳男 R) 
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盲人 福祉 事業 の 移り ゆく 形態 
Vey J 11. ポル ター 


アメ リカ の 盲人 事業 家 た ち が 盲 人 に 関す る 重要 な 問題 や その 改善 に つい て 協議 する た め , ニュ ー ョ 
ー ク で 世界 盲人 事業 家 大 会 を 開い た の は 1931 年 で あっ た . 

ELT, この 大 会 で 現在 の 世界 盲人 福祉 協議 会 (The World Council for the Welfare of the 
Blind=WCWB) の 構想 が 打出 され た の で ある . 

電 惨 な 戦争 を も 含め て 。 いる いろ な 要因 が その 夢 の 実現 を は ば ん だ が , 当時 の 人 びと の た ゆみ な い 
努力 は , や が て 1949 年 の オッ クス フォ ー ド 会 議 と し て 国際 的 な 組織 の 実 を 結ん だ の で ある . 

1931 年 の ニュ ー ョ ー ク 会 議 , 特に 戦後 の オッ クス フォ ー ド 会 議 以後 , HIRO ABASIC LE 

目 す べき 変化 が 起こ っ た . し か し , これ ら の 意義 ある 変化 も , 盲 その も の に 対す る 根本 的 な 態度 の 変 
化 が な か っ た な ら ば , か くも 成功 し な か っ た で あろ う . まず 最初 に , 失明 と いう こと に 対す る 歴史 的 
fame, 失明 は 常に 起こ り 得 る と いう よう な 態度 が 消 を た. その 代り に , お も な 和 失明 原因 と な る 病 
気 の 究 明 , CORA, ひい て は その 病気 その も の の 根絶 や 早期 治療 の 必要 性 が 説 か れる よう に な っ 
た . こう し た 新しい 考え 方 か ら , 多く の 未開 発 国 に お いて さえ も ゃ , 眼科 治療 バ が より 広く 受け られ る よ 
2 に な り , 眼科 医 の 養成 , 病院 の 眼科 部 門 の 増設 , 巡回 眼科 診療 団 の 派遣 それ に よる 衛生 や 一 般 
保健 活動 の 指導 な ど が 実現 さき れる に 至っ た . 
_ 世界 の 盲人 口 は 今 も な お 増加 し て お り , その 数 は あま り に も 多い . LOL, われ われ は 有史 以来 初 
め て , この 地球 上 の あら ゆる 地域 の 失明 に 対し て , 大 きく 戦い を い ど も うと する 新しい 時 代 の 門出 に 
立っ て いる と 信じ る . 数 十 年 前 に は , 治療 する こと の で き な か っ た 眼 疾患 , た と えば , 白内障 , トラ 
ュー マ , 新生 児 眼 疾 , 汐 菌 性 結膜 炎 , 網膜 制 離 , 後 水 品 体 繊維 形成 症 , 糸状 虫 病 な ども , 現在 で は 医 
学 的 に 抑制 し 治療 する こと が で きる . また 世界 的 に 行 な ち われ つつ ある 餅 餅 追 放 運動 は , ERS VRS 
に よる 失明 者 の 減少 に 大 きく 真 献 す る で あろ う . 

不幸 に し て 失明 を 防ぎ 得 な か っ た 人 びと に 対す る 援助 事業 も , また 根本 的 な 態度 の 変化 に よっ て 豆 
ば し い 変 化 を も た らし た . 多く の 先輩 た ちゃ も 盲人 の 援助 に 対し て 意欲 的 に 努力 し た が , ほとん どの 人 
が 家人 た ち を 社会 か ら 隔離 し て 考え て いた こと は 明白 で ある . こう し た 隔離 性 を 主体 と し て 盲人 福祉 
と いう こと が 考え られ て いた の で ある . この よう に し て , 紅 児 は 盲 喝 だ け を 集め て 教育 を 行ない , ま 
た 成人 も 盲人 だ け を 集め て 盲人 に 適し た 職業 訓練 を し て , 盲人 だ け の 職場 に 送る . 就職 不可 能 な 者 
は , 基本 的 に 必要 な 衣服 , 食物 , 住居 を 得る た め の 年 金 が 与え を られ れ ば 十分 で ある , と いう の が 一 般 
的 な 考え 方 で あっ た . 
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今日 の 盲人 事業 の 基 と な っ て いる 思想 は , | 盲人 も 社会 の 平等 な 一 員 と し て 頭 を 高く 掲げ て 生き る 
べき で ある 」 と いう も の で , し た が っ て , この よう な 考え 方 は 大 きく 変化 し た の で ある . そし て われ 
われ の 事業 計画 も , 盲人 た ち が そ れ ぞ れ の 町 や 村 で 十分 に その 地域 社会 の 生活 に 参加 し , 楽し み , そ 
し て 市 民 と し て の 責任 も 果たし て 行く こと が で きる よう に し な けれ ば な ら な い . こう し た 最終 的 目標 
を 達成 する た め に は , 国家 , 地方 政府 , 民間 団体 , 社会 福祉 機関 ,. そし て 盲人 自身 が みな 一 体 と な っ 
て 調和 し , 社会 全体 を よく する た め に 協力 し な けれ ば な ら た ない. 

以上 の 原則 に 基づい て 世界 各地 で 比較 的 最近 始め られ た 事業 に は , 次 の よう な も の が ある . 


就学 前 の 盲 児 

盲 児 は 生ま れ た その 日 か ら , 家族 の 一 員 と し て 受入 れる べき で あり , また , 有力 な 一 員 と な る よう 
カカ づけ て や ら な けれ ば な ら な いと いう 2 認識 は 次 第 に 増し て き て いる . 適切 な 事業 計画 を 立て る た め に 
は , すべ て の 盲 乳幼児 に 対し て 当局 の 目 が 行 届く よう な 信頼 で きる 制度 が 必要 で ある . 次 に は , 訓練 
を 受け た 盲 児 福祉 専門 家 の 家 庭 訪問 に よる 指導 が 確保 され な けれ ば な ら な い . この 指導 は , 盲 児 に い 
ろ い ろ な こと を 教え て いく だ け で な く , その 家族 の 人 びと に 育児 を 真 に その 有 能 な 一 員 と し て 迎え 入 
れる だ け の 理解 と 知識 を も つよ うら 指導 する 重要 な 問題 が ある . 盲 児 が 託児 所 や 保育 園 に 入ら ね ば な ら 
な い 場 合 に , 同じ 年 齢 の 普通 の こども た ちと いっ し ょ に 一 般 の 保育 園 に 入れ る こと も , きわ め て 有効 
な 方 法 と し て あちこち で 行 な ち れ て いる . も ちろ ん こう し た 場合 に , その 保育 園 の 職員 の 訓練 も 必要 
で ある が , それ は むず か し い 問 題 で は な い . また 例外 的 な 事情 か ら 盲 児 だ け の 保育 園 に 入れ な けれ ば 
な ら な い 場 合 に は , 家族 と の 触れ あい を 最大 限 に 続け て いく こと と , その 家族 の 指導 を 十分 に する よ 
う 心がけ な けれ ば な ら な い . お も ちゃ な ども ゃ , 娯楽 的 価値 と と も に 教育 的 価値 を も 考え て 選ん で や る 
こと か 必要 で あろ う . この よう に し て , 晴 眼 者 と 共に 育ち 進歩 し て いく 過程 が 始ま る の で ある . 


過去 2 , 3 年 の 間 で 最も めざまし い 進歩 を と げた の は , 盲 児 教育 の 分野 で ある . 1931 年 の 世界 会 
議 が アメ リカ で 開か れ た と き , 代表 者 の 多く は , SRE MICH CHB Lo Li CHAT 
る 計画 が 始ま っ た ば か り の と ころ を 見 学 し た が , 尋 味 ある 称 苦 すべ き 制 度 で は ある が , アメ リカ の 実 
情 に は 適し て も , 他 の 国 で は な か な か 実現 し な いで あろ うと いう の が , 視察 後 の 一 致し た 意見 の よ 5 
で あっ た . と ころ が これ は あや まり で あっ た だ た. 数 年 前 まで は 盲 児 教 育た な ど 皆 無 で あっ た 国 に お いて さ 
A, 現在 で は 盲 児 た ち が 晴 眼 者 の 上 兄弟 や 友だち と 楽し そう に いっ し ょ に 勉強 し て いる 次 が 見 受け られ 
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00 の MGS BZ ラジル | ポル チョ ニテ ニシ ジア, kw) きら 骨 他 タン レガ ニカ, タイ, イス ラテ 
ル , イン ド , モロ ッ コ , マレ ー シ ア な どの 国々 で , この 制度 が 着 々 と 進め られ て いる . 

学齢 期 の 盲 喝 は , 他 の 同年 齢 の こども た ちと 別 な 存在 で は な く て , 同じ よう な 知能 を も づつ 普通 の こ 
ども で あっ て , た だ 少し 特別 な 手助け さえ すれ ば よい の だ と いう こと が , 各国 の 文部 省 で 認め られ 
て , 一 般 の こども と 同じ 教育 の 機会 が 与え られ る よう に な っ た わけ で ある . この 統合 教育 の 実際 を 見 
れ ば , その 有効 性 と 経済 件 は だ れ の 目 に も 明らか で ある . この よう に , 統合 教育 の 計画 は 各地 で 実施 
SHIRL TSM, これ は 近い 将来 4 僅 に も 5 倍 に も な っ て ゆく こと で あろ うら. この シス テム は 初 
等 教育 の 段階 だ ば け で な く , 世界 各地 で 型 青年 た ち が 技 術 専 門 学校 , 高等 学校 , 大 学 な ど へ 入学 で きる 
ょ うに な り 始 め て いる . 

一 般 社 会 活動 に 盲 生 徒 を 参加 させ る 傾向 が 最初 に 始め られ た こと は , 過去 に お ける 盲 学校 の 理解 あ 
る 経営 者 た ち に 負う と ころ が 多い . われ われ が 盲人 の 将来 に 明る い 見 通し を も っ た の は , BFROW 
囲 に めぐ ら さ れ て いた 古い ろう 獄 の よう な 堀 が と りこ わ さ れ て , 盲 児 た ち が 同 年 齢 の 一 般 児 童 の 活動 
に 参加 し 始め た と き で あっ た . BERL, 現在 も 将来 に お いて も ゃ も , 盲 児 教育 の 根本 的 な 一 つの 姿 で は 
ある が , その 盲 児 教 に つい て は 急速 に 大 き な 変化 が 起こ る で あろ 2 う . HOARE Be ZAHN AE 
備 が 進み , 巡回 教師 も 増加 する に つれ て , 盲 学校 は 「 問 題 あ る 盲 児 ]」 の た め の 教 育 の 場 と し て いっ そ 
う その 責任 を も つよ うに な っ て いる . 

問題児 と は , 家庭 に 問題 の ある こと も ゃ , 2 重 障害 児 , 知恵 遅れ , 心理 的 不適 応 な ど が 見 受け られ る 
場合 で ある . 最近 まで は , 教育 の 対象 か ら は ず さ れ , 見 捨て られ て いた こう し た 不幸 な こども た ち 
が , 十分 な 設備 の ある 盲 学校 で 教育 を 受け る こと が で きる よう に な っ た こと は , 何と 輝かしい 変化 で 
HAD. 


fee Van eh a oad 

これ も 進み ゆく 盲人 福祉 事業 の 輝かしい 新しい 考え 方 で ある . 以前 は 援護 機関 の 事業 の 恩典 を 受け 
られ た 盲人 た ち で も , 将来 の 方 針 に つい て は ほとん と 選択 する こと は で き な か っ た . こども の 場合 は 
盲 学 校 へ 送ら れ , 成人 な ら ば 手 仕 事 を 教え られ , 働く こと の で き な い 人 びと は わずか な 年 金 を 与え ら 
れる . 学校 か , 仕事 か , 年 金 か , 道 は た だ 一 つ で あっ た . FCIBASKMOTEH, 能力 , 訓練 さ 
れ た 技術 。 いろいろ な 個性 を も っ た 完全 な 社会 人 で ある と の 認識 が 深め ONTOS. 現状 の 社会 生活 
は 単に 職業 を も つと いう こと 以外 に , いろ いろ と 複雑 な 入 込 ん だ も の が 多い こと か が 認識 され る に つれ 
て , 盲人 の 訓練 も そう し た 複雑 な 社会 生活 に 参加 で きる よう な も の へ と 進ん で いる . 盲人 事業 関係 で 
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盲人 福祉 事業 の 移り ゆく 形態 











使わ れる こと ば の 中 に , | 示 行 訓練 」, 「 通 信 」, 「 日 常 生 活 の 必要 条件 」, 「 国 内 お よび 国際 問題 」 な 
ど が よく で て くる よう に な っ た . 医学 的 治療 に 始ま り , 心理 的 評価 , 過去 の 教育 や 職業 技術 を 十分 に 
再 活用 する こと な ど が 組込ま れ た すぐ れ た 事業 が 広く 行なわ れ 始め た . これ ら は すべ て , 盲人 を 円 満 
な 有人 能 な 社会 人 と し て , それ ぞ れ の 社会 で 幸せ な , 自信 ある 生活 を 送る ろ る こと が で きる よう に する こと 
を 目標 と し て いる の で ある . 


ke FAH | 

LNENOHATCHAR DMD oILIHAAL L CHES SC LMHENSL CSL, BAR 
AOMBL, それ に 備え て の 形 人 側 の 十分 な 準備 が 新た な 問題 と し て 現われ た . 育 人 事業 専門 家 の 間 
で は , 盲人 は 準備 さえ すれ ば , 矢 明 し な けれ ば 選ん で いた で あろ う 職 業 に つく こと が で きる は ず で あ 
る と いう 考え 方 が , ずっ と 存在 し て いた . そし て , この 科 単 な 考え が 受入 れ ら れる こと に よっ て , B 
人 雇用 の 新た な 面 が 大 きく 開か れ た の で ある . 

盲人 援護 機関 に, も は や 盲人 に 作業 所 や 材料 , 道具 , 販路 , 援助 費 な ど を 与え る 必要 は な く な っ 
た . CORVICTY, BY, 事務 所 , BAT, 学校 , 大 学 な ど が 盲人 の 新しい 雇用 主 と な っ た . そし て 
衣 人 は 一 般 の 工業 , 商業 な どの 経済 生活 形態 の 中 で 有 能 な 尊 殴 され る 従業 員 と な っ た の で ある . 1931 
年 の 世界 会 議 が 開か れ た と き に は , 一 般 工 場 が や っ と 盲人 雇用 へ の 重い 歩み を 踏 出 そう と し た ば か 
り で あっ た . それ が か 今 で は 何 万 と いう 盲人 が 働い て お り , し か も その 数 は ます ます 増加 し つつ ある . 
1949 年 の オッ クス フォ ー ド 会 議 の と き に は , 少数 の グル ー プ で 農村 在住 の 証人 た ち が そ の 社会 で 働く 
こと が で きる よう に , 農業 訓練 を し て は どう か と いら こと を 熱心 に 論議 し た . 盲人 に 農業 を 教え る こ 
と は で き て も , それ で 生計 を 立て る ほど に は ほな れい だ ろう と いう 天 お 多 か う た UBL, CAS 
ョ ー ロ ッ パ や 北米 だ け で な く ア フリ カ 大 陸 , アジ ア , 中 近東 , 南米 の 各地 で , 農業 訓練 セン ター が 開 
か れ て いる . この セン ター で 訓練 を 終え を た 多く の 盲人 た ち は , か れ ら の 家 の あ る 地域 社会 で 農業 に 従 
SL, 腕 の 技術 と 額 の 沖 に よっ て りっぱ に 自立 の 生活 を 送っ て いる . 

古く か ら 盲 人 の 働き 場 で あっ た 授産 所 も , 決し て その 任務 を 失っ て は いな い . 古い 形態 の も の は 新 
し く 変 りつ つ あ る が , その 新しい 授産 所 は 二 つ の 役割 を 果たさ な けれ ば な ら な い . 一 つ は 盲人 に 高度 
な 技術 を 教え , 一 般 工場 に 就職 口 が あれ ば いつ で も ゃ 送り 出せ る よう に する こと で あり , も ゃ う 一 つ は 就 
職 先 の 見 つか ら な い 人 びと の た め に 働く 場 を 提供 する こと で ある . 現在 多く の 近代 化し た 授産 所 で 大 
きたな 機械 が 羽音 を 上 げ て 操作 され , 数 の 部 品 や 下請 け の 製品 を 生産 し て , 一 般 工場 に 劣ら ぬ 了 益 を 
上 げ て いる の で ある . 
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大 学 や 専門 学校 の 構内 を 歩い て いる 盲 学生 の 姿 も , 現在 は 少し ゃ 珍し いも ゃ の で は な く な っ た . 世界 
各国 で , 盲人 の 高 待 教育 が 進め られ る に つれ て , 専門 職業 に つく 盲人 の 数 も 日 を 追っ て 多く な っ て い 
周 

この よう に 情勢 は 変り つつ あり , 先覚 者 た ちの 勇気 と 先見 , 多く の 盲人 男女 の 不 擁 不屈 の 信念 と 意 
志 の 力 が , か くも 大 きい 業績 を 残し た の で ある . Ek, これ ら の 実績 は 各国 政府 に 盲人 援助 は 政府 の 
任務 で ある こと を さと ら せ た の で ある . さら に 政府 の こう し た 態度 は , 国際 機関 を も 動か す に 至り , 
1950 年 に ジュ ネー ブ で 開か れ た 会 合 を 契機 と し て , 国連 機構 は 盲人 を も 含む 身体 障害 者 援助 に 大 き 
く 協力 する こと に な っ た . この 総会 後 1 ヵ月 する と , 国連 機関 内 身体 障害 者 福祉 委員 会 が ジェ ネー ブ 
に お いて 開か れ , 国連 , WHO, ILO, ユ ネス ュ , ユ ニセ フ の 代表 が 世界 各国 の 政府 民間 の 協力 に よる 身 
障 者 福祉 増進 を 図る た め に , WCWB を は じ め 同 種 の 民間 国際 団体 と 協調 し て 進む こと に な っ た . 

それ で は , われ われ は 上 果たし て 目標 を きわ め た の で あろ うら うか. ゴー ル に 到着 し た の で あろ うか . も 
ちろ ん 人 否 で ある . 間 題 の 表面 を わずか に か きむ し っ た に 過ぎ な いこ と を 前 に も まし て 切実 に 感じ て い 
る と いえ よう . われ われ は どこ へ 向っ て 進む べき か , 何 を 達成 する こと が で きる か , それ は どう し た 
ら 達 成 で きる か を 知っ て いる . われ われ は 孤独 で は な く , より 強い 力 に 支 を られ て いる . それ ら の カ 
と われ われ の 決意 に よっ て 前 途 に 大 き な 1 歩 を 踏 出 すこ と が で きる の で ある . 盲人 $ も 晴 眼 者 も , 政府 
代表 も , 民間 の 事業 家 も , 国内 団体 も , 国際 団体 も , そし て 専門 家 も , 一 般 社会 の 発展 に 働く 人 びと 
も , 決意 を 新た に こし, われ われ 1 人 ひと り の 力 が 盲人 を 家族 の 中 で , HAT, BAT, 世界 中 で , そ 
の 実力 を 発揮 し , 尊厳 を 維持 で きる よう に する 最終 目的 に 近づけ る も の で ある こと を 認識 し な けれ ば 
な ら た ない . ( 王 イ ギリ ス 盲 人 援護 協会 副 会 長 ノ 岩橋 明子 訳 ) 
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科学 時 代 に お ける 盲人 
| A_N. マジ 

SRR LBA 

BED IRN SEI Eo CT, 人 類 が 月 の 世界 に 到着 する と いう 宇宙 時 代 に は いっ た が , SHAE 
人 に と っ て いか な る 意義 が ある の だ ろう か . そこ に 多く の 疑問 が 生じ て きた . 盲人 は 天文 学者 に は た 
り 得 な いし , 宇宙 旅行 の 機会 も る 限ら れ て いる . し か し , 宇宙 調査 を 最高 と する 今日 の 科学 的 発展 は , 
や が て 多く の 副産物 を 生み , それ ら に より 失明 者 の 問題 に 対し て も , 次 第 に 適応 の 可能 性 も 多く な る 
で あろ 2 うこ と は 考え られ る . 

た と えば , 眼球 を 避け て 脳 の 中 枢 視神経 に 光 感 覚 を も た ら す 器具 の 開発 に 関す る = ニュース $ 発 表 さ 
れ て いる . Ek, 1969 年 に は いわ ゆる 視覚 の 補綴 術 (visual prothesis) と いわ れる 装置 に つい て , 
ンカ ゴブ に お ける アメ リカ 教育 者 会 議 (AAIB) で 詳細 に 説明 され た . さら に 国立 保健 脇 会 (National 
Institute of Health) の マク = ニュル (Dr. E. F. MacNichol) も 全盲 者 に 光 覚 を も た ら す 研究 の 今 目 
まで の 進歩 に つい て 詳細 に 説明 を 行なっ て いる . し か し , まだ 心臓 移 交 の よう に 一 般 化 され る 程度 に 
は 至っ て いな い . 

Lal, 人 間 を 月 へ 送る 科学 的 知識 と 技術 は ある が , 盲人 の 視力 回 復 の た め の 研 究 開発 に は 積極 的 
に 協力 し て いな いし , 長い 自 杖 を 除い て は 盲人 歩行 の た め の 科 学 的 開発 の 努力 は まだ 十分 に 行なわ れ 
て いな いと マク ニュ ル は 指摘 し て いる . 


AYER 2 Bw 

ュ ン ピュ ー タ ー の 開発 に 着手 され た の は 幾 年 $ 以前 の こと で ある が , 今や あら ゆる 産業 界 に 拡大 
し , 予期 以上 に 著しく 範囲 と 速度 を 増大 し た . そし て コンピ ュー ター は 盲人 職業 の 適応 の た め 確 実 な 
地歩 を 占め て いる . 今日 で は 盲人 プロ グラ マー の 訓練 と 雇用 は , 世界 中 の 工業 国 に お いて 可能 で ある 
と 認め られ て いる . Efe, 点字 印刷 技術 に も 適 店 され つつ ある が , や が て , 問 も な く 光 の 速度 で 点字 
書 を 印刷 する くら いま で 実用 化 き れる で あろ うら . この よう な 盲人 の た め の 開 発 事業 に は , WCWB が 
技術 委員 会 を 通し て 大 き な 奉 仕 を し て いる . 

カナ ダ 盲 人 援護 協会 は , 印刷 の ペー ジ を 音声 に 変え , 文字 を 擬 声 語 と し て レポ ー ト する レキ シンフォ 
ン (lexphone) と いう 装置 を 開発 する た め 継 続 的 に 資金 を 提供 し て いる . 同じ よう な 機械 が アメ リ 
カ の スタ ン フ ォ ー ド 大 学 で も 研究 され つつ ある . 2, 3 年 前 , イギリス は 電子 自動 点字 印刷 機 を 考案 
Lik. その 後 , 間もなく アメ リカ は レイ サー の つえ を (laser cane) を 生産 し た . 
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この よう に 各国 が お の お の 技術 開発 を 行ない , で きる だ け よ い 盲 人 用 具 の 製作 に 励ん で いる . 


共同 研究 の 重要 性 

私 の 指摘 し た いこ と は , この よう な 独自 的 な 研究 や 開発 は すでに 過去 の こと で , 今 は 通用 し な いと 
いう こと で ある . な ぜ 1 国 で 行なっ て いる 研究 計画 と 同じ も の を , 他 の 国 で も 行なう と いう 知識 と 設 
備 の 浪費 を する の で あろ うか . すでに 各国 の 調査 計画 や 情報 を 交換 で きる 国際 調査 情報 局 (Inter- 
national Research Information Service 三 IRIS) と いう 中 央 情報 交換 所 (central clearing house) が 
ある で は な いか . あら ゆる 調査 事項 は ここ で プー ル さ れ , これ を 通し て 一 つ 一 つの 計画 の 成果 が あげ 
bh, 世界 の 盲人 が 到底 考え られ な か っ た 進歩 を もたらし, さら に それ が 次 の 計画 と 調査 の 出発 点 と 
な り 得 る の で ある . それ は 世界 主要 国 が 宇宙 に 関す る 共同 研究 を 始め た よう に , 各国 の 専門 家 が 盲 に 
関す る 研究 グル ー プ に 参加 し , 必要 な 指導 と ガイ ダン ス を 受け る な ら ば , 偉大 な る 頁 献 を な し 得る で 
HAD. 

この 進歩 の 中 心 に 深刻 な 問題 が ある . いま 行なわ ん て いる た いて い の 研究 調査 は 5 年 な いし 10 年 
後に は 生産 化 さ れる だ ろう . 視力 回 復 の 補綴 術 , 音 に よる 印刷 文字 
た 点字 その 他 現 在 計画 中 の 多く の 電子 器具 は , 盲人 が 人 額 に 視覚 装置 を し た 箱 を つけ , 前 面 の 物体 を 見 
る こと こと が で きる 人 工 視 覚 ま で 著しい 発達 を 送 び る で あろ う . Ek, 毎日 即席 点字 の 新聞 が 出現 し , B 
人 の 指先 に 触れ る まで に は , さら に 多く の 調査 と 研究 が な され ね ば な ら な い . し か し , 今日 の 原型 と 
明日 の 完成 され た 有用 な 盲人 用 具 の 間 に は , な お 数 年 間 が 横たわっ て いる こと を 知ら ね ば な ら な い 、. 
われ われ は 現在 と その 時 点 と の 間にあっ て , 盲人 に いか に 奉仕 すべ きか が 現実 の 課題 で ある . 
若干 の 国 に お ける 経験 で は , われ われ の 仕事 の 専門 家 た ち は , 奉仕 を 要請 し て いる 膨大 な 数 の 盲人 
た ち に よっ て 圧倒 され る ば か り で ある と いわ れ て いる . その た め , どの よう な 活動 も 焼 石 に 水 だ と の 
意見 を も っ て いる . これ ら の 事業 家 た ち は 地 平 線 に 輝く 新 計 画 を な が め て , 「 視 力 を 供給 する 補 級 術 


の そん な に 身近 に まで き て いる な ら , な ぜ り リハビリテーション ・ ブ ログ ラム 人 区 加え な い の か 」 と な 


読み , また ュ ン ピュ ー タ ー 化 され 


げ く . し か し , コン ピュ ー タ ー 化 され た 点字 を 自分 で 読む まで 生き られ な い 盲 人 が 多く いる 現在 , そ 
れ ら の 人 びと が 現実 的 に 一 般 の 基本 的 リハ ビリ テー ショ ン の 措置 を 受け , 生活 が 保障 され る こと が で 
きた な ら ば , は る か に 満足 する で あろ う . これ ら の 計画 と 実施 は 延期 を 許さ れ な い . 

= こ に 幸 仕 活動 を 始め る に 当たり , 最も 効果 的 た 指導 原 則 を 提供 し た い . その 一 つ は 失明 問題 が あ 
まり に も 巨大 で ある の に , 事業 の スケ ー ル が きわ め て 小さ い 場 合 は , まず , 資源 を 1 カ所 に プー ル す 
る こと で ある . 一 つの 機関 を 一 つの 地域 に 限っ て お く 必 要 は な い . 最寄り の 団体 や 機関 と 交渉 し て , 
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その 困難 点 を 話合い 計画 を 分 担 し , 利用 で きる 全 エ ネル ギー と 資源 を 十 二 分 に 活用 すべ き で あっ て, 
同じ 事業 の 重複 は 避け ね ば な ら な い . そう すれ ば , 最初 は 小さ く て た め ら っ た 事業 も , や が て 大 きい 
建設 的 な 計画 と な り , 多く の 同志 た ちの 助力 を 得る に 至る も の で ある . 

盲人 事業 は 広い ハイ ウェ ー 時 代 を 迎え て いる . あら ゆる タイ プ の 人 間 は 自己 の 考え と 認識 を いだい 
て , その 道 を まっ し ぐら に 進ん で 行く . それ ら を 大 別 す る と , お そら く 夢 の 人 と 実行 の 人 と な る だ ろ 
うら . そし て , 両方 の 立場 の 人 びと も ある . 夢み る 人 びと は 計画 者 , 発明 家 で あり , 地平 線 の か な た を 
見 て われ われ に 行く べき 方 向 を 示す 新しい 維 針 盤 を 考案 する 人 びと で ある . 行動 家 は 足 も と か ら 始 め 
る . か れ ら は 現実 的 な 人 びと で 費用 と 労力 を 分 析 す る . すなわち , か れ ら は 計画 を 実行 し 夢 を 現実 化 
する . 両者 と も 同じ チー ム の メン バー で 同じ よう に 必要 で ある . か れ ら は 互い に 補い 合っ て 世界 の 盲 
人 た ちの た め に 事業 を 行なう . 


人 間 的 要素 の 重要 性 

宇宙 時 代 に あっ て , 新 し い 科学 に 関す る 意義 と 重要 性 を 強調 する と と も (に, 忘れ て は な ら な い 最 も 重 
要 な の は 人 間 的 要素 で ある . BULA L 4 BRICHHES SA LOEL CWS. 実業 社会 で は ュ ン 
ビ ピュー ター は 決定 作り の 分 野 で 活躍 し つつ ある . 学校 で は プロ グラ ム 化 され た 学習 に より 教師 の 個人 
的 役割 は 減少 し つつ ある . 盲人 事業 に お な いて も , これ ら の 影響 で 人 間 存 在 に つい て の 真 の 威厳 が 失わ 
れ よ うと する 危険 作 が か ある . われ われ の すべ て は 有効 に し て 現実 的 な 盲人 事業 の 開発 に 専念 し , 失明 
防止 の 分 野 に お ける 最も 近代 的 な 技術 を 利用 し て いる . こう し て 開発 中 の 最近 の 用 具 や , すでに 使用 
中 の 補 装 具 に 魅力 を 感じ て は いる が , 常に 個性 と 相対 し て 奉 侍 し て いる 人 びと の 個人 的 尊厳 に つい て 
の 認識 を も た ね ば な ら な い . 道具 は それ 自身 目的 た り 得 な た い . われ われ が この 原理 を 心 に と と め る 限 
り で は , 宇宙 の 征服 は 宜 人 と 晴 眼 者 の 両方 の 改善 の た め , 豊か な 科学 的 器具 の 宝庫 に する こと が で き 
る で あろ う . (カナ ダ 盲 人 援護 協会 専務 理事 土井 利家 訳 ) 
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失明 が 個人 に 及 ほ す 社 会 的 圧迫 
バー ソノ ルレ ド ・ ロ ロー エン フェ ルド 


失明 は , その 人 の 外観 や 動作 な ど で 比 較 的 容易 に 見 分 けら れる 感覚 的 障害 で ある . それ ゆえ に 一 般 
ALD BACK L CH SR EORRE CHT S ELT ICiLE Dieu. 

西洋 の 歴史 を た どっ て みる と , 社会 の 盲人 に 対す る 扱い 方 , 考え 方 に は , 三 つ の 段階 が 認め られ 
る . すなわち , 歴史 の 流れ に よっ て 盲人 は ます 社会 の 負担 と し て , 次 に は 彼 保 護 者 と し て , そし て 近 
OMS OA YASS て 考 を られ る よう に な っ た の で ある 。』 

生存 競争 の た め に 個人 が 集 っ て 種族 を 形成 し て いた 人 類 初期 の ころ に は , その 種族 の 生存 と 防御 に 
十分 貢献 で き な い も の は すべ て 重荷 と みな され , その 結果 ほう むり 去ら れる 運命 と な っ た . ロー マ , 
ギリ シャ 時 代 の 歴史 を みて も , 盲 児 た ち は 自然 の な す が ま ま に 取 残さ れん て いた こと を 知る こと が で き 
る . か れ ら は 吉 代 スパ ペル タ 時 代 に は , 山中 に 置き 去ら れ た り , ロー マ 時 代 に は か ご に 入れ て チル 川 に 
流さ れ た の で ある . 中 途 和 失明 者 の 中 の ご く 少 数 の 者 だ けが , ホー マー(Homer) や テレ ジア ス (Tire- 
sias) の よう に 尊敬 と 長 舌 の 念 で みみ られ て いた に 過ぎ な い . プラ トー (Plato) で さえ も , か れ の 理想 国 
家 に お いて これ ら 弱 き 者 は 必要 と し な か っ た . と の よう に 盲人 に 残さ れん た こと と いえ ば , 町 で こと じき 
を し て か ろう じ て 生き て ゆく こと で あっ た . 何 世紀 も の 間 , 盲人 は この よう な 状態 お か れ た まま で 
あっ て , これ に つい て は 多く の 書物 や 記録 に その 事実 が 述べ られ て いる . 

この 決定 的 な 変化 は 一 神 教 の 発 着 と と も に 起こ っ て きた . 盲人 は 生き る 権利 を 手 を られ た だ け で 
な く , 保護 され る 権利 も 得 た の で ある . 初期 の 教会 は 紅 人 を 特別 な 彼 保 護 者 と みな し , 中 世 期 を 通じ 
て こ ど ゃ や 老人 と 共に 優先 的 に 慈善 を 受け る べき 者 と 考え られ て いた . これ ら 三 つの グル ー プ が , 今 
で も アメ リカ や 他 の 国々 で 社会 法制 の 中 で も 特別 た も の と し て 扱わ て て いる の は , 尋 味 深い こと で あ 
る . この 第 2 期 の 終り ご ろ に は , 多く の 盲人 が すぐ れ た 業績 を あげ られ る こと を , か れ ら 自身 に も , 
また 同時 代 の 人 びと に も ゃ 証明 し 始め , 盲 教育 の 先駆 者 た ち が 盲 人 の 教育 と いう も の に 注目 し て 力 を 入 
れ 始 め た の で ある . 

第 3 期 , すなわち 盲人 と 社会 の 統合 は , 盲 元 の 教育 体制 の 確立 と と も に 始 っ た . それ 以来 , 多く の 
変化 が 起こ り , 盲人 と 社会 の 完全 な 統合 が ゆっ くり で は ある が , 現実 に な され つつ ある 時 代 に 入っ て 
こら 他人 NG き oN の な で きた の で ある 。: 

この 40 年 ほど の 間 に , 世界 全体 と し て も 大 き な 変 通 が あっ た . 第 1 次 大 戦 の 余波 , 大 恐慌 , 第 2 
Rk, 原子 時 代 , そし て , 今や オー トメ 時 代 で ある . これ ら の 変遷 を 通じ し て , アメ リカ に お ける 謀 
人 事業 も , 革命 的 な も の で あっ た と 思わ れる . 
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まず アメ リカ に お ける 盲 児 の 一 般 学 校 で の 教育 (いわ ゆる 統合 教育 ) に つい て 述べ て みた い . 今 世 
紀 の 初 め ご ろ に 一 般 学校 に 盲 児童 の クラ ス が 増加 し て 以来 , 何 年 も の 間 , 就学 数 は 横ばい 状態 で あっ 
だ た だ. アメ リカ ン ・ プ リン ティ ング ・ ハ ウス (American Printing House for the Blind=APH) に 登 
録 さ れ て いる 全 就 学年 齢 盲 児童 数 の 10 な いし 15 パー セン ト に 過ぎ な か っ た . それ が 1952 年 以後 は 
着実 に 増加 し , 1962 年 に は , 登録 され て いる 盲 児 の 58 パ ー セ ント が 一 般 学校 に 在学 する に 至っ た . 
実際 , 未熟 児 網膜 症 に よる 増加 分 は ほとん どこ の 新しい 教育 制度 に 組込ま れ た と も いえ る も の で , 
1952 年 に は 985 人 で あっ た 在籍 数 は 1962 年 に は 9684 人 に な っ て いる . 一 般 学校 で の 盲 児 数 が 10 倍 
に な っ た の に 対し , 盲 学校 で は 1952 年 の 5108 人 が 1962 年 に は 7040 人 に な っ て いる . その 理由 と し 
て 考え られ る の は , ① 盲 人 の 社会 へ の 統合 の 増加 .② ア メリ カ の 一 般 学校 教育 に 対す る 高度 な 関心 . 
③ 個 々 の 児童 に と っ て の 家族 生活 の 重要 性 の 認識 で ある . 

社会 統合 の 方 向 を 示す 変化 は ほか に も ある . 一 般 学校 に お ける 変化 に 伴い , 盲 学校 自身 も 「 閉 され 
た 学校 ] か ら 「 開 放さ れ た 学校 ] へ と 少な か ら ず 変っ て きた . 盲 学校 の 職員 , 特に 教師 は 多く の 州 で 
専門 の 訓練 を 受け , 資格 を も つこ と を 要求 さき れる よう に な っ た ・. SHE, ほとん どの 弄 学校 は 州 の 文部 
省 の 管轄 下 に あり , その 州 の 一 般 学 校 の 一 部 に 含ま れ て いる . 一 般 学 校 に お ける 盲 児 の 教育 内 容 も か 
な り 変 化し た . 当初 は 孤立 し た 点字 学級 で あっ た の が , 資料 室 と 巡回 教師 の 制度 へ と 進歩 し た の で あ | 
る . こらし て 盲 児 も る 一般 の こども た ちと 同じ 教育 を 受け , か た わら , 盲 教育 専門 の 訓練 を 受け た 指導 
者 か ら , SHAMS, 盲 児 も 必要 な 指導 と 援助 を 受け て いる . 

成人 盲 対策 の 中 で は , 社会 へ の 統合 と いう 方 向 へ の 重要 な 発展 と し て 次 の よう な こと が あげ られ 
る . まず , 職業 的 リ ^ ビ リ テ ー シ ョ ン と その 意味 が 最も 大 き な 変 化 を 送 び て いる . 1920 年 代 に は 盲 
人 に 何ら か の 仕事 を させ る と いう の が お も な こと で , その 仕事 は 盲 学校 や 授産 所 た など で 教え る の が 常 
だ っ た . 現在 は 盲人 1 人 ひと り に 能力 テス ト を 行ない , か れ ら に 最も 適し た 職業 を 訓練 し , それ が 以 
前 に は 盲 人 が や っ た こと の な い 仕 事 で あっ て も ゃ も, その 方 に 進ま せよ うと し て いる . こう し た 変化 は , 
一 般 工 場 や 企業 , 各種 専門 職業 に 多く の 盲人 を 送り 込ん で いる . アメ リカ に お ける 法 的 な 背景 と し て 
は , 1954 年 に 制定 され た 職業 リ ^ ビ リ テ ー シ ョ ン 法 が あり , 身体 障害 者 全般 の 対策 強化 に 大 き な カ 
と し て 利用 され て いる . 

これ に よっ て 困窮 盲人 に 最低 限 の 生活 が 保証 され , 多く の 盲人 が 社会 復帰 の 道 を 得 た の で あっ た 
が , これ は また 個人 的 な 多く の リハ ビリ テー ショ ン 事 業 の 出発 点 と も な っ た . 連邦 政府 が 公共 援助 の 
BEX Eo KC LIL, 公共 援助 の 水準 を 高め 各州 の 身体 障害 考 対策 を より 強力 に する の に 貢献 し , 中 
で も 盲人 は 優先 的 に その 恩恵 を 受け る こと と な っ た . 社会 へ の 統合 の た め に も ゃ , 経済 的 安定 は 前 提 条 
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件 で ある こと は いう まで も な い . 

半 世 紀 ほ ど 前 に た は 。 ほとん どの 盲人 事業 施設 は , 盲人 ホー ム を 設置 し て いた . これ は ヨー ロッパ 式 
を まね た も の で , つま り 衣 児 は 寄宿 制 の 盲 学校 に 入り , 卒業 する と 別 の 建物 で 手工 業 に 従事 し , FE 
いて 働け な く な れ ば , さら に 同 敷 地内 の 考 人 ホー ム に 移っ て 一 生 を 終る と いう 制度 で ある . それ は 
「 ゆり か ご か ら 墓 場 ま で 」 と いわ れる 社会 保証 制度 に 基づく も の で ある が , か れ ら は 一 生 社 会 か ら 孤 
立 し て 過ごす の で ある . アメ リカ の BFR, こう し た 例 に な ら っ だ た と ころ は ほとん ど な か っ た 
が , 成人 盲 の 施設 で は 授産 所 と 併設 し て 弟 人 ホー ム が で き て いた . し か し , 現在 は ホー ム を 併設 し て 
いる 授産 所 は ほとん ど な い で あろ うし , まだ 残っ て いた と し て も , も う 望 まれ て は いな いで あろ う . 
これ も 盲人 の 社会 統合 の 進展 に 沿う 進歩 で ある と 思わ れる . 

失明 し た 場合 に 最も 深刻 な 影響 の 一 つ に 行動 の 自由 が 制限 され る こと が ある . 盲人 が 盲 学校 や 特殊 
な 作業 場 に 閉じ こめ られ て いた り , 晴 眼 者 の 失明 に 対す る 概念 で 生活 の 場 を 制限 され て いた 間 は , 行 
動力 と いう も の は あま り 必 要 で は な か っ た . も ちろ ん , 中 に は そう いう 制限 を 越え て 歩行 その 他 の 技 
術 を も つ 盲 人 も いた が , それ は 例外 的 な も の で あっ た . 現代 に お ける 盲人 は 一 般 学 校 や 大 学 で 勉強 
し , 各種 の 職場 に 進出 し て 社会 活動 に 参加 し て いく た め に は , 十分 な 歩行 能力 を も つこ と は 緊急 の 問 
題 と な っ た . フー ベー (Dr. R. Hoover) と その 助手 た ち が 和 失明 軍 人 の 社会 復帰 の た め に , 長い つえ 
(long cane) を 使う 歩行 訓練 の 技巧 を 発達 させ た の も , 決し て 偶然 で は な か っ た . 歩行 訓練 の 技能 
や 訓練 法 も 系 統 的 に 洗練 され た も の と た なり, 今 で は アメ リカ の 二 つ の 大 学 に 特殊 部 門 と し て 歩行 訓練 
指導 者 養成 コー ス が 常設 され る に 至っ た . これ も 盲人 が 社会 の 流れ に 溶け 込む の に 大 き な 助 ひけ と な っ 
IAS) 

この ほか に ゃ , 今や 盲人 の 社会 へ の 統合 の 時 代 に な っ て いる と いう 事実 は いろ いろ あり , COB 
が 盲人 事業 の あら ゆる 分 野 に 浸透 し て いる こと を 示し て いる . 

し か し , 決し て 楽観 的 に な り 過 ぎ て は いけ な い . まだ 出発 点 に 立っ た ば か り で , 統合 が 完全 に な さ 
れる まで に は 克服 すべ き 重 要 な 点 が まだ 多く 残っ て いる . それ ら は 主として 社会 心理 学 的 相互 作用 の 
領域 に あり , 他 の 特殊 少数 グル ー プ の 社会 統合 に 反対 する も の と 同じ よう な も の と 見 受け られ る . ゴ ー 
マン (Gowman) は , その 著書 「 ア メリ カ の 社会 構成 に お ける 和 失明 軍人 」(7e War Blind in Ameri- 
can Social Structure) OFC, 「 盲 人 は 社会 の 中 で 欄外 的 な 立場 に あっ て 他 の 人 びと に 異常 な 刺 匠 
を 与え る る の で あり , その 刺激 と は 恐怖 . あつ れき , 根本 的 無能 感 を 起こ させ る も の で ある こと を 認 
識 す べき で ある 」 と 述べ て いる . 人 間 の 性 格 と し て , 否定 的 な 刺激 は 避 け た いと いう 傾向 に ある の 
で , 晴 眼 者 た ち は , 盲人 を 避け た り 個 人 的 な 関係 を も つこ と を 望ま な いこ と が 多い . 同じ よう な 回 避 
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的 な 反応 は 相手 か ら か か わり を も ち た く な いと いう 気持 が 感じ られ る 場合 に も 起 っ て くる . 店 や 食堂 
で , 店 員 や ボー イ が 盲人 の 注文 を きく 場合 に も , 同伴 者 に それ を 尋ね る こと が 多い の も この 現れ で あ 
る . これ は 盲人 の 能力 を 認め な いと いう より は , むし ろ ど うい う 風 に 接し た ら よ い の か わか ら な いた 
めで ある . 

ライ ト (Mrs. Wright) は その すぐ れ た 著書 「 身体 障害 一 その 心理 学 的 理解 ] (yszcg/ Disability— 
A Psychological Approach) の 中 で , 肉体 の 障害 は その 人 を 一 段 低い 地位 に 置く こと と を 指摘 し て い 
る . か の 女 は 次 の よう に 述べ て いる . 「 身体 に 障害 の ある 人 は ちょ うと 大 き な 不 圭 に あっ て 人 生 が 永 
久 に めちゃ めちゃ に な っ た 人 の よう で ある 」 と . 一 般 的 に いっ て 身体 障害 者 の 中 で も 盲人 の 場合 は , 
語 の 中 に 出 て くる こじ き が 人 びと の 哀れ み と 同 情 に よっ て 生き て ゆく よう た 道徳 的 友 療 行 の 対象 と 
し て 考え られ て いる こと が 多い . 「 盲 」 と いう 字 の 意味 で も , 「 袋 小路 ] (blind alley) OL ICH 
定 的 な 意味 に 使わ れ て いる と と が 多い . さら に 宗教 的 な 影響 や 迷信 な ど に よっ て , 失明 は 両親 や 祖先 
の 罪 の 報い で ある と 考え られ て いる 場合 さえ ある . 精神 分 析 的 に 考え られ た ある 学説 は , 性 心理 の 発 
達 に お ける 視覚 の 重要 性 を 強調 し , イー ディ パス (Oedipus) の 伝説 を 引用 し て 矢 明 は 去勢 に も 等 し 
い 損 失 で ある と し て いる . | 

盲人 に 対す る 態度 に つい て 盲人 事業 家 の 間 に みみ られ る 異な っ た 見 解 に つい て 論じ し て みた い . 両者 と 
も 極端 で 非 現 実 的 で は ある が , EP, 一 つ は 失明 と いう 概念 を その 損失 を で きる だ け 詳 細 に 数 を 上 げ 
て 説明 し よう と する も の で ある . 確か に 失明 は 先天 的 , 社会 的 , 経済 的 な あら ゆる 機能 に 大 き な 影響 
を 与え る 深刻 な も の で ある . LAL, この よう に いっ て 衣 人 自身 を どう し て よい か わか ら ぬ よう な 状 
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態 に させ , 晴 眼 者 に は 社会 復帰 を させ る 方 法 は ほとん ど な い の で は な いか な ど と 結論 させ て みて 何 の 
益 が あろ うか . fh, 失明 と いう の は ちょ っ と し た 面倒 な , 不便 な も の で ある に 過ぎ な いと いう 人 び 
と も ある . これ で は , まる で それ か ら 逃 れ よ うと 思え 々 ば で きる よう な 軽い 印象 を 号 え ん , SL, これ が 
専門 家 の こ と ば で ある と する と , 現実 を どう 考え て いる の か と いう 疑問 を 抱か せ ず に は お か な い . 損 
失 と いう 考え 方 が , この よう に 深刻 な 損失 に 直面 すれ ば , ほとん どす る こと も な いよ うな 気持 に する 
の に 引替 え , 面倒 な も る の と いえ ば , それ で は どう し て 何 $ も な され ず に いる の か と いう 凶 問 を 起こ させ 
る . それ ゆえ , 両者 と も 個々 の 盲人 の 実際 の 状態 と = ミー ド を 理解 する の を 妨げ る 考え 方 で ある と いい 
た い . この よう な 考え 方 は 一 見 心 を ひく も の で あっ て も , 害 あ っ て 益 な いも の で ある . 

この よう な 影響 を 受け て , 大 多数 の 人 た ち は 盲 人 の 能力 や 性 格 に つい て , 先 入 感 的 な 考え を も ち が 
ち で ある . か れ ら は 盲人 を 別 な も の と し て 考え , 自分 た ちか ら み て よい と 思わ れる こと や 盲人 た ち が 
欲し て いる で あろ うと 思う こと を し て いる . こう し た や り 方 は 初期 の 盲人 世 善 団体 に 多く 見 られ , A 
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幸 に も 今 な お か な り 残 っ て いる . た だ 心強い 傾向 の 一 つと し て , 盲人 自身 が 次 第 に 指導 権 を ゃ ち , 自 
分 た ちの 運命 を 切開 いて ゆき 始め た こと で ある . こう し た 要望 は , 盲人 団体 の 重要 な 役割 と し て 盲人 
の た め の 法 規 や 盲人 事業 の あり 方 な ど に つい て 表明 され て いる . また , 公私 立 の 盲人 事業 団体 や 施設 
の 経営 者 の 中 に ゃ 視覚 障害 者 が 多く あり , この よう な 要望 を 実地 に 移し て いる . BA, 国際 の 会 議 や 
団体 な どの 内 部 も , 以前 は 晴 眼 者 が 指導 的 立場 に あっ た が , 最近 は 盲人 が 多く 指導 的 地位 に つく よう 
(に な っ て き て いる . 

多く の 人 が 書い て いる よう に , 盲人 の 社会 的 地位 は 他 の 少数 グル ー プ と 同じ よう な も の だ っ た . A 
人 の 社会 心理 学 的 立場 に は 少数 グル ー プ の 直接 比べ る こと の で き な い 要因 は ある が , 研究 に よれ ば 盲 
人 に 対す る 消極 的 な 態度 は 反 少 数 派 , 反 = グ 体制 , 独裁 主義 的 性 格 な ど と 重要 な 相互 関係 を も っ て 
いる と いう 証拠 が ある . 反 少 数 派 や 独裁 的 態度 を 減じ る 方 向 に な され る 努力 は , 盲人 の 社会 的 地位 に 
も よい 影響 を 与え , 統合 へ の 明る い 見 通し を 招く も の と な る . 

以上 述べ た こと と は 西洋 , 特に アメ リカ 合衆国 に お ける 和 失明 の 社会 的 圧迫 に つい て で ある が , さら に 
アジ ア , アフ リカ の 発展 途上 に ある 国々 で は , 被 保護 者 と し て の 盲人 の 段階 を 飛び 越し て , 一 挙 に 次 
の 段階 へ 進み つつ ある . それ は それ ら の 国々 の 形 児 教育 に 如 実 に 現われ て いる . DED, いわ ゆる 寄 
宿 制 盲 学校 は ほとん ど な く , あっ て も ご く 少 数 の こども を 扱っ て いる に 過ぎ な い . 教育 設備 が 皆無 で 
あっ た 盲 児 た ち は , 今や 一 般 学校 で 特殊 な 援助 を 受け な が ら 勉 強し て いる . 成人 盲 に し て も , と か く 
彼 保 護 者 的 状態 に 盲人 を お きた が る 慈善 団体 の 伝統 か な い だ け に , か えっ て 妨げ な く 社 会 に は いり 込 
A, それ ぞ れ の も つづ 技能 で 社会 的 経済 的 に か れ ら の 社会 に 頁 献 し て いる の で ある . 

盲人 の 社会 へ の 統合 の 時 代 を 迎え た こと を 認識 する こと が 実際 に 重要 な の で あろ うか . われ われ が 
盲人 事業 に お ける 歴史 的 な 立場 に 対す る 次 の 解釈 を 受入 れる な ら ば , それ は た だ 単に 努力 の 目的 を 得 
る だ け で な く , 盲人 事業 に 何 が 必要 で , 何 が 不 必要 な の か , そ の 標準 を も 知り 得る で あろ う . 盲 人 を 差 
BL, 社会 か ら 引 離 し て お く と , さら に 大 きい 障害 に 妨げ られ な い 盲 人 施設 や 事業 は 退行 する も る の で 
ある . 今 の 時 点 で いか に それ ら が 盲人 の た め に な っ て いる よう に 見 えて も , それ は 盲人 の 利益 に は な 
ら な い 望 まし く な いも の で ある . 盲人 の 社会 復帰 を 望み , か れ ら に 独立 心 を 与え , 社会 に お いて 正当 
な 地位 を も た ら す 技術 と 教養 を 高め よう と し て いる 事業 は 進歩 に つなが り , 盲人 の た め に も ゃ 望ましい 
も の で ある . (カリ フォ ルニア 第 学校 長 プ 岩橋 明子 訳 ) 
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学齢 盲 児 を 一 般 校 (public school) に 入学 させ る か , THELGFR (residential school) に 入学 
させ る か の 問題 に つい て は , 長い 間 議 論 さ れ て きた . 

すべ て の 視覚 障害 児 を 一 般 校 に 入学 させ る こと を 積極 的 に 支持 する 者 が ある 一 方 , 視覚 障害 者 の 学 
業 訓練 , 社会 的 発達 (social development), レク リエ ーシュ ン 活 動 , 体育 と 手工 芸 的 活動 を うま く 
伸ばす た め に は , 盲 学校 の 方 が 適当 で ある と 考え る 者 も ある . 


決定 の 要因 

いずれ に せよ , この 問題 に 関し て は 熟考 を 要する いく つか の 点 が 残さ れ て お り , その いずれ か に 無 
条件 に 牙 成 する こと は , 非常 に 困難 な こと で ある . 一 般 校 か 盲 学 校 か を 決定 する 要因 は , 個々 の 盲 児 
の 知能 程度 , 情緒 の 成熟 度 , 社会 的 適応 度 , 重複 障害 の 有無 な ど で あ る . 盲 児 に よっ て は 一 般 校 に 入 
れ て も 盲 学校 に 入れ て も , どちら で も うま くい く こ と も あり , EX, どちら か 一 方 に 入れ る 方 が いろ 
いろ な 事情 か ら 適 当 で ある と いう 場合 も ある . 


一 般 校 で の 盲 ・ 弱 視 児 の 扱い 

一 般 校 で は , 盲 児 を 普通 学級 に 編入 し て いる と こと ころ も ある が , この よう な 場合 は , 盲 児 に 対し て は 
点字 教材 が 与え られ , 弱視 児 に 対し て は 拡大 教材 (darge print material) が 与え られ て いる . Ek, 
学校 に よっ て は , 盲 児 は 同じ 学年 の 学級 に 何 年 も 留 年 させ られ て いる 場合 が ある . これ は 同じ 学年 の 
晴 眼 児 と 同等 の 速度 で 学習 が 進ま な いか ら で あ る . 盲 児 が 留 年 し て も 晴 眼 児 の 方 は どん どん 進級 する 
CHS. 盲 児 が 1 学年 を 2 回 、 3 回 , と き に は 4 回 も 繰 返 す と いう 実例 は 決し て 珍し いこ と で は な 

と いう の も ゃ 一般 校 で は 盲 児 の 進歩 の 度合 い が 同 学年 の 晴 眼 児 の それ と 比較 , 対照 され る か ら で あ 
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— RKO BAA 

一 般 の 小学 校 で は , 盲 教育 の た め に 特別 訓練 を 受け た 巡回 教師 Gtinerant teacher) が 日 を 決め て 
巡回 し て き て , 盲 児 に 対し て 30 分 か ら 1 時 間 指 導 す る こと に な っ て いる . と ころ が , 巡回 教師 の 巡 
回 区 域 が 広 す ぎる た め , 週 に 1 度 し か こ な か っ た り , また , 巡回 教師 の 不足 か ら 月 に 1 回 か 2 回 し か 
巡回 し な いこ と も ある . 
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巡回 教師 に よる 盲 教育 で は , 点字 の 教科 書 , 盲人 用 の 地図 (raised maps), Mi, レ ュ ー ド , 録音 
テー プ な ど を 教具 と し て 盲 児童 に 提供 し て いる . 巡回 教師 と いっ し ょ に 勉強 し た の ち , Beas 
級 に 戻っ て 晴 眼 児 と いっ し ょ に 勉強 する の で ある が , これ ら の 時 間 を 指導 する 教科 担任 の ほとん ど 
が , 盲 児 を 指導 する 方 法 を 身 に つけ て いな い の で ある . 

一 般 校 に お いて は , すべ て の 教科 に 拡大 教科 書 を 入手 する こと は 困難 で ある . AML CH 
弱視 児 の 特殊 教材 を 用 意 し て , 晴 眼 児童 が 普通 の 本 や 黒板 , プリ ント 教材 を 使っ て いる 間 に , それ を 
使用 させ る 配慮 と 準備 を し な けれ ば な ら な い の で ある . 

きわ め て 限ら れ た 地域 で は ある が , 一 般 校 に お いて も , 盲 児 を 指導 する た め の 特 殊 教材 が 特別 に 設 
備 さ れ て いる 資料 室 が あり , 盲 児 指導 の 専任 教師 の いる 小学 校 も ある . この よう に , 特殊 教育 設備 の 
整っ た 小学 校 に お ける 盲 児 童 は , 1 日 の うち 定まっ た 教科 の 時 間 を 資料 室 で 専門 教師 と いっ し ょ に 勉 
強し , 残り の 時 間 は 点字 教材 や 拡大 教材 に よっ て , 普通 学級 で 晴 眼 児童 と いっ し ょ に 勉強 する の で あ 
2 

一 般 校 で は , 育児 に と っ て 一 見 有利 な こと と し て 考え られ て いる 点 が , 実際 に は か えっ て 不利 に な 
り が ち で ある . 晴 眼 児 の 学級 に 統合 され た 盲 児 は 晴 眼 児 と は 異な っ た 必須 科目 し か 求め られ ず , Ere, 
程度 の 低い 期待 し か か けら れ て いな い の で ある . 一 般 的 に いっ て , すべ て の こと に 程度 の 低い こと し 
か 要求 され て いな い . 


一 般 校 教 師 の 盲 児 認識 

多く の 教師 た ち は 晴 眼 児 の 指導 に は 慣れ て いる が , 盲 児 に 対し て は 期待 すべ き 学 業 や 体育 の レベ ル 
を 適切 に 判断 で き な い も の で ある . その 結果 , 教師 の 盲 児 に 対す る 期待 は レベ ル の 低い も ゃ の で あり , 
教師 は 盲 児 の 最低 限度 の 成績 に 満足 し て いる の で ある . 

一 般 校 は 十 児 の 入学 に は 許容 的 で は ある が , そこ に み ら れ る 現象 は 心理 的 に 育 人 を だ め に し て し ま 
2 う よ ら うな, 好ま し く な い 同 情 の 態度 か ら 抜 け すき れ な いも の が ある . その 半面 , 盲人 に 対し て 非 現実 的 
な 高い 期待 を も っ た り , BR, BT, 動作 な ど が の ろ い と 批判 的 で あっ た り し て , 盲人 の 能力 に つい 
て 理解 し て いな い 者 も 多い . 


盲 学校 に お ける 教育 
盲 学校 こ に お いて は 盲 児 の それ ぞ れ の 行動 能力 に 応じ て, 適切 な 学年 や 学級 , グル ー プ に と 編入 され て 
る . Ek, 盲 学校 で は 一 般 校 より も 各 学 級 の 生徒 は 少数 で , 盲 免 の 必要 に 応じ た 一 般 教養 科目 の 孝 
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育 課程 が あり , 点字 教材 , 拡大 教材 と 特殊 教具 の 点字 板 と 点 筆 (slate and stylus), 立体 板 (cube 
slates), 浮き 上 っ た 地図 や 図表 が 盲 児 用 の 教具 と し て 備え られ て いる 。 

盲 生 徒 の 他 の 資質 (qualities) 一 一 知能 程度 , 情緒 の 成 熟 度 , 社会 的 適応 度 一 一 も どの 学年 , どの 
学級 に 入れ る か を 決定 する うえ で 考慮 さん て いる の で ある . また , 盲 生徒 の 在学 学年 は 盲 生徒 それ ぞ 
れ の 進歩 の 度合 い に よ っ て 変わ る . 1 年 ご ど と に 自動 的 に 進級 させ る と いう こと は た ない. 

証 学 校 に ない て は 教養 科目 の 学習 は 1 日 の 活動 の 一 部 分 に し か 過ぎ な い . 形 生 徒 は それ ぞ れ の 必要 
に 応じ た 人 間 教 育 の 全 領域 の 指導 を 受け る こと が で きる . 放課後 に は 教科 外 活動 の スポ ー ツ , レク リ 
エー ショ ン 活 動 , 個人 に 応じ た 宗教 指導 . スカ ッ ト 活 動 が ある . 

寄宿 舎 生活 は 同年 齢 と 同 程度 の 社会 的 成熟 度 の 他 の 盲 生徒 と の 社交 的 交流 の 機会 が 手 え ら れ る な 
ど , 盲 学校 の 重要 な 役割 を 占め て いる . 育 学 校 は 学習 経験 の 場 で ある と 同時 に 生き た 社会 的 経験 の 場 
で も ゃ も あ る. 一 般 校 で は 盲人 用 図書 館 の ある と ころ は きわ め て 少な い が , 盲 学校 の 指導 で は 図書 館 が 中 
心 的 役割 を 果たす の で ある . 


一 般 校 に お ける 育 教 育 の 得失 

一 般 校 に 在学 する 盲 児 は 豊富 な 点字 教材 や 拡大 教材 が 利用 で きる と いう 利点 は な く , また , 聴覚 お 
よび 触覚 教具 に つい て も 同じ こと と が いえ る . 

一 般 高校 に お いて は , 生徒 数 が 多い の で 盲 学校 より ゃ 広範 囲 で 数 多く の 教養 科目 が ある . 外国 語 の 
場合 で も 盲 学校 の 多く は , 一 つの 外国 語 に 限っ て 教え る が , 一 般 高校 で は 多く の 外国 語 の う ちか ら , 
それ ぞ れ 自分 に あっ た も の を 選択 で きる こと に な っ て いる . これ 以外 に ゃ 一 般 高 校生 に は 各自 に 適し 
た 選択 を する こと の で きる 科目 が ある が , 盲 学生 の 場合 に は その うち の 多く の 科目 , た と えば 簿記 や 
速記 な ど は 選択 で き な い の が 普通 で ある . 

衣 児 が で きる だ けり 普通 に 取扱 われ る た め に は , 晴 眼 喝 と いっ し ょ に 教育 され る こと で ある と いう? 意 
見 も ある . LAL, 一 般 校 に お ける , いわ ゆる 「 正 常 」 な 取扱 いで は 盲 児 独特 の 特殊 性 が 教育 課程 の 
作成 に お いて , 認識 され た り , 受入 れ ら れ た り , 尊重 され た りす る より は , むし ろ 人 否定 され が ちな の 
CHS. 

も し , 盲 学生 が 卒業 後に 一 般 社 会 で 晴 眼 者 と 交流 し な けれ ば な ら な いも の で あれ ば , 盲 学校 の 教師 
も る 一般 校 の 教師 も 共に 認め て いる よう に , そう し た 盲 学生 ば 社会 に 受入 れ ら れる 最上 の 方 法 で 教育 さ 
れ , 準備 を させ る こと で ある . この こと は 盲人 の 限界 (imitations) を 考慮 する こと を 意味 する も の 
で あり , Efe, 晴 眼 者 の 社会 で 職業 人 と し て 生き ぬく ため に 準備 させ る こと を 意味 する の で ある . 
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一 般 校 に お いて 盲 児 が 統合 教育 を 受け る 場合 , 教育 の 重点 は 常に 多数 を 占め る 晴 眼 免 に お か れる ゃ 
の で ある こと を 忘れ て は な ら な い . し た が っ て , 盲 児 と 晴 眼 児 と の 数 の 差 が 非常 に 大 きい 一 般 校 に お 
いて は , 盲 児 が 社会 人 に な る 最上 の 準備 教育 は , 教育 の 最終 目的 を 完全 に 達成 させ る 特殊 な 方 法 と 個 
別 化 さ れ た 施設 設備 に よる と ころ が 大 きい の で ある . 

現在 の 一 般 校 に お ける 教育 課程 で は 重複 障害 を も つ 盲 児 の た め の 専 門 的 指導 は 事実 上 な され て いな 
い . つま り 盲 遅滞 児 (mentally retarded blind), 849 }@ (deaf-blind), 器質 的 脳 障害 盲 児 (organ- 
ically brain-damaged blind), 心理 障害 盲 児 (psychologically disturbed blind) た ち は , た と え 入 


学 が 許さ れ た と し て も ゃ , 一 般 学校 で は 比較 的 放置 され て いる 者 が 多い . 


統合 教育 における 弱点 

盲 児 の 数 が 限ら れ て いる た め , 一 般 校 に お いて は , 盲 児童 に 必要 な 手工 芸 お よび 運動 体育 の た め の 
設備 が 十分 で は な く , また , 特別 な 指導 法 が 確立 さん て いな か っ た り し て , し ば し ば 盲 生徒 に は 体育 
や スポ ー ツ , 産業 美術 , 金属 工作 と 電気 お よび 木工 の 実習 , 美術 な どの 教科 は 教え ん られ な い . 盲 児 は 
教養 科目 の 勉強 の た め に は 一 般 校 へ 入学 し て も よい が , 晴 眼 児 の 人 格 的 教育 に は 不可 欠 と され る 教科 
外 活動 に は , 盲 喝 は ほとん と 参加 で き な い か , と き に は 全く 参加 で き な い . 盲 児 は お そら く 外 見 上 は 
晴 眼 児 と いっ し ょ の 正規 の 体育 の 授業 に 参加 し て いる が , よく 見 る と 盲 児 は サイ ドラ イン に 立っ て い 
た り し て , 体育 の 授業 全体 に は 参加 し て いな い . 晴 眼 児 用 に く ぁ ふう され た 現在 の 設備 に 盲 児 は で きる 
限り 適応 し な けれ ば な ら な いわ け で ある . これ に 適応 で き な け れ ば 運動 場 で の 活動 , 体育 , レク リエ 
ーション 活動 な どか ら は 全く 除外 され る こと に な る . 

一 般 校 の 指導 計画 に は 点字 楽譜 に よる 音楽 の 指導 は ほとん ど な さ れ て いな い . 一 般 校 の 教員 は 点字 
の 楽 符 に は 慣れ て いな いか ら , 学校 内 で は 盲 児 が 楽器 を 教え て も ら う こと は 容易 で は な い . Ek, 美 
術 に つい て る 同様 で , 盲 児 は 美術 工芸 の 指導 か ら は 除外 され て いる . 演劇 や 科学 見 学 旅行 な ど に も 盲 
児 は 除外 され が ち で ある . Ek, 盲 学校 で は 普通 受け られ る 歩行 訓練 の 指導 も る ほとん ど 受 ける こと が 
き な い 。 


BRO Fl ACh 

盲 学校 で は 盲 生 徒 に 適合 し た 運動 場 で の 活動 が あり, 体育 館 の 設備 や 音楽 , 美術 , 工芸 の 指導 も 盲 
学生 に 合う よう に 考慮 され て いる . Ek, 盲 学生 の 特殊 性 に は 特別 の 注意 を 払っ て 指導 され て いる . 
実習 指導 に は キャ ビ ネ ッ ト 作 り , いす 直し , 金属 工作 , 電気 器具 の 整備 ・ 修 理 な ど が あり , BITES 
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の 訓練 を 受け た 手工 芸 や 美術 の 教員 の 指導 の も と に 実習 を 受け る こと が で きる . 

多く の 盲 学校 で は 焼物 , ピア ノ 調 律 の 指導 が な され て いる が , 一 般 校 で は な され て いな い . 盲 学校 
で は 医療 的 援助 , リー ディ ング ・ サ ービス , 歩行 訓練 な ど は 盲 生徒 に は 切 離 すこ と の で き な い 指導 援 
助 と 考え られ て いる が , 一 般 校 の 場合 は それ ら の 指導 援助 を すべ て 校外 の 機関 に 依存 し て いる の で あ 
Bi 


PAR + Bt ORO MA 

ほとん どの 盲 学 校 で は 盲 学生 と 一 般 校 の 学生 と の 交流 は 限ら れ た も の し か な い . 盲 学校 に よっ て 
は , 盲 生徒 と 晴 眼 の 生徒 と の グル ー プ 交流 を 試 久 よ うと し て いる と ころ も ある . つま り , 一 般 の ボー 
イス カウ ト や ガー ルス カウ ト お よび 4 是 ク ラブ の 部 員 が 盲 生徒 の それ ら の グル ー プ と いっ し ょ 人 活動 
を する よう に 招待 され る の で ある . 

し か し , 盲 生 徒 と 晴 眼 の 生徒 の グル ー プ を いっ し ょ に し た ダン スペ パー ティ を 開く こと は 困難 で あ 
る . な ぜ な ら , 晴 眼 者 の ティ ー ン エー ジャ ー が 出 証し た が ら な いか ら で あ る . し た が っ て , BAPE 
同じ 年 ご ろ の 晴 眼 の 生徒 と 広く 交わ る こと が 容易 で は な い の で ある . 

証 教 育 に 従事 し て いる 教師 は , 盲人 の 教師 で あれ , 晴 眼 の 教師 で あれ , 共に 盲人 が どの よう に 合理 
化 (rationalize) し よう と も , Et, 晴 眼 者 が どの よう に 慈悲 深い 気持 に な ろう と も , 「 盲 児 は 晴 眼 
児 と は 異な っ て いる 」 と いう こと を 認め な けれ ば な ら な い の で ある . 

育児 童 に よっ て は 盲人 癖 (mannerisms) が あっ て , 目 に 指 を 突っ こん だ り , 前 後に か ら だ を ゆす 
っ た り し て , 晴 眼 者 に は 奇妙 に うけ と られ る 動作 が 少な く な い . 

盲 児 は 一 般 校 へ 入学 する と , 晴 眼 児 と 同様 に 受入 れ ら れる と いう 大 き な 期 待 を も っ て いる . つま 
り , 盲 児 は グル ー プ の 一 員 と し て 歓迎 され , 晴 眼 児 と 同じ 社交 的 環境 に は いれ る も の と 想像 し て いる 
の で ある . し か し , 不幸 に も ゃ 一 般 校 の 晴 眼 児 は 盲 児 を 快く 受入 れん て は くれ な いし , 気楽 に 交わ っ て も 
くれ な い . 盲 児 が 普通 の 児童 と は 異な っ て いる こと が 容易 に わか る か ら で あ る . 

最初 の うち は 晴 眼 児 は も る の 珍し さも 手伝っ て , 盲 児 を クラ ス に 手引 き し て いく が , 結局 は 自分 の 時 
間 と 自由 の 妨げ に な る こと を 感じ て , 反発 する よう に さえ な る こと が ある . 

快活 で 歩行 能力 か あっ て も , 盲 学生 は 依然 と し て 盲人 と し て し か 認識 され な い の で ある . 晴 眼 者 に 
よっ て 支配 され て いる 一 般 校 で は , 盲 学生 は きわ め て 限ら れ た 範囲 で し か 受入 れん られ な いし , HAS 
れ て も いな い の で ある . 

LAL, いっ た ん 盲 児 が 一 般 校 に 入学 すれ ば , 盲 児 自身 も 盲 児 の 家族 も 期待 ほど に は うま くい っ て 
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いな いと いう 事実 を 容易 に 認め た が ら な い . 家族 と し て は 育児 が 期待 を に な っ て 一 般 校 に 入学 し た の 
だ か ら , 一 般 校 に 在学 で きる こと を 願っ て 防衛 的 に な る . 保護 者 は こども を 一 般 校 に 入学 させ た 自分 
た ちの 決定 を 弁護 し , 自分 た ちの こども ゃ も が 社会 的 に も 適応 し て いる と いう よう に な る . 


不 完全 な 日 常 生活 技能 と し つけ 

一 般 校 に お いて も ゃ 盲 学校 に お いて も , 身 づ くろ い , ARB, 食事 作法 な ど に つい て は 盲 児 に 十分 な 訓 
練 は 行なわ れ て いな いよ う で ある . これ ら に つい て は 晴 眼 児 に お いて は , 入学 以前 に すでに 学ば れる 
べき 社会 的 礼 備 と きれ て いる の で ある . だ か ら , 身 づ くろ い , 服装 , 食事 作法 な ど に 特別 の 訓練 を 受 
け て いな い 盲 児 の みる まい が , 奇妙 だ と 思わ れる の も ゃ 当然 な こと で ある . 

一 般 校 で は 育児 の 日 常 生 活 技能 の 訓練 を し よう と は し な い が , 請 学 校 に お いて は この 訓練 を し ょ う 
と 努力 し て いる . LAL, 多く の 学校 で は これ ら の 基本 的 生活 技能 の 指導 に も 弱点 が ある こと を 認め 
な けれ ば な ら な い . 


盲 学 生 の 交友 関係 

盲 学校 に 学ぶ 盲 児 に つい て 気がかり な こと は , 週末 休暇 や 夏 李 休暇 中 に 交流 する 相手 が な いこ と で 
HS. 盲 学校 の 児童 は 州 内 の いろ いろ な と ころ か らき て いる の で , 休暇 中 に 友だち を 訪問 し て , 交際 
する こと は 困難 で ある . 休暇 中 の 型 児 は ほとん ど が 家庭 で ひと り ぼ っ ち で 過ごす こと に な る . この 点 
で は 地域 の 一 般 校 に 通学 し て いれ ば , 放課後 も 近隣 の 晴 眼 児 と いっ し ょ に 遊ぶ こと も で きる . 

一 般 高校 へ 入学 し た 盲 学生 は 小学 校 の 時 より も うま くい く よ う に 思わ れる . この 年 齢 に な る と 晴 眼 


学生 は 道理 も わき まえ , 交際 も うま く な っ て いる か ら , 盲 学生 は 晴 有 眼 の 学生 と の 混合 グル ー プ に よっ 


て 社会 的 に も 益 す る こと が 多い . 

小 中 学 校 の レベ ル で は , 人 間 を 表面 的 な あま り 価 値 の な いこ と , た と えば 顔 だ ちの よさ , 障害 の 有 
無 , 流行 の 着物 を 着 て いる か , みん な と 同じ か どう か と いう こと な ど を 基準 に し て , 評価 し や すい も ゃ 
の で ある が , 高校 , 特に 大 学 程度 に な る と 晴 有 眼 学生 は 表面 的 で な く , その 人 の 性 格 , 人 格 , 学業 お よ 
び 将 来 進む 職業 分 野 な ど に よっ て 証 学 生 を 評価 する こと が で きる も の で ある . 

証人 と 晴 眼 者 と の 真 の 社会 的 融合 (social integration) は お そら く 学 業 を 終え て , 実社会 で 共に 働 
く よ う に な っ て か ら で あ ろう . そし て , 晴 眼 者 を し て 盲人 を 平等 に 受入 れ さ せる も の は 仕事 で あっ て, 
外面 的 顔 だ ちや 身体 的 障害 の 有無 で は な い . 職業 的 能力 や 生産 性 が 人 間 を 評価 する 尺度 に な る の で あ 
Zs 
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盲 教 育 の 進歩 の た め に 

漠 学校 に お いて も , 一 般 校 た お いて も 弟 生 徒 の 訓練 の た め に は 考慮 され る べき 問題 は 多く , いい 結 
論 を だ す た め に は , 解決 し な けれ は な ら な い 問 題 も 数 多く ある . どこ の 学校 に お いて も る , 教育 の 背景 
と な っ て いる 一 般 教 養 の 学習 , 社交 的 交流 , レク リエ ーション 活動 , 運動 , 手工 芸 な ど に 関し て は 共 
に 利点 も あり , それ ぞ れ 独特 の 欠点 も ある . 

衣 児 の 教育 や 訓練 を 効果 的 に する た め の 解 決 策 と し て は , それ ぞ れ の 特徴 や 長所 を 認め な が ら , 一 
般 校 と 盲 学校 が 協力 し て , それ ぞ れ の 学校 の 長所 を 結び つけ て 生か すこ と で ある . 

盲 学校 で は 外国 語 の 選択 範囲 を 広げ る こと も 含め て , 自 校 の 生徒 に 対し て 教養 学科 の 選択 科目 を 多 
ぐす る こと で 利 す る と と どろ が 大 (ON で 2 


交流 促進 の た め に 

盲 学校 の 社交 的 会 合 に 晴 眼 の 学生 の グル ー プ が 参加 し た り , 反対 に 盲 学生 も 招待 する 一 般 校 の ダン 
スペ パー ティ ー や 地域 活動 に 参加 で きる よう に する こと で , 盲 学 生 に 多く の 社交 的 機会 を 与え を る こと に 
な る の で ある . ELC, 盲 学校 の 児童 に は 自分 た ちの 住ん で いる 地域 で , 社会 性 を 養う 活動 の 機会 を 
与 を な けれ ば な ら な い . Ete, 盲 児 が 地域 の 社交 的 活動 や レク リエ ーション 活動 の 組織 に 入っ て , 活 
動 す る こと を 勧め , 社会 性 を 養う 場 を 盲 学校 内 だ け に 限ら な いよ うに 指導 し な けれ ば な ら な い . 
YMCA や 地域 エンター, 教会 所 属 の グル ー プ な ど が 晴 眼 者 と いっ し ょ に 行なう 社交 的 活動 と スポ 
ー ツ お よび レク リエ ーション 活動 を 開催 する と 同時 に , 盲人 の 特殊 性 が 考慮 され た 活動 に 一 般 校 お よ 
び 形 学校 に 在学 する 盲人 が 参加 で きる よう に , 盲人 用 の 適切 な が レク リエ ーション 施設 を も 可能 な ら 設 
置 す べき で ある . 


盲 児 の た め の 統 合 教 育 

一 般 校 も 盲 児 を 学年 や グル ー プ に 編入 する と き は , 暦年 齢 だ け で な く , 盲 児 の 知能 程度 , 情緒 的 成 
BYE BLO 社会 的 適応 性 も 考慮 に 入れ る 必要 が ある . また :, 盲 学生 の 進級 計画 を 柔軟 に すべ き で あ 
る . そう すれ ば , 盲 学生 の 進歩 に 従っ て 適切 な 学力 レベ ル の 学級 や グル ー プ に 入れ られ る の で ある . 
一 般 校 は 盲 学 校 の 少 人 数 の 学級 の 長所 を 採 入 れる こと に よっ て 益 す る も の で ある . 大 部 分 の 一 般 校 
は 盲 児 の 指導 に は 欠か され な い 補 助 具 と 考え られ て いる 聴覚 お よび 触覚 的 教材 教具 な どの 特別 な 備品 
や 点字 教材 , 拡大 教科 書 な ど を 多く 備え つけ る 必要 が ある . Ete, 特殊 な 設備 を 増設 し て 活用 させ た 
り , 特別 な 教科 外 活 動 の 指導 法 を 研究 し , 実践 する 必要 が ある . 











盲人 問題 の 諸 論説 








スポ ーッ ツ の 指導 と 体育 館 の 設備 , 産業 美術 の 指導 , 金属 工作 ・ 電 気 ・ 木 工 の 実習 , 美術 指導 , 点字 
に よる 音楽 指導 , 工作 , 演劇 観賞 , 科学 見 学 な ど が 一 般 校 に 在学 する 盲 児 に 対し て も な す 必 要 が あ 
る . 一 般 校 は 医療 的 援助 や 育 人 へ の リー ディ ング サー ビス や 示 行 訓練 な ど を 含め た 総合 的 援助 を 指導 
画 内 に 入れ る 必要 が ある . 
盲 学校 も 一 般 校 も 共に 他人 に 快い 感じ を 与え る よう な 身 づ くろ いや 食事 作法 な どの し つけ に ます ま 
す 重 点 を 置く 必要 が ある . 
盲 児 と 晴 眼 児 と の 共通 点 と , 盲 児 の 視覚 欠陥 の た め に 補う も の は 何かと いら う こと, お よび 育児 の 特 
弥 性 に 関す る 知識 を 一 般 校 に 徹底 する こと で , 盲 児 は すべ て の 教育 レベ ル で より よく 受入 れ ら れる で 
あろ う . 


BROKSO BAR 
一 般 校 と 盲 学校 の 間 に 現 在 な お 続け られ て いる は げ し い 対 立 抗争 は , な わ 張 り を 固守 する 立場 か ら 
で な く , その 盲 児 に と っ て 最上 の も の を 追求 する と いう 立場 か ら 議論 され , 解決 し な けれ ば な ら な 
い . し た が っ て , 盲 児 が も し 一 般 校 で うま く 適 応 で き な い 場合 は , 盲 学校 へ 戻る こと が 適切 で あり , 
こう する こと は 決し て 盲 児 や その 保護 者 の 面目 を つぶ すこ と に は な ら な い . また , 一 般 校 に お ける 統 
合 教 育 が 失敗 で ある と 解 収 すべ き で も な い . これ ら の こと を 誤っ て 解釈 する と , 盲 児 の 両親 た ち は , 
盲 児 を 盲 学校 へ 戻す こと を 是認 し に くく な る も の で ある . 青学 校 に お いて も , その な わ 張 り を 固守 す 
べき で は な く , 盲 児 に 十分 な 知 的 可能 性 と 社会 的 適応 性 が 認め られ , 重複 障害 も な けれ ば , COB 
を 手放し て , 一 般 校 で 教育 を 受け る こと を 進ん で 許す べき で あろ う . 

(コネ ティ カッ ト 請 学校 心理 学者 西岡 好 徳 訳 ) 
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盲人 福祉 と 教育 の あり 方 











BA fat ¢ BAB O & 0 Fj 
岩 橋 & 行 

1954 (昭和 29) 年 に ペリ で 開催 され た 第 1 回 世界 盲人 福祉 協議 会 (The World Council for the 
Welfare of the Blind 王 WCWB) の 総会 に お いて は , イギリス の 盲人 を 含む 社会 保障 の 施策 で ある 
「 ゆり か ご か ら 墓 場 ま で 」 が , 盲人 福祉 の 基本 的 な 方 針 と され て いた . それ が ロー マ に お ける 第 2 回 
総会 に お いて は , 盲人 の 自立 性 が 強調 され , さら に 1964 年 の ニュ ー ョ ー ク に お ける 第 3 回 総会 に お 
いて は , イギリス が 先達 と な り , FAVA, 中 近東 , , ア ジア , 中 南米 , そし で ヨー ロッ パパ の 各国 が , 
この 「 ゆ りか ご か ら 墓 場 ま で 」 の 思想 を 徹底 的 に 葬り 去っ た . 

すなわち , 「 盲 人 を 幼 喝 か ら 老 年 に いた る まで 法律 に よっ て 援護 し , 旗 護 し よう と する こと は , 一 
見 まこ と に 盲人 の た め を 思っ て つく られ だ た も の か も 知れ な い が , 実は これ は , 盲人 を 弱者 また は 廃人 
と し て 配慮 され た も の で あっ て , これ は 全く 盲 人 の 人 権 を 無視 し た 観念 で あり , 制度 で ある . それ は 
盲 児 を 一 つの 車 に 乗せ て 暗黒 の トン ネル に 向かっ て, 年 を と る ご と に 車 を 乗換 を させ て , 墓場 まで 送 
り 込む 以外 の 何 も の で も な い 」 とし, 会 議 の 最終 日 に 「 も は や この 地球 上 に は , 盲 界 と いっ た 特殊 な 
集団 は 存在 し な い . よっ て , 障害 を 強調 する た め に 作ら れ た こと ば , すなわち , 盲人 の こと は 家人 で 
な いと わか ら な いと いう 不都合 な 表現 は , われ われ の 世界 に は 存在 し な い の で あっ て , われ われ は 形 
人 と し て 特殊 な 扱い は 欲し たい. なぜなら, われ われ は 盲人 で ある 前 に , いま ここ に 社会 の 一 員 で あ 
る こと を 宣言 し た い の で ある 」 と , 世界 1500 万 の 盲人 の 名 に お いて いい きっ て いる . 

な ぜ こ の よう な 結論 が , 世界 の 盲人 関係 者 に よっ て な され た の で あろ うか . 盲人 と し て 甘んじ て 社 
会 の 底 護 の も ゃ と に 生き る か , 人 間 と し て 和 失明 と いう ハン ディ キャ ッ プ を 克服 し , あえ て 苦闘 を 自ら の 
身 に 引受 け て 生き 抜く か , 人 間 と し て の ギリ ギリ の 姿 が ある と いう の で ある . この 厳粛 な 哲学 の 源 が 
どこ に ある の だ ろう ら うか. イギリス の 盲目 政治 家 (グラ ッ ド スト ン 内 閣 の 通信 大 臣 ) で ある ヘン リー・ 
フォ ー セ ッ ト (Henry Fawcett, 1833 ~ 1884) が いっ た よう に 「 盲 人 を 盲人 だ け で 集め て は な ら な 
Wd, さら に | 盲人 が 盲 を 売り も ゃ の に し , 盲 と いう ハン ディ キャ ッ プ を 世に 訴え て , 社会 ・ 国 家 の 底 
護 を 受け た いと 思う の は , 盲人 で あれ ば いち お う 考 ん える こと で ある . LL, 盲人 は 決し て 廃人 で は 
な い の で あっ て , 盲 を 表面 に 出す こと は , 一 般 社 会 より 一 段 低 くみ られ る こと で あり , 法 と 社会 の 底 
護 の も と に 生き る こと は , 人 間 と し て の 正しい あり 方 で は な い . も し , 盲人 に 生活 訓練 が 徹底 し て 行 
な われ 教育 され る な ら ば , 必ず 晴 眼 者 と 同じ 働き が で き , 社会 に 貢献 で きる は ず で あっ て , 盲人 と い 
2 う レッ テル より も ゃ 人間 と し て の 能力 を 発揮 し 社会 に 役立ち た いも の で ある . ELT, われ われ は , わ 
れ わ れ の 能力 を 商品 と し て , その 価値 を 認め られ る よう 生き る べき で ある 」 と いう こと ば に その 源 を 








Bi A Fey hi ct, 








見 出さ れる の で ある . 

一 例 を あげ れ ば , アメ リカ の 町 に , よく 盲人 の こじ き の 姿 が 見 られ た . アメ リカ 人 た ち は こ の こと 
に つい て 「 目 あき に も と じき が いる で は な いか . 盲人 だ か ら こ じき を し て いる と いう 見 方 は まち が い 
で , こじ き を し て いる 盲人 は , 能力 が な いか , ある い は な まけ 者 だ か ら で あ る 」 と いっ て いる . 

この 会 議 の 結論 を も と に し て この こと を 考え る な ら ば , 「 盲 人 だ か ら 」 と いう これ まで の 観念 は い 
っ さい と この 世界 か ら な く な り , 「 あ れ は 能力 か が な いか ら 貧 困 で あり , 出世 を し な い . あの 盲人 は 能力 
が あり 社会 に 有用 な 人 で ある か ら 社 会 は か れ を た いせ つ に し , か つま た 出世 も する の で ある 」. よっ 
て , 盲 人 か ら こ じき が で る こと を 恐れ る の で は な く , 盲人 を どれ だ け 多 く 社 会 に 復帰 させ る か と いう 


Some 全 つ (に 肖 っ で くる . 
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世界 各国 を 巡っ て みる と , オブ ・ ザ ・ ブ ライ ンド (of the Blind) と フォ ア ・ ザ ・ ブ ライ ンド (for 
the Blind) の 区 別 が 実に 明確 に され て いる . オブ ・ ザ ・ ブ ライ ンド と は , 盲人 自身 で つく っ て いる 組 
織 ・ 団 体 で ある . 日 本 で いえ ば 各 都 道府県 な どの 盲人 協会 で ある . フォ ア ・ ザ ・ ブ ライ ンド と は 盲人 
の た め に 晴 衣 と も ども に 形 人 福祉 事業 を 行なっ て いる 団体 で ある . 日 本 で いえ ば , 点字 図書 館 , BA 
ホー ム , 盲人 更生 施設 , その ほか 盲人 の た め に 社会 福祉 事業 を 行なっ て いる と ころ で ある . 

第 3 回 WCWB 総会 で は , この フォ ア ・ ザ ・ ブ ライ ンド と , オブ ・ ザ ・ ブ ライ ンド と が こと ご と に 
意見 の くい ちがい を 起こ し た . オブ ・ ザ ・ ブ ライ ンド の 思想 を も る つ 人 びと は ご く 少 数 で ある が , この 
人 た ちの 思想 を 大 別 する と , 日 本 の 盲人 の 考え 方 の よう に 「 盲 人 は 弱者 で ある . よっ て 団結 し , 声 な 
き 声 を 集め て ……] と いう の で は な く , 

1) 盲 人 は 晴 眼 者 の 力 を 借り な く て も 何で も で きる か ら , 盲人 は 盲人 だ け で 集団 すべ きだ と いう 考え 
方 . 

⑫ 主 張 者 た ち が 盲 人 に な っ て まだ 日 が 浅く , か れ ら は また 組織 体 の 役職 に 就き た い 希 望 を も つつ 盲人 
た ち が 中 心 に な っ て いる . 

ENN LCDS. 

この 会 議 は , と れ だ け 和 早く 盲人 を 孤立 か ら 救い , 社会 へ 1 人 で も 多く 復帰 ささ せる こと が で きる か , 
と いう の が 主題 で あっ た . SBP, フォ ア ・ ザ ・ ブ ライ ンド の 思想 を も つ 人 びと と , オブ プ ・ ザ ・ デ ブラ 
イン ド の 思想 を 余 ぬ こう と する 代表 と が , きび し い 論 議 を 繰返し た . た と えば , 「 盲 人 で な けれ ば 盲 
人 の こと は わか ら な いし , 盲人 は 絶対 に 人 の 世話 に な ら な く と も や れる の だ 」 な ど と , オブ ・ ザ ・ ブ 
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ライ ント 関係 の 人 が 発言 する と , 各国 の 代表 た ち が こ も ご も 反論 を 加え , 結果 は , 多数 決 の 原則 に 従 
い , オブ ・ ザ ・ ブ ライ ンド の 意見 は 否決 され た . この 票数 は , と き に は 80 対 5 で あり , 70 対 8 と い 
っ た 大 差 で , オブ プ ・ ザ ・ ブ ライ ンド の 思想 を も っ た 人 が 発言 する ご と に 会 場 は 緊張 し , そし て , いっ 
せい に 反対 の 方 向 に 動き だ し た も の で ある . 

こう し た 中 に , 「 日 本 で は , NHK 放送 局 が 盲人 の 時 間 を 組み , 毎週 2 回, 盲人 の た め に 特別 な 放 
送 を し て いる 」 とい えば, スペ イン , イギリス , メキ シコ , サウ ジア ラビ ア , フラ ンス の 代表 た ちか 
ら 「 日 本 の 盲人 は 日 本 語 が わか る は ず で あろ う . それ で あれ ば いつ で も ラジ オォ を 聞け る で は な いか . 
な ぜ 特 別に 盲人 の 時 間 な ど 必要 と する の か . その よう な 特別 扱い が 盲人 を MLSS 原因 と な る の 
だ 」 と 激しい 反論 が あっ た -. 

Et, 日 本 で は 盲人 福祉 単独 法 を つく る 要望 が ある と ほのめかす と , まっ こう か ら こ れ に 反対 し た 
の は オブ ・ ザ ・ ブ ライ ンド の 人 びと で あっ た . か れ ら の いい 分 は , 「 盲 人 福祉 単独 立法 と は , 盲人 は 
弱者 で あっ て, 社会 や 晴 眼 者 の 世話 に な ら な けれ ば な ら な いと いう 思想 か ら , 法律 の 力 に よっ て 盲人 
を 援護 し て も ら お うと いう の で あろ う . LAL, これ ほど 盲人 の 人 格 を 軽視 し 悔 辱 す る も の は な い . 
国 の 力 に よっ て 廃人 扱い と いう レッ テル を 盲人 に は る つも りか 」 と の 強い 反論 が あっ た . 

COR, アメ リカ の 代表 バ ー ト ・ バ ーネット (Robert Barnett) は , 「 盲 人 と 社会 と の 関連 に つい . 
て , こと ば と か 表現 の 面 で 多少 の 相違 や 誤解 され る こと が ある こと は や む を 得 な い . ここ に 集まっ て 
いる 人 びと は , 盲人 の た め に 特別 に 何 か を し て いる と いえ ば , すぐ 反対 する よう で ある . その 理由 が 
わか ら な いわ け で は な い . OED, 盲人 は 社会 に 甘え た り , 盲 を 売り も る の に し て は な ら な いと いう こ 


と で ある . WE, 日 本 か ら 盲 人 の た め の 放 送 に つい て 特別 な 番組 を も っ て いる と の 発言 が あり , イ ギ 


リス その 他 か ら 反 論 が あっ た . し か し , 玄人 の た め の 援 助 の 方 法 は いま な お 多く を 必要 と する . 現に 
填 人 の た め の も の が 多数 存在 し て いる . た と えば , アメ リカ で は , 盲人 用 の 映画 館 か ら 護 人 専門 の 墓 
地 ま で が いま だ に 残っ て いる . し か し また 一 面 , 盲 婦人 が 子 を 産む と き , 盲人 用 産院 を 利用 する より 
も , いま で は , か えっ て 一 般 の 産院 に 行く よう に な っ て きた . これ ら の 点 を 考え 時 代 の 推移 を 見 な け 
れ ば な ら な い 」 と . 

Ek, イン ド の アフ ジャ (Suresh C. Ahuja) は 「 会 議 で は , 育 人 の 能力 と 一 般 社会 と の 関係 が よ 
く 語 られ て いる が , 盲人 側 の みか ら 語 られ る 場合 が 多く , 自信 過剰 の 人 が 多い よう で ある . あま り 自 
意識 が 過ぎ る と , 盲人 で も 自動 車 の 前 に 自 い つえ を つけ て 走れ ば よい で は な いか と いう こと に な る 。. 
どこ まで いっ て も ゃ 不毛 の 地 を 走る の で あれ ば いさ 知らず , も の に は 限界 が ある . 盲人 の 側 で あま り 自 
信 過 剰 に な ら な いよ うに すべ き で ある 」 と さと し , 盲人 の 自信 過剰 か ら 和 失敗 し た 例 と し て , ニュ ー ジ 
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ー ラ ンド で は 年 金 の 一 時 停止 に な っ た こと も つけ 加え て 語ら れ た . 

LO, 各国 代表 に よっ て 述べ られ た 盲人 と 社会 と の 交流 に つい て 紹介 する と , イギリス に お いて 
は , 一 般 学校 と 盲 学校 と が あら ゆる 機会 に 演劇 や スポ ーッ な ど を 共に する こと が 奨励 され , 成人 の 盲 
人 は 各種 の クラ ブ に 加入 し て 晴 盲 の 区 別 な た く あ みる まっ て いる . カナ ダ に お いて は , 毎年 2 月 に 白い つ 
え 運 動 が 催さ きれ , この と き は 各地 各所 で 80 人 前 後 の 盲人 グル ー プ で , 幼稚 園 か ら 大学 ま で , EK, 
一 般 会 社 , 工場 な ど を 訪問 し て , 盲人 を 理解 し て も ら う 運動 を 全国 的 に 展開 し て いる . 南ア メリ カ で 
は , 盲人 と 晴 妥 者 が 毎月 1 回 集会 を も ゃ ち 問 題 を 提起 し て 協議 し た り , 遊ん だ り し て いる . 


BADE db 0 Fj 
職業 問題 に つい て は , まず , ドイ ツ の ガイ スラ ー (Dr. Hoerst Geisler) の 講演 を 紹介 する . 
盲人 個人 の 能力 や 教育 か ある な し に か か わら ず , Ek, その 盲人 が 意識 する と し な いと に か か わ 
bt, 社会 に 与え る 印象 は , その 盲人 が 盲人 全体 を 代表 し て いる も の と し て 社会 は 受け と っ て いる . 
それ ゆえ , 1 人 ひと り の 盲人 が 社会 の あわ れ み に 頼る 生活 れ を し て い る の で は な く , 社会 の 一 員 と し 
て , 尊敬 され る 存在 で ある と いう こと を 常に 示す よう 努力 し な けれ ば な ら な い . その た め に は 健康 に 
留意 し , 強い 精神 力 , 好意 を も た れる 人 が ら , 気持 の よい 立ち 居 あ ふる まい , 高い 教養 , そし て 広い 
知識 な ど に よっ て , 一 般 社会 人 よ りす ぐれ た も の で ある よう に 努力 し な けれ ば な ら な い . その た め に 
Uh, 社会 に 出る 前 に , 盲 学校 や 生活 訓練 て ンタ ー な ど で き び し い 生活 訓練 を 受け な けれ ば な ら た ない. 
中 途 失明 者 は 特に 早く 訓練 を 受け る べき で ある . 盲人 福祉 と は 盲 人 を 盲人 の 中 に 引 入 れる こと で は な 
く , 一 刻 も 早く 盲人 の グル ー プ か ら 解 放し , 社会 に 復帰 させ る こと な の で ある . 
多く の 国 に お いて 現在 法律 に よっ て 盲人 に 仕事 を 与え て いる よう で ある が , これ は 盲人 が 自由 に と 
こ へ で も 雇用 され な い 時 期 に お いて は 必要 な こと で あっ た . し か し , 社会 の 盲人 に 対す る 態度 が 進歩 
する に 従っ て , 不用 と な っ て くる . すでに 先進 国 に お いて は , 不用 と な っ て いる . こう し た 法律 は , 
社会 の 盲人 に 対す る 偏見 を 取 除 く こ と に つい て は , 何ら の 効力 も な い . つま り , 法律 が か いくら つ くら 
れ て も 盲人 は 幸福 に な ら ず , また , 職業 選 用 の 完全 実施 が 成就 され る こと は な い の で ある . BARD 
の た め に 盲人 を 雇用 し , EK, ある 持 定 の 授産 所 に 詞 人 を 入れ た り , 盲人 に 特定 の 製品 を 作ら せる こ 
と は よく な され て いる . これ は 盲人 を 世話 する た め に は 便利 で あり , か な り 経 済 的 に 助かる と いう 利 
点 は ある が , これ は 盲人 を 社会 か ら 孤 立 さ せ , 盲人 を 自己 満足 に お と し いれ る お それ が ある . さら に 
また , 社会 的 に 経済 的 に 伸び が よう と する 盲人 に は 不満 すら 抱か せる . こう し た 施設 は , 一 般 社会 で ど 
2 し て も 働く こと の で き な い 重複 障害 者 に こそ 利用 させ る べき で ある . 
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Ek, 盲人 の 生産 品 に 対す る 特定 価格 を 設け た り , その 他 型 人 優先 の 法律 が ある 場合 は , この 品物 
を 買う 人 びと は , 品質 を 考え る より も 同情 で 買っ て し まう よう に な る . LAL, これ は その 場 限り の 
こと で 長続き は し な い . これ は 雇用 問題 で も いえ る こと で , 単に 盲人 で ある か ら や む を 得 な いと いう 5 
理由 だ け で の 雇用 は や が て 飽き られ , うる さがら れ , 真 の 雇用 関係 は 持続 で き な い . それ ゆえ , こう 5 
し た 種類 の 法律 は 長続き は し な い 」 

この 総会 の 職業 雇 用 委員 会 で は , 日 本 代表 か ら 盲 人 の 伝統 的 職業 で ある あん ま ・ は り ・ き ゅ う の 仕 
SL, 晴 眼 者 に 領域 を 犯さ れつ つ あ り , 各国 の 援助 が 欲し いと 訴え た と ころ 大 し た 反響 る も なく, IB 
人 が あん ま ・ は り ・ き ぎ きゅう を し て は いけ な いと は , われ われ は 決し て いわ た ない. 日 本 の 盲人 が そう し 
PANDA, その道 を 進 も うと する な ら ば 決し て 反対 は し な たい. し か し , 日 本 の 盲人 は 。 な ぜ あ ん 
ま ・ は り ・ き ゅ うだ け に こだわ り , REA, それ が 盲人 に と っ て 唯一 の よい 職業 で あっ て も , 盲人 個々 
の 技術 が 晴 眼 者 に まさ っ て お れ ば , 何ら 恐れ る こと は な いで は な いか 」 と いう 返事 が か えっ て きた . 

また , 日 本 で は 新 職業 の 研究 調査 を 行ない , 盲人 が 新しい 職業 分 野 へ の 進出 を 考慮 し て いる こと を 
述べ た と ころ , ブラ ジル の 盲 婦人 代表 か ら , 職業 雇用 委員 と し て 次 の よう な 勧告 を うけ た . 

| 日 本 で は 視覚 障害 者 の 新 職業 研究 調査 を 行ない , 新 分 野 へ の 進出 を 考慮 され る よう に な っ た こと 
は , 日 本 の た め ま こ と に 喜ば し いこ と で す . そこ で ブラ ジル の 和 失敗 を 申し あげ , 日 本 で は 同じ 舌 敗 を 
繰 退 さ な い よう に ご 注意 くだ さい . プラ ジル で も 職業 訓練 を 数 年 前 か ら 始 め て お り ま す . その と き , 
わた し た ち は 職 業 訓練 を 重点 に し て りっぱ な 技術 者 を 養成 する こと に 努力 いた し まし た . ある 盲人 の 
優秀 な 工員 が , 晴 眼 者 と と も に 飛行 機 製作 工場 に 働い て いて 技術 的 に は りっぱ で し た . し か し , わた 
し た ち は 大 き な 和 失敗 を し た の で す . と いう の は , 人 間 を 作る 生活 訓練 を 怠っ た か ら で す . つま りこ と 
ば づか い , 行儀 作法 , ひと り 歩き , 他人 か ら 好 意 を も た れる 人 格 な ど に 対す る 教育 訓練 を お ろ そ か に 
し た た め , せっ か く の 優秀 工員 で あり な が ら , 同僚 に うと ん ぜ ら れ , いま だ に 紅 人 工員 に 過ぎ ませ ん . 
日 本 で は 技術 より 前 に , 人 間 と し て の 生活 訓練 を 忘れ な た いで くだ さい 」 と . 

イギリス や アメ リカ で は , 現在 盲人 の 職種 を 発表 し な いこ と に より , か えっ て 盲人 の 職種 が 拡大 さ 
れ で いる . 盲人 の 職種 を 限定 すれ ば , それ 以外 の 職種 を 忘れ て し まう か ら で あ る . つま り , 盲人 の 適 
職 と は 何 か , と いう 考え 方 は すでに 古く , この 人 に は 何 が 適し て いる か を 見 出す こと で ある . 晴 眼 者 
は 自分 に 適し た 職種 を 自分 の 努力 に よっ て 選び , その 人 の 心がけ 次 第 で 成功 も し , 不 成 功 に 終わ る こ 
と も ある よう に , 衣 人 だ か ら と いっ て どう こう いう と と は な い の で ある . 

世界 各国 の 政府 , 公共 団体 な ど は , 法律 に よっ て 盲人 を 救う こと より も ゃ , 盲人 の 個々 の 能力 , 希望 
に 応じ て 会 社 , 工場 に 就職 させ る こと に 最大 の 力 を 注い で ゆく 路線 を 選び つつ ある . 
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王立 イギリス 連邦 盲人 援護 協会 (Royal Commonwealth Society for the Blind=RCSB) の ジョ ン 
・ ウ ィ ル ソン (John Wilson) に よる と , 「 イ ギリ ス で は , 一 般 工場 に 働い て いる 盲人 は 8000 A. 
これ は 戦争 中 の 人 手 不 足 の 機会 に 恵まれ た た めで ある . 現在 イギリス で は 20 人 以上 労働 者 を 雇用 し 
て いる 工場 で は , その 3 ペー セン ト は 身体 障害 者 を 雇用 し な けれ ば な ら な いと いう 法律 か ある が , 実 
際 こ の 法律 より も 先 に 企業 や 工場 で 実施 され て お り , も は や 法律 は 不要 な も の に すら な っ て いる . こ 
5 し た 成功 の 理由 は , 家 人 た ち が 人 工場 に 招 か れ た 場合 和 芽 人 の な か で も 最も すぐ れ た 人 ば か り を 選 う り 
ぬい て 送り 出し た か ら で あ る . イギリス の 8000 人 の 盲人 は 900 種 の 職場 に 分 か れ て 就業 し て いる が , 
授産 所 に 残っ て いる の は , 不能 力 者 か , 重複 障害 者 ば か り で ある . 

授産 所 で あれ ば , 年 間 約 400 ポン ド の 費用 が か か る が , 一 般 工場 で あれ ば 50 ポ ンド で 足り る . こ 
れ は 主として 雇用 韓 旋 の 役人 の 費用 で ある . イギリス に は , こう し た 担当 者 が 70 人 ほど いて , 1 人 
年 間 約 80 人 の 盲人 の 就職 韓 旋 を 行なっ て いる . イギリス に お いて 全盲 人 の 3 分 の 1 が 就職 し , 3 分 
の 1 が 知能 の 低い 者 か , 重複 障害 者 で ある . 

Rie, アメ リカ の ピア ノ 調 律師 の 例 を と っ て みる と , ボス トン 市 だ け で も 300 AMV BAEZ / da 
律師 が お り , 需 用 に 満た な い 状 態 で ある . これ ら の 人 びと は , 盲人 だ か ら と いっ て 特別 な 恩典 は 全く 
な く , 高等 学校 を 出 て 十分 な 生活 訓練 を 受け , 何ごと も ひと り で で きる よう に な っ て の ち も , 晴 眼 者 と 
の 技術 競争 に 勝っ た 人 びと で ある . 年 間 の 収入 は 最低 5000 ドル ( 約 180 万 円 ) で 最高 は 1 万 ドル で 
ある . も ちろ ん , こう し た 人 びと を 養成 する た め に は , 完全 に し て 最も きび し い 生 活 訓練 と 教育 と が 
施さ れる の は いう まで も な い 、. 


BARODA 

現代 の 世界 的 な 宜 人 対策 の 根本 目標 は , 盲人 の 集団 化 を 極力 排除 し て 1 人 で も 多く 社会 復帰 させ よ 
うと し て いる の で ある な から, 1964 年 ニュ ー ョ ー ク で 開か れ た 第 3 回 WCWB 総会 に お いて も , BK 
育 問題 が この 路線 に 従っ て 討議 が 進め られ た . この 会 議 中 に 盛ん に 話題 に の ぼっ た の は 統合 教育 (in- 
tegrated system) と いう 問題 で あっ た . これ は 1963 年 クア ラル ンプ ー ル で 開か れ た 第 2 回 アジ ア 盲 
人 福祉 会 議 (な ら び に 1968 年 マニ ラ で 開催 の 第 3 回 同 会 議 ) に お いて も 熱心 に 討議 され た が , この 
総会 で は , イギリス , アメ リカ , フラ ランス, ドイ ツ な ど が 盛ん に 論議 し た . また , 中 近東 , ア ジア, 
アフ リカ , 南米 の 各国 も 先進 国 に な ら っ て その 必要 性 を 強調 し た . 

エチ オ ピ ア 代表 は ,「 わ れ わ れ 後 進 国 か らい うら ほど では な いけ れ ど も , エチ オ ピ ア で は 晴 ・ 志 を 差別 
し な いた め , 皇帝 自ら 皇居 に 盲人 を 使用 し て いる . Ek, 重複 障害 者 以外 は で きる だ け 一 般 学校 に 入 
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学 さ せ て いる . 盲 学校 の ある と ころ で は , 一 般 学校 を 盲 学校 の 近く に 建て て , 交流 を 容易 に させ て い 
る た め , 現状 で は 問題 は 起こ っ て いな い 」 と 発表 し た . イン ド , マレ ー シ ア , ブラ ジル , FAVA, 
イギリス な ど は , 「 盲 学校 の 必要 性 は 重複 障害 者 の た め に ある 」 こ と を 力説 し た . Ek, 統合 教育 を 
行ない , 点字 その 他 , 盲 児 に 特別 必要 な 教育 は , 巡回 教師 (itinerant teacher) に よっ て な さる べき 
で ある と 主張 し , 盲 学校 不要 論 , また は 統合 や 廃 此 論 な ど を と な えた . CHIOML, ドイ ツ , フラ ン 
ス , イタ リア , 北 き ヨー ロッ 諸国 は , 幼稚 園 , 小学 校 は どう し て も 盲 学校 が 必要 だ と 主張 し た . 結論 
的 に は 国情 に より , それ ぞ れ 大 同 小 異 は あろ う が , 要 は 形 学校 で の 孤立 教育 を 廃し て , 最大 限 の 機会 
を 利用 し て 一 般 学 校 と の 交流 を 図り , 中 学校 以上 は で きる 限り 一 般 学 校 に 入学 させ , 盲 学校 の 多い 国 
は 可能 な 限り すみ や か に 統合 する 方 向 に ゆく べき で ある と いう の が 各国 の 意見 で あっ た . そし て , 盲 
教育 は あく まで 職業 訓練 だ け で な く , 人 間 教 育 , すなわち , 社会 復帰 の た め の 教 育 ・ 訓 練 で な けれ ば 
症 ち な いこ EC Sie! 

これ ら の 思想 は , GA, 盲人 の 福祉 事業 , 教育 方 針 な ら び に 職業 問題 に 至る まで 世界 的 に 一 貫 し た 
考え 方 と な っ て 発展 し つつ ある . (社会 福祉 法人 日 本 ライ ト ハ ウス 理事 長 ) 
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視覚 障害 教育 の 問題 点 と 今後 の 課題 
ーー 主として 制度 上 の 変遷 と その 背景 を 中 心 に 一 一 


大 川原 & 
は じ め に 


視覚 障害 教育 と は , 視力 お よび その 他 の 視 機能 が 欠如 し て いる か , 著しく 劣 弱 で ある た め に 小学 
Be, 中 学校 な ど に お ける 通常 の 教育 計画 の も と に お いて は 学習 する こと が 困難 な 児童 生徒 に 対し , 特 
別に 配慮 され た 条件 の も と で 行なわ れる 教育 計画 の 総称 で ある と いえ よう . 

し た が っ て, 特別 に 配慮 され る 教育 計画 に は , 児童 ・ 生 徒 の 視力 の 有無 ある い は 学習 の 主要 経路 を 
WEICKET Sd, いな か に よっ て , OHHH, ② 青 教育 と に 分 けら れる . 

また , 特別 に 配慮 され た 教育 計画 が 実際 の 教育 活動 と し て 実施 に 移さ れる 場 に よっ て , ① 普 通学 級 
に お ける 視覚 障害 教育 ,② 特 殊 学級 に お ける 視覚 障害 教育 ,③ 盲 学校 に お ける 視覚 障害 教育 に 分 ける 
こと が で きる . し か し , これ は 現行 の 学校 教育 制度 か ら み た 便宜 上 の 分 類 に 過ぎ ず , 今後 , 教育 形態 
の 多様 化 と 学校 教育 全般 に わた る 諸 条件 の 改善 , 指導 方 法 の 進歩 ,。 あるいは 感覚 的 補助 具 な どの 使用 
に よっ て は , 重度 の 視覚 障害 者 と いえ ども , 若干 の 配慮 を する こと に よっ て 通常 の 教育 計画 の も と で 
指導 する こと が 可能 に な る で あろ うし , その よう な 努力 が 必要 で ある . 

な お , 視覚 障害 教育 と いえ ば , これ まで は 主として 初等 ・ 中 等 教育 段階 に お いて 考え られ て きた の 
で ある が , 今後 は 生涯 教育 (1ifelong education) の 立場 に 立っ て 乳幼児 か ら 終生 に 至る 一 貫 し た 対策 
が 講じ られ な けれ ば な ら な い . 

以下 , わが 国 に お ける 視覚 障害 教育 の 現状 と 問題 点 の いく つか に つい て , 主として 制度 上 の 変遷 と 
その 背景 を 中 心 に 考察 し , 改善 すべ き 方 向 を 探っ て みた い . 


盲 学校 の 目的 と 教育 目標 

学校 教育 法 第 71 条 に は 「 衣 学 校 , BARNES RIL, それ ぞ れ 請 者 (強度 の 弱視 者 を 含む . 
以下 同じ ), ee (強度 の 難聴 者 を 含む . 以下 同じ ) 又は 精神 薄弱 者 , 肢体 不 自由 考 若 し く は 病 層 者 
(身体 虚弱 者 を 含む . 以下 同じ ) に 対し て , 幼稚 園 , 小学 校 , 中 学校 又は 高等 学校 に 準ずる 教育 を 施 
し , あわ せ て その 欠陥 を 補 2 た め に , 必要 な 知識 , 技能 を 授け る こと を 目的 と する 」 と ある が , この 
目的 を 実現 さき せる た め の 教 育 目 標 に つい て は 同 法 に 明文 の 規定 は な い . 

小学 校 , 中 学校 お よび 高等 学校 は それ ぞ れ 同 法 に お ける 目的 規定 (17, 35, 41 条 ) の 次 に それ を 
受け て , [HAD 目的 を 実現 する た め に , 次 の 各 号 に 掲げる 目標 の 達成 に 努め た けれ は な ら な い 」 
(18, 36, 42 条 ) ELT, それ ぞ れ 具体 的 に 教育 目標 が 明示 され て いる . し た が っ て , これ まで も 特 
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殊 教育 諸 学校 に お ける 教育 目標 の 法 的 根拠 は 何かと いう こと で 論議 され て きた し , また , 第 71 条 の 
解 彼 を めぐ っ て , 「 準 ずる 教育 と は 何 か 」 な ど に つい て , 各 人 各 様 の 意見 が 出さ れ て きた . それ は 
71 条 は , 特殊 教育 諸 学校 の 目的 規定 で は ある が , あわ せ て 教育 目標 的 意味 が 含ま れ て いる か ら で あ 
る . すなわち , 心身 に 障害 の ある 者 に 対し て は , 小学 校 等 の 教育 を その まま 施す こと は 適当 で な い 場 
合 が 多い の で , 心身 の 障害 の 別に 応じ , 小学 校 等 の 目的 , 目標 , 教育 内 容 な ど に 準じ た 教育 を 施す と 
と も に , 心身 の 発達 上 の 欠陥 や 遅 潤 を 補う た め に 必要 な 知識 , 技能 を 授け る の だ と いう よ うな 趣旨 が 
うか が われ る か ら で あ る . 

この よう な 法律 上 の 問題 と は 別に , 盲 学校 , 民 学 校 お よび 養護 学校 の 教育 目標 に つい て は , 現在 そ 
れ ぞ れ 学 校 種別 ど と の 学習 指導 要領 総則 父 お いて 規定 され て いる . し か も , その 規定 の 仕方 は 。 学校 
教育 法 に お ける 小学 校 等 の 教育 目標 の 規定 の 形式 に な らい , 学校 教育 法 第 71 条 を 受け た 形 で 記述 さ 
れ て いる . し か し , これ は あく まで も 法律 に お いて 明確 に 規定 すべ き 教 育 目標 を , 便宜 的 に 学習 指導 
要領 で 規定 し た も の に 過ぎ ず , 法制 定 当初 か ら 論議 され て いる 第 71 条 自 体 の 解釈 上 の 問題 を 解決 し 
た こと に は な ら な い . も ちろ ん , 今回 改訂 され た 盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 (昭和 46 年 3 
月 13 昌 文部省 和 示 第 77 号 ) に お いて , 前 学校 小学 部 お よび 中 学部 お ける 教 有 目標 が 明確 に な っ た 
こと の 意義 は 別 と し て . 

GE) 盲 学校 小学 部 お お よび 中 学部 の 教育 目標 ( 盲 学校 小学 部 ・ 中 学部 学習 指導 要領 第 1 章 総則 第 1 教育 目標 

小学 部 お よび 中 学部 に お ける 教育 に つい て は , 学校 教育 法 第 71 条 に 定め る 目的 を 実現 する た め に , 
児童 お よび 生徒 の 心身 の 障害 の 状態 お よび 能力 ・ 適 性 等 を 十分 考慮 し て , 次 に 掲げ る 目標 の 達 成 に 努 
め な けれ ば た ならない . 

1 小学 部 に お いて は , 学校 教育 法 第 18 条 各 号 に 掲げ る 教育 目標 . 

2 中 学部 に お いて は , 学校 教育 法 第 36 号 各 号 に 掲げ る 教育 目標. 

3 小学 部 お よび 中 学部 を 通じ , 視覚 障害 に 基づく 種々 の 困難 を 克服 する た め に 必要 な 知識 , 技能 , 
態度 お よび 習慣 を 養う こと . 

Lal, 盲 学校 の 教育 目標 か この よう な 形 で は ある が 明確 に 規定 され る に 至る まで に は , 1947 ( 昭 
和 22 ) 年 3 月 31 日 の 学校 教育 法制 定 以来 実に 満 24 年 を 要 し た こと に な る (昭和 39 年 制定 の 盲 学校 
学習 指導 要領 小学 部 編 等 に お いて も 教育 目標 は 記述 され て いた が , 小学 校 の 教育 目標 に 準ずる 教育 目 
標 と いう 表現 を と り , 誤解 を まぬがれ な い 曽 が あっ た ). 

現行 学習 指導 要領 に 規定 され て いる 教育 目標 の うち , 1 は 法 第 18 条 に お いて 示さ れ て いる 小学 校 の 
教育 目標 8 項目 (① 学 校内 外 の 社会 生活 の 経験 に 基き , 人 間 相 互 の 関係 に つい て , 正しい 理解 と 協 
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A, AEROAROMMLIES CL. QHLROMKOMKL MICO, 正しい 理解 に 導き , 進 
ん で 国際 協調 の 精神 を 養う こと . ③ 日 常 生活 に 必要 な 衣 , 食 , 住 , 産業 等 に つい て , 基礎 的 な 理解 と 
技能 を 養 2 こ と . ④ 日 常 生活 に 必要 な 国語 を , 正しく 理解 し , 使用 する 能力 を 養う こと . ⑤ 日 常 生 活 
に 必要 な 数 量 的 な 関係 を , 正しく 理解 し , 処理 する 能力 を 養 ろ 2 こと. ⑥ 日 常 生 活 に お ける 自然 現象 を 
科学 的 に 観察 し , 処理 する 能力 を 養う こと . ORR, 安全 で 幸福 な 生活 の た め に 必要 な 習慣 を 養い , 
心身 の 調和 的 発達 を 図る こと . ⑧ 生 活 を 明る く 豊 か に する 音楽 , 美術 , 文芸 待 に つい て , 基礎 的 な 理 
解 と 技能 を 養う 9 こと) REL, Ek, 2 に つい て は 法 第 36 条 に お ける 中 学校 の 教育 目標 3 項目 (① 
小学 校 に お ける 教育 の 目標 を な お 充分 に 達成 し て , 国家 及び 社会 の 形成 者 と し て 必要 な 資質 を 養う こ 
と . ⑨ 社 会 に 必要 な 職業 に つい て の 基礎 的 な 知識 と 技能 , 勤労 を 重 ん ず る 態度 及び 個性 に 応じ て 持 来 
の 進路 を 選択 する 能力 を 養う こと . ③ 学 校内 外 に お ける 社会 的 活動 を 促進 し , その 感情 を 正しく 導 
き , 公正 な 判断 力 を 養う 9 こ と) を さして いる の で ある か ら , これ を 法律 の 条項 に 置換 える な ら ば , 当 
然 法 第 76 条 の 進 用 規定 の 中 に 第 18 条 お よび 第 36 条 を も 加え る べき 性 格 の も の で あろ ei LBL, 
法制 定 当 時 の わが 国 に お ける 特殊 教育 の 実情 か ら す れ ば , この よう な 立法 措置 し か と り 得 ず , 抽象 的 
表現 に お いて 第 71 条 が 規定 され た 理由 も る わから な いで は た ない. 

学校 教育 法制 定 以前 の 盲 学校 は 初等 部 お よび 中 等 部 を 主体 と し , その 修業 年 限 は 初等 部 は 6 年 , 中 
等 部 は 4 年 を 通例 と し て いた . そし て , 学校 の 主たる 目的 は 生活 に 必要 な 特殊 の 技能 教育 に お か れ て 
いた . すなわち , BERR AMES (CKIE 12 年 8 月 28 日 勅 令 第 375 号 ) 第 1 条 に は , 「 盲 学校 へ 盲 
A=, 民 喧 学校 へ 境 者 = 普通 教育 ヲ 施 シ 其 ノ 生 活 = 須 要 ナ ル 特 殊 ノ 知識 技能 ヲ 授 クル ラ 以 テ 目的 ト 
ン 特 = 国民 道徳 ノ 潤 養 = カ ム ベ キモ ノ ト ス 」 と 規定 され て お り , これ に 対し 小学 校 信 第 1 条 は , 「 小 
学校 へ 児童 身体 ノ 発達 = 留意 シテ 道徳 教育 及 国民 教育 ノ 基 礎 並 其 ノ 生活 = 必須 ナル 普通 ノ 知識 技能 ヲ 
授 ク ル ラ 以 テ 本 旨 ト ス 」 と な っ て いた . 

盲 学 校 に お ける 「 生 活 = 須 要 ナ ル 知 識 技 能 」 CITA, 音楽 (特に 邦楽 ) な ど , わが 国 に お いて 盲 
人 の 職業 と し て 伝統 の ある も の に 主眼 が お か れ , WERE DR OCHS. それ 
ゆえ , 戦後 の 学制 改革 に よっ て , 特殊 教育 諸 学 校 の 体系 も 小学 校 , 中 学校 , 高等 学校 に な ら っ て 整備 
され る こと に は な っ た も ゃ ものの, 当時 の 盲 学校 な どの 実態 か ら す れ ば , その こと が 学校 目的 , 教育 目標 
を 規定 する うえ に 大 きく 影響 し て いた こと は 絡 い の な いと ころ で ある . た と えば , 学校 教育 法 草案 に 
お いて は , その 第 81 条 に お いて 「 盲 学校 又は 筐 学校 は , LNENBE LILI LT, 小学 校 , 
中 学校 , 高等 学校 に 準ずる 課程 の 教育 を 行い , 併せ て その 生活 に 必要 な 知識 技能 を 授け る こと を 目的 
と する 」 と し て , 現行 第 71 条 に 比較 すれ ば , 普通 学校 に 準ずる 性 格 を 強く 打出 し て いる が , 旧制 の 
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職業 学校 的 性 格 を ぬぐい きれ ず , 同 条 後 段 の 表現 に は 前 記 1923 ED BAe RAE A DO 規定 に 近 
い 表 現 を と っ て いる . この 草案 は 審議 の 過程 に お いて 修正 され , 養護 学校 を も 含め て 現行 の 第 71 条 
が 規定 され る に 全 っ た の で ある . し か し , 現行 第 71 条 後段 の 「 そ の 欠陥 を 補う た め に 必要 な 知識 技 
能 」 の 例 と し て 天城 弄 は 「 盲 学校 に お ける 職業 教育 と し て 理 療 科 , 音楽 科 お よび 邦楽 科 (B=) M8 
設け すら れ て いる . 特に 理 療 科 は , あん ま 科 , LOB, きゅう 科 な ど に 分 れ , 古来 わが 国 に お ける 盲人 
の 主要 な 職業 と な っ て いる が ……」 と 解説 し て いる と ころ か ら み て も , 法制 定 当 時 に お ける 立法 上 の 
育 景 か な うか が われ , 現在 と で は すでに 隔世 の 感 が 強く , 盲 教育 も よう や く 近 代 学 校 制度 に な じみ つつ 
ある こと を 知る の で ある . 

「 教 育 の 目的 は 視覚 者 と 人 と に お いて 本 質 的 差異 は に ない. しかしながら, その 目的 実現 の 方 法 に 
お いて は 多大 の 懸 隔 が ある 」 と い 2 意 見 は , 盲 学校 が 鍼 披 学 校 的 色彩 の 強かっ た 昭和 初期 か ら の 結論 
で あっ た . 「 小 学校 は , 心身 の 発達 に 応じ て , 初等 普通 教育 を 施す こと を 目的 と する 」 (学校 教育 法 
第 17 条 ) は , その まま 盲 学校 小学 部 の 目的 と し て 規定 すべ き 性 格 の も の で ある . 盲 学校 の 目的 , 教 
育 目 標 が 一 般 の 学校 と 同じ 次 元 で 学校 教育 法 に 規定 され る こと を 強く 訴え た い . 


視覚 障害 教育 の 形態 

視覚 障害 者 教育 の 形態 と いえ ば , 洋 の 東西 を 問わ ず , 盲 学校 に お ける 盲 教育 が 主流 と な っ て 発展 し 
て きた . そし て , 1784 年 バテ ラン タン ・ ア ュ ユイ に よっ て 創設 され た 盲 学校 を は じ め , 1831 年 設立 の ア 
メリ カ の パー キン ス 計 学校 , わが 国 最初 の 盲 学校 で ある 1878 (明治 11) 年 創立 の 京都 盲 貴 院 な ど は 
いずれ も 社会 救済 的 慈善 主義 思想 に よっ て 経営 され , し た が っ て, 盲 児 を 収容 する 施設 と し て の 性 格 
を 兼ね , いずれ も * 寄 宿舎 を も っ て いた . いや , むし ろ る 宿舎 を 主体 と し た Residential school 一 一 寄宿 
制 学校 で あり , その 後 , 各国 各地 に 普及 し て いっ た 盲 学 校 も , その ほとん ど が この 形態 を と っ て いた 
OCHS. He, 各国 と も 後述 の よう に 盲 児 と 普通 児 と の 統合 教育 (Gintegrated education) が 推進 
され , 寄宿 制 学校 は 次 第 に 縮小 され つつ ある が , 現在 , 日 本 の 盲 学 校 な いし は 視覚 障害 教育 は 制度 上 
の 関係 も あっ て , いま だ に 従来 の 伝統 を 改善 し 得 な い 状 態 に ある . 

学校 教育 法 第 74 条 に は , 「 都 道府県 は , その 区 域内 に ある 学齢 児童 及び 学齢 生徒 の うち , 盲 者 , 


租 者 又は 精神 薄弱 者 , 肢体 不 自由 者 若しくは 病弱 者 で , その 心身 の 故障 が , 第 71 条 の 2 の 政令 で 定 . 


め る 程度 の 者 を 就学 させ る に 必要 な 盲 学校 , 眉 学 校 駐 は 養護 学校 を 設置 し な けれ ば な ら な い 」 と し 
て , 盲 学校 の 設置 義務 が 各 都 道府県 に 課せ られ て いる の で ある が , 学校 教育 法 施行 規則 第 73 条 の 3 
に お いて は , 「 盲 学校 , 牌 学校 及び 養護 学校 に は , 寄宿 舎 を 設け な けれ ば ぼ ば ならない. (AL, 特別 の 事 
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情 の ある 場合 に は , これ を 設け な いこ と が で きる 」 と 規定 され て お り , わが 国 の 特殊 教育 諸 学校 は す 
べ て 寄宿 舎 を も ち , 寄宿 舎 と 一 体 と な っ た 教育 機関 で ある こと を 原則 と し て いる の で ある . 1970 CH 
和 45) 年 5 月 1 日 現在 , 全国 75 校 (分 校 2 を 含む ) の 国 公私 立 盲 学校 の うち , 県 立 盲 学校 の ほか に 
市 立 と し て 育 学 校 を 設置 し て いる 横浜 神戸 を 除く 73 校 は すべ て 寄宿 舎 を も ち , 在籍 児童 生徒 総数 
9150 人 の うち, 寄宿 舎 居住 者 は 5402 人 で ある . な お , AMIS LR REFEREE (大 正 12 年 
8 月 29 日 文部 省令 第 34 号 ) 第 15 条 に お いて も 「 盲 学校 及 筐 陣 学 校 = 於 テハ 校 地 , 校舎 , 寄宿 舎 , 体 
操 場 及 校 具 ヲ 備 フ ヘ シ 但 シ 特別 ノ 事 情 ア ルト キム 文部 大 臣 ノ 認可 ラ 受 ヶ 寄 宿舎 設 ケ サル ュ ト ラ 得 」 
と され て いた . 学校 教育 法 施行 前 か ら 一 貫 し た 施策 か と られ て きた の で ある . し か し , アメ リカ に お 
いて は , 1950 年 代 , 特に 1955~1956 年 以降 , 盲 児 の 就学 は 寄宿 制 衣 学 校 か ら 次 第 に 一 般 の 公立 学校 
に 移り つつ あり , それ まで の 教育 形態 に 著しい 変化 が み ら れ て いる ( 図 1 参照 ). この こと は 盲 教育 
に 従事 する 教員 の 状況 か ら み て も , その 普及 ぶり が うか が われ る ( 図 2 参照 ). 

アメ リカ に お いて , 盲 児 教育 の 場 が 次 第 に 寄宿 制 盲 学校 か ら 地域 の 一 般 公立 学校 に 移行 し て いっ た 
最も 大 き な 直 接 の 要因 は , 新生 児 , 特に 未熟 児 に 対す る 保育 器 操作 の 欠陥 に より , 酸素 過 給 か らく る 
AAVENIE (retrolental fibroplasia) に よる 和 失明 児 の 激増 で や る . これ を ニュ ー ョ ヨーク 州 に 例 を と 
る と , その 発生 数 は 1940 年 が 5 で あっ た の に 対し , 1950 年 に は 110, 1953 年 に は 実に 190 と いう よ 
2 に 10 余 年間 に 38 倍 に も 達し て いる . 保育 器 の 普及 が その まま 同 症 の 発生 増加 に こつ な が っ て いっ た の 
で ある . 

こう し た 医学 的 要因 に よっ て 盲 児 が 激増 し た た め , 既存 の 盲 学校 だ け で は 収容 で き な く な り , その 
対策 と し て 人 盲 教育 の 場 を 一 般 の 教育 機関 に 求め た も の で ある が , これ は むし ろ 教 育 理 念 と し て , ま 
た , その 実績 か ら 要請 され て きた 統合 教育 の 体制 を いっ き ょ に 促進 させ る チャ ンス を 与え た も の で あ 
B: 


0 20 40 60 80 100% 
年 児童 数 - 
1949 5.818 | トン ング 2 


1951 5.6% | トン ンク 
53 6,28 | = Vfff7ll|n 
95 6 7.33 | (CM YFF0]}w|0w]j 
7 ni7 」 tt“(‘(#§ fFD_/Qgpy, 
690 23,375 」 clCASY}H jo 
1961 15,802 | CtCt‘R}|rff/)jnj 
963 17,091 | ドジ 
0 7852 | 一 航 校 " ラク ジョ ンタ ジグ ジグ 北大 西洋 地方 中 部 地方 西南 地方 南東 地方 


図 1 アメ リカ に お ける 盲 児 教 育 の 場 の 移り 変り 図 2 アメ リカ の 盲 児 教育 に 従事 する 教員 の 状況 (1962~63) 
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すなわち , 寄宿 制 教育 を 改め て 統合 教育 を 推進 する 理由 と し て , アメ リカ 連邦 政府 教育 局 で は 次 の 
よう に 説明 し て いる . 

G) 紅 児 の 生活 の 本 拠 は 自然 な 形 で 各 家庭 に お き , 家庭 環境 の 中 に お いて , か れ ら の 人 間 形 成 を 図る 
べき で ある . 寄宿 舎 教育 におい て は これ が 阻害 され る . 

(⑫ 早 い 時 期 か ら 普通 の 児童 生徒 と 共に 学ば せ , 生活 させ る こと に よっ て , 社会 に より よく 適応 し て 
いく 能力 が つ ち か われ る . 一 般 の 社会 や 普通 の 児童 ・ 生 徒 か ら 孤 立 し た 環境 の 育 学 校 こ に お いて は これ 
は 不可 能 で ある . 

⑬ 普 通 児 , さら に は 一 般 の 社会 が 証人 を 正しく 理解 する よう に な る . 

(4) 盲 教育 の 方 法 が 進歩 し , 普通 教育 の 場 に お いて も , 点字 中 心 の 教育 だ け で な く , 開発 され た 機具 ・ 
器材 を 活用 し て 型 児 の 学習 効果 が 高め られ る よう に な っ て きた -. 

統合 教育 は 視覚 障害 教育 の 分 野 に お いて は , アメ リカ だ け で な く 諸 外国 と も 近年 特に 力 を 入れ て お 
り , 第 3 回 アジ ア 盲 人 福祉 会 議 に お いて も , 参加 各国 か ら そ の 推進 策 と 現状 が 報告 され て お り , マレ 
ー シ ア , フィ リピ ン , タイ な どの 教育 後進 国 と いわ れ て いる 東南 ア ジア 諸 地 域 の 各国 に お いて も , 発 
展 の 一 途 を た どっ て いる . こと に 台湾 に お ける 統合 教育 の 施策 は めざまし いも の が ある . 

台湾 は 戦前 の 50 年 間 に わ た り , 日 本 の 領土 で あっ た の で , その 間 教 育 制度 も 日 本 本 土 と 全く 同様 
で あっ た し , その 形態 は 戦後 に 主権 が 変っ て も 継承 され た が 多く , 特に 盲 教育 に つい て は , 今日 に 
至る まで 日 本 と 共通 する 点 が 多い の で ある . この よう な 海外 の 動向 と は 別に , ひと り わ が 国 だ けが こ 
れ を 実施 する こと が 容易 で な いこ と の 理由 に つい て 考察 し て みみ たい. 


就学 奨励 制度 

日 本 の 盲 学校 は 制度 上 寄宿 舎 を 付設 する こと を 原則 と し て いる . 寄宿 舎 に 居住 させ て 教育 を 受け さ 
せる こと が 望ま し い 児童 ・ 生徒 の た め に , こう し た 施設 は 当然 用 意 す べき で ある (家庭 に 問題 が あ 
り , 児童 を 育て る に は 適切 で な いと 思わ れる 場合 , ある い は 重 復 障害 な どの た め 日 常 生活 訓練 を 常時 
必要 と する 場合 な どの た め ). し か し , 幼稚 部 また は 小学 部 か ら 中 学部 , 高等 部 まで の 十 数 年 間 を 寄 
宿舎 と いう 孤立 し た 機構 の 中 で 生活 させ る こと に は 問題 は ある が , 経済 面 で の 援助 は か な り 充 実 し て 
き て いる . すなわち , 特殊 教育 は 一 般 の 教育 より 保護 者 の 負担 する 経費 も 多く , 教育 の 機会 均等 の 理 
念 を 実現 する た め に 国 お よび 都 道 府 県 は , TRE, BERR OBEFRAORFEDICRT SEE | 
(昭和 29 年 6 月 1 日 法律 第 144 号 ) な ど に よっ て , 視覚 障害 者 を 盲 学校 に 就学 させ た 場合 の 保護 者 
に 対す る 経済 的 負担 を 軽減 する 措置 が と られ て いる . そし て 寄宿 舎 に 入 舎 し た 場合 は , 特に 手厚い 援助 
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措置 が 講 ぜ られ る こと に な っ て いる 。 (46 年 5 月 1 日 現在 ) 
igi ae し Hk 
ei 部 別 ) ee a ee 
ei を \ 電 学 ay ay 
し か し , こう し た 援助 措置 が 家 学 校 へ ets atte | shares 
教科 用 図書 購入 費 ココ 


の 就学 と いう わく の 中 で 拡充 され れ ば 
され る ほど , 教育 的 意 意義 と は 別に 一 部 
の 父兄 を し て 視覚 障害 者 を 盲 学校 ( 特 
に 寄宿 舎利 用 し て ) に 就学 させ , 一 
般 の 学校 へ の 就学 を ちゅ うち ょ させ る 


LI) 
Vp 





と いう 結果 に な り , 経済 的 理由 で 教育 
( 注 ) 1. O 印 机 は 、 各 部 ご と の 補助 対象 と な る 経費 を 示す 。 2. の O 内 の 数 字 は 、 初 め て 支給 され た 年 度 
を 示す 。 3. 斜線 の 付 - し て ある 欄 は 、 法 律 補助 費 を 示し 、 そ の 他 の O 印 机 は 、 予 算 補 助 費 を 示す 。 
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か ね な い . こう し た 援助 措置 は , 今後 は 特定 の 教育 機関 と 結び つけ て 行なわ ち れ る の で は な く , 障害 を 
も っ て いる と いう 事実 に お いて , いか な る 学校 , 学級 に 学ぶ 場合 に も 適用 され る こと が 必要 で ある . 
アメ リカ に お いて は , すでに 1956 年 の 法 「To Promote the Education of the Blind] を 改正 し , 
従来, 盲 学校 在籍 盲 児 に 限っ て いた 連邦 政府 の 財政 援助 を , 普通 学校 就学 の 盲 児 に まで 拡大 し た . 前 
掲 図 1 に 見 る よう に , 1957 年 に お いて 一 般 学校 (Local school) 在籍 者 が 激増 し た こと の 背景 に は , 
こう し た 措 思 の と られ た こと が 大 き な 理 由 に な っ て いる . わが 国 に お いて は アメ リカ に お くれ る こと 
15 年 目 の 昭 和 46 年 度 か ら よ う や く 特 殊 学級 (視覚 障害 の 場合 は 弱視 ) 在籍 者 に まで 就学 奨励 法 が 適 
用 され る こと に な っ た が , さら に 将来 に お いて 普通 学級 在籍 の 証 児 に まで 拡大 する 方 途 が 講じ し られ な 
けれ ば , 統合 教育 の 理 理想 を 実現 する こと は 困難 で ある . な お , 就学 奨励 法 に よる 補助 事業 の 推移 は 図 
3 の 通り で ある . 

BTRORBRE & HAM 

義務 教育 と は 保護 者 が 児童 ・ 生 徒 を 就学 させ る 義務 , 地方 公共 団体 が 学校 を 設置 する 義務 , お よび 
第 3 者 の 就学 を 保障 する 義務 の 三 つ で ある と され て いる . 

すべ て 国民 は 法律 の 定め る と ころ に より , その 保護 する 子女 に 普通 教育 を 受け させ る 義務 を 負っ て 
いる (憲法 第 26 条 第 2 項 ) が , その 受け させ る 義務 の ある 普通 教育 と は 9 カ年 の 学校 教育 で ある (KH 
育 基本 法 第 4 条 ). そし て , この 9 ヵ年 に つい て , 学校 教育 法 の 表現 は , 保護 者 は その 子女 を 小学 
校 , 中 学校 また は 盲 学校 , 筐 学校 も し く は 養護 学校 の 小学 部 また は 中 学部 の いずれ に 入学 させ て も よ 
いと と に な っ て いる (学校 教育 法 第 22・39 条 ). すなわち , 第 22 条 , 第 39 条 の 文理 解釈 か ら す れ 
ば , 盲 児 を 小学 校 に 入学 させ て は な ら な いと か , 盲 児 は 盲 学校 で な けれ ば 就学 させ られ な いと い 2% 意 
味 は な い の で ある . そし て , 昭和 36 年 10 月 31 日 法律 166 号 を も っ て 同 法 の 一 部 改正 が 行なわ れる 
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まで は , 同 法 第 75 条 に は , 「 小 学校 , 中 学校 及び 高等 学校 に は , 左 の 各 号 の 一 に 該当 する 児童 及び 
生徒 の た め に , 特殊 学級 を 置く とこ と が で きる 」 として, その 4 に ヒ 「 盲 者 及び 弱視 考 」 と 明記 され て い 
た の で ある . この こと は , 盲 者 を 対象 と する 盲 学校 の 設置 義務 が 都 道 府 県 に 課さ れ て いる が , 保護 者 
は その 子女 で ある 盲 者 を 小学 校 な ど に 入学 させ て も さしつかえ を な いと いう こと こと に な る の で ある . 
特殊 学級 制度 こつ いて は 国民 学校 令 施行 規則 (昭和 16 年 3 月 14 日 文部 省令 第 4 号 ) に も 規定 され 
て いる が , 同 規 則 第 53 条 に は 「 国 民 学 校 = 於 テハ 身体 虚弱 , 精神 薄弱 其 ノ 他 心 身 = 異 常 ア ル 児 童 = 
シテ 特別 養護 ノ 必要 アリ ト 認 ムル モノ ノ 為 = 学級 駐 へ 学校 ヲ 編 制 ス シュ トラ 得 」 と あり , これ に 基 づ 
いて 制定 され た 「 国 民 学 校 施行 規則 第 53 条 ノ 規定 = 依 ル 学級 文 へ 学校 ノ 編制 = 関 スル 規定 」 (昭和 
16 年 5 月 8 日 文部 省令 第 55 号 ) の 第 3 条 に お いて は , 「 養 護 学 級 又 へ 養護 学校 = 在 リ テハ 成 ル ベク 
身体 虚弱 , 精神 薄弱 , 弱視 , BERR, Moat, 肢体 不 自由 等 ノ 別 = 学級 又 へ 学校 ラ 編制 スペ ン 」 と あり , 
ここ で は 盲 者 の た め の 国 民 学 校 養護 学級 (特殊 学級 ) は 除外 され て いた の で ある . それ が 学校 教育 法 
の 制定 に 当たっ て は , 特に 盲 者 が 加え られ て , 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に も 全盲 者 を 受入 れる こと の で きる 
道 が 講 ぜ られ る こと に な っ た だ た. それ に も か か わら ず , その 後 わ が 国 の 視覚 障害 教育 は 次 第 に 統合 教育 
か ら 逆 方 向 の 分 離 教育 の 方 向 を た どっ た の で ある . 「 謀 学校 が 設置 義務 と され , そこ に は 寄宿 舎 も あ 
り , 特別 の 免許 状 を も っ た 教員 が 置か れる と いう 法令 の 規定 と , 盲 者 は 盲 学校 に お いて 充実 し た 教育 
を 行なう こと が 適当 で ある 」 と いう 意見 が 強調 され て , 法律 論 よ りゃ 現実 の 実態 に 合致 させ よう と , 
つい に 1961 (昭和 36) 年 法 改正 を 行なっ て , 特殊 学級 の 対象 か ら 「 盲 者 」 の 字 旬 が 削除 され て し ま 
っ た の で ある . 現状 に お いて は 一 般 の 小 ・ 中 学校 な ど で 盲 児 を 教育 する に は , まだ 多く の 間 題 が 残さ 
れ て お り , 盲 学校 な み の 人 的 ・ 物 的 教育 条件 を 小 ・ 中 学校 に 求め る こと は た や すい も の で は な い が , 
不可 能 な こと で は な いこ と を 思う と き , 旧法 の 時 点 に か えっ て 再 検討 すべ き で あろ う . 

学校 教育 法 の 改正 に 伴い , 学校 教育 法 施行 令 に つい て も 所 要 の 改正 が 行なわ れ て いる が , 旧 施 行 令 
第 17 条 こ は 「 児 童 生徒 等 の うち 盲 者 又は ろ 2 者 を 小学 校 , 中 学校 文 は その 住所 の 存する 都 道 府 県 の 
設置 する 盲 学校 若しくは ろう 学校 以外 の 盲 学校 若しくは ろう 学校 に 就学 させ よう と する 場合 に は …」 
と あり , また , 同じ く 旧 第 18 条 に は 「 学 齢 児童 及び 学齢 生徒 の うち 盲 者 また は ろう 者 で 小学 校 , 中 学 
校 又は その 住所 の 存する 都 道 府 県 の 設置 する 盲 学校 若しくは ろう 学校 に 在学 する も の が , 小学 校 , 中 
学校 又は 盲 学校 若しくは ろう 学校 の 小学 部 若しくは 中 学部 の 全 課程 を 修了 する 前 に 退学 し た と き は … 
lk, 盲 者 を 小学 校 , 中 学校 に 就学 させ よう と する 場合 や 現に 小学 校 , 中 学校 に 在学 し て いる 者 に 
つい て の 手続 上 の 規定 を も 明記 し て いた の で ある (昭和 36 年 の 改正 に よっ て この 条文 か ら 小学 校 , 
中 学校 の 字 旬 は 削除 され た ). 
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BFR SRA 
盲 学校 は 本 来 盲 人 を 対象 と し た 教育 機関 で ある . と ころ が , 盲 学 校 の 実態 は 点字 を 必要 と する ょ うら 
な 重度 の 視覚 障害 者 は 全体 の 30 パー セン ト に も % 


満た な い 現 状 で ある . 学齢 層 に お いて 後天 素因 に “ me 

よる 障害 は 年 々 減少 し て お り , 1970 年 大 山 ・ 谷 村 9 ーッ 

iC LS RATES OREM MAIC “ 7, 

る と , 先天 素因 81 パー セン ト に 対し て , 後天 素 sz 上 aed 
因 お よび その 他 原 因 不 明 な ど は わずか 19 パ ペー セン = 

ト 程度 に 過ぎ な い . 育 学 校 在学 者 の 視覚 障害 原因 すもも 
の 推移 を グラ フ に 表示 する と 図 4 の 通り で ある . 図 4 盲 学校 児童 ・ 生 徒 の 視覚 障害 原因 の 推移 


医学 の 進歩 な ど に よっ て 和 失明 が 防止 され る と , 当然 盲 学校 在籍 者 は 次 第 に 減少 し て くる は ず で あ 
4. 昭和 31 年 度 の 全国 盲 学校 在籍 者 は 小 ・ 中 ・ 高 待 部 まで で 9460 人 で あっ た の に 対し , 15 年 後 の 昭 
和 45 年 度 は 9510 人 と , その 実数 に お いて は 大 差 が み ら れ な い . Lab, SRE - EEO RZ, 
昭和 31 年 度 は 約 1844 万 人 で ある の に 対し , 昭和 45 年 度 は 約 1427 万 人 と 減少 し て いる . 

失明 原 央 に お いて は 前 記 失 明 原 因 調 査 の うち 昭和 32 年 度 に お ける 先天 素因 56.6 パーセント に 対 
し , 昭和 45 年 度 に お いて は , さら に 14 て 15 パー セン ト の 上 昇 が み ら れ る と いわ れ , 後天 失明 者 は 激 
PL TWS. 

統合 教育 は 促 覚 障害 の 場合 , 盲 に 比べ て 弱視 は 容易 に 実施 さき れる は ず で ある に も か か わら ず , WH 
者 の うち その 多数 が 盲 学校 に 在籍 し て いる の で ある . これ は 弱視 児童 ・ 生 徒 が 盲 学校 に 就学 し 得る よ 
2 に な っ た 制度 上 の 背景 が 大 き な 理由 に な っ て いる も の と 思わ れる . 

学校 教育 法 施行 令 第 22 条 の 2 に は , 盲 学校 の 対象 と な る 者 の 視覚 障害 の 程度 を 次 の 通り 定め られ て 
MD の | 

① 両 眼 の 視力 が 0.1 未満 の 者 . 

② 両 眼 の 視力 が 0.1 以上 0.3 未満 の 者 また は 視力 以外 の 視 機能 障害 が 高度 の 者 の うち , 点字 に よる 

教育 を 必要 と する も の また は 将来 点字 に よる 教育 を 必要 と する こと と 認め られ る 者 (いずれ も 矯正 

視力 ). 

この よう に , 矯正 視力 0.1 未満 の 者 は も と より , それ 以上 の 視力 の 者 で あっ て も , 眼 疾 の 状態 に ょ 
っ て は 盲 学校 に 入学 し 得る の で ある . 矯正 視力 0.04 以上 も あれ ば 弱視 教育 は 当然 可能 で あり , 点字 
より も ゃ 普通 文字 に よる 学習 を 可 と する の で ある . こと の こと を 大 山 信郎 ら の 調査 結果 を 引用 し て 確 め る 
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0.05~0.04 


0 
GE) 〇 は 点字 @LBF OUKMBHAERT. (Aull - HA) 0 0.1 0.08 一 0.07 0.03~0.02 0.01 指数 弁 手動 弁 HE 
図 5 視力 と 点字 , 活字 と の 関係 T(1955) 図 6 視力 と 点字 , 活字 と の 関係 (Jones, 1961) 
表 1 視力 と 視 能率 (視力 研究 班 に よる ) 


1.0 0.9 0.8 0.7 ° 0.6 "0O.5 .0.4 0.8。 0.2 0.15) (OLY (OO06 0.04 “0202-02020 





1.0 100 

0.9 99 98 

0.8 98 96 95 

0.7 oF 94.5 94 92 

0.6 95 94 93 91.5 89 

0.5 94 93 92 91 88 85 

0.4 93 92.5 91 90 87 84 75 

0.3 92.5 92 90 89 86 83 73 65 

0.2 92 91 89 88 85 81 69 62 50 

0.15 91.5 90.5 88 86 81 79 66 59 43 35 

0 91 90 87 83 79 77 62 56 35 26 20 

0.06 90.5 89.5 86 81 77 74 59 54 32 24 18 15 

0.04 90 88 84 80 75 69 58 52 29 22 16 12 10 

0.02 89.5 87 83 79 72 64 56 45 26 20 15 i 8 5 
eee 89 86 81 77 69 59 52 35 23 18 12 9 6 3 0 


こと に する ( 図 5, 6, 表 1). な お , 大 山 ・ 谷 村 の 調査 に よる と , 近年 弱視 教育 の 普及 に 伴い , 活 
字 に よる 学習 を 可 と する 視力 の 限界 は 0.04 より も ゃ は る か に 下降 し つつ あり , 0.02~0.01 の 視力 に よ 
っ て も る 視覚 教育 に 耐え う る 者 が 多く な りつ つ あ る . 

学校 教育 法 施 行 令 に 弱視 まで も 含め た 規定 が な され た の は , 1961 (昭和 36 ) 年 10 月 31 旧法 律 第 
166 号 で 改正 され た 学校 教育 法 に 端 を 発し て いる の で ある . 盲 学校 等 へ 就学 すべ き 児 童 ・ 生 徒 に つい 
て は , それ まで は 「 教 育 上 特別 な 取扱 い を 要する 児童 ・ 生徒 の 判別 基準 に つい て 」 (昭和 28 年 6 月 
2 日 付 文 初 特 第 303 号 文部 事務 次 官 通達 ) に よっ て いた の で ある が , 学校 教育 法 に 第 71 条 の 2 が 追 
加 さ れ て , 前 条 の 第 71 条 に 規定 する 盲 者 な どの 心身 の 故障 の 程度 は , 政令 (学校 教育 法 施行 令 ) に 
お いて 定め られ る こと こと に な り , その 拘束 性 が 高め られ た の で ある . し か も , この と き の 法 改正 は 第 71 
条 を も 修正 し , 「 盲 学校 は 盲 者 に 対し ]」 と な っ て いた の を , 「 盲 学校 は 盲 者 (強度 の 弱視 者 を 含む )」 
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に 改め られ た だ た. 前 に 記し た よう に , 特殊 学級 か ら 盲 者 が 削除 され , 反対 に 盲 学校 の 対象 に 弱視 者 が 加 
えら れ た と いう こと は , 前 に も 述べ た よう に わが 国 の 視覚 障害 教育 が 弱視 を も 含め て , 分 離 教育 の 方 
向 に 向け られ た 結果 を 招き , その 間 の 事情 は 別 と し て も , きわ め て 遺 層 な こと で あっ た . 次 に この 理 
由 と 問題 点 に つい て 解明 し て みた い . 


盲 ・ 弱 視 の 出現 率 と 盲 学校 の 就学 率 

文部 省 で は 昭和 30 年 度 に 盲 ・ 衣 実 態 調査 を 行なっ た . これ は 全国 6 府県 ARK, 高知 、 長 野 , 宮城 
徳島 , 鳥取 ) を 抽出 し , 小学 校 お よび 盲 ・ 豊 学校 小学 部 の 府県 内 の 全 在学 児童 と , 1955 (昭和 30 ) 
年 4 月 満 6 歳 で 第 1 学年 義務 就学 を 猫 予 , 免除 され た 児童 に つい て の 全数 し っ 皆 調 査 を 行ない , さら 
ここ の 府県 ご ど と に 小学 校 を 抽出 し て , BRC Ls CABRERA ok. その 結果 , 矯正 視力 0.04 
AWOB お よび 準 盲 の 出現 率 は 0.03 パー セン ト , 矯正 視力 0.04 以上 0.3 未満 の 弱視 の 出現 率 0.04 
パー セン ト を 得 た の で ある . 

この 出現 率 自体 は 精度 も 高く 信頼 され て いる が , この 数 字 の 用 い 方 と 判別 基準 の 取扱 い 方 に よっ て 
は , 義務 制 が 整備 され て きた に も ゃ か か わら ず , 盲 学校 の 就学 率 は きわ め て 低い と いう , 数 字 上 の 評価 
が 行政 に 大 きく 反映 し て くる の で ある . この 点 に つい て まず , 1962 年 , 学校 教育 法 施行 令 第 22 条 の 
2 が 制定 され る まで 効力 を 有 し て いた 「 教 育 上 特別 な 取り 扱い を 要する 児童 生徒 の 判別 基準 」 か ら 考 
えて みた い . 

判別 基準 (昭和 28 年 6 月 2 日 文部 事務 次 官 通達 ) 

BRLOBQHMS 

1. 盲 者 普通 の 児童 用 教科 書 に よる 教育 が 不適 当 で , お お むね 点字 教育 を 必要 と 認め られ る も の を 

Batts. 

2. 弱 視 者 普通 の 児童 用 教科 書 を その まま 使用 し て 教育 する こと が . お お むね 不適 当 で , 盲 教育 以 

外 の 特殊 の 方 法 を 必要 と 認め られ る も の を 弱 條 者 と する . 

Fue | ( 

1. 盲 眼鏡 を 使用 し て も その 矯正 視力 が 両 眼 で 0.02 (1 メー トル 指数 ) に 達し な いも の . 

2. 準 育 眼鏡 を 使用 し て も その 矯正 視力 が 0.02 (1 メー トル 指数 ) 以上 0.04 (2 メー トル 指数 ) 

に 達し な いも の . 

3. 弱 視 眼鏡 を 使用 し て も その 矯正 視力 が 両 妥 で 0.04 (2 メー トル 指数 ) 以上 0.3 に 達し な いも 
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4. 視 力 以外 の 他 の 視 機能 障害 を 高度 に 有する も の . 

5. 現 在 の 視力 欠損 が 治療 可能 な 疾患 に よる も の で , その 治療 が 完了 する の に 長期 を 要 し , この 間 に 

視力 の 相当 の 回 復 が 罰 ま れる も の . 

教育 的 措置 

1. 基 準 1 お よび 2 に 規定 し た 程度 に 該当 する も の に 対し て は , 盲 学校 に 就学 させ , 教育 を 行ない 治 

療 を 受け させ る の が 望ま し い . 

2. 基 準 3 に 規定 し た 程度 に 該当 する も る の に つい て は , 盲 学 校 に 就学 させ , 教育 を 行ない 治療 を 受け 

させ る か また は 特殊 学級 に 入れ て 指導 する の が 措 ま し い . | 
3 基準 4 に 規定 し た 程度 に 該当 する も の に 対し て は , 教育 的 措置 1 お よび 2 と 同様 の 教育 が で き 
る . 

4. 基 準 5 に 規定 し た 程度 に 該当 する も の に 対し て は , 就学 釘 予 を 考慮 する . 

この よう に , この 通達 は 盲 学校 お よび 特殊 学級 へ の 就学 対象 に つい て 定め た も の で ある が , 両者 の 
対象 区 分 は か な り 弾 力 的 , 流動 的 に 取扱 われ る よう に な っ て いた . と ころ が , 騰 視 の 特殊 学級 は わが 
国 に お いて は 1933 (昭和 8) 年 に 東京 市 麻布 南山 小学 校 に 初め て 設置 され た の で あ る が , 1935 年 戦 
時 学童 貴 開 こよ っ て 閉鎖 され て 以来 , 1963 年 に 大 阪 市 立 本 田 小学 校 に 開設 され る まで は 1 校 も 存在 
し な か っ た . その た め , 普通 学級 で 教育 困難 と 思わ れる 弱視 児童 ・ 生 徒 は , 盲 学校 に 就学 させ て 教育 
を 受け る こと が 適当 で ある と し て , 矯正 視力 0.04 以上 0.3 まで の 弱視 の 出現 率 0.04 パー セン ト と 
育 ・ 準 盲 の 出現 率 0.03 ペー セン ト の 計 0.07 パーセント を , すべ て 盲 学校 対象 と し て 取扱 い , これ を 
毎年 度 の 全国 学齢 児童 ・ 生 徒 総 数 に 乗じ し , その 推計 数 に 対す る 在籍 実数 の 比率 を も っ て , BERT 
率 と し て いた の で ある . ここ に 問題 が ある . 盲 ・ 準 衣 の 出現 率 に よる 推計 数 と , 盲 学校 在籍 者 の うち 
の 盲 ・ 準 盲 の 実数 と の 比較 を 見 , 弱視 に つい て は , これ を 区 別して 就学 状況 を 把握 すべ き で あっ た -. 
この よう に 不 合理 な 盲 学校 就学 率 を も と に し て , 
その 向上 対策 が 図ら れ た た め , 弱視 を より 以上 盲 
学校 に 就学 させ る 方 向 が 醸 記 され て いっ た と いえ を 
よう . な お , 文部 省 で は 昭和 42 年 度 に 「 児 童 生 
徒 の 心身 障害 に 関す る 調査 ] を 全国 的 に 実施 し た 
結果 , 視覚 障害 の 出現 率 は 両 眼 の 矯正 視力 0.04 
未満 は 0.015 パー モント, 同 0.04 以 上 0.1 未 満 
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図 7 盲 学校 等 へ の 在学 率 0.016 ペー セン ト , 同 0.1 以 上 0.3 未 満 0.049 -s 
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ー セ ント , 計 0.08 ペ パーセント の 出現 率 を 得 た . 従前 の 出現 率 調査 に よる 矯正 視力 0.3 未満 の 出現 氷 
0.07 パ ー セ ント を 用 いて 推計 LKB FRR LA (昭和 34~42 年 度 ) お よび 昭和 42 年 度 調査 に た よる 矯 
正 視 力 0.3 未満 の 出現 率 0.08 ペ パー セン ト を 用 いた 青学 校 お よび 特殊 学級 (弱視 ) の 在学 率 は (昭和 43 
45 年 度 ) は 図 7 の 通り で ある . 

盲 学校 へ の 就学 率 を 上 げ る と いう こと の 意味 は 別 と し て も , その 限界 を 直視 し , 小 ・ 中 学校 な ど に 
お いて も 視覚 障害 者 の 能力 開発 の 図ら れる 体制 を 整備 すべ き で ある . 


視覚 障害 と 福祉 政策 

学校 教育 法 施行 令 に お いて 矯正 視力 0.1 未満 は すべ て 請 学 校 の 対象 と し て 拡大 され た 背景 に は , 盲 
人 福祉 政策 に 関す る 国際 間 の 動き が 影響 し た . すなわち , 1955 年 東京 で 開催 され た アジ ア 盲 人 福祉 
会 議 に お ける 決議 が その 一 つ で ある . 

決議 1 BOCK 

「 ア ジア 盲人 福祉 会 議 は , 世界 盲人 福祉 協議 会 が 次 の よう な 盲 の 定義 を 採択 する 措置 を と り , これ 
を 世界 が 承認 し , か つ 世 界 中 に 実施 すべ きも の と し て 勧 告 し た こと を 興味 を も っ て 注目 する も の で あ 
Aare | 

(a) 視 力 の 完全 喪失 . (bRIEVY ARAYWYTh, よい 方 の 視力 が 60 分 の 3 (スネ レン 式 測定 法 で 200 
分 の 20 ) を こえ ん ない もの. (c) 視 野 の 著しく 局 限 せら れ た も の . すなわち , 一 般 に 20 度 を こえ な いも 
の . 

世界 盲人 福祉 協議 会 は , よい 方 の 目 が 矯正 を 施し た の ち に お いて 200 分 の 20 (すなわち . メー ト 
ル 法 視力 表 に より 60 分 の 6 ) に 相当 する 視力 を も つ 多 く の 人 びと は , 視力 の 重度 の 障害 を も つも の 
で ある と 認め , DO, あら ゆる 国 に お いて , 盲 の 定義 が この 程度 の 條 力 障害 者 に も 適用 され る よう 拡 
RKRUCRRENACE RAY BATS. 

さら に , 本 会 議 は 国際 連合 事務 総長 が 国際 連合 経済 社会 理事 会 か ら , 上 記 の 定義 を 各国 政府 に 注目 
せしめ る よう に と いう 申入れ を 受け て いた こと を 知り 斉 ぶる も の で ある . われ われ は , ここ に 述べ られ 
た 定義 を 承認 する と いう 考え に 基づい て , アジ アァ 地域 の 各国 政府 が この 間 題 に 関し て 速 か に 十分 な 考 
慮 を 払う よう 要望 する 」. 

純 医 学 的 に いう 盲 と は , 視覚 の 完全 に 消失 し た 全盲 (total blindness) で ある が , その は ほか 経済 盲 
視覚 障害 の た め に 生計 を いと な み を な いも ゃ も の ), HSE (vocational blind- 
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(economic blindness 


視覚 障害 の た め 従 前 の 職業 が 継続 で き な い も の ), AEB (educational blindness 








ness 











視覚 障害 教育 の 問題 点 と 今後 の 課題 


障害 の た め 通 常 の 方 法 で は 教育 が 受け られ な いも の ) と いう よう に ヒ 背 の 概念 に は いろ いろ ある が , こ 
れ ら は 視力 を 数 値 的 に みる と いう こと を 主体 に する の で は な く , 結果 的 に 数 値 を 用 いる に し て も , 生 
活 上 また は 教育 上 支障 を 生ずる 視覚 障害 と いう 観点 か ら , 盲 な り 弱 視 な り を 定義 づけ よう と する も の 
CHS. それ ゆえ 環境 条件 の 改善 , 感覚 的 補助 具 な どの 開発 , 教育 方 法 の 進歩 な ど に 即応 し て , 当然 
その 定義 た な り 概 念 は 修正 され る べき 性 格 の も の で ある . 1955 年 の ア ジア 盲人 福祉 会 議 に お いて 矯正 視 
力 0.1 以下 を 盲 と し た 当時 と 現在 と で は , 教育 方 法 な ど に お いて も 格段 の 進 孝 が ある . 弱視 も 盲 教育 
の 範 ち ゅ うと し て 考え , これ を 盲 学校 の 対象 と し て いる 現行 制度 は , この よう な 意味 に お いて も 改め 
られ な けれ ば な ら な v 


制度 以前 の 問題 

教育 制度 の 改善 を 図り , 教育 の 効果 的 な 実現 を 期す る こと は , 国 お よび 地方 公共 団体 の 任務 で あ 
る . し か し , その 背景 に は 国民 の 教育 に 対す る 意識 が 作用 し て くる . こと に 特殊 教育 の 場合 は , 心身 
障害 者 に 対す る 社会 一 般 の 見 方 お よび 教育 関係 者 の 教育 観 の 影響 は 少な く な い . 

古代 スペ ル タ の リク ル グ ダス 法典 に は , 不具 新生 児 を 峡谷 に 遺 乗 する と いう 探 が あり , 中 世に は いっ 
て も 心身 障害 者 に 対す る 見 方 は 非 人 間 的 で あっ た . ルネ ッ サ ンス の 人 間 復 興 に よっ て , よう や く 教 育 
の 対象 者 と し て 見 直さ れ て は きた も の の , 咽 笑 と 憐 個 の 感 策 は ぬぐい きれ ず , 現代 に お いて も こう し 
た 過去 の 考え 方 を も っ て いる 者 は 少な く な い . 

また だ た, 「 普 通学 級 の 学級 経営 を で きる だ け 完 全 に 行 な うた め に も ゃ も, その 中 か ら 例外 的 な 心身 議 害 者 
は 除い て , これ ら と は 別に それ ぞ れ の 障害 に 応じ た 適切 な 教育 を 行なう 場所 を 用 意 す る 必要 が ある . 
特殊 教育 の 学校 や 学級 が 整備 され , 例外 的 な 児童 ・ 生 徒 の 受入 れ 体制 が 整 えば , それ だ け 小 学校 や 中 
学校 の 普通 学級 に お ける 教師 の 指導 が 容易 こ な り , 教育 の 効果 が あがる よう に な る 」 と いう 意見 が い 
まだ に 一 般 の 学校 側 に も あり , また , 特殊 学校 , 特殊 学級 の 量 的 拡大 を 図る 理由 と し て 強調 され た 時 
期 も あっ た . 

以上 の よう な 考え 方 は , 統合 教育 を 受入 れる 側 の 態勢 を 消極 的 に する も の で ある . 

一 方 , 統合 教育 の 推進 に よっ て , 学校 経営 上 大 き な 影 響 を 受け る の は 盲 学校 で ある . それ ゆえ , 失 
明 防止 に よる 形 児 童 ・ 生 徒 の 減少 , 小 ・ 中 学校 に お ける 弱視 教育 の 拡充 , 統合 教育 の 要請 は , 盲 学校 
の 存立 に 関す る 問題 と し て 盲 教育 界 に 旋風 を 巻き 起こ し て いる . 「 障 害 者 は 一 般 の 教育 か ら 分 離し て 
教育 すべ き で ある . 障害 児 は 劣等 意識 を も っ て いる た め 普 通 児 と の 交流 は 望め な い . その 証拠 に 普 : 
学校 か ら 盲 学校 な ど へ 転校 する もこ と に よっ て 明る く な る し , 学習 効果 も 上 が る 」 と する よう な 意見 
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は , 現行 の 盲 学校 教育 つま り 分 離 教育 を 適当 と する 主張 で あろ う が , この よう な 考え 方 は いか な る 場 
合 に も 通用 する も の で は な い . 何 の 配 慮 も な く 普 通学 級 に 放置 され , また , 人 間 尊 重 の 精神 も 希 消 な 
環境 の 中 に お いて は , 障害 児 は みじめ な 存在 と な る こと は 当然 の こと で , 統合 教育 を 進め て いく うえ 
で は , こう し た 悪 条 件 を 除去 する こと を 当然 の 前 提 条 件 と し な けれ ば な ら た ない. 

わが 国 の 型 教育 制度 は , 現在 で は 分 離 教育 主義 を と っ て いる が , 歴史 的 に は 統合 教育 に 端 を 発し , 
ある 時 期 に お いて は か な りこ の 形態 は 充実 し て いた よう で ある . すなわち , 1875 (明治 8 ) 年 , 京都 
市 上 京 区 第 19 小学 校 (の ちの 待 賢 小 学校 ) に お いて は , 訓 導 古 川 太 四郎 に よっ て , Be, Base 
育 を 受け て お り , これ が 契機 と な っ て , 1878 年 日 本 最初 の 特殊 学校 で ある 京都 盲 貴 院 が 誕生 し た . 

また , 1900 年 に 小学 校 令 が 改正 され , 同 令 第 17 条 第 2 項 に お いて , CORE, BEER J 他 小 
学 = 類 スル 各種 学校 へ , 之 ラ 小学 校 = 附設 スル シュ トラ 得 」 と され た . し か し , こと の 規則 に よっ て 小学 
校 と 併設 され た 特殊 教育 諸 学 校 は 実現 し な か っ た が , 宮城 県 師範 学校 附属 小学 校 に 1902 4S + BEE 
の 特別 学級 が 設け られ た の を は じ め , 後述 の 岡山 県 下 の 小学 校 に お いて , Bs WRASSE TS 
の 教育 を 行なっ て いる . 

岡山 県 の 小学 校訓 導 和 亀井 鉄 太郎 は , 京都 府立 青 嘆 院 に お いて 講習 を 受け , 1904 年 2 月 , 日 生 小学 
校 に 盲 児 3 人 を 入学 させ , 盲 児 と 普通 児 の 統合 教育 が 始め られ た . この こと か ら 岡 山県 知事 栓 垣 直 右 
は , 県 下 の 小学 校 で 証 ・ 筐 教育 を 行なう こと を 決意 し , まず , 小学 校 の 教師 に この 教育 に 関す る 講習 
を 開く と と が 必要 で ある と し て , その 講習 に 当たる べき 教員 の 養成 か ら 着 手 し た . すなわち , 小学 
校訓 導 山 本 厚 平 を 1904 年 4 月 か ら 1 年 間 , RR SRSA ARER (の ちの 東京 盲 学校 師範 部 
ー つ 東京 教育 大 学 教育 学部 特設 教員 養成 部 ) に 入学 させ , 翌年 4 月 か ら 同 訓 導 に 県 下 の 小学 校 を 巡回 
させ , 小学 校 教師 に 盲 ・ 箕 教育 の 講習 を 行なわ せ た . か れ の 講習 を 受け た 教師 は , それ ぞ れ 在職 し て 
いる 小学 校 に お いて , 学区 内 の 盲 児 ・ 陣 児 の 教育 を 開始 し た の で ある . COLT, 盲 児 な ど に 教育 の 
機会 を 与え よう と する 方 策 は 大 い に 普及 し , 一 時 は 89 の 小学 校 に 100 RAOE® + MWR ETSS 
と に な っ た . Lal, 1906 年 栓 垣 知 事 の 退職 と , 1908 年 岡山 県 盲 員 院 の 設立 な どの 関係 も る あっ て , 
術 時 この 方 式 は 衰微 の 運命 を た どっ た . ( 

な お , 文部 省 は 1907 年 4 月 17 日 付 訓 令 第 6 号 を も っ て , 師範 学校 規程 履正 の 趣旨 を 明らか に し て 
いる が , 付属 小学 校 に つい て , 「 規 程 = 示 セル 学級 ノ 外 ナル ベク , BA, MA, 又 へ 心身 発育 不全 ナ 
ル 児 童 ラ 教育 セン ガタ メ , 特別 学級 ヲ 設 ケ テ , ユノ 方 法 ラ 研究 セン ュ ト ラ 希 望 ス , 蓋 シ 此 ノ 如 キ 施設 
ハ , 従来 未 ダ 見 ザル 所 ナリ ト 避 モ , 我国 教育 ノ 進 歩 ト 文化 ノ 発展 ト = 伴 ヒ , 持 来 = 於 テハ , ソノ 必要 
テル ラ 認 ム ル ヲ 以 テ ナリ 」 と 説明 し て いる . そし て , WS OPOMME RAB IER CH - BOK 
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育 が 行なわ れ て いた の で ある が , それ ぞ れ 盲 ・ 陳 学校 の 設置 を 契機 と し て 廃止 され て いる . 

この よう に , わが 国 に お ける 統合 教育 は か つて は 制度 上 に 確固 た る 足跡 を 残し て いる の で ある . し 
DL, それ が 中 断 し て 発展 し な か っ た 理由 に は , 障害 者 に 対す る 偏見 , 世相 , 教育 方 法 の 不備 , 戦前 
の 教育 観 な ど が 背景 に な っ て いた と 思う が , 今日 に お いて は こう し た 悪 条件 の 多く は 解消 され て いる 
の で ある . 





今後 の 視覚 障害 教育 一 一 結び 

DE, わが 国 に お ける 視覚 障害 教育 の 現状 と 問題 点 こ に ついて, 主として 盲 学校 の 目的 , 教育 目標 お 
よび 視覚 障害 教育 の 形態 な ど に つい て , その 制度 上 の 変遷 と 背景 を 中 心 に 論じ た の で ある が , 要する 
(に segregation か ら integration の 方 向 に 動き つつ ある 特殊 教育 の 流れ に 立っ て 考察 を 加え た も の で 
ある . 

Ek, この 方 向 へ の 要請 は 次 第 に 活発 に な りつ つ あ り , 1968 年 マニ ラ に お いて 開か れ た 第 3 回 ア 
ジア 盲人 福祉 会 議 に お いて 決議 され た 次 の 事項 は 現時 点 に お いて , きわ め て 重要 な 意義 を も つも の で 
DD. 

決議 第 1 アジ ア に お ける 統合 教育 (integrated education) の 発展 

「1968 年 8 月 マニ ラ で 開催 され た 第 3 回 アジ ア 盲人 福祉 会 議 は , 盲 児 を 教育 する 一 手段 と し て の 
統合 教育 の 原則 が , アジ ア 地 域 の ほとん どす べ て の 国々 に お いて 容認 され , 統合 教育 の いく つか の プ 
ログ ラム が , 異な る 国々 に お いて , 過去 数 ヵ年 の 間 に 確立 され た こと に 満足 の 意 を 表す る . 異な っ た 
国々 に 展開 し つつ ある 統合 教育 の 形態 は,, 各国 それ ぞ れ の =ー ド と 諸 条 件 に 適合 すべ きも の で ある . 

本 会 議 は 次 の 諸事 項 を 勧告 する . 

1 きた る 5 カ ヵ年 間 に わ た り , すべ て の 国々 に お いて , より 大 き な 重 点 が 統合 教育 計画 の 導入 と 発 
展 に お か れる べき で ある . 統合 教育 の 形態 ある い は プロ グラ ム は , 各地 域 の 客観 的 = ミー ド に 左右 き 
れ , 資料 室 方 式 , 巡回 教師 方 式 , 協力 学級 方 式 を と る こと も あろ 2 う . ある い は その 地域 の ミー ド な ど 
(により, その 他 の 形態 が 現われ る こと も あろ う . 

2 さら に 本 会 議 は , 統合 教育 が 有効 で ある と 考え られ る , すべ て の レベ ル の 教育 , すなわち , 小 
学校 , 中 学校 お よび 高等 学校 に 導入 すべ きこ と を 勧告 する . 

3 本 会 議 は , 非 都会 地 に お ける 統合 教育 の 導入 が 相当 の 困難 に 直面 する で あろ う が , LAL, ア 
ジア の 大 多数 の 盲 児 に と っ て 選ぶ べき 唯一 の 道 は , 教育 を 受け る こと が で きる か , ある い は 全く 教育 
を 受け る こと が で き な い か と い 2 状況 に ある こと を 認め た . し た が っ て, 非 都 会 地 に 統合 教育 の プラ 
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ン を 導入 する 努力 か な され る べき で ある と 勧告 する . 

4 本 会 議 は , 統合 教育 が 盲 児 に 教育 を 実施 する 唯一 の 手段 で は な い 事 実 を 容認 する . そし て , 統 
合 教育 以外 に 他 に と る べき 措置 が 存在 する 場合 に は , 各 盲 児 は 適正 な 判別 を 行なっ た の ち , 適切 な プ 
ログ ラム を 受け られ る よう に すべ き で ある . 

5 本 会 議 は , 統合 教育 の 重要 性 を 認め る 一 方 , 盲 学校 の 価値 と 役割 を 容認 し , その 発展 を 勧め 
る . | 

この よう な すう 勢 の 中 に お いて , わが 国 の 視覚 障害 教育 は , 当然 統合 教育 の 方 向 に 努力 が 向け られ 
る で あろ うし , 制度 上 に お ける 改善 $ 図 られ な けれ ば な ら な いと 思う 2. し か し , 現実 の 間 題 と し て , 
現在 全国 に 75 校 あ る 盲 学校 な いし は 盲 教育 制度 を どう する か は , 今後 に 残さ れ た 重要 な 課題 に な る 
CHAD. 「 盲 学校 で な けれ ば 視覚 障害 教育 は な り た た な い 」 とか, 「 盲 学校 の 存在 価値 は も うな く 
な っ た 」 と いう よう な か 両極端 の 意見 も 聞か れる が , 視覚 障害 教育 に お ける 現行 制度 上 の 問題 点 を まず 
改善 し , さら に , 統合 教育 組織 の 中 に お ける 新しい 盲 学校 制度 を 確立 する こと が 必要 で ある と 思う . 
合 教育 な いし は , その めざす と ころ の 目的 を 実現 する う え で 不可 欠 な 教育 機関 と し て の 盲 学校 が 再 
認識 され な けれ ば な ら な い . 

以下 , この よう な 意味 に お お ける 新しい 盲 学校 の 存在 意義 に つい て 私 見 を 述べ る . 

(1) 盲 学校 存在 意義 の 第 1 は , 統合 教育 の 普及 に よっ て 量 的 に 拡大 され て いく 多種 多様 な 教育 機関 
(形態 ) の 中 心 に な っ て , それ ら の 機関 が 十分 に その 機能 を 発揮 し 得る た め の 援助 と 指導 を 行なう 任 
務 を 果たす こと で ある . し た が っ て, これ まで の 形 学校 の よう に , ET, 児童 生徒 の 定員 が あっ て , 
それ に 応じ た 職員 定数 を どう する か と いう よう な こと で は な く , 各地 方 に お ける 視覚 障害 教育 に 関す 
る 資料 セン ター で も あり , 特殊 学級 な ど に は 求め られ な い 施設 , 設備 の 提供 , 判別 と 教育 相談 業務 , 
巡回 指導 . さら に は , この 教育 に 従事 し , また は 半 来 この 教育 に 従事 する こと を 希望 する 教員 の 実地 
修練 機関 な どの 機能 を も ゃ ち , その 具備 すべ き 機 能面 か ら の 組織 定員 な ど が 考え な けれ ば な ら な い . 

(⑳) 盲 学校 存在 意義 の 第 2 は , 視覚 障害 者 の 潜 存 能力 の 開発 伸長 と 社会 適応 に 資す る 教育 機関 と し て 
の 任務 で ある . | 

統合 教育 の 組織 が 普及 すれ ば する ほど , 盲 児童 ・ 生 徒 を この 教育 に 即 し 得る 人 間 に 育 て る た め , 特 
別に 必要 と する 訓練 な ど が 組織 的 , 効果 的 に 行なわ れ な けれ ば な ら な い . そし て , その 成果 が 普通 児 
と の 交流 , 学習 上 に 反映 され な けれ ば ぼ ば ならない . = 5 し た 特別 の 教育 が 完全 に 行なわ れる よう な 場 を 
一 般 の 教育 機関 に 求め る こと は 困難 で ある . 

視覚 障害 児 が , より よく 社会 に 適応 し て いく た め に は , 障害 に よっ て 発達 が 阻害 され た 心身 の 機能 
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を 可能 な 限り 改善 向上 させ る こと か 必要 で ある . 盲 学校 に お いて は 従来 , 歩行 訓練 , 感覚 訓練 な ど と 
称し て , 部 分 的 な 認知 , 行動 の 訓練 が 行 な ち われ て きた が , これ だ け で は 十分 な 効果 は 期待 で き な か っ 
た . 人 間 行 動 を な し 得る 基本 的 な 訓練 を 総合 的 , 重点 的 に , し か も , 個々 の 児童 ・ 生 徒 の 個人 差 に 即 
応 し て 実施 きれ な けれ は ば ならない の で ある . 改訂 され た 盲 学校 の 教育 課程 の 1 領域 に 「 養 護 ・ 訓 練 」 
が 位置 づけ られ , その 内 容 を , ① 心 身 の 適応 , ② 感 覚 機能 の 向上 , ⑧③ 運 動機 能 の 向上 , ④ 意 思 の 伝達 
に よっ て 構成 され た こと の 意味 は 深い . し た が っ て, こう し た 教育 を 必要 と する 期間 は , BAR CH 
AL, また 必要 の 生じ た と き は いつ で も 盲 学校 に 入学 で きる と いう よう に , 盲 学校 の 機能 と 運営 が 改 
善 さ れ な けれ ば な ら な い . | 

また , 理 療 科 教 育 の 近代 化 に 伴い , 現在 , 各 盲 学校 に は 基礎 医学 に 関す る 実験 装置 や 身体 障害 者 の 
リハ ビリ テー ショ ン に 必要 な 各種 の 訓練 設備 な ど が 整備 され て いる が , これ ら の 設備 が 「 養 護 ・ Tl 
| の 立場 か ら も 活用 され る よう に な る な らい ば , 盲 学校 の 意義 は さら に 深まる も の で ある . ここ ご 数 年 
来 続 けら れ て いる 東京 教育 大 学 教育 学部 付属 理 療 科 教員 養成 施設 に お ける , 視覚 障害 者 の 身体 特性 と 
リハ ビリ テー ショ ン ・ プ ログ ラム に 関す る 一 連 の 研究 は , 理 療 科 に お ける 職業 適性 と 関連 し て の も の 
で ある が , これ は や や も すれ ば 伝統 に と ら わ れ て , 閉鎖 的 に な り が ちな 現在 の 盲 学校 教育 を 脱皮 させ 
て , 統合 教育 組織 の 一 環 と し て の 盲 学校 に 再編 成す る うえ か ら み て も , 意義 る ある こと で , こう し た 研 
究 の 成果 が 全国 の 盲 学校 に 導入 され る こと を 期待 する も る の で ある . 

(3) 盲 学校 存在 意義 の 第 3 は , 専門 教育 機関 と し て の 役割 で ある . 

視覚 障害 教育 に お ける 究極 の 目標 は , 視覚 障害 者 が 障害 を 克服 し て 社会 に 自立 する こと で ある . 専 
門 的 職業 技能 の 修得 が 要求 され る ゆえ ん で ある . LL, 視覚 障害 の 特性 に 即 し た 専門 的 職業 教育 を 
一 般 の 教育 体制 の 中 に 求め る こと は , きわ め て 困難 な こと で あり , また , その 限界 も 予想 され る の で 
ある . 盲 学校 に お ける 高等 部 , 特に 専攻 科 に お ける 職業 教育 は より 充実 整備 され な けれ ば ぼ ば ならない. 
統合 教育 組織 の 中 に お いて , 盲 学校 の 果たす べき 重要 な 役割 の 一 つと し て , 職業 教育 の 充実 を 図っ て 
いく こと は 特に た いせ つ で ある . 

(3 盲 学校 存在 意義 の 第 4 は , 視覚 障害 者 に 対す る 生涯 教育 (1ifelong education) の 役割 を 果たす 
こと に ある . 生涯 教育 の 意味 する と ころ は 理念 の 面 で も 実際 に お いて も , まだ 明確 に 定義 する こと の 
で き な い 非常 に 複雑 な 概念 で ある が , 要する に 視覚 障害 者 の 生涯 に わた る 教育 に 策 極 的 に 取組 み , ま 
た , その 必要 性 に 応じ 得る 盲 学校 こす る こと で ある . 幼児 に 対す る 基礎 教育 の 場 と し て , Ek, 家庭 
教育 に 対す る 指導 と 助言 を 行なう 機関 と し て , さら に , 現時 点 に お いて 最も 重視 され る べき こと と し 
て , 学校 教育 を お えた 視覚 障害 者 に 対す る 再 教育 機関 と し て の 役割 で ある . 変化 の 激しい 現代 の 社会 
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に お いて , また , 技術 草 新 の めざまし い 社 会 で 要求 され る こと は , それ に 応じ 得る 知識 ・ 技 術 を 積極 
的 に 吸収 し , 社会 の 進歩 に 役立つ こと の で きる 人 間 で あろ う . RAMEE, 現代 の 社会 か ら 取 残 さ 
れる こと な く , その 時 期 , その 段階 に 応じ た 教育 が 継続 され て , 積極 的 に 社会 参加 の で きる 人 間 に な 
る こと が 必要 で ある . 

乳幼児 か ら 成 人 に 至る まで , あら ゆる 生活 の 場 に お ける 教育 的 プロ グラ ム の 人 研究 は , 海外 に お いて 
活発 に 進め られ て いる . これ か ら の 盲 学校 に 期待 する も る の の 一 つ に , 生涯 教育 そ エン ター と し て の 役割 
と 任務 を 求め る ゆえ ん で ある . 

5) 盲 学校 存在 意義 の 第 5 は , 重複 障害 児 に 対す る 教育 機関 と し て の 任務 で ある . 
保護 者 に 対し て , その 子女 を 就学 させ る 義務 が 課せ られ て いる 以上 , その 子女 が 就学 すべ き 教 育 の 
場 が 保障 され て いな けれ ば な ら な い . 特に 重複 障害 で その 程度 が 重く な れ ば な る ほど, 統合 教育 の 形 
感 に は 適応 で き な い し , 特別 の 指導 技術 が 必要 に な っ て くる の で ある . 

「 す べ て 国民 は , ひと し く , その 能力 に 応ずる 教育 を 受け る 機会 を 与え を られ な けれ ば な らい ……」 
(教育 基本 法 第 3 条 ), Ek, 「 国 及び 地方 公共 団体 は , 心身 障害 者 が その 年 齢 , 能力 並び に 心身 障 
害 の 種類 及び 程度 に 応じ し, 充分 な る 教育 が 受け られ る よう に する た め , 教育 の 内 容 及び 方 法 の 改善 及 
び 充 実 を 図る 等 必要 な 施策 を 講じ し な けれ ば な ら な い 」 (心身 障害 者 対策 基本 法 第 12 条 ). この 趣旨 を 
実現 する うえ に お いて も , 今後 に お ける 盲 学校 の 存在 意義 は 再 確認 され な けれ ば な ら な い の で ある . 
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ENCYKLOPADISCHES HANDBUCH DEs BLINDENWE- 
SENS (盲人 百科 事典 提要 ) は , アレ キサ ンダ ー・ メ ル (Alexander 
Mell, 1850~1932) に よっ て 編集 され , 1900 年 , ウィ ー ン の A. 
Pichlers Witwe & Sohn 書店 か ら 出 版 さ れ た だ. 同書 は , メル が 多 
年 に わた る 盲人 間 題 の 歴史 的 研究 と 教育 経験 を 基盤 と し て , 世界 各 
国 の 盲人 史 , BAAS, BDH, 眼科 医学 , さら に 盲人 の 職業 や 福 
祉 問題 等 に つい て 編集 し , これ を 1148 項 , 890 ペー ジ に ま と め た 
も の で ある . 

岩橋 武夫 は , こと の すぐ れ た 古典 を 日 本 に 紹介 する た め , 翻訳 出 
版 す る こと を 企画 し , 1942 (昭和 17) 年 , 本 庄 実 , 遠藤 貞 吉 , 小 
野村 出 久 , 内 藤 冬 の 協力 を 得 て 翻 訳 に 着手 し た . 途中 戦災 に よる 原 
本 の 前 半 焼 失 な どい く た の 困難 を 克服 し て 作業 を 続け , 武夫 亡き あ 
と は 長男 英 行 が 継承 , 木村 昭男 も これ に 参加 し , 1956 年 , よう や く 
訳文 の 完成 を みる に 至っ た . こと の うち , 必要 と 思わ れる 139 項 を 抜 
RL, その 内 容 の 一 端 を 紹介 する こと に し た . 

メル は , オー スト リア の プラ ー グ に 生ま れ , 青年 時 人 氏 は マー ブル 
ク 師 範 学校 の 自然 科学 の 教授 で あっ た . 1886 年 , クラ イン に よっ て 
創設 され た ウィ ー ン 盲 学校 の 校長 に な っ た . 当時 , ヨーロッパ おお 
ける 盲人 の 教育 方 式 は 一 般 教 育 に 比べ て 著しく 立ち 遅れ , 福祉 問題 
も また 転換 期 を 迎え て いた . メル は , 新 時 代 に 処す る た めこ の 改革 
に 志 し , 勇敢 に 挑戦 し た . すなわち , BADLY CHAITAISESL 
2 に な る た め の 歩 行 訓練 や 職業 教育 な ど 自 主 性 の 確立 に 力 を そそ い 
だ . 1890 年 に は 盲人 が 自然 に 親しみ , 山登り や 水泳 な ど に よっ て 行 
動 範囲 を 広め る た め の 施 設 と し て , 聖 ス テ フ ァ ン 了 臨海 ・ 林 間 学 校 を 
開設 し , さら に 同年 , 盲人 用 図書 印刷 所 と 盲人 図書 館 を , 1895 年 に 
は 盲 少女 の 家 と 盲人 保護 協会 , お よび この 協会 に よる 盲人 労働 者 の 
家 を 作る な ど 輝 か し い 足 跡 を 残し て いる . 

GE) この 抜粋 の 項目 は , 本 文 索 引 の あと に 付 し た . 
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BE 空気 や 食物 へ の 欲求 と 同じ くら い 強 い 性 欲 を , 
衣 人 も また 晴 眼 者 と 同じ よう に 感じ る . か れ ら も ゃ また 
人 間 で あり , 身体 的 に は 晴 眼 者 一 般 と 何ら 変っ た と こ 
ろ が た ない . 実際 , 盲人 も また 目 の 見 える 人 びと と 同じ 
ょ うに , 性 愛 を 原始 的 な と し て 感じ ゃ ゃ の で あり , 
同じ 満足 を 求め る も ゃ の で ある . それ が どの よう な 形 を 
と っ て 現われ る か は , 晴 眼 者 の 場合 と 同じ よう に さま 
ざま で ある . 愛 の 相手 を 選ぶ と き の 影 響 力 の 違い は , 
盲人 の 場合 に も 見 の が し が た いも の が ある . 普通 いわ 
れる よ うに 晴 眼 者 に あっ て は , 愛 は まず , 視覚 を 通し 
て 起こ と っ て くる が , 盲人 に は その 入口 が 閑 さ ざさ れ て い 
る . 身体 の 美 し さ が 盲 目 の 男 性 や 女性 に と っ て は は と 
ん ど 問 題 で は な いこ と は , し ば し ば 観察 され る と ころ 
CHS. 恐らく 盲人 に よっ て 知ら れる 特徴 は , 主 と し 
て 耳 を 通じ て 入っ て くる 表象 で ある と 思わ れる . FR 
や その 保護 施設 の 中 で , 性 的 に 成熟 し た 生徒 の いる 夫 
合 に 限る と と は も ちろ ん で ある が , た と えば , BAD 
の 育 目 の 男性 に 愛 を 目覚 まき せる の は , 特定 の 1 人 の 少 
女 で ある と いう 場合 が 非常 に 多い と いう 例 が 少な く な 
い 、 盲人 が 気持 の よい 声 と か , 人 柄 の 美しき とか, 行 
BOLS, 仕事 の 能力 な ど を 話題 に し て いる の を し ば 
Meets. こう し た と こと か ら 盲 人 の 気持 を ひい て 
いる 事柄 を 知る こと が で きる . 

盲人 の 性 愛 に 相手 の 外面 的 な 優劣 は あま り 問 題 に な 
ら な いか ら , 盲人 が 盲人 同志 で , 顔 が 見 えな い に も ゃ も 
か か わら ず 愛 し あう と いら こと も 説明 され る . も ちろ 
A, 他人 に 自分 と 同じ 欠陥 が ある こと は 大 し た 気 に な 
ら な い の で あろ D. 

AF. 2 (Baczko) は 次 の よう に 述べ て いる . 

か れ は 自分 の 妻 を 見 た いと いう 願い は 一 度 も も っ た 
こと が な か っ た . いつ も ゃ 活発 に 活動 し て いる 想像 力 が 
盲人 に 一 つの 理想 像 を 描き だ す . そし て , これ が 相手 
の 人 間 の 姿 と な っ て 現われ る の で ある . そこ で , まず 
気持 が ひか れ 始 め , それ か ら 友 情 が 生ま れる . 友情 の 
も つ 静 か な あたたか い 感 じ は , それ だ け で も 十分 な 満 
CHS. そこ へ こう らし て 気持 の ひか れ あ っ た 2 人 が 
異性 で ある と こと に よっ て , 実際 の 性 的 な 愛情 に 発展 す 
る に は , ほん の 1 歩 で 足り る . 盲人 が 声 の 美 しさ に 魅 


力 を 感じ る と いう こと は 決し て 作り 話 で は な い . 

美 し い 声 を も っ た 男性 は 盲 目 の 少 女 た ち に 駒 嘆 の 念 
を 起こ させ , 愛 を 生む . そし て その 逆 が 成立 つ . この 
愛情 に 何ら か の 個人 的 な 色あい の ある こと は , 次 の と 
と か ら う か が われ る . た と えば , ある 女 の 声 を 必ず し 
も 全部 の 衣 人 の 男性 が ここ ろ ょ よく 思う の で は な く , あ 
る 者 は その 声 に 魅せ られ て いる 一 方 で , 他 の 者 は それ 
に よっ て 全然 心 を 動か され ず , と き に は 嫌悪 の 情 さ え を 
感じ る . 普通 , 盲人 は か な り め だ っ て 強い 体臭 を も っ 
て お り , こと と に 盲 少女 は どん な に 清潔 に し て いて も , 
連 子 の 場合 より も 強い 体臭 を 示す . LEAT, 盲人 は 
匂い に も 敏感 で ある か ら , 体臭 に よっ て 1 人 の 人 を , 
特に 自分 の 好き な 人 を 正確 に 識別 する と いう 事実 が あ 
る . 愛す る 者 の 体臭 は 愛 の 感情 に 無 影響 で ある は ず は 
な い . 

年 長 の 家人 は た いて い , する どく 観察 し , 批判 する 
も の で ある が , 盲人 の 理解 カ は か な り 正 確 で ある . も 
ちろ ん , 性 愛 が は げ し く 熱 情 的 に 燃え あがる 場合 も あ 
り , 定 女 性 に 特に 多く 見 られ る . 盲目 の 男性 が は っ き 
り と 生長 し た 愛 も も た ず に 盲 学校 を 出 て , 社会 に 出 て 
いく 場合 に は , 相手 の 選 記 は チャ ンス に よっ て 決ま っ 
CLES. その 際 に 感情 が 高揚 し て , 交際 の 適否 も わ 
か ら な く な る こと は めった に た ない. FAOBFMAEA 
の 少女 と 結婚 する こと が まれ で あり , た いて い 自 分 の 
知っ て いる 晴 眼 の 友人 の 中 か ら 相 手 を 選ぶ と いう . し 
か し , 特に 大 き な 紅 学 校 な ど で は , 2 人 の 盲人 の 間 に 
愛情 が 生ま れ て , 学校 の 卒業 後 周囲 の 忠告 や 訓 戒 に も 
か か わら すず す 結 婚 に 至る と いう 例 も まれ で は た ない. 
アッ クス (Axe, William) 生ま れ た と きか ら の SA 
2GM イ ンク ラン ド の 呈 状 一 人 ム ム 何 近 の ウォ スト シ で 
ル ガ ン 演奏 者 と な っ た . か れ は 和 驚く べき 技能 を も も , 
音楽 と 楽器 の 組立 て に すぐ れ た 知識 を も っ て いた . そ 
の オル ガン 演奏 は す ぐれ た も の で , 教区 内 で は 長く 記 
憶 に 残っ て いる . ホル ダネ ス の ヒー ドン の 教会 で も , 
他 の 場所 で も か れ は 多く の オル ガン や 他 の 楽器 を 組立 
て た り , 注意 すべ き 改 良 を 加え た り し た . 1823 年 , 39 
SRI 

アデ ルカ ス (Aderkas, Ottokar ) 1859 年 , リブ ラ 
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ンド の エ ゼ ル 島 の ベ ウ デ ホ ー フ に 生ま れ た だ た . ドル ペッ 
ト (Dorpat) 次 いで アレ ンス ブル ク (Arensbrurg) の 
ギムナジウム に 学び , さら に ベ ペ テ ブ ルク で 法律 を 修 
め , 1881 年 ペテルブルク 区 裁判 所 予 審 判事 に 就任 し 
た . BRIT VAY PO 3 世 が 著名 な 博愛 政治 家 で あ 
る 国務 大 臣 フ ォ ン ・ グ ロー ト (V. Grot) に 監獄 改革 を 
委嘱 し た と き , アデ ルカ ス は と の 人 道 的 事業 に 共鳴 
し , 高等 監獄 行政 に 勤務 する に 至っ た . また 同じ ころ 
マリ ヤ 人 保護 連盟 が 創設 され , その 書記 と な っ た . 

1883 年 か ら 1888 年 まで , オー スト リア , FAVE 
の 他 中 欧 西 欧 諸国 の 盲人 施設 を 視察 し , ロシア 語 で 多 
く の 詳 細 な 報告 を 発表 し た . 1886 年 に は 盲人 保護 問題 
の 最初 の ロン シア 語 雑誌 を 創刊 し た . また , 同年 アデ ル 
カス は 連盟 の 新 ペ テル スプ ブルグ 盲人 学校 に 関し 一 書 を 
Pilice 1688 4e; FPUAAOGRC Foc, 7 Ve 
サン ドル 2 世 が 当時 故人 と な っ た 皇后 の 記念 に , BA 
の た め 約 50 万 ルー ブル の 恩賜 金 を 下賜 し , Chen 
テル スプ ブル グ 盲 学校 に 使用 する こと に な っ た . そし て 
この 学校 は アレ キサ ンド ル ・ マ リア 学校 の 名 称 を 与え 
bRAEE ERM STES FF WAAC RAFAT 
ル グ の ブレ シッ ヒ 旨 人 勤労 院 の 管理 要員 と な り , ある 
い は ペ テ ル ス ブル グ の ブレ シッ と ヒ 学院 の 新 校舎 建築 委 
員 会 書記 ベ テ ル ス ブ ル グ 型 少女 学校 や , ボル ュ ン ス 
キー (Wolkonsky) 夫人 の 盲人 救済 院 , その 他 ロ シア 
の 盲人 施設 の 創立 準備 に も 参与 し た . 

アデ ルカ ス は , 1881 年 か ら 1885 年 に わた り 貧 困 軍 
人 家族 援助 中 央 事務 局 書 記 に な り , 1882 年 か ら 「 マ リ 
ー 旦 后 施 設 ] , すなわち , 星 帝 皇后 の 個人 的 後援 の も 
と に , ロン ア 盲人 施設 の ほとん どす べ て を 含 ぢ 約 800 
(に 上 る 慈善 お よび 教育 施設 の 中 央 管理 者 と し て , いろ 
いろ な 位 地 を 歴任 し た . 

アデ ルカ ス は 多く の ロン ア お よび 外国 の 重 章 を 受領 
し , 189447, BY 7 TH REMRME Ee feo TUS, 
アピ セ Cvisse) ” SAEZ 7 TAD CDOS. AK 
ころ 船長 の 秘書 を 勤め た が いろ いろ な 事故 の た め 長 途 
の 海外 旅行 中 視覚 を 失っ た . 帰国 後 , ペリ 盲人 院 に 入 
り , の ち に ここ で 文法 お よび 修辞 学 教師 と し て 働い た 
が , 31 歳 の と き 胸 を 病 ん で 没 し た . か れ の 作品 は 精神 
的 な 文体 , 繊細 な 見 解 , 用 語 の 力 を も っ て 推 賞 さ れ て 
いる . 1797 年 に 出版 され た 「 才 人 の 奇 計 」 と いら かれ 
の 劇 は , いま の 概念 か ら す る と 詩人 の 名 価 を 高め る も 
の で な い 、. 心理 的 観点 か ら は この 喜劇 は 興味 が あり , 
また 著者 自身 と その 友人 の 1 人 と 1 人 の 女 友 だ ちと , 
3 人 の 盲人 が 主役 を 演じ つつ 俳優 と し て 登場 する と い 





2 点 に 意義 が ある . 未亡人 と な っ た 夫人 は , VBA 
院 の 幹部 で 謀 人 の バラ ンタ ン ・ ア ュ イ し と 結婚 し た . 

アリ ク (Alik) 19 世紀 の 初め ,、 スコ ュ ッ トラ ンド の え 
ター リン グ に いた 盲人 . こじ き 生 活 を し て , その 界隈 
で は よく 知ら れ た . 異常 な 記憶 の た め 非 常に 称 状 され 
て いた だ た だ. アリ ク ( ア レク サン ダー の 略 ) は こども の 中 証 
か ら 盲 目 で あっ た . 所 し い 両親 は か れ の た め ほ と ん ど 
何 も し て や れ な か っ た が , 一 般 の スコ ュ ッ トラ ンド 人 の 
LOW, わが 子 に は で きる 限り 教育 を 与え る と と に ほ 
埋 心 し た . 少な くも 聴覚 に よっ て 勉強 の で きる よう 
と 土地 の 学校 に 入学 させ た . 初等 学校 の 唯一 の 読本 ほ 
当時 は 聖書 で あっ て , 生徒 は 順次 に 輪読 する と き 各 章 
節 の 番号 を も いっ し ょ に の べ る こと を 常 と し た . こと の 
よう な 朗読 を 規則 的 に 開い て いた た め , 小さ い ア リタ 
は 聖書 の 多く の 個所 だ け で な く , その 個所 の 章 人 節 の 番 二 
号 ま で 記憶 した. 教会 に も 規則 正しく 出席 し て , 聖書 
の 知識 を 増大 し た . か く て アリ ク が 生長 し , BATE 
ん だ の で こじ き 生 活 を し な けれ ば な ら な < foe 
き , 人 びと は か れ が 聖書 の 新旧 約 全体 を 暗記 し て いる 靖 
こと を 知っ て 感嘆 し だ. すぐ れ た 記憶 だ け I で な RI 縛 還 
教 的 題材 が は な は だ 敬 度 的 な 長老 教会 の 好意 を ひき つ 
けた . か れ は 常に 聖書 の 所 要 の 個所 の 暗 語 も , COR | 
所 の 章 節 の 番号 も 一 度 も あや まる こと が な か っ た . BD 
れ の いっ た と ころ に よる と , ある 人 が か れ を 困ら せる 
つも ゃ も り で , 聖書 か ら 1 旬 を 多少 語句 を 変更 し て 読ん 詳 
と と ころ, アリ ク は 少し た め ら っ た あと , COMPARE | 
こ で ある か を 尋ね , 同時 に その 旬 は 正しく 引用 され で 和博 | 
いな いと いい , その あや まり を 正 し て りっぱ に 暗 詩 し 
た . また , その 人 が モー ゼ や 第 4 書 第 7 章 第 90 Giza | 


だ とき, アリ ク は あめ あ た た び し ば らく ほん や やり UCU 


DB, 「 あ な た は 私 を か ら か っ て いる . あの 章 は 89 節 し | 
か な い 」 と 答え た と い 5. | 
老後 , アリ ク は 独居 し た が , 部 屋 を 出る と き に は 入 較 
口 の 戸 を 閉め あ , その か ぎ は 手 に も っ て いた . COM® | 
は か れ に は まっ た く 習 慣 と な っ て いて , 話 を する と きき 
に は , いつ も これ を た え ず 手 の 中 に も て あそん で いた 講 | 
も し か ぎ を 手 に し て いな いと 記憶 は 著しく 制限 され だ 
よう で あっ た . 先 に 述べ た 人 が か れ を よく 観察 する つ ョ | 
も り で , ある と きか ぎ を と りあ げ て お いて 質問 を し た 
と ころ , 返事 は 次 第 に お そく 不 確 実 と た なり, つい に ア | 
リク は か ぎ を 返し て も ら っ て , 初め て あぁ た た び 即 答 が 上 
で きた . 迷信 的 な 人 びと は , £OCPEXTY) ZOOM | 
符 だ と いっ た が , 実は 習慣 を 破る と , 不安 , 注意 の 散 | 
乱 が 生じる の で ある . 
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あん ま Bitte baa SAAT, 盲人 が あん ま を 業 
と し て いる . 近 時 ヨー ロッ パ で も マッ サー ジ を 行なう 
と と で , 盲人 に 生計 の 源泉 を 開 こ うと する 運動 が 大 き 
me, Cait. ロン ドン , ペー ター ス ブ ル グ , パリ , ウ 
ey, プラ ウッ ン シ ュ バイ ク , プリ ュ ン その 他 の と と こ 
ろ で は , 盲人 が すでに この 部 門 で 医師 の 補助 と し て 活 
動 し て いる . アメ リカ や スエ ー デ ン で は , 盲人 の あん 
呈す で に 人 久しく 決し て まれ な こと で は ない. 男女 
の あん ま 自 体 を 養成 し て いる ウィ ー ン の ある すぐ れ た 
医師 が 明瞭 に あげ て いる よう に , この 職業 の 過剰 で あ 
還 放 (は 別 と し て , 盲 女子 が マッ サー ジ を 行なう こと 
は , ある 事情 に お いて だ け , た と えば , 小さ な 村 , い 
な か な ど で 勤 め る べき で , 大 都会 で は , この 職業 を 営 
SCL, た また ま 売 艇 制度 の 仮面 と し て 用 いら れ , 
と れ は 新聞 の 広告 欄 に し ば し ば 明瞭 に 認め られ る こと 
で ある . し た が っ て , 失明 少女 は 道徳 的 な 危険 に 陥り 
や すい か ら で あ る . 盲人 が マッ サー ジ を する に 適し て 
いる と と は 確か に 盲人 の 素質 や 盲人 の 細か い 触 感 と い 
還 K 好 か ら だ け で は な く , 盲人 の マッ サー ジ に よっ て 
得 ら れ た 経験 に よっ て 現われ て いる . お そら く 上 に 示 
し た 理由 で , 上 品 な 病人 は , 晴 眼 者 の あん ま よ り も 計 
目 の あ ん ま の 方 を 好 ん で 利用 する . も っ と も ゃ , BAK 
お いて は 晴 眼 者 に お ける より も , BHORWRDIBD 
芝 る と が 少な いと いう こと と は 別 で ある . いずれ に し 
Th, 第 1 に 何ら 反発 的 な 顔 を も た ず , 快 よい 作法 を 
自由 に 用 いる 力 の 強い 盲人 が , あん ま の 修業 を する に 
適し て いる . 言語 の 知識 が これ を 促進 する も る の で ある 
と こと は いう まで も な い . 

一 般 感 覚 この 用 語 は 生理 学 に お いて , 久しい 以前 か 
ら あ る 特定 の 生理 感覚 を 指定 する 用 語 と な っ て いる . 
これ が 盲人 関係 の 書籍 に 用 いら れ た の は , 最近 に な っ 
て か ら で あ る . この こと ば が 圧 触感 や 温度 感 の 総合 効 
抄 を 主として 意味 する よう に 用 いら れ て いる か ら で あ 
る , CLC, この 総合 感覚 は と き に 顔面 や 手の甲 や , 
BAOLZAC, 服 に お お われ て いい な い 部 分 の 全面 で 
生じ る も の で ある . 

五感 感応 に 対し て , ウェ ー ベ バー (E.H. Weber) は 
般 感 覚 を 次 の よう な も の と し て いる . それ は 常に 感 
受 する 主体 で ある 自己 に 向け られ る も の で , その 感覚 
は ほ は ちょ うと 刺 痛感 覚 の よう に いく つか の 身体 の 器 管 に 
よっ て 伝達 され る が , 一 部 は 多少 と も 特定 の 器 管 に 連 
結 さ れ て いる . そ れ に は 次 の よう な も の が あげ られ る . 

① 苦 痛感 覚 . ② 皮 虜 お よび 個々 の 粘膜 に ょ る 一 般 感 
覚 CAR, FOR, HR, 性 感 ).⑧ 内 臓 感覚 (空腹 感 , 


か わき , 満腹 感 , 尿 感 な ど ), ④ 運 動 器 管 の 感覚 Aik 
感 , 疲労 感 ) . 

し か し , まだ 一 般 感 覚 に つい て は 正確 な 研究 は 僅か 
し か な され て いな い . それ は その 生理 学 的 研究 が , 相 
当 の 困難 に ぶつ か っ て いる か ら で あ る . し た が っ て , 
この 問題 に 対す る 統一 的 な 理解 が 定まっ て お ら ず , あ 
る 人 は これ を 特定 の 感覚 内 容 と 考え ん , Ek, 他 の 一 部 
の 人 は これ を 刺激 の 強度 や や 種類 に 規制 され て いる 特定 
な 感覚 感応 の 感受 色調 で ある と 考え て いる . 一 般 感覚 
Clk, 各種 の 強度 程度 の 段階 が は っ きり し て お り , こ 
の 感覚 の 持続 時 間 が 外部 か ら の 刺激 作用 の 持続 時 間 に 
依存 する 依存 度 は , 五感 感応 より も は る か に 不 規 則 で 
ある . 外部 か ら の 刺激 作用 が 始ま っ て , か な り 経 過 し 
て か ら 一 般 感 覚 が 現われ て くる こと も ある . また , 実 
際 の 刺激 が な く な っ た の ちゃ 感覚 だ けが 相当 長く 持続 
する こと も ある ( 刺 痛 , WR, 寒気 な ど ). TOR, 
照 対 すなわち 隣接 する 直接 の 刺激 を 受け て いな い 部 
分 へ の 見 か け 上 の 感覚 移行 が 起 と る と と も まれ で は な 
い ( 刺 痛 , ROD. こう し た 感覚 の ある も の は 2 次 的 
な も の と 考え ん られ る 場合 も や ある. それ は , た と えば 外 
部 か ら の 刺激 の 結果 , 皮膚 に 起こ っ た 1 次 的 な 変化 か 
ら 副 次 的 に 発生 する も の で , この 2 次 的 感覚 と な っ て 
ID CHRO FER CTE OCHS. 

身体 の 大 部 分 の 器 管 に 広がっ て いる 最も よく 知ら れ 
た 一 般 感覚 , すなわち , 皮膚 の 刺 痛感 覚 に 関す る くわ し 
い 研 究 が ある , 苦痛 感 に 対し て , ある 特定 の 神経 器 管 
が 存在 し て いる も の か , ある い は 度 膚 中 に あっ て , 特 
に 接触 感覚 (圧力 感 , 温度 感 ) を 伝 達 する こと の 未 村 
are, 神経 路線 が 特定 の 刺激 や , ある 程度 以上 の 刺激 
が あっ た と き , 刺 痛感 覚 の 解消 の 働き を も 伝え 得る か 
否 か と いう 重要 な 間 題 が 以前 か ら 論 議 さ れ て いる . Fil 
痛感 覚 の 各 神 経路 線 を 少な く と ゃ 部 分 的 に 分 別 する も 
の と し て analgesie (解毒 作用 ) の 現象 が 知ら れ て い 
る . 一 一 すなわち , 接触 感覚 が 持続 する と きか , 程度 
が 強大 で ある と き に , 刺 痛感 が 目 揚 され る と いう 現象 
CHA. この 状態 は 人 間 に お いて は , 全身 も し く は 局 
部 で の ある 程度 の 中 毒 作 用 の 結果 生じる (エー テル ・ 
ナル ユー ゼ , まだ は クロ ロフ ォ ル ム , ナル コー で ゼ , H 
毒 , 局部 ユカ イン 効果 な ど . さら に , 神経 組 識 の 特に 
育 髄 の それ の 病 症 が ある と き に も ゃ も 現われる. ここ で は 
背 髄 の 病 症 の 場合 は 除外 し て 考え る , この 病 症 で は 接 
触感 に 対応 する 刺 痛感 応 が 著しく , か つ 間 喝 的 (1 一 
2 秒 ) に 阻害 され て いる こと が 観察 され て いる . な お , 
特定 の 状態 の も ゃ と で は , ある 程度 の 顕著 な 遅延 が 正常 
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な も の と し て 起こ る と と も ある . シッ フ (Schiff) は 
晴 乳 動物 に つい て 人 工 的 に 背骨 の analgesie を 作り だ 
Lit, それ は 腰部 神経 の 分 岐 点 よ り 上 部 の 背 髄 を 背部 
綻 断 神経 線 を 残し て 横 に 切断 する こと に よ つ て 行なわ 
hic. それ に 対し て , OL, これ が , た だ 単に 切断 さ 
れ た の で あれ ば , 軽度 の 接触 感覚 で 刺 痛感 応 が 認め ら 
れる は ず で ある . この 経験 か ら , 接触 お よび 刺 痛感 覚 
の 伝達 を 受 持つ 背 髄 か ら 脳 詳 に 至る まで の 神経 路線 の 
分 別 が 可能 と な っ た の で ある . 背 髄 か ら 上 半身 に か け 
CO, こと に 皮膚 内 で 接触 お よび 刺 痛感 覚 を 担当 する 
未 村 器 管 の 路線 に 関し て は , フラ イ (M. Frey) が 人 
間 に つ いて 行なっ た 新しい 試み が 解明 を 与え を てい る. 
[刺激 毛 」 を 使っ て 皮膚 に 特定 の 強 さ の 点 状 の 刺激 部 
局 を 作り だ す と いう , か れ の 方 法 に よっ て , SOM 
感覚 限界 (所 定 の 感受 に 対す る 知覚 され る 限り で の 最 
も 弱い 刺激 強度 を いう ) が 明らか に され た . だいたい 
その 一 方 の 接 圧 感 に 対応 する 方 は 低く , 刺 痛感 に 対応 
する 方 は か な り 高 い 値 を 示す . この 二 つ の 限界 値 は , 
平均 で 次 の よう に な る 


FEng/1mm? 刺 痛感 

手の平 7 GL 0 FBO 

足 の うら 28 で 。 900 

… 上 上 脈 部 (内 側 ) 7 さ 30 
全体 面 に は 特に 接 圧 感 や 刺 痛感 に 敏感 な た 点 が いく つ 


か ある . 

限界 値 の 比 BORA t, 体面 上 で 一 定 で は な い . し 
か し , 接 圧 感 に 敏感 な 皮膚 は 刺 痛感 で は それ は ほ と 鋭敏 
で な い . また , その 逆 で ある と いえ る . 

1 ミリ 平方 当たり の グラ ょ 圧 で 刺 痛感 限度 を 計算 し 
CAB EROL IES: 

眼 膝 一 約 10, 下 脈 部 (内 側 ) 一 約 20, 上 脈 部 一 30, 
足 の 甲 一 約 50, 手の甲 一 約 100, 足 の うら 一 約 200, 指 
先 一 約 300. 

浮 出し 印刷 の 技術 図書 印刷 技術 は , その 前 提 人 条件 と 
し て 木工 技術 を 伴っ て いる の で , ラン パ ゼ ッ ト が , 
ISDS BRIG. Biot F MYA! =a 
が , 1580 年 スペ イ VY Cf > eRe L FUMIO 木製 原 
板 は , ハウ の 発明 の 先駆 を な す も の で ある . ハウ の も 
の は 一 つの 一 つの 文字 の 活字 を 作っ て 触感 に 訴え る 文字 
を 印 色 す る と いう 方 式 で あっ た . 原 板 を 使っ て 作ら れ 
た 印刷 物 は , 黒地 の 紙 に 白色 の 浮 出し 文字 を 示し し て 
いる が , これ は ベー ジ 数 と 同じ だ け の 原 板 を 必要 と す 
る . 抽 人 用 と し て 鉛 の 単独 活字 を 作る 最初 の 試み が , 
1640 年 に ベー ター・ モ ロー に と よっ て 行なわ ち わ れ た だ た. か れ 





は ズリ に 住む 筆耕 者 で あっ た . し か し , 経費 が か き 都 
こと と 製作 の 工程 が な ゃ ず か し か っ た た め , MFORM 
が 製作 され た だ け で この 計画 は 放 乗 され て し まっ た 
広い 針 球 に 逆 に さ し た 縫 針 で 形 どっ た 文字 は , ODI 
打込み 活字 や 針 状 活字 の 前 身 で も あっ た . URE 
彫り に し て 作っ た 単独 活字 は 大 き 過 ぎ た た め , ABC 
の 知識 を 盲人 に 与え る こと に 役立っ た だ け で 印刷 に ほ 計 
適さ な か っ た . | 
ピッ ソー の 盲人 に よる 文字 は , これ に 比べ 非常 な 進 和 | 
歩 を 示し て いた . この 人 は や は り ピ ン を 使用 し た が り 議 
ー つ 一 つの ピン を 結び つけ る の で , ピン の 小さ な 頭 を | 
折り 曲げ た . し か し , 各 文 字 を 別個 に 取上げ た り , Dh 
要 に 応じ て 他 の 文字 に 変え られ る よう に する に は , WI 
っ そう の 改良 が 必要 で あっ た . この 種 の 試み に 初め で 
成功 し た の は , 1 人 の 和 鋳 金 業者 で あっ た . か れ は 文字 | 
BEAU S (8) } (to Tf BITE CRF ORIE Rok. 
か れ は それ を 砂 の 中 に 流し 込ん だ の で あっ た . 1783 年 
CA, 世 善 協会 は 文字 母 型 を 使っ て の 活字 鋳造 を 行 な 
わせ た . この 文字 は 現在 使用 され て いる も の に 比べ る 
と , 大 きく は あっ た が , RECRADEESH, いち 
いろ と 試作 を 試み る うち に 触感 に ちょ うと 適し た 大 き | | 
さ に 作ら れる よう に な っ た . フラ ンス で は , KBO | 
本 の 印 誠 に 用 いら れる 文字 の 高 さ が 7.5 ミ リ か ら 6.9 
ある い は 6.2 ミリ ほど ある . 初め て 浮き 出し 印刷 に 便 
用 され た 活字 で は , 一 つ ー つ の 木片 の 上 に 植え つけ 
ICED, 一 つ 一 つの 文字 の 型 を 形作っ て いる , & 
2 し て で きた 活字 は 刺 痛 活字 と 呼ば れ て いる が , CH 
を 印刷 し て みる と 点線 状 の 文字 の 型 が 現われ る . CM 
が 打込み 印刷 で ある . この 最初 の 針 状 活字 に 続い て で 
きた の が , 木版 を 浮 彫 り に し た 文字 で , さら に 生ま 
ROM, 活字 金 で 鋳造 し た 活字 で あっ た . この 最後 の | 
活字 は いろ いろ の 型 を も っ て いる . 突出 面 の 平滑 な 洋 
出し 文字 を 作る が , これ は 圧 印 印刷 と 呼ば れ て いる . 
お そら く , ゴー ル に よっ て 初め て 用 いら れ た と 思わ 柳 
る も う 一 つの 活字 が ある . これ は 点 状 の 肖 出 し 文字 を | 
作る も る ので, ドイ ツ で は シュ ッ ツ ト ガ ルト 文字 と し | 
知ら れ , また , と こと ころ に よっ て は 真 折 文 字 と いう 名 が 
付け られ て いる . | 
FTAANF SEALE & bICN-VORMERE | 
印刷 で きる も の で ある が , 点字 は 両面 か ら の 行間 印刷 | 
も で きる 点 で すぐ れ て いる . ブラ イニ ュ ・ シ ステ が 議 
他 の 三 つ の 印刷 方 式 に 対し て も っ て いる この 長所 は , 
の ち に 大 き な 強 味 と な っ た . ブラ イ ュ 文字 の 基本 記号 | 
は (8) で ある が , これ を 印 刻 する 際 に 3 本 の 横 条 溝 が | 
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必要 で あり , 各行 を 隔て る の に も う 1 KORBAYB 
で ある の で , 片面 印刷 の と き に は , 各 14 条 の うち 1 
本 は 使わ な いで お か な けれ ば な りら な い . この 空間 的 な 
だ を 避け る た め , すでに ブラ イ ュ は 一 つの 点字 器 を 
製作 し て いる . これ は 3 条 か ら な る 各行 を 隔て る の に 
各 ペ ー ジ 面 の 裏側 へ も 文字 を 書け る も の で あっ た . こ 
らし て 行間 印刷 の 方 法 が みつ けら れ た だ た. さら に , バル 
ー は 点字 印刷 の 発見 に よっ て 空間 を いっ そう 節約 する 
こと に 成功 し た . 特別 な 器具 を 使っ て 第 2 AOR! 
の と き に , 紙面 を 1 文字 分 の 半分 だ け 右 へ , そし て 1 
条 だ け 下 へ ずら せる . それ に よっ て 第 2 面 の 文字 は 第 
2 面 の 右側 の 1 列 に ある 第 2 条 に よっ て 囲ま れる . そ 
し て 第 2 面 の 文字 は 1 条 分 だ け 下 へ ずら し て 印 刻 され 
て いる の で , 第 1 面 の 行間 に 当たる 印 刻 し て な い 空 間 
CB 2 面 の 第 3 条 が 並び これ に よっ て どの 空間 も 全 
部 使用 され る こと が で きる わけ で ある . 


文章 印刷 に は 活字 が 用 いら れる が , 点字 で は ステ ロー 


鈴 版 を 用 いる こと が 多い . 

活字 組版 に 似 た 組 わ く は 活字 を 固定 する た め に 使わ 
れる . BAIL, その 中 か ら 自 分 で 文字 を と っ て 右 か ら 
BA 1 列 に わく 内 に 並べ そう し て 組 上 が っ た 文章 を 
圧 印 する . 興味 深く 思わ れる の は , ハン ツー ン ・ ル イ 
スピ ビル (Haumtoon Louisville) に よっ て 考案 され た 印 
MARE CHS. か れ は 植込み 式 活字 で 紙 母 型 を 作り , 
その 上 に 演 い 亜鉛 板 を 置き , それ に 融解 し た 液状 金属 
を 注ぎ か け て 溶かし , それ に よっ て 母 型 の へ こみ に 亜 
欠 が 埋まる よう に し た . 適当 に 冷却 すれ ば , この 薄板 
に は 2 枚 の 鉛 板 を 重ね る の で 適当 な 厚 さ と な っ て , 印 
吊 の 際 に ステ レオ 鉛 板 と し て 使わ れる の で ある . 

最初 , 人 びと は 木版 印刷 を や っ て いた が , これ は 版 
が 大 きく な る と , 端 の 方 の 活字 が あま り 鮮 明 に 刻印 さ 
導 mW いと いり 欠点 を も っ て いた . そこ で , ベ ズ ー ヒ ェ エ 
ル (Beseecher) と いう? 機械 製造 者 は 円 筒 形 の 印刷 機 
を 作っ た . LAL, RICHY TARDE VIBEAO 
まい 刻印 を する こと が で き な か っ た . それ は , 円 筒 が 
紙面 上 を 回 転 し つつ 印 刻 す る と , それ に つれ て 紙面 が 
少し ずつ ずれ る か ら で あ っ た . パリ に 住む クル ズ イ ェ エ 
ー ル (Clousier) は 紙面 の 全面 に 垂直 に 印 刻 する 方 法 
の すぐ れ て いる こと を 知っ て , 印刷 業者 が 普通 に 使っ 
て いる 手 圧 器 を 利用 し た . 

Lal, 浮き 出し 印刷 に 用 いる 機械 装置 は , 活字 印 
刷 と は 違っ て , 乾い た 油脂 を 塗り , 十分 に 濡らし た 質 
の 堅い 紙 を 印刷 台 の 上 に お き , その 上 に 厚手 の フラ ン 
ネル か ゴム ょ ム 板 を か ぶせ る . これ に 圧力 を か ける の で あ 


る が , 條 々 に 行なわ な いと 紙 が 破れ て し まう . HRS 
れ た 紙 は 注意 深く 印刷 台 か ら 取 出し て , 乾燥 の た め に 
つり さげ びる. 

点字 活字 に よる 印刷 用 と し て , オラ ンダ の グラ ー ブ プ ブ 
ILHSRLRO 1 教師 が 圧 印 機 を 考案 し た . どの 活字 
も ゃ 三 つの 形 か ら 構 成 さ れ て いる . 任意 の 活字 を 組 上 げ 
る に は , た だ 3 種 の 形 が あれ ば よい . すなわち , Rik 
点 を 一 つ 有 する も の ( 左 ま た は 右 に ) と , 点 の 二 つ あ 
る も の と , 全然 点 の な いも の と の 3 種 で ある . [alo 
活字 に は 点 一 つの も の と , 全然 点 の な いも の 二 つ で , 
be は 点 「 つの も の 二 つ と 全然 な いも の 一 つ で , 
Bot Co) (ie OD YOO Oi Oe 
つ な ど で ある . これ ら の 活字 用 の 3 種 の 字 型 と 行間 を 
あけ る た め の 金 属 線 , 字 間 の た め の 隔 鉛 , 余白 の 行 を 
うめ る た め の 隔 鉛 と , 組 上 げた 文 を 固定 する た め の 文 
わく な ど が 印刷 に 必要 な も の で , これ が 箱 の 中 に 納め 
られ て いる . 痕 動 台 は 調 草 に よ ょ っ て 下部 の シリ ンダ ー 
に 連結 し , ハン ドル を 回 せ ば 清 動 台 が 上 下 二 つの シリ 


- ン ダー の 間 を 動く よう に な っ て いる . 上 部 シリ ンダ ー 


は 調節 ネ ジ に よっ て 上 下 に 高 さ が 調節 され る が , それ 
に 応じ て 印 刻 の 程度 が 強く な っ た り , 軽く な っ た りす 
る . 

印刷 の と き の 手 順 は 次 の よう で ある . まず , HA 
の 組 わ く の 上 に 文章 を 組ん で , その 上 に あら か じ め 湿 
し た 紙 を の せ , その 上 に さら に ゴ ょ 板 を か ぶせ る . そ 
Lt, 清 動 台 を 二 つ の シリ ンダ ー の 間 に く ぐら せる . 
それ に よっ て 片面 印刷 が で き あ が る . 1890 年 以来 この 
印刷 機械 は 両面 印刷 に も 使わ れる よう に な っ た . 

ドイ ツ で は 印刷 業者 で ある ビ セ ン ゼ ー の シュ ルツ ェ 
(Schulze) が , 初め て 点字 活字 に よる 本 を 作っ た . の 
ち に , と れ を 亜鉛 板 に 植え た 点字 で 行なう よう に 変更 
Liz. それ は 点字 字母 を バン マー で 原 板 に 打 込 む 方 法 
CHS. 字母 を 刻印 する 最も 簡単 な 方 式 は , 金属 板 
(亜鉛 ・ 黄 銅 な ど ) を 寸法 の 大 き な 条 潜 板 の 上 に の せ , 
ハン マー な ど で 打 っ て , 必要 な 字母 を 打 並 べ て ゆく の 
CHA. 機械 製造 者 の ビグ ゲル ト は 青学 校長 クー ル 
(Kull) の 要請 で , 特殊 な 刻印 器 を 製作 し た . COR 
械 で は , 点 の 一 つ ー つ が 金属 板 の 中 に 足 の 力 で 打ち 刻 
ま 衝 る よう 人 臣 な っ で いる 、 

この 方 式 に 根本 的 な 改善 が 加え られ た の は , フラ ン 
ク HH. ホー ル が その 活字 打 印 (Stereotype maker) を 
考案 し た と と に よっ て で あっ た . これ は 一 つ ー つ の 点 
で は な く , 金属 板 上 へ の 1 打 に よっ て 一 つの 点字 全体 
を 一 度 に 刻印 する . COBRKORB 1 の 試作 品 は , 1893 
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年 に で き あ が っ た . 1895 年 に は ステ レオ 鉛 板 を これ ま 
で の よう に 垂直 に 位置 せ ず , これ を 水平 に 寝かし , ま 
た , いろ いろ な 記号 を 原 板 に し る す の に , 4 本 の つ ち 
を 使わ ず に , 適当 な 打 型 を 使う よう に 改良 し た . 地図 
用 と し て は 小 点 が 水 を , 大 点 が 都市 を , 短 直 線 が 国境 
を , 半 円 は 山 を 表わす な ど で あ る . 

1895 年 の 中 ご ろ に SABHM CH KF.H. シュ テ 
グリ ッ ツ は , 点 間 印 刻 へ の 糸口 を 見 だ す 努 力 を し て い 
る . か れ が 考案 し , ベル リン の 機械 業者 アウ エル バッ 
2» (Auerbach) が 製作 し た 機械 で , MMR RIO 
両面 点 間 印 刻 用 の ブラ イ ュ 式 点字 の ステ レオ 原 板 を 作 
RATS 

圧 印 自体 に は チー ゲル 印刷 用 の 古く か ら の 回 具 を 使 
用 し て いる の が 大 部 分 で ある . これ は 手 で 操作 する . 
価格 も あま り 高 く な く , 1 日 1000 枚 の 印 刻 が で きる . 

ステ レオ 鉛 板 に よる 印 刻 の 際 に は , クル に よる と 以 
下 の よ うな 方 式 が 採ら れる . ま ず , 両面 を 海綿 で 湿 し た 
紙 を し ば らく の 間 互 い に 重 ね て お き , 次 に それ を 刻印 
し た 金属 板 の 中 に 挟み , これ を 加 圧 器 の 中 に 入れ る . 
片面 印 刻 の と き に は , 突出 し て くる 方 の 裏面 に 2 ミリ 
ほど の 厚 さ の ゴ ょ ュ 板 を , 突出 点字 の 保護 の た め に 添え 
る . 両面 印 刻 の と き に も ゃ , 印 刻 する 板 の 下 に 保護 物 を 
入れ , それ に その 紙面 の 片側 に 木 の 機 と それ と 同じ 高 
さと 幅 の ゴ ょ 村 と を 交互 に 張り つけ る . この 板 を 印 刻 
紙 の 下 に 入れ , 木 の 楼 が 行間 の 余白 の 部 分 に 当たり 
ゴム の 楼 が 印 刻 され た 点字 面 を 保護 する よう に する の 
CAS. 点 間 印 刻 の 際 に は , すでに 刻印 され た 点字 面 
の た め の 保護 物 が 必要 CHS. クル は , この ほか に 
ステ レオ 原 板 を 保護 する た め の 特 別 の 器具 を も 考案 し 
fo. これ は 原理 的 に は 2 枚 の グッ タ ベ ル カ ゴム の 板 か 
ら な っ て いる . これ が 圧 印 用 の 鋼鉄 板 に よる 亜鉛 板 の 
損傷 を 防ぐ べ の で ある . 

浮 出 し 印 刻 の 技術 に 関し て も 独自 の 試み が な され て 
WA. フレ ヤー (Frere) は , ステ レオ 印 刻 の た め の 
簡単 な 技術 を 考え だ し た . MERCY, Siz 
の 上 に 置か れる . この 鍛 板 に は 前 も っ て 亜鉛 溶液 を 塗 
っ て お く . 板 の 下 部 を 強く 加熱 する と 鋼 線 は し っ か り 
と 固着 する の で ある . 

トー ルト (Tourte) 教授 は 普通 の 文字 を 使用 し, A 
吊 イ ンク に 固着 性 物質 を まぜ , こう し て 印刷 し た も の 
(に きれ いな 粉末 を あぁ りか ける と いう 方 式 を 考え た . 

盲人 用 の 図書 の 価格 と 保存 力 に 関し て 特に 重要 な も 
の は , 使用 する 印 刻 紙 の 紙質 で ある . Arti BANFF 
出し 文字 の 印 刻 に 使う 紙 は , 漂白 し て な い 麻 の 繊維 か 





ら 作っ た も の が よい と いっ て いる . この よう な 紙 を 制 
造 す る と き は , 原料 を よく 砕き , し か る も, MCPHEE 
強度 と ね ば り を 与え る た め に , HE MHD SHS 
な い 方 が よい . さら に 羊 友 紙 に 似 た 性 質 を 与え る た 器 
に , 強度 の 動物 性 脱 物 質 を 加え を , これ に よっ て , fe 
に 非常 に 影響 する 点字 の け ば 立ち を 最も よく お さえ ぁ 
こと が で きる . 盲人 用 図書 の 大 き さ か ら 生 じ る 使用 世 
の 不快 さや , その 発送 と の 関係 で , 紙質 を よく する 
Wo Ch DEVE MEY, 特に 土 類 物 質 を 加え る ご 
と は 避け な けれ ば な ら な い . 

浮 出し EH 刷 法 字画 記号 , 地図 な ど を , 手 で 触れ て お 
か る よう に 作る た め の 特 殊 な 方 式 で ある . HHSC 
作る 線 は , まず ゴム ょ 溶液 で 書か れ , ある い は 記さ れ , 
ある い は 印刷 され る . そし て , それ が 乾燥 する 前 に , 
こま か い 松 や に 粉 を 上 か ら ぁ りか け て , 過剰 分 を 捨 で 
る の で ある . この 微細 な 松 や に 粉 は 専用 の 装置 に よ 


. て 適当 に 加熱 され て 溶解 され る と , な め ら か な 一 様 な た 


し か し 手 で さわ っ て よく 知覚 で きる 高 さ を も っ た 線 が 間 
で き あ が る . この 方 式 の 発明 は , ウィ ー ン に いる 官 先 
フラ イズ アウ フ ・ フ ォ ン ・ ノ イデ グ (Frei-souff von 
Neudegg) が 案 出 し た も の で , か れ は この 方 共 に つい 

の 論文 を 1837 年 に 発表 し, さら に 盲人 用 の 絵本 と 
か な り よ く で きた 盲人 用 地図 と を 作っ た . 
浮 出し 文字 突出 ある い は 肖 出 し 印字 , また は 盲人 用 
印刷 と は , 触感 に より 感知 する 洋 出 し た 着色 し て いな 
い 文 字 を いう . 

印刷 術 が 考案 され た 結果 , 実用 的 な 盲人 用 文字 の 着 
想 も 早く か ら 考 ん え を られ て いた が , それ が 実現 する ま 
に は , 3 世紀 以上 が 経過 し た の で あっ た . 以前 に は , 
盲人 の 教育 な ど と いう こと は 必要 で あっ て も , 可能 で 
ある と は 考え られ て いな か っ た . と き に は 教養 の ある 
盲人 の 話 が 引合 い に 出 され る こと は あっ て も , それ ほ 
きわ め て 例外 的 な 場合 で ある か , 失明 前 に 教育 を 受 げ 
た 人 の と と で あり , 盲人 は ほとん ど 教 育 を 受け て いな 
か っ た . し か し , 失明 と いう 事実 は 可視 的 な 文字 を 本 
触 的 な 文字 お きか えよ うと する いく つか の 試み を 生 
AK. この 目的 達成 の た め に 案 出 され た 手段 は , ほ と 
ん ど 満 足す べき 結果 を 生ま な か っ た . し た が っ て , 今 
日 で は 歴史 的 な 興味 を 呼ぶ だ け の も の で ある が , それ 
Ch, いま まで に 案 出 され た も の を ある 程度 集録 し で 
お く こ と は 必要 で あっ た . 

(1) 最初 の 盲 学校 の 創立 者 で ある ア ュ イ は , BAA 
浮 出し 印字 の 最初 の 製作 の 功績 者 で ある . し か し , 7 
ュ イ 以前 ,。 イタ リア と スペ イ ン で この 目的 の た め に 末 
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製 で 彫り 込み の 文字 板 が 製作 され た 事実 の ある こと , 
すでに 1640 年 に 印刷 者 の モロ ー (Moreau) と いう 
人 が 鈴 型 を 製作 し よう と し て 和 失敗 し た 例 も ある . ア ュ 
イ が どの よう に し て 涯 出し 印字 の 発明 を する に 至っ た 
か を , か れ 自 身 が 次 の よう に 述べ て いる . 「 印 刷 紙 が 
プ レス 機 か ら で て くる と き , その 文字 は みな 逆 に 突出 
し て いる と と に われ われ は 気がつい た . この 紙 型 の 上 
に 現われ た と 同じ 型 の 文字 型 を 鋳造 させ , 印刷 の と き 
に 行なう と 同じ や り 方 で , 湿 し た 紙 を 使っ て サン プル 
の 第 1 号 を 作る こと に 成功 し た . Chit, 視力 が 欠け 
て いる 場合 に 触感 に よっ て 知覚 され る よう に 作ら れ た 
浮 出 し 文字 の 最初 の も の で あっ た . そし て 盲人 用 図書 
の 発端 と な っ た も の で ある . 

Lal, どの 本 が 最初 の 1784 年 に 印 刻 きれ た も の 
で ある か は , ア ュ イ の 弟子 た ちの 慎重 な 調査 で も 確認 
Gay fal am 

し た が っ て , ゴー デ な ど は 1786 年 の 終り まで に は , 
盲人 の 使用 に 耐え る 書物 は 出版 され て いな か っ た と い 

ら 意 見 を も ち , 盲人 用 の 肖 出 し 印 刻 に 成功 し た 最初 の 
仕事 と し て は , 1786 年 に 出版 され た 「 盲 児童 教育 の 取 
Bu} と いう 本 を あげ て いる . この 本 は 普通 の 印刷 文 
字 で , その タイ トル に 1786 と いう 数 字 の 入っ て いる 
一 群 の 書物 の 中 で 最も 主要 な 作品 で ある . この 浮 出 し 
印 刻 に よる 本 の 大 部 分 の ペー ジ に は , 普通 の 印刷 文字 
で 1786 年 12 月 5 日 と いう 日 付 が 印刷 され て いる . こ 
の 書物 は 4 BHO 111 ペー ジ で , 13 Bi bk TRS 
校 の 目的 と か , 盲人 用 晴 眼 者 用 の 印刷 , 書き 方 , 算術 , 
地理 , 音楽 , 職業 手段 と し て の 手工 作業 な ど に 関し て , 
また , 盲人 を 教育 する 方 法 や 盲 教育 と ろう あ 教 育 と の 
平行 関係 , 言語 , 数 学 , 歴史 な ど に 関す る 論述 を の せ 
CWA. Chit, 王室 御用 の 印刷 業者 クル ズ ィ エ ー ル 
の 指導 の も と に , 育生 徒 た ちこ に よっ て パリ で 印刷 され 
fa5 OCHS. まだ , と の 本 は ア ュ イ に よっ て 正 室 に 
献上 され て いる . この 発明 は フラ ンス で 非常 な 注目 を 
集め , 人 びと は ア ュ イ を さま ざま な CLI CHEL 
ve. 

COBMILEFAME i ye VCE TRA VICK 
され , 「 盲 人 の 友 」 の 1883 年 号 の 1 巻 か ら 4 巻 に 発表 
され て いる . さら に , 盲人 詩人 で ある ブラ ッ ク ロ ッ ク 
は , 1795 年 に これ を 英語 に 翻訳 し て いる . ア ュ イ は 最 
初 (1784) 木製 の 打込み 文字 型 を 使い , 1785 年 に 木 板 
の 上 に 文字 型 を 洋 彫 り に し た も の を , そし て , 1786 年 
に は 活字 金 の 鋳型 を 使っ て 成功 し た の で あっ た . この 
活字 金 に よる 試み の と き , アニ テイ は アル ファ ベッ ト 3 


字 を 並べ た 文字 原 板 を 使っ た が , その 大 文字 に は , 見 
た 目 に は 美しかっ た が , 手触り で は か な り 読 みみ に く か 
っ た . 4 年 後に ある イタ リア 人 が 音楽 書 の 印刷 に フラ 
ンス 文字 を 使っ た こと が あっ た が , や が て それ も 中 上 比 
され た. 

1797 年 , アテ イ は アル ファ ベッ ト の 文字 形 を 変形 
し , それ を 印刷 用 文字 と 筆写 用 文字 に 使用 し た . 

Lal, ア ュ イ の 活字 は 非常 に 場所 を と る の が 欠点 
で あっ だ GERAD E VKEWVOCT 24 (WIG 
の 文字 シス テム を 考案 し 始め た . いく つか の 文字 は 横 
棒 が つけ られ て いる . それ に よっ て 文字 を 節約 し よう 
と する の で ある . そ こ で mn(n の 上 の 横線 ) は m を 表 わ 
Pee en ee ee また 」1, mm, 

r な どの 点 は 重複 を 表わす . 1 は で mm は mm 
a. COL うな 簡略 化 さ れ た シス テム で 印刷 され 
た 最初 の 作品 は , ドバイ イ の 「 フ ラン ス 語 文法 要 程 」 
で , これ は 1788 年 に 出版 され た . 

ア ュ イ の た どっ た 道 を 継い で , か れ の 最初 の 弟子 で 
あっ た レ で ゼー ル (Leseur) も 1806 年 に 印 刻 術 の た め 
の 學 力 を な し , イタ リッ ク の 大 文字 を 導入 し た . ギュ 
イェ 博士 は , 1817 年 に イタ リッ ク の アル ファ ベッ ト の 
た め の 活 字 を 鋳造 さき せ た が , や が て か れ は それ を ア ュ 
イ が 最初 に 試み た 書体 と 類似 する も の に 変え た . その 
書物 は , 二 つ 折 り 判 で 20 巻 , 四 つ 切 り 判 で 5 巻 と い 
ら 大 き な 本 で あっ た が 内 容 は わずか で , Lah, 各巻 
が 50 フ ラン も した. この 本 は や が て イタ リア に 取 入 
れ ら れる よう に な っ た . 校長 の 後継 者 と な っ た ビニ エ 
(Pignier) も , その 印 刻 物 を 大 い に 利 用 し た . 従来 の 
活字 で 印 序 し た 四 つ 切 り の も の 48 巻 , 二 つ 折り の も 
の 54 巻 が ある . 1828 一 1844 年 に ガイ ョ ー (Gaillot) 
は Oeienze-Vingts 院 で 以上 と 同じ 活字 で いく つか の 
本 を 印 刻 し て いる . 1840 年 か ら 院 長 に な っ た デュ フォ 
(Dufau) は , ロー マ 字 の 大 文字 で 印 刻 を 試み , マル 
セル ・ ル グラ ン が その 活字 の 鋳造 を し た . ANT VR 
府 の 試み た 例 に 従っ て , か れ は の ち に ロー マ 字 の 大 文 


字 の グラ スゴ ー 形 と , 直線 形 の イタ リッ ク 小 文字 で 印 


刻 を し て いる . LOB, AV 長 学 校 は ずっ と と の や り 
方 を 続け て いる . この デュ フォ ー の 活字 は , モル デン 
トウ アー に より 北 分 の 改良 が 加え られ て , アム ステ ル 
ダム の 和 盲 学校 に 採用 され た . 

1850 年 に な る と , パリ の 国立 盲 学校 は 線形 印刷 を 
いっ さい や め て し まっ た だ た. すでに 1819 年 に バル ビエ 
(Barbier) は , 盲人 が 自分 の 考え を 幾つ か 組合 わせ 
て 印 刻 し た 点 の 文章 で 表現 で きる 方 法 を 考案 し て い 
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る . この 点 の 組合 わせ は , 音 を 表わす の で て あっ て , 
文字 を 表わす の で は な か っ た . 

Ecriture nocturne と いう 本 が この 方 法 で 印 刻 さ れ 
た だ た. ブラ イ ュ は , この バル ビ ェ の 音 表 文 字 か ら 1825 
年 どろ に 級 字 法 に よる 文字 体系 (点字 ) を 作り だ し た . 
18297 BFS HS ・ シ スチ AMe ま る し 間 の 和正 MGT 
っ て 書か れ た 本 が 出版 され , 10 年 後に は フラ ンス 史 の 
書物 が 印刷 され た . 

し か し , この 新しい シス テム に 対し て 競争 者 が 現 わ 
れ て きた だ た . 特に デュ フォ ー は , 線 状 印 演 の た め の 新 し 
い 活 字 を 作る こと に よっ て と これ に 対抗 し よう と し た . 
10 年 間 の デュ フォ ー の 努力 は 大 し た 成果 を あげ な か 
っ た が , 盲 学校 の 教室 で は , デュ ェ フォー 文字 と と も に 
ブラ イ ュ 式 点字 が 教え られ る よう に な っ た . COR, 
ブラ イ ュ は 音楽 や 数 学 に も 使え る よう に し た り , 簡略 
式 の も の を 考案 し た り し て , これ 改良 を 加え た . fF 
略式 の も の は バル ビエ の 音 表 文 字 の 発展 し た も の と 見 
る あと と あ が で きみ る,。3884 年 , IF GA Bld 7 7 = SOBs 
け を 受け て 線 間 文字 を 考え だ し た . また , ラ ー ス ・ ダ ゲ 
ン (Laas dAguen) は , 1849 年 に ステ レオ 鉛 版 を 点字 


印刷 に 応用 し た . と うし て つい に 1850 年 , ペリ 盲 学 


校 の 25 年 間 の 公 的 な 試み の あと に , ブラ イ = ュ 点字 の 
教育 が 正式 に 取上げ られ , 2 年 後 に は その 印刷 が 開始 
され た . 1867 年 に ヨゼフ ・ ル ビ ト は 線 間 印 刻 を ステ レ 
オォ 化 する 方 法 を 考案 し た . Eke, 7 年 後 の 1875 年 に 盲 
人 の ズバ ルー が 両面 の 点 間 点 字 印 刻 を 行ない , これ を ス 
テレ 自公 まる 方 浜名 考 を 十 選 た まだ al882 年 (ab 以 
前 の 音 表 式 簡略 文字 を も 級 字 法 の 点字 に 変え ん る と と に 
成功 し , 1884 年 か ら ゥ 「 ブ ライ ュ 誌 | (Revue Braille) 
に 使わ れる よう に な っ た . 1890 年 か ら 両面 点 間 点字 印 
Rl に よっ て 出版 され て いる .「 ブ ライ ュ 誌 」 は , 1883 
年 か ら 定 期 的 に 発行 され る よう に な っ た . 1886 年 に フ 
ラン ス の 盲人 に 回 覧 用 の 図書 の 蔵書 が 整え られ た . こ 
HUCK LU CRBS BARBER OME ORY AKL 
Te: 

1887 年 に 現われ た ミュ ロー(Maulot) の 方 式 は , 基本 
的 に は 線 状 文字 を 基礎 と し て いる も の で , 盲人 の 身体 
的 な 素質 に 不適 合 で あっ た た め , ギル ボー の 判断 に よ 
り 学校 教 育 に 使用 ね れる ほど の も の と な ら な か っ た . 

1786 年 か ら 1895 年 の 間 に 300 種 の パン フレ ッ ト と 
600 種 の 書物 が か な り の 版 を 重ね て 出版 され た . 600 
の 本 の 中 で 約 100 が 線 状 文字 に より, 残り は ブラ イ ュ 
点 学 に より , まだ た) ご くわ ず か が バル ビエ シス テム に 
よっ て 印 刻 され て いる . フラ ンス の 盲人 の た め の 最 も 





有 能 な 印刷 事業 を 行なっ て いる の は , 「 バ リ ERS 
Rl 「 聖 き ミセ フ 兄 弟 団 の 盲 学校 」 「 聖 パウロ BAM 
BI TPA, チン シイ , マル セイ ュ , ツア vy ISAO 
盲 学 校 お よび 「 バ ラン タン ・ ア ュ イ 協会 」 で ある . し 
か し , 残念 な た こと に 幾 種類 もぉ の 印刷 が 行なわ れ て いる 
と いう こと は , 必ず し ゃ , それ だ け の 数 , 内 容 の 違っ 
た 本 が 出版 され て いる と いう こと に は な ら な い . し た 
が っ て , ギル ボー ら の 考え に よる と , 各種 の 印刷 事業 
が 「 バ ラン タン ・ ア ュ イ 協会 」 の 仲介 に よっ て , 互い 
に 連絡 を と りあ っ て 盲人 の た め の 書 籍 出版 を 徹底 的 に 
促進 し な けれ ば な ら な か っ た . | 
2) ア ュ イ が フラ ンス で 組織 的 な 盲人 教育 が 可能 で © 
ある こと を 示し た の ち , イギリス で も 18 世紀 に 入る © 
以前 に 四 つ の 衣 学 校 が 立て られ て いる . し か し , BA 
に 読み 方 を 教 ん を よう と する 試み は 挫折 し , 忘れ 去ら れ 
て し まっ た . 一 般 に 信じ られ て いる と と ころ (2 の 
家人 で 貴族 で あっ た チャ ー ル ス ・ ロ ー サ ー が 初め で 
ュ イ の 文字 を 取入れ , 1834 年 に 自分 の 城 に 印刷 所 を 建 
て た と いわ れ て いる . 盲人 の た め に 適当 な アル ファ ベ 
ッ ト を 案 出 し よう と する 1826 年 以来 の 努力 を ェ ジ ン 
バラ の 出版 業者 シェ イム ス ・ ゴ ー ル が 続け て , ロー マ 
字 ア ルフ ァ ベ ッ ト を 広く 改変 し た いわ ゆる 三角 文字 を 
その 目的 の た め に 採用 する に 至っ た いく つか の 試作 が 
行 な われ た ODI 1832 年 , この シス テム に よっ て 最 
初 の 盲人 用 の 聖書 ( ミ ハ ネ 伝 ) が 作ら れ た の で あっ 
た . この 印字 は 以前 の ぺり の も の に 比べ て 読み や すか 
っ た が , ゴー ル に は 年 齢 に か か わら ず , EATBAT 
も 読め る シス テ ょ を 作る と いら 意図 を も っ て いた . し 
か し , 点字 状 の 文字 を の ち に 採用 し た こと は , この 目 
的 に 近づく の に 効果 が あっ た . ゴー ル は イギリス に お 
ける 盲人 用 印刷 文字 の 分 野 で の 先駆 者 で あり , か れ は 
その 著作 に よっ て 世 人 の 関心 を 大 い に 喚 起 し , その た 
め 1832 年 , スコ ュ ッ トラ ンド 技術 協会 は 証人 が 使用 す 
る に 最も よい アル ファ ベッ ト を 案 出 し た 功績 に 対し 
20 ポン ド に 相当 する 金メダル を 贈っ た ほ ど で あ っ た . 
15 種 の 印刷 シス テム の うら も 12 は 自由 に 案 出 され た も 
DCH), Sot 従来 行 な ち われ て いた 印刷 アル ファ 
ベッ ト を 改良 し た も の で ある が , それ ら が 表彰 の と き 
に 展示 され た だ た . 協会 に 送付 され た 案 は 19 種 で あっ た 
が , その うち の 4 種 は 落選 し た . ロー マ 字 アル ファ で 
ッ ト そ の まま の も の は 奇妙 に ゃ 問題 と され て いな か っ 
た . Ek, 協会 の 審査 の 際 に も , 果たし て 晴 眼 者 の ア 
ルフ ァ ベ ッ ト を 捨て て , 盲人 用 の 特別 の シス テム を 案 
出す る こと が 必要 で ある の か , どう か を 句 問 に 思っ た 
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者 も な く , か えっ て 人 びと は 全然 別個 に 考案 され た 新 
し い シ ステ ム を 採る か , ロー マ 字 アル ファ ベッ ト の 改 
良 形 を 採る か の 問題 を 考え た だ け で あっ た . 決定 を く 
だ す 前 に , 人 びと は , 1836 年 に イギリス 内 の すべ て の 
衣 人 施設 に 問題 の シス テム の 印刷 例 を 送っ て 精査 を 依 
頼 し た . グラ スゴ ー 盲 学校 の 校長 アル スト ン (Alston ) 
は , DE Vic 独創 的 た シス テム も , ロビ ローマ字 アル フ 
ァ ベ ッ ト を あま り に 改変 し 過ぎ た も の も , どちら も ゃ 採 
る べき で な いと い 2 意見 で あっ た . それ は その こと に 
よっ て 晴 眼 者 と 盲人 と の 隔 り が いっ そう ひど く な る と 
考え られ た た めで あっ た . アル スト ン は その 間 に 人 死去 
旧 ス ライ (Ery) 博 計 の = ョ ー マ 宇 天文 字 に よる シス 
テム に わずか な 改良 を 加え た . これ は アル スト ン 文 字 
体系 の 名 で 知ら れ て いる も の で ある が , これ は 協会 の 
1837 年 の 報告 書 に 掲載 され , 金メダル が , 死去 し た 
ラフ ライ 博士 に 贈 られ た . 

アル スト ン 体 系 は , その 文字 の 形状 が 統一 的 で ある 
点 で 特徴 的 で ある . ちよ っ と 触っ た と ころ で は , E, 是 
K, M, N,X や Z な どの 文字 は みな 一 つの 四角 形 に 思 
bn, D, G, 〇 O や O は 同様 に 円 形 を 有 し て いる の で あ 
る . さら に 文字 の 大 き さ が 小さ く て , 文字 相互 を 分 別 
する 内 的 特長 点 は 触感 だ け に よっ て は 知覚 し が た く , 
垂直 線 分 が あまりに 多い の で 文字 と 文字 と の 切れ 目 が 
わか り に くい の で , 字 の 取 人 違え が し ば し ば 起こ る の で 
DA. この 欠陥 を 補 5 た め , アル スト ン は 余計 な 部 分 
を いっ さい 取 去 っ て か ら , 文字 相互 を 区 別 す る た め の 
小さ な 記号 を 加え た . し か し , この 記号 は し ば し ば 使 
用 する と や が て すり 減っ て , 字 の 取 違 え が ま すま す ひ 
aye A. 

彫刻 家 ガル ス の 息子 は の ち に 三角 形体 系 を 放棄 し 
て , 普通 の ロー マ 字 の 大 文字 と 小文字 か ら な り 立 っ て 
いて , 平滑 で 突出 し た 点 を 含む 形状 の アル ファ ベッ ト 
を それ に 置 替え て いる . さら に 「 ブ リス トル 協会 」 に よ 
っ て ロー マ 字 の 大 文字 と 小文字 が 改良 アル ファ ベッ ト 
シス テム と し て 利用 され て いる . 2-7ORFROE 
長 で あっ た W・ テ ー ラ ー は , 活字 文字 の 形態 に 検討 を 
交 ロン ドン に 住む 印刷 者 〕・E・ テ ー ラ ー が その 活 
字 を 作り , 1857 年 に これ を 印刷 に 使用 し た . リト ル デ 
イル の シス テム に よる 大 文字 と 小文字 の 組合 わせ は , 
現在 で も ウォ セス ター で 使わ れ て いる が , ここ に は , 
この シス テム に よる 印刷 の た め の 専 門 の 団体 が ある . 
ジョ ン ソ ン の 主唱 に より イギリス お よび その 他 の 聖書 
協会 は 。 ロー マ 字 の 大 文字 , 小文字 よる アル ファ ベ 
ッ ト を 盲人 用 の 洋 出 し 印刷 用 と し て 推 せ ん し , ワッ ト 


・ ロ ンド ン 社 に 印刷 させ た . 

「 ス コッ トラ ンド 技術 協会 」 の 提供 し た 賞品 を 受け た 
他 の 1 人 は T・M・ リ ュー カス で あっ た . か れ の 考え た 
シン システム, イギリス 盲人 用 アル ファ ベッ ト 決 定 版 は 一 
つの 点 と 一 つの 円 と , 2 種 の 大 き さ を も っ た 半 円 と , 長 
短 2 種 の 線 か ら な っ て いる . 大 きい 方 の 半 円 と 長い 方 
の 線 の 末端 に は , 一 つの 点 を つけ て いる . COKOO 
記号 か ら , その さま ざま な 組合 わせ こよ っ て , 13 個 の 
基本 文字 , さ ら に 組合 わ ちせ の く あ うに よっ て 40 個 の 各 
種 の 記号 が 作ら れ て いる . その うち リュ ー カ ス は 36 
個 だ け を 作っ て いる . 略語 は 数 字 と と も に 非常 に 不 統 
一 で 不明 確 で わか り に くい . 聖書 的 な 内 容 を も っ た か 
な り の 本 が 「 ロ ンド ン 青 児童 読書 協会 ] の た め に この 


リュ ー カ スシ ステ ム で 印刷 出版 され 普及 し て いる . 


WAAC Sie anit Ine 7 ey 
ー ゃ 行なっ た . か れ は 晴 眼 者 の た め に 考案 し た 表 音 シ 
ステ ム を 盲人 用 と し て 利用 する こと を 試み た . か れ は 
六 つ の 基本 記号 を 使っ た . すなわち , 直線 と 円 お よび 
半 円 , 直角 と 鋭角 な か ぎ 形 で , と れ ら に より 33 個 の 各 
種 の 文字 が 作ら れ て いる . し か し , と れ は アル ファ ベ 
ッ ト の 26 文字 を 表わす の で は な く , 英語 の 発音 を 記述 
する も の で ある . フレ ヤー は 盲人 用 浮 出 し 文字 の た め 
に 古代 ギリ シャ 文字 を 利用 し た 最初 の 人 で ある . か れ 
は 各行 の 書 出 し を 見 つけ る の を 容易 に こす る た め に , FF 
出し の 胡弓 型 の 記号 を 使っ た . これ は 読ん で いる 指 を 
行 の 左右 へ 交互 に 中 断 す る こと な く 導 いて いく . 1839 
年 か ら 1851 年 まで に フレ ヤー は この 方 法 で 二 つ 折 版 
15 巻 に より 聖書 全巻 を 出版 し て いる . 

エジンバラ 協会 に よっ て 紹介 され て , こと に あげ て 
いな い シ ステ ュ ょ ム は 実用 化 さ れ て いな い . 

輝 自 の 構想 に よる シス テム の うら ち で 最も 広く 普及 し 
て いる も の は ムー ン (William Moon) の も の で ある . 
1839 年 に 完全 に 失明 し た ムー ン は ほ は, フレ ヤー・ シ ス 
テム の 本 で 読み 方 を 学び , それ と と も に 他 の 盲人 に も 
それ を 教え る こと を 始 め た . か れ は 5 年 か か っ て 1 
人 の 盲 児 の 教育 を し た が , その 努力 は 失敗 に 終っ た . 
し か し , その 経験 は か れ を どん な こども に $ ゃ 習得 で き 
る よう な 簡単 で 理解 の 容易 な ンス テム を 考案 する に 和 至 
Bes 20P40 レン ステ BDAC CHASACOYVAT 
ム は , ロー マ 字 アル ファ ベッ ト の 歴史 的 な 基本 態 に 基 
づい て いて , TREND BB CH SARS eK EOLER 
に , 形態 が 非常 に 数 学 的 に 確 然 と し て いる . ミハイル 
ス 博 士 の 検討 に よれ ば , ムー ン 式 シス テム の 基本 的 な 
考え 方 は , 従来 の イギリス 式 速記 術 と 深い つなが り を 
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も っ て いる . それは , 一 の つ ーー つの 音 を で きる だ け 単 純 な 
幾何 学 記号 で 代表 さき せる と いう 考え で ある . し た が っ 
て , すでに 最初 の 速記 術 用 アル ファ ベッ ト (1602 年 ) 
が イギリス で 採用 し た と ほとん ど 同 じ 記 号 へ , ムー ン 
が か えっ て いっ た と いう こと と は 興味 深い こと で ある ・ 
J 了 ・ ウ ィ リ ス の アル ファ ベッ ト は 以下 の よう な も の を 
含ん で いる . ① 四 つの 方 向 を も つ 直 線 . ② 円 と 長 円. 
③ 四 つの 位置 を も ゃ つ 半 円 ④② 四 つの 直角 ⑤ 四 つの 鋭角 . 
⑥ Z-z. OM COME 4 lM. 

し た が っ て , ムー ン 式 で は 末端 に 付加 され て いた 直 
線 を 陣 線 に 替え て ウィ リス 式 と すれ ば 両者 の アル ファ 
ベッ ト の 記号 は 完全 に 付 合 す る . それ に 対 し て 両者 の 
アル ファ ベッ ト は 記号 を アル ファ ベッ ト の 文字 に 配分 
する 仕方 で 非常 に 異な っ て いる . すなわち , ムー ン 式 
は 個々 の 文字 が それ に 対応 する ラテ ン 文 字 の 大 文字 お 
よび 小文字 に で きる だ け 似 る よ うだ 配分 され て いる . 
ムー ン 式 シス テム は 非常 に 急速 に 普及 し た . イギリス 
の 各 都 市 に は 成人 し た 家人 に 読み 方 を 教え , 本 を 供給 
する 団体 が 生 まれ た . ムー ン 自 身 は , 1858 年 か ら 60 
年 に か け て , オラ ンダ お よび ドイ ツ の 一 部 を 旅行 し て 
WS. この 旅行 の 結果 , すでに 1860 年 。 ロッ テル ダ 
ム の 盲 学校 に 最初 の 印刷 機械 が すえ 付け られ , ハ ノ ー 
バー で は , ムー ン の 文字 を 推奨 する 人 と し て 視 学 官 の 
カン マン が 見 だ され た . FVAF YORFRET AW 
ギ は , この 方 式 を か れ が これ まで 知っ た 文字 体系 の 中 
で 最も よい も の と し て いる . ベル リン で は , ムー ン の 
提言 に よっ て , ムー ン 式 文字 こよ る 盲人 読書 の 援助 の 
た め の 団 体 が 生ま れ た . 

この シス テム で 印刷 され た 最初 の 月 刊 誌 が 1847 年 
に , ブラ イト ン で 発行 され た . すでに 1858 年 に は 英 
語 に よる 聖書 全巻 が 完訳 され , 「 英 国 お よび 外国 聖書 
協会 ] は , 聖書 の 各巻 を 外国 語 で も 印刷 する と い 29 特 
殊 な 目的 に 多大 の 寄与 を な し て いる . ムー ン ・ シ ステ 
ム に よる 印刷 が いか に 能率 的 で あっ た か を 示 す も の 
UL, DF 4A AAT ア (に WSIS BS Sy eee 
の 報告 書 で ある (考案 者 の 息子 )、 フィ ラ デ ル フィ ア 
Clk, DROME, 50 年 間 に 約 19 万 5000 部 の 本 が 
この シス テム で 印刷 され , 420 の 各国 語 方 言 に よる 文 
書 が 作ら れ た と の こと で ある . ムー ン 式 の 考案 に よっ 
て イギリス の 盲人 は 五 つ の 異な っ た 文字 シス テム を も 
つこ と に な つら だ が CORD, 内 き 棒 但 逢 が 起 り 
多大 の 費用 が か か っ た だ け で な く , 盲人 の 学問 , 教育 
は 何ら 促進 され な いま まで あっ た だ た. T¥VATORA 
文字 の 問題 が いか に 不安 定 の も の で あっ た か を 示す 典 





味 あ る も の で ある が , 1864 年 に ベル トラ ム ・ ミ ッ ト フ 
ォ ー ド に よっ て 公 に され た 経験 談 か ら 明 ら か に され で 
いる . それ に よる と 文字 は 水平 に だ け で な く , 垂直 す 
な わ ち 縦 書 き に も され た と の こと で , その 例 が 縦 書き 
(こさ れ た 主 の 祈り 模写 図 に の せら れ て いた . これ ら の 
文字 の 問題 の 遺 坊 な 事態 を 解決 する た め に 催さ れ た 各 
学校 代表 者 の 会 議 も , 印刷 お ょ び 筆 記 用 の シス テム を 
一 つと 統一 する こと に つい て 何ら 一 致 を 示さ な か っ 
た . そし て , この よう な 状態 の も ゃ と で 盲人 用 と し で 薩 
も すぐ れ た 文字 体系 を 求め る 問題 は , 盲人 自身 に よっ 
て 解決 され な けれ ば な ら な いと い 2 意見 が 次 第 に 広 が 
っ て いっ た だ た. そこ と で, アー ミ テ ー ジ 博士 の 提唱 に よっ 
て , この 間 題 の 解決 の た め に 数 人 の 教養 ある BAM 
集 っ て , (¥ VABLOABR BABS CBritish and 
Foreign Blind Association) を 作っ た . 触感 だ け に 
よっ て 読書 する こと を 余儀 な くさ れ て いる 人 びと の 集 

り で ある この 協会 の 会 長 は , 各種 の 浮 出 し 文字 シス テ 
ム の 実用 性 を 比較 検討 する と いう 特別 の 任務 を も っ て 
いた . 結局 , 数 多く の 判断 力 の ある 盲人 た ちの 協力 の 
HEC, ムー ン 式 も 含む 線 状 文字 ンス テム は , 書 《 の 
(に あま り 適 し て いな いと いう 理由 で , 点字 シス テム を 
採用 する こと に 決め られ た . そこ で , 当時 存在 し て い 
た 二 つ の 点字 の 様式 を 慎重 に 検討 し た 結果 . ブラ イラ 
式 シ ステ ょ ム が 選ば れ , の ち に その 基本 着想 に 基づい て , 
その 簡略 文字 も 作成 され た . すでに 1869 年 に 点字 に 
よる 最初 の 本 が 出版 され た . 最初 は 片面 , 1 , 2 年 後に 
は 両面 印刷 が 清 動 式 で 行なわ れ た が , この 印刷 様 静 は 
2 , 3 年 後に 印 刻 さ れ た 金属 原 板 の 使用 (に よっ て BE 
され た . 

(3) アメ リカ で は 型 人 用 浮 出 し 文字 の 歴史 は ポスト 
ン と フィ ラ デ ル フィ ア に お ける 盲 学校 設立 と ほとん 天 
時 を 同じ くし て 始ま っ た . フィ ラ デ ル フィ ア 盲 学校 の 
印刷 所 は , すでに その 学校 創立 の 年 で ある 1833 年 に , 
ロー マ 字 を 簡略 化し た 文字 で 志 人 用 の 浮 出 し 文字 に よ 
る アメ リカ で 最初 の 本 を 作っ た . これ は ョ ハネ 伝 福音 
書 で あっ た . ハウ ゥ は その 活動 を 始め る 以前 に , 見 開 を 
広め て それ を 利用 し よう と する 考え か ら , ヨー ロッ ズ 
の 重要 な 盲 学校 , 特に エジンバラ の 盲 学校 を 訪問 し て 
いる . か れ は 帰国 後 , 1834 年 に 当時 アス メリカ に 普及 し 
て いた シス テ ょ ュ , すなわち , ボス トン 印刷 方 英 に よ っ 
て 書物 を 印刷 する こと を 始め た . この 方 式 は ロー マ 室 
の 小文字 を 改良 し た も の で あっ た . 触感 を 明瞭 に する 
た め , か れ は 文字 の 形 を 単純 化し た だ け で な く , それ 
ら が 互い に で きる だ け 似 な いよ うに , ある も の は ゴー 
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ル 式 の よう に 角 ば ら せ , ある も の に は ロー マ 字 アル フ 
ァ ベ ッ ト の よう に 丸い 形 を 考え て いる . し か し , 小 文 
字 の e は 例外 で , これ に 対し て は , ギリ シヤ 文字 の s 
を 使用 し た . さら に ハウ ク は 文字 を 野 線 の 間 に 並 べ る 
こと に よっ て 場所 を 僚 約 する こと と , 読み や すく する 
と いう 二 つ の 利点 を 付加 する こと に 成功 し た . 二 つ の 
大 文字 ご と 耳 は 複合 印刷 が 使用 され る よう に な っ の 
細 証 間柄 店 じ で 消し に ずら し て 印刷 し た 小 支 字 の g 
尼 N び ] に 置 替 えら れ た だ た. こう し て , ほとん ど 同 時 に 
上 病 だ ポト シン と ライ ラ デ ル フィア の 二 つ の シス テ 
Ald, 時 間 の 経過 と 共に 新しく 生れ た 盲 学校 の 採用 を 
Mo CHALK. 小文字 を 多く 使用 する こと は 解読 を 
容易 に する こと が わか り , フィ ラ デ ル フィ ア の 印刷 が 
次 第 に 活動 を 停止 し た . し か し , 1835 年 か ら 40 年 に 
か け て , も う 少 し 改良 を 加え た 文字 シス テム が 試作 さ 
Mik. こと の シス テム に よっ て 英語 に よる 雑誌 と , ドイ 
ツ 語 に よる 本 が 出版 され て いる . 後者 は フリ ー ド レン 
ダー (Friedelander) が ウィ ー ン 国立 盲 学校 の 記念 と 
じ て 出 版 し た も の で ある . 1852 年 , ロン ドン で 行なわ 
れ た 産業 博覧 会 に お ける 審査 会 は ボス トン 印刷 に い 
っ さい の 他 の HHL ME YVAF AK 対す る 優位 を 与 
え , そし て 1853 年 に = ニュ ー ョ ー ク で 催さ れ た 盲 学校 
校長 お よび 教師 会 議 は , 将来 の 洋 出 し 印刷 事業 用 と し 
て ボス トン 文字 の 採用 を 推 せ ん し て いる . し た が っ 
て , 本 の 問題 に 関し て は , この 国 の 盲 学校 は 多年 の 間 
ほとん ど ボ スト ン 印 刷 所 に 依存 し て いた . © 

以上 二 つ の シス テム ュ の 検討 を し て いる うち に , フィ 
ラ デ ル フィ ア の N.B. クニ ー ス に よっ て 第 3 の シス テ 
ム が 生ま れ た だ た. これ は いわ ゆる 複合 印刷 と いう も の 
で , ロー マ 字 の 大 文字 お よび 小文字 か ら な り 立 っ て い 
る . この 人 は さら に 有益 な 書物 の 出版 に 功績 を 残し て 
いる . 

ムー ン 式 シス テム も フィ ラ デ ル フィ ア の 盲人 家庭 孝 
AM 回 読書 会 (The Home Teaching and Free Cir- 
culating Library Association for the Blind) と いう 
団体 に よっ て 大 い に 普 及 し た . 

ブラ イ ュ 点字 は , 1860 年 に ミズ ー リ ー 盲 学校 の 藻 学 
| 官 S・ ポ ー ラ ッ ク 博 士 に よっ て 直接 ぷ リ から ア メリ カ 
へ 移入 され , その 年 に す ぐ こ の 学校 の 文学 と 音楽 の 両 
ee ANC(@ 244 よ の (に な つた だ 。 し か し , プラ テイ テ ・ 
ンス テム が , し ば し は 使用 する 文字 を も か な り の 数 の 
点 で 表わさ な けれ ば な ら な いと いう 事情 が , 1868 年 に 
ウェ イト (こよ る ニュ ー ョ ー ク 点字 方 共 (ニュ ー ョ ヨー ク 
ポイ ント ) を 生 こ と と な っ だ ただ. ニュ ー ヨ ー ク 型 学校 


が 線形 文字 に 対し て と っ た 態度 に 影響 を 号 え た も の は 
統計 上 の 事実 で あっ た . すなわち , 統計 は 664 人 の 生 
徒 の 中 で , それ まで 普及 し て いた ボス トン 印刷 の シス 
テム を 読み こなせ る 者 が わずか 34 パー セン ト に 過ぎ 
な か っ た . 一 方 , ウエイト は 自分 の 点字 シス テム を 相 
応 の 能力 で マス ター し た 生徒 の 数 は 95 パー セン ト で 
ある と 見 積 っ て いた . 線形 文字 に 対す る 点字 の 優位 は 
1871 年 の 第 2 回 アメ リカ 盲人 教師 会 議 の 決議 に よっ 
て いっ そう 確実 と な っ た . この 決議 は 国内 の 盲 学校 に 
WUC, ニュ ー ヨ ー ク 点字 アル ファ ベッ ト を 採用 する 
こと を 推 せ ん し て いる . と の シス テム の 根本 に な っ て 
いる 原理 は , その 文字 の 使用 軽度 に 従っ て , 記号 を ぁ 
り 分 ける と いう とこ と で ある が , KA bY BFRO JW. 
スミ ス は , この 原理 を 当初 の ブ プライ ュ ユ ・ シ ステ ム に 導 
AULT, と こ に 印刷 お よび 筆記 用 と し て の 第 3 の アル 
ファ ベッ ト が 生ま れ だ た. アメ リカ 式 ブ ライ ラ 点 字 シ ス 
FUCHS 

アメ リカ の 盲人 に 本 を 提供 し ょ うと する 配慮 に 関し 
て は , その 機会 を 初め て 法律 的 に 定め た と いう 名 和 菅 は 
ケン タッ キー 州 に 帰せ られ る . 1858 年 に ルイスビル に 
ある アメ リカ 盲人 用 印刷 所 が 法律 的 特権 を 与え られ て 
いる . 1879 年 の 州 議会 は 。 これ に 年 額 1 万 ドル の 支出 
を 許可 し て いる . 現在 この 印刷 所 を 管理 し て いる ハン 
ッ ン の 発表 に よる と , この 印刷 所 は , 1870 年 以降 毎年 
150 ペー ジ ば か り の 本 を 約 2500 冊 印 刷 し て いる . そ 
LT, この 点 で 世界 中 で も 最も 能力 の ある この 種 の 印 
刷 所 と な っ て いる . こと こ で 印刷 に 使わ れ て いる シス テ 
AVL, 複合 印刷 と = ニュー ョ ヨー クタ 点 字 方 式 で ある . BA 
に 新教 の 宗教 書 を 与え る た め の 団 体 が , 毎週 国際 的 な 
日 曜 学校 を 開い て いる . Ek, アメ リカ 聖書 協会 は 聖 
書 を ニュ ー ヨ ー ク 京 字 で 出版 し て いる . TAVAOB 
人 に と っ て , 不利 益 な こと は 特に 音楽 書 の 輸入 関税 が 
高い と こと で あっ た . その た め , アメ リカ の 盲人 は 外国 
書 を 読 ゆ や こと が ほとん と 不可 能 で あっ た . 

eee oA ey, デン マー ク グリ オフ ング 


で は , 肖 出 し 本 を 初め て 盲人 の 一 般 的 使用 に 供し た と 


いら と と は , アベ イー の 功績 で は ある が , アベ イー と 
その 後援 者 は , 盲人 た ち に 紙 に 書い た 文字 に よっ て , 
考え を 伝え る と いう と と を 教え よう と し た 最初 の 人 び 
と NG で (ポジ リート リッ セ ド フ ォ ン シン os 
ラディ ス に よる 触 読 用 の 文字 と , その た め に 発明 され 
た 印字 器 が あっ た か ら で あ る . 

ドイ ツ で 線形 の 党 出し 文字 を 最初 に 使っ た の は クラ 
イン で , か れ は 1809 年 , ウィ ー ン で 自分 が 考え だ し 
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た 打出 し 文字 を 使っ た の で あっ た . ブレ スラ ウ に い 
た クニ ー も , また , 独自 の く あ ふう に よっ て 打出 し 文字 
を 使っ て いる が , か れ は 1818 年 に ラテ ン 文 字 の BR 
し , 約 1 イ ンチ ほど 突出 し た 打出 し 文字 を 自分 の 費用 
で 作ら せ て いる . 一 方 , 衣 人 の フン ク は , 突出 し 文字 
の 刻印 用 原 板 を 作る の に 鋳造 の 鉱 鉄 ピ ン を 用 いる と い 
う 着 想 を も っ て いた よう に 思わ れる . 文字 の 形 の 各部 
を 作る の に 使用 する 工具 は , この フン ク の 考案 に よっ 
て いる . シャ フト の 前 面 の 上 部 は , 一 つ 一 つの 文字 や 
数 字 や 記号 を EH Dic 出さ せ た 印 刻 原 板 の 製作 は , 
1848 年 ウィ ー ン の 国立 宮廷 政府 印刷 所 で 作ら れ た が , 
ブレ スロ ー で は , ハル ラ ィ ッ ヒ 工場 で も っ と 以前 に 作 
られ て いた だ た. 多く の ドイ ッ ツ の 盲 学校 は , 少な く と も , 
当初 に お いて は , その 印刷 用 原料 を この 二 つ の 施設 
の いずれ れ か か ら も らい 受け て いた . この 刻印 用 活字 
は ロー マ 字 の 大 文字 で ある が , クラ イン に よっ て , 
1809 年 , ウィ ー ン 盲 学校 に 採 入れ ん られ, ベル リン へ 
は .「 ま 840( 征 Yad 4 RS es uA Se 
WL18194F 7 =-WLYN, ミュ ン ヘ ン へ は 1827 年 シュ 
テューバ ー に より , ブラ ウン ・ シ ュ バ イク は 1830 


年 ラッ ンマ ツン 引 ま あ り 各 し SO eal ik a Ba 


年 シー ベル に より 採 入 れ ら れ た だ た . 2, 3 の 盲 学校 で は , 
これ を た だ 筆記 用 文字 と し て だ け 使 っ て いた が , 大 部 
分 の 学校 で は 印刷 用 と し て 用 いて いた -. 

クラ イン は 最初 , この 刻印 活字 を , 筆記 用 と し て だ 
け 使 用 し た が , の ち に 印刷 用 と し て も 用 いる よう に な 
っ た . その 最も 簡単 な や り 方 は 次 の よう な も の で あっ 
た . すなわち , クラ イン は (1805 年 ) 1 枚 の 板 に ろ 9 
を 引い て , それ に 文字 の 形 を 書き , これ を 石 芝 の 型 に 
取り , その よう に し て で きた 母 型 に 湿 し た 紙 の 原 板 を 
押し つけ て 作る の で ある . 1807 年 に か れ は 別 の 考え 
を も つよ うに な っ た . か れ は まず 強く て よく な めし た 
紙 か ら 文 字 の 形 を 切 取り , そ れ を に か わ RO 紙 に 付 
け , その 上 に 湿 し た 1 枚 の 紙 を の せ , これ を し っ か り 
と フェ ルト 板 で 父 型 に 押 つ し け , それ に よっ て し っ か 
り と 輪郭 を だ し , CHARI Eo CHRO CHD 
る よう に な る わけ で ある . 1808 年 , グー テン ベル ク の 
よう に , クラ イン は 木製 の 活字 を 使用 し 始め , それ に 
よっ て 印刷 され た テキ スト は , いち お う 確 定 的 な 方 式 
(に よっ て 作ら れ た ドド イツ で 最初 の 盲人 印刷 で ある こと 
は 確か で ある . クラ イン は , 3 年 後に シェ トラ ウス 式 
印刷 に よる 大 型 で 触感 の 明瞭 な 鈴 活字 を 製作 し た . こ 
の 文字 は , の ち に フラ イ ジンガ ー 守 学校 に 移入 され た 
が , あま り 長 く は 行なわ ち わ れ な か っ た . これ に 次 いで , 


印 ウ ィ ー ン 盲 学校 が 1860 年 まで 使用 し て いた 活字 が 
採用 され る こと に な っ た . こ れ は , LOBE < SAR 
BLT, エン トリ ッ ヘ ル の 入門 書 第 1 版 が 国立 印刷 所 
で の 印刷 に 使用 され た . 以上 あげ た 印刷 文字 以外 に , 
アム ステ ルダム 文字 (1816 年 に フ = アボ ポー Ia 還 還 
ら て 考案 され た ), ブ プラ ウン シュ バイ タク 文字 (1830 年 か 
1833 年 に ラッ ハマ ン に よっ て 採 入 れ ら れ た ), ベス ト 
文字 (1838 年 。 ドレ シッ ツァ レー ク に よう Te 
ヘン 文字 (1839 年 , ステ ュー バー に よっ て ), フラ イ 
ブル グ 文 字 (1840 年 , ミュ ー ラ ー に よっ て ), ウィ ー 
YM (1841, FIT VORA) See 
EM? (1842 年 , シー ベル に によって) パル ee 
(1846 年 , ソイ ネ によって) な ど が あげ られ る . 
1850 年 に 用 いら れる よう に な っ た イタ リア 式 印 刷 支 
字 の ツ ォ イネ 文字 は ボス トン 文字 を まね だ た も の で , そ 
れ と の 人 違い は 固有 名 詞 用 の ウン シャ ル 活 字 を も っ て い 
る 点 で ある .、 ブ ラウ ンジ シュ バイ ク 文字 は ほ は ローマ で の ⑳ 調 
文字 , 小文字 に 基づい て いる . その 他 の 印刷 文字 は , 
大 体 ま る み を 帯び た ラテ ン 小 文字 で 頭 文字 だ け に ロー 
マ 字 の 大 文字 を 使っ て いる . 

打込み 活字 に よる 印刷 の 最初 の 製品 が , 1830 年 に ブ 
レス ロー で 出版 され た と き (新教 の 信仰 問答 書 ) F 
ェ ュー リッ ヒ 印 刷 所 は 1 民 の 語学 書 を 出版 し し また バー 
ee Fh 4 福音 書 を 印刷 し て いる . 

打込み 活字 印刷 と 加 圧 印刷 と の 中 間 を と っ た の が シ 
ュ ト ゥ ッッ ト ガ ルト に ある ビュ ル テ ン ブル グ 聖 書 協会 の 
点字 印刷 で ある . この 協会 の 印刷 所 は , その 印刷 部 数 
に お いて ドイ ツ 第 1 の 印刷 所 で ある と いわ れ て いる . 
ここ で 盲人 用 図書 を 最初 に 印刷 し た の は , 4ROW 
会 書記 長 で あっ た グン デル ト で , か れ は まず 1840 年 
(に ルカ 伝 福音 書 を 自ら 翻刻 し 印刷 し た . 1858 年 に な っ 
て 協会 長 で ある 盲人 の ケッ ヒ リ ン が 印刷 の 仕事 を 担当 
し た . そし て , 1863 年 に は 志 人 用 聖書 の 全巻 , 旧約 聖 
書 48 巻 , 新約 聖書 15 巻 と な っ て 完成 され た こと が 報 
SICAL 

CRWRF a7 LR LK AAA SRS 
の 製作 法 を , 1845 年 の 活字 試作 展示 会 で 発表 し て いる 
が , この 方 法 は た だ 一 つの 試み と し て 印刷 に 用 いら れ 
た に 過ぎ な か っ た . 石 を 腐 館 さ せ て 作る 石版 画 的 方 法 
ゃ も , 1832 年 か ら 40 年 に か け て ウィ ー ン の トレ ンチ = ェ 
ンス キー 商会 の 印刷 に よっ て 使用 きれ て いる . 
ほとん どこ れ と 同時 に , バウ ン シ ュ バイ ク の ラッ ハズ 
マン は 3 種類 の 記号 シス テム を 考案 した. thre 
学 的 な も の と , 四角 形式 の も の と , 点字 シス テム に よ 
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る も の で あっ た . 

1841 年 ラッ ハマ ン に よっ て 考案 され た 点字 シス テ 
Al, か れ 自身 が ブラ イ ュ 点字 の 改良 版 と 名 づけ て い 
る も の で ある が , いま だ に 全然 実用 に な っ て いな い . 

ドイ ツ で は これ まで 数 多く の 試み が な され て きた 
が , イギリス な ど と に 比べ る と 盲 学校 に お ける 読本 使用 
の 制度 な ど , か な り 低 い 位置 に ある . し た が っ て , こ 
とこ で は 印刷 文字 の 縮小 と い 2 必要 が , まだ 一 般 に は 感 
じ ら れ て いな か っ た . その た め , ドイ ツ の 盲人 図書 は , 
同じ 内 容 を も つ フ ラン ス や イギリス , アメ リカ な どの 
図書 と 比べ て 巻数 が 多く な っ て いる . この 分 野 に お け 
る 諸 外国 の 進歩 は , クニ ー に 負う と こと ころ が 大 で ある が , 
か れ は 長持ち する 打込み 活字 印刷 を , あま り 持 続 し な 
い 圧 印 印刷 に 変え る こと を 欲し な か っ た . か れ は 1856 
年 に 試験 的 に 小型 活字 に よる 印刷 を 行なわ せ た . これ 
は 同じ 広 さ の 紙面 に 印刷 し た と き , 以前 の も の より も 
多く の 字数 を 入れ る こと が で きた . し か し , 活字 の 縮 
小 に よっ て 生じ た この 利点 を 十分 印刷 上 に 生か す に 
Ik, クニ ー 自 身 も いっ て いる よう に , 金 と 勇気 と に 欠 
け て いた . そこ で か れ は いく つか の 略字 を 構成 し て , 
それ に より 時 間 と 空間 と を 節約 で きる よう に し た . か 
れ は これ を 1856 年 に 新版 の 信仰 問答 書 を 印刷 する と 
Sic 使用 し た . か れ が そこ で 略字 に し た の は ae, au, 
au, ch, ck, ei, (en), eu, eu, ff, ie ,11 mm, nn, rr, sch 
ss, st, tt, und, ung,tz. な ど で あ っ た . HOD BFR 
か ら 回 答 さ れ た 検討 結果 報告 は KCOKVICHEW CH 
定 的 で あっ た . 

それ で も , 1857 年 に 略字 (en) を も 加え た 簡略 印刷 
に よっ て 1 冊 の 小さ な 「 音 楽 教程 ] が 出版 され た . こ 
の 小冊子 の 付録 で 。 クニ ー は 1841 年 に パリ か ら RA 
れ た ブラ イ ュ 式 点字 アル ファ ベッ ト を 初め て 印刷 に し 
た . し か し , ブラ イニ ・ シ ステ ム を 学校 教育 に 採用 す 
る と いう 計画 は か れ の 死に よっ て 成功 し な か っ た . し 
か し , ブレ スラ ウ 印 刷 所 は 未刊 本 の クロ ー ズ 教科 書 を 
出版 し し また , この 種 の 印刷 の 最後 の も の と し て , 
1870 年 に 讃 美 歌 を 出版 し て いる . 

ドイ ツ に ある 他 の 学校 の 印刷 所 は , 当時 , まだ 2, 
3 の 教科 書 の 出版 を 除け ば 大 し た 活動 を し て いな か っ 
た だ た. メッ カー に よる と 「 当 時 は 盲人 教育 界 に 一 つの 恒 
性 的 な 静観 状態 が 支配 し て いた . 人 びと は ア ュ イ や ク 
ライ , クニ ー, ツ ォ イネ その 他 の 人 びと が すでに 今 世 
紀 の 初 頭 に 打開 いた 方 向 を 大 し て 急ぎ も せ ず , た どっ 
て ゆく こと に 満足 し て いた . 新しい 道 を 開 こ うと する 
試み は 個別 的 に 試み られ ん て は いた が , 諸 施設 が 孤立 し 


て いて 連絡 が な か っ た の で , 注目 され る と いう こと は 
な か っ た 」. CO Ueto 状態 が 盲人 書籍 印刷 を 妨げ 
て いる 第 1 の 理由 で ある と いう 正しい 認識 の も と と, 
第 1 回 填 教 育 教師 会 議 は 重要 な 議題 と し て 次 の 二 つ を 
掲げ た . ドイ ツ に お ける 印刷 文字 を 統一 する と いう ら こ 
と , BARBLFST EL. 

この 会 議 で 5 人 の 議員 に より 構成 され た 委員 会 は , 
書籍 用 文字 と し て ラテ ン 語 の 印刷 文字 と 点字 シス テム 
を 選ん だ . ラテ ン ア ルフ ァ ベ ッ ト か , ある い は 点字 か 
と いう 間 題 で , 委員 会 は 3 人 の 多数 意見 と 2 人 の 委員 
に よる 少数 意見 と に 分 か れ た だ た. 前 者 は 当時 行なわ れ て 
いた ご つの 筆記 文字 アステム に な ら っ て , 線形 文字 印 
RE UC, ウン キ ァ ー ン レン 文字 を 使用 する こと と , 読 
人 み 方 や 書き 方 を 容易 に し , 場所 を 侯 約 する た め に ブラ 
イ ュ 式 点字 シス テム を 改良 し た も の を 使用 する こと と を 
主張 し た . この ブラ イ ュ ユ ・ シ ステ ム は ドイ ツ 語 に し ば 
し は 現われ て くる 音 に は 単純 な も の を , し ば し ば で て 
こない 音 に は 複合 し た 組合 せ を 当て る と と が で きる . 
と ころ が , 少数 意見 は 線形 文字 と し て , ラテ ン 語 の 大 
小 ア ルフ ァ ベ ッ ト を 用 い , 点字 と し て ブラ イ ュ 式 を そ 
の まま 用 いる こと を 主張 し た . 第 2 回 会 議 は , この 少 
数 意見 の 主張 を 議決 し た . と ころ が , 第 3 回 会 議 は る 
た た び ド イッツ 式 点字 シス テム の 採用 を 否決 し て 最初 の 
FIA BYAFA, 4, 6, ii, au, eu, ei, du, ch, sch 
な どの 音 の た め の 点 字 記 号 を つけ 加え た も の を 採用 し 
た . と こ で 初め て , 1876 年 に 創立 され た 「 盲 人 教育 促 
進 協会 ] は , その 創立 者 の 念願 で あっ た 盲 人 に 安価 な 
等 出し 図書 を 購入 で きる よう に する 計画 を 実現 させ る 
こと に 成功 し た . 

アー ミ テ ー ジ が その 母国 で 点字 シス テ ュ ょ 導入 の た め 
に 展開 し た 成果 の 多い 活躍 は , 印刷 原 板 を 用 いて の ス 
テ レオ 版 印刷 の 発明 を 生み , ブラ イ ュ ・ シ ステ ム の 採 
用 に 大 き な 貢 献 を な し , この 活動 は 遠く ドイ ッ に も 及 
ん だ . アー ミ テ ー ジ に 対し 活発 な 対抗 者 が 現われ た . 
それ は , R.A. ブレ ヤー が ブラ イ ュ 文字 の た め に 活躍 


_ し 始め た こと で ある . この 人 は ウル スタ ー の 盲 学校 長 


で , ラテ ン 語 の 浮 出し 文字 で 印刷 し た 次 の 本 で 一 方 の 
旗 か しら と な っ た . それ は 「 ド イッ ツ 盲 学校 校長 諸氏 に 
対す る 簿 き 出 し 印刷 用 ロー マー 活字 構成 に 関す る 一 文 」 
と いう 題 の 書物 で あっ た . この ブレ ヤー が 考え た 印刷 
文字 の 長所 と し て , 次 の よう な も の が あげ られ て い 
る . ① 和 失明 以前 に 読み 方 を 習得 し て いた 盲人 は 人 の 助 
け を 借り ず に この 文字 の 触 読 を 習う こと が で きる . © 
聖書 お よび その 他 の 盲人 図書 が その 盲人 の 家族 の だ れ 
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に で も 読め る . ③ 盲 人 と 晴 眼 の 読者 の 間 に 存 する 懸 隔 
の 感情 は , 盲人 用 の 特別 の 文字 を 使う と き に 常に 現 わ 
れ く る も の で ある が , この 活字 を 使用 すれ ば それ が な 
く な る . ④ 盲 人 は 個人 個人 が 教育 を 受け る 必要 は も は 
や な く , 家庭 や 教会 , 学校 で 読み 方 を 習う 5 こと が で き 
る . そし て 父親 が 盲人 で ある 場合 , か れ は 自分 の こ ど 
も に 読み 方 を 教 ん る こと が で きる . か れ は これ に よっ 
て 非常 な 利益 を 受け る だ け で な く , 家庭 内 に お ける 尊 
厳 を 高め る こと が で きる と いう 点 で 有利 で あっ た . 

ころ し て , イギリス に お ける な り ゆ き は ドイ ツ で も 
線形 文字 の 支持 者 と 点字 印刷 の それ と の 間 に 激 し い 論 
争 を 巻 起 こと した. それ は , 後者 が ブ プライ ュ 点 字 印 刷 の 
専制 的 支配 を 主張 し て いた か ら で あ る . 1888 年 の ケル 
ン 会 議 は , この 省 い を 調停 し し ドイ ツ の 盲 学校 で それ 
まで 使わ れ て いた 点字 と 線形 文字 の 2 重 シ ステ ム の 維 
持 を 勧告 し た . 印刷 お よび 筆記 用 文字 と し て , 会 議 は 
点字 シス テム を 青学 校 に 推 せ ん し た . この 2 派 の 争い 
DEES, 触感 が 新しい こと で 特徴 の ある 印刷 文字 , す 
な わ ち , クン ツイ ルツ ァ ッ ハ の ブラ イ ュ 式 線形 文字 が 
現われ た . し か し , ケッ ヘリ ン の 同様 な 方 式 は 実用 的 
な 価値 を 示さ な か っ た -. 

ュ ベ ン ハ ー ゲ ン 第 学校 の 校長 で ある モル デン ・ ハ ウ 
アー は , 盲人 用 の 洋 出 し 文字 印刷 の た め , すぐ れ た 働 
き を し て いる . この 盲 学校 で は ドイ ツ や オラ ンダ , ス 
イス な どの 計 学 校 の 先例 を 追っ て , すでに 1858 年 に ブ 
ライ ュ ・ シ ステ ム を 採用 し て いた . 

ュ ベ ン ハ ー ゲ ン そ の 他 の 盲 学校 で は 線形 印刷 に ラテ 
ン ア ルフ ァ ベ ッ ト の 活字 を 使っ て いた . これ は リン ツ 
の 国立 宮廷 政府 印刷 所 か らき た 教師 バイ デル の 助力 で 
作ら れ た も の で ある . 同 校 は 1883 年 以来 , 児童 用 の 
書籍 や A BC 教科 書 な ど に は ラテ ン 文 字 と ブラ イ ュ 
式 ア ルフ ァ ベ ッ ト を 交互 に 使用 し た が , その 他 の 大 部 
分 の 読本 は 点字 印刷 で 出版 し て いた . 
エグ ロフ (Egloff, Luise) スイ ス の バー デン に いた 
BHOBRRMA CHS. 1802 年 , ホテ ル 経 営 の 娘 と し 
て 温泉 場 に 生ま れ た . 生後 まもなく 失明 し , その た め 
に 有人 能 な 洞 宗 力 に 富ん だ 母親 の 愛娘 と し て いっ そう の 
注意 を も っ て 育て られ た . 8 歳 を 少し 過ぎ た ころ , ル 
イ ゼ は チェ ュー リッ ヒ の 人 学 校 に 入り , そこ と に 18 カ ヵ月 
間 だ け 潜 在 し た が , あふ た た び 家庭 に 帰っ た . そこ で , 
一 方 で は 母親 の 影響 の も と に , 他方 で は 温泉 場 の 生 
活 が も た らし た 外部 か ら の 刺激 の も と で , ルイ ゼ の 自 
然 な 性 格 は ます ます 伸ばさ れ て いっ た . か の 女 の 最 初 
の 詩作 の 試み は 小さ な 即興 詩 で 。 これ は 人 びと の 戯れ 





の 的 と な っ た . Lal, それ で も か の 女 の 非凡 な 才能 
を 伸ばし て いっ た . か の 女 が 作っ た 詩 は や が て 人 びと 
に 親 ま れる よう に な っ た だ た . マジ ソン (Mothison) は 
イ ゼ に つい て その 「 思い出 」( 全 7 巻 , 829) の 中 に , 次 
の よう に 書い て いる . 「 す で に 早く か ら か の 女 は 詩 に 
対す る な みな みな ら ぬ 才 分 を 示し て いた . か の 女 は , 
また , 詩作 品 を 他 の 人 びと に 読ん で も ら っ て いた が , 
か の 女 の 織 細 な 聴覚 に 対し て , 朗読 者 が 満足 を 与え る 
こと は まれ で あっ た . POKOKRRIELA LHEHO 
形式 を も っ て いた . か の 女 が 自身 で 調子 の ある 声 で 心 
よく 読ん で きか せる 多く の 詩 は , 深い 情感 と 宗教 的 な 
感覚 と , そし て 特に よく 響く 正確 な 作詩 法 と に よっ て 
著しく きわ 立っ て いた . 私 の ささ や か な 批評 は 感謝 と 
親愛 を も っ て , か の 女 は 迎え る で あろ う 」 と . 

エル ステ (Elster) と いう 音楽 家 は , ルイ ゼ の 2, 
3 の 詩 に 作曲 を し た . COAILMPORITCKLET IB 
よび ギタ ー 奏 法 と を 教え た . この 交渉 は , ルイ ゼ の そ を 
の 師 に 対す る 心から の 感情 (これ は 実は それ に 値 い し 
な いも の で あっ た の だ が ) と 結び つい て , ほとん と 小 
説 め いた も の に さえ な っ た の で あっ た . 1 年 も 続い た 
苦し い 衰 弱 性 の 病気 に , か の 女 は 妨 耐 強く 黙っ て 耐え 
た が , 1834 年 に この 世 を 去っ た . 
遠近 感覚 この こと ば は まっ た く の 学 術 用 語 で ある . 
遠近 感覚 は 確 然 と し た 生理 学 的 現象 と し て 説明 され る 
も の で は な く , お そら く , いく つか の 感覚 作用 , す な 
bb, MER, 圧迫 感 , 聴覚 そし て ある 程度 喫 覚 の 複 
合 と し て 説明 され る の で ある . 盲人 が 個々 の 感覚 の 感 
応 を それ 自体 と し て 一 つ ー つ 分 析 せ ず , その 総合 作 
用 を 一 つの まとまっ た 全体 と し て 受取 る と き に 限り , 


この 遠近 感覚 は 盲人 に お いて 一 つの 統一 的 感覚 と し て 


現われ て くる . 聴覚 が 他 の 諸 感 覚 の うち で も 特に きわ 
立っ て 働く , つま り , 多く の 場合 , 感応 の きっ か け と 
な る 決定 的 な る も の で ある と いう こと は , 次 の こと が ら 
か ら 容 易 に 示さ れる . すなわち , 強度 の 音響 作用 が 耳 
の 働き を その 訪 に 完全 に 引き つけ て し まい , これ に よ 
っ て , 遠近 感 に は 特に 重要 な , か すか な 音 故 現 象 を 
BOL, た ち ま ち 方 向 感 が 止 っ て し まう と いう 事実 で 
ある . この 方 向 感 は いわ ゆる 遠近 感 に 仲介 され る 点 で 
重要 な も の で ある . 遠近 感覚 を 一 つの 統一 的 感覚 と し 
て 考え る と , この 感覚 は , その 中 の 一 つの 主 感覚 で あ 
る 聴覚 が , た と えば 鼻 カ タル と か 耳 病 と か , Hoek 
脂 綿 で ふぁ ふさい だ た め と か に よっ て さま た げ ら れる と , 
非常 な 程度 に 弱く な る . それ は 他 の 共 働 的 感覚 は どく 
弱く , また , すぐ に 他 か ら の 影響 を 受け が ち だ か ら で 
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ある . 遠近 感覚 に つい て の 記述 は , た と え そ れ と 名 前 
を あげ て で は な い に LTH, ずい 分 早く か ら 盲 人 関係 
の 文書 の 中 に 見 られ る . 

ヴァ ルト ハイ ム ュ 出 身 の 家 人 ゼル ゲル (Sergel) が こ 
の 現象 を 最初 に 遠近 感覚 と 名 付け た が , か れ は この 感 
覚 に は 非常 に 鋭敏 で あっ た . 

重 さ 盲人 が 訓練 に よっ て , 物体 の 重 さ を 手 に の せ て 
計り 知る と と が で きる よう に な る の は , 以前 か ら 経験 
され て いる と こ で ある . 晴 眼 者 は 重 さ を 計る 物体 を 手 
で 計測 する と き に , それ を 非常 に 正確 に 行なう も の で 
ある が , まし て この 方 面 に は る か に 鋭い 感覚 を も っ て 
いる 盲信 は な お さら で ある . し か し , 物体 の 重 さ を 正 し 
く 計測 する こと は 決し て 簡単 な こと で は な い . それ は 
晴 眼 者 と 同じ く , 盲人 も や は り 体積 を 考慮 に 入れ な け 
れ は ならない から で ある . 晴 過 者 は 物体 の 大 き さ や , 
特に その 外側 の 様子 に よっ て , 重 さ を 実際 より も ず 
っ と 高い 値 に 測っ て し まう と と が し ば し ば ある . この 
よう な 錯覚 は 盲 人 の 場合 に は 起こ と らち な い . し か し , 手 
に お いた 物体 の 容積 が 大 きけ れ ば , 初め の うち は その 
こと が 重 さ の 計測 に 影響 を 及ぼ さ な い わけ に は ゆか な 
い . も ゃ ちろ ん , 晴 眼 者 と 同じ よう に , 盲人 も 推定 が 不 
正確 で ある と と に 気がつい た と き に は , 他 の 要素 に 気 
を と られ ず , た だ 手のひら の 上 の 圧力 感 や , 持ち あげ 
た と き の 感 じ に よっ て 重 さ を 算定 する . 二 つ 以 上 の 物 
体 の 容積 を 比較 する こと に 関し て は , 盲人 に も 鋭い 感 
覚 と 正確 な 判断 が 可能 で ある . いろ いろ な 容積 を も つ 
物体 の 重 さ を 相互 に 比べ る こと も で きる . 重 さ の 絶対 
量 を 計る と き に は , 非常 に 正確 で ほとん ど 誤 差 と いう 
も の が 認め られ な い . 流通 し て いる 貨幣 を ちよ っ と 手 
の ひら に の せ て みる だ け で , あら か じ め 音 を た て て み 
た り , 手 を 触れ た り し な いで も , その 重 さ を 知る こと 
の で きる 事実 は , それ を 示し て いる . も ちろ ん この 試 
み は , その 盲人 に すでに 高度 の 知識 と 鋭い 観察 能力 が 
あっ て 初め て 成功 する も の で ある . 

ガウ アー (Gower, John) イギリス の 詩人 ガウ アー が 
と どこ に 生ま れ た か , どの よう な 家 の 出 身 で ある か は 不 
明 で ある . と に か く 名 望 の ある 家庭 か ら 出 て いる こと 
は 確か で , 人 びと の 推定 で は ヨークシャー 州 の シ チ ッ 
テン ハム の 領主 アラ ン ガ ウ ア ー 家 で ある と いわ れ て い 
る . 1325 年 と 考え られ て いる その 生年 も 確か で は な 
い . ガウ アー は 法律 学 を 学び [Society of Lincolns 
Inn| (法律 団体 ) の 会 員 で , ここ とこ で か れ は チョ ュー サ 
—(1340~1400 : : イギリス の 有名 な 詩人 ) と の 知遇 と 友 
情 を 得 た . ハイ ン リ ッ ヒ 4 世 (1399 年 ) 治世 の 最初 


の こと ころ ガウ アー は 盲目 と な っ た . SULT, か れ は その 
詩 の 中 で 自分 の 不幸 を 嘆い て いる . か れ は 1402 年 ある 
い は 他 の 説 に よ れ ば 1408 年 に この 世 を 去っ て , オー 
ブリ ー の 聖 マ リア 教会 に 葛 ら れん てい る. この 教会 は か 
れ が 自分 の 財産 で 改修 し た も の で , その 財産 は か れ の 
詩人 と し て の 非常 に 恵まれ た 才能 が か れ に も た らし た 
も の で あっ た . か れ は 3 部 作 の 詩作 品 を 書い て いる . 
AOR Speculum meditantis, Vox clamantis, と 
Confessio amantis, amantis| で あり , その 2 うち も 最後 
の 部 だ けが 英語 で 書か れ て いる . 最初 の 2 部 は その 原 
稿 が 現存 し て いる . 作品 全体 の 主題 は 愛 で あ っ て , 修 
辞 的 お よび 形 面 上 学 的 に うた われ て いる . 作品 全体 の 
詩 的 価値 は ,。 それ ほど と 高 いも の で な く , チョ ュー サー の 
作品 に は 遠く 及ば な い が , その 表現 の 中 に , われ われ 
は , し ば し ば 生き 生き と し た 感情 と 人 生 に 対す る 正確 
な 判断 と を 見 る こと が で きる . この 詩 は , 1857 年 に 
ライ ン ホ ー ル ド ・ ペ パウ リー に よっ て 著者 の 伝記 付き の 
版 が 出版 され て いる . 

楽譜 記号 以前 に 晴 眼 者 が 晴 眼 者 の ピア ノ の 教師 が な 
い の で , 盲人 音楽 家 に 教え を 求め た ょ よ うに , 近代 で は 特 
に 天 分 の ある 失明 音楽 家 は 修得 し た 技術 を 晴 眼 者 の 用 
に だ た て , お と な に も こども に も ビ ピアノ の 教授 を し て , 
これ に より 収入 を 得 よ うと 努め て いる . 晴 眼 者 に 教授 
する 際 , か れ ら は 生徒 に 晴 眼 者 の 楽譜 の 知識 を 仲介 す 
る こと が で き な い と いう 困難 に ぶつ か る の は 当然 で あ 
る . 盲人 が 独立 し よう と する 正当 な 望み を 満足 させ よ 
うと いう 努力 に 引か れ て , 楽譜 組織 を 坪 彫 り で の 完全 
な 符号 で 表わし , これ に 計 釈 を つけ た . 失明 音楽 家 の 
欲求 に 応じ , 大 家 の 作 曲 だ け で な く , 晴 眼 者 の 生徒 が 
修得 し な けれ ば な ら な いよ うな ビ ピアノ の 練習 書 や 習作 
の よう な 教訓 的 種類 の 作品 も , ブ プライ = ュ の 楽譜 で 翻案 
され た . 和洋 彫 り 符号 に 付加 し て ある ピア ノ 練 習 曲 の 番 
Bee Cis kL, 新しく , 連続 的 に で て くる 符号 の 
説明 が 行なわ れる 場合 に , 音楽 家 に その 要点 を 与え る 
こと に な る . Bie) eS OBMLERILKEV OTC, すべ 


て の 和 A 号 を 全部 まで 現 わ す まで に いか な いよ うら な 全 楽 


曲 を , 明 自 と いう こと を 犠牲 に し て , 直観 させ る こと 
は 得策 と は 思わ れ な い . 


、 歴史 的 な 点 で は EER OI よる 最 古 の 楽譜 記号 は , 


マリ ア ・ テ レジ ア ・ フ オン ・ ペ パラ ディ ス (Maria The- 
resia von Paradis) に よっ て 用 いら れ た . か の 女 は 自 
分 が 使用 する に は 特別 の 簡単 な 記号 を も ち , これ を 作 
曲 の 際 に 用 いて いた . 次 に パリ で 浮 彫 り 印 刷 に より 音 
符 記 号 を 表現 する も の が で た . ヴィ ー ン (Wien) 特 
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(C フ ライ ジン グ (Freising) は , 刺激 法 で 使用 で きる 
楽譜 を 触 知 し で きる よう に し た . の ち (1840~1860 
年 ) 集団 活字 (Massenschrift) が , さら に の ち に は 
(1870) イン キ (Vitalitinte) が , 楽譜 を 現 わ す の に 
用 いら れ た , 凸版 印刷 すら 楽譜 類 に 適用 され た . 1850 
年 どろ に グラ スゴ ー で , 美しい 機械 印刷 が で て , それ 
か ら 数 年 後に ウィ ー ン に と, 石版 印刷 に より 石 を 深く 腐 
触 さ せ て , [RHA 使用 され る 晴 眼 者 の 楽譜 」 が 出版 
され た . 最近 は 技術 の 点 で , その 実行 に 関し 非常 に 完 
全 な も の を 交付 する 作品 が で た . EP, 第 1 に 楽譜 
の 説明 まで も BAT 認め させ る よう な , この 種類 の 
内 容 豊 富 な 作品 が コペン ハー ゲン で 出版 され , さら に 
盲人 の 実際 の 欲求 に 順応 する よう な 特別 の 作品 , す な 
bb, クラ ー ゲ ー ク ン ツ 著 「 晴 眼 者 の 楽譜 」 の ze Not- 
enschrifs der Sehenden が デュ ー レ ン の BEERS 
出版 され た . その 増補 の 部 が 同 所 の ダム の ピア ノ 学 校 
か ら で だ た . 

楽譜 記号 板 チー ズ (Chese) の 楽 詳 記 号 板 は 「 ロ ン 
ドン 組合 論叢 」 第 5 巻 98 ペー ジ に 書か れ て いる . こ 
れ は 一 連 の 糸 を 緊張 させ る に 用 いら れる 小さ な わく に 
の せ て ある 台 で , この 糸 は 音符 の 横線 を 現 わ し , 音程 
(に よっ て いろ いろ な 強 き に な る . 音 答 記 号 の 役 を する 
の は 頭 が つい て いる , ある い は つい て いな い 殺 で あ 
る . と の 釘 は いろ いろ の 形 に な っ て いて , し た が っ 
て , いろ いろ な 意味 や 価値 が ある . 拍子 は 曲っ た 端 に 
挿入 し て ある 針金 で 区 別 さ れる . 記号 の 役 を する 「 し 
HL] は 区 画 箱 中 に 蔵 せ られ , これ は うま く 個 々 の 部 
分 に 分 か た れ ね ば な ら な い . 盲人 は 必要 に 応じ , 釘 な 
ど を 挿入 し , 自分 に 書き と る 楽曲 また は か れ 自 身 の 俗 
曲 の 一 つ を 触 知 す る よう に 作り だ すこ と が で きる . こと 
の 機械 は , Ek, 手紙 書き , 読み 方 , 計算 な ど に も 用 
いら れる . 

楽譜 植 字 台 多 方 面 に 用 いら れ て いる スケ ッ チ 板 を 用 
いる 最も 吉 い 形 は , お そら く 楽 譜 植 字 台 と いう 形 で あ 
D5. 一 つの 台 の 上 に , スケ ッ チ 台 を 仕上 げ る の に ほ 
と ん と 完全 な よう に , 楽 詳 組織 の 線 が , MOLY Ric 
よっ て 引か れ , いろ いろ の 形 を し た 厚紙 が この 上 に 針 
また は びょう で 台 の 上 に 必要 な 具合 に 固定 され , 触 知 
で きる よう な 楽曲 に 総合 され る . こと の 台 の 一 番 十 い の 
は 1810 年 , クラ イン に より 組立 て られ , し ば らく 用 い 
られ だ た らしい . 

楽譜 植 字 板 これ は か さば る が 簡単 な 装置 で 音符 ある 
い は 楽譜 を 触 知 で きる よう に 作っ て ある . 1780 年 に 
マリ ア ・ テ レジ ア ・ フ オン ・ ペ パラ ディ ス が 初め て 使っ 


ただ. 1 メー トル 以上 の 長 さ の 板 に 5 本 の 横線 を つ ょ よく 
突き 出し て 付け て あり , この 組織 の 上 下 に は 架線 上 の 
音符 の 高き , また は 深 さ を 示 す 針 金 線 が ある . SRE 
この 線 の 間 の 余白 に は , 接近 し た 穴 が 1 列 に あけ て あ 
る . これ は 音符 を 現 わ す ね ち 釘 また は 木 釘 を 入れ る の 
に 用 いら れる . 木 釘 の 頭 は 木 釘 が 全体 の 組織 中 に 示 き 
れ て いる 個所 の 音符 の 時 間 価 値 に こと っ て た いせ つた な も 
の で ある . HILAR LATTE, 同様 に いろ いろ の 形 
を し た 木頭 が 用 いら れる . か く し て , その 拍子 が 針金 の 
止め 金 で 区 分 され て いる 短い 楽譜 は , 板 の 上 に 置か れ 
晴 眼 者 に より 清書 され る . シュ テッ チン の 和 失明 音楽 家 
ヒル デブ ラン ト (Hildebrand) が それ よ り 100 年 以 
上 も あと に 同じ 考え を 思い つき , パラ ディ ス の と ほ と 
ん ど 同 じ 楽譜 植 字 板 を 組立 て , うま く 利 用 し た と い 5 
事実 は 興味 ある こと で ある . この 器 彼 は 確か に 簡単 で 
は ある が , この 二 つ の 場合 以上 に は ほとん と 使用 され 
て いた ない. 
楽 語 ア タイ プラ イタ ー メロ グラ フ (Melograph) す 
な わ ち , 楽譜 タ イプ ライ ター は , 音符 を 演奏 中 に 書く 
た め ピ アノ に 備え 付け て ある 器 相 で ある が , われ われ 
は , BA OMAR S94 RLV, 手 で 操縦 し て , 
筆者 が 頭 に も っ て いる 音符 を 紙 に 写せ る よう な 器 械 と 
解す べき で ある . この よう な 器械 の 最初 の も の は , B 
そら く 貞 活 字 組 織 に 基づく フラ イジ ング (Freising) 
の 学校 の 楽譜 タイ プラ イタ ー で あろ う . HES CHF 
を 作り だ そう と し た クラ イン の 試験 は フラ イジ ング の 
槍 棚 が そう で あっ た よう に, 完全 な 仕掛 け に よる も の 
と は 見 られ な い . この 機械 が 一 般 に 触 知 する た め , も 
っ て いな けれ ば な ら な い 活字 の か さ で は , 複雑 な 機械 
で ゆっ くり 仕事 を する の と 同じ で , 一 般 に 広く 用 いら 
れ な い の で ある . 比較 的 簡単 な また 巧 妙 な 装置 に な っ 
て いる の は , コラ ー ル ・ ビ エ ノ ー (Colard-Vienot) 
(に より 組立 て られ た 楽譜 タイ プラ イタ ー (1870) CH 
っ て , これ は 動く よう に な っ て いる 活字 の 組織 で , B 
く 復 愛 紙 の 上 を お さえ る こと で 小さ な 形 の 整っ た 音符 
が だ せる の で ある . この 繊細 な 機械 も , 決し て , そう 
広く 普及 し て いる 訳 で は な い . 2Xyv>- 7 YORE 
教師 シェット (Schott) の 指導 下 に 機械 の 点 は 注目 す 
る に 足る 楽譜 タイ プラ イタ ー が 構成 され た が , とれ を 
実行 する に は 多額 の 金 が 必要 な の で , 恐らく 珍品 と い 
INH EE EA CHAS. 

イタ リア の 盲人 エス ポジ ト ・ ゲ ン ナ CE. Genna) が 
ナポリ で 組立 て た 簡単 な 楽 詳 タ イプ ライ ター で も ある 
が , これ も 一般に 普及 させ る 見 込 は あま りな い . FE 
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で 列挙 し た 種類 の 楽譜 タ イプ ライ ター は , いろ いろ な 
試み の 中 で は , 比較 的 重要 な も の で , 音楽 的 思想 を 記 
載 す る の を 容易 に する た め , 盲人 自身 に より 計画 され 
た も の で ある . し か し , どれ る ゃ 完全 に 成功 し た も の と 
は 見 られ ず , 音楽 点字 で 作曲 を 自ら 書く と と も に , 作 
曲 を 書き と る こと は 晴 眼 者 の 楽譜 書き に と っ て も お そ 
らく 楽譜 類 を 盲人 に よっ て 保管 する 最も 普通 な 手段 と 
し て 残る こと で あろ うら う . 

カッ シウス (Cassius, Longinus) 783 年 に 市 参議 官 
を 勤め , 皇 ク ロウ ディ アス の も と で , YVITORE 
を し て いた . か れ は 後 年 失明 し た が , 卓越 し た 法律 の 
知識 を も っ て いた . CHCBHARIL, か れ を 市 か ら 
追放 する 口実 を 探し て いた . | 

ネロ は か れ が その 古い 家系 の 中 に , ジェリ アス ・ シ 
ー ザ ー の 斉明 者 で ある カイ ュ ユウ ・ カ ッ シ ウ ス の いる こ 
と を 理由 に 罪 と し た . そし て カッ シウス は サル ジニ ア 
島 へ 追放 され た . し か し , ベス パス イア ン に よっ て 召 
本 され た だ た. 
カス テレ イン (Castelein, Martin) Chatelain と も 
Castellanus と も いっ た だ た. 16 世紀 の な か ば ご ろ の 人 で 
DS. か れ は 3 歳 の と き に 失明 し た . か れ の 父 は その 
職業 で ある ろく ろ 業 を か れ に 教え ざる を 得 な か っ た . 
カス テレ イン は この 仕事 に 上 達し て , あら ゆる 種類 の 
楽器 , 木 の パ イプ を も つ オ ル ガ ン さえ も 作る ほど に な 
ie カス デレ イン は アン トワ ー プ へ 行き , WHO 
能 は その 地 ( に お いて オル レア ン 公 の 知遇 と 恩恵 を 与え 
られ た . この 偉大 な 名 声 を 欲 しい まま にし た . そし 
て 16 世紀 末期 に アン トワ ー プ で 死亡 し た . 
感覚 の 代用 (代用 感覚 ) 一 つの 感覚 が 他 の 感覚 を 代用 
し , 少な く と も 補充 し 得る と いう こと が 可能 で ある か 
どう か , た と えば 聴覚 を も っ て 視覚 , 味覚 で 喫 覚 の 観 
念 を 得る こと と が で きる か どう か の 問題 は , 心理 学 な い 
し 生理 学 で 議論 を 作り だ し た と ころ で ある . この 問題 
を 解く た め に , 次 の よう な 解剖 学 的 , 生理 学 的 の 原則 
を 考慮 すべ き で ある . すなわち , 各 神 経 は , これ が 感 
受 人 性 を も つよ うな 刺激 に 対し て だ け 反 応 す る , 視神経 
は , 兆 の 刺激 に 対し , 味 神経 お よび 喚 神 経 は 化学 的 刺 
BUCK L, 聴神経 お よび 触 神経 は , 機械 的 刺激 に 対し 
反応 する . 五感 の お の お の は , その 特有 の 構造 を も も ち , 
外 か ら の 一 定 の 刺激 に だ け 配 思 され て いる 一 定 の 種類 
の 感受 性 を 有する . 中 央 器 宜 に お いて は , 感覚 の 各 刺 
線 は 常に 特別 の 感覚 と し て 知覚 され る . ある 神経 は , 
他 の 神経 に 適し な い 刺激 を 受け る か も 知れ な い が , こ 
の 刺激 に 対し , この 神経 は 反応 し な いで あろ うら し , 何 


ら の 観念 , 認識 の 仲介 を し な いで あろ う . 視神経 が 完 
全 で ある が , 目 の 主体 が 破壊 され , また は 発育 不 完全 
な 盲人 は , PREICHSLL, それ に よっ て 綱 膜 に お ける 
視神経 の 統 維 性 突起 を 刺激 し , これ に よっ て か れ ら に 
と っ て 愉快 な 触覚 が 喚起 され る . 視神経 は 感じ る が 反 
応 し な いし , 何ら 光 の 観念 を 仲介 しない , ある い は 専 
門 的 こと ば を 用 いる と 刺激 が 視神経 の 感受 性 に 適合 し 
な いか ら , 何ら 観念 を 喚起 し な い . 

盲人 は , 眼 の 容 也 に より 多分 光 の 火花 の 関 光 を 作る 
CES, か れ が 頭 を ひど く 打 た れる と か , 刺す よら な 
痛み が , その 神経 を 刺激 する 場合 に 晴 眼 者 の 眼前 に 光 
の 火花 を ちら すこ と が ある . ある い は 一 定 の 感覚 神経 
に お いて 喚起 され る 活動 は , HBOGBA STORK 
部 分 へ の 全 経 過 中 に この 神経 に 局 限 され た まま で , 他 
の 神経 が その 方 法 で 刺激 され , 特有 の 観念 を 喚起 する 
と いう よう に は 他 の 神経 に 伝わら な いこ と は 注意 すべ 
き で ある . 感覚 神経 を 強く 刺 湊 する こと に より , Rb 
く 伝 描 に より 他 の 神経 に 影響 か ある . LAL, それ に と 
より 第 2 の 神 終 に お いて 刺激 が 喚起 され る が , 何ら そ 
れ に 適合 し た 観念 は 作ら れ な い . 

また , 一 方 の 感覚 の , いま 得 ら れ た 観念 と 直ちに 再 
生 に より 他 の 感覚 の 観念 と が 結び つく こと も ある . こ 
の 観念 は か つて 同時 に 存在 し て いた の で あり , 最初 の 
観念 と 同じ く 個 人 の 中 に 類似 の 感情 を ひき 起こ す . し 
DL, この と き 第 2 の 観念 は , 2 次 的 の 観念 , 随伴 す 
る 感情 の 類似 に より 再生 する 観念 で あり , 最初 に 随伴 
する 最初 の 観念 で 喚起 され る 観念 で ある が , 決し て 第 
1 次 的 な 当該 神経 刺激 に よっ て 作ら れる 観念 で は な 
いい ee I ves Sil と いう 観念 と [まっ か 」 と 
いう 観念 が ,「 す みれ いろ 」 と いう 観念 と 「 短 旋律 」 
の 観念 が 結び つき 得る . 一 方 の 感覚 の 表象 を 他 の 感覚 
の 表象 で 置 替え る こと は , 感 能 的 に 不可 能 で ある . 
「 代 用 感覚 ]」 と いう 用 語 は , すなわち , 感覚 の 代理 は 
生理 学 上 に 用 いら れる の は 不当 で ある . 聴覚 で は 見 え 
な いし , 視覚 で は 開 え な い . 感覚 の 知覚 能力 は 実際 練 
習 に より 高め られ る . それ で , と きど き 軽 度 の 刺激 も 
同じ 現象 を 喚起 する に 十分 で ある . この 現象 に は , 以 
前 は 著しく 高度 の も の が 必要 で あっ た . 触覚 の 感度 は 
練習 に より 非常 に 高め られ る の で , 盲人 は ほとん ど 見 
えな い 突 起 に よっ て 感じ る が こと が で きる . 
観念 衣 人 に よる 人 の 観念 は , 先天 的 盲人 や 早期 失明 
者 に あっ て は , その 知覚 と 印象 に 応じ る 方 法 で Bd 
れ , し た が っ て , 視覚 が お も な 役割 を な す 晴 眼 者 の 欠い 
念 と は 非常 に 合っ て いる こと は 確か で ある と 考え られ 
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る 、 盲人 が 物 的 の 物 を 想像 する と き , 一 定 の 観念 を 呼 
起こ す と ころ の 現 前 に 浮 ぶ 個々 の も の は , 自然 , 残る 
中 つの 感覚 に より 受け る 印象 に 入る , この 四 つ の 2 
ち , この 点 で は 触覚 の 印象 が 第 1 位 を 占め る . こ と の ほか 
RRL TOMER, 人 に つい て の 物 的 観念 は 
家人 に お いて は , まず とれ に よっ て 保証 され る . 人 の 
歩行 や その 他 の 身体 の 運動, 接近 の 方 法 , 人 の 声 の 調 
子 , 話 の 特性 , 話 ず きか , BORIC COA 
まじ めか , 陽気 か , 話し 方 が 厳格 か , 温和 か 笑 の 性 
質 こ より , これ ら の も の は 盲 人 が 人 に つい て 形成 する 
維 念 に 貢献 する . 声 か ら か れ は , 大 き さ , 年 齢 , 体質 
と 判断 する . 腫瘍 の よ うな 奇形 症 痕 な どの よう な 病 
気 の 痕跡 きえ も , か れ は 器官 の 特有 の ひび き に より 誰 
ate. 歩行 運動 は , 身体 お よび 精神 の 性 質 全体 に つ 
いて か れ に ある 意見 を 作ら せ , 特に 姿 の 鈍重 と 優美 は 
歩行 と 運動 的 な こと と 関連 させ る . 応対 , と と に あい 
ミ っ の ょ うな 作法 か ら 宜 人 は し ば し ば その 人 の ある 任 
質 を 推定 し , その 結 着 は 話 そ の も の , MONEE 
か ら 仕上 ぼら れる . すべ て これ ら の こと か ら , BPE 


ェ る 扱 営 感覚 や 。 その 他 伝統 的 な も の の 限界 を 越え な 


い ょ うな, た と えば , 補助 を し た り , 案内 を し た りす 
る と きた な ど に 起こ り 得 る 人 と の 接触 も これ に 入る . さ 
ら に 人 か ら 発 する 自営 の 生じ し る こと に ゃ 表 人 は つの 
観念 を 作る . 

その お も た 動 陣 は まず 「 同 情 的 1 また は 「 非 同情 
約 」 に 感覚 に 現われ , と れ が 晴 眼 者 に ある よう に 正当 
で も あり , 不当 で も ある . SODA, NATE CAR B 
人 も 人 の 観念 に お いて は 。 次 の よう な 錆 覚 に 従う も の 
で ある . すなわち , 第 1 印象 が 晴 眼 者 の 場合 に 起こ る 
ょ うた そう 早く は 排除 され ず , 家人 は むし ろ 長 く こ れ 
を 固 持 する . ベク ワ ュ ー が か れ の 書 , 「 私 お よび 私 と 
運命 を 同じ くす る 者 に つい て 」 に お いて , 人 の 観念 に 
つい て いっ て いる こと と は , あま り 考 慮 に 入れ る べき で 
たい. な ん と な れ ば , この 著者 は 比較 的 長く 見 る こと 
が で きた し , 早期 失明 者 や 生ま れ な が ら の 和 失明 者 と は 
違う 像 を 作る こと が で きた か ら で あ る ・. 
記憶 (1) 育 人 の 記載 力 が 晴 眼 者 の それ より ゃ 強い 
Dit, これ を 行使 する 機会 が 晴 眼 者 より ゃ ずっ と 多い 
ニレ か ら 当 然 で や る . ある こと が ら が 幾 度 も 操 有 返し て 
起こ っ て も , 盲人 は 通例 と の こと が ら の 全容 を 把握 す 
っ の が な か な か 困難 な の で , か れ は 極度 の 注意 力 の 集 
中 を 常に 必要 と 感じ , それ に よっ て 記 培 カカ が と きす ま 
され る 結果 と な っ て いる . 盲人 に まだ 印刷 物 が な か っ 
た 時 代 , この よう な こと が 最も 強く 起こ っ て いた と い 


うぅ こと は 意味 の ある 事柄 で , 次 の よう に いう こと が で 
きる . 晴 眼 者 の 文化 的 進歩 と 生活 条件 , お よび その 25 
え に 立 て られ た 正常 の 状態 と に , 盲人 の それ が 近づき 
に 従っ て , その 記憶 力 の 外 に 現われ る 面 で の 生長 は , 
まっ た く 失 われ た の で は な い に し て も , 相当 に 後退 し 
た 事実 で ある . し か し , 盲人 が 晴 眼 者 より は る か に 多 
く 記憶 に 頼ら な けれ ば な ら な いよ うな と きい は , 常に 数 
多く ある . 一 般 的 に は 盲 人 の 記憶 力 は 決 し て 異常 に 強 
いわ け で は な い の で , しろ, その 記憶 力 の 退化 を 語 
る と と も で きる ほど に 思わ れる が , いっ た ん 習得 し た 
こと が ら を 頑強 に 包括 的 に 記 培 し 続け る 能力 は , 特に 
特定 の 方 向 に お いて , た と えば , 音楽 に お いて 決し で 
衰え て は いな い . 

(2) 記憶 の 確か さ は 盲人 は 可 成り すぐ れ て いる の 
が 普通 で ある . それ は 注意 力 が 非常 に 高度 に 働い て い 
る の で , その こと が ら に つい て の 最初 の 理解 が 強く 正 
確 で ある か ら で あ る . 周囲 に 起こ る こと が ら や 盲人 に 
な され る いろ いろ の 説明 に 対す る 関心 が 極度 に 活発 に 
働い て いる の で , か れ の 注意 力 は 重要 な こと が ら に 対 
し て だ け で な く , 一 見 ささ いな こと に も ゃ 向け られ る . 
ENC, ひと た び 自 分 の も ゃ の と し た 印象 は 明確 で 動か 
ず , それ が 散漫 に な る 危険 も 晴 眼 者 の 場合 より は 少な 
い . それ で , 和 驚嘆 すべ き 持 続 性 を も っ た 記憶 が 盲人 に 
働く の で ある . これ と 関連 し て , 取る に た ら な いさ き 
いな こと と が ら が こと こま か に 記憶 され , それ が を だ た だ 
び 正 確 を きわ め た 叙述 で か れ の 口 か ら 出 る . 

盲人 の 記憶 が 示す 多面 性 に つい て は , 次 の よう な こ 
と が ら が 指摘 され る . す な わ ち , 多数 の 盲人 の 記憶 を 調 
べ て みる と , それ が ある 幾つ か の 一 定 の 方 面 に 特に 強 
く 正確 に 働い て いる と と が 知ら れる が , SEAM 
能力 が 正常 で ある と き に は , 記憶 が 集中 し て いる と は 
いえ な い . この よう な 特定 の 記憶 の うち で は , 音楽 の 
方 面 の それ が 第 1 に あげ られる. その 理由 は , 一 つ は 
音楽 の 場合 記憶 の 表 出 が 明瞭 に 行なわ れる か ら で も あ 
り , 音楽 を 記憶 し て お く 能 力 は 容易 に 意志 的 な 統御 の 
も ふと に お か れる か ら で あ ろう . 頭 の よい 盲人 音楽 家 は 
きわ め て 広い レ パ ー ト リ ー を 自由 に する こ と が し ば し 
ば で あり , か れ に と っ て その 記憶 が 確か で な いこ と は 
ほとん ど な い . 数 に 対し て 非常 に よい 記憶 力 を も ち 
それ を 長い 期間 も ち 続け る よう な 盲人 も いる . BOS 
は 宜 人 自身 が 意識 し な い 記 梓 術 的 な 補助 手段 も 使わ れ 
て いる ゃ も の と 思わ れる . 

人 の こと に 対す る 盲人 の 記憶 の よさ は よく 知ら れ て 
いる が , 盲人 は 本 来 な ら ば , た だ ほん の 儀礼 的 に だ け 
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mie oicA, た だ 1 回 , こと ば を 交わ し た と と が あ 
る だ け の 人 を 数 年 経っ て その 声 で 知る こと さえ ある . 

盲人 が 他 の 人 と 交際 し , 会 話す る と き に は , BAO 
注意 は その 相手 の 人 の 声 , か れ ら に と っ て 交際 上 で の 
唯一 の きず な で ある 声 に 向け られ , すべ て の 特徴 的 な 
きわ 立っ た 点 な ど は , みな この 声 か ら 聞 き 取 り 記 憶 す 
る か ら で あ る . 盲人 が その 知人 の 中 に あっ て 交際 を し 
て ゆく に は , 声 以 外 の 手段 を 知ら な いし , Ek, も っ 
で も いな いと いう 事情 が か れ を 支配 し て いる . し た が 
っ て , この た だ た っ た 一 つの 手段 は 絶え ず 使 われ て ゆき , 
継続 し て 使用 する こと に よっ て 訓練 され て , めざまし 
い 成 果 を あげ る よう に な る の で ある . 

精神 的 に は 概して あま り 正 常 と は 見 えな い 盲 人 の 多 
CBB MEL OMEN 4b TWHSZTCLEARDS. その 
LORBAD, 習得 し た こと が ら の 意味 さえ まっ た く 
理解 で き な い 状態 で どう し て その よう に も の 覚え が 
よい の で あろ うか. また , この 種 の 盲人 で 非常 に 音楽 
的 な の が ある . 

か れ ら は 覚え 込ん だ 作品 を な みな みな ら な い 腕 前 で 
BATS. し か も , か れ ら は 演奏 と いう こと を 除け ば 
この 作品 に つい て 何 も 知っ て お ら ず , 幾ら 説明 し て 
や っ て も 全然 理解 で き な い の で ある . さら に お も し ろ 
いこ と と に は , 精神 的 な 程度 は 低い の で ある が , 一 度 た 
べた 料理 に つい て 異常 な 記憶 を 示す 宜 人 が 中 に は いる 
こと で ある . DPHIL Kx TH b, ある 祝い の 
食卓 で た べた 料理 の み ま さ に つい て くわ し く 説 明 が で 
Meee SZ EeL <i RE, ある 者 は カレ シダ ー 
の 芸術 家 で , 過去 で も 未来 で も , ずっ と 離れ た 月 日 の 
ANS, その 日 の 上 曜日 を 当て る と と が で きる . も ちろ 
ん , その 際 幾 分 の 計算 は する わけ で , た ち ど こ ろ に と 
いう わけ で は な い . 

他 の すべ て の 脳 活動 と 同じ く , や は り 記 憶 も 組織 の 
生理 的 な 特質 と は 独立 し た 働き を する と 思わ れる . & 
人 が 多く の 場合 , 病弱 な 体 を 持っ て いて , 普通 は 僅か 
な エネ ルギー し か 成長 させ て いな いこ と を 考え ん えて みれ 
ば , 記憶 が よい と い 2 特 質 は も っ と 注意 すべ き で あろ 
う . さら に 白髪 に な っ た 盲人 さえ も が , すぐ れ た 記憶 
力 を 自由 に 発揮 する こと が み られ る . これ は , この 記 
昼 力 が 保 た れ て きた よい 訓練 に 基づく も の と 考え る べ 
き で ある . “ 

Me これ は 家 人 で は 比較 的 まれ に し か 現 わ れ な い 
が , も ちろ ん 除外 は され な い . た いて い , 盲人 は ども 

る 話し 方 は 神経 の 状況 , 特に 興奮 に よる も の で こう い 

I 盲人 は 同級 生 の 間 で 話す よう に まっ た く 心 情 の 安静 


で ある と き に 話せ ば 流 腸 に ども ら ず に 話す が , これ と 
反し 見 知ら ぬ 人 に 話 か けら れ て , 答え を な けれ ば な ら な 
いよ うな 場合 に すぐ ども る と いら こと と が 観察 され る . 
また だ た, し ば し ば 発音 器官 が 何 か の 理由 か ら 正 し く 働 か 
ず , ある い は 著しい 欠陥 , た と えば , 口蓋 破裂 な ど が 
存在 する と き に も 史 斉 , ある い は 少な く と も 一種 の 史 
音 が 現われ て くる . 盲人 が 言語 を 習得 する 際 に , ろう 
貴 者 より ゃ 利益 を も っ て いる こと. か れ ら は 話さ れる 
まま に 開き , し た が っ て , 音 の 形成 を 認識 する こと が 
で き , 模 條 する 能力 が ある が , これ に 反し , 話す 際 に 
正しい 口 の 位置 を 見 ず , し た が っ て , Ret TCHS 
の 誤り に 陥り , 史 音 の 発音 に な る 不利 益 を も っ て いる 
こと も ゃ も 示さ れ て いる . この 意見 に 対す る 証左 と LT, 
早く 失明 し た 者 は 後天 的 の 和 失明 者 より も よく 話せ な い 
こと が あげ ば られる. し か し , この よう な 和 観察 は ほとん 
ど 一 般 に 妥当 な 結論 を これ か ら 引 出す が , これ は 正 し 
い 正 確 さ で 行 な は れ て は いな い . 盲人 が 話す の を 開く 
こと に よっ て も っ て いる 利益 は 確か で , BADR 
音 者 が 少な い の で 小さ い 利 益 で は な い . 不明 六 な 話し 
方 , これ は 特に 子音 の 交代 不明 療 な 分 節 の 発音 その 
他 に よっ て 現われ , 自然 に 史 音 に まで 変質 する こと が 
ある . 
教育 手段 ・ 教 材 ここ で は , まず 授業 に 活気 を つけ , 
いっ そう 知識 を 深め る た め の 実 物 教 材 の こと を 間 題 に 
する . 盲 教育 の 初期 に は 当然 の こと だ が , 必要 な 授業 
教材 を 目 分 で 作る こと が 各 教 師 に 一 任 さ れ て いた . そ 
Lt, 実際 家人 を 教え る 教師 は , みな この 苦労 な 仕事 
を や っ て き て いる . 中 に は , この こと に 特に 熱意 を も 
ち , 相当 な 成果 を あげ て いる 者 も いる . 形 人 自身 も こ 
の 方 面 で , 少な か ら ず 成果 を あげ て お り , 今日 使わ れ 
て いる 多く の 教材 は , その 原理 は 家人 の く ぁ うに よっ 
て いる . 盲 学校 数 が 増え , そ れ と と も ゃ も に 生徒 の 数 が 増え 
て くる と , 教材 に 対す る 和夫 要 も 増し て くる . それ は , 
また , 盲 教育 が 進歩 する に つれ て も 数 を 増し て ゆく . 
そこ で , 教材 を 作製 する 面 に も いろ いろ の ERD 
る . それ は 個々 の 教師 が , 一 つの 盲 学校 が ある 程度 , 
自分 で 教材 を 作る よう に な り , また , 姉妹 校 の それ を 
引受 ける と いう 形 で 進歩 し て ゆく の で ある . 

この 問題 が , 工業 的 に 取上げ られ 始め た の は 比較 的 
遅く , 商品 と し て 教材 が 売ら れる よう に な っ た の は か 
な り の ちの こと で あっ た . し か も , その 規模 は あま り 
大 きく な か っ だ. その 理由 は 需要 が いつ まで 経っ て も 
比較 的 わずか で あっ た し , この よう な 物品 の 製造 か ら 
は あま り 大 し た 収益 が 期待 で き な か っ た か ら で あ る . 
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これ は 現在 で も 変っ て いな い . BAC BABAR 
作っ て いる 工場 は 数 を る ほど し か な く , Ek, 製品 を 
選ぶ 余地 も な い . そこ で 盲人 用 教材 の 調製 は , BAA 
者 に と っ て 最も 重要 な 問題 と な っ て くる . 各地 の 盲 学 
校 の 教材 収集 を 見 る と わか る が , 各 校 間 , 相互 に 一 致 
する 同じ 教材 は ほとん ど な い . だ いた い 決 まっ た 教材 
が 整え られ ん て いる は ず の 各 盲 学校 教材 室 の 模様 は , そ 
れ ぞ れ の 学校 に よっ て まっ た だ たく 異な っ て いる . それ は 
一 般 に 普及 し て いる よう な 代表 的 な 教材 は , 恐らく ク 
ン ツ 式 地図 を 除け ば きわ め て まれ で ある . 

盲 学校 は 普通 の 印刷 で 作ら れる よう な 教材 , た と え 
ば , 見 て 覚え させ る 各種 の 説明 図 な ど を 使 2 こ と が で 
きず , 必ず 彫刻 的 , つま り 実 物 ま た は その 模型 を 使わ 
な けれ ば な ら な い . その た め 育 学校 で の 教材 の 作製 は 
費用 が 多く か か り , 物 に よっ て は まっ た く 不 可能 な こ 
と も ある . そこ で , この 理由 か ら 多 く の 貧 し い 盲 学校 
は ほし いも の が あっ て も ゃ も , その 多く を あき ら め な けれ 
ば な ら な い . 

それ で , 多く の 型 学校 の 教材 収集 は 貧弱 な も の で あ 
る . し か し , 一 方 の 面 の ある こと も 考え に 入れ る 必要 
が ある . RRR AOBAMILEAORRECAUD CLE 
5. その 使用 に は 晴 眼 者 用 の 教材 の 場合 と は 比較 に な 
ら な い ほ ど 大 き な 消 析 度 が つき まとっ て いる . 教材 は 
手触り に よっ て 学ば れる の で ある か ら , どん な に 注意 
し て 使わ せ て も , すぐ に よど れ て し まう . 指 の 汗 は 金 
属 部 分 を 悪く る し, さび が で きた り , 緑青 が つい た りす 
る . 触り 方 が へ た で ある と 細部 が 破損 し た り , そう で 
な く と も 具合 が 悪く な りや すい . SUCHE SIT 
な っ し まう . そこ で , 教 材 の 使用 維持 費 は 多額 に 上 り , 
新調 する 位 の 経費 が か か る . こう し た 事情 の た め , 
多く の 盲 学校 は , 教材 の 使用 を ご < く 必要 な も の に だ け 
に 止め た り , ある い は まっ た たく 使わ な いと いう 誤っ た 
方 針 を と る よう に な る の で ある . し か し , 経験 を 積ん 
だ 盲 教育 者 の 目 は , きち ん と 整備 され た 教材 収集 室 が 
単なる 見 せ も の で な いこ と を 見 ぬく も の で , 盲 学校 を 
見 学 し よう と 思っ て くる 晴 眼 者 た ち が , その よう な 収 
集 に 迷 ら りさ れる の で ある . 教材 は , まず その 各部 が , 
少な く と も その 主要 部 分 だ け は 手触り で よく わか る 
程度 の 大 き さ に 作ら れる こと か が 必要 で ある . 縮尺 に よ 
っ て 小さ く 作 っ た 模型 を 使う 際 は , 別に 実物 大 に 作っ 
た 部 分 模型 を 与え て , 理解 の 正確 を 期す る こと が 必要 
で ある . この 種 の 物 の 製作 は か な り の 費用 を 要 し , 実 
際 に は 不可 能 で ある 場合 が 多く , どこ まで が 必要 欠く 
べから ざる も の で ある か と いう 線 を 引く こと は むず か 
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し い . さら に , 教材 は 耐久 力 を も つよ うに 作り , 使用 
に よる 破損 を 少な くし な けれ ば な ら な い . ある 教材 が 
すべ て の 盲 学校 ある い は 大 部 分 の 盲 学校 に 供給 きれ る 
よう に する に は , で きる だ け 値 段 か や すく な けれ ば な 
ら な い . 教材 が 教育 学 的 条件 に か な っ て いる こと と は 自 
明 の こと で ある . し か し , これ は 繰返し 繰返し 要求 し 
な けれ ば た ならない . 

教師 と し て の 盲人 授業 が た だ 1 人 の 手 , すなわち も 創 
立 者 の 手 に よっ て 比較 的 広い 教室 の 中 で 行 な ち れ て い 
た 初期 の 盲 学校 の ころ に は , 特別 の 意図 を も た な く で 
も , 年 長 で 能力 の 豊か な 盲 生徒 を 授業 の さま ざま な 手 
助け に 使う と いう 考え ん が すぐ に で て きた . それ は 初め 
は ちょ っ と し た 試み で あっ た か も 知れ な い が , や が て 
広範 囲 に な り , また , は っ きり し た 目標 を も っ て 行 な 
われ る こと に 変っ て いっ た . そこ で, 盲人 を か れ 同 様 
の 運命 を も っ た 人 びと の 教師 に する こと が 決し て 意義 
の な いこ と で は な いと わか り , 時 の 経つ に つれ て 盲人 
は この 方 面 で 非常 な 進出 を し , 晴 眼 者 の 教育 こと に 
音楽 や 語学 の 授業 の 教師 と な る 者 も る で た ほど で , し か 
b, それ ぞ れ 相当 の 成績 を あげ た . 盲人 の 一 般 教 育 が 
行なわ れる よう に な る 以前 の 時 代 に も , この 方 面 の 先 
例 が な か っ た わけ で は な い . た と えば , 盲人 の 大 学 教 
授 が 幾 人 か あり , そ の うち で も サン ダー ソン (Saunder- 
son) は 特に 有名 で ある . 

以上 の ょ うに 最初 は 比較 的 才能 の ある , よく 教育 を 
受け た 盲人 を 助手 の 形 で 使っ た . パリ 盲 学校 の 設 聞 の 
数 年 後 の 1791 年 , アテ イ は , すでに 6 人 の 盲人 を 助 
手 と し て 用 い , 盲人 教師 の 基礎 を 作っ た . いま で も こ 
の 学校 の 主 目 的 の 一 つ は 盲人 を 教師 と し て 教育 する と 
と で ある . 

数 年 間 , 独自 の 歩み を し て きた クラ イン は 多く の 盲 
人 に か なり の 教育 的 才能 を 観 取 し た の で , 1819 年 に 
出版 され た か れ の 教科 書 の 中 で , 教職 と いう この 育 人 
の 職業 分 野 に 対し て , くわ し い 論 述 を し て いる . か れ 
の 考察 は , 自分 が 最初 の 生 徒 で ある ブラ ッ ン を 手 侍 事 
作業 の 教師 に し た 経験 も あっ て , 実際 的 に 書か れ て い 
る . ハウ ゥ は, 1832 年 に 盲人 トラ ン シ ェ リー を ポス ド 
ン へ 連れ て ゆき , 新しく で きた 盲 学校 の 教師 と し た . 
そし て ,. これ に よっ て , 盲人 を 教師 と し て 使 2 こ と 
アメ リカ で 創始 し た が , この 風 は 次 第 に 広まっ て いっ 
ただ. パブ ラ セ ク ( Pablasek ) は , BAX ZORA 
者 の 教師 に 教育 する と いう 点 で 特に 活発 で あっ た . な 
れ は 国立 盲 学校 の 中 に 特別 の 盲人 教員 養成 コー ス を 放 
け , ここ を 卒業 し た 盲人 が 教育 学 の 授業 を 受け , それ 








か ら 教 師 と し て 活躍 する よう に し た . 

教師 と し て の 盲人 の 能力 と 成績 に 対し て , 晴 眼 者 の 
側 に 多く の 不信 の 念 が あっ た こと , また だ た, いま で も あ 
る こと は 当然 考え られ る と ころ で ある . 
盲人 の 教師 を 用 いる こと は , 特に 授業 だ け で な く , 若 
い 人 を 指導 させ る に は , 晴 眼 の 教師 に 比べ て か な り 劣 
る も の で ある . し か し , 盲 人 自身 が 晴 眼 者 に 負け な い 
成果 を あげ よう と 奪 励 する こと が 多く , その 場合 , か 
れ ら は こと ば で 地位 を 争わ ず 行 動 で する か ら , か れ ら 
は 多く の 場合 自分 が りっぱ な 成績 を あげ る こと が で き 
る と いう こと を 実証 し て いる . 特に 盲 教育 の 分 野 で か 
れ ら は 活動 し 。 りっぱ な 成果 を 残し て いる . また , 数 
多く の 盲 学校 が 盲 教師 に よっ て 成立 っ て いる と し て お 
り , 多く の 型 学校 で 衣 人 は 有 能 で 良心 的 な 教師 と な っ 
uA. 

BAA E し て 働く 適性 が ある か どう か , EWS 
問題 は 幾度 も 論じ し られ て きた が , すべ て 一 般 的 に 論じ 
bh, tila, いろ いろ な 角度 で 一 般 的 に 結論 され て い 
Bec, れ は ほ 正 し いこ と と は いえ な い の で は な 
いか . な せな ら 教 育 的 才能 と か 天 分 と いっ た も の や , 
教養 の 程度 な ど が 1 人 の 晴 眼 の 教師 の 能力 を 大 きく 決 
定 す る の と 同様 に , 盲人 教師 の それ に も 影響 し て いる 
か ら で あ る . そし て 有 能 な 盲人 教師 の か た わら に , 教 
職 に は ほとん ど あ る い は 全く 適さ な い 盲 人 教師 を 見 い 
だ すこ と が ある . 盲人 教師 に は 教師 と し て 最も 重要 な 
鶴 巨 が 欠け て いる の で , 晴 眼 の 教師 より も いっ そう 鋭 
く , 注意 力 や 沈着 さや 活動 力 を 磨 か な け れ ば な ら な 
DW. 盲人 に と っ て この 職務 に 当たる 大 き な 障 害 と な っ 
て いる こと は 確か で ある . 視 覚 は 晴 眼 の 教師 に と っ て , 
その 活動 を 支え る 大 き な 力 で あり , これ が ある か ら こ 
そ 全 体 に 対す る 監視 や , 状況 に 対す る 瞬時 の 理解 と い 
うこ と が 可能 な の で ある . 

教師 と し て の 盲人 の 能力 に つい て 何 も $ 知 ろう と し な 
い 人 びと は , 盲人 の も っ て いる 学問 的 能力 に は 触れ な 
WC, 盲 教師 に は クラ ス の し つけ を する こと と が で き な 
いとい 2 意見 を 校外 で 語っ て いる . ま た , 多く の こと ども 
た ち は 悪 い 習慣 を も っ て いる も の だ が , それ を 監督 す 
る こと は 盲 人 教師 に は で き な い の で , か れ に は 生徒 た 
ち を 指導 し 助け る こと が で き な い ば か り で な く , 多く 
の 悪 習 企 を か れ の 面前 で も 行なわ せる 仕 位 と な っ て , 
それ を 固定 化 し て し ま うと いら 結果 を 生 みか ね な い 
Bis. し か し , こう し た 意見 は 理 貼 の な いと と で , 
経験 に よれ ば 多く の 盲人 教師 は , この 点 で か れ の 使命 
を 決し て ゆる が せ に は し て いな い . Ek, 事実 , 多く 
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の 盲人 教師 が この 面 で 要求 され る すべ て の 条件 に 適格 
な の で ある . し か る, 健康 な 目 を も ちな が ら 訓 練 に よ 
っ て 規律 を 守ら せる こと が で きず , 生徒 に し た い 放 題 
の 不 行 低 を 許し て いる . それ で 教師 と し て な す と ころ 
の な い 教 師 た ちがい か に 多い か を も 考え ん えて みる べき で 
ある . 

ちょ うと 晴 眼 者 の 間 に も 多少 の 教育 的 素質 を も っ た 
AE, そう で な い 者 と が ある よう に , BATELYHEO 
ある 者 と な い 者 が いる わけ で , 盲人 が 教師 に な る こと 
に 反対 する 人 は , 恐らく 少数 の 無能 力 な 衣 人 に あっ た 
RISC, その 一 例 を 一 般 化 し て し まっ た も の に 違い な 
い . 

古 学 校 の 教職 員 の 中 に 1 人 の 有 能 な 家 人 教師 の いる 
こと は , 非常 に 大 き な 意義 の ある こと で ある . BAK 
師 か が ある 授業 上 また は 教育 上 の 問題 に 対し て 抱い て い 
る 考え は , 必ず し ゃ 晴 眼 者 の それ と 一 致し な い . そし 
て 盲人 は 多く の 場合 , 盲人 自身 の 問題 を より 深く 理解 
し て いる の で , か れ の 考え や 意見 は 同 程度 の 資質 の あ 
る 晴 眼 者 の それ より も ゃ も, ずっ と 多く の 価値 を も っ て い 
る , と いう 主張 は 決し て 不当 な も の で は な い . BAR 
い 盲 人 教師 が 教授 方 法 上 の 処置 , すなわち , 教材 や 実 
物 教材 の 作製 お よび 使用 法 に 関し て 与え る こと の で き 
る ヒン ト は 軽視 で き な い も の が ある . Digs LOBE 
ある 注目 を ひく 価値 が ある . その 理由 は , BADE 
分 の 必要 や 自分 と 同じ 運命 に ある 者 の 希望 に 注意 深く 
心 を 配り , か れ ら の 立場 を 改善 する た め の 補 助手 段 を 
考案 し た り , 学級 授業 の 際 や 手 仕 事 作業 , 音楽 の 時 間 
な どの と き , 容易 に , し か も ゃ 早く 目的 に 達する た め の 
方 法 を 見 つけ る 点 で すぐ れ た 実績 を あげ て いる こと を 
意 激 幼 由 褒め 放 Mx 

人 びと が 盲人 教師 の こと を 悪く いう こと に も る 確か に 
一 理 が あり , また , 填 人 教師 は 盲目 の 生徒 た ちの 中 に 
完全 に 溶け 込め る こと , か れ ら は 生徒 た ち に 対し て あ 
まり 過大 な 要求 も 過小 な 要求 $ し な いこ と , すなわち , 
よく 晴 眼 の 教師 た ち に あり が ちな こと で ある が , 生徒 
に あま り 多 く の 成 績 を 期待 し た り , 遂行 能力 より も 下 
の 段階 で 低迷 し た りす る と と の な いこ と に も 多く の 理 
貼 が ある の で ある . それ は 紅 人 教師 と か れ ら の 盲 の 生 
佳 の 間 の 関係 を 観察 する 機会 を も っ た 者 に は 妊 を いれ 
な い 事 実 で ある . 

以上 に あげ た よう な 盲人 教師 の も ふつ よい 面 が 数 多く 
Both, 一 つの 盲 学校 に 働く 衣 人 の 教職 員 の 数 に は 
ある 程度 の 制約 が ある . 教師 中 の あま り 多 く が 盲人 で 
あっ て は な ら な い . そし て ドド イツ に お いて は , いま も 
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な お この 観点 か ら 考 えら れ て いる の で , 各地 の 盲 学校 
に は 盲人 教師 が 1 人 し か いな い 場 合 が 多い . また だ た, 上 
級 の クラ ス に 盲人 を 教師 と し て 用 いる こと は あま り よ 


く な い . その 理由 は , 場合 に よっ て は 訓 育 が 実際 に あ . 


.- ま り 適 切 に 厳正 に 行なわ れ て いな いこ と も ある か ら で 
HO. 最 下 級 か ら 第 2 年 級 ま で は 盲人 教師 を 用 いる こ 
と に 何 の た め ら いも いら な い が , それ 以上 の 学年 と な 
る と か な り 議 諭 の ある こと で , た いて い の 場 合 , BO 
見 える 監督 者 が 付添 う の が 普通 で ある . 

この ほか , 盲目 の 教職 員 は 晴 眼 者 より も 盲人 生徒 と 
身体 的 に 近く 接する こと と が , ずっ と 大 きく 可能 で あ 
る . し か し , 年 長 の 盲 少女 の 検査 を 盲人 教師 に まかせ 
729, ある い は 成長 し た 少年 を 盲人 女 教 師 に ゆだね る 
こと は 不適 当 と 考え な けれ ば な ら な い . ESE, OE 
り 小 さい こと ども た ちの 場合 で は これ ら は ほとん ど , あ 
る い は 全然 問題 と な ら な い . 

教師 と し て 公 的 な 地位 に つく こと は , 盲人 に と っ て 
困難 な こと で ある . オー スト リア に お ける よう な 多く 
の 教育 行政 官庁 は , ご どく 例 外 的 に , そし て 青学 校 関係 
に だ け 盲 人 教師 を 官 東 と し て いる . 特に 目立つ 外形 的 


欠陥 は 公 け の 教職 の 候補 者 に な る の に 不適 格 で ある と 


いう こと が 法令 の 中 に 明記 され て いる か ら で あ る . 他 
の 国 で は , 別 の や り 方 で 盲人 教師 の 盲 学校 任命 を お さ 
えて いる . た と えば , ドイ ツ で は 比較 的 ちず か な 盲人 
教師 し か 公職 に つい て いな い . イギリス や アメ リカ , 
フラ ンス な どの 国 で は , 盲人 教師 は 好 山 され て いて , 
か れ ら は いろ いろ の 役 に つ いて いる . し か し また , 私 
学 の 場合 で は 様子 が 違う . 盲人 の 音楽 教師 は オー スト 
ラリ ア で も 正式 に 教職 に つく こと が 許さ れ て いる . ドド 
イツ で も フラ ンス で も 同様 で ある . 多く の 盲人 は 衝立 
学校 の 教師 の 職 に つく た め に 努力 し て お り , この 場合 
で も ます 音楽 教師 が , 第 2 に 語学 教師 が 余裕 の ある 収 
入 を 得 て い る . 

金属 業 盲 学校 に お ける 金属 業 の 実験 は まだ 行なわ れ 
て いな い . 金属 業 の 課程 を ゲル ナー (Gorner) が 手 
芸 授業 に 関す る 講演 に 付加 し て いる . ゲル ナー は 材料 
と し て し ん ちゅ う 絹 お よび 鉄線 ・ 鉄 板 , すず 引き ブリ 
キ お よび 鉛 を 用 いよ うと 主張 し て いる . この 材料 で 生 
徒 は は さ み と り ・ 打 ち 返 し ・ や すり か け ・ 曲 げ ・ 切 断 
PITRE SCLC), これ に は 道具 と し て 雛 
子 ・ つ ち ・ や すり ・ 手 万 力 ・ 窪 孔 器 ・ ブ リキ 切り ば さ 
み ・ あ る いと な ど が 用 いら れる . 作品 と し て びょう ・ 
幾何 学 的 な 角 お よび 平面 ・ 止 め 金 ・ く つの ぼたん か け 
・ 輪 ・ 円 筒 ・ 九 柱 戯 ・ 半 球 ・ 物 理 の 教材 (MSH -K 





上 機 ・ 柄 杜 ・ 斜 面 ) お よび 日 用 品 (下敷 ・ 十 能 ) が 作 
られ る . 

ブラ ン 製 造 人 や ピア ノ 調 律師 と し て の 盲人 の 将来 の 
職業 に は 少な く と も 針金 の 取扱 い に 通し て お く こ と と ぁゃ 
望ま しい. 
九 柱 戯 この 遊び は 男子 の 育 人 に 最も 好ま れ て いる も 
の の 一 つ で , 小さ い 盲 児 も 非常 に これ を 喜ぶ が , FR 
の 者 は 数 時 間 も 九 柱 戯 で 過ごす こと も ある くら いで あ 
る . この 遊戯 は 二 つ の 面 で 盲人 に 有益 で ある か ら 可 能 
な 限り は , この 遊戯 を する 機会 を 写 え る べき で ある . 
第 1 に これ は 身体 の 発達 に 役立つ . それ は 非常 に すぐ 
れ た 体操 訓練 と な っ て いる か ら で あ る . 第 2 TLR 
に よっ て 非常 に よい 聴覚 訓練 が で きる . 完全 な 盲人 は 
目標 や 投げ る 方 向 を も っ ぱら 聴覚 に 頼ら な けれ ば な ら 
な いか ら で あ る . AKAORMIEIL, 晴 眼 の 場合 と 別 
に 変っ た 選び 方 を する 必要 は な い が , 球 を へ た に 投げ 
BAD, 投げ 損 じ て 道 か ら は ずれ た 場合 に も , Ale 
けが を させ な いよ うに し な けれ ば な ら な い . と き に 他 
の 人 が 道 に 沿っ て 立っ て いる と き は , 球 が それ て 飛ぶ 
こと を よく 気 を つけ る 必要 が ある . 人 に 当たっ て けが 
を させ る こと が ある か ら で あ る . 九 柱 戯 に 十分 慣れ た 
盲人 は , 晴 眼 者 と いっ し ょ に これ を 行なう こと が で き 
る . 特に か れ が 腕力 を も っ て いた り , 投 質 路 の 特性 を 
よく 心得 て いる と き に そう で ある . 

クラ イド グラフ (Kleidograph) バイ ト 式 に よる 点 
字 を 打つ 器械 で , 大 ま か に 見 て 12 の キイ か ら な り 立 っ 
TWH. と の キイ は それ ぞ れ の て こと 組合 っ て いて , 
後者 は キイ を 伸ばし た と き そ れ に 付 合 わ し た 打点 土 が 
動い て , それ に よっ て 紙 の 上 に 文字 が 突出 し て 印 刻 さき 
れる の で ある . その 他 の 4 個 の キイ は いわ ゆる 複合 化 
する た め の も の で , こと これ は それ ぞ れ 2 個 ず つの 点 を 太 
字 に 適 し た 形 で 打てる も の で ある . そこ で 4 本 の 指 で 
1 回 に 8 個 の 点 を 打つ こと が 可能 と な る . そこ と で , ま 
た , 片手 だ け で この 器械 を 打ち , も ゃ うら 一 方 の 手 を 他 の 
本 を 読む こと に 使う こと が で きる . 鍵盤 面 の ほか に あ 
る キイ は 余白 用 の も の で , 紙面 を 点字 を 印 せ ず に 1 字 
分 だ け 送 る こと が で きる よう に な っ て いる . それ は 送 
り 機構 が 点 を 印 す る か , 一 群 の 点 を 印 し た あと で な け 
れ ば 働か な いよ うに で き て いる か ら で あ る . 紙 の 大 き 
さ は まち まち で ある が , これ は 円筒 の 上 に の っ て 動く . 
新しい 行 が 始ま る と き に は 1 行 回 転 さ せ , 同時 に 全体 
が 左 へ 移さ れる よう に な っ て いる . これ ら の すべ て は 
左手 だ け で 行 な ち れる こと が で き て , 右手 は 書物 か ら 
離さ な く て すむ よう に な っ て いる . ニュ ー ヨ ー ク の 盲 
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学校 で 作 られ た この アメ リカ 式 の 器械 は , まだ あま り 
昌 科 大 有 で いな いよ う で ある . 

グラ ー ブ 式 還 字 機 (Gravescher Schreibapparat) © 
の 機械 は 考案 され た オラ ンダ の グラ ー プ 盲 学校 の 名 に 
ちな ん で グラ ー ブ プ と 名 付け られ て いる が , グル ト ベ ル 
ク その 他 の 機械 と 同様 印刷 文字 用 の 滑 動 印字 機 の 種類 
に 属し て いる . その 文字 は 角 ば っ た 形 で 印刷 され , FE 
常に 読み 易い . 取扱 い が 容 上 易 で , 値段 も 安い . 
グロ ー タ ス (Grothus, Elizabeth) 男爵 夫人 . 古い 
家柄 の 出 で あ る . ご く 幼 いと き に 父 を 和 失い, そし て 成 
人 し て 間 も な い ころ , 母 を 失っ た . 幼少 の 時 代 を ほ と 
攻 5 ペ ラッ レス ブル グ で 過ごし , また , 旅行 に も よく で 
か けた . ドレ ス デ ン に 長く 潜在 し て いた が , か の 女 は 
オー スト リア の 公使 クニ エフ シェ タイ ン 伯 の 家族 と 知 
合い に な っ た . 伯爵 夫人 は か の 女 に と っ て 第 2 の 母 の 
よう に な り , その 娘 は か の 女 の 生涯 の 友人 と な っ た . 
以前 か ら 目 を 病み , か の 女 は 一 番 は な や か な 娘 盛 り の 
時 代 に 視力 を 完全 に 失っ て し まっ た . し か し , か の 女 
は 盛ん な 知識 欲 と 素晴らし い 記 隊 力 と に 助け られ て , 
手 や 耳 を 通じ て 知っ た こと が ら を 容易 (c 理解 記 境 し 
て , 教養 を 高め て いっ た . 

の 災 は 若い ころ ドイ ッ 語 , フラ ンス 語 ,。 ロシア 語 
を マス ター し , の ち に は 英語 と イタ リア 語 も 習っ た . そ 
し て , それ ら の 国語 に よる 古典 的 な 文学 作品 に も ゃ よく 
通し て いた . 若い ころ に 新教 か ら 旧 教 に か わり , 旧 教 
の 信仰 の 中 に その 孤独 な 人 生 の 届 め を 得 よ うと し た . 
音楽 は か の 女 が 特に 愛す る も の で あっ た . か の 女 は 歌 
いか つ ビ アノ の 演奏 に 熱心 で あっ た . や が て 日 常 の 病 
気 の た め 音 楽 の 練習 は や め な けれ ば な ら な か っ た . か 
の 女 は 新しく 「 口 述 に よっ て いろ いろ な 短編 や 長編 小 
説 を 書く こと を 始め , 1893 年 , シン カゴ で 行なわ れ た 万 
国 博覧 会 の と き に その 作品 に 対 し て メダ ル を 贈ら れ 
た . か の 女 は 手 を 休め る と いう と と が な か っ た だ た. HO 
ぬい と り を し た り , か ぎ 針 編 で クロ ー ス を 作っ た り し 
て , 多く の 友だち に 贈 つた . か の 女 の 友人 の うち に 
は , 有名 な 女流 作家 も 混 っ て いた . 

か の 女 は 社交 の 席 を 提供 する 主人 と し て の すぐ れ だ た 
候 格 を 二 つ も っ て いた . すなわち , か の 女 は 決し て 5 
わき さ ば な し を せ ず , すべ て の 人 に 対し て いつ も 美 点 だ 
け を 語る と いら 良識 を も っ て いた . 第 2 に 客 の だ れ に 
で も あたたか い 関 心 を よせ , その た め に は か の 女 の す 
ば らし い 記 境 力 が 非常 に 役立っ た . か の 女 の サ ロン に 
いる と た れ で も 取り つく ろ 2 必要 の な い 自 然 な 気持 に 
な り , そこ で は いろ いろ の 要素 が 互 に 融和 する こと が 


sy ce 

か の 女 は キリ スト 教 の 信仰 に 慰め を 得 て , 人 に 同情 
され る こと を 好ま な か っ た . か の 女 は 何気なく , そし 
て 惜しみ な く 人 に 施し , 知人 の 中 で 地位 や 職 を 求め て 
いる 者 の た め に 世話 を し , 面倒 を 見 て や る 人 が で きる 
の を 非常 に 調 ん で いた . 

老齢 に な る に つれ て か の 女 の 胸 の 病気 が 顕著 と な 
り , 不眠 と 痛み と が 次 第 に 大 きく な っ て きた . URL, 
空気 の 新鮮 な 郊外 の 静けさ が , 幾 分 か の 女 の 体 を 力 づ 
け は し た . そし て 衰弱 し て も な お , か の 女 は 毎月 サロ 
YOR BY Tote. そし て , 1896 年 , か の 女 は 別れ 
の 晩 維 会 を 開い て 死に つい た . 73 歳 の 高齢 に 達し て い 
7, 
グロ ー ト (Grot, Constantin) 1815 年 に 生ま れる . 
枢密 顧問 官 , ロ シア 国事 参議 官 の 1 人 . 皇帝 の 国政 雇 
i, Sl 277 2 So OE a= a7 
サン ドロ ブナ は , 1876 年 に 厚生 救済 委員 会 の 議長 の 
資格 を も つ グ ロー ト に , (ロン ア と トル ュ ) MECH 
死 し た 将兵 の 妻 や 遺児 た ちと , 同時 に 戦役 で 失明 し て 
ALTER GY 1500 A) の 生活 を 保護 する こと を 
Rie. LIC, グロ ー トド MR2 BOR, VORA 
を 訪れ , すでに 6 週間 の の ち に は 和 失明 軍人 の た め の 二 
つの 保護 院 を 建て る こと に 着手 し た . そこ で は 手 仕 事 
の 教授 が 行なわ れる こと に な っ て いた . 

1880 年 に 自費 で ペ テ ル ス ブル グ の 盲 少年 の た め に 
小さ な 借 学校 を 建て , 盲人 に 対す る 行 坪 いた 保護 事業 
を 進め て いっ た . 3 年 後 , さき の 救済 要員 会 は , 「 マ 
リー・ ア レク サン ドロ グ ブナ 皇后 盲人 保護 院 」 に 移行 
し , グロ ー ト は その 院長 に な っ た . 盲人 問題 に つい て 
勉強 する た め に , か れ は か な り の 数 の 盲 学校 を 訪れ , 
NKEOS BO SABRIC Lr. さら に か れ は べ テ 
ルス ブル グ に 成人 し た 盲人 の た め の 作 業 場 を 建て , そ 
れ に 自分 の 名 を つけ た . か れ は 81 歳 ま で , 盲人 保護 院 
の 院長 で あっ た が , それ 以後 は 名 人 誉 院長 と な っ た . B 
ン ア に お ける 新しい 盲人 事業 の 進展 は その 大 部 分 が , 
この 実行 力 の ある 偉大 な 博愛 家 の 業 績 で ある . か れ は 
1897 年 に セン ト ・ ペ テル ス ブ ル グ で 死去 した. 
訓練 ここ で 訓練 と いう こと ば に よっ て われ われ が 理 
解 し よう と する と と が ら は , 盲 学校 に お ける 外面 的 な 
秩序 に 向け られ る 措置 を いう の で ある . 

教育 学 に よっ て , この 訓練 と いら 点 に 関し て 定め ら 
れ て いる 一 般 的 な 原理 は , 盲 学校 に 対し て も , また , 
こと ご ど と く 当 て は まる . 晴 眼 者 た ち に 対し て , 本 当 に 
よい 訓練 を 施し 得る 教師 は , 盲人 た ち に 対し て も ま 
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た , そう で きる で あろ らし, 恐らく 盲 学校 に お ける 
訓練 の 実施 は , さま ざま な 事情 に よっ て 非常 に 容易 と 
な っ て いる か ら ,( MBE SLY 人 で きる と で ある 2 
盲 学校 に お ける 訓練 の 容易 さ は , まず 次 の よう な 事 
実に よっ て 可能 と な っ て いる . すなわち , この 教育 に 
は 小 人 数 の 学級 し か 許さ れ て いな いと いう こと で あ 
る . それ 加え て , BAMMRADRROR Be IF < 
な い 例 な ど に よっ て 誤っ て 導 か れ て ゆく さま ざま な 
粗暴 な 振舞 いこ に 対し て は , その 目 の 見 え ぬ と い 5S 
が 幸い し て , か えっ て 自然 に その よう な 道 か ら は 取 残 
され て いる の で ある . また , た いて い の 場 合 , BFR 
に 入っ て くる 生徒 の 数 は 比較 的 少な い . か れ ら は 自分 
た ち が 好 むと 好ま な いと に か か わら ず , 上 か ら の 指図 
に よる 秩序 に 直ちに 適応 せ ざ る を 得 な い . た と え ゆ , 
患い 家庭 環境 の ょ うな , 外部 より 学校 の 訓練 に 阻止 的 
に 作用 し て くる 要素 は , 盲 学校 の 大 部 分 は ほとん と 例 
外 な く 寄 宿舎 制 で ある の で , 全然 ある い は 単に 一 時 的 
だ け の 影響 か あっ た だ け で ある . その うえ 盲 学校 は 休 
暇 以外 の と き に は , 常に その 生徒 を 監督 下 に お いて い 
る の で ある . 

また 他 面 に お いて は , 次 の よう な こと が 訓練 を 困難 
(に する も の と し て 問題 に な る . すなわち , 失明 児童 
は , 教育 の 義務 と いう も の を 負わ ちさ れ て いな いか ら , 
相当 の 年 齢 に 達し , 身体 的 に も 精神 的 に も , 訓練 と い 
うら も の に 大 な り 小 な り の 反抗 を 示し 得る ほ ど に 達し て 
が ゆら 盲 学校 に 入っ て ぐる て と と が ある し は まし ば に の よ 
うな こども た ち は 無 責任 に も ほっ た ら か し に され , カカ 
7e< BACH), ある い は 極端 な 革 や か し が わが まま 
を 呼び 起こ し て それ が 習性 と な っ て し まっ て いる . こ 
れ ら の こと は 教育 指導 に は 適し て いな い の で , 絶滅 し 
な けれ ば な ら な いこ と が ら で あ る . こ の よう な 場合 , 学 
校生 活 の 秩序 の 中 で の 共同 生活 は 退屈 に 感じ られ る ま 
ま に 過 ご され る の が 常 で ある . な ぜ な ら , 習慣 の 力 は 
すでに 支配 的 と な っ て し まっ て いる か ら で あ る . TE 
も と いう ら ゃ も の は , 静か に し て いな けれ ば な ら な いと き 
に は し ゃ べり , 戸外 で 大 騒ぎ を し て も よい と き に は , 
じっと 座っ て お り , 自分 で 洗面 所 へ 行っ て 仕 末 し な け 
れ ば な ら な いと き に , わざ と 汚し た まま , BLEDO 
まま に し て いた が り , ある こと を し な けれ ば な ら な い 
と き に , 全然 それ を や ら な いか , ある い は まっ た く 別 
の こと を や り 始 め た りす る . 校内 生活 の 秩序 整頓 を 行 
な ら こ と は , こども た ちの 場合 より も ゃ も, 後 年 に な っ て 
失明 し た 者 た ち に つい て 行なう 場合 の 方 が よ ほ と 困難 
CHS. これ は , 恐らく 盲 学校 内 に 行き わた っ て いる 


償 習 や 慣例 に 当て は ま ら な いで , 全体 の 利害 か ら は ず 
れる よう な , その 人 の 生活 習慣 と いう も の に 関連 し で 
いる の で あろ うら. LAL, きわ め て 好都合 な 状態 に あ 
る 場合 で さえ , この 訓練 と いう も の は , な お 克服 し な 
けれ ば な ら な い 多 く の 困 難 に 突き 当たる の で ある . と 
の こと は 家 児 童 の 特質 か ら で て くる の で ある . BOR 
える こども た ち は ほ と ん ど , 他人 の 行なう 例示 を 目 で 
ACB), また だ た, それ に な らら うと いう こと を 通じ で !, 
いわ ゆる 清潔 さと か 整頓 , TROLS LORAIN 
な 美徳 へ 導 か れ て 行く と と が で きる で あろ う . 目 は 一 
生 を 通じ し て, この よう な 外面 的 な 整理 整頓 の 主催 者 の 
よう な も の で あり , それ 対す る 違反 の 監視 者 で も あ 
る . も ゃ し, すべ て の 人 間 が , BCH .0KkETSLE, そ 
こ に は 予断 を 許さ な い 大 変動 が , 風俗 , 習慣 , 一 般 に 
起こ っ て くる で あろ う . し た が っ て , 盲人 と は われ わ 
れ の 間 で , あたかも ゃ 異物 の よう に 生存 し , し か も , そ 


2 で ある か ら と いっ て 晴 眼 者 た ちの 慣習 か ら 離 れ て 自 


分 た ちの 気 の 向 くま ま に 離 反 し て , それ を 許す わけ と 
は ゆか な い 存 在 な の で ある , し か し , も し 盲人 が 目 の 
見 える 人 びと に は , 恐らく きわ め て 高い 価値 を も っ 
て いる と 思わ れる 多く の も の に 何 の 意 義 を も 認め な い 
か , また は , わずか な 理解 し か それ に 対 し て 示さ な い 
か ら と いっ て , 人 は か れ を 悪く と る こと が で きる で あ 
ろう か . Efe, か れ が 晴 眼 者 た ちの も っ て いる 多く の 
浮 薄 さ に は な か な か , ある い は 全然 同化 で き な い か ら 
と いっ て , か れ を 責め る こと と が で きよ うか 、 


それ に も か か わら ず , われ われ は 盲人 を 目 の 見 える 』 


者 の 社会 の 有用 な 一 員 に 育て あげ よう と し て いる 』 そそ 
こ で , われ われ は 晴 眼 者 た ちの 共同 生活 を 文化 発展 の 
中 で 押し 進め て きた よう な , いっ さい の 基本 的 秩序 へ 


の 尊重 と , それ へ の 同化 と , その 行使 を , 盲人 に 対し 


て も 禁ず べき で は な い . か を っ て か れ を 晴 眼 者 の 場合 
と 同じ 程度 で , それ に 向っ て 指導 する こと に 努力 すべ 
き で ある . し た が っ て , 目標 は 目 の 見 える こども の 場合 


Ch, 盲 の こと ども の 場合 で も 同一 な の で ある が ) Tee 


その 方 法 が , し ば し ば 互い に か け 離 れ て いる と いら だ 
け で ある . よい 行ない の 垂 範 と いう こと は 盲 の と ども 
に 対し て は , 最初 , 命令 と 同様 に ほとん ど 役 に 立た な 
い . 前 者 は 目 で 見 られ な いし , 後者 は 理解 され な いか 
ら で ある . で は , どう し た ら よい か . われ bHIES 
を 取っ て 教え ん,, な ん ど で も 指導 し , 率先 し て 模範 を 示 
し , 触れ させ て や り , まね て 行動 する よう に 指図 し , 
教え られ た こと が ら を 飽 か ず に 反復 させ て や る こと で 
DS. 晴 眼 者 た ち が 行 動 の 外面 的 な 順序 や 規則 性 を 見 
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で いる 間 に , そこ に 得 ら れ た 概念 に よっ て , よい 習慣 
と か 行儀 作法 を 理解 し て 行く . そう し た 物事 の すべ て 
の 基本 は , 盲人 の 場合 で は 反復 に 反復 を 重ね る 練習 に 
よっ て 刻み つけ られ る に 違い な い . 盲 学校 は 両親 の も 
と に ある 家庭 と いう も の の 代り に な ら な けれ ば な ら な 
い の で , こう らし た 練習 は 授業 時 間 だ け で な く , この た 
。 め 利用 で きる すべ て の 機会 を 活用 すべ き で ある . こう 
し た 機会 は 毎日 , 、 朝 か ら 晩 まき で どこ に いて も ふも, 生徒 た 
ちの 身近 で 指導 や 教示 の 行 な た を る と ころ で あれ ば , B 
室 , 洗面 所 , 食堂 , 居室 , 仕事 場 , ある い は 校内 や 庭 
園 , 遊び 場 な ど で 見 い だ さ れる も の で ある . 

この よう な 仕事 は , 盲人 の 養成 と 指導 と に 携わる す 
べ て の 人 びと の つと めで ある . また , それ に 従っ て, 
この 目的 の 達成 の た め の す べ て の 試み は , 一 様 な 規則 
性 を も ち , 相 呼 応 し て それ に な ら っ て 行なう 必要 が あ 
る . これ は 校内 秩序 に つい て の 一 般 的 な , ある い は 特 
別 な 指示 に よっ て 行なう も の で , その 指図 は 毎日 ある 
い は 機会 の ある ご と に 説明 し な けれ ば な ら な い . この 
目的 を 達成 する に 当たっ て は , 能力 の ある 生徒 た ち が 
これ に 協力 する 場合 も 少な く な く , か れ ら に は 力 の 弱 
い 者 や 能力 の 乏しい 者 に 必要 事項 を 指導 する 役目 が 与 
えら れる . 

ど と で も 同じ で ある が , 盲 学校 に お いて も よい し つ 
け と いう ら ゃ も の は , 目 に 立つ も の で ある . それ は 生徒 た 
ちの 行儀 , 行ない , こと ば 遣い や 動作 の うち に , 教室 
\ 仕 事 場 で 使わ れる 道具 の 取扱 いや 手入れ の うち に , 
文字 に 書い た も の や 模型 , 木彫 り , また 職業 的 な 製品 
の よう な で き あ が っ た 仕事 の 清潔 さや 注意 深 さ の 5 
ち に , 身体 や 衣服 の 清潔 さと か , 1 人 の 生徒 個人 の 書 
i, 遊び 道具 と か , その 他 の も の の 整理 の 中 に , 生徒 
た ちの 使用 し て いる 部 屋 の 整頓 の 中 に 特に , また 規律 
正しい 別け へ だ て の な い 従 順 さ の 中 に 現われ て いる の 
CHS. こと の よう な し つけ が 徹底 し , 持続 する こと が 
目標 に 導く も の と な り , 習得 し た も の は 次 第 に 変わ 
り , こと これ に 反逆 的 で あっ た 習慣 は 消滅 する か 務 ら げ ら 
れ た 形 で 現われ る よう に な り , 学校 内 を 支配 し て いる 
秩序 の 中 に ま か れ た felt, こう し た 習慣 を 生徒 た ち 
が 生涯 も ち 続 ける 必要 欠く べから ざる も の へ と 次 第 に 
変え て 行く の で ある . 

訓練 の 手段 と し て , 学校 や 家庭 で の 教育 こと っ て 周 
知 と な っ て いる 報酬 や 徐 横 の すべ て を , 盲人 教育 者 は 
意 の まま に 使う こと が で きる . た だ , 目 つ きだ と か 顔 
めき と か , 目 で 注意 する な ど と いら うこ と は , YR F 
児 た ち に 対し て は , まっ た く 意 味 が な い . も ちろ ん , 


他 の 教育 施設 に お いて , 不適 当 な , また , 残酷 な ぁ の 
と し て 避け られ て いる こと は , 当然 盲 学校 で も その よ 
うな も の と し て な すこ と と が 妥当 で ある . 

また , 食料 を 遠ざけ た り , その 質 を 低下 させ る と い 
うこ と は 正常 な 状態 の も と で は 許さ れ な い . こう し た 
こと は , 常に われ われ が 義務 と し て いる 身体 の 養育 と 
いう と と に も と る も の で ある . 一 般 に いっ て よい 学校 
に お ける と 同じ に , 盲 学校 に お いて も また , FARMNLT 
SARIS, それ を 最小 限度 に や め る と いう こと と が 
最高 原則 で ある . これ は , 教育 や , 仕事 や , 遊び 方 の 
指導 に 適当 に 携わる こと に よっ て 達成 で きる . そし て 
音楽 は 。 まさ に 半分 の し つけ で ある . し か し , b UK 
副 が 避け られ た ない 場合 は , その 生徒 は それ が 自然 の 必 
然 性 に よる も の で ある こと を 知ら な けれ ば な ら な い . 
この 際 に われ われ は , われ われ の 生徒 た ち が わ れ わ れ 
の 正義 愛 に 対し て 非常 に 好ま し い 感 情 を 抱い て いる と 
いら こと を , 常に 記憶 する 必要 が ある . 懲罰 方 法 の 第 
1 段階 は に こと ば で あり , 多種 多様 の 段階 を も つこ と が 
CEA. ある と き は 励ま す よ うな 賞 項 する よう な , あ 
る い は 非難 する よう な 呼び か け で あり , ある と き は 親 
切な 警告 で あり , ある と き は 思い 起こ さき せる こと ば で 
ある . ある と き は 非難 で あり , ある と き は 多少 と も き 
び し い 命令 で も ある . 自由 刑 も また 同様 に , 多種 多様 
な 形式 と 程度 で 現われ る こと が で き , 単純 な 居残り か 
ら , 軽度 の ある い は 厳重 な 禁足 に 至る まで の 段階 が あ 
る . ANCL EAE BE CS RANI LOD 
える べき で ある . この ほか に は , SICT ATOR 
の 方 法 が 尽き て し まっ た と き で ある が , と き お り , 最 
後 的 な も の と し て 行なわ れる 熊 凡 的 退 校 は , 最も まれ 
な 例外 と し て 許さ れる も の で ある . 比較 的 重い 役 戒 方 
法 は , 学校 の 指導 者 が 教員 会 に よっ て , 非常 に 重い ゃ も 
の は 常に 学校 を 管理 する 上 級 機関 に よっ て だ け 行 な わ 
れる も の と され る . 
結婚 盲 教育 の 使命 が 現在 に お いて , 盲人 を 市 民 と し 
て の 自立 性 に 達する まで 指導 する こと に ある と 見 られ 
て いる . こと の 自立 性 は 結婚 と いう こと の うち に 初め て 
その 完全 な 表現 を 見 だす も の と いえ よう . し た が っ 
て , その 他 の 目標 が すでに 達せ られ て いる 盲人 た ち に 
対し て は , 次 に 結婚 の 権利 と いう も の が 配慮 され な け 
れ ば な ら な い . Lal, 盲人 に 結婚 する こと を すす め 
て よい か どう ろか, と いう こと に 関し て , 意見 は 分 か れ 
る で あろ うら . そし て 事実 , これ に 関し て 議論 の 余地 の 
な い 明 自 な 結論 に 到達 する の は 非常 に 困難 で ある . ま 
fe, 型 人 は 結婚 すべ き で ある か どら うか, と いう 問題 を 


826 





判断 する に 際 し て , 結婚 する 盲人 は 男 で ある か 女 で あ 
る の か , ある い は 両方 な の か , また は 生活 手段 を も つ 
十 人 が 問題 と な っ て いる の か , その 能力 の な い 者 な の 
か な ど , こと が ら が 当然 区 別 し な けれ ば な ら な い . こ 
こ で も ます 次 の よう な 盲人 , すなわち , 家 か ら は 生活 
の 仕送り を 受け ず , 結婚 と いう 結合 の た め の 基礎 づけ 
と し て は , りっぱ な 教育 と 職業 へ の 適性 能力 の ほか は 
何 も 持参 し な い 盲人 で ある . そし て , この 職業 能力 が 
適当 な 状況 の も と に あっ て , 市 民 的 自立 性 に 達し , あ 
る い は それ を 主張 し 得る こと を 可能 な らし め る 者 と す 
る . さら に 恵まれ た 場合 と し て は , いく ら か の 貯金 を 
も つ 者 と いう こと も 考え られ る . 

いま 仮に 正直 で 有人 能 で 真面目 な 仕事 に 慣れ て いる 盲 
人 , そし て その 他 の 部 分 で は 健康 な 男子 が , 自身 の 職 
業 の 遂行 に よっ て すでに 市 民 と し て の 生存 を 基礎 づけ 
て いて , 学校 の 校長 に ある 晴 眼 の 少女 と の 結婚 に 同意 
し て くれ る よう に と 要請 する 場合 も 考え を られる. か れ 
の 選ん だ 少女 は 婚 如 能 力 が あり , 品行 も 正しく , 相応 
の 理解 力 を も っ て いて , その 教養 の 上 点 で だ, か れ に 劣ら 
な いか , ある い は それ ほど ひど く 劣 っ て お ら ず , 仕事 
に 熱心 で 島 約 か つ 家 事 に 巧み で , 単純 に 教育 され て お 
り , 適度 の 運命 に 満足 し て いる も の と する . いか な る 
点 に お いて も , よい 評判 を 受け て お り , か の 女 の 求 婚 
者 より ひど く 年 が 若い と いう こと も な く , また 健康 で 
も ある 校長 は , その 盲人 に か れ が 意図 し て いる その 道 
に お いて の か れ の 責任 に 対し て , 注意 を 喚起 する こと 
を 怠っ て は な ら な い . 結婚 生活 と いう も の は , りっぱ 
に 暮し を 立て て 行く こと を か れ に 教え る べき で , その 
うえ 妻 と , 当然 考え られ る こども た ちと の 生活 の 面倒 
を 見 る こと は , か れ に 倍 の 努力 が 必要 で ある こと を き 
び し く 教え る こと を 忘れ て は な ら な い . さら と, 校長 
は 一 般 人 に は な いよ うな 避け 難い さま ざま な 心労 と 日 
々 の 生活 に つい て くわ し く か れ と 語る べき で ある . 

有 能 な 家庭 の 主婦 で あり , よい 妻 で ある た め の 前 提 
条件 を すべ て 満た し て いる よう な 女性 が , BRUCE 
目 で ある 男性 と 結婚 する で あろ うか. と の こと に つい 
て ビッ トー ナー (Bittner) は ケル ン 会 議 で 次 の よう 
な こと を いっ て いる . 

「 謙 直 で 有 能 な 盲人 は た いて い は りっぱ な 妻 を 迎え 
る も の で ある . か れ と 結婚 し ょ 2 と 欲す る 女性 は , 自 
分 が か れ に 手 を 差し 延べ る その 瞬間 に 多く の 快楽 を 放 
棄 し , 重い 責任 を 身 に 引受 ける の だ と いう こと を 知っ 
て いる . それ に も か か わら ず , その 女性 が この 結婚 に 
た め ら うこ と が な けれ ば , か の 女 に は 普通 の 男性 を 求 


め , 静か な , そし て 安静 な 家庭 へ , また , 狭く と る 自 
身 で 行なう 結実 の 豊か な 活動 の 場 へ の 願望 が か いっ さい 
の ちゅ うち ょ に 打ち 勝つ で あろ う 」. 

ビッ トー ナー は さら に 続け て いら. 「 結 婚 が どの ま 
う な 仕方 で 結ば れる か . その 性 格 の うち に , その 後 の 
か れ ら の 歩む 道 が すでに 見 られ る こと は ま れ で は な 
Vs. これ は 盲人 が 晴 眼 の 婦人 と 結婚 する 場合 に も 当 で 
は まる . か れ ら が 神 を より どこ ろ と し て お れ ば , か れ 
ら は は な は だ し い 障 害 に あう と と も な く , 幸福 に 順当 
な 道 を た どる こと が で きる の で ある . も ちろ ん , か れ 
ら は 普通 最初 の うち に いわ ゆる 高度 の 動 挿 に 耐え な け 
れ ば な ら な い . し か し , か れ ら に と っ て は し ば LIEK 
続 的 な 不満 に 行き つき や すい あの 無味 乾燥 と 錯乱 に 陥 計 
る こと は な いで あろ う . その 夫婦 は , 一 つの 目的 へ の 
共通 の 努力 を , 結婚 の 成功 と その よい 結実 を 共同 で 折 
BETHEL ENOBH BIT, そこ に 幸福 を 感じ る の 
で ある 」. | 
当然 予想 され る こども の 誕生 は , MBOBMBLSE 
た げ る も の で は な い . か えっ て それ を 倍加 する の が 普 
通 で ある . 紅 人 は 特別 の 情愛 を も っ て か れ ら の と こども 
た ち に 執着 する も の な の で ある . 「 運 命 が か か れ に それ 
を 見 る こと を 拒ん で いる . 色彩 の 輝き は , か れ に と っ 
て は , 自分 の こども の 生命 の 喜び と 歓喜 の 中 に 立ち 現 
われ て いる よ うら に 思わ れる の で ある 」. こども た ちの 
教育 も , も し 両親 が 誠実 の 義務 の 遂行 と , 双方 の 側 か 
ら の 注意 と , 自分 の 家庭 に 対す る 愛 と 単純 さと に よっ 
て りっぱ な 範 例 を 示し さえ すれ ば , 父親 が 盲目 で あっ 
て も ゃ 障害 は 受け な いで あろ う . 盲人 と の 結婚 に よっ で 
あぁ た た び 盲 目 の こ ども が 生ま れ て くる の で は な いか と 
いう 恐れ は , 配偶 者 の 盲目 が 遺伝 性 の も の で ある 場合 
(に だ け 正 当 な も の と な る . 後天 的 な 失明 の 場合 で は , 
その よう な 不利 益 を 恐れ る 必要 は な い . 結婚 前 医師 を 


訪ね て 診察 を 受け , 自分 の 失明 が 後天 的 な も の で , B 


伝 性 の も の で は な いこ と , 一 般 に 身体 が 健康 で ある と 
と を 確か め る こと が , 必ず 結婚 し よう と する 盲人 と 勧 
め ら れ な く て は な ら な い . し か し , 盲人 と 結婚 する こ 請 
と に 決っ た 晴 眼 の 婦人 も ゃ も, 医師 の 診断 を 受け る こと を 靖 
強く 要望 され る も の で ある . 病身 で ある と か , BOS 
い だ け の 婦人 も , 自身 の ある い は 相手 の 家人 の 幸い の 凍 
た め に , か れ と の 結婚 か ら 身 を 引か な けれ ば な ら な い 
と きも ある. 妻 が 病弱 で , その た め に 生計 の 活動 が 困 
難 ( こ な る 場合 に , その 結婚 は 不幸 な 道 を た どる の が 通 還 
例 だ か ら で あ る . 

その よう な 女性 は 次 の よう な 恋 問 を 自身 に 与え る と 
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更に な る で あろ うら . すなわち , 自分 が 自分 の 選ん だ 夫 
と 対し て , ご どく 近い 教養 段階 に 立つ て いる の か どう か , 
夫 の 関心 を も つ こと が ら に 自分 も 思い を こ ら す こと 
が で きる か どう ら か , さら に 自分 も 夫 の も っ て いる 思考 
様式 と 物 の 見 方 の 中 に 入っ て 生活 する の に 適し て いる 
か どう か , と いう 問い で ある . 思索 と 行動 と に お いて 
劣っ て いる 妻 を , 盲人 の 夫 は 用 いる こと が で き な い 、. 
「 家 人 と いう も の は , 教養 に お いて か れ に 立 遅 れ て い 
る 妻 を 丸 耐 強く 物静か に 教え , か の 女 を 引上げ る こと 
を よく 心得 て いる も の で ある . REL, それ は その 妻 
が それ に 従い , それ を 欲し て いる 場合 に 限っ て いる . 
$ も し , か の 女 が それ を 拒む か , ある い は 習慣 と な っ て 
し まっ た 生き 方 か ら 抜け だ す こと が で き な い と する 
と , その 盲人 は , その よう な と き は 心 の 慰め と も な ら 
な い の で , 自分 の 結婚 生活 を 非常 に 不幸 で ある と 感 ず 
pk FICS). 

また , 自分 の 知識 を すばらし いも の と 思い 込ん で い 
る 表 人 と か , 教養 の 価値 と いう も の を , 真 の 教養 が 常 
に その よう に 作用 する 道徳 的 な だ け で な く , 単なる 
知識 の 集積 に ある と 見 る よう な 盲人 と の 結婚 に つい て 
も 同様 で ある . その よう に 自分 を 他人 の 上 に お く と い 
う 傾向 を 多く 示す も の で , か れ に あっ て は , すべ て の 
こと は 愛す る 「 巳 れ 」 に か か っ て いる の で ある . 

か れ は 最も 近く に いる 者 に 対し て 求め る と ころ が 多 
過ぎ る の が 普通 で ある . か れ の 側 こ いる 妻 の 運命 は 何 
ら う ら や むこ と の な いも の で , と り 分 け か の 女 が , か 
れ が 教養 と 称し て いる こと に 立 遅れ て いる と き に は そ 
2 な の で ある . か れ は 尊大 に 構え て , ADO THEO 
低い 」 妻 を 軽視 し て 取扱 っ て よい と 信ずる . する と , 
か の 女 は か れ に 同じ こと を も っ て それ に 報復 し , か れ 
に 自分 の 身体 の 欠陥 か らく る 依存 性 を 思い 知ら せる こ 
と と な り , この よう な 結婚 生活 に は 幸福 と 繁栄 を 求め 
て を 徒労 と な る だ け で ある . 

さて , 目 の 見 える 男 と 盲目 の 女性 と の 結婚 に 関し て 
は , 目 の 見 える 女性 と 盲人 の 男性 と の 間 の それ と は , 
だ いぶ 事情 が 違っ て いる . 若い 人 びと が ぁ ふと し た こと 
か ら 知 合う よう に な り , か れ は か の 女 を 同情 か ら 関 心 
を も っ て 取扱 い , か の 女 は か れ を 愛す る よう に な り , 
そし て つい に は か れ も 同 情 が 一 種 の 愛情 へ と 変っ て い 
《. COB, 感覚 的 な と と が ら が 確か に 役割 を 果たし 
て お り , その 事情 に 対す る 理性 的 な 判断 は 必ず し も ゃ 生 
じじ て こない も の で ある . も し , その 後に その 盲目 の 女 
性 が その 夫 に 対す る , 特に 愛情 に 満ち た 献身 と 従順 と 
に よっ て , か れ の 一 種 の 性 向 を 強め る こと を 理解 し な 


いと き に は , 身 に 負う べき 責任 と 確固 と し た 性 格 と い 

2 点 で か れ を 適当 に 試練 する と と で , その 男 の あ まり 
RS URS LT いな い BY 真正 の 傾倒 へ と 高め る こと 
に , か の 女 が 成功 し な いと き は , 詩人 が 次 の よう に 束 
じ た よ うに , か れ が 意味 し て いた 事柄 が 当て は まる よ 
う ( に な っ て くる の で ある . 「 あ あ ./ ノ 人 の 愛 は 何と うつ 
ろ い や すく 冷 い も の か . ノ それ は な ん と 早く 消え 去る こ 
と か ./」. 

そし て 残念 な こと に , 目 の 見 える 夫 を 長く ひき つけ 
て お くす べ を , 盲目 の 妻 が 理解 しない の は 甚だ 多い . 
か の 女 の 欠 陥 と 教育 と は か の 女 を 年 少 の ころ か ら 孤 立 
化 さ きせ て き て いる . か の 女 は も らら だ け で 与え な い 生 
活 に 慣れ て し まっ て いる . か の 女 は 他人 の た OA 
き , そし て 身 を 捧げ る と いう こと を 知ら な い . COR 
私 の 女性 の 貴 い 衝動 に 従う と いう こと と に 対し て , か の 
女 は それ まで の 生涯 に その よう な 衝動 も 機会 に も あっ 
た こと が な い . し か し , 女 と し て の 存在 の 美 点 を か の 
女 が 別に 多く も っ て いる の か も 知れ な い の で ある . Hs 
眼 の 夫 は , か の 女 に 多少 と も 報酬 を 求め , か れ が 自分 
の 側 で 引受 けた も の と し て 行なっ て きた と こと ころ の , い 
わ ゆ る 犠牲 に 対す る 感謝 の 念 を 要求 する か も 知れ な 
い . 

この よう な 離反 へ の 内 的 な 原因 に 加え て , 次 の よう 
な 事実 が 起こ る の で ある . すなわち , 盲目 の 妻 は 家庭 
を 維持 する こと が で きず , 生計 の 心配 が 起こ り , 夫 は 
本 来 は 妻 の 仕事 に 属す る 仕事 を 給 金 を 払っ て 他 の 者 に 
片付け させ な けれ ば な ら ず , 次 第 に か れ は 自分 の 結婚 
が 大 変 な 誤り で あっ た こと に 気が付く よう に な り , か 
の 女 を 重荷 と 感じ 始め , 自分 の 哀れ な 妻 が わずらわし 
く 思わ れ て くる の で ある . 

宜 人 同志 で の 結婚 は , 多く の 場合 , 幸福 の よう で あ 
る が , も し 当事者 が 財力 に 乏しく , か れ ら の 手 仕 事 に よ 
る 生計 の 獲得 と いう 道 だ け に 頼っ て いる 場合 に は , は 
っ きり と 中 止 を 勧告 すべ き で ある . 財産 が 豊か で , だ 
れ に も 依存 し な く と も よい 盲人 で あれ ば , 結婚 し て も 
よい で あろ うら う . も し その 盲目 性 が 何ら 遺伝 性 の も の で 
な いと すれ ば , か れ ら の 結合 に 対し て 本 質 的 に は 反対 
する 理由 は な い は ず で ある . か れ ら の 結婚 生活 に は 少 
な く と ゃ 人 外部 的 な 事情 で は 特別 の 危険 は 起こ っ て こ な 
い . た だ し , 精神 的 に 一 致し あい , 常に 物 い り の 多い 
結婚 生活 こつ きも の の 出費 を 苦 も な く 支 払う だ け の 資 
力 が ある も の と し て で ある . 共通 の 趣味 , も の の 考え 
方 , 人 生 観 や 生 へ の 要求 が 同じ で ある と と が , か れ ら 
を 内 面 的 に 結び つけ , そし て か れ ら は 喜び を も っ て , 
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互い の た め に 生き あい , いわ ば , 一 つの 小さ な 孤立 し 
た 世界 を , 自分 た ちの 身辺 に 作り あげ る こと に 専心 す 
・ る の で ある . それ が まさ に か れ ら 自身 の , 手 で 作り あ 
げた 世界 で ある の で , 幸福 に 感ずる の で ある . 

し か し , 資 カ の な い 盲 人 た ちの 結婚 生活 は , た いて 
い の 場 合 , まっ た く 異 な っ た 様相 を 星 す る の が 普通 で 
ある . か れ の 共通 の 動機 と いう も の は , 存在 し て いる 
Ds, 財力 が な い の で , 家庭 的 な 福祉 の 生活 を 楽し むこ 
と が で き な い . 避け る こと の で き な い 要求 を も っ た , 
Lah, 乏しい 生活 は 冷酷 な 生存 の た め の 和 争い に 突き 
当り , か れ ら を 情 を 離れ た 騒乱 の 中 に 押し や る の で あ 
な 、 

欠乏 が 日 々 の 客人 と な り , 青ざめ た 心労 と 苦悩 に 満 
ち た 無気力 と , そし て 最後 に は 食い 入る よう な 不満 と 
が 永続 的 な 同居 人 と な っ て し まう の で ある . 

結婚 自体 の 状況 よど ん な 場合 で も , みな か な り , そ 
し て 部 分 的 に まっ た く よ く 行 な ち れ て いる . も し , 独 
立 し た 紅 人 に 対す る 保護 に 多額 の 金 が 使わ れ , 配偶 者 
の 双方 を 援助 し は な は だ し い 欠 隆 か ら 教 うこ と が で 
き な け れ ば , その 生活 は 非常 に 悲惨 な 状態 に 陥っ て し 
=: 
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きび し く 警 告 さ れ な けれ ば な ら な い . 普通 の 五感 の 完 
全 な 者 に と っ て も よい わけ は な い の で ある か ら , 盲人 
の 場合 は な お さら で ある . 秩序 の 整っ た 家庭 を 維持 す 
る こと は , 成 悪 し た 人 間 だ け に 適する こと が ら な の で 
ある . そし て , 特に 婦人 は か の 女 が 盲人 で あろ うら と 晴 
眼 者 で あろ うと , 有 能 な 主婦 と し て の 性 質 , すなわち 
勤勉 , 婦人 の 手 仕 事 に お いて の RS, SUC 家事 に 
対す る 感覚 , BMS LRN, 聡明 さ , 善意 的 献身 の 精 
神 , 敬 謙 な 心情 . そし て 確固 と し た 神 へ の 信仰 と を も 
っ て いな けれ ば な ら な い . 

これ ら の 条件 が すべ て 満た され れ ば , か れ ら の 結婚 
は 恵まれ た も の で ある こと を 期待 し て よい の で ある . 
鉱物 学 ( 盲 学校 に お ける ) これ は 盲人 に と っ て は 初 
め は 未知 の 領域 の も の で ある . 盲人 は 少年 の ころ 鉱物 
に 触 わ っ て みて その 名 を いっ て いた が , この 触 わ る と 
いら こと が 興味 の 続く こと で は な か っ た . これ は 手 に 
RCA a も な けれ ば ぱ ば, 2B Sk MARKDboTt 

る . 一 般 に 博物 学 で も この 部 門 の も る の は 除外 する と 
凍っ 
_ 直感 され 難く 形式 が 豊富 で あり , 不 規則 な の で 手 に よ 
っ て 識別 する こと は 困難 で ある . また , 往々 に し て で 
き な い こ と も ある . (BFR SLATE 


物 の 収集 に 限ら れる が , この 鉱物 収集 か いか に 豊富 で 


あっ て も , 自然 の 関連 か ら 離 れ て いて , 授業 を 行なう 


て ゃ 単に 必須 の 骨組 み を 与え る に 過ぎ な い 」 LES 
し か し , HS - EE - MeH- 
MEE PMOL} な 他 の 根本 的 た 性 質 を BH 
ば , た だ 現在 の 訓練 で 知 党 が サ え られ る こと と た る. あ 旧 


れる か も 知れ な い . 





ら ゆ る 方 面 の 感覚 を 養成 する こと は , FNC HRS - 


覚 お よび 味覚 の 力 を 借り る だ け で で きる こと で ある . 
AMOS LIAS, 商工 業 に と 
大 性 を 加え て きた の で , 
と いう こと は 形式 上 , 実質 上 に 重要 な 教育 上 の 教材 を 還 
放棄 し て いる 意味 に な る で あろ う 
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を 得る こと は 目的 と は な り 得 ず , な し ろ 感 覚 の 養成 , 
様相 の 知識 , その 利用 , 自然 的 な 配慮 が 目標 で ある . 


塩 に あっ て は 味覚 が 主として 知覚 の 働き を する 。 こ 庄 
石けん 質 


の 補助 に な る の は , 元 来 の 外形 ( 購 肪 質 か , 
か , 繊維 状 か , BRD) お よび 臨時 の 結晶 形 に 注意 考 
る こと に よる 触覚 で ある . また , 血 開 性 も 観察 すべ き 
で ある . 耳 は 岩塩 の パチ ペチ いう 音 や 硝石 の 爆発 を 闘 


く の で ある . AR, 樹脂 , 硫黄 の 可燃 性 鉱物 を 識別 す 邊 


る に は 特に 喫 覚 を 利用 する . 鉱石 は 五 官 こわ ず か な 知 
覚 し か 与え な い , 純粋 な 鉱物 に あっ て は , 人 硬度, BS, 
粘着 力 , Bid, 可溶性 の 観察 を さら に 豊富 に で きる 主 
壌 や 石 で は 結晶 形 また 牛 着力 , 僅か な 凝集 力 , SE, 
多孔 性 , 補色 な ど を 知覚 する に は 触覚 が 明瞭 な 働き を 
Eo | 

教材 と し て 鉱物 学 の 授業 に 役立つ の は 第 1 CSE 
収集 で あっ て , 比較 する も の を で きる だ け 同 じ 大 きき 
と 特徴 の ある 性 質 で 示さ ね ば な ら な い . 
鉱物 か ら 得 られ る 産物 , た と を えば アン モニ ヤ 水 , KB, 
AGA, 酸類 , 硝子 切 。 コークス, ター ル , ペン ジ 


ン , 封 ろ う , 金属 , 粘土 お よび ュ ン クリ ー ト か ら 作 りら 男 


れる も の が 組入れ られ る . 


小 旅行 を する と , 地質 , 鉱石 , その 成層 , 有機 的 な 
生活 へ の 意義 , 山岳 地方 で は 岩石 が 空気 や 水 に よっ て 症 


影響 を 受け る 状況 が わか る よう に な る . COL SIGH 


足 で 入手 され る 教材 は 土地 の 事情 に より , EATER 
に も ゃ も 向く も の で あっ て , 制限 され る こと に も な り , FE 
これ に より 個々 の 学校 
の 鉱物 学 へ の 関心 が 雑多 な も の と な る の は も ちろ ん の 


た 内 容 豊富 に な る こと も ある . 


を ES 電導 と 


戸外 運動 衣 の こども は 目 の 見 える こども と は 違っ て 5 


幼い ころ に 非常 に 貧弱 な , また , その うえ 多く は 無 器 証 


っ て た いて い の 鉱 物 が 重 1 
盲 学校 の 教科 に 鉱物 学 を 欠 く 


この 収集 物 に 』 
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用 な 四肢 の 運動 を する だ け な の で , も っ と よい 運動 を 
意識 的 に する こと が 必要 で ある . これ が 最も 適切 に 行 
な われ る の は 戸外 運動 に よっ て で ある . この 戸外 運動 
は 実行 が 容易 で あり , その 健康 上 の 利益 が 大 きく 実際 
的 な 効用 か あり, いつ で も , その 機会 か ある の で 盲人 
の 体育 教育 の うち で も ゃ 最も 重要 な も の で あり , これ に 
対し て 以下 に 述べ る よう な 各 段 階 に お いて , 注意 深い 
配慮 が な され て いる . 戸外 運動 に 関し て よく 使わ れ て 
いる 教材 と し て 以下 の よう な も の を あげ ば る こと と が で き 
oR 

C. Lion, Letfaden fur den Betrieb der 
Ordnungs-und Freiubung Breman. Heinsius, 

A. Maul, Die Freiubungen und thre Anwendung 
im Turnunterricht Darmstadt. 

Munchner Turm-und Spielbuch Miinchen, Beck. 

な お ここ で あげ な けれ ば な ら な い の は , Hausgym- 
nastik fur Madchen und Frauen お よび Hausgym- 
nastik fur Kranke und Gesunde と いう , E. Auger- 
stein と G. Eckler の 名 著 で ある . この 二 つ の 本 の 中 
に 運動 の 個々 の 動作 の も づつ 効果 が 明か に され て お り , 
と これ は 教師 た ち に 自由 運動 を 基本 の も の , 副 次 的 な も 
の と いう 重要 な も の で ある . 自由 運動 の 個々 の 動作 に 
関し て は , ED, 第 1 に その 動作 は すべ て 上 半身 と 下 
半身 の 一 体 的 な 運動 を 起こ させ る も の で な けれ ば な ら 
な いこ と . 第 2 に 副 次 的 な 運動 の 場合 に は , 四肢 の 運 
動 に 伴う 基本 動作 が 含ま れ て いな けれ ば な ら な い . tf 
備 段 階 が 個々 の 基本 是 へ の 準備 に と ど ま る の に 対し 
て , 本 運動 に あっ て は 基本 動作 が 繰返し 交互 に 行なう 
必要 が ある . PIB, 新しい さま ざま な 運動 姿勢 
を 新た に 導入 する が , 適当 な 基本 動作 の 修練 を 続け て 
いく . そし て , 本 運動 で は 集中 的 に 行なわ れる 各 基 本 
動作 の 複合 運動 の た め の 人 準備 を な す 段 階 で ある . そし 
て , この 段階 で は 鉄棒 や , Mois LORE LIT ILS 
腕 の 訓練 が 行 な ち る の が 一 般 で ある . 

一 般 に 知ら れ て いる 自由 運動 で 基本 的 な も の , す な 
bd, 直立 , 歩行 , 走 あ ろ こ と お よび 飛ぶ こと の ほか に , 
数 多く の 第 2 段階 の 自由 運動 , すなわち , ひざ を つく 
Ck, 座る こと , 横 に な る と と, 上 半身 で 体 を 支え る 
運動 な ど が , 盲人 の 体操 に あっ て 非常 に 効果 の ある 作 
用 を も っ て いる と みな すこ と が で きる . 自由 運動 は あ 
る い は 遊戯 と し て , ある い は 機械 体操 の 補助 と し て , 
ある い は 屋内 体操 と し て 利用 する こと も で きる . 
語学 教師 この 職業 は 盲人 に と っ て 比較 的 まれ で は あ 
る が , 独立 し た 生活 的 な 種類 の 職業 の 一 つ で , 平均 収 


入 は 幾 分 か 経験 の ある 語学 教師 で は 週 に 30 マル ク な 
いし 50 マル ク で ある . し ば し ば その 青春 時 代 に 高等 
教育 を 受け , 成人 し て 初め て 失明 に 襲わ れん た 人 びと が 
この 職 に つく . し か し , BX OR FR CHLAM 2B 
REeCh ar Beas 7 PS y wor By eer Fy 
な ど で あ る . 語学 教師 の お も な 活動 範囲 は , 若い 商人 
た ちか ら な り , か れ ら は 外国 と の 交際 が 日 々 増大 する 
際 , 外国 語 の 知識 な し で は すま され な く な り , し た が 
っ て , か れ ら の 高等 の 学校 教育 を , この 方 面 に 単独 で 
補充 する よう に 迫 ら れ , ある い は 数 個 の 外国 語 を 根本 
的 に 修得 し な けれ ば な ら な い . 補 習 授業 を 行なう と か , 
な いし は , 上 級 へ の 準備 は や っ と 第 2 義 的 に 問題 と 
な る . 多く の 場所 に 設け すら れ た 若い 商人 用 補習 学校 や 
外国 語学 校 が か あっ て も , 5 万 以上 の 人 口 の ある 商業 都 
市 お よび 工業 都市 で は , 盲人 の 語学 教師 が 生計 を 立て 
る で あろ うと 仮定 され て いる . 

生徒 80 人 な いし 100 人 の 盲 学校 は 恐らく 4 年 な い 
し 5 年 ご と に 1 人 の 語学 教師 を 養成 し 得る . これ に は 
容易 な 把握 力 や 著 し い 決断 力 あ る 少年 を 選ぶ が よい . 
た と えば 10 歳 で 読み 書き で , その クラ ス の 目標 を は 
る か に 越え を た よう な 少年 な ど . 比較 的 大 き な 学 校 で は 
こう らい う 者 が 1 人 か 2 人 は いる で あろ うら . 職業 的 な 教 
育 は 学校 卒業 後 , 通常 満 14 歳 ど ろ に 始め る の が よい . 
し か し , これ は 志望 者 に 約 1 年 前 に 知ら せ , フラ ンス 
語 , ラテ ン 語 の 初歩 を 自得 する よう に すす め る の が か 
よい . 自習 , 模索 推測 は 後 年 に 高度 の エネ ルギー を 発 
展 さ せな けれ ば な ら な い . 語学 教師 は 謀 人 に と っ て は 
本 当 に 有利 で ある . 少し 欠陥 が あっ て も 修得 し た 者 は 
の ち に 容易 に 改善 され る . 

本 来 の 語学 教師 は で きれ ば その 全教 育 を 学校 で 学ぶ 
べき で , これ を 完成 し て の ち , その 語学 知識 の 拡大 や 
会 話 の 練習 の た め , な お 1 年 間 ぐ らい 外国 で 過ごす べ 
き で ある . 

候補 者 は 学校 を 卒業 する と 年 長生 徒 の 補習 教育 に 加 
わり , Ete, 少し 前 に 始め た 音楽 的 研究 も 続け る べき で 
HD. し か し , 技術 方 面 の 学科 は 免除 すべ き で ある . 
また , この 生徒 は ドイ ッ ツ 語 , ドイ ツ 文 学 , ラテ ン 語 , 
フラ ンス 語 の 特別 教育 を 受け る べき で ある . 

_ また, 説教 や , つ ご う で は 無償 で 提供 され る 通俗 科 
学 , また は 文学 的 な 講演 会 に 出 貞 すべ き で ある . その 
fh, 若干 の 生徒 を 誘致 し , これ に 無料 で ドイ ツ 語 , 
語 の 教授 を し , 学年 の 終り に は , か れ は フラ ンス 語 
英語 の 試験 を 受け , それ か ら こ の 免許 状 を 基 に し て こ 
の 両国 語 を 自ら 教え る 能力 を 得る . そし て , 広告 に よ 
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り , ある い は 学校 管理 者 また は 盲人 協会 ある い は その 
管理 者 , その 他 の 努力 に よっ て 次 第 に 得意 先 を 得る の 
CHS. か れ は 決っ し て 暇 が あっ て は な ら た な い . 語学 
教師 の 報酬 の 請求 は あま り 低く 過ぎ て は な ら な い . こ 
れ は 公衆 の 目 で か れ が 軽 作 き され な いた めで ある . また 
高 過 ぎ て も いけ な い . そう で な いと , か れ の 活動 範囲 
が 望ま し いよ うに 拡大 し な いか ら で あ る . か れ は 原則 
と し て 家 の 外 で は 教授 しない . これ は か れ が 公衆 の 奴 
隷 と な り , か れ の 和 失明 を 高度 に 苦痛 に 感じ 。 し ば し ば 
金銭 と 時 間 と を 無益 に 犠牲 に する か ら で あ る . 
授業 その も の は , 自分 の 範囲 を 完全 に 征服 し, その 
教科 書 を 完全 に 知っ て いる 失明 語学 教師 に は , 何ら 困 
PHT ea TOWSON, 
こじ き FROBLUBAM, その 不幸 の 結果 , 勤労 に 
より 日 々 の 生計 を 立て る こと の で き な い 場合 , こじ き 
(に な る の は 自明 の こと と み ら れ て いる . 古代 に は 人 は 
盲人 こじ し き を 一 種 の 神聖 な 虹 居 と も っ て 見 , 神 は か れ 
ら に 目 の 見 える 人 の 侍 慈 を 要求 する 特典 を 与え た と 信 
じ て い た . この 理由 か ら 古 代 の 異教 は 盲人 が 宮殿 の 入 
口 や 殿堂 の 近く , 公 の 街路 に お いて , 通行 人 か ら や さ 
し い 施 与 を を うこ と と を 許し た . 吉 代 へ ブライ 人 も 同じ 
く 同情 を も っ て 盲人 を 取扱 っ た . キリ スト の 時 代 は 盲 
人 は 路傍 に 座っ て 食 を 刀 う た . エリ ュ の 径 信 の こじ き 
バル ティ ソウ ス は , 同情 すべ き 人 間 の 原型 と し て 示す 
こと が で きる . キ リス ト 教 の 初期 に お いて , 盲人 に は 十 
分 の 施し を 与え , 特に 家庭 の ま ど い に あず か ら せ る と 
いっ た 待遇 を 細 え だ しかし, BUCS noes 
れ た 盲人 は 当時 で も 中 世 か ら 近 代 に か け て と 同様 , た 
だ 外面 的 扶養 に 止ま り , いや し いこ じき 業 を 抑制 し ょ 
うと 企 て た 人 は な か っ た . 一 般 人 が 盲人 に 関し て も っ 
て いる 誤っ た 概念 は , ここ に 本 質 的 関係 が な いで も な 
い . 人 が 盲 こ と じき を 晴 眼 こじ き と 同 様 , 人 間 社 会 の 居 , 
袖 と みな し , 公然 の こじ き を 法律 規定 に よって, 制限 
し よう と する の も 理解 され る . 大 都市 に お いて 監督 機 
関 が 定 目 の こ じき を 見 た と き , 目 を つむ っ た こと も を 容 
易 と 説明 で きる . し か し , この 寛大 な 取扱 いで , 多く 
の 盲人 は 非常 に 迷惑 を と うむ っ た . 人 びと は か れ ら を 
冷 決 に 同情 の な い , 自己 に だ け か か わっ て いる 保護 の 
な いも ゃ も の と 見 , 粗野 で 感謝 の 心 の な い 我 封 の 強い も の 
と し , か れ ら に 同情 する も の は あっ た が , その 教育 は 
願 る こと と が な く , 無能 状態 に 放置 され , 特権 ある こじ 
き と み な す に 過ぎ な い . これ は また , 生業 と し て 営ま 
れる で や き 2 が 5 と が くま が か の と な た なり wee Sais 
技巧 に よっ て 人 の 温情 を ひこ うと する 説明 が 見 だ され 


る . た と えば , フラ ンス の 都市 で は 盲 と じき が 犬 に 引 
か れ , 胸 に 塞 目 の 種類 や 由来 を し る し た 札 を さげ 行人 
に 豆 捨 を 願っ た り , 辻 占 を 売っ た り し て いる 盲人 を 見 
る . ロン ドン に は , 盲目 の 辻 音 楽 家 の ほ か に , CES 
まし た 物 を 売る こと を 口実 と し て , 街路 で と じき を し 
て いる 紅 人 も ある . また , ある 形 人 は 広場 に 座っ て 声 
高 に 聖書 を 読み , 通行 人 の 同情 を ひこ うと し て いる . © 
ロン ドン の 聖書 朗読 者 の よう に , アジ ア の 同じ 盲人 伸 
間 は ュー ラン を 読 , 暗 語 し て 信徒 の 心 を ひこ と うと 努 
め て いる . それ ら は た いて い 年 長者 で , 長年 間 の 練習 
と 盲人 特有 の 記憶 と に より , ュー ラン の 終始 を 暗記 し , 
コー ラン を 閉じ た まま 膝 の 上 に お き , すべ て の 節 を 衣 
MULTWS. か れ ら は , マ ホ メ ッ ト 教 会 堂 , SH, 大 
学 な ど に 場所 を 選ん で 立ち , 傍聴 者 の 敬 議 の 念 を 喚起 
する よう に 努め , その 報酬 と し て 祭日 の と き , Ek, 
季節 の 変り 目 の と き 喜 捨 を 与え られ て いる . 

オー スト リア ・ ハ ヘン ガリ ア な ど で は , 大 都市 の 大 邸 
宅 の 門前 と か , 一 定 の 広場 で 衣 人 の 街頭 音楽 家 に 出 会 
2 . 公然 の も ゃ の ご い は 浮浪 者 取締 法 に よっ て 禁じ られ 
て いる の で , 盲人 の と じき は た だ 巡礼 地 で 見 る だ け で 
HS. 盲人 の こじ き が 住民 に と っ て 燃 果 で ある こと は ほ 
容易 に 理解 で きる . 他方 , も の ご どい は 盲人 自身 に と っ 
C Lik LISS ¢ PENRO MLS. 盲人 の 中 に 
は , た だ 働く の が 嫌い な た め , も の どい を する 者 も い 
る . か れ ら と て も 盲人 院 で 手 仕 事 を 多分 習っ た の で あ 
ろう が , 手 仕 事 を する より , も の どい を し た が る の で 
HS. また , 他 の 者 は 盲人 院 を 出 た の ち , だ れる も 世 語 
を し て くれ る 者 が な い の で , 生存 競争 に 負け , と じき 
を 余儀 な くさ れ た 者 も いる . か れ ら が 勇気 を 失い , Bie 
仕方 で 生計 を 立て た いと いう 自然 的 な 誘惑 に か か り , 
こじ き を する よう に な りさ が っ た と き , これ を 責め る 
こと が で きる で あろ うか. 貧し い 盲 人 が , その 家族 に 
より も の ご い を させ られ た り , REECE, Cru 
き と し て 雇 わ れる こと も 珍し いこ と で は な い . し か し , 
最も 悲 修 な の は 親 が 我 が 盲 児 を こじ き に する と と で あ 
る . こん な 人 間 が 盲目 の わが 子 を 盲 教育 施設 に 渡 そ 2 
と し な い の は 明らか で ある . し か し , 放置 され た 児童 
は 盲人 院 で も 何 の 喜 び を も 見 い だ さ な い . か れ ら は 自 
由 に あこ が れ , わが 一 族 の 者 が 自分 を 連れ に くる と と 
を こ ば む . これ は こじ き が し た いか ら で あ る . パレ ス 
チ ナ の 年 少 形 人 は 特に そう な の で , こと じき が 癖 に な っ 
て , いつ まで も こじ き を し た が る の で , BARTEL 
こと が で き な い 状態 で ある . 一 般 に 東洋 , こと に パレ 
スチ ナ に は , 好 ん で 外人 の 往来 する 土地 に 潜在 し , 声 
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高 に 叫ん で 行人 の 同情 を ひこ うと 努め て いる 盲人 の 群 
れ が お り , 特に ナザレ に 最も 多い . 

中 国 に は と じき 盲人 の 数 が 非常 に 多く , 盲 少女 は 罪 
悪 汚 辱 に 陥り , 死に よっ て 初め て この 恐 し い 生活 か ら 
解放 され る . 暗黒 大 陸 ア フリ カ は , し ば し ば 盲人 の 故 
郷 と いわ れる が , も し BAO RA BAO 数 に 対し 
300 対 1 で あり , こと に エジプト の よう に 100 対 1 の 
PeAbSS. LIER, アク リカ , 特に エジプト 
お よび 隣接 諸国 ほど 盲人 の 間 に 苦 悩 の 支配 する と ころ 
は な い . すなわち , 憐 れ な べき 人 びと は , カイ ロ 付 近 
の 街路 の 真ん中 に 座り , 先駆 , また は 先 ぶ ぶれ が 突然 む 
ち で こじ き 盲 人 を 道 か ら 追 い だ す こと な ど は , まれ で 
icmofe. 多分 , アフ リカ , 特に エジプト の 盲人 の 
運命 は , 長く 改善 され な いで あろ うら. そし て , 豪 れ な 
盲人 た ち は 都 市 の 公 的 の 場所 に 座っ て , 行人 に 施し を 
求め ある と と で あろ うら . カイ = ロ に 盲人 院 が 一 つ あ る が 十 
分 で な く , その ほか に 盲人 の 世話 を する と ろ は 一 つも 
MINII 巡 AU カ , 特 拓 北ア ティ メリカ で の と じき は ほ は, その 
教育 と 性 格 練 成 と か 不 完全 な 者 に 限ら れ て いる . ここ 
に は 以前 に は 非常 に 多く の 盲人 が いた こと は , 1873 年 
ウィ ー ン の 第 1 回 ヨー ロッ ズ 盲 教育 者 会 議 に 提出 され 
た 報告 に も 現われ て いて , 「 ア メリ カ 連 邦 は , 人 道 的 
考慮 か ら で な く , も の ご どい, 背徳 , 犯罪 回 避 の た め 盲 
人 院 を 設立 し 維持 する も の で ある 」 と いっ て いる . 盲 
こじ き の 数 は , 模範 的 に 設立 され た 盲人 院 が で きる に 
従っ て 減少 し た . ある 州 の 衣 こ じき の 数 は , BABES 
多く な る ほど 減じ し た と いう 事実 が な ある. こじ き の 排 除 
に は 国費 に ょ る 盲 教育 機関 の 設立 が 必要 で ある . まず 
紫 l に 衣 児 の と じき を 禁じ , SHOT ELEC USY 
させ る 親 を 六 し な けれ ば な ら た ない. 次 に 盲 児 の 盲人 院 
入学 を 義務 制 と し な けれ ば な らい . と いう の は , た と 
えば ザク セン 王国 の よう に , 盲人 の 義務 教育 制 が 行 な 
PyUOWAR CIT, | 衣 人 の こじ き は ほとん ど な く な っ 
i 

ある オー スト リア の 統計 学者 の 意見 発表 に よる と , 
悲し か べき こと は , ヨー ロッ パ に お いて さえ 盲人 院 の 
数 は 基 だ 少な く , 既設 の 施設 の 生徒 数 は あま り に 少な 
く , 反復 論 完 され て いる 盲人 院 増設 の 問題 は , その 十 
分 な 解決 は まだ まだ 長 時 日 を 待た ね ば な ら な い . 
こと わ さ ざと 慣用 語 ( 盲 目 , 衣 人 お よび 失明 に つい て の ) 
何と いう たく さん の 感覚 , 感情 , 表象 が 光 と 有 眼光 を 蔵 
し て いる こと か . 失明 と いう 欠陥 は , すべ て の 国民 , 
あら ゆる 時 代 , すべ て の 場所 に お いて , 多く の いろ い 
ろ な 思想 を 喚起 し , これ が 短い 慣用 句 に 凝集 し , RR EE 


Nec kbSicMALeE. その 中 の 多く は , 日 々 の パ 
ン の 調達 に 必要 な 流通 貨幣 の よう な も の で ある . ある 
も の は 人 の 情意 を 長 ば せる や さ し い 絵画 に 等 し く , あ 
る も の は 詩 只 詩 の よう な 簡潔 さと 鋭さ の ある 詩 の よ 2 
に , われ われ に 話 か ける . 

胡 目 と いう の は 単に 視力 を 礁 われ る こと を 意味 する 
だ け で な く , 内 面 的 の 光 , 知能 の 欠陥 よび 弱 さ に 関 
係 し て いる . Ek, BCABKI RISD LOWUNEH 
と され る . みか け の 飲 窓 , か ら の ポケ ッ ト , 狭 容 射 撃 
な ど . 同様 に ば か げた こと , 愚 か な こと , 軽率 な こと 
誤 れ る こと , ぽ ぼやけ だこ と , 不純 な と と , 虚構 の と 
Ewes CLS これ で め ある, すなわち, SENS 
動 , 盲目 的 信仰 . 曇っ た 鏡 , 無賃 乗客 な ど . 

幸福 は 盲目 で あり , 人 を 盲目 と する . 戦 運 ( 勝 ) も 
盲目 的 で ある . これ は その 賜物 を 盲目 的 に , す な わ 
ち , 公平 に 分 配 す る か ら で あ る . 異教 の 軍神 ハー ドゥ 
ー (Hadu) は 盲目 と 考え られ だ. 古代 の 神々 の 信仰 
か ら 盲 目 の 偶然 , 盲目 の 慎 激 , 盲目 の 恐れ な ど が 説明 
され る . 

多数 の こと わざ は 和 失明 と いう 欠陥 が いか に いと わし 
く , 恐ろし いか , その 目 が 決っ し て 昼 の すばらし い 光 
RISD brTewwA RAL E Silt nike bfew dw 
書い て いる . ユダ ヤ 法 典 か ら 引 用 され て いる ある 盲人 
の 祈り は , 哀れ を 催さ せる も の で , この 祈り は ウィ ー 
ン の ユダ ヤ の 衣 学 校 の 入口 の 戸 の 上 方 , 高い や ぐら の 
上 に つけ て ある . 

万 物 を 見 て 自ら み ら れ ざる 者 は , 

自ら 見 られ て な に も の を る 見 得 ざ る 者 に な ん じ が 示 

せる 愛情 を 酬 いら れ よ . 

ブレ スラ ウ の 和 盲 学校 の 大 講堂 の 格言 は , 次 の よう に 
警告 し て いる . 

精神 を 光明 に 向け よ . 

ここ に 盲人 は 嬉々 と し て , うま ざる 手 を 動か せり . 

家人 に は その 豆 び と な り 得 る こと を 話せ , 

され ど , 同情 を も ち 悲 嘆 に 同 ず る な か れ . 

- と と わざ の 宝 は 大 きい , これ は 一 部 分 は 聖書 に より 
一 部 分 は 社会 に より , また , 口伝 に より 代々 伝承 さ 
れ て きた の で ある . 多数 の 中 か ら 若 干 特徴 ある も の を 
選ん で みる . 

[ 言 人 は 哀れ な る 者 な り ] めし いと あし な え は 家 に 
入る る べから ず ( サ ム エ ル 後 書 , 5 章 8 節 ). 価値 な き 
者 が 名 誉 より 除外 され れ ば , 神 が 目 を 奪い し 者 に 神 は 
や さ し き 指 を 与え 給 う . 主 は めし ひし 者 の 目 を ひら き 
給 う (詩篇 146 篇 8 A). 主 は わが 光 , わが 救い な り 
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(詩篇 第 27 訪 1 館 ) めし い は 見 , あし な え は 歩む 
(マタ イ 伝 11 章 5 節 ). 見 ず し て 信 ずる 者 は Bie 
( ョ ハネ 伝 20 章 29 節 ). 信仰 の 光 が 開か れ ざ る BA 
の 異教 徒 W. めし いな る パリ サイ 人 よ ( マ タイ 伝 23 章 
26 節 ). SH Onyt, 盲目 の シュ バー プ , 盲目 の 
シ ツ シェ ュ カ , BAOBR, SHOUDAI, 明る い 目 
を も て る 形 目 の 者 多 し . 

[古人 に 眼鏡 は 役立た ぬ ] 紅 目 に 生ま れ た 者 は 決し 
て 光 を 信ずる こと を 知ら な い . 盲人 に 灯 を つけ る の は 
無 答 で ある . 最悪 の 家 目 は 見 よう と し な いこ と と で あ 
る . ひつ じ 飼 が 羊 群 に 怒れ ば 先頭 の 羊 を 紅 目 に する . 
太陽 は 盲人 が その 光 に つい て いら うこ と を あま り 間 題 に 
し な いた だ 1 人 の 義 巴 け が 失明 を な 物 才 の 人 ( 
つい て 予言 者 イザ ヤ は イザ ヤ 書 42 章 16 節 で , 「 わ れ 
めし い を 導 か ん 」 と いっ て いる .「 な ん じ め し い の 目 を 
開け 」 (イザ ヤ 書 42 章 7 節 ). 全く 不適 当 な 力 が ある 
課題 を 解く 義務 を 負い , また , これ に 用 いら れ て いる 
と き に は , 次 の よう に いわ れる . すなわち , 盲人 が 納 
屋 で 針 を 捜し , あし な え が こ れ を 投げ 入れ る た め に か 
ご を 作る . 盲 目 に 動く 者 は ば か で あり , 喧 者 に ささ や 
く 者 も る ば か で ある . 従順 は 盲目 で ある (命ぜ られ た こ 
と が ら の 道徳 的 性 質 を ぎん みせ ず , 従順 に 行なわ れる 
と き は ). 盲人 の 国 で 目 か ち は 王様 ( 鳥 な き 里 の こ お 
も り ). 多く の 者 は 盲人 の よう に 色 の こと を 計る GE 
解 な くし て 判断 を 下す 者 が 多い ). 愚 な 者 で も と き に 
は よい 思い つき を する . それ ゆえ ぇ 次 の よう に いわ れ て 
いる . 盲目 の めん どり も ゃ 穀物 を 見 つけ る (大 も 歩け ば 
棒 に 当る ). 幸運 は 定 目 の 雌牛 で ば か な 雌牛 を 追う . 

家 人 が 多く の 点 で 晴 眼 者 に まさ っ て いる こと を 次 の 
こと わ ぎ が 告げ ば て いる . すなわち , 盲人 は と き に は 目 
明 き より ゃ も 多く の と と を 見 る . 盲人 は 昼 も 夜 も 同じ だ 
け 見 える . ソロ モン は , だ れ に よっ て 知恵 を 修得 し た 
か と 尋ね られ て こう 答え られ た だ た . 「 盲 人 の と ころ で , 
何と な れ ば 盲人 た ち は か れ ら が 歩い て ゆく 地面 を ぎん 
みせ ず に は 1 歩 $ る 進ま な いか ら 」 と . 

金銭 に つい て 次 の よう な た と え が あ る . 幸運 が 金貨 
を 投げ る と 多く の 者 は 目 を 失う. まい な い は 人 の 目 を 
REL, た だ し き 者 の と と ば を 曲げ し な る な り CH= 
ジ プ ト 記 23 章 8 fifi). 

どん な こども で ゃ も すぐ 理解 し , 常 議 あ る 人 な ら だ れ 
で も 了解 する よう な 簡単 明瞭 な の に , 多く の 人 に 理解 
され な いよ うな こと を 次 の こと わ ぎ が 示し て いる . こ 
れ は 盲人 で も わか る こと だ . これ は 盲人 に で も 見 える 
し , 邊 で も わか る . 盲人 で も 見 え , ば か で も ゃ 気がつく . 


多数 の こと わざ は , 感覚 , 感情 , 希望 , BH, Be 
皆 人 の 高 ま れ る 自負 心 を 非常 に 特筆 し て あげ て いる . 
すなわち , 盲人 た ち は 鼻 が 高い . われ われ は 見 る つる 
り だ と 盲人 が いっ た . 盲人 は 電光 を 恐れ な い . めし い 
は あし な え を あざ ける . 盲人 に は 鏡 が こと わく な い . BA 
は 互い に の の し りあ う . 恋 は 盲目 . 盲人 に は 酸 女 で 足 
れ り . あま り 美 し 過ぎ る より 少し は 盲目 の 方 が よい , 
これ は 盲人 だ け で な く 目 明 き に も よく あて は まる . F 
人 の 妻 に は 化粧 は いら ぬ . BABA CHA 5 ie, 
愛情 と 夫婦 生活 は 長続き する だ ろう . 

結婚 に 関し て 求婚 者 は すべ て , こと わざ か ら 次 の よ 
2 な 留意 すべ き 助 言 を 得る . BAL, 目 を 開け , 婚礼 
は 馬 買 いで は な い . | 

ゴネ リ (Gonelli, Bildh) 72 UYAOBRET 17 — 
の アト リエ に いた す ぐれ た 彫刻 家 . か れ は か れ を ね た 
ぢ 者 の 卑劣 な 手 に よっ て 視力 を 失っ た . か れ は 18 tt 
紀 の 前 半 に 生き て いた 人 で , FCUCAY CAL 7 ee 
ンス の 付近 に 建て た マドン ナ の 像 に よっ て 有名 で あっ 
た . か れ は イタ リア の 多く の 都市 を 回 っ て 歩き , 偉 天 
な 巨匠 た ちの 彫刻 を 研究 した. そして, この 芸術 旅 答 
DES, か れ は シエナ に き て , Yev i アー 
作品 を 知り , それ に 驚嘆 し た . その 地 の 教会 で 。 か れ 
は 1 人 の 美しい 少女 に で あい , か の 女 に 心 に ひか れる 
よう に な っ た . と ころ が , か れ の 友人 の マッ イ 訂 瑞 9 
少女 に 愛 を も つよ うに な っ た . ゴネ リ は 早く か ら 芸 術 
家 と し て の 名 声 を 獲得 し て , マツ イオ の ね た み を 買っ 
て いた の で , リゼ ッ タ ・ ベ ルッ チ と いう その 少女 が そ 
の 母親 の 許し を 得 て ゴ ネリ の 妻 と な る こと に 決っ た と 
き , マツ イオ の 激情 は 頂点 に 達し た . ゴネ リ は この 幸 
福 な と き , 聖 ス テ フ ァ ン の 像 の 仕事 に 携 っ て いた . そ 
LT, その 像 が で き あ が っ た と き , か れ は 第 1 の 親友 
と し て いた マツ イオ を 呼ん で , 作品 の 完成 を 斉 ん で も 
ら お うら と し た . と と ろ が , TIA FILERBA LH 
画 を た て た . ゴネ リ が 自分 の 作品 の 大 理 石 父 に 一 心 に 
見 入っ て いた と き , IA FIDE TORR 
か れ た 目 に 投げ つけ た の で ある . ゴネ リ は 数 時 間 の の 
ち , BA し い 痛 み に 悩 みな が ら そ の 両 眼 の 視力 を 失っ 
て し まっ た . か れ は 自分 の 運命 を 非常 な 努力 に よっ て 
MCA, リゼ ッ タ が 自分 の 芸術 の 仕事 を 優し く 手 助 
けし て くれ る も の と 期待 し て いた こと と は 明らか で あっ 


fo. Lab, か れ は 何と いら 思い 人 違い を DCW ice ae 


ZAI. Vy RILDHNORBRAKBH LA TWSB, 
か の 女 は 自分 が 芸術 家 と 結婚 を する 約束 を し た の で あ 
る か ら , 盲 人 と な っ て , も は や 芸術 家 で な く な っ た ゴ 
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ネリ に 対し て は , 自分 の 約束 は 無効 で や る と , DR 
レ た の で あっ た . また , か の 女 は 「 も し か れ が わた し 
の 顔 を 大 理 石 に 刻み , だ れ に も リゼ ッ タ ・ ベ ルッ チ と 
わか る よう で あれ ば , か れ の 妻 と な っ て か れ を 助け て 
も よい |」 といった. それ を 聞い て し ば らく 黙っ て いた 


ゴネ リ は いっ た だ た.「 リ ゼ ッ タ の 胸像 は 必ず 作っ て みせ 「 


DIE. それから すぐ か れ は 大 理 石 を と っ て 仕事 に か か 
っ た . 1 年 た っ て か ら か れ は , その 作品 を 人 びと に 見 
Bre. それ を 見 た 人 びと は , それ が あの 少女 に そっ く 
り で ある の を 知っ て , 「 リ ゼ ッ タ ・ ベ ルッ チ 」 Lae 
UATE. ゴネ リ の 侯 匠 ブル ー ノ は 口 を 開い て 「 こ の 
美 し い 花 嫁 は お 前 の も の だ よ 」 と いっ た . する と ゴネ 
間 085My ぎ を つづ いて, 湊 の よう に いっ た .「 い か に 
も この 胸像 は 私 の も の だ . そし て , この 大 理 石 の 水 の 
よう に 浴 た い 心 も ,。 リゼ ッ タ の 心 に 比べ れ ば ベス ビ ヤ 
ス の 火山 の よう に 熱い くら いで ある . 先生 , これ は 私 
DILRCF. シェ ナ に 行っ て , リゼ ッ タ に いっ て や っ 
て くだ さい . お 前 の 胸像 は で き あ が っ た . そし て , お 
前 の 花 千 は お 前 を 墓 の 中 で 待っ て いる 」 と . そら いい 
終っ て か ら , ゴネ リ は 床 に 倒れ て 息 絶 えた . 
コル セ ピ ュ ウス (Corresepius) ケー ニ ヒ ス ベル ク 
に ある 孤児 院 の 合唱 指揮 者 で ある . 東 プ ロ ン ア の ポッ 
セン ハイ ム の 牧師 の 子 と し て , 1776 年 に 生ま れ た だ た . か 
れ が 6 歳 の と き , 天然 癒 の た め に 完全 に 失明 した. その 
ところ すでに か れ の 父 は か れ に 読み 書き の 教育 を 与え て 
WHE. この 運命 の 打撃 が 非常 に 大 きか っ た の で , 父 は 
その 教育 を すべて 放棄 し て し まっ た が , 父 の 友人 の 1 
人 が それ を 引受 け , 少年 コア シセ ピ ュ ウ ス に ピア ノ で や 
き し い 誤 美 歌 を 教 ん る こと に な っ た . そし て か れ は 音 
楽 の 演奏 と , その 豆 び に 非常 な 関心 を 示し た . むす こ 
の すみ や か な 理解 ぶり が 父親 を 刺激 し て , さら に 進ん 
害 試 みみ を や っ て みる こと に な っ た . ELT, コル セ ピ 
ェ ッ ウス は 音楽 の 規則 的 な 教育 を 受け る よう に な っ た 
が , か れ は 晴 眼 者 の た め の 音符 法 を 完全 に マス ター し 
て し まっ た . か れ の 兄弟 は 音楽 的 な 分 を も っ て いな 
か っ た の で , か れ は その 兄弟 の 助け 手 と な り , オル ガ 
ン を ひき , 必要 に 応じ て その ひき 方 を 兄弟 に 教え た り 
Li. か れ は 好意 ある 人 の 援助 に よっ て ケー ニ ヒ ス で 
ルク 音楽 院 に 移り , そこ で か れ は , 主として ピア ノ と 
オル ガン 演奏 に 専心 し た . し か し , 管楽器 の 演奏 法 も 
理解 し て いた が , この 楽器 を 自分 で 購入 する こと が で 
語っ だ. 

注目 すべ きこ と は , コル セ ピ ウス が 自分 で 地図 を 
作り あげ , それ に 国境 や 河川 を ぬい 取り で 書き 入れ , 


都市 や 村落 は 大 刑 の ボタ ン で 示し て , 作り あげ た こと 
CHS. また , コル セ ピ ュ ウス は さま ざま な も の の 形 
を ろう で 作る の が 巧み で あっ た . また , 木 や 金属 で 芸 
術 的 な 事物 を 作っ た コル セ ピ ュ ウス は , ケー ニ ヒ ス ペ 
ルク の 孤児 院 の 合唱 団 の 指揮 者 と いう 貧弱 な 地位 に つ 
いて いた だ が, か れ に は 国王 の 方 か ら オ ル ガ ニ スト の 地 
位 を 与え る と いう 援助 の 手 が 差 し 伸 べ られ た . ユル セ 
ピュ ウゥ ウス に つい て と これ 以上 の こと は 知ら れ て いな い . 
サミ ュ エ ル ・ ゲ リド レイ ・ ハ ウ (Howe,Samuel Gridl- 
ey) ア メリ カ の 盲人 組 識 の 創始 で ある ハウ は , 1801 年 , 
ボス トン で 生ま れ た だ た. か れ の 父親 は 船主 で 船 綱 や 網 の 
製造 者 で も あっ た . 

ハウ は ボス トン に ある ラテ ン 語 学校 を 終え ん た の ち , 
1818 年 , プ ビ ビデ ンス に ある ブラ ウン 大 学 に 入学 し , 
1821 年 博士 と な っ て 卒業 し た . 

1821 年 , ギリ シヤ に 起こ っ た 独立 戦争 は アメ リカ 
の 青年 た ちの 熱情 を か き 立 て た が , ハウ も 青年 層 一 般 
の ギリ シヤ 戦争 へ の 熱狂 に 心 を 奪わ れ , 国内 で せっ か 
く か れ の た め に 開か れ た 将来 へ の 好機 会 を 眼中 に お か 
ず , 独立 戦争 に 従事 する た め ギ リ シ ヤ に 旅立っ た . ハ 
ウゥ は 自分 の 体験 と 研究 に 基づい て 一 つの 著作 を 1828 
年 に 公 に し た . その 題名 は 「 ギ リ シ ャ 草 命 史 ] で あっ 
て , 出版 と と も に 大 い に 好 意 を も っ て 迎え られ だ た . 

ハウ が 帰国 する と 新しい 問題 が かれ の 関心 を 引き つ 
け , それ が か れ の 全 生 涯 を か ける こと に な っ た . か れ 
の 友人 の 1 人 で ボス トン に 住む フィ ッ シ ャ ヤー CJ.D. 
Fischr) が パリ か ら 帰 っ て きた が , この 人 は パリ で ア 
ュ イ が 創設 し た 家 人 の た め の 学校 の と と を 見 開 し て , 
か れ は ハウ と 共に この 問題 に つい て 語り 合っ た . これ 
が ハウ を 盲人 間 題 に 結び つけ る 第 1 歩 と な っ た . 

ハウ が この 方 面 で 果たし た 業績 は 広く 知ら れ て いる 
と とろ で ある . な ぜ な ら , ボス トン 盲 学校 が その 成立 
と 発展 と を か れ に 負っ て いる だ け で な く , アメ リカ に 
ある 多く の 他 の 盲 学校 も また , 設立 に か れ の 影響 を 受 
け て いる . ハウ は 研究 の た め に ョ ヨーロッパ に 長年 滞在 
ISS, BAVA VA, POA AY AOU 
証人 教育 の 方 法 と 目的 を 研究 し , アメ リカ で 始め る 方 
向 に つい て の 見 通し を 立て る 好機 会 を 得る こと が で き 
た . 自分 で 最初 の 生徒 の 教育 を や っ て いる うち に , そ 
の 経過 か ら ハ ウ は 盲人 教育 思想 の 普及 と いう 最も 重要 
な 方 法 を 理解 し た . そし て , この 方 法 は 誤り で は な か 
っ た だ た. か つて の か れ の 活動 分 野 に お いて そう で あっ た 
よう に , か れ は この 新しい 世界 で も きわ 立っ た 活躍 を 
Wis 
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学界 で は ハウ が な し た 盲 ろ う 貴 婦人 ロー ラ ・ ブ リッ 
ジマ ン (Laura Bridgeman) を 教育 する と いう 試み が 
大 き な 注 目 を 集め , 心理 学 的 に きわ め て 注目 すべ きこ 
の ケー ス に 関す る 1 冊 の 部 厚 な 研究 文献 が 生 まれ た ほ 
eR Suc: 

ハウ は また , 存命 中 に 自分 の 仕事 を 継ぐ べき 適切 な 
後継 者 と し て , アナ グ ノ ス (M. Anagnos) を 見 だ し , 
これ に 学校 を 委 せ 自分 の 娘 ユ リア (Julia) RICE 
た . か れ は 1876 年 死去 し , アナ グ ノ ス は か れ の 考え 
に 協力 し て くれ た 妻 テ リア と 幸福 な 結婚 生活 を 送っ た 
DB, か の 女 は アメ リカ の 女流 詩人 と し て 相当 の 名 声 を 
CO だ 

サン ダー ソン (Saunderson, Nikolaus) 1682 年 に イ 
ング ラン ド の ョ ー ク タク 州 の サー ルス トン の 財産 家 の 役 人 
の むす こと し て 生ま れ た . か れ は 1 歳 の と き 天 然 間 で 
失明 し , 微 光 さえ を かれ に は 残ら な か っ た . まず , 最初 
か れ は ベン ニス トン の 中 学校 に 入っ て , 特に 古典 語 お 
よび 古典 作家 を 研究 し た . そし て か れ は よく フラ ンス 
語 を 理解 し た . また , かれ の 父 は か れ に 算数 の 練習 を 
SH, や が て 少年 は すべ て の 普通 の 計算 法 だ け で な く 
複雑 な 問題 を も 容易 に 処理 で きる よう に な り , その た 
めか れ は 先生 の 役目 を 勤め る よう に な っ た だ .18 歳 の と 
き に か れ は 数 学者 の ウェ スト (West) お よび ナッ トル 
トン (Nattlton) と 知り あい に な り , これ ら の 人 びと 
は か れ の 知識 を 広め , か れ に 数 学 の 教師 の 役 を 勤め 
た が ,.! や が て か れ は こと これら の 人 びと に 追い つい で 』 シ 
ェ フ ィ ー ル ド の アッ ター クリ フ の 学校 を 訪れ た . し か 
し , ここ の 教育 の 方 向 は か れ に は 愉快 で な く , 自ら 修 
業 す る た め に 学校 を 去っ た . LBL, か な り の 大 家族 
OZ し い 財 産 状 況 と 関連 し て いる 困難 が 増し て き て , 
サン ダー ソン は ゃ も うけ て 生計 を 立て て いく こと を 考え 
な けれ ば な ら な か っ た . か れ の 益 力 は 以前 か ら ヶ ンプ 
リッ ジ の 大 学べ へ いく と と に あっ た . Lael, これ は ほ サ 
ンダ ー ソ ン の 自由 に な る 僅か な 資金 だ け で は も の に な 
ら ず , つい に は 教師 と し て そこ とこ へ いく 決心 を し た . か 
れ は か く て , 1707 年 に ケ ン ブ プリッ ジ へ ゆき , そ と で キ 
リス ト 教 の 学校 で 親切 に 採用 され た が , か れ の 計画 を 
実行 する こと に は いろ いろ な 困難 が 起こ っ て きた . か 
れ は 当時 の 数 学 教授 ホイ スト ン (Whiston) や サン ダ 
ー ソ ン が ニュ ェ ュー トン の 学説 を 特に 講演 の 対象 と し た 事 
情 に 対し , か れ が 非常 に 多数 の 聴 角 を 得 た . サン ダー 
ッ ン が 光学 ・ 色 の 性 質 ・ 視 覚 の 理論 お よび 一 般 ヒ 光線 
の 屈折 反射 に 関す る こと を 教え ん る と と が で きた こと に 
人 びと は 恐らく 驚嘆 し て いる で あろ りら. し か し , あの 


学問 が まっ た く 線 に よっ て 説明 され , 幾何 学 の 法則 に 
従う こと を 考慮 すれ ば , この 学科 に 完全 に 通 暁 し て い 
る こと の で きた こと は 容易 に 理解 され る . 

サン ダー ソン は 自分 の 講義 に より 自ら ニュ ー ト ン あ 
結び つい た の で , これ は か れ が と この 有名 な 学者 と , = 
の 対象 の 難問 題 に つい て 話 を し , 自ら 教え る と き 役 立 
っ た の で ある . サン ダー ソン は と の よう に し て , 教師 
と し て の 名 声 を 打ち 立て た の ち , か れ に は 大 学 の 名 誉 
総長 ウム ヌー セッ ト (Somnerset) ARM HY RR 
ッ ン の 功績 を 認め させ た 大 学 の 有力 な 委員 た ちの 韓 旋 
で 学位 が 授与 され , FOR, 1711 年 に か れ は 数 学 の 教 
授 に 選ば れ た だ た. か れ は 特に 授業 を する こと と に は , た ゆ 
まず 活動 し キリ スト 教 信 者 と し て 質素 な 生活 を 保っ 
た . し か し , 1723 年 に は 1 軒 の 家 を 買い 込み , DAR 
長 の 娘 と 結婚 し , 1 男 1 女 が 生ま れ た . 1728 年 に サン 
ダー ソン は , この 時 分 に 大 学 を 訪れ た ジョ ー ジ 2 世 か 
ら 法学 博士 号 を 与え ら た . a 

サン ダー ソン は 強健 な 身体 を も ぉ っ て いた が , や が で 
特に 座 業 生活 に 負け , これ より 最初 は 非常 な 疲労, 次 
(に は すべ て 衰弱 する こと に な っ た . 

か れ は 1739 年 死去 し , か れ の 希望 に 従っ て ボッ クス 
ロー ス の 教会 に 葛 ら れん た. か れ は 代数 学 に 関す る 大 き 
な 著書 を 書い た が , 恐らく , 著者 の 死後 1740 年 どろ 
に 出版 され た . これ は 1756 年 に フラ ンス 語 に , 1798 
年 に ドイ ツ 語 に 翻訳 され て 出版 され た . 
シェ ピン (Chapin, William) 74 77174 71CH 
る ベン シル ベニ ア 盲 学校 の 監督 . 1802 年 に この 市 に 生 
まれ た だ た. か れ の 父 は イギリス か ら 移 住 し マサ チェ ュー 
セッ ツ の 原始 林 に い ど ん だ パイ オニ ア で あっ た . ショ 


EVIL, その 教育 を ルフィ ラ デ ル フィ ア の 公立 学校 で 受 軸 


け , 早く か ら 文 学 や 芸術 に 対す る 才能 を 示し た . か れ 
は 文筆 活動 を 行ない , 当時 の 時 評 誌 に 規則 的 に 寄稿 し 
て いた だ た. そし て , そこ で か れ は 進歩 し た 知識 を 示し て 
いた . 1829 年 に シェ ピン は ニュ ェ ュー ヨーク に 移住 し , 
そこ で 大 判 の 地図 の 出版 に 参加 し た . そし て , ここ で 
か れ は 盲 学校 と いう も ゃ の を 知る よう に な り , その 熱心 
な 訪問 者 と な っ た だ た. 1835 年 か ら 1840 年 に か け て , か 
れ は その 学校 で 生徒 た ちの た め バ イブ ルク ラス を 受 大 
ち , その 他 さ ま ざ ま な 点 で 盲人 た ちの た め に 尽 し た . 
こらし て か れ の 人 生 の 初期 に お いて 盲人 と その 要求 に 
つい て 知る よう に な っ た こ と が , か れ の う bigs 

五 官 に 不全 な 人 びと に 対す る 同情 と , か れ ら の 福祉 の 
た め に 身 を 捧げ よう と いう 熱意 を 呼び さま し た の で あ 
る . 1840 年 に シェ ビン は オハ イオ 盲 学校 の 校長 に 任命 
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Shik. この 学校 は アメ リカ で 4 番目 に 古い 盲 学校 で 
あっ た が , この と き は 最初 の 学校 が 創設 され て か ら 7 
Bee CVo. し かじ に ショ ピン は すでに アメ リカ で 
この 分 野 に お ける 第 1 級 の 指導 者 の 1 人 と され て いた 
の で あっ た だ た. 1849 年 まで に 僅か の 中 断 は あっ た が , 
オハ イオ 青学 校 で ずっ と その 活動 を 続け , この 年 以後 
は フィ ラ デ ル フィ ア の 盲 学校 の 監督 と な っ た . か れ は 
ここ に 1887 年 まで 止ま っ て お り , その 年 に か れ は そ 
の 積極 的 な 活動 か ら 身 を ひい た の で あっ た . シェ ピン 
は , 1888 年 に 没 し た . か れ の 全 思 想 と 全 努 力 は た だ 一 
つの 目的 だ け を も っ て いた . すなわち 「 盲 人 の 福祉 と 
BA! CHS. か れ が 指導 し て いた この 盲 学 校 の 年 誌 
の 中 に , か れ が その 目的 の 追求 の 中 で 実現 し よう と 益 
カカ し て いた 諸 計画 を 見 る こと と が で きる . か れ は 諸 状 況 
を 観察 し て , 特に 盲人 教育 の た め の 盲 学校 や , また 老 
齢 で 働く 能力 の な い 盲 人 の た め に 保護 院 の よう な いっ 
さい の 保護 活動 を さら に 進 戻さ せる べき で ある と 提議 
を だ し て いる . 教育 の 組織 は まっ た く 適 宜 に 整っ て い 
る か も ゃ も 知れ な い が , 多く の 盲人 は , 五 官 が 完全 で ある 
こと に よっ て 多く の 利益 を 受け て いる 他 の 普通 の 人 び 
と と いっ し ょ に 働い て いて , 自分 の 生計 を 立て て いく 
邊 と が か できない で いる と いう こと を , か れ は 正しく 褒 
知 し た の で あっ た . それ ゆえ に か れ は , 教育 施設 の 完 
成 化 が 必要 で ある と 知っ た の で ある . それ 以来 , か れ 
の 注目 は この 問題 に 集中 され た . 現在 , フィ ラ デ ル フ 
ィ ア に は 仕事 を する 和 失明 婦人 の た め の 授 産 所 と , 男子 
盲人 の た め に 作ら れ た 作業 所 と , 老齢 また は 仕事 の 能 
カカ の な い 盲 人 の た め の 保 護 院 が か あっ て , その 維持 費 は 
慈善 家 の 寄 付 と 国家 か ら の 援助 に よっ て いる の で ある 
By eIbO TNs, 何より も シュ ェ ピン の 努力 に 負 
2 と ころ が 多かっ た . これ ら の 施設 を , か れ は ベン シ 
ル ベ ニ ア 盲 学校 の 卒業 生 を まず 入所 させ る と いう こと 
を , 特殊 な 前 提 人 条件 と し て 作っ た の で あっ た . か れ の 
背 導 の 本 に 盲人 の た め の 英 語 の 辞典 , その 他 の 外国 語 
| の 辞典 が 学校 新聞 に 印刷 され た . シェ ピン は アメ リカ 
証人 教育 者 お よび 監督 の 会 の 会 長 で あっ た . 

BAA 場合 に よっ て は 失明 し た 人 で も , いろ いろ な 
物体 の 色彩 を 感 得 する こと が で きる . 眼球 が 破壊 され 
て お ら ず , 視神経 が 感度 を 有 し て いる こと が その 条件 
で ある . 色 が 識別 で きる の は た いて い 次 の よう な 目 の 
場合 で ある . すなわち , いろ いろ な 原因 で , 角膜 が ま 
だ 光線 が 角膜 の 幾 分 だ いじ に され た 部 分 を 通っ て 入る 
こと の で きる 程度 の 障害 で , 傷つい て いる よう な 目 で 
HD. 角膜 が 広範 囲 に わた っ て 傷あと を 受け て いる た 


Oi, 目 は ほとん と 完全 に 白く な っ て いな が ら , 特に 
着色 表面 か ら 真 直ぐ に 反射 し て くる 太陽 光線 を 見 て い 
る 場合 な どの よう に , 強度 の 光線 が この きず あと の 悦 
を 通し て くる と いう 場合 が よく ある . 牛 眼 CBuphthal 
mous ) に よっ て 強度 に 変形 し た 目 が 色 を 見 る , つま 
り 認 知 で きる と と は まれ で は な い . 

A 指 の 触覚 が 十分 で な いと き , 盲人 が 触覚 器官 と し 
て 舌 の 助け を 借り る こと は , よく 知ら れ て いる こと が 
ら で あ る . こと に 指 頭 で は 詳細 に 認め られ な い , 特に 
細か いも ゃ も の に 関し て は し ば し ば 舌先 が 用 いら れる . 

た と えば , 花 の 細か い 部 分 , お し べ , 花 の 柄 , みつ 
腺 な ど に つい て は , 舌 で 触れ る こと に よっ て 知識 を 得 
る こと は まれ で は な い . さら に 舌 は 味覚 が ある も の の 
検査 や 特徴 を 知る の に 必要 な と き に は 一 役 を 演じ し る. 
し か し , この と き 舌 は 味覚 の 用 を な し て 現われ る . F 
を この 方 面 に 用 いる こと は , か な り 従 属 的 な こと で あ 
る . どん な 任意 の 物体 で も す ぐ 舌 で 触れ られ る と は 限 
ら な いか ら で あ る . 
失明 に 関す る 神話 ゲル マン 神話 の 多く の 伝説 は , 盲 
目 で ある こと お よび 失明 する こと に 触れ て いる . 2 人 
の 神話 アー ゼン (Asen) の バベル ドー ア (Baldur) と 
へ ヘ ドー ア (Hoedur) ) 955, 後者 は 育 目 で あり , し 
Dh, と の 神 こ そ ロ キー (Loki) の 扇動 に より , アー 
ゼン 中 の 最善 の 神 バ ルド ー ア を 準 木 ミ ステ ィ ル タイ ン 
(mistiltein, 寄生 木 の 枝 ) で 殺し た . 「 こ れ は 神々 お 
よび 人 間 に 起 こっ た 最大 の 不幸 で あっ た 」. この 神話 
を ジム ロッ ク (Simrock) は ドイ ツ 神 話 に お いて 示し 
TWH. バベル ドー ア に は その 治世 の 光明 が 見 られ , こ 
の 光 は 夏至 に 頂点 に 達する . か れ の 死 は , それ で 夏至 に 
BIS SHORMCH), 夏 到 に は 日 が 最も 長い が , & 
た た び 短 く , し た が っ て 光 が 事 えん 始め る の で ある . か 
れ の 殺害 者 ヘ へ デ ュー ア (Hedur) は , それ に つれ て , 
光 の な い , ヘル (Hel) の 盲 友 人 CHS. な ん と な れ 
ば , か れ は 冬 の 聞 を 意味 し , その 統治 は いま や 準備 を 
され て , 冬至 に で き あ が る の で , 冬至 に は 最も 短い 日 
の あと で , 太陽 が あみ た た び 生 まれ る の で ある . 元 来 , 
へ ドー ア は サク ソ ・ グ ラマ ティ ー ク ス (Saxo Gram- 
maticus)( 人 よる と 詐 人 で は な い . サク ソ の 物語 は アイ 
スラ ンド の も の より も ゃ 完全 で あり , 独創 的 で ある . 吉 
い 英 雄 伝説 (カー フ マ ハ 著 「 ド イツ 神話 |)) は , エッ 
ダ (Edda) に お いて は 神々 の 伝説 と な っ た . 古い 古典 
的 世界 の 幸運 の 神 で ある プル トー ス (Plutus), フォ 
ルト ー ナ (Fortuna) は 盲目 で ある . ブル トー ス は こ 
の 性 質 を 生ま れつ きも っ て いた の で な く , ジュ ピタ ー 
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に より 盲目 に され た の で ある . ハー デュ (Hadu) と 
いう ゲル マン の いく さ の 神 は , 一 般 に 幸運 と か 愛 と か 
は 盲目 的 に 働き , 盲目 的 に 支配 する も の と 考え られ て 
いる よら に , や は り 盲 目 と し て 表わさ れ て いる . 女性 
の 神々 の 中 で は ベル ヒ タ (Frauperchta) が 失明 と 戦 
い , この 不幸 を 除く こと が で きる ( ヤ ュ ブ ・ グ リム 著 
ドイ ツ 神話 ). 無数 の ドイ ツ 伝 説 中 に 再帰 する 著しく 
心 を つか ず 様 相 は , 2 人 また は 3 人 の 姉妹 が 行なう 宝 
物 の 分 配 で ある . 1AKOKIUIBSAC, すべ て の 伝説 中 
で は 上 欺 さ れ 詐 取 さ れる . 盲 女 は 死後 天国 に 行き , 詐取 
し た 女 だ ちほ ひど い 六 を 受け ゆる,。《( パ マン ツァ レー 著 介 NZf 
ツ 神 話 」 概要 ). 
失明 の 時 計 師 生ま れ な が ら 和 失明 の シャ イト バイ ラー 
(A. Scheidweiler) と いう 時 計 師 が ライ ン ラ ンド の 
デュ ー レ ン で 生活 し て いる . ここ で か れ は その 生業 に 
より , 売店 と 関連 し て 十分 な 生活 費 を 得 て い る . す で 
に か れ の 父 が 農夫 の 副業 に 時 計 製 造 業 を 営み , COB 
人 に は 才能 が 先天 的 で あっ た よう に 思わ れる . か れ は 
デュ ー レ ン の 盲 学校 の 生徒 の 当時 , ひそ か に みん な が 
休ん で いる 夕べ の 時 間 に 多 く の 柱 時 計 の 分 解 や 組立 て 
を 続け , つい に 監督 に 見 つか り , か れ に は 昼 の 若干 の 
時 間 が 与え られ , 必要 な 部 分 品 を 調達 する た め の 小 額 
の 金 ゎ 許可 され た . そし て 買っ た 部 分 品 か ら 特別 の く 
ふら で , 一 つの 作品 を 作っ た . これ が デュ ー レ ン の 教 
会 の 時 計 と 関連 し て 鳴 鐘 装 置 と と も に , 鐘 楽 の 働き を 
する こと を 示 し た . か れ は 1880 年 の デ ェ ッ セ ルド ル 
フ の 勧業 博覧 会 に 製作 品 を 出品 CMB ELK. IE 
科 ( 音 楽 と 声楽 ) の 修業 を し て の ち , この 盲人 は 20 歳 で 
か れ の 義父 で ある 時 計 師 に 13 年 間 の 弟子 入り を し た . 
懐中 時 計 の 分 解 を 始 め る た め に , この 時 計 師 は 家 人 
こ 厚 紙 で 正確 に 拡大 し た も の を 作っ て や り , それ か ら 
か れ に 段階 的 に 仕事 を させ た . か れ が 結婚 し て の も , 
独立 し て 修繕 業 を 営ん だ . 謀 人 は か れ の こと こまかい 聴覚 
に 頼っ て いる . その 際 特 に 円 筒 の 状態 が 決定 的 の も の 
で ある . 懐 中 時 計 で は 二 つ の 仕事 だ けが で き な い . す な 
bb. 渦巻 バネ の 掃除 と 挿入 で ある . こと の 二 つ は か れ 
の 妻 が や り , その 仕事 を か れ が あと で 聴覚 で 検査 し て 
いる . 盲人 は 非常 に 慎重 に , また , すみ や か に 仕事 を 
する の で , 一 つの 懐中 時 計 の 部 分 を 整 融 し て テー ブル 
の 上 に お き , 組立 て られ た 時 計 は 上 塗り に 何ら の きず 
あと を 残さ な い . 懐中 時 計 仕 事 こ そ 盲 人 に 最も 好ま し 
いも の で ある . 

一 小 部 分 が 他 の 部 分 を 観察 する 妨げ と な り , Ek, 
ある 挿入 され る 部 分 の 完全 の 度 は 聴覚 に より 認め な け 





れ は ば な ら な い の で , 晴 眼 者 の 時 計 師 も 特に 触覚 と 聴覚 
に 頼 ら な けれ ば な ら な いこ と を 考え る と , BAGH 
計 師 に な れる こと は 可能 で あろ う . イエ ー ガ ー GA. 
Iager) は 「 和 失明 児童 の 処置 」 (1830 年 刊 ) で ルー ド 
ビッ ス ブ ル グ の ケー ファ ー レ (Kaferle) の こと を い 
っ て いる . COAL, 後 年 に 時 計 を 作っ た . 

慈善 箱 多く の 盲 学校 で は , 相応 な 場所 に , た と えば 
門 の 近く や 玄関 , 販売 所 な ど に 適当 な 説明 を つけ て い 
る 箱 が 見 られ ん る. これ は 僅か な 寄付 金 を 得 よ うと する 
も の で ある . この よう な 慈善 箱 は , その 収入 が 慈善 行 
為 に よっ て 支弁 さき され, したがって, ご く 僅 か な 寄付 金 
を 当て に する の が いっ そう 必要 な よう な 学校 に 設備 さ 


トー まさ 


CT 


れる . し ば し ば 慈善 箱 は 特殊 の 機会 , 祝宴 , 試験 な ど 計 


に お いて だ け 設 けら れ , よく 豊富 な 収益 を 与え られ る 
こと と な る . 公共 の 慈善 を 引 入 れる 同様 な 方 法 は 慈善 
DO, また は 崇 金 か ご を 設備 し 分 配 す る こと で , 上 回 


は 慈善 箱 の 特別 な 形 と みな され る . た いて い は 学校 で 


作ら れ , 同時 に 盲人 の 仕事 と し て 注意 を 喚起 する この 
よう な か ご は , 学校 自体 の 場所 だ け で な く , し ば し ば 
他方 面 で も 行なわ れる . 比較 的 良家 の 居宅 , MLAs 
ど に 納め られ , 一 定 の 受託 者 の 保護 下 に お か れる と , 
慈善 箱 は 盲 学 校 の 常設 の 軽視 で き な い 収入 源 と な る . 


この 種 の 寄付 行為 は , 特に 宗派 的 な 性 格 と 一 定 の 利益 


社会 に 依存 され て いる . これ は 危険 と か , 特別 な 骨折 
り が この 際 必 要 で な く , 収入 が 多大 と な り 得 る か ら で 
ある . 

社会 的 感情 社会 感情 は 以前 は 人 に まっ た く 僅 か な 
生長 し か 見 られ て いな か っ た . それ は か れ ら が 自分 自 
身 を 社会 の 外側 に 置か れ て いる よう に 感じ て いた か ら 
で あっ た . か れ ら は 受 納 者 の 立場 に ある の が 普通 で , 
行為 者 で は な か っ た . そし て , ある 盲人 が その 業績 に 
Lot, また , その 個性 を 通じ て , これ に 例外 と な る 
と , か れ は ほとん ど 盲 人 と は 見 な され ず , 一 つの 例外 
的 な 場合 と し て 晴 眼 者 の 列 に 加え られ る の が 常 で あっ 
た . 人 びと が 盲人 の も っ て いる 社会 的 地位 へ の 適性 を 


Alo, か れ ら に それ に 応ずる 教育 を 与え る よう に な 


っ た あと に , 初め て 盲人 で も 真 に 社会 的 な 感情 が 発展 
し て いく と と が で きた の で ある . 盲人 の も ゃ も つ 社 会 感情 
の は っ きり し た 現われ は , か れ ら が 自分 た ちと 同じ 運 
命 を も っ た 者 た ちの 間 で 特に 喜ん で 生活 する . す な わ 
ち , か れ ら と 交際 する こと を 特に 豆 な おぶ と いう こと に 見 
られ る . 

集団 遊戯 この 種 の 交際 は 盲人 に 非常 に 喜ば れ , そこ 
こと 生じ る 興奮 が 常軌 を 越え ん な い 正常 の も の で ある 限り 
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は , BERL, HOES RADA EORE KE 
素 と な る こと が で きる . 別に 盲人 の た め の 特 別 の 遊戯 
を く あ る うす る と いう こと は な い が , 晴 眼 者 の 遊戯 が や 
は り 盲 人 の それ で ある . た だ し , 文字 を 書か な けれ ば 
な ら な いよ ょ よう な 遊び は 例外 で ある . そし て , や は り 晴 
有 眼 考 に 好ま れる も の 交 盲 人 に ゃ 愛好 され , 特に し ば し 
ば 遊ば れ て いる よう で ある . 記憶 力 や 当 意 即 妙 と か , 
博覧 多 識 と か 即興 が う まい こと が 必要 と され る よう な 
WER CIL, BALE DD THRE LVIGWAERL, 
それ を 伸ばし て いく . 確か に と の よう な 遊び は 晴 眼 者 
に と っ て と 同様 に , 盲人 に と っ て も 教育 的 で ある . 盲 
人 は 晴 眼 者 た ちの や っ て いる 遊戯 に 加わ る こと も で き 
る . も ちろ ん , 同じ 盲 の 同僚 た ちと も 遊ぶ わけ で あ 
る . 家人 が 自分 で 多 人 数 で 遊ぶ の に 適し た 遊戯 を 考え 
だ すこ と も まれ で な い . その よう に 盲人 が 自分 で 考え 
た 遊び が その 盲 学校 の 遊び と な っ て , 同じ 年 ご ろ の 友 
人 た ちの 一 定 人 数 が これ に 打 興 じ る . 少女 た ち は 少 年 
た ち に 比べ て ずっ と よく 遊ぶ , FROBAYEKSTC 
さえ を も. か れ ら が あま り 遠 廣 を し な いと き に は . 好 ん 
で 活発 な 集団 遊戯 に 加わ る も の で ある . その くせ, か 
えっ て 少年 た ち は 見 識 な ぶっ て くる も の で ある . 寄宿 舎 
内 で 集団 遊戯 を 教え ん る こと は , 非常 に よい こと で あ 
る . Ek, 家庭 的 と いっ て も よい ほど の 気分 を 作る の 
に 役立ち , 特に 校長 が 自身 で それ に 加わ る と か , ちょ 
う と 遊び た い 年 どろ の こども が 外部 か ら 遊 び を 持 込 む 
機会 作ら せる と か させ る の は , いっ そう 役立つ で あ 
2 う . 

差 恥 心 家人 こ は 基 陣 (【 は と らい ) を 感じ る 重大 な 動 因 
で ある 是 に よる 印象 が 欠け て いる か ら , 盲人 は 晴 眼 者 
ほ と 基 恥 心 を も っ て いな いと い 2 意 見 は , この 人 間 感 
情 の 本 質 を 詳細 に 把握 し , 単に 外部 的 な も る の だ け を 観 
祭 し な いと する と , それ 自体 で 崩壊 し て ゆく も の で あ 
る . 狭義 の 差 恥 は 盲人 に あっ て は 少な いと いう より , 
な し ろ 強 く 発 達 し て いる よう に 見 える . これ は , 事情 
に よっ て は 差 恥 感情 一 般 に 影響 する 生活 様式 , 衣服 , 
態度 な ど に 関す る 比較 的 自由 な 習慣 が 衣 人 に は な く , 
自分 だ け の こと に 関係 し し し た が っ て , ARB LOG 
多く 独居 し よう と いう 傾向 が か ある か ら で あ る . の みな 
ら ず , 盲人 は 同性 の 間 で さえ 茂 恥 を 忘れ ず , また , 外 
部 へ の 隔離 と いう と と に 帰す る と いえ る . BORAT 
も , ELCKOBACS> THRO ORRDL こ 
と は 決し て な い . 特に 婦人 に あっ て は , この 方 面 に 非 
常に 敏感 な こと が 見 られ , これ は 比較 的 粗野 な 非礼 だ 
け で な く , ご く 僅か な 茂 恥 へ の 避 損 に 対し て も 反応 が 


BY, その た め , た と えば 晴 眼 者 に よっ て は ほとん 
ど 注意 きれ な いよ うな , また , その 目的 も 恐らく すべ 
て 認め られ な いよ うな , みだら な 冗談 は 家人 に あっ て 
は すでに 高度 の 七 恥 を 喚起 する も の で ある . 厚 か ま し 
い , 茂 恥 を 度外視 し て いる ょ よう な 態度 は , 特に まれ な 
こと に 属し, 全 和 失明 者 より ゃ 半 和 失明 の 者 に 見 られ る . 
BA, 特に 婦人 に あっ て は , すでに 教育 こよ っ て 大 き 
な 差 恥 心 を 起こ す よ うに 働き か けら れ て いる こと , お 
よび 純 道 徳 的 だ け で な く , 宗教 的 な 観点 が 家 人 に 刻印 
Sh, これ が 碧 人 の 中 活発 な 基 恥 感情 を 発 着 させ て 
いる こと は 忘れ て は な ら な い . さら に と, HRB on 
て 盲人 に は 知ら れ な い , 気づか な い 考 察 に 対し て も , 
盲人 は 安心 し て お られ な いと いら 状況 を 顧 慮 し て , & 
人 が その 態度 で , た いて い は 非常 に 慎重 に 振舞 ちな け 
れ ば な ら な いこ と も ゃ 注意 すべ き で ある . か れ は ある 程 
度 絶 え ず 逆 恥 を 感じ て いる . いい か を える と か れ は 何ら 
か の 方 法 で , 特に 逆 恥 感情 を 害する に 適し て いる よう 
な 行為 に あっ て , 作法 と か 習慣 に 反対 する こと が , か 
れ の 頭 に 常に 浮 ん で いる . また , その 話 に お いて も , 
BARRERA CAC ELENT, 非道 徳 的 な 恥 知 ら 
ず の 話 法 を 聞く こと は 比較 的 まれ で ある . も ちろ ん , 
産 也 感 情 の 多少 は 盲人 の 教育 や 教養 の 程度 に も より , 
実際 一 般 に 差 恥 は し ば し ば 教え 込ま れ , Ek, 有力 な 
習慣 や 慣例 に よる こと が ら で あ り , その 地方 や 生活 法 
お よび これ か ら で て くる 習慣 や 礼儀 作法 に 関す る 見 方 
(に より 多く の 区 別 を 免れ な いも の で ある . 
シュ リュ ー タ ー (Schltter, Christoph Bernhard) 
ミュ ンス ター の 折 学 教授 . 1801 年 ウェ スト ファ ー レ 
ン の 弁護 士 の ゃ すこ と し て 生ま れ た . か れ は 8 歳 の と 
き に 不 注意 な 遊戯 か ら 目 を そ を こない, その た め , か れ 
の 視力 は 弱まり , つい に 20 年 後 に は まっ た く 見 えな 
く な っ た . それ で も か れ は ギ ム ナ ジ ェ ュー ム を 通過 し , 
次 に ミュ ンス ター の 大 学 で 哲学 の 研究 を 終え , つい に 
1827 年 に は 同 大 学 の 講師 と し て 就職 し た . ビュ ルツ ブ 
ル グ の 大 学 は シュリ ュー ター に 名 稔 哲 学 博士 号 を 授与 


- し た . その 後 , か れ は 1848 年 に 大 学 助 教授 に 任命 さ 


れ た . 哲学 の 部 分 の 多数 に 及ぶ か れ の 講義 は 人 気 が あ 
り , か れ は その 聴衆 を 自分 に 引き つけ , これ ら の 人 び 
と と 刺激 する 交際 を 保っ た . いろ いろ の 詩作 の ほか シ 
ェ リ ュー ター は 価値 に 関す る 多数 の 哲学 論文 を 公 に し 
た . 多く の 時 間 を か ける 研 完 の 努力 の 後 で 回 復 す る た 
め , か れ に は か れ が 愛着 し て いた 音楽 が 役立っ た . か 
れ は フル ー ト を 奏 し , また , チー テル ( 葬 琶 の 一 種 ), 
その 他 の 楽器 を 試み た . か れ は 1884 年 に 死亡 し た . 


838 ショ ッ ト ー シ ン リ 








ショ ッ ト (Schott, Konrad) シ チ グ ー ベ ン の 生ま れ の 
オル ガン 製作 者 . 銅板 に 鋳造 し て ある 肖像 の 署名 に よ 
HE, か れ は 1562 年 に 生ま まれ だ .』 か れ は と ども の と 
aks CRE, か れ が 生活 0 で 天 ス ウッ トカ 贅 
ト で 1630 年 死亡 し た . メン デル (Mendel) に よる 
と , ショ ッ ト は 若干 の 他 の オル ガン 製作 者 と と も に ウ 
ルム の 寺院 の 古い オル ガン の 修理 に 働き , これ を か れ 
は キュ ー ナ ウ に 従っ て , 完全 に 改良 し た の で , と これ に 
つい て 各 方 面 で 称 状 され た . か れ は また , ス ツ ッ ト が ガ 
ルル トト で で の の クレ カレ 6 管 め (シラ ウングル 5. OZ 
ロイ デン シュ タッ ト で も ゃ 製作 し , その うち も 後者 に は か 
れ に 関す る 銘 が あり , 次 の よう に いっ て いる . 

「 わ れ コ ン ラ ー ト ウス ・ シ ュ ョ ッ ト ウ ス は , 盲人 の 身 
を も っ て オル ガン を 作り , この 心 を 響き を も っ て , す 
べ て 神 に 捧ぐ . 」 
ジョ ー ジ 5 世 (George V) ハノーバー の 第 4 の 王 カ 
ン バ ー ラ ンド 侯 = エ ルン スト ・ ア ウッ グスト の 1 人 人 宇 す と 
で ハノーバー の 最後 の 王 で も ある ジョ ュー ジ 5 世 は 1819 
年 ベル リン で 生ま れ , 1878 年 , パリ で 死 表 し た 、 寺 と 
し て 母 に よっ て 教育 を 受け , 少年 時 代 の 一 部 を イ ギ リ 
ATC, 一 部 は ベル リン で 過ごし た . か れ の 父 は か れ の 
生ま れる 少し 前 , この ベル リン だ 居所 を お いた の で あ 
っ た . イギリス 議会 が 1825 年 , ジ ショー ジ の イギリス で 
の 教育 に 対し て 費用 を 支給 する こと に 同意 し た の で , 
エル ンス ト ・ ア ゥ グスト は わす て こと 共 括 , 18284, イ 
ギリ ス へ 帰っ た . と と で むす こと は , エル ドン 校 へ 通 5 
こと に な っ た だ た. ジュ ー ジ は 早く か ら 歴 史 の 勉強 に 関心 
を 示し た . し か し , 残念 な が ら か れ の 勉学 は や が て そ 
の 左 眼 の 視力 が 失わ ち わ れ て いっ た こと と に よっ て 困難 に な 
っ た . 最初 は , これ は 病気 の た め に 起こ っ た の で あっ 
た が , 遺伝 的 な 欠陥 に も 基づい て いる と いら 推測 が 次 
第 に 行なわ れる よう に な っ た . と いら の は , 第 1 代 へ 
ノー バー 王 で あっ た か れ の 祖父 , イギリス の ジョ ュー ジ 
3 世 は 晩年 に 視力 を 完全 に 和 失っ て いる だ け で な く , か 
れ の 父 も また , 1 方 の 目 を 失明 し て いた か ら で あ る . 

不幸 な 偶然 の で きど ご と の た め に , ジョ ュー ジ は 1833 
年 に 完全 に 失明 し て し まっ た . これ に つい て は か れ が 
死ん で か ら 初 め て 明らか と な っ た . 1878 年 , タイ ムズ 
に ある 眼科 医 が 以下 の よう な 報道 を し て いる .「 ジ ョ ー 
ジ 王 が 自分 や ケン プ ブリッジ の ジョ ュー ジ 和 皇子 と いっ しょ 
(に ウイ ン ザ ー の 花園 を 散歩 し て いた と き , か れ は な ん 
ども 大 き な 金 の みさ の つい た 緑色 の 財布 を 両側 が トラ 
ンプ の クラ ブ の 形 を 描く よう に 宙 で 振っ た の で , いち 
ど な ど は , も うら 少し で か れ の 顔 に ぶつ か る と と ころ で あ 


っ た だ た. それ は か れ の 目 の ゆ え で あっ た と 思わ れる が , 
か た わら か ら 注意 する と , そん な 気遣い を 笑う の で 
あっ た . Lal, ROE, また, 財布 を 振り 回 わす 
と , それ が 激しく か れ の 右 の 目 に 当たっ た . それ で , 
初め て 治療 が 行 な ち われ た が , だ ん だ ん 痛み が 増し て き 
て 運動 を する こと も で き な く な っ た 」. か れ の 父 は そ 
れ で も 自分 の な すこ が まっ た く 失 明 す る こと を 信じ ょ 
2 と せ ず , か れ に 本 当 の 病状 を 告げ た 医師 を 不快 気 に 
追い 払っ て し まっ て , いろ いろ な 治療 師 に 治療 を 任せ 
て いた . そし て , 1833 年 の 秋 に ジョ ュー ジ を 伴 な っ て 
ルリ ン に だ 帰り , 以前 , 自分 が 治療 を 受け た と と の ある 老 
伯爵 に 治療 を 任せ た . し か し , O(GBORTM S fA OB 
け と な ら ず , 14 歳 の と き に 完全 に 和 失明 し て し まっ た . 
この よう に 皇 太 子 の うえ に あぁ りか か っ た 不幸 を 人 び 
が 知っ た の は , 1838 年 , 公式 に か れ の 堅 信 礼 が 行なわ 
と れ た と き で あっ た . そ し て , これ は ハノーバー 独自 
の 王朝 を 残し た いと いう エル ンス ト ・ ア ゥ ッ グ スト の 希 
望 に 対し て 重大 な 駒 意 で ある と 思わ れ た の で , か れい は 
勅命 を だ し て , も し ジョ ュー ジ が 和 失明 の まま に な れ ば , 以 
前 の 王 の 賭 名 が 効力 を も つよ うに 定め た の で あっ た . 
12 人 の 宣 故 に より 義務 を 負う こと に な っ た 人 びと が 指 
BENT, その 中 の 2 人 は 王 の 署名 を 請求 する 任 事 を 
命ぜ られ , 文書 が 作成 され る と き に は , 盲目 の 王 が その 
内 容 を 読み あげ , それ に 署名 する こと を 約束 させ られ 
た . この 機構 も 将来 の 王 の 十分 な 認証 に と っ て, 完全 
に 確実 性 を 約束 する も る の で は な か っ た が , これ に 対す 
る 真 の 正面 か ら の 反対 と いう も の は 生じ な か っ た . そ 
れ は 皇 太子 が 盲 で 生ま れ た わけ で は な いし , 視力 が な 
いと いう と と も , か れ に と っ て 王位 に つく 障害 と は な 
ら な いと いう 考え に , 人 びと が 満足 し て いた か ら で あ 
る . し か も , 皇 太 子 自身 は 自分 が 衣 で ある と と を 全然 
不幸 で ある と は 感じ て いな か っ た の だ か ら , な お さら 
で あっ た . こら し て , ジュ ー ジ は 父 王 が 1851 年 に 死地 
し た と き , 何ら か の 争い も な く 王 位 に つい た の で あっ 
Wes 
ジョ ュー ジ の 治世 方 針 や か れ が 始め た り 前 王 か ら 受 け 
継い だ 政策 , また , か れ の 治世 時 代 に 特に ドイ ツ 国 内 
に 起こ つた 重要 な で きど ご と な ど を 述べ る で Cee 
で の 課題 で は な い . か れ の 和 失明 と いう こと と が その 性 格 
形成 と その 後 の 運命 に , 二 義 的 に は , ハノーバー 王国 
の 運命 に 何 は ほど の 影響 を 与え を た か と いう 問題 で ある . 
この 問題 は 著名 な 歴史 家 た ち に よっ て , 次 の よう に 
答え られ て いる . すなわち , か れ が 和 失明 し た と いう 事 
態 は いく つか の 観点 で 重大 な 意味 を も っ て いる こと で 
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ある . な ぜ な ら , か れ が ます 最初 の 聴覚 の 積極 的 な 訓 
練 を 受け て いる うち に , 次 第 次 第 に 音楽 に 愛着 を も ち , 
FOC REOEB び を 見 い だ し て いた . BAD 
まっ た く 内 心 の 生活 に お いて , 特に 宗教 的 な 感情 が 発 
BL, 多く の 機会 に 非常 な 区 記さ を 示し た と いう こと 
は 特異 な と こと で ある は ず が な いか ら で あ る . し か し , 
鋼 王 が へ ノ ー バ ベー 王国 の 王位 に つい て 以来 , 次 第 に 表 
立っ て きた ある 物 の 考え 方 が 生ま れ た こと で ある . KR 
上 明 に よっ て 現実 の 事象 の 世界 か ら 閑 め だ さ れる と , か 
れ は 全然 独自 の 思考 の 世界 を 作り あげ , その 中 に まっ 
た く 沈 潜 し て し まっ た の で ある . 特に か れ の 頭 を 支配 
し た 考え は , 自分 の 血族 の も つ 意 味 で あっ て , あたかも 
それ は 偉大 な こと と が ら を 予見 する よ 2 に 運命 づけ られ 
て いる か の よう に 思っ て いた . か れ が まっ た く 特 別に 
利 の 恩恵 を 受け て いて , いっ さい の こと を 自分 で 確か 
め , 決定 する の に 非常 な 能力 を 与え られ て いる , EW 
らち 考 ん が この 盲人 の 頭 を 支配 し て いた . か れ の 奇妙 な 
考え 方 は 公式 の 発言 な ど を 通 し て 現われ , 一 つ ー つ の 
統治 行為 は す ぐに 作為 的 な 性 格 を と り 勝 ち で , 職務 上 
の さま ざま な 機会 に 発せ られ る か れ の こと ば は , か れ 
が 自分 の 意図 か ら そ の 判断 を 下 し た か の よう な 口 振 り 
で あり , BPORBAMAEtIETS. た と えば , 行 
列 の と き な ど は 本 当 に 目 が 見 える か の よう に 振舞 2 
が , この 点 で 特に 面白 いこ と は サマ ロフ (Samarow) 
が その 著書 「 後 代 の 人 の ョ ー マ 旅 行 」 の 中 で , ジョ ュー 
ジ 王 に つい て 述べ て いる と ころ で , か れ は 目 分 と 話 を 
し て いる 人 に 奇妙 な 正確 さき をもって , きっ と 目 を 向け 
る の で , か れ と あま り 普 段 話 を し た こと の な い 人 は , 
か れ が 全然 視力 を 失っ て いる と いう こと を ほとん と 信 
前 史紀 用 所 2 寺 か うっ た. 

ジョ ュー ジ 王 が 自分 の 方 針 の た め に , 多く の 国民 的 な 
革命 運動 を 呼 起 こす よう な 現象 に 対し て は 反対 し た と 
いう ら と と . か れ ぶ か が 戦争 突発 (1866 年 ) の と き , また 
古い 体制 を 新しい 体制 と 妥協 させ よう と し た プロ イセ 
ン の 進攻 に 対し て , 降伏 の 決定 を 余儀 な くさ せら れ た 
の や, 終始 依存 的 な 行動 を し た と いう こと . つい に か 
れ の 王国 が 1 州 と し て プロ イセ ン 国 家 に 組込ま れ , か 
れ の , 私 有 財 産 が 差押 えら れ た と いら うこ と , これ ら の 
と と は 歴史 に 属す る こと が ら で あ っ て , これ に 詳し く 
立入 る こと は われ われ の 課題 で は な い . 

し か し , その 他 の 点 に 関し て は , われ われ は ジョ ー 
ジ の も っ て いた 高貴 な 性 格 に 対し て 結局 敬意 を 払わ な 
いわ け に は いか な い . か れ は 特に 他人 と の 交際 に お い 
て 心地 よく , 非常 に 寛大 で あっ て , か れ の 支援 を 求め 


て 行なわ れる 訪問 は どれ 一 つと し て 放っ て お か れる こ 
と は な か っ た の で ある . 

親密 新しい 交際 の 表現 は , 盲人 に 知ら れ な いわ け で 
は な い が , か れ ら は た いて い 運 命 を 同じ くす る 者 に だ 
け 高 度 の 親密 を 示し , この 者 に か れ ら は ある 理由 か ら 
特に ひか れる よう に な る . Efe, 失明 の 少女 た ち が 自 
分 と 運命 を と も に する 者 に , 和 失明 の 男子 相互 の 間 ょ より 
以上 に 親しい 関係 に ある と いう 特異 性 が 見 られ る . そ 
の た め 和 失明 の 少女 た ちの 間 で は , 非常 に 親しい 結合 が 
見 られ , CHOP RICIMMORRDBB SS. 
晴 眼 者 に 対し て は , か か る 結び つき は まれ に し か 見 ら 
れ た な い . 

信頼 盲人 は 普通 こう いう 傾向 は な い . 晴 眼 者 に 対し 
盲人 は むし ろ 打 ちと け な い の で , 盲人 の 全幅 の 信頼 を 
得る こと は 容易 で な い . これ は 大 部 分 次 の こと に 関連 
し て いる . すなわち , 盲人 が 呈 眼 者 に 対 し 少し 不安 に 
感ずる こと . 誤解 され , か れ の 欠陥 の た め に 何ら か の 
方 法 で だ まさ れる と 感ずる お か ら で あ る . この 事情 は 往 
ぇ に し て 意識 する 不誠実 , 虚偽 まで に 導い て ゆく . 率 
直 な と と, これ に 関連 し て 真実 を 愛す る と と , Thiet 
よっ て , 盲 人 の 中 に 信頼 の 芽生 を を 喚起 する こと , か 
れ に か か る 人 生 観 を 与え る こと は 教育 の 任務 で ある . 
これ は 盲人 が か れ に 向かっ て くる 人 の 中 に , DEM 
HL, か れ を あざ むく よう な 人 を 見 な いと いう 人 生 観 
CHS. これ 加え, 皆 人 が その 周囲 か ら 絶え ず 正 当 
に , また , 真実 に 取扱 われ る と 信頼 も か れ に 起こ っ て 
こ な け れ ば な ら た な い . 

心理 感情 盲人 が 非常 に 雑 な 感情 の 中 で 生活 し て い 
る こと は 疑う こと こと が で き な い で あろ うら う . か れ が 最も 下 
等 な 感覚 的 な 情欲 か ら , 美徳 , 人 格 性 へ の 最も 高中 な 
感情 まで を 自由 に 感じ , それ ら に ひ た さ れる こと と が で 
SHC LIEV Bev. 晴 眼 者 に お いて , 年 齢 や 性 や 
教育 , 教養 の 程度 その他 が 人 間 の 性 格 に 影響 を 与え 
る よう な 関係 を , 感情 の うえ に も 及ぼ し て いる が , B 
人 に お いて も この 点 は まっ た く 同 じ で ある . そし て , 


感情 生活 に お いて は 粗野 で 卑 傘 で ある と いう ほか は な 


い 人 びと に 混 っ て , すべ て の 美 し さ , 良さ に 対す る 深 
い 感 情 の 動き を 感じ , それ に 従っ て 行為 し 努力 する 人 
びと を われ われ は 形 人 の うち に も 見 出す . 個々 の 重要 
な 感情 は その 当該 の 項目 の と ころ で 論議 する こと に し 
て , と と で は 2, 3 の 一 般 的 な 点 を 概 稚 し て みよ う . 

内 向 的 な 性 情 を も つ 盲 人 の 性 質 は 教育 的 な 面 で は , 
教場 の こと ば が 盲人 の 感情 の 素地 に 及ぼ す 重 大 な 力 を 
いっ そう 確実 に する も の で ある . 下層 の 階層 の 生ま れ 
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で ある 盲人 に 教導 と 範 例 に よっ て , 高中 な 倫理 的 な 感 
情 を 植え つけ る こと も セ や ず か し く な い . 良い 書物 を 読 
むこ と も ゃ 決し て 効果 の 少な いも の で は な い . 

し か し , こう し た 教育 的 な カカ に よっ て 盲人 を 感情 過 
多 の 人 間 に し て し まう と いら 危険 は ほとん ど な い . そ 
れ は 正常 な 盲人 の 素質 は すべ て その 鋭い 論理 的 な 思考 
と , 広く 熟 上 應 され た 結論 の た め に , な し ろ 司 性 的 人 間 
の 生育 を うな が す 傾 向 の も ゃ の で あっ て , 感性 に よっ て 
過度 に 逸脱 させ られ る と いう こと は な い の で ある . B 
人 と の 交際 の 多い 人 は , 家人 が 強い 高く 美しい 感情 と 
利己 欲 や , ある い は 少な く と も ゃ 非常 に 打算 的 な 鐘 さ の 
著 し い 感 情 と の きわ 立っ た 混合 を も っ て いる こ LE 
か され , EK,A* し い 思 い を する こと が ある だ ろ 2. 

晴 眼 者 の 場合 と 同じ く , 無 感情 と いう こと は 盲人 で 
も や は り , ほとん ど 例 外 な く , 教育 を 受け な いで 生長 
し た 人 に 見 出さ れる . そし て , 生気 の な い 生き 方 や , 
環境 の 悪い 影響 か , ある い は 生ま れ な が ら の 気質 の 生 
硬 さ に その 理由 を も っ て いる こと が 多い . 
スポ ー ツ スポ ー ツ は 最大 能率 を 目標 と し , AR, 
耐久 力 , 勇気 の 最大 度 に 達する よう 努力 する も の で あ 
る か ら , 全身 体 的 お よび 倫理 的 の 実行 能力 を 要求 する . 
BASGEK, その スポ ー ツ を も つ こと の で きる こと 
は , ロン ドン 近く の ノー ウッ ド の 盲人 師範 学校 や 音楽 
学校 が 証明 し て いる . ここ と で は スポ ー ツ と し て 次 の も 
の が 行 な ち れ て いる . すなわち , ロー ラー スケ ー ト 競 
走 , 水泳 , (RE, 自転 車 乗 りな ど で あ る . 自転 車 は 2 
人 , 4 人 , 6 人 お よび 8 人 の 男女 の 生徒 用 に 作っ て あ 
り , ERE bILBY FYORAEG Ci, ブラ イト 
ン や バー ミン ガム な ど ま で 演奏 会 を し た り , 体育 祭 に 
参加 する た め に 自転 車 で 遠足 な ど を し て いる . THE 
つい て 校長 キャンベル (Campbell) は ,「 も し 盲 
徒 が 1 日 に 50 マイ ル か ら 100 マイ ル ま で 乗っ て ゆけ 
る と ころ で あれ ば か れ ら は 普通 の 困難 に よっ て 意気 阻 
BT HZ OLAV と いっ て いる . 自転 車 乗 り は 費用 
の か か る スポ ー ツ で ある の で , 多く の 盲 学校 は スケ ー 
ト 競走 や 水泳 に 力 を 入れ て いる . 最善 の スポ ー ツ と し 
て は , この ほか 歩行 で の 遠足 が ある . これ は ゾ イ メ 
(Seume) の 次 の こと ば を 思い 起こ す . すなわち , 「 も 
っ と 多く 歩行 すれ ば 万 事 が よくなる の だ が 」 と . 盲 人 の 
水泳 は 特に 陸地 で 予備 運動 を する の が 最も 合理 的 で あ 
る . これ は 水中 の 運動 を 容易 こす る も の で ある . 2x 
ン ハ ー ゲ ン の 盲 学校 で は , 水泳 の 予備 練習 を 特別 な 体 
操 場 に 備え つけ られ た 器械 で 修得 する . これ に よっ て 
か れ ら は 沈む の を 防ぐ よう な 細 帯 を 利用 し , この 帯 は 


し ば らく 練習 し た あと に は ほか の 帯 と 替え られ る が | 
すでに 若干 の 安全 性 を 前 提 と し て いる . 最後 に は ま 5 
た く 自 由 に 泳ぐ こと に な る . 水泳 と 同様 スケ ー ト 競走 
も 適当 な 徒手 体操 に よっ て 準備 され る . 生徒 た ち は 氷 
すべ り を 比較 的 容易 に 習得 する こと が で きる . 

西洋 碁 (Damenspiel) この 遊び は 早く か ら 盲 人 の だ 
ん らん の 手段 と し て 価値 の ある こと が 認め られ て い 
る . そし て , クラ イン (Klein) は その 利用 の Ae 
教科 書 の 中 で 整備 し て いる . 盤面 は 平滑 な いし は 条 溝 
の つい た 表面 で 互い に 区 分 され て お り , Ek, 一 般 の 
場合 に 使わ れ て いる の と 同じ 形 の 石 は それ ぞ れ 一 つの 
栓 を 備 と て いて , この 栓 が 盤面 に ある 小穴 に は まる よ 
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うら に な っ て いる . CHIL, CHILL DO LER 


に お か れ , 盲人 が 手 を 伸ばし た 際 に ずれ て し まう と こと 
を 防い で いる . 石 は 和 白 と 黒 の 平滑 も しく は 環状 の 表面 
で で き て いる . 一 段 と 優美 な 盲人 用 碁盤 も ある . クラ 


イン 式 の も の で は 女王 は 上 下 に ろう で は りあ わせ た 有 | 


と され て いた が , 新式 に は 独自 の 石 を 使い , 女王 に あぁ 
さわ し いも の を 使っ て ある . 
BERS これ は 家 人 が 学校 に 入れ ば 全然 知ら れ な 
いこ と が ら と いう 訳 で は な い . ZACK, Ek, 精神 
的 に 健全 な こども で も を 存在 する 自分 の 周囲 の 事物 に つ 
いて で きる だ け 明 白 な 観念 を 得 ん と する 努力 に より, 
早く か ら 事 物 の 大 き さ , 重 さ や 重要 な 認識 の 徴 表 に 注 
意 す る こと に な る . し か し , か くし て 作ら れる 知覚 
は , 寸法 と か 重量 が まだ 知ら れ て いな いか ら , すべ て が 
あま り に も ゃ 不 完全 な 観念 に な り 勝 ち で ある . 以前 に 算 
術 の 時 間 に 与 えら れ た よう な これ ら 事 物 に 関す る 一 般 
の 知識 は 言 人 に は 不 十 分 で ある . 盲人 に は 自分 の 手 で 
触れ る こと が , 晴 眼 の 目測 お よび 手 御 と 同様 の 役目 を 
果たし て いる . これ は 少な く と も ゃ 1 年間, HECRE 
の 特別 練習 が 行なわ ち れ て 得 ら れる こと で ある . 

まず , 測定 の 練習 か ら 始 め る . 測定 の 方 が 容易 で , 
Lah, 早く ある 結果 に 達する か ら で あ る . この 練習 
は 最 下 の 学級 か ら 始 め る 方 が よい . 感覚 訓練 に それ ぞ 
れ あ て て ある 時 間 中 , 10 分 な いし 15 分 が この 目的 に 
用 いら れる . RO, 児童 は 手 に メー トル 尺 を も つ . か 
れ ら は これ で その 周囲 の 物 を 測る よう に する . し か も , 
1 メー トル の お よそ の 長 さ を 広げ た 腕 で 示し , 指 尽 を 
使わ ず と も 1 メー トル の 測定 が で きる よう に な る まで 
行なう . し か し , この 場合 精密 に 行なう こと を 必要 と 
し な い . むし ろ こ ども が 親指 と 人 差し 指 と を 伸ばし て 
測る デン メー トル に 移る 方 が 哨 ま しい . こども た ち が 
し ば らく デシ メー トル の 指 尺 を 携帯 し , これ で 休憩 時 
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間 な ど に 自発 的 に 測定 する こと と は , 能力 を 伸ばす うえ 
、 に 有効 で ある . 1 本 の 指 が も 2 1 本 の 指 の か た わら に 
ある よう に 立て た 人 差し 指 を 用 いて , か れ ら は 確実 に 
小さ な 延長 線 を この 尺度 に よっ て 定め る こと を 知る こ 
と に な る . | 

生徒 が この よう に し て , 長 さ の 単位 に つい て 明白 な 
概念 を 得る よう に な る と , 早速 間 を お いて , ARMOR 
習 を 始め る . 教師 は 示さ れ た も の を 検査 し て , 児童 が 
必要 な 訂正 を する よう に 仕向 け な け れ ば な ら な い . 

1 年 経つ と た いて い の 者 は 手 で 1 回 つか ん だ だ け で 
1.5 メー トル まで の 長 さ が 正確 に 解す る 程度 まで 進ん 
くる. 
測定 に 熟練 する よう に な る と , こども た ち は 次 第 に 
重量 , 次 に 特に 通ずる よう に な る . か れ ら は 家計 に 使 
用 する 最も 重要 な 資材 の 計り 方 を 知り , これ に よっ て 
次 第 に 各個 の 重 さ の 軽重 に か な り 確 実 な 触覚 を 得る に 
BS. この 練習 の 最後 を な す も る の は いろ いろ な 形 や 大 
き さ の 丸太 , 金属 片 , 石 な どの 重 さ の 衝 量 で ある . 

測定 お よび 衝 量 の 練習 は これが 盲人 の た め に する た 
いせ つ な 役 割 の た め , 盲人 の 手 を さら に 熱 練 さ せる の 
と 役立つ も の で ある か ら , どの 謀 学 校 で も 認め られ て 
いる . 
竹馬 で の 歩行 経験 の 教 を ん る と ころ で は , 竹馬 は 育児 
童 の 愛好 する も の の 一 つ で あり , ひじ ゃ や 肩 を 力強く 引 
きも どす こと に よっ て , 背 の 筋肉 , 肩 の 筋肉 が 張ら れ , 
両足 が 外 へ お か れる 練習 を する の で , 体操 用 具 や 遊 
戯 用 具 と し て , 衣 学 校 で よく 竹馬 が 用 いら れ て いる . 
足 台 は , その 練習 が 重く され る か , 軽く され る か に 従 
い 比 較 的 高く また は 低く され る . さ お の 方 は 練習 する 
者 の 肩 の 高 さ を 越え た , 最も 適当 な 点 と する . 普通 の 
竹馬 練習 は 次 の 通り で ある . その 場 で 拍子 を と り , ま 
た は 拍子 な し に 歩く と と . 前 , 側面 , 後方 へ の 歩行 , 
小 ま た , また は 大 また に 歩く と と. いろ いろ の 歩行 法 , 
跳び 方 , た と えば , 歩 度 変更 歩行 , 跳躍, 疾 駆 跳 虫 な 
ど . 竹馬 二 つ で の 跳躍 , HITE COMER, RBILAW 
て いる 竹馬 を あげ て 行なう . 
ダッ シー (Dassy) 1808 年 , マル セイ ュ に 生ま れ 1888 
年 に ビレ ネ 高 地 の カン テル で 死ん だ 僧院 長 で ある . 
48 歳 の と き に 初め て 盲人 の 問題 に 目 を 向け た . 1856 
年 に ダッ シー は 長い 間 離 れ て いた 故郷 の 市 に 帰っ 
た . それ は 長年 行なっ て きた 福祉 活動 に 専心 する た 
men. この ちろ は まだ 南 フ ラン ス で は [ 家 人 の た 
め の 運 動 は ーー つも な か っ た だ た. パリ , リー ュ テ から ナン 
シイ に 至る 北部 全体 が すでに バラ ンタ ン ・ ア ュ イ の 


訂 発 に よっ て 盲人 問題 の 解決 に のり だ し て いた の に と, 
ボル ドー か ら リ ョ ン , トゥ ルー ズ か ら マ ル セ イ ュ ユ に か 
け て の フラ ンス の 最も 繁栄 し て いる 南部 地方 で は , A 
人 に 対す る 何 の 活動 も な され て いな か っ た . 気の毒 な 
宜 児 た ち が 恐 る べき 貧困 と 悲 修 と 悪徳 の うち に 放任 さ 
れ , (£HOBOOMSTS, 道徳 的 な より どこ ろ ゃ 宗教 
も も た ず , た だ みじめ な 生活 を 送っ て いる こと と を 知っ 
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か れ は 直ちに 活動 を 開始 し た . 1858 年 に マル セイ ュ 
に 1 軒 の 小さ な 住居 を 借受 け て , 教団 の 尼僧 た ちの 替 
仕 的 な 助け を 借り つつ , まず 盲目 の 少女 を , 続い て 少 
年 も 収容 し て , 教育 と 修練 を 与え た . これ が 先例 と な 
り と の 事業 区 た ず き さき わる 人 びと が 続い て で て きた. 当 
局 も また , 富裕 な 市 民 た ちゃ ダッ シー を 後援 し た . 
ダッ シー は 南 フ ラン ス に お ける この 種 の 学校 の 創始 で 
ある と 見 ちら れる よう に な っ た だ た. マル セイ = ユ テ の た め に 
多く の 貢献 を し , 盲 学校 の ほか に ゃ 多く の 慈善 的 諸 学 
校 を 設け , ある い は , その 存立 を 固め た この 偉大 な 僧 
(CX UT, 1892 年 に その 記念 が 行なわ れ た . か れ は 
1869 年 に , マル セイ ュ の 一 家 人 で あっ た フラ ン ソ ツア 
・ マ ラバ ル (Francois Malavale) に 関す る くわ し い 
伝記 を 公 に し て いる . 

ダン ス ダン ス は 盲 学校 で は 監督 下 に , 男女 両性 を お 
互 い に 慣れ させ る すぐ れん た 方 法 で ある . その 際 正 し 
い 姿 勢 と 軽い 身体 の 優美 な 運動 を 促進 し , ちり の な い 
清潔 な ダン ス ホ ー ル を 前 提 と し て , 一 般 に 健康 に よい 
身体 の 練習 で ある . スコ ュ ッ トラ ンド 舞踏 , ポル カ , = 
ADB WMS 27 oI BOOT OVI; 
ライ ン ラ ンド の 舞踏 の よう な さま ざま な MEO 練習 
は , 経験 に よる と , 衣 人 に は た いて い 特 別 な 困 将 は な 
い . すべて, これ ら の ダン ス は いろ いろ の 踏み し め 方 
か ら 誘 導 さ れ , これ に 直接 結び つい て いる . 学校 の 事 
情 に よっ て , ダン ス の 練習 は 体操 の 時 間 そ の 他 の 時 間 
に , 性 別に , また は いっ しょ に 行なう こと と が よい . ダ 
ンス に お いて は , 特に 監督 と 賢明 な 節度 を 欠い て は な 
ら な い . 

団体 制度 盲人 保護 の 目的 の た め の 団 体制 度 は , 19 Tt 
紀 の 終り に 全盛 に 達し この よう ら な 目的 の 団体 また は 
旧 合 の 数 は 非常 に 多い . 盲人 の 幸福 の た め の 晴 眼 者 の 
団体 る ああ る が , 普通 この よう な 団体 の 目標 は , 非常 に 
広く , いろ いろ な 種類 の 寄付 金 , 病人 の 費用 , 原料 の 
補助 な ど ,. あら ゆる 方 向 , あら ゆる 形式 で の 補助 が 行 
な われ る . 他 の 団体 は 特別 の 収容 所 , 扶養 所 , 男女 の 
家 の 維持 の 目的 を 追及 し , fl ら か の 形 で 盲人 の 保護 


842 チョ ウ カ ク 











の た め の 努 力 が な され て いる . ある 団体 は 家 人 の 仕事 
に 特別 の 価値 を お き , 一 定 の 区 域 の 盲人 が 仕事 を 見 つ 
け , それ に 支払 を 受け る よう な 工場 を 設立 し , この 団 
体 が 生産 品 の 販売 を 引受 け , すべ て の 商売 上 の 危険 を 
背負 っ て いる . さら に , 家 人 用 の 書籍 の 調達 を 任務 と 
し , これ を 特別 の 印刷 機 で 作ら せ , 図書 館 を 設備 し, 
書籍 を 貸与 する 団体 も 少な く な い . 特別 の 団体 は , 盲 
人 訓練 の 促進 を 任務 と し て いる . これ は 書籍 や 地図 を 
印刷 する だ け で な く , 学習 材料 を 作ら せる と と に よる . 
イギリス で は いわ ゆる HHA] (Visiting Society) 
が 広く 普及 し , これ に よっ て 訪問 を 受け る 盲人 の 読み 
書き の 教授 が 行なわ れ , その 他 読 むこ と の で き な い 盲 
人 に は 朗読 者 が いる . 

最初 の 家 人 保護 団体 は , 1826 年 , クラ イン に より ウ 
ィ ー ン に 創立 され た . いま で は 盲 学校 の ほとん どの 管 
理 者 は こう いう 団体 が , 当該 学校 に 関係 は な く て も 協 
会 を 設立 し , 団体 活動 や 会 員 に ょ る 金銭 調達 を 衣 人 た 
ち が 十 分 利用 で きる よう に する こと を か れ ら の 義務 と 
考え て いる . 盲人 の 運命 に 対し て は , 一 般 に 絶え ず 現 
われ て くる 同情 は 他 の 階級 の 不幸 な 者 に と っ て より も ゃ も 
頁 人 に 利益 の ある も の で あり , 「 貧 者 中 の 貧者 ] に そ 
の 活動 と 金銭 を 使う と する 人 びと は 常に ある も の で 
ある . 確か に 次 の こと を 忘れ て は な ら な い . 信じ られ 
ぬ ほ と 多く の 人 道 的 な 団体 の ある 現在 に お いて , BA 
保護 の 目的 で 資金 を 調 境 す る こと は 以前 の よう に は 容 
BLK. 盲 教育 の 資金 も 得 ら れ な い . し か し , 他 
の 学校 また は 類似 団体 と の 競争 に 勝て な い 場 合 は , 自 
由 な 立場 で 活動 が 発表 で きる 団体 の 方 が よい . この 場 
合 , この 学校 と 関連 し て いる 団体 が , 全 行為 の 中 心 と 
な り , これ を 妨害 され ず に 遂行 する こと が で き , これ 
か ら 多 く の 利 益 が で て くる とこ と で あろ う . 
聴覚 盲人 の 聴覚 が 一 般 に 非常 に すぐ れ て いる こと は 
久 し い 以 前 か ら 知 られ て いる . こと ども の 感覚 の 中 で 聴 
覚 は , 無意識 の うち に で は ある が , 最も 早期 に 必要 と 
な っ て くる . 聴覚 を 通し て の 最初 の 感覚 的 認知 は , 出 
生 児 の 第 一 声 を あげ る と き に 起こ る . その 瞬間 か ら 時 
間 の 経つ に 従っ て , この 聴覚 と いら 感覚 は , 晴 眼 の こ 
ども で も , ま た 盲目 の こども で も , 決し て 中 断 の な い 活 
動 を 始め る . そし て 器 管 の 生長 に つれ て 両者 の 差異 は 
晴 眠 の こども が 諸 感覚 中 で の 主導 権 を 目 に 移し て ゆく 
の に 反し , 盲 児 は 聴覚 に それ を 置く よう に な る と いら 5 
点 に 現われ る . 失明 が 出生 後 い く 分 か の と き を 経て か 
ら 起 こる と か , こども が すでに 多少 の 目 を 通じ て の 誰 
知 に 経験 を も つよ うに な っ た 時 期 に 起こ る と し て も , 





この 点 は 何ら 変る と と は な い . 

盲目 の こども の 聴覚 は 失明 の 瞬間 か ら 絶 え 間 な い , 
し か も 次 第 に 高度 化す る 活動 を 始め , それ に よっ て 行 
な われ る 聴覚 の 自然 の 訓練 は 非常 な も る の と な る の で , 
一 般 に (健康 な 耳 を 前 提 と し て いる ) 聴 覚 が 異常 に 発 達 
する こと は 容易 に 理解 で きる で あろ うら . それ が 驚く ぐ べ 


き 繊 細 さ と , 鋭敏 さと を も つよ うに な る の も まれ で な 征 


い . ある 程度 は 視覚 の 代り と な っ て , それ が 狭義 に は 
手 の 届 く 範 囲 外 に 存在 する 周辺 の 物 と , 広義 に は 外界 
と の 盲人 の 結び つき を 媒介 する 場合 も あり 得る . 目 の 
見 える 者 が 聴覚 上 の 認識 と し て , な お ざり に する と こと 
か が ら , それ は 目 が 比較 に な ら ぬ ほ と 正 確 に 迅速 に , そ 
の 認識 の 手順 を 満足 な 仕方 で すま せ て くれ る か ら で あ 
る が , その こと が ら は , 盲人 で は こと の よう な 二 つ の 感 
覚 の 分 担 と いう こと が 行 な ち られ な い の で 盲人 に は 非常 
に 重大 で , 全身 の 注意 を それ に 向け て いな けれ ば な ら 


な い . 晴 眼 者 は 通常 大 し て 重要 で な い 音 響 認識 に は ほ 


と ん と 注意 を 払わ むず, そのため, か れ は 多く の と と を 
開き の が し て いる と いっ て も よ か ろ うら う . し か し , BA 
(こと っ て は , この 点 で 音 を 開く こと ほ と 重 大 な こと は 
gv... すべ て の きき いと 思え る 音響 Bie, ORG 
響き の も っ て いる ご ど ごく わずか な 調子 の 違い は , 盲人 に 
と っ て は 十分 意味 の ある も の で ある . その 理由 は , と 
れ ら の 消え そう に 小さ な 音 の 異常 が , SACTOMA 
(に ある 人 た なり, 空間 な り の 運動 や 状態 を 伝え る こと が 
可能 だ か ら で あ り , また , 逆 に 不 注意 や 聴覚 の 訓練 不 
足 が あ れ ば , た だ に か れ に 不利 益 を も た ら す と と が ら 
が , 周囲 に 数 多く ひそ ん で いる か ら で あ る . さら に い 
っ そう 著しい 晴 眼 者 と 盲人 と の 間 の 差異 は , 次 の 事実 


( こ あ る . すなわち , 前 者 で は 目 の 活動 の た め に , FH 


聞く こと が 散漫 に な っ て いる の に 反 し, 後者 で は 全 注 
意 が 聴音 に 集中 し て お り , その た め に 聴覚 認識 の こま 
か い 異 同 を 聞き わけ る だ け で な く , 音 を 分 類 し 認 別 で 
きる と いう ら 点 で ある . この こと か ら 盲 人 の 聴覚 を その 
性 質 に 従っ て 分 類 す べ き で ある と いう こと が いわ れ , 
Et, 盲人 は 晴 眼 者 と は 違っ た 
と いわ れる の で ある . ある 意味 で は , これ も 誤り で は 
な い . それ は 聴覚 に 多く を 頼ら な けれ ば な ら な い 盲 人 


it, 事実 ち わ れ われ と は 異な っ た 聞き 方 を する か ら で あ 還 


る . し か し , それ は 盲人 が より 正確 に 物音 を 開く と い 
うこ と で ある . か れ は 自分 の 耳 に 達し た 音 ま た は 響き 
を その こと こまかい 点 まで 聞き , その 音色 に ひそ むと こま か 


い ニ ュ ア ンス を 理解 し, そし て 自分 の 記憶 に 保 た れ で 計 


いる 典型 的 な 聴覚 認識 か ら , この 一 つ ー つ の 音 が どの 


音 を 開く に 違い な い 』 
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KC らい は ずれ て いる か を 開き 分 け て この 音源 と な っ た 
事物 の 差異 を 知ら ち う と する . や は り 音 楽 家 も これ と 同 
じょう に 音楽 家 で は な い 者 と は 異な っ た 音 の 開き 方 を 
する . 同様 の と と が どの 面 で も いえ る わけ で ある . 盲 
人 の 聴覚 が 晴 眼 者 の それ に 対し て も 関係 も 同じ で あ 
iD’. 

BADER D AAR S (ERC ATO BODTHICKMTS 
働き に お いて 著しい . 盲人 が 他 の 人 と の 交際 で , 相手 
の 人 の 声 に よっ て , その 人 に 対す る 評価 に 影響 を 受け 
る こと が , その 専門 の 分 野 に お いて よく 知ら れ て い 
黄 証 は 当然 な こと で ある と 思わ れる . 盲人 は その 
生涯 を 通じ て 例外 な く 自 分 が 交際 し て いる 人 の 声 に , 
自分 と その 人 の 間 の 唯一 の 結合 の 媒介 を も っ て いる . 
詩人 は 聴覚 だ け に 頼っ て 自分 と 交際 を する 人 間 の 姿 を 
独創 的 に 他 の 目 の 見 える 人 の 説明 を 開か な いで 想定 す 
Beem CSS. 

Pers 6, FPEDSLOR, か れ に と っ て の すべ 
CCHS. 晴 眼 者 に と っ て は 姿 の 美 し さ や 顔立ち の 美 
し さ が , その 心 を ひき つけ , また , その 逆 に 対し て 反 
感 を 覚え ん る よう に , 盲人 は 声 の 庄 調 , ある い は 不快 さ 
が 決定 的 な 要素 と し て 働い て いる . 晴 眼 者 に は 誤解 や 
RPMS OD, 盲 人 に も それ は 同じ で , か れ 
は 美 し い 声 に よっ て 人 の 性 格 に 対す る 誤っ た 結論 に 導 
か れる . も ちろ ん , 人 間 の 声 の 調子 だ けが すべ て で は 
な く , 話 の 表現 法 や 盲人 に 対す る 態度 や その 他 一 般 的 
な 挙動 が 。 その 人 に 対す る 評価 を 形作る の を 助け る わ 
け で , 無意識 の うち に 声 に お も な る 注意 を むけ 勝ち な 
BAK, 一 つの 全体 像 を 与え る も る の と な る . Ek, 人 
を 判断 する に 当たっ て , 盲 人 は どく まれ に し か 誤る こ 
と が な い . そこ と で 人 間 の 性 格 と いう も の は , Lot 
し た 鋭 欲 な 年 に は それ と 認 別 で きる よう な 仕方 で , そ 
の 声 に 陰影 を 与え て いる と 考え て よい だ ろう . 

ここ で 以下 の よう な か な り し ば し ば 見 られ る 観察 を 
引用 し よう . 盲人 は ある 人 の 外面 的 な 特徴 を 非常 に 正 
確 に , た だ その 声 を 開く だ け で 思い 描く こと が で き 
る . この 点 に 関し て 数 多く の 志 人 に 関す る 文献 が 非常 
に 興味 深い 報告 を し て いる . また , 盲人 の 生活 に 開か 
れる 一 連 の エピ ソー ド は , 以上 の よう な 主張 が 組 い も 
な く 正 し いこ と を 思わ せ て いる . 形 人 が 多数 の 人 びと 
に つい て , その 人 た ちの 姿勢 や 挙動 また 年 齢 , 性 を 早 
<, し か も , か な り 正 確 に 当て る と いう こと と は 争 え な 
い 事 実 で ある . 

LAL, この 点 で 何より も 驚く べき こと は , その す 
べ て が 家人 の 錠 敏 な 識別 能力 に 基づい て いる も の で あ 


り , か れ の 聴覚 は と ぎす まさ れる ば か り で は な く , そ 
れ ま で に 経験 し た 一 連 の 体験 に よっ て , 耳 に 聞い た 物 
斉 を それ ら に 照 し て 正確 に 比較 する 技術 を 獲得 し , そ 
れ に 慣 ら さ れ て いる よう に 思わ れる . 

聴覚 は 家人 に と っ て , も うら 一 つ 重 要 な 意味 を も っ て 
いる . す な わ ち , それ は か れ に 遠近 感覚 の 感受 機関 と し 
て 働い て いる . か れ の 触覚 は 自分 の 身体 か ら 一 定 の 離 
れ た 範囲 内 で だ け 使 用 で き , し か も , それ に 許さ れ た 距 
離 は 当然 な が ら 大 し た 距離 で は な い . この 自然 的 制約 
に よっ て 与え られ た 範囲 を 越え を る も の は , その 限り で 
は 家人 に は 知覚 され な い . すなわち , それ に 対す る 認 
識 は , か れ に 対し て 義 ざ され て いる わけ で , ある 物体 
の 存在 に つい て , 一 般 に 知る た め に は , 盲人 は 音響 を 
必要 と し て いる . その た め に は , 音響 が いま 知覚 し よ 
う と する 物体 か ら で る と いう こと は 必ず し ゃ 必要 で は 
な い . その 物体 以外 か ら 発し た 音 で も よい . し か し , 
その 物体 に よっ て その 音波 の 反射 また は 散乱 が , 非常 
と わずか で は あっ て も 耳 に 知覚 し 得る 程度 に 生じ る こ 
と が 必要 で ある . 

発生 し た 音響 が 反射 され る 仕方 に , 盲人 の 耳 に 許さ 
れ た 知覚 の 世界 の 全体 が 横たわっ て いる . そ し て , DH 
の いる 周囲 に つい て の か れ の 誰 識 は , 主として この 音 
の 反射 の 状況 に 依存 し て いる . ある 物件 が か れ か ら ど 
の くら い 離 れ て いる か , それ が 占め て いる 空間 の 大 き 
さ は どれ くら いか , ある い は その 空間 は 満た され て い 
る か , うつ ろ で ある か な ど , 多く の こと が ら は 反射 し 
て きた 音 濾 に よっ て か れ に 認識 され る . し か し , Ch 
は 大 き な 音 響 や 騒音 は まっ た く 必 要 で な い . まっ た く 
自然 の 原因 に よっ て , た と えば 足音 , SHOR, 物体 
が 平面 に 落ち て 当たる 音 な ど に よっ て この 音響 が 生ま 
れ た な ら ば , それ は 距離 や 広がり の 推定 に 役立つ も の 
と な る . それ は だ いた い は お お よそ 意味 の な い 現 象 で , 
慣れ て いな い 了 生 に は まっ た く 効 果 を 及ぼ さ な い と いっ 
て よい . 晴 眼 者 が ある 部 屋内 の 各所 で , 一 つの こと ば 
を 同じ 強 さ で 発音 し , COR, 音響 に どれ ほど の 変化 
が 開か れる か を 観察 し よう と する か , ある い は か れ が 
音響 知覚 が その 音 の 発生 する 場所 に よっ て どれ ほ と 暴 
な っ て くる か を 和 観察 すれ ば , 盲人 の 聴覚 , 知覚 が 一 般 
に 構成 され て いる 要素 を 非常 に 正確 に 理解 する こと が 
"Ca ODD. 
BAORCHLCV 4H RORRORRIL, その 音 
が か れ の 耳 に 与え る 相対 的 な 強度 に よっ て 知ら れる こ 
と が で きる . 盲 人 は 絶対 的 な 音 強度 を 非常 に 正確 に 理 
解 し , 相対 的 な 量 に それ を 返し て , そこ か ら 音 源 の 距 
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多数 の 人 の 中 に 立っ て いる 場合 に , ADOMEL IER 
に 知る の に 役立つ . 音 を よく 覚え て いる と いう と と の 章 


離 を 推定 する . 
こう らし た 事実 を 示す 人 例 と し て , 次 の 2 の な と と が 
あげ られ る . 盲 人 は か れ に 話 か けた 人 に 向っ て , 非常 に 





正確 真正面 か ら 近 よっ て いっ た り , ある い は 適度 の 
近 さ まで くる と , 歩み を や め る . し か も , それ は ちょ 
> と 手 を 伸ばせ ば か れ に 触れ る く らい の 距 離 で ある . 
も ちろ ん , 他 の さま ざま な 事情 が 家 人 に 方 向 を 教え , 向 
いあ っ て いる 人 と の 距離 を 知ら せる と と は いう まで も 
な い が , この 場合 主役 を 演ずる の は 常に 聴覚 で ある . し 
か し , 周囲 に 起こ る と と が ら は ほとん どか れ に は 知ら 
れず , 周囲 の 状況 を 認知 する こと は 決し て 意識 的 に そ 
の 技術 を 学ん だ こと と に よっ て で は な く , 数 多く の 経験 
に よっ て 可能 と な る . 特に その よう な 経験 と し て , 非 
常に 複雑 化し た 状況 を , 非常 に 正確 に 識別 し 得 た 経験 
が 最も 基本 的 な も の と な る . この た め に , BADDH 
の あま り よ く 知 ら な い 室 内 に あっ て , すぐ , ATOM 
置 を 知る こと や , ある 音響 の 音源 の 方 向 や 距離 を 正確 
に 知る こと は , 目 の 見 える も の に と っ て は , し ば し ば 
和敬 嘆 する ほど の 鋭さ で 起き る こと が ある . 

耳 に 達し て いる 音源 の 方 向 を 正確 に 知る こと が , IE 
し い 聴 覚 に 要求 され る 第 1 条件 で ある と と は だ れ を 失 
い 得 な い . 一 般 的 な 方 向 感覚 だ け で な く , 特殊 な それ 
(に と っ て も , この こと は 非常 に 重大 で ある . 音響 現象 
に 方 向 的 変位 が 生 じ た と ぎ き , その 変位 が 認知 され る 最 
小 限 の 角度 は , JRA SIR EAMIIRGOBSE LY 
も は る か に 小さ い . 

し た が っ て , どく 僅か な 音 の 弱まり も 正確 に 知覚 さ 
れる わけ で , これ が 耳 の も つ 重 要 な 機能 の 一 つ で ある 
と いう こと が で きる . 盲人 の 聴覚 を 通し て の 音響 の 平 
常 な 知覚 に 起こ る 障害 の 大 き さ は , 逆 に か れ の 耳 が 正 
常 な 状態 で の 活動 に いか に 訓練 され て いる か を 示し て 
WA. 衣 人 は だ いた い 両 方 の 耳 で 物音 を 開く こと に 人 慣 
れ て いる . そ の た め に , 音響 の 方 向 は 両方 の 征 で 認知 さ 
れる わけ で , これ は 正常 な 状態 で ある と みな され る . も 
し , この 状態 に 障害 が 起こ る と , 正しい 聴音 は 妨げ られ 
る . 簡単 な 実験 で この こと は 明らか に な る . SAOW 
方 の 耳 を 綿 で ふさ CL, 正しい 方 向 感覚 は 大 部 分 失わ 
れ , か れ は 音 の や っ て くる 方 向 を 正確 に 知る こと は で 
き な い . それ は 一 方 の 耳 だ け で 物音 を 開く こと に , か 
れ ら は 慣れ て いな いか ら で あ る . た いて い の 場 合 , か 
れ は 音 の 方 向 を ふさ が れ て いな い 方 の HO 側 に 求め 
る , し か も , 真 の 方 向 は 逆 の 場合 で ある こと が ほとん 
ど で あ る . 

音源 の 方 向 や 距離 を 正確 に 推定 する こと は , 盲人 が 


ほか に , 上 に 述べ た 能力 は , 盲人 の 周囲 に 絶え 間 な く 起 計 
こる 変動 の 概略 を 認知 させ る 手段 と な っ て いる か ら で 放 
ある . CLC, これ は 晴 眼 者 の 場合 で は 目 を 通じ て 初 
め て 正確 に 行なわ れる . 耳 の 故障 が 盲人 に と っ て いか 
に 決定 的 な 打撃 で ある か , また , も LRA ODOR 
情 ( 感 言 や , 包帯 な ど ) で , その 正常 な 働き を 幾 分 で も 隅 
害さ れ た と き は , 周囲 の 事象 へ の 関係 は 相当 に 弱い ゃ 
の と な る . 聴覚 に よる 認識 に つい て の 盲人 の 記憶 は 非 
常に 正確 で ある . 盲人 が た だ 一 度 こ と ば を か わし た だ 
け の 人 を , 数 年 を 経た の ち に その 声 で 識別 する こと ゃ 
決し て まれ な こと で は な い . この 事情 は 一 方 で は 聴音 
の 鋭敏 さこ よっ て , 他方 で は 人 の 話 を 開く 際 に 盲人 が 
向け る 注意 力 に よっ て , 簡単 に 説明 で きる . SARE 
手 の 人 の 声 の 響き ぐあい や , こと ば 使い や , RHO 
に ある 特徴 的 な 点 を 非常 に 正確 に 理解 し, それ に 印象 計 
づけ られ る . し ば し ば 意味 の な いよ うな, 晴 眼 者 の 量 
に は きわ 立っ て は 聞え な いよ うな 特徴 点 が , BATE 
っ て は 経験 上 最も 重要 な も の と 考え られ て お り , こと これ 
を か れ は ほとん と 誤る と こと の な い 識 別 点 と て 記憶 に と 
ど め , 事態 に 応じ て 直ちに 思 出 し て 役に立て る わけ で 
ある . 盲人 が 幾つ か の 聴覚 を 通し て 知り 得る 特徴 的 な 
こと が ら を , 人 びと の 中 に 認め る と いう ら こ と, REX 
ば , 人 の 歩行 や , 扉 の 開 開 , ある い は た め 條 など を ず 
ぐに 正確 に 知る と いう こと この こと に 基づい て いる . 

盲人 が 声 の 表現 に 含ま れ て いる こと こまかい 陰影 を 一 つ 
OHS at, それ を 評価 する と いう 事実 は 次 の と と 
(に よっ て 説明 が つく よう に 思わ れる . すなわち , BF 
が 比較 的 よく 知っ て いる 人 の 声 の 調子 に 変化 が ある | 
と , それ か ら , その 人 の 心 の 状態 に つい て の 正確 な 結 
論 を 引き だ す 事 実 が ある . 0, 特に 口 居 の 位置 が 音 調 
に 変化 を 与え る と と は よく 知 られ て いる . 晴 眼 者 に 
あっ て は , 盲人 の 場合 より も 気持 が 顔色 に 現われ る と 
と が も ちろ ん 多い わけ で , 快 , 不快 の 生理 的 な 表現 で 
は , 口 が まさ に 主導 的 な 役割 を 果たし て いる . ADB 
を 変え れ ば , 声 の 響き も それ に 従っ て 変化 を 受け る . 
ロ を 広く 広げ で 笑っ た り , BAZAR ODL CWAZES 
の 音 調 が , つぼ め て 突き だ し た 口 の 形 で 作 られ る それ 
と は 違っ て いる の は 当然 で ある . 

人 の 心 の 動き が , 盲人 の よう に 聴覚 の 鋭敏 な 人 た ち 
に し か それ と わか ら な い ほ ど に 僅か で も , 特徴 的 な 色 
あい の 声 を 添え る も の と すれ ば , BAMFORD 5, 
心 の 状態 を 示す か な り 多 く の 特 徴 を 開き 分 ける 事実 は 











理解 で きる . 

し か し , 好意 , 友情 , 満足 , RO, 員 笑 , HERE, 軽 
視 な と の 感情 が 多少 と も 明らか に 顔 の 表情 に 現われ る 
よう に , これ ら は その 声 に ゃ 現われ , 声 に 現われ て し 
まえ ば , 盲人 に 対し て も は や その 感情 を か くす わけ に 
は ほ い か ず , 家人 は 相手 の 心 の 状態 を 直ちに 知る の で あ 
る . 人 の 性 格 的 な 特徴 も , ま た, その 気質 と いう も の も 
声 に 現われ る . それ は 普通 われ われ が 感じ て いる 以上 
に 明らか に 現われ て いる . し た が っ て , 声 の 美 し さ や 
不快 さき の ほか に , 盲人 が ある 相手 に 対し て 親しみ を 感 
じ る か , 反感 を 覚え る か が 問題 と な っ て くる . 盲人 が 
人 の 性 格 を 正しく 理解 する 能力 を も っ て いる こと は , 
上 に 述べ た 通り で ある . TH, た と え ぇ 盲人 は 自分 が 
語 を し て いる 相手 の 人 の 顔 を 見 る こと は で き な い まで 
b か れ は その 人 に と っ て 決し て 見 知ら ぬ 人 間 と し て 
向かい あっ て いる の で は な い . 

物静か な 話し 方 が 盲人 の 気持 に いか に 幸い な 働き か 
け を する か , また , か れ に と っ て 大 声 で 呼び か けら れ た 
り , ば た ば た と 走っ て こと られ る と と , DED, BETH 
STS DW DNR CHS & LILAMOM CHS. F 
人 は か れ を し か る 者 の 顔 の 暗い 表情 を 見 る と と が で き 
な い . け れ ど も 声 に で て いる 激怒 を 感じ , 自分 の し た 行 
為 に よっ て 起こ っ た 不都合 を し か っ て いる 夏 か す よ う 
な 調子 を 声 の 中 に 開く の で ある . 相手 の 人 の 話し 方 の 
中 に ある こう し た 調子 を 盲 人 は 非常 に 恐れ る . そ れ は , 
ちょ うと 晴 眼 者 が きつ い 目 差し を 向け られ た と 同じ ょ 
2 な 人 衝撃 を 受け る . し た が っ て , 盲人 は 声 の 調子 が 顔 の 
表情 と 違っ て いる よう な 冗談 を ほとん ど 理 解 し な い . 
晴 眼 者 は し か る 声 を 聞き な が ら ゃ 相手 の 顔色 を 読ん 
で , それ が あま り 厳 し いも の で な いこ と を 理解 する が , 
貞和 人 は その と と ば の 口調 を 開く だ け で あり , また , そ 
れ だ けが 手がかり で あっ て , 相手 の 視線 に 読み 取ら れ 
る は ず の や わら い だ 調 子 は 知覚 で き な い の で ある . が 
み が み ろ し た 調子 は , 場合 に よっ て は 晴 眼 者 に こっ けい 
な も の を 含ん で いる こと も あろ うら が, 盲人 に は だ いた 
い 不 快 な 働き を する だ け で ある . 声 の 調子 と 顔 の 表情 , 
すなわち , 真意 と の 間 に 矛 盾 が ある と き , FAH. 
た 結論 に 導 か れ や すく , その た め に か れ を 多少 と も 気 
圭 悪 くる させ る こと が ある . 
聴覚 の 訓練 多く の 場合 , 盲人 が 特に よく 発達 し , 実 
生活 の 中 で 訓練 され た 聴覚 を 備 を て いる こと は , 経験 
が 教え て いる こと で , 盲人 の 方 向 感覚 に きわ め て 重要 
な 器官 の 育成 に 特別 な 注意 を 向け , それ を 系 統 的 に 訓 
練 す る こと は 適切 で ある だ け で は た なく, 不可欠 な こと 





で ある . これ は 計画 的 な 訓練 に よっ て 行なわ れ , 盲 学校 
で は 聴覚 訓練 と し て 行なっ て いる . この 訓練 は 盲 児童 
が 準備 級 , 特に 初 年 級 に 入る と 同時 に 始め , その 手 始 
め と し て こと も の 関心 を 外界 に 向け , それ を 次 第 に 向 
上 させ , 鈴 察 を 始め る よう に 指導 する と と で ある . こ 
ども は 自分 と 会 話 を する 人 の 声 を 知り , 動物 の 声 を 開 
き 分 ける . 動物 の 声 は 声色 まね の 遊び な ど で 覚 えて い 
く . さま ざま の 鳴き 声 は , 実際 に それ を 開く 機会 に 教 
えら れ , その と き と ど も は , それ ぞ れ の 特徴 的 な 騒音 
や 響き な ど を , それ を 発する 原因 に 結び つけ る こと と を 
知っ て いく . Ek, ある 物体 を 落と し た り , た た いた 
りす る と き , その さま ざま な 性 情 の 物質 が 発する 特徴 
的 な 約 き を 開い て , その 物体 が 何で ある か を 推定 する 
こと ゃ も 教え られ る . 訓練 が 進み に つれ て , こども は 床 に 
落ち た 物体 を 探し て 拾い あげ る と と が で きる よう に な 
DOC, ます 床 に 落と し た 場合 , その 場所 か ら と ろ が 
ら ず に 止 る よう な 物体 を 選ぶ と と が た いせ つ で ある . 

いろ いろ な 大 き さ の 木 板 , 同じ 大 き さ で 材質 の 違う 金 
属 板 な ど を , まず 1 個 , 次 いで 同時 に 数 個 投げ る . 後 
者 の 場合 , こども は 投げ られ た 物体 の 数 を あげ な けれ 
は ば は ならない. この 訓練 が 適当 に 上 達 す れ ば , 次 に 球状 
の 物体 , た と えば 木 球 や 金属 球 , 鈴 球 を 選ぶ よう に す 
る . こと も に と っ て の 困難 は , か れ の 注意 が その 落下 
する 物体 が 作り だ す 有 瞬時 の 音響 に 対し て だ け に 向け ら 
れる の で は な く , その 物体 の 最終 の 静止 点 を 知る た め 
に , 聴覚 認識 に た よっ て 物体 の ころ が っ て いく 方 向 を 
確か め る こと で ある . この 面 で いろ いろ の 性 質 の 球 虚 
は 盲人 に 多く の 刺激 的 な 聴覚 形成 的 な も の を 提供 する 
こと に な る . 音響 発生 物 の 距離 の 推定 の た め に 育 人 の 
助け と な る 訓練 が 次 に 行なわ れる . そ の 際 , 練習 が ① 4 
面 の 閑 ざ され た 部 屋 , ⑧ 円 状 の 広間 , ③ 広 が っ た 戸外 
で 行なわ れる よう な 仕方 で 集中 的 に する の が よい . 音 
湖 と な る の は , 一定 の 音程 を も つ 人 の 声 で ある . こ の 練 
BORML EF, こども が 部 屋 の 中 央 に 立ち , それ に 
向き あっ た 壁 の と ころ に か れ に 呼び か ける 人 が 立つ こ 
と か ら 始 まる . 生徒 は 音声 の 発生 し て いる 方 向 を 知れ 
ば , 自分 の 推定 が 正しい か どう か に つい て の 指図 を 受 
けつ づつ 音源 に 向っ て 近づい て いく . 音源 と 聴音 者 と の 
隔 り は 次 第 に 広げ られ る こと と が 必要 で ある . この 練習 
に は 北 つ か の 変型 が 考え られ る . た と えば , 音源 が 移動 
し 聴覚 者 は それ が どこ に 止ま っ た か を 指摘 する よう に 
する . ある い は , 盲人 に 静止 し た 音源 に 向かっ て 歩 ま 
せ , その 際 に 歩数 を 数 を させ て , 実際 に 歩い て いか な 
く と も 歩数 で の 距離 を 聴音 だ け で 人 算定 で きる ょ よら に 訓 
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練 す る . 同時 に 数 個 の 方 向 か ら , 幾つ か の 方 向 角 で 到来 
する 音響 知覚 を 確実 に 聴 別 する こと に 盲人 の 耳 を 慣 ら 
す た め に は , 以下 の よう な 訓練 が 行なわ れる . 聴音 者 は 
部 屋 の 中 央 に 立つ . か れ に 声 を か ける 3, 4 ADAVLEE 
面 あ る い は 片隅 に 立つ . そし て 同時 に 声 を か け て , 各 
音声 の 方 向 と 発声 者 の 数 と を 盲人 に 答え させ る . さら 
に 高度 な 聴覚 は , 音 の 散乱 , すなわち , 音 の 反射 を 数 を 
られ る こと と を 目標 と する . 経験 の 教 ん る と ころ に 従う 
と , 大 き さ の 異な る 部 屋 で の 音声 , 物体 が 立て 混ん で い 
る 部 屋 と , が らん どう の 部 屋 で の 音声 と で は 全然 違っ 
て 開 え る . 盲人 を この 特徴 的 な 音響 現象 (方 向 決定 の 
確実 度 に 大 きく 影響 を 及ぼ す も の で ある ) に も 慣れ さ 
せる に は , 以上 の 訓練 は 最初 に 育 人 が よく 知っ て いる 
部 屋 で , 次 に 全く 未知 の 部 屋 で 集中 的 に 行なう こと が 
有効 で ある . それ に よっ て 盲人 は , 音響 の 響き 具合 を 
比較 する よう に な り , また , こう し た 比較 を 部 屋 の 状 
況 の 決定 に 利用 で きる よう に な る . さら に 進ん だ 盲人 
は , 移動 し て いる 物体 か ら 生じ る 音響 効果 を 観察 し , そ 
れ か ら 音 源 の 距離 を 知る 指導 を 受け る . 早い 速度 で 走 
り 棚 さか る 車 が 作り だ す 音 が , ゆっ くり と 動い た り , 
重い 荷重 を 乗せ て 進ん で いる 車 か ら で る 音 と まっ た く 
違っ て いる こと は よく 知ら れ て いる . この 種 の 方 面 で 
の 聴覚 訓練 は , た と えば 次 の よう に な る .① 堅 い 床 の 上 
を 歩い て いる 人 の 足音 を 開き , その 進行 方 向 と 移動 距 
離 と を 観察 させ る . ② 同 じ 練 習 を 足音 の 低い 場合 で や 
っ て みる . す な わ ち , 柔 い 床 を も っ た 練習 場 , た と えば , 
敷物 や の こく ず を 敷い た 部 屋 で 行なう . そし て この 練 
習 を 初め は よく 知っ て いる 部 屋 で , 次 に 未知 の 部 屋 で 
それ か ら 戸 外 で 行なう . さら に 進ん だ 指導 と し て は , 
聴音 知覚 に 頼り つつ , 盲人 に 向っ て 歩い て 行く 人 に 衝 
突 し な いよ うに 通り 過ぎ る 訓練 が ある . 

さら に 盲人 の 音楽 的 音感 覚 の 訓練 を 目的 と する も の 
BHD SPR, 非常 に よい 音楽 的 聴覚 に 恵まれ た こ 
ども た ちの ほか に , この 方 面 の 聴覚 が ほとん ど 発 立 し 
て いな いよ うら な こと ども を 見 い だ す 経験 を われ われ は し 
ば し ば も っ て いる . Chit, 特に 新入 生 に 多く 見 られ 
る . か れ ら は それ まで の 生活 を まっ た く 非 音楽 的 に 過 
ご し て きた た めで ある . こと の よう な 盲人 も 学校 に 長く 
いて , 他 の 生徒 の 音楽 的 に 系 統 立 っ た 聴音 訓練 に 参加 
し て いる らち に , た いて い の 場 合 , か れ ら の 音楽 的 聴 
覚 は 根本 的 に 改善 され る 事実 が 現われ る . こ れ は , 音楽 
が 盲人 に 対し て 倫理 的 お よび 美的 関係 に お いて も っ て 
いる 大 き な 意 義 と と も に 軽視 で き な い 事実 で ある . も 
ちろ ん , 正常 な 音楽 的 才能 を 有する 盲人 も , この 聴覚 


訓練 に 加え な けれ ば な ら な い . それ は これ に よっ て 音 
楽 の 理解 能力 が 根底 的 に 育成 され る か ら で あ る . 
彫刻 盲人 の 彫 竣 に つい て の 象徴 的 な 表現 に 関し て 
は , 地下 墓地 の 古代 キリ スト 教 の 石 格 へ われ われ を 案 
内 し て くれ る . この 地下 墓地 に お いて は , 1 人 ある ゆ 
は 2 人 の 盲人 の 目 が 治癒 し , 開眼 する さま が , 2OG 
樺 の 彫 毅 的 装飾 と し て し ば し ば 使用 され て いる .。 し か 
し , この 表現 に よっ て 強調 され て いる も の は , 歴史 的 
要 央 で は な く , 象徴 的 要因 な の で ある . それ は 罪 に 落 
ちる こと に よっ て 盲目 と な っ た 人 類 に , 神 の 子 が 人 間 
に な る こと に よっ て , ぁ ふた た だ たび 救済 の 光 を も る たらす と 
と を 示し て いる . 1 人 の 盲人 が 表現 され て いる な ら ぱ ば! 
それ は 生ま れ な が ら の 盲目 の 人 (新約 聖書 , ョ ハネ 伝 
に よる 福音 書 , 第 9 章 , 以下 ) な の で ある . De 
リス ト よ り は 小柄 で あり , 手 に は 1 本 の つえ を 携え で 
WS. キリ スト は , か れ の 両 眼 に 手 を 触れ る . BAM 
立っ た まま の 姿勢 で と き に は ひざ まず いて いる 姿勢 
で 描か れ て いる . 聖 ア グ ネ ス の 地下 墓地 の 石 丁 に 描か 
れ て いる よう に , その 盲人 と 並ん で も 2 う 1 人 の お と な 
の 男 が 見 出さ れる な ら , それ は バル テマ イ の 父 テ マイ 
で ある (新約 聖書 , マル ュ 伝 に よる 福音 書 第 10 章 46 
節 以下 ). 

か れ は , 悲し み の し る し と し て , ユダ ヤ の 慣習 に 従 
い マ ント を 身 に つけ て いな い . マタ イ に よる 福音 書 第 
9 章 30 節 以下 , 第 20 章 30 節 以下 の 物語 は, WED 
げた の と 同様 に , すでに 古代 キリ スト 教 の 石 西 の 上 に 
同じ や り 方 で , 彫 紅 的 に 表現 され て いる の で ある , ライ 
ン 地 方 ナッ サウ 領内 の ある 小さ い 村 の 祭壇 の 戸棚 の 中 
で 発見 され た 十字 架 を 背負 っ た 彫刻 が ある . これ は , 
キリ スト が 刑場 へ 連れ られ て ゆく と ころ で ある キリ ス 
ト と 共に 2 人 の 盗賊 も 連れ られ て 行っ て いる が , か れ 
ら は 眼帯 で 上 目 か くし され て いる . この 両 人 は 罪人 と し 
て 特色 づけ られ て いる に 違い な いと 考え ん えて よい . ルカ 
(とこ よる 福音 書 第 23 章 , 第 4 章 に よる と , キリ スト は 純 
料 な 者 , 汚 れ な い 罪 な い 者 と し て , 死刑 に 処せ られ る の 請 
で ある . さら に , V2a7-¥F7 F141 OREBO=- Fea 
ィ ア の 名 が あげ られ る (ロー マ ). か の 女 は , 左手 に 
小さ い 花 か ご を も ゃ もち , 右手 で も っ て 注意 深く 自ら の 前 請 
を 手探り し な が ら の 姿勢 で 表現 され て いる . ニー ディ 
ア は まこ と と に や わら か い , 貴 品 高い 顔 か た ち を を も っ 
て いる の で ある が , これ に 反し て , 聖 グ リラ の 「 文 字 計 
を 読む BA] (フロ ー レ ンス ) に お いて は , 堅い , A 
ば っ た 形 が , あ まり に ゃ も 人 の 目 に 立ち 過ぎ ざる の で ある . 生 
この 女性 の 盲人 は , こと こ で は 左手 に 1 冊 の 書物 を 持 
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ち , 右手 で 触れ 探り な が ら , か の 女 は 文字 を 判読 し よ 

うと し て いる の で ある . 彫刻 家 は , 厳正 な 真理 探求 の 
努力 に 対し て , 芸術 的 な 高 足 な 美しき を た た える の で 
ある . 最近 で は , ウィ ー ン の アカ デミ ー に お いて , = 
ー デ ィ ア の 理想 的 な 像 が 彫刻 家 R. ヤキ ー の 手 に よっ 
て 作ら れ た だ た. この 彫像 は 手 に 1 本 の つえ を 持っ て , 手 
探り し な が ら 道 を 歩い て いる も の で ある . MMNTs, 
南 人 の 表現 と いう も の は , 盲人 た ちか が 絵画 に お いて そ 
の 表現 の 対象 で あや る と と より は , 彫刻 の それ は は る か 
に 数 は 少な い . 

Dies) 衣 人 の 実生 活 に お いて は , 跳 曜 は どく まれ 
で ある が , DER AITANOBE, 熟練 と 勇気 の 展開 
に と っ て は , これ が 盲 人 体操 の 際 に あれ や これ や の 方 
法 で し ば し ば 用 いら れる 程度 に 重要 で ある . ゲー テ 

y 7 (Gaedecke) は オイ ラー (C.Euler) の 全体 操 
BA 全書 の 盲 学校 の 条 に お いて , また , ピッ ヒラ ー 
(Pichler) の 「 宴 婦 と 息子 」] で 軍隊 で 用 いて いる 長き さ 約 
3 メー トル , 幅 2 メー トル , 深 さ 1 メー トル 2 分 の 1 
の 砂地 を 推薦 し て いる . これ は 体操 場 で その 前 に ある 
RB LAO CIRC Hie bevy, こと の よう な 設 
備 は 娠 いも る な く , 飛び 下り に も 幅 飛 びに も よく 用 いら 
れる が , 体操 場 で は 競技 の 妨害 に な る . 特 に 歩行 , 走行 
の 際 に は 邪魔 た な る . その た め , ここ で は 他 の 方 法 で 
する 必要 が ある . 盲人 体操 で は 常に 立っ て いる と ころ 
か ら , 歩行 の 位置 か ら , こと に 高 飛 び に は 普通 の 木馬 が 
あり , これ は 生徒 た ち が 持 つ ひ も に ょ り 代用 され る . 
また , よく 知ら れ て いる 小さ い 跳 び 箱 は 下級 に お いて 
は 大 変 役 立つ も の で ある . 跳躍 中 で 最も 有益 な も の で 
ある 飛び 下り は いろ いろ の 道具 , こと に 平均 台 , は し 
ど な ど に よっ て 行なわ れ , は し ど ご に よっ て は 懸垂 状態 
な ら び に 低い また は 高い は し ご 段 の 位置 か ら 行 な われ 
る . 上 級 に お いて は , その ほか に 高い 駆虫 棒 を 持っ て 
する 呪 虫 が 推薦 され る が , 下級 お よび 中 級 で は 輸 飛 び 
を 行なう べき で , 腕 や 足 を 強く する ほか に 抵抗 力 を 増 
進 し , 完全 な 運動 に 慣れ る と いう 利益 が ある . 

輪 飛び に は 直径 60 セン チ メ ー ト ル な いし 90 セン チ 
メー トル の 普通 の まる く < 曲げ あ わし て ある 輪 が 必要 で 
ある . 飛 び 輸 を も っ て する お も な 運動 は 前 へ 通る こと , 
最初 は 両足 の 下 , 次 は 頭 の 上 を 越え て , 最後 に は 後方 
へ 通る こと で , 両 運 動 は その 場所 に お いて , また だ た, そ 
の 場所 か ら 離 れ て 行なわ れる . 

道具 な し の 跳躍 運動 に つい て は 上 級 は 2 段 飛 び , 3 
秋 飛 び が 最も よい 運動 で ある . 前 者 で は 左 へ 1 度 飛ん 
だ の ち , 続い て 2 回 飛ぶ . すなわち 最初 は 右 で , 次 は 


両足 に よる . 3 段 飛 び で は 最初 に 右 へ 飛 ん で の ち , 
Ze, A, 次 に 両足 で 飛ぶ . 

直観 教育 次 の 議論 の 立場 に お いて は , 盲人 に は 視力 
ある 人 の も た な い 精 神 能力 か ある わけ で も な く , BA 
の 知 的 能力 が 少な いわ け で も な いこ と と を , ます 明白 に 
し て お く . た だ , 家人 は 目 の 見 える 人 な ら 例 外 的 に し か 
使用 する 必要 の な い 感 覚 能 力 の 予備 を ある 程度 使用 す 
る . この 潜在 的 能力 に 自由 な 活動 を 与 を , その 諸 能 力 
に 統一 点 を 与え る の が 盲人 教育 の 任務 で ある . 一 つの 
BAL, それ が ある 1 点 に 向う と と が で き , また は 抵 
抗 に 出 あ うら と き に 初め て 現われ る . 正常 状態 に ある 証 
人 は , 残存 し て いる 感覚 に より , TEMCRRICAET 
る と の 前 提 か ら , 以上 の こと は 明らか で ある . 著名 な 
生理 ・ 心 理学 者 の 研究 の 結果 も , 日 常 経験 も , この 仮定 
の 正しい こと を 証し て いる . 育 人 被験 者 は 触覚 能力 の 
決定 や 空間 表象 形成 の 判断 に 好 ん で 用 いら れる . それ 
は , 視力 ある 者 に お いて は 該 表 象 は 視覚 印象 か ら 解放 
で きぬ か ら で あ る . 直観 教育 に お いて , 盲人 に で きる 
限り 多く の 正確 な 表象 を 媒介 し, わけ て 低 学 年 に は , 
その 大 き さ と 形 の 上 か ら , で きる だ け 完 全 に この 目的 
に か な うら よう な 直観 的 事物 を 選ぶ の は 当然 で ある . 

視力 ある 人 の 教育 に 有利 な も の は すべ て 講 学 校 で は 
比較 に な ら な い ほ ど , また , いっ そう 広く 特別 な 関係 
で 有効 で ある . 現在 この 教育 法 の 盲人 教育 に 対す る 意 
義 は , 有識者 に よっ て 認め られ て いる . た だ , 十分 な 数 
量 の 同 目的 な 教育 用 具 の 製作 と 供給 と の 困難 に 苦 し ん 
で いる . 最近 , 現われ た 新手 の 熟練 教育 は この 欠陥 を 
尊 分 除 示 する の に 適し て いる . 直観 教育 と 多様 教育 , 
触覚 と 言語 練習 , 感覚 訓練 な ど と 呼ば れ て いる . こ と これら 
の 名 称 は 教育 法 の 外面 か らい い 表 わし た も の で , 直観 
法 の 名 は 内 面 の 心 意 的 要素 を 示し て いる BIDE, 

な わ ち , いろ いろ な 知覚 の 統一 と いう こと を 当然 家 人 
の 心 意 過程 に も 適用 させ る よう に みえ る 事実 は , 論理 
的 寄せ 合わ ちせ を も っ て この 教育 法 に 相当 する 他 の 名 称 
に も 及ぶ の で ある . 多様 教育 の 名 称 に は 無 計画 を 思わ 
せる も の が ある が , こと の 教育 法 は 実際 , その 内 的 性 質 
ある い は 外 的 関係 上 直観 教育 に 属し な い 教育 法 の 厳密 
MEGAnc い で そこ で “ji, の や まっ て 
手指 運動 , 手 の 熱 練 訓 練 な ど を 多様 教育 の 中 に 含め る 
CER, 他方 技術 学 , 聴覚 訓練 , 感覚 訓練 な ど を 分 
岐 きせ て いる . 直観 教育 は 本 来 直観 の 媒介 の ほか , 言 
語 育 成 , 感覚 訓練 を 含ん で いる . い ずれ に し て も , どれ 
ほど 妥当 する か は , 直観 対象 の 性 質 に よる . し か し , 材 
BARI, IRR ORE Ye BR Lied tities 
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ら な い . 手指 運動 , 手 の 熟 練 教 育 な どの 特殊 目的 に 応 
Ut, 多様 教育 な いし 直観 教育 と に 分 け て 取扱 わな け 
れ ば な ら な い . 同じ くい わ ゆ る 多様 を 直観 , 博物 学 , 
理科 な どの 教育 法 に お いて 厳密 に 区 別 す る の が 好ま し 
MM 

感覚 器官 の 陶 治 に 対す る 直観 教育 の 影響 は , 盲人 に 
お いて は 主として 触覚 と 聴覚 と に 限ら れ て いる . 心 意 
の 陶 冶 が 直観 の 数 と 確実 と に よる よう に , 直観 は 感覚 
維 官 の 完全 な 度合 い に よ っ て 影響 され る . 感覚 な く て 
は , 一 般 に 陶 冶 は 不可 能 で ある . 十分 な 感覚 活動 も 教 
育 な くし て 不 合法 を 生ずる . 触覚 は 空間 表象 の 構成 に 
当たり , 相当 の 洗練 と と も に 熟練 度 の 向上 が 可能 で あ 
る か ら , 盲人 に と っ て は , 触覚 訓練 は それ だ け 意 義 が あ 
る . 陶 冶 され た 触覚 は 大 き さ と 距離 の 迅速 な 測定 評価 
に 重要 な 働き を する と と も に , 盲人 に その 触 知 する 手 
に 触れ る すべ て の 対象 を 理性 的 な 視点 か ら 判断 する こ 
と に な る . BRA OSDICFHED L BEAR AS 
の 触 知 運動 を 促進 する . 聴覚 が 触覚 と 適宜 に 結合 し 関 
RUC, それ の 補足 拡大 を な す だ け に , 聴覚 の 練習 は た 
いせ つ で , こと に 音源 (木材 , 鉄 , 銀 な ど ) の 距離 測定 , 
物質 的 性 質 の 覚 知 , 自然 認識 (雷鳴 , RIBS DS ぐい す 
OF, ひば り の さえ ずり , 滴 の 音 な ど ) の 増大 に 重要 
CHS. ほとん ど ま っ た く 聴 覚 に より 時 間 諸 形 式 が 可 
能 と な る が , それ ら の 形式 は 音響 の 世界 に お いて は , 
その リズ ム 折 子 と な っ て 直接 に 表現 され , Bal 
直線 を 表示 する . 音楽 の 理解 は 人 間 の 情緒 の 解釈 者 と 
な り , し た が っ て , 心情 陶 冶 の 重要 素 と みな けれ ば な 
ら な い . 一 定 の 音色 が 色彩 表象 , と き に は , それ と 結 
合 し て いる 情緒 を 喚起 する こと を 認め る な ら , 音楽 聴 
取 の 練習 は さら に 盲人 に と っ て た いせ つ で ある . 

直観 教育 の 焦点 は , それ が 盲人 の 精神 生活 に 与え る 
好ま し い 影 響 で ある . 感覚 , 知覚 , 直観 が 精神 の 最 下 
発達 層 と し て , 全 精 神 生活 の 上 層 建 築 , 外部 建築 の 出 
ロ お よび 基礎 と な る 直観 は , それ に 対応 する 表象 , 構 
成 的 概念 , 絶え ず 活 動 す る 想像 に 至 大 の 影響 を 与え 
る . 抽象 概念 と いえ ども 具体 的 直観 に 基づく 想像 力 は 

意 に 直観 要素 を 形態 的 形象 に 構成 する か ら , COG 
動 の 活発 さと 強 さ と は , 作り 出さ れ た 形 像 の 鋭さ と と 
も に 直観 の 明瞭 度 に よっ て 規定 され る . 不 十 分 な , ま 
た , 誤っ た 直観 は や や も する と 想像 力 を 阻害 し , ある 
い は 誤っ た , また 欠陥 の 多い 道 へ と 導く こと に な る . 
こども ゃ の 直観 は 快感 , 不快 感 を 作り 出す , それ で 感情 
生活 と 密接 に 関係 し て いる . 感情 生活 は 直観 と 表象 と 
の 上 に 次 第 に 築 か れる . 表象 の あい まい で 乱れ て いる 





と , それ だ け 感 情 も あい まい で あり , 表象 が 明瞭 で あ 
る だ け 感 情 も 明らか に な る . 神秘 家 や 狂信 者 の 病 的 感 
情 生活 が 喚起 する 表象 は 不明 瞭 で 混乱 し て いる . すべ 
て 思 民 操作 , 抽象 作用 , 反省 作用 , 概念 構成 , 分 析 と 
Ma, 区 別 と 結合 は , まず 直観 に お いて 学ば れ , OD 
に 他 の 心 意 的 形成 物 に 類 比 し て 転用 する . ラッツ ァ ルス 
も いっ て いる .「 直 観 性 に 恩 慌 の 明瞭 は 概念 の 最高 領 
域 に 至る まで 依存 し て いる 」 と. この 心理 の 根本 法則 
は 当然 , 盲人 も 従っ て いる . も し 盲人 が た だ 自身 に し 
か 頼る る も の が な か っ た ら , 考え 得る 限り 最大 の 困難 の 
も と に 使用 し 得る 表象 し か 得 ら れ な いか ら , BATE 
っ て , まず 第 1 に , この 全 精 神 的 発展 に 対す る 決定 的 入 
な 欠陥 を で きる だ け 補 問題 が 起き る . 盲人 が 晴 眼 者 
か ら 遼 ざか っ て いる 状態 を 要約 し て いう と , 目 の 見 え 
る 者 は 見 る こと が あま り に 多く , 考え る と と が あま り 
に 少な い . 盲人 は 見 る と と が あま り に 少な く , 考え る 
こと が あま り に 多い と いえ る だ ろう . ある い は , AO 
見 える こども は その 注意 を 一 定 対象 の 上 に , めった に 
十分 の 時 間 , また , 十分 な 意志 を も っ て 向け る と と を し 
な い . と ころ が 盲人 の 思 慌 過程 は 乏しく , し か も 欠陥 
が 多い 表象 を と り ま き , それ か ら そ れ が 標準 も 目標 も 
な く 利 用 され る . 目 の 見 える 者 と 見 え ぬ 者 と の 間 の 直 
観 導 得 の 相違 は , 個々 の 直観 の 現われ る 形相 面 を 比較 
する と 最も よく わか る . 目 の 見 える 人 の 心 意 は 周囲 の 
大 き な 不 明瞭 な 直観 を 形成 する . さて , 個々 の 直観 に 
よっ て 個々 の 点 が あい まい な 背景 か ら 取 り だ され る の 
で , 全 形 象 は 光 点 が その う 5 え に 現 われ る 程度 に より, 
また , それ が 強い 程度 に 応じ て 明瞭 と な る . 盲人 に あ 
っ て は か れ の 周囲 の 全体 的 形象 が 欠け て いる の で , 個 
々 の 表象 か ら こ れ を 補 わ ね ば な ら な い . REA, BB 
作用 が 個々 の 対象 に 結び つく だ け で も , いわ ゆる 形象 
群 は 個々 形態 を 全体 の 部 分 と 見 る よう に 働き , 個々 形 
象 は いわ ば 面 を 現 わ し , その う え に 個 物 が 自然 に 従っ 


て , 一 つの 生活 共同 体 に 統一 され る . そ れ ゆ え , HOR 


える 児童 の 学校 で は , 直観 教育 は か れ ら を 意識 的 な 思 生 
慌 的 な 視覚 作用 に 導 か ん と し , 盲 学校 に あっ て は 直観 
教育 の 最 重 要 な 課題 は , より 新 ら し く , より 明瞭 に し 
て , より 価値 の ある 直観 を 計画 的 に 導く と と に あり , 
全体 的 な 精神 生活 の た め に 強固 な 根底 を 作る こと に と あ 
る . も し 形 児童 に 使用 の で きる 直観 を で きる だ け 多 く 
与え る な ら , すなわち か れ の た め ゆ た か な , すこ と や か 
な 精神 生活 を 開い て や る こと に な る . 盲人 の 教育 に は 


直観 教育 と 直観 原理 と が 行なわ れる 範囲 , 種類 , Te 』 


は か れ ら の 教育 の 価値 を 決定 する . 
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直観 教育 の 十分 な 評価 に は , また , それ が 言語 陶 冶 に 
及ぼ す 影 響 と 内 面 的 関 作 を 見 る と よい . 初め 心 は その 
中 に 入り こん で くる 感覚 印象 に 受動 的 に 対立 する . す 
な わ ち , 心 は ある 程度 印象 の うず の 中 に 引込 まれ , し 
ば らく し て 運動 , 態度 , 身振り , 音響 , 声音 , 言語 な 
ど に より これ ら の も の の 歴代 か ら 解 放さ れる . こと も 
が 一 つの 語 を 呼び 起こ と す と , すぐ , その 事物 の 直観 は 声 
音 の 直観 と 直接 結 舎 す る . か く て 両者 は 互い に 再生 し 
合う こと が で きる . こ の 場合 , こども が 自分 で 直観 に 対 
し その 語 を 作っ た か , あるいは 直観 に 対し て 与え られ , 
| 直接 これ と 結合 され た 語 の 模 條 に よっ て 引 起 こさ れ た 
か は 重要 で は た ない, その 後 , その 語 は 表象 に 対し 不動 の 
点 を 示す も の で ある が , 表象 は 任意 に 補足 , 拡大 , 修正 
する こと と が で きる . その 語 に より われ われ は いろ いろ 
な 直観 対象 の 同様 な 表象 を 一 つの 表象 に 結合 し , ある 
い は 直観 を この 要素 に 分 解す る こと が で きる . 表象 と 
し て 感覚 を 通し て われ われ の 精神 生活 内 に 入り 込み , 
ここ に 一 つの 精神 的 内 面 世界 と な る 外部 世界 は , 以後 , 

た だ 語 を 通し て あぁ た た び 現 われ 得る . 表象 と 語 と は 心 
、 ウン ツウ 
的 な 全体 を 形成 し 。 それ を 分 離す る と 個々 の 構成 要素 
の 能力 を 抑止 する . この 両 点 に 教育 は その 力 を 打ち 立 
つべ き で ある . ろう 貴教 育 に お い tie, cies: 
た め 比 較 的 大 き な 時 間 と 精力 を 消費 する こと を 認め 
の は きわ め て 当然 で ある . MMWWWWh 
いて も 同様 に 大 きく 重大 で ある . そ れ で われ われ に は , 
それ の 補足 に は 同じ 時 間 と 注意 を 払わ な けれ ば な ら な 
い . 目 の 見 える こども が 教室 に 感覚 的 内 容 を 欠く 相当 

の 語 邊 を も っ て くる で あろ うら が , CORMO ROR 
有 の 直観 は ぞ ロ と 見 る べき で ある . それ ゆえ 盲人 た ち 
の 間にあっ て は , 一 方 , 明らか な 精神 的 制限 に , 他方 , 無 
意義 な 話し 方 に 比較 的 し ば し ば 出合 うと し て も ゃ 不思議 
I で G は な い . 活発 な こども の 精神 は か た よっ た 食物 の 乏 
し い の に 苦し むか , 多量 の 不 消化 な 食物 の た め 無 価値 
な 幻 像 を 作る 傾向 を 作る か , し な く て は な ら な いか , 
fam, 精神 は 言語 に お いて 受容 され る . 思想 の 豊富 を 
も は や 楽し むこ と な く , 空虚 の 響き が 主要 な こと が ら 
Peo, それ が 美しく 見 えれ ば 見 える ほど , か れ は こ 
と ば に と と ば を つら ね て , 講 調 と 韻律 と に より 目 己 を 
も 他人 を も あざ むき , 空席 を ご ま か そ うと する . 

直観 教育 は 盲 児 の 現在 の 語 臣 を その 表象 内 容 に 関し 
確実 に た めし , た だ , 新しい 直観 を 基礎 と し て , これ 
を 豊富 に する が , それ は 次 第 に 寒暖 計 と な っ て , それ 
に より 生徒 は 真 の 教養 価値 を 採取 し , うわ べ の 能力 と 


比較 する と こと が で きる . この 教育 は , それ の 意義 を 認 
め , 実物 に 応じ し て これ を 行なう な ら , 真理 へ の 道 を た 
どり , 真理 に 到達 し 得る . 初歩 級 の 読み 物 は 主観 教育 
に 効果 が あり , これ は こども の 言語 発達 に 確か な 基礎 
と な る も の で ある . 

教育 が 各 人 の 才 幹 と 道徳 的 価値 に 対し 決定 的 で ある 
よう に , それ は 盲人 に と っ て は , な お 意義 深い . 直観 
教育 は 常に 盲人 の 修得 能力 の 向上 に 対し 強力 な 要素 と 
な る . LOL, うわ べ の 知 で な く , 事実 的 知 だ けが 人 
生 に お いて 正しい こと が 証明 され る か ら で あ る . 盲人 
を か れ ら 自ら が 作り だ し た , また , あま り 緊 張 し た 観 
念 を も っ て , か れ が その 日 常 状 態 を 知ら ず , か れ の 生 
活 に 対す る その 意義 を 低く 評価 する よう な 世界 に , あ 
えて 突き も どす こと こと を し た く な いな ら , PHL OR 
信 将 来 と か く か れ に 近づい て くる と 思わ れる も の を , 
学校 で よく 知ら せ 親 し ませ る べき で ある . 盲人 に あっ 
て は 多く の こと を 開き 知っ て いる と と で な く , 開き 知 
っ て いる こと を 体得 し て いる か どう か , また , Sug 
宗 力 を も っ て 実際 生活 に 入る か どう か が 問題 で ある . 
また , 音楽 また は 科学 に 向う 盲人 に と っ て , 基礎 的 準 
用 で ある . 直 観 教育 , 特に 群集 形象 の 観察 は 盲人 に と っ 
備 が 特別 に 重 て 高い 倫理 的 価値 を も ちっ て いる . ここ に 
1 歩 1 歩 自 然 の 交互 作用 が か れ を 迎え る . か れ は 一 つ 
の 存在 は いか に その 環境 に 依存 し , それ か ら 全 体 に 与 
える か を 知る . この 知覚 か ら 自身 の 自我 も また 環境 か 
ら 孤 立 さ せ て し まう . また だ た, 環境 に 依存 し , それ は 人 
間 社 会 に 権利 も , また , 義務 も 有する と の 認 識 に 導 か 
れる . 填 人 は 外見 上 最 無 意義 な 最 不 完全 な も の も , 全 
体 の 中 に その 一 定 の 位置 を 満た す 義務 の ある こと , か 
れ 上 自身 の 存在 さえ 余計 な も の で な いこ と を 学び 知る . 
この 意識 が 一 方 , か れ を 失明 落 胆 か ら 保護 し , TOV 
っ さい 能力 の 開発 を 激励 し , 他方 , 高慢 , 自己 評価 を 
防ぐ こと と に な る . 盲人 教育 の 真 の 諸 努力 は , 協力 し て 
盲人 を 空虚 に し て , 人 生 に 役に立た ぬこ と ば の 英雄 で 
な く , 有用 な 人 間 に 養 成 し , 仮 象 の 世界 か ら か れ ら を 
存在 の 世界 に 導き , か れ ら が その 職 ( 手 仕 事 な ど ) を 
果たす だ け で な く , 人 生 の 諸 現 象 , すべ て の 善 , 真 , 
高綱 に 対す る 感覚 と 理解 と を も つ 人 間 を 作り だ すべ き 
CHS. 以上 述べ た と ころ か ら , 盲 学校 で は 直観 の 原 
理 は 被 教 育 者 の 価値 を 決定 する . 

言 人 に お ける 直観 形象 の 乏しい こと , その 把握 の 比 
較 的 遅い こと は (直観 形象 の 修得 は 盲人 に あっ て は 長 
い 練 習 を 要する ), 直観 原理 の 持久 的 な 確実 な 継続 を 
た び た び 心 の 中 断 に よっ て 阻害 する こと な し に は , B 
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人 教育 に お ける 直観 原理 の 徹底 的 実行 を 許さ な い . ま 
た , 他 の 教育 法 で は 取扱 われ な い 多 数 の 対象 の 学識 が 
常に な され る . それ ゆえ に 直 鈴 教育 は まっ た く 別 個 の 
教育 法 ( 陶 冶 ) と する よう に し な けれ ば な ら な い . F 
人 予備 学校 (幼児 教育 ) に は , 直観 に よる 媒介 に 関し , 
広範 囲 で 責任 の 重い 課題 が ある . 盲 学校 に と っ て は , 
直観 教育 は すべ て の 教育 法 中 最も 本 質 的 な 成分 を な し 
て いる . それ は , 一 つの 網 の よう で , その 綱 は 糸 を 他 
の 教育 対象 に 結び つけ , それ ら も また, 直観 的 に 進め 
る よう に 努め な けれ ば な ら な い . その 根本 原理 は 次 の 
よう で ある . 直観 教育 は きわ め て 多様 な 領域 か ら 盲 人 
に と っ て 知る 価値 の ある も の , すべ て を 取扱 うこ と で 
ある が , 他 の 教育 対象 で 取扱 わな いよ うな 対象 を 選ぶ 
べき で ある . 直観 教育 は , か く て 博物 教育 , 地理 教育 
の 準備 段階 で は な い . それ に か か わら ず , 修得 すべ き 
材料 が いか に その 範囲 が 広い か , また , いか に 多く の 
対象 が その 相互 の 関係 に ある か . それ ら を 十分 と ら え 
る た め に , こども に 理解 を 要求 する か を 考え る な ら ぱ ば, 
全体 の 授業 に お いて 直観 教育 に 十分 の 時 間 数 を 割当 て 
な けれ ば た ならない . 

教育 上 の 取扱 い は 最も その 目的 に か な うた め に は , 
心理 学 の 法則 に 基づく 直観 教育 過程 に 従わ な けれ ば な 
ら な い . 心 意 山 程 は , まず 一般 的 な 無視 定 的 な 直観 が 
成立 し , それ が 部 分 直観 に より 次 第 に 完全 に 明瞭 に し 
て 持続 的 に する よう に な る . 下 級 で は , それ ゆえ に 分 析 
的 な 教育 的 取扱 い が 前 景 に 現われ な けれ ば な ら た ない. 
(この 教育 法 は いわ ゆる 総合 的 お よび 分 析 的 触覚 と 混 
同 し て は な ら な い . これ は 相互 に 補足 し あっ て 初め て 
空間 表象 を 媒介 する こと が で きる ). こ の 段階 に お いて 
は , こども は すぐ 一 般 直観 を 与え られ , その 周辺 に 個 
々 の 新しく 現われ て くる 知覚 が , 光 点 の よう に 形象 を 
いよ いよ 明瞭 に , また , 規定 的 に する よう , 直観 事物 は 
適当 な 大 き さ の も の で ある こと か が 必要 で ある . 次 いで 
次 第 に 総合 的 教育 法 が 入っ て き て , 生徒 を 個々 の 部 分 
か ら 全 体 の 形象 を , 個々 の 対象 か ら 一 つの 群像 を 構成 
させ る . 初 め は 対象 は 自然 の まま で も ゃ も , ひな 形 で も 自然 
大 で 直観 きせ る こと が で きる が , の ち に は こども は 修 
得 し た 形象 を 任意 に 拡大 し , また は 縮小 する こと と が で 
きる . 拡大 また は 縮小 し た 模型 は 半 肖 彫り や 像 と あい 
まっ て , の ち に は 実際 的 利用 を 見 出す こと が で きる . 直 
観 教育 を 学級 教育 に 形成 する こと に , 当然 , 努力 すべ き 
CHS. 重点 は 小さ い 説 明 , た と ぇ 話 , 詩 の 添加 な ど に 
お くべ き で ある . 詩 の 中 に この 事物 が 活動 し つつ , ま 
だ , と ぎ き に よ る て で ば 諾 ( 希 人 が つ 旧 あれ WASUN の 


な 役割 が 個々 の こども に 有効 に 割当 て られ る よう で あ 
れ ば , この よう な 詩 は 特別 教育 価値 が か ある. Ete, BE 
な 言語 を 教 ん る こと を 目的 と し , 直観 の 基礎 の 上 に 文 
法 の 簡単 な 根底 を と ら え る に は , これ ほど 適 当 の 教育 
材料 は な い . FRAGA G 6 BAR LL BBR 
PRIC BARS SC LAER CHS. し か し , 修得 し た 
直観 は , そこ に 統制 され 修正 され て , 失う べから ざる 
財産 と な り 得る か ら で あ る . 

材料 選択 は 個々 の 事物 に つい て , 以上 に 述べ た 原理 
に 従わ な けれ ば な ら な い . HILO EL ORR L 
表象 能力 と に 応 じ て 限 界 し , 一 定 教育 過程 に より 十 分 
整理 すべ き で ある . 整理 は 一 般 に 次 の 観点 こよ っ て 規 
割 す べき で ある . 自 然 大 を も っ て より 小さ い 対 象 を , の 
ち に より 大 な る も の を , 自然 的 集合 , 縮小 し た 尺 席 
で , 時 宜 に より 拡大 し た 尺度 で , 対象 を 部 分 表象 か ら 
表象 の 構成 を , 集合 形 像 , 半 肖 彫り と 形 像 と を 対象 に 
直接 関 作 し て , 同上 を 間接 に 関係 し て , し か し , RA 
の 対象 を 未知 の 対象 の 形 像 に よっ て 表象 を 媒介 する 。 

BAO 直観 教育 の 歴史 は 盲 学校 仙 設 と と も に 始ま 
る . この 教育 法 の 評価 は , 時 日 の 経過 と と も に Mie 
し , いっ そう 組織 的 に 計画 的 に 進め る に 至っ た . 
地理 学 地理 学 の 授業 の 価値 を 一 般 的 に 論ずる の が と 
こ で の 課題 で は な い . な ぜ な ら , 地理 学 は すでに どこら 
の 学校 で も , 最高 学府 に お いて も る 採 入 れ て お り , 熱心 
と 教育 され て いる か ら で あ る . 

Ed, 第 1 の 問題 は 生 まれ な が ら の 誕 人 に と っ て は 
色彩 と 同様 , 疎遠 で ある は ず の 形態 と 空 問 概念 に 基 づ 
いて いる の で , どく 不 十分 な 仕方 で し か 理解 され な い . 
地理 学 と いう 知識 領域 の 初歩 に 盲人 を 教導 する と と は 
果たし て 可能 で あり 有用 で あり , また , 必要 で ある か 否 
か と いう こと と で ある . まだ 盲人 用 地図 と いう も の が な 
く , くぎ と ひも ゃ も と 線 と で 作ら れ た 地図 板 が ある だ け で 
あっ た ころ , すでに 地理 教育 は 盲 学校 の 授業 計画 の 中 
に 入っ て いた と いう 事情 は , 盲 教 育 者 が この 問題 に 有 
定 的 で あっ た こと を 示す も の で ある . も し 盲人 が 完全 
に 社会 の 一 員 と し て , また , 国家 に 対し て は 市 と LT 
尽 さ な けれ ば な ら な いと すれ ば , か れ は 自分 が 動き 回 
る 狭い 世界 を 正しく 認知 し て いる だ け で な く , 自分 の 
祖国 と その 政治 的 組織 を 知り , それ を 愛す る の で な け 
れ ば な ら な い . Lash, 地理 学 は , その 物質 的 な 価値 
を 除外 し て 考え て も , 一 般 の 人 間 教 育 に 重要 な 手 惨 と 
な る も の で ある . 創造 主 の 力 と 知恵 と 善 の 雄大 な 比 頻 
DIN VEAL, 創造 それ 自身 で あっ て , 後世 の 者 が そ 』 
れ に つい て 語っ た こと や , 橋 美 し た 歌 で は な い . と の 
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すばらし い 本 が 盲人 に 対し て 封印 され て よい で あろ 25 
か . 盲人 教師 や 盲人 援助 者 は だ れ も そ の こと を 哨 む は 
ず は ない. 地理 学 や 天文 学 を 盲 学校 に 採 入 れる か 舎 か 
の 間 題 に 対 し て は 無 条件 で 月 定 し な けれ ば な ら な い . 
で は 地理 学 , 特に 故郷 に つい て の 勉強 は , いつ 始め 
た ら よ いで あろ うら か. CHITERERTOR LV BM, 
すなわち , 盲 学校 に 入学 し た 日 か ら 始 め な けれ ば な ら 
な い . 入学 が た と え 尊 歳 で 行なわ れ て も そう で ある . 
と いら の は , 生徒 た ち は , ます 実質 的 な 教育 目的 が , 
また 指導 が 第 1 の 問題 で ある か ら で あ る . BALES 
校内 と その 周囲 の 地理 を 覚え な けれ ば な ら な い が , こと 
れ は すでに りっぱ な 身の回り の 地理 学 と いえ る . 

この 部 門 で の 有効 な 教育 の 根本 的 な 基本 条件 は , fH 
単 な 縮尺 で 作ら れ た 盲 学校 と その 周囲 の 実 型 図 が ある 
こと で ある . この 地図 上 で 校舎 は その 実 形 で 現 わ さ れ 
生徒 が 少な く と も 平面 距離 の 実際 と 地図 上 と を 計測 し 
Peep SEER で きる よう に な っ て いな けれ ば なら 
な い . 生 徒 た ち に 地図 の 尺度 を 理解 させ る た め に は , 平 
面 図 を いく つか の 縮尺 で 作り , 次 第 に 大 き な 地 域 を 示 
す ょ よう に する の が 望ま しい. 地図 の 作成 に 当たっ て は , 
すべ て の 形 を で きる だ け 自 然 に 再現 し な けれ ば な ら な 
い . それ で , 流れ や 小川 は く ぼ ほ ま すべ き で , 普通 の 地形 
図 に ある よう に 凸 面 に し て 示す べき で は た ない. 縮尺 の 
合 が 高く な れ ば , 学校 の 周囲 を 構成 し て いる 各 風 革 
像 の 模型 は 不明 確 と な っ て くる . この よう な と き に だ 
け 人 慣用 の 記号 , た と えば 小川 を 肖 き だ し た 線 で 記載 す 
る な どの 方 法 に 頼る の で ある . こと の よう な 授業 の 進行 
の うち に 生徒 た ち は よ く 和 観察 し て 自然 物 を 模型 に し た 
り , ある い は 模型 を 絵 に 書い た り し て 地図 を 理解 する 
よう に 導 か れる の で ある . この 地図 の 授業 の 個々 に つ 
いて くわ し く 立 入る こと は 意味 が か ない. なぜなら , そ 
れ は 指導 の 行 届い た 普通 学校 で 行なわ れ て いる 初級 の 
地理 授業 と 根本 的 に は 変わ な いか ら で あ る . 学校 の 周 
囲 が 物理 的 ある い は 政治 的 な 関係 か ら 多 少 の 変化 を み 
せる な ら ば , 多少 と も 地理 的 な 要件 が 変化 し た と き に 
は この 基本 的 な ュー ス が , より 広い ある い は より 狭い 
地域 に つい て 敷 延 さ れ , それ に 要する 時 間 に も 大 小 の 
変化 が 起こ る . 主要 な こと は 次 の よう な と と で ある . 
正しい 地理 的 な 概念 と 形象 の 基本 が 自然 に 即 し た 方 法 
で , 観察 や 手 ざ わり に よっ て 形成 され , さら に 高度 の 
地理 教育 に 対し て 素地 と な る こと で ある . LL, ど 
の 盲 学校 で も 人 工 的 な 実物 教材 の 助け な し で は で き な 
いと と で ある . ある 学校 が ドイ ツ の 多く の 盲 学校 が そ 
う で ある よう に 広い 平地 に 立っ て いて , さら に 大 き な 


都市 の 中 に ある も の と 考え ん える. そう すれ ば , そこ で い 
か に し て 生徒 た ち は 自 然 に 即 し た 方 法 で , 丘 と か 山 と 
Arié & DHE, 谷間 , AJL, Fe, 河口 , 海 , BA, 島 , 
半島 な どの 概念 を 観察 に よっ て 知る こと が で きる だ ろ 
うか . も し 理想 的 な ある い は で きる な ら ば 写実 的 な 肖 
出 し 地形 図 が か あっ て , 他 の いろ いろ な 地方 の 地理 的 形 
態 を 示し て いる の で な か っ た な ら , 都市 の 生徒 に と っ 
て 果たし て それ が 可能 で あろ うか . 

概念 が な く て , し か も よく 使用 され る 術語 , す な わ 
ち 上 暗記 し て し まっ た 定義 は 満足 な 印象 を 号 を える は ず も 
な いし , し た が っ て , われ われ は この 種 の 一 般 的 な 実 
物 教 材 を 作る 必要 が ある . ある い は 教師 は 授業 の た め 
に , 少な く と も 授業 の 間 だ け で も この 種 の 地理 学 的 物 
体 の 模型 を 作る こと か が 必要 と な る . 学校 の 周囲 が 必要 
な だ け の 地理 的 形態 に 富ん で いる 場所 で は , その 自然 
の 環境 を 利用 し , 特別 の 地形 図 な ど を 作っ て 理解 に 供 
する の が 適当 で ある . な ぜ な ら , 晴 眼 者 で さえ 自然 と 
平面 地図 と の 間 の 仲介 物 を , 地図 の 理解 の た め に 必要 
で MS の KG a iets SI の の に GLS ま で は 
各所 に 国 中 の 洋 出 し 地図 が 作 られ て いる . 

この よう に し て , 地理 教育 の 礎石 が 居住 地 付近 や 県 
に つい て の 研究 や , その 物理 的 特質 に つい て の 研究 に 
よっ て 築 か れれ ば , こん ど は さら に 先 に 進む 前 に , まず 
地球 を 一 つの 全体 と し て 考え る 時 期 と な る . この 段階 
で の 実例 教材 と し て 凸 刻 地 球 儀 が ど う し て も 必要 で あ 
る . この 地球 儀 に は 主要 な 分 割線 , すなわち , 赤道 , 
回 帰 線 , MARL, 北 本 か の 子午 線 が 記入 され て いる . 
ライ マー (Reimer) の 凸 刻 地 球 僕 は 勉強 の 進ん だ 者 
(に と っ て 非常 に 役に立っ て いる 初心 者 用 と し て は , 小 
さめ の 地球 儀 が よく , こども が 片手 で 半球 を お お うこ 
と が で きる ほど の 大 き さ が よい . この よう な 教材 を 使 
えば , 生徒 は 大 し た 苦労 を する と と な く , 地 球 の 形態 と 
その 表面 を 構成 し て いる 海洋 と 大 陸 の 位 地 お よび 広 さ 
(に について, Ek, 自分 の 国 が この 偉大 な 有機 体 の 中 で 
占め て いる 位置 に つい て の 正しい 理解 を する こと が で 
きる . これ を 終え て , 初め て 自分 の 国 に つい て の 詳し 
い 研 究 の 見 通し を も っ て いく よう に な る の で ある . 晴 
眼 者 の 場合 で は 当然 こと が ら が 尊 分 異な る . 住居 付近 
の 地理 学 を さら に 広げ , 2 年 か 3 年 の と き に 個々 の 分 
折 的 な 問題 の ュー ス へ と 入っ て いく こと と は , 普通 の 小 
学校 で は 適当 な と と で ある に 相違 な い . その 理由 は , 
一 面 に は 晴 眼 者 の 目 に 対し て 開か れ て いる 直接 的 な 観 
察 の 範囲 は , 家 人 の 認知 能力 が 達する 領域 より も ゃ ずっ 
と 広く , thi, 晴 眼 者 は ト ュ ベル ニク ス に 至る まで の 全 
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人 間 を 迷わ せ た 視 覚 的 錯覚 の 影響 の も と に 立っ て いる 
DC, 全体 と し て の 地球 に 関す る 教示 は , だ いぶ 時 が 
経っ て か ら 初 め て 可能 と な り , 一 方 , BAREPUO 
ある 大 地 を 球 と し て 理解 し , 太陽 の 見 か け の 運動 は 錆 
覚 で ある と 知る の が 比較 的 容易 で ある こと に よる . B 
人 に あっ て は 座 ろ うと 思え ば 座れ る 本 当 の 相 と いう も 
の が ある の で ある . 

住ん で いる 国 や 他 の 国 や 大 陸 な ど に 関す る 勉強 は , 
いま で は 十分 に 用 意 さ きれ て いる 各個 の 地図 を 利用 し て 
物理 的 な 形成 , すなわち も , 輪郭 (海岸 線 ), 山岳 誌 , 海洋 
誌 な ど に 主要 な 関心 を 向け る べき で ある . そ し て , BA 
が で きる だ け 正 確 な 地表 の 陸地 形態 に 関す る 概念 を 得 
る よう に 努め な けれ ば な ら な い 、. 地 表 の 水域 と , 人 間 の 
居住 と が この 陸地 形 衣 と 因果 の 関係 に 立っ て いる の で 
ある . と き に 地殻 や 海洋 , 河川 , 海岸 線 な どの 発生 の 礎 
史 に 簡単 に 触れ た ら , 勉強 の 進ん だ 知 的 な 宜 人 に 非常 
と 興味 を 抱か せる も の で ある . か れ ら が 低地 平野 が , 
か つて の 海底 で ある と か , BC AARBORL 
知り , また , アル プス と = ユラ 山脈 と の 間 の 高原 が , か 
つて の 海峡 で あり , わが 国 の いく つ に も ゃ 流れ 曲っ た 川 
流 が , いく つも の PRR Link AORSTC HSLA 
hid, か れ ら が , ドナ ウ の 上 流 と ライ ン 上 流 や アー レ 
と ロー ヌ の 源流 と の 間 に ど ん な 関係 が あり , フィ ョ ル 
ド や 島 の 源 は 何 で あっ た の か と 自問 する よう に な れ 
ば , 地図 は か れ ら に と っ て 全然 新しい 別 の 意味 を も っ 
て くる の で ある . そし て 多く の 場合 , 物理 的 な 地図 は 
歴史 地図 と の 変わ り , 生徒 た ちこ われ われ の 地球 は 一 
つの 不変 の 法則 に 従っ て 発展 し て いく 有機 体 で あっ 
て , た だ の 死体 で は な い , と い 2% 意 識 を 与え る . 
地理 の 物理 的 な 要素 は 特に 強調 され て よい . その 理 
由 の 第 1 は , 物理 的 な 性 質 が 国土 の 本 質 的 な も の , 特質 
的 な も の, 恒常 的 な も の だ か ら で あ り , 第 2 に は 多く の 
盲 学校 で や む な く され て いる 催 約 の 見 地 か ら , 今日 で 
も まだ 学校 か ら で る た びに と, どの 盲人 に も 地図 を 与え 
て , それ に より か れ が あら か じ め も っ て いた 観念 を 改 
め 確 め て 記憶 させ る よう に は で き な い か ら で あ り , ま 
た , 活気 の ある 討論 や 講義 に よっ て 政治 地理 の 領域 の 
知識 が 新鮮 に され , 補足 され て いる 間 に 他 の いっ さい 
の 地理 的 概念 が し っ か り と 保 た れる た め の 骨 子 が 消え 
て , 全体 の 統一 的 な 知識 が 混乱 し て し まう か ら で あ る . 
以上 の ょ うに 基本 事項 は 同じ 程度 で 諸 外 国 や 他 の 大 
陸 の 勉強 に も 妥当 で ある こと は 自明 で ある が , それ は 
当然 盲 学 校 で は ひか え め に 行なわ れ , WE CHES 
れる 材料 に だ け 制 約 さ れる の は 止む を 得 な た ない. いわ ゆ 





る 数 理 地理 学 や 天地 学 も 盲 学校 の 教授 計画 に 組入れ ら 
れ て よい . 地球 の 諸 分 割線 の 知識 は 地図 の 理解 と 地図 
上 で の 方 位 決定 の た め に 必要 で ある . これ ら の 線 は 適 
当 に 製作 され た 地球 儀 や 大 洋 の 総合 地図 な どの 上 で 最 議 
も よく 理解 され る . 昼夜 や 四季 が 生じる 理由 を 教え る 
に は や は り 球 が 役立つ . COME CHRD BBR 
て , し か も 温度 や 明る い 部 分 の 境界 と , 極 園 や 回 帰還 
線 を 示す 記載 が で きる よう に な っ て いな けれ ば な ら な 
い . 地 磁気 や 海上 で の 方 位 決定 , 気流 と 海流 た ら び に 気 
師 に 及ぼ すそ の 影響 , 地殻 の 歴史 の 主要 項目 に つい て 
の 最も 重要 な 説明 は この 段階 で 行なわ れる の が よい . 
太陽 , 月 , 2B, 遊星 , 蔵 星 , な どの 天体 に 関す る 概略 の 
知識 も 第 2 義 的 な る の と し て 考慮 に 入れ られ る . 2, 3 
の 球 と 6 個 の 記号 が あれ ば , これ ら の 物 の 説明 に は 二 
分 で ある が , 知 的 な 盲人 は それ に 対し 興味 と 深い 理解 還 
を 示す も の で ある . 普通 の 生徒 た ち に 小学 校 や 中 学校 詳 
で 教え る こと が ら は , 盲人 に も 教え る べき で ある . 
地理 学 教育 は 盲 学校 が 生ま れ た 最初 の ころ か ら そ の 誠 
教授 計画 に 取上げ られ て いた . し か し , 地理 学 や 天文 
学 ほ は と 左 体 的 説明 こ 大 き な 困 難 を 伴 2 教科 目 は 他 に た 
い の で , これ ら の 学問 は 盲人 の 生徒 に 端的 に いえ ば , 
目前 に 存在 し な いと 同様 の も の に つい て 教え る わけ で 放 
BS. そこ で, 人 びと は 最初 か ら 代用 品 を 製作 する 議 
と を 考え , いわ ゆる 地図 と いう も ゃ の を 作っ た . Chik 
1 枚 の 板 か ら で き て いて , その 上 に 打 た れ て いる 釘 の 議 
頭 は 都市 や 国境 を 表わし , ひも は 河川 を 表わす よう に 上 
な っ て いる . 自然 を 模写 し た 地表 図 の と と は 考え られ 放 
て いな か っ た . それ は , この よ うな 地図 を 自分 で 製作 較 
し な けれ ば な ら な い 教 師 た ちこ に と っ て 先例 と いう も の 放 
が な か っ た し , 専門 家 は 自分 の 時 間 を 盲人 用 教材 の こ 
と で 費 し て し まう こと を 欲し な か っ た か ら で あ る . S 
日 で も まだ 各所 で 使わ れ て いる CORO PRE) 軒 
は , 河川 や 都市 や 丘陵 , 山 , 山脈 な どの 正しい 形象 と 
概念 と を 生み だ すこ と が で き な い . 
それ で 生徒 や 教師 や 他 の 人 びと を 戸 迷 いさ せる に 過 証 
ぎ な い . そ れ が 専門 家 の 中 で 作ら れ た と き に も , RE 
々 の 教材 で ある に 止ま り , 古典 的 な 規範 的 な 教材 と は 講 
な ら な か っ た と いう , 大 き な 不利 益 を BF bot 
る . それ は この 種 の 地図 は た だ 一 つ 作 られ る だ け な の 靖 
で , 授業 の 間 に ど の 生徒 も 一 つ ず つの 地図 を 手 に 与え 
られ る こと は で きず , 級 の 10 分 の 1 が 地図 に さわ っ 
て いる 間 は , 10 分 の 9 は 手ぶら で 座っ て いな けれ 呈 旧 
な ら な いこ と に な る . また , こ の よう な 教材 を 使う と , 
生徒 が その 地理 の 知識 を 学校 か ら 外 へ で て 確 め , 新鮮 
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に する と いう 可能 性 が 少な く な る . 

この よう な 事実 に 注意 せ ず , 盲人 教育 者 は , 旧来 の 習 
慣 と 晴 眼 者 の 学校 の や り 方 に た いし た 修正 も 加え ず , 
ほとん ど 1 世紀 の 間 こ の 種 の 教材 に 頼っ て きた の で あ 
る . それ は 一 面 に は , か れ ら が 板 地 図 は 晴 眼 者 に は 一 
般 的 な も の で ある が , 盲人 に と っ て は , 学級 そろ っ て 
授業 を 受け る こと を 許さ な い 不 便 な 個別 的 地図 で ある 
こと と に 気がつか な か っ た た めで あり , また , 他 面 で は 
当時 の 盲人 印 刻 術 で は 写実 的 地図 の 量産 と い ク こと が 
思い も よら な か っ た た めで も ある . 1840 年 か ら 1848 年 
に か け て , フラ ンス と 諸 大 陸 の 地図 が パリ で 作ら れ 
“ioe 

これ は 機械 工具 で 銅板 に 印 刻 さ れ , 一 部 は 厚 板 で で 
き て いる . この 地図 は 技術 的 に は これ まで に 作ら れ た 
も の より も すぐ れ て いた . 海洋 は 非常 に きれ い に 描 か 
hh, 海岸 線 は クッ シュ ン 状 の 材料 で , 河川 や 経 線 , 緯 
線 は きれ いな くっ きり と 和洋 出 し た 線 に より , また , 国 
境 と 都市 は 点 で , 山岳 は 小麦 の り を 盛っ て 現 わ さ れ て 
いる . た だ し , 山岳 を 正確 に 模写 する こと は あえ て 試み 
られ て いな い . LAL, こと と に あげ た 地図 は も 5 久 し 
く 絶版 と な っ て お り , その 原 板 は な く な っ て いる . 最 
近 15 年 の 問 に , パリ で は 幾つ か の BHO 地図 が 作ら 
れ た が , 堅い こと と , こわ れ や すい こと の た め に 価値 の 
な いも の と な っ て いる . 失敗 し た 例 と し て イギリス 製 
の 地図 が ある . 川 の 流れ は 地図 上 で は , 左 湖 は HH 
で , 右岸 は 急 傾斜 面 で 切 込 ん だ 溝 で 描か れ て いる . そ 
の た め , 地図 全体 は 斜面 ば か り に な っ て , 平地 の 部 分 
が な く な っ て いる . 指先 は 当然 な いも 同然 の へ こん だ 
流れ を 感じ な た いで , 右岸 に 当たる 盛り 上 り だ け を 触感 
馬 如 邊 れ が も ば ぼ し ば 由 の よう に 思わ れる , 

ュ ペ ン ハ ー ゲ ン で は デン マー ク の 概略 地図 が 作製 さ 
Mk. ドイ ツ で は シェ テグ ニッ ツ の 製本 屋 シ ュ ル ツ が 
数 少な い が 利 用 価値 の ある ドイ ツ 河 川 網 図 を 作っ た こ 
と が ある . 

1884 年 か ら 作 られ て いる クル (Kaull) の 略 地図 は , 
パレ スチ ナ や 衣 学 校 の 近く や 各地 方 の も の が で き て い 
る が , この 地図 は 鮮明 で 精巧 で あり , 一 部 に は 名 前 も 
入っ て いて 便利 で ある . し か し , ブリ キ 板 で 作製 し た 
も の は 山容 の 模写 が うま く で き て いな い . 

家 人 教育 が 始め られ て 2 世紀 目 に で き て 地理 教材 と 
な っ た の は , 1884 年 以来 出版 され た 11 枚 の 地図 か ら 
な る クン ツ (Kunz) の 地図 で ある . これ は 実際 , 政治 
地理 と の 関係 で は この 時 代 で 最も 進ん だ も の と 思わ れ 
る . それ は 形 が いつ で も 自由 に 変更 で き て , し か も , 


すぐ に 使え る か ら で あ る . 山岳 の 模型 は 晴 眼 者 用 と し 
て 長年 の 間 頻 推 的 研究 の 結末 , 次 第 に 改善 され て き て 
WH. し か し , 根本 的 に は 改まっ て いな い . そ れ は 良心 
的 に で は ある が , 「 家 人 用 な ら と の くら いで 十分 で あ 
Zl と いう 考え で 作ら れ て いる か ら で あ る . また その 
wie, 晴 眼 者 用 の 浮き 出し 地図 が イル ツァ ッ ハ の 盲人 
印刷 所 か ら 出 版 さ れ て いる . 

治療 体操 衣 学 校 の 入学 者 の 間 に は , 盲目 と いう 主要 
疾患 の ほか に , 残念 な が ら 次 の よう な いろ いろ な 疾 吊 
が 見 られ が ち で ある . Ai, BA, 腺 病 質 , 筋肉 お 
よび 関節 の 成長 不全 , WhERLOHUOUKB, 04 
い は 肥満 質 , 呼吸 促 迫 , 頭 部 傾斜 癖 , AER, 脚 部 
屈折 な ど で あ る . 多く の 場合 , これ ら の 欠陥 は , 体操 
や 自由 体操 お よび 体育 器具 (あれ い , 鉄棒 , 強 胸 お よ 
び 強 腕 器 な ど ) や , その 他 の 横 棒 や 水平 棒 な どの 体育 
器具 を いつ も 使用 する こと に よっ て , か な り 改 善 す る 
こと が で きる . 治療 体操 を 目的 と し て 考案 され た 稚 
B, た と えば ゲル トナ の 筋力 検査 器 や , ユー アー の 室 
内 ボー ト や , ビュ ッ ト ナ ー の 室内 登山 器 , お よび ュ ル 
バル の 機械 な ど は 非常 な 効果 を も っ て いる . LAL, 
治療 体操 を 行なう に は 校医 に よっ て 指導 され る こと が 
必要 で ある こと は , 特に 強調 し て お か な けれ ば な ら な 
Wide 

ツァ クラ イス (Zakreis,Thomas) 1816 年 , ウィ ー 
ン 近 く の ラ イ ンド ルフ の 招 し い 家 に 生ま れ , 生ま れ て 
SAR Ace CHB した. 1826 年 に か れ は ウィ ー ン 
の 盲 学校 に 入り , 修業 を 終え て , 1832 年 に は そこ の 
扶養 所 兼職 業 学校 に 入っ た . クラ イン が この 学校 か ら 
退職 し て の ち , 被 保護 者 の 間 に 非常 な 不満 が 高まり 
1847 年 , ツァ クラ イス が 同志 14 人 と と の 学校 か ら 出 
て 盲人 だ け か ら な る 音楽 団 を 創立 し た . すでに か れ は 
学校 に お いて か れ の 帰依 者 た ちと 共に 多数 の 楽曲 を 暗 
SiMe, MUA LAS 7 A Roe 
も っ て 公 に で る と と が で きる ぐら いで あっ た . 初め ツ 
ァ ク ライ ス は , いろ いろ な 困難 と 戦わ な けれ ば な ら な 


か っ た . 官庁 は 扶養 所 の 管理 に 影響 され て 多く の 口実 


の も と に 演奏 の 認可 を 拒絶 した. 委員 の 1 人 , ブ ロー シ 
x (Broche) が 好意 を も っ て か れ の 世話 を し な か っ た 


ら , か れ に 必要 な 文書 の 交付 も 拒絶 まれ た で あろ う . 


いま や ツァ クラ イス の 下 に ある 楽団 は 時 宜 に 適し た 指 
導 で 間もなく 興隆 し , ウィ ー ン の 最も 人 気 の あ る 音楽 
団 の 一 つと な っ た . 新聞 で 誰 え られ, か れ お よ び か れ 
の 音楽 家 へ の 詩 も $ 公 に され た だ た. か れ は すぐ れ た だ た バイオ 
リー ニス ト だ け で な く , すべ て の 吹奏 楽器 や 弦楽 如 を こ 
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な し , また , 理解 の ある 敏感 な 編曲 者 で も あり 指揮 者 
CAG haa に 

か つて ツァ クラ イス は , か れ の 音楽 団 と 共に ョ ハン 
・ シ ェ ト ラウ ス の ワル ッ ツ を 演奏 し た . 公衆 の 中 に いた 
作曲 者 は , その 作曲 を 再現 し た よう な 方 法 に うっ と り 
し て , その 曲 が 終 っ た あと , ワル ツ 王 は ツァ クラ イス 
の と ころ へ GAL, か れ と 提 手 し て いっ た .「 私 
の 作品 が か くも 少な い 人 びと で , か くも すぐ れ た や り 
方 で 演奏 され た の を 聞い て 本 当 に 嬉し い . 特に あな た 
が 編曲 の と き に 発展 させ た あな た の 才能 を 枚 美 する 」. 


1850 年 の 秋 , ツァ クラ イス は , か れ の 楽団 と 共に 
演奏 旅行 を 行ない , その 途中 か れ は リン ツ , ザル ツブ 


ル グ お よび イツ シュ ル に だ 立寄り, ミュ ン ヘ ン ECE 
た . そし て 至る と ころ で 成功 を お さめ た . ミュ ン ヘ ン 
で か れ は バイ エル ン 公 マッ クス か ら か れ の 業績 が 表彰 
され だ た が , この 旅 は すべ て の 協力 者 た ち 対 し 金銭 上 の 
大 き な 成 功 を も る た らし た . 
休ま いま ん 
師 に 任命 され , 1870 年 に 死去 する まで とこ で 働い て 
いた ツ アク ライ スキ 2 pho vethek UPR 
た が , 非常 に 評判 が よかっ た . 特に か れ は この 楽曲 を 
印刷 させ る こと を 拒否 し た の で , それ は 何 も ふ 残 っ て い 
な い . か れ の 死後 , 宜 人 楽団 は すぐ 解散 し た . それ は 
だ れ も , これ を まとめ て ゆく と と が で き な か っ た か ら 
で ある . 
HAM 盲 児 は 積木 遊び を 非常 に 好 ゆ と いう こと は 長 
い 経 験 で , 盲 学校 や 幼稚 園 で は 積木 箱 ま た は 積 石 を 採 
用 し て この 事情 に こたえ よう と し て いる . 目 の 見 える 
者 の た め に 作ら れ た , か つ 美 し く 仕 上 げ ら れ た 普通 の 
この 種 の 工作 具 は , せっ か く 積 上 げ て 作っ た も の が 容 
協 に こわ され る お それ が ある . 特に 盲 児 が これ を 使用 
する と き , この 短所 は 著しく , つい に と この 興味 ある 遊 
戯 の 楽 み を 失う こと に な る . ニュ ルン ベル ク 形 学院 の 
盲人 院長 は , 積木 箱 を 作っ た が , それ は 多く の 利益 を 
示し, 盲 学院 に 普及 する に 至っ た . 盲 人 用 積木 箱 に は 石 
の 形状 は で きる 限り 簡単 で ある こと . その 組合 わせ に 
よる 組立 て は , 相当 多様 で ある こと , 石 の 形 は すべ て の 
場合 ずれ る よう な 積 上 げ と な ら ず , 直角 の 積 上 げ と な 
る も の で な く て は な ら な い . 積木 箱 は 目 の 見 える こ ど 
も に は 目 然 的 建築 物 の 輸 郭 また は 骨組 み を 示す だ け で 
あっ て , こども の 想像 に より 満た され る が , 盲 児 は 完 
全 な 建築 を 作 上 げ 得 る る も る の で な く て な ら な い . 作 上 げ 
た 建築 物 は , し た が っ て , 現実 の 建築 物 を で きる 限り 
思 実 に 写す も ので, すべ て 空想 的 な 技巧 を さけ , 盲 児 


目 ノビ 


を 現実 の 建築 物 に つき 誤 れ る 表現 を も た せな いよ うら ( 如 
し な けれ ば な ら な い . 
の 手伝い は 極力 制限 すべ き で ある . それ で 手 本 は , だ 

だ 思想 を 与え る だ け で , それ は 随意 に 変更 され , CE 
も の 直観 に 適する よう する こと と が た いせ つ で ある . 積 
木 箱 は , た だ 建築 物 だ け で な く , 部 屋 の 調度 や 使用 物 
な どの よう な こども ゃ も の 周囲 の 本 物 を 組立 て させ る こと 
CHS. 積木 箱 は 盲 児 に 数 時 間 に わ た り 楽 し み を , ま 
た 場合 に よっ て は 仕事 を 与え , 短 時 間 で 建築 の 完成 を 
急い で , 新しい 手 本 の 材料 の 欠け な いよ うに し な く で 
は な ら な い . 一 つの 形 を 組立 て る に は 長 時 間 を 要する 


か ら , BORE, Leese Sf 0 Ait ERR 
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て 高め られ な けれ ば な ら な い . 

大 建築 物 ま た は 建築 の 集合 の BH BRSESC 
と , 盲 成人 は 積木 箱 に 家 の 設計 や 区 画 , 都市 街路 の 特 
徴 な ど を 知る 手段 を 見 出す こと で ある と 考え ん られ る . 
車 , 水車 , 鍛 工 場 の よう に , 部 分 的 に 移動 し 得る と , 遊 
戯 の 刺激 を 増大 する . 積 石 の 箱 は 幾つ も の 区 画 に より 
仕切 り , 個々 の 積 石 の 形体 が それ ら の 探 出 を 容易 に ず 
る こと で ある . 

それ が 盲 学院 で 採用 され て いる 場合 , その 設計 の 全 
体 と 実用 貴 と に お いて その 価値 を 明らか に し た . BK 
箱 は 平面 と 物体 と の 認識 に 際 し , 直観 化 の 手段 を 生 午 
に 与え る こと と に な る . すなわち , 生徒 に その 認識 力 を 
発 達 させ る と いら と と は 重要 な こと で ある . 

積木 箱 に 添え た 長い 石 を 基礎 の 積 上 み げ に 用 い , そ 
の 上 に 積 上 げ る 部 分 の た め 強 固 な 礎 を 作る に は , た だ 
骨組 み で な く , 充実 し て と れ を 作 上 げ る ら LIG あ 2 
— DOE, 
小さ な 家 な ど が , より 多く の 時 間 を か け て 作る 建築 物 
の 予備 階段 と な る . これ に より 不器用 な 盲人 に と つて 
その こと が ら そ の ゃ も の を 容易 に し , そし て , と の こと 
は それ を な す に 当たり 最大 の 快感 を 伴う . 普通 の 積 本 
箱 に お いて は , 不用 意 な 運動 に より 組立 て た も の が す 


ぐに も ゃ と わ され , 遊び の 楽し み を 春 う も の で ある . Wo 
ろ い ろ な 形 を し た 石 は みな 基本 的 の 大 き さ に 本 元 さ れ 


得る が , 仕切 り が し て あっ て , それ が し め 具 の 用 を な 
し , 石 を 互い に 接合 する こと が で きる . 
な は だ 確実 で 大 き な 組立 物 を 全体 の まま , DOF 


所 か ら 他 の 場所 へ , くず さ な い で 移動 する こと が で き 
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積 上 げ の と き に は 有 目 の 見 える 人 人間 


ー つ の 十字 形 , 少数 の 石 を 積ん で 作っ た 旅 


COAT 


る . そし て し か も 組立 物 を 容易 に 個々 の 石 に 分 解 で き 


る . 
ディ ドロ (Diderot, Denis) フラ ンス の 有名 な 哲学 
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者 で , 1713 年 , シャ ン パ ペー ヌ の ラン グレ ー に 生ま れ だ ただ . 
か れ は 最初 , 牧師 に な ろう と し て た が , その 後 , この 牧 
師 の 地位 に つく こと へ の 反感 か ら , 他 の 哲学 的 な 研究 
に 転向 し て し まっ た . ディ ドロ は , キリ スト 教 に 対す 
る 反対 の 立場 を と る パン フレ ッ ト を 出版 する こと と に よ 
っ て , 世間 に 名 を 知ら れる こと に な っ た が , こと の パン 
フレ ッ ト は , そこ に 書か れ て いる 内 容 の ゆえ で , 刑 更 
MmeSObpseiobht し まっ た , 盲人 間 題 に と っ 
CT, この ディ ドロ は , 次 の 論文 に よっ て 記憶 すべ き 重 
要 な 人 に な っ て いる . すなわち , 「 目 の 見 える 人 びと 
が 使用 する 盲人 に 関す る 書 」 この 論文 は , 1749 年 , g 
ンド ン で 出版 され た が , 内 容 が 問題 と な っ て , 著者 で あ 
る ディ ドロ は バン サン ヌメ の 獄 屋 に 1 年 間 と ら わ れ の 身 
引っ た . 

と の ディ ドロ の 論文 は 元 来 ,。 1 人 の , Lad, ブイ 
ソー の 1 人 の 盲人 だ け に つい て 論じ て いる も の で あっ 
828S 人 (アレ キサ ンダー・ ロ ビー デン バッ と 
いう 育 人 に よっ て 反論 が 書か れ た . この 反論 は ディ ド 
E の 論文 の 続編 と され て いる も の で ある . 
手引 き ひと り 歩 き の と き に も 独立 性 を も る て る よう に 
BAAR SO LIL, 何より ゃ 重要 な 基本 原則 と し 
て 守ら れ な けれ ば な ら な い . し か し , LADLE DOBRA 
で も か れ が まだ 幼かっ た り , ある い は 盲人 が 多数 集団 
と な っ て いる と き な ど に は , 引率 する の を 避け られ な 
いと と が し ば し ば ある . それ で も な お , その 引率 誘導 
は , 盲人 が 次 第 に 独 行 で きる よう に する と いう 目的 を 
要求 し て いる . と の ほか , 引率 を 必要 と する も の と し 
て , 未知 の 土地 を 歩行 する 場合 や 、 ひと り 歩 き に つき 
も の の 危険 と な る も の が ある と き な ど で ある . 特に 歩 
行 の へ た な , その 方 面 の 能力 に 劣っ て いる 盲 生徒 や , 成 
人 し て か ら 和 失明 し た 者 の 場合 に それ が 多い . どん な と 
き で も ゃ 引率 は 小さ いこ と ろか ら 次 第 に 身 に つい て ゆく 独 
立 性 と よく 見 比べ な が ら , 過度 に な っ て それ を そこ の 
うこ と が な いよ うに 制限 し て いか な けれ ば な ら な い . 
まず , 最初 は 学校 の 校内 で 必要 と な る . 過度 の 心配 や 
用 心から 室内 で 探り つえ を 使わ せ た り , 校庭 に すがり 
綱 や 線 を 張る こと は 余分 な とこ と で ある だ け で な く , Th 
行 し て 人 に 頼ら な いよ うに 自由 に 成長 する の を さま た 
げ さ えす る . 盲人 自身 も その よう な こと は 望 まな い 
し , 一 般 家庭 に あっ て 盲 学校 を 秩 業 し て いる 盲人 に は 
回 の うな こと は 耐え られ な いで あろ うら 以上 の よう 
な 歩行 の 際 の 指導 は 校内 の 広 さ か らい っ て 半 盲 者 に は 
不 必要 で あり , まっ た く の 紅 人 に も か れ ら 相互 問 の 助 
け 合 い に 任せ る べき で , と き に 応じ て 晴 眼 者 が 新入 生 


や 中 途 失明 者 , 能力 薄弱 者 に 対 し て 行なう に 止め な け 
れ ば な ら た ない . 

校外 の 指導 に 関し て は 散歩 する と き , 音楽 会 , 劇場 
な ど へ 行く と き に 適応 させ て よい . こん な と き は 当然 
多数 の 家 人 の 誘導 が 問題 と な る の で , その 指導 は 晴 有 眼 
者 が 行なわ な けれ ば な ら な い . この よう な 盲人 の 一 団 
が 特殊 な 方 向 感覚 の 訓練 を 受け , ある い は 適度 の 体育 
訓練 を 受け て いる と き は , 指導 者 の 指導 は いっ そら 容 
易 と な り , Eke, いっ そう 多く の 盲人 を 同時 に 誘導 す 
の (206 の の (6 る spd. atv, 導通 の 
少な いと き に は 誘導 に た いし た 困難 は 生じ な い が , に 
ぎ や か な 通り や , 狭い 道 あ る い は 街路 や , 公共 広場 の 
横断 の 際 に は , 幾 分 の 困難 は 生じ る こと は 避け られ な 
い . こ と ん な と き は 歩行 を 遅く する と か , 各 列 の 間隔 を 狂 
ば め て 道 を で きる だ け 一 団 と な っ て 通過 で きる よう に 
する と か , 2, 3 人 の 全盲 者 を 半 盲 者 が その 手 を 取っ 
て 引率 する よう に する こと で ある . その 引率 に 当たる 
指導 者 は , で きる だ け 行 列 の か た わら を 歩い て 全体 を 
常に 看 視 し , 生じ て くる 危険 に 対 し て は , 直ちに 処 革 
が 取ら れる よう に 注意 し な けれ ば な ら な い . 晴 眼 の 引 
率 者 が 2 人 いる と き は , 1 人 が 先頭 に 立ち , 1 人 は 横 
側 を 行く べき で ある , 

交通 が まばら な 際 に は , で きる だ け 引 率 の 盲人 1 人 
ひと り に 自由 な 歩行 を させ る た め , 指導 を 最小 限 に 止 
め る べき で ある . 総員 に 対す る 指示 は 号令 ある い は 筆 
の 信号 な ど に よっ て 行なわ れる . 出発 する 前 に , 地図 
や , その 他 の 指標 な ど に よ つ て , AMP RPS 
る 道 な ど を あら か じ め 指 示し て お く こ と が 望ま しい. 
その 地点 の 状況 や 時 間 が 許せ ば , その 途 次 で さま ざま 
な 観察 や 周囲 の 特徴 に つい て 話し て 聞か すこ と も よ 
い . この よう な 散歩 で の 経験 を お 互い に 交換 し た り , 
道路 の 特徴 や 当 着地 で の こと が ら な ど に つい て 話 合 っ 
た り , ある い は いま まで 歩い て きた 道 の 特徴 を 地図 に 
書き 込ま せ た り する の も 有益 で あら う . 

デモ クリ トス (Demokritos) 紀元 前 460 年 トラ キ 


ア の アブ デラ に 生ま れ た 。 かれ は 名 高い ギリ シャ の 哲 


学者 た ちの うち の 1 人 で あり , デモ クリ トス は 目 然 に 
つい て の 抱 括 的 な 知識 を 得 よ うと し て , 各地 へ 旅行 を 
評 画 た われ ね われ は ) か れ の 今 は こと ど と く 失 な わ お 
れ て いる 交 多 の 著作 に つい て , また その 著作 の うち も , 
アトム (原子 ) に つい て の 理論 に 関す る 著作 が か れ に 
偉大 な 名 声 を も た らし た . 

自然 へ の 認識 へ 向け られ た 魂 の 活動 と 。 これ か ら 生 
じ て く る 事物 の 自然 へ の 正しい 洞察 と が , 人 間 の 生活 
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に お いて , 最も 高貴 な 亭 楽 で ある と か れ に は 思わ れ た 
の で あっ だ. 

か れ の 生活 の 仕方 や , 生涯 の 運命 に つい て 多く の い 
ゆい 依る の 2 うち よく 知ら れ My の (MA の ec 
ある すなわち, … デ モク リド ズ ( は II アウ ルリ ・ ゲ ツウ 
A(Aul Geiluns) が いっ て いる よう に , 創造 的 精神 の 
鋭さ は 視力 の いか な る 魅力 に よっ て も 散漫 化 され な 
Vs. さら に 精神 は 自ら を 頼り と し て , より 根源 的 に 探 
RU, EUR SBA Ce Sc ere OURO eG Ve 
ら 手 で 視力 を 礁 い 取 っ た と いう いい 伝え で ある . と こ 
ろ る で, デモ クリ トス は 自ら 眼球 を を えぐり 取っ で 盲目 と 
な っ た と か , ある い は , か れ は と も か く 盲 目 に な っ た 
の だ と いう よう な 事実 は 証明 され て いな い . それ だ け 
で な く , プル ター ク (Plutark) や その 他 の 2, 3 の 文 
筆 家 た ち に よる と , デモ クリ トス の 盲目 に 関す る 報告 
に つい て , これ を 虚偽 の こと が ら で あ る と さえ ぇ 述べ て 
いる の で , ここ で は いち お う , か れ が 自ら 眼球 を えぐ 
っ た と いう あり 得る か も し れ な いそ の 根 処 に つい て 考 
察する こと は , さ し ひ か えて お く . 
デモ ドコ ス (Demodokos) デモ ド ュ ス は ホメ ロス の 


沙 宮 my セイ (所 の で 知ら FO Uns ラ ンコ ピク 


(phaak) の 歌い 手 で ある が , か れ は アル キノ ォ オス 王 の 
祝 亡 の 席 に 参加 し, トロ ヤ に 連れ て いか れ た ア ケ ー の 
運命 と その 戦い と , その イリ 。 ATEROBAMLEKO 
よう に 歌っ て 客人 た ち を 喜 ば せ た , と いう こと で あ 
る . 

され ど , 祝い の 詩人 伴 な いて 

見 よ 軍 使 は きた り 

詩 の 女神 群れ より 進み で て 

と き に 災 を , と き に 幸 を 与え し 

COBB TC, 甘 き 詩 与え し 

か の 詩人 を 伴 な いて . 
デュ フォ (Dufau Pierre Armand) か れ は , パリ に 
ある 若い 盲人 た ちの た め の 国 立 研究 所 の 理事 者 で あっ 
た . か れ は 1795 年 , ボル ドー に お いて 生ま れ た . 1815 
年 に この 研究 所 の 次 席 理 事 者 に 任命 され た . し か し , 
その 後 25 年 間 に わ た っ て , か れ は 他 の 2 人 の 理事 の も 
と で , この 次 席 理事 と し て の 職務 を つか さ ど っ た の で 
HS. か れ が 教師 と し て 教え た 科目 は , 文学 と 歴史 と 
ラテ ン 語 で あっ た . 1840 年 に か れ は 理事 の 地位 に 遇 進 
Lic. か れ は この 理事 と いう 自分 の 地位 に 基づい て , 
比較 的 線 の 少な い 文字 を 作り , さら に 1850 年 に は ブ 
ライ ュ の 点字 を 公式 に この 施設 へ 採 入 れ し た こと に よっ 
て , 世間 の 注目 を 集め あめ る と こと に な っ た , か れ が 理事 に 


な っ て 以後 。 いく つか の 注目 すべ き 仕 事 を し た が , か 
れ は さら に , 盲人 用 印刷 物 を 根本 的 に 改良 し , 実用 的 
な ゃ も の に 改善 する と いう 仕事 に も 手 を 伸ばし た . さら 
に 生徒 た ちの うち で , すばらし い 才 能 に 恵まれ て いる 
者 を 音楽 学校 へ 送り 込む こと に よっ て , 音楽 教育 を 促 
HE LED Lic. 最後 に は か れ の 教え て いる 生徒 た ち 
を , 大 学 の 文学 の 講義 に 出 証 させ , 聴講 させ る 道 を 開 
いた だ た. Ek, か れ は 和 失明 し た 人 た ちの 身体 上 の 養護 と 
いう 面 に 関し て は , 施設 に 体操 の 授業 を 採 信 れる と と 
で 生徒 た ちの 健康 に 意 を 用 いた . Ek, デュ フォ は 楽 
譜 の 印刷 を ステ ョ 版 印刷 で し ょ うと し た . 

さら に デュ フォ は , PUOTUCHHCKALS 
か も 盲人 施設 の 目的 に か な っ た 建物 を 工面 する こと に 
も 成功 し た . そし て , 今 ま で の 施設 全体 を , 新しい 施 
設 の 建物 へ 移転 する 仕事 を も , か れ が 指導 し て 行なっ 
た . し か し , 何と いっ て ゃ 重要 な 創造 は 「 盲 人 研究 所 
の 卒業 生 を 保護 する た め の 就 職 お よび 救済 協会 」 が そ 
れ で あっ た . デュ ェ フ ォ は 1877 年 に 死去 LK. Bese 
ELT, か れ が 書き 残し た 仕事 の うち に は 「 盲 人 に つ 
Wt) と いう タイ トル の 受賞 論文 (パリ , 1850 年 ) が 最 
も 大 き な 価 値 を も っ て いる . 

さら に , 次 の よう な 重要 な 著作 を 残し て いる . 「 生 
まれ な が ら の 盲人 の 身体 的 , 道徳 的 お よび 知 的 状態 に 
つい て の エッ セイ 」 (パリ , 1837 年 ) や , 「 生 まれ な が 
ら の 盲目 の 青年 の 思い 出 と 印象 」 (パリ , 1850 年 ) な ど と 
が それ で ある . 
東京 日 本 の 首府 , と と に ある 盲 ろ う 喧 学校 は 文部 省 
の 監督 下 に ある 学校 で ある . 1875 年 5 月 22 目 に 日 本 
の 上 流 社会 の 階級 に 属す る 5 人 の 人 , Ail, 津田 , 中 
村 , 岩田, お よび ボル シャ ルト (Dr.Burchardt) が 
新教 会 に 集まり , 東京 に お ける 盲 教育 の 実行 法 を 協議 
し , 「 楽 善 会 」 と いう 名 の 慈善 会 の 組織 に つい て 相談 し 
た だ た. 翌年 , 効果 を 大 きく する た め , BADMAOAB 
に 関心 を も っ て いる 者 の 集会 か が もたれ た . これ は 希望 
通り 経過 し , 天皇 が 3000 円 を 学校 設立 の た め に 下賜 
する と いう 結果 に な っ た . 1878 年 に 仕事 や 材料 な ど 
で いろ いろ な 寄付 と 助け が あり , 校舎 が 建設 され , 
1880 年 に 8 人 の 盲人 と 5 人 の ろう の 生徒 が 入学 し た . 
1892 AICIL SA 5 BADE T 92 人 の 生徒 が 登録 さ 
hk. 教 案 は ある 学校 の 課程 と 技術 上 の 課程 と の 結合 
で あっ た :, 課程 は 日 本 語 , 算術 , 会 話 , 体操 で ある . 
ブラ イ ュ の アル ファ ベッ ト が 日 本 語 に 適用 され , BS 
が この シス テム で 印刷 され だ た. 職業 課程 は マッ サー ジ 
や 鍼 治 法 を 盲人 に 教え , その 他 有 能 な 家 人 に は 音楽 を 
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教え た. な ん と な れ ば , は り 医 と し て の あん まや 音楽 
教師 は , 当時 , 家 人 が 生計 を 立て て ゆく 見 込み が 最も 
多かっ た か ら で あ ある. マッサージ の 修業 を し た 盲人 は , 
大 学 の 病院 で も , 大 き な 病 院 で も 公 の 地位 を みつ け , 
1 人 で で も 開業 も で きた . あん ま に つ いて は , TOR 
気 に 対 する 効果 お よび 生理 的 影響 が 現代 医学 の 立場 か 
らち ま だ 十分 に 確定 し て いな い . し か し , 盲人 に よる 治 
療法 は , 日 本 で は 民間 療法 と し て 非常 に 人 気 が あ り 普 
及 し て いる . 
動作 家 人 の 動作 に 関し , ETERS, 後期 失明 者, 生 
来 者 ある い は 幼少 時 失明 者 の 区 別 を し な けれ ば な ら な 
Us. 弱視 者 は な お 残っ て いる 視力 の 度 に より , 大 な り 
小 な り そ の 動作 が 目 の 見 える 者 に 似 て いる が , 他 の 2 
種類 に 属す る も の は 目 の 見 える 人 の 間 で は , 補助 を 要 
し , 同情 に 価 す る 者 と 思わ れ て いる . 後 年 失明 し た 者 
は , 初期 に 習得 し た も の を な お 多く 今 の 状態 に 持 込 ん 
で いる が , 生来 盲 や 幼少 時 失明 者 は 年 少 時 以来 , BA 
に より 制限 され た 境遇 こい る . すなわち , 盲人 と し て 
御 活 する こと が で きる か ら , それ だ け 後 年 矢 明 者 は か 
れ に 比べ て お と っ て いる . 次 に し る す と ころ は 主 と し 
て 生来 盲 お よび 年 少 時 矢 明 者 を 念頭 に お いて いる . 
この 種 の 盲人 に お いて は , いわ ば 憶測 され た 音響 の 
近く に お ろう と する か の よう に , 上 半身 , 少な くも 頭 
部 を 前 方 に か が め て いる の を みる . 頭 部 を 後方 に まげ 
た り , 側 方 に 向け る と と は 和 失明 者 に は あま り 見 か け 
な い . 身体 の 姿勢 が 著しく だ らし な いか , か くば っ て 
お り , 動作 は 緩慢 , 不 確 実 で , 身体 , こと に 手足 が かい 
ろ い ろ な 練習 で 訓練 を され て いる と き で さえ を , その 運 
動 と 仕事 と は 目 の 見 える 者 の 動作 を 飾る 軽快 , 迅速 , 
典雅 を 欠い て いる . 

言語 の 模 條 を 除い て は , 盲人 は 一 般 に まね の 術 は は 
な は だ まず い . この 場合 た いて い 目 の 見 える 人 の 擬 画 
と な る . 話す と き の 紅 人 の 身体 お よび 手 の 運 動 , 多く 
の 事物 , た と えば ナイ フ と フォ ー ク , ステ ッ キ , 葉巻 
た ば こ な ど の 持ち 方 な ど は , た と え ぇ 暗 青色 の 有 眼鏡 を か 
け て いて も , それ が 盲人 らし さ を 表 わし て いる . 遠方 
か ら 近 づい て くる 様子 , 未知 の 部 屋 に 入る さま , 身 を 
か が め る こと , 座っ た り , 立っ た り , 去る と き の た め 
らい , ダン ス の と き , 1 歩 1 歩 は 正しく や れ て も , そ 
の 運動 は 目 の 見 える 人 の 動作 に 比べ る と , 不 似 合 に も 
た いぶ っ た り , 百姓 みた いな 無 朋 さ で , 本 当 の 上 品 
さき を 欠い て いる . に も か か わら ず , 多く の 盲人 , 特に 
女人 の 盲人 に お いて , 目 の 見 え ぬ 人 の 動作 に ひと し く 
な り た い , また は 近づき た いと いう 努力 を 見 る . 盲人 
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の 教育 に 当たり この 望 は ある 程度 考え る 必要 が ある . 
この 際 美しく な い , ある い は 実際 有害 な 習慣 の 抑制 に 
特に 注意 を 払う べき で ある . 盲人 の 動作 に は ある 典型 
的 な 異様 さ が あ っ て , 学校 生活 に お いて し ば し ば 見 ら 
れる . ある 者 は 当惑 の あま りほ と ん と 一 言 も いえ ず , 
せ せき 払い を し , 若干 の こと ば を 少し ずつ 口 に し , FT 
上 着 の ボタ ン や 時 計 の くさ り を な ぶり , 道具 を ひっ ぱ 
Oe OM Beis ORs eS ORS CLES.) BS 
者 は けん そん し て 非常 に 低 声 に 語り , や っ と の こと で 
開き と れ , ピア ノ が じょう ら うず な の に 人 前 で は ひか な い 、. 
また , 他 の 者 は 手 を 傷 の つく ほど か いた り , 指 の つめ 
を は さ み と っ た り , か みき っ た りす る 悪癖 を も っ て い 
る . さら に 別 の 者 は 立っ て いて も , 座っ て いて も 身体 
を ゆす り , 指 で は じき , 短い 一 節 を 口笛 に 吹き , BY 
に あぁ れ 手 を た た く . いわ ゆる 「 光 の 仙人 銀 ] が は な は だ 
広く 行 な ち われ て いる か , HSV EATA 
だ り , ある い は 目 の 前 に 関電 の よう な も の が 急速 に 動 
WO, ほ の お を じっと みみ つめ た りす る こと に 現われ 
i. 

態度 , 言語 に お ける 外面 的 動作 が , われ われ の 心 内 
を 写し 得る 限り , 盲人 は 目 の 見 える 人 に 比べ , 一 方 に 
は 不利 の 地位 に あり , 他方 に は 有利 の 地位 に ある . B 
人 に は 「 魂 の か が み 」 が 欠け て いる か ら , 一 般 に 盲人 
は 顔面 表現 が 少し し か で き な い . それ ゆえ 放 相 的 に 見 
る と 盲人 は 冷 肖 で 無 感覚 の よう に 見 える . し か し , ま 
っ た く 正 当 で な い . な る ほど 盲人 は 他人 の 涙 , その 苦 
痛 , 悲哀 に みて る 顔 , や つれ た 病人 , ほろ を まとっ た 
こじ き , 流れ る 血 , 快活 な 人 の 益 び に 光っ た 顔 を 見 ら 
れ な い . ZACEENSZSLKCEO, 泣く 者 と 共に 
泣く . し か し , その 喜び と 苦痛 と は の ぞ ま し く な いよ 
そお いで な く , ヨー ロッ パ 人 の た だ うわ べ に と 着 た 儀礼 
の 衣装 に 現れ な いけ れ ど , 誠実 , BS, MP CHS. 
いつ ゃ は 暗い 顔 が 晴れ や か な 微笑 に 包ま れ , BOWS 
る え , 手 を らち , 堅く 握り あい , こと すり あわ せ , それ 
どこ と ろか と ん ほ 返 えり で も し か ね な い の を 見 た 人 も あ 
る に 違い な い . また , BABI れ し い 歓声 を あげ て いる 
の を 見 た 者 が ある に 違い な い . も み の 木 の 下 で 遊ん で 
いる 一 群 の 盲 児 を な が め た 者 も ある に 違い な い . だ れ 
Lb Bis ど 内 心 喜 び 得 る 者 は な いと 告白 する に 人 違い 
な い . 同情 同感 は 填 人 に は , 主として あか ら さ まな お 
し つけ が ま し い 形 で 現 わ は れ な い . ちょ うど と 通常 目 身 
の 不運 を 静か な あき ら め を も っ て 妨 ぶ と 同じ で ある . 
盲人 は 晴 眼 者 に 対抗 する こと は 不可 能 で ある こと を 
次 第 に 認識 し , ある い は 絶え ず 意 識 し , つい に は そ 
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の 動作 を 静か に 控え を, まっ た く の あ きら め に 至る . 少 
数 の 者 は 他人 の 無 遠慮 同様 に 自 巳 の 頼り な さ に 対し 抑 
制 さ れ た 痛 慎 を , 公然 と 怒り を も つこ と こと も まれ で は な 
い . 盲人 に と っ て も ゃ 保養 , 気 晴 し , 娯楽 は お さえ られ 
な い 要 求 で あり . 仕事 の 関心 が 目 の 見 える 人 EDR 
渉 を 必要 と する か ら , か れ の 他 の 事情 に 応じ て 散歩 を 
し , 演劇 や 音楽 会 な ど に 行か ね ば な ら な い . 学校 内 で 
受け た 教育 こより, 晴 眼 者 の 間 に か れ の 動作 に 異様 な 
と とろ が あっ て も , 残っ て いる 堅実 き , 真 の 価値 を 認 
め る こと が で き , し た が っ て 同情 か ら か れ を 受入 れる 
だ け で な く , 同時 に 多く の 欠陥 の 補い と し て か れ の とこ 
と ば の 正 し さ , 軽妙 を 与え 得る よう な 人 びと を 見 出す 
こと が で きる . 盲 人 に お いて は 話す と き の 身 振り は 一 
般 に 止め る べき で ある . そん な こと を する と 晴 眼 者 に 
は お 8 か し いこ と に な りや すい か ら で あ る . 

同情 盲人 の 事情 か らし て 至極 めん どう で か れ ら は 極 
力 こ れ を 拒否 する . か れ ら は まっ た く 遅 鈍 と な っ て い 
な い 限 り , 盲目 に 含ま れ て いる この 苦悩 の 記憶 は か れ 
ら に と っ て 不快 で あり , 敏感 な 盲人 は 自分 の 不幸 に つ 
いて 人 が 語る の を 開く と , 不快 な 感じ を も ゃ つ . 教養 あ 
る 人 は 他人 の 病 苦 を その 人 の 前 で は 話さ な いも の で あ 

り , こと に 盲 学校 で は , 盲 少年 の 前 で は , か れ ら の 境 
過 に つい て 悲しい 調子 で 語 と で は いけ な い 」 普通 盲 学 
校 で は , た と え ぇ 警 意 か ら で も 生徒 に 対す る 同情 の こと 
ば を 発する こと を いま しめて いる . 訪問 者 に 対し て は 
失明 の 原因 に つい て 質問 し な いよ ょ う 注 意 す る よ 警告 
TECHS. 

BAODA DOL LAH Se & DET LK 
と は すべ て 避け る べき で , 盲人 の 境遇 の 同情 と 悲嘆 と 
は まさ に か か る も の に 属す る . 

盲 人 自身 他人 か ら の 同情 に 立腹 する と いっ た 実例 も 
ある . フォ ン ・ パ ペッツ ュー (Von Baczko) は 「 自 分 は 
OS BAO RFA IR し て 誤認 し た こと は な い 
が , た だ うわ べ だ け 美 し く , 恒 謝 の 理由 や あり あれ た 
あい さ つ の 背 に か くれ る 感じ の な い 利 己 主義 者 の 同情 
は それ を 遠く 避け て いる 」 と いっ て いる . クラ イン 
(Klein) は か れ の 最初 の 生 和 値 の ブラ ウン (Braun) に 
つい て , 「 か れ に と っ て その 和 失明 を 思い 起こ させ , 同 
情 さ れる こと は 不愉快 で あり , 往々 に し て か れ は 断然 
か か る 接近 を 拒否 し た 」 と いっ て いる . 
動物 学 ( 盲 学校 に お ける ) すべ て の 学科 中 で 盲人 や 
弱視 者 も 動物 学 に は 若い と きか ら 最 大 の 直接 の 関心 を 
寄せ る も の で ある . すでに 両親 の 家 で 盲人 は 多数 の 動 
物 を 声 に よっ て 区 別 す る . どん な 動物 の 叫び も 家 の す 





ATH, か れ の 静か な 生活 を 非常 な 喜び を も っ て 充実 
し , その た め 声 を まね た りす る の で ある . その 声 の 持 
主 を 知ら うと する 好奇 心 が 活 発 に 動く も の で ある . 

盲人 が 学校 へ 入る 前 に , その 身近 な 周囲 の 動物 と 知 
合い に な り , この 動物 が 精神 と 情意 を 生き 生き させ る 
と いう こと が ある . これ は 盲人 が 身体 の 部 分 や 生活 発 
現 の 状態 に お いて , か れ と 似 て いる 生物 を 認め る か ら 
CHS. か れ が これ ら の 知 叫 を 学校 に お いて ぁ ふた た び が 
見 い だ す な ら ば , その 処置 が 上 の 関心 の 原因 を 出発 点 
EL, し た が っ て , 生 き て いる 動物 を その 手 に ま か す と 
Sli, 直接 の 関心 を 随意 的 な も の に 高め る と と が で き 
る . | 
また , 博物 学 の 形式 上 の 教養 と いう 目的 に 関し て る, 
生き て いる 動物 だ けが その 生活 発現 の 状態 , 体 熱 , 上 請 
膚 の 擬 か さ に より 正しい 観念 を 作る こと が で きる が , 
これ ら の 性 質 を 欠い て いる 模型 は 不 完全 な 解明 に し か | 
な ら な い . 

AA, 家畜 が 動物 学 教育 の 基本 的 な 材料 と な る . そ 
の 系 統 に と っ て は 典型 的 で な く て も よく , 慣 ら さ れ で 
いる と 触れ る と き に , 最も 気軽 な , 基本 的 な 様子 が 生 
US. また 家畜 は 学校 が 教育 目的 の た め 多 数 CK, Te 
=, WB, A, DV VEO) 飼っ て いる か ら 便利 で 
ある . 他 の 代表 と な る も の を 実物 教育 する に 役立つ の 
は , さら に 広い 環境 に ある 捕われ た 動物 で , TOAR 
地 や 飼育 地 に お いて 最も 合 目的 に BA SHS. な ん 
と な れ ば , 盲 人 は この 方 法 に よっ て だ け , 直観 的 に 動 
物 の 生活 を , いろ いろ の 方 面 か ら 理 解す る こと が で き 
る . BR, prot), か ぶ と むし , か える な ど は 英 
歩 に お いて 発見 され , 戸外 で は 逃げ ば や すい 動物 に 触れ 
る こと は で き な い が , その 生息 地 や その 他 の 特徴 は 此 
つけ られ る . 

実物 教育 の で きる 生き た 動物 の 数 は 確か に 少な い . 
多数 の も の は それ が 動き や すく , し な や か な こと , 天 
きなこ と , 危険 な と と の た め に 近づく こと MCE 
いか , また は どく 不 完全 に し か 近づけ な い . Lieto | 
て , 直観 を 深め , 自然 の 知識 を 豊富 に する た め に は , KR 
像 が 不可 欠 の も の で ある . その 中 で も , は く 製 に し た 
標本 や プレ パラ ー ト , これ は 体 の お お っ て いる も の や 
HEA, つめ な どの よう に , 特色 の ある 徴 表 を 手 に 和 
示す も の で ある が , これ が 第 1 位 を 占め て いる . | 

張子 な どか ら な る 身体 の 模型 は 同じ 生物 また は は く 
製 の も の と 比較 する と き 正 し い 観 念 を 喚起 する と と が 
CEA. すでに と の 方 法 で 盲人 の 総合 空想 が 要求 され | 
る . 浮 彫 り 像 に 触れ る 際 に は , な お いっ そう こと これが 働 
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くも の で ある . 

盲人 は 像 に お いて は 単に 形 だ け を 認識 する . し た が 
っ て , この 像 は 対象 を 根本 的 に 扱 2 こ と に 基礎 を 与え 
る の と あま り 適 せ ず むし ろ , 近い 種類 の も の を 直観 的 
に 簡単 に 表現 する こと に よっ て シス テム を 作る の に 役 
2 

ドー ブラ ー(Dobler, Jakob) か れ は 郵便 配達 人 で あ 
り 衣 目 の ヤ ー ケ ル と 呼 ば れ て いた . 1832 年 に 生ま れ 
若い ころ は 日 雇 い 労務 者 で あっ た . 17 歳 の と き に 和 失 
明 し , そ れ か ら , か れ が 住ん で いた 北部 オー スト リア , 
ゼン メリ ング 近く の シュ ョ ツ ト ビ ー ン の 郵便 配達 の 仕事 
に 携わっ た . 高い ブン ベン ト 山 丘 地帯 の 山 す その ゼン 
メリ ンク 付近 の ショット ビー ン と , 巡礼 地 マ リア ・ シ 
ュ ッ ツ と の 間 の け わ し い 山 道 を , だ れ に も 伴わ れず 導 
が か れる こと も な く , た だ 1 人, 実に 正確 に 危な 気 な 
く 歩 いて 仕事 を 果たし た . か れ は 自分 に 任せ られ た 郵 
便 物 を うま く 整 理 す る すべ を 理解 し 心得 て いた の で , 
ACE RTS 場合 に も 間違う と いう よう な こと は な か 
っ た だ た. その た め , か れ は 盲人 で は ある が 目 の 見 える 配 
BALD, ずっ と 人 びと か ら 信 頼 さ れ て いた . だ れ 
も が か れ を 信頼 し , 金銭 の 郵送 に 当たっ て は , 安心 し 
て か れ に 任せ る こと が で きた の で あっ た が , か れ は 一 
度 も 金銭 の 郵送 で あや まち を 犯す よう な こと は な か っ 
た . マリ ア ・ シ ュ ッ ツ に 郵便 局 が 設立 され た こと に よ 
っ て , これ まで 勤め て きた ドー ブラ ー は 仕事 を 失 な 5 
こと に な っ た だ た . し か し か れ は , 少し ば か り の 生活 の 糧 
を 得る た め に , 以前 と 同様 に か れ が 働い て いた 地域 を 
往復 し て , 相 変 ち ず 郵 便 物 の 配達 を し て いた . ウ ィ ー ン 
の 慈善 家 た ち は こ れ を 見 て , 数 百 グ ルデン の 人 金 を 出資 
し て これ を 基金 と し て , それ か ら 生 じ る 僅か な 利子 に 
よっ て の ドー プラー は や っ と 生計 を 維持 し て いた . 
AA 約 1000 年 ほど 前 まで の 日 本 で は , 盲人 の 状態 と 
いう も の は 本 当 に 哀れ な も の で あっ た よう で ある . か 
れ ら は 親類 や 家族 の や っ か いも の で あり , 社会 的 な 地 
位 や 職業 か ら は いっ さい 締め だ され , 無知 な , みじめ 
な 人 間 と みな され て いた . と ころ が , その 後 , 執権 者 
は 1 人 の 盲人 の 皇子 を この 盲人 た ちの 群れ に 送り , そ 
こ で か れ ら に 対す る 授 助 が 始め られ た の で ある . 885 
年 ご ろ 仁 明 天 皇 の 四宮 人 康 親王 が 盲人 で あっ た た め 
天皇 は 800 人 の 盲目 の 男 た ち を 集め て 宮中 へ 呼び , B 
子 に も の を 教え を させ, りっぱ な 者 に 教育 させ よう と し 
た . これ ら の 男 た ちの うち の 名 門 , 楼 井 な ど が 今日 で 
も まだ 日 本 で は 知ら れ て いる . 若い 皇子 は 得度 し た の 
で 衣 人 は すべ て これ に な ら っ た だ . 今日 で も 髪 を そる こ 


と は 盲人 の し る し と な っ て いる . COBFORMRKS 
の 間 に は 厳格 な 階級 が 成立 っ て いた . そし て か れ ら が 
検校 と いう 称号 を も て る の は , これ ら の 人 びと の 中 か 
ら 選 ば れ た 人 だ け で , この 称号 を 授け すら れる の は 京 
都 の 近く に ある 比 芝 山 の 僧 だ け で あっ た . 検校 に な り 
た いと 思う 者 は , この 比 辻 山 の 僧院 に 連れ て ゆか れ て 
試験 を 受け する の で あっ た . この 僧院 は 京都 か ら 数 マイ 
EI, 近江 に 接する 山城 の 国 の 東 に あっ た . 高位 を 
mo BAAS CAMSALLT, その 知識 と 能 の ご 
試み られ た . 人 康 親王 が 30 RIC ETAL, か れ は 日 
向 , 大 隅 , HERO 3 地方 の 治 権 を 与 ら れ た . そこ で, 
か れ は 周囲 に か れ の 命 を 伝え , その 政事 を 助け る 盲人 
教師 を 従え る こと に な っ た . か れ は 年 と っ て か ら 京 都 
に 退き , 政事 を これ ら の 盲人 た ち に 任せ た が , COS 
と は 重要 な 先例 と な っ た . 家人 た ち は こ れ ら の 地方 を 
後 白 河 天皇 が 時 位 さ れる まで 治め て いた . そし て 日 本 
の 盲人 た ち に と っ て 最も , 幸福 な 時 代 が 始ま っ た の で 
ある . 

1180 年 に 国内 に 反乱 が 起き , 平家 と 源氏 と いう 二 
つの 反対 勢力 が 権力 を 争っ た . この 戦乱 は 盲人 に と っ 
て も ゃ 不幸 に 満ち た も の で あっ た . それ は 戦乱 が た い へ 
ん な 災害 を 及ぼ し た か ら で あ る . 1200 年 代 の KOS 
ろ に は 盲人 た ち は あ ちこ ち に 分 散 し , も と の 哀れ な 貧 
し い 状 態 に 落ち 込ん で し まっ た . 

や が て 政府 の 注意 が この 盲人 の 悲惨 な 状態 に 向け ら 
れ , 各地 方 の 執権 に 盲人 を 保護 する よう に と の 命令 が 
くだ っ た だ た. し か し , 後 土御門 天皇 の 治世 後に は あぁ た た 
び こ の こと が 行なわ れ な く な っ た . 徳川 家 が 政権 を 所 
る よう に な る と , 盲人 た ち は 盛 ん に か れ ら の み じ め な 
状態 を 訴え た . そし て か れ ら に 対し て 各国 を 旅 し て , 
村 の 庄屋 か らい くば く か の 援助 を 受け て も よい と いら 5 
許可 が だ され た . その 後 も , こう し た こと が 続い た . 
保養 院 を 作っ て 盲人 を 助け よう と いう 努力 が 始め られ 
qe: 

Se COREE. 座頭 な ど と いう 盲人 の 身分 制 が まだ 


- 続い て いる . この 一 種 の ギル ドド の 会 員 は だ いた い 二 つ 


の 職種 の どちら か に 従事 し て いる . それ は 音楽 家 と あ 
ん まで ある . 盲人 音楽 家 の 歌 う 歌 は お お よそ 忠義 を 内 
容 と し た も の で , 平家 の 盛 衰 を 物語 っ た り , 紫式部 と 
いら 女流 詩人 の 物語 を 語っ た りす る の で ある . これ ら 
の 歌 の 伴奏 楽器 と し て 最も よく 使わ れ た の は 琵琶 , = 
味 線 , CHS. Bebo SALE AL 
Mira, 人 びと に 非常 に 愛好 され て いる . お り が あれ 
ば か れ ら は 屋敷 の 中 に 招 か れ て , 高中 の 人 びと の 前 で 
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弾 じ た りす る こと も ある . 成年 と な っ て か ら 矢 明 し , 
最も た くみ な 音楽 家 で ある 生来 の 盲人 と は 競争 で き な 
い 人 びと は , 物語 師 と な っ た り , 日 本 語 や 漢語 の 詩 を 
即興 的 に 作っ た り し て いる . 盲目 の 皇子 で あっ た 農 丸 
は , 最も すぐ れ た 日 本 詩人 の 1 人 で あっ た . その 他 の 
盲人 の 群れ は 易 者 を や っ て いる . し か し , 最も 注目 す 
べき も の は あん まで あり , か れ ら は 街頭 で 高い 呼 声 を 
あげ て 歩き ほ , よく 人 びと に 利用 され て いる . 日 本 に は 
また 盲人 の 作家 も いる . その 1 人 で 最も 有名 な 壇 保 己 
— (1745~1821) は 635 巻 の 書物 を 著 し て お り , それ 
ら は 時 代 を 記録 し た も の と し て な か な か 価値 の ある 文 
書 と され て いる . 

半 盲 者 の た め の 図 書 非常 に 大 型 の 活字 で 印刷 され , 
弱視 者 ある い は 半 盲 者 に も 読め る よう に し た 図書 に つ 
いて 質問 され る こと と が ある . こ の 種 の 本 は 数 も 少な く , 
ほとん ど は 宗教 の 方 面 の も の だ けが 負 版 され て いる . 
この 本 は 異常 に 大 型 で 鮮明 な , きわ め て 視力 の 弱 い 者 
も これ を 認め られ る よう な 印刷 を し て いる . レー ゲン 
スプ ブ ルク の Pustet 出版 社 で ドイ ツ 語 に よる カト リッ 
ク 教 関係 の 書籍 が 出版 さん て お り , これ ら の 本 は ある 
種 の 盲 学 校生 徒 に 役立つ . 


バイ レン ベッ ク (Weilenbeck, Josef) 大 公 マ イニ ン 


ゲン の 官 延 俳優 . 1820 年 , フ ィ ウ メ に オー スト リア の 
高級 官 更 の むす こと し て 生ま れ , ます 法律 学 を 研究 し 
た が , 次 に 長く 抱い て いた 演劇 に 向っ た . プラ ー グ の 
ドイ ツ 劇 場 で 長らく 活動 し た の ち , 1870 年 に か れ は マ 
イニ ン ゲ ン の 官 廷 劇 場 の 一 員 と な り , この すぐ れ た 俳 
優 は 神経 的 な 眼病 に か か り 完 全 に 失明 し た . それ に も 
か か わら ず , か れ は その 職業 に 忠実 に と と まり , 相 変 
ら ず 以前 の 役割 を 演じ た だ け で な く , か れ は 新しい 役 
割 ま で も ゃ 練習 し た . か れ の 盲人 俳優 と し て の 業績 は 認 
め ら れ , ドイ ツ の 大 都市 で の 「 マ イニ ン ゲ ン の 人 々 」 
の 客演 に は バイ レン ベッ ク は な く て な ら な いも の と な 
っ た . 幾 生 の 人 びと が か れ の り っ は ば な 表情 に 動か され 
る 演技 や か れ の 確実 な 態度 を か れ が 和 失明 し て いる こと 
Prive aS Vie 

バッ ツ コ (Baezko, Dudurg, von) プロ シア , ケー 
ニッ ヒス ベル タク 砲兵 学校 の 歴史 教授 で , 1756 年 , 東 
プロ シン ア に 生ま れ た だ た. ハン ガリ ア 人 で ある 父 は 将校 と 
し て プロ ンプ 軍 に 勤務 し て いた . 7 年 戦争 が 起こ っ た 
と き , 母 , 兄弟 姉妹 と 若い バッ ツ コ は 東 プ ロ ン ア の ケ ヶ 
ー ニ ッ ヒ スベ ルク に 避難 し た . し か し , ここ にゃ 止 ら 
ず , よら やく 騎 兵 大 尉 に な っ た 父 の あと を 追っ て 各地 
を 流浪 し , あふ た たび ケー ニッ ヒモ スベ ルク 帰っ て き 





た . その ころ バッ ツ ュ は 中 学 , 大 学 の 課程 を 踏み , 
多少 落ち つき の な い 生 活 を 送っ た . 年 少 時 か ら 右 脚 が 
短かっ た し , また 不幸 に ゃ 右腕 を 甚 し く 傷 つけ , 十分 
に 使用 で き な く な っ た . 21 歳 の と き 天 然 瘍 に か か り , 
一 方 の 目 は 全然 , 他方 の 目 は ほとん ど 見 えな く な っ 
た . と の と きか ら 幾 多 の 不快 と 戦い , 天然 間 の た め に 
み に く く な っ た お そろ し い 顔 だ ちや , また , あし な え 
PRADKORZO fe Mitis けれ ば な ら な か っ 
た . 1791 年 結婚 し 3 男 4 女 を も うけ た . 

か れ は 大 学 の 教師 と し て ケー ニッ ヒス ベル ク に 行こ 
ら うと 努め た が 徒労 で あっ た . か れ の 最大 の 著作 「 プ ョ 
シア 史 」 も この 場合 何 の 役 に も 立た な か っ た . の ち に 
ケ ニ ッ ヒス ベル ク の 陸軍 学校 の 教授 と な り , 多年 この 
職 に 止 っ た . 

バッ ツ コ は 軍人 の むす こと し て ケー ニッ ヒス ベル タク 
の 上 層 社 会 に 出入 し , ビュ ー ビ ー・ フ フォン" デ 生 回 
ツ 伯 を 動か し て 盲人 院 を 設立 し た . 1816 年 ベッツ コ 
は この 弄 人 院 の 代表 者 と な っ た が , これ は の ち に 発展 
し て 学校 と な っ た . 1823 年 に 没 し , 7 -= 5 Ee 
ルク の カト リッ ク 慕 地 に 葬 ら れ た . 

バッ ツ ュ は 非常 に 詳細 な 自伝 「 我 一 生 の 歴史 | 3 巻 
を 著 し , 死後 出版 され た . 
バラ ンタ ン ・ ア ユイ (Valentin Hasy) 1745 45. oe 
ンス の ピカ ルビ ー に ある サン ・ ユ スト ・ レ ・ マ レー 村 
に 生ま れ た だ た. か れ は 最初 言語 学 の 勉強 に 専心 し のち 
(に フラ ンス 外務 省 の 役人 と な っ た . 1784 年 ウィ ー ン 
KDZVT* FVYI*74#Y* ARITA ADS 
界 で 非常 な 名 声 を 博 し , 上 流 社会 の 話題 に の ほっ た そ 
の 年 , アテ イ は 盲 教育 を 始め た . フラ ンス で は それ ま 
で 盲人 福祉 の た め の 事 業 を 行なう 地盤 が 非常 に よく 
準備 され て いた . それ は 世 人 の 注目 を 集め た ディ ドロ 
(Diderot) の 一 文 「 盲 人 に つい て 」 に よる ぁゃ の で , 
これ は 1759 年 に 出版 され て い る の で , ア ュ イ HE 
ある フラ ンス 人 と し て 知ら な い は ず は な い . 

ア ュ イ が 盲人 の 不幸 な 境遇 に 注目 を し た の は , バリ 
(こい た 集団 を な す 盲人 の こじ きた ちの 様子 を みた だ 
け で な く , 盲人 が 民衆 を お も し ろ が ら せ る た め に , F 
荒い 思い や り の な い 仕方 で , 取扱 われ て いる 場面 を 
みか けた た めで あっ た . 町 の 散歩 路 で は 10 人 か ら 12 
人 の 盲人 の オー ケス トラ が , 厚紙 で で きた 大 き な め が 
わ ね を 上 鼻 に か け て , 哀れ げ な 音楽 を 奏する の で あっ た . 
人 びと は これ ら の 楽師 た ちの 不幸 な 境遇 を 思い や る こ 
Lh, Ek, それ ら の 行為 が その 盲人 た ち に と っ て 不 
名 誉 な こと こと で ある と 感じ も る と と も な く , た だ 格好 の 
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か し さ に 笑い 興じ て いた . し か し , アテ ュ イ は と うら し た 
光景 を 非常 に 悲し み , や が て か れ が よく その 事業 を 参 
観 に 行っ た アベ ・ ド ・ レ ベ (Abbé de IEpee) と 同 
じ よ うに 第 人 の た め に 働 こ ろう と いう 決心 が 吾 し て いっ 
た . LAL, アベ ・ ド ・ レ は ろう 忠 者 の た め に 働い 
て いた の で ある . アニ テイ は イタ リア 人 ラン パ ゼ ッ ト の 
行なっ た 努力 を よ < 調べ , EK, 衣 人 ワイ セン ブル ク 
の 教育 の や り 旋 を 研究 し , や が て フラ ン ソ ワ ・ ド ・ ル 
ゼー ル と いう 盲人 の 教育 を や っ て みた . それ か ら 自 分 
目 身 の 考え に 従っ て , 教育 の 方 法 を 変え て みた . か れ 
は ラン パ ゼ ッ ト の 書 字 器 や ワイ セン ブル グ の 地図 を 履 
良し た . 数 ヵ月 後に は , 招待 し た 人 びと の 面前 で 自分 
の 生徒 を 試験 し て みせ , それ が 成功 し て , か れ は 12 
人 の 生徒 を 引受 ける こと に な っ た . し か も , その 生徒 
た ちの 生活 紳 の 一 部 を 慈 善 協 会 が 負担 し た . や が て , 
生徒 の 数 は 2 倍 に な り , 数 倍 と な っ て , か な り の 生徒 
た ちか が 教 育 を 受け に 集まる よう に な っ た . それ は ア ュ 
イ が 寄宿 舎 を お か ず , 通学 学校 を 開い た か ら で あ る . 
や が て コキ ュ イ エ 通 り に 寄宿 舎 を 開く こと が で きる に 
ky だ っ だ. 

1786 年 の クリ スマ ス に ア ュ イ は 自分 の 最も よい 生 
徒 24 人 を 連れ て , ベル サイ ュ 宮 典 の 王 の 面前 に 伺 候 
Lk. 宮殿 の 人 びと は 盲人 が 読ん だ り , 書い た り , 計 
算 を し た り , 仕事 を し た り , また 音楽 を 窒 す る の を み 
て , BML. それ 以来 , アテ イ は 幾度 も 公衆 の 面前 
に で て , 目 分 の 事業 に 対す る 関心 を 呼び 起こ し , 寄付 
を 募る こと に 努め た . も ちろ ん , それ は 相当 の 成果 を 
あげ た . か れ の 事業 の 性 格 は , 学校 教育 と 職業 教育 お 
よび 音楽 教育 と いう 3 重 の 性 格 を も っ て いた の で , こ 
の 事業 の 有用 さ は た れ の 目 に も 明らか で あっ た か ら , 
ァ ュ イ の 努力 は 人 びと に 共鳴 を 与え , 援助 の 気持 を 起 
こさ せ た . 

Aa ODAGE DY tOBBICIFE EGER LEO 
を みて , TatriipnroxisiRSk DOAMTHE. T 
も 相当 の 成績 を あげ る だ ろう と 信じ る ほど に な っ た . 
この 試み を 思い つい た の は 1789 年 で あっ た が , それ は 
学校 の 規模 を 生徒 数 100 人 まで 拡張 し よう と する 試み 
た と き , 革命 の 突発 に より 中 断 さ れ , その うえ ア ュ イ 
と か れ の 事業 に も 不幸 が 重なっ た . それ は , 生徒 た ち 
は 最早 以前 の よう に 教会 で 合唱 し な く な り , 革命 祭 で 
歌う よう に な っ た た めで ある . か れ ら は 1793 年 8 月 
10 日 の 祭り の と き に 荷 馬車 の 上 で 踊っ た り し た . か れ 
ら は また , 1794 年 6 月 の 5 人 総督 に よ ょ る 過激 共和 制 に 
一 役 か っ た . 生徒 の 1 人 で あっ た Avisse と いら 著名 


な 詩人 は , 1797 年 に 道徳 的 に いっ て きわ め て HDL 
VRE BX, その 中 で 主役 を 演じ た . これ ら が 
すべ て ア ュ イ を 「 疑 わし き 人 物 ]」 と し て な が め さ せ る 
よう に な っ た . そし て 校内 に お ける 道徳 は 急激 に 低下 
し , 外部 の 潮流 に 生徒 た ち が や す や す と 従う よう に な 
っ ただ. も ちろ ん , ア ュ イ に と っ て 悪い 日 ば か り が 続い 
た わけ で は な か っ た . か れ の 事業 の 多く に 対し て 好意 
ある 法令 が だ され た . 盲人 に 敵意 を 抱く な ど と いら うこ 
と は , だ れ の 気持 に も 肖 ば な か っ た か ら で あ っ た . し 
DL, さま ざま の 施策 は 善意 に で た も の と は いえ を , TE 
し いも の と は いえ な か っ だ た だ. 

ナポレオン は 理想 主義 者 と いう 者 を あま り 重 くみ な 
か っ た が , Tat ReCLY Hic ARBRE O PES 
で ある と みた なし, 1802 年 に ア ュ イ の 事業 に 対し 謝礼 
を 述べ た だ け で , か れ を その 地位 か ら 退 け , WORK 
を 指名 し た . ア ュ イ は 直ちに 盲人 教育 の た め の 個 人 
施設 を 「 盲 人 博物 館 」 と いう 名 前 で 設立 し た . か れ に 
大 き な 愛 情 を 寄せ て いた 以前 の 生徒 た ちの 多く は , か 
れ に 信頼 を 示す た め , か れ を 訪れ た の で あっ た . し か 
し , か れ は 2000 フラ ン と いう わずか の 年 金 で や っ と 生 
活 し , 次 第 に 貧困 に 落ち て いっ た . と の と ぎ , ロシア 
DBRT VI+YR— 1 世 が 盲 学校 を セン ト ・ ペ テル 
ブル グ に に 建て る あと と を ア ュ テイ に 命じ し だ こと は , か れ 
に と っ て 諦 運 で も あり , また , 大 き な 名 準 回 復 で も あ 
っ ただ. か れ は その 盲 学校 の た め の 計画 を 1803 年 に 立 
CH. アテ ュ テイ は いく ら か の 手付 金 を と っ て , COMB 
物 , 特に 私 立 盲 学校 の 印刷 所 を 売 払い , 学校 を 閉鎖 し 
て その 指導 を 他人 に 任せ , 学校 の 監督 を か つて 自分 の 
生徒 で あっ た 盲人 へ ヘイ ルマン に 託し た . か く て , TS 
イ は ロン ア へ の 旅行 に 上 り , その 途中 , ベル リン へ 立 
寄っ た . 

ベル リン で は 当時 著名 で あっ た 眼科 医 グ ラベ ン ギ ー 
サー と 接触 し て 盲人 の 運命 に つい て 互い に 語り あっ 
だ た . か れ が ペテルブルグ へ の 旅行 に いっ し ょ に 連れ て 
きだ 逢 徒 た ちの 1 人 フー ル ニ デ エ の 示し た 能力 は , こ 
の 眼科 医 の 心 を 非常 に 動か し た の で , か れ は ア ュ イ に 


ベル リン 長く 滞在 する と と を すす め た . FLT, X 


ルリ ン で の 活動 の 結果 ., か れ は フリ ー ド リッ ヒ ・ ウ ィ 
WNW ds 3TEO EIB CHGE DE RRL, その 能力 と 
知識 と を 示し て みせ た . これ は 王 に 大 き な 感 動 を 与え 
た , その た め , 王 は 盲 学校 を 建て よう と いう 計画 を い だ 
き , ア ュ テイ が 作成 し た 計画 を 盲 学校 の 設立 の た め の 基 
準 案 と し て 採用 し た . か れ が グラ ベン ギー サー の 家 で 
知り あい に な り , 盲人 問題 に 深い 関心 を も っ て いる こ 


862 パリ ュー バル ビ 











と を 知っ た ツ ォ イネ (Zeune) を 王 に 新しい 盲 学校 の 
校長 と し て 推薦 し た . し か し , この プラ ン は 不安 定 で 
あっ た 当時 の 世情 に し て は , あま り に ゃ 大 規模 で あり 
過ぎ た の で , 実現 に は 至ら な か っ た . LAL, FI? 
の 盲人 に きた る べき 保護 事業 の 礎石 と な っ た と いう 和 省 
えな い 大 き な 功 績 は アニ ュ イ に 帰せ な けれ ば な ら な い . 

セン ト ・ ベ テル ブル グ で の ア ェ イ の 成果 に 関し て は , 
あま り 成 功 で あっ た と いう と と は で き な い . それ は か 
れ が ここ に 11 年 潜在 し て , 盲人 教育 こつ いて の 自分 
の 方 法 を , この 方 面 の 有力 者 た ち に 例示 し , FORM 
席 者 の 満足 を 得る こと が で きた が , か れ は ロン シア に お 
ける 盲 学校 の 建設 を 事実 と し て 着手 する こと な し と, 
1819 年 ぺ リ に 帰っ た か ら で ある . その 後 , か れ は 自 
分 の 兄 第 で ある 有名 な 勉 物 学者 ル シ ネ ・ ア ュ イ の 家 で か 
な り 健 し い 生活 を し , 1822 年 に ほとん と 世 か ら 忘 れ ら 
AU hey eee ae 

724 OBAK 関す る 著書 Essai sur 1 education 
des aveugles 年 人 教育 に 関す る エッ セイ ) は , 1786 
年 に 党 き 出し の 黒色 盲人 用 文字 で 印刷 され た も の で , 
盲人 の た め の 書 籍 の 最初 の も の で ある . この 論文 の 中 
で 和 青 人 教育 に 関す る 自分 の 見 解 の 結論 を 述べ て いる . 


も う 一 つの 著作 は 1810 年 に Memoire historique sur 


les telegraphes (電信 に 関す る 回 想 ) が 刊行 され て い 
る が , この 中 に も 盲人 教育 に 関す る 注目 すべ き 記 事 が 
見 い だ さ れる 。, 

ア ュ イ の 死後 や っ と 世の中 は ア ュ イ の こと を 思い だ 
Lik. か れ の 始め た 事業 は , その 破滅 を 招 こ うと する 
多く の 激 浪 に も か か わら ず , 次 第 に 発展 し て , フラ ン 
ス 国 外 に も その 名 声 を か ち 得 た の で あっ た . そこ と で 人 
びと は これ ら の 事業 を 創始 し , その 理念 が 原理 と し て 
博愛 的 で あり , 高貴 で あっ た だ け で な く , 実践 的 で あ 
り , 実行 に よっ て 世に 示さ れ た この 人 の こと を 思い だ 
し た の で ある . か れ に よっ て 建て られ た 第 学校 に は 美 
し い 大 理 石 の 記念 碑 が 建て られ , か れ の 名 前 は フラ ン 
ス の 盲人 の 口 に 絶え 間 な く の ぼ っ て いる . その た め , 
証人 福祉 の た め の 非 常に 活動 的 な 大 き な 団 体 が 1 人 の 
盲人 に よっ て 作ら れ た . そし て , ア ュ イ の 名 前 を その 
名 と し た も の で あり , また , 盲人 の 利益 擁護 を 目的 と 
する 雑誌 も あか れ の 名 を 宛 し て いる か ら で あ る . 
バリ コ ユ (Ballu, Victor Nareisse) 1829 年 , フラ ン 
ス の アン ジェ ュー に 生ま れ , 11 歳 の と き 銃 器 の 奇 褐 に よ 
っ て 失明 し た . か く て 国立 パリ 学院 に 入り , TOR 44 
年 間 そ この 教師 と な っ て いた . 音楽 を 職業 と し て 選ん 
だ が , 注意 は 常に 工学 的 事業 , 特に 盲人 事業 に 関係 あ 


る も の に 向け られ だ . この 方 面 の か れ の 発明 は 非常 
多い が , その 中 で 記 すべ き も の は 次 の も の で ある . 
1851 年 最初 の 平板 圧 字 機 ( 打 抜 器 ) を 製作 し , 技術 
奨励 協会 か ら 功 労 章 を 与え られ た . 1861 年 , 通常 の 平 
面 字体 書写 器 を 作り , 1864 年 に は 点字 の アル ファ ベッ 
ト の 単純 化 を 考え つき , 凸 点 を 10 個 か ら 5 個 に 減じ 
た . 同年 , 点字 の 速記 法 を 9 年 後に は 短縮 の 方 欺 を 作 
っ た が , これ に より 以前 より も ゃ 拡大 され た 点字 辞書 を 
印刷 する こと と が で きた . 1877 年 , 点字 圧縮 の 器具 を 考 
KL, 一 種 の 旬 読 印刷 を 製作 し た . 1884 年 に は 歌詞 の 
楽譜 記号 を 改善 し , こと ば を 符号 の すぐ 下 に 記 ゆ | 
1886 年 , 軽く , また 棋 適 で か つ 場 所 を と る こと の 少な 
い 手 帳 を 発明 し て , 従来 の 重い 手帳 に 換え た . アル ラフ 
ァ ベ ッ ト 製 作 の た め の 小 さい 点字 器 $ か れ の 名 を と っ 
て 命名 され て いる . 

バル テマ イ テマ イ の むす こ で 盲人 マル ュ に よる 福音 
= (第 10 章 46 i~52 節 ) に よる と , バル テマ イ は 
街頭 に 座っ て も の どい を し て いた . ある 日 イエ ス が 第 
子 と 共に その 近く に きた だ とき, バル テマ イ は イェ エス 
呼び か け , 目 の 見 える よう に し て くれ と 願っ た . イエ 
ス は その 願い を 許し , ここ に お いて バル テマ イ は イェ 
AYCHE SS FOU SS Te. ) 
バル ビー アド リア ニ (Barbi-Adriani, Dante) マル ケ 
リタ 会 の 総 主事 で , イタ リア の 最 功 績 の あっ た 盲人 の 
1 人 で ある . か れ と 不幸 を 共に し た 人 た ちの た め 一 生 
を ささ げた . 25 歳 の と き 和 失明 し , その 仕事 で あっ た 印 
刷 術 を 止め た な たく て は な ら な か っ た . し か し , 文学 的 事 
業 に 向かい , 盲人 の た め 新 聞 を 創刊 し , 普通 の 文字 と 
点字 と 両 様 で 出版 し た . の ち に この 新聞 を 目 の 見 える 
者 と 見 えな い 者 の た め の 二 つ に だ 分離 した. それ は そう 5 
する こと に よっ て , 両 読者 階層 の 興味 に いっ そう よく 
適合 させ 得る と 信じ た か ら で あ る . トマ ス 会 を 創立 し 
た が , これ は 盲 人 参加 に より か れ ら の 福祉 の た め 働 く 
こと で あっ た . な お , バル ビ は フロ レン ス の 盲 成 則 の 
た め の 仕事 場 を 設立 し た . か れ は さら に SABO 
博物 館 を 建て た が , これ は 非常 に 内 容 豊富 で , 教育 材 
料 お よび 用 具 の ほか BRAD 多く の 作品 を 有 し て い 
る . か れ の 発議 (こより イタ リア の 盲人 会 議 が 開催 き 
れ , その 第 1 回 は 1883 年 , 第 2 回 は か れ を 議長 と し て 
開か れ た . これ ら の 会 議 に お いて か れ は 盲人 福祉 の た 
め の 国 家 的 の 会 を 創設 する 考え を 発表 し , や が て か か 
る 連 明 が 結成 され た . また フロ レン ス に 無料 巡回 証人 
文庫 を 設け た . か れ は 1897 年 , フロ レン ス で 没 し た . 
美学 衣 人 の 美学 すなわち 美 に つい て の 学 は , BAO 
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容易 に 近づけ ぬ 分 野 で ある . し か し , 美 は 感覚 的 認識 
を 基礎 お よび 対象 と する が , 家 人 は 視覚 の 欠如 に より , 
本 質 的 に 制限 され て いる か ら で あ る . 美 の 創作 と 鑑賞 
に 関与 する 感覚 と し て は , 最低 級 の 感覚 で ある 味覚 と 
員 覚 と は 美 の 知覚 を 刺激 し 得 な た いか ら , た だ 触覚 , 聴 
Me, 視覚 が 考察 され ん る だ け で ある . 触覚 は 通常 低級 感 
覚 と され て いる が , 盲人 に と っ て は より 高い 意味 を も 
っ て いる . それ で も 視覚 の 助け な く て は , 外界 の 美的 
世界 の 仲介 者 と し て は 不 十分 で ある . 触覚 は 狭い 分 野 
に 制限 され , 身近 に ある 延長 の 小 な る 彫刻 的 形態 を 直 
観 さ きせ る だ け で ある . も し 指 の 表面 や 伸ばし た 手 が , 
の 央 きき (に 及ば な か っ だ と き は , 太一 部 分 ずつ 次 
々 に 進ん で 行く と と が で きる だ け で , 表象 像 を 同時 に 
総体 的 に 把握 で き な い . し た が っ て , 美 の 印象 と 創造 
と に お いて その 大 部 分 は 聴覚 と 視覚 と に よっ て 仲介 さ 
れる . 盲人 に は 聴覚 だ け で 仲介 され る こと に な る . 美 
し い 自 然 と 芸術 の すべ て の 対象 と 現象 と は , 視覚 す な 
わ ち 特に 美的 な 感覚 を も っ て 知覚 され る の で ある が , 
それ は 人 に と っ て は 存在 し な い . また , それ ら の 多 
く は 触覚 で と ら え る こと が で き て も , HEALERS 
欠い て いる . 盲人 に と っ て 美 の 世界 は な か ば 義 さ れ , 
その 美 の 現象 形成 の 中 で , 少数 の 場合 は 触覚 に より , 
大 多数 の 場合 は 聴覚 に よっ て 知覚 され る 部 分 だ けが 残 
っ て いる . この 制限 に か か わら ず 無 数 の 実例 が 立証 す 
る よう に , 盲人 に お いて 感覚 作用 が 認識 作用 な ど に 調 
和 し , 盲人 が 十分 に 美 の 鑑賞 と 実践 が で きる よう, 感 
覚 作 用 を 発達 させ る こと が で きる . 生ま れつ き の 盲 人 
に し ば し ば 認め られ る こと で ある が , か れ ら が た だ 目 
だ け で つか むず む 美 の 現象 形相 た る 装飾 , 端正 , 清潔 お よ 
び 株 序 の 意 識 を 至る と ころ だ だ 現 わ し て いる と と は , 美 
感 に 対す る 内 面 的 傾向 が 自然 に より 盲人 に ゃ も 与え られ 
て いる こと と を , ソクラテス の よう ら に それ を 生得 観念 に 
帰す る に し て も , ライ プ ニ ッ ツ の よう に 精神 と 外界 と 
の 予定 調和 に 帰し て も , ダー ウィ ン の よう に 無意識 作 
| 用 に 帰し て も , 仮定 し な けれ ば な ら な い . この 内 面 的 
美 感 は 樹 人 に お いて も ゃ 晴 眼 者 同様 に これ を 伸ばす こと 
が で きる だ け で な く , 視覚 直観 に よら な いで も で きる . 
視覚 直観 は 目 以外 の 感覚 に よっ て 精神 まで 伝 達 で き な 
い が , 触覚 と 聴覚 と に より 内 官 に 伝達 で きる 美的 印象 
を 助長 強化 し て , 内 面 的 知覚 は 正常 的 で は な いと し て 
b, それ を 相応 に 作用 し , 美 の 創作 と 美 の 発見 と の 能 
力 を 与え られ る . この よう に 刺激 し 発達 させ る こと が 
=. 

触覚 と 聴覚 と に ょ る 美的 作用 は , その 度数 と 強度 と 


(こよ り , ある 意味 に お いて 視覚 の 欠如 を 補い , そし て 
美 を 感受 し , 美 の 素地 で ある 心情 は , それ に 具有 する 
法則 に 従っ て 美 を 発展 させ , これ を 明か に し , これ を 
解明 する . それ ゆえ 盲人 に 残さ れ て いる 諸 感覚 を 鋭敏 
に し , 洗練 し , これ ら 感 覚 に よっ て 自然 お よび 芸術 が 
提供 し た 内 面 的 知覚 能力 に 適応 し た 美的 教育 材料 に 方 
法 的 に 導く こと は 盲人 教育 学 の 課題 で ある . 

感覚 の 鋭敏 化 と 洗練 と は 表 学 校 で は 特に 訓練 され た 
授業 科目 で ある . すなわち 手 の 運 動 , 指 の 運動 , 造形 , 
絵画 , 触覚 練習 , 聴覚 練習 に よっ て 行なわ れる . 絵画 
教育 に お いて は 美 の 根本 形式 , 秩序 , 合法 性 , 調和 な 
ど を 直観 させ 表現 させ る こと で ある . 博物 学 , 地理 学 
DBAS, その 対象 を 全体 と し て 生き た まま 動く まま 
ICEL, か れ ら は , これら の も の に 直接 , 接触 させ 
る と と に よっ て , 盲人 の 知覚 生活 を れ を ゆたか に し , その 
美 感 を 練 成 する いろ いろ な 材料 を 与え る . な お , 歴史 
上 の 英雄 的 風姿 や 悲劇 的 で き ご と は , 教師 に よっ て 芸 
術 的 形態 に 表現 され , 盲人 の 刺激 し に くい 感情 能力 に 
印象 的 な 作用 を 及ぼ す . 詩 的 文学 の 鑑賞 は , 盲人 に と 
っ て は その 中 に 視覚 的 直観 が 現われ て いる 限り 多少 は 
局 限 され て いる が , 特に 聴覚 的 表現 と し て の 美的 形式 
(よって, 盲人 に は 魅惑 的 で ある . 美 の 法則 に より , 
音 調 よく 韻律 的 に 作ら れ 配 列 さ れ た こと ば は , BAD 
繊細 な 耳 を 通し て , 音楽 の よう に 感情 の 上 に 直接 に 作 
用 し , 文芸 的 内 容 を 内 的 知 的 に も た ら す . 芸術 的 に 形 
成 さ れ た 聴覚 的 表現 は いわ ば 音響 に お ける 絵画 の よう 
に 作用 し , 盲人 の 内 官 を 視覚 的 直観 に 近づけ る こと が 
CXS, すべ て の 芸術 の 中 で , BACL 5 CREETC 
近づき や すい の は 音楽 で ある . そ れ は 視覚 に 依存 せ ず , 
聴覚 に よっ て 知覚 能力 , 美的 意識 に 作用 し , 普遍 的 に 
理解 され る 世界 語 と し て , 概念 の 記号 や 視覚 表象 を し 
り め に か け て 直接 心から 心 に 語る . この 芸術 は 盲人 を 
美 の 殿堂 の 内 奥 に 導く に まっ た く 適 し て いる . BL, 
これ が な か っ た ら BAK SIT KEKE IEE STE 
を 宣告 され た と と に な る . 音楽 に お いて 韻律 , メロ デ 
ィ 一 調和 に より 美 の 法則 が 知ら れ , それ ら の 美的 な 協 
同 作 用 に よっ て 盲人 の 義 さ れ た 魂 は , 最も 豊富 な 知 党 
に , BOLAELALK, 愛 と 同情 と に , 身 の ひ き し ま 
る 敬 虎 と 有頂天 な 歓喜 と に 刺激 され , すべ て 高中 な も 
の , 美 な る も の へ と 喜 舞 され る . また 多く の 美的 な 視 
覚 直観 も 音 故 絵 画 に よっ て , 特に 音楽 の と き そ れ が こ 
と ば を 伴 え ば , 盲人 の 内 官 に 近づけ られ 明らか に され 
る . し た が っ て , 音響 芸術 は 証 人 の 教育 に お いて 主要 
な 科目 と な り , それ が 全 人 間 性 の 調和 的 陶 冶 を 促進 さ 
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せる 必要 が ある , 

宗教 も また 盲人 に 対し 多く の 美的 陶 谷 要素 を も っ て 
いる . 聖書 の 観念 形態 , は な は だ 詩 的 な 詩篇 , 直観 的 
な た と え 話 , 聖徒 の 悲劇 的 運命 な ど は は な は だ 多く の 
美的 素材 を 提供 し , これ を 適当 に 表現 すれ ば , BAO 
心情 は 文芸 的 内 容 を も っ て 満た され る . 美しい 形式 や 
儀式 に より 感性 的 人 間 に 神 秘 的 な も る の, すなわち 最高 
の 美 を つか むこ と を 容易 に する 宗教 的 礼拝 に お いて , 
家人 に と っ て は 礼拝 の 美的 方 面 の 有効 の 度 は 限ら れ て 
WA. ます ます 目 を 通し て つか むせ も の は すべ て か れ ら 
に は 閉 さ れ て いる . か れ ら は , た だ 鐘 の 音 , オル ガン 
OB, 讃 美歌 に その 美的 教化 を 見 出し 得る だ け で あ 
る . 中 で も ゃ 讃 美歌 は 特別 重要 で ある . 

盲人 の 美的 練 成 は その 視覚 の 欠如 の た め は な は だ 困 
難 で あり , 自然 お よび 芸術 に お ける 美 は , 彼ら に は た 
だ , その 一 部 に し か 近づき 得 な いか ら , 盲人 は 芸術 の 
仕事 に お いて 制限 され て いる こと は 明 自 で ある . BA 
に は 絵画 は で き な い し , 高等 の 建築 術 も る 閉じ し られ て い 
る . 盲人 で 人 造形 美術 家 と し て 名 を な し た 人 は ある が , 
それ は 修業 の 際 に は , まだ 目 が 手 を 指導 し て いた 人 に 
限ら れ て いる . 過去 に ゃ 現在 も 多く の 盲 詩人 が 出 て い 
る . その 中 で 著しい 仕事 を し た 人 は 中 途 和 失明 者 で , し 
か も る 高 年 齢 で な お 詩 神 に 守ら れ た 人 た ち で ある . 生ま 
れつ き の 盲 人 は , た と ぇ 天 与 の 天才 と し て 生ま れ て き 
Ch, 全 世 界 を その いつ さい の 現象 形式 に わた りこ れ 
を 自己 の うち に うら うつし, 自己 の 思想 と 知覚 と を 視覚 印 
象 に より 多様 に 構成 され た 語 誤 , 豊富 な 言語 に 表現 す 
る よう な 完成 され た 詩人 に 発展 する こと は 困難 で あ 
る . し か し , 音楽 の 分 野 に お いて は 聴覚 だ け で ある か 
ら 練 習 と 作曲 と を 通し て の 創作 は た いし て 制限 な し に 
な し 得る . それ ゆえ オル ガン 演奏 者 , 音楽 教師 , 作曲 
家 と し て 音楽 に 従事 する 者 の 割合 は , 視覚 を 有する 人 
より よい が , 盲人 の 方 が は る か に 大 で ある と いう 現象 
か ら で も わか る . 

ひと り 遊 び Bae, 中 心地 遊び な ど 数 取り 遊び の 一 
EC, すでに 以前 か ら あ り , 盲人 の た め の 活 動 手段 と 
し て と きど き 推 奨 さ れ て いた も の で ある . こと れ に は い 
ろ い ろ な 遊び 方 が ある . 最 も 多く 行なわ れ て いる の は , 
7 個 の 駒の 3 列 を 直角 に 対称 的 に 交差 させ る よう に し 
て , 十文字 形 に 並べ た 33 (ORO 中 か ら , 任意 の 一 
つの 駒 を 離し て お き , それ で 他 の 駒 を 真直 ぐに は ね 飛 
ば すか 打ち 落し て , [RESALE] の よう に し て 次 
第 次 第 に 全部 の 駒 を 取 除 き 最後 に た だ 一 つ だ けが 残る 
よう に する 遊び 方 で ある . 


ピア ノ 調 律師 この 職業 科 は 約 35 年 前 か ら 盲 学校 の 
教科 の 内 に 採 入 れん ら れ て , 盲人 の 生計 手段 と し て 最も 
すぐ れ た も の で ある と され て いる . も ちろ ん すべ て の 
家人 が この 職業 分 野 に 参与 する わけ で は な い . CHE 
対し て 適格 で ある た め に は 多く の 資格 が 必要 と され る 
か ら で あ る . 

ピア ノ 調 律 は 多く の 手工 的 技能 の ほか に , きわ め て 
鋭敏 な 聴覚 を 要求 され て お り , それ 以外 に も 育 人 と し 
て 人 びと と の 交際 , 和合 する た め に 意 を 用 いな けれ ば 
な ら な い . 

これ を 教え る 際 の 課程 は いら いろ ある が , た いて い 
は 平均 律 ,。 それ か ら 最 高音 律 , 最低 音律 に ある 単音 の 
修得 を も っ て 開始 され , その 際 , まず 8 度 音 と 5 度 音 


と で 行 な ち われる. しかし, 盲人 の ピア ノ 調 律師 は , 本 


来 の 音 の ほか に ビ ピアノ に つい て いる と ま ご ど ご ま と し だ た 装 
置 , その 機構 を 知っ て いる 心 要 が ある . 

ピア ノ 機 構 の 多種 多様 の 組織 は , 盲人 に と っ て 全然 
困難 な 点 は な い が , 小型 ピア ノ の 機構 を マス ター する 
の は 容易 で な い . そこ で は 各部 が 小さ きく, 容易 に 理解 
し が た いか ら で あ る . ピア ノ の 革 付 け は 盲人 に よっ て 
行なわ れる と と は まれ で ある . 

ピア ノ 調 律 は 人 に と っ て 非常 に 適職 種 な の で , ほ 
と ん どの 盲 学校 が この ピア ノ 調 律 科 を 整備 し て お り , 
世界 各地 か ら の 報告 も る 盲人 が これ に 役立つ こと を 明 ら 
か に し て いる . マグ デブ ル グ に ある 盲人 ピア ノ 調 律師 
ミュ ン ヒ (Minch) は , 「 初 心 ピ アノ 調律 師 の た め の 
ビ ピアノ の 機構 と 技術 教本 」 と いう 本 を 著 わ し て いる . と こと 
れ は ウィ ー ン 王立 盲 学校 で , 1894 年 に ブラ イ ュ 式 点字 
で 印刷 され た . その ほか に , アー ミ テ ー ジ (Armitage) 
は , 「 盲 人 の 職業 と し て の ピア ノ 調 律 」 と いう BO) 
論 を 発表 し て いる . 

ピ ニ エ (Pignier) パリ の 音 室 表 年 盲 学校 長 . 1785 年 
に 生ま れ パリ で 医学 の 勉強 を し , 1821 年 に この 学校 
の 管理 を する よう に 任命 され た . バラ ンタ ン ・ ア ュ イ 
以来 ビニ = ニー エ ほど フラ ンス の 盲人 の た めす ぐれ た 業績 


を 残し た 人 は な い . か れ は 19 年 間 の 活動 中 音楽 教育 』 


の 方 面 で 学校 を 改革 し た . 1824 年 に バン ダー ブー フ 
(Vanderbuch) 夫人 の 助け を 得 て ピ アノ の 授業 を 始 
め , グ ネ ー (Gneit) に より 1826 年 オル ガン 演奏 を , 
1827 年 に は マル ジュ ラン (Marjolin) に より 重複 旋 
GEO 研究 を , ゴー チ = (Gauthiér) CL) MBS 
の 研究 を 行なっ た . 特別 の 意味 が あっ た の は , ムー ラ 
ン (Moulin) に よっ て , 1863 年 に 設け すら れ た ピア ノ 
調律 法 教 育 で , 音楽 教育 の 促進 を 図っ た . 


ビニ テ は 
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や が て ブラ イ ュ の 点字 が 重要 な 意味 を も っ て いる こと 
を 認め , 1830 年 に 学校 で 有力 な 文字 大 糸 と し て 採用 し 
fe. また , か れ は 卓越 し た 紅 生 徒 に 学校 に お ける 教職 
の 道 を 開き , ほとん と 全 授 業 を まかせ , か れ ら に よっ 


。 て 個々 の 部 門 に 対す る 優秀 な 教 案 を 仕上 げ さ せ た . こ 


| の 発案 か ら , オル ガン 演奏 ( グ ネ ー), 


ビア ノ 調 律 ( ム 
ー ラ ン ), 和 声 学 (ゴー チェ ) に つい て の 論文 が で き 


上 り , ブラ イ ュ は 盲人 の た め に 歴史 の 概要 を 著作 させ 


られ た . か く て , オル ガン 演奏 と いう 職 や ピア ノ 詩 律 
と いう 職業 の 二 つ の 新しい 生計 の 道 が 作ら れる よう に 
Pes た だ. 

機械 的 な 機能 に 対し て も , ビニ エ は 同様 に 公平 な 処 
置 を と っ た . これ は か れ が 各 生 徒 が 多数 の 手 雲 な ど を 
修得 する 義務 が ある と 定め た こと に よる . これ も ま 
た , 好 結 果 を 生み , 生徒 中 の 2 人 が 発明 し た も の が 特 
許 を 得 た . 確か に ビニ ェ が 非常 に 実用 上 の 要件 に 重き 
を お いた こと は 各 方 面 か ら 高く 買わ れ て いる . この 反 
面 , 古い パリ の 学校 の どの 校長 より も 在職 中 ビニ エ は ほ 
ど 激 し く 攻 撃 さ れ た 人 は な い . 羨望 と し っ と 心 が か かれ 
と 迫っ て ゆき , か れ を 迫害 し た の は か れ の 部 下 自身 で 
あっ た . 1874 年 に 没 し た . か れ の 著作 に つい て は 次 の 
も の が あげ られ る .「 ズ バリ 青年 盲 学校 の 3 人 の 教授 お 
凡人 の いで の 界 伝 1( ブ プラ イ ユ ュ , ゴー チェ , ムー 
ラン ) 18594, BLO [-3) FER 学校 に 関す る 歴 
史 的 論文 ] 1860 年 . 
ピュ イ ゾ ー (Puisaux) この 盲人 は 名 が 用 いら れず 
いつ も この よう な 名 称 で 指示 され て いた . か れ と ディ 
ドロ (Diderot) CORAM, 有名 な 「 盲 人 に 関す る 
書簡 」 +B< BRL ico hk. 次 に この 盲人 に つい て 知 
られ て いる こと は , 18 世紀 の 中 ご ろ , この 盲人 の 生活 
し て いた 時 代 に は , 盲人 教育 は 今日 の よう に 特別 な 注 
意 の 対象 で は な か っ た . 

と と ろ が , 哲学 教師 と し て パリ 大 学 に 働い て いた か 
れ の 父 は , わが 子 の 有望 な 傾向 を 助長 し , 可能 な 限り 
これ を 教育 し , その 手段 と し て いわ ゆる 会 話 に より , 
常に 有用 な ある い は 学問 的 対象 に これ を 向け た だ け で 
な く 触 覚 を も 利用 し た . この 少年 が 14 歳 に な っ た と 
き , 父 は これ に 植物 学 と 化学 と を 教え , Mme Ase 
に お いて この 方 面 で 同級 生 を し の い だ . 年 少 で 両親 を 
失 な っ た が , 残さ れ た 財産 を 所 有する こと に な っ た . 
か く て 快楽 の 世界 に は いり 込み , DAO RICE CT 
気 の よ さ を 発揮 し , 経済 的 状態 は た ち ま ち 第 迫 し , そ 
の 財産 が な く な っ た こと を 知っ た と き は , も ゃ は や どう 5 
に も で き な い 状態 で あっ た . 間もなく 結婚 し , 反省 し 





て 生活 の 基礎 を 作ろ うと 決心 し た . 同情 の 的 と な ら ぬ 
だ た め , か れ は パリ を 去り , フラ ンス の ロワ レ 州 の 小 市 
ピュ イソ ー に 移り , ここ で 酒類 製造 に 従事 し , これ を 
パリ に 売り さき ば いた . 夜 に は 妨げ が な か っ た の で , 夜 
働い て 昼 眠る の が 習慣 で あっ た . か れ も た いて い の 盲 
人 の よう に 整頓 ず すき で あっ た か ら , 妻 が 起床 し た と き 
に は 家 は すでに 除 され 整頓 され て いた . 

ディ ドロ は , か れ と 注意 を ひい た 論 究 の 対象 と する 
た めか れ を 訪問 し た . デ ィ ド ドロ は , か れ が その 子 と 読み 
を 教え て お り , その た め に 白色 の 金属 の 薄板 に 現 わ し 
た アル ファ ベッ ト を 利用 し て いる の を 見 た . 両 人 間 の 
対話 は 当時 に は た し か に 注意 に 価 す る も の で あっ た . 
ディ ドロ は , か れ に 鏡 を どう 考え る か と 問う た . か れ 
は 「 そ れ は 事物 を の も の か ら は な れ て 浮き 出し に 表 わ 
す 装 置 で あっ て , 事物 は 鏡 に 対し 一 定位 置 に お き 手 は 
これ を 触 知 す る 事物 の 側 で な く , その 上 に お か ね ば な 
ら ぬ 」 と 答え た . Bee, 顕微 鏡 に も 及び , その 他 , 
盲人 に は あま り 知 られ て いな い 多 く の 器 算 に ゃ 話 が 及 
Gy (ee 
ブラ ウン (Braun, Jacob) 1794 年 , ブル ツ ッ ク ・ ア ン 
・ デ ヤ ・ ラ イタ に 大 工 の か し ら の むす と と し て 生ま れ 
た . ク ライ ン 学 院 の 生徒 と な っ て 異常 な 注目 を 集め た . 
SROLECBBOR OILS と な っ た が , 両親 か ら 
きわ め て 適切 な 教育 を 受け る こと が で きた . そし て こ 
の 教育 は , か れ が いろ いろ な 仕事 に 非常 に 上 達する と 
いう 結果 と な っ て 現われ た . その 理由 は , か れ が 父 の 
手 仕 事 に 使う 工具 を 自分 の 力 の 及ぶ 程度 で 活用 し , 仕 
事 場 に いて こう し た 工具 を 常に 身近 に お いて , その こ 
と を 通し て さま ざま な 精神 能力 を 育成 する こと が で き 
た だ た か がら あら っ 症 M804 年 5 月 MM3 委 Ja ク ライ ネイ シン は この 
9 歳 の 少年 を 引受 け て , か れ の 教育 を 試み に や っ て み 
よう と 考え た . この 日 が クラ イン 盲 学校 の 創立 の 日 と 
な っ た の で ある . その 理由 は この 試み が 成功 し て め ざ 
まし い 飛 躍 を 遂げ びる こと と な っ た か ら で あ る . 

ブラ ウン は 非常 に 理解 の 早い 生徒 で , か れ は その 先 


EDEBUCA DY, Be eteoliOD Chote. か れ は 手 


工 技能 と 同様 , 学問 的 な 事柄 に お いて も ゃ 非常 に 進ん で 
いた . 特に か れ は 指物 職 の 仕事 が 非常 に 巧み で , の ち 
に は 年 少 の 盲人 で この 職業 科 で の 教師 と な っ た . クラ 
イン 盲 学校 の 博物 館 に は , まだ か れ の 手 に な る 手工 作 
品 が 保存 され て いる . 

ブラ ウン は 慎み 深い 人 好き の する 性 質 で あっ た うえ 
に , クラ イン に 対す る 深い 感謝 の 念 が か れ を 動か し て 
いた か ら , 生徒 と 先生 が すぐ に 固く 結ば れ , クラ イン 
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が その 最初 の 生徒 を 手 放 そ うと は し な か っ た . 

ブラ ウン は どの 手工 技能 に も 上 達し て いた . か れ は 
書 で さま ざま な 物 を 作り , 中 で も 動物 の 姿 を 作る こと 
が で きた . EO, いろ いろ な 機具 や 機械 占 を 自身 で 
製作 し た り , 学校 の 庭園 に あっ て は 非常 に 活動 的 で , 
種 を いま た り , 植物 を 植え た り , 接木 まで も し た の で 
レッ Te 二 

学校 の 学生 簿 に は 次 の よう な 記載 が ある .「 ブ ラウ 
ン は , 修学 時 代 か ら 職業 科 教 師 と し て , また , 指物 師 
と し て 青学 校 に 勤め た の も , 1839 年 7 月 3 日 病院 で 死 
去 し た 」. 
ブラ ッ ク ロ ッ ク (Blacklock) 1741 年 , スコ ツ ト ラ 
ンド の エー ナ に 生ま れ , KRABOKDEREG カ月 で 失 
明 し た . か れ に は 視覚 の 記憶 は 少し ゃ 残っ て いな か っ 
た が , か れ は の ち に エジンバラ 大 学 の 博士 と な り , ス 
ュ ッ トラ ンド 教会 の 牧師 と な っ た , 有名 な 説教 師 で あ 
り 価値 ある 詩人 で も あっ た . この 盲目 の 少年 を 硬め る 
た め , 単純 な 練 志 工 で あっ た 父 は , か れ の た め に ヒ 莉 十 
の よい 本 を 読ん で や る し, 数 人 の か れ の 仲間 は か れ に 
ラテ ン 語 を 多少 教え た . 19 歳 の と き 父 を 失っ た が , 


この で きど と の た め 心 の 底 ま で ゆり 動か され た . それ . 


か ら , エジンバラ に お も むき 大 学 の 講義 を きい た が , 
ステ ィ ー ブ ン ソ ン 博 士 (Stevenson) は か れ と その 進歩 
と に 興味 を も っ て いた . この 盲 学生 は 勤 紡 に 古典 的 孝 
養 を 受け , 各国 語 を 学び , 音楽 を 修め , 神学 上 の 学位 
を 獲得 し た . 1761 年 結婚 し て , スコ ュ ッ トラ ンド 教会 の 
牧師 に 任命 され た . か れ の 動か な い 信仰 は , か れ を い 
っ さい の 人 生 不 如意 に TOME <I S せ た だ た . 1791 年 
edz Ure. か れ は 広い 教養 と 普遍 的 認識 を も っ て いた 
が , これ は 大 な る 勤勉 , 誤り な き 記 憶 と に より て 得 た 
の で ある . また 父 や 青年 時 代 の 友人 , 大 学 の 教授 た ち 
の 援助 に も よっ た も の で ある . 人 生 に お いて 盲人 の 遭 
過す る 幾多 の 障害 に か か わら ず , 盲人 の 最大 多数 が な 
お ざり に され て いた 時 代 に お いて , その 知 的 お よび 道 
徳 的 素質 を 極度 に 発 着 さ せる こと が で きた . 

12 歳 の と き 若 い 女 友達 に 詩 を 貢 げ , 少年 らし い 作 
品 の 中 に 最も や さ し い 感受 性 が 単純 に 自然 に 表現 され 
て いる の が 認め られ た , か れ は 少年 時 に 一 つの 著作 , 
すなわち 一 つ の 詩集 を 公 に し た が , その 中 に 注意 すべ 
き は ホー マー 流 の 響き , あま り 知ら れ て いな い 哲 学 的 
表 自 , , な 必 び に フラ ンス 語 , ラテ ン 語 大 記 が 見 全国 9 
る . か れ の 書物 や 談話 か ら 多数 の 表象 の ほか に , BA 
特有 な 刺激 的 の 表 白 や 魅惑 的 な 特徴 が 見 出さ れる . 

一 方 , 自 巳 の 盲 中 つい て 語る と と を 決し て は ばか 


ら な か っ た . ブラ ッ ク ロ ッ ク が , どこ に と る 結 目 に 固有 
の 印象 の 説明 を 与え て いな い の は 不思議 で ある . 
プラ トー (Plateau, Josef Anton Felrdinand) ベル 
ギー の 物理 学者 . 1801 年 に 生まれ, か れ の 故郷 の 町 の 
TEASER CEO, リュ ェ ッ ティ ッ ヒ の 大 学 に 入り , 
学位 を 獲得 し た . か れ の 学位 論文 は 「 視 覚 器 官 に 対し 
て 光線 に より て つく られ る 印象 の ある 特性 に つい て 」 
“Sur quelques proprietes des impressions produits 
por la lumiere sur 1organe de la vie” は , か れ の 名 
声 を 高め , ジャ ー ン (Gand) の 大 学 設立 に 際 し , 1835 
年 , 実験 物理 学 お よび 天文 学 の 教授 に 任命 され た . か 
れ の 発明 は フ ハ ァ ン タス ュ コー プ ( 幻 像 を みる 装置 ) と 
アノ ルト スコ ー プ ( 有 眼 の 錯覚 を みる 機械 ) で ある . こう 
し た こと に 絶え ず 努 力 を し て いた の で , 次 第 に 目 が 弱 
OPON MEY. Ba aCe RS NE 

し か し , これ は か れ の 研究 を 続け る 妨げ と は な ら 
ず , ジャ ー ン 大 学 で 教授 の 職 も 続け た . 失明 し て も か 
れ は ケー トレ ー (Quetelet) と 共に 物理 学 概論 を 公 に 
し , その 最初 の 2 部 すなわち 序論 と 力学 は か れ に よる 
も の で ある . 1871 年 まで 教職 に あっ て 活動 し , 1883 
ラン の 
フー ル ニ エ (Fournier Alexandr) パリ の 商人 の お 
FOC ご どく 幼い ころ に 天然 間 の た め 視 力 を 失っ た . 
か れ の 父親 は か れ の 世話 を バラ タン ・ ア ュ イ (Vale- 
ntin Haiiy) に 託し た が , フー ル ニ エ は 数 年 足 ら ず で 
能力 の ある 人 と な り , ア ュ イ の 誇り と な っ た だ た. かれ は 
書き 方 に 非常 に 上 達し て いた だ け で な く , 凸版 の 地図 
の 取扱 い に も た け て いて , 晴 眼 者 が 地図 を 見 る の と 同 
じ く らい の 早 さ で , 指 で その 盲人 用 地図 を 触 知 す る の 
で あっ た . ERHARICEBALTWT, 当時 使わ れ て 
いた 計算 盤 を 使っ て , か れ は 最も むず か し い 操 作 を 早 
く , 正確 に 行なう こと と が で きた . フー ル ニ エ は 盲人 数 
学者 パン ジェ オン (Paingeon) の 教え を 受け て , 数 
学 の 知識 を いっ そう 完全 な も の に し た . アニ ュ イ は フー 
ル ニ エ を ペテルブルグ 連れ て いっ て , FROME 
を 示 そ うと 考 ん た. フー ル ニ エ は ペテルブルグ に と 止ま 
り , そこ で 結婚 した. 

な お , 触れ て お か な けれ ば な ら な いと と は , フー ル 
ニ エ が 盲人 の ロー デン ベ バッハ (Rodenbach) の 集会 で 
足 指 の 触覚 の 実験 を 何 度 む 試み て いる と と で , と き に 
か れ は 点字 印刷 用 の 母 字 欠 板 を 足 指 で 読む や こと を や っ 
て いる . 
プレ スコ ッ ト (Prescot Harry Shoobridge) オー スト 
ラリ ア の 盲人 の た め に 多く の 功績 を 残し た . プレ ス ュ 
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ッ ト は イギリス の ケン ト に 生ま れ , 瓦 工 と し て , 活動 
を 始め た . か れ は 1 眼 を 失い , アメ リカ へ 移住 すれ ば 
その 状態 が よく な る も の と 信じ て いた . 最初 は 水夫 と 
し て , 次 に 警官 と し て 活躍 し た が , や が て オー スト ラ 
リア へ ゆく 運命 と な り , ま た, 全く 失明 し て 貧 第 院 へ 入 
敵 め れる に 至っ た . こ と ここ で か れ は 浮 彫 り 文字 を 覚え , A 
ル ボ ルン の 学校 に 入学 で きる よう に な り , オル ガン 演 
奏 家 に な ろう と し た . し か し , か れ に は 必要 な 才能 も 
この 役 を する 身体 上 の 適性 も な く 努 力 は し た が 成功 し 
な か っ た . と ころ が , 偶然 に も 適当 な 仕事 へ の 道 が 開 
か れ た の で ある . ある 日 曜日 の 朝 , か れ が いつ も の よ 
うに 聖書 を 読ん で いる と , 1 人 の 失明 し た こと ども が , 自 
分 に も 神 の と と ば を 与え て ほし いと か れ に た の ん だ . 
プレ スコ ュ ッ ト は , この こども に 聖書 読ん で 開 せ せ た . 
これ が きっ か け と な っ て か れ は 運命 を 同じ くす る 者 
の 味方 に な ろう と 決心 し 。 シド ニー へ ゆき , そこ で 9 
年 間 盲 人 の 教師 と し て 働い た . さら に 南 オ ー ス トラ リ 
ァ を その 活動 範囲 に 引 入 れ 盲 人 を 探し だ し て は , 点字 
や 浮 彫 り 文 字 の 読み 方 を 教え , 書籍 を 調え て か れ ら に 
読ま せ た . そし て , その 中 の 労働 能力 の ある 者 に は 利 
得 を 得 さ せよ うと 努め た . 鉄道 や 汽船 会 福 は , か れ の 
活動 範囲 内 で は 自由 な 航行 を 許し て , か れ を 支持 し た . 
また か れ は , オー スト ラリ ア の 国家 か ら は 相当 の 報酬 
を 受け た . また, プレス ュ ッ ト の 夫人 は 失明 婦人 の 世話 
を し , いろ いろ な 仕事 を させ て , 熱心 に 夫 を 助け た . 
か の 女 は この 目的 の た め , 一 つの 協会 を 創立 し , この 
協会 は や が て 一 つの 50 人 定員 の 収容 施設 を 設立 し , 
盲人 の た め の 慈 善 の 中 心 に まで な っ た だ た. プレ スコ ッ ト 
は 最後 に この 協会 の 先頭 に 立っ た . この 協会 は 盲人 の 
教育 を 任務 と し た が , 学校 へ 生徒 を 集め る の で は な 
く , 個別 的 に その 住居 訪問 し て 教え た . 
平行 棒 体操 平行 棒 横木 と 地面 と の 距離 は 生徒 の 胸 ま 
た は 肩 の 高 さ に 当たり , 横木 の 間隔 は 生徒 の 平均 の 肩 
の 高 さ に する . 最も 簡単 な 懸垂 の 練習 は 横木 下 の 通り 
抜け , 横木 間 の 歩行 と 走行 . 下 階段 一 懸垂 に お ける 脚 
部 , 腕 部 の 活動 (鉄棒 体操 ) 高い 方 の 横槍 を と ら え て 
外側 に 直立 し た 姿勢 か ら 低い 方 の 横 族 の 上 に 横 こ な る 
運動 . 手の甲 , 手指 また は 両手 で と ら え て 1 脚 ま た は 
両脚 を の せる . 水平 懸垂 に お ける 腕 の 運動 . 一 方 の 腕 
を 屈伸 し , 側 方 お よび 上 方 に あげ , また 下方 に た れ 
る . 左右 の 手 を 順次 に ぎる . 片方 の 手 の 上 を 握っ て 交 
差し て 握る よう に する . 下 か ら 手 を 突 込む . THRE 
と 手 懸 垂 と の 交互 , 脚 部 の 運動 , 水平 懸 垂 お ける 一 方 
お よび 両方 の 脚 部 の 伸長 , FERC ITB NB YO Sie 


た び 水 平 懸 垂 へ 復 す る . 同じ 高 さ に し た 横木 に よっ て 
側面 懸垂 お よび 斜 位 懸 垂 . 外側 に 立っ て 支持 練習 . # 
め に 立っ て 支持 練習 . 外側 支持 と 直立 と の 交互 . 支持 , 
直立 , 懸垂 直立 の 交互 , 支 持 , 直立 , ACPRREED 20. 
下 側 を く ぐり ぬけ て 内 側 支 持 に 至る . 中 階段 一 一 つの 
横 棒 お よび 両方 の 横 棒 に 斜め に 水平 懸垂 .。 この 懸垂 に 
お いて , 一 訪 の 膝 , 両方 の 腔 を 上 に の せ て , 腕 を 運動 
さす こと . 斜め 支持 に お ける 脚 運動 . ひざ , か が と お 
よび 脚 部 の 持上げ と 下垂 , 両脚 を 同時 に 側 方 お よび 
斜め に 開く こと , 足 部 の 交差 , 斜め 支え , 用 心して ゆ 
れる . 内 側 に 斜め に 座 す . 内 側 側面 に 座 す . 乗馬 姿勢 
(CHES. 両足 を 開い て 座 す . 外側 に 傾け て 座 す . 外 
側 側面 に 座 す . 座位 か ら 他 の 座位 に 揺 れ な いで 移行 
する こと . 斜め の 姿勢 か ら 急 に 後方 に 退 い て 懸垂 , 立 
A, 横 懸 垂 の 姿勢 に 至る . 側面 横 中 支持 お よび 両 種 
支持 に お ける 腕 部 脚 部 の 運動 , た と えば ARS 
持 に お ける それ . 脚 部 腕 部 の 持上げ , 腕 の 屈折 お よび 
伸長 た だ 1 脚 の み の せ る こと . 横 際 の 間 で 1 脚 を 前 後 
CHET SCL, BARE STH L OCR, 逆 に 下 腕 部 
に よる 傾斜 横 私 支持 , LARRABEE REIT RO ER, 
場所 に お いて , また だ , 場所 か ら stitzler し , stiytii- 
pfen する こと . 種々 の 座り 方 と し て 平行 座間 で 前 後 
に 連続 運動 . 支持 し て か つ 両 脚 を 義 じ て , AHH, 
(前 揺れ 後ろ 揺れ , 前 後 播 れ を し つつ ) 脚 を 斜 開 脚 し 
て , 脚 を 交差 し て また 屈折 し て 揺 れる . 中 間 揺 れ を 
し , また は せ ず に いろ いろ の 座り 方 の 交代 . 方 向 転換 
一 直立 , 騎乗 , 外側 斜め の 座り 方 より 座っ て いる 横木 
お よび 座っ て いな い 横 木 を 越え て 開 脚 し た 座り 方 , BR 
め に 横 品 し て 支持 し た 状態 より whic. BK DB) 
方 , 動揺 直立 より 転回 . 4 分 の 1 の 転回 を も っ て の 転 
換 お よび 転回 . 5 し ろ 揺れ に より 平行 座 の 中 央 を 脚 を 
交差 し て 揺れ る . 

ベー コン (Bacon, Nicolaus) 失明 法律 学者 で ある. 
9 歳 の と き 弓 矢 の た め 和 失明 した. 両親 は この 人 奇 福 以 前 
すでに と 決め て いた 計画 を 実行 する こと に 決し , BAL 


し て 生ま れ 15 世紀 末 , 著名 な 法律 学者 と し て 生活 し 


だ た だ = ニカ ジウ ス ・ フ ォ ン ・ ベ ンダ ン の 実例 を 暗示 し た . 

し か し , CORMXARTS LE-RICA SF bh, FBO 
障害 が 生じ , 教授 た ちさ え こ の 見 解 を 脱し な か っ た . 

ベー ュ ン に 講義 に 出席 を 許し た が , それ は これ に より 
て 恒 安 を 与え を る だ け で , か れ は それ を まじ め に 利用 は 
WO wea oe の なん S あ うた だ 、( し か が かじ ペー ュ ン (は 
著しい 進歩 を 示し , 予期 に 反し 同級 生 中 第 1 位 を 占め 
だ た だ. し か し , 人 びと は この 急速 の 進歩 は 初級 の 教授 で 
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は 可能 で あっ て も ゃ , 研究 が 進 ゆ に つれ 遅 れる で あろ 9 
と 考え た . 人 びと が 修辞 学 と 詩学 の 研究 は か れ の 能力 
の 限度 と 考え た と き で さえ を , か れ の 熱意 は いよ いよ 強 
まり , 依然 その 席次 を 保っ た . し か も , この と き で も 
か れ は 一 般 の 考え を くつ が え し , 肉体 の 盲目 と 心 の 言 
目 の 間 の 広大 な 差異 を 示し た . 卒業 後 は , ブラ バン ト 
CHEALY HME LR. 弁護 依頼 人 に より 有 為 の 材 と 誰 
め ら れ , 訴訟 に 成功 し た . 

ベル ク ホ ー フ ェ ル (Berghofer, Anton) Wav AT 
1800 年 ご どろ ウィ ー ン に 住ん で いた が , 新開 に いろ い 
ろ の 詩 を 寄稿 し た . か れ は 若い と きよ い 教 育 を 受け た 
AC REZ あま る こと が で きだ JIW. 94 
ン (Klein) が 4 年 間 か れ の 世話 を し , 盲人 援護 に 尽 
力 す る 愛国 新聞 に 若干 の 詩 を 発表 させ て , 故郷 ツ ソーレ 
ン に 帰郷 する ほど の 旅費 を 集め る こと が で きた だ た. ベル 
ク ホ ー フ ェ ル と の 交 情 は , クラ イン の 盲 児 教 育 の 考え 
を いよ いよ 堅く させ , 最初 の ドイ ッ 盲 学校 創立 は ベル 
グ ホ ー フ ェ ル と 知っ た 年 に な る . 

ヘン リー・ フ ォ ー セ ッ ト (Fawcett, Henry) 1833 
年 に 英国 の ツ ソールズベリー に 生ま れ た . 最後 に は 郵政 


大 臣 と な る . ケン ブリ ッ ジ に 学ぶ が , 数 学 の 才能 に 抜 


群 で あっ て 賞状 を も ら っ て いる . 21 歳 の と き に 猟 に 
出 て か れ の 父親 の 銃 か ら 出 た バラ 弾 が 目 に 当たり , そ 
の 痕 の た め に フォ ー セ ッ ト は 完全 に 失明 し て し まっ 
た . し か も 変ら ず 勉 強 を 続け て , や が て 著作 活動 を 始め 
る よう に な っ た . か れ の 大 著 で ある Manual of Poli. 
tical Economy は 1863 年 に 出版 され た が , これ に よ 
っ て か れ は ケン ブリ ッ ジ 国民 経済 学 の ARE LTH 
か れ た . 1865 年 に 国会 議員 に 選ば れ , CORTES 
る 一 員 に 数 を られ た . 1880 年 に 英国 の 郵政 大 臣 に 指名 
され , この 地位 に あっ て , か れ は 特に 実際 的 な 多く の 改 
間 (に よっ て すぐ れ た 働き を 示し た . か れ は 1884 年 の 
11 月 6 日 に 死ん だ . 非常 に 数 多い 著書 が か れ の 名 声 
を つく り 上 げた の で ある が , その らち の 1 冊 は ドイ ッ ツ 
語 に 訳 さ れ て いる . フォ ー セ ッ ト は 結婚 し て いる が , 
1847 年 生まれ の か れ の 妻 Gasret Millicent F. は 英 
国 の 婦人 運動 の 指導 者 と し て 活動 し て いる . 

紡績 最初 , 盲 学校 で は その ほとん ど が 紡ぐ こと は 最 
も 重要 な 手 仕 事 の 一 つ で あっ た . 少女 だ け で な く , 少 
年 た ちゃ も これ を する 義務 が あっ た . この 仕事 は 当時 は 
また , 報酬 の ある も の で あっ た よう で ある . 60 年 代 
の 終り まで , 2,3 の 少数 の 学校 で は 細々 な が ら 長 
く , この 仕事 を 維持 し て いた の で あろ りう. ヒー ンチ ュ 
(Hientzsch) は , 1851 年 の HAD 教育 お よび 教化 


(に つい て 編 績 を 家 人 の 重要 な 仕事 と 考え て いた . 1860 
年 に ウィ ー ン の 国立 紅 学 校 で は な お 紡績 機械 が 用 いら 
れ て , ここ で は 10 人 の 盲人 が 同時 に 働く と と が で き 
た . 機械 紡績 の 開始 以来 , 手 紡績 は も ゃ は や 盲 学校 の 職 
業 課目 と し て も , 見 られ な いよ うに な っ た . 

歩行 訓練 大 部 分 の 背信 は その 歩行 が 独 得 で ある 点 に 
お いて 晴 眼 者 と 区 別 さ れる . その 歩行 の 特徴 と は いろ 
いろ 異な っ た 点 は ある が , 2 , 3 の 共通 点 を も っ て い 
る . 速度 が 目立っ て 遅い 点 , 無気力 な 様子 , 前 か が み 
(に な っ た ひざ , 年 少 で あれ ば 小 ま た に 歩き , 成年 で あ 
れ ば , ほとん ど と 例外 な く 鈍 重 な 歩 き ぶ り を する 点 , 上 
半身 を 前 に か た わけ, 心配 げに 手 さ ぐ る よう に だ し た 
手 . と の よう な 歩き 方 は , ウ =ー バ ー 協 会 の 「 人 間 の 
歩行 機関 の 機構 」 に よる と , ご く 当 然 な も の と され で て 
いる . その 理由 は , 地面 を 触感 で 確 め る た め に 足 先 
が , まず お ろ さ れ な けれ ば な ら な いか ら で あ る . その 
よう な 歩行 を すれ ば , 盲人 は 傷害 や 事故 か ら 容易 に 身 
を 防げ る こと は 否定 で き な い が , それ は 美的 に も , 健 
康 上 か ら も 適宜 な も の と は いえ な い . し か も , そう し 
た 歩行 の 仕方 が さら に 他 の 欠陥 と 結び つい て いる こ 
と が 多い か ら な お さら で ある . 足 先 や ひざ の 内 側 へ の 
屈曲 , 一 方 また は 両方 の 肩 を つり あげ る こと , 上 半身 
を ふら ふら させ て いる こと , 指 を ぶら ぶら させ た り , 
爪 で 拉 き あわ せ た り , 広げ た りす る こと , REEL 
く 張 っ た り , 足 を ひき ずっ た りす る こと な と が 
欠陥 で ある . 体操 教育 の 目的 は , 特別 の 訓練 に よっ て 
上 述 の 点 を 矯正 する こと に ある . この 訓練 は 3 重 の 目 
的 を も っ て いる . 一 つ は , それ に よっ て で きる だ け 見 
た 目 に よく 自然 で 礼儀 に か な っ た ひと り 歩 き が で きる 
よう に な る こと, これ は 盲人 の 全 生 活 に と っ て 意味 の 
ある こと が ら で あ る . 第 2 に 特殊 な 作為 的 な 歩行 を す 
る こと と に よっ て , 四肢 の 行使 に 十分 な 自由 を も て る よ 
うら (に こ な る こと . そう すれ ば 自然 な 歩行 に も ゃ か えっ て 大 
い に 有 利 と な る . 第 3 に 継続 的 で 迅速 で 大 また の 歩 符 
(によって, 全身 の 全面 的 な 成育 を 図り , 筋肉 を 自由 に 
し , 肺 の 活動 能力 を 増大 させ , 意志 の 強化 を 目 ざ さす の 
で ある . また , 散歩 や 遠足 な ど で も 解決 され る が , 前 
者 は 本 来 的 に 体操 時 間 に 行 な われ る こと を 必要 と し て 
いる . 

体操 教育 の 際 の 歩行 訓練 に つい て は な お 次 の と と を 
考え ん な けれ ば な ら な い . ① こ れ ら は 事情 が 許せ ば 戸外 
に 行っ て よい が , BOD OMe BOT ES Os 
い 歩 行 の 場所 的 な 基本 条件 は 場所 に 適 し た 歩行 で あ 
る 、 じ た が っ て , これ は 初期 に 行なう こと 、⑧MVGNI 








APBWLC EB SRBURIR<Y FOLOCTH SM, こ 
> し た 訓練 も 歌 や 音楽 演奏 を 伴う と , BIC Es CH 
味 は 倍加 され , また , リズ ム に 乗っ た 歩行 の 練習 も 同 
時 に 容易 に 達成 され る こと に な る . どん な 歩行 訓練 
の 際 に も ゃ も , 体育 的 に 美しい 姿勢 を 保つ こと が 第 1 の 重 
点 と され る . ⑤ す べ て の 段階 を 通じ 独 行 と いう こと が 
原則 で あっ て 手引 き を 受け た り , 補助 手段 を 用 いる 歩 
行 は 例外 と され る . 

[準備 段階 ] まず 第 1 段 の 指導 は 方 向 感 の 養成 と 遊 
戯 で ある . その 目的 と する と ころ は で きる だ け 歩 く よ 
うに し 向け る こと に ある . 体育 的 な 規律 に よる 指導 は 
ひと まず お 預け と な る . 指定 の 地点 に 向っ て 平常 歩 で 
歩く . 初め は 拍子 を と ら ず , また , 均一 歩調 を と ら せ 
な い . そし て 次 第 に 足並み を そろ えさ せ 折 子 を と る よ 
うに する (1,2,3,4…… と か け 声 を か ける ). 強く 
踏み し め て 歩か せ , また , 一 定 の 歩調 で 足踏み を させ 
る . つま 先 き 歩き と か が と 歩き , 前 方 お よび 側 方 へ 人 
の あと を 追わ ちせ る. 円 陣 を 作っ て 左右 に 跳 躍 させ る . 
両足 飛び , HERO, 普通 の 歩行 と , 習得 し た いろ い 
ろ の 歩き 方 を 交互 に 行なわ せる . そし て 急速 歩 の 練習 
Te ERP DRA. 

[初級 ] 一 定 地 か ら 出 発し し. あるいは , それ へ 向 か 
っ て 徒歩 と 走行 と を 繰 返 す . 側 方 へ 急速 調 で 走ら せ , 
また , 前 方 へ 早い 跳 曜 を 行なわ せる . 歩調 を 加減 する 
歩行 お よび 跳 曜 . ひざ あげ , 足 合わ せ , RAPA, 225 
と 立ち な ど に よる 歩行 . 4 分 の 1 あるいは 2 分 の 1 中 
を 引き ずら せ て 歩か せる . 行列 を な し て 歩行 させ る . 
手 を さま ざま に 運動 させ , 特に 進 向 方 向 に 大 きく ぁ り 
な が ら 歩 か せる . いろ いろ な 方 向 を 交通 に 複合 させ た 
歩行 の 訓練 . 歩調 を 変化 させ な が ら 歩 か せる . 

CH) 交差 形 の 足並み で 横行 きせ る . スケ ー ト 消 
走 に よる 運動 . 蹴 曜 行 、 ス ュ コッ トラ ンド 舞踏 . 複合 歩 
行 . 競走 . 円 舞 に 簡単 な 跳 曜 な ど を 加え た も の . Aa 
fe, UH, SAL PUPS ee ye Fie. 

CER) 中 級 で 習得 し た 種目 を さら に 練習 させ る . 
その 他 の 円 舞 を 教え る . 
ホー マー (Homer) ホー マー の 名 を 冠 し た 二 つ の 広 
大 な 詩 に イリ アッ ド と オデ ッ セ イ が ある が , この 大 詩 
人 の 生涯 は すでに 古代 に お いて さえ ぇ 不明 の ベー ル に 包 
まれ て いた . か れ が いつ どろ 生き て いた か , その 祖国 
が どこ で あっ た か も ゃ も 知ら れ て いな い . ある 人 びと は , 
か れ を 紀元 前 1100 年 か ら 1050 年 の 人 と し , 他 の 人 は 
1043 年 どろ だ と し , また , 他 の 人 びと は 紀元 前 10 世紀 
の 中 ご どろ の 人 だ と 考え て いる . すでに 古代 に お いて 七 
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つの 都市 が ホー マー の 故 卿 で ある と いう 名 管 を 省 っ た 
こと が 知ら れ て いる . この 上 白髪 の 詩人 が 衣 人 で あっ た 
と いう いい 伝え が 古代 に 広く 流布 し て いた と と は , わ 
れ わ れ に 興味 深い も ゃ の が ある . 自然 を あの よう に 確か 
な 感覚 を も っ て 把握 し , 詩 に 歌い あげ た 詩人 が 視力 を 
まっ た く 欠 いて いた と は 考え られ な いと いう 意見 も , 
も ちろ ん 古代 人 に な か っ た わけ で は な い . し た が っ て , 
この いい 伝え は , 古代 に 一 般 で あっ た あの 特有 の 考え 
方 に 基づく も の と 考え ん えら れる. すなわち , 一 邊 と 高度 
ORAS CIR bb, 普通 の 人 びと より も ゃ 神々 と いっ 
そう 近い 交わ り を し , 親しい 関係 に ある と 考え られ て 
いる 人 びと を 盲人 で ある と 見 な す 考え 方 で ある . チレ 
ジア ス (Tiresias) も そう で ある し , COO 
人 や , 予言 者 も 同様 に 衣 で あっ た と され て いる . それ 
は 盲目 性 いと うら 概念 に は 長 散 と いう 概念 や , われ われ 
の 周囲 に ある 事物 や , 人 間 の 背後 に ある 事物 へ の 高い 
霊 的 観 照 力 と い ? 概 念 が 結び つい て いる た めで ある . 
その ほか に , ホー マー が 何 か の 理由 で , 恐らく は 晩年 
に 失明 し た と 伝え て いる パウ サ ニ ア ス ・ ヘ シン キュッ ウス 
(Pausanias, Hesyclius) な どの 作者 もい る. ホー マ 
ー が , 家 で あっ た と いう 伝説 に は , さら に か れ が 貧困 
で あっ た た め に , 不断 に 肖 浪 の 生活 を し な けれ ば な ら 
な か っ た だ という, いい 伝え が 結び つい て いる と こと も を 容 
易 に 説明 で きる . 

ホー ムシ ッ ク 第 児童 が 学校 に 入る と , 当初 に ホー ム 
シッ ク を 感じ る と と が し ば し ば ある . これ は も と より 
ご く 自 然 の こと と が ら で あ る . 盲 児 が 自分 の 住み 慣れ た 
環境 か ら , ま っ た く 新 し い 見 知ら な い , し か も 一 見 あま 
り 快 く な さそ うに 思わ れ , 自分 の 意 の まま に な ら な い 
状態 に 連れ だ され る と , わが 家 へ の あこ が れ か 激情 的 
に 現われ る こと は 容易 に 理解 で きる . 盲 児 と いう も の 
が 両親 の 家 で , その 不幸 ゆえ に , 甘やかさ れ , まる で 
傷病 兵 や 病人 に 対す る よう な 注意 を も っ て 取扱 われ て 
いる と いら うら こと と を 考え れ ば , その よう な こども が 学校 
DPC, すぐ に は 幸福 で ある と 感 ぜ ず , 住み 慣れ た 環 


- 境 の 中 へ 帰 り だ た いと 願う こと は ご どく 当 然 で ある . し か 


し , 別 の 場合 も 起こ る こと が ある . それ は 自分 の 近親 
た ち に よっ て こじ き に 使わ れ , また , 浮浪 者 の 生活 を 
知り , 自由 な 野外 で の 日 常に 慣れ て じ ま っ だ こども た 
bik, 教場 や 部 屋 の 中 で あま り 満 足す る こと は で き な 
Ure ieee Oe hs Ee) ONE ore 
OKT & RENAE RUCZDCHS. ホー ムシ ッ 
ク は いろ いろ な 形 を と っ て 現われ て くる . た いて い の 
こと ども は きわ め て 静か に , 身の回り に 起こ る で きど と 
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(に ほとん ど 反 感 を いだく だ け で , めそ めそ と 泣い た り , 
父親 や 母親 の 名 前 を 呼ん だ りす る だ け で ある が , ある 
こども は 大 声 で 泣き わ め き , 周囲 の 物 を 打ち こわ し , 
出口 を 探し 回 り , 力いっぱい わ め く の で , な か な か 取 
り 押え を , な だ め る と と が ぢ むずかしい. た いて い の 場 合 
は , きび し くし か る より は , や さ し く いい 聞か せる 方 
が 有効 で ある . い ろ い ろ 面 自 い 話 を きか せ て や っ た り , 
や さ し く な だ め た り , さま ざま な 種類 の 気晴らし を さ 
せ た り し て , こども ゃ の 興奮 を 静め , TOL, その 気持 
を 現在 の こと が ら に 集中 させ る こと に 努め る こと と で あ 
る . 学校 に 慣れ 親しん で いる 生徒 を ホー ムシ ッ ク に か 
か っ た こども に 近づか せ て , 世話 を させ る こと は 非常 
に 効果 が ある . も ちろ ん , 庭 を 散歩 し た り , お も ちゃ 
で 遊ん だ り , みん な に 混じっ て お し ゃ べり する こと も 
有効 で や る . また , と き に は 音楽 が 和 驚く ほど 効果 を 示 
すこ と が ある . か れ ら に ピア ノ で 小品 を 聞か せ た り , 
{LOAFER bDICKbD#KY, また 自分 で 鍵盤 に さわ る 
Se war Ciel go ene ollie Ce bie oles mee 
AY » FICK) OPN DO 6b -BERFTEI D> 4 FE 
に 切 抜 す る こと が で きる . ホー ムシ ッ ク に か か っ た こ 
ども た ち を 女性 の 手 に 任せ る こと も と き に は 効果 が あ 


る . と の よう な こと ども た ちの 心 を 静め る の に 年 長 の 盲 


少女 が 適し て いる こと が ある . も し ホー ムシ ッ ク の 発 
作 が な お ら な いと き は , あばれ 回 る こども を きび し 
7 EAS eA 7 の 

以上 の よう に ホー ムシ ッ ク に か か りや すい 形 児 童 に 
は 特別 の 注意 を 払わ な けれ ば な ら な いこ と は 明らか で 
ある . 

ミル トン (Milton, John) 1608 年 , ロン ドン に 生ま 
れ , ある 和裕 福 な 家庭 の 一 員 と し て , 当時 普通 で あっ た 
学問 的 な 教養 を 積む 段階 を 経過 し て 行っ た . ケン ブリ 
ッ ジ 大 学 で , 古代 の 古典 作家 に 親しみ , Ek, DOR 
教 闘 省 の 時 代 で は , 今日 と は まっ た く 違 っ た 意味 を 公 
共生 活 に も っ て いた . 神学 で も 大 いな る 知識 を 得 た . 
ケン ブリ ッ ジ で 詩作 を 始め た . 1637 年 に か れ は 自分 の 
教養 を 完成 する た め に イタ リア へ ム 旅 行 し イタ リア で 
イタ リア の 叙事詩 を 研究 し て , 初め て 自国 の 文学 に , 
イタ リア 叙事詩 と 張 合 える よう な 叙事詩 を 与え て や ろ 
2 と いう 考え に な っ た . 帰国 後 新聞 記者 と し て の 経歴 
を 踏み だ し た . これ は か れ が , すべ て の 政治 的 ・ 宗 教 
的 自由 の 基礎 と し て , 出版 言論 の 自由 と いう 権利 を 要 
求 し た こと に よっ た . 共和 党 が 権力 を 得 た と き ミ ルト 
ン は 外務 次 官 に 任命 され た . 枢密 院 に 委任 され 書籍 の 
改訂 に 大 き な 災 力 を 払っ た た め , 失明 する こと と な っ 





た が , その た め , か れ は 祖国 の た め 光 を 和 失っ た と い 5 
誇り を も つよ うに な っ た . 私 的 生活 に も どっ て か れ は 
文学 的 活動 を 始め た . 1645 年 に か れ は 叙情 詩集 を だ 
し , 10 年 後に は 英語 の 叙事詩 の 創作 に 着手 した. HO 
貴族 政治 に 反対 する 不朽 の 人 間 の 反逆 や , これ 関連 
し た 最初 の 人 間 夫 婦 に 関す る 聖書 の 素材 に , か れ は 強 
く 心 を と ら え られ た に 違い な か っ た . 大 胆 に か れ は そ 
の 題材 を 取上げ , 精力 的 に これ を 遂行 し て 行っ た . か 
く て 12 ORK bis [RAI BC き あ が っ た . こと 
れ は 1655 年 に 始め , 1665 年 に 完成 し た の で あっ た . 
ミル トン は また 「 復 楽園 ] を 作っ た が , と れ は 荒野 に 
お ける キリ スト の 誘惑 を 命題 と し た も の で ある . ミル 
トン は 1674 年 死去 し た . 
ムー ン (Moon, William) この 人 は 名 の ある BAN 
字 の 考案 者 で , 1818 年 ケン ト の ホー スモ ン デ ン に 生ま 
hie. 4 歳 の と き , し ょ うこ う 熱 で 一 方 の 且 の 梓 庄 誕 
失い 1839 年 に 恐らく は 第 2 の 目 の 過労 に より まっ た 

く < 失 明 し た . それ に も か か わら ず 法 学 博士 の 学位 を 導 
得 し た . 1840 年 に ムー ン は , 母 と 共に ブラ イト ン に 
生活 し , フリ ー ア (Frere) 体系 に より 読み 方 を 学 。 
ん だ . その 際 , か れ は 他 の 盲人 教育 を 試み , BS 5m 
の 失明 児童 に も っ と 簡単 な 触り や すい 文字 を 構成 し よ 
うら と いう 考え に な っ た . いろ いろ の 試み の の ち , 1847 
年 に ムー ン の 文字 で 最初 の 小 著 が 出版 され た . 1848 年 
に は 聖書 の 印刷 を 始め , 1858 年 に これ を 完成 し た . 
若い 時 分 に は イギリス の 盲人 制度 に 功労 が あり , BA 
文字 を イギリス で 始め た 最初 の 人 びと の 中 の 1 人 で あ 
る . 盲人 チャ ヤー ルス ・ ロ ビー ター (Charles Lowter) の 
補助 を 得 て , ムー ン の 仕事 は すみ や か に 飛躍 し て 行っ 
た . これ は ロー ター が 書籍 印刷 に 多大 の 資金 を 用 立 
て , 死ぬ まで この 企業 の 思 人 と な っ て い た か ら で あ 
る . 

ムー ン は 1894 年 この 世 を 去っ た が , か れ は , AD 
の 凸版 印刷 が 広く 普及 する の を AB し て 満足 し て い 
fe. と いう の は , 大 敵 帝 国連 邦 だ け で な く , オー スト 
ラリ ア や アメ リカ で も か れ の 書 は 盲人 に より 大 い に 利 
用 され た か ら で あ る . 

1860 年 に , ムー ン は 盲人 文字 普及 の た め に 行 な つ 
た 旅 の 途上 , ベル リン を も 訪問 し た . この こと が あっ 
て , 今日 で も な お 活動 を 続け て いる ベル リン に お ける 
「 ム ー ン 盲人 協会 」 の 創立 へ の 基礎 と も な っ た の で あ 
る . 

ブラ イト ン に 設け られ た 印刷 所 の 管理 お よび 書籍 普 
及 に つい て か れ の 後継 者 と な っ た の は , か れ の 1 AM 
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の アデ レ ド ・ ム ー ン (Adelaide Moon) で , この 人 は 
すでに 父 の 在世 中 に 父 の 手助け を し て いた . DOK 
は , 1845 年 ブラ イト ン に 生ま れ , 近所 の 都会 の ホー 
7 Hove) の 学校 で 教育 を 受け た が , や が て , その 
生地 に も どら な けれ ば な ら な か っ た . と いら の は , か 
の 女 の 兄 が 医師 と し て 定住 する も た め ロン ドン へ 移っ た 
と き , 失明 し た か の 女 の 父 が か の 女 を 必要 と し た か ら 
CHS. すでに 15 歳 の とき, POKILBAOKS, 
父 が 活躍 する と き , 父 の よき 補助 者 と な っ た . そし 
て , 多く の 困難 に 打 勝 ち , 父 妨 は ます ます 財政 難 と さ 
え 戦 わな けれ ば な ら な か っ た . 21 歳 の か の 女 は , FC 
に 盲 人 制度 の 中 へ 引 入 れ ら れ , この ころ 起こ っ た 母 の 
死 の あと は , 失明 し た 父 の 仕事 を 管理 し て いた . 1882 
年 , か の 女 は , 父 に 付添 っ て 北ア メリ カ 合 衆 国 を 訪ね , 
フィ ラ デ ル フィ ア と シカ ゴ に 「 家 庭 教 師 協会 」 を 設立 
し , シカ ゴ で は 聖書 協会 の 会 計 課 長 し て いた フォ ー ズ 
(Phoads) を , か の 女 の 仕事 の た め た だ 引 入 れる こと が 
で きた . アメ リカ に お ける 成功 は 少な く , 父 の 死後, 
か の 女 は 書籍 の 製作 と 普及 を 引受 け , ブラ イ ュ の 印刷 
文字 が 危険 な 競争 者 と な っ て 現われ た けれ ども 相 変 ら 
すず 凸 字 を 使用 し て 出版 し て いた . 

目 を えぐ り 取 る 刑罰 暴力 を も っ て 視力 を 奪い と る こ 
と は , 大 代 の 諸 民 族 の 中 で は いろ いろ の 犯罪 に 対す 
る , わけ て も , DA, 神殿 に 対す る 骨 と く , WI 
対す る 刑罰 と し て 利用 きれ て いた . ゲル マン の 諸 民 族 
の も と で は , BA, に せ 金 作り , 裏切り な ど に も , こ 
の 目 を えぐ り 取 る 刑 六 が 行なわ れ て いた . 東方 の 諸国 
の 宮廷 に お いて は , 好ま し く な い 人 物 を 無害 に する た 
め , この や ば ん な 償 行 が 今 も な お 存在 し て いる . AX 
えぐ り 取 る 刑 六 は , いろ いろ な 仕方 で 行 な ち れる . # 
大 な や り 方 の 一 つ は , 目 そ の も の は 残る が , 見 開か れ 
た 目 の 前 に 真赤 に 焼け た 金属 板 を も っ て き て , その 熱 
の た め 角 措 だ け を 焼き ぐも ら す と いう も の も ある . こ 
の や り 方 の 場合 に は , し ば し ば 重要 な 光 を その も の は ま 
だ 残っ て 存在 する の で ある . 眼球 を し ぼり 出し た り , 
HOH LICD, 眼球 を 切 刻 ん で 取出 し た り , 針 で と こ 
ろ き ら わ ず 刺 し ちら し た りす る よう な 種類 の あら ゆる 
仕方 に お いて は , 目 そ の も の が 完全 に 失 な われ , 完全 
SAIC SEW) SLEW SE CHW. 
BFRICSVSRHLAR (1) 目 の 見 える こども の 
最初 の 書物 は 絵本 で ある . 絵本 は こども の 豆 び で ある 
と 同時 に , か れ ら の 精神 生活 の 構成 に と っ て の 確 石 と 
し て 役立つ 無数 の 表現 の 宝庫 で ある . 絵画 は どの 教科 
書 に も の っ て いる . 毎年 , どれ ほど 目立た な い 仮 小屋 


に ゃ も や っ て くる 最も 簡単 な 通俗 本 , すなわち , AVY 
ダー は 絵画 で 飾ら ん て いる . われ われ の 定期 刑 行 物 の 
芸術 的 装 順 は その 刑 行 物 の 主要 な 魅力 を 形作っ て いる 
の で ある . 木版 画 , 鋼 版 画 お よび 銅版 画 に よる 絵画 の 
MEL, た し か に 印刷 術 に 先んじ , 印刷 術 に 道 を 開い 
て きた の で あり , 現在 で は より 新しい 形態 に お いて こ 
れ に 側面 か ら 援 助 し て いる の で ある . そし て , BOW 
える , 思考 する 人 間 自 身 と な れ ば , どこ まで ゃ 運命 を 
共に する で あろ うら う . 

この よう に 絵画 と いう も の は , 単に 個々 の 人 間 だ け 
で な く , POPC bRBCEDSE CHUN, 4 
し レ し み に つ け , 人 間 全 体 に 随伴 し て いる の で ある . と こ 
ろ が , GAMES Ti, 教訓 と 楽し み と の この 豊か な 
泉水 が 永遠 に 閉ざさ され た まま で よい も の で あろ うら か. 
「 衣 人 に と っ て も 十分 に 楽し め ゅ , わか りや すい 絵画 を 
作る と と は で き な い ゃ の か . そし て 印刷 に よっ て 復 他 
する と と は で き な い も の か . すなわち , 光 を 和 失っ た す 
べ て の 人 びと が 近づき や すい よう に する こと と は で き な 
いも の か 」 と いう 間 題 は , すでに 100 年 来 , いか に 多 
く の 育 人 教師 に よっ て 提起 され て きた こと か . 

事実 , この 問題 を 実地 に 解決 し ょ うと する 試み も な 
いわ ち け で は な か っ た . し か し な が ら , これ ら の 試み は 
最初 は 無限 に 大 き な も の や , 大 地 や , 大 陸 や , 個々 の 
国々 の 図解 的 表現 に , すなわち , 地理 的 絵画 , ある い 
は 地図 に 限ら ちら れ た の で ある . の ち に は , いろ いろ な 材 
料 か ら で き て いる 動物 や 美術 品 を 写し た り , さら に 青 
KORMMAL KY, 豊か に し た りす る 試み も 確 
か に な され て きた . し か し な が ら , この よう な 形式 
に よる 模写 は , それ と 結び つい て いる 困難 な 事情 の た 
め に 不 成 功 に 終っ た か , ある い は まっ た く 話 に な ら な 
いく らい の と と し か で き な か っ た . こう いう ひな が た 
の 効用 は , その ひな が た が 常に 一 つの 範 例 だ け に 存在 
し , 証人 の 現実 社会 に も , すべ て の 施設 に も 存在 し な 
いか 。 あるいは, ある クラ ス の 生徒 全員 に だ け は 近 づ 
き や す く , それ ゆえ , われ われ の 原始 的 な 掛 地 図 の よ 


_ うに, 個別 指導 だ け に 利用 する こと が で きる の で 非常 


に 限ら れ て いた . 

クラ ス の 増加 と 教育 の 簡明 化 へ の 努力 と と も に , こ 
の よう な 仕事 の 倍増 化 へ の 欲求 は し . ます ます 活発 に な 
っ た の で ある . さま ざま の 試み の 未 , 刻印 が も っ はら 
実践 的 な 再生 産 の 手続 き で ある こと が 判明 し た の で , 
地図 の 生産 は ぁ ふた た び 開 始 さ れ た . か くし て 刻印 づけ 
られ た 手 触 用 地図 が 生ま れ た の で ある が , その 価値 は 
今日 も いか な る 地理 学 の 教師 に よっ て も 疑わ れ な い の 
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で ある . 手 触 用 地図 に よっ て , 初め て 地理 学 の クラ ス 
授業 が 可能 に な っ た の で ある . し か し , と れ で われ わ 
れ は 満足 し , 地理 の 絵画 を た だ も っ と も な , ある い は 
りっぱ な も の と みな すこ と が で き , か つみ な し て よい 
も の で あろ うら か. 最も 不 規則 な ゆえ に , 最も 扱い に く 
い 天 然 物 の , すなわち , 大 陸 や 国々 の 縮小 され た 彫 強 
WHEEL; これ ら の 絵画 の 印刷 に よる 複写 と が 成功 し 
た か ら と いっ て , われ われ の 夫 力 の 歩み を 止め る こと 
は 理屈 に あっ た こと と で は な い . 授業 中 に は っ きり と 理 
解 さ せら れる 対象 は , この 具象 的 な 表現 の 範囲 の 中 へ 
も ゎ も たらす べき で ある . 単に 無限 に 大 き な も の だ け で な 
く , 無限 に 小さ な も の も , さら に 自然 説 の 領域 か ら 生 
じ る 数 限り な いも もろもろ の 現象 も 触覚 に よっ は 知覚 さ 
れず , ある い は 多額 の 出費 を 要する だ け で , モデ ル に 
よっ て 実地 に 説き 示さ れる と と も で き な い の で ある . 
と とろ が 一 方 , 刻印 紙 に よっ て , これ ら の 諸 現 象 を 十 
分 に 触覚 で きる よう に 表現 する こと は 容易 た こと で あ 
り , 教師 の 側 か ら す れ ば , 大 し た 苦心 も な く , BAK 
ち は そ れ ら の 諸 現 象 の 概念 を 獲得 する こと が で きる 
の で ある . この 概念 は 多く の 晴 眼 者 が 事物 や 諸 現 象 を 


表面 的 に 考察 し た り , ある い は 観察 し た りす る こと と に 


よっ て , 獲得 し た 概念 に お と る も の で は た ない. 

絵画 に 対す る 反対 者 の 多く は , 絵 の 支持 者 た ち が モ 
デル や 自然 の 対象 を 扱う こと に よっ て , 授業 全体 を 絵 
画 だ け に 依存 しょう とし, その 結果 か れ ら は 不精 で の 
ん き な 教 師 た ちの た め の 安 楽 い す の ク ッシュ ン に な り 
か ね な いと いう あ や ぶ み の 念 を 抱い て いる よう で あ 
る . し か し , これ ら の 理由 は 目 の 見 える 人 の た め の あ 
ら ゆ る 模写 に 対し て も 問題 に され た . そし て , それ に 
も か か わ ら ず , 版画 芸術 の あら ゆる 作品 を それ ら が 
悪用 され る か も し れ な いと いう 理由 で , 索引 に の せよ 
うと いら こと に 思い つく 教育 者 は 1 人 も いな いで あろ 
>. 一 の の 事物 の 悪用 の 可能 性 は 必ず し ゃ その 無 価値 
を 証明 する も の で は な い . 

良心 的 な 教師 は 最善 の 具体 的 説明 の 手段 を 案 出す る 
た め , 常に 自己 の で きる 限り の こと を する で あろ うら う . 
そし て , 最善 の 具体 的 説明 の 手 自 は 多く の 場合 , AA 
的 対象 それ 自身 な の で ある . し か し , 具体 的 に 説明 さ 
れる 自然 の 産物 や 芸術 の 作品 , sie は いろ いろ な 事 
象 が 近づき に くい , あま り に も 大 きく , あま り に も 小 
さい , ある い は , あま り に も ゃ 危険 な も の で ある 場合 に 
は , 良心 的 な 教師 は 座 ん で 絵画 の 方 を 選ぶ で あろ 5. 
Lal, た と え , われ われ が 動物 園 や 植物 園 ,. それ に 
中 等 学校 の 理解 力 の 十分 に ある 人 た ちの 最善 の 教授 用 


具 を 備え て いる この 上 も な くす ば らし い 志 物 館 を 思い 
の まま に 利用 し た と し て も , われ われ は 絵画 と か 図画 
と いら も ゃ も の を 手放し て し まう こと は で きた ない . な ぜ な 
ら , これ ら の 絵画 と か 図画 に よっ て , 触覚 器官 に と 
て は あま り に も 大 きく 」 あま り セ も 小さ く 」 BEE 
も 複雑 で あっ た り , あま り に も 危険 で あっ た り , あ る い 
WZ, まっ た く 近 づき が た いと ころ の 非常 に 多く の 事物 
Ds, 触覚 の 識別 能力 に 応じ て 表現 きれ る か ら で あ る . 
家人 と いう も の は , か れ が 自分 の 両手 で 触 わ りな が 
ら , 何 の た め ら いも な くつ か みみ 得る も の を , 一 つの ま 
と まり の ある も の と し て , じかに 概観 し , 認識 する の 
CHS. も っ と 大 き な も の は , 盲人 に よっ で 全体 画 隊 
て 「 一 目 で 概観 | され る の で は な く て , 盲人 は その 個 
々 の 部 分 に 順 々 と 触れ , FITS CLI + CHAN 
に 序列 概念 を 得る よう に し いら れ て いる . ELT, そ 
の 挨 列 概念 の 各部 分 は , それ ら が 場所 的 に 正しく 並ん 


で いる 代り に , 時 間 的 に 順次 続い て いる . ELT, KR 


に その 序列 概念 は 対象 に 繰返し 触れ る こと お よび 精神 
的 過程 に よっ て 初め て 正しく 秩序 づけ られ た 集団 概念 
(全体 概念 ) に 変え な た けれ ば な ら た ない. 

晴 眼 者 は これ に 反し て , か な り の 距離 か ら 観 察し た 
すべ て の 対象 を , た と えば , 机 と か , 建物 と か , ある 
い は 樹木 や 森林 と か を 全体 と し て と ら え る の で ある . 
そし て , 分 析 的 な や り 方 に よっ て 初め て , 比較 的 近い 
距離 か ら 当該 の 物体 の それ ぞ れ の 部 分 を 見 る こと に 
よっ て , それ ぞ れ の 部 分 の 正確 な 諸 概 念 を 得る の で あ 
る . これ ら の 諸 概 念 は 正しく 場所 的 に まとめ られ て , 
全体 概念 の うち に 秩序 づけ られ る の で ある . と ころ 
が , 盲人 は 帽子 や いす の 大 き さ の 対象 , BRCTEOK 
き さ の 対象 と いう も の を 全体 と し て , 何 の た め ら いも ゃ 
な く と ら え る こと は で き な い の で ある . いろ いろ の 全 
体 概 念 は , それ ゆえ , 盲人 に よっ て 少し ずつ 順 々 に 一 
つ に まとめ な けれ ば な ら な いこ と に な る . 

触覚 と いう も の は , あら ゆる 方 面 に 発 達 し て お り , 
も し そう で な い 場 合 は 触覚 は 1 本 か ある い は 2 本 の 指 
先 に 注意 力 を 集中 する も の と 思わ れる . 盲人 の 触覚 を 
その 人 が 読書 に 熟達 し て いる と いら だ け で 判断 すれ 
ば , われ われ は 大 変 な 思い 違い を し て いる こと に な る . 

晴 眼 者 で も , 自分 が 一 目 で 見 渡す こと の で き な い も ゃ 
の , た と えば , 町 と か , 国 と か , 全体 と し て の 地球 な 
ど が 問題 と な る と , 事情 は 盲人 の 場合 と 同じ で ある . 
そう な る と 晴 眼 者 も , 縮小 する こと と に よっ て 全体 へ の 
概 鈴 を その 人 に 可能 に し て いる 「 地 図 」 を 手 に し な け 
れ ば な な ら た ない. 絵画 の 必要 と いう 点 に 関し て の 晴 過 
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者 と 盲人 と の 間 の 差異 は か れ ら の 視界 の 広 さ が 非 常に 
異な っ て いる と いう こと に 基づく の で ある . この 視界 
が 狭 ま れ ば , 狭まる ほど , 代わ る も の へ の 必要 は ます 
Meg nRe 72H. 

し か し な が ら , 下 へ 向い て も , Ek, 知覚 の 限界 は 
目 に 対し て と 同様 に , 手 に 対し て 存在 し て いる . そし 
て , ここ で も また , 触覚 と いう も の は , な お その うえ 
に 人 工 的 な 補助 手段 を 使用 する こと の で きる 視覚 に は 
は る か に 劣っ て いる . 直径 が わずか 2 ミリ メー トル 以 
FO, それ ぞ れ の 対象 の 形態 は , それ ら の 対象 が 非常 
に 単純 な も の で あり , さら に 触覚 器官 の 圧迫 に 対し て 
抵抗 する た め に 必要 な 堅 さ を も っ て いて も , FORT 
は 例外 的 な 場合 に だ け に し か 区 別 さ れる こと は で き な 
い . 一 方 , 補助 手段 を 備え た 目 は , ほとん ど が 1 ミリ 
メー トル し か な い 存 在 す る 物体 の 形態 を や は り 認 識 す 
る こと が で き , そし て 他 面 で は 1 目 で 何 百 万 の 世界 の 
事物 を と ら え , 夜空 の 測り 知れ な い 深 みみ まで も 見 透 す 
の で ある . CLT, それ に も か か わら ず , 完全 な 理解 
力 を 有する 人 に と っ て も , 図画 に よっ て し か 理解 され 
る こと の で き な い 無数 の 物 や で き ご と が な お も 存在 し 
て いる の で ある . 

図形 や 図鑑 を 用 いな い 幾 何 学 や 物理 学 , ある い は 地 
理学 や 天文 学 の 教育 と いう も の を 考え て みよ うら . し か 
し , 理解 力 の 十分 に ある 教養 の 豊か な 人 た ち で さえ ぇ , 
目 分 の 表象 能力 , 想像 力 を 支え 保つ た め に , これ ら の 
補助 手段 を 必要 と する の で あれ ば , 光 を 矢 っ た 人 た ち 
を か れ ら と 同じ 身分 の 人 た ちの 程度 まで で も 高め , そ 
LT, それ ら の 人 た ち を 精神 生活 に 参加 させ , DAW 
は , か れ ら の 肉体 上 の 欠陥 の た め に 奪い 去ら れ た も の 
を , 徹底 的 に 教育 する こと に よっ て , で きる 限り 補充 
し , か れ ら が 生存 競争 に 十分 耐え 得る 力 を 身 に つけ る 
よう に する こと を 盲人 の 教師 が 断念 し て は な ら な い . 
そこ に は も うと これ 以上 手 を つけ ず に 放置 し て お く こ と 
の 許さ れ な い , 限り な く 大 き な 活 動 分 野 が 開か れ て い 
る . 

し か し , 晴 眼 者 た ちの た め の 博 物 学 的 製作 品 の 加工 
者 た bit, BERS, あるいは 和牛 や 鶏 な ど は , よく 
人 びと に 知ら れ て いる も の で も , 具象 的 に 表現 する こ 
と か ら 除 外し た り は し な い . な ぜ な ら , 目 の 見 える こ 
CCH 絵 を 手 本 と 比較 し て 見 る こと に よっ て 初め 
て , 相互 に 「 選 り 分 ける 」 こと と を 学ば な けれ ば な ら な 
いか ら で あ る . FLT, この 道 は すでに 12 年 前 , す 
な わ ち , アム ステ ルダム 会 議 以前 に , 起草 者 に よっ て 
歩き まれ た の で ある . その と き , か れ は 動物 界 の 領域 か 


ら の 描写 を か も と が ちょ うに よっ て 始め た . 立派 で 完 
全 な モデ ル と 不 完全 な モデ ル と は , それ ら が 存在 する 
と ころ で は , 自然 的 対象 か ら 芸 術 的 対象 へ の 絵画 と 完 
全 な モデ ル へ の 過渡 的 諸 段階 を 形成 し て お り , TOG 
合 , これ ら の モデ ル は 正確 で あり , 触覚 に 適合 する も 
の で ある こと が 常に 前 提 と され て いる . これ ら の り っ 
ば で 完全 な モデ ル や 不 完全 な モデ ル は , 実例 で 示す 対 
象 が な いた め , 正確 で , 明瞭 な 基礎 概念 を 得る こと が 
肝要 で ある と いう と き に は , 欠く と と の で き な い も ゃ も の 
CHS. と こと ろ が , と れ に 反 し て 中 心 的 な 関心 事 に は 
な ら な い が , ある 授業 科目 に お いて 話題 に な る 事物 
を , すみ や か に , Leh, 静か に 観察 する こと が で き 
る と いう こと で あれ ば , 絵画 で 十分 こと 足り る の で あ 
D. CHIT CIS ee らく eI eT rs, TSE 
し ろ 好 まれ る も の で ある . 

教師 は いつ も 自分 の 書斎 を 利用 させ る こと は で き な 
い . これ に 反 し て , その 安価 の ゆえ に 十分 な 部 数 を た 
や すく 調達 で きる 印 版画 を 配布 する こと は , 何 の さ し 
さわ りゃ 引 起 こさ な い . こう いり 2 う 方 法 で , 与え られ た 
機会 に どん な に 異な っ て いる 概念 や 観念 も , 目 然 に 
生ま れ て くる た め の き っ か けが 与え られ る . この た め 
SEC, foc, で の 古き どき つく に と は が か 欠 
陥 を 補 わ な けれ ば な ら な い 場 合 が , あま り に も ゃ 多かっ 
た . か な り 多 く の 授 業 科 目 に と っ て は , FHLB ( 印 
版画 ) は , まさ 必要, 不可 欠 の も の で ある . 

盲人 が 自ら の 発達 過程 に お いて 進歩 すれ ば する だ 
け , また , モデ ル に よる 教育 や 図画 を 使っ て の 教育 の 
影響 に よっ て , 盲人 の も つ 抽 象 能力 が 強め られ れ ば 強 
め ら れる だ け , 絵画 の も つ 意 味 は , 盲人 に と っ て ます 
ます 大 き な も の と な る も の で ある . と 同じ 程度 に , 一 
方 で は 完全 な モデ ル に 対す る 必要 性 は 減少 する の で あ 
る . 自然 的 対象 ん, た と えば , 現に 生き て いる 動物 を , 
は くせ い に さ れ た 動物 や その モデ ル と 比較 する こと に 
EoG, 2, Boers 7 OC lI, 生 
徒 は か れ の 前 に お か れ た 平版 画 . あるいは スケ ッ チ を 


精神 的 に 再 形成 し , これ と 生命 を 与え る 能力 が 与え ら 


HA. CO 2 まで 26 に と っ て は 得る と と の で 
き な か っ た 無数 の 諸 観 念 を , 簡単 で 容易 に 盲人 の 精神 


きめ お すき まま が で きる CTU, それ か が ら 教 を 了 


が 施設 を 去る と き は , か れ は 自分 の 絵本 と 絵 入 百科 辞 
典 と を も っ て 一 般 社会 へ 出 て いく の で ある . そう する 
こと は , か れ が 自分 の 拭い 去っ た , ある い は 色あせ て 
し まっ た いろ いろ な 観念 を , 暇 を みて は ぁ ふたたび よみ 
が えら せ , 枯死 し て し まっ た 観念 に 改め て 生命 を 吹込 
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み , 自ら の 見 開 , 知識 を 補 な い , か つ 深 め る こと が で 
きる か ら で あ る . 

(⑫) 第 2 の 問題 は , 「 絵 画 は 一 連 の 説明 で 理解 させ る 
手段 の うち で いか な る 地位 を 占め て いる か , そし て , 
絵画 を いか に し て 調達 する か 」 に 関し て は すでに 今 ま 
で 述べ て きた こと と で 一 部 分 は 答え られ て いる . Tis 
bb, 自然 的 対象 , モデ ル , 不 完全 な モデ ル , WH 
LET VBL OA SAE の に 0 は きだ ee 
も 呼ば れる 下降 的 系 列 に お いて , 前 2 者 は 当然 印刷 機 
に よる 複製 は で き な い . 

これ に 反し て , 15 年 来 . イル ザッ ハ に お いで な さ 
れ た 経験 に よる と , 比較 的 小さ い 対象 の 不 完全 な モデ 
ル と 比較 的 大 きい 対象 の 平 浮 出 し モデ ル , お よび 明確 
な スケ ッ チ は 印刷 に よっ て 複製 する こと が で きる の で 
ある . し た が っ て , 下降 的 系 列 に お ける 後者 の 二 つ な 
いし は 三 つ の も の と , 上 虹 的 系 列 に お ける 前 者 の 二 つ 
な いし は 三 つ の も の は 具象 的 に 表現 する こと が , 印刷 
に よっ て 可能 な わけ で ある . 

まっ た く 特 別 な 重要 性 を も つも の は , 刻印 に よっ て 
作ら れ た 不 完全 な モデ ル と 平 浮 軸 し モデ ル と で ある . 
な ぜ な ら ば , いろ いろ な 盲人 施設 が これ か ら 先 , 不 完 
全 な モデ ル を 必要 と する だ け の 部 数 を 入手 する こと 
は , ほとんど な いで あろ うか ら で あ る . 

われ われ は , 授業 と いう も の を も っ ぱら 説明 し 理解 
させ る た め の 下 降 的 系 列 の 後者 の 二 つ に だ け 頼 り , B 
目 の こども た ちと いう も の は , 画像 を 手 に すれ ば 生 
産 的 な 想像 力 の ある 作用 に よっ て , そこ と に 置か れ て い 
る 対象 自体 を , 心 の うち に 思い 浮か べ る 能力 が も と も 
と 与え られ て いる , と いう 幻想 に あみ けろ うと し て いた 
の で あれ ば , これ は 本 末 転 倒 , ま っ た く あ べ こ と べ の こ 
と を し て いた と いわ な けれ ば な ら な い . 盲人 と いう も ゃ も 
Dit, 何ら か の 種類 の 小鳥 に これ まで 一 度 も 触れ た こ 
と が な く , Ek, その 他 の 予備 知識 も ない, た と えば 家 
に 飼育 し て いる 雄 鳥 の 画像 を 一 度 も 両手 に つか ん だ こ 
と が な けれ ば , その 画像 は か れ に と っ て 完全 に 無 意 味 
CHAD. LAL, か れ が 生き て いる , ある い は 剥製 
に し た 雄 鳥 を 自ら の 手 で さき さわり, 実際 に “BR L, 
これ と 同じ 動物 の 正確 な 人 造形 模 像 と 比較 する 機会 が あ 
hit, 繰返し 触れ て みる こと で , 同時 性 の 法則 に 従っ 
て だ け で な く , 本 質 的 に は 自然 的 対象 の 助け を か り て 
獲得 され , こども の 精神 の うち に 保持 され て いる 和 観念 
を ぁ た た び 呼 び 起こ す 類 似 性 の 法則 に より , この 動物 
を 知る こと が で きる で あろ う . も ちろ ん , ボー ル 紙 の 
わく で 分 けら れ た 相称 的 な 不 完全 な モデ ル , 他 の 側 か 


ら す すめ られ た いく ぶん 燃 雑 な 補助 手段 を 用 いな く と 
b, この よう な 中 間 的 な も の を 所 有する 者 は , それ を 
利用 する こと が 良 策 で ある . 自然 的 対象 自体 の 場合 に 
は , その ゆがみ , そり と いっ た も の に よっ て 認識 され, 
や や 正しく 判断 され る の と 同様 に , 第 3 次 元 あ る い は 
深層 の 次 元 は , た いて い の 場 合 , 完全 な 半 模 型 で ある 
クン ツ の 絵画 に よっ て 誰 識 され , 判断 され る の で あ 
る . 目 も また , 深 さ , 厚 さ を ゆがみ や そり , ある い は 
影 に よっ て だ け 判 断 す る の で ある . 剥製 に され た 雄 島 
の 助け を か り て , 生徒 た ち に 別 の ョ ヨー ロッ パ の や まう 
ずら や , 雄 の 大 雷鳥 , 大 雷鳥 属 の 鳥 , 西アフリカ 産 の 
ほろ ほろ 鳥 , 雄 の 七面鳥 . きじ な どの 新しい 諸 和 観念 を 
与え る こと が , いま 問題 に た な っ て いる と 仮定 すれ ば , 
教師 の こと ば に よっ て 刺激 を 与え られ こども ゃ た ちの 生 
産 的 想像 力 は , 当該 の 動物 の 模 形 に よっ て 根本 的 に 支 
持 さ れる で あろ う . 

こども と いう も の は , これ ら の 肖 彫 り 画 を 手 に する 
こと に よっ て , 何 の 困難 も な くす べ て の 種類 の 雄 鳥 が 
一 致し た 体形 を 示し て いる こと を 発見 する の で ある . 
手 を 触れ て みる と と に よっ て わか る 差違 は , これ ら の 
鳥 の 間 に お いて は 両脚 の 大 き さ , 構造 , RS, BIO 
お お っ て いる も の , 頭 の (と さか の 有 , 無 ) 形 , 尻尾 
や ある い は 尻尾 の 羽毛 の 形 な ど を 知る の で ある . そし 
て , これ ら の 差異 は 刻印 画 に よっ て 明確 に 知覚 され る 
の で ある . それ ゆえ , われ われ は 現に 存在 する 要素 か 
ら な る まっ た く 新 し いも ろ も ろ の 和 観念 の グル ー プ の 形 
Re, こども の 想像 力 に 期待 する も の で は な く , FT 
航 わ れる 絵画 の 助け を か り て , た だ , わずか だ け こ 2 
いら うら 諸 グ ルー プ を 変更 する こと だ け を 期待 し て いる の 
CH), われ われ は こと ば に よっ て だ け で な く , ARE 
印象 に よっ て も た え ず 想像 力 の 手助け を し て いる の で 
DS. これ ら の 種類 の 小鳥 の 生き て いる 範 例 や 剥製 に 
され た 範 例 , お よび 足 や 思 や し っ ぽ の 羽毛 な どの コレ 
クシ ュ ン を 所 有 し て いる 人 は , 当然 それ ら を 利用 する 
CHAD. し か し , 比較 する た め に は 絵画 も 使う 9 で あ 生 
A. さら に , 人 が も し 和 剥製 に し た あお さ ぎ と こう の | 
と り を 所 有 し , アフ リカ 産 の 大 形 の こう の と り と , X 
(に づる を 所 有 し て いな けれ ば , そし て 教師 は , いま あ 
げた 最後 の 2 FO) BORG, ARE DDTERR< 』 
手 で さわ っ た あお さ ぎ と こう の と り の 描写 に 結び つけ 
る な ら ば , 大 形 こ う の と り と , べ に づる の 描写 が , C 
うら の と り の それ と 並ん で 描か れ て いる 画 板 は , こと も 
た ちの 想像 を 根本 的 に 支え を る で あろ 2 う . 

と ら は 大 き な ね こ で ある. 生き て いる ね と こ , BOW 
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は 剥製 の ね こと お よび その 絵 ,。 と き に は 完全 な モデ ル や 
不 完全 な モデ ル も 同時 に 手 で 触れ れ ば , この よう に し 
て 獲得 し た 知覚 の 助け に 支え られ , と ら の 模写 と その 
描写 と を 手 に し て , この 動物 の 表象 を 得る こと は , A 
目 の と ども に と っ て さほど 困難 な こと で は な いで あろ 
5. そし て , この 表象 は これ ら の 動物 の 特質 に 関し 
て , 晴 眼 者 が 模 学 の 助け を か り て 獲得 する 表象 と まっ 
PSR SCH45. と ら と ライ オン と の 間 に 存 す 
る 形態 上 の 差異 は 絵画 に お いて は , 明確 に 区 別 す る こ 
と が で きる . その 他 の 種類 の ね こも , それ に 対応 する 
絵 が 存在 すれ ば , こども た ちの 直感 に もち たら され る で 
DA. クラ ス の 生徒 た ち は , だ れ し ゃ 自分 の 絵画 板 
を も っ て いな けれ ば な ら な いこ と は 自明 の こと で あ 
る . 
あま り 大 きく も な けれ ば , あま り 小 さく も な い , も 
っ と 危険 な 生き て いる 動物 は , 動物 学 の 授業 に と っ て 
は 最も よい も の で あり , これ ら の 生き た 動物 に つい て 
よい も の は 剥製 に され た 動物 で あり , モデ ル や 不 完全 
な モデ ル は 間に合わ せ の も の で ある . そし て , りっぱ 
な 絵画 と いう も の は , どん な 事情 が あっ て も , 何 も な 
いよ り は は る か に よい も の な の で ある . 
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の た め の 形 態 学 上 の 画 板 , 葉状 形態 , 花 の 各部 分 な ど 
CHA. 植物 の 葉 が 平たい 形体 の も の で あれ ば , その 
も の を あり の まま に 刻印 形成 し , 紙 板 の わく の 中 に し 
っ か り と は めこ むこ と と が で きる の で , 天然 自然 の 植物 
の 葉 と 同様 に , 触れ て いる 手 の 指 の 下 で 曲がっ た り , 
Seow oc eli ない. こう する と と に よっ 
て , 葉 の 原形 を 理解 し , 天然 自然 の 植物 の 葉 と いう も ゃ 
の を 認識 する こと が 著しく 容易 に な る の で ある . 

も し, 多く の 全 植 物 を 造形 的 に 表現 し た り , 刻印 形 
上 た りす る こと 専心 し よう と し て いた と すれ 
ば , お そら く 間 違い を 起こ し て いた で あろ うら . COL 
う な 模写 は 不 自然 な も の で ある か , ある い は , HCH 
っ て は , も は や 区 別 し 識別 する こと が で き な い ほど 乱 
雑 な も る の に な る で あろ うら . われ われ に と っ て 問題 と な 
る 植物 は , 多く の 場合 あり の まま の 新鮮 な 状態 で 扱わ 
Meg aise bic’, し か し , 触れ て みる こと に よっ 
て , 正確 に は 識別 する こと と の で き な い も の が 存在 し て 
WS. 植物 の それ ぞ れ の 部 分 , TER, 花粉 , 雌 ン シベ, 
TB, 花 の 形態 , 菊 科 植物 の 個々 の 花 , 細胞 , 脈 管 , 
木の根 な ど が それ で ある . CO CBM RL KEN 
MEDS, 触れ る こと と OCR な いも ゃ の の 拡大 化 され た 
描写 や , 縮小 化 さ れ た 描写 , ある い は 単純 化 さ れ た 描 


写 に よっ て 決め な けれ ば な ら な い . 同じ こと が , ZY 
学 な どの 諸 要 素 に 関し て も ゃ あてはまる. 最も 本 質 的 な 
も の に 限定 され る こと は 当然 で ある . われ われ は 盲人 
た ちの うら ちから , 動物 学者 や 植物 学者 や , また は 鉱物 
学者 が 育て あげ られ る は ず は な い . Ere, か れ ら が 5 
官 の 完全 な 人 だ た ちと, これら の 分 野 に お いて 競争 する 
こと が で きる ほど の うぬぼれ が , か れ ら の うち に 育て 
あげ られ る は ず が な い . 

LAL, 絵画 の 不 完全 な モデ ル や 平 肖 き 出し モデ ル 
も , スケ ッ チ 画 も , それ ら の 絵画 の 基礎 (に こさ れ て いる 
図画 は , 最 重要 な も の で ある . 晴 眼 者 は 光学 の 法則 に 
従っ て 描く も の で ある . し か し , 指 に と っ て は 普通 の 
意味 で 投影 も 陰影 る, また , 遠近 法 上 の 展望 も 存在 し 
な い . 目 と いう も の は , そこ に 置か れ て いる 対象 の そ 
れ ぞ れ の 部 分 の 長 さ の 関係 か ら 間 違い な く , 4 OBR 
だ け で な く , その 位置 や 方 向 を も 識別 する こと が で き 
る の で ある . その 同じ 対象 が 投影 面 と と も に , さら に 
正確 に は , その 投影 面 の 線 と と も に 角度 を 形成 する と 
き , その 対象 は 短縮 され て 見 える . 

投影 理論 の た め の 理 解 さ せる 最も 簡単 な よい 器具 
は , 部 屋 の ドア で ある 。 部 屋 の ドア は 垂直 面 HE) & 
と も に どの よう な 任意 の 角度 を も 形成 する こと が で き 
DSI = Tejas BIRDS sea eS eee Ga ealaieta 
ば , 一 直線 に 歩き ぬけ る こと が で きる た め の 空 間 が 残 
きれ て いる あい うる と 2 る 6 人 る ん る と も (と ドス 
は 壁 に 対し て 斜め の 位置 に ある か ら , ドア は 実際 の 幅 
Je UNE <A ae ee eae Se BC 
あろ うら. し か し , 現象 面 の 理解 と いう も の は , KK, 
光 の 屈折 を 識別 する こと が , 見 る と いう こと を 可能 に 
し て いる の と 同様 に , 触れ る こと に よっ て 投影 図画 を 
正しく 把握 する こと を 少し ゃ 必要 と は し な い の で あ 
る . 

五 官 の 完全 な 人 の よく 熟達 し た 目 と いう も の は , 投 
影 理 論 の 法則 に 従っ て 描か れ た 図画 か ら , 個々 の 各部 
分 の 見 か け だ け の 短縮 や , ある い は 消滅 か ら 思 考 の 媒 
介 が な く て も , 模写 され て いる 対象 の 位置 や 状態 を 認 


- 識 する も の で ある . これ に 反し て , 手 に と っ て は 視覚 


上 の 錯 覚 は 存在 し な い . 手 は 事物 を それ が 現実 に ある 
が まま に つか む の で あり , 事物 が 目 に 見 える 通り に つ 
か む の で は な い . それ ゆえ ぇ 盲人 に 対し て 体形 の 正確 な 
表象 を 媒介 し , そし て 決し て 活動 を 推測 させ て は な ら 
な い は ず の 絵画 は , 大 き さ に お いて は 正確 に 釣合い , 
投影 面 に 対す る 軸線 は 並行 し た 位置 に ある と いう 具合 
に 描か れる 必要 が ある . 一 方 , 晴 眼 者 の た め に 絵 を 描 
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く 芸術 家 は , 決ま っ て 別 の も っ と 生き 生き と し た 生命 
と 活動 と を の ぞ か せ て いる 立場 を 選び , 投影 的 短縮 の 
手法 を 十分 に 使用 する の で ある . 

Ek, BAD た め の 絵画 板 に も , 大 雷鳥 属 の 雄 鳥 
が , この よう な 位置 に 短縮 され て 現われ て いる . な ぜ 
な ら , 特色 の し っ ぱ ぽ の 純粋 な 側面 画 で は 効果 が な か っ 
た で あろ うら から. 

触覚 と 筋肉 触感 と の 結合 し た 活動 に と っ て も , ある 
意味 で は 存在 し て いる と ころ の 遠近 法 に 対 し て 正確 な 
予備 知識 が あれ ば , 盲人 は 投影 に 対す る 以上 の 理解 を 
示す の で ある . 

も ちろ ん , 対象 は 手 を も っ て は 把握 され な いと いう 5 
こと を 仮定 すれ ば , 対象 が 観察 者 か ら 遠 ざか れ ば 遠 ざ 
か る ほど , 視覚 と (直接 的 , ある い は 間 拉 的 な ) 触覚 
に は ます ます 小さ く 思 える の で ある . な ぜ な ら ば , そ 
25 で な いと すれ ば , 触覚 器官 と し て の 手 だ け が 問題 と 
され る で あろ うら し, 距離 は ぞ ロ に 等 し い だ ろ うか ら . 

以上 の こと か ら , RO よう な 可能 性 が 明 ら か に な 
る . すなわち , 観察 者 の 近く に 存在 する 同じ 大 き さ の 
物 よ り も , な ぜ 遠 くに ある 対象 が より 小さ く 見 え , そ 


れ ゆ えよ り 小 さく 描か れる の が か を 盲人 に 理解 させ , そ 





れ に よっ て か れ に 遠近 法 的 図画 を 理解 させ る と いう 可 
能 性 が 明らか に な る の で ある . それ ゆえ , 視覚 に お け 
る と 同様 に , 問題 と な る 感覚 器官 の 組織 の 当然 の 結果 
と し て , すなわち , 身体 的 必然 性 と し て 把握 され は し 
な いと ころ の 触覚 の 遠近 法 も , ある 意味 で は 存在 し て 
WS. 一 一 目 と いう も の は , 一 般 人 に 遠近 法 的 に の み も 
の を 見 る の で ある . 目 は 物 そ の も の を 把握 する の で は 
な く , 網膜 の 上 に お いて 物 の 視覚 的 な 映像 を , す な わ 
ち , 物 の 表面 を 把握 する の で ある , そし て , この 表面 
は 距離 や 照明 や 位 地 に よっ て 変わ る . これ に 反 し て , 
触覚 だ け に は 物 は ある が まま で ある . TUT, 筋肉 触 
感 と の 協力 の み が , 種々 の 距離 に ある 事物 を 大 きく 見 
せ だ たり , ある い は , 小さ く 見 せ た り する と と が で きる 
の で ある . 手 で 触れ られ た 対象 の 一 つの 極点 に 接触 す 
る こと に よる 指先 の 触覚 と 腕 に よっ て 描か れ た 角度 を 
欠い て いる 筋肉 触感 と は , 思考 過程 (推論 ) を 通じ て 
複合 の 知覚 へ 落合 させ せら れ な けれ ば は ならない . それ は 
ちょ うど , さま ざま の 視覚 印象 と 触覚 印象 と が 形態 表 
象 へ 補 な われ る こと と 同様 で ある . た と えば , 小鳥 の 
一 方 の 脚 が その 他方 の 脚 よ りゃ も 短 か く 描か れ た り , あ 
る い は , 同じ 高 さと 仮定 され 得る いく つか の 樹木 が 一 
方 の 側 へ は ます ます 小さ きく な る と き , 盲人 は その こと 
か ら そ れ ら の 距離 に つい て 推論 する こと が , スケ ッ チ 


画 を 人 は , 盲人 た ち が フ ェ ル ト の し と ね の 上 で ピン と 
組 糸 で 作る の を 常 と し て いる 純粋 の , 線 だ け の 図画 で 
ある と 考え て いる . その 製作 と 刻印 形成 と は 非常 に わ 
ず か な 時 間 を 必要 と する だ け で あり , Last, 何ら な 
ず か し いも の で は な い . と は いえ , これ ら を 理解 する 
の は 授業 に よっ て 肉 付 け , 形 ど る こと や 図画 を 描い た 
りす る こと の 予備 工作 を 徹底 的 に や っ て いな けれ ぱ , 
や は り む むず か し い だ ろ う . これ ら の 理由 か ら 今 まで ス 
ケッ チ の 理解 に 対す る 盲人 の 能力 を 知っ て いた に も か 
か わら ず , スケ ッ チ の 製作 を 断念 し て きた の で ある . 
この よう な 図画 は で きる だ け 単 純 に 扱う 必要 が ある . 請 
この よう な 図画 は 切断 面 の 境界 線 を 描き さえ すれ ば よ 

い の で あり , 動物 の 場合 は 精々 切断 面 に 投影 され た そ 
の 四肢 の 形 を 点線 で 描き さえ すれ ば よい . また , も っ 
と 大 き な ス ケッ チ 画 に つい て も 同じ こと が いえ る B 


ちろ ん , これ ら の スケ ッ チ 画 に は 不 完全 な モデ ル や 平生 


YH ODEF NATL, FUT, これ ら の スケ ッ チ | 
画 は 不 完全 な モデ ル や 平 肖 彫り の モデ ル か ら の 別 の 抽 
象 化 で ある こと が 明らか に な る と いう こと と が 仮定 され 
れ ば で ある . BRO, ある い は 完全 な モデ ル や 不 完 全 
な モデ ル に な ら っ て 実際 の 浮 彫 り 画 . スケ ッ チ を 描い 
た 生徒 は , 線画 を も っ て 不 完全 な モデ ル を , SHE, 
この 不 完全 な モデ ル を も っ て 完全 な モデ ル や 対象 を 逆 
に 推 知 する 能力 を 具備 し て いる の で あろ う . この 逆 推 
論 は , Mei BAK SITES TH, か な り の 
困難 を も た ら す か も し れ な い . Lael, 図 を 描く と い 
2 こと は , 決し て 必要 欠く べから ざる 前 提 人 条件 で は な 
い . 目 の 見 える 画家 や , ある い は , 彫刻 家 と いう ゃ の 
は , 他 の 五 官 の 完全 な 人 より も , 肖像 や , 胸像 を より 
じょう ら ず に 批評 する すべ を 心得 て いる で あろ うら . し か 
し , りっぱ な 絵 を 見 て , TOC PHCWZAMRE 
認識 する た め に は , 芸術 家 で ある こと と を 必要 と し な 
し 

スケ ッ チ 画 を 実際 に 描く に 当たっ て は , 線 が 相互 に 
交差 し な いこ と , ある い は , 凹 形 の 印象 が 生じ る よう 5 
に 接近 する こと は , で きる だ け 注 意 し な けれ ば な ら な 
Vs. この よう な 線 が 比較 的 多く 相 並 ん で 接近 し て いる 
と , 紅 人 は それ ら の 線 の 全体 の うち の 一 部 の も の を 見 
つけ だ すこ と が で きたな いか, ある い は , 努力 し て や っ 
と 見 つけ だ すこ と が で きる と いう ら 有 様 で ある か ら , そ 
れ ら の 相 並 ん で 接近 し て いる 線 は , BA be ARS 
CCE COMES. 

われ われ は , 相互 に 交差 し た 動物 の 足 や , ある い は 
し か の 角 や , その 線 が か ら み あっ て 混乱 し て いる さま 
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を 考え て みよ う . この よう な 場合 , 薄い 部 分 の た め に 
は 不 完全 モデ ル か , ある い は 平 浮き 出し モデ ル が スケ 
ッ チ 画 の 代り を し な けれ ば な ら な い の で , 混合 され た 
画 が で き あ が る の で ある . こう いう こと に な る と , し 
か の スケ ッ チ 画 は , 体 の 部 分 を 線画 と し て , MELA 
を , さら に 必要 で あれ ば 首 と 頭 を も , 不 完全 モデ ル , 
ある い は 平 堂 き 出 し モデ ル と し て 描か な けれ ば な ら な 
い だ ろ うら . また , お そら く 純 料 な 線画 と いう も の は , 
まっ た く 平たい 平面 を も っ て いる 平 浮き 出し モデ ル 
( 浅 浮き 出し ) に よっ て 代え を る こと も すす め て よい で 
あろ ら . これ ら の 浅 肖 出し モデ ル で あれ ば , LATE 
情 が あっ て も , 純粋 な スケ ッ チ 画 や , ある い は 混合 さ 
れ た スケ ッ チ 画 に 比べ て , 盲人 た ち に 誤解 され , hE 
えら れる こと も ゃ 少ない. し か も , この 浅 浮 出し モデ ル 
の 製作 は 比較 的 容易 で も ある . し か し , 画 を 描く と い 
うこ と だ け は この よう な 浅 浮 出し 画 に よっ て は 線画 の 
スケ ッ チ に よる ほど に は , 増進 され る こと は な いで あ 
Ad. 一 方 , 損失 は 不 完全 モデ ル , ある い は 浅 洋 出 し 
モデ ル お よび 浅 浮 出 し 画 の 彫 直し や 刺繍 に よっ て 容易 
に 補 買 する こと が で きる と いう 面 も ある . TOL, 下 
に お か れ た 厚い 紙 板 を 彫 直す と , きっ と その 裏面 に 点 
線 で , 手 本 と 完全 に 釣合い の と れ た 相称 的 な 手 で 触れ 
る こと の で きる スケ ッ チ 画 が で きる の で ある . COA 
ヶ ケッ チ 画 は 刻印 形成 され た . すなわち , 生徒 に は で き 
あがっ た も の と し て 渡さ れる スケ ッ チ 画 と , 生徒 自ら 
仕上 げた スケ ッ チ 画 と の 間 の 中 間 的 な も の と み ら れ , 
そし て 教師 の 援助 を か な り ひ か え め な 程度 に 限っ て も 
さしつかえ の な いも の で ある . 

モー ル が , われ われ に 伝え て いる 幾何 学 的 作図 と 物 
理学 的 図画 と は , 何ら 立入 っ た 批評 を 必要 と し な い . 
テク ニッ ク は , 晴 眼 者 た ち に 提供 する の と ほとん ど 同 
じ 補 助手 段 を われ われ に 提供 する . そし て , 触覚 能力 
は 同じ も の を 識別 する の に 十分 で ある . この よう な 作 
図 が 盲人 た ち に 提供 する 困難 は , 晴 眼 者 が 同じ 教科 の 
研究 に 際 し て 克服 し な けれ ば な ら な い 困 難 よ り は 本 質 
的 に は 大 きい も の で は た ない. 

これ ら の 人 造形 的 図画 の 使用 は , 点 か ら 出 発し て , 総 
合 的 に 取扱 か う 場 合 だ け , 版画 の それ と の 差異 を 示し 
て いる . 一 方 , 晴 眼 者 は 全体 を いと も た や すく 概観 す 
る こと が で き , BO, 分 析 す る と と が で きる . 以上 に 
述べ た こと は , 次 の よう に 総括 する こと が で きる . 
身体 の それ ぞ れ の 模写 は , まず 第 1 に 不 完全 モデ ル 
な いし は 浅 浮 出 し モデ ル と し て , そし て 第 2 に は , 浅 
浮 出 し スケ ッ チ ある い は スケ ッ チ と し て 示さ れる べき 


CH), Ete, と うら する と と に よっ て , 説明 し 理解 さ 
せる た め の 下 降 的 系 列 の 後者 の も の が 形成 さん る は ず 
で ある . スケ ッ チ 画 の 線 が , 互い 接近 し あっ て お 
り , その た め に 人 触 指 が それ ら の 線 の 二 つ , ある い は そ 
れ 以 上 を 同時 に 知覚 し , その 結果 , 混乱 が 生ずる の で 
ある な ら ば , スケ ッ チ 画 の 各々 の 当該 部 分 は また 不 完 
全 モ デル , ある い は 浅 消 出 し モデ ル と し て も ゃ も, Ek, 
平ら な 浅 浮 出し 画 と し て も 表わさ れ な けれ ば な ら な い 
の で あり , それ に よっ て , 境界 線 の 代り に , いろ いろ 
な 表面 や 身体 が 感知 され る の で ある . 影 の 線 は 決し て 


用 いる こと が 許さ れ な い が , 投影 と 遠近 法 と は , kik 


の 人 びと の た め の も ゃ も の と 定め られ て いる 絵画 だ け に 例 
外 的 に 用 いら れ て いる . 

[具象 的 表現 と いう も の は , 外界 の いか な る 分 野 に 
まで 及ぶ べき で ある か 」 ORME, お そら く < 次 の よう 
な 消極 的 に 提起 され る 方 が いっ そう よい で あろ う . す 
な わ ち , 「 現 実 の どん な 分 野 が 絵画 に よる 表現 か ら 除 
外す る か 」 と . 

刻印 形成 され る 絵画 に よっ て 説明 し , 理解 させ る こ 
と の で き な い 事物 や 現象 は , ご くわ ず か し か 存在 し な 
い の で , 答え は いっ そう 簡単 で あや る. し た が っ て , 今 
後 は , 浮き 出し 画 は 動物 学 , 一 般 植物 学 お よび いく ら 
DILL MT? WA Sic EOD SPST HICHKSBR 
的 対象 か ら , 不 完全 モデ ル ある い は 浅 浮 出 モデ ル , 
さら に , スケ ッ チ の 形態 に お いて 製作 する と と が で き 
る . さら に 自然 説 の 分 野 の 非常 に お び た だ し い 数 の も 
ろ ゃ ろ の 現象 か ら , 地理 学 や 天文 学 の 分 野 の も ろ も ろ 
の 事物 や も ろ も ろ の 現象 か ら , Ek, 盲人 に は 一 つ あ 
る い は その 他 の 理由 か ら , 親しみ が た いさ ま ざ ま な 種 
上 類 の 芸術 作品 か ら , そし て , 最後 に は いろ いろ な 有名 
な 建造 物 か ら , ある い は それ ら の 建造 物 の 興味 深い 部 
分 な どか ら 製 作 さ れる も の で ある . 

この よう な 対象 に は まっ た く 特 別 な 注意 を し な けれ 
ば な ら な いで あろ う . これ ら の 対象 は , 指 で 触れ , 知 
覚 さ れる た め に は , あま り に も ゃ も 大 き 過 ぎ , あま り に も 


小さ 過ぎ , あま り に も ゃ 危険 過ぎ る も の で あっ て , 説明 


し , 理解 され な けれ ば な ら な いも OCHS. な ぜ な 
ら , これ ら の いろ いろ な 対象 は , 今日 の いろ いろ な 書 
物 の うち に その 名 が あげ られ て お り , ある い は 職業 や 
家政 に と っ て 重要 な も の だ か ら で あ る . 

肉眼 に 対し て は , 部 分 的 に か , ある い は 完全 に 姿 を 
か くし て 見 え ず , そし て , どん な 事情 が あっ て も , 手 
で 触れ る こと は で き な い が , 拡大 され て , その 結果 手 
で 触れ る よう に 提示 され る 数 限り な い 多く の 小さ いい 
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ろ い ろ な 事物 の うち , 次 の も ゃ の の 名 が あげ られ る に 過 
ぎ な い . すなわち , それ は 花 の いろ いろ な 小さ い 部 
分 で あり , いら くさ の と げ で あり , さま ざま な 脈 管 と 
細胞 で あり , さら に は ブドウ 病 や じゃ が いも 病 の よう 5 
な いろ いろ な 寄生 細菌 で あり , 麦 角 や も ろ も ろ の 糸状 
菌 な ど で あ り , さら に また だ た, さま ざま な 遇 虫 の 目 や 触 
角 , BEACH), 口 器 や 武器 で あり , ちょ うら の 羽 の 
BAS, 特に 人 間 の 身体 の うち の 寄生 病菌 で あり , 晴 
眼 者 と いえ ども ゃ も, 顕微 鏡 を 用 いる こと に よっ て だ け 正 
確 に 知覚 され , そし て , 普通 一 般 に は 絵 の つ いた 図解 
の 書物 に よっ て だ け 知 ら さ れ て いる いっ さい の 諸 物 が 
それ で ある . 

家人 が 人 か ら 耳 に する 物 は 数 限り な く 多 く 存 在 し て 
WS. われ われ が , われ われ の 書物 を 盲人 と と も も に 
we, きわ め て 日 常 的 な 事物 に つい て , 盲人 に 知ら せ 
よう と すれ ば , われ われ は , それ ら の 事物 を 盲人 に 語 
り 聞 か せな けれ ば な ら な いこ と で あり , 盲人 自身 は そ 
の 語り 開か せら れ た も の を , 自ら 口 ま ね を する の で あ 
る . そし て , 盲人 が 人 か ら 耳 に する 数 限り な く 存 在 し 
て いる 事物 は , 多く の 場合 , 絶対 に 衣 人 に は , ACH 
る よう に 実例 で も っ て 理解 させ る こと は 不可 能 で あ 
る . この 事情 は 異な っ た も の に な る は ず で ある . そし 
て , 盲人 の 教師 が 自ら の 義務 を 意識 すれ ば , 事情 は 異 
な っ た も の に な る で あろ うら . その た め に は , われ われ 
は あら ゆる 面 に わた っ て 仕事 に と りか か ろう . た だ 1 
人 の 人 だ け で は , この 巨大 な 題材 を 扱い さき ばく こと は 
で き な い . われ われ は 1886 年 以前 を ふり 返っ て みよ 
2 . GR, われ われ は 何 を も っ て いた の か , 現在 の わ 
れ わ れ は , 何 を も っ て いる の か . そし て , われ われ 各 
々 の も の が , 精 一 杯 の 力 を 尽 す な ら ば , (1916) 年 後に 
WZ, われ われ は , 何 を も っ て いる の で あろ うか . 
頁 学 校 に お ける 博物 学 ① 沿 革 一 般 盲 人 教育 の 始ま 
り は べ ベス タロ ッ チ 時 代 に 帰す る . か れ の 学説 は , 人 間 
性 を 純 な 人 智 へ と 高め る こと を 目的 と し , 官能 の 直観 
を 教育 の 結果 と する も の で ある が , これ は 盲人 の 精神 
生活 が 感覚 の 完全 な も の の 精神 生活 と 同じ 法則 に よっ 
て 発展 し , 盲 人 に 残っ て いる 感覚 に も 直観 の 原理 が 及 
ぶ と いう 結果 を 生じ た . あの 時 代 に 盲人 教育 が 普通 の 
学校 教育 , し た が っ て , 博物 学 の 方 法 と 教材 を 受入 れ 
た こと は も ちろ ん で ある . すなわち , ベス タロ ッ チ 派 
が 目 然 物 の 実物 教示 を 要求 し て も , 博愛 主義 者 の 教育 
法 , 主として 感覚 的 観察 の 絵画 を 現 わ し (Basedow の 
初級 作品 ), 教科 的 な 物語 を 付加 し , AAR に 植物 
を 氷 統 的 に 分 類する 方 法 は 残存 し て いた . た だ , BA 


教育 で は , これ が 全然 描写 に 限ら ちら れ て いる と いう わけ 
で な けれ ば , 普通 の 絵画 は パル プ , BI, お よび 木材 か 
bis Set RSM CHR し た 動物 と か , 雑多 の る 
の で 補充 され た . 盲人 教育 の ペスタロッチ で ある クラ 
4 Y(J.W. Klein) は , 実際 , 1819 年 に この 教育 が , と 
うい う 方 法 で , EXREDRDNCWVRCA, Bee 
実物 教示 の 必要 性 を 認め て , 次 の よう に 書い て いる . 
「 生 徒 を 庭園 ・ 田 園 ・ 森 林 の 中 へ 連れ て 行け . そし て , 
生徒 に 植物 や その 各個 の 部 分 に 触れ させ よ . そう すれ 
ば 生徒 は これ を 識別 する こと を 知り , 木 を 植え て , こ 
れ を 保持 する と いう こと と に な る で あろ う . 大 き な 樹 に 
つい て は , AEC COU DE, 葉 ・ 枝 ・ 樹 度 な ど 
を 教え , 生徒 に その 寸法 で 大 枝 の 広がり , 高 さ を 教 
え , 全体 の 概念 を 作る ょ うに 仕向 け よ ょ . それ か ら , 生 
徒 に 必要 な 注意 を し て , 動物 (生き て いる ) に 触れ き 
せよ 」. すなわち , クラ イン は 現在 の 立場 に 著しく 接 
近 し て いる . か れ が それ に も か か わら ず , イェ ー ガ ー 靖 
(V. A. Jager) が , 1834 年 に ウィ ー ン の 学校 に つい 
て 書い て いる よう に , 実物 教育 を まれ に し か 行なわ な 
か っ た と する と , これ は その 当時 の 盲人 教育 の 目的 に 
あり , その 時 代 に , あま り 認 め ら れ て いな か っ た 博物 
学 の 高い 目標 も , 一 般 に 有力 な 教 案 に お いて も , よい 
教科 書 に 欠け て いる こと に る 根拠 が あっ た . この 目的 
に 従わ な けれ ば な ら な か っ た の で ある . 博物 学 教授 法 
を , その 欠陥 を 除き , すぐ れ た 作品 を 著 す こと より , 
非常 に 向上 させ た 功績 は リュ ー ベ ン (Liben: 1837) 
CHO. か れ は 読み 方 の 取扱 いと , 他 の 実物 と の 融 
合 , すなわち , 科学 的 系 統 的 の 表現 が 課せ られ る こと 
REA, 組織 で な く , これ に 至る 道 が 実物 の 直観 , 比 
RM, 観察 に より , この 教育 の 最も 価値 ある 成果 で , 近 
きよ り 遠 き に 至る も る の で な けれ ば な ら な いと いう . 長 
らく リュ ー ベ ン の 要求 は 国民 学校 で も 盲 学校 で も 顧み 
られ な いま まで あっ た . 雑誌 や 入門 書 に ょ る 精神 教育 
に あま り 過 大 の 意味 が 与え られ 過ぎ た . か く て , 1859 
年 に ヘッ ケ (Dr. Hecke) が 次 の よう に 書い て いる . 
「 博 物 学 に お いて 失明 し た 生徒 は 晴 眼 者 と 同様 , 一 定 
入門 書 に より 各界 の こと を 維 次 に , 共に 学ぶ こと が で 
= Slee 

現在 博物 学 が 盲 学校 で 卓越 し た 位置 を 占め て いる こ 
と は , 最近 10 年間 に 自然 科学 の BH, CLIC TBA 
の 友 」 お よび 盲人 教育 の 会 議 に より 個々 の 学校 や 工場 
の 観念 , 労働 お よび 教材 展覧 会 が 一 般 的 な る の と な っ 
た 事情 の 成果 で ある . 大 き さ の 関係 を あま り 顧 慮 し な 
いで , 重要 な 目標 を 触覚 に 十分 に お いて いな か っ た 目 
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SEDBE + Sil PKK > BRK Bes EOBMILIBALE. 
その 代り , 美しい 標本 や 剥製 の 動物 な ど が で て いる . 
ベル リン の リン ネ ア (Linnaea) 研究 所 , シャ ウフ ー 
Ii ドレス デン (SchaufuB8 Dresden な ど ). 見 える 
目 だ け に 十分 開か れる よう な 植物 学 は , あり の まま の 
ーー 部 は 拡大 し た 触覚 を 考慮 し て , 購入 で きる 模型 に よ 
り 盲 学校 に も 及ぶ こと と な っ た . この 模型 は 1891 年 , 
ドレ ス デ ン の 盲人 教師 クロ ー ソ ン ・ カ ー ス CClauson 
Kaas) に より な る も の で ある . さら に イル ツァ ッ ハ の 
クン ツ (Kunz) お よび ハノーバー の ヘッ ケ (Hecke) 
が 加工 し た 浮 彫 り カ ー ド お よび 絵画 集 (動物 と 植物 の 
一 部 ) に より , Ek, 博物 学 上 の 絵 の 取扱 いや 意味 に 
関す る 講演 に ょ っ て , 博物 学 に 盲 学 校 の 適当 な 地位 が 
馬 商 れる こと に な っ た 、。 

種類 の 知識 で な く , 全体 と し て , 生活 共同 体 と し て 
の 自然 の 知識 , し た が っ て , 終局 の 目的 と し て 自然 群 
を 取扱 うこ と を 要求 する 博物 学 教育 の 最新 の 道 が , 盲 
人 教育 に も 及び 始め て いる . こと の よう に 教授 過程 を 行 
な うに は , 盲 学校 に は 自然 群 の 模型 が 欠け て いる . 
② 博 物 学 教育 の 意義 博物 の 教育 は 形式 教育 に 著しい 
影響 を も つも の で ある . 盲 学校 の 下級 に 実物 教育 を 特 
に 選ぶ 場合 , その 分 科 に は 博物 が 第 1 に 入れ る も の で 
ある が , これ が 学校 の 訓練 に お いて の 最高 級 を さす も 
の で ある . 外部 の 自然 は 5 官 を 通じ , BAOMAMEIR 
に 絶え ず 働き か け て いる . 聴覚 ・ 喫 覚 ・ 味 覚 は 継続 的 
に その 印象 を 機械 的 に 自然 か ら 受け , 触覚 は 生じ つつ 
ある も の を 十分 に 章 楽 する た め に は , 完全 な 自然 生活 
に 立入 りさ えす れ ば よい . これ ら の 感覚 が , 合成 的 に 
指導 され 練習 され る と , 鋭敏 に な っ て , 生徒 は す ば や 
く , また , は っ きり と , 個々 の 自然 物 の 特性 を 解す る 
よう に な る . この 感覚 の 練習 に 対象 物 の 精神 的 把握 お 
よび 長く 価値 ある 豊富 な 観念 を 獲得 する こと が 結び つ 
いて いる . ある 批判 討論 は 絶え ず 感覚 の 活動 を 伴 な 5 
も の で あり , 言語 と 直観 , 性 質 ま た は 活動 お よび その 
言語 上 の 表現 は , 直接 に 結合 し て 現われ る か ら , 言語 
は その 機械 的 な 取得 の 領域 か ら 本 質 的 な も の の 領域 へ 
と 導 び か れ て いく も の で ある . 

感覚 に よる 知覚 は , ます 第 1 に 個人 の 観念 の 結果 と 
し て 起こ っ て くる . 感覚 の 完全 な 生徒 は , この 感覚 を 
授業 時 間 外 で も し ば し ば 用 い , これ を 繰 返 す こと に よ 
っ て , か れ の 精神 の 素質 が 固定 され る . も っ と も , 晴 
眼 者 の 教師 に と っ て 材料 を 反 覆 する こと に より , 固定 
が 必要 な と き に は 盲人 の 教師 に と っ て も 必要 な こと で 
ある . この 反 覆 は , 盲 学校 で は 個々 の 事物 の 記載 だ け 


に 制限 され る と いう よう な こと と が あれ ば , 児童 の 精神 
に は , すぐ 浪費 され て し まう よう な 死 金 の よう な も の 
が で きる で あろ う . し か し , 盲人 の 比較 お よび 分 類 欲 
は , すでに 類似 の も の また は 反対 の も の を 常に 新しい 
学科 と 同等 と 認め る こと を 示し て いる . これ が 博物 学 
に お いて 取扱 われ た も の を 参考 に し て 行なわ れ , その 
た め 精 神 的 に 抽象 し 結合 し て , 同種 の も の か ら 異 種 の 
も の が 分 離さ ん る よう に な れ ば , こども の 精神 中 に そ 
の 和 目 然 科学 の 知識 の 初歩 の 自然 な 知識 か が で き て き て , 
感覚 で 得 ら れる 直観 を 働か す よ うな 精神 活動 , す な わ 
ち , 判断 ・ 結 論 ・ 概 念 形成 と いう よう な 活動 が , 程度 
か ら み て 他 の 訓練 で は で き な い よう な 思考 能力 を 喚起 
する こと に な る に 相違 な い . 新しい も の を 古い も の に 
関係 させ , 遠く の も の を 土着 の も の に 関係 させ , 実物 
で 示さ れ な い ゃ も の を 類似 の も の に 関係 させ る こと に よ 
っ て , 空想 は 制限 され , 正当 化 さ れ , 記憶 は 再生 で き 
る よう に な る . 混 油 は 盲人 に と っ て 生け る 宇宙 と な 
り , これ を 盲人 は あと に な っ て , ある 限度 で は ある が 
独立 し て , さら に 探 完 する こと が で きる の で ある . 
ドレ ス デ ン の ゲオ ルギー (Georgi) は , 1857 年 に 
BAO#ME Lt, 自分 の 周囲 に 起こ っ て くる こと と が 
bITNTICE< OBARO LE < RRREOU, AK, 事物 
に 対す る 知識 の 欠け て いる 結果 で ある と 書い て いる . 
感情 生活 に 関す る この 欠陥 を 博物 学 に 適用 する と , 
博物 学 と いう も の は , この 欠陥 を 盛ん な 自然 感覚 を 喚 
起す る こと に よっ て 取 除 く の に 適し て いる . 自然 感覚 
を 喚起 する の に は 熟 視 する 目 が 必要 で ある と いう 主張 
は , 特に 正しい と は いえ な い . 事物 を 描写 する こと , 
CORBAIL この 物 を 生き と し 生け る も の , 生成 し 
つつ ある も の , 生活 条件 を 取 去 る と 自分 と 同じ く は か 
な いも の と 認め て いる が , 自然 物 に 対す る 興味 を 喚起 
する に 適し て いる . 教育 の 際 , 各自 然 物 は 目的 の 1 体 
性 より な る と いう 原則 を で きる だ け 広 く 顧 虐 す れ ば , 
自然 感覚 は 強め られる. な る ほど 各部 分 の 目的 を 規定 
する こと は , 自然 科学 者 に また な けれ ば な ら な い が , 
容易 に 認め られ る 目的 は 多く は 盲人 の 触覚 に ゃ 通用 


する GB bbb DORE, 柳 の 全盛 時 代 , Bie 


物 の 香 い の 目的 , 砂地 に は える 植物 の 毛髪 , うさ ぎの 
防 箇 武 器 ). 最 後に 人 工 蜜蜂 の 室 , 狐 の 穴 , ほととぎす 
の 漂泊 本 能 な ど を 想起 する と , 盲人 は 人 間 的 思索 に 似 
た 本 能 的 生活 に 直面 する で あろ うら う . 

Ek, 美的 教養 に も 博物 学 は 幾多 の 貢献 を し て い 
る . も ちろ ん , 盲人 の 耳 は 美的 享楽 の お も な 媒介 物 で 
ある . この 場合 , 多 声 の 鳥 群 , 静か な 森 の 中 の 樹木 の 
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ざわ めき , 小川 の せせらぎ , 洋 の あわ 立ち な ど が 想起 
され る . 手 の 媒介 も る あな どら れ な いも の が ある . 各部 
分 の 調和 , 花 の 豪華 な と ころ が 人 棋 感 を 与え て いる よう 
な 自然 の 形 の 整っ て いる の に 触れ る と , 美 の 感覚 を 活 
気づけ る に 相違 な いか ら で あ る . 奇形 な も の を 観察 す 
る こと すら , この 方 面 へ の 働き を も っ て いる . これ は 
影 が 光 を 引 立 た す ょ うに , 美しく な いも の は 美しい も 
の を 引 立 た せる か ら で あ る 。 

自然 感覚 お よび 美 の 感覚 を 養成 する と , 盲人 の 宗教 
心 を も 促進 する こと に な る . 動物 界 お ょ び 植 物 界 に 認 
め ら れ て いる 合 目 性 , 自然 物 の 生成 ・ 存 続 は , 詳し い 
指示 は な く て も , 自然 の 立法 者 と な っ て いる . 次 に 目 
然 の 知識 は し ば し ば 宗教 の 時 間 に 起 こす 認識 の 基礎 を 
提供 する . AA, WOK, 聖書 の 話 や た と え の も 
つ 自 然 相 は , 感覚 的 な 自然 観察 が な いと , 盲人 に は と 
> て い 理 解 の で き な い まま で 残る で あろ うら し, また , 
古人 の 情意 は 深い 刺 漠 を 欠く で あろ 9. 

定 学 校 の 博物 学 は また , 物質 的 な 教養 目的 を めざす 
も の で ある . 個々 の 描写 は それ ぞ れ 盲人 が 模型 や 素描 
の 授業 で 模造 で きる 多く の 形式 を 提供 する . 教養 も な 
く , 自分 自身 の 世界 に 生活 し て いて も , 授業 に より 盲 
人 は 実生 活 に 移さ れ よ うと する . こういう 欲求 を 満足 
させ る の は 第 1 に 博物 学 の 教育 で ある . 盲人 の 精神 は 
自然 物 や 自然 経済 の 意味 を 把 弓 する だ け で な く , 経済 
商業 , 産業 に お ける 人 間 生 活 や 健康 と 疾病 , 栄養 と 衣 
服 に 対す る 文化 史 的 意義 を も 認識 する . 衛生 学 に お い 
て , 盲人 の 精神 は 盲人 自身 の 体質 , その 発達 と 育成 に 
つい て の 説明 を 与え られ る . COL AMRIT, 
か れ は 眼光 の 欠け て いる た め に , 特に 危険 に 陥っ て い 
る か れ の 身体 を 注意 深く 保護 ・ 育 成す る よう に 鼓舞 す 
る こと と な る . 盲人 が 宇宙 に お ける 一 員 と し て , 自己 
を 他 の 生物 と 比較 する と , 晴 眼 者 と と も に 創造 の 神 か 
ら 人 間 に 与 を えら れ た だ 人間 の 品位 と いう 高い 地位 を 感じ 
る . 教育 学者 ディ ー ス ター ベー ク (Diesterweg) の 
こと ことば, 「 博 物 学 に 止ま る こと は , 比類 の な い 堕 落 で 
ある 」 は , も は や 盲人 に は 適用 され な い . 

盲 教育 史 盲人 史 を 書 こ うと いう 最初 の , そし て 唯一 
ORAL, クラ イン (J.W. Klein) に よっ て 1837 年 に 
行なわ れ た だ た. 当時 は た いし た 注目 も ひか ず , 今日 で も 

ご く 僅 か な 書誌 に し か 見 い だ さ れ な いこ の 小 論 は , こ 
の 辞書 を 出版 し た と 同じ 出版 社 で 発行 され た も の で あ 
る . その 本 の 題 は .「Geschichte des Bl-Unterrichtes 
und der deu Bl.gewidmeten Anstalten in Deutsch- 


land etc.| (盲人 教育 と ドイ ツ の BER 施設 な と の 


歴史 ) で あっ ゅ が 

この と き 以 来 , も ちろ ん 幾つ か の 著作 の 中 で , FH 
育 や 一 般 の 盲人 問題 が 取上げ られ , Ek, 専門 機関 誌 
や 盲 教育 者 会 議 の 報告 書 な どの 中 で , 盲人 間 題 の 歴史 
に つい て の 貴重 な 寄稿 が か あっ た . 同様 に 個々 の 盲 学校 
が , その 活動 状況 に 関し て 発表 し て いる 報告 書 は , そ 
の うち の か な り の も の が 年 鑑 と な っ て いる が , 自分 の 
盲 学校 の 歴史 に 起こ っ た いく つか の こと と が ら だ け で な 
く , 盲人 問題 の 発展 に 一 般 的 な 解明 を 与え て いる も の 
DHS. 盲人 間 題 を 個々 の 地理 的 な 地方 区 分 に 従っ て 
特徴 づけ よう と する いく つか の 試み が 各所 で 行なわ れ 
て いる . CLT, この 文書 上 の 仕事 は ずっ CA RA 
に わた っ て , その 歴史 を た どっ て いる . KERN 
ボー (Gauilbeau) の 小冊子 が ある . これ は フラ ンス 
の 盲人 問題 の 歴史 を 一 般 的 な 状況 で 略 述 し た も の で あ 
る . し か し , 盲人 間 題 に つい て の も っ と 広 午 な 概観 的 
な 記述 は まだ な い . と の 教育 分 野 , すなわち , Ase 
AVE (これ は 明らか に 教育 の うち で も ゃ 最も 興味 深い も 
の で ある が ) まだ た いし た 年 齢 に 達し て いな い . それ 
は 盲人 の 教育 の た め の 努 力 が 広範 な 規模 で 始め られ , 
盲人 の 一 般 的 な 保護 を 実施 する 目立っ た 努力 が 行なわ 
れ た の は , まだ 1 世紀 と た た な い 前 の こと で ある か ら 
CHS. し か し , これ まで 経て きた 各 段 階 は きわ め 
て 興味 深い も ゃ の で , 現存 する か な り の 量 の 資料 を 使っ 
て , 詳し い 盲 人 問題 の 歴史 を 書く と いう こと は 重要 な 
課題 で ある . 

1785 年 に パリ に 初め て 盲 学校 が 建て られ る まで は , 
1 人 ひと り の 盲人 が 特に 身分 の 高い 家柄 の 出 の BA 
が , 当時 の 考え 方 か らい っ て も 最も 適し て いる と いえ 
る 個人 教育 を 受け て いた (多く は 講義 と 復習 に あっ 
た ) と いう 例 や , あちこち で 育児 童 が , 晴 眼 者 の 学校 
に 通っ て , 少な く と も 聴講 に より 幾 分 か の 知識 を 得 よ 
うと し た 例 は 数 多く は な か っ た . それ に も か か わら 
ず , 盲人 の た め の 教 育 手段 や 学習 手 自 は まっ た く 不 足 
し て いて , 国民 の 各層 へ 宜 人 教育 を 普及 させ よう と す 
る 努力 は ほとん どど こと に も み ら れ な か っ た . 

し か し , 盲人 の 教育 能力 が 次 第 に 認め られ , 以前 は 
上 層 階 級 の 特権 で あっ た 教育 を , 一 般 化 し よう と する 
努力 と と も に , 次 第 に 周囲 が 公式 に 盲人 に 注目 の 目 を 』 
向け る よう に な っ て きた だ た. た だ し , DORSET CE 
十分 に か つ 広 範 保護 を 受け て いた . こう し て , バ 
ラン タン ・ ア ュ イ は , 18 世紀 末 に ウィ ー ン の テレ ジ 
・ フ ォ ン ・ パ ラディ ス (Theresia von Paradis) を 通 
Ut, 多く の 盲人 が きわ め て 高い 才能 を も っ て いる と 
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と に 注目 し た . マン ハイ ム の ワイ セン ブル グ (Wei Be- 
nburg) は 常に 盲人 に 対し て 深い 注意 を 払っ て いた . 
パリ で 行なわ れ た 最初 の 試み が 非常 な 成果 を あげ , 同 
様 の も の が , ウィ ー ン で も 行なわ れ た こと は 幸福 で あ 
っ た と いう べき で ある . これ ら の た だ 1 人 の 盲人 に つ 
いて 行なわ れ た 二 つ の 試み は , 数 多く の 盲人 児童 を 対 
象 と する 事業 に 発展 し , 個人 の 事業 と し て の 盲 学校 も 
met OL Ceo ズリ の アテ ニテ イ と ウィ テン の ク 
ライ ン は 互い に 知り あう こと な く , し か も , ほ と ん と ど 同 
じょう な か 方 法 で 事業 を 始め た . 1 人 の 生徒 に つい て い 
ろ い ろ な 試み を し た あと に , か れ ら は 多数 の 盲人 を 収 
容 し た . 最初 は 少年 だ けが 教育 され た が , の ち に は 少 
女 た ち も 加え られ る よう に な っ た . 事業 の 計画 と その 
遂行 や 進歩 を 人 びと に 広く 知ら せる た め に , ジャ ー ナ 
リズ ム を 利用 し た . アニ テイ も クラ イン も か れ ら を 知っ 
て いる サー クル 以外 に も , 自分 た ちの 意図 を 知ら せる 
た め , か れ ら の 最初 の 生徒 を 連れ て 各所 に 旅行 を し て 
いる . その 際 , この 事業 の 新奇 き と 盲 人 に 対す る 同情 
ER, 人 びと の 理解 に と っ て 最も 積極 的 な 要素 で あっ 
た . 各所 に 新しい 学校 が 建て られ た が , その 制度 は ク 
ライ ン の それ に , Ek, の ち に は ベル リン の それ に 影 
響 を 受け て いる . し か し , 適切 な 官 教 育 を 行なう 方 法 
と 可能 性 に つい て 自覚 し て , 多少 と も 独立 的 に この 方 
面 の 事業 に 携わっ た 新しい 人 びと も あっ た . 最も 古い 
定 学 校 は 数 十 年 の 間 活 発 な 活動 を 展開 し た . そし て , 
りっぱ な 教育 を 受け , 精力 的 な 意欲 に 満ち た 盲人 が , 
自分 と 同じ 境 過 に こ に あ る 者 の 世話 を , 自分 で 引受 ける 時 
代 と な っ た . そし て , 創立 者 や 校長 自身 が , BATCH 
る 学校 も 幾つ か 生ま れ た . これ ら の こと は 確か に 大 き 
な 成 末 を あげ た の で あっ て , これ ら の 学校 の 建設 が 一 
時 的 な 性 格 の も の で は な く , 今日 まで な お 存立 し て お 
り , 一 部 は 地方 官庁 の 管理 に 移譲 され て いる こと な ど 
を 考え る と , それ が 非常 に 大 き な 意 味 を も っ て いた こ 
と が わか る . 

アメ リカ の 盲人 間 題 る まったく 同じ よう に 発展 し 
た . そこ で は , この 活動 は 19 世紀 の 最初 の 3 分 の 1 
半期 に 発足 し た . 全体 的 に いっ て , その 他 の 活動 は ま 
っ た く 和 駒 く ほど 類似 の 様相 を 呈し て いる . そし て , 2 
ー ロ ッ パ で は ア ュ イ と クラ イン が この 問題 の 使徒 で あ 
っ た よう に , アメ リカ で は ハツ (Dr. Howe) が それ 
で あっ た . か れ は 労苦 を いと わ ず , 盲 教育 と いう 理念 
の 普及 の た め に 働き , や が て 大 きた 成 功 を し た 人 で あ 
る . 19 世紀 の 後半 まで は BAM EO 協力 者 や 推進 者 


た ち は 互 い に 共 通 の つなが り と いう も の を も っ て いな 





が っ た LAL, 下 イツ と オー スト リア は 両方 合わ せ 
GEA ZUBsA EBL ら 光 て いた だ の で で そう EE だ つ な 
が り を も っ て いた . 1855 年 に 出版 され た 専門 誌 A 
ろう 貴 学 校 機関 誌 」 も この 欠陥 を ほとん ど 補 うこ と と が 
で き な か っ た . 各 盲 学校 は ば らち ば ら に 前 進 し , 相互 に 
ほとん ど , ある い は , まっ た ぐ 知 り 合 うと と が な か っ 
た . 上 述 の 機関 誌 の 1859 年 お よび 1860 年 の 号 CE 
学校 の 設立 へ の 呼び か け を 盛ん に 行なっ た が , 積極 的 
な 具体 的 な 指針 に 欠け て いた と き , 多く の と と が ら は 
この 横 の つなが り が 不 十分 で あっ た た め , うま く ゆ か 
な か っ た . 盲人 に と っ て 読み 書き な ど は まっ た く 意 味 
の な いこ と で ある と か , その 他 , 今日 で は 考え られ な 
いよ うな 多く の 誤っ た 主張 を われ われ は 読 の で あ 
る . 各 盲 学校 は 他 の 学校 の 経験 を 詳し く 参 照 す る こ 
と も な く , 個々 独立 し て 新しい こと に 着手 し て いっ た 
と いう こと が で きる . も ちろ ん , その 時 代 ま で 支配 的 
で あっ た 不満 足 な 交流 状態 の 改善 に 気 を 配ら な けれ ば 
な ら な か っ た . それ は 専門 家 た ちの 間 で 思想 や 意見 を 
活発 に 交換 する の に 適し て いな か っ た . そし て , 逆 に 
1873 年 , ヨー ロッ パ で 最初 の 盲 教育 者 の 会 合 が 行 な 
われ て いた . ウィ ー ン で 行 な ち われ た ヨー ロッ スパ の 第 1 
ABAR Samii, 会 議 自身 が 成功 し た だ け で な く , 

席 人 問題 に 新 時 代 を 画す る も の と な っ た . 個々 の 問題 
に つい て の 意見 は か な り 対 立 的 に 取 交 わ さ れ , また , 

多く の 点 に つい て 細目 や 共同 の 歩調 に 不一致 が あっ た 
が か が, その 討論 は 問題 を 明らか に した. 

CLC, 若い 教師 た ち に 助言 が 行なわ れ , LOK 
が 検討 され た こと だ け で も ゃ 非常 な 成功 で あっ た . FL. 
っ た 専門 家 た ち は , 確か に 長年 の 経験 が か か れ ら に 教え 
た 保守 的 な 立場 に 立っ て いた が , 個々 の 柔軟 な 気質 が 
新しい 方 向 を 打ち だ す に 役立っ た . し か し , 会 議 が 生 
みだし た 事態 が 変っ て きた . 若い 力 が 登場 し て き て , 
か れ ら は まだ 老齢 の 同僚 た ちの 経験 に 従う こと が 多 か 
ok. そし て 独立 性 と 自負 が 生み 出し た 力 が 認め られ 
る よう に な っ て きた だ . 会 議 の 重要 な 点 は も う 一 つ 別 の 


面 に も ある . 個人 個人 の 流儀 が 互い に 交流 に よっ て 関 


係 を も つよ うに な っ た こと は 非常 に 幸 な 結果 を も た ら 
Lk. それ は 共同 の 連携 が 拡張 され 確実 に され て , 盲 


人 の 福祉 を 促進 する こと を 目的 と する すべ て の こと が 


ら に つい て , 次 第 に 堅固 な 連帯 性 が 生ま れ て いれ ば, 
一 つの 大 き な 家 族 を 形成 する よう に な っ た . 個人 的 な 
交際 や 文書 に よる 熱心 な 交流 は , 多く の 重要 な 共通 な 
問題 の 所 在 を 明らか に し , 盲人 が 幸福 に な る た め の さ 
ま ざ ま な 問題 の 解決 に 役立っ た . Ek, 盲 教育 の 発展 
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の た め に 一 つの 協会 が 設立 され た と と に よっ て , BK 
育 界 を 統一 する と と へ の 大 き な , そし て 重大 な , ほ と 
ん ど 決 定 的 な 飛躍 が 行なわ れ た . bELVCOBMRIT 
その 成立 を ウィ ー ン の 会 議 に 主として 負っ て いる . 

ドイ ツ や オー スト リア と 同じ く , 他 の 国 で も 速度 の 
違い は ある が , また , 内 容 に 多少 の 変化 も あり , 地方 
地方 の 状況 に 応じ た 一次 的 な 事情 も ある が , BABE 
(に つい て 大 き な 発 展 が 見 られ た . そし て , どこ の 国 で 
も 遅かれ 早かれ 統一 的 な 盲人 協力 者 の 団体 が で き , 国 
家 当局 に 対し て も その 発言 か か な り の 重要 性 を も つよ 
SS STS: 

定 人 問題 の 歴史 を 少し 詳し く 見 る 者 に と っ て は , も 
> 一 つ 別 の 重要 な 問題 が 目 に 映 ず る は ず で ある . その 
問題 の 発展 が 盲人 問題 の 歴史 の 根幹 を な し て いる . そ 
れ は , ます 第 1 に 印刷 と 文字 の 問題 で ある . FIL 
字 と , 点字 の 歴史 は われ われ の 専門 分 野 の 歴史 の 重要 
な 部 分 で ある . それ が 盲人 問題 の 歴史 それ 自身 で ある 
と いっ て も よい . も ちろ ん , その 発展 は 晴 眼 者 の 文字 
や 印刷 の 問題 の 発展 と 並行 し て きた . 後者 の 進展 に 次 
し た も の は , 前 者 に も 役立っ た . た だ し , 直接 間接 に 
この 二 つ の 重要 な 問題 は , 盲 教育 全体 の 発展 の うえ に 
異常 に 重大 な 影響 を 及ぼ し た . 19 世紀 の 中 ご ろ に は , 
読み 書き な ど は 盲人 に と っ て まっ た く 余計 な も の で 
あり , 時 間 つ ぶし で 意味 の な い 問 題 を 盲 学校 の 教育 計 
画 か ら 遠 ざけ て し まう の が よい と いら うら 声 が 開か れ た . 
し か し , 見 識 を も っ た 皆 教育 者 た ち は 迷 ちず に 前 進 し 
た . そし て , その こと は 今日 の 時 代 が 認め て いる よ SI 
に , 大 き な 成 果 を も た らし た の で ある . 

われ われ が 盲人 問題 の 歴史 の 中 で , 切 離す こと の で 
き な い 分 野 と し て あげ な けれ ば な ら な い 第 2 の 問題 
は , 盲人 の 職業 教育 すなわち 手 仕 事 の 訓練 と いう こと 
CHS. 吉 い 盲 学 校 は これ を 大 き な 間 題 と し て いた . 
ア ュ イ は 短期 間 に こ の 方 向 に 長 足 の 進歩 を させ た . し 
か し , クラ イン は この 問題 を 見 過ごし に し な か っ た だ 
け で な く , ほ と ん ど 半 世紀 間 に わた っ て 考慮 を 払っ 
た . 手工 技巧 の 最も 簡単 な 教育 が 始め られ て か ら , 半 
ば 遊び と し て , 半ば 真剣 に 行なわ れ な が ら , この 問題 
は 盲 教育 で 最も 重要 な も の の 一 つと な る に 至っ た . 最 
初 の ころ は た だ 適宜 に 行 な な ん を ば よい と し て いた の で あ 
っ た が , 今日 で は この 授業 部 門 は , 盲 学校 で 最も 重要 
な 分 野 と され て いる . 形 人 の 手 仕 事 が 発展 する に つれ 
て , 訓練 を 受け た 盲人 は 経済 的 に 自立 すべ き で ある と 
いう 考え が 強まり , 次 第 に 盲人 に 晴 眼 者 と を まったく 同 
じ 生 活 上 の 地位 を 与え る べき で あり , 晴 眼 者 と 同じ 自 


活性 を も た すべ き で ある と いら 意見 が 現われ て きた . 
そし て , 養成 や 教育 の 目標 は だ ん だ ん 明確 と な っ て き 
た . も ゃ ちろ ん , ご く 少 数 の 例外 を 除け ば , 盲人 の 音楽 
教育 は か な り 後 退 し た こと は 否め な い . 盲 牧師 た ちの 
中 に は 盲 学校 で の 音楽 教育 に 反対 する 者 が あっ た . こ 
れ ら の 人 びと は , その 意見 に お いて それ ほど 誤 っ て い 
た と は 思っ て いな か っ た . と ころ が , FAORBCHE 
常 な 注意 を 払っ て いた 盲 学校 か ら , 多く の 盲人 の こじ 
き が 生み だ され た だ たか, その 教育 の た め , どれ ほど 多く 
の 資金 が 必要 で あっ た か , また , その 結果 が みじめ な 
も の で あっ た か を 考え て みれ ば , うな ず け る こと と で あ 
る . 

主教 育 に 関す る 一 般 的 な 観点 が いか は ほ ど と 確立 し た か 
を 示す 一 つの 事態 が ある . 最近 雪 十 年 間 の 盲人 問題 の 
歴史 の 中 で , この 事態 の 出現 は 看過 で きた ない 重要 な とこ 
と が ら で あ る . 一 般 的 な と と が ら が 確定 的 な 様相 を も 
っ て くる と , 次 に は 個々 の 特別 な が こと が ら が 取扱 われ 
る よう に な る . ある 一 定 の 期間 , 実際 上 の 要請 が 主要 
事 で あっ た が , 今度 は 問題 の 学問 的 な 側面 が 問題 と き 
れ 始 め た . 特に 人 びと は 盲人 の 性 質 を で きる だ け よ < 
認識 し て , 盲 教育 の 運営 と その 原則 と を 正しく 打ち 立 
て よう と 努力 する よう に な っ た . 教育 心理 学 上 の 研究 
が 興味 深い 問題 を 提出 し , 多く の こと が 教育 の 強力 な 
核心 と な っ て きた . 

定 人 間 題 の 歴史 の うち で 主要 な 役割 を 演じ て いる 第 
3 の 問題 は , 生活 保護 問題 の 解決 で ある . 教育 上 の 諸 
問題 が 確定 し て , 一 定 の 形式 を と る よう に な り , ある 
程度 の 教育 の 実 が か あがる よう に な る と , 次 に 生徒 た ち 
の 持 来 に つい て の 問題 が 当事者 の 眼前 に 現われ る . も 
と より 盲人 の 生活 保護 は 早く か ら 取 組ま れ て いた 問題 
CHA. それ を 示す の は フラ ンス の ルイ 9 世 の 事 業 で 
HD. か れ は 300 人 の 和 失明 し た 戦士 た ちの た め に , パ 
リ に 盲人 院 (Hopital des Ouinze-Vingts) を 建て た . 
それ より 以前 に メ ム ミン ゲン 盲人 の た め の 保護 施設 
DET bh, の ち に 廃 院 と な っ た , EV 5 ILD L< 
思わ れる . 13 世紀 に この 種 の 最初 の も の と いわ れる 
事業 が 行なわ れ て 以来 , 盲人 の 生活 保護 の 問題 は 動き 
を 見 せ ず , クラ イン が 1810 年 に この 問題 を RES, 
これ に 具体 的 な 解決 を 与え を る まで は 進展 を 見 せな か っ 
た . 18 世紀 末 , すでに 盲人 保護 の 施設 が イギリス に 建 
て られ た と の こと と で ある が , それ は 別 の 意味 で 建て ら 
れ た も の と 思わ れる . ウィ ー ン と ぶり に 建て られ た 保 
護 施 設 も また , その 設立 に 関し て 相互 に 没 交渉 で あっ 
た . と いう の も , と この 方 面 の いく つか の 異な っ た 方 針 
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が 可能 で あっ た か ら で あ る . 19 世紀 の 後半 に 至っ て , 
近代 的 な 衣 人 保護 の 分 野 に 初め て 活発 な 運動 が 起こ っ 
fe. それ は 周囲 の 実状 が これ を 余儀 な くさ せ た か ら で 
DA. すでに 教育 を 受け た 盲人 の 数 は か な り の 数 に 増 
大 し て いた . ELT, それ ら の 人 びと は 次 の よう に 自 
問 し た .「 い っ た い ど らち や っ て 自分 の 知識 と 技術 を 活 
用 し た ら よ い の か . 教育 を 受け 訓練 も 終え て どう や っ 
て 自分 の 生活 を 築い て いっ た ら よ いで あろ うか 」 と . 
宜 人 問題 の 他 の 分 野 で は , すでに 盛ん に 盲 人 自身 が 正 
し い 道 を 発見 し , ある い は 少な く と も か れ ら の 協力 者 
た ち が , その 指導 を し て いた が , その よう な こと が こ 
の 分 野 で も , 行なわ れ 始 め た . 数 多く の 有 能 な 盲人 た 
ち は , 他人 の 助け を 借り ず に 自立 し た . その 事実 は ど 
の 方 向 に 努力 を 進め た ら 成 果 が あがる か , と いう こと 
に 対す る よい 実例 を 示す も の で あっ た . SADE 
に 独立 し な けれ ば な ら な いと いう こと は 当時 の 合 こ 
ば で あっ た . し か し , この 理想 が 達成 され た 実例 は , 
ほん の わずか で あっ た . それ は 資金 貸与 や 原料 供給 や 
信用 裏書 な どの こと で , 盲人 は いろ いろ と 援助 を 受け 
な けれ ば な ら な か っ た か ら で あ る . クラ イン は 盲 学校 
卒業 者 の た め の 生 活 保 護 が 必要 で ある こと を 認め た 最 
初 の 人 で あっ た が , 最初 は この こと が 単に 主張 され て 
いた だ け で あっ た . そし て , や が て は 具体 的 に 必要 な 
措 思 が と られ る よう に な っ た . 今日 で は 確か に 組織 も 
変っ て き て いる し , 保護 が 行なわ れる 名 称 も 違っ た も 
の と な っ て いる . し か し , 盲人 が その 実生 活 で , ほ と 
ん どの 場合 , 十分 な 援助 を 必要 と し て お り , その 援助 
が 保護 用 資金 が 提供 で きる 限り の 資力 を 使っ て 長く 維 
持 さ れ て 行か な けれ ば な ら な い , と いう 原則 は 今日 も 
まだ 変っ て いな い . 数 多く の 子女 授産 所 や , 男子 保護 
の 施設 , 盲人 療養 所 , 作業 場 , 老人 ホー ム , 施療 院 な 
ど が 十分 に 建て られ て いる こと と は , この 原則 の 現われ 
で ある . 

盲人 福祉 事業 に 積極 的 に 働 いた の は だ れ で あっ た 
か , どの よら に し て 盲 教育 と 生活 保護 が 高度 の 進展 を 
BI C&km, Ek, それ を 叙述 し , ある 限度 内 で 盲 
人 問題 の 歴史 の 詳細 を 示す こと が , どの よう に 行なわ 
れ て きた か を 示す こと は 将来 に 残さ れ た 間 題 で ある . 
盲 児 幼稚 園 ここ に いう RIMM LI, 盲目 の 児童 
が 五感 の 完全 な こども が 公立 の 小学 校 な ど に 入る 前 に 
は いる 幼稚 園 と 同じ く , 本 来 の 盲人 教育 の 施設 に 入る 
前 に 入所 する 教育 施設 を いう も の で ある . 盲人 の 保護 
事業 が 進歩 し て いる 都市 地域 で は , 珍し くも な いと こと 
で ある が , ドイ ツ で は その 先駆 を な し た も の は 1862 


年 に ザク セン 王国 で 建て られ た フー ベル ツブ ル グ の 盲 
児 幼稚 園 で ,。 この 種 の も の の 最初 の 施設 で あっ た . 

1873 年 の ウィ ー ン に お ける 盲人 教育 考 会 議 で は , 
これ の 必要 性 を 力説 し た 校長 の ライ ン ハ ルト に よる と 
「 こ の 幼稚 園 の 設立 は , 人 道 的 な 利点 ば か り で な く , 
国家 経済 的 に も 福利 を も あっ て いる も の で ある . 盲人 に 
汐 する 独立 自治 の 教育 に は , か れ ら の 肉体 的 強健 が 主 
眼目 と な っ て いる . 健康 で あれ ば いろ いろ な 手 仕 事 に 
も 従事 し て ゆけ る が , 貧困 家庭 で は , な か な か そう は 
いか た ない . も し 体育 が 加え られ ず 虚 弱 児 の まま 放任 さ 
れ て いた 者 に は , 12 歳 ま で 残っ て いる こと の で きる 幼 
稚 園 (予備 校 ) に 入所 すべ き で , 私 は いく た び か その 
世話 を し た こと が ある . 予備 校 か ら 本 科 に 進み とき に 
ik, か れ ら は 心身 と も りっぱ な 発育 を 遂げ て お り , 19 
歳 に も な れ ば 仕事 の 能力 を 備え を て いる . こう し た 予備 
校 は 道徳 的 に も すぐ れ た 効用 と 価値 と を 示し た . 放任 
され て いる 児童 は その 悪癖 の 矯正 に 多く の 時 日 を 要 
し , 中 に は その 見 込み も な いま で に な っ た 者 も ある . 
予備 校 で は 放任 の 危険 か ら 守 られ , 容易 に 有 能 な 人 間 
eK Cee Cs Sit 

生ま れ た まま の 人 間 の 精神 は , か れ が 正常 児 で あろ 
うと , 盲目 また は ろう で あろ うら と も ゃ も , そこ に 差異 は 認 
め ら れ な い . だ か ら す べ て の 人 間 は この 精神 的 能力 
を , その 素質 と 発育 法則 を 同じ よう に 生ま れ な が ら も ゃ 
っ て いる と 考え て よい . た と えば , 盲人 の 精神 は 中 軸 
器 管 , すなわち , 脳 内 で 光 の 印象 を 受入 れ , それ た 応 
UBER KO CWB eR) 通る べき 門戸 まあ) 」 と 
の 印象 が 意識 の 中 に 入る た め の 連 絡 , すなわち も , 視 神 
経 が 閉ざさ れ て いる か , 妨げ られ て いる か , も し く は 
欠け て いる か だ け で ある . 

この 光線 や 音響 の 入 来 と と も に 精神 の 発展 が 始ま る 
と き に , 初め て と の 生ま れ た まま の 平等 性 は 消 減 し , 
それ ぞ れ 違っ た 方 向 に 進 $ う と する 精神 状態 が 開始 さ 
VA. 

人 間 精 神 の 内 部 で は , いっ さい が 相互 連関 の うち に 
あり , 一 つの 形象 は 他 を 規制 し , 影響 を 与 える も の で 
ある か ら , この 発展 方 向 の 差異 は 次 第 に 精神 生活 の 全 
分 野 に 及び , 意識 , 感情 , 意志 と な っ て 現われ て くる 


の で ある . 


感覚 を 一 つの 欠い た 盲人 の 場合 , この 事実 は 明らか に 
精神 発達 に 重大 な 障害 を 意味 し て いる . 

この 精神 的 発展 の 刺激 力 を , 人 間 は まず 視覚 を 通じ 
て 受取 る . 光 の 印象 は こども が まだ それ を 意識 し な い 
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うち に , 心 の 中 に は いっ て き て , まず , 目 や 眼 筋肉 , 
頭 部 お よび 手 , そし て 最後 に は 上 体 の 運動 を 起こ させ 
る よう な 作用 を 現 わ す . 

と ころ が , 盲 児 に は この 幸福 な 発育 に あず か ら ず , 
その 欠陥 の た め に 周囲 か ら 半 ざさ れる . 初め の うち は 
無意識 の うち に 過ごす が , 聴覚 が 進ん で くる と 周囲 に 
関心 を も つよ うに な る 

盲 児 は 五感 の そろ っ て 健全 な こども た ちの よう に , 
外界 の 事物 を は っ きり つか め な いた め , 自然 に う し ろ 
に 取 残 され て ゆく の で ある . 外界 の 諸 現 象 は 感情 や 意 
欲 な どの 精神 現象 の 基礎 を な す も の で ある か ら , 視力 
の 欠損 は 精神 上 に 大 き な 障 害 と な る . 

言語 が 登場 し て くる 時 期 に な る と , か れ を これ まで 
孤立 させ て いた 制約 は 一 部 こわ れる . そし て この 言語 
(に よっ て か れ の 生長 に 要する 促進 素材 が 得 られ は す 
る . し か し , 人 間 の 大 部 分 の 言語 表現 は , 視覚 に よっ 
て 導 か れる も の だ か ら , ここ で ゃ 正常 児 と 比較 する と 
非常 な お くれ を 取っ て いる と と に な る . 正常 児 は 物事 
に つい て 語る こと を 覚え る が , BCE ok< BD 
な いこ と で , まる で 外国 語 を 学ぶ よう な も の で ある . 
その 理解 は 一 部 分 に 止ま っ て いる . | 

正常 児 は その 精神 的 発展 の 途上 で , 有力 な 推進 を 
模 條 の 衝動 か ら 受 ける . 人 間 は 意志 的 生活 の 発展 すべ 
き そ の 下地 と な る 力強い 芽 を 自身 の 内 に 感 じ る と き 
は , ほとん と 誤 ま っ て 行動 する こと は で き な い も ゃ も の で 
ある . と ころ が , 盲 児 に は 模 條 の 衝動 が 非常 に 限定 され 
て いる . か れ が まね よう と する 音 や こと ば の 数 々 が , 
か の 精神 の 成長 に 何 ほ どの 意味 を も つの で ある か と 思 
えば , 精神 の 発達 に つい て は , 正常 児 に くら べ て 非常 
こ 不 利 で ある か が わか る . 身体 上 の 成長 に つい て も ゃ 大 
差 は な い . われ われ の 体 は 慣性 法則 の 下 に お か れ て お 
り , 常に 休息 を 考え て いる が , この 考え の カカ は た だ 外 
部 か ら 入 いっ て くる . 特に 視覚 を 介し て は いっ て くる 
さま ざま な 刺激 に よっ て 取 去 られ , 活動 し よう . fC 
と か を 行 な お うと する 内 的 衝動 を 発動 する の で ある . 
これ が 盲 児 で は この 刺激 は 聴覚 と 触覚 と だ け か ら 与 え 
られ る に 過ぎ な いか ら , 非常 に 乏しい と いわ な けれ ば 
な ら な い . そこ で , 塞 児童 は その も っ て いる 欠陥 の た 
wie, と か く 非 活動 的 と 判断 され る の で ある . 

誕生 数 ヵ月 間 は 滋養 物 の 要求 や , 眠り を 求め て いる 
こと の 見 分 けが つか な い . これ ら が 満た され る と 直 ち 
と 身体 の 苦し み は 消 去り , お と な し く 静 か に 寝 て し ま 
>. 母親 が 笑い か ける と , その 声 を 開き 知っ て いる と 
き に は , か の 女 の 方 に 小さ な 腕 を 伸ばす . 


生後 1 年 を 経る と , 他 の 部 分 が 健全 で あり , LV 
養 と し つけ と が 与え られ て いれ ば , こと ども は まっ すぐ 
に 座っ た り , 立つ と LK, また 歩 こ う と する CLE 
も , か な り で きる ほど に 体 の 力 が そ な わ っ て くる 。 し 
か し , どこ に も ゃ 障害 物 が か ある の で , それ ら に 衝突 すれ 
ば , か れ の 運動 は 失敗 する わけ で ある が , そう し た と 
と が 絶え ず 行 な われ , また , 面倒 を 見 て や り , 確実 に 講 
訓練 し な いと き に は , 決し て と ども は 強健 に は な ら な 上 
いし , 歩行 に も 熟達 し た な いで あろ うら . こども に 勝手 に 
任せ て お れ ば , か れ は た だ 1 ヵ所 で 手 を 動 か す だ け 
で , つい に は 苦 し い 無 為 に 陥る で あろ う . の び の びと 
し た 活動 を 欠い て いる こと は , こども の 身体 発育 に 恐 


ろ し い 悪 影響 を 与え る も る の で ある . 血液 形成 と 代謝 は 


緩慢 か つ 不 完全 に し か な ら ず , 組織 の 発達 は 不 完全 で 
乏しく な り , 各 分 泌 腺 は 不良 の 体液 濃度 の た め に 不全 
と な る . また , 腺 病 質 的 徴候 が 全体 に 現われ , 知ら ず 
知ら ず の うち に 悲 眉 な や つれ た 姿 に な っ て し ま 5. 
れ で 強力 な 保育 を 行 な ち な いと , こう らし だ た 有 弱体 は 救 わ 
れ が た いも の に な る の で ある . 

こら し た 適当 な 保育 は いつ 始め た ら よ いか . 経験 あ 
る 盲 教育 家 は こう 答え る で あろ う .「 早 けれ ば 早い ほ 
FEW] と . と ども が 10 誠 に も な っ て いて , FCe 
高度 に 病状 が 進ん だ まま で 放任 され て いる の を 見 た の 
で は 全く 遅 過ぎ る . 

教師 ここ ども の 欠陥 が わか っ た 有 瞬間 か ら , その よ ょ 5 
な こども た ち を 注意 と 保育 と に よっ て 健康 体 に 育て あ 
げ る こと に し な けれ ば な ら な い . これ に は 整備 され た 
施設 に 送る よう 母親 に 説得 する こと で ある . 6 年 も た 
て ば 事情 は 著しく 好転 する で あろ う . 母親 は 人 か ら 求 
め ら れ な く と も ゃ も, その 豊か な 母性 愛 か ら わ が 子 の 強健 
に な る こと と に 進ん で 協力 する こと で ある . 

どう らい うら 施設 , どう いう 学校 に 託 せ ば よい か . それ 
は 教師 が こども の 集団 の 中 で , か れ ら の 教育 の た め に 
どれ だ け の 知識 を 備 を て いる か , どれ だ け の 数 の 教科 
課目 を 果たし 得る か , また 運用 力 が どの 程度 ある か な 
ど を 考え て 盲 児 を 託す る に た る も の か どう ら か を 決め る 
こと で ある . これ まで の 家庭 的 保育 が 完全 に 達せ られ 
Ci), 盲 児童 の 特異 性 に よく 応じ た も の で あれ ぱ , 
設備 の 整っ て いる 教育 施設 が 望ま し いこ と と な る . 

と ころ が , 多く の 盲 児 の 家庭 は お よそ 理想 か ら 遠 く 
離れ た も の で ある . 正常 見 で あれ ば , た と え 健 し く と 
も , 行動 の 自由 が 与え られ , 学校 に ゆく まで に ある 程 
度 の 知識 が 用 意 さ れ て いる も の で ある . これ に 反し , 
盲 児 童 は 外部 か ら の 刺激 , 適当 な 指導 が 与え を られ な く 


> 
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Clits bis. . tied d, 児童 教育 一 般 に 対す る 生き 生 
き と し た 関心 と 当 を 得 た 理解 , 正しい 教材 の 選択 に 対 
する すぐ れ た 創意 , 偉大 な 妨 耐 と 療 れ を 知ら ぬ 耐 久 力 , 
多く の 時 間 , 豊か な 物質 の 供給 な ど が 要求 され る . こ 
らし た こと は , 招 困 の 盲 児 家 庭 に は 望ん で も 得 ら れ な 
いも の で あっ て , それ に 悪 習 に 染 っ た こども で あっ た 
場合 は , 手 の 施し よう も な い . 中 流 家庭 の 盲 児 は どう 
BPEWDE, そう た だ いし て 変っ た も の で は ない . 極端 
な 母親 の あま や か し , 誤 ま っ た 同情 に よっ て , BOR 
児 は 著しい 未成 熟 , 愛 う べき 依存 性 を も つ に 至る . こ 
On, 貧困 家庭 の 填 帰 より も る か えっ て 多く の 欠陥 が 感 
じ ら れ , 教師 に 対し いっ そう 大 き な 悩 み を 与え る も の 
で ある . 

し か も , 母親 た ち は こ うら し た 気の毒 な た こと こども た ち に 
WZ, はげ し いこ と ば は か け て は な ら な いと . それ で は 
この 長 れ な 愛児 た ち は 非 常に わが まま と な り , いい た 
い ほ うだ い に い い , いつ も ゃ 不満 を も つよ うに な り , 慈 
愛 に 満ち た 母親 に 対し て さえ , 暴君 の よう に な っ て し 
まう . これ で は 和 盲 児童 が その 家庭 教育 も , 盲 学校 入学 
へ の 準備 も し て いな いと いっ て よい . 

そこ で 盲 児 た ちの た め に , その 身体 の 鍛練 と , な お 
さり に し て いた ゃ も の を 取 返 し , 欠陥 の ある と ころ を 矯 
正す る 合理 的 な 教育 を 与え る 施設 の 存在 が , さ し 人 迫っ 
た 必要 事 と な っ て くる . 一 方 に この 年 少 者 の 救済 の た 
め , また :, 一 方 本 来 の 盲 学校 と も , か つ は その 前 段階 
と し て 有期 的 な 関係 に ある 特別 の 施設 に お いて , 年 少 
者 に 対す る 教育 課題 が 達成 され る の で ある . 

、 と の よう な 準備 的 な 施設 に 要求 され る 課題 と は 何 
か . それ は まず 強健 な 身体 の こと で ある . すなわち , 
か れ ら の 四肢 を 円 満 自 在 に 使用 し , その 行動 を 円 滑 に 
し て 自立 自足 の 念 の 不足 を な くし , 環境 へ の 依存 性 を 
除 表 する こと で ある . また か れ ら を 悪 習慣 の 重荷 か ら 
解放 し て , その 精神 を 生長 させ , 知識 に お いて も , FE 
カカ に お いて も , 同年 疾 の 小学 生 と 同じ 程度 に まで 伸 ば 
し , 盲 学校 へ 入学 する よう に し 向け る こと で ある . 

こう し た 努力 の うち で も ゃ 特に た いせ つ な こ と は , 道 
役 的 に 保護 する こと で あっ て , も し , すでに 身 に し みつ 
いて し まっ た 欠陥 が あれ ば , それ か ら 救 い 出 し て 規則 
的 な 行動 へ の 意欲 を よび さま し , 真理 と 愛 の 精神 を そ 
の 若い 心 の 中 に 植え つけ , そし て か れ ら を 「 幼 な 児 を 
攻 9 の 9 の (に くる まま に し て で てき な きい . EDT 
は な ら な い 」 と, や さ し く か れ ら を 呼ん だ 主 の も と へ 
と 導く と と な の で ある . こう し た 課題 が 満足 に 行なわ 
れる こと の た め に は , 全く 変化 し た 生活 様式 と , 教養 
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へ の 尽力 や 身体 訓練 な ど が , 入学 時 すでに いく ぶん そ 
こ な わ れ て いた こども た ちの 発育 に , 直ちに 著しい 効 
果 を 示す よう に し な けれ ば な ら な い . すでに 生長 し て 
いる 人 た ちと の 深い 共同 生活 や , 特に 学校 を 支配 し て 
いる 清新 な , 生き 生き し た 精神 や , 慈愛 に 満ち た 援助 
の 愛 の いぶ き を か け て や ら な けれ ば な ら な い . これ は 
小さ な こども た ちの 昼 病 や 恐怖 の た め , いじ けた 精神 
に は , し ば し ば 吹き か けら れ な けれ ば な ら な いも の で 
HBS. こう する と と に よっ て , こども た ち が や が て 施 
設 の 中 で い ご こち が よく , 幸福 に 思う よう に な る の に 
効果 が ある . こども た ち が 自 分 を 幸福 に 思っ て いる と 
ころ に は , 恵まれ た も の が 訪れ る も の で ある . 

さら に これ ら の 課題 の うち , こども た ち を 矯正 する 
こと に 関す る 面 の 問題 に は 困 将 な も の が ある . ET, 
教育 こよ っ て , 放任 され た まま で いた た め 悪 く な っ た 
こども た ちか ら , 墜落 と 他 へ の 依存 性 を 取 除 く こ と , 
か れ ら を それ まで の 悪 習 慣 か ら 解 放す る こと , EKA 
時 に 教育 こよ っ て 必要 な 自立 性 と , 自力 を 行使 する こ 
と の 自由 を 養 な うこ と な ど が それ で ある . それ で 教育 
の 主たる 要請 は 完全 に 満た され な けれ ば な ら な い . 
悪い 習慣 と は , 記 か っ こう な 運動 , すなわち , Ib 
よ ち 歩 き , と び 上 り , 手 を ぶら つか せる , その ほか 同 
様 な し ぐさ で ある が , 十分 な 訓練 を 受け な か っ た 証人 
は , 自分 で は 気づか ず に 晴 眼 者 か ら は さげ すま され , 
わが 身 の 無 作法 を 暴露 する も の で ある . だ か ら 教 師 は 
厳重 に 注意 し て , か れ ら の 自己 満足 を 抑制 する こと に 
し な けれ ば な ら た ない. 

必要 に 応じ た 気分 の 変更 を 加味 し た フ レーベル 式 の 
遊戯 法 と 手 修練 教授 の 開始 は , た と えば 和 祝 土 , ろう , 
は ぎれ な ど に よる も の だ が , これ ら は きわ め て 有効 な 
方 法 で ある . この よう な 遊び に こよ っ て 件 児 た ちの 受け 
る 利益 は , 多大 な 労苦 や , 訓練 と その 方 法 の 維持 に 要 
する か な り の 人 額 に 上 る 費用 を 償 っ て 余り ある も の で あ 
る . また 盲 学校 の 庭 に は 必ず と いっ て よい ほど 砂場 か 
ある . その 砂山 と 取組 むこ と は こども た ちの 行為 へ の 
欲求 を 呼び 起こ し , それ を 満足 させ , また 指 や 手 や 腕 


の 強化 を 促進 する と いう こと も , 漁 第 に 明らか に な っ 


て くる . 家庭 の 仕事 も か れ ら に で きる 限り 手伝わ せ た 
FIRENS, 

こども たち に その 柔軟 で な い 身 体 を 克服 し て , 必要 
な 自在 性 を 与え る の を 助け , か れ ら の 心底 に ひそ む 意 
志 力 を よび 覚まし , 強化 する た め の 根 本 的 な 手段 の 一 
つ は こども 体操 で ある . さま ざま の 教育 授業 は , この 
紳 兄 予備 校 で は それ 自体 が 目的 で な く , 教育 達成 の 一 
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手段 で な けれ ば な ら な い が , これ も ゃ 一般 の 小学 校 の 低 
学年 な ど で の 教育 に 引か れ て いる 限界 を で て は な ら な 
いも の で ある . 

宗教 へ の 手引 き は , まず 物語 の 形 で 行なわ れる が , 
また , わか りや すい 聖書 の 中 の 逸話 や 童謡 と も 結び つ 
け て 行 な ち れる . し か し , この よう ら な 教 衝 よ り も 重大 
な こと は , 区 け ん と 信愛 の 念 が 校内 の 全 生活 を つら ぬ 
き , と ども た ち が と この 空気 の 中 で 教育 され る と いう こ 
と で ある . 

実物 教育 は すべ て の 感覚 の 活動 と その 洗練 と を 目的 
LL, また 周囲 の 事物 と の 包括 的 な 知識 を 与え る こと 
を 目的 と し な けれ ば な ら な い . 

方 法論 的 な 基本 定立 に 従っ て 整理 され た 自然 物 の 収 
集 , 模型 , は くせ い の 動 物 , 幾何 学 的 物体 , RH, KR 
度 , お も り , 製作 品 な ど を 通じ し て, と ども た ち に あら 
ゆる 方 面 の 観察 や , それ ら の 話題 が さ ず けら れる . し 
か し , 何より も まず 身体 の 強化 の た め に 行なわ れる 散 
歩 の 際 に , か れ ら の も っ て いる 表象 の 範囲 を 広げ , 自 
然 に 対す る 認識 を 完全 に する 機会 が と ら え られ る . 

実物 教育 の 一 部 で ある 「 数 を え 方 |] は 1 か ら 1000 ま 


で の 範囲 内 に , 基本 数 の 練習 が 第 1 で , これ を で て は 


な ら た な い . 唱歌 も 重大 な 意味 を も つ 教 育 手段 で ある . 
児童 教化 の うえ ば か り で な く , どん な と き に で も $ 純 な 
豆 び と 楽し い 思い を 与え て くれ る も の だ か ら で あ る . 
手工 を 教え る こと と は 粘土 工作 , し し ゅ う , は ぎれ 細工 , 
と うら 細工 な どの 簡単 な 仕事 か ら 始め る . これ も 純粋 な 
教育 目的 の た め に 行 な ち れる も の で ある . つま り , 盲 
児 幼 稚 園 の 果たし て いる 恩恵 が , きわ め て 偉大 な も の 
で ある か ら で あ る . 

すでに 生徒 た ちの 外見 上 の 健康 さき , か れ ら を 支配 し 
て いる こども らし い 明 る さ , その 行為 の 確実 きえ , か れ 
ら が 教育 に 際 し て 示す 生き 生き と し た 健康 性 , 体操 場 
で 示す りっぱ な 成績 , 手工 教育 に 示す 活発 さ な ど は , 
この 施設 の あげ た 豊か な 成果 の た ま も の で ある . われ 
われ は また , 同時 に これ ら の こと ども た ちの 将来 を も こ 
の 際 考 えた いも の で ある . 自然 か ら 見 離 な され た よう 
な これ ら の こども た ち に は , その 身 に 付与 され た 能力 
と 練 達 と が , 将来 に どれ ほど と の 利益 を も た ら す も の 
か , これ ら の 小さ い 者 た ち が , どん な に 自立 的 に 独立 
し て ゆく も の か , Ek, いか に 早く 自分 た ち が 他 人 の 
助け を 必要 と し な く な る か を 知る と き , この こと の う 
ち に か れ ら が 自立 し て 市 民生 活 を 果たし つつ , 成長 し 
た 盲人 の 幸福 を 条件 づけ る いっ さい の 独立 精神 を 獲得 
する に 到 る こと の 確実 な 保証 を , われ われ が 観 取 する 








も の で ある . 

盲人 制度 の 文献 家 人 制度 と いう 概念 が 広義 に 解 さ れ 
る と , これ に は すべ て の 方 面 か ら 和 失明 お よび 盲人 に 関 
係 する 著書 全部 が 入る し , その 内 容 が どん な も の で も 
証人 が 著者 と な っ て い SH ら ゆ る 印刷 物 が これ に 入 
る . 型 人 制度 を 狭義 に 解す る と , 盲人 の 教育 , 職業 , 
扶養 に 関す る 書籍 だ け を こと の 問題 の 文献 に あげ る べき 
で , この 事項 か ら 遠 ざか る 作品 は 全部 これ を 削除 し な 
けれ ば な ら な い . 盲 人 制度 を 比較 的 正確 に 換言 する と , 
厳格 に 解釈 する の を 正当 と 見 る 人 びと は , 多く の 点 で 
不当 で は な い . な ん と な れ ば 近代 的 な 家人 制度 と いう 5 
概念 は , 確実 に 限定 され , この 名 前 が 何 を 意味 する か 
VE BED 余地 は な いか ら で あ る . し か し , これ に 対し 
て , 盲人 に 関連 し て いる と こと は すべ て , それ が 厳密 に 
は 教育 , お よび 保護 の 対象 で な く て も , 内 部 的 に 盲 
制度 と 結び つい て いる し , Ek, 眼 界 の 広い , 比較 的 
高い 立場 か ら も ゃ の を 判断 する 盲人 の 味方 と な る 人 は , 
普通 な ら か け 離 れ て いる よう に 思わ れる こと で も , 多 

く 自分 の 観察 や 研究 の 領域 に 引 入 れる も の で , Ek, 
か か る 人 は 一 見 あま り に 重要 で な いも の も , SAME 
の 核心 と 多分 に 関連 する こと を 発見 する の が 容易 で あ 
AD. それ ゆえ ここ で も , 盲人 制度 と いう 概念 を 広義 
に 解 し て 述べ る . な ん と な れ ぱ ば, 比較 的 容易 に 普及 し , 
ある い は し ば し ば み ら れる BAO 文献 を 概観 する 人 
は , すべ て ある 意味 で 関連 を つけ られ る こと を 認め る 
で あろ うか ら で あ る . 

定 人 制度 の 文献 は , 決し て 古い も の で は な く , し た 
が っ て , 豊富 な も る の で は な W ゆ に と これ (の 宙 
喧 者 の 実体 に 関す る 文献 より 著しく 遅れ て いる . そし 
て , すべ て の 言語 を 考え て も 独立 し た 著書 は 約 800 も 
数 えら れ な いで あろ う . 学校 の 年 報 あ る い は 事業 報告 
ik, も ゃ ちろ ん 計算 に 入っ て いな い . これ に 関す る 作品 
は 多数 の 群 に 分 か れ , 書籍 の 解題 説明 者 は 最も 重要 な 
も の と し て , 次 の も の を 顧 虐 す べき で あろ うら. す な わ 
ち , 失明 の 病原 学 お よび 予防 を 説明 する 医学 上 の 著書 , 
家人 の 統計 , 盲人 の 伝記 , 宜 人 の 教育 教 課 に 関す る 宗 
教 的 な ら び に 科学 的 (一 部 分 は 心理 学 的 ) 考察 , 特に 
盲目 の こども の お よび 盲人 の 休養 に つい て, BARS 


る 役割 を 演ずる 長 入 小 説 , 短篇 小説 Bl 盲人 著者 の 


各種 の 著作 , 特に 詩 お よび 詩集 ・ 科 学 論文 ・ 翻 訳 な ど 
これ ら の 書籍 群 は 医学 上 の 題目 を 除き , 一 般 に 文献 の 
すべ て の 対象 を 含ん で いる . 特に 教育 問題 お よび 同じ 
運命 の も ゃ の へ の 給与 を 取扱 っ た 定 人 作家 の 数 は 少な く 
な NN 
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歴史 的 の 立場 か ら 考 察する と , 盲人 制度 の 文献 は す 
で に 述べ た よう に 遠く まで さか の ぼ ば る も の で は た ない. 
最 古 の 単行 本 「 盲 目 に つい て の 話 」 We Caecitate 
Oratio) が 1606 年 に パリ で 出版 され 宗教 的 な 観察 , A 
目 へ の 徐 辞 が 現 わ れ て いる . 17 世紀 か ら は , 次 の も 
の が 知ら れ て いる . プ テ ア ヌス , 「 和 失明 者 の 慰安 」 
(Puteanus : ‘“Caecitatis consolatio”) ロバ ン ニ ー 
(Lovanini) 1609 年 刊 . トリ ンク フシ ュー ス , [A 
人 の 英明 さ お よ び 特 別 の 教育 こつ いて の 論議 ] (Tri- 
nkhusius : “Dissertati-uncula de caecis sapientia 
atque eruditione claris” ), ゲラ ェ エ (Gerae) 1672 年 
刊 、 一 ブル ッ ク ハ ルド ウス , 「 狂 暴 な 費用 の か か る , 
声 の で な い , 咽 ま た 盲目 の 子供 た ち に つい て 」 (Bru- 
ckhardus “De Infantibus furiosis, grodigis, mutis, 
surdis, caecis”), バシ リア ェ エ (Basiliae) 1673 年 刊 
法律 的 な 論文 が キル ヒ ホ ッ フ (Kirchhoff) に より 
「 盲 人 の 性 質 , 権利 お よび 類推 に つい て 」 CC Natura’ 
jura et gzg7ogo”) が 1693 年 に エナ で 出版 され た . 
18 世 紀 に は , BAD 教 課 お よび 教育 に 関す る 著書 
が , さら に 数 多く 出版 され て いる . その 中 で 重要 な も 
の は 次 の 通り で ある . 
テン ツェ ル 「 ほ どん と 失明 し た 人 に つい て 」 (Ten- 
zell : “De eo, quod justum est circa caecos” ) エル 
フォ ル ジ ア ェ (Erfordiae) 17144FF.79-7 TBA 
教育 論 」 (Frike. “Dissert, de caecis eruditis”) リ 
プシ ァ ェ (Lipsiae) 1715 年 刊 、 ゴ ェ チ VA TRAM 
学 論 」 (Goetzius : “Dissert. 77co/ogz7cg de caecis’’) 
ル ベ カ ェ (Lubecae ) 1715 年 刊 . レオ ポル ド . 一 ス 
「 失 天 的 盲目 こつ いて の 説 | (Leopoldus. “Commen- 
tation de caecis ata natis”), ルレ ル ベ カ エ , 1726 年 刊 . 
1747 年 に ,。 ダブ リン に ある , 盲人 の 最初 の 単行 本 の 
伝記 「 ケ ンプ ブ リッ ジ 大 学 教授 ニコ ラス ・ サ ー ン ダー 
ッ ン の 生涯 | が で て , それ か ら 2 年 後に は ディ ド ョ 
(Diderot) が 有名 な 論文 「 盲 人 に 関す る 書 」 で "ez: 
tre sur les aveugles”) を 書い た (ロン ドン 1749 年 ), 
宜 人 の 教科 に 関す る 最初 の 書 は , クリ スチ ヤン ・=ー 
ゼン (Christian Niesen) の 「 晴 眼 者 お よび 盲人 用 算術 」 
(Rechenkunst fur Sehende und Bl.) が 1774 年 に マ 
ン ハ イ ACHMS Iie. 次 の 作 は , イギリス に 由来 す 
る も の で , 次 の よう な 書名 が ある , ジョン ・ ハ ン ウ ェ テ 
ィ 著 「 警 察 の 失敗 お よび, へ サリ ント ン 氏 の 盲人 慈善 
事業 に 敬意 を 表し て の 考察 を 加え て 」 “John Hanway: 
The Defeats of police set with observations on the 
Rev, Mr. Hetherington’s Charity for the Blind’), 


さら に , ニー ゼン は 続け て , TIRABIORAHI 
ree. | (Algebra fur Sehende und Bl) を 1777 年 に 
出版 し た . 9 年 後 , アテ イ は , HAAR) CEssai 
surl’? education de Aveugles) を fi B, (パリ 1786 
年 ) この 作 に より 盲人 制度 の 文献 全体 に , 一 転 期 が 始 
まっ た . 18 世紀 の 終り ご ろ な お 若干 の 著書 が ある が , 
これ ら は ほとん ど , ア ュ イ の 盲人 に あて た 作品 に 基 づ 
き , その 活動 を 述べ た も の で あり , その うち 特に 「 ろ う 
喧 着 お よび 和 人 の 教育 の 歴史 的 報告 ライ プチ ッ ヒ , 
1793 年 刊 」 (Historische Nachricht von dem Unter- 
richte der Taubstummen und Bl) で は , アー ニー イ の 
「 論 文 ] (Essai) OSERITIEV MRA RSH, これ 
は , また , 同時 に , 盲人 ブラ ッ ク ロ ッ ク (Blacklock) 
の 英訳 が テ エジンバラ と ロン ドン で 出版 され た . 724 
は また , 19 世紀 の 初期 を 支配 し て いる , ガー ハイ 
(F. Gahei.) の 小 著 「 填 幼 児 学校 小計 画 ] (Az7ez 
Entwurf zu einem Institute fiir Bl, Kinder ビー ン 
1802 年 ) な ら び に ボル ケ (Wolke) の 「 児 童 お よび 中 
者 が ろ う 貴 者 , 難聴 者 お よび 家 人 用 の 参考 書 を 用 いて , 
理解 , 話 し 方 , 読 み 書 き を する よう に な る 指針 」(4zxo- 
eisung ure kinder und Stumme zum Verstehen und 
Sprechen, Lesen und Schreiben zu bringen sind mit 
Hilfsmitteln fiir Taubstumme, und BI)\(F4 FF » 
と , 1904 年 刊 ) アテ ュ イ の 影響 を 受け て いる . 1805 年 
に, クラ イン は 填 人 の 文献 を 書き 始め , その 著 BE 
童 を 有用 な る 市 民 に 教育 する 試み に 成功 し た る 叙述 」 
(Beschreibung einesg elungenen Versuches, Bl. Ki- 
nder zur biierhichen Branchbarkett zu bilden: ウイ 
ー ン ) VLE 4 DY ORPRE MRL. MAT AT 
Y2— (Baczko) の 興味 深い 書 「 私 自身 お よび 私 の 不 
幸 な 友 , BAM |(Uber mich selbst und meine 
Unglickgefahrten die Bl: 74 FF yet, 1807 年 ) 
お よび ドー ョ ロン (Dulon) の 「 衣 人 笛吹 き の 生 活 お よ 
び 意 見 」 (Des Bl, Flétenspielers Leben und Meinu- 
ngen: Fa—V)»t, 1807 年 一 1808 年 ) が 出 た . こ 
NMLBABEORAOBACER LTS, 1817 年 に 
ギー テ (Guillié) の 特別 の 作 , PABA AI (Essai sur 
/ instruction des Aveugles) が 出版 され た , 1819 年 
に は クラ イン の 大 き な 教 授 法 に 関す る 著作 , 「 盲 人 教 
授 用 教科 書 」 (Lehrbuch zum Unterrichte der Bl) 
が 出版 され , 二 つ と も 家 人 制度 文献 に 画 期 的 の も ゃ の で 
ある . 
これ まで は 盲人 制度 の 文献 の 様相 を 短い こと ば で 人 研 

完 す る こと が で きた . いま か ら は 作品 の 数 が 著しく 増 . 
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大 し , い まあ る 書籍 の 範囲 で は , この 問題 を さ ら に 詳細 
に 研究 する こと は 許さ れ な い . ク ニー (Knie) は , 1821 
年 に ギー エ の 作 を 独 訳 し て , まず 第 LICHRCELT 
で て 来 た . 英語 へ は , この 作 は すでに 3 FRICHRS 
れ て いた だ た. 1824 年 ダニ エル (Daniel) は その 書 を 書 
き , 同じ 時 分 に クラ イン が 多数 の 小 著 を 閉 わ し た . ほ 
と ん と 同時 に デュ フォ ー (Dufau) ペリ で , ( 1837 年 
1850 年 )) ゲオ ルギー( 1837 年 一 11857 年 ) は 著作 方 面 
の 仕事 を し , クニ ーCKnie) は 自作 , 一 部 分 は MR 
も っ て 現われ , ドレ ザ レ ッ ク (Dolezalek : 1839 一 40) , 
ラ ハ マ ン ( 1841 年 一 1843 年 ) お よび ヒー ンチ ェ ュ (Hie- 
ntzsch :1851~ 1854) の 著作 も この 時 期 に 属す る . 
19 世紀 の 後半 を 越え て 後 , ある ドイ ツ 新聞 マチ アス 
(Matthias) の 編集 の 「 盲 ろう 貴 学 校 の 器官 」 (Oggz- 
fiir Taubstumme-und Bl, - Anst) お よび ギュ アデ 
ー (Guadet) 編集 の 「 盲 人 の 教育 者 」 (ん ' ZzzsZzZzzZez7 
des Aveugles) に より , 盲人 制度 は 新聞 方 面 で 代表 さ 
MEWS. この 二 つ は , 1855 年 に 取り あげ られ た . 
LAL, 70 年 代 の 初め まで の 時 期 は , な お 続い て , 
パブ プ ブラ セッ ク (Pablasek) が 著作 家 と し て の 特色 を も 
っ て いる . この 人 は その 主 著 「 ゆ りか ご ど 時 代 か ら 墓場 
ECOBATR#]| (Fir sorgr fir die Bl von der Wi- 
ege bis zum Grabe) (により, 1867 年 まで の 盲人 作品 
の 説明 を 呈 示し て いる . モル デン ハウ アー CMolden- 
hawa) は これ を デン マー ク 語 な ら び に ドイ ツ 語 で 訳 
LAGS 

1873 年 に 初め て 行なわ れ た ウィ ー ン の 盲 教育 会 議 
の 報告 書 は 盲人 制度 文庫 と な り , 育 人 給与 の 運動 が す 
NT, そこ で は 全 範 囲 に わた り 上 忠実 に 反映 し て いる . 7 
メリ カ の 努力 に つい て は , 「 ア メリ カ 盲 人 教育 者 協会 
の 議事 録 」 (万 oceegzzgs of the American Associa- 
tion of Instructors of the Blind) が 同様 の 方 法 で , 
同じ 時 期 か ら (1873 年 に ボス トン で 第 1 回 会 合 ) + 
分 な 報告 を し て いる . 

1881 年 に ドイ ツ の 盲人 制度 に は その 特有 の 雑誌 と 
し て 学務 委員 メッ カー (Mecker) に よっ て 編集 きれ た 

「 盲 人 の 友 」 (der BI, Freund) が ある . これ は 一 部 
は 人 準備 的 一 部 は 補充 的 に 会 議 報告 の 助け を し た も の で 
HS. また , 同じ 時 期 に パリ の シ ゼ ラン ヌ (Sizer- 
anne) は , 盲人 問題 の た め に た 著作 方 面 の 活動 を 展 関 
し , アメ リカ で は アナ グ ノ ス (Anagnos) が 活動 し て 
効果 を 収め て いる と の ほか に いろ いろ の 小 著 が で た が 
これ ら は 単行 本 と いう より , むし ろ 文 学 的 な 作物 の 編 
集 と 見 られ , ある い は 専門 の 個々 の 部 門 に つい て の 特 





別 研究 の 性 格 を も っ て いる . 

盲人 の 衣服 クラ イン が かれ の 盲人 用 教科 書 の 34 ペ 
ー ジ に 書い て いる 盲人 の 衣服 に 関す る いく つか の 条件 
は , 注目 に 価 す る 興味 深い 記事 で ある . その 生活 状況 
か らい っ て , 盲人 の 衣服 は 一 般 に 簡素 さ を 重 ん じ る 必 
要 が ある と 思わ れる . し か し , 他 面 で は , いく ぶん 不 
器用 な 盲人 た ち , 特に 盲 児 に つい て は , いろ いろ と 複 
雑 な 仕立 て に な っ た も の は 避け た 方 が よい が , 衣服 の 
点 で 晴 眼 者 と 区 別 を つけ る こと は よく な い . も し 衣服 
に ある 程度 の 変化 を 加え な けれ ば な ら な いと き は , = 
ず , 次 の よう な 事情 を よく 考え に 入れ る 必要 が ある . 
すなわち , 家人 は それ で な く て も 目立ち や すい こと , ど 
ん な 場合 で も 人 の 注目 を 浴び 勝ち で ある こと , BAD 
風 態 が 特異 で ある こと は いた ずら に 晴 眼 者 の あな どり 
の 対象 に な る だ け で ある こと , Ek, それ ほ ど 極 端 で 
な く と も , さま ざま の 差別 感 を 起こ させ や すい こと で 
ある . CUT, CHEODLIBNG@E SC Wie 
何ら か の 理由 か ら , た と を ば, こと じき の た め と か で 自ら 
人 の 目 に 立ち た いと 願う の で な い 限 り , か れ の 心 を 傷 
つけ る こと が ら で あ る . 特に 盲 学校 の よう に , 盲人 が 
数 人 また は 集団 と な っ て 公共 の 場所 と か , 街路 と か , 
音楽 会 , 出場 な ど に 出る こと の 多い 事情 に ある 場合 は , 
公衆 の 側 に 盲人 に 対 する あな どり を 呼び や すい よ SD 
な こと が ら は , で きる だ け 避 ける よう に 努め な けれ ば 
な ら な い . し た が っ て , 大 都市 の 盲 学校 な ど で , よく 
着物 の モー ド , 特に 女子 の それ に 気 を 配り すぎ て , か 
えっ て 不当 な , むし ろ 忌 むべ き お ご どり で ある と 非難 さ 
れる と と が ある の は , いく ぶん 浅はか の きら い は あっ 
Ch, 当然 の こと の よう に 思わ れる . 施設 が 相当 に 隔 
離さ れ て 建っ て いる 場合 や , 生徒 や 患者 が どく まれ に 
し か 建物 を 出る こと が な い 場 合 に は , 特別 の 衣服 を 作 
る こと は 自由 で ある か も 知れ な い . し か し , た だ 単に 
盲人 の 生活 状況 の 必要 に 応じ し て し つら えた よう な 衣服 
を 着せ て いる 例 は , どこ と の 盲 学校 に も 見 だ せな い の で 
Ho, た いて い は どこ で も 適当 な 簡素 さと いう も の 
だ け で な く , も っ と 便宜 的 な 傘 約 主義 が 見 られ る の で 
あっ て , し か も , その こと で 盲人 が 人 目 を ひく よう な 
こと が な いよ うに と 努力 し て いる 有 様 で ある . 

坪 人 は 衣服 の 点 で も 晴 眼 者 と 何ら の 差別 を つけ る べ 
き で は な い . まし て , か れ ら が 通常 の 衣服 の 着脱 に 要 
求 さ れる だ け の 技能 を 身 に つけ て いる 場合 は な お さら 
CHS. 
盲人 の 喫煙 盲 学校 で は 喫煙 は ほとん ど 例 外 な く 禁 目 
され て いる . すでに 遇 煙 の 若い 有機 体 に 及ぼ す 作 用 が 


に ーー 
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COLATEMBYERTSLOCHS. さら と, 訓練 
な ら び に 火災 予防 上 の 点 で , 喫煙 は 学校 か ら 遠 ざけ る 
べき で ある . この 禁令 を 犯す こと が 年 長 の 男 生徒 の 方 
で は し は し ば 起 こる が , 絶え ず と が め ら れ , これ を 繰 
返す こと に よっ て 防止 され て いる . 学校 で た ば この 香 
の 充満 し た 室 に 入り , 喫煙 具 が 多少 と も きち ん と し て 


ある の を 見 る と き , また は 年 長 あ る い は 年 若い 生徒 が 


長い パイ プ や 短い パイ プ を 口 に くわ えて 校庭 を 散歩 す 
る の に 気づく 場合 は 非常 に 奇異 な 印象 を 受け る . 学校 
管理 当局 が , 一 般 に 喫煙 に 対し , 特に 校外 の 年 長生 徒 
に いか な る 態度 を と る か は 管理 の 見 解い か ん に よる . 
BH, 収容 所 な ど で は , 和 失明 男子 に は 喫煙 は 許さ 
れ て いる が , ある 種 の 訓令 な いし 予防 策 が 立て られ て 
WH. た いて い は 一 定 の 場所 で 喫煙 で きる よう に な っ 
て いる . た と えば 庭園 , 廊下 な ど に 特別 な 喫 煙 所 が 設 
け て ある . 盲人 が 男子 寮 に 宿泊 する 場合 に は , か れ ら 
に は , その 室 で 許さ れ て いる が , 盲人 は 非常 に 用 心 し 
て , た ば この 吸い が ら , ペイ プ の 灰 , 燃 く ち た マッ チ 
な と は 鉄 ま た は 陶器 の 容器 を 用 いな けれ ば な ら な い . 
工場 で の 喫煙 , 特に 火災 の 危険 の ある 材料 の ある 工 
場 ( 縄 製造 所 , 根 や わら 工 品 製造 所 ) で の 喫煙 は , 全面 
的 に 厳重 に 禁止 され な けれ ば な ら な い . 同じ こと と は , 
原材料 , 既成 品 の 倉庫 に も あて は まる , 

古人 は 火 を よく 取扱 うこ と を 心得 て お り , 多く の 理 
貼 か ら , 特に 苦し い 火 傷 と い 2 特 別 の 危険 の た め , 火 
に は 非常 に 用 心して いる か ら , BLEEORADRHO 
一 般 禁 止 は 不 必要 で あり , また 多く の 男子 の 盲人 の 習 
慣 に 関し て も 実行 不能 で あろ うう. 

学校 内 の 喫煙 に 関し , 晴 眼 者 の 学校 職員 が 何ら の 例 
外 を つく る 必要 も な く , この 点 で 生徒 に 課せ られ て い 
る 各 規 定 は 使 丁 , 工場 長 , 教師 た ち に よっ て も 守ら れ 
な けれ ば な ら な い . 

フィ ラ デ ル フィ ア の 校長 アレ ン (Allen, E.E. ) tt, 
1896 年 に この 問題 に 関し , 「 盲 学校 で , すべ て の 形 
で た ば こと を 用 いる こと が 禁止 さき る べき か ?」 
(Should the use of Tobacco in all its forms be 
interdicted in schools for the Blind?) と いう 著作 
RAILS. 
盲人 の 詩 ZROBAD, 自ら の 考え を 韻文 や 詩句 に 
よっ て 表現 し よう と し て 努力 し て いる と いう こと は , 
、 非常 に 注目 し て よい 事実 で ある . 

詩 に 用 いる 表現 , すなわち こと ば は 育 人 に と っ て は 
非常 に 重要 な 要素 で あり , か れ は こと ば の 人 快い 響き , 
その リズ ム に 強い 関心 を は ら う . 音楽 と 同様 に 詩 も ま 


た 内 的 な 感情 , 心情 , 情緒 の 生活 の 表 出 で あり , 人 間 
の 内 的 な 精神 的 な 心眼 の た め に 規定 され て いる . 内 向 
的 な 素質 の 家人 は 好 ん で 自分 自身 の うち に , 環境 の 色 
合い の 中 に 沈 潜 し よう と する が , か れ は 自分 を 動か し 
て いる 内 的 感情 を 自分 の 美的 感情 に 最も 即応 し , 感受 
性 の 価値 に みさ わし いと 思わ れる 仕方 で 表現 する た 
め , 詩 と いう 形態 を と る の で ある . 詩 の 唱 読 や 音読 の 
際 に 一 種 の 音楽 的 な 感受 性 が 確か に 現われ て くる が , 
それ を 通し て 盲人 は , 美しく 響く 表現 法 に 注意 を 傾け 
る よう に な り , また か れ ら は 一 度 開い た も の を 非常 に 
思 実 に 記憶 こ に とどめ て お き , それ ぞ れ の 仕方 で , そ 
れ に 対 し て 心 的 な 作業 を 行なう も の で , か れ ら が 上 自ら 
一 度 受け た 印象 を 再現 し て 詩 に 作っ た り , 常に そう い 
っ て 正しく 当たっ て いる わけ で は な い が , いわ ば 「 詩 
作 ] する と と の ある の は , 決し て 和 驚く に 当 た ら な い 
詩句 を 作る (Verremachen) と いう と こと と 詩作 する 

(Dichten) と いう こと の 間 に は 大 き な 相 違 が ある . 

盲人 の 詩人 に 関し て いう と き , こと ば の 真 の 意味 に 
お ける 詩人 は , 衣 人 た ちの 間 に 見 当たら な いか , ある 
い は 非常 に まれ に し か 見 出す こと と が で き な い . FH, 
上 に 述べ た よう な 理由 か ら の 詩句 作者 は 少な か ら ず い 
る . 注目 すべ き 形 目 詩 人 は , その ほとん ど が 相当 年 齢 
が 進ん だ あと に 失明 し て お り , し た が っ て , 物 を 見 て 
いる の で , 視覚 を 通し と り 入 れ ら れ た 印象 は , か れ ら 
の 有する 表象 の 発展 の 際 に , か な り 重 要 な 役割 を 演じ 
て お り , その 想 象 力 の 活動 の うえ に 確か に 大 き な 影 響 
を 及ぼ し て いる . これ に 対し て 早期 に 失明 し た 者 は , 
一 貫 し た 諸 印 象 や 諸表 象 を まっ た く 欠 いて いる の で , 
それ ら の 中 の いく つか は , 精神 の 発展 の うえ に 強い 作 
用 を 有 し て いる も の で ある . 

詩 の 中 で きわ 立っ て 大 き な 役 割 を 演じ て いる 幻想 カ 
も それ に 応じ て ある 程度 の 一 面 性 を 示す の で ある . 思 
想 , BUG, Heike, 想像 の 豊か さや , こと と ば の 豊富 ささ 
えも ゃ も, 他 の 点 で は 同じ 事情 に ある 晴 眼 者 と 同じ 程度 に 
も つこ と は 不可 能 で ある . それ に 加え て , 盲人 は 目 の 
見 える 人 間 の こと ば を 使 つ て 表現 する の で ある か ら , 


当然 か れ 自身 に は よく わか っ て いな い , いい まわ し も 


多く 使う こと に な る と いう 事実 も 考え な けれ は なら な 
い . し か し , この こと ば は , 多く の 場合 完全 に は 理解 
され て いな いも の , また は 全く 理解 され て いな いこ と 
が ら を 表現 する . そこ で , 奇妙 な 表現 や いい まわ し ゃ 
決し て まれ で は な く , 特に その 盲人 が 月 並み な こと ば 
を 避け よう と 努力 する と き は , か れ は 自分 の 詩作 品 に 
し ば し ば 晴 眼 者 に は 奇妙 な 特徴 を 与え る こと に な り , 
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これ が か れ ら の 関心 を ひき 得 な くし て いる の で ある . 
も う 少 し くわ し く 述 べ る な ら ば , 盲人 が か れ ら と 同じ 
運命 に ある 人 の 詩作 品 に 対 し て 非常 な 理解 を 示し , し 
ば し ば ーー つの 詩 に 全く 感 江 す る も の で あり , な ぜ こ の 
よう な 詩 が 広く 称 頂 を 受け な い の か 解 し 得 な た い の で あ 
る . お そら く こ と の よう な 場合 は , こと ば 自身 に 誤り な 
く 作詩 され た 詩 だ け 取 上 げ ら れ て いる の で あろ う . し 
か し , 盲人 た ちの 作っ た 詩 の 中 に は , 語学 の 習 練 が 不 
足し て いる た め , うま く 表 現 の で き な い 人 の 作品 も か 
な り 多 く 見 られ る . Ek, 詩 と いう 名 に ほとん と 価 せ 
ず , それ を 読む 人 が 幾 分 不当 な 不 気 嫌 を 感じ て も , 同 
情 の 念 を も つよ うな 作品 も 現われ る の で ある , し か し , 
また , 1 人 の 盲 詩人 に し て , 自分 の 詩 が 専門 の 詩人 の 
LO, 大 き な 注 目 を 引い て その 作品 が 出版 され た と 
いう よう な 場合 も まれ で は な い . また , 読者 た ちの 手 
に 公 に な ら な か っ た 方 が よい よう な 詩 が 手 に 入る 場合 
も 出 て くる . そこ で , 従来 出版 され て きた 盲人 の 詩 の 
多く は , か な り の 中 記 を 得 た も の で ある わけ で ある . 
し か し , また , 次 の よう な 場合 も ある こと に も 触れ て 
お か な けれ ば な ら な い . すなわち , BAMBTOR® 


自身 で 印刷 し , それ を 売る と と に よっ て , そこ か ら 収 


入 を 得 よ うと する 場合 が ある . この よう な 例 も た いて 
い は も の ご どい に 接し て いる 形態 で ある . 

盲人 の 作る 詩 の ARS 自然 に 多種 多様 と た っ て い 
る . ここ で 形 人 と 呼ぶ の は , 早期 に 失明 し た 人 で ある . 
し か し , 多種 多様 で は ある が , 二 つ の お も な 傾向 が , 
特に きわ 立っ た も の と し て 見 逃 が せな い . その よう 
な 詩 の 中 で は 宗教 的 な 要素 が 主役 を 演じ て いる 場合 が 
非常 に 多い . これ は 心理 学 的 に 完全 に , その 理由 を 明 
ら か に する こと が で きる . 神聖 な 力 と の 結び つき と , 
それ に よっ て 生ま れる 彼 涯 と この 世界 と の 和解 , 復活 
(に よっ て 与え られ る いっ さい の 状態 の 成就 へ の 約束, 
と いう こと と 関連 させ て 盲人 に 力 を 与え ん, か れ に その 
運命 の 重荷 を 克服 させ よう と する , その 教育 者 の 努力 
が , GR, 衣 人 の 思考 傾向 に ある 影響 力 を 及ぼ すこ と 
が 考え られ る が , それ だ け で な く , 盲人 の 心 に 深く 刻 
み 付 けら れる この 宗教 教育 と いう も の と , か れ に 強い 
印象 を 与え る 礼拝 の 聖なる 儀式 な ど , 宗教 的 な , また 
部 分 的 に は 神秘 的 な 表象 力 と 感性 と を 育て る こと に あ 
り , こと れ が 詩 の 中 に 反映 し て , 教育 の 程度 や , 物事 に 
対す る 多少 と も 哲学 的 な 理解 と も 相まって , ます ます 
強く 現われ て くる の で ある . し か し , 盲人 が 自己 自身 
と その お か れ た 境遇 こつ いて 深く 考え る と き , それ が 
詩 の 中 に その 表 出 を 見 出す こと に な る が , それ は 早期 


に 失明 し た 者 の 詩 に だ け で は な く , 後 年 に 失明 し た 者 
の いく つか の 中 に も 見 られ る . 本 当 に 神 に 信頼 し , 信 
仰 的 に 物 を 感受 する 詩人 が 自分 の 運命 と 和解 し , 摂理 
の 講 美 へ と 近づい て いく の に 対し て , 信仰 的 で な い 
者 , 特に 後 年 に な っ て 失明 し た 者 は , KK, 自身 の 境 
山 に 対す る 絶唱 の こと ば だ け を 見 出し , 苦渋 な 嘆き の 


声 が その 詩 と な る の で ある . 


この よう な 盲人 の 文学 的 な 作品 は , すべ て それ が も 
っ て いる 文学 的 価値 が 大 で あろ うと , 小 で あろ うと , 
どん な 場合 に ゃ 注目 する 価値 が ある . それ ら は 特殊 な 
場合 で ある と 同時 に , また 一 般 的 な 場合 に お ける 盲人 


の 精神 活動 を 考察 する の に 好適 な 材料 を な し て いる か 


ら で あ る . 多く の 心理 的 な 要素 は , 以上 の こと か ら 推 
出す る と こと が で き , その 決定 的 な も の は 盲人 の 空想 で 
ある . 従来 は , 盲人 文学 作品 の こう し た 傾向 は ほとん 
ど と いっ て よい ほ と 研 究 さ れ て お ら ず , し か も , な か 


な か 興味 の 深い 材料 が 豊富 に ある この ころ は , Bice 


要 を し か 示し 得 な た い が , 盲人 の 詩人 に 対す る さら に 正 
確 な 調査 へ の 機 因 を 成 し 坦 る だ ろう . 

育 人 の 色彩 感覚 この 問題 に つい て は すでに 多く の も ゃ 
の が 書か れ て お り , 盲人 自身 も これ に 対す る 意見 を 述 
べ て いる ほど で ある . 生理 学 的 な 観点 か ら 見 る と き , 
物体 状 の も の だ けが 触覚 に 感 介 され る と いう こと と を 
確認 する . し た が っ て , 家人 に 対し て は , どん な 着色 
WAL, それ が 与え る 独 得 の 触感 覚 を 通じ し , また , そ 
の 特徴 的 な 匂い な ど は , し ば し ば 色素 と 関連 を も っ て 
いる も の で ある . ある い は その きわ 立っ た 重 さ を 通じ 
て 感 得 され る も の で ある . し か し , その 物質 の 色素 が 
独立 的 で ある と , 育 人 に と っ て の その 認知 は 全く 不可 
と な る . し た が っ て , FOV Algae 
ま ざ ま な 色合い の 宝石 な ど は 決し て わか ら な い の で あ 
る . 昔 の 作家 た ち が 色 を 感じ 得る 盲人 の こと を 引合 い 
に だ し て いる 場合 を よく 検討 し て みれ ば , われ われ は 
注目 すべ き 結論 を 得る . 一 見 , 衣 人 に 見 える 人 が まだ 
相当 の 光 覚 を も っ て いて , 相当 に 離れ た と ころ か ら で 
も 着色 し た 物体 の 表面 を 見 る と と が で きる と いう 場合 
を 考え ん る べき で ある . と の よう な 場合 は 決 し で | 克 細 固 
は な い . 盲人 に 非常 に 敏感 な 喫 覚 が ある 場合 に は , 2, 
3 の 一 定 の 色 が ある 羊毛 , 毛糸 , さら さ , 友和 製品 な ど 
に 関連 し た 匂い が , 相当 離れ た と ころ か ら で も 特に か 
いで みる と いう こと を し な いで それ と わか る も の で , 
これ は 外面 か ら 観 察し て いる も ゃ の を ま ど わ すこ と が で 


きる . さら に 多く の 盲 人 は , か れ が 目 の 前 に し て いる | 


物体 の 色彩 を 感 じたい と いう 大 き な 努 力 を し て いる . 
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か れ ら が それ と 概念 と を 結び つけ る か どら か と いう 問 
題 は , ここ で は 2 義 的 な も の で ある . LOL, か れ ら 
が この 種 の 連関 を 記憶 し て いて , と き に 応じ て 使用 す 
BOT, SCV CORSE, その こと で 稀 き 誤っ た 
結論 を 下す と いう と と は いっ そう 重大 な こと で ある . 
最後 に , 盲 が 自分 で 感 違 い を し て ある 耳 解 を 示す その 
と き , それ が 正しく 当たっ て いる こと も よく ある こと 
で , こう し た こと も また 晴 眼 者 が 誤解 する 原因 と な 
る . Lav, 盲人 は 当該 の 色素 か ら 生 じ る 触感 を まず 
知る と と で , また , それ を 訓練 に よっ て 身 に つけ る べ 
きも の で ある . そう し な いと か れ は 色 も わか ら な いと 
|) GRD 4 oa i aes ll a: a 

この よう に し て , BBRRODSBACOWU COME 
は よ ほ と 民 重 に 受取 る べき で ある . 

自分 で も っ て き て 人 に 見 せ て いる じゃ が いも の 葉 を 
識別 する だ け で , 結局 , 他 の 物 の 色 を 当て る こと は で 
き な い と いう パリ の と じき の 例 の よう に , 詐欺 的 な 意 
図 の ある 場合 が ある か ら で あ る . 
盲人 の 文字 と その 補助 器 眼光 の 欠乏 と いう こと は , 
人 間 か ら 単 に 感覚 的 認識 と いう 最も 重要 な 門 を 閉 し た 
だ け で な く , いた る と ころ 外界 と 精神 的 に 交通 する と 
いう ら よ うな, 独立 し た 無限 の 補充 教育 を 不能 に する . 
この 場合 , これ は 耳 で は 十分 で な く , 文字 の 使用 だ け 
が この 償い を 提供 で きる の で ある . 数 えき れ な い 和 失敗 
が あっ て も , 盲人 ゃ も 晴 眼 者 も 光 を 奪わ れ た 者 に 書き 方 
や , 書か れ た も の の 再読 を 可能 に する よう な 補助 手段 
が 考え られ て で きた. 

盲人 文字 の 歴史 は 3 世紀 以上 の 時 代 を 包含 する . こ 
れ に 関す る 最 古 の 報告 は スペ イン 人 に よる ベ ペ ルー 征服 
の 時 代 に まで さか の ぼる . この スペ イン 人 は , シブ レ 
ー (Sibley) の 報告 に よる と , 大 き な 粗 末 で は ある が 
丈夫 に 作ら れ た 箱 の 中 に , いろ いろ の 色 , 幅 , 長 さ の 
羊毛 の ひも を 見 つけ た . 長い ひも に 短い ひも が 結ん で 
あり , ひも 全体 に は いろ いろ な 形 と 大 さ の 結節 が 作っ 
て あっ た . ひも の 人 色 , KS, 数 お よび 結節 相互 の 距離 
は 特別 の 意味 を も っ て いて , この 意味 を 明らか に で き 
る 者 に と っ て は , 明白 な 一 定 の 歴史 的 の 記録 で あっ 
た . この 組織 は クイ ッ ポ ス (Quippos) と いわ れ だ た. 
この ひも を 使用 する 盲人 た ち は , 晴 眼 者 と 同じ くら い 
に よく 理解 し て 読 ゆ こと が で きた . た だ 色 の 区 別 だ け 
が お も な 障 害 で あっ た . LAL, 色 が 材料 に 及ぼ すい 
ろ い ろ な 作用 が た いて いか れ ら の 確実 な 指導 者 で あっ 
た . クイ ッ ポ ス が 象徴 的 な 文字 で ある と いう 事情 は 問 
題 に な ら な い . われ われ の 目的 に は , ペル ー の 盲人 た 


ち が , その 種族 の 晴 眼 者 と 同様 に 読 ゆ や こと が で きる 状 
FRC, あの 当時 に あっ た と いう 事実 を 確認 すれ ば 十分 
で ある . 読む と いう 目的 に は また , ロー ス の ラン パ ゼ 
ッ ト (Rampazetto = 1575 年 ) や マドリ ー ド の リュ ー 
カス (Lukas) の 木版 が 役立っ た の で , こと これら は ヨー 
ロッ パ に と お いて , われ われ の 文字 を 触れ る よう に 現 わ 
す 最 初 の 試み と し て 知ら れ て いた . 

盲人 の 筆記 に こつ いて の 最 古 の 覚え 書き は ゲオ ル グ ・ 
フィ リッ プ ・ ハ ルス デル ファ ー (Georg Phil Harsd6- 
rffer) の [BEAR fe bOI 物理 的 事物 」 (ce/eczg/ 
Mathematical et Physical==anV~n 7 : 1651 
年 ) の 中 に 見 られ る . ハ ヘルス デル ファ ー は 一 つの 方 法 
を 書い て いる が , この 方 法 に よっ て , BAR [RET 
刻 り つけ た , すべ て の 文字 を 認識 し , 名 を いい , Bk 
する で あろ らし, その うえ を , 時 間 が た つと と も に ろう 
引き の 文字 を 読む れこ と と を 学ぶ で あろ うら 」 と. LL, 
実際 に 利用 する こと を 教え た 例 は な い . DIMERS 
は 17 世紀 の 前 半 に 推薦 され る 最初 の 教具 で あっ た . 
し か し , すでに 数 十 年 後に は , ある 教師 の 独創 性 と そ 
の 和 失明 女 生徒 の 才能 に より , 筆記 教授 は 次 の 100 年 間 
に 2 度 と 到達 し な か っ た 段階 に 向上 し た . ヤ ュ ブ ・ ベ 
ル ヌ イ (Jakob Bernouilli) は , 1676 年 に ゼネ パ で エ 
リザ ベー ト ・ バ ルト キル ヒ (Eisabeth Waldkirch) に 
筆記 を 教 ん た. これ は か れ が エリ ザ ベ ー ト に 木 の 中 に 
深く 彫り 込ん だ 文字 の 列 を さわ ら せ て , 鉛筆 で な で さ 
せ た こ と に よる . ベル ヌイ は , すでに 4 年 後に は , か 
の 女 の 友 人 に あて て ドイ ッ ツ 語 , フラ ンス 語 , ラテ ン 語 
の 手紙 を 書け る まで に な っ た . バル トキ ル ヒ は この 
際 , 紙 , 鉛筆 お よび 紙 を 固定 し , 真っ すぐ に 書く よう 
に 手 を 働か す よ うな わく を 用 いた . ベル メイ の 幸運 な 
成功 は や が て ぁ ふた た び 忘 れ ら れ , 遠く へ 思想 を 伝え , 
ある い は これ を 長く 固定 する と いう 文字 の 目的 を 未開 
の 民族 の 象徴 的 な 表示 で 達し よう と 思っ て いる か に み 
えた . と の 新しい 試み は , 確か に 独特 の 発明 で は ある 
が , 盲人 文字 の 歴史 に お いて , し ば し ば 繰 返 さ れる 現 


_ 象 の 証拠 を な す も の で , 同一 の 発明 が 無知 の た め 繰 返 


され た の で ある . か く て , ネト ラ 生 まれ の 盲人 ヤ ュ ブ 
(Jakob) は 1779 年 , 記憶 の 材料 と し て 計算 木 を 用 い 
fo. フル ダリ ウス ・ シェ ー ン ベ ル ガ ー (Huldarius 
Schénberger) は , 若干 の 計算 木 の 助 け に より 最も 困 
難 な 課 題 を 計算 した. かれ は 針金 で 文字 を 作ら せ , こ 
れ に 触れ , 模写 し た の ち , か れ が 教え て いた 東洋 語 を 
書い た . 盲 音楽 家 ビ ィ オ ン ビ ル (Vionville) は , 結 
節 文 字 , また は 結び 糸 文字 を くる ふう 5 し て いる . 文字 は 
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いろ いろ の 太 さ の 結節 か ら な りこ れ が いろ いろ の 距離 
で 1 本 の 長い 糸 に 結ば れる . この 文字 を ビィ オン ビル 
は か れ の 友人 に も 教え ん え , か れ は 友人 と この 方 法 で し き 
り に 文通 を 行なっ た . 同様 の く あ みう は か れ に デュ フォ 
—(Dufau) の 報 ず する あと ころ に よる と , エジンバラ の 学 
校 の 2 人 の 若い 盲人 が や っ て いる . 1 条 の ひも に いろ 
いろ の 大 き さ の 結節 が 結ば れ , これ が 申し 合せ の 文字 
の 等 級 を 現 わ す . 若干 の 変更 を し て , SHARON 
ドー の デュマ (Dumas) は , この 原理 を か れ の 楽譜 
に 利用 し て いる . か れ は すなわち 節 線 を ボタ ン の 形 に 
LY, 音符 の 価値 を 大 小 の コル ク 片 に より , 全音 符 を 
一 つの 輪 に より , その 他 の 頭 の 黒い 音符 は 1 個 の 金属 
(に より , また , 休止 は ぎざぎざ の ある 度 ひ も で , か れ 
は これ を 全体 と し て CH FTO よう に 終 に 通し 表現 し 
た だ た. ローダ 生 まれ の ビュ ー ノ ー ( Bahra) は , 個々 
の 文字 を 小さ い 4 角 の 紙 の 上 に 書か せ , これ を 特別 の 
引出 し の 中 に 保存 し た . か の 女 が 手紙 を 書き た いと き 
は , この 文字 を 糸 の 上 に 引い た . 

18 世紀 の 後半 に 補助 手段 が 考案 され , これ が 本 来 
の 盲人 文字 の 製作 と な っ た . マリ ア ・ テ レジ ア ・ フ ォ 
ン ・ パ ラディ ス (Maria Theresia v.Paradis) は , 大 


き な 和 突き だ し た 文字 の ある ペスタロッチ の 厚紙 板 を 用 


い , これ を か の 女 は 現在 の 読書 機 に 似 た 装置 の 助け に 
LO, 単語 や 文章 に 結び つけ , ピン で 大 き な 枕 石 の 上 
に 作ら れ た 字母 書法 を 読む こと が で きた だ た. ケン ペレ ン 
の 機械 製造 者 は , か の 女 の た め に 握手 機 CHandruck 
maschine) を 組立て, これ に より , パラ ディ ス は 独 
立 に 組織 され , 印刷 用 インキ の つい て いる 中 くら い の 
大 さ の 文字 を 印刷 した. 

バイ セン ブル ク (N. Weisenburg) は , いろ いろ 
の 記載 が で きる よう な 書 字 板 を 用 いた . これ に つい て 
ニュ ライ Nicolai) は 次 の よう に 書い て いる . 「 バ イ 
セン ブル ク は 幾何 学 の 教授 の と き , ラテ ン 文 字 を 知っ 
た . か れ の 教師 は 図表 を 書く の に , 針金 か ら 作 られ た 
文字 を 用 いた . か れ の 書く 装置 は 非常 に 簡単 で あっ た . 
ー つ の 大 き な 四 つ折 判 の 紙 の 形 を し た 板 に , し ん ちゅ 
う の わ く が 固定 し て あり , これ が ちょ うつ が いで 開閉 
され る . ROHN 4 角 の へ こみ が 切 込 ん で あり , BL 
SY VSS CU Liniett 14. ンチ の 2 分 の 1 ) の 深き 
が か あり, 四 つ 折 判 紙 の 大 き さ が ある . し ん ちゅ う の わ 
く が ちょ うら どこ の 大 き さ で あり , それ が へ こみ に あう 
よう に な っ て いる . わく の 中 に は 両側 に 穴 が あり , こ 
れ に より , 斜め に 張ら れ た だ た, お よそ 半 イ ンチ の お 互い 
に 離れ て いる 細い 結び 糸 が , 非常 に 緊張 し て 張り つけ 





られ て いる . この 糸 は 書く た め の 誘 導 と な り , これ が 
お 互い に ぶつ か ら な いよ うに し て ある . へ こと みみ の 中 
に , 3 枚 の 四 つ 折 判 の 紙 が 重ね て あっ た , いち ば ん 下 
に は , 文字 が 得 ら れる も の が ある . 次 に 黒 ま た は 赤 の 
も の が あり , これ は その 色 で 書簡 紙 に 押え つけ , また 
上 の 方 に は 薄い 自 い 紙 が ある . 34 BV TNT hie 
と っ て いる わく を その 上 に お いて , この 上 へ 鈍い 有 有 筆 
で 書い た の で 最 下 の 紙 が 真ん中 の 紙 の 赤 や 黒 の 色 を と 
っ て , 文字 を 明瞭 に 示す こと に な っ た 」 と . 

フラ ンス で は , サリ ニヤ ッ ク (Fraulein Salignac) 
が ほとん ど 同 時 に 文字 に よる 思想 発表 の 方 法 を 見 付け 
た . か の 女 は わく の 上 に 張っ て ある , し か も わく に は 
二 つ の 平行 の 可動 的 な 金属 板 が 斜め に 通じ て いる 紙 の 
上 に ピン で 文字 を さ し た . か の 女 の 触 れる 文字 は 紙 の 
裏 に で き あ が っ た . クラ イン や バク タッ コー(HBaczho) 
の 指示 に よっ て , サリ ニャ ッ ク は 鉛筆 や 定規 で 書き , 


か の 女 に あて て 手紙 を 書く 者 は 針 で 文字 を 刺し 通さ ね 


ば な ら な か っ た . 

アデ ッ ト (Adet) と ハッ セン フラ ッ ツ (Hassenfratz) 
は , 1783 年 に 凸 起 文字 を 書く た め に 凝固 し た イ ンタ 
を 作ろ うと いう 試み を し た . この イン ク は あま り に 早 
< Behe LL, ペン 先 か ら 同 様 に 流れ な か っ た . 

すでに 1784 年 より 前 に 個々 OBA や その 教師 た ち 
(に よっ て く ぁ あう され た 晴 眼 者 の や り 方 に よる 書法 を 習 
得する た め の 方 法 は , 後代 全体 の 規範 と な り , ア ュ イ 
(Haty) か ら 現代 に 至る まで な され て きた だ た. 盲人 に 
了解 で きる 文字 を 与え を よう と する 試み は 根底 に お いて 
TRIO < SI OR, 完成 に 過ぎ な か っ た . 

これ ら の 書 字 器 は 三 つ の 群 に 区 分 され る . 最初 の お 
の は , 晴 眼 者 の 活字 を 現 わ す 際 に 盲人 の 手 を 直線 的 書 
き 方 に も っ て ゆく 装置 を 包括 する も の ( 手 導 器 ), 第 
2 は 小室 定規 (Zellenlineal) の ある 器械 , 第 3 は 活 
字 で 印刷 する すべ て の 器械 を 包含 し た .、 これら は 簡単 
な 印刷 板 で ある か , また は 印刷 器 本 あるいは タイ プラ 
イタ ー で ある . 

(1) 手 導 器 (Handfihrer) 特別 の 設備 を 設け て , 
盲人 の 教育 を 規定 し 始め た と き , 書き 方 教授 が いわ ゆ 
る 「 注 目 す べき 」, 「 有 名 な 」」 また は 「 高 貴 な 」 BA 
に お いて 生じ た 十分 で な い 結 果 に より , 全盲 人 に 書き 
方 を 晴 眼 者 の 方 法 で 教え ん る よう に 引 入 れ ら れ , 読み 方 
と 密接 に 関連 し て , ラテ ン の 草書 体 文字 を 選ぶ こと に 
な っ た . これ は この 文字 が その 形式 に お いて 印刷 文字 
に 最も 近い か ら で あ る . 多数 の 器 本 が この 目的 に 役 立 
ち , 毎年 新しい 模造 が で き あ が っ た . ある 人 は 鉛筆 ま 


fg 


EE 


アレ キサ ンダ ー・ メ ル 「 盲 人 百科 事典 提要 」 抜粋 893 











た は イン ク に よる イタ リッ ク 文 字 の 書き 方 を 認め , 他 
方 で は 象 げ , また は 鋼鉄 の と が っ た 筆 で 科 彫 り 文字 ま 
た は 着色 紙 を 利用 し て , fh OS OME FAME ONE. 

ア ュ イ ゃ も また だ た, か れ の 生徒 た ち に 晴 眼 者 の 文字 を 教 
える こと に 止ま っ て いた . か れ の 「 和 失明 児童 教育 論 」 
の 第 7 章 に 書き 方 に 関し て 次 の よう に いっ て いる . A 
い 少 女 に 書き 方 を 教え ん た ベル ヌイ (Bernouilli) の 例 
な ら び に 7 歳 の と きか ら 視 覚 を 失っ て , 全く 1 人 で 書 
ぎ き 方 を 学ん だ ワイ セン ブル ク の 例 は , われ われ に , わ 
れ わ れ の 生徒 た ちの 手 に ペン を 与え る 方 法 を 試み よう 
と する 勇気 を 与 を えた. し か し , われ われ の お も ゃ も な 目標 
が 常に われ われ の 生徒 の 教育 を あら ゆる 方 面 に 向かっ 
還 旨 中 有 革 上 記 上 うに する と と に 向け られ て いた の で , わ 
れ わ れ は , も し 盲人 た ち が 自 分 自身 の 文字 を 読む こと 
が で きた な いと き は 奇妙 な こと と に な る と 思っ た . われ わ 
れ は それ ゆえ , か れ ら が 用 いる よう に 鉄 ベ ン を 作ら せ 
た その ペン の 先 が 割 れ て いな いで , この ベン で か れ 
ら は イ ン キ な し に 厚い 紙 の 上 へ , 押し つけ る こと に と よ 
Bo Saw Ue 文字 を 現 む すこ と が で き , CHE 
た , か れ ら は 指 を 裏面 の 隆起 し た 字画 の 上 を すべ ら せ 
る こと に よっ て 読む こと こと が で きた . この 洋 彫 り 文字 は 
あま り 感 じ ら れ な いよ うに は 見 える が , し か し , BA 
が 書く 紙 の 下 へ 柔 か い 表 面 の ある 材料 、 た と えば , は ほ 
ご 紙 や 厚紙 と か 度 と か いう も の を 入れ る と き , 十分 で 
ある . 

その 時 代 に 用 いら れ て いた AVL OD Fe ITE 
り , その 特色 が 示さ れる . その 一 つ は 木 板 で , 内 部 の 
空間 より 少し 突出 て いる 緑 に , 24 の 潜 の 凹 線 か が つけ て 
HA. 丈夫 な 針金 の 4 角 こ 回 っ た 端 , この 上 を 盲人 が 
書く 際 に 中 指 で すべ ら せ て いく の で ある . 1 行 ず つ 向 
い に あ る 溝 の 穴 に 合う よう に な っ て いる . 板 の 内 部 の 
幅 で , 板 の 上 方 を 斜 に 通じ し て いる 縁 は , 下 の 方 へ 書く 
紙 を 挿入 する 狭い 割れ 目 を 残し て いる . 

第 2 に , Fat 自身 に よっ て 考案 され た 笑 徹 に あっ 
て は , 深く 切 込 ん で ある 4 角 の 書 字面 に 一 つの わく が 
は まり , この わく は 左側 で , DOD ちょ うら つが いで 
動き , 右 で は 一 対 の 銅 の か ぎ で 義 じ られ て いる . この 
わく の 中 で は , 左 か ら 右 へ 曲り や すい 針金 が 走っ て お 
り , これ が 手 を 導く に 役立ち , Ek, 同じ ょ うな 行 の 
間隔 を 規定 する . この わく で は 一 方 の 適 で ね じ で 固定 
し , 他 の 端 で は , 任意 に か ぎ で 留め る よう た, MOE 
方 を 上 下 斜 に 二 つ の 鋼鉄 の ペン が 走る . これ を わく の 
下 側 の 間 に 紙 を 押し 込み , これ に よっ て 固定 する . 

1807 年 に ジェ ネ レ ス (Generesse) は 多数 の 器械 を 作 


り , こと の 上 に 起 文字 だ け で な くく 多数 の 筆写 まで が 作ら 
hr. ギー エ (Gaillie, 1814~1821) の 監督 の も と 
( こ , パリ の 学校 で は 失明 し た ハイ ルマン (Heilmann) 
(に よっ て , 製作 され た ア ュ イ の 書 字 板 を 変更 し た も の 
が 利用 され た . ア ュ イ の 書 字 板 の 下方 の 木 の 底 の 代り 
に , ハイ ルマン (は 従来 の 木 の わ く と 同じ よう な , ま 
た , これ に 適し た 下 の 方 の わく を 選ん だ , これ は 強い 
こはく 織 が 張っ て あり , これ に より , 適当 に 押 を る こ 
と で 鈴 筆 ま た は 石 筆 で 書か れん た も の を ぁみ た た だ たび 読 め る 
よう に な っ た ハイ ルマン は , Ek, 目 の 見 えな い 者 の 
た め に 懐中 手帳 を く ぁ ふう し , これ に 和 失明 者 自身 が , ぁ 
た た び 読 め る よう な 記入 を する と と が で きた . 比較 的 
古い ドイ ツ の 盲 学校 で は , 書く 際 に , 四 つ 折 判 ま た は 
和信 つ 折 判 の 厚紙 表紙 の 板 を 用 いた . この 板 の 上 に カー 
ド 用 紙 か ら な る 下敷 野 紙 を お き , この 肢 紙 は 上 方 で は 
皮 の バン ド で 板 と 連絡 し , 下方 で は , 書 字 板 が 入れ ら 
れ た あと に , 板 の 潜 の 中 へ 押込 まれ る . 下敷 野 紙 の 横 
線 に は , 常に 一 つの 厚紙 , BK, また 針金 か ら で き て い 
る ぁ ふた が あり , これ に より 和 失明 し た 書き 手 は 行 の 内 部 
で 起こ っ て くる 中 断 を 記し た . また , 木 の 板 や 魚の 肖 
や 鋼鉄 針金 か ら で き て いる 下敷 野 紙 の 棒 を 作り , 下敷 
肢 紙 の 代り に 針金 ある い は 木 , 金属 の わく を 行 に 用 い 
た . ある い は 2 枚 の 同じ 大 き さ の 紙 の 間 に 線 を 決め る 
た め , 結び 糸 を に か わ で つけ , ある い は 材料 が 欠乏 し 
て いる と き は , 方 向 を 決め る た め , 行 に よっ て 斜め に 
折ら れる 紙 を 用 いた . 

パリ 出身 の デ ェ ビニ ュー (Duyvigneaux) は , 1861 
年 に 一 つの 手 導 器 を 組立 て , これ を 盲人 定規 (Cecir- 
egle) と 名 づけ た . バ ロ シ ャ ン (Barochin), クー ト 
ー (Couteau), ブリ ュ ノ ー (Bruno) お よび パッ サ 
ー ル (Passard) は , 同様 の 器械 を 作り だ し た . ブリ 
ュ ェ ノー の 器械 の 仕掛 け は 手 と 腕 を 絶え ず 同 じ 状 態 で 進 
め て ゆく と いう 利益 が あり , これ に よっ て 文字 の 行 が 
長 さ 全体 で 水平 の 方 向 を 保持 し た が , (OZER CED 
だ され る 文字 は / た いで い 上 方 に 肌 る カー ブ を な もそ 
いた . パッ サー ル の 印刷 機 (Typhlograph) は 小さき 


_ い テー ブル で , その ふた の 上 に 手 を すす め 紙 を 入れ る 


た め の 仕 掛 が つけ て ある . 

現世 紀 の 70 年 代 お よび 80 年 代 は , 普通 の 文字 用 の 
書 字 装 置 に あま り 新 し い 考 案 が な い . た と えば , 1873 
年 の ウィ ー ン の 世界 博覧 会 の 報告 中 に , 手 で 触れ る 線 
の ある 木製 の 書 字 板 や 圧 失 線 の ある 強い 紙 製 の 下敷 野 
紙 の こと が 述べ られ て いる の が 見 られ る . 両方 と も マ 
ドリ ー ド の 学校 か ら の も る ので, これ ら は イグ ナー ツ ・ 
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ゴル トシ ュ タ イン (TIgnaz Goldstein) と , ビル ヘル 
ミー ネ ・ ハ ー ゲ ン (Wilhelmine Hagen) の も の で , 
手 導 器 の よう に , 以前 の 考案 に 比 し て 何ら の 進歩 を 示 
し て いた ない. 

ルイ ・ ブ ライ ュ (Louis Braille) の 点字 発明 は 7 
ラン ス だ け で な く , 印刷 お よび 文字 に お いて 主権 を 獲 
得 し た . Ek, すでに 考案 され た 平面 文字 (Plan- 
Schrift) 製作 の 方 法 も , 一 般 化 し 始め た . し か し , そ 
の 後退 の 真 の 理由 は , その こと 自体 に あっ た . お そら 
く , ELATED BA DNF ICME SNK Lite, 
この 教材 に は 多く の 努力 と 時 間 が 費やさ れ た . その 結 
果 は , 常に 新た に クラ イン , ギュ アデ ー, ケ オ ル ギ 
ー, クニ ー, お よび ヒー ンチ ェ ュ ら の 判断 を 確立 する も 
の と な り , これ を パブ ラ セ ッ ク が 次 の よう に 総括 し 
た . すなわち , 「 定 人 が 失明 前 に 書い て いた 場合 の ほ 
か は 晴 眼 者 の 習字 を 盲人 に 書か せ て は な ら な い 」 EW 
FEES. 

ドイ ツ で は 早く か ら BFRO 習字 教授 の 材料 と し 
て , イン キ や ペン は 使用 し な か っ た . 新しい 学校 で は 
な お さら , まっ た く 用 いら れ て い な い . 1835 年 に は 
ラテ ン 文 字 を 書く の に , ドイ ツ の 八 つ の 学校 で は 鉛筆 
か , また は 石 筆 で 黒い 紙 に 書い て いた が , 決し て イン 
キ は 用 いて い な か っ た . 1876 年 に は 生徒 に な お 鉛筆 
書き を 教え て いる の は 15 の 学校 中 2 校 だ け で , 1887 
年 以後 は 早期 失明 者 に つい て は , か か る 試み は 最早 行 
な われ て いな い . これ に 反し, 14 の 学校 は 後天 的 失 
明 者 お よび 弱視 者 に , 適当 な 筆記 装置 に より , Wis 
の 書法 を 維持 する 機会 を 与 を た こと は も っ と LTH 
る . この た め に 用 いら れ て いる 材料 は た いて い 外 面 的 
に 簡単 で さら に 安価 で 実用 的 で ある . 

⑫) 小 室 定規 (Zellenlineal) 格子 定規 Pa 
i また は SER FSH, FOROS, 点 
infestation ee 
も 古い 試み と し て 知ら れん て いる も の は リン ツ の 牧師 ョ 
ゼ フ ・ エ ン ゲ ルマン (Josef Engelmann) で , 1825 年 
に 盲人 に 習字 を 教え た 際 に 試み た 方 法 で ある . 太く と 
が っ た 鉛筆 で 大 文字 の ラテ ン 文 字 が 書か れ た . この 考 
案 は 1831 年 に 放棄 され た が , いずれ に し て も る も, 習字 
装置 の あと の 考案 者 の うち だ れ 1 人 と し て これ を 知っ 
た も の は な か っ た . この 中 に 含ま れ て いる 偏平 文字 製 
作 の 原理 は , ョ ヨー ロッ パ で 有力 な 原理 と な っ た . 1830 
年 ご ちろ に エジンバラ の ヤ ュ ブ ・ ゴ ー ル (Jakob Gall) 
は , 一 の の 書 字 器 を く ぉ ふう した. とれ は その 本 来 の 目 
的 か ら 見 る と , 最初 の も の に 数 を えら れる で あろ うら が, 


その 装置 か ら み る と , 細胞 的 な 導 機 に 入れ ん な けれ ば な 
ら な い . モル デン ハウ アー (Moldenhawer) は , と の 
機械 に 相応 の 人 台 を 付け て 浮 彫り 文字 に 仕組 みみ , 導 機 を 
木 で 作ら せ た . ゴー ル の 点字 印刷 機 CTyphlograph) 
は , プラ ツ セ ル の 学校 で 完全 に され た . すなわち , 可 
動 的 な 部 分 に , 二 つ の 間 に 4 角 の も の と た ま ど 形 の も 
の を ゴジ ッ ク 文 字 を 作る た め に つけ た . サン ・ ジ ェ ュ リ 
ー 生 まれ の カベ ペッ ト (Capette) と ナム ー ル 生ま れ の 
メル シェ (Mercier) は , 1867 年 どろ に ゴー ル と ブラ 
イ ュ の 方 法 を 一 つの 器械 に 結合 し , これ を 「 ポ ーシュ 
の 点字 印刷 機 」 (Typhlograph de Poche) と 名 づけ , 
デ ボ ー (Devos) に よっ て 構成 され た この 装置 は 長き 
16 セン チ メ ー ト ル , 幅 8 セ ンチ メー トル の 小さ い 箱 
で , 二 つ の 部 分 に 分 か れ , 一 つ は 書く た め に 必要 の も 
の を 含み , 他 は 紙 挟 の 役 を する . | 

ゴー ル の 細胞 を 基 に し て , SLM, また , BD 


実用 的 な 体系 が 多数 で き あ が っ た . 普通 の 文字 を 盲人 壮 


6 1839 年 

に これ を 始め た . か れ は ジラ テー ル (F,Girard) OR 
告 に よる と 度 で お お われ た 板 を 用 い , この 板 は 書 字 板 
と 定規 と を つけ て いる . 定規 は 多数 の 小さ い 知 形 を 示 
し , その 垂直 と 水平 の 隔壁 は 十分 に , これ を 互い に 区 
分 する こと の で きる た め , 二 つ の 点 の 間 に な けれ ば な 
ら な い 幅 を も っ て いる . さら に , 二 つ の 行 の 間 の 間隔 
は 息 形 の 場合 と 同様 に 同じ で ある か ら , この 定規 で 総 
え ず 水平 お よび 垂直 の 線 が 作ら れる . こう し て 作ら れ 
RMF, これ は 紙 の 下 へ 着色 紙 を 入れ る こと に よ 
着色 し て 保存 で きる も の で ある が , 盲人 に より 容易 に 
adh, 晴 眼 者 に よっ て 読ま れる . し か し , 文字 の 
高 さ が 10 個 の 垂直 に 重なっ て いる 点 に な っ て いる の 
で , この 文字 は 多く の 空間 を 要 し , その 製作 に 多く の 
時 間 が か か っ た . 

1853 年 以来 . バル ビー の ある FAY 人 の 盲人 教師 
ヘボ ルト (E,Hebold) が , 一 つの 書 字 法 を く あ うす 
る 課題 に 従事 し て いる . これ は 簡単 で し か も 安価 な 回 
BC, 衣 人 に も ゃ 容易 に 作ら れ 読 め る よう な , また , 晴 
眼 者 に も 理解 で きる 文字 を 可能 に し よう と し た も の で 
HS. 盲人 が 行なっ た 読み 方 教授 の 経験 で 。 か れ は 有 
名 な 点字 印刷 の シス テム で , ラテ ン 語 の 印刷 文字 , 大 
文字 プル ファ ベッ ト を 選ぶ とこ と に な っ た . こと れ は また だ 
草書 体 文 字 と し て 表現 が 相対 的 に 容易 で ある と いう 利 
点 を も っ て いる . さら に この アル ファ ベッ ト に 見 られ 
る 単 一 形 , すなわち , すべ て の 文字 が 一 つの 原形 , す 
な わ ち , 知 形 か ら 誘 導 さ れる こと に より , へ ボル ト は 
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RIBOWMADDHATCHLERATS CL CEY, その 部 
分 は 中 央 に 切れ 目 を 入れ る こと に より 分 た れる . へ ボ 
ルト は こう し て 石 筆 に 文 持 点 を 与え , 書き 方 の 初心 者 
と 新しい 歓迎 され る 方 法 を 提供 し た . 

へ ボル ト の 書 字 板 の 最初 の 記載 は , 1856 年 に ブラ ン 
デン ブル ク 地 方 の 学校 新聞 に 現われ た . し か し , これ 
は 考案 者 に より , 1859 年 に 出版 され た 「 盲 人 の た め 
の 習字 の 練習 ] と いう も の で 広く 社会 に 知ら れ た . そ 
し て の ち に この 種 の も の で 最も 普及 し た も の の 一 つと 
(ey 

1857 年 に バル セロ ナ の ロー レン ス (Lorens) は # 
彫り 文字 お よび 音符 用 の 器 徹 を く あ ふう し て いる . これ 
は 簡単 な 木 板 の 上 に 左右 に 直線 の へ こみ に 五 つ ずつ の 
穴 が あけ て ある . とれ が 2 重定 規 の ほぞ 穴 を と り , 行間 
を 定め る . 2 重定 規 は 下 の 定規 の 両端 の に 垂直 に こ な っ 
て いる 二 つ の ほぞ 穴 が , 定規 に 相応 する 二 つ 穴 に か み 
あら よう に 仕組 まれ て いる . 各 定 規 は 幅 4 ミリ メー ト 
ル , 高き 5 ミリ メー トル ずつ の 2 列 の 邊 形 を も っ て い 
る . 両者 の 間 へ 紙 が くる こと に な り , この 紙 は 簡単 な 
装置 で , 板 の 上 端 に 固定 され る . 上 の 定規 は 斜線 ある 
い は 曲線 を ひく た め に , 4 角 の 書 也 の ある 可動 的 な 部 
分 (直角 定規 ) を も っ て いる . 鉄 ペ ン ま た は 鋼 ベ ペン の 
一 方 の 端 は と が っ て お り , 他 の 端 は 半 円 形 の , Ek, 
邊 形 の 中 で 二 つ の 形 が 重なっ て 作ら れる よう な 大 き さ 
の 打 刻 器 を な し て いる . そし て 右 か ら 左 へ 書か れる . 

1810 年 どろ チュ ェ ュー リ ッ ヒ の フン ク は 針 文字 の 製作 
に 当たっ て , その 方 法 を 簡単 に する た め に 「 彫 刻 十字 
42) (Stechkrenz) を く あ うし た . こ の 装置 は 等 辺 の ュ 
ン パ ス と 同じ で , 簡単 な と が っ た ュ ン パス の 先 の 代り 
に 三 つ の 打 刻 器 , 針 先 の 群 を 示し , これ が 大 小 の 半 円 
お よど と 短い 直線 を 作っ て 針 文 字 の 要素 を 現 わ し た . 

バル セロ ナ の ローレンス (Lorens) tk, その HRY 
彫り 文字 を 書く た め に , 一 部 分 同じ 考え を 適用 し , 最近 
マン ハイ ム の 製図 教師 カム (G,Kamm) は , フン ク の 
く あ うら の 完成 品 を 供給 し た . カム の 針 文字 用 は 特許 局 
で 保護 され て お り , それ は 一 つの 木 の わ く か ら な り , 
厚い 木 板 の 前 面 に 厚い 布 で お お われ , その 上 に 書 字 
紙 が くる よう に な っ て お り , 裏面 は 二 つ の 横木 で 支え 
られ て いる . 両端 に お いて , 針 先 か ら 作 られ る 打 刻 器 
を ゃ も つ 二 つの 針 軸 で , 大 小 の 直線 , 大 小 の 弓形 , す な 


わ ち ts が 少し 変形 し た ラテ ン の 大 文字 


PAH, アラ ビ ヤ 文 字 や ロー マ 字 の 符号 を 家人 に も 
晴 眼 者 に も よく 読め る よう に され る . HEH 


の イタ リッ ク 文 字 の 次 に 最も 古い , 真 の 盲人 用 の 文字 
CHS. 

盲人 用 文字 の 発達 史 の 第 2 期 (1813 て 1834) の 中 で 
針 文字 ウィ ー ン の クラ イン が , 考案 し た も の で あ 
り , これ が 優先 権 を 要求 し て も よい . さら に その 著書 
「 盲人 教育 史 」 (Geschichte des Bl-Untersiehts) の 中 
C0 D MOF 1h 1827 年 に バー ミン が ガム の ギグ ブッ ン 
(Gibson) に よっ て イギリス に 知ら され たこ と を 報 
StS. 

ギル ボー(Gnailbeau) に よる と パリ の 学会 で , クラ イ 
ン の 針 文字 の 発明 が 知ら され た . 

この 目的 の た め クニ ー (Knie) に よっ て 作成 され 
た 簡単 な 器 棚 は , クラ イン の も の と 何ら 本 質 的 に は 変 
る と と ろ は な い . か れ は 1818 年 に 最初 の 試み を し た 
活字 の 作成 の た めす で に 和 失明 し , 1 年 後 の 1805 Fiz, 
少数 の ピン 差し に よる 記号 法 を 普通 の カル タ 用 に くみ 
うら し , 1826 年 以来 . チェ ー リ ッ ヒ の 先例 に よっ て 木 
の 代り に 活字 鋳造 を 適用 し た . 

クニ ー の 活動 的 な 発明 精神 は , 盲人 の 大 き な 欲 求 に 
応じ ょ うら と 努め た . クニ ー は な か で も 印刷 板 を 作成 し 
た . その へ こん だ 書 字面 へ , 半 折 紙 の 長 さ と 幅 の ある 
薄い 板 が は まり , 印刷 する 紙 は 薄板 の 回 り に , 一 方 の 
半分 が その 上 に , 他 の 半分 が その 下 に くる よう に 巻き 
つけ られ る . こら し て 次 か ら 次 へ と 全 4 真 が 印刷 され 
る , と らい あぁ 選 平 文字 は, すす や 油 で 黒く な っ た 紙 
と , な め ら か な 字画 の 浮 彫 り の 活字 を 用 いて 凸版 印刷 
が で きる . 比較 的 有 福 な 盲人 の た め に , クニ ー は な お 
10 個 以 上 の 簡単 な 書 字 板 の 完 成 を 一 部 分 は 針 文字 用 , 
一 部 は な め ら か な イン キ 印 刷 お よび 凸版 印刷 用 に く ぁ 
の MG 

クニ ー の 器械 の 根底 に な っ て いる 方 法 の た め , FTC 
(に こ ブ ライ ュ が 1838 年 に 類似 装置 を 針 文字 だ け の た め 
(に く あ うら し た . 4 角形 の 度 を 張っ た 小 板 の 上 に 水平 に 
穴 の つい た 定規 を 固定 し, イン キ の つい た 紙 で 書 字 紙 
を お お い 金属 の 活字 を 定規 の 穴 の 中 へ 入れ , 印 判 を 
する よう に 処理 し た . 同じ 考え を 約 15 年 後に マッ セ 
(Mass@) が 採用 し た . 1860 年 ご どろ に コ ベ ン ハー ン 
の ワル デマ ー ル ・ シ エット (Waldemar Schott) と グ 
ルト ベル ク (Guldberg) が 注目 すべ き , また , よく 


利用 で きる 手 刷 器 を 供給 し た . 


ビュ ユル ガー (Bairger) も まだ, 一 つの 針 文字 器 を 
作っ た が これ は あま り 普 及 は し な か っ た . 

(3) タ イプ ライ ター クニ ー が 最後 に く あ うし た 器械 
VX, 印刷 板 で 企 て た 大 き な 変 動 は 印刷 機 と タイ プラ イ 
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ター 領域 まで 及 ん で いる . タイ プラ イタ ー の 複雑 な 仕 
掛け に は , 詳細 の 記述 を 断念 し て , た だ 本 質 的 な 特徴 
だ け を あげる . 専門 家 に と っ て は これ は 啓発 に 十分 で 
BY, 将来 その 発明 天 分 を 盲人 に 役立た せよ うと いう 
人 びと に は , 時 間 と 金銭 の 犠牲 と 思う が , また , 多く 
の 失望 を 省き 得る る の と 思う . 

1842 年 に フュ ー ル (Foucault) は , ブ プライ ニー: に よ 
っ て 考案 され た 点字 を 利用 し よう と , きわ め て 人 徐々 の 
方 法 で この 意義 の ある 器 棚 を 組立 て た . これ は 今日 ブ 
ライ ユ ・ フ ュー ル の ラフ ィ グラ フ (Raphigraph) と 
し て , また マリ ザー ル (Malizard) に よっ て 改良 が 
加え られ , 仕上 げ は 2 種類 の 異な ちる も の と な っ て , 5 
点 ま た は 10 点 の 字画 用 に 作ら れ て いる . 

1847 年 どろ に ボス トン の ハウ (Hawe) は , サー バ 
ー(Thurber) の 発明 で , 「 習 字 器 」 (Chirographie) と 
いう 名 の も の を 説明 した. この 回 棚 は 小さ い ピ アノ の 
形 を 示し , 振子 の 助け で 動か し , 指 で 鍵盤 を 軽く 押さ 
え , それ か ら こ の 鍵盤 が その 反対 の 端 で , その 前 部 で 
記す 文字 を 現 わ す . この 習字 器 は 同様 に た だ 大 文字 だ 
け 書 くも の で ある , 

1850 年 どろ マン チ - スタ ー の ハフ ス (Hughes) は , 
一 つの タイ プラ イタ ー を 供給 し た . これ の 主要 部 は 一 
つの 鋼板 で , 水平 の 状態 で 一 つの 軸 の まわ り に 動か さ 
れる . これ は 外線 か ら わ ず か 離れ て 穴 が あけ て あり , 
この 穴 の 中 で 垂直 に 立っ て いる 金属 の 三角 雛 が つけ て 
BY, その 上 端 は 一 つの ボタ ン に 終わ る が , 下端 は 活 
字 (大 文字 ) を 支え て いる . 板 の 外 縁 に は 知 彫 文字 が 
三角 雛 と 一 致し ,. その た めそ の 文字 の それ ぞ れ が 同じ 
書籍 印刷 に 関す る 記号 を も っ て いる 角柱 を 盲人 の 指 に 
示す こと に な る . 
盲人 文字 の 機械 パリ の ルビ ッ ト (Levitte) は , この 
機械 を 完成 し , これ 大 文字 , 小文字 の アル ファ ベッ 
ト を つけ た . 

ハッ フス (Haghs) の シス テム に より ナン シー の ラ 
リ ビ ェ ー ル (Larivie) が , 一 つの 器械 を 製作 し た . 
これ は わく の つい た 一 つの 板 か ら な り , TOS IK 
を 固定 し , その 長 さ の 面 の 規則 的 に あけ た 穴 の 中 に , 
金属 の レー ル の 栓 を 入れ , その 上 に は , その 中 心 点 の 
まわ り に 回転 する 活字 支柱 が , 行 の 一 方 の 端 か ら 他 の 
端 へ と すべ っ て ゆく . これ は 板 に 平行 に 取り つけ た 円 
板 で 三 つ の 集中 的 な 列 を な し て , 大 文字 , 小文字 . IE 
書記 号 , 句読点 お よび 符号 が つい て いる . この 書 字 記 
号 は ABC 順 に , Fre, 数 に よっ て 配列 され て いる . 
活字 を 押え る こと は , た だ 指 に よっ て 行なわ れる . 


— 


以上 , 二 つ の 原理 と 同じ 原理 に 基づい て いる の が , 
1847 年 に サン ター ル (Saintard) に よっ て 作ら れ た 機 
BC, これ は 三 つ の 異な っ た 名 前 で で て いる . すなお わ 
ち , ロー ザン ・ ド ・ ル ー ビ ル (Lauzin de Rouville) 
ドー サン ・ ジ ル (Dosaint Gilles) お よび リュ フェ 
(Ruffier) で ある . 

ハッ フス (Hughs) は の ち に か れ の 機械 を 凸版 印刷 の — 
製作 用 に 仕組 ん だ . 
年 に , ロー ザン ヌ の ヘル ツ フ ェ ル (Hirzel) と バイ マ 
ー ル の エー ル ベ バイ Y (Oehlwein) に よっ て 考案 され た 
機械 様 で ある . ロ ジー の マー ル シ ェ ジ (CMarchesi) は か 


同 し 目的 に 用 いら れ た の が , 1845 © 


| 


a, Ea PE eee, 


れ の 機械 を 偏平 印刷 と 凸版 印刷 用 に 仕組 ん だ (大 文字 革 


お よび 小文字 の 針 文字 ) . ュ ー ラ ー ル ・ ベ ン ノ ー(Co- 
lard Viennot) は 楽譜 と 符号 製作 用 に 一 つの 器 算 を く 
あう し た . とれ は 楽譜 HA, 休止 符 , 要する に 
すべ て の 音楽 記号 と 符号 や 文字 を 墨 で 印刷 する た め な 


DC, 人 びと は 任意 に 音 譜 に あわ せ て 文句 を 作 く る こと 


と が で きる . CORMPMOMORPLON SOREL 
用 で きる た め の 仕 掛け で ある , 

トー リン の ガス タル ドン (Gastaldon) と バリ ュ 
(Ballu) は 1861 年 に 偏平 文字 用 印刷 機械 を 製造 し た 
(偏平 文字 用 お よび 点字 用 器械 ) . 

紳 機械 的 の 装置 に よっ て 印刷 活字 を 用 いて , 偏平 文 


字 を 作る こと が で きる こと を , フュ ー ル が か れ の タイ | 


プラ イタ ー で 初め て 示し て 以来 , 多く の ょ より 完 全 な 構 
造 の タメ イプ ライ ター が 現われ , 多数 の 盲 学校 で 用 いら 
れ た だ た. 特に 上 級 の 学校 に 入っ た 際 , 作文 に タイ プラ イ 
ター を 必要 と する か , また は 後天 的 失明 者 が タイ プラ 
イタ ー を 使用 する こと に よっ て , その 生業 を 維持 し , 
また は 十分 な 教養 の ある , 新しい 職業 に 導 か れ 得 る よ 
う な 個々 の 盲人 の た め に は , この 発明 は 最高 の も ゃ の と 
Fi eg (ou 

タイ プラ イタ ー に つい て は , 次 の よう な こと が 要 来 
され る . ① 永 続 す る こと , ⑨ 低 記 な こと . 購入 費 に 関 
し て で な く , 維持 費 に 関し て . ③ 文 字 の 美しい こと . 
④ 書 き 方 の 確実 な こと. ⑤ 運 搬 で きる こと . ⑥⑯ 早 く 書 
Wace: 

永続 性 ある こと は , あら ゆる 機械 の 部 分 が 最良 の 材 
料 か ら 最 も 注意 し て 作ら れる こと を 要求 し , また , fi 
単 な こ と を 条件 と する . それ は 動か す 部 分 が 少な けれ 
ば 少な い ほ ど , 修理 する こと も 少な い か ら で あ る . 
購入 費 に 関し て で な く , 維持 費 に 関し て 低廉 を 要求 す 





る . し た が っ て , その 仕掛 けが 容易 で , 主として 損耗 し 』 


て いる 部 分 を すべ て 補充 する の に 僅か な 費用 で で きる 
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よう な 機械 が 優秀 と いう とこ と に な る . 

ョ ヨー ロッ スパ の 諸 学 校 は , 最近 アメ リカ の 例 に な ら わ 
ず , タイ プラ イタ ー で 書く こと を 義務 的 に 教育 し , 通 
信 文 の 修得 に 代用 し て いる が , 各 学 校 は と きど き そ の 
事情 が 機械 購入 を 許し , これ を 使用 する こと が 有利 で 
ある こと と が 期待 され る よう な 生徒 た ち が 所 有する と い 
ら 状 況 に な る で あら う . 確か に 実生 活 で タイ ピス ト は 
速記 者 で あり , 書き 取り を 乏 語 的 に , ある い は 事務 の 
進行 に 十分 通じ し て いる と き に は , 短い 指示 を 速記 的 に 
書き お ろ し , これ を 次 に タイ プラ イタ ー に 移す の で あ 
る . 盲人 が 通信 員 と し て 生計 を 立て る 場合 も まれ で は 
な い . 盲人 の 速記 は か れ ら の 職業 と し て いっ そう これ 
に 適し た も の に な る で あろ う . 

ブリ ッ ケ ン デ ルム ハン (Blickensderfer), カリ グラ 
フ (Caligraph), コスモ ス (Cosmos), ホー ル (Hall) 
の タイ プラ イタ ー, ハモ ンド (Hammond), AVA 
ン (Munson), レミ ント ン (Remington), シン プレ 
ックス お よび ョ スト (Simplex und Yost). 

(4 点字 装置 偏平 文字 器 と タイ プラ イタ ー と の 総合 
LEO. 

盲人 と 晴 眼 者 と の 通信 文 用 の 書 字 器 を 製作 する 無数 
の 試み が 何ら 統一 され ず , その た め , ゼ し ろ 雑 多 な も 
の が 主流 と な り , 個々 の 国々 だ け で な く , 各国 内 で も 
し ば し ば この 目的 の た め , いろ いろ な 方 法 が 講じ ら れ 
て いる . 点字 機械 の 発展 史 を みる と , これ は た だ, 
た ゆみ な い 進 歩 を 2 示し て いる だ け で な く , 比較 的 大 き 
な 節 囲 に ある 結末 , また は 少な く と $ も 方法 の 一 致 を 示 
し て いる . 個 々 の 国々 で 製造 の 区 別 は ある が , どこ で も 
手書き に よる 表示 の 代り に , 点字 , 格子 定規 を 用 い , 
これ で は , 鈍い 鋼鉄 の 先 の ある 筆 に より , 潜 の ある また 
は 水平 の 6 個 の 点 群 に よっ て お お われ て いる 金属 板 , 
また は 木 板 の 上 に 書く の で ある . 

バル ビエ (Barbier) ti, その 発音 文字 で 正書法 の 
点字 へ の 観念 を 与 を た だ け で な く , この 点字 を 現 わ す 
の に 一 つの 機械 を 組立 て , か れ の 考案 に 成功 を 保全 す 
る に 根本 的 な 貢献 を した. 

この 器械 は 小さ い 木 板 で , その 長 さ に 応じ て 六 つ の 
平行 の 沙 が あい て いる . 可動 的 な 定規 は 木 ま た は 鉄 の 
薄板 で , その 4 角形 の 切 口 は 六 つ の 潮 を 有 し , 1 本 の 
BC, その 中 の 12 の 点 を さす こと が で きる . 行 を 改 
め る ご と に 紙 は 進め られ る . 最初 , その 点字 を 同様 の 
装置 の 上 に 書い た ブラ イ っ は , や が て 完全 な 器械 を 案 
出し た . この 問 械 は 4 角形 の 板 で , その 同じ 深 さ の 著 
が , 同じ 間隔 で 短い 方 の 辺 に 平行 に 走っ て いる . この 


板 の 上 に は , わく が つい て いて , これ が 紙 を 留め , 定 
規 を 運ぶ . 定規 は 一 つの 金属 抜 で , 三 つ の 点 の 高き さ , 
二 つ の 点 の 幅 の ある 一 つの 記号 ずつ に 同じ 大 き さ の 4 
角 の 穴 が ある . その 両方 の 「 小 孔 ] の と ころ の 固定 し 
た 栓 で , それ は わく の 両方 の 大 き な 側 面部 の 穴 に は ま 
る . 定規 は 2 行か ら 2 行 へ と 移さ れ , 各行 間 で は 一 つ 
の 油 が 用 いな いま ま に し て ある . 四 つ の 溝 の 中 の 一 つ 
は , いつ も 行 の 余 自 と し て の 役 を し て いる か ら , 全部 
を あわ せる と 価値 に お いて 全紙 面 の 4 分 の 1 と 同じ に 
な る . この 空間 損失 を 避け る た め , ブ プライ ュ ユ と フー ル 
== (Fournier) は 1 枚 の 紙 の 表 の 方 の 各行 間 に , = 
つの 溝 の あ る 余地 を 残し , これ が 裏面 に 書く た め に 役 
立て た . この 有利 な 行 の 排列 は , 次 の 器械 に よっ て 実 
際 に 利用 され て いる . 小さ い 板 が 木 の 台 の 上 に 固定 さ 
れ て いる ちょ うら つが い に よ っ て 互い に 結び つけ られ る 
二 つ の わく が , これ が と まっ て いる 外線 で 小 板 と 台 と 
を 包み , この わく は 互い に 外線 と か みあ う よう に な 
り , その た め 板 と の 水平 の 区 切り は わく の 強 さ ( 太 さ ) 
に 至る まで 均一 に きれ て いる . わく は 長き の 方 に , 12 
の 溝 に 12 の 距離 で 穴 が あい て お り , し か し , これ は 
両方 の わく の 穴 が あわ ず に 下方 の 穴 が 上 方 の わく の 穴 
より 閉 三 つ 分 だ け 深 く 始 まる よう に な っ て いる . 前 者 
は 区 別 を つけ る た め に し る し が つい て いる . 2 列 の 定 
規 は , 三 つ の 溝 帆 ある 一 つの 線 条 に より 分 割 さ れ て い 
る . 紙 は 両 わ むく の 間 に 固 定 さ れ , 1 枚 の 第 1 ペー ジ が 
記載 され る と , 両 わ ちく を は ず し これ を MO 上 に お い 
て , 下 の 方 が 上 の 方 に 横たわる よう に する . 定規 は そ 
れ か ら 最 初 の わく より も ゃ , 三 つ の 溝 分 だ け 深 く な り , 
その 4 角 の 隅 で , 1 枚 の 紙 の 前 面 の 中 間 線 に 当たる の 
CHA. 同じ 目的 の た め , バッ リュ (Ballu) は 簡単 な 
機械 を 作り だ し た . か れ は 12 OFFIT 12 の 雛 孔 の つい 
て いる わく を 用 いた . 定規 は 栓 の 位置 に より 前 の 定規 
と 区 別 し た . elk VDE) の 中 央 に 固定 され ず に 下端 
に 近づけ 紙 の 裏面 に 書く 際 , 定規 の 走 形 か 表面 より ゃ , 
三 つ の 溝 だ け 深 く な る 程度 で ある . そこ で , 裏面 に 書 


くだ た め に は , 3 列 の 邊 形 の ある 定規 が 必要 で ある . ベ ッ 


リュ は か れ の Ie さら 変化 を 与え , これ が 1 面 
な ら び に 両面 の 文字 に 適する よう に し た . また バッ リ 
ュ は 1876 年 に 一 つの 器 棚 を 考案 し , その 助け に より , 
紙 の 第 2 ページ に , 行間 で な く 紙 の 前 面 の 点 の 間 に 書 
く よ う に な り , Led, 裏面 に 書く 際 に 紙 が 一 溝 だ け 
深く , 同時 に 文字 の 半分 の 幅 だ け 右 の 方 へ 押し や る こ 
と に な っ た . し か し , 点 間 字 (Zwischen punkt sch- 
rift) と いわ れる この 方 法 は , 器械 の 構造 が 欠陥 ある 
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際 に は , 点字 を フリ ー ハ ンド で 現 わ す の に 依然 と し て 
不適 で あり , その た め , 印刷 だ け に 適用 し た . 最後 に 
バッ リュ は 1 面 な いし 両面 の 中 間 線 また は 中 間 点 の た 
Di, 小さ い 書 字 板 を 考案 し た . 

中 間 線 文字 用 (に ラー ス ・ ダ ギュ エン CL. d "Aguen) 
は , 格子 定規 の 使用 を 省く よう な 器械 を 考案 し た . こ 
れ は 二 つ の 金属 板 か ら 組 立て られ て いる が , この 板 は 
ちょ うら つが い に よ っ て 結合 され , 何 列 か の 知 形 の 開 日 
EBC RRB CAS 5 の 各 列 人 は ロ れ (の 2②⑳4 = 
つの 溝 に よっ て 分 けら れ て いる . し た が っ て , 板 が 書 
字 用 に 重ね られ る と , 一 方 の 方 の 開口 が 他方 の 三 つ の 
潜 に 対し て お か れ , Ek, 逆 に な る . 従来 教授 され て 
きた 機械 は , すべ て の 著書 字 板 に と つて の 典型 的 の ゃ 
の で ある . | | 

クル (Kull) は 木 の 書 字 板 で ブラ イ ュ 文字 お よび へ 
ボル トト 文字 用 の 動か せる 2 重定 現れ を も っ て わく の 使用 
を 断念 し た . クル は ブラ イ ュ の 備忘 板 (ポケ ッ ト 弄 ) 
を 組立 て た . ソ エ ス ト の レッ シェ (Lesche) は ブラ イ 
= 定 規 ( 切 り 目 の な い ) を 保存 し て , ビュ ル ガ ー 
(Birger) の 点字 板 を 下方 に 少し 方 向 を か えた ブリ 


キ 板 を 押し 込ん で 偏平 文字 に 用 いる よう に し た . 最近 


の ドイ ツ 製 品 は , イル ツァ ッ ハ の クン ツ (Kunz) に 
よる へ ボル トト 文字 お よび 1 面 お よび 2 重 面 用 点字 の 受 
賞 書 字 抜 で ある . これ は 一 つ折 型 で 金属 か ら だ け な り 
WS OwA Wee WOES ea @ 
動き , 紙 を 固定 する た め , 板 の 長い 両側 に 回 転 式 の 短い 
釘 を 振 入 し た の と 同じ く , 表裏 両面 が 利用 され る . わ く 
は 左右 に 穴 の ある 二 つ の 2 重 の 列 を 示し , 各 列 に は 穴 
か ら 穴 へ 潜 の よう な へ こみ が 通じ て いて , これ に より 
両方 の 鋼鉄 定規 を 進め る こと が 容易 に され る . 一 つ折 
り 形 ( に と っ て も 同様 で ある が 3 行 だ け 高 く な り , クン 
ツ は , 1 面 の 点字 用 に ポケ ッ ト 書 字 器 を 仕組 ん だ が , 
これ は ブリ キ 板 を 押し 込む こと に よっ て ヘボ ルト 文字 
(に も 適用 され る . リス ボン の マス カロ (Mascar6) は , 
か れ の 点字 お よび 偏平 文字 を 作る の と 同様 に , ブライ 
ュ 板 を 用 い , 1 面 文字 に お いて 用 いら れ ぬ まま に な っ 
て いる . 4 番目 の 潜 を 定規 の 各 室 の 下 で 小さ く 取 り だ 
す と と に よっ て , アク セン ト の 記号 に 仕組 ん だ . BA 
に あて て 書く 際 に は , 方 法 は ブラ イ ュ 文字 と 同様 で あ 
Bm, これ に 反し , 晴 眼 者 に あて て 書く と き は , FAR 
が 色紙 の 下 に お か れ , 適度 に 押え て 点 か ら 点 へ と すべ 
ら せ る . これ で 用 紙 の 裏面 に 色 の つい た 偏平 文字 と 点 
字 が 生ずる . この 両 書法 は フィ ン ラ ンド で , EK, 
一 部 分 は スエ テー デン で 用 いら れ て いる アス トラ ンド 


(Astrand) の 器械 に 一 致す る も の で ある . 

ニュ ー ヨ ー ク の 点字 用 に 作ら れ た 器 棚 は , ブラ イ ュ 
板 と は , 定規 だ け で 区 別 さ れる . この 定規 は 邊 形 の 書 
字 也 の 代り に 3 列 の 正方 形 の 書 字 了 妃 を も ち , その 隔壁 
は , 正方 形 の 内 部 に 書か れる 二 つ の 点 の 距離 に 匹 英 す 
る 幅 を も っ て いれ ば よい . 

点字 を フリ ー ハ ンド で 書く こと は , 溝 板 に お いて も ゃ も 
相対 的 な 速度 し か も る た な い . 書き 方 の 速度 を も っ と 早 
め る に は タイ プラ イタ ー を 必要 と する . 第 1 に ホー ル 
・ ブ ライ ュ 書 字 器 (Hall.Braille-Schreiber) が あげ 
られ る . | 

ET SEBS OR FOE PSV OVS] 25 oe 
ラ ・ カ ー サ (Signora Della Casa) が く ぁ うら した. 「 バ 
イエ ルレ ン 」 (Beyerlen) シス テム の 盲人 書 字 板 で は , 
1 枚 の 潜 板 の 上 に 上 下 に 転移 で きる 2 本 の 棒状 の レー 
ル が あり , その 上 に 基本 記号 に よっ て 排列 され て いる 
六 つ の 鍵 の ある 書 字 装 置 が 水平 た こす べ っ て いく . バイ 
エル レン は , また , 盲人 の た め に バー ソロ ミュ ー 速 記 
機 を 組み 立て た モー ルス (Morse) の 電信 文字 の 記号 
は 特別 の 速記 ンス テム に 総合 され , 同様 に 鍵盤 を もつ 
器械 に より , モル ー ス の 印刷 電信 機 と 同様 に に ロー ラ 
ー に よっ て 巻き も ど さ れ る 細長 い 紙上 諸 の 上 に 洋 彫 に だ 
SHA. 一 つの 線 中 に , 水平 と 横たわる 記号 は は る 
か に 「 接 触 範囲 」 (Tastfeld) を 越え る よう な 長 さ を 
占め , 紙 が 必然 的 に 丈夫 な こと が 必要 な た め に , こ 
れ が さら に し ば し ば ロー ラー に よる 巻き も ど し を 不 規 
則 に し , これ に より 個々 の 記号 の 間 の 距離 が 不 十分 と 
な る . ちな み に , モー ルス の アル ファ ベッ ト を 盲人 の 
印刷 また は , 文字 に 用 いよ うと する 考え は すでに 早く 
か ら 現 われ た , 1856 年 に ブー ル セ ー ル (Bourseul), 
1872 年 に ダビ ィ ッ レ (Davillé), 1889 年 に ベティ ソ 
リー(Petithory) 2, この アル ファ ベッ ト を ブラ イラ ュ 
の も の の 代り に お く 提議 を し た . ブー ル セ ー ル は 文 
字 の 長 さ を 縮小 する た め に , その 水平 の 線 を 垂直 に 立 
て , ある い は 文字 の 要素 を 上 下 に 整理 する こと と な ど を 
推薦 し て いる . ブー ル セ ー ル の 二 つ の 中 の 第 1 は, ど 
く 部 分 的 提議 に し か その 目的 を 実現 し な か っ た し , そ 
の 第 2 は , 五 つの 点 の 高 さ きま で の 文字 を 要求 し た も の 
で , ブラ イ ュ 文字 に 対し 後退 を 意味 し た . それ ゆえ , 
盲人 に 筆頭 に ょ る 表現 を 越え た 文字 の 早 さ を 与え よう 
と すれ ば , これ ら の BMit, 一 般 に 採用 され て いる 
点字 の 役 に 立て な けれ ば な ら な か っ た . すでに 述べ 
だ た ホー ル の 器 概 の ほか に , ベ ペ テ ル ブル グ の コバ ュ 
(A. Covaco) の ステ ィ グ マタ イプ (Stigmatype), ~ 
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ルリ ン の ザイ フェ ルト (G. Seiffert) の タイ プラ イタ 
ー お よび ゼノ ア の ケレ セト (V,Cereseto) の 器械 が 特 
等 すべ き で ある . 「 ス ティ グマ タイ プ 」 は その 考案 者 
部 上 る と) TCC eyT, フラ ンス , ギリ シ 
vw, エジプト , イタ リア に お いて 採用 され て いる . ザ 
イフ ェ ル ト の タイ プラ イタ ー は 考案 者 の ブン チー ア 器 
械 と 同様 の 構造 を も っ て いる . ケレ セト (Cereseto) 
の 器械 は , ブラ イ ュ 文字 を さら に 軽く 早く 完成 する た 
め の も の で (考案 者 の 指示 に よる と 1 分 間 に 180 字 ), 
長 さ 45 セン チ メ ー ト ル , 高 さ 5 セン チ メ ー ト ル で あ 
る . これ は 鋼鉄 製 で 4 キロ グラ ム の 重 さ が ある . 紙 は 
縁 に 沿う て 押し 込ま れる . 鍵 は 両方 の 人 差 指 が ブラ イ 
= の 基本 記号 の 上 方 の 点 に , 中 指 が その 中 央 の 点 に , 
くす り 指 が その 下方 の 二 つ の 点 に 相応 する よう に 排列 
し て ある . 右 の 親指 は 紙 を 文字 の 幅 だ け す すめ る 働き 
を する 鍵 を 用 い , 左 の お や 指 は 紙 を 出発 点 に も ETE 
を 使う . ボタ ン を 押す と 行 が 替わる . 行 が 四 つ の 文字 
の 和 囲 の 場所 まで 書か れる と 鈴 が 鳴る の で , これ は か 
よら な 器械 に 特有 の 装置 で ある . 

最後 の 群 中 に ブラ イ ュ 文字 お よび 偏平 線 文字 また は 
浮 彫 り 線 文字 の 製作 と い 2 2 重 の 目的 に 役立つ よう な 
回 算 が 総合 され る . こと の 中 で , ワグナー(Wagner) の 
Weepe sek O プラ イミ 区 学 タ イプ ライ ター が 
ケルン の SR (1888 年 ) お よび これ に 続い て パリ の 
世界 博覧 会 で 好評 を 博 し た . CO BIE (1890 年 以 
来 そ の 製造 は 中 止 され て いる ) 四 つ の 異な る 形 で 作 
られ た . すなわち , 活字 文字 お よび ブラ イ ュ 文字 用 , 
ブラ イ ュ 文字 用 だ け の も の , 活字 文字 用 だ け の も の , 
これ が 大 文字 だ け の も の と , 大 文字 と 小文字 と 両方 の 
も の が ある . 「 一 つの 丈夫 な 定規 の 25 の 穴 の 一 つ へ 
鉄 の び よ う を 押込 むこ と に より , 最初 に 述べ た こと を 
行なう 際 に , その 度 ど と に 一 つの 文字 , ブラ イ ュ また 
は 偏平 文字 で の アル ファ ベッ ト の レー ル を 用 いる と 」. 
晴 眼 者 が ブラ イ ュ 文字 を 知ら ず に これ で ブラ イ ュ 文字 
を 印刷 する こと が で き , 確実 に 偏平 文字 を 印刷 で きる 
と いう 利益 を 与え る こと と な る . 

モリ ソン ・ へ ディ ー (Morrison Heady) は ケン タッ 
キー 点字 器 (Kentucky- Punktschreiber) を 組立 て 
た . これ は 線 印刷 , 大 文字 また は 小文字 の アル ファ ベ 
ッ ト に も 適し て いて , 同時 に 5 部 な いし 10 部 供給 で 
きる . コバ ュ は この 両 種 の 文字 の 製作 法 を その 点字 印 
刷 機 の 中 に 結合 させ た . 同 様 に ティ グ ナ ッ ト (Tignat) 
は ブラ イ ュ 線 文字 お よび 涯 彫 線 文字 用 の 器械 を くる 25 
| 


従来 述べ た 問 算 は 盲 人 に 役立ち は し た が , CHAE 
人 と 晴 眼 者 と の 文通 に 使用 する 限り , 盲人 が 書か れ た 
も の を 調べ る こと が で き な い と いら 各 偏 平文 字 の 器 械 
と 同じ よう な , また , 本 質 的 な 不利 な 点 を 示 し て い 
fe. 最近 10 年間, この 方 面 に 向かっ て 注意 すべ きく る 
ら うか 示さ れ 始 め た . レコ ュー ド ン (Recordon) は , か れ 
の 「 デ ィ プ ログ ラフ (Diplograph) > (2 重 た た み 器 ) 」 
の く あ うに より , この 問題 を 解決 し よう と 試み た . こ 
の 妖 概 の 本 質 的 な 部 分 で ある 活字 支持 器 は いろ いろ な 
大 き さ の , 同じ 軸 に 固定 され て いる 円 板 か ら な っ て い 
る . その 装 略 は 晴 眼 者 が この シス テム を 教え られ る こ 
と な し に , ブラ イ ュ 文字 を 書く と と が で き , 同時 に 盲 
人 両 字 体 を , し か し , 二 つ の 異な る ペー ジ の 上 に だ す 
G@EMeCaes t HEH CwA. R= Chauvin) 
と マウ ラー(Mauler) は , この よう な 器械 を さら に 
や すく 容易 に 永続 的 な る の に 製作 し ょ うと 努力 し た . 
VD —7p co OA ie Sz fee e> flew. フシ 
イ ュ 文字 また は ロー マ 字 で , ある い は 両方 を 同時 に 
重ね て 印刷 する こと で ある. 以上 の BROIL 
INE (SIE ae イィ ル ジグ CAF FeStiltz),O, 。 ド ニク ラフ 
(Duograph) は 可動 的 な Fe, カン ドラ ン の 文字 板 
(Candrap Zifferblatt) の 原理 に 基づく も の で ある . 簡 
単に 鍵 を 押え る こと に より , ブラ イ ュ お よび 線 知 彫り 
の 文字 が で き あ かがり, 後者 は 任意 に 着色 で きる . 完全 
を 期す る た め 点 字 を 作る の に , 板 も , CHL, LH 
BRL Ligws d 5 eee RRC LTCALS. 

FIO VI27IKIOWG DY Cachmann). は , 
その 正方 形 の 文字 で , 「 読 み 書 き の 練習 ] を する の に 
か れ 自 身 に よっ て 組み 立て た 「 盲 人 板 」 (Bl-Tafel) 
を 用 いた . これ は , HEMEL KR LAS ed MPS CET 
いる 板 で , ぬか や 砂 で お お っ て いる 平たい 箱 の 上 に 
締め つけ , この 箱 は ぁ た で 本 の 形 に 完成 され て いる . 
この 板 に は 規則 的 に 距離 を お いて 穴 が あい て お り , 
その た め , 垂直 お よび 水平 の 平行 し た 列 の 大 き さ の 同 
じ 穴 が 生ずる . 箱 の 内 側 に は , 右 に 針 の 入る よう な 小 


- さ な 四 つ に 分 れ た 小 箱 が つい て いて , これ で 任意 の 文 


字 を 触れ る こと が で きる よう に し て いる . ハ ノ ベ バー の 
マル テン ス (Martens) は , 同じ 考え を ブラ イラ ュ 文 字 
FAD, か れ の 「 穴 板 」 (Lachtafel) に 用 いた . これ は 
か れ が この 字 文 の 基本 記号 に 応じ て 六 つ の 点 の 群 で 穴 
を あけ た こと に よる . 「 穴 板 」 は 盲人 の 生徒 に は で き 
る だ け 晴 眼 者 の 石 盤 の 代り を な すべ き で あっ て , 今日 
で は 同様 の 装置 が 盲 学校 で 。 し ば し ば 読み 書き や 算数 
の 授業 に 用 いら れ て いる . レコ ュー ドン (Recordon) 
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は , 点字 印刷 を する の に この 方 法 を 完成 し た . か れ は 金 
属 板 の 穴 に 鈍い 先 の つい た 金属 釘 を 挿入 し , 1 ペー ジ 
の 文章 を 圧 搾 器 の 下 へ も っ て きた . ト ロイ マン (Treu- 
mann) は 同様 の 方 法 を と る に 際 し , Bee Ase. 
この 装置 は 板 は な く た だ 紙 の 上 へ お さえ る に 適し て い 
af 

これ に 属す る も の に ベル リン の クル (Kull) に よっ 
て 構成 され た ブリ キ 板 用 の 打 印 機 CPunziermaschine) 
BHD. これ で は 一 つの 定規 に 鋼鉄 の 釘 ま た は 全部 が 
鋼鉄 で 刻ん で ある 文字 が , 一 つの 線 の 文章 に 総合 され 
TUNA, 

最後 に パリ の シェ ー ン フェ ルト (Schonfeld) は , 
ギル ボー (Guilbeau) の 報告 し て いる と こと ころ で は , 
一 つの 補助 手段 を く ぉ ぁ う し た . これ に より 晴 眼 者 は 費 
FADD DD APM Te < , 予備 知識 も また な く , ブ ライ ュ 
文字 を 製作 する こと と が で きる . シェ ー ン フェ ル 和 † は ほこ 
の シス テム へ の 「 鍵 ] を 計画 し た あと に , か れ は 十分 
に 強い 紙 を 普通 の 行間 を 考慮 し て , 六 つ の 着色 し た 点 
を 集め て 印刷 させ た . 各 点 の 横 こ は 一 つの 符 了 丁 が この 
群 内 の 順序 を 示し て いる . 門外 漢 が , 何 か の こと ば を 
COVE, だ と を 人 は, Braille? 74 だ 者 9 
どす の と , ます 。 TMP T OPP eC The ane 
1 と 2 と の 点 が で る こと が わか る . 

盲人 用 筆記 文字 お よび 印刷 文字 の 発展 史 を 回 顧 する 
と , この 二 つ の 教育 手段 の 発達 に お ける 現代 の 状態 に 
達する た め , いか に 多く の 試み が 行なわ れ , Efe, い 
か に 時 間 と 金銭 の 犠牲 が 必要 で あっ た か が わか る . th 
粋 に 実習 か ら 盲 人 の 触覚 事情 に 相応 し た 文字 が 現われ 
て き て , 簿 彫 印刷 の 技術 が ステ ョ 版 の 鈴 板 で 高度 に 
完全 に な っ た . 点字 が 学校 用 文字 に な り , これ を 製作 
する た め に は , この 目的 に 応ずる 器 算 が ある . Ek, 
盲人 と 晴 眼 者 と の 間 に 交 互 に 文通 する た め , 適当 な 補 
助手 段 を 作ろ うと いう 文字 問題 で 最 難 関 の 問題 を 解決 
し よう と する 努力 も , また , 好 結 果 に 達し た , BAD 
文通 用 文字 の 製作 に 完全 な 器械 を も た な けれ ば な ら な 
いす べ て の 性 質 は , 経験 の 途上 に お いて 得 ら れ た . い 
ろ い ろ な 時 期 に 器械 へ の 欲求 を 十分 に 規定 する 専門 家 
た ちの 中 で , 最後 に ギル ボー (Guilbeau) が , これ に 
つい て 次 の よう な ぁ う に 総括 し て いる . すなわち も , 
「 器 械 が 低廉 で 軽い こと , 器械 の 操作 の 簡単 で 便利 な 
こと , 文字 が は っ きり し て 確実 で ある こと , 早く て 個 
性 的 で ある こと , 文字 か 晴 眼 者 に も 読め る こと , BA 
が 監視 する の に 容易 で ある こと 」 われ われ は これ ら の 
要求 に な お 器械 の 永続 性 を 付加 すれ ば 盲人 お よび その 


教師 た ち が , これ 以上 よい も の は な いと し て いる . 

われ われ が いま や この 世紀 の 終り に , 筆記 用 具 を 豊 
富 に 収集 する こと に よっ て , 盲人 の 筆記 要求 に 対し , 
相応 の 笑 概 を 選択 で きる 状態 に な れ ば , さら に 和 失明 者 
の 触覚 に より 言語 の 宝庫 に 侵入 し , その 思想 の 豊富 き 
か ら 知 的 栄養 を 与え る 可能 性 を 提供 すれ ば , さら に 人 
道上 導 か れ て いる 人 間 の 発明 精神 が 自然 的 , 身体 的 欠 
陥 に 対し , 美しき 豆 び を 与え る で あろ うら. 

し か し , 目 が 永久 に 閑 じ られ て いる 場合 に も 魂 は 不 
思 議 な カ を も っ て , 精神 の 光明 に 人 迫っ て わく の を 見 る 
と , すばらし く , また , BEC, 次 の と と ば の 真理 座 
ある こと が 経験 され る . 

教育 の 根 は 若い が , その 果実 は 甘い . 
盲人 用 簡略 文字 浮き 出し の 記号 に よる 文字 の 印刷 は 
以前 か ら 一 つの 欠点 に 悩ん で き て いる . それ は , これ 
が 相当 に 広い 場所 を 要求 し , その 結果 印刷 され た 本 の 
量 が 多く な り , 高価 と な る こと で ある . そこ で , 何ら 
か の 方 法 で 空間 を 節約 し , 値段 を 安く する こと と が 必要 
と な っ て きた だ た. T¥FVAADFZ Vs TFT HPV 2 -AA 
が , いわ ゆる 標 音 シス テム を 考案 し た の は , この 問題 
の 解決 を めざし た も の と いえ る . と の シス テム は 発音 
され る 音韻 を 表記 する に 止 っ て いる . し か し , ドイ 
Y CL この 試み が 普及 し て いな い . な ぜ な ら ば , fe 
眼 者 の 用 いる 正 綴 法 を , その よう に し て 極端 に 改変 
し て し まう こと と は 当然 差し 控え な く て は な りら 症 志 請 商 
か ら で あ る . し か し , 従来 の 書法 を 併用 し な が ら , ラ 
テン 文字 印刷 に 少数 の 略字 を 加え る と いう ら ク ニー の 提 
案 に も る 関 係 方 面 の 相 成 が な か っ た . そこ で , 次 第 に 線 
形 文字 方 式 が 速記 的 な 構成 に は 不適 当 で ある と いう 確 
信 が 強め られ て いっ た . と ころ が , その 間 に ド イツ の 
幾つ か の 盲 学校 で これ を 採用 し 始め て いた . プラ イラ ュ 
式 点字 に は , この 点 で 比較 に な ら な い ほ と 好都合 な 長 
所 が あっ た . ブラ イ ュ 式 に 組ま れ て いる 約 60 ほ どの 
記号 の 中 で , フラ ンス 語 に 比較 し て , T5b7 Fee 
ト の 種類 の 少な い ド イツ 語 用 と し て , まず 25 個 が 使 
われ た . を こ で , ブラ ウン シュ バイ ク の ラッ ハマ ン 
は , すでに 1845 年 に 従来 の 記号 の 一 部 を 頻度 数 の 多 
い 子 音 の 組合 わせ 用 と し て 使う こと を 提案 し て いる .. 
50 年 代 の 終 り に , ハノーバー の フレ ミン グ は , 約 1 
ダー ス の 新しい 記号 を この ブラ イ ュ 方 式 の 中 に 組入れ 
た . CHD, その 後 今日 まで 用 いら れ て いる 方 式 で あ 
る . し か し , この 簡略 化 の 範囲 は 非常 に 控え 目 な 範囲 
(に と ど め られ て いる (単語 の 簡略 化 は まっ た く 行 な わ 
れ て いた ない) OC, この 方 式 に は , 速記 的 な 要素 が ど 
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く 僅 か し か 認め られ て いな い . 非常 に 明確 な 考え の 上 
に 立ち , 注意 深く 構成 され た 簡略 文字 方 式 で ある と い 
5 評判 を と っ た の は , イギリス 人 の 考え た 方 式 で あっ 
fo. ここ で 最も 有名 な の は アー ミ テ ー ジ で ある . か れ 
は 5 人 の 盲人 と 共に , 1871 年 に イギリス 式 の 簡略 文字 
を 公 に し た . この イギリス の 新 方 式 が あげ た 成果 は , 
初め の うろ ち は ま だ ドイ ツ で 注目 され て いな か っ た . ド 
イッ で は 盲 教育 者 た ちの 関心 は 10 年 以上 も , も っ ぱ 
ら 最初 の ブラ イ ュ 式 点字 方 弐 の ドイ ッ ツ 語 用 法 を 決定 的 
(に する こと と , これ が 線形 文字 ンス テム に 対し て も っ 
て いる すぐ れ た 特徴 だ け に 向け られ て いた . 1882 年 
の フラ ンク フル ト 会 議 の 席 上 で , キー ル 家 学校 の 盲人 
教師 クロ ー ン は , イギリス 式 簡略 文字 に 刺激 され て , 
「 盲人 用 速記 法 」 と いう 論述 を し た . この クロ ー ン の 
提案 に 対し て ,。 モー ル は 6000 語 を 含む 資料 の 統計 を 
あげ て , そこ に 選ば れ た 簡略 記号 の 頻度 数 が きわ め て 
大 きく , 簡略 化 に 意義 の ある こと を 基礎 づけ た . その 
結果 , 当初 の 方 式 は 何 度 も 相当 に 根本 的 な 改訂 を 経験 
Lik. と の よう に し て , 修正 され た 盲人 簡略 文字 方 式 
は , 1885 年 の アム ステ ルダム 会 議 で ドイ ッ 盲 人 簡略 文 
SARE し て 採用 され た . 

すでに フラ ンク フル ト で 組織 され た 簡略 文字 委員 会 
は , 今日 に 至る まで この 方 式 に 何 度 も 改正 を 加え , そ 
れ が その 後 の 会 議 で 承認 され て いる . 

この ドイ ッ ツ 紅 人 簡略 文字 方 式 の 基本 則 と な っ て いる 
も の は , 以下 の よう な も の で ある . 

① 簡 略 化 すべ き 級 字 や 単語 の 選択 は , それ ら の 現 わ 
れる 回 数 , 頻度 数 が 決定 する . 

② 音 韻 や 綴字 の 簡略 化 に は , アル ファ ベッ トト 文字 か 
ら ま だ ブラ イ ュ 式 点字 に 移さ れ て いな い 文 字 や , WT 
点 お よび 数 字 , さら に は アル ファ ベッ ト 文 字 の 中 の 外 
来 文字 (c,q, x,g) が 用 いら れる . 

③ 単 語 の 簡約 の 際 の 簡略 記号 は , 三 つ の 例外 を 除け 
ば , 簡略 化 さ れ た 単語 の 字母 で ある . 

簡略 文字 の も つ 長 所 の 中 で , 印刷 お よび 筆記 の 際 の 
空間 の 節約 に つい て は すでに 述べ た . その 節約 率 は 25 
パー セン ト か ら 30 パー セン ト の 間 に あ る . こ の 長所 は 
特に 手紙 や 帳簿 を 書か な けれ ば な ら な い BARES 
て , 価値 の ある も の で ある . 簡略 文字 を 使え ば , 比較 
的 狭い 空間 に 多く の こと を 書き 入れ る こと が で きる か 
ら で あ る . また , 他 面 , この 空間 の 節約 は 約 4 分 の 1 
の 価格 引下げ に 役立つ . い いか えれ ば , 簡略 文字 で 印 
WS SBM 4 冊 目 は 必要 で な く な る と いう こと で あ 
る . こと に 大 き な 意 味 を も つの は , 字 を 書く 際 の 時 間 


の 節約 で ある . も し ある 盲人 が 簡略 文字 に 十分 吉 達 し 
て いれ ば , 普通 の アル ファ ベッ ト 文 字 よ りゃ も 書く の に 
時 間 の か か る こと は ほとん ど な い は ず で ある . 以上 あ 
げた 三 つ の 長所 は 争わ れ な い 事 実 で ある . それ に 対し 
て , 簡略 文字 が 普通 の 文字 の 場合 より も 早く 読む の に 
Pa Der ee ay te, ほっ きり し で いな い 。 だ だ 
理論 的 に 考え れ ば , これ を 青 定 する こと が で きる よう 
に 思わ れる . な ぜ な ら ば , 簡略 文字 の 読者 は , 普通 の 
字 綴 に 必要 な 記号 の 中 の ご どく 一 部 だ け 解 読 す れ ば よい 
か ら で あ る . これ に よっ て 頭脳 の 働き に 節約 され る だ 
け の 部 分 が , BH, すなわち , 読ま れ た 文章 の 理解 の 
果 き あと が し 2FG 朋 られる. を の うめ , これ に 関 じ て は , 
すでに キー ル 衣 学 校 で 試み られ て 論理 の 正しい こと を 
裏付け て いる . し か し , いま まで 比較 的 限ら れ た 範囲 
で し か 印刷 され て いな か っ た 簡略 文字 に よる 文献 に よ 
っ て 実証 され て いる より も ゃ も , ずっ と 広い 範囲 で この 種 
の 実施 の 試み が 行なわ れ た あと で な けれ ば , 決定 的 な 
判断 は くだ され な いで あろ う . 簡略 文字 が も つつ 長所 に 
対し て , や は り い くつ か の 欠点 の ある と と を あげ な く 
て は な ら な い . そら し た 欠点 と し て 次 の よう な も の が 
あげ ば られる. ① 簡 略 文字 を 修得 する の が むず か し いこ 
と . ② ア ルフ ァ ベ ッ ト 文 字 の 正 綴 法 を そこ な うこ と . 
③ そ れ に 幾 分 改変 を 加え な けれ ば な ら な いこ と . し た 
が っ て , いま まで に 普通 の 文字 で 印刷 され た 文献 は 多 
少 と も 価値 の な いも の に な る こと に な る . 

し か し , 以上 述べ た よう な 懸念 は いずれ も 理由 の な 
いも の と いわ な く て は な ら な い . 簡略 文字 の 修得 は さ 
し て それ ほ ど 困 難 な も の で は た なく , 点字 に よる 音 譜 書 
法 よ り ず っ と や さ し い . それ で お よそ 教習 能力 の ある 
盲人 に は 決し て 不可 能 な こと で は な い . Exc, TEBE 
は 簡略 文字 の 作成 に よっ て そこ な われ ず , te LAE 
され る と いら こと が で きる . その 理由 は 正 級 法 の 修得 
に は 常に 単語 の 構成 綴字 に 対す る 注意 深い 分 析 が 必要 
で ある が , 簡略 文字 けむ しろ 正弘 法 の 修得 を 助け る か 
ら で あ る . さら に 簡略 文字 が も っ ぱら ご く 狭 い 慣 用 的 
書き 方 に だ け 限 られ て いる こと か ら , それ が 正弘 法 全 
般 に 悪影響 を 与え る と いう 議論 は 根本 的 に 間 條 っ て い 
る と いえ る . 普通 の 文字 に よる 印刷 が 次 第 に 簡略 文字 
(に よっ て 駆逐 され て ゆく こと は 確か に 考え られ る が , 
お そら く それ は ずっ と 将来 の こと で あり , CHAE 
人 に と っ て 有益 で ある と 証明 され て か ら で な けれ ば 起 
こめ な いら と で ああ ろり し た が っ て , BURGLERK 
点 と みな すこ と は で き な い . その うえ を , 完全 文字 は , 
ER, これ か ら も 書か れ 読 まれ て ゆく こと が で きる の 
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で , 従来 の アル ファ ベッ ト 印 刷 に よる 本 が 価値 を 失 2 
ZEKE CHA 4 

簡略 文字 を 盲 学校 に 採用 し て よい か . 採用 する と す 
れ ば , いつ する か と いう 問題 は 多く の 議論 を 呼ん で い 
DB. アム ステ ルダム 会 議 で , この 文字 体系 が 承認 され 
JEMSICIE; EE, COMBI QUWe の DE りこ コピ 
の 会 議 の 大 多数 の 考え は , 字 を 書く 仕事 に 携わる 教育 
ある 盲人 に 適度 の 簡略 化 を 可能 に し て や っ て , 仕事 に 
略字 が 勝手 に 使わ れる の を 防ぐ と いう こと で あっ た . 
LCA, 盲 学校 の 上 級 の クラ ス で , クロ ー ン 簡略 文 
字 シ ステ ム を 試用 し て みた と ころ が , 非常 に よい 結果 
を 得 た の で , 科 略 文字 を 盲 学校 一 般 に 使用 する と いう 
こと が 提案 され た . の ち に この 試み が 中 級 の クラ ス ま 
で 広げ られ 非常 に よい 結果 を 生ん だ . ミュ ン ヘ ン 会 議 
it, ER, この 問題 に 対し て 立場 を 表明 し な か っ た . 
し た が っ て , と の 会 議 は 無色 で あっ た と いえ る . し か 
し , 将来 の 簡略 文字 の 授業 を 盲 学校 の 中 級 ク ラス か ら 
台 め る と いう 可能 性 は 大 い に あ る . 多く の 論議 が な さ 
れ て , いま も な お 未 解決 と な っ て いる 問題 に , どの よ 
うな も の を 簡略 文字 で 印刷 する の が 適当 で ある か と い 
う 問 題 が ある . 最近 の 会 議 は これ に 対し て , た だ , 完 


全文 字 で 印刷 する の も , ある い は 簡略 文字 で 印刷 する 


の も 自由 で ある と いう 結論 だ け を だ し て いる . どの 本 
は どの 文字 で 印刷 する か , その と きど き の 必 要 に 応じ 
て 決め て よい と され て いる . CO (HE) は 盲 教育 促 
進 協会 が , 簡略 文字 委員 会 と 会 議 の うえ で 決定 する こ 
と に な っ て いる . 前 記 の 協会 か ら 出 版 さ れ て いる 簡略 
文字 に よる 童話 や , 教則 本 は 簡略 文字 を 採用 する と き 
の 助け に な る で あろ う . 簡略 文字 の 普及 に つい て は , 
ベル リン 盲 学校 の クル 校長 が 数 年 前 か ら 速 記 文 字 で 印 
刷 さ れ て いる 「 盲 人 ホー ム 」 誌 を 通じ て 非常 な 貢献 を 
CMY20 

イギリス 式 簡 略 文字 は , ドイ ツ 式 と ほほ ぼ 同様 の 理由 
か ら 作 られ た . 略 字 の 選択 に 当たっ て, 統計 的 な 頻度 数 
決定 は 行 な ち われ な か っ た よう で ある . 特に 聖書 の テキ 
スト に 関心 が 向け られ , そこ で は , 神主 , イエ ス , あ 
る い は キリ スト な どの こと ば の 略字 が 使わ れ て いる . 
略字 の 数 は 語尾 変化 を 除け ば 約 100 個 で ある . 語尾 は 
ここ で も 簡略 化 さ れ た 語幹 に 適当 に 付加 され て いる . 
この 文字 体系 の 成立 に は 約 40 の 規則 が ある . 空間 の 
節約 率 は , 創案 者 に よれ ば 約 25 パー セン ト で ある . 
イギリス 式 簡略 文字 の 習得 は , ドイ ツ 式 と ほぼ 同 程度 
の むむ づか し さ を も っ て いる . いく つか の 語尾 略字 は イ 
ギリ ス 人 で な い 読 者 に と っ て , 読み 違い を 起こ し や す 








いと 思わ れる . Be, er, in の 三 つ の Beit, ドイ ッ 式 
と 同じ し で ある . アー ミ テ ー ジ の 考え は , これ ら の 符号 
の 略字 数 を 増加 する こと で あっ た が , この 考え は 適当 
と いえ な い . これ に よっ て , ドイ ツ 式 が そこ な われ る 
に 違い な いか ら で あ る . 簡略 文字 で 印刷 され た り , 筆 
写 に よっ て 作ら れ て いる 書物 の 数 は 数 百 に も 上 っ て い 
ES, 

それ に 対し て , アル ファ ベッ ト 文 字 で 印刷 され て い 
る 本 は , せい ぜ い 10 BE SC, いずれ も 少 部 数 で あ 
り , 70 年 代 の 初め に 印刷 され た も の だ け で ある . それ 
以来 . すなわち 25 年 来 . イギリス で は 完全 文字 印刷 
(に よる 出版 は 行なわ れ て いな い . イギリス で 「 ブ ライ 
= 点字 と 呼ば れ て いる 場合 は , すべ て 簡略 の プラ イ 
ュ 式 点字 の こと で ある . イギリス 式 科 略 文 字 は , 非常 
に 広く 普及 し て お り , 有力 な 反対 に も か か わら ず , い 
た る と ころ で 採用 され て いる . 1885 年 に は イギリス 式 
簡略 文字 が 教育 され て いな い 盲 学校 は 一 つも な か っ 
た . それ 以来 , この 方 式 は 次 第 に 独占 的 に な っ て いき 
つつ ある . イギリス 式 簡 略 文字 の 試み は, リ ェ ュー カス 
や フレ ー ル の も の の 他 に 家 人 ヒュ ー の も の が あげ られ 
る . リュ ェ ー カ ス の 記号 は 単純 な 直線 か ら な っ て いる . 
フレ ー ル の は , 単純 な 直線 と , 点 を 付加 し た 直線 , 円 , 
半 円 , 折線 お よび 45 EO 角 を 使っ て いる . ヒュ ー の 
APRIL, すでに 1848 年 に Stenographic System of 
Embossing と いう 名 で 発表 され て いる が 世 人 の 注意 
を ひか な か っ た よう で ある . 

フラ ンス 式 簡略 文字 は , 1 人 の 盲人 モー リス ・ ド ・ ラ 
・ シ ゼラ ン ヌ (Maurice de la Sizeranne) に よっ て 
考案 され た . し か し , イギリス 式 と 同様 それ に は シャ 
ルル ・ ベ バル ビエ (Charles Barbier) と いら 先駆 者 が 
WS. この 人 は 点字 の 最初 の 考案 者 で あっ た . バル ビ 
x= i, an, in, on, un, eu ou, oin, ein, ste な どの 文字 
の 組合 わせ に 対し て 特別 の 記号 を 考案 し た が , か れ の 
提案 に は , AWOL OBRAS 得 られ な か っ た . 1883 年 
に 発表 きれ た シ ゼ ラン ヌ の 方 式 は , 三 つ の 部 分 に 分 け 
られ る . 音韻 簡略 , 単語 簡略 お よび 文章 の 略記 号 で あ 
る . 第 1 の グル ー プ に は 28 の 記号 が 属し , その 中 の 24 
個 は 二 つ の 字母 か ら , 4 個 は 三 つ の 字母 か ら な っ て い 
る 』i[ グ デラ イー ョ | 4 ステ は, 周知 の & See ee 
ス 語 に 現れ る 多く の アク セン ト の ほとん ど を 点字 アル 
ファ ベッ ト で 現 わ し 得る 限り の 記号 で 現し て いる . 宇 
母 簡略 に 必要 な 記号 は , その た め に か な り む ず か し く 
な る . そこ で , 句読点 な どの ほか に すでに 一 方 で あま 
り 現 われ て こない 字母 と され て いる 文字 , た と えば , 





aa ・ 


F ド イツ 語 で は , c ,q, x, Y, な ど に 当たる 文字 を 相当 重 
用 し な けれ ば な ら な く な る . ドイ ッ ツ 式 お よび イギリス 
式 と 符合 する 略字 は in に 相当 する も の 一 つ で ある . 
単語 の 簡略 は , 一 つも し く は 二 つ の 記号 で 行なわ れ 
De reOs Ss CCS CVS 4 Old 38 語 , 2 個 の 記号 
の も の は 91 語 で ある . 3 個 以上 の 記号 に よる MBS 
フラ ンス 式 に は な い . 38 個 の 1 字母 略字 の 中 に は , 
20 個 の 任意 の 創作 略字 が BS. すなわち , 略字 を 構 
成す る 記号 が 簡略 化 し た も と の 単語 の 字母 構成 に 全 
然 関 係 の な いも の で ある . B30 グルー プ す な わ ち 

"Locutions abreges (k, 一 つ の いい 回 し 全体 を 簡 
略 化 する . た と え ば , “peu 4 peu, pour ainsi dire” 
な どの 15 の 略語 を 含ん で いる . こう いう グル ー プ は 
ドイ ツ 式 や イギリス 式 に は な い . フラ ンス 式 の 略字 の 
総数 は 172 個 で ある . 空間 節約 率 は 25 パー セン ト か 
30 パー セン ト の 間 で ある . フラ ンス 式 シス テム は 
略字 の 数 が 比較 的 多い の で , ドイ ツ 式 や イギリス 式 と 
比べ て その 習得 が 容易 で な い . 書籍 の 印刷 に は , まだ 
eS ILAd Cie) UPL, 「 ル イ ・ ブ ライ ュ 
fl vk, この 簡略 文字 で 出版 され て いる . この 方 式 が 
盲 学校 で 教え られ て いる か どう か は 正式 に は 伝え られ 
I@V RU い ゃ 。 

イタ リア 語 や デン マー ク 語 に つい て も 盲人 用 簡略 文 
字 方 式 が 考案 され て いる . が その 詳し いこ と は 判明 し 
な い . 
盲人 用 くつ 屋 の 道具 コ ベ ペン ハー ゲン の 盲 学校 の 教頭 
CH っ た エネ ババ オル ツェ ン (Enevoldsen) お よび 
キス ター (Kyster) に よっ て 考案 され た も の で , この 
くつ 屋 の 道具 に は 次 の よう な も の が 必要 で ある . Tie 
bb, 内 底 度 に 割れ 目 を 入れ る た め に 2 個 の ナイ フ , 底 
上 友 の 縁 を 清潔 に する た め の ナ イフ 1 個 . 長 さ に よっ て 
縁 度 を 裁断 する た め の ナ イフ 1 個 , 上 皮 を 縫う た め の 
穴 の し る し を つけ る た め に 2 個 の か ん な (同じ 目的 
に お いて 底 度 用 の か ん な ), KER 入れ る た め の RO 
し る し を つけ る 4 個 の か ん な , 皮 を 裁 つ た め の ブ ライ 
ュ の 数 字 と 木 型 の ある 足 の 寸法 。 これ に な お 晴 眼 者 に 
定め られ て いる 道具 が 加わ る . 

宜 人 が 自分 で くつ の 材料 に 底 度 を つけ る 状態 に する 
た め , 初め か らく つ 製 造 だ けが 教え られ た . Lav, 
COUR ER ZRRIOAFEIL, さら に 進む 気構え と 
素質 を も っ て いた の で , いろ いろ な 補助 具 の 必要 (に よ 
っ て , BAHORMOBRIL, ある 程度 徒弟 お よび 親 
方 の 手もと で で き あ が っ た . こと に 盲人 が これ で 生活 
が で きる と と が わか っ て か ら は , 手 仕 事 を 学ぶ 者 の 数 
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は 次 第 に 増加 し た . いま や , くつ 製造 は ュ ベ ン ハ ー ゲ 
ン の 謀 学 校 で 行 な ち られ て いる 他 の 手 仕 事 と まっ た く 同 
一 線 に ある . 数 年 前 に くつ 製造 が 始め られ , デン マー 
ク の 道具 が 用 いら れ て いる ノー ルウ ェ ー で も , これ は 
盲人 用 の 生業 と し て 卓越 し た 役割 を 演じ て いる . 

育 人 用 計算 器 グリ ー ン ビル と いう イギリス の 盲人 
は , 1780 年 に 一 つの きわ め て 特長 の ある 計算 器 を 考案 
Lic. その 問 械 は 1 個 の 木製 の 小 箱 か ら で き て いて そ 
小 箱 の あみ た に は , いく つか の 小穴 が 1 列 に あけ られ 
て お り , その 穴 に は 釘 棒 が か さ し 込 め る よう に な っ て い 
る . 箱 の 底 は 28 の 大 き さ の 異な っ た 小 部 分 に 分 けら 
れ て いて , それ に は , それ ぞ れ 異な っ た 釘 棒 が 差し 込 
まれ る よう に な っ て いる . この 釘 は その 長い 角張っ た 
BIC, それ ぞ れ に 違っ て 配置 され た 小 突起 を も ぉ つて い 
て , この 突起 が 1 か ら 9 まで と 0 の 数 と を 現 わ し て い 
る . と の 釘 棒 は る た の 穴 に 差し 込 まれ て , それ が 計 
算 上 の 数 を 手 で 触れ て わか る よう に 示す . 計数 や , 概 
算 や , 計算 の と き に 必要 な 各個 数 を 記録 し て お くに は 
細い 針金 が 使 われ る . これ は その 一 端 が と が っ て い 
て , 小穴 に 差し 込め る よう に 作ら れ て いる . 
育 人 用 地図 クラ イン が か れ の 盲 学校 で 初め ご ろ に 使 
っ て いた 教材 の 中 に , すでに 分 解 可 能 の 地図 が 見 られ 
る . この 地図 で は 一 つ 一 つの 国 が 互い に 分 離 で きる よ 
ia 万 1 の | 以 杯 多 ぐ の 縛 学 校 で この お うな 
地図 を 使っ て きた と 思わ れる が , それ に つい て は 正 
確 な 報告 が ほとん ど な い . 1840 年 ご どろ に な っ て , よ 
TeX, 77-7 Bee の 孝男 で あっ た で ぜ チ ー イ 
(Bezewcy) と いう 人 が , 分 割 で きる 大 形 の 地図 を 
こし ら え た と 伝え られ て いる . それ は 海 が 除外 され て 
いる と の こと で ある . 現在 で も 多く の 盲 学校 で . この 
種 の 地図 が 使わ れ て お り , それ ら が 授業 に 相当 の 意義 
を も っ て いる こと は 確か で ある 特に 輪郭 , つま り 各 国 
の 国境 線 や , 1 国内 の 各州 の 形 を 正確 に 知る に は 大 い 
に 役立ち , 家 人 が うま く 記 憶 で きる よう に 刻 明 に 作ら 
れ て いる , また , 各地 域 部 分 の 大 き さ の 比較 関係 も , 
簡単 な 教材 で は ある が , これ ら を 互い に 並べ て 手 で 触 
れる こと と に よっ て , BERR DITCH bSNSAL ICTS 
て いる . 分 割 地図 の 分 解 と 組立 て は , 盲 生 徒 自身 で 分 解 
組立 て の 過程 を 1 人 で で きる よう に 訓練 する こと が , 
この 分 割 地図 を 使う こと の 主 目的 で ある と いえ る . 現 
在 , 一 般 に 使わ れ て いる クン ツ (Kunz) の 地図 は 非 


常に 完全 に で き て いて , 分 割 地図 な ど を 必要 と し な い 


は と で ある が か が, この 分 割 地図 が あっ て , 正しく 使わ れ 
て いる 場合 に は , これ も 特に 地理 的 知識 を さら に 深め 
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る の に 有効 で ある こと を み の が せな い . 

盲人 用 時 計 文字 板 が ガラ ス で な く , 金属 の あぁ ふた で , 
あま り 小 さく な い 懐 中 時 計 が 家人 に よっ て 利用 され て 
WS. スイ ス の 商館 は , 盲人 用 の 特別 の 時 計 を 組立 て 
fo. この 時 計 は 針 を 相当 に さわ られ る こと を 考慮 し て 
ある し , 突き で た 点 に よる 時 間 表 示 が ある . た いて い は 
比較 的 大 型 に つく っ て あり , 価格 は 相当 高価 で ある . 
この よう な 時 計 で は , 普通 の 非常 に 細い 針 が も っ と 丈 
夫 な 針 に お き 代 えら れ , 容易 に 曲がっ た り , ずれ た り 
し な いよ うに 固定 する の が 望ま し い . 時 計 の 4 分 の 1 
の と こと に ろ 小 さい 螺旋 が つい て いる . COBBLER 
の 上 の 方 に で て いて , これ に 触れ て 知る よう に な つて 
いる . 頭 が 絶対 に 必要 と いう の で は な い が , BAA 
角 を 知る に 役立ち , 有益 で ある . 

盲 幼稚 園 小学 準備 校 (Vorschule) と 呼ん で いる と 
ころ も 多い . 小学 教育 適齢 たこ まだ 達し て いな い 盲 児 に 
適当 な 体育 訓練 と , 学習 教育 を 与え て 盲 学校 へ の 入学 
の 人 準備 を する 施設 で ある . 幼稚 園 は 家庭 で な い が し 
ろ に され て いる こと を 補充 し な けれ ば な ら な いし , ま 
た , 甘やかし の 結果 で て くる 堕落 的 な 性 向 を 矯正 し , 
盲目 で ある と いう こと か ら 生 じ て く る 身体 や 精神 の 生 
長 に 有害 な 要素 を DRE, BHO 体質 と 能力 に 応じ 
た 無理 の な い 発 育 を 軌道 に 乗せ , 盲 児 が で きる だ け 自 
立 で きる よう に 訓練 を 組織 的 に 行なう こと が 必要 で あ 
る . 

この よう な 施設 を 設け る こと の 必要 は , ほとん どの 
盲 児 が 両親 の 手 か ら 直 ち に 盲 学校 へ 入れ られ て いる と 
いう 現状 か ら 生 まれ て いる . 失明 の 結果 と し て , さま 
ざま の 面 で 有害 な も の が 現われ て くる . 

知 的 形成 は 必ず 観 突 と いう こと と 結び つい て いる の 
で , 物質 世界 が 目 を 通し て 知覚 され る こと の な いこ ど 
も は , ます 第 1 に 観察 と 表象 の 範囲 が 非常 に 狭く 限ら 
れ て いる . そ の うえ を , 不 十 分 な 触覚 を 通し て 得 ら れる 理 
解 と いう も の は , 不 完全 で ある し 誤っ て いる こと も 多 
い . Bale, 盲目 の た め 自 由 な 運動 を 妨げ て いる 
の で , 筋肉 組織 が 未成 育 の 状態 で あっ た り , 身体 に 活 
BP, 正しい 姿勢 や , カカ が 足り な か っ た りす る . 手 は 
あま り 動 か さ な い で いる の で こわ ば っ て し まう . 全身 
の 筋肉 活動 に 示さ れる こわ ば り は , 特に 手 に 障害 と し 
て 現われ て くる . そう な る と 手 は 不器用 な まま に な り 
日 常 生 活 の 簡単 な 仕事 に も 役に立た な く な る . 


目 の 見 える こども は , 幼い ころ , すでに 模 條 衝動 の ・ 


力 を 借り て , 器用 さ 熟 達 さ と , それ に よっ て 身体 の 力 
を ゃ 獲得 する の で ある が , この 模 條 衝動 と いう も の は 











必然 的 に 盲 児 に は 欠け て いる . その た め , 身体 の 動き 
に 関し て は , 主として 普通 の 身体 的 な 生活 を 要 来 する 
ご く 自然 に 限ら れ た 運動 だ けが 行なわ れる よう に な 
4. 

晴 眼 児 の 遊び や , 楽し み の 中 で 盲 児 が 行 な た な を る も の 
は ご くわ ず か し か な い . それ は , BROBA, TOE 
びに 必要 な だ け の 身体 の 動き が で き な い か ら で あ る . 
この 愛 う 2 つ な 経 験 の た め に , こども は 周囲 の 人 びと か 
ら 身 を ひい て 孤独 を 求め る よう に な る . し か し , これ は 
精神 的 な 生長 に と っ て だ け で な く , 身体 の 発育 に も 非 
常に 有害 で ある . か れ の 行動 は 次 第 に ぎこちなく な り , 
うま く ゆ か な く な る . や が て , わずか な 緊張 が か れ を 導 
れ さ せ , 休息 が いつ も 必要 に な っ て し まう の で ある . 選 
屈 が よく な い 習 世 を 作る 機会 と も な る . 能力 の 乏しい 
者 は 無関心 の 状態 に 落ち 込み , それ が 教育 不能 へ と 導 
いて ゆく . 両親 に は 家 児 に と っ て 何 が 必要 で あり 有用 
で ある か の 知識 も 欠け て お り , また , こども に 適し た 教 
育 に 到達 する の に 必要 な 方 法 も 知ら な い . 以上 の 記述 
か ら 次 の こと が 判明 する で あろ う . す な わ ち も , 盲 児 は 両 
親 の 家 に いる と 不適 当 な 教育 を 受け た り , 盲 学校 入学 
の た め の 十 分 な 途 備 が で き な い こと も まれ で は た ない . 
この よう な 面 で の な お ざり は , こと が 非常 に 重大 で あ 
る だ け で な く , も は や 取 返 し の つか な いと と に な り 勝 
ち で ある . そこ で 盲 児 を 適当 な 時 期 に 両親 か ら 離 れ さ 
せ て , 特別 の 施設 で 教育 を 受け させ , 準備 させ る こと 
が 必要 で ある . それ は 健 し い 家庭 の こども が 保育 所 で 
養 わ れる 以上 に 必要 な こと が ら で あ る . 

こう し た 理由 か ら , 盲 児 の た め の 幼 稚 園 が 必要 で あ 
る と いう こと は 盲 教育 者 に よっ て 絶え ず いわ れ て い 
る . その よう な 施設 の 建設 が うま ず た ゆま ず 努 力 さ れ 
て き て いる . 1873 年 , ウィ ー ン で 開か れ た 第 1H 
育 者 会 議 の と き , 1862 年 に 開設 され た ザク セン の フ ベ 
ルツ ス ブ ル グ の 家 児 幼稚 園 の 園長 で ある リー マー (WW. 
Riemer) の 主唱 に より , 幼稚 園 の 建設 が どこ と で も 人 急 が 
な けれ ば な ら な しい 必要 事 で あり , 国家 の 義務 で ある と 
いう こと が 確認 され た . 1878 年 の パリ 会 議 は ふたたび 
この 問題 を 取上げ , モル デン ハウ アー 校長 の 提唱 で 次 
の こと が 声明 され た . すなわち , ご く 幼 い 年 齢 の 盲人 
の た め の 保 育 園 が 建て られ る か , も しく は , すでに で 
き て いる 施設 の 中 に その よう な 部 が 設け られ る べき で 
DSL. Ek, 1882 年 の フラ ンク フル ト 会 議 で は 幼稚 
園 の 必要 性 を 強調 し , 特に クラ ウ ゼ (Krause) 校 長 は 
幼稚 園 に .。 フレ ー ベ ル 遊 び や , フレ ー ベ ル 作 業 を 取 入 
れる よう に と の 提唱 を し た . 続い て この 最も 重要 な 問 
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題 の 進展 が 次 々 会 議 の 経過 に 見 られ る . これ に よっ 
て , この 面 の 塞 教育 は 常に 新しい 経験 を 豊か に し , 次 
第 に 完全 な も る の と な っ て いっ た . か くし て 1861 年 と 
1862 年 に 。 ベル ツ ス ブル グ 世 建て られ た 幼稚 園 や 
1861 年 の コペン ハー ゲン の 幼稚 園 は , EXO 経つ に 
つれ て 類似 の 施設 が で きる よう に な っ た だ . 現在, この 
庫 の 反 施 設 は ベン ネコ ュ ム (オラ ンダ ), デュ ェ ュー レン ( ラ 
Moy キキ スカ ー ル ,。 ライ ブ プ ニ ッ ツ , ミュ ン 
Zi ブイ クロ ダー ニュ ー ル ンベルク , シテ グリ 
ッ ツ , クレ ー フ ェ ル ト (ハノーバー), ウィ ー ン その 
他 に 建て られ て いる . 幼稚 園 が 独立 し て 設け すら れ て い 
な いと ころ で も , た いて い 盲 学校 の 中 に 幼稚 園部 が あ 
(0, そこ で は 主として フレ ー ベ ル 遊 び , フレ ー ベ ル 作 
業 が 教え られ て いる . 

盲人 幼稚 園 の も つ 使命 を 次 の よう に 要約 する こと が 
で きる . ます 第 1 に 健全 な 児童 に は 見 る こと で 獲得 
で きる さま ざま な 事物 の 表象 や 概念 を 盲 児 に 対 し て 実 
物 教 育 や , 口頭 教授 を 通し て 教え 込む こと . 第 2 に 聴 
覚 や , 感情 , 趣味 , 喫 覚 を 鋭敏 に する こと , PCa 
の 手 を 強化 し AC, 各種 の 仕事 を 行なう 能力 を 与え 
る . 

この よう な 目的 を 達成 する た め の 方 法 は , いろ いろ 
ある . それ を あげ れ ば 次 の よう に な る . 

① 日 常 生活 に , いつ も で て くる 行為 を 完全 に 果たせ 
中 細 呈 50026 が 0 引 慣 れる 上 よう に 件 向け る こと . Ort 
ば の 訓練 , 実物 教育 , また , それ ら に 結び つい た 感覚 
の 訓練 ③ 手 先 き の 遊戯 , 手 の 体操 の 基本 技 を 行なう こ 
と . ④ 体 育 競技 , 遊戯 .⑤ フ レー ベル 作業 や 簡単 な 家 
具 の 工作 . 

2, 3 の 点 に つい て , さら に くわ し い 説明 を 述べ て 
= Vigo 

① こ ども は , まず , 次 の よう な 場合 の 手 の 動き が 5 
まく ゆく よう に 教え られ る 必要 が ある . 衣服 の 着脱 , 
ボタ ン の か け は ず し , 結び 方 と その 解き 方 , 衣類 の 整 
理 , 手 や 顔 の 洗い 方 , 歯 の みがき 方 , 髪 の く し 入れ , 
編み 目 の 解き 方 , 髪 の 編み 方 , ベッ ト の 整頓 . きち ん 
と し た 腰かけ 方 , 立ち 方 , 歩き 方 , 階段 の 上 り 方 , 7 
ォ ー ク や ナイ フ の 正しい 使い 方 に は 特に 注意 を 要 す 
る . 悪い 習慣 を や め さ せ る こと は 特に 主力 を 向け る 必 
要 が ある ( 目 を こと する こと , 頭 を か し げた りう LA 
へ 引い た りす る くせ , 前 か が み の 姿 勢 )) さら に , 上 記 
。 の よう な 所 作 を 自分 で する よう に 訓練 する こと は 盲 児 
に 自信 を 与え , かれ ら が 清 深 を 好み , BIR TS LI 
能 8 の 96 導電 と に も な る 。 


② 実 物 教育 お よび 口頭 教育 感覚 , 特に 触感 の 動き 
に 伴 な う 感 覚 を 通じ し て , こども の も つつ 表象 や 概念 を 正 
し く 教 え , その 範囲 を 拡大 する の が この 教育 の 目的 で 
ある . 事物 概念 を 得る 対象 と な る も の は 自然 物 で ある 
こと ゃ も ある が , 各種 の 事物 に つい て 作ら れ て いる 適当 
な 教材 も 使わ れ て いる . 人 が いろ いろ の 作業 に 使用 す 
る 器具 を 盲 児 が それ ぞ れ の 作業 を 行なう とき に は で き 
る だ け 盲 児 に も 使わ せる こと が 望ま しい. 実物 教材 や 
口頭 で 教え ん る る の と し て は 次 の よう な も の が ある . 教 
室 , 家 と その 中 に ある 各 室 , 家 の 周 囲 の 状況 . こ の 時 
同時 に 方 向 感覚 も 訓 積 す の る が よい . 教 室 の 場合 は , ま 
すず 座席 を 見 つけ る こと . 壁 や 部 屋 の 隅 を さがし , その 
状態 に 従っ て その 名 前 を あげ させ る . 部 屋 の 付属 物 や 
出口 を 知る こと と. 自分 の 教室 以外 の 部 屋 も 知る よう に 
する こと . 中 庭 や 庭園 内 で も 同じ よう に する . これ ら 
の 場合 行動 が 確実 に な る こと を 目標 と する . COB 
感 の 助け を 借り ず に , 聴覚 だ け で 方 向 の 指導 を する . 

こう らし た 訓練 と 同時 に 部 屋 の 調度 , Bask, 衣類 , 
家畜 動物 , 植物 , 原料 物資 や 工場 生産 物 な ど を 触れ さ 
せ 説 明 す る よう に する . さら に 簡単 な 聴覚 訓練 も 行 な 
う . た と を ば いろ いろ な 物体 を 投げ あげ て 落下 音 を 開 
か せ , それ か ら , その 物体 の 大 き さ , 物質 を 推定 させ , 
形 や 現在 物体 が 横たわっ て いる 位置 を 結論 させ た りす 
る . 貨幣 は その 触感 と 音 で 識別 させ る . 匂い や 味 を も 
っ て いる も の は , それ に よっ て 知る こと が で きる . DB 
体 の 長 さ , 幅 , 高 さ な ど を 手 の 幅 や 背 の 長 さ で 計り 知 
る こと も る 練習 され る . いろ いろ な 長 さ の 小 棒 も 教材 と 
し て 役立つ も の で ある . 

実物 教育 の と き に 得 ら れ た 表象 は , 口頭 教授 の 際 の 
基礎 と も な り , 勉強 の た め の 材 料 と も な る . 各 物体 に 認 
め ら れる 性 質 や 働き を 簡単 な こと と ば で いい 現 わ す こと 
も よい 訓練 と な る . 短く て 簡単 な た こと わざ や な ぞ な ぞ 
ある い は 詩 な ど で , こと ども た ちの 理解 力 に か な っ た も 
Dit, 完全 に わか ら せ 記 憶 さ せる こと か 必要 で ある . 

③ 指 の 訓練 や 手 の 体操 は こども た ちの 手 の 強 さ , 機 
MA, また , 触感 の 鋭 徴 さ を い っ そう 増し 加え る . 
、④ 体 育 遊 戯 お よび 一 般 娯楽 遊戯 前 者 は 簡単 な 系 統 的 
実技 で ある が , これ は 歌 が 伴 奏 に 入っ て リズ ょ 感覚 を 
めざめ させ , 姿勢 や 歩行 , 身 の こ な し の 自在 性 と 機 
微 さ と を 養 な うた め の も の で ある . Ek, その うえ , 
こども た ち に と っ て は 楽し いも の の 方 が よい . 娯楽 遊 
戯 と し て は , 晴 上 限 の こども た ちの 間 で 行なわ れ て いる 
も の の 多く は , 盲 児 に も また 適し て いる . た だ し , も 
っ ぱら 視覚 を 基 と し て いる 遊び は , そこ か ら 除 か れ な 
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けれ ば な ら な い . この ほか こと ども た ちの 楽し み と な る 
も の に , 砂遊び , 小乗 物 , AER, 77/2, 竹馬 な 
ど が ある . 

OL, 盲 児 の 手足 が 上 述 の よう な 方 法 で ある 程度 
強め られ , 準備 され た ら , フレ ー ベ ル 作 業 を 行なわ せ 
る の に , も は や 大 いし た 困難 は な い は ず で ある . この 
作業 は 盲 児 た ち に お も し ろく て , た め に な る 仕事 を 与 
え , 同時 に 将来 の 職業 の た め の よ い 人 準備 と も な る . 

この 作業 に 含ま れる も の は 組立 細工 , ろう や ね ん ど 
に よる 形 作 り , 豆 細工 , 折り 紙 , ビー ズ 遊 び , 縫い 取り 遊 
O, 小 か ご 作り , 厚紙 細工 な ど で あ る Das Danielsche 
Polygonspiel (ポリ ゴン 遊び ) ©, Aller-leikdstchen 
( 小 画 遊 び ) も よい 作業 対象 と いえ る . 後者 は , 混ぜ 
て ある 物質 を 選び 分 ける こと . た と えば , コー ヒー 欄 
と 大 豆 や 小豆 粒 を 分 けた りす る 作業 に 役立ち , 性 質 別 
(こい ろ い ろ な 物 を 整理 し て 画 に 納め る 練習 に も 利用 さ 
れる 

以上 述べ て きた こと が ら は , すべ で て 3 歳 か ら 6 歳 ま 

で の 児童 を 入れ て いる 幼稚 園 の こと を 第 1 の 念頭 に 軒 
いて の こと で ある が , な お , その ほか , 幼稚 園 の 拡大 
し た も の と 見 られ る 準備 教育 学校 (Vorschule) と い 
う の が あっ て , 3 歳 か ら 6 歳 ま で の 児童 を 入学 させ て 
いる が , か れ ら は 9 歳 か ら 13 歳 ぐら い に 達する まで 
学校 に と ど ま る こと が で き , 小学 , 初等 科目 に つい て 
の 勉強 を し て いる . 
長 ろ う 咽 学校 ここ に は 盲人 と ろう 忠 者 の 学校 を 分 離 
する か , 合同 する か と いう 歴史 的 な 間 題 が か ある . その 
現状 と 将来 の 事情 に つい て の 確実 な 解答 が 実地 の 経験 
か ら 与 えら れ て いる . 

盲人 も ろう 忠 者 も 共に 同一 の 学級 内 に お いて 平行 し 
て 授業 が で きる と いう 古く か ら の 見 解 は , 個人 授業 の 
経験 も な く , また , 盲人 と ろう 忠 者 と の 間 に あ る 大 き 
な 差異 に 対す る 認識 を も っ て いる 人 びと に よっ て 述べ 
られ て いる . 両者 間 の 大 きたな 相違 性 と , また か れ ら の 
不具 性 と , それ か ら 結 果す る と ころ の 諸事 情 を 考察 す 
る 人 は , か れ ら の 心情 と 知性 と の 道 が , か れ ら の 身体 
上 の 欠陥 が それ ぞ れ 相違 し て いる よう に , や は り 互 い 
に 相違 し て いな けれ ば な ら な い , と いら うこ と を 察知 す 
る で あろ う . BAT あっ て は その 知性 と 心情 へ の 道 
が, 聴覚 を 通じ て, Ek, ろう 忠 者 に あっ て は 視覚 を 
通し て な され る , と いう 事実 を だ れ $ も 否定 し 得 な いで 
BA. 

し た が っ て , 過去 に お いて 得 られ た 諸 経験 は , BA 
と ろう 喧 者 は 同時 に 目的 に か な っ た , いっ し ょ の 知 的 








教育 は で き な い と いら こと を 十分 確証 し て いる の で あ 
る . し か し , この 面 か ら 少 数 の な お 存在 し て いる 盲 ち 
5 貴 学 校 や , また 新しく 建て られ つつ ある それ に 対 や 
て , 非難 を 発する こと と は で き な い . その 理由 は , と う 
し た 学校 に つい て , だ れ も そ れ が 盲人 と ろう 喉 者 と の 
同時 的 な 教育 を な す も の と は 考え ず , 経済 的 な 節約 を 
意 と する と ころ の 統合 簡素 化 で ある と 考え る か ら で あ 
る . この 節約 簡素 化 の 原則 は , 近代 の 教育 こ におい て は 
や は り 意 義 を 有 し て お り , と き に 小 地域 に と っ て は 意 
味 を も つ で あろ うと 思わ れる . こう し た 小 地域 は , 教 
育 施設 を 自身 で 経営 する と いう 責任 を も っ て いる . し 


Dh, 二 つ の 異種 類 の 学校 施設 を 設け 得る 状態 に は ま 


だ 至っ て いな い の で あり , 25 LICKER SR Fan 
市 に と っ て 正当 で あり , EK, 目的 に も か な っ た も の 
CHS. 

ある 場所 に 盲 ろう 貴 学 校 が ある と する と , そこ と で は 


盲人 と ろう 忠 者 の 共同 生活 か ら , で き 得 る 限り の 教育 


的 な 効用 と 利益 と を 引出 し , あり 得る と と ろ の 障害 を 
で きる 限り 除去 し , か つ 避 け 得 な い 残 余 の 問題 は 相互 
HO, 慣れ に より 妨 耐 強く これ を に な っ て 行く と いう 
こと が , 学校 の 主導 者 の , また , すべ て の 教師 や 生徒 
た ちの 課題 と な る の で ある . こと に , この 最後 の 共に 
問題 に 耐 えん , に な ら うと いう 訓練 は , 将来 の 生活 上 の 困 
難 に 遭遇 し た 際 に , その 完全 な 正当 性 を 盲 人 に 対 し て 
も , また 同様 ろう 貴 者 に 対し て も , 示す も の な の で あ 
る . | 

それ で , BALAIMBORMABIL, か れ ら の そ 
の 形成 期 の 時 期 に と っ て , 全然 目的 に 適し な い . また 
不可 能 な 非 教 育 的 な こと だ と は いい 切れ な い . も ちろ 
A, か れ ら は 互い に 当初 は , 偏見 を も っ て 対す る の で 
HA. この 偏見 の 原因 は , BARMADTHA 5B YO 
も 限り な く 幸 福 な も の だ と 思い , また ろう 忠 者 は 自分 
が 家人 で な いこ と を 大 き な 幸 福 だ と 思っ て いる と と ほ に 
存 し て いる の で ある . 多かれ 少な か れ 双 方 の 誤解 で あ 
っ て , 不幸 中 の 幸い と し て , また , 満足 を 見 だ す 根 拠 
と し て 見 離さ れ て よい と ころ の 錯覚 な の で ある . BA 
と ろう 貴 者 間 の 相互 の 偏見 は 知性 の 判定 の 際 に も 示さ 
NA. 盲人 が ろ う 忠 者 を 学問 や 言語 や 詩 の 分 野 に お い 
て す ぐれ , BRETSTCLEACESZEWSE LMHS 
い . そし て また だ , 多く の 本 格 的 に 学問 を 身 に こつ けた 盲 
人 が , こと の こと を 後 年 に な っ て 実証 し て いる OTH 
る . LBL, 大 部 分 の 盲人 が ろ う 貴 者 を 人 間 と し て の 


尊厳 を 欠い た 存在 と し て 考え て いる , と いう 事実 は 明和 


ら か に 偏見 で あっ て , こと の こと を 盲 人 は ろう 貴 者 と の 
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交際 の 中 に 不当 な こと で ある と 知る よう に な る . し か 
し , 気質 の 相 異 が , ろう 貴 者 と の 交際 に 対す る 盲人 の 
慣れ を 必ず し も ゃ 容易 に し な い . この 関連 に お いて , Mi 
細 な , 温和 な , また 快い 静けさ と 安静 を 愛し て いる 形 
人 は , 活動 的 な , より 博識 な , 落ち つき の な い 騒 が し 
い , より 激しい 性 格 の , EKMAEA SMBORT, 
ある 種 の 恐怖 を さえ 感 ず お も の な の で ある . そし て こ 
の 恐怖 は 同情 と いう ょ より は , 嫌悪 の 感情 を 生む の で あ 
る . 盲人 と ろう 貴 者 の 食い 違い の ある 特質 を , 両者 が 
同一 の 施設 内 で 共に 住ま な けれ ば な ら な い 際 に は , 相 
互 が 好意 を も つよ うに 導き , BAG, Ek, 抑揚 の 乏 
し い 響 き の よ く な いろ う 貴 者 の 声 の 中 に , その 人 の 心 
情 と 感情 を 開き 取り , 注意 を 向け る こ が で きる よう に 
する の が 教育 者 の 課題 で ある こと は 明らか で ある . 
ろう 貴 学 校 を 併設 し て いる 形 学 校 の 中 で , 盲人 の 生 
徒 が , ろう 貴 の 生 徒 た ち に あざ わら われ た りす る こと 
Peewee 65 HAO Che. し か し , そ 
こ に 起こ る こと と の ある そう し た あざ けり も , 盲人 専門 
の 盲 学校 で 盲人 た ち が 互 い に ひ き 起こ すそ れ と 大 同 小 
異 の も の で ある . さら に 進ん で 盲 ろう 貴 併 立 の 学校 内 
で , BALA dm, BK, 1 日 中 で の 少し の 時 間 
し か 接触 し な いと と を 思え を ば, か れ ら は 常に 教師 た ち 
の 監督 の も と に ある こと を 考え れ ば , 正しく 運営 され 
て いる 学校 内 で は , そこ で 盲人 が ろ 5UMBICL 5 CE 
ける 障害 は ほとん と 問題 に な ら な いこ と が わか る . 
SHIA MANIEA 5 MAR ORF DEAR 
分 離す る と いう こと は , 何ら 特別 の 価値 も な く 著 し い 
効用 も 示し 得 な い . Be CE MAD 6 ine a OS 
学校 と の 合併 が 真 に 教育 的 な 価値 を も っ て お り , また 
も ち 得 る し , そう あら ね ば な ら な い の で ある . 一 体 に 
ろう 貴 者 な る も の が 概して 志 人 より も ぁゃ, 心情 に 乏 し 
く , より 消極 的 で より 非 協力 的 で , 効 績 能力 が 乏しい 
と いう 非難 が あれ ば , 盲 ろう 忠 併 立 学校 内 で ろう 貴教 
育 者 に は 感謝 すべ き 機 会 が 提供 され て いる の で ある . 
すなわち , か れ ら の ろう 貴 者 を 熟慮 と か , 人 の 心 を 高 
め る 共感 と か , 能力 の 著しい 発現 な どの よう な 方 向 へ 
向け て , 上 に あげ た 欠陥 を 矯正 させ て 行く た め の , よ 
い 機 会 な の で ある . こう し た こと は いか に すれ ば 実現 
で きる で あろ うら か. それ に は , ろう 貴 者 た ち が , さま 
ざま な 基 細 な こと が ら や 要求 に 際 し て , BAR SEW 
け な が か がら, 手 を つない で 歩き , 親切 に , 心 使い を か れ 
ら に 示す よう に し , 自分 た ち が 案 内 役 と な っ て 危険 な 
歩行 か ら 盲 人 を いつ も 守っ て や る と いう 習慣 を 終始 身 
。 に つけ させ る . こう し て 初め て , 前 に は ろう 忠 者 に 対 


し て いく ぢ お ん の 信頼 し か お いて いな か っ た BAKDS 
に , 次 第 に 信頼 感 が 芽生 えて ゆき , この こと が また , 
BA EA 5% EORAMAIGY Blt LV Reb Ok 
し , 情 箱 を 育成 する の に 役立つ わけ で ある . 前 に 存在 
し て いた 偏見 は 消え て 行く の で ある . それ ら は 誤っ て 
考察 に その 源 を 発し て いた か ら で あ る . 

CORA 5m PE RA COMM DOR, 解消 
され 難い 多少 の 行き 過ぎ や , 非 の つ くろ いや , 誤っ た 
観念 も 確か に 存在 する で あろ うら . その 行き 過ぎ の 一 つ 
と し で, | 炊 の よ うな こと が あげ られ の 43 ay 
と の 日 常 の 会 語 が ろう 中 者 に , あま り し ば し ば 許さ れ 
て いた りす る こと で ある . も ちろ ん , 口頭 会 話 に よっ 
て , Ek, その た め に 訓練 を 受け た ろう 者 は 盲人 と 
Winer COCA AL aie, GRAM 
な ら な い . な ぜ な ら , BAWADMBOBACERE 
く こ と が で き , 一 方 , ろう 者 は その 口 大 の 動き に よっ 
て , 視覚 を 通し て 話 を 理解 し 得る か ら で あ る . BAL 
こと ば の 修練 の で きた ろう 貴 者 と の 交際 は , RUTH 
可能 で は な い . し か し , ろう 中 者 が 完全 な 表現 と いう 
こと に 関し て 受け る 習 練 と 練 達 に 対し て , 故意 に 盲人 
(にゃ も 向け る と いう こと は , 斬新 な 思い つき に 過ぎ ず , 
ある 不 自然 な 強制 を 強い る こと に な り , 非 教 育 的 で あ 
る . 言語 の 認知 , その 理解 , 傾向 は , 盲人 と ろう ら 貴 者 
と の 間 に は , 大 き な 差 虹 が あり , か れ ら の 間 で 長 時 間 
に わた る 自由 な 広い 会 話 は 実行 され が た い . BADE 
人 同志 や 普通 の 人 びと と 好 ん で 会 話 を 交わ すこ と を , 
また , 多少 で も こと ば で の 交際 が 退屈 に な り , A 
を 欠き が ちの ろう ら 貴 者 と は , 会 話 を 好ま な いこ と な ど 
を , 教師 は 常に 念頭 に お いて お か な けれ ば な ら な い . 
家人 と ろう 貴 者 間 の その 他 の 会 話 方 法 は いろ いろ と 指 
摘 さ れ て いる と ころ で あり , 特に 文字 こと ば や 文字 画 
(Schriftzung) が あげ られ る . AAMBBCSE HH 5 T 
話す こと を 覚え , 宜 人 は 字画 の 形 を 覚え る の で ある . 前 
者 は 指 で 背中 に それ を 書き , 後者 は 書か れ た 事柄 を 感 
覚 を 通じ て 理解 する わけ で ある . それ で こと が ら は 納 
得 が いく の で ある . LBL, か か る 交際 方 法 は あま り 


に 多く の 時 間 を 必要 と する で あろ う 2 し , MHOC L 


の 気味 を も ち , また その よう な 交渉 は 生来 か ら の 盲目 
で ANE も (ee 人 能 で めこ Cf た と よ え ば / PM 
字 の 画 を すでに 習得 し て いて その 後 和 失明 し た 人 た ち に 
可能 な の で あり , それ ら を 習得 する こと も な か っ た 生 
来 の 盲人 に は 不可 能 な わけ で ある . 

実業 教育 に 関し て は , 往々 に し て 誤っ た 考察 が 人 の 
言 に 現われ て いる . 手 仕 事 な ど は 盲人 と ろう 貴 者 は 同 


908 モウ ョ ウー モケイ 











時 に 好都合 に 教え られ る と いわ れ で いる . これ は ろう 5 
員 者 の 側 か ら は か な り 可 能 で あろ うし , EK, ろう 貴 
者 が こま か い 注 意 を 払っ て 盲人 の そば に お り , な に か 
と 物 を 運ん で や っ た り , 困難 な 仕事 の と き , 盲人 の 面 
倒 を みた り し て いる . た だ し この よう な 合 俳 手 仕 事 孝 
育 の 方 法 が つづ け ば , 全く 訓練 に ならない で あろ う 
し , また , そう し た 方 法 で 習得 し た 手 仕 事 に 好適 で , 
役立つ よう な ろう 貴 者 が 上 達し て , 衣 人 と の 競争 相手 

よ な る 限 ゆ で こび ひし た ざめ ほ 略し だ 衣 過 (ee 
害 の ある こと で あろ う . 

以上 述べ た こと を 要約 する と , 次 の よう に な る . 

(1) 育ち ろう 貴 合併 施設 は 生徒 数 が 少な く , 独立 し た 
2 個 の 施設 を 設け る に 十分 な 資 カ を も た な い 小 地域 や 
地方 分 区 に お いて 例外 と し て 設け られ る か , ある い は 
便宜 上 合併 し て いる 場合 に 存在 する . 

2) 盲 お よび ろう 了 暗 施 設 の 統合 は , 決し て いか な る 
場合 も , 両者 の 合併 教育 を 要請 する も の で は な く , か 
えっ て その 完全 に 分 離さ れ た 知 的 教育 を 施す べき で あ 
と 

(3) 盲人 お よび ろう 因 者 の 手 仕 事 教育 も 根本 的 に は 


RADIO, ろう 咽 者 が 家人 と 競争 相手 と な ら ぬ よ 


うに し な けれ ば な ら な い . 

(4) 日 常 の 言語 上 の 交際 の 基本 的 な 必要 条件 や , 交 
RERORANICEILT, ろう 貴 者 は あま り 多 く を 育 人 
に 期待 し て は な ら な い . 両者 の 言語 上 の 素質 は 非常 に 
異な っ て いる か ら で あ る . 

(5) し か し , 場所 の 関係 に 制約 され て , 盲人 と ろ 25 
員 者 と が 有機 的 に も 結合 し な けれ ば な ら な い 合併 施 設 
が 設立 され た 際 に は , 両者 の 共同 生活 か ら 可 能 な 限り 
現実 の 教育 的 効用 を 作り だ すこ と が 必要 で ある . Oi 

見 の 除去 に よっ て , ⑨② 親 睦 と 奉仕 と 同情 の 徳 に ま 

た , 相互 の 共感 に 慣らす こと に よっ て . 

(6) 貴 者 の か た わら で 生活 し , ほとん と 気持 よく 響 
く こ と の な い 大 声 の 中 に 働い て いる 聴覚 を 失っ た 者 の 
心 の 意欲 の 中 に , 人 間 の 語り こと ば の 講 調 。 晴れ や か 
な 歌声 や 音楽 の 和音 の 快 音 が , 開き と れる と き , その 
よう な 施設 で の 生活 は 盲人 た ち に 警 良 な 素地 を 作る も 
の で ある . 

(7) いま だ 存在 し て いる 盲 ろ う 貴 施設 に 対し て は , 
頭 人 の 側 か らい っ て ゃ も, Ek, ろう 貴 者 の 側 か ら も , 
この 両 施 設 を 完全 に 切 離 す と いう こと が 将来 の 課題 な 
の で ある . 

盲 幼稚 園 の 作業 ・ 遊 虚 これ に は 組立 細工 , ろう お よ 
び ね ん ど に よる 形 取り , 豆 細工 , ビー ズ つ な ぎ , 縫 取 





DO, 折り 紙 お よ び 混 合 し て いる 粒 類 の 選別 な ど が 
BENS. 手始め に 行なわ れる も の は 遊戯 か ら 学習 へ 
の 移行 を 容易 こし , あま り 器 用 さ を 必要 と し な い 作 業 
で な けれ ば な ら な い . COL 4S EBL UC, eae 
組立 細工 が あげ られ る . 学校 教育 に 適し た 組立 細工 と 
し て は , 児童 全部 が 同時 に 同じ 物 を 組立 て られ る こと 
が 必要 で ある が , これ は 空間 的 な 概念 , 特に 前 後 , 上 
下 , 左右 な どの 概念 の 育成 に 役立つ . 謀 児 用 と し で 
は , シュ ロイ スナ ー の 組立 箱 が 最も 適し て いる . これ 
で ある と , 組立 て て か ら ゃ 手 を 触れ た だ け で くず れる 
と いら こと が な いか ら で あ る , Viet Oke 


ズ 遊 び も , また , 手始め と し て 適し た 作業 で ある 。 そ 


れ は これ ら の 作業 が 多数 の 物 を 時 間 を か け て 何 回 も , 
何 回 も 繰 作 する よう に で き て いる の で , 不慣れ な 手先 
の 練習 の 手始め と な る か ら で あ る . その うえ, 特に 数 
を 数 える 感覚 や , 形 の 感覚 を 作っ て いく 点 で も きわ め 


て すぐ れ て いる . わら を 小さ く 切 っ た も の や , MTD — 


る い は ビー ズ を , 糸 と 針 , また は 細い 金属 線 を 使っ て 
くさ り の 形 に 作り あげ る の で ある . そし て 結局 , さま 
ざま な 形 の 星 や , 小さ な か ご な ど が 人 金色 や 銀色 の ビー 
ズ で 作ら れ , クリ スマ スッ ツリ ー の 人 委 り も の な ど に な る 
わけ で ある . 

整理 箱 遊 び は , 初歩 者 に は 格好 の 作業 遊戯 で , 一 つ 
の 小 箱 を 使っ て 行なう . この 箱 は 約 16 に 区 分 され て 
WC, その 一 つ ー つ は 各種 の か ら 粒 や 種子 を 納め る こ 
と が で きる . そし て , 最初 は 二 つ の 区 域 だ け を 使 2. 
この 二 つ の 区 域 の 内 容 物 を 敷物 の 上 に あけ て 混ぜ , そ 
の 中 か ら ぁ ふた た び 2 種 の も の を この 箱 に 別々 に 納め る 
わけ で ある . 物質 の 種類 は 次 第 に ふやし て ゆく が , 最 
後に は 区 分 の 数 全部 と 同じ 数 だ け の 異な っ た 物質 の 混 
合 物 を 作る よう に する . 

次 に 折り 紙 細工 は , これ まで 述べ て きた も の より も 
むず か し い . これ は 数 学 的 な 物 の 考え 方 を 教え よう と 
する も の で , 正確 さ に 慣 ら さ れる の に よい 教材 で ある . 
正方 形 と 直角 が 使わ れる . 材料 は 少な く と も 初め の 25 
ち だ け は , か な り 堅 いし っ か り し た 紙 を 使う . BYERS 
紙 細 工 で こし ら え た 形 は , さら に その 輪郭 だ け を 別 の 
仕方 で 人 作ら せる の が よい . 次 に 用 いる の が 豆 細 工 で あ 
る . 材料 は 円 い 軸 棒 で ある . これ は 形作る の 使う. 
その つなぎ 手 と し て は , ね ん ど や 模型 用 ろう が 使わ れ 
る . 十字 形 や 直角 や 鋭角 , 鈍 角 に 曲っ た 金属 小 管 も つ 
な ぎ 手 と な る . し か し , 最も 簡単 で 入手 で きる の は え を 
ん どう で ある . これ を 12 時 間 水 に つけ , 1 時 間 乾 し た 
も の を 使う . この 細工 で で きる も の は , B, OCA, 
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いす , 長い す , FTO, 家 , サイ ュ コロ , 文字 な ど で あ 
vom 

ろう や ね ん ど で 作 れる 形 と いう も の は , この 程度 の 
段階 で は , まだ , と ども た ち が よ く 知 っ て いる 単純 な 
物体 の 形 を まね る 程度 に 限ら れ て いる . その よう な 模 
刑 製作 は , 実際 に 原 物 を 使う か , また は 記憶 に 頼っ て 
する も の で ある . メル レ は この 教科 分 野 に 関し て 以 
下 の ょ うに 述べ て いる . ① 模 型 製 作 は 児童 の 手 の 技能 
を 増進 する . ⑫ 形 態 感覚 の 養成 に 非常 に 重要 で ある . 
⑧ 模 型 製 作 は 自主 的 行為 へ の 意欲 を 児童 の うち に 早く 
か ら 活発 に めざめ させ る . ③④ それ は 頭 で 獲得 し た 表 
象 を さら に 深め 正確 に する . そし て メル レ は 次 の よ 
う な 教授 課程 を すす め て いる . ① 円 棒 と その 応用 : シ 
py» b, 指輪, くさり リタ ニセ ー ジ , mda, “AO, 
大 根 , くぎ な ど . ② 球 と その 変形 お よび 応用 : さく ら 
の 実 , りん ど , fel, た ま ど , 時 計 , 円 板 , ロー ル パ 
ン , 球根 , じゃ が いも な ど . ③4 角柱 と その 応用 : th 
子 , 十字 架 , 階段 , 横木 , 水平 棒 な ど . ON, 立方 
体 , 平面 体 , 凹 状 の も の , 皿 , 容器 , 茶わん など. 
縫い 取り は , 育児 の 場合 1 種 の 絵 書 き 物 の 代用 と な 
っ て いる が , これ は 児童 に 平面 的 な 輪郭 を 描く こと を 
教え る . 縫い 取り を きれ い に と に 仕上げる に は , ある 程度 
の 準備 訓練 が 必要 で ある . それ は まず , 糸 の 通し 方 
と , 糸 の 結び 方 , また , 縫い 取り を する 面 の 両側 を 均 
等 に 縫い 糸 を だ す た め の 針 の 入れ 方 の 練習 で ある . 材 
料 と し て は , EF, 1 列 に 小穴 を あけ た 薄 木 板 を 使 
い , 次 いで 穴 を あけ た 木 板 を 使う . それ か ら 最 後に 厚 
紙 の 縫い 取り 板 を 用 いる . 縫い 取り で 作ら れる の は , 
三角 形 , 四角 形 , BA, 六角 形 お よび VAT, 円 板 , 
た ま ど ご 形 , BAY, 星 形 な ど で あ る . 盲 児 た ち に と 
っ て , いま まで あげ た 作業 よ りゃ は る か に むず か し い 
も の は 編 板 を 使っ て する 編物 で あろ う . COT, その 
前 に 細 棒 編物 を や ら せ る の が よい . これ は か ご 編み の 
た め の よ い 準 備 と な る . まず , その 最初 の 練習 は , 細 
長い 幅 人 角 の 紙片 を , この た め に あら か じ め 作 られ て い 
る 棒 格 子 の 小 棒 の 間 に 通 すこ と で ある . RP HD SO 
ひも に よる 小 か ご の 製作 が その 後に 行なわ れる . 強い 
厚紙 に よっ て 作ら れ て いる 小 か どの 形 が あっ て , これ 
Zs CHV MBE MRADITS. TOG, こども は 堅 
く 固定 され た 棒 で 編み 方 の 動き が わか っ た わけ で ある 
DS, 次 に は 編 板 へ 編み ひも を か けた り , くぐら せ た り 
し な が ら , 同時 に 編み ひも を 通し て ゆか な けれ ば な ら 
な い . こ れ を 容易 に こす る た め に 初め の う Bit, 厚紙 で で 
きた 大 きめ の 編 板 と 同様 の 編 ひ も を 使う . この よう な 


編 板 で 簡単 な 編み 方 を 習得 し た あと は , 薄 紙 で で きた 
も っ と 小さ い 編 板 に 移っ て ゆく . 編 板 は 常に 口頭 で 教 
えら れ な が ら 編 まれ て ゆき , その 際 児 童 の 全部 が 同時 
に 作業 で きる よう に する の が よい . こども た ちの も っ 
て いる 本 能 や 機械 的 な 技能 が 同等 で な い 限 り , CHS 
の 全部 が 同じ ょ うに , 同時 に 作業 する こと は , その 他 
の 作業 の 場合 に も 努め て 行 な ち な けれ ば な ら な いこ と 
で ある . 

模型 製作 ①) 教 育 価値 材料 (ね ん ど , せっ こう , ろ 
う ) を 加工 する こと で 盲 児童 の 手 が , 力強く , 曲げ や 
すく , 柔軟 に な る . 種々 雑多 な 指 の 運動 や 手工 で , 
また , 模型 製作 の と き に 必要 な 補助 資材 を 使用 する こ 
と に より , 手 の 熟練 性 が 向上 する . 模 型 と 本 の 作品 と を 
比較 する と 触覚 が 修 錬 さ れる . ある 物 を , これ を 模造 す 
る と いう 考え で 見 る と , 生徒 は 彫 紅 的 な 観念 を 作る よ 
うに な る 模型 製作 と いう こと が , 他 の 教 課 に すぐれ て 
役立つ た め , 家 児 童 の 実物 に つい て の 観念 や 概念 が 豊 
冨 と な り , Bathe), Ek, 固定 する . 模 型 製 作 に よ 
り 盲 児童 が 多数 の 物 (うつ わ ・ 道 具 ) を 製作 する こと 
を 会 得する . 模型 製作 に より, 盲 生徒 の 像 ( 半 模 型 平 
面 模型 , 輪郭 像 ) や これ と と も に 実物 教材 料 へ の 理解 
が 仲介 され る . 模型 製作 に ょ り 秩 序 ・ 清 潔 ・ 周 到 お よ 
び 美 に 対す る 感覚 が 促進 され る . 模型 製作 に ょ り 創 作 
欲 や 困難 を 克服 する 忍耐 心 が 高め られ , 意志 力 ・ 自 信 
・ 独 立 心 が 高 ま ,. りこ れ に より 最も よく 実業 教育 の 準 
備 と な る . 

② 方 法 模型 製作 が , その 修 錬 価値 に 相応 する 感化 
力 を 生ずる も の と すれ ば , これ は 授業 時 間 中 全体 に わ 
た っ て 行なう べき も の で , Lard, 方 法論 上 の 原則 に 
LO, 段階 を 追う て 進 ゆ べき で ある , 特に 次 の こと に 
は 注意 し な けれ ば な ら た ない. 

容易 な も る の か らむ わずか し いも の へ , 簡単 な も の か ら 
総合 的 な も の へ , 既知 の も の か ら 未 知 の も ゃ の へ . ま ず , 
基本 形 を 説明 し, これ と 関連 し て 類似 の 形 へ . そし て 
手 本 に より , 次 に 記述 に より , また , 記 夫 か ら 作 り だ 


_ す こと. 手 本 の 大 き さ の 次 に これ を 縮小 , また は 拡大 


し た 寸法 で 物 全 体 ま た は 像 全体 , 次 は 輪郭 , 高 像 また 
は 平面 像 . 

模型 製作 の 教授 に は 十 分 な 模型 を 収集 し な く て は な 
ら な い . これ が 時 の た つと と も に 次 第 に 完成 され 補充 
され る . この 収集 物 に は 次 の も ゃ の を 含む べき で ある . 
すなわち も 幾何 学 的 な 物体 で , 球 ・ 九 柱 戯 ・ 輸 転機 ・ 円 
柱 ・ 三 角柱 ・ さ いこ ろ . 道具 お よび うつ わ ま た は 家 ・ 
屋敷 ・ 田 畑 ・ 庭 園 お な よび ガラ ス ・ 陶 器 ・ 木 材 ・ 金 属 な 
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ど で の 製品 . 花 ・ 果 実 お よび 人 工 的 の 手 本 の 全 植 物 ・ 
動物 体 ・ 人 体 の 頭 ・ 足 その 他 の 部 分 お よび 全 動 物 . こ 
れ ら 模型 の 多く は . 時 折り 教材 収集 物 か ら 使用 され る. 
こと に た 地理 学 の 地図 や 物理 機械 な ども 同じ で ある . 教 
師 は 自ら 特別 に 努力 を か け て , 模型 収集 を 完全 に する 
よう 及ぶ 限り 努力 を し な けれ ば な ら な い . 

一 つの 学級 の 生徒 は , その 技量 に よっ て 部 類 を 分 け 
て 仕事 を し , 残り の 者 や 天 分 の ある 者 は , その 能力 の 
度 に よっ て 仕事 を する . 概して 実習 の 教授 , こと に 上 
級 で は だ ん だ ん と 個別 教授 と な っ て ゆく が , これ は 特 
に 基本 形 あ る い は 特徴 の ある 物 お よび 数 が 十分 ある よ 
2 な 模型 や , 急ぐ 仕事 が 記述 に よる と か , また は 記憶 
に よっ て 学級 の 課題 と し て 作ら れる の を 除外 する も の 
で は た ない . 製作 は すべ て し まい まで 行なわ れる こと 
に な る 未完 成 の 作品 は 次 の 時 間 に 継 続 す る よう に 保存 
TH. すべ て 作品 は で きる だ け , 清潔 , 周到 に , 早く 
作ら れる . 

ある 物 を 作る に 先立っ て 製作 行程 の 簡単 な 協定 が 行 
な われ る が , これ は で きる だ け 生 徒 自身 に や ら せ る . 
教師 は 修正 を し な が ら 生 徒 か ら 生 徒 へ と 回 っ て ゆき , 


必要 に 応じ て こと ば だ け で 誤り を 指 適する か , また は 


自ら その 仕方 を 教え ん る, し か し . 製品 は 常に 生徒 の 自 
作 で な けれ ば な ら な い 

模型 製作 で 第 1 の し か も 最も た いせ つ な 道 具 は 測定 
の 際 に も ゃ も, 形 を 作る うえ に も ゃ も 手 で ある . 教授 が 先 へ 進 
ん で ゆく うら うち に は と きど き の 必 要 に よっ て , いろ いろ 
な 形 の 材木 が , な め ら か に し , 平板 に し , Ek, くり 
抜く た め に 加わ り , また , 切る た め に 針金 も 加 っ て く 
る . また , 点字 力も この 際 有 人 益 に 用 いら れ , 測定 に は 
手 ・ 木 材 ・ 針 金 の ほか に 触 知 で きる セン チ メ ー ト ル 区 
分 の も の さ し が 用 いら れる . 

材料 の 取扱 い に 関し て は , せつ こう , ね ん ど な ど は 
必要 な だ け こ ね た り , 加工 し た り し て 使用 する よう に 
iA 

③ 次 の 課程 は 8 年 間 の 授業 を 前 提 と する も の で ある 
が , COB, 児童 は 四 つ の 自 階 の それ ぞ れ に 2 年 間 と 
ど ま る の で ある . 週 の 授業 時 間 数 は 各 級 2 時 間 と な っ 
て いる . 

① 予 備 級 (予備 校 ) 第 1 年 予習 (ね ん ど を こね 

る こと , 伸ばす こと , 転がす こと と, ある か た まり を 
分 解す る こと , 多く の 片 々 を 接合 する こと と, えん ど 

うら ・ さ くら ん ほ ・ り ん ご な どの 大 き さ に 各部 分 を 縮 

め る こと な ど ) . この ほか , 球 ・ た ま ご ど ご ・ 刀 柱 戯 ・ 
輪転 機 な どの 基本 形 お よび これ か ら 診 導 され る 箇 単 


4 
な 応用 形 . 第 2 年 条件 を 高め て , 既 修 の 基本 形 
を 反復 する こと . Ek, これ 新しい 応用 形 お よび 
簡単 な 応用 の つい た 四面 柱 , さい ころ の 基本 形 を 付 
加 す る . 
② 下 級 既習 の 基本 形 を 半分 お よび 2 倍 の 大 き さ で 
行なう . また , 寸法 を 用 いて 手 本 な し に 既知 の も ぁ の 
や 新しい 生物 の 形 . 容易 な 輪郭 や 浮 彫 の 製作 . 直観 
授業 用 の 模型 製作 . 
③ 中 級 幾何 学 的 の 基本 形 お よび 応用 形 . これ は 与 
えら れ た 寸法 に よる が , 順次 寸法 を 減少 し た り , 増 
加 し た りす る . 三角 柱 お よび 3 面 の 三角 雛 , BAB 
幾何 学 ・ 博 物 お よび 地理 に 用 うる 模型 の 製作 . | 
OLR 授業 全体 に 用 うる 模型 製造 . 完全 模型 , F 
彫 お よび 輪郭 と し て の 製作 . ( 
木工 作業 概要 幼稚 園 で フレ ー ベ ル 遊 び や , 手 
先 の 操作 の 習 練 を 通し て , 盲 児 の 手 が あ る 程度 必要 な 


だ け 形 成 され た の ち , 表 児 の 生長 が 正常 で あれ ば 身 学 


校 に 入っ て か ら 3 年 目 か 4 年 目 , つ まり 満 8 歳 か 9 歳 
で 軽い 木工 作業 を 安心 し て 始め る こと が で きる . 一 般 
に いっ て 基本 事項 と な る こと と は 教授 課程 に , 作業 道具 
を 中 心 に し て 進め られ る . つまり, 木工 作業 に 使用 す 
る 工具 は , 初め の うち 多少 の 取扱 上 の むず か し さ が あ 
る が , 使い 慣 ら さ れ て , 実際 の 作品 の 製作 に 使わ れる 
よう に する の で ある . し か し , 製作 され る 物品 が 初め 
か ら 終 り ま で 1 人 の 生徒 の 手 で 作ら れる 必要 は まっ た 
く な い . 恐らく 実際 に は , 2, 3 人 ある い は これ 以上 
の 生徒 に 分 担 し て 行なわ せる こと が 必要 と な ろう ら . と 
の よう ら に し て , 仕事 を する こと は , 生徒 た ちこ と っ で て 
か な り 大 き な た な 刺激 で あり , その うえ 1 人 1 人 が 一 つの 
商品 の 工場 で の 生産 様式 に つい て の 概念 を 得る こと が 
で きる と いう 利点 が ある . し た が っ て , 最も 模範 的 に 
は 初等 教育 に 必要 な 物品 を 上 級 の 生徒 た ち が 備 える こ 
と も で きる わけ で ある . Ek, 年 少 の 生徒 は 上 級 生 の 
た め に 協力 する こと も で きる . た と えば , か ん な か け 
や , 部 分 品 の 組立 て の と き に は みがき 仕上 げ や , ガラ 
ス ま た は サン ド ・ ベ ペー ペー の 仕事 を 引受 けた り , ネジ 
の ボー ルド を 締め た り ゆ る め た りす る 際 に は , ドラ イ 
バー な どの 工具 や , 物 を 渡し た り 片 付け た りす る こと 
CHS. この よう に すれ ば か れ ら は 容易 に , し か も 無 
理 を せ ず に 作業 に 慣れ 入っ て いく と と が で きる . か れ 
ら が 自分 で 工具 を 使っ て みた いと いう 願望 に 燃え て い 
る こと は 明らか で ある . 

新しい 工具 を 知ら せる に は , 次 の よう な 方 法 で 行 な 
われ る . まず , 生徒 は 製作 され る 物品 を 模型 で 知り , 
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その 作ら れる 過程 に つい て 質問 し て いろ いろ と 学ぶ . 
そ と で この 製作 に 必要 な 工具 の こと が 間 題 と な っ て く 
る . まず この 工具 の 外形 を 描い て 見 せ , その 働き 方 を 
説明 すれ ば , 次 に 教師 は その 取扱 い 方 を 教え を る. その 
&, 生徒 は 手触り に よっ て 教師 の や り 方 を 習得 する こ 
と に 努め る わけ で ある . それ を 生徒 が 初め て する と き 
は , 教師 は か れ に 手 を 貸し て や っ て これ を 助け る . も 
し 工具 の 操作 に 危険 が ある と き は , た と えば 小刀 を 親 
指 に 向け て 使う と き な ど に は , 操作 方 法 は 危険 の な い 
模型 を 使っ て 教え ん る べき で ある . 盲人 生徒 が その 作業 
の 目的 と 工具 の 働き に 関し て 正確 な 知識 を も た な いま 
EC, ある 工具 の 使用 を 生徒 に 和 要 せ る の は よく な い . 
②⑫) 工 具 と その 取扱 い に 関 する 特別 な 注意 事項 

① ハ ンマ ー 盲人 は で きる だ け か な づち の 頭 に 近い 
と と ろ で 柄 を 持 と うと する 傾向 か ある . し か し これ は 
あま り 適 当 な と と で は な い . か な づち を 使う と き は , 
大 手 の 人 差 指 を 柄 の 上 に の せる 習慣 を つけ , それ に よ 
っ て か な づち の 正確 な 使い 方 が 容易 に な る よう に させ 
る . | 

か な づち を 使う ときには, まず , DRODOMLE 
く 左手 の 上 に 当て て みて , 正しい 側 を 上 に 向け て いる 
か どう か を 確 め る . 

ベンチ ペン チ で くぎ を 抜く と き に 盲人 は 次 の こ 
と に 注意 し な けれ ば な ら な い . すなわち , くぎ を 曲げ 
て し まわ な いよ うら に ペン チ を 少な 目 に 引張 る こと で あ 
る 

③ 小 刀 盲 少年 が 小刀 を 使う こと に 反対 する 人 びと 
の 理由 は , そ れ ほ ど 確 か な も の で は な い . 早 く か ら 使 い 
慣れ ば 慣れ る ほど , それ だ けい っ そう じょう ず に 取扱 
える よう に な る . 小刀 が 盲 少年 た も の あと の 仕事 に 最 
も 重要 な 工具 と な る . もちろん, 習っ て いる と ぎ き は 少し 
くら い の け が も ある で あろ う が , これ を あま り 過 大 視 
し な い 方 が よい . し か し , 必要 な 監督 処置 を 怠っ て な ら 
な いこ と は も ちろ ん で ある . 盲 少年 が 小刀 を 思い 通り 
に 扱 か う の 必要 な 腕 と 能力 を ゃ つ 以 前 に , 早急 に こ 
れ を 始め る こと は 避け る べき で ある . 左手 は 小刀 の 下 
側 で は な く 上 側 に 置く . まず 初め に , これ か ら 削 ろう 
と する 物 を , で きれ ば ね じ 止 め 器 で 固定 する か , また 
は か ん な 台 に と め る か , 固着 器 に 取付 ける か し て , 左 
手 で 自由 に 小刀 の 削り 具合 を 調べ る こと が で きる よ 25 
に する . ある い は 物体 を 左手 で つく え に 押 えつ け て , 
つく え を ぇ え の 旋 へ 向け て , 小刀 を 動か す よ うに する . 少し 
BSW eg Glee CHS ER うに な る .。 た と 
AVE, 化 の 茎 の よう に 細長 いも の を 削る と き は , 小刀 


を も っ て いる 手 を し っ か り と 膝 の 上 に お き , 一 旋 親指 
と 小刀 の 間 に は さん だ 木 末 を 物体 に ぴっ た り と 沿わ せ 
て 削る . 木 庁 を は さま な いで 輪切り に し た り , 模様 を 
刻 せ と き は , 物体 を 押さ を て いる 左手 を つく え の 線 に 
押し つけ る . RAONKDELTSIO, し た が っ て , 
普通 に は 左手 で し っ か り と お さえ を , 右手 で 小刀 を 使う 
よう な 物体 を 削る と き は , 次 の よう な 原則 が 当て は ま 
る . すなわち , 力 の 大 部 分 は 物体 の 固定 に 費やす べき 
で , そら で な いと 押え つけ の 力 が 足り な いた め に 小刀 
か が うら まく 動か な い . 生徒 が 小刀 を 親指 に 向け て 使う と 
き は 特別 の 注意 が 必要 で ある . 親指 は 削る 面 の 向い 側 
に 当て られ る か , ご く 小 さ な 物体 を 介 し て 緑 に 添え ら 
れる が , 習い 初め は 指 カ バー を か ぶせ て 保護 し た 方 が 
hae | 

(〈④⑥ の こぎ り BFEICOC ED OFEV GRAZSIE 
は , の この 片方 の 柄 を 握ら せ , 助手 と し て 使い , AK 
の 操作 は 教師 や 熟練 し た 生徒 に 委 せ る . そし て , 初心 
の 生徒 に は 手 を 添え て や る . こう し て , 細い 板 な ど は 
の こぎ きり で 工作 させ る . 慣れ れ ば 生徒 は 1 人 で や る よ 
2 に な る が , COR, の こぎ り の 添え や 導 板 な ど が 操 
作 の 安定 の た め に 使わ れる . この 補助 材 は 教習 の 期間 
に 生徒 た ち 自 身 が 作る . の こぎ り 添 え 板 に は , 直角 の 
板 な ら ば 何で も よい . 導 板 と いう の は , BV AOR 
に 沿っ て くぎ を 取り つけ た 細長 い 板 で , Chit, OF 
ぎり を か け よ うと する 物体 に 押し つけ て 固定 する も の 
で , この 板 に 添っ て , の こぎ り で 切る の で ある . 

⑤ か ん な 形 人 の か ん な 作業 に も また , 目 の 見 える 
作業 者 が 注意 し な けれ ば な ら な いこ と が ら が ある . か 
ん な 工作 を 均等 に 行なわ せる た め に と , 左端 か ら 始 め て 
右端 へ 均一 の 力 で 押し , そこ か ら ま た 左端 へ も っ て く 
る よう に 慣 ら さ せる . 

⑥ き り 穴 を あけ る に は 手 き りや 細 き り が 使わ れる 
が , の ち に は 大 き な 穴 を 開け る た め の 中 心 き り が 使わ 
れる . 中 心 点 を 正しく と る た め に , あら か じ め 中 心 点 
は ね ん ど 点 で 印 を つけ る . 

⑦ 計 測 器 具 長 さ を 測る の に 盲人 が 使用 する の は , 


くぎ の 頭 で 目盛 り を つけ た メー トル 物 さ し で ある ( 長 


Sk. Cc OO LPFOBE 50 セン チュ メー トル で よい ). 
鋼 製 の メー トル 巻尺 や ュ ン パス も ゃ 使わ れる . その ほか 
に 手 で 長 さ を 計 測 す る 訓練 も 行なわ れ て お り , これ は 
教習 の た め に ゃ も , あと の 実務 作業 の た め に も よい 結果 
を も た ら す も の と な る . すでに 計ら れ た 長 さ は , ね ん 
ど 点 や 刻み 目 , の こと ぎり に よる 切 目 な ど に よっ て わか 
る よう に し て お も おく . 
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⑧ 角 度 器 木製 角度 器 の ほか に , 盲 生 徒 は 直角 を 計 
る の に , あら か じ め 選 ん だ の こぎ り の 角 を 利用 する こ 
と が で きる . 直角 に 組み 合せ た 木 訂 も また , りっぱ に 
この 目的 に 役立つ . これ は 計る べき 木 部 を , この 直角 
の 囲み の 中 に 入れ て 計る の で ある . その 他 , 手 で 角 の 
直角 性 を 計る こと に 慣れ させ て お く の も よい . 生徒 は 
非常 に じょう ず に これ が 行 な ん る よう に な る . 

⑨ 組 合わ せる 部 分 を 結合 させ る の に , 盲人 の 場合 最 
も うま く ゆ く の は , くぎ 打ち , に か わ づ け , また は 木 
ピン に よる 結合 で ある . た だ し , 接 手 に ょ る 結合 な ど 
の むず か し いや り 方 は 除外 し な けれ ば な ら な い . に か 
わ づ け を で きる だ け き れい に 仕上 げ る に は , 盲人 は に 
か わ 板 を 使う . これ は に か わ を 塗り つけ た 板 で , この 
板 の 上 に に か わ づ けし ょ うと 思う 木 の 面 を 押 し つけ 
る の で ある . に か わ づ け に 使わ れる の は 普通 の さ し 物 
用 に か わ で ある . し か し , いわ ゆる 大 工 に か わ も ゃ 使わ 
れる . この 大 工 に か わ を 作る に は 凝 乳 チ オーズ に 生石灰 
を 混ぜ る . この に か わ の ほか に 魚 に か わ は 耐 寒 性 が 強 
いま いう 点 で さや 物 に か わ ま りす で れ で いる, 
木工 旋 毅 旋盤 上 で 木材 加工 の 仕事 を する こと は , そ 
れ が あま り に むず か し い 細 工 を する の で な い 限り , 
BAKES 5 Ch RK AKO CEBTESZLOCH 
る . 人 びと が , 一 面 で は 盲人 を 有用 に 働か せる た め に , 
他 面 で は 収入 の ある 職業 活動 と いう 方 向 へ 試験 的 に 乗 
り だ す た め に , 盲人 に で きる だ け の 仕事 を 与え て や ろ 
2 と し 始め た 時 期 に , 多く の 盲 学校 で 旋盤 作業 が 盲人 
の 仕事 の 一 つと し て 行なわ れ た だ た. し か し , 盲人 に と っ 
Clk, その 盲人 用 の 仕事 の 利益 生産 度 が 主 目 標 で ある 
の で , 人 びと は や が て この 旋盤 作業 か ら 離 れ て いっ た . 
と いう の は , 盲 学校 か ある い は 保護 施設 に 入っ た 盲人 
は , この 仕事 で は 独立 的 な 就業 と いう こと は 考え られ 
な いか ら で あ っ た . 盲人 が 仕上 げた 施 盤 作 業 の 製品 は 
非常 に きれ いで 一 様 な 形 に で き あ が っ て は いる が , か 
な り 単 純 な も の と な っ て し まう か ら で あ る . 手工 芸 学 
校 で の 旋盤 作業 は 次 の よう な 点 で 価値 を も っ て いる . 
この 仕事 を 行なう と き は , 技能 が 上 達し , 形態 に 対す 
る 感覚 が 発 達 する だ け で な く , 審美 的 な 感覚 も 呼び 覚 
まさ れる こと で ある . 

また , 形態 の 美 し さ と , 非常 な 複雑 さか が きわ め て 感 
覚 に 刺激 的 に 作用 する か ら で あ る . そし て , この 作業 
は 極度 の 注意 力 と 制御 力 を 必要 と し て お り , これ が 比 
較 検 討 と いう 形 の 活動 で 常に 働く と ころ の , 触覚 と い 
う も の を 高度 に 要求 する の で , 触覚 の 訓練 に と っ て は 
有利 で ある . 








その 他 , 注目 すべ き は 旋盤 が 木工 作業 を 行なう 際 の 
補助 機械 と し て , 筋肉 の 活動 に 大 き な 変 化 を 与え て , 
技能 向上 の 目的 に か な っ て いる と いう こと と で ある . き 
be, その 生徒 に よっ て 製作 され る 物品 の も つ 多 様 性 
は か れ に 有利 に 作用 し , この こと は 軽視 で き な い も の 


も ゃ あり, か つ 年 少 の 人 た ち に と っ て は 東 激 的 で 興味 深 


く 感 じ さ せる も の と な る 。. 

旋盤 に よる 危険 は 多少 ある が 最小 限 の 監督 が 必要 で 
HA. 体力 の 一 段 と すぐ れ て いる 盲 生徒 だ けが , と の 
旋盤 作業 を 行なう 力 を 得る る の で ある . も し この 仕事 
が 手工 芸 作業 場 に お いて , し か る も , 分 業 の 形 で 組織 化 
され れ ば , これ は 教育 的 な 観点 か ら ゃ 軽視 し て は な ら 
な いい 。 
BUOKR 主として 思索 や さま ざま な 意図 に よっ て 
も だ たら され た 願い が 満 さ れ た と き に 現われ て くる 豆 び 
の 感情 は , 盲人 に お いて は , 一 般 の 人 びと より ゃ 活発 


な 表現 を と る こと は まれ で , しろ, 温和 な 静か な 現 


われ を 示す も の で ある . し か し , それ だ か ら と いっ て , 
音 び の 感情 が 盲人 に は あま り 深 く 感 得 で き な い と 結論 
する と と は で き な い . BLA, それ と は 逆 に 盲人 の 豆 
び の 感情 は , その 原因 が 一 般 よ り も いっ そう 強く 深い , 
まっ た く 内 的 な 経験 に 基 づい て いる の で , いっ そう 5 
深く 氷 続 的 で ある と 考え な けれ ば な ら な い . 盲人 が 非 
常 な 斉 び を も つこ と が で きる と いう こと は , ZI 
盲 人 を 観察 し て みる と きよ く 認 め ら れる も の で ある . 
感情 が 騒 々 し く 活 発 に 現 わ す こと は な い が , や は り , 
証人 も 喜び の た め に 顔 を 紅潮 させ た り , 笑っ た り , 
手 を すり あわ せ た り , 手 を 打っ た りす る . いく ら か 兆 
線 感 覚 を も っ て いる 盲人 は , 走っ た り 活 発 に 活動 する 
DB, その よう な 盲人 が 若い 人 で あれ ば は ね 回 っ た り , 
踊っ た り し て 喜び を 表現 する の が 観察 され る . 老齢 盲 
人 に あっ て は , PIL) BUORFORAILDOMS 23 
復 雑 で ある た め , 精神 的 な 感情 が 制約 を 受け る の で , 
相当 に 抑制 され て いる . か れ ら を 喜ば せる よ うな 事件 
や 事情 に 立ち 至っ た と き に 示す 表面 的 な 静か さ は し ば 
し ば 誤っ た 結論 こ 人 を 導く も の で ある 。 

BS98 盲 ろう 者 の 数 は 幸い に も 碁 だ 少数 で ある . 
盲 ろう 者 は 最も 重要 な 感覚 器官 の 欠如 で , その 周囲 の 
印象 を 主として 触覚 だ すけ で と り 入 れる こと と が で き , こ 
れ に よっ て 観念 を 作り 得る の で ある か ら , 知 的 発達 は 
非常 た ゃ ず か し く , これ が 生ま れつ き 聴 覚 と 視覚 の な 
い 者 に は , 限ら ちら れ た 行動 し か で き な い . 実際 幼年 時 代 
に 得 た 盲 ろ う は 誠 読 の 修得 を 不可 能 と する . も っ と も ゃ 
手 ま ね 話 や , 文語 の 修得 は 別 で ある . 先天 的 な 盲 ろ 5 


ャ ーー マー アー シーー ーーー リッ ンー を ず 
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者 は た いて い は 脳 の 形成 欠陥 の 結果 で し ば し ば 麻 癌 や 
自 痴 と 関連 し て いる . この よう な 児童 は た いて い 早 死 
7. 

fee, 嘆 覚 お よび 味覚 と いう 三 つ の 感覚 に 頼っ て , 
BB 5 者 は その 直接 の 周囲 の 非常 に 不 完全 な 知識 を 取 
得 し 得る に 過ぎ な い . 完全 な 感覚 の 者 の 方 か ら 盲 ろ 
者 へ の 影響 は 触覚 に よっ て 行なわ れ , それ に よる 経験 
は , この 不幸 な 人 びと を 教え る こと が 可能 で ある こと 
を 明らか に し た . 教育 に より , 天 分 の ほか , 幸運 な 生 
活 事情 に よっ て 知識 , 宗教 的 な 認識 お よび 道徳 的 行為 
と お いて 非常 に 向上 し た 家 ろ う 者 が ある . 

一 般 に 完全 な 感覚 の 児童 に お いて 観察 さん れる の と 同 
じ 原 則 に よっ て 教育 が 行なわ れる . た だ 教育 と 教授 を 
始め る に は 教師 の 大 き な 妨 耐 と , 最初 は 僅か な 結果 で 
満足 し な けれ ば な ら な い . 

歩行 を 学ぶ と か , その 他 の 身体 的 な 機能 に お いて は 
盲 ち う の 児 童 を 完全 な 感覚 の 児童 と 同じ よう に 取扱 わ 
な けれ ば ら な い . HILO, 平常 より も さら に 健康 
用 Ma 皇 だ 力 強 で る で あろ う . た し が に ろう の で て 
ども は 盲 児 よ りゃ 多く 指導 , 教導 的 な 手 が 必要 で ある 
が , 補助 が な く て も 自力 で 行く と と 学ぶ こと が 多けれ 
ば 多い ほど よい . か れ の 欠陥 を 感ずる こと が 少な く な 
り , Ek, 六 福 に 感ずる と と が 容易 と な る . 

最初 に 盲 ろ う 児 は 自分 の 居間 を 知り , その 中 で 勝手 
が わか る よう に し な けれ ば な ら な い . この こと ども を 室 
の 壁 の と と ろ に つれ て ゆき , その 中 に ある すべ て の 物 
財 き わら せる . 次 に この と ども を で きる だ け 1 人 で 室 
の 中 を 動く よう に し , また , 与え られ た 地点 か ら , い 
ろ い ろ な 物 へ ゆく 道 を 見 出し , 繰返し その 出発 点 へ も 
どる と と を 教え る . この よら に し て 家 , その 他 の 場所 
で も これ を 行なわ せ , 最後 は その 居住 地 の 勝 手 が わ か 
ioe NE BS. Fic, 道 を 調べ る の に つえ を 使 2 と と 
を 教え る . 

BD 9 児 に その 四肢 の 使い 方 に 熟練 させ る た め , IE 
し い 姿 勢 , 正しい 歩行 , 注意 し て 腰 を か ける 練習 を さ 
せる . 

や が て , この こと ども は 着衣 , 脱 衣 , 洗 光 , くじ ける こ 
と な ど を お ほえ る で あら う . 補助 を 要する こと が 少な 
けれ ば 少な い ほ ど 盲 ろう 児 は 不幸 で な く な り , その 周 
囲 の 重荷 に な る こと が 少な く な る . 

また , 衣 ろ う 児 が いろ いろ な 道具 , すなわち , きり 
Db, は さ み な どの 使い 方 を 学ぶ なこ と に よっ て , 両手 
の 訓練 を 行ない , また いろ いろ な お も ちゃ で 仕事 を さ 
せ , 退屈 させ な いよ うに し , 指 や 両手 を 使わ せる . 特 


に か れ ら の 感情 を 愉快 に する よう な こと と が ら は , か れ 
DREILUSD. 聴覚 や 視覚 の 代用 を する 盲 ろ ら 児 の 感 
覚 は し ば し ば 練習 する こと に よっ て 役立つ 能力 を つけ 
られ る . 

触覚 に より 盲 ろ う 児 は , 物 の 性 質 , RH, 素材 , 形 
態 , 規定 を 知る . 触 接 こよ り 多 数 の 家具 類 , 衣服 , H 
物 な ど を 知り , これ を 区 別 す る こと が で きる よう に な 
る . 
味覚 に より 衣 ろ うら 者 は , いろ いろ な 飲食 物 お よび その 
性 質 を , 喚 覚 に より 食物 , 飲料 , 花 , 人 間 を 知り , 区 
別 す る こと と を 教え る . 人 間 の 匂い は 人 に 対す る その 愛 
情 , 嫌悪 に と っ て し ば し ば 決定 的 で ある . こと れ は 晴 眼 
者 た ち が , 外面 で 引き つけ られ , 排球 され , 盲人 が こ 
と ば に より 同情 的 , また 敵対 的 に な る と 同じ で ある . 

ロー ラ ・ ブ リッ ジマ ン (Laura Bridgsman) は ハ 
ウ (Howe) お よび その 夫人 に より 豊富 な 教養 の 宝 
を 得 た 婦人 で ある が , この 人 は 盲人 の 印刷 字 を 読み , 
盲人 の 文字 を 書く こと を 学び , ADMBO PARE A 
分 の も の と し た . 

他 の 盲 ろう 者 で は 身振り が 考案 され た . これ は ろう 
申 者 の よう に 目 を 当て に する の で は な く , 触覚 を 頼り 
(こす る も の で ある . 身振り に よっ て 意思 貴 通 が で き , 
居 動 言語 が 発達 し た . 誘い だ され た 音 が ブラ イ ュ の 打 
点 器 に より 紙 に 移さ れ た だ た. 発音 の 誘い だ し お よび 訓 練 
(C よ っ て 生徒 は 自分 の 手 を 教師 の くち びる , ほお , の ど 
に 当て て , 言語 器官 の 位置 お よび 運動 を 探り 知る . 呼 
吸 , 78, 胸 の 運動 , 筋肉 また は 発音 器 宜 の 個々 の 部 分 
の 変化 お よび 運動 は 触覚 に より 認知 され た . 次 に , 生 
徒 は ろう 貴 学 校 で 普通 の よう に 音 を だ す よ うに 誘発 さ 
れ た . ブラ イ ュ の 文字 の 代り に 突起 文字 が 読め る よう 
に 修得 させ た . 盲 ろう 者 全体 が , す で ヒ と 教育 を 受け 教 
授 さ れ , 永遠 の 使命 を 意識 する よう に な っ た . これ は 
ロー ラ ・ ブ リッ ジマ ン , テム メル マン ス (Temmer- 
mans), エド ワー ド ・ マ イス ター(Edward Meystre) 
ヘル タ ・ シ ニュ ルツ = (Hertha Schulz), へ レン ・ 


‘Fez Celea Keller), テツ ー 倫 ・ モ ックス チー 


(Teorese Exner), その 他 で ある . 

ロー デン バッ ハ (Rodenbach) ベル ギー の 政治 家 , 
1780, 東 アラ ジ デ ルン OW VIVA Hic. 
か れ の 家族 は ヘッ セン (Hessen) KK と 親戚 で あっ 
た. ロー デン バッ ハ の 先祖 は 騎士 で 。 ダル ムシ ニュ タッ 
ト の 近く に 城郭 を も っ て いて , その 廃 堪 は 今日 で も = 
ー デ ン シ ュ タイ ン (Rodenstein) と いう 名 で 知ら れ て 
いる . 11 歳 の と き , アレ クサ ンダ ー・ ロ ー デ ン バ ッ へ ハ 
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は 失明 し , すぐ れ た 医者 た ちの 努力 に も か か わら ず , 
回 復 す る こと と が で き な か っ た . そ と で か れ の 父 は , か 
れ を パリ の 学舎 , 当時 唯一 の 学舎 に 託す こと を 決心 し 
た. ロー デバ ッ ハ は , バラ ンタ ン ・ ア ュ イ の 生徒 と な 
っ た . この 学校 で ロー デン バッ ハズ ハ は 非常 に 真面目 に 
その 研究 に 専念 し た の で , や が て か れ は 最も 優秀 な 生 
徒 の 1 人 と な っ た . 1811 年 , 当時 , この 学校 を 管理 し 
て いた オラ ンダ 主 ル イ ・ ボ ナパ ペル ト が , アテ イ の 教授 
法 を , 採用 させ る た め 若 干 の 生 徒 を アム ステ ルダム の 
FER As Dee ain se Wie SD Say 
ハ が か れ に 最も 適し た 生徒 の 1 人 と し て 紹介 され だ た. 
ロー デン バッ ハ は し ば らく し て か れ の 学友 と と も に ア 
ム ス テ ル ダム へ で か けた . その 後 か れ は 家庭 へ も ど 
り , か れ の 父 の 指導 の も と に , 工業 ・ 商 業 方 面 に 専心 
し て 成功 を お さめ た .1830 年 に ベル ギー に 大 政治 事件 
が 人 準備 きれ て いた . ロー デン バッ ハハ は, その 運動 の ま 
っ た だ 中 に 立ち , こと に 非常 に 有力 な 新聞 , ル ・ カ ト 
リー ク ・ デ ・ ベ ィ ・ べ (Le Catholique des Pays-bas ) 
の 主筆 と し て 目的 の 追求 に 大 き な 影響 を 及ぼ し た . # 
命 が 動き 始め た と き , PHIM SLBA LTH 
を 出し , この た め に か れ は 幾 千 と いう 署名 , 特に 高僧 
階級 の 者 の 署名 を 得 た . また ロー デン バッ ハ は 著述 に 
より 農民 な ら び に 要 さ い に い る 軍隊 に 働き か け , つい 


に 有 暴動 が 突発 する こと に な っ た . 1831 年 に は , ベル ギ 
ー 議 会 へ の ルー レス (Roules) の 代議士 に 選出 され , 


か く て 政治 的 な 地位 を 獲得 し , ョ ヨー ロッ パ で 唯一 の 盲 


人 政治 家 と な っ た . 議会 で か れ は 農 , 工業 問題 を 鼓舞 
し , 財政 問題 を 解決 する た め に , う まず た ゆま すず 活動 
Lk. チ ブ ス と 仙 僚 で 昔 し ゅ ベル ギー の 人 を 救済 する 
な どす ぐれ た 働き を し た . 

また , か れ と 運命 を 共に する 盲 お よび ろう 貴 者 の た 
め 全 力 を あげ て 活動 し , か れ の 発議 に より , この 国 の 
衣 府 に 席 ろ う 貴 学校 を 建設 する に 至っ た . ロー デン バ 
ッ ハ は , 国費 か ら 毎 年 ろう 貴 者 お よび 盲人 の 教育 費 を 
提供 する よう に し た . 


ロー デン バッ ハ へ の 多く の 著 芝 は 産業 また は 政治 性 格 革 


を 帯び て いる . Lael, 盲人 制度 に と っ て も 重要 な の 
は , [TSA に つい て の 手紙 」 (1829 年 ) で ある . これ 
は , か れ 自 ら デ ィ ド ロ (Diderot) の 有名 te TEATRO 


いて の 手紙 」 の 続 篇 と し て 書き , この 中 で か れ は ディ ド 


ロ の 発言 を 攻撃 し て いる . さら に 「 盲 ろう 忠 者 の 目 の 
傷害 ] (Cozzp の oeil d' un aveugle sur les sourds- 
muets, 1829 年 ), [BALAI (Les aveugles 
eet les sourdsmuets) な ど が ある . 
は 1869 年 ルム ベー トル で 死去 し た . 


ロー デ ン バッ フュ 








総合 盲人 年 表 


州 。。 人 


1. 収録 の 年 代 は , 初め て 盲 に 関係 する 事項 の 現われ る 西暦 紀元 前 
6 世紀 か ら 1970 年 まで と し , 暦年 は 西暦 に 統一 し た . 

2. 「 一 般 重 要 事 項 」 の 欄 に は , その 年 代 ・ 年 次 の 政治 ・ 経 済 ・ 外 
交 ・ 教 育 ・ 思 想 ・ 文 化 に わた っ て 重要 と 思わ れる も も の を 岳 出し 
1. 

3. 盲 に 関係 する 事項 の 見 出し は , 17th E Crt [SBIRSPA! と 
し , 盲 教育 お よび 盲人 福祉 事業 が 社会 的 に 認め られ る よう に な っ 
た 18 世 紀 以 後 は , 「 盲 教育 ・ 盲 人 福祉 」 と し た . 

4. 年 次 に 異説 の ある も の は , 有力 な 説 に 従い , その 旨 を 付記 し 
We. 

5. 個人 の 年 齢 は , 外国 人 の 場合 は すべ て 満年齢 と し た が , 日 本 人 
(に に ついては, その 出典 に 基づい て 数 を え 年 と し た も の も ある . 
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B.C. 
557 
551 


521 


492 


384 


334 


273 


221 


200 


A.D. 
57 


96 


107 


234 


238 


308 


313 


B.C. 557~A.D. 313 
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A 本 


・ こ の ころ 稲 を つく り は じ め 


る 


AOE, 後漢 に 使 を や り , 


光武 益 の 金 印 を 受け る 


を や る 


DSB EI, 魏 に 使 を 


の 





外 国 





・ 仏 教 の 開祖 シャ カ 生 まれ る 
(~477, 異説 あり ) 





・ 偏 教 の 開祖 孔子 生ま れる 
(~479) 


・ (486), ダリ ウス 1 世 ペ 
ル シ ャ と な り オ リエ ント 
を 統一 

・ (449), ペル シャ 戦争 起 
cD 

・ 大 学者 アリ スト テレ ス 生 ま 
れる (~322) 


・ (へ 323), アレ クサ ンダ ー 
大 王 の ペル シャ 遠 征 


MY23 の 。 Frank ( イ 
YF) の 治世 は じ ま る 


ROME, 天下 を 統一 す 
る 

・ こ の ころ か ら =ー マ の 全 地 
中 海 征服 は じ ま る 


・ こ の ころ キリ スト 生ま れる 
(~30) 


- (+180), ロー マ の 五 賢 帝 
時 代 は ほじ まり , THERA 
図 に 達する 


・ こ の ころ 新約 聖書 成る 


OV CFL) & 


“ABS RARAST 4 AAR, 
キリ ス + 教 を 公認 (ミラ ノ 





盲 関係 事項 
a. 外 国 
・ シ ャ カ の 弟子 阿 那 律 尊 者 , 
盲 僧 の 祖 と 伝え られ る 





・ こ の ころ ギリ シャ (スペ パル 


タ ) で 虚弱 児 , 盲 児 な ど を 
山中 に 遺 乗 し た と いう 5 


・ ア リス ト テ レス , 盲人 教育 


の 可能 性 を 説く 


・ ヨ ハネ 伝 第 9 章 に 盲人 開眼 


の こと 見 ゆ 


・ ア レク サン ドリ ア の 盲人 学 


者 ディ デム ス 生 まれ る (~ 
398), 5 歳 で 失明 , アル フ 
ァ ベ ッ ト を 木版 に 彫り , 読 
みみ 書き を する 


918 


330~759 


ーー 8 重要 事項 ] 
aid 8 Ai. |* # 国 


369 


375 


395 


412 


476 


610 | 


618 


645 


701 


708 


729 


754 


736 


759 


BLE CHELRKS 





・ こ の ころ 百済 か ら 仏教 伝 わ 
る 


・ 聖徳 太子 摂政 と な る 


・ 大 化 攻 新 は じ ま る 


・ 大 宝 律令 な る 


・ 奈良 に 選 都 する 


・ 藤原 夫人 光明 子 を 皇后 に 立 
て る 


勅 令 ) 


・ ゲ ルマン 民族 の 大 移動 は じ 


まる 


・ ビ ー マ 帝 国東 西 に 分 裂 す る 


・ 西 ローマ帝国 滅亡 する | 


・ 随 , 中 国 を 統一 する 


—|a 


・ こ の ころ 聖徳 太子 , BRP 


・ マ ホメ ッ ト , は じ め て イス 


ラム ュ 教 を 唱え る 


- FRO, BROS 


・ サ ラモン 音 国 。 ダマ スク ス 


に オン マヤ 朝 を 開く 


障害 者 の 教 済 の た め , 四 天 
ESCHER, 悲田院 , 施 
楽 院 を 設け る 


‘Ea, REEL, RE. 


鍼 博士 制度 化す る 


・ 光 明 皇 后 は 障害 者 , 孤独 者 


ら の 救済 の た あめ 施 薬院 , 悲 
田 院 を 設け る 


・ 唐 僧 鑑 真 , SHOR CRE 


・ サ ラセン 音 国東 西 に 分 裂 す 
る 


伝授 の た め 来 日 する 


20, 律宗 の 根本 道場 と し 


・ 聖 バー ジル 生ま れる 






eae: ie 
外 Phe: 


| 記 語 
で き 


(~379), ケー ザ レ ア 紀 救 
民 院 を 設け る 


-BVA7AOBA, YY 


ア に 盲人 の 収容 所 を 設け る 




















763~ 1178 919 
:.. 一 Kk hE 事項 eae 
A ic 外 国 A 本 外 国 
て 唐 招提 寺 を 建立 する 
763 ・ 鑑 真 没 (76 歳 ) 


794 | ・ 平 安 京 に 遷都 する 





800 


822 





827 


839 | ・ 藤 原 貞 敏 , BOTH ee Is 
さめ , 帰国 する 


850 





872 


907 





960 


962 


・ チ ャ ー ル スズ ス 大帝 西欧 を 統一 
(ia — EER) 


・ イ ング ラン ド 王 国 成立 


RRC, 五代 は じ ま る 
・ 趙 医 出 , 宋 を 建国 


・ オ ッ トー1 世 , 神聖 ロー マ 








・ こ の ころ 「 日 本 霊異 記 」 成 


る , 盲人 開眼 の 記事 あり 


・ こ の ころ , 人 康 親 王 失 明 . 


UE RIC BAR EDRF 
事業 を 行なっ た と いわ れる 


・ 人 康 親 王 疫 す , 江戸 時 代 の 


盲人 は 親王 を 当道 座 の 祖神 
tLUceK 





: ff ES 2 


1016 


1019 | ・ こ の 前 後 , 藤原 道長 勢い を 


ある う 


1071 


1077 





1087 | ・ 白 河上 皇 の 院政 は じ ま る 
1096 
1167 | ・ 平 清盛 , ARK ETS 


1178 








ング ラン ドド 王位 に つく 


・ セ ル ジ ュ ク , 
ル サ レ ム 右 領 


トル コ ・ イ エ 


・ ド イッ 皇帝 ヘン リー4 世 , 
HEA V ay —7Tess, 
て 破門 され る 


・ (1270), 十字 軍 起 こる 





・ 三 条 天 皇 眼 疾 の た め 譲 位 さ 


れ , 翌年 悲痛 の う 5 ち に 世 を 
去ら れる 


・ 大 塞 権 師 訂 原 隆 家 , BAO 


身 で 大 蔵 種 材 ら と 刀 伊 の 侵 
入 を 撃退 する 





の た の ウリ アム 5 See 


コン ク テ ァ ラ ー, 罪 滅 の た め 
収容 施設 を つく る 


・ デ ュー クッ ウェ ル ブ プア 栓 5 


920 1185~ 1339 





= ーー % 重要 事項 ae 係 事項 
B ee: ie 還 本 | 時 還 
ババ リア に 盲人 ホー ム を つ 』 
くる 4 
1185 | - Fe GEOR) 
1192 | + PRE, 鎌倉 に 幕府 を 開く 
1198 -(1216), イン ノ セ ント 3 
ft, ロー マー 法王 と な る , 法 \ | 
王権 の 極 盛 期 
1215 、 | ・ と の と ころ 盲人 施設 を つく っ 
た だ た 聖 ルイ が 生ま れる 
1221 | ・ 承 久 の 乱 が 起き る ・ こ の ころ 比 吉山 の 性 仏 , B 
目 と な り , 平 曲 を 語る 
1232 | ・ 御 成敗 式 目 が つく られ る 
1260 = ・ パ リ に 盲人 収容 施設 設立 
1261 ‘BERR EL, 鎌倉 極楽 寺 に 
悲田院 , 施 楽 院 を 設立 
1270 ・ 十字 軍 の 終末 , 西欧 世界 の 
転換 の 夏 機 と な る 
1271 Ra, 国 号 を 元 と 改め る 
1274 | ・ 元 が 攻め て 来る ( 文 永 の 役 ) 
1279 ・ 南 宋 減 亡 
1292 ・ こ の ころ ラノ ー ・ Ae 
も で ウゥ , The Six-Vingts of 
Charteres 設 立 
1300 | 。 第 ・ こ の ころ 平 曲 家 明石 覚 一 生 - 
まれ る 
1305 ・ ベ ルギー 盲人 の 収容 施設 
つく られ る 
1329 ・ ビ ンド ン の アー サー 3 層 
リア ム ・ エ ル シ ン グ , 最初 
の 収容 施設 を 設立 
1333 | ・ 鎌 倉 幕 府 ほ ろ び る 
1334 | ・ 建 武 の 新政 は じ ま る 
1338 | ・ 足 利 尊氏 が 室町 に 幕府 を 開 ・ 明 石 覚 一 , 発 登 法師 の 組合 
< 「 当 道 座 ] を 結成 


1339 ・( 一 1453), 英 仏 百年 戦争 は 





西 紀 


1346 


1347 


1350 


1368 


1369 


1370 


1371 


1392 


1397 


1400 | 


1453 


1456 


1467 


1492 


1498 


1346~ 1498 
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外 国 


関 係 事 
| 


A 
外 








*COCABES DAT 


0, 高羽 の 被害 甚大 


・ 南 北朝 合 一 , 室町 幕府 の 盛 


時 


・ 金 半 寺 が で きる 


・ 応 仁 の 乱 起 こる , 戦国 時 代 


の は じ ま り 


<。 バ スコ * 


じ ま る 


(41351), この ころ ョ ー ロ 


ッ パ に ペスト 流行 し , A 
大 減少 


“RIE, 明 を 起こ す 


*FA—NVGRORW 


・ 李 成桂 , SH ( 李 朝 ) を 起 


Eg 


・ 東 ロー マ 帝 国 減 亡 
・ 百 年 戦争 終わ る , 英 仏 封建 


制 月 壌 の 端緒 


・ コ ロン ブス の アメ リカ 発見 


ダ ・ ガ マ , イン ド 
航路 発見 


・ 当 道 座 の 大 成 者 と いわ れる 
明石 覚 一 が 没 し た 


・ 平 曲 を 愛好 され た 後 時 光 上 
皇 CARRE) が 世 を 去ら 
れ た , この 前 後 , 平 曲 隆盛 
期 


・ 戦 国 時 代 , 諸国 の 大 名 に 
「 お 抱え 座頭 」 「 お 伽 衆 」 
と し て 抱え られ る 盲人 が あ 
り , また 敵 情 を さぐる 「 細 
fF] と し て も 使わ れ た 


«ENS ア の 学者 王 ジ avy, 


クレ ー シ ー の 戦い で 視力 低 
下 , モン トピ リア を 訪問 し 
た が 徒労 


・ 聖 ダ ビデ の 司教 ヘン リー・ 


Fe Porm, 生前 , 2S 
と 老 病 者 の 収容 施設 を つく 
る 


・ フ ラン ス の ジョ ン 王 , BA 


ホー ム を つく る 


・ ベ ルギー の ヘン ト に 盲人 収 


容 施設 つく られ る 


・ こ の ころ スペ イン の 王侯 武 


士 , ABLE SEARS 
楽 を 演奏 させ る 


922 1501~1534 











西 紀 一 般 重要 事項 Bs 関係 事 項 
H ee eee 国 上 ee ae 国 
1501 ・ こ の ころ SEO 売 官 制 確 


RE 官位 を 得る た め , BA 
金 貸 業 を 営 ゆ よう に な る 


1506 | ・ 室 町 幕府 , 撰 銭 を 禁ず 


1509 “Z7FALAA | AALS | 
1513 ・ バ ル ボ ア 大 平 洋 を 発見 
・ マ キア ベリ [AER] 
1516 ドド マス * 27 [=> Pe 
7 i 
1517 ・ マ ルチン ・ ル ター (1483- ン ~ANAVYVOWVIL YAS 


1546) 95 ヵ 条 意 見 書 (宗教 


改革 の は じ め ) OR Fr HAR Fl LEM 
・ ツ ウィ ング リ , 宗教 改革 を =) を 考案 , 1580 年 マドリ 
唱 う (スイ ス ) - 一下 に お いて 生徒 に 教授 
・ ロ ッ テ ル ダム の エラ スム ス 
(1467~1536), クィ ン テ 
ィ リ アヌス (35--92) OB 
ベラ を 実験 , 盲人 が 自由 に 
1518 | ・ 閑 吟 集 ( 小 歌集 ) 成る 読み 書き で きる こと を 論 ず 
1519 ° (222), マジ ェ ラ ン 一 行 の 
世界 周航 
1520 | ・ 幕 府 , -+—-RORAICE Y 
徳政 令 , この ころ 城下 町 大 
い に と 繁栄 
1524 ・ ド イツ 農民 戦争 は じ ま る 
1526 ・(^-1858), ム ガ ー ル 音 国 の ・ エ ラス ム ス の 親友 ジュ アン 
成立 ・ ル イス ・ ビ ベス , “On the 
Subvention of the Poor” 
を 発表 (盲人 に 有用 な 仕事 
を 与え , 直接 的 援助 で は な 
1527 ・ マ キア ベリ り 没 く 間接 的 に 独立 , 自営 を 援 
助 す る 説 ) 
1528 | ・ 阿 佐井 野 款 瑞 , 明 板 の 医書 
KE FT 
1529 ・ 王 陽明 (陽明 学 の 祖 ) 没 
(57 歳 ) 
1530 ・ ア ウゥ グ ス ブ ル グ 信 爺 告 白 


1533 | ・ 摂 津 一 向 一 握 


1534 ・ イ ギリ ス 首 長 令 発布 (イン | ・ 当 道 座 と その 本 所 , ARR 





西 紀 


1535 


1536 


1541 


1543 


1548 


1549 


1550 


1551 


1555 


1556 


1558 


1560 


1561 


1562 


1564 

















1535~ 1564 923 
一 KR 重要 事項 衣 関係 事項 
A 本 陸 国 上 本 外 国 
グラ ンド 教会 成立 ., イ ギ リ と の 間 に 盲 人 の 支配 を めぐ 
ス の 宗教 改革 は じ ま る ) る 争い 起こ る , 3 年 後に 当 


・ 天 文法 華 の 乱 UO E 


京都 の 法華 の 寺 を 焼く ) 


・ ポ ルト ガル 船 , 種子 島 に 涯 


着 し 鉄砲 を 伝え る (一 説 に 
1542) 


ョ 日 本 人 ヤジ iB, ay Cut 


礼 を 受け る 


・ ザ ビエ ル , 鹿児島 に 到着 , 


天主 教 を 伝え る 


f Pe vl, 平戸 ピ 京都 山 


口 で 布教 


・ と の ころ ョ ヨー ロッ パ か ら と 毛 
_ 織物 輸入 


・ ル イ ・ ア ル メ イダ , 初め て 


洋式 医療 を 行 な 5 


・ 尾張 桶 導 間 の 戦い (今川 義 


元 戦死 ) 


・ 上杉 謙信 , 武田 信玄 と 川中 


島 で 戦 


・ 大 村 純 友 , 受 洗 , 肥前 国 に 


キリ スト 教会 堂 を 建立 





・ ト マス ・ モ ア 刑 死 (57 歳 ) 


・ ジ ュ ネ ー ブ に お ける カル ビ 


ン の 宗教 改革 


・ コ ペル ニク ス , 地動 説 を 発 


表 


・ ア ウゥ グ ス ブ ル グ 宗 教 和議 


(新教 自由 公認 ) 


- (21903), イギリス , エリ 


ザ ベ ス 1 世 CE) 即位 


・ フ ラン シス ・ ベ ご ベー コン 生ま 


れる (~1626) 


2 (92) ララ ンス 277 


ー 戦 争 


・ シ ェ ー ク スピ ア 生 まれ る 


(~1616) 








道 派 の 勝利 


・ 玩 琶 法師 ロレンツ (日 本 名 


不明 ) ザビ エル か ら 洗 礼 を 
受け , の ち イ ルマン 放し "で 
布教 に 活躍 | 





・ イ タリ ア の ギ ロ リ ニモ ・ カ 


ル ダ ー ノ , 盲人 教育 の 可能 
性 を 信じ 実験 ,「 鋭敏 性 ] を 
公刊 , BADRABEO < 
あぁ う を 述べ る 


924 1565~ 1589 
ane —-$ 重要 事項 - 盲 関係 事項 3 
A zx. |x # 国 上 | 、- ih 半 国 
1565 ・ イ スパ ニア 人 , フィ リピ ン 
を 征服 
1571 | ・ 信 長 , SUUbETS ・ イ スパ ペ ニア, T= FC 3 
貿易 の 根拠 地 を 置く (<= すす 
ラ 市 建設 ) 3 1 
1 
1572 ・ ス コッ トラ ンド 宗教 改革 1 
・ セ ント ・ バ パー ソロ ミュ ー の 
虐殺 (新教 信 5 万 人 殺さ れ 
る ) 
1573 | ・ 室 町 幕府 減 亡 
1575 ・ イ タリ ア の ラン ベ ゼ ッ ト 。, 
リュ ー カ ス の 肖 出 し 文字 を © 
KE, 凸凹 両 文字 を 用 い 盲 
人 の 読書 に 関心 を 示す 
1576 | ・ 大 砲 伝来 
1577 | ・ 織 田 信長 , 安土 城 を 繁く 
1578 | ・ 大 友 宗 麟 , 受 洗 
1580 | ・ 有 馬 晴 信 , 受 洗 ・ モ ン テ ー ニ ュ 「 随 想 録 」 ・ 盲人 琵琶 法師 ダミ アン 
・ マ テオ ・ リ ッ チ 広東 上 陸 (1560 ~ 1605), 山口 で 受 
洗 (一 説 に 1585) 
1581 ・ オ ラン ダ 独 立 宣言 
1582 | ・ 大 友 宗 麟 ら 九州 大 名 3 人 , | ・ イ タリ ア , グレ ゴリ オ 13 世 
ロー ママ 教皇 に 少年 使節 を 派 | の 暦 改正 (現在 の 太陽 暦 ) 
遺 
・ 本 能 寺 の 変 
1584 | ・ ポ ルト ガル 商船 , 初め て 平 | ・ バ ー ジ = ニア 植民 の 初め 
戸 に 来航 
1585 | ・ 豊 臣 秀吉 , 関白 と な る 
1587 | ・ 秀 吉 , キリ スト 教 禁止 ・ 魚 津 の 盲人 沢 市 狗 教 , この 
ころ 多く の 盲人 , 国 禁 を お 
か し て キリ スト 教 を 信仰 し 
た と いわ れる 
1588 | ・ 秀 吉 , 刀 狩 り 令 を 発 す ・ イ ギリ ス , イス ペ ニ ア の 無 
・ 細 川 忠興 夫人 (ガラ シャ ) 敵艦 隊 を 破る 
受 洗 ・ ト マス ・ ホ ッ プ ス 生 まれ る 
(~1679) 
1589 ・ フ ラン ス の ブル ボン 朝 は じ 


まる 











A 本 
・ 豊臣 秀吉 , 全国 平定 


1591 | ・ 秀 吉 , 全国 の 戸口 調査 士 農 


工商 の 身分 法 を 定 む 


‘ROKR AH, 朝鮮 に 出 
= 


Fea, 朱印船 制度 を 定め る 


1592 


1593 | ・ 天 草本 「 イ ッッ プ 物語 」, 


「 平 家 物語 」 開 板 


1596 


1597 | ・ 慶 長 の 役 


・ 長 崎 26 聖 人 殊 孝 
・ 秀吉 没 (63 歳 ) 


・ 関 ヶ 原 の 合 戦 
・ オ ラン ダ 船 , 豊後 に 漂着 


ーー 和 重要 事項 a 





1590~ 1604 925 








外 国 
音楽 の 天才 スペ イン の フラ 
・ サ リナ ス 没 


外 国 H 本 








ンジ ジン スコ 


関 係 事項 
| 
7738) 


-ANMeY BUY EY 


(6675) 


・ ト ル ュ 軍 , オー スト リア に と 


侵入 


・ ル ネ ・ デ カル ト 生 まれ る 


(~1650) 


HY b R587 685K IE) 


・ イ ギリ ス 東 イン トト 会 社 設立 
・ イ タリ ア の ジョ ル ダ ノ ・ ブ 


ルー ノ 敵 殺さ る 





伏見 銀座 を 置き , 慶長 金銀 
を 鋳造 す 

この ころ 朝鮮 か ら 活字 を 持 
帰り 活字 印刷 術 起 こる 


・ 徳 川 家康 , 江戸 幕府 を 開く 


1601 | ・ 
1602 
1603 
1604 


1606 





・ フ ラン ス , 東 イ ンド 会 社 設 


・ ポ ルト ガル 人 , オー スト ラ 


リア 発見 


・ イ ギリ ス , エリ ザ ベ ス 救 谷 


法 公 布 


・ オ ラン ダ 東 イン ド 会 社 設立 


・ 土 屋 円 一 FEA), 当 
道 座 の 存続 を 家康 に 嘆願, 
当道 制度 の 存続 と 保護 を 認 
め ら れる 


・ 江 戸 幕府 の 盲人 対策 

立 (1) 当 道 座 の 公認 か つ 自 治 を 
許し , 司法 権 を も 与え る 

(2 落 官 お よび その 売 官 を 認 
DA 

(3) 金 貸 業 ( 官 金 ) を 公認 し , 
この 債権 に 対し て は 先取 
の 優先 権 を 与え て 保護 

(4) 全 国 の 盲人 を 当道 座 に 加 
入 さ せ , 京都 の 職 検校 ま 
た は 江戸 の 惣 録 検校 の も 
と に 統轄 

5) 盲人 に は いっ さい の 租 調 
の 義務 を 免除 





・ ダ ミア ン 山 口 で 痢 教 















































926 1607~ 1630 
ig 一 般 重要 事項 Bp 関 Kk 事 項 
A 本 外 国 A 本 | 外 国 
1607 | ・ 朝 鮮 使節 来 朝 , 日 鮮 国 交 を | ・ 土 地 囲 込み に 対す る 農民 の 
開く 反抗 起こ る (イギリス ) 
1608 | ・ 伏 見 の 銀座 を 京都 に 移す , | ・ フ ラン ス , アメ リカ の ヶ ベ 
永楽 銭 の 通用 を 停止 ッ ク に 植民 
1609 | ・ オ ラン ダ の 平戸 貿易 始ま る | ・ ケ プラ ー, 天体 の 3 法則 成 
・ 家 康 , TAS=7HECHR| る 
易 保護 を 約束 する 
1612 | ・ 幕 府 直 博 領 の キリ スト 信教 
1613 | ・ 全 国 的 禁 教 令 - (1762), ロン シア , ロマ ノ 
フ 王 朝 起 こる 
1614 | ・ 朝 鮮 活字 で 大 蔵 経 を 印刷 
・ 高 山 右近 ら キ リ シ タ ン 信 者 
を 国外 追放 
1615 | ・ 大 阪 夏 の 陣 , 豊臣 氏 亡 ぶ 
・ 武 家 諸 法 度 , 禁 中 な ら び に 
公家 衆 諸 法 度 制定 
1616 | ・ ヨ ー ロ ッ パ 船 の 来航 を 平 | ・ 後 金 ( 清 ) 建国 
戸 , 長崎 に 制限 …- ジ シェー クス ピア 没 
・ 徳 川 家康 没 (75 歳 ) 
1618 ・30 年 戦争 起こ る 
1620 | ・ こ の ころ 5 人 組 制 度 実施 ・ イ ギリ ス の ピュ ー リ タン , 
北米 に 移住 。 (メイ フラ 
-F CE リグ リリ Ap Pip 
ザー ズ の コッド 岬 に 上 陸 ) 
1621 ・ 幕 府 に 当道 保護 政策 を 認め 
させ た 移 検 校 伊豆 円 一 没 
(81 歳 ) 
1625 | ・ 関 所 , 駅 伝 の 制 を 定 む ・ イ ギリ ス , チャ ー ル ス 1 世 
即位 
1626 | ・ 幕 府 , 人 身 売 買 を 禁止 ・ フ ラン シス ・ ベ ー ュ ン 没 
・ と の ころ か ら 各 藩 で 塩 の 専 |・= ニ ュー アム ステ ルダム 建設 
売 制 は じ ま る 
oe ・ イ ギリ ス 国 会 「 権 利 の 請 
願 」 裁決 
1630 | ・ キ リス ト 教 関係 書籍 の 輸入 | ・ イ ギリ ス 人 , マサ チュ ー セ 
を 禁止 ッ ツ 大 移住 





WW, 丸岡 に 学寮 を 建設 
・ 上 内原 益 軒 生 まれ る (->1714) 








1631 


1632 


1633 


1635 


1636 


1637 


1639 


1640 
1641 


1642 


1643 


1648 


1649 


1651 














1631~1651 
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・ 奉 書 船 制度 創設 


・ 奉 書 船 以外 の 海外 渡航 ・ 帰 


航 禁 止 , 海外 渡航 者 の 帰国 
を 制限 (第 1 回 鎖国 令 ) 


・ 参勤 交代 制 の 確立 
・ 日 本 人 の 海外 渡航 ・ 帰 国 を 


禁止 


Be ts SKE, 


BRA ASG eR IE 


・ 日光 東 照 宮 完 成 


・ 幕 府 , 宗門 履 役 を お き , 寺 


請 ・ 宗 旨 人 別 帳 を つく る 


・ ポ ルト ガル 人 の 来航 禁止 


(鎖国 完成 ) 


・ 僧 契沖 生ま れる (-~1701) 


・ 平 戸 の オラ ンダ 商館 を 長崎 


に 移す 


・ 井 原 西 稚 生 まれ る (1693) 


・ 田 畑 の 永代 売買 禁止 


・ 江 戸町 人 の 家 曽 相続 法 を 定 


め る 


・ 徳川 家 光 没 (48 歳 ) 











・ ス ピノ ザ 生 まれ る (へ 1677) 
ジョ ン ャ ロッ ク 生 まれ る 


(~1704) 


2 Yee eet = aN 7 


BIO Riebd sa 


・ フ ラン ス ,30 年 戦争 に 参加 , 


kh イツ お よび イス バニ ア に 
eR, 新教 徒 を 援助 
・ 後 金 , 国 号 を 大 清国 と 改め 
る 


・ ル イ 14 世 即位 
・ デ カル ト 「 方 法 叙 説 」 


・ オ ラン ダ 人 , マラ ッ カ を 占 


領 


Es —-V RVR 


・ ウ ェ ス ト フ ァ リ プア 条 約 (30 


年 戦争 終る ) 


・ ク ロム ウゥ エル の 独裁 , 共和 
政治 成る 


・ イ ギリ ス 航 海 条例 


・ 石村 検校 疫 , 三 弦 音楽 の 創 


始 者 と いわ れる 


- BIIRBA © Sein ¢ OFF 


に 紛争 起こ る , 幕府 の 裁 許 
(により, 当道 勝訴 この の 
ちゃ , 幕府 の 当道 保護 政策 
(こよ っ て , つね に 当道 派 有 
利 に た つ 


・ 紀伊 藩 の 偽 官 那波 活 所 没 


(54 歳 ), 中 年 で 失明 し た 
川 頼 宜 の 厚い 信任 を 得る 








・ ド イツ 人 ゲオ ルク 


・ ビ エー ル ・ モ ロー,。 ペリ で 


鉛 製 可動 の 文字 を 作成 


2 レ ド リッ セ OY sea YAN 


ル ガ ー 没 (47), FAY 
DA, 3 歳 で 天然 療 の た め 
失明 , すず 文字 を 考案 


・ ハ ノレ 和 ス 


928 1657~ 1674 






































西 紀 一 KR 重要 事項 BB 係 事 項 
i A Ae 、 国 A 7 用 。 人 国 
・ ホ ッ プ ス 「 リ バイ アサ ン 」 デル ファ 薄 ら る う を ぬっ て 平 
板 の 文字 を く ぁ 5 
1657 | ・ 江 戸 明 暦 の 大 火 (死者 10 万 
人 ) 
・ 商 人 ・ 職 人 ・ 同 業 組合 が 独 
占 的 利益 を 図る こと を 禁止 
A, 大 日 本 史 編 集 に 着手 
1658 ・ ロ ン シ ン ア , ネル チン スク に 築 
城 
1660 ・ イ ギリ ス 王 政 復古 
1661 | ・ 福 井 藩 , 藩札 発行 ・ (£1715) ルイ 14 世 親政 
1662 ・ 明 滅亡 
1664 ・ 盲 人 中 村 宗 三 「 糸 竹 初 心 集 」 
刊行 , 近世 日 本 音楽 の 文献 
の う も 最 古 の 一 つ , と くに 
三味 線 の 楽譜 と し て は 最も 
古く 貴重 
1665 | ・ 金 銀 の 売買 を 禁止 ・ コ ル ベ ー ル (フラ ンス ) 
財務 総監 就任 , 重 商 主義 政 
策 を 勧め , 絶対 王権 を 強化 
1666 | ・ オ ラン ダ 風 説 書 (邦文 で 現 
存する も の の 初め ) 
1667 ・ 伊 勢 山田 の 盲 俳人 杉木 望 一 | ・ ミ ルト ン 「 失 楽園 
没 (83 歳 ), 「 望 一 千 旬 」 「 望 
一 後 千 名 ] な ど 
1669 ・ ニ ュー トン の 微積分 法 の 原 
時 
・ パ スカ ル 「 ペ パン セ | 
1670 ・ イ タリ ア の フラ ン シ ス ラ ュ ・ 
ラ ナ ・ テ ル ジ Proddramo 
公刊 , 点 と 線 と の 組合 わせ 





アル ファ ベッ ト 考 案 
・ イ ギリ ス , BREAD B 
ラン 生ま れろ る (FAW 





ド ) 
1673 | ・20 石 以下 の 名 主 , 10 石 以下 | ・ 隊 医 W. リ ー ネ 長 崎 に 来る 
の 百姓 の 分 割 相続 を 禁止 す 
る 分 地 制 限 令 を 発 す 
・ 三 井 高利 , BRB RARELY 
開く 
1674 | > HESS ・ ジ ョ ン ・ ミ ルト ン 没 
(66 歳 ) 


nite | 











1675 


1680 
1681 
1682 


1683 


1684 


1685 


1686 


1687 


1688 


1689 


1690 


1691 
1692 


1693 


1694 


— ® 重 
A 本 
・ 西 山 宗 因 , 談 林 派 


俳 譜 を 確立 

(BIE, 将軍 と な る 

・ 鉄 眼 の 一 切 経 成る 

・ 井原 西 鈴 「 好 色 一 代 男 」 
eee 


・ 宜 明 暦 を 新暦 の 貞 亭 暦 と 替 
える 


・ 生類 憐 みろ の 令 発 布 


・ 大 阪 堂島 に 米穀 取引 所 建設 


BR [ROR | 


・ 昌平 坂 学問 所 創設 


・ 住友 友 芳 , 別 子 銅山 開発 


・ 東 大 寺 大 公開 眠 
・ 井原 西 鈴 「 世 間 胸 算 用 」 


・ 井 原 西 鈴 没 (52 歳 ) 
> PARE ARS (51 歳 ) 

















・ フ ィ ラ デル フィ ブ 市 建設 


・ フ ラン ス の カト リッ ク 主 義 
教育 家 ラ ・ サ ー ル , キリ ス 
ト 教学 校 同胞 会 を 組織 ( 世 
界 に お ける 組織 的 な 教員 養 
成 機関 の 初め ) 


・ ナ ント 和 勅 令 廃 止 


"ミュート ン , 万 有 有 引力 の 法 
則 発 見 


廃位 . ウィリアム 3 世 即 位 


・ イ ギリ ス , HAS 


・ (< へ 97) 英 仏間 の 植民 地 戦 


争 (ウィ リア ム 王 戦争 ) 


・ モ ン テ ス キュ ー 生 まれ る 


(~1755) 


・ ロ ッ ク 「 市 民政 府 論 一 編 」 


「 人 間 悟 性 論 」 


・ イ ング ラン ド 銀 行 設立 














・ 杉 山 和 一 , 5 代 将 軍 綱 吉 を 


治療 , これ に よっ て 幕府 の 
RE LTS 


- BASH OTC / ERB 


(72 歳 ) 多く の すぐ れ た 
盲人 筆 曲 家 を 出す 


・ 杉山 和 一 , 関東 向 検 校 と な 


る , 「 当 道 新 式 目 」 を 制定 


・ 向 検校 艇 山 和 一 没 (85 歳 ), 


艇 山 流 鍼 術 の 創始 者 , 門下 
か ら 多 く の 盲 目 の 鍼 治 家 を 











1675~ 1694 929 
要 事 項 育 関 係 事項 
外 国 A 本 | 外 国 
・ 明 , 海 禁 を 解く 


・ ロ ンド ン で W. リー ネ 鍼 灸 
法 出版 


・ ドイ ツ 人 医師 EL ケン ペル 
(1651~1716) 来 日 , その 
著書 「 日 本 誌 」 に 鍼灸 を 紹 


介 















































930 1700~ 1719 
西 紀 一 般 B BA Bw B'S 人 福祉 
8 FA 本 外 国 A 本 | 外 国 
出す , 「 秘 山 流 三 部 書 」, 
[医学 節 用 集 ]」, 「 選 鍼 三 要 
| を 著述 
1700 | + #8) I|SEBRE (73 歳 ) ・ イ スペ ニア の ハプスブルグ 
家 断 絶 ,。 ブル ボン 家 代 る 
1701 ・ イ スペ ニア 継承 戦争 
・ プ ロン シャ 王国 成立 
1704 ・ ジ ョ ン ・ ロ ッ ク 没 (72 歳 ) 
1705 ・ ス イス の 数 学者 。 ヤ ュ ブ ・ 
ベル ヌイ 没 (51 歳 ), ORR 
に 刻み 込ん だ 文字 で 盲人 を 
教え た ) 
1707 | ・ 幕 府 , 藩札 を 禁止 ・ イ ギリ ス , ス ヨ ッ トラ ンド 
・ 富 士 山 噴火 を 併合 大 プリ テン 王国 と な 
る 
1708 | ・ 関 孝和 没 (67 歳 ) 
1709 | ・ 徳 川 綱吉 没 (64 歳 ) 
・ 生 類 憐 み の 令 を 解く 
・ 新 井 白石 , | 西洋 紀 開 」「 条 
覧 異 言 」 
1710 | ・ こ の ころ 寺 人 小屋 普及 し , 庶 
民 教 育 大 い に 進 む 
1711 ・ デ ビッ ト ・ ヒ ュー ム 生 まれ 
る (~78) 
1712 ・ ジ ャ ン ・ ジ ャ ッ ク ・ ル ソー 
生ま れる (~78) 
1714 | ・ 貝 原 益 軒 没 (85 歳 ) °(227), イギリス , ジョ ー | ・ 山 崎 勾 当 「 将 棋 亀 鑑 ] 
ジ 1 世 即 位 
1715 | - wats (長崎 貿易 の | ・(--74, フラ ンス , ルイ 15 | ・ 笛 曲 生田 流 の 始祖 ・ 生 田 幾 
新制 限 令 ) 世 一 没 (60 歳 ) 
1716 | - Ga, 将軍 と な る ・ 清 の 「 康 購 字 典 」 成る ・ ラ イブ プ ニッ ツ 没 (1646^) 
・ 享 保 の 改革 は じ ま る [視覚 新 論 ] を 著 し , ロッ 
ク の 「 人 間 悟 性 論 」 の 心理 
学説 を 反論 
1717 ・ 偏 学者 後藤 松 軒 没 , 幼時 に 


1719 





ie の | REYES クル 


失明 し た が , 会 津 藩主 保科 
正之 に 招 か れ そ の 識見 を 5 
fer oy (ee, 





西 紀 


1720 


1721 


1723 


1725 


1726 


1727 


1728 


1729 


1733 


1736 


1739 


1740 


1741 


1742 


1745 


1746 


1720~ 1746 
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・ こ の 年 か ら 6 年 目 ご と に 戸 


日 調査 を 行 な 5 


・ 物 価 引 下 令 を 出す 


* BRA APRE (63 歳 ) 


・ 石田 梅 岩 , 京都 で 心 学 の 講 


席 を 開く 


・ 江 戸 人 に 米 一 握 


・ 荷 田 春 満 疫 (69 歳 ) 


・ 農 民 の 強 訴 ・ 逃 毅 禁止 


・ 公 事 方 御 定 書 (刑法 の 部 王 


御 定 書 百人 箇条 ) VEC 


・ 西 陣 高 機 屋 仲間 (同業 組合 


成立 








・ ス ウィ フト 「 ガ リ ベ バー 旅行 


ac 


・ ニ ュー トン 没 (1643~) 


DNS eT 


ベー リン グ 海 峡 発見 


・ イ ギリ ス , ジブ ラル タル を 


保有 


“Lav TA, RRA 


・ ベ ル グ ラ ー ド 和 約 , トル 
a, オー スト リア か ら 広 大 
な 土地 を 取 戻 す 


-(~48), オー スト リア 王位 


継承 戦争 起こ る 


“BY7 Urey oy Fed 


傾 


・ ペ スタ ロッ チ 生 まれ る 








・ 三宅 商 斎 , 佐藤 直方 に 師事 


偽 学 を 学ぶ 上 


・ 惣 検校 島 浦 益 一 退役 , これ 


以後 江戸 に は 物 録 を 置い て 
盲人 の 統轄 に 当たる こと に 
な っ た 








一 Kf 重要 事項 Bp wa BB 人 福祉 
A 本 外 国 A 本 | 外 国 
ー ソ — | 
・ キ リス ト 教 以外 の 洋書 輸入 | ・ チ ベッ ト , 清 領 と な る ・ 惣 検校 三島 安 一 没 ・ イ ギリ ス の 盲 数 学者 , ニュ 
解禁 (杉山 和 一 の 弟子 , 杉山 流 | ラス ・ サ ンダ ー ソ ン , 数 学 
の 鍼 術 を 全国 に 広め た 功労 | 計算 板 発明 
者 ) 
・ 目 安 箱 設置 ・ イ ギリ ス , ウォ ルポ ー ル 内 
闘 成立 (次 任 内 閣 制 度 の 初 
め ) 
・ 足 高 の 制 を 定め る ・ 清 国 , キリ スト 教 を 禁止 
・ 心 中 物 の 出版 ・ 上 演 を 禁止 
・ 新 井 和 白石 没 (69 歳 ) ・ 多 前 黒田 藩 の 盲 学者 大 神沢 
一 没 (42 歳 ) 


・ イ ギリ ス , オル ガニ テス ト 。, 


作曲 家 の 職業 教育 を 始め る 


・ ケ ンプ ブ リッジ 大 学 教授 , = 


PAISAPAY SE 
(57 歳 ) 





















































932 1748~ 1768 
西 紀 一 般 重要 事項 B K&B BSB A 福 社 
A i ee 国 A 本 際 。 = . 鞭 国 
(~1827) 
1748 | ・ 仮 名 手 本 忠臣 蔵 , 大 坂 竹 本 | ・ モ ン テ ス キュ ー, 「 法 の 精 ・ ポ ー ラ ンド に 点字 印刷 所 で 
座 で 初演 神 」 =o 
・ ベ ン サ ム 生 まれ る (へ 1832) 
1749 ・ ゲ ー テ 生ま れる (~1832) ・ デ ニス ・ デ ィ ド ロ 「 盲 人 書 
1750 | ・ フ ラン クリ ン , 避雷 針 発明 ・ ス イス の 博物 学者 ヒュ ー バ 
| ー 生 まれ る 
1751 | ・ 徳 川 吉宗 没 (68RD ・ 〇 へ 75), フラ ンス 百科 全書 
| ・ 松 前 藩士 加藤 喜兵衛 , |) の 編集 は じ ま る 
を 探険 
1754 | + LURE SMD COED IR 
剤 を 行ない , [hee Ie SseT 
1755 | ・ 安 藤 員 益 「 自 然 真 営 道 ] ・ ル ソー「 人 間 不 平等 起 原論 」 
1756 | ・ 米 価 騰 足 の た め 米 商 に 買 占 | ・ 英 仏 植民 地 7 年 戦争 始ま る 
め を 禁ず 
1757 | ・ 杉 田 玄 白 , 洋 医 学 を 唱 5 ・ プ ラッ シー の 戦い (イン ド ・ マ リア ・ テ レジ ア ・ フ ォ ン 
に お ける イギリス の 勢力 確 MAT FPA, 7 4 —-BiSs 
立 ) 生ま れる , 盲目 の た め 特 殊 
な 教育 を うけ る 
| 
1758 | ・ 宝 暦 事件 ・ ケ ネー 「 経 済 表 」 
1760 | ・ ド ・ レ ベー, 世界 最初 の ろ 
5 学校 を パリ に 設立 
1762 | ・ 寺 院 へ の 田畑 寄進 を 禁ず ・ ル ソー「 民 約 論 」 
・ イ ギリ ス , マニ ラ 占 領 
1763 ・ 7 年 戦争 終結 
1764 | ・ 江 戸 の 町 人 に 新 田 開 発 奨励 | ・ ビ ィ ン ケ ルマン 「 古 代 美術 ・ イ ギリ ス , 心理 学者 トマ ス 
史 」 ・ レ ー ド 「 盲 心理 論 」 発表 
・ ハ ー グ リー ブス , 紡績 機械 
発明 
1765 | ・ 関 東 の 農民 20 万 人 の 大 一 握 ・ 座 頭 の 高利 貸 , ET ETE 
・ 幕 府 医 官 多紀 元 考 , 医学 舎 ん と な り , その 取立 て も 横 
澄 館 を 起こ し 幕府 医学 所 に ERXbDOKOT, 幕府 , 
ARB 高利 取締 令 を 出す . 
1767 | ・ 農 民 に 堕 胎 の 悪 習 を 禁ず ・ ケ ネー「 重 農 主 義 」 
1768 | ・ 上 田 秋成 「 雨 月 物語 」 ・ ア ー ク ライ ト , 水力 紡績 機 ・ 盲目 の 時 計 師 ケ ネ デ ー 生 ま 








械 発明 


れる 


"で 3 eae hee 





1769~ 1786 

















1769 


1771 


1772 


1774 


1776 


1777 


1778 


1779 


1781 


1783 


1784 


1786 











PRA Be (73 歳 ) 


・ ロ ン ア 船 , ORCAS 


・ 田沼 意 次 老 中 と な る 


‘MASA, 前 野良 沢 , 中 川 


淳 庵 同学 書 翻訳 , 「 解 体 新 
書 」 完成 
・ 百姓 の 江戸 出稼 ぎ を 禁ず 


・ ロ ン ア 船 , 央 夷 地 に 来 て 通 


商 を 求め る 


・ 本 居 宣 長 「 古 事 記 伝 」 上 巻 


・ 平 賀 源内 獄 死 (51 歳 ) 


-(~88), 天明 の 大 餅 鯉 
-KBSIR, [BFK 


・ 田沼 意 次 失脚 
・ 開 府 以来 の 関東 大 水害 








ツア 。 クリ ミア 直 領 


case A IN アリー ア ビッ ジグ 5 


ロン ア の 第 1 次 ポー ラン ド 
分 割 


・ フ ラン ス の ルイ 16 世 即位 


・ ア メリ カ 13 州 独立 宣言 
・ ス ミス 「 国 富 論 ] 


・ ア メリ カ , 星条旗 制定 , 連 


合 規約 の 制定 


デム テル ・ ハ イニ テッ ケ グ , 7 


イプ チ ヒ に ろう あ 学 校 開校 
ドイ クツ 発音 法 の 大 家 


・ フ ラン ス , 農奴 廃止 令 
・ ク ロン プ ト ン 走 鍵 紗 績 機 発 


明 


・ イ ンマ ヌ エ ル ・ カ ント 「 純 


粋 理性 批判 」 


・ バ パリ 条約 (イギリス , アメ 


リカ の 独立 を 承認 ) 


・ ア メリ カ 船 , 広東 に 来航 


・ 朝 鮮 , キリ スト 教 の 布教 さ 


か ん に 行なわ る 








ako, 








・ 琴 , 三味 線 , 鍼 治 , 導 引 等 


を 生業 と する 盲人 は すべ て 
検校 の 支配 と する 


・ 漢 詩人 横谷 玄 画 AXED 


没 (59 歳 ), 6 歳 で 和 失明 鍼 治 
家 と な っ た が , 漢詩 を 高野 
Me (盲人 ) に 学び その 詩 
作り tesa 


- BAS LORAO BATE ii 


利 貸 事件 が 発覚 し , 8 検 
校 , 1 勾当 , 1 座頭 その 他 
これ と 関係 ある 弟子 , 家主 
な ど 多 数 検 共 され る 


「 群 書類 従 」 の 
編集 に 着手 (1819 年 まで に 
530 巻 の 木版 本 完成 ) 


・ 当 道 派 の 願い 出 に ょ より, 幕 


府 , 武家 出身 の 盲人 は 盲 僧 
と し て 青 蓮 院 支配 下 に 入 
り , 百姓 町 人 の 出身 の 盲人 
は 当道 座 の 支配 下 に 入る よ 
5 命令 する 














ODZY RS OP BA, ズリ 


で 無 教 杖 の 盲人 の 興業 を 
見 , 盲 教育 に 着手 


IND SB a 


に 青年 訓 盲 院 設立 (世界 最 
PIO BFR) 療 出 文字 の 本 
を 作る 




















934 1787~ 1800 
一 般 重要 事項 

に A = ig oe 還 

1787 | ・ 米 価 高 騰 し , 江戸 ・ 大 坂 の | ・ ア メリ カメ 合衆国 憲法 制定 
町 人 騒乱 す (天明 の うち こ 
わし) 
・ 松 平定 信 老 中 筆頭 と な り , 
侯 約 令 を 発 す 
・ (93) 寛政 の 改革 

1789 | ・ 棄 指令 を 発し , 旗本 御家 人 | ・ フ ラン ス 大 革命 起こ る , 人 
の 負債 を 免 ず , 大 名 に 囲 米 | 権 宣言 を 発する 
を 命じ る ・ ワ シン ント ン , アメ リカ 大 統 

領 に な る 

1790 | ・ 寛 政 異 学 の 茜 (幕府 , 聖堂 | TRA As AW (67 歳 ) 
(に お いて 朱子 学 の ほか 異 学 | ・ カ ント 「 判 断 力 批判 」 
を 講 完 する こと を 禁止) 

1791 | ・ 林 子 平 「 海 国 兵 談 」 ・ 朝 鮮 , 洋学 を 禁ず 

1792 | ・ ロ シア 使節 ラク スマ ン , 根 | + (0-97), 第 1 回 欧州 同 明 
室 に 来 て 通商 要求 ・ フ ラン ス 王 権 廃止 , 共和 和 制 
・ こ の ころ 都市 ・ 農 村 に お け | 宣言 
る 家内 工業 著しく 発 

1793 | ・ 幕 府 , 諸 大 名 に 異国 船 取扱 
・ 海岸 防備 令 を 達する 

1794 ・ 歴 史家 ギボン 没 (57 歳 ) 

1795 ・ イ ギリ ス , MRAM 

1796 | ・ イ ギリ ス 船 , 海図 作製 の た | ・ 清 , 阿片 輸入 禁止 , 白蓮 孝 
め 室 義 に 来航 徒 の 乱 起こ る 

1797| ・ 昌 平 坂 学問 所 (聖堂 ) を 官 
学校 と する 

1798 | ・ 本 居 宣 長 「 古 事 記 伝 」 完成 | ・ マ ル サ ス 「 人 口論 」 

1799 | ・ 東 峰 夷 を 幕府 直 団 と す ・ ブ リュ メー ル 18 日 ( ナ ポ レ 

オン の クー デ タ ー) 
1800 Bax, 帳 夷 地 を 測量 

















mh} 








想 
ay [SE 


—| II 


> 
> | ath 
a 





Tao, 幕府 の 許可 を 得 


て 和 学 講談 所 を 開設 , 古文 
ROI, 門弟 の 養成 に 当 
IED 


・ フ ラン ス の 牧師 下 ・ レ ペー 


UE (77 歳 ) 


・ イ ギリ ス の = ペン 一 = ee 


A, ニコ ラス ・ サ チン タ 語調 


ン の 数 学 板 を 改良 する 


・ こ の ころ イギリス 最初 の 盲 


学校 開設 (リバ プー ル ) 


・ ス コッ トラ ンド の 盲 詩人 , 


トー マス ・ ブ ラッ クロ ッ ク グ 


没 (7036) 


・ エ ジン ベラ 盲人 養育 院 と ブ 


リス トル 訓 盲 院 設立 


・ サ セッ クス に 盲人 救済 機関 


設立 , 年 金 を 支給 


"VAS -NV BAR, 寄宿 生 


収容 


-(~70), イギリス の 盲 教育 


に 各種 の 線 字 が 行なわ れ 線 
字 の 間 に 激 し い 対立 が 起こ 
る ( 線 字 戦 争 ) 
























































1801~1815 935 
rig 一 Kk B Bs Bw B-’B 人 福 祉 
0 A 本 外 国 H 本 | 外 国 
1801 ・ ジ ジェファーソン , アメ リカ | ・ 平 曲 家 荻 野 知 一 (検校 ) 没 
大 統領 と な る (70 歳 ), 平 曲 の 諸 譜 本 を 
・ イ ギリ ス , アイ ル ラ ンド を | 校 合 し て 「 平 家 正 節 ] を 完 
併合 成 
1802 | ・ 十 返 舎 一 九 , 「 東 海道 中 膝 | ・ フ ラン ス 新 (第 4 ) 憲法 制 
BEE | fen 
1804 | ・ ロ ン ア 使 和 館 レ ザ ノ フ 長 崎 に | ・ ナ ポレ オン 法典 成る ・ 俳 人 竹内 玄 々 一 (勾当 ) 没 | ・ ク ライ ン , ウィ ー ン に 盲 学 
来 て 貿易 を 求め る (63 歳 ) | HERA AR | 校 を 開設 
1805 | ・ 幕 府 , ロン ア の 通商 要求 を | ・ ト ラフ ァ ル ガル の 海戦 RO, 江戸 の 盲人 を 統 
拒絶 轄 する 物 録 の 職 に つく 
1806 | ・ 江 戸 の 町 人 に 御用 金 を 命 ず | ・ ナ ポレ オン , ベル リン 入 292 ン シク ンド デー イオ ペル 
城 , 大 陸 封 鎖 令 を 実施 リン に ドイ ツ 最 初 の 盲 学校 
開設 
1807 ・ ヘ ー ゲ ル 「 精 神 現象 学 ] ・ チ ェ コ スロ バキ ア の 盲 教育 
7) lege in esl sree が プラ ハ で は ほじ め ら だ た 
ぐ 」 コン レイク 0 シン 62 た コイ セン 
ト ・ ペ テル ブル グ に シア 
最初 の 盲 学校 開設 
・ ス ウェ ー デ ン の 形 ろ う 忠 教 
育 が は じ め ら れ た 
・ ラ ラン ス の パル ビデ 1s 
式 点字 等 考案 
・ オ ラン ダ の 盲 教育 が は じ め 
られ た 
1808 | ・ 英 艇 フェ ー ト ン 号 長崎 に 侵 
DA 
・ 間 宮林 蔵 樺太 探検 , 間宮 海 
峡 を 発見 す 
1809 ・ ナ ポレ オン , 法王 領 併合 ・ ス イス , チュ ー リ ッ ト し ヒ 上市 立 
BRR. 
1810 ・ ベ ルリ ン 大 学 創設 (学長 フ 
KET) 
1811 ・ 清 , ヨー ロッ パ 人 の 内 地 原 ・ デ ンマ ー ク の コペン ペー ゲ 
住 を 禁じ , 布教 を 厳禁 ン に 盲 学校 開設 
1812 oF Vay Ee Ne ee 
征 , 敗退 
1814 -(~15), ウィ ー ン 列国 会 議 ・ 盲 詩人 エド ワー ド ・ ラ ッ シ 
bv (59 歳 ) 
1815 | ・ 艇 田 玄 白 「 蘭 学事 始 」 成る | ・ ワ ー テ ル ロ ー の 戦い ・ 座 頭 の 高利 貸 を 禁ず 


> Fie | od 





936 


西 紀 


1817 


1818 


1819 


1820 


1821 


1822 


1823 


1824 


1825 


A 


・ 艇 田 玄 白 没 (85) 


・ イ ギリ ス 船 。 浦賀 に 来航 , 


貿易 を 求め る 


・ 伊 能 忠 殴 の 「 大 日 本 沿海 実 


HIRI KS 


z シー ボル ト 来 日 , 翌年 長崎 


に 調 を 開く 


・ 凌 国 船 打 払 令 


1817~ 1828 


・ イ ギリ ス , シン ガ ポ ー ル を 


領有 


・ ギ リン シャ 独立 宣言 
・ ナ ポレ オン 没 (1768~) 


“FAVA, モン ロー 主義 宣 


Dill 


・ 第 1 次 ビル マ 戦 争 起 こる 


・ ニ ュ ラ イ 1 世 即 位 (~55) 
・ デ カブ リス ト の 反乱 








1826 


1827 


1828 


・ 小 林 一 茶 没 (65 歳 ) 
・ 頼 山陽 「 日 本 外史 」 
・ こ の ころ 青 地 宗 林 , 


「 気 海 
Gil] を 著 す (日 本 最初 の 
物理 学 書 ) 


・ シ ー ボ ルト 事件 


・ ス イス の 教育 者 , ベス タロ 


ッ チ 没 (81 歳 ) 


・ ベ ー ト ー ズ ベン 没 (57 歳 ) 


B 教 
A 本 


・ 筆 曲山 田 流 の 始祖 , 山田 半 


養 一 没 (61 歳 ) 


・ 坊 保 己 一 「 群 書類 従 正 篇 」 


完成 


・ 物 検校 培 保 己 一 没 (76 歳 ) 


その 業績 は 長く 学界 に 寄与 


育 ・ 盲 人 福祉 
| 外 





・ 国 学者 雨 富 流 謙一 検校 没 


(70 歳 ) 境 保 己 一 の 門下 , 
古典 に 通じ し て いた 


・ 国 学者 本 居 春 庭 没 (66 歳 ) 


宣長 の 長男 , 後 鈴屋 と 号 す 
る , 中 年 で 失明 し た が , 国 
学 に は げ み , 「 詞 の 入 衝 」, 
「 詞 の 通路 ]」 な ど を 口 授 に 


国 


・ ベ ルギー の 盲 教育 始ま る 
: PPA A; 


( ビ ェ ナ 学 校 ) 
盲導犬 の 研究 発表 


・ ス ペイ ン , 最初 の 盲 学校 を 


バル セロ ナ に 設立 


・ バ ルビ エ 12 点 点字 ウノ グラ 


フィ ー を ズリ 盲 学校 に 盲 
用 と し て 採用 を 要請 


・ 世 界 盲 教育 の 始祖 , ベラ ン 


タン ・ ア ュ イ 没 (77 歳 ) 


・ ワ イセ ン ブ ル グ 没 (68 歳 ) 


7 歳 で 失明 クリ スチ ャ ン 
・ ニ ー セ ン に と つい て 算数 ・ 地 
理 等 の 教育 を 受け , 盲人 用 
肖 彫 地図 を 最初 に 使用 し た 


・ フ ラン ス の ルイ プラ イミ 


6 点 に よる 盲人 文字 を 完成 


・ エ ジン バラ に ヒ 盲 婦人 ホー ム 


開設 


・ ハ ン ガ リー の 盲 教育 始ま る 


・ グ ラス ゴー Asylum 設 


立 





西 紀 


1829 


1830 


1832 


1833 


1837 


1838 


1839 


1840 


1841 


1842 


— K 重 
A 本 
・ 全 国 的 な 天保 の 大 餅 鮭 は じ 
ae 


・ 頼 山陽 没 (53 歳 ) 


・「 蘭 和 辞 典 」 成る 


・ 大 塩 平 入 郎 の 乱 

・ ア メリ カ 衣 モリ ソン 号 , BZ 
民 を 伴い 浦賀 入港 , 打 払 令 
に より 撃退 


・ (で ぐ 43) 天保 の 改革 
・ 箱 方 洪庵 , AUC FA 
開く 


BOK (渡辺 華山 ・ 高 野 
ERD ERA) 


aN, WSRRB Oe 


Rik 
・ 全国 株 仲間 禁止 


・ 水 野 買 邦 の 政治 革新 
・ 渡辺 華山 自殺 (49 歳 ) 


> Fe HTT Hh BE LE 


・ フ ラン ス 7 月 革命 
・ ベ ルギー 独立 


・ イ ギリ ス , 第 1 次 選挙 法 改 


・ ド イツ , 少年 労働 を 禁止 


・ フ ラン ス , 少年 工 保護 法 成 


・ リ スト 「 国 民 経 済 学 体系 」 


・ 清 , 香港 を イギリス に 割譲 

















IE 


・ イ ギリ ス , 工場 法 成立 
・ イ ギリ ス 領 土 奴隷 廃止 
・ イ ギリ ス , 新 救 貧 法 制定 


・ ア メリ カ 人 , モー ルス 有線 


電信 機 発明 


・ 女 王 ビ クト リア 即位 


(~1901) 


C6 カ条 の 人 民 憲 章 を 決定 ) 





・(^ へ 42), アヘ ン 戦 争 


TA 





・ 惣 検校 吉川 次 一 疫 (82 歳 ) 





平 曲 家 , 歌 道 に も し た し 
Ar, 歌集 「 芳 川 集 」 が ある 


・ 心 学者 柴田 鳩 鈴 没 (57 歳 ) 


中 年 で 失明 し た が 京都 を 中 
心 に 教化 活動 を お こない , 
大 き な 影 響 を お よ ぼ ほす, 
「 鳩 多 道 話 ] 3 巻 が ある 


> PVT 2s 


1829~ 1842 937 
要 事 項 B wa B's A 福 祉 
外 国 日 本 外 国 
よっ て 著述 。 と くに 文 法学 
者 と し て 名 高い 


・ ニ ュー イン グラ ンド 盲 児 保 


護 院 設立 


・ ハ ハグ 。 ae ト 
ン に に ニュー イン グランド 盲 
学校 開設 (アメ リカ 最初 の 


BF) 


°S2-3-7BFRERY 


*PAPGFMIZTIIGCTY 


ル ベ ニ ア 盲 学校 開設 


nee Ie 7 


リッ ジマ ン の 教育 開始 


・ オ ハイ オ 盲 学校 設立 
・ マ ンチ ェ ス ター に 盲人 収容 


施設 設立 


・ エ クセ ター の ジョ ン ・ ベ ー 


ュ ン , BRBACRE LH 
導 


・ フ リー アー, 速記 文字 形式 


の 盲人 用 文字 を 考案 


・ リ ュー カス , 寄宿 制 盲 学校 


開設 


校 , カブ ーー キー ジラ ツル ジフ 
ー キ ンス 計 学 校 と 改称 


・ ア ルス トン タイ プ の 聖書 完 


成 


・ カ トリ ッ ク 盲 人 施設 創立 


(リバ プ ブール) 


・ ジ シャ ー ル ・ バ ルビ ェ エ 没 


(1767~) 


“BYE YRABRHS, Y 


ュー カス タイ プ の 聖書 を 出 
版 
































Ot 
» |S 
ht 
—| ft 


— 


・ 滝沢 馬琴 没 (81 歳 ), 「 南 総 


里見 入 犬 伝 ] の 作者 , 途中 
失明 し た が 屈せ ず , ATO 
嫁 の 口 授 に よっ て 執筆 を 続 
け , [AK] を 完成 


・ ポ ー ラ ンド に 盲人 


> 





fa ik 
国 


・ ポ ー ラ ンド に 最初 の 盲 学校 


に 
は 


ーー 
=> 目 


人 音楽 同志 会 な ど で き る 


AS) GYRE ==, 点字 


の 公式 採用 宣言 


・ ア メリ カ の ウイ リア ム ・ ム 


ー ン に よっ て 知 出 文字 ムー 
ンタ イプ 完成 


・ オ ー ス トリ ア の クラ イン 没 


(83 歳 ) 針 文字 を 考案 し 点 
字 発 明 の 先駆 を な し た 


・ イ ギザ ズ 。 ョ ポ 言 ぷ 寺 有 有 当 示 


ャ ー 協 会 。 ブラ イ ュ 点字 導 
入 に 反対 す 





Ie et RR, 


938 1843~ 1857 
一 KR 重要 事項 
aus A x 外 国 
1843 | ・ 平 田 篤 出 没 (68 歳 ) 
・ 江 戸 在住 の 農民 に 帰郷 令 
(人 返 令 ) 
1844 ・ ロ ンド ン に に YMCA 結成 
1845 
1847 ・ イ ギリ ス , 10 時 間 労 働 法 成 
立 
1848 | ・ 佐 久間 象山 大 砲 を 鋳造 ・ フ ラン ス 2 月 革命 
・ 本 木 昌 造ら オラ ンダ か ら 鉛 | ・ マ ルク ス 「 共 産 党 宣言 」 
活字 を 購入 ・ ミ ル 「 経 済 学 原理 | 
1850 | ・ 農 政 学 者 , 佐藤 信 淵 没 (83 | ・ 清 の 大 平 天 国 の 乱 
歳 ) 
1852 | ・ 林 則 徐 訳 「 海 国 図 志 ・ 教育 学者 ラレー ベル 没 
(70 歳 ), 「 人 間 教 育 」,「 幼 
稚 園 」 
1853 | ・ ア メリ カ 使 侵 ベ リー 浦賀 来 | (56), クリ ミヤ 戦争 
航 , ロン ア 使 節 プ アー チャ ー 
チン 長崎 来航 
・ 伊 豆 芋 山 に 反射 妨 起 工 
1854 | ・ 日 米 和 親 条約 (神奈 川 条約 ) 
調印 
・ 日 英 ・ ARRAN 
1855 | ・ 洋 学 所 を 設 思 
1856 | ・ 二 宮 尊 徳 没 (70 歳 ) ・ 詩 人 ハイ ネ 没 (59 歳 ) 
・ ハ リス , 下田 玉泉 寺 に 仮 領 | ・ ぺ リ 条 約 成る (クリ ミア ブ 戦 
事 館 開設 FRED 
1857 |・ ア メリ カ と 下田 条約 を 締 | ・ セ ポイ の 反乱 (イン ド の 反 





(55 歳 ), 雨 富 流 謙一 の 門 
FP, 坊 保 選 一 に 次 ぐ 学 者 と 
称 さ れる 


・ 点 字 考 案 者 シイ ・ ブ ライ ュ 


BE (43 歳 ) 


・ 全 米 第 1 回 盲 学校 教員 大 会 


開催 


・ パ ペリ 盲 学校 は ブラ イ ユ の 死 


後 2 年 に し て 点字 を 公式 に 
採用 


・ ブ ラジ ル に 。 ペン ジ zee 


・ コ ンス タン ト 盲 学校 設立 





西 紀 


1858 


1859 


1860 


1861 


1863 


1864 


1865 


1866 


1867 


1868 


1858~ 1868 


939 





ーー @® BBS 








ョ 徳川 慶 豆 , 


A 本 











外 国 





結 , 長崎 の 開港 ・ 治 外 法 権 | 英 大 反乱 ) 


案 を 承認 


・ 日 米 ・ 日 隊 ・ 日 露 ・ 日 英 ・ 


日 仏 修好 通商 条約 締結 


・ 福沢 諭吉 私 塾 を 開く 


- BOK ES 


・ 桜 田 門外 の 変 
・ 米 価 暴騰 に よる 農民 一 把 頻 


発 


- REUEO wa S 


・4 国 連合 艦隊 下関 砲撃 


・ 幕府 , 物価 騰 足 の た め 買 占 


め ・ 売 惜しみ を 禁じ る 


wens eee ) 7 デン 


マー ク と 修好 通商 条約 


・ 福沢 諭吉 「 西 洋 事情 」 


政権 を 朝廷 に 返 
す AKER) 


・ 明治 維 新 (王政 復古 の 大 号 


(AVA, AY Pee, 


ムー ガル 帝国 滅亡 


@ ロ バー ト e 7A—- =a 


(87 歳 ) 


・ ダ ー ウ ィ ン 「 種 の 起源 」 


・ 清 , イギリス と 北京 条約 締 


結 


・ イ タリ ア 王 国 建 設 
・ (65) アメ リカ , 南北 戦 


i 


・ ロ シア 上 農 解 放 宣 言 


・ リ ンカ ー ン 奴隷 解放 宜 言 


・ 第 1 イン ター ナシ ョ ナル 創 


・ リ ンカ ー ン 狙撃 され る 


oie ian py ア 戦 


争 


・ マ ルク ス 「 資 本 論 」 第 1 巻 


成る 


ST FVA, TFA を ロン 


ア か ら 買 収 


・ カ ナダ 自治 領 成立 


・ 日 本 点字 の 考案 者 , 石川 人 
次 生ま れる 


・ 福沢 諭 吉 , .「 西 洋 事情 ] で 
欧米 の 盲 貴教 育 を 紹介 


・ 漢 学者 谷 三山 没 (66 歳 ), 
大 和 の 人 , 11 歳 の と き 目 と 
了 年 を わ ず ら う , 勉学 に 励み 
興 譲 館 を 起こ し て 多く の 門 
弟 を 養成 し た , 40 歳 すぎ に 
RW, 全く の 盲 ろ う の 身 と 
な っ た が , 晩年 に いた る ま 
で 門弟 の 指導 に は げ む 


と ウェ エイ I 





JA VBS *7F VST AY 


グ s ノヽ ウス 設立 


oR Oy Pree he 


ル 大 公国 で 盲 ろ 5 LORE 
制 実施 


・ ミ ゾ リ ー 盲 学校 で 初め て ア 


メリ カ に 点字 を 導入 


・ ア メリ カ に ブラ イ ュ 点字 が 


採用 され , ニュ ー ョ ヨー タク 点 
字 と ボス トン 式 凸 字 が 並列 
し ,「 点 字 戦 争 」 を 引 起 こす 


・ カ ナダ 最初 の 盲 学校 設立 


“Aa WA, FIA oe 


fiat A. 


・ ノ ルウ ェ ー の 盲 教育 開始 


BBC =- ENV BETA 


ー ム 開設 


・ ポ ルト ガル の 盲 教育 始ま る 


・ デ ンマ ー ク , 盲 教育 の 義務 


制 実施 


・ プ フィン ラン ド の 盲 教育 は じ 


まる 


・ メ ル ボ ルン に ロイ ヤル , ビ 


クト リア 盲人 援護 協会 設立 


・ ウ オス ター・ カ レッ ジ 設 立 


(イギリス ) 


gen eA FY Fs 


サリ ベン 生ま れる (へ 1936) 


・ ク ニー ス , RPHASAA 


文字 考案 


ニュ ー ヨ ー ク ボ ポ ボ 


940 


Fad 





1869~ 1876 











1869 


1870 


1871 


1872 


1873 


1874 


1875 





ae 


・ 最 初 の 日 刊 紙 「 横 浜 毎日 新 


開 」 発刊 


・ 平 民 に 苗字 を 許可 


・ 廃藩置県 
・ 新 貨 条 例 公布, 


1 両 を 1 円 
と 改称 , 金銀 貨幣 令 制 定 


・ 学 制 公布 
・ 太 陽 暦 の 採用 (この 年 は 12 


月 2 日 で 終り ) 


・ 新 橋 , 横浜 間 鉄 道 開通 
・ 福沢 諭 吉 「 学 問 の すす め 」 


・ 地 租 改 正 条 例 公 布 
・ 徴 兵 令 公 布 
・ キ リス ト 教 禁止 を 解く 


・ 佐 賀 の 乱 
> (BLA GREK) wets 
=) y snp so 
・ 医 制 (最初 の 医事 立法 ) 公 


布 


・ 徴 兵 令 改正 (国民 皆 兵 ) 
・ 天 然 癒 予防 規則 制度 
・ 東 京 ・ 横 浜 間 電 話 開通 





1876 


・ 萩 の 乱 , 神風 連 の 乱 
・ 日朝 修好 条約 締結 


・ バ ベー トラ ンド ・* 





・ ス エズ 運河 開通 


< や Y41) ブロ シン ヤッ ララ ン 


ARF, ZIV ARR 


- P41 7 Re 


・ リ ・ コ ミュ ー ン ジン 


・ ド イツ ・ オ ー ス トリ ア ・ セ 


シア の 3 帝 同 盟 
ラッ セル 生 
まれ る (~1970) 


・( へ 80), ビス マル ク の 文化 


闘争 


・ フ ラン ス , 第 3 共和 政憲 法 


制定 


・ イ ギリ ス , ス ェ エズ 運河 株 を 


ェ ジ プ ト か ら 買 収 


・ ゴ ー タ 綱 傾 ・ ド イツ 社会 党 


の 結成 


・ イ ギリ ス , 義務 教育 法制 定 
・ ベ ル , 電話 機 発明 


・ 村 田 文夫 「 西 洋 見 開 録 」 


KAD BEAM) 


・ 山 尾 唐 三 , 盲 ろ う あ 訓 育 の 


moe A 


・ 太 政官 布告 第 568 号 に より 


盲人 の 官職 廃止 , 当道 座 解 
iA 


・ 教 部 省 達 第 29 号 に より 盲 僧 


派 頁 人 は すべ て 天台 宗 管理 
hay Ray 


・ 東 京 に 訓 盲 院 設立 の 目的 で 


楽 善 会 組織 


B 教 育 ・ 盲 
7 ee 


人 福 祉 
外 国 
イン トシ ステ ム ュ ム 点 字 修正 


・ ボ スト ン 市 立 図書 館 に 点字 


部 設 軒 
外 盲人 協会 設立 


・ 第 1 回 北欧 国際 特殊 教育 会 


議 ,。 コペン ハー ゲン に て 開 
催 


・ イ タリ ア の 盲 教育 始ま る 

・ ド イツ , 盲 教育 義務 制 実 施 
・ メ キシ ュ は 盲 児 更 生 院 開設 
・ 点 字数 学 記号 を 考案 し た ウ 


4VTSR*F=7 


・ イ ギリ ス に 盲人 福祉 調査 委 


員 会 設立 


・ ア メリ カ 盲 教育 者 協会 設立 
Hees pam PeAOre 


と 職業 」 


・ ヨ ー ロ ッ パ に お ける 盲 教育 


・ イ ギリ ス 内 外 盲 人 協会 最初 


の 「 点 字 楽 議 の 説明 書 」 発 行 


・ ド イツ に 盲人 の た め の ラ イ 


と 協会 設立 


・ フ ラン シス ・ キ ャ ンズ ベル , 


ロン ドン 人 王立 盲人 師範 学 
校 , 音楽 学校 設立 


・ フ ィ ラ デル プッ Fic VaR 


款 教書 供給 協会 」 設立 


・ 第 1 回 国際 盲 教育 お よび 盲 


人 社会 事業 会 議 ウ ィ ー ン に 
て 開催 


・ 全 ドイ ツ 盲 人 連盟 結成 
・ 上 海 に 盲 学校 開設 
・ ロ ンド ン , 普通 学校 内 に 盲 


学級 設 軒 


・ 第 2 回 北欧 国際 特殊 会 議 ス 


トッ ク ホ ルム で 開催 


・ 第 2 回 国際 盲 教育 お よび 盲 


= Witty dae 








1876~ 1885 








941 








1876 


1877 


1878 


1879 


1880 


1881 


1882 


1883 


1884 


1885 











・ 西 南 の 役 起 こる (西郷 隆盛 


自刃 , 48 歳 ) 


・ 木 戸 孝 友 没 (44 歳 ) 


・ 教育 令 制定 
・ 琉 球 藩 を 廃し 沖縄 県 を 思 く 


・ 東 京 に YMC A 創 立 
・ 刑 法治 罪 法 公布 


> BARRO ao 
・ 自 由 党 結党 (総裁 に 板垣 退 


助 ) 


・ 立 憲 改 進 党 結成 (総裁 大 限 


重信 ) 


・ 日 本 銀行 創立 


・「 医 術 開業 試験 規則 」 「 医 


師 免許 規則 」 制定 
・ 岩倉 具視 没 (59 歳 ) 


> 華族 令 制 定 
・ 自由 党 解 常 ・ 自 由 民 権 運 動 


激化 ( 加 濾 山 事件 , 秩父 事 
件 な ど ) 


・ 日 本 銀行 最初 の 免 換 券 


(10 円 券 ) 発行 











・ 英 領 イ ンド 帝国 成立 
・ ベ ルリ ン 列 国会 議 


ドイ ッ , 社会 党 鎮 圧 法 公布 


・ ド イツ ・ オ ー ス トリ ア 同 明 
成立 

・ ア イン シュ タイ ン 生 まれ る 
(~1955) 


・ フ ラン ス 労 働 党 結成 
・ 楽 善 会 訓 盲 院 開校 男女 1 人 
ずつ の 生徒 が 入学 


・ ペ ナマ 運河 起工 


トリ ア , イタ リア ) 
・ コ ッ ホ , 結核 画 発見 


・ マ ルク ス 没 (65 歳 ) 


・(…85), 清 仏 戦争 


・ イ ンド 国民 会 議 派 成立 





・ 明 治 天 皇 北陸 巡幸 , 失明 予 


防 の た め 新 潟 県 に 金 1000 円 
を 下賜 


・ わ が 国 最初 の 盲 貴 院 , 京都 


に 設立 


・ 内 務 省 達 第 33 号 に より , FB 
僧 制 度 廃止 


BRAM (UD, 


3 xe CAH Licks, 生田 流 
筆 曲 を 学び 勾当 に な る , AK 
活字 を 考案 , 40 余 年 間 日 記 
を 書き 続け た (UO RRAY 
日 記 」) 


| ・ 楽 善 会 訓 盲 中 院 官 立 と な る 


(校長 小西 信 入 ) 


ドレ ス デ 


人 社会 事業 会 議 , 
ン に て 開催 

・ 育 人 の 条件 改善 に 関す る 会 
議 , パリ に て 開催 


・ パ ー キ ンス 盲 学院 創設 者 サ 


ミュ エル ・ グ リド レイ ・ へ 


ウ 没 (75 歳 ) 


・ 北 京 盲 学校 開設 
・ ア メリ カ , BARREL 


設け る 


・ シ ドニ ー に 実業 盲人 協会 開 


設 


・ イ ギリ ス に 国民 盲人 図書 館 


設立 


・ 南 アフ リカ に ヒ 盲 ろう 施設 開 


設 


・ ス ウェ ー デ ン , ノル ウェ ー 


盲 教育 義務 制 実施 


・ ル ー マ ニ ア に 盲人 の 職業 学 


校 設立 


・ イ ギリ ス 最 初 の 点 宇 雑誌 


Progress 発行 


“DAB BARA 会議 開催 


ラン クラ ルル ) 


・ バ ラン タン ・ ア ニュ テイ 協 会 設 


立 , 「 点 字 の 略字 表 」, mM 
字 雑 誌 「 ル イ ・ ブ ライ ュ 」 
FEAT 


・ ヨ ー ク で イギリス に お ける 


形 教育 会 議 開催 


・ イ ギリ ス 内 外 盲人 協会 「 音 


楽 記号 解説 」 刊 


・ 近代 郵便 制度 の 創始 者 ヘン 


リー・ フ ォ ー セ ッ ト , ケン 


ブリ ッ ジ で 没 (51 歳 ) 


942 1886~ 1894 














西 紀 一 * 重要 事項 B 教育 ・ 盲 人 福祉 
A 本 外 国 A 本 | 外 国 
・ 坪 内 適 造 「 小 説 神髄 」 
1886 | ・ 帝 国 大 学 令 ・ 師 範 学校 令 ・ | ・ ア メリ カ 労 働 総 同盟 成立 
小学 校 令 ・ 中 学校 令 公 布 ・ イ ギリ ス , ビル マ を 併合 
1887 | ・ 保 安 条 令 公 布 ・ フ ラン ス 領 イン ド シ ナ 連邦 ・ ペ パー キン スス 詩学 校 に 幼稚 園 
・ 二 葉 亭 四 迷 HE | 成立 & RB 
・ サ リバ ン , A-FVABS 
校 を 卒業 し て ヘレ ン ・ ケ ラ 
ー の 家庭 教師 と な る 
・ ス ペイ シ の 盲人 人 ヨ オレ ツウ 央 
よっ て アル ゼン チン 人 盲 
育 が は じ め ら れ た 
1888 | ・ 市 制 ・ 町 村 制 公布 ・ 清 国 の 漢口 に 盲 学校 設立 
1889 ・ フ ラン ス に バラ ンタ ン ・ ア 
テイ 博物 館 設立 
・ 清 国 の 広東 に 盲 学校 設立 
・ 盲 ろう 者 ロー ラ ・ ブ リッ ジ 
マン 没 (60 歳 ) 
1889 | ・ 大 日 本 帝国 憲法 発布 ・ 第 2 イン ター ナシ ョ ナル 結 | ・ ア メリ カ 人 シャ ロッ テ ・ ド | ・ 盲 人 の 条件 改善 に 関す る 会 
・ 東 海道 線 全 通 成 レー ペパー, 横浜 市 中 村 町 に | 議 開催 (パリ ) 
盲人 福音 会 創設 , 読書 と は | ・ イ ンド の 盲 教 育 は じ ま る 
り ・ あ ん ま の 授業 開始 CE 
浜 訓 盲 学院 の 前 身 ) 
1890 | ・ 府 県 制 ・ 郡 制 公布 ・ ビ スマ ルク , 宰相 を 辞 す ‘RRM, 同 校 助 教諭 | ・= ュ ー ジ ラン ド に 盲 学校 開 
・ 民 法 (一 部 ) ・ 刑 事 訴訟 法 石川 倉 次 が 翻案 し た 点字 | 設 
・ 民 事 訴訟 法 ・ 商 法 公布 CGEDBILIOOVESER) RE | | ・ イ ギリ ス 盲 人 協会 の 創始 者 
・ 第 1 [Bl ae SBA < 用 する こと に 決定 トマ ス ・ ア ー ミ テー ジ 没 
・ 教 育 勅語 発布 (66 歳 ) 
1891 | ・ 大 津 事件 ・ ロ シア ・ フ ラン ス 2 国 同盟 | ・ 山 本 覚 馬 没 (65 歳 ), 中 年 | ・ イ ギリ ス , 国勢 調査 の 結果 
・ 渡 美 地方 大 地震 (死者 9600 | 成立 で 失明 し た が , 京都 府 顧 問 | 盲人 数 1 万 1235 人 
人 ) や 初代 の 府 会 議長 と な り , 
京都 の 文化 行政 に 大 き な 業 
績 を 残し た 
1892 ・ ラ ンカ シャ ー の 編 績 工 ス ト | ・ 東 京 小石 川 区 の 留 拭 業者 滝 | ・ ス コッ トラ ンド , BABE 
ライ キ 緑 松 , わが 国 で 初め て の 点 | 務 制 実施 
字 盤 製 作 , の ち に 仲村 豊 次 | ・ ホ ー ル , 点字 タイ プラ イタ 
郎 が これ を 継承 , 仲村 製 点 | 一 を 考案 (アメ リカ ) 
字 盤 と し て 知ら れる 
1893 | ・ | 君が代 」 を 国歌 に 制定 ・ イ ギリ ス , 盲 ・ ろ う 教 育 義 
務 制 実施 
・ 国 際 慈 善 会 議 開催 (シン カゴ) 
・ コ ネ チ カ ッ ト 盲 学校 保育 園 
eB 
1894 | ・ 日 清 戦 争 起こ る ・ イ ギリ ス 8 時 間 労 働 制 声明 ・ ウ ィ リ アム ・ ム ー ン 没 

















(76 歳 ), 線 記号 を 用 いる 文 





西 紀 


1895 


1896 


1897 


1898 


1899 


1900 


1901 


1902 


・ 幸 徳 秋水 , 片山 潜 の 社会 主 


義 研究 会 発足 


・ 隈 板 内 閣 成立 (最初 の 政党 


内 閣 ) 


・ 中 学校 令 改 正 ・ 高 等 女 学 校 


令 ・ 実 業 学 校 令 公布 


・ 清 国 の 義和 団 鎮圧 の た め 出 


兵 ( 北 清 事 変 ) 


・ 治安 警察 法 公布 
・ 立憲 政友 会 結成 (総裁 伊藤 


博文 ) 


・ 津田 梅子 , 女子 英学 塾 を 創 


AL 


・ 安 部 磯 雄 , 片山 潜 ら 社会 民 


主 党 を 結成 (即日 禁止 ) 


・ 福沢 諭吉 没 (68 歳 ) 
・ 田中 正造 , 足尾 鉱 毒 事件 で 


天皇 に 直訴 


・ 黒沢 貞 次 郎 , 電信 用 カタ カ 


ナタ イプ ライ ター を 完成 


・ 日 英 同 瑞 協 約 調印 
・ 大 阪 の 砲兵 工 感 爆発 , 死傷 


者 100 余 人 











・ キ ュ リ ー 夫 人 , ラジ ッ ウム 発 
5 


・ ロ シア 社会 民主 労働 党 結成 


・ ジ ョ ン ・ へ イ 宣 言 (アメ リ 
A, 清国 の 『1 戸 解放 ・ 機 会 
均等 を 列国 に 提議 ) 


・ 義和 団 事件 起こ る 


・ シ ベリ ア 鉄 道 開通 


・ 盲目 の 将棋 名 手 , BMA 


没 (80 歳 ), 7 歳 で 失明 し , 
江戸 に 出 て は り 医 と な る . 
将棋 を 好み , 対局 の さい 自 
他 の 位置 を 暗記 し て いて 少 
し ゃ 誤 ら な か っ た と いう 5 


・ 石 川 倉 次 徳 案 の 点字 50 音 お 


LOE TAADIB REI 
と し て 官報 に 掲載 (HAR 
字 の 完成 ) 


・ 石 川重 幸 「 盲 人 教育 」 出版 , 


当時 盲 教育 の 指針 と な る 


1895~ 1902 943 
一  B BA A Bw BB 人 f #4 
Fl 本 外 国 日 本 | 外 国 
字 を 考案 (ムー ン 型 式 ) 
・ 下 関 条 約 調印 ・ レ ント ゲン , 双 線 発見 ・ イ ンド , AAD BFR 
・ ロ シア ・ ド イツ ・ フ ラン ス |・ マ ル ュ ニー, 無線 電信 発明 ・ テ ユー ゴス ラビ ア , BABY 
(に よる 3 国 干渉 は じ め る 
・ 朝 鮮 の 平壌 で 盲 教育 始ま る 
OV YT Ta ee TD 
ッ ジ 女 学 校 に 入学 
・ 金 本 位 制 確立 ・ 朝 鮮 , 国 号 を 大 韓国 と 改 む ・ ス ウェ ー デ ン , BAB 
・ 志 損 潔 , 赤痢 菌 発見 ・ ア メリ カ , ハワイ を 合併 教育 義務 制 実施 
・ 労 働 組合 期 成 同盟 会 結成 ・ ア メリ カ国 会 図書 館 , BA 


DROME eRe 


- BIC NKR FRA 


^ 開 設 


・ イ ギリ ス に イン ダス トリ ア 


ル ・ ホ ー ム 設立 


・ ベ トナ ム の ショ ロン に 侯 最 初 


の 盲 学校 が 設立 され る (一 
時 中 止 , 1952 年 再開 ) 


・ 点 字 が ベト ナム 語 に 訳 され 


る 


・ シ カゴ 市 内 の 小学 校 に 盲 学 


級 併設 


・ ア レキ サン ダー・ メ ルル , 


「 盲人 百科 事典 提要 | を ウゥ 
ィ ー ン で 出版 


イギリス 内 外 盲 人 協会 ,「 点 


字音 楽 記号 」 を 出版 





944 


西 紀 


1903 


1905 


1906 


1907 


1908 





1903~ 1908 


ーー ® 重要 事項 


H ae, 


・ 専 門 学校 令 公布 
・ 小 学校 令 改 正 , 国定 教科 書 


制度 を 確立 


・ 幸 徳 秋 水 , FAB SF REA 


を 設立 , 週刊 「 平 民 新 開 」 
を 創刊 


・ ロ シア に 宣戦 布告 

・ た ば この 官営 専売 を 実施 
・ 下 士官 兵卒 家族 救助 令 制定 
RABE (55550) 


-H-Y~TACHEBSAARW 


AAD 

・ 第 2 次 日 英 同盟 協約 調印 

・ 日 本 キリ スト 教 女 子 青年 会 
(YWCA) 創立 

・ 韓 国保 護 条約 調印 , 京城 に 
統監 府 を 開設 

・ 鉄道 国 有 法 公布 

・ 南 満州 鉄道 株 式 会 社 設 立 

・ 傷 兵 院 法制 定 


・ 医 師法 ・ 歯 科 医師 法 公布 
・ 日 本 テス ペラ ント 協会 設立 


・ 島崎 藤村 「 破 戒 」 
・ 小 学校 令 改 正 , 義務 教育 6 


カ年 と な る 


・ 師範 学校 規程 制定 , ABO 


修業 年 限 を 男女 と も 4 カ ヵ年 
と し , 卒業 後 の 資格 も 同等 
(に な る 


・ 国民 精神 作 興 に 関す る 友 申 


ae se AN 


外 Hi | 


・ ラ イト 兄弟 , 飛行 機 を 発明 
・ ロ ン ア , 満州 を 軍事 占領 


・ 英 仏 協商 成立 
-i 7/8 
‘AM, 日 本 に 亡命 


・ ロ ン ア で 還 隊 の 反乱 と 農民 


Dee り (第 1 革命 ), 
AFNINIOFZ(SEMD 
て ソビエト 設立 


・ ワ ッ セ ルレ マン, ワッ セル ママ 


ン 反 応 (梅毒 血清 反応 ) を 
発見 


・ 英 ・ 仏 ・ 露 3 国 協商 (ベル 


Yes SIRS, チ 


ベッ ト の 勢力 男 囲 決定 ) 


・ ア メリ カ , 日 本 移民 制限 法 


を 設け る 


・ ブ ル ガ リ ア 独 立 宣言 
・ 清 国 宣統 帝 ( 湯 儀 ), 北京 で 





et 
A 本 | 
・ 東 京 盲 中 学校 に 教員 練習 科 


設置 ( 断 範 部 の 前 身 ) 


・ 京 都 盲 貴 院 「 盲 貴教 育 論 」 


刊行 , 同書 の 付録 「 荻 盲 社 
会 史 」 は 盲人 史 研 究 の 重要 
な 文献 の 一 つ 


・ 責 人 鍼 接 協会 は 板垣 退助 を 


ELT, 盲信 あん ま 専 業 運 
動 を 起こ す 


・ 左 近 却 孝之 進 , 神戸 に 六 兆 


社 を 設立 , わが 国 最初 の 点 
字 新 聞 「 あ け ぼ の 」 を 創刊 
| 


‘Rm Be SE /) Fa a 


ら , 盲 器 教 育 の 義務 制 と 分 
離 を 文部 大 臣 に 上 申 


・ 第 1 回 全国 十 貴 学 校 教員 大 


会 東京 で 開催 


・ わ が 国 盲 教育 の 先覚 者 古河 


AGERE (63 歳 ), その 業績 
は , 世界 盲 教育 の 開始 者 ベ 
ラン タイ ・ ア ュ イ に 比 す べ 
きも の が ある 


人 fa 社 
外 国 


・ イ ギリ ス 盲 人 援護 協会 , 


「 数 学 と 化学 の 点字 表記 」 
を 発行 


・ へ レン ・ ケ ラー ア 77e Story 


of my Life 


・ ハ ロ ル ド ・ チ ラン ダー| ぢ Ss- 


peranta Ligilo| 創刊 


・ イ ギリ ス , 第 1 次 点 字 統一 


委員 会 設置 


ツメ リカ の マー チュ ey 


ツ 州 , 盲 画 教 育 の 義務 制 実 
施 


・ ア メリ カ の シン シナ チ に 盲 


YEDIEDO RF FREE 


-7AVABHSSSRBES 


結成 


・ ウ ィ ニ フレ ッ ド ・ ホ ルト , 


ニュ ー ヨ ー ク に ライ ト ハ ウ 
ス を 設立 ブル ガリ ア の 盲 
教育 始ま る 


・ 南 アフ リカ の 盲 教育 , M.〒 


ベッ スラ ー に より 始め られ 
る 


・ ド イツ の レビ ング ゾー ン , 


弱視 教育 の 必要 性 を 説く 


・ テ ー ラ ー「 数 学 と 化学 の 表 


記 」 発表 


・ バ ラン タン ・ ア テイ 協会 , 


物 療 師 学校 設立 


・ ギ リ シ ャ の 盲 教育 が アテ ネ 


近郊 で 始め られ る 


・ ア メリ カ で 盲人 に 関す る 雑 


2 Outlook for the Bli- 
nd と Matilda Ziglen 
創刊 (点字 と 活字 で ) 


・ ロ ンド ン に 層 視 学級 設立 


・ ノ レー マニ ア 


フィ リピ ン の 





Oe eae eee ae ee 


0 oh 


西 紀 


1909 


1910 


1911 


1912 


1913 


1914 











・ 東京 市 , 





・ 鈴 木 梅太郎 , 











・ 伊 藤 博文 , ハル ビン 駅 頭 で 


暗殺 され る (69 歳 ) 


・ 種 間 法 公布 (1910 年 1 月 1 


日 施行 ) 

レシ ント ン の ポト 
vy 7 TAME Behl ArH eR 
め る 


・ 韓国 併合 に 関す る 日 韓 条 約 


に 調印 (朝鮮 と 改め , 朝鮮 
総 提 府 を 設置 ) 


・ 大 逆 事 件 で 幸徳 秋水 ら 検挙 


され る 


・ 徳 川 好 敏 GERARD, 高 


度 3000 メ ー ト ル 飛 行 に 成功 
ビタ ミン Bi 


を 発見 


・ 第 3 KARA MAIC AAD 
・ 名 民 済 生 に 関す る 勅語 発布 


皿 賜 財団 済生会 設立 


・ 明治 天皇 ご 死去 (61x) 


BAT SCRE, 大 正 
と 改元 


・ 第 1 次 護憲 運動 始ま る , 東 


京 で 第 1 回 憲政 擁護 連合 大 
会 開催 


・ 鈴 木 文治 , 日 本 労働 総 同盟 


友愛 会 を 創立 


・ 第 5 回 オリ ン ピ ッ ク (スト 


ッ ク ホ ルム ) に 初 参加 , 金 
栗 四 三 ら 出場 


・ 桂 内 閣 反 対 の 民衆 , 交番 , 


政府 系 新 聞 社 焼き 打ち 


・ 加 藤 高 明 ら 立憲 同志 会 を 結 


i 


・ ド イッツ に 宣戦 布告 (世界 大 


戦 に 参加 ) 


・ 島 田 三郎 , 議会 で シー メン 


ス 事 件 (シー メン ス 会 社 の 


日 本 海軍 高官 に 対す る 贈 貼 


事件 ) を 追及 


・ 桜 島 大 爆発 , 死者 9600 余 人 








・ 精 神 病理 学者 ロン ブロ ー ゾ 


we 


・ ア ンド レ ・ ジ イド [RE 


Pile; メー テ 死 リョ シク 
[AV | を 発表 


・ ロ ンド ン で 日 英 大 博覧 会 開 


催 


・ ト ルス トイ 没 (82 歳 ) 


・ 仲 村 豊 次 郎 , 


・ 神 戸 訓 盲 院 , 六 区 社 の 設立 


者 左近 夫 孝 之 進 没 (41 歳 ) 
3 本 脚 の 点字 
製版 機 を 製作 


・ 東京 衣 中 学 校 を 分 離し て 東 


RB FRA 


・ 日 本 盲人 協会 が 設立 され , 


点字 図書 な ど 出版 する こと 
(に な る (機関 誌 「 日 本 の 盲 
人 」 創刊 ) 


・ 鈴 木 米 炊 郎 の 「 訓 盲 楽譜 」 


文部 省 か ら 発行 


1909~1914 945 
一 KK 重要 事項 B aA B’E A fa ft 
A 本 外 国 A 本 | 外 国 
・ 短 歌 雑 誌 「 ア ララ ギ 」 創刊 | 即位 盲 教育 始ま る 
・ 清 国 の 長沙 に 盲 学校 設立 


・ ノ ルウ ェ ー に 盲人 協会 設立 


・ ウ ィ ー ン に 弱視 学級 設置 
・ ポ ー ラ ンド に 盲人 救助 会 設 


aye 





ee Kear 
“FANMBEA 
eye PP VT ey = ア 


州 上 院 , 日 本 人 の 土地 所 有 
禁止 案 可決 


・ ア ムン ゼン , 南極 探険 に 成 


功 ; 


・ 清 国 , 国 号 を 中 華 民国 と 改 


め , 係 文 臣 時 大 総統 に 就任 


・ 第 1 次 バル カン 戦争 起こ る 
・ 英 国 船 , タイ タニ ッ ク 号 , 


大 氷山 と 衝突 沈没 , 1595 人 
AE 


»FQ2ZKRAVA VERS 


・ 第 1 次 世界 大 戦 始ま る 
・ ペ ナマ 運河 開通 
・ サ ン ガ ー 夫 人 の BE A fl 


論 , 府 誠 を 呼ぶ 





・ 内務省 , わが 国 最初 の 盲人 


調査 を 実施 


・ 内務省 令 で 接 摩 術 営業 取締 


規則 , 鍼 術 舌 術 営業 取締 規 
則 公布 


・ 岸 高 丈夫 , iA BANC 


ろば ん を 考案 


・ 文部省, 第 1 回 盲 教育 講習 


会 を 開催 


・「 内 外 盲人 教育 ] 創刊 GR 


I FRET) 


Fn BB A SR 


(4975) その 著 「 普 通 接 摩 
鍼灸 学 ] な ど は 盲 学校 の 教 
科 書 と し て 長く 使用 きれ た 


ne a ee 
・ オ ー ス トラ リア , 盲人 に 障 





育 義務 制 実施 
害 年 金 支 給 


・ デ ンマ ー ク , BABRBOL 


・ 盲人 援護 協会 設立 (ドイ ッ ) 
・ セ イロ ン の マウ ント ・ ラ ビ 


= ニア に ヒ 盲 陣 学 校 が 開設 


・ GRE A Ae ee Ba 


iB 


・ ボ スト ン に 弱視 学級 設置 


・ イ ギリ ス 内 外 BAB EB 


会 。 イギリス 育 人 接 護 協会 
(NIB) と 改称 


・ ウ ル グ ァ イ に 私 立 の 盲 学校 


開設 





















































946 1915~ 1920 
西 紀 一 般 B BS B 教育 ・ 盲 人 福 祉 
日 本 外 国 A 本 外 国 
1915 | ・ い わ ゆ る 対 華 21 カ ヵ条 条 約 調 | ・ ア イン シュ タイ ン , 一 般 相 ・ イ ギリ ス 盲 人 援護 協会 , 盲 
印 対 性 理論 を 完成 人 理学 療法 師 養成 学校 と 戦 
・ 大 正 天 皇 即 位 の 大 典 傷 育 人 の た め セ ント ・ ダ ン 
・ 青 年 訓練 所 設置 スタ ンス を 設立 
“BARK, 邦文 タイ プラ イ ・ 国 際 和 失明 防止 協会 創立 
ター を 完成 
1916 | ・ 工 場 法 施 行 (1911 年 公布 ) ポー ラン ド 独 立 宣言 ・ ト ラ ホ ー ム 協会 設立 ・ ア メリ カ , 通信 教育 専門 の 
・ 吉 野 作造 , デ モク ラシー を |・ ジ ョ ン ・ デ ュー イ Demo-|-ARA, 色盲 検査 表 を 考案 | ヘ へ ドレ ー 盲 学校 開設 
唱 導 cracy and Education ・ ニ ュー ヨー ク の ユダ ヤ 盲 人 
- BARA (50m) ・ レ ー ニ ン 「 帝 国 主 義 論 」 KREBS, BEAR-A® 
開設 
・ ロ ンド ン 盲 女子 ホー ム 開 設 
・ ド イツ の オル デブ ル グ 電 
会 , 盲導犬 学校 開設 
1917 | ・ 暴 利 取締 り の た め 物 価 調整 | ・ ア メリ カ , 世界 大 戦 に 参戦 | ・ 東 京 盲 学校 手工 科 教 育 お よ | ・ イ ンド に イン ダス トリ アル 
令 公 布施 行 ・ ロ シア 2 月 革命 お よび 10 月 | び 盲 精 薄 児 の 職業 な ど 開 始 ・ ホ ー ム 設立 
・ 中 国 の 機会 均等 ・ 門戸 開 | 革命 , ソ ビ ェ エト 政権 成立 ・ ロ シア の 盲 詩人 エロ シェ ン | ・ カ ナダ 盲 婦人 援護 協会 設立 
放 ・ 日 本 の 特殊 権益 を 承認 | ・ ラ イオ ンズ クラ ブ 国 際 協 会 | コ , 東京 育 学 校 に 入学 ( わ 
する 「 石 井 ・ ラ ン シ ン グ 協 | 誕生 (アメ リカ の ダラ ス ) が 国 填 人 間 に エ スベ ペラ ント 
fe) 調印 の 普及 を 図る ) 
・ 岡 山県 に 済 生 顧 問 制度 発足 ・ 点 字 郵 便 物 第 3 種 認可 
・ 臨 時 教育 会 議 設 置 (高等 孝 ‘bE BLA OURS 
育 機関 の 整備 ) 尾 誠 三 没 (81 歳 ) 
1918 | ・ 初 の 政党 内 閑 ・ 原 敬 内 閣 成 | ・ ド イッ 休戦 条約 調印 ・ 石 井 重 次 郎 「 訓 盲 筆 庶 入 | ・ イ ギリ ス 盲 人 援護 協会 , 就 
立 門 」 学 前 盲 喝 保育 の た め サ ン シ 
・ 大 阪 に 方 面 委員 制度 成立 ャ イン ・ ホ ー ム 開設 
・ 富 山県 に 米 騒動 起こ り 全国 ・ ア メリ カ国 会 図書 館 , 盲人 
に 波及 Hb 2 aXe. 
・ シ ベリ ア 出 兵 ・ ポ ー ラ ンド , 戦争 失明 者 協 
・ ス ペイ ン か ぜ 大 流行 (翌年 会 を 組織 
に か け て 死者 15 万 人 ) ・ カ ナダ 盲人 援護 協会 設立 
・ 義 務 教 育 費 国庫 負担 法 お よ 
び 大 学 令 (単科 大 学 , 公私 
立 大 学 認可 ) 公布 
1919 | ・ 朝 鮮 各 地 に 独立 運動 (万 歳 | ・ 赤 十字 連盟 創設 ・ ト ラ ホ ー ム 予防 法 公 布 ・ ベ ルリ ン に 弱視 学級 開設 
事件 ) ・ パ り 講 和 会 議 , ベル サイ ュ | ・ 文 部 省 , 石川 二 三 造 の 「 本 | ・ イ ギリ ス , 盲人 マッ サー ジ 
・ 小 ・ 中 学校 令 を 改正 し 国民 | 条約 調印 朝 填 人 伝 ] 刊行 師 組 合 結 成 
道徳 三成 を 強調 ・ コ ミン テル ン 創 立 , モス ク | ・ 中 村 京 太郎 , 点字 新聞 「 あ | ・ ビ ル マ に セン ト ・ ミ カエ テル 
ワレ で 第 83 インターナショナ | け ほ の 」 創刊 BEREW 
ル 創 立 大 会 ・ 秋 元 梅吉 「 東 京 光 の 家 」 開 
・ ド イツ , ワイ マー ル 憲 法 発 | 設 , 盲人 キリ スト 教 伝道 , 
布 点字 出版 開始 
・ ム ッ ソ リー ニ =, ファ シス ト | ・ 第 1 回 全国 盲 忠 学 校長 会 議 
団 を 組織 開催 (文部 省 招集 ) 
I19220|・ ニ コラ イエ フス ク VCE) | - BRB Maw ・ 第 7 Hee eeAaKS ・ パ ペー キン ス 謀 学校 。 バー ズバ 





事件 , 


・ 戦 後 恐 念 起こ る 
・ 内 務 省 に 社会 局 設 計 
- Poa me 





・ ガ ンジ ー,。 1/ FER 


を 指導 


・ ア メリ カ で ラジ オ 放 送 開始 
・ ア メリ カ で 婦人 参政 権 実現 


(名 古屋 ) 開催 , 育 部 は 音 
国 盲 教育 会 結成 


・ 新 潟 県 盲人 協会 , 柏崎 に 点 


字 巡 回 文庫 開設 


ー ド 大 学 と 提携 し て 盲 教育 
教員 養成 を 開始 


・ マ サチ ュー セッ ツ 州 , 「 盲 


人 救護 法 」 制定 


PE PE 
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— 前 重要 事項 














A 本 





2 国 





外 国 





1921 


1922 


1923 


・ わ が 国 最初 の メー デー (上 


野 公園 で ) 


・ 第 1 回 国勢 調査 実施 
・ 八 幡 製鉄 所 277 3000 A A 


ト , WLIO KET 


・ ワ シン ント ン 会 議 で 日 英 米 仏 


4 カ国 条約 調印 , 日 英 同盟 
廃棄 


・ 友 愛 会 日 本 労働 総 同盟 と 改 


称 


・ 皇 太子 稚 仁 親王 濾 了 欧 
> RATA, 東京 駅 で 暗殺 さ 


れる 


“BAT, 摂政 に 就任 


・ 軍縮 の た め 戦 艦 7 隻 の 建造 


中 止 


・ 中 国 に 関す る 9 カ国 条約 調 


印 
・ 健 康 保険 法 公 布 (1927 年 実 


施 ) 


・ 日 本 共産 党 結 成 ( 非 合 法 ) 
・ 和 華 信 勢 力 の 成長 と 官憲 の 弾 


圧 


・ 全 国 水平 社 結成 大 会 


・ 関 東大 震 災 (死傷 20 万 , 焼 


失 40 万 戸 ) 


・ 虎 の 門 事 件 (難波 大 助 , 摂 


政 宮 に 発砲 ) 


・ こ の ころ 不況 の 慢性 化 , 独 


占 企 業 の 形成 


・ 第 1 次 共産 党 事件 (徳田 球 


ー ら 50 人 逮捕 ) 


・ ア ンダ ー ウ ッ ド ・ ス タン ダ 


NN の チク イプ ライ タテ 
を 初め て アメ リカ か ら 輸 入 

















・ イ ギリ ス , 盲人 法制 定 
DTAVA, イン ター ボイン 


ト 点 字 製 族 機 を 開発 


・ イ タリ ア 盲 人 連合 組織 
アス リカ の イン シン ダス 和 † Vs 


ル ・ ホ ー ム 人 盲 ろ 2 事業 開始 


・ と の と の が 用 アラ リカ で 育 


児 と 普通 児 の 統合 教育 を 始 
め る 








・( へ 22) ワ シン ン トン 会 議 
s イ タリ ア で アァ シス トト 党 正 


式 結成 


・ ヒ トラ ー, ナチ ス 党 党首 に 


就任 


・ ワ シン トン 会 議 で 海軍 軍備 


仙 限 に 関す る 条約 成立 


・ ツ ビ ェ ト 社 会 主義 共和 国連 


邦 成立 


・ イ ギリ ス で ラジ オ 放 送 開始 


・ ド イツ 紙幣 大 病 落 (1 兆 分 


OU LRT VIVE 
発行 し て 安定 


ge, a OF 


イッ の 賠償 不履行 で ルー ル 
地方 を 保障 占領 





' BIBRA, 





・ 山 村 熊 次 郎 , 


・ 帝 国 盲 教育 会 機関 誌 「 常 国 


Bae | 創刊 
‘ALATA BAR ARSE 
催 

HP debt, 女子 に 裁縫 を 
課す 

・ 点 字数 学 記号 な る 


・ 小 林 卵 三郎 ら 点 字 孝 科 書 刊 


行 会 を 組織 


・ 大 阪 毎日 新聞 社 , 週刊 「 点 


字 大 阪 毎日 」 を 創刊 (主筆 
中 村 京 太郎 ) 

トド テ スペ ラン ト 
教習 書 」 な ど 点 字 出 版 事業 
を 開始 (日 本 ライ ト ハ ウス 
の 創業 ) 


・ 盲人 社会 事業 を 目的 と する 


仏 眼 協会 設立 


・ 点 字 教 科 書 刊行 会 , 小学 校 


国定 教科 書 中 , | 国語 」, | 修 
HI, 「 算 術 」, 「 理 科 」,「 国 
史 」,「 地 理 」 な ど を 刊行 


・ 鳥 居 篤 治郎 編集 に よる , こ 


ども の 点字 雑誌 「 ひ か り の 
園 」 創刊 , 財源 難 の た め 一 
年 で 廃刊 と な る 


・ BFP Be a PAT il FE 


(道府県 に 設置 義務 を 課す ) 


・ 晴 眼 者 の は り ・ き ゅ う 師 に 


LO BAER DO, 
両者 の 対立 は げ し く な る 


・ 大 阪 毎日 新聞 社 , 点字 教科 


書 の 発行 を 開始 
「 点 字 治 療 新 
報 」 創刊 


- BAO - WARE, 「 仏 


HR | 発刊 


・ 大 阪 毎日 新聞 慈善 団 , 点字 


巡回 指導 開始 


REE, 点字 月刊 雑 誌 





・ イ ギリ ス 盲 人 援護 協会 , チ 


a= 0 YF UB » 14a 
a 


IM 0 ミン ラル EZ グリ カ 


BAR EARL 


2 アイ クィ リラ テー ッ ンス クン 


に 作 民 救済 協会 設立 


“FAGGOT RZ VA 


CBAR BH Hie 


・ ア メリ カ , 全 児 童 の 視力 調 


査 を 実施 


・ イ タリ ア , 盲 教育 義務 制 実 


施 


・ ド イツ , ポッ ダム 盲導犬 訓 


練 学 校 開設 


・ ボ スト ン 市 立 図書 館 点字 


部 , パー キン ス 盲 学校 の 図 
書館 に 吸収 


・ ト ルコ の 秒 立 盲 貴 学 校 が 厚 


生 省 に 移管 























948 1924~ 1927 
西 紀 一 Kk 重要 事項 B 教育 ・ 盲 人 福祉 
A 本 外 国 H 本 | 外 国 
「 か が や き 」 創刊 
・ 山 下 長 一 , 中 学 講義 録 全 科 
目 の 点 訳 完 成 (63H) 
1924 | ・ 日 本 共産 党 解党 決議 ・ ア メリ カ , 排 日 移民 法 を 実 | ・ 全 国 盲 人 業者 大 会 , 東京 で | ・ チ リ に サン タル チア 育 人 保 
・ 改正 度量 衡 法 施行 メー トル | 施 開催 護 協 会 設立 
法 使用 開始 Pl — = 2 eo Ge) 
: VRGmA RE 
・ 小 作 調停 法 公布 
1925 | ・ 衆 議院 議員 (普通 ) B44! - Fock (50 歳 ) ・ 今 関 秀雄 ら , AABRBS | | ・ 全 ロシア 盲人 援護 協会 設立 
公布 ・ ロ カル ノ 条 約 ( 独 仏 英 伊 待 | を 創立 ・ ラ イオ シズ クラ 尻別 仔 因 内 
・ 治 安 維持 法 公布 の 安全 保障 等 ) 締結 ・ 点 字 大 阪 毎日 主催 関西 育 学 | 会 に ヘレ ン ・ ケ ラー を 招き 
・ 日 ツ 基 本 条約 調印 (国交 回 | ・ 広 東 に 国民 政府 成立 (主席 | 生体 育 大 会 開催 (大 阪 ), 翌 | これ を 機会 に 各種 育 人 事業 
復 ) | ・ 潤 精 衛 ) 年 の 第 2 回 大 会 か ら 全国 盲 | を 行なう 5 こと に な る 
・ 東 京 放送 局 ラジ オォ 放 送 開 学生 体育 大 会 と 改称 | 常設 戦 盲 救済 基金 」 が 「 ア 
始 , 聴取 者 5455 ・ 文 部 省 , 全国 盲 学校 お よび | メリ カ 点 字 出 版 所 」 と 改称 
・ 中 学 ・ 師 男 ・ 高 専 に 軍事 教 租 喧 学 校 に 関す る 諸 調 査 を 
練 実 施 初め て 実施 
・ 学 連 事件 (社会 科学 連合 会 ・ 石 松 量 蔵 | 盲人 心理 の 研 
に 加入 する 京 大 , 同志 社 大 究 」 
な どの 学生 33 人 検挙 ) ・ 衆 議院 議員 選挙 法 改 正 に よ 
っ て 点字 投票 認め られ る 
・ 宮 城 道雄 を 中 心 に 「 新 日 本 
音楽 」 起こ る 
> AT 「 東 洋 点字 新聞 」 創刊 
・ 新 潟 県 に 失明 防止 目的 の 恩 
光 会 創立 
・ 大 阪 市 立 盲 学校 同窓 会 出 
版 部 を 開設 , 「 生 理 」 | 初等 
物理 」 | 音楽 理論 」「 初等 化 
学 」 な ど を 発行 
・ 盲 教育 開始 50 年 記念 式 , 東 
REPS, 京都 市 立 盲 学 校 
で 挙行 
1926 | ・ 労 働 農 民 党 (委員 長 杉山 元 | ・ 藩 介 石 , 北伐 開始 ・ 肥 後 基 一 , 日 本 鍼 投 協 会 設 | ・ マ て マレーシア, セン ト ・ ニ = ニコ 
治郎 ), 日 本 農民 党 (幹事 | ・ イ ギリ ス , テレ ビジ ョ ン 公 | 立 ,「 鍼 治 マ ッ サ ー ジ 」 創 刊 | ラス 盲人 ホー ム 設 立 
長平 野 力 三 ), teRRe| BAR 
(議長 安部 磯 雄 ), 日 本 労 
農 党 (書記 長 三輪 壮 寿 ) 結 
成 
・ 自 動 式 電話 設置 
・ 健 康 保険 法 施行 
・ 社 団 法人 日 本 放送 協会 の 設 
NE 
AFI, 全国 に 開設 
・ 大 正 天皇 ご 死去 , 摂政 裕 仁 
MERWE, 昭和 と 改元 
・ 労 働 争議 調停 法 公布 
1927 | ・ 金 融 界 大 恐慌 , 銀行 の 破綻 | ・ 中 国 各 地 に 日 貨 排 奈 ・ 文 部 省 図書 局内 に 盲 学校 教 | ・ へ レン ・ ケ ラー My Reli- 
相 つ ぐ , 3 週間 モラ トリ ア | ・ ハ イデ ッ ガ ー Seinund 科 用 図書 調査 要員 会 設置 | gion 
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・ 金 輸出 再 禁 止 , STARE 


換 停 止 


・ 日 本 最初 の オー ルト ー キ ー 


「 マ ダム と 女房 」 封切 


・ 東 北 , Abt CABLE 
・ 労働 争議 の 発生 件 数 , 戦前 


の 最高 を 記録 (984 件 , 6 万 
3305 人 ) 








朝 滅 亡 


・ イ ギリ ス 銀 本 位 制 を 停止, 


イン グラ ンド 銀行 支払 停止 


・ オ ー ス トリ ア , イギリス , 


ドイ ツ に 金融 ・ 経 済 恐 慌 , 
世界 経済 恐慌 深刻 に な る 





(7 万 6260 人 = 男 3 万 8304 人 , 
女 3 万 7956 人 , BEER 
1 万 3650 人 ) 


・ 中 央 盲人 福祉 協会 第 1 I 


RAM Ik ts LOB ARBAB 
開催 , 10 月 10 日 初め て 全国 
視力 保存 デー 実施 


・ 点字 器 製作 者 仲村 豊 次 郎 没 
・ 斎藤 百合 , 東京 に 陽光 会 


( 盲 婦 人 ホー ム ) 設立 


・ ニ ュー ヨーク で 国際 盲 人 会 





Da lesa Se 


1928~ 1931 949 
西 紀 —~R 重要 事項 Bw F-B 人 福祉 
A 本 外 国 A 本 外 国 
ム 施 行 Zeit ・ 今 関 秀 雄 考案 の 点字 数 学 記 
・ 山 東 省 へ 出兵 ・ ア メリ カ , テレ ビジ ョ ン 公 | 号 が 日 本 盲 教育 会 研究 会 で 
・ 東 京 地下 鉄 開通 開 実験 採用 (東京 盲 学校 の 万 国共 
・ 岩 波 文庫 刊行 開始 ・ リ ンド バー グ , 大 西洋 横断 | 通 式 と 対立 ) 
・ 草川 竜之介 自殺 (1892~) 飛行 に 成功 
1928 | ・ 天 皇 , 京都 で 即位 式 挙 行 |・ パ リ 不 戦 条 約 調印 ・ 日 本 盲 教育 会 と 帝国 盲 教育 | ・ ア スリ カ , ジョ ン ・ ミ ルト 
・ 普通 選挙 制 に よる 初 の 総 選 | - HER REAR, ore | 会 合併 Gr ン 協 会 設立 
挙 主席 に 就任 ・ 第 1 回 全国 宜 学生 雄弁 大 会 
・ 第 2 次 共産 党 大 検挙 (3.15 | - FEVER, 満州 に 退却 の 途中 (点字 毎日 主催 ) 
事件 , 検挙 者 数 1600 RA) | 爆死 ・ 岩 橋 武 夫 , 日 本 盲人 エス ペ 
・ 日 本 軍 , 済 南 で 国民 革命 軍 | vii, コル ホー ズ 化 の た め | ラン ト 協 会 設立 
と 交戦 ( 済 南 事件 ) 土地 私 有 禁 止 ・「 続 群 書類 従 」 初め て 活版 
・ 高 柳 健次 郎 , 世界 最初 の ブ 本 と し て 刊行 
ラッ ウッ ン 管 使用 の テレ ビ 実 験 
に 成功 
1929 | ・ 救 護法 公布 ・ ア メリ カ の 株 式 市 場 大 暴 |・ 文 部 省 編 集 「 初 等 部 国語 読 | ・ ア メリ カ 盲 人 援護 協会 
・ 日 本 共産 党員 大 検挙 (4.16| 落 , 世界 経済 大 恐 代 に 拡大 | 本 」 発行 開始 (わが 国 最初 | 7Ze Teacher's Forum 出 
事件 , 起訴 339 人 ) ・ バ ベー ド 少 将 , 南極 探検 の 盲 学校 用 点字 教科 書 ) he 
- {t{SKRERA RIE ・ ツ ェ ッ ペリ ン 飛 行 船 世界 一 | 7UY PRR | ・ モ リス タウ ン に 盲 導 大 訓練 
・ 黒 板 勝美 「 新 訂 増 補 国 史 大 | 周 に 成功 ・ 東 京 盲 学校 に 盲 教育 研究 会 | 所 開設 
系 」 刊行 開始 ・ フ レミ ング , ペニシリン を | 設立 , ATR BABOK!| | ・ ア メリ カ 点 字 出 版 所 で トー 
・ 島崎 藤村 「 夜 明け 前 」 発見 ( 英 ) 発刊 キン グ ブ ッ ク 製 作 開 始 
・ 中 国 国民 政府 を 承認 ・ 全 国 盲 学校 長 協会 結成 ( 昭 
・ 官 更 の 1 割 減俸 発表 和 21 年 全国 盲 学校 長 会 と 改 
称 ) 
・ 学 齢 児童 就学 奨励 規則 一 部 
改正 , 盲 ろ う 児 に も 及ぼ さ 
0 | 
・ 中 央 盲人 福祉 協会 結成 , 盲 
人 の 福祉 お よび 和 失明 防止 運 
動 に 活躍 し た 
・ 京 都 府 立 盲 及 衣 貴 学校 同窓 
会 「 日 本 盲 貴教 育 史 」 刊行 
1930 | ・ ロ ンド ン 軍 縮 条 約 調印 ・ ロ ンド ン 軍 縮 会 議 開く ・ 物 理 療法 始め る RR BSE |e ・ ヘ レン ・ ケ ラー, Mid- 
・ 農 村 危 機 深 刻 化 校 ) stream 
・ 金 輸出 解禁 ・ フ ラン ス , The Poor BI1- 
・ 浜 口 首相 , 東京 駅 で 狙撃 さ ind Relief Act 制定 
れ 重 傷 
1931 | ・ 満 州 事変 起こ る ・ ス ペイ 共和 革命 , ブル ボン | ・ 内 務 省 , 全国 盲人 調査 ・ イ ギリ ス , アメ リカ 間 に 点 


字 協 定 成立 


・ イ ギリ ス に 盲導犬 訓練 所 開 


設 


・ ベ ルー 盲人 連 晴 結成 


a ASA ジン 


BAA RHI 
施 

BLO 8 年 義務 
制 実施 
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1932 


1933 | ・ 
・ 京 大 滝川 教授 事件 
BON, 満州 移民 計画 大 綱 を 


1934 


1935 


1936 


1932~ 1936 




















発表 


> 7] LER 

・ 日 華 停戦 協定 調印 

・ 谷崎 潤一 郎 春琴 抄 」 
・ Fel} — te | AAAS | 
"FRB (64ix) 

・ 吉野 作造 疫 (56 歳 ) 

・ 新 渡 戸 稲造 没 (72 歳 ) 


・ 満州 国 乏 制 実施 , AB 


運動 起こ る 


・ ワ シン トン 条約 破棄 
・ 帝 国人 絹 会 社 の 株 式 質 受 け 


2D CY SRBC S 
(帝人 事件 ) この た め 斎 藤 
内 閣 総 辞 職 


・ 室 戸 台風 , 死者 2500 人 


・ 美濃 部 達吉 の 天皇 機関 説 問 


題 化 


・ 全 国 に 青年 学校 開校 
・ 日 本 労働 組合 総連 合 中 執 , 


日 本 主義 へ 転向 の 新 綱領 を 
公表 


・ 第 1 回 草川 賞 , 直木 賞 発表 


・2・26 事 件 
・ ロ ンド ン 軍 縮 会 議 脱退 , 無 


制限 建 息 競 争 始 まる 


・ 日 独 防 共 協定 締結 
・ 内 務 省 , メー デー 禁止 を 通 


bse 








一 般 B BS & 
A 本 外 国 

・ 上 海事 変 起こ る ・ 満州 国 建 国 宣言 
・ 労 働 者 災害 扶助 責任 保険 法 | FAV RBS CHF AR 1 
施行 党 に な る 
・ 国 民 精 神 文化 研究 所 設立 ・ ス チム ソン ・ ド クト リン 発 
・ 満 州 国 を 承認 表 (日 本 の 満州 で の 行動 不 
・5・15 事 件 承認 ) 
・ 大 日 本 国防 婦人 会 結成 ・ ロ ー ザ ン ヌ 会 議 (ドイ ッ の 
・ 警 視 庁 に 特別 高等 警察 部 , 賠償 を 30 億 マル ク に 減額 ) 
府県 に 特 高 課 を 設置 
国際 連盟 脱退 ・EF.D. ル テー ズ ベル ド 。 ミ ュー 


ディ ー ル 政策 を 開始 


・ ド イツ (に ヒト ラー 内 冊 成 立 
・ ド イツ , 国際 連盟 脱退 


・ ヒ と ヒトラー 総統 と な る (45) 
“MARYA, メン デル 遺伝 


Fat EK 


・ ド イツ , 再 軍 備 宣言 
・ エ チオ ピア 戦争 始ま る 
・ イ ギリ ス で テレ ビジ ョ ュ ン 放 


送 開始 


- COCARK CHERYL 2- 


ド に よる トー キン グ ブ ッ ク 
の 製作 に 着手 


・ イ タリ ア , エチ オ ピ ア を 併 


合 


・ ス ペイ ン , フラ ンコ 将軍 の 


革命 起こ る 


・ 西 安 事件 , 西安 で 張 学 良 , 


抗日 戦 継続 指令 に きた 諸 介 











・ 東 京 市 南山 小学 校 に 弱視 学 


級 (は じ め 視 力 保存 学級 と 
いわ れ た ) を 開設 


・ 東京 盲 学校 と 横浜 訓 盲 院 の 


免 童 に より 盲人 野球 対校 試 
合 が 行なわ れ た (横浜) 


・ 足 利 衣 学校 長沢 田 正 好 , B 


人 用 ピン ポン を 考案 発表 


‘AAO, 点字 版 IRR 


譜 の 書き 方 」 (14) 


・ 東 京 盲 学校 「 筆 曲 楽譜 記号 


表 」 発表 


・ 中 山 太郎 「 日 本 盲人 史 」, 


(「 続 日 本 盲人 史 」 は 1936 年 
刊行 ) 


・ 高 木 正 年 疫 (79 歳 ), 中 年 で 


失明 し た が , 失明 後 35 年 間 
に わた り 議 員 生 活 を 続け 
だ , つね に 民衆 の 代表 者 と 
し て 終始 し 「 聖 代 の 義 民 」 
と 称 さ れ た 


・ 大 阪 に ライ ト ハ ウス (現在 


の 日 本 ライ ト ハ ウッ ス ) 会 館 
建設 


・ ニ ュー ヨー ク ・ ラ イト ハウ 


ス の 創始 者 マザー 夫妻 来 晶 


・ 全 国 盲 人 調査 実施 (6 万 7881 


人 , 男 3 万 4612 人 , 女 3 万 
3269 人 ) 


B 教育 ・ 盲 人 福 4t 
| 本 | 外 国 
議 開 催 , わが 国 か ら 東 京 盲 
学校 長 秋 葉 馬 治ら 出席 
・ 全 日 本 盲 学生 体育 連盟 結成 | ・ イ ギリ ス , アメ リカ 点字 結 
(会 長 木 下 東 作 ), 全国 盲 学 | 合 会 議 開催 
校 体育 大 会 を 大 阪 に て 開催 | ・ ギ リ シ ャ 盲 人 協会 設立 
・ 盲 人 僧 信 山本 暁 得 没 


アメ リカ 。 ニョ ュー ジ シネ キーラ 


ー 州 に 盲 幼児 の 家庭 訪問 教 
師 制 度 設 すら れる 


= SY Fit eee 


ミル トン 協会 の 会 長 と な る 


・ チ リ に 盲人 協会 結成 


・ ア メリ カ で 社会 保障 法 に 健 


困 盲 人 の 公 的 扶助 が 規定 さ 
れる 


の メリ カン ンク に フェ ウル 


ェ パ ー ド 法制 定 


・ ア デメ リカ VFS — "ee 


デー 法 に て 官庁 が 盲人 授産 
所 製品 質 上 げ を 決め る 


・ ア メリ カ , 連邦 建物 内 の 売 


ーー シキ ニュー テー ニャ 
ーー アー ンーーー バ ーー ツーー ニ ーーー ペ ーーーー デ " ュー ュ = 





- で で ーー 


os 


Xa OPES 


aarti 















































1937~ 1940 951 
西 紀 一 Kk 重要 事項 BA 育 ・ 衣 人 福住 
A 本 外 国 A 本 外 国 
・ 平 野 義 太 郎 講座 派 学者 , 石 を 監禁 , 内 戦 停止 店 経営 の 盲人 優先 を 法 的 に 
左 要 文 化 団体 員 一 斉 検挙 ・ 抗 日 実行 を 要求 認め る 
・ ツ 連 , 科学 アカ デミ 創設 。 ウォ キー ジ 用 三 っ カレ ッ ジ , 
イギリス 盲人 援護 協会 に 移 
f= 
・ メ ー シ ー・ サ リ ベ ン 没 
(70 歳 ) B45} HOnYV 
ン ・ ケ ラー の 教育 に 献身 し 
fe 
tH BYOFIA(CHar 
7 BPR ae 
“NFAT ICHAKEBEA 
結成 
・ 南 アフ リカ , 盲人 法 を 制定 
・ ガ ー ナ の 盲 教育 が 始め られ 
る 
1937 | ・ 日 華 事 変 起こ る ・ フ ラン ュ 政 権 成立 3 ショ ンク ラニ ee NS 
・ 日 独 伊 防 共 協定 調印 ・ 王 克敏 ら 北京 に 中 華 民 国 臨 | 全国 に 講演 , BA, 5d 
・ 文 部 省 編 「 国 体 の 本 義 ] 出 | 時 政府 樹立 者 の 奮起 と , 国民 の 理解 を 
he ・ 中 国 , ソ連 と 不可 侵 条 約 締 うっ た える 
・ 文 化 勲章 制定 結 
・ 戦 時 経済 体制 へ 移行 ・ 国 民政 府 , 国共 合作 抗日 民 
・ 人 民 戦 線 第 1 次 検挙 , 山川 | 族 統一 湿 線 結成 
均 , 猪俣 津南 雄 ら 400 人 
1938 | - BA ARIE ・ 中 華 民 国 維新 政府 南京 に 成 | ・ 傷 兵 保護 院 (の ち に 軍事 保 | ・ ス ペイ ン , GHBABSR 
・ 国 家 総 動員 法 公布 ・ 施 行 立 護 院 と 改称 一 陸軍 救護 法 を | 立 
・ 内 地 向 け 綿 製品 の 製品 の 製 | ・ ジ ュ ン ・ デ ュー イ Expe-| 軍事 扶助 法 と 改正 ) 設置 , | ・ ド イツ 連邦 共和 国 , 8 年 制 
造 ・ 加 工 ・ 販 売 制 限 等 規則 | rience and Education 失明 軍人 寮 と 失明 軍人 教育 | の 盲人 義務 教育 制度 実施 
公布 ・ ス ツク セー ル 没 (1859…) 所 開設 
・ 張 喜 峰 事件 ( 独 ) ・ ド イツ の 盲 青年 ゴル ドン 来 
・ 産業 報 国連 盟 創 立 ・ ド イツ , オー スト リブ 合併 | 日 , 盲導犬 を わが 国 に 紹介 
・ 国民 健康 保険 法 公布 ・ 施 行 | を 宣言 
・ 軍 需 工 業 動員 法 発 動 
・ 農 地 調 整 法 公布 
・ 荒 木 貞 夫 , 陸 相 と な り 教 育 
ORR ESL te 
1939 | ・ 価 格 統制 令 , 賃金 統制 令 施 | ・ 独 ソ 不 可 侵 条 約 締結 ・ 財 団 法 人 東京 盲人 会 館 完工 | ・ 世 界 最初 の アイ バン ク が サ 
行 ・ 第 2 次 世界 大 戦 勃 発 ン フ ラン シス ュ に 設立 
・ ノ モン ハン 事件 TNT pee Fa SE “FAVA, ミシガン 州 の ラ 
・ 国 民 徴 用 令 施 行 送 開始 イオ ンズ クラ ブ , BRE 
・ 米 殻 配給 統制 法 公布 校 設置 
・ ア ル ゼ ンチ ン , 盲人 保護 法 
実施 
・ タ イ , ベン ュ コック 盲 学校 設 
972 
1940 | ・ 日 ・ 独 ・ 伊 3 国 同盟 成立 ・ フ ラン ス , FA VICK ・ 本 間 一 夫 , 東京 に 日 本 盲人 | ・ イ ギリ ス 盲 人 援護 協会 は 戦 


・ 紀元 2600 年 記念 式典 共 行 
・ 政党 解散 , KERRARY 
・ 物 資 配 給 制 実 施 

・ 隣組 制度 始ま る 


・ イ タリ ア 参 戦 
・ 毛 沢 東 「 新 民主 主義 諭 」 


図書 館 設 立 GUED AAR 
字 図 書館 ) 


・ 紀 元 2600 年 奉祝 全 日 本 盲人 


大 会 (大 阪 ) と 盲人 文化 品 


傷 失 明 者 の た め リ へ ハビ リ テ 
ーション ・ セ ンタ ー を 開設 











1941~1945 
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一 般 重要 事項 
Pi x hg 国 
・ 救 世 軍 , 救世 団 と 改称 , 万 
国 救世 軍 本 部 と 絶縁 
・ 米 の 配給 制 ・ 通 帳 制 実施 
1941 | ・ 太 平 洋 戦争 勃発 ・ ド イツ , ツ 連 に 宣戦 布告 
・ 日 ツ 中 立 条約 成立 “FAVA, AFVA, AA 
・ 言 論 ・ 出 版 ・ 集 会 ・ 結 社 等 | の 在外 資産 の 凍結 令 布 告 
臨時 取締 令 公 布 
・ 国 民 学 校 令 公布 Hs 
校 を 国民 学校 に 切替 え ) 
・ 関 門 ト ン ネ ル 開 通 
・ ゾ ル ゲ 事件 
・ 大 学 ・ 専 門 学 校 の 修業 年 限 
3 カ ヵ月 短縮 (4 年 6 ヵ月 ) 
1942 | ・ 表 料 切符 制 実施 | ・ ア メリ カ , 原子 核分裂 に よ 
・1 県 1 紙 の 新開 統合 方 針 を | る 連鎖 反応 実験 に 成功 
発表 , 大 日 本 言論 報国 会 結 
成 
・ 愛 国 婦 人 会 ・ 大 日 本 国防 婦 
人 会 な ど を 解散 , 大 日 本 婦 
人 会 を 創立 
・ 米 機 , Hae Pe 
1943 | ・ 学 徒 戦時 動員 体制 確立 要綱 | ・ イ タリ ア , 無 条件 降伏 
決定 ・ チ ャ ー チ ル ,。 ルー ズル 
・ 第 1 回 学徒 兵 入 隊 (学徒 出 ト , aA, Ate aK 
陣 ) (カイ 宣言 
・ 谷 崎 潤一 郎 「 細 害 ] (中 央 | ・ ビ ル マ 独 立 宣言 
公論 ) 連載 禁止 ・ フ ィ リ ピン 共和 国 独立 宣言 
・ 米 英 楽曲 約 1000 曲 の 演奏 禁 
止 , 日 常 英語 追放 
1944 | ・ 女 子 探 身 隊 結 成 ・ ガ ンジ ー, イン ド 国 民政 府 
・ 大 都市 に 貴 開 命令 樹立 
・ 学 童 の 集団 貴 開 実施 ・ ポ ー ラ ンド 共和 国 臨時 政府 
・ 青 年 師範 学校 設 四 成立 
・ 二 科 会 な ど 各 美術 団体 解散 | ・ ド ゴー ル 首 班 の 臨時 政府 パ 
リ に 成立 
・ ア メリ カ , 電子 計算 機 を 完 
成 
1945 | ・ 長 崎 ・ 広 島 に 原子 爆弾 投下 | ・ ヤ ル タ 会 談 
・ ポ ツ ダ ム 宣 言 受諾 ・ ド イツ 無 条 件 降伏 
・ 天 皇 の 「 終 戦 の 大 語 ] を 録 | ・ ポ ツ ダ ム 宣 言 
音 放送 ・ ツ 連 , 対日 宣戦 布告 
・ ミ ズリ ー 号 上 で 降伏 文書 調 | 第 2 次 世界 大 戦 終了 
印 ・ 国 際 連 合成 立 
・ 連 合 軍 総 司令 部 (GHQ) |・ ユ ネス = 発足 


ー 元 人 


BULASEE ORE, 治安 維 
持 法 廃止 , 政治 犯 釈 放 , 男 


・「 点 字 大 阪 毎日 」, 





・ 全 日 本 盲人 協力 会 議 開催 


(奈良 県 信貴 山 ), 戦闘 機 
「 報 国 第 61 号 日 本 盲人 号 」 
ICRA 


・ 後 藤 静 香 , 大 日 本 点訳 奉仕 


団結 成 


[点字 毎 
日 」 と 改題 


・ 日 本 鍼 炎 投 マ ッ サ ー ジ 師 会 


結成 


・ 日 本 点字 考案 者 石川 倉 次 没 


(86 歳 ) 


・「 東京 光 の 家 」 と 「 日 本 鍼 接 


協会 」 が 合併 し て 「 東 京 点 
字 出 版 所 」 と 改称 


RIBAS CFT b> 


A) 内 に 早川 電機 株 式 会 社 
の 分 工場 設立 (大 阪 ) 


養成 学校 開設 


・ コ スタ リカ に 特殊 教育 学校 


設立 


・ イ ギリ ス , 身体 障害 者 雇用 


法制 定 , 盲人 に も 適用 


・ ア メリ カ 点 字 出 版 所 , プ # 


リカ 盲人 援護 協会 と 合併 


・ ア メリ カ 戦 傷 失 明 者 事業 団 


設立 


‘7ST TTIVTBK BIG 


保護 委員 会 設立 


・ イ ンド , デラ ドウ ン 市 に 国 


立 の 盲人 訓練 セン ター 設立 





マ y= うっ 


ae 


| 


ーー 


en 





西 紀 


1946 


1947 


1948 


1946~ 1948 
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A 本 


—~ 般 重要 事項 





外 国 








女 同 権 , 労働 者 の 団結 権 , 
教育 の 自由 化 , 経 済 民主 化 , 
財閥 解体 , 農地 改革 な ど を 
指令 


・GHQ, 公職 追放 を 指令 
“Ke, 神格 否定 宣言 

・ 日 本 国 憲 法 公布 

・ ア メリ カ 教 育 使節 団 , 教育 


の 地方 委譲 9 年 制 義務 教 
育 , 教科 書 民主 化 を 勧告 


・ 旧 円 停止 ・ 新 円 切換 え 
・ 極東 国際 還 事 裁判 開廷 
・ 労働 法 ・ 労 働 関係 調整 法 公 


Ai 


・ 当 用 漢字 , 新 か な づか い 制 


定 


・GHQ, 2・1 ゼネ スト 中 


止 指令 


・「 日 本 国 憲法 」 施行 
・「 独 占 禁止 法 」,「 職 業 安定 


法 」,「 失 業 保険 法 」 公布 


・「 労 働 基 準 法 」 公布 
・ 学校 給食 始ま る 
・「 教 育 基本 法 」, 「 学 校 教育 


法 」 (6 ・3 制 ) 実施 


・ 改正 民法 公 礁 (「 家 」 制度 


Beit) 


: (eRe A | 公布 
・ 医療 制度 審議 会 設置 


・ 自治 体 警 察 発足 
・「 教 育 委員 会 法 」 公布 
・ 極東 国際 軍事 裁判 判決 GR 


條 英機 以下 7 人 絞首刑) 


・ 帝 銀 事件 
・ サ マー タイ ム 実 施 








=> Ill 





・ フ イィ イリ ピン 独立 

・ ズ パリ 平和 会 議 開 催 

・ シ ー ト ン 没 (86%) 

・ ケ イン ズ 没 (63K) 

・ ロ ンド ン で 第 1 回 国際 連合 


総会 , 安全 保障 理事 会 成立 


・H.G. ウェ ルズ 没 (80 歳 ) 


・ イ ンド ネシア 共和 国 独立 宣 


ルー マン ・ ド クト リン ( 
共産 主義 封じ 込め 政策 ) 発 
表 


s イ ンド , パキスタン 自治 領 


成立 


・ ビ ル マ 共 和 国 独立 
“AGRE, 朝鮮 民主 主義 人 


民 共 和 国 成立 


・ イ スラ エル 共和 国 独立 
・ 世 界 保健 機関 WHO) 58 


足 














: TE ACR 2 IA LC A 


ABER Se a 


・「 学 校 教育 法 」 第 6 章 に 特 


狐 教育 に 関す る 規定 設け ら 
れ , | Be Seis Fe 43 | 
Bek 


・ 連合 国軍 最高 司令 官 総司 令 


mes Ose 5 OR 
止 を 要求 する 通達 が あり , 
その 存続 の た め , 全国 の 盲 
界 , 業界 に お いて 猛烈 な 運 
動 が 展開 され る 


・ 法 律 第 217 号 「 あ ん 摩 , は 


り , きゅう , 季 道 整復 等 党 
業法 」 公布 , これ まで の 営 
業 免 許 か ら 身 分 免許 と な る 


© 名 吉屋 ろ 有 の タス 設立 
・ Bin GEAR Bik 


(56 歳 ) 


・「 完 童 福祉 法 」 公布 , 43% 


に 盲 ・ ろ 5 ああ 児 施設 の 規定 
を 設け る 


・ 弄 学校 小学 部 お よび 中 学部 


NAD MFR, fete 
し この 年 度 は 小学 部 第 1 学 
年 だ け 実 施 , 以後 毎年 1 学 
年 ずつ 延長 し , 1956 年 度 を 
も っ て 完成 


el バン 7 FARA; 全国 


講演 , ヘレ ン ・ ケ ラー・ キ 
ャ ン ペ ー ン が 毎日 新聞 社 の 
後援 で 全国 的 に 展開 され る 


・ 日 本 盲人 会 連合 (日 盲 連 ) 


結成 , わが 国 初 の 盲 人 の 全 
国 組 織 , 30 団体 7000 人 が 
加 人 


・ 失 明 者 更生 施設 国立 光明 察 














・ ア メリ カ 海 外 盲 人 援護 協会 


設立 


・ 第 1 回 国連 総会 に お いて 身 


体 障 害 者 事業 を 国連 技術 援 
助 の 一 分 野 と し て 承認 


・ ユ ー ゴ スラ ビア 盲人 援護 連 


乙 結 成 


・ 台北 盲 貴 学 校 は 台 浴 省 立 台 


北 盲 貴 学 校 と な る 


っ フッ ン (た (ココ クン Mie ピョン クニ ピン 


ト 身体 障 害 上 学校 設立 


・ イ ギリ ス , レッ チワ ー ス 職 
業 訓練 セン ター 設置 
AA SORE FR 











1949~1952 


B x 
= 本 
が 東京 と 塩原 に 開設 


・ 京 都 府 立 京都 寒 (の ち 京 都 


府 身 体 障害 者 福祉 セン タ 
ー) 設立 


・ 点 字 毎 日 等 主催 の 「 全 国 盲 


学生 点字 競技 会 」 を 開催 


・ 松 山 光 明 窪 (の ち 愛 媛 県 盲 


人 福祉 セン ター) 設立 


育 ・ 盲 人 福祉 
| 外 


Fa ドイ ツ BA#BZBE, 


・ 世界 盲人 福祉 協議 会 CES 


協 )) イギリス の オッ クス 
フォ ー ド で 開か れ た 国際 盲 
人 労働 者 会 議 の 決議 に より 
発足 , 9 ヵ国 が 参加 , 1954 
年 の ぺ リ の 第 1 Mt SBE 
会 に は 34 カ ヵ国 の 代表 参加 

ドイ 
ツ 連 邦 盲 人 協会 と し て 再編 
成 


立 の 名 称 使用 を 許可 され る 


・ ベ ネズ ェ ラ に 盲人 労働 者 協 


会 結成 


・ ウ ル グ テ ァ イ 紀 盲人 連盟 結成 
・ ル シーマ ニ ア 紀 盲人 労働 協同 


組合 発足 


・ 王 立 イ ギリ ス 連 邦 盲 人 援護 


協会 設立 


・WHO 第 3 回 総会 , 身体 障 


害 者 の 医学 的 更生 事業 の 促 
進 に 関す る 決議 


・ 世 界 在 郷 軍人 達 盟 結成 
・ カ ナダ 盲人 援護 協会 , 


aS 


カー ウッ ドモ セン ター を 建設 
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本 外 還 
1949 | ・ ド ッ ジ 公使 , 経済 安定 政策 | ・ 北 大 西洋 条約 成立 
(ドッ ジラ イン ) 明示 ・ 中 華人 民 共 和 国 成立 
・ マ ッ カ ー サ ー, RAR | | ・ 西 ドイ ツ 連 邦 共和 国 成立 
易 を 許可 
・「 教 育 公務 員 特 例 法 」 公布 
・ 間 川 秀樹 。 ノー ベル 物理 学 
賞 受 党 
EHP 
・ 下 山 事件 , 三鷹 事件 , 松川 
事件 発生 
1950 | ・「 文 化 財 保護 法 」 公布 , 3c | - SIERRAS Z 
| 化 財 保 護 委員 会 発足 ・ 独 ツ 同 盟 条約 
| ・ 衣 料 自由 販売 ・ イ ンド 共和 国 成立 , 大 統領 
・「 生 活 保護 法 」 公布 FIP Sa 
- (RBS ARARE! 施行 | ・ テ ネス ュ 第 5 回 総会 (教育 
・ 日 本 労働 組合 総評 議会 ( 総 ・ 科 学 ・ 文 化 的 資材 の 輸入 
評 ) 結成 BERKS BAK BRRE 
| ・ マ ッ カ ー ザ ー。 BPR) i) 7a YA C 
_ 員 全 員 の 公職 追放 を 指令 
・ 官 庁 , 各 業 界 で レッ ド ペ ー 
6 
1951 | ・ 対 日 平和 条約 ・ 日 米 安全 保 | ・ マ ッ カ ー サ ー 狂 先 , 後 任 に 





障 条 約 調印 


・ 国際 労働 機構 (1 LO) 加 


Ha 


・ 児 童 憲章 制定 

・「 社 会 福祉 事業 法 」 制定 
・ ユ ネス ュ に 正式 加盟 

・ 追 放 解 除 始ま る 

・ 民 間 航 空 復活 

・ 民間 放送 開始 

・ 厚 生 省 第 1 回 , 身体 障害 者 


実態 調査 実施 


・ 戦 傷病 者 戦没 者 遺族 等 援護 


法制 定 

・ 日 米 行 政 協定 調印 

・ 破 壌 活動 防止 法 公布 

・ 日 本 赤十字 社 法 施行 

・ 東 京 ラ イオ ンズ クラ ブ 結 成 


リッ ジウ ェ イ 中 将 


・ 旧 イタ リア 領 リ ビ ヤ 独 立 


(王制 ) 


・ プ ラ ハ に て 世界 平和 大 会 


・ ツ 連 に 欠陥 学研 究 所 創設 
・ サ ルト ル と カミ ュ の 革命 観 


aa 


‘BE, SRRIIVYES 
・ モ スク ワ に て 国際 経済 会 議 | ・ 


・ 文部省 , 高等 部 理 療 科 教育 


課程 定め る 


・ 国 立 神戸 光明 寮 設立 
・ こ の ころ 国立 東京 光明 寒 で 


盲 大 学生 の カナ タイ プラ イ 
ター 講習 会 開催 . これ を 契 
Bx, カナ タイ プラ イタ ー 
科 を 設置 , また , 2,30 
盲 学校 で カナ タイ プラ イタ 
ー の 利用 始ま る 


z 「 あん摩 , は り , き ゅ う , 


朱 道 整復 等 営業 法 ] を 「 あ 
ABE, (LOB, きゅう 師 
及び 地道 整復 師法 」 と 改称 


・ 全国 盲 学校 理 療 科 教 員 連 明 


結成 


・ 日 本 ライ ト ハ ッ ウス, 全国 盲 


婦人 実態 調査 を 実施 
文部 省 初等 中 等 教育 局 に 特 
FAR SPR 


・ オ ー ス トラ リア , BEB 


会 設立 


・ 世界 点字 審議 会 結成 (事務 


局 べ ぺり) 


・ 王 立 イ ギリ ス 盲 人 援護 協 


A, トー キン グ ブ ッ ク を を カ 
セッ ト テ ー プ 切替 える 


・ マ レー シア 盲人 援護 協会 設 


ーー 


MW 


・ ノ ルウ ェ ー, BARRE 


実施 


・ ポ ー ラ ンド 盲人 連 昭 結 成 
・ シ ン ガ ポー ル 弟 人 援護 協会 


設立 


・ ト ルコ 共和国 厚生 省 管 轄 の 


盲 咽 学校 は 文部 省 に 移管 さ 
nh, アン カラ 盲 学校 と な る 


・ イ ンド 盲人 援護 協会 設立 


・ ヘ レン * ケ ラビ 


SIFAA 
政府 か ら レ ジョ ン ・ ド ・ ヌ 
ー ル 勲章 を 贈ら れる 


・ オ ラン ダ , 第 1 回 国際 音 青 


年 教育 者 会 義 を プッ サム で 
開催 





1953~1955 














西 紀 


1953 


1954 


1955 


A 本 


・ 全国 住民 登録 実施 
・ 二 重 橋 メ ー デ ー 事 件 


・ 日 米 友好 通商 航海 条約 成立 
・ ス ト 規 制 法制 定 (電気 ・ 石 
炭 業 の 省 議 制限 ) 


・NHK・ 民 間 放 送 テ レビ 本 


放送 開始 

・ 川 崎 タ メイ プラ イタ ー 会 社 が 
スタ ンダ ー ド ・ カ ナタ イプ 
ライ ター の 製造 を 開始 


・ 日 米 相互 防衛 援助 協定 CM 
S A) 調印 


・ 自衛 隊 発 足 


・ 政 治 的 中 立 を めぐ る 教育 2 
法 成立 

・ ビ キ ニ 水 爆 実験 で 第 5 福 竜 
丸 被災 

・ 青 函 連 絡 船 洞爺 丸 , 暴風 の 
た め 転 考 , 死者 1011 人 


・ 社 会 党 両派 統一 , 日 本 社会 
党 と な る 

・ 保 守 合同 成り , 自由 民主 党 
結成 

> AKERS tere da AD 





外 国 





・ 朝鮮 休戦 協定 調印 
・ 英 女王 = リザ ベス 2 aE 


式 


・ ス ター リン 没 (75 歳 ) 


・ ジ ュ ネ ー プ ブ 協定 
・ 原 子 力 潜水 艦 ノ ー チ ラス 与 


就役 


・ ツ 連 の 対 独 終戦 宣告 
- YH, マレ ンコ ラフ 辞 任 , 後 


任 に プル ガー ニン 


2 2 ミン ドン で アジ 多 部 (メア クリ 


カ 会 議 


・ 浜 松 盲 学校 ,。 ピア ノ , ハー 


モニ カ 調 律 を 始め る 


・ 旭 川 盲 学校 , 酷 農 の 実習 始 


め る 


・ 日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 


会 設立 


・「 盲 学校 , ろ 5 学校 お よび 


養護 学校 へ の 就学 奨励 に 関 
する 法律 」 制定 


・ 厚生省, 日 本 点字 図書 館 に 


図書 貸出 事業 委託 


・ 日 本 点字 研究 会 結成 
・ 岩橋 武 夫 没 (56 歳 ) 


20 歳 の と き 失 明 し た が , 関 
区 の ニン ネン ヘン ンジ る 
学び が, ライト ハウ ゥ ス を 創 
立 , へ ヘレン ・ ケ ラー・ キ ャ 
レン 盲人 の 全国 的 組 
織 化 , 福祉 ・ 文 化 の 向上 に 
大 き な 業 績 を 残し た 


we VA, aie ole で ミル 第 3 回 来 


日 , 全国 講演 


・ 第 1 回 アジ ア 盲 人 信 祉 会 


we, 東京 で 開催 


・ 早 川 電機 工場, 身体 障害 者 


職業 東生 の モデ ル 工 場 と な 
り , 1963 年 , 盲人 に よる 経 
営 管理 ・ 業 務 担 当 実 施 


・ 日 米 両国 有志 の 間 で アイ ベ バ 


ンク 設立 委員 会 組織 


・ 大 韓 民国 , 


・ イ ギリ ス , 


e SF 


・ ペ パナ マ に ヘレン ・ ケ ラー 盲 


学校 設立 


・ ト ル ュ で 盲 児童 を 一 般 中 学 


校 と 音楽 学校 に 入学 させ る 


・ べ ベト ナム 共 和 国 国立 盲 少年 


学校 開校 
ソウ ル を は じ め 
各地 盲 学校 設立 


‘BSB etl HES 


・ ア メリ カ , 盲 児 と 晴 眼 児 の 


共学 に 関す る 全国 大 会 開催 


・ マ レー シア に ガー ニー 生活 


・ 職 業 訓練 セン ター 設立 


・ ド イッ 連邦 共和 国 , 身体 障 


害 者 強制 選 用 法 実施 


・ 北 京 ・ 上 海 ・ 南 京 な ど に 中 


国 盲人 福利 協会 設立 


・ 世 界 点字 楽譜 統一 会 議 , ペ 


リ で 開催 


・ 香 港 盲 人 援護 協会 設立 
・1 LO 総会 に お いて 身体 障 


害 者 の 職業 更生 に 関す る 国 
際 基 準 を 制定 

ジグ クソ NR = 
RK, 王室 の 許可 を 得 て ク ィ 
Se es oe ree 
と 称し た 


ク の ペー キン ス BMA 
所 , パー キン ス 盲 学校 と 改 
称 

ジグ リン ゼス ネス ・ 
エリ ザ ベ ス 盲 学校 設立 


・ フ ィ リ ピン に 国立 モデ ル 訓 練 


セン ター 設立 


・ 台湾 盲人 重 建 院 開設 
・ チ リ 特 殊 教 員 養成 所 を 解消 


ee ea ae 
リ テ ー シ ョ ンコ ー ス を 開設 








1956~ 1958 
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—  B BSA 
mae 上 本 外 還 
1956 | ・ 日 本 , 国際 連合 に 加盟 ・ ナ セル エジプト 大 統領 , ス 
・ 日 ツ 国交 回 復 ェ ズ 運河 国有 化 を 宣言 
・ 新 教育 委員 会 法 成立 , 教育 | ・ ス エズ 動乱 起こ る 
委員 の 公選 を や め 任 命 制 に | ・ ソ 連 , コミ ン フ ォ ル ム 解 散 
な る 
1957 | ・ 勤 務 評 定 試案 発表 ・ 第 1 回 バグ ラオ シュ 核 物 理 
・ 日 ツ 通商 条約 調印 学者 会 議 開催 
・ 南 極 予 備 観 測 隊 , オン グル | ・ ツ ソ連 , 世界 最初 の 人 工 衛星 
島 基地 に 上 陸 , 「 昭 和 基 地 」| スプ ー ト ニク 第 1 号 打上 げ 
と 命名 成功 
1958 | ・ 日 ソ 貿 易 協 定 ・ フ ラン ス , 第 5 共和 政憲 法 





・ 文部省, 道徳 教育 実施 義務 


化 の た め の 施 行 規則 改正 


・1 万 円 札 発行 
・ 全 日 本 農民 組合 連合 会 結成 








制定 


“FAVA, KIBE=ZA 


プロ ー ラ ー 1 号 打上 げ 成 功 


・ ア ラブ 建 合 共和 国 成立 





・ 日 本 盲人 会 連合 , 


の 日 育 委 , 








Fe) 発足 


・ 日 本 盲 心理 研究 会 設立 , 機 


関 誌 「 盲 心理 研究 」 創刊 


・ 日 本 点字 研究 会 「 点 字数 学 


記号 」 出版 


・ 東 京 に ライ オン ズ ・ ア イベ 


ンク 設立 


・ 千曲 家 宮城 道雄 没 (62 歳 ) 


「 岩 橋 賞 」 
制定 


・ 義務 教育 の 点字 教科 書 を 日 


本 ライ ト ハ ッ ウス 点 宇 出版 所 
と 東京 点字 出版 所 で 出版 


・ 日 本 点字 研究 会 「 邦 楽 点字 


楽譜 」 出版 
[HES - that 
ニュ ー ス レタ ー」 OFFI 


・ 鉄道 弘済会 , 盲人 福祉 事業 


に 着手 


・ 日 本 盲導犬 協会 設立 
・ 国 立 東京 光明 寮 , タイ プラ 


イタ ー 科 の 第 1 回 修了 生 19 
人 を 出す 


・ 盲 ・ ろ 5 教育 80 年 記念 式典 


東京 に て 開催 


・ 全 日 本 盲 教育 研究 会 (の ち 





全日 本 盲 学校 教育 研究 会 ) 
eK 


・「 角 膜 移植 に 関す る 法律 」 


制定 


・ 過 球 銀行 設立 委員 , FARR 


球 銀行 協力 会 を 設立 


・ 電 波 法 改 正 , HRRMOBA 


(に ハム (アマ チュ ア 無 線 技 
士 ) の 受験 資格 認め られ る 


・ 下 村 宏 没 (82 歳 ), HABA 


福祉 委員 会 初代 会 長 , 第 1 
回 アジ ア 盲人 大 会 議長 








HA B-H 人 @ 4 
| 本 | 外 国 
・ 日 本 盲人 福祉 委員 会 (日 育 | ・ 王 立 イ ギリ ス 盲 人 援護 協会 


へ ザー セッ ト 形 青年 職業 能 
力 測定 セン ター を 設置 


"AIT TANTS AL ae 


Ha FRR 


・ ポ ルト ガル に 点字 出版 セン 


ター 開設 


・ シ リア ・ ア ラグ の クタ マタ 


ス に 盲 学校 設立 


・ エ テ エルサルバドル に 盲人 更生 


セン ター 設立 


・ デ ンマ ー ク , 盲人 法制 定 
・ ウ ガン ダ , サラ < 農業 訓練 


セン ター 設立 


・ マ ニラ に 開設 され た 身障 者 


更生 援護 セン ター は 太平 洋 
地域 の 盲人 事業 家 の 訓 練 セ 
ンタ ー と し て 発足 


・ ウ ガン ダ , BARBS 


する 国際 研究 セン ター 設立 


-R-7Y PS BARR, BA 


協同 組合 を 組織 


SU YT ae eles 


職業 訓練 セン ター は マレ ー 


ン ア 盲人 協会 に 移管 


・ レバ ノ Yas, バー スバ タ 盲 学 


設立 


・ ス ペン ナー「 改 訂 国 際 点 字 


楽譜 の 手引 | 出版 


・ ア メリ カ 海 外 盲人 援護 協会 


マニ ラ に 極東 事務 局 を 開設 


‘SBA BERRY 


Cie WA Fe 


Rs 2 


パン 農業 訓練 セン ター 設立 


・「 エ スペ ラン タ ・ リ ギー ョ ロ 」 


の 編集 者 ハロ ルド ・ チ ラン 
ダー 混 (スウ ェ ー デ ン ) 


・ ア ン リ ・ ア イザ ッ ク 少 佐 没 


(フラ ンス 戦傷 盲人 連盟 会 
長 ) 


・ イ ンド で 統合 教育 方 式 採用 


( 盲 児 童 を 一 般 小学 校 へ 入 
学 させ 巡回 教師 を 派遣 ) 


・ ベ トナ ム 共 和 国 立 填 少 女 学 


校 開設 


・ ベ ルギー, 身体 障害 者 法 公 


布 


・ ウ ゥ ウルグアイ, 盲 学生 後援 会 


結成 


・ こ の ころ ルー マニ ア に 盲人 


ホー ム 設 立 


・ 必 リア ・ ア ラブ の タマ 座 








西 紀 

















1959 


1960 


1961 


1962 








・「 国 民 年 金 法 」 施行 

・ メ ー ト ル 法 施行 

・ 最初 の 国際 教育 学会 議 , 東 
京 大 学 で 開催 


・「 身 体 障 害 者 雇用 促進 法 」 
制定 

・ 全 学 連 主 流派 , 国会 構内 に 
突入 , 警官 隊 と 衝突 し 東大 
生 樺 美智 子 死亡 (6 ・15 事 
件 ) 

・ 新 安保 自然 承認 

・ 浅 沼 稲 次 郎 暗殺 

・ 三 井 鉱 山 三池 鉱業 所 争議 
( 282 日 間 ) 


・ 日 韓 旅客 定期 航路 , 博多 ・ 


釜山 間 に 就航 
・ カ ラー テレ ビ 本 放映 開始 
・「 精 神 薄 弱者 福祉 法 」 制定 











DS A eS 


—By SAR Dee CE 
FTA) 調印 


- eee S 
* キュ ー バ 革命 , カス he, 


首相 と な る 


・ ツ ソ連, 月 ロケ ッ ト で 月 の 斉 


側 写真 撮影 に 成功 


・ コ ン ゴ , 独立 


・ 西 側 20 カ 国 , 経済 協力 開発 


機構 (OECD) 設立 条約 に 
調印 


・ キ プロ ス , ナイ ジェ リア 独 


ーー 


AL 





・ RAKE 


・ 東 京 , 大 阪 , 名 古屋 で 第 2 
市 場 発足 , 上 場 554 社 


・ 通 産 省 , 4 月 1 日 か ら 自 由 


化 の 重工 業 関係 の 300 品目 
発表 

・ 農 業 基本 法 公布 

・ 小 児 て マヒ 大 流行 , ツ 連 製 生 
ワク チン 使用 開始 


・ 創 価 学会 , 政治 団体 の 公明 
会 結成 
・「 義 務 教 育 費 国庫 負担 法 」 











字 図 書館 , 声 の 図書 事業 開 
始 

・ 日 本 点字 研究 会 「 点字 文法 」 
出版 

・ 初 の 盲人 ハム 誕生 (受験 者 
29 人 の 5 も 24 人 合格 ), 合 
格 者 14 人 に よっ て 日 本 盲人 
ハム (CJ BH) クラ ブ 結 成 


・ 全 国 8 カ所 の ライ ト ハ ウス 
で 全日 本 ライ ト ハ ウス 連盟 
を 組織 

・ 日 盲 要 ,「 愛 盲 十字 シー ル 」 
運動 を 起こ す 

・ 日 本 盲人 会 連合 ・ 日 本 ライ 
ト ハ ウッ ウス, 「 日 本 盲人 の 特 
狐 職業 実態 調査 ] を 行 な 5 

・ わ が 国 最 初 の 盲 精神 擬 弱 児 
施設 , 彦根 学園 開設 








1959~ 1962 957 
要 事 項 Ba FH 人 福祉 
外 国 H 本 | 外 国 
ス に 盲人 更 用 補導 所 設置 
・ 中 華人 民 共 和 国 の 各地 に 盲 
人 福利 工大 を 設立 
・EEC 正 式 発足 ・ 日 本 ライ ト ヘ ウス と 日 本 点 | ・ イ ンド 和 失明 防止 協会 設立 


・ 王 立 イ ギリ ス 盲 人 接 護 協 


会 , 固形 点字 印刷 機 開発 


“TA VATE ARES 


の 後援 団体 と し て , ヘレ ン 
・ ケ ラー 世界 盲人 援護 十字 
軍 を 組織 | 


・ ル イ ・ ブ ライ ュ 生 誕 150 年 


i 


・ プ エル トリ ュ に 盲人 福祉 の 


世界 研究 セン ター 設立 


・ エ クア ドル , 盲人 援護 連盟 


結成 


・ 吾 浴 宜 隔 県 に 私 立 慕 光 盲 人 


福利 館 開 設 


・ ド イツ 民 二 共和 国 , 盲人 年 


金 法 公 布 


・ イ ンド , タタ 盲人 農業 訓練 


セン ター 開設 


イシ ンド の バン ベク ラグ 


盲人 図書 館 建設 


・ イ ンド , 盲 教育 者 養成 所 設 


軒 


3 AF VT, ANA AA b 


・ ロ マグ リフ 盲 教育 者 訓練 
協会 創立 


‘Re BAe +2 + 


ジ 科 を 開設 


ラコ 
・ ツ ビエ ト , 盲 児 教育 義務 制 


を 9 年 と する 


・ ツ ビ ェ エト , 盲 学校 に 1 年 制 


の 幼稚 部 設置 を 義務 づけ る 





・ ツ 連 , 人 間 衛 星 船 ボ スト ー 


ク 1 号 打上 げ , 回 収 に 成功 


・ 中 立国 首脳 ,。 ベオグラード 


会 議 


・ 東 ドイ ツ , 西 ベ ルリ ン へ の 


交通 遮断 


・ ア ル ジ ェ リア 独立 
・ キ ュー バ 海 上 封鎖 事件 
・ ヘ ルマン ・ ヘ ッ セ 没 (85 歳 ) 








・NHK, 盲人 の ラジ オォ 聴取 
料 を 免除 

・ 盲 人 郵便 物 (盲人 用 点字 , 
盲人 用 録音 テー プ , 点字 用 
紙 ) の 郵便 料 無料 に な る 
・ 京 都 ラ イト ハッ ス 創 立 
ARRAS RE SCs 
MUA iB BAR 


‘BERS, 盲人 と し て 全 


国 初 の 京都 市 名 蒼 市 民 の 称 
号 を 受け る 


・ 全 国 盲 学校 PTA 連 合 会 発 
足 





・ ト マス ・ キ ャ ロ ル Blind- 


NESS 


・ ポ ルト ガル , 盲人 文化 モン 


ター 設立 

・ ザ ン ビ ア 政 府 , 盲人 委員 会 
設立 

・ コ ロン ビア , 盲人 更生 補導 
セン ター 設立 

・ ウ ル グ ア イ , 公立 の 寄宿 制 
盲 学校 と 盲人 更生 セン ター 
開設 


・ イ ギリ ス , 盲 ろう 者 教育 国 


際 セ ミナ ー, ユン ドー バー 
ホー ル で 開催 




















・ 日 本 弱視 教育 研究 会 結成, 


弱視 学級 研究 指定 校 選定 , 
機関 誌 「 弱 視 教 育 」 創刊 


・ 厚 生 省 , 日 本 ライ ト ハ ウス 


に 点字 図書 貸出 事業 を 委託 


・ 全 国定 学生 点字 競技 会 は 録 


音 テ ー ブ 方 式 に 改め られ る 


・ 労 働 省 , 大 阪 府 に 視覚 障害 


者 の 適職 研究 を 委嘱 


・ 国立 療養 所 東京 病院 に リハ 


ビリ テー ショ ン 学 院 設置 


・ 日 本 盲人 カナ タイ プ 協 会 設 


立 。 カナ タイ プラ イタ ー の 
無料 貸出 し 普及 に つと め る 


・ 目 本 ライ ト ヘ ウス, REM 


958 1963~1964 
一 般 重要 事項 
mac | 本 | 外 国 
公布 ・ 彰 適 疫 (71 歳 ) 
・ 高 遮 達 之 助 ・ 亡 承 志 , 日 中 
長期 総合 貿易 に 関す る 覚え 
書 に 調印 , し 華 貿易 始ま る 
1963 | ・ 老 人 福祉 法制 定 ・ 南 ベト ナム 革命 
・ 日 仏 通商 協定 調印 ・ 米 英 ツ 3 国 , 部 分 的 核 実験 
・ 原 子 力 研究 所 , 原子 力動 力 | 停止 条約 調印 
炉 の 発電 成功 ・ ケ ネ デ ィ ・ ア メリ カ 大 統領 
暗殺 され る 
1964 | ・ 東 海道 新幹線 開通 ・ 中 華人 民 共 和 国 核 実験 








・ 第 18 回 オリ ン ピ ッ ク 東 京 大 


会 開催 


・ い わ ゆ る 「 吉 田 書簡 」 Oe 


総統 に 送ら れ , 対 中 共 延 払 
い 輸出 禁止 を 約束 


・ 文部省, 道徳 教育 指導 資料 


を 発表 


・「 母 子 福祉 法 」 制定 





・ ネ ー ル ・ イ ンド 首相 没 (75 
歳 ) 





・ 日 本 点字 研究 会, 


「 ュ ン サ イス 英和 辞典 」 ( 全 
71 巻 ) 完成 , 大 阪 文化 賞 を 
うけ る 

シン ショ 
ー 編 「 改 訂 国 際 点 字 楽 譜 の 
手引 」 の 日 本 語 点字 版 「 世 
界 点 字 楽 譜 解 説 ] ( 全 5 巻 ) 
を 出版 


・ 東 京 教育 大 学 附属 盲 学校 


大 阪 府立 盲 学校 に 理学 療法 
十 養 成 課程 設 軒 


・ 国 立 光 明 寮 , 国立 視力 障害 





セン ター と 改称 


・ パ バラ リンピック 東京 大 会 開 


催 , 第 1 部 第 13 回 国際 スト 
ー ク マン デビ ル 競 技 会 , 第 
2 部 国内 身体 障害 者 スポ ッ 
ー 大 会 , 選手 498 人 の うち 
視力 障害 者 119 人 


・NHK, ラジ オォ 番組 に 「 盲 


人 の 時 間 」 を 設け , BAR 
庭 の テレ ビ 視 聴 料 を 半額 と 
する 


・ 中 村 京 太郎 没 (84 歳 ), 幼 少 


の と き 失 明 し た が , 1922 年 
「 点 字 大 阪 毎日 」 主筆 と な 
り , 日 本 の 盲 教育 ・ 盲 人 福 
祉 の 向上 に 寄与 


う 師 及び 和 柔道 整復 師法 」 を 
「 あ ん 摩 マ ッ サ ー ジ 指圧 
師 , は り 師 , きゅう 師 , A 


a 教 #-H 
本 | 





人 fai 祉 
外 国 


・ ニ ュー ヨー ク で 技術 と 失明 


に 関す る 国際 会 議 開催 


・ オ ー ス トラ リア , 第 1 回 国 


際 身 体 障害 者 え ポ ーッ 大 
会 , リン ツ で 開催 


・ 香港 盲人 援護 協会 , 九 請 に 


証人 工場 を 開設 


・ 第 3 回 国際 珠算 会 議 で 盲人 


の 珠算 検定 に つい て の 提案 
可決 


・ ベ トナ ム , DEV YI RY 


年 小 ・ 中 学校 設立 


・ ガ ー ナ , アク ラ に 身体 障害 


者 (盲人 を 含む ) の た め の 
工業 補導 部 設立 


教育 を 開始 


ホー ム 開 設 


・ ザ ン ビ ア , 盲人 農村 セン タ 


ー 開 設 


・ ア メリ カ , 国際 盲人 連盟 結 


ie 


・ 大 韓 民国 , . 戦後 禁止 され て 


いた あん ま 営 業 を 解禁 


・ タ イ , 盲人 援護 協会 , 職業 


訓練 セタ ンタ ー 設 立 


“AYE, ファ ン サ に 農業 訓 


練 セ ンタ ー 設 立 





Aye 5 dil rere 





西 紀 





1965 


1966 


1967 


1968 








・「 母 子 保健 法 」 公布 
・ 国際 教育 会 議 開催 
・ 朝永 振 一 郎 , ノー ベル 物理 


学賞 受賞 


・ 日 韓 基本 条約 調印 
・ILO87 号 条約 を 批准 
・「 理 学 療法 士 , 作業 療法 士 


法 」 成立 


























・「 古 都 保存 法 」 公布 

・ 太平 洋学 術 会 議 開催 

・ 日 本 近代 文学 会 館 開館 

・ 基地 基本 法 成立 

"AY WE AY RAB 


定 調印 


・ 第 1 回 赤字 国債 発行 


・ 日 米 誕 脳 会 談 (小笠 原 返還 


は 1 年 以内 と 共同 コミ ュ ニ = 
ケ ) 


・ 羽 田 空 港 流血 デモ 事件 ( 反 


代々 木 系 全学 連 , 首相 の 渡 
米 に 反対 し 警 宮 隊 と 衝突 ) 


・ 小 笠原 諸島 23 年 ぶり に 日 本 


復帰 


・ 中 国 , プロ レタ リア 文化 大 
・ ア ジア 開発 銀行 発足 

・ イ ンド ネシア , 国連 に 復帰 
| Sata AE ョ ン 


・ ツ ソ連 の 月 ロケ ッ ト 





> FART 4 


・ 中 東 戦争 起こ る 
・ イ ンド ネシア の 暫定 国民 議 


・ 桜 拡散 防止 条約 に 62 カ 国 調 























革命 で 紅 衛 兵 旋風 起こ る 


クル マ 和 失脚 

e IF ーー 
9 号 , 史上 初 の 月 面 軟着陸 
に 成功 


・ ラ ウン ド (関税 
一 括 引下げ 交渉 ) Beha 


ング 成功 


会 , スハ ルト を 大 統領 代行 
に 任命 , スカルノ 大 統領 は 
実質 的 に 解任 


印 














ュ ン テス トト 東京 で 開催 , 10 
校 , 13 施 設 , 個人 選手 70 人 
が 参加 


・ 第 1 回 証人 珠算 検定 試験 実 


施 , 36 校 863 AER, A 
6 人 , B 級 12 人 , C 級 28 人 
合格 


・ 盲人 の 電信 級 ア マチ ュ ア 無 


線 の 受験 認め られ る 


・ 日 本 鍼灸 師 会 主催 第 1 回 国 


際 鍼 灸 学会 東京 で 開か れ 
Dy Ie PRA A, 
西ドイツ , アメ リカ , 韓国 
, 南 ベ で ト ナム な ど 19 カ 国 , 
80 人 が 参加 


・ 日 本 ライ ト ハ ウッ ウス, 職業 ・ 


生活 訓練 セン ター 事業 開始 


・ 東北 大 学 教育 学部 に 視覚 欠 


陥 学 教室 開設 , 大 学院 で は 
聴覚 言語 欠陥 学 と と も に 心 
身 欠 陥 学 を 形成 


・ 日 本 点字 研究 会 解散 
・ 目 本 点字 委員 会 生ま れる 
・ 身体 障害 者 収容 授産 施設 ラ 


イト セン ター 設立 (区 道 園 ) 


・ 桜 井 入 太郎 , 失明 10 年 , 研 


完 に は げ み 京都 大 学 工学 博 
EO FALSE NS 


・ 日 本 盲導犬 協会 財団 法人 に 


改組 , 付属 盲導犬 学校 と 盲 
導 犬 訓練 士 養成 所 を 設 軒 


・ 日 本 ライ ト ハ ウス 職業 ・ 生 


活 訓練 セン ター 卒業 生 が 初 
め て 一 般 企業 に 就職 


・ 国立 東京 視力 障害 セン ター 


7 B24 THERE, BA 
音 タ イ ビ ピスト の 指導 を 始 
め る 


・ 全国 盲 学校 長 会 , 各 学 校 の 


視力 区 分 別 児童 ・ 生 徒 数 を 











1965~1968 959 
要 事 項 B 教 育 ・ 盲 人 福 tt 
外 国 A 本 | 外 国 
道 整 復 師 等 に 関す る 法律 」 
と 改称 
・ ベ トナ ュ 戦 争 激化 , アメ リ | ・ 徳 島 県 立 盲 学校 に 理学 療法 
A, 北 爆 開 始 LEKRE RE 
・ イ ンド ・ ペ キス タン 武力 衝 | ・ 万 国 郵 便 条 約 に より 外国 向 
突 激化 け 点 字 郵 便 物 無料 と な る , 
・ イ ンド ネン シア , 国連 脱退 を | 国内 で は 私 製 は が き の 点 字 
通告 年 賀 状 る 無料 と な る 
・ 第 1 回 全国 言 人 カナ タイ プ 


・ 台湾 で 統合 教育 開始 


・ ア デア メリカ, 世界 盲人 用 具 展 
示 会 , パー キン ス 盲 学校 で 
開催 


・ ベ トナ スム 退役 軍人 国立 リハ 


EWG ay2y 2 — a 


= 


・ 台 浴 重 建 院 , 電話 交換 科 開 


設 
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西 紀 


1969 


1970 











1969~1970 





ーー ® BBR 


A 本 





外 国 





・ 川 敵 康 成 , ノー ベル 文化 党 


授賞 


・ 東 大 安田 講堂 事件 , これ を 


契機 に 大 学 紛争 激化 


・ 佐 藤 ・= ク ソン 会 談 で 沖縄 


の 72 年 返還 決ま る 


・ 人 工 甘味 料 チ クロ は 発 ガ ン 


性 が ある と し て 使用 禁止 


・ 日 米 安全 保障 条約 自動 延長 
・ 日 本 万 国 博覧 会 開催 (参加 


77 カ国 , 
人 ) 


入場 者 6421 万 


・ 八 幡 ・ 富 士 両 製鉄 合併 , 新 


日 鉄 発足 CAA 2293 億 
余 万 円 ) 


・ 沖 縄 の 国政 参加 決ま り , 衆 


・ 参 両 議員 選挙 





・ ベ トナ ム 和 平 べ 会 談 開く 
・ チ ェ ュ 事件 (ソ連 ・ 東 欧 5 


カ国 の 軍隊 チェ ュ 領 内 侵 
入 ) 


・ イ ギリ ス 政 府 ,。 ゴー ルド ラ 


ッ シ ェ に 対処 する た め 国 際 
金 市 場 , 株 式 取引 所 , 銀行 
を 閉鎖 


“FAVA, SHAS, 月 


着陸 , 帰還 に 成功 


・ ド ゴー ル ・ フ ラン ス 大 統領 


辞任 


軍 の 南 べ で ト ナム か ら の 引揚 
げ 計 画 を 発表 


・ ア メリ カ , カン ボ ジ ア の 政 


変 に 介入 


・ ナ イジ ェ リ ア の 内 乱 終 結 , 


ET 7IO AE 


・ 中 国 , 人 工 衛星 の 打上 げに 


成功 





・ 文部省 , 


A 本 


集計 (70 校 9601 人 ) 盲 (0 
~0.02KH) 32.23% 8 
(0.02~0.04) 16.05%, 55 
視 (0.04~0.3) 51.73% 


Ba EH 人 福祉 
| 外 


・ ツ 連 借 人 援護 協会 代表 者 4 


人 だが 日 本 盲人 会 連合 の 招き 
CHA 


ギリ ス か ら ソ リッ ド ・ ド ッ 
ト 方 式 の 点字 印刷 機 を 輸入 


・ 日 本 ライ ト ハ ウス 職 業 生活 


訓練 セン ター の 訓練 生 , 全 
国 で 初め て 電話 交換 手 就職 


・ 盲 人 録音 タイ ビ ピスト 2 人, 


初め て 就職 


「20 ACID 
う 者 の 調査 」 行なう , 全国 
で 161 人 , うち 全盲 全 ろ 5 
者 80 人 


・ 上 日本 ライ ト ハ ウス , BES 


か ら 視 力 障 害 者 の 電話 交換 
手 養成 の 委託 を うけ る 


・「 心 身障 害 者 対策 基本 法 」 


公布 


・ 視 覚 障 害 者 お よび その 家族 


が 運転 する 目 動車 税 ・ 目 動 
車 取得 税 全 領 免 除 


・ 日 本 電電 公社 の 「 電 話 交換 


手 認定 試験 」 に 全盲 者 4 人 
弱視 者 3 人 が 受験 , 全員 合 
格 


・ 電 電 公 社 , 「 育 人 用 ダイ ヤ 


ル 盤 | を 開発 , 全国 盲人 施 
設 , 盲人 家庭 に 無料 で 取り 
つけ る 


・「 著 作 権 法 」 改正 , 点訳 図 


書 出版 は 著者 の 許可 な し に 
で きる こと に な る (39 条 ) 


‘OLE SASHA aE 


市 で 開催 


-7FFIVIAOS 


国 


・ イ ンド ネン シア 盲人 福祉 連合 


組織 


aT リマ 盲人 リハ ビリ 


デー ショ ン “Cy Base 


・ へ レン ・ ケ ラー 没 (88 歳 ) 


日 本 政府 か ら 重 1 等 瑞宝章 
贈ら る 


登山 家 7 人 
が キリ マン ジャ ロ 山 を 征服 


・ 第 1 BRS AG (IF 


B) 総会 。 コロ ン ボ で 開催 


・ ツ 連 の 盲 教育 学者 ボリ ス ・ 


イー・ コ ワレ ン = 没 (79 歳 ) 


・ ビ クト リア 協会 。 リハ ビ 
リ テ ー シ ョ ン 訓 練 セ ンタ ー 
を 設立 


・ 香港 盲人 援護 協会 , 2s 


人 ホー ム 設 立 


っ CAs le OE APOE 





—— 
2 
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PRE + HERE ~ EH 


Bae - les 


全国 定 学 校 校長 会 

千葉 県 印 旗 郡 四街道 大 日 縁 ヶ 丘 468 一 1 
県 立 千葉 盲 学校 内 

全日 本 盲 学校 教育 研究 会 

東京 都 文 京 区 目白 台 3 一 27 一 6 

東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 校内 

全国 盲 学校 理 療 科 教員 連盟 

東京 都 文 京 区 目白 台 3 一 27 一 6 

東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 校内 


日 本 弱視 教育 研究 会 

東京 都 文 京 区 目白 台 3 一 27 一 6 
東京 教育 大 学 雑司 ヶ 谷 分 校内 
全国 盲 学校 PT A 連 合 会 
東京 都 文 京 区 後楽 + 一 7 一 6 

都立 文京 盲 学校 内 

社会 福祉 法人 日 本 家 人 福祉 要員 会 
東京 都 杉並 区 梅里 2 一 34 一 18 
国立 東京 視力 障害 セン ター 内 
社会 福祉 法人 日 本 盲人 会 連合 
東京 都 新宿 区 諏訪 町 96 

目 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 
東京 都 新宿 区 諏訪 町 212 

日 本 点字 図書 館内 

日 本 盲人 福祉 研究 会 

東京 都 新宿 区 諏訪 町 212 

日 本 点字 図書 館内 
全日 本 ライ ト ハ ウス 連盟 


大 阪 市 城東 区 今津 中 2 一 4 一 37 
日 本 ライ ト ハ ウス 内 


日 本 席 人 キリ スト 教 伝道 協議 会 
東京 都 新宿 区 戸塚 町 1 一 55 一 1 
日 本 キリ スト 教会 館内 


盲 学校 教員 養成 課程 ・ 研 究 施設 


東北 大 学 教育 学部 視覚 欠陥 学 教室 
仙台 市 刻 平 ]75 

宮城 教育 大 学 教育 学部 盲 学校 教員 杖 
成 課程 

仙台 市 荒巻 字 青葉 


東京 教育 大 学 教育 学部 雑司 ヶ 谷 分 校 
東京 教育 大 学 教育 学部 附属 理 療 科 教 
員 養 成 施設 

東京 教育 大 学 教育 学部 附属 リハ ビリ 
テー ショ ン 教 育 研究 施設 

東京 都 文 京 区 目白 台 3 一 27 一 6 

国立 特殊 教育 総合 研究 所 
横須賀 市 野比 2360 

広島 大 学 教育 学部 東雲 分 校 旨 学校 
教員 養成 課程 

広島 市 東寺 3 丁目 1 一 33 


BPR 
ALES Z IB) I BFR 
ABJITHABET 2 条 15 丁 目 
北海 道 立 帯広 盲 学校 
帯広 市 西 24 条 南 1 丁目 
北海 道 立 札 幌 盲 学校 
札幌 市 中 央 区 山元 町 1891 
北海 道 立 小樽 盲 学校 
小樽 市 入船 4 一 28 一 38 
北海 道 立 画 館 盲 学校 
函館 市 田家 町 19 一 12 


青森 県 立 盲 学校 

青森 市 大 字 矢 田 前 字 浅井 24 一 2 
SAI WAP BR 

八戸 市 大 字 類 家 字 玄 中 寺下 33 一 5 
岩手 県 立 盲 学校 
盛岡 市 北山 1 一 10 一 1 
秋田 県 立 盲 学校 

秋田 市 南通 みそ の 町 3 一 35 
宮城 県 立 盲 学校 
仙台 市 上 杉 6 一 5 一 1 

GR LIER 

上 山 市 金谷 字 金 ヶ 瀬 1111 
山形 県 立 鈴 岡 盲 学校 
鶴岡 市 稲生 町 20 一 33 
福島 県 立 福島 証 学 校 
福島 市 森合 町 6 一 34 





(昭和 47 年 3 月 末 現 在 ) 


福島 県 立 郡山 盲 学校 

郡山 市 大 槻 町 西 ノ 宮 西 32 
福島 県 立会 津 盲 学校 

会 津 若松 市 一 笑 町 大 字 鈴 賀 字 柳原 88 一 1 
福島 県 立 平 盲 学校 

いわ き 市 平馬 目 馬 目 崎 61 
茨城 県 立 盲 学校 

水戸 市 裕 塚 町 1 一 3 一 1 

Di RSLS PR 
宇都 宮 市 駒 生 町 648 


群馬 県 立 盲 学校 
前 橋 市 南町 4 一 3 一 18 


埼玉 県 立 盲 学校 

川越 市 的 場 字 鉄砲 場 73 一 1 

AWARE BFK 

熊谷 市 箱田 390 

東京 教育 大 学 教育 学部 附属 盲 学校 
東京 都 文 京 区 目白 台 3 一 27 一 6 
東京 都立 文京 南 学 校 

東京 都 文京 区 後楽 1 一 7 一 6 

東京 都立 久我 山 盲 学校 

東京 都 世田谷 区 北 鳥山 4 一 37 一 1 
東京 都立 葛飾 盲 学校 

東京 都 偶 飾 区 堀切 7 一 31 一 5 
東京 都立 八 王 寺 盲 学校 
八王子 市 台 町 3 一 108 
千葉 県 立 千葉 盲 学校 

千葉 県 印 施 郡 四街道 大 日 緑ヶ丘 468 一 1 


神奈 川 県 立 平塚 盲 学校 
平塚 市 中 原 下 宿 1519 
BURL TR 

横浜 市 神奈 川 区 松見 町 1 一 26 
私 立 横浜 訓 盲 学院 
横浜 市 中 区 竹 之 丸 181 
山梨 県 立 盲 学校 
甲府 市 下 飯田 町 975 
長野 県 立松 本 盲 学校 
松本 市 旭 2 一 11 一 66 
長野 県 立 長野 盲 学校 
長野 市 北尾 張 部 321 


962 
FiBRVASS FR 
新潟 市 山 二 ニッ 1117 
新潟 県 立 高田 盲 学校 
高田 市 寺町 2 一 20 一 1 
富山 県 立 盲 学校 
富山 市 大 江 干 133 


石川 県 立 盲 学校 
金沢 市 小立野 5 一 3 一 1 


静岡 県 立 静岡 盲 学校 
静岡 市 曲 金 1 一 207 


静岡 県 立 沼 津 店 学校 
沼津 市 米山 町 6 一 20 


静岡 県 立 浜松 盲 学校 
浜松 市 葵 町 283 


愛知 県 立 名 古屋 宜 学 校 
名 古屋 市 千種 区 北 千種 町 150 


BAA ey BK 
Peas HTB ASFA EAR BELA 


RAR SBS tt 
豊橋 市 中 野 町 官 有 地 


I BIR BR 
岐阜 市 梅 ケ 枝 町 1 一 4 


三重 県 立 盲 学校 


津 市 高 茶屋 小森 町 蜂 の 上 2484 一 89 


mHRVW SFR 
福井 市 文京 6 一 16 一 1 
滋賀 県 立 盲 学校 

導 根 市 西 今村 800 
Rap IZ BRE 

京都 市 北 区 紫野 花 ノ 坊 町 1 
京都 府立 盲 学校 舞 鈴 分 校 
舞 鈴 市 大 字 南田 辺 小字 大 内 口 下 
和歌 山県 立 盲 学校 
和歌 山 市 府中 949 一 23 
奈良 県 立 盲 学校 

大 和 郡 山 市 丹後 庄 町 222 

大 阪 府立 盲 学校 

大 阪 市 住吉 区 山之内 町 1 一 100 
ARTHAS Fe 

大 阪 市 東淀川 区 豊里 町 619 
兵庫 県 立 盲 学校 

神戸 市 垂水 区 東 垂水 町 1427 
兵庫 県 立 淡路 盲 学校 
洲本 市 上 物 部 2 一 1 一 17 








EP IS FR 
神戸 市 兵庫 区 大 開通 4 丁目 1 
鳥取 県 立 盲 学校 
鳥取 市 立川 町 5 丁目 
島根 県 立 盲 学校 
松江 市 西浜 佐 陀 町 468 
岡山 県 立 填 学校 
岡山 市 尾 鳥 大 砂 夫 799 
広島 県 立 盲 学校 
広島 市 牛田 新町 2 一 2 一 1 
LR ER 
FBS RAPE 1 


香川 県 立 盲 学校 
高松 市 扇町 2 一 9 一 12 


_ 愛媛 県 立松 山 盲 学校 


松山 市 久 万 の 台 112 


徳島 県 立 盲 学校 
徳島 市 南 一 軒 屋 町 麦 塚 1134 


高知 県 立 盲 学校 
高知 市 大 騰 町 90 

信 岡 県 立 信 岡 盲 学校 
福岡 市 自 金 2 一 14 一 40 
福岡 県 立 北九州 盲 学校 
北九州 市 八幡 区 七条 

信 岡 県 立 柳河 盲 学校 
福岡 県 山門 郡 三 橋 町 今 古賀 170 
佐賀 県 立 盲 学校 

佐賀 市 上 多 布施 町 中 折 1380 


RAR VE SR 
熊本 市 東町 3B7 


長崎 県 立 填 学 校 
長崎 市 橋口 町 10 一 47 

大 分 県 立 盲 学校 

大 分 市 金池 町 3 一 1 一 75 
宮崎 県 立 盲 学校 
宮崎 市 大 字 島 ノ 内 1390 
BR BRVEFR 
鹿児島 市 下 伊 敷 町 80 
沖縄 県 立 沖縄 盲 学校 
Sri So 2 Bey 3—296 


点字 図書 館 


( 往 ) 北 海道 点字 図書 館 
常 広 市 東 2 条南 11 丁 目 





(市 ) 札 幌 福祉 セン ター 
札幌 市 中 央 区 北 2 条 西 12 丁 目 


青森 県 立 点字 図書 館 
青森 市 大 字 矢田 前 字 浅井 24 一 2 
岩手 県 立 点 字 図 書館 
盛岡 市 北山 1 一 10 一 2 


秋田 盲人 図書 館 

秋田 市 南通 みそ の 町 3 一 35 
県 立 盲 学校 内 

(県 ) 宮 城 県 点字 図書 館 
仙台 市 上 艇 6 一 5 一 1 


(県 ) 山 形 県 点字 図書 館 
上 山 市 金谷 字 金 ヶ 瀬 1111 


(県 ) 福 島 県 点字 図書 館 
福島 市 森合 町 6 一 7 

(E) RRR BABE ) 
KAT BRAI-3-1 県 立 盲 学 校内 
栃木 県 立 点 字 図 書館 
宇都 宮 市 夫 田 町 568 


桐生 市 立 点 字 図 書館 
桐生 市 東 1 一 9 一 13 


前 橋 市 立 図書 館 
前 橋 市 大 手 町 2 一 12 一 9 


(Ra) SSSR A fA — 
大 宮 市 大 成 1 一 465 


埼玉 県 立 浦和 図書 館 

浦和 市 高砂 町 3 ュー22 

( 福 ) 日 本 点字 図書 館 

東京 都 新 宿 区 諏訪 町 212 

( 福 ) 日 本 盲人 会 連合 点字 図書 館 
東京 都 新 宿 区 諏訪 町 96 

( 任 ) カ トリ ッ ク 点 字 図 書館 


東京 都 千代 田 区 大 番 町 10 一 1 
カト リッ ク 中 央 協議 会 内 


( 福 ) 千 葉 点字 図書 館 
千葉 市 小 中 台 町 830 


神奈 川 県 点字 図書 館 
横浜 市 根 誠 町 2 一 85 


(市 ) 川 崎 市 社会 福祉 会 館 盲人 図書 室 
川崎 市 大 島町 4 一 1 一 2 


(市 ) 横 須賀 市 点字 図書 館 
横須賀 市 深田 台 38 
横須賀 市 身体 障害 者 福祉 セン ター 内 


( 福 ) 山 梨 ラ イト ヘッ ウス 点字 図書 館 
甲府 市 下 飯田 町 975 
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(県 ) 新 潟 県 点字 図書 館 
新 意 市 川岸 町 1 一 57 一 1 


(市 ) 長 野 県 上 田 点 字 図 書館 . 
上 田 市 大 手 町 


( 財 ) 石 川 県 愛 盲 協会 

金沢 市 小立野 5 一 3 一 1 県 立 盲 学校 内 
( 福 ) 光 道 園 点字 図書 館 

福井 市 文京 4 一 9 一 14 
静岡 県 点字 図書 館 

静岡 市 春日 町 3 一 2 一 1 


(ih) AGE HEAP REE Fe 
名 古屋 市 昭和 区 稚 舞 町 


あけ の 星 声 の 図書 館 

名 古屋 市 昭和 区 川名 本 町 1 一 20 

名 古屋 ライ ト ハ ウス 
(FAA SALAS 
豊橋 市 東松山 町 37 ~ 

( 福 ) 岐 阜 訓 盲 協会 点字 図書 館 
岐阜 市 梅 河 町 1 一 4 [ 


(県 ) 三 重 県 点字 図書 館 
津 市 桜橋 通り 2 丁目 


上 野市 立 点 字 図書 館 

上 野市 寺町 1184 
滋賀 県 立 点 字 図 書館 

旋 根 市 西 今 町 800 

( 福 ) 京 都 ラ イト ヘッ ゥ ス 点 字 図書 館 
京都 市 北 区 紫野 花 ノ 坊 町 11 


京都 府立 身体 障害 者 福祉 セン ター 
京都 市 左京 区 下鴨 森本 町 21 


-( 福 ) 日 本 ライ ト ハ ウス 図書 館 
大 阪 市 城東 区 今津 中 2- 一 4 一 37 


大 阪 市 立 早川 福祉 会 館 
大 阪 市 東住吉 区 田辺 本 町 6 一 35 一 1 


(県 ) 奈 良 県 盲人 福祉 セン ター 
点字 図書 館 
奈良 市 片 原町 1096 


( 宗 ) 天 理 教 視力 障害 者 布教 連盟 
点字 研究 室 
天理 市 三島 町 271 


( 福 ) 和 歌 山県 身体 障害 者 連盟 
Reh ee 
和歌 山 市 小松 原 通 り 4 一 5 一 5 青 鳥 館内 


新宮 市 立 点 字 図 書館 
新宮 市 蘭 の 沢 町 — 


( 特 ) 日 赤 兵 庫 県 支部 点字 図書 館 
神戸 市 生田 区 下山 手 通 5 一 17 一 1 
神戸 市 立 点 字 図書 館 
神戸 市 生田 区 橘通 り 3 丁目 


岡山 県 立 点 字 図 書館 
岡山 市 原 尾島 大 砂場 799 


( 宗 ) 金 光 図 書館 
岡山 県 浅口 郡 金光 町 


烏 取 県 立 鳥取 図書 館 
鳥取 市 西町 3 一 202 


( 福 ) 島 根 ラ イト ハウ ス 
松江 市 西川 津 町 楽山 通り 


広島 県 立 点 字 図 書館 
広島 市 牛田 新町 2 一 2 一 1 


山口 県 立山 口 図書 館 
山口 市 春日 町 8 一 3 


(県 ) 香 川 県 視覚 障害 者 福祉 セン ター 
点字 図書 館 7 

Fm tATH By 2—9—30 

U8) Sie Be A fat 2 v 2 — 

点字 図書 館 

松山 市 本 町 6 一 2 一 5 

徳島 県 立 盲人 福祉 セン ター 

徳島 市 富田 橋 6 一 1 


(市 ) 高 知 県 点字 図書 館 
高知 市 帯 屋 町 105 


( 特 ) 日赤 高 知 県 支部 点字 図書 館 
高知 市 西 約 小 路 4 一 1 


(県 ) 福 岡 点字 図書 館 

福岡 市 東 楽 院 一 番 丁 1 一 10 

(県 ) 佐 賀 県 身体 障害 者 更生 相談 所 
点字 図書 館 

佐賀 市 天神 1 一 4 一 16 

( 福 ) 熊 本 点字 図書 館 
熊本 市 本 山 町 629 . 


( 特 ) 日 赤 長 崎 県 文部 盲人 点字 図書 館 
長崎 市 諏訪 町 9 一 23 日 赤 支 部 内 


(県 ) 大 分 県 点字 図書 館 

大 分 市 金池 町 3 一 1 一 75 

( 財 ) 宮 崎 県 点字 図書 館 
宮崎 市 大 島町 北 ノ 原 1021 一 5 

(県 ) 臣 児島 県 立 盲 人 点字 図書 館 
鹿児島 市 小野 町 28 

( 福 ) 沖 縄 盲 人 福祉 会 
AREA TI PARE 61 


点字 出版 施設 


( 福 ) 日 本 点字 図書 館 ・ 出 版 部 
東京 都 新 宿 区 諏訪 町 212 

( 福 ) 日 本 盲人 会 連合 点字 出版 所 
東京 都 新宿 区 諏訪 町 96 

(fj) REZ 

東京 都 新 宿 区 戸塚 町 3 一 133 

( 福 ) 信 愛 福祉 協会 点字 出版 部 
東京 都 世田谷 区 成城 2 一 15 一 3 


(ff) HAR SBS 
東京 都 練馬 区 東大 泉町 103 


( 任 ) 東 京 視力 障害 セン ター 
後援 会 附属 点字 出版 所 

東京 都 艇 並 区 梅里 2 一 34 一 18 

( 福 ) 東 京 点 字 出 版 所 

三鷹 市 下連雀 3 一 32 一 10 

( 福 ) 東 京 ヘ レン ケラ ー 協 会 出版 局 
東京 都 新宿 区 西 大 久 保 4 一 170 

( 福 ) 京 都 ラ イト ハウ ス ・ 点 字 社 
京都 市 北 区 紫野 花 ノ 坊 町 11 


( 宗 ) 天 理 教 視力 障害 者 布教 連盟 
天理 市 三島 町 271 


( 任 ) 大 阪 市 立 盲 学校 同窓 会 出版 部 
大 阪 市 東淀川 区 豊里 町 619 

( 福 ) 日 本 ライ ト ハ ウス ・ 点 字 出 版 所 
大 阪 市 城東 区 今津 中 2 一 4 一 37 

(株 ) 毎 日 新聞 社 出 版 事業 本 部 
点字 毎日 部 

大 阪 市 北 区 堂島 上 2 一 36 

( 任 ) 点 字 民 報社 

大 阪 市 浪速 区 幸 町 通 1 一 59 

(県 ) 愛 媛 県 衣 人 福祉 セン ター 
松山 市 本 町 6 一 11 一 5 


( 任 ) 平 井 点字 社 
高松 市 宮脇 町 2 一 7 一 22 
失明 者 更生 施設 
国立 画 館 視力 障害 セン ター 
画 館 市 湯川 町 1 一 35 一 20 
国立 塩原 視力 障害 セン ター 
栃木 県 塩谷 郡 塩 原町 下 塩原 町 21 一 1 
国立 東京 視力 障害 セン ター 
東京 都 艇 並 区 梅里 2 一 34 一 18 
( 福 ) 東 京 ヘ レン ケラ テー 学院 
東京 都 新宿 区 西 大 久 保 4 一 170 
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( 都 ) 東 京都 心身 障害 者 福祉 セン ター 
視覚 障害 科 
東京 都 新宿 区 戸山 町 43 


京都 府立 身体 障害 考 福 祉 セン ター 
京都 市 左京 区 下鴨 森本 町 21 

( 福 ) 京 都 ラ イト ハウ ス 生 活 訓練 部 
京都 市 北 区 紫野 花 ノ 坊 町 11 

( 福 ) 日 本 ライ ト ハ ウス 職業 ・ 生 活 
訓練 セン ター 

大 阪 市 城東 区 今津 中 2 一 4 一 37 

国立 神戸 視力 障害 セン ター 

神戸 市 垂水 区 玉津 町 吉田 1070 

( 福 ) 広 島 聖 光学 園 
三原 市 小泉 町 1044 
徳島 県 立 盲 人 福祉 セン ター 

徳島 市 富田 橋 6 一 1 
愛媛 県 立 盲 人 福祉 セン ター 
松山 市 本 町 6 一 11 一 5 

(fia) fia MAIC BA 

福岡 市 東 楽 院 一 番 丁 10 
国立 福岡 視力 障害 セン ター 
福岡 市 西区 今津 4820 


( 福 ) 名 古屋 ライ ト ハ ウス 
身体 障害 者 授産 施設 

名 古屋 市 昭和 区 川名 町 1 一 5 

( 往 ) 身 体 障害 者 収容 授産 施設 
光 道 園 光 成 セ ンタ ー 
鯖江 市 石田 上 町 21 

( 往 ) 重 度 心 身障 害 者 授産 施設 
Zid oF ie 
鯖江 市 石田 上 町 21 


(a) 早川 特選 金属 工場 
大 阪 市 阿倍 野 区 阪南 町 7 一 9 一 12 


盲人 ホー ム 
( 福 ) 盛 岡 請 人 ホー ム 
盛岡 市 本 町 通 3 一 6 一 20 
( 福 ) 足 利 市 言 人 ホー ム 
足利 市 相生 町 385 
( 福 ) 埼 玉 県 衣 人 福祉 ホー ム 
大 宮 市 大 成 1 一 465 
( 福 ) 秘 光 園 
東京 都 台東 区 台東 3 一 1 一 6 


( 福 ) 東 京 光 の 家 
鍼灸 マッ サー ジホ ー ム 

日 野市 平山 1574 

( 任 ) 富 士 吉 田家 人 福祉 セン ター 
ホ サ ナ 園 

富士 吉田 市 加 町 297 


(fa) MR BAR A 
静岡 市 春日 町 3 一 2 一 1 


( 福 ) 名 古屋 ライ ト ハ ウス 鍼 和 治 療 部 
名 古屋 市 昭和 区 川名 本 町 1 一 1 


(市 ) 岐 阜 市 主人 ホー ム 折 杖 園 
岐阜 市 京町 1 一 64 


綱 人 ホー ム 武 生 市 立 光 道 園 
武生 市 杜 町 57 


_( 福 ) 三 重 県 主人 セン ター 


津 市 桜橋 通 2 丁目 


上 野市 立 盲 人 ホー ム 

上 野市 寺町 1184 

( 福 ) 京 都 ラ イト ハウ ス 盲 人 ホー ム 
京都 市 北 区 紫野 花 ノ 坊 町 11 

奈良 県 立 盲 人 福祉 セン ター 
青 人 ホー ム 

奈良 市 片 原町 1096 

( 福 ) 和 歌 山 県 身体 障害 者 連盟 青 鳥 館 
Bas 

和歌 山 市 小松 原 通り 4 一 5 一 5 

( 任 ) 高 槻 盲 人 福祉 セン ター 
高槻 市 大 手 町 1 一 23 

( 福 ) 日 本 ライ ト ハ ウス 大 阪 盲 人 ホー 
ム 、 

大 阪 市 城東 区 今津 中 1 一 4 一 19 

( 福 ) 日 本 ライ ト ハ ウス 大 阪 育 人 ホー 
ム 出 張 所 

大 阪 市 城東 区 左 専 道 町 6 

( 任 ) 城 崎 衣 人 福祉 セン ター 

兵庫 県 城崎 郡 城崎 町 湯島 348 一 7 

( 福 ) 次 生 盲人 福祉 セン ター 
米子 市 皆生 1485 一 1 

Cf) AU Be ALS A 
高知 市 北越 前 町 20 


(市 ) 延 岡市 ライ ト ハ ヘッ ウス 
延岡 市 山下 町 1 一 7ー9 


( 財 ) 宮 崎 県 盲人 福祉 館 盲 人 ホー ム 
宮崎 市 大 島町 北 ノ 原 1021 一 5 
(KTR BAA ABBA 

大 分 市 中 島 東 町 1 一 2 一 28 


(市 ) 本 渡 市 衣 人 ホー ム 天 明園 
本 渡 市 港町 17 一 6 


盲 女 子 ホ ー ム 


( 財 ) 東 京 サ ララ ン ホ ー ム 
東京 都 杉並 区 大 宮前 4 一 18 一 11 


( 福 ) 山 梨 ラ イト ハウス 青い 鳥 ホ ー ム 
甲府 市 下 飯田 町 975 


( 福 ) 岐 阜 愛 盲 館 女 人 ホー ム 
岐 邊 市 梅 河 町 1 一 4 


(fa) BPS EAR — 2 
Pa’ rh AERA AAT 3—15 


BAK—SL 


( 福 ) 恵 明園 
江別 市 豊 購 149 


( 往 ) 弘 前 温 清 園 併設 ひか り 寒 
弘前 市 豊原 1 一 12 一 4 


(#8) HAF VU 

茨城 県 那珂 郡 瓜 連 町 中 里 361 

(#8) BASE | 

群馬 県 勢多 郡 大 彰 町 樋 越 字 東原 15 


(fe) PAS Ee SBYE 
栃木 県 芳賀 郡 益 子 町 大 沢 


( 福 ) 聖 明 福 祉 協会 聖 明 園 ・ 第 二 聖 明 
bal 
青梅 市 根 ヶ 布 2 一 722 


( 福 ) 横 須賀 考 人 ホー ム 
横須賀 市 野比 2893 一 5 


( 福 ) 梨 の 木 園 
上 野市 劇 屋 734 


(fat) BE 
AG HAY ER 3 


KDR NE A a — 2 BAD ARFE 
高槻 市 塚原 1 丁目 15 

(#8) Aaa 

三原 市 小泉 町 116 の 1 

( 福 ) 湯 の 川 温泉 宜 考 人 ホー ム 
島根 県 錠 川 郡 斐川 町 学 頭 3575 

( 福 ) 光 の 彫 

長野 県 下伊那 郡 下 条 村 腔 沢 7103 
(47.4.1 開設 予定 ) 


(fi) SIRS EAA— ARES 
松山 市 権現 町 584 
(47.4.15 開設 予定 ) 


Mata se = 





PP 
ile AB ASE TE マエ セー 


ed a tee Ke ease 
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玄人 福祉 セン ター 
(4G) HARDEE A TRA — 
静岡 市 川辺 1 丁目 
_( 柱 ) 新 潟 市 南 人 福祉 ホー ム 
新潟 市 水島 町 
(KAISHA See 
岐阜 市 梅 河 町 1 一 4 
( 福 ) 舞 鶴 盲 人 セン ター 
舞 稚 市 行 氷 東 町 35 一 1 


( 福 ) 北 丹 盲 人 セン ター 
京都 府 竹 野 郡 網野 町 桃山 


奈良 県 立 奈良 家 人 福祉 セン ター 
Fe Bah Hr PRAY 1096 


(7) BAUR 5 あ 福 祉 協会 
高知 市 北越 前 町 20 


育児 施設 
( 福 ) 緑 ヶ 丘 学園 
稚内 市 大 字 声 間 村 字 声 間 原 野 4067 の 1 


山形 県 立山 形 青 鳥 学園 
上 山 市 金谷 字 金 ヶ 瀬 1111 
福島 県 立 福島 光風 学園 
福島 市 森合 町 6 一 7 
福島 県 立 郡 山 光風 学園 
郡山 市 大 規 町 西 の 宮 西 5 
福島 県 立 若 松 光風 学園 
会 津 若松 市 一 箕 町 鶴賀 
福島 県 立 い わき 光風 学園 
いわ き 市 平馬 目 馬 目 崎 52 
eR IT VE S 

7K ri AT 2030 
WREWILS BS 
宇都 宮 市 大 和 町 2 一 9 一 21 
( 福 ) 愛 光学 園 
千葉 市 小 中 台 町 830 

(a) BRAG 
横浜 市 中 区 竹 の 丸 181 

( 福 ) 青 い 鳥 学園 
甲府 市 下 飯 田町 975 
(fa) KIL 

岡崎 市 明 大 寺 町 字 仲 ヶ 入 38 
滋賀 県 立 湖東 寮 

旋 根 市 尾 末 町 56 


( 福 ) 平 城 寮 
大 和 和 郡山 市 丹後 庄 町 222 


和歌 山県 立 六 星 察 


和歌 山 市 府中 1011 一 87 


( 福 ) 日 本 ヘレ ン ケ ラー 財団 平和 究 
大 阪 市 阿倍 野 区 阪南 町 3 丁目 2 


( 福 ) 積 善 学園 
鳥取 市 立川 町 5 一 1 


( 福 ) 島 根 ラ イト ハウ ス 
松江 市 西川 津 町 3566 の 7 


(fai) it] Ae oe 
岡山 市 中 納 言 町 3 一 10 


( 福 ) 光 明 寮 

広島 市 出 汐 町 官 有 無 番地 
山口 県 立 光 林 学 園 
下関 市 大 字 楠 乃 字 延 常 


( 財 ) 徳 島 ラ イト ホー ム 
徳島 市 南 二 軒 屋 町 麦 塚 1134 


( 財 ) 盲 児 光 の 家 
高松 市 扇町 2 一 9 一 12 


( 福 ) くす の ぎ 寮 
高知 市 北越 前 町 20 


( 財 ) 生 明 学 園 
福岡 市 南 区 大 字 若 久 120 


( 財 ) 柳 水 学園 
福岡 県 山門 郡 三橋 町 今 古 賀 74 一 1 


( 財 ) 洗 心 寮 
北九州 市 八幡 区 槻 田 入 王 寺町 1730 


長崎 県 立 盛 明 寮 
長崎 市 橋口 町 10 一 22 


( 福 ) 熊 本 ライ ト ハ ウス 
熊本 市 新生 町 2 


(fia) ts BA SE 
大 分 市 金池 町 3 一 1 一 75 


宮崎 県 立 明星 学園 
宮崎 市 大 字 島 の 内 


鹿児島 県 ひか り 学園 
鹿児島 市 下 伊 敷 町 80 


盲 精神 藻 弱 者 ( 児 ) 施 設 
国立 秩父 学園 
所 沢 市 下 新 井 
( 福 ) 光 道 園 テラ イト セ ンタ ー 
鯖江 市 石田 上 町 21 
( 福 ) 青 い 鳥 会 彦根 学園 
彦根 市 高宮 町 2671 


救護 施設 

( 福 ) 救 護 施 設 啓明 園 
千葉 市 小 中 台 町 830 

( 福 ) ナ ザ レ 園 
茨城 県 那珂 郡 瓜 連 町 大 字 中 里 361 

( 福 ) 東 京 光 の 家 

日 野市 平山 1574 

( 福 ) 重度 身体 障害 者 救護 施設 光 道 園 
ライ フト レー ニン グセ ンタ ー 
鯖江 市 石田 上 町 21 


( 福 ) 日 本 へ ヘレン ケラ ー 財 団 平和 察 
大 阪 市 同 倍 野 区 昭和 町 3 一 4 一 27 


大 阪 府立 金曲 コロ ニー 
富田 林 市 大 字 甘 南 備 216 


盲導犬 
( 財 ) 東 京 盲導犬 協会 
東京 都 練 馬 区 関 町 1 一 136 
(Ht) 日 本 盲導犬 協会 
東京 都 渋谷 区 上 原 2 一 28 一 8 
( 福 ) 日 本 ライ ト ハ ツウ ス 関 西 盲 導 犬 訓 


練 所 
大 阪 市 城東 区 今津 中 2 一 4 一 37 





BARS 
(fF) BAR 計量 器 協会 
東京 都 大 田 区 北 千束 1 一 42 一 13 


( 福 ) 日 本 点字 図書 館 用 具 部 
東京 都 新宿 区 諏訪 町 212 

( 福 ) 日 本 盲人 会 連合 用 基部 
東京 都 新宿 区 諏訪 町 96 


( 個 ) 仲村 点字 器 製作 所 
東京 都 中 野 区 鷺 の 宮 1 一 14 一 3 


(El) SLR 

東京 都 世田谷 区 豆 多 見 町 1 一 14 一 18 
( 個 ) 盲 人 福祉 研究 会 
浜松 市 本 郷 町 1233 一 6 


( 個 ) 小 林 鉄 工 所 
京都 市 南 区 吉祥 院 井 ノ ロ 町 45 


( 福 ) 日 本 ライ ト ハ ウス 購買 部 
大 阪 市 城東 区 今津 中 2 一 4 一 37 

( 任 ) 安 全 交 通 試験 研究 セン ター 
岡山 市 南方 1 一 8 一 25 
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FAIZ 


( 財 ) 北 海道 眼球 銀行 
札幌 市 北 区 北 十 五 条 西 7 
北海 道 大 学 医学 部 内 


( 財 ) 東 北大 学 ア テイ バン タク 
仙台 市 北 四 番 町 85 
東北 大 学 医学 部 内 


( 財 ) 秋 田 県 アイ バンク 
秋田 市 千秋 久保 田町 6 
秋田 県 身体 障害 者 厚生 相談 所 内 


( 財 ) 弘 前 大 学 ア イベ バ ンク 
弘前 市 大 字 本 町 53 
弘前 大 学 医学 部 内 
岩手 医大 眼球 銀行 
盛岡 市 内 丸 87 

岩手 医科 大 学内 


福島 県立 医 科大 学 付属 病院 眼球 銀行 
往 得 市 棚 妻 町 14 
福島 県 立 医科 大 学内 


( 財 ) 新 潟 眼球 銀行 
新潟 市 旭 町 通 1 一 754 
新潟 大 学 医学 部 内 


( 財 ) 金 沢 眼 球 銀行 
金沢 市 士 取 場 永 町 15 
金沢 大 学 医学 部 内 


順天堂 アイ ベン ク 
東京 都 文 京 区 湯島 2 一 9 
大 天堂 大 学 医学 部 内 


戻 大 眼球 銀行 

東京 都 新 宿 区 信濃 町 35 
BURBS FSA 
(MILO Fv ey tHE 
RRPPRESES 3 

読売 新開 社内 


( 財 ) 枝 阜 テア イベ ンク 協会 
岐阜 市 司 町 40 
岐阜 大 学 医学 部 内 


京都 府立 医大 付属 病院 眼球 銀行 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 梶井 町 
京都 府立 医科 大 学内 


_( 財 ) 体 質 研究 会 眼球 銀行 


京都 市 左京 区 一 乗 寺 大 新開 町 
京 大 体質 研究 会 内 


( 財 ) 奈 良 県 アイ ベン タク 
橿原 市 四条 町 
奈良 県 立 医科 大 学内 


( 財 ) 大 阪 ア イベ ンク 
大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 3 
大 阪 大 学 括 学 部 内 


ーー ニョ mm 


岡山 労災 眼球 銀行 
岡山 市 築港 緑町 840 
岡山 労災 病院 内 


( 財 ) 鳥 大 眼球 銀行 
米子 市 西町 36 一 1 
烏 取 大 学 医学 部 内 


( 財 ) 香 川 県 眼球 銀行 
高松 市 番 町 1 一 10 一 35 
日 赤 香 川 県 支部 内 


久 大 眼球 銀行 
久留 米 市 旭 町 67 
久留 米 大 学 医学 部 内 


( 財 ) 長 崎 ア イベ ンク 
長崎 市 坂本 町 93 
長崎 大 学 医学 部 内 


G) (県 ) は 県 立 , (市 ) は 市 立 , ( 福 ) は 
社会 福祉 法人 , ( 財 ) は 財団 法人 , 
( 宗 ) は 宗教 法人 ,( 特 ) は 特殊 法人 , 
(株 ) は 株 式 会 社 ,( 合 ) は 合資 会 社 , 
( 任 ) は 任意 団体 , ( 個 ) は 個人 








国連 関係 担当 部 門 


United Nations = UN, Department of Ecomomic and 
Social Affairs, Rehabilitation Unit for the Disabled 
. Wew York, N.Y. 10017, U.S. A. 


International Labour Office = ILO, Human Resources 
Department, Manpower Planning and Organization 
Branch, Vocational Rehabilitation Unit 

1211 Geneve 22, Switzerland. 


World Health Organization = WHO, Division of 
Public Health Services 
Avenue, Appia, 1211 Geneve, Switzerland. 


United Nations, Educational, Scientific and Cultural 
Organization = UNESCO, Department for the 
Advancement of Education, Division of Equality of 
Access to Education 

Place de Fontenoy, Paris 7e, France. 


United Nations. International Children’s Emergency 
Fund = UNICEF 

866 United Nations Plaza, New York, N. Y. 10017, 
U.S: A. 


主要 国際 関係 団体 


American Foundation for Overseas Blind = AFOB 
22 West 17th Street, New York, N. Y. 10011, U.S. A. 


International Association for Prevention of Blindness 
Suite 280, 1013 Bishop St. Honolulu, Hawait, 96813. 


Lions International 
209 North Michigan Avenue, Chicago 1, U. S. A. 


Royal Commonwealth Society for the Blind = RCSB 
Commonwealth House, Haywards Heath, Sussex, 
England. 


World Council for the Welfare of the Blind=WCWB 
58, Avenue Bosquet 75-Paris 7e, France. 


World Veteran Federation 
16, rue Harselin-Paris, 16e France. 


ADEN 


Aden Society for the Blind, 
Peilly Center for the Blind 
P. O. Box 4063, Maala, Aden. 


ALGERIA 


Organization Nationale des Aveugles d’ Algérie 
1 rue Monge, Algiers. 


ARGENTINA 


Associacion Argentina “Por Los Derechos Del Ciego". 
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Salta 470, P. Baja “A’”’ 
Buenos Aires. 


Institucion Argentina de Ciegos 
Rivadavia 6295, Buenos Aires. 


Institute Helen Keller para Ciegos 
27, de abril 2833, Cordoba. 


AUSTRALIA 


Blind Citizens’ Community Center 
454 Glenferrie Road, Kooyong 3144, Victoria. 


Braille Library of Victoria 
31-51 Commercial Road, South Yarra 3141, Victoria. 


Royal Victorian Institute for the Blind 
557 St. Kilda Road, Melbourne, Victoria, 3004. 


National Guide Dog Training Center . 
Chander Highway, P. O. Box 162, Kew, Victoria, 3101. 


Royal Blind Society of New South Wales 
William Street, Sydney. 


Salvation Army School for the Blind 
P. O. Box 205, Nassan N. P. Bahmas. 


St. Edmund’s School for the Blind 
60 Burns Road, Wahroonga. 


St. Lucy’s Roman Catholic School for the Blind 
46 Broughton Road, Homebush. 


West Australian Institute and Industrial School for 


the Blind 
134 Whatley Crescent, Maylands. 


AUSTRIA 


Bundes-Blindenerziehungs Institute 
Wittelsbachstr 5, Vienna 2. 


Oesterreichischer Blindenverband 
A 1060 Vienna, Mariahilfergiirtel 4. 


Oesterreichischer Blindenverband 
A 9020 Klagenfurt, Flatschacherstr. Nr. 202. 


BELGIUM 


. Alliance Nationale des Organismes Catholiques pour 


Aveugles 
17 Wilhem Eekelerstraat, B-2020 Antwerpen. 


Ligue Braille Institution Nationale pour le Bien des 
Aveugles 
57 Rue d’ Angleterre, Brussels 6. 


Union Belge des Organismes, Indépendants pour 
Handicapés de la Vue 
16 rue de la Paix, Morlanweltz (Hainaut). 
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BRAZIL 


Conselho Nacional para o Bem Estar dos Cegos 
Av. Pasteur, 350 - Praia Vermelha, Rio de Janeiro. 


Fundacao para o Livro do Cego no Brasil 
Rua Dr. Diego de Faria, 558, Sao Paulo. 


Instituto Benjamin Constant 
Av. Pasteur, 350 - Praia Vermelha, Rio de Janeiro. 


Instituto de Cegos do Brasil Central 
Rua Marques de Parana, 79, Uberaba, Minas Gerais. 


Instituto Santa Luzia para Cegos 

Av. Carvalhada, 3999, Parada 14, Porto Alegre, Rio 
Grande do Sul. 

Servicio de Adaptacao de Cegos do SENAI 

Rua Barao de Limeira, 539, Sao Paulo. 


BULGARIA 


Union of the Blind of Bulgaria 
P1. Slavejkov No. 1, Sofia. 


CANADA 


Canadian Council of the Blind 
P. O. Box 2640, 96 Ridout Street South, London, 
Ontario. 


Halifax School for the Blind 
Murdock Square, Halifax. 


Canadian National Institute for the Blind 
1929 Bayview Avenue, Toronto, 17, Ontario. 


Ontario Provincial School for the Blind 
Brantford, Ontario. 


Provincial Government School for Deaf, Mute and 
Blind 


Point Grey, Vancouver. 


CEYLON 


The National Council for the Deaf and the Blind 
3, 28th Lane, Off Flower Road, Colombo. 


School for the Blind 
Mahawawa. 


School for the Blind and Deaf 


Mount Lavinia. 


CHILE 


AsociaciGn de Ciegos de Chile 
Vergara 324, Santiago. 


Escuela de Ciegos del Esfado 
Carilla 9111, Tupper 2161, Santiago. 


中 華人 民 共 和 国 


HES Amn ABS 
北京 市 


COLOMBIA 


Centrode Rehabilitacion para Adultos Ciegos - 
Calle 63-B No. 25-25, Apartado Aereo 20279, Bogota, 
VE 


Cooperativa Nacional de Trabajadores Ciegos 

c/o National Institute for the Blind 

Apartado Aereo 4816, Z. 1, Avda. Caracas No. 18-48, 
Bogota, D. E. 


Federacion Nacional de Ciegos Sordomudos 
Carrera 10 No. 15-80, Apartado Aereo No. 5381, 
Bogota. 


National Institute for the Blind 
Apartado Aereo 4816, Z. 1. Avda. Caracas No. 18-48, 
Bogota, D. E. 


CUBA 


Asociacioén Cubana de Ciegos 
Carmen 213, Vibora, Havana. 


Fundacion Cultural para Ciegos “Varona Suares” 
Calle 82, No. 4105, Marianao, Havana. 


CYPRUS 
St. Barnabas School for the Blind 


Nicosia. 


CZECHOSLOVAKIA 


Association of the Disabled of Czechoslovakia 
Mistopredseda SCSI, Lucni 60, Brno-Zabovresky. 


Union of Czechoslovak Invalids 
Karlinske ném. c. 12, Praha 8. 


Vedouci Zajmoveho Odboru, Slovensky Sekretariat 
SCSI 


Stakova 2, Bratislava. 


大 韓 民 国 
韓 國 背 人 再 活 セ ンタ ー 
ッ ウ ル 特 別 市 城東 居城 内 洞 137 
nvAawleameaE 
釜山 市 西 属 南 富 民 洞 山 35 


韓 國 社 會 事業 大 移 全 國 衣 骸 貴 技 術 教育 モン ター 
ッ ウ ル 特 別 市 中 医 太 平 路 1 街 62 一 3 三 益 ビル 506 F 
韓 國 社 会 事業 大 學 附 属 大 邸 光 明 學 校 

大 邸 市 南 屋 大 明 洞 2594 
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韓 冊 特殊 教育 研究 協会 L’Union Francaise et de Movement 

ソウ ゥ ル 特 別 市 鐘 路 属 新 門 路 1 街 25, 教育 会 館 304 号 Canne 58, Avenue, 13 Osquet, Paris, VIle’™é. 

ee Sil = se Organisation Mondiale pour la Protection Sociale des 

Y 7 UES Bl rh SES ee SR 5 4-1 Aveugles 

on 4 Place de la Concorde, 75-Paris-8e. 

URE BR 

Y oy EER TH SERS BIBI 1 番地 Union des Aveugles de Guerre 

bs 49 rue Blanche, Paris, Qe. 

KAS BK ; “ors 

大 田 市 意 雲 洞 505 Union des Masseurs et Kinésithérapeutes Aveugles 
OO de France 

イン マヌ エル 女 盲 院 99 Boulevard Haussmann, Paris 8e. 


ッ ウ ル 特 多 ia 洞 山 162 
ウル 特別 市 城北 屋 水 輪 洞 山 16 World Veterans Federation 


16 rue Hamelin, 75 Paris-16e. 


DENMARK 
Dansk Blindesamfund GERMAN DEMOCRATIC REPUBLIC 


Randersgade 68, Copenhagen. Deutscher Blinden-und-Sehschwachen- Verband der 
Deutschen Demokratischen Republik 


The State Institute for the Blind and Partially 
Poststrasse 4/5, Berlin 102, DBSV-Zentralvorstand. 


Sighted 
Copenhagen. Rehabilitationszentrum fur Blinde 
909 Karl-Marx-Stadt, Flemmingstrasse 8, 
Fernsprecher 35441, Postfach 25. 
EGYDT School for the Blind 
Cultural Center for the Blind Steglitz, Rothenburgstrasse 14, Berlin. 


58 Gonhouria Street, Cairo. 
GERMAN FEDERAL REPUBLIC 
ETHIOPIA Bund der Kriegsblinden Deutschlands e. V. 


Schumannstrasse, 35, Bonn 53. 


Catholic School for the Blind 
Paderborn, Westphalia, British Zone. 


Haile Selassie I Foundation, 

Social Welfare Department 

P. O. Box 704, Addis-Ababa. 
Deutscher Blindenverband e. V. 
355 Marburg /Lahn, Am Schlag 8. 


FINLAND 
Verband Deutscher Blindenlehrer 
Central Association of the Blind Uhlandstrasse 26, Nuremberg 85. 


Fredrinkinkatu, 34A, Helsinki. 6 8 5 9 
Verein der Blinden Geistesarbeiter, Deutschlands e. V. 


School for the Blind | Am Schlag, 8, Marburg Lahn. 
Sokeainkoulu, Kuopio. 


GHANA 


FRANCE The Ghana Society for the Blind 
aya P. O. Box 3065, Accra. 
Association “pour les Aveugles’, “La Lumiere par le 


Livre” 

106 rue dela Pompe, Paris, 16e. GREECE 

Association Valentin Haty Agricultural and Technical School for the Blind 
9 rue Duroc, Paris, 6e. 8, Finikis Street, Sepolia, Athens. 

Institution des Aveugles, Les Eyquems Pharos Typhlon (Lighthouse for the Blind) 
Mérignac (Gironde). Odos Doiranis 220, Kallitea, Athens. 

La Croisade des Aveugles School for the Blind 

15 rue Mayet, Paris, 6e. Callithea, near Athens. 

Louis Braille Memorial Museum School for the Blind 


Coupray, Suburb of Paris. Salonika. 
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GUATEMALA 


Comité Nacional pro Ciegos y Sordomudos 
9a Calle 4-30, Zona 1, Guatemala City. 


HONG KONG 


Ebenezer. Home and School for the Blind 
136 Pokfulam Road, Hong Kong. 


Hong Kong Society for the Blind 
Room 316, 9 Ice House Street, Hong Kong. 


HUNGARY 


Hungarian Association of the Blind and Visually 
Handicapped ae 
Majus 1, ut.47,, Budapest XIV. 


ICELAND 


Blindravinafélag Islands. 
Ingolgsstraeti 16, Reykjavik. 


INDIA 


The Blind Boy’s Academy Ramakrishna Mission 
Ashrama 
P. O. Narendrapur, Dist. 24-Parganas, West Bengal. 


Calcutta Blind School 
P. O. Box Behala, Calcutta. 


The Government School for the Blind 
Kasaragod (South Kanara District). 


Lutheran School for the Blind 


Narasaraoper, Guntur A. P. 


National Association for the Blind 
51, Mahatma Gandhi Road, Bombay 1. 


Tata Agricultural and Rural Training Center for the 
Blind 


Phansa, Taluka Umbergoan, District Bulsar, Gujarat. 


The National Association of the Instructors of the 
Blind 
22-Jal Bungalow, Arab Lane, Bombay-8. 


National Federation for the Welfare of the Blind 
36/3, Love Lane, Garden East, Karachi-3. 


Training Center for the Adult Blind 
Bajpur Road, Dehra Dun. 


Workshop for the Blind 


Dr. Annie Besant Road, P. O. Prabhadevi, Bombay 25. 








INDONESIA 


The Indonesian Federation for the Welfare of the 
Blind 5 
Kadipaten Wetan Kp. 1/101, Jogiakarta. 


Rehabilitation and Welfare of the Handicapped, 
Department of Social Affairs 

Danau Dampelas Block E 1/53, Pedjompongan, 
Djakarta. 


Sekolah Luar Biasa Negeri 
Sahglah, Denpasar, Bali. 


Teachers College for Special Education 
Buah Batu 245, Tyjidjagra, Bandung. 


IRAN 


Khazaely School 
Shabad Street, Tehran. 


Nur Ayin School for the Blind 
P.O. Box 12, Isfahan. 


The National Society for Guidance and Social 
Protection of the Blind in Iran 
P. O. Box 2518, Jehran. 


IRAQ 


Queen Husiama Institute for the Blind 
Saadun Park, Baghdad. 


IRELAND 


National Council for the Blind of Ireland 
Armitage House, 10, Lower Hatch Street, Dublin 2. 


National League of the Blind of Ireland 
35, Gardiner’s Place, Dublin. 


St. Brigid’s School and Home for the Blind 
Abbeyville, Whiteabbey Belfest. 


ISRAEL 


The Association for the Blind in Israel 
28, Bialik Street, Jel Aviv. 


Ministry of Social Welfare, Service for the Blind 
Jerusalem. 


ITALY 


Unione Italiana dei Ciechi 
Via Borgognona 38, 00187 Rome. 


Unione Italiana dei Ciechi 
Fibonacci 11, Florence. 
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JAMAICA 


Jamaica Society for the Blind 
7 1/2, West Race Course, Kingston Jamaica W.1I. 


JORDAN 


Ala-iya School for the Blind 
Ramallah. 


Arab Blind Organization 
Inside Damasucus Gate, Jerusalem. 


Home for Blind Girls 
P.O. Box 125, Jerusalem. — ° 


KENYA 


Kenya Society for the Blind 
P. O. Box 6656, Nairobi. 


KUWAIT 


Ministry of Education, Department of Special 
Education 
Kuwait. 


LEBANON 


Institute for the Armenian Blind and Deaf 
Bourj-Hammoud, Beirut. 


LUXEMBURG 


Association des Aveugles du Luxembourg, 
Clinique d’ Enfants 
rue Federspiel 2, Luxembourg. 


Association des Aveugles du Luxembourg 
60, rue des Romains, Luxembourg. 


MALAYSIA 


American Foundation for Overseas Blind, Far East 
Regional Office 
P. O. Box 2285, Kuala Lumpur. 


Gurney Evaluation and Adjustment Training Center 
Marsh Road, Brickfield, Kuala Lumpur. 


Malasia Association for the Blind 
P. O. Box 687, Kuala Lumpur. 


Princess Elizabeth School for the Blind 
Lorong 5, Jalan Nong Chich, Johore-Bahru, Johore. 


Taman Harapan Rural Training Center for the Blind 
Temerloh Pahang State, West Malaysia, P.O. Box 687, 
Kuala Lumpur. 


MALTA 


Malta Society for the Blind 
1, ligne. 


MEXICO 


Escuela para Ciegos “Jose Maria Cardenas” 
Escobedo 574 Sur, Monterrey. 


NEPAL 


Laboratory School, Blind Section 
Kirtipur, Kathomandu. 


Nepal Disabled Blind Association 
648, Dillibazar, Kathomandu-21. 


NETHERLANDS 


Nederlandse Blindenbond 
Ananasstraat 17, Hague. 


Rehabilitation Center for Adult Blind 
Vondelstraat 128, Amsterdam 13. 


Royal Netherland Guiding Dog School 
Middenweg 333, Amsterdam-O. 


Vereniging Het Nederlandse Blindenwezen 
Vondelstraat 128, Amsterdam 13. 


NEW ZEALAND 


Dominion Association of the Blind 
27 Ayr Street, Parnell, Auckland, I. 


New Zealand Foundation for the Blind 
545 Parnell Road, P. O. Box 9008, Newmarket, 
Auckland, S. E. I. 


NIGERIA 


Federal Nigeria Society for the Blind 
Private Post Bag 2225, Lagos. 


Nigerian National Advisory Council for the Blind 


15 Martins Street, Private Mail Bag 2145, Lagos. 


North Nigeria Society for the Blind 
Private Post Bag, Kaduna. 


Vocational Training Center 
Private Post Bag, Kaduna. 


NORW AY 


Norges Blindeforbund 
Bygdoy Alle, 21, Oslo, 2. 


Vestlandske Blindeforbund 
Rosenkrantzgt 5, Bergen. 
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NY ASALAND 


South Africa Central Mission for the Blind 
Via Border Siding Private Bag, Blantyre. 


PAKISTAN 


Ida Rieu Poor Welfare Association, Schools for the 
Deaf and Blind and Asylum for the Handicapped 
Near Old Exhibition, Nizami Road, Karachi. 


National Federation for the Welfare of the Blind 
36/3 Love Lane, Garden East, Karachi 3. 


The Society for the Prevention and Cure of Blindness 
363, Sirajuddaula Road, Bahadurabad Housing 
Society, Karachi. 


Pakistan Association for the Blind 
No. 96-D Satellite Town, Rawalpindi. 


PANAMA 


Patronato Del Instituto Panameno de Habilitacion 
Especial 
Apartado 3567, Panama. 


PARAGUAY 


Asociacion “Santa Lucia” Escuela de Ciegos 
Calle Tacuari y Pte Eligio Ayula, Asuncion. 


PERU 


Asociacion Peruana para E1 Ciego 
Apartado 4929, Miraflores, Lima. 


Centro de Rehabilitacion de Ciegos de Lima 
c/o Asociacion Peruana para El Ciego 
Apartado 4929, Mirafiores, Lima. 


Union Nacional de Ciegos 
Plaza Bolognesi 477, Lima. 


PHILIPPINES 


Phillippine Association for the Sightless 
533 Dr. M. V. de los Santos Sr Street, Sampoloc, 
Manila. 


Philippine Printing House for the Blind, 
Bureau of Public School, Department of Education 
Arroceros, Manila. 


School for the Deaf and Blind 
2620 F. B. Harrison, Pasay City. 


POLAND 


The Institute for the Blind 
Laski Warszahskie, Poland. 


Polish Union of the Blind 
ul. Konwiktorska Nr. 9, Warsaw 40. 





Rehabilitation Center for the Blind 
ul Mickiewicza 18e, m.7., Warsaw. 


School for the Blind Children 


Laski, near Warsaw. 


School of Physical Education 
ul. Ostroroga, 6, m. 2., Poznan. 


Union of the Blind Cooperatives 
ul. Konwiktorska Nr. 9, Warsaw 40. 


PORTUGAL 


Associacao de Beneficiéncia Luis Braille 
R. de Sao Gose 86, Lisbon 2. 


Centro de Reabilitacao Nossa Senhora Dos Anjos 
Tranessa Lazaro Leitao, Lisbon, 2. 


REPUBLIC OF SOUTH AFRICA 


Athlone School for the Blind 
Kasselsvlei Road, Belville, Capetown. 


South African National Council for the Blind 
P.O. Box 392, Pretoria. 


St. Bernard’s School for the Blind 
Private Bag 1354, Pietersbury. 


S.A. National Council for the Blind 
P. O. Box 5504, Johannesburg. 


Worcester School for the Blind 
126 Church Street, Worcester. 


REPUBLIC OF VIETNAM 


La Salle Elementary and Secondary Schools for the 
Blind 


Saigon. 
National Rehabilitation Institute 
70 Ba Huyen Thanh Quan, Saigon. 


RHODESIA 


Margaretha - Hugo School for the Blind 
P. B. Copota, Fort Victoria, Bulawayo. 


Rhodesian Society for the Blind and Physically 


Handicapped 
P. O. Box 144, Bulawayo. 


RUMANIA 


Asociatia Nevazatorilor din RPR 
Consiliul Contral, Str. Vatra Luminoasa nr 108 bis, 
Raionul 23 August, Bucharest. 


SAUDI ARABIA 


E1-Nour Institute for the Blind, 
Special Education of the Handicapped 
Riyadh. 
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SINGAPORE 


Singapore Association for the Blind 
51, Toa Payoh Rise, Singapore 11. 


Singapore School for the Blind 
51 Toa Payoh Road, Thompson Road. 


SPAIN 


Organizacion, Nacional de Ciegos 
Calle de José Ortega y Gasset 18, Madrid 6. 


SUDAN 


National Committee for Care of the Blind 
P. O. Box No. 85, Khartoum. 


SWEDEN 


Kronprinsessan Margaretas Arbetsnamnd 
Tomteboda, Solna 9. 


Skolan for vuxna synskadade 
Kristinehamn 3. 


De Blindas Férening 
Gotlandsgatan 44-46, Stockholm. 


Tomtebodaskolan 
17120 Solna 1, Tomteboda. 


SWITZERLAND 


Schweizerischen Blindenverband 
Neubriickstrasse 118, Bern, 3012. 


Swiss Central Union for the Welfare of the Blind 
St. Leonhardstrasse 32, St. Gallen 9000. 


SYRIA 


Residential Section of the National Institute for the 
Blind 


Damascus. 


School for the Blind (British Syrian Mission) 
Beyrout. 


Syrian Foundation for the Blind 
Damascus. 


台 OF 
台中 定 童 育 幼 院 
BPRATEAVEGLER 97 5 
AathS AeA ES 
HALT AR 18 4 8 2 3 HH 
HSS BABAIIBES 
台中 市 3 民 路 3 Be 166 HR 2 


Bea A webs 
台北 市 新 荘 鎮 中 正路 93 叉 
BEA be 

A Pil Pa A aay 2 45 7 Bt 


THAILAND 


Foundation for the Welfare and Education of the 
Blind 
420, Rajavidhi Road, Phya Thai, Bangkok. 


TRINIDAD 


Trinidad and Tobago Blind Welfare Association 
118, Duke Street, Port of Spain. 


TUNISIA 


Union Nationale des Aveugles de Tunisie 
21 Avenue Bab Benat, Tunis. 


UGANDA 


Salama Agricultural Training Center for the Blind 
c/o Uganda Foundation for the Blind 
P.O. Box 1945, Kampala. 


UNITED KINGDOM 


Association of Blind Chartered Physiotherapists 
204 Great Portland Street, London W. 1. 


Birmingham School for the Blind 
Lickey Grange, Old Birmingham Road near 
Bromsgrove, Wocester. 


Braille Chess Association 
128 Walm Lane, London N. W. 2. 


Chorleywood College for Girls with Little or No 
Sight 
Chorleywood, Hertfordshire. 


College of Teachers of the Blind, Royal School of 
Industry for the Blind 
Westbury-on-Trym, Bristol. 


Gardner’s Trust for the Blind 
8 Bloomsbury Square, London W. C. 1. 


The Guide Dogs for the Blind Association 
83-89 Uxbridge Road, Ealing, London W. 5. 


Henshaw’s Institution for the Blind, 


Training Department 
Old Trafford, Manchester 16. 


Hetherington Charities for Aged Blind Persons 
Christ’s Hospital, 26 Great Tower Street, London 
EC. 3. 
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Hethersett Vocational Assessment Center for Blind 
Adolescents 
Gatton Road, Wray Common, Reigate, Surrey. 


Homes for the Deaf-Blind 
Wilton Grange, Meols Drive, West Kirkby, Wirral, 
Cheshire. 


Jewish Blind Society 
1 Craven Hill, Lancaster Gate, London W. 2. 


National Association of Workshops for the Blind 
257-8 Tottenham Court Road, London W. 1. 


National Deaf-Blind Helpers’ League 
Market Chambers, Cathedral Square, Peterborough. 


National Federation of the Blind 
55 Sidmouth Street, London W. C. 1. 


National Library for the Blind 
35 Great Smith Street, S. W. 1. . 


National Library for the Blind (Northern Branch) 
5 St. John Street, Manchester 3. 


Nuffield Talking Book Library for the Blind 
Mount Pleasant, Alperton, Wembley, Middlesex. 


Queen Elizabeth Homes of Recovery for Newly-Blind 
Civilians 
Manor House, Middle Lincombe Road, Torquay. 


Royal Blind School 
Craigmillar Park, Edinburgh, 9 (Scotland). 


Royal Commonwealth Society for the Blind 
39 Victoria Street, London S. W. 1. 


Royal Dundee Institution for the Blind 
59 Magdalen Yard Road, Dundee. 


Royal National Institute for the Blind 
224 Great Portland Street, London, W. 1. 


Royal National Institute for the Blind, Clinic of 
Physiotherapy (Alfred Eichholz Memorial) 
204-6 Great Portland Street, W. 1. 


Royal National Institute for the Blind, Training 
College for Shorthand-Typists, Recorder-Typists and 
Telephonists 

5 Pembridge Place, London W. 2. 


Royal Normal College and Academy of Music for 
the Blind 

Albrighton Hall, Broad Oak, Shrewsbury, and Rowton 
Castle, nr Shrewsbury. 


School of Physiotherapy 
204-6 Great Portland Street, W. 1. 


Scottish National Institute for the War Blinded 
P. O. Box 304, Edinburgh 1. 


Scottish National Federation for the Welfare of the 
Blind * 
39, St. Andrew’s Street, Dundee, Scotland. 





Sheffield School for the Blind Children 
20 Manchester Road, Sheffield. 


Sports Club for the Blind | 
61 Conway Road, Southgate, London N. リン 


St. Dunstan's いい 、 
191 Marylebone Road, London, N. W. 1. 


St. Dunstan’s Organisation for Men and Women 
Blinded on War Service 
191 Marylebone Road, London N. W. 1. 


St. John’s Guild for the Blind 
21 Wick Avenue, Wheathampstead, St. Albans, Herts. 


St. Josephs Asylum and School for Male Blind 
Grace Park Road, Drumcondra Dublin. 


Students’ Library for the Blind 
(braille non-fiction book) 
204-6 Great Portland Street, W. 1. 


St. Vincent’s School for the Blind and Deaf 


Jallcross, Glasgow. 


Sunshine Home Nursery Schools 
Dene Road, Northwood, Middlesex. 


Yorkshire School for the Blind 
The King’s Manor, Yorks. 


Worcester College for the Blind 
Worcester. 


UNITED STATES OF AMERICA 


American Association of Instructors of the Blind 
2600 West Markham, Little Rock (Arkansas). 


American Association of Workers for the Blind 
1511 K Street, N. W., Washington, 5, D. C. 


American Bible Society, Department for the Blind 
450 Park Avenue, New York 19. 


American Foundation for Overseas Blind 
22 West 17th Street, N. Y. 10011. 


American Foundation for the Blind 
15, West 16th Street, New York, N. Y. 10011. 


American Printing House for the Blind 
1839 Frankfort Avenue, Louisville 6, Kentucky. 


Boston College Course in Peripatology 
700 Commonwealth Avenue, Chestnut Hill, 
Massachusetts 02167. 


Braille Circulating Library 
2823 West Grace Street, Richmond, Virginia. 


Braille Institute of America 
741 North Vermont Avenue, Los Angeles, 
California 90029. 


California School for the Blind 
3001 Derby Street, Berkeley 5, California. 








Chicago Lighthouse for the Blind 
1850 West Roosevelt Road, Chicago 8, Illinois. 


Christian Record Braille Foundation 
Box 6097, Lincoln, Nebraska, 68506. 


Columbia Lighthouse for the Blind 
2021 14th Street, N. W., Washington 20009. 


Hadley School for the Blind 
700 Elm Street, Winnetka. 


Illinois Braille and Sight Saving School 
658 East State Street, Jacksonville, Illinois. 


Industrial Home for the Blind 
57 Willoughby Street, Brooklyn 1, New York. 


The Jewish Guild for the Blind 
1880 Broadway, New York 10023. 


John Milton Society 
475 Riverside Drive, New York N. Y. 10027. 


Library of Congress, Division for the Blind 
Washington 20540. 


National Federation of the Blind 
2341 Cortez Lane, Sacramento, California 95825. 


National Industries for the Blind 
1120 Avenue of the Americas New York 36, N. Y. 


National Institute of Neurological Diseases and 
Blindness 
Bethesda Maryland 20014. 


The New York Association for the Blind (The 
Lighthouse) 
111 East 59th Street, New York 10022, N. Y. 


New York Institute for the Education of the Blind 


999 Pelham Parkway, New York 69, N. Y. 


New York Public Library, Library for the Blind 
166 Avenue of the Americas, New York 10013. 


New York State School for the Blind 
Batavia 14020, New York. 


New York State Library, Library for the Blind 
226 Elm Street, Albany 12202. 


Overbrook School for the Blind 
64th Street and Malvern Avenue, Philadelphia 31, 
Pennsylvania. 


Perkins School for the Blind 


175 North Beacon Street, Watertown, Massachusetts 


02172. 


Recording for the Blind 
215, East 58th Street, New York 22, New York. 


San Francisco Lighthouse for the Blind 
1097 Haward Street, Sanfrancisco 94103, Calif. 
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The Seeing Eye 
P. O. Box 375, Morristown 07960. 


Washington State School for the Blind 
2214 East 13th Street, P. O. Box 1865, Vancouver, 
Washington. 


Western Michigan University, Training Center for 
Orientation and Mobility 
Kalamazoo, Michigan 49001. 


UNION OF SOVIET SOCIALIST REPUBIICS 


Academy of Pedagogical Sciences of the U.S.S.R., 
Institute of Defectology, Typhlological Section 
Moscow. 


The All-Russia Society for the Blind 
Novaja Plochad 1 4, Moscow. 


Functional Ability of Sight of the Leningrad Research 
Institute for Employment of the Handicapped 

c/o The All-Russia Society for the Blind 

Novaja Plochad 14, Moscow. 


Ukranian Society for the Blind 
c/o The All-Russia Society for the Blind 
Novaja Plochad 14, Moscow. 


Uzbek Society for the Blind 
c/o The All-Russia Society for the Blind 
Novaja Plochad 14, Moscow. 


VENEZUELA 


Sociedad Amigos de los Ciegos 
Apartado de Correos No. 9, Caracas. 


National Rehabilitation Institute 
70 Ba Huyen Thanh Quan, Saigon. 


YUGOSLAVIA 


Union of the Blind of Vojvodina 
Novi Sad, Mileticeva br. 28. 


Union of the Blind of Bosnai Hercegovina 
Sarajevo, Vase Miskina br. 23. 


Union of the Blind of Yugoslavia 
Novi Sad, Liman 11, Zgrada C-1, Stan br. 6. 


ZAMBIA 


Zambian Council for the Blind 
P. O. Box RW 27, Ridgeway, Lusaka. 
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1. CORMS|th, 目次 に 掲げ て いる 項目 を 除き , 本 文 の 用 語 , 件 
名 , 事項 , 人 名 , 書名 , 法令 な ど を 採録 し た . 

2. 排列 は , 現代 か な づか い に よ る 50 音 順 と し た . 整理 に 当たっ 
て は 長音 は 無視 し , 促音 ・ 拓 音 は 一 音 と し て 扱い , 音 に つい て は 
清音 ・ 濁 音 ・ 半 濁音 の 順 と した. 

3. 読み の 同じ 項目 が 二 つ 以 上 ある 場合 は , ロー マ 字 , か た か な , 
ひら が な , 簡単 な 字画 の 漢字 順 と し た . 

4. 正式 名 称 と 略称 の ある も の は , 正式 名 称 に 略称 を か っ こと 内 に 補 
足 し た . 

例 : 日 本 家 人 社会 福祉 施設 協議 会 (日 盲 社協 ) 

5. 略称 を 項目 と し て 採録 し た も の は 一 印 で 正式 名 称 を 送り , ペー 
ジ を 省 い た . 

例 : WCWB つ 世界 育 人 福祉 協議 会 

6. 一 カ所 に 集め た ほう が , 検索 に 便利 と 思わ れる も の は , 用 語 の 
基本 的 な 部 分 で 集め て 整理 し た . 

Gl: イン ド の 盲人 事情 
ーー 孝信 
ー 一 職業 

福祉 

7. 外国 の 人 名 ・ 名 称 等 の 原 綴 名 は , か た か な の 姓 の 後 へ 補足 し , 
項目 と し て は 採録 し な か っ た . 

例 : アン ダー ソン (William Anderson) 

8. 日 本 の 書名 ・ 雑 誌 ・ 曲 名 な ど は か ぎ か っ こと 「 〇 〇 〇 」 で 囲み , 
外国 の 書名 ・ 雑 誌 名 は イタリック 体 と し た . 

9. 図 ・ 表 な ど は , 項目 の あと へ ( 図 ), ( 表 ) と 補足 し た . 

10. ペー ジ の ゴシック 体 は その 項目 の 主要 内 容 の ある こと を 示し , 
7 は ペー ジ の 左 段 , 7 は 右 段 を 示す . 
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石川 倉 次 と 日 本 点字 の 完成 
637 


石川 勾当 1052 
石川 重幸 322r 
石田 友信 2891 
石松 量 蔵 "91/, 947。 140/ 


移植 。 250 
伊豆 円 一 総 検校 29r 

イス ラ エ ル の 盲人 事情 1817 
遺族 補償 給付 4882 
板垣 退助 35r 

イタ コ 307, 1417 
板付 レン ズ 401 

イタ リア の 定 人 事情 1821 
イタ リア 盲人 連合 647/ 
沿革 6477 

ー 一 事業 。 647/ 

—§ 2A 647r 

ー 一 電話 交換 手 648/ 

ー 一 物 療法 士 647r 
fl teary 7 633 ヶ 
一 輸 車 の 操作 540 ヶ 
一 般 学校 教師 の 盲 児 認 識 765 
一 般 学 校 の 教師 732r 
一 般 学 校 の 盲 教育 の 実態 764 
-RFROBBRAOBA 766 
一 般 和 失明 原因 227z 

— Fit 27r 

遺伝 性 疾患 _238/ 
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遺伝 病 お よび 先天 性 疾患 の 対策 
2431 

移動 音 の 動 跡 の 把握 5381 

RSH AAW 4lor 

移動 姿勢 538 

異物 外傷 247 ・ 

SF BETA 1057 

今 関 秀雄 361, 66r 

「 医 楽 新報 」 88/ 

医療 制度 審議 会 "688 ヶ 

医療 マッ サー ジ 37r 

医療 マッ サー ジ 師 組合 42 ヶ 

岩橋 党 5197r 

岩橋 武夫 40r, 867, 917, 97r, 
1407, 4297, 5202, 6010, 6947, 7141 

岩橋 英 行 1551 

ARORA = 247 


イン ダス トリ アル ・ ホ ー ム (アメ 
リカ ) 628/ 








iH 6281 
—— Tay 904r 

組織 © 629 
ーー カウ ン セ ラー 630/ 
ー 一 職業 訓練 630/ 


ー 一 特殊 授産 工場 629/ 
Ei) on» 6200 
イン ダス トリ アル ・ ホ ー ム (イン 
ド ) .。 655r 
イン クー ポイ シド 85r, 87/ 
イン ター ポイ ント 製版 機 627 ヶ 
AY RAD ASAE) 570r 





AVY FRB Adm v & 
656/ 
ー 一 事業 656/ 


イン ド 穴 明 防 止 協会 655r 
イン ド ネ シン ア の 盲人 事情 183 ヶ 
4VFORRR 4541 

AVS ORAS = 182r 


ー 一 教育 183/ 
tee ‘Veal 
ー 一 福祉 1827 


イン ド RRB SER 6557 
イン ド 盲人 援護 協会 1827, . 
654r 





i) 654r 
ー 一 事業 654r 


Invitation to the Waltz 1337 


= 


2 


ウィ ルソン (John F. Wilson) 
671r 


ウェ イト (William Bell Wait) 
57 

ウェ POR VARI 

Westward Ho! 1312 

上 田 秋成 96 

i= We 1356 

ウェ ックス ラー (A. Wexler) 
580/ 

ウェ ックス ラー 知能 検査 2881 

ウェ ー バ バー, FTA 206/ 

(ALLURE = 1001 

ウォ スタ ー・ カ レッ ジ 436/, 
6137 


ウォ ー リ ー (George Wally) 
206r 

VR/IFORBAS EB 1841 
ウガンダ 盲人 援護 協会 "6617 

浮 出 文字 ( 凸 字 ) 印刷 49 
「 雨 月 物語 96/ 

生島 義 友 2912 

梅津 私 三 290/ 

ウル グ ア イ の 盲人 事情 184/ 
運動 技能 の 評価 と 訓練 方 法 
541 テ 

運動 能 の 発達 2627 

運動 能力 263 ヶ 


て 


AAIB っ アメ リカ 盲 教育 者 協会 
AAWB> アメ リカ 盲人 事業 従事 
者 協会 
AFOB>7 4) AYER ABE 
LZ» 

wD 

AFB っ アメ リカ 盲人 援護 協会 
映画 122 ァ 


英語 科 の 指導 3571 
E 語 点字 の 説明 」 82r 
英語 点字 の 統一 444r 
英語 点字 の 略字 3581 
Asian Blind 6721 
H S 無 線 高周波 療法 42 
ABP> アメ リカ 点字 出版 所 
APH37 4 UBS OP WY FAY 
グ s フュ ウ A 
ェ エク アド ル の 盲人 事情 184r 
Experimental Science for the 
Blind 580 
BAS? See 7 2781, 
2791 
ェ ジ ンズ バラ 技術 協会 49 テ 
エジンバラ 盲人 院 1 を 2 
Esperanta Ligilo 1541 
AT 7 Fl 15377 
=FFETORABIG © 184r 
Oedipus at Colonus 1267 
Oedipus Rex 126r 
NIB っ イギリス 盲人 援護 協会 
NAB っ イン ド 家 人 援護 協会 
NAB ラ イオ ンズ 盲人 図書 館 
6557 
NLB>1 ¥ ) ABARSE 
=X RK-FRBAR-A 214hF 
SBS 847 
エルサルバドル の 盲人 事情 
185/ 


エロ シェ ン ュ (W. Eroushenko) 
1537 


aR 121/ 
円 周 競走 "1657 
円 周 リレー 165/ 
円 雛 角 膜 "235/ 


育 矯 正体 操 "2597 


お 
Der Eulenspiegel mit den 
Blinden 128/ 
BES ail 
扇形 ペグ ボー ド ( 図 ) 536/ 


982 


as つう er 








EFL =. 247r 

欧米 点字 史 (現行 点字 の 先駆 ) 
52r 

欧米 に お ける 奉仕 者 活動 600/ 

王立 イギリス 盲人 援護 協会 
(RNIB) 611/, 655/ 





沿革 6111 

ーー 点字 出版 事業 611 ヶ 
ー 一 図書 館 612r 

王立 イギリス 連邦 塞 人 援護 協会 





(RCSB) 453/, 611r, 655/, 
675r 

(i 675r 
ー 一 教育 事業 676r 


ー 一 失明 防止 事業 675z 
大 阪 市 立 盲 学校 同窓 会 90/ 
大 阪 市 立 盲 学校 幼稚 部 4117 
「 大 坂 日 報 | 310z 
大 阪 毎日 新聞 慈善 団 37/ 
大 阪 盲 人 福祉 協会 5191 
大 阪 模範 盲 貴 学 校 ~3117 
大 脇 義一 284/ 

「 大 脇 式 知 能 検査 器 」 716/ 
大 脇 式 知 能 テ スト 4261 
「 大 脇 式 盲人 用 知能 検査 ] 284/ 


MADE 1031 
岡村 正平 292/ 
屋内 に お ける 訓練 551/ 
奥村 三 策 63z 575/ 


オー ステ ィ ン (E. Winifred 
Austin) 617r 

オス トロ フス キー (N. Ostrovsky) 
194r 

オー スト ラリ ア の 盲人 事情 
185/ 

オー スト リア の 盲人 事情 1857 

小関 検校 千歳 一 1007 

Odyssey 126r 

音 の 記憶 2731 

音 の 定 使 二 し 27 

小野 川 立 吟 102/ 

小野 古道 100/ 

オー プン ・ レ ジ デ ン シ ャ ルプ 式 
437r 


オラ ンダ の 盲人 事情 1867 
オリ エン テー リン グ 540/ 

折り た た み 式 点字 器 ( 図 ) 5717 
オル ガニ スト 7051 

オー ルド バリ ー・ ホ ー ル 保育 園 
438r 

Old Mortality 1297 

レコ ョ ソラ ラジ 445r 
音楽 家 7331 

音楽 科 教科 書 514r 

音楽 科 の 教育 内 容 369/ 

音楽 家 の 自 叙 伝 ・ 体 験 記 92z 

音楽 記号 国際 会 議 59z 

音楽 記号 の 制定 66r 

音楽 教育 3687 

音楽 才能 テス ト 272/ 

音楽 の 指導 347 ヶ 


音響 _ 385/ 
音源 定位 538/ 
Boe) 437 


思 賜 財団 軍人 援護 会 1697 
音色 弁別 272r 

音声 の 指導 3577 

温度 計 3472 565r 


か 


外因 に よる 和 失明 231/ 
絵画 = 111 ヶ 

開眼 治療 "2497, 608r 
開眼 治療 の 種類 249 
開眼 治療 の 目的 2491 
開眼 治療 の 問題 点 2511 


外国 語 356/ 
外国 に お ける 統合 教育 の 発展 
426Z 


外国 の 進学 事情 4297 
AEOBREAMH 558/ 
外国 の 老人 ホー ム , 盲 老人 ホー ム 
5062 

介護 の 状況 201 

外傷 224r 

外傷 性 白内障 246/ 

「 海 人 遺稿 」 92/ 


改正 教育 令 427r 
懐中 点字 器 ( 図 ) 571r 
回 転 プ ラン ュ 161/ 

「 外 来 音 点字 」 67r 
カウ ン セ ラー 727r 
画家 1127 

化学 反応 の 認知 3461 
演 指導 要領 総則 780 
学習 速度 2741 

拡大 文字 教材 416 
角度 の 弁別 2677 
角膜 "225z 

角膜 移植 251r 

角膜 移植 手術 2497 
角膜 軟化 2367 
角膜 ヘル ペ ス 236z ヶ 


学力 292/ 
一 諸 外国 ”』. 295Z 
ーー ちさ 2921 


学齢 児童 就学 奨励 規程 387, 
3181 

家計 上 の 地位 GE) 21 
影山 儀 之 助 941 

過去 の 衣 人 数 (イギリス ) 223z 
WAOBAR (AA) 2237 
可視 光線 218 ヶ 
貸付 金 の 償 二 手続 4827 
カジ ャ ー デ ン 協 会 1997 
家事 用 具 567/ 

歌唱 の 指導 347 ヶ 

か か セッ トラッ ー タ (レビ アッー 
5691 

カセ ッ ト 録 音 テ ー プ  612r 

家族 142/ 
家族 性 視神経 姜 縮 症 "242/ 
家族 に 対す る 盲人 の 心得 142r 
家族 の 態度 1421 

形 の 記憶 2697 

形 の 認知 関 267z 

WOE LE VG! Zor 
片手 読み 2981 

学校 給食 奨励 規程 ~ 318/ 


学校 教育 法 316/, 3281, 3791, 
4131, 427 687/ 








索 引 
学校 教育 法 施行 令 413r, 787 eon 114r 
pees AE = 421 川越 源 治 _ 82 
| キー テム (T.D.Cutsforth) 川本 宇 之 助 38r 

2891 感覚 訓練 428/ 7271 


家庭 一 般 (高等 部 ) 355/ 
家庭 科 (小学 部 ) 3532 
家庭 科 (中 学部 ) 354/ 
家庭 機器 の 取扱 い 3552 
家庭 教育 1481, 390r 
家庭 的 教育 390r 
家庭 に お ける 盲 幼 児 指導 4097 
家庭 李 仕 員 468/ 
家庭 訪問 教師 437。 7317 
加藤 不 二 也 102r 
カト リッ ク 1371 
カト リッ ク 上 字 図書 館 1377 
カナ タイ プラ イタ ー 科 583z 
カナ タイ プラ イタ ー 講 習 会 
583r 
DEBRA PIA F-OWE 
581r 
カナ タイ プラ イタ ー の 必要 性 
5837 


カナ タイ プラ イタ ー の 利用 状況 
583/ 


DHFRADP IA 2-(BARM (2) 
5771 
AFF ORAS 1867 


AFF RABE BS (CNIB) 
6517,..5. 756 





沿革 651Z 

ー 一 失明 防止 。 6532 

ー 一 職業 訓練 と 就職 指導 
6527 

ガー ナ の 盲人 事情 。 1867 

ガー ニー 生活 ・ 職 業 訓練 セン ター 
6602 

Se = 1137 

狩野 広之 716 

亀井 鉄 太 郎 、793 

カリ ー ニ ン (M.T Kalinin) 

637/ 

カー ル ・ ス トレ ー ル 学校 2012 

i) Y= 98r 


感覚 訓練 実施 上 の 留意 点 5357 

感覚 訓練 の 意義 と 目的 5357 

感覚 訓練 の 展開 5362 

管楽器 奏者 "706/ 

眼 宮内 異物 248r 

ae 244 ヶ 

眼科 リハ ビリ テー ショ ン ・ ク リ ニ 
ッ ク 。。。5296 

眼科 リハ ビリ テー ショ ン ・ ク リ ニ 
WY 42% Re 1 5301 

眼球 姜 縮 245/ 

眼球 銀行 ~251/ 

眼球 提供 者 の 登録 2o1r 

眼球 内 異物 "2477 

眼球 の 損傷 2457 

眼球 の 摘出 2517 

眼球 の 輸送 2527 

環境 と 盲人 の パー ソナ リティ 1 お よ 
び 適 応 307/ 

eer 92y 

Bee 332 

関係 諸 法 令 (アス リカ ) p22 

眼 須 の 損傷 244 ヶ 

眼 須 の 薬 傷 お よび 火傷 244r 

眼 須 の 裂傷 お よび 刺傷 244r 

感光 器 (SAR) 3467, 5657 

BAT EO BEE A DEAK 
( 表 ) 719 

関西 育 人 ホー ム 508 

関西 宜 導 犬 協会 5901 


IRE = 2422 
鑑真 25r, 1241, 1341 
鑑真 像 1241 


鑑真 の 伝記 1197 

関節 炎症 状 5592 

眼前 指数 弁別 6932 
眼前 手動 "218/ 

完全 中 学 4401 

カン ズ ・ ズ バン BARA) 
4321 


簡単 反応 時 間 266 
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「 関 東 小 太 今 様 次 ] 121 ァ 
関東 物 録 屋敷 312 

眼病 と 遺伝 238 

眼病 の 部 位 と 型 に よる 和 失明 原因 の 
分 類 225/ 

漢文 の 指導 3402 

カン ボッ 農業 訓練 セン ター 


189/ 

「 顔 面 視力 」 274/ 

[眼目 保護 法 及び 盲人 教育 法 」 
313/ 


eval abe 32077 


= 
器楽 の 指導 347r 
菊 岡 検校 105r 
聴く 技術 550r 
菊 末 検校 106/ 
菊 高 検校 ~1062 
菊 武 祥 庭 106/ 


菊田 倫 章 140/ 

菊 塚 与 一 検校 106/ 

ART 106r 

pappaas¢h 413/, 4151 
寄宿 指導 411/ 
寄宿 舎 教育 3871 
寄宿 舎 に お ける 指導 目標 © 386r 
寄宿 舎 の 施設 ・ 設 備 387r 
寄宿 舎 の 指導 目標 390r 
寄宿 舎 の 使命 "3307 

寄宿 舎 の 職員 3887 
寄宿 舎 の 存在 意義 3867 
寄宿 制 育 学校 426r, 4462 
技術 革新 704/ 

北原 白秋 1007 
木下 和 三 郎 94 

IES SMa AR-A 5082 
BRIS BARSE She 

7011 

ギ ボ ー (Edgar Guibeau) 650r 
希望 社 37 
義務 教育 制度 の 確立 4367 
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キャ ロ ル (Thomas Carroll) 
524/, 5337, 535/, 5487, 6067, 
727/ 


和牛 眼 233/, 2381, 242/ 

球技 1607 

休業 補償 給付 487r 

救護 法 4601 

弓術 161/ 

救世 軍 140° 

ARS. , aeal 

ギュ ジェ ネム (Jean Emire Guge- 
nheim ) 706/ 

¥ 2 ~-AOBAS  187r 

教育 基本 法 6871 

RAB 2217, 791 

教科 書 3801 

教官 (HAO) 7011 

教具 の 開発 "376/ 

狂言 114r 

業 権 擁護 運動 6881 

業 権 擁護 共闘 会 議 6897 
狭 窪 "218 ヶ 

教師 協力 方 式 445r 

教師 指導 方 共 = 4271, 447 ヶ 

教室 の 環境 衛生 384/ 

教職 員 732/ 

矯正 視力 217 ヶ 

矯正 体操 259 

競艇 161 ヶ 

協 働 作用 550/ 

強度 近視 234 237r 
京都 市 立 盲 貴 院 322z 
京都 市 立 官 貴 院 の 点字 出版 
81/ 

京都 点字 社 87 ヶ 
京都 府 仮 盲 貴 院 の 開設 310/ 
京都 府 身体 障害 者 福祉 モエン ター 
7011 


京都 仏 眼 協会 1357 


Ray Babe 3127, 320r 
京都 府立 盲 学校 89r 
Me be 622, 6851, 690r, 


793 
Reem ReEGE 371 


京都 ライ ト ヘ ウス 。』 701 

華 膜 お よび 角膜 の 損傷 2451 

協力 方 式 426r, 445/。 4471 

HEB 95r 

ギリ シャ の 盲人 事情 187r 

キリ スト 教育 雪 人 ホー ム ・ サ フラ 
ン の 家 、 701/ 

キリ スト 友 会 140/ 

King Lear 1287 

King Reneé’s Daughter 131r 

Pactra | = 1157 

「 近 世 盲 者 鑑 | 1197 

近代 的 盲 教育 制度 4311 


キン タ ・ ズ ベレー 軍人 底 護 下 場 
_ 6612 


く 


グアテマラ の 盲人 事情 188/ 
クィ ー ン エリ が ザ ベス ・ 活 宮 あ 
614/- 


クイ ンチ リア ヌス (Marcus Fabius 
Ouintilianus) 47/ 


空間 概念 3.44r 
空間 知覚 。 274z 


空間 認識 3411 
Th 1402 


「 切原 勾当 Eau vy 4, 1072 
Fa 4 Se 4 4, 0G: 


Eset 91d 
弘 秦 社 372, 84/ 


屈折 異常 の 矯正 401/ 
グッ トマ ン (Ludwig Guttman) 
1637 


クニ ー ス (Napoleon B. Kneas) 
511 

久保 良英 219/ 

熊谷 実 弥 の 盲人 学校 310/ 

熊谷 鉄 太郎 91, 154/ 

クラ イン (Johann Wilhelm 
Klein ) 48r, 511, 5927 

PIAYOBHA 434 

クラ イン フェ ルター(Klinefelter) 
症候 群 241/ 


グラ フ の 指導 343r 

グラ フ 用 点字 器 ( 図 ) 57 2r 
クラ ンマ ー 式 そろ ば ん ( 図 ) 
5667 


The Cricket on the Hearth 
1307 

グロ ス (Hilde Groth) 541r 

クロ フォ ー ド 式 巧 級 性 テス ト 
543/ 

クロ ムウ ェ ル (William N. Crom- 
well) 678/ 

車 事 扶助 法 693/ 

車 事 保護 院 460/, 6921, 693r 

「 群 書類 従 」 930/ 

訓 盲 院 の 名 称 _ 315/ 


「 訓 盲 楽 詳 ] 617, 67/, 89/ 
「 DEA AP Ls > 897 
訓練 3622 

け 


経過 的 障害 福祉 年 金 477r 

eee 2217, 791 

計算 用 点字 器 o667r 

経 和 飾 骨 洞 法 244/ 

芸術 (高等 部 ) : 350 ヶ 

芸術 (高等 部 ) の 指導 内 容 
3 

Wee 2171 

area 564/ 

外科 後 処置 診療 488r 

ケス ラー (George A. Kessler) 
6777 we 

欠陥 学 6410 

欠陥 学研 究 所 

結婚 145/ 
ー 一 相手 を 選ぶ 1457 

ー 一 盲 女子 結婚 問題 1461 
—BAMBORM 1457 
ー 一 盲 と 遺伝 の 問題 146z : 
ー 一 盲人 と 他 の 身体 障害 者 の 結 
婚 1461 


ケラ ー (Helen Keller) 387, 
927, S2al, 635/ 


4421, 640r 





HR 引 


985 





ケラ ー 人 関す る 単行 本 。 120 ァ 
: を ラー の 著書 と 伝記 . 610zZ 
ケラ ー の 来 日 609 

検校 1042, 690/ 
現行 点字 の 先駆 = 52r 


言語 主義 2891 
言語 指導 421/ 
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後天 的 障害 ” 224Z 

RRA 2567 

色 頭 690/ 

「 高 等 接 鍼 学 ] 352 
高等 教育 ( ツ ビ ェ ト ) 44ir 
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成 学 校 594/ 

The Sea-Wolf 。 132 ヶ 


HHI = 5% 104Z 
i 5 HA 104r 
CNIB> カ ナダ 盲人 援護 協会 
仕置 部 屋 "690/ 
(tees 31z 


ジオ メト リカ ル ・ ペ パターン 
542/ 


ジオ メト リカ ル ・ ペ ター ン ( 図 ) 
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失明 者 更生 施設 費用 495 
失明 者 の 感覚 機能 と その 活用 
034r 
失明 者 の 調査 6082 
失明 者 の 能力 測定 と 評価 532 ヶ 
失明 者 リハ へ ビリ テー ショ ン の 意義 
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5262 

ー 一 全体 的 リハ ビリ テー ショ ン 
5367 

失明 傷病 車 人 教育 所 693 ヶ 

RGR A O (KRG 92/ 

失明 に 対す る 眼科 医 の 態度 
5281 

失明 に 対す る 患者 の 反応 527r 

RWOas 8271 

AAA IE 

7 yA 1717 
af WA 1791 

失明 防止 大 会 (第 1 回 ) 607 ヶ 
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視 能 率 221/ 

Je FANE SS 96r 

MaiARO Bem 3162 

EB ERG mh 10er 

事務 職 の 就職 指導 7417 

視野 218/ 

視野 異常 218Z 

社会 科 指導 340/ 

社会 事業 の 芽生 え 36/ 

社会 的 更生 558/ 

社会 的 弱視 222r 

社会 的 生活 能力 291/ 

社会 的 適応 326 

社会 的 リハ ビリ テー ショ ン 
o25 ア 

HSOBAR 711/ 

{AAEOR ARB "709z 

仕 会 福祉 事業 の 種別 515 


舎 監 388z 


Gin iE 3892 
弱視 (医学 的 ) 222r 
弱視 学級 402r 
弱視 学級 の 設置 317r 
弱視 教育 3797 
「 弱 視 教 育 」 40 
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触覚 2641 
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触覚 語 291/ 
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私 立 学校 令 315r 

ASA ROMRES 316r 

487] ~——-2171, 398r 

視力 区 分 別 児童 ・ 生 徒 数 412z 

視力 欠損 原因 2961 

視力 欠損 年 齢 296/ 

視力 検査 ^ 217 ヶ 

視力 検査 の 方 法 と 手順 "400/ 
視力 障害 の 分 類 2197 
視力 と 視 能率 GR) 788 

視力 と 点字 , 活字 と の 関係 ( 図 ) 
220r, 788 

視力 の 測定 400z・ 
視力 の 単位 2171 

視力 表 217z 400/ 

視力 保護 学級 317z 

視力 保存 学級 413 

視 路 243 ヶ 

自 い つえ 563z 

自 い つえ を 使用 前 の 訓練 5517 
信愛 福祉 協会 出版 部 88/ 
鍼 技 科 教 科 書 5141 
鍼 披 学 友 会 。 81/ 

「 真 英国 」 94r 

BELA 881 
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シン ガ ポ ー ル の 盲 教育 454r 
シン ガ ポ ー ル の 盲人 事情 1897 
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1897 
「 信 仰 ] 139 
「 新 作 浅間 」 107 ヶ 
鍼 治 講習 所 31 
鍼 治 採 投 医 術 講習 学校 3137 
鍼 術 笑 術 医 法制 定 の 請願 ~688z 
鍼 術 舌 術 営 業 取締 規則 316/, 
6867/ 
「 民 常 小学 唱歌 帳 ]】 90z 
身障 福祉 法 に よる 指定 医 532/ 
新 職 業 695/ 
新 職業 研究 の 要望 361 
新 職 業 第 1 次 調査 696/ 
新 職業 第 2 次 実態 調査 6987 
新 職 業 分 野 の 開 皇 ^175z 
新 職 種 開拓 の 道 502/ 
心身 障害 者 対策 基本 法 461z 
身体 障害 児 対 策 の 沿革 474r 
身体 障害 児 対 策 の 現状 475z 
身体 障害 児 の 実態 、475Z 


身体 障害 者 援 護 の 実施 機関 
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身体 障害 者 更生 援護 施設 4687 
身体 障害 者 更生 資金 4821 
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身体 障害 者 雇用 促進 法 6882 
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身体 障害 者 有 就 労 法 4391 
身体 障害 者 授産 施設 469/ 
身体 障害 者 職業 訓練 所 7217 
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157r 

身体 障害 者 総数 ( 表 ) 231 
身体 障害 者 相談 員 464/ 

身体 障害 者 手帳 4641 
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要因 721/ 
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718Z 

身体 障害 者 福祉 広 463 ァ 
身体 障害 者 福祉 審議 会 4627 
身体 障害 者 福祉 法 = 7141 
身体 障害 者 福祉 法 別表 464z ヶ 
身体 障害 の 範囲 464r 

身体 適性 5407 

身体 的 リハ ビリ テー シュン 
5251 
身体 の バラ ンス ・ 変 形 姿勢 
5387 

心 的 地図 5402 

神秘 者 伝説 ” 437 

深部 感覚 ~550z 

「 新 編 音楽 理論 」 89z 
心理 学者 (BAD) 7341 
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水泳 1617, 1692 
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スイ ス 盲 導 犬 学校 5931 
垂直 ペグ ボー ド 536r 
スウ ェ ー デ ン の 盲人 事情 
190Z 
数 学 記号 52Z, 66l 
数 値 計算 指導 342z 
スキ ー 1617, 170r 
ILA BB 。 61/ 
艇 木 望 一 1017 
スキ ー の 指導 法 1622 
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スコ ロホ ー ド ワ (O. Skorokho- 


dowa) 194/ 
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鈴木 敏之 112Z 
BART =. 641 
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The Story of My Life 6107 


スネ レン (Herman Snellen) 
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沿革 6487 
— 6491 
ー 一 組織 6487 
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相撲 1691 
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Agg 2197 
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声楽 家 7067 
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AREY SLL OBE =—- 768 
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職業 7321 

晴 眼 者 就職 指導 員 738z 
制限 連想 法 2897 

税 ・ 公 共 料 金 の 減免 4797 

整骨 療法 師 734/ 
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精神 薄弱 の 視覚 障害 者 数 19/ 
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製図 3517 

性 染色 体 240r 

性 染色 体 異 常 ~ 240Z 

性 泉 色 体 性 遺伝 239/ 

静 的 姿勢 257r 

静 的 触 知 覚 264/ 
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性 別 の 状況 Ge) 18 


BE AH El 7007r 
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「 西 洋 事 情 」 342 309/ 
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60/, 70r 
世界 点字 楽譜 の 承認 59z 
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世界 点字 審議 会 (WBC) 68/. 
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沿革 668zZ 
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世界 盲人 福祉 協議 会 アジ ア 委 員 会 
671Z 
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ー 一 第 2 回 総会 。670 
ー 一 第 3 回 総会 670z. 7251 
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SHS PTA 連合 会 4057 
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167/ 
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Ske FEABRKA 1631 

SABFEXS ir 

SA BABRAKS 5197 
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全国 療術 師 協 同 組合 42/ 

全 色 弱 2191 

4faH 。219/ 2957 22097 
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線 字 戦争 54r 

戦傷 失明 者 6931 

戦傷 失明 者 救済 財団 677z 
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戦傷 病 者 援護 施設 で 用 いら れる 障 
害 等 級 表 485 
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速記 タイ ビスト の 就職 指導 
7421 

速記 用 テー プ 式 点字 タイ プラ イタ 
=a) 5787 


泊 あ グラ ジィ ー 53/ 


991 
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大 学 の 門戸 解放 運動 5217 
大 韓 民 国 の 盲人 事情 194 ヶ 
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ー 一 訓練 計画 657z 
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田中 農夫 男 2911 
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知能 の 意義 281/ 
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適合 訓練 7271 
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適職 調査 7167 
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「 点 字音 楽 の 友 ] 911, 5197 
ae = 書き 方 」 5Ar 
| 61/, 89r 


点字 KIRA AS 611 
Bee 61/。 3487 

「 点字 楽譜 一 般 」 89z 

「 点 字 楽 詳解 説 | 89z。 901, 91/ 
点字 楽譜 解説 書 の 出版 891 

「 点字 楽 詳 の 書き 方 」 89z, 5157 
点字 楽譜 の 出版 90/ 

点字 学級 426Z 

fae ( 図 )  570r 

点字 教科 書 の 刊行 831 

点字 教科 書 の 出版 3221, 513/ 
字 教科 用 図書 3731 

点字 原版 製作 機 56Z 

点字 出版 施設 4697 


点字 出版 の 特殊 性 511/ 
点字 出版 の 始ま り 80r 
パパ 康 字 出版 物 の 現状 512r 
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上 字 将棋 通信 」 1567 
Hike) Ree 299° 
ine —— 37r 


oeaaas 139/ 
点字 製版 機 «57 4r 
点字 前 史 47/ 


点字 戦争 561, 4437, 627/ 
点字 握 定 会 64r 
点字 タイ プラ イタ ー 56z 571/ 
点字 タイ プラ イタ ー( 図 ) 5731 
「 点字 治療 新報 」 851 

忌 字 投票 67r 

点字 投票 公認 361 

避 字 投票 公認 運動 37 ヶ 

点字 図書 館 469/ 

点字 図書 館 食 出 委託 事業 491/ 
忌 字 図 書館 の 現況 489r 
AZO AA48r 

MEDORA LER 321r 


| 


忌 字 版 国定 教科 書 (小学 校 用 ) 
83/ 

「 点字 俳句 読本 」 86r 
ice 3237 

点字 版 新型 A 式 団体 知能 検査 法 
284/ 


点字 復 写 機 ( 図 ) 576/ 


[点字 文 化 】 88/ 
「 点字 文法 | 68 
「 点字 邦楽 記号 」 61 ヶ 
[RHA] 837, 5751 
点字 郵便 物 な どの 無料 取扱 い 
480Z 


点字 郵便 物 の 減免 362 
「 点 字 よ みう 5 うり 」 86/ 
点字 読み の 過程 2987 
点字 理化 学 記号 771 
転生 輪廻 読 247 
伝説 432 
伝染 性 疾患 ^224z 


電動 式 点字 タ イ デジ イ タ に っ 
574/ 


天王 寺 四 院 251 
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FY em He, + 2401 

Rise ( 図 ) = 5731 

デン マー ク の 盲人 事情 _. 1991 
デン マー ク 塞 人 援護 協会 1991 
点訳 奉仕 492r 

点訳 奉仕 活動 6011 

天理 教 1361 
電話 交換 訓練 指導 員 709/ 
電話 交換 手 694r 

ae CAFO BM LBS 708z 


ー 


FAY ORE 511 

ドイ ツ 民 主 共和 国 の 盲人 事情 

200/ 

ドイ ツ 連 邦 共和 国 の 盲人 事情 
2012 

「 導 引 体 要 」 31/ 

「 東 海道 中 膝栗毛 | 114 ヶ 

投球 競技 1607 

東京 サフ ラン ホー ム 508/ 

東京 点字 出版 所 871, 897, 
7007 


東京 都心 身障 害 者 福祉 セン ター 
4087 

東京 光 の 家 371, 841, 700r 

東京 府 療術 業 行為 に 関す る 取締 規 
Bu Air 

東京 ヘレ ン ケ ラー 協会 6097 

東京 ヘレ ン ケ ラー 協会 出版 局 
887r 

RR EMS 6857 

東京 盲 学校 341, 89r 

東京 盲 学 校 印刷 部 90Z 

東京 言 学校 師範 部 概要 ( 表 ) 
319/ 

東京 言 学校 同窓 会 。 812 

東京 盲人 会 館 467 

統合 教育 784, 787 

総合 教育 に お ける 弦 点 。 767 

統合 教育 の 推進 "792 

MAAK 4471 

同心 狭 窪 2187 
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当道 27 が 
当道 座 28 
eee ee 


当道 職 屋敷 7047 

「 当道 新 式 目 ] 31 ヶ 

当道 屋敷 跡 "28/ 

「 当道 要 集 」 31/ 

道徳 教育 358z 

橋 尿 病 性 白内障 236 
糖尿 病 性 網膜 症 2361 
登録 状況 GR) 7191 
登録 セン ター 408r 
EIUFBAEB = 637 

遠山 憲 美 "3117 

トキ ダダ デ ラズ マ 刈 237r 
トー キン グ ・ ブ ッ ク 296r 
ト デ ギ シク ラウ クト ドン ステム 
568/ 

特殊 学級 制度 786 

特殊 教育 378/ 

特殊 教育 課 397 

特殊 教育 室 39z 

特殊 教育 の 学校 体系 379/ 

特殊 教科 教諭 免許 状 CSRS) 
393/ 

読書 用 具 570/ 
読書 の 発 達 299Z 


特定 職種 ~688/ 
特別 学級 447/ 
特別 活動 3597 
時 計 ( 図 ) 5647 
登山 1627 
図書 館 法 490/ 
飛び お り 160/ 
飛越 を 159z 


ドボン シュ (Kalman Dobos) 
7067 

Bl = 107r 

ドミ ニカ の 盲人 事情 2017 

Nive 236r 


鳥居 喜三郎 37/1, 1392, 3231 
BIRBISES 617, 877, 92/, 
1537; 5187 


bY =F-F bASORARE 


ea > = te 








201r 

ドル アイ 方 式 694r 

トル ュ の 盲人 事情 。 202/ 

Treasure Island 132r 

ドレ ー ペ ー (Charlotte Pinckney 
Draper) 1387, 3137, 474r 

Fs UA- OBS Bw 48er- 

ドン ・ カ ル ロ ・ グ タッ チタ 
= 648Z 


な 


「 内 外 盲人 教育 」 357, 322r 


- ナイジェリア の 盲人 事情 202/ 


長岡 紫 開 867r 


HEAR] =—-1047 
Faller 82x 
中 里 介 山 。 116/ 
長 さ の 弁別 ・ 認 知 266zZ 
長 さ 弁 別 273/ 


中 村 京 太郎 "58。 827, 140/ 
「 中 村 京 太郎 伝 | 120/ 


HA} WH 612, 107r 
仲村 豊 次 郎 5751 
中 山 太郎 。 24/, 135 


名 古屋 ライ ト ハ ウス 714/ 
浪花 亭 綾 太郎 "110 ヶ 

な わ 飛 び 164z。 5407 

「 南 総 里見 入 犬 伝 」 95z: 


に 


新潟 県 盲人 図書 館 4897 

Biele Aaa i92e 

ニカ ラグ ア の 盲人 事情 202r 

西山 徳 茂 都 1082 

「 二 十 四 の 瞳 」 117z 

ニー ゼン (Christian Niesen) 
431r 

「 日 英 の 盲人 」 947, 1391 
日 常 生 活 訓 練 指 導 員 709/ 
日 常 生 活 と 視覚 534r 

日 盲 委 一 日 本 盲人 福祉 委員 会 





A ett BABA tLe 
協議 会 

日 盲 連 一 日 本 盲人 会 連合 © 

HB HPRBOBA 519/ 

日 露 戦争 に よる 失明 者 693/ 
日 華 事変 以後 の 失明 者 6937 
日 刊 東 洋 点字 新聞 86/ 

日 点 委 一 日 本 点字 委員 会 406/ 
HARB 88/ 

日 本 MTL 523z 
日 本 眼 衛生 協会 
682/ 

日 本 眠 球 銀行 協会 252/ 

日 本 教職 員 組 合 特殊 学校 部 盲 学校 
325 

HADI RS 65Z 

日 本 訓 盲 点字 の 採用 321 ヶ 

日 本 弱視 教育 研究 会 ~406/ 
HABER 514r 

A ARBRE y +—- LAA 

Alr 


日 本 身体 障害 者 スポー ツ 協 会 . 
1637 

日 本 赤十字 社 522/ 

日 本 点字 委員 会 (ARB) 4061 
日 本 点字 記号 一 覧 表 69r 
日 本 点字 研究 会 67r, 90/ 
日 本 点字 社 85/ 

| 日 本 点字 撰 定 始末 」 64/ 

日 本 点字 図書 館 88z。 700r 
日 本 点字 の 研究 67r 

日 本 点字 の 構成 687 

日 本 点字 表記 法 三 現代 語 廊 
687 


40r, 6082, 


AROTAAYY 2827 
AAR ARAB AS (第 1 回 ) 
351 

HABE FRBUAS  —323r 
[HABAAL 3241 
AABABS 36/1, 3231, 3241, 
3251 

日 本 盲 教育 研究 会 401 

| 日 本 盲 教育 写真 史 ] 40/ 

日 本 盲 教育 同志 倶楽部 3247 





HABAz=ANTY THA 

1541 

日 本 盲人 会 連合 (日 盲 連 ) 518/ 
日 本 衣 人 カナ タイ プ 協 会 5842 


日 本 盲人 協会 37/ 1391 

AABASBA RRS 
1397 

[TAABASR| 242, 1352 


日 本 盲人 社会 福祉 協会 716° 
日 本 盲人 社会 福祉 施設 協議 会 (A 
Beth) 407, 515/, 517/ 
HABAAAZIT 155/ 
日 本 育 人 福祉 委員 会 (ARB) 

515/, 5837 


日 本 盲人 福祉 研究 会 ( 文 月 会 ) 
429r, 520r 

THABAXN?;ORM) 641 
AAB DEES 406/ 

日 本 盲導犬 協会 589r 

日 本 盲導犬 協会 付属 盲導犬 学校 
5897 

日 本 ライ ト ハ ウス 407 701/ 
日 本 ライ ト ハ ウス ・ 職 業 生活 訓練 
セン ター 5457, 7017 


日 本 ライ ト ハ ウス 点字 出版 所 
907 


日 本 ライ ト ハ ウス の 点字 出版 事業 
867 


HAF ThAVA+> BAR Amat 
FER 7087 


「 上 日 本 ライ ト ハ ウス 四 十 年 史 」 
120/ 


See Seed TTF OTA 
445r 

=a -(VITIV BSR 

442Z 

ニュ ー ギ ニア の 盲人 事情 202r 


ニュ ー ジ ー ラ ンド の 盲人 事情 
2027: | 


202r 


= る ヨー 7s k 567, 
443r, 6271 


=2-a- 78% 442r 
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Se Se ee 
6241 


ーー 一 訓練 ・ 教 育 6257" 
ー 一 就職 あっ せん 6261 
ー 一 図書 館 事業 626/ 


ー 一 盲 児 の 保健 ・ 衛 生 625z 
人 間 の 染色 体 2391 
認知 時 間 266/ 
認知 の 転移 2687 


ね 


根 震 氏 足 型 259r 

ネパール の 盲人 事情 203z 

RAAREE 771 

年 金 支給 の 停止 "478Z 

年 金 の 支払 い 4797 

年 齢 階級 , 障害 の 種類 別 身体 障害 
者 ( 児 ) の 数 割合 ( 表 ) 18/ 

年 齢 別 和 失明 原因 2297 


年 齢 別 ・ 程 度 別 盲 ろ ? 二 重 障 害 者 
数 ( 表 ) 418/ 


の 


ノイ ロ ・ ベ ベーチェット 型 5597 
ge tis HAN 249r 

農業 訓練 7301 

脳 損傷 243/ 

能動 的 触 知 266/ 
畑 内 摘出 術 249 ヶ 
能力 の 科学 的 分 析 7150 
野川 検校 104 ヶ 

ノギス ( 図 ) 565r 

ノ ベ ロ (Novello) 59r 

野村 泊 月 102r 

ノル ウェ ー の 盲人 事情 2037 


は 


バイ オリ ニス ト GA) 706/ 
俳 旬 1017 

配偶 状況 ( 表 ) 202 

廃人 学校 "315/ 
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ハイ チ の 盲人 事情 2041 

ハイ ンズ (Haines) 283r 

ハウ (Samuel G. Howe) 517, 
442r, 7241 

ハウ 出版 所 製 の 点字 器 5717 
バー ウッ ド 盲 老人 ホー ム 631/ 
AIDS VARA Ss (M4) 571 ヶ 
は か り , メジ ャ ー 類 ( 図 ) 5651 

萩 岡 松韻 108/ 

パキスタン の 盲人 事情 204r 
パー キン ス ・ ブ レー ラー 573/ 
パー キン ス 謀 学校 55r, 6551 
[A-FY ABR ac | 

02 

パー キン ス 盲 学校 の 教育 5547 
白内障 手 術 249 


幕府 の 当道 政策 "297 


(REAR 347/ 

走り 幅 飛 び 160/ 

長谷 川 き よし 707r 

23% — Y Y (Donald G. Patterson) 
6231 

八 封 見 34r 

「 入 犬 伝 |」 96 

発達 の 可能 性 360 ァ 

スハ ドレ ー(William A. Hadley) 
634/ 

ハ ド レー 盲 学校 の 通信 教育 方 法 
634r 

話し こと ば の 指導 3391 

Barnaby Rudge 1307 

AFVZORBASIB 204r 

wife - 331, 931, 952, 1002 

tater O fad 1197 

A= ENVBEFR-A 2017 

»~) ABRs © 209/ 

A-AX GS 2147 

「 母 ・ 妻 ・ 妹 一 一 女性 に 与 ぁ 」 
917r 

ハブ v — (Fabre) 6511 

A (TF = 7 HARE 
154r 

パラ グ ア イ の 盲人 事情 —-.205/ 

パラ ディ ス (Maria Theresia von 
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Paradis) 481, 4331 

AF WAG タタ 1632 

バラ ンタ ン ・ ア ュ イ 協会 。 650/ 

「 鍼 の 医学 」 887 

は り 博 士 31/ 

パリ Bere 48r 

針 文字 481, 51/ 

バル ガー(Ruben Varga) 706/ 

「 春 の 海 ] 109 ヶ 

「 春 の 訪れ 」 1097 

バル ビエ (Nicolas Marie Charles 
Barbier) 52r 

バレ ー ボ ー ル : 1701 

ハン ガリ ー の 盲人 事情 2052 

パン 切り ( 図 ) 567/ 

ARAN 217° 

AY Ay DRA 195r 

ハン セン 病 と 有 眼科 疾患 483/ 

坂東 如 一 27r 

メ ハン ドス キル 用 スト リッ プ ・ ア ッ 
セン ブリ ー( 図 ) 5387 

AGS WEE 

判別 基準 "221 3981, 789 

判別 上 の 注意 3977 

判別 の 意義 397Z 

=.= 2567 

上 邊 狭 宗 2187 


ひ 


ビア ソン (Arthur Pearson) 
620/ 

mt 22 ESL 652/ 

ピア ニス ト ( 家 人 ) 705 ヶ 

ビ ピアノ 調律 科 370r 

ビ ピアノ 調 律師 6941 

非 遺伝 性 疾患 2387 

検 垣 直 右 793 

「 ひ か り の 彫 」 83r 

[ 輝 は 間 よ | 9e 

肥後 基 一 8:7 

美術 (中 学部 ) 3497 

ビ aay 4 Sa 77/ 

ビッ トリ オ ・ エ マヌ エル 2 the 


ば ら 一 ぼら 


6477r 

PT-> 理 学 療法 士 

人 康 親王 26 

ビニ エ (Pignier) 531, | 722 ヶ 
ビ ネ ー・ シ モン 知能 テス ト 
281/ 

PVC 固 型 点字 576/ 

PVC 点字 製版 ・ 印 刷 機 576/ 

PUR GEE 354/ 

彼 服 製作 354/ 

「 標 準 点字 楽譜 の 書き 方 」 61/, 
89r 

ZAR «= - 2657 

平井 点字 社 = 87r, 897, 90z 


ビル マ の 盲人 事情 2057 


FeeAhh 104/ 
EY AR YTTERE Bias (Xl) = 5410 


~ 
> 


Poor Miss Finch 132/ 

Falaise of the Blessed Voice 
1332 

VOS?~42° 7 RAREBSA 

グ ィ ーー ドド クウ シン 536/ 

フィ リピ ン の 盲人 事情 2057 

7FAVYIYFORARB 2061 

風刺 伝説 43r 

プエルト リコ (アメ リカ 自由 連合 
州 ) の 盲人 事情 206z 


フォ ー セ ッ ト (Henry Fawcett) 
772 

全 草 検校 108/ 

不 確 実 な 姿勢 。 258z 

不 完全 中 学 440z 
不 規 則 狭 窪 _ 2187 

福沢 諭吉 347, 309/ 
福祉 工場 703r 

偏 島 県 点字 図書 館 700r 
服従 訓練 590/ 

RAE 140 

藤永 検校 1087 
Rei = 289r 
普通 科 教科 書 5132 


「 仏 眼 」 947, 1351 

仏 眼 協会 371, 135/ 

仏 有 眼 協会 盲 学校 371 

仏 眼 厚生 学校 1357 

WBOBARR  135r 
フッ トバ レー ボー ル 170/ 
フッ ト ボ ー ル 1607 

Altai = =—- 2261 

ぶどう 膜 炎 238z 

御 逢 膜 の 損傷  246r 

フー バー (Richard Hoover) 
5487, 761 

フー バー 技術 5491 

不服 従 訓練 5907 

The Bride of Lammermoor 
1302 

ララ パン 【 図 別 1B67z 
ブラ イ ユ (Louis Braille) 49], 
53r, 6121 

ブラ イ ュ の 数 字 ( 図 ) 541 
ブラ イ ュ の 点字 楽譜 58z 
ブラ イ ュ の 点字 発明 54 
4357r 


The Blind Girl of Wittenberg 
1312 

I PoIaA ARS et Pal 755! 

The Blind Beggar's Daughter 
of Bednall-Green 1287 


The Blind Man of Argenteuil 
128/ 

The Blind Man’s Eyes 134/ 
FIP IRA eS) 571r 
ブラ ジル の 盲人 事情 206r 
プラ ッ ト ・ ス ムー ト 法 623/ 
「 フ ラン ス 語 文法 要 程 |] 49 
フラ ンス の 弄 人 事情 2071 


フリ ー ア ー(James Hatley Frere) 
502 


フリ ー ア ー タ イプ ( 図 ) 507 
FYYVRA+TVFAARSR 
212r, 659r 

ブル ガリ ア の 盲人 事情 2081 


古河 ( 川 ) 太 四郎 "347, ‘627, 
3097。 3237,。 793 
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古川 正 雄 342 62/ 

デレ イス メン ト oo 4 PSG 
職 あ っ せん 者 ) の イグ 

ブレス 作業 7141 
レー メレ ント OPS 

703r 


ブレ ー ル スス フォード (Brailsford) 
140r 


フレ ンチ (Richard S. French) 
7221 

フレ ンド 点訳 替 仕 会 

フレ ンド 派 140/ 

グラ マー 547/ 

プロ テス タン ト の 盲人 伝道 

1387 

文 の 内 容 291r 

MER 734/ 

分 離 覚 2171 


1407 


平 曲 1042 

平 曲 の 衰退 29z 

平 曲 の 隆盛 28r 

平 曲 法師 。 287° 

平均 台 164/ 

PRE 1041 

PREEEOFA 261 

FREEOUT  26r 

「 平 家 物語 ]」 267, 95/ 

ヘイ ス (Hayes) 2827, 284/ 

平面 視野 検査 決 218r 

RE ウッ Ne を ング ター 
652/ 

北京 盲 学校 。 1971 

ペグ ボー ド 536z 5421 

ヘザー モット 盲 青年 職業 能力 測定 
セン ター 615/ 

別 科 ( 盲 学校 ) 3797 

ベッ スラ ー (M. T. Bessllar) 
213/ 

ベト ナム 共和 国 の 盲人 事情 208/ 

ベト ナム 退役 軍人 国立 リハ へ ビリ テ 
ya yh a 2082 


ベト ナム 民主 共和 国 の 盲人 事情 
209/ 

Behcet, H. 5587 

ベー チェ ッ ト 病 2397, 9087" 

ベー チェ ッ ト 病 患者 の 職業 訓練 
909r 


ベー チェ ッ ト 病 患者 の 年 齢 別 視 力 


状況 ( 表 ) 5602 
ベー チェ ッ ト 病 患者 の リハ ビリ テ 
ー ジ ョ ンジ 561/ 


ベー チェ ッ ト 病 の 了 臨床 像  558r 


ベー チェ ッ ト 病 発病 後 の 経過 年 数 
9607 


べ ベネズエラ の 盲人 事情 2097 
ヘー リン グ 説 219/ 
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編 集 を 終 を て 


岩橋 武夫 先生 が , この 事典 の 出版 を 企画 し て か ら 30 年 の 歳 月 が 流れ た . その 
手始め に 着手 し た Encyklopaidisches Handbuch des Blindenwesens の 翻 
訳 原本 が , 昭和 20 年 , 戦火 に よっ て 焼失 し た と き , 「 愛 児 を 亡くし た より ゃ 深 
い 愛 惜 の 情 を 禁じ 得 な た い 」 と 嘆 か れ た . し か し , 盲人 の し あわ せ を 願い , 向上 
を 望む この と も し 火 は , いく た の 人 た ち に よっ て 受け 継が れ , こと に よう や く 
刊行 の 運び に 至っ た . まこ と に 感 慌 無量 で ある . 

初め の 20 年 間 は , メル ・ 事 典 の 全訳 と , 膨大 な 内 外資 料 の 収集 ・ 整 理 に 費 さ 
れ , 後 の 10 年 間 が 主として 編集 作業 に 当て られ た . 執筆 期間 が 長期 に わた っ た 
関係 か ら 内 容 の 一 部 に 時 間 的 な ずれ が で きた が , 極力 新 資料 に よっ て 補う 5 こと 
に し た . さら に 激動 し , 進展 し て や まな い 先 進 諸 国 の 最近 の 情勢 を 取入れ , で 
きる か ぎり 高く 広い 視野 に わた っ て 重要 な 項目 や 付録 を 追加 し , その 解明 に 努 
力 し た . この た め , 当初 , A 5 判 600 ペー ジ の 予定 が , 質量 共に 増加 し , つい 
こと B 5 判 1006 ペー ジ と な っ た だ. 

「 総 合 宜 人 年 表 」 は, 一 般 史 の 重要 事項 と 対比 する こと に よっ て , 各 時 代 に 
お ける 盲人 間 題 の 社会 的 背景 と , その 発展 の 歴史 を 明らか に し た も の で , 東京 
教育 大 学 教授 佐藤 親 雄 氏 に 負 5 ぅ 5 と ころ が 多い . 7 

巻末 の 「 索 引 」 は, 本 文 か ら 抽出 し た 必要 項目 を , さら に 利用 者 の 立場 か ら 
全面 的 に 検索 し , 排列 し た . 

私 た ち 編 集 担当 者 は , 全力 を 尺 し た つも り で ある が , な に ぶん 未経験 か ら 出 
発し た た め , 不 十 分 な 点 が 多々 ある こと と 思わ れる . 利用 者 の ご 叱 正 , ご 教示 
を いた だ き , 願わ く は 本 事典 が 宜 人 の 福祉 向上 に 役立つ こと が で きれ ば 幸い で 
ある . 

それ に つけ て も , か くも 長期 に わた り , HS, 資料 提供 , 徳 訳 等 に ご 協力 を 
賜 わ っ た 多く の 方 が た に 心から お 礼 を 申し あげ る . また , 終始 一 貫 , ご 指導 い 
た だ いた 熊谷 宗 一 氏 に は , こと ば に 言い 尽 せ ぬ 感謝 を ささ げた い . 終わ り に , 
校正 に 尽 され た 山田 房 一 氏 , 大 日 本 印刷 の 製作 担当 者 吉村 太一 RARE, FF 
村 圭 佑 氏 ら の 努力 に 謝意 を 表す る 次 第 で ある . FraeK) 
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